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Analyticsの使用
Analyticsは、データを操作するためのさまざまなツールを提供します。Analytics には、データのインポート

をはじめとして、データ分析サイクルを進めるためのさまざまなオプションがあります。

Analyticsは、特定のデータ分析ワークフローを適用したり、必要とすることはありません。Analyticsのコマ

ンド、関数、および他のツールは、ワークフローの状態に合わせて組み立て、特定のデータセットを分析

し、分析目標を達成することができます。

つまり、一般的なデータ分析サイクルを理解することで、Analyticsでの作業の階層化することができま

す。

データ分析のサイクル
データ分析には、5つの段階があります。これは略語のPIPARで表されます。

Plan(計画 )、Import(インポート )、Prepare(準備 )、Analyze(分析 )、Report(レポート )

ヒント

Analyticsでのデータ分析サイクルの仕組みについては、導入チュートリアルを実行してく

ださい："Analyticsの基本操作 (非 Unicode版 ) "ページ 37

"作業の計画"ページ 38

データ分析作業を計画することは、Analyticsで実際に分析を開始する前の前提として重要

です。

必ず "作業の計画"ページ 38を確認してください。

データのインポート 分析する前に、データを Analyticsにインポートする必要があります。

データを準備します

多くの場合、データの分析準備が整う前に、1つ以上のデータ準備タスクを実行する必要が

あります。

データの分析

コマンドおよび他のツールを使用して、Analyticsで分析を実行し、調査しているデータに関す

る一般的な洞察を得て、特定の問題に対して回答します。

結果のレポート作成 データ分析が完了すると、Analytics は、複数の方法で、結果を報告または表示します。
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はじめに
Analyticsヘルプのこのセクションでは、次のような、さまざまな導入および概要情報について説明します。

"Analytics とは"見開きページ

Analytics機能の概要と、Analyticsを使用してデータを分析する際のエンドツーエンド

プロセス。

"ACL for Windowsの概要"ペー

ジ 32
ACL for WindowsインストールパッケージとACL for Windowsのメイン画面。

"Analyticsの基本操作 (非
Unicode版 ) "ページ 37

この基本レベルの1時間のチュートリアルでは、Analyticsを使用して、データを分析す

るエンドツーエンドのプロセスについて概要を説明します。

新しいすべてのAnalyticsユーザー向けです。

"Analyticsのヘルプ"ページ 105 Analytics使用時のヘルプ情報の参照箇所

"Analyticsのユーザーインターフェ

イス"ページ 109
Analytics インターフェイスの概要。カスタマイズ可能な要素などが記載されています。

"Analytics プロジェクト "ページ

 169
Analyticsプロジェクトに関する情報。Analyticsに作業を保存して整理するための情

報です。
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Analyticsとは
Analyticsは、データアクセス、データ分析、および統合レポートの強力な組み合わせを提供し、データの

完全性を保証するデータ分析アプリケーションです。Analyticsインターフェイスを使ってアドホックの分析を

実行したり、統合 ACLスクリプティング言語でローカルで、またはクラウドで実行する分析を自動化したり

します。

l データアクセス –ファイルベースのデータソース、データベース、またはクラウド データサービスから、さ

まざまなタイプのデータをインポートします。
l データ分析 –Analyticsコマンド、関数、他のツールを使用して、調査しているデータに関する一般

的な洞察を得て、特定の問題に対して回答します。ユーザーインターフェイスでアドホックデータ

分析を実行したり、Analyticsの強力なスクリプト言語である ACLScriptを使用して分析を自動

化したりすることができます。
l レポート –Analyticsのネイティブレポート機能を使用して調査結果を報告したり、Tableauなどの

サードパーティレポート ツールを使用してAnalyticsデータをインポートしたりすることができます。
l エクスポート機能 –調査結果または他のデータをエクスポートして、Excelまたは区切り文字付きテ

キストなどのファイルタイプを入力します。HighBondプラットフォームのリザルト アプリにレコードを

アップロードして、ワークフロー自動化ツールを使った問題改善と処理、およびデータの視覚化を行

うこともできます。

基本ワークフロー
以下の図はAnalyticsに関連付けられた基本ワークフローを示します。

1. データを Analyticsテーブルにインポートする
2. データの分析、結果テーブルの出力
3. 分析結果のエクスポート、レポートツールへのインポート

3番目の手順は任意です。Analyticsでネイティブレポート機能を使用することもできます。
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データによる作業
Analyticsを使用すれば、組織にとって重要な取引データを即座に見ることができるようになります。デー

タの読み込みや比較を行いますが、ソースデータが変更されることはなく、データの完全な品質と整合性

が保持されることを保証します。

詳細については、"Analyticsによるデータアクセスは読み取り専用です"ページ 243を参照してください。

Analyticsを使用すると、次のような方法によるデータの操作が可能になります。

l データ母集団全体、または母集団のサンプルを分析する
l 傾向と例外を特定し、考慮の対象となり得る領域を強調する
l 統制上の問題を特定し、貴組織の基準へのコンプライアンスを保証する
l 財務取引や時間依存の取引の年齢調べおよび分析を行う
l アナリティクステストを自動化し、結果の通知を即座に受け取る
l 分析手順の保存、再調査および結果の比較を可能にするために、実行した分析を記録する

Unicodeおよび非 Unicode版
AnalyticsにはUnicode版と非 Unicode版があります。いずれのエディションも同じインストールパッケー

ジに含まれ、インストール時にインストールするエディションを指定します。Analyticsの製品およびサブスク

リプション情報が記載されているダイアログボックス( ［ヘルプ >バージョン情報］)で、バージョン番号の後

ろにUnicodeまたは非 Unicodeが表示されます。

詳細については、"Diligent Unicode製品"ページ 2672を参照してください。

製品名の変更
バージョン 11.4以降、AnalyticsはACL for Windowsのコンポーネントになりました。ACL for Windows
には、オフラインプロジェクトも搭載されています。

Analyticsは、バージョン 10.0より前ではACL Desktopと呼ばれていました。短縮名称はACLでした。

AnalyticsがDiligent製品のエコシステムにど
う適合するか

メモ

バージョン 16以降のAnalyticsはAnalytics Exchange( AX)と連携しません。2023年

1月 1日をもってAnalytics Exchangeのサポートが終了します。詳細を確認するか、ロ

ボットにアップグレードしてください。

AnalyticsとAnalytics Exchangeの連携の詳細については、Analyticsおよび

ACLScript 15.1のヘルプを参照してください。
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ACL for Windowsの概要
ACL for Windowsは単一のダウンロード可能な製品であり、次へのアクセスを提供します。

l Analytics
l ロボット
l リザルト
l オフラインプロジェクト

メモ

各コンポーネントへのアクセスは、ご利用のDiligentのサブスクリプションによって決まりま

す。

ACL for Windowsのメイン画面を使用してア
クセスできることは?
ACL for Windowsを使って、以下のことが行えます。

l Analyticsをアクティブ化して、製品の使用を開始する
l Analyticsで Analyticsプロジェクトを作成したり開いたりする
l HighBond リザルトに接続する。ここで、例外を整理、追跡、および修正するワークフローを構築で

きる
l Launchpadにアクセスする。ここで、HighBondユーザーのすべてのHighBondアプリへのリンク、お

よびScriptHub、インスピレーション、およびユーザープロファイルへのリンクを提供する
l オフラインプロジェクトを使用して、HighBondプロジェクトからセクションをチェックアウトまたはチェック

インし、作業をオフラインを実行する
l サポート、クイックスタート ガイド、製品のフォーラム、オンラインヘルプ、およびトレーニングコースな

どのリソースにアクセスする
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コンポーネント

番号 コンポーネント 説明

1 組織セレクター このドロップダウンリストを使って、アクセス権のあるアカウント (組織 )の間で切り替えを行い

ます。

2 ツールバー プロファイル –プロファイルを更新したり、ACL for Windowsからサインアウトすることができ

ます。

情報 –ヘルプまたは製品のドキュメントにアクセスしたりサポートに連絡することができま

す。

3 最近のアナリティク

スファイル
Analytics内で最近アクセスしたファイルを表示します。［リストの更新 ］をクリックし、ファイ

ルのリストを更新するか、F5を押します。

4 開く 既存のAnalyticsプロジェクト、またはHighBondプロジェクトを開く

5 作成 o アナリティクスプロジェクト –新しいAnalyticsプロジェクトを作成し、Analyticsで開きま

す。
o ワークフロー –表示するリザルトのコレクションを開くか、例外の整理、追跡、および修正

のために新しいワークフローを作成します。

6 サンプルファイル さまざまなサンプルデータを含む、事前に作成済みのAnalyticsプロジェクトを開きます。

ACL for WindowsがDiligent製品のエコシス
テムにどう適合するか

メモ

バージョン 16以降のAnalyticsはAnalytics Exchange( AX)と連携しません。2023年

1月 1日をもってAnalytics Exchangeのサポートが終了します。詳細を確認するか、ロ

ボットにアップグレードしてください。

AnalyticsとAnalytics Exchangeの連携の詳細については、Analyticsおよび

ACLScript 15.1のヘルプを参照してください。
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HighBondインスタンスの切り替え
所属の組織が複数のサブスクリプションを持っている、あなたがコンサルティングをしているのは複数の組

織である、あるいはあなたがトレーニングインスタンスの一部である場合には、あなたはHighBondの複

数のインスタンスに属している場合があります。複数のHighBondインスタンスに属している場合は、ACL
for Windowsを使用してインスタンス間を切り替えることができます。

HighBondインスタンスを切り替えると、別のサブスクリプションを使用してACL for Windowsをアクティブ

化し、異なる組織や事業単位に属するデータにアクセスできます。

HighBondインスタンスを切り替えるには次を実行します。

1. ACL for Windowsで、プロファイルドロップダウンリスト から［サインアウトして閉じる］を選択し

ます。

これで現在のインスタンスからサインアウトしました。

2. デスクトップにある ACL for Windowsショートカットをダブルクリックします。

Launchpadサインイン画面が開きます。

3. HighBondアカウントを使用してサインインするには、ユーザー名 (電子メール)とパスワードを入力

して、［サインイン］をクリックします。
4. ドロップダウンリストから該当するインスタンスを選択し、［アナリティクスのアクティブ化］をクリックしま

す。

ACL for Windowsが開きます。HighBondに関連して実行するすべての活動が、選択したインスタ

ンスを対象に行われるようになります。
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Analyticsの基本操作 (非 Unicode
版 )
この基本チュートリアルでは、Analyticsを使用して、データを分析するエン
ドツーエンドのプロセスについて概要を説明します。

推定時間 60分

要件

これまでにAnalyticsを使用したことがなくても構いません。一部の基本データ分析経験があ

ることが前提ですが、絶対に必須であるわけではありません。

Analyticsのバージョン 13.0以降 (非 Unicode版 )

チュートリアルの正しいバー

ジョンを実行する

非 Unicode版のAnalyticsを使用している場合は、このバージョンのチュートリアルを実行し

てください。

Unicode版を使用している場合は、"Analytics( Unicode版 )の基本"ページ 71を実行してく

ださい。

ヒント

使用している Analyticsのエディション(版 )を確認するには、Analytics のメインページ

で、［ヘルプ > バージョン情報］に移動し、［アナリティクス］ダイアログボックスを開きます。

バージョン番号の後に版の指定が表示されます。

メモ

中国語および日本語のユーザーインターフェイスはUnicodeのみです。

シナリオ

法人クレジットカード取引の確認

2か月間の法人クレジットカード取引を確認する必要があります。目標は、この期間中に従業員

がどのようにカードを使用したのかについて概要を認識し、カードの悪用の可能性を特定すること

です。

取引データは 3つのExcelワークシートにあります。データを分析する前に、それを Analyticsにイ

ンポートし、個別のデータセットを単一のAnalytics テーブルに結合する必要があります。
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データを分析した後、分析結果を視覚的に表示し、オーディエンスとの対話を効果的にすること

ができます。

任意のセクション

これから、法人クレジットカード取引の確認を繰り返し行うことが義務付けられました。

自分または他の誰かがすばやく正確に将来のレビューを実行できるようにするために、作業の一

部を自動化するスクリプトを作成することにしました。

PIPAR – Analyticsのデータ分析サイクル
Analytics のデータ分析には、5つの段階があります。これは略語のPIPARで表されます。

Plan(計画 )、Import(インポート )、Prepare(準備 )、Analyze(分析 )、Report(レポート )

作業の計画
データ分析作業の計画は非常に重要です。計画ステージを省略し、データに対して分析コマンドを実行

すると、問題の発生、追加作業、または重要な分析インサイトの喪失が生じるおそれがあります。

基本計画でも、計画がないよりはよいので、お勧めします。Analyticsに関するお客様の経験と知識が

増えるとともに、計画をより詳細かつ正確に作成できるようになります。優れた計画は、スムーズかつ効

率的に進むデータ分析プロジェクトにとって主要な要素です。

計画のガイドライン

明確で具体的な目標を策定する

分析で想定される最終製品は何ですか。

実現方法を計画するには、明確に定義された目標が必要です。たとえば、このチュートリアルでは、具体

的な目標は次のとおりです。

l 各マーチャント カテゴリの法人クレジットカード取引のカウントおよび合計金額を特定する
l 禁止されたカテゴリの取引を特定する

段階的なアプローチをマッピングする

目標を達成する方法
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多くの場合、目標を達成するには、複数の手順が必要になるため、目標に合わせて、詳細で段階的な

アプローチをマッピングします。

たとえば、このチュートリアルの計画の手順のうちの2つは次のようになります。

l すべての個別の取引ファイルを単一のファイルに結合する
l 結合された取引データをマーチャント カテゴリにグループ化する

大きい目標を個別の手順に分解した後には、各手順を実行するために使用する Analytics の特徴およ

び機能を検討することができます。

必要なデータを特定する

目標を達成するには、どのデータが必要ですか。

必要なソースデータを、特定のデータ要素またはフィールドのレベルに細分化します。適切な入力がなけ

れば、目的の出力を得ることはできません。

このチュートリアルには、主な取引ファイルがありますが、2番目の目標を達成するには、禁止されたマー

チャント カテゴリコードのリストが必要になります。

技術要件を考慮する

考慮する必要がある技術的な考慮事項はありますか。

データ分析で使用しているツールに関係なく、制約内で作業する必要があります。ソースデータは、ツー

ルがアクセスできる場所やシステムに格納され、読み取れる形式ですか。提案している分析はルールに

よってサポートされますか。

たとえば、Analyticsで複数のテーブルを結合するためには、各テーブルの対応するフィールドのデータ型

が同じである必要があります。Analytics は、フィールドのデータ型の変更をサポートしますが、計画で考

慮する必要がある手順です。

繰り返す準備をする

進めるにつれ、計画を調整しなければならない場合があります。

分析の過程で、さらなる調査を保証する、予期しない事態に遭遇します。追加のデータと追加のアナリ

ティクス手順が必要であることを認識します。

データの理解が深まるにつれ、計画も進化します。これにより、類似した本質となる将来の分析のため

に、より成熟した計画の基礎となることができます。

データのインポート
分析する前に、データを Analyticsにインポートする必要があります。

データ定義ウィザードを使用して、3つのExcelワークシートにインポートすることで、インポート処理に慣

れていきます。Excelからのインポートは、Analyticsで分析するためのデータを取得するための最も一般

的な方法の1つです。ただし、Analytics は、さまざまなデータソースからのデータのインポートをサポートし

ます。
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Analytics を開始し、"Sample Project.ACL"を開く

メモ

以下の手順では、Analyticsをアクティブ化済みであることが前提です。

手順

1. デスクトップにある ACL for Windowsショートカットをダブルクリックします。
2. ACL for Windows画面の［開く］の下で、［Analytics プロジェクト］をクリックします。
3. C:\Users\user_account_name\Documents\ACL Data\Sample Data Filesに移動し、

Sample Project.ACLをダブルクリックします。Analytics内に

Sample Project.ACLが開かれます。

AnalyticsをインストールしたときにSample Data Filesフォルダーをデフォルトの場所にインス

トールしていない場合は、インストールした場所に移動します。

2つのExcelワークシートのインポート

まず、2つのExcelワークシートを同時にインポートします。複数のExcelワークシートを同時にインポート

すると、作業の手間を大幅に削減できます。

手順

1. Analyticsのメインメニューから、［インポート > ファイル］を選択します。
2. ［定義するファイルの選択］ダイアログボックスで、Trans_May.xlsを選択し、［開く］をクリックしま

す。

Excelファイルは Sample Project.ACLと同じフォルダーにあります。

3. ［ファイル形式］ページで、［Excel ファイル］オプションが選択されていることを確認し、［次へ］をク

リックします。
4. ［データソース］ページで、ファイルの両方のワークシートを選択します。

l Trans1_May$
l Trans2_May$

5. ［先頭の行をフィールド名として使用する］が選択されていることを確認し、［次へ］をクリックしてか

ら、［完了］をクリックします。

2つのExcelワークシートが2つの別のAnalyticsテーブルにインポートされます。

3番目のExcelワークシートのインポート

3番目のExcelワークシートをインポートします。単一のワークシートをインポートするときには、一部のメ

タデータ設定を、後からAnalyticsで調整するのではなく、インポート処理中に手動で調整するオプション

があります。

手順

1. 直前の手順にあるすべてのステップを繰り返すことで、Trans_April.xlsを見つけて選択します。
2. ［ファイル形式］ページで、［Excel ファイル］オプションが選択されていることを確認し、［次へ］をク

リックします。
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3. ［データソース］ページで、Trans_Apr$を選択します。
4. ［先頭の行をフィールド名として使用する］が選択されていることを確認し、［次へ］をクリックしま

す。
5. ［Excel インポート］ページで、ヘッダーをクリックして、TRANS_DATE列を選択し、次の変更を行

います。
l ［名前］フィールドで、TRANS_DATEを DATEに変更します。
l ［長さ］フィールドで、19を 10に変更します。

メモ

インポート処理中には、データ定義ウィザードでデータフィールドを調整します。

データのインポートが完了した後に、後から調整することもできます。チュートリアル

の次のセクションでは、調整の理由について説明します。

6. ［ファイル名］フィールド型Trans_Aprで［次へ］をクリックし、［保存］をクリックします。
7. ［完了］をクリックしてから、［OK］をクリックします。

3番目のExcelワークシートはAnalyticsテーブルにインポートされます。

ナビゲーターの［概要］タブに、新しい 3つのAnalyticsテーブルが表示されます。これらのテーブルには、

Excelデータの読み取り専用コピーが含まれます。Excelソースデータ自体は含まれません。

データの準備
多くの場合、データの分析準備が整う前に、1つ以上のデータ準備タスクを実行する必要があります。

このチュートリアルでは、次の2つの準備タスクを実行します。
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l 追加の調整を行い、データフィールドを合わせる
l 分析のために、3つの新しいAnalyticsテーブルを単一のテーブルに結合する

また、ベストプラクティスとして、分析作業を実行する前に、インポートされたデータの有効性を必ず確認

することをお勧めします。テーブルに無効なデータが少しあるだけでも、すべての後続のデータ分析が無効

になる可能性があります。

データの準備が必要な理由

データの分析を進めようとしても、適切なデータ準備を行わないと、分析を実行できない場合がありま

す。あるいは、実行する分析に欠陥が生じる可能性があります。

何らかの初期準備がないと、さまざまな問題がソースデータに影響し、分析に適さなくなる可能性があり

ます。

例：
l ソースデータは複数のファイルに分散しているため、単一のデータのセットとして分析できるように、

結合する必要があります。
l 異なるファイルの対応するフィールドは、「調整」する必要があります。つまり、処理するための前提

条件として、同じ構造と形式にします。
l 「汚いデータ」はクレンジングして正規化する必要があります。これは、Analytics 関数を使用して

実行できます。

要点

データのインポートと準備にかかる時間は、実際の分析にかかる時間を超えることがあります。ただ

し、これらは重要な初期段階であり、分析の基になる基盤を提供します。

テーブルレイアウトの調整

Analyticsプロジェクトのすべてのテーブルにはテーブルレイアウトがあります。テーブルレイアウトは、フィー

ルド名、フィールドの開始位置、フィールドの長さ、フィールドのデータ型などのメタデータを含んでいます。

3つの新しいAnalytics テーブルを単一のテーブルに結合する前には、テーブルレイアウトの一部のメタ

データを調整する必要があります。

ここでは、Trans_Aprテーブルレイアウトの内容を示します。Analyticsに慣れるにつれ、テーブルレイアウ

トの操作方法をすぐに学ぶことができます。テーブルレイアウトには、多数の便利な点があります。
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Trans_Aprテーブルレイアウトの調整

まず、Trans_Aprテーブルの2つのフィールドのデータ型を変更する必要があります。

手順

1. まだ開いていない場合は、Trans_Aprテーブルを開きます。

テーブルを開くには、ナビゲーターでテーブルをダブルクリックします。

2. テーブルビューの上で［テーブルレイアウトの編集 ］を選択します。
3. CARDNUM フィールドをダブルクリックし、編集用にフィールド定義を開きます。
4. ［有効なデータ型］の下で、ASCIIをダブルクリックして、フィールドのデータ型を更新します。

他の2つのテーブルでは、CARDNUM フィールドのデータ型はASCIIです。ほとんどの部分では、

データを結合するには、結合されるテーブルの対応するフィールドのデータ型が同じである必要が

あります。

5. ［入力を受け入れる ］をクリックします。

プロンプトが表示されたら、［はい］をクリックして、変更を保存します。

6. ［CODES］フィールドをダブルクリックしてデータ型を ASCIIに変更します。
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7. ［入力を受け入れる ］をクリックし、［閉じる］ をクリックして［テーブルレイアウト］ダイアログ

ボックスを終了します。

Trans_Mayテーブルレイアウトの調整

調整を完了するには、Trans1_Mayおよび Trans2_Mayレイアウトの両方の2つのフィールドのデータ型

を変更する必要があります。DATE フィールドの調整も必要な場合があります。

手順

上記のプロセスに従い、Trans1_Mayおよび Trans2_Mayレイアウトの両方で、次の変更を行います。

フィールド

次のデータ型に変更しま

す。 追加の変更

CODES ASCII

AMOUNT PRINT ［小数点］フィールドに 2を入力し、数値に2桁の小数点が表示さ

れることを指定します。

DATE 変更なし メモ

DATEフィールドの長さが既に10の場合は、調整は

不要です。

o ［長さ］フィールドで、19を 10に変更します。この変更により、空

の時刻データが省略されます。
o ［書式設定］ドロップダウンリストで、YYYY-MM-DDを選択しま

す。

完了すると、Mayテーブルレイアウトが以下のレイアウトのようになります。

メモ

日付形式 ( YYYY-MM-DD)はレイアウト サマリーに表示されません。DESCRIPTION 
フィールド長は、2つのMayレイアウトで異なります。
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インポートされたデータの検証

では、3つのインポートされたテーブルのデータを検証し、追加のデータ準備、およびデータ分析を進めて

も問題がないことを確認しましょう。

メモ

データ型を更新した後に、データを検証しています。Analyticsでデータを検証するときに

は、フィールドのすべての値がフィールドのデータ型の要件に適合することを確認していま

す。このため、データ型が確定した後にのみデータを検証することに意味があります。

手順

1. Trans_Aprテーブルを開きます。
2. Analytics のメインメニューから、［データ >検証］を選択します。
3. ［検証］ダイアログボックスで、フィールド リストのすべてのフィールドを選択します。

ヒント

Shift+clickを使用して、複数の隣接するフィールドを選択します。
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4. ［OK］をクリックします。

結果は次のようになります。0個のデータ妥当性エラーが検出されました。

詳細

お客様がユーザーインターフェイスで実行したアクションが自動的にACLScript VERIFYコマ

ンドに変換されたことに気付きましたか。ユーザーインターフェイスで実行するすべてのコマン

ド レベルのアクションは、自動的に対応する ACLScriptコマンドに変換され、各 Analytics 
プロジェクトに付属するコマンド ログに取り込まれて格納されます。

このように、有効で実行可能なスクリプト構文の自動生成は、最も強力な Analytics機能

の1つです。チュートリアルの最後のオプションのセクションで、スクリプトを確認します。

5. ナビゲーターで、Trans1_Mayテーブルをダブルクリックして開き、手順を繰り返して、データを検証

します。
6. Trans2_Mayテーブルでも同じことを実行します。

両方のテーブルには、データ検証エラーは含まれません。

メモ

最大エラー上限に達しましたというエラーメッセージが表示される場合は、テーブル

レイアウトで日付フィールドの形式を正しくYYYY-MM-DDに変更したことを確認

します。

詳細表示

Analytics がデータ検証エラーを特定するときの処理を確認する場合は、Tables\Badfileを開

き、検証プロセスを実行します。
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3つのAnalyticsテーブルを結合する

最終データ準備タスクでは、3つの新しいAnalytics テーブルを単一のテーブルに結合します。

簡単にするため、チュートリアルは 3つのテーブルのみを結合します。ただし、同じプロセスを使用して、12
個の月次テーブルを単一の年次テーブルに結合し、年度全体のデータに対して分析を実行することがで

きます。

手順

1. Analytics のメインメニューから、［データ >最後に追加］を選択します。
2. ［使用可能なテーブル］の下で、各新しいテーブルをダブルクリックし、［選択したテーブル］領域に

追加します。
3. 3つのテーブルのフィールドを確認し、名前とデータ型が、データ定義ウィザードと［テーブルレイアウ

ト］ダイアログボックスで行った変更に基づいてどのように同じになっているのかを見てください。

対応するフィールドを後に追加するには、名前が同じであり、ほとんどの状況でデータ型も同じで

ある必要があります。

4. ［出力テーブルの使用］を選択し、コマンドの実行後に、結合されたデータがあるシャット力テーブ

ルが自動的に開くようにします。
5. ［To］フィールドで、Trans_Allと入力し、［OK］をクリックします。
6. ポップアップ通知で、［はい］をクリックします。

メモ

通知については気にする必要はありません。追加コマンドは、数値フィールドの一

部の自動調整を実行します。これにより、時間と作業工数を削減できます。
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新しいTrans_Allテーブルが作成され、3つの入力テーブルのすべてのレコードが含まれます。

Analytics のインターフェイスの下部にある状態バーのレコード数が、レコード： 481 となります。

これで、実際のデータ分析に進むことができます。

データの分析
コマンドおよび他のツールを使用して、Analyticsで分析を実行し、調査しているデータに関する一般的

な洞察を得て、特定の問題に対して回答します。

メモ

分析段階では、前の計画の強度が明らかになります。調査に関する明確な目標を策

定している場合は、実行する分析の種類について明確な考えを持つことになります。

データ分析

このチュートリアルでは、Trans_Allテーブルのデータについて次の分析を実行します。

l 次の点を検出するために、マーチャント カテゴリコードによって、クレジットカード取引レコードをグ

ループ化します。
l 従業員が法人クレジットカードを使用する方法
l 各カテゴリで費やされる金額

l フィルターを作成し、禁止された取引を分離する

マーチャント カテゴリコードによって、クレジットカード取引レ
コードをグループ化する

データのセットをグループ化または要約すると、データの概要をすばやく確認することができます。

手順

1. まだ開いていない場合は、Trans_Allテーブルを開きます。
2. Analyticsのメインメニューから、［分析 >要約］を選択します。
3. ［要約］ダイアログボックスで、次のフィールドとオプションを選択します。

タブ フィールドまたはオプション 選択または入力

メイン 要約オン CODESを選択

その他のフィールド DESCRIPTIONを選択

小計フィールド AMOUNTを選択

平均、最小、最大 チェックボックスを選択
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タブ フィールドまたはオプション 選択または入力

出力 To ファイルを選択

名前 タイプTrans_All_Grouped

4. ［OK］をクリックします。

新しいTrans_All_Groupedテーブルが作成されます。テーブルに110レコードがあり、Trans_All
テーブルの各一意のマーチャント カテゴリコードにつき 1件のレコードがあります。COUNT フィール

ドは、各グループのソースレコード数を示します。

ヒント

テーブルビューを右クリックし、［すべての列のサイズを変更］を選択して、ビューをよ

りコンパクトにします。

調査のための簡易ツール

データの要約バージョンがあるため、一部の基本 Analytics ツールを使用して、法人クレジットカード利用

についての一般的な洞察を得ることができます。

数回クリックするだけで、使用パターン、悪用の可能性について、多くの情報が得られます。

この洞察を得るには Trans_All_Grouped テーブルでこれを実行します。

4月および 5月中の従業

員の合計請求金額はいく

らでしたか。

o Total AMOUNTヘッダーを選択します。
o ［分析 >合計］の順に選択します。

支出合計は $187,177.13でした。

従業員が最もカードを

使ったのはどこでしたか。

o ［Total AMOUNT］ヘッダーを右クリックして［クイックソート 降順］を選択します。

［DESCRIPTION］フィールドは、次の項目に最も多い金額が費やされたことを示します。

o Caterers
o Eating places and Restaurants
o Hilton International

最も大きい単一の支出は

何か。

o ［Maximum AMOUNT］ヘッダーを右クリックして［クイックソート 降順］を選択します。

［DESCRIPTION］および［Maximum AMOUNT］フィールドは、最も大きい単一の支出は

Club Medの$1999.06であることを示しています。

Club Medは法人クレジットカードで許可されたマーチャント コードか。クレジットカード上限が

$2000の場合、従業員の請求金額は上限以下か。

使用頻度が低いコードの

検査で何が明らかになる

か。

o ［COUNT］ヘッダーを右クリックして［クイックソート 昇順］を選択します。

5つのカテゴリにはそれぞれ 1つの請求のみがありました。禁止されたカテゴリはあるか。おそら

く、1人または複数の従業員は、法人カードをごくまれに誤用しても、検出を逃れることができ

ると考えているかもしれません。

o Cigar Stores & Stands
o Dating & Escort Svcs.
o Babysitting services
o Amusement Parks
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この洞察を得るには Trans_All_Grouped テーブルでこれを実行します。

o Civic, Fraternal, and Social Associations

禁止されたカテゴリはある

か。

o ［DESCRIPTION］ヘッダーを右クリックし、［クイックソート 昇順］を選択すると、簡単に精

査できるようにフィールド値をアルファベット順に並べ替える
o 不審なカテゴリを探すためにフィールドを精査する

1つ以上のカテゴリが禁止されている可能性があるか。

o Babysitting services
o Betting (including Lottery Tickets, Casino)
o Civic, Fraternal, and Social Associations
o Dating & Escort Svcs.
o Massage Parlors
o Precious Stones and Metals, Watches and Jewel
o Video Game Arcades/Establishments

メモ

小さいデータセットを除き、手動精査は実践的ではありません。次に、より実

践的で、より信頼できる方法を見ていきます。

詳細表示

何らかの簡易分析のみを実行し、結果を新しいテーブルに出力したくない場合もあるでしょう。

［要約］ダイアログボックスで、［ファイル］を選択する代わりに、Trans_Allテーブルを要約すると、

［画面］を選択し、結果を Analytics表示領域に出力できます。
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画面への出力は小さいデータセットでのみ実践的です。ただし、個別のグループで簡単にドリルダ

ウンし、各グループのソースレコードのみを表示できるという利点があります。

フィルターを作成し、禁止された取引を分離する

フィルターを使用すると、特定の時点で関心があるレコードのみを分離できます。フィルターは、データに関

する特定の問題に回答するための強力なツールです。

法人クレジットカード取引の一般レビューにより、一部の禁止された取引の可能性が通知されました。そ

こで、禁止されたマーチャント カテゴリコードの一覧をデータと照合し、禁止された取引があるかどうかを

確認することに決めました。
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手順

フィルター式を作成する

1. Trans_Allテーブルを開きます。

2. テーブルビューの上部にある［ビューフィルターの編集 ］をクリックして、式ビルダーを開きます。

式ビルダーはAnalyticsコンポーネントであり、式構文を手動で入力するのではなく、マウスを使用

して式を作成できます。式は値と演算子を組み合わせたもので、これにより計算を実行したり結

果を返したりすることができます。

3. ［関数］ドロップダウンリストで、［論理］を選択してから、MATCH関数をダブルクリックして、［式］テ
キストボックスに追加します。

MATCHを使用して、CODES フィールドの複数の禁止されたマーチャント カテゴリコードを分離し

ます。

4. ［式］テキストボックスで、比較値 プレースホルダーをハイライト表示してから、［使用可能なフィール

ド］リストで、CODESをダブルクリックします。

CODESフィールドは比較値 を置換します。

5. 以下の禁止されたコードの文字列をコピーし、 test1 , test2 <,test3...>プレースホルダーを

置換します。

"5094", "5993", "7273", "7295", "7297", "7994", "7995", "7996", "8641"

メモ

すべての引用符を含む文字列全体を必ずコピーします。

式は次のようになります。
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式を検証し、フィルターを保存して適用します。

1. ［検証］をクリックし、式の構文が有効であることをテストします

作成してすぐに式を検証することをお勧めします。より時間がかかる後からのトラブルシューティング

を回避するうえで役立つためです。

エラーメッセージが表示される場合は、式の構文が正確に上記の構文と一致することをもう一度

確認します。

2. ［名前を付けて保存］フィールドでフィルター名 f_Prohibited_codesをコピーします。

Diligent は、保存されたフィルターの先頭に f_を付けることをお勧めします。

3. ［OK］をクリックします。

f_Prohibited_codes フィルターはTrans_Allテーブルに適用されます。禁止されたマーチャント カ

テゴリコードを使用する取引が分離され、簡単に確認できます。数万件以上のレコードがある

テーブルを考えてみると、フィルターの価値はすぐにはっきりとわかります。

フィルターの削除または再適用

フィルターを削除して、再適用してみてください。

1. フィルターを削除するには、［フィルターの削除 ］をクリックします。
2. フィルターを再適用するには、次のいずれかを実行します。

l ビューの上部にある［フィルター履歴］ドロップダウンリストから、フィルター名を選択します。

l ［ビューフィルターの編集 ］をクリックして式ビルダーを開き、［フィルター］リストでフィルター名

をダブルクリックして［OK］をクリックします。

ヒント

［フィルター履歴］リストには、最大 10個のフィルターがあるため、保存されたフィ

ルターを再適用するために、式ビルダーを使用しなければならない場合がありま

す。

詳細表示

フィルターよりも強力な機能

フィルターは、フィルターに含まれる基準または条件が管理可能である場合に、効果的に動作し

ます。このチュートリアルで作成したフィルターには、9コードしかありません。しかし、禁止されたマー

チャント カテゴリコードのリストが何十個かそれ以上になった場合はどうなるでしょうか。

より効率的なアプローチは、禁止されたコードを含むAnalyticsテーブルを取引テーブルと結合す

ることでしょう。結合された出力テーブルの一致でも、禁止された取引になります。
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結合はこのチュートリアルの範囲外ですが、Analyticsでは頻繁に使用される機能です。

結果のレポート作成
データ分析が完了すると、Analytics は、複数の方法で、結果を報告または表示します。

データ列を使用した従来のレポートがありますが、以下に説明する、よりわかりやすいデータ視覚化を使

用して結果を伝える方法を確認していきます。

ツリーマップ視覚化

このツリーマップ視覚化は、Trans_All_Groupedテーブルで出力するグループ化されたクレジットカード取

引を示します。グループ間の関係は、次の2つの方法で表されます。

l ボックスのサイズ –は、各グループの個別の取引のカウントを示します

ボックスが大きいほど、取引数が多くなります。ボックスは、左上から右下へ、サイズに配置されま

す。

l ボックスの色強度 –は、各グループの合計数を示します

ボックスが濃いほど、合計数が多くなります。

このため、たとえば、右下の四分円にあるClub Medボックスのサイズは、取引数が少ないことを示します

が、色は合計の取引金額が大きいことを示します。
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準備作業

リザルトでツリーマップ視覚化を作成しようとしています。リザルトは、クラウドベースのHighBond プラット

フォームの問題修正アプリです。リザルトのライト バージョンへのアクセスは、ACL Roboticsサブスクリプショ

ンに含まれます。

視覚化を作成するには、まず、視覚化を格納するための、シンプルな 2レベルのデータコンテナを作成す

る必要があります。最初のレベルはコレクション、2番目のレベルは分析と呼ばれます。すばやく簡単に作

成できます。

Launchpadにサインインし、リザルトにアクセスします。

メモ

何らかの理由で Launchpadにサインインできないか、リザルトにアクセスできない場合

は、"Analyticsの他のレポート (作成 )方法"ページ 59の一覧にある代替レポート作成

方法のいずれかを使用できます。

手順

1. Launchpad( www.highbond.com)に移動します。
2. HighBondアカウント資格情報 (の電子メールとパスワード)を入力して、［サインイン］をクリックしま

す。

Launchpadが開きます。
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3. ［リザルト］をクリックします。

リザルト ホームページが開きます。

メモ

リザルトにアクセスできない場合は、適切なサブスクリプションまたはリザルト ロール

が割り当てられていない可能性があります。"Analyticsの他のレポート (作成 )方
法"ページ 59の一覧にある代替レポート作成方法のいずれかを使用します。

リザルトにアクセスする場合は、会社のAnalyticsアカウント管理者に連絡してくだ

さい。

コレクションの作成

手順

1. リザルトのホームページで、［新しいコレクション］をクリックします。
2. ［新しいコレクション］ページの［名前］フィールドで、ACL チュートリアルを入力またはコピーします。
3. ページの下部で［コレクションの作成］をクリックします。

［コレクションの設定］ページが表示されます。

分析を作成する

手順

1. [コレクションの設定］ページの最下部の［次の手順］で、［初めてデータ分析を作成する］をクリック

します。

［分析の詳細］ページが開きます。

2. ［分析の詳細］ページの［名前］フィールドで、サンプル レポートを入力またはコピーします。
3. ［分析の作成］をクリックします。

新しいACLチュートリアルコレクションが開き、作成した空のサンプルレポート分析が表示されま

す。

メモ

リザルトを開いたままにします。戻って、データ視覚化を作成します。

Analytics データのリザルトへのエクスポート

次の段階では、Trans_All_Groupedテーブルを Analytics からリザルトにエクスポートします。

手順

1. Analyticsで、Trans_All_Groupedテーブルを開きます。
2. Analyticsのメインメニューから、［データ > エクスポート］を選択します。
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3. ［エクスポート］ダイアログボックスで、次のオプションを選択します。

タブ オプション 選択

メイン ビュー ビューを選択

名前を指定してエクスポート HighBondを選択

4. ［To］をクリックし、［送信先テストの選択］ダイアログボックスで、作成したサンプルレポート分析コ

ンテナに移動し、ダブルクリックして開きます。
5. ［新しいデータアナリティクス］フィールドで Trans_All_Groupedを入力またはコピーし、［作成］をク

リックします。

［エクスポート］ダイアログボックスに戻ります。ID番号 とデータセンターコードは［To］テキストボッ

クスに事前に入力されます。

6. ［OK］をクリックします。

Trans_All_Groupedテーブルがリザルトにエクスポートされます。

視覚化の作成

リザルトで視覚化を作成する準備ができました。

手順

1. リザルトで ACLチュートリアルコレクションに戻り、F5を押して、ブラウザーウィンドウを更新します。

Trans_All_Groupedテーブルが表示されます。

2. ［改善］で［レコードの表示］をクリックします。

テーブルビューが開き、レコードが表示されます。

3. ［視覚化の追加］をクリックし、［ツリーマップ］視覚化をクリックします。

4. ［視覚化の構成］パネルで、以下に表示されるフィールドとオプションを選択します。

メモ

［視覚化の構成］パネルで、［構成 ］をクリックします。
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5. ［適用］をクリックします。

ツリーマップ視覚化が生成されます。

ツリーマップで個別のボックスの上にマウスカーソルを置き、埋め込まれたデータを表示できます。

ブラウザーウィンドウのサイズを変更する場合は、ボックスを再配置し、関連付けられた説明の異

なるセクションを表示または非表示にすると、動的に更新されます。

視覚化の保存

作成する視覚化を保持する場合は、保存する必要があります。各視覚化、および解釈と呼ばれる視

覚化を格納するコンテナを個別に保存する必要があります。

手順
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1. ツリーマップ視覚化の左上端で［無題］をクリックし、取引ツリーマップなどの視覚化のタイトルを入力

し、Enterを押します。
2. ［保存 >名前を付けて保存 ］をクリックします。
3. ［タイトル］フィールドで、チュートリアル視覚化などの解釈の名前を入力し、［保存］をクリックします。

解釈と視覚化はいずれも保存され、後からもう一度開くことができます。

4. タイトルバーに表示されているコレクション名、"ACL チュートリアル"をクリックすることで、分析コンテ

ナ、サンプルレポートに戻ります。

5. 解釈列の数字をクリックします。［解釈］ダイアログボックスが表示されます。新しく作成された解

釈、チュートリアルの視覚化が一覧にあるのが分かります。

各分析コンテナで複数の視覚化と解釈を作成できます。各視覚化は、テーブルビューのデータに

基づいています。

ストーリーボードへの公開

今作成した視覚化を表示するためのストーリーボードを作成します。ストーリーボードは、単一のプレゼン

テーションで複数の視覚化とリッチテキスト コンテンツを表示するコミュニケーションプラットフォームです。

手順

1. ストーリーボードアプリを開きます。
2. ［ストーリーボードを追加］をクリックします。
3. ストーリーボードのわかりやすいタイトルを入力します。ストーリーボード タイトルは最大 80文字で

す。

4. ［追加 ］をクリックし、［グラフの追加］を選択します。
5. 次のいずれかのオプションを選択します。

l 解釈からテーブルビューを表示するには、親テーブルのエントリ 、［チュートリアルの視覚化］を選

択します。
l 解釈から視覚化を表示するには、子のグラフエントリ 、［取引ツリーマップ］を選択します。

利用可能な可視化のリストをフィルター処理するには、検索フィールドにキーワードまたは語句を

入力できます

6. 右上隅で［保存 >保存］をクリックします。

Analyticsの他のレポート (作成 )方法

リザルトで使用可能なデータ視覚化の他に、Analyticsには、データ分析の結果を報告するために使用

できる他の複数の方法があります。

レポート方法 説明

Analyticsのレガシーグラフ Analyticsには、レガシーグラフおよびレガシーチャートの作成機能があり、基本

的なビジュアルレポートを作成できます。

詳細については、"Analyticsグラフを使った作業"ページ 1393を参照してくださ

い。

従来の列形式のレポート 一部の場合、データの行と列を使用した従来のテキストと数字に基づくレポート
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レポート方法 説明

のみが必要です。

詳細については、"Analyticsレポートの書式設定および生成"ページ 1387を参

照してください。

第三者レポート ツール TableauまたはMicrosoft BIなどのサードパーティレポート ツールを使用して、

Analyticsから直接データをインポートできます。

詳細については、"サードパーティレポート アプリケーションからのAnalyticsへの

接続"ページ 1405を参照してください。

データのExcelまたはCSVへのエクス

ポート

データを Excelまたはカンマ区切り値ファイルにエクスポートし、ExcelまたはCSV
ファイルの操作ができる任意のツールのレポート機能を使用できます。

詳細については、"データのエクスポート "ページ 210を参照してください。

完了しました。

おめでとうございます。Analyticsを使用したデータ分析に関する詳細な導入コースを完了しました。

次の学習ステップ
Analyticsについて学習し続けるための複数のオプションがあります。

アカデミー

アカデミーは、さまざまな経験レベルに合わせて多様なコースを提供します。「Analyticsでのデータ

分析の基礎」プログラム( ACL 101)は一続きの6つのミニコースであり、新しいユーザー向けに

Analytics の基本事項について説明します。

アカデミーは、Diligentのオンライントレーニングリソースセンターです。コースカタログに移動すると、

利用可能なコースを確認できます。

サブスクリプションのユーザーは、アカデミーコースを無償で受講できます。

Analyticsおよび

ACLScriptヘルプ

現在、AnalyticsおよびACLScriptヘルプを表示しています。このヘルプは、Analyticsのすべての側

面に関する、リファレンスタイプの概念的な資料、段階的な手順、およびACLScript構文を提供

します。

たとえば、完了したチュートリアルの一部である、追加処理に関するヘルプトピックがあります。

o "テーブルの追加"ページ 928 (概念 )
o "テーブルを追加する"ページ 938 (段階的な手順 )
o "APPENDコマンド"ページ 1651 ( ACLScript構文 )

コミュニティ

コミュニティは、経験豊富な Analytics ユーザーが専門知識を共有し、質問に回答するカスタマー

フォーラムを含む、さまざまなカスタマーリソースを提供するWebプラットフォームです。

カスタマーフォーラムは、Analyticsの実践的な使用方法と用途について学習するための最適な場

所です。
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作業のスクリプト化 (任意のセクション)
推定時間 20分

要件 以前のスクリプト経験が必要です。

Analyticsのバージョン 13.0以降 (非 Unicode版 )

スクリプトを作成せずに、アドホックまたは手動によって、Analyticsを使用して、さまざまな価値を得ること

ができます。ほとんどの場合、スクリプトで実行できる作業は、ユーザーインターフェイスでも実行できま

す。逆も同じです。ただし、Analytics の価値、能力、および効率を最大化するには、スクリプトを作成す

る必要があります。

ですが、幸いにも、Analytics には、初心者でもスクリプトを比較的容易に作成できるツールが用意され

ています。

スクリプトの事例

すべての現在の責任の他に、定期的に法人クレジットカードの使用状況を確認する責任が生じ

たとします。

時間の節約

基本的なレビュープロセスが標準化されます。各レビューサイクルでは、時間をかけて手動で基

本プロセスを繰り返すか、プロセスを自動化して時間を節約できます。

信頼できる委任

プロセスが自動化されると、タスクを部下に委任することができます。テストされたスクリプトを使用

すると、経験が少ない従業員でも、作業負荷を大幅に増やすことなく、タスクを一貫して正確に

実行できるということを確信できます。

スクリプトとは何か

Analyticsスクリプトとは、特定のタスク、またはいくつかの関連するタスクを実行する、一連のACLScript
コマンドです。たとえば、このチュートリアルの前半で手動で実行した作業は、スクリプトを使用して実行す

ることもできます。

ACLScriptはAnalyticsの基礎となるコマンド言語です。スクリプトはAnalytics プロジェクトに保存されま

す。個別のスクリプトはナビゲーターに表示され、先頭にスクリプト アイコン が表示されます。
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Analytics コマンド ログの仕組み

ナビゲーターには、［ログ］タブがあります。スクリプト作成者は、Analytics コマンド ログを頻繁に使用する

ことになります。

手順

1. ［ログ］タブをクリックして開きます。

Analytics コマンド ログが表示されます。［ナビゲーター］パネルをドラッグして広げ、より多くのコンテ

ンツを表示できます。

ログは各 Analyticsセッション中に実行された正確な順番のコマンドを記録し、Analyticsプロジェク

トの一部として保存します。

このチュートリアルの前半を完了したばかりの場合は、ユーザーインターフェイスで実行したすべての

アクションのリストがログに含まれています。
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2. ログで、結果を新しいテーブルに出力する SUMMARIZEコマンドを検索してクリックします。

当該のコマンドが、ツールバーの真下、Analytics のインターフェイスの上部近くにあるコマンドライン

にあらかじめ入力されます。

メモ

コマンドラインが表示されない場合は、［ウィンドウ> コマンドライン］を Analytics メ
インメニューから選択します。

3. まだ開いていない場合は、Trans_Allテーブルを開きます。
4. f_Prohibited_codesフィルターが適用される場合は、削除します。
5. コマンドラインをクリックし、"Trans_All_Grouped.FIL"を "Trans_All_Grouped_2.FIL"に変更し

て、Enterを押します。

要約コマンドがTrans_Allテーブルで実行され、Trans_All_Grouped_2テーブルを出力します。

これは、手動で作成した最初の出力テーブルを複製します。

最小限の努力で、Trans_Allテーブルを要約するために必要なすべての以前の手動作業を再実

行しました。コマンドラインからコマンドを実行することは、シンプルな 1行のスクリプトの実行するこ

とに似ています。
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ログからコマンドをコピーしてスクリプトを作成する

ここでも、ログからACLスクリプト構文を再利用できますが、今回は構文を Analytics スクリプトにコピーし

ます。作業を迅速かつ簡単に行うために、チュートリアルで手動で実行した作業の一部のみをスクリプト

にしますが、全部の作業をスクリプトにすることもできます。

メモ

このスクリプトの導入を簡潔にするために、一部のスクリプトのベストプラクティスは省略し

ます。目標は、新しいユーザーでも Analyticsでスクリプトを簡単に作成できることを示す

ことです。

手順

1. ログで、次のコマンドを見つけて、選択します。

2. ログを右クリックして［選択項目の保存 >スクリプト］を選択します。
3. ［スクリプトを別名で保存］ダイアログボックスで、スクリプトの名前 Append_and_filterを入力して

［OK］をクリックします。
4. ナビゲーターの［概要］タブで、新しく作成されたAppend_and_filterスクリプトをダブルクリックし、

スクリプト エディターで開きます。

スクリプトが開き、ログで選択した 3つのコマンドの構文全体が含まれています。

5. 時間を取って、各コマンドの構文を読みます。

ユーザーインターフェイスで前に実行したアクションがどのようにACLScript構文の個別の部分に

対応しているのかがわかりますか。たとえば、APPENDコマンドの後には、追加した 3つのテーブルの

名前があります。

Trans_Apr Trans1_May Trans2_May

ほとんどの部分では、ACLScript構文とユーザーインターフェイスのアクション間の対応は比較的わ

かりやすくなっています。つまり、構文を理解することは、それほど難しくありません。
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6. 次の場所に _2を追加してスクリプトを修正します。

_2を追加して、既に手動で作成したテーブルとフィルターとの名前の競合を回避します。

7. ［スクリプト エディター］ツールバーで、［実行 ］をクリックして、スクリプトを実行します。

表示されるすべてのプロンプトで、［はい］をクリックします。

スクリプトが実行され、次のタスクを実行します。

l Excelからインポートした 3つのテーブルを単一のテーブルの最後に追加し、新しいテーブルを開

く
l 禁止されたコード フィルターを作成する
l 新しいテーブルにフィルターを適用する

わかるように、スクリプトの実行は、同じアクションを手動で実行するよりもかなり高速です。毎週や

毎月、非常に複雑な分析が実行されるという現実の状況における、時間の節約と一貫性の改

善を想像してみてください。

メモ

スクリプトを実行するには、ナビゲーターを右クリックし、［実行］を選択することもで

きます。スクリプトを実行するには、開く必要はありません。

スクリプトのチュートリアル全体

手動で実行したチュートリアル全体は、以下のスクリプトに手動で表示されます( 「手順」セクション)。こ
のスクリプトの導入を完了するには、スクリプトを Analyticsにコピーし、チュートリアル作業を元に戻します

が、今回はマウスを数回クリックするだけです。

メモ

スクリプトは、Sample Data Filesフォルダーがデフォルトの場所にインストールされてい

ることを前提とします。フォルダーが別の場所にインストールされている場合は、スクリプト

のナビゲーションパスを修正し、正しい場所を参照するようにする必要があります。

スクリプトで作成されたテーブルの末尾には _sが付くため、手動で作成したテーブルは上

書きされません。
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手順

新しい空のスクリプトを作成する

1. ナビゲーターの［概要］タブ内の［スクリプト］フォルダーを右クリックし、［新規作成 >スクリプト］の順

に選択します。
2. ［新しいスクリプト］を右クリックし、［名前の変更］を選択し、Getting_Started_tutorialを入力

またはコピーして、Enterを押します。

チュートリアルスクリプトのコピーと貼り付け

1. 以下の［スクリプトを表示］をクリックします。
2. スクリプト全体をクリックしてドラッグしてから、Ctrl+Cを押して、スクリプトをコピーします。

メモ

スクリプト全体を選択し、行を落とさないことが重要です。あるいは、基本チュート

リアル(非 Unicode版 )
で、スクリプトが含まれたテキスト ファイルをダウンロードできます

3. スクリプト エディターウィンドウをクリックし、Ctrl+Vを押して、スクリプト構文を空のGetting_
Started_tutorialスクリプトに貼り付けます。

スクリプトの更新と保存

1. スクリプトのナビゲーションパスの更新：
a. スクリプトの最初の行をクリックします。
b. 右クリックして［検索］を選択します。
c. ［置換］ダイアログボックスで、次のエントリを入力します。

l 検索対象：ユーザー アカウント名
l 置換後の文字：コンピューターの実際のアカウント名

d. すべてのユーザー アカウント名のインスタンスで検索と置換を実行します

2. ［開いているプロジェクトの保存 ］をクリックし、表示されるプロンプトで［はい］をクリックします。

保存アイコンが見つからない場合は、Analyticsのメインメニューで［ウィンドウ> ツールバー］をクリッ

クして、ツールバーを有効にします。

スクリプトを実行する

［スクリプト エディター］ツールバーで、［実行 ］をクリックして、スクリプトを実行します。

スクリプトが実行され、すべてのチュートリアル作業を複製します。インタラクティブ通知は、スクリプトの実

行時に重要な情報を提供します。

スクリプトを表示
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メモ

以前にスクリプトで作業したことがない場合は、初めはスクリプト構文に躊躇することがあ

ります。ほぼすべての構文がAnalyticsログからコピーされました。

スクリプトのインタラクティブ通知の構文 ( DIALOGコマンド)は、別の比較的シンプルな

Analytics ツールによって自動生成されました。

緑色のCOMMENTコマンドは、概要レベルで、スクリプトを説明します。前のチュートリ

アルで完了したタスクを認識します。

COMMENT
*** 非 Unicode 版 ***
このスクリプトは、「「ACL Analytics の基本」チュートリアルで手動で実行したすべてのアクションを

実行します。

END

COMMENT ユーザー確認なしでテーブルの上書きを許可します。

SET SAFETY OFF

COMMENT 3 つの Excel ワークシートをインポートします。

IMPORT EXCEL TO Trans1_May_s "C:\Users\user_account_name\Documents\ACL
Data\Sample Data Files\Trans1_May_s.fil" FROM "Trans_May.xls" TABLE "Trans1_
May$" KEEPTITLE FIELD "CARDNUM" C WID 19 AS "" FIELD "CODES" N WID 4 DEC 0
AS "" FIELD "DATE" D WID 19 PIC "YYYY-MM-DD hh:mm:ss" AS "" FIELD "CUSTNO" C
WID 6 AS "" FIELD "DESCRIPTION" C WID 95 AS "" FIELD "AMOUNT" C WID 9 AS ""

IMPORT EXCEL TO Trans2_May_s "C:\Users\user_account_name\Documents\ACL
Data\Sample Data Files\Trans2_May_s.fil" FROM "Trans_May.xls" TABLE "Trans2_
May$" KEEPTITLE FIELD "CARDNUM" C WID 19 AS "" FIELD "CODES" N WID 4 DEC 0
AS "" FIELD "DATE" D WID 19 PIC "YYYY-MM-DD hh:mm:ss" AS "" FIELD "CUSTNO" C
WID 6 AS "" FIELD "DESCRIPTION" C WID 155 AS "" FIELD "AMOUNT" C WID 9 AS ""

IMPORT EXCEL TO Trans_Apr_s "C:\Users\user_account_name\Documents\ACL
Data\Sample Data Files\Trans_Apr_s.fil" FROM "Trans_April.xls" TABLE "Trans_
Apr$" KEEPTITLE FIELD "CARDNUM" N WID 16 DEC 0 AS "" FIELD "AMOUNT" N WID 6
DEC 2 AS "" FIELD "DATE" D WID 10 PIC "YYYY-MM-DD" AS "" FIELD "CODES" N WID
4 DEC 0 AS "" FIELD "CUSTNO" C WID 6 AS "" FIELD "DESCRIPTION" C WID 45 AS
""

COMMENT 新しいアナリティクス テーブルのテーブル レイアウトを調整します。

OPEN Trans_Apr_s
DELETE FIELD CARDNUM OK
DEFINE FIELD CARDNUM ASCII 1 16 WIDTH 19
DELETE FIELD CODES OK
DEFINE FIELD CODES ASCII 33 4 WIDTH 7

OPEN Trans1_May_s
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DELETE FIELD CODES OK
DEFINE FIELD CODES ASCII 20 4 WIDTH 7
DELETE FIELD AMOUNT OK
DEFINE FIELD AMOUNT PRINT 144 9 2 WIDTH 9
DELETE FIELD DATE OK
DEFINE FIELD DATE DATETIME 24 10 PICTURE "YYYY-MM-DD" WIDTH 27

OPEN Trans2_May_s
DELETE FIELD CODES OK
DEFINE FIELD CODES ASCII 20 4 WIDTH 7
DELETE FIELD AMOUNT OK
DEFINE FIELD AMOUNT PRINT 204 9 2 WIDTH 9
DELETE FIELD DATE OK
DEFINE FIELD DATE DATETIME 24 10 PICTURE "YYYY-MM-DD" WIDTH 27

COMMENT インポートされたデータを検証し、ユーザー通知を表示します。

OPEN Trans_Apr_s
VERIFY FIELDS CARDNUM AMOUNT DATE CODES CUSTNO DESCRIPTION ERRORLIMIT 10
IF WRITE1=0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Trans_Apr_
s テーブル: 0 データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )
IF WRITE1>0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Trans_Apr_
s テーブル: %WRITE1% データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )

OPEN Trans1_May_s
VERIFY FIELDS CARDNUM CODES DATE CUSTNO DESCRIPTION AMOUNT ERRORLIMIT 10
IF WRITE1=0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Trans1_
May_s テーブル: 0 データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )
IF WRITE1>0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Trans1_
May_s テーブル: %WRITE1% データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )

OPEN Trans2_May_s
VERIFY FIELDS CARDNUM CODES DATE CUSTNO DESCRIPTION AMOUNT ERRORLIMIT 10
IF WRITE1=0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Trans2_
May_s テーブル: 0 データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )
IF WRITE1>0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Trans2_
May_s テーブル: %WRITE1% データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )

COMMENT Badfile テーブルを検証し、ユーザー通知を表示します。

OPEN Badfile
VERIFY FIELDS InvoiceNo Prodno Price OrderQty ShipQty Total ERRORLIMIT 10
IF WRITE1>0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
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(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Badfile
テーブル: 0 データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )
IF WRITE1>0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Badfile
テーブル: %WRITE1% データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )
CLOSE

COMMENT 3 つの新しいアナリティクス テーブルを単一の結合されたテーブルの最後に追加します。

APPEND Trans_Apr_s Trans1_May_s Trans2_May_s TO "Trans_All_s" OPEN
DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 630 HEIGHT 100 ) (BUTTONSET
TITLE "&OK;&Cancel" AT 500 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "結合された取引テーブル

(Trans_All_s) には %WRITE1% レコードがあります" AT 12 28 )

COMMENT 結合されたテーブルをマーチャント カテゴリ コードでグループ化します。

SUMMARIZE ON CODES SUBTOTAL AMOUNT OTHER DESCRIPTION TO "Trans_All_Grouped_
s.FIL" OPEN PRESORT STATISTICS
DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 700 HEIGHT 100 ) (BUTTONSET
TITLE "&OK;&Cancel" AT 570 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "グループ化された取引テーブ

ル (Trans_All_Grouped_s) には %WRITE1% マーチャント カテゴリ コードがあります" AT 12 28
WIDTH 550 )

COMMENT 結合されたテーブルをフィルタリングし、禁止された取引のみを表示します。

OPEN Trans_All_s
DEFINE FIELD f_Prohibited_codes COMPUTED MATCH(CODES, "5094", "5993",
"7273", "7295", "7297", "7994", "7995", "7996", "8641")
SET FILTER TO f_Prohibited_codes

COMMENT 正常終了メッセージ。

DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 ) (BUTTONSET
TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "スクリプトは正常に完了しま

した" AT 12 28 )

COMMENT テーブルを上書きする前に、ユーザー確認が必要です。

SET SAFETY ON

完了しました。

これで、スクリプトの簡単な導入が終わりました。スクリプトの価値を理解し、さらに学習する意欲が出て

きたかと思います。

次の学習ステップ

Analyticsでのスクリプト作成について学習できる選択肢がいくつか用意されています。
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オプション 役立つ情報

チュートリアル Analyticsヘルプには、次の初級者向けチュートリアルがあります。

o "初心者向けのスクリプト "ページ 1432
o "Analyticsでのスクリプト作成の基本事項"ページ 1450
o "関数を使用する方法"ページ 1477

ヘルプには、すべてのACLScript言語リファレンスがあり、すべてのAnalytics コマンドおよび関数につ

いて詳細に説明しています。

アカデミー アカデミーは、導入および高度なスクリプト コースの両方を提供します。

o Analyticsのスクリプトの基本 ( ACL 106)
o Analyticsのスクリプト ( ACL 303)

アカデミーは、Diligentのオンライントレーニングリソースセンターです。コースカタログに移動すると、

利用可能なコースを確認できます。

Analyticsサブスクリプションのユーザーは、アカデミーコースを無償で受講できます。

コミュニティ コミュニティはWebベースのプラットフォームであり、Analytics スクリプトの作成について頻繁かつ詳

細に議論されているカスタマーフォーラムなど、さまざまなカスタマーリソースがあります。
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Analytics( Unicode版 )の基本
この基本チュートリアルでは、Analyticsを使用して、データを分析するエン
ドツーエンドのプロセスについて概要を説明します。

推定時間 60分

要件

これまでにAnalyticsを使用したことがなくても構いません。一部の基本データ分析経験があ

ることが前提ですが、絶対に必須であるわけではありません。

Analyticsのバージョン 13.0以降 ( Unicode版 )

チュートリアルの正しいバー

ジョンを実行する

Unicode版のAnalyticsを使用している場合は、このバージョンのチュートリアルを実行してく

ださい。

非 Unicode版を使用している場合は、"Analyticsの基本操作 (非 Unicode版 ) "ページ 37
を実行してください。

ヒント

使用している Analyticsのエディション(版 )を確認するには、Analytics のメインページ

で、［ヘルプ > バージョン情報］に移動し、［アナリティクス］ダイアログボックスを開きます。

バージョン番号の後に版の指定が表示されます。

メモ

中国語および日本語のユーザーインターフェイスはUnicodeのみです。

シナリオ

法人クレジットカード取引の確認

2か月間の法人クレジットカード取引を確認する必要があります。目標は、この期間中に従業員

がどのようにカードを使用したのかについて概要を認識し、カードの悪用の可能性を特定すること

です。

取引データは 3つのExcelワークシートにあります。データを分析する前に、それを Analyticsにイ

ンポートし、個別のデータセットを単一のAnalytics テーブルに結合する必要があります。

データを分析した後、分析結果を視覚的に表示し、オーディエンスとの対話を効果的にすること

ができます。
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任意のセクション

これから、法人クレジットカード取引の確認を繰り返し行うことが義務付けられました。

自分または他の誰かがすばやく正確に将来のレビューを実行できるようにするために、作業の一

部を自動化するスクリプトを作成することにしました。

PIPAR – Analyticsのデータ分析サイクル
Analytics のデータ分析には、5つの段階があります。これは略語のPIPARで表されます。

Plan(計画 )、Import(インポート )、Prepare(準備 )、Analyze(分析 )、Report(レポート )

作業の計画
データ分析作業の計画は非常に重要です。計画ステージを省略し、データに対して分析コマンドを実行

すると、問題の発生、追加作業、または重要な分析インサイトの喪失が生じるおそれがあります。

基本計画でも、計画がないよりはよいので、お勧めします。Analyticsに関するお客様の経験と知識が

増えるとともに、計画をより詳細かつ正確に作成できるようになります。優れた計画は、スムーズかつ効

率的に進むデータ分析プロジェクトにとって主要な要素です。

計画のガイドライン

明確で具体的な目標を策定する

分析で想定される最終製品は何ですか。

実現方法を計画するには、明確に定義された目標が必要です。たとえば、このチュートリアルでは、具体

的な目標は次のとおりです。

l 各マーチャント カテゴリの法人クレジットカード取引のカウントおよび合計金額を特定する
l 禁止されたカテゴリの取引を特定する

段階的なアプローチをマッピングする

目標を達成する方法

多くの場合、目標を達成するには、複数の手順が必要になるため、目標に合わせて、詳細で段階的な

アプローチをマッピングします。

たとえば、このチュートリアルの計画の手順のうちの2つは次のようになります。

72

はじめに

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


l すべての個別の取引ファイルを単一のファイルに結合する
l 結合された取引データをマーチャント カテゴリにグループ化する

大きい目標を個別の手順に分解した後には、各手順を実行するために使用する Analytics の特徴およ

び機能を検討することができます。

必要なデータを特定する

目標を達成するには、どのデータが必要ですか。

必要なソースデータを、特定のデータ要素またはフィールドのレベルに細分化します。適切な入力がなけ

れば、目的の出力を得ることはできません。

このチュートリアルには、主な取引ファイルがありますが、2番目の目標を達成するには、禁止されたマー

チャント カテゴリコードのリストが必要になります。

技術要件を考慮する

考慮する必要がある技術的な考慮事項はありますか。

データ分析で使用しているツールに関係なく、制約内で作業する必要があります。ソースデータは、ツー

ルがアクセスできる場所やシステムに格納され、読み取れる形式ですか。提案している分析はルールに

よってサポートされますか。

たとえば、Analyticsで複数のテーブルを結合するためには、各テーブルの対応するフィールドのデータ型

が同じである必要があります。Analytics は、フィールドのデータ型の変更をサポートしますが、計画で考

慮する必要がある手順です。

繰り返す準備をする

進めるにつれ、計画を調整しなければならない場合があります。

分析の過程で、さらなる調査を保証する、予期しない事態に遭遇します。追加のデータと追加のアナリ

ティクス手順が必要であることを認識します。

データの理解が深まるにつれ、計画も進化します。これにより、類似した本質となる将来の分析のため

に、より成熟した計画の基礎となることができます。

データのインポート
分析する前に、データを Analyticsにインポートする必要があります。

データ定義ウィザードを使用して、3つのExcelワークシートにインポートすることで、インポート処理に慣

れていきます。Excelからのインポートは、Analyticsで分析するためのデータを取得するための最も一般

的な方法の1つです。ただし、Analytics は、さまざまなデータソースからのデータのインポートをサポートし

ます。

Analytics を開始し、"Sample Project.ACL"を開く

メモ

以下の手順では、Analyticsをアクティブ化済みであることが前提です。

手順

73

はじめに

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


1. デスクトップにある ACL for Windowsショートカットをダブルクリックします。
2. ACL for Windows画面の［開く］の下で、［Analytics プロジェクト］をクリックします。
3. C:\Users\user_account_name\Documents\ACL Data\Sample Data Filesに移動し、

Sample Project.ACLをダブルクリックします。Analytics内に

Sample Project.ACLが開かれます。

AnalyticsをインストールしたときにSample Data Filesフォルダーをデフォルトの場所にインス

トールしていない場合は、インストールした場所に移動します。

2つのExcelワークシートのインポート

まず、2つのExcelワークシートを同時にインポートします。複数のExcelワークシートを同時にインポート

すると、作業の手間を大幅に削減できます。

手順

1. Analyticsのメインメニューから、［インポート > ファイル］を選択します。
2. ［定義するファイルの選択］ダイアログボックスで、Trans_May.xlsを選択し、［開く］をクリックしま

す。

Excelファイルは Sample Project.ACLと同じフォルダーにあります。

3. ［ファイル形式］ページで、［Excel ファイル］オプションが選択されていることを確認し、［次へ］をク

リックします。
4. ［データソース］ページで、ファイルの両方のワークシートを選択します。

l Trans1_May$
l Trans2_May$

5. ［先頭の行をフィールド名として使用する］が選択されていることを確認し、［次へ］をクリックしてか

ら、［完了］をクリックします。

2つのExcelワークシートが2つの別のAnalyticsテーブルにインポートされます。

3番目のExcelワークシートのインポート

3番目のExcelワークシートをインポートします。単一のワークシートをインポートするときには、一部のメ

タデータ設定を、後からAnalyticsで調整するのではなく、インポート処理中に手動で調整するオプション

があります。

手順

1. 直前の手順にあるすべてのステップを繰り返すことで、Trans_April.xlsを見つけて選択します。
2. ［ファイル形式］ページで、［Excel ファイル］オプションが選択されていることを確認し、［次へ］をク

リックします。
3. ［データソース］ページで、Trans_Apr$を選択します。
4. ［先頭の行をフィールド名として使用する］が選択されていることを確認し、［次へ］をクリックしま

す。
5. ［Excel インポート］ページで、ヘッダーをクリックして、TRANS_DATE列を選択し、次の変更を行

います。
l ［名前］フィールドで、TRANS_DATEを DATEに変更します。
l ［長さ］フィールドで、19を 10に変更します。
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メモ

インポート処理中には、データ定義ウィザードでデータフィールドを調整します。

データのインポートが完了した後に、後から調整することもできます。チュートリアル

の次のセクションでは、調整の理由について説明します。

6. ［ファイル名］フィールド型Trans_Aprで［次へ］をクリックし、［保存］をクリックします。
7. ［完了］をクリックしてから、［OK］をクリックします。

3番目のExcelワークシートはAnalyticsテーブルにインポートされます。

ナビゲーターの［概要］タブに、新しい 3つのAnalyticsテーブルが表示されます。これらのテーブルには、

Excelデータの読み取り専用コピーが含まれます。Excelソースデータ自体は含まれません。

データの準備
多くの場合、データの分析準備が整う前に、1つ以上のデータ準備タスクを実行する必要があります。

このチュートリアルでは、次の2つの準備タスクを実行します。

l 追加の調整を行い、データフィールドを合わせる
l 分析のために、3つの新しいAnalyticsテーブルを単一のテーブルに結合する

また、ベストプラクティスとして、分析作業を実行する前に、インポートされたデータの有効性を必ず確認

することをお勧めします。テーブルに無効なデータが少しあるだけでも、すべての後続のデータ分析が無効

になる可能性があります。
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データの準備が必要な理由

データの分析を進めようとしても、適切なデータ準備を行わないと、分析を実行できない場合がありま

す。あるいは、実行する分析に欠陥が生じる可能性があります。

何らかの初期準備がないと、さまざまな問題がソースデータに影響し、分析に適さなくなる可能性があり

ます。

例：
l ソースデータは複数のファイルに分散しているため、単一のデータのセットとして分析できるように、

結合する必要があります。
l 異なるファイルの対応するフィールドは、「調整」する必要があります。つまり、処理するための前提

条件として、同じ構造と形式にします。
l 「汚いデータ」はクレンジングして正規化する必要があります。これは、Analytics 関数を使用して

実行できます。

要点

データのインポートと準備にかかる時間は、実際の分析にかかる時間を超えることがあります。ただ

し、これらは重要な初期段階であり、分析の基になる基盤を提供します。

テーブルレイアウトの調整

Analyticsプロジェクトのすべてのテーブルにはテーブルレイアウトがあります。テーブルレイアウトは、フィー

ルド名、フィールドの開始位置、フィールドの長さ、フィールドのデータ型などのメタデータを含んでいます。

3つの新しいAnalytics テーブルを単一のテーブルに結合する前には、テーブルレイアウトの一部のメタ

データを調整する必要があります。

ここでは、Trans_Aprテーブルレイアウトの内容を示します。Analyticsに慣れるにつれ、テーブルレイアウ

トの操作方法をすぐに学ぶことができます。テーブルレイアウトには、多数の便利な点があります。
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Trans_Aprテーブルレイアウトの調整

まず、Trans_Aprテーブルの2つのフィールドのデータ型を変更する必要があります。

手順

1. まだ開いていない場合は、Trans_Aprテーブルを開きます。

テーブルを開くには、ナビゲーターでテーブルをダブルクリックします。

2. テーブルビューの上で［テーブルレイアウトの編集 ］を選択します。
3. CARDNUM フィールドをダブルクリックし、編集用にフィールド定義を開きます。
4. ［有効なデータ型］の下で、UNICODEをダブルクリックして、フィールドのデータ型を更新します。

他の2つのテーブルでは、CARDNUM フィールドのデータ型はUNICODEです。ほとんどの部分で

は、データを結合するには、結合されるテーブルの対応するフィールドのデータ型が同じである必要

があります。

5. ［入力を受け入れる ］をクリックします。

プロンプトが表示されたら、［はい］をクリックして、変更を保存します。

6. ［CODES］フィールドをダブルクリックしてデータ型をUNICODEに変更します。
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7. ［入力を受け入れる ］をクリックし、［閉じる］ をクリックして［テーブルレイアウト］ダイアログ

ボックスを終了します。

Trans_Mayテーブルレイアウトの調整

調整を完了するには、Trans1_Mayおよび Trans2_Mayレイアウトの両方の2つのフィールドのデータ型

を変更する必要があります。DATE フィールドの調整も必要な場合があります。

手順

上記のプロセスに従い、Trans1_Mayおよび Trans2_Mayレイアウトの両方で、次の変更を行います。

フィールド

次のデータ型に変更しま

す。 追加の変更

CODES UNICODE

AMOUNT PRINT ［小数点］フィールドに 2を入力し、数値に2桁の小数点が表示さ

れることを指定します。

DATE 変更なし メモ

DATEフィールドの長さが既に20の場合は、調整は

不要です。

o ［長さ］フィールドで、38を 20に変更します。この変更により、空

の時刻データが省略されます。
o ［書式設定］ドロップダウンリストで、YYYY-MM-DDを選択しま

す。

完了すると、Mayテーブルレイアウトが以下のレイアウトのようになります。

メモ

日付形式 ( YYYY-MM-DD)はレイアウト サマリーに表示されません。DESCRIPTION 
フィールド長は、2つのMayレイアウトで異なります。
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インポートされたデータの検証

では、3つのインポートされたテーブルのデータを検証し、追加のデータ準備、およびデータ分析を進めて

も問題がないことを確認しましょう。

メモ

データ型を更新した後に、データを検証しています。Analyticsでデータを検証するときに

は、フィールドのすべての値がフィールドのデータ型の要件に適合することを確認していま

す。このため、データ型が確定した後にのみデータを検証することに意味があります。

手順

1. Trans_Aprテーブルを開きます。
2. Analytics のメインメニューから、［データ >検証］を選択します。
3. ［検証］ダイアログボックスで、フィールド リストのすべてのフィールドを選択します。

ヒント

Shift+clickを使用して、複数の隣接するフィールドを選択します。

79

はじめに

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


4. ［OK］をクリックします。

結果は次のようになります。0個のデータ妥当性エラーが検出されました。

詳細

お客様がユーザーインターフェイスで実行したアクションが自動的にACLScript VERIFYコマ

ンドに変換されたことに気付きましたか。ユーザーインターフェイスで実行するすべてのコマン

ド レベルのアクションは、自動的に対応する ACLScriptコマンドに変換され、各 Analytics 
プロジェクトに付属するコマンド ログに取り込まれて格納されます。

このように、有効で実行可能なスクリプト構文の自動生成は、最も強力な Analytics機能

の1つです。チュートリアルの最後のオプションのセクションで、スクリプトを確認します。

5. ナビゲーターで、Trans1_Mayテーブルをダブルクリックして開き、手順を繰り返して、データを検証

します。
6. Trans2_Mayテーブルでも同じことを実行します。

両方のテーブルには、データ検証エラーは含まれません。

メモ

最大エラー上限に達しましたというエラーメッセージが表示される場合は、テーブル

レイアウトで日付フィールドの形式を正しくYYYY-MM-DDに変更したことを確認

します。

詳細表示

Analytics がデータ検証エラーを特定するときの処理を確認する場合は、Tables\Badfileを開

き、検証プロセスを実行します。
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3つのAnalyticsテーブルを結合する

最終データ準備タスクでは、3つの新しいAnalytics テーブルを単一のテーブルに結合します。

簡単にするため、チュートリアルは 3つのテーブルのみを結合します。ただし、同じプロセスを使用して、12
個の月次テーブルを単一の年次テーブルに結合し、年度全体のデータに対して分析を実行することがで

きます。

手順

1. Analytics のメインメニューから、［データ >最後に追加］を選択します。
2. ［使用可能なテーブル］の下で、各新しいテーブルをダブルクリックし、［選択したテーブル］領域に

追加します。
3. 3つのテーブルのフィールドを確認し、名前とデータ型が、データ定義ウィザードと［テーブルレイアウ

ト］ダイアログボックスで行った変更に基づいてどのように同じになっているのかを見てください。

対応するフィールドを後に追加するには、名前が同じであり、ほとんどの状況でデータ型も同じで

ある必要があります。

4. ［出力テーブルの使用］を選択し、コマンドの実行後に、結合されたデータがあるシャット力テーブ

ルが自動的に開くようにします。
5. ［To］フィールドで、Trans_Allと入力し、［OK］をクリックします。
6. ポップアップ通知で、［はい］をクリックします。

メモ

通知については気にする必要はありません。追加コマンドは、数値フィールドの一

部の自動調整を実行します。これにより、時間と作業工数を削減できます。
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新しいTrans_Allテーブルが作成され、3つの入力テーブルのすべてのレコードが含まれます。

Analytics のインターフェイスの下部にある状態バーのレコード数が、レコード： 481 となります。

これで、実際のデータ分析に進むことができます。

データの分析
コマンドおよび他のツールを使用して、Analyticsで分析を実行し、調査しているデータに関する一般的

な洞察を得て、特定の問題に対して回答します。

メモ

分析段階では、前の計画の強度が明らかになります。調査に関する明確な目標を策

定している場合は、実行する分析の種類について明確な考えを持つことになります。

データ分析

このチュートリアルでは、Trans_Allテーブルのデータについて次の分析を実行します。

l 次の点を検出するために、マーチャント カテゴリコードによって、クレジットカード取引レコードをグ

ループ化します。
l 従業員が法人クレジットカードを使用する方法
l 各カテゴリで費やされる金額

l フィルターを作成し、禁止された取引を分離する

マーチャント カテゴリコードによって、クレジットカード取引レ
コードをグループ化する

データのセットをグループ化または要約すると、データの概要をすばやく確認することができます。

手順

1. まだ開いていない場合は、Trans_Allテーブルを開きます。
2. Analyticsのメインメニューから、［分析 >要約］を選択します。
3. ［要約］ダイアログボックスで、次のフィールドとオプションを選択します。

タブ フィールドまたはオプション 選択または入力

メイン 要約オン CODESを選択

その他のフィールド DESCRIPTIONを選択

小計フィールド AMOUNTを選択

平均、最小、最大 チェックボックスを選択
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タブ フィールドまたはオプション 選択または入力

出力 To ファイルを選択

名前 タイプTrans_All_Grouped

4. ［OK］をクリックします。

新しいTrans_All_Groupedテーブルが作成されます。テーブルに110レコードがあり、Trans_All
テーブルの各一意のマーチャント カテゴリコードにつき 1件のレコードがあります。COUNT フィール

ドは、各グループのソースレコード数を示します。

ヒント

テーブルビューを右クリックし、［すべての列のサイズを変更］を選択して、ビューをよ

りコンパクトにします。

調査のための簡易ツール

データの要約バージョンがあるため、一部の基本 Analytics ツールを使用して、法人クレジットカード利用

についての一般的な洞察を得ることができます。

数回クリックするだけで、使用パターン、悪用の可能性について、多くの情報が得られます。

この洞察を得るには Trans_All_Grouped テーブルでこれを実行します。

4月および 5月中の従業

員の合計請求金額はいく

らでしたか。

o Total AMOUNTヘッダーを選択します。
o ［分析 >合計］の順に選択します。

支出合計は $187,177.13でした。

従業員が最もカードを

使ったのはどこでしたか。

o ［Total AMOUNT］ヘッダーを右クリックして［クイックソート 降順］を選択します。

［DESCRIPTION］フィールドは、次の項目に最も多い金額が費やされたことを示します。

o Caterers
o Eating places and Restaurants
o Hilton International

最も大きい単一の支出は

何か。

o ［Maximum AMOUNT］ヘッダーを右クリックして［クイックソート 降順］を選択します。

［DESCRIPTION］および［Maximum AMOUNT］フィールドは、最も大きい単一の支出は

Club Medの$1999.06であることを示しています。

Club Medは法人クレジットカードで許可されたマーチャント コードか。クレジットカード上限が

$2000の場合、従業員の請求金額は上限以下か。

使用頻度が低いコードの

検査で何が明らかになる

か。

o ［COUNT］ヘッダーを右クリックして［クイックソート 昇順］を選択します。

5つのカテゴリにはそれぞれ 1つの請求のみがありました。禁止されたカテゴリはあるか。おそら

く、1人または複数の従業員は、法人カードをごくまれに誤用しても、検出を逃れることができ

ると考えているかもしれません。

o Cigar Stores & Stands
o Dating & Escort Svcs.
o Babysitting services
o Amusement Parks
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この洞察を得るには Trans_All_Grouped テーブルでこれを実行します。

o Civic, Fraternal, and Social Associations

禁止されたカテゴリはある

か。

o ［DESCRIPTION］ヘッダーを右クリックし、［クイックソート 昇順］を選択すると、簡単に精

査できるようにフィールド値をアルファベット順に並べ替える
o 不審なカテゴリを探すためにフィールドを精査する

1つ以上のカテゴリが禁止されている可能性があるか。

o Babysitting services
o Betting (including Lottery Tickets, Casino)
o Civic, Fraternal, and Social Associations
o Dating & Escort Svcs.
o Massage Parlors
o Precious Stones and Metals, Watches and Jewel
o Video Game Arcades/Establishments

メモ

小さいデータセットを除き、手動精査は実践的ではありません。次に、より実

践的で、より信頼できる方法を見ていきます。

詳細表示

何らかの簡易分析のみを実行し、結果を新しいテーブルに出力したくない場合もあるでしょう。

［要約］ダイアログボックスで、［ファイル］を選択する代わりに、Trans_Allテーブルを要約すると、

［画面］を選択し、結果を Analytics表示領域に出力できます。
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画面への出力は小さいデータセットでのみ実践的です。ただし、個別のグループで簡単にドリルダ

ウンし、各グループのソースレコードのみを表示できるという利点があります。

フィルターを作成し、禁止された取引を分離する

フィルターを使用すると、特定の時点で関心があるレコードのみを分離できます。フィルターは、データに関

する特定の問題に回答するための強力なツールです。

法人クレジットカード取引の一般レビューにより、一部の禁止された取引の可能性が通知されました。そ

こで、禁止されたマーチャント カテゴリコードの一覧をデータと照合し、禁止された取引があるかどうかを

確認することに決めました。
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手順

フィルター式を作成する

1. Trans_Allテーブルを開きます。

2. テーブルビューの上部にある［ビューフィルターの編集 ］をクリックして、式ビルダーを開きます。

式ビルダーはAnalyticsコンポーネントであり、式構文を手動で入力するのではなく、マウスを使用

して式を作成できます。式は値と演算子を組み合わせたもので、これにより計算を実行したり結

果を返したりすることができます。

3. ［関数］ドロップダウンリストで、［論理］を選択してから、MATCH関数をダブルクリックして、［式］テ
キストボックスに追加します。

MATCHを使用して、CODES フィールドの複数の禁止されたマーチャント カテゴリコードを分離し

ます。

4. ［式］テキストボックスで、比較値 プレースホルダーをハイライト表示してから、［使用可能なフィール

ド］リストで、CODESをダブルクリックします。

CODESフィールドは比較値 を置換します。

5. 以下の禁止されたコードの文字列をコピーし、 test1 , test2 <,test3...>プレースホルダーを

置換します。

"5094", "5993", "7273", "7295", "7297", "7994", "7995", "7996", "8641"

メモ

すべての引用符を含む文字列全体を必ずコピーします。

式は次のようになります。
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式を検証し、フィルターを保存して適用します。

1. ［検証］をクリックし、式の構文が有効であることをテストします

作成してすぐに式を検証することをお勧めします。より時間がかかる後からのトラブルシューティング

を回避するうえで役立つためです。

エラーメッセージが表示される場合は、式の構文が正確に上記の構文と一致することをもう一度

確認します。

2. ［名前を付けて保存］フィールドでフィルター名 f_Prohibited_codesをコピーします。

Diligent は、保存されたフィルターの先頭に f_を付けることをお勧めします。

3. ［OK］をクリックします。

f_Prohibited_codes フィルターはTrans_Allテーブルに適用されます。禁止されたマーチャント カ

テゴリコードを使用する取引が分離され、簡単に確認できます。数万件以上のレコードがある

テーブルを考えてみると、フィルターの価値はすぐにはっきりとわかります。

フィルターの削除または再適用

フィルターを削除して、再適用してみてください。

1. フィルターを削除するには、［フィルターの削除 ］をクリックします。
2. フィルターを再適用するには、次のいずれかを実行します。

l ビューの上部にある［フィルター履歴］ドロップダウンリストから、フィルター名を選択します。

l ［ビューフィルターの編集 ］をクリックして式ビルダーを開き、［フィルター］リストでフィルター名

をダブルクリックして［OK］をクリックします。

ヒント

［フィルター履歴］リストには、最大 10個のフィルターがあるため、保存されたフィ

ルターを再適用するために、式ビルダーを使用しなければならない場合がありま

す。

詳細表示

フィルターよりも強力な機能

フィルターは、フィルターに含まれる基準または条件が管理可能である場合に、効果的に動作し

ます。このチュートリアルで作成したフィルターには、9コードしかありません。しかし、禁止されたマー

チャント カテゴリコードのリストが何十個かそれ以上になった場合はどうなるでしょうか。

より効率的なアプローチは、禁止されたコードを含むAnalyticsテーブルを取引テーブルと結合す

ることでしょう。結合された出力テーブルの一致でも、禁止された取引になります。
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結合はこのチュートリアルの範囲外ですが、Analyticsでは頻繁に使用される機能です。

結果のレポート作成
データ分析が完了すると、Analytics は、複数の方法で、結果を報告または表示します。

データ列を使用した従来のレポートがありますが、以下に説明する、よりわかりやすいデータ視覚化を使

用して結果を伝える方法を確認していきます。

ツリーマップ視覚化

このツリーマップ視覚化は、Trans_All_Groupedテーブルで出力するグループ化されたクレジットカード取

引を示します。グループ間の関係は、次の2つの方法で表されます。

l ボックスのサイズ –は、各グループの個別の取引のカウントを示します

ボックスが大きいほど、取引数が多くなります。ボックスは、左上から右下へ、サイズに配置されま

す。

l ボックスの色強度 –は、各グループの合計数を示します

ボックスが濃いほど、合計数が多くなります。

このため、たとえば、右下の四分円にあるClub Medボックスのサイズは、取引数が少ないことを示します

が、色は合計の取引金額が大きいことを示します。
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準備作業

リザルトでツリーマップ視覚化を作成しようとしています。リザルトは、クラウドベースのHighBond プラット

フォームの問題修正アプリです。リザルトのライト バージョンへのアクセスは、ACL Roboticsサブスクリプショ

ンに含まれます。

視覚化を作成するには、まず、視覚化を格納するための、シンプルな 2レベルのデータコンテナを作成す

る必要があります。最初のレベルはコレクション、2番目のレベルは分析と呼ばれます。すばやく簡単に作

成できます。

Launchpadにサインインし、リザルトにアクセスします。

メモ

何らかの理由で Launchpadにサインインできないか、リザルトにアクセスできない場合

は、"Analyticsの他のレポート (作成 )方法"ページ 93の一覧にある代替レポート作成

方法のいずれかを使用できます。

手順

1. Launchpad( www.highbond.com)に移動します。
2. HighBondアカウント資格情報 (の電子メールとパスワード)を入力して、［サインイン］をクリックしま

す。

Launchpadが開きます。
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3. ［リザルト］をクリックします。

リザルト ホームページが開きます。

メモ

リザルトにアクセスできない場合は、適切なサブスクリプションまたはリザルト ロール

が割り当てられていない可能性があります。"Analyticsの他のレポート (作成 )方
法"ページ 93の一覧にある代替レポート作成方法のいずれかを使用します。

リザルトにアクセスする場合は、会社のAnalyticsアカウント管理者に連絡してくだ

さい。

コレクションの作成

手順

1. リザルトのホームページで、［新しいコレクション］をクリックします。
2. ［新しいコレクション］ページの［名前］フィールドで、ACL チュートリアルを入力またはコピーします。
3. ページの下部で［コレクションの作成］をクリックします。

［コレクションの設定］ページが表示されます。

分析を作成する

手順

1. [コレクションの設定］ページの最下部の［次の手順］で、［初めてデータ分析を作成する］をクリック

します。

［分析の詳細］ページが開きます。

2. ［分析の詳細］ページの［名前］フィールドで、サンプル レポートを入力またはコピーします。
3. ［分析の作成］をクリックします。

新しいACLチュートリアルコレクションが開き、作成した空のサンプルレポート分析が表示されま

す。

メモ

リザルトを開いたままにします。戻って、データ視覚化を作成します。

Analytics データのリザルトへのエクスポート

次の段階では、Trans_All_Groupedテーブルを Analytics からリザルトにエクスポートします。

手順

1. Analyticsで、Trans_All_Groupedテーブルを開きます。
2. Analyticsのメインメニューから、［データ > エクスポート］を選択します。
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3. ［エクスポート］ダイアログボックスで、次のオプションを選択します。

タブ オプション 選択

メイン ビュー ビューを選択

名前を指定してエクスポート HighBondを選択

4. ［To］をクリックし、［送信先テストの選択］ダイアログボックスで、作成したサンプルレポート分析コ

ンテナに移動し、ダブルクリックして開きます。
5. ［新しいデータアナリティクス］フィールドで Trans_All_Groupedを入力またはコピーし、［作成］をク

リックします。

［エクスポート］ダイアログボックスに戻ります。ID番号 とデータセンターコードは［To］テキストボッ

クスに事前に入力されます。

6. ［OK］をクリックします。

Trans_All_Groupedテーブルがリザルトにエクスポートされます。

視覚化の作成

リザルトで視覚化を作成する準備ができました。

手順

1. リザルトで ACLチュートリアルコレクションに戻り、F5を押して、ブラウザーウィンドウを更新します。

Trans_All_Groupedテーブルが表示されます。

2. ［改善］で［レコードの表示］をクリックします。

テーブルビューが開き、レコードが表示されます。

3. ［視覚化の追加］をクリックし、［ツリーマップ］視覚化をクリックします。

4. ［視覚化の構成］パネルで、以下に表示されるフィールドとオプションを選択します。

メモ

［視覚化の構成］パネルで、［構成 ］をクリックします。
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5. ［適用］をクリックします。

ツリーマップ視覚化が生成されます。

ツリーマップで個別のボックスの上にマウスカーソルを置き、埋め込まれたデータを表示できます。

ブラウザーウィンドウのサイズを変更する場合は、ボックスを再配置し、関連付けられた説明の異

なるセクションを表示または非表示にすると、動的に更新されます。

視覚化の保存

作成する視覚化を保持する場合は、保存する必要があります。各視覚化、および解釈と呼ばれる視

覚化を格納するコンテナを個別に保存する必要があります。

手順
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1. ツリーマップ視覚化の左上端で［無題］をクリックし、取引ツリーマップなどの視覚化のタイトルを入力

し、Enterを押します。
2. ［保存 >名前を付けて保存 ］をクリックします。
3. ［タイトル］フィールドで、チュートリアル視覚化などの解釈の名前を入力し、［保存］をクリックします。

解釈と視覚化はいずれも保存され、後からもう一度開くことができます。

4. タイトルバーに表示されているコレクション名、"ACL チュートリアル"をクリックすることで、分析コンテ

ナ、サンプルレポートに戻ります。

5. 解釈列の数字をクリックします。［解釈］ダイアログボックスが表示されます。新しく作成された解

釈、チュートリアルの視覚化が一覧にあるのが分かります。

各分析コンテナで複数の視覚化と解釈を作成できます。各視覚化は、テーブルビューのデータに

基づいています。

ストーリーボードへの公開

今作成した視覚化を表示するためのストーリーボードを作成します。ストーリーボードは、単一のプレゼン

テーションで複数の視覚化とリッチテキスト コンテンツを表示するコミュニケーションプラットフォームです。

手順

1. ストーリーボードアプリを開きます。
2. ［ストーリーボードを追加］をクリックします。
3. ストーリーボードのわかりやすいタイトルを入力します。ストーリーボード タイトルは最大 80文字で

す。

4. ［追加 ］をクリックし、［グラフの追加］を選択します。
5. 次のいずれかのオプションを選択します。

l 解釈からテーブルビューを表示するには、親テーブルのエントリ 、［チュートリアルの視覚化］を選

択します。
l 解釈から視覚化を表示するには、子のグラフエントリ 、［取引ツリーマップ］を選択します。

利用可能な可視化のリストをフィルター処理するには、検索フィールドにキーワードまたは語句を

入力できます

6. 右上隅で［保存 >保存］をクリックします。

Analyticsの他のレポート (作成 )方法

リザルトで使用可能なデータ視覚化の他に、Analyticsには、データ分析の結果を報告するために使用

できる他の複数の方法があります。

レポート方法 説明

Analyticsのレガシーグラフ Analyticsには、レガシーグラフおよびレガシーチャートの作成機能があり、基本

的なビジュアルレポートを作成できます。

詳細については、"Analyticsグラフを使った作業"ページ 1393を参照してくださ

い。

従来の列形式のレポート 一部の場合、データの行と列を使用した従来のテキストと数字に基づくレポート
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レポート方法 説明

のみが必要です。

詳細については、"Analyticsレポートの書式設定および生成"ページ 1387を参

照してください。

第三者レポート ツール TableauまたはMicrosoft BIなどのサードパーティレポート ツールを使用して、

Analyticsから直接データをインポートできます。

詳細については、"サードパーティレポート アプリケーションからのAnalyticsへの

接続"ページ 1405を参照してください。

データのExcelまたはCSVへのエクス

ポート

データを Excelまたはカンマ区切り値ファイルにエクスポートし、ExcelまたはCSV
ファイルの操作ができる任意のツールのレポート機能を使用できます。

詳細については、"データのエクスポート "ページ 210を参照してください。

完了しました。

おめでとうございます。Analyticsを使用したデータ分析に関する詳細な導入コースを完了しました。

次の学習ステップ
Analyticsについて学習し続けるための複数のオプションがあります。

アカデミー

アカデミーは、さまざまな経験レベルに合わせて多様なコースを提供します。「Analyticsでのデータ

分析の基礎」プログラム( ACL 101)は一続きの6つのミニコースであり、新しいユーザー向けに

Analytics の基本事項について説明します。

アカデミーは、Diligentのオンライントレーニングリソースセンターです。コースカタログに移動すると、

利用可能なコースを確認できます。

サブスクリプションのユーザーは、アカデミーコースを無償で受講できます。

Analyticsおよび

ACLScriptヘルプ

現在、AnalyticsおよびACLScriptヘルプを表示しています。このヘルプは、Analyticsのすべての側

面に関する、リファレンスタイプの概念的な資料、段階的な手順、およびACLScript構文を提供

します。

たとえば、完了したチュートリアルの一部である、追加処理に関するヘルプトピックがあります。

o "テーブルの追加"ページ 928 (概念 )
o "テーブルを追加する"ページ 938 (段階的な手順 )
o "APPENDコマンド"ページ 1651 ( ACLScript構文 )

コミュニティ

コミュニティは、経験豊富な Analytics ユーザーが専門知識を共有し、質問に回答するカスタマー

フォーラムを含む、さまざまなカスタマーリソースを提供するWebプラットフォームです。

カスタマーフォーラムは、Analyticsの実践的な使用方法と用途について学習するための最適な場

所です。
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作業のスクリプト化 (任意のセクション)
推定時間 20分

要件 以前のスクリプト経験が必要です。

Analyticsのバージョン 13.0以降 ( Unicode版 )

スクリプトを作成せずに、アドホックまたは手動によって、Analyticsを使用して、さまざまな価値を得ること

ができます。ほとんどの場合、スクリプトで実行できる作業は、ユーザーインターフェイスでも実行できま

す。逆も同じです。ただし、Analytics の価値、能力、および効率を最大化するには、スクリプトを作成す

る必要があります。

ですが、幸いにも、Analytics には、初心者でもスクリプトを比較的容易に作成できるツールが用意され

ています。

スクリプトの事例

すべての現在の責任の他に、定期的に法人クレジットカードの使用状況を確認する責任が生じ

たとします。

時間の節約

基本的なレビュープロセスが標準化されます。各レビューサイクルでは、時間をかけて手動で基

本プロセスを繰り返すか、プロセスを自動化して時間を節約できます。

信頼できる委任

プロセスが自動化されると、タスクを部下に委任することができます。テストされたスクリプトを使用

すると、経験が少ない従業員でも、作業負荷を大幅に増やすことなく、タスクを一貫して正確に

実行できるということを確信できます。

スクリプトとは何か

Analyticsスクリプトとは、特定のタスク、またはいくつかの関連するタスクを実行する、一連のACLScript
コマンドです。たとえば、このチュートリアルの前半で手動で実行した作業は、スクリプトを使用して実行す

ることもできます。

ACLScriptはAnalyticsの基礎となるコマンド言語です。スクリプトはAnalytics プロジェクトに保存されま

す。個別のスクリプトはナビゲーターに表示され、先頭にスクリプト アイコン が表示されます。
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Analytics コマンド ログの仕組み

ナビゲーターには、［ログ］タブがあります。スクリプト作成者は、Analytics コマンド ログを頻繁に使用する

ことになります。

手順

1. ［ログ］タブをクリックして開きます。

Analytics コマンド ログが表示されます。［ナビゲーター］パネルをドラッグして広げ、より多くのコンテ

ンツを表示できます。

ログは各 Analyticsセッション中に実行された正確な順番のコマンドを記録し、Analyticsプロジェク

トの一部として保存します。

このチュートリアルの前半を完了したばかりの場合は、ユーザーインターフェイスで実行したすべての

アクションのリストがログに含まれています。
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2. ログで、結果を新しいテーブルに出力する SUMMARIZEコマンドを検索してクリックします。

当該のコマンドが、ツールバーの真下、Analytics のインターフェイスの上部近くにあるコマンドライン

にあらかじめ入力されます。

メモ

コマンドラインが表示されない場合は、［ウィンドウ> コマンドライン］を Analytics メ
インメニューから選択します。

3. まだ開いていない場合は、Trans_Allテーブルを開きます。
4. f_Prohibited_codesフィルターが適用される場合は、削除します。
5. コマンドラインをクリックし、"Trans_All_Grouped.FIL"を "Trans_All_Grouped_2.FIL"に変更し

て、Enterを押します。

要約コマンドがTrans_Allテーブルで実行され、Trans_All_Grouped_2テーブルを出力します。

これは、手動で作成した最初の出力テーブルを複製します。

最小限の努力で、Trans_Allテーブルを要約するために必要なすべての以前の手動作業を再実

行しました。コマンドラインからコマンドを実行することは、シンプルな 1行のスクリプトの実行するこ

とに似ています。
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ログからコマンドをコピーしてスクリプトを作成する

ここでも、ログからACLスクリプト構文を再利用できますが、今回は構文を Analytics スクリプトにコピーし

ます。作業を迅速かつ簡単に行うために、チュートリアルで手動で実行した作業の一部のみをスクリプト

にしますが、全部の作業をスクリプトにすることもできます。

メモ

このスクリプトの導入を簡潔にするために、一部のスクリプトのベストプラクティスは省略し

ます。目標は、新しいユーザーでも Analyticsでスクリプトを簡単に作成できることを示す

ことです。

手順

1. ログで、次のコマンドを見つけて、選択します。

2. ログを右クリックして［選択項目の保存 >スクリプト］を選択します。
3. ［スクリプトを別名で保存］ダイアログボックスで、スクリプトの名前 Append_and_filterを入力して

［OK］をクリックします。
4. ナビゲーターの［概要］タブで、新しく作成されたAppend_and_filterスクリプトをダブルクリックし、

スクリプト エディターで開きます。

スクリプトが開き、ログで選択した 3つのコマンドの構文全体が含まれています。

5. 時間を取って、各コマンドの構文を読みます。

ユーザーインターフェイスで前に実行したアクションがどのようにACLScript構文の個別の部分に

対応しているのかがわかりますか。たとえば、APPENDコマンドの後には、追加した 3つのテーブルの

名前があります。

Trans_Apr Trans1_May Trans2_May

ほとんどの部分では、ACLScript構文とユーザーインターフェイスのアクション間の対応は比較的わ

かりやすくなっています。つまり、構文を理解することは、それほど難しくありません。
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6. 次の場所に _2を追加してスクリプトを修正します。

_2を追加して、既に手動で作成したテーブルとフィルターとの名前の競合を回避します。

7. ［スクリプト エディター］ツールバーで、［実行 ］をクリックして、スクリプトを実行します。

表示されるすべてのプロンプトで、［はい］をクリックします。

スクリプトが実行され、次のタスクを実行します。

l Excelからインポートした 3つのテーブルを単一のテーブルの最後に追加し、新しいテーブルを開

く
l 禁止されたコード フィルターを作成する
l 新しいテーブルにフィルターを適用する

わかるように、スクリプトの実行は、同じアクションを手動で実行するよりもかなり高速です。毎週や

毎月、非常に複雑な分析が実行されるという現実の状況における、時間の節約と一貫性の改

善を想像してみてください。

メモ

スクリプトを実行するには、ナビゲーターを右クリックし、［実行］を選択することもで

きます。スクリプトを実行するには、開く必要はありません。

スクリプトのチュートリアル全体

手動で実行したチュートリアル全体は、以下のスクリプトに手動で表示されます( 「手順」セクション)。こ
のスクリプトの導入を完了するには、スクリプトを Analyticsにコピーし、チュートリアル作業を元に戻します

が、今回はマウスを数回クリックするだけです。

メモ

スクリプトは、Sample Data Filesフォルダーがデフォルトの場所にインストールされてい

ることを前提とします。フォルダーが別の場所にインストールされている場合は、スクリプト

のナビゲーションパスを修正し、正しい場所を参照するようにする必要があります。

スクリプトで作成されたテーブルの末尾には _sが付くため、手動で作成したテーブルは上

書きされません。
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手順

新しい空のスクリプトを作成する

1. ナビゲーターの［概要］タブ内の［スクリプト］フォルダーを右クリックし、［新規作成 >スクリプト］の順

に選択します。
2. ［新しいスクリプト］を右クリックし、［名前の変更］を選択し、Getting_Started_tutorialを入力

またはコピーして、Enterを押します。

チュートリアルスクリプトのコピーと貼り付け

1. 以下の［スクリプトを表示］をクリックします。
2. スクリプト全体をクリックしてドラッグしてから、Ctrl+Cを押して、スクリプトをコピーします。

メモ

スクリプト全体を選択し、行を落とさないことが重要です。あるいは、基本チュート

リアル( Unicode版 )
で、スクリプトが含まれたテキスト ファイルをダウンロードできます

3. スクリプト エディターウィンドウをクリックし、Ctrl+Vを押して、スクリプト構文を空のGetting_
Started_tutorialスクリプトに貼り付けます。

スクリプトの更新と保存

1. スクリプトのナビゲーションパスの更新：
a. スクリプトの最初の行をクリックします。
b. 右クリックして［検索］を選択します。
c. ［置換］ダイアログボックスで、次のエントリを入力します。

l 検索対象：ユーザー アカウント名
l 置換後の文字：コンピューターの実際のアカウント名

d. すべてのユーザー アカウント名のインスタンスで検索と置換を実行します

2. ［開いているプロジェクトの保存 ］をクリックし、表示されるプロンプトで［はい］をクリックします。

保存アイコンが見つからない場合は、Analyticsのメインメニューで［ウィンドウ> ツールバー］をクリッ

クして、ツールバーを有効にします。

スクリプトを実行する

［スクリプト エディター］ツールバーで、［実行 ］をクリックして、スクリプトを実行します。

スクリプトが実行され、すべてのチュートリアル作業を複製します。インタラクティブ通知は、スクリプトの実

行時に重要な情報を提供します。

スクリプトを表示
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メモ

以前にスクリプトで作業したことがない場合は、初めはスクリプト構文に躊躇することがあ

ります。ほぼすべての構文がAnalyticsログからコピーされました。

スクリプトのインタラクティブ通知の構文 ( DIALOGコマンド)は、別の比較的シンプルな

Analytics ツールによって自動生成されました。

緑色のCOMMENTコマンドは、概要レベルで、スクリプトを説明します。前のチュートリ

アルで完了したタスクを認識します。

COMMENT
*** Unicode 版 ***
このスクリプトは、「「ACL Analytics の基本」チュートリアルで手動で実行したすべてのアクションを

実行します。

END

COMMENT ユーザー確認なしでテーブルの上書きを許可します。

SET SAFETY OFF

COMMENT 3 つの Excel ワークシートをインポートします。

IMPORT EXCEL TO Trans1_May_s "C:\Users\user_account_name\Documents\ACL
Data\Sample Data Files\Trans1_May_s.fil" FROM "Trans_May.xls" TABLE "Trans1_
May$" KEEPTITLE FIELD "CARDNUM" C WID 19 AS "" FIELD "CODES" N WID 4 DEC 0
AS "" FIELD "DATE" D WID 19 PIC "YYYY-MM-DD hh:mm:ss" AS "" FIELD "CUSTNO" C
WID 6 AS "" FIELD "DESCRIPTION" C WID 95 AS "" FIELD "AMOUNT" C WID 9 AS ""

IMPORT EXCEL TO Trans2_May_s "C:\Users\user_account_name\Documents\ACL
Data\Sample Data Files\Trans2_May_s.fil" FROM "Trans_May.xls" TABLE "Trans2_
May$" KEEPTITLE FIELD "CARDNUM" C WID 19 AS "" FIELD "CODES" N WID 4 DEC 0
AS "" FIELD "DATE" D WID 19 PIC "YYYY-MM-DD hh:mm:ss" AS "" FIELD "CUSTNO" C
WID 6 AS "" FIELD "DESCRIPTION" C WID 155 AS "" FIELD "AMOUNT" C WID 9 AS ""

IMPORT EXCEL TO Trans_Apr_s "C:\Users\user_account_name\Documents\ACL
Data\Sample Data Files\Trans_Apr_s.fil" FROM "Trans_April.XLS" TABLE "Trans_
Apr$" KEEPTITLE FIELD "CARDNUM" N WID 16 DEC 0 AS "" FIELD "AMOUNT" N WID 6
DEC 2 AS "" FIELD "DATE" D WID 10 PIC "YYYY-MM-DD" AS "" FIELD "CODES" N WID
4 DEC 0 AS "" FIELD "CUSTNO" C WID 6 AS "" FIELD "DESCRIPTION" C WID 45 AS
""

COMMENT 新しいアナリティクス テーブルのテーブル レイアウトを調整します。

OPEN Trans_Apr_s
DELETE FIELD CARDNUM OK
DEFINE FIELD CARDNUM UNICODE 1 32 WIDTH 35
DELETE FIELD CODES OK
DEFINE FIELD CODES UNICODE 65 8 WIDTH 11

OPEN Trans1_May_s
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DELETE FIELD CODES OK
DEFINE FIELD CODES UNICODE 39 8 WIDTH 11
DELETE FIELD AMOUNT OK
DEFINE FIELD AMOUNT PRINT 287 18 2 WIDTH 9
DELETE FIELD DATE OK
DEFINE FIELD DATE DATETIME 47 20 PICTURE "YYYY-MM-DD" WIDTH 27

OPEN Trans2_May_s
DELETE FIELD CODES OK
DEFINE FIELD CODES UNICODE 39 8 WIDTH 11
DELETE FIELD AMOUNT OK
DEFINE FIELD AMOUNT PRINT 407 18 2 WIDTH 9
DELETE FIELD DATE OK
DEFINE FIELD DATE DATETIME 47 20 PICTURE "YYYY-MM-DD" WIDTH 27

COMMENT インポートされたデータを検証し、ユーザー通知を表示します。

OPEN Trans_Apr_s
VERIFY FIELDS CARDNUM AMOUNT DATE CODES CUSTNO DESCRIPTION ERRORLIMIT 10
IF WRITE1=0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Trans_Apr_
s テーブル: 0 データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )
IF WRITE1>0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Trans_Apr_
s テーブル: %WRITE1% データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )

OPEN Trans1_May_s
VERIFY FIELDS CARDNUM CODES DATE CUSTNO DESCRIPTION AMOUNT ERRORLIMIT 10
IF WRITE1=0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Trans1_
May_s テーブル: 0 データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )
IF WRITE1>0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Trans1_
May_s テーブル: %WRITE1% データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )

OPEN Trans2_May_s
VERIFY FIELDS CARDNUM CODES DATE CUSTNO DESCRIPTION AMOUNT ERRORLIMIT 10
IF WRITE1=0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Trans2_
May_s テーブル: 0 データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )
IF WRITE1>0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Trans2_
May_s テーブル: %WRITE1% データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )

COMMENT Badfile テーブルを検証し、ユーザー通知を表示します。

OPEN Badfile
VERIFY FIELDS InvoiceNo Prodno Price OrderQty ShipQty Total ERRORLIMIT 10
IF WRITE1>0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
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(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Badfile
テーブル: 0 データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )
IF WRITE1>0 DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 )
(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Badfile
テーブル: %WRITE1% データ検証エラーが検出されました" AT 12 28 )
CLOSE

COMMENT 3 つの新しいアナリティクス テーブルを単一の結合されたテーブルの最後に追加します。

APPEND Trans_Apr_s Trans1_May_s Trans2_May_s TO "Trans_All_s" OPEN
DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 630 HEIGHT 100 ) (BUTTONSET
TITLE "&OK;&Cancel" AT 500 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "結合された取引テーブル

(Trans_All_s) には %WRITE1% レコードがあります" AT 12 28 )

COMMENT 結合されたテーブルをマーチャント カテゴリ コードでグループ化します。

SUMMARIZE ON CODES SUBTOTAL AMOUNT OTHER DESCRIPTION TO "Trans_All_Grouped_
s.FIL" OPEN PRESORT STATISTICS
DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 700 HEIGHT 100 ) (BUTTONSET
TITLE "&OK;&Cancel" AT 570 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "グループ化された取引テーブ

ル (Trans_All_Grouped_s) には %WRITE1% マーチャント カテゴリ コードがあります" AT 12 28
WIDTH 550 )

COMMENT 結合されたテーブルをフィルタリングし、禁止された取引のみを表示します。

OPEN Trans_All_s
DEFINE FIELD f_Prohibited_codes COMPUTED MATCH(CODES, "5094", "5993",
"7273", "7295", "7297", "7994", "7995", "7996", "8641")
SET FILTER TO f_Prohibited_codes

COMMENT 正常終了メッセージ。

DIALOG (DIALOG TITLE "ユーザー ダイアログ" WIDTH 490 HEIGHT 100 ) (BUTTONSET
TITLE "&OK;&Cancel" AT 360 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "スクリプトは正常に完了しま

した" AT 12 28 )

COMMENT テーブルを上書きする前に、ユーザー確認が必要です。

SET SAFETY ON

完了しました。

これで、スクリプトの簡単な導入が終わりました。スクリプトの価値を理解し、さらに学習する意欲が出て

きたかと思います。

次の学習ステップ

Analyticsでのスクリプト作成について学習できる選択肢がいくつか用意されています。
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オプション 役立つ情報

チュートリアル Analyticsヘルプには、次の初級者向けチュートリアルがあります。

o "初心者向けのスクリプト "ページ 1432
o "Analyticsでのスクリプト作成の基本事項"ページ 1450
o "関数を使用する方法"ページ 1477

ヘルプには、すべてのACLScript言語リファレンスがあり、すべてのAnalytics コマンドおよび関数につ

いて詳細に説明しています。

アカデミー アカデミーは、導入および高度なスクリプト コースの両方を提供します。

o Analyticsのスクリプトの基本 ( ACL 106)
o Analyticsのスクリプト ( ACL 303)

アカデミーは、Diligentのオンライントレーニングリソースセンターです。コースカタログに移動すると、

利用可能なコースを確認できます。

Analyticsサブスクリプションのユーザーは、アカデミーコースを無償で受講できます。

コミュニティ コミュニティはWebベースのプラットフォームであり、Analytics スクリプトの作成について頻繁かつ詳

細に議論されているカスタマーフォーラムなど、さまざまなカスタマーリソースがあります。
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Analyticsのヘルプ
Analyticsを操作するときにヘルプを利用するには、複数の方法があります。

コンテキスト依存ヘルプ
Analytics内の任意の場所から F1キーを押すか、ほとんどの画面にある［ヘルプ］ボタン をク

リックすると、現在アクティブになっているウィンドウ、ダイアログボックス、タブ、あるいはウィザード画面を説

明するヘルプトピックを開くことができます。

通常は、この最初のヘルプトピックからリンクをクリックすることにより、オンラインヘルプに含まれるさらに詳

細な情報にアクセスできます。

オンラインヘルプとドキュメント
Analyticsのメインメニューから、［ヘルプ > Analyticsヘルプ］を選択し、コンテキストに依存せずに、直接

オンラインヘルプを表示できます。

一般に、古いバージョンのAnalyticsをお使いの場合でも、ヘルプは最新バージョンのものをお読みくださ

い。

ソフトウェアバージョンとサブスクリプション情報
Analyticsのメインメニューから、［ヘルプ >バージョン情報］を選択し、次の情報のダイアログボックスを開

きます。

l ソフトウェアバージョン番号
l エディションタイプ( Unicodeまたは非 Unicode)
l サブスクリプションライセンス所有者の名前と会社
l サブスクリプションの有効期限

コミュニティ
コミュニティに移動します。これは、Analyticsの機能に関する質問を投稿できるカスタマーフォーラムを含

む、多様なカスタマーリソースが登録されたWebベースのプラットフォームです。

サポート
(アカウントのサインインが必要です)
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Analyticsのメインメニューから、［ヘルプ > Galvanizeへの問い合わせ］を選択し、Webブラウザーを開

き、サポートに接続します。
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Analyticsのユーザーインターフェイス
このセクションでは、Analytics のユーザーインターフェイスに関する一般情報について説明します。

l ユーザーインターフェイスメニュー、タブ、ダイアログボックス、その他のユーザーインターフェイス要素

の概要
l Analyticsテーブルの構造
l カスタマイズ可能な Analytics 機能
l Analytics プロジェクトの概要
l 他の一般情報

Analyticsを開始する
Analyticsを開始するには、ACL for Windowsデスクトップショートカットをダブルクリックし、ACL for
Windowsでオプションをクリックします。

l 新しいアナリティクスプロジェクト –新しい空のAnalyticsプロジェクトを作成します
l アナリティクスプロジェクトを開く –既存のAnalyticsプロジェクトを開きます
l 最近のアナリティクスファイル、またはサンプルファイル –最近開いた、またはサンプルのAnalyticsプ

ロジェクト ( .acl)を開きます

Analyticsを終了する
Analyticsを終了するには、［ファイル>終了］を選択します。

保存されていない変更がプロジェクトで検出された場合は、終了する前にそれらの変更を保存するように

求められます。変更を保存する場合は確認ダイアログボックスで［はい］をクリックして、終了します。
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Analyticsのユーザーインターフェイス
の概要
Analyticsのユーザーインターフェイスには、特定の種類の情報が表示される多数の要素が含まれ、デー

タを操作できます。

l "Analyticsのメインユーザーインターフェイス"下
l "コマンド ダイアログボックス"ページ 113
l "その他のユーザーインターフェイス要素"ページ 117

l データ定義ウィザード
l テーブルレイアウトのダイアログボックス
l ［式ビルダー］ダイアログボックス
l ダイアログビルダー

ユーザーインターフェイス要素の構成と機能理解することにより、Analyticsで効率的に作業できるように

なります。

Analyticsのメインユーザーインターフェイス
Analyticsのメインユーザーインターフェイスは、Analyticsを開始すると自動的に表示されます。
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番号 要素 説明

1
タイトルバー 開いている Analyticsプロジェクトの名前およびALC for Windowsコンポーネント名が表

示されます。

2

メインメニュー 次のメニューコマンドを含むほとんどの Analytics機能を使用できます。

o Analyticsプロジェクトを使った作業
o データ分析の実行
o オプションと接続設定の構成

3

ツールバー ツールバーのボタンは、よく使用するアクションへのショートカットになっています。Analytics
は現在行っている作業に関連するボタンを有効にします。

ツールバーの表示を切り替えるには、［ウィンドウツールバー］を選択します。
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番号 要素 説明

メモ

このツールバーに表示されるボタンをカスタマイズすることができます。詳

細については、"Analyticsツールバーのカスタマイズ"ページ 154を参照し

てください。

4

ナビゲーター 開いている Analyticsプロジェクトの情報を 3つのタブに表示します。

o 総覧タブ -プロジェクトに属するすべての項目を表示します。

任意のプロジェクト項目を右クリックして、アクションを実行することができます。［総覧］
の項目を整理するには、整理するプロジェクトのアイコンを右クリックして、［新規作成

フォルダー］の順にクリックします。［総覧］で作成したフォルダーには、任意のプロジェク

ト項目をドラッグすることができます。

o ログタブ – Analyticsコマンド ログを表示します。

このログには、プロジェクトに関連して実行するすべてのアクションが記録され、日時順

に整列されています。ログエントリを開くにはダブルクリックします。アクションを実行する

には、ログエントリを右クリックします。

o 変数タブ -プロジェクト内のすべての変数の名前、値、およびデータカテゴリを表示し

ます。

タブの内容は、変数が作成、削除されたり、変数の値が変更されたりするにつれて、

動的に更新されます。変数名はアルファベット順に表示されます。

ヒント

ナビゲーターのサイズを調整するには、ナビゲーターと表示領域の間の分

割線をドラッグします。分割線をダブルクリックして、ナビゲーターを閉じる

か開くこともできます。

5

コマンド ライン ACLスクリプト コマンドを入力できます。

コマンド ラインを表示または非表示にするには、［ウィンドウコマンド ライン］を選択します。

6

フィルターとクイック検

索

2つの異なるタスクを実行できるテキスト ボックスとドロップダウンリスト。

o ［ビュー］タブでフィルターをデータに適用します
o 1つ以上の検索語を入力して、［ビュー］タブでデータのクイック検索を実行することも

できます。

7
インデックス 既存のインデックスをテーブルに適用したり、インデックスが現在適用されているかどうかを

確認することができます。

8

表示領域 次のタブにさまざまな種類の情報を表示します。

o ［ビュー］タブ(上記に表示 ) -アクティブな Analyticsテーブルを表示します。

複数のテーブルを開く場合は、ビュータブをピン留めすることができます。追加のテーブ

ルを開くたびに、追加のビュータブが開きます。個々のビュータブを使用してテーブル

間を切り替えることができます。

ビュータブの左端にある列はレコード番号列です。現在選択されているレコードの番

号が緑色で強調表示されます。

同一テーブルに複数のビューが存在する場合は、［ビュー］タブの下部にあるボタンで

ビュー間を切り替えることができます。
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番号 要素 説明

o 結果タブ –分析操作の結果を画面またはグラフに出力したり、選択したコマンド ログ

のエントリを表示したりする場合、それらは結果タブに表示されます。

結果タブを固定して内容の表示が保持されるようにすると、以降の結果は追加の結

果タブに表示されるようになります。

テキストとグラフを出力する操作では、タブの下部にあるボタンで 2つの形式間を切り

替えることができます。

o スクリプト エディタータブ -新規または既存のスクリプトの内容を表示します。

スクリプトは手動で編集したり、Analyticsで利用できる構文キャプチャなどのツールを

使用して、またログからスクリプトへコマンドをコピーして編集することができます。

o ワークスペースエディタータブ -新規または既存のワークスペースでフィールド定義を表

示します。

ワークスペースを使用すると、Analyticsテーブル間でフィールド定義を共有できます。

ヒント

表示領域のサイズを調整するには、ナビゲーターと表示領域の間の分割

線をドラッグします。分割線をダブルクリックして、ナビゲーターを閉じるか

開くこともできます。

9

ステータスバー 次のような情報を表示します。

o アクティブな Analyticsテーブルの名前
o レコード数
o 現在テーブルに適用されているフィルターの詳細
o 現在実行中のスクリプトの名前

コマンド ダイアログボックス
メインメニューから［要約］や［重複］などのAnalyticsコマンドを選択すると、コマンド ダイアログボックスが

開きます。これらのダイアログボックスには、指定できるオプションがあります。

l 操作の入力フィールド
l 処理の動作に影響するさまざまなオプション
l 出力結果の種類

操作に応じて、ダイアログボックスのオプションは 2つまたは 3つのタブで編成されます。

l ［メイン］タブ
l ［詳細］タブ、または［出力］タブ、またはその両方

下の図は、3つのタブの例を示します。

メモ

ダイアログボックスのオプションは、選択する操作に基づきいくらか変わります。以下の説

明のとおり、ほとんどの操作に表示される標準のオプションは複数あります。

標準のオプション以外のオプションは、AnalyticsおよびACLScriptヘルプで説明されてい

ます。
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［メイン］タブ

［メイン］タブのオプショ

ン できること...

フィールドの一覧 操作の入力フィールドを指定します

小計フィールド 任意で、操作の一環として小計を求めるために、1つ以上の数値フィールドを指定します

事前並べ替え 操作が実行される前に、自動的に並べ替えられる入力フィールドを指定します

もし次の 指定された条件を満たさないレコードを操作から除外するための IFステートメントを指定します

変換先

(表示されません)

出力結果を格納する Analyticsテーブルの名前と場所を指定します

メモ

［出力］タブがあるコマンド ダイアログボックスでは、［出力］タブに［名前］として現

れます

114

Analyticsのユーザーインターフェイス

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


［詳細］タブ

［詳細］タブのオプショ

ン できること...

範囲

すべて |第 1 |次 |
少しの間

操作の処理対象となる、テーブル内のレコード数を指定します

o すべて –すべてのレコードが処理されます
o 先頭 –テーブル内の先頭レコードから、指定した件数のレコードが処理されます
o 次 –テーブル内で現在選択されているレコードから、指定した件数のレコードが処理されます
o While –テーブル内の先頭レコードから、WHILEステートメントが trueと評価される限りは、レ

コードが処理されます

出力テーブルを開く

操作の完了時に、出力結果を含んでいる Analyticsテーブルを自動的に開くかどうかを指定します

［メイン］タブまたは［詳細］タブのいずれかに現れます

既存のファイルに追

加する

Analyticsテーブルまたはテキスト ファイルに格納された出力結果を、既存のAnalyticsテーブルまた

はテキスト ファイルの末尾に追加するかどうかを指定します
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［出力］タブ

［出力］タブのオプショ

ン できること...

変換先

画面 |印刷 |グラフ |
ファイル

出力結果の種類を指定します

o 画面 - Analyticsの表示領域に結果を表示します
o 印刷 –通常使うプリンターに結果を送信します
o グラフ –結果を基にグラフを作成し、それを Analytics表示領域に表示します
o ファイル – Analyticsテーブルまたはファイルに結果を保存または追加します

一部の操作は、4種類すべての出力はサポートしていません

ファイルタイプ

出力結果をファイルに保存する場合は、Analyticsテーブルまたはテキスト ファイルを指定します

操作に応じて、テーブルまたはテキスト ファイルのいずれかに保存できるか、あるいはどちらか一方に

のみ保存できます

名前

出力結果を格納する Analyticsテーブルまたはテキスト ファイルの名前と場所を指定します

［出力］タブがないコマンド ダイアログボックスでは、［メイン］タブに［保存先］として現れます

ローカル

出力結果とAnalyticsテーブルをローカルに保存するか、またはサーバーに保存するかを指定します

(サーバーテーブルに接続している場合にのみ有効になります)

［メイン］タブまたは［出力］タブのいずれかに現れます

ヘッダー 出力結果に加えるテキスト ヘッダーを指定します
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［出力］タブのオプショ

ン できること...

すべての出力の種類ではサポートされていません

フッター

出力結果に加えるテキスト フッターを指定します

すべての出力の種類ではサポートされていません

その他のユーザーインターフェイス要素
Analyticsには、以下のユーザーインターフェイス要素も含まれています。これらは、データの定義やイン

ポート、テーブルでの作業、式の作成を行う場合、およびスクリプトへカスタムダイアログボックスを挿入す

る際に使用します。

l データ定義ウィザード –さまざまなデータソースにアクセスする標準の方法を提供するページベース

のウィザード

データ定義ウィザードは、新しいAnalyticsプロジェクトを作成する際、および既存のプロジェクトに

新しいAnalyticsテーブルを追加する際に自動的に表示されます。

詳細については、"データの定義とインポート "ページ 239を参照してください。

l データアクセスウィンドウ – –データベースまたはファイルのいずれかでソースデータにアクセスするた

めに使用できる複数のデータコネクターを含む視覚的なインターフェイス

詳細については、"データの定義とインポート "ページ 239を参照してください。

l ［テーブルレイアウト］ダイアログボックス – Analyticsテーブルレイアウトを定義または変更するため

に使用されます。

テーブルレイアウトは、Analyticsがデータソース内のレコードを識別し、個々のフィールドを読み取

る方法を指定します。

詳細については、"テーブルレイアウトのダイアログボックス"ページ 771を参照してください。

l ［式ビルダー］ダイアログボックス - Analyticsで式を入力するために使用されます。

式とは、データフィールド、演算子、関数、フィルター、および変数を組み合わせた、Analyticsが
値を評価して返すステートメントです。

詳細については、"式ビルダーの概要"ページ 870を参照してください。

l ダイアログビルダー - Analyticsスクリプトでカスタムのダイアログボックスを作成するために使用され

ます。

カスタムダイアログボックスは、スクリプトの実行時にユーザーインターフェイスまたはフィードバックを

提供します。

詳細については、"カスタムダイアログボックスの作成"ページ 1588を参照してください。
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Analyticsテーブルの構造
Analyticsのデータはテーブルに格納されています。Analyticsでデータを表示、分析しているときは、

Analyticsテーブルで作業を行っていることになります。Analyticsテーブルは、次の3つの部分から成る構

造をしています。

l ソースデータファイル
l テーブルレイアウト
l 1つ以上のビュー

Analyticsテーブルがどのように構造化されているか理解することは、Analyticsで効率的に作業を行う基

本です。以下の図はAnalyticsテーブルの構造を示します。
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ソースデータファイル
ソースデータファイルには、フィールド名などのAnalytics書式情報を持たない、生データが入っていま

す。生データはAnalyticsプロジェクトの外部に存在します。Analyticsプロジェクトと同じWindowsフォル
ダーに存在してもかまいませんし、同じコンピューター上やネットワークの場所、あるいはデータベース内の

どこか別の場所にあってもかまいません。

Analyticsソースデータファイル

ほとんどの場合、Analyticsテーブルを新規作成するときに、Analyticsが新しいAnalyticsソースデータ

ファイルにソースデータのコピーとインポートを行い、このファイルを拡張子 .fil のフラット ファイル形式で

保存します。.filファイルがAnalyticsテーブルのベースとなります。

フラット ファイル形式は、固定長のフィールドと、固定長あるいはキャリッジ リターンおよびラインフィードの

コードによって識別されるレコードを持っている、解釈が容易な形式です。

.dbfファイルや .txtファイルなどのいくつかの場合では、Analyticsは既存のソースデータファイルに直接接

続できるため、.filファイルは必要なく、作成されません。

テーブルレイアウト
テーブルレイアウトはソースデータファイルの生データの構造化された解釈です。テーブルレイアウトは、

フィールド定義などのメタデータを含んでいます。フィールド定義では、フィールド名、フィールドの開始位

置、フィールドの長さ、フィールドのデータ型などを指定します。

Analyticsは生データの意味を理解するためにテーブルレイアウトを必要とします。テーブルレイアウトで

は、ソースデータファイルの場所も指定します。テーブルレイアウトはAnalyticsプロジェクト ファイル( .acl)
の一部です。

詳細については、"テーブルレイアウトを使用したデータの構造化"ページ 768を参照してください。

1つ以上のビュー
ビューは、名前が付けられた列と番号付きのレコードの配列で、テーブルレイアウトから構造化されたデー

タを表示するものです。Analyticsのメインウィンドウでデータを確認するときには、ビューを見ていることに

なります。

同じテーブルに対して、列の選択や配置が異なる複数のビューを作成することができます。ビューは

Analyticsプロジェクト ファイル( .acl)の一部です。

また、ビューはAnalyticsレポートのデータの書式設定も行います。

詳細については、"テーブルビューでデータを表示する"ページ 838を参照してください。
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Analyticsのカスタマイズ
Analyticsは、アプリケーションのデフォルトの動作が定義される標準設定でインストールされます。［オプ

ション］ダイアログボックス(［ツール> オプション］)でこれらの設定を変更し、次のようなアプリケーションの

動作を修正できます。

l 機能をオンまたはオフにする
l データの表示方法を変更する
l コマンド出力の一部の要素を制御する

他のカスタマイズ可能なオプション
本ガイドのこのセクションでは、ビューとレポートのフォント設定の変更、Analytics ツールバーのカスタマイ

ズ、スクリプトや頻繁に使用するコマンドなどのユーザー定義メニュー項目を表示するための［アプリケー

ション］メニューのカスタマイズについて説明します。

スクリプト エディター
スクリプト エディターのカスタマイズの詳細については、"スクリプト エディターのカスタマイズ"ページ 1602を
参照してください。
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Analyticsのオプションの設定
［オプション］ダイアログボックスを使用することで、Analyticsの機能がどのように動作するかを制御するさ

まざまなオプションを設定できます。

必要であれば、Analyticsプロジェクトごとに異なるオプションを設定することもできます。詳細については、

"Analyticsの初期設定ファイルの動作"ページ 148を参照してください。

すべてのオプションをデフォルト設定に戻す
設定可能なすべてのオプションを Analyticsのデフォルト設定に戻す場合は、［オプション］ダイアログボッ

クスの下部にある［既定値に戻す］ボタンをクリックします。

注意

［既定値に戻す］をクリックすると、現在開いているアクティブなタブだけでなく、［オプショ

ン］ダイアログ内のすべてのタブの全オプションをデフォルトの設定に戻します。

各種設定は初期設定ファイルに保存される
設定可能なオプションの各種設定は初期設定ファイル( .prfファイル)に保存されます。詳細については、

"Analyticsの初期設定ファイルの動作"ページ 148を参照してください。

手順
1. Analyticsのメインメニューから [ツール>オプション]を選択します。
2. 変更したいオプションがあるタブをクリックして、そのオプションの設定値を変更します。

次のタブに、関連するオプションがグループ分けされています。

l ［システム］タブ
l ［インターフェイス］タブ
l ［テーブル］タブ
l ［ビュー］タブ
l ［コマンド］タブ
l ［日付と時刻］タブ
l ［数値］タブ
l ［印刷］タブ
l ［アプリケーションフォント］タブ

3. ［OK］をクリックして、変更を保存します。
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システムオプション
［システム］タブのオプションを使用して、並べ替え処理およびインデックス処理でメモリがどのように使用さ

れるかを制御することができます。

並べ替えとインデックスに追加システムリソース
を使用する
このオプションが選択されると、並べ替え処理またはインデックス処理されるファイルのサイズ、およびコン

ピューターの空きメモリの量に応じて、並べ替えとインデックス処理が高速になります。

オプションを選択すると、Analyticsは並べ替えとインデックス処理に、メモリマッピングされたファイルを使用

できます。メモリマッピングされたファイルを使用すると、コンピューターで使用可能な RAMを超えている

ファイルの並べ替えとインデックス処理が高速化できます。例えば、500 MBのファイルの場合、オプション

の設定に関係なく、並べ替え処理にかかる時間は変わらない可能性がありますが、3 GBのファイルの場

合は、オプションを有効にすると、並べ替え処理が大幅に高速化する可能性があります。

より小さいファイルを並べ替える場合のように、数ギガバイトの非常に大きいファイルを並べ替える場合

は、オプションが有効でも速度の改善が見られない可能性があります。日常的に非常に大きいファイルを

並べ替え、パフォーマンスの問題がある場合は、コンピューターのRAMを拡張し、Windowsページング

ファイルサイズを大きくすることを検討してください。

追加情報

l Analytics が並べ替えまたはインデックス処理の対象のファイルに格納されたレコード数を判定でき

ない場合は、［並べ替えとインデックス処理で追加のシステムリソースを使用する］が選択されてい

る場合でも、メモリマッピングされたファイルは処理で使用されません。
l 並べ替え処理やインデックス処理に追加のシステムリソースを使用すると、並べ替えまたはインデッ

クス処理が実行中のときに、他のタスクの速度が低下する可能性があります。
l ［オプション］ダイアログボックスの他のすべてのオプションとは異なり、このオプションの設定は

Analytics初期設定ファイルに保存されません。このオプションは、設定されているコンピューターに

のみ適用されます。

初期設定ファイルに保存されているオプションの詳細については、"Analyticsの初期設定ファイル

の動作"ページ 148を参照してください。
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インターフェイスオプション
［インターフェイス］タブのオプションを使用して、Analyticsのいくつかの基本的な動作を指定します。

フィールド一覧にフィルターを含める
フィールド一覧に、フィルターを含む論理フィールドを表示させる場合は、このオプションを選択します。通

常、論理フィールドはフィールド一覧から除外されます。フィルターは論理フィールドとして実装されるた

め、このオプションによってフィルターがフィールド一覧に表示される場合は、そのフィルターにコマンドを適

用できます。

ファイルを上書きする前にメッセージを表示す
る
次のいずれかを上書きする前に、Analyticsによって確認ダイアログボックスを表示させたい場合は、この

オプションをオンにします。

l テーブルレイアウトにおけるフィールド
l Analyticsテーブル
l Analyticsデータファイル( .fil)などのファイル

このオプションをオフにすると、Analyticsは確認を行わずにフィールド、テーブル、およびファイルを上書きし

ます。

このオプションのオン/オフは、スクリプトまたはコマンド ラインで SET SAFETYを使用して切り替えることもでき

ます。このオプションをオフにすると、既存のフィールド、テーブル、またはファイルを上書きするように設計さ

れたスクリプトの実行が中断されるのを回避することができます。

［ファイルを上書きする前にメッセージを表示する］チェックボックスを使用して設定を変更した場合、その

変更は、再度明確に変更されるまで有効です。SET SAFETYコマンドを使用して設定を変更した場合、

その変更は、Analyticsセッションの間のみ有効です。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET SAFETY {ON|OFF}

ACLサーバー統合を有効にする
AX Serverに接続できるようにするための機能を有効にする場合は、このオプションを選択します。
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スクリプトのオートコンプリートを無効にする
スクリプト エディターでキーワード オートコンプリートをオフにする場合は、このオプションを選択します。関

数パラメーターのオンスクリーンヘルプを無効にすることはできません。

スクリプトをコミットする前に、スクリプト構文
チェックを無効にする
このオプションを選択すると、スクリプトをHighBondのロボット アプリにコミットするときに、スクリプト構文

チェックをオフにします。

メモ

このオプションは、スクリプト構文チェックのみを制御します。無効にできない個別のプロセ

スである、アナリティクスヘッダー確認は制御しません。

作業完了時にビープ音を鳴らす回数
このオプションでは、Analyticsが作業の完了時に鳴らすビープ音の数を指定します。0から 255までの数

値を入力します。このオプションは、作業に時間がかかることが予想される場合に特に便利です。デフォル

トは 0です。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET BEEP 値
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テーブルオプション
［テーブル］タブのオプションを使用して、Analyticsによるテーブルの処理方法を指定します。

開くときに自動的にプロファイルを実行する
［開くときに自動的にプロファイルを実行する］をオンにすると、プロジェクトを開いたり、テーブルを変更した

り、グローバルフィルターを変更したりする場合に、すべての数値フィールドに対してProfileコマンドが自

動的に実行されるようになります。

Analyticsは情報を保持しておき、その情報をヒストグラムや階層化の最小値および最大値、金額単位

サンプリングの絶対値を提供するために使用します。

メモ

このオプションをオンにすると、数値フィールドのあるテーブルを開く速度が遅くなります。

テーブルと一緒にデータファイルを削除する
このオプションをオンにすると、テーブルを削除したときに、関連付けられているデータファイルが自動的に

削除されるようになります。このオプションを使用すると、必要のないファイルをハード ディスクからすばやく

削除できます。ただし、削除後はデータにアクセスできなくなります。

注意

このオプションをオンにするときには注意してください。テーブルと共に元のデータファイルが

削除される場合もあります。

データファイルはすぐに削除されます。Windowsのごみ箱には送られません。

このオプションのオン/オフは、スクリプトまたはコマンド ラインで SET DELETE_FILEを使用して切り替えること

もできます。

［データファイルとテーブルを表示する］チェックボックスを使用して設定を変更した場合、その変更は、再

度明確に変更されるまで有効です。SET DELETE_FILEコマンドを使用して設定を変更した場合、その変

更は、Analyticsセッションの間のみ有効です。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET DELETE_FILE {ON|OFF}
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テーブルレイアウトを共有しない

メモ

フィールド定義を誤って削除しないように、［テーブルレイアウトを共有しない］チェックボッ

クスはデフォルトでオンになっています。

このオプションをオフにすると、同じレコード構造を持つ複数のデータファイルやデータソースで、単一の

テーブルレイアウトを共有することができます。この機能は、同じレコード構造を持つAnalyticsテーブルに

結果を出力できる Analytics操作、つまり、抽出、並べ替え、サンプリング、およびマージと、テーブルレイ

アウトのコピーでのみ作用します。

テーブルレイアウトの共有が許可されている場合、同じレコード構造を持つ複数のソースデータファイル

(たとえばAnalyticsデータファイル( .fil) )やデータソースは、1つのフィールド定義セットを共有します。共

有テーブルレイアウトに物理フィールドや演算フィールドを追加したり、関連するビューに列を追加したり、

ビューを追加したりすると、その追加されたフィールド、列、またはビューは、共有テーブルレイアウトを使用

しているすべてのAnalyticsテーブルに自動的に追加されます。フィールド、列、またはビューを削除する

と、共有テーブルレイアウトを使用している Analyticsテーブルでそれを使えなくなります。

一般的には、データファイルごとに個別のテーブルレイアウトを保持する必要があります。しかし、単一の

テーブルレイアウトを共有すると、同じレコード構造を持つ複数のデータファイルが同一のフィールド定義

セットを必要とする場合には、手間を省くことができます。テーブルレイアウトへのあらゆる更新は、すべて

のデータファイルに適用されます。たとえば、年間の取引テーブルから 12個の月次テーブルにレコードを

抽出すると、同じレコード構造を持つテーブルが合計で 13個生成されます。［テーブルレイアウトを共有

しない］チェックボックスがオンになっている場合は、テーブルごとに独自のレイアウトを持ちます。［テーブル

レイアウトを共有しない］チェックボックスがオフになっている場合は、すべてのテーブルが元のテーブルのレ

イアウトを共有するため、レイアウトを一元管理することができます。

共有テーブルレイアウトは、それを使用しているテーブルの1つから削除しても、全体的な削除は行いま

せん。共有テーブルレイアウトを使用している他のテーブルは、その後も使用することができます。

個別のAnalyticsプロジェクト以外は共有できません。テーブルを別のプロジェクトにコピーした場合は、

［テーブルレイアウトを共有しない］の設定に関係なく、新しいテーブルレイアウトが作成されます。

正確な文字比較を行う
このオプションを使用すると、Analyticsで文字型フィールド、識別子、リテラル値を比較する方法を制御

できます。

メモ

スペースは文字のように扱われます。

このオプションをオフにした場合

このオプションをオフにした場合には、異なる長さの2つの文字列を比較する際に、短い方の文字列が

採用されます。比較は左から右へ行われます。
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正確な文字比較はオフになっている

True False

o "AB" = "AB"
o "AB" = "ABC"
o "AB" = "ABLMNOP"
o "AB " = "AB"

o "AB" = "ZZAB"
o "AB" = "ABC"
o " AB" = "AB"

スペースのある例

o "AB " = "AB"はTrueです。その理由は、3カラム目のスペースが考慮されず、短い方の文字列 ( "AB")が比較

に使用されるためです。
o "AB " = "ABC"はFalseです。その理由は、3文字すべてが比較され、それぞれの3カラム目にあるスペースと

"C"が異なっているためです。
o " AB " = "AB"はFalseです。その理由は、短い方の文字列 ( "AB")が比較に使用され、1カラム目のスペースと

"A"が異なっているためです。

このオプションをオンにした場合

このオプションをオンにした場合に一致を成すには、比較文字列同士が完全に同じでなければなりませ

ん。異なる長さの2つの文字列を比較する場合、Analyticsにより、長い方の文字列の長さに一致する

よう、短い方の文字列の末尾にスペースが埋め込まれます。

正確な文字比較はオンになっている

True False

o "AB" = "AB"
o "AB " = "AB"

o "AB" = "ABC"
o "AB" = "ABLMNOP"
o "AB" = "ZZAB"
o "AB" = "ABC"
o " AB" = "AB"

スペースのある例

o "AB " = "AB"はTrueです。その理由は、長い方の文字列 ( "AB ")に一致するよう、短い方の文字列 ( "AB")の
末尾にスペースが埋め込まれるため、"AB "と "AB "が一致するからです。

o "AB " = "ABC"はFalseです。その理由は、3文字すべてが比較され、それぞれの3カラム目にあるスペースと

"C"が異なっているためです。
o " AB " = "AB"はFalseです。その理由は、長い方の文字列 ( " AB")に一致するよう、短い方の文字列 ( "AB")

の末尾にスペースが埋め込まれるため、" AB "と "AB "が一致しなくなるからです。
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スペースの削除

先頭および末尾のスペースを削除することで、文字列と文字列内部のスペースのみが比較されるように

するには、ALLTRIM( )関数を使用します。

たとえば、値に対してALLTRIM( )を使用した ALLTRIM(" AB") = ALLTRIM("AB")はTrueになります

が、この関数を使用しない場合の比較の結果はFalseになります。

正確な文字比較とフィルター

［正確な文字比較を行う］設定は、フィルターがどのように働くかに影響を与えます。

l このオプションがオフの場合 – Address = "PO Box"を指定すると、"PO Box"で始まるすべての住

所が返されます。
l このオプションがオンの場合 – Address = "PO Box"を指定すると、Addressフィールドに "PO Box"

という文字列以外何も入っていないレコードのみが返されます。

範囲

Analyticsの操作や関数は、［正確な文字比較を行う］オプションの影響を受けるものもあれば、受けな

いものもあります。

影響を受ける 影響を受けない

o 条件検索操作
o MATCH( )関数
o BETWEEN( )関数

o 結合操作
o 関連付け操作
o FIND( )関数
o FINDMULTI( )関数

ログエントリ

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET EXACT {ON|OFF}

開くときにフォーマットを表示する
このオプションをオンにすると、新しいテーブルを開いたときに、現在のテーブルレイアウトと演算フィールド

定義が自動的に表示されるようになります。この表示内容はコマンド ログにも出力されます。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET FORMAT {ON|OFF}
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フラット ファイルを手動で定義する
このオプションがオンになっていると、データ定義ウィザードでフラット ファイルからテーブルを作成するときに、

一部の画面がスキップされます。データ定義は［テーブルレイアウト］ダイアログボックスで完成させます。

バッファーサイズ
このオプションでは、読み取るデータブロックのサイズを指定します。デフォルトは 33キロバイトです。この

値は大部分のアプリケーションで推奨されている値です。

使用できる値の範囲は 5から 255までです。バッファーサイズを変更すると、特定の環境においてパ

フォーマンスが若干改善される場合もあります。この設定の変更は、サポートからアドバイスされていない

限り、行わないでください。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET READAHEAD 値

ソート メモリ
このオプションは、ソート処理とインデックス処理に割り当てるシステムリソースの最大量を指定します。

ソート メモリは 0から 2000 MB( メガバイト )で、20 MB単位で入力します。ソートのパフォーマンスを最適

化するには、システムで使用可能な物理メモリに基づいてソート メモリを設定します。これにより、

Analyticsは必要に応じて、テーブルのソートに必要なメモリ量をこの最大量まで使用できるようになりま

す。

ソート メモリを 0のままにしておくと、Analyticsは現在使用可能なシステムリソースを使用します。

並び順
このオプションでは、文字フィールドのソート順を設定します。

ドロップダウンリストからロケールを選択します。非 Unicode版の Analyticsのデフォルトは "システムデフォ

ルト "で、Unicode版では “混合言語 ( UCA) ”です。デフォルトでは、Analyticsは文字セット内の各文字

のバイト順に基づく昇順でデータをソートします。［並べ替え順］オプションは、ソートしたりインデックスを作

成したりするとき、クイックソートを実行するとき、また順番をテストするときのソート順に作用します。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET ORDER 値
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ビューオプション
[ビュー]タブのオプションを使用して、Analyticsでビューを表示する方法を指定できます。

フィルターされたレコードを表示しない
［フィルターされたレコードを表示しない］オプションがオンのときには、フィルタリングされたテーブルには、フィ

ルターによって含まれるレコードのみが表示されます。

このオプションがオフになる場合、フィルタリングされたテーブルは、すべてのレコードのみを表示し、フィル

ターで除外されるレコードはハイライト表示されます。

グリッド線を表示する
このオプションがオンの場合は、ビューにグリッド線が表示されます。

列幅をテストする
このオプションをオンにして列の幅を変更すると、Analyticsではビューを閉じる際に、変更作業を保存す

るか破棄するかを尋ねられます。

このオプションをオフにしてビューで列の幅のみを変更した場合、その変更は破棄されます。

ページの右端の境界線を表示する
このオプションがオンの場合は、Analyticsではビューに点線を表示することによって右余白が示されます。

この余白は、レポートの印刷設定オプションに基づいています。

無効なデータを空白またはゼロで表示する
このオプションがオフの場合、Analyticsはフィールド内の無効な文字をすべて受け入れます。

このオプションをオンにすると、Analyticsによって、最初の無効な文字からフィールドの最後まで、無効な

文字データは空白に、無効な数字データはゼロに置き換えられます。このオプションは、テキスト フィール

ドを除くすべてのフィールドに適用されます。Analyticsでは、テキスト フィールドの無効なデータは自動的

に空白に置き換えられます。

［無効なデータを空白またはゼロで表示する］オプションは、可変長のデータファイルを扱う場合に非常に

役立ちます。このオプションにより、Analyticsではデータを正確に表示することが可能になります。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。
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SET CLEAN {ON|OFF}

再描画する秒数
このオプションは、Analyticsでビューの再描画にかかる最大時間を秒数で示します。再描画が指定した

時間よりも長くかかる場合は、Analyticsは処理を中断してメッセージを表示します。指定できる最大秒

数は 100秒です。デフォルトの時間は 10秒です。

ごく一部のレコードしか選択しない制限的なフィルターを使用する場合、特に、非常に大きなファイルで

作業をする場合には、再描画時間を長くする必要があるかもしれません。再描画時間を長くすると、

データが表示されるまでの時間が長くなる可能性があります。待ち時間を短くするには、［フィルターされ

たレコードを表示しない］オプションをオフにします。

グローバルページのタイトル
このテキスト ボックスに入力した内容が、印刷される各ページの上部にあるページ番号の下に左揃えで

表示されます。このボックスを空白にしておくこともできます。

Analyticsの認証されたグループライセンスバージョンでは、［グローバルページのタイトル］に顧客の指定

テキストが入ります。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET DESIGNATION 値
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コマンド オプション
［コマンド］タブのオプションを使用して、Analyticsのコマンドの実行方法を指定します。

コマンドを自動実行する
このオプションをオンにすると、Analyticsは、入力としてビューの選択したフィールドを使用し、だちに特定

のコマンドを実行します。コマンドの編集やローカルフィルターの適用は行うことができません。このオプショ

ンは一部のコマンドにのみ適用されます。選択した入力フィールドは、コマンドで必要なデータ型です。

出力ファイル名を自動的に付ける
このオプションをオンにすると、コマンド出力ファイルの名前はAnalyticsによって自動生成されるようになり

ます。この自動生成された名前には、コマンド名と01から始まる増分数が含まれます。この名前を受け

入れても、もっと意味のある名前を指定してもかまいません。

出力テーブルを開く
このオプションをオンにする場合は、テーブルを作成するコマンド ダイアログボックスにある［出力テーブルを

使用する］チェックボックスがデフォルトで選択されています。チェックボックスがオンになり、コマンドを実行

すると、Analyticsは自動的にアクティブなテーブルを閉じて、コマンドによって作成されたテーブルを開きま

す。出力テーブルを開かない場合は、コマンドを実行する前にチェックボックスをオフにすることができます。

ログにグループテストを表示する
このオプションは、スクリプトを実行したとき、コマンド ログに表示されるグループ結果の表示に影響しま

す。Analyticsは、適用するコマンドに加えて、If、While、For、Nextの各検証のグループ結果を表示しま

す。グループ内の複数の検証が各コマンドに適用されるので、構文が非常に長くなる場合があります。

このオプションをオフにすると、Analyticsはスクリプト実行時に検証を表示しなくなります。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET TEST {ON|OFF}

コマンド結果のXML出力を生成しない
このオプションがオンの場合、画面へのコマンド出力を書式付きのテキストではなく標準のテキストとして

生成します。
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この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET SUPPRESSXML {ON|OFF}

ヌルフィールドに適合する値を返す
このオプションは、NULL文字値の解釈方法を制御します。文字値は、空の場合、つまりデータが入って

いない場合は "NULL"になります。たとえば、NAME=""は、NULL文字値を含む式となります。2つの引用

符の間には何も挿入されません。

このオプションがオンの場合、AnalyticsはNULLをワイルドカードと解釈します。たとえば、ビューフィルター

を NAME = ""とすると、NAMEフィールドに何か値が入っているレコードが表示されます。

このオプションがオフの場合、AnalyticsはNULLを文字どおりにNULLと解釈します。たとえば、ビューフィ

ルターを NAME = ""とすると、NAMEフィールドにデータが入っていないレコードのみが表示されます。

階層数 (間隔数 )
このオプションでは、階層化またはヒストグラムにおいて、デフォルトで選択される階層数 (間隔数 )を指定

します。1から 255までの数値を入力します。デフォルトは 10です。

エラー制限
このオプションは、SequenceコマンドまたはVerifyコマンドの処理を停止するデフォルトのエラー数を設定

します。1から 255までの数値を入力します。デフォルトは 10です。

コマンド再試行回数

メモ

Analyticsスクリプトにのみ適用されます。Analyticsのユーザーインターフェイスには適用

されません。

最初の試行が失敗した場合、Analyticsがデータのインポートまたはエクスポートを試行する回数を指定

します。0から 255までの数値を入力します。0を入力すると、最初の失敗後に追加の試行は行われま

せん。デフォルトは 0です。

再試行の間の待ち時間はありません。各連続した試行は、直前の失敗直後に行われます。

再試行を指定する機能は、データベースまたはクラウド データサービスに接続する場合に便利ですが、

一時的に利用できない可能性があります。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET RETRY 数

以下のコマンドに適用されます:
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インポート o ACCESSDATA
o IMPORT GRCPROJECT
o IMPORT GRCRESULTS
o REFRESH

( ACCESSDATAまたは IMPORT SAPを使って最初に作成されたテーブルの場合のみ)

SAP (Direct Link) o IMPORT SAP
o RETRIEVE

エクスポート o EXPORT . . . ACLGRC

( HighBondのリザルトへのエクスポート )

最大カテゴリ
このオプションは、学習コマンドの入力として使用される文字キーフィールドで発生する一意の値の最大

数を指定します。1から 255までの数値を入力します。

通知設定

再試行回数

このオプションは、通知操作が最初の試行に失敗した後、電子メールの送信を試行する回数を指定し

ます。0から 255までの数値を入力します。0を入力すると、最初の失敗後に追加の試行は行われませ

ん。デフォルトは 5です。

通知操作が電子メールの送信に失敗することについて考えられる理由の1つは、電子メールサーバーを

利用できないということです。

再試行間隔 (秒 )
このオプションは、電子メールの送信を最初に失敗した後、追加で試行する間隔を秒単位で指定しま

す。1から 255までの数値を入力します。デフォルトは 10秒です。

通知に失敗したらスクリプトを停止する

このオプションをオンにした場合、Analyticsは通知操作が失敗するとスクリプトの処理を停止します。スク

リプトは、最初の失敗後に停止するか、または［再試行回数］に指定された試行回数後、どの試行も

成功しなかった場合に停止します。デフォルトの設定はオフで、この場合は、通知操作が失敗してもスク

リプトを続行することができます。

無効な電子メール受信者は、通信操作の失敗と見なされないので、［通知に失敗したらスクリプトを停

止する］の設定に関係なく、これによりスクリプトが停止されることはありません。
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日付と時刻オプション
［日付と時刻］タブのオプションを使用すると、Analyticsで日付、日付時刻、および時刻を表示する方

法の指定や、日付と時刻に関するその他のオプションの設定を行います。

日付の設定

日、月、年

［日］、［月］、［年］テキスト ボックスを使用して、日付および日付時刻書式の年月日の構成要素を表

す文字を指定します。デフォルトの値は、日は "D"、月は "M"、年は "Y"ですが、英語以外の言語の場

合は別の文字を指定できます。指定する文字は、大文字でそれぞれ異なる文字でなければなりませ

ん。また、"D"、"M"および "Y"を使用できるのはそれぞれのデフォルトの位置だけです。

日付の表示書式

このオプションでは、Analyticsでビュー、レポート、およびエクスポート ファイルにおける日付と、日付時刻

の日付部分を表示する方法を指定できます。これはログエントリの日付の書式も制御します。［日付の

表示書式］ドロップダウンリストから書式を選択する、または独自の日付表示書式を作成することもでき

ます。

メモ

このオプションは、Analyticsがデータソースから日付を読み取る方法には影響しません。

Analyticsによる日付の読み取り方法を指定するには、データ定義ウィザード、または

テーブルレイアウト ダイアログボックスの［書式］フィールドを使用します。詳細について

は、"ソースデータに含まれる日付および時刻データの書式"ページ 366を参照してくださ

い。

［日付の表示書式］ドロップダウンリストに含まれる書式

選択する表示書式 表示内容

DD/MM/YY 31/12/14

DD/MM/YYYY 31/12/2014

MM/DD/YY 12/31/14

MM/DD/YYYY 12/31/2014

MMM DD, YYYY Dec 31, 2014
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選択する表示書式 表示内容

YYYYDDD 2014365

YYYY-MM-DD 2014-12-31

独自の日付表示書式の作成

独自の日付表示書式を作成するには、"日付の表示書式の文字"下 内の文字 (日、月、年がデフォル

トの書式文字列であることが前提 )を組み合わせて作成した書式を［日付の表示書式］テキスト ボック

スに入力します。

以下のガイドラインが適用されます。

l 日、月、年の各構成要素は、スペースを含めずに表示することも、スペースや句読点を使用して

区切ることもできます。
l 各構成要素はどのような順序でも表示できます。
l 3つの構成要素のうち、1つまたは 2つを省くことができます。
l 構成要素は 2文字未満にすることはできません。
l 書式の指定には大文字を使用する必要があります。
l 日付の表示書式は全体で、スペースや句読点を含め12文字以内で指定する必要があります。

日付の表示書式の文字

指定する表示書式 表示内容

DD 日 ( 1 ～ 31)

DDD 日 ( 1 ～ 366)

MM 月 ( 1 ～ 12)

MMM 月 ( Jan ～ Dec)

YY 年 ( 00 ～ 99)

YYYY 年 ( 1900 ～ 9999)

メモ

全部が表示されない日付表示書式を指定した場合、日付または日付時刻によるク

イックフィルターは機能しません。たとえば、日、月、年のデータを持つ日付に対して

MMM YYYYという書式を指定すると、ビュー内で日付、または日付時刻に対してクリック

フィルターを実行しても結果には何も返りません。

日付の表示書式への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET DATE 値
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世紀を解釈する開始年

データファイルの多くは、日付の年を表すのに2桁の数字のみを使用しています。これは、年に対応する

世紀が未指定であることを意味します。20世紀に割り当てられている最も古い年を示す 2桁の年が、

データファイルのセットによっては異なることがあります。この年は、多くの場合、"世紀を解釈する開始年"
または "ピボット年"と呼ばれます。

ピボット年は、2桁の年のみに適用され、4桁で年を表すデータへの影響はありません。Analyticsでは、

1900から 9999までの4桁の年を読み取ることができます。

世紀を解釈する開始年のデフォルト設定は 40です。この設定の場合、Analyticsは、2桁の年 40から

99までを 1940年から 1999年と解釈し、2桁の年 00から 39までを 2000年から 2039年と解釈しま

す。

このピボット年を変更するには、0から 99までの数字を入力します。たとえば、ピボット年として 1950年を

設定する場合は、［世紀を解釈する開始年］テキスト ボックスに「50」と入力します。次の表では異なる

ピボット年の例を示します。

世紀を解釈する開始年の設定 ソースデータ内の年 解釈

00 00 ～ 99 1900 ～ 1999

40 40 ～ 99、00 ～ 39 1940 ～ 1999、2000 ～ 2039

50 50 ～ 99、00 ～ 49 1950 ～ 1999、2000 ～ 2049

99 99、00 ～ 98 1999、2000 ～ 2098

［世紀を解釈する開始年］の年とは異なるピボット年を使用しているデータファイルで作業する場合は、

式を使用して、2桁の年を正確に解釈したり、4桁の年に変換したりする演算フィールドを作成すること

ができます。

この［世紀を解釈する開始年］設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET CENTURY 値

年齢調べ間隔

このオプションは、［年齢調べ］ダイアログボックスのデフォルトの年齢調べ間隔を設定します。特定の年

齢調べ間隔のセットを頻繁に使用する場合は、そのセットを［年齢調べ間隔］テキスト ボックスに入力し

ておくことができます。そうすると、Analyticsは［年齢調べ］ダイアログボックスのデフォルトの年齢調べ間

隔として、この設定を使用します。必要であれば、［年齢調べ］ダイアログボックスの年齢調べ間隔を無

効にすることができます。

期間は日付単位で、スペースを入れずにカンマで区切って入力します。年齢調べ間隔は必要な数だけ

設定できます。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET PERIODS 値
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月の名前の省略形

このオプションでは、MMM形式の月名のデフォルトの省略形を設定します。月名の省略形は 3文字

で、1月から正しい順番に、スペースを入れずにカンマで区切って設定する必要があります。

このオプションは、Analyticsがテーブルから日付を読み取る方法に作用するので、これによってビュー、レ

ポート、および出力ファイルでの日付の表示方法を変えることができます。たとえば、入力ファイルの

MMM形式の日付がフランス語である場合は、次のようにフランス語の月の省略形を指定する必要があ

ります。

Jan,Fév,Mar,Avr,Mai,...

Analyticsは、文字列 Févは 2月、Avrは 4月と正しく解釈します。MMMを使って月を表示する日付

の表示書式を選択すると、Analyticsは提供された省略形を使用して、ビュー、レポート、出力ファイルで

省略形の月名を表示します。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET MONTHS 値

時刻の設定

時、分、秒

［時］、［分］、［秒］テキスト ボックスを使用して、時刻および日付時刻書式の時、分、秒の構成要素を

表す文字を指定します。デフォルトの値は、時は "h"、分は "m"、秒は "s"ですが、英語以外の言語の

場合は別の文字を指定できます。指定する文字は、小文字でそれぞれ異なる文字でなければなりませ

ん。また、"h"、"m"および "s"を使用できるのはそれぞれのデフォルトの位置だけです。

時刻の表示形式

このオプションでは、Analyticsでの、ビュー、レポート、およびエクスポート ファイルにおける時刻、日付時

刻の時刻部分の表示方法を指定できます。［時刻の表示書式］ドロップダウンリストから書式を選択す

る、または独自の時刻表示書式を作成することもできます。

メモ

このオプションは、Analyticsがデータソースから時刻を読み取る方法には影響しません。

Analyticsによる時刻の読み取り方法を指定するには、データ定義ウィザード、または

テーブルレイアウト ダイアログボックスの［書式］フィールドを使用します。詳細について

は、"ソースデータに含まれる日付および時刻データの書式"ページ 366を参照してくださ

い。
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［時刻の表示書式］ドロップダウンリストに含まれる書式

選択する表示書式 表示内容 表示内容

hh:mm 23:59 11:59

hh:mm P 11:59 P 11:59 A

hh:mm PM 11:59 PM 11:59 AM

hh:mm:ss 23:59:59 11:59:59

hh:mm:ss P 11:59:59 P 11:59:59 A

hh:mm:ss PM 11:59:59 PM 11:59:59 AM

hh:mm:ss±hh:mm 23:59:59-05:00 11:59:59-05:00

独自の時刻表示書式の作成

独自の時刻表示書式を作成するには、"時刻の表示書式の文字"下 内の文字 (時、分、秒がデフォル

トの書式文字列であることが前提 )を組み合わせて作成した書式を［時刻の表示書式］テキスト ボック

スに入力します。

以下のガイドラインが適用されます。

l 時、分、秒の各構成要素は、スペースを含めずに表示することも、スペースや句読点を使用して

区切ることもできます。
l 各構成要素は、時、分、秒の順序で表示する必要があります。
l 構成要素の "秒"は省くことができます。構成要素の "時"と "分"は省くことができません。
l 構成要素は 2文字でなければなりません。
l 書式の指定には小文字を使用する必要があります。
l オプションのAM/PMインジケーターを指定すると、時刻表示は 24時間制から 12時間制に切り

替わります。AM/PMインジケーターは、時刻の構成要素の後ろであればどこでも置くことができ、

必要であれば、インジケーターの前にスペースを 1つ置くこともできます。
l UTCオフセットは、前にプラス記号 ( +)またはマイナス記号 ( -)を付ける必要があります。
l 分の要素はUTCオフセットから省くことができます。表示する時刻データのいずれかにUTCオフ

セットが含まれており、データが整数時間でない場合は、分の要素を省かないでください。
l 時刻の表示書式は全体で、スペース、句読点、プラスやマイナス記号を含め14文字以内で指

定する必要があります。

時刻の表示書式の文字

指定する表示書式 表示内容

hh 時 ( 00 ～ 23)

mm 分 ( 00 ～ 59)
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指定する表示書式 表示内容

ss 秒 ( 00 ～ 59)

AまたはP AM/PMインジケーター( AおよびP)

AMまたはPM AM/PMインジケーター( AMおよびPM)

+または - UTCオフセット インジケーター( +および -)

メモ

全部が表示されない時刻表示書式を指定した場合、日付時刻または時刻によるク

イックフィルターは機能しません。たとえば、時、分、秒のデータを持つ時刻に対して

hh:mmという書式を指定すると、ビュー内で日付時刻または時刻に対してクリックフィル

ターを実行しても結果には何も返りません。

時刻の表示書式への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET TIME 値

UTCオフセット付きの時刻をUTCとして表示

Analyticsでは、UTCオフセット (後で説明があります)を含むローカル時刻データを受け付けます。たとえ

ば、10:30:15-05:00( -05:00がUTCオフセット )などのデータです。UTC(協定世界時 )は経度 0度地

点における時刻で、UTCオフセットはタイムゾーンインジケーターです。

［UTCオフセット付きの時刻を UTC として表示］オプションを使用すると、Analyticsによって、ローカル時

刻をUTCオフセットなしのUTCに変換するか(デフォルト設定 )、あるいは、UTCベースの時刻データを

UTCオフセット付きのローカル時刻として表示するかを指定できます。たとえば、同じ UTCベースのデータ

に対して、次のように2つの異なる表示方法を用いることができます。

l 31/12/2014 15:30:15

( ［UTCオフセット付きの時刻を UTC として表示］オプションをオン － デフォルトの設定 )

l 31/12/2014 10:30:15-05:00

( ［UTCオフセット付きの時刻を UTC として表示］オプションをオフ)

［UTCオフセット付きの時刻を UTC として表示］オプションがオンの場合、Analyticsでは時刻データに

UTCオフセットを反映させ、時刻データを適切な時間数で調整します。上の例では、UTCへの変換に

よってローカル時刻データを 5時間進めました。

ローカル時間のUTCへの変換は、表示目的のためだけであり、ソースデータには影響しません。変換後

も UTCオフセットは含まれます。この2つの異なる表示モードは、いつでも変更して切り替えることができ

ます。

AnalyticsがUTCオフセット付きのローカル時刻に対して計算を実行する場合は、そのUTCオフセットが

自動的に反映され、ローカル時刻に相当するUTCに対して計算が実行されます。［UTCオフセット付き

の時刻を UTC として表示］オプションがオンの場合は、計算で使用される実際の時刻データが見られ、
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結果がわかりやすくなります。詳細については、"UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
を参照してください。

UTCについて

UTCは、グリニッジ標準時 ( GMT)に取って代わるグルーバルな時間標準です。これら 2つの標準は、ほ

ぼ同じものであると言えます。UTCベースの時刻データの最後の部分 ( -05:00または +01:00など)は
UTC オフセットで、ローカル時刻がUTCに対して何時間進んでいる、または遅れているかを示していま

す。例：
l 31/12/2014 10:30:15-05:00は、2014年 12月 31日 10:30:15 AM、東部標準時 (北米 )を表

しています。
l 31/12/2014 15:30:15( UTC)は、経度 0度地点における時刻で同じ時点を表しています。

UTCベースの日付時刻データで、UTCへの変換によって午前零時の境界をまたいで進むまたは戻るよ

うな場合は、日付が1日調整されます。

メモ

UTCオフセットはタイムゾーンオフセットとも呼ばれますが、これらは完全に同じものでは

ありません。複数のタイムゾーンが同じ UTCオフセットを持つ可能性があります。

AnalyticsにおけるUTCベースおよび非 UTCの時刻データの表示方法

UTCベースの時刻データ

ソースデータ

［UTCオフセット付きの時刻を UTC と

して表示］オプションをオン(デフォルトの

設定 )
［UTCオフセット付きの時刻を UTC と

して表示］オプションをオフ

時刻の表示書式 = hh:mm:ss

31/12/2014 10:30:15-05:00 31/12/2014 15:30:15 31/12/2014 10:30:15-05:00

01/01/2015 00:30:15+01:00 31/12/2014 23:30:15 01/01/2015 00:30:15+01:00

時刻の表示書式 = hh:mm:ss+hh:mm

31/12/2014 10:30:15-05:00 31/12/2014 15:30:15+00:00 31/12/2014 10:30:15-05:00

01/01/2015 00:30:15+01:00 31/12/2014 23:30:15+00:00 01/01/2015 00:30:15+01:00
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非 UTCの時刻データ

ソースデータ

［UTCオフセット付きの時刻を UTC と

して表示］オプションをオン(デフォルトの

設定 )
［UTCオフセット付きの時刻を UTC と

して表示］オプションをオフ

時刻の表示書式 = hh:mm:ss

31/12/2014 10:30:15 31/12/2014 10:30:15 31/12/2014 10:30:15

時刻の表示書式 = hh:mm:ss+hh:mm

31/12/2014 10:30:15 31/12/2014 10:30:15+00:00 31/12/2014 10:30:15+00:00
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数値オプション
［数値］タブのオプションを使用して、Analyticsによる数値データの処理方法および表示方法を指定しま

す。

数値のオーバーフローで停止する
このオプションがオンの場合、Analyticsは数値のオーバーフローが発生すると処理を停止します。数学演

算では、中間の計算も含めて、結果が22桁を超える場合には、Analyticsが処理を停止することがあり

ます。ビューでは、影響を受けたフィールドに ### ERR ###と表示されます。

このオプションをオフにすると、Analyticsは処理を続行しますが、超過した桁を左端から切り捨てるため、

計算結果は不正確なものとなります。ユーザーがゼロで除算しようとした場合、Analyticsはその結果に

非常に大きな数値を代入します。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET OVERFLOW {ON|OFF}

データを検証する
このオプションをオンにすると、テーブルを開いている間フィールドを処理するたびに、データフィールドの内

容がテーブルレイアウトのフィールドのデータ型 (文字、数値、日付時刻、論理など)に対応しているかど

うかが自動的に検証されるようになります。［無効なデータを空白にする］オプションもオンにしない限り、エ

ラーが発生すると処理は停止します。ビューでは、影響を受けたフィールドに ### ERR ###と表示されま

す。

このオプションをオフにすると、Analyticsはデータの妥当性を検証しなくなるので、処理速度が改善され

ます。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET VERIFY {ON|OFF|BLANK}

無効なデータを空白にする
［データを検証する］オプションをオンにした場合のみ、このオプションを使用できます。［無効なデータを空

白にする］をオンにすると、Analyticsは自動的に無効な文字データを空白に、無効な数値データをゼロ

に置き換えます。

このオプションがオンの場合に、無効なデータを含んでいるフィールドを処理すると、AnalyticsはAnalytics
プロジェクトファイル( *.acl)と同じフォルダーにエラーログを作成し、"ファイル内に不正なデータがありま

す。ERRORログを参照してください。"というメッセージを表示します。ログを表示または印刷する場合

は、ワード プロセッサーやテキスト エディターを使用して、作業ファイルを保存しているディレクトリにあるロ

グを開きます。Analyticsで "DUMPコマンド"ページ 1760を使用して、エラーログにアクセスできます。
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この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。ここで、BLANKは、このオプションが選

択されていること、ONは、［データを検証する］オプションは選択されているが、［無効なデータを空白にす

る］オプションは選択されていないことを意味します。

SET VERIFY (BLANK|ON}

式フィールドの幅
このオプションには、数値演算フィールドや一時的に作成した数式の表示幅のデフォルト値 (文字 )を指

定します。Analyticsは最大幅を指定することはできません。デフォルトは 12文字で、これはAnalyticsの
デフォルトのアプリケーションフォントを基準とします。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET WIDTH 文字

小数点の記号
Analyticsでは、デフォルトの小数点の文字としてピリオドを使用します。このデフォルトの設定は、カンマま

たはスペースに変更することができます。テキスト ボックスに、変更する文字を入力してください。3つの区

切り文字 (小数点、桁区切り、リスト )のうち、小数点の記号は一意である必要があります。

この設定への変更は、［デフォルトの数値書式］への変更としてログに記録されます。

デフォルトの数値書式
デフォルトでは、Analyticsは数値を表示する際、桁区切り記号を使用せず、先頭にマイナス記号を付

けて負の数値を示す数値書式を使用します。

［デフォルトの数値書式］オプションを変更すると、別の書式を使って数値を表示することができます。ド

ロップダウンリストからあらかじめ定義されている書式のうちの1つを選択することも、独自の書式を作成

することもできます。たとえば、桁区切り記号を指定する書式や、負の数値に別のインジケーターを使用

する書式を選択してもかまいません。

指定した書式は、全アプリケーションのデフォルトの書式になります。フィールド レベルまたは列レベルの書

式が指定されていない、すべての数値フィールドおよび列に適用されます。通貨記号の入った書式を指

定すると、通貨でないフィールドも含め、すべての数値フィールドが通貨記号を持つようになってしまうの

で、そのような書式は指定しないでください。必要に応じて、フィールド レベルまたは列レベルで通貨フィー

ルドを書式設定することができます。フィールド レベルおよび列レベルにおける数値の書式設定の詳細に

ついては、"ビューにおける数値の書式"ページ 852を参照してください。

この設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET PICTURE 書式
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桁区切り記号
Analyticsでは、数値出力のデフォルトの3桁の区切り記号としてカンマを使用します。このデフォルトの

設定は、ピリオドまたはスペースに変更することができます。テキスト ボックスに、変更する文字を入力して

ください。桁区切り記号と小数点の記号を同じものにすることはできません。

リストの区切り文字
Analyticsでは、デフォルトのリスト区切り文字としてカンマを使用します。主に関数パラメーターを区切る

のに使用されます。このデフォルトの設定は、セミコロン( ;)またはスペースに変更することができます。テキ

スト ボックスに、変更する文字を入力してください。リストの区切り文字と小数点の記号を同じものにする

ことはできません。
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印刷オプション
［印刷］タブのオプションを使用して、レポートのデフォルトの印刷設定や、印刷結果の余白設定を指定

します。

レポートにレポート履歴を含める
このオプションがオンの場合は、レポートの最終ページにレポート履歴が追加されます。レポート履歴に

は、Analyticsプロジェクト名、テーブル名やデータファイル名と、レポートの生成に使用されたREPORT
コマンド、テーブルレイアウト ノート、およびテーブル履歴が含まれています。

テーブル履歴にフィールド定義を含める
このオプションがオンの場合は、テーブルレイアウト内の各物理データフィールドおよび演算フィールドの

フィールド定義がレポートに追加されます。フィールド定義にはフィールド ノートが含まれます。このオプショ

ンは、［レポートにレポート履歴を含める］オプションも選択されていない限り、効果はありません。

レポート履歴にビューノートを含める
このオプションがオンの場合は、アクティブなビューに関連付けられているすべてのビューノートがレポートに

追加されます。このオプションは、［レポートにレポート履歴を含める］オプションも選択されていない限り、

効果はありません。

余白
［左余白］、［上余白］、［右余白］、［下余白］テキスト ボックスを使用して、すべての印刷結果で使用

される余白を指定できます。値を変更するには、テキスト ボックスに新しい値を入力するか、またはテキス

ト ボックスの横にある上下矢印をクリックして、値を増減させます。

プリンターの印刷可能領域よりも大きい余白を指定すると、プリンターの印刷可能領域が余白として使

用されます。

それぞれ個々の余白設定への変更は、次の構文を使用してログに記録されます。

SET MARGIN {LEFT|RIGHT|TOP|BOTTOM} 値
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アプリケーションフォント オプション
［アプリケーションフォント］タブのオプションを使用して、表示領域のビュータブを除く、すべてのウィンドウ

でデータの表示に使用するフォントを指定します。

固定幅フォント
Analyticsでは、［テーブルレイアウト］、［スクリプト］、［ワークスペース］ウィンドウで表示される情報には

固定幅フォントを使用します。固定幅フォントのデフォルト設定は "ＭＳゴシック"です。リスト ボックスから

別のフォントを選択できます。

プロポーショナルフォント
Analyticsでは、ビューやレポートでプロポーショナルフォントを使用します。プロポーショナルフォントは、ス

テータスバーに表示されるプロジェクト ファイル名、テーブル、レコード数などの情報を表示するのにも使

用されています。プロポーショナルフォントのデフォルト設定は "MS Shell Dlg"です。リスト ボックスから別

のフォントを選択できます。

言語バージョン
Analyticsでは、フィールド名に文字、数字、アンダースコア文字を使用することができます。フィールド名

のデフォルトの標準言語バージョンは、西ヨーロッパ言語の文字に対応しています。設定を "タイ語"にす

ると、英語に加えてタイ語の文字も使用できます。

スクリプト エディターの設定
Analyticsではスクリプト エディターの背景色およびフォント スタイルをカスタマイズすることができます。ス

クリプト エディターの背景色、デフォルトのテキスト、コメント、コマンド、パラメーターおよび関数キーワード

の色とスタイルを選択できます。スクリプト エディターのカスタマイズの詳細については、"スクリプト エディ

ターのカスタマイズ"ページ 1602を参照してください。
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Analyticsの初期設定ファイルの動作
メモ

初期設定ファイルの動作はAnalyticsバージョン 10.0で変更されました。このトピックで

は、バージョン 10.0以降で初期設定ファイルがどのように動作するかを説明します。

Analyticsにおける構成可能なオプションの設定 ( ［オプション］ダイアログボックスの各種設定 )は、

aclwin16.prf(非 Unicode版 )または acl16.prf( Unicode版 )という初期設定ファイル( .prfファイル)
に保存されます。

［オプション］ダイアログボックスで行った変更は、自動的に .prfファイルへ保存されます。それらの変更

は、再度明確に変更しない限り有効です。

グローバルとプロジェクト固有の初期設定ファ
イル
1つのグローバル .prfファイルで、AnalyticsとすべてのAnalyticsプロジェクトの動作を管理できます。ま

た、プロジェクト単位で設定をカスタマイズする方法として、個々のAnalyticsプロジェクトに別々の .prf
ファイルを関連付けることもできます。たとえば、プロジェクトごとに異なる日付の表示書式を指定する、あ

るいは、あるプロジェクトではテーブルレイアウトを削除したときにソースデータファイルを削除するが、別の

プロジェクトでは削除しない、と指定することができます。

Analytics スクリプト作成者向けの警告
Analyticsスクリプトの作成者が、自分のスクリプトを他のAnalyticsユーザーに提供し、そのユーザーのコ

ンピューター上で Analytics初期設定ファイルを制御する必要がある場合には、初期設定ファイルについ

て理解しておく必要があります。

グローバルな初期設定ファイル
Analyticsをインストールすると、次の場所にデフォルトの設定 (出荷時の設定 )で .prfファイルが作成さ

れます。

l アプリケーションデータフォルダー – C:\ユーザー\< ユーザー アカウント名

>\AppData\Local\ACL( Windows 10の場合の場所 )
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メモ

アプリケーションデータフォルダーは、Windowsオペレーティングシステムによって非表示

になっている場合もあります。必要であれば、Windowsのフォルダーオプションで、非表

示になっているファイルとフォルダーを表示させるオプションを有効にしてください。

アプリケーションデータフォルダーにある .prfファイルには、Analyticsのグローバルな初期設定が含まれて

います。［オプション］ダイアログボックスで行った変更は、プロジェクト固有の .prfファイルを使用していない

限り、このグローバルな .prfファイルに保存されます。

グローバル .prfファイルは次のときに使用されます。

l Analyticsプロジェクトを開かずにAnalyticsを開始するとき
l プロジェクト固有の .prfファイルがないプロジェクトを開くとき
l Analyticsを終了せずにプロジェクトを閉じるとき

ユーザー単位のグローバル初期設定

複数のユーザーアカウントが、同一コンピューター上のAnalyticsにアクセスする場合は、ユーザーアカウ

ントごとのアプリケーションデータフォルダーにそれぞれ .prfファイルが存在し、ユーザーがそれぞれ独自のグ

ローバル初期設定を持ちます。

グローバル .prfファイルの自動再生成

アプリケーションデータフォルダーにあるグローバル .prfファイルを削除したり、名前を変更したりした場合、

あるいは、このファイルが何らかの理由で使用できなくなった場合は、Analyticsを開始するときに、自動

的にデフォルト設定の新しい .prfファイルがアプリケーションデータフォルダーに作成されます。

プロジェクト固有の初期設定ファイル
1つ以上のAnalyticsプロジェクトの初期設定フィルをカスタマイズする場合は、グローバルな .prfファイル

を、アプリケーションデータフォルダーから個々のAnalyticsプロジェクトが含まれるフォルダーへ手動でコ

ピーすることができます。コピーされた .prfファイルはプロジェクト固有の .prfファイルになります。

注意

グローバルな .prfファイルをコピーするときに、誤って移動 (切り取り)してしまわないよう注

意してください。グローバルな .prfファイルを移動してしまうと、指定していたグローバルな

初期設定が失われ、デフォルト設定のものに置き換わります。

メモ

別のバージョンのAnalyticsが一緒にインストールされている場合は、正しいバージョンの

.prfファイルをコピーすることを確認します。

Analyticsプロジェクト ファイル(拡張子が .acl)とプロジェクト固有の .prfファイルを関連付けるには、それ

ら 2つのファイルが同じフォルダー内に存在している必要があります。プロジェクトが開いているときは、プロ
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ジェクト固有の .prfファイルで指定された初期設定が使用されます。［オプション］ダイアログボックスで

行った変更は、グローバルな .prfファイルではなく、プロジェクト固有の .prfファイルに保存されます。

プロジェクト固有の .prfファイルの利点

プロジェクト固有の .prfファイルを持つ利点は、特定のプロジェクトやプロジェクト内のスクリプトの要件に

基づいて設定をカスタマイズできることです。

Analyticsプロジェクトを別のユーザーへ送るときにプロジェクト固有の .prfファイルも含めれば、そのユー

ザーがプロジェクト内のスクリプトを実行したときに、結果が自分のコンピューターでの実行結果と同じであ

ることを保証できます。

同時に、その .prfファイルはプロジェクト固有のものなので、ほかのユーザーのグローバルな初期設定の影

響を受けません。

グローバル .prfファイルに戻す

プロジェクト固有の .prfファイルを削除または名前変更すれば、いつでも再びプロジェクト用のグローバル

な .prfファイルを使用できるようになります。

使用されている初期設定ファイルの特定
Analyticsでは、［オプション］ダイアログボックスの下部で、現在アクティブな .prfファイルのパスが表示され

ます。アプリケーションデータフォルダーへのパスが表示される場合は、グローバルな .prfファイルが使用さ

れています。Analyticsプロジェクト フォルダーへのパスが表示される場合は、プロジェクト固有の .prfファイ
ルが使用されています。

デフォルトの初期設定に戻す
［オプション］ダイアログボックスの下部にある［既定値に戻す］ボタンをクリックすると、デフォルトの初期設

定に戻すことができます。［既定値に戻す］をクリックすると、現在開いているアクティブなタブだけでなく、

［オプション］ダイアログ内のすべてのタブの全オプションをデフォルトの設定に戻します。このデフォルト設定

への復帰が適用されるのは、［オプション］ダイアログボックスの下部に示される現在アクティブな .prfファイ
ルに対してのみです。

初期設定ファイルの優先度

Analyticsプロジェクトを開く

Analyticsプロジェクトを開く場合は、以下の優先順位で .prfファイルが開かれます。
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1. Analyticsプロジェクトが含まれるフォルダーにあるプロジェクト固有の .prfファイル
2. プロジェクト固有の .prfファイルがない場合は、アプリケーションデータフォルダーに .prfファイルを読

み込みます。
3. グローバル .prfファイルがない場合は、デフォルトの設定 (出荷時の設定 )を使用して、アプリケー

ションデータフォルダーにグローバル .prfファイルを自動的に再作成し、そのファイルを読み込みま

す。

Analyticsプロジェクトを開かない

プロジェクトを開かないで Analyticsを開始する場合は、以下の優先順位で .prfファイルが読み込まれま

す。

1. アプリケーションデータフォルダーのグローバル .prfファイル
2. グローバル .prfファイルがない場合は、デフォルトの設定 (出荷時の設定 )を使用して、アプリケー

ションデータフォルダーにグローバル .prfファイルを自動的に再作成し、そのファイルを読み込みま

す。

Analyticsセッション中に設定を作成する
SETコマンドを使用すると、Analyticsセッション中にのみ有効な一時設定を作成できます。たとえば、

SET DATE "DD MMM YYYY"では、一時的に日時表示形式が変更されます。

この動作は、SETコマンドの使用場所がAnalyticsコマンド ラインであろうとAnalyticsスクリプトであろうと

適用されます。

Analyticsを閉じるとすぐに、該当する .prfファイルに保存されている設定に戻ります。SET コマンドで .prf
ファイルの内容が変更されることはありません。

詳細については、"SETコマンド"ページ 2081を参照してください。
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ビューおよびレポートのフォント設定の
変更
ビューおよびレポートでのテキスト表示に使用されるフォント設定をカスタマイズするには、［ビューフォント

の選択］ダイアログボックスを使用します。ビューやレポートの各領域で使用されるフォントを個別にカスタ

マイズするか、あるいは一度にすべての領域のフォント設定を変更することができます。

フォントの設定を変更した場合、その変更は現在のビューとそのビューに基づくレポートにのみ作用しま

す。この設定はAnalyticsプロジェクトに追加され、Analyticsセッションが変わっても存続します。新しい

ビューを作成すると、現在開かれているビューがどのようなものであっても、そのビューのフォントの設定を複

製します。必要であれば、新規ビューの作成直後にフォントの設定を変更することができます。

1. 次のいずれかを実行します。

o
表示領域にある［フォントの変更］ をクリックします。

o ビュー内で右クリックしてから［ビューフォントの選択］を選択します。

2. ［表示フォントを選択］をダイアログボックスで、次のボタンのいずれかをクリックします。

o すべて –個々の領域に対して限定的に設定が適用されない限り、ここで選択したフォント設定

が、ビューおよびレポートのすべての領域に適用されます。

o ヘッダー –レポート ヘッダーのフォント設定。

o タイトル –列の見出しのフォント設定。

o データ –ビューおよびレポート データのフォント設定。

o 合計 –レポートの小計のフォント設定。

o フッター –レポート フッターのフォント設定。

3. ［フォント］ダイアログボックスで、フォント設定に必要な変更を加えて［OK］をクリックします。
4. さらに領域のフォント設定を変更したい場合は、手順 2と3を繰り返します。
5. ［OK］をクリックします。
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ビューのフォント サイズを変更する
Analyticsプロジェクトのビュー内のフォント サイズは一時的に大きくまたは小さくすることができます。この

フォント サイズの変更は、プロジェクト内のすべてのビューに適用され、サイズをリセットするか、Analytics
を終了するまで維持されます。

1. 開いているビュー内でクリックします。
2. 次のいずれかを実行します。

o Ctrlキーを押したまま＋キー(テンキーのプラスキー)を繰り返し押すと、フォント サイズが大きく

なります。

o Ctrlキーを押したまま ｰ キー(テンキーのマイナスキー)を繰り返し押すと、フォント サイズが小さ

くなります。

o Ctrlキーを押したまま 0キー(テンキーの0キー)を押すと、フォント サイズがデフォルトのサイズに

リセットされます。

メモ

メインキーボードではなく、テンキーのプラスキー、マイナスキーおよび 0キーを使

用してください。ノート型パソコンでは、Fn+Ctrl+にテンキー上の該当するキーを押

してください。
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Analyticsツールバーのカスタマイズ
よく使う機能のボタンを追加したり、ほとんど使わない機能のボタンを削除したりして、Analyticsツール

バーをカスタマイズすることができます。また、ツールバー内のボタンの順序を変えたり、関連するボタンを

グループ化するために区切りを追加したりできます。

1. 必要に応じて、［ウィンドウツールバー］を選択してツールバーを表示します。
2. ツールバー上の何もない場所をダブルクリックすると、［ツールバーの変更］ダイアログボックスが開

きます。
3. 次の手順を完了します。

o ［利用できるツールバーボタン］リストでボタンを選択し、［追加］をクリックしてツールバーに追

加します。

o ［現在のツールバーボタン］リストでボタンを選択し、［削除］をクリックしてツールバーから削除

します。

o ［利用できるツールバーボタン］リストにある［区切り］ボタンを選択して［追加］をクリックし、関

連するボタンを視覚的にグループ化するための縦棒を挿入します。縦棒は必要なだけ追加で

きます。

o ［現在のツールバーボタン］リストでボタンを選択し、［上へ］または［下へ］をクリックして、ボタン

の位置を変更します。上から下へのボタンの順序は、ツールバーの左から右への位置に対応

しています。

ツールバーは、変更を加えるに従って動的に更新されます。

4. 必要に応じて、［リセット］をクリックし、ツールバーに行ったすべての変更を元に戻せます。

メモ

一度［閉じる］をクリックすると、変更が保存されて、［リセット］をクリックしても変更

が破棄されなくなります。［ツールオプション既定値に戻す］を選択すれば、デフォル

トのツールバー設定に戻すことができます。

5. ［閉じる］をクリックして、変更を保存します。
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Analytics のメインメニューへのカスタ
ム項目の追加
独自のAnalytics スクリプトや頻繁に使用されるコマンドなどのカスタム項目を、Analytics のメインメ

ニューに追加できます。カスタム項目は、［アプリケーション］メニューの下に表示されます。この機能は、他

のユーザーが使用するスクリプトを作成し、スクリプトのアクセスするための単一の使いやすい場所が必要

な場合に、特に有用です。

プロジェクト レベルまたはグローバルアクセス
個別のAnalytics プロジェクトに制限されるカスタムメニュー項目を作成するか、Analytics が開くたびにグ

ローバルで項目を使用可能にすることができます。

l プロジェクト レベルアクセス –Analytics プロジェクト (*.acl)と同じフォルダーのカスタムメニュー項目

を含むテキスト ファイル( *.mnu)を見つけます
l グローバルアクセス –Analyticsの実行ファイル (ACLWin.exe)と同じフォルダーのカスタムメニュー

項目を含むテキスト ファイル( *.mnu)を見つけます

また、アプローチを結合し、プロジェクト レベルとグローバルカスタムメニュー項目の両方を作成することも

できます。

メモ

他のAnalyticsユーザーがカスタムメニュー項目を使用する場合は、*.mnuファイルに、

ファイルを検索する場所に関する説明を付加します。

構成可能なメニューファイル (*.mnu)
.mnuファイル拡張子の1つ以上のテキスト ファイルを使用し、カスタムメニュー項目を作成します。

サブメニューエントリ

各 *.mnuファイルは、［アプリケーション］メニューの下に、個別のサブメニューエントリを作成します。たとえ

ば、Account scripts.mnuは、アカウント スクリプト サブメニューエントリと次のメニュー構造を作成しま

す。アプリケーション >アカウント スクリプト。

サブメニューエントリは、アプリケーションメニューにアルファベット順で表示されます。
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カスタムメニュー項目

個別のカスタムメニュー項目は、各サブメニューエントリ内に含まれます。たとえば、次のスクリプトを実行

する 2つの項目を作成できます。

l 買掛金分析

(アプリケーション >アカウント スクリプト >買掛金分析 )

l 売掛金分析

(アプリケーション >アカウント スクリプト >売掛金分析 )

カスタムメニュー項目は、項目が *.mnuファイルにリストされている順序でサブメニューに表示されます。

要件に合わせて、複数の *.mnuファイルを使用し、複数レベルのカスケード サブメニューを作成できま

す。

ヒント

サブメニューレベルが多すぎると、ユーザーが混乱する可能性があります。サブメニュー項

目を 3つに制限することをお勧めします。

カスタムメニュー項目の最大数

アプリケーションメニューには、最大 179個のカスタムメニュー項目を含めることができます。最大数は、す

べてのサブメニューレベルとすべての *.mnuファイルにわたるカスタムメニュー項目の合計数に適用されま

す。

メニューファイル構文

メモ

メニューファイルの必要な構文は、正確に指定する必要があります。余分なスペースが

1つあるだけでも、Analytics はメニューファイルを無視し、カスタムメニュー項目が表示さ

れないことがあります。

以下の要件に正確に従ってください。

ヒント

メニューファイルを、すべての出力不能な文字が表示されるNotepad++などのテキスト

エディターで作成または編集し、ファイルに含まれる文字が正確に表示されるようにしま

す。

モノスペースまたは固定幅フォントを使用すると、個別の文字が垂直に配置されます。

同じメニューファイルのTemplate.mnuは、Analyticsと一緒にインストールされる、Sample Data Files
フォルダーに含まれます。

l Template.mnuは、Sample Project.aclおよび Sample Data Filesフォルダーに含まれる他

のサンプルAnalytics プロジェクトで、［アプリケーション］メニューのサブメニューエントリ［テンプレー
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ト］を作成します。
l ［テンプレート］サブメニューエントリには、最初のレベルに6つのカスタムメニュー項目が含まれま

す。
l 最初のレベルのカスタムメニュー項目の1つであるMargins Analysisには、2番目のレベルに4

つのカスタムメニュー項目があります。
l Template.mnuのカスタムメニュー項目のほとんどは、メニューファイルの概念を示すプレースホル

ダーにすぎません。

Template.mnuの内容は、付随する構文要件とともに、以下に示します。

Template.mnuの内容

MAIN MENU                           6                                        .
Margins Analysis                    8 menu_def                               .
Inventory Analysis                  PAUSE 'SAMPLE INVENTORY ANALYSIS BATCH'  .
Accounts Payable Analysis           PAUSE 'LAUNCH YOUR A/P BATCH(ES)'        .
Accounts Receivable Analysis        PAUSE 'DO A/R BATCH(ES) HERE'            .
Internal Audit Functions            PAUSE 'SAMPLE INTERNAL AUDIT PROCESSES'  .
Quit ACL                            QUIT                                     .
                                                                             .
MARGINS ANALYSIS                    4                                        .
Exception Listing                   PAUSE 'DO Batch where margin<=0'         .
High Margin Products                PAUSE 'Sample Batch top 5 margins'       .
Low Margin Products                 PAUSE 'Calculate lowest 5 margins'       .
Margin Statistics                   STATISTICS                               .

メニューファイル構文要件

プロパティ 要件

行の長さ

メニューファイルの各行の長さはすべて同じでなければなりません。

必須ではありませんが、ピリオド( .)を使用して、改行の直前で、各行の最後を視覚的に示すことを

お勧めします。

行番号

メニューファイル内の行数はゼロから数えます。

メニューファイル構文で行番号参照を指定するときにはいつでも、この番号体系を考慮してくださ

い。使用しているテキスト エディターが1から行番号を表示してカウントする場合は、メニューファイ

ルの行番号参照を指定するときに、テキスト エディターの行番号を 1減らす必要があります。

上記の例では、Margins Analysis メニュー項目は行 1に表示され、［MARGINS ANALYSIS］サ
ブメニュー構文ブロックは行 8 ～ 12に表示されます。

空白行

空白行は、構文ブロック間に表示できますが、構文ブロック内には表示できません。

スペース文字から成る空白行は、メニューファイルの他の行と同じ長さである必要があります。

必須ではありませんが、構文ブロック間の1つ以上の空白行は、メニューファイルを視覚的に分離

します。
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プロパティ 要件

構文ブロック

構文ブロックは、カスタムメニュー項目の各グループを定義します。複数の構文ブロックを使用して、

複数のメニューレベルを作成できます。

o ブロックの左側には、メニュー項目の名前が各行に1つずつ含まれます。これらはAnalyticsで
表示される名前です。

o 名前の長さは最大 35文字です。
o ブロックの右側には、ACLScriptコマンド、または構文の下位ブロックへの行参照が含まれます。
o ブロックの右側の行は、すべての文字位置 37から開始する必要があります。
o テキスト要素の配置には、スペース文字のみを使用してください。タブ文字は使用しないでくださ

い。

メモ

メニューファイルにタブ文字が1つでもあると、ファイルが無視されます。タブ文字

を表示できるテキスト エディターを使用し、タブ文字の有無を確認してくださ

い。

ブロック見出し

各構文ブロックは単一の見出し行で開始します。

行の左側にはブロック識別子を大文字で記述し、右側にはブロック内の行数を格納します。

上の例では、0行にはブロック識別子 MAIN MENUが含まれており、そのブロック内に6行あること

が示されています。見出し行はカウントされません。

ブロック識別子は任意です。メニューファイル内で構文ブロックが整理されます。Analytics アプリケー

ションメニュー構造には表示されません。

ブロック識別子を省略する場合、ブロックの指定された行数は、文字位置 37から開始する必要が

あります。

構文の下位ブロック

への参照

構文の下位ブロックへのメニュー項目からの参照は、num menu_defの形式です。num構文の下位

ブロックが開始する行番号を指定します。つまり、下位レベルの構文ブロックの見出し行です。

上記の例では、行 1にはMargins Analysis メニュー項目が含まれます。これは、

MARGINS ANALYSIS下位構文ブロックが開始する行を参照します ( 8 menu_def )。

カスタムメニュー項目

カスタムメニュー項目を指定できます。

o 有効な ACLScriptコマンド
o 構文の下位ブロックへの行参照

Analyticsスクリプトを実行するカスタムメニュー項目を作成するには、DO SCRIPT スクリプト名を指

定します。例：

中央値の計算スクリプト DO SCRIPT Calculate_Median_Value

メモ

スクリプトは、カスタムメニュー項目が表示される Analyticsプロジェクトに含まれる

必要があります。

短いコマンドは、直接 .mnuファイルに入力できます。複数のパラメーターを使用する長いコマンドは

スクリプトに保存してください。これは、DO SCRIPTコマンドを使用して参照できます。
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メニューファイルの作成または編集
メニューファイルを作成する最も簡単な方法は、Analytics サンプルメニューファイル( Template.mnu)を
コピーして修正することです。

既に使用中のメニューファイルを編集するときは、以下の点に留意する必要があります。

l メニューファイルを編集する前に、バックアップ用のコピーを作成してください。
l 行を追加または削除する場合は、必ず適切に行番号参照を調整してください。
l 可能であれば、項目はメニューファイルの最後に追加してください。これにより既存の行参照を保

持できます。

1. Template.mnuを、Analytics サンプル データ ファイルフォルダーから作業場所にコピーします。

注意

元のテンプレート ファイルは編集しないでください。問題が発生した場合に、元の

ファイルを再コピーして、再開できます。

2. コピーしたファイルを適切な名前に変更します。

ファイルに指定した名前は、Analyticsの［アプリケーション］メニューのサブメニューエントリの名前に

なります。

メモ

メニューファイルを最初から作成している場合は、ファイル拡張子を .mnuに変更し

ます。

3. 名前を変更したファイルをNotepad++などのテキスト エディターで開き、編集して、サブメニューと

カスタムメニュー項目を作成します。

上記の "メニューファイル構文要件"ページ 157に正確に従います。

4. 次のいずれかを実行します。

l カスタムメニュー項目を表示する Analytics プロジェクトを含むフォルダーにファイルを保存しま

す。

l Analytics 実行フォルダーにファイルを保存し、コンピューターで開いているすべてのAnalytics プロ

ジェクトでカスタムメニュー項目を使用できるようにします。

ヒント

必要に応じて、プロジェクト レベルおよびグローバルメニューファイルの両方を作成

できます。

5. Analytics を閉じてからもう一度開き、［アプリケーション］メニューを更新します。

サブメニューエントリとカスタムメニュー項目は、［アプリケーション］メニューで使用できます。

サブメニューとカスタムメニュー項目が表示されない場合は、上記の構文要件に照らして、メニュー

項目の内容を注意して確認してください。使用しているテキスト エディターで、すべての出力不能
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な文字を表示します。行末の追加のスペースまたはメニューファイルのタブ文字は、ファイルが無視

されます。

160

Analyticsのユーザーインターフェイス

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


Analyticsコマンド ラインからのコマンド
の実行
メニューからオプションを選択し、ダイアログボックスで必要な情報を入力することで達成する Analytics
内のほとんどの機能は、コマンド ラインからコマンドを実行することによっても達成できます。

Analyticsには、アプリケーション全体を通じてコマンドの処理や分析手順の記録に使用される、

ACLScriptという言語が含まれています。たとえば、メインメニューから［分析 > レコードのカウント］を選択

して、［カウント］ダイアログボックスで必要な情報を入力し終えると、Analyticsは自動的に、入力された

情報をコマンドの実行に使用されるコマンド ステートメントに変換し、ログに操作を記録します。

コマンドラインを使用するためのガイドライン
l 一度に1つのコマンドしか入力できません。
l コマンドは大文字と小文字が区別されません。大文字または小文字を使用できます。
l コマンドには、一連の必須パラメーターやオプションパラメーターを含めることができます。
l コマンドのテキストが長い場合、Analyticsは［コマンド ライン］テキスト ボックスを広げて行を折り返

し、コマンド全体が表示されるようにします。テキスト ボックスの外側をクリックするとテキスト ボックス

が縮められ、内側をクリックするとコマンド全体が再度表示されます。
l ACLScriptのコマンドや関数、キーワードは、省略形にすることができます。省略形には、コマン

ド、関数またはキーワードの先頭文字が含まれている必要があります。項目を一意に特定できさ

えすれば、省略形はいくらでも短縮できます。通常、少なくとも最初の3文字を入力する必要が

あります。

各 ACLScriptコマンドに必要な構文の詳細については、"コマンドの概要"ページ 1611を参照してくださ

い。
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手順
1. ［コマンド ライン］テキスト ボックスが表示されていない場合は、［ウィンドウコマンド ライン］の順にク

リックします。
2. 次の方法のいずれかを使用して、コマンド テキストを入力します。

l 必要な構文を使用してコマンドを入力する。

l ナビゲーターの［ログ］タブでエントリをクリックして、コマンドをコマンド ラインに追加する。コマンド

はそのまま実行しても、実行する前に編集してもかまいません。

l 既存のAnalyticsスクリプトまたはその他のテキスト ファイルからコマンド構文をコピーして、［コマ

ンド ライン］テキスト ボックスに貼り付ける。コマンドはそのまま実行しても、実行する前に編集し

てもかまいません。
3. 省略可能。Analyticsのユーザーインターフェイスに、そのコマンドに関連付けられたダイアログボッ

クスがある場合は、［コマンドの編集 ］をクリックすると、関連するダイアログボックスが表示され

ます。このダイアログボックスを使用して、コマンドのパラメーター設定を変更できます。

4. ［実行］ をクリックするかEnterキーを押して、コマンドを実行します。

［コマンドの実行］、［入力をクリア］および［コマンドの編集］オプションは、［コマンド ライン］テキスト

ボックス内で右クリックして表示されるメニューからも利用できます。
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表示領域の情報の印刷
アクティブなビュータブや、スクリプト エディタータブ、結果タブ、またはワークスペースエディタータブの表示

領域に表示される情報を印刷することができます。ビュータブの情報を印刷する場合は、ビューのデフォ

ルトのレポート設定が使用されます。

表示領域内の情報を印刷するには

1. 印刷するビュー、ワークスペース、またはスクリプトを開きます。
2. ［ファイル>印刷］の順にクリックします。
3. 表示領域内の情報が2ページ以上の長さになる場合は、ページ範囲を指定するオプションがあり

ます。範囲を指定するには、［ページ指定］を選択して、印刷する開始ページ番号と終了ページ

番号を入力します。
4. プリンターやプリンタープロパティ(用紙サイズ、印刷の向きなど)を変更する場合は、［設定］をク

リックして［ページ設定］ダイアログボックスで必要な変更を加え、［OK］をクリックします。
5. ［印刷］をクリックします。
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Analyticsから電子メール通知を送信
する

Analyticsから 1人以上の受信者に電子メール通知メッセージを送信できます。メッセージには、データ

ファイルやAnalyticsプロジェクトを添付して含めることができます。

電子メール通知の一般的な用途は、スクリプトが予期せず失敗したときに適切な担当者に警告するこ

とです。

電子メール通知の仕組み
Analyticsの通知機能は、SMTP メールサーバー( Simple Mail Transfer Protocolサーバー)に送信電子

メールメッセージを送信します。次にメールサーバーは、受信者にメッセージを中継します。Analyticsと
メールサーバー間の接続は、認証済みまたは非認証にすることができます。非認証接続は、最新の電

子メールシステムではもはや一般的ではありません。

互換性のある SMTPサーバー
Analyticsの電子メール通知機能は、認証接続を必要とするさまざまな SMTPサーバーで動作します。

ただし、通知はすべてのSMTPサーバーまたはサービスで動作するわけではありません。たとえば、通知

機能はGmailでは動作しません。サードパーティアプリをGoogleアカウントに接続するには、Analyticsが
サポートするユーザー名とパスワード以上のセキュリティ構成が必要です。

一般に、Analyticsを使用してSMTPサーバーに電子メールを正常に送信するには、Analytics側だけ

でなくSMTPサーバー側にも互換性のある構成が必要であることに注意してください。Analyticsが接続

に失敗し、電子メールを正常に送信できない場合は、IT部門と連携して、Analyticsとサーバーの間に

互換性のある接続構成があることを確認してください。

164

Analyticsのユーザーインターフェイス

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


認証済みのSMTP接続を使用して電子メー
ルメッセージを送信する

メモ

ユーザーインターフェイスから認証済み SMTP接続を設定するには、Analyticsバージョ

ン 16.1以降を使用する必要があります。バージョン 16.0を使用している場合、認証済

み接続の設定はスクリプトでのみサポートされます。詳細については、"NOTIFYコマンド"
ページ 1996を参照してください。

Analyticsの16.0より前のバージョンでは、SMTP メールサーバーとの認証済み接続はサ

ポートされません。

Analyticsのユーザーインターフェイスを使用して、SMTP メールサーバーとの認証済み接続を使用した電

子メール通知を設定します。最近の電子メールシステムのほとんどは、認証済み接続を必要とします。

ユーザーインターフェイスで接続を設定する利点は、AnalyticsによりACLScript構文が作成されることで

す。動作する接続を設定したら、コマンドログからスクリプトに構文をコピーできます。

1. Analyticsのメインメニューから［ツール>電子メールによる通知］を選択します。

［通知］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［SMTP］を選択し、次の情報を入力します。

l SMTPユーザー(オプション) –SMTPサーバーに対して認証し、アクセスするためのユーザーアカ

ウントの名前を入力します。

このフィールドを空白にすると、［送信者］で指定された電子メールアドレスがSMTPサーバーに

対する認証とアクセスに使用されます。

l ポート –SMTPサーバーへのアクセスに使用するポート番号を入力します。

使用するポートについては、IT部門に問い合わせることが必要になる場合があります。SMTP
サーバーの一般的なポート番号は、次のとおりです。

l 587
l 2525
l 465

l SSL –オプション。SMTPサーバーが安全な SMTP/SSL接続を必要とする場合、SSLを選択

します。

SMTPサーバーがSSL接続を必要とするかどうかは、IT部門に問い合わせることが必要になる

場合があります。または、SSLを選択した場合と選択していない場合のテストメールを送信して

みることが必要になる場合があります。

3. 次の情報を記入します。

l 送信者 - SMTPサーバー経由で送信される電子メールメッセージの送信者電子メールアドレス

を入力します。
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l パスワード -送信者電子メールアカウントのパスワードを入力します。

パスワードはAnalyticsによって自動的に暗号化され、暗号化されたバージョンがログに表示さ

れます。詳細については、"暗号化されたパスワードの生成"ページ 2000を参照してください。

l メールボックスパス -電子メールメッセージを送信するために使用する SMTPサーバーのドメイ

ン名を入力します。

例：smtp.example.com
l 送信先 - 1人以上の受信者の電子メールアドレスを入力します。複数人の受信者の電子

メールアドレスの場合は、カンマで区切ります。

メモ

最大 1020文字を入力します。

l Cc –省略可能。1人以上のカーボンコピー受信者の電子メールアドレスを入力します。複数人

の受信者の電子メールアドレスの場合は、カンマで区切ります。

メモ

最大 1000文字を入力します。

l Bcc –省略可能。1人以上のブラインドカーボンコピー受信者の電子メールアドレスを入力しま

す複数人の受信者の電子メールアドレスの場合は、カンマで区切ります。

l 件名 -電子メールメッセージの件名を入力します。

l 本文 - メールの本文を入力します。

メッセージはプレーンテキストのため、HTMLはサポートされていません。メッセージに改行を挿入

したい場合は、2つのカラット文字 ( ^^
)を使用します。

l 添付ファイル -オプション。1つ以上の添付ファイルのパスとファイル名を指定するか、［参照］をク

リックして［ファイルを選択］ダイアログボックスを開きます。

ファイルがAnalyticsプロジェクトと同じフォルダーにある場合は、パスを指定する必要はありませ

ん。

カンマで区切られたファイルのリストを入力して、複数の添付ファイルを指定します。

例：result1.csv,result2.csv

メモ

カンマ区切りのリストでは、カンマの後にスペースを挿入しないでください。

4. ［OK］をクリックします。

Analyticsは、SMTP メールサーバーに電子メールを送信し、受信者に中継します。
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Analyticsとメールサーバー間の接続試行に失敗した場合、Analyticsは指定した回数だけ自動

的に接続を再試行します。詳細については、"接続の試行に失敗した場合のAnalyticsの応答の

仕方"ページ 2001を参照してください。

未認証の接続を使用して電子メールメッセー
ジを送信する
Analyticsユーザーインターフェイスを使用して、SMTP メールサーバーまたはローカルメールシステムとの非

認証接続を使用した電子メール通知を設定します。非認証接続は、最新の電子メールシステムではも

はや一般的ではありません。

AnalyticsからオープンSMTPサーバーへの非認証接続では、ポート 25が使用されます(接続を成功さ

せるにはこのポートがサーバー上で開いていることが必須です)。

ユーザーインターフェイスで接続を設定する利点は、AnalyticsによりACLScript構文が作成されることで

す。動作する接続を設定したら、コマンドログからスクリプトに構文をコピーできます。

1. Analyticsのメインメニューから［ツール>電子メールによる通知］を選択します。

［通知］ダイアログボックスが表示されます。

2. SMTPが選択されていないことを確認します。
3. 次の情報を記入します。

l 送信者 - SMTPサーバーまたはローカルメールシステム経由で送信される電子メールメッセージ

の送信者電子メールアドレスを入力します。

l パスワード -送信者電子メールアカウントのパスワードが必要な場合、パスワードを入力しま

す。

パスワードはAnalyticsによって自動的に暗号化され、暗号化されたバージョンがログに表示さ

れます。詳細については、"暗号化されたパスワードの生成"ページ 2000を参照してください。

l メールボックスパス -電子メールメッセージを送信するために使用する SMTPサーバーのドメイ

ン名を入力します。

例：smtp.example.com

ローカルのメールシステムを使用している場合は、ローカルのメールボックスへのパスを入力する

か、または［参照］をクリックして、［フォルダーの参照］ダイアログボックスを開きます。

l 送信先 - 1人以上の受信者の電子メールアドレスを入力します。複数人の受信者の電子

メールアドレスの場合は、カンマで区切ります。

メモ

最大 1020文字を入力します。
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l Cc –省略可能。1人以上のカーボンコピー受信者の電子メールアドレスを入力します。複数人

の受信者の電子メールアドレスの場合は、カンマで区切ります。

メモ

最大 1000文字を入力します。

l Bcc –省略可能。1人以上のブラインドカーボンコピー受信者の電子メールアドレスを入力しま

す複数人の受信者の電子メールアドレスの場合は、カンマで区切ります。

l 件名 -電子メールメッセージの件名を入力します。

l 本文 - メールの本文を入力します。

メッセージはプレーンテキストのため、HTMLはサポートされていません。メッセージに改行を挿入

したい場合は、2つのカラット文字 ( ^^
)を使用します。

l 添付ファイル -オプション。1つ以上の添付ファイルのパスとファイル名を指定するか、［参照］をク

リックして［ファイルを選択］ダイアログボックスを開きます。

ファイルがAnalyticsプロジェクトと同じフォルダーにある場合は、パスを指定する必要はありませ

ん。

カンマで区切られたファイルのリストを入力して、複数の添付ファイルを指定します。

例：result1.csv,result2.csv

メモ

カンマ区切りのリストでは、カンマの後にスペースを挿入しないでください。

4. ［OK］をクリックします。

Analyticsは、SMTP メールサーバーまたはローカルメールシステムに電子メールを送信し、受信者

に中継します。

Analyticsとメールサーバーまたはメールシステムとの接続に失敗した場合、Analyticsは指定され

た回数だけ接続を自動的に再試行します。詳細については、"接続の試行に失敗した場合の

Analyticsの応答の仕方"ページ 2001を参照してください。
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Analyticsプロジェクト
Analyticsプロジェクトは、Analyticsにおける最上位の階層であり、データ分析プロジェクトに関連付けら

れているすべての情報が格納されます。

メインのAnalyticsプロジェクト ファイル (.ACL)には、ほとんどのプロジェクト情報が格納されます。一連の

追加ファイルには、ログやインデックスなどのプロジェクトに関する特定の種類の情報が格納されます。

データは、プロジェクトの外部、つまり、ネイティブAnalytics データファイルまたはデータベースに保存されま

す。

現在操作している Analyticsプロジェクトは、ナビゲーターの［概要］タブに表示されます。ログの内容は、

［ログ］タブに表示されます。一度に開けるプロジェクトは 1つだけです。

サンプル Project.ACLは、ナビゲーターで下に表示されます。
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ナビゲーター：［総覧］タブ
Analyticsプロジェクトには、複数の異なる項目タイプが含まれます。ナビゲーターでこれらの項目を表示

および操作できます。

以下の表は、ナビゲーターツリービューに表示される項目タイプの一覧を示します。

アイコン 項目の種類 説明

テーブル Analyticsテーブル。このテーブルは、テーブルレイアウトとそれに関連付けられたデータ

ソースという 2つのパートで構成されます。

テーブルレイアウトには、レコード長やフィールド名など、データを表示する方法に関する

情報が含まれています。データソースとはファイルやデータセット (データベーステーブル

など)で、テーブルの内容が含まれています。データソースはAnalyticsプロジェクトの外

部に存在します。

サーバーテーブル テーブルレイアウトがローカルのAnalyticsに存在し、かつ関連するデータソースがサー

バーに存在するテーブル。テーブルレイアウトは、データベースプロファイルまたはサー

バープロファイルを使用してデータソースに接続します。

スクリプト Analyticsプロジェクト内から実行できる一連のACLScriptコマンド。

サーバースクリプト サーバーに置かれている ACLScriptファイル( .aclscript、以前は .bat)。

ワークスペース ほかのテーブルで再利用するために保存されたフィールド定義を 1つ以上含んでいる、

Analyticsプロジェクト項目。

プロジェクト ツリービューの最上位のエントリは、Analyticsプロジェクトです。プロジェクトは、ファイル

拡張子 .aclを持つ物理ファイルに保存されます。

ログ Analyticsプロジェクトで作業しているときに実行されたコマンドの記録。

フォルダー Analyticsプロジェクト内のフォルダー。これらのフォルダーは、Analyticsプロジェクト ファイ

ル( .ACL)内にのみ存在します。Windowsフォルダーとして物理的に作成されません。

ナビゲーター：［ログ］タブ
以下の表は、ナビゲーターの［ログ］タブに表示されるエントリのタイプの一覧を示します。

アイコン エントリタイプ 説明

グループ 特定の日付範囲内のログセッションのグループ。

セッションエントリ 日付時刻別に示される個々のセッション。セッションは、プロジェクトを開くたび、またセッ

ションを手動で作成するときに作成されます。

170

Analyticsのユーザーインターフェイス

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


アイコン エントリタイプ 説明

コマンド成功 正常に完了したコマンドを特定します。

コマンド失敗 失敗したコマンドを示します。

Analyticsプロジェクト ファイル
次に挙げるファイルの種類を使用して、Analyticsプロジェクトの情報が記録されます。プロジェクトをバッ

クアップまたはアーカイブするときは、完全なプロジェクトを復元するために、確実にすべてのファイルをコ

ピーする必要があります。

ファイルタイプ

(拡張子 ) 説明

Analyticsプロジェクト ファイ

ル

(.ACL/.acl)

Analyticsプロジェクト ファイルには、データ分析の重要な情報のすべてが保存されます。

o テーブルレイアウトとビュー定義
o スクリプト
o プロジェクト フォルダー
o ソースから更新コマンドを使用してテーブルを更新するコマンド構文。
o テーブル履歴
o ワークスペース

Analyticsプロジェクト自動

保存ファイル

(.ac)

プロジェクトを開くたびに、一時的な自動保存ファイルが作成されます。

このファイルの目的は、Analyticsプロジェクトに保存されていないすべての変更を記録してお

き、Analyticsが予期せず閉じた場合に変更を回復できるようにすることです。

プロジェクトが保存され、正常に閉じられた場合には、.acファイルは削除されます。そうでない

場合は、このファイルからプロジェクトを復元するよう求めるメッセージが表示されます。

Analyticsデータファイル

(.fil)

多くの場合、データソースからAnalyticsテーブルを定義するときに、データソースから新しい

Analyticsデータファイル(ファイル拡張子 .fil)へデータがコピーされます。

.filファイルにデータをコピーするデータソースの種類の一覧については、"Analyticsでアクセス

できるデータソース"ページ 242を参照してください。

ログファイル

(.log)

ログファイルは、プロジェクトが開いている間に、Analyticsによって実行されたすべてのコマンド

を記録します。

デフォルトのログはAnalyticsプロジェクト ファイルと同名で、拡張子は .logです。必要に応じ

て、カスタムログファイル名を指定できます。

ログインデックスファイル

(.lix)

インデックスファイルは、ログエントリを特定のセッションに関連付けるために使用されます。

セッションは、プロジェクトを開くたびに作成されます。また、いつでも手動で作成することができ

ます。

インデックスファイル

(.inx)

Analyticsテーブルにインデックスを作成するときに、インデックスファイルが作成されます。ファイ

ル名は、Analyticsのインデックス名と同じで、.inx拡張子です。
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ファイルタイプ

(拡張子 ) 説明

また、インデックスファイルは、テーブルで［クイックソート 昇順］または［クイックソート 降順］コ
マンドを使用するときにも作成されます。クイックソート コマンドで作成されるインデックスのファ

イル名は、ACLQSTMP.inxになります。

追加のAnalytics ファイルタイプ
追加の4つのファイルの種類は、Analyticsプロジェクトから作成したり、Analyticsプロジェクトへインポート

したりすることができます。

これらのファイルの種類は、プロジェクトにとって必要なものではありませんが、存在する場合、任意のバッ

クアップ処理に含めてください。

ファイルタイプ

(拡張子 ) 説明

テーブルレイアウト ファイル

(.layout)

Analyticsテーブルレイアウトの外部コピー。

ビューファイル

(.rpt)

Analyticsビューの外部コピー。

Analyticsスクリプト ファイル

(.aclscript)

Analyticsスクリプトまたは分析の外部コピー。

ワークスペースファイル

(.wsp)

Analyticsワークスペースの外部コピー。
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Analyticsプロジェクトを使った作業
Analyticsプロジェクトは、データ分析プロジェクトに関連付けられているすべてのテーブルと処理をグルー

プ化および組織化する方法を提供します。Analyticsプロジェクトは何個でも作成できます。プロジェクト

が作成された瞬間から、Analyticsで完了したデータ分析はAnalyticsプロジェクトのコマンド ログに記録

されます。

新しいAnalyticsプロジェクトを作成する
新しいプロジェクトを作成するときは、通常、そのプロジェクト用の新しいWindowsフォルダーを作成し、

AnalyticsプロジェクトとWindowsフォルダー間で一対一の関係を保持することをお勧めします。

Windowsフォルダーとサブフォルダーを必要に応じて使用し、次の項目を保存します。

l Analyticsプロジェクト ファイル (.acl)とインデックスファイル (.inx)などのすべての関連付けられたファ

イル
l ソースデータファイル
l Analyticsデータファイル (*.FIL)
l Analytics で実行された分析から生成された結果ファイル

Analytics内またはACL for Windows メイン画面から、新しいプロジェクトを作成できます。

方法の説明

メモ

ファイル拡張子 ( .acl)を含むAnalyticsプロジェクト パスとプロジェクト名を組み合わせた

長さを 259文字以下です。

Analyticsを使って新しいプロジェクトを作成する

1. Analyticsのメインメニューから、［ファイル>新規 > プロジェクト］を選択します。
2. ［新規プロジェクトを保存する名前］ダイアログボックスで、プロジェクトを保存するフォルダーを選択

してファイル名を入力したら、［保存］ボタンをクリックします。

新しいプロジェクトが作成され、データ定義ウィザードが開きます。ウィザードの手順を続行して、新

しいプロジェクトに新しいAnalyticsテーブルを作成することができます。テーブルを作成しない場合

は［キャンセル］をクリックします。

ACL for Windowsから新しいプロジェクトを作成する

1. ACL for Windowsのメイン画面で、［新しいアナリティクスプロジェクト］をクリックします。
2. ［名前を付けて保存］ダイアログボックスで、プロジェクトを保存するフォルダーを選択してファイル名

を入力したら、［保存］ボタンをクリックします。

新しいプロジェクトがAnalytics内で作成され、開かれます。
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既存のAnalyticsプロジェクトを開く
既存のAnalyticsプロジェクトを開くと、新しいセッションが作成され、Analyticsによって処理されたすべて

のコマンドがログに記録されます。

既存のプロジェクトは、Analytics内またはACL for Windows メイン画面から開くことができます。

方法の説明

Analyticsから既存のプロジェクトを開く

1. Analyticsのメインメニューから、［ファイル> プロジェクトを開く］を選択します。
2. ［プロジェクト］ダイアログボックスで、Analyticsプロジェクト ファイル( .acl)に移動して、［開く］をク

リックします。

プロジェクトがAnalyticsによって開かれます。Analyticsで既に別のプロジェクトが開かれていた場

合は、選択したプロジェクトを開く前に、そのプロジェクトへの変更を保存するよう求めるメッセージ

が表示され、保存後にプロジェクトが閉じます。

ACL for Windowsから既存のプロジェクトを開く

1. ACL for Windows メイン画面で、［アナリティクスプロジェクトを開く］をクリックするか、または［最近

のアナリティクスファイル］の下からAnalyticsプロジェクト ( .acl)を選択します。
2. ［アナリティクスプロジェクトを開く］をクリックした場合は、Analyticsプロジェクト ファイル( .acl)に移

動して、ファイルを選択し、［開く］をクリックします。

プロジェクトがAnalyticsによって開かれます。

Analyticsプロジェクトを保存する
初めてAnalyticsプロジェクトを保存するときは、ファイル名と場所を指定する必要があります。［プロジェク

トを上書き保存］メニューコマンドを使用すると、同じ場所に最新バージョンのプロジェクトを保存できま

す。プロジェクトのコピーを保存したい場合は、［プロジェクトを別名で保存］メニューコマンドを使用して、

別のファイル名と場所を選択します。

方法の説明

1. 次のいずれかを実行します。

o 現在のバージョンのプロジェクトを保存する場合は、［ファイルプロジェクトを上書き保存］を選

択します。

o 現在のバージョンのプロジェクトを別の名前で保存する場合は、［ファイルプロジェクトを別名で

保存］を選択します。［プロジェクトを保存する名前］ダイアログボックスで場所を選択して新し

い名前を入力したら、［保存］ボタンをクリックします。
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このオプションを選択した場合、プロジェクトは新しい名前で保存されますが、その新しいプロ

ジェクトはAnalyticsによって開かれません。

2. プロジェクトが最後に保存された後に変更されたプロジェクト項目がある場合は、それらを保存す

るように求められます。確認ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Analyticsプロジェクト プロパティを表示する
Analytics プロジェクトに関連付けられた多数のプロパティを表示し、プロジェクトを含むフォルダーに迅速

に移動できます。

方法の説明

1. ナビゲーターの［総覧］タブで、Analyticsプロジェクトを右クリックします。

Analyticsプロジェクトが、ツリービューの最上位のエントリとして表示されます。

2. ［プロパティ］を選択します。
3. ［プロジェクト プロパティ］ダイアログボックスで、次のタブをクリックして、プロジェクト プロパティを表示

または修正します。

o 全般 –プロジェクト ファイルの基本プロパティを表示します。ファイル名、ファイルの場所、最終更

新日時、およびプロジェクト ファイルの物理サイズが表示されます。

［ファイルの場所を開く］をクリックすると、Analyticsプロジェクト ファイル( .acl)が入っているフォル

ダーに直接移動することができます。

o ノート –プロジェクトに関連付けられているすべての注釈を表示します。既存のノートを変更し

たり、新しいノートを追加したりすることができます。詳細については、"Analyticsプロジェクトの

ノートの追加と編集"ページ 183を参照してください。

o ビュー –プロジェクト内のすべてのビューを、"ビュー名 [テーブルレイアウト名 ]"形式を使用して表

示します。このタブからプロジェクト内のビューを管理できます。詳細については、"ビューでの作

業"ページ 841を参照してください。

4. 行った変更を保存してダイアログボックスを閉じるには、［OK］をクリックします。

別のAnalyticsプロジェクトからプロジェクト項
目をコピーする
Analyticsプロジェクト項目を、お使いのコンピューター上またはアクセス可能なネットワークドライブ上の

任意のAnalyticsプロジェクトから、現在のプロジェクトにコピーすることができます。

同じ種類であれば、同時に複数のプロジェクト項目をコピーできます。たとえば、複数のスクリプトを同時

にコピーすることができます。複数の種類の項目、たとえば、スクリプトとテーブルレイアウトをコピーしたい

場合は、項目の種類ごとに以下の手順を繰り返す必要があります。

Analyticsプロジェクトの外部に個別のファイルとして存在するプロジェクト項目をインポートしたい場合

は、"プロジェクト項目のインポート "見開きページを参照してください。

方法の説明
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1. コピーされた項目を格納するプロジェクトを開きます。
2. ナビゲーターの［総覧］タブで、Analyticsプロジェクトのエントリまたはプロジェクト フォルダーを右ク

リックし、［別のプロジェクトからコピー＜プロジェクト項目の種類＞］を選択します。＜プロジェクト

項目の種類＞は次のオプションのいずれかです。
o テーブル
o ビュー
o スクリプト
o ワークスペース

メモ

テーブルをコピーする場合は、ソースデータファイル( .fil)でなくテーブルレイアウトの

みをコピーすることになります。

3. ［プロジェクト ファイルの場所］ダイアログボックスで、プロジェクト項目のコピー元とする Analyticsプ
ロジェクトを探して選択し、［開く］をクリックします。

4. ［インポート］ダイアログボックスで、次のいずれかの作業を行って、1つ以上のプロジェクト項目を

［インポート先 ＜プロジェクト名＞ '］リストに追加します。
o 個別のプロジェクト項目をダブルクリックします。複数のプロジェクト項目を
o Ctrlキーを押しながらクリックし、右矢印ボタンをクリックする。
o ［すべて追加］をクリックして、すべてのプロジェクト項目を追加する。

［インポート先 ＜プロジェクト名＞］リストからプロジェクト項目を削除するには、個々のプロジェクト

項目をダブルクリックするか、複数のプロジェクト項目をCtrlキーを押しながらクリックした後に左矢

印ボタンをクリックするか、または［すべてクリア］をクリックします。

5. ［OK］をクリックして、現在のプロジェクトにプロジェクト項目をコピーします。

プロジェクト内に同じ名前の項目が既に存在する場合は、コピーした項目名の末尾に増分数字

が付けられます。

プロジェクト項目のインポート
個別のファイルとしてAnalyticsプロジェクトの外部に存在する Analyticsプロジェクト項目をインポートす

ることができます。たとえば、Analyticsスクリプトは .aclscriptファイルとして、テーブルレイアウトは .layout
ファイルとして保存されています。一度にインポートできるプロジェクト項目は 1つだけです。

別のAnalyticsプロジェクトからプロジェクト項目をインポートしたい場合は、"別のAnalyticsプロジェクトか

らプロジェクト項目をコピーする"前のページを参照してください。

方法の説明

1. ナビゲーターの［総覧］タブで、Analyticsプロジェクトのエントリを右クリックし、［プロジェクト項目の

インポート > ＜プロジェクト項目の種類＞］を選択します。＜プロジェクト項目の種類＞は次のオ

プションのいずれかです。
o テーブル
o ビュー
o スクリプト
o ワークスペース

2. ［プロジェクト］ダイアログボックスで、適切なファイルの種類を探して選択し、［開く］をクリックしま

す。
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ファイルタイプおよびプロジェクト項目は次のように対応します。

ファイル拡張子 プロジェクト項目

.layout テーブルレイアウト

.rpt view

.aclscript スクリプト

.wsp ワークスペース

3. 確認ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

現在のプロジェクトにプロジェクト項目がインポートされます。プロジェクト内に同じ種類で、同じ名

前の項目が既に存在する場合は、インポートした項目名の末尾に増分数字が付けられます。

プロジェクト項目のエクスポート
Analyticsプロジェクト項目は、Analyticsプロジェクトの外部に保存される個別のファイルとしてエクスポー

トすることができます。たとえば、Analyticsスクリプトは .aclscriptファイルとして保存でき、テーブルレイア

ウトは .layoutファイルとして保存することができます。別ファイルとしてエクスポートされたプロジェクト項目

は、後で任意のAnalyticsプロジェクトにインポートできます。一度にエクスポートできるプロジェクト項目

は 1つだけです。

プロジェクト項目とファイルの種類は次のように対応しています。

プロジェクト項目 ファイル拡張子

テーブルレイアウト .layout

ビュー .rpt

スクリプト .aclscript

ワークスペース .wsp

方法の説明

メモ

項目名を 64文字の英数字 (ファイル拡張子を含まない)に制限し、項目がAnalytics 
にインポートされるときに名前が切り捨てられないようにします。

名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用で

きません。先頭に数字を使用することもできません。特殊文字、スペース、先頭の数字

はすべて、項目のインポート時にアンダースコア文字に置換されます。

177

Analyticsのユーザーインターフェイス

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


テーブルレイアウト、スクリプト、またはワークスペースのエク
スポート

1. ナビゲーターの［総覧］タブで項目を右クリックし、［プロジェクト項目のエクスポート］を選択します。
2. ［ファイルの保存］ダイアログボックスで、項目を保存する場所を選択し、必要に応じて名前を変

更して、［保存］をクリックします。
3. 確認ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

指定した場所にプロジェクト項目がエクスポートされます。

ビューをエクスポートする

1. ビューに関連付けられているテーブルを開きます。
2. ナビゲーターの［総覧］タブでテーブルを右クリックし、［プロパティ > ビュー］を選択します。
3. ビューを選択して［エクスポート］をクリックします。
4. ［ファイルの保存］ダイアログボックスで、ビューを保存する場所を選択し、必要に応じてビュー名を

変更して、［保存］をクリックします。
5. 確認ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

指定した場所にビューがエクスポートされます。
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Analyticsコマンド ログの使用方法
Analyticsには、2つの主な目的を果たす強力なログ機能が備わっています。

l 分析の追跡

ログは各 Analyticsセッション中に実行された正確な順番のコマンドを記録し、Analyticsプロジェク

トの一部として保存します。コマンドの順番を記録しておくと、いつでも必要なときに監査手順を検

証したり、手順を繰り返したりすることができるようになります。

l Analytics コマンド構文の記録

ログは、各コマンドの実行に使用されたACLScript構文を記録します。正確な構文にアクセスす

ると、次のことができます。

l ユーザーインターフェイスから手動で再作成する代わりに、ログから簡単にコマンドを再実行する
l 選択したログのエントリに基づいてスクリプトを作成する
l ユーザーインターフェイスからアクセスされるコマンドに関連付けられたACL スクリプト構文を表

示して学習する

ログへのセッションの追加
Analyticsプロジェクトを開くたびに、新しいセッションが自動的にログに作成されます。各セッションには、

セッションの開始時を示す日付とタイムスタンプが含まれています。

ログエントリのグループを作成したいときはいつでも、手動でセッションをログに追加することもできます。た

とえば、実行する監査分析の段階ごとに個別のセッションを追加するとよいでしょう。

セッションを手動で追加する場合は、セッション名を含めることができます。

1. ［ログ］タブで右クリックして［新しいセッションの追加］を選択します。
2. (オプション)［セッション名］テキスト ボックスに、そのセッションを識別するための名前を入力します。

セッション名の長さは最大 30文字です。

3. ［OK］をクリックします。

ログへのコメントの追加
Analyticsコマンド ログに手動でコマンドを追加できます。分析の手順を文書化したり、監視プロジェクト

に関する説明や描写を追加したりするためにコメントを利用します。コメントを追加した場合、そのコメン

トはログの最後の項目として追加されます。

1. ［ツール> コメント］の順に選択します。
2. ［コメント］テキスト ボックスにコメントのテキストを入力し、［OK］をクリックします。

ログツリービューには単一行のコメントが表示されます。複数行のコメントを表示するには、ツリー

ビューでコメント エントリをダブルクリックします。
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ログを検索する
ログエントリおよびセッションエントリ内の特定のコマンド名や文字列を見つけるために、ログを検索するこ

とができます。

1. ナビゲーターの［ログ］タブをクリックします。
2. 検索の開始位置とするログエントリを右クリックし、［データ検索］をクリックします。
3. ［検索］ダイアログボックスの［検索］フィールドで、検索する文字列を入力します。
4. 必要に応じて、任意の検索オプションを追加します。

オプション 説明

単語のみと一致

正確な一致のみが検出されます。

たとえば、"SET L"の検索では、このオプションがオンになっている場合は "SET LEARN" と一
致しませんが、オフの場合は一致します。

大文字と小文字を

区別する

大文字と小文字が正確に一致する語のみが検出されます。

たとえば、"Comment"の検索では、このオプションがオンになっている場合は "COMMENT" と
一致しませんが、オフの場合は一致します。

上、下 検索方向を指定します。

5. ［次を検索］をクリックします。

一致が見つかった場合は、検索文字列が含まれる最初のログエントリが強調表示されます。次

の一致へ移動するには、［次を検索］をクリックします。

ログエントリのコピー
クリップボードへログエントリをコピーし、Analytics内のスクリプト エディターやワークスペースエディターや、

別のアプリケーションにエントリを貼り付けることができます。ログエントリのコピーは、新しいファイルやスクリ

プトにエントリをエクスポートするもう 1つの方法です。

1. ナビゲーターの［ログ］タブをクリックします。
2. コピーしたい各ログエントリの横にあるチェックボックスをオンにします。

次の項目を選択できます。

l 個別のエントリ
l ログセッション
l 日付範囲
l ログ全体

ログセッションまたは日付範囲を選択する場合は、すべてのサブエントリも自動的に選択されま

す。

3. ［ログ］タブで右クリックして［コピー］を選択します。

ログエントリがWindowsクリップボードにコピーされます。

4. ログエントリを対象に貼り付けます。
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ログエントリのエクスポート
Analyticsログエントリまたはログの内容全体を外部ファイルまたは現在のプロジェクトのAnalyticsスクリ

プトにエクスポートできます。

1. ナビゲーターの［ログ］タブをクリックします。
2. エクスポートしたい各ログ項目の横にあるチェックボックスをオンにします。

次の項目を選択できます。

l 個別のエントリ
l ログセッション
l 日付範囲
l ログ全体

ログセッションまたは日付範囲を選択する場合は、すべてのサブエントリも自動的に選択されま

す。

3. ［ログ］タブを右クリックし、［選択項目の保存 ＜エクスポートの種類＞］を選択します。＜エクス

ポートの種類＞は次のオプションのいずれかになります。

HTML HTMLファイル (.htm)

ログファイル 新しいAnalyticsログファイル( .log)

スクリプト 現在のプロジェクトの新しいAnalyticsスクリプト

ワードパッド WordPadの一時新規ファイル

テキスト テキスト ファイル (.txt)

4. ファイル名またはスクリプト名を指定し、［保存］または［OK］をクリックします。

一時 WordPadファイルを保存するには、WordPadで［名前を付けて保存］を使用します。

ログエントリの削除
ログから次のエントリを削除できます。

l 個別のエントリ
l ログセッション
l 日付範囲
l ログ全体

ログセッションまたは日付範囲を選択する場合は、すべてのサブエントリも自動的に選択されます。

ログの一部またはログ全体を削除するときには、削除の位置に次のコメントが自動的に挿入されます。ロ

グの範囲が削除されました。

1. ナビゲーターの［ログ］タブをクリックします。
2. ログのすべてのエントリを削除するには
a. ［ログ］タブで右クリックして［ログ全体の削除］を選択します。
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b. 確認ダイアログボックスで［OK］をクリックします。
3. 個別のエントリを削除するには
a. 削除する各エントリ、セッション、または日付範囲の横のチェックボックスを選択します。

b. 右クリックし、［選択した項目の削除］を選択します。

c. 確認ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

ログからのコマンドの再実行
ログに含まれる単一行コマンドを選択し、それをコマンド ラインから再実行することができます。

また、複数行にわたるDEFINE FIELD...COMPUTEDコマンドを選択して実行することもできます。

GROUPなど、ほかの複数行コマンドについてはコマンド ラインから実行できません。これらはスクリプトか

らのみ実行できます。

コマンドを再実行する場合、そのコマンドをそのまま実行することも、また実行前に変更することもできま

す。

1. ナビゲーターの［ログ］タブをクリックします。
2. 再実行させたいコマンドを含むログエントリを選択します。

当該のコマンドが、ツールバーの真下、Analytics のインターフェイスの上部近くにあるコマンドライン

にあらかじめ入力されます。

メモ

コマンドラインが表示されない場合は、［ウィンドウ> コマンドライン］を Analytics メ
インメニューから選択します。

3. 必要であれば、［コマンド ライン］テキスト ボックスでコマンドを編集します。

4. ［実行 ］をクリックします。
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Analytics プロジェクトでのノートの使
用方法
特定のプロジェクト項目に関する情報を記録するために、さまざまな種類のノート (注釈 )がAnalyticsで
作成できます。ノートが特に役立つのは、定期的に繰り返し行う処理について詳細を記録しておく場合

です。複数の人が、ある 1つのAnalyticsプロジェクトで作業する場合、ノートを付けることで、1人が設

計した手続きをほかの人が理解しやすくなります。

ノートは以下の項目に追加することができます。

l Analyticsプロジェクト
l テーブルレイアウト
l ビュー
l レコード
l フィールド
l スクリプト
l ワークスペース

Analyticsプロジェクトのノートの追加と編集
ある Analyticsプロジェクトに関して、今後の参考のために保持しておきたい、あるいは他のユーザーのた

めに文書化しておきたい情報がある場合は、ノート (注釈 )をそのプロジェクトに追加して記録することが

できます。プロジェクト ノートの内容はいつでも編集できます。

方法の説明

1. ナビゲーターの［総覧］タブで、Analyticsプロジェクトを右クリックします。

Analyticsプロジェクトが、ツリービューの最上位のエントリとして表示されます。

2. ［プロパティ］を選択します。
3. ［プロジェクト プロパティ］ダイアログボックスで［ノート］タブをクリックします。
4. 新しいノートを入力するか、または既存のノートを編集します。

ノートを削除する場合は、テキストをすべて削除します。

5. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じ、変更を保存します。

テーブルレイアウトのノートの追加と編集
いつどのようにデータソースがアクセスされたか、定義されている演算フィールド、またテーブルに対して実

行する必要がある分析手順などの情報を記録するために、テーブルレイアウトへノートを追加することが

できます。テーブルレイアウト ダイアログボックス内、またはナビゲーターの［総覧］タブから、テーブルレイア

ウトのノートを追加することができます。テーブルレイアウトのノートの内容はいつでも編集できます。
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ナビゲーターでテーブルレイアウトのノートを管理している場合は、ノートを追加、削除、編集または読み

込む際にテーブルを開く必要はありません。

［オプション］ダイアログボックスで［レポートにレポート履歴を含める］オプションを選択すると(デフォルトで

は選択済み)、Analytics印刷レポートにテーブルレイアウトのノートが追加されます。詳細については、"
印刷オプション"ページ 146を参照してください。

方法の説明

［概要］タブからノートを追加または編集する

1. ナビゲーターの［総覧］タブでテーブルを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
2. ［テーブルプロパティ］ダイアログボックスで［ノート］タブをクリックします。
3. 新しいノートを入力するか、または既存のノートを編集します。

ノートを削除する場合は、テキストをすべて削除します。

4. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じ、変更を保存します。

［テーブルレイアウト］ダイアログボックスからノートを追加また
は編集する

1. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。
2. ［テーブルレイアウト オプション］タブをクリックします。

3. ［テーブルレイアウト ノートの編集］ をクリックします。
4. 新しいノートを入力するか、または既存のノートを編集します。

ノートを削除する場合は、テキストをすべて削除します。

5. ［閉じる］ をクリックします。

ノートは自動的に保存されます。

6. ［閉じる ］をクリックしてテーブルレイアウト ダイアログボックスを終了します。

ビューノートの追加と編集
ビューにノートを追加して、そのビューに関する追加情報を提供することができます。ノートはその特定の

ビューに固有のものとなり、そのビューから作成される新しいすべてのビューにコピーされます。ビューノート

の内容はいつでも編集できます。

［オプション］ダイアログボックスで［レポート履歴にビューノートを含める］オプションを選択すると、

Analytics印刷レポートにビューノートが追加されます。詳細については、"印刷オプション"ページ 146を
参照してください。

方法の説明

1. ビュータブの下部で、ノートを追加したいビューのボタンを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
2. ［ビュープロパティ］ダイアログボックスで［ノート］タブをクリックします。
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3. 新しいノートを入力するか、または既存のノートを編集します。

ノートを削除する場合は、テキストをすべて削除します。

4. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じ、変更を保存します。

レコード ノートの追加と編集
レコードに関する補足情報を提供したり、関連ファイルへのリンクを作成したりするために、レコードにノー

トを追加することができます。レコードに追加されたノートは、そのレコードが含まれるテーブルのすべての

ビューで利用できます。レコード ノートの内容はいつでも編集できます。

ノート アイコン

ノートが添付されているレコードは、ビューのレコード番号の横にあるノート アイコン で識別されま

す。ノートが追加されているレコードが存在するテーブルは、ナビゲーターの［総覧］タブで見分けることが

できます。そのテーブルの標準アイコンの左下にはノート アイコン が付けられます。

RecordNoteフィールド

テーブルで最初にレコード ノートを追加したときに、Analyticsが自動的にテーブルレイアウトに

RecordNote というフィールドを追加します。このフィールドでレコード ノートを保持します。RecordNote
フィールドをビューに追加すれば、レコード ノートをビューに表示したり、Analytics印刷レポートに含めたり

することができます。RecordNote フィールドが追加されたら、その列をダブルクリックしてレコード ノートの

内容を迅速かつ簡単に編集することができます。

手順

方法の説明

ヒント

複数のレコード ノートを同時に追加または編集するには、NOTESコマンドを使用しま

す。

1. ビュータブのレコード番号列 (左端の灰色の先頭列 )で、対象とするレコード番号を右クリックし、

［ノートの編集］を選択します。
2. 新しいノートを入力するか、または既存のノートを編集します。

ノートを削除する場合は、テキストをすべて削除します。

3. 関連ファイルへのリンクを作成する場合は、以下の手順を実行します。
a. ノート内で、リンクを挿入したい場所にカーソルを置きます。

b. ［ファイルの参照］をクリックします。
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c. ［ファイルを開く］ダイアログボックスで適切なファイルを選択し、［開く］をクリックします。

次の構文を使用して、ファイルへのリンクがノートに追加されます。

file:///<ファイルへのパス>

4. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じ、変更を保存します。
5. ビューにレコード ノートを表示する、あるいはAnalytics印刷レポートにレコード ノートを含める場

合は、以下の手順を実行します。
a. 表示領域内で右クリックしてから［列の追加］を選択します。

b. ［使用可能なフィールド］リストで RecordNoteをダブルクリックし、［OK］をクリックします。

レコード ノートの保存
必要であれば、レコード ノートはテキスト ファイルや別のAnalyticsテーブルへ保存することができます。

Analyticsテーブルのデータを更新 (ソースファイルから更新 )するとき、テーブル内のレコード ノートはすべ

て自動的に削除されます。レコード ノートはテーブルを更新する前に保存することができます。また、テー

ブルの更新時にレコード ノートを保存できる Analyticsオプションを使用することもできます。保存される

ノートの書式は、保存方法に応じて若干異なります。

方法の説明

テーブルを更新する前にノートをテキスト ファイルへ保存す
る

1. コマンドラインに次の構文を入力します。

LIST Recno() RecordNote to <ファイル名.txt>

例：LIST Recno() RecordNote to Ap_trans_record_notes.txt

テキスト ファイル名にはスペースを使用できません。

2. ［実行 ］をクリックします。

テーブルを更新する前にノートを別のAnalyticsテーブルへ
保存する

1. 標準の抽出操作で、［フィールド］オプションを使用してRecordNote フィールドを選択します。
2. 抽出するフィールドを最低でももう 1つ選択するか、"Recno( )"式を作成し、抽出する追加フィー

ルドとして式を追加します。

AnalyticsではRecordNote フィールド自体を単独で抽出することはできません。
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テーブルを更新している間にノートをテキスト ファイルへ保存
する

テーブルの更新時、ノートをファイルへ保存するかどうかを尋ねられたときに［はい］をクリックします。

レコード ノートは<テーブル名 .txt>というテキスト ファイルに保存されます。このファイルは、作業中の

Analyticsプロジェクトと同じフォルダーに保存されます。

レコード ノートの削除
レコード ノートは、個別に削除または条件選択して削除したり、また、テーブル内の全レコード ノートを一

括で削除したりすることもできます。

方法の説明

レコード ノートを個別に削除する

1. ビュータブのレコード番号列 (左端の灰色の先頭列 )で、対象とするレコード番号を右クリックし、

［ノートの編集］を選択します。
2. ［ノートの編集］ダイアログボックスの内容を、スペースや改行も含めすべて削除したら、［OK］をク

リックします。

メモ

テーブル内のレコード ノートをすべて個別に削除しても、テーブルレイアウトで自動的に

作成されたRecordNote フィールドは削除されません。これは、ナビゲーターの［総覧］タ
ブでそのテーブルのアイコン上にノート アイコンが引き続き表示されることを意味します。

テーブル内のすべてのレコード ノートを削除したい場合は、全レコードを一括で削除する

方法を使用してください。この方法であればRecordNote フィールドも削除されます。

選択したレコード ノートを削除する

1. 削除するノートを含むレコードを特定する IF構文を使用して、コマンドラインに次の式を入力しま

す。

NOTES IF <該当するフィルター条件> CLEAR

例：NOTES IF Location = "03" CLEAR Location #3レコードのすべてのノートを削除します

2. ［実行 ］をクリックします。

テーブルのすべてのレコード ノートを一度に削除する

1. ビューにRecordNote列が表示されている場合は、その列の列見出しを右クリックし、［選択列の

削除］を選択してビューから削除します。
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2. ［編集 > ノート > テーブルから全ノートを削除］の順にクリックします。
3. 確認ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

レコード ノートがすべて削除され、RecordNote フィールドもテーブルレイアウトから削除されます。

画面をリフレッシュすると、ナビゲーターの［総覧］タブで対象テーブルのアイコンからノート アイコンが

消えます。

フィールド ノートの追加と編集
フィールドにノートを追加して、そのフィールドに関する追加情報を提供することができます。このノートは、

テーブルレイアウト ダイアログの［フィールド /式の編集］タブにある［ノート］列に表示されます。フィールド

ノートの内容はいつでも編集できます。

［オプション］ダイアログボックスで［テーブル履歴にフィールド定義を含める］オプションを選択すると、

Analytics印刷レポートにフィールド ノートが追加されます。詳細については、"印刷オプション"ページ 146
を参照してください。

方法の説明

1. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。
2. ［フィールド /式の編集］タブでノートを追加するフィールドをダブルクリックしします。

3. ［フィールド ノートの編集］ をクリックします。
4. 新しいノートを入力するか、または既存のノートを編集します。

ノートを削除する場合は、テキストをすべて削除します。

5. ［閉じる ］をクリックします。

ノートは自動的に保存されます。

6. ［入力を受け入れる ］をクリックします。

スクリプト ノートの追加と編集
あるスクリプトに関して、今後の参考のために保持しておきたい、あるいは他のユーザーのために文書化し

ておきたい情報がある場合は、ノート (注釈 )をそのスクリプト プロジェクト項目に追加して記録することが

できます。

スクリプト プロジェクト項目は、スクリプトの外部にあるもので、スクリプトの本文に追加されるインラインコ

メントとは異なります。スクリプト プロジェクト項目ノートの内容はいつでも編集できます。

ノートを追加、編集、削除または読むために、そのスクリプトを開く必要はありません。

方法の説明

1. ナビゲーターの［総覧］タブで、作業対象のスクリプトを右クリックします。
2. ［プロパティ］を選択します。
3. ［スクリプト プロパティ］ダイアログボックスで［ノート］タブをクリックします。
4. 新しいノートを入力するか、または既存のノートを編集します。

ノートを削除する場合は、テキストをすべて削除します。
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5. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じ、変更を保存します。

ワークスペースノートを追加または編集する
詳細については、"ワークスペースノートを追加または編集する"ページ 834を参照してください。
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Analyticsプロジェクトの情報の印刷
現在のAnalyticsプロジェクト中の次の項目について、Analyticsから完全で詳細な情報のレポートを印

刷することができます。

l フィールド定義とフィルター構文を含むテーブルレイアウト

l ビュー

l スクリプト

l インデックス

l ワークスペース

l 初期設定

l プロジェクト ノート

l コマンド ログ

項目の一部またはすべてについての情報を印刷するかどうかを選択できます。レポートは、分析が完了し

たときに使われていたプロジェクト設定を永久的に記録しておくため、あるいはAnalyticsプロジェクトに関

する問題のトラブルシューティングに役立てるために使用できます。

メモ

コマンド ログを印刷するように選択した場合は、ログ全体が印刷されます。これは、ログ

のサイズによっては多数のページになる可能性があります。

Analyticsプロジェクトの情報を印刷するには

1. ［ファイルプロジェクト内容の印刷］の順にクリックします。
2. ［ドキュメントの印刷］ダイアログボックスで、生成されたレポートに使用するフォントのポイント サイ

ズを［フォント サイズ］ドロップダウンリストから選択します。
3. 次の項目の種類から 1つ以上を選択して、プロジェクトに含まれる当該項目のすべての出現に関

連する情報を印刷します。

l すべてのテーブルレイアウト

l すべてのビュー定義

l すべてのスクリプト定義

l すべてのインデックス定義

l すべてのワークスペース定義

ある項目の種類のすべての出現について情報を印刷したいわけではない場合は、関連付けられ

ているチェックボックスをオフにし、CtrlまたはShiftキーを押しながら項目をクリックして、個々の項

目を選択します。

4. 追加のプロジェクト情報を含めたり、出力の書式設定方法を指定したりするためには、次のチェッ

クボックスをオンにします。
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o 初期設定 – ［オプション］ダイアログボックスで現在選択されている初期設定の一覧を印刷しま

す。

o プロジェクト ノート –プロジェクトに記録されているすべてのノート (注釈 )を印刷します。

o ログ –コマンド ログ全体を印刷します。

o カテゴリごとに改ページする –各プロジェクト項目のカテゴリ、初期設定、プロジェクト ノート、お

よびログエントリの後に改ページを挿入します。このチェックボックスがオフになっている場合、各

カテゴリは前のカテゴリのすぐ後に記載されます。

o 項目ごとに改ページする –カテゴリ内の各項目の後に改ページを挿入します。たとえば、3つの

スクリプトを選択した場合は、各スクリプト定義の後に改ページが挿入されます。このチェック

ボックスがオフになっている場合、各項目はカテゴリ内の前の項目のすぐ後に記載されます。

5. ［印刷］をクリックします。
6. ［印刷］ダイアログボックスで、必要なすべてのプリンター設定を構成し、［印刷］をクリックします。

［印刷］ダイアログボックスでは、印刷ジョブの送信先とするプリンターなどの設定や、用紙サイズ、

印刷の向きなどのプリンター固有のオプションの設定を変更することができます。
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予期せずに閉じられたAnalyticsプロ
ジェクトの回復
保存されていないプロジェクトが開いている間にAnalyticsが予期せず終了した場合、次回そのプロジェ

クトを開くときに、自動保存されたプロジェクトの作業コピー( .acファイル)を開くか、保存されている最終

保存バージョンのプロジェクト ( .aclファイル)を開くかの選択肢が与えられます。

l 作業コピーを開く –作業コピーを開いて変更を保存した場合、最終保存バージョンのプロジェクト

ファイルは上書きされ、元の作業コピーは削除されます。
l 最終保存バージョンを開く –最終保存バージョンを開いて変更を保存した場合、最終保存バー

ジョンのプロジェクト ファイルが更新され、作業コピーは削除されます。
l 選択するオプションがわからない場合は、–［キャンセル］をクリックして、作業コピーと最終保存バー

ジョンの両方をバックアップすることができます。そうすると、どちらかのプロジェクト ファイルを使用でき

るようにしておけます。

ガイドライン
予期せず閉じたプロジェクトを開こうとすると、プロジェクト ファイルを回復するための3つのオプションを提

示したACL Analyticsダイアログボックスが表示されます。次のオプションから適切なものを選択します。

l 前回プロジェクトを保存した以降に、プロジェクト項目に変更を加えたり、分析手順を実行したり

し、これらの操作のログエントリを失いたくない場合は、［作業中］をクリックします。

メモ

作業コピーにはほぼ完全な情報が含まれていますが、コマンドの処理中に

Analyticsが閉じた場合、作業コピーは壊れている可能性があります。

l プロジェクトの未保存の変更が重要ではない場合は、［前回の保存］をクリックします。
l どちらかのバージョンのプロジェクト ファイルを使用できる選択肢を確保しておきたい場合は、［キャ

ンセル］をクリックします。ダイアログボックスを閉じた後に、プロジェクト ファイルが保存されている

Windowsフォルダーに移動し、別のファイル名を使用して、作業コピーと最終保存バージョンの両

方のバックアップを作成できます。
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一般的なデータ準備と分析タスク
Analyticsを使用してデータを準備または分析しているとき、いくつかの一般的なタスクが頻繁に繰り返し

発生します。

l 出力結果の保存
l 出力結果の保存場所の指定
l データの抽出
l データの追加
l データのエクスポート

このセクションでは、これらのタスクについてより詳細に説明します。また、キーフィールド、フィールドの連

結、および乱数の生成についても説明します。
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結果の保存と出力フォルダーの指定
Analyticsテーブルの操作を実行し、その結果を新しいAnalyticsテーブルまたはテキスト ファイルに保存

するとき、結果を保存する方法、および出力フォルダーの場所に関するいくつかのオプションがあります。

メモ

Analyticsテーブルには、テーブルレイアウト (ナビゲーターで見ることができます)と、拡張

子が .filの関連するソースデータファイル(ナビゲーターでは表示されず、Windowsフォル
ダーに格納されています)が含まれています。

テーブルレイアウトとソースデータファイルの違いを理解することが、結果を保存すると

き、および出力フォルダーを指定するときに重要になります。

詳細については、"Analyticsテーブルの構造"ページ 118を参照してください。

結果の保存
Analyticsテーブルまたはテキスト ファイルに結果を保存する場合には、次のオプションがあります。

l 保存 –新しいAnalyticsテーブルまたはテキスト ファイルに結果を保存する
l 追加 –既存のAnalyticsテーブルまたはテキスト ファイルに結果を追加する
l 上書き –既存のAnalyticsテーブルまたはテキスト ファイルを上書きする

追加すると、ソースデータファイルは更新されますが、テーブルレイアウトは変更されません。上書きする

と、ソースデータファイルとテーブルレイアウトの両方が置き換えられます。

メモ

一部のAnalytics 操作は、Analyticsテーブルまたはテキスト ファイルのいずれかに結果

を保存することをサポートしますが、両方への保存はサポートしません。

別のプロジェクトでソースデータの後ろに追加または上書き
する

一般的に、開いている Analyticsプロジェクトで、テーブルの後ろに追加するか、テーブルを上書きします。

結果を保存するときに適切なWindowsフォルダーへ移動すれば、別のプロジェクトに含まれる Analytics
テーブルのソースデータファイルに追加または上書きすることもできます。

これを行うと、更新または上書きされたテーブルは別のプロジェクトに存続する上、開いているプロジェクト

にも追加され、2つのプロジェクトの両方のテーブルレイアウトは同じソースデータファイルを共有します。

注意

この方法で結果を保存する前に、別のプロジェクトでソースデータを上書きすることが意

図した結果であることを確信した上で行ってください。
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出力フォルダーの指定
結果を保存する際に、考慮すべき「出力フォルダー」の種類が2つあります。

l Analytics プロジェクト フォルダー –：結果のAnalyticsテーブルレイアウトが入っています(テキスト

ファイルに結果を保存する場合は適用されません)
l Windows フォルダー –：Analyticsテーブルレイアウトと関連付けられている結果のソースデータファ

イル( .fil)、または結果のテキスト ファイルが入っています

Analyticsプロジェクト フォルダーはWindowsフォルダーでは
ありません

Analyticsプロジェクト フォルダーはWindowsフォルダーではなく、Analyticsプロジェクト フォルダーを作成

しても、対応するWindowsフォルダーは作成されません。Analyticsプロジェクト フォルダーは、Analytics
プロジェクト ファイル( .acl)内部の仮想フォルダーです。Analyticsプロジェクト フォルダー間でテーブルレイ

アウトを移動しても、Windowsフォルダーにおけるテーブルのソースデータファイルの場所に何ら影響はあ

りません。

テーブルレイアウトとソースデータファイルの配置オプション

Analyticsテーブルに結果を保存する際には、テーブルレイアウトとソースデータファイルの配置に関する

オプションがいくつかあります。テーブルレイアウトとソースデータファイルの配置は、それぞれ単独で制御

することができます。テーブルレイアウトの配置にはSET FOLDERコマンドを使用し、ソースデータファイ

ルの配置には標準のWindowsナビゲーションを使用します。

項目 配置オプション(出力フォルダー)

テーブルレイアウト o アクティブなテーブルが入っている Analyticsプロジェクト フォルダー(デフォルト )
o SET FOLDERコマンドを使って指定された、アクティブなテーブルのフォルダー以外のAnalytics

プロジェクト フォルダー

ソースデータファイル

( .fil)
o Analyticsプロジェクトが入っているWindowsフォルダー(デフォルト )
o Analyticsプロジェクトが入っているフォルダー以外のWindowsフォルダー
o AXサーバー上のPrefixフォルダー(サーバーテーブルのみ。デフォルト )
o AXサーバー上のPrefixフォルダー以外のフォルダー(サーバーテーブルのみ)

SET FOLDERを使用して、Analytics プロジェクト出力フォ
ルダーを指定する

結果を出力する前に、SET FOLDERコマンドを使用して、テーブルレイアウトに使用する Analyticsプロ

ジェクト オルダーを設定します。SET FOLDERコマンドを Analytics のコマンドラインに入力するか、スクリ

プトに含めます。複数の例を以下に示します。
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出力フォルダーは、リセットするか、プロジェクトを閉じない限り、設定したままの状態であり続けます。プロ

ジェクトを開くときに、出力フォルダーはデフォルトのアクティブなテーブルフォルダーに戻ります。

メモ

SET FOLDERコマンドで指定するファイルパスでは、スラッシュを使う必要があります。

コマンド構文 説明

SET FOLDER /Results テーブルレイアウトは、アクティブなテーブルフォルダーではなくAnalyticsLプロジェクト フォル

ダー、Resultsに置かれます。

SET FOLDER
/Results/Duplicates

テーブルレイアウトは、アクティブなテーブルフォルダーではなくAnalyticsプロジェクト サブフォル

ダー、Duplicatesに置かれます。

SET FOLDER / テーブルレイアウトは、アクティブなテーブルフォルダーではなくAnalyticsプロジェクトのルート

ディレクトリに置かれます。

SET FOLDER 出力フォルダーを、デフォルトのアクティブなテーブルフォルダーにリセットします。

DISPLAY OUTPUTFOLDER 現在のAnalyticsプロジェクト出力フォルダーを表示します。

テーブルレイアウトとAnalyticsプロジェクト フォルダーとの相
互作用

操作の結果生じるテーブルレイアウトとAnalyticsプロジェクト フォルダーとの相互作用について、次の

テーブルにまとめてあります。

いかなる場合でも、ソースデータファイルの保存先として選択したWindowsフォルダーは、Analytics内
のテーブルレイアウトやプロジェクト フォルダーの場所に影響を与えません。

アクション

Analyticsの出力フォルダーはアクティ

ブなテーブルフォルダー(デフォルト )

Analyticsの出力フォルダーは

SET FOLDER コマンドによる指定場

所

新しいAnalyticsテーブルに結果を保

存する

テーブルレイアウトは、アクティブなテー

ブルと同じ Analyticsプロジェクト フォル

ダーに追加される

テーブルレイアウトは、SET FOLDER
コマンドで指定されたAnalyticsプロ

ジェクト フォルダーに追加される

プロジェクト内の既存のAnalyticsテー

ブルに結果を追加する

既存のテーブルレイアウトは移動され

ない

既存のテーブルレイアウトは移動され

ない

結果を保存し、プロジェクト内の既存

のAnalyticsテーブルを上書きする

テーブルレイアウトは、アクティブなテー

ブルと同じ Analyticsプロジェクト フォル

ダーに既に存在しない限り、そのフォル

ダーへ移動される

テーブルレイアウトは、SET FOLDER
コマンドで指定されたAnalyticsプロ

ジェクト フォルダーに既に存在しない限

り、そのフォルダーへ移動される

別のプロジェクト内の既存のAnalytics
テーブルに結果を追加する

テーブルレイアウトは、アクティブなテー

ブルと同じ Analyticsプロジェクト フォル

ダーに追加される

テーブルレイアウトは、SET FOLDER
コマンドで指定されたAnalyticsプロ

ジェクト フォルダーに追加される

198

一般的なデータ準備と分析タスク

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


アクション

Analyticsの出力フォルダーはアクティ

ブなテーブルフォルダー(デフォルト )

Analyticsの出力フォルダーは

SET FOLDER コマンドによる指定場

所

別のプロジェクト内のテーブルレイアウ

トは変更されない

両方のテーブルレイアウトは同じソース

データファイルを共有する

別のプロジェクト内のテーブルレイアウ

トは変更されない

両方のテーブルレイアウトは同じソース

データファイルを共有する

結果を保存し、別のプロジェクト内の

既存のAnalyticsテーブルを上書きす

る

Windows出力フォルダーの指定

デフォルトでは、テーブルレイアウトに関連付けられたデータファイル( .fil)は、Analyticsプロジェクトが入っ

ているWindowsフォルダーに出力されます。データファイルを別のWindowsフォルダーに出力するには：
l ユーザーインターフェイスで –コマンド ダイアログボックスを使用するときにフォルダーに移動します
l スクリプトで –コマンドでテーブルを出力するファイルパスを指定します。例 :

CLASSIFY ON Vendor_Number SUBTOTAL Invoice_Amount TO "C:\Data
analysis\January\Classified_transactions_Jan.FIL"
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Analyticsプロジェクト フォルダーと
Windowsフォルダーを一致させる
Analyticsプロジェクト フォルダーとWindowsフォルダーの2つのフォルダーセット間を直接対応させること

が重要である場合、あるいは監査のワークフローに有用である場合は、これらのフォルダーの構造を一致

させることができます。Analyticsプロジェクト フォルダーはWindowsフォルダーではなく、Analyticsプロジェ

クト フォルダーを作成しても、対応するWindowsフォルダーは作成されません。ただし、必要に応じて、

並列フォルダー構造を手動で作成し、手動で管理することができます。そもそも、2つのフォルダーのセット

間にプログラム的なつながりは存在しません。

Analyticsプロジェクト フォルダーとWindowsフォルダーを一致させるには

1. Analyticsプロジェクトで、必要なフォルダーを作成します。たとえば、"元のデータ"、作業ファイル"、"
結果"など。

2. そのプロジェクトを含んでいるWindowsフォルダーか、または別のWindowsフォルダーに、

Analyticsプロジェクト フォルダーの構造を正確に複製するサブフォルダーを作成します。
3. 初度監査の内容を適切に編成します。たとえば、ExcelファイルやAccessファイルなどの元のデー

タファイルを適切なWindowsフォルダーに置きます。データ定義ウィザードを使用して、これらのファ

イルのいずれかを Analyticsにインポートするときは、元のデータファイルと同じWindowsフォルダー

か、または別の適切なWindowsフォルダーに新しいソースデータファイル( .fil)を保存します。最後

に、新しいソースデータファイルを含んでいるWindowsフォルダーと一致する Analyticsプロジェク

ト フォルダーにAnalyticsテーブルレイアウトを保存します。

ヒント：
テーブルレイアウトが適切な Analyticsプロジェクト フォルダーに保存されていること

を確認するには、フォルダーを右クリックしてインポート処理を開始します。

4. Analyticsテーブルに結果を保存する操作を実行する前に、必要であれば、SET FOLDERコマン

ドを使って、結果のテーブルレイアウト用として適切な Analyticsプロジェクト フォルダーを指定しま

す。

詳細については、"結果の保存と出力フォルダーの指定"ページ 196を参照してください。

5. 操作に関連付けられたダイアログボックスで、絶対または相対のファイルパスを使用するか、対象

フォルダーへ移動することによって、ソースデータファイル用の適切なWindowsフォルダーを指定し

ます。

例：C:\Results\Classify.filまたは Results\Classify.fil
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データの抽出

抽出を使用すると、Analyticsテーブルからレコードまたはフィールドの一部または全部を、新しい

Analyticsテーブルへコピーすることができます。

新しいテーブルは次のいずれかになります。

l ソーステーブル内のすべてのレコードおよびフィールドを含む、ソーステーブルと同一のコピー
l ソーステーブル内のレコードのサブセット
l ソーステーブル内のフィールドのサブセット
l ソーステーブル内のレコードおよびフィールドの両方のサブセット

ソーステーブルに存在する並べ替え順序は、新しいテーブルに保持されます。

メモ

データを抽出し、それを既存のAnalyticsテーブルの末尾に追加するのは、データを結合

する手法の1つです。これは、データの結合に関するセクションで説明します。詳細につ

いては、"データの抽出と追加"ページ 940を参照してください。

データを抽出することのメリット
以下に、新しいテーブルへデータを抽出する理由をいくつか挙げます。

l 特定の分析に関連するデータのみのサブセットが生成され、ファイルサイズと処理時間が削減され

る
l フィルターを使用すると、特定の項目をさらに分析するために別のテーブルに抽出できる
l ファイルの作業コピーに元のデータファイルの内容を抽出することにより、元ファイルの整合性が保

持される
l 演算フィールドが、実際に計算された値が格納された物理フィールドに変換される
l サーバーテーブルから新しいローカルテーブルにデータが抽出される
l 2つ以上の関連テーブルから新しいAnalyticsテーブルにデータが抽出される

データの抽出とテーブルのコピーの違い
すべてのデータを抽出することと、ナビゲーターでテーブルをコピーすること( ［編集コピー］)の違いは、抽出

では、新しいテーブルレイアウトだけでなく新しいソースデータファイル( .fil)も作成されるのに対し、コピー

では、新しいテーブルレイアウトだけが作成され、依然として元のソースデータファイルと関連付けられ続

けるということです。
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レコード単位、ビュー単位、フィールド単位の
抽出
データを抽出する場合には、次のオプションがあります。

l レコード –：レコード全体を抽出します。
l ビュー –：ビューにあるすべてのフィールドを抽出します。
l フィールド –：フィールドを個別に選択して抽出します。

レコード全体を抽出するときは、テーブルレイアウトには定義されていないすき間に格納されているデータ

も含め、レコードが完全にコピーされます。

ビュー内の全フィールドまたは個別フィールドを抽出するときは、ソーステーブル内のすべてのフィールドを

抽出しても、レコードの定義されていない部分はすべて無視されます。

演算フィールドの抽出

演算フィールドは、レコード単位で抽出を行う場合は演算フィールドのままです。これらは、ビュー内の

フィールドまたはビュー単位またはフィールド単位で抽出を行う場合には、適切なデータ型の物理フィール

ドに変換され、実際に計算された値が格納されます。

演算フィールド内の時刻データの抽出

演算フィールドに、UTCオフセットを伴うローカル時間 ( 23:59:59-05:00など)が含まれる場合、そのローカ

ル時間とUTCオフセットはレコードの抽出時に保存されます。

ビューまたはフィールド単位で抽出する場合は、ローカル時間とUTCオフセットはオフセットなしのUTCに

変換されます。たとえば、23:59:59-05:00は 04:59:59となります。

ビュー単位による抽出の補足説明
［抽出］ダイアログボックスで［ビュー］オプションを選択すると、アクティブなビューで現在表示されている

データをすべて抽出することができます。

ビュー単位で抽出する場合は、以下の点に留意してください。

抽出されるフィールド

ビュー内で現在表示されているフィールドのみが抽出されます。テーブルレイアウトには存在していて

もビューに表示されていないフィールドについては抽出されません。

ビュー内のフィールドはすべて抽出されます。フィールドのサブセットを抽出したい場合は、ビューから

不要なフィールドを削除する、ビューを新たに作成し必要なフィールドのみを含める、あるいはビュー

単位の抽出ではなくフィールド単位の抽出を使用するようにしてください。

フィールドの順番

フィールドは、ビューに現れる順序と同じ並びで抽出されます。別の並び順でフィールドを抽出する

場合は、抽出を実行する前に、ビューでフィールドの配置を変えるか、ビューを新たに作成してフィー

ルドを希望の順序で配置してください。
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フィルターリング ビューにフィルターが適用されている場合は、フィルター条件に一致するデータのみが抽出されます。

レコード ノート レコード ノートは、［RecordNote］列が事前にビューへ追加されていた場合にのみ抽出されます。

代替列見出し

代替列見出しがビューレベルで指定されている場合、ビュー単位の抽出はビューレベルの見出しを

保存します。コマンド ログの構文を使用して抽出コマンドを再実行する場合、テーブルレイアウトで

指定されている代替列見出しが使用され、ビューレベルの見出しは無視されます。

スクリプト

コマンド ライン

ビュー単位の抽出の指定は、スクリプト内またはコマンド ラインからはサポートされません。ビュー単

位の抽出は、ACLScriptで表現すると、アクティブビューの全フィールドを使用したフィールド単位の

抽出 ( EXTRACT FIELDS)と実質的に同じになります。フィールドはビューに表示されている順序で抽

出されます。

論理フィールドの抽出
論理フィールドを抽出するには、［フィールド一覧にフィルターを含める］( ［ツールオプションインターフェイ

ス］)がオンになっている必要があります。

コントロール合計の設定
テーブル内のすべてのレコード、ビュー内の全データ、または個別フィールドを抽出する場合は、すべての

データが実際に抽出されたことを確認するために、数値フィールドにコントロール合計を設定することがで

きます。

［テーブルレイアウト］ダイアログボックスで、フィールドにコントロール合計を設定します。データを抽出した

ら、新しいテーブルで［ツールテーブル履歴］を選択して、入力と出力のコントロール合計を比較します。

詳細については、"物理フィールドを定義する"ページ 790を参照してください。

サーバーテーブルおよびローカルテーブルから
のデータの抽出
サーバーテーブルとローカルテーブルの両方からデータを抽出することができます。サーバーテーブルから

抽出されたデータは、サーバー上またはローカルコンピューター上のテーブルに保存できます。ローカル

テーブルから抽出されたデータは、ローカルコンピューター上のテーブルにのみ保存できます。

手順
Analyticsテーブルからレコードまたはフィールドの一部または全部を、新しいAnalyticsテーブルへ抽出す

ることができます。
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メモ

データを抽出し、それを既存のAnalyticsテーブルの末尾に追加するのは、データを結合

する手法の1つです。これは、データの結合に関するセクションで説明します。詳細につ

いては、"データを抽出して追加する"ページ 945を参照してください。

方法の説明

1. レコードまたはフィールドを抽出するテーブルを開きます。
2. ［データ >抽出］の順に選択します。
3. ［メイン］タブで、次のいずれかを選択します。

l レコード –レコード全体を抽出します

レコード内のフィールドは、テーブルレイアウトに現れる順序と同じ並びで抽出されます。

l ビュー –すべてのフィールドを現在のビューに抽出します

フィールドは、ビューに表示される順序で抽出されます。

l フィールド –選択した個別のフィールドを抽出します

フィールドは、選択した順序で抽出されます。

テーブルの関係における子テーブルからデータを抽出する場合、その子テーブルのフィールドが

ビューに追加済みであれば、［フィールド］あるいは［ビュー］を選択します。［レコード］オプションを

使って子テーブルのデータを抽出することはできません。

メモ

1つまたは複数の演算フィールドを抽出する場合、［レコード］を選択すると、抽出

されたフィールドは計算式として保持されます。

［ビュー］または［フィールド］を選択すると、抽出されたフィールドは適切なデータ型

の物理フィールドに変換され、実際に計算された値が格納されます。

4. ［フィールド］を選択した場合は、次のいずれかを行います。

o ［抽出フィールド］リストから適切なフィールドを選択します。

o ［抽出フィールド］をクリックして、適切なフィールドを選択するか、または式を作成して、［OK］を
クリックします。

テーブルの関係における子テーブルからフィールドを選択したい場合は、［抽出フィールド］をクリック

します。［選択済みのフィールド］ダイアログボックスの［対象テーブル］ドロップダウンリストを使用し

て、適切な子テーブルを選択できます。

5. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

6. 次のいずれかを実行します。

o ［保存先］テキスト ボックスに、新しいAnalyticsテーブルの名前を指定します。
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o ［保存先］ボタンをクリックして、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスで新

しいAnalyticsテーブルの名前を指定するか、または既存のテーブルに上書きする場合はその

テーブルを選択します。

Analyticsによってテーブル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け

入れることも、あるいは変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェク

トの場所以外の場所に新しいテーブルを保存したり、その場所にある既存のテーブルを上書きし

たりすることもできます。たとえば、C:\Results\GL_2011.filまたは Results\GL_2011.filと

指定します。保存または上書きするテーブルの場所に関係なく、そのテーブルが開いているプロジェ

クトにまだ存在しないときは、プロジェクトに追加されます。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

7. サーバーテーブルに接続されている場合は、次のいずれかを実行します。l プロジェクトと同じ場所に出力テーブルを保存する、パスを指定する、または別のローカルフォル

ダーへ移動する場合は、［ローカル］を選択します。
l サーバーのPrefixフォルダーに出力テーブルを保存する場合は、［ローカル］を選択解除されたま

まにしておきます。

メモ

出力結果がAnalytics Exchangeのサーバーテーブルの分析や処理から生成さ

れる場合は、［ローカル］を選択します。［ローカル］の設定は、結果テーブルを

Analytics Exchangeへインポートする場合に選択解除することはできません。

8.

処理の完了時に、出力テーブルを自動的に開くようにするには、［出力テーブルの使用］をオンに

します。

9. ［詳細］タブをクリックします。

10. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。
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While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

11. 必要であれば［EOF(ファイルの終わりの処理 ) ］をオンにして、テーブルの終わりに達したときに、も

う一度抽出操作が実行されるようにします。

EOFパラメーターは通常、大規模な分析プロセスの一環としてレコードを抽出するとき、Extractコ
マンドがスクリプトのグループ内で発生する場合に使用されます。シーケンシャルレコード間の比較

に基づいてレコードを抽出する場合は、テーブルの最後のレコードが確実に抽出されるように、

EOFを使用する必要があるかもしれません。

12. ［OK］をクリックします。
13. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。
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既存テーブルへの出力結果の追加
新しいAnalyticsテーブルまたはテキスト ファイルに結果を出力できる Analytics操作では、既存の

Analyticsテーブルまたはテキスト ファイルに結果を追加することもできます。追加は、既存のテーブルまた

はファイルの終わり、つまり、既存のテーブルまたはファイルの最後のレコードの後に、グループとして出力

結果内のレコードを加えます。

並べ替えの仕組み
出力結果と、出力先のテーブルまたはファイルに存在するすべての並べ替え順は、結果として生じる結

合したデータ内のそれぞれのレコード セットで別々に保持されます。必要に応じて、結合されたテーブル

を順番に並べ替え、すべてのレコードで単一の並べ順を作成することができます。

同じデータ構造の要件
Analyticsテーブルへの追加が正常に行われるためには、出力結果と出力先テーブルのレコードがまった

く同じ構造である必要があります。次の構造特性がすべて同じでなければなりません。

l データ要素の選択
l フィールドの数と順序
l 対応するフィールドのデータ型と長さ
l 対応する日付および日付時刻フィールドの形式
l レコードの長さ

レコード構造の特性が1つでもが同一でない場合は、雑然としたデータが生じる可能性があります。テキ

スト ファイルに追加するときは、同一の構造は必須ではありません。

レコード構造の詳細については、"データ構造およびデータ書式の要件"ページ 918を参照してください。

2つのテーブルのデータ構造の比較に、DISPLAYコマンドを使用する方法については、"データ構造の比

較"ページ 209を参照してください。

［既存のファイルに追加する］オプション
Analytics操作を実行する前に［既存のファイルに追加する］オプションを選択しておくと、出力結果は強

制的にターゲット テーブルへ追加されます。この追加は、データ構造が同一であるかどうかに関係なく行

われます。データ構造が同一である場合にのみ、このオプションを選択してください。
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［最後に追加］ボタン
Analyticsテーブルへの追加を行う際に［既存のファイルに追加する］オプションの選択をオフにしておくと、

より安全です。このオプションがオフになっていると、アクティブなテーブルの処理時に、Analyticsが出力結

果とターゲット テーブルのレコード長を比較します。レコード長が同一である場合は、上書きを確認する

メッセージにオプションとして［最後に追加］が表示されます。

［最後に追加］ボタンの制限事項

［最後に追加］ボタンが表示されたとしても、それぞれのデータ構造が異なっている可能性もあります。た

とえば、出力結果とターゲット テーブルがいずれも 100文字のレコード長であっても、フィールドの順序が

異なっている、フィールド数が異なっている、あるいは各フィールドの開始位置とフィールド長が同じでも

データ型が異なることもあります。

［最後に追加］ボタンが表示されないとき

［最後に追加］ボタンが表示されない場合はレコード長が同一ではありません。これはデータ構造の1つ

以上の要素が異なっており、処理の前に手動で一致させる必要があることを示しています。この自動

チェックは、ターゲット テーブルが、開いている Analyticsプロジェクト内にある場合にのみ発生します。

［ファイルを上書きする前にメッセージを表示す
る］オプション
［オプション］ダイアログボックスで［ファイルを上書きする前にメッセージを表示する］オプションが選択され

ている必要があります(デフォルトで選択済み)。［ファイルを上書きする前にメッセージを表示する］オプ

ションが選択されていないと、上書きの確認メッセージは表示されず、レコード長の自動比較も行われま

せん。また、［既存のファイルに追加する］オプションを選択しない限り、出力結果はターゲット テーブルに

追加されず、常に上書きされます。

208

一般的なデータ準備と分析タスク

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


データ構造の比較
DISPLAYコマンドを使用すると、Analyticsテーブルのテーブルレイアウトを表示することができます。この

テーブルレイアウトによってテーブルのデータ構造が明確になります。

ソーステーブルまたは出力結果をターゲット テーブルに追加するか、2つのテーブルをマージする前に、双

方のテーブルのテーブルレイアウトを表示してそれぞれのデータ構造を視覚的に比較すれば、それらの構

造が同一かどうかを確認することができます。追加またはマージ操作が正しく動作するには、2つのテーブ

ルのデータ構造が同じでなければなりません。

DISPLAYコマンドでは以下のデータ構造要素が表示されます。

l レコード長
l フィールド名
l フィールドの数
l フィールドの順番
l フィールドの開始位置
l フィールド長
l フィールドのデータ型
l 数値フィールドの小数点以下の桁数
l フィールド書式の詳細
l 演算フィールドの式

データ構造の比較
1. ソーステーブルを開きます。

2. コマンド ラインに DISPLAYを入力して ［実行］をクリックします。

そのソーステーブルのデータ構造情報が結果タブに表示されます。

3. ピンアイコン をクリックして結果タブをピン留めし、そのデータ構造情報を保持します。
4. ターゲット テーブルを開きます。

5. コマンド ラインに DISPLAYを入力して ［実行］をクリックします。

そのターゲット テーブルのデータ構造情報が2番目の結果タブに表示されます。

6. ピンアイコン をクリックして結果タブをピン留めし、そのデータ構造情報を保持します。
7. 2つの結果タブを見比べながらデータ構造を視覚的に比較します。

データ構造に違いがあった場合は、追加またはマージ操作が正しく動作しないでしょう。データ構

造を手動で一致させる必要があるかもしれません。詳細については、"フィールドの一致"ページ

 921を参照してください。

2つのテーブルを結合している場合は、Analytics外でデータを結合するという方法もあります。詳

細については、"データの結合の代替方法"ページ 917を参照してください。
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データのエクスポート

その他のアプリケーションでデータを使用できるようにAnalyticsデータをその他のファイル形式にエクスポー

トできます。

l Microsoft Excel( *.xlsx、*.xls)
l テキスト ( *.txt)
l 区切り文字付きテキスト ( *.del)
l カンマ区切り値 ( *.csv)
l Microsoft Access( *.mdb)
l XML( *.xml)
l JSON( *.json)
l dBASE III PLUS( *.dbf)
l ほかのドキュメントまたはアプリケーションに貼り付けられるWindowsのクリップボード

メモ

古いExcelファイル( *.xls)およびMicrosoft Accessファイル( *.mdb)にエクスポートす

るには、32ビット Microsoft Accessデータベースエンジンがインストールされている必要が

あります。詳細については、"Microsoft Accessデータベースエンジンを除外するオプション

"ページ 2664を参照してください。

AnalyticsデータをHighBondアプリにエクスポートすることもできます。

l 例外をリザルト アプリへエクスポート

詳細については、"HighBondのリザルト アプリへの例外のエクスポート "ページ 216を参照してくだ

さい。

l 圧縮されたCSVファイル( *.csv.gz)をHighBondロボットまたはロボット アプリのワークフローロ

ボットにエクスポート

詳細については、"HighBondのロボット アプリへのデータのエクスポート "ページ 224を参照してくだ

さい。

エクスポートされたファイルを開く
Analyticsの［結果］タブで、エクスポート コマンド ログエントリの画面表示には次へのリンクが含まれま

す。

l エクスポートされたファイル
l ファイルを含むフォルダー

リンクを使用すると、直接 Analyticsからファイルとファイルを含むフォルダーを開くことができ便利です。

エクスポートされたファイルはファイル拡張子に関連付けられたアプリケーションで開きます(アプリケーション

がコンピューターにインストールされている場合 )。
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Excelへのエクスポート
Analyticsテーブルを個々のExcelワークシートとして、新しく作成された、または既存のExcelファイルへ

エクスポートすることができます。既存のExcelファイルへのエクスポートは *.xlsxでのみサポートされてい

ます。

文字およびサイズの制限

データを Excelファイルにエクスポートするときには、以下の制限事項があります。

制限 詳細

レコード数 o Excel 2007以降 ( *.xlsx) – 16,384フィールドで最大 1,048,576レコード( Excelがサポー

トする最大ワークシートサイズ)
o Excel 97および 2003 –最大レコード件数は 65,536件

この最大件数を超える Analyticsテーブルでもエクスポートは行えますが、上限を超えた分の

レコードは無視されエクスポートされません。

フィールドの長さ o 特定のフィールド長上限なし
o フィールド長の合計が、レコード全体の長さ上限である 32 KB

(非 Unicode版 Analyticsでは 32,765文字、Unicode版 Analyticsでは 16,382文字 )
を超えることはできません。

o Excel 2.1の場合は、最大 247文字

フィールド名の長さ o 最大 64文字
o Excel 2.1の場合は、最大 248文字

古いExcelファイル( *.xls)にエクスポートされた日付時刻お
よび時刻データ

古いExcelファイル( *.xls)にエクスポートされた日付時刻および時刻データは、最初にExcelファイルを

開いたときに正しく表示されない場合があります。日付時刻の場合は日付部分しか表示されず、時刻

の場合は "00/01/1900"と表示されるかもしれません。Excelファイルには日付時刻や時刻データが正しく

エクスポートされています。ただし、Excel側でそのデータが適切に表示されるよう、セルの書式を変更す

る必要があります。

サーバーテーブルのデータのエクスポート
サーバーテーブルからエクスポートされたデータをサーバーに保存することはできません。サーバーテーブル

およびローカルテーブルのデータは、ローカルコンピューターにエクスポートすることができます。
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手順
Analyticsテーブルのレコードまたはフィールドの一部または全部を、別のアプリケーションで使用するため

にエクスポートすることができます。

方法の説明

エクスポートするフィールドを指定する

1. ［データ］>［エクスポート］を選択します。
2. ［メイン］タブで、次のいずれかを選択します。

l フィールド –エクスポートするフィールドを指定します

このオプションを選択すると、テーブルレイアウトの物理フィールド名を使用して、フィールドがエク

スポートされます。

フィールドの名前変更の詳細については、"テーブルレイアウトのフィールドの名前を変更する"
ページ 822を参照してください。

l ビュー –現在のビューのすべてフィールドをエクスポートします

オプションを選択すると、列表示名を使用して、フィールドがエクスポートされます。フィールドは、

ビューに現れる順序と同じ並びでエクスポートされます。

列の名前変更の詳細については、"ビュー内の列名の変更"ページ 851を参照してください。

3. ［フィールド］を選択した場合は、次のいずれかを行います。

l ［エクスポート フィールド］リストからエクスポートするフィールドを選択します。

l ［エクスポート フィールド］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

エクスポートする形式を選択する

［エクスポート形式］ドロップダウンリストからエクスポート形式を選択し、以下のガイドラインに従います。

エクスポート形式 ガイドライン

区切り文字付きまたはテキ

スト

(またはカンマ区切り値 )

次のいずれかを実行します。

o 区切り文字付き –任意で［フィールド名付きでエクスポートする］を選び、エクスポートに

フィールド名または列名を見出しとして含めます。

区切り文字付きファイルで使用する列区切り文字およびテキスト修飾子文字を選択しま

す。

o テキスト –任意で［フィールド名付きでエクスポートする］を選び、エクスポートにフィールド名

または列名を見出しとして含めます。

エクスポートされたテキスト ファイルのフィールド値は、空白スペースで区切られ、値は修飾

されません。
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エクスポート形式 ガイドライン

ヒント

カンマ区切り値ファイル( *.csv)にエクスポートするには、［区切り文字付き］
を選択し、［列区切り文字］ドロップダウンリストで［,］を選択します。［エクス

ポート先］フィールドでエクスポート ファイル名を指定するときには、.csvファイ
ル拡張子を含めます。例：vendors.csv

Excel (.xlsx) 次のいずれかを実行します。

o 新しい Excel ファイルを作成するか、既存のExcel ファイルにエクスポートする

［ワークシートの追加］テキストボックスのデフォルト名を使用するか、必要に応じて変更し

ます。

新しく作成した、または既存の .xlsx Excelファイルにエクスポートすると、Excelファイル

内にワークシートが自動的に作成されます。ワークシートの名前は、変更しない限り、エク

スポート元のAnalyticsテーブルと同じ名前になります。

メモ

ワークシート名を指定する場合、名前に含めることができるのは、英数文

字とアンダースコア文字 (  _ )だけです。名前に特殊文字や空白を使用し

たり、名前を数字で始めることはできません。

既存のExcelファイルのワークシートを上書きできますが、そのワークシー

トが本来、AnalyticsからExcelにエクスポートして作成された場合にの

み行えます。

Excelで直接作成されたワークシート、または名前が変更されているワー

クシートへの上書きはできません。

o 既存のExcel ファイルを上書きする

［ワークシートを追加］テキスト ボックス内の名前を削除して、そのテキスト ボックスを空の

ままにします。

既存のExcelファイルを上書きすると、エクスポート元となる Analyticsテーブルと同じ名

前のワークシートが、結果として生じる Excelファイル内に自動的に作成されます。

XML o 任意で［XMLスキーマ付きでエクスポートする］をオンにすると、エクスポートされる XML
ファイルにXMLスキーマを含めることができます。

XMLスキーマには、フィールドのデータ型など、XMLファイルの構造を記述するメタデータ

が含まれています。ファイルがエクスポートされたら、スキーマに対してファイルを検証するこ

とができます。

Unicode版のAnalyticsか
らエクスポート

次のいずれかを実行します。

o エクスポートしているデータが拡張 ASCII( ANSI)によってサポートされていない場合は、

Unicodeを選択 –します

エクスポートされたデータは、Unicode UTF-16 LEとして暗号化されます。

o エクスポートしているデータのすべての文字が拡張 ASCII( ANSI)によってサポートされてい

る場合は、Unicodeを選択しないでください –

エクスポートされたデータは拡張 ASCII( ANSI)としてエンコードされます。サポートされてい

ない文字はエクスポートされたファイルから省略されます。
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エクスポート形式 ガイドライン

メモ

Unicodeオプションは、クリップボード、区切り、テキスト、またはXMLにエク

スポートするときにのみ使用できます。

詳細については、"Diligent Unicode製品"ページ 2672を参照してください。

HighBond

( HighBondユーザーのみ)

o "HighBondのリザルト アプリへの例外のエクスポート "ページ 216を参照してください。

ロボット

( HighBondユーザーのみ)

o "HighBondのロボット アプリへのデータのエクスポート "ページ 224を参照してください。

エクスポートの最終処理

1. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

2. 次のいずれかを実行します。

o ［保存先］テキスト ボックスで、エクスポートされたデータを格納するファイルの名前を指定しま

す。

o ［保存先］ボタンをクリックして、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスで

ファイル名を指定するか、または既存のファイルを選択します。

Analyticsによってテーブル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け

入れることも、あるいは変更することもできます。

メモ

クリップボードにデータをエクスポートする場合は、ファイルにデータを保存しないた

め、［保存先］テキスト ボックスは無効になります。

3. ［詳細］タブをクリックします。

4. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
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詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

5. 区切り文字付きテキスファイルまたはテキスト ファイルにエクスポートするとき、エクスポートされた

データを既存ファイルの末尾に追加したい場合は、［既存のファイルに追加する］をオンにします。
6. ［OK］をクリックします。
7. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。
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HighBondのリザルト アプリへの例外
のエクスポート

HighBondを使用している場合は、Analyticsテーブルの例外データをリザルトのテーブルにエクスポートす

ることができます。例外をエクスポートするには、Analyticsからデータをエクスポートする標準的な手順を

使用できますが、異なる点が若干あります。

リザルトは、改善およびワークフローを自動化するアプリであり、例外データの管理、およびアンケートによ

る人間の背景の追加を行い、監視をトリガーとメトリクスで継続します。詳細については、リザルトでの

データの操作を参照してください。

セキュリティ要件
リザルトの統制テストへ例外データをエクスポートする機能は、特定のHighBondの役割の割り当て、ま

たは管理者特権を必要とします。

l リザルト コレクションのプロフェッショナルユーザーまたはプロフェッショナル部長の役割を担うユーザー

は、そのコレクション内のあらゆる統制テストに結果をエクスポートすることができます。

メモ

監査部門長の役割のユーザーのみが統制テストの既存のデータをエクスポートお

よび上書きできます。

l HighBondアカウント管理者およびリザルト管理者は、管理しているHighBondインスタンス内の

すべてのコレクションにおいて、自動的にプロフェッショナル部門長の役割を取得します。

詳細については、リザルト アプリアクセス許可を参照してください。

エクスポートの制限事項
例外データをリザルト内の統制テストにエクスポートする際の制限事項を下に示します。

これらの制限内では、同じ統制テストに複数回エクスポートできます。統制テストにすでにデータが存在

する場合は、それを上書きする、または新しいデータを追加するオプションがあります。

メモ

統制テストに最大 100,000レコードエクスポートできますが、より小さく、より明確な例外

セットを作成する方がよいでしょう。
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項目 最大

エクスポートあたりのレコード数 100,000

統制テストあたりのレコード数 100,000

レコードあたりのフィールド数 500

フィールドあたりの文字数 256

Analyticsとリザルトとの間でフィールドを一致
させる
リザルトとAnalytics間でデータを往復する場合は、リザルト テーブルのすべてのフィールド名がより厳しい

Analyticsフィールド名要件を満たすことを確認する必要があります。そうでない場合、Analyticsとリザル

ト データが一致しないおそれがあります。

たとえば、リザルト フィールド名の特殊文字は、Analyticsにインポートされるときに自動的にアンダースコ

アに変換されます。これは、フィールド名がリザルトの元の名前と一致しないことを意味します。後から

Analyticsデータをリザルトの元のテーブルにエクスポートする場合は、フィールドが正しく一致しません。

往復するデータでこの問題を回避するには、CSVまたはExcelファイルからリザルトにデータをアップロード

する前に、以下のAnalyticsフィールド名要件を満たしていることを確認します。

l 特殊文字またはスペースがない
l 数字で始まらない
l 英数文字またはアンダースコア文字 (  _ )のみを含む

メモ

アンケート フィールドの末尾にデータを追加するときには、Analyticsで表示名を変更した

場合でも、リザルトの列の表示名は、アンケート構成で指定された名前のままです。

上書きオプションとリザルト主キー
Analyticsから既存のリザルト テーブルに例外データをエクスポートするときには、エクスポートされたデータ

をテーブルの最後に追加するか、テーブルを完全に上書きするオプションがあります。

リザルト テーブルのフィールドが主キーに指定されていて、エクスポートしているデータに対応するフィールド

が含まれている場合は、エクスポート処理の動作が少し異なります。(リザルトでの主キーの指定の詳細

については、主キーの指定を参照してください。)

次の表は、さまざまな可能性をまとめたものです。

217

一般的なデータ準備と分析タスク

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://help.highbond.com/helpdocs/highbond/en-us/Default.htm#cshid=rm-primary-key
https://www.diligent.com/ja-jp/


リザルトに主キーがない リザルトにおける主キー

［上書き］オプションが選択

されていない

エクスポートされたデータは既存のリザルト

テーブルの最後に追加されます

o 一致する値 – リザルトの主キーフィールド

と対応するフィールドがAnalyticsからエ

クスポートされたフィールドに、一致する

値が存在する場合、リザルトのレコード

はエクスポートされたレコードに存在する

値で更新されます。
o 一致する値がない – リザルトの主キー

フィールドと対応するフィールドが

Analyticsからエクスポートされたフィール

ドに、一致する値が存在しに場合、リザ

ルトのレコードは更新されず、エクスポー

トされたレコードはテーブルの最後に追

加されます。

［上書き］オプションが選択

されている

エクスポートされたデータは既存のリザルト

テーブルを置換 (上書き)します

エクスポートされたデータは既存のリザルト

テーブルを置換 (上書き)します

リザルトへの例外のエクスポート

メモ

HighBondに接続するときには、パスワードを指定する必要がある場合があります。詳細

については、"パスワード要件"ページ 222を参照してください。

エクスポートするフィールドを指定する

1. エクスポートする例外データが格納されたテーブルを開きます。
2. ［データ > エクスポート］を選択します。
3. ［メイン］タブで、次のいずれかを選択します。

l フィールド –エクスポートするフィールドを指定します

このオプションを選択すると、テーブルレイアウトの物理フィールド名を使用して、フィールドがエク

スポートされます。

フィールドの名前変更の詳細については、"テーブルレイアウトのフィールドの名前を変更する"
ページ 822を参照してください。

l ビュー –現在のビューのすべてフィールドをエクスポートします

オプションを選択すると、列表示名を使用して、フィールドがエクスポートされます。フィールドは、

ビューに現れる順序と同じ並びでエクスポートされます。

列の名前変更の詳細については、"ビュー内の列名の変更"ページ 851を参照してください。
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4. ［フィールド］を選択した場合は、次のいずれかを行います。

l ［エクスポート フィールド］リストからエクスポートするフィールドを選択します。

ヒント

隣接する複数のフィールドを選択するには、Shiftキー + クリックを、隣接してい

ない複数のフィールドを選択するには、Ctrlキー + クリックを利用できます。

l ［エクスポート フィールド］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

エクスポート オプションを選択する

1. ［エクスポート形式］ドロップダウンリストからHighBondをクリックします。
2. 次のいずれかを実行します。

l リザルト テーブルの最後に追加する

エクスポートされたデータをリザルトの既存のテーブルの最後に追加する場合は、［上書き］をオ

フにします。

メモ

既存のリザルト フィールドにAnalyticsフィールドを追加できるのは、両者間で一

致する物理フィールド名がある場合に限ります。各アプリケーション内でのフィー

ルドの表示名は問いません。Analyticsでは、物理フィールド名はテーブルレイア

ウトの名前です。

2つのアプリケーションにおけるフィールドの順序はフィールド名一致に影響しませ

ん。

リザルト テーブルのフィールドの物理名と一致しない物理名があるエクスポートさ

れたフィールドは、テーブルに新しい列を作成します。

l リザルト テーブルを置換 (上書き)する

リザルトで既存のテーブルを置換する場合は、［上書き］を選択します。

詳細については、"上書きオプションとリザルト主キー"ページ 217を参照してください。

3. (任意 )列の表示名をリザルトにエクスポートするには、［フィールド表示名を含める］を選択しま

す。

このオプションを選択すると、リザルトで、列の表示名と物理名が、Analyticsの名前と同じになりま

す。

［フィールド表示名を含める］を選択しない場合、結果は、フィールドまたはビューのどちらでエクス

ポートしているのかによって異なります。
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フィールドのエクスポート ビューのエクスポート

フィールド表示名を含めるが

選択

リザルトのフィールド名はAnalyticsのフィールド名です。Analyticsの表示名が、リザ

ルトの表示名になります。

フィールド表示名を含めるが

選択されていない

Analyticsの表示名が、リザルトの

フィールド名になります。

Analyticsの表示名が、リザルトのフィール

ド名と表示名になります。

メモ

Analyticsのバージョン 14.1より前からビューをエクスポートする方法で最初に作成

されたリザルト テーブルの最後にビューを追加する場合は、［フィールド表示名を含

める］を選択しないでください。このようにすると、リザルトの名前と異なるフィールド

名の列がエクスポートされる可能性があります。この場合、リザルトで新しい列が

作成され、アプリケーション間でデータの整合性がとれなくなります。

エクスポートの最終処理

1. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

2. 次のいずれかを実行します。

エクスポート先テーブルの ID番号がわかっている場合：

Toテキスト ボックスに ID番号を入力します。

l 番号を入力します。引用符は付けないでください。たとえば、99
のように入力します。

l 数字のみを入力します。ファイル名を入力してはいけません。

l 北米 (米国 )以外のデータセンターにエクスポートする場合は、データセンターのコードも指定す

る必要があります。統制テストの ID番号とデータセンターのコードは、アット マーク( @)で区切

る必要があります。たとえば、99@euと指定します。データセンターコードは、どの地域の

HighBondサーバーにデータをエクスポートするのかを指定します。

l af –アフリカ (南アフリカ)
l ap –アジア太平洋 (シンガポール)
l au –アジア太平洋 (オーストラリア)
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l ca –北米 (カナダ)
l eu – ヨーロッパ (ドイツ)
l sa –南米 (ブラジル)
l us –北米 (米国 )

組織のHighBondインスタンスに対して承認されているデータセンターコードのみを使用できま

す。北米のデータセンターがデフォルトであるため、@usを指定するのはオプションです。

エクスポート先テーブルの ID番号がわかっていない場合または新しいテーブルを作成する場合：

a. Toを選択し、［宛先テストを選択］ダイアログボックスで該当する分析フォルダーに移動します。

b. 次のいずれかを実行します。

l 既存のテーブルを選択し、［OK］をクリックします。

l ［新しいデータアナリティクス］フィールドに名前を入力し、［作成］をクリックします。

［エクスポート］ダイアログボックスに戻ります。統制テスト ID番号 とデータセンターコードは

［To］テキストボックスに事前に入力されます。

3. ［詳細］タブをクリックします。

4. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。
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メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

5. ［OK］をクリックします。

例外データがリザルトへエクスポートされる間は進捗インジケーターが表示されます。エクスポートの

操作が完了すると、そのエントリがログに記録されます。

パスワード要件

パスワードが必要ではない

Analyticsのコピーをアクティベーションするためにオンラインアクティベーションを使用した場合は、リザルト

にエクスポートするパスワードを指定する必要がありません。パスワードは自動的に作成され、コンピュー

ターに保存されたアクティベーション情報に基づいてリザルトに送信されます。

パスワードが必要

次のどちらの状況でも、リザルトにエクスポートするためにパスワードを指定する必要があります。

l オフラインアクティベーションを使用してAnalyticsのコピーをアクティブ化した場合

l スクリプトを使用してリザルトにエクスポートし、ロボットでスクリプトを実行した場合

必須のパスワード値は、HighBondアクセストークンです。

HighBondアクセストークンを取得

注意

アカウント パスワードのようにアクセストークンを保護してください。HighBondアカウント固

有の情報が含まれます。アクセストークンを共有しないでください。

1. 次のいずれかを実行します。
l Analytics メインメニューで［ツール>HighBondアクセストークン］を選択します。
l スクリプト エディター内を右クリックし、［挿入 > HighBond トークン］を選択します。

［API アクセストークンを管理します］ページがお使いのブラウザーで開きます。最初にHighBond
にサインインすることを求められる場合があります。
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ヒント

Analyticsからの［API トークンの管理］ページへのアクセスが便利です。HighBond
にサインインし、Analyticsを使用せずにユーザープロファイルからこのページにアクセ

スすることもできます。

2. 次のいずれかを実行します。
l 既存のトークンを使用する –［トークン］列で、使用する一部がマスクされたトークンをクリックし、

HighBondアカウントのパスワードを入力します。マスクされていないトークンが表示されます。

ヒント

新しいトークンを作成する理由がない場合は、既存のトークンを使用してくださ

い。既存のトークンが機能しない場合は、新しいトークンを作成してください。

既存のトークンを使用すると、管理する必要があるトークン数が減ります。

l 新しいトークンを作成する –［トークンを作成 > Analytics］をクリックし、お使いのHighBondアカ

ウントのパスワードを入力します。

新しいAnalytics トークンが作成されます。

3. ［コピー ］をクリックしてトークンをコピーします。

ヒント

トークンが含まれているこのダイアログボックスは、そのトークンを貼り付けるまで閉

じないでください。

4. 使用しているデータアクセスとパスワード定義方法に応じて、次のいずれかを実行します。

Analyticsユーザーインターフェイス

コピーしたトークンを、HighBondに手動でアクセスする際に表示されるパスワードプロンプトに貼り

付けます。

Analyticsスクリプト

l PASSWORD コマンド –コピーしたトークンをスクリプト実行中に表示されるパスワードプロンプト

に貼り付けます。

l SET PASSWORD コマンド –コピーしたトークンを、スクリプト内のSET PASSWORDコマンド

構文の適切な位置に貼り付けます。

5. Launchpadで、トークンが含まれているダイアログボックスを閉じます。

新しいトークンを作成した場合は、部分的にマスクされたバージョンのトークンが、トークンのリスト

に追加されます。

詳細については、アクセストークンの作成と管理を参照してください。
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HighBondのロボット アプリへのデータ
のエクスポート

HighBondでロボット アプリを使用している場合、ローカルな Analyticsテーブルのデータを、ロボットの圧

縮されたCSV( *.csv.gz)ファイルにエクスポート (アップロード)できます。HighBondロボットまたはワーク

フローロボットの［作業データ］タブにエクスポートし、Python/HCLスクリプトを使用してデータを分析または

処理できます。ACLロボットにはエクスポートできません。

ACLスクリプトとオンプレミスのロボット エージェントを使用している組織では、この機能により、ローカル

ネットワークからクラウドベースのロボットインスタンスにデータを移動する、統合されたACLScript-
Python/HCLデータ自動化ワークフローを構築できます。

ロボットにエクスポートした後の、圧縮されたCSVファイルへのアクセス方法については、load_working_
file() メソッドを参照してください。ロボット アプリの概要については、「ロボットを使用した作業の自動化」

を参照してください。

メモ

ロボットにアップロードされたデータは、安全な AWSデータセンターに保存され、転送時

にも保管時にも暗号化されます。

スクリプトによる処理の自動化または手動エク
スポート
ロボットにローカルのAnalyticsデータをエクスポートする処理をスクリプトで実行できます。また、Analytics
ユーザーインターフェイスを使用して、データを手動でエクスポートすることもできます。

l オプション 1 –ロボットのACLロボットにスクリプトをアップロード(コミット )し、オンプレミスのロボット

エージェントを使用してスクリプトを実行します。

l オプション 2 – Analyticsでローカルにスクリプトを実行します。

l オプション 3 – Analyticsユーザーインターフェイスを使用して、データを手動でエクスポートします。

Analyticsからデータを手動でエクスポートするための標準的な手順を使用しますが、いくつかのわ

ずかな違いがあります。

スクリプトを使用したプロセスの自動化の詳細については、"EXPORTコマンド"ページ 1784を参照してく

ださい。
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セキュリティ要件
圧縮 CSVファイルをロボット アプリにアップロードする機能には、特定のロボットロールの割り当て、または

管理者権限が必要です。
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l ロボットの編集者ロールまたは所有者ロールを持つユーザーは、圧縮されたCSVファイルをロボット

にアップロードできます。レビュー担当者ロールを持つユーザーは、アップロードできません。

l ロボット管理者は自動的にすべてのロボットのコラボレーターになり、所有者のロールを持ちます。

l Professionalサブスクリプションを持つHighBondシステム管理者は、自動的にロボット管理者に

なります。

詳細については、ロボットアプリのアクセス許可を参照してください。

ロボットにデータを手動でエクスポート

メモ

HighBondに接続するときには、パスワードを指定する必要がある場合があります。詳細

については、"パスワード要件"ページ 228を参照してください。

エクスポートするフィールドを指定する

1. エクスポートするデータが格納されたテーブルを開きます。
2. ［データ > エクスポート］を選択します。
3. ［メイン］タブで、次のいずれかを選択します。

l フィールド –エクスポートするフィールドを指定します

このオプションを選択すると、テーブルレイアウトの物理フィールド名を使用して、フィールドがエク

スポートされます。

フィールドの名前変更の詳細については、"テーブルレイアウトのフィールドの名前を変更する"
ページ 822を参照してください。

l ビュー –現在のビューのすべてフィールドをエクスポートします

オプションを選択すると、列表示名を使用して、フィールドがエクスポートされます。フィールドは、

ビューに現れる順序と同じ並びでエクスポートされます。

列の名前変更の詳細については、"ビュー内の列名の変更"ページ 851を参照してください。

4. ［フィールド］を選択した場合は、次のいずれかを行います。

l ［エクスポート フィールド］リストからエクスポートするフィールドを選択します。

ヒント

隣接する複数のフィールドを選択するには、Shiftキー + クリックを、隣接してい

ない複数のフィールドを選択するには、Ctrlキー + クリックを利用できます。

l ［エクスポートフィールド ］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。
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メモ

フィールドは選択した順序でエクスポートされます。

エクスポート オプションを選択する

1. ［エクスポート形式］ドロップダウンリストから［ロボット］を選択します。
2. 省略可能。既存のファイルを宛先ロボットの同じ名前に置き換える場合、［上書き］を選択しま

す。

メモ

既存の*.csv.gzファイルへのデータの追加はサポートされていません。［上書き］
が選択されておらず、宛先ロボットに同じ名前のファイルが既に存在している場

合、エクスポートはエラーになります。

エクスポートの最終処理

1. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

2. ［保存先］をクリックし、［送信先の選択］ダイアログボックスで該当するロボットに移動します。

ロボットはアルファベット順に表示され、HighBondロボットが最初に表示され、次にワークフローロ

ボットが表示されます。

3. ロボットを選択します。

ロボットを選択すると、ロボットのリストの下に、ロボットの種類を含む通知が表示されます。

4. ［環境］で、［開発］または［本番］を選択してファイルのエクスポート先のロボットモードを指定しま

す。

5. ［OK］をクリックします。

［エクスポート］ダイアログボックスに戻ると、［保存先］テキストボックスに宛先ロボットのHighBond
API URLが設定されています。

6. ［詳細］タブをクリックします。

7. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
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l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

8. ［OK］をクリックします。

データがロボットへエクスポートされる間は進捗インジケーターが表示されます。エクスポートの操作

が完了すると、そのエントリがログに記録されます。

データが正常にエクスポートされると、<Analytics テーブル名>.csv.gzという名前のファイルが

宛先ロボットの［作業データ］タブに表示されます。

パスワード要件

パスワードが必要

次のどちらの状況でも、ロボットにエクスポートするためにパスワードを指定する必要があります。

l スクリプトを使用してロボットにエクスポートし、ロボットでスクリプトを実行した場合

l オフラインアクティベーションを使用してAnalyticsのコピーをアクティブ化した場合

必須のパスワード値は、HighBondアクセストークンです。
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パスワードが必要ではない

Analyticsのコピーをアクティベーションするためにオンラインクティベーションを使用した場合は、ロボットにエ

クスポートするパスワードを指定する必要がありません。パスワードは自動的に作成され、コンピューターに

保存されたアクティベーション情報に基づいてロボットに送信されます。

HighBondアクセストークンを取得

注意

アカウント パスワードのようにアクセストークンを保護してください。HighBondアカウント固

有の情報が含まれます。アクセストークンを共有しないでください。

1. 次のいずれかを実行します。
l Analytics メインメニューで［ツール>HighBondアクセストークン］を選択します。
l スクリプト エディター内を右クリックし、［挿入 > HighBond トークン］を選択します。

［API アクセストークンを管理します］ページがお使いのブラウザーで開きます。最初にHighBond
にサインインすることを求められる場合があります。

ヒント

Analyticsからの［API トークンの管理］ページへのアクセスが便利です。HighBond
にサインインし、Analyticsを使用せずにユーザープロファイルからこのページにアクセ

スすることもできます。

2. 次のいずれかを実行します。
l 既存のトークンを使用する –［トークン］列で、使用する一部がマスクされたトークンをクリックし、

HighBondアカウントのパスワードを入力します。マスクされていないトークンが表示されます。

ヒント

新しいトークンを作成する理由がない場合は、既存のトークンを使用してくださ

い。既存のトークンが機能しない場合は、新しいトークンを作成してください。

既存のトークンを使用すると、管理する必要があるトークン数が減ります。

l 新しいトークンを作成する –［トークンを作成 > Analytics］をクリックし、お使いのHighBondアカ

ウントのパスワードを入力します。

新しいAnalytics トークンが作成されます。

3. ［コピー ］をクリックしてトークンをコピーします。

ヒント

トークンが含まれているこのダイアログボックスは、そのトークンを貼り付けるまで閉

じないでください。

4. 使用しているデータアクセスとパスワード定義方法に応じて、次のいずれかを実行します。
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Analyticsユーザーインターフェイス

コピーしたトークンを、HighBondに手動でアクセスする際に表示されるパスワードプロンプトに貼り

付けます。

Analyticsスクリプト

l PASSWORD コマンド –コピーしたトークンをスクリプト実行中に表示されるパスワードプロンプト

に貼り付けます。

l SET PASSWORD コマンド –コピーしたトークンを、スクリプト内のSET PASSWORDコマンド

構文の適切な位置に貼り付けます。

5. Launchpadで、トークンが含まれているダイアログボックスを閉じます。

新しいトークンを作成した場合は、部分的にマスクされたバージョンのトークンが、トークンのリスト

に追加されます。

詳細については、アクセストークンの作成と管理を参照してください。
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キーフィールドについて
キーフィールドを使用する Analyticsの操作を以下に示します。

l 結合
l 関連付け
l マージ
l 並べ替え
l インデックス

「キーフィールド」という用語にはさまざまな意味があり、実行される操作に応じて、キーフィールドは異な

る機能を持つことができます。Analyticsにおけるキーフィールドは、リレーショナルデータベース用語におけ

るキーフィールドの典型的な定義とも若干異なります。

結合、関連付け、またはマージにおけるキー
フィールド
Analyticsにおける結合、関連付け、およびマージの操作は、すべて 2つ以上のテーブルのデータを結合

するものです。この場合の「キーフィールド」は、2つのテーブルを結び付ける共通のフィールドを指します。

そのフィールドの値が比較され照合されます。マージの場合は、比較して 1つにまとめられます。

Analyticsでデータを結合するための別の方法である [最後に追加 ]では、キーフィールドを使用しませ

ん。

主テーブル、副テーブル、キーフィールド

結合またはマージを行うときに開いている最初のテーブルが主テーブルとなり、選択したキーフィールドが

主キーフィールドとなります。2番目に開いたテーブルが副テーブルとなり、選択したキーフィールドが副

キーフィールドとなります。

テーブルを関連付ける場合、主は「親」と呼ばれ、副は「子」と呼ばれます。

データを結合するとき、主と副のテーブルおよびキーフィールドは自由に選択できます。Analyticsは、キー

フィールドのペアが同一のデータ構造であることを必要とする場合でも、フィールドの特定の選択を強制し

ません。

ソースデータから保持されない一意キーと外部キーの指定

Analyticsテーブルにインポートされたデータ、またはAnalyticsサーバーに存在するデータは、非リレーショ

ナルのフラット ファイル( .filファイル)に格納されています。.filファイルでは、以前に、リレーショナルデータ

ベースの主キー、一意キー、外部キー、または副キーとして機能していたかもしれないフィールドが、キー

でないフィールドと何ら異なる扱いを受けません。

Analyticsコマンドで、リレーショナルデータベースの主キー(従業員 IDなど)のみが、Analyticsテーブルで

キーを指定するときに、主キーまたは親キーとなります。ユーザーは、Analyticsで結合や関係を構築する
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方法について決定を下すとき、どのフィールドがソースデータベースの主キーや一意キーであったかを知る

必要があるかもしれません。しかし、Analyticsにはこの情報が格納されていません。

同じ状況が、Analyticsデータベースプロファイルを使用して、直接データベーステーブルにアクセスすると

きにも当てはまります。Analyticsは、データベースのどのフィールドがキーフィールドであるかについて情報

を持っていないので、データベースクエリを構築する際は、自身でこの情報を知る必要があります。

Analyticsキーフィールドは一意性が強制されない

Analyticsは、Analyticsコマンドで、指定するキーフィールドに一意性を強制しません。主キーフィールド

と服キーフィールドの両方に同じ値が存在できます。

並べ替えまたはインデックス作成におけるキー
フィールド
Analyticsにおける並べ替えおよびインデックス作成は、テーブルにシーケンシャルな順序を強要する、単

一テーブルの操作です。この場合の「キーフィールド」は、並べ替えまたはインデックス付けの基礎となる

フィールド、並べ替えまたはインデックスの基準とするフィールドを指します。

「並べ替えキー」または「インデックスキー」と同等です

Analyticsにおけるソート キーフィールドやインデックスキーフィールドは、一般的なコンピューター用語ま

たはデータベース用語における「ソート キー」や「インデックスキー」に相当します。一意性は強制されませ

ん。

データを並べ替えたりインデックス付けしたりするとき、キーフィールドは自由に選択できます。元のソース

データのソート キーまたはインデックスキーであった可能性のあるフィールドについて、それらのフィールドの

値が現状でもシーケンシャル順であるとしても、Analyticsにはフィールドに関する情報が何も格納されて

いません。

キーおよび入れ子になった並べ替えまたはインデックス

並べ替えやインデックスが入れ子になっている場合、「主」のソートまたはインデックスキーは、「副」のソー

トまたはインデックスキーよりも優先されます。主キーと副キーは、単にそれらを選んだ順番によって確定

されます。
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フィールドの連結
分析において、テーブル内の2つ以上のフィールドを 1つのデータ要素として検査または処理する必要が

ある場合、それらのフィールドを連結 (加算 )した演算フィールドを作成することができます。この演算

フィールド内の結合済みデータに対して検査または処理が行えます。

たとえば、ファースト ネーム、ミドルネームおよびラスト ネームに分かれている 3つのフィールドを連結してフ

ルネームを含む1つのフィールドを作成したり、あるいはベンダー IDフィールドと地区コード フィールドを連

結して、テーブルの各小売チェーンの直販店別に一意の識別子を作成したりすることができます。

メモ

連結できるのは文字のフィールドのみです。必要であれば、連結前にAnalytics関数を

使用して文字以外のデータを文字データへ変換することができます。

1. テーブルを開いて、［編集 > テーブルレイアウト］の順に選択します。

2. ［新しい式の追加 ］をクリックします。
3. 連結するフィールド用の名前を［名前］に入力します。

4. f(x) をクリックして式ビルダーを開きます。
5. 2つ以上のフィールドと加算演算子 ( +) を使用して式を作成します。

必要であれば、式内で空白などの区切り文字を含めたり、TRIM( )関数を使用してフィールドの

先頭にある空白を取り除くことができます。例：

TRIM(名 + " " + TRIM(ミドルネーム) + " " + 姓

6. ［OK］をクリックします。

"式の型の不一致"エラーになった場合、フィールドの1つ以上が文字のフィールドでない可能性が

あります。

7. ［入力を受け入れる ］をクリックし、［閉じる ］ボタンをクリックして［テーブルレイアウト］ダイ

アログボックスを終了します。

演算フィールドをビューに追加する方法については、"ビューに列を追加する"ページ 849を参照し

てください。

233

一般的なデータ準備と分析タスク

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


乱数の生成

Analyticsを使って乱数一式を生成できます。一式のサイズや(その一部の)範囲などの、いくつかのパラ

メーターを指定できます。

通常、Analytics以外のアプリケーションには生成された値一式が使用されます。たとえば、ランダム選択

したハードコピーファイルが抽出されたりします。

メモ

ランダム選択の結果を、統計的に有効なものにするか、または母集団全体を代表する

ものにする必要がある場合には、上記とは異なる正式なサンプリング処理を行う必要が

あります。詳細については、"データのサンプリング"ページ 1021を参照してください。

乱数を生成するには

1. ［ツール>乱数の生成］の順に選択します。
2. ［メイン］タブで、次の情報を入力します。

o 個数 –生成される乱数一式のサイズ。

最大 32767の数字を生成できます。

o シード値 –省略可能。乱数ジェネレーターを初期化するために使用される値。

シード値を指定したり、‘0’のシード値を入力したりできます。あるいは、シード値を Analyticsに
ランダムに選択させたい場合は、シード値をブランクのままにすることができます。

シード値を指定する場合、任意の数字を指定することができます。シード値がそれぞれ一意で

あると、異なる乱数一式になります。同じシード値を指定すると、同じ乱数一式が生成されま

す。特定の乱数一式を複製したい場合は、シード値を明示的に指定し、これを保存します。

o 最小値 –乱数一式に可能な最小の数値。有効な任意の数値または数式が使用できます。

o 最大値 –乱数一式に可能な最大の数値。有効な任意の数値または数式が使用できます。

o 列数 –乱数一式の表示に使用する列数。デフォルトの列数は 6です。

o 一意 –一意の数値のみが乱数一式に含まれるよう指定します。

デフォルトの動作は、乱数一式に重複が可能になっています。

メモ

乱数一式の指定サイズが最小値と最大値の範囲の75%を超える場合は、

一意を選択してはいけません。選択すると、乱数の選択肢が破棄される数が

多くなりすぎます。

o 並べ替え –乱数一式が昇順で表示されるように指定します。

デフォルトでは、ランダムに選択されている順序で数字が表示されます。
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o 既存のファイルに追加する –既存のファイルを上書きしないで、既存のファイルの最後に出力結

果を追加する必要があることを指定します。

3. ［出力］タブをクリックします。
4. ［出力先］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

o 画面 – Analytics表示領域の［結果］タブに乱数一式を表示します。

o ファイル –乱数一式をテキスト ファイルに保存します。

5. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合は、［出力指定］パネルの［名前］テキスト ボックスに

ファイル名を指定します。または、［名前］をクリックして、既存のファイルを参照して選択します。

［既存のファイルに追加する］チェックボックスがオンになっている場合は、同じ名前のファイルがあれ

ば、そのファイルに追加されます。オフになっている場合は、ファイルを上書きするか、または出力に

追加するかどうかの確認を求められます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェク

トの場所以外の場所に保存したり、その場所にあるファイルに出力を追加したりすることもできま

す。たとえば、C:\Output\random.txtまたは Output\random.txtのように指定します。

6. ［OK］をクリックします。
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ランダムに選択したレコードの生成

Analyticsを使って、ランダムに選択したレコードを生成できます。

次に示す方法ではレコードをランダムに選択していますが、この選択結果の出力はレコードの母集団全

体を代表していると見なすことができません。

選択したレコードを分析し、その分析結果を母集団全体に適用するには、選択が統計的に有効で、

母集団全体を代表している必要があります。詳細については、"データのサンプリング"ページ 1021を参

照してください。

手順
1. ランダムに選択したいレコードが含まれるテーブルを開きます。
2. メインメニューから［サンプリング> レコード /金額単位サンプリング>サンプル］を選択します。
3. ［サンプルの種類］から "レコード"を選択します。
4. ［サンプルパラメーター］から "ランダム"を選択します。
5. 次の値を指定します。

l サイズ –ランダムに選択したいレコードの数
l シード値 –(省略可能 ) Analytics 乱数ジェネレーターを初期化するための値

シード値には任意の数値を指定できます。同じシード値を再指定することで、同じランダム選

択レコードを再作成できます。

シード値を Analyticsにランダムに選択させたい場合は、シード値には '0'またはブランクを指定

します。

l 母集団 –テーブル内のレコードの総数
l 保存先 –出力テーブルの名前

6. ［OK］をクリックします。
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データの定義とインポート
Analyticsでデータを分析する前に、Analyticsテーブルを作成してデータを含める必要があります。データ

を定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成します。ソースデータのタイプに関係なく、定義とイ

ンポートは、同じ基本プロセスに従います。

1 移動または接続する

ソースデータファイルに移動したり、ソースデータを含むファイルまたはデータベースに接続し

ます。

2 定義する

ソースデータを定義します。これは、Analyticsがこのデータを読み取れるように、ソース

データの構造および特性に関する情報を明らかにすることを意味します。

メモ

Analyticsが一部のソースデータ形式を自動的に定義するため、データを

ユーザーが定義する必要はありません。

3
直接的にインポート

または読み取る

ソースデータをネイティブのAnalyticsデータファイルにインポートするか、Analyticsデータ

ファイルを作成せずにソースから直接データを読み取ります。

4

Analytics テーブルに

名前を付けて保存

する

自動的に作成されたAnalyticsテーブルに名前を付け、保存します。

メモ

データソースに接続するとき、またはデータソースからインポートするときには、Analytics
は厳密に読み取り専用です。詳細については、"Analyticsによるデータアクセスは読み

取り専用です"ページ 243を参照してください。

データの定義とインポートをするためのコンポー
ネント
Analyticsは、データの定義、ソースからの直接的なデータのインポートまたは読み取り、およびAnalytics
テーブルの作成を行うためのコンポーネントを 2つ提供します。

l データ定義ウィザード
l データアクセスウィンドウ

データ定義ウィザード
データ定義ウィザードは、さまざまなデータソースにアクセスする標準的な方法 (ほとんどの場合はファイル

ベース)を提供する、ページベースのウィザードです。
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ウィザードを使用するデータの定義およびインポートの基本的なプロセスは一貫していますが、表示され

るページの選択および順序は使用しているデータソースの種類によって異なります。

新しいプロジェクトとテーブル

データ定義ウィザードは、新しいAnalyticsプロジェクトを作成するとき、およびプロジェクトに新しい

Analyticsテーブルを追加するときに( ［インポート > ファイル］、または［ファイル>新規 > テーブル］)デフォ

ルトで自動的に表示されます。

データアクセスウィンドウ
データアクセスウィンドウは、データベースまたはファイルのいずれかでソースデータにアクセスするために使

用できる複数のデータコネクターを含む視覚的なインターフェイスです。データコネクターは、ネイティブの

Analytics ODBC ドライバー、またはインストールしたどのようなWindows ODBC ドライバーでも使用しま

す。

データアクセスウィンドウを使用してデータソースに接続したら、データの定義およびインポートを行うため

の標準のオプション一式が用意されます。

l テーブルの検索および選択
l フィールドの選択
l テーブルの結合
l データのフィルターリング
l データインポートのプレビュー
l データインポートのサイズの見積もり
l フィールド長の仕様
l SQLインポート ステートメントを直接編集するためのSQLモード

データの定義とインポートするためのコンポーネ
ント
多くの場合、アクセスするデータソースの種類が、使用する必要のあるコンポーネントを指示します。

Analyticsでアクセスできるすべてのデータソースのリスト、およびデータソースのアクセスに使用する必要

のあるコンポーネントについては、"Analyticsでアクセスできるデータソース"ページ 242を参照してくださ

い。

一部のデータソースについては、Microsoft ExcelファイルやAccessファイルをインポートする時など、デー

タ定義ウィザードまたはデータアクセスウィンドウのいずれかを使用できます。

一般に、データアクセスウィンドウは、モダンでな視覚的なインターフェイスであり、データ定義ウィザードよ

りも大幅に使いやすくなっています。

以下のテーブルは、異なる 2つのコンポーネントで利用可能なさまざまなオプションを比較したものです。
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オプション データ定義ウィザード データアクセスウィンドウ

テーブルの選択 はい はい

テーブルの検索 いいえ はい

フィールドの選択 データソースによって異なる はい

複数のテーブルのインポート

いいえ

(Excelでははい)

はい

(最大 5つ)

テーブルの結合 いいえ はい

データのフィルター いいえ はい

データインポートのプレビュー

はい

(基本 )

はい

(モダンなインターフェイス、簡単に更新

可能 )

データインポートのサイズの見積もり いいえ はい

フィールド長の指定 はい はい

フィールド名の変更

データソースによって異なる はい

( SQL モード)

フィールドのデータ型の変更

データソースによって異なる いいえ

(データ型はインポート後に変更可能 )
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Analyticsでアクセスできるデータソー
ス
Analyticsでは、さまざまなファイルタイプ、データベース、クラウド データソースにアクセスできます。

データソースに関する情報：
l アクセス方法 –データ定義ウィザードまたはデータアクセスウィンドウを使用してデータにアクセスす

るかどうか、またはいずれかを使用できるかどうか
l データ読み取り方法 –結果のAnalyticsテーブルがAnalyticsデータファイル (.fil)から読み取られ

るか、データソースから直接読み取られるかどうか

.filファイルのデータは固定であり、手動で更新する必要がありますが、直接アクセスされるデータ

ソースはAnalyticsテーブルが開くたびに最新の情報で更新されます。

メモ

Analyticsデータファイル( .fil)でサポートされる最大レコード長は 32 KBです。32 KBを

超えるレコードがあると、インポート処理は失敗します。

［データアクセス］ウィンドウを使用して、ODBC
データソースにアクセスする
［データアクセス］ウィンドウを使用して、ODBC対応データソースへの接続を作成できます。

次のODBCオプションは［データアクセス］ウィンドウで使用できます。

l ACL コネクター –Analyticsには、Oracle、Microsoft SQL ServerおよびSalesforceなどのデータ

ソースへのさまざまな標準データ接続があります。標準データコネクターのリスト全体については、"
データベースとクラウド データサービス"ページ 244を参照してください。

l ACL DSN コネクター(バンドル) –には、データパートナーのCData Softwareが提供する追加の

データコネクターが含まれます。
l Windows DSN コネクター –コンピューターに既にインストールおよび構成されたWindows ODBC

ドライバーまたはDSNを使用します。
l その他のコネクター –必要な ODBC ドライバーをインストールし、［データアクセス］ウィンドウで使用

します。

メモ

［データアクセス］ウィンドウを使用してデータベースまたはクラウド データサービスに接続

するときには、特定の要件または前提条件が存在します。詳細については、"データベー

スまたはクラウド データサービスに接続する前に"ページ 376を参照してください。
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Analyticsによるデータアクセスは読み取り専
用です
データソースに接続するとき、またはデータソースからインポートするときには、Analyticsは厳密に読み取

り専用です。Analyticsはデータソースのデータを追加、更新、削除できまん。また、いかなる方法でも、

データソースを修正することはできません。この制限は、ファイルベースのデータソース、データベース、クラ

ウド データサービスといったAnalyticsがアクセスできるすべてのデータソースに適用されます。

インポートされたデータから作成される Analyticsデータファイル (.fil)も Analyticsによって読み取り専用と

して処理されます。データソースからファイルを更新する以外に、Analyticsは .filファイルを修正できませ

ん。

.filファイルは作成するために使用されるデータソースとは完全に別です。.filファイルを削除すると、データ

ソースに影響しません。

ファイルベースのデータソース

データソース

データ定義ウィザードの使

用

データアクセスウィンドウの

使用

Analytics テーブルの読み

取り先

Adobe Acrobat

( .pdf)

はい いいえ Analyticsデータファイル(.fil)

ACCPACマスターファイル はい いいえ データソース

dBASE互換ファイル

( .dbf)

はい いいえ データソース

区切り文字付きテキスト

( .csvまたは .txt)

はい はい Analyticsデータファイル(.fil)

Microsoft Access

( .mdbまたは .accdb)

はい はい Analyticsデータファイル(.fil)

Microsoft Excel

( .xlsまたは .xlsx)

はい はい Analyticsデータファイル(.fil)

印刷イメージ(レポート )

( .txt)

はい いいえ Analyticsデータファイル(.fil)

SAPプライベート ファイル形

式 /DART

( .dat)

はい いいえ Analyticsデータファイル(.fil)
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データソース

データ定義ウィザードの使

用

データアクセスウィンドウの

使用

Analytics テーブルの読み

取り先

XBRL

( .xmlまたは .xbrl)

はい いいえ Analyticsデータファイル(.fil)

XML

( .xml)

はい いいえ Analyticsデータファイル(.fil)

SAP

( Direct Link経由、オプショ

ンのユーティリティ)

いいえ いいえ Analyticsデータファイル(.fil)

HighBond

プロジェクト アプリ はい いいえ Analyticsデータファイル(.fil)

リザルト アプリ はい いいえ Analyticsデータファイル(.fil)

外部定義

AS/400 FDF

( .fdf)

はい いいえ データソース

COBOL

( .cob)

はい いいえ データソース

PL/1

( .txt)

はい いいえ データソース

データベースとクラウド データサービス
以下のデータベースとクラウド データサービスにアクセスするには、データアクセスウィンドウとAnalytics
データコネクターを使用します。インポートされたデータはAnalyticsデータファイル (.fil)に保存されます。

詳細については、"データアクセスウィンドウを使用したデータのインポート "ページ 372を参照してくださ

い。

メモ

データアクセスウィンドウを使用すると、次のネイティブデータコネクターだけではなく、す

べてのODBC準拠データソースにアクセスできます。詳細については、"［データアクセス］
ウィンドウを使用して、ODBCデータソースにアクセスする"ページ 242を参照してくださ

い。

ビッグデータとNoSQL
o Amazon Athena
o Amazon DynamoDB
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o Amazon Redshift
o Apache Cassandra
o Apache Drill
o Apache HBase
o Apache Hive
o Apache Phoenix
o Apache Spark
o Azure Data Catalog
o Azure Data Lake Storage
o Azure Table
o CockroachDB
o Couchbase
o Elasticsearch
o Google BigQuery
o IBM Cloudant
o MarkLogic
o MongoDB
o Parquet
o Presto
o Snowflake

ERPおよびCRMシステム

o Concur
o Dynamics 365 Business Central
o Dynamics 365 Finance and Operations
o Dynamics 365 Sales
o Dynamics CRM
o Epicor ERP
o Exact Online
o NetSuite
o Odoo
o Oracle HCM Cloud
o Salesforce
o SAP
o SAP ByDesign
o ServiceNow
o SugarCRM
o SuiteCRM
o Workday

財務会計ツール

o ADP
o Dynamics GP
o Dynamics NAV
o QuickBooks
o QuickBooks Online
o QuickBooks POS
o Sage 50 UK
o Sage Cloud Accounting
o Sage Intacct
o SAP Concur

マーケティングおよびアナリティクス

o Google Analytics
o LinkedIn
o Marketo
o Oracle Eloqua
o Oracle Sales Cloud
o Splunk
o SurveyMonkey
o Twitter
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コラボレーションソリューション

o Active Directory
o Airtable
o AWS Data Management
o Azure Management
o Basecamp
o DocuSign
o 電子メール
o Excel
o Excel Online
o Exchange
o Google Contacts
o Google Sheets
o Jira
o Kintone
o Microsoft Teams
o SAP SuccessFactors
o SharePoint
o Slack
o Zendesk

ファイルおよび API統合

o Amazon S3
o Box
o CSV
o DigitalOcean
o Dropbox
o Google Cloud Storage
o Google Drive
o JSON
o LDAP
o Microsoft OneDrive
o OData
o REST サービス
o RSS/ATOM
o SFTP

eコマースソリューション

o Edgar Online
o Open Exchange Rates
o ShipStation
o Square
o Stripe
o UPS
o USPS

関係データベース

o Azure Analysis Services
o Cloudera Impala
o Microsoft Access
o Microsoft SQL Server
o MySQL
o Oracle
o SAP Hybris Cloud for Customer
o Sybase
o Sybase IQ
o Teradata
o xBase

セキュリティツール

o Qualys
o Tenable.sc
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その他のコネクター o Rsam
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データ定義ウィザードを使用したデー
タの定義とインポート
データ定義ウィザードはAnalyticsのコンポーネントであり、単一のウィザードベースのプロセスで次のタスク

を実行するために使用できます。

l データの定義
l データのインポート
l 新しいAnalyticsテーブルを作成する

さまざまなデータソースにアクセスするための標準的な方法を提供します。データソースからAnalytics
テーブルを作成する基本的なプロセスは一貫していますが、データソースによっては、ウィザードに異なる

ページやオプションが表示される場合があります。たとえば、Excelファイル、PDFファイル、またはXMLファ

イルをインポートしている場合は、ウィザードはまったく異なる方法で動作します。

データ定義ウィザードは、新しいAnalyticsプロジェクトを作成するとき、およびプロジェクトに新しい

Analyticsテーブルを追加するときに( ［インポート > ファイル］、または［ファイル>新規 > テーブル］)デフォ

ルトで自動的に表示されます。

メモ

データアクセスウィンドウを使用してデータをインポートすることもできます。詳細について

は、"データアクセスウィンドウを使用したデータのインポート "ページ 372を参照してくださ

い。

データソースに接続するとき、またはデータソースからインポートするときには、Analytics
は厳密に読み取り専用です。詳細については、"Analyticsによるデータアクセスは読み

取り専用です"ページ 243を参照してください。

データの定義
インポートするときには、データを定義しなければならない場合があります。つまり、次のようなメタデータを

指定します。

l フィールド名
l フィールド長
l フィールドのデータ型
l 数値および日付時刻値の形式

次の図は、データ定義ウィザードを使用してインポートされる ExcelワークシートのDATE フィールドの定

義を示します。
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自動化の度合いの多様化
可能な限り、データ定義ウィザードはソースデータを自動的に定義する次の方法のいずれかを使用しま

す。

l ソースファイルに含まれるレイアウト情報を読み取る
l ソースファイルを解析し、データのパターンを識別する
l レイアウト情報をデータベースに問い合わせる

データ定義のプロセスは、レイアウト情報を何も含んでいないファイルではもっと込み入ったものになりま

す。このような場合、データ定義ウィザードは必要な情報を提供するように入力を要求します。
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Microsoft Excelデータのインポート

Microsoft Excelデータを分析のためにAnalyticsにインポートするには、多種多様なツールを使用するこ

とができます。

メモ

古いExcelファイル( *.xls)からインポートするには、32ビット Microsoft Accessデータ

ベースエンジンがインストールされている必要があります。詳細については、"Microsoft
Accessデータベースエンジンを除外するオプション"ページ 2664を参照してください。

機能の仕組み
データ定義ウィザードを使用することで、1つ以上のExcelファイルの選択、インポートする 1つまたは複

数のワークシートの指定、ExcelデータのAnalyticsへのインポートを行うことができます。インポートされた

データを基に、1つまたは複数の新しいAnalyticsテーブルおよび関連するデータファイル( .fil)が作成され

ます。インポートされた各ワークシートが個別のAnalytics テーブルとなります。

Analytics データファイルには、元のExcelファイルから完全に独立した、Excelデータのコピーが格納され

ます。

Microsoft Excelがインストールされていないコンピューター上でも、Excelファイルからデータをインポートす

ることができます。

1つのワークシートのインポートと複数のワークシートのイン
ポート

1回の操作で複数のExcelワークシートをインポートするオプションと1つのExcelワークシートをインポー

トするオプションがあります。どちらのオプションを使用するかによって、インポート処理が多少異なってきま

す。

l 1つのワークシート –インポート処理時にソースのExcelデータを手動で定義することもできます。
l 複数のワークシート –ソースのExcelデータがAnalyticsによって自動的に定義されるので、イン

ポート処理時に手動での定義はできません。

たとえば、複数のワークシートのインポート時には、以下を行うことはできません。

l データ型やフィールド長の指定
l インポート対象からフィールドを選択的に除外する

データを Analyticsにインポート後、データ定義を［テーブルレイアウト］ダイアログボックスで必要に

応じて調整することができます。
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名前付き範囲のインポート

ワークシート全体をインポートする代わりに、ワークシートの定義された部分である、名前付き範囲をイン

ポートできます。名前付き範囲の作成については、Excelのヘルプを参照してください。

複数のワークシートの結合

複数のワークシートを個々のAnalyticsテーブルにインポート後、それらを 1つのAnalyticsテーブルに結

合できます。たとえば、12個の月次テーブルのデータをすべてのデータを含む単一の年次テーブルに結合

できます。個別のAnalyticsテーブルにインポートした後にのみ、ワークシートを組み合わせることができま

す。

複数のAnalyticsテーブルを結合する方法については、"テーブルの追加"ページ 928を参照してくださ

い。

ヒント

作業を減らすには、新しい結合されたテーブルでデータ定義に必要な調整を行う前に、

複数のテーブルを結合してみてください。

ガイドライン
Excelでデータをインポートする手順については、下のガイドラインを参照してください。

データ型と欠落データ

Excelデータをインポートする際に最適の結果を得るには、インポート対象のすべてのワークシートにおい

て次のことを確認します。

l すべての列が同じデータ型である
l 空白行や空白列がない

列と文字の最大数

Excel 2007以降

.xlsxまたは .xlsmファイルからインポートできる Excelの列の最大数、およびフィールド内の最大文字

数は特定の数に制限されません。

これらのExcelファイルの種類からのインポートは、Analyticsデータファイル( .fil)における 32 KBのレコー

ド長の制限によって制御されます。ソースExcelデータ内のいずれかのレコードによって 32 KBより長い

Analyticsレコードが作成される場合、インポートは失敗します。

251

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


メモ

新しいテーブルを Analyticsで開くとき、デフォルト ビューには最大 256個の列が表示さ

れます。テーブルにそれ以上の列がある場合は、必要に応じて、それらの列を手動で

ビューに追加することができます。

Excel 97 – 2003

.xlsファイル( Excel 97 - 2003)のインポート古い種類の処理を用いており、次を上限としています。

l 255列
l フィールドにつき 255文字
l レコードにつき 32 KB
l 65,000行

サポートされている Excelのバージョン

Excel 3.0以降の任意バージョンのデータを Excel 2016にインポートできます。

Excel 3.0より前のバージョンのデータをインポートしたい場合は、そのExcelファイルを .csvなど

Analyticsがインポートできる別のファイル形式として保存します。

Excel保護ビュー

ワークブックの保護ビューが有効な場合、analyticsはExcelワークブックからインポートできません。まず、

ワークブックで編集を有効にし、ワークブックを保存して閉じてから、インポートを実行する必要がありま

す。

WebベースのExcelファイルはサポート外

Analyticsでは、GoogleスプレッドシートなどのWebアプリケーションから作成されたExcelファイルは直

接インポートできません。まずExcelでファイルを開き、別のファイル名で保存してから、Analyticsを使用

して新しいファイルをインポートする必要があります。

上書きの動作
Excelデータをインポートし、Analytics プロジェクト内の既存のテーブルと同じ名前を持つ新しい

Analytics テーブルを作成する場合は、その既存テーブルを上書きすることもできます。

詳しく表示

上書きされるテーブルの2つの部分

Analytics テーブルの上書きは、テーブルの以下の2つの部分が上書きされるため、複雑です。
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l テーブルレイアウト。これはナビゲーターに表示される部分です。
l 関連するソースデータファイル。これはWindowsフォルダーに保存されている部分です

(テーブルレイアウトとソースデータファイルについては、"Analyticsテーブルの構造"ページ 118を参照し

てください)。

テーブルのこれら 2つの部分は、互いとは関係なく上書きされます。これら 2つの部分が新しいテーブル

の対応する部分と同じ名前を持っている場合には、古い方の2つの部分が両方とも上書きされます。こ

のシナリオは最も一般的です。

これに対し、テーブルレイアウトまたはソースデータファイルが新しいテーブルの対応する部分と異なる名

前を持つ場合は、新しいテーブルの対応する部分と同じ名前を持つ部分のみが上書きされます。

この上書き動作は、インポート対象となる Excelワークシートが1つか複数かに関係なく該当します。

複数のワークシートをインポートする場合の上書き

複数のExcelワークシートをインポートする場合、上書きの動作は［既存のテーブルを上書きする］設定

と［出力パス］設定によっても変わります。

以下のセクションでは、複数のワークシートをインポートする場合にあり得る様々な上書き結果をまとめま

す (最も一般的なシナリオから説明します)。

名前が同じ：新しいテーブル、既存のテーブルレイアウト、
既存のソースデータファイル

「出力パス」が既存のソースデータファイルと同

じ

「出力パス」が既存のソースデータファイルと異

なる

［既存のテーブルを上

書きする］がオン

o 既存のテーブルレイアウトは上書きされる
o 既存のソースデータファイルは上書きされる

o 既存のテーブルレイアウトは上書きされ、新

しいソースデータファイルにリンクされる
o 新しいソースデータファイルが作成される
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「出力パス」が既存のソースデータファイルと同

じ

「出力パス」が既存のソースデータファイルと異

なる

o 既存のソースデータファイルが保持される

が、リンク解除される

［既存のテーブルを上

書きする］がオフ

o 新しいテーブルレイアウトとソースデータファ

イルが、各名前の末尾に数字を付けて作

成される

例：

l テーブルレイアウト –Table_A2
l ソースデータファイル –Table_A2.fil

o 既存のテーブルレベルとソースデータファイ

ルが保持される

o 新しいテーブルレイアウトとソースデータファ

イルが、各名前の末尾に数字を付けて作

成される

例：

l テーブルレイアウト –Table_A2
l ソースデータファイル –Table_A2.fil

o 既存のテーブルレベルとソースデータファイ

ルが保持される

名前が異なる：既存のテーブルレイアウト

「出力パス」が既存のソースデータファイルと同

じ

「出力パス」が既存のソースデータファイルと異

なる

［既存のテーブルを上

書きする］がオン

o 新しいテーブルレイアウトが作成される
o 既存のソースデータファイルは上書きされる
o 新しいテーブルレイアウトも既存のテーブル

レイアウトもソースデータファイルにリンクされ

る

o 新しいテーブルレイアウトとソースデータファ

イルが作成される
o 既存のテーブルレベルとソースデータファイ

ルが保持される

［既存のテーブルを上

書きする］がオフ

o 新しいテーブルレイアウトとソースデータファ

イルが、各名前の末尾に数字を付けて作

成される

例：

o 新しいテーブルレイアウトとソースデータファ

イルが作成される
o 既存のテーブルレベルとソースデータファイ

ルが保持される
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「出力パス」が既存のソースデータファイルと同

じ

「出力パス」が既存のソースデータファイルと異

なる

l テーブルレイアウト –Table_A2
l ソースデータファイル –Table_A2.fil

o 既存のテーブルレベルとソースデータファイ

ルが保持される

名前が異なる：既存のソースデータファイル

「出力パス」が既存のソースデータファイルと同

じ

「出力パス」が既存のソースデータファイルと異

なる

［既存のテーブルを上

書きする］がオン

o 既存のテーブルレイアウトは上書きされ、新

しいソースデータファイルにリンクされる
o 新しいソースデータファイルが作成される
o 既存のソースデータファイルが保持される

が、リンク解除される

o 既存のテーブルレイアウトは上書きされ、新

しいソースデータファイルにリンクされる
o 新しいソースデータファイルが作成される
o 既存のソースデータファイルが保持される

が、リンク解除される

［既存のテーブルを上

書きする］がオフ

o 新しいテーブルレイアウトとソースデータファ

イルが、各名前の末尾に数字を付けて作

成される

例：

l テーブルレイアウト –Table_A2
l ソースデータファイル –Table_A2.fil

o 既存のテーブルレベルとソースデータファイ

ルが保持される

o 新しいテーブルレイアウトとソースデータファ

イルが、各名前の末尾に数字を付けて作

成される

例：

l テーブルレイアウト –Table_A2
l ソースデータファイル –Table_A2.fil

o 既存のテーブルレベルとソースデータファイ

ルが保持される
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1つのExcelワークシートのインポート
1つのExcelワークシートまたは名前付き範囲をインポートして、新しいAnalytics テーブルを作成するこ

とができます。インポート処理時にソースのExcelデータを手動で定義することもできます。

方法の説明

メモ

インポート処理を開始する前に、Excelファイルが閉じていることを確認します。

Excelファイルの特定と選択

1. [インポート > ファイル]を選択します。
2. ［定義するファイルの選択］ダイアログボックスで、Excelファイルを特定して選択し、［開く］をクリック

します。

Microsoft Excelファイルは、.xlsまたは .xlsxファイル拡張子を持ちます。

3. ［ファイル形式］ページで、［Excel ファイル］オプションが選択されていることを確認し、［次へ］をク

リックします。

インポートするワークシートの指定

1. ［データソース］ページで、インポートするワークシートまたは名前付き範囲を選択します。

メモ

名前付き範囲を表示するには、［システムテーブルのみ］を選択解除します。

ワークシートは、ワークシート名に付加されているドル記号 ( $)で識別されます。ドル記号は一時

的に追加されたものであり、Analyticsテーブル名には表示されません。

2. ページのデフォルト設定を確認し、必要な更新を行って、［次へ］をクリックします。

設定 説明

先頭の行をフィールド名と

して使用する

ワークシートまたは名前付き範囲の第 1行の値は、Analyticsテーブルレイアウトの

フィールド名として使用されます。

メモ

この設定を使用する場合、フィールド名として使用される行は、行番

号が［開始する行］で指定される行です。

開始する行

ワークシートの読み取りを開始する行番号。

この設定により、ワークシートの前半にある、インポートしたくない情報が含まれる行を

スキップできます。たとえば、ワークシートの先頭 3行にヘッダー情報が含まれている場

合、4行目からデータの読み取りを開始するには、「4」と入力します。
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設定 説明

メモ

名前付き範囲の開始行は、［開始する行］の設定値に関係なく、常

に名前付き範囲の1行目になります。

すべてのフィールドを文字

タイプとしてインポートしま

す

インポートされたすべてのフィールドに文字データ型を割り当てます。

ヒント

インポートされたすべてのフィールドに文字データ型を割り当てると、

Execelファイルのインポート処理が容易になります。

Analyticsにインポートされたデータのフィールドには、数値や日付時刻

などのさまざまなデータ型を割り当て、書式の詳細を指定することがで

きます。［

すべてのフィールドを文字タイプとしてインポートします］は、実際に文字

データ型を使用する必要がある場合に、Analyticsによって数値のデー

タ型が自動的に割り当てられた、識別子のフィールドを持つテーブルを

インポートする際に有用となります。

先頭の100 レコード

Analyticsはワークシートまたは名前付き範囲の先頭の100レコードだけを使用して、

Analyticsテーブルのフィールドのデータ型と長さを決定します。

大型のExcelファイルの場合、［先頭 100 レコード］を使用すると、インポート処理の

速度が大幅に上がります。

注意

最初の100レコードの値がすべての後続の値のデータ型と長さを正確

に反映していることが確実である場合にのみ、このオプションを選択して

ください。

先頭 100レコードの後の値が別のデータ型か、長い場合は、結果とし

て生じる Analyticsテーブルには不正確なデータや切り詰められたデー

タが含まれます。

重要なフィールドに不正確なデータや切り詰められたデータがあると、

以降のデータ分析の結果が無効になる可能性が非常に高くなりま

す。

Excelワークシートまたは

名前付き範囲全体

Analyticsはワークシートまたは名前付き範囲内のすべてのレコードを使用して、

Analyticsテーブルのフィールドのデータ型と長さを決定します。

大きいExcelファイルの場合、すべてのレコードを使用してデータ型とフィールド長を決

定すると、インポート処理の速度は大幅に低下します。

メモ

Excelデータの値のデータ型または長さが一貫しているかどうかが確か

でない場合にのみ、このオプションを選択します。

Analyticsフィールド プロパティの編集

Analyticsは、Excelデータ内の各フィールドのプロパティについて、最良の提案を行います。デフォルト設

定を受け入れることも、次の手順に従って手動でフィールドを定義することもできます。
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1. フィールドのプロパティを確認するには、［Excel Import( Excelからのインポート ) ］ページのプレ

ビューテーブルで列見出しを選択します。
2. フィールドごとに、以下に一覧されたプロパティにAnalyticsによって割り当てられた設定を確認し、

必要に応じて更新を行います。
3. プロパティの確認と編集が完了したら、［次へ］をクリックします。

プロパティ 説明

このフィールドを無視

する

フィールドのデータはインポートされません。

名前 テーブルレイアウトのフィールド名。

Analyticsで割り当てた名前をそのまま使用するか、別の名前を入力します。

列見出し デフォルトのAnalyticsビューにおけるフィールドの列見出し。

列見出しを指定しない場合は、［名前］の値が使用されます。

長さ テーブルレイアウトにおけるフィールドの長さ。文字で長さを指定します。

日付時刻フィールドに時刻データがなく、その日付の後に00:00:00 と表示されている場合は、

フィールドの長さを短くして、空の時刻データを切り捨てることができます。

メモ

最大フィールド長は 32,767文字 (非 Unicodeエディションの場合 )または 16,383
文字 ( Unicodeエディションの場合 )です。上限までのフィールド長全体が

Analyticsにインポートされますが、テーブルビューに表示されるのは最初の256文

字だけです。残りのデータも存在していて分析できますが、ビューには表示されませ

ん。データ全体を表示するには、［テーブルレイアウト］ダイアログボックスを開きま

す。

ヒント

前の画面で［先頭 100 レコード］を選択したが、このフィールドの後続の値の長さ

がわからない場合は、フィールド長を大きくしてください。

メモ

［データソース］ページで［すべてのフィールドを文字タイプとしてインポートします］を選択した場合、以下の

オプションは無効になるので適用されません。

型 Analyticsのフィールドに割り当てられるデータ型。

Analyticsによって割り当てられたデータ型を保持するか、ドロップダウンリストから適切なデータ型を

選択することができます。

値 フィールドの最初の値を表示する読み取り専用プロパティ。

この値は、行う編集に基づき動的に更新します。

10進型 (Decimal) 数値フィールドのみ。ソースデータの小数点以下桁数。

メモ

［小数位］テキスト ボックスは、数値のデータ型を選択すると自動的に表示されま

す。
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プロパティ 説明

入力形式 日付時刻フィールドのみ。ソースデータの日付時刻値の書式。

実際のデータに対応する書式を選択します。また、必要であれば、データに対応する書式を作成し

ます。指定する書式はソースデータの書式と正確に一致する必要があるためです。

日付と時刻の書式の詳細については、"ソースデータに含まれる日付および時刻データの書式"
ページ 366を参照してください。

メモ

［入力書式］テキスト ボックスは、日付時刻データ型を選択したときに自動的に表

示されます。

Analyticsデータファイルの保存

［データファイルを別名で保存］ダイアログボックスで、Analyticsデータファイルの名前を入力して［保存］
をクリックします。

Analyticsによってデータファイル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け

入れることも、あるいは変更することもできます。

Analyticsによって開かれたデフォルトのロケーションを使用しない場合は、異なるフォルダーに移動して、

データファイルを保存することもできます。

インポートの最終処理

1. ［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。

変更する場合は、［戻る］をクリックし、ウィザードの適切なページへと進みます。

2. プロジェクトに追加中のテーブル名を入力するか、デフォルトの名前を保持し、そこで、［OK］をク

リックします。

新しいAnalyticsテーブルは、インポートされたファイルからのデータと一緒に作成されます。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

複数のExcelワークシートのインポート
1つ以上のExcelファイルから複数のExcelワークシートまたは名前付き範囲を 1回の操作でインポート

します。各ワークシートまたは名前付き範囲は、Analytics プロジェクトにインポートされると、独立した

Analytics テーブルになります。
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ソースのExcelデータは、Analyticsにより自動的に定義されるため、インポート時に手動で定義すること

はできません。

データを Analyticsにインポート後、データ定義を［テーブルレイアウト］ダイアログボックスで必要に応じて

調整することができます。

方法の説明

メモ

インポート処理を開始する前に、すべてのExcelファイルが閉じていることを確認します。

インポートするワークシートと名前付き範囲のすべての最初の行は、一貫性がある方法

を使用してください。最初の行は、すべてのデータセットで、フィールド名、データのいずれ

かです。1つのインポート処理で 2つの内容を混在させないでください。

データセットの最初の行へのアプローチに一貫性がない場合、2つの別のインポート処

理を使用してください。

Excelファイルの特定と選択

1. [インポート > ファイル]を選択します。
2. ［定義するファイルの選択］ダイアログボックスで、Excelファイルを特定して選択し、［開く］をクリック

します。

Microsoft Excelファイルは、.xlsまたは .xlsxファイル拡張子を持ちます。

隣り合う複数のファイルを選択する場合は、Shiftキーを押しながらクリックします。また、隣り合って

いない複数のファイルを選択する場合は、Ctrlキーを押しながらクリックします。

3. ［ファイル形式］ページで、［Excel ファイル］オプションが選択されていることを確認し、［次へ］をク

リックします。

インポートするワークシートの指定

1. ［データソース］ページで、インポートするワークシートまたは名前付き範囲を選択します。

メモ

名前付き範囲を表示するには、［システムテーブルのみ］を選択解除します。

個々のワークシートまたは名前付き範囲を選択します。または、Excelファイル内のすべてのワーク

シートまたは名前付き範囲を選択する場合には、最初のチェックボックスをオンにします。

ワークシートは、ワークシート名に付加されているドル記号 ( $)で識別されます。ドル記号は一時

的に追加されたものであり、結果として生じる Analyticsテーブル名には表示されません。

2. Analyticsによって割り当てられた設定を確認し、必要な更新を行って、［次へ］をクリックします。

設定 説明

テーブル名

Analytics プロジェクト内のテーブルの名前。

Analyticsによって割り当てられた名前を保持します。または、テーブル名をダブルクリックし、
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設定 説明

別の名前を入力してEnterキーを押します。

メモ

このテーブル名は、データをインポートする際に作成された新しいテーブルレ

イアウトと新しいソースデータファイルの両方に適用されます。

先頭の行をフィール

ド名として使用する

各ワークシートまたは名前付き範囲の第 1行の値は、生成されるテーブルレイアウトのフィー

ルド名として使用されます。

メモ

この設定を使用する場合、フィールド名として使用される行は、行番号が

［開始する行］で指定される行です。

この設定は、インポートするすべてのワークシートまたは名前付き範囲にグ

ローバルに適用されます。

既存のテーブルを

上書きする

Analyticsプロジェクト内の同名の既存テーブルが上書きされます。

詳細については、"上書きの動作"ページ 252を参照してください。

開始する行

ワークシートの読み取りを開始する行番号。

この設定により、ワークシートの前半にある、インポートしたくない情報が含まれる行をスキップ

できます。たとえば、各ワークシートの先頭 3行にヘッダー情報が含まれている場合、4行目

からデータの読み取りを開始するには、「4」と入力します。

メモ

名前付き範囲の開始行は、［開始する行］の設定値に関係なく、常に名

前付き範囲の1行目になります。

ファイル名を含める

Excelファイルを Analytics テーブルの名前の前に追加します。

ヒント

別のファイルのワークシートの名前が同じ場合は、Excelファイル名を前に付

けると、テーブル名の競合を回避できます。

すべてのフィールドを

文字タイプとしてイ

ンポートします

インポートされたすべてのフィールドに文字データ型を割り当てます。

ヒント

インポートされたすべてのフィールドに文字データ型を割り当てると、Execel
ファイルのインポート処理が容易になります。

Analyticsにインポートされたデータのフィールドには、数値や日付時刻など

のさまざまなデータ型を割り当て、書式の詳細を指定することができます。［

すべてのフィールドを文字タイプとしてインポートします］は、実際に文字デー

タ型を使用する必要がある場合に、Analyticsによって数値のデータ型が自

動的に割り当てられた、識別子のフィールドを持つテーブルをインポートする

際に有用となります。

先頭の100 レコー

ド

Analyticsはワークシートまたは名前付き範囲の先頭の100レコードだけを使用して、生成

する Analyticsテーブルのフィールドのデータ型と長さを決定します。
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設定 説明

大型のExcelファイルの場合、［先頭 100 レコード］を使用すると、インポート処理の速度が

大幅に上がります。

注意

初の100レコードの値がすべての後続の値のデータ型と長さを正確に反映

していることが確実である場合にのみ、このオプションを使用してください。

先頭 100レコードの後の値が別のデータ型か、長い場合は、結果として生

じる Analyticsテーブルには不正確なデータや切り詰められたデータが含まれ

ます。

重要なフィールドに不正確なデータや切り詰められたデータがあると、以降の

データ分析の結果が無効になる可能性が非常に高くなります。

Excelワークシート

または名前付き範

囲全体

Analyticsはワークシートまたは名前付き範囲内のすべてのレコードを使用して、生成する

Analyticsテーブルのフィールドのデータ型と長さを決定します。

大きいExcelファイルの場合、すべてのレコードを使用してデータ型とフィールド長を決定する

と、インポート処理の速度は大幅に低下します。

メモ

ワークシートの列内の値のデータ型または長さが一貫しているかどうかが確か

でない場合に、このオプションを使用してください。

出力パス

新しいAnalytics データファイル( .fil)を保存するフォルダーを指定します。

［出力パス］を空白のままにした場合には、Analytics データファイルはAnalytics プロジェクト

が格納されているフォルダーに保存されます。

インポートの最終処理

［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。

変更する場合は、［戻る］をクリックし、ウィザードの適切なページへと進みます。

新しいAnalyticsテーブルは、インポートされたワークシートまたは名前付き範囲内のデータを使って作成

されます。

メモ

［最終］ページのテーブル名の末尾に数値が付いている場合は、同名のテーブルが既に

Analytics プロジェクトに存在しているケースで、［既存のテーブルを上書きする］をオフに

していたことを意味します。

詳細については、"上書きの動作"ページ 252を参照してください。
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Microsoft Accessデータベースファイ
ルのインポート

Microsoft Accessデータベースファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成できます。

AccessファイルはAccess 2000からAccess 2010までの任意のバージョンにできます。前のバージョンの

Accessからファイルをインポートするには、Analyticsが定義およびインポートできる別のファイル形式で

ファイルを保存できます。

Microsoft Accessがインストールされていないコンピューター上でも、Accessファイルをインポートすること

ができます。

メモ

Microsoft Accessデータベースファイルからインポートするには、32ビット Microsoft
Accessデータベースエンジンがインストールされている必要があります。詳細については、

"Microsoft Accessデータベースエンジンを除外するオプション"ページ 2664を参照してく

ださい。

1. ［ファイル>新規作成 > テーブル］の順にクリックします。
2. ［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示されている場合は、［ローカル］を選択し、

［次へ］をクリックします。
3. ［ファイル］を選択して［次へ］をクリックします。
4. ［定義するファイルの選択］で、Analyticsテーブルの作成元とするファイルを探して選択し、［開く］

をクリックします。Microsoft Accessデータベースファイルは、.mdbまたは .accdb ファイル拡張子を

持ちます。
5. ［ファイル形式］ページで、［Accessデータベース］オプションが選択されていることを確認し、［次

へ］をクリックします。
6. ［データソース］ページで、次の手順を実行します。
a. インポートするテーブルまたはビューを選択します。利用可能なオプションは、［Access テーブル/

ビューの選択］リストに列挙されています。

b. テキスト フィールドからインポートされる文字の最大数を増減したい場合は、［文字フィールドの

最大長］テキスト ボックスに新しい値を入力します。

1 ～ 255文字を入力できます。

c. メモフィールドや長いテキスト フィールドからインポートされる文字の最大数を増減したい場合

は、［メモフィールドの最大長］テキスト ボックスに新しい値を入力します。

1 ～ 32767文字 (非 Unicode版のAnalytics)、または 16383文字 ( Unicode版の

Analytics)を指定できます。

d. ［次へ］をクリックします。
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7. ［データファイルを別名で保存］ダイアログボックスで、必要に応じて、Analyticsデータファイルの

ファイル名と場所を変更し、［保存］をクリックします。
8. ［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。
9. プロジェクトに追加する Analyticsテーブルの名前を入力し、［OK］をクリックします。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。
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区切り文字付きテキスト ファイルのイ
ンポート

区切り文字付きテキスト ファイルを分析のためにAnalyticsにインポートするには、多種多様なツールを

使用することができます。

機能の仕組み
データ定義ウィザードを使用することで、1つまたは複数の区切り文字付きテキスト ファイルを選択してそ

のデータを Analyticsにインポートできます。インポートされたデータを基に、1つまたは複数の新しい

Analyticsテーブルおよび関連するデータファイル( .fil)が作成されます。インポートした個々の区切り文字

付きテキスト ファイルは、個別のAnalytics テーブルとなります。

Analytics データファイルには、元の区切り文字付きテキスト ファイルから完全に独立した、区切り文字

付きデータのコピーが格納されます。

お使いのローカルコンピューターまたはネットワークドライブにある区切り文字付きテキスト ファイルをイン

ポートできます。Analytics Exchangeのユーザーは、Analyticsサーバーにある区切り文字付きテキストに

もアクセスできます。

1つのファイルのインポートと複数のファイルのインポート

1つの区切り文字付きテキスト ファイルをインポートすることも、複数の区切り文字付きファイルを 1回の

操作でインポートすることもできます。どちらのオプションを使用するかによって、インポート処理が多少異

なってきます。

l 1つのファイル –インポート処理時に、ファイルレベルのプロパティとフィールド レベルのプロパティをど

ちらも手動で定義することができます。
l 複数のファイル –インポート処理時にファイルレベルのプロパティのみを手動で定義することができま

す。フィールド レベルのプロパティは、Analyticsにより自動的に定義されるため、インポート時に手

動で定義することはできません。

たとえば、複数のファイルのインポート時に以下を行うことはできません。

l フィールドのデータ型の指定
l インポート対象からフィールドを選択的に除外する

データを Analyticsにインポート後、データ定義を［テーブルレイアウト］ダイアログボックスで必要に

応じて調整することができます。
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複数のファイルの結合

複数の区切り文字付きテキスト ファイルを個々のAnalyticsテーブルにインポート後に、それらを 1つの

Analyticsテーブルとして結合できます。たとえば、12個の月次テーブルのデータをすべてのデータを含む

単一の年次テーブルに結合できます。ファイルを結合できるのは、それらのファイルを個別のAnalytics
テーブルにインポートした後に限ります。

複数のAnalyticsテーブルを結合する方法については、"テーブルの追加"ページ 928を参照してくださ

い。

ヒント

作業を減らすには、新しい結合されたテーブルでデータ定義に必要な調整を行う前に、

複数のテーブルを結合してみてください。

区切り文字付きのテキスト ファイルの構造化
区切り文字付きテキスト ファイルのファイル拡張子は通常、.txtまたは .csvですが、他のファイル拡張子

も使用できます。区切り文字付きテキスト ファイルは、主にスプレッドシートやデータベースアプリケーショ

ンからデータを Analyticsにインポートするために使用します。データベースまたはスプレッドシートの各行は

それぞれ区切り文字付きテキスト ファイルの1行となり、各行または各レコードが行区切り文字で区切ら

れます。有効な行区切り文字：
l CR –キャリッジ リターン
l LF –改行
l CRLF –キャリッジ リターン改行 (標準 DOS/Windows文字シーケンス)

フィールド区切り文字

区切り文字付きテキスト ファイルの各レコードのフィールドはフィールド区切り文字で区切られます。主に

3種類の区切り文字付きファイルがあります。これらはそれぞれ使用する次のようなフィールド区切り文字

に基づいています。

l カンマ区切り( .csv) –各レコード内のフィールドを区切るためにカンマが使用されます。
l タブ区切り –各レコード内のフィールドを区切るためにタブが使用されます。
l テキスト ファイル( .txt) –カンマ、タブ、または別のフィールド区切り文字が、各レコードのフィールドを

区切るために使用されます。その他、一般的なフィールド区切り文字にはスペース、パイプ( |)およ

びセミコロン( ;)があります。

テキスト修飾子文字

フィールド区切り文字が使用されている場合、テキスト修飾子文字を使用して文字フィールド値を囲

み、その値をフィールド区切り文字と区別します。一般的なテキスト修飾子は二重引用符 ( " ")または一

重引用符 ( ' ')です。
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たとえば、カンマがフィールド区切り文字の場合に、値 $1,000をテキスト修飾子で囲んで "$1,000" とす
ると、元の値は、2つの値 ( $1と000)ではなく、単一の値として解釈されます。

区切られたテキスト ファイル

次の例では、区切り文字付きテキスト ファイルの最初の4件の行を表示します。

l 最初の行にはフィールド名が格納されています。
l フィールド区切り文字はカンマです。各行には 7つのフィールドがありカンマで区切られてい

ます。
l テキスト修飾子は二重引用符です。各行の最後のフィールドにはテキスト修飾子があり、

ドルの値に含まれるカンマはフィールド区切り文字としては解釈されません。

First_Name,Last_Name,CardNum,EmpNo,HireDate,Salary,Bonus_2011
Lila,Remlawi,8590122497663807,000008,12/28/2007,52750,"$1,405.40"
Vladimir,Alexov,8590122281964011,000060,10/5/2007,41250,"$4,557.43"
Alex,Williams,8590124253621744,000104,8/12/2010,40175,"$7,460.02"

上書きの動作
区切り文字付きデータをインポートし、Analytics プロジェクト内の既存のテーブルと同じ名前を持つ新し

いAnalytics テーブルを作成する場合は、その既存のテーブルが上書きされます。

詳しく表示

上書きされるテーブルの2つの部分

Analytics テーブルの上書きは、テーブルの以下の2つの部分が上書きされるため、複雑です。

l テーブルレイアウト。これはナビゲーターに表示される部分です。
l 関連するソースデータファイル。これはWindowsフォルダーに保存されている部分です

(テーブルレイアウトとソースデータファイルについては、"Analyticsテーブルの構造"ページ 118を参照し

てください)。

テーブルのこれら 2つの部分は、互いとは関係なく上書きされます。これら 2つの部分が新しいテーブル

の対応する部分と同じ名前を持っている場合には、古い方の2つの部分が両方とも上書きされます。こ

のシナリオは最も一般的です。

これに対し、テーブルレイアウトまたはソースデータファイルが新しいテーブルの対応する部分と異なる名

前を持つ場合は、新しいテーブルの対応する部分と同じ名前を持つ部分のみが上書きされます。

この上書き動作は、インポートする区切り文字付きテキスト ファイルが1つか複数かに関係なく該当しま

す。
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複数の区切り文字付きテキスト ファイルをインポートする場
合の上書き

複数の区切り文字付きテキスト ファイルをインポートする場合、上書きの動作は［既存のテーブルを上

書きする］設定と［出力パス］設定によって変わります。

以下のセクションでは、複数の区切り文字付きテキスト ファイルをインポートする場合にあり得るさまざま

な上書き結果をまとめます (最も一般的なシナリオから説明します)。

名前が同じ：新しいテーブル、既存のテーブルレイアウト、
既存のソースデータファイル

「出力パス」が既存のソースデータファイルと同

じ

「出力パス」が既存のソースデータファイルと異

なる

［既存のテーブルを上

書きする］がオン

o 既存のテーブルレイアウトは上書きされる
o 既存のソースデータファイルは上書きされる

o 既存のテーブルレイアウトは上書きされ、新

しいソースデータファイルにリンクされる
o 新しいソースデータファイルが作成される
o 既存のソースデータファイルが保持される

が、リンク解除される

［既存のテーブルを上

書きする］がオフ

o "既存のファイルまたはテーブル名が検出さ

れました"というエラーメッセージが表示され

る

o "既存のファイルまたはテーブル名が検出さ

れました"というエラーメッセージが表示され

る
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名前が異なる：既存のテーブルレイアウト

「出力パス」が既存のソースデータファイルと同

じ

「出力パス」が既存のソースデータファイルと異

なる

［既存のテーブルを上

書きする］がオン

o 新しいテーブルレイアウトが作成される
o 既存のソースデータファイルは上書きされる
o 新しいテーブルレイアウトも既存のテーブル

レイアウトもソースデータファイルにリンクされ

る

o 新しいテーブルレイアウトとソースデータファ

イルが作成される
o 既存のテーブルレベルとソースデータファイ

ルが保持される

［既存のテーブルを上

書きする］がオフ

o "既存のファイルまたはテーブル名が検出さ

れました"というエラーメッセージが表示され

る

o 新しいテーブルレイアウトとソースデータファ

イルが作成される
o 既存のテーブルレベルとソースデータファイ

ルが保持される
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名前が異なる：既存のソースデータファイル

「出力パス」が既存のソースデータファイルと同

じ

「出力パス」が既存のソースデータファイルと異

なる

［既存のテーブルを上

書きする］がオン

o 既存のテーブルレイアウトは上書きされ、新

しいソースデータファイルにリンクされる
o 新しいソースデータファイルが作成される
o 既存のソースデータファイルが保持される

が、リンク解除される

o 既存のテーブルレイアウトは上書きされ、新

しいソースデータファイルにリンクされる
o 新しいソースデータファイルが作成される
o 既存のソースデータファイルが保持される

が、リンク解除される

［既存のテーブルを上

書きする］がオフ

o "既存のファイルまたはテーブル名が検出さ

れました"というエラーメッセージが表示され

る

o "既存のファイルまたはテーブル名が検出さ

れました"というエラーメッセージが表示され

る

1つの区切り文字付きテキスト ファイルのイン
ポート
1つの区切り文字付きテキスト ファイルをインポートして新しいAnalyticsテーブルを作成します。インポー

ト処理時に、ファイルレベルのプロパティとフィールド レベルのプロパティをどちらも手動で定義することがで

きます。

方法の説明
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1つの区切り文字付きファイルの検索と選択

1. [インポート > ファイル]を選択します。
2. ［定義するファイルの選択］ダイアログボックスで、区切り文字付きテキスト ファイルを探して選択

し、［開く］をクリックします。

区切り文字付きテキスト ファイルには、.txtや.csvなど、複数の異なるファイル拡張子を使用

できます。

区切り文字付きファイルのプロパティの指定

1. ［文字セット］ページで、正しい文字セット オプションが選択されていることを確認し、［次へ］をク

リックします。
2. ［ファイル形式］ページで、［区切り文字付きテキスト ファイル］オプションが選択されていることを確

認し、［次へ］をクリックします。
3. ［区切り文字付きファイルのプロパティ］ページで、Analyticsによって、以下に一覧されたプロパティ

へと割り当てられた設定をレビューし、必要な更新を行い、［次へ］をクリックします。

プロパティ 説明

開始する行 ファイルの読み取りを開始する行番号。

この設定により、インポートしない情報を含むファイルが始まる行をスキップできます。たとえ

ば、ファイルの先頭 3行にヘッダー情報が含まれている場合、4行目からデータの読み取りを

開始するには、「4」と入力します。

フィールド幅 プレビューテーブルの選択された列見出しに、結果として得られるテーブルレイアウトのフィー

ルド長を指定します。文字数を指定します。

Analyticsは、フィールドの最長値に一致する長さを自動的に割り当てます。割り当てられた

長さを維持するか、別の長さを指定することができます。指定されたフィールド長を超える

フィールド値は、結果 Analyticsテーブルで切り捨てられます。

ヒント

更新されたソースデータから結果として得られる Analyticsテーブルを定期

的に更新する、またはインポート コマンドを再利用する予定である場合は、

Analyticsによって割り当てられたものより長いフィールド長を入力します。

ソースデータの更新された値が現在のいずれかの値より長い場合は、それよ

り長いフィールド長によって余分のスペースが与えられます。

メモ

最大フィールド長は 32,767文字 (非 Unicodeエディションの場合 )または

16,383文字 ( Unicodeエディションの場合 )です。上限までのフィールド長全

体がAnalyticsにインポートされますが、テーブルビューに表示されるのは最

初の256文字だけです。残りのデータも存在していて分析できますが、

ビューには表示されません。データ全体を表示するには、［テーブルレイアウ

ト］ダイアログボックスを開きます。

先頭の行をフィール

ド名として使用する

ファイルの1行目の値は、生成されるテーブルレイアウトのフィールド名として使用されます。
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プロパティ 説明

メモ

この設定を使用する場合、フィールド名として使用される行は、行番号が

［開始する行］で指定される行です。フィールド名が正しくない場合は、

［データ定義ウィザード］の後続ページで更新できます。

連続した修飾子は

1文字として扱う

重複する修飾文字が無視されます。

たとえば、"Diligent Corporation""( 2つの二重引用符で終わっています)は、このオプションが

オンの場合には、"Diligent Corporation" と同等になります。

フィールドの区切り

文字

ファイルのフィールドを区切る文字であり、以下のものがあります。

o カンマ
o TAB
o セミコロン
o その他 –フィールドの区切り文字として使用する文字を指定することができます。

テキスト修飾子 フィールドに含まれる値を特定するテキスト記号であり、以下のものがあります。

o 二重引用符
o 引用符
o なし –テキスト修飾子が使用されないことを示します
o その他 –テキスト修飾子として使用する文字を指定できます。

キャリッジ リターンの

削除およびライン

フィードの削除

キャリッジ リターン( CR)やラインフィード( LF)文字の配置が誤ってインポートされたデータをク

レンジングします。

CR/LFの配置が正しくないと、レコード内の改行が正しくなくなる可能性があります。有効化

されると、このオプションはCR/LF文字をスペースで置き換えます。テキスト修飾子のペアの

中に発生するCR/LF文字のみが置き換えられます。

Windowsファイルの場合、［キャリッジ リターンの削除］と［ラインフィードの削除］の両方を選

択します。

［テキスト修飾子］が "なし"である場合は、これら 2つのオプションは無効になっています。

すべての文字タイプ

( 「すべて文字型」

の意 )

インポートされたすべてのフィールドに文字データ型を割り当てます。

ヒント

インポートされたすべてのフィールドに文字データ型を割り当てると、区切り文

字付きテキスト ファイルのインポート処理が容易になります。

Analyticsにインポートされたデータのフィールドには、数値や日付時刻など

のさまざまなデータ型を割り当て、書式の詳細を指定することができます。

［すべての文字］オプションは、実際に文字データ型を使用する必要がある

場合に、Analyticsによって数値のデータ型が自動的に割り当てられた、識

別子のフィールドを持つテーブルをインポートする際に有用となります。

NULLの置換 誤って配置されてNUL文字がインポートされたデータをクレンジングします。

NUL文字の配置が正しくないと、レコード内でギャップが生じ、フィールドの分割が正しくなく

なる可能性があります。有効化されると、このオプションはNUL文字をスペースで置き換えま

す。
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Analyticsデータファイルの保存

［データファイルを別名で保存］ダイアログボックスで、Analyticsデータファイルの名前を入力して［保存］
をクリックします。

Analyticsによってデータファイル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け

入れることも、あるいは変更することもできます。

Analyticsによって開かれたデフォルトのロケーションを使用しない場合は、異なるフォルダーに移動して、

データファイルを保存することもできます。

Analyticsフィールド プロパティの編集

［フィールド プロパティの編集］ページで、Analyticsによって、以下に一覧されたプロパティへと割り当てら

れた設定をレビューし、必要な更新を行い、［次へ］をクリックします。

メモ

列に関連付けられたプロパティを確認するには、プレビューテーブルで列見出しを選択し

ます。

プロパティ 説明

このフィールドを無視

する

結果として得られるテーブルレイアウトからフィールドを除外します。

このフィールドのデータは、インポートは行われますが、定義されないため、新しいAnalyticsテーブル

には表示されません。必要に応じ、あとで定義して、テーブルに追加することができます。

名前 テーブルレイアウトのフィールド名。

Analyticsで割り当てた名前をそのまま使用するか、別の名前を入力します。

列見出し デフォルトのAnalyticsビューにおけるフィールドの列見出し。

列見出しを指定しない場合は、［名前］の値が使用されます。

メモ

［区切り文字付きファイルのプロパティ］ページで［すべての文字］を選択した場合、以下のオプションは適

用されず、無効になります。

型 作成される Analyticsテーブルのフィールドに割り当てられるデータ型。

Analyticsによって割り当てられたデータ型を保持するか、ドロップダウンリストから適切なデータ型を

選択することができます。

Analyticsでサポートされているデータ型の詳細については、"Analyticsのデータ型"ページ 811を参

照してください。

値 フィールドの最初の値を表示する読み取り専用プロパティ。

この値は、行う編集に基づき動的に更新します。

10進型 (Decimal) 数値フィールドのみ。ソースデータの小数点以下桁数。
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プロパティ 説明

メモ

［小数位］テキスト ボックスは、数値のデータ型を選択すると自動的に表示されま

す。

入力形式 日付時刻フィールドのみ。ソースデータの日付時刻値の書式。

指定する書式はソースデータの書式と正確に一致する必要があります。

日付と時刻の書式の詳細については、"ソースデータに含まれる日付および時刻データの書式"
ページ 366を参照してください。

インポートの最終処理

1. ［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。

変更する場合は、［戻る］をクリックし、ウィザードの適切なページへと進みます。

2. プロジェクトに追加中のテーブル名を入力するか、デフォルトの名前を保持し、そこで、［OK］をク

リックします。

新しいAnalyticsテーブルは、インポートされたファイルからのデータと一緒に作成されます。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

複数の区切り文字付きテキスト ファイルのイン
ポート
1回の操作で複数の区切り文字付きテキスト ファイルをインポートします。各区切り文字付きファイル

は、Analytics プロジェクトにインポートされると、独立したAnalytics テーブルになります。

インポート処理時にファイルレベルのプロパティのみを手動で定義することができます。フィールド レベルの

プロパティは、Analyticsにより自動的に定義されるため、インポート時に手動で定義することはできませ

ん。

データを Analyticsにインポート後、データ定義を［テーブルレイアウト］ダイアログボックスで必要に応じて

調整することができます。

方法の説明
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メモ

インポートするファイルのすべての最初の行の内容は、一貫している必要があります。最

初の行は、すべてのファイルにおいて、フィールド名またはデータのいずれかにする必要が

あります。1つのインポート処理で 2つの内容を混在させないでください。

ファイルの最初の行の内容が一貫していない場合は、2つの異なるインポート処理を

行ってください。

複数の区切り文字付きファイルの検索と選択

1. [インポート > ファイル]を選択します。
2. ［定義するファイルの選択］ダイアログボックスで、区切り文字付きテキスト ファイルを探して選択

し、［開く］をクリックします。

以下のファイル拡張子を持つ区切り文字付きテキスト ファイルがサポートされていま

す。.txt、.csv、.del、.dat

隣り合う複数のファイルを選択する場合はShiftキーを押しながらクリックし、隣り合っていない複

数のファイルを選択する場合はCtrlキーを押しながらクリックします。

最初のインポート準備を行う

1. ［区切り文字付きファイルのプロパティ］ページで、インポートするファイルを選択します。

デフォルトで選択されているファイルをそのまま使用することも、インポートしたくない任意のファイル

を選択解除することもできます。すべてのファイルを選択解除するか選択する場合は、最初の

チェックボックスをオンにします。

2. Analyticsによって割り当てられた設定を確認し、必要な更新を行って、［次へ］をクリックします。

設定 説明

テーブル名

Analytics プロジェクト内のテーブルの名前。

Analyticsによって割り当てられた名前を保持します。または、テーブル名をダブルクリックし、

別の名前を入力してEnterキーを押します。

メモ

このテーブル名は、データをインポートする際に作成された新しいテーブルレ

イアウトと新しいソースデータファイルの両方に適用されます。

既存のテーブルを

上書きする

Analyticsプロジェクト内の同名の既存テーブルが上書きされます。

詳細については、"上書きの動作"ページ 267を参照してください。

出力パス

新しいAnalytics データファイル( .fil)を保存するフォルダーを指定します。

［出力パス］を空白のままにした場合には、Analytics データファイルはAnalytics プロジェクト

が格納されているフォルダーに保存されます。

3. "既存のファイルまたはテーブル名が検出されました"というエラーメッセージが表示されたら、［OK］
をクリックし、以下のいずれかまたは両方を行います。
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l 既存のテーブルレイアウトまたは同名の関連するデータファイルを上書きしても構わない場合

は、［既存のテーブルを上書きする］をオンにします。

l 既存の任意のテーブルレイアウトまたは関連するデータファイルが上書きされないように、イン

ポートするテーブルの名前を［テーブル名］の設定で必要に応じて変更します。

4. ［確認］ダイアログボックスにおいて、続行する場合は［はい］、戻ってファイルの選択を変更する場

合は［いいえ］をクリックします。

区切り文字付きファイルのプロパティの指定

メモ

指定したプロパティは、インポートするすべてのファイルに適用されます。ファイルの構造が

一貫していない場合は、一部のファイルのプロパティが不正になるため、インポートで問

題が発生します。

1. ［区切り文字付きファイルのプロパティ］ページで、Analyticsによって、以下に一覧されたプロパティ

へと割り当てられた設定をレビューし、必要な更新を行い、［次へ］をクリックします。

プロパティ 説明

開始する行 ファイルの読み取りを開始する行番号。

この設定により、ファイルの前半にある、インポートしたくない情報が含まれる行をスキップでき

ます。たとえば、各ファイルの先頭 3行にヘッダー情報が含まれている場合、4行目からデー

タの読み取りを開始するには、「4」と入力します。

フィールド幅 プレビューテーブルの選択された列見出しに、結果として得られるテーブルレイアウトのフィー

ルド長を指定します。文字数を指定します。

Analyticsは、フィールドの最長値に一致する長さを自動的に割り当てます。割り当てられた

長さを維持するか、別の長さを指定することができます。指定されたフィールド長を超える

フィールド値は、結果 Analyticsテーブルで切り捨てられます。

ヒント

更新されたソースデータから結果として得られる Analyticsテーブルを定期

的に更新する、またはインポート コマンドを再利用する予定である場合は、

Analyticsによって割り当てられたものより長いフィールド長を入力します。

ソースデータの更新された値が現在のいずれかの値より長い場合は、それよ

り長いフィールド長によって余分のスペースが与えられます。

メモ

最大フィールド長は 32,767文字 (非 Unicodeエディションの場合 )または

16,383文字 ( Unicodeエディションの場合 )です。上限までのフィールド長全

体がAnalyticsにインポートされますが、テーブルビューに表示されるのは最

初の256文字だけです。残りのデータも存在していて分析できますが、

ビューには表示されません。データ全体を表示するには、［テーブルレイアウ

ト］ダイアログボックスを開きます。

先頭の行をフィール 各ファイルの1行目の値は、生成されるテーブルレイアウトのフィールド名として使用されま
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プロパティ 説明

ド名として使用する す。

メモ

この設定を使用する場合、フィールド名として使用される行は、行番号が

［開始する行］で指定される行です。

この設定は、インポートするすべてのファイルにグローバルに適用されます。

連続した修飾子は

1文字として扱う

重複する修飾文字が無視されます。

たとえば、"Diligent Corporation""( 2つの二重引用符で終わっています)は、このオプションが

オンの場合には、"Diligent Corporation" と同等になります。

フィールドの区切り

文字

ファイルのフィールドを区切る文字であり、以下のものがあります。

o カンマ
o TAB
o セミコロン
o その他 –フィールドの区切り文字として使用する文字を指定することができます。

テキスト修飾子 フィールドに含まれる値を特定するテキスト記号であり、以下のものがあります。

o 二重引用符
o 引用符
o なし –テキスト修飾子が使用されないことを示します
o その他 –テキスト修飾子として使用する文字を指定できます。

キャリッジ リターンの

削除およびライン

フィードの削除

キャリッジ リターン( CR)やラインフィード( LF)文字の配置が誤ってインポートされたデータをク

レンジングします。

CR/LFの配置が正しくないと、レコード内の改行が正しくなくなる可能性があります。有効化

されると、このオプションはCR/LF文字をスペースで置き換えます。テキスト修飾子のペアの

中に発生するCR/LF文字のみが置き換えられます。

Windowsファイルの場合、［キャリッジ リターンの削除］と［ラインフィードの削除］の両方を選

択します。

［テキスト修飾子］が "なし"である場合は、これら 2つのオプションは無効になっています。

すべての文字タイプ

( 「すべて文字型」

の意 )

インポートされたすべてのフィールドに文字データ型を割り当てます。

ヒント

インポートされたすべてのフィールドに文字データ型を割り当てると、区切り文

字付きテキスト ファイルのインポート処理が容易になります。

Analyticsにインポートされたデータのフィールドには、数値や日付時刻など

のさまざまなデータ型を割り当て、書式の詳細を指定することができます。

［すべての文字］オプションは、実際に文字データ型を使用する必要がある

場合に、Analyticsによって数値のデータ型が自動的に割り当てられた、識

別子のフィールドを持つテーブルをインポートする際に有用となります。

NULLの置換 誤って配置されてNUL文字がインポートされたデータをクレンジングします。

NUL文字の配置が正しくないと、レコード内でギャップが生じ、フィールドの分割が正しくなく
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プロパティ 説明

なる可能性があります。有効化されると、このオプションはNUL文字をスペースで置き換えま

す。

インポートの最終処理

［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。

変更する場合は、［戻る］をクリックし、ウィザードの適切なページへと進みます。

新しいAnalyticsテーブルは、インポートされたファイルからのデータを使って作成されます。
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印刷イメージ(レポート )ファイルと
PDFファイルの定義とインポート
印刷イメージファイル(レポート ファイルとも呼ばれる)は、印刷されたレポートの電子的なコピーです。

Adobe PDFファイルは、標準のPDF形式で保存されたアプリケーションファイルまたはスキャンされたファ

イルです。印刷イメージファイルまたはPDFファイルを定義およびインポートする方法は、ほとんど同じで

す。このため、このセクションのほとんどのトピックが両方のファイル形式に該当します。

PDFは印刷イメージファイルよりも定義とインポートの手順が難しくなる場合があります。これは、ソース

PDFで正しく整列しているように見えるデータ列でも、AnalyticsがPDFを解析 (ファイル定義処理の一

部 )した後にずれが生じる可能性があるためです。AnalyticsにはXpdfとVeryPDFの2つのPDFパー

サーがあります。両方のパーサーを試し、どちらの方がより良い結果をもたらすかを確認できます。

注意

コントロール合計を使用し、インポートされた印刷イメージファイルまたはPDFファイルか

ら作成されたAnalyticsテーブルに、ソースファイルのすべてのデータが含まれることを検

証します。印刷イメージファイルまたはPDFファイルを定義するときには、誤ってレコード

を除外する可能性があります。分析を開始する前に、Analyticsに完全なデータセット

があることを必ず確認してください。

印刷イメージファイルまたはPDFファイルを正
しく定義するための重要な点
印刷イメージファイルまたはPDFファイルの定義には注意が必要です。科学的というより技術的な部分

があり、効果的な手法を計画するためには、ソースファイル内のデータの配置を注意深く分析することが

求められます。一般的に、印刷イメージファイルまたはPDFファイルのデータの配置は、他のファイル形式

の配置よりも標準化されていません。このため、定義処理が複雑になります。定義を成功させるには、繰

り返し処理が必要になることがあります。

以下に、スムーズに処理を進めるために役立つ重要な点や手法を概説します。ファイルを定義する前、

定義するとき、または問題が発生した場合は、以下の点をよく確認することをお勧めします。

一般的な点

l "ファイル定義の処理は反復的"見開きページ
l "繰り返し実践することで上達する"見開きページ

整列していないデータ

l "整列していないデータへの対処"ページ 281

フィールドとレコード

l "フィールドは水色、レコードは灰色、未定義データは白色"ページ 282
l "詳細、ヘッダー、フッターの3種類のデータを定義できる"ページ 283
l "ソースファイルのフィールド名を選択しない"ページ 286
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レコードの取り込み

l "レコードのセットを取り込むための一意の値を指定する"ページ 286
l "一意の値を選択するためのヒント "ページ 287
l "レコードのセットを正確に取り込む"ページ 288
l "複数の条件を使用してレコードのセットを取り込む"ページ 291
l "ファイル全体のレコード定義とフィールド定義を確認する"ページ 292
l "複数行のレコードおよびフィールドを定義できる"ページ 292

その他の考慮事項

l "必要なデータのみを定義してインポートする"ページ 292
l "結果のAnalyticsテーブルのフィールドの順序を制御する"ページ 292
l "Analyticsが行う可能性があるファイルの自動定義"ページ 293
l "コントロール合計を使用して、結果のAnalyticsテーブルを検証する"ページ 293

一般的な点

ファイル定義の処理は反復的

通常、印刷イメージファイルまたはPDFファイルの適切な定義には繰り返し作業が伴い、ある程度の試

行錯誤が必要な場合もあります。次の個別のタスクの一部またはすべてを実行する必要があります。

l 1つ以上のフィールドを定義する
l 一意の値に基づいて、詳細レコードのセットを定義する
l 1つ以上のヘッダーレコードまたはフッターレコードを定義する
l 取り込まれたレコード セットを調整するための条件を修正または作成する
l 各フィールド定義およびレコード定義の正確性を確認する
l 不正確なフィールド定義またはレコード定義を編集する
l 整列していないデータを処理する方法の1つとして、ファイルを複数回処理する

繰り返し実践することで上達する

印刷イメージファイルまたはPDFファイルの定義 (特に、整列していないデータがあるファイルの定義 )は、

最初はかなり難しく感じるかもしれません。実践を積むことで、ソースファイルのデータの構造を見極め、

定義するための適切な方法を見つけることがうまくなります。

Analyticsに含まれている以下の2つのサンプルファイルを使用して実践できます。

l REPORT3.TXTは簡単に定義できます。Analyticsはファイルの詳細レコードを自動定義しますが、

エラーが含まれるため、自動定義を編集する必要があります。
l Inventory.pdfの定義はより難しくなります(ページごとにファイルを解析する場合を除く)。これ

は整列していないデータが含まれているためです。Analyticsはデータが整列していないファイルのど

の部分も自動定義できません。このため、一から手作業で定義を作成する必要があります。

Analyticsは別のサンプルファイルReport.txtの詳細フィールドおよびレコードは完璧に自動定義しま

す。データ定義ウィザードで Report.txtの自動定義を学習しておくと役立つこともあります。

280

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


整列していないデータ

整列していないデータへの対処

データ定義ウィザードでは、解析されたPDFまたは印刷イメージファイル( "解析されたPDFファイル内の

整列しているデータと整列していないデータ"下 を参照 )でデータ列が整列していないために、使用可能

な Analyticsテーブルの作成が難しくなったり、作業に時間がかかったりすることがあります。整列していな

いデータが重要な問題である場合は、次のいずれかの方法を検討してください。

メモ

状況に最も適した方法は、定義しようとしているデータの性質と、Analyticsにおける使

用経験によって異なります。Analyticsを使い始めたばかりならば、別の形式のデータを

要求することを検討してください。

l ファイルのソースの画面に戻って、別の形式のデータを要求します。
l 変換ソフトウェアを使用してファイルを変換してみます。たとえば、PDFファイルを Excelファイルまた

はテキスト ファイルに変換するソフトウェアなどです。変換されたファイルを Analyticsにインポートし

ます。
l PDFのデータをコピーして、テキスト エディターに貼り付けます。その後、そのテキスト ファイルを

Analyticsにインポートします。
l 次の方法の1つ以上を使用して、整列していないフィールドを定義します。

l 整列していないフィールドの左端と右端の文字を取り込むのに十分な長さがあるフィールド定義

を作成します。

l 重複フィールドの定義を作成します。

l 複数の整列していないフィールドを含めることができる、単一の長いフィールド定義を作成しま

す。

詳細については、"印刷イメージまたはPDFファイルで整列していないフィールドの定義"ページ

 326を参照してください。

l ソースファイルを 2回以上インポートします。各インポートで、レコードの異なるサブセットを定義し

ます。結果として生じる Analyticsテーブルを追加して、完全なデータセットを作成します。

詳細については、"印刷イメージまたはPDFデータのサブセットの定義とインポート "ページ 330を
参照してください。

解析されたPDFファイル内の整列しているデータと整列していないデータ

以下のように、解析されたPDFファイルの左端の2つのデータ列は整列しています。残りのデータ列は整

列していません。
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フィールドとレコード

フィールドは水色、レコードは灰色、未定義データは白色

データ定義ウィザードを使用して、印刷イメージファイルまたは解析されたPDFファイルのフィールドやレ

コードを定義するにつれて、3つの色によってデータの状態が示されます。

l 水色の強調表示は、データが定義済みフィールドの一部であることを示します。また、すべての定

義済みフィールドは定義済みレコードの一部です。
l 灰色の強調表示は、データは定義済みレコードの一部であるが、定義済みフィールドの一部では

ないことを示します。
l 白色の背景は、データが完全に未定義であることを示します。
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メモ

水色で強調表示されたフィールドのみが、結果として生じる Analyticsテーブルの一部に

なります。

定義済みレコード内の灰色で強調表示されたデータは、フィールドとしても定義されない

限り、無視されます。定義済みフィールドの間にあるレコードの灰色の部分は、結果の

Analyticsテーブルで省略されます。

完全に未定義のデータは無視されます。このようなデータを結果のAnalyticsテーブルに

含めたい場合は、フィールドやレコードを追加定義する必要があります。

定義済みフィールド、定義済みレコード、および未定義データ

詳細、ヘッダー、フッターの3種類のデータを定義できる

データ定義ウィザードでは、印刷イメージファイルまたはPDFファイル内の3種類のデータを定義できま

す。

データの種類 説明 例

での該当箇所

"PDF ファイル内の異なる種類の

データ"見開きページ

詳細データ

レコードに配置される、ファイルの

基本的な内容。

詳細データの定義は必須です。

詳細データを定義せずに、印刷イ

メージファイルまたはPDFファイル

を定義することはできません。

o クレジットカード取引
o インベントリレコード

#2、青の枠線
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データの種類 説明 例

での該当箇所

"PDF ファイル内の異なる種類の

データ"見開きページ

ヘッダーデータ

詳細レコードのブロックまたはサブ

セットの上に表示される識別情

報。

ヘッダーデータの定義は任意で

す。ヘッダー情報情報が不要な場

合は、定義する必要はありませ

ん。

o クレジット カード取引が

発生した店番号と場所
o “製品クラス”情報

#1、赤の枠線

フッターデータ

詳細レコードのブロックまたはサブ

セットの下に表示される情報。

フッターデータの定義は任意で

す。フッター情報が不要な場合

は、定義する必要はありません。

o 店別の小計されたクレ

ジット カード取引
o “クラス合計 ”

#3、アクアブルーの枠線

追加のガイドライン

l 任意の順序で、詳細、ヘッダー、またはフッターデータを定義できます。順序は強制されません。
l フィールド名を指定することもできます( "PDFファイル内の異なる種類のデータ"下 で緑色の輪郭

で示されています)。フィールド名を指定する方法は、詳細、ヘッダー、フッターデータを定義する処

理によって異なります。

メモ

ヘッダーデータを使用して、印刷イメージまたはPDFファイルに表示される可能性

があるフィールド名を定義しようとしないでください。

PDFファイル内の異なる種類のデータ

以下の例では、棚卸資産評価レポートのPDFに含まれる異なる種類のデータを強調表示しています。
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解析されたPDFファイルの詳細データとヘッダーデータ

以下の例は、データ定義ウィザードで解析されたときの棚卸資産評価レポートです。5つのフィールドを

持つ1つの詳細レコードと、2つのフィールドを持つ1つのヘッダーレコードが定義されています。
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ヘッダーおよびフッターデータの処理方法

データ定義ウィザードは、ヘッダーデータやフッターデータを、フィールドを持つレコードのように扱いますが、

結果として生じる Analyticsテーブルの実際のレコード セットになるのは詳細データのみです。定義する

ヘッダーまたはフッターデータは、詳細レコードに追加される 1つ以上のフィールドになります。

追加されたヘッダ－およびフッターフィールドは、レコードの個々のブロックまたはサブセット内のすべてのレ

コードに対して同じ値を繰り返します。たとえば、レコードのあるブロックでは "Store 3"、その次のブロックで

は "Store 4"などとなります。

ソースファイルのフィールド名を選択しない

印刷イメージまたはPDFファイルでフィールド名を選択することにより、フィールド名を定義しないでくださ

い。直観に反しているように感じるかもしれませんが、ソースファイルのフィールド名はすべて選択しないで

おいてください。代わりに、［フィールド定義］ダイアログボックスに名前を入力して、フィールド名を作成しま

す。ソースファイルのフィールド名を選択すると、Analyticsはそのフィールド名を、フィールドに含まれるデー

タとして扱います。

レコードのセットを取り込むための一意の値を指定する

レコードのセットを正確に取り込むには、レコードのセットに対して一意の値を選択または指定することが

重要です。つまり、その値は、セット内の全レコードの特定のバイト位置 (文字位置 )に現れ、ソースファ

イル内のどこか別の位置には現れません。一意の値は、1文字でも複数の文字であってもかまいませ

ん。

たとえば、"レコードのセットに対して一意の値を選択する"次のページでは、一意の値として "Unit Cost"
フィールドの小数点が選択されています。これは、フィールド内のすべての金額で同じ位置に現れ、上下

のフィールドのその位置には現れません。
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一意の値は、次の2つの場所のいずれかで選択または指定できます。

l 最初のデータフィールドの定義を開始するために選択する、最初のデータ値
l 最初のデータ値と同じ行

レコードのセットに対して一意の値を選択する

以下の例では、一意の値は最初のデータ値と同じ行にあります。最初のデータ値 (選択後、ボックスで

囲まれています)は、"Product No"フィールドの最初の製品番号です。

一意の値を選択するためのヒント

一意の値を選択するには、レコード セットの上下のデータと比較したときに、一貫して配置されている 1
つ以上の文字が一意であるか、または一意に配置されているレコード データを探します。

以下に挙げる値は、一意の値になり得る良い候補です。これらは通常、すべてのレコードで同じ位置に

現れ、レコード セット外の同じ位置には現れません。

l 数値の小数点
l 日付の1つまたは両方のスラッシュ
l ID番号の1つ以上のハイフン
l 標準の接頭辞を形成する文字列
l ヘッダーまたはフッターデータで、"Customer ID:"や "Subtotal:"のように一貫して現れるラベル

一意の値の最初の選択により、［レコード定義］ダイアログボックスで "正確に一致する"条件を作成しま

す。以下の例では、条件は、すべてのレコードがレコード セットに含まれるようにするには、小数点がバイ

ト位置 74に現れる必要があるということを示しています。
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必要に応じて、"正確に一致する"を "数字"や "空白以外"などの一般的な一致に変更することができ

ます。これにより、一意の値を指定するときの柔軟性が増します。詳細については、"レコード定義での作

業"ページ 322を参照してください。

レコードのセットを正確に取り込む

レコードのセットを正確に取り込むことは難しい場合があります。取り込むレコードのセットに対して一意だ

と思われる値を選択しても、必要なレコードの一部が取り込まれていなかったり、レコード以外の追加

データが取り込まれていたりすることを見つける場合があります。

この状況をより適切に理解するには、印刷イメージやPDFファイルを、行と列で構成されるグリッドとして

考えてみると役に立つかもしれません。各列は必ず 1つの文字または 1つのスペースであり、ファイルの一

番上からファイルの一番下まで広がっていると想像してください。
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特定の位置にある値を選択または指定して、レコードのセットを取り込む場合、Analyticsは、値を検索

するときに、ファイルの一番上から一番下まで、その位置にある任意の文字を検討対象とします。文字

は、レコード データと見なす行の外側にある場合でも検討されます。指定した値が十分に正確でない

と、レコード以外の追加のデータが取り込まれ、レコードのセットに含まれることがあります。

不正確に定義されたデータフィールド

上記の例では、レコード セットを取り込むための一意の値として、"Product No"フィールドの最初の位置

で数字の値を指定した場合、ファイル内のその位置にある数字と、製品番号の実際の最初の数字が取

り込まれます。以下の例を参照してください。
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正確に定義されたデータフィールド

しかし、フィールドの9桁すべてを含む数値を指定した場合は、意図したレコードのセットのみを取り込む

ために十分に正確な条件を作成することになります。
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複数の条件を使用してレコードのセットを取り込む

日付フィールドのスラッシュなどの1つの条件では、レコードのセットを正確に取り込むのに十分ではない

場合があります。もしかしたら、日付の値の一部が欠落しているかもしれません。あるいは、偶然、取り込

むレコード セットの外側にある、ヘッダー情報またはフッター情報内の同じ位置にスラッシュが現れる場合

もあります。このような場合は、別の条件を追加して、取り込まれたレコードのセットを微調整できます。

メモ

条件を使用して、ソースファイルの行を包含または除外することができます。

複数の条件の例：
l 日付フィールドの最初のスラッシュと日付フィールドの2番目のスラッシュを持つ行を含める
l 数値フィールドに小数点がある行を含め、"Subtotal"という単語を含む行を除外する
l 最初に指定されたバイト位置のセットに英文字がある行を含めるか、2番目に指定されたバイト

位置のセットに英文字がある行を含める

詳細については、"レコード定義での作業"ページ 322を参照してください。
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ファイル全体のレコード定義とフィールド定義を確認する

レコードとフィールドを定義するときには、必ず、ファイルをスクロールして、定義の精度を確認してくださ

い。空白の値、予期しない文字、および整列していないデータがあると、次のような問題が発生する可

能性があります。

l ファイルの一部のレコードが除外される
l レコード以外のデータがレコードとして取り込まれる
l フィールド データがフィールド定義内に不完全な状態で含まれており、値が切り捨てられる
l 2つの異なるフィールドのデータが1つのフィールド定義に表示される

レコード定義が正しくない場合は、レコードのセットを取り込むために使用する条件を変更または作成す

る必要があります。詳細については、"レコード定義での作業"ページ 322を参照してください。

フィールド定義が正しくない場合は、定義を編集する必要があります。詳細については、"フィールド定義

での作業"ページ 317を参照してください。

複数行のレコードおよびフィールドを定義できる

ソースファイル内の複数行にわたるレコードやフィールドのデータを定義することができます。たとえば、各レ

コードの住所データを複数の行に配置できます。詳細については、"複数行のレコードおよびフィールドの

操作"ページ 332を参照してください。

必要なデータのみを定義してインポートする

分析に必要ではないデータフィールドを定義することで、時間を無駄にしたり、定義およびインポート処

理を複雑にしないでください。ヘッダーレコードやフッターレコードは、それらが有益な情報を加える場合

にのみ定義してください。含めるデータ要素が追加されるごとに、複雑さが増し、定義処理をより難しくす

ることがあります。

結果のAnalyticsテーブルのフィールドの順序を制御する

詳細レコードでフィールドを定義する順序が、結果のAnalyticsテーブルに表示される順序になります。

定義処理中に詳細フィールドを削除して、もう一度追加すると、元の位置が失われ、詳細フィールドの

最後に配置されます。内部的に入れ替えようと、詳細フィールドのまとまりはそのままです。

ヒント

最初の詳細フィールドを使用して詳細レコードを取り込むが、そのフィールドを結果の

Analyticsテーブルの先頭に表示したくない場合は、フィールドを使用してレコードを取り

込んだ後、フィールドを削除して再度追加します。

ヘッダーフィールドおよびフッターフィールドは、これらを定義した順序で結果のAnalyticsテーブルに表示

されます。ヘッダーフィールドとフッターフィールドは、最初の詳細フィールドを定義していない場合には詳

細フィールドの前に表示され、定義している場合には詳細フィールドの後に表示されます。
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また、印刷イメージまたはPDFファイルを Analyticsにインポートした後に、フィールドを並べ替えるオプショ

ンもあります。ビュー内で列をドラッグして、順序を変えることができます。さらに、テーブルレイアウトの

フィールドが物理的に並べ替えられている状態で新しいテーブルを作成したい場合は、ビュー単位で抽

出することもできます。詳細については、"データの抽出"ページ 201を参照してください。Analytics内で

フィールドを並べ替える方が、データ定義ウィザードで正確なフィールドの順序を維持しようとするよりも簡

単な場合があります。

Analyticsが行う可能性があるファイルの自動定義

Analyticsは、データの繰り返しパターンを特定できる場合、印刷イメージまたはPDFファイルを自動定

義することがあります。データ定義ウィザードのソースファイルの初期表示に水色のフィールド定義と灰色

のレコード定義が含まれる場合、Analyticsはファイルの一部またはすべてを自動定義しています。

ファイル全体のフィールド定義とレコード定義を確認し、自動定義が完全で正確であると判断した場合

には、ファイル定義の作業はほぼ完了しています。データ定義ウィザードの次のページに進むことができま

す。

多くの場合、Analyticsの自動定義は完全に正確ではありません。そこで、自動定義を編集するか、自

動定義全体を削除して最初から手動定義を開始するか、簡単な作業を決定する必要があります。い

つでも削除またはやり直しができるため、最初に一部を編集してみて、自分の要件と自動定義に大幅

な隔たりがある場合には、その時点で削除することができます。

メモ

詳細レコードのみが自動定義されます。ヘッダーまたはフッターデータは、必要であれば、

手動で定義してください。

コントロール合計を使用して、結果のAnalyticsテーブルを
検証する

データ分析を開始する前に、コントロール合計を使用し、印刷イメージファイルまたはPDFファイルから

作成されたAnalyticsテーブルに、ソースファイルにあるすべてのデータが含まれることを検証します。不

完全な Analytics テーブルがあると、分析が無効になります。

コントロール合計を使用してAnalyticsテーブルを検証するには

1. 次のいずれかを実行します。

l ソースファイルでレコードがグループ化されている場合は、Analyticsテーブルを分類化または要

約し、同じ方法でレコードをグループ化します。

分類化または要約を行うときには、ソースファイルの1つ以上の小計フィールドと一致する［小
計フィールド］を選択します。

詳細については、"データの分類化"ページ 1319と"データの要約"ページ 1326を参照してくださ

い。

l ソースファイルでレコードがグループ化されていない場合は、ソースファイルでも合計が算出され

ている Analyticsテーブルのフィールドを合計します。

詳細については、"フィールドの合計"ページ 908を参照してください。
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2. 結果を画面または新しいAnalyticsテーブルに出力し、Analyticsの小計または合計をソースファ

イルの数値と比較します。

すべての数値が同じ場合は、完全なデータセットがあります。

1つ以上の数値が同じではない場合、Analyticsテーブルのデータはソースファイルのデータと異

なっています。データのサブセットをインポートして、Analyticsで完全なデータセットを再作成した

場合は、Analyticsテーブルに重複するレコードが存在する可能性があります。重複レコードの削

除については、"重複の削除"ページ 1272を参照してください。

重複するレコードが問題ではない場合は、ソースファイルの定義とインポートをやり直さなければな

らない場合があります。定義をやり直す場合は、フィールド定義およびレコード定義をよく確認し、

データを正確に取り込むようにしてください。
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クイックスタート：印刷イメージまたは
PDFファイルを定義する方法
印刷イメージまたはPDFファイルを手動で定義し始めるには、初期データ値を選択してから、関連付け

られたレコードのセットを取り込みます。

l "印刷イメージまたはPDFファイルを定義するワークフロー"見開きページ - Analytics にインポート

する前に、印刷イメージまたはPDFファイルを定義するための基本ワークフローを示します。
l "クイックスタートの手順"見開きページ –画面キャプチャの段階的な手順

これらのタイプのファイルを定義する方法を理解するには、Analyticsに含まれるサンプルファイルのいずれ

かを定義してみることをお勧めします。"REPORT3.TXT"は簡単に定義できます。"Inventory.pdf"の定

義は難しくなります。
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印刷イメージまたはPDFファイルを定義する
ワークフロー

クイックスタートの手順
以下の手順は、印刷イメージまたはPDFファイルを定義する基本手順について説明します。詳細な手

順については、"印刷イメージファイルの定義とインポート "ページ 300または"PDFファイルの定義とイン
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ポート "ページ 308を参照してください。

1. ソースファイルが表示されるまで、データ定義ウィザードを進めます。

詳細な手順については、"印刷イメージファイルの定義とインポート "ページ 300または"PDFファイ

ルの定義とインポート "ページ 308を参照してください。

2. 定義する最初のフィールドの値を選択します。

以下の例では、"Product No"フィールドの最初の値が選択されています。

［フィールド定義］ダイアログボックスが表示されます。

3. フィールドの名前を入力し、必要に応じて、データ型を更新して、［OK］をクリックします。

選択した値は四角で囲まれます。

4. 選択した値またはファイルの同じ行で、取り込むレコードのセットを一意に特定する 1つ以上の文

字を選択します。

詳細については、"印刷イメージ(レポート )ファイルとPDFファイルの定義とインポート "ページ 279
を参照してください。

以下の例では、"Unit Cost"フィールドの小数点が選択されています。
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［レコード定義］ダイアログボックスが開き、最初のフィールドと、関連付けられたレコードのセットが

定義されます。

フィールドは水色、レコードは灰色で示されます。未定義のデータは白色の背景です。

5. 必要に応じて、レコード タイプを変更するか、レコードのセットを取り込むために使用される条件を

修正または作成し、［OK］をクリックします。

詳細については、"レコード定義での作業"ページ 322を参照してください。

6. 各フィールドの値を選択し、レコードの別のフィールドを定義します。

追加フィールドは自動的にレコードのセットに適合します。
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フィールド値の長さが異なる場合は、最も長い値を選択するか、あるいは余分な空白スペースを

選択してフィールド内のどこかにある長い値に対応できるようにします。

以下の例では、"Product No"、"Loc"、"Product Description"の3つのフィールドが定義されます。

7. 必要なフィールドの定義が完了したら、［次へ］をクリックします。

定義およびインポート処理の残りの手順は、Excelや区切り文字付きテキスト ファイルなどの他の

データ形式を定義およびインポートする手順と同様です。

詳細な手順については、"印刷イメージファイルの定義とインポート "見開きページまたは"PDFファ

イルの定義とインポート "ページ 308を参照してください。
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印刷イメージファイルの定義とイン
ポート

印刷イメージファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成できます。

データ定義ウィザードを使用して印刷イメージファイルを処理するときには、Analyticsがファイルのすべて

または一部を自動的に定義する場合があります。あるいは、ファイルを手動で定義しなければならない場

合があります。

メモ

印刷イメージファイルの定義は簡単ではありません。問題が発生した場合は、"印刷イ

メージ(レポート )ファイルとPDFファイルの定義とインポート "ページ 279を確認してくださ

い。

印刷イメージファイルの検索と選択
1. ［ファイル>新規作成 > テーブル］の順にクリックします。
2. ［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示されている場合は、［ローカル］を選択し、

［次へ］をクリックします。
3. ［ローカルデータソースの選択］ページで［ファイル］を選択し、［次へ］をクリックします。
4. ［定義するファイルの選択］ダイアログボックスで、Analyticsテーブルの作成元とする印刷イメージ

ファイルを探して選択し、［開く］をクリックします。

通常、印刷イメージファイルのファイル拡張子は .txtです。

5. ［文字セット］ページで、正しい文字セット オプションが選択されていることを確認し、［次へ］をクリッ

クします。
6. ［ファイル形式］ページで、［印刷イメージ(レポート )ファイル］オプションを必ず選択し、［次へ］をク

リックします。

印刷イメージファイルが解析され、［印刷イメージ ファイルの定義］ページでは解析されたファイルが

表示されます。

印刷イメージファイルの定義
1. ［印刷イメージ ファイルの定義］ページで、上下左右にスクロールし、解析されたファイルを調べま

す。

強調表示はAnalyticsではファイルに自動定義されたデータがあるかどうかを示します。
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強調表示 意味

水色の強調表示 フィールドとして自動定義されたデータ。

灰色の強調表示

レコードして自動定義されたデータ。

レコード定義は、レコードで定義されている 1つ以上のフィールドによって異なりま

す。

白色の背景

未定義のデータ。

Analyticsではデータのパターンを検出できず、自動定義できませんでした。

2. 次のいずれかを実行します。

自動定義の結果 対応

Analyticsがファイルを自動定義し、

更新する場合

Analyticsがファイル全体を完全に自動定義し、次のことをしない場合

o 汎用フィールド名の更新
o ヘッダーまたはフッターデータを詳細データに追加

に移動します"印刷イメージファイルの定義を確定する"ページ 305

Analyticsがファイルを自動定義し、

更新する場合

Analyticsがファイル全体を完全に自動定義し、次のことをする場合

o 汎用フィールド名の更新 (“Field_1”、“Field_2”など)、移動します "自
動定義の編集"見開きページ

o 詳細データにヘッダーデータまたはフッターデータを追加する場合は、

進みます。"印刷イメージファイルの手動による定義"ページ 303

ヒント

データ定義ウィザードの次のページで汎用フィールド名を更

新することもできます。この方が便利な場合があります。

自動定義にエラーが含まれる場合

自動定義

o にエラーが含まれる場合
o 必要なデータを除外します
o 必要ではないデータを含めます

次のいずれかを実行する必要があります。

o "自動定義の編集"見開きページ
o 自動定義全体の削除 "印刷イメージファイルの手動による定義"ペー

ジ 303

ヒント

自動定義に重大なエラーが含まれる場合は、自動定義全

体を削除し、ファイルを手動で定義する方が簡単な場合も

あります。

解析されたファイルが完全に未定義

の場合

解析されたファイルが完全に未定義の場合 (白色の背景 )、"印刷イメー

ジファイルの手動による定義"ページ 303
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自動定義の編集

自動定義 (または手動定義 )を編集したい場合は、［印刷イメージ ファイルの定義］ページで次のいずれ

かを実行します。

タスクの編集 説明

フィールド定義の編集

水色で強調表示されたフィールドを右クリックして、［フィールドの編集］を選択するか、フィー

ルドをダブルクリックします。

次を含む多数の変更を行うことができます。

o フィールド名の更新
o データ型の更新
o 詳細オプションの下：

l フィールド長の変更 (フィールド幅 )
l フィールドの開始位置の変更

詳細については、"フィールド定義での作業"ページ 317を参照してください。

レコード定義の編集

灰色のレコードを右クリックして、［レコードの編集］を選択するか、レコードをダブルクリックしま

す。

2つの主な変更を行うことができます。

o レコードの分類の更新。詳細、ヘッダー、フッターは任意です。
o レコードのセットを取り込むためにAnalyticsが使用する条件を修正します

詳細については、"レコード定義での作業"ページ 322を参照してください。

フィールド定義またはレコー

ド定義の削除

フィールドまたはレコードを右クリックし、［フィールドの削除］または［レコードの削除］を選択し

ます。

Analyticsテーブルに必要がないフィールド、または自動定義でエラーが発生したために手動

で定義したいフィールドの定義を削除できます。

レコード定義を削除する場合、レコードに含まれるすべてのフィールド定義も削除され、ファイ

ルのレコード定義のすべてのインスタンスが削除されます。

メモ

削除しているのは、フィールド定義またはレコード定義のみであり、実際の

データを削除しているのではありません。必要に応じて、同じフィールドまたは

レコード データを再定義できます。

ヒント

レコードを選択して削除する場合は、［レコードの編集］を選択し、レコード

のセットを取り込むためにAnalyticsで使用される条件を微調整します。

詳細については、"レコード定義での作業"ページ 322を参照してください。
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印刷イメージファイルの手動による定義

ヒント

始める前に、"クイックスタートの手順"ページ 296というスクリーンキャプチャー付きの以

下の基本的な手順をまず確認すると役立つでしょう。

メモ

保存されているフィールドとレコード定義がある場合はこれらを使用すると、印刷イメージ

ファイルを定義することもできます。

詳細については、"保存されているフィールドとレコード定義のセットを使用した印刷イ

メージファイルの定義"ページ 305を参照してください。

1. ［印刷イメージ ファイル定義］ページで、データ値を選択し、テーブル内のフィールドの1つを定義す

ることから始めます。

たとえば、SSNフィールドの社会保障番号を選択できます。データ値を選択するときには、［フィー
ルド定義］ダイアログボックスが表示されます。

ガイドライン：

l データの任意の場所で値を選択できます。テーブルの最初のフィールドを使用したり、フィールド

の最初の値を選択したりする必要はありません。

l 値には詳細データ、ヘッダーデータ、またはフッターデータを選択できます。

l フィールド名を選択しないでください。ソースファイルのすべてのフィールド名は選択しないようにし

てください。ソースファイルのフィールド名を選択すると、Analyticsはそのフィールド名を、フィール

ドに含まれるデータとして扱います。

l フィールド値の長さが異なる場合は、最も長い値を選択するか、あるいは余分な空白スペース

を選択して、フィールドの低い位置にある可能性のある、現在表示されていない長い値に対応

できるようにします。

初期データ値を使用して、レコードのセットを一意に識別する場合は、"フィールド定義での作業"
ページ 317を参照してください。

2. フィールドの名前を入力し、必要に応じて、データ型を更新して、［OK］をクリックします。
3. 選択したデータ値またはファイルの同じ行で、ソースファイルのレコードのセットを一意に識別する

文字または文字列を選択します。

たとえば次を選択します。

l 日付の値のスラッシュ
l 数値の小数点
l 選択したデータ値を含む行のいずれかの場所にある一意に識別可能な値

一意の文字を選択する場合は、［レコード定義］ダイアログボックスが開き、文字を含むすべての

レコードが灰色に強調表示されます。
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詳細については、"印刷イメージ(レポート )ファイルとPDFファイルの定義とインポート "ページ 279
を参照してください。

ソースファイルで 1行を超えているレコードを定義する必要がある場合は、"複数行のレコードおよ

びフィールドの操作"ページ 332を参照してください。

4. 必要に応じて、［レコード タイプ］を更新し、定義しているデータのタイプ(詳細、ヘッダー、または

フッター)に合わせます。
5. 必要に応じて、レコードのセットを取り込むために使用する条件を変更します。

たとえば、別の条件を追加し、最初に取り込まれたレコードの一部を省略することができます。

詳細については、"レコード定義での作業"ページ 322を参照してください。

6. ［OK］をクリックします。

定義したフィールドは水色で強調表示され、取り込まれたレコードの関連付けられたセットは灰色

で強調表示されます。

7. 上下にスクロールして、定義されたフィールドと、取り込まれたレコードの関連付けられたセットを検

証します。
8. フィールドが正しく定義されていない場合、または取り込まれたレコードのセットを調整する必要が

ある場合は、フィールドまたはレコードをダブルクリックし、［フィールド定義］ダイアログボックスまたは

［レコード定義］ダイアログボックスで必要な編集を行います。

詳細については、"フィールド定義での作業"ページ 317と"レコード定義での作業"ページ 322を参

照してください。

9. 各フィールドの代表データ値を選択し、レコードの残りのフィールドを定義します。

追加フィールドは自動的にレコードのセットに適合します。

ガイドライン：

l 結果のAnalyticsテーブルで必要なフィールドのみを定義します。

l 各フィールド定義で上下にスクロールし、定義済みのフィールドを検証します。必要に応じて定

義を編集します。

たとえば、データ値が完全にフィールドに含まれていない場合は、長さまたはフィールドの開始位

置を調整する必要があります。

詳細については、"自動定義の編集"ページ 302を参照してください。

l ソースファイルで 1行を超えているフィールド値を定義する必要がある場合は、"複数行のレ

コードおよびフィールドの操作"ページ 332を参照してください。

ヒント

詳細フィールドを定義する順序が、結果のAnalyticsテーブルに表示される順序

になります。

定義処理中に詳細フィールドを削除して、もう一度追加すると、元の位置が失わ

れ、詳細フィールドの最後に配置されます。
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10. 別のレコードを定義する場合は、手順の1 ～ 9を繰り返してください。

ガイドライン：

l データ値を選択し、レコードの新しいフィールドおよび関連付けられたセットの定義を開始すると

きには、表示されているダイアログボックスで［新規レコード］が選択されていることを確認し、

［OK］をクリックします。

l ヘッダーレコードまたはフッターレコードは複数定義できますが、詳細レコードは 1つしか定義で

きません。異なるレコード タイプを定義する順序は強制されません。

保存されているフィールドとレコード定義のセットを使用した
印刷イメージファイルの定義

印刷イメージ クエリファイルに保存されている前のファイル定義セッションからのフィールドとレコードの定義

を使用して、印刷イメージファイルを定義することができます。印刷イメージクエリファイルはすでに存在し

ている必要があり、保存されている定義は現行データと一致しなければなりません。

メモ

印刷イメージクエリファイルを読み込むと、任意の現行のフィールドとレコードの定義が削

除されます。

1. ［印刷イメージ ファイル定義］ページで［読み込み］をクリックします。
2. 以前に保存されている印刷イメージクエリファイルに移動してこれを選択し、［開く］をクリックしま

す。

定義が現在のデータに適用されます。

印刷イメージクエリファイルのファイル拡張子は .txtです。

メモ

現行データと一致する、またはほとんど一致することが分かっている定義のあるファ

イルのみを読み込んでください。

3. ファイルの読み込み後、次のいずれかを実行します。

l ファイル全体が完全に定義されている場合 –"印刷イメージファイルの定義を確定する"下
に移動します

l ファイル定義の調整が必要な場合 –"自動定義の編集"ページ 302
に移動します

印刷イメージファイルの定義を確定する

1. 省略可能。フィールドとレコード定義の現在のセットを保存する場合は、次のことを実行します。
a. ［保存］をクリックします。

b. 印刷イメージクエリファイルの名前を入力し、［保存］をクリックします。
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メモ

フィールドとレコードの定義には多くの作業を要する場合が多くあります。そのためこ

れらを保存することをお勧めします。

インポートされたデータに調整が必要で、再定義、再インポートが必要であること

が後で分かった場合は、保存されている定義はゼロから再び作成する必要はあり

ません。

2. すべてのフィールドおよびレコード定義が完了したら、［次へ］をクリックします。

メモ

必要であれば、ウィザードのこの時点に戻り、フィールドとレコードの定義を更新で

きます。

Analyticsデータファイルの保存
［データファイルを別名で保存］ダイアログボックスで、Analyticsデータファイルの名前を入力して［保存］
をクリックします。

Analyticsによってデータファイル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け

入れることも、あるいは変更することもできます。

Analyticsによって開かれたデフォルトのロケーションを使用しない場合は、異なるフォルダーに移動して、

データファイルを保存することもできます。

Analyticsフィールド プロパティの編集
［フィールド プロパティの編集］ページで、Analyticsによって、以下に一覧されたプロパティへと割り当てら

れた設定をレビューし、必要な更新を行い、［次へ］をクリックします。

メモ

列に関連付けられたプロパティを確認するには、プレビューテーブルで列見出しを選択し

ます。

プロパティ 説明

このフィールドを無視

する

結果として得られるテーブルレイアウトからフィールドを除外します。

このフィールドのデータは、インポートは行われますが、定義されないため、新しいAnalyticsテーブル

には表示されません。必要に応じ、あとで定義して、テーブルに追加することができます。

名前 テーブルレイアウトのフィールド名。

Analyticsで割り当てた名前をそのまま使用するか、別の名前を入力します。

列見出し デフォルトのAnalyticsビューにおけるフィールドの列見出し。

列見出しを指定しない場合は、［名前］の値が使用されます。
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型 Analyticsのフィールドに割り当てられるデータ型。

Analyticsによって割り当てられたデータ型を保持するか、ドロップダウンリストから適切なデータ型を

選択することができます。

Analyticsでサポートされているデータ型の詳細については、"Analyticsのデータ型"ページ 811を参

照してください。

値 フィールドの最初の値を表示する読み取り専用プロパティ。

この値は、行う編集に基づき動的に更新します。

10進型 (Decimal) 数値フィールドのみ。ソースデータの小数点以下桁数。

メモ

［小数位］テキスト ボックスは、数値のデータ型を選択すると自動的に表示されま

す。

入力形式 日付時刻フィールドのみ。ソースデータの日付時刻値の書式。

指定する書式はソースデータの書式と正確に一致する必要があります。

日付と時刻の書式の詳細については、"ソースデータに含まれる日付および時刻データの書式"
ページ 366を参照してください。

インポートの最終処理
1. ［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。

変更する場合は、［戻る］をクリックし、ウィザードの適切なページへと進みます。

2. プロジェクトに追加中のテーブル名を入力するか、デフォルトの名前を保持し、そこで、［OK］をク

リックします。

新しいAnalyticsテーブルは、インポートされたファイルからのデータと一緒に作成されます。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。
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PDFファイルの定義とインポート

Adobe PDFファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成できます。

データ定義ウィザードを使用してPDFファイルを処理するときには、Analyticsがファイルのすべてまたは一

部を自動的に定義する場合があります。あるいは、ファイルを手動で定義しなければならない場合があり

ます。

メモ

PDFファイルの定義は簡単ではありません。問題が発生した場合は、"印刷イメージ(レ
ポート )ファイルとPDFファイルの定義とインポート "ページ 279を確認してください。

PDFファイルの検索と選択
1. ［ファイル>新規作成 > テーブル］の順にクリックします。
2. ［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示されている場合は、［ローカル］を選択し、

［次へ］をクリックします。
3. ［ローカルデータソースの選択］ページで［ファイル］を選択し、［次へ］をクリックします。
4. ［定義するファイルの選択］ダイアログボックスで、Analyticsテーブルの作成元とする PDFファイル

を探して選択し、［開く］をクリックします。

Adobe PDFファイルのファイル拡張子は .pdfです。

5. ［ファイル形式］ページで、［PDF Adobe Acrobat ファイル］オプションを必ず選択し、［次へ］をクリッ

クします。

PDFファイルの定義
1. ［PDF ファイルの定義］ページで、必要に応じて、PDFファイルのパスワードを入力し、［次へ］をク

リックします。
2. すべてのページではなく、解析対象の特定のページまたはページ範囲を指定する場合は、［ペー

ジ指定］を選択し、1つ以上のページ番号を指定します。

カンマで区切られた個々のページ( 1,3,5)、ページの範囲 ( 2-7)、またはその組み合わせ( 1, 3, 5-7,
11)を指定することができます。
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ヒント

ある状況下においては、ページごとにPDFファイルを解析すると、データの配置に

ずれが生じる場合があります。

この方法を使用する場合は、ファイルを 2回以上インポートし、複数のAnalytics
テーブルを作成して、Analyticsに作成したテーブルを追加する必要があります。

詳細については、"印刷イメージまたはPDFデータのサブセットの定義とインポート "
ページ 330を参照してください。

3. ［PDFパーサー］はデフォルト設定の "Xpdf"にするか、"VeryPDF"を選択します。

初めてファイルをインポートし、特に理由がない場合は、設定を Xpdfのままにしてください。

ファイルで Xpdfを使用して、既にデータの整列に問題が発生している場合は、VeryPDFを選択

して解析結果が改善されるか確認してください。

4. ［次へ］をクリックします。

PDFファイルが解析されると［PDF ファイル定義］ページが更新され、解析されたファイルが表示さ

れます。

5. 上下左右にスクロールし、解析されたファイルを検証します。

強調表示はAnalyticsではファイルに自動定義されたデータがあるかどうかを示します。

強調表示 意味

水色の強調表示 フィールドとして自動定義されたデータ。

灰色の強調表示

レコードして自動定義されたデータ。

レコード定義は、レコードで定義されている 1つ以上のフィールドによって異なりま

す。

白色の背景

未定義のデータ。

Analyticsではデータのパターンを検出できず、自動定義できませんでした。

6. 省略可能。解析されたファイルのデータの配置がずれていた場合、［戻る］をクリックし、［PDFパー

サー］でパーサー選択を切り替え、［次へ］をクリックします。

PDFファイルは、選択したパーサーを使用して再解析されます。これにより、データの配置が向上

する場合があります。

ファイルを再解析するときには、すべての既存のフィールドおよびレコード定義が削除されます。

7. 次のいずれかを実行します。

自動定義の結果 対応

Analyticsがファイルを自動定義し、

更新する場合

Analyticsがファイル全体を完全に自動定義し、次のことをしない場合

o 汎用フィールド名の更新
o ヘッダーまたはフッターデータを詳細データに追加

に移動します"PDFファイルの定義を確定する"ページ 314
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自動定義の結果 対応

Analyticsがファイルを自動定義し、

更新する場合

Analyticsがファイル全体を完全に自動定義し、次のことをする場合

o 汎用フィールド名の更新 (“Field_1”、“Field_2”など)、移動します "自
動定義の編集"下

o 詳細データにヘッダーデータまたはフッターデータを追加する場合は、

進みます。"PDFファイルの手動による定義"次のページ

ヒント

データ定義ウィザードの次のページで汎用フィールド名を更

新することもできます。この方が便利な場合があります。

自動定義にエラーが含まれる場合

自動定義

o にエラーが含まれる場合
o 必要なデータを除外します
o 必要ではないデータを含めます

次のいずれかを実行する必要があります。

o "自動定義の編集"下
o 自動定義全体の削除 "PDFファイルの手動による定義"次のページ

ヒント

自動定義に重大なエラーが含まれる場合は、自動定義全

体を削除し、ファイルを手動で定義する方が簡単な場合も

あります。

解析されたファイルが完全に未定義

の場合

解析されたファイルが完全に未定義の場合 (白色の背景 )、"PDFファイル

の手動による定義"次のページ

自動定義の編集

自動定義 (または手動定義 )を編集したい場合は、［PDF ファイルの定義］ページで次のいずれかを実

行します。

タスクの編集 説明

フィールド定義の編集

水色で強調表示されたフィールドを右クリックして、［フィールドの編集］を選択するか、フィー

ルドをダブルクリックします。

次を含む多数の変更を行うことができます。

o フィールド名の更新
o データ型の更新
o 詳細オプションの下：

l フィールド長の変更 (フィールド幅 )
l フィールドの開始位置の変更

詳細については、"フィールド定義での作業"ページ 317を参照してください。

レコード定義の編集 灰色のレコードを右クリックして、［レコードの編集］を選択するか、レコードをダブルクリックしま
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タスクの編集 説明

す。

2つの主な変更を行うことができます。

o レコードの分類の更新。詳細、ヘッダー、フッターは任意です。
o レコードのセットを取り込むためにAnalyticsが使用する条件を修正します

詳細については、"レコード定義での作業"ページ 322を参照してください。

フィールド定義またはレコー

ド定義の削除

フィールドまたはレコードを右クリックし、［フィールドの削除］または［レコードの削除］を選択し

ます。

Analyticsテーブルに必要がないフィールド、または自動定義でエラーが発生したために手動

で定義したいフィールドの定義を削除できます。

レコード定義を削除する場合、レコードに含まれるすべてのフィールド定義も削除され、ファイ

ルのレコード定義のすべてのインスタンスが削除されます。

メモ

削除しているのは、フィールド定義またはレコード定義のみであり、実際の

データを削除しているのではありません。必要に応じて、同じフィールドまたは

レコード データを再定義できます。

ヒント

レコードを選択して削除する場合は、［レコードの編集］を選択し、レコード

のセットを取り込むためにAnalyticsで使用される条件を微調整します。

詳細については、"レコード定義での作業"ページ 322を参照してください。

PDFファイルの手動による定義

ヒント

始める前に、"クイックスタートの手順"ページ 296というスクリーンキャプチャー付きの以

下の基本的な手順をまず確認すると役立つでしょう。

メモ

保存されているフィールドとレコード定義がある場合はこれらを使用すると、PDFファイル

を定義することもできます。

詳細については、"保存されているフィールドとレコード定義のセットを使用したPDFファ

イルの定義"ページ 313を参照してください。

1. ［PDF ファイル定義］ページで、データ値を選択し、テーブル内のフィールドの1つを定義することか

ら始めます。

たとえば、SSNフィールドの社会保障番号を選択できます。データ値を選択するときには、［フィー
ルド定義］ダイアログボックスが表示されます。

ガイドライン：
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l データの任意の場所で値を選択できます。テーブルの最初のフィールドを使用したり、フィールド

の最初の値を選択したりする必要はありません。

l 値には詳細データ、ヘッダーデータ、またはフッターデータを選択できます。

l フィールド名を選択しないでください。ソースファイルのすべてのフィールド名は選択しないようにし

てください。ソースファイルのフィールド名を選択すると、Analyticsはそのフィールド名を、フィール

ドに含まれるデータとして扱います。

l フィールド値の長さが異なる場合は、最も長い値を選択するか、あるいは余分な空白スペース

を選択して、フィールドの低い位置にある可能性のある、現在表示されていない長い値に対応

できるようにします。

初期データ値を使用して、レコードのセットを一意に識別する場合は、"フィールド定義での作業"
ページ 317を参照してください。

2. フィールドの名前を入力し、必要に応じて、データ型を更新して、［OK］をクリックします。
3. 選択したデータ値またはファイルの同じ行で、ソースファイルのレコードのセットを一意に識別する

文字または文字列を選択します。

たとえば次を選択します。

l 日付の値のスラッシュ
l 数値の小数点
l 選択したデータ値を含む行のいずれかの場所にある一意に識別可能な値

一意の文字を選択する場合は、［レコード定義］ダイアログボックスが開き、文字を含むすべての

レコードが灰色に強調表示されます。

詳細については、"印刷イメージ(レポート )ファイルとPDFファイルの定義とインポート "ページ 279
を参照してください。

ソースファイルで 1行を超えているレコードを定義する必要がある場合は、"複数行のレコードおよ

びフィールドの操作"ページ 332を参照してください。

4. 必要に応じて、［レコード タイプ］を更新し、定義しているデータのタイプ(詳細、ヘッダー、または

フッター)に合わせます。
5. 必要に応じて、レコードのセットを取り込むために使用する条件を変更します。

たとえば、別の条件を追加し、最初に取り込まれたレコードの一部を省略することができます。

詳細については、"レコード定義での作業"ページ 322を参照してください。

6. ［OK］をクリックします。

定義したフィールドは水色で強調表示され、取り込まれたレコードの関連付けられたセットは灰色

で強調表示されます。

7. 上下にスクロールして、定義されたフィールドと、取り込まれたレコードの関連付けられたセットを検

証します。
8. フィールドが正しく定義されていない場合、または取り込まれたレコードのセットを調整する必要が

ある場合は、フィールドまたはレコードをダブルクリックし、［フィールド定義］ダイアログボックスまたは

［レコード定義］ダイアログボックスで必要な編集を行います。

312

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


詳細については、"フィールド定義での作業"ページ 317と"レコード定義での作業"ページ 322を参

照してください。

9. 各フィールドの代表データ値を選択し、レコードの残りのフィールドを定義します。

追加フィールドは自動的にレコードのセットに適合します。

ガイドライン：

l 結果のAnalyticsテーブルで必要なフィールドのみを定義します。

l 各フィールド定義で上下にスクロールし、定義済みのフィールドを検証します。必要に応じて定

義を編集します。

たとえば、データ値が完全にフィールドに含まれていない場合は、長さまたはフィールドの開始位

置を調整する必要があります。

詳細については、"自動定義の編集"ページ 310を参照してください。

l ソースファイルで 1行を超えているフィールド値を定義する必要がある場合は、"複数行のレ

コードおよびフィールドの操作"ページ 332を参照してください。

ヒント

詳細フィールドを定義する順序が、結果のAnalyticsテーブルに表示される順序

になります。

定義処理中に詳細フィールドを削除して、もう一度追加すると、元の位置が失わ

れ、詳細フィールドの最後に配置されます。

10. 別のレコードを定義する場合は、手順の1 ～ 9を繰り返してください。

ガイドライン：

l データ値を選択し、レコードの新しいフィールドおよび関連付けられたセットの定義を開始すると

きには、表示されているダイアログボックスで［新規レコード］が選択されていることを確認し、

［OK］をクリックします。

l ヘッダーレコードまたはフッターレコードは複数定義できますが、詳細レコードは 1つしか定義で

きません。異なるレコード タイプを定義する順序は強制されません。

保存されているフィールドとレコード定義のセットを使用した
PDFファイルの定義

印刷イメージ クエリファイルに保存されている前のファイル定義セッションからのフィールドとレコードの定義

を使用して、PDFファイルを定義することができます。印刷イメージクエリファイルはすでに存在している

必要があり、保存されている定義は現行データと一致しなければなりません。
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メモ

印刷イメージクエリファイルを読み込むと、任意の現行のフィールドとレコードの定義が削

除されます。

1. ［PDF ファイル定義］ページで［読み込み］をクリックします。
2. 以前に保存されている印刷イメージクエリファイルに移動してこれを選択し、［開く］をクリックしま

す。

定義が現在のデータに適用されます。

印刷イメージクエリファイルのファイル拡張子は .txtです。

メモ

現行データと一致する、またはほとんど一致することが分かっている定義のあるファ

イルのみを読み込んでください。

3. ファイルの読み込み後、次のいずれかを実行します。

l ファイル全体が完全に定義されている場合 –"PDFファイルの定義を確定する"下
に移動します

l ファイル定義の調整が必要な場合 –"自動定義の編集"ページ 310
に移動します

PDFファイルの定義を確定する

1. 省略可能。フィールドとレコード定義の現在のセットを保存する場合は、次のことを実行します。
a. ［保存］をクリックします。

b. 印刷イメージクエリファイルの名前を入力し、［保存］をクリックします。

メモ

フィールドとレコードの定義には多くの作業を要する場合が多くあります。そのためこ

れらを保存することをお勧めします。

インポートされたデータに調整が必要で、再定義、再インポートが必要であること

が後で分かった場合は、保存されている定義はゼロから再び作成する必要はあり

ません。

2. すべてのフィールドおよびレコード定義が完了したら、［次へ］をクリックします。

メモ

必要であれば、ウィザードのこの時点に戻り、フィールドとレコードの定義を更新で

きます。
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Analyticsデータファイルの保存
［データファイルを別名で保存］ダイアログボックスで、Analyticsデータファイルの名前を入力して［保存］
をクリックします。

Analyticsによってデータファイル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け

入れることも、あるいは変更することもできます。

Analyticsによって開かれたデフォルトのロケーションを使用しない場合は、異なるフォルダーに移動して、

データファイルを保存することもできます。

Analyticsフィールド プロパティの編集
［フィールド プロパティの編集］ページで、Analyticsによって、以下に一覧されたプロパティへと割り当てら

れた設定をレビューし、必要な更新を行い、［次へ］をクリックします。

メモ

列に関連付けられたプロパティを確認するには、プレビューテーブルで列見出しを選択し

ます。

プロパティ 説明

このフィールドを無視

する

結果として得られるテーブルレイアウトからフィールドを除外します。

このフィールドのデータは、インポートは行われますが、定義されないため、新しいAnalyticsテーブル

には表示されません。必要に応じ、あとで定義して、テーブルに追加することができます。

名前 テーブルレイアウトのフィールド名。

Analyticsで割り当てた名前をそのまま使用するか、別の名前を入力します。

列見出し デフォルトのAnalyticsビューにおけるフィールドの列見出し。

列見出しを指定しない場合は、［名前］の値が使用されます。

型 Analyticsのフィールドに割り当てられるデータ型。

Analyticsによって割り当てられたデータ型を保持するか、ドロップダウンリストから適切なデータ型を

選択することができます。

Analyticsでサポートされているデータ型の詳細については、"Analyticsのデータ型"ページ 811を参

照してください。

値 フィールドの最初の値を表示する読み取り専用プロパティ。

この値は、行う編集に基づき動的に更新します。

10進型 (Decimal) 数値フィールドのみ。ソースデータの小数点以下桁数。
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メモ

［小数位］テキスト ボックスは、数値のデータ型を選択すると自動的に表示されま

す。

入力形式 日付時刻フィールドのみ。ソースデータの日付時刻値の書式。

指定する書式はソースデータの書式と正確に一致する必要があります。

日付と時刻の書式の詳細については、"ソースデータに含まれる日付および時刻データの書式"
ページ 366を参照してください。

インポートの最終処理
1. ［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。

変更する場合は、［戻る］をクリックし、ウィザードの適切なページへと進みます。

2. プロジェクトに追加中のテーブル名を入力するか、デフォルトの名前を保持し、そこで、［OK］をク

リックします。

新しいAnalyticsテーブルは、インポートされたファイルからのデータと一緒に作成されます。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

316

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


フィールド定義での作業
フィールド定義は、印刷イメージまたはPDFファイルの単一のフィールドを表す情報です。印刷イメージま

たはPDFファイルがイメージで、フィールドとレコードを識別するメタデータがない場合、1つ以上のフィール

ド定義を指定し、ファイルのフィールドを特定し、その周りのデータまたは空白とは区別する必要がありま

す。

ファイル定義処理中に1つ以上のフィールド定義がAnalyticsによって自動的に作成されるか、あるい

は、手動でフィールド定義を作成する必要があります。

初期データ値を使用して、レコードのセットを
一意に識別する
印刷イメージまたはPDFファイルを手動で定義するには、まず、最初のデータ値を選択してから、関連

付けられるレコードのセットを取り込みます。初期データ値のすべてまたは一部を使用して、レコードのセッ

トを一意に識別する場合は、初期データ値を含むフィールドを選択するときに以下のガイドラインに従っ

てください。

l レコードのどの場所に位置しているフィールドでも可能です。レコードの最初のフィールドでなくても

かまいません。
l データに一貫した構造を持つフィールドを探します。例：

l MM/DD/YYYYなどの一貫した形式を持つ日付フィールド
l SSN(社会保障番号 )フィールド
l クレジットカード番号フィールド
l 一貫した構造の IDまたは数値フィールド

異なる内容のフィールドを使用するよりも、一貫した構造のフィールドを使用する方が成功しやす

くなります。

l フィールドで 1つ以上の一貫して配置された文字は、そのフィールドの上下のデータと比較するとき

に、一意であるか、一意に配置されている必要があります。
l 値が欠落しているフィールドは使用しないでください。値が欠落しているフィールドを使用することは

できますが、ファイル定義の処理が複雑になります。

メモ

レコードのセットを一意に識別するために使用する値は、初期データ値または初期デー

タフィールドに含める必要がありません。初期データ値を含む行のどの場所にあってもか

まいません。詳細については、"印刷イメージ(レポート )ファイルとPDFファイルの定義とイ

ンポート "ページ 279を参照してください。
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［フィールド定義］ダイアログボックス
［フィールド定義］ダイアログボックスでは、印刷イメージまたはPDFファイルのフィールドを表す情報を指

定します。

以下の図は、［フィールド定義］ダイアログボックスの［詳細オプション］が展開されている状態を示します。

次の表では、［フィールド定義］ダイアログボックスの各項目の目的が説明されています。

項目名 目的

名前 Analytics によって割り当てられた汎用フィールド名以外のフィールド名を指定します。

指定した名前は結果のAnalyticsテーブルの物理フィールド名になります。つまり、テーブルレイアウ

トのフィールド名です。

型 フィールドのデータ型を指定します。

"文字"、"数値"、および "日付時刻"から選択します。数値または日付時刻フィールドの値に一貫

性がない場合は、文字データとしてフィールドを定義し、インポートしてみることができます。

開始する行 フィールドの開始を含むレコードの行を指定します。

例：

318

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


項目名 目的

o フィールドを含む各レコードが単一の行に表示される場合、値は "1"でなければなりません。
o フィールドを含む各レコードが2行にまたがり、フィールドが2行目から開始する場合、値は "2"

でなければなりません。

開始する列 フィールドが始まるバイト位置を指定します。

たとえば、行の先頭の3つの空白スペースがフィールドの最初の文字の前にある場合は、［開始す

る列］の値は '4'(非 Unicode Analytics)または '7'( Unicode Analytics)である必要があります。

メモ

フィールドの開始位置は、定義およびインポート処理の成功にとって非常に重要

です。フィールドが定義されたら、ソースファイルをスクロールして、開始位置に

フィールドのすべての値が入ることを確認してください。必要に応じて開始位置を

調整します。

Unicodeデータでは、一般的に、奇数で開始するバイト位置を指定してください。

偶数の開始位置を指定すると、文字が正しく表示されない可能性があります。

フィールドの幅 フィールドの長さをバイト単位で指定します。

指定した長さは結果のAnalyticsテーブルの物理フィールド長になります。つまり、テーブルレイアウ

トのフィールド長です。

メモ

フィールドの長さは、定義およびインポート処理の成功にとって非常に重要です。

フィールドが定義されたら、ソースファイルをスクロールして、フィールドの長さが十分

で、すべての値がフィールドに入ることを確認してください。必要に応じて長さを調

整します。

Unicodeデータでは、偶数バイトのみを指定します。奇数バイトを指定すると、文

字が正しく表示されない可能性があります。

フィールドの高さ フィールドの単一の値を構成する行数を指定します。

例：

o 各値が単一の行に表示される場合は、フィールドの高さは "1"でなければなりません。
o 各値が2行にまたがる場合は、フィールドの高さは "2"でなければなりません。
o 各値が［ノート］フィールドの内容のように複数の行数にわたる場合は、フィールドの高さを設定

し、最大行数になる値が入るようにします(以下の「空白行で終わる」を参照 ) )。

小数点以下桁数

(数値フィールドのみ)

数値の小数点以下の桁数を指定します。

書式

(数値と日付時刻

フィールドのみ)

数値または日付時刻データの書式を指定します。

この書式は、ソースファイルの数値または日付時刻値の書式と一致する必要があります。

例：

o -1,234.00などの数値がフィールドに表示される場合は、書式 -9,999,999.99を選択または指

定する必要があります。
o 31/12/2015などの日付がフィールドに表示される場合は、書式 DD/MM/YYYYを選択または

指定する必要があります。書式でMMMを使用すると、省略名を使用する月、または完全な

名前の月と一致する必要があります。
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項目名 目的

ヒント

ソースファイルの数値または日付時刻データの書式が一貫していない場合は、文

字データとしてインポートし、結果のAnalyticsテーブルで Analytics関数を使用し

て書式のばらつきを統一することができます。

単一フィールドに変

換する

(文字フィールドのみ)

(複数行のフィールド

のみ)

ソースファイルで定義された複数行のフィールドがすべての行のデータを含む単一のフィールドとして

Analyticsにインポートされることを指定します。

たとえば、複数の行にまたがる住所データを定義する場合は、［単一のフィールドに変換する］を選

択すると、1行にすべての住所データを含む単一フィールドを作成します。

［単一のフィールドに変換する］をオフ(デフォルト設定 )にすると、複数行のフィールドが、各行に単

一行のデータを含む複数のフィールドとしてAnalyticsにインポートされます。

空白の場合は埋める 新しいフィールド値が現れるまで、現フィールド値が後続の空白値にコピーされることを指定します。

たとえば、Product Class(製品クラス)フィールドの値 "01"が製品クラス 01レコードの最初のブロック

にのみ表示される場合に、［空白の場合は埋める］を選択すると、すべてのレコードに値 "01"が表

示されます。

空白行で終わる

(複数行のフィールド

のみ)

空白の行があるときに複数行のフィールドの値が終了することを指定します。

このオプションは、複数行のフィールドの値が異なる行数にまたがるときに発生する状況に対応しま

す。［フィールドの高さ］を設定し、最大行数にまたがる値を収容できるようにする必要があります。

ただし、これにより、少ない行数の値とフィールドまたはレコードの境界の間で不一致が発生すること

があります。［空白行で終わる］を選択すると、フィールドの高さ、およびフィールドまたはレコードの境

界のサイズが動的に変更され、各値が占める行数に合うようになります。

メモ

1つ以上の空白行が複数行フィールドの各値を区切る場合にのみ、この機能は

動作します。

レポート用の列のデ

フォルト設定

o 幅
o 代替列見出し
o 合計を出力しな

い

(数値フィールドの

み)

o コントロール合計

(数値フィールドの

み)

メモ

［レポート用の列のデフォルト設定］セクションの設定は任意です。この設定はデー

タ定義ウィザードのフィールドの処理に影響しません。同じプロパティは後から

Analytics で設定できます。

フィールドが結果のAnalyticsテーブルとAnalyticsレポートのデフォルト ビューに表示されるときの

フィールドのプロパティを指定します。

o 幅 –フィールド用の表示幅をバイトで指定します。

Analyticsビューおよびレポートにフィールドの内容を表示する場合、この値は列サイズとして使

用されます。

o 代替列タイトル – Analyticsビューおよびレポートにフィールドを表示する場合、フィールド名の代

わりに使用する列見出しを指定します。
o 総計を出力しない – Analyticsレポートでフィールドの値が自動的に合計されないことを指定し

ます。

デフォルトでは、Analyticsは自動的にレポート内の数値フィールドの合計を計算します。フィー

ルドに、単価などの合計を出しても意味のないデータが含まれている場合は、この動作を止めさ

せることができます。

o コントロール合計 –フィールドをコントロール合計フィールドとして指定します。
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項目名 目的

コントロール合計は数値フィールドの値の合計です。これを使用して、データの整合性を確認す

ることができます。新規のテーブルにデータを抽出した場合、または新規のテーブルでデータを並

べ替えた場合、コントロール合計フィールドの入力値合計と出力値合計がテーブル履歴に格納

されます。入力は元テーブルを指しています。出力は新規テーブルを指しています。2つの合計

が一致する場合は、抽出または並べ替え処理で失われたデータはありません。

複数のフィールドに対してコントロール合計を指定すると、テーブル履歴はその中で開始位置が

最も左にある数値フィールドについてのみ集計を報告します。

メモ

［フィールド定義］ダイアログボックスの［コントロール合計］設定を選択しても、

印刷イメージまたはPDFファイルを Analytics にインポートするときにコントロー

ル合計は作成されません。この目的でコントロール合計を作成するには、"印
刷イメージ(レポート )ファイルとPDFファイルの定義とインポート "ページ 279を
参照してください。
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レコード定義での作業
レコード定義は、印刷イメージまたはPDFファイルのレコードのセットを取り込む情報、またはレコードの

セットを表す情報です。印刷イメージまたはPDFファイルがイメージで、フィールドとレコードを識別するメ

タデータがない場合、1つ以上のレコード定義を指定し、ファイルのレコードを特定し、その周りのデータま

たは空白とは区別する必要があります。

印刷イメージまたはPDFファイルを定義するときには、詳細レコードのセットを定義する必要があります。

ヘッダーまたはフッターレコードも定義できますが、必須ではありません。

ファイル定義処理中に詳細レコード定義がAnalyticsによって自動的に作成されるか、あるいは、手動

で 1つ以上のレコード定義を作成する必要があります。

初期データ値の選択から開始する
レコード定義では、最初に初期データフィールドの初期データ値を選択します。初期データ値または初

期データ値を含む行の文字はレコード定義の基礎となるもので、初期データフィールドに関連付けられ

たレコードのセットを特定します。詳細については、"印刷イメージ(レポート )ファイルとPDFファイルの定

義とインポート "ページ 279を参照してください。

初期データフィールドと、関連付けられたレコードのセットが定義されたら、レコードの残りの部分を個別

のデータ要素に分割するために必要な数の追加フィールド定義を指定します。

［レコード定義］ダイアログボックス
［レコード定義］ダイアログボックスでは、ソースファイルのレコードのセットを表す情報を指定します。次の

2つの主要なタスクを実行できます。

l 詳細、ヘッダー、またはフッターというレコードが表すデータのタイプを指定する
l レコードのセットを取り込むために使用する条件を変更または作成する

何もない状態から開始するわけではありません。Analyticsでは既に一部の情報が指定されており、通

常はこれを微調整するか追加する必要があります。

以下の図は、［レコード定義］ダイアログボックスで、2つの条件が設定され、3つのメニューが開いている

ところを示します。それらのメニューと、隣接するテキスト フィールドを使用して、レコードのセットを取り込む

条件を修正または作成します。
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［レコード定義］ダイアログボックスには次の要素があります。

1. レコード タイプの指定
2. 個別の条件
3. 条件ビルダー

次の表では、［レコード定義］ダイアログボックスの各項目の目的が説明されています。

項目名 目的

レコード タイプ：

o 詳細

o ヘッダー

o フッター

詳細、ヘッダー、またはフッターというレコードが表すデータのタイプを指定します。

o レコード明細 -ファイルの主要な情報

たとえば、期限の過ぎた請求書を一覧表示するファイルでは、請求書のエントリが詳細レコード

になります。詳細レコードのセットはファイルで 1つだけ定義できます。

o ヘッダーレコード -明細レコードのブロックまたはサブセットの上に表示される識別情報

たとえば、各顧客の会計情報 (ヘッダーレコード)に続いて、各顧客の未払いの請求書 (詳細レ

コード)の一覧を記載するファイルがあるかもしれません。必要であれば、2つ以上のヘッダーレ

コード セットを定義することができます。

o フッターレコード –明細レコードのブロックまたはサブセットの下に表示される情報

たとえば、各顧客の未払い請求書の小計の一覧ファイルがあります(フッターレコード)。必要で

あれば、2つ以上のフッターレコード セットを定義することができます。

メモ

ヘッダーまたはフッターデータは、最初は、データ定義ウィザードの個別のレコードの

ように処理されますが、結果のAnalyticsテーブルでは、このデータは繰り返される

値を含む1つ以上の追加フィールドになり、詳細レコードに追加されます。

透明 ヘッダーレコードが複数行の詳細レコードに分割されないことを指定します。
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項目名 目的

(ヘッダーレコードにの

み適用 )
ヘッダーレコードがソースファイルの複数行の詳細レコードを分割する場合 (改ページで発生する場

合があります)、［透明］を選択すると、結果のAnalyticsテーブルの詳細レコードが統合されます。

レコード名 データ定義ウィザードの左端の列に表示されるデフォルト レコード名をカスタマイズできます。

複数のヘッダーまたはフッターレコードを作成する場合、デフォルト名のカスタマイズが便利なときが

あります。値はデータ定義ウィザードにのみ表示され、結果のAnalyticsテーブルには表示されませ

ん。

レコード内の行数 ソースファイルの単一のレコードを構成する行数を指定します。

たとえば、ソースファイルの各詳細レコードが単一の行に表示される場合は、値は "1"でなければな

りません。各詳細レコードが3行にまたがる場合は、値は "3"でなければなりません。

包含はまたは除外

(条件ビルダーの一

部 )

条件に一致するレコードをレコードのセットに含めるかセットから除外するかどうかを指定します。

このメニューには次のオプションがあります。

o 包含 –条件に一致するレコードを含めます
o 除外 –条件に一致するレコードを除外します

一致

(条件ビルダーの一

部 )

ファイルのレコードのセットを一意に識別するために使用する方法または使用する文字のタイプを指

定します。

このメニューには次のオプションがあります。

o 正確に一致する –一致するレコードには、［テキスト］フィールドにある文字または文字列が、レ

コードの指定された行の指定された開始位置に含まれている必要があります。
o 英文字 –一致するレコードには、レコードの指定された行の指定された開始位置にあるか、指

定された範囲のすべての位置にある 1つ以上の英文字を含んでいる必要があります。
o 数字 –一致するレコードには、レコードの指定された行の指定された開始位置にあるか、指定

された範囲のすべての位置にある 1つ以上の数字を含んでいる必要があります。
o 空白 –一致するレコードには、レコードの指定された行の指定された開始位置にあるか、指定

された範囲のすべての位置にある 1つ以上の空白スペースを含んでいる必要があります。
o 空白以外 –一致するレコードには、レコードの指定された行の指定された開始位置にあるか、

指定された範囲のすべての位置にある 1つ以上の空白以外の文字 (特殊文字を含む)を含ん

でいる必要があります。
o 行で検索 –一致するレコードには、［テキスト］フィールドにある文字または文字列が、,レコードの

指定された行のどこかに含まれている必要があります。
o 範囲で検索 –一致するレコードには、［テキスト］フィールドにある文字または文字列が、レコード

の指定された行の指定された範囲のどこかに含まれている必要があります。
o 独自のマップ –一致するレコードには、［テキスト］フィールドにある文字のパターンと一致する文

字が、レコードの指定された行の指定された開始位置に含まれている必要があります。

［カスタムマップ］オプションは、MAP( )関数と同じ構文を使用します。

テキスト

(条件ビルダーの一

部 )

［正確に一致する］、［行で検索］、または［範囲で検索］の場合、ファイルのレコードのセットを一意

に識別する文字または文字列を指定します。

［独自のマップ］の場合、ファイルのレコードのセットを一意に識別する文字パターンを指定します。

このフィールドは、ほかの［一致］オプションでは無効です。

直線

(条件ビルダーの一

部 )

条件が適用されるレコードの行を指定します。

たとえば、独自のマップを使用して郵便番号と一致させ、郵便番号が3行レコードの3行目に表

示される場合は、［行］で "3"を指定する必要があります。
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項目名 目的

単一行のレコードの場合、値は常に "1"です。

開始 /範囲

(条件ビルダーの一

部 )

次のいずれかを指定します。

o 条件と比較するレコードの開始バイト位置
o 条件と比較するレコードのバイトの範囲

ソースファイル内で位置または範囲を強調表示することで、［開始 /範囲］フィールドの値を自動的

に設定することができます。位置または範囲の番号を手動で入力することもできます。範囲の場

合、「開始位置のバイト :終了位置のバイト」という構文を使用します。

論理

(条件ビルダーの一

部 )

条件を追加または削除し、条件間に論理関係を指定できます。最大 8つの条件を追加できま

す。

このメニューには次のオプションがあります。

o And –論理 ANDを使用して別の条件を追加します
o Or –論理 ORを使用して別の条件を追加します
o 条件の挿入 –適用される条件の下に空の条件を挿入します

条件は最初に論理 ANDで挿入されます。論理 ORに変更することができますが、挿入された

条件の値を指定した後に限られます。

o 条件の削除 –適用される条件を削除します
o 新しいグループ -個別の条件グループを作成します

［新しいグループ］オプションでは、複数の条件グループを作成し、別の論理ブロックとして動作さ

せることができます。グループは、論理 ORまたは論理 ANDを使用して、相互に関連付けられ

ます。

o 終了 -最終条件として条件を指定します

条件の［終了］を選択すると、他のグループを含む後続の条件がすべて削除されます。

ヒント

条件に欠落した値がある場合は、［論理］ボタンが応答しなくなることがあります。

［論理］ボタンを再有効化するには、欠落した値を入力します。
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印刷イメージまたはPDFファイルで整
列していないフィールドの定義
以下の手順は、印刷イメージまたはPDFファイルで整列していないフィールドを定義する手順について

説明します。この方法では、データ定義ウィザードで整列していないフィールドをおおまかに定義するだけ

で構いません。Analyticsにデータが取り込まれたら、Analytics関数を使用する 1つ以上の演算フィール

ドを作成し、すべての値の調整など、フィールドのデータを正確に形成する必要があります。

演算フィールドの作成については、"条件付き演算フィールドを定義する"ページ 806を参照してください。

印刷イメージまたはPDFファイルで整列していないフィールドを定義するには

1. 通常の方法で、整列しているフィールドを定義します。

最低限、レコードのセットの定義として、1つ以上のフィールドを定義する必要があります。データの

多くが整列していない場合でも、ファイルのすべてのレコード データを取り込むレコードのセットを作

成してみてください。

レコードのセットの定義の詳細については、"クイックスタート：印刷イメージまたはPDFファイルを定

義する方法"ページ 295を参照してください。

2. 次の方法の1つ以上を使用して、整列していないフィールドを定義します。

o 整列していないフィールドの左端と右端の文字を取り込むのに十分な長さがあるフィールド定

義を作成する

Analyticsでは、ALLTRIM( )関数を使用してフィールドを調整します。

o 必要に応じて、重複フィールドの定義を作成する

場合によっては、データが整列していないことが原因で、2つの異なるフィールドの値が重なり

合ってしまうことがあります。各フィールドを個別に定義し、各フィールドに属するすべての値が

該当するフィールド定義によって取り込まれるようにします。

同じバイト位置は、1つのフィールド定義の最後と他のフィールド定義の最初に含まれます。共

有されたバイト位置では、一貫した構造のデータを取り込んでみてください。たとえば、一部の

レコードに単一の文字列があり、別のレコードには別々の2つの文字列があるか文字がないも

のではなく、1つの完全な文字列を使用します。

Analyticsでは、ALLTRIM( )、REGEXREPLACE( )、およびSPLIT( )関数を使用して、フィー

ルドを調整し、不要な文字を取り除きます。

o 複数の整列していないフィールドを含めることができる、単一の長いフィールド定義を作成しま

す。

レコードのセットの大部分が整列していない場合は、長いフィールド定義を使用して、レコード

データの問題がある部分を取り込むことができます。整列していないデータのブロックの左端と

右端の文字を取り込むのに十分な長さがあるフィールドである必要があります。

整列していないデータがレコードのセットの別の部分で発生する場合は、さらに別の長いフィー

ルド定義を作成し、整列していない各部分を取り込みます。
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メモ

1つのフィールドで、その値に含まれる単語数が異なる場合は、これらの値に対

して個別のフィールド定義を作成するか、これらの値が複数の整列していない

フィールドを含む長いフィールド定義の末尾で最後のフィールドを表すようにして

ください。サンプル "Inventory.pdf"の "Product Description"フィールドは、値に

異なる単語数が含まれるフィールドの例です。

Analyticsでは、ALLTRIM( )、REGEXREPLACE( )、およびSPLIT( )関数を使用して、単一

のフィールドを個別の整列したデータ要素に分割します。

3. ファイル全体をチェックし、フィールド定義の水色の強調表示以外で整列していないフィールドの値

がないことを確認します。必要に応じて、フィールド定義の長さを調整します。
4. 文字データ型が、［フィールド定義］ダイアログボックスの各フィールド定義で指定されているこをと

確認します。
5. 通常どおり、インポート処理を完了します。

［フィールド プロパティの編集］ページで、ASCIIまたはUNICODEデータ型がすべてのフィールドで

指定されていることを確認します。

詳細については、"印刷イメージファイルの定義とインポート "ページ 300と"PDFファイルの定義とイ

ンポート "ページ 308を参照してください。

6. 整列していないフィールドで、重複するフィールドのデータがない場合は、次の式を使用する演算

フィールドを Analyticsで作成します。

ALLTRIM(整列していないフィールド名)

最初と最後のスペースがフィールドから削除され、フィールドのすべての値が調整されます。

7. 整列していないフィールドで、重複するフィールドのデータを含む場合は、Analytics で次の手順を

実行します。
a. 次の式を使用する最初の演算フィールドを作成し、フィールド値と不要な文字の間の1つ以上

のスペースを単一のスペースで置換します。

ALLTRIM(REGEXREPLACE(整列していないフィールド名, "\s+", " "))

この式は、整列していないフィールドの先頭と末尾のスペースも除去します。

b. 次の式のいずれかを使用する 2番目の演算フィールドを作成して、フィールド値を抽出し、不

要な文字を破棄します。

l 不要な文字がフィールドの末尾にある場合は、次の式を使用します。

SPLIT(初期演算フィールド名," ", 1)

l 不要な文字がフィールドの先頭にある場合は、次の式を使用します。
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SPLIT(初期演算フィールド名," ", 2)

ヒント

不要な文字がフィールドの末尾にあったり、先頭にあったりする場合、あるいは

一部のレコードにのみ現れる場合は、整列していないフィールドの別の部分に

別のSPLIT( )式を適用する、条件付き演算フィールドを作成する必要がありま

す。たとえば、条件 RECNO( ) > 100では、先頭から 100件のレコードを超える

レコードにのみ、ある特定の式を適用できます。

詳細については、"条件付き演算フィールドを定義する"ページ 806を参照してく

ださい。

8. 複数の整列していないフィールドを含めることができる、単一の長いフィールド定義については、

Analytics で次の手順を実行します。
a. 次の式を使用する最初の演算フィールドを作成し、データ要素間の1つ以上のスペースを単

一のスペースで置換します。

ALLTRIM(REGEXREPLACE(長いフィールド名, "\s+", " "))

この式は、長いフィールドの先頭と末尾のスペースも除去します。

ヒント

式でOMIT( )関数を使用すると、一貫性がなく出現して後続の処理を複雑に

するデータの部分を削除するのに便利なことがわかるでしょう。たとえば、OMIT
(ALLTRIM(REGEXREPLACE(長いフィールド名 , "\s+", " ")), "-")は上記の式と

同じ処理を実行することに加え、ハイフンも削除します。

b. 次の式を使用する 2番目の演算フィールドを作成し、最初のデータ要素を抽出します。

SPLIT(初期演算フィールド名," ", 1)

c. 同じ式のバリエーションを使用して、必要な数の演算フィールドを作成し、すべてのデータ要素

を抽出します。

例：

SPLIT(initial_computed_field_name," ", 2)
SPLIT(初期演算フィールド名," ", 3)

連続するデータ要素を指定するには、SPLIT( )関数のセグメント パラメーターの数を増やしま

す。
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メモ

複数の単語を含むフィールド値 (サンプル "Inventory.pdf"の "Product
Description"フィールドなど)の場合、この方法によって、各単語を別々のフィール

ドに分離できます。必要に応じて、この別々のフィールドを連結し、値を返すことも

できます。詳細については、"フィールドの連結"ページ 233を参照してください。

9. すべてのデータ要素を個別のフィールドに抽出した後、次の手順を実行して、数値および日付時

刻データを該当するデータ型に変換します。
a. 数値フィールドについては、次の式を使用する演算フィールドを作成します。

VALUE(フィールド名, 小数点以下桁数)

詳細については、"VALUE( )関数"ページ 2559を参照してください。

b. 日付フィールドについては、次の式を使用する演算フィールドを作成します。

CTOD(フィールド名, "日付書式")

詳細については、"CTOD( )関数"ページ 2200を参照してください。

日付時刻または時刻値を変換するには、CTODT( )またはCTOT( )関数を使用します。

ヒント

関数を適用すると同時にデータ型を変換して、整列していないデータを修正する

と、作業を軽減し、作成する演算フィールドを減らすことができます。例：
VALUE(ALLTRIM(整列していないフィールド名), 2)

10. 必要な演算フィールドをすべて作成したら、テーブルビューに追加します。

最初の演算フィールドをビューに追加する必要はありません。整列していないフィールドまたは長い

フィールドをビューから削除できます。

詳細については、"ビューに列を追加する"ページ 849と"ビューからの列の削除"ページ 850を参照

してください。
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印刷イメージまたはPDFデータのサブ
セットの定義とインポート
データが整列していないことが原因で、印刷イメージまたはPDFファイルの完全なレコードのセットを定義

することが難しいか不可能である場合は、ファイルからデータの複数のサブセットを定義してインポートでき

ます。その後、Analyticsで結果のAnalyticsテーブルを追加して、完全なデータセットを作成できます。

データ定義ウィザードのソースファイルに、レコードのブロックが含まれており、その中ですべてのフィールドが

各ブロック内に配置される場合、この方法が最適です。データがより不規則に配置されている場合は、"
印刷イメージまたはPDFファイルで整列していないフィールドの定義"ページ 326を参照してください。

ヒント：
PDF定義の場合、ページごとにPDFファイルを解析することができます。場合によって

は、改ページをまたいでデータのずれが発生します。ページサイズのデータのサブセットを

使用すると、整列の問題を解決できる場合があります。

印刷イメージまたはPDFデータのサブセットを定義してインポートするには

1. 通常の方法で、定義とインポート処理を実行します。ただし、次の違いがあります。

o 同じファイルを複数回定義してインポートする

各繰り返しで、レコードの異なるサブセットを定義します。各サブセットのフィールドは、内部的

に整列している必要があります。

レコードのサブセットは連続している必要はありません。たとえば、ファイルの開始および終了で

はレコードのフィールドが互いに整列しているが、ファイルの中央にあるフィールドとは配置がずれ

ている場合があります。

o 各サブセットに含まれるレコードを追跡する方法を考える

意図せずに同じレコードを複数回取り込んだ場合は、Analytics で再作成されたデータセット

から重複レコードを削除できます。詳細については、"重複の削除"ページ 1272を参照してくだ

さい。

o 各繰り返しで、データ構造が一貫していることを確認する

名前、長さ、データ型、および対応するフィールドの順序が一貫していることを確認します。

データ構造のこの一貫性を維持することで、結果 Analyticsテーブルの追加が大幅に簡単に

なります。
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ヒント：
最初のサブセットをインポートした後、Analyticsで結果テーブルを開き、コマンド

ラインで「DISPLAY」と入力して、テーブルレイアウトのデータ構造を表示しま

す。レコードとフィールドの後続のサブセットを作成するためのガイドとして、その

表示されたテーブルレイアウト情報を使用します。

作業を保存するには、レコードのサブセットを定義およびインポートするときに、

Analyticsにおける汎用フィールド名 ("Field_1"、"Field_2"など)を使用します。

Analyticsでデータセットを再作成した時点で、再作成されたテーブルのすべて

のフィールド名を変更できます。

2. 各 Analyticsデータファイルと各 Analyticsテーブルレイアウトを保存するときには、それぞれの名

前の末尾に増分数字を付け、既に作成されたテーブルが上書きされないようにします。たとえば、

"Table_1.fil"、"Table_2.fil"などです。
3. ソースファイルのすべてのレコードを定義およびインポートしたら、複数のAnalyticsテーブルを追加

します。

詳細については、"データの抽出と追加"ページ 940を参照してください。
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複数行のレコードおよびフィールドの
操作
ソースファイル内の複数行にわたるレコードやフィールドのデータを定義することができます。例：

l 複数の行に配置された住所データまたはコメント データ
l 単一フィールドに積み重ねられた異なる型のデータ
l 複数行フィールドの値に含まれる行数が異なるデータ

次のセクションでは、このようにデータが配置されたファイルを定義する方法について説明します。

複数行のレコードと複数行のフィールド
ソースファイルで、複数行のレコードには、すべてが同じレコードに属する 2行以上のデータが含まれてい

ます( "1行のフィールドと複数行のフィールドがある複数行のレコード"下 を参照してください。)

複数行のレコードのフィールドには、複数行のフィールドがある場合とない場合があります。たとえば、2行

のレコードは、印刷イメージまたはPDFレポートのレイアウトで 2番目の行に折り返された、一連の1行

のフィールド値である可能性もあります。

複数行のフィールドには、ソースファイルで 2行以上にまたがるフィールド値が含まれます。たとえば、複

数行に配置された住所、複数行のテキストを含むコメント フィールドなどです。フィールドが複数行の場

合は、フィールドを含むレコードも複数行である必要があります。

1行のフィールドと複数行のフィールドがある複数行のレコー
ド

以下の例では、3行で構成される 1件のレコードを示します。このレコードには、1行の "Cust No"フィー
ルドと3行の "Name & Address"フィールドが含まれます。
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複数行のレコードの定義
これらの方法のいずれかを使用して、複数行のレコードを定義できます。

l レコードの最初の行の初期データ値と、レコードの最後の行の一意の値を選択します。

"レコードの最初の行の初期データ値と、最後の行の一意の値"下では、顧客番号が最初の行

で選択され、郵便番号が最後の行で選択されています。"定義された複数行のレコード"見開き

ページは結果の複数行レコードを示します。

l レコードの最初の行を定義し、その後、［レコード定義］ダイアログボックスの［レコード内の行数］
設定で適切な行数を指定し、レコード定義を編集します。レコードの最後の行で一意の値を指

定できない場合は、この方法を使用できます。

レコードの最初の行の初期データ値と、最後の行の一意の
値
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定義された複数行のレコード

複数行のレコードのフィールドの定義
複数行のレコードのフィールドを定義するときには、次のオプションがあります。

l 単一行のフィールドとして単一の行を占める値を定義できます。

"単一行のフィールドと複数行のフィールド"次のページでは、顧客番号、市、州、郵便番号、取

引金額、および上限の値がすべて単一行のフィールドとして定義されています。

単一行のフィールドを定義するには、フィールドの値のいずれかの単一のインスタンスを選択しま

す。

l 2つの方法のいずれかで複数行を示す値を定義できます。
l 単一の行のデータを含む複数のフィールド

"単一行のフィールドと複数行のフィールド"次のページでは、顧客名と住所がこの方法で定義

されています。

複数行のフィールド、単一行のフィールドを定義するには、複数行データの単一のインスタンス

を選択します。デフォルトでは、Analyticsは各行に個別のフィールドを作成します。各フィールド

には、フィールド名の末尾に増分数字が追加されます。

l すべての行のデータを含む単一のフィールド

"単一行のフィールドと複数行のフィールド"次のページでは、コメント値は単一のフィールドとして

定義されます。

すべての行のデータを含む単一のフィールドを定義するには、複数行データの単一のインスタン

スを選択します。［フィールド定義］ダイアログボックスの［詳細オプション］で、［単一フィールドに

変換する］を選択します。
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単一行のフィールドと複数行のフィールド

結果のAnalyticsテーブルのフィールドのプレビュー

以下の例は、"単一行のフィールドと複数行のフィールド"上の定義済みフィールドが結果のAnalytics
テーブルに表示される方法を示します。

高さが異なるフィールドの定義
［フィールド定義］ダイアログボックスの［空白行で終わる］設定を使用して、値が占める行数が異なる複

数行のフィールドを定義できます。この設定は、空白の行があるときに値が終了することを指定します。1
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つ以上の空白行が複数行フィールドの各値を区切る場合にのみ、この機能は動作します。

フィールドの境界とフィールド値の不一致

以下の例は、フィールド値の高さが異なるときに発生する可能性がある問題を示します。

フィールドの高さが "5"に設定され、"Name & Address"フィールドの最初の値のすべての5行が取り込ま

れます。2番目の値には 3行しかないため、5行のフィールドの高さではデータを取り込みすぎてしまい、2
番目の値すべてと3番目の最初の行取り込むことになります。結果として、フィールドの境界とフィールド

値の間に不一致が発生し、レコードの境界も不一致になります。

フィールド値に合わせてサイズ変更されたフィールドの境界

以下の例は［空白行で終わる］を選択することでこの問題を解決する方法を示します。フィールドとレコー

ドの境界のサイズが動的に変更され、各フィールド値が占める行数に合うようになります。
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ACCPACマスターファイルのインポー
ト
ACCPACマスターファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成できます。このファイル

は、ローカルコンピューターまたはネットワークドライブ上、あるいはAnalyticsサーバー(インストールされて

いる場合 )上のフォルダーにあります。

1. ［ファイル>新規作成 > テーブル］の順にクリックします。

データ定義ウィザードに表示される最初のページは構成によって異なります。Analyticsサーバーと

の統合が有効になっている場合は、［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示され、

そうでない場合は［ローカルデータソースの選択］ページが表示されます。

2. ファイルの場所を選択するために、次の手順のいずれかを実行します。

o ［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示されていて、ファイルを定義するのに

Analyticsを使用したい場合は、［ローカル］を選択して［次へ］をクリックします。［ローカルデー

タソースの選択］ページで［ファイル］を選択し、［次へ］をクリックします。

o ［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示されていて、ファイルを定義するのにACL
サーバーを使用したい場合は、［Analyticsサーバー］を選択し、ドロップダウンリストから

Windowsサーバープロファイルを選択して［次へ］をクリックします。［ACLサーバーデータソー

スの選択］ページで［フラット ファイル］を選択し、［次へ］をクリックします。

o ［ローカルデータソースの選択］ページが表示されている場合は、［ファイル］を選択して［次へ］
をクリックします。

3. ［定義するファイルの選択］ダイアログボックスで、Analyticsテーブルの作成元とするファイルを探し

て選択し、［開く］をクリックします。
4. ［文字セット］ページで、正しい文字セット オプションが選択されていることを確認し、［次へ］をクリッ

クします。
5. ［ファイル形式］ページで、［ACCPACマスターファイル］オプションが選択されていることを確認し、

［次へ］をクリックします。
6. ［フィールドの識別］ページで、次の操作を行って、レコードで識別されるフィールドを変更します。

o 既存のフィールド区切りを削除するには、削除したいフィールド区切り線をクリックします。

o 既存のフィールド区切りを移動するには、フィールド区切り線をクリックして新しい位置までドラッ

グします。

o 新しいフィールド区切りを作成するには、フィールド区切りを追加したい位置のグリッドをクリック

します。

7. レコード内のすべてのフィールドが識別されたら、［次へ］をクリックします。
8. ［フィールド プロパティの編集］ページでは、プレビューテーブルで変更したいフィールドの列見出しを

選択し、以下のプロパティを更新することにより、各フィールドの名前やプロパティを変更することが

できます。

o このフィールドを無視する –このフィールドを Analyticsテーブルに含めたくない場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。
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o ［名前］ー テーブルレイアウトのフィールド用にAnalyticsで割り当てた名前をそのまま使用する

か、別の名前を入力します。

o ［列見出し］- Analyticsのデフォルトのビューに表示する列見出しを入力します。列見出しが

指定されていない場合は、［名前］の値が使用されます。

o 型 – ドロップダウンリストから適切なデータ型を選択します。Analyticsでサポートされているデー

タ型の詳細については、"Analyticsのデータ型"ページ 811を参照してください。

［小数点以下の桁数］および［入力書式］テキスト ボックスは、そのオプションの対象となるデー

タ型を選択したときに自動的に表示されます。

o 値 –フィールドの最初の値を表示する読み取り専用プロパティです。この値は、編集作業に

よって更新されます。

o 小数点以下の桁数 (数値フィールドのみ) –小数点以下の適切な桁数を指定します。

o 入力書式 (日付時刻フィールドのみ) –その日付に対応する書式を指定します。日付と時刻

の書式の詳細については、"ソースデータに含まれる日付および時刻データの書式"ページ

 366を参照してください。

9. 変更したいフィールド プロパティの編集が完了したら、［次へ］をクリックします。
10. ［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。
11. プロジェクトに追加する Analyticsテーブルの名前について、デフォルトの名前をそのまま用いるか、

または別の名前を入力して、［OK］をクリックします。
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dBASE互換ファイルのインポート
dBASEファイル形式の標準に準拠する任意のファイルをインポートし、Analyticsテーブルを作成すること

ができます。データ定義ウィザードは、dBASE互換ファイルのデータを分析し、この情報を使用して自動

的にAnalyticsテーブルレイアウトを定義します。

dBASEファイル形式
dBASEファイル形式は、さまざまなデータベースやビジネスアプリケーションでオプションとして提供されてい

るため、多様なデータソースからデータにアクセスするために使用できます。エクスポートされたファイルが

dBASE標準に準拠している場合は、これが、Analyticsを使用してデータにアクセスする便利な方法で

す。ファイルには必要なフィールド定義がすべて含まれています。エクスポートされたデータがdBASE標準

に完全には準拠していない場合、Analyticsはファイルを定義できない可能性があります。

Record_Deletedフィールド
dBASEファイルには必ず、削除されたレコードを追跡するために使用される "Record_Deleted"という

フィールドが含まれています。Analyticsは対応するフィールドをテーブルレイアウトに定義しますが、これは

必須ではないので、デフォルト ビューからこのフィールドを削除した後、テーブルレイアウトから削除しても

かまいません。

dBASEファイル条件
dBASEファイルにエクスポートされたデータは、Analyticsにインポートするには、以下の条件を満たしてい

る必要があります。

列名

列名には最大長 10文字を指定できます。各フィールドの最初の10文字は一意である必要があ

ります。そうでないと、重複するフィールドをエクスポートできません。

フィールド名 フィールド名が最初の行に指定されており、データは 2行目から始まる必要があります。

データ型

各列は、1つのデータ型の値のみを含んでいる必要があります。たとえば、フィールドの最初の値に

文字データが含まれていたら、そのフィールドは文字データとしてエクスポートされます。

フィールドと数値

数字のみを含んでいるフィールドは、数値データとしてエクスポートされます。場合によっては、これは

Analyticsで間違ったデータ型を持つフィールドになります。たとえば、請求書番号は数値ですが、こ

れは多くの場合文字フィールドに格納されます。この場合は、テーブルレイアウト ダイアログボックス

でデータ型を変更する必要があります。
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手順
1. ［ファイル>新規作成 > テーブル］の順にクリックします。

データ定義ウィザードに表示される最初のページは構成によって異なります。Analyticsサーバーと

の統合が有効になっている場合は、［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示され、

そうでない場合は［ローカルデータソースの選択］ページが表示されます。

2. 次の手順のいずれかを完了し、ファイルの場所を選択します。

o ［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示されていて、ファイルを定義するのに

Analyticsを使用したい場合は、［ローカル］を選択して［次へ］をクリックします。［ローカルデー

タソースの選択］ページで［ファイル］を選択し、［次へ］をクリックします。

o ［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示されていて、ファイルを定義するのにACL
サーバーを使用したい場合は、［Analyticsサーバー］を選択し、ドロップダウンリストから

Windowsサーバープロファイルを選択して［次へ］をクリックします。［ACLサーバーデータソー

スの選択］ページで［フラット ファイル］を選択し、［次へ］をクリックします。

o ［ローカルデータソースの選択］ページが表示されている場合は、［ファイル］を選択して［次へ］
をクリックします。

3. ［定義するファイルの選択］ダイアログボックスで、Analyticsテーブルの作成元とするファイルを探し

て選択し、［開く］をクリックします。

dBASE互換ファイルのファイル拡張子は .dbfです。

4. ［ファイル形式］ページで、［dBASE互換ファイル］オプションが選択されていることを確認し、［次
へ］をクリックします。

5. ［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。
6. プロジェクトに追加する Analyticsテーブルの名前を入力し、［OK］をクリックします。
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SAP監査形式ファイルのインポート
SAP監査形式ファイル(旧称 SAPプライベート ファイル形式 )を定義およびインポートして、Analytics
テーブルを作成できます。SAP監査形式ファイルのファイル拡張子は .datです。

お使いのローカルコンピューターまたはネットワークドライブにある監査形式ファイルを定義およびインポー

トできます。

メモ

Diligent は、SAPシステムに直接アクセスし、データを ACL Analyticsにインポートするた

めの2つのユーティリティを備えています。

l SAP コネクター –は、追加のサブスクリプションで使用可能な Analyticsコネクター

の1つです。
l Direct Link –は、Diligentから購入することができるオプションのアドオンです。

SAP AISおよびSAP DART
SAP監査形式ファイルはSAPデータ抽出から生成されます。SAP AIS (Audit Information System)お
よびSAP DART (Data Retention Tool)はいずれも、データ抽出を生成できる SAPユーティリティです。

これらのSAPユーティリティを使用して抽出を作成するときには、SAPユーザーは、ファイル出力形式を

指定できます。一部のAnalytics対応出力形式は、スプレッドシート、テキスト、dbf、およびSAP監査

形式です。これらの抽出はデータ定義ウィンドウを使用して、Analyticsにインポートできます。使用する

最適な形式はSAP監査形式です。これは、Analyticsにインポートする作業が最も少なくてすむためで

す。

手順
1. ［ファイル>新規作成 > テーブル］の順にクリックします。

データ定義ウィザードに表示される最初のページは構成によって異なります。Analyticsサーバーと

の統合が有効になっている場合は、［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示され、

そうでない場合は［ローカルデータソースの選択］ページが表示されます。

2. 次の手順のいずれかを完了し、ファイルの場所を選択します。

o ［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示されていて、ファイルを定義するのに

Analyticsを使用したい場合は、［ローカル］を選択して［次へ］をクリックします。［ローカルデー

タソースの選択］ページで［ファイル］を選択し、［次へ］をクリックします。

o ［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示されていて、ファイルを定義するのにACL
サーバーを使用したい場合は、［Analyticsサーバー］を選択し、ドロップダウンリストからサー

バープロファイルを選択して［次へ］をクリックします。［ACLサーバーデータソースの選択］ペー

ジで［フラット ファイル］を選択し、［次へ］をクリックします。
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o ［ローカルデータソースの選択］ページが表示されている場合は、［ファイル］を選択して［次へ］
をクリックします。

3. ［定義するファイルの選択］で、Analyticsテーブルの作成元とするファイルを探して選択し、［開く］
をクリックします。

4. ［文字セット］ページで、正しい文字セット オプションが選択されていることを確認し、［次へ］をクリッ

クします。
5. ［ファイル形式］ページで、［SAP プライベート ファイル形式 / DART］オプションが選択されているこ

とを確認し、［次へ］をクリックします。
6. ［SAP プライベート ファイル形式］ページで、フィールドの名前付けについて最適なオプションを選択

します。

l ACL フィールド名に現地語のフィールドの説明を使う – –標準のドイツ語のフィールド名ではな

く、SAPシステム用に構成済みのローカライズされたフィールドの説明を使用するには、このオプ

ションを選択します。Analyticsテーブルを単一言語だけで使用する場合は、このオプションをお

勧めします。

l ACL フィールド名に標準配布のSAP ドイツ語略記を使う – ドイツ語のフィールド名を使用した

い場合、あるいはAnalyticsテーブルを複数の言語で使用する場合は、このオプションを選択し

ます。
7. ［次へ］をクリックします。
8. ［変換されたSAP ファイルを別名で保存］ダイアログボックスで、ファイル名を入力し、必要に応じ

てAnalyticsデータファイルのフォルダーの場所を変更し、［保存］をクリックします。
9. ［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。
10. プロジェクトに追加する Analyticsテーブルの名前を入力し、［OK］をクリックします。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。
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XMLファイルのインポート

XMLファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成できます。データ定義ウィザードを使

用すると、インポートする XML要素を選択したり、結果のAnalyticsテーブルの構造を設定したり、イン

ポートする要素の列見出しやデータ型をカスタマイズしたりすることができます。

メモ

場合によっては、結果のAnalyticsテーブルの1つ以上のデータ定義を調整し、ビューに

表示されるデータが正確にソースXMLファイルのデータを反映させなければならないこと

があります。Analyticsテーブルレイアウトでフィールド定義を調整します。

AnalyticsはXMLファイルに含まれる正確な未加工データをインポートし、テーブルレイア

ウトではこのソースデータを確認できます。場合によっては、テーブル定義およびインポー

ト処理中に作成されたフィールド定義がソースデータを誤って解釈し、後続の調整で定

義が必要になることがあります。たとえば、数値フィールドが誤って日付フィールドとして解

釈され、数値ではなく日付が最初にビューに表示される場合があります。

1. ［ファイル>新規作成 > テーブル］の順にクリックします。
2. ［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示されている場合は、［ローカル］を選択し、

［次へ］をクリックします。
3. ［ローカルデータソースの選択］ページで［ファイル］を選択し、［次へ］をクリックします。
4. ［定義するファイルの選択］ダイアログボックスで、Analyticsテーブルの作成元とする XMLファイル

を探して選択し、［開く］をクリックします。

XMLファイルのファイル拡張子は .xmlです。

5. ［ファイル形式］ページで、［XML ファイル］オプションが選択されていることを確認し、［次へ］をクリッ

クします。
6. ［XMLデータ構造の選択］ページを使用して、結果のAnalyticsテーブルに含める 1つまたは複数

のXMLデータ構造を選択します。
a. データ構造を選択するには、関連付けられたXML要素の名前をクリックします。
b. ［追加］をクリックして、データ構造を［プレビュー］ペインに追加します。

メモ

大きいXMLファイルのデータをプレビューすると、速度が低下することがありま

す。このため、［自動プレビュー］オプションは、2 GBを超えるサイズのXMLファイ

ルの場合には、自動的にオフにされます。

c. Analyticsテーブルに含めるすべてのデータ構造を選択して追加します。
d. 必要に応じて、［プレビュー］ペインでデータ構造を選択し、［削除］をクリックして削除します。
e. ［次へ］をクリックします。

XMLデータ構造はXML要素および属性のコレクションです。詳細については、"XMLデータ構造

の選択"ページ 346を参照してください。
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7. ［XML要素の選択］ページで、XML要素と属性を選択して微調整し、［次へ］をクリックします。

詳細については、"XML要素の選択および構成"ページ 347を参照してください。

8. ［データのプレビュー］ページで、必要に応じて、フィールドの名前またはプロパティを修正します。

フィールド プロパティを修正するには、ページの下半分にあるプレビューテーブルで適切な列見出し

を選択し、以下のプロパティを更新します。

o ［名前］ー テーブルレイアウトのフィールド用にAnalyticsで割り当てた名前をそのまま使用する

か、別の名前を入力します。

o ［列見出し］- Analyticsのデフォルトのビューに表示する列見出しを入力します。列見出しが

指定されていない場合は、［名前］の値が使用されます。

o 型 – ドロップダウンリストから適切なデータ型を選択します。Analyticsでサポートされているデー

タ型の詳細については、"Analyticsのデータ型"ページ 811を参照してください。

［小数点以下の桁数］および［入力書式］テキスト ボックスは、そのオプションの対象となるデー

タ型を選択したときに自動的に表示されます。

o 値 –フィールドの最初の値を表示する読み取り専用プロパティです。この値は、編集作業に

よって更新されます。

o 小数点以下の桁数 (数値フィールドのみ) –小数点以下の適切な桁数を指定します。

o 入力書式 (日付時刻フィールドのみ) –その日付に対応する書式を指定します。日付と時刻

の書式の詳細については、"ソースデータに含まれる日付および時刻データの書式"ページ

 366を参照してください。

9. ［次へ］をクリックします。
10. ［データファイルを別名で保存］ダイアログボックスで、Analyticsデータファイルのファイル名を入力

し、必要であれば、そのファイルを保存する場所を変更して、［保存］をクリックします。
11. ［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。
12. プロジェクトに追加する Analyticsテーブルの名前について、デフォルトの名前をそのまま用いるか、

または別の名前を入力して、［OK］をクリックします。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

13. 新しいAnalyticsテーブルのデータを確認し、必要に応じてフィールド定義を更新します。

フィールドで誤ったデータ型が指定されている場合、データがビューに表示されなかったり、データが

誤って解釈される可能性があります。たとえば、数値は日付として解釈される場合があります。

14. フィールド定義を更新するには、次の手順を実行します。
a. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。
b. ［フィールド /式の編集］タブで変更するフィールドをダブルクリックしします。

c. フィールド定義に対して必要な変更を行い、［入力を受け入れる］ をクリックします。

たとえば、［型］を［日付時刻］から［数値］に変更しなければならない場合があります。
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XMLデータ構造の選択
ウィザードの［XMLデータ構造の選択］ページを使用して、Analyticsテーブルに含める 1つまたは複数の

XMLデータ構造を選択します。

XMLデータ構造は、AnalyticsがXMLファイルを分析するときに識別する、要素、入れ子になった子要

素、および属性から成ります。それらは、XMLファイルの階層的な表現である［XMLデータ構造］ツリー

ビューに表示されます。各 XMLデータ構造は、表アイコン と、XML要素の名前、およびそれに含ま

れる入れ子の要素または属性の名前で表されます。

XMLデータ構造を選択する前に、XMLファイルを再調査して、監査の目的に適したAnalyticsテーブル

の構造を決定しておく必要があります。そのテーブル構造を念頭において、意図するテーブル構造の列と

一致する列を含んでいる XMLデータ構造のみを選択します。ウィザードの後続のページを使用して、含

める個々の要素を微調整したり、列プロパティを変更したりすることができます。

複雑な構造を持つXMLファイルを分析する場合は、そのXMLファイルを 2回以上インポートする必要

があるかもしれません。作成する Analyticsテーブルごとに異なるデータ構造を選択し、その後、Analytics
でテーブルを結合したり関連付けることができます。

データ構造を選択するには

1. ［XMLデータ構造］ツリービューで、XML要素の名前をクリックし、結果のAnalyticsテーブルに含

めるために、関連付けられたデータ構造を選択します。

［サンプル構造］ペインに、データ構造の列名がサンプルデータと共に表示されます。@記号で始

まる名前は、XML要素ではなくXML属性から派生したものです。

メモ

データ構造の中に、入れ子要素の複数のインスタンスが存在する場合、その繰り

返し要素はツリービューのデータ構造に表示されないことがあります。繰り返し要

素の特定のインスタンスは、ウィザードの次のページで選択することができます。

2. ［追加］をクリックして、データ構造を［プレビュー］ペインに追加します。

選択したデータ構造のすべての表示される要素と属性、およびその要素および属性名に対応す

る列名が表示されます。

［自動プレビュー］がオンになっている場合は、データが表示されます。

メモ

大きいXMLファイルのデータをプレビューすると、速度が低下することがあります。こ

のため、［自動プレビュー］オプションは、2 GBを超えるサイズのXMLファイルの場

合には、自動的にオフにされます。

3. 手順 1と2を繰り返して、Analyticsテーブルに含めるほかの任意のデータ構造を追加します。
4. ［次へ］をクリックします。
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XML要素の選択および構成
ウィザードの［XML要素の選択］ページを使用して、結果のAnalyticsテーブルに表示される個別の

XML要素および属性を選択または微調整します。必要に応じて、列プロパティを変更できます。

［XML要素］ツリービューには、XMLファイルに含まれるすべての要素と属性の階層的な表現が提供さ

れています。緑色のチェックマークは、前もって選択した要素または属性を示します。前に複数のデータ

構造を選択した場合、それらは 1つの［プレビュー］テーブルに統合されています。［自動プレビュー］がオ

ンになっている場合は、選択した列のデータが表示されます。

メモ

大きいXMLファイルのデータをプレビューすると、速度が低下することがあります。このた

め、［自動プレビュー］オプションは、2 GBを超えるサイズのXMLファイルの場合には、自

動的にオフにされます。

要素を選択および構成するには

1. 列を削除する場合は、［プレビュー］テーブルで列を選択して［削除］をクリックします。
2. 列を追加する場合は、［XML要素］ツリービューで要素または属性を選択して［列の作成］をク

リックします。

メモ

要素を追加することで、意図する Analyticsテーブル構造が乱れたり、テーブルに

ギャップが生じたりする場合は、おそらく同じ種類のデータを単一の列にマージする

必要があります(下記の手順 4)。
要素を追加することで、重複レコードや複数の同一レコード(追加された要素を

除いて同一 )が作成される場合は、おそらく、その要素の複数のインスタンスが親

要素内に存在しており、インスタンスを別々の列に分割する必要があります。

3. 列を移動する場合は、対象の列を選択して左矢印または右矢印ボタンをクリックするか、もしく

は、列を新しい位置までドラッグします。
4. 同じ型のデータを 1つの列にマージするには、［プレビュー］テーブルで列を選択し、［XML要素］ツ

リービューで追加する要素または属性を選択したら、［列へ追加］をクリックします。
5. 列のプロパティを変更する場合は、［プレビュー］テーブルで列を選択して［列プロパティ］をクリックし

ます。

［XML列プロパティ］ダイアログボックスでは、以下の変更を行い、［OK］をクリックします。

l 列の名前を変更します。

l 列のデータ型を変更します。

l 列にテキスト データ型が割り当てられている場合は、列の各行で列の名前を繰り返します。

l データ構造で 1つの要素が繰り返されている場合は、繰り返し要素の特定のインスタンスを列

に割り当てます。たとえば、データ構造に複数の<description>要素がある場合は、最初のイ

ンスタンスのみをDescription列に割り当てます。

l マージされた列から特定の列を削除します。
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6. ［次へ］をクリックします。
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XML列プロパティの修正
選択した列のプロパティの変更は、［XML列プロパティ］ダイアログボックスを使用して行います。フィール

ドを Analyticsテーブルに定義する方法や、XMLファイルから取り出すデータを指定できます。

［ソース］列には、フィールドのデータソースとして選択された各要素の階層が表示されます。たとえば、

/catalog/cd/title/という値は、XMLファイルの次のような入れ子の構造を表しています。

<catalog>
  <cd>
    <title></title>
  </cd>
</catalog>

列のプロパティを変更するには

1. 列の名前を変更する場合は、［列名］テキスト ボックスに新しい名前を入力します。

フィールドのデフォルト値は、最初のソース要素の名前です。［列名］の値が、Analyticsテーブルレ

イアウトのフィールドの名前になります。

2. 列のデータ型を変更する場合は、［列の型］ドロップダウンリストで "テキスト "、"数値"、または "日
付時刻"から選択します。

Analyticsが日付時刻書式を判断できない場合は、データと一致する日付書式を入力してくださ

い。［日付時刻］を選択すると、［日付書式］フィールドが現れます。

列のデータ型を変更したら、列にデータが表示されなくなった場合は、データ型とデータが一致して

いません。

3. 列からXML要素を削除する場合は、［ソース］列で要素を選択して［削除］をクリックします。
4. 各行に、要素に格納されているデータではなくXML要素の名前を表示したい場合は、［種類］ド

ロップダウンリストで "名前"を選択します。このオプションは、列の型がテキストである列にのみ適

用されます。
5. 階層の同一レベルに同じ XML要素の複数のインスタンスがあるときに、1つの要素または 1つの

サブセットを選択したい場合は、［インスタンス］フィールドを使用して、選択するインスタンスを指定

することができます。

たとえば、［インスタンス］フィールドに値 2を入力すると、次の例から 2番目の<description>要
素の値のみが列に選択されます。

<organization>
  <company/>
  <description/>
  <department/>
  <description/>
</organization>
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1つの番号、カンマで区切られた複数の番号、数値の範囲、あるいはこれら 3つの組み合わせを

入力できます。たとえば、1番目のインスタンスと、5番目から 10番目のインスタンスを 1つの列に

含める場合は、「1, 5-10」と入力します。デフォルトでは、初めにすべてのインスタンスが列に表示

されます。

ヒント：
繰り返し要素のさまざまなインスタンスを Analyticsテーブルの異なる列に追加した

い場合は、インスタンスごとに列を作成し、［インスタンス］フィールドを適切な値に

設定する必要があります。

6. ［OK］をクリックします。
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XMLファイルについて
XML( eXtensible Markup Language)は、コンピューターシステム間やアプリケーション間でデータをやり取

りするためによく使われるマークアップ言語です。は、正しく構成されたXML ドキュメントをインポートするこ

とができます。正しく構成されたドキュメントとは、XML構文の規則に従っているものを指します。

XMLファイル構造
XMLファイルは標準的な方法で構造化され、階層レベルをいくつでもサポートします。階層レベルは、

XML要素をほかの要素の入れ子にすることで表されます。データ構造とは、Analyticsテーブルに割り当

てることができる要素のグループです。データ定義ウィザードでは、各データ構造はテーブルアイコン で

識別されます。XMLファイルを定義する場合、Analyticsは、Analyticsテーブルの作成に利用できるファ

イル内のあらゆるデータ構造を識別します。

AnalyticsテーブルへのXMLのデータ構造の
マッピング
データ構造が1つしかない単純な XML ドキュメントをインポートする場合は、Analyticsテーブルに直接

割り当てることができます。いくつかのデータ構造がある複雑な XMLファイルの場合は、複数のデータ構

造を結合して 1つのAnalyticsテーブルにすることができます。複数のデータ構造を結合することで、要望

した結果が得られない場合は、各データ構造を別個のテーブルにインポートすることができます。その後、

［テーブルの関連付け］コマンドを使用して、結果として生じたAnalyticsテーブル間の関係を定義できま

す。

ファイル拡張子
通常、XMLファイルは標準のファイル拡張子 ( .xml)を使用します。別のファイル拡張子を使用し、ドキュ

メントの先頭行でそのドキュメントがXMLファイルであることを特定する場合もあります。標準のファイル

拡張子が使用されていない場合は、データ定義ウィザードでファイル形式として［XML ファイル］を手動で

選択する必要があります。

XML要素と属性
XMLは要素と属性を使用してデータの構造と内容を識別します。Analyticsは要素と属性の両方をイン

ポートすることができます。
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要素とは、タグで区切られたXMLデータの単位です。各 XML要素はほかの要素で囲むことができま

す。次の例では、name要素によって "John Smith"という値を定義しています。

<name>John Smith</name>

属性を使用すると、要素についての追加情報を提供できます。次の例では、type属性によって、

account要素がchecking account(当座預金口座 )であることを指定しています。

<account type="checking">991110101</account>

データ定義ウィザードでは、要素名と区別するために、属性名の先頭には自動的に@記号が付けられ

ます。たとえば、"type"という名前の属性は "@type"と表示されます。

XMLサンプル
通常、XMLファイルには要素と属性が混在しており、少なくとも 1つのデータ構造が含まれています。次

の例では、2つのクライアント レコードを含む単純な XMLファイルの内容を示します。

<?xml version="1.0"?>
<accounts>
  <client>
    <name>John Smith</name>
    <ID>JS004</ID>
    <account type="checking">991110101</account>
    <account type="savings">991110808</account>
  </client>
  <client>
    <name>Jane Smith</name>
    <ID>JS005</ID>
    <account type="checking">771110103</account>
    <account type="savings">771110303</account>
  </client>
</accounts>
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XBRLファイルのインポート

XBRLファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成できます。データ定義ウィザードを

使用すると、インポートする要素を選択したり、インポートする要素の列見出しやデータ型をカスタマイズ

したりすることができます。

1. ［ファイル>新規作成 > テーブル］の順にクリックします。
2. ［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示されている場合は、［ローカル］を選択し、

［次へ］をクリックします。
3. ［ローカルデータソースの選択］ページで［ファイル］を選択し、［次へ］をクリックします。
4. ［定義するファイルの選択］ダイアログボックスで、Analyticsテーブルの作成元とするファイルを探し

て選択し、［開く］をクリックします。

XBRL 2.1ファイルは、.xbrlまたは .xml ファイル拡張子を持ちます。XBRLファイルとその他 XML
ファイルとの違いは、XBRLファイルの最上位、つまりルートの要素タグが<xbrl>であるということで

す。

5. ［ファイル形式］ページで、［XBRL 2.1 ファイル］オプションが選択されていることを確認し、［次へ］を
クリックします。

6. ［インポートする XBRL コンテキストの選択］ページで、Analyticsテーブルに含める XBRLコンテキ

ストを選択し、［次へ］をクリックします。この処理の詳細については、"XBRLコンテキストの選択"
ページ 356を参照してください。

7. ［インポートする要素の選択］ページで、Analyticsテーブルに含める要素を選択し、［次へ］をクリッ

クします。この処理の詳細については、"XBRL要素の選択"ページ 355を参照してください。
8. ［データのプレビュー］ページでは、ページの下半分にあるプレビューテーブルで適切なフィールドの

列見出しを選択し、以下のプロパティを更新することにより、各フィールドの名前やプロパティを変

更することができます。

o このフィールドを無視する –このフィールドを Analyticsテーブルに含めたくない場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。

o ［名前］ー テーブルレイアウトのフィールド用にAnalyticsで割り当てた名前をそのまま使用する

か、別の名前を入力します。

o ［列見出し］- Analyticsのデフォルトのビューに表示する列見出しを入力します。列見出しが

指定されていない場合は、［名前］の値が使用されます。

o 型 – ドロップダウンリストから適切なデータ型を選択します。Analyticsでサポートされているデー

タ型の詳細については、"Analyticsのデータ型"ページ 811を参照してください。

［小数点以下の桁数］および［入力書式］テキスト ボックスは、そのオプションの対象となるデー

タ型を選択したときに自動的に表示されます。

o 値 –フィールドの最初の値を表示する読み取り専用プロパティです。この値は、編集作業に

よって更新されます。

o 小数点以下の桁数 (数値フィールドのみ) –小数点以下の適切な桁数を指定します。
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o 入力書式 (日付時刻フィールドのみ) –その日付に対応する書式を指定します。日付と時刻

の書式の詳細については、"ソースデータに含まれる日付および時刻データの書式"ページ

 366を参照してください。

9. 変更したいフィールド プロパティの編集が完了したら、［次へ］をクリックします。
10. ［データファイルを別名で保存］ダイアログボックスで、Analyticsデータファイルのファイル名を入力

し、必要であれば、そのファイルを保存する場所を変更して、［保存］をクリックします。
11. ［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。
12. プロジェクトに追加する Analyticsテーブルの名前について、デフォルトの名前をそのまま用いるか、

または別の名前を入力して、［OK］をクリックします。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。
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XBRL要素の選択
Analyticsテーブルに含める XBRL要素の選択は、ウィザードの［インポートする要素の選択］ページを使

用して行います。

［要素］テーブルには、前に選択したコンテキストと関連付けられているすべての要素が列挙されます。デ

フォルトでは、すべての要素を Analyticsテーブルに含めるよう、初めにすべてが選択されています。

インポートする要素を選択するには

1. 次のいずれかを実行します。

o 個々の要素の隣にあるチェックボックスをオン(選択 )またはオフ(選択解除 )にします。

o ［すべて選択］をクリックすると、すべての要素が選択されます。

o ［すべて選択解除］をクリックすると、すべての要素の選択が解除されます。

o ［選択範囲の反転］をクリックすると、選択していない要素がすべて選択され、選択している要

素の選択がすべて解除されます。

［インポート サイズ］パネルには、Analyticsテーブルにインポートされる個々のレコードの数と、

XBRLファイル内のレコードの総数が表示されます。

2. XBRL要素の選択が完了したら、［次へ］をクリックします。
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XBRLコンテキストの選択
XBRLのコンテキスト タイプと個々のコンテキストの選択は、ウィザードの［インポートする XBRL コンテキス

トの選択］ページを使用して行います。

Analyticsテーブルにインポートされる XBRLデータはすべて、同じコンテキスト タイプ( Instant(時点 )、
Period(期間 )、またはForever(永遠 ) )と関連付けられている必要があります。複数のコンテキスト タイ

プを単一のAnalyticsテーブルにインポートすることは、サポートされていません。

メモ

複雑な XBRLファイルで作業している場合は、ファイル内のさまざまなコンテキストに対し

て複数のAnalyticsテーブルを定義し、その後［テーブルの関連付け］コマンドを使用し

て、テーブル間の関係を定義する必要があるかもしれません。あるいは、関係が定義し

やすくなるかもしれません。

XBRLコンテキストを選択するには

1. Analyticsテーブルに追加したい［コンテキスト タイプ］を選択します。

XBRLファイルの中で、コンテキスト タイプが一致するすべてのコンテキストが［使用可能なコンテキ

スト］ペインに表示されます。

2. ［使用可能なコンテキスト］ペインで 1つ以上のコンテキストを選択し、右矢印ボタンをクリックし

て、それらを［選択済みのコンテキスト］ペインへ移動させます。

［すべて追加］をクリックして、使用可能なすべてのコンテキストを追加することもできます。［選択

済みのコンテキスト］ペインに1つ以上のコンテキストを追加すると、Analyticsテーブルにインポート

される個々のレコードの数が［インポート サイズ］ペインに表示されます。

どちらかのペインで個々のコンテキストを選択すると、［コンテキスト プロパティ］領域にエンティティと

期間が表示されます。コンテキストにシナリオ情報が関連付けられている場合は、［シナリオの表

示］をクリックすることができます。

3. Analyticsテーブルに必要なコンテキストをすべて追加したら、［次へ］をクリックします。
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XBRLファイルについて
XBRL( eXtensible Business Reporting Language)とは、ビジネスデータや財務データの定義と交換を

行うために用いる XMLベースの標準言語です。XBRLは、財務データを監督機関に提出したり、また企

業間や企業内のシステム間でデータをやり取りするのに使用できます。Analyticsは現在の標準 XBRL
2.1をサポートしています。

XBRLインスタンスのドキュメントはXMLファイルです。これはXBRL要素を使用しており、XBRL標準に

準拠しています。XBRL要素は「項目」とも呼ばれます。XBRLインスタンスのドキュメント タイプには貸借

対照表、総勘定元帳、財務諸表などがあります。

XBRL ドキュメントは有効な XMLファイルで、通常は標準 XMLファイルの拡張子 ( .xml)を使用します。

ルート要素 <xbrl>、つまりファイルの先頭にある要素によって、そのファイルがXBRLファイルであることが

識別されます。

XBRLコンテキスト
XBRL ドキュメントには、1つ以上のコンテキストを定義する要素とデータが含まれています。コンテキスト

は、ファイルに含まれるデータの本体を分類します。ファイル内の各要素または項目は、特定のコンテキス

トを参照する必要があります。コンテキストは次の事項を指定します。

l エンティティ –データに関係する企業、事業単位、など。

l 期間 –データが有効である期間。指定可能な期間が3つあります。

l Instant(時点 ) –データは特定の日付または日付時刻に有効です。たとえば、2012年 1月 1
日午前 9時の時点の銀行残高の値などです。

l Period(期間 ) –データは特定の日付の範囲、または日付時刻の範囲に有効です。たとえば、

2012年 1月 1日から 2012年 12月 31日の間に発生した財務取引などです。

l Forever(永遠 ) –データは日付や時刻に依存しません。たとえば、勘定科目番号は無期限、

つまり未定義の期間有効です。

l シナリオ(任意 ) –関連する要素に関する追加のコンテキスト情報。たとえば、要素に含まれている

値は、実費用、見積もり、または予算であるかどうか、などです。

XBRL ドキュメントには複数のコンテキストを含むことができます。たとえば、2011年 1月 1日から 2011
年 12月 31日までを期間とするコンテキストと、2012年 1月 1日から 2012年 12月 31日までを期間

とする別のコンテキストをドキュメントに含めることができます。データ定義ウィザードでは、各コンテキストは

別個のデータブロックとして利用でき、それぞれインポートするかしないかを選択できます。
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Analyticsサーバーのデータベースプロ
ファイルデータの定義
御社に1つ以上のWindows Analyticsサーバー製品がインストールされ、構成されている場合は、デー

タソースに接続するためにサーバープロファイルおよびデータベースプロファイルを作成しておくと、直接

Oracle、SQL Server、または IBM DB2のデータベースのデータにアクセスする Analyticsテーブルを作成

することができます。

Analyticsテーブルを開くたびに、Analyticsテーブルの作成に使用されたクエリを再実行することで、デー

タベースから最新のデータが取得されます。WHERE句とORDER句は、Analyticsテーブルが作成され

た後に変更することができます。

Analytics サーバーテーブルの制限事項
データベースプロファイルを使用してAnalyticsテーブルを定義する際には、次の制限が適用されます。

l Analyticsの結合で Analyticsサーバーテーブルを使用する場合は、これを主テーブルにする必要

があります。
l Analyticsでテーブルの関連付けを行う際に使用できる Analyticsサーバーテーブルは 1つだけ

で、これを親テーブルにする必要があります。
l Analyticsサーバーテーブルにインデックスを設定することはできません。データを整列させる必要が

ある場合は、テーブルを定義するときにORDER句を指定するか、またはAnalyticsでテーブルプ

ロパティを変更して、ORDER句を追加します。
l ［クイックソート 昇順］および［クイックソート 降順］オプションは、Analyticsサーバーテーブルの

ビューウィンドウでは有効になりません。

手順
1. ［ファイル>新規作成 > テーブル］の順にクリックします。
2. ［データソースのプラットフォームの選択］ページで、［ACLサーバー］を選択し、ドロップダウンリスト

から使用するWindowsサーバープロファイルを選択したら、［次へ］をクリックします。
3. ［ACLサーバーデータソースの選択］ページで、［データベースプロファイル］を選択し、ドロップダウ

ンリストから使用するデータベースプロファイルを選択したら、［次へ］をクリックします。
4. ［データベース/スキーマの選択］ページで、［スキーマ］ドロップダウンリストからアクセスするスキーマ

( Oracle)またはデータベース( SQL Serverおよび IBM DB2)を選択し、［次へ］をクリックします。
5. ［テーブルの選択］ページで、［使用可能なテーブル］リスト内の項目を選択して右矢印ボタンをク

リックすることにより、クエリに追加するデータベーステーブル、ビュー、およびシノニム/エイリアスを選

択します。テーブルを最大 5つまで選択できますが、テーブルを 2つ以上選択する場合、追加選

択したテーブルはそれぞれ、前に選択したテーブルに関連付ける必要があります。複数のテーブル

を選択した場合、特に、多数のレコードを含むテーブルを選択した場合には、通常、データが

Analyticsに表示されるまでの待ち時間がより長くなります。
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複数のテーブルを選択すると、Analyticsは［リレーションシップの識別］ダイアログボックスを表示し

ます。このダイアログボックスを使用して、追加しようとしているテーブルの中で、既に選択されてい

るテーブルと関連しているフィールドを識別する必要があります。

6. 必要なテーブルを選択し終えたら、［次へ］をクリックします。
7. 省略可能。［Condition句］ページで、［CONDITION句を編集する］チェックボックスをオンにし

て、編集用のテキスト ボックスを有効にします。SQL構文を使用してテキスト ボックスに条件を入

力したら、［次へ］をクリックします。クエリに2つ以上の関連テーブルが含まれている場合は、値だ

けが［CONDITION句］テキスト ボックスに表示されます。Condition句 (条件句 )は、テーブルを

関連付ける方法を指定します。
8. ［列の選択］ページで、追加する列を［使用可能な列］リストから選択し、右矢印ボタンをクリック

してそれを［選択済みの列］リストに追加します。もしくは、［すべて追加］をクリックして、すべての列

を［選択済みの列］リストに追加します。複数のテーブルを選択した場合は、［ソーステーブルの選

択］ドロップダウンリストでテーブルをそれぞれ選択し、必要な列を選択することにより、テーブルごと

に少なくとも 1つの列は選択する必要があります。含める列をすべて選択し終えたら、［次へ］をク

リックします。
9. 省略可能。［WhereおよびOrder句］ページで、データベースから返される結果を制限したい場

合はWHEREステートメントを入力します。また、1つ以上の列を基準にして結果を並べ替えたい

場合はORDER句を入力し、［次へ］をクリックします。どちらの種類のステートメントも、コマンド

キーワードを指定せずに、SQL構文を使用してステートメントを入力する必要があります。たとえ

ば、「WHERE Value > 1000.00」は「Value > 1000.00」と入力します。
10. ［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。
11. プロジェクトに追加する Analyticsテーブルの名前を入力し、［OK］をクリックします。
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外部定義ファイルの定義
外部定義ファイルには、外部ファイル内のデータファイルのレコードとフィールドのレイアウト情報が格納さ

れます。Analyticsは、必要なフィールド情報について外部定義ファイルを分析し、Analyticsテーブルレ

イアウトを作成することができます。その後、Analyticsテーブルレイアウトは、Analyticsデータファイル

( .fil)を作成せずに直接データファイルを読み取るために使用されます。

AS400 FDFファイルの定義
AS/400ファイルの定義ファイルからAnalyticsテーブルを定義することができます。この種類のファイルは、

データファイルとは別に、外部ファイルにフィールドの書式に関する情報を格納します。Analyticsは、書

式情報を使用してAnalyticsテーブルを作成し、データファイルから直接データを読み取ります。

1. ［ファイル>新規作成 > テーブル］の順にクリックします。
2. ［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示されている場合は、［ローカル］を選択し、

［次へ］をクリックします。
3. ［ローカルデータソースの選択］ページで［その他］を選択し、［次へ］をクリックします。
4. ［外部定義ソースの選択］ページで［AS400 FDF］を選択し、［次へ］をクリックします。
5. ［変換する AS/400 FDF ファイルの選択］ダイアログボックスで、使用する外部定義ファイルを探し

て選択し、［開く］をクリックします。
6. ［AS/400変換］ページで、［次へ］をクリックします。
7. ［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。
8. プロジェクトに追加する Analyticsテーブルの名前を入力し、［OK］をクリックします。
9. 関連するデータファイル( .dat)が見つからない場合は、ファイルの場所の入力を求められます。

［データファイルの場所 '<ファイル名>'］ダイアログボックスで、必要なファイルを探して選択し、［開
く］をクリックします。

COBOLまたはPL/1ファイルの定義
COBOLコピーブックファイルまたはPL/1ファイルからAnalyticsテーブルを定義することができます。両方

の種類のファイルは、データファイルとは別に、外部ファイルにフィールドの書式に関する情報を格納しま

す。Analyticsは、書式情報を使用してAnalyticsテーブルを作成し、データファイルから直接データを読

み取ります。

1. ［ファイル>新規作成 > テーブル］の順にクリックします。

データ定義ウィザードに表示される最初のページは構成によって異なります。Analyticsサーバーと

の統合が有効になっている場合は、［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示され、

そうでない場合は［ローカルデータソースの選択］ページが表示されます。

2. ［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示されている場合は、［ローカル］を選択し、

［次へ］をクリックします。
3. ［ローカルデータソースの選択］ページで［その他］を選択し、［次へ］をクリックします。
4. ［外部定義ソースの選択］ページで、必要に応じて［COBOL］または［PL/1］を選択し、［次へ］を

クリックします。
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5. ［外部定義の選択］ページで、次の手順を行います。
a. 次のいずれかを実行します。

l ［外部定義］ドロップダウンリストから、既存の定義ファイルまたはデータセットを選択します。

l ［参照］をクリックし、［変換するファイルの選択］ダイアログボックスで定義ファイルまたはデータ

セットを検索して、［開く］をクリックします。

b. 次の手順のいずれかを実行して、単一の定義または複数の定義を選択します。

l 個々の定義を［選択済みの定義］に追加するには、［使用可能な定義］リスト内の定義を

選択して右矢印ボタンをクリックするか、または［使用可能な定義］リスト内の定義をダブルク

リックします。

l 複数の定義を追加するには、［選択した複数のファイル定義を連結させますか］チェックボッ

クスをオンにしてから、追加する各定義を選択して右矢印ボタンをクリックするか、または［すべ

て追加］をクリックして、［使用可能な定義］リストに挙げられているすべての定義を追加しま

す。

c. ［次へ］をクリックします。
6. ［変換プロパティの選択］ページで、必要に応じて、次のプロパティの一方または両方を選択して、

［次へ］をクリックします。

o フィールド名から先頭のファイルインジケーターを削除する –各フィールド名の前にプレフィックス

が指定されている場合は、Analyticsテーブルレイアウトに追加されるフィールド名からそのプレ

フィックスが取り除かれます。たとえば、Test-Field1ならば、プレフィックスのTest-が削除さ

れるでしょう。

このチェックボックスがオフになっている場合、識別されたプレフィックス値はすべてフィールド名に

含まれますが、その際、ハイフンはアンダースコアに変換されます(つまり、Test-Field1は

Test_Field1として追加されます)。
o IBM可変長 –処理するデータファイルが IBMの可変長ファイルである場合、Analyticsテーブ

ルレイアウトにレコード長は指定されません。

7. ［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。
8. プロジェクトに追加する Analyticsテーブルの名前を入力し、［OK］をクリックします。
9. 関連するデータファイルが見つからない場合は、ファイルの場所の入力を求められます。ファイルを

検索するには、次の手順を行います。
a. ［ファイルの場所の選択］ダイアログボックスが表示されたら、［クライアント］を選択して、お使い

のコンピューターからアクセス可能なファイルを選択するか、または［サーバー］を選択して、サー

バーファイルをアクセスするために使用するサーバープロファイルを選択し、［OK］をクリックしま

す。

b. ［ファイルの選択］ダイアログボックスで、データファイルを探して選択し、［開く］をクリックします。
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Analyticsテーブルの手動による定義
Analyticsは、ファイルベースのデータソースのファイル形式を識別できない場合には、データ定義ウィザー

ドの［ファイル形式］ページで、［その他のファイル形式］を選択します。このオプションは、ファイルを手動で

定義したい場合に選択することもできます。このオプションが選択されている場合、データ定義ウィザード

は、ファイルを定義するために必要な手順について順を追って説明しますが、ファイルからテーブルレイアウ

トを作成するには、必要なすべての情報を Analyticsに提供しなければなりません。

Analyticsテーブルを手動で作成するには

1. ［ファイル>新規作成 > テーブル］の順にクリックします。

データ定義ウィザードに表示される最初のページは構成によって異なります。Analyticsサーバーと

の統合が有効になっている場合は、［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示され、

そうでない場合は［ローカルデータソースの選択］ページが表示されます。

2. ファイルの場所を選択するために、次の手順のいずれかを実行します。

o ［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示されていて、ファイルを定義するのに

Analyticsを使用したい場合は、［ローカル］を選択して［次へ］をクリックします。［ローカルデー

タソースの選択］ページで［ファイル］を選択し、［次へ］をクリックします。

o ［データソースのプラットフォームの選択］ページが表示されていて、ファイルを定義するのにACL
サーバーを使用したい場合は、［Analyticsサーバー］を選択し、ドロップダウンリストからサー

バープロファイルを選択して［次へ］をクリックします。［ACLサーバーデータソースの選択］ペー

ジで［フラット ファイル］を選択し、［次へ］をクリックします。

o ［ローカルデータソースの選択］ページが表示されている場合は、［ファイル］を選択して［次へ］
をクリックします。

3. ［定義するファイルの選択］ダイアログボックスで、Analyticsテーブルの作成元とするファイルを探し

て選択し、［開く］をクリックします。
4. ［文字セット］ページで、正しい文字セット オプションが選択されていることを確認し、［次へ］をクリッ

クします。
5. ［ファイル形式］ページで、データ定義ウィザードがより具体的な種類としてファイルを識別できない

場合は、［その他のファイル形式］オプションが選択されます。これは、Analyticsテーブルを手動で

定義する必要があるということです。また、Analyticsテーブルを手動で定義したい場合には、別の

ファイルの種類に割り当てられているファイルを分類し直すことができます。［次へ］をクリックして、次

のページに進みます。
6. ［ファイルプロパティ］ダイアログボックスで、次の手順を行います。
a. データ定義ウィザードで識別されるファイルの種類を確認します。種類を変更する場合は、以

下のオプションからファイル定義の種類を選択します。

l 固定長 –ファイル内のすべてのレコードが同じ長さで、各フィールドがどのレコードでも同じ場

所に配置されている場合は、このオプションを選択します。

l 可変長 –ファイル内のレコードの長さが異なる場合は、このオプションを選択します。ウィザード

の次のページでは、ファイルの種類をさらに分類することができ、長さが変化する単一レコード

タイプを含んでいるファイルであるか、印刷イメージ(レポート )ファイルか、または複数のレコー

ド タイプを含んでいるファイルかを判断します。
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l 最後までスキップ – Analyticsテーブルレイアウトにフィールドを定義せずに、データ定義ウィ

ザードの［最終］ページまで移動するには、このオプションを選択します。テーブルレイアウト ダ

イアログボックスで手動でテーブルレイアウトを定義したい場合、またはデータ定義ウィザード

を使用してファイルを定義できない場合は、このオプションを選択してください。

b. ファイルの先頭から指定されたバイト数をスキップするには、［スキップするバイト数］テキスト ボッ

クスに0より大きい値を入力します。たとえば、最初の300バイトにはヘッダー情報しか含まれて

いない場合は、「300」を入力して、テーブル定義からファイルのこのセクションを除くことができま

す。
c. データ定義ウィザードで識別されたレコード長を増減するには、［レコード長］テキスト ボックスの

値を変更します。レコード長は、固定長ファイルの各レコードの長さ、または可変長レコードの最

長レコードの長さを指します。フィールドの値が右にずれている場合は、おそらくレコード長の値を

増やす必要があります。フィールドの値が左にずれている場合は、おそらくレコード長の値を減ら

す必要があります。
d. データを 16進数形式で表示するには、［16進］チェックボックスをオンにします。このオプション

は、印刷できない文字や圧縮データ( IBM メインフレームコンピューターから作成されるパック化

された数値データなど)を処理する場合に便利です。
e. ［次へ］をクリックします。

7. 前の手順で［固定長］または［可変長］を選択した場合は、［ファイルの種類］ページで次のオプ

ションのいずれかを選択して、［次へ］をクリックします。

o データファイル(単一レコード タイプ) –レコードの各フィールドが固定された開始点と終了点を

持っており、ファイル内の各レコードが同じ長さである場合は、このオプションを選択します。

o 印刷イメージ ファイル(レポート ファイル) –データファイルが、一貫した書式を含んでいる印刷さ

れたレポートの電子版である場合は、このオプションを選択します。この種類のデータファイル

は、報告される情報が入っている詳細レコードを持ち、多くの場合、顧客の詳細や合計などの

追加情報を含むヘッダーレコードおよびフッターレコードを持っています。

メモ

このオプションを使用して印刷イメージファイルの定義を試みる前に、データ定

義ウィザードの［ファイル形式］ページ(上記の手順 5)で［印刷イメージ(レポー

ト )ファイル］オプションを選択してみてください。これは、より簡単なプロセスを使

用して印刷イメージファイルを定義します。

o 複数レコード タイプファイル –データファイルに複数のレコード タイプが含まれているが、レポート

としてフォーマットされていない場合は、このオプションを選択します。

o フィールドの識別をスキップする – Analyticsテーブルレイアウトにフィールドを定義せずに、データ

定義ウィザードの［最終］ページまで移動するには、このオプションを選択します。
8. 前の手順で［データファイル(単一レコード タイプ) ］を選択した場合は、次の手順を行います。
a. ［フィールドの識別］ページで、次の操作を行ってレコードで識別されるフィールドを変更し、［次

へ］をクリックします。

l 既存のフィールド区切りを削除するには、削除したいフィールド区切り線をクリックします。

l 既存のフィールド区切りを移動するには、フィールド区切り線をクリックして新しい位置までド

ラッグします。

l 新しいフィールド区切りを作成するには、フィールド区切りを追加したい位置のグリッドをクリッ

クします。
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b. ［フィールド プロパティの編集］ページで、次の手順を行います。

a. ページの下半分にあるプレビューテーブルで、プロパティを編集するフィールドの列見出しをク

リックします。

b. そのフィールドを Analyticsテーブルレイアウトに含めたくない場合は、［このフィールドを無視

する］チェックボックスをオンにします。

c. ［名前］では、テーブルレイアウトのフィールド用にAnalyticsで割り当てた名前をそのまま使

用するか、別の名前を入力します。

d. ［列見出し］には、Analyticsのデフォルトのビューに表示する列見出しを入力します。列見出

しが指定されていない場合は、［名前］の値が使用されます。

e. ［型］ドロップダウンリストからフィールドの適切なデータ型を選択します。Analyticsでサポート

されているデータ型の詳細については、"Analyticsのデータ型"ページ 811を参照してくださ

い。

f. 選択したデータ型が "数値"である場合は、［小数点以下の桁数］テキスト ボックスに、小数

点以下の桁数を指定できます。［小数点以下の桁数］テキスト ボックスは、このオプションの

対象となるデータ型を選択したときに自動的に表示されます。

g. データ型に "日付時刻"を選択した場合は、その日付に対応する書式を［入力書式］テキス

ト ボックスで指定します。［入力書式］テキスト ボックスは、このオプションの対象となるデータ

型を選択したときに自動的に表示されます。日付と時刻の書式の詳細については、"ソース

データに含まれる日付および時刻データの書式"ページ 366を参照してください。

h. 変更したいフィールドをすべて編集し終えたら、［次へ］をクリックします。

9. 手順 7で［印刷イメージ ファイル(レポート ファイル) ］または［複数レコード タイプファイル］を選択

した場合は、次の手順を行います。
a. ［レコード定義のイントロダクション］ページでは、データ定義ウィザードがデータファイルで自動的

に識別したすべてのレコードが表示されます。新しいレコード タイプを作成したい、またはウィザー

ドによって識別された既存のレコード タイプを変更したい場合は、［レコード タイプを追加 /編集

する］をオンにし、［次へ］をクリックして続行します。
b. ［レコード /行タイプの識別］ページで、次の手順によってデータファイルのレコード タイプを指定し

ます。

l 新しいレコード タイプを追加するには、［定義するタイプを選択してください。］ドロップダウンリ

ストでレコード タイプの名前を入力します。プレビューテーブルでレコードを定義するテキストを

選択し、レコードにテキストを含める( ［包含］ボタン)か、またはレコードからテキストを除外す

る( ［除外］ボタン)かを指定します。また、そのレコードがヘッダーレコードである場合は、［ヘッ

ダー行］チェックボックスをオンにします。

l 既存のレコード タイプを編集するには、［定義するタイプを選択してください。］ドロップダウンリ

ストで編集するレコード タイプを選択します。プレビューテーブルでテキストを選択し、レコード

にテキストを含める( ［包含］ボタン)か、またはレコードからテキストを除外する( ［除外］ボタ

ン)かを指定することで、レコードを定義する一意のテキストを変更します。前に選択したテキ

ストを削除するには、リストでエントリを選択し、［削除］ボタンをクリックします。また、そのレ

コードがヘッダーレコードである場合は、［ヘッダー行］チェックボックスをオンにします。

c. ［フィールドの識別］ページで、上記の手順 8aで説明されている手順を行います。
d. ［フィールド プロパティの編集］ページで、上記の手順 8bで説明されている手順を行います。

10. ［最終］ページで、新しいAnalyticsテーブルの設定を確認したら、［完了］をクリックします。
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11. プロジェクトに追加する Analyticsテーブルの名前について、デフォルトの名前をそのまま用いるか、

または別の名前を入力して、［OK］をクリックします。
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ソースデータに含まれる日付および
時刻データの書式
Analyticsテーブルを定義する場合、日付、日付時刻または時刻データのソースにおける書式 (入力書

式 )は、Analyticsで自動的に認識される可能性があります。たとえば、AnalyticsはYYYYMMDDという

書式になっている日付は自動的に認識します。ソースの書式が自動認識されない場合は、その書式を

手動で指定する必要があります。

ソース書式と表示書式
ソースの日付時刻データの書式を指定することと、Analyticsでの日付時刻データの表示方法を指定す

ることは同じではありません。ソース書式は、Analyticsがソースファイルで日付時刻データを読み取る方

法を制御します。指定する書式文字とソースデータの実際の書式が一対一で対応している必要があり

ます。

Analyticsでソースの日付時刻データが正しく定義されると、それをさまざまな書式で表示できるようにな

ります。日付時刻データの表示にどのような書式を選択しても、そのソースの書式にはなんの影響もあり

ません。

日付時刻データの表示に関する説明については、"日付と時刻オプション"ページ 135を参照してくださ

い。

ソース書式を手動で指定する
データ定義ウィザードでテーブルを定義しているときに、手動で日付時刻ソース形式を指定できます。あ

るいは、Analyticsの［テーブルレイアウト］ダイアログボックスで、後から書式を指定できます。

区切り文字を除き、ソースデータの書式と完全に一致するように書式を指定し、Analyticsでそのソース

データが正しく表示されるようにする必要があります。

日付時刻の書式で区切り文字を指定するた
めのガイドライン
ソースの日付時刻データには多くの場合、次のような区切り文字が含まれています。

l 年、月、日の各要素間のスラッシュ( /)などの文字
l 時、分、秒の各要素間のコロン( :)などの文字
l スペースまたは "T"などの文字 －日付時刻値の日付と時刻の間に入ります。
l "T"などの文字または小数点 － 単独の時刻値時の前に付けられます。
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l プラス( +)またはマイナス( -)記号 － タイムゾーンインジケーター付きのローカル時刻の場合、

UTCオフセットの前に付けられます。

ソースデータにあるこれらの区切り文字の中には、Analyticsで自動的に認識されるものもあります。

日付時刻の書式で区切り文字を指定するときには、次のガイドラインに従ってください。区切り文字を省

いたり、適切に指定しなかった場合は、日付時刻データが表示されないか、または正しく表示されませ

ん。

メモ

日付時刻の書式における特定の区切り文字の指定は、その文字の機能に応じて、必

須、省略可能、あるいは拒否される可能性があります。

区切り文字の機能

書式での指

定 対象のソースデータ 指定する書式

日付の日、月、年の要素を区切る 必須 31/12/2014 DD/MM/YYYY

時刻の時、分、秒の要素を区切る 省略可能 23:59:59 hh:mm:ss

hhmmss

日付時刻値の日付と時刻の部分を区切る

(スペース)

省略可能 31/12/2014 23:59:59 DD/MM/YYYY  hh:mm:ss

DD/MM/YYYYhh:mm:ss

DD/MM/YYYY  hhmmss

DD/MM/YYYYhhmmss

日付時刻値の日付と時刻の部分を区切る

( Tまたは t)

拒否 31/12/2014T235959 DD/MM/YYYY  hhmmss

DD/MM/YYYYhhmmss

単独の時刻値の前に付ける

( Tまたは t)

拒否 T235959 hhmmss

数値データ型を使用する日付時刻値の日

付と時刻の部分を区切る

(小数点 )

省略可能 31122014.235959 DDMMYYYY.hhmmss

DDMMYYYYhhmmss

数値データ型を使用する単独の時刻値の

前に付ける

(小数点 )

省略可能 .235959 .hhmmss

hhmmss

UTCオフセットの前に付ける

(プラスまたはマイナス記号 )

必須 T235959-0500 hhmmss-hhmm

hhmmss+hhmm
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日と時刻の区切り文字
Analyticsがソースデータから日付時刻値を読み込むためには、ソースデータの日付と時刻の要素がス

ペースか区切り文字で区切られている必要があります。例：
l 2014/12/31 23:59:59
l 20141231.235959

日付時刻データ型、または文字データ型を使用する日付時刻値の場合、Analyticsでは以下の区切り

文字を認識します。

l <日付> <時刻> (スペース 1つ)
l <日付>T<時刻> (大文字のT)
l <日付>t<時刻> (小文字の t)

数値データ型を使用する日付時刻値の場合、Analyticsでは次の区切り文字のみを認識します。

l <日付>.<時刻> (小数点 )

メモ

Analyticsは日付時刻データ型または文字データ型を使用する日付時刻値を読み込

むことができ、また、区切り文字としてピリオド(小数点 )を用いることができます( <日付
>.<時刻>)。ただし、ピリオドの区切り文字は、状況によっては結果が信頼性に欠けるた

め、正式にはサポートされません。

単独の時刻データ
Analyticsがソースデータから単独の時刻値 ( 23:59:59など)を読み込むためには、ソースデータの時刻

値の前にスペースまたは区切り文字が付けられているか、あるいはその時刻の各要素がコロンで区切ら

れている必要があります。例：
l 23:59:59
l .235959

時刻データ型、または文字データ型を使用する日付時刻値の場合、Analyticsでは以下の区切り文字

を認識します。

l _<時刻> (スペース 1つ)
l T<時刻> (大文字のT)
l t<時刻> (小文字の t)
l <hh>:<mm>:<ss> (コロン)

数値データ型を使用する時刻値の場合、Analyticsでは次の区切り文字のみを認識します。

l .<時刻> (小数点 )
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メモ

Analyticsは、日付時刻データ型または文字データ型を使用し、区切り文字としてピリオ

ド(小数点 )を用いる( .<時刻>)時刻値を読み取ることができます。ただし、ピリオドの区

切り文字は、状況によっては結果が信頼性に欠けるため、正式にはサポートされませ

ん。

日付書式
現在、さまざまな仕様の日付書式が使用されています。データ定義ウィザードやテーブルレイアウト ダイ

アログボックスで、一般的な日付書式の中から書式を選択することができます。必要に応じて日付書式

をソースデータの書式と一致するように編集または作成することもできます。

日付書式は、日付データ、または日付時刻データの日付部分に適用されます。以下に、一般的な日

付書式をいくつか示します。

一般的な日付書式 型 2014年 12月 31日の場合

YYYY-MM-DD ISO 2014-12-31

MM/DD/YYYY アメリカ 12/31/2014

DD/MM/YYYY

DD.MM.YYYY

DD-MM-YYYY

ヨーロッパ 31/12/2014

31.12.2014

31-12-2014

YYYYDDD ユリウス日 (通日 ) 2014365

日、月、および年の文字

日付書式を定義するときに、ソースデータのどの要素が年、月、日のそれぞれを表すのかを指定します。

Analyticsでは、以下に示す書式文字を使用して、日付の年月日の要素を表します。

メモ

これらの文字はデフォルトです。［オプション］ダイアログボックスで変更できます。

スラッシュ記号 ( /)などの区切り文字がソースデータに存在する場合は、同じ記号を日付書式内の同じ

相対位置に挿入する必要があります。そうしないと、Analyticsは日付を正しく解釈することができませ

ん。

書式文字 日付要素

DD 日 ( 1 ～ 31)

DDD ユリウス日 /通日 ( 1 ～ 366)
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書式文字 日付要素

MM 月 ( 1 ～ 12)

MMM 月名 ( Jan ～ Dec)

YY 短い年書式 ( 00 ～ 99)

YYYY 長い年書式 ( 1900 ～ 9999)

ソースデータに対する日付書式を指定する例

Analytics日付書式 ソースデータ

YYYY-MM-DD 2014-12-31

YYYYMMDD 20141231

MM/DD/YYYY 12/31/2014

MM/DD/YY 12/31/14

DD/MM/YYYY 31/12/2014

YYDDD 14365

MMM DD, YYYY Dec 31, 2014

DD MMM YYYY 31 Dec 2014

時刻書式
Analyticsでは最も一般的な時刻書式の表記 ( hh:mm:ss)と、この書式の細かなバリエーションをサポー

トします。データ定義ウィザードやテーブルレイアウト ダイアログボックスで、一般的な時刻書式の中から

書式を選択することができます。必要に応じて時刻書式をソースデータの書式と一致するように編集ま

たは作成することもできます。

時刻書式は、時刻データ、または日付時刻データの時刻部分に適用されます。

時間、分、および秒の文字

時刻書式を定義するときに、ソースデータのどの要素が時、分、秒のそれぞれを表すのかを指定します。

また、AM/PMインジケーターやUTCオフセット インジケーターが存在する場合は、それらの要素も指定し
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ます。Analyticsでは、以下に示す書式文字を使用して、時刻データのさまざまな要素を表します。

メモ

以下に示す時間、分、秒の文字はデフォルトです。［オプション］ダイアログボックスで変

更できます。

書式文字 時刻要素

hh 時 ( 00 ～ 23)

mm 分 ( 00 ～ 59)

ss 秒 ( 00 ～ 59)

: (コロン) 時刻要素の区切り文字

AまたはP AM/PMインジケーター( AおよびP)

AMまたはPM AM/PMインジケーター( AMおよびPM)

+または - UTCオフセット インジケーター( +および -)

ソースデータに対する時刻書式を指定する例

Analytics時刻書式 ソースデータ

hh:mm 23:59

hh:mm A 11:59 P

hhmm PM 1159 PM

hh:mm:ss 23:59:59

hh:mm:ss P 11:59:59 P

hhmmss AM 115959 PM

hh:mm:ss+hh:mm 23:59:59-05:00
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データアクセスウィンドウを使用した
データのインポート

データアクセスウィンドウは、データコネクターを含むAnalyticsのコンポーネントであり、さまざまなソースの

データを Analytics にインポートするために使用できます。データアクセスウィンドウには、インポートする

データのセットを正確に形成するための機能もあります。

データアクセスウィンドウを使用して接続できるデータソースの一覧については、"Analyticsでアクセスで

きるデータソース"ページ 242を参照してください。

メモ

データ定義ウィザードを使用して、データをインポートすることもできます。詳細について

は、"データ定義ウィザードを使用したデータの定義とインポート "ページ 248を参照してく

ださい。

データソースに接続するとき、またはデータソースからインポートするときには、Analytics
は厳密に読み取り専用です。詳細については、"Analyticsによるデータアクセスは読み

取り専用です"ページ 243を参照してください。

データコネクター
データコネクターはAnalyticsと、Microsoft SQL Server、Oracle、Salesforce、Microsoft Excelなどの

ODBC準拠データベースとファイル形式の間でインターフェイスを提供するODBC ドライバーです。

ODBCはOpen Database Connectivityを表します。これはMicrosoftの標準であり、アプリケーションは

SQL(構造化問い合わせ言語 )を使用して、外部データベースまたはファイルのデータにアクセスできま

す。

メモ

データアクセスウィンドウは、インポート専用ツールです。外部データベースまたはファイル

のデータにアクセスするために使用される SQLインポート文を編集できます。SQLを編

集してデータソースに書き込むことはできません。

データアクセスウィンドウの概要
データアクセスウィンドウに含まれる機能は以下のとおりです。
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番号 機能 説明

1 接続 現在アクティブなデータ接続に関する情報を表示します。

接続の名前、データベースの名前、またはソースデータを含むファイルの場所が含まれ

ます。

2 テーブルの検索 ソースデータの使用可能なテーブルのリストを進行的にフィルタリングする検索ボック

ス。

検索ボックスに文字を入力すると、使用可能なテーブルリストがフィルタリングされ、一

致する文字列を含むテーブル名のみが抽出されます。

3 利用可能なテーブル インポートで使用できるソースデータのテーブル。

ソースデータの最初の200テーブルが表示されます。追加のテーブルが存在している
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番号 機能 説明

場合は、リンクをクリックして、一度に最大 500テーブルのブロックで表示できます。

4 ステージング領域 インポート用に選択したテーブルを含むデータアクセスウィンドウの領域。

ステージングエリアはテーブル間で結合を実行する場所であり、インポートされるテーブ

ルのフィールドを選択します。

5 ［フィルター］パネル インポートされるデータセットのレコードを正確に指定する簡易または複合フィルターを

作成するためのパネル。

6 インポートのプレビュー Analyticsにインポートされる正確なデータのプレビュー。

テーブルの結合、フィールドの省略、フィルターの作成でデータを操作するときには、プレ

ビューを更新し、変更の効果を確認できます。

［サイズの推定］オプションでは、インポートのレコード数の推定と、作成される

Analytics データファイル (.fil)のサイズを表示します。

7 フィールド構成 3つのオプションでは次のことができます。

o インポートされる文字またはメモフィールドの最大フィールド長を調整する
o すべてのフィールドを文字データ型としてインポートする

8 SQLモード SQL インポート文を直接編集できるテキスト エディター。

SQLの知識があるユーザーは、ユーザーインターフェイスでは使用できないデータイン

ポートの要素を制御できます。

データ接続の管理
データアクセスウィンドウでは、Analyticsデータコネクターを使用して作成された接続の名前変更、コ

ピー、または削除ができます。

また、コネクターによって保存されたキャッシュ済みのテーブル名のリストを消去できます。

接続の名前変更、コピー、削除

メモ

データアクセスウィンドウでは、Windows ODBC ドライバーを使って作成されたDSN接

続を名前変更、コピー、削除することはできません。これらの接続はWindowsで管理で

きます。

1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ［既存の接続］タブの［ACL コネクター］または［ACL DSN コネクター(バンドル) ］で、管理する接

続にカーソルを置き、省略記号アイコン をクリックします。
3. 使用可能な場合は次のいずれかを選択します。

l コピーの作成
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l コレクション名の変更
l 接続の削除

4. 画面のプロンプトに従い、タスクを完了します。

キャッシュされているテーブル名の消去

データアクセスウィンドウを使ってデータソースに接続できると、使用しているコネクターにより、データソー

スにある最初の200個のテーブルがキャッシュされます。このテーブル名のリストにより、今後、同じデータ

ソースに今までよりも速く接続できるようになります。

データソースのスキーマ変更によりテーブルが追加、削除、または名前変更された場合は、テーブル名の

キャッシュを手動で消去する必要があります。テーブル名のキャッシュとデータソースのスキーマが一致して

いないと、接続エラーが発生します。

キャッシュを消去してデータソースに接続できるようになると、キャッシュが、更新されたテーブル名のリスト

で更新されます。

1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ［既存の接続］タブの［ACL コネクター］、［ACL DSN コネクター(バンドル) ］、または［Windows

DSN コネクター］で、管理する接続にカーソルを置き、省略記号アイコン をクリックします。
3. ［キャッシュの消去］を選択します。

テーブル名のキャッシュが消去されます。

データアクセスのログファイル
2つのログファイルは、データアクセスウィンドウで活動を記録し、データ接続ができない場合にトラブル

シューティングに使用できます。

l ServerDataAccess.log –はデータをインポートする前のすべてのデータアクセスウィンドウの活動と

エラーを記録します

ロケーション：C:\Users\<ユーザー アカウント>\AppData\Local\ACL\ACL for
Windows\Data Access\ServerDataAccess.log

メモ

ServerDataAccess.logの "Server"はAnalytics がインストールされているコン

ピューターでローカルに実行されている Analytics のデータアクセスコンポーネントを

参照します。

l DataAccess.log –には、インポート操作に関する情報と、

場所 ..\<Analytics プロジェクト フォルダー>\DataAccess.log
にインポートしようとしているデータが含まれる Analyticsプロジェクトに関する情報が記録されま

す。
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データアクセスウィンドウの作業

データアクセスウィンドウを使用して、データをインポートして、Analyticsテーブルを作成すると、データベー

スまたはファイルのいずれかでソースデータに接続できます。

メモ

接続が失敗した場合は、2つのログファイルがトラブルシューティング時の支援となりま

す。詳細については、"データアクセスのログファイル"前のページを参照してください。

データベースまたはクラウド データサービスに接
続する前に
［データアクセス］ウィンドウを使用してデータベースまたはクラウド データサービスに接続するときには、特

定の要件または前提条件が存在します。

l アカウント –データベースまたはデータサービスアカウントが必要です。アカウントは、個人アカウン

ト、あるいは役割または御社に関連付けたアカウントにすることができます。このアカウントは

Analytics アカウントとは異なります。
l 資格情報 –データベースまたはデータサービスアカウントの有効な資格情報が必要です。必要な

アカウント資格情報の種類はデータソースによって異なります。名前とパスワード、アクセストーク

ン、一部の他の形式の資格情報を入力する必要がある場合があります。
l 事前設定 – SalesforceやConcurなどのデータソースの場合、［データアクセス］ウィンドウを使用

して接続する前に、クラウド データサービス内で事前設定が必要です。

メモ

クラウド データサービス内の接続前提条件の設定は、一般的に、御社の

Salesforce管理者またはConcur管理者など、サービスを管理する御社の責任

者によって実行されます。

クラウド データサービスに起因する接続の問題では、弊社サポートではなく、その

サービスを担当される御社内管理者にお問い合わせいただく必要があります。

データベースまたはファイルへの接続
Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。

メモ

データ定義ウィザードでデータとアプリケーションを選択することもできます。
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既存の接続の使用

1. ［既存の接続］タブで、接続先のデータソースの接続を選択します。

ヒント

使用可能な接続のリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボックス

に検索文字列を入力します。名前はアルファベット順に表示されます。

接続の種類によっては、ソースデータに即時接続される場合があります。

既存の接続は、ACL コネクター、ACL DSN コネクター(バンドル)、Windows DSN コネクターおよ

びその他のコネクターの下で整理されます。

既存の接続がない場合は、セクションが表示されません。

2. すぐに接続しない場合は、次のいずれかを実行します。

l ［データ接続の設定］パネルが開いたら、パネルの下で［接続］をクリックします(スクロールが必

要な場合があります)。

必要に応じて、接続設定を更新し、その後［接続］をクリックします。

l ファイル接続のダイアログボックスが開いたら、適切なファイルへと移動し、これを選択します。

新規接続の作成

1. ［新規接続］タブを選択します。
2. 接続先のデータソースのコネクターを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

使用可能なコネクターは、ACL  コネクター、CL DSN コネクター(バンドル)、Windows DSN コネ

クターおよびその他のコネクターの下で整理されます。

3. 次のいずれかを実行します。

l ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下で［保存して接続］を
クリックします(スクロールが必要な場合があります)。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい名前を入力します。

l ［ACL DSN コネクター(バンドル) ］セクションのコネクターで、［DSN構成］ダイアログボックスが

開きます。

i. ［必須フィールドを表示］タブをクリックします。
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ii. 該当する場合は必須フィールドの値を入力し、［Test Connection］(接続のテスト )をクリック

します。

データソースのログインページが表示されます。

iii. 接続詳細情報を入力し、ログインを認証します。

iv. 接続成功ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

v. ［DSN Configuration］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

l ファイル接続のダイアログボックスが開いたら、適切なファイルへと移動し、これを選択します。

メモ

Analytics コネクターで成功した接続は、自動的に［既存の接続］タブに表示され

ます。

Windowsコネクターで行われた接続は、現在のデータインポート セクションでのみ

保持されます。

データ接続の管理

ACLコネクターを使用して作成された接続の名前変更、コピー、または削除ができます。詳細について

は、"データ接続の管理"ページ 374を参照してください。

ステージング領域への1つまたは複数のテーブ
ルの追加

1. データアクセスウィンドウで、必要に応じて［スキーマ］ドロップダウンリストから該当するデータベース

スキーマを選択します。

メモ

一部のデータソースにはスキーマがない場合や、スキーマが1つしかない場合があ

ります。

2. 省略可能。［接続］パネルで、使用可能なテーブルのリストをフィルタリングするには、［検索テーブ

ル］ボックスに検索文字列を入力します。

リテラル検索文字列 (ワイルドカードなし)の一致は、テーブル名のどの場所にも出現することがあ

ります。検索は大文字と小文字を区別しません。

検索文字列では、1つ以上のワイルドカード文字を使用することもできます。

その他を表示
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ワイルドカード 範囲 例 一致

*

%

0以上の文字 invoice-j* o Invoice-January
o Invoice-June
o Invoice-July

%june o Invoice-June
o PO-June

%invoice% o Invoice-June
o June-Invoice

?

_

1文字 invoice?? o invoice-1
o invoice-2

j_n o 1月
o 6月

メモ

検索文字列でワイルドカードを使用する場合、一致する文字列の長さと、最初と最後の文字の

長さがより厳密に評価されます。

l j_nは jで始まり nで終わる 3文字の文字列とのみ一致します
l j*nは任意の長さの文字列と一致しますが、文字列は jから始まり nで終わる必要があります
l 対照的に、janは任意の長さの文字列と一致し、janは文字列のどの場所にも出現すること

があります

この一致動作は、Analytics が次の方法でリテラル検索文字列 (ワイルドカードなし)を解釈す

る結果です。jan = *jan*

3. 省略可能。テーブルのリストの下部にスクロールし、［残りの# テーブルを表示］をクリックします。

Analyticsはデータソースの最初の200テーブルを表示します。追加のテーブルが存在している場

合は、［残りを表示］リンクをクリックして、一度に最大 500テーブルのブロックで表示できます。

メモ

リンクが表示されるには、［テーブルの検索］ボックスが空欄でなければなりません。

4. ［利用可能なテーブル］で、テーブル名をクリックしてテーブルを［ステージング領域］に追加します。

テーブルはアルファベット順に表示されます。テーブルを結合する予定の場合は、ステージング領域

に最大で 10個のテーブルを追加できます。SAPコネクターは現在 2つのテーブルに制限されてい

ます。

メモ

1度のインポートの操作で複数のテーブルを個別にインポートすることはできませ

ん。テーブルは、インポートされるようにまとめて結合される必要があります。

5. 省略可能。使用可能なテーブルのリストにシステムテーブルを追加する場合は、［システムテーブ

ルを含む］を選択します。
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メモ

このオプションは一部のデータソースには適用されません。

テーブルの結合
複数のテーブルをステージングエリアに追加した場合は、テーブルを結合する必要があります。

テーブルの結合の詳細については、"データアクセスウィンドウのテーブルの結合"ページ 388を参照してく

ださい。Apache Drillテーブルの結合の詳細については、"Apache Drillデータソースからのテーブルの結

合"ページ 391を参照してください。

1. ［ステージング領域］で、結合アイコンをクリックし、結合の設定にアクセスします。

2. 任意の結合のタイプをクリックします。

l 内部
l その他
l 左
l 右

メモ

Microsoft ExcelおよびMicrosoft Accessコネクターを含む一部のデータコネク

ターは、外部結合タイプをサポートしません。

3. 次の手順で共通キーフィールドを選択します。
a. 左の列から、左テーブルのキーフィールドを選択します。

b. 右の列から、右テーブルのキーフィールドを選択します。

ヒント

使用可能なフィールドのリストをフィルタリングするには、［左の列］まはた［右の列］
ボックスに検索文字列を入力します。フィールドはアルファベット順に表示されま

す。

4. 省略可能。追加のキーフィールドを追加する必要がある場合は、［+キーの追加］をクリックしま

す。
5. ［適用］をクリックし、結合設定を保存します。
6. 結合する各追加テーブルの結合設定を作成します。
7. 省略可能。［インポート プレビュー］パネルで、［更新］をクリックして、結合されたテーブルのプレ

ビューを表示します。
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インポートするファイルの選択
デフォルトでは、特定のフィールドを選択解除しないかぎり、テーブルのすべてのフィールドがインポートされ

ます。

1. インポートから 1つ以上のフィールドを省略するには、テーブルで［フィールドを表示する］ドロップダ

ウンリストをクリックします。
2. 選択解除する場合はフィールド名をクリックします。

ヒント

ほとんどのフィールドを選択解除する場合は、［すべて選択］トグルをクリックし、す

べてのフィールドを選択解除してから、任意のフィールドを再度選択できます。

3. ［インポート プレビュー］パネルで、［更新］をクリックして、インポートに含まれるフィールドをレビューし

ます。
4. 省略可能。暗号ハッシュ値として 1つ以上のフィールドをインポートするには：
a. ［インポート プレビュー］パネルで、変換する列の上部にある［ハッシュ］チェックボックスを選択しま

す。

b. 画面の下部にある［Salt］フィールドで、ハッシュ関数で使用する英数字文字列を入力します。

ソルト値は 128文字以下です。次の文字は使用しないでください。( ) "

ソルト値を指定しない場合、Analytics はランダム文字列を生成します。［更新］をクリックする

と、［Salt］フィールドの生成された文字列が表示されます。

ハッシュ値は単方向の変換であり、フィールドのインポート後に復号化できません。

メモ

ハッシュデータの未加工値を読み取れない場合でも、データの結合または分析時

に役立ちます。インポート中にACCESSDATAでハッシュ化された値を、

ACLScript's HASH( )関数を使用してハッシュ化された値と比較する場合は、数

値または日付時刻 Analyticsフィールドを文字値に変換し、データをハッシュ化す

る前にスペースを切り取る必要があります。

日付時刻フィールドは次の形式を使用する必要があります。

l 日付時刻 – "YYYY-MM-DD hh:mm:ss"
l 日付 –"YYYY-MM-DD"
l 時刻 – "hh:mm:ss"

データのフィルター
デフォルトでは、1つ以上のフィルターを作成して特定のレコードを省略しない場合は、テーブルのすべて

のレコードがインポートされます。
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メモ

下記のフィルターオプションを両方とも使用する場合は、まず条件付きフィルターが最初

に適用され、次に条件付きフィルターの結果に対し、指定した数のレコードが適用され

ます。

インポートするレコードの数を指定

テーブルの先頭から数えて、特定の行数までのレコードのみをインポートするように指定できます。

1. ［最初のn レコードを選択］で、テーブルの先頭から数えたインポート対象レコード数を入力しま

す。
2. 省略可能。［インポート プレビュー］パネルで、［更新］をクリックして、インポートに含まれるレコード

を表示します。

ヒント

インポート対象をテーブル内のすべてのレコードに再設定するには、［最初のn レコードを

選択］に「n」を入力します。

条件付きフィルターを作成

1. インポート対象からレコードを条件によって除外する場合は、［フィルターを追加して結果を制限し

ます］をクリックして、フィルターを作成します。
2. ［フィールド］リストで、フィルタリングで使用するフィールドを選択します。

ヒント

使用可能なフィールドのリストをフィルタリングするには、［フィールド］ボックスに検索

文字列を入力します。フィールドはアルファベット順に表示されます。

メモ

テーブルを結合した場合は、結合したテーブルのいずれかからフィールドを選択でき

ます。

3. ［条件］リストから、"である"、"等しい"または "より大きい"などの条件付き演算子を選択します。

"にある"演算子を使用すると、複数のテスト値を指定できます。詳細については、"条件付き演

算子 "にある"の使用"ページ 384を参照してください。
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4. 3番目のフィールドでテストする値を入力します。

メモ

論理フィールドを使用してフィルタリングしている場合は、データソースに応じてテス

ト値を次のいずれかにする必要があります。

l 'true'または 'false'(引用符を含む)
l 1または 0 (1= true、0 = false)
フィールドの実際の値のいずれかを使用したフィルタリングがエラーを返す場合は、

上記の値のいずれかを試してください。

5. 省略可能。別のフィルターを追加するには、次の手順を実行します。
a. ［フィルターの追加］をクリックします。

b. フィルターを組み合わせる方法によって、ANDまたはORを選択します。

c. 手順 2 ～ 4を繰り返してフィルターを作成します。

フィルターをフィルターグループに追加し続け、インポートするデータの正確なセットを指定できま

す。

メモ

フィルターグループで複数のフィルターを組み合わせるときには、Boolean演算

子を組み合わせることができません。グループのすべてのフィルターはANDまたは

ORを使用して組み合わせる必要があります。

6. 省略可能。フィルターグループを追加するには、次の手順を実行します。
a. ［フィルターグループの追加］をクリックします。

b. フィルターグループを組み合わせる方法によって、ANDまたはORを選択します。

c. 手順 2 ～ 4を繰り返してフィルターを作成します。

フィルターをフィルターグループに追加し続けるか、追加のフィルターグループを作成して、イン

ポートするデータの正確なセットを指定できます。

メモ

各フィルターグループのフィルターが最初に評価されてから、フィルターグループが

相互に比較して評価されます。

複数のフィルターグループを組み合わせるときには、Boolean演算子を組み合

わせることができません。すべてのフィルターグループはANDまたはORを使用し

て組み合わせる必要があります。

7. 省略可能。［インポート プレビュー］パネルで、［更新］をクリックして、インポートに含まれるレコード

を表示します。
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条件付き演算子 "にある"の使用

"にある"演算子を使用すると、複数のテスト値を指定できます。たとえば、［City］フィールドに対し、イン

ポート対象レコードを次の特定の都市にのみ制限する条件付きフィルターを作成できます。

New York、San Francisco、Dallas

条件付き演算子 "にある"には次の規則が適用されます。

l テスト値はカンマで区切る。テスト値にはスペースを含めることができる(上記の例を参照 )。
l 1つまたは複数の一重引用符 '

が含まれているテスト値は、二重引用符 " "で囲みます。データコネクターによっては、一重引用

符文字をエスケープ処理しなければならない場合もあります。例："\'abc123\'"
l 1つまたは複数の二重引用符 "が含まれているテスト値は、一重引用符 ' 'で囲みます。
l 次の文字のいずれかが含まれているテスト値は、二重引用符 " "または一重引用符 ' 'で囲

みます：カンマ ,または円記号 \

円記号の後には少なくとも 1つの文字が続く必要があります。例："\a"または "\\"

l 1つのフィルター内でテスト値を囲むのに二重引用符 " "と一重引用符 ' 'を両方使用すること

はおやめください。どちらか一方のみを使用してください。

最大フィールド長の調整
インポートされた文字またはメモフィールドのデフォルト最大フィールド長が短すぎるか長すぎる場合は、

調整できます。

最大フィールド長を超えるデータは、Analyticsにインポートすると切り捨てられます。

メモ

フィールド長は個別に指定できません。単一の設定はすべての文字フィールドと、イン

ポートのすべてのテーブルのすべてのメモフィールドに適用されます。

ヒント

インポート プレビューの最初の数個の値に基づいて、フィールドを短くする場合は注意し

てください。値の長さが長い場合は、テーブルが切り捨てられる場合があります。

1. データアクセスウィンドウの下部で、これらのフィールドのいずれかまたは両方の文字数を増減させ

ます。

l 最大文字フィールド長
l 最大メモフィールド長
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2. ［インポート プレビュー］パネルで、［更新］をクリックして、プレビューのフィールド長を更新します。

メモ

列のすべてのテキストを表示するには、プレビュー列をドラッグして広げる必要があ

る場合があります。

すべてのフィールドを文字データ型としてイン
ポートする
すべてのフィールドを文字データとしてインポートする場合は、［すべての文字］を選択します。

すべてのフィールドを文字データとしてインポートすると、インポート処理が簡素化され、データを損失する

ことなく煩わしいフィールドを Analyticsで取得できます。Analyticsにインポートされたデータのフィールドに

は、数値や日付時刻などのさまざまなデータ型を割り当て、書式の詳細を指定することができます。

［すべての文字］オプションは、実際に文字データ型を使用する必要がある場合に、Analyticsによって数

値のデータ型が自動的に割り当てられた、識別子のフィールドを持つテーブルをインポートする際に有用

となります。

SQL のインポート文を編集する
SQLを理解している場合は、直接 SQLインポート文を編集できます。

SQLインポート文を編集すると、ユーザーインターフェイスでは使用できないデータインポートの要素を制

御できます。たとえば、SQL インポート文のフィールド名を変更できます。

注意

SQL Modeで行った変更は、データアクセスウィンドウでビジュアルエディターに戻ると、

すべて失われます。

1. 省略可能。［SQL Mode］トグルボタンをクリックします。
2. SQL のインポート文を編集します。

メモ

SQLインポート文の本文では、ACLScript構文 (コマンドまたは関数 )を使用でき

ません。有効な SQL構文のみを使用する必要があります。

3. ［インポートのプレビュー］領域でインポートされるデータに対する更新されたSQLの効果を表示す

るには、［更新］をクリックします。
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インポートのプレビュー
インポート処理の任意の時点で、インポートをプレビューし、結合、フィールド選択、フィルタリング、および

フィールド長調整の効果を確認できます。

1. 省略可能。インポートのレコード数の推定と、作成される Analytics データファイル (.fil)のサイズを

表示する場合は、［インポート プレビュー］領域で、［サイズの推定］を選択します。

注意

［サイズの推定］オプションは注意して使用してください。大きいデータセットと特定

のデータソースの場合、推定の生成はプロセッサーのリソースを消費し、速度が低

下する可能性があります。

2. ［インポートのプレビュー］領域でインポートされるデータを表示するには、［更新］をクリックします。

Analyticsデータファイルの保存
任意のデータセットを指定するときには、インポートされたデータを Analytics データファイルに保存しま

す。

1. データアクセスウィンドウの下で［保存］をクリックします。
2. Analytics テーブルの名前を指定し、［保存］をクリックします。

データがインポートされ、新しいテーブルが自動的にAnalyticsで開きます。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

Analyticsテーブルとデータファイルの更新
データアクセスウィンドウを使用してインポートしたAnalytics テーブルと関連付けられたデータファイルを

更新できます。テーブルを更新すると、最新のソースデータでテーブルが更新されます。

ガイドライン

l コンテンツのみが更新されます –Analyticsテーブルを更新すると、既存のフィールドのコンテンツのみ

が更新されます。テーブルレイアウトは更新されません。

ソースデータの構造が変更された場合 (フィールドが追加または削除された場合など)は、テーブル

を更新できません。データを再インポートする必要があります。
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l 開いているテーブル –更新するときにテーブルが開いている場合は、一時的に、テーブルのサイズの

2倍に相当するディスク領域が必要です。ディスク領域が限られている場合は、更新する前に

テーブルを閉じてください。
l Analytics 12でインポートされたテーブル –Analytics バージョン 12でデータアクセスウィンドウを使

用してインポートされたテーブルは、新しいバージョンのAnalyticsを使用している場合でも更新で

きません。

これらのテーブルを更新するには、Analytics 12.5以降を使用して再インポートしてください。

手順

1. ナビゲーターで更新する Analyticsテーブルを右クリックし、［ソースファイルから更新］を選択しま

す。
2. 確認ダイアログボックスで、［はい］をクリックします。
3. ［パスワード プロンプト］が表示される場合は、データソースのパスワードを入力し、［OK］をクリック

します。

メモ

別のアカウントを使用してデータソースにアクセスする場合は、ユーザー名も変更

できます。

4. 1つ以上のプロンプトが表示され、変更を保存するかどうかを確認された場合は、変更を保存し

ない場合は、［はい］をクリックします。

テーブルが更新されます。
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データアクセスウィンドウのテーブルの
結合
データアクセスウィンドウを使用すると、1回のインポート処理で最大 10個のテーブルをインポートできま

す。

まとめてインポートするには、テーブルを結合する必要があります。1度のインポートの操作で複数のテー

ブルを個別にインポートすることはできません。

メモ

Analyticsで Analyticsテーブルを結合することについて説明します。"テーブルの結合"
ページ 960を参照してください。

このトピックでは、データインポート処理の一部として、データアクセスウィンドウでテーブ

ルを結合する方法について説明します。

テーブルの結合方法
データアクセスウィンドウでのテーブルの結合は、ソースデータの最大 10個のテーブルを選択し、ステー

ジングエリアに追加してから、すべてのテーブルが結合されるまで 1度に2つのテーブルを結合する処理

です。

共通キーフィールドを使用して最初の2つのテーブルを結合します。つまり、両方のテーブルにある「顧客

ID」などのデータ要素を使用します。キーフィールドに同一の値が存在する場合は 1つの一致のみが生

じます。この一致は別のテーブルのレコードを個別に結合します。

3つ以上のテーブルを結合する場合は、2つのテーブルの共通キーフィールドを使用して、2番目のテーブ

ルを 3番目のテーブルに結合します。すべてのテーブルが結合されるまで繰り返します。

例

売掛金データを操作し、顧客の一覧、各顧客の注文、および各注文の製品の詳細が必要であ

るとします。

このデータを作成し、Analyticsにインポートするには、ソースデータシステムから 3つのテーブルを

結合する必要があります。

l 結合 #1 –両方のテーブルに表示される CustIDのキーフィールドを使用して、 Customer
および Ordersテーブルを結合します。

l 結合 #2 –両方のテーブルに表示される ProdIDのキーフィールドを使用して、 Orderおよ

び Productテーブルを結合します。

以下の図では、結合 #1のみが完了しているため、2番目の結合アイコンはまだ赤色です。
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ヒント

データアクセスウィンドウでこの例の結合を試すことができます。Microsoft Access
コネクターを使用し、Analyticsに同梱されている次のサンプルのMicrosoft
Accessファイルに接続します。

..\ACL Data\Sample Data Files\Sample.mdb

結合タイプ
テーブルを結合するときには、4つの異なる結合タイプから選択できます。選択する結合タイプは、結合さ

れたテーブルに含まれる 2つの元のテーブルのレコードを制御します。

左テーブルと右テーブル

2つの元のテーブルは、選択する順序に基づいて、「左テーブル」と「右テーブル」として識別されます。

l 左テーブル –ステージングエリアに追加する最初のテーブル
l 右テーブル –ステージングエリアに追加する 2番目のテーブル
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複数のテーブルの結合

3つ以上のテーブルをステージングエリアに追加する場合は、左テーブルが結合する 2つのテーブルの間

の結合アイコンの左側になり、右テーブルが右側になります。

上記の例：
l 結合 #1 – Customerが左テーブルで、Ordersが右テーブルです
l 結合 #2 – Ordersが左テーブルで、Productが右テーブルです

参照する結合によって、Ordersは右テーブルまたは左テーブルになることができることに注意してくださ

い。

結合後のテーブルに含まれるレコード

元のテーブルの一致したレコードのみを結合テーブルに含めるか、一致しないレコードも含めるのかを選

択できます。

結合タイプ

結合後のテーブルに含まれるレコード

左テーブル内

の一致するレ

コード

左テーブル内

の一致しない

レコード

右テーブル内

の一致するレ

コード

右テーブル内

の一致しない

レコード

内部

その他

左

右
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複数のキーフィールドを使用した結合
単一のキーフィールドが十分に一意ではなく、テーブルを正確に結合できない場合は、複数のキーフィー

ルドを使用して 2つのテーブルを結合しなければならない場合があります。

例

業者 IDで 2つのテーブルを結合します。一部の業者にはロケーションがあり、各ロケーションのレ

コードを個別に保持したいとします。この結果を得るには、Vendor IDおよび Locationフィールドの

両方をキーフィールドとして使用します。

Vendor IDのみをキーフィールドとして使用する場合は、個別の業者のロケーションのレコードが混

在します。

Locationのみをキーフィールドとして使用する場合は、異なる業者のレコードが混在します。

業者 ID 場所

A-4538 バンクーバー

A-4538 バーナビー

A-4538 リッチモンド

B-2204 バンクーバー

B-2204 バーナビー

Apache Drillデータソースからのテーブルの結
合
データアクセスウィンドウで視覚エディターを使用すると、Apache Drillデータソースから 2つのテーブルの

みを結合できます。

Drillデータソースから 3つ以上のテーブルを結合するには、SQL モードを使用し、括弧を使用しない結

合文を作成する必要があります。

視覚エディターを使用して作成された 3つ以上のテーブルの結合では、括弧が結合文内に入りますが、

これはDrillからのインポートではサポートされません。
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Active Directoryへの接続

Active DirectoryはMicrosoftのDirectory Serverであり、ユーザー、グループ、コンピューターなどのオブ

ジェクトを含むLDAP対応データベースを提供します。Active Directoryデータをインポートするには、

Active Directoryデータコネクターを使用します。

メモ

このコネクターを Analyticsから独立して使用することはできません。コネクタードライバー

のDSNはWindowsのODBCデータソースアドミニストレーターを使って設定できます

が、DSN接続を本コネクターの［Windows DSN configuration( Windows DSN設定 ) ］
ダイアログ内でなく、Analytics内でテストする必要があります。

作業を開始する前に
Active Directoryに接続するには、以下を収集する必要があります。

l Active Directoryサーバーのドメイン名または IPアドレス
l 正しい接続ポート
l ユーザー名とパスワードの識別名を含む接続ユーザーアカウント

接続の前提条件の収集については、組織のActive Directory管理者に支援を仰いでください。管理者

から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からActive Directoryのサポートにお問い合わせくだ

さい。

Active Directory接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Active Directoryを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Active Directoryの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Active Directoryに接続するに

は、保存したこの接続を使用できます。
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接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Active Directoryからデータをインポートする方法については、"データアクセス

ウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

ユーザー ユーザーの識別名。

パスワードとともに、このフィールドは、

Active Directoryサーバーで認証するた

めに使用されます。

MYDOMAIN\test

パスワード 指定したユーザーの識別名のパスワー

ド。

ユーザーとともに、このフィールドは、

Active Directoryサーバーで認証するた

めに使用されます。

メモ

お使いのActive Directory
サーバーで匿名接続が許

可される場合は、パスワー

ドを指定しなくても接続を

行うことができます。お使い

のサーバーのセキュリティ設

定によっては、匿名接続で

あっても、使用可能なテー

ブルをリストすることができ

ます。ただし、匿名接続で

は、リストされたテーブルの

一部または全部からデータ

を選択できない場合があり

ます。お使いのActive
Directoryセキュリティ設定

の詳細については、御社の

管理者にお問い合わせくだ

さい。

サーバー Active Directoryサーバーのドメイン名

または IP

これには、サーバーのドメイン名または

IPのみを含めればよく、LDAP:\\の部

分を含める必要はありません。

10.120.1.110

ポート Active Directoryサーバーを実行する 389
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設定 説明 例

ポート。デフォルト値は 389です。

このプロパティとサーバーを組み合わせ

て、Active Directoryサーバーを指定し

ます。

ベースDN 結果を特定のサブツリーに制限するた

めに使用される、識別名のベース部

分。

ベースDNを指定すると、検査が必要

なエントリ数を制限することで、大きい

サーバーのエントリを返すときに、パ

フォーマンスを大幅に改善できます。

DC=myConnection,DC=com

LDAPバージョン サーバーに接続し、サーバーと通信する

ために使用される LDAPバージョン。有

効なオプションは、LDAPバージョン 2お

よび 3で 2と3です。

2

認証機構 Active Directoryサーバーに接続すると

きに使用される認証メカニズム：

o SIMPLE(デフォルト ) –デフォルトの

テキスト認証がサーバーへのログイ

ンで使用されます
o DIGESTMD5 –より安全な

DIGEST-MD5認証が使用されま

す
o NEGOTIATE – NTLM/ネゴシエート

認証が使用されます

SIMPLE

範囲 検索範囲を制限するかどうか：

o WholeSubtree –サブツリー全体

( BaseDN とすべての子 )
o SingleLevel –単一レベル

( BaseDN と直接の子 )
o BaseObject –ベースオブジェクト

( BaseDNのみ)

ヒント

範囲を制限すると、各パ

フォーマンスが大幅に改善

されます。

BaseObject

詳細設定

設定 説明 例

デフォルト DCを使用する デフォルト ドメインコントローラーに接続

し、現在のユーザー資格情報を使用し

false
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設定 説明 例

て接続するために使用されます。

日付時刻をGMTに変換 インポート時に日付時刻フィールドを

GMTタイムゾーンに変換します。日付

時刻値は、falseの場合には、

Analyticsを実行するコンピューターのオ

ペレーティングシステムタイムゾーンに

変換されます。

true

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。サイズを 0に接続

すると、キー長が元の長さに戻ります。

このプロパティでは、コネクターが主キー

列のすべての報告された列を無効にし

ます。

255

Long Varcharにマッピング 列がSQL_LONGVARCHAR として返

されるかどうかを制御します。

この設定を使用すると、指定されたサイ

ズよりも大きい列をマッピングし、SQL_
VARCHARではなく、SQL_
LONGVARCHAR として報告されま

す。

-1

WVarcharにマッピング 文字列タイプを SQL_VARCHARでは

なく、SQL_WVARCHARにマッピングす

るかどうかを制御します。デフォルトで設

定されます。

文字列を SQL_WVARCHARにマッピ

ングし、さまざまな国際文字セット格納

するため、MapToWVarcharはデフォル

トで trueに設定されています。falseに

設定すると、SQL_VARCHARを使用

できます。

true

擬似列 擬似列を列としてテーブルに含めるかど

うかを指定します。

この設定は、テーブル列ではない場合

に、擬似列の値を設定できないEntity
Frameworkで特に有用です。

この接続設定の値は、

"Table1=Column1, Table1=Column2,
Table2=Column3"の形式です。"*"文
字を使用すると、すべてのテーブルとす

べての列を含めることができます。

MyTable=*

大文字の ID テーブルおよび列名を含む、すべての識

別子を大文字で報告します。

false

SSLサーバー証明書 TLS/SSLを使用して接続するときに

サーバーから許可される証明書。次の

C:\cert.cer
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設定 説明 例

いずれかを指定できます。

o 完全 PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)
o SHA1サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)

TLS/SSL接続を使用している場合

は、このプロパティを使用して、サーバー

から許可される TLS/SSL証明書を指

定できます。コンピューターから信頼さ

れない他の認定書はすべて拒否されま

す。

拡張 SQLのサポート メモリ内クライアント側処理を有効に

し、API経由で直接サポートされるより

も、SQL機能を強化します。

o true –コネクターはできるかぎり

SELECT文処理の負荷を Active
Directoryに分散し、メモリのクエリの

残りを処理します。この方法で、ド

ライバーはサポートされていない述

語、結合、集計を実行できます。
o false –コネクターはSQL実行を

Active Directory APIのサポート内

容に制限します。

メモ

Where節構文を使用して

フィルタリングをサポートする

には、この設定を falseに

する必要があります。

述語の実行

コネクターは、データソースでサポートさ

れている節を決定してから、ソースに

プッシュし、クエリを満たす行の最も小さ

いスーパーセットを取得します。その後

に、行の残りをローカルでフィルタリング

します。フィルター処理はストリームさ

れ、ドライバーは非常に大きいデータ

セットでも効果的にフィルタリングできま

す。

結合の実行

false
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設定 説明 例

コネクターはさまざまな手法を使用して

メモリで結合します。ドライバーは、同じ

テーブルを複数回読み取る要件に対し

て、メモリ利用率をトレードオフします。

集計の実行

コネクターは、メモリ内の集計を処理す

るために必要なすべての行を取得しま

す。

返される行のフィルタリング
Active Directoryコネクターは、LDAP検索構文と近く一致する SQLフィルタリング構文を使用します。

一部のフィールドには、複数のオブジェクト属性を表す区切られたデータがあります。WHERE 節は、単

一の文字列ではなく、一意の値であるかのように、これらの区切られたフィールドの各値を占める必要が

あります。

LDAP検索フィルターの詳細については、MSDN検索フィルター構文を参照してください。

ObjectCategoryとObjectClassのユーザーのフィルタリ
ング

シナリオ

ユーザーテーブルを操作し、ObjectClassに次の属性があるレコードをインポートします。

l ユーザー
l ユーザー

また、ObjectCategoryにユーザーではなく、コンピューター属性があるものにレコードを制限しま

す。

テーブルへの接続

まず、Active Directoryサーバーに接続し、ユーザーテーブルを選択します(表示されるフィールド

のサブセット )。
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レコードのフィルターリング

インポートするものにレコードを制限するには、個別フィールドとして各区切られた値を処理する

フィルターを適用します。
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SQLモードを使用して、フィルターが作成するWHERE節を検証します。

WHERE
(

    "User"."ObjectClass" = N'person' AND
    "User"."ObjectClass" = N'user' AND
    "User"."ObjectCategory" = N'Computer'
  )

フィルター結果

フィルターが適用されると、テーブルにはWHERE節と一致するレコードが含まれ、テーブルをイン

ポートします。
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Active Directoryテーブルの結合
Active DirectoryなどのLDAP準拠データベースで使用されるデータモデルのため、SQL結合は推奨さ

れません。結合により、予期しない結果になる場合があります。

1つ以上のテーブルを Active Directoryデータソースから結合する必要がある場合は、データアクセス

ウィンドウを使用して複数のテーブルをインポートしてから、Analyticsで結合します。フィルターを使用し

て、レコード数を制限し、効率化します。

400

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


ADPへの接続

ADPは、オンライン給与・人事ソリューションです。ADPデータコネクターを使用して、組織のADPデータ

をインポートできます。

ADPデータコネクターは、Analyticsのバージョン 16.1以降で利用可能です。

メモ

ADPデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーであるCData
Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、次のリン

クからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のADP管理者に支援を仰いでください。管理者から支援を

得られない場合は、あなたまたは管理者からADPのサポートにお問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

ADP接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、ADP を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

ADPへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

ADPの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、ADPに接続するには、保存したこの接続を

使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。ADPからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの作

業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
ADPデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデータ

ソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブに

移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、ADPに対応する省略記号アイコン をクリック

し、［接続名の変更］を選択します。
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Airtableへの接続

Airtableはクラウドベースのコラボレーションプラットフォームであり、スプレッドシートの機能と関係データ

ベースを組み合わせています。Airtableデータコネクターを使用して、組織のxAirtableデータをインポート

できます。

メモ

Airtableデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーであるCData
Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、次のリン

クからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のAirtable管理者に支援を仰いでください。管理者から支

援を得られない場合は、あなたまたは管理者からAirtableのサポートにお問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Airtable接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Airtable を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Airtableへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Airtableの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Airtableに接続するには、保存したこの

接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Airtableからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウ

の作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Airtableデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデー

タソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブ

に移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Airtableに対応する省略記号アイコン をク

リックし、［接続名の変更］を選択します。
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Amazon Athenaへの接続

Amazon Athenaは、標準のSQLを使用してAmazon S3のデータの問い合わせができる対話型クエリ

サービスです。Amazon Athenaデータコネクターを使用して、組織のAmazon Athenaデータをインポー

トできます。

メモ

Amazon Athenaデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供

されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメ

ントを参照してください。

作業を開始する前に
Amazon Athenaに接続するには、以下を収集する必要があります。

l Amazon Athenaがクエリの結果を保存する S3 Staging Directoryの場所
l AWSアカウント アクセスキー
l AWSアカウント シークレット キー
l Amazon Web Serverがホストされる AWS リージョン

接続の前提条件の収集については、組織のAmazon Athena管理者に支援を仰いでください。管理者

から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からAmazon Athenaのサポートにお問い合わせくだ

さい。

Amazon Athena接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Amazon Athena を選択し

ます。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Amazon Athenaへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Amazon Athenaの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Amazon Athenaに接続するに

は、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Amazon Athenaからデータをインポートする方法については、"データアクセス

ウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Amazon Athenaデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接

続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の

接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Amazon Athenaに対応する省略記

号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Amazon DynamoDBへの接続

Amazon DynamoDBはクラウド データサービスです。DynamoDBデータコネクターを使用して、Amazon
DynamoDBデータをインポートできます。

メモ

Analyticsは任意のコネクターとしてDynamoDBを提供します。データアクセスウィンドウ

でこのコネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選択さ

れていないことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターと

Pythonエンジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に
DynamoDBに接続するには、以下を収集する必要があります。

l Amazon Web Servicesのホスト地域。
l AWSアカウント アクセスキー。

l AWSアカウント シークレット キー。

接続の前提条件の収集については、組織のDynamoDB管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からDynamoDBのサポートにお問い合わせください。

DynamoDB接続を作成します。
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、DynamoDBを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

DynamoDBの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、DynamoDBに接続するには、保存し

たこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。DynamoDBからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。
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接続設定

基本設定

設定 説明 例

エンドポイント 通信のエンドポイント。

AWSに接続している場合は、AWSで

DynamoDBサービスのエンドポイントを指定しま

す。

DynamoDB Localに接続している場合は、サー

バーの IPアドレスを指定します。

dynamodb.
[Region].amazonaws.com：
[Region]は接続で使用する

AWS リージョンです。

DynamoDB Local AWSで DynamoDB Localサーバーまたは

DynamoDBサービスのどちらに接続するかどうか

を指定します。

DynamoDB Localはクライアント側データベース

であり、DynamoDB API全体をサポートします

が、DynamoDB自体のテーブルやデータを操作

することはできません。

有効

ポート DynamoDB Localサーバーがクライアント接続を

リスニングするために使用する TCPポートの番

号。

DynamoDB Localのデフォルト ポートは 8000で

す。

8000

地域 Amazon Web Servicesのホスト地域。 NORTHERNVIRGINIA

認証 ドライバーで DynamoDBへの接続を認証する方

法を指定します。

o 無効 - ドライバーは、アクセスキーとシークレッ

ト キーを使用して、DynamoDBへの接続を

認証します。
o 有効 - ドライバーは、資格情報ファイルのプロ

ファイルを使用して、DynamoDBへの接続を

認証します。

無効

資格情報ファイル 資格情報ファイルの完全パスと名前。MFA資格

情報が保存されます。

デフォルトの場所は

%APPDATA%\\CData\\AmazonDynamoDB
Data Provider\\CredentialsFile.txtです。

プロファイル名 AWS資格情報ファイルから使用するプロファイル

の名前。

アクセスキー AWSアカウント アクセス鍵。この値には、AWSセ
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設定 説明 例

キュリティ資格情報ページからアクセスできます。

秘密鍵 AWSアカウント シークレット キー。この値には、

AWSセキュリティ資格情報ページからアクセスで

きます。

一時セッションの有効化 ドライバーで一時資格情報を使用するかどうかを

指定します。

o 無効 - ドライバーは一時資格情報を使用し

ません。

有効 - ドライバーは、一時資格情報ファイル

を使用して、DynamoDBへの接続を認証し

ます。一時資格情報は、アクセスキー、シー

クレット キー、セッショントークンから構成され

ます。これは一定時間のみ有効です。

一時セッションのトークン 一時セキュリティ資格情報を使用して

DynamoDBに接続するときに使用するセッション

トークン。これは一定時間のみ有効です。

3600

詳細設定

設定 説明 例

再試行回数 回復可能なエラーにより要求が失敗し

た場合に、ドライバーがDynamoDB
データベースに要求を送信する最大回

数。

10

スループットの制限 ドライバーが使用可能なプロビジョニン

グされた読み取り単位の割合。デフォ

ルトでは、ドライバーは、プロビジョニング

されたスループットの30%まで使用でき

ます。

必ず、特定のテーブルを同時に使用す

るクライアント アプリケーション数に適し

た値を使用してください。たとえば、この

値を 100に設定する場合、1つのクラ

イアントがすべてのプロビジョニング済み

スループット単位を使用するため、他の

クライアントはその他のスループットが使

用可能になるまでテーブルを使用でき

ません。

30

アクティブなメタデータの場所 データベースとローカルファイルのどちら

からスキーマ定義を使用するのかを指

定します。

データベース
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設定 説明 例

データベース DynamoDBに接続するときにドライ

バーで使用するスキーマ定義を含む

データベーステーブルの名前。

ローカルファイル DynamoDBに接続するときにドライ

バーで使用するスキーマ定義を含む

ローカルJSONファイルの完全パス。

データコネクターの更新
Analyticsまたはロボット エージェントをアップグレードする場合は、いずれかのAnalyticsデータコネクター

を使ってデータをインポートするスクリプト ( ACCESSDATAコマンド)をテストする必要があります。

データソースまたはODBC ドライバーのサード パーティベンダーが加えた変更により、1つまたは複数の

データコネクターを更新しなければならない可能性があります。スクリプトに作り込んだデータ接続を引き

続き正常に動作させるには、それを更新する必要があります。

l インポートの再実行 –接続機能を最も簡単に更新する方法は、更新されたバージョンの

Analyticsのデータアクセスウィンドウを使って、インポートを手動で実行することです。ログに記録

されている ACCESSDATAコマンドをコピーし、それを使ってスクリプトを更新します。

メモ

データソースに接続してインポートを再実行する前に、コネクターのキャッシュを消

去することで、既存の一連のテーブル名を削除します。

データアクセスウィンドウの［既存の接続］タブで、接続名の横にある［ >キャッ

シュの消去］を選択します。

l フィールド指定の更新 –データソースまたはODBC ドライバーのテーブルスキーマの変更と一致す

るように、スクリプト本体内のフィールド指定を更新しなければならない場合もあります。必要に応

じてフィールド名、フィールドのデータ型、およびフィールド長とレコード長を変更します。
l フィルター処理の結果の確認 –データインポートの一環として適用したフィルター処理の結果も確

認する必要があります。インポートのフィルター処理によってレコードを正しく追加または除外できた

かどうかを確認します。
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Amazon Redshiftへの接続

Amazon Redshiftはビジネスインテリジェンスで使用されるクラウド ウェアハウスサービスです。Amazon
Redshiftデータをインポートするには、Amazon Redshiftデータコネクターを使用します。

メモ

Analyticsは任意のコネクターとしてAmazon Redshiftを提供します。データアクセスウィ

ンドウでこのコネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選

択されていないことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターと

Pythonエンジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に
Amazon Redshiftに接続するには、以下を収集する必要があります。

l Amazon RedshiftクラスターのODBC URLからのサーバーおよびデータベース名
l データベースに接続する権限があるユーザーアカウントのユーザー名
l データベースに接続する権限があるユーザーアカウントのパスワード
l クラスターが起動したときに指定されたポート番号 (ファイアウォールがある場合はポートが開いてい

ることを確認する)

メモ

必要な接続情報を収集するとき

l AWS管理コンソールからODBC URLを取得するには、クラスターのデータベース

プロパティを確認します
l 接続アカウントに、Amazon Redshift権限だけではなく、データベース権限がある

ことを確認します

ODBC 接続の構成については、Amazon AWS ドキュメントを参照してください。

接続の前提条件の収集については、組織のAmazon Redshift管理者に支援を仰いでください。管理

者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からAmazon Redshiftのサポートにお問い合わ

せください。
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Amazon Redshift接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Amazon Redshiftを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Amazon Redshiftの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Amazon Redshiftに接続する

には、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Amazon Redshiftからデータをインポートする方法については、"データアクセス

ウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

サーバー Redshiftクラスターのホスト名または IP
アドレス。この値はAWSManagement
Consoleから取得できません。

ポート Amazon RedshiftサーバーのTCPポー

ト番号。

5439

データベース Redshiftデータベースの名前。

データベースを指定しない場合は、接

続はユーザーのデフォルト データベース

を使用します。

ユーザー Redshiftサーバーにアクセスするための

ユーザー名。

キーを使用してドライバーオプションを

設定している場合は、UIDがユーザー

名よりも優先されます。

パスワード このユーザーを認証するのに使用する
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設定 説明 例

パスワード

SSL認証 Redshiftに接続するときに使用する

SSL証明書検証モード。使用可能な

値は次のとおりです。

o 許可 -デフォルトでは、SSLを使用

せずに接続します。サーバーで SSL
接続が必要な場合は、SSLを使

用します。
o 無効 - SSLを使用せずに接続しま

す。
o 優先 -使用可能な場合は、SSL

を使用して接続します。使用できな

い場合は、SSLを使用せずに接続

します。
o 必須 -必ずSSLを使用して接続し

ます。
o verify-ca -必ずSSLと信頼できる

認証局を使用して接続します。
o verify-full -必ずSSL、信頼できる

認証局、証明書と一致するサー

バー名を使用して接続します。

要求

HTTPプロキシ接続の有効化 ドライバーはプロキシサーバー経由で

IAM認証プロセスを通過できるかどうか

を指定します。

プロキシサーバー IAM認証プロセスが経由するプロキシ

サーバーのホスト名または IPアドレス。

プロキシのポート クライアント接続をリスニングするために

プロキシサーバーが使用するポート番

号。

詳細設定

設定 説明 例

Unicodeの使用 ドライバーがRedshiftデータをUnicode
として返すのか、標準 SQLタイプとして

返す野かを指定します。

ブール値の列を文字列として表示 ドライバーがブール値データを返すため

に使用する SQLデータ型を指定しま

す。

有効な場合、ドライバーは長さ 5の

SQL_VARCHARデータとしてブール値

列を返します。無効な場合、長さ 5の

SQL_BITデータとして返します。
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設定 説明 例

LongVarChar型のテキスト ドライバーがテキスト データを返すため

に使用する SQLデータ型を指定しま

す。

無効な場合、ドライバーはSQL_
VARCHARデータとしてテキスト列を返

します。

最大 Varchar VARCHAR列の最大データ長。 255

最大 LongVarChar LongVarChar列の最大データ長。 8190

最大 Bytea Bytea列の最大データ長。 255
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Amazon S3への接続

Amazon Simple Storage Service (S3)は、Webサービスインターフェイスを使用してアクセスできるオブ

ジェクト ストレージサービスです。Amazon S3データコネクターを使用して、組織のAmazon S3データを

インポートできます。

メモ

Amazon S3データコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供され

ています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメント

を参照してください。

作業を開始する前に
Amazon S3に接続するには、以下を収集する必要があります。

l AWSアカウント アクセスキー
l AWSアカウント シークレット キー
l Amazon Web Serverがホストされる AWS リージョン

接続の前提条件の収集については、組織のAmazon S3管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からAmazon S3のサポートにお問い合わせください。

Amazon S3接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Amazon S3 を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Amazon S3への接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Amazon S3の接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Amazon S3に接続するには、保存し

たこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Amazon S3からデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Amazon S3データコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Amazon S3に対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Apache Cassandraへの接続

Apache Cassandraは非 SQLデータベース管理システムです。Apache Cassandraデータをインポート

するには、Cassandraデータコネクターを使用します。

メモ

Analyticsは任意のコネクターとしてCassandraを提供します。データアクセスウィンドウ

でこのコネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選択さ

れていないことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターと

Pythonエンジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に
Cassandraに接続するには、以下を収集する必要があります。

l データベースサーバーのホスト名または IPアドレス
l 正しい接続ポート
l ユーザー名とパスワード(認証を使用する場合 )

接続の前提条件の収集については、組織のCassandra管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からCassandraのサポートにお問い合わせください。

Cassandra接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Cassandraを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Cassandraの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Cassandraに接続するには、保存し

たこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Cassandraからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンド

ウの作業"ページ 376を参照してください。
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接続設定

基本設定

設定 説明 例

ホスト Cassandraサーバーのホスト名または

IPアドレス。

ポート CassandraデータベースのTCPポー

ト。

9042

デフォルトの鍵空間 Cassandraで接続するデフォルトの

キースペース(スキーマ)。

認証機構 Cassandraサーバーへの接続で使用

する認証メカニズム。使用可能なオプ

ション：

o 認証なし
o ユーザー名とパスワード

認証なし

ユーザー名 Cassandraサーバーにアクセスするため

に使用するユーザー名。

パスワード 指定したユーザー名に対応するパス

ワード。

詳細設定

設定 説明 例

クエリモード クエリをCassandraに送信するときに

使用するクエリモードを指定します。オ

プション：

o SQL - SQL_QUERY_MODEを使

用して、SQLですべてのクエリを実

行します。
o CQL - CQL_QUERY_MODEを使

用して、CQLですべてのクエリを実

行します。
o SQL( CQLへのフォールバックあり) -

SQL_WITH_CQL_FALLBACK_
QUERY_MODEを使用して、デフォ

ルトで SQLですべてのクエリを実行

します。クエリが失敗した場合、ドラ

イバーはCQLでクエリを実行しま

す。

SQL (CQLへのフォールバックあり)
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設定 説明 例

一貫性を調整可能 クエリが成功するためにクエリを処理す

る必要がある特定のCassandraまた

はCassandraレプリカの数。

ONE

ロード バランサのポリシー 使用されるロード バランサポリシーを指

定します。

バイナリ型列の長さ BLOB列で報告するデフォルトの列長

さ。

4000

文字列型列の長さ ASCII、TEXT、VARCHAR列で報告

するデフォルトの列長さ。

4000

仮想テーブル名の区切り文字 コレクションから作成された仮想テーブ

ルを命名するための区切り文字。

仮想テーブルの名前は、元のテーブル

の名前、区切り文字、コレクションの名

前の順で付けられます。

_vt_

トークン認識の有効化 ロードバランシングおよびレイテンシを改

善するためのトークン認識ポリシーを使

用するかどうかを指定します。

レイテンシー認識の有効化 ドライバーがレイテンシ認識アルゴリズム

を使用して、低パフォーマンスノードか

ら負荷を分散する必要があるかどうか

を指定します。

ヌル値挿入の有効化 ドライバーが INSERT分で指定された

すべてのNULL値を挿入する必要があ

るかどうかを指定します。

大文字と小文字の区別の有効化 ドライバーがスキーマ、テーブル、列名

で大文字と小目を区別するかどうかを

指定します。

このオプションが有効な場合、すべての

スキーマ、テーブル、列を二重引用符

( ")で囲む必要があります。

文字列データ型でのSQL_
WVARCHARの使用

テキストおよび varchar型で SQL_
WVARCHARを使用するかどうかを指

定します。

ページングの有効化 大きい結果セットをページに分割する

かどうかを指定します。

ページあたりの行数 ［ページングを有効にする］オプションを

有効にした場合は、このオプションを使

用して、各ページに表示する最大行数

を指定します。

10000
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設定 説明 例

SSL オプション ドライバーがCassandraサーバーに接

続するためにSSLを使用するかどうか

を指定します。オプション：

o SSLなし - ドライバーはSSLを使

用しません。

o 単方向サーバー検証のみ - ［サー

バーホスト名検証を有効にする］オ
プションが有効な場合、クライアント

はSSLを使用してCassandraサー

バーを検証します。そうでない場

合、ドライバーはSSLを使用して

Cassandraサーバーに接続します

が、クライアントとサーバーは相互に

検証しません。

o 双方向サーバーおよびクライアント

検証 - ［サーバーホスト名検証を

有効にする］オプションが有効な場

合、クライアントとCassandraサー

バーはSSLを使用して相互に検証

します。そうでない場合、ドライバー

はSSLを使用してCassandraサー

バーに接続しますが、クライアントと

サーバーは相互に検証しません。

SSLなし

サーバーのホスト名検証の有効化 ドライバーがサーバーのホスト名を SSL
証明書のホスト名と照合する必要があ

るかどうかを指定します。

Ssltrustedcertspath サーバーを検証するための証明書を含

む .pemファイルへの完全パス。

クライアント側の証明書 クライアントを検証するための証明書を

含む .pemファイルへの完全パス。

クライアント側の秘密鍵 クライアントを検証するために使用され

る秘密鍵を含むファイルへの完全パス。

鍵ファイルのパスワード ［クライアント側秘密鍵］フィールドで指

定された秘密鍵ファイルのパスワード。

Cassandraの問い合わせ
Apache Cassandra設計の利点の1つは、非正規化されたデータを少ない数のテーブルに格納できるこ

とです。セット、リスト、マップなどのネストされたデータ構造を利用することで、トランザクションが簡易化さ

れます。ただし、Analyticsはこのデータ型へのアクセスをサポートしません。コレクション(セット、リスト、マッ

プ)内のデータを仮想テーブルに再正規化することで、コネクターを使用して、ユーザーは直接データを操

作できますが、Cassandraの非正規化された形式のデータの保存は残します。
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テーブルにコレクション列が含まれる場合は、初めてテーブルが問い合わせられるときに、コネクターは次の

仮想テーブルを作成します。

l コレクション列を除く、実際のテーブルと同じデータを含む「基本」テーブル。
l 各コレクション列の仮想テーブル。ネストされたデータを展開します。

仮想テーブルは実際のテーブルのデータを参照し、コネクターが非正規化されたデータにアクセスできるよ

うにします。仮想テーブルを問い合わせることで、ODBC経由で Cassandraコレクションの内容にアクセス

できます。

基本テーブルと仮想テーブルは、データベースに存在するテーブルのリストに追加テーブルとして表示され

ます。基本テーブルは表される実際のテーブルと同じ名前を使用します。コレクションを表す仮想テーブル

名は実際のテーブル名、区切り文字 (デフォルトは _vt_)、列の名前を使用して設定されます。

例

ExampleTableはCassandraデータベーステーブルであり、整数の主キー列 pk_int、リスト列、

マップ列、およびセット列 ( StringSet)を含みます。

コレクションを含むソーステーブル

pk_int 一覧 Map StringSet

1 ["1","2","3"] {"S1" : "a", "S2" : "b"} {"a", "b", "c"}

3 ["100","101","102","105"] {"S1" : "t"} {"a","e"}

コネクターは複数の仮想テーブルを生成し、この単一テーブルを表します。最初の仮想テーブルは

基本テーブルです。

基本テーブル

pk_int

1

3

基本テーブルには、コレクションを除く元のデータベーステーブルと同じデータを含みます。これはこ

のテーブルから省略され、他の仮想テーブルで展開されます。

次のテーブルは、List、Map、StringSet列からデータを再正規化する仮想テーブルを示します。
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一覧

pk_int List#index List#value

1 0 1

1 1 2

1 2 3

3 0 100

3 1 101

3 2 102

3 3 105

Map

pk_int Map#key Map#value

1 S1 a

1 S2 十億

3 S1 兆

StringSet

pk_int StringSet#value

1 a

1 十億

1 c

3 a

3 e
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仮想テーブルの外部キー列は実際のテーブルの主キー列を参照し、仮想テーブル行が対応する

実際のテーブル行を示します。列名が#indexまたは #keyで終わる列は、元のリストまたはマップ

内のデータの位置を示します。列名が#valueで終わる列は、コレクションから展開されたデータを

含んでいます。

データコネクターの更新
Analyticsまたはロボット エージェントをアップグレードする場合は、いずれかのAnalyticsデータコネクター

を使ってデータをインポートするスクリプト ( ACCESSDATAコマンド)をテストする必要があります。

データソースまたはODBC ドライバーのサード パーティベンダーが加えた変更により、1つまたは複数の

データコネクターを更新しなければならない可能性があります。スクリプトに作り込んだデータ接続を引き

続き正常に動作させるには、それを更新する必要があります。

l インポートの再実行 –接続機能を最も簡単に更新する方法は、更新されたバージョンの

Analyticsのデータアクセスウィンドウを使って、インポートを手動で実行することです。ログに記録

されている ACCESSDATAコマンドをコピーし、それを使ってスクリプトを更新します。

メモ

データソースに接続してインポートを再実行する前に、コネクターのキャッシュを消

去することで、既存の一連のテーブル名を削除します。

データアクセスウィンドウの［既存の接続］タブで、接続名の横にある［ >キャッ

シュの消去］を選択します。

l フィールド指定の更新 –データソースまたはODBC ドライバーのテーブルスキーマの変更と一致す

るように、スクリプト本体内のフィールド指定を更新しなければならない場合もあります。必要に応

じてフィールド名、フィールドのデータ型、およびフィールド長とレコード長を変更します。
l フィルター処理の結果の確認 –データインポートの一環として適用したフィルター処理の結果も確

認する必要があります。インポートのフィルター処理によってレコードを正しく追加または除外できた

かどうかを確認します。

Apache Cassandraデータコネクターの変更
内容
Apache Cassandraデータコネクターに加えられた具体的な変更内容を次に挙げます。

Analyticsのバージョン 変更

14.2 本コネクターでは、Apache Cassandra 2.0への接続がサポートされなくなりました。

接続は、Apache Cassandra 2.1、2.2、3.0に対してのみ行われます。
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Apache Drillへの接続

DrillはBig Dataアプリケーションから発生する半構造化されたデータに対して高性能分析を実行するた

めのApacheのオープンソースSQLクエリエンジンです。Apache Drillデータをインポートするには、

Apache Drillデータコネクターを使用します。

メモ

Analyticsは任意のコネクターとしてDrillを提供します。データアクセスウィンドウでこのコ

ネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選択されていな

いことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターとPythonエン

ジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に
Drillに接続するには、以下を収集する必要があります。

l 正しい認証タイプ(基本またはなし)
l ユーザー名とパスワード(認証を使用する場合 )
l 正しい接続タイプ( Direct to Drillbit埋め込みモードまたはZookeeper Quorum分散モード)
l 分散モードを使用している場合はDrillbitまたは各ノードのホストおよびポート

分散モードでは、ホストおよびポート情報をカンマ区切りの形式で［Quorum］フィールドに入力す

る必要があります。

<ホスト名/IP アドレス> : <ポート番号>, <ホスト名/IP アドレス> : <ポート番号>, .
. .

l 分散モードを使用している場合はDrillbitクラスターの名前

接続の前提条件の収集については、組織のApache Drill管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からApache Drillのサポートにお問い合わせください。

高度な接続プロパティについては、Apache DrillオンラインヘルプのWindowsでのODBCの構成を参照

してください。
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Drill接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Apache Drillを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Apache Drillの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Apache Drillに接続するには、保存

したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Apache Drillからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

接続の種類 ドライバー接続タイプを指定します。オ

プション：

o 直接 Drillbitへ - ドライバーは単一

のDrillサーバーに接続します。
o Zookeeper Quorum - ドライバーは

ZooKeeperクラスターに接続しま

す。

直接 Drillbitへ

クォーラム ZooKeeperクラスターのサーバーを指

定します。カンマ( ,)を使用して複数の

サーバーを区切ります。

クラスター ID ドライバーが接続する ZooKeeperクラ

スターの名前。

drillbits1

ホスト Drillサーバーのホスト名または IPアド

レス。

localhost

ポート Drillサーバーがクライアント接続をリス 31010
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設定 説明 例

ニングするために使用する TCPポー

ト。

認証のタイプ ドライバーで Drillへの接続を認証する

方法を指定します。オプション：

o 認証なし - ドライバーはDrillへの接

続を認証しません。

o 基本認証 - ドライバーは、ユーザー

名とパスワードを使用して、接続を

認証します。

認証なし

ユーザー Drillサーバーで認証するために使用さ

れるユーザー名。

パスワード Drillサーバーで認証するためのパス

ワード。

カタログ すべてのスキーマ/データベースが整理さ

れる総合カタログの名前。このカタログ

名は、SQL_DATABASE_NAMEまた

はCURRENT CATALOGの値として

使用されます。

DRILL

デフォルトのスキーマ スキーマがクエリで明示的に指定されて

いないときに使用する、データベースス

キーマの名前。他のスキーマでクエリを

発行するには、明示的にクエリを指定

します。

非同期の無効化 ドライバーが非同期クエリをサポートす

るかどうかを指定します。

詳細設定

設定 説明 例

高度なプロパティ ドライバーを構成するセミコロ

ン( ;)を使用して各詳細プロ

パティを区切り、括弧 ( { })を
使用して接続文字列のすべ

ての詳細プロパティを囲みま

す。

CastAnyToVarchar=true;
HandshakeTimeout=5;
QueryTimeout=180;
TimestampTZDisplayTimezone=local;
ExcludedSchemas=sys,INFORMATION_
SCHEMA;
NumberOfPrefetchBuffers=5
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Apache HBaseへの接続

Apache HBaseはHadoopデータベースであり、分散型の拡張可能な大規模データストアです。

Apache HBaseデータコネクターを使用して、HBaseデータをインポートできます。

メモ

Analyticsは任意のコネクターとしてHBaseを提供します。データアクセスウィンドウでこ

のコネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選択されて

いないことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターとPython
エンジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に
HBaseに接続するには、以下を収集する必要があります。

l データベースサーバーのホスト名または IPアドレス
l 正しい接続ポート
l ユーザー名とパスワード(認証を使用する場合 )

接続の前提条件の収集については、組織のHBase管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者からHBaseのサポートにお問い合わせください。

HBase接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、HBaseを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

HBaseの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、HBaseに接続するには、保存したこの接

続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。HBaseからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。
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接続設定

基本設定

設定 説明 例

ホスト HBaseサーバーのホスト名または IPア

ドレス。

ポート Apache HBaseサーバーのポート。 9090

認証のタイプ HBaseサーバーへの接続で使用する

認証メカニズム。オプション：

o 認証なし - ドライバーは接続を認証

しません。
o 基本認証 - ドライバーは、HBase

ユーザー名とパスワードを使用して、

接続を認証します。

認証なし

ユーザー HBaseインスタンスにアクセスするため

のユーザー名。

パスワード HBaseインスタンスにアクセスするため

のユーザー名に対応するパスワード。

詳細設定

設定 説明 例

フェッチあたりの最大行数 要求ごとにクエリが返す行の最大数。 4096

スキーマ定義の行数上限 スキーマを生成するときにドライバーが

抽出する行数。

1024
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Apache Hiveへの接続

Apache Hiveはクラウド データサービスです。Apache Hiveデータコネクターを使用して、Hiveデータをイ

ンポートできます。

メモ

Analyticsは任意のコネクターとしてHiveを提供します。データアクセスウィンドウでこの

コネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選択されてい

ないことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターとPythonエ

ンジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に
Hiveに接続するには、以下を収集する必要があります。

l ユーザー名とパスワード
l 正しい接続ポート
l 使用される認証スキーム
l サーバーのホスト名または IPアドレス
l サーバーと通信するための転送モード
l 読み取りアクセス許可

接続の前提条件の収集については、組織のHive管理者に支援を仰いでください。管理者から支援を

得られない場合は、あなたまたは管理者からHiveのサポートにお問い合わせください。

Hive接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Hiveを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Hiveの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Hiveに接続するには、保存したこの接続を

使用できます。
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接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Hiveからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの作

業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

Hiveサーバーのタイプ 接続先のHiveサーバーインスタンスを

指定します。

Hiveサーバー2

サービス検出モード Hive Serverサービスが検出される方

法を指定します。オプション：

o サービス検出なし - ドライバーは、

検出サービスを使用してHiveに接

続します。
o ZooKeeper - ドライバーは、

ZooKeeperサービス経由で Hive
Serverサービスを検出します。

サービス検出なし

ホスト Hiveサーバーのホスト名または IPアド

レス。

ポート Hiveサーバーインスタンスに接続する

ためのポート。

10000

データベース スキーマがクエリで明示的に指定されて

いないときに使用する、データベースス

キーマの名前。

ZooKeeperの名前空間 Hive Server 2 znodesに対して

ZooKeeperで構成される名前空間。

認証機構 使用する認証メカニズムを指定しま

す。オプション：

o 認証なし
o Kerberos
o ユーザー名
o ユーザー名とパスワード
o Windows Azure HDInsight

Service

認証なし

領域 Hive Server 2ホストの領域。

ホストのFQDN Hiveサーバーホストの完全修飾ドメイ

ン名。

_HOST
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設定 説明 例

サービス名 HiveサーバーのKerberosサービスプリ

ンシパル名。

ユーザー名 Hiveサーバーで認証するためのユー

ザー名。

パスワード Hiveサーバーで認証するためのユー

ザー名のパスワード。

委任 UID 接続の認証済みユーザーではなく、ド

ライバーがすべてのHiveオペレーション

を委任する必要がある委任されたユー

ザーのユーザー ID。

Thriftによる転送 Thriftレイヤーで使用する転送プロトコ

ルを指定します。オプション：

o バイナリ
o SASL
o HTTP

バイナリ

詳細設定

設定 説明 例

SSLの有効化 クライアントがSSL暗号化接続を使用

してHiveサーバーと通信するかどうかを

指定します。

列名とホスト名の不一致を許可 CAが発行したSSL証明書名がHive
サーバーのホスト名と一致するかどうか

を指定します。

自己署名サーバー証明書の許可 この証明書が信頼できる証明書のリス

トにない場合でも、ドライバーが自己署

名証明書を使用するHiveサーバーへ

の接続を許可するかどうかを指定しま

す。

信頼できる証明書 SSLを使用するときにサーバーを検証

するための、信頼できるCA証明書を

含む .pemファイルへの完全パス。

双方向 SSL 双方向 SSLを有効にするかどうかを指

定します。

クライアントの証明書ファイル クライアントのSSL証明書を含む .pem
ファイルへの完全パス。
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設定 説明 例

クライアントの秘密鍵ファイル クライアントのSSL秘密鍵を含む .pem
ファイルへの完全パス。

クライアントの秘密鍵のパスワード ［クライアント秘密鍵］フィールドで指定

された秘密鍵ファイルのパスワード。

ネイティブクエリの使用 ドライバーがネイティブHiveQLクエリを

使用するかどうかを指定します。このオ

プションが選択されていない場合、ドラ

イバーはアプリケーションで発行されたク

エリをHiveQLの同等の形式に変換し

ます。

Fast SQLPrepare ドライバーがSQLExecuteへのクエリ実

行を遅延するかどうかを指定します。

ドライバー設定を優先 ドライバー全体の構成設定が接続およ

びDNS設定よりも優先されるかどうか

を指定します。

非同期実行を使用 クエリを同期で実行するか非同期で実

行するかどうかを指定します。

非同期実行のポーリング間隔 クエリ実行状況をポーリングする間隔

( ミリ秒 )。
100

クエリでテーブルを取得 ドライバーがSHOW TABLESクエリを

使用して、データベースからテーブル名

を取得するかどうかを指定します。無効

な場合、ドライバーはGetTables Thrift
API呼び出しを使用します。

UnicodeのSQL文字型 文字列データ型で返される SQLタイプ

を指定します。有効な場合、ドライバー

はSQL_WVARCHAR( STRINGおよ

びVARCHAR列 )とSQL_WCHAR
( CHAR列 )を返します。

システムテーブルの表示 ドライバーがSQLTablesや
SQLColumnsなどのカタログ関数呼び

出しで hive_systemテーブルを返すか

どうかを指定します。

SSPIのみを使用 ドライバーがSSPIプラグインまたはMIT
Kerberosを使用したKerberos認証を

処理するかどうかを指定します。

セッションの自動回復が無効です 既存のセッションが有効ではないとき

に、ドライバーで自動的に新しいセッ

ションを開くかどうかを指定します。
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設定 説明 例

ブロックあたりフェッチされる行数 一度にクエリが返す行の最大数。 10000

文字列型列のデフォルト長 STRING列に含まれる最大文字数。 255

バイナリ型列の長さ BINARY列の最大データ長さ。 32767

小数列の尺度 数値データ型の小数点以下の桁数。 10

ソケットのタイムアウト 終了するまでにオペレーションがアイドル

状態である秒数。

60

HTTPのパス Hiveサーバーに対応する部分 URL。

Hive接続フィールド

列の一意の名前

データアクセスウィンドウ経由で行われるHive接続では、デフォルトで 0に設定される

EnableUniqueColumnName接続文字列パラメーターが使用されます。接続時に正しい列名が取得さ

れることを保証するために、このパラメーターの値は 0にする必要があります。

データアクセスウィンドウを使用するのではなくDSNを使用してHive接続を作成する場合は、デフォルト

でこの値が1に設定されます。接続が動作するには、Windows リポジトリで 0に変更する必要がありま

す。

メモ

13.1より古いバージョンのACLで確立されたDSN接続を使用するスクリプトは、バー

ジョン 13.1にアップグレードした後に動作し続けます。
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Apache Phoenixへの接続

Apache Phoenixは、Apache HBaseによるオンライントランザクション処理をサポートするリレーショナル

データベースエンジンです。Apache Phoenixデータコネクターを使用して、組織のApache Phoenixデー

タをインポートできます。

メモ

Apache Phoenixデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーである

CData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、

次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のApache Phoenix管理者に支援を仰いでください。管理

者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からApache Phoenixのサポートにお問い合わせ

ください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Apache Phoenixの接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Apache Phoenix を選択し

ます。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Apache Phoenixへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Apache Phoenixの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Apache Phoenixに接続するに

は、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Apache Phoenixからデータをインポートする方法については、"データアクセス

ウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Apache Phoenixデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接

続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の

接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Apache Phoenixに対応する省略

記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Apache Sparkへの接続

Apache Sparkはクラウド データサービスです。Apache Sparkデータコネクターを使用して、Sparkデータ

をインポートできます。

メモ

Analyticsは任意のコネクターとしてSparkを提供します。データアクセスウィンドウでこの

コネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選択されてい

ないことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターとPythonエ

ンジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に
Sparkに接続するには、以下を収集する必要があります。

l ユーザー名とパスワード
l 正しい接続ポート
l 使用される認証スキーム
l サーバーのホスト名または IPアドレス
l サーバーと通信するための転送モード
l 読み取りアクセス許可

接続の前提条件の収集については、組織のSpark管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者からSparkのサポートにお問い合わせください。

Spark接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Sparkを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Sparkの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Sparkに接続するには、保存したこの接続

を使用できます。
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接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Sparkからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

Spark Serverタイプ 接続先のSparkサーバーインスタンス

を指定します。

SharkServer2

ホスト Sparkサーバーのホスト名または IPア

ドレス。

ポート Sparkサーバーインスタンスに接続する

ためのポート。

10000

データベース スキーマがクエリで明示的に指定されて

いないときに使用する、データベースス

キーマの名前。

デフォルト

認証機構 使用する認証メカニズムを指定しま

す。オプション：

o 認証なし
o Kerberos
o ユーザー名
o ユーザー名とパスワード
o Windows Azure HDInsight

Emulator
o Windows Azure HDInsight

Service

認証なし

領域 Spark Thriftサーバーホストの領域。

ホストのFQDN Spark Thriftサーバーホストの完全修

飾ドメイン名。

_HOST

サービス名 SparkサーバーのKerberosサービスプ

リンシパル名。

ユーザー名 Sparkサーバーで認証するためのユー

ザー名。

パスワード Sparkサーバーで認証するためのユー

ザー名のパスワード。

委任 UID 接続の認証済みユーザーではなく、ド
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設定 説明 例

ライバーがすべてのSparkオペレーショ

ンを委任する必要がある委任された

ユーザーのユーザー ID。

Thriftによる転送 Thriftレイヤーで使用する転送プロトコ

ルを指定します。オプション：

o バイナリ
o SASL
o HTTP

バイナリ

詳細設定

設定 説明 例

SSLの有効化 クライアントがSSL暗号化接続を使用

してSparkサーバーと通信するかどうか

を指定します。

列名とホスト名の不一致を許可 CAが発行したSSL証明書名が

Sparkサーバーのホスト名と一致するか

どうかを指定します。

自己署名サーバー証明書の許可 この証明書が信頼できる証明書のリス

トにない場合でも、ドライバーが自己署

名証明書を使用する Sparkサーバー

への接続を許可するかどうかを指定し

ます。

信頼できる証明書 SSLを使用するときにサーバーを検証

するための、信頼できるCA証明書を

含む .pemファイルへの完全パス。

双方向 SSL 双方向 SSLを有効にするかどうかを指

定します。

クライアントの証明書ファイル クライアントのSSL証明書を含む .pem
ファイルへの完全パス。

クライアントの秘密鍵ファイル クライアントのSSL秘密鍵を含む .pem
ファイルへの完全パス。

クライアントの秘密鍵のパスワード ［クライアント秘密鍵］フィールドで指定

された秘密鍵ファイルのパスワード。

ネイティブクエリの使用 ドライバーがネイティブHiveQLクエリを

使用するかどうかを指定します。このオ

プションが選択されていない場合、ドラ

イバーはアプリケーションで発行されたク

438

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


設定 説明 例

エリをHiveQLの同等の形式に変換し

ます。

Fast SQLPrepare ドライバーがSQLExecuteへのクエリ実

行を遅延するかどうかを指定します。

ドライバー設定を優先 ドライバー全体の構成設定が接続およ

びDNS設定よりも優先されるかどうか

を指定します。

非同期実行を使用 クエリを同期で実行するか非同期で実

行するかどうかを指定します。

非同期実行のポーリング間隔 クエリ実行状況をポーリングする間隔

( ミリ秒 )。
100

クエリでテーブルを取得 ドライバーがSHOW TABLESクエリを

使用して、データベースからテーブル名

を取得するかどうかを指定します。無効

な場合、ドライバーはGetTables Thrift
API呼び出しを使用します。

1

UnicodeのSQL文字型 文字列データ型で返される SQLタイプ

を指定します。有効な場合、ドライバー

はSQL_WVARCHAR( STRINGおよ

びVARCHAR列 )とSQL_WCHAR
( CHAR列 )を返します。

システムテーブルの表示 ドライバーがSQLTablesや
SQLColumnsなどのカタログ関数呼び

出しで spark_systemテーブルを返す

かどうかを指定します。

SSPIのみを使用 ドライバーがSSPIプラグインまたはMIT
Kerberosを使用したKerberos認証を

処理するかどうかを指定します。

セッションの自動回復が無効です 既存のセッションが有効ではないとき

に、ドライバーで自動的に新しいセッ

ションを開くかどうかを指定します。

ブロックあたりフェッチされる行数 一度にクエリが返す行の最大数。 10000

文字列型列のデフォルト長 STRING列に含まれる最大文字数。 255

バイナリ型列の長さ BINARY列の最大データ長さ。 32767

小数列の尺度 数値データ型の小数点以下の桁数。 10

ソケットのタイムアウト 終了するまでにオペレーションがアイドル

状態である秒数。

60
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設定 説明 例

HTTPのパス Sparkサーバーに対応する部分 URL。 /spark

Spark接続フィールド

列の一意の名前

データアクセスウィンドウ経由で行われるSpark接続では、デフォルトで 0に設定される

EnableUniqueColumnName接続文字列パラメーターが使用されます。接続時に正しい列名が取得さ

れることを保証するために、このパラメーターの値は 0にする必要があります。

データアクセスウィンドウを使用するのではなくDSNを使用してSpark接続を作成する場合は、デフォル

トでこの値が1に設定されます。接続が動作するには、Windows リポジトリで 0に変更する必要があり

ます。

メモ

13.1より古いバージョンのACLで確立されたDSN接続を使用するスクリプトは、バー

ジョン 13.1にアップグレードした後に動作し続けます。
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AWS Data Managementへの接続

AWS Data ManagementはAmazon Web Servicesを管理するためのWebベースのインターフェイスで

す。AWS Data Managementデータコネクターを使用して、AWS Data Managementデータをインポート

できます。

メモ

AWS Data Managementデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataに

よって提供されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されて

いるドキュメントを参照してください。

作業を開始する前に
Amazon Data Managementに接続するには、以下を収集する必要があります。

l AWSアカウント アクセスキー
l AWSアカウント シークレット キー
l Amazon Web Serverがホストされる AWS リージョン

接続の前提条件の収集については、組織のAWS Data Management管理者に支援を仰いでくださ

い。管理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からAWS Data Managementのサポー

トにお問い合わせください。

AWS Data Management接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、AWS Data Management を

選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

AWS Data Managementへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

AWS Data Managementの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、AWS Data
Managementに接続するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。AWS Data Managementからデータをインポートする方法については、"データア

クセスウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
AWS Data Managementデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできませ

ん。接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既
存の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、AWS Data Managementに対

応する省略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Azure Analysis Servicesへの接続

Azure Analysis Servicesはデータモデリング、データ分析、レポートのためのクラウド プラットフォームで

す。Azure Analysis Servicesデータコネクターを使用して、Azure Analysis Servicesデータをインポート

できます。

メモ

Azure Analysis Servicesデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パート

ナーであるCData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細に

ついては、次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のAzure Analysis Services管理者に支援を仰いでくださ

い。管理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からAzure Analysis Servicesのサポー

トにお問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Azure Analysis Services接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Azure Analysis Services

を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Azure Analysis Servicesへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Azure Analysis Servicesの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Azure Analysis
Servicesに接続するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Azure Analysis Servicesからデータをインポートする方法については、"データア

クセスウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Azure Analysis Servicesデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできませ

ん。接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既
存の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Azure Analysis Servicesに対

応する省略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。

444

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


Azure Data Catalogへの接続

Azure Data Catalogはデータディスカバリおよびコラボレーションデータ注釈向けのクラウド サービスです。

Azure Data Catalogデータコネクターを使用して、Azure Data Catalogデータをインポートできます。

メモ

Azure Data Catalogデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーであ

るCData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細について

は、次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のAzure Data Catalog管理者に支援を仰いでください。管

理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からAzure Data Catalogのサポートにお問い

合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Azure Data Catalog接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Azure Data Catalog を選

択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Azure Data Catalogへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Azure Data Catalogの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Azure Data Catalogに接続

するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Azure Data Catalogからデータをインポートする方法については、"データアクセ

スウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Azure Data Catalogデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。

接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存

の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Azure Data Catalogに対応する

省略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Azure Data Lake Storageへの接続

Azure Data Lake Storageはビッグデータ向けのクラウドベースのファイルストレージおよび管理設備で

す。Azure Data Lake Storageデータコネクターを使用して、組織のAzureデータをインポートできます。

メモ

Azure Data Lake Storageデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パート

ナーであるCData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細に

ついては、次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のAzure Data Lake Storage管理者に支援を仰いでくださ

い。管理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からAzure Data Lake Storageのサポー

トにお問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Azure Data Lake Storage接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Azure Data Lake Storage

を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Azure Data Lake Storageへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Azure Data Lake Storageの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Azure Data Lake
Storageに接続するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Azure Data Lake Storageからデータをインポートする方法については、"データ

アクセスウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Azure Data Lake Storageデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできま

せん。接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、

［既存の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Azure Data Lake Storage

に対応する省略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Azure Data Managementへの接続

Azure Data ManagementはAzureデータを管理するためのオプションを提供します。Azure Data
Managementデータコネクターを使用して、組織のAzureデータをインポートできます。

メモ

Azure Data Managementデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataに

よって提供されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されて

いるドキュメントを参照してください。

作業を開始する前に
Azure Data Managementに接続するには、Azure Data Managementサーバーに接続するための資格

情報を収集する必要があります。

接続の前提条件の収集については、組織のAzure Data Management管理者に支援を仰いでくださ

い。管理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からAzure Data Managementのサポー

トにお問い合わせください。

Azure Data Management接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Azure Data Management

を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Azure Data Managementへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Azure Data Managementの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Azure Data
Managementに接続するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Azure Data Managementからデータをインポートする方法については、"データ

アクセスウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Azure Data Managementデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできま

せん。接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、

［既存の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Azure Data Management

に対応する省略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Azure Table Storageへの接続

Azure Table StorageはクラウドベースのNoSQLデータストアであり、大量の構造化された非リレーショナ

ルデータを保存できます。Azure Table Storageデータコネクターを使用して、組織のAzure Table
Storageデータをインポートできます。

メモ

Azure Table Storageデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって

提供されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているド

キュメントを参照してください。

作業を開始する前に
Azure Table Storageに接続するには、Azure Table Storageサーバーに接続するための資格情報を収

集する必要があります。

接続の前提条件の収集については、組織のAzure Table Storage管理者に支援を仰いでください。管

理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からAzure Table Storageのサポートにお問い

合わせください。

Azure Table Storageを作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Azure Table Storage を選

択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Azure Table Storageへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Azure Table Storageの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Azure Table Storageに接

続するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Azure Table Storageからデータをインポートする方法については、"データアクセ

スウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Azure Table Storageデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできませ

ん。接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既
存の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Azure Table Storageに対応す

る省略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。

452

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


Basecampへの接続

Basecampは、オンラインプロジェクト管理プラットフォームです。Basecampデータコネクターを使用して、

組織のBasecampデータをインポートできます。

メモ

Basecampデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーであるCData
Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、次のリン

クからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のBasecamp管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からBasecampのサポートにお問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Basecamp接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Basecamp を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Basecampへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Basecampの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Basecampに接続するには、保存した

この接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Basecampからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンド

ウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Basecampデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Basecampに対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Boxへの接続

Boxはクラウドベースのコンテンツ管理サービスであり、ビジネスでのファイル共有とコラボレーションを可能

にします。Boxデータコネクターを使用して、組織のBoxデータをインポートできます。

メモ

Boxデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されていま

す。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを参

照してください。

作業を開始する前に
Boxに接続するには、Boxサーバーに接続するための資格情報を収集する必要があります。

接続の前提条件の収集については、組織のBox管理者に支援を仰いでください。管理者から支援を

得られない場合は、あなたまたは管理者からBoxのサポートにお問い合わせください。

Box接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Box を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN Configuration( DSN構成 ) ］ダイアログボックスで［Test Connection(接続のテスト ) ］をク

リックします。

Boxのログインページが表示されます。

4. ログインするには

l Boxアカウント資格情報がある場合は、資格情報を入力します。

l 組織で SSOを使用している場合は、［Use Single Sign On (SSO)(シングルサインオン

( SSO)を使用 ) ］をクリックします。
5. ［Authorize(許可 ) ］をクリックします。

SSOを使用している場合は、認証資格情報を入力してログインします。
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6. 表示されるページで、［Grant access to Box( Boxへのアクセスを付与 ) ］をクリックします。

ページが正常に許可されます。

7. 接続成功ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Boxへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Boxの接続は、Box という名前で［既存の接続］タブに保存されます。今後、保存したこの接続を使用

してBoxに再接続できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Boxからのデータのインポートに関するヘルプについては、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。

メモ

多要素認証 ( MFA)を使用してBoxに接続しているときには、約 1時間後に認証トー

クンが期限切れになり、既存の接続とインポートが失敗します。認証エラーが発生する

と、既存の接続は動作しません。さらに操作を続けるには、Boxへの新しい接続を作成

する必要があります。

接続名の変更
Boxデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデータ

ソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブに

移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Boxに対応する省略記号アイコン をクリック

し、［接続名の変更］を選択します。
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Cloudera Impalaへの接続

Cloudera Impalaはクラウド データサービスです。Cloudera Impalaデータコネクターを使用して、Impala
データをインポートできます。

メモ

Analyticsは任意のコネクターとして Impalaを提供します。データアクセスウィンドウでこ

のコネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選択されて

いないことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターとPython
エンジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に
Impalaに接続するには、以下を収集する必要があります。

l ユーザー名
l パスワード
l 読み取りアクセス許可

接続の前提条件の収集については、組織の Impala管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者から Impalaのサポートにお問い合わせください。

Impala接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Impalaを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Impalaの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Impalaに接続するには、保存したこの接

続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Impalaからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。
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接続設定

基本設定

設定 説明 例

ホスト Impalaサーバーのホスト名または IPア

ドレス。

ポート Impalaサーバーインスタンスに接続す

るためのポート。

データベース デフォルトで使用する Impalaデータ

ベースの名前。

認証機構 使用する認証メカニズム。使用可能な

オプション：

o 認証なし
o Kerberos
o SASLユーザー名
o ユーザー名とパスワード

認証なし

領域 Impalaホストの領域。

ホストのFQDN Impalaサーバーホストの完全修飾ドメ

イン名。

_HOST

サービス名 ImpalaサーバーのKerberosサービス

プリンシパル名。

Impala

ユーザー名 Impalaサーバーにアクセスするための

ユーザー名。

パスワード Impalaサーバーへのアクセスを認証す

るためのパスワード。

転送バッファーサイズ ネットワークから暗号化されていない

データをバッファリングするためにメモリに

予約するバイト数。

1000

簡易認証およびセキュリティ層 (SASL)
を使用

ドライバーで認証を処理するために

SASLを使用するかどうかを指定しま

す。

委任 UID このオプションでユーザー IDが指定され

ると、Impala ドライバーはすべての

Impalaに対する処理を、接続で認証

されたユーザーではなく、指定したユー

ザーに委任します。
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詳細設定

設定 説明 例

SSLの有効化 クライアントがSSL暗号化接続を使用

して Impalaサーバーと通信するかどう

かを指定します。

列名とホスト名の不一致を許可 CAが発行したSSL証明書名が

Impalaサーバーのホスト名と一致する

かどうかを指定します。

自己署名サーバー証明書の許可 ドライバーが自己署名証明書を使用

する Impalaサーバーへの接続を許可

するかどうかを指定します。

信頼できる証明書 SSLを使用するときにサーバーを検証

するための、信頼できるCA証明書を

含む .pemファイルへの完全パス。

ネイティブクエリの使用 ドライバーがネイティブ Impala SQLクエ

リを使用するかどうかを指定します。こ

のオプションが選択されていない場合、

ドライバーはアプリケーションで発行され

たクエリを Impala SQLの同等の形式

に変換します。アプリケーションが

Impalaアウェアで、既に Impala SQLを

発行している場合、このオプションを憂

苦尾にして、クエリ変換の負荷が大きく

なることを回避してください。

取引シミュレーションの有効化 ドライバーがトランザクションをシミュレー

トするかどうかを指定します。無効にす

ると、トランザクション文を含むクエリを

実行しようとした場合に、ドライバーでエ

ラーが返されます。

SQLで Unicode型を使用 文字列データ型で返される SQLタイプ

を指定します。有効な場合、ドライバー

はSQL_WVARCHAR( STRINGおよ

びVARCHAR列 )とSQL_WCHAR
( CHAR列 )を返します。

ブロックあたりフェッチされる行数 一度にクエリが返す行の最大数。 10000

ソケットのタイムアウト 要求がタイムアウトし、エラーメッセージ

が返される前に、TCPソケットがサー

バーからの応答を待機する秒数。

0に設定すると、TCPソケットで要求の

タイムアウトが発生しません。

30

文字列型列の長さ STRING列に含まれる最大文字数。 32767
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データコネクターの更新
Analyticsまたはロボット エージェントをアップグレードする場合は、いずれかのAnalyticsデータコネクター

を使ってデータをインポートするスクリプト ( ACCESSDATAコマンド)をテストする必要があります。

データソースまたはODBC ドライバーのサード パーティベンダーが加えた変更により、1つまたは複数の

データコネクターを更新しなければならない可能性があります。スクリプトに作り込んだデータ接続を引き

続き正常に動作させるには、それを更新する必要があります。

l インポートの再実行 –接続機能を最も簡単に更新する方法は、更新されたバージョンの

Analyticsのデータアクセスウィンドウを使って、インポートを手動で実行することです。ログに記録

されている ACCESSDATAコマンドをコピーし、それを使ってスクリプトを更新します。

メモ

データソースに接続してインポートを再実行する前に、コネクターのキャッシュを消

去することで、既存の一連のテーブル名を削除します。

データアクセスウィンドウの［既存の接続］タブで、接続名の横にある［ >キャッ

シュの消去］を選択します。

l フィールド指定の更新 –データソースまたはODBC ドライバーのテーブルスキーマの変更と一致す

るように、スクリプト本体内のフィールド指定を更新しなければならない場合もあります。必要に応

じてフィールド名、フィールドのデータ型、およびフィールド長とレコード長を変更します。
l フィルター処理の結果の確認 –データインポートの一環として適用したフィルター処理の結果も確

認する必要があります。インポートのフィルター処理によってレコードを正しく追加または除外できた

かどうかを確認します。
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CockroachDBへの接続

CockroachDBは、分散型 SQLデータベースです。CockroachDBデータコネクターを使用すると、組織

のCockroachDBデータをインポートできます。

メモ

CockroachDBデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーである

CData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、

次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のCockroachDB管理者に支援を仰いでください。管理者か

ら支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からCockroachDBのサポートにお問い合わせくださ

い。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

CockroachDB接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、CockroachDB を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

CockroachDBへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

CockroachDBの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、CockroachDBに接続するには、

保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。CockroachDBからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィ

ンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
CockroachDBデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続

はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接

続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、CockroachDBに対応する省略記号ア

イコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Concurへの接続

Concurはクラウド ベースの旅費 /経費管理サービスです。組織のConcurデータをインポートするには、

Concurデータコネクターを使用します。

メモ

Analyticsは任意のコネクターとしてConcurを提供します。データアクセスウィンドウでこ

のコネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選択されて

いないことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターとPython
エンジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に

Concurの資格情報

Concurに接続するには、以下が必要です。

l Concurアクセストークン

Concurアクセストークンがない場合は、以下を収集する必要があります。

l Concurのユーザー名およびパスワード
l Concurクライアント ID
l Concur APIサーバーホスト名 (デフォルトは "www.concursolutions.com")

これらの資格情報で、［データアクセス］ウィンドウの［トークンの取得］オプションを使用して、接続の認証

に必要なアクセストークンを生成できます。

メモ

取得するときに、トークンの有効期限を書き留めておいてください。Concur認証トークン

は 1年後に期限切れになります。

接続の前提条件の収集については、組織のConcur管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者からConcurのサポートにお問い合わせください。

Concurクライアント IDを取得する

お客様にConcurアクセストークンがない場合は、お客様、または御社のConcur管理者がConcurク
ライアント IDを取得する必要があります。クライアント ID を使ってアクセストークンを生成することができま

す。
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クライアント IDを取得するには、［Register Partner Application］オプションを使ってConcur Webサービ

スの管理領域に表示します。

Concur Webサービスでは、クライアント IDは以下のいずれかの名前で呼ばれています。

l Application Authorization Key(アプリケーション権限の承認キー)
l Consumer Key(コンシューマキー)

メモ

Concur Webサービスに［Register Partner Application］オプションが表示されない場合

は、あなたまたはあなたのConcur管理者がConcurのサポートに問い合わせる必要が

あります。必要な Concurライセンスが御社にない可能性もあります。

Concur接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Concurを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Concurの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Concurに接続するには、保存したこの接

続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Concurからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

ホスト Concurサーバーのホスト名。 https://concursolutions.com

OAuthクライアント Id クライアント IDは、OAuth承認サー

バーにアプリケーションを登録するときに

割り当てられます。
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設定 説明 例

ユーザー名 Concurへの認証に使用するユーザー

アカウント

パスワード ユーザーをConcurで認証するのに使

用するパスワード。

アクセストークン 認証されたユーザーがConcurサービス

で保護されたリソースにアクセスするた

めのアクセストークン。

詳細設定

設定 説明 例

ダブルバッファリングの有効化 ダブルバッファリングを使用して、アダプ

ダーがConcurデータを取得するかどう

かを指定します。ただし、ダブルバッファ

リングが有効なときには、アダプターのメ

モリおよびリソース消費量が多くなること

があります。

HTTPSの使用 データソースエンドポイントがHTTPS
で暗号化されるかどうかを指定します。

ユーザーパラメーター /api/v3.0/expenseエンドポイント グ

ループの下にあるエンドポイントのテーブ

ルを問い合わせるときの、ユーザークエ

リパラメーターで使用する値。

すべての

Windowsプロキシ設定を使用する システムプロキシ設定を使用するかどう

かを指定します。カスタムプロキシ設定

を使用するには、このオプションを無効

にする必要があります。このオプションに

設定された値は他のプロキシ設定より

も優先されます。

プロキシのホスト HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。

206.174.193.118

プロキシのポート ProxyServerプロキシが実行されてい

る TCPポート。

80

プロキシユーザー ProxyServerプロキシで認証するため

のユーザー名。

user@domain

プロキシのパスワード ProxyServerプロキシでプロキシユー

ザーを認証するためのパスワード。
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Concurでアクセスできるデータ
データアクセスウィンドウにより、Concurのデータのサブセットにアクセスできます。データには、次にリスト

アップしたConcur APIからアクセスすることもできます。

メモ

以下の一覧にないAPI は、データアクセスウィンドウからアクセスできません。各エンドポ

イントに存在するデータについては、ConcurのAPIのドキュメントを参照してください。

Concurでは、従来のリレーショナルテーブルおよび列に適用されるデータ型 /構造ルール

に従わないデータは、構造体に保存されます。そのため、このようなデータはリレーショナ

ル形式にマッピングしておく必要があります。これを行うため、コネクターはConcurデータ

をODBC互換形式にマッピングします。

モジュール APIのエンドポイント

共通 リスト

リストの項目

場所

経費 エントリ

経費フォーム

経費グループの構成

明細

簡易経費

レポート

洞察 機会

領収書画像 領収書画像

出張 旅行
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複数ユーザーの経費データへのアクセス

メモ

複数ユーザーの費用データにアクセスするには、Concurに接続するために使用する

Concurアカウントに適切な権限が必要です。

Concurアカウント権限のヘルプが必要が必要な場合、御社のConcur管理者に連絡

してください。管理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からConcurの
サポートにお問い合わせください。

費用モジュール内の複数のConcurアカウントのデータにアクセスするには、［詳細オプション］にある、オプ

ションの［ユーザーパラメーター］フィールドを "ALL"に設定します。

また、このフィールドに特定のConcurユーザーのユーザー名を入力して、そのユーザーの費用データを表

示することもできます。
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SAP Concurへの接続

SAP Concurはクラウド ベースの旅費 /経費管理サービスです。組織のSAP Concurデータをインポート

するには、SAP Concurデータコネクターを使用できます。

メモ

SAP Concurデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーである

CData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、

次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のSAP Concur管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からSAP Concurのサポートにお問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

SAP Concur接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、SAP Concur を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

SAP Concurへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

SAP Concurの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、SAP Concurに接続するには、保存

したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。SAP Concurからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
SAP Concurデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、SAP Concurに対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。

469

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


Couchbaseへの接続

Couchbaseは非 SQL文書指向データベースです。Couchbaseデータをインポートするには、

Couchbaseデータコネクターを使用します。

メモ

Analyticsは任意のコネクターとしてCouchbaseを提供します。データアクセスウィンドウ

でこのコネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選択さ

れていないことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターと

Pythonエンジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に
Couchbaseに接続するには、以下を収集する必要があります。

l クエリとインデックスサービスが有効な Couchbaseインスタンスの1つ以上のノード
l データベースサーバーのホスト名
l 正しい接続ポート
l 選択した認証方法の該当する資格情報

Couchbaseインスタンスで認証が必要な場合、1つ以上のバケットの名前とパスワードを指定す

る JSON 文字列または JSON ファイルを提供する必要があります。詳細については、"JSON 認証

形式"ページ 473を参照してください。

l 有効な SSL証明書 ( SSL経由で接続する場合 )

接続の前提条件の収集については、組織のCouchbase管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からCouchbaseのサポートにお問い合わせください。

Couchbase接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Couchbaseを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。
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Couchbaseの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Couchbaseに接続するには、保存し

たこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Couchbaseからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

設定 説明 例

サーバー Couchbaseサーバーのホスト名または

IPアドレス。この値はHTTPまたは

HTTPS URLに設定できます。

couchbase-server.com

ポート Couchbaseサーバーを実行するポー

ト。

8093

認証機構 Couchbaseサーバーに接続するときに

使用する認証メカニズム。

o 認証なし - ドライバーは接続を認証

しません。
o 資格情報を使用 - ドライバーは資

格情報文字列で指定された名前

とパスワードを使用して接続を認証

します。
o 資格情報ファイルを使用 - ドライ

バーは資格情報ファイルで指定され

た名前とパスワードを使用して接続

を認証します。

資格情報 Couchbaseサーバーインスタンスで認

証するために、1つ以上のユーザーまた

はバケットの名前とパスワードを指定す

る JSON文字列。資格情報文字列

は次の形式を使用する必要がありま

す。

[{"user": "[UserName1]",
"pass":"[Password1]"},
{"user": "[UserName2]", "pass":"
[Password2]"}]

資格情報ファイル Couchbaseサーバーインスタンスで認

証するための資格情報を含むJSON
ファイルへの完全パス。

JSONファイルには、複数のユーザーま

たはバケットの名前とパスワードを含め

る必要があります。

SSLの有効化 Couchbaseサーバーに接続するときに false
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設定 説明 例

SSLを使用するかどうかを指定します。

SSL証明書 ［SSL を有効にする］を Trueに設定す

るときに、サーバーから許可される証明

書。

次のいずれかを使用できます。

o 完全な PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5またはSHA1サムプリント (ス

ペースまたはコロンで 16進数値を

区切ることができます)

コンピューターから信頼されない他の認

定書はすべて拒否されます。

C:\cert.cer

詳細設定

設定 説明 例

クエリモード クエリをCouchbaseサーバーに

送信するときに使用するクエリ

モードを指定します。

o SQL- ドライバーはSQLです

べてのクエリを実行します。
o N1QL- ドライバーはN!QLで

すべてのクエリを実行します。

SQL

一貫性 インデックススキャン中に施行す

るデータ一貫性のレベル。このプ

ロパティを次の値のいずれかに設

定します。

o NOT_BOUNDED
o AT_PLUS
o REQUEST_PLUS
o STATEMENT_PLUS

REQUEST_PLUS

ロード バランサの有効化 ドライバーがCouchbaseクラス

ターのノード間でロード バランシ

ングとフェールオーバーをサポート

するかどうかを指定します。

サンプルサイズ SchemaMapOperation プロパティ

の生成中にデータの構造を検出

するためにドライバーが抽出する

文書の数。

100
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設定 説明 例

型名リスト 文書タイプを指定するためにバ

ケットが使用する属性のカンマ区

切りのリスト。各リスト項目は、

バッククォート ( `)で囲まれた、コ

ロン( :)、バッククォート ( `)で囲ま

れた属性名でなければなりませ

ん。

`product`:`type`,`store`:`type`,
`customer`:`jsonType`,`sales`:`type`

Couchbaseの問い合わせ

JSON 認証形式

[{"user" : "userName1", "pass" : "passWord1"},
{"user" : "userName2", "pass" : "passWord2"}]

SQLクエリとN1QL API 呼び出し

コネクターはCouchbase Serverに対して標準のSQLクエリを使用し、標準 SQL-92クエリを同等の

N1QLクライアント API呼び出しに変換します。この変換により、Couchbase Serverインスタンスに対し

て標準クエリを実行できます。クエリを完全に変換できない場合は、クエリの変換された部分が1つ以上

のN1QLクエリとして処理のためにCouchbase Serverインスタンスに渡され、クエリの変換されない部分

がコネクターによって処理されます。

メモ

データ構造の名前は大文字と小文字を区別するため、クエリのテーブル、列、バケットな

どの構造の大文字と小文字がデータベースの構造と一致することを確認する必要があ

ります。

スキーマ定義

Couchbaseは従来の関係テーブルおよび列と比べ、データ型と構造の異なるルールに従うデータを保存

できます。Couchbaseデータはバケットと文書に整理され、ネストされた配列または異なる型の要素の配

列を含むことができます。このデータは関係形式にマッピングされる必要があります。これを実現するため

に、コネクターはCouchbaseデータをODBC互換形式にマッピングするスキーマ定義を生成します。

必要なスキーマ定義がないデータベースに接続するときには、コネクターは次を実行して自動的に生成し

ます。

1. データベースで特定された各文書型に対して、コネクターは複数の文書からデータを抽出し、デー

タの構造を検出します。
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2. コネクターはタイプに基づいてすべての文書をコレクションに整理し、スキーマ定義の部分としてこれ

らのコレクションを保存します。スキーマ定義を使用すると、ドライバーはテーブルとしてコレクションを

公開します。
3. データベースで検出された各配列に対して、コネクターは仮想テーブルを生成して、データを展開

し、スキーマの一部としてこれらの仮想テーブルを保存します。スキーマを使用して、ドライバーは標

準テーブルとして仮想テーブルを公開します。
4. コネクターは各列のCouchbaseデータ型を定義し、各 Couchbaseデータ型を、最大数の値を最

適な方法で表すことができる SQLデータ型にマッピングします。

基本テーブル

基本テーブルはCouchbase文書のコレクションのデータを表します。文書は行として表示され、配列で

はないすべての属性は列として表示されます。各基本テーブルでは、コネクターは主キーPKを作成しま

す。これは、各行の元になるCouchbase文書を特定します。

コネクターでは、基本テーブルの名前は表される文書型です。Couchbaseでは、基本テーブルの名前は

データの元となるバケットです。

仮想テーブル

仮想テーブルは配列のサポートを提供します。各仮想テーブルには 1つの配列のデータがあり、テーブル

の各行は配列の要素を表します。要素に配列が含まれる場合、コネクターは必要に応じて追加の仮想

テーブルを作成し、ネストされたデータを展開します。

各仮想テーブルで、コネクターは、配列の元になる文書を特定し、関連付けられた基本テーブルから列

を参照する主キー列名を作成します。また、コネクターはインデックス列 (名前のサフィックス _IDX)を作

成し、配列内の要素の位置を示します。

例

次の例は、Couchbaseデータベース名 ExampleDatabaseにコネクターが接続する基本テーブル

と仮想テーブルを示します。これには 2つの文書 Customer_123221 とOrder_221354がありま

す。

Customer_123221文書はCustomer型であり、次の属性を含みます。SavedAddresses属
性は配列です。

{
  "Type": "Customer",
  "Name": "John Doe",
  "SavedAddresses": ["123 Main St.", "456 1st Ave"]
}
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Order_221354文書はOrder型であり、次の属性を含みます。CreditCard属性はオブジェクト

であり、Items属性はオブジェクトの配列です。

{
  "Type": "Order",
  "CustomerID":"Customer_123221",
  "CreditCard":

{
      "Type":"Visa",

"CardNumber":"4111 1111 1111 1111",
"Expiry":"12/12",
"CVN":"123"

    },
  "Items":

[
{"ItemID":89123, "Quantity":1},
{"ItemID":92312, "Quantity":5}

    ]
}

AnalyticsがExampleDatabaseに接続し、スキーマを生成するときには、コネクターは各文書タ

イプのコレクションを作成し、これらのコレクションを次に示す 2つの基本テーブルとして公開しま

す。

基本テーブルCustomer

PK 名前

"Customer_123221" John Doe

基本テーブル順序

PK
顧客

ID
CreditCard
_Type

CreditCard
_Number

CreditCard
_Expiry

CreditCard
_CVN

"Order_
221354"

"Customer_
123221"

"Visa" "4111 1111
1111 1111"

"12/12" "123"

Customer_123221文書のSavedAddresses配列とOrder_221354文書の Items配列はこ

れらの基本テーブルには表示されません。代わりに、コネクターは各配列の仮想テーブルを生成し

ます。
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SavedAddressesテーブル

PK SavedAddresses_IDX SavedAddresses

"Customer_123221" 0 "123 Main St."

"Customer_123221" 1 "456 1st Ave"

Itemsテーブル

PK Items_IDX ItemID Quantity

"Order_221354" 0 89123 1

"Order_221354" 1 92312 5
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DigitalOceanへの接続

DigitalOceanはクラウド インフラストラクチャプロバイダーです。DigitalOceanデータコネクターを使用し

て、組織のDigitalOceanデータをインポートできます。

メモ

DigitalOceanデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーである

CData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、

次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のDigitalOcean管理者に支援を仰いでください。管理者か

ら支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からDigitalOceanのサポートにお問い合わせくださ

い。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

DigitalOcean接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、DigitalOcean を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

DigitalOceanへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

DigitalOceanの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、DigitalOceanに接続するには、保

存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。DigitalOceanからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
DigitalOceanデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、DigitalOceanに対応する省略記号アイコ

ン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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DocuSignへの接続

DocuSignは電子契約管理ツールです。DocuSignデータコネクターを使用して、組織のDocuSignデー

タをインポートできます。

メモ

DocuSignデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されて

います。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを

参照してください。

作業を開始する前に
DocuSignに接続するには、DocuSignサーバーに接続するための資格情報を収集する必要がありま

す。

接続の前提条件の収集については、組織のDocuSign管理者に支援を仰いでください。管理者から支

援を得られない場合は、あなたまたは管理者からDocuSignのサポートにお問い合わせください。

DocuSign接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、DocuSign を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

479

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

http://cdn.cdata.com/help/UCF/odbc/Connection.htm
https://www.diligent.com/ja-jp/


接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

DocuSignへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

DocuSignの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、DocuSignに接続するには、保存したこ

の接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。DocuSignからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンド

ウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
DocuSignデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、DocuSignに対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Dropboxへの接続

Dropboxはクラウドベースのファイルホスティングサービスです。Dropboxデータコネクターを使用して、組

織のBDropboxデータをインポートできます。

メモ

Dropboxデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーであるCData
Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、次のリン

クからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のDropbox管理者に支援を仰いでください。管理者から支

援を得られない場合は、あなたまたは管理者からDropboxのサポートにお問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Dropbox接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Dropbox を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Dropboxへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Dropboxの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Dropboxに接続するには、保存したこの

接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Dropboxからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウ

の作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Dropboxデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデー

タソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブ

に移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Dropboxに対応する省略記号アイコン を

クリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Dynamics CRMへの接続

Microsoft Dynamics CRMは顧客関係管理 ( CRM)システムです。Dynamics CRMデータコネクターを

使用して、組織のDynamics CRMデータをインポートできます。

メモ

Dynamics CRMデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供

されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメ

ントを参照してください。

作業を開始する前に
Dynamics CRMに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l 組織のルート URL
l ユーザー資格情報
l 接続しているDynamics CRMサーバーの種類

接続の前提条件の収集については、組織のDynamics CRM管理者に支援を仰いでください。管理者

から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からDynamics CRMのサポートにお問い合わせくだ

さい。

Dynamics CRM接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Dynamics CRM を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Dynamics CRMへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Dynamics CRMの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Dynamics CRMに接続するに

は、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Dynamics CRMからデータをインポートする方法については、"データアクセス

ウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Dynamics CRMデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接

続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の

接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Dynamics CRMに対応する省略記

号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Dynamics GPへの接続

Microsoft Dynamics GPは、財務、棚卸資産、業務を管理するためのビジネス会計ソフトウェアです。

Dynamics GPデータコネクターを使用して、組織のDynamics GPデータをインポートできます。

メモ

Dynamics GPデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供さ

れています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメ

ントを参照してください。

作業を開始する前に
Dynamics GPに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l 組織の一意の識別子
l Dynamics GP サーバーのURL
l Dynamics GPサーバーに接続するためのユーザー資格情報

接続の前提条件の収集については、組織のDynamics GP管理者に支援を仰いでください。管理者か

ら支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からDynamics GPのサポートにお問い合わせくださ

い。

Dynamics GP接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Dynamics GP を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Dynamics GPへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Dynamics GPの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Dynamics GPに接続するには、保

存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Dynamics GPからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィ

ンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Dynamics GPデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続

はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接

続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Dynamics GPに対応する省略記号ア

イコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Dynamics NAVへの接続

Microsoft Dynamics NAVは企業資源計画 ( ERP)システムです。Dynamics NAVデータコネクターを使

用して、組織のDynamics NAVデータをインポートできます。

メモ

Dynamics NAVデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供

されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメ

ントを参照してください。

作業を開始する前に
Dynamics NAVに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l Dynamics NAV サーバーのルート URL
l Dynamics NAV サーバーのインスタンス
l Dynamics NAVサーバーに接続するためのユーザー資格情報

l サーバーに接続するために使用される認証スキーム

接続の前提条件の収集については、組織のDynamics NAV管理者に支援を仰いでください。管理者

から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からDynamics NAVのサポートにお問い合わせくだ

さい。

Dynamics NAV接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Dynamics NAV を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Dynamics NAVへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Dynamics NAVの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Dynamics NAVに接続するに

は、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Dynamics NAVからデータをインポートする方法については、"データアクセス

ウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Dynamics NAVデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続

はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接

続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Dynamics NAVに対応する省略記号

アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Dynamics 365 Business Centralへ
の接続

Microsoft Dynamics 365 Business Centralは企業資源計画 ( ERP)システムです。Dynamics 365
Business Centralデータコネクターを使用して、組織のDynamics 365 Business Centralデータをイン

ポートできます。

メモ

Dynamics 365 Business Centralデータコネクターは当社のデータパートナーである

CDataによって提供されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提

供されているドキュメントを参照してください。

作業を開始する前に
Dynamics 365 Business Centralに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l Dynamics 365 Business Centralで使用されている会社の名前
l Dynamics 365 Business Central組織へのURL
l データにアクセスするためのMicrosoft Onlineテナント

接続の前提条件の収集については、組織のDynamics 365 Business Central管理者に支援を仰いで

ください。管理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からDynamics 365 Business
Centralのサポートにお問い合わせください。

Dynamics 365 Business Central接続を作
成する

1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Dynamics 365 Business

Central を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
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4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Dynamics 365 Business Centralへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Dynamics 365 Business Centralの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Dynamics 365
Business Centralに接続するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Dynamics 365 Business Centralからデータをインポートする方法については、"
データアクセスウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Dynamics 365 Business Centralデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することは

できません。接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合

は、［既存の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Dynamics 365

Business Centralに対応する省略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Dynamics 365 Finance and
Operationsへの接続

Microsoft Dynamics 365 Finance and Operationsはクラウドベースの企業資源計画 ( ERP)システムで

す。Dynamics 365 Finance and Operationsデータコネクターを使用して、組織のDynamics 365
Finance and Operationsデータをインポートできます。

メモ

Dynamics 365 Finance and Operationsデータコネクターは当社のデータパートナーで

あるCDataによって提供されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイト

で提供されているドキュメントを参照してください。

作業を開始する前に
Dynamics 365 Finance and Operationsに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l Dynamics 365 Business Central組織へのURL
l データにアクセスするためのMicrosoft Onlineテナント

l すべての会社またはデフォルトの会社からデータをインポートするかどうか

接続の前提条件の収集については、組織のDynamics 365 Finance and Operations管理者に支援を

仰いでください。管理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からDynamics 365
Finance and Operationsのサポートにお問い合わせください。

Dynamics 365 Finance and Operations接
続を作成する

1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Dynamics 365 Finance

and Operations を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
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4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Dynamics 365 Finance and Operationsへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Dynamics 365 Finance and Operationsの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、

Dynamics 365 Finance and Operationsに接続するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Dynamics 365 Finance and Operationsからデータをインポートする方法につい

ては、"データアクセスウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Dynamics 365 Finance and Operationsデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定す

ることはできません。接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更

する場合は、［既存の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Dynamics

365 Finance and Operationsに対応する省略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択

します。

492

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


Dynamics 365 Salesへの接続

Microsoft Dynamics 365 Salesは組織の営業部門向けの顧客関係管理 ( CRM)ソリューションです。

Dynamics 365 Salesデータコネクターを使用して、組織のDynamics 365 Salesデータをインポートでき

ます。

メモ

Dynamics 365 Salesデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって

提供されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているド

キュメントを参照してください。

作業を開始する前に
Dynamics 365 Salesに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l Dynamics 365 Business Central組織へのURL
l データにアクセスするためのMicrosoft Onlineテナント

接続の前提条件の収集については、組織のDynamics 365 Sales管理者に支援を仰いでください。管

理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からDynamics 365 Salesのサポートにお問い

合わせください。

Dynamics 365 Sales接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Dynamics 365 Sales を選

択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Dynamics 365 Salesへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Dynamics 365 Salesの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Dynamics 365 Salesに接

続するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Dynamics 365 Salesからデータをインポートする方法については、"データアクセ

スウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Dynamics 365 Salesデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。

接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存

の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Dynamics 365 Salesに対応する

省略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Edgar Onlineへの接続

Edgar Onlineは、株式、投資信託、およびその他の上場資産の金融データおよび財務報告書を作成

および配布するソリューションです。Edgar Onlineデータコネクターを使用して、組織のEdgar Online
データをインポートできます。

メモ

Edgar Onlineデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供さ

れています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメ

ントを参照してください。

作業を開始する前に
Edgar Onlineに接続するには、Edgar Onlineアカウントに接続するために、現在認証されているユー

ザーのAppKeyを収集する必要があります。

接続の前提条件の収集については、組織のEdgar Online管理者に支援を仰いでください。管理者か

ら支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からEdgar Onlineのサポートにお問い合わせくださ

い。

Edgar Online接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Edgar Online を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Edgar Onlineへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Edgar Onlineの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Edgar Onlineに接続するには、保

存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Edgar Onlineからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィ

ンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Edgar Onlineデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Edgar Onlineに対応する省略記号アイコ

ン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Elasticsearchへの接続

Elasticsearchは、データストアとアナリティクスエンジンを備えた検索プラットフォームです。Elasticsearch
データコネクターを使用すると、組織のElasticsearchデータをインポートできます。

メモ

Elasticsearchデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーである

CData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、

次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のElasticsearch管理者に支援を仰いでください。管理者か

ら支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からElasticsearchのサポートにお問い合わせくださ

い。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Elasticsearch接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Elasticsearch を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Elasticsearchへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Elasticsearchの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Elasticsearchに接続するには、保

存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Elasticsearchからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィ

ンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Elasticsearchデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続

はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接

続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Elasticsearchに対応する省略記号ア

イコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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電子メールへの接続

電子メールデータコネクターを使用して、標準メールプロトコルの IMAPまたはPOPを使用している単

一のアカウントの電子メールメッセージをインポートします。電子メールサーバーに接続するときには、各

テーブル名はサーバーのメールボックスフォルダーを表し、各レコードは電子メールメッセージを表します。

メモ

このコネクターを Analyticsから独立して使用することはできません。コネクタードライバー

のDSNはWindowsのODBCデータソースアドミニストレーターを使って設定できます

が、DSN接続を本コネクターの［Windows DSN configuration( Windows DSN設定 ) ］
ダイアログ内でなく、Analytics内でテストする必要があります。

このコネクターはメールサーバーにのみ格納された単一のアカウントの電子メールメッセージを取得しま

す。一部の電子メールクライアントに含まれる、チャットやToDoなどの機能には接続しません。

作業を開始する前に
電子メールに接続するには、以下を収集する必要があります。

l 電子メールサーバーのドメイン名または IPアドレス
l 正しい接続ポート
l ユーザー名とパスワードを含む接続ユーザーアカウント

メモ

お使いの電子メールサーバーでは IMAPプロトコルまたはPOPプロトコルをご利用いた

だく必要があります。

接続の前提条件の収集については、組織の電子メール管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者から電子メールのサポートにお問い合わせください。

電子メール接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、電子メールを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。
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3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

電子メールの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、電子メールに接続するには、保存し

たこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。電子メールからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンド

ウの作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

プロトコル 接続先の電子メールサーバーの種類：

o IMAP
o POP

IMAP

ユーザー 認証するために使用される電子メール

アカウントのユーザー。パスワードととも

に、このフィールドは電子メールサー

バーで認証するために使用されます。

recipient@example.com

パスワード 認証するために使用される電子メール

アカウントのパスワード。ユーザーととも

に、このフィールドは電子メールサー

バーで認証するために使用されます。

サーバー メールサーバーの名前または IPアドレ

ス。

このプロパティは、メールサーバーの IP
アドレスまたはドメイン名を指定します。

接続を試行する前に設定する必要が

あり、接続中には変更できません。

imap.gmail.com

ポート メールサーバーのポート。デフォルト値：

o IMAP – 143(非 SSL)または 993
( SSL)

o POP – 110(非 SSL)または 995
( SSL)

接続を実行するには、有効なポート番

号 ( 1 ～ 65535の値 )が必要です。プ

ロパティは接続を試行する前に設定す

る必要があり、接続中には変更できま

せん。

993
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詳細設定

設定 説明 例

日付時刻をGMTに変換 インポート時に日付時刻フィールドを

GMTタイムゾーンに変換します。日付

時刻値は、falseの場合には、

Analyticsを実行するコンピューターのオ

ペレーティングシステムタイムゾーンに

変換されます。

true

電子メールサービス 使用している電子メールサービスの名

前。

操作しているサービスの IMAP接続を

最適化します。次のいずれかを使用で

きます。

o AOL
o Gmail
o Outlook
o Yahoo
o その他

メモ

電子メールコネクターを使

用すると、Outlook 365ア

カウントのタスクまたはカレ

ンダーメールボックスの件

名フィールドの内容を取得

できません。Outlook 365
アカウントに接続している

場合は、Exchangeコネク

ターを使用することを検討

してください。詳細について

は以下を参照 "Exchange
への接続"ページ 514

その他

メッセージを含む メッセージ本文コンテンツと添付ファイル

データを含めるかどうか。

注意

この設定はパフォーマンスに

影響するため、クエリで多

数のレコードを処理する場

合にはタイムアウトになる

可能性があります。

false

HTML メッセージ本文がHTMLかテキストかど

うかを決定します。

true

キープアライブ インスタンス全体で接続をアライブにし

たままにするかどうかを決定します。

true
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設定 説明 例

リスト メールボックス すべてのメールボックスを一覧表示する

か、サブスクライブされた IMAP メール

ボックスのみを一覧表示するかどうか。

IMAPのみ：

o すべて
o サブスクライブ済み

すべて

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。サイズを 0に接続

すると、キー長が元の長さに戻ります。

このプロパティでは、コネクターが主キー

列のすべての報告された列を無効にし

ます。

255

Long Varcharにマッピング 列がSQL_LONGVARCHAR として返

されるかどうかを制御します。

この設定を使用すると、指定されたサイ

ズよりも大きい列をマッピングし、SQL_
VARCHARではなく、SQL_
LONGVARCHAR として報告されま

す。

-1

WVarcharにマッピング 文字列タイプを SQL_VARCHARでは

なく、SQL_WVARCHARにマッピングす

るかどうかを制御します。デフォルトで設

定されます。

文字列を SQL_WVARCHARにマッピ

ングし、さまざまな国際文字セット格納

するため、MapToWVarcharはデフォル

トで trueに設定されています。falseに

設定すると、SQL_VARCHARを使用

できます。

true

最大項目 返す最大項目数。

デフォルト値は -1です。この値はすべて

の項目が返されることを保証します。

-1

擬似列 擬似列を列としてテーブルに含めるかど

うかを指定します。

この設定は、テーブル列ではない場合

に、擬似列の値を設定できないEntity
Frameworkで特に有用です。

この接続設定の値は、

"Table1=Column1, Table1=Column2,
Table2=Column3"の形式です。"*"文
字を使用すると、すべてのテーブルとす

べての列を含めることができます。

MyTable=*

SSLサーバー証明書 TLS/SSLを使用して接続するときに

サーバーから許可される証明書。次の

C:\cert.cer
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設定 説明 例

いずれかを指定できます。

o 完全 PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)
o SHA1サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)

TLS/SSL接続を使用している場合

は、このプロパティを使用して、サーバー

から許可される TLS/SSL証明書を指

定できます。コンピューターから信頼さ

れない他の認定書はすべて拒否されま

す。

拡張 SQLのサポート メモリ内クライアント側処理を有効に

し、API経由で直接サポートされるより

も、SQL機能を強化します。

o true –コネクターはできるかぎり

SELECT文処理の負荷を IMAPに

分散し、メモリのクエリの残りを処理

します。この方法で、ドライバーはサ

ポートされていない述語、結合、集

計を実行できます。
o false –コネクターはSQL実行を

IMAP APIのサポート内容に制限し

ます。

述語の実行

コネクターは、データソースでサポートさ

れている節を決定してから、ソースに

プッシュし、クエリを満たす行の最も小さ

いスーパーセットを取得します。その後

に、行の残りをローカルでフィルタリング

します。フィルター処理はストリームさ

れ、ドライバーは非常に大きいデータ

セットでも効果的にフィルタリングできま

す。

結合の実行

コネクターはさまざまな手法を使用して

メモリで結合します。ドライバーは、同じ

テーブルを複数回読み取る要件に対し

て、メモリ利用率をトレードオフします。

集計の実行
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設定 説明 例

コネクターは、メモリ内の集計を処理す

るために必要なすべての行を取得しま

す。

UIDモード trueの場合、デフォルトの一時 IDの代

わりに、永久メッセージ IDが使用され

ます。

false

大文字の ID テーブルおよび列名を含む、すべての識

別子を大文字で報告します。

false

プロキシ認証スキーム ProxyServerプロキシで認証するため

に使用する認証タイプ。

この値は、ProxyServerおよび

ProxyPortで指定されたHTTPプロキ

シで認証するために使用する認証タイ

プを指定します。

メモ

コネクターはデフォルトでシ

ステムプロキシ設定を使

用し、さらなる構成は必要

ありません。別のプロキシに

接続する場合は、

ProxyAutoDetectを false
に設定し、ProxyServer と
ProxyPortも falseに設定

する必要があります。認証

するには、

ProxyAuthSchemeを設

定し、必要に応じて、

ProxyUser と
ProxyPasswordを設定し

ます。

認証タイプは次のいずれかにすることが

できます。

o BASIC –HTTP BASIC認証を実行

します。
o DIGEST – HTTP DIGEST認証を

実行します。
o NEGOTIATE –認証に適したプロト

コルに基づき、NTLMまたは

Kerberos トークンを取得します。
o PROPRIETARY – NTLMまたは

Kerberos tokenを生成しません。

HTTP要求の承認ヘッダーでこの

トークンを指定する必要がありま

す。

BASIC

プロキシ自動検出 システムプロキシ設定を使用するかどう true
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設定 説明 例

かを指定します。ProxyAutoDetectを
FALSEに設定すると、カスタムプロキシ

設定を使用します。これは他のプロキ

シ設定よりも優先されます。

プロキシユーザー ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるユーザー名。

ProxyUserおよびProxyPasswordオ

プションは、ProxyServerで指定された

HTTPプロキシに対して接続および認

証するために使用されます。

ProxyAuthSchemeで使用可能な認

証タイプのいずれかを選択できます。

HTTP認証を使用している場合は、こ

れをHTTPプロキシで認識されるユー

ザーのユーザー名に設定します。

WindowsまたはKerberos認証を使

用している場合は、このプロパティを次

の形式のいずれかのユーザー名に設定

します。

o user@domain
o domain\user

john_doe@example.com

プロキシのパスワード ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるパスワード。

このプロパティは、NTLM (Windows)、
Kerberos、またはHTTP認証をサポー

トするHTTPプロキシサーバーで認証

するために使用されます。HTTPプロキ

シを指定するには、ProxyServer と
ProxyPortを設定できます。認証タイプ

を指定するには、ProxyAuthScheme
を設定します。

HTTP認証を使用している場合は、追

加で、ProxyUser とProxyPasswordを

HTTPプロキシに設定します。

NTLM認証を使用している場合は、

ProxyUser とProxyPasswordを

Windowsパスワードに設定します。

Kerberos認証を完了するためにこれら

が必要な場合もあります

プロキシサーバー HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。

HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。ドラ

イバーは、HTTP、Windows (NTLM)、
またはKerberos認証タイプを使用し

て、HTTPプロキシで認証できます。

206.174.193.115
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設定 説明 例

デフォルトでは、ドライバーはシステムプ

ロキシを使用します。別のプロキシを使

用する場合は、ProxyAutoDetectを
falseに設定します。

プロキシのポート ProxyServerプロキシが実行されてい

る TCPポート。

80

プロキシ SSLタイプ ProxyServerプロキシに接続するときに

使用する SSLタイプ：

o AUTO – URLがHTTPS URLの場

合、コネクターはTUNNELオプショ

ンを使用します。URLがHTTP
URLの場合、コネクターはNEVER
オプション(デフォルト )を使用しま

す。
o ALWAYS –接続は常にSSL有効

です。
o NEVER –接続はSSL有効ではあ

りません。
o TUNNEL –接続はトンネルプロキシ

経由です。プロキシサーバーはリ

モート ホストへの接続を開き、トラ

フィックはプロキシ経由で前後しま

す。

AUTO

メッセージの本文および添付ファイルの取得
デフォルトでは、メッセージの本文 (および添付ファイル)が返されるのは、テーブルから 1つのレコードを選

択した場合のみです。複数のレコードが返される場合には、これらのフィールドは空白のままになります。

1つのクエリで複数のレコードのメッセージ本文を取得したい場合は、［高度な設定］の［コンテンツを含め

る］オプションを設定する必要があります。これらのフィールドを返すことは多大なリソースを消費するため、

多数のレコードについてメッセージ本文を返すとパフォーマンスに影響します。メッセージの本文または添

付ファイルを調べる必要がある場合は、他のフィールドを使って、詳しく分析したいメッセージの内容を把

握してください。その後で、これらのメッセージを個別にクエリして、メッセージの本文と添付ファイルを調べ

ます。

データコネクターの更新
Analyticsまたはロボット エージェントをアップグレードする場合は、いずれかのAnalyticsデータコネクター

を使ってデータをインポートするスクリプト ( ACCESSDATAコマンド)をテストする必要があります。

データソースまたはODBC ドライバーのサード パーティベンダーが加えた変更により、1つまたは複数の

データコネクターを更新しなければならない可能性があります。スクリプトに作り込んだデータ接続を引き

続き正常に動作させるには、それを更新する必要があります。
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l インポートの再実行 –接続機能を最も簡単に更新する方法は、更新されたバージョンの

Analyticsのデータアクセスウィンドウを使って、インポートを手動で実行することです。ログに記録

されている ACCESSDATAコマンドをコピーし、それを使ってスクリプトを更新します。

メモ

データソースに接続してインポートを再実行する前に、コネクターのキャッシュを消

去することで、既存の一連のテーブル名を削除します。

データアクセスウィンドウの［既存の接続］タブで、接続名の横にある［ >キャッ

シュの消去］を選択します。

l フィールド指定の更新 –データソースまたはODBC ドライバーのテーブルスキーマの変更と一致す

るように、スクリプト本体内のフィールド指定を更新しなければならない場合もあります。必要に応

じてフィールド名、フィールドのデータ型、およびフィールド長とレコード長を変更します。
l フィルター処理の結果の確認 –データインポートの一環として適用したフィルター処理の結果も確

認する必要があります。インポートのフィルター処理によってレコードを正しく追加または除外できた

かどうかを確認します。

電子メールデータコネクターの変更内容
電子メールデータコネクターに加えられた具体的な変更内容を次に挙げます。

Analyticsのバージョン 変更

14.2 既存のフィールド、Toと Fromには、電子メールアドレスのみが表示されるようになり

ました。

新しいフィールド、FullToと FullFromには、電子メールアドレスと電子メールエイリ

アスが表示されるようになりました。

15.0 コネクターの［最大項目数］フィールドのデフォルト値は -1です。この値が指定され

ているときには、コネクターはインポート中にすべての項目を返します。

［最大項目数］が100または他の値に設定されている場合に、15.0にアップグレー

ドした後は、コネクターが指定された数のレコードからの項目のみを返します。

前のバージョンのAnalyticsで ACCESSDATA コマンドを使用してすべての項目を

返していた場合は、15.0にアップグレードするときに、スクリプトを開き、maxitemsの
値を -1に更新して、スクリプトを再実行します。
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Epicor ERPへの接続

Epicor ERPは企業資源計画 ( ERP)ソリューションです。Epicor ERPデータコネクターを使用して、組

織のEpicor ERPデータをインポートできます。

メモ

Epicor ERPデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供され

ています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメント

を参照してください。

作業を開始する前に
Epicor ERPに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l インストールされている ERPアプリケーションの名前
l ERPインスタンスがホストされているサーバーのURL
l ERPインスタンスを認証するためのユーザー資格情報

l データを取得するサービス

接続の前提条件の収集については、組織のEpicor ERP管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からEpicor ERPのサポートにお問い合わせください。

Epicor ERP接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Epicor ERP を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Epicor ERPへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Epicor ERPの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Epicor ERPに接続するには、保存し

たこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Epicor ERPからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Epicor ERPデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Epicor ERPに対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Exact Onlineへの接続

Exact Onlineはクラウドベースの会計および顧客関係管理 ( CRM)ソリューションです。Exact Online
データコネクターを使用して、組織のExact Onlineデータをインポートできます。

メモ

Exact Onlineデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供さ

れています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメ

ントを参照してください。

作業を開始する前に
Exact Onlineに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l 接続している Exact Onlineサーバーのリージョン
l OAuth承認サーバーにアプリケーションを登録するときに割り当てられるクライアント ID
l OAuth承認サーバーにアプリケーションを登録するときに割り当てられるクライアント シークレット

接続の前提条件の収集については、組織のExact Online管理者に支援を仰いでください。管理者か

ら支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からExact Onlineのサポートにお問い合わせください。

Exact Online接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Exact Online を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Exact Onlineへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Exact Onlineの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Exact Onlineに接続するには、保

存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Exact Onlineからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Exact Onlineデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Exact Onlineに対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Excel Onlineへの接続

Excel OnlineはWeb版のMicrosoft Excelスプレッドシート プログラムです。Excel Onlineデータコネク

ターを使用して、組織のExcel Onlineデータをインポートできます

メモ

Excel Onlineデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーである

CData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、

次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のExcel Online管理者に支援を仰いでください。管理者か

ら支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からExcel Onlineのサポートにお問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Excel Online接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Excel Online を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Excel Onlineへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Excel Onlineの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Excel Onlineに接続するには、保

存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Excel Onlineからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Excel Onlineデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Excel Onlineに対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Exchangeへの接続

Microsoft Exchangeの電子メールとカレンダーサーバーからデータをインポートするには、Exchangeデー

タコネクターを使用します。単一のExchangeアカウントからデータをインポートできます。

メモ

このコネクターを Analyticsから独立して使用することはできません。コネクタードライバー

のDSNはWindowsのODBCデータソースアドミニストレーターを使って設定できます

が、DSN接続を本コネクターの［Windows DSN configuration( Windows DSN設定 ) ］
ダイアログ内でなく、Analytics内でテストする必要があります。

作業を開始する前に
Exchangeに接続するには、以下を収集する必要があります。

l Exchangeサーバーのドメイン名または IPアドレス( Exchange WebサービスURL)
l 接続先のExchangeプラットフォームのバージョン
l ユーザー名とパスワードを含む接続ユーザーアカウント

接続の前提条件の収集については、組織のExchange管理者に支援を仰いでください。管理者から支

援を得られない場合は、あなたまたは管理者からExchangeのサポートにお問い合わせください。

Exchange接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Exchangeを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Exchangeの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Exchangeに接続するには、保存した

この接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Exchangeからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンド

ウの作業"ページ 376を参照してください。
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接続設定

基本設定

設定 説明 例

ユーザー 認証するために使用される Exchangeアカウントの

ユーザー。パスワードとともに、このフィールドはサーバー

で認証するために使用されます。

recipient@example.com

パスワー

ド

認証するために使用される Exchangeアカウントのパ

スワード。ユーザーとともに、このフィールドはサーバーで

認証するために使用されます。

サー

バー

接続先のExchangeサーバーのアドレス。

これはExchange WebサービスURLに設定してくださ

い。Exchange Onlineの場合、

https://outlook.office365.com/EWS/Exchange.asmx
に設定します。

https://outlook.office365.com/EWS/Exchange.asmx

プラット

フォーム

Exchangeサーバーに関連付けられたプラットフォー

ム。

Exchange_Online

詳細設定

設定 説明 例

日付時刻をGMTに変換 インポート時に日付時刻フィールドを

GMTタイムゾーンに変換します。日付

時刻値は、falseの場合には、

Analyticsを実行するコンピューターのオ

ペレーティングシステムタイムゾーンに

変換されます。

true

認証スキーム 認証で使用されるスキーム。

パスワードとユーザーとともに、このフィー

ルドは、サーバーで認証するために使

用されます。BASICはデフォルトのオプ

ションです。次のオプションを使用して、

認証スキームを選択します。

o NTLM – Windows資格情報で認

証します。
o BASIC –HTTP BASIC認証を使用

します。

BASIC
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設定 説明 例

メモ

Microsoftは、2020年

10月に、Exchange
Web Servicesの基本

認証を廃止することを

発表しました。代替認

証スキームを使用する

ことを検討してください。

o DIGEST – HTTP DIGEST認証を

使用します。
o NEGOTIATE –は認証メカニズムを

サーバーとネゴシエートします。

AuthSchemeをNEGOTIATEに設

定すると、Kerberos認証を使用し

ます。
o KERBEROSDELEGATION –

Kerberosプロトコル経由で委任を

使用します。なりすますアカウントの

ユーザーとパスワードを設定します。

なりすましタイプ Exchangeサイトに要求を送信してい

る間になりすましで使用する識別子の

タイプ。

o PrincipalName –なりすますために

使用するアカウントのユーザープリン

シパル名 ( UPN)を表します。これは

ユーザーアカウントが存在するドメイ

ンのUPNです。
o SID –なりすましで使用するアカウン

トのセキュリティ ID( SID)のセキュリ

ティ説明定義言語 ( SDDL)を表し

ます
o PrimarySmtpAddress –

Exchangeなりすましで使用するア

カウントの主簡易メール転送プロト

コル( SMTP)を表します。主 SMTP
アドレスが指定されている場合、

Active Directoryディレクトリサービ

スルックアップを使用して、ユーザー

のSIDを使用します。使用可能な

場合は、SIDまたはUPNを使用す

ることをお勧めします
o SmtpAddress – Exchangeなりす

ましで使用するアカウントの簡易

メール転送プロトコル( SMTP)を表

します。SMTPアドレスが指定され

ている場合、Active Directoryルック

アップを使用して、ユーザーのSID
を使用します。使用可能な場合

は、SIDまたはUPNを使用すること

をお勧めします

PrincipalName
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設定 説明 例

なりすましユーザー Exchangeサイトに要求を送信してい

る間になりすますユーザー。

コンテンツを含める 返されるすべてのレコードにメッセージの

本文内容を含めるかどうか。

注意

この設定はパフォーマンスに

影響するため、クエリで多

数のレコードを処理する場

合にはタイムアウトになる

可能性があります。

false

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。サイズを 0に接続

すると、キー長が元の長さに戻ります。

このプロパティでは、コネクターが主キー

列のすべての報告された列を無効にし

ます。

255

Long Varcharにマッピング 列がSQL_LONGVARCHAR として返

されるかどうかを制御します。

この設定を使用すると、指定されたサイ

ズよりも大きい列をマッピングし、SQL_
VARCHARではなく、SQL_
LONGVARCHAR として報告されま

す。

-1

WVarcharにマッピング 文字列タイプを SQL_VARCHARでは

なく、SQL_WVARCHARにマッピングす

るかどうかを制御します。デフォルトで設

定されます。

文字列を SQL_WVARCHARにマッピ

ングし、さまざまな国際文字セット格納

するため、MapToWVarcharはデフォル

トで trueに設定されています。falseに

設定すると、SQL_VARCHARを使用

できます。

true

擬似列 擬似列を列としてテーブルに含めるかど

うかを指定します。

この設定は、テーブル列ではない場合

に、擬似列の値を設定できないEntity
Frameworkで特に有用です。

この接続設定の値は、

"Table1=Column1, Table1=Column2,
Table2=Column3"の形式です。"*"文
字を使用すると、すべてのテーブルとす

べての列を含めることができます。

MyTable=*
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設定 説明 例

SSLサーバー証明書 TLS/SSLを使用して接続するときに

サーバーから許可される証明書。次の

いずれかを指定できます。

o 完全 PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)
o SHA1サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)

TLS/SSL接続を使用している場合

は、このプロパティを使用して、サーバー

から許可される TLS/SSL証明書を指

定できます。コンピューターから信頼さ

れない他の認定書はすべて拒否されま

す。

C:\cert.cer

拡張 SQLのサポート メモリ内クライアント側処理を有効に

し、API経由で直接サポートされるより

も、SQL機能を強化します。

o true –コネクターはできるかぎり

SELECT文処理の負荷を IMAPに

分散し、メモリのクエリの残りを処理

します。この方法で、ドライバーはサ

ポートされていない述語、結合、集

計を実行できます。
o false –コネクターはSQL実行を

IMAP APIのサポート内容に制限し

ます。

述語の実行

コネクターは、データソースでサポートさ

れている節を決定してから、ソースに

プッシュし、クエリを満たす行の最も小さ

いスーパーセットを取得します。その後

に、行の残りをローカルでフィルタリング

します。フィルター処理はストリームさ

れ、ドライバーは非常に大きいデータ

セットでも効果的にフィルタリングできま

す。

結合の実行

コネクターはさまざまな手法を使用して

メモリで結合します。ドライバーは、同じ

テーブルを複数回読み取る要件に対し

て、メモリ利用率をトレードオフします。
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設定 説明 例

集計の実行

コネクターは、メモリ内の集計を処理す

るために必要なすべての行を取得しま

す。

大文字の ID テーブルおよび列名を含む、すべての識

別子を大文字で報告します。

false

プロキシ認証スキーム ProxyServerプロキシで認証するため

に使用する認証タイプ。

この値は、ProxyServerおよび

ProxyPortで指定されたHTTPプロキ

シで認証するために使用する認証タイ

プを指定します。

メモ

コネクターはデフォルトでシ

ステムプロキシ設定を使

用し、さらなる構成は必要

ありません。別のプロキシに

接続する場合は、

ProxyAutoDetectを false
に設定し、ProxyServer と
ProxyPortも falseに設定

する必要があります。認証

するには、

ProxyAuthSchemeを設

定し、必要に応じて、

ProxyUser と
ProxyPasswordを設定し

ます。

認証タイプは次のいずれかにすることが

できます。

o BASIC –HTTP BASIC認証を実行

します。
o DIGEST – HTTP DIGEST認証を

実行します。
o NEGOTIATE –認証に適したプロト

コルに基づき、NTLMまたは

Kerberos トークンを取得します。
o PROPRIETARY – NTLMまたは

Kerberos tokenを生成しません。

HTTP要求の承認ヘッダーでこの

トークンを指定する必要がありま

す。

BASIC

プロキシ自動検出 システムプロキシ設定を使用するかどう

かを指定します。ProxyAutoDetectを
FALSEに設定すると、カスタムプロキシ

true
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設定 説明 例

設定を使用します。これは他のプロキ

シ設定よりも優先されます。

プロキシユーザー ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるユーザー名。

ProxyUserおよびProxyPasswordオ

プションは、ProxyServerで指定された

HTTPプロキシに対して接続および認

証するために使用されます。

ProxyAuthSchemeで使用可能な認

証タイプのいずれかを選択できます。

HTTP認証を使用している場合は、こ

れをHTTPプロキシで認識されるユー

ザーのユーザー名に設定します。

WindowsまたはKerberos認証を使

用している場合は、このプロパティを次

の形式のいずれかのユーザー名に設定

します。

o user@domain
o domain\user

john_doe@example.com

プロキシのパスワード ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるパスワード。

このプロパティは、NTLM (Windows)、
Kerberos、またはHTTP認証をサポー

トするHTTPプロキシサーバーで認証

するために使用されます。HTTPプロキ

シを指定するには、ProxyServer と
ProxyPortを設定できます。認証タイプ

を指定するには、ProxyAuthScheme
を設定します。

HTTP認証を使用している場合は、追

加で、ProxyUser とProxyPasswordを

HTTPプロキシに設定します。

NTLM認証を使用している場合は、

ProxyUser とProxyPasswordを

Windowsパスワードに設定します。

Kerberos認証を完了するためにこれら

が必要な場合もあります

プロキシサーバー HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。

HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。ドラ

イバーは、HTTP、Windows (NTLM)、
またはKerberos認証タイプを使用し

て、HTTPプロキシで認証できます。

デフォルトでは、ドライバーはシステムプ

ロキシを使用します。別のプロキシを使

206.174.193.115
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設定 説明 例

用する場合は、ProxyAutoDetectを
falseに設定します。

プロキシのポート ProxyServerプロキシが実行されてい

る TCPポート。

80

プロキシ SSLタイプ ProxyServerプロキシに接続するときに

使用する SSLタイプ：

o AUTO – URLがHTTPS URLの場

合、コネクターはTUNNELオプショ

ンを使用します。URLがHTTP
URLの場合、コネクターはNEVER
オプション(デフォルト )を使用しま

す。
o ALWAYS –接続は常にSSL有効

です。
o NEVER –接続はSSL有効ではあ

りません。
o TUNNEL –接続はトンネルプロキシ

経由です。プロキシサーバーはリ

モート ホストへの接続を開き、トラ

フィックはプロキシ経由で前後しま

す。

AUTO

ユーザーアカウントになりすます
ExchangeのApplicationImpersonationロールと必要な権限を持つユーザーは、以下の2つの方法で

他ユーザーのメールボックスのデータを読み取ることができます。

l ［なりすましタイプ］および［なりすましユーザー］フィールドを使って接続を設定する
l SQLモードでWHERE句の中で ImpersonationUser フィルターを使用する

SELECT * FROM "Exchange"."DRAFTS" "DRAFTS" WHERE
ImpersonationUser='user@example.com'

メッセージ本文を取得する
デフォルトでは、メッセージ本文が返されるのは、テーブルから 1つのレコードを選択した場合のみです。複

数のレコードが返される場合には、これらのフィールドは空白のままになります。

1つのクエリで複数のレコードのメッセージ本文を取得したい場合は、［高度な設定］の［コンテンツを含め

る］オプションを設定する必要があります。
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メモ

このコネクターでは、添付ファイルの名前をリストすることはできますが、添付ファイルの内

容にアクセスすることはできません。メッセージ本文の内容にのみアクセスできます。

メッセージ本文を返すことは多大なリソースを消費するため、多数のレコードについてメッセージ本文を返

すとパフォーマンスに影響します。メッセージ本文を調べる必要がある場合は、他のフィールドを使って、

詳しく分析したいメッセージの内容を把握してください。その後で、これらのメッセージを個別にクエリして、

各メッセージのメッセージ本文を調べます。

フィルターリングの制限事項
次のフィルター条件およびフィールドの組み合わせはサポートされていません。

フィールド サポートされていない演算子

すべての日付時刻フィールド o 日付 ( =)

SenderName o である( =)
o で始まる( LIKE "%値")
o 含む( LIKE "%値%")SenderEmailAddress

FromName

データコネクターの更新
Analyticsまたはロボット エージェントをアップグレードする場合は、いずれかのAnalyticsデータコネクター

を使ってデータをインポートするスクリプト ( ACCESSDATAコマンド)をテストする必要があります。

データソースまたはODBC ドライバーのサード パーティベンダーが加えた変更により、1つまたは複数の

データコネクターを更新しなければならない可能性があります。スクリプトに作り込んだデータ接続を引き

続き正常に動作させるには、それを更新する必要があります。

l インポートの再実行 –接続機能を最も簡単に更新する方法は、更新されたバージョンの

Analyticsのデータアクセスウィンドウを使って、インポートを手動で実行することです。ログに記録

されている ACCESSDATAコマンドをコピーし、それを使ってスクリプトを更新します。

メモ

データソースに接続してインポートを再実行する前に、コネクターのキャッシュを消

去することで、既存の一連のテーブル名を削除します。

データアクセスウィンドウの［既存の接続］タブで、接続名の横にある［ >キャッ

シュの消去］を選択します。

522

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


l フィールド指定の更新 –データソースまたはODBC ドライバーのテーブルスキーマの変更と一致す

るように、スクリプト本体内のフィールド指定を更新しなければならない場合もあります。必要に応

じてフィールド名、フィールドのデータ型、およびフィールド長とレコード長を変更します。
l フィルター処理の結果の確認 –データインポートの一環として適用したフィルター処理の結果も確

認する必要があります。インポートのフィルター処理によってレコードを正しく追加または除外できた

かどうかを確認します。

Exchangeデータコネクターの変更内容
Exchangeデータコネクターに加えられた具体的な変更内容を次に挙げます。

Analyticsのバー

ジョン

Exchangeのテー

ブル 変更

14.2 該当なし コネクターにおける Exchangeスキーマの名前がExchangeから EWSに変更されま

した。

ACCESSDATAコマンドで必要な更新の例：

o 旧 – SELECT * FROM "Exchange"."Calendar" "Calendar"
o 新 – SELECT * FROM "EWS"."Calendar" "Calendar"

カレンダー フィールドの名前変更：

o Recurrence_DayOfWeekがRecurrence_DaysOfWeekに名前変更されま

した

追加されたフィールド：

o ModifiedOccurrences_Aggregate
o DeletedOccurrences_Aggregate

データ型が変更されました：

o Recurrence_StartDateが日付型から日付時刻型に変更されました
o Recurrence_EndDateが日付型から日付時刻型に変更されました

受信箱と送信済

み項目

フィールドの名前変更：

o ToRecipients_NameがToRecipients_Namesに名前変更されました
o ToRecipients_EmailAddressがToRecipients_EmailAddressesに名前変

更されました
o ToRecipients_ItemIdがToRecipients_ItemIdsに名前変更されました
o CcRecipients_NameがCcRecipients_Namesに名前変更されました
o CcRecipients_EmailAddressがCcRecipients_EmailAddressesに名前変

更されました
o CcRecipients_ItemIdがCcRecipients_ItemIdsに名前変更されました
o BccRecipients_NameがBccRecipients_Namesに名前変更されました
o BccRecipients_EmailAddressがBccRecipients_EmailAddressesに名前

変更されました
o BccRecipients_ItemIdがBccRecipients_ItemIdsに名前変更されました

タスク フィールドの名前変更：

o Recurrence_NumberOfOccurencesがRecurrence_
NumberOfOccurrencesに名前変更されました
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Google Analyticsへの接続

Google AnalyticsはWebサイト トラフィックの追跡、分析、レポートのためのWebアナリティクスプラット

フォームです。Google Analyticsデータコネクターを使用して、組織のGoogle Analyticsデータをインポー

トできます。

メモ

Google Analyticsデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーである

CData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、

次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のGoogle Analytics管理者に支援を仰いでください。管理

者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からGoogle Analyticsのサポートにお問い合わせ

ください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Google Analytics接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Google Analytics を選択し

ます。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Google Analyticsへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Google Analyticsの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Google Analyticsに接続するに

は、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Google Analyticsからデータをインポートする方法については、"データアクセス

ウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Google Analyticsデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接

続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の

接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Google Analyticsに対応する省略

記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Google BigQueryへの接続

Google BigQueryはクラウド データサービスです。Google BigQueryデータコネクターを使用して、

BigQueryデータをインポートできます。

メモ

Analyticsは任意のコネクターとしてGoogle BigQueryを提供します。データアクセスウィ

ンドウでこのコネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選

択されていないことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターと

Pythonエンジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に
Google BigQueryに接続するには、以下を収集する必要があります。

l 認証詳細
l カタログ

接続の前提条件の収集については、組織のGoogle BigQuery管理者に支援を仰いでください。管理

者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からGoogle BigQueryのサポートにお問い合わ

せください。

BigQuery接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Google BigQueryを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Google BigQueryの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Google BigQueryに接続する

には、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Google BigQueryからデータをインポートする方法については、"データアクセス

ウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。
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接続設定

基本設定

設定 説明 例

OAuth機構 ドライバーを認証する認証メカニズムを

指定します。

o ユーザー認証 - ドライバーは

Googleユーザーアカウント経由で

ユーザーを認証します。
o サービス認証 - ドライバーはGoogle

サービスアカウント経由でサービスを

認証します。

［ユーザー認証］を使用するときには、

［ログイン］をクリックして、［Googleサイ

ンイン］ページを表示します。

ユーザー認証

確認コード リフレッシュトークンを生成するために

Googleから取得するコード。

リフレッシュトークン BigQueryへのアクセスを承認するため

にGoogleから取得するリフレッシュトー

クン。リフレッシュトークンは、確認コー

ドを入力した後に自動的に生成されま

す。

電子メール サービス認証を使用するときには、サー

ビスアカウントの電子メール IDを入力

します。

キーファイルのパス サービス認証を構成するときには、この

オプションを、サービスアカウント認証電

子メールアドレスを認証するために使

用される .p12または .json鍵ファイルへ

の完全パスに設定します。

カタログ (プロジェクト ) Google BigQueryプロジェクトの名前。

詳細設定

設定 説明 例

プロキシのホスト HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。ドラ

イバーは、HTTP、Windows (NTLM)、
またはKerberos認証タイプを使用し
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設定 説明 例

て、HTTPプロキシで認証できます。

プロキシのポート プロキシサービスが実行されている

TCPポート。

デフォルト値は 80です。

80

プロキシのユーザー名 プロキシサーバーで認証するために使

用されるユーザー名。

プロキシのパスワード プロキシサーバーで認証するためのパ

スワード。

1秒あたりの最大要求数 (0=無制限 ) 1秒あたりの最大要求数を指定しま

す。

スロットリングなしで 1秒あたりの要求

数を無制限にするには、0を入力しま

す。

0

ブロックあたりの行数 各データ要求でドライバーが取得する

必要がある最大行数。

16384

文字列型列のデフォルト長 STRING列に含まれる最大文字数。 65536

大きな結果セットを収容するデータ

セット名

大きい結果セットの場合に一時テーブ

ルに格納するために使用する

BigQueryデータセットの ID。

大きい結果セットのサポートを有効に

する場合にのみ、このオプションの値を

指定します。

［大きい結果セットを許可］オプションを

選択した場合にのみ、このフィールドが

有効です。

_odbc_temp_tables

一時テーブルの有効期間 (ms) 一時テーブルが期限切れになるまでの

時間 (秒 )。テーブルの有効期限を設

定しない場合は、値 0を指定します。

3600000

言語の方言 ドライバーがクエリを実行するときに、標

準 SQL構文を使用するか、レガシー

BigQuery SQL構文を使用するかを指

定します。

o 有効 -標準 SQL 構文
o 無効 -レガシーBigQuery SQL 構

文

SQLPrepare メタデータとレガシー

SQLを両方有効化 (低速 )
このクエリで BigQueryのレガシーSQL
ダイアレクトを使用するかどうかを指定

します。
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設定 説明 例

大きな結果セットを許可する レガシーSQLを使用するときに、28MB
を超える結果をクエリするかどうかを指

定します。

データコネクターの更新
Analyticsまたはロボット エージェントをアップグレードする場合は、いずれかのAnalyticsデータコネクター

を使ってデータをインポートするスクリプト ( ACCESSDATAコマンド)をテストする必要があります。

データソースまたはODBC ドライバーのサード パーティベンダーが加えた変更により、1つまたは複数の

データコネクターを更新しなければならない可能性があります。スクリプトに作り込んだデータ接続を引き

続き正常に動作させるには、それを更新する必要があります。

l インポートの再実行 –接続機能を最も簡単に更新する方法は、更新されたバージョンの

Analyticsのデータアクセスウィンドウを使って、インポートを手動で実行することです。ログに記録

されている ACCESSDATAコマンドをコピーし、それを使ってスクリプトを更新します。

メモ

データソースに接続してインポートを再実行する前に、コネクターのキャッシュを消

去することで、既存の一連のテーブル名を削除します。

データアクセスウィンドウの［既存の接続］タブで、接続名の横にある［ >キャッ

シュの消去］を選択します。

l フィールド指定の更新 –データソースまたはODBC ドライバーのテーブルスキーマの変更と一致す

るように、スクリプト本体内のフィールド指定を更新しなければならない場合もあります。必要に応

じてフィールド名、フィールドのデータ型、およびフィールド長とレコード長を変更します。
l フィルター処理の結果の確認 –データインポートの一環として適用したフィルター処理の結果も確

認する必要があります。インポートのフィルター処理によってレコードを正しく追加または除外できた

かどうかを確認します。
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Google Cloud Storageへの接続

Google Cloud Storageは、Google Cloud Platform上のデータを管理するためのWebベースのファイル

ストレージサービスです。Google Cloud Storageデータコネクターを使用して、組織のGoogle Cloud
Storageデータをインポートできます。

メモ

Google Cloud Storageデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナー

であるCData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細につい

ては、次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のGoogle Cloud Storage管理者に支援を仰いでください。

管理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からGoogle Cloud Storageのサポートにお

問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Google Cloud Storageの接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Google Cloud Storage を

選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Google Cloud Storageへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Google Cloud Storageの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Google Cloud Storageに
接続するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Google Cloud Storageからデータをインポートする方法については、"データアク

セスウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Google Cloud Storageデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできませ

ん。接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既
存の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Google Cloud Storageに対応

する省略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Google Contactsへの接続

Google ContactsはWebベースの連絡先管理ツールです。Google Contactsデータコネクターを使用し

て、組織のGoogle Contactsデータをインポートできます。

メモ

Google Contactsデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーである

CData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、

次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のGoogle Contacts管理者に支援を仰いでください。管理

者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からGoogle Contactsのサポートにお問い合わせ

ください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Google Contacts接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Google Contacts を選択し

ます。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Google Contactsへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Google Contactsの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Google Contactsに接続するに

は、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Google Contactsからデータをインポートする方法については、"データアクセス

ウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Google Contactsデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接

続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の

接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Google Contactsに対応する省略

記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Google Driveへの接続

Google Driveはクラウドベースのファイルストレージサービスです。Google Driveデータコネクターを使用

して、組織のGoogle Driveデータをインポートできます。

メモ

Google Driveデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーである

CData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、

次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のGoogle Drive管理者に支援を仰いでください。管理者か

ら支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からGoogle Driveのサポートにお問い合わせくださ

い。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Google Drive接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Google Drive を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。

534

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://cdn.cdata.com/help/RGG/odbc/pg_connectiono.htm
https://cdn.cdata.com/help/RGG/odbc/Connection.htm
https://www.diligent.com/ja-jp/


5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Google Driveへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Google Driveの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Google Driveに接続するには、保

存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Google Driveからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィ

ンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Google Driveデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Google Driveに対応する省略記号アイコ

ン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Google Sheetsへの接続

Google SheetsはWebベースのスプレッドシート プログラムです。Google Sheetsデータコネクターを使

用して、組織のGoogle Sheetsデータをインポートできます。

メモ

Google Sheetsデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーである

CData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、

次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のGoogle Sheets管理者に支援を仰いでください。管理者

から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からGoogle Sheetsのサポートにお問い合わせくだ

さい。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Google Sheets接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Google Sheets を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Google Sheetsへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Google Sheetsの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Google Sheetsに接続するには、

保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Google Sheetsからデータをインポートする方法については、"データアクセス

ウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Google Sheetsデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続

はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接

続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Google Sheetsに対応する省略記号

アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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IBM Cloudantへの接続

IBM Cloudantは、オープンソースのApache CouchDBをベースとした分散型データベースです。IBM
Cloudantデータコネクターを使用して、組織の IBM Cloudantデータをインポートできます。

メモ

IBM Cloudantデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーである

CData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、

次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織の IBM Cloudant管理者に支援を仰いでください。管理者か

ら支援を得られない場合は、あなたまたは管理者から IBM Cloudantのサポートにお問い合わせくださ

い。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

IBM Cloudant接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、IBM Cloudant を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

IBM Cloudantへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

IBM Cloudantの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、IBM Cloudantに接続するには、保

存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。IBM Cloudantからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィ

ンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
IBM Cloudantデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続

はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接

続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、IBM Cloudantに対応する省略記号ア

イコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。

539

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


Jiraへの接続

Jiraは、ソフトウェア問題追跡およびプロジェクト管理を行うための、クラウド ベースまたはサーバーベース

のプラットフォームです。御社のJiraデータにアクセスするには、Jiraデータコネクターを使用してください。

作業を開始する前に

Jira資格情報

Jiraに接続するには、以下を収集する必要があります。

l Jiraユーザー名
l Jira API トークン(クラウド アカウント )、または Jiraのパスワード(サーバーインスタンス)
l 御社のJiraプラットフォームのホスト名

接続の前提条件の収集については、組織のJira管理者に支援を仰いでください。管理者から支援を

得られない場合は、あなたまたは管理者から Jiraのサポートにお問い合わせください。

API トークンの取得

Jiraのクラウド アカウントに接続するには、アカウント認証のためにAPI トークンが必要になります。トーク

ンを生成するには、Atlassianのアカウントにログインし、［API tokens］ページに移動して［Create API
token］をクリックします。生成されたトークンをコピーして、それを［Data Connection Settings］パネルの

［API Token］に入力します。

Jiraの "Issues"テーブル
Jiraの "Issues"テーブルには、組織で作成した多くのカスタムフィールドを追加できます。このため、

Issuesテーブルは Jira APIにより動的に取り扱われ、ユーザーが同テーブルに接続するたびに同テーブル

に含まれるフィールドが組み立てられます。Jira管理者が Issuesテーブルのカスタムフィールドを変更す

ると、特定のフィールド選択を想定している Analyticsスクリプトが失敗します。

この問題を解決するには、Analyticsのデータアクセスウィンドウを使って Jiraのインポートを手動で行い

ます。ログに記録されている ACCESSDATAコマンドをコピーし、それを使ってスクリプトを更新します。

Issuesテーブルへの変更と一致するように、スクリプト本体のフィールド指定を更新します。
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Jira接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Jiraを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Jiraの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Jiraに接続するには、保存したこの接続を使

用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Jiraからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの作

業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

ホスト Jiraクラウド アカウントのホスト名、また

は Jiraサーバーインスタンス。

https://your_org.atlassian.net

インスタンスタイプ 御社によって使用されている Jiraプラッ

トフォームのタイプ：クラウド ベースまた

はオンプレミスサーバー

クラウド

ユーザー Jiraへの認証に使用するユーザーアカ

ウント

admin_1@your_org.com

API トークン Jiraのクラウド アカウントの場合：いま

認証しようとしているユーザーのJira
API トークン

パスワード Jiraのサーバーインスタンスの場合：
ユーザーの認証に使用する Jiraパス

ワード

カスタムフィールドを含める Jiraテーブルの標準フィールドのほか true
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設定 説明 例

に、御社によって追加されたカスタム

フィールドを含めます。

詳細設定

設定 説明 例

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。サイズを 0に接続

すると、キー長が元の長さに戻ります。

このプロパティでは、コネクターが主キー

列のすべての報告された列を無効にし

ます。

255

Long Varcharにマッピング 列がSQL_LONGVARCHAR として返

されるかどうかを制御します。

この設定を使用すると、指定されたサイ

ズよりも大きい列をマッピングし、SQL_
VARCHARではなく、SQL_
LONGVARCHAR として報告されま

す。

-1

WVarcharにマッピング 文字列タイプを SQL_VARCHARでは

なく、SQL_WVARCHARにマッピングす

るかどうかを制御します。デフォルトで設

定されます。

文字列を SQL_WVARCHARにマッピ

ングし、さまざまな国際文字セット格納

するため、MapToWVarcharはデフォル

トで trueに設定されています。falseに

設定すると、SQL_VARCHARを使用

できます。

true

擬似列 擬似列を列としてテーブルに含めるかど

うかを指定します。

この設定は、テーブル列ではない場合

に、擬似列の値を設定できないEntity
Frameworkで特に有用です。

この接続設定の値は、

"Table1=Column1, Table1=Column2,
Table2=Column3"の形式です。"*"文
字を使用すると、すべてのテーブルとす

べての列を含めることができます。

MyTable=*

SSLサーバー証明書 TLS/SSLを使用して接続するときに

サーバーから許可される証明書。次の

いずれかを指定できます。

o 完全 PEM証明書

C:\cert.cer
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設定 説明 例

o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)
o SHA1サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)

TLS/SSL接続を使用している場合

は、このプロパティを使用して、サーバー

から許可される TLS/SSL証明書を指

定できます。コンピューターから信頼さ

れない他の認定書はすべて拒否されま

す。

日付時刻をGMTに変換 インポート時に日付時刻フィールドを

GMTタイムゾーンに変換します。日付

時刻値は、falseの場合には、

Analyticsを実行するコンピューターのオ

ペレーティングシステムタイムゾーンに

変換されます。

true

プロキシ認証スキーム ProxyServerプロキシで認証するため

に使用する認証タイプ。

この値は、ProxyServerおよび

ProxyPortで指定されたHTTPプロキ

シで認証するために使用する認証タイ

プを指定します。

メモ

コネクターはデフォルトでシ

ステムプロキシ設定を使

用し、さらなる構成は必要

ありません。別のプロキシに

接続する場合は、

ProxyAutoDetectを false
に設定し、ProxyServer と
ProxyPortも falseに設定

する必要があります。認証

するには、

ProxyAuthSchemeを設

定し、必要に応じて、

ProxyUser と
ProxyPasswordを設定し

ます。

認証タイプは次のいずれかにすることが

できます。

o BASIC –HTTP BASIC認証を実行

します。

BASIC
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設定 説明 例

o DIGEST – HTTP DIGEST認証を

実行します。
o NEGOTIATE –認証に適したプロト

コルに基づき、NTLMまたは

Kerberos トークンを取得します。
o PROPRIETARY – NTLMまたは

Kerberos tokenを生成しません。

HTTP要求の承認ヘッダーでこの

トークンを指定する必要がありま

す。

プロキシ自動検出 システムプロキシ設定を使用するかどう

かを指定します。ProxyAutoDetectを
FALSEに設定すると、カスタムプロキシ

設定を使用します。これは他のプロキ

シ設定よりも優先されます。

true

プロキシユーザー ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるユーザー名。

ProxyUserおよびProxyPasswordオ

プションは、ProxyServerで指定された

HTTPプロキシに対して接続および認

証するために使用されます。

ProxyAuthSchemeで使用可能な認

証タイプのいずれかを選択できます。

HTTP認証を使用している場合は、こ

れをHTTPプロキシで認識されるユー

ザーのユーザー名に設定します。

WindowsまたはKerberos認証を使

用している場合は、このプロパティを次

の形式のいずれかのユーザー名に設定

します。

o user@domain
o domain\user

john_doe@example.com

プロキシのパスワード ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるパスワード。

このプロパティは、NTLM (Windows)、
Kerberos、またはHTTP認証をサポー

トするHTTPプロキシサーバーで認証

するために使用されます。HTTPプロキ

シを指定するには、ProxyServer と
ProxyPortを設定できます。認証タイプ

を指定するには、ProxyAuthScheme
を設定します。

HTTP認証を使用している場合は、追

加で、ProxyUser とProxyPasswordを

HTTPプロキシに設定します。

NTLM認証を使用している場合は、

ProxyUser とProxyPasswordを
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設定 説明 例

Windowsパスワードに設定します。

Kerberos認証を完了するためにこれら

が必要な場合もあります。

プロキシサーバー HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。

HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。ドラ

イバーは、HTTP、Windows (NTLM)、
またはKerberos認証タイプを使用し

て、HTTPプロキシで認証できます。

デフォルトでは、ドライバーはシステムプ

ロキシを使用します。別のプロキシを使

用する場合は、ProxyAutoDetectを
falseに設定します。

206.174.193.115

プロキシのポート ProxyServerプロキシが実行されてい

る TCPポート。

80

プロキシ SSLタイプ ProxyServerプロキシに接続するときに

使用する SSLタイプ：

o AUTO – URLがHTTPS URLの場

合、コネクターはTUNNELオプショ

ンを使用します。URLがHTTP
URLの場合、コネクターはNEVER
オプション(デフォルト )を使用しま

す。
o ALWAYS –接続は常にSSL有効

です。
o NEVER –接続はSSL有効ではあ

りません。
o TUNNEL –接続はトンネルプロキシ

経由です。プロキシサーバーはリ

モート ホストへの接続を開き、トラ

フィックはプロキシ経由で前後しま

す。

AUTO

データコネクターの更新
Analyticsまたはロボット エージェントをアップグレードする場合は、いずれかのAnalyticsデータコネクター

を使ってデータをインポートするスクリプト ( ACCESSDATAコマンド)をテストする必要があります。

データソースまたはODBC ドライバーのサード パーティベンダーが加えた変更により、1つまたは複数の

データコネクターを更新しなければならない可能性があります。スクリプトに作り込んだデータ接続を引き

続き正常に動作させるには、それを更新する必要があります。

l インポートの再実行 –接続機能を最も簡単に更新する方法は、更新されたバージョンの

Analyticsのデータアクセスウィンドウを使って、インポートを手動で実行することです。ログに記録

されている ACCESSDATAコマンドをコピーし、それを使ってスクリプトを更新します。
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メモ

データソースに接続してインポートを再実行する前に、コネクターのキャッシュを消

去することで、既存の一連のテーブル名を削除します。

データアクセスウィンドウの［既存の接続］タブで、接続名の横にある［ >キャッ

シュの消去］を選択します。

l フィールド指定の更新 –データソースまたはODBC ドライバーのテーブルスキーマの変更と一致す

るように、スクリプト本体内のフィールド指定を更新しなければならない場合もあります。必要に応

じてフィールド名、フィールドのデータ型、およびフィールド長とレコード長を変更します。
l フィルター処理の結果の確認 –データインポートの一環として適用したフィルター処理の結果も確

認する必要があります。インポートのフィルター処理によってレコードを正しく追加または除外できた

かどうかを確認します。

Jiraデータコネクターの変更内容
Jiraデータコネクターに加えられた具体的な変更内容を次に挙げます。

Analyticsのバージョ

ン Jiraのテーブル 追加されたフィールド 削除されたフィールド

14.2 Attachments AuthorAccountId AuthorKey

ContentEncoded

FilePath

Name

Boards FilterId

(このフィールドを参照す

る、スクリプトとして作成

された既存のJiraイン

ポートは引き続き動作

しますが、このフィールド

はもはや存在していませ

ん)。

Comments AuthorAccountId

UpdateAuthorAccountId

AuthorKey

AuthorName

UpdateAuthorKey

UpdateAuthorName

IssueChangeLogs AuthorAccountId

AuthorDisplayName

AuthorKey

Projects LeadAccountId LeadKey

LeadName

Recent
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Analyticsのバージョ

ン Jiraのテーブル 追加されたフィールド 削除されたフィールド

SecurityLevels SecuritySchemeId Link

Users AccountId Key

Name

IncludeInactive

Watchers AccountId Key

Name

Worklogs AuthorAccountId

UpdateAuthorAccountId

AuthorName

UpdateAuthorName
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JSONサービスへの接続

JavaScript Object Notation( JSON)は、属性と値のペアと配列データ型から成るデータオブジェクトを送

信するのに使用される標準的なファイル形式です。JSONはWebサービスとの通信によく使用される形

式です。

メモ

このコネクターを Analyticsから独立して使用することはできません。コネクタードライバー

のDSNはWindowsのODBCデータソースアドミニストレーターを使って設定できます

が、DSN接続を本コネクターの［Windows DSN configuration( Windows DSN設定 ) ］
ダイアログ内でなく、Analytics内でテストする必要があります。

メモ

接続で認証が必要な場合は、ACL RoboticsのProfessional Editionで JSONコネク

ターを使用できません。

作業を開始する前に
JSONサービスに接続するには、問い合わせ対象となるファイルの構造を判別すると共に、お使いのファイ

ルを行が含まれる表形式の構造に分割するのに必要な JSONPathまたはXPathの構文を作成する必

要があります。各接続について 1つのテーブルをインポートできます。

接続の前提条件の収集については、御社のJSONサービスの管理者に支援を仰いでください。管理者

から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者から接続先となるシステムのサポート サービスにお問

い合わせください。

認証が必要な JSON 接続
接続する JSONサービスでトークンまたはユーザー資格情報での認証が必要な場合は、Windows
ODBC Data Source Administratorでデータ接続 ( DSN)を作成する必要があります。認証情報を含む

DNSを作成した後、データアクセスウィンドウで選択できます。
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JSON接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、JSONを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

JSONの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、JSONに接続するには、保存したこの接続

を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。JSONからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

テーブル JSON ドキュメント内の配列要

素のJSONPath( JSON ドキュ

メントを複数の行に分割するの

に使用されます)。

これは、配列要素の

JSONPath(またはXPathの構

文 )を指定するもので、JSON
ドキュメントを複数の行に分割

するのに使用されます。

このプロパティは、スキーマファイ

ル( RSDファイル)が存在しない

場合にスキーマ定義を生成す

るのに使用されます。

$.＜値＞
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設定 説明 例

メモ

JSONPath と

XPathは標準化さ

れたクエリ形式で

す。この構文とキー

ワードの詳細につい

ては、オンラインのリ

ソースを参照してく

ださい。

JSONの場所 JSON リソースのUniform
Resource Identifier( URI)また

は絶対ファイルパス

http://sample.example.net/examples.json

詳細設定

設定 説明 例

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。サイズを 0に接続

すると、キー長が元の長さに戻ります。

このプロパティでは、コネクターが主キー

列のすべての報告された列を無効にし

ます。

255

Long Varcharにマッピング 列がSQL_LONGVARCHAR として返

されるかどうかを制御します。

この設定を使用すると、指定されたサイ

ズよりも大きい列をマッピングし、SQL_
VARCHARではなく、SQL_
LONGVARCHAR として報告されま

す。

-1

WVarcharにマッピング 文字列タイプを SQL_VARCHARでは

なく、SQL_WVARCHARにマッピングす

るかどうかを制御します。デフォルトで設

定されます。

文字列を SQL_WVARCHARにマッピ

ングし、さまざまな国際文字セット格納

するため、MapToWVarcharはデフォル

トで trueに設定されています。falseに

設定すると、SQL_VARCHARを使用

できます。

true

擬似列 擬似列を列としてテーブルに含めるかど

うかを指定します。

この設定は、テーブル列ではない場合

に、擬似列の値を設定できないEntity
Frameworkで特に有用です。

MyTable=*
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設定 説明 例

この接続設定の値は、

"Table1=Column1, Table1=Column2,
Table2=Column3"の形式です。"*"文
字を使用すると、すべてのテーブルとす

べての列を含めることができます。

SSLサーバー証明書 TLS/SSLを使用して接続するときに

サーバーから許可される証明書。次の

いずれかを指定できます。

o 完全 PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)
o SHA1サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)

TLS/SSL接続を使用している場合

は、このプロパティを使用して、サーバー

から許可される TLS/SSL証明書を指

定できます。コンピューターから信頼さ

れない他の認定書はすべて拒否されま

す。

C:\cert.cer

日付時刻をGMTに変換 インポート時に日付時刻フィールドを

GMTタイムゾーンに変換します。日付

時刻値は、falseの場合には、

Analyticsを実行するコンピューターのオ

ペレーティングシステムタイムゾーンに

変換されます。

true

プロキシ認証スキーム ProxyServerプロキシで認証するため

に使用する認証タイプ。

この値は、ProxyServerおよび

ProxyPortで指定されたHTTPプロキ

シで認証するために使用する認証タイ

プを指定します。

BASIC
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設定 説明 例

メモ

コネクターはデフォルトでシ

ステムプロキシ設定を使

用し、さらなる構成は必要

ありません。別のプロキシに

接続する場合は、

ProxyAutoDetectを false
に設定し、ProxyServer と
ProxyPortも falseに設定

する必要があります。認証

するには、

ProxyAuthSchemeを設

定し、必要に応じて、

ProxyUser と
ProxyPasswordを設定し

ます。

認証タイプは次のいずれかにすることが

できます。

o BASIC –HTTP BASIC認証を実行

します。
o DIGEST – HTTP DIGEST認証を

実行します。
o NEGOTIATE –認証に適したプロト

コルに基づき、NTLMまたは

Kerberos トークンを取得します。
o PROPRIETARY – NTLMまたは

Kerberos tokenを生成しません。

HTTP要求の承認ヘッダーでこの

トークンを指定する必要がありま

す。

プロキシ自動検出 システムプロキシ設定を使用するかどう

かを指定します。ProxyAutoDetectを
FALSEに設定すると、カスタムプロキシ

設定を使用します。これは他のプロキ

シ設定よりも優先されます。

true

プロキシユーザー ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるユーザー名。

ProxyUserおよびProxyPasswordオ

プションは、ProxyServerで指定された

HTTPプロキシに対して接続および認

証するために使用されます。

ProxyAuthSchemeで使用可能な認

証タイプのいずれかを選択できます。

HTTP認証を使用している場合は、こ

れをHTTPプロキシで認識されるユー

ザーのユーザー名に設定します。

WindowsまたはKerberos認証を使

用している場合は、このプロパティを次

john_doe@example.com
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設定 説明 例

の形式のいずれかのユーザー名に設定

します。

o user@domain
o domain\user

プロキシのパスワード ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるパスワード。

このプロパティは、NTLM (Windows)、
Kerberos、またはHTTP認証をサポー

トするHTTPプロキシサーバーで認証

するために使用されます。HTTPプロキ

シを指定するには、ProxyServer と
ProxyPortを設定できます。認証タイプ

を指定するには、ProxyAuthScheme
を設定します。

HTTP認証を使用している場合は、追

加で、ProxyUser とProxyPasswordを

HTTPプロキシに設定します。

NTLM認証を使用している場合は、

ProxyUser とProxyPasswordを

Windowsパスワードに設定します。

Kerberos認証を完了するためにこれら

が必要な場合もあります

プロキシサーバー HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。

HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。ドラ

イバーは、HTTP、Windows (NTLM)、
またはKerberos認証タイプを使用し

て、HTTPプロキシで認証できます。

デフォルトでは、ドライバーはシステムプ

ロキシを使用します。別のプロキシを使

用する場合は、ProxyAutoDetectを
falseに設定します。

206.174.193.115

プロキシのポート ProxyServerプロキシが実行されてい

る TCPポート。

80

プロキシ SSLタイプ ProxyServerプロキシに接続するときに

使用する SSLタイプ：

o AUTO – URLがHTTPS URLの場

合、コネクターはTUNNELオプショ

ンを使用します。URLがHTTP
URLの場合、コネクターはNEVER
オプション(デフォルト )を使用しま

す。
o ALWAYS –接続は常にSSL有効

です。
o NEVER –接続はSSL有効ではあ

AUTO
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設定 説明 例

りません。
o TUNNEL –接続はトンネルプロキシ

経由です。プロキシサーバーはリ

モート ホストへの接続を開き、トラ

フィックはプロキシ経由で前後しま

す。
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Kintoneへの接続

Kintoneは、チームのデータ、ワークフロー、コミュニケーションを一元化するワークプレイスプラットフォームで

す。Kintoneデータコネクターを使用して、組織のKintoneデータをインポートできます。

メモ

Kintone データコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーであるCData
Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、次のリン

クからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のKintone 管理者に支援を仰いでください。管理者から支

援を得られない場合は、あなたまたは管理者からKintone のサポートにお問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Kintone接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Kintone を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Kintoneへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Kintoneの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Kintoneに接続するには、保存したこの

接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Kintoneからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウ

の作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Kintone データコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデー

タソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブ

に移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Kintone に対応する省略記号アイコン を

クリックし、［接続名の変更］を選択します。
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LDAPへの接続

LDAP( Lightweight Directory Access Protocol：ライトウェイト ディレクトリアクセスプロトコル)は、IP
( Internet Protocol：インターネット プロトコル)ネットワーク上で分散型ディレクトリ情報サービスをアクセ

ス、管理するための、業界標準のアプリケーションプロトコルです。LDAPコネクターは、ODBC接続をサ

ポートする任意のアプリケーションから直接、LDAPデータにリアルタイムでアクセスするのに使用します。

メモ

このコネクターを Analyticsから独立して使用することはできません。コネクタードライバー

のDSNはWindowsのODBCデータソースアドミニストレーターを使って設定できます

が、DSN接続を本コネクターの［Windows DSN configuration( Windows DSN設定 ) ］
ダイアログ内でなく、Analytics内でテストする必要があります。

作業を開始する前に
LDAPデータに接続するには、以下を収集する必要があります。

l LDAPサーバーのドメイン名または IPアドレス
l 正しい接続ポート
l ユーザー名とパスワードの識別名を含む接続ユーザーアカウント

接続の前提条件の収集については、御社のLDAP管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者から LDAPシステムのアプリケーションサポートにお問い合わ

せください。

LDAP接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、LDAPを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

LDAPの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、LDAPに接続するには、保存したこの接続

を使用できます。
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接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。LDAPからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

ユーザー ユーザーの識別名。

このフィールドとパスワードを組み合わせ

ることで、LDAPサーバーで認証を行い

ます。

MYDOMAIN\test

パスワード 指定したユーザーの識別名のパスワー

ド。

このフィールドとユーザーを組み合わせ

ることで、LDAPサーバーで認証を行い

ます。

メモ

お使いのLDAPサーバーで

匿名接続が許可される場

合は、パスワードを指定し

なくても接続を行うことがで

きます。お使いのサーバー

のセキュリティ設定によって

は、匿名接続であっても、

使用可能なテーブルをリス

トすることができます。ただ

し、匿名接続では、リスト

されたテーブルの一部また

は全部からデータを選択で

きない場合があります。お

使いのLDAPセキュリティ

設定の詳細については、

御社の管理者にお問い合

わせください。

サーバー LDAPサーバーのドメイン名または IP

これには、サーバーのドメイン名または

IPのみを含めればよく、LDAP:\\の部

分を含める必要はありません。

10.120.1.110

ポート LDAPサーバーを実行するポート。デ

フォルト値は 389です。

このプロパティとサーバーを組み合わせ

389
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設定 説明 例

ることで、LDAPサーバーを指定しま

す。

ベースDN 結果を特定のサブツリーに制限するた

めに使用される、識別名のベース部

分。

ベースDNを指定すると、検査が必要

なエントリ数を制限することで、大きい

サーバーのエントリを返すときに、パ

フォーマンスを大幅に改善できます。

DC=myConnection,DC=com

LDAPバージョン サーバーに接続し、サーバーと通信する

ために使用される LDAPバージョン。有

効なオプションは、LDAPバージョン 2お

よび 3で 2と3です。

このコネクターは、RFC 1777、2251な

どのLDAP RFCで指定されている、標

準のLDAPクライアントです。

2

認証機構 LDAPサーバーに接続するときに使用

される認証メカニズム：

o SIMPLE(デフォルト ) –デフォルトの

テキスト認証がサーバーへのログイ

ンで使用されます
o DIGESTMD5 –より安全な

DIGEST-MD5認証が使用されま

す
o NEGOTIATE – NTLM/ネゴシエート

認証が使用されます

SIMPLE

範囲 検索範囲を制限するかどうか：

o WholeSubtree –サブツリー全体

( BaseDN とすべての子 )
o SingleLevel –単一レベル

( BaseDN と直接の子 )
o BaseObject –ベースオブジェクト

( BaseDNのみ)

ヒント

範囲を制限すると、各パ

フォーマンスが大幅に改善

されます。

BaseObject
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詳細設定

設定 説明 例

日付時刻をGMTに変換 インポート時に日付時刻フィールドを

GMTタイムゾーンに変換します。日付

時刻値は、falseの場合には、

Analyticsを実行するコンピューターのオ

ペレーティングシステムタイムゾーンに

変換されます。

true

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。サイズを 0に接続

すると、キー長が元の長さに戻ります。

このプロパティでは、コネクターが主キー

列のすべての報告された列を無効にし

ます。

255

Long Varcharにマッピング 列がSQL_LONGVARCHAR として返

されるかどうかを制御します。

この設定を使用すると、指定されたサイ

ズよりも大きい列をマッピングし、SQL_
VARCHARではなく、SQL_
LONGVARCHAR として報告されま

す。

-1

WVarcharにマッピング 文字列タイプを SQL_VARCHARでは

なく、SQL_WVARCHARにマッピングす

るかどうかを制御します。デフォルトで設

定されます。

文字列を SQL_WVARCHARにマッピ

ングし、さまざまな国際文字セット格納

するため、MapToWVarcharはデフォル

トで trueに設定されています。falseに

設定すると、SQL_VARCHARを使用

できます。

true

擬似列 擬似列を列としてテーブルに含めるかど

うかを指定します。

この設定は、テーブル列ではない場合

に、擬似列の値を設定できないEntity
Frameworkで特に有用です。

この接続設定の値は、

"Table1=Column1, Table1=Column2,
Table2=Column3"の形式です。"*"文
字を使用すると、すべてのテーブルとす

べての列を含めることができます。

MyTable=*

大文字の ID テーブルおよび列名を含む、すべての識

別子を大文字で報告します。

false
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設定 説明 例

SSLサーバー証明書 TLS/SSLを使用して接続するときに

サーバーから許可される証明書。次の

いずれかを指定できます。

o 完全 PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)
o SHA1サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)

TLS/SSL接続を使用している場合

は、このプロパティを使用して、サーバー

から許可される TLS/SSL証明書を指

定できます。コンピューターから信頼さ

れない他の認定書はすべて拒否されま

す。

C:\cert.cer

拡張 SQLのサポート メモリ内クライアント側処理を有効に

し、API経由で直接サポートされるより

も、SQL機能を強化します。

o true –コネクターはできるかぎり

SELECT文処理の負荷を LDAP
サーバーに分散し、メモリのクエリの

残りを処理します。この方法で、ド

ライバーはサポートされていない述

語、結合、集計を実行できます。
o false –コネクターはSQL実行を

LDAP APIのサポート内容に制限し

ます。

メモ

Where節構文を使用して

フィルタリングをサポートする

には、この設定を falseに

する必要があります。

述語の実行

コネクターは、データソースでサポートさ

れている節を決定してから、ソースに

プッシュし、クエリを満たす行の最も小さ

いスーパーセットを取得します。その後

に、行の残りをローカルでフィルタリング

します。フィルター処理はストリームさ

れ、ドライバーは非常に大きいデータ

セットでも効果的にフィルタリングできま

す。

false
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設定 説明 例

結合の実行

コネクターはさまざまな手法を使用して

メモリで結合します。ドライバーは、同じ

テーブルを複数回読み取る要件に対し

て、メモリ利用率をトレードオフします。

集計の実行

コネクターは、メモリ内の集計を処理す

るために必要なすべての行を取得しま

す。

返される行のフィルタリング
このコネクターでは、LDAP検索構文と密接に連携したSQLフィルターリング構文が使用されます。一部

のフィールドには、複数のオブジェクト属性を表す区切られたデータがあります。WHERE 節は、単一の文

字列ではなく、一意の値であるかのように、これらの区切られたフィールドの各値を占める必要がありま

す。

ObjectCategoryとObjectClassのユーザーのフィルタリ
ング

シナリオ

ユーザーテーブルを操作し、ObjectClassに次の属性があるレコードをインポートします。

l ユーザー
l ユーザー

また、ObjectCategoryにユーザーではなく、コンピューター属性があるものにレコードを制限しま

す。

テーブルへの接続

まず、LDAPサーバーに接続し、ユーザーテーブルを選択します(表示されるフィールドのサブセッ

ト )。
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レコードのフィルターリング

インポートするものにレコードを制限するには、個別フィールドとして各区切られた値を処理する

フィルターを適用します。
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SQLモードを使用して、フィルターが作成するWHERE節を検証します。

WHERE
(

    "User"."ObjectClass" = N'person' AND
    "User"."ObjectClass" = N'user' AND
    "User"."ObjectCategory" = N'Computer'
  )

フィルター結果

フィルターが適用されると、テーブルにはWHERE節と一致するレコードが含まれ、テーブルをイン

ポートします。
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LDAPテーブル同士の結合
LDAP準拠データベースで使用されるデータモデルのため、SQL結合は推奨されません。結合により、

予期しない結果になる場合があります。

1つ以上のテーブルを LDAPデータソースから結合する必要がある場合は、データアクセスウィンドウを

使用して複数のテーブルをインポートしてから、Analyticsで結合します。フィルターを使用して、レコード

数を制限し、効率化します。
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LinkedInへの接続

LinkedInはビジネスプロフェッショナル向けのプロフェッショナルネットワーキングWebサイトです。LinkedIn
データコネクターを使用して、組織のLinkedInデータをインポートできます。

メモ

LinkedInデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されて

います。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを

参照してください。

作業を開始する前に
LinkedInに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l 現在のログインユーザーの会社 ID
l アクセストークン用にユーザーが必要な特定のスコープ

接続の前提条件の収集については、組織のLinkedIn管理者に支援を仰いでください。管理者から支

援を得られない場合は、あなたまたは管理者から LinkedInのサポートにお問い合わせください。

LinkedIn接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、LinkedIn を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。
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6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

LinkedInへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

LinkedInの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、LinkedInに接続するには、保存したこの

接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。LinkedInからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウ

の作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
LinkedInデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデー

タソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブ

に移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、LinkedInに対応する省略記号アイコン を

クリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Marketoへの接続

Marketoはマーケティング自動化プラットフォームです。Marketo REST APIエンドポイントを指定し、コネ

クターを使用して、Marketoシステムからデータをインポートします。

メモ

このコネクターを Analyticsから独立して使用することはできません。コネクタードライバー

のDSNはWindowsのODBCデータソースアドミニストレーターを使って設定できます

が、DSN接続を本コネクターの［Windows DSN configuration( Windows DSN設定 ) ］
ダイアログ内でなく、Analytics内でテストする必要があります。

作業を開始する前に
Marketoに接続するには、アクセスしようとするエンドポイントのOAuth資格情報を構成および取得する

必要があります。OAuth資格情報の取得については、Marketo認証ドキュメントを参照してください。

メモ

MarketoのAPIサービスは、1日の要求数とシミュレーション要求数が制限されます。こ

れらの制限で問題が発生する場合は、Marketo管理者またはMarketoサポートまでお

問い合わせください。

接続の前提条件の収集については、組織のMarketo管理者に支援を仰いでください。管理者から支

援を得られない場合は、あなたまたは管理者からMarketoのサポートにお問い合わせください。

Marketo接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Marketoを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Marketoの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Marketoに接続するには、保存したこの

接続を使用できます。
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接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Marketoからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウ

の作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

OAuthクライアント Id クライアント IDは、

MarketoのOAuth承

認サーバーにアプリ

ケーションを登録する

ときに割り当てられま

す。

xvz1evFS4wEEPTGEFPHBog

OAuthクライアント シークレット クライアント シークレッ

トは、Marketoの

OAuth承認サーバー

にアプリケーションを登

録するときに割り当て

られます。

L8qq9PZyRg6ieKGEKhZolGC0vJWLw8iEJ88DRdyOg

Restエンドポイント RESTWebサービス

エンドポイントのURL
は、Marketo Webサ

イトのAdminページ

で、Marketoによって

提供されています。

https://064-CCJ-768.mktorest.com/rest

詳細設定

設定 説明 例

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。サイズを 0に接続

すると、キー長が元の長さに戻ります。

このプロパティでは、コネクターが主キー

列のすべての報告された列を無効にし

ます。

255

Long Varcharにマッピング 列がSQL_LONGVARCHAR として返

されるかどうかを制御します。

この設定を使用すると、指定されたサイ

ズよりも大きい列をマッピングし、SQL_
VARCHARではなく、SQL_

-1
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設定 説明 例

LONGVARCHAR として報告されま

す。

WVarcharにマッピング 文字列タイプを SQL_VARCHARでは

なく、SQL_WVARCHARにマッピングす

るかどうかを制御します。デフォルトで設

定されます。

文字列を SQL_WVARCHARにマッピ

ングし、さまざまな国際文字セット格納

するため、MapToWVarcharはデフォル

トで trueに設定されています。falseに

設定すると、SQL_VARCHARを使用

できます。

true

擬似列 擬似列を列としてテーブルに含めるかど

うかを指定します。

この設定は、テーブル列ではない場合

に、擬似列の値を設定できないEntity
Frameworkで特に有用です。

この接続設定の値は、

"Table1=Column1, Table1=Column2,
Table2=Column3"の形式です。"*"文
字を使用すると、すべてのテーブルとす

べての列を含めることができます。

MyTable=*

SSLサーバー証明書 TLS/SSLを使用して接続するときに

サーバーから許可される証明書。次の

いずれかを指定できます。

o 完全 PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)
o SHA1サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)

TLS/SSL接続を使用している場合

は、このプロパティを使用して、サーバー

から許可される TLS/SSL証明書を指

定できます。コンピューターから信頼さ

れない他の認定書はすべて拒否されま

す。

C:\cert.cer

プロキシ認証スキーム ProxyServerプロキシで認証するため

に使用する認証タイプ。

この値は、ProxyServerおよび

ProxyPortで指定されたHTTPプロキ

シで認証するために使用する認証タイ

BASIC
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設定 説明 例

プを指定します。

メモ

コネクターはデフォルトでシ

ステムプロキシ設定を使

用し、さらなる構成は必要

ありません。別のプロキシに

接続する場合は、

ProxyAutoDetectを false
に設定し、ProxyServer と
ProxyPortも falseに設定

する必要があります。認証

するには、

ProxyAuthSchemeを設

定し、必要に応じて、

ProxyUser と
ProxyPasswordを設定し

ます。

認証タイプは次のいずれかにすることが

できます。

o BASIC –HTTP BASIC認証を実行

します。
o DIGEST – HTTP DIGEST認証を

実行します。
o NEGOTIATE –認証に適したプロト

コルに基づき、NTLMまたは

Kerberos トークンを取得します。
o PROPRIETARY – NTLMまたは

Kerberos tokenを生成しません。

HTTP要求の承認ヘッダーでこの

トークンを指定する必要がありま

す。

プロキシ自動検出 システムプロキシ設定を使用するかどう

かを指定します。ProxyAutoDetectを
FALSEに設定すると、カスタムプロキシ

設定を使用します。これは他のプロキ

シ設定よりも優先されます。

true

プロキシユーザー ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるユーザー名。

ProxyUserおよびProxyPasswordオ

プションは、ProxyServerで指定された

HTTPプロキシに対して接続および認

証するために使用されます。

ProxyAuthSchemeで使用可能な認

証タイプのいずれかを選択できます。

HTTP認証を使用している場合は、こ

れをHTTPプロキシで認識されるユー

ザーのユーザー名に設定します。

john_doe@example.com
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設定 説明 例

WindowsまたはKerberos認証を使

用している場合は、このプロパティを次

の形式のいずれかのユーザー名に設定

します。

o user@domain
o domain\user

プロキシのパスワード ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるパスワード。

このプロパティは、NTLM (Windows)、
Kerberos、またはHTTP認証をサポー

トするHTTPプロキシサーバーで認証

するために使用されます。HTTPプロキ

シを指定するには、ProxyServer と
ProxyPortを設定できます。認証タイプ

を指定するには、ProxyAuthScheme
を設定します。

HTTP認証を使用している場合は、追

加で、ProxyUser とProxyPasswordを

HTTPプロキシに設定します。

NTLM認証を使用している場合は、

ProxyUser とProxyPasswordを

Windowsパスワードに設定します。

Kerberos認証を完了するためにこれら

が必要な場合もあります

プロキシサーバー HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。

HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。ドラ

イバーは、HTTP、Windows (NTLM)、
またはKerberos認証タイプを使用し

て、HTTPプロキシで認証できます。

デフォルトでは、ドライバーはシステムプ

ロキシを使用します。別のプロキシを使

用する場合は、ProxyAutoDetectを
falseに設定します。

206.174.193.115

プロキシのポート ProxyServerプロキシが実行されてい

る TCPポート。

80

プロキシ SSLタイプ ProxyServerプロキシに接続するときに

使用する SSLタイプ：

o AUTO – URLがHTTPS URLの場

合、コネクターはTUNNELオプショ

ンを使用します。URLがHTTP
URLの場合、コネクターはNEVER
オプション(デフォルト )を使用しま

す。
o ALWAYS –接続は常にSSL有効

AUTO
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設定 説明 例

です。
o NEVER –接続はSSL有効ではあ

りません。
o TUNNEL –接続はトンネルプロキシ

経由です。プロキシサーバーはリ

モート ホストへの接続を開き、トラ

フィックはプロキシ経由で前後しま

す。
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MarkLogicへの接続

MarkLogicは、データ統合のためのクラウドプラットフォームです。MarkLogicデータコネクターを使用する

と、組織のMarkLogicデータをインポートできます。

メモ

MarkLogicデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーであるCData
Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、次のリン

クからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のMarkLogic管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からMarkLogicのサポートにお問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

MarkLogic接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、MarkLogic を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

MarkLogicへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

MarkLogicの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、MarkLogicに接続するには、保存した

この接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。MarkLogicからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンド

ウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
MarkLogicデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、MarkLogicに対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Microsoft Accessへの接続

Microsoft Accessはデータベース管理システムです。Microsoft Accessデータコネクターを使用して、

Microsoft Accessデータをインポートします。

メモ

Microsoft Accessデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーである

CData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、

次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のMicrosoft Access管理者に支援を仰いでください。管理

者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からMicrosoft Accessのサポートにお問い合わせ

ください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Microsoft Access接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Microsoft Access を選択し

ます。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Microsoft Accessへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Microsoft Accessの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Microsoft Accessに接続する

には、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Microsoft Accessからデータをインポートする方法については、"データアクセス

ウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Microsoft Accessデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接

続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の

接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Microsoft Accessに対応する省略

記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Microsoft OneDriveへの接続

Microsoft OneDriveはWebベースのファイルホスティングサービスです。Microsoft OneDriveデータコネ

クターを使用して、Microsoft OneDriveデータをインポートできます。

メモ

Microsoft OneDriveデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーであ

るCData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細について

は、次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のMicrosoft OneDrive管理者に支援を仰いでください。管

理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からMicrosoft OneDriveのサポートにお問い

合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Microsoft OneDrive接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Microsoft OneDrive を選

択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Microsoft OneDriveへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Microsoft OneDriveの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Microsoft OneDriveに接続

するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Microsoft OneDriveからデータをインポートする方法については、"データアクセ

スウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Microsoft OneDriveデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。

接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存

の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Microsoft OneDriveに対応する

省略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Microsoft SQL Serverへの接続

Microsoft SQL Serverは広く使用されているリレーショナルデータベース管理システムです。SQL Server
データコネクターを使用して、SQL Serverデータをインポートできます。

メモ

Analyticsは任意のコネクターとしてSQL Serverを提供します。データアクセスウィンドウ

でこのコネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選択さ

れていないことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターと

Pythonエンジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に
SQL Serverに接続するには、以下を収集する必要があります。

l データベースサーバーのホスト名
l 正しい接続ポート
l サービスプリンシパル名 (SPN) (統合 Windows認証を使用する場合 )
l ユーザー名とパスワード(標準認証を使用する場合 )
l 接続先のスキーマとテーブルの読み取りアクセス

接続の前提条件の収集については、組織のSQL Server管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からSQL Serverのサポートにお問い合わせください。

SQL Server接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、SQL Serverを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

SQL Serverの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、SQL Serverに接続するには、保存し

たこの接続を使用できます。

580

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。SQL Serverからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

設定 説明 例

サーバー SQL Serverインスタンスの名前または

ネットワークアドレス。

ポート SQL Serverデータベースをホストする

サーバーのポート。

1433

データベース 指定したサーバーで実行されている

SQL Serverデータベースの名前。

暗号化 ドライバーがサーバーへのTLS/SSL接

続のネゴシエーションを試行するかどう

かを設定します。

デフォルトでは、ドライバーは、システム

の信頼できる証明書ストアに対して、

サーバー証明書を確認します。

別の証明書を指定するには、

SSLServerCertを設定します。

false

CA証明書 TLS/SSLを使用して接続するときに

サーバーから許可される証明書。

次のいずれかを使用できます。

o 完全な PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5またはSHA1サムプリント (ス

ペースまたはコロンで 16進数値を

区切ることができます)

コンピューターから信頼されない他の認

定書はすべて拒否されます。

cacerts.pem

サーバー証明書を信頼する Windows Integrated Securityで SQL
Serverを認証するかどうかを指定しま

す。

Trueに設定すると、Windows認証を

実行するためにWindows IDが使用さ

れます。

Falseに設定すると、SQL Server認
証が使用されます。

false
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設定 説明 例

セキュリティ接続を使用する ドライバーがKerberosプロトコルを使

用してSQL Serverへの接続を認証す

るかどうかを指定します。

true

サーバーのSPN SQL Serverインスタンスのサービスプリ

ンシパル名。

ユーザー SQL Serverで認証するために指定さ

れたユーザー名。

パスワード 指定したユーザーを SQL Serverで認

証するためのパスワード。
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Microsoft Teamsへの接続

Microsoft Teamsは、ビジネスコミュニケーションプラットフォームです。Microsoft Teamsデータコネクター

を使用して、組織のMicrosoft Teamsデータをインポートできます。

メモ

Microsoft Teamsデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーである

CData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、

次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のMicrosoft Teams管理者に支援を仰いでください。管理

者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からMicrosoft Teamsのサポートにお問い合わせ

ください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Microsoft Teams接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Microsoft Teams を選択し

ます。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Microsoft Teamsへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Microsoft Teamsの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Microsoft Teamsに接続するに

は、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Microsoft Teamsからデータをインポートする方法については、"データアクセス

ウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Microsoft Teamsデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接

続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の

接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Microsoft Teamsに対応する省略

記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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MongoDBへの接続

MongoDBはクラウド データサービスです。MongoDBデータコネクターを使用して、MongoDBデータをイ

ンポートできます。

メモ

Analyticsは任意のコネクターとしてMongoDBを提供します。データアクセスウィンドウ

でこのコネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選択さ

れていないことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターと

Pythonエンジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に
MongoDBに接続するには、以下を収集する必要があります。

l MongoDBデータベースをホストするサーバーのサーバー名または IPアドレス

l 正しい接続ポート
l MongoDBデータベースの名前

接続の前提条件の収集については、組織のMongoDB管理者に支援を仰いでください。管理者から支

援を得られない場合は、あなたまたは管理者からMongoDBのサポートにお問い合わせください。

MongoDB接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、MongoDBを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

MongoDBの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、MongoDBに接続するには、保存した

この接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。MongoDBからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンド

ウの作業"ページ 376を参照してください。
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接続設定

基本設定

設定 説明 例

サーバー MongoDBデータベースをホストする

サーバーのホスト名または IPアドレス

ポート MongoDBサーバーがクライアント接続

をリスニングするために使用する TCP
ポートの番号。

デフォルト値は 27017です。

27017

データベース MongoDBデータベースの名前。

レプリカセットへの接続 ドライバーがMongoDB実装のレプリカ

セットにアクセスできるかどうかを指定し

ます。

o 無効 - ドライバーはレプリカセットに

アクセスできません。

o 有効 - ドライバーはMongoDB実

装のレプリカセットにアクセスできま

す。

無効

レプリカセット名 ドライバーがアクセスするレプリカセットの

名前。

セカンダリサーバー レプリカセットに接続するときに使用す

るサーバーのカンマ区切りのリスト。

サーバーがクライアント接続をリスニング

するために使用している TCPポートを

指定するには、コロン( :)とポート番号を

サーバー名または IPアドレスの後ろに

付けます。

認証機構 MongoDBが接続を認証するために使

用する認証メカニズム。

o 認証なし - ドライバーは接続を認証

しません。

o MongoDBユーザー名とパスワード -
SCRAM-SHA-1プロトコルを使用し

て認証します。これはMongoDBで

使用されるデフォルトの認証プロトコ

ルです。

o Kerberos - Kerberosプロトコルを

使用して認証します。

認証なし
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設定 説明 例

o LDAP - LDAPプロトコルを使用して

認証します。

サービス名 MongoDBサーバーのKerberosサービ

スプリンシパル名。

mongodb

認証のタイプ 認証用のMongoDBデータベースの名

前。

認証データベースがデータを取得するた

めのデータベースとは異なる場合にの

み、この値が必須です。

admin

ユーザー名 MongoDBで認証するためのユーザー

名。

パスワード MongoDBで認証するためのパスワー

ド。

詳細設定

設定 説明 例

SSLの有効化 ドライバーがサーバーに接続するために

SSLを使用するかどうかを指定します。

無効

自己署名証明書の許可 サーバーからの自己署名 SSL証明書

を許可するかどうかを指定します。

無効

PEM鍵ファイル クライアントを検証するための証明書を

含む .pemファイルへの完全パス。

PEM鍵のパスワード ［PEM鍵ファイル］フィールドで指定され

たクライアント証明書ファイルのパスワー

ド。

証明局のファイル サーバーを検証するために使用する

.pemファイルの完全パス。

証明局のディレクトリ サーバーを検証するための .pemファイ

ルを含むディレクトリの完全パス。この

設定により、ドライバーはSSL検証で

複数の .pemファイルにアクセスできま

す。

証明書失効リスト ファイル 取り消された証明書のリストを含む

.pemファイルの完全パス。

ダブルバッファリングの有効化 ダブルバッファリングを使用してデータを 有効
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設定 説明 例

取得するかどうかを指定します。

MongoDB ドライバーは、SELECTオペ

レーション中に、ダブルバッファリングを使

用して、ドライバーのパフォーマンスを改

善することができます。

文字列を SQL_WVARCHAR として

公開

文字列データ型がSQL_WVARCHAR
またはSQL_VARCHARのどちらにマッ

ピングされるかどうかを指定します。

有効

バイナリを SQL_LONGVARBINARY
として公開

SQL_LONGVARBINARYまたは

SQL_VARBINARYのどちらの型として

バイナリ列を返すかどうかを指定しま

す。

有効

継承の有効化 ドライバーが仮想テーブル間の結合を

最適化し、フィルタリングおよび集計最

適化を処理のためにMongoDBデータ

ベースに渡すかどうかを指定します。

有効

ブロックあたりにフェッチできるドキュメン

ト数

一度にクエリが返すドキュメントの最大

数。ダブルバッファリングが有効なときに

使用されるバッファーサイズもこの設定

で決まります。

デフォルト値は 4096です。

4096

文字列型の列のサイズ STRING列に含まれる最大文字数。

デフォルト値は 255です。

255

バイナリ型の列のサイズ バイナリ型の列の最大データ長さ。

デフォルト値は 32767です。

32767

メタデータ機構 ドライバーがスキーマ定義を検索する

場所を指定します。

o データベース - MongoDBデータベー

スからスキーマ定義を読み込みま

す。
o ローカルファイル - ［ローカルファイ

ル］フィールドで指定された JSON
ファイルからスキーマ定義を読み込

みます。

データベース

ローカルファイル MongoDBに接続するときにドライバー

で使用するスキーマ定義を含むローカ

ルJSONファイルの完全パス。

サンプリング手法 一時スキーマ定義を生成するときに

データをサンプリングする方法を指定し

ます。

前向き
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設定 説明 例

o 前方 -データベースの最初のレコー

ドから順にデータをサンプリングしま

す。

o 後方 -データベースの最後のレコー

ドから逆順にデータをサンプリングし

ます。

サンプリングするドキュメント数 (全ド

キュメントの場合は0)
一時スキーマ定義を生成するためにサ

ンプリングできるレコードの最大数。

このオプションが0に設定されると、デー

タベースのすべてのドキュメントがサンプ

リングされます。

デフォルト値は 100です。

100

サンプリングステップ数 データベースをスキャンして一時スキー

マ定義を生成するときに、レコードをサ

ンプリングする間隔。たとえば、このオプ

ションを 2に設定すると、データベースの

レコードが2件ごとにサンプリングされま

す。

デフォルト値は 1です。

1

書き戻しバッチサイズ (1から 1000) 書き込みオペレーション中に一度に処

理できるドキュメントの最大数。

デフォルト値は 500です。

500

書き込み確認 書き込みオペレーションの成功を報告

するために書き込みオペレーションを確

認する必要がある、プライマリおよびセ

カンダリサーバーの合計数。

このオプションが0に設定されると、書き

込みオペレーションを確認する必要が

ありません。

デフォルト値は 1です。

1

書き込み確認のタイムアウト オペレーションが失敗したことを報告す

る前に、セカンダリサーバーが書き込み

オペレーションを確認までにドライバーが

待機する最大秒数。

このオプションが0に設定されると、ドラ

イバーはタイムアウトしません。代わり

に、ドライバーはすべてのセカンダリサー

バーが書き込みオペレーションを確認す

るまで待機し、その後にオペレーション

が成功したことを報告します。

デフォルト値は 0です。

0

書き込み確認ありでの記録対象書き 書き込みオペレーションを確認する前 無効
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設定 説明 例

込み数 に、書き込みオペレーションのデータを

ジャーナルにコミットする必要があるかど

うかを指定します。

データコネクターの更新
Analyticsまたはロボット エージェントをアップグレードする場合は、いずれかのAnalyticsデータコネクター

を使ってデータをインポートするスクリプト ( ACCESSDATAコマンド)をテストする必要があります。

データソースまたはODBC ドライバーのサード パーティベンダーが加えた変更により、1つまたは複数の

データコネクターを更新しなければならない可能性があります。スクリプトに作り込んだデータ接続を引き

続き正常に動作させるには、それを更新する必要があります。

l インポートの再実行 –接続機能を最も簡単に更新する方法は、更新されたバージョンの

Analyticsのデータアクセスウィンドウを使って、インポートを手動で実行することです。ログに記録

されている ACCESSDATAコマンドをコピーし、それを使ってスクリプトを更新します。

メモ

データソースに接続してインポートを再実行する前に、コネクターのキャッシュを消

去することで、既存の一連のテーブル名を削除します。

データアクセスウィンドウの［既存の接続］タブで、接続名の横にある［ >キャッ

シュの消去］を選択します。

l フィールド指定の更新 –データソースまたはODBC ドライバーのテーブルスキーマの変更と一致す

るように、スクリプト本体内のフィールド指定を更新しなければならない場合もあります。必要に応

じてフィールド名、フィールドのデータ型、およびフィールド長とレコード長を変更します。
l フィルター処理の結果の確認 –データインポートの一環として適用したフィルター処理の結果も確

認する必要があります。インポートのフィルター処理によってレコードを正しく追加または除外できた

かどうかを確認します。

MongoDBデータコネクターの変更

MongoDBデータコネクターに加えられた具体的な変更内容を次に挙げます。

Analyticsのバージョン 変更

14.2 このコネクターでは、MongoDB 3.0および 3.2への接続がサポートされなくなりました。

MongoDB 3.4、3.6、4.0には接続することができます。
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MySQLへの接続

MySQLは一般的なオープンソース関係データベース管理システムです。組織のMySQLデータをイン

ポートするには、MySQLデータコネクターを使用します。

メモ

このコネクターを Analyticsから独立して使用することはできません。コネクタードライバー

のDSNはWindowsのODBCデータソースアドミニストレーターを使って設定できます

が、DSN接続を本コネクターの［Windows DSN configuration( Windows DSN設定 ) ］
ダイアログ内でなく、Analytics内でテストする必要があります。

作業を開始する前に
MySQLに接続するには、以下を収集する必要があります。

l データベースサーバーのホスト名
l 正しい接続ポート
l ユーザー名とパスワード(標準認証を使用する場合 )
l 接続先のスキーマとテーブルの読み取りアクセス

接続の前提条件の収集については、組織のMySQL管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者からMySQLのサポートにお問い合わせください。

MySQL接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、MySQLを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

MySQLの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、MySQLに接続するには、保存したこの接

続を使用できます。
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接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。MySQLからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウ

の作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

サーバー MySQLデータベースをホストするサー

バーのホスト名または IP。
192.168.0.1

ポート MySQLデータベースをホストするサー

バーのポート。

3306

データベース MySQLサーバーに接続するときに接

続先となるデフォルト データベースの名

前。

ユーザー MySQLに接続するときに認証する

ユーザー。

パスワード 指定したユーザーをMySQLサーバー

で認証するためのパスワード。

詳細設定

設定 説明 例

統合セキュリティ Windows Integrated Securityで
MySQLサーバーを認証するかどうかを

指定します。

false

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。サイズを 0に接続

すると、キー長が元の長さに戻ります。

このプロパティでは、コネクターが主キー

列のすべての報告された列を無効にし

ます。

255

Long Varcharにマッピング 列がSQL_LONGVARCHAR として返

されるかどうかを制御します。

この設定を使用すると、指定されたサイ

ズよりも大きい列をマッピングし、SQL_
VARCHARではなく、SQL_
LONGVARCHAR として報告されま

-1
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設定 説明 例

す。

WVarcharにマッピング 文字列タイプを SQL_VARCHARでは

なく、SQL_WVARCHARにマッピングす

るかどうかを制御します。デフォルトで設

定されます。

文字列を SQL_WVARCHARにマッピ

ングし、さまざまな国際文字セット格納

するため、MapToWVarcharはデフォル

トで trueに設定されています。falseに

設定すると、SQL_VARCHARを使用

できます。

true

擬似列 擬似列を列としてテーブルに含めるかど

うかを指定します。

この接続設定の値は、

"Table1=Column1, Table1=Column2,
Table2=Column3"の形式です。"*"文
字を使用すると、すべてのテーブルとす

べての列を含めることができます。

MyTable=*

クエリパススルー このオプションは、クエリをそのまま直接

MySQLサーバーに渡します。

true

大文字の ID このプロパティは、テーブルおよび列名を

含む、すべての識別子を報告します。

false
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NetSuiteへの接続

NetSuiteはOracleが提供するクラウドベースの企業資源計画 ( ERP)サービスです。NetSuiteデータコ

ネクターを使用して、組織のNetSuiteデータをインポートできます。

メモ

NetSuiteデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されて

います。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを

参照してください。

作業を開始する前に
NetSuiteに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l NetSuiteに関連付けられた会社アカウント
l ログインするためのユーザー資格情報
l OAuthアクセストークンと資格情報
l 使用するスキーマの種類

接続の前提条件の収集については、組織のNetSuite管理者に支援を仰いでください。管理者から支

援を得られない場合は、あなたまたは管理者からNetSuiteのサポートにお問い合わせください。

NetSuite接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、NetSuite を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

NetSuiteへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

NetSuiteの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、NetSuiteに接続するには、保存したこの

接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。NetSuiteからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウ

の作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
NetSuiteデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデー

タソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブ

に移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、NetSuiteに対応する省略記号アイコン を

クリックし、［接続名の変更］を選択します。
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ODataへの接続

ODataはオープンRESTベースのプロトコルで、データの問い合わせと更新を実行します。ODataデータ

コネクターを使用して、組織のODataデータをインポートできます。

メモ

ODataデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されていま

す。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを参

照してください。

作業を開始する前に
ODataに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l 組織またはODataサービスファイルのルート URL
l ODataアカウントに接続するための資格情報
l 使用される認証スキーム
l データにアクセスするためのMicrosoft Onlineテナント
l 認証するためのAzure Active リソース

接続の前提条件の収集については、組織のOData管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者からODataのサポートにお問い合わせください。

OData接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、OData を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

ODataへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

ODataの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、ODataに接続するには、保存したこの接

続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。ODataからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
ODataデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデータ

ソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブに

移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、ODataに対応する省略記号アイコン をクリッ

クし、［接続名の変更］を選択します。
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Odooへの接続

Odooは業務管理ソフトウェアスイートです。Odooデータコネクターを使用して、組織のOdooデータをイ

ンポートできます。

メモ

Odooデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーであるCData
Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、次のリン

クからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のOdoo管理者に支援を仰いでください。管理者から支援を

得られない場合は、あなたまたは管理者からOdooのサポートにお問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Odoo接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Odoo を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Odooへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Odooの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Odooに接続するには、保存したこの接続

を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Odooからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Odooデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデータ

ソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブに

移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Odooに対応する省略記号アイコン をクリッ

クし、［接続名の変更］を選択します。
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Open Exchange Ratesへの接続

Open Exchange Ratesは、200を超える各国通貨およびデジタル通貨のリアルタイムデータとデータ履

歴を提供する外国為替 ( FOREX)レート サービスです。信頼性の高い複数の情報源のデータがアルゴ

リズムによってブレンドされ、追跡されるので、完全性が保証されます。

メモ

このコネクターを Analyticsから独立して使用することはできません。コネクタードライバー

のDSNはWindowsのODBCデータソースアドミニストレーターを使って設定できます

が、DSN接続を本コネクターの［Windows DSN configuration( Windows DSN設定 ) ］
ダイアログ内でなく、Analytics内でテストする必要があります。

作業を開始する前に
Open Exchange Rates のデータに接続するには、Open Exchange Ratesに登録してそのアプリ IDを取

得する必要があります。アプリ IDを取得するには、openexchangerates.orgにサインアップします。

接続の前提条件の収集については、組織のOpen Exchange Rates管理者に支援を仰いでください。

管理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からOpen Exchange Ratesのサポートにお

問い合わせください。

Open Exchange Rates接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Open Exchange Ratesを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Open Exchange Ratesの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Open Exchange Rates
に接続するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Open Exchange Ratesからデータをインポートする方法については、"データアク

セスウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。
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接続設定

基本設定

設定 説明 例

アプリケーション Id Open Exchange Ratesに登

録したときに取得するアプリ

ID。

この値は、Open Exchange
Ratesのダッシュボードに表示

されます。

881BDCBDB7FAABF047A6178DF4956172

詳細設定

設定 説明 例

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。サイズを 0に接続

すると、キー長が元の長さに戻ります。

このプロパティでは、コネクターが主キー

列のすべての報告された列を無効にし

ます。

255

Long Varcharにマッピング 列がSQL_LONGVARCHAR として返

されるかどうかを制御します。

この設定を使用すると、指定されたサイ

ズよりも大きい列をマッピングし、SQL_
VARCHARではなく、SQL_
LONGVARCHAR として報告されま

す。

-1

WVarcharにマッピング 文字列タイプを SQL_VARCHARでは

なく、SQL_WVARCHARにマッピングす

るかどうかを制御します。デフォルトで設

定されます。

文字列を SQL_WVARCHARにマッピ

ングし、さまざまな国際文字セット格納

するため、MapToWVarcharはデフォル

トで trueに設定されています。falseに

設定すると、SQL_VARCHARを使用

できます。

true

擬似列 擬似列を列としてテーブルに含めるかど

うかを指定します。

この設定は、テーブル列ではない場合

に、擬似列の値を設定できないEntity

MyTable=*
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設定 説明 例

Frameworkで特に有用です。

この接続設定の値は、

"Table1=Column1, Table1=Column2,
Table2=Column3"の形式です。"*"文
字を使用すると、すべてのテーブルとす

べての列を含めることができます。

SSLサーバー証明書 TLS/SSLを使用して接続するときに

サーバーから許可される証明書。次の

いずれかを指定できます。

o 完全 PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)
o SHA1サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)

TLS/SSL接続を使用している場合

は、このプロパティを使用して、サーバー

から許可される TLS/SSL証明書を指

定できます。コンピューターから信頼さ

れない他の認定書はすべて拒否されま

す。

C:\cert.cer

日付時刻をGMTに変換 インポート時に日付時刻フィールドを

GMTタイムゾーンに変換します。日付

時刻値は、falseの場合には、

Analyticsを実行するコンピューターのオ

ペレーティングシステムタイムゾーンに

変換されます。

true

プロキシ認証スキーム ProxyServerプロキシで認証するため

に使用する認証タイプ。

この値は、ProxyServerおよび

ProxyPortで指定されたHTTPプロキ

シで認証するために使用する認証タイ

プを指定します。

BASIC
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設定 説明 例

メモ

コネクターはデフォルトでシ

ステムプロキシ設定を使

用し、さらなる構成は必要

ありません。別のプロキシに

接続する場合は、

ProxyAutoDetectを false
に設定し、ProxyServer と
ProxyPortも falseに設定

する必要があります。認証

するには、

ProxyAuthSchemeを設

定し、必要に応じて、

ProxyUser と
ProxyPasswordを設定し

ます。

認証タイプは次のいずれかにすることが

できます。

o BASIC –HTTP BASIC認証を実行

します。
o DIGEST – HTTP DIGEST認証を

実行します。
o NEGOTIATE –認証に適したプロト

コルに基づき、NTLMまたは

Kerberos トークンを取得します。
o PROPRIETARY – NTLMまたは

Kerberos tokenを生成しません。

HTTP要求の承認ヘッダーでこの

トークンを指定する必要がありま

す。

プロキシ自動検出 システムプロキシ設定を使用するかどう

かを指定します。ProxyAutoDetectを
FALSEに設定すると、カスタムプロキシ

設定を使用します。これは他のプロキ

シ設定よりも優先されます。

true

プロキシユーザー ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるユーザー名。

ProxyUserおよびProxyPasswordオ

プションは、ProxyServerで指定された

HTTPプロキシに対して接続および認

証するために使用されます。

ProxyAuthSchemeで使用可能な認

証タイプのいずれかを選択できます。

HTTP認証を使用している場合は、こ

れをHTTPプロキシで認識されるユー

ザーのユーザー名に設定します。

WindowsまたはKerberos認証を使

用している場合は、このプロパティを次

john_doe@example.com
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設定 説明 例

の形式のいずれかのユーザー名に設定

します。

o user@domain
o domain\user

プロキシのパスワード ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるパスワード。

このプロパティは、NTLM (Windows)、
Kerberos、またはHTTP認証をサポー

トするHTTPプロキシサーバーで認証

するために使用されます。HTTPプロキ

シを指定するには、ProxyServer と
ProxyPortを設定できます。認証タイプ

を指定するには、ProxyAuthScheme
を設定します。

HTTP認証を使用している場合は、追

加で、ProxyUser とProxyPasswordを

HTTPプロキシに設定します。

NTLM認証を使用している場合は、

ProxyUser とProxyPasswordを

Windowsパスワードに設定します。

Kerberos認証を完了するためにこれら

が必要な場合もあります

プロキシサーバー HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。

HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。ドラ

イバーは、HTTP、Windows (NTLM)、
またはKerberos認証タイプを使用し

て、HTTPプロキシで認証できます。

デフォルトでは、ドライバーはシステムプ

ロキシを使用します。別のプロキシを使

用する場合は、ProxyAutoDetectを
falseに設定します。

206.174.193.115

プロキシのポート ProxyServerプロキシが実行されてい

る TCPポート。

80

プロキシ SSLタイプ ProxyServerプロキシに接続するときに

使用する SSLタイプ：

o AUTO – URLがHTTPS URLの場

合、コネクターはTUNNELオプショ

ンを使用します。URLがHTTP
URLの場合、コネクターはNEVER
オプション(デフォルト )を使用しま

す。
o ALWAYS –接続は常にSSL有効

です。
o NEVER –接続はSSL有効ではあ

AUTO
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設定 説明 例

りません。
o TUNNEL –接続はトンネルプロキシ

経由です。プロキシサーバーはリ

モート ホストへの接続を開き、トラ

フィックはプロキシ経由で前後しま

す。
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Oracleへの接続

Oracleは広く使用されているリレーショナルデータベース管理システム( RDBMS)です。Oracleデータコ

ネクターを使用して、会社のオンプレミスOracleデータベースからデータをインポートできます。

メモ

Oracleデータコネクターは、Oracle CloudまたはOracle Fusionデータソースからのデー

タのインポートをサポートしません。

ACL for Windowsは任意のコネクターとしてOracleを提供します。データアクセスウィン

ドウでこのコネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選択

されていないことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターと

Pythonエンジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に

Oracleの資格情報

Oracleに接続するには、以下を収集する必要があります。

l Oracleのユーザー名およびパスワード
l データベースのホスト名または IPアドレスおよびサービス名
l データベース内のテーブルへの読み取りアクセス許可

接続の前提条件の収集については、組織のOracle管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者からOracleのサポートにお問い合わせください。

Oracle Instant Client
このコネクターを使用するには、Analyticsと同じコンピューターにOracle Instant Clientをインスト－ルする

必要があります。Instant Clientが何ビット版であるかと、お使いのオペレーティングシステムが何ビット版

であるかが一致する必要があります。32ビット版のOracle Instant Clientを 64ビット マシンにインストー

ルしても、接続が失敗するためです。
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Oracle接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Oracleを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Oracleの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Oracleに接続するには、保存したこの接

続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Oracleからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

サーバー Oracleデータベースをホストするサー

バーのホスト名または IP。
localhost

ポート Oracleデータベースをホストするサー

バーに接続するためのポート。

1521

サービス名 Oracleデータベースのサービス名。 XE

ユーザー Oracleデータベースで認証するための

ユーザー ID。
SYSTEM

パスワード 指定したユーザーをOracleデータベー

スで認証するためのパスワード。

607

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


詳細設定

設定 説明 例

閲覧可能なスキーマ 参照可能なデータベースオブジェクト

ツリーを制限する、スキーマのカンマ

区切りのリストを提供します。

BrowsableSchemas=SYSTEM,SYS
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Oracle Eloquaへの接続

Oracle Eloquaはサービスとしてのマーケティングオートメーションソフトウェア( SaaS)プラットフォームで

す。Oracle Eloquaデータコネクターを使用して、組織のOracle Eloquaデータをインポートできます。

メモ

Oracle Eloquaデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供さ

れています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメ

ントを参照してください。

作業を開始する前に
Oracle Eloquaに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l Eloquaアカウントを使用する会社
l Eloquaアカウントに接続するための資格情報

接続の前提条件の収集については、組織のOracle Eloqua管理者に支援を仰いでください。管理者か

ら支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からOracle Eloquaのサポートにお問い合わせくださ

い。

Oracle Eloqua接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Oracle Eloqua を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Oracle Eloquaへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Oracle Eloquaの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Oracle Eloquaに接続するには、

保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Oracle Eloquaからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィ

ンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Oracle Eloquaデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続

はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接

続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Oracle Eloquaに対応する省略記号ア

イコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Oracle HCM Cloudへの接続

Oracle HCM Cloudは、クラウドベースの人的資本管理 ( Human Capital Management：HCM)ソリュー

ションです。Oracle HCM Cloudデータコネクターを使用して、組織のOracle HCM Cloudデータをイン

ポートできます。

Oracle HCM Cloudデータコネクターは、Analyticsのバージョン 16.1以降で利用可能です。

メモ

Oracle HCM Cloudデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーであ

るCData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細について

は、次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のOracle HCM Cloud管理者に支援を仰いでください。管理

者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からOracle HCM Cloudのサポートにお問い合わ

せください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Oracle HCM Cloudの接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Oracle HCM Cloud を選択

します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。
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3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Oracle HCM Cloudへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Oracle HCM Cloudの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Oracle HCM Cloudに接続す

るには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Oracle HCM Cloudからデータをインポートする方法については、"データアクセ

スウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Oracle HCM Cloudデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。

接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存

の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Oracle HCM Cloudに対応する省

略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。

612

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


Oracle Sales Cloudへの接続

Oracle Sales Cloudは顧客関係管理 ( CRM)ソリューションです。Oracle Sales Cloudデータコネクター

を使用して、組織のOracle Sales Cloudデータをインポートできます。

メモ

Oracle Sales Cloudデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって

提供されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているド

キュメントを参照してください。

作業を開始する前に
Oracle Sales Cloudに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l Oracle Sales CloudサーバーのURL
l サーバーのOracle Sales Cloudアカウントに接続するための資格情報

接続の前提条件の収集については、組織のOracle Sales Cloud管理者に支援を仰いでください。管

理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からOracle Sales Cloudのサポートにお問い

合わせください。

Oracle Sales Cloud接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Oracle Sales Cloud を選

択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。

613

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

http://cdn.cdata.com/help/EOF/odbc/Connection.htm
https://www.diligent.com/ja-jp/


5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Oracle Sales Cloudへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Oracle Sales Cloudの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Oracle Sales Cloudに接続

するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Oracle Sales Cloudからデータをインポートする方法については、"データアクセ

スウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Oracle Sales Cloudデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。

接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存

の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Oracle Sales Cloudに対応する

省略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Parquetへの接続

Apache Parquetは大量の複雑なデータ向けに設計されたオープンソース型の列ベースのデータストレー

ジ形式です。Parquetデータコネクターを使用して、組織のParquetデータをインポートできます。

メモ

Parquetデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーであるCData
Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、次のリン

クからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のParquet管理者に支援を仰いでください。管理者から支

援を得られない場合は、あなたまたは管理者からParquetのサポートにお問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Parquet接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Parquet を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Parquetへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Parquetの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Parquetに接続するには、保存したこの

接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Parquetからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウ

の作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Parquetデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデー

タソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブ

に移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Parquetに対応する省略記号アイコン をク

リックし、［接続名の変更］を選択します。
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Prestoへの接続

PrestoはオープンソースSQLクエリエンジンであり、さまざまなデータソースに対して対話型のアナリティク

スクエリを実行します。Prestoデータコネクターを使用して、Prestoデータをインポートできます。

作業を開始する前に
Prestoに接続するには、以下を収集する必要があります。

l ユーザー名とパスワード
l サーバーのホスト名または IPアドレス
l 正しい接続ポート
l 正しい認証スキーム

接続の前提条件の収集については、組織のPresto管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者からPrestoのサポートにお問い合わせください。

Presto接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Prestoを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Prestoの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Prestoに接続するには、保存したこの接

続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Prestoからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。
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接続設定

基本設定

設定 説明 例

ユーザー Prestoサーバーで認証する Presto
ユーザーアカウント。

パスワード ユーザーをサーバーで認証するためのパ

スワード。

サーバー Presto RESTサーバーのホスト名また

は IPアドレス。

ポート Presto RESTサーバーのポート。 8080

カタログ サーバーに対するすべての要求で使用

するカタログの名前。

この値が設定されていない場合、ドライ

バーはPrestoサーバーから使用可能

なカタログを取得します。

認証スキーム ドライバーが使用する認証スキームを

指定します。

使用可能なオプションは次のとおりで

す。

o なし - ドライバーは接続を認証しま

せん。

o LDAP - ドライバーは LDAPを使用

して接続を認証します。

o Kerberos - ドライバーはKerberos
を使用して接続を認証します。

Kerberos KDC ユーザーを認証するために使用される

Kerberos Key Distribution Center
(KDC)サービス。

Kerberos KDCが指定されていない場

合、ドライバーはKRB5構成ファイルま

たはドメイン名とホストから自動的にこ

のプロパティを検出しようとします。

Kerberos領域 Kerberos Key Distribution Service
( KDC)でユーザーを認証するために使

用される Kerberos領域。
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設定 説明 例

Kerberos SPN Kerberos ドメインコントローラーのサー

ビスプリンシパル名 ( SPN)。

Kerberos ドメインコントローラーで SPN
が認証しているURLと同じでない場

合、このプロパティを使用して、SPNを

設定できます。

Kerberos Keytabファイル Kerberosプリンシパルと暗号化された

鍵の組み合わせを含むKeytabファイ

ル。

SSLを使用する SSLを有効にするかどうかを指定しま

す。

詳細設定

設定 説明 例

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。 255

Long Varcharにマッピング このプロパティは、列がSQL_
LONGVARCHAR として返されるかどう

かを制御します。

-1

WVarcharにマッピング このプロパティは、文字列タイプを

SQL_VARCHARではなく、SQL_
WVARCHARにマッピングするかどうか

を制御します。

擬似列 この値は、擬似列を列としてテーブルに

含めるかどうかを指定します。

この接続設定の値は、

"Table1=Column1, Table1=Column2,
Table2=Column3"の形式です。

SSLサーバー証明書 SSLを使用して接続するときにサー

バーから許可される必要がある証明

書。

次のいずれかを使用できます。

o 完全な PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5またはSHA1サムプリント (ス

ペースまたはコロンで 16進数値を

区切ることができます)

コンピューターから信頼されない他の認
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設定 説明 例

定書はすべて拒否されます。

クエリパススルー このオプションを有効にすると、すべての

クエリが直接 Prestoに渡されます。

日付時刻をGMTに変換 インポート時に日付時刻フィールドを

GMTタイムゾーンに変換します。このオ

プションが無効な場合、日付時刻値

は、Analyticsを実行するシステムのオ

ペレーティングシステムタイムゾーンに

変換されます。

プロキシ認証スキーム プロキシサーバーで認証するために使

用する認証スキームを指定します。使

用可能なオプションは次のとおりです。

o BASIC - HTTP BASIC認証を実

行します。
o DIGEST - HTTP DIGEST認証を

実行します。
o NEGOTIATE -認証に設定された

プロトコルに基づき、NTLMまたは

Kerberos トークンを取得します。
o PROPRIETARY - NTLMまたは

Kerberos トークンを生成しません。

HTTP要求の承認ヘッダーでこの

トークンを指定する必要がありま

す。

BASIC

プロキシ自動検出 システムプロキシ設定を使用するかどう

かを指定します。このオプションに設定

された値は他のプロキシ設定よりも優

先されます。このため、カスタムプロキシ

設定を使用する場合は、このオプション

を無効にしてください。

プロキシユーザー プロキシサーバーで認証するための

ユーザー名。

プロキシのパスワード プロキシサーバーでプロキシユーザーを

認証するためのパスワード。

プロキシサーバー HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。

プロキシのポート プロキシサーバーが実行されている

TCPポート。

プロキシ SSLタイプ ProxyServerプロキシに接続するときに

使用する SSLタイプ。使用可能なオプ

ションは次のとおりです。

o AUTO - URLがHTTPS URLの場

AUTO
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設定 説明 例

合、TUNNELオプションを使用しま

す。URLがHTTP URLの場合、コ

ンポーネントはNEVERオプションを

使用します。
o ALWAYS -接続は常にSSLが有

効です。
o NEVER -接続はSSLが有効では

ありません。
o TUNNEL -接続はトンネルプロキシ

経由です。

このオプションは、プロキシ サーバーの値

を入力するときにのみ有効です。
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Qualysへの接続

Qualysはクラウドベースのセキュリティおよびコンプライアンスソリューションスイートです。Qualysデータコ

ネクターを使用して、Qualysデータをインポートできます。

作業を開始する前に
Qualysに接続するには、以下を収集する必要があります。

l Qualysサーバーのホスト名または IPアドレス
l ユーザー名とパスワード
l Qualysからデータをインポートするためのインポート モード
l スキャンされる資産

l 特定のスキャンの一意のスキャン参照 ID

接続の前提条件の収集については、組織のQualys管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者からQualysのサポートにお問い合わせください。

Qualys接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Qualysを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Qualysの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Qualysに接続するには、保存したこの接

続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Qualysからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。
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接続設定

基本設定

設定 説明 例

サーバー Qualysサーバーのホスト名または IPア

ドレス。

ユーザー Qualysサーバーで認証するQualys
ユーザーアカウント。

パスワード ユーザーをサーバーで認証するためのパ

スワード。

モード Qualysからデータをインポートするとき

に使用するインポート モードを指定しま

す。

オプション：

o 資産グループ別に脆弱性をイン

ポート - Qualysアカウントに関連付

けられたすべての考えられる資産グ

ループと脆弱性結果からデータをイ

ンポートできます。

o KnowledgeBase をインポート -特
定の日付範囲内に修正または公

開された脆弱性でフィルタリングされ

たナレッジベースデータをインポート

できます。

o スキャン参照 ID別にスキャンをイン

ポート - Qualysアカウントに関連付

けられたスキャン IDを指定し、その

スキャン結果を Analyticsにインポー

トできます。

資産グループ別に脆弱性をインポート

資産 データをスキャンしてインポートする資産

を指定できます。資産を選択するに

は、［サーバー］、［ユーザー］、［パス

ワード］フィールドの値を入力し、［モー

ド］フィールドで［資産グループ別に脆

弱性をインポート］を選択します。

資産のリストを取得し、複数の資産を

選択するには、［資産を選択］ボタンを

クリックする必要があります。CTRLキー

を使用できます。

フィルター デフォルトまたはカスタム日付フィルター 過去 7日間
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設定 説明 例

を選択できます。

オプション：

o 過去 7日間

o 過去 14日間

o 過去 30日

o 過去 90日間

o 処理されたデータ

次の後に処理 指定した日付の後に処理されたデータ

をインポートできます。

このフィールドは、［フィルター］フィールド

で［処理日］が選択されているときにの

み有効です。

2019-08-17

次の前に処理 指定した日付の前に処理されたデータ

をインポートできます。

このフィールドは、［フィルター］フィールド

で［処理日］が選択されているときに有

効です。

フィルター条件 公開日または変更日でデータをフィルタ

リングします。

このフィールドは、［モード］フィールドで

［KnowledgeBase をインポート］が選

択されているときに有効です。

公開日

前 出力をフィルタリングして、特定の日付

の前に公開または変更された脆弱性

を表示します。

後 出力をフィルタリングして、特定の日付

の後に公開または変更された脆弱性

を表示します。

スキャン参照 ID インポートするスキャンを指定できます。

スキャンを選択するには、［サーバー］、
［ユーザー］、［パスワード］フィールドの

値を入力し、［モード］フィールドで［ス
キャン参照 ID別にスキャンをインポー

ト］を選択します。

使用可能なスキャンのリストを取得す

るには、［スキャンを選択］ボタンをクリッ

クする必要があります。
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詳細設定

設定 説明 例

プロキシを有効にする プロキシサーバーを使用するかどうかを

指定します。

プロキシユーザー プロキシサーバーで認証するための

ユーザー名。

john_doe@example.com

プロキシのパスワード プロキシサーバーでプロキシユーザーを

認証するためのパスワード。

プロキシサーバー プロキシサーバーのホスト名または IP
アドレス。

206.174.193.116

プロキシのポート プロキシサーバーが実行されている

ポート。
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QuickBooksへの接続

QuickBooksはオンライン会計ソフトウェアであり、請求書の作成、費用の管理、取引詳細情報の分析

が可能になります。QuickBooksデータコネクターを使用して、組織のQuickBooksデータをインポートで

きます。

メモ

QuickBooksデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供され

ています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメント

を参照してください。

作業を開始する前に
QuickBooksに接続するには、QuickBooksアカウントに接続するための資格情報を収集する必要があ

ります。

接続の前提条件の収集については、組織のQuickBooks管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からQuickBooksのサポートにお問い合わせください。

QuickBooks接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、QuickBooks を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。
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6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

QuickBooksへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

QuickBooksの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、QuickBooksに接続するには、保存

したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。QuickBooksからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
QuickBooksデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、QuickBooksに対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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QuickBooks Onlineへの接続

QuickBooks Onlineは中小企業向けのクラウドベースの会計ソリューションです。QuickBooks Online
データコネクターを使用して、組織のQuickBooks Onlineデータをインポートできます。

メモ

QuickBooks Onlineデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって

提供されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているド

キュメントを参照してください。

作業を開始する前に
QuickBooks Onlineに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l サンドボックスアカウントを使用しているかどうか
l OAuth承認サーバーにアプリケーションを登録するときに割り当てられるクライアント IDおよびクライ

アント シークレット

接続の前提条件の収集については、組織のQuickBooks Online管理者に支援を仰いでください。管

理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からQuickBooks Onlineのサポートにお問い

合わせください。

QuickBooks Online接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、QuickBooks Online を選択

します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

QuickBooks Onlineへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

QuickBooks Onlineの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、QuickBooks Onlineに接続

するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。QuickBooks Onlineからデータをインポートする方法については、"データアクセ

スウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
QuickBooks Onlineデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。

接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存

の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、QuickBooks Onlineに対応する省

略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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QuickBooks POSへの接続

QuickBooks Point of Sale (POS)は中小企業向けのPOSシステムであり、ユーザーは売上、顧客を追

跡し、在庫を管理できます。QuickBooks POSデータコネクターを使用して、組織のQuickBooks POS
データをインポートできます。

メモ

QuickBooks POSデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提

供されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているド

キュメントを参照してください。

作業を開始する前に
QuickBooks POSに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l リモート コネクターのURL
l リモート コネクターに接続するための資格情報

接続の前提条件の収集については、組織のQuickBooks POS管理者に支援を仰いでください。管理

者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からQuickBooks POSのサポートにお問い合わ

せください。

QuickBooks POS接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、QuickBooks POS を選択し

ます。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

QuickBooks POSへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

QuickBooks POSの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、QuickBooks POSに接続する

には、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。QuickBooks POSからデータをインポートする方法については、"データアクセス

ウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
QuickBooks POSデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接

続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の

接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、QuickBooks POSに対応する省略

記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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RESTサービスへの接続

REpresentational State Transfer (REST)は、Web上のコンピューターシステム間の通信を標準化する

ためのアーキテクチャスタイル。Rest-compliantまたはRESTfulシステムは簡単に相互通信できます。

GET メソッドを使用するエンドポイントをヒットすると、 RESTfulシステムから Analyticsにデータを読み込

むことができます。データをリソースに送信するために設計されたPOSTや PUT等の他のタイプのHTTP
接続はサポートされていません。

注意

Analytics 15では、REST コネクターが強化され、その他の認証方法がサポートされるよ

うになりました。また、対応する接続フィールドも更新されます。ただし、アップグレードする

と、前のバージョンのスクリプトは動作しません。Analytics 15バージョンにアップグレードす

る場合は、コネクターを再構成し、RESTfulシステムに接続する必要があります。ロボッ

トまたはAnalytics Exchangeエンジンで前のバージョンのRESTコネクタースクリプトを

実行している場合は、Analytics 15にアップグレードした後に、再構成したスクリプトを

アップロードする必要があります。

作業を開始する前に
AnalyticsをRESTfulシステムに接続するには、次の項目が必要です。

l 接続するRESTfulシステムのURIエンドポイント。
l そのシステムの接続資格情報 (必要な場合 )。場合によっては、ユーザー名とパスワードです。一

部のシステムはOAuthなどのより実質的な資格情報を使用します。必要な資格情報がわからな

い場合は、御社のRESTサービスの管理者にお問い合わせください。管理者から支援を得られな

い場合は、接続するシステムのサポート サービスにお問い合わせください。

REST接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、RESTを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。
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RESTの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、RESTに接続するには、保存したこの接続

を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。RESTからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

URI RESTful リソースのUniform
Resource Identifier( URI)また

は絶対ファイルパス

https://jsonplaceholder.typicode.com/users/

書式 データがXMLまたは JSON形

式かどうかを指定します。

JSON

承認タイ

プ

認証で使用されるスキーム。

使用可能な認証タイプは次の

とおりです。

o 認証なし – ドライバーは認

証を使用しません。
o API キー – ドライバーはAPI

キーを使用して認証しま

す。
o ベアラートークン – ドライ

バーはベアラートークンを

使用して認証します。
o 基本認証 – ドライバーは

ユーザー名とパスワードによ

る基本認証を使用しま

す。
o OAuth 1.0 – ドライバーは

OAuth 1.0を使用して認

証します。
o OAuth 2.0 – ドライバーは

OAuth 2.0を使用して認

証します。

認証なし

キー 認証する APIを指定します。

［承認タイプ］フィールドで［API
キー］を選択すると、このフィー

ルドが有効になります。

値 このフィールドの値は、サー

バーで認証するために入力

APIキーとともに使用されま
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設定 説明 例

す。

［承認タイプ］フィールドで［API
キー］を選択すると、このフィー

ルドが有効になります。

追加先 要求ヘッダーまたはクエリパラ

メーターで APIキーと値のペア

を追加するかどうかを指定しま

す。

ヘッダー

トークン サーバーで認証するためのベア

ラートークンを指定します。

トークンは、要求ヘッダーに含

まれる JSONWeb Token
( JWT)などのアクセスキーに

することができます。

［承認タイプ］フィールドで［ベア

ラートークン］を選択すると、こ

のフィールドが有効になりま

す。

ユーザー RESTデータソースに接続する

ために使用されるユーザー名。

［承認タイプ］フィールドで［基
本認証］を選択すると、この

フィールドが有効になります。

jgibbons

パスワード RESTデータソースに接続する

ために使用されるユーザー名

のパスワード。

［承認タイプ］フィールドで［基
本認証］を選択すると、この

フィールドが有効になります。

OAuth承

認 URL
OAuthサービスの承認 URL。 https://login.example.com/services/oauth2/authorize

OAuthア

クセストー

クン

OAuthアクセストークンを取

得するURL。OAuth 1.0で

は、このURLで承認された要

求トークンがアクセストークンと

交換されます。

https://login.example.com/services/oauth2/access

OAuth要

求トークン

URL

要求トークンを取得する

URL。
https://login.example.com/services/oauth2/token

OAuthク

ライアント

Id

クライアント IDは、OAuth承

認サーバーにRESTデータ

ソースを登録するときに割り当

ZYDPLLBWSK3MVQJSIYHB1OR2JXCY0X2C5UJ2QAR2MAAIT5Q
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設定 説明 例

てられます。

OAuthク

ライアント

シークレッ

ト

クライアント シークレットは、

OAuth承認サーバーにREST
データソースを登録するときに

割り当てられます。

OAuth更

新トークン

URL

OAuth トークンを更新する

URL。OAuth 2.0では、古いア

クセストークンの有効期限が

切れたときに、このURLで、更

新トークンが新しいアクセス

トークンと交換されます。

https://login.example.com/services/oauth2/refresh

OAuth付

与タイプ

OAuthフローの付与タイプ。使

用可能なオプションは次のとお

りです。

o CODE

o CLIENT

o PASSWORD

CODE

URLコー

ルバック

認証時に戻るOAuthコール

バックURL。この値は、アプリ

設定で指定するコールバック

URLと一致する必要がありま

す。

https://www.example.com/api/billing/123

詳細設定

設定 説明 例

カスタムヘッダー このプロパティは、Content-Typeや

Fromなど、他のプロパティから作成さ

れたHTTP要求ヘッダーに追加され

るHTTPヘッダーの文字列に設定す

ることができます。

ヘッダーの形式は、HTTP仕様の規

定に従い、"header: value"にする必

要があります。各ヘッダーは独自の行

に入ります。

このオプションは慎重に使用してくだ

さい。無効なヘッダーが含まれる場

合、HTTP要求が失敗することがあり

ます。このプロパティは、専用または非

標準 APIと統合するために、微調整

する際に有用です。

Content-Type: text/html; charset=utf-8

Connection: keep-alive
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設定 説明 例

カスタムURLパラ

メーター

要求に含まれるカスタムクエリ文字

列。パラメーターはクエリ文字列として

エンコードされる必要があります。クエ

リ文字列の値はURLでエンコードさ

れる必要があります。

field1=value1&field2=value2&field3=value3

アクセス鍵 AWSアカウント アクセス鍵。この値に

は、AWSセキュリティ資格情報ペー

ジからアクセスできます。

AKIAIOSFODNN7EXAMPLE

秘密鍵 AWSアカウント シークレット キー。こ

の値には、AWSセキュリティ資格情

報ページからアクセスできます。

wJalrXUtnFEMI/K7MDENG/bPxRfiCYEXAMPLEKEY

地域 Amazon Web Servicesのホスト地

域。

NORTHERNCALIFORNIA

その他 特定の使用例でのみ必要な非表示

のプロパティ。通常、何も入力する必

要がありません。セミコロン区切りで

複数のプロパティを指定します。

キャッシュ構成

o CachePartial=True –列のサブ

セットのみをキャッシュに保存しま

す。これはクエリで指定できます。
o QueryPassthrough=True –指

定されたクエリを、ドライバーの

SQLパーサーを使用する代わり

に、キャッシュデータベースに渡しま

す。

統合と形式

o SupportAccessLinkedMode –
Accessのリンクモードでは、ほと

んどのデータソースが複数 IDクエ

リをサポートしないため、一般的

に、常にキャッシュを使用すること

をお勧めします。ただし、Access
でドライバーを使用せず、リンク

モードで使用する場合、このプロ

パティを Falseに設定し、特定の

テーブルに対する SELECT *クエ

リのキャッシュの使用を回避する

必要があります。
o DefaultColumnSize –データソー

スがメタデータで列長を提供しな

いときに、文字列フィールドのデ

フォルト長を設定します。デフォル

ト値は 2000です。
o ConvertDateTimeToGMT –コン

ピューターのローカル時刻の代わり

に、日付時刻値をGMT (UTC)

CachePartial=True; QueryPassthrough=True
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設定 説明 例

に変換するかどうか。
o RecordToFile=filename –基本

のソケット データ転送を指定され

たファイルに記録します。

OAuthプロパティ

o InitiateOAuth –このプロパティを設

定すると、接続するときに、プロセ

スを開始して、OAuthアクセス

トークンを取得または更新しま

す。次のオプションを使用できま

す。

l OFF – OAuthフローが完全に

自分によって処理されることを

示します。

OAuthAccessTokenは認証

で必要です。

l GETANDREFRESH – OAuth
フロー全体がドライバーによって

処理されることを示します。現

在、トークンが存在しない場

合、ブラウザー経由で確認す

ることで取得します。トークンが

存在する場合は、必要に応じ

て更新されます。

l REFRESH – ドライバーが

OAuthAccessTokenの更新の

みを処理することを示します。

ブラウザー経由で認証するよう

にドライバーによって確認され

ることはありません。最初に

OAuthAccessToken と

OAuthRefreshTokenの取得

を処理する必要があります。

o OAuthSettingsLocation –
InitiateOAuthが trueに設定され

ているときに、OAuth値が保存さ

れる設定ファイルの場所。

InitiateOAuthが有効な場合、ド

ライバーはOAuth値を設定ファイ

ルに保存し、OAuth接続プロパ

ティを手動で入力するようにユー

ザーに要求することを回避しま

す。OAuthセッションが期限切れ

になると、InitiateOAuthが設定さ

れていれば、ドライバーは自動的

に新しいアクセストークンを取得し

ます。InitiateOAuthが有効で、

OAuthSettingsLocationが定義さ

れていない場合、ドライバーはデ

フォルト設定ファイルの
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設定 説明 例

%AppData%\CData\REST Data
Provider\OAuthSettings.txt
( Windows)を使用します。

macOSでは、このファイルは

~/Library/Application
Support/CData/REST Data
Provider/OAuthSettings.txtにあ

ります。Linuxでは、

~/cdata/.configです。

o OAuthAcccessToken –
OAuthAccessTokenは、認証処

理の一部としてOAuthサーバー

から取得します。アクセストークン

には、サーバー依存のタイムアウト

があり、要求間で再利用できま

す。アクセストークンは、ユーザー

名とパスワードの代わりに使用さ

れます。アクセストークンは、サー

バーで課すことによって、資格情

報を保護します。

o OAuthAccessTokenSecret –
OAuthAccessTokenSecretは、

認証処理の一部として、OAuth
サーバーから取得されます。

OAuthAccessTokenを使用し、

タイムアウトするまで、複数の要

求を使用できます。

o OAuthRefreshToken –
OAuthRefreshTokenプロパティ

は、OAuth認証を使用するとき

に、OAuthAccessTokenを更新

するために使用されます。

データモデル JSONまたはXML ドキュメントを解

析し、メタデータを生成するときに使

用するデータモデルを指定します。

o ドキュメント – ドキュメントごとの行

を表す単一テーブルが返されま

す。このデータモデルでは、ネスト

されたドキュメント (オブジェクト配

列 )は平坦化されず、集計として

返されます。XPath値が明示的

に指定されていない場合、ドライ

バーは検出された最上位のドキュ

メント (オブジェクト配列 )を XPath
として特定し、使用します。

o FlattenedDocuments – JSONま

たはXMLファイルの使用可能な

ドキュメントのJOINを表す単一

テーブルが返されます。このデータ

モデルでは、ネストされたXPath

ドキュメント
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設定 説明 例

値はSQL JOINと同じ方法で機

能します。また、ネストされた兄弟

XPath値 (同じ高さの子パス)は、

SQL CROSS JOINとして処理さ

れます。明示的に指定されない

場合、ドライバーは、JSONまたは

XMLファイルを解析し、使用可能

なドキュメント (ネストされたドキュ

メントを含む)を特定して、使用

可能な XPath値を特定します。
o 関係 –複数のテーブルが返されま

す。各 XPathの1つが指定され

ます。このデータモデルでは、ネス

トされたドキュメント (オブジェクト

配列 )が、関係テーブルおよび主

キー、外部キーとして返されます。

明示的に指定されない場合、ド

ライバーは、JSONまたはXML
ファイルを解析し、使用可能なド

キュメント (ネストされたドキュメン

トを含む)を特定して、使用可能

な XPath値を特定します。

データソース このプロパティは、REST リソースの場

所のURIを指定します。

s3://remotePath/file.json

平坦化された配列 デフォルトでは、配列でネストされたオ

ブジェクトは、JSONまたはXMLの文

字列として返されます。

FlattenArraysプロパティを使用して、

ネストされた配列の要素を固有の列

に平坦化できます。FlattenArrays
を、ネストされた配列から返す要素

数に設定します。

FlattenArraysを -1に設定すると、ネ

ストされた配列のすべての要素を平

坦化します。

1

平坦化されたオブ

ジェクト

FlattenObjectsを trueに設定する

と、オブジェクト プロパティを固有の列

に平坦化します。そうでない場合、配

列でネストされたオブジェクトは、

JSONまたはXMLの文字列として返

されます。

true

JSON形式 JSON ドキュメントの形式を指定しま

す。

JSON

生成されたスキー

マファイル

解析されたドキュメントからスキーマ

ファイル (RSD)を生成するかどうかを

指定します。

o Never –スキーマファイル (RSD)

Never
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設定 説明 例

は生成されません。
o OnUse –テーブルのスキーマファイ

ル (RSD)が存在しない場合、初

めてテーブルが参照されるときに、

スキーマファイル (RSD)が生成さ

れます。
o OnStart –現在スキーマファイル

(RSD)がないテーブルに対して、

接続時に、スキーマファイル

(RSD)が生成されます。

このプロパティは、Format、URI、
XPath、および Location とともに使用

されます。

XPath XML/JSON ドキュメント内の同じ高さ

で繰り返す要素のPath( JSON ド

キュメントを複数の行に分割するのに

使用されます)。

複数のパスは、セミコロン区切りのリス

トで指定できます。DataModel設定

では、テーブルを作成し、データを表

示するためにXPath値がどのように

使用されるのかを構成できます。

$.store.book[0].title

Kerberos Keytab
ファイル

Kerberosプリンシパルと暗号化され

た鍵の組み合わせを含むKeytabファ

イル。

/path_to_keytab_file/filename.keytab

Kerberos SPN Kerberos ドメインコントローラーで

サービスプリンシパル名 ( SPN)が認

証しているURLと同じでない場合、

このプロパティを使用して、SPNを設

定します。

HTTP/TimeOffWebPortal

行スキャン深さ テーブルの列を動的に決定するときに

スキャンする行数。スキーマ( RSD)
ファイルがテーブルで使用できないとき

( GenerateSchemaFilesを使用する

ときなど)には、列が動的に決定され

ます。値が大きいと、要求が長くなり

ますが、より正確になります。

この値を 0(ゼロ)に設定すると、文書

全体が解析されます。

100

SSLサーバー証明

書

TLS/SSL接続を使用している場合

は、このプロパティを使用して、サー

バーから許可される TLS/SSL証明

書を指定できます。コンピューターから

信頼されない他の認定書はすべて

拒否されます。

指定されていない場合は、コンピュー

o -----BEGIN CERTIFICATE-----
MIIChTCCAe4CAQAwDQYJKoZIhv......Qw== -----
END CERTIFICATE-----

o C:\cert.cer
o -----BEGIN RSA PUBLIC KEY-----

MIGfMA0GCSq......AQAB -----END RSA PUBLIC
KEY-----

o ecadbdda5a1529c58a1e9e09828d70e4
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設定 説明 例

ターが信頼するすべての証明書が許

可されます。

'*'を使用すると、すべての証明書を

許可することを示します(セキュリティ

の問題のため推奨されません)。

o 34a929226ae0819f2ec14b4a3d904f801cbb150d

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。

一部のODBCツールでは、主キー列

の長さが特定の値を超えることができ

ません。このプロパティでは、ODBC ド

ライバーが主キー列のすべての報告さ

れた列を無効にします。Microsoft
Access Linkedデータソースとして

ODBC ドライバーを使用するときに

は、特に注意してください。

LimitKeySizeを 0に接続すると、

キー長が元の長さに戻ります。

255

Long Varcharに
マッピング

このプロパティは、列がSQL_
LONGVARCHAR として返されるかど

うかを制御します。

一部のアプリケーションでは、特定の

文字数よりも大きいすべてのテキスト

データを SQL_LONGVARCHAR とし

て報告する必要があります。これを使

用すると、指定されたサイズよりも大

きい列をマッピングし、SQL_
VARCHARではなく、SQL_
LONGVARCHAR として報告されま

す。

-1

WVarcharにマッピ

ング

このプロパティは、文字列タイプを

SQL_VARCHARではなく、SQL_
WVARCHARにマッピングするかどう

かを制御します。デフォルトで設定さ

れます。

true

擬似列 擬似列を列としてテーブルに含めるか

どうかを指定します。

この設定は、テーブル列ではない場

合に、擬似列の値を設定できない

Entity Frameworkで特に有用です。

アスタリスク( *)文字を使用すると、す

べてのテーブルとすべての列を含める

ことができます。例：*=*

Table1=Column1, Table1=Column2, Table2=Column3

大文字の ID すべての IDを大文字で報告します。

これはOracleデータベースのデフォル

トであるため、Oracle Database

false
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設定 説明 例

GatewayなどのOracleツールとの統

合に適しています。

プロキシ認証ス

キーム

この値は、ProxyServerおよび

ProxyPortで指定されたHTTPプロ

キシで認証するために使用する認証

タイプを指定します。

ドライバーはデフォルトでシステムプロ

キシ設定を使用し、さらなる構成は

必要ありません。別のプロキシに接続

する場合は、ProxyAutoDetectを
falseに設定し、ProxyServer と
ProxyPortも falseに設定する必要

があります。認証するには、

ProxyAuthSchemeを設定し、必要

に応じて、ProxyUser と
ProxyPasswordを設定します。

認証タイプは次のいずれかにすること

ができます。

o BASIC –HTTP BASIC認証を実

行します。
o DIGEST – HTTP DIGEST認証

を実行します。
o NONE
o NEGOTIATE –認証に適したプロ

トコルに基づき、NTLMまたは

Kerberos トークンを取得します。
o NTLM
o PROPRIETARY – NTLMまたは

Kerberos tokenを生成しません。

HTTP要求の承認ヘッダーでこの

トークンを指定する必要がありま

す。

BASIC

プロキシ自動検出 システムプロキシ設定を使用するかど

うかを指定します。ProxyAutoDetect
を FALSEに設定すると、カスタムプ

ロキシ設定を使用します。これは他の

プロキシ設定よりも優先されます。

true

プロキシユーザー ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるユーザー名。

jgibbons

プロキシのパスワー

ド

ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるパスワード。

UsaPhone897Batteries!Tokyo

プロキシサーバー HTTP トラフィックをルーティングするプ

ロキシのホスト名または IPアドレス。

192.168.1.100

プロキシのポート ProxyServerプロキシが実行されてい

る TCPポート。

80
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設定 説明 例

プロキシ SSLタイプ ProxyServerプロキシに接続するとき

に使用する SSLタイプ。

o AUTO –デフォルト設定。URLが

HTTPS URLの場合、TUNNEL
オプションを使用します。URLが

HTTP URLの場合、コンポーネン

トはNEVERオプションを使用しま

す。
o ALWAYS –接続は常にSSL有

効です。
o NEVER –接続はSSL有効では

ありません。
o TUNNEL –接続はトンネルプロキ

シ経由です。プロキシサーバーは

リモート ホストへの接続を開き、ト

ラフィックはプロキシ経由で前後し

ます。

AUTO

プロキシ例外 プロキシサーバー経由での接続から

除外されるホストまたは IPのセミコロ

ン区切りのリスト。

デフォルトでシステムプロキシ設定を

使用します。追加の構成は必要あり

ません。この接続のプロキシ例外を明

示的に構成する場合は、

ProxyAutoDetectを falseに設定し、

ProxyServer とProxyPortを構成す

る必要があります。認証するには、

ProxyAuthSchemeを設定し、必要

に応じて、ProxyUser と
ProxyPasswordを設定します。

172.16.254.1;192.0.2.1
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Rsamに接続する

Rsamでは、結果を保存し、必要なときに取得できる、保存された検索を作成することができます。これ

らの保存された検索を Analyticsをインポートできます。このデータを Analyticsに取り込むと、それを準

備、分析し、リザルトに移動して、データに関するストーリーボードと視覚化を作成および共有することが

できます。

インポートする前に
データを Analyticsに取り込む前に、次の要件および考慮事項に注意してください。

まずRsamを統合する

ユーザーがRsamコネクターを使用できるようにするには、Rsam管理者がRsam統合手順を実行して

おく必要があります。詳細については、RsamとDiligent HighBondおよびACL Roboticsとの統合を参

照してください。

Rsamバージョン要件

御社が使用するRsam Cloudのバージョンは 9.2.2210以降でなければなりません。前のバージョンまた

はオンプレミスエディションのRsamの場合、Analyticsは Rsam内のデータにアクセスできません。

アクセス許可

ユーザー名とパスワードで認証するか、APIキーで認証するかどうかに関係なく、Analyticsで使用できる

保存された検索は、Rsamで使用できる保存された検索と同じです。アクセスはRsamの権限とロール

に基づきます。インポートするために必要なデータにアクセスできない場合は、アクセス対象を調整する権

限を唯一持っている御社のRsam管理者にお問い合わせください。

Rsamで保存された検索を設定する

続行する前に、Analyticsに取り込む保存された検索が正しく設定されていることを確認します。この手

順のヘルプについては、Rsamのエンドユーザーヘルプおよび管理者ヘルプを参照してください。

l 必要な保存された検索を作成するか、アクセスできることを確認します。Analyticsまたは

 HighBondに取り込まれている保存された検索は、その目的でのみ作成されている必要がありま

す。既存の保存された検索を使用する場合は、コピーを作成し、そのコピーを使用します。これに

より、別のユーザーが検索を修正したり、プラットフォーム間でデータ転送を自動化するために作成

したスクリプトを誤って破損させたりできないことが保証されます。
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l Analyticsに取り込む各検索で、［HighBondプラットフォーム］オプションが選択されていることを確

認します。
l インポートが「平坦」になるように、保存された検索のグループ化を削除します。レコードをグループ

化する場合は、データを AnalyticsまたはHighBondに取り込んだ後に視覚化およびストーリー

ボードを作成するときに、そのようにします。
l インポートする前に、Rsamデータを完璧にしておく必要はありません。Analyticsでは、インポート

するデータをフィルター、クリーンアップ、結合、標準化できます。ただし、一般的に、使用可能な

最善のデータを使用し、変換を最小化することをお勧めします。少し時間をかけ、Rsamの保存さ

れた検索が必要なすべてのデータを生成し、分析に関係のないデータを省略することを保証でき

ます。このようにすると、データ準備プロセスがより簡単になります。

Analyticsが列名を決定する方法
Rsamのオブジェクトとレコードには、表示名と管理名があります。一般的には、Rsamユーザーには、そ

のプラットフォーム全体で表示名が表示されます。管理名はRsam管理者のみがRsam環境を保守す

るために使用する非表示のフィールドです。

デフォルトでは、Analyticsはフィールド名としてRsamの表示名を取得します。これはほとんどのユーザー

が表示するために使用する項目であるためです。ただし、Analyticsには厳密なフィールド名要件がありま

す。スペースと特殊文字はAnalyticsではアンダースコアに変換されます。つまり、Analyticsの列名は、

Rsamの保存された検索の列名とは正確に一致しない可能性があります。一般的に、これは問題には

なりませんが、Analyticsでの表示内容が変わる場合があります。

l 異なる物理フィールド名を使用する場合は、AnalyticsがRsamで作成する SQLクエリを変更

し、独自のフィールド名を指定できます。ただし、Analyticsフィールド名要件は適用されます。将

来、更新されたデータをインポートする場合は、このクエリを追跡する必要があります。
l デフォルトのフィールド名を使用し、実際にAnalyticsで表示される列ヘッダーを変更する場合は、

Analyticsの実際のフィールド名には影響せずに、列表示名をわかりやすい名前に変更できます。

Rsam接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Rsamを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Rsamの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Rsamに接続するには、保存したこの接続

を使用できます。
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接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Rsamからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

ホスト 接続しているRsamインスタンス。 https://training02.rsam.com/

APIアプリ名 Rsam APIアプリ名。デフォルトでは、これは「rsam_ap」
ですが、Rsamで変更できます。

rsam_api

認証方法 Rsamに接続する際に、ユーザー名とパスワードを使用

しているか、APIキーを使用しているかどうか。

パスワード

ユーザー ユーザー名とパスワードを使用してRsamで認証してい

る場合は、ここでユーザー名を入力します。

jgibbons

パスワード ユーザー名とパスワードを使用してRsamで認証してい

る場合は、ここでパスワードを入力します。

UsaPhone897Batteries!Tokyo

APIキー APIキーを使用してRsamで認証している場合は、こ

こに入力します。APIキーは各ユーザーで固有ですが、

まだない場合は、Rsam管理者がRsamで生成する

必要があります。

99141fae-4c41-4abd-ade2-
469f7d0151a4

詳細設定

設定 説明 例

日付時

刻を

GMTに

変換

インポート時に日付時刻フィールドをGMTタイムゾー

ンに変換します。日付時刻値は、falseの場合には、

Analyticsを実行するコンピューターのオペレーティング

システムタイムゾーンに変換されます。

True

次の手順
AnalyticsにRsamデータがあると、そのデータを準備して、分析するためのさまざまなオプションがありま

す。
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l 準備 – Analyticsのツールを使用して、データをクリーンアップおよび標準化して、他のソース内の

データと結合し、分析用に準備します。お手持ちのデータから、より包括的なストーリーを引き出

す方法について考えましょう。
l 御社の IT部門が置かれているリスク状況についてさらに学習しますか？
l 組織のERPシステムには、組織のRsam業者管理プログラムで管理されていない業者がいま

すか？
l 組織のHRデータベースには、Rsamのポリシー管理キャンペーンで管理されていない従業員

がいますか？
l 以上のような質問に答えるには、お手持ちのデータを収集して準備してください。詳細について

は、"分析用のデータの準備"ページ 865を参照してください。
l 分析 – Analyticsコマンドおよび関数を使用して、データを分析します。詳細については、"データ

の分析"ページ 1151を参照してください。
l エクスポート – HighBondのリザルト アプリを含む他の形式に、データをエクスポートできます。詳細

については、"データのエクスポート "ページ 210と "HighBondのリザルト アプリへの例外のエクスポー

ト "ページ 216を参照してください。
l 自動化 –スクリプトを作成し、HighBondのロボット アプリを使用して、データのインポート、集計、

リザルトへのエクスポートなどの繰り返しタスクを自動化できます。時間と共にRsam(およびその

他 )のデータが変化しても、HighBondのストーリーボードにもそれらの変化が自動的に反映される

ようになっています。
l 視覚化 –データをリザルトにエクスポートしたら、リザルトを使ってわかりやすい視覚化を作成しま

す。視覚化は、ストーリーボードに変換して、社内の他のユーザーと簡単に共有することができま

す。
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RSS/ATOMへの接続

Really Simple Syndication(RSS)およびAtomは、Webサイト上でニュースや記事を公開するために使

用される XMLベースの書式 /フィード言語です。RSS/ATOMデータコネクターを使用して、RSS/ATOM
データをインポートできます。

作業を開始する前に
RSS/ATOMに接続するには、以下を収集する必要があります。

l フィード タイプがRSSまたはAtomかどうか
l フィードのURI

接続の前提条件の収集については、組織のRSS/ATOM管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からRSS/ATOMのサポートにお問い合わせください。

RSS/ATOM接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、RSS/ATOMを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

RSS/ATOMの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、RSS/ATOMに接続するには、保存

したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。RSS/ATOMからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。
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接続設定

基本設定

設定 説明 例

種類 フィードの種類を指定します。使用可

能なオプションは次のとおりです。

o RSS

o ATOM

RSS

URI フィード リソースの場所のUniform
Resource Identifier (URI)。

これはHTTPソースまたはファイルにす

ることができます。

詳細設定

設定 説明 例

認証スキーム HTTP認証で使用されるスキームを指

定します。使用可能なオプションは次

のとおりです。

o NTLM - Windows資格情報で認

証します。
o BASIC HTTP基本認証を使用し

ます。
o DIGEST HTTP DIGEST認証を使

用します。
o NONE匿名認証を使用します。た

とえば、公開サイトへのアクセスの目

的です。
o KERBEROSDELEGATION

Kerberosプロトコル経由で委任を

使用します。なりすますアカウントの

ユーザーとパスワードを設定します。

NONE

認証トークン HTTP要求の有効期間を特定するた

めに認証で使用されるトークン。

接続で設定された認証トークンは、要

求変数「@authtoken」としてHTTP
サーバーで投稿されます。

ユーザー 接続を認証するためのユーザー名。

パスワード 接続を認証するためのユーザー名のパ
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設定 説明 例

スワード。

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。 255

Long Varcharにマッピング このプロパティは、列がSQL_
LONGVARCHAR として返されるかどう

かを制御します。

-1

WVarcharにマッピング このプロパティは、文字列タイプを

SQL_VARCHARではなく、SQL_
WVARCHARにマッピングするかどうか

を制御します。

擬似列 この値は、擬似列を列としてテーブルに

含めるかどうかを指定します。

この接続設定の値は、

"Table1=Column1, Table1=Column2,
Table2=Column3"の形式です。

SSLサーバー証明書 SSLを使用して接続するときにサー

バーから許可される必要がある証明

書。

次のいずれかを使用できます。

o 完全な PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5またはSHA1サムプリント (ス

ペースまたはコロンで 16進数値を

区切ることができます)

コンピューターから信頼されない他の認

定書はすべて拒否されます。

日付時刻をGMTに変換 インポート時に日付時刻フィールドを

GMTタイムゾーンに変換します。このオ

プションが無効な場合、日付時刻値

は、Analyticsを実行するシステムのオ

ペレーティングシステムタイムゾーンに

変換されます。

プロキシ認証スキーム プロキシサーバーで認証するために使

用する認証スキームを指定します。使

用可能なオプションは次のとおりです。

o BASIC - HTTP BASIC認証を実

行します。
o NONE - ドライバーは接続を認証し

ません。
o DIGEST - HTTP DIGEST認証を

実行します。
o NEGOTIATE -認証に設定された

BASIC
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設定 説明 例

プロトコルに基づき、NTLMまたは

Kerberos トークンを取得します。
o PROPRIETARY - NTLMまたは

Kerberos トークンを生成しません。

HTTP要求の承認ヘッダーでこの

トークンを指定する必要がありま

す。

プロキシ自動検出 システムプロキシ設定を使用するかどう

かを指定します。このオプションに設定

された値は他のプロキシ設定よりも優

先されます。このため、カスタムプロキシ

設定を使用する場合は、このオプション

を無効にしてください。

プロキシユーザー プロキシサーバーで認証するための

ユーザー名。

プロキシのパスワード プロキシサーバーでプロキシユーザーを

認証するためのパスワード。

プロキシサーバー HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。

プロキシのポート プロキシサーバーが実行されている

TCPポート。

プロキシ SSLタイプ ProxyServerプロキシに接続するときに

使用する SSLタイプ。使用可能なオプ

ションは次のとおりです。

o AUTO - URLがHTTPS URLの場

合、TUNNELオプションを使用しま

す。URLがHTTP URLの場合、コ

ンポーネントはNEVERオプションを

使用します。
o ALWAYS -接続は常にSSLが有

効です。
o NEVER -接続はSSLが有効では

ありません。
o TUNNEL -接続はトンネルプロキシ

経由です。

このオプションは、プロキシ サーバーの値

を入力するときにのみ有効です。

AUTO
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Sage 50 UKへの接続

Sage 50 UKは会計管理ソフトウェアであり、財務データの処理、外貨での取引、請求書および顧客の

管理で使用されます。Sage 50 UKデータコネクターを使用して、組織のSage 50 UKデータをインポー

トできます。

メモ

Sage 50 UKデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供され

ています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメント

を参照してください。

作業を開始する前に
Sage 50 UKに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l Sage 50 UK SDataサービスのURL
l Sage 50 UKアカウントに接続するための資格情報
l 使用される認証スキーム

接続の前提条件の収集については、組織のSage 50 UK管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からSage 50 UKのサポートにお問い合わせください。

Sage 50 UK接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Sage 50 UK を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Sage 50 UKへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Sage 50 UKの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Sage 50 UKに接続するには、保存

したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Sage 50 UKからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Sage 50 UKデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Sage 50 UKに対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Sage Cloud Accountingへの接続

Sage Cloud Accountingはクラウドベースの会計ソフトウェアであり、支払い、請求書、給与、および税

金を管理します。Sage Cloud Accountingデータコネクターを使用して、組織のSage Cloud
Accountingデータをインポートできます。

メモ

Sage Cloud Accountingデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataに

よって提供されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されて

いるドキュメントを参照してください。

作業を開始する前に
Sage Cloud Accountingに接続するには、Sage Cloud Accountingサーバーの接続詳細情報を収集す

る必要があります。

接続の前提条件の収集については、組織のSage Cloud Accounting管理者に支援を仰いでください。

管理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からSage Cloud Accountingのサポートに

お問い合わせください。

Sage Cloud Accounting接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Sage Cloud Accounting を

選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。

654

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

http://cdn.cdata.com/help/GAF/odbc/Connection.htm
https://www.diligent.com/ja-jp/


5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Sage Cloud Accountingへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Sage Cloud Accountingの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Sage Cloud
Accountingに接続するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Sage Cloud Accountingからデータをインポートする方法については、"データア

クセスウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Sage Cloud Accountingデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできませ

ん。接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既
存の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Sage Cloud Accountingに対

応する省略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。

655

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


Sage Intacctへの接続

Sage Intacctは中小企業向けのクラウドベースの財務管理および会計ソフトウェアです。Sage Intacct
データコネクターを使用して、組織のSage Intacctデータをインポートできます。

メモ

Sage Intacctデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供され

ています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメント

を参照してください。

作業を開始する前に
Sage Intacctに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l Sage Intacctで認証するユーザーの会社 ID
l Sage Intacctに接続するためのURL
l Sage Intacctアカウントに接続するための資格情報
l Sage Intacctに割り当てられたWeb Services SenderIDとパスワード

接続の前提条件の収集については、組織のSage Intacct管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からSage Intacctのサポートにお問い合わせください。

Sage Intacct接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Sage Intacct を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Sage Intacctへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Sage Intacctの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Sage Intacctに接続するには、保存

したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Sage Intacctからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Sage Intacctデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Sage Intacctに対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Salesforceへの接続

Salesforce.comはクラウドのカスタマーリレーションシップマネジメント ( CRM)プラットフォームです。

Salesforceデータコネクターを使用して、Salesforceデータをインポートできます。

メモ

Analyticsは任意のコネクターとしてSalesforceを提供します。データアクセスウィンドウ

でこのコネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選択さ

れていないことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターと

Pythonエンジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に

Salesforceの資格情報

Salesforceに接続するには、以下を収集する必要があります。

l Salesforceのユーザー名
l Salesforceのパスワード
l セキュリティトークン

メモ

セキュリティトークンを必要とする接続もあれば、必要としない接続もあります。セ

キュリティトークンは、それがないと接続が失敗する場合に限って必要です。

接続の前提条件の収集については、組織のSalesforce管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からSalesforceのサポートにお問い合わせください。

SalesforceのAPIおよびエディション

このコネクターでは、SalesforceのAPIを使ってデータにアクセスするため、あなたまたは社内の

Salesforce管理者は、あなたが接続を行う前に、Salesforceを使って会社およびユーザーアカウントが

API にアクセスできるようにしておく必要があります。また、あなたは以下のSalesforceエディションのいず

れかを持っている必要があります。

l Developer Edition
l Professional Edition
l Enterprise Edition
l Unlimited Edition
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メモ

あなたがSalesforceの既存のユーザーで、アカウントをこれらのエディションのいずれかに

アップグレードしたい場合は、Salesforceの顧客担当者にお問い合わせください。

Salesforce接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Salesforceを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Salesforceの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Salesforceに接続するには、保存した

この接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Salesforceからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンド

ウの作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

ユーザー サーバーで認証する Salesforceアカウ

ントのユーザー名。

パスワード Salesforceサーバーで認証するために

使用される Salesforceアカウントのパ

スワード。

セキュリティトークン Salesforceアカウントへのアクセスを認

証するセキュリティトークン。

セキュリティトークンを取得するには、プ

ロファイル情報に移動し、セキュリティ

トークンをリセットします。パスワードがリ

セットされた場合は、セキュリティトーク

ンもリセットする必要があります。
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設定 説明 例

プロキシサーバー HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。

ドライバーは、HTTP、Windows
(NTLM)、またはKerberos認証タイプ

を使用して、HTTPプロキシで認証でき

ます。

プロキシのポート HTTP トラフィックをリダイレクトする、

HTTPプロキシが実行されているポー

ト。

80

プロキシユーザー ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるユーザー名。

プロキシのパスワード ProxyServerプロキシでプロキシユー

ザーを認証するためのパスワード。

詳細設定

設定 説明 例

サンドボックスのURLへの接続を有効

化

Salesforceサンドボックスアカウントに

接続するかどうかを指定します。

false

サンドボックスのURL

SSLサーバー証明書 TLS/SSLを使用して接続するときに

サーバーから許可される証明書。

次のいずれかを使用できます。

o 完全な PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5またはSHA1サムプリント (ス

ペースまたはコロンで 16進数値を

区切ることができます)

コンピューターから信頼されない他の認

定書はすべて拒否されます。

WVarcharにマッピング 文字列型を SQL_VARCHARではな

く、SQL_WVARCHARにマッピングする

かどうかを指定します。デフォルトで設

定されます。

文字列を SQL_WVARCHARにマッピ

ングし、さまざまな国際文字セット格納

するため、MapToWVarcharはデフォル

トで trueに設定されています。falseに

true
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設定 説明 例

設定すると、SQL_VARCHARを使用

できます。
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SAPへの接続

SAPはエンタープライズビジネススイートであり、広範囲のビジネスプロセスを管理します。組織のSAP
データをインポートするには、ACLコネクターを使用します。

メモ

SAPコネクター、および必要に応じてSNC( Secure Network Communications)および

SSO(シングルサインオン)を設定するには、適切なレベルの技術的な知識を有する作

業者が必要です。詳細については、"ACLコネクター( SAP)の設定"ページ 672を参照し

てください。

SAPコネクターを使用するには、基本的な Analyticsサブスクリプションの他に、追加の

サブスクリプション資格が必要です。必要なサブスクリプション資格がない場合は、SAP
に接続できません。

SAPコネクターサブスクリプションについては、担当者に問い合わせてください。

互換性がある SAPシステム
ACL コネクター( SAP)は次のSAPシステムで使用できます。

l S/4HANA
l SAP HANAを含むすべてのサポートされているデータベースプラットフォームで実行されている次の

システムのすべての強化レベル

l SAP ERP 6.0 (ECC 6.0)
l SAP CRM 7.0
l SAP SRM 7.0
l SAP SCM 7.0
l SAP EWM 7.0

SAP接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、SAPを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接
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続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

SAPの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、SAPに接続するには、保存したこの接続を

使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。SAPからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの作

業"ページ 376を参照してください。

接続設定

メモ

SAPコネクターの必要な設定については、組織のSAP Basis管理者にお問い合わせく

ださい。

SAP システムとSecure Network Communications (SNC)
組織のSAPシステムでは、Secure Network Communications (SNC)が有効な場合があります。これに

より、SAPの異なるコンポーネント間の暗号化された通信と、シングルサインオンを使用したユーザー認

証が可能になります。

SNCはSAPシステムのソフトウェアレイヤーであり、外部セキュリティ製品と統合することで、基本 SAP
セキュリティを拡張することができます。

シングルサインオンの有無に関係なく、SNCを使用している場合は、ACL Connector for SAPで追加の

設定が必要です。

基本設定

設定 説明 例

あらかじめ読み込まれたSAPシス

テム

省略可能

次のSAP GUI構成ファイルのいずれか

で指定された接続設定のSAPシステム

の名前：

o SAPUILandscape.xml
o saplogon.ini

あらかじめ読み込まれたSAPシステムを

選択する場合、SAP GUI構成ファイル

の値により、さまざまな他のSAP接続

設定が自動的に入力されます。

SAP GUI 構成ファイルのデフォルトの場

所：

C:\Users\<
username
>\AppData\Roaming\SAP\Common

PHR - Production Human Resources
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設定 説明 例

両方の構成ファイルが..\SAP\Common
フォルダーにある場合、

SAPUILandscape.xmlが優先されま

す。

サーバー SAPシステムのホスト名または IPアドレ

ス。

o phr-1.example.com
o 52.202.133.148

クライアント SAPシステム内のクライアントを特定す

る 3桁のコード。

クライアントは、SAPシステムのサブパー

ティションです。

800

言語 SAPシステムの言語。 EN

サーバータイプ SAPシステムでのサーバーの構成：

o NORMAL –単一のサーバー
o LOAD BALANCE –サーバーのロー

ドバランスグループ

o NORMAL
o LOAD BALANCE

インスタンス番号

[サーバータイプ = NORMAL]

SAPシステムの2桁のインスタンス番

号。

インスタンス番号は、SAPコネクターと

SAPシステム間の送受信通信で使用

されるポート番号の最後の2桁です。

詳細については、"SAPポート構成"
ページ 675を参照してください。

01

ログオングループ

[ サーバータイプ =
LOAD BALANCE ]

SAPシステムのサーバーのロードバランス

グループの名前。

ACL Production

システム Id

[ サーバータイプ =
LOAD BALANCE ]

SAPシステムの3文字の ID。 PHR

認証方法 SAPシステムで使用されるユーザー認

証の方法：

o ユーザー名とパスワード
l 標準 SAP認証方法
l 安全なネットワーク通信 ( SNC)

は無効です
o シングルサインオン

l SNCとシングルサインオン
o SNC(シングルサインオンなし)

l SNC(シングルサインオンなし)

認証方法 =ユーザー名とパスワード
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設定 説明 例

ユーザー ユーザーのSAPユーザー ID。

パスワード ユーザーのSAPパスワード。

認証方法 = SNC(シングルサインオンなし)

SNCユーザー名 ユーザーのSAP SNCユーザー ID。

SNCパスワード ユーザーのSAP SNCパスワード。

認証方法 = シングルサインオン

または

認証方法 = SNC(シングルサインオンなし)

パートナー名 通信パートナー(ターゲット名 )のSNC
名。

"p:CN=sap01.host1,
OU=Administration, O=myCompany,
C=US"

p:CN=SAPService@myCompany.com

メモ

スペースがある場合は、SNC
名を引用符で囲みます。

保護の品質 Secure Network Communications
( SNC)によって適用されるセキュリティ保

護のレベル：

o 認証 –通信パートナーの検証。追

加のデータ保護はありません。
o 完全性 –転送中のデータの変更ま

たは操作を検出します。(認証を含

む)
o プライバシー –転送中のメッセージの

暗号化。SNCによって提供されるセ

キュリティ保護の最大レベル。(完全

性と認証を含む)
o 使用可能な最大 – SAPシステムに

接続すると、使用可能な最高レベ

ルのセキュリティ保護が使用されま

す。

メタデータ機構 SAPシステムで使用される認証プロトコ

ル：

o Kerberos
o NTLM
o 個人

メカニズム=個人

ライブラリパス 外部セキュリティ製品の暗号化ライブラ C:\SNC_Cryptolib\sapcrypto.dll
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設定 説明 例

リのネットワークパス。 "C:\Security
Product\library.dll"

メモ

スペースがある場合は、ネット

ワークパスを引用符で囲み

ます。

詳細設定

設定 説明 例

通貨換算を適用

省略可能

AnalyticsへのSAPデータのイン

ポート中に通貨フィールドの自

動換算を有効にします。

詳細については、"SAPデータの

インポート中の通貨の換算"
ページ 670を参照してください。

要求ごとの最大レコー

ド数

省略可能

クエリの各部分の最大レコード

数を指定します。

5000 ～ 1,000,000の数値を指

定できます。ほとんどの場合、デ

フォルトの15,000レコードを使

用してください。

コネクターがSAPシステムを照

会するときには、すべてのレコー

ドが返されるまで、複数の要求

が作成され、バッチでレコードが

返されます。バッチが完全な

テーブルになります。

低速ネットワークでは、要求ごと

のレコード数を増やすと、コネク

ターの再接続回数が減り、SAP
コネクターのパフォーマンスが改

善される場合があります。

100000

変数文字列長

省略可能

データ型 STRINGまたは

RAWSTRINGのSAPフィール

ドの開始からインポートされる文

字数。

これらの型のフィールドには、大

量のシステム情報が最後の文

字として存在することがありま

す。この設定を使用して、イン

ポートされる文字数を制限する

ことができます。

6

STRINGフィールドの最初の6文字にのみ関心がある情報

があることを知っています。
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設定 説明 例

この設定を省略する場合、デ

フォルトの256文字が使用され

ます。

一時作業ディレクトリ 一時的にSAPデータを格納す

るディレクトリのパス。

SAPコネクターがデータを受信

するときに、一時的にローカル

保存されます。大きいテーブル

をデフォルトの保存場所である

Analytics プロジェクト フォルダー

に格納できない場合は、オー

バーフローエラーになる可能性

があります。この設定では、大き

いファイルの十分なスペースがあ

る別の一時保存場所を指定で

きます。

デフォルトの入力済み設定を使

用する場合、データは

Analytics プロジェクト フォルダー

に一時的に保存されます。

D:\SAP_temp_storage

SAPルーター

省略可能

SAPシステムがSAPルーターを

使用している場合はルーターの

接続文字列。

接続文字列の一般的な形式：

/H/host name/S/port
number/W/password(使用さ

れる場合 )

/H/saprouter.mycompany.com/S/3299

/H/saprouter.mycompany.com/S/3299/W/password

メモ

H、S、および Wは大文字でなければなりません。

SAPルーターの接続文字列の特定の形式は

異なる場合があります。

RFC 汎用モジュール

省略可能

SAPコネクタ－の基本となる

RFC F汎用モジュール。

このフィールドは空欄にします。

値はバックグラウンドで自動的に

入力されます。

将来モジュール名が変更される

場合のためにフィールドが存在

します。新しい名前は手動で指

定する必要があります。

SAPテーブルの検索
SAPへの新しい接続を作成した後、Analyticsは、データアクセスウィンドウの［使用可能なテーブル］リ
ストに、200件の共通 SAPテーブルを一覧表示します。リストをスクロールし、テーブル名をクリックして、

テーブルをステージング領域に追加します。
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使用可能なテーブルリストの検索

リストをスクロールする代わりに、テーブル名またはテーブル説明を検索する方が簡単な場合があります。

リストの上の［テーブルの検索］ボックスに検索文字列を入力できます。検索文字列には、リテラル文字と

ワイルドカード文字の両方を使用できます。

検索はリスト以外も対象とし、テーブル名のローカルキャッシュに保存された表示されない名前も検索し

ます。

［使用可能なテーブル］の検索の詳細については、"ステージング領域への1つまたは複数のテーブルの

追加"ページ 378を参照してください。

検索したテーブルが見つからない場合

検索したテーブルが［使用可能なテーブル］リストまたはテーブル名キャッシュに見つからない場合、SAP
テーブルを検索し、追加のテーブル名を取得できます。

1. ［テーブルの検索］ボックスに検索文字列を入力します。

テーブルが見つからない場合、［データベースのテーブル名を検索］ボタンが表示されます。

2. ［データベースのテーブル名を検索］をクリックします。

検索文字列と一致する SAPシステムのすべてのテーブル名が［使用可能なテーブル］リストに追

加されます。テーブル名はテーブル名キャッシュにも追加されるため、将来すぐに使用できます。

メモ

SAPデータベースの検索は、短縮 SAPテーブル名 ( ANAT、BNKAなど)のみが

対象です。テーブル説明は検索されません。

ヒント

［使用可能なテーブル］リストまたはテーブル名キャッシュから選択したテーブル名を

削除することはできません。テーブルのリストをクリーンアップするには、SAP接続を

削除して再作成します。リストは共通 SAPテーブルのみを含むように戻ります。

SAPテーブルの結合
データアクセスウィンドウのステージング領域で SAPテーブルを結合できます。SAPテーブルの結合には

次の制限があります。

l 最大 10個のテーブルを結合できる他のAnalyticsコネクターと異なり、結合できるテーブルは 8個

です。
l 内部結合および左結合はサポートされます。外部結合および右結合はサポートされません。

詳細については、"データアクセスウィンドウのテーブルの結合"ページ 388を参照してください。
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キーフィールド アイコン

キーフィールド アイコンは、ステージング領域に追加されたSAPテーブルのキーフィールドを特定します。

キーフィールド アイコンの目的は、SAPテーブルを結合するために使用できるフィールドを特定することで

す。

メモ

SAPデータを Analyticsにインポートすると、キーフィールド指定が失われ、キーフィール

ドは非キーフィールドとは異なる方法で処理されません。

SAPデータ型

ステージング領域に追加されたSAPテーブルのフィールド名に表示される型はSAPデータ型です。他の

Analytics コネクターにはAnalytics データ型が表示されます。SAPデータ型はインポート時にAnalytics 
データ型に変換されます。

SAPシステムの言語
［データ接続設定］パネルでは、接続している SAPシステムの言語を指定できます。

Analyticsでサポートされている言語

SAPシステムの言語がAnalyticsでサポートされている言語のいずれかである場合、［使用可能なテー

ブル］リストには、サポートされている言語でテーブル説明が表示されます。

Analyticsでサポートされている言語：

英語 ドイツ語 スペイン語 フランス語

中国語 日本語 ポルトガル語
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Analyticsでサポートされている言語

SAPシステムの言語がAnalyticsでサポートされている言語のいずれかである場合、［使用可能なテー

ブル］リストには、英語でテーブル説明の初期リストが表示されます。続いてSAPシステムを検索して取

得されたテーブルがシステムの言語で表示されます。結果として、［使用可能なテーブル］リストのテーブ

ル説明は、英語とSAPシステムの言語で表示されます。

メモ

短縮 SAPテーブル名 ( ANAT、BNKAなど)はすべての言語の標準です。

SAPデータのインポート中の通貨の換算
Analyticsにデータをインポート中にSAPデータの金額を自動的に換算できます。

通貨換算設定の有効化

1. SAP 接続を作成、または既存のSAP 接続を開きます。

詳細については、"SAP接続の作成"ページ 662を参照してください。

2. ［データ接続の設定］パネルで、［詳細オプションの表示］をクリックします。

3. ［通貨換算を適用］を選択します。

4. その他の必要な接続設定を指定して、［保存して接続］または［接続］をクリックします。

データテーブルと通貨キーの結合

1. 通貨データを含むSAP テーブルをステージング領域に追加します。

ステージング領域のテーブルでの作業の詳細については、"データアクセスウィンドウの作業"ペー

ジ 376を参照してください。

2. 省略可能。インポートする必要がない通貨フィールドがテーブルにあることが事前にわかっている場

合、選択解除します。

3. ［インポートのプレビュー］パネルで、［更新］をクリックします。

SAPテーブルに換算が必要な通貨データを含む選択済みのフィールドがある場合、通貨キーを含

む別のテーブルにこのテーブルを結合することを指示するメッセージが表示されます。例：

テーブル 'BSEG' のフィールド 'DMBTR' では、通貨の桁数調整要のフィールド 'WAERS'
を含むテーブル 'T001' と結合する必要があります

4. メッセージの指示に従って、2番目のテーブルを追加し、結合を作成します。

670

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


重要

結合を作成するときに左結合を選択します。

ステージング領域の結合テーブルの詳細については、"データアクセスウィンドウのテーブルの結合"
ページ 388を参照してください。

5. ［インポートのプレビュー］パネルで、もういちど［更新］をクリックします。

SAPテーブルに換算が必要な通貨データを含む別のフィールドがある場合、結合の指示を含む別

のメッセージが表示されます。

6. 指示に従って新しい結合を作成します。

7. ［更新］をクリックしてもメッセージが表示されなくなり、結合されたデータが表示されるまでこのプロ

セスを繰り返します。

8. SAPのインポートのその他の必要な構成を実行し、データを Analyticsに保存します。

詳細については、"データアクセスウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。
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ACLコネクター( SAP)の設定
ACLコネクター( SAP)を使用してSAPデータをインポートするには、いくつかの設定タスクを完了する必

要があります。

SAPシステムで次の操作を実行します。

l SAPシステム用のSAPコネクターアドオンのインストール

l SAPコネクターユーザーのSAP承認の構成

l 1つ以上のSAPサーバーでポートを構成

ACLコネクター( SAP)を使用するローカルコンピューターまたはネットワークサーバーで次の操作を実行し

ます。

l SAP GUI for Windowsのインストール

l SAP接続情報と資格情報の構成

HighBondのロボット アプリで SAPコネクターを使用できますが、組織でオンプレミスのロボット エージェン

トを使用している場合のみです。SAPコネクターは、クラウドベースのロボット エージェントで使用するよう

には構成できません。

メモ

SAPコネクター、および必要に応じてSNC( Secure Network Communications)および

SSO(シングルサインオン)を設定するには、適切なレベルの技術的な知識を有する作

業者が必要です。

SAPコネクターを使用するには、基本的な Analyticsサブスクリプションの他に、追加の

サブスクリプション資格が必要です。必要なサブスクリプション資格がない場合は、SAP
に接続できません。

SAPコネクターサブスクリプションについては、担当者に問い合わせてください。

互換性がある SAPシステム
ACL コネクター( SAP)は次のSAPシステムで使用できます。

l S/4HANA
l SAP HANAを含むすべてのサポートされているデータベースプラットフォームで実行されている次の

システムのすべての強化レベル

l SAP ERP 6.0 (ECC 6.0)
l SAP CRM 7.0
l SAP SRM 7.0
l SAP SCM 7.0
l SAP EWM 7.0
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互換性がある SAP SPAM/SAINTバージョン
SAPシステム用 SAP アドオンのインストールでは、必要なバージョンのSAP SPAM/SAINTは0053以上

です。

SAP SPAMはSupport Package Managerです。SAP SAINTはAdd-On Installation Toolです。

SAPシステム用のSAPコネクターアドオンの
インストール
SAP Basis Administratorは、SAPシステムのSAPコネクターアドオンをインストールする必要がありま

す。SAPコネクターがSAPシステムと通信するには、アドオンが必要です。SAPコネクターサブスクリプ

ションのユーザーは Launchpadからアドオンファイルをダウンロードできます(www.highbond.com)。

SAP Front Endを使用してSAPコネクターアドオンをインストールします。SAP アドオンをインストールす

るための互換性がある SAP Basis リリースは 700以上です。

1. HighBond (www.highbond.com)にサインインします。
2. Launchpadの［リソース］の下にある［ダウンロード］をクリックします。

3. ［ACL for Windows］トップタブの［Data Connector for SAP ERP］の下で［バージョン 1.4のダウ

ンロード］をクリックします。

ダウンロードした .zipファイルには次の.sarファイルが含まれています。

l DABEXP_SAPCONN_AOI_140.sar - SAPコネクターアドオンをインストールするためのインストー

ラーファイル。
l DABEXP_SAPCONN_AOU_140.sar -既存のSAPコネクターアドオンをバージョン 1.0または 1.1

からアップグレードするためのアップグレード ファイル。
4. SAPシステムで、SAINT トランザクションを使用して、Add-On Installation Toolにアクセスしま

す。
5. Add-On Installation Toolを使用して、SAPアドオンインストールパッケージをインストールまたは

アップグレードします。

SAP承認

メモ

SAP 承認はSAPセキュリティ管理者によって付与される必要があります。

SAPシステムに接続し、データを抽出するには、SAPコネクターのユーザーは、次のSAPアクセスおよび

承認が必要です。

l SAPシステムに接続するためのSAPユーザー IDおよびパスワード。
l SAPテーブル承認を含む、特定のSAP承認オブジェクトおよび承認
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SAP 承認オブジェクト

SAPコネクターの使用には、次の特定のSAP承認が必要です。

メモ

ユーザーへのSAP承認の割り当ての詳細については、SAPセキュリティドキュメントを参

照してください。

承認クラス

承認オブ

ジェクト フィールド 値 詳細

AAAB

アプリケーション横

断型承認オブジェ

クト

S_RFC

RFCアクセ

スの承認

チェック

ACTVT 16(承認実行 ) デスクトップコンピューターなどのリ

モート ロケーションからSAPシステム

の汎用モジュールを実行するユー

ザーの能力を制御します。
RFC_NAME /SDF/RI_CRM

CMON

RFC1

SYST

/DABEXP/DAB_
FUGR

RFC_TYPE FUGR(汎用グループ)

あるいは、SAP NW 7.0 EHP 2 (SAP Basis
702)の時点では、RFC_TYPEを FUNC(汎
用モジュール)に設定できます。

FUNCでは、汎用グループ経由ではなく、直

接汎用モジュールを承認する必要がありま

す。

ACTVT 16(承認実行 )

RFC_NAME /SDF/CMO_GET_
INSTNO

CMO_GET_INSTNO

RFC_GET_
FUNCTION_
INTERFACE

RFC_GET_
NAMETAB

RFCPING

/DABEXP/RFC_
SAPCONNECTOR

RFC_TYPE FUNC(汎用モジュー

ル)
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承認クラス

承認オブ

ジェクト フィールド 値 詳細

BC_A

Basis:
Administration

S_TABU_
DIS

ACTVT 03 (表示 ) 特定のSAPテーブルグループへの

ユーザーのアクセスを制御します。

DICBERCLS (承
認グループ)

*

S_TABU_
NAM

ACTVT 03 (表示 ) 個別のSAPテーブルへのユーザー

のアクセスを制御します。

TABLE (テーブル

名 )
*

メモ

SAPコネクターのユーザーは、分析を実行するために、アクセスする必要がある SAP
テーブルに対する権限の承認が割り当てられている必要があります。

たとえば、勘定元帳監査を実行するユーザーは、勘定元帳テーブルに対する権限

の承認が必要です。

御社独自のビジネスプロセスにより、テーブルに対する権限の承認が必要なユー

ザーと必要な権限の承認を規定します。SAPセキュリティ管理者と連携し、ユーザー

が必要なアクセスの適切なレベルを決定します。

SAPポート構成
SAPコネクターで接続する各 SAPサーバーで、送受信通信で次のTCP/IPポートを開く必要がありま

す。

ポート名 ポート番号 コメント

ディスパッチャー 32<NN> SAP GUIで使用

ゲートウェイ 33<NN> RFC通信で使用

メッセージサーバー 36<NN>

メモ

<NN>はSAPシステムのインスタンス番号です。SAPシステム番号が10の場合、ポート 3210、3310、
および 3610を開く必要があります。

SAP GUI for Windowsのインストール
SAP GUI for Windowsバージョン 7.60以上を、ACL コネクター( SAP)を使用するローカルコンピューター

またはネットワークサーバーにインストールする必要があります。SAP GUIでは、SAPコネクターがリモート

で SAPシステムにアクセスできます。
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Analyticsユーザー SAP GUIはAnalytics と同じコンピューターにインストールする必要があります。

ロボット ユーザー SAP GUIをオンプレミスロボット エージェントがあるサーバーにインストールする必要があ

ります。

SAP 接続情報と資格情報
通常、SAPステムの接続情報はSAP Basis管理者が管理します。必要な接続情報を提供するととも

にSAP Logonウィンドウでの必要な接続情報を設定するよう、SAP Basis管理者に依頼してください。

管理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からSAPのサポートにお問い合わせくださ

い。

SAPに接続するには、自分または管理者が以下を収集する必要があります。

l 正しいサーバータイプ(標準、またはロードバランス)
l インスタンス番号 (標準サーバータイプ)
l ログオングループとシステム ID(ロードバランスサーバータイプ)
l SAPシステムのホスト名または IPアドレス
l SAPのユーザー名およびパスワード
l クライアント番号
l SAPシステムのテーブルへの読み取りアクセス許可

SAP システムとSecure Network
Communications (SNC)
組織のSAPシステムでは、Secure Network Communications (SNC)が有効な場合があります。これに

より、SAPの異なるコンポーネント間の暗号化された通信と、シングルサインオンを使用したユーザー認

証が可能になります。

SNCはSAPシステムのソフトウェアレイヤーであり、外部セキュリティ製品と統合することで、基本 SAP
セキュリティを拡張することができます。

シングルサインオンの有無に関係なく、SNCを使用している場合は、ACL Connector for SAPで追加の

設定が必要です。詳細については、"接続設定"ページ 663を参照してください。

SAP 接続エラー

エラー

番号 エラーコード 説明

0 不明 SAPへの接続、または

データのインポートを完

了できません。不明な
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エラー

番号 エラーコード 説明

エラーが発生しました。

1 SapDriverInitializationError SAPに接続できませ

ん。必要なドライバー

構成ファイルが見つか

らない可能性がありま

す。

2 SapDriverLicenseInvalidError SAPに接続できませ

ん。ドライバーライセン

スの問題があります。

3 ConnectionPropertiesParserValueMustNotBeNullOrWhitespaceError SAPに接続できませ

ん。必要な接続パラ

メーターが見つかりませ

ん。

4 ConnectionPropertiesParserLibraryTypeOutOfRangeError ライブラリパラメーター

の値が有効ではありま

せん。有効な

値：ClassicRfc,
NetweaverRfc

5 ConnectionPropertiesParserRfcFunctionTypeOutOfRangeError RFC関数パラメーター

の値が有効ではありま

せん。有効な値 :
Standard, Extended,
Three

6 ConnectionPropertiesParserServerDetailInfoAmbiguousError SAPに接続できませ

ん。次のプロパティの1
つ以上に指定された

値が正しくありませ

ん：InstanceNumber,
LogonGroup, SID。

7 ConnectionPropertiesParserVariableStringLengthNotAnIntegerError 接続パラメーターの変

数文字列長は整数で

ある必要があります。

8 SapConnectionInfoValidationClientIsNullOrWhitespaceError クライアント接続パラ

メーターの値が見つか

りません。

9 SapConnectionInfoValidationClientLongerThanThreeCharactersError クライアント接続パラ

メーターの値が3文字

を超えています。

10 SapConnectionInfoValidationLanguageIsNullOrWhitespaceError 言語接続パラメーター

の値が見つかりませ

ん。
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エラー

番号 エラーコード 説明

11 SapConnectionInfoValidationLanguageIsLongerThanTwoCharactersError 言語接続パラメーター

の値が2文字を超え

ています。

12 SapConnectionInfoValidationUsernameIsNullOrWhitespaceError ユーザー名接続パラ

メーターの値が見つか

りません。

13 SapConnectionInfoValidationPasswordIsNullOrWhitespaceError パスワード接続パラ

メーターの値が見つか

りません。

14 SapConnectionInfoValidationTestDownloadTableIsNullOrWhitespaceError テスト ダウンロード テー

ブル接続パラメーター

の値が見つかりませ

ん。

15 SapConnectionInfoValidationRfcFunctionModuleIsNullOrWhitespaceError RFC関数モジュール

接続パラメーターの値

が見つかりません。

16 SapConnectionInfoValidationSapConnectionServerInfoIsNullError SAPに接続できませ

ん。SAPサーバープロ

パティが見つかりません

(内部ドライバーエ

ラー)。

17 SapConnectionInfoValidationVariableStringLengthMustBeGreaterZeroError SAPに接続できませ

ん。変数文字列長が

0より大きくなければな

りません(内部ドライ

バーエラー)。

18 SapConnectionInfoValidationServerIsNullError サーバー接続パラメー

ターの値が見つかりま

せん。

19 SapConnectionInfoValidationServerDetailsIsNullError SAPに接続できませ

ん。SAPサーバー詳細

プロパティが見つかりま

せん(内部ドライバー

エラー)。

20 SapConnectionInfoValidationInstanceNumberNullOrWhitespaceError インスタンス番号接続

パラメーターの値が見

つかりません。

21 SapConnectionInfoValidationInstanceNumberMustHaveTwoDigitsError インスタンス番号接続

パラメーターの値は 2
桁である必要がありま

す。
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エラー

番号 エラーコード 説明

22 SapConnectionInfoValidationLogonGroupNullOrWhitespaceError ログオングループ接続

パラメーターの値が見

つかりません。

23 SapConnectionInfoValidationSidNullOrWhitespaceError SID接続パラメーター

の値が見つかりませ

ん。

24 SapConnectionInfoValidationSidLongerThanThreeCharactersError SID接続パラメーター

の値が3文字を超え

ています。

25 SapDriverErpError SIDサーバーへの接続

が失われました。不明

なエラーが発生しまし

た。

26 SapDriverTableNotFoundError テーブルが見つかりませ

ん。

27 SapDriverTableStructureNotExportableError テーブルをインポートで

きません。データがあり

ません。

28 SapDriverAppendStructureNotExportableError テーブルをインポートで

きません。データがあり

ません。

29 SapDriverGetTablesDownloadError SAPテーブルのダウン

ロードを完了できませ

んでした。

30 SapDriverSqlParsingError SQL構文が有効では

ない可能性がありま

す。データのインポート

を実行できません。エ

ラー原因を特定できま

せん。

31 SapDriverSqlParsingNoSqlScriptFragmentError SQL文を指定する必

要があります。

32 SapDriverSqlParsingExactlyOneBatchAllowedError 1 SQLのみが許可さ

れます。

33 SapDriverSqlParsingExactlyOneSelectStatementAllowedError 1 SELECT文のみが

許可されます。

34 SapDriverSqlParsingFragmentNotAllowedError SQL文の一部が許可

されないか、現在の位
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エラー

番号 エラーコード 説明

置では許可されませ

ん。たとえば、

UPDATEまたは

DELETE文は許可さ

れません。

36 SapDriverSqlParsingJoinTypeNotAllowedError 指定された JOINタイ

プは許可されません。

INNER JOINまたは

LEFT JOINを指定し

てください。

37 SapDriverSqlParsingFirstJoinValueNotATableError JOINで指定された最

初の値がテーブルでは

ありません。

38 SapDriverSqlParsingOnlyOneJoinAllowedError 1 JOINのみが許可さ

れます。

39 SapDriverSqlParsingSecondJoinValueNotATableError JOINで指定された 2
番目の値がテーブルで

はありません。

40 SapDriverSqlParsingNoJoinConditionError JOIN条件を空にする

ことはできません。

41 SapDriverSqlParsingJoinConditionOringNotAllowedError ORと JOIN条件の使

用は許可されません。

42 SapDriverSqlParsingJoinConditionNotAllowedError 指定された JOIN条

件のタイプは許可され

ません。

43 SapDriverSqlParsingJoinOperatorMustBeEqualsOnlyError JOIN演算子は等しい

のみにすることができま

す。

44 SapDriverSqlParsingJoinSameFieldError フィールドをそれ自体に

JOINできません。

45 SapDriverSqlParsingOnlyExplicitJoinsAllowedError 明示的な JOINSのみ

が許可されます。

46 SapDriverSqlParsingHasNoSelectStatementError SELECT文を指定す

る必要があります。

47 SapDriverSqlParsingHasNoQuerySpecificationError SQL構文が無効であ

る可能性があります。

クエリ指定が必要で

す。
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エラー

番号 エラーコード 説明

48 SapDriverSqlParsingSqlFieldMustBeQualifiedWithTableError フィールドはテーブル名

またはテーブルエイリア

スで修飾する必要が

あります。

49 SapDriverSqlParsingSqlSelectStarFieldMustOnlyBeQualifiedWithTableNameError SELECT *はテーブル

名またはテーブルエイリ

アスで修飾する必要が

あります。

50 SapDriverSqlParsingSqlFieldMustOnlyBeQualifiedWithTableNameError フィールドはテーブル名

またはテーブルエイリア

スでのみ修飾できま

す。

51 SapDriverSqlParsingSqlTableMustHaveExactlyOneIdentifierError テーブル名は修飾しな

いでください。

52 SapDriverSqlParsingSqlQueryeMustHaveAtLeastOneFieldError SELECT文には 1つ

以上のフィールドを含

める必要があります。

53 SapDriverSqlParsingSqlQueryeMustHaveAtLeastOneTableError SELECT文には 1つ

以上のテーブルを含め

る必要があります。

54 SapDriverSqlParsingSqlEnhancedQuerySqlTableNotMatchingAnySapTableError フィールドを修飾する

テーブルがSAPシステ

ムから受信されたテー

ブルと一致しません。

55 SapDriverSqlParsingSqlFieldQualifierNotMatchingAnyTableError フィールドを修飾する

テーブルがSELECT
文で指定されたテーブ

ルと一致しません。

56 SapDriverSqlParsingSqlSelectStarFieldQualifierNotMatchingAnyTableError *フィールドを修飾する

テーブルがSELECT
文で指定されたテーブ

ルと一致しません。

57 SapDriverSqlParsingSqlFieldNotInSapTableError SELECT文で指定さ

れたフィールドがSAP
データに存在しませ

ん。

58 SapDriverSqlParsingSqlFieldNotExportableError SELECT文で指定さ

れたフィールドを SAP
システムでインポートで

きません。
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エラー

番号 エラーコード 説明

59 SapDriverSqlParsingSqlFieldNotFilterableError WHERE節で指定さ

れたフィールドはSAP
システムでフィルタリン

グできません。

60 SapDriverSqlParsingTopRowFilterMustHaveAbsolutValueError SELECT TOP文は絶

対値を指定する必要

があります。

61 SapDriverSqlParsingTopRowFilterWithTiesNotAllowedError SELECT TOP文はタ

イなしで使用する必要

があります。

63 SapDriverSqlParsingTopRowFilterMustHaveIntegerValueError SELECT TOP文は整

数値を指定する必要

があります。

64 SapDriverSqlParsingTopRowFilterIntegerValueMustBeGreaterZeroError SELECT TOP文はゼ

ロより大きい値を指定

する必要があります。

68 SapDriverSqlParsingTopRowFilterFromClauseMustHaveInnerQuerySpecification-
Error

SELECT TOP文の

FROM節にはクエリ指

定を含める必要があり

ます。

69 SapDriverSqlParsingOringFilterValuesOnlyForSameFieldAndClauseError 異なるフィールドはOR
条件で指定できませ

ん。同じフィールドは

OR条件で使用する

必要があり、同じフィー

ルド演算子を使用す

る必要があります。

70 SapDriverSqlParsingFilterExpressionNotAllowedError フィールドをフィルタリン

グするためにWHERE
節で指定された式は

許可されません。

71 SapDriverSqlParsingFilterValueLiteralNotAllowedError フィールドをフィルタリン

グするためにWHERE
節で指定されたリテラ

ルは許可されません。

72 SapDriverSqlParsingFilterComparisonTypeNotAllowedError フィールドをフィルタリン

グするためにWHERE
節で指定された比較

演算子は許可されま

せん。

73 SapDriverPackageCreationFilterTypeNotSupportedError フィルタータイプがサ
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エラー

番号 エラーコード 説明

ポートされていません。

74 SapDriverTableCreationMaximumRecordLimitReachedError 選択したフィールド数

は、SAP RFC( SAP
Remote Function
Call)でサポートされて

いる最大数を超えてい

ます。

75 SapDriverExecuteDownloadError SAPテーブルデータの

インポート中に不明な

エラーが発生しました。

76 SapDriverSearchTablesDownloadError SAPテーブルの検索

中に不明なエラーが発

生しました。

77 SapDriverSqlParsingNoFromClauseError SELECT文には

FROM句を含める必

要があります。

78 SapDriverSqlParsingNoTableReferenceInFromClauseError SELECT文のFROM
句はテーブルを指定す

る必要があります。

79 SapDriverSqlParsingExpectedTopRowForPreviewError 外部 SELECT文は

TOP句が必要です。

80 SapDriverSqlParsingPreviewStatmentMustNotHaveWhereClauseError 外部 SELECT文は

WHERE節が必要で

す。

81 SapDriverSqlParsingPreviewStatmentMustHaveUnqualifiedStarQualifierOnlyError 外部 SELECT文は *
修飾子のみが必要で

す。

82 SapDriverProjectPathNotFoundError 指定された一時作業

ディレクトリが存在しま

せん。
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SAP ByDesignへの接続

SAP Business ByDesignはクラウドベースの企業資源計画 ( ERP)システムです。組織のSAP
ByDesignデータをインポートするには、SAP ByDesignデータコネクターを使用できます。

メモ

SAP ByDesignデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供

されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメ

ントを参照してください。

作業を開始する前に
SAP ByDesignに接続するには、以下を収集する必要があります。

l システムホスト名のURL
l SAP ByDesignアカウントに接続するための資格情報

接続の前提条件の収集については、組織のSAP ByDesign管理者に支援を仰いでください。管理者

から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からSAP ByDesignのサポートにお問い合わせくだ

さい。

SAP ByDesign接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、SAP ByDesign を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

SAP ByDesignへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

SAP ByDesignの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、SAP ByDesignに接続するには、

保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。SAP ByDesignからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィ

ンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
SAP ByDesignデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続

はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接

続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、SAP ByDesignに対応する省略記号

アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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SAP Hybris Cloud for Customerへ
の接続

SAP Hybris Cloud for Customer (C4C)はクラウドベースの顧客関係管理 ( CRM)システムです。組織

のSAP Hybris C4Cデータをインポートするには、SAP Hybris C4Cデータコネクターを使用できます。

メモ

SAP Hybris C4Cデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提

供されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているド

キュメントを参照してください。

作業を開始する前に
SAP Hybris C4Cに接続するには、以下を収集する必要があります。

l SAP Hybris C4Cアカウントに接続するための資格情報
l 接続を確立するテナント
l 接続する SAP Hybris C4C URL

接続の前提条件の収集については、組織のSAP Hybris C4C管理者に支援を仰いでください。管理

者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からSAP Hybris C4Cのサポートにお問い合わせ

ください。

SAP Hybris C4C接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、SAP Hybris C4C を選択し

ます。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

SAP Hybris C4Cへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

SAP Hybris C4Cの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、SAP Hybris C4Cに接続するに

は、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。SAP Hybris C4Cからデータをインポートする方法については、"データアクセス

ウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
SAP Hybris C4Cデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接

続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の

接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、SAP Hybris C4Cに対応する省略

記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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SAP SuccessFactorsへの接続

SAP SuccessFactorsはクラウドベースの人事管理システムです。組織のSAP SuccessFactorsデータ

をインポートするには、SAP SuccessFactorsデータコネクターを使用できます。

メモ

SAP SuccessFactorsデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって

提供されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているド

キュメントを参照してください。

作業を開始する前に
SAP SuccessFactorsに接続するには、以下を収集する必要があります。

l SAP SuccessFactorsサーバーのURL
l SAP SuccessFactorsアカウントに接続するための資格情報
l 会社の一意の識別子

接続の前提条件の収集については、組織のSAP SuccessFactors管理者に支援を仰いでください。管

理者から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からSAP SuccessFactorsのサポートにお問い

合わせください。

SAP SuccessFactors接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、SAP SuccessFactors を選

択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

SAP SuccessFactorsへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

SAP SuccessFactorsの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、SAP SuccessFactorsに接

続するには、保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。SAP SuccessFactorsからデータをインポートする方法については、"データアク

セスウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
SAP SuccessFactorsデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできませ

ん。接続はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既
存の接続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、SAP SuccessFactorsに対応

する省略記号アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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ServiceNowに接続する

ServiceNowは IT管理ソリューションのクラウド プロバイダーです。ServiceNowデータをインポートするに

は、ServiceNowデータコネクターを使用します。

メモ

このコネクターを Analyticsから独立して使用することはできません。コネクタードライバー

のDSNはWindowsのODBCデータソースアドミニストレーターを使って設定できます

が、DSN接続を本コネクターの［Windows DSN configuration( Windows DSN設定 ) ］
ダイアログ内でなく、Analytics内でテストする必要があります。

作業を開始する前に
ServiceNowに接続するには、以下を収集する必要があります。

l ユーザー名とパスワードを含む接続ユーザーアカウント
l テーブルの取得元となるインスタンス
l クライアント IDとクライアント シークレット OAuth資格情報は、ServiceNowのOAuth承認サー

バーでアプリケーションを登録するときに割り当てられます。

ヒント

アプリケーションの登録とOAuth資格情報の詳細については、「ServiceNow ド

キュメントの「OAuthの設定」を検索してください。

接続の前提条件の収集については、組織のServiceNow管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からServiceNowのサポートにお問い合わせください。

ServiceNow接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、ServiceNowを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。
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ServiceNowの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、ServiceNowに接続するには、保存

したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。ServiceNowからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

ユーザー ServiceNowへの認証に使用す

るユーザーアカウント

admin_1

パスワード このユーザーを認証するのに使用

するパスワード

インスタンス テーブルの取得元となる

ServiceNowインスタンス

staging16387

OAuthクライアント Id クライアント IDは、ServiceNow
のOAuth承認サーバーでアプリ

ケーションを登録するときに割り

当てられます。

OAuthでは、アプリケーションを登

録する必要があります。登録の

一部として、クライアント ID(別
称：コンシューマキー)およびクラ

イアント シークレットを受け取りま

す。接続を行うには、これら両方

を指定する必要があります。

356a825803610300ef0662490d237522

OAuthクライアント シークレット クライアント シークレットは、

ServiceNowのOAuth承認サー

バーでアプリケーションを登録する

ときに割り当てられます。

OAuthでは、アプリケーションを登

録する必要があります。登録の

一部として、クライアント ID(別
称：コンシューマキー)およびクラ

イアント シークレットを受け取りま

す。接続を行うには、これら両方

を指定する必要があります。

secretTest
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詳細設定

設定 説明 例

日付時刻をGMTに変換 インポート時に日付時刻フィールドを

GMTタイムゾーンに変換します。日付

時刻値は、falseの場合には、

Analyticsを実行するコンピューターのオ

ペレーティングシステムタイムゾーンに

変換されます。

メモ

この方法を選択する場合

に、日付 ( =)演算子を使っ

て日付時刻フィールドに適

用するフィルターを使用す

るには、そのフィルターの条

件の日付時刻値を入力

する際、'Z'形式の指定

子 (例：2017-01-01
12:38:54Z)を使用する必

要があります。

true

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。サイズを 0に接続

すると、キー長が元の長さに戻ります。

このプロパティでは、コネクターが主キー

列のすべての報告された列を無効にし

ます。

255

Long Varcharにマッピング 列がSQL_LONGVARCHAR として返

されるかどうかを制御します。

この設定を使用すると、指定されたサイ

ズよりも大きい列をマッピングし、SQL_
VARCHARではなく、SQL_
LONGVARCHAR として報告されま

す。

-1

WVarcharにマッピング 文字列タイプを SQL_VARCHARでは

なく、SQL_WVARCHARにマッピングす

るかどうかを制御します。デフォルトで設

定されます。

文字列を SQL_WVARCHARにマッピ

ングし、さまざまな国際文字セット格納

するため、MapToWVarcharはデフォル

トで trueに設定されています。falseに

設定すると、SQL_VARCHARを使用

できます。

true

擬似列 擬似列を列としてテーブルに含めるかど

うかを指定します。

この設定は、テーブル列ではない場合

MyTable=*
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設定 説明 例

に、擬似列の値を設定できないEntity
Frameworkで特に有用です。

この接続設定の値は、

"Table1=Column1, Table1=Column2,
Table2=Column3"の形式です。"*"文
字を使用すると、すべてのテーブルとす

べての列を含めることができます。

SSLサーバー証明書 TLS/SSLを使用して接続するときに

サーバーから許可される証明書。次の

いずれかを指定できます。

o 完全 PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)
o SHA1サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)

TLS/SSL接続を使用している場合

は、このプロパティを使用して、サーバー

から許可される TLS/SSL証明書を指

定できます。コンピューターから信頼さ

れない他の認定書はすべて拒否されま

す。

C:\cert.cer

プロキシ認証スキーム ProxyServerプロキシで認証するため

に使用する認証タイプ。

この値は、ProxyServerおよび

ProxyPortで指定されたHTTPプロキ

シで認証するために使用する認証タイ

プを指定します。

メモ

コネクターはデフォルトでシ

ステムプロキシ設定を使

用し、さらなる構成は必要

ありません。別のプロキシに

接続する場合は、

ProxyAutoDetectを false
に設定し、ProxyServer と
ProxyPortも falseに設定

する必要があります。認証

するには、

ProxyAuthSchemeを設

定し、必要に応じて、

ProxyUser と
ProxyPasswordを設定し

ます。

BASIC
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設定 説明 例

認証タイプは次のいずれかにすることが

できます。

o BASIC –HTTP BASIC認証を実行

します。
o DIGEST – HTTP DIGEST認証を

実行します。
o NEGOTIATE –認証に適したプロト

コルに基づき、NTLMまたは

Kerberos トークンを取得します。
o PROPRIETARY – NTLMまたは

Kerberos tokenを生成しません。

HTTP要求の承認ヘッダーでこの

トークンを指定する必要がありま

す。

プロキシ自動検出 システムプロキシ設定を使用するかどう

かを指定します。ProxyAutoDetectを
FALSEに設定すると、カスタムプロキシ

設定を使用します。これは他のプロキ

シ設定よりも優先されます。

true

プロキシユーザー ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるユーザー名。

ProxyUserおよびProxyPasswordオ

プションは、ProxyServerで指定された

HTTPプロキシに対して接続および認

証するために使用されます。

ProxyAuthSchemeで使用可能な認

証タイプのいずれかを選択できます。

HTTP認証を使用している場合は、こ

れをHTTPプロキシで認識されるユー

ザーのユーザー名に設定します。

WindowsまたはKerberos認証を使

用している場合は、このプロパティを次

の形式のいずれかのユーザー名に設定

します。

o user@domain
o domain\user

john_doe@example.com

プロキシのパスワード ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるパスワード。

このプロパティは、NTLM (Windows)、
Kerberos、またはHTTP認証をサポー

トするHTTPプロキシサーバーで認証

するために使用されます。HTTPプロキ

シを指定するには、ProxyServer と
ProxyPortを設定できます。認証タイプ

を指定するには、ProxyAuthScheme
を設定します。

HTTP認証を使用している場合は、追
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設定 説明 例

加で、ProxyUser とProxyPasswordを

HTTPプロキシに設定します。

NTLM認証を使用している場合は、

ProxyUser とProxyPasswordを

Windowsパスワードに設定します。

Kerberos認証を完了するためにこれら

が必要な場合もあります

プロキシサーバー HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。

HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。ドラ

イバーは、HTTP、Windows (NTLM)、
またはKerberos認証タイプを使用し

て、HTTPプロキシで認証できます。

デフォルトでは、ドライバーはシステムプ

ロキシを使用します。別のプロキシを使

用する場合は、ProxyAutoDetectを
falseに設定します。

206.174.193.115

プロキシのポート ProxyServerプロキシが実行されてい

る TCPポート。

80

プロキシ SSLタイプ ProxyServerプロキシに接続するときに

使用する SSLタイプ：

o AUTO – URLがHTTPS URLの場

合、コネクターはTUNNELオプショ

ンを使用します。URLがHTTP
URLの場合、コネクターはNEVER
オプション(デフォルト )を使用しま

す。
o ALWAYS –接続は常にSSL有効

です。
o NEVER –接続はSSL有効ではあ

りません。
o TUNNEL –接続はトンネルプロキシ

経由です。プロキシサーバーはリ

モート ホストへの接続を開き、トラ

フィックはプロキシ経由で前後しま

す。

AUTO

データコネクターの更新
Analyticsまたはロボット エージェントをアップグレードする場合は、いずれかのAnalyticsデータコネクター

を使ってデータをインポートするスクリプト ( ACCESSDATAコマンド)をテストする必要があります。
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データソースまたはODBC ドライバーのサード パーティベンダーが加えた変更により、1つまたは複数の

データコネクターを更新しなければならない可能性があります。スクリプトに作り込んだデータ接続を引き

続き正常に動作させるには、それを更新する必要があります。

l インポートの再実行 –接続機能を最も簡単に更新する方法は、更新されたバージョンの

Analyticsのデータアクセスウィンドウを使って、インポートを手動で実行することです。ログに記録

されている ACCESSDATAコマンドをコピーし、それを使ってスクリプトを更新します。

メモ

データソースに接続してインポートを再実行する前に、コネクターのキャッシュを消

去することで、既存の一連のテーブル名を削除します。

データアクセスウィンドウの［既存の接続］タブで、接続名の横にある［ >キャッ

シュの消去］を選択します。

l フィールド指定の更新 –データソースまたはODBC ドライバーのテーブルスキーマの変更と一致す

るように、スクリプト本体内のフィールド指定を更新しなければならない場合もあります。必要に応

じてフィールド名、フィールドのデータ型、およびフィールド長とレコード長を変更します。
l フィルター処理の結果の確認 –データインポートの一環として適用したフィルター処理の結果も確

認する必要があります。インポートのフィルター処理によってレコードを正しく追加または除外できた

かどうかを確認します。

ServiceNowデータコネクターの変更内容
ServiceNowデータコネクターに加えられた具体的な変更内容を次に挙げます。

Analyticsの
バージョン 変更

14.2 ServiceNowの日付フィールドが、YYYY-MM-DDの書式 (長さ 10文字 )を使って、ServiceNowデータコ

ネクターの日付データ型にマッピングされるようになりました。

旧バージョンでは、ServiceNowの日付フィールドは、YYYY-MM-DD hh:mm:ssの書式 (長さ 19文字 )を
使って、ServiceNowデータコネクターの日付時刻データ型にマッピングされていました。インポートされるデー

タの時刻部分は空になっていて、"00:00:00" と表されていました。
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SFTPへの接続

SFTPはSecure Shell Protocol( SSH)プロトコル上で実行される安全なファイル転送プロトコルです。

SFTPデータコネクターを使用して、SFTPデータをインポートできます。

メモ

SFTPデータコネクターを使用すると、拡張子が .xlsxと csvのファイルタイプのみをイン

ポートできます。このコネクターのスクリプト サポートは制限されている場合もあります。

作業を開始する前に
SFTPに接続するには、以下を収集する必要があります。

l SFTPサーバーに接続するための資格情報
l SFTPサーバーのホスト名または IPアドレス。
l 正しい接続ポート
l SFTPサーバーのパス

接続の前提条件の収集については、組織のSFTP管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者からSFTPのサポートにお問い合わせください。

SFTP 接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、SFTPを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

SFTPの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、SFTPに接続するには、保存したこの接続

を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。SFTPからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。
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接続設定

基本設定

設定 説明 例

ユーザー SFTPサー

バーで認証す

るユーザーア

カウント。

パスワード ユーザーを

SFTPサー

バーで認証す

るためのパス

ワード。

ホスト SFTPサー

バーを実行す

るインスタンス

のホスト名ま

たは IPアドレ

ス。

https://sftp.abc.com/

ポート SFTPサー

バーのポー

ト。

443

パス SFTPサー

バーの現在の

作業ディレク

トリ。作業ディ

レクトリを変

更するには、

絶対ディレク

トリパス、また

はこのプロパ

ティの既存の

値に関する相

対パスに設定

します。

詳細設定

設定 説明 例

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。 255

698

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


設定 説明 例

Long Varcharにマッピング このプロパティは、列がSQL_
LONGVARCHAR として返されるかどう

かを制御します。

-1

WVarcharにマッピング このプロパティは、文字列タイプを

SQL_VARCHARではなく、SQL_
WVARCHARにマッピングするかどうか

を制御します。

擬似列 この値は、擬似列を列としてテーブルに

含めるかどうかを指定します。

この接続設定の値は、

"Table1=Column1, Table1=Column2,
Table2=Column3"の形式です。

SSLサーバー証明書 SSLを使用して接続するときにサー

バーから許可される必要がある証明

書。

次のいずれかを使用できます。

o 完全な PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5またはSHA1サムプリント (ス

ペースまたはコロンで 16進数値を

区切ることができます)

コンピューターから信頼されない他の認

定書はすべて拒否されます。
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SharePointへの接続

Microsoft SharePointは、組織のコンテンツとアプリケーションを共有、管理するための、Webベースの共

同作業プラットフォームです。SharePointデータをインポートするには、SharePointデータコネクターを使

用します。

インポートする前に

表形式データのみ

Analyticsはタブ形式でのみ SharePointデータを問い合わせることができます。次の項目は、表形式で

はないため、Analyticsから問い合わせることができません。

l 添付ファイル
l FileVersions
l GetValidTerms
l アクセス許可
l ビュー

多要素認証はサポートされていません

SharePointデータコネクターは、多要素認証が必要な SharePointアカウントのデータにはアクセスでき

ません。

既知の問題：日付時刻フィールドによるフィルターリング

［日付時刻をGMTに変換］オプションをオンにしてデータをインポートした場合は、日付時刻フィールドに

よってフィルターリングすることはできません。日付時刻フィールドによってフィルターリングしたい場合は、イ

ンポートを行う前に、このオプションをオフにしてください。
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SharePoint接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Sharepointを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Sharepointの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Sharepointに接続するには、保存し

たこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Sharepointからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンド

ウの作業"ページ 376を参照してください。

接続設定

基本設定

設定 説明 例

接続名 Analyticsでこの接続に付ける名前。 Sharepoint

ホスト 接続する SharePointサイト。

URLをサイト コレクションに設定し、すべてのネストされ

たサブサイトで、すべてのリストと文書を処理します。そ

のサイトでのみリストと文書を処理するには、特定のサ

イトへのURLを設定します。

https://teams.example.com/teamA

ユーザー SharePointユーザー名。

メモ

御社で AD FS、OneLogin、またはOKTA
などのSSOツールを使用してSharePoint
にアクセスするには、SharePoint資格情

報でなくSSO資格情報を入力して、

Analytics経由で接続します。

jgibbons

パスワード SharePointパスワード。 MyStrongPasswordExample
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設定 説明 例

メモ

御社で AD FS、OneLogin、またはOKTA
などのSSOツールを使用してSharePoint
にアクセスするには、SharePoint資格情

報でなくSSO資格情報を入力して、

Analytics経由で接続します。

Share Point 版 使用中のSharePoinのエディション。SharePoint
OnlineまたはSharePoint On-Premiseのいずれか。

Sharepointオンライン

SSO使用 trueに設定すると、シングルサインオン( SSO)は、ユー

ザーおよびパスワード経由で指定されたアカウントを使

用して、SharePoint Onlineと認証するために必要で

す。Active Directory Federation Services (AD FS)、
OneLogin、およびOKTA SSOもサポートされます。

SSO ドメインで構成されたドメインがユーザーのドメイン

と異なる場合は、SSO ドメインが必要になる場合があ

ります。

SSOはSharePoint Onlineを使用するときにのみ適用

されます。SSOはオンプレミスバージョンのSharePoint
ではサポートされていません。

false

認証スキーム パスワードとユーザーとともに、このフィールドは、サー

バーで認証するために使用されます。NTLMはデフォル

トのオプションです。次のオプションを使用して、認証ス

キームを選択します。

o NTLM –これを設定すると、Windows資格情報で

認証します。
o NEGOTIATE – Auth SchemeがNEGOTIATEに

設定されている場合、サーバーとの認証メカニズム

をネゴシエーションします。Auth Schemeを

NEGOTIATEに設定すると、Kerberos認証を使

用します。
o KERBEROSDELEGATION –これを設定して、

Kerberosプロトコル経由で委任を使用します。なり

すますアカウントのユーザーとパスワードを設定しま

す。
o NONE –これを設定すると、匿名認証を使用しま

す。たとえば、公開サイトへのアクセスの目的です。
o FORMS – SharePointインスタンスがWebフォーム

経由で
o DIGEST – HTTP DIGEST認証を使用します。
o BASIC –これを設定すると、HTTP基本認証を使

用します。

NTLM
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詳細設定

設定 説明 例

SSO ドメイン このプロパティは、シングルサインオンを使用するとき

( SSOの使用が true)のときにのみ適用されます。

ユーザーのドメイン( user@myssodomain.comな

ど)がSSOサービスで構成されたドメイン

( user@myssodomain.comなど)と異なる場合に

のみ適用されます。

AD FS、OneLogin、またはOKTA SSOを使用す

るときには、プロパティが必要になる場合がありま

す。

myssodomain.com

日付時刻を

GMTに変換

インポート時に日付時刻フィールドをGMT タイム

ゾーンに変換します。日付時刻値は、falseの場

合には、Analyticsを実行するコンピューターのオペ

レーティングシステムタイムゾーンに変換されます。

true

鍵サイズの上

限

一部のODBCツール( Microsoft Accessなど)で
は、主キー列の長さが特定の値を超えることができ

ません。このプロパティでは、ODBC ドライバーが主

キー列のすべての報告された列を無効にします。

Microsoft Access Linkedデータソースとして

ODBC ドライバーを使用するときには、特に注意し

てください。

鍵サイズの上限を 0に接続すると、キー長が元の

長さに戻ります。

255

Long Varchar
にマッピング

このプロパティは、列がSQL_LONGVARCHAR と

して返されるかどうかを制御します。

一部のアプリケーションでは、特定の文字数よりも

大きいすべてのテキスト データを SQL_
LONGVARCHAR として報告する必要がありま

す。これを使用すると、指定されたサイズよりも大き

い列をマッピングし、SQL_VARCHARではなく、

SQL_LONGVARCHAR として報告されます。

-1

WVarcharに
マッピング

このプロパティは、文字列タイプを SQL_
VARCHARではなく、SQL_WVARCHARにマッピ

ングするかどうかを制御します。デフォルトで設定さ

れます。

文字列を SQL_WVARCHARにマッピングし、さま

ざまな国際文字セット格納するため、Map To
WVarcharはデフォルトで trueに設定されていま

す。falseに設定すると、SQL_VARCHARを使用

できます。

true

擬似列 擬似列を列としてテーブルに含めるかどうかを指定

します。

この設定は、テーブル列ではない場合に、擬似列

o Table1=Column1, Table2=Column3
o *=*
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設定 説明 例

の値を設定できないEntity Frameworkで特に有

用です。

アスタリスク( *)文字を使用すると、すべてのテーブ

ルとすべての列を含めることができます。

大文字の ID このプロパティを設定すると、テーブルおよび列名を

含む、すべての識別子を報告します。これは

Oracleデータベースのデフォルトであるため、Oracle
Database GatewayなどのOracleツールとの統合

に適しています。たとえば、このプロパティを使用し

て、IDを引用することを回避できます。

false

プロキシ認証

スキーム

プロキシサーバーで認証するために使用する認証

タイプ。

この値は、プロキシサーバーおよびプロキシポート

で指定されたHTTPプロキシで認証するために使

用する認証タイプを指定します。

デフォルトでシステムプロキシ設定を使用します。

追加の構成は必要ありません。別のプロキシに接

続する場合は、Proxy ServerおよびProxy Portの
他に、Proxy Auto Detectを falseに設定する必要

があります。認証するには、Proxy Authentication
Schemeを設定し、必要に応じて、Proxy Userお
よびProxy Passwordを設定します。

認証タイプは次のいずれかにすることができます。

o BASIC –HTTP BASIC認証を実行します。
o DIGEST – HTTP DIGEST認証を実行します。
o NEGOTIATE –認証に適したプロトコルに基づ

き、NTLMまたはKerberos トークンを取得しま

す。
o PROPRIETARY – NTLMまたはKerberos

tokenを生成しません。HTTP要求の承認ヘッ

ダーでこのトークンを指定する必要があります。

BASIC

プロキシ自動

検出

システムプロキシ設定を使用するかどうかを指定し

ます。ProxyAutoDetectを FALSEに設定すると、

カスタムプロキシ設定を使用します。これは他のプ

ロキシ設定よりも優先されます。

デフォルトでは、ドライバーはシステムHTTPプロキ

シを使用します。別のプロキシに接続する場合は、

これを falseに設定します。

HTTPプロキシ二接続するには、プロキシサーバー

を参照してください。

false

プロキシユー

ザー

プロキシサーバーで認証するために使用されるユー

ザー名。

Proxy UserおよびProxy Passwordオプションは、

ProxyServerで指定されたHTTPプロキシに対し

て接続および認証するために使用されます。

jgibbons@example.com
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設定 説明 例

Proxy AuthSchemeで使用可能な認証タイプのい

ずれかを選択できます。

HTTP認証を使用している場合は、これをHTTP
プロキシで認識されるユーザーのユーザー名に設定

します。

WindowsまたはKerberos認証を使用している場

合は、次の形式のいずれかのユーザー名に設定し

ます。

o user@domain
o domain\user

プロキシのパ

スワード

プロキシサーバーで認証するために使用されるパス

ワード。

このプロパティは、NTLM (Windows)、Kerberos、ま
たはHTTP認証をサポートするHTTPプロキシ

サーバーで認証するために使用されます。HTTPプ

ロキシを指定するには、Proxy ServerとProxy Port
を設定できます。認証タイプを指定するには、

Proxy Auth Schemeを設定します。

HTTP認証を使用している場合は、追加で、

Proxy UserとProxy PasswordをHTTPプロキシ

に設定します。

NTLM認証を使用している場合は、Proxy Userと
Proxy PasswordをWindowsパスワードに設定し

ます。Kerberos認証を完了するためにこれらが必

要な場合もあります。

デフォルトでは、ドライバーはシステムプロキシを使

用します。別のプロキシに接続する場合は、Proxy
AutoDetectを falseに設定します。

MyStrongPasswordExample

プロキシサー

バー

HTTP トラフィックをルーティングするプロキシのホス

ト名または IPアドレス。ドライバーは、HTTP、
Windows (NTLM)、またはKerberos認証タイプを

使用して、HTTPプロキシで認証できます。

デフォルトでは、ドライバーはシステムプロキシを使

用します。別のプロキシを使用する場合は、Proxy
Auto Detectを falseに設定します。

127.168.192.10

プロキシの

ポート

HTTP トラフィックをリダイレクトする、HTTPプロキシ

が実行されているポート。プロキシサーバーで

HTTPプロキシを指定します。

80

プロキシ SSL
タイプ

このプロパティは、ProxyServerで指定された

HTTPプロキシへの接続用にSSLを使用するタイ

ミングを決定します。値は、AUTO、ALWAYS、
NEVER、またはTUNNELにすることができます。

Auto –デフォルト設定。URLがHTTPS URLの場

合、TUNNELオプションを使用します。URLが

HTTP URLの場合、コンポーネントはNEVERオプ

自動
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設定 説明 例

ションを使用します。

Always –接続は常にSSL有効です。

Never –接続はSSL有効ではありません。

Tunnel –接続はトンネルプロキシ経由です。プロキ

シサーバーはリモート ホストへの接続を開き、トラ

フィックはプロキシ経由で前後します。

プロキシ例外 プロキシサーバー経由での接続から除外されるホ

ストまたは IPのセミコロン区切りのリスト。

このプソパティで定義されたアドレスを除くすべての

アドレスで、プロキシサーバーが使用されます。

127.168.189.10; 127.168.188.11
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ShipStationへの接続

ShipStationは、eコマースの出荷ソリューションです。ShipStationデータコネクターを使用すると、組織の

ShipStationデータをインポートできます。

メモ

ShipStationデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーである

CData Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、

次のリンクからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のShipStation管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からShipStationのサポートにお問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

ShipStation接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、ShipStation を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

ShipStationへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

ShipStationの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、ShipStationに接続するには、保存し

たこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。ShipStationからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィン

ドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
ShipStationデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、ShipStationに対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Slackへの接続

Slackは、複数のデバイスとプラットフォームで使用できるチームや職場向けのメッセージングアプリです。

Slackデータコネクターを使用して、組織のSlackデータをインポートできます。

メモ

Slackデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されていま

す。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを参

照してください。

作業を開始する前に
Slackに接続するには、Slackサーバーに接続するための資格情報を収集する必要があります。

接続の前提条件の収集については、組織のSlack管理者に支援を仰いでください。管理者から支援を

得られない場合は、あなたまたは管理者からSlackのサポートにお問い合わせください。

Slack接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Slack を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN Configuration( DSN構成 ) ］ダイアログボックスで［Test Connection(接続のテスト ) ］をク

リックします。

Slackのログインページが表示されます。

4. ログインするには

l Slackアカウント資格情報がある場合は、資格情報を入力します。

l 組織で SSOを使用している場合は、ボタンをクリックして、SSOでサインインします。
5. ［続行］をクリックします。

SSOを使用している場合は、認証資格情報を入力してログインします。
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6. 接続成功ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Slackへの接続が正常に確立されます。

7. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Slackの接続は、Slack という名前で［既存の接続］タブに保存されます。今後、保存したこの接続を使

用してSlackに再接続できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Slackからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Slackデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデータ

ソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブに

移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Slackに対応する省略記号アイコン をクリッ

クし、［接続名の変更］を選択します。
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Snowflakeへの接続

Snowflakeはクラウドベースのデータウェアハウスプラットフォームです。Snowflakeデータコネクターを使用

して、組織のSnowflakeデータをインポートできます。

メモ

Snowflakeデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されて

います。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを

参照してください。

作業を開始する前に
Snowflakeに接続するには、以下を収集する必要があります。

l Snowflakeデータベースに接続するための資格情報
l Snowflakeウェアハウスの名前
l SnowflakeデータベースのURL

接続の前提条件の収集については、組織のSnowflake管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からSnowflakeのサポートにお問い合わせください。

Snowflake接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Snowflake を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Snowflakeへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Snowflakeの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Snowflakeに接続するには、保存した

この接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Snowflakeからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンド

ウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Snowflakeデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Snowflakeに対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Splunkへの接続

Splunkはセキュリティ情報およびイベント管理ソリューション( SIEM)です。Splunkデータコネクターを使

用して、組織のSplunkデータをインポートできます。

メモ

Splunkデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されてい

ます。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを参

照してください。

作業を開始する前に
Splunkに接続するには、以下を収集する必要があります。

l Splunkアカウントに接続するための資格情報
l SplunkアカウントにアクセスするためのURL

接続の前提条件の収集については、組織のSplunk管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者からSplunkのサポートにお問い合わせください。

Splunk接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Splunk を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。
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6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Splunkへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Splunkの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Splunkに接続するには、保存したこの接

続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Splunkからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Splunkデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデータ

ソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブに

移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Splunkに対応する省略記号アイコン をクリッ

クし、［接続名の変更］を選択します。
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Squareへの接続

Squareは財務およびマーチャント サービスアグリゲーターです。Squareデータコネクターを使用して、組

織のSquareデータをインポートできます。

メモ

Squareデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されてい

ます。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを参

照してください。

作業を開始する前に
Squareに接続するには、Squareサーバーに接続するための資格情報を収集する必要があります。

接続の前提条件の収集については、組織のSquare管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者からSquareのサポートにお問い合わせください。

Square接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Square を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。
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7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Squareへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Squareの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Squareに接続するには、保存したこの接

続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Squareからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Squareデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデータ

ソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブに

移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Squareに対応する省略記号アイコン をク

リックし、［接続名の変更］を選択します。
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Stripeへの接続

Stripeは電子商取引 Webサイトおよびモバイルアプリケーション向けのオンライン決済インフラストラク

チャサービスを提供します。Stripeデータコネクターを使用して、組織のStripeデータをインポートできま

す。

メモ

Stripeデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されていま

す。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを参

照してください。

作業を開始する前に
Stripeに接続するには、Stripeサーバーに接続するための資格情報を収集する必要があります。

接続の前提条件の収集については、組織のStripe管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者からStripeのサポートにお問い合わせください。

Stripe接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Stripe を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。
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接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Stripeへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Stripeの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Stripeに接続するには、保存したこの接続

を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Stripeからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Stripeデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデータ

ソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブに

移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Stripeに対応する省略記号アイコン をクリッ

クし、［接続名の変更］を選択します。
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SugarCRMへの接続

SugarCRMはオープンソース顧客関係管理 ( CRM)ソフトウェアです。SugarCRMデータコネクターを使

用して、組織のSugarCRMデータをインポートできます。

メモ

SugarCRMデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供され

ています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメント

を参照してください。

作業を開始する前に
SugarCRMに接続するには、以下を収集する必要があります。

l インストールされている SugarCRMのAPIバージョン
l SugarCRMアカウントのURL
l SugarCRMアカウントに接続するための資格情報

接続の前提条件の収集については、組織のSugarCRM管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からSugarCRMのサポートにお問い合わせください。

SugarCRM接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、SugarCRM を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

SugarCRMへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

SugarCRMの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、SugarCRMに接続するには、保存し

たこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。SugarCRMからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンド

ウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
SugarCRMデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、SugarCRMに対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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SuiteCRMへの接続

SuiteCRMは、オープンソースのカスタマーリレーションシップマネジメント ( Customer Relationship
Management：CRM)ソリューションです。SuiteCRMデータコネクターを使用して、組織のSuiteCRM
データをインポートできます。

メモ

SuiteCRMデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーであるCData
Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、次のリン

クからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のSuiteCRM管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からSuiteCRMのサポートにお問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

SuiteCRM接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、SuiteCRM を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

SuiteCRMへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

SuiteCRMの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、SuiteCRMに接続するには、保存した

この接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。SuiteCRMからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンド

ウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
SuiteCRMデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、SuiteCRMに対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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SurveyMonkeyへの接続

SurveyMonkeyクラウドベースのオンライン調査ツールです。SurveyMonkeyデータコネクターを使用し

て、組織のSurveyMonkeyデータをインポートできます。

メモ

SurveyMonkeyデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供

されています。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメ

ントを参照してください。

作業を開始する前に
SurveyMonkeyに接続するには、SurveyMonkeyアカウントに接続するための資格情報を収集する必

要があります。

接続の前提条件の収集については、組織のSurveyMonkey管理者に支援を仰いでください。管理者

から支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からSurveyMonkeyのサポートにお問い合わせくだ

さい。

SurveyMonkey接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、SurveyMonkey を選択しま

す。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

SurveyMonkeyへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

SurveyMonkeyの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、SurveyMonkeyに接続するには、

保存したこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。SurveyMonkeyからデータをインポートする方法については、"データアクセス

ウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
SurveyMonkeyデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続

はデータソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接

続］タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、SurveyMonkeyに対応する省略記号

アイコン をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Sybaseへの接続

Sybaseはデータベース管理システム( DBMS)です。Sybaseデータコネクターを使用して、組織の

Sybaseデータをインポートできます。

メモ

Sybaseデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されてい

ます。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを参

照してください。

作業を開始する前に
Sybaseに接続するには、以下を収集する必要があります。

l Sybaseデータベースに接続するための資格情報
l Sybaseデータベースのポート
l Sybaseデータベースを実行しているサーバーの名前
l Sybaseデータベースの名前

接続の前提条件の収集については、組織のSybase管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者からSybaseのサポートにお問い合わせください。

Sybase接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Sybase を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Sybaseへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Sybaseの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Sybaseに接続するには、保存したこの接

続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Sybaseからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウ

の作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Sybaseデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデータ

ソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブに

移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Sybaseに対応する省略記号アイコン をク

リックし、［接続名の変更］を選択します。
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Sybase IQへの接続

Sybase IQはデータウェアハウスおよびビッグデータ管理向けの関係データベースサーバーです。Sybase
IQデータコネクターを使用して、組織のSybase IQデータをインポートできます。

メモ

Sybase IQデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されて

います。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを

参照してください。

作業を開始する前に
Sybase IQに接続するには、以下を収集する必要があります。

l Sybase IQアカウントに接続するための資格情報
l Sybase IQデータベースのポート
l Sybase IQまたはSAP SQL Anywhereデータベースを実行しているサーバーの名前
l Sybase IQまたはSAP SQL Anywhereデータベースの名前

接続の前提条件の収集については、組織のSybase IQ管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者からSybase IQのサポートにお問い合わせください。

Sybase IQ接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Sybase IQ を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Sybase IQへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Sybase IQの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Sybase IQに接続するには、保存した

この接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Sybase IQからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンド

ウの作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Sybase IQデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続は

データソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］
タブに移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Sybase IQに対応する省略記号アイコン

をクリックし、［接続名の変更］を選択します。
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Tenable.scへの接続

Tenable.scはネットワークおよび ITインフラストラクチャ向けのセキュリティおよび脆弱性管理ソリューショ

ンです。Tenable.scデータコネクターを使用して、Tenable.scデータをインポートできます。

作業を開始する前に
Tenable.scに接続するには、以下を収集する必要があります。

l Tenable.scインスタンスのホスト名
l Tenable.scインスタンスの正しい接続ポート
l インスタンスに接続するための正しい認証方法
l インスタンスに接続するためのユーザー資格情報

接続の前提条件の収集については、組織のTenable.sc管理者に支援を仰いでください。管理者から

支援を得られない場合は、あなたまたは管理者から Tenable.scのサポートにお問い合わせください。

Tenable.sc接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Tenable.scを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Tenable.scの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Tenable.scに接続するには、保存し

たこの接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Tenable.scからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンド

ウの作業"ページ 376を参照してください。
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接続設定

基本設定

設定 説明 例

ホスト Tenable.scを実

行するインスタンス

のホスト名または

IPアドレス。

https://sc.tenable.online/

ポート Tenable.scインス

タンスのポート。

443

認証方法 Tenable.scインス

タンスに接続する

ための認証方

法。オプション：

o APIキー -アク

セスキーとシー

クレット キーを

使用して認証

します。

o ユーザー名 /パ
スワード -ユー

ザー名とパス

ワードを使用

して認証しま

す。

メモ

API
キー

承認

を使

用す

るに

は、

Tena-
ble.s-
c
5.13.-
x以
降の

バー

ジョン

が必

要で

す。

APIキー
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設定 説明 例

ユーザー Tenable.scインス

タンスで認証する

ための

Tenable.scユー

ザーアカウント。

パスワード ユーザーを

Tenable.scインス

タンスで認証する

ためのパスワード。

アクセス鍵 Tenable.scインス

タンスで認証する

ためのAPIアクセ

スキー。

秘密鍵 Tenable.scインス

タンスで認証する

ためのAPIシーク

レット キー。

詳細設定

設定 説明 例

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。 255

Long Varcharにマッピング このプロパティは、列がSQL_
LONGVARCHAR として返されるかどう

かを制御します。

-1

WVarcharにマッピング このプロパティは、文字列タイプを

SQL_VARCHARではなく、SQL_
WVARCHARにマッピングするかどうか

を制御します。

擬似列 この値は、擬似列を列としてテーブルに

含めるかどうかを指定します。

この接続設定の値は、

"Table1=Column1, Table1=Column2,
Table2=Column3"の形式です。

SSLサーバー証明書 SSLを使用して接続するときにサー

バーから許可される必要がある証明

書。

次のいずれかを使用できます。

o 完全な PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの
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設定 説明 例

パス
o 公開鍵
o MD5またはSHA1サムプリント (ス

ペースまたはコロンで 16進数値を

区切ることができます)

コンピューターから信頼されない他の認

定書はすべて拒否されます。

日付時刻をGMTに変換 インポート時に日付時刻フィールドを

GMTタイムゾーンに変換します。このオ

プションが無効な場合、日付時刻値

は、Analyticsを実行するシステムのオ

ペレーティングシステムタイムゾーンに

変換されます。

プロキシ認証スキーム プロキシサーバーで認証するために使

用する認証スキームを指定します。使

用可能なオプションは次のとおりです。

o BASIC - HTTP BASIC認証を実

行します。
o DIGEST - HTTP DIGEST認証を

実行します。
o NEGOTIATE -認証に設定された

プロトコルに基づき、NTLMまたは

Kerberos トークンを取得します。
o PROPRIETARY - NTLMまたは

Kerberos トークンを生成しません。

HTTP要求の承認ヘッダーでこの

トークンを指定する必要がありま

す。

BASIC

プロキシ自動検出 システムプロキシ設定を使用するかどう

かを指定します。このオプションに設定

された値は他のプロキシ設定よりも優

先されます。このため、カスタムプロキシ

設定を使用する場合は、このオプション

を無効にしてください。

プロキシユーザー プロキシサーバーで認証するための

ユーザー名。

プロキシのパスワード プロキシサーバーでプロキシユーザーを

認証するためのパスワード。

プロキシサーバー HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。

プロキシのポート プロキシサーバーが実行されている

TCPポート。

プロキシ SSLタイプ ProxyServerプロキシに接続するときに AUTO
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設定 説明 例

使用する SSLタイプ。使用可能なオプ

ションは次のとおりです。

o AUTO - URLがHTTPS URLの場

合、TUNNELオプションを使用しま

す。URLがHTTP URLの場合、コ

ンポーネントはNEVERオプションを

使用します。
o ALWAYS -接続は常にSSLが有

効です。
o NEVER -接続はSSLが有効では

ありません。
o TUNNEL -接続はトンネルプロキシ

経由です。

このオプションは、プロキシ サーバーの値

を入力するときにのみ有効です。
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Teradataへの接続

Teradataはクラウド データサービスです。Teradataデータコネクターを使用して、Teradataデータをイン

ポートできます。

メモ

Analyticsは任意のコネクターとして Teradataを提供します。データアクセスウィンドウで

このコネクターを使用できない場合、一般的に、インストール中にコネクターが選択され

ていないことが原因です。詳細については、"任意のAnalyticsデータコネクターと

Pythonエンジンをインスト－るする"ページ 2663を参照してください。

作業を開始する前に
Teradataに接続するには、以下の情報を収集する必要があります。

l Teradataデータベースインスタンスの名前または IPアドレス
l ユーザー名
l パスワード

接続の前提条件の収集については、組織のTeradata管理者に支援を仰いでください。管理者から支

援を得られない場合は、あなたまたは管理者から Teradataのサポートにお問い合わせください。

Teradata接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Teradataを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Teradataの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Teradataに接続するには、保存したこ

の接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Teradataからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウ

の作業"ページ 376を参照してください。
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接続設定

基本設定

設定 説明 例

名前または IPアドレス Teradataデータベースインスタンスの完

全修飾ドメイン名または IPアドレス。

統合セキュリティの使用 ドライバーがシングルサインオン( SSO)
または従来のサインオン( CSO)のどちら

を使用して接続を認証するかどうかを

指定します。

o 有効 - ドライバーはSSOを使用

し、クライアント コンピューターのユー

ザー情報から取得されたTeradata
データベース認証資格情報を使用

して接続を認証します。
o 無効 - ドライバーはCSOを使用

し、Teradataデータベース認証資

格情報を入力するようにユーザーに

要求します。

無効

メタデータ機構 データベースへの接続を認証するため

にドライバーで使用するメカニズム：

o KRBS - Kerberosプロトコルを使用

します。アプリケーションでは、ユー

ザー名とパスワードが提供されま

す。
o LDAP - LDAPプロトコルを使用しま

す。アプリケーションでは、ユーザー

名とパスワードが提供されます。
o SPNEGO - Windows .NETクライア

ントから Teradataデータベースにロ

グオンするユーザーで Kerberos認
証をサポートします。

o TD2 - Teradata 2 メカニズムを使用

します。この場合、ユーザーは

Teradataデータベースユーザー名と

パスワードを入力する必要がありま

す。
o TDNEGO - Teradata Negotiating

で自動的に選択されるメカニズムを

使用します(シングルサインオンを含

む)。

LDAP

ユーザー名 指定した認証メカニズムで Teradata
データベース接続を認証するユーザー

名。
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設定 説明 例

パスワード データベースにアクセスするためのパス

ワード。

テラデータウォレットの有効化 ドライバーがTeradata Wallet参照文

字列を使用して接続を認証するかどう

かを指定します。

デフォルトのデータベース Teradata接続が開いているときにアク

セスするデータベースの名前。

アカウントの文字列 個別のユーザーアカウントを識別し、

特定のユーザー IDに関連付けられて

います。

セッションの文字セット セッションで使用する文字セット (文字

エンコーディング)。デフォルト値は

ASCIIです。

ASCII

詳細設定

設定 説明 例

ヘルプデータベースなし ヘルプデータベースを使用するかどうか

を指定します。

o 有効 - SQLTablesでワイルドカード

文字が使用されていないときに、

SELECT文が使用されます。
o 無効 - HELP DATABASEコマンド

菓子用されます。

無効

検索パターンの無視 アンダースコア( _)とパーセント記号

( %)文字が標準の文字として解釈さ

れるか、検索ワイルドーカードとして解

釈されるかどうかを指定します。

レガシーパーサーの有効化 レガシーパーサーが有効かどうかを指

定します。

エラーイベントの記録 エラーイベントをログに出力するかどう

かを指定します。

小数点の記号として地域設定を使用 小数点記号で地域設定を使用する

か、地域設定ではなくピリオド( .)を使

用するかどうかを指定します。

有効

データ暗号化の有効化 データベースとのすべての通信が暗号

化されるか、認証情報のみが暗号化

されるかどうかを指定します。
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設定 説明 例

拡張ステートメント情報の有効化 データベースで使用可能なときに拡張

ステートメント情報が使用されるかどう

かを指定します。

このオプションが有効な場合は、ODBC
API関数 SQLDescribeParamがサ

ポートされます。

セッションのモード データベースでのセッション中にドライ

バーが使用するセッションモードを指定

します。

o ANSI
o Teradata
o システムデフォルト

デフォルト値は "システムデフォルト "で
す。

ANSI

応答バッファーの最大サイズ SQL要求の応答バッファーの最大サイ

ズ(キロバイト )。

デフォルト値は 65536です。

65536

TDMSTのポート番号 Teradataデータベースにアクセスするた

めに使用されるポート番号。

デフォルト値は 1025です。

1025

変換 DLL名 Teradataサーバーとドライバーとの間で

転送されるすべてのデータを変換する

ための関数を含む .dllファイルへの完

全パス。

変換オプション 変換 DLLファイルで使用されるオプショ

ン。

ログインのタイムアウト データベースにログインするときにドライ

バーが応答を待機する秒数。この時

間を過ぎると、オペレーションがキャンセ

ルされます。

デフォルト値は 20です。

20

データソースのDNSエントリ データソースのDNSで定義されたエン

トリ数。

TCP_NODELAYの使用 TCPが小さいパケットをただちに送信す

るか、単一の大きいパケットになるまで

送信を待機するかどうかを指定しま

す。

o 有効 - TCPはただちに小さいパケッ

トを送信します。このオプションでは

送信の遅延を回避できますが、ネッ

トワークトラフィックが増える可能性

有効
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設定 説明 例

があります。
o 無効 - TCPは小さいパケットを収

集し、単一の大きいパケットにまとめ

ます。このオプションではネットワーク

トラフィックが減りますが、送信の遅

延が生じる可能性があります。

カタログ名としてのヌル値の使用 ドライバーがCatalog Nameパラメー

ターをNULLに設定するかどうかを指

定します。

先読み機能の有効化 現在のメッセージの処理中に、次の応

答メッセージを要求するかどうかを指定

します。

システム呼び出しの再試行 (EINTR) EINTRエラーが発生したときに、ドライ

バーがソケット システム呼び出しを再試

行するか、SQL_ERRORを返すかどう

かを指定します。

TIMESTAMPパラメーターとしての

DATEデータの使用

SQL_TIMESTAMPおよびSQL_C_
TIMESTAMP として返されるパラメー

ターで DATEデータが送信されるかどう

かを指定します。

2.xアプリケーションでのカスタムカタロ

グモードの使用

このオプションが有効な場合、非対応

の検索パターンを使用するODBC 2.x
アプリケーションの後方互換性が確保

されます。

SQL_TIMESTAMPのCREATE_
PARAMS列に空文字列を返す

SQL_TIMESTAMPデータで

SQLGetTypeInfoを呼び出すときに、

空の文字列を返すか、CREATE_
PARAMS列の特定の値を返すかどう

かを指定します。

最大値を返すCHAR/VARCHAR
Length as 32K (長さが32Kの

CHAR/VARCHAR)

データで SQLGetTypeInfoを呼び出す

ときに、COLUMN_SIZE列のハード

コード値を返すかどうかを指定します。

データコネクターの更新
Analyticsまたはロボット エージェントをアップグレードする場合は、いずれかのAnalyticsデータコネクター

を使ってデータをインポートするスクリプト ( ACCESSDATAコマンド)をテストする必要があります。

データソースまたはODBC ドライバーのサード パーティベンダーが加えた変更により、1つまたは複数の

データコネクターを更新しなければならない可能性があります。スクリプトに作り込んだデータ接続を引き

続き正常に動作させるには、それを更新する必要があります。
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l インポートの再実行 –接続機能を最も簡単に更新する方法は、更新されたバージョンの

Analyticsのデータアクセスウィンドウを使って、インポートを手動で実行することです。ログに記録

されている ACCESSDATAコマンドをコピーし、それを使ってスクリプトを更新します。

メモ

データソースに接続してインポートを再実行する前に、コネクターのキャッシュを消

去することで、既存の一連のテーブル名を削除します。

データアクセスウィンドウの［既存の接続］タブで、接続名の横にある［ >キャッ

シュの消去］を選択します。

l フィールド指定の更新 –データソースまたはODBC ドライバーのテーブルスキーマの変更と一致す

るように、スクリプト本体内のフィールド指定を更新しなければならない場合もあります。必要に応

じてフィールド名、フィールドのデータ型、およびフィールド長とレコード長を変更します。
l フィルター処理の結果の確認 –データインポートの一環として適用したフィルター処理の結果も確

認する必要があります。インポートのフィルター処理によってレコードを正しく追加または除外できた

かどうかを確認します。
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Twitterへの接続

Twitterのライブデータを接続し、ツイート、フォロワー、メッセージ、検索などにアクセスします。コネクター

はアプリケーションのみの認証を使用するため、Twitterでアプリケーションを登録し、必要な資格情報を

取得する必要があります。

メモ

このコネクターを Analyticsから独立して使用することはできません。コネクタードライバー

のDSNはWindowsのODBCデータソースアドミニストレーターを使って設定できます

が、DSN接続を本コネクターの［Windows DSN configuration( Windows DSN設定 ) ］
ダイアログ内でなく、Analytics内でテストする必要があります。

作業を開始する前に
Twitterに接続するには、アプリケーションを登録し、Twitter Application Managementポータルを使用し

て、TwitterからOauth資格情報を取得する必要があります。

接続の前提条件の収集については、組織のTwitter管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者から Twitterのサポートにお問い合わせください。

Twitter接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL コネクターセクションの［新規の接続 ］タブから、Twitterを選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

3. ［データ接続の設定］パネルが開いたら、接続設定を入力し、パネルの下部にある［保存して接

続］をクリックします。

デフォルトの接続名を使用するか、新しい接続名を入力します。

Twitterの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Twitterに接続するには、保存したこの接

続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Twitterからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。
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接続設定

基本設定

設定 説明 例

OAuth
クライア

ント Id

クライアント IDは、Twitter
のOAuth承認サーバーで

アプリケーションを登録する

ときに割り当てられます。

OAuthでは、アプリケーショ

ンを登録する必要がありま

す。登録の一部として、ク

ライアント ID(別称：コン

シューマキー)およびクライ

アント シークレットを受け

取ります。OAuthClientId
とOAuthClientSecretの
両方を、OAuthサーバーに

接続するように設定されま

す。

xvz1evFS4wEEPTGEFPHBog

OAuth
クライア

ント シー

クレット

クライアント シークレット

は、TwitterのOAuth承認

サーバーにアプリケーション

を登録するときに割り当て

られます。

OAuthでは、アプリケーショ

ンを登録する必要がありま

す。登録の一部として、ク

ライアント ID(別称：コン

シューマキー)およびクライ

アント シークレットを受け

取ります。OAuthClientId
とOAuthClientSecretの
両方を、OAuthサーバーに

接続するように設定されま

す。

L8qq9PZyRg6ieKGEKhZolGC0vJWLw8iEJ88DRdyOg

OAuth
アクセス

トークン

OAuthを使用して接続す

るためのアクセストークン。

OAuthAccessTokenプロ

パティは、OAuthを使用し

て接続するために使用さ

れます。

OAuthAccessTokenは、

認証処理の一部として

OAuthサーバーから取得し

ます。サーバー依存タイム

アウトであり、要求間で再

xvz1evFS4wEEPTGEFPHBog:L8qq9PZyRg6ieKGEKhZolGC0vJWLw8iEJ88-
DRdyOg
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設定 説明 例

利用できます。

アクセストークンは、ユー

ザー名とパスワードの代わ

りに使用されます。アクセス

トークンは、サーバーで課

すことによって、資格情報

を保護します。

OAuth
アクセス

トークン

シーク

レット

OAuthを使用して接続す

るためのOAuthアクセス

トークンシークレット。

OAuthAccessTokenSecr-
etプロパティは、OAuthを

使用して接続および認証

するために使用されます。

OAuthAccessTokenSecr-
etは、認証処理の一部と

して、OAuthサーバーから

取得されます。

OAuthAccessTokenを使

用し、タイムアウトするま

で、複数の要求を使用で

きます。

Ewy4p5VygSPOUI1rhbClVZcLnu05Y23Md22F0AKQYh1Hg

詳細設定

設定 説明 例

日付時刻をGMTに変換 インポート時に日付時刻フィールドを

GMTタイムゾーンに変換します。日付

時刻値は、falseの場合には、

Analyticsを実行するコンピューターのオ

ペレーティングシステムタイムゾーンに

変換されます。

true

鍵サイズの上限 主キー列の最大長。サイズを 0に接続

すると、キー長が元の長さに戻ります。

このプロパティでは、コネクターが主キー

列のすべての報告された列を無効にし

ます。

255

Long Varcharにマッピング 列がSQL_LONGVARCHAR として返

されるかどうかを制御します。

この設定を使用すると、指定されたサイ

ズよりも大きい列をマッピングし、SQL_
VARCHARではなく、SQL_
LONGVARCHAR として報告されま

す。

-1
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設定 説明 例

WVarcharにマッピング 文字列タイプを SQL_VARCHARでは

なく、SQL_WVARCHARにマッピングす

るかどうかを制御します。デフォルトで設

定されます。

文字列を SQL_WVARCHARにマッピ

ングし、さまざまな国際文字セット格納

するため、MapToWVarcharはデフォル

トで trueに設定されています。falseに

設定すると、SQL_VARCHARを使用

できます。

true

擬似列 擬似列を列としてテーブルに含めるかど

うかを指定します。

この設定は、テーブル列ではない場合

に、擬似列の値を設定できないEntity
Frameworkで特に有用です。

この接続設定の値は、

"Table1=Column1, Table1=Column2,
Table2=Column3"の形式です。"*"文
字を使用すると、すべてのテーブルとす

べての列を含めることができます。

MyTable=*

大文字の ID テーブルおよび列名を含む、すべての識

別子を大文字で報告します。

false

SSLサーバー証明書 TLS/SSLを使用して接続するときに

サーバーから許可される証明書。次の

いずれかを指定できます。

o 完全 PEM証明書
o 証明書を含むローカルファイルへの

パス
o 公開鍵
o MD5サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)
o SHA1サムプリント ( 16進数値はス

ペースまたはコロン区切りにすること

ができます)

TLS/SSL接続を使用している場合

は、このプロパティを使用して、サーバー

から許可される TLS/SSL証明書を指

定できます。コンピューターから信頼さ

れない他の認定書はすべて拒否されま

す。

C:\cert.cer

拡張 SQLのサポート メモリ内クライアント側処理を有効に

し、API経由で直接サポートされるより

も、SQL機能を強化します。

o true –コネクターはできるかぎり

SELECT文処理の負荷を IMAPに
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設定 説明 例

分散し、メモリのクエリの残りを処理

します。この方法で、ドライバーはサ

ポートされていない述語、結合、集

計を実行できます。
o false –コネクターはSQL実行を

IMAP APIのサポート内容に制限し

ます。

述語の実行

コネクターは、データソースでサポートさ

れている節を決定してから、ソースに

プッシュし、クエリを満たす行の最も小さ

いスーパーセットを取得します。その後

に、行の残りをローカルでフィルタリング

します。フィルター処理はストリームさ

れ、ドライバーは非常に大きいデータ

セットでも効果的にフィルタリングできま

す。

結合の実行

コネクターはさまざまな手法を使用して

メモリで結合します。ドライバーは、同じ

テーブルを複数回読み取る要件に対し

て、メモリ利用率をトレードオフします。

集計の実行

コネクターは、メモリ内の集計を処理す

るために必要なすべての行を取得しま

す。

プロキシ認証スキーム ProxyServerプロキシで認証するため

に使用する認証タイプ。

この値は、ProxyServerおよび

ProxyPortで指定されたHTTPプロキ

シで認証するために使用する認証タイ

プを指定します。

BASIC
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設定 説明 例

メモ

コネクターはデフォルトでシ

ステムプロキシ設定を使

用し、さらなる構成は必要

ありません。別のプロキシに

接続する場合は、

ProxyAutoDetectを false
に設定し、ProxyServer と
ProxyPortも falseに設定

する必要があります。認証

するには、

ProxyAuthSchemeを設

定し、必要に応じて、

ProxyUser と
ProxyPasswordを設定し

ます。

認証タイプは次のいずれかにすることが

できます。

o BASIC –HTTP BASIC認証を実行

します。
o DIGEST – HTTP DIGEST認証を

実行します。
o NEGOTIATE –認証に適したプロト

コルに基づき、NTLMまたは

Kerberos トークンを取得します。
o PROPRIETARY – NTLMまたは

Kerberos tokenを生成しません。

HTTP要求の承認ヘッダーでこの

トークンを指定する必要がありま

す。

プロキシ自動検出 システムプロキシ設定を使用するかどう

かを指定します。ProxyAutoDetectを
FALSEに設定すると、カスタムプロキシ

設定を使用します。これは他のプロキ

シ設定よりも優先されます。

true

プロキシユーザー ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるユーザー名。

ProxyUserおよびProxyPasswordオ

プションは、ProxyServerで指定された

HTTPプロキシに対して接続および認

証するために使用されます。

ProxyAuthSchemeで使用可能な認

証タイプのいずれかを選択できます。

HTTP認証を使用している場合は、こ

れをHTTPプロキシで認識されるユー

ザーのユーザー名に設定します。

WindowsまたはKerberos認証を使

用している場合は、このプロパティを次

john_doe@example.com
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設定 説明 例

の形式のいずれかのユーザー名に設定

します。

o user@domain
o domain\user

プロキシのパスワード ProxyServerプロキシで認証するため

に使用されるパスワード。

このプロパティは、NTLM (Windows)、
Kerberos、またはHTTP認証をサポー

トするHTTPプロキシサーバーで認証

するために使用されます。HTTPプロキ

シを指定するには、ProxyServer と
ProxyPortを設定できます。認証タイプ

を指定するには、ProxyAuthScheme
を設定します。

HTTP認証を使用している場合は、追

加で、ProxyUser とProxyPasswordを

HTTPプロキシに設定します。

NTLM認証を使用している場合は、

ProxyUser とProxyPasswordを

Windowsパスワードに設定します。

Kerberos認証を完了するためにこれら

が必要な場合もあります

プロキシサーバー HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。

HTTP トラフィックをルーティングするプロ

キシのホスト名または IPアドレス。ドラ

イバーは、HTTP、Windows (NTLM)、
またはKerberos認証タイプを使用し

て、HTTPプロキシで認証できます。

デフォルトでは、ドライバーはシステムプ

ロキシを使用します。別のプロキシを使

用する場合は、ProxyAutoDetectを
falseに設定します。

206.174.193.115

プロキシのポート ProxyServerプロキシが実行されてい

る TCPポート。

80

プロキシ SSLタイプ ProxyServerプロキシに接続するときに

使用する SSLタイプ：

o AUTO – URLがHTTPS URLの場

合、コネクターはTUNNELオプショ

ンを使用します。URLがHTTP
URLの場合、コネクターはNEVER
オプション(デフォルト )を使用しま

す。
o ALWAYS –接続は常にSSL有効

です。
o NEVER –接続はSSL有効ではあ

AUTO
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設定 説明 例

りません。
o TUNNEL –接続はトンネルプロキシ

経由です。プロキシサーバーはリ

モート ホストへの接続を開き、トラ

フィックはプロキシ経由で前後しま

す。

ストリーミングテーブル
TweetStreamテーブルなど、継続的に更新されるデータをキャプチャするテーブルはクエリしないでくださ

い。ストリーミングテーブルは、履歴データのアーカイブではなく、リアルタイムのアクティビティが格納される

だけです。これらのテーブルで確立される接続は開いたままになるため、ご使用アカウントでのAPIの更新

頻度制限を超えてしまう可能性があります。

データコネクターの更新
Analyticsまたはロボット エージェントをアップグレードする場合は、いずれかのAnalyticsデータコネクター

を使ってデータをインポートするスクリプト ( ACCESSDATAコマンド)をテストする必要があります。

データソースまたはODBC ドライバーのサード パーティベンダーが加えた変更により、1つまたは複数の

データコネクターを更新しなければならない可能性があります。スクリプトに作り込んだデータ接続を引き

続き正常に動作させるには、それを更新する必要があります。

l インポートの再実行 –接続機能を最も簡単に更新する方法は、更新されたバージョンの

Analyticsのデータアクセスウィンドウを使って、インポートを手動で実行することです。ログに記録

されている ACCESSDATAコマンドをコピーし、それを使ってスクリプトを更新します。

メモ

データソースに接続してインポートを再実行する前に、コネクターのキャッシュを消

去することで、既存の一連のテーブル名を削除します。

データアクセスウィンドウの［既存の接続］タブで、接続名の横にある［ >キャッ

シュの消去］を選択します。

l フィールド指定の更新 –データソースまたはODBC ドライバーのテーブルスキーマの変更と一致す

るように、スクリプト本体内のフィールド指定を更新しなければならない場合もあります。必要に応

じてフィールド名、フィールドのデータ型、およびフィールド長とレコード長を変更します。
l フィルター処理の結果の確認 –データインポートの一環として適用したフィルター処理の結果も確

認する必要があります。インポートのフィルター処理によってレコードを正しく追加または除外できた

かどうかを確認します。
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Twitterデータコネクターの変更内容
Twitterデータコネクターに加えられた具体的な変更内容を次に挙げます。

Analyticsの
バージョン 変更

14.2 DirectMessagesSentおよびDirectMessagesReceivedテーブルが削除され、新しいテーブル、

DirectMessagesに取って代わられました。

Tweetsテーブルの IdLongフィールドのデータ型が、longから stringに変更されました。
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UPSへの接続

UPSはグローバル配送および物流会社であり、レポート ツール、データベース、カスタムアプリケーションか

らライブ追跡データを提供しています。UPSデータコネクターを使用して、組織のUPSデータをインポー

トできます。

メモ

UPSデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されていま

す。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを参

照してください。

作業を開始する前に
UPSに接続するには、以下を収集する必要があります。

l UPSへの要求を処理するサーバー
l UPSサーバーに接続するためのアクセスキー
l UPSサーバーに接続するための資格情報
l UPSアカウント番号

接続の前提条件の収集については、組織のUPS管理者に支援を仰いでください。管理者から支援を

得られない場合は、あなたまたは管理者からUPSのサポートにお問い合わせください。

UPS接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、UPS を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

UPSへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

UPSの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、UPSに接続するには、保存したこの接続を

使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。UPSからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの作

業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
UPSデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデータ

ソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブに

移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、UPSに対応する省略記号アイコン をクリック

し、［接続名の変更］を選択します。
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USPSへの接続

United States Postal Service( USPS)は配送および郵便サービスであり、レポート ツール、データベー

ス、カスタムアプリケーションからライブ追跡データを提供しています。USPSデータコネクターを使用して、

組織のUSPSデータをインポートできます。

メモ

USPSデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されていま

す。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを参

照してください。

作業を開始する前に
USPSに接続するには、以下を収集する必要があります。

l 郵便プロバイダー
l 要求がサンドボックスサーバーまたはプロダクションサーバーのどちらから送信されるかどうか
l 荷送人のアカウント番号
l Stampsサーバーで認証するためのStampsユーザー ID
l サーバーで認証するためのパスワード

接続の前提条件の収集については、組織のUSPS管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者からUSPSのサポートにお問い合わせください。

USPS接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、USPS を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

USPSへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

USPSの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、USPSに接続するには、保存したこの接続

を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。USPSからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
USPSデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデータ

ソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブに

移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、USPSに対応する省略記号アイコン をクリッ

クし、［接続名の変更］を選択します。
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Workdayへの接続

Workdayは、クラウドベースの企業管理システムです。Workdayデータコネクターを使用して、組織の

Workdayデータをインポートできます。

メモ

Workdayデータコネクターは当社のデータアクセスおよび接続パートナーであるCData
Softwareによって提供されています。個別の接続フィールドの詳細については、次のリン

クからCData ドキュメントをご覧ください。

作業を開始する前に
接続処理を開始する前に、CData ドキュメントのWindows DNS構成セクションを確認し、ユーザー名、

パスワード、トークン、またはキー値といった接続に必要な情報を準備してください。

接続の前提条件の収集については、組織のWorkday管理者に支援を仰いでください。管理者から支

援を得られない場合は、あなたまたは管理者からWorkdayのサポートにお問い合わせください。

接続プロファイル
基本的な接続と認証だけではなく、データソース接続の追加プロパティを構成できます。詳細について

は、CData ドキュメントのConnection Propertiesを参照してください。

Workday接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、Workday を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

Workdayへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

Workdayの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、Workdayに接続するには、保存したこ

の接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。Workdayからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウ

の作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
Workdayデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデー

タソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブ

に移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、Workdayに対応する省略記号アイコン を

クリックし、［接続名の変更］を選択します。
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xBaseへの接続

xBaseは、書式設定された大量のデータを構造化された形式で保存するための、複雑なデータおよび

ノート ファイルです。xBaseデータコネクターを使用して、組織のxBaseデータをインポートできます。

メモ

xBaseデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されていま

す。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを参

照してください。

作業を開始する前に
xBaseに接続するには、xBaseアカウントへのデータソースパスを収集する必要があります。

接続の前提条件の収集については、組織のxBase管理者に支援を仰いでください。管理者から支援

を得られない場合は、あなたまたは管理者から xBaseのサポートにお問い合わせください。

xBase接続を作成する
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、xBase を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。
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7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

xBaseへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

xBaseの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、xBaseに接続するには、保存したこの接続

を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。xBaseからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウの

作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
xBaseデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデータ

ソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブに

移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、xBaseに対応する省略記号アイコン をクリッ

クし、［接続名の変更］を選択します。
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ZenDeskへの接続

Zendeskはマルチチャネル顧客サポート プラットフォームです。Zendeskデータコネクターを使用して、組

織のZendeskデータをインポートできます。

メモ

Zendeskデータコネクターは当社のデータパートナーであるCDataによって提供されて

います。接続フィールドについては、CDataのWebサイトで提供されているドキュメントを

参照してください。

作業を開始する前に
Zendeskに接続するには、次の情報を収集する必要があります。

l Zendeskサポート URL
l Zendeskアカウントで認証するための資格情報
l Zendesk増分 APIを使用するかどうか
l Zendeskで認証するユーザーのAPI トークン

接続の前提条件の収集については、組織のZenDesk管理者に支援を仰いでください。管理者から支

援を得られない場合は、あなたまたは管理者から ZenDeskのサポートにお問い合わせください。

Zendesk接続の作成
1. Analyticsのメインメニューから、［インポート >データベースとアプリケーション］を選択します。
2. ACL DSN コネクター(バンドル)セクションの［新規の接続 ］タブから、ZenDesk を選択します。

ヒント

使用可能なコネクターのリストをフィルタリングするには、［接続のフィルタリング］ボッ

クスに検索文字列を入力します。コネクターはアルファベット順に表示されます。

［DSN Configuration］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［DSN構成］ダイアログボックスで［必須フィールドを表示］または［基本］をクリックします。
4. 必須フィールドまたは基本フィールドがある場合は、値を入力します。
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5. ［Test Connection］(接続のテスト )をクリックします。

メモ
［Test Connection］(接続のテスト )ボタンをクリックすると、指定された接続と認証

詳細情報が正しいかどうかを検証します。［テスト接続］をクリックせずに［OK］をク

リックすると、接続詳細情報が検証されずに保存され、指定した値が正しくない場

合は後から動作しない可能性があります。

6. ログインページが表示されたら、必要な接続または認証の詳細を入力します。

接続が成功すると、ダイアログボックスが開き、成功メッセージが表示されます。

7. ダイアログボックスが表示されるので、［OK］をクリックします。

ZenDeskへの接続が正常に確立されます。

8. ［DSN構成］ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

ZenDeskの接続は、［既存の接続］タブに保存されます。今後、ZenDeskに接続するには、保存したこ

の接続を使用できます。

接続が確立されると、データアクセスウィンドウが開いてステージング領域が表示されるので、データのイ

ンポートを開始できます。ZenDeskからデータをインポートする方法については、"データアクセスウィンドウ

の作業"ページ 376を参照してください。

接続名の変更
ZenDeskデータコネクターを作成するときには、任意の接続名を指定することはできません。接続はデー

タソースと同じ名前で［既存の接続］タブに保存されます。名前を変更する場合は、［既存の接続］タブ

に移動し、［ACL DSN コネクター］セクションを展開して、ZenDeskに対応する省略記号アイコン を

クリックし、［接続名の変更］を選択します。
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HighBondプロジェクト データのイン
ポート

Analyticsテーブルを作成するには、HighBondプロジェクトで操作する権限があるプロジェクトからデータ

をインポートします。

Project Managerからは、HighBondインスタンスのすべてのアクティブなプロジェクトに含まれるすべてのテ

キスト情報を集合的に含むさまざまなタイプのテーブルをインポートできます。

当該の情報を活用する方法

プロジェクトからインポートされた情報を使用して、さまざまな種類の分析を実行できます。例：
l あるプロジェクトの未完了の情報を見つける方法として、キーフィールドでインポートされたテーブル

を結合する

詳細については、"プロジェクトからインポートされたテーブルの結合"見開きページを参照してくださ

い。

l TableauやMicrosoft Power BIなどのさまざまなレポート ツールでの使用を目的に、Analyticsか
ら情報をエクスポートする

詳細については、"サードパーティレポート アプリケーションからのAnalyticsへの接続"ページ 1405
を参照してください。

レコード長の制限

Analytics にインポートできる最大レコード長は 32,767文字または 16,383 Unicode文字です。

最大値を超えるデータをプロジェクトからインポートしようとすると、エラーメッセージが表示され、インポート

が失敗します。インポートから大きい説明文フィールドを削除し、レコード長を削減してください。

もう一つの方法は、Analyticsのコマンドラインで IMPORT GRCPROJECTコマンドを使用してインポートを実

行することです。このコマンドを使用するとき、CHARMAXパラメーターを含めることができます。これを使用す

ると、インポートするフィールドごとに最大文字数を指定できます。詳細については、"IMPORT
GRCPROJECTコマンド"ページ 1892を参照してください。
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手順

メモ

HighBondに接続するときには、パスワードを指定する必要がある場合があります。詳細

については、"パスワード要件"次のページを参照してください。

1. ［インポート］> ［HighBond］> ［プロジェクト］を選択します。
2. ［インポートするデータの選択］ダイアログボックスで、組織フォルダーをダブルクリックします。
3. インポートするテーブルのフォルダーをダブルクリックします。

メモ

一度にAnalyticsにインポートできるテーブルは 1つだけです。共通キーフィールド

がある場合は、プロジェクトからインポートされたテーブルを後から結合できます。

4. インポートするフィールドを選択するか、［すべて選択］を選択し、テーブル全体をインポートして

［OK］をクリックします。

データがプロジェクトからインポートされます。インポートされたテーブルの使用性を改善するには、

HTMLマークアップがあるリッチテキスト フィールドが最後に配置されます。

5. ［データファイルを別名で保存］ダイアログボックスで、Analyticsデータファイルのファイル名を入力

し、必要であれば、そのファイルを保存する場所を変更して、［保存］をクリックします。
6. Analyticsプロジェクトに追加する Analyticsテーブルの名前について、デフォルトの名前をそのまま

用いるか、または別の名前を入力して、［OK］をクリックします。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

プロジェクトからインポートされたテーブルの結
合
プロジェクト アプリからAnalyticsにテーブルをインポートした後、テーブルを結合し、作業していたプロジェ

クトのテキスト情報の一部またはすべてを作成できます。

以下の図は、プロジェクトのさまざまなテーブルが関連付けられる方法を示し、インポートが完了した後に

テーブルを結合するために使用できる共通キーフィールドを提供します。

問題テーブルおよび時間入力テーブルのtarget_typeフィールドはキーフィールドではありません。この

フィールドは、キーフィールドではなく、個々の問題または時間入力を関連付ける特定のテーブルの種類

を指定するものです。target_typeフィールドを使用して、結合をフィルタリングし、関心があるテーブル関

係のみが含まれます。
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ヒント

Analyticsで結合を作成するときには、idを主キーにし、<テーブル>_idを副キーにしま

す。

すべての副レコードまたは多対多結合を含む結合タイプを使用します。詳細について

は、"テーブルの結合"ページ 960を参照してください。

パスワード要件

パスワードが必要ではない

Analyticsのコピーをアクティベーションするためにオンラインアクティベーションを使用した場合は、

HighBondからインポートするパスワードを指定する必要がありません。パスワードは自動的に作成され、

コンピューターに保存されたアクティベーション情報に基づいてHighBondに送信されます。

パスワードが必要

次のどちらの状況でも、HighBondからインポートするためにパスワードを指定する必要はありません。

l オフラインアクティベーションを使用してAnalyticsのコピーをアクティブ化した場合

l スクリプトを使用してHighBondからインポートし、ロボットでスクリプトを実行した場合

必須のパスワード値は、HighBondアクセストークンです。
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HighBondアクセストークンを取得

注意

アカウント パスワードのようにアクセストークンを保護してください。HighBondアカウント固

有の情報が含まれます。アクセストークンを共有しないでください。

1. 次のいずれかを実行します。
l Analytics メインメニューで［ツール>HighBondアクセストークン］を選択します。
l スクリプト エディター内を右クリックし、［挿入 > HighBond トークン］を選択します。

［API アクセストークンを管理します］ページがお使いのブラウザーで開きます。最初にHighBond
にサインインすることを求められる場合があります。

ヒント

Analyticsからの［API トークンの管理］ページへのアクセスが便利です。HighBond
にサインインし、Analyticsを使用せずにユーザープロファイルからこのページにアクセ

スすることもできます。

2. 次のいずれかを実行します。
l 既存のトークンを使用する –［トークン］列で、使用する一部がマスクされたトークンをクリックし、

HighBondアカウントのパスワードを入力します。マスクされていないトークンが表示されます。

ヒント

新しいトークンを作成する理由がない場合は、既存のトークンを使用してくださ

い。既存のトークンが機能しない場合は、新しいトークンを作成してください。

既存のトークンを使用すると、管理する必要があるトークン数が減ります。

l 新しいトークンを作成する –［トークンを作成 > Analytics］をクリックし、お使いのHighBondアカ

ウントのパスワードを入力します。

新しいAnalytics トークンが作成されます。

3. ［コピー ］をクリックしてトークンをコピーします。

ヒント

トークンが含まれているこのダイアログボックスは、そのトークンを貼り付けるまで閉

じないでください。

4. 使用しているデータアクセスとパスワード定義方法に応じて、次のいずれかを実行します。

Analyticsユーザーインターフェイス

コピーしたトークンを、HighBondに手動でアクセスする際に表示されるパスワードプロンプトに貼り

付けます。

Analyticsスクリプト
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l PASSWORD コマンド –コピーしたトークンをスクリプト実行中に表示されるパスワードプロンプト

に貼り付けます。

l SET PASSWORD コマンド –コピーしたトークンを、スクリプト内のSET PASSWORDコマンド

構文の適切な位置に貼り付けます。

5. Launchpadで、トークンが含まれているダイアログボックスを閉じます。

新しいトークンを作成した場合は、部分的にマスクされたバージョンのトークンが、トークンのリスト

に追加されます。

詳細については、アクセストークンの作成と管理を参照してください。
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HighBond リザルト データのインポート

Analyticsテーブルを作成するには、HighBond リザルトで操作する権限があるコレクションからデータをイ

ンポートします。コレクションの個別の統制テストからデータテーブルまたは解釈をインポートできます。

メモ

リザルトでは、統制テストは「データアナリティクス」と言います。

当該の情報を活用する方法

リザルトからデータを Analyticsにインポートする機能により、例外に対して二次的またはフォローアップ分

析を実行できます。分析を実行した後、往復処理でデータをリザルトにエクスポートできます。詳細につ

いては、"HighBondのリザルト アプリへの例外のエクスポート "ページ 216を参照してください。

リザルト データを往復するときのフィールド名の考慮事項

リザルトとAnalytics間でデータを往復する場合は、リザルト テーブルのすべてのフィールド名がより厳しい

Analyticsフィールド名要件を満たすことを確認する必要があります。そうでない場合、Analyticsとリザル

ト データが一致しないおそれがあります。

たとえば、リザルト フィールド名の特殊文字は、Analyticsにインポートされるときに自動的にアンダースコ

アに変換されます。これは、フィールド名がリザルトの元の名前と一致しないことを意味します。後から

Analyticsデータをリザルトの元のテーブルにエクスポートする場合は、フィールドが正しく一致しません。

往復するデータでこの問題を回避するには、CSVまたはExcelファイルからリザルトにデータをアップロード

する前に、以下のAnalyticsフィールド名要件を満たしていることを確認します。

l 特殊文字またはスペースがない
l 数字で始まらない
l 英数文字またはアンダースコア文字 (  _ )のみを含む

レコード長の制限

Analytics にインポートできる最大レコード長は 32,767文字または 16,383 Unicode文字です。

最大値を超えるデータをリザルトからインポートしようとすると、エラーメッセージが表示され、インポートが

失敗します。インポートから大きい説明文フィールドを削除し、レコード長を削減してください。

もう一つの方法は、Analyticsのコマンドラインで IMPORT GRCRESULTSコマンドを使用してインポートを実

行することです。このコマンドを使用するとき、CHARMAXパラメーターを含めることができます。これを使用す

ると、インポートするフィールドごとに最大文字数を指定できます。詳細については、"IMPORT
GRCRESULTSコマンド"ページ 1900を参照してください。
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手順

メモ

HighBondに接続するときには、パスワードを指定する必要がある場合があります。詳細

については、"パスワード要件"見開きページを参照してください。

1. ［インポート］> ［HighBond］> ［リザルト］を選択します。
2. ［インポートするデータの選択］ダイアログボックスで、組織フォルダーをダブルクリックします。
3. 適切な統制テストに移動します。

メモ

次の場合にデータにアクセスするために必要な権限がありません

l 統制テストを含むコレクションが表示されません
l メッセージ解釈のリストの取得エラーが統制テストにアクセスしようとすると表示さ

れます。

詳細については、リザルトでのロールと権限の割り当てを参照してください。

アクセス許可の支援が必要な場合は、社内のHighBondアカウント管理者、また

はリザルトの管理者にお問い合わせください。

4. Analyticsにインポートする次のテーブルのいずれかを選択します。

l 解釈 (存在する場合 )
l 監査証跡
l コメント
l 結果テーブル(テーブルフィールド選択フォルダーをダブルクリック)

メモ

一度にAnalyticsにインポートできるテーブルは 1つだけです。

ヒント

レコード IDをキーフィールドとして、Analyticsで結果テーブル、監査証跡、コメン

トを結合できます。結合で主テーブルとして結果テーブルを使用します。

5. 結果テーブルをインポートする場合、次のカテゴリからインポートする個別のフィールドを選択しま

す。

l ユーザーが生成し、システムが生成したワークフロー情報を含むメタデータ –フィールド
l 追加 –コレクションと統制テスト名、およびレコード ID

Analyticsの結果テーブルを結合する場合、必ずレコード IDを選択します。

l リザルトにインポートされたデータまたはリザルト アンケートの回答を含むデータ –フィールド
l すべて選択 –はテーブル全体をインポートします
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6. ［OK］をクリックします。

データがリザルトからインポートされます。

7. ［データファイルを別名で保存］ダイアログボックスで、Analyticsデータファイルのファイル名を入力

し、必要であれば、そのファイルを保存する場所を変更して、［保存］をクリックします。
8. Analyticsプロジェクトに追加する Analyticsテーブルの名前について、デフォルトの名前をそのまま

用いるか、または別の名前を入力して、［OK］をクリックします。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

パスワード要件

パスワードが必要ではない

Analyticsのコピーをアクティベーションするためにオンラインアクティベーションを使用した場合は、

HighBondからインポートするパスワードを指定する必要がありません。パスワードは自動的に作成され、

コンピューターに保存されたアクティベーション情報に基づいてHighBondに送信されます。

パスワードが必要

次のどちらの状況でも、HighBondからインポートするためにパスワードを指定する必要はありません。

l オフラインアクティベーションを使用してAnalyticsのコピーをアクティブ化した場合

l スクリプトを使用してHighBondからインポートし、ロボットでスクリプトを実行した場合

必須のパスワード値は、HighBondアクセストークンです。

HighBondアクセストークンを取得

注意

アカウント パスワードのようにアクセストークンを保護してください。HighBondアカウント固

有の情報が含まれます。アクセストークンを共有しないでください。

1. 次のいずれかを実行します。
l Analytics メインメニューで［ツール>HighBondアクセストークン］を選択します。
l スクリプト エディター内を右クリックし、［挿入 > HighBond トークン］を選択します。

［API アクセストークンを管理します］ページがお使いのブラウザーで開きます。最初にHighBond
にサインインすることを求められる場合があります。
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ヒント

Analyticsからの［API トークンの管理］ページへのアクセスが便利です。HighBond
にサインインし、Analyticsを使用せずにユーザープロファイルからこのページにアクセ

スすることもできます。

2. 次のいずれかを実行します。
l 既存のトークンを使用する –［トークン］列で、使用する一部がマスクされたトークンをクリックし、

HighBondアカウントのパスワードを入力します。マスクされていないトークンが表示されます。

ヒント

新しいトークンを作成する理由がない場合は、既存のトークンを使用してくださ

い。既存のトークンが機能しない場合は、新しいトークンを作成してください。

既存のトークンを使用すると、管理する必要があるトークン数が減ります。

l 新しいトークンを作成する –［トークンを作成 > Analytics］をクリックし、お使いのHighBondアカ

ウントのパスワードを入力します。

新しいAnalytics トークンが作成されます。

3. ［コピー ］をクリックしてトークンをコピーします。

ヒント

トークンが含まれているこのダイアログボックスは、そのトークンを貼り付けるまで閉

じないでください。

4. 使用しているデータアクセスとパスワード定義方法に応じて、次のいずれかを実行します。

Analyticsユーザーインターフェイス

コピーしたトークンを、HighBondに手動でアクセスする際に表示されるパスワードプロンプトに貼り

付けます。

Analyticsスクリプト

l PASSWORD コマンド –コピーしたトークンをスクリプト実行中に表示されるパスワードプロンプト

に貼り付けます。

l SET PASSWORD コマンド –コピーしたトークンを、スクリプト内のSET PASSWORDコマンド

構文の適切な位置に貼り付けます。

5. Launchpadで、トークンが含まれているダイアログボックスを閉じます。

新しいトークンを作成した場合は、部分的にマスクされたバージョンのトークンが、トークンのリスト

に追加されます。

詳細については、アクセストークンの作成と管理を参照してください。
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テーブルレイアウトを使用したデータの
構造化
データを Analyticsにインポートするか、Analyticsでデータに接続するときには、データを読み取り、分析

を実行するために、未加工データを構造化する必要があります。Analytics の構造の仕組みはテーブル

レイアウトと呼ばれます。Analytics は、Analytics プロジェクトで、すべてのテーブルのテーブルレイアウトを

自動的に生成します。

テーブルレイアウトは、ソースデータファイルまたはソースロケーションの未加工データを記述および定義

するメタデータのコレクションです。テーブルレイアウトがないと、ソースデータは、識別されない大量の数

字と文字のように表示されます。テーブルレイアウトには順序があります。

テーブルレイアウトのメタデータ要素
テーブルレイアウトは、次を含む、多数のメタデータを指定します。

l 名前 –フィールド名 -物理フィールド名と、ビューの対応する列の表示名
l 型 –フィールドのデータカテゴリとデータ型
l 物理特性 –フィールドの開始位置とバイト長
l 形式 –数値フィールドの小数点桁数などの形式の詳細と、日付時刻フィールドの日付形式
l 接続 –ソースデータの場所

テーブルレイアウトとAnalyticsテーブルに関
連付ける方法
以下の図はAnalyticsテーブルの他のコンポーネントに関連したテーブルレイアウトを示しています。

テーブルレイアウトが一般にどのようにAnalyticsテーブルに関連しているかについての情報は、"Analytics
テーブルの構造"ページ 118を参照してください。
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テーブルレイアウトとソースデータファイル
Metaphor_Trans_Allテーブルのテーブルレイアウト ( ACL_Demo.aclサンプルデータプロジェクト )は以

下に表示され、その後に関連付けられたソースデータファイルMetaphor_Trans_All.filが表示され

ます。

テーブルレイアウトがソースデータを編成し、多数のフィールドを定義する方法を明確に確認できます。
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テーブルレイアウト
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ソースデータファイル

テーブルレイアウトのダイアログボックス
テーブルレイアウト ダイアログボックス(上記 )を使用すると、テーブルレイアウトを定義および編集するこ

とができます。このダイアログボックスは、［編集  > テーブルレイアウト］を選択すれば、いつでも利用できま

す。このダイアログボックスには 3つのタブが含まれており、ここでテーブルレイアウトに対するさまざまな作

業が行えます。

タブ 説明

テーブルレイアウト オ

プション

このタブでは、レコード長やテーブルレイアウトに関連付けられているデータソースなど、テーブルレイ

アウトの一般的なプロパティを設定したり、そのテーブルレイアウトに関する情報をノートとして追加

したりします。

フィールド /式の編集

このタブでは、テーブルレイアウトに対してフィールドの作成、編集または削除を行います。物理デー

タフィールドと演算フィールドのどちらに対しても作業できます。

新しいデータフィル

ターの追加

このタブでは、データフィルターを定義します。このフィルターは、データソースから含めるデータ、また

は定義しているレコードから除外するデータを指定する規則です。

テーブルレイアウトのデータフィルターは、Analyticsのビューでのフィルターとは異なり、通常はデータ

定義ウィザードで使用可能なオプションを使ってデータソースを定義できなかった場合にのみ必要で

す。
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テーブルレイアウトを使った作業
Analyticsによって自動的に生成されるテーブルレイアウトが必要なすべての情報を備えている場合、修

正せずに使用できます。ただし、テーブルレイアウトの編集が必要になる場合があります。

名前の変更、コピー、インポート、エクスポートなど、テーブルレイアウトに関連する他の処理を実行する

こともできます。

テーブルレイアウトの編集
場合によっては自動的に作成されたテーブルレイアウトを編集するか、あるいは手作業でテーブルレイア

ウトを作成する必要があるかもしれません。テーブルレイアウトのフィールドやレコードは、必要に応じて追

加、削除または変更することができます。

テーブルレイアウトを編集する理由

次の理由でテーブルレイアウトを編集できます。

l フィールドの追加または削除 –データフィールド、演算フィールド、またはデータフィルターを追加また

は削除する場合。
l デフォルト フィールド定義の修正 –Analyticsが作成したフィールド定義で、データ型、数値または

日付時刻フィールドの書式、またはその他のフィールド プロパティを変更する場合。
l 重複フィールドの定義 –重複フィールドを定義する場合。

重複フィールドは、レコード内の1バイト以上のバイト位置を共有します。たとえば、レコード内の

あるフィールドの先頭から 6バイトを日付フィールド( YYMMDDなど)として定義し、その月を表す

2バイト部分 ( MMなど)を月フィールドとして定義できます。2つのフィールドは重複します。

l エラーの修正 –データ定義ウィザードでテーブルを定義した後に判明したエラーを修正する場合。

たとえば、データの表示が不適切な場合は、レコード長やスキップする長さを変更する必要があり

ます。

l テーブルレイアウトを手動で作成する –［オプション］ダイアログボックスの［フラット ファイルを手動で

定義する］オプションを選択した場合。

このオプションによって、Analyticsのデフォルトの動作が変わります。データソースとしてフラット ファイ

ルを選択して、データ定義ウィザードでその他の基本的な情報を提供すると、テーブルレイアウト

ダイアログボックスが表示されるので、Analyticsテーブル用にレコードとフィールドを手動で定義す

る必要があります。

テーブルレイアウトの名前を変更する
テーブルレイアウトの名前を変更することができます。テーブルレイアウトの名前を変更しても、関連する

データファイルの名前は変更されません。テーブルが現在開いている場合は、テーブルレイアウトの名前
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を変更することはできません。

メモ

Analyticsスクリプトで参照されているテーブルレイアウトの名前を変更する場合は、スク

リプト内にあるそのテーブルへの参照もすべて更新する必要があります。そうしないと、そ

のスクリプトは実行時に失敗します。

方法の説明

1. 名前を変更したいテーブルが開いている場合は、テーブルを閉じます。
2. ［総覧］タブで、テーブルレイアウトを右クリックして［名前の変更］を選択します。
3. テーブルレイアウトの新しい名前を入力し、Enterキーを押します。

メモ

テーブルレイアウトの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはア

ンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用できませ

ん。名前の先頭を数字にすることはできません。

テーブルレイアウトをコピーする
テーブルレイアウトをコピーして、同一のテーブルレイアウトを同じ Analyticsデータファイルまたはデータ

ソースと関連付け、その後、コピーしたテーブルレイアウトを変更することができます。テーブルレイアウトを

コピーして変更する方が、新しいテーブルレイアウトを一から作成するよりも簡単な場合があります。

同じデータファイルまたはデータソースに複数のテーブルレイアウトを関連付けると、同じデータに対して

異なるフィールドを定義したり、フィールドのさまざまなサブセットを作成したり、異なる演算フィールドを作

成したりすることなどができます。これは、大きなテーブルを操作する場合に役立ちます。すべてのフィール

ド定義が単一のテーブルレイアウトに含まれていたら、大きなテーブルは扱いにくいでしょう。

注意

同じ Analyticsファイルに複数のテーブルレイアウトを関連付けている場合は注意してく

ださい。［オプション］ダイアログボックスで［テーブルと一緒にデータファイルを削除する］を
オンにした場合は、いずれかのテーブルレイアウトを削除すると、同時にデータファイルも

削除されます。つまり、その他のテーブルレイアウトのデータも使用できなくなるということ

です。

データファイルはすぐに削除されます。Windowsのごみ箱には送られません。

方法の説明

1. ［総覧］タブでコピーするテーブルレイアウトを右クリックし、［コピー］を選択します。
2. プロジェクト フォルダーを右クリックし、［貼り付け］を選択します。
3. フィールド定義をコピーするか共有するかを尋ねるメッセージが表示されたら、［共有］をクリックする

特別な理由がない限り、［コピー］をクリックします。
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メモ

メッセージは、［オプション］ダイアログボックスで［テーブルレイアウトを共有しない］
が選択されていない場合に表示されます。詳細については、"テーブルレイアウトの

共有"下を参照してください。

テーブルレイアウトがコピーされ、名前の末尾に増分数字が付けられます。たとえば、"Table2"と
なります。必要に応じて、テーブルレイアウトの名前を変更することができます。

テーブルレイアウトの共有
テーブルレイアウトを共有して、同じテーブルレイアウトと2つ以上のAnalyticsデータファイルを関連付

けることができます。一般的には、データファイルごとに個別のテーブルレイアウトを保持する必要がありま

す。しかし、1つのテーブルレイアウトを共有すれば、複数のデータファイルに対するテーブルレイアウトの

一元管理が可能となり、作業の手間を省くことができます。

詳細については、"テーブルオプション"ページ 125のテーブルレイアウトを共有しないを参照してください。

メモ

テーブルレイアウトを共有するのは、テーブルレイアウトをコピーして、データファイルを共

有することと同じではありません。

l テーブルレイアウトを共有する場合は、単一のテーブルレイアウトが2つ以上の

データファイルに関連付けられます。
l データファイルを共有する場合は、2つ以上のテーブルレイアウトが単一のデータ

ファイルに関連付けられます。

方法の説明

1. ［オプション］ダイアログボックスの［テーブル］タブ( ［ツール>オプション > テーブル］)で、［テーブルレ

イアウトを共有しない］を必ずオフにします。
2. 次のいずれかを実行します。

l 抽出や並べ替えなど、ソーステーブルと同じレコード構造を持つ新しいデータファイルに結果を

出力する、Analytics操作を実行します。

結果テーブルとソーステーブルは現在、同じテーブルレイアウトを共有しています。

l テーブルレイアウトをコピーして貼り付け、表示される確認ダイアログボックスで［共有］をクリック

します。
3. テーブルレイアウトをコピーした場合は、以下を実行します。
a. 新しいテーブルレイアウトを右クリックして、［新しいソースデータへのリンク］をクリックします。

b. ［ファイルの場所の選択］ダイアログボックスが表示された場合、データファイルまたはデータソー

スが存在する場所を選択して［OK］をクリックします。

ローカルまたはネットワークの場所の場合は［クライアント］を選択し、Analyticsサーバー上の場

所の場合は［サーバー］とサーバープロファイルを選択します。
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c. ［ファイルの選択］ダイアログボックスで、新たにリンクするデータファイルまたはデータソースを探し

て選択し、［開く］をクリックします。

詳細については、"Analyticsテーブルのデータソースの変更"ページ 784を参照してください。

4. 共有テーブルレイアウトの作成が完了したら、［オプション］ダイアログボックスで［テーブルレイアウ

トを共有しない］をオンにして、後続の操作で共有テーブルレイアウトを不注意に作成しないよう

にします。

別のAnalyticsプロジェクトからテーブルレイア
ウトをコピーする
ある Analyticsプロジェクトから別のプロジェクトへテーブルレイアウトをコピーすることができます。これによ

り、テーブルレイアウトを一から作成するのではなく、テーブルレイアウトと、それに含まれるフィールド定義

を再利用することが可能になります。作業の手間を省いたり、テーブルレイアウトを再利用したり、また他

のAnalyticsユーザーと共有したりできることに加え、整合性も保証されます。同時に単一のテーブルレ

イアウト、または複数のテーブルレイアウトをコピーできます。

テーブルレイアウトに特定のAnalyticsデータファイル( .fil)との関連が指定されており、コピー先の

Analyticsプロジェクトを含んでいるフォルダーに同じ名前のデータファイルが存在する場合には、コピー先

フォルダー内のそのデータファイルとコピーしたテーブルレイアウトは自動的に関連付けられます。コピー先

フォルダーに同じ名前のデータファイルが存在しない場合は、コピーしたテーブルレイアウトを新しいデータ

ソースにリンクする必要があります。

メモ

コピーしたテーブルレイアウトとそれに関連付けられるデータファイルは一致しなければな

りません。つまり、データファイル内のデータの構造は、テーブルレイアウトによって指定さ

れるフィールド定義と一致している必要があります。

データ構造は、データファイルに含まれるデータ要素 (フィールド)、フィールド数やフィール

ドの並び順、各フィールドのデータ型や長さを示します。テーブルレイアウトとデータファイ

ルが一致していない場合は、雑然としたデータになったり、データが欠落する結果となり

ます。

方法の説明

1. コピーされたテーブルレイアウトを格納するプロジェクトを開きます。
2. ナビゲーターの［総覧］タブで、Analyticsプロジェクトのエントリまたはプロジェクト フォルダーを右ク

リックし、［別のプロジェクトからコピー > テーブル］を選択します。

Analyticsプロジェクトは、ツリービューにおける最上位のフォルダーです。

3. ［プロジェクト ファイルの場所］ダイアログボックスで、テーブルレイアウトのコピー元となる Analytics
プロジェクトを探して選択し、［開く］をクリックします。

4. ［インポート］ダイアログボックスで、次のいずれかの作業を行って、1つ以上のテーブルレイアウトを

［インポート先 ＜プロジェクト名＞］リストに追加します。

l テーブルレイアウトをダブルクリックする。
複数のテーブルレイアウトを
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l Ctrlキーを押しながらクリックし、右矢印ボタンをクリックする。

l ［すべて追加］をクリックして、すべてのテーブルレイアウトを追加する。

［インポート先 ＜プロジェクト名＞］リストからテーブルレイアウトを削除するには、個々のテーブル

レイアウトをダブルクリックするか、複数のテーブルレイアウトをCtrlキーを押しながらクリックした後に

左矢印ボタンをクリックするか、または［すべてクリア］をクリックします。

5. ［OK］をクリックして、コピー先のプロジェクトにテーブルレイアウトをコピーします。

プロジェクト内に同じ名前のテーブルレイアウトが既に存在する場合は、コピーしたテーブルレイア

ウト名の末尾に増分数字が付けられます。

6. コピーしたテーブルレイアウトを新しいデータソースにリンクする必要がある場合は、"Analyticsテー

ブルのデータソースの変更"ページ 784を参照してください。

テーブルレイアウトをインポートする
個別の .layoutファイルとしてAnalyticsプロジェクトの外部に存在するテーブルレイアウトをインポートする

ことができます。これにより、テーブルレイアウトを一から作成するのではなく、テーブルレイアウトと、それに

含まれるフィールド定義を再利用することが可能になります。作業の手間を省いたり、テーブルレイアウト

を再利用したり、また他のAnalyticsユーザーと共有したりできることに加え、整合性も保証されます。一

度にインポートできるテーブルレイアウトは 1つだけです。

テーブルレイアウトに特定のAnalyticsデータファイル( .fil)との関連が指定されており、プロジェクトを含ん

でいるフォルダーに同じ名前のデータファイルが存在する場合には、フォルダー内のそのデータファイルとイ

ンポートしたテーブルレイアウトは自動的に関連付けられます。プロジェクト フォルダーに同じ名前のデー

タファイルが存在しない場合は、インポートしたテーブルレイアウトを新しいデータソースにリンクする必要

があります。

メモ

インポートしたテーブルレイアウトとそれに関連付けられるデータファイルは一致しなけれ

ばなりません。つまり、データファイル内のデータの構造は、テーブルレイアウトによって指

定されるフィールド定義と一致している必要があります。

データ構造は、データファイルに含まれるデータ要素 (フィールド)、フィールド数やフィール

ドの並び順、各フィールドのデータ型や長さを示します。テーブルレイアウトとデータファイ

ルが一致していない場合は、雑然としたデータになったり、データが欠落する結果となり

ます。

方法の説明

1. ナビゲーターの［総覧］タブで、Analyticsプロジェクトのエントリまたはプロジェクト フォルダーを右ク

リックし、［プロジェクト項目のインポート  > テーブル］を選択します。

Analyticsプロジェクトは、ツリービューにおける最上位のフォルダーです。

2. ［プロジェクト］ダイアログボックスで、テーブルレイアウト ファイル( .layout)を探して選択し、［開く］を
クリックします。
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3. 確認ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

プロジェクトにテーブルレイアウトがインポートされます。プロジェクト内に同じ名前のテーブルレイア

ウトが既に存在する場合は、インポートしたテーブルレイアウト名の末尾に増分数字が付けられま

す。

4. インポートしたテーブルレイアウトを新しいデータソースにリンクする必要がある場合は、"Analytics
テーブルのデータソースの変更"ページ 784を参照してください。

テーブルレイアウトをエクスポートする
テーブルレイアウトは、Analyticsプロジェクトの外部に保存される個別の .layoutファイルとしてエクスポー

トすることができます。個別のファイルとしてエクスポートされたテーブルレイアウトは、後で任意の

Analyticsプロジェクトにインポートすることができます。これにより、テーブルレイアウトを一から作成するの

ではなく、テーブルレイアウトと、それに含まれるフィールド定義を再利用することが可能になります。一度

にエクスポートできるテーブルレイアウトは 1つだけです。

方法の説明

1. ナビゲーターの［総覧］タブでテーブルレイアウトを右クリックし、［プロジェクト項目のエクスポート］を
選択します。

2. ［名前を付けて保存］ダイアログボックスで、テーブルレイアウトを保存する場所を選択し、必要で

あればテーブルレイアウトの名前を変更して、［保存］をクリックします。確認ダイアログボックスで

［OK］をクリックします。

指定した場所にテーブルレイアウトがエクスポートされます。

メモ

テーブルレイアウト名を 64文字の英数字 ( .layout拡張子を含まない)に制限し、

テーブルレイアウトがAnalytics にインポートされるときに名前が切り捨てられないよ

うにします。

名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは

使用できません。先頭に数字を使用することもできません。特殊文字、スペース、

先頭の数字はすべて、テーブルレイアウトのインポート時にアンダースコア文字に置

換されます。

テーブルレイアウトを削除する
Analyticsデータファイルまたはデータソースに関連付けられたテーブルレイアウトは、必要であればいつ

でも削除することができます。テーブルレイアウトを削除すると、関連するビューや、関連するインデック

ス、テーブルの関連付けも同様に削除されます。
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注意

テーブルレイアウトを削除する場合は注意してください。［オプション］ダイアログボックスで

［テーブルと一緒にデータファイルを削除する］をオンにした場合は、テーブルレイアウトを

削除すると、同時にデータファイルも削除されます。つまり、データを使用できなくなるとい

うことです。

テーブルレイアウトと一緒に関連するデータファイルが削除される場合は、削除の確認

ダイアログボックスが警告を発します。

データファイルはすぐに削除されます。Windowsのごみ箱には送られません。

方法の説明

1. ［総覧］タブで削除するテーブルレイアウトを右クリックし、［削除］を選択します。
2. 確認ダイアログボックスで、［削除］をクリックします。
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テーブルレイアウトのプロパティの設定
テーブルレイアウト ダイアログボックスの［テーブルレイアウト オプション］では、テーブルレイアウトに関する

基本的なプロパティの多くを変更することができます。選択したテーブルレイアウトに適用されないプロパ

ティやオプションは無効になっています。これは、そのプロパティやオプションが、テーブルレイアウトに関連

付けられているデータソースに対応しないものだからです。

［テーブルレイアウト］ダイアログボックスのデータプレビュー領域は、行う変更によって動的に更新されま

す。

テーブルレイアウトのプロパティを設定するには

1. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。
2. ［テーブルレイアウト オプション］タブをクリックします。

［メディアの種類］ドロップダウンリストで、データの物理的なアクセス方法を指定します。通常、こ

の値には "ディスク"が設定され、変更することはできません。

3. ［ファイルの種類］ドロップダウンリストには、レコードをデータソースに保存する方法を指定します。

以下のオプションから選択することができます。

o 固定レコード長 –各レコードの長さが同じで、各フィールドの位置も全レコードで同一である

データファイルの場合には、このオプションを選択します。

o IBM可変レコード長 –レコードの長さが可変長のデータファイルの場合には、このオプションを

選択します。

o テキスト ファイル (CR またはCRLF) –各レコードの終わりを、キャリッジ リターン( CR)またはキャ

リッジ リターン/ラインフィード シーケンス( CRLF)で指定されたテキスト ファイルの場合には、この

オプションを選択します。

4. データファイルの表示に使用する文字セットを変更する場合は、［文字型］ドロップダウンリストか

ら適切なオプションを選択できます。

ASCII、EBCDICまたはUnicode( Unicode版 Analyticsを使用している場合 )を選択することが

できます。選択されている文字セットが、データファイルのエンコードと一致しない場合は、データプ

レビュー領域のデータが文字化けします。

文字セットは、データプレビュー領域の左上隅の文字セット トグルスイッチをクリックして変更する

こともできます。

データプレビュー領域の左下隅の［16進］チェックボックスをオンにすると、16進数の形式でデータ

を表示できます。このオプションは、印刷できない文字や圧縮データ( IBM メインフレームコンピュー

ターから作成されるパック化された数値データなど)を処理する場合に便利です。ただし、［レコード

長］や［スキップする長さ］の値を変更する必要があります。

5. レコード長を変更する場合は、［レコード長］テキスト ボックスの数値を大きくしたり小さくしたりして

調整します。

レコード長は、固定長ファイルの各レコードの長さ、または可変長レコードの最長レコードの長さを

指します。フィールドの値が右にずれている場合は、おそらくレコード長の値を増やす必要がありま

す。フィールドの値が左にずれている場合は、おそらくレコード長の値を減らす必要があります。
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6. ファイルの先頭からデータを除外する場合は、［スキップする長さ］テキスト ボックスに値を指定しま

す。

［スキップする長さ］の値は、ファイルの先頭部分でスキップするバイト数を指定します。デフォルト

値のゼロは、ファイル全体が処理されることを意味します。データをスキップするには、ゼロより大き

い値を入力します。たとえば、先頭から 32バイトにヘッダー情報のみが含まれている場合、この情

報を除外するためには、値として 32を指定します。

7. テーブルレイアウトに関するノートを追加する場合は、［テーブルレイアウト ノートの編集 ］を

クリックしてノート テキストを入力し、［閉じる ］をクリックします。

8. データプレビュー領域にデータが不正確に表示される場合は、［ファイルの分析 ］をクリックして

データファイルのプロパティを自動的に調べさせることができます。
9. データソースが区切り文字付きテキスト ファイルで、そのデータファイルがデータプレビュー領域で

不正に表示される(またはデータがなにも表示されない)場合は、フィールド区切りや区切り文字

を手作業で指定する必要があります。

a. ［区切り文字付きファイルの変換 ］をクリックします。
b. ［カスタム区切り文字］ダイアログボックスの［フィールドの区切り文字］および［文字列の区切り

文字］に必要な値を入力し、［OK］をクリックします。
c. 新しいデータファイル( .fil)の名前を入力して［保存］をクリックします。

10. ［閉じる ］をクリックして、テーブルレイアウト ダイアログボックスを閉じ、変更を保存します。
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テーブルレイアウトのプロパティの表示
以下の手順を使用して、特定のテーブルレイアウトのプロパティを表示または管理することができます。

データの表示に関連するテーブルレイアウトのプロパティを表示または管理するには、"テーブルレイアウト

のプロパティの設定"ページ 779を参照してください。

テーブルレイアウトのプロパティを表示するには

1. ナビゲーターの［総覧］タブで、Analyticsテーブルを右クリックします。
2. ［プロパティ］を選択します。
3. ［テーブルプロパティ］ダイアログボックスで、次のタブをクリックして、テーブルプロパティを表示したり

変更したりします。

o 全般 –テーブルレイアウトに関連付けられている Analyticsデータファイル( .fil)またはデータ

ソースの基本プロパティを表示します。ファイルの名前、場所、最終更新日時、および物理サ

イズが表示されます。

［ファイルの場所を開く］をクリックすると、Analyticsデータファイルまたはデータソースが入ってい

るフォルダーに直接移動することができます。

o ノート –テーブルレイアウトに関連付けられているすべての注釈を表示します。既存のノートを

変更したり、新しいノートを追加したりすることができます。詳細については、"テーブルレイアウ

トのノートの追加と編集"ページ 183を参照してください。

o ビュー –テーブルレイアウト内のすべてのビューを表示します。このタブからテーブルレイアウト内

のビューを管理できます。詳細については、"ビューでの作業"ページ 841を参照してください。

o インデックス –テーブルレイアウトに関連付けられているすべてのインデックスを表示します。既存

のインデックスを変更したり、新しいインデックスを追加したりすることができます。詳細について

は、"インデックスの管理"ページ 1203を参照してください。

メモ

ビューやインデックスに変更を加えるには、テーブルを開いておく必要があります。

4. 行った変更を保存してダイアログボックスを閉じるには、［OK］をクリックします。
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Analyticsテーブルのデータの更新

データソースによっては、Analyticsテーブルは、テーブルレイアウトを再定義しなくても、テーブルのデータ

ソースの現在の内容で更新することができます。データソースのデータの構造に変更がない限り、

Analyticsテーブルは必要に応じていつでも更新できます。

更新がサポートされるデータソース
以下のデータソースを持つAnalyticsテーブルは、［ソースファイルから更新］オプションを使用して更新す

ることができます。

l ファイルベースのデータソース：

l 区切り文字付きテキスト
l Microsoft Access
l Microsoft Excel
l Adobe Acrobat (PDF)
l 印刷イメージ(レポート )
l SAPプライベート ファイル形式 /DART
l XML
l XBRL

l ODBC準拠のデータソース
l データアクセスウィンドウまたは IMPORT ODBCコマンドを使用して接続する任意のファイルまたは

データベース

メモ

ファイルのアクセスにパスワードが必要な場合は、ファイルベースのデータソースから

Analyticsテーブルを更新することはできません。1つの例外は、PDFファイルからの更新

です。

データベースからの更新はパスワードの使用をサポートしません。

古いExcelファイル( *.xls)やMicrosoft Accessファイル( *.mdb)を扱うために［ソース

ファイルから更新］オプションを使用するには、32ビット Microsoft Accessデータベースエ

ンジンがインストールされている必要があります。詳細については、"Microsoft Access
データベースエンジンを除外するオプション"ページ 2664を参照してください。

更新の仕組み
ソースから更新を使用して、テーブルを更新すると、テーブルを最初に定義するために使用されるコマンド

が再実行され、データソース内のすべての新しいレコードまたは変更が Analyticsテーブルに追加されま
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す。データソースのデータの構造に変更がなければ、Analyticsテーブルレイアウトのフィールド定義が適

用されます。

データソースの新しいフィールド値のいずれかがAnalyticsテーブルレイアウトで指定されたフィールド長よ

りも長い場合、その値はAnalyticsテーブルで切り捨てられます。完全な値を取得するには、ソースから

更新を使用するのではなく、もう一度 Analyticsテーブルを定義する必要があります。

ナビゲーターの［総覧］タブからテーブルを更新
する

1. ソースデータを含んでいるファイルが閉じていることを確認します。
2. 更新する Analyticsテーブルを右クリックし、［ソースファイルから更新］を選択します。
3. 確認ダイアログボックスで、［はい］をクリックします。

テーブルレイアウト ダイアログボックスを使用し
てテーブルを更新する

1. ソースデータを含んでいるファイルが閉じていることを確認します。
2. 更新する Analyticsテーブルを開きます。
3. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。
4. ［テーブルレイアウト オプション］タブをクリックします。

5. ［ソースファイルから更新 ］をクリックします。
6. 確認ダイアログボックスで、［はい］をクリックします。
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Analyticsテーブルのデータソースの
変更
複数のソースデータファイルの構造が同一である場合は、すべてのファイルで同じ Analyticsテーブルレ

イアウトを使用することで、手間を省くことができます。

機能の仕組み
1月の請求書データを含むソースデータファイルからAnalyticsテーブルを定義するとします。翌月の2月

のデータを含むソースファイルの構造は同一です。その後の月でも同じことが当てはまります。毎月テーブ

ルレイアウトを再作成するのではなく、同じテーブルレイアウトを再利用し続けることができます。

2月の請求書データを入手したら、1月のテーブルレイアウトをその新しいデータファイルに関連付け直す

か、1月のテーブルをコピーしてリンクを変更することで、両方の月のテーブルを保持することができます。

サポートされているデータソース
ソースが区切り文字付きテキスト ファイル、行区切りのテキスト ファイル、またはAnalyticsソースデータ

ファイル( .fil)の場合、テーブルレイアウトを新しいデータソースへリンクできます。

同じデータ構造の要件
テーブルレイアウトと、それに関連付けるデータファイルは、対応している必要があります。つまり、データ

ファイル内のデータの構造は、テーブルレイアウトによって規定されるフィールド定義に対応している必要

があります。

データ構造は、データファイルに含まれるデータ要素 (フィールド)、フィールド数やフィールドの並び順、各

フィールドのデータ型や長さを示します。テーブルレイアウトとデータファイルが一致していない場合は、雑

然としたデータになったり、データが欠落する結果となります。

ナビゲーターの［概要］タブからテーブルデータ
ソースを更新する

1. ナビゲーターで、更新するテーブルを右クリックし、［新しいソースデータへのリンク］を選択します。
2. ［ファイルの場所の選択］ダイアログボックスが表示された場合、データソースが存在する場所を選

択して［OK］をクリックします。
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ローカルまたはネットワークの場所の場合は［クライアント］を選択し、Analyticsサーバー上の場所

の場合は［サーバー］とサーバープロファイルを選択します。

3. ［ファイルの選択］ダイアログボックスで、新たにリンクするデータソースを探して選択し、［開く］をク

リックします。

［テーブルレイアウト］ダイアログボックスを使用
して、テーブルデータソースを変更する

1. ナビゲーターで、更新するテーブルを選択し、［編集 > テーブルレイアウト］を選択します。
2. ［テーブルレイアウト オプション］タブをクリックします。

3. ［新しいソースデータへのリンク ］をクリックします。
4. ［ファイルの場所の選択］ダイアログボックスが表示された場合、データソースが存在する場所を選

択して［OK］をクリックします。

ローカルまたはネットワークの場所の場合は［クライアント］を選択し、Analyticsサーバー上の場所

の場合は［サーバー］とサーバープロファイルを選択します。

5. ［ファイルの選択］ダイアログボックスで、新たにリンクするデータソースを探して選択し、［開く］をク

リックします。
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テーブルレイアウトのフィールドの定義

Analyticsテーブルレイアウトで、フィールドは、他のデータ単位とともにレコードを形成する、従業員 IDな

どのデータの単一の単位です。

Analyticsテーブルレイアウトでは、次の2種類のフィールド タイプを定義することができます。

l 物理フィールド
l 演算フィールド

Analyticsの各フィールドには、物理または演算フィールドの値がどのように処理され表示されるかを決定

するデータ型 (文字、数値、日付時刻、論理 )を割り当てる必要があります。

物理フィールド
物理フィールドは、ファイルまたはデータベースなどのデータソースに物理的に存在する実際のデータに対

応します。たとえば、物理フィールド Amountには、$88.50、$123.00などの売上金額を含めることができ

ます。

テーブルレイアウトで、レコードはそのデータがデータソースのどこに位置するかを定義し、物理フィールド

はレコード内におけるフィールド データの位置を指定します。

Analyticsテーブルを開くには、そのテーブルレイアウトに少なくとも 1つの物理フィールドが定義されていな

ければなりません。通常、データ定義ウィザードまたはデータアクセスウィンドウを使用してテーブルを定義

およびインポートした場合には、テーブルレイアウトの物理フィールドはAnalyticsによって自動的に定義

されます。必要であれば、テーブルレイアウト ダイアログボックスで物理フィールドを手動で定義することが

できます。

詳細については、"物理フィールドの定義"ページ 788を参照してください。

演算フィールド
演算フィールドは、Analytics 式を使用される「仮想フィールド」です。これにより、データソースに物理的に

存在しない値を演算または計算できます。たとえば、演算フィールド Total Amountを作成し、式

Amount * 1.05を使用して、5%の売上税を含む合計金額を計算させることができます。

Amount フィールド(物理 ) Analytics 式 Total Amount フィールド(演算 )

$88.50 金額 * 1.05 $92.93

$123.00 金額 * 1.05 $129.15
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演算フィールドは直接物理フィールドに対応しませんが、多くの場合、上記の例のAmount フィールドな

どの1つ以上の物理フィールドを参照します。演算フィールド式は他の演算フィールドを参照したり、入

力パラメーターとしてフィールドが必要ではない関数を含む場合があります。

演算フィールドは［テーブルレイアウト］ダイアログボックスで定義できます。

詳細については、"演算フィールドの定義"ページ 795を参照してください。
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物理フィールドの定義

Analyticsテーブルレイアウトでは、データソースの実際の物理データに対応するフィールドは、物理フィー

ルドと呼ばれます。物理フィールドを作成するプロセスを定義といいます。

場合によってはフィールド定義と呼ばれる物理フィールドは、次のようなメタデータ情報を指定して、未加

工フィールド データを構成します。

l フィールドの名前
l レコードのフィールドの開始位置
l フィールドの長さ
l フィールドのデータ型。Analyticsがフィールドに保存されているデータを読み取って処理する方法を

決定します。

さらに、データ型によって、またデフォルト値を無効にするために提供する設定のために、追加情報を指

定する必要もあります。たとえば、数値フィールドに適用する書式設定、またはビューやレポートで使用す

る列見出しは、空白にしてデフォルト値を割り当てたり、あるいは使用する値を指定することもできます。

物理フィールド定義の例

以下の例は、［テーブルレイアウト］ダイアログボックスの Invoice_Amount フィールドの定義を示し

ます。データプレビュー領域で、フィールドに含まれる実際の物理データは、緑色でハイライト表示

されます。
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メタデータ要素 説明 値

名前 物理フィールド名 Invoice_Amount

型 データ型 数値

開始位置 フィールドの開始位置 バイト位置 29

長さ フィールド長 12バイト

小数点以下の桁数 小数点以下桁数 2

有効なデータ型 データ型候補のクリック可能なリスト 数値

フィールドの最初の値のプレビューを

含みます

書式 数値の書式 (9,999,999.99)

o サポートされる数値 0 ～ 9
o 千の位の桁区切りはカンマです
o 小数点区切りはピリオドです
o 負数は括弧で表記されます

幅 ビューとレポートのフィールド表示幅 12文字

代替列見出し ビューとレポートのフィールド表示名 請求金額 ( 2行 )
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物理フィールドを定義する
データソースのフィールドの中から、Analyticsテーブルレイアウトに追加するフィールドを物理フィールドと

して個別に定義する必要があります。

多くの場合、データ定義ウィザードまたはデータアクセスウィンドウを使用して、データを定義およびイン

ポートするときに、必須の物理フィールドが定義されます。ただし、追加のフィールドを手動で定義する

か、テーブルレイアウトで手動ですべてのフィールドを定義できます。

方法の説明

各フィールドの開始位置と長さの指定

1. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。

2. ［フィールド /式の編集］タブで、［新しいデータフィールドの追加 ］をクリックします。
3. 次のいずれかを実行し、フィールド開始位置と長さを指定します。

l クリックしてドラッグ –データプレビュー領域で、グリッド内の任意のデータ行でフィールド対象部分

を強調表示 (クリックしてドラッグ)させることができます。

l 手動で指定 –［開始］および［長さ］テキストボックスで、フィールド開始位置と長さをバイト単位

で手動により指定できます。

［開始］および［長さ］の値を手動で指定する場合は、次のガイドラインに従います。

Analyticsのエディション バイト数と文字数

非 Unicode Analytics 1バイト = 1文字

Unicode Analytics、拡張 ASCII( ANSI)データ 1バイト = 1文字

Unicode Analytics、Unicodeデータ 2バイト = 1文字

メモ

Unicodeデータの場合：
［

l 開始 –］では、一般的に、奇数で開始するバイト位置を指定してください。偶

数の開始位置を指定すると、文字が正しく表示されない可能性があります。
［

l 長さ –］では、偶数バイトのみを指定します。奇数バイトを指定すると、文字

が正しく表示されない可能性があります。
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フィールド メタデータの指定

1. ［名前］テキスト ボックスにフィールド名を入力します。

メモ

フィールド名は 256文字までの小文字の英字に制限されます。名前にはアンダー

スコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用できません。

名前の先頭を数字にすることはできません。

Analyticsには多くの予約キーワードがあり、フィールド名にこのキーワードを使用す

ることはできません。詳細については、"予約キーワード"ページ 1421を参照してく

ださい。

2. ［データ型］ドロップダウンリストで適切なデータ型を選択または確認します。

指定するデータ型は、ソースデータのデータ型と同じ、あるいはそのデータの使用方法に適した

データ型である必要があります。たとえば、あるフィールドがデータソースでは数値データであって

も、Analyticsではそのフィールドを文字データとして定義したいこともあります。

［有効なデータ型］の下で、クリック可能なリストには、指定した物理データ型と一致するデータ型

が表示されます。データ型は適用可能性が最も高い順に表示されます。一般的なデータ型の後

にはシステムやアプリケーション固有のデータ型も表示されます。

3. (オプション) ［幅］テキスト ボックスにフィールドの幅を文字で指定します。

Analyticsビューおよびレポートにフィールドを表示する場合、幅値は列サイズとして使用されます。

4. (オプション) ［［代替列見出し］テキスト ボックスには、表示名を指定します。

Analyticsビューおよびレポートにフィールドを表示する場合、表示名はフィールド名の代わりに列

見出しとして使用されます。この値が指定されていない場合は、フィールド名が使用されます。

5. (省略可能 )演算フィールドによって評価されるレコードを制限したい場合は、［If］テキスト ボックス

で条件を指定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックして、式ビルダーを利用して IF
ステートメントを作成します。

IF 文によって除外されるレコードは、演算フィールドによって評価されません。たとえば、IF 文
Invoice_Amount >= 1000では、$1000未満の請求金額のレコードが評価されません。

除外されたレコードの場合、演算フィールド値は、空白、0.00、またはFalse (F)です。これは、演

算フィールドのデータ型によって異なります。

6. 選択したデータ型に応じて、以下の設定の値を指定する必要があります。

設定 記述

Dec の設定は、小数点桁数を指定します。このオプションは、数値 ( Numeric)フィールドの場合のみ有

効になります。

書式 ビューやレポートにおける数値フィールドの表示書式を制御します。ソースデータの日付時刻フィー

ルドの入力書式も指定します。

このドロップダウンリストは、数値または日付時刻以外のデータ型が選択された場合には無効にな

ります。書式は、ドロップダウンリストから選択する、または直接入力するか、あるいはドロップダウン

リストから書式を選択後、その書式を編集することもできます。
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設定 記述

［書式］ドロップダウンリストが空白の場合、このフィールドのデータには［オプション］ダイアログボック

スで指定されたデフォルトの表示形式が適用されます。ここで指定した書式は、デフォルトの書式

に優先します。

合計を出力

しない
このフィールドの値の合計は算出されなくなります。

Analyticsでは、レポート内の数値フィールドは自動的に集計されます。数値フィールドによっては、

単価や口座番号など、合計する必要がない情報が格納されている場合もあります。このオプション

は、数値 ( Numeric)データ型の場合のみ有効になります。

静的 Analyticsが、IFステートメントを評価するときに使用するデフォルトの動作が変わります。(省略可

能な IFステートメントの詳細については、"フィールド定義を確定する"下を参照してください。)

静的が選択解除 (デフォルト ) –IFステートメントがFalseと評価される場合、フィールドのデータカ

テゴリに応じて、フィールドには空の値 (空白、ゼロ( 0)、またはFalse( F) )が割り当てられます。

静的を選択 –IFステートメントがFalseと判定された場合、Analyticsでは空の値ではなく、その

フィールドの最後の有効な値が繰り返し使用されるようになります。IFステートメントがTrueと評価

され、新しい値が使用されるまで、最後の有効な値が各行で繰り返されます。

日付時刻 数値フィールドが日付時刻フィールドとして解釈されるようになります。

［日付時刻］チェックボックスをオンにした場合は、使用する日付時刻書式も［書式］ドロップダウン

リストで指定する必要があります。

コントロール

合計

フィールドをコントロール合計フィールドとして指定します。

コントロール合計は数値フィールドの値の合計です。これを使用して、データの整合性を確認する

ことができます。新規のテーブルにデータを抽出した場合、または新規のテーブルでデータを並べ替

えた場合、コントロール合計フィールドの入力値合計と出力値合計がテーブル履歴に格納されま

す。入力は元テーブルを指しています。出力は新規テーブルを指しています。2つの合計が一致す

る場合は、抽出または並べ替え処理で失われたデータはありません。

データ提供者が提供するコントロール合計を Analyticsが算出するコントロール合計と比較して、

すべてのデータを受け取ったかどうかを確認することができます。

複数のフィールドに対してコントロール合計を指定すると、テーブル履歴はその中で開始位置が最

も左にある数値フィールドについてのみ集計を報告します。

デフォルト フィ

ルター

Analyticsテーブルを開くたびに、デフォルトのビューのレコードをこのフィールドの値に基づいてフィル

ターします。

Trueと判定されたレコードのみが表示され、フィルターは自動的に適用されます。このオプションは、

論理データ型の場合のみ有効です。また、各テーブルレイアウトに指定できるデフォルト フィルター

は 1つのみです。

フィールド定義を確定する

1. (省略可能 )含まれる値を制限したい場合は、［If］テキスト ボックスで条件を指定します。直接

入力するか、または［If］ボタンをクリックして、式ビルダーを利用して IFステートメントを作成しま

す。

l フィールドに含まれる – IFステートメントを満たす値
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l フィールドから除外 – IFステートメントを満たさない値

たとえば、IF ステートメント Invoice_Amount >= 1000に$1000以上の請求金額が含まれ、

$1000未満の請求金額が除外されます。

除外された値はフィールドに表示されないか、コマンド処理に含まれません。フィールドのデータカテ

ゴリに応じて、除外された値は、空白、ゼロ( 0)、またはFalse( F)として表示されます。IFステート

メントを削除すると、いつでも除外を元に戻すことができます。

2. (オプションl)開いたテーブルビューに新しく定義されたフィールドを自動的に追加しない場合は、

[作成されたフィールドを現在のビューに追加 ]の選択を解除します。

オプションを選択したままにした場合、新しいフィールドがテーブルビューに追加されます。フィールド

はビューの最後の列として配置されるか、ビューの選択した列の左に移動します。

いつでも手作業でフィールドをビューに追加することができます。詳細については、"ビューに列を追

加する"ページ 849を参照してください。

3. (省略可能 )フィールドに関するノートを追加する場合は、［フィールド ノートの編集 ］をクリッ

クしてノート テキストを入力し、［閉じる ］をクリックします。

4. ［入力を受け入れる ］をクリックします

。Analyticsにより、フィールド定義がテーブルレイアウトに追加されます。

5. ［閉じる ］をクリックしてテーブルレイアウト ダイアログボックスを終了します。

[作成されたフィールドを現在のビューに追加 ]を選択したままにした場合、関連する列がテーブル

ビューに追加されます。

日付時刻フィールドの定義
作業対象のデータソースによって、日付時刻情報 (日付、日付時刻または時刻 )は文字データまたは

数値データとして格納されています。日付時刻情報を含むフィールドを手動で定義する場合、Analytics
はこれをデフォルトでは文字データとして扱います。Analyticsで日付時刻情報を正しく読み込むようにす

るには、データ型として日付時刻を選択し、［書式］ドロップダウンリストからは日付時刻の書式を指定す

る必要があります。

日付時刻ソース書式

日付時刻のソース書式では、ソースデータ内で年、月、日、および時、分、秒を表す文字や数字、ま

た、日付時刻データの各要素を区切るのに使用する文字を識別します。

日付時刻がソースデータに保存される方法を一致させるには、次の操作を行うことができます。

l 既存の日付時刻の選択
l 独自の日付時刻形式の指定
l 既存の形式の選択と修正

たとえば、December 31, 2014と表される日付が、データソースでは 14-31-12として格納されている場

合、日付時刻書式として YY-DD-MMと入力してAnalyticsが日付の値を正しく解釈できるようにします。
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詳細については、"ソースデータに含まれる日付および時刻データの書式"ページ 366を参照してくださ

い。

日付時刻表示書式

選択または指定する日付時刻書式がAnalyticsでの日付時刻の表示方法やレポートでの書式設定に

影響することはありません。日付時刻の表示形式は［オプション］ダイアログボックスの［日付と時刻］タブ

で指定される［日付の表示書式］設定や［時刻の表示書式］設定で決まります。

詳細については、"日付と時刻オプション"ページ 135を参照してください。

重複フィールドの定義
ほとんどの場合、レコードの物理フィールドを定義するときに、レコードの各バイト位置は、1つのフィールド

にのみ割り当てられます。基本的に、テーブルの定義は、レコードの各フィールドの開始位置と長さの定

義の問題であり、1つのフィールドは前のフィールドが終了した後に開始します。

しかし、場合によっては、各フィールドが重なるように定義する必要があるかもしれません。その場合、同

じバイト位置が複数のフィールドで使用されます。ソースデータの構造が非標準であるか、特定の方法で

Analyticsでデータを操作する場合に、この状況が発生することがあります。

たとえば、データソースのレコードの先頭 6バイトをDDMMYYという書式の日付時刻フィールドとして定

義した後、月を示す 3バイト目と4バイト目の2バイトを数値フィールドとして別定義することができま

す。この方法によって、日付全体を表すフィールドを経過日数に使用することができ、さらに月を別の

フィールドの単独の値として月別合計の作成に使用することができます。
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演算フィールドの定義

Analyticsテーブルで、実際の物理データではなく式の結果を表示するフィールドは演算フィールドといい

ます。一般的に演算フィールドは、何らかの演算、処理、またはデータ変換を実行します。計算フィール

ドを作成するプロセスを定義といいます。

式の詳細については、"式の使用"ページ 866を参照してください。

演算フィールドを利用する方法
操作する物理データは分析の基盤を提供しますが、多くの場合、物理データから情報を補間するか、

計算を実行して、分析を進める必要があります。

物理ソースデータがないと、演算フィールドで、補間し、計算を実行できます。作業している物理データ

ソースに直接存在しない有益なデータを作成できる「仮想フィールド」です。

演算フィールドの使用方法

使用するフィルター 説明

演算結果の表示 在庫ファイルで、演算フィールド Value(値 )を作成します。これは、quantity
(数量 )フィールドを unit_cost(単価 )フィールドで乗算し、在庫品目ごとの

合計値を計算します。

物理フィールドのデータ型の変換 数値フィールドを文字データとして扱うために、STRING( )関数を使用して、

数値を文字値に変換する演算フィールドを作成できます。

条件を使用して数値コードをテキス

ト値に置き換える

物理フィールドの数値の国コードにマッピングして、実際の国名を表示する

条件付き演算フィールドを作成します。例：01ではなく “Canada”、02では

なく “USA”。

1つまたは複数の条件を評価し、そ

の結果に基づいてフィールドの値を

決定する

販売地域に基づいて商品の消費税を計算する条件付き演算フィールドを

作成します。商品が1つの地域で販売される場合、税金は 7%で計算さ

れます。商品が別の地域で販売される場合、税金は 6%で計算されます。

演算フィールドのデータカテゴリ
物理フィールドのように、演算フィールドは、次のデータカテゴリのいずれかに属します。
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l 文字
l 数値
l 日付時刻
l 論理

物理フィールドとは異なり、演算フィールドを定義するときには、明示的にデータ型、そしてデータカテゴリ

を選択しません。代わりに、演算フィールドで指定するデフォルト値が、演算フィールドのデータカテゴリを

示します。

例

以下の表は、演算フィールドのデフォルト値と関連付けられたデータカテゴリの例です。

演算フィールドのデフォルト値 演算フィールドのデータカテゴリ

"不明なロケーション" 文字

STRING(Employee_number, 10)

0.00 数値

数量 * 単価

VALUE(Salary, 0)

`20180331` 日付時刻

CTOD(Invoice_date, "DD/MM/YYYY")

T 論理

値 > 1000

数値演算フィールドの小数点精度の制御
数値の演算フィールドでは、すべての数値演算値の小数精度は、Default Value フィールドで指定され

た式またはリテラル値 の精度で統制されます。

l 式 –デフォルト式 Invoice_Amount * 0.375を指定し、Invoice Amountフィールドの値の小数点

桁数が2桁の場合は、すべての演算値が小数点 3桁まで計算され、必要に応じて、端数処理

されます。

式の小数点精度は "数式の端数処理と小数点精度の制御"ページ 874で概説されたルールに

よって統制されます。

l リテラル値 –たとえば、既定値として 0.00を指定すると、演算値はすべて小数点以下 2桁まで計

算され、必要に応じて四捨五入されます。

小数点精度を上げる

数値演算値の小数点精度を上げるには、Default Value フィールドの小数点桁数を増やします。
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式

式を 1で乗算し、任意の小数点精度が続きます。式の開始に1があることを確認します。以下の例

は、小数点 4桁まで精度を上げます。

1.0000 * Invoice_Amount * 0.375

リテラル値

リテラル値の小数部に末尾のゼロを追加します。以下の例は、小数点 3桁まで精度を上げます。

0.000

演算フィールドの種類
次の2種類の演算フィールドを作成できます。これらのフィールドについては次のセクションで説明します。

l 基本演算フィールド
l 条件付き演算フィールド：

l リテラル値
l 演算値

基本演算フィールド
基本演算フィールドは、単一の式またはリテラル値を使用し、レコードの値に関係なく、テーブルのすべて

のレコードに適用します。

基本演算フィールドの例

在庫レポート各製品のコストで合計在庫価格を確認します。

演算フィールド Inventory Value checkを作成します。Quantity on Hand フィールドをUnit Cost
フィールドで乗算します。演算フィールドで計算された値を報告された値と比較し、一致するかどう

かを確認します。

以下の例は、［テーブルレイアウト］ダイアログボックスの Inventory_Value_check演算フィールド

の定義を示します。演算式 ( QtyOH * UnCst )はDefault Value フィールドに表示されます。
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テーブルビューで、物理的なソースデータフィールド( Inventory Value at Cost)の横に演算フィー

ルド( Inventory Value check)を配置し、値を比較できます。

一致しない値を返すフィルターを作成することもできます。

Inventory_Value_check <> Inventory_Value_at_Cost
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基本演算フィールドを定義する
単一の式またはリテラル値を使用する基本演算フィールドを定義し、レコードの値に関係なく、テーブル

のすべてのレコードに適用します。

方法の説明

演算フィールドの名前とデフォルト値を指定する

1. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。

2. ［フィールド /式の編集］タブで、［新しい式の追加］ をクリックします。
3. ［名前］テキスト ボックスにフィールド名を入力します。

メモ

フィールド名は 256文字までの小文字の英字に制限されます。名前にはアンダー

スコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用できません。

名前の先頭を数字にすることはできません。

Analyticsには多くの予約キーワードがあり、フィールド名にこのキーワードを使用す

ることはできません。詳細については、"予約キーワード"ページ 1421を参照してく

ださい。

4. 次のいずれかを実行します。

l ［デフォルト値］テキスト ボックスに式またはリテラル値を入力します。

この方法は、シンプルな式にのみ適しています。

l [f(x)]をクリックし、式ビルダーを使用して式を作成します。

詳細については、"式ビルダーによる式の作成"ページ 872を参照してください。

メモ

数値の演算フィールドでは、すべての数値演算値の小数精度は、［デフォルト値］
で指定された式またはリテラル値 の精度で統制されます。

詳細については、"数値演算フィールドの小数点精度の制御"ページ 796を参照

してください。

フィールド メタデータの指定

1. (オプション) ［幅］テキスト ボックスにフィールドの幅を文字で指定します。

Analyticsビューおよびレポートにフィールドを表示する場合、幅値は列サイズとして使用されます。
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2. (オプション) ［［代替列見出し］テキスト ボックスには、表示名を指定します。

Analyticsビューおよびレポートにフィールドを表示する場合、表示名はフィールド名の代わりに列

見出しとして使用されます。この値が指定されていない場合は、フィールド名が使用されます。

3. 必要に応じて、以下の一覧の設定から 1つ以上の値を選択します。

［デフォルト値］テキスト ボックスで指定した式またはリテラル値のデータカテゴリは、有効な設定を

示します。

設定 データカテゴリ 説明

書式 数値のみ ビューやレポートにおける数値フィールドの表示書式を制御します。

書式は、ドロップダウンリストから選択する、または直接入力するか、あるいはド

ロップダウンリストから書式を選択後、その書式を編集することもできます。

［書式］ドロップダウンリストが空白の場合、このフィールドのデータには［オプショ

ン］ダイアログボックスで指定されたデフォルトの表示形式が適用されます。ここで

指定した書式は、デフォルトの書式に優先します。

合計を出力

しない

数値のみ このフィールドの値の合計は算出されなくなります。

Analyticsでは、レポート内の数値フィールドは自動的に集計されます。数値

フィールドによっては、単価や口座番号など、合計する必要がない情報が格納

されている場合もあります。

静的 Analytics が、IFステートメントを評価するときに使用するデフォルトの動作が変わります。

(省略可能な IFステートメントの詳細については、"フィールド定義を確定する"
次のページを参照してください。)

静的が選択解除 (デフォルト ) –IFステートメントがFalseと評価される場合、

フィールドのデータカテゴリに応じて、フィールドには空の値 (空白、ゼロ( 0)、また

はFalse( F) )が割り当てられます。

静的を選択 –IFステートメントがFalseと判定された場合、Analyticsでは空の

値ではなく、そのフィールドの最後の有効な値が繰り返し使用されるようになりま

す。IFステートメントがTrueと評価され、新しい値が使用されるまで、最後の有

効な値が各行で繰り返されます。

日付時刻 このオプションは演算フィールドには使用できません。

コントロール

合計

数値のみ フィールドをコントロール合計フィールドとして指定します。

コントロール合計は数値フィールドの値の合計です。これを使用して、データの整

合性を確認することができます。新規のテーブルにデータを抽出した場合、また

は新規のテーブルでデータを並べ替えた場合、コントロール合計フィールドの入力

値合計と出力値合計がテーブル履歴に格納されます。入力は元テーブルを指し

ています。出力は新規テーブルを指しています。2つの合計が一致する場合は、

抽出または並べ替え処理で失われたデータはありません。

データ提供者が提供するコントロール合計を Analyticsが算出するコントロール

合計と比較して、すべてのデータを受け取ったかどうかを確認することができます。

複数のフィールドに対してコントロール合計を指定すると、テーブル履歴はその中

で開始位置が最も左にある数値フィールドについてのみ集計を報告します。

デフォルト フィ

ルター

論理のみ フィールドの値 (TrueまたはFalse)に基づき、デフォルト ビューのレコードをフィル

ターします。Trueと判断されるレコードのみが表示されます。
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設定 データカテゴリ 説明

フィールドを含むAnalyticsテーブルが開くたびに、フィルターが自動的に適用され

ます。

フィールド定義を確定する

1. (省略可能 )演算フィールドによって評価されるレコードを制限したい場合は、［If］テキスト ボックス

で条件を指定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックして、式ビルダーを利用して IF
ステートメントを作成します。

l 演算フィールドによって評価 – IFステートメントを満たすレコード
l 演算フィールドによって評価されない – IFステートメントを満たさないレコード

たとえば、IF 文 Invoice_Amount >= 1000では、$1000未満の請求金額のレコードが評価されま

せん。

除外されたレコードの場合、演算フィールド値は、空白、ゼロ( 0)、またはFalse (F)です。これは、

演算フィールドのデータ型によって異なります。IFステートメントを削除すると、いつでも除外を元に

戻すことができます。

2. (オプションl)開いたテーブルビューに新しい計算フィールドを自動的に追加しない場合は、[作成さ

れたフィールドを現在のビューに追加 ]の選択を解除します。

オプションを選択したままにした場合、新しいフィールドがテーブルビューに追加されます。フィールド

はビューの最後の列として配置されるか、ビューの選択した列の左に移動します。

いつでも手作業でフィールドをビューに追加することができます。詳細については、"ビューに列を追

加する"ページ 849を参照してください。

3. (省略可能 )フィールドに関するノートを追加する場合は、［フィールド ノートの編集 ］をクリッ

クしてノート テキストを入力し、［閉じる ］をクリックします。

4. ［入力を受け入れる］をクリックします 。

Analyticsは演算フィールドをテーブルレイアウトに追加します。そのフィールドをコマンドまたはレ

ポート使用することができます。

5. ［閉じる ］をクリックしてテーブルレイアウト ダイアログボックスを終了します。

[作成されたフィールドを現在のビューに追加 ]を選択したままにした場合、関連する列がテーブル

ビューに追加されます。

条件付き演算フィールド
条件付き演算フィールドには、複数の式またはリテラル値が含まれ、条件に基づいてテーブルのレコード

に適用します。各レコードに適用される特定の式またはリテラル値は、レコードの値によって異なります。
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条件付き演算フィールドとリテラル値の例

請求金額のサイズに応じて、"Small"、"Medium"、または "Large"のリテラル値を各レコードに割り

当てます。

演算フィールド Invoice sizeを作成します。このフィールドは、各レコードの請求金額のサイズを特

定し、正しいリテラル値を割り当てます。

l "Small" – $5,000.00未満の金額
l "Medium" – $5,000.00 ～ $9,999.99の金額
l "Large" – $10,000.00以上の金額

以下の例は、［テーブルレイアウト］ダイアログボックスの Invoice size演算フィールドの定義を示し

ます。リテラル値 "Small"はDefault Value フィールドに表示されます。リテラル値 "Medium"およ

び "Large"はそれぞれ別の条件で表示されます。

各条件には、関連付けられた値が演算フィールドで使用されるために、Trueと評価される必要が

ある演算式が含まれます。レコードが条件のいずれも満たさない場合、デフォルト値が使用されま

す。

メモ

条件の一覧の順序は重要です。詳細については、"制限が大きい方から制限が

少ない方への条件の一覧"ページ 805を参照してください。
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テーブルビューでは、各レコードの請求サイズが表示さ

れます。

1つのサイズのレコードのみを表示するフィルターを作成

できます。

Invoice_size = "Large"

計算値を持つ条件付き演算フィールドの例

請求サイズによって異なる値引割合に基づいて、各レコードの値引金額を計算します。

演算フィールド Discount amountを作成します。このフィールドは、各レコードの請求金額のサイ

ズを特定し、正しい割合を使用して値引金額を計算します。

l 0%値引き – $5,000.00未満の金額
l 10%値引き – $5,000.00 ～ $9,999.99の金額
l 15%値引き – $10,000.00以上の金額

以下の例は、［テーブルレイアウト］ダイアログボックスのDiscount amount演算フィールドの定義

を示します。リテラル値 0.00はDefault Value フィールドに表示されます。演算値 Invoice_
Amount * 0.10および Invoice_Amount * 0.15はそれぞれ別の条件で表示されます。

各条件には、関連付けられた演算値が使用されるために、Trueと評価される必要がある演算

式が含まれます。レコードが条件のいずれも満たさない場合、デフォルト値が使用されます。

メモ

条件の一覧の順序は重要です。詳細については、"制限が大きい方から制限が

少ない方への条件の一覧"ページ 805を参照してください。
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テーブルビューでは、各レコードの値引金額が表示され

ます。

特定の金額よりも大きい値引きを表示するフィルターを

作成できます。

Discount_amount >= 750
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制限が大きい方から制限が少ない方への条
件の一覧
複数の条件を定義した場合、Analyticsは、［テーブルレイアウト］ダイアログボックスで、それらの条件を

条件リストの表示順に上から評価します。

上記の例の［請求書サイズ］では、請求金額が次の順序で条件に対してテストされます。

注文 条件 値

1 Invoice_Amount >= 10000 "大"

2 Invoice_Amount >= 5000 "中"

複数の条件を満たすレコードが意図したとおりに処理されることを保証するには、最も制限が大きい方か

ら制限が少ない方に条件を一覧にし、最も制限が大きい条件が上位になるようにします。

詳しく表示

「制限」の意味

「制限」とは、条件を満たす資格がある値のセットの比率のことです。条件の制限が大きくなるほと、条

件を満たす対象の比率が小さくなります。

次の値のセットを考えてください。

l $12,000
l $8,000
l $7,000

最も制限が少ない条件 –すべての3つの値が条件を満たす Invoice_Amount >= 5000値の全体セット

が対象となるため、条件の制限が最も少なくなります。

最も制限が大きい条件 – $12,000のみが条件を満たす Invoice_Amount >= 10000セットの値のいずれ

かのみが対象となるため、条件の制限が最も大きくなります。

Analytics が条件付き演算フィールド値を割り当てる方法

各レコードに対して、Trueと判定される最初の条件に関連付けられた演算フィールド値が割り当てられ

ます。割り当てられると、レコードが後続の条件を満たす場合でも、演算フィールド値は変更されません。

請求金額 $12,000を考えてください。

l 割り当てられた値 =大 –上記の条件の順序では、金額に大の値が割り当てられます。金額は

$10,000よりも大きいため、これは正しいです。
l 割り当てられた値 =中 –上記の条件の順序では、金額に中の値が割り当てられます。金額は

$5,000よりも大きいため、これも正しいです。ただし、値の割り当ては意図したように動作しませ

ん。Invoice_Amount >= 5000は制限が少ない条件であり、取り込みたくない金額も取り込んでい

るためです。
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サブセットの点から制限を考える

別の方法はサブセットの点から制限を考えることです。最初の一覧の条件を満たす資格がある値は、値

のセットの最も小さいサブセットを構成します。各追加の条件があると、資格のあるサブセットのサイズが

大きくなり、すべての前のサブセットが含まれます。

Analytics が演算フィールド値をレコードに割り当てると、値は変更されません。以下の例では、"大" が請

求金額 $12,000の請求金額を含むレコードに割り当てられます。レコードが条件 2を満たす場合でも、

値は "中"に更新されません。

条件付き演算フィールドを定義する
複数の式またはリテラル値を含む演算フィールドを定義し、条件に基づいてテーブルのレコードに適用し

ます。

方法の説明

806

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


演算フィールドの名前とデフォルト値を指定する

1. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。

2. ［フィールド /式の編集］タブで、［新しい式の追加］ をクリックします。
3. ［名前］テキスト ボックスにフィールド名を入力します。

メモ

フィールド名は 256文字までの小文字の英字に制限されます。名前にはアンダー

スコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用できません。

名前の先頭を数字にすることはできません。

Analyticsには多くの予約キーワードがあり、フィールド名にこのキーワードを使用す

ることはできません。詳細については、"予約キーワード"ページ 1421を参照してく

ださい。

4. 次のいずれかを実行します。

l ［デフォルト値］テキスト ボックスに式またはリテラル値を入力します。

この方法は、シンプルな式にのみ適しています。

l [f(x)]をクリックし、式ビルダーを使用して式を作成します。

詳細については、"式ビルダーによる式の作成"ページ 872を参照してください。

メモ

数値の演算フィールドでは、すべての数値演算値の小数精度は、［デフォルト値］
で指定された式またはリテラル値 の精度で統制されます。

詳細については、"数値演算フィールドの小数点精度の制御"ページ 796を参照

してください。

リテラルテキスト値は、引用符 (" ")で囲む必要があります。リテラル日付値は、

バッククオート ( ``)で囲む必要があります。

フィールド メタデータの指定

1. (オプション) ［幅］テキスト ボックスにフィールドの幅を文字で指定します。

Analyticsビューおよびレポートにフィールドを表示する場合、幅値は列サイズとして使用されます。

2. (オプション) ［［代替列見出し］テキスト ボックスには、表示名を指定します。

Analyticsビューおよびレポートにフィールドを表示する場合、表示名はフィールド名の代わりに列

見出しとして使用されます。この値が指定されていない場合は、フィールド名が使用されます。

3. 必要に応じて、以下の一覧の設定から 1つ以上の値を選択します。

［デフォルト値］テキスト ボックスで指定した式またはリテラル値のデータカテゴリは、有効な設定を

示します。
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設定 データカテゴリ 説明

書式 数値のみ ビューやレポートにおける数値フィールドの表示書式を制御します。

書式は、ドロップダウンリストから選択する、または直接入力するか、あるいはド

ロップダウンリストから書式を選択後、その書式を編集することもできます。

［書式］ドロップダウンリストが空白の場合、このフィールドのデータには［オプショ

ン］ダイアログボックスで指定されたデフォルトの表示形式が適用されます。ここで

指定した書式は、デフォルトの書式に優先します。

合計を出力

しない

数値のみ このフィールドの値の合計は算出されなくなります。

Analyticsでは、レポート内の数値フィールドは自動的に集計されます。数値

フィールドによっては、単価や口座番号など、合計する必要がない情報が格納

されている場合もあります。

静的 Analytics が、IFステートメントを評価するときに使用するデフォルトの動作が変わります。

(省略可能な IFステートメントの詳細については、"フィールド定義を確定する"
ページ 810を参照してください。)

静的が選択解除 (デフォルト ) –IFステートメントがFalseと評価される場合、

フィールドのデータカテゴリに応じて、フィールドには空の値 (空白、ゼロ( 0)、また

はFalse( F) )が割り当てられます。

静的を選択 –IFステートメントがFalseと判定された場合、Analyticsでは空の

値ではなく、そのフィールドの最後の有効な値が繰り返し使用されるようになりま

す。IFステートメントがTrueと評価され、新しい値が使用されるまで、最後の有

効な値が各行で繰り返されます。

日付時刻 このオプションは演算フィールドには使用できません。

コントロール

合計

数値のみ フィールドをコントロール合計フィールドとして指定します。

コントロール合計は数値フィールドの値の合計です。これを使用して、データの整

合性を確認することができます。新規のテーブルにデータを抽出した場合、また

は新規のテーブルでデータを並べ替えた場合、コントロール合計フィールドの入力

値合計と出力値合計がテーブル履歴に格納されます。入力は元テーブルを指し

ています。出力は新規テーブルを指しています。2つの合計が一致する場合は、

抽出または並べ替え処理で失われたデータはありません。

データ提供者が提供するコントロール合計を Analyticsが算出するコントロール

合計と比較して、すべてのデータを受け取ったかどうかを確認することができます。

複数のフィールドに対してコントロール合計を指定すると、テーブル履歴はその中

で開始位置が最も左にある数値フィールドについてのみ集計を報告します。

デフォルト フィ

ルター

論理のみ フィールドの値 (TrueまたはFalse)に基づき、デフォルト ビューのレコードをフィル

ターします。Trueと判断されるレコードのみが表示されます。

フィールドを含むAnalyticsテーブルが開くたびに、フィルターが自動的に適用され

ます。

演算フィールドの条件値の指定

条件値は条件と値の組み合わせとして設定されます。レコードが条件を満たす場合、演算フィールド

は、指定された値を使用します。
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メモ

指定する値と、デフォルト値は、すべて同じデータ型である必要があります。

1. ［条件の挿入］ をクリックします。
2. ［条件と値の追加］ダイアログボックスで、次を実行し、［OK］をクリックします。
a. ［条件］テキスト ボックスに式を入力するか、［条件］をクリックして式ビルダーで式を作成します。

b. ［値］テキスト ボックスに値を入力するか、［値］をクリックして式ビルダーで式を作成します。

上記の2つの例の条件値は次のとおりです。

3. 別の条件を作成する場合は、次のいずれかを実行します。

l ［条件の挿入］ をクリックし、上記の手順を繰り返します。

l 既存の条件と類似する条件を作成する場合は、その既存の式を選択して［条件のコピー］
をクリックし、［条件と値の編集］ をクリックして、新しい条件に対する設定を編集します。

4. (省略可能 )条件を選択し、［条件を上に移動］ または［条件を下に移動］ をクリックし

て、評価される順序を変更します。

メモ

条件の一覧の順序は重要です。詳細については、"制限が大きい方から制限が

少ない方への条件の一覧"ページ 805を参照してください。
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フィールド定義を確定する

1. (省略可能 )演算フィールドによって評価されるレコードを制限したい場合は、［If］テキスト ボックス

で条件を指定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックして、式ビルダーを利用して IF
ステートメントを作成します。

l 演算フィールドによって評価 – IFステートメントを満たすレコード
l 演算フィールドによって評価されない – IFステートメントを満たさないレコード

たとえば、IF 文 Invoice_Amount >= 1000では、$1000未満の請求金額のレコードが評価されま

せん。

除外されたレコードの場合、演算フィールド値は、空白、ゼロ( 0)、またはFalse (F)です。これは、

演算フィールドのデータ型によって異なります。IFステートメントを削除すると、いつでも除外を元に

戻すことができます。

2. (オプションl)開いたテーブルビューに新しい計算フィールドを自動的に追加しない場合は、[作成さ

れたフィールドを現在のビューに追加 ]の選択を解除します。

オプションを選択したままにした場合、新しいフィールドがテーブルビューに追加されます。フィールド

はビューの最後の列として配置されるか、ビューの選択した列の左に移動します。

いつでも手作業でフィールドをビューに追加することができます。詳細については、"ビューに列を追

加する"ページ 849を参照してください。

3. (省略可能 )フィールドに関するノートを追加する場合は、［フィールド ノートの編集 ］をクリッ

クしてノート テキストを入力し、［閉じる ］をクリックします。

4. ［入力を受け入れる］をクリックします 。

Analyticsは演算フィールドをテーブルレイアウトに追加します。そのフィールドをコマンドまたはレ

ポート使用することができます。

5. ［閉じる ］をクリックしてテーブルレイアウト ダイアログボックスを終了します。

[作成されたフィールドを現在のビューに追加 ]を選択したままにした場合、関連する列がテーブル

ビューに追加されます。
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Analyticsのデータ型
以下の一覧は、Analyticsでサポートされるデータ型とデータ型を使用できるデータソースです。

同じデータ型でも、データ定義ウィザードと［テーブルレイアウト］ダイアログボックスでは名前が異なる場

合があります。両方の名前が下に表示されます。

Analyticsデータ型は次の4つのカテゴリに分けられます。

l 文字
l 数値
l 日付時刻
l 論理

特定のデータ型のフィールドで実行できる Analytics 処理およびフィールドの表示方法は、データカテゴリ

によって決定されます。例：
l 数値カテゴリのデータ型のフィールドのみを階層化できます。
l 文字カテゴリのデータ型のフィールドは左寄せになります。

操作で誤ったデータ型のフィールドを使用した場合は、Analyticsがエラーを表示ます。

Analyticsデータ型

(データ定義ウィ

ザード)

Analyticsデー

タ型

( ［テーブルレイ

アウト］ダイアロ

グボックス)

Analytics
データカテゴ

リ 外部データソース 追加情報

AccPac
Accounting
Number

ACCPAC 数値 ACCPAC ACCPAC会計アプリケーション

で使用されます。このデータ

フィールドの長さは、常に6バ

イトです。Analyticsは、ほかに

指定された長さを無効にしま

す。

ACL ACL 数値 なし。これは、Analyticsのシ

ステムデータ型です。

Analyticsでの演算の結果を

格納するために、Analyticsで
生成された 12バイトのフィール

ドです。大きな数値を格納す

るように設計されており、この

フィールドは印刷できません。

Analyticsは、この型がフィール

ドに対して適切である場合

は、自動的に割り当てます。

ASCII テキスト ASCII 文字 Windowsベースのアプリケー

ション

ASCII( American Standard
Code for Information
Interchange)文字エンコードで

格納されているデータに使用さ

れます。

Analytics は拡張 ASCIIを使

用し、256文字の出力可能お
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Analyticsデータ型

(データ定義ウィ

ザード)

Analyticsデー

タ型

( ［テーブルレイ

アウト］ダイアロ

グボックス)

Analytics
データカテゴ

リ 外部データソース 追加情報

よび出力不可能文字を定義

します。Analytics で使用可能

な実際の文字は、オペレーティ

ングシステムのデフォルトの8
ビット コード ページで指定され

ます。

ASCIIフィールドの最大長は

32767バイトです。

Basic Floating
Point

BASIC 数値 WindowsベースのBASIC
アプリケーション

BASICプログラミング言語用に

フォーマットされた浮動小数点

データ型に使用されます。この

データ型のフィールド長は、4バ

イトまたは 8バイトです。

Binary Numeric BINARY 数値 o PL/1

o COBOL
COMPUTATIONAL-1

o 固定のバイナリデータ型

最大長は 8バイトです。これに

は小数点以下の桁数も含ま

れており、データ長で指定され

た桁数を超えることはできませ

ん。

偶数長のバイナリフィールド

は、符号付きバイナリフィール

ド( 2の補数 )として処理され、

奇数長の場合は(上位のバイ

トにゼロを暗黙に追加して)符
号なしフィールドとして処理さ

れます。

Custom Text
Format

CUSTOM 文字 なし。これは、必要に応じて

ユーザーが割り当てることの

できる Analyticsデータ型で

す。

データソースからデータが読み

取られるときに、ユーザー定義

の文字の置換を有効にするた

めに使用されます。このデータ

型は、custom.dat という名前

のファイルに置換文字が定義

されていない限り、データを

ASCIIテキストとして読み取り

ます。

詳細については、"Custom
データ型"ページ 819を参照し

てください。

日付時刻 DATETIME 日付時刻 これは、日付、日付時刻お

よび時刻を格納するフィール

ドに自動または手動で割り

当てられる Analyticsデータ

型です。

YYMMDDまたはYYMMDD
hh:mm:ssなど、さまざまな書

式を使用して格納されている

日付、日付時刻および時刻に

使用されます。フィールド定義

の書式 ( Format)設定は、
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Analyticsデータ型

(データ定義ウィ

ザード)

Analyticsデー

タ型

( ［テーブルレイ

アウト］ダイアロ

グボックス)

Analytics
データカテゴ

リ 外部データソース 追加情報

データソースから日付時刻

データを読み取る方法を指定

します。

EBCDIC text EBCDIC 文字 IBM z/OSおよびOS/400の

アプリケーション

IBMサーバーオペレーティング

システム上で、8ビット 文字エ

ンコードである、EBCDIC
( Extended Binary Coded
Decimal Interchange Code：
拡張 2進化 10進コード)デー

タに使用されます。このデータ

型の長さは、最大 32767バイ

トです。

Floating Point FLOAT 数値 Windowsベースのアプリケー

ション

倍精度浮動小数点数に使用

されます。このデータ型のフィー

ルド長は、4バイトまたは 8バ

イトです。

該当なし HALFBYTE 数値 Unisys( Burroughs)社のア

プリケーション

Unisys( Burroughs)システム

で使われる、半バイトずつが

パック形式のデータに使用され

ます。符号付き数値は、

Unisys( Burroughs)の規則に

従う必要があります。このデー

タ型の開始位置と長さは、半

バイト単位で指定する必要が

あります。開始位置は、次のよ

うに求めます。

(バイト位置*2)-1

このデータ型は、テーブルレイ

アウト ダイアログボックスでのみ

選択できます。

IBM Floating
Point

IBMFLOAT 数値 IBM z/OSおよびOS/400の

アプリケーション

IBM浮動小数点データに使

用され、主にメインフレームの

科学計算用アプリケーションで

使用されています。このデータ

型のフィールド長は、4バイトま

たは 8バイトです。

論理 LOGICAL 論理 これは、論理値を格納する

フィールドに自動または手動

で割り当てられる Analytics
データ型です。

ブール型データ(通常、trueま

たは false)を表す単一文字

フィールドに使用されます。

Analyticsでは、次の値のセッ

トを解釈することができます。

最初の値は trueに評価され、
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Analyticsデータ型

(データ定義ウィ

ザード)

Analyticsデー

タ型

( ［テーブルレイ

アウト］ダイアロ

グボックス)

Analytics
データカテゴ

リ 外部データソース 追加情報

2番目の値は falseに評価さ

れます。

1/0、T/F、t/f、Y/N、y/n、空白

以外 /ASCIIの空白文字 ( 16
進数 20)

PC Binary MICRO 数値 Windowsベースのアプリケー

ション

Integerまたは Longデータ型

を表す符号なしのバイナリ数

値データに使用されます。最

大長は 8バイトです。小数点

以下桁数は小数点以下の桁

数として定められた値で、デー

タ長で定められた桁数を超え

ることはできません。偶数長の

Microフィールドは符号付きバ

イナリフィールドとして処理さ

れ、奇数長の場合は符号なし

フィールドとして処理されます。

該当なし NOTE 文字 なし。これは、Analyticsのシ

ステムデータ型です。

Analyticsテーブルに関連付け

られているレコード ノートに関

する情報を格納するために、

Analyticsによって使用されま

す。Noteデータ型を使用して

フィールドを定義することはでき

ません。

Numeric
( Unformatted)

NUMERIC 数値 Windows ASCIIまたは

Unicodeの印刷可能な数

値データ、またはCOBOLの

Displayデータ型を使用す

る z/OSまたはOS/400の

EBCDICデータ

COBOLのDisplay型に対応

する印刷可能な数値データに

使用されます。このフィールド

型には任意の分離記号を含

めることができますが、最も一

般的なのは、先頭または末尾

のスペース、オプションで追加

する先頭または末尾の記号、

桁区切りのカンマ、および明示

的な小数点です。

このデータ型には最大で、22
桁の数字に18文字の分離記

号を加えた合計 40バイトを格

納できます。先頭のゼロは空

白として扱われます。

フィールドに指定された小数点

以下の桁数は、それが適切で

あろうとなかろうと適用されるた

め、このデータ型を使用する場

合には注意が必要です。たと
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Analyticsデータ型

(データ定義ウィ

ザード)

Analyticsデー

タ型

( ［テーブルレイ

アウト］ダイアロ

グボックス)

Analytics
データカテゴ

リ 外部データソース 追加情報

えば、小数位 2桁を指定して

値 $500.50と$399を読み

取った場合、最初の値は

500.50 と正しく解釈されます

が、2番目の値は、399.00で

はなく 3.99と解釈されます。

フィールドのデータに明示され

ている小数点以下の桁数が、

指定した小数位と異なる場

合、フィールドのデータが適切

な桁数に丸められます。

Analyticsは、丸かっこと "CR"
を正しく負の値として解釈しま

すが、カンマやドル記号 ( $)な
どの分離記号は無視します。

記号は、先頭に指定すること

も、末尾に指定することもでき

ます。また、固定小数用と浮

動小数用とがあります。

Packed Numeric PACKED 数値 PL/1の fixed decimalデー

タ型またはCOBOLの

computational-3データ型

1バイトにつき 2桁の数値を格

納する、メインフレームのオペ

レーティングシステムのパックさ

れた数値データに使用されま

す。右端バイトの下位 4ビット

には符号を示す値が設定され

ています。通常この値は、正の

場合 16進数のC、負の場合

Dです( 16進数のBによって

負の数値を表すことはサポート

されていません)。右端バイトの

上位 4ビットおよび、その他の

バイトの上位と下位の4ビット

には、対象の数値における対

応する位置の数字を表す 16
進数字がそれぞれ 1つ設定さ

れています。

このデータ型の最大長は 12バ

イト ( 23桁 )です。ただし、数

値が22桁より大きい場合、

Analyticsはエラーメッセージを

出力します。したがって、［テー

ブルレイアウト］ダイアログボッ

クスでパック数値フィールドを定

義する場合には、［小数位］テ
キスト ボックス内に指定する桁

数の合計が22桁より長くなら
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Analyticsデータ型

(データ定義ウィ

ザード)

Analyticsデー

タ型

( ［テーブルレイ

アウト］ダイアロ

グボックス)

Analytics
データカテゴ

リ 外部データソース 追加情報

ないようにする必要がありま

す。たとえば、データの数字が

7桁の場合、小数点以下の

桁数は、22桁から 7桁を引い

た 15桁までとなり、それより大

きい数を指定することはできま

せん。

パック数値フィールドは、日付

情報を数値書式で格納する

場合にも使用できます。

PC DOS Text PCASCII 文字 Windows ASCIIデータ型と同様です。

ファイルのデータがDOSアプリ

ケーションで作成されているとき

に使用できます。

Analytics で使用可能な

PCASCII文字はコード ページ

437で指定されます。

PCASCIIフィールドの最大長

は 32767バイトです。

メモ

ASCII データ型が

必要なときには、

PCASCIIデータ型

を使用しないでく

ださい。2つのデー

タ型の拡張文字

セットは異なりま

す。

Numeric
( Formatted)

PRINT 数値 Windows ASCIIまたは

Unicodeの印刷可能な数

値データ、またはCOBOLの

Displayデータ型を使用す

る z/OSまたはOS/400の

EBCDICデータ

COBOLのDisplay型に対応

する印刷可能な数値データに

使用されます。このフィールド

型には任意の分離記号を含

めることができますが、最も一

般的なのは、先頭または末尾

のスペース、オプションで追加

する先頭または末尾の記号、

桁区切りのカンマ、および明示

的な小数点です。

このデータ型には最大で、22
桁の数字に18文字の分離記

号を加えた合計 40バイトを格

納できます。先頭のゼロは空

白として扱われます。
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Analyticsデータ型

(データ定義ウィ

ザード)

Analyticsデー

タ型

( ［テーブルレイ

アウト］ダイアロ

グボックス)

Analytics
データカテゴ

リ 外部データソース 追加情報

どの数値にも小数位の数字が

含まれているわけでない場合

は、Numeric
( Unformatted) /NUMERIC型

ではなく、このデータ型を使用

する必要があります。たとえば、

小数位 2桁を指定して値

$500.50と$399を読み取った

場合、このデータ型はどちらの

値も正しく解釈します( 500.50
および 399.00)。

フィールドのデータに明示され

ている小数点以下の桁数が、

指定した小数位と異なる場

合、フィールドのデータが適切

な桁数に丸められます。

Analyticsは、丸かっこと "CR"
を正しく負の値として解釈しま

すが、カンマやドル記号 ( $)な
どの分離記号は無視します。

記号は、先頭に指定すること

も、末尾に指定することもでき

ます。また、固定小数用と浮

動小数用とがあります。

Unicode UNICODE 文字 Unicodeデータ Unicode文字データに使用さ

れます。

Unicodeデータの場合、

Analytics はUTF-16LE文字

エンコーディングを使用します。

このデータ型はAnalytics
Unicode版でのみ利用可能

です。

UNISYS Packed UNISYS 数値 Unisys( Burroughs)社のア

プリケーション

Unisys( Burroughs)のパックさ

れたバイト配列のデータを読み

取るために使用されます。符

号付き数値は、Unisys
( Burroughs)の規則に従う必

要があり、パックされた符号な

しのUnisysデータは、

Unsigned
Packed/UNSIGNEDデータ型

を使用する必要があります。こ

のフィールド型の最大長は 12
バイト、つまり 22桁です。
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Analyticsデータ型

(データ定義ウィ

ザード)

Analyticsデー

タ型

( ［テーブルレイ

アウト］ダイアロ

グボックス)

Analytics
データカテゴ

リ 外部データソース 追加情報

Unsigned Packed UNSIGNED 数値 IBM z/OSおよびOS/400の

アプリケーション

パックされた符号なしデータに

使用されます。このデータ型

は、1バイトにつき 2桁の10
進数字を格納します。この

データ型の最大長は 11バイ

ト、つまり 22桁です。小数点

以下の桁数が、このフィールド

で可能な最大桁数を超えるこ

とはできません。

VAX Floating
Point

VAXFLOAT 数値 DEC VAXアプリケーション DEC( Digital Equipment
Corporation)のVAXシステム

のD浮動小数点データ型で

使用されます。このデータ型の

長さは、4バイトまたは 8バイト

です。

Zoned Numeric ZONED 数値 IBM、DEC、または

Honeywellのメインフレーム

アプリケーション

1バイトにつき 1桁が格納さ

れ、ASCII、EBCDICまたは

Unicode( Unicode版

Analyticsを使用している場

合 )でエンコードすることができ

る、ZONED数値データで使

用されます。

先頭のゼロは保持され、フィー

ルドの右端バイトの上位 4ビッ

トには負符号が入ります。

ZONEDフィールドの最大長は

22バイトです。

Analyticsは、IBM、

Honeywell、およびDEC形式

に準拠する ZONEDフィールド

を自動的に検出して、形式を

調整します。
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Customデータ型
Analytics Customデータ型は、非標準の文字データを含んでいるデータソースのフィールドを処理できま

す。たとえば、特定の文字を標準外またはサポートされていない方法で実装している英語以外の言語の

アプリケーションからデータを読み取る場合に、Customデータ型を使用できます。

Customデータ型にはASCII値が格納されます。ただし、ファイルcustom.datを作成できます。このファ

イルは、非標準またはサポートされていない文字値を標準 ASCII文字値にマッピングします。

Custom.datファイル
custom.datは、各行に2つの値が記述されている標準テキスト ファイルです。1つ目の値は、非標準

またはサポートされていない置き換えられる文字で、2つ目の値は 1つ目の値を置き換える文字です。

値は、次の方法のいずれか、または組み合わせた方法を使用して指定できます。

l 文字コードは、数値を使用して指定します。たとえば、文字 'A'は 65となります。
l 16進数値は、2文字の16進数値の前にXを付けて指定します。たとえば、文字 'A'はX41とな

ります。
l リテラル文字値は、文字の前にCを付けて指定します。たとえば、文字 'A'はCAとなります。

custom.datファイルはAnalyticsの起動時に読み取られるため、Analyticsの実行中にファイルを編集

することはできません。また、custom.datに指定する値はどれも、1バイトに格納できる最大値の255
を超えてはいけません。custom.datファイルは、任意のテキスト エディターで作成または編集できます。

例

データソースフィールドは、ドル記号に16進数のA4、カンマにA5、小数点には文字コード 5を使

用します。custom.datファイルを作成して、必要な値を置換します。ファイルには次の行がありま

す。

XA4 C$
XA5 C,
5 C.

l 1行目 –は、16進数の値 A4が検出されると、それをドル記号 ( $)に置き換えます。
l 2行目 –は、16進数の値 A5が検出されると、それをカンマに置き換えます。
l 3行目 –は、文字コード 5が検出されると、それを小数点に置き換えます。
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Customデータ型の置換規則を構成する
Customデータ型の置換規則は、custom.datという名前のファイルを作成することによって構成します。

このファイルには、置換する必要がある文字と、置換文字の一覧が含まれています。

Customデータ型がフィールド定義で選択されるたびに、custom.datの非標準またはサポートされてい

ない文字がマッピングされたASCII文字で自動的に置換されます。単一のcustom.datファイルは、

Customデータ型を使用して定義されている Analytics プロジェクトのすべてのフィールドにグローバルに適

用されます。

1. テキスト エディターを開いて、新しいファイルを作成します。
2. 次の構文を使用して、置換規則をそれぞれ別の行に入力します。

<type> character_to_replace <type> replacement_character

l type –文字値の場合は C、16進数値の場合は Xを指定します。数値 ASCII文字コードの型

を指定しないでください。
l character_to_replace –置き換える文字、数字、または 16進数の値を指定します。
l replacement_character – character_to_replace値の代わりに用いる文字、数字、または 16

進数の値を指定します。
3. Analytics実行ファイル( ACLWin.exe)がインストールされているフォルダーに、custom.datという

名前でファイルを保存します。

デフォルトの場所は、C:\Program Files (x86)\ACL Software\ACL for Windows <バー
ジョン>です。

Customデータ型は、Analyticsを次回起動したときに使用できるようになります。Customデータ

型を使用するたびに、定義されている置換規則が自動的に適用されます。
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テーブルレイアウトのフィールドの編集
フィールド定義の接続先のデータソースに変更があった場合、あるいはフィールドの書式設定方法を変

更する場合は、テーブルレイアウトのフィールド定義を変更することができます。

フィールド定義が演算フィールドによって参照されている場合は、そのフィールド定義への変更が制限され

ます。そのような場合、フィールド名やデータ型は変更できませんが、それ以外の開始位置や長さなどの

プロパティは変更できます。

テーブルレイアウトのフィールドを編集するには

1. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。
2. ［フィールド /式の編集］タブで変更するフィールドをダブルクリックしします。

3. フィールド定義に対して必要な変更を行い、［入力を受け入れる］ をクリックします。

フィールド定義の詳細については、"物理フィールドを定義する"ページ 790を参照してください。
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テーブルレイアウトのフィールドの名前
を変更する
テーブルレイアウトで定義されているフィールドの名前は必要に応じて変更することができます。フィールド

の名前を変更した場合、Analyticsオペレーションによって処理されるデータ要素の名前が変更されま

す。それはビュー内の列の名前を変更することと同じではなく、表示名のみを変更しています。

ビューに含まれているフィールドの名前を変更したときは、ビューに戻るとき、あるいはそのフィールドが含ま

れるビューを開いたときに、"<変更前のフィールド名>は未定義です"というエラーメッセージが表示されま

す。

1. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。
2. ［フィールド /式の編集］タブで名前を変更するフィールドをダブルクリックしします。
3. ［名前］フィールドでフィールド名を変更します。
4. (オプション)同時にビュー内で表示される列名も変更したい場合は、［代替列見出し］フィールド

の列名も変更します。

5. ［入力を受け入れる］ をクリックします。

フィールドは、テーブルレイアウトで名前が変更されます。

6. ［閉じる］ をクリックしてテーブルレイアウト ダイアログボックスを終了します。
7. "<変更前のフィールド名>は未定義です"エラーメッセージが表示された場合は、［OK］をクリック

します。

代替列見出しを更新した場合は、列名が更新されます。

メモ

名前を変更したフィールドが他のビューにある場合はそれらのビューから削除され、

手作業で再追加する必要があります。
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テーブルレイアウトからのフィールドの
削除
1つまたは複数のフィールドを削除するには

1. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。
2. ［フィールド /式の編集］タブで削除対象のフィールドを 1つ選択するか、あるいはCtrlキーを押しな

がら複数のフィールドを選択します。

3. ［フィールドの削除 ］をクリックします。
4. 確認プロンプトで、［削除］をクリックします。
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テーブルレイアウトにおけるフィールド
のシフト

フィールドのシフトを使用すれば、固定のバイト数で表示されているフィールド定義を簡単に修正すること

ができます。これが必要となるのは、テーブルレイアウトが不正に定義された場合、あるいはデータソース

が変更されたがAnalyticsテーブルを再定義したくない場合です。

データソースの1つのフィールドの長さが1増えたなど、わずかな変更があり、そのフィールドがテーブルレ

イアウトで定義されていた場合は、後続フィールドの位置をずらすことで、そのテーブルレイアウトを使用し

続けることができます。テーブルレイアウトで 1つのフィールドの開始位置をシフトすると、そのフィールドの

右側に定義されているすべてのフィールドの開始位置が自動的にシフトします。フィールドのシフトが作用

するのは物理データフィールドのみです。

レコード長の調整
テーブルレイアウトのフィールドをシフトする場合、以下の状況が当てはまるときは［テーブルレイアウト オ

プション］タブの［レコード長］の値も調整する必要があります。

l 変更されたフィールド長 –データソースにあるフィールドの長さが変更された場合は、フィールドをシ

フトする前に、まずテーブルレイアウトでそれに該当するフィールドの長さを手動で調整する必要が

あります。また、テーブルレイアウトでレコード長の調整が必要になる場合もあります。
l 追加されたフィールド –データソースに新しいフィールドが追加された場合は、まず、その新しい

フィールドが収まるように、テーブルレイアウト ダイアログボックスでレコード長を増やす必要がありま

す。シフトされるフィールドの1つが現在のレコード長を超える場合には、フィールドのシフトは実行

できません。フィールドがシフトされたら、新しいフィールド定義を追加できます。
l 削除されたフィールド –データソースからフィールドが削除された場合は、テーブルレイアウト内の対

応するフィールドを削除します。フィールドをシフトした後、レコード長を手動で減らす必要が生じる

かもしれません。

シフトされたフィールド定義は、レコード長内に
ある必要があります。
1つ以上のフィールド定義を左右にシフトするときには、フィールドがいずれの方向でもレコード長を超える

ことができません。

フィールドのシフトは、指定されたフィールド定義と、任意のフィールド定義の両方を、指定された定義の

右に移動します。定義のシフトされたブロックがいずれかの方向でレコード長を超える場合、エラーメッ

セージが表示され、シフト処理は実行されません。
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ヒント

レコードの最後を超過しているためにエラーメッセージが表示される場合は、最終フィー

ルド定義を削除し、シフト対象のフィールド定義の場所を作ってください。

テーブルレイアウトでフィールドをシフトする
1. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。
2. ［フィールド /式の編集］タブをクリックします。
3. 省略可能。テーブルレイアウトにデータフィルターが定義されている場合は、特定のデータフィル

ターのみを対象にフィールドをシフトすることができます。リストの上にあるドロップダウンリストから、

該当するデータフィルターを選択します。選択したデータフィルターに関連付けられるフィールドの

みが表示され、シフトされます。
4. 省略可能。特定のフィールドからフィールドのシフトを開始する場合は、フィールドのリストでフィー

ルドを選択します。

選択するフィールドの開始バイト位置は、［フィールドのシフト］ダイアログボックスにあらかじめ入力

されます。

5. ［フィールドのシフト］をクリックします。
6. ［位置からフィールドの位置を開始］テキストボックスで、あらかじめ入力された値を保持するか、シ

フトする最初のフィールド定義の開始バイト位置を指定します。

すべてのフィールド定義が、指定されたフィールド定義の右にシフトされます。

非開始バイト位置を指定する場合は、次の開始バイト位置が使用されます。

メモ

非 Unicode Analytics 1バイト = 1文字

Unicode Analytics、拡張 ASCII (ANSI)
データ

1バイト = 1文字

Unicode Analytics、Unicodeデータ 2バイト = 1文字

Unicodeデータの場合、一般的に、奇数の開始バイト位置を指定します。偶数

の開始位置を指定すると、文字が正しく表示されない可能性があります。

7. ［次のバイト数でフィールドをシフト］テキストボックスで、フィールド定義をシフトするバイト数を指定

します。

フィールド定義を右にシフトする正の数値を入力します。フィールド定義を左にシフトする負の数

値を入力します。
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メモ

非 Unicode Analytics 1バイト = 1文字

Unicode Analytics、拡張 ASCII (ANSI)
データ

1バイト = 1文字

Unicode Analytics、Unicodeデータ 2バイト = 1文字

Unicodeデータの場合、偶数バイトのみを指定します。奇数バイトを指定すると、

文字が正しく表示されない可能性があります。

8. ［OK］をクリックしてから、確認ダイアログボックスで、［はい］をクリックします。
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データのダンプ
ダンプ機能では、次のエンコーディングの1つ以上で、レコードまたはファイルの出力可能または出力不可

能な文字をすべて表示できます。

l Hex
l ASCII
l EBCDIC
l Unicode (Unicode Analytics のみ)

ダンプ機能を使用して、データの表示または処理に関する問題をトラブルシューティングしたり、ファイルの

データフィールドを特定したりできます。

1. Analyticsテーブルで特定のレコードのデータをダンプする場合は、ビューを開いてレコードを選択し

ておきます。
2. ［ツール> 16進ダンプ］を選択します。
3. ファイルのデータをダンプする場合は、［ファイル］を選択し、［開く］ダイアログボックスで対象ファイル

を選択して［開く］をクリックします。

Analytics ソースデータファイル( .fil)または別のファイルタイプを選択できます。

4. 省略可能。［スキップバイト数］には、1以上の値を入力します。データのダンプ前に、ここで指定し

たバイト数をファイルの開始位置からスキップします。
5. 省略可能。［列］で、出力列の幅をバイトで指定します。

メモ

指定された値は、Analytics レコードまたはテーブルに含まれるバイト数を示しま

す。

出力におけるエンコードされた文字数は、レコードまたはテーブルにおける文字数と

は 1対 1で対応しない場合もあります。たとえば、数字 1の16進エンコードは 31
です。

縦方向に表示した場合の各列のデフォルト数は 16バイトであるのに対し、横方向に表示した場

合の1列のデフォルト数は 64バイトです。指定できる最大バイト数は 255です。

6. 省略可能。水平を選択すると、文字エンコードが、縦方向である隣接するブロック(デフォルト )で
なく、横方向である行に表示されます。

7. 表示させない文字エンコード( HEX、ASCII、EBCDIC、またはUnicode( Unicode Analyticsの
み)のオプション選択を解除します。

8. 特定の値を検索する場合は、次を実行します。
a. ［検索］をクリックします。

b. ［検索］テキスト ボックスに、検索文字列を入力します。

c. 検索する文字エンコード( ASCII、EBCDIC、HEX)を選択します。

d. 検索で大文字と小文字を区別する場合は、［大文字と小文字を無視］を選択します。
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e. ［検索の開始位置］パネルでは、ファイルの先頭から検索する場合は［先頭］を、現在のカーソ

ル位置から検索を開始する場合は［カーソル位置］を選択します。現在選択されている位置

は、［ダンプ］ダイアログボックスの［位置］フィールドに表示されています。

f. ［検索］をクリックします。

値が見つかった場合、その文字エンコードの場所が強調表示されます。

9. ［閉じる］ をクリックして［ダンプ］ダイアログボックスを終了します。
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テーブルの履歴の表示
Analyticsでは、Analyticsコマンドの結果として作成される Analyticsテーブルに関する情報を記録して

います。テーブルの履歴には、次のような情報が含まれます。

l テーブルが作成された日時

l 元テーブルおよび新しい出力テーブルの名前

l テーブルの作成に使用したコマンド

l コントロール合計

テーブルの履歴情報を表示するには

1. 履歴を表示させたいテーブルを開きます。
2. ［ツールテーブル履歴］の順にクリックします。
3. この履歴情報を印刷するには、履歴表示領域で右クリックし［印刷］を選択します。
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ワークスペースを使用したフィールド定
義の共有

Analyticsワークスペースは、ほかのテーブルで再利用するために保存されたフィールド定義を 1つ以上含

んでいる、Analyticsプロジェクト項目です。ワークスペースをアクティブにすると、ワークスペース内のフィー

ルドが現在のテーブルで使用できるようになります。ワークスペースには物理フィールド、演算フィールド、ま

たはフィルター(式ビルダーでフィルターの一覧から選択できます)の定義を保存して再利用することができ

ます。フィールド定義やフィルターを再利用または共有すれば整合性が保証され、複数のテーブルで同じ

フィールドやフィルターを使用する際は、繰り返し定義する作業が軽減されます。

ワークスペースは、同じ名前で同じデータ型のフィールドが存在するテーブル間で共有することができま

す。ワークスペースは、たとえば、期間別や1つの会社の部門別の売掛金テーブルなど、特定の種類の

一連のテーブルと関連付ける場合などに使用します。

レコード タイプが複数あるファイルの場合、各レコード タイプの定義を別々のワークスペースに保存するこ

とができます。この場合、特定のタイプのレコードを処理するために、適切なワークスペースを選択すること

ができます。

ワークスペースを作成する
1. 特定のAnalyticsテーブルからワークスペースへフィールド定義を追加する場合は、ワークスペース

を新規作成する前にそのテーブルを開いておく必要があります。
2. ［ファイル>新規作成  > ワークスペース］の順に選択します。
3. ［ワークスペースへのフィールドの追加］ダイアログボックスで、次のいずれかの作業を実行します。

o ［すべて追加］をクリックすると、すべてのフィールドがワークスペースに追加されます。

o ［使用可能なフィールド］リストで個々のフィールドをクリックし、右矢印ボタンをクリックしてワーク

スペースに追加する。［使用可能なフィールド］リストで複数のフィールドを

o Ctrlキーを押しながらクリックし、右矢印ボタンをクリックしてワークスペースに追加する。

o ［式］をクリックして式ビルダーを開き、ワークスペースに追加する式を作成する。

メモ

ほかの演算フィールドを参照する演算フィールドを追加する場合は、そのような

依存関係を持つ演算フィールドを追加する前に、依存関係を持たない(演算

フィールドを参照しない)演算フィールドを追加しておく必要があります。

4. ［OK］をクリックします。
5. ［概要］タブで、ワークスペースファイルを右クリックして［名前の変更］を選択します。
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6. テーブルレイアウトの新しい名前を入力し、Enterキーを押します。

メモ

ワークスペースの名前は、英数字 64文字が上限です。名前にはアンダースコア文

字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用できません。名前の先

頭を数字にすることはできません。

ワークスペースを編集する
ワークスペースは編集が可能です。フィールド定義を追加したり、既存のフィールド定義を編集または削

除したりすることができます。

1. 特定のAnalyticsテーブルからワークスペースへフィールド定義を追加する場合は、ワークスペース

の編集を開始する前にそのテーブルを開いておく必要があります。
2. ナビゲーターの［総覧］タブで、編集対象のワークスペースファイルを右クリックし、［編集］を選択し

ます。
3. ワークスペースエディターでエントリを編集します。フィールド定義のテキストを編集することで、エン

トリを編集または削除できます。
4. 以下の手順を実行して、ワークスペースにフィールドを追加します。

a. ワークスペースツールバーにある［ワークスペースへのフィールドの追加 ］をクリックします。

b. ［ワークスペースへのフィールドの追加］ダイアログボックスで、次のいずれかの作業を実行しま

す。

l ［すべて追加］をクリックして、すべてのフィールドをワークスペースに追加する。

l ［使用可能なフィールド］リストで個々のフィールドをクリックし、右矢印ボタンをクリックしてワー

クスペースに追加する。
［使用可能なフィールド］リストで複数のフィールドを

l Ctrlキーを押しながらクリックし、右矢印ボタンをクリックしてワークスペースに追加する。

c. ［OK］をクリックします。
5. ナビゲーターの［総覧］タブで、そのワークスペースファイルを右クリックし、［閉じる］を選択します。
6. 確認ダイアログボックスで、［はい］をクリックします。

ワークスペースのアクティブ化
ワークスペースはAnalyticsテーブルで使用するためにアクティブ化できますが、その場合、ワークスペース

のフィールド定義で参照されるフィールドは必ずAnalyticsテーブルに存在し、使用可能である必要があ

ります。たとえば、ワークスペースに Valueという名前の演算フィールドがあり、このフィールドに sale_
price * quantityという式が定義されている場合、そのワークスペースを使用するテーブルには sale_
priceと quantityの両方のフィールドが必ず含まれていなければなりません。

831

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


テーブルのフィールドと同じ名前のフィールドが含まれるワークスペースをアクティブ化すると、そのテーブルの

フィールドを置き換えるかどうかを確認するメッセージが表示されます。［はい］をクリックすると、そのテーブ

ルが閉じられるまでは、テーブルのフィールドが一時的にワークスペースのフィールドに置き換えられます。

ワークスペースをアクティブ化した後にテーブルレイアウトを編集した場合、またはアプリケーションで自動

的にテーブルレイアウトを保存するような変更を行った場合には、Analyticsによって、ワークスペースの

フィールドがテーブルレイアウトに永続的に追加されます。ワークスペースのフィールドをテーブルレイアウト

に保存すると、そのフィールドをビューに追加できます。

1. ワークスペースを使用するテーブルを開きます。
2. ナビゲーターの［総覧］タブで、そのワークスペースを右クリックし、［アクティブ化］を選択します。

ワークスペースのフィールド定義をテーブルレイ
アウトに追加する
デフォルトで、ワークスペースのフィールドがAnalyticsテーブルで使用できるは、そのAnalyticsテーブルが

開かれ、ワークスペースがアクティブ化されたときだけです。テーブルを閉じると、ワークスペースは自動的に

非アクティブ化され、再びアクティブ化されるまでそのフィールドは利用できなくなります。テーブルが開かれ

たときに、ワークスペースのフィールドが必ず使用されるようにするには、それらのフィールドをテーブルレイア

ウトに追加しておく必要があります。ワークスペースのフィールドをテーブルレイアウトに追加する場合は、

ワークスペースから定義をコピーし、テーブルレイアウトでフィールドを作成します。このため、今後これらの

フィールドに対する変更はワークスペースではなくテーブルレイアウトで実行する必要があります。

1. ワークスペースのフィールド定義を追加するテーブルを開きます。
2. ナビゲーターの［総覧］タブで、そのワークスペースを右クリックし、［アクティブ化］を選択します。
3. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。
4. フィールド リストから 1つのフィールドをダブルクリックして、フィールドのプロパティを編集します。
5. ［幅］テキスト ボックスの数値を 1増やして変更します。

6. ［入力を受け入れる］ をクリックします。

変更を保存することで、Analyticsはそのフィールド定義への変更を保存し、また、アクティブ化され

たワークスペースのフィールド定義もテーブルレイアウトに保存します。

7. 手順の4と5で編集したフィールドをダブルクリックして、［幅］テキスト ボックスの値を元の値に戻し

ます。

8. ［入力を受け入れる ］をクリックします。

9. ［閉じる］ をクリックしてテーブルレイアウト ダイアログボックスを終了します。

別のAnalyticsプロジェクトからワークスペース
をコピーする
ある Analyticsプロジェクトから別のプロジェクトへワークスペースをコピーすることができます。これにより、そ

のワークスペースに含まれる物理フィールド、演算フィールド、またはフィルターを一から作成するのではな

く、再利用することが可能になります。作業の手間を省いたり、これらの項目を再利用したり、また他の
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Analyticsユーザーと共有したりできることに加え、整合性も保証されます。同時に単一のワークスペー

ス、または複数のワークスペースをコピーできます。

Analyticsプロジェクトの外部に個別のファイルとして存在するワークスペースをインポートしたい場合は、"
ワークスペースをインポートする"下を参照してください。

1. コピーされたワークスペースを格納するプロジェクトを開きます。
2. ナビゲーターの［総覧］タブで、Analyticsプロジェクトのエントリまたはプロジェクト フォルダーを右ク

リックし、［別のプロジェクトからコピー >ワークスペース］を選択します。

Analyticsプロジェクトは、ツリービューにおける最上位のフォルダーです。

3. ［プロジェクト ファイルの場所］ダイアログボックスで、ワークスペースのコピー元となる Analyticsプロ

ジェクトを探して選択し、［開く］をクリックします。
4. ［インポート］ダイアログボックスで、次のいずれかの作業を行って、1つ以上のワークスペースを［イ

ンポート先 ＜プロジェクト名＞］リストに追加します。

o ワークスペースをダブルクリックします。複数のワークスペースを

o Ctrlキーを押しながらクリックし、右矢印ボタンをクリックする。

o ［すべて追加］をクリックして、すべてのワークスペースを追加する。

［インポート先 プロジェクト名］リストからワークスペースを削除するには、個々のワークスペースをダ

ブルクリックするか、複数のワークスペースをCtrlキーを押しながらクリックした後に左矢印ボタンをク

リックするか、または［すべてクリア］をクリックします。

5. ［OK］をクリックして、コピー先のプロジェクトにワークスペースをコピーします。

プロジェクト内に同じ名前のワークスペースが既に存在する場合は、コピーしたワークスペース名の

末尾に増分数字が付けられます。

ワークスペースをインポートする
個別の .wspファイルとしてAnalyticsプロジェクトの外部に存在するワークスペースをインポートすることが

できます。これにより、そのワークスペースに含まれる物理フィールド、演算フィールド、またはフィルターを一

から作成するのではなく、再利用することが可能になります。作業の手間を省いたり、これらの項目を再

利用したり、また他のAnalyticsユーザーと共有したりできることに加え、整合性も保証されます。一度に

インポートできるワークスペースは 1つだけです。

別のAnalyticsプロジェクトからワークスペースをインポートしたい場合は、"別のAnalyticsプロジェクトから

ワークスペースをコピーする"前のページを参照してください。

1. ナビゲーターの［総覧］タブで、Analyticsプロジェクトのエントリまたはプロジェクト フォルダーを右ク

リックし、［プロジェクト項目のインポート >ワークスペース］を選択します。

Analyticsプロジェクトは、ツリービューにおける最上位のフォルダーです。

2. ［プロジェクト］ダイアログボックスで、ワークスペースファイル( .wsp)を探して選択し、［開く］をクリッ

クします。
3. 確認ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

プロジェクトにワークスペースがインポートされます。プロジェクト内に同じ名前のワークスペースが既

に存在する場合は、インポートしたワークスペース名の末尾に増分数字が付けられます。
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ワークスペースをエクスポートする
ワークスペースは、Analyticsプロジェクトの外部に保存される個別の .wspファイルとしてエクスポートする

ことができます。個別のファイルとしてエクスポートされたワークスペースは、後で任意のAnalyticsプロジェ

クトにインポートすることができます。これにより、そのワークスペースに含まれる物理フィールド、演算フィー

ルド、またはフィルターを一から作成するのではなく、再利用することが可能になります。一度にエクスポー

トできるワークスペースは 1つだけです。

1. ナビゲーターの［総覧］タブでワークスペースを右クリックし、［プロジェクト項目のエクスポート］を選

択します。
2. ［名前を付けて保存］ダイアログボックスで、ワークスペースを保存する場所を選択し、必要であれ

ばワークスペースの名前を変更して、［保存］をクリックします。確認ダイアログボックスで［OK］をク

リックします。

指定した場所にワークスペースがエクスポートされます。

メモ

ワークスペース名を 64文字の英数字 (拡張子 .wspを含まない)に制限し、ワー

クスペースがAnalyticsにインポートされるときに名前が切り捨てられないようにしま

す。

名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは

使用できません。先頭に数字を使用することもできません。特殊文字、スペース、

先頭の数字はすべて、ワークスペースのインポート時にアンダースコア文字に置換

されます。

ワークスペースノートを追加または編集する
あるワークスペースに関して、今後の参考のために保持しておきたい、あるいは他のユーザーのために文

書化しておきたい情報がある場合は、ノート (注釈 )をそのワークスペースに追加して記録することができ

ます。ワークスペースノートの内容はいつでも編集できます。

ノートを追加、編集、削除または読むために、ワークスペースをアクティブ化する必要はありません。

1. ナビゲーターの［総覧］タブで、作業対象のワークスペースを右クリックします。
2. ［プロパティ］を選択します。
3. ［ワークスペースプロパティ］ダイアログボックスで［ノート］タブをクリックします。
4. 新しいノートを入力するか、または既存のノートを編集します。

ノートを削除する場合は、テキストをすべて削除します。

5. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じ、変更を保存します。

834

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


データフィルターについて
印刷イメージ(レポート )ファイルや複数レコード タイプのファイルなど、レコード タイプが複数存在するデー

タソースを定義する場合には、使用するレコード タイプを随時識別できるようにする必要があります。

Analyticsでは、データフィルターを使用してファイル内の異なるレコード タイプを識別し、必要に応じて不

要なレコードを除外します。

データフィルターを使用すれば、データファイルのある特定の部分を識別し、それを Analyticsテーブルの

レコードおよびフィールドとして定義することができます。データフィルターの定義には、データファイルのどの

部分をレコードに含めるか、あるいはレコードから除外するかを示す条件を使用します。

［新しいデータフィルターの追加］タブで新しいデータフィルターを作成しようとすると、デフォルトで "すべて

除外"条件が作成されています。この条件により、ソースデータファイルの文字データはすべて除外され、

すべての文字が黒の背景色で強調表示されています。

レコードを定義するには、1文字または一連の文字を選択して、最低 1つのフィルター条件を指定する

必要があります。このフィルター条件を使用して、ACLテーブルに含めるレコードの各インスタンスを一意

に識別することができます。データ要素をクリックすると、その要素はフィルター条件と見なされ、その内容

がフィルター条件テキスト ボックスに追加されます。あるレコードを含めるフィルター条件を作成すると、そ

のフィルター条件を満たすすべての行で黒の背景色の強調表示が解除されます。選択したレコードの中

で除外したい部分がある場合は、レコードの一部を除外するためのフィルター条件を別に指定できます。

1つのデータファイルに対して複数のデータフィルターを定義することができます。一般的なレポートでは、

ある種目 (製品クラスなど)に関する情報が含まれる 1件のヘッダーレコードが出力されます。ヘッダーレ

コードに続いてその種目に関連付けられている多くの詳細レコードが出力されます。

この例で、ヘッダーレコードには、製品クラス番号や製品クラス名などの詳細レコードに関連する補足情

報が含まれています。この情報を詳細レコードと結合するには、ヘッダーレコードのフィールドを静的フィー

ルドとして定義する必要があります。これを行うには、［フィールド /式の編集］タブで各フィールドに対し［静
的］チェックボックスをオンにします。新しいデータフィルターを作成するときには、そのレコード タイプの情報

を後続レコードに関係付けるかどうかを尋ねられます。［はい］を選択すると、そのレコードに定義した

フィールドでは、［静的］チェックボックスがデフォルトでオンになっています。フィールドごとに手動で［静的］
チェックボックスをオンにすることもできます。

データフィルターの作成
データフィルターは、データファイルで単独レコードまたは複数レコードを特定するために使用します。デー

タフィルターの作成では、Analyticsテーブルに含めるデータファイルの領域を定義する規則、および

Analyticsテーブルに含めないデータを除外する規則を定める必要があります。プレビューテーブルで、黒

の背景色で強調表示されるデータは除外され、白の背景色で表されるデータは含まれることを示しま

す。

アクティブなデータフィルターがある場合、そのフィルターは新しいフィルターを作成したときに、自動的に非

アクティブ化されます。

既存のデータフィルターを編集する場合、テーブルレイアウト ダイアログボックスでそのフィルターを演算

フィールドとして編集することができます。［テーブルレイアウト］ダイアログボックスでデータフィルターを表
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示させるには、［オプション］ダイアログボックス( ［ツール>オプション］)の［インターフェイス］タブにある

［フィールド一覧にフィルターを含める］オプションを選択しておく必要があります。

手順

1. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。
2. ［新しいデータフィルターの追加］タブをクリックします。

データファイルの内容は、画面の下半分のデータプレビュー領域に表示されます。デフォルトで、す

べてのデータが除外として表示されています。これは、データフィルターリストの "すべて除外"が適

用されていることを示します。このフィルターは変更も削除もできません。

3. レコード内で 1文字または一連の文字を選択して、フィルター条件を定義します。単独の文字を

クリックして強調表示させる、あるいは複数の文字をクリックとドラッグで選択して［包含］をクリック

すると、指定した条件と一致するすべてのレコードが選択されます。

たとえば、Analyticsテーブルに含めるデータファイルの各行の71バイト目に小数点があるとしま

す。この小数点をフィルターに含める必要があります。除外したい行でも小数点が同じ位置にあっ

た場合は、不正に選択される行を除外する規則を作成する必要があるでしょう。

4. 選択されているレコードの一部を除外する場合は、そのレコード内で除外する 1文字または一連

の文字を選択してフィルター条件を定義し、［除外］をクリックします。

5. ［入力を受け入れる ］をクリックすると、指定した条件を含むデータフィルターが作成されます。
6. ［フィルターを保存する名前］ダイアログボックスで、フィルターの名前を入力して［OK］をクリックしま

す。
7. ［このフィルターをアクティブにしたままにする］ダイアログボックスで［はい］をクリックして、レコードの

フィールド定義を開始します。そのフィルターを後で適用する場合は［いいえ］をクリックします。後で

行う場合は、［フィールド /式の編集］タブのフィルタードロップダウンリストからそのフィルターを選択

します。

そのフィルターがアクティブになると、［フィールド /式の編集］タブのデータプレビューで、除外された

データファイル領域が黒の背景色で強調表示されます。このプレビューテーブルで背景色が白色

の領域から個別にフィールドを選択し、レコードに追加することができます。

データフィルターをアクティブ化する
テーブルレイアウト ダイアログボックスの［新しいデータフィルターの追加］タブでデータフィルターを作成す

る場合、そのデータフィルターをアクティブ化するかどうかを尋ねられます。また、テーブルレイアウト ダイア

ログボックスの［フィールド /式の編集］タブにあるドロップダウンリストから適切なオプションを選択することに

より、既存のフィルターをアクティブ化したり、アクティブなフィルターを変更したり、選択したフィルターを非ア

クティブにしたりすることもできます。

データフィルターがアクティブ化されると、そのデータフィルター条件を満たすレコードおよびフィールドのみが

ビューに抽出され処理することができます。

データフィルターがアクティブ化されると、［フィールド /式の編集］タブでは以下のような動作が見られます。

l 定義したフィールドがアクティブなデータフィルターと関連付けられます。
l テーブルのフィールドはデータフィルターの条件に対して評価されます。条件を満たさないフィールド

は、フィールド リストに表示されません。
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l フィルター条件を満たさない行は、データプレビューテーブルで黒色で強調表示されます。
l ドロップダウンリストから "すべてのフィールド"オプションを選択すると、アクティブになっていたフィル

ターが非アクティブになり、テーブルに定義されたすべてのフィールドが表示されます。

手順

1. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。
2. ［フィールド /式の編集］タブで、フィールド リストの上にあるドロップダウンリストから、アクティブ化す

るデータフィルターを選択します。

フィールド リストには、選択したデータフィルターに属するフィールドのみが表示されます。データフィ

ルターを非アクティブ化するには、ドロップダウンリストから "すべてのフィールド"を選択します。
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テーブルビューでデータを表示する
Analyticsのテーブルビューでは、Analyticsテーブルデータが表示される方法を決めることができます。

ビューはAnalytics表示領域に表示され、名前付きの列と番号付きのレコードを含んでいます。ビュー内

の列は関連するテーブルレイアウト内のフィールド(物理データフィールドまたは演算フィールドのどちらか)
を表しています。

テーブルビューとAnalyticsテーブルに関連付
ける方法
以下の図はAnalyticsテーブルの他のコンポーネントに関連したビューを示しています。

ビューが一般にどのようにAnalyticsテーブルに関連しているかについての情報は、"Analyticsテーブルの

構造"ページ 118を参照してください。
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ビューは柔軟性を提供します
ビューは、関連付けられている Analyticsテーブルの中で見たいデータの列だけを表示したり、分析のため

の最も効果的な方法で列を整理したりすることができる柔軟なツールです。

同じテーブルに対して、フィールドの選択や配置が異なる複数のビューを作成することができます。たとえ

ば、テーブルに含まれる 100フィールドのうち 5フィールドにのみ関心がある場合は、該当する 5フィールド

だけを含むビューを作成し、最も便利と考える順番でフィールドを配列することができます。

また、ビューを使用して、Analyticsレポートのデータを書式設定することもできます。
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Analytics デフォルト_ビュー
Analyticsで初めて新しいテーブルを開くときは、"デフォルト_ビュー"というビューが自動的に作成されま

す。"デフォルト_ビュー"には、関連付けられたテーブルレイアウトに定義されているすべてのフィールドが、

レイアウト内に表示される順番で含まれます。

変更なしでデフォルト ビューを使用したり、必要に応じて変更したり、変更したものを新しいビューとして

保存したり、デフォルト ビューに基づかない新しいビューを作成したりすることができます。

ビューとテーブルレイアウトの関係
ビューは、元となるテーブルレイアウトに関連付けられますが、ビューを変更してもテーブルレイアウトは変

わりません。たとえば、ビューから列を削除しても、テーブルレイアウトから対応するフィールドは削除されま

せん。

テーブルレイアウトに加えた変更は、既存のビューに自動的に表示されません。たとえば、テーブルレイア

ウトに新しい演算フィールドを作成したり、新しい物理データフィールドを定義したりした場合、そのフィー

ルドを必要とするビューには、手動で追加する必要があります。

テーブルレイアウトからフィールドを削除すると、自動的に関連するすべてのビューから列を削除します。
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ビューでの作業
以下のセクションでは、ビューで実行できるさまざまな処理について説明します。ほとんどの場合、

Analyticsの複数の場所で処理を実行できます。

ビュー処理を実行できる場所：
l ［ビュー］タブ
l ナビゲーターの［総覧］タブ
l ［テーブルプロパティ］ダイアログボックス
l ［プロジェクト プロパティ］ダイアログボックス

ビューの作成
初めてAnalyticsテーブルを開くときには、デフォルト_ビューという名前のビューが自動的に作成されま

す。このビューには、テーブルレイアウトに定義されているすべてのフィールドが、デフォルトのプロパティで含

まれます。

このデフォルト ビューを変更して、別の名前で保存することによって新しいビューを作成できます。あるい

は、新しい空のビューを作成し、列を追加して設定を定義することもできます。

以下の手順は、新しい空のビューを作成し、列を追加する方法を示しています。

方法の説明

1. ビューを作成するテーブルを開きます。
2. ビュータブの下部にあるビューのボタンを右クリックし、［新規作成］を選択します。
3. ［ビューの追加］ダイアログボックスで、ビューの名前を入力して［OK］をクリックします。

メモ

ビューの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアンダースコア

文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用できません。名前の

先頭を数字にすることはできません。

4. ［列の追加］ダイアログボックスで、次のいずれかの作業を実行します。

l ［すべて追加］をクリックして、テーブルレイアウトのすべてのフィールドをビューに追加する。

l ［使用可能なフィールド］リストで個々のフィールドをクリックし、右矢印ボタンをクリックしてビュー

に追加する。
［使用可能なフィールド］リストで複数のフィールドを

l Ctrlキーを押しながらクリックし、右矢印ボタンをクリックしてビューに追加する。

l ［式］をクリックして式ビルダーを開き、ビューに追加する式または演算フィールドを作成する。

l ［選択済みのフィールド］リストにフィールドを追加した後、式を使ってその列を変更したい場合

は、フィールドを選択し、［編集］をクリックして式ビルダーを開く。
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5. (省略可能 ) ［選択したフィールド］リストで、1つ以上のフィールドを選択し、上矢印 または

下矢印 を使用して、フィールドを再配置します。
6. ［対象テーブル］ドロップダウンリストでテーブルを選択し、入れたいフィールドを［選択済みのフィー

ルド］リストに追加することによって、任意の関連テーブルからフィールドを追加することができます。
7. ［OK］をクリックします。

ビューを開く
初めてAnalyticsテーブルを開くときには、デフォルト_ビューという名前のビューが自動的に作成され、開

きます。このビューにはテーブルレイアウトに定義されているすべてのフィールドが含まれています。

複数のビューが関連付けられているテーブルを開くときは、前回アクティブであったビューが自動的に開き

ます。

また、テーブルに関連付けられたビューを手動で開くこともできます。

方法の説明

1. ナビゲーターで、開きたいビューがあるテーブルをダブルクリックします。

Analyticsは、前回アクティブであったビューを表示します。

2. 別のビューを開くには、［ビュー］タブの下部にある該当する［ビュー］ボタンをクリックします。

ビューが開き、アクティブなビューのボタンが強調表示されます。

ビューへの変更の保存
ビューを変更した場合、その変更を既存のビューに保存するか、または変更したビューを新しいビューとし

て保存し、元のビューは変更されていない状態のままにしておくことができます。

既存のビューでの変更の保存

方法の説明

1. ［ファイル> プロジェクトを上書き保存］の順にクリックします。
2. 確認ダイアログボックスで、［はい］をクリックします。

以下の操作を行った場合は、既存のビューに変更を保存するように求められます。

l 別のビューに切り替える
l テーブルを閉じる
l 別のテーブルを開く

新しいビューとして変更を保存する

方法の説明
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1. ビュータブの下部にある強調表示されているビューのボタンを右クリックし、［名前を付けて保存］を
選択します。

2. ［ビューを別名で保存］ダイアログボックスで、新しいビューの名前を入力して［OK］をクリックしま

す。

新しいビューが作成されて、自動的に開きます。元のビューは変更されません。

ビュー名を変更する
ビューの目的や、ビューに表示される情報をわかりやすくするために、ビューの名前を変更することができま

す。

ビューの名前の変更は、ビュータブ、またはナビゲーターの［総覧］タブを使用して行えます。多数のビュー

名を変更する必要がある場合、［概要］タブがより便利です。

メモ

ビューの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアンダースコア文字

( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用できません。名前の先頭を数

字にすることはできません。

［ビュー］タブを使用したビュー名の変更

方法の説明

1. 名前を変更したいビューのあるテーブルを開きます。
2. ビュータブの下部にあるビューのボタンを右クリックし、［名前の変更］を選択します。
3. ［ビュー名の変更］ダイアログボックスで新しい名前を入力して、［OK］をクリックします。

［概要］タブを使用したビュー名の変更

方法の説明

1. 名前を変更したいビューのあるテーブルを開きます。
2. ナビゲーターの［総覧］タブでテーブルを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
3. ［ビュー］タブをクリックします。
4. 名前を変更するビューを選択し、［名前変更］をクリックします。
5. ［ビュー名の変更］ダイアログボックスで新しい名前を入力して、［OK］をクリックします。
6. (省略可能 )名前を変更する他のビューで手順を繰り返します。
7. ［OK］をクリックして［テーブルプロパティ］ダイアログボックスを閉じます。

ビューをコピーする
ビューをコピーして、同一のビューを同じ Analyticsテーブルと関連付け、その後、コピーしたビューを変更

することができます。Analyticsプロジェクト内のテーブル間でビューをコピーすることもできます。
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ヒント

ビューをコピーして変更する方が、新しいビューを一から作成するよりも簡単な場合があ

ります。

ビューのコピーは、ビュータブ、またはナビゲーターの［総覧］タブを使用して行えます。複数のコピーを作成

する必要がある場合は、［概要］タブがより便利です。

［ビュー］タブを使用したビューのコピー

方法の説明

1. コピーしたいビューのあるテーブルを開きます。
2. ビュータブの下部にあるビューのボタンを右クリックし、［名前を付けて保存］を選択します。
3. ［ビューを別名で保存］ダイアログボックスで、コピーされたビューの名前を入力して［OK］をクリック

します。

［概要］タブを使用したビューのコピー

方法の説明

1. コピーしたいビューのあるテーブルを開きます。
2. ナビゲーターの［総覧］タブでテーブルを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
3. ［ビュー］タブをクリックします。
4. コピーするビューを選択し、［コピー］をクリックします。

増分する数値のサフィックスが付いたビューのコピーが作成されます。

5. (省略可能 )手順を繰り返し、同じビューの複数のコピーを作成するか、別のビューをコピーしま

す。
6. ［OK］をクリックして［テーブルプロパティ］ダイアログボックスを閉じます。

別のプロジェクトのテーブルからビューをコピーする

メモ

テーブル間でビューをコピーする場合、コピー先のテーブルに、ビューに指定されているす

べてのフィールドが含まれていない場合は、「未定義」として 1つ以上のフィールドが列挙

されたエラーメッセージを受け取ります。そのビューを使用することはできるかもしれません

が、未定義フィールドに関連付けられているビュー列は表示されません。

方法の説明

1. コピーされたビューを格納するテーブルを開きます。
2. ナビゲーターの［総覧］タブで Analyticsプロジェクトを右クリックし、［プロパティ］を選択します。

Analyticsプロジェクトは、ツリービューにおける最上位のフォルダーです。

3. ［ビュー］タブをクリックします。
4. コピーするビューを選択し、［適用］、［OK］の順にクリックします。
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別のAnalyticsプロジェクトからビューをコピー
する
ある Analyticsプロジェクトから別のプロジェクトへビューをコピーすることができます。これは、両方のプロ

ジェクトに類似したテーブルがあり、新しいビューを一から作成するのではなく、ビューを再利用したい場合

に役立ちます。同時に単一のビュー、または複数のビューをコピーできます。

コピー先のプロジェクトでテーブルが開いている場合、コピーしたビューは、その開いているテーブルに自動

的に関連付けられます。テーブルが開いていない場合は、コピーしたビューはプロジェクトに追加され、後

でテーブルに関連付けることができます。

コピーしたビューが、プロジェクト内の既存のビューと同じ名前である場合は、コピーしたビュー名の末尾に

増分数字が付けられます。

メモ

テーブル間でビューをコピーする場合、コピー先のテーブルに、ビューに指定されているす

べてのフィールドが含まれていない場合は、「未定義」として 1つ以上のフィールドが列挙

されたエラーメッセージを受け取ります。そのビューを使用することはできるかもしれません

が、未定義フィールドに関連付けられているビュー列は表示されません。

方法の説明

ビューをコピーする

1. コピーされたビューを格納するプロジェクトを開きます。
2. 次のいずれかを実行します。

l コピーしたビューとテーブルを直ちに関連付けたい場合は、そのテーブルを開きます。

l コピーしたビューとテーブルを後で関連付けたい場合は、コピー先のプロジェクト内のテーブルがす

べて閉じていることを確認します。

2番目の方法は、複数のビューをコピーして、さまざなまテーブルと関連付けるつもりである場合

に使用します。

3. ナビゲーターの［総覧］タブで、Analyticsプロジェクトのエントリまたはプロジェクト フォルダーを右ク

リックし、［別のプロジェクトからコピー > ビュー］を選択します。

Analyticsプロジェクトは、ツリービューにおける最上位のフォルダーです。

4. ［プロジェクト ファイルの場所］ダイアログボックスで、ビューのコピー元とする Analyticsプロジェクトを

探して選択し、［開く］をクリックします。
5. ［インポート］ダイアログボックスで、次のいずれかの作業を行って、1つ以上のビューを［インポート

先 ＜プロジェクト名＞］リストに追加します。

l ビューをダブルクリックする。
複数のビューを

l Ctrlキーを押しながらクリックし、右矢印ボタンをクリックする。
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l ［すべて追加］をクリックして、すべてのビューを追加する。

［インポート先 ＜プロジェクト名＞］リストからビューを削除するには、個々のビューをダブルクリック

するか、複数のビューをCtrlキーを押しながらクリックした後に左矢印ボタンをクリックするか、または

［すべてクリア］をクリックします。

6. ［OK］をクリックして、コピー先のプロジェクトにビューをコピーします。

テーブルが開いている場合、ビューはそのテーブルに関連付けられます。

ビューの関連付け

テーブルとの関連付けをしないで 1つ以上のビューをコピーした場合は、次のようにしてビューとテーブルを

関連付けます。

1. 適切なテーブルを開きます。
2. ナビゲーターの［総覧］タブで Analyticsプロジェクトを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
3. ［ビュー］タブをクリックします。
4. テーブルと関連付けるビューを選択し、［適用］、［OK］の順にクリックします。

ビューをインポートする
個別の .rptファイルとしてAnalyticsプロジェクトの外部に存在するビューをインポートすることができま

す。これにより、新しいビューを一から作成するのではなく、ビューを再利用することが可能になります。一

度にインポートできるビューは 1つだけです。

ビューをインポートするときにプロジェクトでテーブルが開いている場合、インポートしたビューは、その開いて

いるテーブルに自動的に関連付けられます。テーブルが開いていない場合は、インポートしたビューはプロ

ジェクトに追加され、後でテーブルに関連付けることができます。

インポートしたビューが、プロジェクト内の既存のビューと同じ名前である場合は、インポートしたビュー名の

末尾に増分数字が付けられます。

メモ

インポートしたビューと関連付けるテーブルに、ビューに指定されているすべてのフィールド

が含まれていない場合は、「未定義」として 1つ以上のフィールドが列挙されたエラーメッ

セージを受け取ります。そのビューを使用することはできるかもしれませんが、未定義

フィールドに関連付けられているビュー列は表示されません。

方法の説明

ビューをインポートする

1. ナビゲーターの［総覧］タブで、Analyticsプロジェクトのエントリを右クリックし、［プロジェクト項目の

インポート > ビュー］を選択します。

Analyticsプロジェクトは、ツリービューにおける最上位のフォルダーです。

2. ［プロジェクト］ダイアログボックスで、ビューファイル( .rpt)を探して選択し、［開く］をクリックします。

846

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


3. 確認ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

プロジェクトにビューがインポートされます。テーブルが開いている場合、ビューはそのテーブルに関連

付けられます。

ビューの関連付け

テーブルとの関連付けをしないでビューをインポートした場合は、次のようにしてビューとテーブルを関連付

けます。

1. 適切なテーブルを開きます。
2. ナビゲーターの［総覧］タブで Analyticsプロジェクトを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
3. ［ビュー］タブをクリックします。
4. インポートしたビューを選択し、［適用］、［OK］の順にクリックします。

ビューをエクスポートする
ビューは、Analyticsプロジェクトの外部に保存される個別の.rptファイルとしてエクスポートすることがで

きます。個別ファイルとしてエクスポートされたビューは、Analyticsプロジェクトに後からインポートすることが

できます。これにより、新しいビューを一から作成するのではなく、ビューを再利用することが可能になりま

す。一度にエクスポートできるビューは 1つだけです。

方法の説明

1. ビューに関連付けられているテーブルを開きます。
2. ナビゲーターの［総覧］タブでテーブルを右クリックし、［プロパティ > ビュー］を選択します。
3. エクスポートするビューを選択して［エクスポート］をクリックします。
4. ［名前を付けて保存］ダイアログボックスで、ビューを保存する場所を選択し、必要であればビュー

の名前を変更して、［保存］をクリックします。確認ダイアログボックスで［OK］をクリックします。

指定した場所にビューがエクスポートされます。

メモ

ビュー名を 64文字の英数字 ( .rpt拡張子を含まない)に制限し、ビューが

Analytics にインポートされるときに名前が切り捨てられないようにします。

名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは

使用できません。先頭に数字を使用することもできません。特殊文字、スペース、

先頭の数字はすべて、ビューのインポート時にアンダースコア文字に置換されます。

5. ［OK］をクリックして［テーブルプロパティ］ダイアログボックスを閉じます。

ビューを削除する
いつでも必要に応じて、テーブルに関連付けられている個々のビューを削除することができます。ただし、

テーブルには関連付けられているビューが必ず 1つはなければなりません。Analyticsは、テーブルに関連

付けられている最後のビューが削除されないようにしています。
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ビューを削除しても、テーブルレイアウトや関連するデータファイルへの影響はありません。ビューの削除

は、ビュータブ、またはナビゲーターの［総覧］タブを使用して行えます。

［ビュー］タブを使用したビューの削除

方法の説明

1. 削除したいビューのあるテーブルを開きます。
2. ビュータブの下部にあるビューのボタンを右クリックし、［削除］を選択します。
3. 確認ダイアログボックスで、［削除］をクリックします。

［概要］タブを使用したビューの削除

方法の説明

1. 削除したいビューのあるテーブルを開きます。
2. ナビゲーターの［総覧］タブでテーブルを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
3. ［ビュー］タブをクリックします。
4. 削除するビューを選択し、［削除］をクリックします。

ビューは、現在アクティブである場合には削除できません。

5. 確認ダイアログボックスで、［削除］をクリックします。
6. ［OK］をクリックして［テーブルプロパティ］ダイアログボックスを閉じます。
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ビュー内の列のカスタマイズ
Analyticsビューの個々の列を、画面上で表示する方法やAnalyticsレポートで表示したり処理したりす

る方法をカスタマイズすることができます。

以下を指定できます。

l ビューに含まれるテーブルレイアウトの列
l 列の順序
l 数値が個別の列に表示される方法
l 列の表示名
l 印刷レポートの列プロパティ

ビューに列を追加する
ビュー内の列として、テーブルレイアウトに定義されている物理データフィールドまたは演算フィールドのい

ずれかを追加することができます。

また、式ビルダーを使用して作成された、一時的に作成した式に基づく列をビューに追加することもできま

す。

方法の説明

1. 次のいずれかを実行します。

l 選択した列の左側に1つまたは複数の列を挿入する場合は、ビュー内で 1つの列見出しを右

クリックする。
l 最後の列の後ろに1つまたは複数の列を挿入する場合は、ビュー内で(列見出しを選択しな

いで)任意の表示領域を右クリックする。
2. ［列の追加］をクリックします。
3. ［列の追加］ダイアログボックスで、次のいずれかの手順を実行します。

l ［すべて追加］をクリックして、すべての列をビューに追加する。

l ［使用可能なフィールド］リストで個々のフィールドをクリックし、右矢印ボタンをクリックしてビュー

に追加する。
［

l 使用可能なフィールド］リストで複数の列をCtrlキーを押しながらクリックし、右矢印ボタンをク

リックしてビューに追加する。

l ［式］をクリックして式ビルダーを開き、ビューに追加する式を作成する。

l ［選択済みのフィールド］リストに列を追加した後、式を使ってその列を変更したい場合は、列を

選択し、［編集］をクリックして式ビルダーを開く。
4. そのテーブルに関連付けられているテーブルが1つ以上ある場合は、［対象テーブル］ドロップダウン

リストで関連テーブルを選択し、入れたいフィールドを［選択済みのフィールド］リストに追加すること

によって、任意の関連テーブルからビューへフィールドを追加することができます。
5. ［OK］をクリックします。

849

データの定義とインポート

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


ビューからの列の削除
ビューから不要な列を削除できます。列の基になっている物理データフィールドや演算フィールドは、テー

ブルレイアウトに存在し続けるので、いつでも必要に応じて列を再度追加することができ、他のビューでも

変わらず使用できます。

方法の説明

1. ［ビュー］タブで、削除する列の列見出しをクリックします。

隣接する複数の列見出しを選択するには、Shiftキー+クリックを、隣接していない複数の列見

出しを選択するには、Ctrlキー+クリックを利用できます。

2. ビューのデータ領域を右クリックし、［選択列の削除］をクリックします。

ヒント

複数の列を選択している場合は、列見出し行を右クリックしないでください。そうで

ないと、右クリックした列だけが選択されます。

3. ［列の削除］ダイアログボックスで、［削除］をクリックします。
4. ビューに加えた変更を保存するには、［ファイル> プロジェクトを上書き保存］の順にクリックし、確

認ダイアログボックスで［はい］をクリックします。

ビュー内の列のサイズを変更する
ビュー内のセルは、単独、複数、およびすべての単位でサイズ変更できます。

方法の説明

次のいずれかを実行します。

単一の列を手動でサイズ変更するには

その列見出しの右端の区切り線上にカーソルを置き、希望のサイズになるまでド

ラッグします。

列の内容の幅に合わせて 1つ以上の列

のサイズを自動的に変更するには

列見出しを選択し、右側の列区切りのいずれかをダブルクリックします。

隣接する複数の列見出しを選択するには、Shiftキー+クリックを、隣接してい

ない複数の列見出しを選択するには、Ctrlキー+クリックを利用できます。

列の内容の幅に合わせてビューのすべて

の列のサイズを自動的に変更するには

ビューのデータ領域を右クリックし、［すべての列のサイズの変更］をクリックしま

す。

ビュー内の列の順番変更
ビューで列が表示される順番を変更することができます。複数の列の順番を変更する場合は、各列を

個々に選択し、それを適切な場所まで移動させる必要があります。

方法の説明
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1. 移動する列の見出しをクリックして、目的の場所までドラッグします。

選択した列を移動させたい場所にあたる、2つの列の間の区切り線の近くまで列をドラッグする必

要があります。

2. 移動したいその他すべての列を再配置したら、［ファイル> プロジェクトを上書き保存］の順にクリッ

クして、ビューへの変更を保存します。

ビュー内の列名の変更
ビュー内で表示される列の名前は必要に応じて変更することができます。この列名の変更では表示上の

名前が変更されるだけで、テーブルレイアウトにおけるそのフィールドの名前には影響がありません。

テーブルに関連付けられているすべてのビューで使用されるデフォルトの列名を変更したり、あるいは特定

のビューで使用される列名を変更したりすることができます。

メモ

個々のビュー内で指定される列名はデフォルトの列名よりも優先されます。

デフォルト列名の変更

方法の説明

1. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。
2. ［フィールド /式の編集］タブで名前を変更する列名をダブルクリックしします。
3. ［代替列見出し］フィールドの列名を変更します。

4. ［入力を受け入れる］ をクリックし、［閉じる］ ボタンをクリックして［テーブルレイアウト］ダイア

ログボックスを終了します。

テーブルに関連付けられているすべてのビューの中で、そのデフォルトの名前を使用している列は自

動的に更新されます。ビュー内で個別に列名を指定 (変更 )していた場合は、その列名が優先さ

れるので更新されません。

特定のビューで使用される列名を変更する

方法の説明

1. 対象の列見出しを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
2. ［代替列見出し］フィールドで列名を変更し、［OK］をクリックします。

列名をビューレベルの名前からデフォルト名に変更する

方法の説明

1. 対象の列見出しを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
2. ［代替列見出し］フィールドで名前を削除し、［OK］をクリックします。
3. ビュー間で表示を切り替える、またはテーブルを一旦閉じて開き直すと、列名がリフレッシュされま

す。
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4. 変更保存の確認メッセージで［はい］をクリックすると、その変更がテーブルに保存されます。

ビューにおける数値の書式
ビューおよびレポートで表示される数値に適用される書式は、Analyticsの3つの異なるレベルで設定す

ることができます。

l アプリケーションレベル(グローバル)
l フィールド レベル
l 列レベル

メモ

これらの書式設定オプションは、数値データ型を使用するフィールドの数値に適用されま

す。文字データ型を使用するフィールドの数値には適用されません。

レベル 優先 書式を設定する場所 説明

アプリケーション

レベル

該当なし a. [ツール>オプション]の
順にクリックします。

b. デフォルトの数値書式で

形式を選択するか指定

します。

フィールド レベルまたは列レベルの書式が指定されて

いない、Analytics内のすべての数値フィールドおよび

列の書式を指定します。

フィールド レベ

ル

アプリケーション

レベル

a. テーブルを開きます。
b. ［編集 > テーブルレイア

ウト］の順にクリックしま

す。
c. フィールド名をダブルク

リックします。
d. ［フィールド /式の編集］タ

ブで、［書式］で形式を

選択または指定します。

テーブルレイアウト内の個々の数値フィールドと、その

テーブルレイアウトを使用するすべてのビュー内の関連

する列の書式を指定します。ただし、列レベルの書式

が指定されている列を除きます。

フィールド レベルの書式の変更をビューで有効にする

には、関連する列を削除してからビューに追加し直す

か、またはその列を含んでいる新しいビューを作成する

必要があります。

列レベル アプリケーション

レベル

フィールド レベ

ル

a. テーブルを開きます。
b. ビューで、列見出しを右

クリックし、［プロパティ］を
選択します。

c. ［列の修正］ダイアログ

ボックスで、［書式］で書

式を選択または指定し

ます。

個々のビューの、個々の数値列の書式を指定しま

す。

テーブルのビューが複数ある場合は、さまざまなビュー

で同一の列を異なった書式設定にすることができま

す。たとえば、印刷レポート用のビューにはドル記号付

きの列を表示し、分析に使用するビューではドル記号

を除くことができます。

数値書式の構文

Analyticsで数値に適用される書式は、それぞれの数値に必要なレイアウトを定義する書式マスクを使

用して指定されています。たとえば、書式マスク $99は、100 ドル未満の任意の値を表示するために使

用できます。各 9は、0から 9までの任意の数字を表示できることを示し、値の横にドル記号が表示され

ます。
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デフォルトの書式マスク

以下の表は、Analyticsで使用可能なデフォルトの書式マスクの一覧です。また、各マスクが数値 -
100234.56を表示する方法を示します。

定義されているままのデフォルト書式マスクを使用したり、それらを要件に合うように変更したり、独自の

書式マスクを定義したりすることができます。

デフォルトの書式マスク 表示 -100234.56:

-999999.99 -100234.56

-9,999,999.99 -100,234.56

(9,999,999.99) (100,234.56)

-$9,999,999.99 -$100,234.56

($9,999,999.99) ($100,234.56)

9,999,999.99- 100,234.56-

書式マスク要素

書式マスクは、次の構成要素を使用して定義されます。

コンポーネント 説明

桁数プレースホルダー

数字 9は、0から 9までの1桁を表示できる各場所を指定するために使用されます。

必要以上の桁数のプレースホルダーを指定した場合、余分な桁と、その間にあるカンマなど

の記号はすべて表示されません。たとえば、書式マスクを $9,999 と指定した場合、値 310は

$310と表示されます。

専用の書式を使用する場合は、列に表示される可能性のある最大桁数の書式を指定して

ください。なぜなら、指定した桁数を超えた分の桁は、左端の9の左にそのまま続けて、分離

記号を付加しないで追加されます。たとえば、書式マスクが-9,999.00である場合、

1000000.00の値は誤って 1000,000.00と書式設定されます( 1の後に桁区切り記号があり

ません)。

負数のインジケーター

負数のインジケーターは次のようになります。

o 数値の前後のマイナス記号：-100.00または 100.00-
o 数値の前後のCR：CR100.00または 100.00CR
o 括弧：(100)

負の値のインジケーターが指定されていない場合は、デフォルトで数値の前のマイナス記号が

使用されます。

千の位の桁区切り(該当す

る場合 )

大きな数には、数を読みやすくするために、桁の集まりの間に書式が適用されていることがよ

くあります。最も一般的な区切り記号は、カンマ( 100,000.00)またはスペース( 100 000.00)
です。
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コンポーネント 説明

一部の地域の設定では、区切り記号としてピリオドを使用し、小数を表すためにカンマを使

用しています。Analyticsで使用されるデフォルト値は、［オプション］ダイアログボックス( ［ツー

ル>オプション］)の［数値］タブにある、［桁区切り記号］テキスト ボックスに指定されている値

を変えることによって変更できます。

小数点インジケーター

ほとんどの場合、小数点を表すためにピリオドが使用されますが、一部の地域の設定ではカ

ンマが使用されます。

Analyticsで使用されるデフォルト値は、［オプション］ダイアログボックス( ［ツール>オプショ

ン］)の［数値］タブにある、［小数点記号］テキスト ボックスに指定されている値を変えることに

よって変更できます。

値インジケーターの記号

(該当する場合 )
–表示される値の種類を識別するために、ドル記号やパーセント記号などを書式に追加する

ことができます。

列プロパティの変更
Analyticsビューの各列には多数のプロパティがあり、これらを設定して、データが画面上やビューから生

成されたレポートで表示される方法を変更できます。列用に設定されたプロパティによって、テーブルレイ

アウト内の設定や、そのテーブルに関連付けられている他のビューの設定は変更されません。

［名前を付けて保存］コマンドを使ってビューのコピーを作成した場合、ビュー内の列のプロパティはコピー

されますが、その後どちらか一方のビューの列プロパティに加えられた変更は、変更が行われたビューに対

してのみ適用されます。

1. ビュータブで、列見出しを右クリックして［プロパティ］を選択するか、または列見出しをダブルクリック

します。
2. ガイドとして以下のテーブルを使用し、［列の修正］ダイアログボックスで 1つ以上の変更を行って、

［OK］をクリックします。

列の型

オプ

ション 説明

任意 列の

内容

列に表示される値を修正できます。

［列の内容］をクリックし、式ビルダーを使用して式を作成または編集します。値の表示のみが修正さ

れ、物理データは修正されません。

［列の内容］の式は、列の正しいデータ型を返す必要があります。たとえば、数値列の式は数値を返

す必要があります。

式で参照されているすべてのフィールドは、テーブルレイアウトに存在する必要があります。

代替

列見

出し

ビューの列の表示名のテキスト。

メモ

この変更は現在のビューでのみ適用されるもので、テーブルレイアウト ダイアログ

ボックスで指定されたデフォルトの列見出しを無効にします。詳細については、"
ビュー内の列名の変更"ページ 851を参照してください。
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列の型

オプ

ション 説明

幅 画面またはレポートの列の表示幅委。幅を文字で入力します。

数値列の場合は、最大桁数と比較して、値を表示するのに十分な幅であることを確認する必要が

あります。全数値を画面に表示できない場合は、番号記号の文字列 ( ######)が、エラーを示すた

めに表示されます。

キー列

を並べ

替える

レポート出力のみ

列は、レポート出力でデータを並べ替えるために使用されます。

［昇順で並べ替え］または［降順で並べ替え］を選択し、並べ順を選択します。

メモ

［レポート］ダイアログボックスで、［事前並べ替え］を使用する必要があります。

数値 書式 列に数値を表示するために使用される形式。

［書式］ドロップダウンリストから適切な書式を選択するか、またはカスタム書式を入力します。

書式が指定されていない場合は、［デフォルトの数値書式］の値が使用されます。この値は、［オプ

ション］ダイアログボックス( ［ツール>オプション］)の［数値］タブで指定されています。

合計

を出

力しな

い

レポート出力のみ

列の値が合計されないようにします。

デフォルトでは、Analyticsは自動的にレポート内の数値フィールドの合計を計算します。フィールドに

単価などの合計を出しても意味のないデータが含まれている場合は、この動作を止めさせることがで

きます。

ゼロの

場合

は空

欄にす

る

レポート出力のみ

ゼロ値の代わりに空白のエントリを用います。

列に多数のゼロ値を含むレポートは、ゼロ以外の値のみが表示されると読みやすくなります。

文字

(ビューの

一番左

列である

必要が

あります)

ブレー

ク列

レポート出力のみ

列の値が変わるたびにサブセクションを作成して、すべての数値フィールドの小計を計算します。

複数のブレーク列を指定して、ネストされたサブセクションを作成できます。すべてのブレーク列は、

ビューの左側で、最初の非ブレーク列の前にまとめて配置する必要があります。

このオプションは、［並べ替えキー列］オプションがオンになっている場合のみ有効になります。

メモ

［レポート］ダイアログボックスで、［事前並べ替え］を使用する必要があります。

ビューのブレーク列の右側には、太い点線の区切りが表示されます。
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列の型

オプ

ション 説明

改ペー

ジ

レポート出力のみ

ブレーク列値が変化するたびに改ページを挿入します。

このオプションは、［ブレーク列］オプションがオンになっている場合のみ有効になります。

重複

表示

の排

除

レポート出力のみ

ブレーク列に繰り返し現れる値の代わりに空白のエントリを用います。

たとえば、請求書レコードごとに顧客名が記載されている場合、各顧客名の最初のインスタンスだけ

を記載すれば、レポートが読みやすくなるかもしれません。

このオプションは、［ブレーク列］オプションがオンになっている場合のみ有効になります。
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ビューからのデータのコピー
Analyticsビューからデータをコピーし、別のアプリケーションにそれを貼り付けることができます。ビューからの

データのコピーは、Analyticsからデータをエクスポートするもう 1つの手段です。場合によっては、データを

コピーする方が、より速くて簡単なオプションかもしれません。たとえば、ビューが［クイックソート 昇順］また

は［クイックソート 降順］メニューコマンドを使用して並べ替えられているときに、データのサブセットを選択

します。

ビューからデータをコピーするには

1. 次のいずれかを実行します。

o ビュータブでクリックしてドラッグし、コピーしたい値のグループを強調表示します。

o コピーする列の列見出しをクリックし、複数の列をコピーしたい場合は、Ctrlキーを押しながらそ

の他の列見出しをクリックして、列を選択します。

2. ビューのデータ領域を右クリックし、［コピー］をクリックします。複数の列を選択している場合、また

は値のグループを強調表示している場合は、列見出しを右クリックしないでください。そうしなけれ

ば、右クリックした列だけが選択されます。

データがクリップボードにコピーされます。スプレッドシートやテキスト ファイルなど、データのコピー先と

なるアプリケーションを開き、そのアプリケーションの貼り付けコマンドを使用して、データを挿入する

ことができます。
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ビューからのグラフの生成
Analyticsのビューでデータを選択し、グラフを生成することができます。数値の列を複数選択するか、あ

るいは文字または日付時刻の列を 1つと1つ以上の数値の列を選択することができます。

ビューのデータをグラフ化するには

1. グラフ化したいデータが含まれるビューを開きます。
2. 次のいずれかを実行します。

o ［ビュー］タブで、グラフ化の対象データ範囲をクリックおよびドラッグして選択します。

o 隣接している複数の列をまとめて選択するには、最初の列の列見出しをクリックし、次にShift
キーを押したまま、最後の列の列見出しをクリックします。選択した最初の列と最後の列の間

にある列もすべて選択されます。

o 隣接していない複数の列を選択するには、Ctrlキーを押したまま、それら選択対象の列の列

見出しをクリックします。

3. ビュー内で右クリックし、［選択データのグラフ化］をクリックします。

メモ

複数の列または値のグループを選択している場合は、列見出しを右クリックしない

でください。列見出しを右クリックすると、直前の選択が解除され、その列だけが選

択されてしまいます。

［選択データのグラフ化］メニュー項目が無効な場合は、選択したデータ領域または列がグラフ化

できないことを意味します。

グラフウィンドウが開き、グラフが表示されます。グラフウィンドウではグラフプロパティを編集すること

がきます。ただし、グラフの作成に使用したデータのサブセットは既にビューで選択 (強調表示 )され

たものであるため、ドリルダウンコマンド使用できません。
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ビューでの無効なデータの表示方法
Analyticsは、ビュー内の無効なデータを強調表示するために、次のようなはっきりと識別できる文字シー

ケンスを使用します。

l ###### –この一連の番号記号 ( #)は、列の幅が小さいため、全桁数を表示しきれない数値を識

別するために使用されます。

このような値は無効として強調表示されるため、画面上に不正確な値が表示される(たとえば、

10100の代わりに100が表示される)ことはありません。しかし、この値が原因で、その値が含まれ

ているレポートでずれが生じます。レポートでは完全な値が印刷されるため、隣接する列がずれる

結果となります。

この問題は、すべての桁数を表示できるよう、列の［幅］プロパティの値を増やすことによって解決で

きます。

l ### ERR ### –この文字シーケンスは、列内の数値が無効であるか未定義である場合に表示さ

れます。

数値のオーバーフローは、ゼロによる除算や、非常に小さな値による除算などの演算によって発生

します。値を修正するか、もしくは、ビューを基にレポートを生成する前に、ビューからその列を削除

する必要があります。

数値が列の幅よりも大きく、値が無効か未定義である場合は、列幅を広げない限り、番号記号の文字

シーケンス( ######)が表示されます。列幅を広げると、「### ERR ###」文字シーケンスが表示されるよ

うになります。
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複数のテーブルを開く
Analyticsでは複数のテーブルを同時に開くことができ、このことは、2つ以上のデータのセットを視覚的に

比較するための便利な方法を提供します。比較を容易にするために、開いているテーブルにフィルターリ

ングやクイックソートを適用することができます。これらの操作の結果は、テーブルを切り替えているときも

保持されます。複数のテーブルを開くことはインターフェイスのみの機能です。Analyticsスクリプトには適

用されません。

Analyticsで複数のテーブルを開くには、開いたままにしたいテーブルのビュータブをピン留めして、その後

1つ以上の追加テーブルを開きます。追加テーブルもピン留めすると、開いたままになります。ピン留めさ

れていないテーブルは、別のテーブルを開くたびに自動的に閉じます。

追加のテーブルを開くたびに、追加のビュータブが開きます。個々のビュータブをクリックするか、ナビゲー

ターでテーブル名をクリックすることにより、テーブルを切り替えることができます。現在表示用に選択され

ているテーブルはアクティブなテーブルで、アクティブなテーブル名はビュータブとナビゲーターで太字で表示

されます。

手順
Analyticsでは一度に複数のテーブルを開くことができます。各テーブルは別々のビュータブで表示され、

テーブル間で切り替えることができます。テーブルはすべて、同じ Analyticsプロジェクト内に含まれている

必要があります。

1. ナビゲーターで、1番目に開くテーブルをダブルクリックします。

2. ピンアイコン をクリックすると、そのビュータブがピン留めされます。

3. さらにテーブルを開いていく場合は、テーブルを開くたびにピンアイコン をクリックしてから次のテー

ブルを開きます。

開いたテーブル間を移動するには、それぞれのビュータブをクリックするか、ナビゲーターで表示され

るテーブル名をクリックしてください。開いているテーブルのアイコン上には緑色のドット (点 ) が付

けられています。ナビゲーターでは、アクティブなテーブル(現在表示されているテーブル)の名前は

太字で表示されます。

4. 固定されたテーブルを閉じるには、該当する［ビュー］タブで をクリックします。

5. すべての開いているテーブルを閉じるには、［ビュー］タブの右側にある［すべてのタブを閉じる ］を
クリックします。

複数のテーブルを開くことの利点
同時に複数のテーブルを開くことができる一般的な利点は、状況によっては、最初に結合や関連付けの

ような Analytics操作を使用してテーブルを処理しなくても、有用な分析を実行できるということです。

たとえば、禁止業者 (つまり怪しい業者カテゴリコード)のT&E取引の再調査を検討してください。2つの

テーブルがあり、1つにはT&E取引、もう 1つには禁止業者が含まれているとします。2つのテーブルは業
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者名で結合することができますが、結合を実行する前に、2つのキーフィールドを手動で一致させるため

に多くの準備作業が必要となります。あるいは、両方のテーブルを開き、禁止業者リストを参照として使

用して、取引テーブルから禁止業者の出現を識別するフィルターを作成することができます。適切な場

合は、あいまい検索のコンポーネントを T&E取引のフィルターリングに組み込むことができます。次にフィル

ターの2つの例を示します。

l ISFUZZYDUP(vendor_name,"Diamond Casino", 5, 99)は、Diamond Casinoの正確な出現とあ

いまい重複を分離します。
l MATCH(mc_code, "7298", "7995", "9222")は、業者カテゴリコード 7298( Health and Beauty
Spas)、7995( Betting)および 9222( Fines)の正確な出現を分離します。

詳細については、"ISFUZZYDUP( )関数"ページ 2319と "MATCH( )関数"ページ 2352を参照してくだ

さい。

複数のテーブルを開くことに関する追加情報

機能分野 詳細

一般的なテーブルの

動作

1つのテーブルだけが開いていようと、複数のテーブルが開いていようと、テーブルは同じように動作し

ます。

テーブル状態の保持 テーブルを切り替えるとき、それぞれのテーブルの状態は保持されます。テーブル状態には次の要素

が含まれます。

o フィルターリング
o クイックソート
o レコード選択
o 列、レコードまたはフィールドの強調
o スクロールバーの位置
o アクティブなビューの選択
o アクティブなインデックスの選択

Analytics操作 Analyticsの操作はアクティブなテーブルのみで実行されます。

ビュータブを閉じて

テーブルを閉じる

o テーブルを含むビュータブを閉じるとテーブルも閉じます。閉じたテーブル上ではどのような操作も

実行できません。

バージョン 10.0より前のAnalytics では、ビュータブを閉じると、ビューからテーブルデータを削除

しても、テーブルは開いた状態のままであり、データに対して操作を実行し続けることができまし

た。

主テーブルと副テー

ブル

(コマンド ラインを含

むAnalyticsインター

フェイスのみに適用さ

れます。Analyticsス
クリプトには適用され

ません。)

o 1つ以上の開いたテーブルには、関連付けられた副テーブルと主テーブルを指定できます。それぞ

れの主と副の関連付けは一意であり、他の主と副の関連付けには影響を与えません。
o 異なった主テーブルが同じ副テーブルを持つことができます。
o ビュータブで開いているテーブルを副テーブルとして開くことはできません。副テーブルとして開く前

に、まずそのテーブルを閉じる必要があります。
o 副テーブルとして開いているテーブルをビュータブで開くことはできません。ビュータブで開く前に、

まずそのテーブルを閉じる必要があります。

メモ

副テーブルを開くことは、それを主テーブルに関連付け、処理のために利用でき

るようにすることを意味します。副テーブルはビュータブで開かれません。
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機能分野 詳細

o 関連付けされていない、または '変動する'副テーブルは許可されていません。

l 主テーブルを閉じた場合は、関連付けられた副テーブルが自動的に閉じられます。

l テーブルを副テーブルとして開くには、別のテーブルが既に開いている必要があります。

l この制限はAnalyticsスクリプトには適用されません。スクリプトは、関連付けされていない副

テーブルを今も許可しています。

Analyticsプロジェク

ト

開いている複数のテーブルはすべて同じ Analyticsプロジェクトに含まれている必要があります。

Analyticsプロジェクトを閉じるときに複数のテーブルが開いていた場合、そのプロジェクトを再度開い

たときには、アクティブなテーブルのみが自動的に開かれます。ほかのテーブルの開いた状態や、主と

副の関連付けはすべて保持されません。

サーバーテーブル 複数テーブルモードはローカルテーブルでのみサポートされています。一度に複数のサーバーテーブ

ルを開くことはできません。サーバーテーブルを開くときに1つ以上のローカルテーブルが開いている場

合は、すべてのローカルテーブルが自動的に閉じられます。

Analyticsコマンド ロ

グ

複数テーブルモードでは、別のテーブルに切り替えたり、テーブルに対してアクションや操作を実行し

たりするたびに、Analyticsコマンド ログにエントリが書き込まれます。また、このログエントリの前に

OPEN<table name>ログエントリが置かれます。テーブルをピン留めしたり、後続の操作を何も行

わずにテーブルを切り替えたりした場合には、ログエントリは作成されません。複数のテーブルが開い

ているとき、この先行するログエントリが、操作の対象となるテーブルを識別します。

テーブルをピン留めしたり、後続の操作を何も行わずにテーブルを切り替えたりした場合には、ログエ

ントリは作成されません。

データ定義ウィザード データ定義ウィザードを使用してデータのインポートとテーブルの定義を行うときは、開いているテーブ

ルはすべて、ピン留めされているかどうかにかかわらず自動的に閉じられます。開いているテーブルを

すべて閉じることにより、必要に応じてテーブルを上書きできるようにします。

コマンド ラインから IMPORTコマンドを実行すると、開いているテーブルを閉じません。この方法で

テーブルを上書きしようとしたときに、そのテーブルが開いていてアクティブであると、コマンドは失敗して

エラーメッセージが表示されます。

スクリプト o Analyticsスクリプトを使用して複数のテーブルを開くことはできません。複数テーブルモードは、イ

ンターフェイスのみの機能で、ACLスクリプトには相当するものがありません。
o Analyticsインターフェイスでテーブルをピン留めして開いたままにしても、CLOSEコマンドによって

テーブルが閉じられないようにすることはできません。
o Analyticsスクリプトを実行するときは、開いているテーブルはすべて、ピン留めされているかどうか

にかかわらず自動的に閉じられます。アクティブなテーブルと関連付けられた副テーブル(存在す

る場合 )は、スクリプトが別のテーブルを開くことを指定しない限り、自動的に再度開かれます。

アクティブなテーブルとそれに関連する副テーブルを自動的に再度開くことにより、スクリプトを実

行する前にテーブルを手動で開いておくことを前提とするスクリプトの使用をサポートします。
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複数行にわたるレコードの書式設定
各レコードが複数行に表示されるように、ビューのレイアウトをカスタマイズすることができます。この機能を

使用すると、知りたいすべての情報を画面に表示できるため、追加情報を見るためにスクロールさせなけ

ればならない状況を回避できます。たとえば、知りたい列を多数含んでいるテーブルがあり、1つの列に詳

細な情報を提供するノートが付いている場合は、1つの行にデータ列を表示し、別の行にノートを表示

することができます。また、ビューから生成されたレポートのレイアウトの最適化にこの機能を利用できま

す。たとえば、テーブルに2つの住所フィールド( address_1とaddress_2)がある場合、レポートの

address_1フィールドの下の行にaddress_2フィールドを 1列に並べることによって、フィールドが横に並ん

でいる場合よりも読みやすくすることができます。

ビューのレコードを複数行にわたるように書式設定するには

1. レコード番号列で、任意のレコードの下部の線の上にカーソルを置きます。レコード番号列とは、

ビューの最初の列の左側にある灰色の領域のことです。
2. クリックして、カーソルを下方向へドラッグするとレコードに行が追加され、上方向へドラッグすると空

白行が削除されます。1つのレコードの行数を変更すると、その変更はテーブル内のすべてのレ

コードに適用され、列見出しも変更を反映させるために同等の行数によって調整されます。
3. 列のデータを別の行へ移動するには、列見出しで対象の列をクリックし、それを追加したい列見出

し内の行へドラッグします。列は行の一番左の位置、ただし、その行に既にいくつか列がある場合

はその後に追加されます。
4. 行内の各列の位置は、列の始めと終わりを示す縦線 (境界線 )の上にマウスカーソルを置き、そ

の線をクリックして新しい位置へドラッグすることによって変更します。
5. ビューには列見出しのすべての行を表示したくないが、ビューを印刷するときは列見出しの一部を

出力しないようにしたい場合は、どの列見出しを可視にするかを変更できます。たとえば、1行目

には "Address"ヘッダーのエントリがあり、2行目には "Address_2"ヘッダーのエントリがある場合、

通常は 2行目を出力しないようにしたいでしょう。可視行を変更するには、ビューの右側にあるス

クロールバーの上の黒い線の上にマウスカーソルを置き、カーソルをクリックして上方向へドラッグ

し、含めない列見出しを隠します。列見出しには少なくとも 1行はなければならないため、ヘッダー

の先頭行の列を非表示にすることはできません。
6. 列および列見出しの位置を設定し終わったら、既存のビューまたは新しいビューに変更を保存しま

す。
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分析用のデータの準備
分析する目的のデータに対して、初期の準備作業を実施しなければならない場合があります。場合に

よっては、インポートした後すぐに、データの分析を開始できます。ただし、多くの場合、次の目的で、1つ

以上の準備タスクを実行する必要があります。

l 最終的に分析するデータセットを形成する
l 結果が信頼できることを保証する

準備は、分析の元になる基盤として考えます。適切な基礎は、効果的で信頼できる結果を得るために

欠かせません。

一般的な準備タスク
一般的な準備タスクの一部は次のとおりです。

l 変換 –特定のAnalytics コマンドの入力として使用できるようにフィールドのデータ型を変換する

か、他のフィールドと合わせる
l クリーンアップと正規化 –出力結果が信頼できるように、入力データをクリーンアップして正規化す

る
l 結合 –複数のテーブルから結合する
l サンプル –レコードのサンプルを抽出する。大きいデータセットのすべてのレコードを検査する時間ま

たは予算がない場合があるためです。

これらのタスクはすべて、目的の分析を実行する前に、絶対に必要な最初のステップになることがありま

す。

データの検証
データの準備の他に、分析するデータの完全性と有効性も検証してください。無効なデータが少しあるだ

けでも、すべての後続の分析が無効になり、貴重な時間とリソースが無駄になる可能性があります。
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式の使用
式は値と演算子を組み合わせたもので、これにより計算を実行したり結果を返したりすることができま

す。

式は柔軟で役立つツールです。次のことができます。

l さまざまな計算を実行する
l フィルターを作成する
l 分析のデータを準備する
l 演算フィールドを作成する

式の内容
式には、データフィールドや、関数、リテラル、定数、および変数を含めることができ、算術演算子または

論理演算子を使ってこれらを組み合わせることができます。

式は手動で直接入力することも、また式ビルダーで作成することもできます。この式ビルダーはAnalytics
のあらゆる場所で式を作成するために提供される標準ユーティリティです。

式の複雑さ
式は必要に応じて、単純な式にも複雑な式にもなり得ます。

単純な式では基本的な算術演算の結果を返します。

例：

数量 * 単価

複雑な式では、多数のフィールドや関数を参照し、演算子を使って式のパーツを結合させます。

例：

PROPER(first_name) + " " + PROPER(last_name)

これは、first_name(名 )フィールドと last_name(姓 )フィールドの各値をそれぞれ適切な大小文字表記

(最初の文字を大文字に、残りの文字を小文字 )に変換し、次にそれら 2つの値の間にスペースを 1つ

挿入して、結合しています。
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式の型
Analytics は 4つのタイプの式をサポートします。これは、4つのサポートされているデータカテゴリまたは

データ型に対応します。

l 文字
l 数値
l 日付時刻
l 論理

例：
l 金額 + 1は数値式です。数値に対して演算を実行し、数値の結果を返すためです。
l 金額 > 1は論理式です。比較を行い、真または偽の論理結果を返します。

作成する式の内容は式タイプに対応する必要があります。

式タイプ 必要な内容 例

文字

次のいずれかを含みます。

o 文字フィールド
o 文字データを含む変数
o 文字値を返す関数
o 引用された文字列 (文字リテラル)

製品コードから数字を抽出し、3文字の

プレフィックスを破棄します。

o SUBSTR(製品コード, 4, 10)

数値

次のいずれかを含みます。

o 数値フィールド
o 数値データを含む変数
o 数値を返す関数
o 引用符を含まないリテラル数値 -数字とマイナス記号、

必要な場合小数点

税込み売上価格を計算します。

o 売上価格 * 1.07

3つのフィールドの中で最大値を見つけま

す。

o MAXIMUM(最小数, 最小手持ち在庫

数, 注文数)

日付時刻

次のいずれかを含みます。

o 日付時刻フィールド
o 日付時刻データを含む変数
o 日付時刻値を返す関数
o 引用された日付時刻値 (日付時刻リテラル)

日付時刻データ型には、日付、日付時刻および時刻という

3種類のサブタイプがあります。

引用符で囲む日付時刻値の場合はバッククォートが必要で

す。たとえば、̀ 20141231`や `20141231.235959`と指定しま

す。バッククォート ( `)は、キーボードのShift + @キーで入力

できます。

2つの日付間の経過日数を計算しま

す。

o `20141231` - `20141130`

2つの時刻フィールド間の経過時間を計

算します。

o 終了_時刻 - 開始_時刻

論理

次のいずれかを含みます。

o 真または偽の論理結果を生成する処理 (Tまたは F)
o 論理値を返す関数

Tまたは Fが式の一部となる場合は、引用符を付けないで

支払日が期限を過ぎたすべてのレコード

を検索します。

o 支払_日付 > 支払_期日

3つの都市のテーブルでレコードをフィルタ

リングします。
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式タイプ 必要な内容 例

入力する必要があります。

メモ

論理式は、フィールド、変数、またはあらゆる

データ型のリテラルを参照できます。

o MATCH(Vendor_City, "Phoenix",
"Austin", "Los Angeles")

Analyticsによる式の評価方法
Analyticsは次の規則に従って、式を評価します。

演算子の優先順位

算術的および論理的な優先順位は、演算子が評価される順序をsします。"Analytics式の

演算子"下を参照してください。

演算子の評価順序を変更するには、丸かっこ ( )を使います。

演算子データ型 各演算子は、そのオペランドが互換性があるデータ型である場合にのみ動作します。

関数のかっこ

すべてのAnalytics関数には丸かっこが必要です。評価は、最初に関数の丸かっこ内のすべ

てのもの、その後その関数の丸かっこの外にある式の他の部分の順に行われます。

文字列の比較

異なる長さの文字列を比較した場合、デフォルトでは、より短い文字列が採用されます。

［オプション］ダイアログボックスの［テーブル］タブにある［正確な文字比較を行う］オプションが

有効になっている場合は、より長い文字列が採用されます。

詳細については、"テーブルオプション"ページ 125を参照してください。

小数点精度

数式で異なる精度の数値が混在した場合、計算結果には、小数点以下の桁数が最も多

いオペランドの小数点以下桁数が保持されます。(このデフォルト動作はSET MATH コマン

ドで変更できます。)

例：

o 4 + 5.0 = 9.0
o 6 * 2.000000 = 12.000000
o 1.1 * 1.1 = 1.2
o 1.1 * 1.10 = 1.21

詳細については、"数式の端数処理と小数点精度の制御"ページ 874を参照してください。

Analytics式の演算子
以下の表は、式を作成するときに使用できる演算子の一覧を示します。

演算子は優先順位の降順で記載されています。式に同じ優先順位の演算子がある場合、かっこを使

用して特定の評価順序を指定しないかぎり、演算子は左から右に評価されます。
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演算子 (優先順位順に一覧表示 ) 説明

( ) 丸かっこ –演算子の優先順位を修正するか、または関数のパラメーターを囲み

ます。

NOT

-

論理 NOT

単項マイナス –マイナス記号。負数を示します。

^ 累乗 –数値のべき乗を求めます。

*

/

同じ優先順位の演算子は左から右に

評価されます。

乗算

除算

+

-

同じ優先順位の演算子は左から右に

評価されます。

加算

減算

+ 文字列の連結

>

<

=

>=

<=

<>

同じ優先順位の演算子は左から右に

評価されます。

メモ

2つの記号の演算子にはス

ペースを含めることができま

せん。たとえば、>=と入力し

ます。> =は不可です。

次の値より大きい

より小さい

等しい

以上

以下

等しくない

AND(または&) 論理 AND

OR(または |) 論理 OR
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式ビルダーの概要
式ビルダーは、式を作成できる Analytics ユーティリティです。ユーザー定義式を作成できる場合は、式ビ

ルダーを使用できます。

式とは何か
式とは、データフィールド、演算子、関数、フィルター、および変数などの要素を組み合わせたステートメ

ントで、Analyticsが評価して値を返すものです。

コンテキストに基づく式の確認
式ビルダーが表示される状況に応じて、Analyticsは式が必要な型の値に評価されるかどうかをチェックし

ます。たとえば、ビューのレコードのフィルターリングに使用される式を作成している場合、式はTrueまたは

Falseの論理値として評価される必要があります。

式ビルダーユーザーインターフェイス要素

1
［式］テキスト

ボックス

新しい式を作成するか、既存の式を編集するためのテキスト

式に必要な構文を手入力したり、式ビルダーに含まれるリストやボタンを使用して、必要な情

報を入力することができます。

リストとボタンを使用した場合、その情報は［式］テキスト ボックス内の現在のカーソル位置に追

加されます。
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2 \［検証］ボタン

［式］テキストボックスで、式の構文を自動的に検証する

［検証］をクリックすると、式ビルダー内で式の妥当性を迅速にチェックできるので時間を節約す

ることができます。

3
テキストボック

スとして保存

完全に保存された式の名前を入力するフィールド

4

使用可能な

フィールド リス

ト

選択されているテーブル内のすべてのデータフィールドおよび演算フィールドを一覧表示します

フィールド エントリをダブルクリックすると、［式］テキスト ボックスにそのエントリが追加されます。

5

［テーブル］ド
ロップダウンリ

スト

関連するテーブルを選択するためのドロップダウンリスト

式には、1つまたは複数の関連テーブルのフィールドを含めることができます。そのフィールドが現

在のビューに表示されていなくてもかまいません。また、関連テーブルからビューにフィールドを追

加していようとなかろうと、関連テーブルのフィールドを含んでいるフィルターを作成し、その結果を

現在のビューで見ることができます。

6

演算子ボタ

ン、日時セレク

ター

演算子、日付、日付時刻、または時刻を［式］テキストボックスに追加するためのボタン

7
フィルターリス

ト

選択テーブルに関連付けられている名前付きフィルターを一覧表示します。

フィルターエントリをダブルクリックすると、［式］テキスト ボックスにそのエントリが追加されます。

8 変数リスト

選択テーブルに関連付けられている変数を一覧表示します。

変数エントリをダブルクリックすると、［式］テキスト ボックスにそのエントリが追加されます。

9
関数ドロップダ

ウンリスト

関数カテゴリを一覧表示します。これを使用して、［関数］リストに表示される関数を選別できま

す。

10 関数のリスト

Analyticsで使用可能な関数と、その必要な構文を一覧表示します。オプションのパラメーター

は、山かっこで( < >)囲まれています。関数をダブルクリックすると、［式］テキスト ボックスにその関

数が追加されます。関数の種類に応じて、パラメーターは定数、リテラル、フィールド名、あるい

は式になり得ます。この式には、別の関数を含めることができます。

ヒント

［関数］リストに挙げられる個々の関数の使用方法については、一覧の下の

［ヘルプ］ボタンをクリックしてください。

11

パラメーターを

貼り付ける

チェックボックス

o オン –関数およびパラメータープレースホルダーは、［式］テキスト ボックスにコピーされます
o オフ –開くかっこと閉じるかっこを含む関数だけが［式］テキスト ボックスにコピーされます。
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式ビルダーによる式の作成
式ビルダーは、式を作成および編集するための標準インターフェイスを提供します。式ビルダーダイアログ

ボックスは、Analyticsでの作業時、必要に応じて表示されます。次のいずれかの操作を実行すると、式

ビルダーが開きます。

l 任意のダイアログボックスにある［If］または［式］をクリックする。

l 表示領域の［ビュー］タブにある［ビューフィルターの編集 ］ボタンをクリックする。

l ［編集 > テーブルレイアウト］メニューを選択し、［フィールド /式の編集］タブにある［新しい式の追

加］ をクリックしてから、［式］ をクリックする。

l ［編集 > フィルター］または［編集 >変数］をクリックし、［新規作成］をクリックする。

l スクリプト エディターツールバーにある［式の挿入］ をクリックする。

［If］をクリックして、またはフィルターの編集によって式ビルダーを開いた場合は、論理式の作成に制限さ

れます。

式を作成するには

1. 式ビルダーダイアログボックスで、次の1つまたは複数の手順を用いて式を作成します。

式の要素をクリックまたはダブルクリックして挿入すると、その要素は［式］テキスト ボックス内のカー

ソルのある位置に挿入されます。

o ［式］テキスト ボックスで、式の一部または全部を手動で入力します。

o ［使用可能なフィールド］リストでフィールド名をダブルクリックします。作業中のテーブルに関連

付けられているテーブルがある場合は、［対象テーブル］ドロップダウンリストから、フィールドを追

加するテーブルを選択できます。

o 演算子を挿入するには、数学記号または論理記号のボタンをクリックします。

o 有効な日付、日付時刻、または時刻を挿入するには、［日付 &時刻］をクリックして［日付と

時刻セレクター］ダイアログボックスを使用します。

o ［フィルター］リストのフィルター名、または［変数］リストの変数名をダブルクリックします。

o ［関数］リストで関数名をダブルクリックします。

［関数］ドロップダウンリストを使用すると、関数にフィルターをかけて種類を絞ることができます。

［パラメーターを貼り付ける］チェックボックスがオンになっている場合は、パラメーターのプレース

ホルダーがコピーされるので、それを適切なフィールドまたは値に置き換える必要があります。ま

た、オプション(省略可能 )パラメーターについては、指定する場合はそれを囲んでいる山かっこ

( < >)を削除し、使用しない場合はオプションパラメーター全体を削除します。

ヒント

［関数］リストに挙げられる個々の関数の使用方法については、一覧の下の

［ヘルプ］ボタンをクリックしてください。
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2. ［検証］をクリックして、構築した式の妥当性を検査します。式の構文が正しいこと、また、式の戻

り値に特定の型が要求される場合は式が正しい型の値を返すことを確実にするため、式がチェッ

クされます。
3. 次のいずれかの手順を行って、式を作成します。
a. 式を永続的に保存する場合は、［次の名前で保存］テキスト ボックスに名前を入力して［OK］

をクリックします。式ビルダーへのアクセス元となった場所またはテキスト ボックスに、式の名前がコ

ピーされます。変数を作成している場合は、名前を指定する必要があります。
b. 式を永続的に保存しないで作成する場合は、［OK］をクリックします。式ビルダーへのアクセス元

となった場所またはテキスト ボックスに、式がコピーされます。
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数式の端数処理と小数点精度の制
御
乗算または除算が関係する計算では、Analyticsは 2つのオペランドのうち、小数点以下の桁数がより

大きい側の桁数に四捨五入します。この端数処理方法は、ほとんどの数式を評価するためにAnalytics
が使用する固定小数点演算に関連付けられています。

複数のオペランドの式 ( a*b/c)の場合、端数処理は式の各段階で適用されます。最初の評価された段

階で開始し、式が完全に評価されるまで繰り返されます。

メモ

Analyticsでの端数処理方法に注意しないことは、演算エラーの最も一般的な原因の

1つです。

固定小数点演算
Analytics の端数処理動作は、Analytics が数値演算で使用する固定小数点演算 (金融関数を除く)
に関連しています。Analytics は次の2つの理由で固定小数点演算を使用します。

l 処理速度が向上する
l ユーザー側で小数の桁数や丸めを制御することができる

乗算の丸め
式 1.1 * 1 .1を考えます。正しい答えは 1.21です。ただし、Analyticsは結果を小数点 1桁まで端数処

理します。これは、オペランドの小数点桁数の大きい数であるためです。

1.1 * 1.1 = 1.2

オペランドのいずれかが小数点 2桁の場合、Analyticsは結果の小数部をオペランドの大きい方の小数

点桁数まで端数処理します。この特定の式では、端数処理は不要です。

1.10 * 1.1 = 1.21

除算の丸め
式 7/3を考えます。正しい答えは 2.333...ですが、どちらのオペランドにも小数がないため、Analyticsはこ

れを小数なしに丸めます。
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7/3 = 2

オペランドのいずれかまたは両方に小数点がある場合、Analyticsは結果の小数部をオペランドの大きい

方の小数点桁数まで端数処理します。

7/3.00 = 2.33
7.000/3.00 = 2.333

小数を追加して丸めを制御する
端数処理を制御し、目的の小数点精度を得るための最も簡単な方法は、1で式を乗算し、結果で必

要な小数点精度数が続きます。たとえば、1.0000で乗算し、結果が小数点 4桁まで正確であることを

確認します。

例

問題

次の式では、Analyticsは結果を小数点 2桁に端数処理します。これは、要件に合う精度では

ありません。

7.21 * 2.33 = 16.80

7.21 / 2.33 = 3.09

解決策

結果の精度を高めるには、1と任意の小数点精度で乗算します。

1.0000 * 7.21 * 2.33 = 16.7993

1.000000 * 7.21 / 2.33 = 3.094421
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注意

式の最初に1を置きます。別の場所に1を置くと、精度調整が動作しない場合

があります。最初の2つのオペランドの精度が既に端数処理を発生させているた

めです。

7.21 * 2.33 * 1.0000 = 16.8000

7.21 / 2.33 * 1.000000 = 3.090000

括弧を使用するときには注意してください

丸かっこを使用して数学演算の順序を指定する場合は注意してください。括弧を使用する場合、精度

調整が動作しない場合があります。括弧のオペランドの精度が既に端数処理を発生させているためで

す。

1.0000 * (7.21 * 2.33) = 16.8000

括弧内の1を統合すると、問題を解決できます。

(1.0000 * 7.21 * 2.33) = 16.7993

複数オペランド式の端数処理動作
端数処理動作と小数点精度は、式のオペランド数に関係なく、同じように動作します。Analyticsは、組

み合わせで式を評価するときに、2つのオペランドの小数点桁数の大きい方に結果を端数処理します。

ただし、累積端数処理が複数オペランドの式で動作する方法のため、評価される最初の2つのオペラン

ドによって確立された小数点制度は、式結果に適用される精度です。

累積端数処理のもう一つの特性は、小数点精度の損失が複数オペランド式の各段階で増えるというこ

とです。

小数点 2桁の精度の例

以下の表は、Analyticsが次の複数オペランド式を計算するときに、端数処理を適用する方法を

示します。
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1.1 * 1.12 * 1.123 * 1.1234 = 1.5514

式の最初に評価される段階の小数点桁数の大きい方は 2です( 1.1 * 1.12)。この小数点 2
桁の精度は、複数オペランド式の残りでも保持されます(赤色の桁数で表示 )。

結果の違い列は、精度の累積損失が評価の連続段階でどのように増えるのかを示します。

Analytics計算

(評価順 )

Analytics結果

(端数処理 )

端数処理されてい

ない計算

(評価順 )
端数処理されてい

ない結果 結果の違い

1.1 * 1.12 1.23 1.1 * 1.12 1.232 0.002

1.23 * 1.123 1.381 1.232 * 1.123 1.383536 0.002536

1.381 * 1.1234 1.5514 1.383536 * 1.1234 1.5542643424 0.0028643424

精度の詳細

ACL 結果 (端数処理 )列では、最初の2つの後のすべての小数点桁数は、対応する端数処理

されていない結果と比べると、不正確です。データ分析の一部として数値計算を実行するとき

に、不正確さの度合いは、主な問題になることが多くあります。

端数処理された結果は、結果を生成する特定の組み合わせの式のコンテキストでは、不正確で

はありません。たとえば、小数点 3桁に端数処理された 1.23 * 1.123 = 1.38129は、ルールに

従うと、1.381です。ただし、1.23は以前に 1.232から端数処理されました。これは、特定の組み

合わせの計算に既にある程度の不正確さが含まれていることを意味します。

小数点 5桁の精度の例

以下の表は、Analyticsが1.00000を加算した後に、どのように端数処理を適用し、5桁の小数

点精度を指定するのかを示します。

1.00000 * 1.1 * 1.12 * 1.123 * 1.1234 = 1.55427

式の最初に評価される段階の小数点桁数の大きい方は 5です( 1.00000 * 1.1)。この小数点

5桁の精度は、複数オペランド式の残りでも保持されます(赤色の桁数で表示 )。
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Analytics計算

(評価順 )

Analytics結果

(端数処理 )

端数処理されてい

ない計算

(評価順 )
端数処理されてい

ない結果 結果の違い

1.00000 * 1.1 1.10000 1.00000 * 1.1 1.10000 0.00000

1.10000 * 1.12 1.23200 1.10000 * 1.12 1.23200 0.00000

1.23200 * 1.123 1.38354 1.23200 * 1.123 1.383536 0.000004

1.38354 * 1.1234 1.55427 1.383536 * 1.1234 1.5542643424 0.0000056576

演算の順序を指定する
丸かっこは、計算で求められる精度レベルを決める重要な役割を果たします。丸かっこを使用して数学

演算の正規順序を変更する場合は注意してください。

日歩の計算

シナリオ

年利 12%で $100,000の日歩を計算する必要があります。

1つのアプローチ

最初に日歩を計算してから、日率を 100,000で乗算できます。ただし、このアプローチでは端数

処理の問題が発生します。

100000 * (0.12/365) = 0.00

Analyticsは最初に0.12を 365で除算します。それに基づくと、Analyticsの端数処理は 0.00に

なります。真の結果は 0.00032876712...ですが、結果は小数点 2桁で端数処理されるため、

すべての後続の桁数が失われます。

正しい答えが32.876712...であっても、端数処理された結果は 100000で乗算され、0.00になり

ます。
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代替アプローチ

最初に年利の合計金額を計算してから、金額を 365で除算できます。このアプローチにより、端

数処理の問題を解決できます。

100000 * 0.12/365 = 32.88

括弧が削除されると、計算の各段階の結果は 1より大きく、小数点の端数処理の問題を回避

します。答えはペンスまで正確になります( 2桁 )。

小数点精度の動作の変更
SET MATH コマンドを使用して、数式で小数点精度の動作を変更できます。デフォルトでは、Analytics 
は、2つのオペランドを評価するときに、小数点桁数の大きい方または最大値を使用します。最大数を

使用すると、式の各段階で最大精度が維持されます。

コマンドラインまたはAnalyticsスクリプトで SET MATH を使用すると、Analyticsセッション中のデフォルト

動作が変更されます。以下のオプションの概要では、式 1.275 * 1.3の異なる結果が示されます。実際

の端数処理されていない結果は 1.6575です。

コマンド 説明 1.275 * 1.3の結果

SET MATH FIRST オペランドのペアの最初のオペランドの小数点桁数を使用します 1.658

SET MATH LAST オペランドのペアの最後のオペランドの小数点桁数を使用します 1.7

SET MATH MIN オペランドのペアで最も少ない小数点桁数を使用します 1.7

SET MATH MAX

デフォルト

オペランドのペアで最も多い小数点桁数を使用します 1.658

SET MATHの詳細については、"SETコマンド"ページ 2081を参照してください。
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財務関数での丸めの制御
Analyticsの他の数値演算と違い、財務関数は浮動小数点演算で評価されます。

浮動小数点演算には 2つの計算方法があります。

l 総計を返す関数は、1250.00のように小数点以下 2桁まで計算します。

l 利率を返す関数は、0.01676584、つまり 1.676584%のように小数点以下 8桁まで計算します。

財務関数では、利率を 12や365などの定数で割って、月利や日歩を計算します。たとえば、0.08/365
は年率 8%に基づいた日歩要因になります。Analyticsの標準の除算規則では、ほとんどの場合、大幅

な丸め誤謬が生じます。たとえば、0.08/365の結果は、実際の利率 0.000219178ではなく、0.00にな

ります。このため、利率パラメーターを評価する場合には、標準の除算規則は一時的に無効になりま

す。

財務関数の利率パラメーターが、0.08/365のように2つの数量の除算の場合、まず、この2つの数量は

別々に評価されます。その後、除算が実行されて、正確な結果を出します。ただし、各数量は

Analyticsの標準の丸め規則で計算されているので、複雑な計算の場合、この方法で丸め誤謬を完全

になくすことはできません。

利率が特定の率または 08/1/365のように単純な 2つの数量の除算ではない場合、利率計算に丸めが

生じたという警告メッセージがログに記録されます。スクリプト モードでない場合は、［警告］ダイアログボッ

クスに表示されます。この場合、返された結果が過剰に丸められていないかを確認する必要があります。

演算フィールドで利率が計算される場合、Analyticsは利率が丸められたかどうかを判断できないので、

結果が正しいかを確認する必要があります。
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数式でのオーバーフローエラーの防止
結果の桁数が小数点以下の桁数も含めて 22桁を超える計算では、［数値のオーバーフローで停止す

る］オプションがオンになっている場合は、オーバーフローエラーを作成できます。オーバーフローが発生す

ると、Analyticsは処理を停止し、ビューに「###ERR###」と表示します。

オーバーフローは、財務計算やパーセンテージ、現在価値などの、非常に大きな数値または小数点以

下の桁数が大きい数値を扱う計算を行う場合に発生します。また、財務関数で負の値の支払期間な

どの不正なパラメーターを使用している場合、あるいは計算でゼロによる除算を行っている場合にもオー

バーフローは発生します。

［数値のオーバーフローで停止する］オプションはオフにすることができます。そうすると、Analyticsはコマン

ドの処理を続行しますが、超過した桁を左端から切り捨てるため、結果は不正確なものとなります。

条件付きフィールドを作成することで、ゼロによる除算を回避することができます。たとえば、「給与総額 /
労働時間」という計算の場合、ゼロによる除算が発生するのは、対象となる特定の期間中に従業員の

働いた時間が0時間である場合です。0以外の値が入っているフィールドのみがAnalyticsで評価され

るようにするには、次のような値と条件を使って条件付き演算フィールドを作成します。

l デフォルト値：0
l 条件：労働時間 <> 0

l 値：給与総額 /労働時間

［数値のオーバーフローで停止する］オプションをオンのままにしておき、大きな数値または小数点以下の

桁数が大きい数値に注意する方がより安全です。また、財務関数のパラメーターや、ゼロによる除算が

発生する可能性のある計算にも注意してください。

期間に負の値が指定されているなど、明らかに無効なパラメーターが財務関数に指定されている場合、

この無効なパラメーターは次のいずれかの方法で処理されます。

l ［数値のオーバーフローで停止する］がオンの場合、Analyticsは処理を停止します。

l ［数値のオーバーフローで停止する］がオフの場合、関数は -1の値を返します。
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式の使用時の2つの一般的なエラー
Analyticsで式を初めて使用するユーザーは、式の作成時に次のような 2つの一般的なエラーに遭遇す

ることが多いでしょう。

l 式でデータ型と操作が適合していないと、"式の型が一致しません"エラーメッセージが表示されま

す。

l 論理式のみが有効とされる状況または場所で、文字、数値または日付時刻の式が作成される

と、" '式 'タイプは不正です"または "論理式が必要です"エラーメッセージが表示されます。

"式の型が一致しません"
式を有効にするには、式の値のデータ型を、実行してる計算や操作に適合させる必要があります。たと

えば、2つの文字フィールドで掛け算したり、2つの日付フィールドで割り算したりすることはできません。そ

のようなことを行うと、"式の型が一致しません"エラーメッセージが表示され、処理が実行されません。

以下に示す方法を使用すると、このエラーを回避することができます。ただし、特定の状況によっては、こ

れらが適切な解決法とならないこともあります。

l 値は同じままだが、操作を変更する

たとえば、2つの時刻フィールドを加算することはできないので、終了時刻 + 開始時刻は不正で

す。しかし、一方の時刻からもう一方の時刻を減算することはできるので、終了時刻 - 開始時刻

は有効です。

l 操作は同じままだが、値の1つ以上を変更する

たとえば、文字値から数値を減算することはできないので、DATE( ) - 2は不正です。これは、パ

ラメーターを使用しないDATE( )関数は現在のオペレーティングシステムのシステム日付を文字

値として返すからです。ただし、日付値から数値を減算することはできるので、TODAY( ) - 2は有

効です。これは、TODAY( )関数が現在のオペレーティングシステムのシステム日付を日付値とし

て返すからです。

l 操作は同じままだが、値の1つ以上のデータ型を変更する

たとえば日付と数値を比較することはできないので、Finish_Date > 20141231は不正です。しか

し、日付と日付は比較できるので、Finish_Date > `20141231`は有効です。逆引用符 ( `)を追

加することで、数値リテラルが日付リテラルに変更されます。

場合によっては、関数を使用して式内の値またはフィールドを、式に適したデータ型に変換するこ

ともできます。変換関数の詳細については、"フィールドの一致"ページ 921を参照してください。
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" '式 'タイプは不正です"または "論理式が必
要です"
式の戻り値は、その状況に対して適正なデータ型である必要があります。式が必要とされるアプリケー

ションの多くの領域で、その戻り値は特定のデータ型でなければなりません。必要とされるデータ型でない

場合は " '式 'タイプは不正です"または "論理式が必要です"エラーメッセージが表示され、処理が実行

されません。式が有効であったとしても、式がその状況に適さない不正なデータ型を返す場合は、

Analyticsでエラーメッセージが表示されます。

たとえば、Quantity_on_Hand * Unit_Costという式の場合、それを演算フィールドの作成に使用するの

であれば、一般的には有効なので、期待どおりに動作し、数値合計が得られます。しかし、同じ式で

も、それをビューフィルターの作成時、または IFステートメントで使用する場合は、TrueまたはFalse( T
またはF)の論理値を返す必要があるのでエラーが返されます。その式を Quantity_on_Hand * Unit_
Cost > 5000に変更すると、フィルターや IFステートメントで正しく動作します。

どの場所から式ビルダーを開くかが、重要なポイントです。［フィルター］テキスト ボックスの右側にある

［ビューフィルターの編集］ をクリックする、またはさまざまな場所で存在する［If］ボタンをクリックした場

合、式ビルダーでは論理式を作成する必要があります。
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式での日付時刻の使用
日付、日付時刻および時刻を計算するために式を使用することができます。

l 経過日数、経過日数と時間、または経過時間の計算

例 : `20141231` - `20141130`は 2つの日付間の日数 31を返します。

l 日付、日付時刻、または時刻の正または負の調整

例 : `20141231` - 15は 15日前の日付 2014 年 12 月 16 日を返します。

l 日付、日付時刻または時刻の比較

例 : `20141231 183000` > `20141231 171500`は最初の日付が2番目の日付より新しいので T
( True) を返します。

日付および時刻関数
日付時刻データの操作を支援するために、Analyticsはさまざまな有用なタスクを実行する日付と時刻

の関数を多数提供しています。日付時刻式を構成するときに、これらの関数を利用できます。

次の表に、日付時刻関数をタスク別にグループ分けして示します。式ビルダーの［関数］ドロップダウンリ

ストを "日付時刻"でフィルターすると、同様の関数の一覧を見ることができます。

実行されるタスク 関数

日付と締切日の間の経過日数 (年齢 )、現在の日付、また

は任意の2つの日付間の経過日数を返します。

AGE( )

指定された月数だけ前または後の日付、月末を計算する GOMONTH( ), EOMONTH( )

日付の曜日、または月を特定します CDOW( ), CMOY( )

日付の曜日を表す数値 ( 1 ～ 7)を返します DOW( )

日付時刻値から日付または時刻を抽出します DATE( ), TIME( )

日付時刻値から年、月、日、時、分、または秒を抽出しま

す

DAY( ), MONTH( ), YEAR( ), HOUR( ), MINUTE( ),
SECOND( )

シリアル日付時刻値、文字日付時刻値、または数値日付

時刻値をDatetimeデータ型の標準の日付時刻値に変換

します

STOD( ), STODT( ), STOT( ), CTOD( ), CTODT( ), CTOT
( )

現在のオペレーティングシステム日付、日付時刻、または時

刻を返します

TODAY( ), DATETIME( ), NOW( )
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時間の量と時点
式の中で日付時刻を操作するとき、時間の量と時点を区別することは重要です。この違いによって、異

なる種類の式を構築することが要求されます。

時刻

時刻値 08:30:00が指しているのは、時間の量 ( 8時間 30分 )かもしれないし、時点 (午前 8時 30
分 )かもしれません。

メモ

時刻の表示書式 (ツール>オプション >日付と時刻 )は、最初の例では hh:mm:ssで、

2番目の例では hh:mm:ss PMです。どちらの例も、後続のセクションで説明されている

シリアル日付時刻の計算を必要とします。

時間の量

ある時刻から別の時刻を減算した場合、結果は、時間の量である経過時間となります。

01:15:00を返します

STOT(`T083000` - `T071500`)

時間の時点

時刻に数値を加算する、または時刻から数値を減算した場合、結果は、最初の時刻より前か

後の別の時点を作成する、正または負の調整になります。

07:00:00 AMを返します

`T083000` - (1.00000000/24*1.5)
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日付

時間の量

ある日付から別の日付を減算した場合、結果は、時間の量である経過日数となります。

2つの日付間の日数である 31を返します

`20141231` - `20141130`

時間の時点

日付に数値を加算する、または日付から数値を減算した場合、結果は、最初の日付より前か

後の別の時点になります。

31日前の日付 30 Nov 2014を返します

`20141231` - 31

有効および無効な日付時刻式
日付時刻式は、日付時刻サブタイプ(日付、日付時刻、および時刻 )と演算子の多くの可能な組み合

わせを網羅しています。すべての組み合わせが正当な式であるわけではありません。たとえば、経過日数

を調べるために、ある日付から別の日付を引くことはできますが、2つの日付を足すことはできません。この

演算は非論理的だからです。しかし、ある日付に数値を加算して、その後の日付を生成することはでき

ます。

次の規則が日付時刻式に適用されます。

l 日付時刻を減算または比較 –日付、日付時刻、または時刻の値の任意の組み合わせを減算ま

たは比較演算で使用することができます。

l 数値および日付時刻を加算または減算 –整数、帯分数、および分数を日付、日付時刻、また

は時刻の値に対し加算または減算することができます。

l 日付時刻を加算 –日付、日付時刻、または時刻の値を互いに加算することはできません。

一週間の労働時間などのように時間の量を加算する必要がある場合は、時刻の時、分、および

秒の部分を数値として抽出するために、Analytics関数を使用することができます。それらの数値
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で計算を実行することができます。詳細については、"関数を使った時刻の加算"ページ 889を参

照してください。

l 日付時刻および数値を比較 –日付、日付時刻、または時刻の値を数値と比較することはできま

せん。

次の表は日付時刻式で可能な組み合わせを要約し、各組み合わせが有効か無効であるかを示しま

す。つまりAnalyticsによって処理できるかどうかを示します。

メモ

式が有効であっても、必ずしもその式が分析目的に有効にかなうとは限りません。たとえ

ば、Analyticsは「終了_日付 > 開始_時刻」という式を処理しますが、結果は常にTrue
( T)となるため、日付と時刻の比較は論理的な目的を果たしません。

日付値 日付時刻値 時刻値 数値

日付値 有効 :

減算

比較

有効 :

減算

比較

有効 :

減算

比較

有効 :

減算

加算

無効：

加算

無効：

加算

無効：

加算

無効：

比較

日付時刻値 有効 :

減算

比較

有効 :

減算

比較

有効 :

減算

比較

有効 :

減算

加算

無効：

加算

無効：

加算

無効：

加算

無効：

比較

時刻値 有効 :

減算

比較

有効 :

減算

比較

有効 :

減算

比較

有効 :

減算

加算

無効：

加算

無効：

加算

無効：

加算

無効：

比較

日付時刻式によって返されるデータ型
日付時刻式によって返される結果のデータ型は、式の中の値や演算子に依存します。

日付時刻式 結果のデータ型

減算 (日付時刻値のみ)

減算では、日付、日付時刻、または時刻の値の任意の組

数値

シリアル日付、シリアル日付時刻、またはシリアル時刻
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日付時刻式 結果のデータ型

み合わせを使用できます 詳細については、"シリアル日付時刻"ページ 896を参照して

ください。

加算または減算 (日付時刻値と数値 )

整数、帯分数、または分数を日付、日付時刻、または時

刻の値に対し加算または減算できます

日付時刻

日付時刻データ型の日付、日付時刻、または時刻サブタイ

プ

比較 (日付時刻値のみ)

比較演算では、日付、日付時刻、または時刻の値の任意

の組み合わせを使用できます

論理

T( True)またはF( False)

日付時刻リテラルの書式
l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。

日付は時間の前に置く必要があり、日付と時刻の間に区切り文字を使用する必要があります。

有効な区切り文字は空白スペース 1つ、文字 't'、または文字 'T'です。

l 時刻値 – 24時間形式を使用して時刻を指定する必要があります

UTC( Coordinated Universal Time：協定世界時 )からのオフセットは、プラス記号 ( +)またはマイ

ナス記号 ( -)で始める必要があります。

形式の例 リテラル値の例

YYYYMMDD `20141231`

YYMMDD `141231`

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`

YYMMDDthhmm `141231t2359`

YYYYMMDDThh `20141231T23`

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

(UTCオフセット

`20141231 235959-0500`

YYMMDD hhmm+/-hh

(UTCオフセット )

`141231 2359+01`

thhmmss `t235959`

Thhmm `T2359`
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形式の例 リテラル値の例

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。

関数を使った時刻の加算
Analyticsでは、時刻値どうしを直接加算することはできません。ただし、Analytics関数を使用して、時

刻の時、分、秒の部分を数値として抽出し、それらの数値で計算を実行することができます。

次の勤務時間記録表 ( Timesheet)データ例では、時間と分を使用してこのアプローチを説明します。

計算を生成するために、いくつかの演算フィールドが必要となります。

演算フィールドの名

前 式 説明

Elapsed STOT(End_Time -
Start_Time)

一日の労働時間を計算する減算操作。STOT( )関数は、計算結果を

シリアル時刻値から標準の時刻値に変換します。

Hours HOUR(Elapsed) 時の部分を Elapsed値から数値として抽出します。

Minutes MINUTE(Elapsed) 分の部分を Elapsed値から数値として抽出します。

(表示目的です。計算には必要ありません。)

Part Hours MINUTE
(Elapsed)/60.000

分の部分を Elapsed値から数値として抽出し、60分の小数部として計

算します。

Hours+Part Hours Hours + Part_Hours HoursとPart Hoursの数値を加算します。
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最後のステップとして、一週間の合計時間を計算するために、Hours+Part Hours フィールドを合計しま

す。

日付、日付時刻、または時刻の正または負
の調整
日付、日付時刻、または時刻の値に正または負の調整を行うことができます。たとえば、15日を加減算

したり、3時間を加減算したりすることができます。

日付に正負の調整を行う

日付に正または負の調整を行うことは簡単です。別の日付を基にある日付を算出するために、

必要な日数を加算または減算します。

15 Jan 2015を返します。

`20141231` + 15

16 Dec 2014を返します。

`20141231` - 15

日付時刻または時刻に正負の調整を行う
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日付に調整を行うよりも、日付時刻または時刻の値に正または負の調整を行うことはやや複雑

です。

時刻値どうしや、時刻値を日付時刻値に直接加算することはできません。たとえば、次の式のい

ずれかを使用して 3時間の正の調整をしようとする場合、エラーが発生します。

式の型が一致しませんエラーを返します。

`t120000` + `t030000`

式の型が一致しませんエラーを返します。

`20141231 235959` + `t030000`

シリアル時刻相当値を使用して正の調整を行う

3時間に相当するシリアル時刻 ( 0.125)を加算することにより、有効な式を作成することができま

す。しかし、このような式を手作業で作成するには、相当するシリアル時刻を知っている必要があ

るので不便です。

15:00:00を返します。

`t120000` + 0.125

01 Jan 2015 02:59:59を返します。

`20141231 235959` + 0.125

シリアル日付時刻または時刻結果で負の調整を行う

日付時刻または時刻の値に負の調整を行うことの方が簡単ですが、結果はシリアル日付時刻

値またはシリアル時刻値になります。この値は、人が読めるように標準の日付時刻値または時刻

値に変換する必要があります。

0.37500000000000を返します。

`t120000` - `t030000`

09:00:00を返します。
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STOT(`t120000` - `t030000`)

演算フィールドを作成して、より簡単に正負の調整を行う

次の方法を使用すると、より簡単に日付時刻または時刻に正または負の調整を行うことができま

す。

1. 加算または減算したい時間に相当するシリアル時刻を計算する演算フィールドを作成しま

す。

0.10416668を返します。これは 2-1/2時間に相当するシリアル時刻です。

(1.00000000/24*2.5)

Analyticsが結果を丸めないように、小数点以下に複数のゼロを持つ '1'を指定する必要

があります。

(1.00000000/24*1)、(1.00000000/24*8) 、(1.00000000/24*10.25)など、掛ける数字を

変えることで、時間の適正な数値を取得することができます。

2. 同じ演算フィールドで、計算したシリアル時刻をソースの時刻または日付時刻の値に加算

する、またはこれらの値から減算します。

フィールドの値 + 2-1/2時間を返します。

<時刻または日付時刻フィールド> + (1.00000000/24*2.5)

3. 日付時刻値に対して日と時間の両方の加減算をしたい場合は、計算に適切な日数を含

めてください。

フィールドの値 + 2 日 2-1/2 時間を返します。

<日付時刻フィールド> + 2 + (1.00000000/24*2.5)

日付時刻式の例
以下の表では有効な日付時刻式の例を示します。

l "経過日数、日数と時間、または時間の計算"次のページ
l "日付、日付時刻、または時刻の正または負の調整"ページ 894
l "日付、日付時刻または時刻の比較"ページ 895
l "変換関数を使用する日付時刻式"ページ 895
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メモ

多くの例では、結果はシリアル日付時刻として返されます。つまり、整数または 24時間

の小数部分で表される日付、日付時刻、または時刻の値です。

シリアル日付時刻の戻り値を標準の日付時刻の値に変換するために、STOD( )、
STODT( )、およびSTOT( )関数を使用できます。詳細については、"シリアル日付時刻"
ページ 896を参照してください。

経過日数、日数と時間、または時間の計算

式 結果

`20141231` - `20141130` 31

2つの日付間の経過日数

終了_日付 -開始_日付 終了_日付と開始_日付の間の経過日数

`20141231 235959` - `20141130 114530` 31.51005787037037

2つの日付時刻間の経過日数と時間をシリアル時刻として

表現

STRING(INT(`20141231 235959` - `20141130
114530`),5) + " " + TIME(STOT(MOD(`20141231 235959`
- `20141130 114530`, 1)))

31 12:14:29

上記の例の2つの日付時刻間の経過日数と時間を日、

時、分、秒として表現

現在のAnalyticsの時刻表示書式は hh:mm:ssとします

(`20141231 235959` - `20141130 114530`) * 24 756.24138888888888

上記の例の2つの日付時刻の間の経過時間は、時間と時

間の小数部分として表現されます。

終了_日付時刻 -開始_日付時刻 終了_日付時刻と開始_日付時刻の間の経過日数と時間

をシリアル時刻として表現

STRING(INT(終了_日付時刻 -開始_日付時刻 ), 5) + " "
+ TIME(STOT(MOD(終了_日付時刻 -開始_日付時刻 ,
1)))

終了_日付時刻と開始_日付時刻の間の経過日数と時間

を日、時、分、秒として表現

`T235959` - `T114530` 0.51005787037037

2つの時刻間の経過時間をシリアル時刻として表現

STOT(0.51005787037037) 12:14:29

上記の例のシリアル時刻が、現在のAnalyticsの時刻表示

書式を使用して時刻値に変換されます。

STOT(`T235959` - `T114530`) 12:14:29

2つの時刻間の経過時間を現在のAnalyticsの時刻の表

示書式を使用して時刻として表現
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式 結果

終了_時刻 -開始_時刻 終了_時刻と開始_時刻の間の経過時間をシリアル時刻と

して表現

日付、日付時刻、または時刻の正または負の調整

式 結果

支払_期日 + 15 支払_期日フィールドの値を 15日増加

`20141231` - 15 16 Dec 2014

日付を 15日減少。現在のAnalyticsの日付表示書式は

DD MMM YYYY とします

`20141231 235959` + (1.00000000/24*1.5) 01 Jan 2015 01:29:59

日付時刻 + 1.5時間

`20141231 235959` - (1.00000000/24*1.5) 31 Dec 2014 22:29:59

日付時刻 - 1.5時間

STODT(`20141231 235959` - `T013000`) 31 Dec 2014 22:29:59

日付時刻 - 1.5時間

`20141231 235959` + 2 + (1.00000000/24*1.5) 03 Jan 2015 01:29:59

日付時刻 + 2日と1.5 時間

`20141231 235959` - 2 - (1.00000000/24*1.5) 29 Dec 2014 22:29:59

日付時刻 - 2日と1.5 時間

`t235959` + (1.00000000/24*1.5) 01:29:59

時刻 + 1.5時間

`T173000` - (1.00000000/24*1.5) 16:00:00

時刻 - 1.5時間

STOT(`T173000` - `T013000`) 16:00:00

時刻 - 1.5時間

STOT(STOT(`T173000` - `T013000`) - `T010000`) 15:00:00

時刻 - 1.5時間 -さらに1時間
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日付、日付時刻または時刻の比較

式 結果

`20141231` > `20141230` T (True)

支払_期日 <= `20141231` 2014年 12月 31日以前の支払_期日フィールドのすべての

値

支払_日付 >支払_期日 支払_期日を過ぎた支払_日付フィールドのすべての値

CTOD(DATE(支払_日時 , "YYYYMMDD"),
"YYYYMMDD") >支払_期日

支払_期日を過ぎた支払_日時フィールドのすべての値

日付時刻と日付の値を比較するには、まず、支払_日時

フィールドの日付時刻値から日付を文字値として抽出し、そ

の後、それを支払_期日と比較するために日付値に変換を

戻します。

日付の書式が一致していることを保証するために、同一の

書式が、DATE( )書式パラメータ(出力書式 )とCTOD( )書
式パラメータ(入力書式 )に指定されています。

ログイン_時刻 > `t100000` 10:00:00より遅いログイン_時刻フィールドのすべての値

変換関数を使用する日付時刻式

式 結果

STOT(CTOT("t120000") - CTOT("t090000") ) 03:00:00

2つの文字時間値の間の経過時間

まず、減算操作で使用できるように、文字時刻値が標準の

時刻値に変換されます。その後、減算操作の計算結果で

ある数値のシリアル時刻が標準の時刻値に変換されます。

CTOT(TIME(`20141231 125959`)) < `T235959` T (True)

まず、日付時刻値から時刻を文字値として抽出し、その

後、それを 23:59:59と比較するために時刻値に変換を戻し

ます。
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シリアル日付時刻
Analyticsでは、日付、日付時刻または時刻の保存と日時計算の実行にシリアル日付時刻を使用して

います。

日付時刻計算の操作では、シリアル日付時刻値が発生する場合があります。たとえば、時刻の値を対

象とする減算操作では、結果がシリアル時刻の形式で返されます。

シリアル日付時刻とは
シリアル日付時刻とは、日付を表す整数と24時間の時刻を表す小数を使用した数値です。小数点の

前 (左側 )の部分は日付、小数点の後 (右側 )の部分は時刻です。

シリアル日付時刻 相当する標準の日付時刻

42004 2015/01/01

42004.5000000 01 January 2015 12:00:00

0.7500000 18:00:00

42004.74618055555556 01 Jan 2015 17:54:30

日付部分

日付部分は、1900年 1月 1日からの経過日数を表します。シリアル日付の1は 1900/01/02に相当し

ます。シリアル日付 0(ゼロ)はカウントされません。シリアル日付 42004は 2015/01/01に相当します。

時刻部分

シリアル日付時刻の時刻部分は 24時間制を使用します。シリアル時刻値は次のように計算されます。

1 / 86,400 (1 日の秒数) * (秒で表される特定の時刻値)

ヒント

シリアル時刻値の考えるもう一つの方法は、24時間の日の割合を表すということです。

標準の時刻 シリアル時刻

01:00:00 0.04166666666667

( 1時間、1日 24時間のうちの1/24時間 )
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標準の時刻 シリアル時刻

08:00:00 0.3333333

( 1日 24時間のうちの1/3)

12:00:00 0.5000000

( 1日 24時間のうちの半分 )

17:54:30 0.74618055555556

( 17時間 54分 30秒 )

18:00:00 0.7500000

( 1日 24時間のうちの3/4)

シリアル日付時刻の標準日付時刻値への変
換
3つの変換関数を使用すると、シリアル日付時刻値を日付時刻データ型の標準日付時刻値に変換す

ることができます。

l STOD( ) – “Serial to Date”(シリアル日付を日付値へ)
l STODT( ) – “Serial to Datetime”(シリアル値を日付時刻値へ)
l STOT( ) – “Serial to Time”(シリアル時刻を時刻値へ)

シリアル日付時刻を変換して、日付時刻式の結果を人間が読み取りやすいようにする、あるいは日付

時刻データ型を必要とする別の式で使用するために、数値のシリアル日付時刻値を日付時刻データ型

に変換させることができます。

次の表では、3つの関数の使用例を示します。

式 結果

STOD(42004) 2015/01/01

STODT(42004.5000000) 2015/01/01 12:00:00

STOT(0.7500000) 18:00:00

STODT(42004.74618055555556) 01 Jan 2015 17:54:30

STOT(`T173000` - `T093000`) 08:00:00
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標準日付時刻値のシリアル日付時刻への変
換
通常、標準日付時刻値のシリアル日付時刻への変換の必要はありません。シリアル日付時刻は、日

付時刻保存と計算のために、Analyticsによって内部的に使用されます。

標準日付時刻に対応するシリアル日付時刻値を表示する場合は、次の方法を使用します。

標準日付時刻値 変換式

対応するシリアル日

付時刻

2015/01/01 `20150101`-`19000101` 42004

17:54:30 1.0000000000*((HOUR(`t175430`)*3600)+(MINUTE
(`t175430`)*60)+SECOND(`t175430`))/86400

0.7461805556
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UTCオフセットが時刻日付式に与え
る影響

UTCとは何か
UTCとは協定世界時のことで、経度ゼロ度の位置の時刻です。これは、時刻および時刻ゾーンを調整

するために、世界時刻基準として使用されます。UTCはグリニッジ標準時 ( GMT)と密接に関連していま

す。多くの目的において、この2つの時刻は同一であると考えることができます。

UTC オフセットとは何か
UTCオフセットとは、特定の時刻ゾーンとUTC(経度ゼロ度の時刻 )の間の時間と分の差です。たとえ

ば、ニューヨークはUTC-05:00です。これは、ニューヨークの時刻が、UTC±00:00のロンドンの時刻より 5
時間遅れていることを意味します。

Analyticsでは、UTC オフセットの時刻データは、hh:mm:ss±hh:mmの形式を使用します。例：23:59:59-
05:00

Analyticsで UTCオフセットを処理する方法
Analyticsで、UTCオフセット付きのローカル時刻データを含む日付時刻式を処理する場合、そのUTC
オフセットは調整され、式はローカル時刻に相当するUTCに対して計算を実行します。日付時刻関数

も UTCオフセットを調整します。たとえば、式または関数で 23:59:59-05:00というローカル時刻が存在し

た場合、実際には、その時刻に相当するUTC 04:59:59に対して計算が実行されます。

日付時刻式や関数がこのように動作するのは、内部的にAnalyticsがUTCオフセット付きのローカル時

刻を、それに相当するUTCとして保存するからです。

影響を受ける可能性がある日付

深夜 0時を境に調整が前後する場合、UTCオフセットの調整が日付時刻データの日付に影響する可

能性があります。たとえば、31 Dec 2014 23:59:59-05:00に相当するUTCは 01 Jan 2015 04:59:59
です。

AnalyticsでのUTC表示オプション

デフォルトで、Analyticsは調整されたUTCオフセット付きのローカル時刻を、相当するUTCとして表示

するので、計算で使用されるときには実際の時刻が見られます。UTCオフセットが表示されたローカル時
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刻を表示するようにするオプションもあります。UTC表示の詳細については、"日付と時刻オプション"ペー

ジ 135を参照してください。

UTCに基づくデータの作業

UTCに基づくデータで作業を行う場合、その調整処理を考慮しないと、結果が正しくないものになると思

われるかもしれません。

以下のテーブルの例では、UTCオフセットが日付時刻式に与える影響について示しています。補足のた

め、相当するUTCを使用した式のバージョンも示します。相当するUTCを使用する式の方は、式の処

理時にAnalyticsで見えるものではありません。

日付時刻式 相当する UTC を使った式 結果

`T235959` > `T230000`

`T235959-0500` > `T230000`

該当なし

`T045959` > `T230000`

T (True)

F( False)

`20131231 235959` + 1

`20131231 235959-0500` + 1

該当なし

`20140101 045959` + 1

01 Jan 2014 23:59:59

02 Jan 2014 04:59:59

CDOW(`20141231T235959`, 9)

CDOW(`20141231T235959-0500`,
9)

該当なし

CDOW(`20150101T045959`, 9)

水曜日

木曜日

MONTH(`20141231T235959`)

MONTH(`20141231T235959-0500`)

該当なし

MONTH(`20150101T045959`)

12

1

STOT(`T235959` - `T225959`)

STOT(`T235959-0500` - `T225959-
0400`)

該当なし

STOT(`T045959` - `T025959`)

01:00:00

02:00:00
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監査データの検証
分析作業を実行する前に、必ず、作業しようとしているデータの完全性と有効性を検証してください。

テーブルに無効なデータが少しあるだけでも、すべての後続のデータ分析が無効になる可能性がありま

す。

操作 説明

検証 文字、数値、日付時刻フィールドの値の有効性をテストします

カウント

テーブルのレコード集計と同時に、次の作業も実行できます。

結果をコントロールカウントと比較できます

合計

1つ以上の数値フィールドを合計します

結果をコントロール合計と比較できます
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データの検証

データの検証では、アクティブなテーブル内のデータの妥当性エラーを検証します。検証はテーブル内の

データがテーブルレイアウトに合致しており、指定されたデータ型に一致していることを確認します。

検証で実行されるチェック
検証では、次のチェックを実行します。

l 文字フィールド –には、文字、数字、および記号などの、有効な印刷可能な文字のみが入ってい

る
l 数値フィールド –には、数字、小数点、および通貨記号などの、有効な数値文字のみが入ってい

る
l 日付時刻フィールド –が、有効な日付、日付時刻、または時刻を含んでいる。

エラーが検出された場合は、該当するレコード番号、フィールド名、および無効なデータの16進数コード

が出力に含まれ、ログに記録されます。

手順
データが、指定したデータ型を含め、テーブルレイアウトと一致しているかを検証し、妥当性エラーを出力

することができます。

方法の説明

1. ［データ］> ［検証］を選択します。
2. ［メイン］タブで、次のいずれかを行います。

o ［検証フィールド］リストから検証するフィールドを選択します。

o ［検証フィールド］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

フィールドを選択する順序が、結果に表示する列の順序になります。

3. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

4. ［出力］タブをクリックします。
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5. ［出力先］パネルで、適切な出力オプションを選択します。
l 画面 – Analyticsの表示領域に結果を表示するには、このオプションを選択します。

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられてい

るソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができま

す。

出力レコードに多数のレコードが含まれている場合は、結果を画面に表示するよりファイルに保

存した方が、処理が速く便利です。

l 印刷 –デフォルトのプリンターに結果を送信するには、このオプションを選択します。
l グラフ –結果を基にグラフを作成し、それを Analytics表示領域に表示するには、このオプション

を選択します。
l ファイル –結果をテキスト ファイルに保存または追加するには、このオプションを選択します。ファイ

ルはAnalyticsの外部に保存されます。

メモ

当該の分析操作に対して適用されない出力オプションは無効になります。

6. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合は、［出力指定］パネルで次の情報を指定します。
l ファイルの種類 –オプションは、使用している Analyticsのエディションに応じて、"ASCII テキスト

ファイル"または "Unicode テキスト ファイル"のいずれかのみです。結果を新しいテキスト ファイル

に保存するか、または既存のテキスト ファイルに追加します。
l 名前 – ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します。もしくは、［名前］ボタンをクリックし

て、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでファイル名を入力するか、既存

のファイルに上書きまたは追加する場合はそのファイルを選択します。Analyticsによってファイル

名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け入れることも、あるいは

変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェ

クトの場所以外の場所にファイルを保存したり、その場所にあるファイルに追加したりすることも

できます。たとえば、C:\Results\Output.txtまたは Results\Output.txtのように指定し

ます。

l ローカル –選択された状態で無効になっています。ファイルをローカルに保存するのが唯一のオプ

ションです。
7. ［詳細］タブをクリックします。

8. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。
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先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

9. ［エラー制限］テキスト ボックスで、列挙する無効なレコードの最大数を指定するか、またはデフォ

ルトの10のままにしておきます。

制限に達すると、処理が停止され、その時点で検出されている無効なレコードが出力されます。

メモ

エラー制限のデフォルト値は、［ツールオプション］の順にクリックして［コマンド］タブを

選択し、［エラー制限］の値を更新することによって変更できます。

10. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合、出力結果を既存のテキスト ファイルの末尾に追加

するときは、［既存のファイルに追加する］を選択します。
11. ［OK］をクリックします。
12. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

自動検証を有効にする
Analyticsで、テーブルを開くたびにデータが自動的に検証されるよう設定することができます。このオプショ

ンが有効な場合は、すべてのAnalyticsテーブルに適用されます。

方法の説明

1. [ツール>オプション]の順にクリックします。
2. ［数値］タブをクリックします。
3. ［データを検証する］をオンにします。
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4. 無効なデータが含まれているフィールドを空白で表示したい場合は、［無効なデータを空白にす

る］をオンにします。このオプションをオンにしていない場合、無効なデータが含まれているフィールド

には「###ERR###」が表示されます。
5. ［OK］をクリックします。

905

分析用のデータの準備

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


レコードのカウント

テーブル内の総レコード数や、指定した条件に一致するレコードのみの数をカウントすることができます。

結果はAnalyticsの表示領域に表示されます。

条件が指定されていない場合は、テーブル内の総レコード数がステータスバーに表示されます。ビューに

グローバルフィルターが適用されている場合は、フィルターが適用された後にテーブルに残っているレコード

の数がステータスバーに表示されます。

手順
1. ［分析 > カウント］の順に選択します。
2. ［メイン］タブで、任意で次のいずれかを行うことができます。

o ［If］テキスト ボックスに条件を入力します。

o ［If］をクリックし、式ビルダーを使用して IFステートメントを作成します。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

3. ［詳細］タブをクリックします。

4. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
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詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはインデ-
ックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視し

ます。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

5. ［OK］をクリックします。
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フィールドの合計

アクティブなテーブル内の数値フィールドや数式の合計を計算できます。合計は、1つまたは複数の数値

フィールドの算術的合計を求めます。通常、これはデータの完全性や正確性を証明するため、またコント

ロール合計を生成するために使用されます。結果はAnalyticsの表示領域に表示されます。

ヒント

請求書番号などの文字フィールドには、数値が含まれていることがあります。この型の

データを合計するには、VALUE( )関数を使用する演算フィールドを作成し、文字データ

を数値データに変換した後、演算フィールドの合計を求めます。

手順
1. ［分析 合計］の順に選択します。
2. ［メイン］タブで、次のいずれかを行います。

o ［合計フィールド］リストから合計するフィールドを選択します。

o ［合計フィールド］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

フィールドを選択する順序が、結果に表示する列の順序になります。

3. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

4. ［詳細］タブをクリックします。

5. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
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詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはインデ-
ックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視し

ます。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

6. ［OK］をクリックします。
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データの結合
Analyticsでは、一度に1つのテーブルのデータしか分析できません。このため、分析を実行する前に、2
つ以上のテーブルからデータを結合して、1つのテーブルに入れる必要があります。

Analyticsでは、データを結合するために次の方法が提供されています。

レコードの結合 フィールドの結合

o 最後に追加
o 抽出 /最後に追加
o マージ

o 結合
o 関連付け

ソースデータまたは分析目標の本質は、使用するデータ結合方法を規定します。以下に、5つの方法

の概要を示します。

最後に追加
2つ以上のテーブルを追加すると、それらのテーブル内のレコードが結合されて新しいテーブルに出力され

ます。追加されるテーブル内の全フィールドを追加するか、または共通フィールドのみを追加するかを選択

できます。
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例

シナリオ

1年全体に相当するデータに対して分析を実行したいが、データが12の月間取引テーブルに分

散している場合を考えます。

アプローチ

12の月間テーブルのデータを、それらのすべてを含む単一の年間テーブルに追加し、その後に分

析を実行します。

詳細な情報

詳細については、"テーブルの追加"ページ 928を参照してください。

抽出 /最後に追加
データを抽出または追加するときに、1つのテーブルからレコードを抽出し、別のテーブルの末尾にそれらを

追加することができます。抽出はコピーと同じです。末尾に追加は追加と同じです。

レコード全体でなく、レコード内のフィールドのサブセットを抽出することもできます。

(対象テーブル)に追加するテーブルのサイズは大きくなります。新しいテーブルは作成されません。

例

シナリオ

従業員レコードのセット全体に対して分析を実行したいが、新しい従業員のレコードがまだ従業

員マスターテーブルに含まれていない場合を考えます。

アプローチ
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新しい従業員のレコードを抽出し、それらを従業員マスターテーブルの最後に追加して、分析を

実行します。

詳細な情報

詳細については、"データの抽出と追加"ページ 940を参照してください。

マージ
テーブルをマージするときには、2つの並べ替えられたテーブルのレコードを、並べ替えられた新しい 3番目

のテーブルに挿入します。挿入は、既存の並べ順に従って、レコードを結合することを意味します。

例

シナリオ

従業員レコードのセット全体に対して分析を実行したいが、レコードが2つの課員テーブルに分散

している場合を考えます。

どちらのテーブルもラストネームで並べ替えられているため、レコードを結合後に再度並べ替える

オーバーヘッドが生じないようにしたいとします。

アプローチ
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2つのテーブルにあるレコードを、新しい第 3のテーブルに結合します。マージを行うことで、ラスト

ネームでの並べ替えが保持されます。

詳細な情報

詳細については、"テーブルのマージ"ページ 951を参照してください。

結合
テーブルを結合するときには、共通キーフィールドを使用して、2つのテーブルのレコードまたは選択したレ

コードを新しい 3番目のテーブルに取り込みます。共通キーフィールドは、結合される両方のテーブルに

現れる従業員 IDなどの識別フィールドです。

例

シナリオ

考えられる不適切な報酬のデータを分析する方法の1つとして、従業員でもある業者を特定す

る必要があります。

アプローチ

業者マスターテーブルを従業員テーブルと結合し、共通キーフィールドの住所を使用します。

結合された出力テーブルには、同じ住所の業者と従業員が含まれます。
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詳細な情報

詳細については、"テーブルの結合"ページ 960を参照してください。

関連付け
テーブルを関連付けるときには、最大 18テーブルを結合します。共通キーフィールドを使用し、各テーブ

ルペアを関連付けます。

関連付け(実際には結合 )は、テーブル間に一時的なプログラム関連付けを作成し、1つの物理テーブ

ルに存在するかのようにテーブルのデータにアクセスするようにできることです。ただし、物理テーブルは作

成されません。いつでもソーステーブルの関連付けを解除できます。

共通キーフィールドは、関連付けられる各テーブルペアに現れる従業員 IDなどの識別フィールドです。

一般的には、各テーブルペアで異なる共通キーフィールドを使用します。

例

シナリオ

3月の顧客と販売された製品に関する詳細を含む売上レポートを作成する必要がある場合に、

データが3つのテーブルに分散しているとします。

アプローチ

顧客マスターテーブルを注文テーブルに関連付け、注文テーブルを製品マスターテーブルに関連

付けて、レポートに必要なすべての情報を含むテーブルの一時的な関連付けを作成します。

l 顧客マスターテーブル内の顧客名と顧客拠点 –
l 注文テーブル内の注文詳細 –
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l 製品マスターテーブル内の製品詳細 –

詳細な情報

詳細については、"テーブルの関連付け"ページ 999を参照してください。

どのデータ結合方法を使用すべきですか。
データの結合方法を選択するときには、複数の考慮事項があります。最初は以下のガイドラインを使用

できます。

使用 ... 条件 ...

最後に追加

o 複数のテーブルを最小の労力で結合したいとします。
o ソーステーブルのレコードは、構造が似ているか、またはまったく同じです。

抽出 /最後に追加 o 2つのソーステーブルのテーブルのレコードまたはフィールドは、構造がまったく同じです。

マージ

o 2つのソーステーブルのテーブルのレコードは、構造がまったく同じです。
o 両方のソーステーブルは同じ並べ替え順序を使用して並べ替えられます。

ヒント

マージを正常に実行するには、特別な方法があります。追加してから並べ替え

る、あるいは抽出または追加してから並べ替えるのでも、同じ結果を得ることがで

きます。

2つのソーステーブルが既に並べ替えられている場合は、マージはより効率的で、

より迅速に実行できます。

結合

o 2つのソーステーブルのレコードには異なるレコード構造があります。
o 共通キーフィールド内の一致する、または一致しない値に基づいて、レコードを包含または除外

する必要があります。
o 物理的な結合テーブルが必要な調査分析を行っています。

関連付け

o 異なるレコード構造の最大 18テーブルを関連付け(実際には結合 )しようとしています。
o 共通キーフィールド内の一致する、または一致しない値に基づいて、レコードを包含または除外

する必要があります。
o 結合されたデータを、新しいテーブルに出力する必要がありません。
o レポートのように、テーブル間の一時的な関連付けのみが必要な情報作業を実施しています。

ヒント

必要であれば、テーブルの関連付けの後、別の操作を実行し、関連付けられた

テーブル内にあるフィールドの任意の組み合わせを新しい物理テーブルに抽出する

ことができます。
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データ構造

データを結合するときにどの方法を選択するかは、そのソースデータの構造によって大きく左右されます。

データ構造 (レコード構造 )は、レコードに含まれるデータ要素、データ型、フィールドの長さ、および列数

と並べ順を示します。

データ構造の詳細については、"データ構造およびデータ書式の要件"ページ 918を参照してください。

実験が必要な場合があります

状況によっては、データを結合するためにどの方法を用いれば良いかがすぐには明らかにならないことがあ

ります。実行したいタスクに最も適した方法を決定するために、データの小さなサブセットを使って試して

みる必要があるかもしれません。

小さなサブセットを使用すると、大きなテーブルの処理に伴う長い処理時間を回避できるほか、パターン

が調べやすくなる可能性もあります。

目的を達成するために、2つ以上のデータの
結合方法を使用することができます。
1つのデータ結合方法を最初に使用してから、最初の方法の出力結果で 2番目の方法を使用し、複

数のテーブルを含む、より複雑なデータ結合の状況に対処できる場合があります。

例

1. 最初に、月次取引テーブルを結合し、年次取引テーブルを作成します。
2. 顧客 IDなどの共通キーフィールドを使用して、年次取引テーブルを、顧客名などのデータ

を含むマスターテーブルに結合します。
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データの結合の代替方法
場合によっては、Analyticsのネイティブデータ結合方法のいずれか以外の方法を使用して、データを結

合する方が簡単であったり、実践的であることがあります。

メモ

代替方法の適合性は、データ分析ワークフローとソースデータの本質によって異なりま

す。方法は適切な場合とそうでない場合があります。

代替方法 説明

データアクセスウィンドウを使用したテーブルの

結合

データアクセスウィンドウを使用してデータを Analytics にインポートすると

きに、最大 10個のテーブルを結合できます。

詳細については、"データアクセスウィンドウのテーブルの結合"ページ 388
を参照してください。

サードパーティアプリケーションを使用したデータ

の結合

ExcelやAccessなどの作成元アプリケーションのネイティブ機能を使用し

て、データを結合し、結合されたデータを Analyticsにインポートします。

データの往復

同じデータ要素を含むフィールド間の不一致のため、Analyticsでデータの

追加またはマージが難しい場合は、データの往復を試すことができます。

a. Analytics テーブルのいずれかを区切りフラット ファイルにエクスポートし

ます。
b. 追加のAnalyticsテーブルを最初のテーブルにエクスポートして追加し

ます。
c. 単一のフラット ファイルにすべてのデータを一体化したら、そのフラット

ファイルを Analyticsに再インポートします。

区切り文字付きフラット ファイルは、Analyticsテーブルに比べるとデータ構

造の不整合についてそれほど厳格ではありません。

o データ型やフィールド長は同じでなくてもかまいません。
o データ要素、および列の数と順序だけは同一である必要があります。

この手法は、Analytics内部でデータとフィールドを一致させるよりも労力

が少なくて済むかもしれません。
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データ構造およびデータ書式の要件

データ構造の概要
データ構造またはレコード構造は次のことを指します。

l レコードに含まれるフィールド(データ要素 )
l フィールドの数と順序
l フィールドのデータ型と長さ

フィールドは、姓、名、住所、業者 IDなど、レコードに含まれる個々のデータ単位です。

ヒント

2つのテーブルのデータ構造の比較に、DISPLAYコマンドを使用する方法については、"
データ構造の比較"ページ 209を参照してください。

データ書式の概要
データ書式は、次のようなフィールドに含まれる値の特性を示します。

l 位置揃え
l 大文字 /小文字
l 日付の書式

同じデータ構造または書式の要件
Analyticsでは、データの結合方法に応じて、結合されるテーブル内のレコードまたはフィールドは、同じ

データ構造を持っている必要があります。場合によっては、フィールド値は同じ書式である必要がありま

す。

ヒント

データ構造またはフィールドのデータ書式が異なる場合は、Analytics関数を使用して

フィールドを一致させることができる可能性があります。詳細については、"フィールドの一

致"ページ 921を参照してください。

データ結合の要件 データ構造の要件 データ書式の要件

最後に追加

フィールドが直接互いに追加されるために

は、同じ物理名を持ち、同じデータカテゴリ

に属している必要があります。

要件なし

抽出 /最後に追加 抽出されるテーブルおよび追加されるテーブ 日付時刻書式が同じである必要があります
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データ結合の要件 データ構造の要件 データ書式の要件

ル内の、レコード、ビュー内の全フィールド、

または選択したすべてのフィールドは構造内

で正確に同じである必要があります。

マージ

マージされるテーブルの全体レコードは、構

造がまったく同じである必要があります。

日付時刻書式が同じである必要があります

結合

関連付け

結合または関連付けられるテーブルの共通

のキーフィールドは、構造がまったく同じであ

る必要があります。

結合および関連付けでは、値が正しく照合

されるように、共通キーフィールドの値はあら

ゆる点で等しく書式設定されている必要が

あります。

データ構造の詳細要件

結合されるテー

ブルの要件

最後に追加

(共通フィールド)

抽出 /最後に追

加

(レコード全体、

ビュー内のフィー

ルドまたは選択

フィールド)

マージ

(レコード全体 )

結合

(共通キーフィー

ルド)

関連付け

(共通キーフィー

ルド)

フィールド(データ

要素 )

同じデータ要素

である必要があり

ます

同じデータ要素

である必要があり

ます

同じデータ要素

である必要があ

ります

同じデータ要素で

ある必要がありま

す

同じデータ要素

である必要があ

ります

フィールド名

同じである必要

があります

異なってもかまい

ません

異なってもかまい

ません

異なってもかまい

ません

異なってもかまい

ません

フィールドの数と

順序

数が同じである

必要があります

順序は異なって

いても構いません

同じである必要

があります

同じである必要

があります

該当なし 該当なし

対応するフィール

ドのデータ型

データカテゴリが

同じである必要

があります

日付時刻サブタ

イプが同じである

必要があります

文字および数値

データサブタイプ

の自動調整

同じである必要

があります

同じである必要

があります

同じである必要

があります

文字 -数値結合

の自動一致

同じである必要

があります

対応するフィール

ドのフィールド長

異なってもかまい

ません

同じである必要

があります

同じである必要

があります

データ型によっ

て、同じである必

要があるか、また

は同じであること

同じであることが

推奨されます
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結合されるテー

ブルの要件

最後に追加

(共通フィールド)

抽出 /最後に追

加

(レコード全体、

ビュー内のフィー

ルドまたは選択

フィールド)

マージ

(レコード全体 )

結合

(共通キーフィー

ルド)

関連付け

(共通キーフィー

ルド)

が推奨されます

文字キーフィール

ドの長さの自動

一致

データ書式の詳細要件

対応するフィール

ドの要件

最後に追加

(共通フィールド)

抽出 /最後に追

加

(レコード全体、

ビュー内のフィー

ルドまたは選択

フィールド)

マージ

(レコード全体 )

結合

(共通キーフィー

ルド)

関連付け

(共通キーフィー

ルド)

日付 /日付時刻

書式

日付、日付時

刻、または時刻

書式の自動調

整

同じである必要

があります

同じである必要

があります

異なってもかまい

ません

異なってもかまい

ません

位置揃え

異なってもかまい

ません

異なってもかまい

ません

異なってもかまい

ません

違いは、キー

フィールドの並べ

替え順序に影響

を与えます

同じである必要

があります

同じである必要

があります

大文字 /小文字

異なってもかまい

ません

異なってもかまい

ません

異なってもかまい

ません

違いは、キー

フィールドの並べ

替え順序に影響

を与えます

同じである必要

があります

同じである必要

があります

フィールド値の書

式

(標準ハイフネー

ション、ストリート

形式の略語、な

ど)

異なってもかまい

ません

異なってもかまい

ません

異なってもかまい

ません

違いは、キー

フィールドの並べ

替え順序に影響

を与えます

同じである必要

があります

同じである必要

があります
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フィールドの一致
Analyticsでテーブルを正しく結合するためには、まず、結合される 2つのテーブル内の1つまたは複数の

フィールドを一致させる必要があるかもしれません。

一致の概要
一致とは、別のテーブルの対応するフィールドの構造を同一にするプロセスのことです。たとえば、フィール

ドのデータ型を統一することなどが含まれます。

また、2つの対応するフィールド内の値の書式を同一にすることも指します。ID番号のハイフンの使い方

を統一することなどが含まれます。

対応するフィールドの構造またはフィールドの値の書式が同一でない場合は、雑然としたデータが生じる

結果となったり、結合操作を実行できない可能性があったり、または結合や関連付けで値を正しく照合

できない可能性があります。

関数と演算フィールドを使用してフィールドを
一致させる
Analytics関数を使用して演算フィールドを作成することが、フィールドを一致させるための主要な手法で

す。たとえば、変換関数を使用すると、フィールドのデータ型をある型から別の型へ変換することができま

す。ほかの関数では、フィールド長、位置揃え、および大文字小文字を変更したり、フィールド内の値の

書式を統一化したりすることができます。

2つのフィールド間の不一致の程度によっては、正常にフィールドを一致させるために一連の関数を使用

する必要があるかもしれません。

フィールドを一致させると、次の方法のいずれかを使用してデータを結合できます。

l 共通キーフィールドの結合または関連付け –は、一致したフィールドと元のキーフィールドまたは 2
つの一致したフィールドを使用します。

l 1つまたは両方のテーブルの追加、抽出と最後に追加、またはマージ –では、1つ以上の一致した

フィールドが作成され、そのフィールドを基準に抽出が行われて、一致した演算フィールドは実際の

演算値が入力された物理フィールドに変換されます。この抽出後のテーブルと物理フィールドを

データ結合操作で使用します。

詳細については、"データの抽出"ページ 201と "演算フィールドの抽出と追加"ページ 949を参照

してください。
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フィールドを一致させるためのAnalytics関数
フィールドを一致させるために使用できる Analytics関数について、以下に概略を説明します。特定の関

数の使い方の詳細については、"関数の概要"ページ 2139を参照してください。

Analytics 関数 カテゴリ 目的

STRING( ) データ型の変換

( NからC)

数値データを文字データに変換します。

ZONED( ) 数値データを文字データ( ASCII ZONEDデータ形式 )に変換し、デー

タの先頭にゼロを追加します。

VALUE( ) データ型の変換

( CからN)

文字データを数値データに変換します。

CTOD( ) データ型の変換

( CまたはNからD)

文字または数値の日付を日付データに変換します。

CTODT( ) 文字または数値の日付時刻を日付時刻データに変換します。

CTOT( ) 文字または数値の時刻を時刻データに変換します。

DATE( ) データ型の変換

( DからC)

日付データを文字データに変換します。

DATETIME( ) 日付時刻データを文字データに変換します。

TIME( ) 時刻データを文字データに変換します。

STOD( ) データ型の変換

(シリアルのNからD)

シリアル日付を日付データに変換します。

STODT( ) シリアル日付時刻を日付時刻データに変換します。

STOT( ) シリアル時刻を時刻データに変換します。

SUBSTRING( ) 長さの調整 文字列の指定された部分を抽出します(既存の文字列全体と等しく

することができます)。フィールド長を短くしたり長くしたりするために使用

できます。指定した長さが既存の文字列より長い場合は、末尾に空

白が追加されます。

BLANKS( ) 指定された長さの空白文字列を作成します。文字データの先頭または

末尾に空白を追加するために使用できます。

LTRIM( ) 長さ調整 /両端揃え 文字データから先頭の空白を除去します。

TRIM( ) 文字データから末尾の空白を除去します。

ALLTRIM( ) 文字データから先頭と末尾の空白を除去します。

RJUSTIFY( ) 末尾の空白をすべて先頭の空白に変換させて、文字データを右寄せ

にします。
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Analytics 関数 カテゴリ 目的

UPPER( ) 大文字と小文字の変換 アルファベット文字を大文字に変換します。

LOWER( ) アルファベット文字を小文字に変換します。

PROPER( ) 各単語の先頭文字を大文字にし、残りの文字を小文字に変換しま

す。

INCLUDE( ) 書式の変更 文字列から指定された文字を抽出します。

たとえば、英数字のデータから数字だけを抜き出すことができます。

REMOVE( ) 文字列から指定された文字を抽出し、末尾に空白を追加することに

よって、元の文字列の長さを保持します。

EXCLUDE( ) 文字列から指定された文字を取り除きます。

たとえば、英数字のデータから数字を取り除くことができます。また、

"123-45-4536"からハイフンを除いて、文字列 "123454536"を出力す

ることができます。

OMIT( ) 文字列から、指定された文字または部分文字列を取り除きます。

たとえば、業者名から "Corporation"、"Inc."または "Ltd."を取り除きま

す。

INSERT( ) 文字列に指定された文字を挿入します。

たとえば、"123454536"にハイフンを挿入して、文字列 "123-45-4536"
を出力することができます。

SPLIT( ) 文字データをスペースやカンマなどの区切り文字に基づいてセグメントに

分け、指定されたセグメントを抽出します。

CLEAN( ) タブやキャリッジ リターンなどの無効な文字、および指定された任意の

文字を文字列から削除し、それ以降のすべての文字と、削除された文

字を空白に置き換えます。

REPLACE( ) 既存の文字列のすべてのインスタンスを新しい文字列で置き換えま

す。たとえば、"Rd."を "Road" と置き換えることができます。

DEC( ) 数値フィールドの小数点以下の桁数を指定します。
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データ結合方法の比較
Analyticsで異なるデータ結合方法を使用する利点と問題点について、以下で説明します。

メモ

追加、抽出と追加、およびマージは比較されます。これは、これらの方法が同一または

類似のレコード構造を持つテーブル同士を結合するからです。

結合は関連付けと比較します。これは、この2つの方法が異なるレコード構造を持つ

テーブル同士を結合するからです。

詳細については、"データ構造およびデータ書式の要件"ページ 918を参照してください。

追加、抽出と追加、およびマージ

要件 /機能 追加 抽出と追加 マージ

結合されるテーブルは同じ

データ構造である必要があ

ります。

いいえ はい はい

結果として生じる結合され

たテーブルは並べ替えられ

ています。

いいえ

ソーステーブルから抽出され

たレコードは、対象テーブル

にグループとして追加されま

す。

いいえ

ソーステーブルから抽出され

たレコードは、グループとし

て、対象テーブルの最後に

追加されます。

はい

両方のテーブルが並べ順に

基づき、新しい 3番目の

テーブルに挿入されます。

2つのテーブルを基とする

データにアクセスして分析す

る

はい はい はい

3つ以上のテーブルを基とす

るデータにアクセスして分析

する

はい 単一の抽出および追加操

作ではサポートされていませ

ん。複数の操作が必要とな

ります。

単一のマージ操作ではサ

ポートされていません。複数

の操作が必要となります。

物理的に別個の新規

Analyticsテーブルに結果を

出力する

はい いいえ はい

両方のテーブルのキーフィー

ルドの要件：

o 並べ替え
o 同じデータ型
o 同じ長さ

該当なし

追加はキーフィールドを使

用しません。

該当なし

抽出と追加はキーフィール

ドを使用しません。

はい

キーフィールドの数 該当なし 該当なし 1個以上のキーフィールドを

各テーブルから選択できま
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要件 /機能 追加 抽出と追加 マージ

追加はキーフィールドを使

用しません。

抽出と追加はキーフィール

ドを使用しません。

す。

結合と関連付け

メモ

結合したいテーブルが同じレコード構造をしている場合は、通常、追加、抽出 /追加、ま

たはマージを使用する必要があります。

機能の比較

機能 結合 関連付け

使用例 永久に結合された新しい 3番目の

テーブルを出力するため、調査作業の

準備ステップに適しています。

永続化されるという要件のない仮想

テーブルを作成するため、情報作業に

適しています。

2つのテーブルを基とするデータに同時

にアクセスして分析する

はい はい

3つ以上のテーブルを基とするデータに

同時にアクセスして分析する

いいえ

単一の結合操作ではサポートされてい

ません。複数の結合操作が必要となり

ます。

はい

単一の関連付け操作で、同時に最

大 18個までのテーブルのアクセス/分
析をサポートしています。

物理的に別個の新規 Analyticsテー

ブルに結果を出力する

はい いいえ

必要であれば、別の操作を実行し、

関連付けられたテーブル内にあるフィー

ルドの任意の組み合わせを新しいテー

ブルに抽出することができます。

キーフィールドの数 1個以上のキーフィールドを各テーブル

から選択できます。

テーブルの組ごとに1つのキーフィール

ドに限定されます。

テーブルの組間の正確な関係を確立

するために複数のキーフィールドが必

要な場合は、必要なキーフィールドを

連結するために、各テーブルに演算

フィールドを作成します。

操作の実行速度 遅い

結合操作の期間は、結合の複雑さ

と、主テーブルが並べ替えられているか

どうかによって変化します。

速い

実際のレコードの照合は、関連付けの

操作中には行われません。このため、

実行期間は結合よりもかなり短くなり

ます。
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機能 結合 関連付け

ファイルの後続の処理 速い

結合の結果は、フラット ファイル( .fil
ソースデータファイル)に格納されま

す。フラット ファイルは非常に速く処理

できます。

遅い

関連テーブル間のレコードの照合は後

続の処理時に行われるため、処理時

間が増えます。

ソースデータファイルからの更新 いいえ

結合の結果は、新しいソースデータ

ファイルに含まれる新しい第 3のテーブ

ルへ出力され、結合にかかわったソース

データファイルとの関連付けはなくなり

ます。

はい

関連テーブルは関連付けられたまま

で、関係にかかわるソースデータファイ

ルから更新することができます。

一致した主レコードおよび副レコード

(一致する 1件目の副レコード)

はい 直接はサポートされていません

テーブルを関連付けした後、フィルター

を使用して、一致する副レコードがあ

る主レコードを分離します。

一致した主レコードおよび副レコード

(重複する副レコードのすべての一致 )

多対多一致とも呼ばれます

はい いいえ

不一致の主レコード はい 直接はサポートされていません

テーブルを関連付けした後、フィルター

を使用して、一致する副レコードがな

い主レコードを分離します。

すべての主レコードおよび一致した副

レコード

はい はい

すべての副レコードおよび一致した主

レコード

はい いいえ

すべての主レコードおよび副レコード

(一致および不一致 )
はい いいえ

要件の比較

要件 結合 関連付け

結合されるテーブルは同じデータ構造

である必要があります。

いいえ いいえ

キーフィールドのデータ型は、テーブル

の組ごとで同じでなければならない

変わる

文字 -数値、または数値 -文字の結

合では必要ありません。Analyticsに

はい
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要件 結合 関連付け

よって自動的に調整されます。その他

すべての可能性では必須です。

キーフィールドの長さは、テーブルの組

ごとで同じでなければならない

推奨 (強制されません)

2つの文字キーフィールドの長さは、

Analyticsによって自動的に調整され

ます。

推奨 (強制されません)

処理に必要なディスクの空き領域 多い

結合は、新しい第 3のテーブルを作成

します。このテーブルは、結合の性質に

よって、元の2つのテーブルを合わせた

よりも大きくなることがあります。

少ない

子テーブルのインデックスを作成するた

めの最低限のディスク空き容量が必要

です。

テーブルは並べ替えられているか、イン

デックスが作成されている必要がある

並べ替え、［あらかじめ並べ替える］、
またはインデックスは、副テーブルでは

必須、主テーブルでは任意です。

子テーブルではインデックスが必須

(テーブルを関連付けるときに自動的

に作成されます)で、親テーブルの並べ

替えまたはインデックスは任意です。
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テーブルの追加

テーブルの追加により、2つ以上のAnalyticsテーブル内のレコードが新しいテーブルに結合されます。分

析を実行する前に、複数のテーブルを単一のテーブルの最後に追加しなければならない場合がありま

す。

たとえば、1年全体に相当するデータに対して分析を実行したいが、データが12の月間 Excelワーク

シートに分散している場合を考えます。個別のワークシートを Analyticsにインポートした後に、それらを

最後に追加し、分析用の単一の年次テーブルを作成できます。

追加作業の方法
ここで、追加とはレコード グループを別のレコード グループの末尾に付加することです。各ソーステーブル

内のレコードが、それらのテーブルを選択する順序と同じ順序で追加されます。新しいテーブルには、最

初に選択したテーブルのレコード、2番目に選択したテーブルのレコード、...というような順序で格納され

ます。

各ソーステーブルは、レコード構造が同じでも異なっていてもどちらでも構わず、また、並べ替えても並べ

替えなくても構いません。

フィールドが追加される仕組み
複数のテーブルのレコードを追加するときには、レコード内の個別のファイルが追加される方法は、フィー

ルドに同一の名前があるか一意の名前があるかどうかによって異なります。

名前が同じフィールド

同じ物理名と同じデータカテゴリを持つソーステーブルフィールドは、互いのフィールドに直接追加されま

す。

次の図で、フィールド A、B、Cはすべて直接追加されます。
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名前が一意のフィールド

すべてのソーステーブルにおいて一意である物理名を持つフィールドは、出力テーブルには追加されます

が、互いのフィールドには直接追加されません。

次の図で、フィールド A とEは、このフィールド追加法が使用されたフィールドの例です。
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ヒント

名前が異なるフィールドを直接追加したい場合は、事前に各テーブルレイアウト内の

フィールドの物理名を統一しておいてください(フィールドが同じデータカテゴリに属してい

るか、フィールドのデータカテゴリを一致させていると仮定します。)詳細については、"物
理フィールドを定義する"ページ 790を参照してください。

追加の実行に適する場面
追加は、構造が同じまたは類似である複数のテーブル内のデータを結合したい場合に使用できます。た

とえば、月次テーブルまたは四半期テーブルを年次テーブルに結合する場合に使用することをお勧めしま

す。

ヒント

APPENDコマンドを 1回実行しただけで、APPENDオプションを指定したEXTRACTコ

マンドの複数回の実行結果が置き換えられます。

例

シナリオ
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1年全体に相当するデータに対して分析を実行したいが、データが12の月間取引テーブルに分

散している場合を考えます。

アプローチ

12の月間テーブルのデータを、それらのすべてを含む単一の年間テーブルに追加し、その後に分

析を実行します。

追加に適さない場合とは

追加は結合および関連付けの代替としては使用できません。その理由は、共通キーフィールド内の一

致する、または一致しない値に基づいてレコードを包含または除外することができないためです。追加で

は、すべてのソーステーブル内の全レコードが出力テーブルに追加されます。

類似性がまったくないテーブルの追加

類似性がまったくないテーブル、つまり共通のフィールドがない 2つ以上のテーブルを追加することができま

す。類似性がないテーブルを追加することが分析目的に資する場合もあります(これは追加の意図した

主な用途ではありませんが)。

すべてのフィールドまたは共通フィールドのみの
追加
テーブルを追加する場合、オプションは 2つあります。

l すべてのソーステーブル内の全フィールドを追加する
l すべてのソーステーブルに共通のフィールド、つまりすべてのテーブルに存在するフィールドのみを追

加する

フィールドが共通と見なされるためには、同じ物理名を持ち、次のいずれかのデータカテゴリのうち同じ

データカテゴリに属している必要があります。

l 文字
l 数値
l 日付時刻
l 論理

例：3つの従業員テーブルの追加

従業員データを分析する前に、3つの従業員テーブルを従業員マスターテーブルに追加したいと

します。
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これら 3つのテーブルには、どのテーブルにも存在する 3つの共通フィールドがあります。

l Employee_number
l First_name
l Last_name

さらに、1つまたは 2つのテーブルには存在するが、3つのテーブルすべてに存在するわけではな

い、共通でないフィールドが2つあります。

l Middle_name
l Email

入力

これら追加対象となる 3つのテーブルは次のとおりです。

テーブル名 フィールド

Employees_
central

Employees_
east

Employees_
west

出力 –すべてのフィールドが追加されます。

すべてのフィールドを追加する場合は、これら追加される 3つのテーブル内の全レコードと全フィー

ルドが出力テーブルに追加されます。

ソーステーブルにフィールドがない場所は、出力テーブルでは空白値になります。
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テーブル名 フィールド

Employees_
master

出力 –共通フィールドのみが追加されます。

共通フィールドのみを追加する場合は、追加される 3つのテーブル内の全レコードと共通フィール

ドのみが出力テーブルに追加されます。

テーブル名 フィールド

Employees_
master

自動調整
次の場合、Analytics により、フィールドを追加するために、フィールドが自動的に調整されます。

フィールドのデータカ

テゴリ 調整の実行

文字 o 異なるフィールド長は調整されます。
o フィールドを ASCIIまたはUNICODE データ型に変換することで、カスタム、PCASCII、EBCDIC

など様々な文字データ型が調整されます。

数値 o 異なるフィールド長は調整されます。フィールドはACL データ型に変換されます。
o 異なる小数点以下桁数が定義されている場合は、調整されます。小数点以下桁数は、必要

に応じて数値の末尾にゼロが付加されて、最大の桁数に統一されます。フィールドはACL デー

タ型に変換されます。
o フィールドを ACL データ型に変換することで、Print、Float、EBCDIC、Microなど複数のデータ
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フィールドのデータカ

テゴリ 調整の実行

型が調整されます。

日付時刻 o フィールドを Analyticsのデフォルト書式に変換することで、ソースデータ内にある複数の日付書

式、日付時刻書式、時刻書式が調整されます。
l YYYYMMDD
l YYYYMMDD hh:mm:ss
l hh:mm:ss

自動調整が実行されない場合とは

次の場合、フィールドはAnalyticsによって自動調整されません。エラーメッセージが表示され、追加操

作は実行されません。

l 名前が同じ 2つのフィールドが異なるデータカテゴリに属する
l 名前が同じ 2つの日付時刻フィールドが異なる日付時刻サブタイプ(日付、日付時刻、時刻 )に

属する
l 名前が同じ 2つの日付時刻フィールドにおいて、タイムゾーンインジケーターの使用有無が一致し

ていない

これらの状況のいずれかが発生した場合は、"ユーザーが指定した一致"下 を参照してください。

ユーザーが指定した一致
[最後に追加 ]ダイアログボックスの2つのオプションを使用すると、異なるデータカテゴリに属する同一の

名前のフィールドを一致させ、エラーなくフィールドを追加することができます。オプションは、文字型データ

カテゴリの同じ名前のフィールドを統一することによって動作します。

l 共通フィールドを調整するために文字データ型を使用する –ことで文字型でないフィールドを文字

データカテゴリに変換するのは、そうすることが調整上必要な場合に限ります。
l すべてのフィールドを文字型データに変換すると、–一致のために必要とされるか否かにか関わら

ず、文字データカテゴリにすべてのテーブルが最後に追加されます

例

シナリオ

Employee_IDフィールドが1つのテーブル内の文字型データであり、もう 1つのテーブル内の数値

データである 2つのテーブルを最後に追加したいとします。

アプローチ

[最後に追加 ]ダイアログボックスで、［文字データ型を使用して、共通フィールドを(異なるデータ

型と)合わせます］を選択します。数値的 Employee_IDフィールドは文字データに変換され、2つ
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のフィールドはエラーなしで追加されます。Employee_IDフィールドは文字データに変換され、2つ

のフィールドはエラーなしで最後に追加されます。

ヒント

文字型データのカテゴリを一致させることがニーズを満たしていない場合は、異なる手法

を使用してフィールドを手作業で一致させるか、1つ以上のフィールドを再定義すること

ができます。詳細については、"フィールドの一致"ページ 921と "物理フィールドを定義す

る"ページ 790を参照してください。

演算フィールドがサポートされていない
演算フィールドを追加できません。テーブルを追加する場合、ソーステーブル内のすべての演算フィールド

は自動的に出力テーブルから除外されます。

あるソーステーブル内の演算フィールドが、別のソーステーブル内の物理フィールドと同じ名前を持ってい

る場合には、エラーメッセージが表示され、追加処理は実行されません。

ヒント

演算フィールドを追加するには、まずこのようなフィールドを抽出して、物理フィールドに変

換します(詳細については、"データを抽出して追加する"ページ 945を参照してくださ

い)。次に、演算フィールドの抽出先となったテーブルを追加操作で使用します。

別のアプローチとしては、追加された出力テーブルに演算フィールドを再作成します。

レコード ノート フィールドがサポートされていな
い
レコード ノート フィールドを追加できない場合です。テーブルを追加する場合、ソーステーブル内のすべて

のレコード ノート フィールドは自動的に出力テーブルから除外されます。

あるソーステーブル内のレコード ノート フィールドが、別のソーステーブル内の物理フィールドと同じ名前

を持っている場合には、エラーメッセージが表示され、追加処理は実行されません。

レコード ノート フィールドは、レコードにノートを追加したときにAnalyticsによって自動的に生成されるも

のです。詳細については、"レコード ノートの追加と編集"ページ 185を参照してください。

追加に関する追加情報
以下のテーブルでは追加に関する追加情報を提供します。
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機能分野 詳細

レコード長

追加時にすべてのソーステーブル内の全フィールドを含めるには、出力テーブルのレコード長がソー

ステーブル内の最も長いレコードより長くなる可能性があります。

出力テーブルのレコード長がAnalyticsの上限である 32 KBを超えると、エラーメッセージが表示さ

れます。

日付時刻フィールド

2つ以上の日付時刻フィールドを追加するには、次の条件を満たす必要があります。

o 物理名が同じ
o データカテゴリが同じ(日付時刻 )
o データサブタイプが同じ(日付、日付時刻、時刻 )
o タイムゾーンインジケーターの使用有無の一致 –追加対象となるすべてのフィールドで使用する

か、使用しないかのいずれか

メモ

異なる日付時刻フィールドを文字データカテゴリに変換してすることでこれらの

フィールドを一致させ、それから最後に追加ことができます。このアプローチでは、

データを 1つのテーブルに結合することができます。ただし、ソースデータの性質に

よっては、結合されたデータを日付時刻データに戻すことができない場合がありま

す。

小数点以下桁数

小数位がある数値フィールドの追加は、特定の動作によって制御されます。

小数位設定

追加操作では、テーブルレイアウトのフィールド定義にある小数位設定に定義された小数点以下

桁数が使用されます。

メモ

小数位設定は、ソースデータ内の実際の小数点以下桁数とは同じでない場合

があります。小数位設定を超える小数点以下桁数は未定義のため、計算では

丸められます。

統一されていない小数位設定

最後に追加された数値フィールドの小数位設定が統一されていない場合には、それらのフィールド

はACLデータ型に変換され、最も長い小数位設定に自動的に調整されます。

最も長い小数位設定を超えるソースデータファイル内の小数点以下桁数は、追加操作で生成さ

れる出力テーブルから除外されます。

統一されている小数位設定

追加された数値フィールドの小数位設定が統一されている場合には、データ型変換も調整も行わ

れません。

小数位設定を超えるソースデータファイル内の小数点以下桁数は、追加操作で生成される出力

テーブルに追加されます。

並べ替え

ソーステーブルに存在するすべての並べ替え順は、出力テーブル内のそれぞれのレコード セットで

別々に保持されます。

たとえ両方のテーブルのレコードが並べ替えられていても、結果として生じる結合されたテーブルは、

並べ替えられていないテーブルと見なされます。これは、抽出されたレコードを出力先テーブルの末

尾にグループとして追加するときに、出力先テーブルの既存の並べ替え順が何も考慮されないから

です。

たとえば、月次または四半期テーブルを追加して年次テーブルを作成する場合は、月次または四
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機能分野 詳細

半期データの内部並べ替えは保持されます。必要であれば、追加操作を実行した後で、出力

テーブルを並べ替えることもできます。

フィールドの順番

共通フィールド

ソーステーブルの共通フィールドは、同じ順序になっていなくても追加できます。

たとえば、以下のフィールドは順序が異なっていても正常に追加されます。

テーブル フィールド

表 1 ラストネーム |ファーストネーム | ミドルネーム

表 2 ファーストネーム | ミドルネーム |ラストネーム

出力テーブル内でのフィールドの順序は、［最後に追加］ダイアログボックスで選択した最初のテーブ

ルによって決まります。したがって、上の例では、出力テーブルの順序は次のようになります。

o ラストネーム |ファーストネーム | ミドルネーム

共通でないフィールド

ソーステーブル内の共通でないフィールドは、選択したテーブルグループに出現している順に出力

テーブルに出力されます。

たとえば、以下の2つのテーブルを追加する場合を考えます。

テーブル フィールド

表 1 役職 |ラストネーム |ファースト ネーム | ミドルネーム

表 2 ファーストネーム | ミドルネーム |ラストネーム |生年月日

出力テーブルでの順序は次のようになります。

o 役職 |ラストネーム |ファーストネーム | ミドルネーム |生年月日

代替列見出し

ソーステーブルの代替列見出しは、出力テーブルにも出力されます。複数のソーステーブルで同じ

フィールドに代替列見出しがある場合は、最初に選択したテーブルの代替列見出しが優先的に出

力されます。
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テーブルを追加する

2つ以上のAnalytics テーブルを追加することで、ソーステーブル内のすべてのデータ、またはソーステーブ

ル内の共通フィールドのみを含んだ、新しいテーブルを作成できます。

［最後に追加］ダイアログボックスでテーブルを選択した順序に基づいて、それらのテーブル内のレコードが

新しいテーブルにおいて縦方向に追加されます。

手順
1. Analytics のメインメニューから、［データ >最後に追加］を選択します。
2. ［最後に追加］ダイアログボックスの［利用可能なテーブル］リストで、新しいテーブルへのそれらの

テーブルの追加順序と同じ順序で、それらのテーブルをダブルクリックします。

それらのテーブルが［選択されたテーブル］領域に追加されます。テーブル名の前にある番号は、

［選択されたテーブル］領域におけるそのテーブルの順序を示します。この順序は、各テーブルが出

力テーブルに追加された順序でもあります。

3. (オプション)選択したテーブルの順序を並べ替えたり、各テーブルが出力テーブルに最後に追加さ

れた順序を変更したりするには、任意のテーブルをドラッグします。

メモ

テーブルは、そのヘッダーを使ってドラッグして、別のテーブルにドロップします。

4. (オプション) ［テーブルフィールドの非表示 ］をクリックすると、テーブルフィールド一覧が折りた

たまれます。または、［選択したテーブルの削除 ］をクリックすると、［選択されたテーブル］領域

からテーブルが削除されます。
5. (オプション)選択したすべてのテーブルに存在するフィールドのみを出力テーブルに追加したい場合

は、［共通フィールドのみ］をオンにします。

このオプションをオンにする場合、結合対象のテーブルの間で少なくとも 1つのフィールドが共通で

ある必要があります。

メモ

フィールドが "共通"と見なされるためには、同じ物理名を持ち、同じデータカテゴリ

に属しているか、同じデータカテゴリに属するように一致している必要があります。

演算フィールドを追加できません。詳細については、"演算フィールドがサポートされ

ていない"ページ 935を参照してください。

6. (オプション)出力テーブルに［ソーステーブル］フィールドを含めたい場合は、［テーブル名の追加］を
オンにします。
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出力テーブルの各レコードの［ソーステーブル］フィールドには、そのレコードのソーステーブルが表

示されます。

ヒント

追加するソーステーブルの名前を含めておくと、出力テーブルのデータを分析する

際に役立つ可能性のある情報が得られます。

7. (オプション)同じ名前のフィールドのデータカテゴリを一致させる必要がある場合は、以下のいずれ

かを選択します:

l 文字データ型を使用した共通フィールドの調整 –により、文字型でないフィールドが文字データ

カテゴリに変換されるのは、そうすることが調整上必要な場合に限ります。

たとえば、数値データ型を使用しているあるテーブル内の請求日フィールドと、日付データ型を

使用している別のテーブル内の請求日フィールドが、どちらも文字データカテゴリに変換されま

す。

l すべてのフィールドを文字型データに変換すると、–一致のために必要とされるか否かにか関わら

ず、文字データカテゴリにすべてのテーブルが最後に追加されます
8. (オプション)出力テーブルを自動的に開くようにするには、［出力テーブルの使用］をオンにします。
9. ［保存先］テキストボックスに、新しいテーブルの名前を指定します。

絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、［参照］をクリックして別のフォルダーを指定した

り、あるいはプロジェクトの場所以外の場所に新しいテーブルを保存したりすることもできます。

例：C:\Data\Annual_table.filまたは Data\Annual_table.fil。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

10. ［OK］をクリックして、新しいテーブルへの追加を確定します。

フィールドの調整に関する通知が表示される場合には、フィールドを変換して調整したくない理由

があるときを除いて、［はい］をクリックします。詳細については、"自動調整"ページ 933を参照して

ください。

上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。
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データの抽出と追加

データの抽出と追加では、1つのAnalyticsテーブルからレコードまたはフィールドを抽出して、別の

Analyticsテーブルの最後にグループとして追加することができます。抽出はコピーと同じです。末尾に追

加は追加と同じです。2つのテーブルを並べ替えるか並べ替えを解除します。

(対象テーブル)に追加するテーブルのサイズは大きくなります。新しいテーブルは作成されません。

抽出 /最後に追加の操作を複数回繰り返すことによって、たとえば、月次または四半期のテーブルを組

み合わせて 1つの年次テーブルにするなどの、有用なタスクを実行できます。

例

シナリオ

従業員レコードのセット全体に対して分析を実行したいが、新しい従業員のレコードがまだ従業

員マスターテーブルに含まれていない場合を考えます。

アプローチ

新しい従業員のレコードを抽出し、それらを従業員マスターテーブルの最後に追加して、分析を

実行します。

ヒント

APPENDコマンドを 1回実行しただけで、APPENDオプションを指定したEXTRACTコ

マンドの複数回の実行結果が置き換えられます。

詳細については、"テーブルの追加"ページ 928を参照してください。
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抽出と追加のベスト プラクティス
データを抽出および追加するときには、元のデータファイルには決してレコードを追加しないことが、最良

の方法です。

最初に、元のテーブルから新しいテーブルへレコードを抽出することにより、新しい出力先テーブルを作成

する必要があります。その後、1つまたは複数のソーステーブルからレコードを抽出し、それらを新しいテー

ブルに追加します。

この方法をとれば、抽出 /最後に追加の処理で何らかの問題が発生した場合に元のデータファイルが保

持されます。

データを抽出および追加するときのさまざまな
オプション
データの抽出および追加時には、3つの異なるオプションを選択できます。

オプション 説明

レコード単位で抽出

レコード全体を抽出します。

o フィールドは、テーブルレイアウトに現れる順序と同じ並びで抽出されます。
o ソーステーブルとターゲット テーブルのデータ構造は完全に同じである必要があります。

ビュー単位で抽出

現在のビューにあるすべてのフィールドを抽出します。

o フィールドは、ビューに現れる順序と同じ並びで抽出されます。
o ソーステーブルとターゲット テーブルで、対応するフィールドのデータ構造が完全に同一である必

要があります。

フィールド単位で抽

出

フィールドを個別に選択して抽出します。

o フィールドは、選択した順序で抽出されます。
o ソーステーブルとターゲット テーブルで、対応するフィールドのデータ構造が完全に同一である必

要があります。

オプション間の主な違い

次の図では、レコード単位、ビュー単位、フィールド単位の抽出および追加の主な違いを示しています。

レコード単位で抽出および

追加

図の左側の2つのテーブルとフィールド

A、B、Cに示すように、フィールドの数と順序はソースとターゲット テーブルで同じである必要

があります。

ビュー単位、フィールド単位

の抽出および追加

図の右側の2つのテーブルに示すように、

ソースとターゲット テーブルのフィールドの数と順序同じである必要がありません。

このような状況では、ターゲット テーブルのフィールド数と順序に一致するように、ソーステーブ
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ルでビューを調整することか、抽出するときに適切なフィールドを選択することができます。

次の例では、D、B、Eの順序でビューにフィールドを配置するか、フィールドを選択します。

フィールド AおよびCを省略します。

抽出および追加するときの並べ替えの仕組み
抽出して追加するときには、ソースおよびターゲット テーブルに存在するすべての並べ替え順は、結果とし

て生じる結合されたテーブル内のそれぞれのレコード セットで別々に保持されます。

たとえ両方のテーブルのレコードが並べ替えられていても、結果として生じる結合されたテーブルは、並べ

替えられていないテーブルと見なされます。これは、抽出されたレコードを出力先テーブルの末尾にグルー

プとして追加するときに、出力先テーブルの既存の並べ替え順が何も考慮されないからです。

たとえば、月次または四半期テーブルを抽出して、年次テーブルを作成する場合は、月次または四半期

データの内部並べ替えは保持されます。必要であれば、抽出 /最後に追加操作を 1回または複数回実

行した後、結果として生じた結合テーブルを並べ替えることができます。

サーバーテーブルおよびローカルテーブルから
の抽出と追加
サーバーテーブルとローカルテーブルの両方からデータを抽出 /最後に追加することができます。サーバー

テーブルから抽出されたデータは、サーバー上またはローカルコンピューター上のテーブルに追加できます。

ローカルテーブルから抽出されたデータは、ローカルコンピューター上のテーブルにのみ追加できます。

データを抽出および追加するときの必要条件
データを抽出および追加する場合、その操作を成功させるためには、対象とするデータが、ある条件を満

たしている必要があります。データが条件を満たさない場合は、規則性のないデータ、データ不足、ある

いは不正確なデータとなる可能性があります。
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フィールド レベルのデータ構造の違いによって、データの正常な抽出 /追加が妨げられている場合は、

フィールドを一致させることができるかもしれません。詳細については、"フィールドの一致"ページ 921を参

照してください。

レコード構造が異なる(つまり、データ要素が同一でない)テーブルについては、結合または関連付けを使

用します。

ヒント

場合によっては、Analytics外でデータを結合する方が簡単あるいは実用的であることも

あります。フィールド間で一貫性がないために、Analyticsでデータを追加することが困難

な場合は、"データの結合の代替方法"ページ 917を参照してください。

次の表は、異なる抽出および追加オプションの要件をまとめています。

要件

レコード単位で抽出および

追加

ビュー単位で抽出および追

加

フィールド単位で抽出およ

び追加

フィールド(データ要素 )

ソーステーブルとターゲット

テーブルで、フィールド(デー

タ要素 )が同一でなければ

ならない。

はい いいえ

ターゲット テーブルのフィール

ドが、ソーステーブルのフィー

ルドのサブセットとなることも

あります。

いいえ

ターゲット テーブルのフィール

ドが、ソーステーブルのフィー

ルドのサブセットとなることも

あります。

フィールドの順番

ソーステーブルとターゲット

テーブルの対応するフィール

ドが、テーブルレイアウトに

おいて同じ順序で並んでい

る必要がある。

はい いいえ

ソーステーブルビューの

フィールドは、ターゲット テー

ブルのテーブルレイアウトの

フィールドと同じ順序で並ん

でいる必要があります。

いいえ

ソーステーブルのフィールド

は、ターゲット テーブルの

テーブルレイアウトのフィール

ドと同じ順序で選択する必

要があります。

フィールドの数

ソーステーブルとターゲット

テーブルで、フィールドの数

は同じである必要がありま

す。

はい いいえ

ソーステーブルビューの

フィールド数は、ターゲット

テーブルのテーブルレイアウ

トのフィールド数と同じであ

る必要があります。

いいえ

ソーステーブルで選択する

フィールド数は、ターゲット

テーブルのテーブルレイアウ

トのフィールド数と同じであ

る必要があります。

ビューの構造

ソーステーブルビューのデー

タ構造は、ターゲット テーブ

ルのテーブルレイアウトと同

一である必要がある。

いいえ はい いいえ

レコード長

ソーステーブルとターゲット

テーブルで全レコード長が

同一である必要がある。

はい いいえ いいえ

フィールド長 はい はい はい
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要件

レコード単位で抽出および

追加

ビュー単位で抽出および追

加

フィールド単位で抽出およ

び追加

ソーステーブルとターゲット

テーブルで、対応するフィー

ルドの長さが同一である必

要がある。

フィールド名

ソーステーブルとターゲット

テーブルで、対応するフィー

ルドの名前が同一である必

要がある。

いいえ いいえ いいえ

ターゲット フィールド名は結果の結合されたテーブルで使用されます。

開始位置

ソーステーブルとターゲット

テーブルで、対応するフィー

ルドの開始位置が同一で

ある必要がある。

はい いいえ いいえ

データ型

ソーステーブルとターゲット

テーブルで、対応するフィー

ルドのデータ型が同一であ

る必要がある。

はい はい はい

日付時刻書式

ソーステーブルとターゲット

テーブルで、対応するフィー

ルドの日付書式および日

付時刻書式が同一である

必要がある。

はい はい はい
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データを抽出して追加する

1つのAnalyticsテーブルからレコードまたはフィールドを抽出し、別のAnalyticsテーブルの末尾にそれら

をグループとして追加することができます。フィールドのレコードには、2つのテーブルで同じ構造が必要で

す。2つのテーブルを並べ替えるか並べ替えを解除します。結果として生じる結合されたテーブルは、並べ

替えられていないものと見なされます。

手順

メモ

手順の後に詳細情報が表示されます。"［抽出］ダイアログボックスのオプション"見開き

ページを参照してください。

1. ナビゲーターで、レコードまたはフィールドを抽出するテーブルを開きます。
2. ［データ >抽出］の順に選択します。
3. ［メイン］タブで、次のいずれかを選択します。

l ［レコード］–はレコード全体を抽出します。

l ビュー –は現在のビューにあるすべてのフィールドを抽出します。

メモ

ビュー内のフィールドの数、選択、および順序は、出力先テーブルのテーブルレ

イアウトで定義されるフィールドの数、選択、および順序と厳密に一致している

必要があります。

l フィールド –はフィールドを個別に選択して抽出します。
4. ［フィールド］を選択すると、［抽出フィールド］リストから適切なフィールドを選択します。

ヒント

隣接する複数のフィールドを選択するには、Shiftキー + クリックを、隣接していな

い複数のフィールドを選択するには、Ctrlキー + クリックを利用できます。

メモ

選択するフィールドの数、選択、および順序は、出力先テーブルのテーブルレイア

ウトで定義されるフィールドの数、選択、および順序と厳密に一致している必要が

あります。

5. ［保存先］テキスト ボックスに、出力先テーブルの名前を指定します。
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6. ［詳細］タブ
a. (省略可能 )レコードのサブセットのみが処理されることを指定するには、［範囲］パネルでオプ

ションのいずれかを選択します。

b. ［OK］をクリックします。

［抽出］ダイアログボックスのオプション
次の表は、［抽出］ダイアログボックスのオプションの詳細を示します。

［メイン］タブ

オプション -抽出ダイ

アログボックス 説明

レコード

ビュー

フィールド

抽出方法を指定します。

o ［レコード］–はレコード全体を抽出します。レコード内のフィールドは、テーブルレイアウトに現れ

る順序と同じ並びで抽出されます。
o ビュー –は現在のビューにあるすべてのフィールドを抽出します。フィールドは、ビューに現れる順序

と同じ並びで抽出されます。
o フィールド –はフィールドを個別に選択して抽出します。フィールドは、選択した順序で抽出されま

す。

1つ以上の演算フィールドを抽出するには

o ［レコード］を選択すると、抽出されたフィールドは演算式として保持されます。
o ［ビュー］または［フィールド］を選択すると、抽出されたフィールドは適切なデータ型の物理フィー

ルドに変換され、実際に計算された値が格納されます。

メモ

演算フィールドと物理フィールドをお互いに追加することはできません。

詳細については、"演算フィールドの抽出と追加"ページ 949を参照してください。

テーブルの関係における子テーブルからデータを抽出したい場合：

o その子テーブルのフィールドがビューに追加済みであれば、［フィールド］あるいは［ビュー］を選択し

ます。

［レコード］オプションを使って子テーブルのデータを抽出することはできません。

抽出フィールド

［フィールド］を選択した場合は、抽出するフィールドを指定します。

o ［抽出フィールド］リストから適切なフィールドを選択します。
o ［抽出フィールド］をクリックして、適切なフィールドを選択するか、または式を作成して、［OK］を

クリックします。

テーブルの関係における子テーブルからフィールドを選択したい場合：

o ［抽出フィールド］をクリックします。［選択済みのフィールド］ダイアログボックスの［対象テーブル］
ドロップダウンリストを使用して、適切な子テーブルを選択できます。

もし次の (省略可能 )レコードを処理から除外する条件を作成できます
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オプション -抽出ダイ

アログボックス 説明

［If］テキスト ボックスに条件を入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して

WHILEステートメントを作成することができます。

変換先

対象テーブルの名前と場所を指定します。

o ［保存先］テキスト ボックスに、出力先テーブルの名前を指定します。
o ［保存先］ボタンをクリックして、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスで出

力先テーブルの名前を指定するか、または既存のテーブルを出力先テーブルとして選択します。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェクト

の場所以外の場所にある出力先テーブルにデータを追加したりすることもできます。たとえば、

C:\Results\GL_2011.filまたは Results\GL_2011.fil と指定します。

データの追加先に関係なく、出力先テーブルが開いているプロジェクトにまだ存在しないときは、プロ

ジェクトに追加されます。

ローカル

サーバーテーブルに接続している場合は、出力テーブルを保存する場所を指定します。

o ［ローカルを選択 –］では、Analytics プロジェクトと同じ場所、または移動先の場所に出力テーブ

ルを保存します。
o AXサーバーのPrefixフォルダーに出力テーブルを保存する場合は、［ローカル –］を選択解除さ

れたままにしておきます。

出力テーブルを開く

操作の完了時に、出力結果を含んでいる Analyticsテーブルを自動的に開くかどうかを指定しま

す。

［詳細］タブ

オプション -抽出ダイ

アログボックス 説明

範囲パネル

処理されるソーステーブルのレコードを指定します。

o すべて –(デフォルト )ソーステーブルのすべてのレコードが処理されます。

o 先頭 – –このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ソーステーブル内の先頭レ

コードから処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

o 次 – –このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ソーステーブルビュー内で現

在選択されているレコードから処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とさ

れます。

行内のデータではなく、左端の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

o While – – WHILEステートメントを使用して、条件に基づいてソーステーブル内のレコードの処理

を制限するには、このオプションを選択します。

l ［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または［While］ボタンをクリックし、式ビルダー

を利用してWHILEステートメントを作成することができます。

l WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、レコードを処理する

ことができます。
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オプション -抽出ダイ

アログボックス 説明

l Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することが

できます。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な

順番またはインデックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィル

ターやクイックソートは一切無視します。ただし、分析操作の結果ではすべての

フィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作しま

す。

EOF(ファイルの終わ

り処理 )

(省略可能 )テーブルの終わりに達したときに、もう一度抽出操作が実行されるようにします。

EOFパラメーターは通常、大規模な分析プロセスの一環としてレコードを抽出するとき、Extractコ
マンドがスクリプトのグループ内で発生する場合に使用されます。シーケンシャルレコード間の比較

に基づいてレコードを抽出する場合は、テーブルの最後のレコードが確実に抽出されるように、EOF
を使用する必要があるかもしれません。

既存のファイルに追

加する

出力結果が既存のAnalyticsテーブルの最後に追加されることを指定します。

o レコードまたはフィールドと出力先テーブルの構造がまったく同じであることがわかっている場合

は、［既存のファイルに追加する］を選択します。
o 出力結果と既存のテーブルのレコード長を Analyticsに比較させたい場合は、［既存のファイル

に追加する］を選択解除されたままにしておきます。レコード長が同一でなければ、データ構造

は同じではなく、追加は正しく動作しません。

メモ

出力結果と既存のテーブルの構造が同一であるかどうかが不確かな場合は、［既
存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておくことをお勧めします。

追加およびデータ構造の詳細については、"既存テーブルへの出力結果の追加"
ページ 207を参照してください。

OK

処理を実行します。

上書きを確認するメッセージが表示されたら、［最後に追加］を選択します。

［最後に追加］オプションが表示されることを期待していたのに表示されない場合は、［いいえ］をク

リックして操作をキャンセルし、"既存テーブルへの出力結果の追加"ページ 207を参照してください。
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演算フィールドの抽出と追加
演算フィールドと物理フィールドをお互いに追加することはできません。出力元と出力先のテーブルの一

方に演算フィールドが含まれている場合は、対応する演算フィールドと物理フィールドの間に不一致が存

在するおそれがあります。強制的に追加操作を実行した場合 ( ［抽出］ダイアログボックスで［既存のファ

イルに追加する］をオンにする)、不一致によって雑然としたデータが生じる結果となります。

レコード単位、ビュー単位、フィールド単位の
抽出
データの抽出時に選択するオプションである［レコード］、［ビュー］または［フィールド］によって、対応する演

算フィールドと物理フィールドの間に不一致が生じるか、または不一致が調整されます。

l ［レコード］を選択すると、抽出された演算フィールドは演算式として保持されます。
l ［ビュー］または［フィールド］を選択すると、抽出された演算フィールドは物理フィールドに変換さ

れ、実際に計算された値が格納されます。

演算フィールドを伴う抽出 /追加を行うときは、適切なオプションを選択し、場合によっては、以下に概説

されている予備手順を実行する必要があります。

演算フィールドと物理フィールドを一致させる
次のテーブルは、抽出と追加を行うときのさまざまなフィールドの組み合わせを取りまとめ、対応する演算

フィールドと物理フィールドを一致させるために必要な手順を概説しています。

対応する 2つの演算フィールドが、異なる式を使用していることもあります。このような状況では、出力先

の式が出力元の式よりも優先されます。また、結合されたデータが有効であることを確認するために、いく

つかの予備手順を実行することが必要になるかもしれません。

抽出の［レコード］オプションを使用する場合に調整する

出力先：演算フィールド 出力先：物理フィールド

出力

元：演
算フィー

ルド

追加しても不一致は生じません。

出力元と出力先の演算フィールドが異なる式を使用

している場合は、出力先フィールドの式が優先されま

す。これにより、出力元フィールドの計算値は無効に

なる可能性があります。

両方の式を見直して、相違が正当なものであることを

確認してください。そうであれば、抽出の［ビュー］また

は［フィールド］オプションを使用して、出力元と出力

先の両方の演算フィールドを新しいテーブルの物理

追加すると不一致が生じます。

改善策：抽出の［ビュー］または［フィールド］オプション

を使用して、出力元テーブルからデータを抽出しま

す。
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出力先：演算フィールド 出力先：物理フィールド

フィールドに変換してから、新しいテーブルに追加する

ことができます。

出力

元：物
理フィー

ルド

追加すると不一致が生じます。

改善策：抽出の［ビュー］または［フィールド］オプション

を使用して、既存の出力先テーブルから新しい出力

先テーブルを作成します。出力元テーブルから必要な

レコードまたはフィールドを抽出し、それらを新しい出

力先テーブルに追加します。

追加しても不一致は生じません。

抽出の［ビュー］または［フィールド］オプションを使用する場
合に調整する

出力先：演算フィールド 出力先：物理フィールド

出力

元：演
算フィー

ルド

追加すると不一致が生じます。

改善策：抽出の［レコード］オプションを使用して、出

力元テーブルからデータを抽出します。

追加しても不一致は生じません。

出力

元：物
理フィー

ルド

追加すると不一致が生じます。

改善策：抽出の［ビュー］または［フィールド］オプション

を使用して、既存の出力先テーブルから新しい出力

先テーブルを作成します。出力元テーブルから必要な

レコードまたはフィールドを抽出し、それらを新しい出

力先テーブルに追加します。

追加しても不一致は生じません。
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テーブルのマージ

テーブルのマージを使用すると、レコード構造が同一である 2つの並べ替え済みのAnalyticsテーブルを

結合して、元のテーブルと同じ並び順になっている第 3の新しいテーブルに出力することができます。マー

ジはレコードの挿入によって動作します。既存の並べ順に従って、レコードを結合することを意味します。

並べ替えられた従業員テーブルの並べ順を保持する統合テーブルと組み合わせるなど、有用なタスクを

実行するために、マージ処理を使用できます。

例

シナリオ

従業員レコードのセット全体に対して分析を実行したいが、レコードが2つの課員テーブルに分散

している場合を考えます。

どちらのテーブルもラストネームで並べ替えられているため、レコードを結合後に再度並べ替える

オーバーヘッドが生じないようにしたいとします。

アプローチ

2つのテーブルにあるレコードを、新しい第 3のテーブルに結合します。マージを行うことで、ラスト

ネームでの並べ替えが保持されます。
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テーブルには同じレコード構造が必要です
2つのテーブルを正常にマージするには、両方のテーブルのレコードは、構造がまったく同じであることが必

要です。

l データ要素、およびフィールドの数と順序は同一である必要があります。
l 対応するフィールドのデータ型は同じである必要があります。
l 対応するフィールドの開始位置と長さは、同一である必要があります。
l 日付時刻フィールドについては、日付時刻形式が同じである必要があります。

メモ

［マージ］ダイアログボックスには、文字フィールドと文字の演算フィールドのみが表示され

ます。表示されないフィールドも、2つのテーブル間で同一のデータ構造である必要があ

ります。

レコード構造の比較

2つのテーブルをマージする前に、テーブルの対応するフィールドを比較し、同じ構造であることを確認で

きます。詳細については、"データ構造の比較"ページ 209を参照してください。

フィールド レベルのデータ構造の違いによって、テーブルの正常なマージが妨げられている場合は、対応

するフィールドを一致させることができる可能性があります。詳細については、"フィールドの一致"ページ

 921を参照してください。

ヒント

場合によっては、Analytics外でデータを結合する方が簡単あるいは実用的であることも

あります。フィールド間で一貫性がないために、Analyticsでデータをマージすることが困

難な場合は、"データの結合の代替方法"ページ 917を参照してください。

共通のキーフィールドを使用したテーブルの
マージ
共通のキーフィールド(従業員番号やベンダー ID、姓など両方のテーブルに存在するデータ要素 )を使

用してテーブルをマージします。2つの元のテーブルのレコードは、元のテーブルで使用される並べ順での

配置に基づき、マージされたテーブルに配置されます。

マージするテーブルのキーフィールドには複数の要件が適用されます。

キーフィールドの特性 要件

データ要素 同じである必要があります。たとえば、両方のキーフィールドが姓フィールドです。

並べ替え順序 同じで、昇順である必要があります。
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キーフィールドの特性 要件

メモ

マージ操作時に主キーフィールドを並べ替えるには、［主テーブルをあらかじ

め並べ替える］オプションを使用することができます。副キーフィールドが並べ

替えられていない場合は、マージを実行する前に、まず別個の並べ替え操

作でフィールドの並べ替えを行ってください。

データ型 文字である必要があります。

フィールド型 物理フィールドまたは演算フィールドにできます。

フィールド名 異なることができます。

開始位置 同じである必要があります。

フィールド長 同じである必要があります。

主テーブル、副テーブル、キーフィールド
マージ操作の対象となるテーブルとキーフィールドは、テーブルを開く順序に基づき、主および副として識

別されます。

l 主テーブル –最初に開いたテーブル

l 主キーフィールド –主テーブルから選択したキーフィールド

l 副テーブル – 2番目に開いたテーブル

副テーブルを開くことは、それを主テーブルに関連付け、処理のために利用できるようにすることを

意味します。副テーブルはビュータブで開かれません。

l 副キーフィールド –副テーブルから選択したキーフィールド

主および副となるテーブルやキーフィールドは自由に選択できますただし、このマージが成功するのは、そ

の対象テーブルとキーフィールドがマージの必要条件を満たしている場合のみです。

詳細については、"キーフィールドについて"ページ 231を参照してください。

複数のキーフィールドのテーブルのマージ
複数の主キーフィールドおよび副キーフィールド(複数の共通キー)を使用して 2つのテーブルをマージす

る場合は、さらに以下の要件が適用されます。

l キーフィールドはすべて昇順に並んでいる必要があります。これは各テーブルで、入れ子になってい

る並べ替えパターンがあることを意味します。
l 各テーブルでキーフィールドを選択する順序は、各テーブルにおける入れ子の並べ替えパターンの

順序と同じでなければなりません。
l 両方のテーブルで、入れ子の並べ替えパターンが同じである必要があります。
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マージに関する追加情報
以下のテーブルではマージに関する追加情報を提供します。

機能分野 詳細

出力テーブルのサイ

ズ

結果として生じる結合テーブル内のレコード数は、マージされる 2つのテーブル内のレコード数の合

計になります。

レコードとフィールド マージできるのはレコード全体のみです。

キーフィールドのデー

タ型

文字フィールドまたは文字の演算フィールドのみ、キーフィールドに指定できます。

ヒント

Analytics 関数を使用して、数値または日付時刻フィールドを文字フィールドに変

換できます。詳細については、"フィールドの一致"ページ 921を参照してください。

同じキーフィールド値

主テーブルと副テーブルのレコードのキーフィールド値が同一である場合は、主テーブルのレコードが

副テーブルのレコードより先に並べ替えられます。

対応するフィールドの

名前

主テーブルと副テーブルの対応するフィールドは、同じ名前である必要はありません。結果として生

じる結合テーブルでは、主テーブルのフィールド名が優先されます。

対応する演算フィー

ルド

対応する演算フィールドがある場合、主テーブルの演算フィールドの式は副テーブルの式よりも優先

されます。

パフォーマンスのヒント

サイズが異なる 2つのテーブルをマージするときに、大きい方のテーブルを主テーブルとして使用する

と、処理が少なくて済みます。

並べ替えの代わりの

インデックス

主キーフィールドと副キーフィールドは、並べ替える代わりに昇順でインデックスを付けることができま

す。インデックスは並べ替えよりもパフォーマンス上の利点を提供します。

副テーブルへのインデックスの適用は、コマンド ラインまたはスクリプト内のみで行うことができます。

範囲パラメーター

処理されるレコードを絞り込むための If、While、First、Nextパラメーターは、主テーブルにのみ適用

されます。

テーブルの位置

マージするためには、その対象となるテーブルは同じ Analyticsプロジェクト内に存在している必要が

あります。サーバーにあるテーブルであれば同じサーバー上にあり、同じサーバープロファイルを使用

してアクセスする必要があります。ローカルのテーブルとサーバーのテーブルをマージすることはできませ

ん。
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テーブルのマージ

各テーブルの共通キーフィールドを使用して、マージを使用すると、レコード構造が同一である 2つの並

べ替え済みのAnalyticsテーブルを結合して、元のテーブルと同じ並び順になっている第 3の新しいテー

ブルに出力することができます。

メモ

テーブルを正常にマージするには、両方のテーブルのデータは、構造がまったく同じである

ことが必要です。詳細については、"テーブルのマージ"ページ 951を参照してください。

手順

メモ

手順の後に詳細情報が表示されます。"マージダイアログボックスのオプション"下を参

照してください。

1. ナビゲーターで、主テーブルを開き、(ナビゲーターで)副テーブルを右クリックして［副テーブルとして

開く］を選択します。

主および副テーブルアイコンが数字 1 ～ 2で更新され、相互への関連を示します 。

2. ［データ >マージ］を選択します。
3. ［メイン］タブ
a. ［主キー］リストから主キーフィールドを選択します。

b. ［副キー］リストから副キーフィールドを選択します。
4. ［保存先］テキスト ボックスに、新しいマージされたACLテーブルの名前を指定します。
5. ［詳細］タブ
a. (省略可能 )レコードのサブセットのみが処理されることを指定するには、［範囲］パネルでオプ

ションのいずれかを選択します。

b. ［OK］をクリックします。

マージダイアログボックスのオプション
次の表は、［マージ］ダイアログボックスのオプションの詳細を示します。
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［メイン］タブ

オプション -マージ ダ

イアログボックス 説明

副テーブル 副テーブルを選択する代替方法。

主キー

副キー

2つのテーブルをマージするために使用する共通キーフィールドを指定します。

o 主キーおよび副キーリストで直接共通キーフィールドを選択できます。

o ［主キー］または［副キー］をクリックすると、［選択したフィールド］ダイアログボックスを開き、共通

キーフィールドを選択するか、主キーで式を作成できます。

キーフィールドのガイドライン：

o データ型 –両方のキーフィールドは文字フィールドである必要があります。

o データ構造 –次の要素は両方のキーフィールドで正確に同じである必要があります。

l 開始位置
l フィールド長

o 並べ替え –主テーブルのキーフィールドは、昇順で並べ替えられている必要があります。

o 複数のキーフィールド –必要に応じて、1つのテーブルに2つ以上の共通キーフィールドを含める

ことができます。詳細については、"複数のキーフィールドのテーブルのマージ"ページ 953を参照

してください。

主テーブルをあらかじ

め並べ替える

キーフィールドまたはフィールドで主テーブルを並べ替えます。

o キーフィールドまたはフィールドが既に適切に並べ替えられているか、インデックスが付いている場

合は、［事前並べ替え］をオフにできます。

o 事前並べ替えを行うと、テーブルのマージに時間がかかるため、必要な場合にのみこの機能を

使用してください。

o 副キーフィールドには "あらかじめ並べ替える"オプションがないので、事前に昇順で並べ替えて

おくかインデックスを付ける必要があります。

ローカル

サーバーテーブルに接続している場合は、マージされたテーブルを保存する場所を指定します。

o ［ローカルを選択 –］では、Analytics プロジェクトと同じ場所、または移動先の場所に出力テーブ

ルを保存します。
o AXサーバーのPrefixフォルダーに出力テーブルを保存する場合は、［ローカル –］を選択解除さ

れたままにしておきます。

出力テーブルを開く

操作の完了時に、出力結果を含んでいる Analyticsテーブルを自動的に開くかどうかを指定しま

す。

もし次の

(省略可能 )レコードを処理から除外する条件を作成できます

o ［If］テキスト ボックスに条件を入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して

WHILEステートメントを作成することができます。
o 条件が主テーブルにのみ適用されます。
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オプション -マージ ダ

イアログボックス 説明

変換先

出力テーブルの名前と場所を指定します。

o 出力テーブルを Analytics プロジェクト フォルダーに保存するには、–テーブル名のみを入力しま

す。

o プロジェクト フォルダー以外の場所に出力テーブルを保存するには、–絶対ファイルパスや相対

ファイルパスを指定したり、［保存先］をクリックし、別のフォルダーに移動します。

たとえば、C:\Results\Output.filまたは Results\Output.filのように指定します。

保存する出力テーブルの場所に関係なく、そのテーブルが開いているプロジェクトにまだ存在しない

ときは、プロジェクトに追加されます。

Analyticsによってテーブル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け

入れることも、あるいは変更することもできます。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

［詳細］タブ

オプション -マージ ダ

イアログボックス 説明

範囲パネル

処理される主テーブルのレコードを指定します。

o すべて –(デフォルト )主テーブルのすべてのレコードが処理されます。

o 先頭 – –このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、主テーブル内の先頭レコー

ドから処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

o 次 – –このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、主テーブルビュー内で現在

選択されているレコードから処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされま

す。

行内のデータではなく、左端の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

o While – – WHILEステートメントを使用して、条件に基づいて主テーブル内のレコードの処理を

制限するには、このオプションを選択します。

l ［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または［While］ボタンをクリックし、式ビルダー

を利用してWHILEステートメントを作成することができます。

l WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、レコードを処理する

ことができます。

l Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することが

できます。
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オプション -マージ ダ

イアログボックス 説明

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な

順番またはインデックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィル

ターやクイックソートは一切無視します。ただし、分析操作の結果ではすべての

フィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作しま

す。

既存のファイルに追

加する

出力結果が既存のAnalyticsテーブルの最後に追加されることを指定します。

メモ

出力結果と既存のテーブルの構造が同一であるかどうかが不確かな場合は、［既
存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておくことをお勧めします。

追加およびデータ構造の詳細については、"既存テーブルへの出力結果の追加"
ページ 207を参照してください。

OK

処理を実行します。

上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

［最後に追加］オプションが表示されることを期待していたのに表示されない場合は、［いいえ］をク

リックして操作をキャンセルし、"既存テーブルへの出力結果の追加"ページ 207を参照してください。
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結合または関連付けの一般的な用
途
結合や関連付けの一般的な用途は、取引テーブル内のレコードをマスターテーブル内のレコードに照合

することです。

例

l 従業員のT&E(クレジットカード)請求額を従業員のT&Eの限度額と比較して、払い戻し

限度額を超えているすべての従業員を識別する。
l 取引の承認を職務の分担リストと比較して、内部統制を回避しているすべての従業員を

識別する。
l 顧客の勘定残高をクレジット限度額と比較して、クレジットの限度額を超えているすべての

顧客を識別する。

結合や関連付けのもう 1つの一般的な用途は、2つのファイルの内容を比較することです。

例

l 従業員レコードを業者リストと比較して、従業員であると同時に業者としても登録されてい

る従業員をチェックする。
l 医療請求レコードを保険金請求と比較して、その請求金額が正しいことを確認する。

主または親テーブルにするテーブル
Analyticsにおける結合のほとんどは多対一結合で、関連付けは常に多対一関係であるため、通常、

取引テーブルが主テーブルまたは親テーブル、そしてマスターテーブルが副テーブルまたは子テーブルにな

ります。複数の取引 (多 )、たとえばいくつかのT&E請求額などを、単一のマスターレコード(一 )、たとえ

ばT&E限度額などに結合する、あるいは関連付けることができます。

主 /親テーブルと副 /子テーブルの順序を逆にすると異なる結果が生じるため、主 /親と副 /子の特定は注

意して行ってください。原則として、テーブル内のレコードをすべて分析したい場合は、そのテーブルを主 /
親テーブルにすべきです。
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テーブルの結合

テーブルを結合すると、レコード構造が異なる 2つのAnalyticsテーブルを結合して、第 3の新しいテーブ

ルとして出力できます。新しいテーブルに含める 2つの元のテーブルからフィールドの組み合わせを選択で

きます。

異なる複数のフィールド(データ要素 )があるとレコード構造は異なります。結合は、分析を始めるにあた

り、永続的に結合されたデータのセットを必要とする調査作業に適しています。

例

シナリオ

考えられる不適切な報酬のデータを分析する方法の1つとして、従業員でもある業者を特定す

る必要があります。

アプローチ

業者マスターテーブルを従業員テーブルと結合し、共通キーフィールドの住所を使用します。

結合された出力テーブルには、同じ住所の業者と従業員が含まれます。
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メモ

このトピックでは、データインポート処理の一部として、データアクセスウィンドウでテーブ

ルを結合する方法の詳細については、"データアクセスウィンドウのテーブルの結合"ペー

ジ 388を参照してください。

このトピックでは、Analyticsで Analyticsテーブルを結合することについて説明します。

共通のキーフィールドを使用したテーブルの結
合
共通のキーフィールド(従業員番号やベンダー ID、または住所など両方のテーブルに存在するデータ要

素 )を使用してテーブルを結合します。2つのキーフィールドに同一の値が存在する場合は 1つの一致の

みが生じます。この一致は別のテーブルのレコードを個別に結合します。

以下の例では、ベンダーマスターテーブルと従業員マスターテーブルが、共通キーとして各テーブルの住

所フィールド( Vendor_Street、およびEmp_Address)を使用して結合されます。出力テーブルには 2つ

の結合されたレコードがあります。例では、各テーブルの結合されていないレコードは、出力テーブルにも

含まれます。これは、選択できるオプションです。

類似またはほぼ同一のキーフィールド値を使用したテーブ
ルの結合

Analytics 曖昧結合は、キーフィールドと値の曖昧一致を使用して、2つのAnalyticsテーブルを新しい 3
番目のテーブルに結合します。ほとんどの点において、曖昧結合は標準のAnalytics 結合に似ていま

す。主な違いは、曖昧結合は、キーフィールド値の完全一致に基づくレコードの結合のほかに、近似一

致に基づくレコードの結合ができることです。

詳細については、"曖昧結合"ページ 985を参照してください。
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キーフィールドの要件

結合するテーブルのキーフィールドには複数の要件が適用されます。

詳しく表示

キーフィールドの特性 要件

データ要素 同じである必要があります。たとえば、両方のキーフィールドは従業員番号フィールドです。

データ型

データ型でも、またキーフィールドでもかまいませんが、関連付けするテーブル間で統一されて

いる(データ型が同じになっている)必要があります。たとえば、2つの文字フィールドです。

例外は文字数値および数値文字のデータ型結合であり、Analyticsが自動的に一致させま

す。詳細については、"テーブル結合時の自動一致"ページ 997を参照してください。

日付時刻のサブタイプ(日付、日付時刻および時刻 )の結合対象は、同じサブタイプのみで

す。

フィールド型 物理フィールドまたは演算フィールドにできます。

フィールド名 異なることができます。

開始位置 異なることができます。

フィールド長

o 文字キーフィールド –は同じである必要があります。

文字キーフィールドの長さも自動的に揃えます。詳細については、"テーブル結合時の自

動一致"ページ 997を参照してください。

o 数値キーフィールド –は同じにしておくことをお勧めします。
o 日付時刻キーフィールド –は異なることができます。

文字フィールドの両端揃え

および大文字と小文字

同じである必要があります。

主テーブル、副テーブル、キーフィールド
結合操作の対象となるテーブルとキーフィールドは、テーブルを開く順序に基づき、主および副として識

別されます。

l 主テーブル –最初に開いたテーブル
l 主キーフィールド –主テーブルから選択したキーフィールド
l 副テーブル –開く 2番目のテーブル

副テーブルを開くことは、それを主テーブルに関連付け、処理のために利用できるようにすることを

意味します。副テーブルはビュータブで開かれません。

l 副キーフィールド –副テーブルから選択したキーフィールド

主および副となるテーブルやキーフィールドは自由に選択できますただし、この結合が成功するのは、その

対象キーフィールドが"キーフィールドの要件"上を満たしている場合のみです。

詳細については、"キーフィールドについて"ページ 231を参照してください。
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一致するレコードと不一致のレコード
結合を操作するときには、一致するレコードと一致しないレコードの両方を検討する必要があります。

l 一致したレコード –した主レコードおよび副レコードの値が同一である場合は、その主レコードと副

レコードが一致します。

メモ

選択する結合タイプによっては、一致する副キー値の重複する発生は結合されな

い可能性があります。詳細については以下を参照 "なぜ結合された出力テーブル

には一部の副テーブルレコードがないのですか。"見開きページ

l 一致しないレコード –主レコードおよび副レコードの値が同一である場合は、その主レコードと副レ

コードが一致しません。

結合後のテーブルに含まれるレコード
一致および不一致のキーフィールド値、および実行する結合のタイプによって、元の2つのテーブルから

新しい結合されたテーブルに抽出されるレコードが決まります。

結合のタイプ

Analyticsでは 6種類の結合タイプをサポートします。概要は以下のとおりです。具体的な例について

は、"結合タイプの例"ページ 976を参照してください。

結合タイプ 結合後のテーブルに含まれるレコード

主テーブルの一致

レコードを含める

不一致の主レコー

ド

副テーブルの一致

レコードを含める

副にテーブルの不

一致レコードを含

める

一致した主レコードおよび副レ

コード

(一致する 1件目の副レコード)
含まれない：副

テーブルで一致す

る副キーの重複も

含めます

一致した主レコードおよび副レ

コード

(重複する副レコードのすべての

一致 )

含まれて結合され

る：副テーブルで一

致する副キーの重

複も含めます
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結合タイプ 結合後のテーブルに含まれるレコード

主テーブルの一致

レコードを含める

不一致の主レコー

ド

副テーブルの一致

レコードを含める

副にテーブルの不

一致レコードを含

める

不一致の主レコード

すべての主レコードと、キーに一

致する副レコード
含まれない：副

テーブルで一致す

る副キーの重複も

含めます

すべての副レコードと、キーに一

致する主レコード
含まれて結合され

ない：副テーブルで

一致する副キーの

重複も含めます

含まれる：副テーブ

ルで一致しない副

キーの重複も含め

ます

すべての主レコードおよび副レ

コード
含まれて結合され

ない：副テーブルで

一致する副キーの

重複も含めます

含まれる：副テーブ

ルで一致しない副

キーの重複も含め

ます

なぜ結合された出力テーブルには一部の副テーブルレコー
ドがないのですか。

6つのAnalytics 結合タイプのうちの5つは、一致する副キー値の重複を結合しません。一致する主キー

値の重複は結合されますが、すべて一致する副キー値の1つめに結合されます。これらの結合タイプ

は、多対一結合として、広く知られています。

すべての一致する副キー値を結合するには、次のいずれかを実行します。
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l テーブルを逆にする –結合で、主および副テーブルを逆にします。元の主テーブルのキーフィールド

の値が一意の場合に、この方法が適しています。両方のテーブルで主キー値の重複がある場合、

この方法では、必要な結果が得られない可能性があります。
l 多対多結合を使用 –一致する主および副 (すべての副一致 )結合タイプを使用します。

多対一結合と多対多結合
多対一結合と呼ばれる Analytics 結合、および多対多結合と呼ばれる 6つの結合タイプの1つを確認

できます。これらの用語は、Analytics 結合の動作を広く説明するための役立ちます。ただし、これらの用

語は一般化されているため、結合動作を完全に表すわけではありません。

Analytics 多対一結合

1つの式では、Analytics で使用できる結合タイプは多対一結合です。主キーフィールドのすべての値が

一意の場合、一対多結合としても機能します。

詳しく表示

Analytics 多対一結合

l 結合 –一致する主キー値の重複する発生はすべて、一致する副キー値の最初の発生に結合さ

れます

重複するキー一致と、最初の副キー一致は結合されたテーブルに含まれます。

l 結合しない –一致する副キー値の重複するレコードは結合されません

重複した副キー一致は結合テーブルから除外されます。ただし、すべての副レコードを含む結合タ

イプを選択した場合を除きます。すべての副レコードを含める場合、重複する副キー一致が、結

合されていないレコードとして、結合された出力テーブルに表示されます。

多対一結合

以下の例では、主キー値 'C'の両方の出現が出力テーブルで結合されますが、副キー値

'C'の最初の出現のみが結合されます。
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ヒント

キーフィールド値が結合するテーブルのいずれかで一意の場合は、そのテーブルが

副テーブルになります。たとえば、トランザクションテーブルをマスターテーブルに結

合している場合、マスターテーブルが副テーブルになります。

この方法で結合を構造化すると、確実にすべての一致するレコードが結合され、

出力テーブルに含まれます。

Analytics 多対多結合

1つのAnalytics結合タイプ –一致する主および副 (すべての副一致 ) –すべての一致する主および副レ

コードが含まれます。この結合タイプは、多対多結合とも呼ばれます。

主キーフィールドのすべての値が一意の場合、多対多結合は一対多結合としても機能します。

詳しく表示

Analytics 多対多結合

l 結合 –一致する主キー値のすべての発生は、一致する副キー値のすべての発生に結合されます

重複するキー一致と、重複する副キー一致はすべて、結合され、出力テーブルに含まれます。

l 結合しない –一致する副キー値の重複する発生は結合されません

多対多結合

以下の例では、主キー値 'C'の両方の出現は出力テーブルで結合され、副キー値 'C'の
両方の出現も結合されます。

ヒント

重複する一致が副キーに存在するかどうかが不確実である場合は、多対多結合

タイプを選択します。結合されるレコードを除外しないことが保証されます。

重複する副キー一致を意図的に除外する場合は、多対多結合タイプを選択し

ないでください。
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Analytics 結合とSQL結合フィルターの違い
［結合］ダイアログボックスを使用して実行する Analytics結合と、［データアクセス］ウィンドウを使用して

データを ACLにインポートするときに使用できる SQLとの間には、主な違いがあります。

l Analytics 結合 –重複する副キー一致値は結合されません(多対多結合を除く)。
l SQL結合 –重複する副キー一致値は、選択する結合タイプに関係なく、すべて結合されます。

［データアクセス］ウィンドウのSQL結合の詳細については、"データアクセスウィンドウのテーブルの

結合"ページ 388を参照してください。

メモ

Analytics はACL固有の方法で、「多対多結合」という用語を使用しています。SQL 
多対多結合と同義ではありません。

結合されるテーブルの並べ替え
結合されたテーブルは主キーフィールドを基準に昇順に並べ替えられています。これは、結合の実行時

に主キーフィールドを並べ替えている(あらかじめ並べ替える)、あるいは主テーブルが既にこの並び順に

なっていることを前提とします。

主キーフィールドを基準に並べ替えられてない場合は、結合後のテーブルは主テーブルの既存のソート

順を使用します。

並べ替えと結合に関する追加情報

l 主テーブルが、必ずソート済みである必要はありませんが、主テーブルがまったくソートされていな

い、または並び順が降順の場合は、処理時間が大幅にかかります。
l 部分的にソートされている主テーブルのキーフィールドを使用して結合を実行する場合 (たとえ

ば、主テーブルがまず月順にソートされ、次に勘定コード順にソートされているときに、勘定コード

をキーとして結合する場合など)、処理時間はそれほどかかりません。
l 結合の実行時、主テーブルと副テーブルには［あらかじめ並べ替える］オプショがンあります。
l 主キーフィールドと副キーフィールドは、並べ替える代わりにインデックスを付けることができます。

副テーブルのキーフィールドは、昇順でインデックスが付けられている必要があります。副テーブルへ

のインデックスの適用は、コマンド ラインまたはスクリプト内のみで行うことができます。

結合に関する追加情報
以下のテーブルでは結合に関する追加情報を提供します。

機能分野 詳細

一致しないレコードお 結合に不一致の主レコードまたは不一致の副レコードが含まれる場合、欠落するフィールド値の対
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機能分野 詳細

よびフィールド値の欠

落

処として、文字や日付時刻フィールドには空白を、数値フィールドにはゼロを、そして論理フィールド

には "F"を表示します。

副テーブルのキー

フィールドの重複また

は空白

副テーブルのキーフィールドの値が重複していたり欠落していたりすることで、その後の分析が無効

になってしまうような場合、事前に副テーブルから重複や空白を除去することで解決する可能性が

あります。

部分一致

キーフィールド値の部分一致はサポートされていません。一致するには、値が100%同じである必

要があります。

例：

o 一致 – AB-123, AB-123
o 不一致 – AB-123, 123

メモ

Analyticsでは、部分一致がサポートされます。"曖昧結合"ページ 985

キーフィールド長の同

一化は不要

Analyticsでは、テーブルの結合時に、(文字キーフィールド以外で)主キーフィールドと副キー

フィールドの長さが同一であることを強制しません。

数値キーフィールドには同一の長さを使用することをお勧めします。必要であれば、結合を行う前

にフィールド長を手作業で揃えてください。フィールド長が異なる数値キーフィールドを使用して結合

を行った結果は信頼性がありません。

日付、日付時刻、または時刻を用いた操作を実行する場合、AnalyticsはAnalytics内部の日付

時刻形式を使用しているため、日付時刻キーフィールドの長さが異なることがあります。

行揃えと大文字小

文字の同一化

文字キーフィールドを使用してテーブルの結合を行う場合、両フィールドの行揃えおよび大文字小

文字の表記が同一でなければなりません。

o 両方のキーフィールドは同じ行揃えであることが必要です。LTRIM()関数を使用すると、キー

フィールドから先頭のスペースを削除します。

o 両方のキーフィールドはそれぞれ、フィールド内の単語 (アルファベット )の大文字、小文字または

大文字 /小文字の混在の表記が同じあることが必要です。大文字小文字の表記を同一にす

るには、UPPER( )、LOWER( )またはPROPER( )関数を使用します。

結合に含まれないレ

コードのカウント

実行する結合タイプによって、主テーブルおよび/または副テーブルのレコードが結合後のテーブルに

含まれないこともあります。コマンド ログでは、含まれなかった主レコードの数 ( <n>件のレコードがバ

イパス(除外 )されました)が表示されますが、除外された副レコードの数は表示されません。

結合操作で使用さ

れる条件式と適用範

囲オプション

多対一結合の場合、処理されるレコードを絞り込むための If、While、First、Nextパラメーターは、

主テーブルにのみ適用されます。多対多結合の場合は、If式とWhile式によって副テーブルを参照

することもできます。

結合されるテーブル

での同一フィールド名

主キーフィールドの名前と副キーフィールドの名前が同じ、またその他の出力対象フィールドの名前

がテーブル間で同一の場合は、出力テーブルのレイアウトで副テーブルの対象フィールド名の末尾

に2が付けられます。たとえば、元のフィールド名がvendor_IDであれば vendor_ID2(以降、

vendor_ID3 ...など)となり、出力テーブルでフィールド名が重ならないようにします。

ただし、出力テーブルのビューの代替列見出し列には、変更されていない同じ名前が表示されま

す。

副テーブルとして使 現在、子テーブルとして主 /親テーブルに関連付けられているテーブルは、結合で副テーブルとして選
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機能分野 詳細

用できないテーブル

択することはできません。この制限を回避するには、その主 /親テーブルのレイアウト、または子テーブ

ルのレイアウトのコピーを作成し、そのコピーされたレイアウトを使って結合します。また、関連付けの

関係を削除するという選択肢もあります。

結合されるテーブル

の場所に関する制限

事項

テーブルを結合する場合、その対象となるテーブルは同じ Analyticsプロジェクト内に存在している

必要があります。サーバーにあるテーブルであれば同じサーバー上にあり、同じサーバープロファイル

を使用してアクセスする必要があります。ローカルのテーブルとサーバーのテーブルを結合することはで

きません。

結合されるテーブル

のサイズ

実行する結合タイプによって、結合後のテーブルに含まれるレコードの数は、結合前の元の2つの

テーブルに含まれるレコードの総数に比べ、多くなったり、少なくなったり、あるいは等しくなることもあ

ります。

UTCベースのデータ

と非 UTCデータの結

合

UTCベースおよび非 UTCの日付時刻キーフィールドは、2つのテーブルの結合に使用できます

( UTCは協定世界時で、経度 0度地点における時刻 )。日付時刻または時刻を用いた操作を実

行する場合、AnalyticsではAnalytics自身の内部日付時刻形式を使用するので、以下の2つの

日付時刻は同一であると解釈され、一致します。

o UTCベース – 31/12/2014 10:30:15-05:00

o 非 UTC – 31/12/2014 15:30:15

Analytics操作の中で、UTCベースの時刻データと非 UTCの時刻データを混在させる場合は注意

が必要です。Analyticsは上の2つの時刻値を一致させます。しかし、一方の値はタイムゾーンを参

照し、もう一方の値は参照しないため、論理的には意味がない可能性があります。UTCの詳細に

ついては、"日付と時刻オプション"ページ 135を参照してください。
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テーブルの結合

各テーブルの共通キーフィールドを使用して、異なるレコード構造を持つ2つのソート済み Analytics
テーブルを結合することができます。第 3のテーブルに含まれるフィールドは、元の2つテーブルにある

フィールドを組み合せたものです。

メモ

主と副の関係を逆にすると異なる結果が生じるため、結合では主テーブルと副テーブル

の特定に注意してください。詳細については、"結合または関連付けの一般的な用途"
ページ 959を参照してください。

手順

メモ

手順の後に詳細情報が表示されます。"［結合］ダイアログボックスのオプション"次の

ページを参照してください。

1. ナビゲーターで、主テーブルを開き、(ナビゲーターで)副テーブルを右クリックして［副テーブルとして

開く］を選択します。

主および副テーブルアイコンが数字 1 ～ 2で更新され、相互への関連を示します 。

2. ［データ >結合］の順にクリックします。
3. ［メイン］タブ
a. 結合タイプを選択します。

結合タイプについては、以下で説明します。

b. ［主キー］リストから主キーフィールドを選択します。

c. ［副キー］リストから副キーフィールドを選択します。

d. ［主フィールド］および［副フィールド］リストから、結合テーブルに含めたいフィールドを選択しま

す。

メモ

結合テーブルに含める場合は、主キーおよび副キーフィールドを明示的に選択

する必要があります。
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ヒント

隣接する複数のフィールドを選択するには、Shiftキー + クリックを、隣接してい

ない複数のフィールドを選択するには、Ctrlキー + クリックを利用できます。

4. ［保存先］テキスト ボックスに、新しい結合されたACLテーブルの名前を指定します。
5. (省略可能 ) [詳細］タブ：
a. レコードのサブセットのみが処理されることを指定する場合は、［範囲］パネルでオプションのいず

れかを選択します。

b. 出力結果を既存のAnalyticsテーブルの末尾に追加する場合は、［既存のファイルに追加す

る］を選択します。
6. ［OK］をクリックします。

新しい結合されたテーブルが出力です。

［結合］ダイアログボックスのオプション
次の表は、［結合］ダイアログボックスのオプションの詳細を示します。

［メイン］タブ

オプション – ［結合］ダイアロ

グボックス 説明

結合タイプ 使用する Analytics結合タイプを指定します。

詳細については、参照してください。"結合後のテーブルに含まれるレコード"ページ 963

一致した主レコードおよび

副レコード

(一致する 1件目の副レ

コード)

結合された出力テーブルの内容：

o すべての一致した主レコードおよび最初に一致した副レコード

一致した主レコードおよび

副レコード

(重複する副レコードのすべ

ての一致 )

結合された出力テーブルの内容：

o すべての一致した主レコードおよびすべての一致した副レコード
o 主および副テーブル間の各一致に1つのレコード
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オプション – ［結合］ダイアロ

グボックス 説明

不一致の主レコード 結合された出力テーブルの内容：

o 不一致の主レコード

すべての主レコードと、キー

に一致する副レコード

結合された出力テーブルの内容：

o すべての主レコード(一致と不一致の両方 )、最初に一致した服レコード

すべての副レコードと、キー

に一致する主レコード

結合された出力テーブルの内容：

o すべての副レコード(一致と不一致 )およびすべての一致する主レコード

重複する副一致の最初のインスタンスのみが主レコードに結合されます。

すべての主レコードおよび副

レコード

結合された出力テーブルの内容：

o すべての主および副レコード(一致と不一致 )

重複する副一致の最初のインスタンスのみが主レコードに結合されます。

副テーブル 副テーブルを選択する代替方法。

主キー

副キー

2つのテーブルを結合するために使用する共通キーフィールドを指定します。

o 主キーおよび副キーリストで直接共通キーフィールドを選択できます。

o ［主キー］または［副キー］をクリックすると、［選択したフィールド］ダイアログボックスを開き、

共通キーフィールドを選択するか、主キーで式を作成できます。

キーフィールドのガイドライン：

o データ型 –キーフィールドはどのようなデータ型でもかまいませんが、関連付けするテーブル

間で統一されている(データ型が同じになっている)必要があります。

1つの例外は、文字および数値キーフィールドを相互に結合できることです。

o 日付時刻のサブタイプ –日付時刻のサブタイプ(日付、日付時刻および時刻 )の結合対

象は、同じサブタイプのみです

o 長さ
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オプション – ［結合］ダイアロ

グボックス 説明

l 数値キーフィールドの長さは同じにしておくことをお勧めします。

l 文字キーフィールドの長さが異なる場合、これらのフィールドは自動的に調整されま

す。

l 日付時刻キーフィールドの長さは同じでなくてもかまいません。

o 名前と開始位置 –キーフィールドの名前と開始位置はテーブル間で異なっていてもかまい

ませんが、同じデータ要素になっている必要があります。

o 複数のキーフィールド –必要に応じて、1つのテーブルに2つ以上の共通キーフィールドを

含めることができます。詳細については、"複数のキーフィールドの使用"ページ 1013を参

照してください。

主フィールド

副フィールド

結合テーブルに含めるフィールドを指定します。

o 主キーおよび副キーリストで直接フィールドを選択できます。

o ［主フィールド］または［副フィールド］をクリックすると、［選択したフィールド］ダイアログボック

スを開き、フィールドを選択するか、1つ以上の主フィールドで式を作成できます。

o 主フィールドと副フィールドの選択順序は、結合されるテーブルにおけるフィールドの表示

順序に対応します。

グループとして、結合されるテーブルで、主フィールドは副フィールドの前に現れます。

主テーブルをあらかじめ並べ

替える

副テーブルをあらかじめ並べ

替える

キーフィールドで主テーブルまたは副テーブルを並べ替えます。

o 1つまたは両方のキーフィールドが既に適切に並べ替えられているか、インデックスが付い

ている場合は、［事前並べ替え］をオフにできます。

o 事前並べ替えを行うと、テーブルの結合に時間がかかるため、必要な場合にのみこの機

能を使用してください。

o 副テーブルのキーフィールドは、昇順で並べ替えられているか、インデックスが付けられてい

る必要があります。

ローカル サーバーテーブルに接続している場合は、結合テーブルを保存する場所を指定します。

o ［ローカルを選択 –］では、Analytics プロジェクトと同じ場所、または移動先の場所に出力

テーブルを保存します。
o AXサーバーのPrefixフォルダーに出力テーブルを保存する場合は、［ローカル –］を選択

解除されたままにしておきます。

出力テーブルを開く 操作の完了時に、出力結果を含んでいる Analyticsテーブルを自動的に開くかどうかを指定

します。

もし次の (省略可能 )レコードを処理から除外する条件を作成できます

o ［If］テキスト ボックスに条件を入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用

してWHILEステートメントを作成することができます。
o ほとんどのAnalytics結合タイプで、条件は主テーブルのみを参照できます。
o 結合タイプの一致する主および副レコード(すべての副一致 )では、条件は主テーブルま

たは副テーブル、あるいはその両方を参照できます。
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オプション – ［結合］ダイアロ

グボックス 説明

メモ

[式ビルダー］で副テーブルフィールドにアクセスするには、［テーブルから］ド
ロップダウンリストで副テーブルを選択します。

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後

に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

変換先 出力テーブルの名前と場所を指定します。

o 出力テーブルを Analytics プロジェクト フォルダーに保存するには、–テーブル名のみを入

力します。

o プロジェクト フォルダー以外の場所に出力テーブルを保存するには、–絶対ファイルパスや

相対ファイルパスを指定したり、［保存先］をクリックし、別のフォルダーに移動します。

たとえば、C:\Results\Output.filまたは Results\Output.filのように指定しま

す。

保存する出力テーブルの場所に関係なく、そのテーブルが開いているプロジェクトにまだ存在

しないときは、プロジェクトに追加されます。

Analyticsによってテーブル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前

を受け入れることも、あるいは変更することもできます。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含ま

ない)に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、

他の特殊文字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすること

はできません。

［詳細］タブ

オプション – ［結合］ダイアロ

グボックス 説明

範囲パネル 処理される主テーブルのレコードを指定します。

o すべて –(デフォルト )主テーブルのすべてのレコードが処理されます。

o 先頭 – –このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、主テーブル内の先

頭レコードから処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

o 次 – –このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、主テーブルビュー内で

現在選択されているレコードから処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理

対象とされます。

行内のデータではなく、左端の列の実際のレコード番号が選択されている必要がありま

す。

o While – – WHILEステートメントを使用して、条件に基づいて主テーブル内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。
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オプション – ［結合］ダイアロ

グボックス 説明

l ［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または［While］ボタンをクリックし、式ビ

ルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

l WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、レコードを処

理することができます。

l Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用する

ことができます。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理

的な順番またはインデックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用さ

れたフィルターやクイックソートは一切無視します。ただし、分析操作の結果

ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作し

ます。

既存のファイルに追加する 出力結果が既存のAnalyticsテーブルの最後に追加されることを指定します。

メモ

出力結果と既存のテーブルの構造が同一であるかどうかが不確かな場合

は、［既存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておくことをお勧

めします。

追加およびデータ構造の詳細については、"既存テーブルへの出力結果の

追加"ページ 207を参照してください。

OK 処理を実行します。

o 文字キーフィールドと数値キーフィールドを対応付けて結合を行う場合、または長さが異

なる文字キーフィールドで結合を行う場合は、それらのフィールドを一致させるよう試みる

ことを提示するメッセージが表示されます。

o 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

［最後に追加］オプションが表示されることを期待していたのに表示されない場合は、［い
いえ］をクリックして操作をキャンセルし、"既存テーブルへの出力結果の追加"ページ 207
を参照してください。
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結合タイプの例
Analyticsで 6種類の結合タイプを示すためのサンプルデータについて説明します。この例は、異なる結

合タイプを使用して、結合された出力テーブルに必要な情報を正確に取り込む方法を示します。

6つの結合タイプの概要ビューについては、参照してください。"結合後のテーブルに含まれるレコード"
ページ 963

キーフィールド値の曖昧一致を使用して、2つのAnalyticsテーブルを結合するには、"曖昧結合"ページ

 985を参照してください。

サンプルデータ
最初の5つの例は、以下に示すサンプルデータを使用します。

主テーブル

副テーブル

サンプルデータと例の詳細

給与台帳テーブル ある単独の給与期間 ( 1か月 )におけるすべての給与支払いについての情報が含まれています。従
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(主 ) 業員番号 003の従業員には 2度の給与支払いがありました。

従業員レコード テー

ブル

(副 )

人事部によって管理されています。従業員レコード テーブルには、有効な従業員の一覧と1か月

ごとに支払われる給与金額が含まれています。1つの従業員 002はテーブルに表示されません。

結合

次の例では、従業員番号を共通キーフィールドとして使用し、給与台帳テーブルと従業員レコード

テーブルを結合します。

すべての5つの例は、多対一結合です。

目標 各例では、給与の不規則性をテストします。

一致した主レコードおよび副レコード(最初の
副一致 )

例

テスト –従業員に正しく支払われたことを検証します。

アプローチ：–従業員レコード テーブル(S)との一致がある給与台帳テーブル(P)のすべてのレコー

ドで 1つの出力レコードを作成する結合タイプを使用します。

出力テーブル –給与が支払われた従業員の中で、従業員レコード テーブルに存在している従業

員がすべて出力されます。

主テーブルにある従業員番号 003の2件のレコードが、副テーブルでは同じ従業員番号 003で

同じレコードにまとめられていることに注目してください。

分析 –出力テーブルで、期間別支払い小切手金額を比較し、従業員に正しく支払われたことを

検証します。従業員 003は 2つの小切手を受領していますが、合計金額 $2000は正しいで

す。
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不一致の主レコード

例

テスト –従業員のリストにない人に支払われたかどうかを確認します。

アプローチ：–従業員レコード テーブル(S)との一致がない給与台帳テーブル(P)のすべてのレコー

ドで 1つの出力レコードを作成する結合タイプを使用します。

出力テーブル –給与が支払われた従業員の中で、従業員レコード テーブルに存在していない人

がすべて出力されます。

分析 –出力テーブルのすべてのレコードのフォローアップが必要です。

おそらく、従業員 002は有効な従業員で、エラーにより従業員レコード テーブルから省略された

か、正しくない従業員番号で登録されています。あるいは、従業員 002は詐欺の目的で作成さ

れた幽霊社員の可能性があります。

すべての主レコードおよび一致した副レコード

例

テスト –発行されたすべての小切手の金額を検証します。

アプローチ：–従業員レコード テーブル (S)との一致があるかどうかに関係なく、給与台帳テーブル

(P)のすべてのレコードで 1つの出力レコードを作成する結合タイプを使用します。
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出力テーブル –支払われた人の全一覧が含まれます。

分析 –出力テーブルで、期間別支払い小切手金額を比較し、従業員に正しく支払われたことを

検証します。従業員 002は $2200が支払われましたが、Pay Per Period フィールドによると何も

支払われないはずでした。

メモ

Analyticsでは、主テーブルの不一致レコードに対する副テーブルのフィールドの欠

落には、空白かゼロを挿入します。

すべての副レコードおよび一致した主レコード

例

テスト –従業員レコード テーブルのすべて従業員が支払われたことを検証します。

アプローチ：–給与台帳テーブル (P)との一致があるかどうかに関係なく、従業員レコード テーブル

(S)のすべてのレコードで 1つの出力レコードを作成する結合タイプを使用します。

出力テーブル –すべての従業員の全一覧と支払い内容が含まれます。
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分析 –出力テーブルで、期間別支払い小切手金額を比較し、従業員に正しく支払われたことを

検証します。従業員 004および 005はまったく支払われていないことを確認できます。

メモ

Analyticsでは、副テーブルの不一致レコードに対する主テーブルのフィールドの欠

落には、空白かゼロを挿入します。

すべての主レコードおよび副レコード(一致お
よび不一致 )

例

テスト –すべての給与および従業員データを検査します。

アプローチ –作成する結合タイプ：
l 従業員レコード テーブル (S)との一致がある給与台帳テーブル (P)のすべてのレコードで 1

つの出力レコード
l テーブルのすべての一致しないレコードの1つの出力レコード

出力テーブル –一致するか不一致かに関係なく、すべての給与および従業員データが含まれま

す。
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分析 –出力テーブルで、期間別支払い小切手金額を比較します。

l 従業員が支払われ、正しく支払われたことを確認します
l 支払われ、従業員レコード テーブルにない人を特定します
l 給与がまったく支払われなかった従業員を特定します

メモ

Analyticsでは、不一致レコードに対するフィールドの欠落には、空白かゼロを挿

入します。

一致した主レコードおよび副レコード(すべての
副一致 )
この例は、以下に示すサンプルデータを使用します。

主テーブル
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副テーブル

サンプルデータと例の詳細

給与台帳テーブル

(主 )

給与台帳テーブル全体には、2018年の全給与期間におけるすべての給与支払い情報が含まれ

ています。この例ではサンプルとして、従業員に対する 1月と2月の給与支払い情報を使用しま

す。

従業員レコード テー

ブル

(副 )

人事部によって管理されています。従業員レコード テーブルの内容：

o 有効な従業員の包括的なリスト
o 期間ごとの各従業員の支払い
o 各従業員の開始日
o 新しい職位の従業員の開始日

授業員 006のレコードは 2件あります。

o 開始日
o 昇格と昇級のデータ

結合

次の例では、従業員番号を共通キーフィールドとして使用し、給与台帳テーブルと従業員レコード

テーブルを結合します。

例は多対多結合です。

目標 例では、給与の不規則性をテストします。

例

テスト –従業員に正しく支払われたことを検証します。

アプローチ：–給与台帳テーブル (P)と従業員レコード テーブル (S)のレコード間のすべての一致

で 1つの出力レコードを作成する結合タイプを使用します。
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メモ

結合対象の両方のソーステーブルで、一致するキー値が複数存在するため、す

べての副一致を含む結合タイプを使用して、関連するすべてのデータを捕捉し、

正しい結果を導くようにしてください。

出力テーブル –支払日ごとに、給与が支払われた従業員の中で、従業員レコード テーブルに存

在している従業員がすべて出力されます。

分析 –出力テーブルで、期間別支払い小切手金額を比較し、各支払日に従業員に正しく支

払われたことを検証します。

すべての副テーブル一致を含む結合タイプ( Analytics 多対多結合 )を実行したため、2月 15日

以降に従業員 006によって受領された小切手金額における $200分の増加は、2月 1日以降

の$200の増加を示す一致する従業員レコードによって説明されます。

冗長な結合されたレコードを削除 –結合されるデータの本質によっては、多対多結合で、冗長な

結合レコードが作成される可能性があります。上記の例では、従業員 006の結合レコードの一

部には、無効な支払日 -開始日の組み合わせが含まれていました。フィルターを使用して、無効

な組み合わせを削除し、出力テーブルの読み取りを簡単にします。
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Emp_Num="004" OR Emp_Num="005" OR (Emp_Num="006" AND Pay_date <=
`20180131` AND Start_date = `20150915`) OR (Emp_Num="006" AND Pay_date
> `20180131` AND Start_date = `20180201`)
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曖昧結合

Analytics 曖昧結合は、キーフィールドと値の曖昧一致を使用して、2つのAnalyticsテーブルを新しい 3
番目のテーブルに結合します。ほとんどの点において、曖昧結合は標準のAnalytics 結合に似ています

( "テーブルの結合"ページ 960を参照 )。主な違いは、曖昧結合は、キーフィールド値の完全一致に基

づくレコードの結合のほかに、近似一致に基づくレコードの結合ができることです。

曖昧結合は、主キーおよび副キーに同じ種類のデータが少し異なる形式で含まれているときに役立ちま

す。あるいは、キーのデータに、完全一致を妨げる可能性がある誤字などの少しの不規則性がありま

す。

例

シナリオ

考えられる不適切な報酬のデータを分析する方法の1つとして、従業員でもある業者を特定す

る必要があります。

アプローチ

ベンダーマスターテーブルと従業員テーブルが、共通キーとして各テーブルの住所フィールド

( Vendor_Street、およびEmp_Address)を使用して結合されます。ただし、キーフィールドの住

所データの形式は少し異なります。このため、標準の結合ではなく、曖昧結合を使用します。

データの一部の概要

重要なデータクレンジングと調整作業がないと、以下に示す主キーおよび副キー値は、非常に一

致の確率が高い住所であっても、標準のAnalytics 結合では結合されません。

主キー値 副キー値

605 3rd Avenue 605 Third Avenue

400 High St SE 400 High Street S.E.

2203 Rowan Street 2203 Rowen St

データクレンジングと調整を行ったとしても、"Rowan"や "Rowen"といった綴りにわずかな違いがあ

るキー値はおそらく一致しません。
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キー値は、曖昧結合設定に応じて、曖昧結合で結合できます。

出力結果

以下の結合されたテーブルの例では、正確なキーフィールド一致は紫でハイライトされています。

曖昧キーフィールド一致は緑でハイライトされています。

曖昧結合と曖昧重複
曖昧結合は 2つのテーブルのキーフィールドの値を分析します。ほぼ同一の値の単一のAnalyticsテー

ブルの単一のフィールドをテストするには、"あいまい重複分析"ページ 1276を参照してください。

曖昧結合の効果の改善
次の手法を 1つ以上取り入れると、曖昧結合の効果を大幅に高めることができます。

l 主キーおよび副キーフィールド値の個別の要素を並べ替える
l 主キーおよび副キーフィールド値から汎用要素を削除する
l 主キーおよび副キーフィールド値を調整する

これらの手法では、より厳密な曖昧設定を使用して、同じ曖昧一致を取得しながら、誤検出一致の数

を減らすことができます。これらの手法は別々に使用するか組み合わせて使用できます。

式または演算フィールドを作成する

これらの手法のいずれかを使用するには、適切な Analytics関数といずれかまたは両方のキーフィールド

を使用して、式または演算フィールドを作成する必要があります。

式の詳細については、"式の使用"ページ 866を参照してください。

演算フィールドの詳細については、"演算フィールドの定義"ページ 795を参照してください。
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メモ

［曖昧結合］ダイアログボックスでは、副キーフィールドに対して式を作成できません。た

だし、Analyticsコマンドラインまたはスクリプトでは、手動で副キーフィールド式を作成で

きます。別のオプションは、副キーフィールドとして使用する演算フィールドを作成すること

です。

キーフィールド値の個別の要素を並べ替える

SORTWORDS( )関数では、主キーフィールド値と副キーフィールド値の個別の要素を連続する順序に

並べ替えることで、曖昧結合の効果を改善することができます。

アドレスの構成要素などの要素を並べ替えると、同じ情報を含む、形式が異なり、相互により密接に類

似したキーフィールド値を作成できます。より密接な類似性により、キーフィールド値が相互の曖昧一致

として選択される確率が上がります。

詳細については、"SORTWORDS( )関数"ページ 2498を参照してください。

SORTWORDS( )の概要を説明する動画については、「Fuzzy Matching Using SORTWORDS()」(英
語のみ)をご覧ください。

メモ

キーフィールド値の要素の並べ替えは、レーベンシュタイン距離アルゴリズムを使用した

曖昧一致に最適です。

ダイ係数アルゴリズムを使用しているときには、要素の並べ替えが有効な場合とそうでな

い場合があります。本番設定でダイ係数アルゴリズムとSORTWORDS( )を使用するか

どうかを決定する前に、サンプルデータのセットをテストしてください。

注意

曖昧結合とSORTWORDS( )を使用する場合は、SORTWORDS( )を比較対象の両

方の文字列または両方のフィールドに適用する必要があります。

キーフィールド値から汎用要素を削除する

OMIT( )は、主キーフィールド値および副キーフィールド値から "Corporation"や "Inc."、カンマ、ピリオド、

アンパサンド( &)文字などの一般的要素を除去することによって、曖昧結合の効果を高めることができ

ます。

一般的要素と句読点の除去により、曖昧一致は、意味のある違いが発生する可能性のあるキー

フィールド値の部分だけに集中されます。

詳細については、"OMIT( )関数"ページ 2390を参照してください。

キーフィールド値を一致させる

REPLACE( )またはREGEXREPLACE( )関数は、主キーフィールド値と副キーフィールド値の同じ要

素の変異形を一致させることで、曖昧結合の効果を改善できます。たとえば、"Street"、"St."、"St"を一
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致させ、単一の値 "St"を使用できます。

要素を一致させると、同じ情報を含む、形式が異なり、相互により密接に類似したキーフィールド値を

作成できます。より密接な類似性により、キーフィールド値が相互の曖昧一致として選択される確率が

上がります。

詳細については、"REPLACE( )関数"ページ 2469(簡単な置換 )および"REGEXREPLACE( )関数"
ページ 2455(複雑な置換 )を参照してください。

出力テーブルサイズとコマンド パフォーマンス

出力テーブルサイズ

曖昧結合は、Analytics 多対多結合と似ています。すべての主キー値は、すべての副キー値と一致する

可能性があります。出力テーブルのサイズは、主または副入力テーブルのサイズの数倍の大きさになるこ

とがあります。

コマンド パフォーマンス

曖昧一致アルゴリズムは、指定された度合いの曖昧さのキー値または完全に一致する値のみが実際に

結合されることを保証します。ただし、すべての考えられる主と副の一致はテストされる必要があります。

つまり、曖昧結合処理は時間がかかることがあります。実行する必要がある個別のテスト数は、主テーブ

ルのレコード数を副テーブルのレコード数で乗算した値です。

最初の副一致との一致を制限する

［最初の副キー一致のみを結合］を選択すると、処理時間が大幅に短縮され、出力結果のサイズが小

さくなります。このオプションを有効にすると、各主キー値が、最初に発生した一致する副キー値にのみ結

合されることを指定します。

このオプションは、次のいずれかの状況でのみ有効にしてください。

l 一致するかどうか –完全一致またはあいまい一致の一致が2つのテーブル間に存在するかどうか

のみを確認し、すべての一致を特定するために必要な処理時間を減らしたい場合
l 1つ以下の一致 –各主キー値に対する一致が副テーブルで多くても 1つだけであることが確実な

場合

このオプションは、主キー値と副キー値の間のすべての考えられる結合を出力結果煮含める必要がある

場合には使用しないでください。

メモ

［最初の副キー一致のみを結合］を選択し、最初の一致が完全一致であった場合は、

後続の主キー値のあいまい一致は、結合された出力テーブルに含まれません。
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ベスト プラクティス

主および副入力テーブルを準備し、曖昧さの度合いを指定するときには、出力テーブルサイズとコマンド

パフォーマンスに注意してください。

l データのカスタマイズ –関連するレコードのみが主および副テーブルに含まれることを保証します。

一部のレコードに一致の可能性がない場合は、曖昧一致を実行する前に、除外します。
l テスト実行 –大きいデータセットの場合は、データの一部のみでテストを実行します。これは、曖昧

一致アルゴリズムの適切な設定を得るためのより効率的な方法です。保守的な曖昧設定から開

始し、必要に応じて、徐々に緩めて行きます。

曖昧一致アルゴリズム
曖昧結合を実行するときには、2つの異なる曖昧一致アルゴリズムから選択します。

l ダイス係数
l レーベンシュタイン距離

このアルゴリズムは、相互に完全に独立しているため、異なる結果を生成することができます。1つのアプ

ローチは、曖昧結合を 2回 (各アルゴリズムで 1回ずつ)実行し、結果を比較することです。一般的に、

各結果セットの多数の曖昧一致は重複しますが、一部の一致は各結果セットに対して一意であること

があります。

曖昧度

各アルゴリズムの曖昧さの度合いを指定します。これにより、結果セットのサイズと構成を動的に変更す

ることができます。「曖昧度」とは、2つの値がどれほど近く一致しているのかを差します。

選択するアルゴリズムに応じて、次の設定を使用して、曖昧度を制御します。

アルゴリズム 設定

ダイス係数 o N-gram
o パーセント

レーベンシュタイン距離 o 距離

異なる曖昧さの度合いで実験する保守的に開始し、小さい結果セットを生成します。次に、明らかに一

致ではない(誤検出 )結合された値が多くなりすぎるまで、徐々に設定を緩めます。

ダイス係数

ダイス係数アルゴリズムは、0.0000 ～ 1.0000の尺度で、主キー値と副キー値の間の類似性の度合いを

測定することで動作します。2つの値のダイス係数が大きいほど、類似性が高くなります。

詳しく表示
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ダイス係数 意味

1.0000 各文字列は同じ文字から構成されています。ただし、文字の順序と大文字小文字の表記

は異なる場合があります。

2つの値のn-gramは 100%同一です。

N-gramは以下で説明します。

0.7500 2つの値のn-gramは 75%同一です。

0.0000 2つの値には同一のn-gramがないか、N-gram設定で指定された長さが比較対象の2つ

の値の短い方よりも長くなっています。

N-gram

まず、ダイス係数は比較対象の2つの値を n-gram文字ずつに分割して計算されます。N-gramは文字

の重複するブロックです。nの長さは、N-gram設定で指定する長さです。

ここには、上記の例の2つの値があります。長さが2文字のn-gramに分割されています( n = 2)。

2203 Rowan Street 22 | 20 | 03 | 3_ | _R | Ro | ow | wa | an | n_ | _S | St | tr | re | ee | et

2203 Rowen St 22 | 20 | 03 | 3_ | _R | Ro | ow | we | en | n_ | _S | St

ダイス係数は、同一の2つの値のn-gramの割合を表します。この場合、28 n-gram中 20が同一であ

り、71.43%です。0.7143は小数として表されます。

メモ

N-gram設定の長さを大きくすると、2つの値の類似度の基準が厳しくなります。

パーセント

パーセント設定を指定するときには、曖昧一致となるための、2つの値の許容可能な最低ダイス係数を

指定しています。たとえば、0.7500を指定すると、一致を作成するためには、2つの値の少なくとも 75%
のn-gramが同一である必要があります。

パーセント設定 意味 2203 Rowan Street / 2203 Rowen St

0.7500 曖昧一致となるためには、2つの値の少なく

とも 75%のn-gramが同一である必要があ

ります。

一致しません。結合されたテーブルに含まれ

ません

(ダイス係数 = 0.7143)

0.7000 曖昧一致となるためには、2つの値の少なく

とも 70%のn-gramが同一である必要があ

ります。

一致します。結合されたテーブルに含まれま

す

(ダイス係数 = 0.7143)

ダイス係数の仕組みの詳細については、"DICECOEFFICIENT( )関数"ページ 2238を参照してくださ

い。

990

分析用のデータの準備

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


レーベンシュタイン距離

レーベンシュタイン距離アルゴリズムは、0から開始する整数の尺度で、主キー値と副キー値の間の差異

を測定して機能します。この尺度は、ある値を他の値と同一にするために必要な、1文字の編集の回数

を表します。2つの値間のレーベンシュタイン距離がより大きければ、相違も大きくなります。

詳しく表示

レーベンシュタイン距離 意味

0 各値は、同一の順序の、同一の文字セットから構成されます。大文字と小文字は異なる場

合があります。

2 2つの値を同一にするには、2つの単一の文字の編集が必要です。

例："Smith" と "Smythe"

o 編集 1 – 'y'を 'i'に代入
o 編集 2 – 'e'を挿入

3 2つの値を同一にするには、3つの単一の文字の編集が必要です。

例： "Hanssen" と "Jansn"

o 編集 1 – 'J'を 'H'に代入
o 編集 2 – 's'を削除
o 編集 3 – 'e'を削除

距離

距離設定を指定するときには、曖昧一致となるための、2つの値間の許容可能な最大レーベンシュタイ

ン距離を指定しています。たとえば、2を指定する場合、2つの値を同一にするために、2回以下の編集

が必要です。

距離設定 意味 Hanssen / Jansn

2 曖昧一致となるためには、2つの値を同一

にするために、2回以下の編集が必要で

す。

一致しません。結合されたテーブルに含まれ

ません

(レーベンシュタイン距離 = 3)

3 曖昧一致となるためには、2つの値を同一

にするために、3回以下の編集が必要で

す。

一致します。結合されたテーブルに含まれま

す

(レーベンシュタイン距離 = 3)

レーベンシュタイン距離の仕組みの詳細については、"LEVDIST( )関数"ページ 2335を参照してくださ

い。関数とは異なり曖昧結合で使用されるレーベンシュタイン距離アルゴリズムは、自動的に先頭と末

尾の空白を取り除きます。大文字と小文字は区別されません。
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手順
曖昧結合を使用すると、キーフィールドと値の曖昧一致を使用して、2つのAnalyticsテーブルを新しい

3番目のテーブルに結合できます。

方法の説明

メモ

手順の後に詳細情報が表示されます。"［曖昧結合］ダイアログボックスオプション"次の

ページを参照してください。

1. ナビゲーターで、主テーブルを開き、(ナビゲーターで)副テーブルを右クリックして［副テーブルとして

開く］を選択します。

主および副テーブルアイコンが数字 1 ～ 2で更新され、相互への関連を示します 。

2. ［データ >曖昧結合］の順にクリックします。
3. ［メイン］タブで、使用する曖昧一致アルゴリズムを選択します。

l ダイス係数
l レーベンシュタイン

4. 選択するアルゴリズムに応じて、設定を使用して、曖昧度を制御します。

ダイス係数

l N-gram
l 割合

レーベンシュタイン

l 距離

設定は以下で説明します。

5. (省略可能 ) ［最初の副キー一致のみを結合］を選択すると、各主キー値が、最初に発生した一

致する副キー値にのみ結合されることを指定します。
6. ［主キー］リストから主キーフィールドを選択します。

1つの主キーフィールドのみを選択できます。これは、文字フィールドである必要があります。

7. ［副キー］リストから副キーフィールドを選択します。

1つの副キーフィールドのみを選択できます。これは、文字フィールドである必要があります。

8. ［主フィールド］および［副フィールド］リストから、結合テーブルに含めたいフィールドを選択します。

メモ

結合テーブルに含める場合は、主キーおよび副キーフィールドを明示的に選択す

る必要があります。
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ヒント

隣接する複数のフィールドを選択するには、Shiftキー + クリックを、隣接していな

い複数のフィールドを選択するには、Ctrlキー + クリックを利用できます。

9. ［保存先］テキスト ボックスに、新しい結合されたACLテーブルの名前を指定します。
10. (省略可能 ) [詳細］タブ：

a. レコードのサブセットのみが処理されることを指定する場合は、［範囲］パネルでオプションのいず

れかを選択します。

b. 出力結果を既存のAnalyticsテーブルの末尾に追加する場合は、［既存のファイルに追加す

る］を選択します。
11. ［OK］をクリックします。

新しい結合されたテーブルが出力です。

［曖昧結合］ダイアログボックスオプション

次の表は、［曖昧結合］ダイアログボックスのオプションの詳細を示します。

［メイン］タブ

オプション – ［曖昧結合］ダ
イアログボックス 説明

ダイス係数

主キー値と副キー値の間の曖昧一致には、ダイス係数を使用します。

o N-gram –使用する n-gramの長さ

1以上の整数を指定します。n-gramの長さを大きくすると、2つ値の間の類似度の基準

が厳しくなります。

o 割合 –あいまい一致と見なされるための、2つの値の許容可能な最低ダイス係数

0.0000 ～ 1.0000の小数を指定します(例：0.7500)。小数点 4桁の最大値を使用しま

す。

値を小さくすると、あいまい度が高い値 (相互の関連性が低い値 )が含まれるため、一致

の件数が多くなります。

レーベンシュタイン

主キー値と副キー値の間の曖昧一致には、レーベンシュタイン距離を使用します。

o 距離 –あいまい一致であると見なされるための、2つの値間の許容可能な最低レーベン

シュタイン距離

1以上の整数で指定します。

値を大きくすると、あいまい度が高い値 (相互の関連性が低い値 )が含まれるため、一致

の件数が多くなります。

最初の副キー一致のみを

結合

各主キー値が、最初に発生した副キー一致にのみ結合されることを指定します。

このオプションをオフにする場合、デフォルト動作では、各主キー値をすべての副キー一致に

結合します。
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オプション – ［曖昧結合］ダ
イアログボックス 説明

副テーブル 副テーブルを選択する代替方法。

主キー

副キー

2つのテーブルを結合するために使用する共通キーフィールドを指定します。

o 主キーおよび副キーリストで直接共通キーフィールドを選択できます。

o ［主キー］または［副キー］をクリックすると、［選択したフィールド］ダイアログボックスを開き、

共通キーフィールドを選択するか、主キーで式を作成できます。

キーフィールドのガイドライン：

o データ型 –キーフィールドは文字データ型にする必要があります。

o 長さ –キーフィールドの長さが異なる場合、これらのフィールドは自動的に調整されます。

o 名前と開始位置 –キーフィールドの名前と開始位置はテーブル間で異なっていてもかまい

ませんが、同じデータ要素になっている必要があります。

o 複数のキーフィールド –テーブルごとに1つのキーフィールドのみがサポートされます。

主フィールド

副フィールド

結合テーブルに含めるフィールドを指定します。

o 主キーおよび副キーリストで直接フィールドを選択できます。

o ［主フィールド］または［副フィールド］をクリックすると、［選択したフィールド］ダイアログボック

スを開き、フィールドを選択するか、1つ以上の主フィールドで式を作成できます。

o 主フィールドと副フィールドの選択順序は、結合されるテーブルにおけるフィールドの表示

順序に対応します。

グループとして、結合されるテーブルで、主フィールドは副フィールドの前に現れます。

出力テーブルを開く

操作の完了時に、出力結果を含んでいる Analyticsテーブルを自動的に開くかどうかを指定

します。

もし次の

(省略可能 )レコードを処理から除外する条件を作成できます

o ［If］テキスト ボックスに条件を入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用

してWHILEステートメントを作成することができます。
o 条件は、主テーブル、副テーブル、または両方を参照できます。

メモ

[式ビルダー］で副テーブルフィールドにアクセスするには、［テーブルから］ド
ロップダウンリストで副テーブルを選択します。

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後

に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

変換先

出力テーブルの名前と場所を指定します。

o 出力テーブルを Analytics プロジェクト フォルダーに保存するには、–テーブル名のみを入

力します。
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オプション – ［曖昧結合］ダ
イアログボックス 説明

o プロジェクト フォルダー以外の場所に出力テーブルを保存するには、–絶対ファイルパスや

相対ファイルパスを指定したり、［保存先］をクリックし、別のフォルダーに移動します。

たとえば、C:\Results\Output.filまたは Results\Output.filのように指定しま

す。

保存する出力テーブルの場所に関係なく、そのテーブルが開いているプロジェクトにまだ存在

しないときは、プロジェクトに追加されます。

Analyticsによってテーブル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前

を受け入れることも、あるいは変更することもできます。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含ま

ない)に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、

他の特殊文字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすること

はできません。

［詳細］タブ

オプション – ［曖昧結合］ダ
イアログボックス 説明

範囲パネル

処理される主テーブルのレコードを指定します。

o すべて –(デフォルト )主テーブルのすべてのレコードが処理されます。

o 先頭 – –このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、主テーブル内の先

頭レコードから処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

o 次 – –このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、主テーブルビュー内で

現在選択されているレコードから処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理

対象とされます。

行内のデータではなく、左端の列の実際のレコード番号が選択されている必要がありま

す。

o While – – WHILEステートメントを使用して、条件に基づいて主テーブル内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。

l ［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または［While］ボタンをクリックし、式ビ

ルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

l WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、レコードを処

理することができます。

l Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用する

ことができます。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。
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オプション – ［曖昧結合］ダ
イアログボックス 説明

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理

的な順番またはインデックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用さ

れたフィルターやクイックソートは一切無視します。ただし、分析操作の結果

ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作し

ます。

既存のファイルに追加する

出力結果が既存のAnalyticsテーブルの最後に追加されることを指定します。

メモ

出力結果と既存のテーブルの構造が同一であるかどうかが不確かな場合

は、［既存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておくことをお勧

めします。

追加およびデータ構造の詳細については、"既存テーブルへの出力結果の

追加"ページ 207を参照してください。

OK

処理を実行します。

o 異なる長さの文字キーフィールドの結合を行う場合、または長さが異なる文字キーフィー

ルドで結合を行う場合は、Analyticsがそれらのフィールドを一致させるよう試みることを提

示するメッセージが表示されます。

o 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

［最後に追加］オプションが表示されることを期待していたのに表示されない場合は、［い
いえ］をクリックして操作をキャンセルし、"既存テーブルへの出力結果の追加"ページ 207
を参照してください。
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テーブル結合時の自動一致
Analyticsで 2つのテーブルを結合する場合、次の2つの状況ではキーフィールドを自動的に一致させま

す。

l 1つの文字キーフィールドと1つの数値キーフィールドを使用します
l 長さが異なる文字キーフィールドを使用します

自動一致によって、特殊な結合が簡略化され、関連する作業を減らすことができます。

Analyticsでキーフィールドを自動的に一致させる場合、その操作と関連する構文はコマンド ログに記録

されます。

文字キーフィールドと数値キーフィールドによ
る結合の自動一致
Analyticsでは、文字キーフィールドと数値キーフィールドでテーブルを結合する場合、結合の実行時に

VALUE( )関数を使用して文字フィールドを数値に変換することでデータ型を自動的に一致させます。

例

共通キーフィールドとして社会保障番号を使用して、2つのテーブルを結合します。

l 1つのキーフィールドには文字データとして書式設定された数値と記号が含まれます：555-
44-3322

l 他のキーフィールドには数値データとして書式設定された数値のみが含まれま

す：555443322

Analytics は文字と数値の結合を自動的に調整するため、関数を使用して最初にフィールドを手

動で調整せずに、標準結合を実行できます。

追加の詳細

l 文字フィールドに含まれるアルファベット文字、ハイフンやかっこなどの区切り記号は無視され、数

値フィールドの値による一致で、数値のみを一致の対象とすることができます。
l アルファベット文字の位置は数値の一致に影響ありません。
l 文字フィールドの元のデータ型およびすべての文字 (アルファベット文字と区切り文字を含む)は、

結合後のテーブルに保持されます。
l 文字または数値フィールドを主キーフィールドにできます。
l 文字フィールドも、文字フィールドに含まれる数字も、数値フィールドとして同じ長さにする必要は

ありません。フィールド長に関係なく、同一の数字のみが一致します。
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負の数値に関連する自動一致

文字キーフィールドと数値キーフィールドの自動一致では、負の数値の一致を直接サポートしません。

VALUE( )関数の意図する動作に対応するため、Analyticsは文字キーフィールドに対してABS( )関数

も使用します。この関数は結合の実行中、一時的にすべての数値を正の値に変換します。

負の数値を含むキーフィールドに自動一致を使用したい場合は、通常の方法で結合を実行した後、

手動で編集したコマンドログエントリを使用して結合を再度実行し、VALUE( )関数のみを文字キー

フィールドに適用するようにします。この方法は、文字キーフィールドと負の値を含む数値キーフィールド

による結合時には正しい結果が得られますが、どちらかのフィールドに数値以外のデータが存在する場

合は正確に動作しません。

文字キーフィールド長の自動一致
長さの異なる文字キーフィールドを選択した場合、Analyticsではテーブル結合の実行時に、短い方の

フィールドに空白を追加してフィールドの長さを自動的に一致させます。短い方のフィールドの元の長さ

は、結合後のテーブルに保持されます。

フィールド長の自動一致は、文字ベースの演算キーフィールド、および複数の文字キーフィールドで構成

される共通キーに対しても動作します。

フィールド長を自動的に一致させるのは文字キーフィールドのみです。数値や日付時刻のキーフィールド

では長さの自動一致を行いません。

調整に影響されない値の一致

文字キーフィールドの長さを一致させても、値の一致については値自体の厳密な一致が必要です。たと

えば、値がショート バージョンとロングバージョン( "ABC"と "ABC Corporation"など)の場合、これらの値

が、長さを一致させたフィールドに含まれていたとしても、一致は発生しません。
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テーブルの関連付け

テーブルの関連付けを使用すると、それぞれ異なるレコード構造を持つAnalyticsテーブルを最大 18個

まで関連付けることができます。関連付けられたテーブルにあるフィールドを組み合わせることで、単一

テーブルに存在するデータのようにアクセスおよび分析することができます。

異なる複数のフィールド(データ要素 )があるとレコード構造は異なります。いくつかの物理テーブル間で

データの関係をすばやく図式化するのに必要な情報作業の場合、あるいはレポートの生成前に、対応

する完全な名前によってコードをリンクする場合には関連付けを利用できます。

例

シナリオ

3月の顧客と販売された製品に関する詳細を含む売上レポートを作成する必要がある場合に、

データが3つのテーブルに分散しているとします。

アプローチ

顧客マスターテーブルを注文テーブルに関連付け、注文テーブルを製品マスターテーブルに関連

付けて、レポートに必要なすべての情報を含むテーブルの一時的な関連付けを作成します。

l 顧客マスターテーブル内の顧客名と顧客拠点 –
l 注文テーブル内の注文詳細 –
l 製品マスターテーブル内の製品詳細 –
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関連付けは仮想テーブルを作成します
関連付けられたテーブルの結果は仮想的なものです。それらのテーブルは独立しており、どの時点におい

ても関連付けられません。

関連付けは結合やマージと異なり、新しいテーブルを作成しません。その代わり、関連付けられたテーブ

ルまたは子テーブルのフィールドは、関係を確立した親テーブルで使用できるようになります。

必要であれば、別の操作を実行し、親テーブルや子テーブル内にあるフィールドの任意の組み合わせを

新しいテーブルに抽出することができます。

共通のキーフィールドを使用したテーブルの関
連付け
共通のキーフィールド(従業員番号やベンダー ID、または住所など両方のテーブルに存在するデータ要

素 )を使用してテーブルを関連付けます。キーフィールドに同一の値が存在する場合は 1つの一致のみ

が生じます。この一致は別のテーブルのレコードを個別に関連付けます。基本的な関連付け操作では、

部分一致はサポートされていません。

関連付けるテーブルのキーフィールドには複数の要件が適用されます。

キーフィールドの特性 要件

データ要素 同じである必要があります。たとえば、両方のキーフィールドは従業員番号フィールドです。

データ型

データ型でも、またキーフィールドでもかまいませんが、関連付けするテーブル間で統一されて

いる(データ型が同じになっている)必要があります。たとえば、2つの文字フィールドです。

日付時刻のサブタイプ(日付、日付時刻および時刻 )の関連付け対象は、同じサブタイプの

みです。

フィールド型 物理フィールドまたは演算フィールドにできます。

フィールド名 異なることができます。

開始位置 異なることができます。

フィールド長 同じである必要があります。

文字フィールドの両端揃え

および大文字と小文字

同じである必要があります。
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親テーブル、子テーブル、およびキーフィールド
関連付け操作の対象となるテーブルとキーフィールドは、そのテーブルを追加する順序に基づき、親およ

び子として識別されます。

l 親テーブル –最初に追加したテーブル( 1つのテーブルを開き、関連付け操作を開始すると自動

的に追加される)
l 親キーフィールド –親テーブルから選択したキーフィールド
l 子テーブル – 2番目以降に追加したテーブル
l 子キーフィールド –子テーブルから選択したキーフィールド

親および子となるテーブルやキーフィールドは自由に選択できますただし、この関連付けが成功するの

は、その対象キーフィールドが関連付けの必要条件を満たしている場合のみです。

詳細については、"キーフィールドについて"ページ 231を参照してください。

子テーブルのフィールドへのアクセス
関連付けが確立されると、子テーブルのフィールドを親ビューに追加することができます。ただし、これは必

ずしも行う必要はありません。親テーブルを通じて子テーブルのフィールドに対しアクセスおよび分析を行う

ことができます。これにはAnalyticsの各種ダイアログボックスの［対象テーブル］ドロップダウンリストや式

ビルダーを使用できます。親ビューにフィールドが追加されているかどうかは関係ありません。

親テーブルからアクセスされる子テーブルのフィールドは、抽出元テーブルを示すため「テーブル名 .フィール
ド名」という形式で表示されます。関連付けられたテーブルへのアクセスおよび関係の編集は、子テーブ

ルではなく親テーブルを通じて行うことができます。

関連テーブルの並べ替えとインデックスの作成
関連付けの結果生じる仮想テーブルは、親テーブルの既存のソート順を使用します。テーブルを関連付

ける前に、親テーブルのキーフィールドを並べ替えたりインデックスを作成する必要はありません。ただし、

関連付けには親テーブル用のオプション［あらかじめ並べ替える］がないので、並べ替えやインデックス作

成を事前に行うこともできます。

関連付け操作の内部的な機能の一部として、子テーブルのキーフィールドには自動的にインデックスが

作成され、昇順に並べ替えられます。これら子テーブルのインデックスは、その子テーブルの関連付けが解

除された後も保持されますが、必要に応じて手作業で削除できます。

関連付けに関する追加情報
次のテーブルでは関連付けに関する追加情報を提供します。
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機能分野 詳細

レコードの一致

一組のテーブルの関連付けは、論理的には "主テーブルの全レコード"オプションを使用した結合に

相当します。つまり、一致する主レコードと副レコード(親レコードと子レコード)、および一致しない

主レコードを含む多対一結合タイプの使用です。

この相当する多対一結合と同様、関連付け操作では、親キーの値と、子キーの値で最初に見つ

かった一致のみを有効とします。子キーの値で同じ一致がほかに存在していた場合でも、それらは

無視されます。テーブルの関連付けを計画する場合は、このような動作を考慮に入れる必要があり

ます。特に、子テーブルで、一致対象のキー値が複数存在することが妥当である場合などは留意

してください。親テーブルを子テーブルに、また子テーブルを親テーブルにというように、2つのテーブル

の関係を逆転させてみるのも 1つの方法です。

一致しないレコードお

よびフィールド値の欠

落

親キーの値が、関連付けられている子テーブルに存在しない場合、Analyticsでは、欠落するフィー

ルド値の対処として、文字や日付時刻フィールドには空白を、数値フィールドにはゼロを、そして論

理フィールドには "F"を表示します。

子テーブルのキー

フィールドの重複また

は空白

子テーブルのキーフィールドの値が重複していたり欠落していることで、その後の分析が無効になっ

てしまうような場合、事前に子テーブルから重複や空白を除去することで解決する可能性がありま

す。

関連付けられたテー

ブルにあるデータの抽

出

関連付けられたテーブルからデータを抽出する場合は 2つのオプションがあります。

o ［抽出］ダイアログボックスの［ビュー］または［フィールド］オプションのいずれかを使用して、親テー

ブルと子テーブルからデータの一部またはすべてを抽出し、新しいAnalyticsテーブルに出力でき

ます。新しいテーブルはどのテーブルにも関連付けられていません。

［ビュー］オプションを使用する場合、まず子テーブルの適切なデータを親ビューに追加する必要

があります。

o ［抽出］ダイアログボックスの［レコード］オプションを使用して、親テーブルからデータを抽出し、新

しいAnalyticsテーブルに出力できます。その新しいテーブルは元の親テーブルの関連付けを保

持します。［レコード］オプションは子テーブルのデータの抽出をサポートしません。

キーフィールド長の同

一化は不要

Analyticsでは、親テーブルと子テーブルで共通キーフィールドの長さが同一であることを強制しませ

ん。

同一の長さのフィールドを使用することをお勧めします。必要であれば、関連付けを行う前にフィー

ルド長を手作業で揃えてください。フィールド長が異なるキーフィールドを使用して関連付けを行っ

た結果は信頼性がありません。

日付、日付時刻、または時刻を用いた操作を実行する場合、AnalyticsはAnalytics内部の日付

時刻形式を使用しているため、日付時刻キーフィールドの長さが異なることがあります。

キーフィールドのデー

タ型の変更

親テーブルと子テーブルのキーフィールドのデータ型は、それらのフィールドが既にテーブルの関連付

けに使用されている場合は、変更することができません。いずれかのフィールドのデータ型を変更す

る必要がある場合は、まず関係を削除しておく必要があります。いずれかのフィールドのデータ型を

変更することによって、対応付けていたもう一方のフィールドと異なるデータ型になった場合は、それ

ら 2つのフィールドをテーブルの関連付けに使用することはできなくなります。

条件付きインデックス

の回避

子テーブルのキーフィールドに対しては条件付きインデックスを使用しないでください。その代わり、親

テーブルとその関連テーブルに対して操作を実行するときに条件を適用します。

関連付けの構築時に条件付きインデックスを使用すると、関連付けの階層のさまざまな段階で意

図しないデータの欠落が生じる可能性があります。より安全に行うには、関連付けを保証するのに

十分なデータセットを表す関連付けを構築し、その後、必要であれば条件を適用します。
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機能分野 詳細

関連付けられるテー

ブルの場所に関する

制限事項

テーブルを関連付ける場合、その対象となるテーブルは同じ Analyticsプロジェクト内に存在してい

る必要があります。サーバーにあるテーブルであれば同じサーバー上にあり、同じサーバープロファイ

ルを使用してアクセスする必要があります。ローカルのテーブルとサーバーのテーブルを関連付けるこ

とはできません。

行揃えと大文字小

文字の同一化

文字キーフィールドを使用してテーブル間の関連付けを行う場合、両フィールドの行揃えおよび大

文字小文字の表記が同一でなければなりません。

o 両方のキーフィールドは同じ行揃えであることが必要です。LTRIM()関数を使用すると、キー

フィールドから先頭のスペースを削除します。

o 両方のキーフィールドはそれぞれ、フィールド内の単語 (アルファベット )の大文字、小文字または

大文字 /小文字の混在の表記が同じあることが必要です。大文字小文字の表記を同一にす

るには、UPPER( )、LOWER( )またはPROPER( )関数を使用します。

UTCベースのデータ

と非 UTCデータの関

連付け

UTCベースおよび非 UTCの日付時刻キーフィールドは、2つのテーブルの関連付けに使用できま

す( UTCは協定世界時で、経度 0度地点における時刻 )。日付時刻または時刻を用いた操作を

実行する場合、AnalyticsではAnalytics自身の内部日付時刻形式を使用するので、以下の2
つの日付時刻は同一であると解釈され、一致します。

o UTCベース – 31/12/2014 10:30:15-05:00

o 非 UTC – 31/12/2014 15:30:15

Analytics操作の中で、UTCベースの時刻データと非 UTCの時刻データを混在させる場合は注意

が必要です。Analyticsは上の2つの時刻値を一致させます。しかし、一方の値はタイムゾーンを参

照し、もう一方の値は参照しないため、論理的には意味がない可能性があります。UTCの詳細に

ついては、"日付と時刻オプション"ページ 135を参照してください。
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テーブルの関連付け

一組のテーブルごとに、共通キーフィールドを使用して異なるレコード構造を持つ複数のAnalyticsテー

ブルを関連付けることができます。テーブルが関連付けられると、親テーブルを使用して、関連付けたテー

ブルにあるフィールドを組み合わせたデータに対しアクセスおよび分析が行えるようになります。

メモ

親と子の関係を逆にすると異なる結果が生じるため、関係の親テーブルと子テーブルの

特定に注意してください。詳細については、"結合または関連付けの一般的な用途"
ページ 959を参照してください。

手順

メモ

手順の後に詳細情報が表示されます。"［関係］ダイアログボックスオプション"次のペー

ジを参照してください。

1. ナビゲーターで親テーブルを開きます。
2. ［データ｜テーブルの関連付け］の順にクリックします。
3. ［関係］ダイアログボックスで、［テーブルの追加］をクリックして 1つまたは複数の子テーブルを選択

します。

親テーブルを含め、最大 18個のテーブルを関連付けることができます。

ヒント

隣接する複数のテーブルを選択するには、Shiftキー + クリックを、隣接していない

複数のテーブルを選択するには、Ctrlキー + クリックを利用できます。

子テーブルを個々に追加するには、［テーブルの追加］リストでその子テーブルをダ

ブルクリックします。

4. ［追加］をクリックした後、［閉じる］をクリックします。

ヒント

［関係］ダイアログボックスまたはダイアログボックスのテーブルのサイズを変更し、

テーブルを移動して、スペースを広げることができます。これにより、作業したり、より

多くの情報が表示されます。

5. 親テーブルのキーフィールドを、子テーブルの対応するキーフィールドへドラッグします。

2つのキーフィールド間で、テーブル間の関連付けを示す矢印が表示されます。
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親および子テーブルは、子テーブルキーフィールドのインデックスを使用して関連付けられます。詳

細については、"子テーブルインデックス"見開きページを参照してください。

6. さらにテーブルの関連付けを追加する場合は、最初の一組のテーブルと同様、キーフィールドから

キーフィールドへドラッグすることでテーブルを関連付けていきます。

追加する関連付けは、それぞれ親テーブルへの直接リンクまたは間接リンクを作成する必要があり

ます。

メモ

2つのテーブルの各インスタンスに関連付けを行えるのは 1回のみです。既に関連

付けた一組のテーブルに対して、さらに関連付けを行おうとすると、その操作は拒

否されエラーメッセージが表示されます。［テーブルの追加］ボタンをクリックして、対

象とする適切なテーブルを選択すると、そのテーブルのインスタンスを新たに追加で

きます。

詳細については、"複数のキーフィールドを個別に使用"ページ 1015を参照してく

ださい。

7. (省略可能 )個別の関係またはテーブルを［関係］ダイアログボックスから削除するには、次の手順

を実行します。

l 関係を削除するには –キーフィールド矢印を右クリックし、［削除］を選択します
l テーブルを削除する –には、テーブルの本体を右クリックして、［テーブルの削除

］をクリックします。メモ

テーブルに既存の関係がある場合は、最初に関係を削除する必要があります。

8. ［完了］をクリックして［関係］ダイアログボックスを閉じます。

関連付けたテーブルにあるフィールドを組み合わせたデータに対し、アクセスおよび分析を行うこと

ができるようになります。すべてのフィールドが単独テーブルに存在するかのように扱えます。

［関係］ダイアログボックスオプション
次の表は、［関係］ダイアログボックスのオプションの詳細を示します。

オプション -関係ダイ

アログボックス 説明

テーブルの追加 ［テーブルの追加］ダイアログボックスを開きます。

［テーブルの追加］ダ
イアログボックス

関係に含めるテーブルを指定します。

キーフィールド矢印

共通キーフィールドを指定し、各テーブルペアを関連付けます。

o 共通キーフィールドを選択するには、キーフィールドをキーフィールドにドラッグします。
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オプション -関係ダイ

アログボックス 説明

o キーフィールド矢印が配置されたら、それをクリックし、［関係の編集］を選択して、共通キー

フィールドを変更できます。

キーフィールドのガイドライン：

o データ型 –キーフィールドはどのようなデータ型でもかまいません。各テーブルペアでは、キー

フィールドに同じデータ型が必要です。

o 日付時刻のサブタイプ –日付時刻のサブタイプ(日付、日付時刻および時刻 )の関連付け対

象は、同じサブタイプのみです

o 長さ –キーフィールドの長さはテーブル間で同一にしておくことをお勧めします。

o 名前と開始位置 –キーフィールドの名前と開始位置はテーブル間で異なっていてもかまいません

が、同じデータ要素になっている必要があります。

o 複数のキーフィールド –必要に応じて、1つのテーブルに2つ以上の共通キーフィールドを含める

ことができます。詳細については、"複数のキーフィールドの使用"ページ 1013を参照してくださ

い。

テーブルを整列する

(省略可能 ) ［関係］ダイアログボックスの作業領域を右クリックして［テーブルの整列］を選択し、

テーブルの配置やキーフィールドの矢印を整理してください。

完了

処理を実行します。

関連付けたテーブルにあるフィールドを組み合わせたデータに対し、アクセスおよび分析を行うことが

できるようになります。すべてのフィールドが単独テーブルに存在するかのように扱えます。

親テーブルからアクセスする場合、Analyticsの各種ダイアログボックスで見られる［対象テーブル］ド
ロップダウンリストおよび［式ビルダー］で、関連付けられたテーブルを選択し、フィールドを選択して、

分析または処理できます。

子テーブルインデックス
親および子テーブルは、子テーブルキーフィールドのインデックスを使用して関連付けられます。

インデックスが存在し

ない場合

子テーブルキーフィールドにインデックスが存在しない場合、親テーブルと子テーブルを関連付けると

きに、Analyticsが自動的に作成します。

特にインデックス名を

付ける場合

特にAnalyticsによって自動作成された子テーブルインデックスに名前を付ける場合：

a. 右クリックして、親テーブルのキーフィールドを子テーブルのにドラッグします。
b. ［名前付きインデックスの関連付け］を選択します。

名前付きインデックスを使用した関連付けは、インデックスが存在する場合は無効です。

c. インデックスの名前を指定し、必要であれば、デフォルト ( Analyticsプロジェクトを含むフォルダー)
以外の作成先も指定します。

d. ［OK］をクリックします。

複数のインデックスが

存在する場合

子テーブルでキーフィールドに2つ以上のインデックスが存在する場合、それらの適確なインデックス

のリストが示されます。適切なインデックスを選択して［OK］をクリックします。
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(省略可能 )子テーブルフィールドを親ビュー
に追加します
子テーブルのフィールドを親テーブルのビューに追加する必要はありませんが、追加しておけば関連データ

がわかりやすくなります。

1. 親テーブルのビュー領域内で右クリックしてから［列の追加］を選択します。
2. ［対象テーブル］ドロップダウンリストから子テーブルを選択します。

［使用可能なフィールド］リストの名前フィールドには、子テーブルのフィードが「子テーブル名 .フィー
ルド名」という書式で表示されます。

3. 子テーブルのフィールド リストから、親ビューに追加するフィールドを 1つまたは複数選択します。

親ビューに子テーブルのフィールドが表示される順序は、フィールドを選択した順序どおりです。

4. さらに別の子テーブルのフィールドを表示する場合は、追加する子テーブルを［対象テーブル］ドロッ

プダウンリストから選択し、その子テーブルのフィールドを選択して親ビューに追加します。
5. ［OK］をクリックします。

子テーブルのフィールドが親ビューに追加されます。Analyticsでは、親テーブルの不一致レコードに

対する子テーブルのフィールドの欠落した値には、空白かゼロを挿入します。
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関係の編集
テーブルの関係は、設定後も編集することができます。関連付けられるテーブルの追加または削除、キー

フィールドの変更および式の作成が可能です。関係全体を削除することもできます。

1. 親テーブルを開いて、［データ >関連付け］の順に選択します。
2. ［関係］ダイアログボックスで、以下のいずれかを行います。

関係全体を削除す

る

2つのテーブルを接続する矢印を右クリックし［削除］を選択します。

関係の削除対象である子テーブルのフィールドが、現在の親ビューまたはアクティブな演算

フィールドで参照されている場合は、その関係を削除することはできません。関係を削除する

前に、ビューからそのフィールドを削除する、または演算フィールドを削除するか非アクティブに

する必要があります。演算フィールドは、別のビューに切り替える、あるいは親テーブルを一度

閉じて開き直すことで非アクティブにすることができます。

関係に、親テーブルへ間接的にリンクする別の子テーブルがある場合も、その関係を削除す

ることはできません。まず、ほかの子テーブルへの関係を削除しておく必要があります。

テーブルから関係を

削除する

テーブルの本体を右クリックして、［テーブルの削除］をクリックします。

先にテーブルの関係 (テーブルを接続する矢印 )を削除しておかないとテーブルは削除できま

せん。親テーブルを削除することはできません。関係を持たないテーブルは、［関係］ダイアログ

ボックスを閉じたときに、自動的に削除されます。

テーブルを関係に

追加する

［テーブルの追加］をクリックし、1つ以上のテーブルを選択して［追加］をクリックしたら［閉じ

る］をクリックします。通常の方法で新しいテーブルへの関係を作成します。

2つのテーブル間の

関係を編集する

2つのテーブルを接続する矢印を右クリックし［関係の編集］を選択するか、矢印をダブルク

リックします。

親のキーフィールドや子のキーフィールドを変更したり、子テーブルに対するインデックが複数

存在する場合には別のインデックスを選択することができます。［OK］をクリックして、変更を

保存します。

メモ

親テーブルを閉じて開き直すと、関係がリフレッシュされ変更が反映されま

す。

式の作成

親テーブルを右クリックして［式の新規作成］を選択し、［式ビルダー］を開きます。

親テーブルのフィールドおよび関連付けられている子テーブルのフィールドを使用して、式を作

成することができます。式を作成できるのは、親テーブルからのみです。

テーブルと関係の矢

印を自動的に配置

する

作業領域を右クリックし、［テーブルの配置］を選択します。

3. ［完了］をクリックして［関係］ダイアログボックスを閉じます。
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テーブルの関連付けの構築方法
テーブル間の関連付けは階層型になっています。1つの親テーブルが階層の最上位にあり、複数の子

テーブルと関連付けることができます。

テーブルが関連付けられると、それらのテーブルのフィールドは単独のテーブルに存在しているかのように扱

うことができ、任意に組み合わせてデータにアクセスし分析することが可能です。

テーブルを関連付けるための一般ガイドライン
l 使用できる親テーブルは 1つのみです。
l 子テーブルは、自身の子テーブルに関連付けることができます。これは親テーブルから見て孫テーブ

ル、さらにひ孫テーブルといった関係になります。
l 親テーブルを含め、最大 18個のテーブルを互いに関連付けることができます。

［関係］ダイアログボックスはグラフィカルな作業領域を提供しているので、複数の関係を簡単に管理す

ることができます。

例

下図では、テーブルとキーフィールドが次のように関連付けられています。

親テーブル 共通キーフィールド 子テーブル 共通キーフィールド 孫テーブル

売掛金 Contract_number Contract Sales_rep_number 営業部

Customer_number Customer

1009

分析用のデータの準備

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


テーブルを関連付けるための詳細ガイドライン
特に多くのテーブルを伴う関連付けの場合、データを希望どおりに表示させる関係を構築するには、ある

程度の計画が必要です。以下のガイドラインを参考にして関係を構築してください。

キーフィールド間の一致

各テーブルに共通するキーフィールド、そのキーフィールドに含まれる値のデータ型、および生じる可能性

が高い一致について慎重に検討してください。キーフィールド間の一致の完全性と正確度は、その後の

情報の検査や分析の品質に影響を与えます。

親子関係を元に戻す

1つのテーブルともう 1つのテーブルで親子の関係を作成したときの影響、およびその2つのテーブルの関

係を逆転させた場合に結果がどのように異なるかについて考慮してください。

Analyticsにおける関連付けのタイプは多対一であることを覚えておいてください。単独または同一の親

キーの値は、子キーの値で最初に見つかった一致と関連付けられます。子キーの値の2番目以降の一

致、およびそれらを含むレコードは無視されます。

子テーブルに複数の妥当なキー値が存在する場合は、子テーブルを親にする方が、完全な結果が得ら

れる可能性があります。これは現在の親テーブルに妥当な重複が含まれていないことも前提とします。
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両方のテーブルに妥当な重複が含まれる場合は、多対多結合を使用して使用してテーブルを結合する

のがよい方法でしょう。

関係階層でのテーブルの位置の効果

関連付けの階層の各レベルで、子テーブルは階層上の1つ低いレベルにあるテーブルに対して親となる

ことができます。

親と子の間では、キーの値の一致が多対一であるため、テーブルが階層上の下位へ行くにつれて、その

データの多くが最後の関連付けから省かれる可能性が高くなります。このような多対一による一致で起こ

り得る累積的影響は、共通キーフィールドのすべての値において一対一の一致が存在している場合は

問題になりません。

テーブル内の全レコードを必ず関連付けに含めるようにするには、そのテーブルを親テーブルにします。

中間テーブルの使用

共通キーフィールドがない 2つのテーブルを関連付けたい場合は、1つ以上の中間テーブルを使用して

関連付けを構築できる場合があります。

上の図では、Contractテーブルは中間テーブルとして機能し、Accounts ReceivableおよびSalesテー

ブルを間接的に関連付けます。中間テーブルにあるデータ自体は必要な場合もあれば不要な場合もあ

ります。

基本関係の関連付けのバリエーション

基本的な親子関係以外に、状況によって以下の関係のタイプが可能です。

2つのテーブルの各インスタ

ンスに関連付けを行えるの

は 1回のみです。

既に関連付けた一組のテーブルに対して、さらに関連付けを行おうとすると、その操作は拒

否され次のメッセージが表示されます。

"これらのファイルのいずれかは既に関係の一部です。別の関連付けを作成するには、そのファ

イルのインスタンスをもう 1つ追加します。"

［関係］ダイアログボックスの［テーブルの追加］ボタンをクリックし、適切なテーブルを選択して

そのテーブルのインスタンスを追加できます。テーブルのインスタンスは、元のテーブル名の末尾

に増分数字を付けた名前か、あるいは指定した名前で追加されます。

この代わりに、ナビゲーターで適切なテーブルレイアウトのコピーを作成し、そのコピーを［関
係］ダイアログボックスにコピーすることもできます。

複数のキーフィールドのテー

ブルの関連付け

o キーフィールドが連結される場合、複数のキーフィールドの組み合わせを使用してテーブ

ルを関連付けることができます。

詳細については、"複数のキーフィールドを組み合わせて使用"ページ 1013を参照してく

ださい。

o 親テーブルは、同じ子テーブルの別々 ( 2つ以上 )のインスタンスに関連付けることができま

す。次の間の関係があります。

l 同じ親キーフィールドと2つの異なる子キーフィールド
l 2つの異なる親キーフィールドと同じ子キーフィールド
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詳細については、"複数のキーフィールドを個別に使用"ページ 1015を参照してください。

テーブルの自己関連付け テーブルは自身の別のインスタンスと関連付けることができます。
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複数のキーフィールドの使用
2つの状況では、複数の共通キーフィールドを使用して、テーブルを正確に結合するか関連付ける必要

があります。

使用 ... 処理するとき... 例

複数のキーフィールドの組

み合わせ

1つの共通キーフィールドのみの値では一意

性が保証されず、2つのテーブルを正確に結

合または関連付けることができません。

業者 IDフィールドとロケーションフィールドの

両方を使用して、2つのテーブルを正確に結

合または関連付ける必要があります。

個別の複数のキーフィール

ド

2つのテーブルを結合または関連付けるため

に必要な値が、結合または関連付け対象

のテーブルのどちらか一方で 2つ(以上 )の
キーフィールドに分かれています。

Nameでテーブルを結合するか関連付けま

す。主または親テーブルには単一のName
フィールドがあります。ただし、名前は副また

は子テーブルの2つのフィールドにいずれかで

発生します。

複数のキーフィールドを組み合わせて使用
1つの共通キーフィールドのみの値では一意性が保証されず、2つのテーブルを正確に結合または関連

付けることができない場合は、複数の共通キーフィールドを組み合わせて使用します。

例

共通キーフィールドとして Vendor_IDを使用して、2つのテーブルを結合するか、関連付けます。

ただし、一部の業者には同じ業者 IDの複数のロケーションがあります。

この例では、業者 A4538にはバンクーバー、リッチモンド、コキットラムにロケーションがあります。

1つのキーフィールド

Vendor_IDのみを使用してテーブルを結合または関連付けようとすると、副テーブルまたは子テー

ブルのレコードのうち、最初に一致した業者の場所以外のレコードは、結合されるテーブル(多対

一結合 )または関連付けられるテーブルには含まれないので、テーブル間による場所の一致に誤

りが生じます。
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複数のキーフィールドの組み合わせ

製造元の場所をすべて出力し、かつ場所を正確に一致させるには、両方のテーブルで、製造元

ID( Vendor_ID)と場所 ( Location)の両フィールドをキーフィールドとして使用する必要があります。

複数のキーフィールドを組み合わせれば、各フィールドの値によって 1つの一意な値が形成され、

これを使用して 2つのテーブル間でレコードを確実に一致させることができます。

テーブルの結合時、複数のキーフィールドを組み合わせて
指定する

テーブルを結合するときには、次の方法を使用して、複数のキーフィールドを組み合わせて指定できま

す。

l ［結合］ダイアログボックスで複数のキーフィールドを選択します。
l 各テーブルで、2つ以上のキーフィールドを連結 (加算 )する演算フィールドを作成し、その演算

フィールドを使用してテーブルを結合します。詳細については、"キーフィールドの連結"ページ

 1020を参照してください。

［結合］ダイアログボックスで複数のキーフィールドを選択します。

［結合］ダイアログボックスで各テーブルの複数のキーを選択すると、次の条件が適用されます。

データ構造

1つのキーフィールドの使用時に適用される、データ構造およびデータ形式の要件は、複数のキーフィー

ルドの使用時に各テーブルで対応させるキーフィールドにも適用します。詳細については、"データ構造お

よびデータ書式の要件"ページ 918を参照してください。

データ型

1つのテーブル内で、複数キーフィールドのデータが異なっていてもかまいません(氏名の苗字、名前、およ

び誕生日など)。

並べ替え順序

複数のキーフィールドを選択すると、出力テーブルでは並べ替え順序が入れ子になります。ただし、これは

結合の実行で主テーブルが事前に並べ替えられている( ［主テーブルをあらかじめ並べ替える］オプションを

選択 )ことを前提とします。キーフィールドを選択する順序が、入れ子の並べ替え順序の優先度を示しま

す。

テーブルの関連付け時、複数のキーフィールドを組み合わ
せて指定する

テーブルを関連付けるときには、次の方法を使用して、複数のキーフィールドを組み合わせて指定できま

す。
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l 各テーブルで、2つ以上のキーフィールドを連結 (加算 )する演算フィールドを作成し、その演算

フィールドを使用してテーブルを関連付けます。詳細については、"キーフィールドの連結"ページ

 1020を参照してください。
l 各テーブルで、複数のキーフィールドのデータを含めることができる長さのフィールドを新たに定義

し、その新しいフィールドを使用してテーブルを関連付けます。詳細については、"物理フィールドを

定義する"ページ 790を参照してください。

メモ

結合とは異なり、テーブルの関連付けを行う場合、一組みのテーブルに対して選択でき

るキーフィールドは 1つのみです。このため、複数のキーフィールドを組み合わせて使用

するには、上のいずれかの方法を用いる必要があります。

複数のキーフィールドにデータを含む新しいフィールドの定義

複数のキーフィールドにデータを含む新しいフィールドを定義するときには、次の条件が適用されます。

データ構造

1つのキーフィールドの使用時に適用される、データ構造およびデータ形式の要件は、複数のキーフィー

ルドを含む新しく作成されたフィールドにも適用します。詳細については、"データ構造およびデータ書式の

要件"ページ 918を参照してください。

フィールドの隣

接

この方法は、その複数のキーフィールドが各テーブルで隣接している場合にのみ機能します。フィールドが

隣接されるようにするには、対象のフィールドを必要な順序で選択し、新しいテーブルに抽出することで実

現できます。

データ型

複数のキーフィールド全体を含めることができる新しいフィールドのデータ型は、ソースデータと対応してい

ます。

複数のキーフィールドのデータ型がそれぞれ異なる場合は、テーブルの関連付けに使用する目的のため、

それらを文字フィールドとする新しいフィールドを作成できます。

複数のキーフィールドを個別に使用
2つのテーブルを正確に結合または関連付けるために必要な値が、結合または関連付け対象のテーブ

ルのどちらか一方で 2つ(以上 )のキーフィールドに含まれている場合、それらの複数のキーフィールドを

個別に使用する必要があります。

複数のキーフィールドのフィールドごとに、結合作業を 1回ずつ実行するか、関連付けを 1つずつ設定

し、完全なデータセットがある統合された最終的な結果を生成します。

テーブルの結合または関連付けで複数のキーフィールドのうち 1つしか使用しなかった場合は、その結果

のデータは不完全なものになります。

例 1：副または子テーブルの2つのキーフィールド
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名前を用いて 2つのテーブルを結合または関連付けます。主または親テーブルにはのName
フィールドがあります。ただし、副テーブルまたは子テーブルにはName_1およびName_2 という

別々の名前フィールドがあります。副テーブルまたは子テーブルで、一致の対象となる名前は 2つ

の名前フィールドのうちどちらかに存在します。

テーブルの結合

名前の間ですべての可能な一致を取り込むには、2つの連続結合を実行し、副テーブルのキー

フィールドのいずれかのみを使用して各結合を行う必要があります。1番目に行った結合の出力

テーブルを、2番目に行う結合の主テーブルとして使用します。

各結合を実行する場合、一致および不一致のどちらの主レコード(すべての主レコード)も含める

結合タイプを選択する必要があります。このため、処理のどの時点でも不一致の主レコードを失

いません。

メモ

以下の図は、結合されるテーブルのキーフィールドのみを示します。通常、テーブ

ルにはキーフィールド以外のデータも含まれています。

テーブルの関連付け

名前の間ですべての可能な結合を取り込むには、親キーフィールドと2番目の子キーフィールド

の間で追加の関係の子テーブルの追加インスタンスを追加する必要があります。

［関係］ダイアログボックスの［テーブルの追加］ボタンをクリックし、適切なテーブルを選択して子

テーブルのインスタンスを追加します。
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例 2：主または親テーブルの2つのキーフィールド

税フィルター ID番号を用いて 2つのテーブルを結合または関連付けます。主または親テーブルに

は税還付金上方が含まれ、副または子テーブルは税フィルター ID番号を社会保障番号にマッピ

ングします。

主テーブルまたは親テーブルには、主申告者 (本人 )の ID番号を含む ID フィールドがあり、副申

告者 (配偶者 )が存在する場合は、その ID番号を含むSecondary_ID フィールドがあります。副

テーブルまたは子テーブルには、すべての人の ID番号を含む ID フィールドがあります。社会保障

番号が主申告者と副申告者の両方に結び付けられた、結合データまたは関連付けデータを生

成します。

テーブルの結合

社会保障番号を主および副税フィルターの両方に関連付けるには、2つの連続結合を実行し、

主テーブルのキーフィールドのいずれかのみを使用して各結合を行う必要があります。1番目に

行った結合の出力テーブルを、2番目に行う結合の主テーブルとして使用します。
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各結合を実行する場合、一致および不一致のどちらの主レコード(すべての主レコード)も含める

結合タイプを選択する必要があります。このため、処理のどの時点でも不一致の主レコードを失

いません。

メモ

以下の図は、結合されるテーブルのキーフィールドのみを示します。通常、テーブ

ルにはキーフィールド以外のデータも含まれています。

テーブルの関連付け

社会保障番号を主および副税フィルターの両方に関連付けるには、2番目の親キーフィールドと

子キーフィールドの間の関係の子テーブルの追加インスタンスを追加する必要があります。

［関係］ダイアログボックスの［テーブルの追加］ボタンをクリックし、適切なテーブルを選択して子

テーブルのインスタンスを追加します。
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キーフィールドの連結
単独のキーフィールドでは一意性が保証されず、2つのテーブルを正確に関連付けることができない場

合は、2つ以上のキーフィールドを連結する演算フィールドを各テーブルで作成し、その演算フィールドを

使用してテーブルを関連付けることができます。

この方法は、テーブルを結合する場合にも使用できますが、これが必ずしも必要というわけでありません。

テーブルの結合では 1つのテーブルで複数のキーフィールドが選択できるからです。

単独のキーフィールドと同様に、連結されたキーフィールドも、関連付けられる 2つのテーブルで同一の

データ構造とデータ形式を持っている必要があります。

メモ

連結できるのは文字キーのみであるため、連結前にAnalytics関数を使用して文字以

外のデータを文字データとして変換することができます。詳細については、"フィールドの一

致"ページ 921を参照してください。

1. 親テーブルを開いて、［編集 > テーブルレイアウト］の順に選択します。

2. ［新しい式の追加 ］をクリックします。
3. 連結するキーフィールド用の名前を［名前］に入力します。

4. f(x) をクリックして式ビルダーを開きます。
5. 2つ以上のキーフィールドと加算演算子 ( +)を使用して式を作成します。

例：vendor_ID + location_code

6. ［OK］をクリックします。

"式の型の不一致"エラーになった場合、キーフィールドの1つ以上が文字のキーフィールドでない

可能性があります。

7. ［入力を受け入れる ］をクリックし、［閉じる ］ボタンをクリックして［テーブルレイアウト］ダイ

アログボックスを終了します。
8. 子テーブルを開き、同じ手順を繰り返して同一の連結キーフィールドを子テーブルに追加します。
9. 連結されたキーフィールドを使用して 2つのテーブルを関連付けます。
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データのサンプリング
取引の勘定またはクラスにおける、規定された統制からの逸脱率、または金額虚偽表示の合計金額を

発見する必要があるとします。ところが、データセット内のすべてのレコードを検査する時間または予算が

ない場合があります。

Analytics を使用して、サンプルという統計的に有効なデータのサブセットを抽出し、代わりに大幅に小さ

いデータのセットを分析できます。

より小さいデータセットの分析結果をデータの母集団全体に対して適用 /推定することができます。これ

により、全体の逸脱率や全体の虚偽表示金額について、推定値が作成されます。

サンプル選択と推定で使用される統計式により、「推定された結果が、実際にすべてのレコードを検査し

た場合に得られる結果に近い」という妥当かつ測定可能な信頼度が保証されます。

メモ

本ガイドに記載されているサンプリングに関する情報は、Analyticsにおけるサンプリング

の理論についてよく理解されているユーザーへの支援を目的に提供しています。監査サ

ンプリング理論は複雑であるため、ここでは詳しく説明していません。

監査サンプリングの詳細については、AICPAの監査ガイド：監査サンプリングなどのリソー

スを参照してください。
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サンプリングの種類
Analyticsには、次の3つのサンプリングの種類があります。

l レコード サンプリング(属性サンプリング)
l 金額単位サンプリング
l 従来の変数サンプリング

選択するサンプリングの種類は、行う分析の性質とデータの性質によって決まります。

Analyticsのサンプリングは統計サンプリングです

Analyticsのサンプリングは統計サンプリングです。Analyticsによって抽出されたサンプルは統計的に有効

であるか、代表的です。それは、承諾された統計式を使用して計画、抽出、および評価されているため

です。

式は確率分布に基づいてします。レコード サンプリングと金額単位サンプリングはポアソン分布であり、従

来の変数サンプリングは正規分布に基づいています。

どの種類のサンプリングを使用すればよいでしょうか?
使用するサンプリングの種類の選択に関するガイドラインを次の表に示します。

メモ

代表的でないランダムなレコード選択のみが必要な場合は、"ランダムに選択したレコー

ドの生成"ページ 236を参照してください。代表的でない選択に基づいた結果を適用 /
推定しても、統計的有効性はありません。

サンプリングの種類 その使用に適する場面

"レコード サンプリング(属性サンプリン

グ) "ページ 1035

統制をテストしようとしている場合を考えます。

レコード サンプリングは、規定した統制からの逸脱率を監査する場面に適していま

す。

分析対象のレコードごとにOK/NGまたは合格 /不合格を出力する場合には、レ

コード サンプリングを使用することをお勧めします。

"金額単位サンプリング"ページ 1060

金額の虚偽表示がないか取引の勘定またはクラスを分析する場合に、その財務

データに次の特性があることが必要な場面：

o 虚偽表示がまったくないか、少ない数の虚偽表示しかない。

たとえば、科目数の5%未満にしか虚偽表示がないなど。

o 過少計上数より多くの過剰計上数があるように思われる。
o 0 ドルの科目がない。

"従来の変数サンプリング"ページ

 1093
金額の虚偽表示がないか取引の勘定またはクラスを分析する場合に、その財務

データに次の特性があることが必要な場面：
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サンプリングの種類 その使用に適する場面

o 虚偽表示の数があまり多くないか、過少計上数より多い。

たとえば、5% 以上の科目が虚偽表示である場合など。

o 過剰計上または過少計上が存在する。
o 0 ドルの科目が存在する。

サンプリングには専門的な判断が必要
Analyticsのサンプリング機能では、監査のサンプリングに関わる多数の計算およびプロセスが自動化さ

れます。ただし、信頼性が高く、効果的なサンプリングには、複数の領域で専門的な判断を適用するこ

とも必要です。

メモ

信頼できる方法で監査サンプリングを実行するために必要な専門的な判断に精通して

いない場合は、監査サンプリング担当者または監査サンプリングスペシャリストの助言を

得てから、本番環境で Analyticsサンプリングを使用することをお勧めします。

領域 必要な判断

信頼度 サンプルが代表的であるという信頼性が必要とされる度合い(必要な信頼度 )の評価

Materiality

金額精度

取引の勘定またはクラスの虚偽表示で許容されるレベルの決定

許容逸脱率 規定された統制からの許容される逸脱率の決定

選択方法 適切なサンプル選択方法の選択

評価方法 従来の変数サンプリングに対する適切な評価方法の選択

用語に関する単語
監査サンプリングに精通していない場合の支援として、このガイドにあるいくつかの用語が以下で非常に

簡単に定義されています。

詳しく表示

メモ

これらは専門的な定義ではなく、監査および保証において専門的に使用されるより正

確な定義を意図的に簡素化したものです。
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統制

保証を提供する義務づけられたプロセス。

例：すべての伝票は管理者によって承認され、署名される必要があります。

逸脱、統制の逸脱

統制を遵守できないこと。

例：伝票が管理者の署名なく処理された。

誤った文 不正確な数。一般的には不正確な金額。

Materiality 何かが重大になる点。

重大な虚偽表示

問題になるほど十分に大きい不正確さ。

単一の数値または勘定全体を指すことがあります。たとえば、"この勘定には重大な虚偽表

示があります"。

母集団

サンプルが抽出される、ファイルのレコードの全体のセット、または勘定または取引のクラスの

金額全体。

プロジェクト 推定すること。観察された値に基づいて不明な値を外挿すること。

代表する より大きいグループと同じ特性を持つこと。

サンプリング、サンプル

母集団の100%未満を選択する統計的に有効な処理。このサブセットは "サンプル"として

知られています。

シード値

Analytics乱数ジェネレーターを初期化する数値。ユーザーが指定するか、Analyticsによって

ランダムに選択されます。

汚染

虚偽表示金額では、虚偽表示が表す簿価 (記録された値 )の割合です。

例：実際には $180である $200の簿価は $20の虚偽表示があるため、10%の汚染があり

ます。

許容可能 許容できること。許容度の境界内であること。

ユニバース 別の用語で「母集団」

Analyticsの用語と業界用語

AnalyticsのサンプリングダイアログボックスのさまざまなラベルはAnalyticsの用語を使用します。監査サ

ンプリングと関連付けられた用語を既に理解している場合は、用語に不一致があると思われる可能性が

あります。Analytics の用語を業界用語にマッピングするには、"監査サンプリング用語"ページ 1030を参

照してください。
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サンプルの選択方法
サンプルの選択方法は、サンプルに含めるレコードの選択に使用する特定の方法です。

レコード サンプリングと金額単位サンプリングについては、Analyticsは 3つのサンプル選択方法をサポート

します。

l 固定間隔
l セル
l ランダム

従来の変数サンプリングについては、ランダム選択方法のみが可能です。

さサンプル選択方法とサンプリングタイプ
サンプル選択方法とサンプリングタイプの違いを理解することが重要です。

サンプリングタイプは母集団に関する推計に達するために使用される全体的な統計方法を指します。

サンプル選択方法は、サンプルに含める母集団からレコードを抽出する方法を指します。

サンプリングの種類 使用可能なサンプル選択方法 詳細

レコード サンプリング o 固定間隔
o セル
o ランダム

サンプルに含まれるレコードが直接選

択されます

金額単位サンプリング o 固定間隔
o セル
o ランダム

サンプルに含まれるレコードは、選択し

た金額単位に対応するレコードです。

従来の変数サンプリング o ランダム サンプルに含まれるレコードが直接選

択されます

固定間隔選択方法
固定間隔選択方法では、初期金額単位またはレコードが選択され、すべての後続の選択は固定間隔

または離れた距離です。たとえば、初期選択の後のすべての5000番目の金額単位またはすべての20
番目のレコードです。

詳しく表示

固定間隔選択方法を使用するには、次の項目を指定します。

l サンプルサイズを生成するときにAnalyticsが生成する間隔値
l ゼロより大きく間隔値以下の開始数

開始数と間隔値は、サンプルに含まれるレコードを選択するために使用されます。
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メモ

Analyticsでランダムに開始番号を選択する場合は、開始番号 ‘0’を入力するか、開始

番号を空欄にします。

例

62がAnalyticsによって生成された間隔で、開始数として 17を選択した場合、次の金額単位ま

たはレコード数が選択されます。

l 17
l 79 (17+62)
l 141 (79+62)
l 203 (141+62)
l など

各選択は同じ距離または離れた固定間隔です。

金額単位サンプリングでは、選択された実際のレコード数は、選択した金額単位に対応するレ

コード数です。詳細については、"金額単位サンプリングによるレコードの選択方法"ページ 1061を
参照してください。

考慮事項

固定間隔選択方法を使用するときには、データのパターンに注意する必要があります。サンプルの抽出

に固定間隔が使用されるため、データのパターンが、指定した間隔と一致するような場合には、結果の

サンプルが代表的でない可能性があります。

たとえば、間隔 $10,000を使用して費用をサンプリングし、同じ費用カテゴリがファイルに1万ドル間隔で

表示されます。これは、単一の費用カテゴリから発生するすべての選択されたレコードになります。このよう

な状況が起こることはまれですが、可能性があることに留意してください。

セル選択方法
セル選択方法では、データセットが複数の均等なセルまたはグループに分割され、各セルから 1つの金

額単位または 1つのレコードがランダムに選択されます。

詳しく表示

セル選択方法を使用するには、次の項目を指定します。

l サンプルサイズを生成するときにAnalyticsが生成する間隔値
l Analyticsで乱数ジェネレーターを初期化するために使用されるシード値。

各セルのサイズは間隔値によって指定します。乱数ジェネレーターは、各セルから選択される金額単位ま

たはレコード数を指定します。
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メモ

Analyticsでランダムにシード値を選択する場合は、シード値 '0'を入力するか、シード値

を空白のままにします。

例

Analyticsによって生成される間隔が62の場合、1つの金額単位または 1つのレコード数が次の

セルからランダムに選択されます。

l セル1( 1 ～ 62)
l セル2( 63 ～ 124)
l セル3( 125 ～ 186)
l など

各選択はランダムな離れた距離ですが、セル内に制約されます。

金額単位サンプリングでは、選択された実際のレコード数は、選択した金額単位に対応するレ

コード数です。詳細については、"金額単位サンプリングによるレコードの選択方法"ページ 1061を
参照してください。

シード値

シード値を指定する場合、任意の数字を指定することができます。シード値がそれぞれ一意であると、

異なる乱数一式になります。同じシード値を指定すると、同じ乱数一式が生成されます。特定のサンプ

ル選択を複製したい場合は、シード値を明示的に指定し、これを保存します。

考慮事項

固定選択方法と比較したセル選択方法の主な利点は、データのパターンに関連する問題を回避できる

ことです。

金額単位サンプリングでは、2つの問題点があります。

l 金額は 2つのセルの間の区切り点にまたがることができるため、2回選択でき、固定間隔方法で

生成されるサンプルよりも一貫性が低いサンプルになります。
l また、項目が大きくても最上層のカットオフ基準よりも小さい場合、抽出される可能性が若干減

少してしまうことも示します。

ランダム選択方法
ランダム選択方法では、すべての金額単位またはレコードがデータセット全体から、または従来の変数サ

ンプルを使用している場合は書く層からランダムに選択されます。

詳しく表示
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メモ

Analyticsを使用して結果サンプルで検出された虚偽の表示を評価する場合は、金額

単位サンプルでランダム選択方法を使用しないでください。金額単位サンプルの評価に

は、固定間隔またはセル選択方法を使用する必要があります。

乱数選択方法を使用するには、次の項目を指定します。

l Analyticsによって計算されるサンプルサイズ。選択するサンプル数
l Analyticsで乱数ジェネレーターを初期化するために使用されるシード値。
l 母集団サイズ。サンプルフィールドの絶対値またはデータセットのレコードの合計数

従来の変数サンプリングでは、サンプルサイズと母集団サイズはAnalyticsによって自動的に入力されま

す。

乱数ジェネレーターは、データセットから選択される金額単位またはレコード数を指定します。各選択は

離れたランダム距離です。

メモ

Analyticsでランダムにシード値を選択する場合は、シード値 '0'を入力するか、シード値

を空白のままにします。

シード値

シード値を指定する場合、任意の数字を指定することができます。従来の変数サンプリングでは、シード

値は 2,147,483,647以下の正の数である必要があります。

シード値がそれぞれ一意であると、異なる乱数一式になります。同じシード値を指定すると、同じ乱数

一式が生成されます。特定のサンプル選択を複製したい場合は、シード値を明示的に指定し、これを

保存します。コマンド ログからシード値を取得することもできます。

考慮事項

大きい金額は金額単位サンプルから除外できます。

乱数選択方法では、各金額単位の選択の確率が等しくなり、結果のサンプルが均等に分布される保

証はありません。結果として、選択した単位間の距離またはギャップが場合によっては大きくなることがあ

ります。大きい金額に関連付けられたすべての金額単位がギャップに当たる場合、金額はサンプルに含

まれません。また、乱数選択方法を使用するときに使用できる最上層のカットオフはありません。

固定間隔とセル選択方法では、選択した単位が均等に分散されるか、相対的に均等に分散されるこ

とが保証されます。最上層のカットオフを使用できます。

金額は複数回金額単位サンプルに含まれる場合があります。

Analyticsは同じ乱数を 2回生成しませんが、近いか連続する乱数が発生することがあります。

金額単位サンプリングでは、近いか連続する乱数が選択されている近いか連続する金額単位と等しくな

り、関連付けられた金額が複数回選択されることがあります。
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レコード サンプリングと従来の変数サンプリングでは、各乱数が別のレコードと等しいため、同じ問題は発

生しません。

ランダム数アルゴリズム

レコード サンプリングと金額単位サンプリングでは、Analyticsの乱数ジェネレーターには以下の2つのアル

ゴリズムオプションがあります。

l メルセンヌ・ツイスタ
l デフォルト Analyticsアルゴリズム

メルセンヌ・ツイスタは、広く使用されている乱数アルゴリズムであり、デフォルトのAnalyticsアルゴリズムよ

り優れた統計のプロパティを持っています。バージョン 12より前のAnalyticsで作成されたAnalyticsスクリ

プトまたはサンプリングの結果との後方互換性が必要な場合は、単純にデフォルトのアルゴリズムを使用

してください。

従来の変数サンプリングでは、メルセンヌ・ツイスタは選択できず、デフォルトのAnalyticsアルゴリズムが使

用されます。

レコード数フィールドの追加
レコード数フィールドを、サンプルを抽出している Analyticsテーブルに追加すると便利な場合があります。

サンプルを抽出した後、ソーステーブルから選択された特定のレコード数がサンプルを含む出力テーブル

に表示されます。

メモ

従来の変数サンプリングを使用するときには、レコード番号フィールドが自動的に出力

テーブルに含まれます。

方法の説明

1. ソーステーブルで式

RECNO( )

を使用する演算フィールドを作成します。

詳細については、"条件付き演算フィールドを定義する"ページ 806を参照してください。.

2. データをサンプリングするときには、レコードではなく、フィールドで出力します。

計算されたレコード数フィールドをソーステーブルからのレコード数を保持する物理フィールドに変

換するには、フィールドで出力する必要があります。

3. 指定する出力フィールドに計算されたレコード数フィールドを含めます。

1029

分析用のデータの準備

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


監査サンプリング用語
通常、Analyticsサンプリング用語は、監査と保証で一般的に使用される用語とは異なります。以下の

セクションはAnalytics用語と同等の業界用語の概要を示します。

一部の共通監査サンプリング用語の簡易定義については"用語に関する単語"ページ 1023用語を参

照してください。

Analyticsのサンプリングのタイプの名前
Analyticsには、次の3つのサンプリングの種類があります。

l レコード サンプリング
l 金額単位サンプリング
l 従来の変数サンプリング

以下の表は、これらのタイプのサンプリングで使用する他の用語の一覧を示します。

Analytics 用語 業界用語

金額単位サンプリング

金額単位サンプリング

ドル単位サンプリング

金額比例確率

累積金額単位サンプリング

レコード サンプリング

属性サンプリング

属性サンプリング

従来の変数サンプリング 従来の変数サンプリング

金額単位サンプリング用語
以下の表は、Analyticsで使用される金額単位サンプリング用語の一覧を示し、同等の業界用語を示

します。

1030

分析用のデータの準備

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


［サイズ］ダイアログボックス Analytics 用語 業界用語

信頼度 信頼度

信頼レベル

信頼性

母集団 母集団

母集団サイズ

Materiality 許容虚偽表

示

想定される合計誤

謬数

想定される

誤った文

推定誤った文

想定される母

集団誤った文

サンプルサイズ サンプルサイズ

間隔 サンプリング間

隔

最大許容汚染 ( %)

( Analytics固有の

用語 )

［評価］ダイアログボックス
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［サイズ］ダイアログボックス Analytics 用語 業界用語

誤謬 誤った文

結果の評価

基本精度 基準となる精

度

サンプリングリ

スクの基本的

な許容誤謬

最尤誤謬 想定された

誤った文

上限誤謬 上限誤った文
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レコード サンプリング用語
以下の表は、Analyticsで使用されるレコード サンプリング用語の一覧を示し、同等の業界用語を示し

ます。

［サイズ］ダイアログボックス Analytics 用語 業界用語

信頼度 信頼度

信頼レベル

信頼性

母集団 母集団

母集団サイズ

上限誤謬 (%) 許容偏差率

想定誤謬率

(%)
想定される母集

団偏差率

推定母集団偏

差率

サンプルサイズ サンプルサイズ

間隔 サンプリング間

隔

許容誤謬数

( Analytics固有

の用語 )

［評価］ダイアログボックス
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［サイズ］ダイアログボックス Analytics 用語 業界用語

誤謬数 偏差数

結果の評価

上限誤謬頻度 計算された上

限偏差率
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レコード サンプリング(属性サンプリン
グ)
レコード サンプリングは、取引の勘定またはクラスで規定された統制からの逸脱率を推定するための統

計サンプリング方法です。

サンプリングされたデータの分析がレコードごとにはい/いいえまたは合格 /不合格を出力する場合には、レ

コード サンプリングを使用することをお勧めします。

ヒント

Analyticsのレコード サンプリングのエンドツーエンド プロセスに関するすぐに使える導入に

ついては、"レコード サンプリングのチュートリアル"ページ 1037を参照してください。

機能の仕組み
レコード サンプリングにより、小さい母集団のサブセットを選択および分析できます。また、結果に基づい

て、母集団全体の内部統制からの誤謬または逸脱率を推定できます。

次に、推定された率を許容可能と判断される率と比較し、統制に関する決定を行います。

レコード サンプリングは、この種の記述をサポートします。

l 規定された統制からの逸脱率が4.35%を超えない確率は 95%です。これは許容可能な逸脱
率の5.0%を下回ります。このため、規定された統制は効果的に機能しています

レコード サンプリング処理の概要

注意

有効なサンプルサイズの計算をスキップしないでください。

すぐにレコードのサンプルを抽出し、サンプルサイズで推定する場合は、分析結果の推

定が無効になる確率が高く、最終結果に欠陥が生じます。

レコードのサンプリング処理には、以下の一般的な手順があります。

1. 必要なサンプル数を計算します。

2. サンプルの選択方法を選択します。

l 固定間隔
l セル
l ランダム

3. レコードのサンプルを描画する
4. サンプリングされたデータで意図した監査手順を実行します。
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5. サンプリングされたデータで観察された統制逸脱率が母集団全体の許容できない逸脱率を表し

ているかどうかを評価します。

レコード サンプリングによるレコードの選択方
法
レコード サンプリングではAnalyticsテーブルからサンプルレコードを選択する次のプロセスを使用します。

l レコード サンプリングを指定する場合、サンプリング単位は一意のレコード番号を持つ個別のレ

コードです。特定のフィールドは指定しません。
l サンプルの選択方法の1つを使用して、Analyticsはレコード番号の中からサンプルを選択しま

す。選択されたレコードは、サンプリング出力テーブルに含まれます。

例

100レコードあるテーブルでは、Analyticsが次のレコード番号を選択する場合があります。

l 9
l 13
l 40
l 52
l 78
l 91
l 99

バイアスのないサンプルの選択
レコード サンプリングは、バイアスがかかっておらず、レコードに含まれる金額に基づいていません。サンプル

の対象として選択される可能性はどのレコードについても等しくなります。金額を 1000 ドル含むレコー

ド、250 ドル含むレコード、および 1 ドル含むレコードの選択されるチャンスは同等です。

つまり、指定したレコードが選択される確率は、そのレコードに含まれる金額とは無関係です。

考慮事項
レコード サンプリングは、はい/いいえ、または合格 /失敗という結果になる結果をテストする統制で使用す

るのに適しています。統制テストでは、エラーの累計金額よりも、合計母集団でのエラー率に、より関心

があります。

レコード サンプリングではレコードに含まれる金額は考慮されないため、高額取引はサンプルから除外さ

れるチャンスが高くなります。
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レコード サンプリングのチュートリアル
このチュートリアルでは、Analyticsにおけるレコード サンプリングのエンドツーエンド プロセスの概要を説明

します。

予定所要時間 – 20分

サマリー – Vouchers(伝票 )テーブルから、レコードで構成されるサンプルを抽出し、そのサンプルから統制

からの逸脱を検出します。サンプルからの検出結果に基づいて、テーブル全体の逸脱率を統計的に推

定します。

この統計的推定値を使って、伝票統制プロセスが有効に運用されているかどうかを判定します。

主なタスク –レコード サンプリングを正しく実行するには、主なタスクとして以下の4つを実行する必要が

あります。

レコード サンプリングについて、オプションの使用方法は省略して、オプションなしでの使用方法のみを説

明しているため、Analytics のレコード サンプリングの使用方法の基本をすばやく理解できます。

ヒント

サンプリング用語については、"用語に関する単語"ページ 1023に簡潔に定義されていま

すので参照してください。

レコード サンプリングのシナリオ

伝票統制プロセスのテスト

シナリオ

5000レコードを超える Vouchersテーブルを検査するとします。伝票のサンプルのハードコピーを抽

出して、システム入力と一致し、伝票統制プロセスが効果的に機能していることを確認しようとし

ています。

ハードコピーを確認し、次の点を確認します。

l 伝票が承認された
l 同じ人が伝票を作成して承認していない
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どのように進めるか?

いくつのハード コピーを抽出するか?どれを抽出するかをどのように決定するか?サンプルから検出し

た統制からの逸脱が伝票の母集団全体ではどのように分布しているか?

Analytics レコード サンプリングを使用して、これらの質問に対する回答を得ることができます。

このシナリオで使用される Analytics テーブル

このシナリオはAnalyticsに含まれる ACL_Rockwood.aclサンプルデータファイルのVouchers
テーブルを使用します。

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。これらの

文字を使用すると、コマンドを実行できないか、エラーが発生します。

1有効なサンプルサイズの計算

メモ

本番環境では、有効なサンプルサイズを計算するために指定する値は、専門家の判

断によって異なります。

1. ACL_Rockwood.aclで、Acquisitions_Paymentにある Vouchersテーブルを開きます。
2. ［サンプリング> レコード /金額単位サンプリング>サイズの計算］を選択します。
3. ［レコード］オプションを選択します。
4. 以下の画面に表示されている入力値を指定し、［計算］をクリックしてサンプルサイズを計算しま

す。

結果を確認した後、［OK］をクリックしてサンプルサイズ計算を確定するか、異なる値を指定して

実験します(以下を参照 )。
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入力値の意味

信頼度

抽出するサンプルが母集団全体を表している信頼度が95%必要です。

別の方法：サンプルを 100回抽出した場合、95回表し、5回のみ表しません。

母集団 Vouchersテーブルのレコードの総数

上限誤謬 (%) 伝票の最大 2%は適切な承認がないことがあり、統制はまだ効果的であると見なします。

想定誤謬率 (%) 伝票の1%が適切な承認がないと想定します。

結果の意味

サンプルサイズ 593のハードコピー伝票を抽出します。

間隔

サンプル選択の間隔方法のいずれかを使用する場合、選択したレコードは以下のいずれか

です。

o 9レコードごと
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o 各 9レコードのブロックからランダムに選択したレコード

メモ

8.93は最大 9に四捨五入されます。

許容誤謬数

メモ

この数字は、統制の逸脱を評価するための代替方法であり、このレコード サ

ンプリングチュートリアルでは使用しません。

この数字の意味：

o サンプルのハードコピー伝票を検査するときに、7以上の伝票が統制に違反する場合、

統制が非効果的だと見なすことができます。

詳細：異なる値を指定した実験

［サイズ］ダイアログボックスの次のフィールドのいずれかで値を変更し、［計算］をクリックして、結果

がどのように変わるのかを観察します。1度に1つの値のみを変更し、変更がどのように結果に影

響するのかをわかりやすくします。

l 信頼度
l 上限誤謬 (%)
l 想定誤謬率 (%)

より厳密な要件により、サンプルサイズが大きくなります。より緩い要件により、サンプルサイズが

小さくなります。

上の画面に合うように値をリセットし、［OK］をクリックします。サンプルサイズ計算の結果で［サイ

ズ］タブを固定します。

2レコードのサンプルを抽出する
1. ［Vouchersテーブルに戻ります。
2. ［サンプリング> レコード /金額単位サンプリング>サンプル］を選択します。
3. ［レコード］オプションを選択します。
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4. 以下の画面に表示されている値を指定し、［OK］をクリックしてレコードのサンプルを抽出します。

入力値の意味

セル

サンプルレコードを抽出するためにセル選択方法を使用しています。

セル選択方法では、同じサイズのセルまたはレコードのブロック内からランダムに選択されるレ

コード選択方法。

間隔 各セルのサイズは 9レコードです。8.93は最大 9に四捨五入されます。

シード値

Analyticsで乱数ジェネレーターを初期化するために使用されるシード値 456654。任意の

シード値を指定できます。

乱数ジェネレーターは、各セルから選択されるレコード数を指定します。

アルゴリズム 乱数ジェネレーターはメルセンヌ・ツイスタアルゴリズムを使用して、乱数を生成します。

変換先

Vouchersテーブルから抽出されたレコードのサンプルは、新しいテーブルVouchers_sample
に出力されます。
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メモ

Analytics は間隔を 9に切り上げ、抽出された実際のレコード数は計算され

たサンプルサイズ593より少し小さくなります。

3サンプルで分析を実行する
このチュートリアルでは、以下を行うものとします。

1. Vouchers_sampleテーブルに出段する伝票番号のハードコピーを抽出します。
2. 各伝票を検査し、適切な承認がない伝票を記録します。

4母集団全体に対する分析結果の適用
1. ［サンプリング> レコード /金額単位サンプリング>評価］を選択します。

メモ

メニューオプションは、テーブルが開いていない場合は無効です。

2. ［レコード］オプションを選択します。
3. 以下の画面に表示されている入力値を指定し、［OK］をクリックして分析結果を適用します。
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入力値の意味

信頼度 サンプルサイズの計算時に指定したのと同じ信頼度。

サンプルサイズ 抽出したサンプルの実際のレコード数。つまり Vouchers_sampleテーブルのレコード数。

誤謬数 ハードコピーを検査したときに、適切な承認がなかった伝票数。

推定 /適用される分析結果の意味

上限誤謬頻度

95%の信頼度で推定された伝票の母集団全体の最大逸脱率。

別の方法：Vouchersテーブルの適切な承認がない伝票数が1.79%または 95伝票を超え

ないという 95%の確率があります。

1.79%はサンプルサイズを計算したときに上限誤謬 (%)に指定した 2% より小さいため、伝

票統制が有効に運用されていると結論付けることができます。

詳細については、"「上限誤謬頻度」の意味"ページ 1059を参照してください。

詳細：異なる値を指定した実験

異なる誤謬数で評価コマンドを再実行し、結果がどのように変わるのかを確認します。

以下の表は一部の異なる結果を要約しています。

誤謬数

(サンプル)

上限誤謬頻度

(推定された最大

値 )

Vouchersテーブル

で承認がない伝票

(推定された最大

値 ) 結論

5 1.79% 95 伝票の統制は有効に運用されています。
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誤謬数

(サンプル)

上限誤謬頻度

(推定された最大

値 )

Vouchersテーブル

で承認がない伝票

(推定された最大

値 ) 結論

(0.0179 x 5298) 1.79% <上限誤謬 2.00%

6 2.02% 107

(0.0202 x 5298)

厳密には、伝票の統制は有効に運用されていま

せん。

ただし、2.02%は上限誤謬 2.00%に非常に近い

です。

メモ

この例は、上限誤謬頻度と許容誤

謬数の間の差異を示し、統制逸脱

を評価します。

より緩い許容誤謬数方法を使用す

る場合、伝票の統制が有効に運用

されています。

左の "誤謬数"列の観察された誤謬

数は 6です。これは、サンプルサイズ

を計算したときに報告された許容誤

謬数の6を超えていません。

7 2.24% 119

(0.0224 x 5298)

伝票の統制は有効に運用されていません。

2.24% >上限誤謬 2.00%

10 2.89% 153

(0.0289 x 5298)

伝票の統制は有効に運用されていません。

2.89% >上限誤謬 2.00%
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レコード サンプルのサンプルサイズを
計算

データセットのサンプリングを実施する前に、統計的に適切なサンプル数と後続のサンプルおよび評価処

理で必要な他の値を計算する必要があります。

Analyticsのサンプルサイズの計算機能は、ユーザーが提供する入力値に基づき必要な値を計算しま

す。

サンプルサイズを計算することの重要性
後続のサンプルの有効性を計るには、適切なサンプルサイズを計算することが重要になります。サンプル

が有効でない、または代表を表してない場合は、全母集団に対してサンプルで実行する監査手続きの

結果を信頼して予測することはできません。

サンプルサイズの計算を省略したり、サンプルサイズを推定しないでください。

サンプルサイズの計算に使用するほとんどの入力値は、専門的な判断に基づきます。運用環境でサン

プリングの結果を信頼する前に、値が示す意味を十分理解するようにしてください。不明な点がある方

は、監査サンプリング担当者、または監査サンプリングスペシャリストにお問い合わせください。

入力値がサンプルサイズに影響する方法
入力値はAnalyticsで計算されるサンプルサイズに影響します。［サイズ］ダイアログボックスの［計算］ボ
タンを使用すると、異なる入力値がサンプルサイズに影響する方法を実験できます。

以下の表は、サンプルサイズに対する入力値の影響をまとめています。

注意

本番環境では、サンプルサイズを小さくする目的だけで、入力値を操作しないでくださ

い。入力値は、サンプリングされるデータと監査目的に対して最も適切であるという専門

的な判断に基づいているべきです。

この入力値を増やす： サンプルサイズを小さくします サンプルサイズを大きくします

信頼度

母集団 サンプルサイズには影響がありません

上限誤謬 (%)
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この入力値を増やす： サンプルサイズを小さくします サンプルサイズを大きくします

想定誤謬率 (%)

手順

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。これらの

文字を使用すると、コマンドを実行できないか、エラーが発生します。

1. ［サンプリング> レコード /金額単位サンプリング>サイズの計算］を選択します。

メモ

メニューオプションは、テーブルが開いていない場合は無効です。

2. ［メイン］タブで、［レコード］を選択します。
3. サンプルサイズを計算するために使用する入力値を入力します。

l 信頼
l 母集団
l 上限誤謬 (%)
l 想定誤謬率 (%)

メモ

入力値は以下で詳細に説明します。

4. (省略可能 ) ［計算］をクリックすると、出力結果のプレビューが表示されます。

ヒント

［OK］の代わりに［計算］をクリックすると、結果を出力する前に別の入力値で実

験できます。

メモ

出力結果は以下で詳細に説明します。
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5. ［出力］タブ
a. ［To］パネルで、次のいずれかを選択します。

l 画面 – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられて

いるソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができ

ます。

l ファイル –は結果をテキスト ファイルに保存または追加します

ファイルはAnalyticsの外部に保存されます。

b. 出力タイプとして［ファイル］を選択した場合、次のいずれかを実行します。
l ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します。
l ［名前］ボタンをクリックして、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでファ

イル名を入力するか、既存のファイルに上書きまたは追加する場合はそのファイルを選択しま

す。

Analyticsによってファイル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を

受け入れることも、あるいは変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロ

ジェクトの場所以外の場所にファイルを保存したり、その場所にあるファイルに追加したりする

こともできます。たとえば、C:\Results\Output.txtまたは Results\Output.txtのように

指定します。

メモ

ファイルタイプオプションは、使用している Analyticsのエディションに応じて、

ASCII テキスト ファイルまたはUnicode テキスト ファイルのいずれかのみです。

6. ［OK］をクリックします。
7. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

サイズダイアログボックスの入力と結果
次の表は、［サイズ］ダイアログボックスの入力値と出力結果の詳細を示します。

メインタブ –入力値

入力値 –サイズダイ

アログボックス 説明

信頼度

必要な信頼度。この信頼度で、結果のサンプルが母集団全体を表します。

たとえば、95を指定した場合は、サンプルが実際に95%の確率で母集団を代表しているとお客

様が信頼したいということを意味します。信頼度は "サンプリングリスク"の補数です。信頼度が

95%ということはサンプリングリスクが5%ということと同じです。
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入力値 –サイズダイ

アログボックス 説明

母集団

サンプリングするデータセットのレコード数

メモ

レコード サンプリングでは、母集団は結果のサンプルサイズに影響しません。たとえ

ば、他の入力値が同じままである場合は、統計的に同じ有効なサンプルサイズは

150,000または 1,000,000レコードの母集団に対して計算されます。

結果として得られる間隔値は、母集団のサイズに直接比例して大きくなります。

上限誤謬 (%)

発生し得るが、発生した場合でも統制が有効であると見なすことのできる、規定した統制からの逸

脱率の上限です。

たとえば、5を指定するとは、逸脱率が5%を超えたときに統制を無効と見なすことができるというこ

とです。

想定誤謬率 (%)

検出する規定の統制からの逸脱率。

たとえば、1を指定するとは、この逸脱率が1%以内であることを指定することです。

メモ

指定する推定誤謬率 (%)は上限誤謬 (%) より小さい必要があります。これらの

相違が小さすぎる場合は、計算するには誤謬率が高すぎますというエラーメッセー

ジが表示されます。

監査サンプリング用語では、相違で代表されるサンプリングの精度の度合いは、

指定した信頼度のレベルに対して計算するには小さすぎます。

メインタブ –出力結果

出力結果 –サイズダ

イアログボックス 説明

サンプルサイズ 必要なサンプル数です。

間隔 間隔値 –固定間隔とセルの選択方法に必要。

許容誤謬数

上限逸脱率 (%) を超えることなく結果から得られるサンプルで発生しうる誤謬または逸脱の最大

数のことです。

詳細については、"許容誤謬数"次のページを参照してください。

入力および結果の例

伝票テーブルのレコード サンプルのサイズの計算
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次の図は、レコード サンプリングのサンプルサイズを計算するときの入力値と出力結果の例です。

テーブルには 5298レコードあります。他の入力値に基づくと、必要なサンプルサイズは 593レコー

ドです。

計算は、Vouchersテーブルに基づきます。このテーブルは ACL_Rockwood.acl (ACL
DATA\Sample Data Files\ACL_Rockwood\ACL_Rockwood.acl)にあります。

許容誤謬数

メモ

Analyticsで評価機能を使用する予定がある場合は、最大許容汚染によって報告され

る値を使用する必要はありません。代わりに、評価機能で計算される上限誤謬頻度を

使用します。詳細については、"レコード サンプルの誤謬を評価する"ページ 1056を参照

してください。

許容誤謬数は、母集団の逸脱を評価する 1つの方法です。
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この方法を使用する場合は、サンプリングされたデータで監査手順を開始する前に、Analyticsが報告し

たしきい値が事前に分かっています。手順の実行中に観察された累積誤謬がAnalyticsが報告した値

を超える場合、規定された統制からの逸脱率が許容できないほど高いことがその時点で分かっていま

す。

サンプリングされたデータで統制テストを実行した後、検出した誤謬または逸脱数を許容誤謬数と比較

できます。観察されたエラー数が許容誤謬数以下の場合は、指定された信頼度レベルに対して統制が

効果的であると見なすことができます。

Analyticsによって生成されるサンプルサイズの
統計上の有効性
Analyticsは、ほとんどの分析に対して、統計上有効なサンプル数のサンプルを抽出できます。ただし、以

下の状況は例外となる可能性があります。

l 1000レコードより少ないデータセットのサンプリングを行なっている場合
l 組織内に、必要に応じて正確なサンプル数を定義できるサンプリングの専門家がいる場合
l 組織の方針により、ほかのサンプリングツールまたはサンプリング手法を使用する場合

ポワソン分布と二項分布
サンプル数を生成する際、一般的に使用される 2つの方法は、ポワソン分布と二項分布です。

Analyticsでは、ポワソン分布によりサンプル数が生成されます。

データセットの大きさが標準的な 1000件以上のレコードである場合は、ポワソン分布および二項分布

により生成されるサンプル数はほぼ同じになります。データセットが1000件未満のレコードである場合、

ポワソン分布により決定されるサンプル数は二項分布により決定される数と比べてやや大きくなる傾向に

あり、そのためより控えめになります。データセットが小さい場合、二項分布ではサンプル数が下方修正

されるのに対し、ポワソン分布では下方修正されません。データセットが非常に小さい場合には、ポワソ

ン分布により生成されるサンプル数が実際にデータセットのサイズを超過する場合があります。

Analyticsでサンプル数を計算するときに、小さいデータセットのレコード サンプリングを行う場合は、サン

プル数が必要以上に大きくなることがあります。このことは分析の障害にはなりません。これは、小さい母

集団に対して手動でオーバーサンプリングを行う場合にはよくあることです。
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レコード サンプリングの実行

アクティブなテーブルにあるデータの代表サンプルを含むテーブルを新たに作成することができます。

レコード サンプリングは、規定した統制からの逸脱率に関心がある場合に適しています。

メモ

この手順には、フィルタリング( IF文 )または範囲パラメーターは含まれません。これらのオ

プションを適用すると、サンプルの有効性が損なわれます。

手順

メモ

手順の後に詳細情報が表示されます。"サンプルダイアログボックスのオプション"見開き

ページを参照してください。

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。これらの

文字を使用すると、コマンドを実行できないか、エラーが発生します。

1. ナビゲーターで、サンプルを抽出するテーブルを開きます。
2. ［サンプリング> レコード /金額単位サンプリング>サンプル］を選択します。
3. ［メイン］タブで、［レコード］を選択します。
4. ［サンプルパラメーター］パネルで、サンプルの選択方法を指定します。

l 固定間隔
l セル
l ランダム

5. 選択した選択方法のサンプルパラメーターを入力します。

選択方法 サンプルパラメーター

固定間隔 o 間隔
o 開始 (省略可能 )

セル o 間隔
o シード値 (省略可能 )
o アルゴリズム – メルセンヌ・ツイスタを選択します

ランダム o サイズ
o シード値 (省略可能 )
o 母集団 (省略可能 ) -テーブルのレコード数が入力されます
o アルゴリズム – メルセンヌ・ツイスタを選択します
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メモ

サンプルパラメーターは、以下で詳細に説明されます。

6. ［保存先］テキスト ボックスで、出力結果を含める Analyticsテーブルの名前を指定します。
7. ［詳細］タブで、次のいずれかを選択します。

o レコード –レコード全体が出力テーブルに含まれます。

o フィールド –選択したフィールドのみが出力テーブルに含まれます。

8. ［フィールド］を選択した場合は、［抽出フィールド］リストから出力テーブルに含めるフィールドを選

択します。
9. 省略可能。出力結果にORDERフィールドを追加する場合は、［抽出順序をレポートする］を選

択します。

メモ

［抽出順序をレポートする］は、ランダム選択方法およびフィールド出力の両方が

選択された場合にのみ利用可能です。

10. ［OK］をクリックします。

サンプルダイアログボックスのオプション
次の表は、［サンプル］ダイアログボックスのオプションの詳細を示します。

［メイン］タブ

オプション -サンプル

ダイアログボックス 説明

MUS

レコード

サンプルの種類：

o MUS –金額単位サンプリング

ファイルの虚偽表示の合計額に関心がある場合に適しています。

o レコード –レコード サンプリング

規定した統制からの逸脱率に関心がある場合に適しています。

サンプルの対象 レコード サンプリングでは使用されません。

固定間隔

固定間隔がサンプル選択で使用されることを指定します。

サンプルは、間隔値と指定した開始番号に基づいて選択されます。詳細については、"固定間隔

選択方法"ページ 1025を参照してください。

［固定間隔］を選択した場合は、次の値を入力します。

o 間隔 (必須 ) –サンプル数の計算によって生じた間隔の値
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オプション -サンプル

ダイアログボックス 説明

メモ

サンプル数をまだ計算していなかった場合は、［サイズ］をクリックして［サイズ］ダ
イアログボックスを開きます。詳細については、"レコード サンプルのサンプルサイ

ズを計算"ページ 1045を参照してください。

o 開始 (省略可能 ) –ゼロより大きく間隔の値より小さいランダム開始値。

ヒン

ト開始番号 ‘0’を入力するか、Analyticsでランダムに開始番号を選択する場

合は、開始番号を空欄にします。

セル

セル方法をサンプル選択で使用することを指定します。

データセットが複数の均等なセルまたはグループに分割され、各セルから 1つのサンプルがランダムに

選択されます。各セルのサイズは間隔値によって指定します。詳細については、"セル選択方法"
ページ 1026を参照してください。

［セル］を選択した場合は、次の値を入力します。

o 間隔 (必須 ) –サンプル数の計算によって生じた間隔の値

メモ

サンプル数をまだ計算していなかった場合は、［サイズ］をクリックして［サイズ］ダ
イアログボックスを開きます。詳細については、"レコード サンプルのサンプルサイ

ズを計算"ページ 1045を参照してください。

o シード(省略可能 ) -任意の数値にできます

Analyticsで乱数ジェネレーターを初期化するために使用される数値です。

ヒント

シード値を指定したり、‘0’のシード値を入力したりできます。あるいは、シード

値を Analyticsにランダムに選択させたい場合は、シード値をブランクのままにし

ます。

o アルゴリズム(必須 ) - メルセンヌ・ツイスタを選択します。

バージョン 12より前のAnalyticsで作成されたAnalyticsスクリプトまたはサンプリングの結果との

後方互換性が必要な場合は、デフォルトを選択してください。

ランダム

ランダム方法をサンプル選択で使用することを指定します。

サンプルはデータセット全体からランダムに選択されます。詳細については、"ランダム選択方法"ペー

ジ 1027を参照してください。

［ランダム］を選択した場合は、次の値を入力します。

o サイズ (必須 ) – Analyticsによって計算されたサンプルサイズ

メモ

サンプル数をまだ計算していなかった場合は、［サイズ］をクリックして［サイズ］ダ
イアログボックスを開きます。詳細については、"レコード サンプルのサンプルサイ

ズを計算"ページ 1045を参照してください。
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オプション -サンプル

ダイアログボックス 説明

o シード(省略可能 ) -任意の数値にできます

Analyticsで乱数ジェネレーターを初期化するために使用される数値です。

ヒント

シード値を指定したり、‘0’のシード値を入力したりできます。あるいは、シード

値を Analyticsにランダムに選択させたい場合は、シード値をブランクのままにし

ます。

o 母集団 (省略可能 ) -テーブルのレコード数があらかじめ入力されます。これは、サンプルが選択

される母集団です。
o アルゴリズム(必須 ) - メルセンヌ・ツイスタを選択します。

バージョン 12より前のAnalyticsで作成されたAnalyticsスクリプトまたはサンプリングの結果との

後方互換性が必要な場合は、デフォルトを選択してください。

もし次の

注意

サンプルの過程で IF文を作成したり、レコードをフィルタリングしないでください。こ

のようにすると、サンプルの有効性が損なわれます。

詳細については、"条件付きサンプリング"ページ 1148を参照してください。

変換先

出力テーブルの名前と場所。

o 出力テーブルを Analytics プロジェクト フォルダーに保存するには、–テーブル名のみを入力しま

す。

o プロジェクト フォルダー以外の場所に出力テーブルを保存するには、–絶対ファイルパスや相対

ファイルパスを指定したり、［保存先］をクリックし、別のフォルダーに移動します。

たとえば、C:\Results\Output.filまたは Results\Output.filのように指定します。

保存する出力テーブルの場所に関係なく、そのテーブルが開いているプロジェクトにまだ存在しない

ときは、プロジェクトに追加されます。

Analyticsによってテーブル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け

入れることも、あるいは変更することもできます。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

ローカル

サーバーテーブルに接続している場合は、出力テーブルを保存する場所を指定します。

o ［ローカルを選択 –］では、Analytics プロジェクトと同じ場所、または移動先の場所に出力テーブ

ルを保存します。
o AXサーバーのPrefixフォルダーに出力テーブルを保存する場合は、［ローカル –］を選択解除さ

れたままにしておきます。

出力テーブルを使用

する

操作の完了時に、出力結果を含んでいる Analyticsテーブルを自動的に開くかどうかを指定しま

す。

1054

分析用のデータの準備

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


［詳細］タブ

オプション -サンプル

ダイアログボックス 説明

範囲パネル

注意

サンプルの過程で処理されるレコードを制限しないでください。このようにすると、サ

ンプルの有効性が損なわれます。

詳細については、"条件付きサンプリング"ページ 1148を参照してください。

レコード

フィールド

レコード全体、または選択したフィールドを出力テーブルに含めるかどうかを指定します。

［フィールド］を選択する場合は、次のいずれかを実行します。

o ［フィールドの抽出］リストから抽出するフィールドを選択します。

o ［フィールドの抽出］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

フィールドを選択する順序が、結果に表示する列の順序になります。既存のAnalyticsテーブルに

結果を追加する場合は、結果と既存テーブル内の列の選択と順序は同一である必要があります。

レポート選択順序

(省略可能 )出力結果にORDERフィールドを追加します。

このフィールドには、各レコードの選択順序がランダムであることが表示されます。

メモ

［抽出順序をレポートする］は、ランダム選択方法およびフィールド出力の両方が

選択された場合にのみ利用可能です。

既存のファイルに追

加する

出力結果が既存のAnalyticsテーブルの最後に追加されることを指定します。

メモ

出力結果と既存のテーブルの構造が同一であるかどうかが不確かな場合は、［既
存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておくことをお勧めします。

追加およびデータ構造の詳細については、"既存テーブルへの出力結果の追加"
ページ 207を参照してください。

OK

処理を実行します。

上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

［最後に追加］オプションが表示されることを期待していたのに表示されない場合は、［いいえ］をク

リックして操作をキャンセルし、"既存テーブルへの出力結果の追加"ページ 207を参照してください。
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レコード サンプルの誤謬を評価する

サンプリングされたデータのセットに対して監査手順を実行した後には、Analyticsを使用して次のことが

できます。

l 検出したすべての誤謬を母集団に対して投影する
l 逸脱率の上限の計算

誤謬が見つからない場合でも、評価機能を使用して、サンプリングリスクの基本的な許容度を計算しま

す。

メモ

誤謬の評価には、あらかじめサンプル数の計算によって生成された変数を用いる必要が

あります。

評価と比較の方法
評価するときには、Analyticsは統計式を使用して、サンプルで見つかった誤謬を母集団全体に対して

推定し、上限誤謬頻度 (計算された逸脱率の上限 )を計算します。

サンプルサイズを計算したときには以前に決定した上限誤謬 ( %)と計算された値を比較します。比較に

基づき、規定された統制が効果的に機能しているかどうかを決定します。

比較 結論

上限誤謬頻度は上限誤謬 (%)以下です 規定された統制は効果的に機能しています

上限誤謬頻度は上限誤謬 (%)より大きいです 規定された統制は効果的に機能していません

手順

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。これらの

文字を使用すると、コマンドを実行できないか、エラーが発生します。

1. ［サンプリング> レコード /金額単位サンプリング>評価］を選択します。

メモ

メニューオプションは、テーブルが開いていない場合は無効です。
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2. ［メイン］タブで、［レコード］を選択します。
3. 誤謬の評価で使用する入力値を入力します。

l 信頼
l サンプルサイズ

メモ

抽出した実際のサンプルサイズを指定します。これは、Analyticsによって当初

計算されたサンプルサイズと異なっていてもかまいません。

l 誤謬数

メモ

入力値は以下で詳細に説明します。

4. ［出力］タブ
a. ［To］パネルで、次のいずれかを選択します。

l 画面 – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられて

いるソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができ

ます。

l ファイル –は結果をテキスト ファイルに保存または追加します

ファイルはAnalyticsの外部に保存されます。

b. 出力タイプとして［ファイル］を選択した場合、次のいずれかを実行します。
l ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します。
l ［名前］ボタンをクリックして、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでファ

イル名を入力するか、既存のファイルに上書きまたは追加する場合はそのファイルを選択しま

す。

Analyticsによってファイル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を

受け入れることも、あるいは変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロ

ジェクトの場所以外の場所にファイルを保存したり、その場所にあるファイルに追加したりする

こともできます。たとえば、C:\Results\Output.txtまたは Results\Output.txtのように

指定します。

メモ

ファイルタイプオプションは、使用している Analyticsのエディションに応じて、

ASCII テキスト ファイルまたはUnicode テキスト ファイルのいずれかのみです。

5. ［OK］をクリックします。
6. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。
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［評価］ダイアログボックスの入力値
次の表は、［評価］ダイアログボックスの入力値の詳細を示します。

メインタブ –入力値

入力値 –評価ダイア

ログボックス 説明

信頼度

サンプル数の計算時に入力した同じ信頼度。

詳細については、"レコード サンプルのサンプルサイズを計算"ページ 1045を参照してください。

サンプルサイズ

サンプルのレコード数。

メモ

サンプルサイズは抽出した実際のサンプルサイズをです。これは、Analyticsによっ

て当初計算されたサンプルサイズと異なっていてもかまいません。

誤謬数 サンプルで見つかった誤謬または逸脱の総数。

以下の図は、レコード サンプルの誤謬を評価するための入力値の例を示します。
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結果
レコード サンプルで見つかった誤謬の評価は次の結果になります。

入力値 説明

上限誤謬頻度

(計算された上限偏

差率 )

Analyticsが計算する調整された逸脱率は、指定した信頼度に対してデータセット全体で超過さ

れません。

以下の図は、レコード サンプルで見つかった誤謬を評価した結果を示します。

「上限誤謬頻度」の意味

サンプルサイズを計算したときに決定した上限誤謬 ( ％ )と比較した場合の上限誤謬頻度の意味

l 検査している統制が有効に運用されているかどうか
l 統制が運用状況は有効されている場合、運用の効果

例

レコード サンプリングで見つかった誤謬を評価し、Analyticsは上限誤謬頻度 4.35%を返します。

この割合は、サンプルサイズを計算し、信頼度 95%を指定したときに前の手順で指定した上限

誤謬 ( %) (許容される逸脱率 )の5%未満です。

この情報に基づいて、次のことが言えます。

母集団全体で規定された統制からの実際の逸脱率が4.35%を超える確率は 95%です。

上の図のように、上限誤謬頻度が5%より大きい場合、規定された統制は運用状況は有効さ

れていない可能性があります。さらに適切な手順を決定し、監査目的を満たす必要があります。
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金額単位サンプリング
金額単位サンプリングは、取引の勘定またはクラスの金額虚偽表示の合計金額を推定するための統計

サンプリング方法です。

金額単位サンプリングは、次の特性がある財務データで最も効果的に機能します。

虚偽表示がないか、少数の虚偽表示しかない。

たとえば、5%未満の数の項目が虚偽表示である場合など。

過少計上数より多くの過剰計上数があるように思われる。

0 ドルの科目がない。

金額単位サンプリングの別名は次のとおりです。

l ドル単位サンプル
l 確率比例サンプル

ヒント

Analyticsのエンドツーエンド プロセスに関するすぐに使える導入については、"金額単位

サンプリングのチュートリアル"ページ 1063を参照してください。

機能の仕組み
金額単位サンプリングでは、勘定のレコードの小さいサブセットを選択および分析し、結果に基づいて、

勘定の金額虚偽表示の合計額を推定します。

次に、推定された虚偽表示を重大と判断される虚偽表示金額と比較し、勘定に関する決定を行いま

す。

金額単位サンプリングは、この種の記述をサポートします。

l 勘定残高の虚偽表示が$28,702.70を超える確率が95%あります。これは許容虚偽表示
$29,000.00未満です。このため、勘定の金額表示は公正であると見なされます。

金額単位サンプリングプロセスの概要

注意

有効なサンプルサイズの計算をスキップしないでください。

すぐにレコードのサンプルを抽出し、サンプルサイズで推定する場合は、分析結果の推

定が無効になる確率が高く、最終結果に欠陥が生じます。

金額単位サンプリング処理には、以下の一般的な手順があります。
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1. 必要なサンプル数を計算します。

2. サンプルの選択方法を選択します。

l 固定間隔
l セル
l ランダム

3. 任意で次の1つ以上のオプションを指定します。

l "最上層のカットオフ"ページ 1084
l "サブサンプル"ページ 1085
l "繰り返しなしのサンプル選択"ページ 1086

4. レコードのサンプルを描画する
5. サンプリングされたデータで意図した監査手順を実行します。
6. 評価サンプリングされたデータの金額虚偽表示の観察されたレベルが全体として勘定で虚偽表

示の許容可能な金額を表すかどうか。

金額単位サンプリングによるレコードの選択方
法
金額単位サンプリングではAnalyticsテーブルからサンプルレコードを選択する次のプロセスを使用しま

す。

l サンプリングの基準として、数値フィールドに金額を指定します。
l フィールドの金額の絶対値合計は、金額単位の流れとして扱われ、各単位は絶対値の1セント

を表します。

l サンプルの選択方法の1つを使用して、Analyticsは金額単位の中からサンプルを選択します。

選択された金額単位に相当するレコードは、サンプリング出力テーブルに含まれます。

例

テーブルには以下の値の "Amount"フィールドがあります。フィールドには絶対値 $11.75があるた

め、1,175の金額単位があります。

サンプリング処理で金額単位の399と1,007が選択されると、レコードの2と5が出力テーブルに

含まれます。レコードの1、3、および 4は含まれません。

レコード数 金額

累積残高

(絶対 ) 金額単位

Analyticsによって

選択された単位

1 $3.50 $3.50 1 ～ 350

2 ($0.75) $4.25 351 ～ 425 399
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レコード数 金額

累積残高

(絶対 ) 金額単位

Analyticsによって

選択された単位

3 $1.25 $5.50 426 ～ 550

4 $0.75 $6.25 551 ～ 625

5 ($5.50) $11.75 626 ～ 1,175 1,007

より大きい金額に対するバイアス
金額単位サンプリングは、より大きい金額を含むレコードの選択について、値が正、負のいずれかによら

ず、意図的にバイアスを作り出します。各金額単位が選択されるチャンスは同等です。そのため、金額

単位を 100,000含む1000 ドルの金額は、金額単位を 25,000含む250 ドルの金額よりも選択される

可能性が4倍高くなります。

つまり、指定したレコードが選択される確率は、そのレコードに含まれる金額に正比例します。

考慮事項
金額単位サンプリングは、実証性または虚偽表示の検証で使用するのに適しています。金額単位サン

プリングは、より大きい金額にバイアスをかけることによって、母集団での重要な金額のすべてが検証され

る確実性が高くなります。誤った文のテストでは、重大な誤謬が発生するリスクが高いのは、高額な金

額です。

高額決済に偏ったサンプリング手法を選択すると、小額決済に関する潜在的な問題を見逃してしまう

可能性があります。少額取引の問題は、集約されると、重要になる場合があります。
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金額単位サンプリングのチュートリアル
このチュートリアルでは、Analyticsの金額単位サンプリングのエンドツーエンド プロセスの概要を説明しま

す。

予定所要時間 – 20分

サマリー – invoicesテーブルから、レコードで構成されるサンプルを抽出し、そのサンプルの虚偽表示を検

出します。サンプルからの検出結果に基づいて、テーブル全体の虚偽表示総額を統計的に推定しま

す。

次に、統計的推定を使って、請求書レコードの表示が全体として公正であるかどうかを判定します。

主なタスク –金額単位サンプリングを正しく実行するには、主なタスクとして以下の4つを実行する必要

があります。

金額単位サンプリングについて、オプションの使用方法は省略して、オプションなしでの使用方法のみを

説明しているため、Analytics の金額単位サンプリングの使用方法の基本をすばやく理解できます。

ヒント

サンプリング用語については、"用語に関する単語"ページ 1023に簡潔に定義されていま

すので参照してください。

金額単位サンプリングのシナリオ

売掛金の虚偽表示の検出

シナリオ

売掛金の確認として、4000レコード以上がある Invoiceテーブルを検査しています。請求された

顧客のサンプルに連絡し、勘定の未払金額を確認し、虚偽表示を検出しようとしています。

顧客の連絡先を使用して、次のことを確認します。

l 売掛金が存在する
l 売掛金が正しく記録されている
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どのように進めるか?

いくつの顧客に連絡するか?どの顧客に連絡すると決定するか?サンプルから検出した虚偽表示

が勘定全体にどのように分布しているか?

Analytics 金額単位サンプリングを使用して、これらの質問に対する回答を得ることができます。

このシナリオで使用される Analytics テーブル

このシナリオはAnalyticsに含まれる ACL_Rockwood.aclサンプルデータファイルのInvoices
テーブルを使用します。

メモ

ACL_Rockwood.aclのInvoicesテーブルのほとんどの金額の状態は "支払い

済み"です。このシナリオでは、状態が "未払い"で支払金額が$0.00であると想

定します。

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。これらの

文字を使用すると、コマンドを実行できないか、エラーが発生します。

1有効なサンプルサイズの計算

メモ

本番環境では、有効なサンプルサイズを計算するために指定する値は、専門家の判

断によって異なります。

1. ACL_Rockwood.aclで Invoicesテーブル( Sales_and_collectionフォルダー)を開きます。
2. Invoice Amount見出しをクリックし、列を選択します。
3. ［分析 > プロファイル］を選択し、Invoice Amount フィールドの絶対値を計算します。計算の結果

で［プロファイル］タブを固定します。
4. ［サンプリング> レコード /金額単位サンプリング>サイズの計算］を選択します。
5. ［金額］を選択したままにします。
6. 以下の画面に表示されている入力値を指定し、［計算］をクリックしてサンプルサイズを計算しま

す。

結果を確認した後、［OK］をクリックしてサンプルサイズ計算を確定するか、異なる値を指定して

実験します(以下を参照 )。
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入力値の意味

信頼度

抽出するサンプルが母集団全体を表している信頼度が95%必要です。

別の方法：サンプルを 100回抽出した場合、95回表し、5回のみ表しません。

母集団 InvoicesテーブルのInvoice Amountフィールドの絶対値。

Materiality
重大な虚偽表示と見なされるには、勘定の虚偽表示の合計金額が$1,392,005.96 (3%)
を超える必要があります。

想定される合計誤謬数 勘定の虚偽表示の合計金額は $464,001.99 (1%)であると想定します。

結果の意味

サンプルサイズ 219顧客に連絡する必要があります。

間隔

サンプル選択の間隔方法のいずれかを使用する場合、選択したレコードは以下のいずれか

に対応します。
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o 21,140,918単位ごとに発生する金額単位
o 各ブロックの21,140,918単位からランダムに選択された金額単位

メモ

Analyticsでは、1金額単位 = 1セントです

詳細については、"金額単位サンプリングによるレコードの選択方法"ページ 1061を参照して

ください。

最大許容汚染 ( %)

メモ

この数字は、虚偽表示を評価するための代替方法であり、この金額単位サ

ンプリングのチュートリアルでは使用しません。

この数字の意味：

o サンプルの請求金額を確認するときに、個別の汚染割合の合計が219.48%を超える場

合、勘定に重大な虚偽表示があると見なすことができます。

虚偽表示金額では、汚染は、虚偽表示が表す簿価の割合です。

詳細については、"最大許容汚染 ( %) "ページ 1076を参照してください。

詳細：異なる値を指定した実験

［サイズ］ダイアログボックスの次のフィールドのいずれかで値を変更し、［計算］をクリックして、結果

がどのように変わるのかを観察します。1度に1つの値のみを変更し、変更がどのように結果に影

響するのかをわかりやすくします。

l 信頼度
l Materiality
l 想定される合計誤謬数

より厳密な要件により、サンプルサイズが大きくなります。より緩い要件により、サンプルサイズが

小さくなります。

上の画面に合うように値をリセットし、［OK］をクリックします。サンプルサイズ計算の結果で［サイ

ズ］タブを固定します。

2レコードのサンプルを抽出する
1. Invoicesテーブルに戻ります。

Invoice Amount列が選択されている場合は、テーブルビューの左上端をクリックして選択解除し

ます。(最初の列ヘッダーの左の空白エリア。)

2. ［サンプリング> レコード /金額単位サンプリング>サンプル］を選択します。
3. MUSを選択したままにします。
4. 以下の画面に表示されている値を指定し、［OK］をクリックしてレコードのサンプルを抽出します。

［サンプリング基準］ドロップダウンリストで必ず invoice_amount フィールドを選択します。

1066

分析用のデータの準備

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


入力値の意味

サンプルの対象 invoice_amountフィールドには、監査対象となる簿価が格納されています。

固定間隔

サンプルレコードを抽出するために固定間隔選択方法を使用しています。

固定間隔選択方法では、選択される初期金額単位を指定します。すべての後続の選択

は固定間隔または離れた距離です。

詳細については、"固定間隔選択方法"ページ 1025を参照してください。

間隔 選択した金額単位間の間隔は $211,409.18または 21,140,918単位です。

開始位置 選択した初期金額単位は $0.01または単位 1です。

変換先

Invoicesテーブルから抽出されたレコードのサンプルは、新しいテーブルInvoices_sample
に出力されます。
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3サンプルで分析を実行する
このチュートリアルでは、以下を行うものとします。

1. Invoices_sampleテーブルに出現する顧客に連絡します。
2. 売掛金を確認し、虚偽表示を記録します。

4母集団全体に対する分析結果の適用
1. ［サンプリング> レコード /金額単位サンプリング>評価］を選択します。

メモ

メニューオプションは、テーブルが開いていない場合は無効です。

2. ［金額］を選択したままにします。
3. 以下の画面に表示されている入力値を指定し、［OK］をクリックして分析結果を適用します。

メモ

商品金額と誤謬の間にはカンマを使用し、金額にはカンマを使用しません。各金

額と誤謬は別の行に入力します。
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入力値の意味

信頼度 サンプルサイズの計算時に指定したのと同じ信頼度。

間隔 サンプルの抽出時に使用した間隔。

誤謬

売掛金を確認したときに入力した虚偽表示の形式：

簿価,虚偽表示金額

この例では以下のことが考察されます。

o 1つの請求された顧客には金額 $6,002.16のレコードがありませんでした。
o 別の請求された顧客はハードコピーの請求書の金額が13,997.46であり、31,997.46で

はないため、Invoicesテーブルののデータ入力エラーの可能性があることを示していま

す。

推定 /適用される分析結果の意味

基本精度

サンプリングリスクの基本許容度：$634,228.00

Analytics はサンプリングリスクの基本許容度を計算します。サンプルに虚偽表示がない場

合でも、全体として勘定に虚偽表示があることを確認できません。

最尤誤謬

勘定の推定された合計虚偽表示：$330,336.28

サンプルで見つかった実際の虚偽表示金額の勘定全体に対する推定。

上限誤謬

(合計 )

95%の信頼度で推定された勘定全体の最大虚偽表示金額：$1,188,531.07

別の方法：Invoicesテーブルの合計虚偽表示金額が$1,188,531.07を超えないと確率が

95%です。

$1,188,531.07はサンプルサイズを計算したときにMaterialityに対して指定した
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$1,392,005.96 より小さいため、売掛金に重大な虚偽表示がないと結論付けることができま

す。

詳細については、"「上限誤謬」の意味"ページ 1091を参照してください。

詳細：異なる値を指定した実験

誤謬フィールドの異なる値で評価コマンドを再実行し、結果がどのように変わるのかを確認しま

す。

以下の表は異なる結果を要約しています。

誤った文

(サンプル)

上限誤謬

(推定された最大値 ) 結論

6,002.16, 6,002.16

31,997.46, 18,000.00

1,188,531.07 勘定には重大な虚偽表示がありません。

$1,188,531.07 <重大しきい値 $1,392,005.96

6,002.16, 6,002.16

31,997.46, 18,000.00

13,225.50, 8,644.34

1,392,005.84 厳密には、勘定には重大な虚偽表示がありません。

ただし、$1,392,005.84は重大しきい値 $1,392,005.96
に非常に近いです

メモ

この例は、上限誤謬と最大許容汚染 ( %)
の差異を示し、虚偽表示を評価します。

より厳密な最大許容汚染 ( %)方法を使

用する場合、勘定に重大な虚偽表示が

あります。

左の "Misstatements"列の汚染割合の合

計は 221.61% (100% + 56.25% +
65.36%)です。これは、サンプルサイズを計

算したときに報告される最大許容汚染

(%)の219.48%よりも少し大きいです。

6,002.16, 6,002.16

31,997.46, 18,000.00

13,225.50,13,225.50

1,505,511.86 勘定には重大な虚偽表示があります。

$1,505,511.86 >重大しきい値 $1,392,005.96
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金額単位サンプルのサンプルサイズを
計算

データセットのサンプリングを実施する前に、統計的に適切なサンプル数と後続のサンプルおよび評価処

理で必要な他の値を計算する必要があります。

Analyticsのサンプルサイズの計算機能は、ユーザーが提供する入力値に基づき必要な値を計算しま

す。

サンプルサイズを計算することの重要性
後続のサンプルの有効性を計るには、適切なサンプルサイズを計算することが重要になります。サンプル

が有効でない、または代表を表してない場合は、全母集団に対してサンプルで実行する監査手続きの

結果を信頼して予測することはできません。

サンプルサイズの計算を省略したり、サンプルサイズを推定しないでください。

サンプルサイズの計算に使用するほとんどの入力値は、専門的な判断に基づきます。運用環境でサン

プリングの結果を信頼する前に、値が示す意味を十分理解するようにしてください。不明な点がある方

は、監査サンプリング担当者、または監査サンプリングスペシャリストにお問い合わせください。

入力値がサンプルサイズに影響する方法
入力値はAnalyticsで計算されるサンプルサイズに影響します。［サイズ］ダイアログボックスの［計算］ボ
タンを使用すると、異なる入力値がサンプルサイズに影響する方法を実験できます。

以下の表は、サンプルサイズに対する入力値の影響をまとめています。

注意

本番環境では、サンプルサイズを小さくする目的だけで、入力値を操作しないでくださ

い。入力値は、サンプリングされるデータと監査目的に対して最も適切であるという専門

的な判断に基づいているべきです。

この入力値を増やす： サンプルサイズを小さくします サンプルサイズを大きくします

信頼度

母集団

Materiality
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この入力値を増やす： サンプルサイズを小さくします サンプルサイズを大きくします

想定される合計誤謬数

手順

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。これらの

文字を使用すると、コマンドを実行できないか、エラーが発生します。

1. ［サンプリング> レコード /金額単位サンプリング>サイズの計算］を選択します。

メモ

メニューオプションは、テーブルが開いていない場合は無効です。

2. ［メイン］タブで、［金額単位］を選択します。
3. サンプルサイズを計算するために使用する入力値を入力します。

l 信頼
l 母集団
l Materiality
l 想定される合計誤謬数

メモ

入力値は以下で詳細に説明します。

4. (省略可能 ) ［計算］をクリックすると、出力結果のプレビューが表示されます。

ヒント

［OK］の代わりに［計算］をクリックすると、結果を出力する前に別の入力値で実

験できます。

メモ

出力結果は以下で詳細に説明します。

1072

分析用のデータの準備

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


5. ［出力］タブ
a. ［To］パネルで、次のいずれかを選択します。

l 画面 – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられて

いるソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができ

ます。

l ファイル –は結果をテキスト ファイルに保存または追加します

ファイルはAnalyticsの外部に保存されます。

b. 出力タイプとして［ファイル］を選択した場合、次のいずれかを実行します。
l ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します。
l ［名前］ボタンをクリックして、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでファ

イル名を入力するか、既存のファイルに上書きまたは追加する場合はそのファイルを選択しま

す。

Analyticsによってファイル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を

受け入れることも、あるいは変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロ

ジェクトの場所以外の場所にファイルを保存したり、その場所にあるファイルに追加したりする

こともできます。たとえば、C:\Results\Output.txtまたは Results\Output.txtのように

指定します。

メモ

ファイルタイプオプションは、使用している Analyticsのエディションに応じて、

ASCII テキスト ファイルまたはUnicode テキスト ファイルのいずれかのみです。

6. ［OK］をクリックします。
7. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

サイズダイアログボックスの入力と結果
次の表は、［サイズ］ダイアログボックスの入力値と出力結果の詳細を示します。

メインタブ –入力値

入力値 –サイズダイ

アログボックス 説明

信頼度

必要な信頼度。この信頼度で、結果のサンプルが母集団全体を表します。

たとえば、95を指定した場合は、サンプルが実際に95%の確率で母集団を代表しているとお客

様が信頼したいということを意味します。信頼度は "サンプリングリスク"の補数です。信頼度が

95%ということはサンプリングリスクが5%ということと同じです。
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入力値 –サイズダイ

アログボックス 説明

母集団

数値サンプルフィールドの絶対値

メモ

絶対値を取得するには、サンプルフィールドで統計情報をプロファイリングするか生

成します。

Materiality

サンプルフィールドの値として許容する最大の虚偽表示合計金額のことです。重大な虚偽表示額

とまでは見なされません。

たとえば、29000を指定するとは、虚偽表示合計金額が$29,000を上回る場合に重大な虚偽表

示額と見なすということです。

想定される合計誤

謬数

サンプルフィールドの値として許容する最大の虚偽表示合計金額のことです。

たとえば、5800を指定するとは、虚偽表示合計金額として $5,800までを許容するということです。

メモ

指定する推定定合計誤謬はMateriality未満でなければなりません。これらの

相違が小さすぎる場合は、計算するには誤謬率が高すぎますというエラーメッセー

ジが表示されます。

監査サンプリング用語では、相違で代表されるサンプリングの精度の度合いは、

指定した信頼度のレベルに対して計算するには小さすぎます。

メインタブ –出力結果

出力結果 –サイズダ

イアログボックス 説明

サンプルサイズ 必要なサンプル数です。

間隔 間隔値 –固定間隔とセルの選択方法に必要。

最大許容汚染 ( %)

Materialityを超えずに、結果のサンプリングの虚偽表示金額で発生しうる最大累積汚染割合。

メモ

Analyticsが報告した最大許容汚染 ( %)値は 100%を超えることができます。

詳細については、"最大許容汚染 ( %) "ページ 1076を参照してください。
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入力および結果の例

Invoicesテーブルの金額単位サンプルのサイズを計算

次の図は、金額単位サンプリングのサンプルサイズを計算するときの入力値と出力結果の例で

す。

l 取引金額フィールドの絶対値は、$46,400,198.71 ドルです
l Materialityは絶対値の3%未満に設定されます
l 推定合計誤謬は絶対値の1%未満に設定されます
l 必要なサンプルサイズは 219レコードです

計算は、Invoicesテーブルに基づきます。このテーブルは ACL_Rockwood.acl (ACL
DATA\Sample Data Files\ACL_Rockwood\ACL_Rockwood.acl)にあります。
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最大許容汚染 ( %)
メモ

Analyticsで評価機能を使用する予定がある場合は、最大許容汚染 (%)によって報

告される値を使用する必要はありません。代わりに、評価機能で計算される上限逸脱

率を使用します。詳細については、"金額単位サンプルの誤謬を評価する"ページ 1087
を参照してください。

最大許容汚染 ( ％ )は、母集団の虚偽表示を評価する 1つの方法です。

この方法を使用する場合は、サンプリングされたデータで監査手順を開始する前に、Analyticsが報告し

たしきい値が事前に分かっています。手順の実行中に観察された累積誤謬がしきい値を超える場合、

サンプルフィールドに重大な虚偽表示があることがその時点で分かっています。

例

売掛金テーブルでは、簿価 $1000が実際には $930であることがわかります。虚偽表示金額で

は、汚染は、虚偽表示が表す簿価の割合です。

簿価 監査値 過大申告 汚染

$1,000 $930 $70 7% (70/1000)

サンプリングされたデータで独立した手順を実行した後、任意の虚偽表示金額からすべての個別の汚

染割合を合計できます。汚染割合の合計がAnalyticsが報告した最大許容汚染 ( %)以下の場合

は、サンプルフィールドの金額全体が、指定した信頼度レベルに対して重大な虚偽表示があると見なす

ことができます。

例

売掛金テーブルで 3つの虚偽表示金額を見つけます。これは、次の汚染と合計汚染割合になり

ます。

簿価 監査値 過大申告 汚染

$1,000 $930 $70 7% (70/1000)

$2,500 $1,500 $1000 40% (1000/2500)

$2,750 $2,695 $55 2% (55/2750)
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簿価 監査値 過大申告 汚染

49%(合計汚染割合 )

テーブルのサンプルサイズを計算したときにAnalyticsが報告した最大許容汚染 ( %)が92.30%
であったとします。汚染割合の合計が最大許容汚染 49%は 92.30%未満であるため、サンプル

フィールドの金額全体が、指定した信頼度レベルに対して重大な虚偽表示があると見なすことが

できます。

メモ

最大許容汚染 ( ％ )を使用した評価は、Analyticsの評価機能よりも少し厳密です。

汚染割合の合計がわずかに最大許容汚染 ( ％ )値を超えている場合は、評価機能を

使用し、サンプルフィールドが実際に重大な虚偽表示であることを確認してください。

詳細については、"金額単位サンプルの誤謬を評価する"ページ 1087を参照してくださ

い。

Analyticsによって生成されるサンプルサイズの
統計上の有効性
Analyticsは、ほとんどの分析に対して、統計上有効なサンプル数のサンプルを抽出できます。ただし、以

下の状況は例外となる可能性があります。

l 1000レコードより少ないデータセットのサンプリングを行なっている場合
l 組織内に、必要に応じて正確なサンプル数を定義できるサンプリングの専門家がいる場合
l 組織の方針により、ほかのサンプリングツールまたはサンプリング手法を使用する場合

ポワソン分布と二項分布
サンプル数を生成する際、一般的に使用される 2つの方法は、ポワソン分布と二項分布です。

Analyticsでは、ポワソン分布によりサンプル数が生成されます。

データセットの大きさが標準的な 1000件以上のレコードである場合は、ポワソン分布および二項分布

により生成されるサンプル数はほぼ同じになります。データセットが1000件未満のレコードである場合、

ポワソン分布により決定されるサンプル数は二項分布により決定される数と比べてやや大きくなる傾向に

あり、そのためより控えめになります。データセットが小さい場合、二項分布ではサンプル数が下方修正

されるのに対し、ポワソン分布では下方修正されません。データセットが非常に小さい場合には、ポワソ

ン分布により生成されるサンプル数が実際にデータセットのサイズを超過する場合があります。

Analyticsでサンプル数を計算するときに、小さいデータセットのレコード サンプリングを行う場合は、サン

プル数が必要以上に大きくなることがあります。このことは分析の障害にはなりません。これは、小さい母

集団に対して手動でオーバーサンプリングを行う場合にはよくあることです。
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金額単位サンプリングの実行

アクティブなテーブルにある金額データの代表サンプルを含むテーブルを新たに作成することができます。

金額単位サンプリングファイルの虚偽表示の合計額に関心がある場合に適しています。

メモ

この手順には、フィルタリング( IF文 )または範囲パラメーターは含まれません。これらのオ

プションを適用すると、サンプルの有効性が損なわれます。

手順

メモ

手順の後に詳細情報が表示されます。"サンプルダイアログボックスのオプション"次の

ページを参照してください。

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。これらの

文字を使用すると、コマンドを実行できないか、エラーが発生します。

1. ナビゲーターで、サンプルを抽出するテーブルを開きます。
2. 省略可能。［ランダム］選択方法を使用する場合は、サンプルフィールドで統計をプロファイリングま

たは生成します。
3. ［サンプリング> レコード /金額単位サンプリング>サンプル］を選択します。
4. ［メイン］タブで、［MUS］を選択します。
5. ［サンプルの対象］ドロップダウンリストからサンプリングの対象となるフィールドを選択します。
6. ［サンプルパラメーター］パネルで、サンプルの選択方法を指定します。

l 固定間隔
l セル
l ランダム

メモ

Analyticsを使用して結果サンプルで検出された虚偽の表示を評価する場合

は、金額単位サンプルでランダム選択方法を使用しないでください。

金額単位サンプルの評価には、固定間隔またはセル選択方法を使用する必

要があります。

7. 選択した選択方法のサンプルパラメーターを入力します。

選択方法 サンプルパラメーター

固定間隔 o 間隔
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選択方法 サンプルパラメーター

o 開始 (省略可能 )
セル

o カットオフ(省略可能 )

セル o 間隔
o シード値 (省略可能 )
o カットオフ(省略可能 )
o アルゴリズム – メルセンヌ・ツイスタを選択します

ランダム o サイズ
o シード値 (省略可能 )
o 母集団
o アルゴリズム – メルセンヌ・ツイスタを選択します

メモ

サンプルパラメーターは、以下で詳細に説明されます。

8. ［保存先］テキスト ボックスで、出力結果を含める Analyticsテーブルの名前を指定します。
9. ［詳細］タブで、次のいずれかを選択します。

o レコード –レコード全体が出力テーブルに含まれます。

o フィールド –選択したフィールドのみが出力テーブルに含まれます。

10. ［フィールド］を選択した場合は、［抽出フィールド］リストから出力テーブルに含めるフィールドを選

択します。
11. 省略可能。以下のオプションを必要に応じて選択します。

l サブサンプル
l レポート選択順序
l 繰り返しなし

メモ

オプションは以下で説明します。［
サブサンプル］は、出力に "フィールド"を選択した場合のみ選択可能です。

［抽出順序をレポートする］は、ランダム選択方法およびフィールド出力の両方が

選択された場合にのみ利用可能です。

12. ［OK］をクリックします。

サンプルダイアログボックスのオプション
次の表は、［サンプル］ダイアログボックスのオプションの詳細を示します。
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［メイン］タブ

オプション -サンプル

ダイアログボックス 説明

MUS

レコード

サンプルの種類：

o MUS –金額単位サンプリング

ファイルの虚偽表示の合計額に関心がある場合に適しています。

o レコード –レコード サンプリング

規定した統制からの逸脱率に関心がある場合に適しています。

サンプルの対象

数値サンプルフィールド。

o ［サンプルの対象］ドロップダウンリストからフィールドを選択します。
o ［サンプルの対象］ボタンをクリックしてフィールドを選択するか、式を作成します。

固定間隔

固定間隔がサンプル選択で使用されることを指定します。

サンプルは、間隔値と指定した開始番号に基づいて選択されます。詳細については、"固定間隔

選択方法"ページ 1025を参照してください。

［固定間隔］を選択した場合は、次の値を入力します。

o 間隔 (必須 ) –サンプル数の計算によって生じた間隔の値

メモ

サンプル数をまだ計算していなかった場合は、［サイズ］をクリックして［サイズ］ダ
イアログボックスを開きます。詳細については、"金額単位サンプルのサンプルサ

イズを計算"ページ 1071を参照してください。

o 開始 (省略可能 ) –ゼロより大きく間隔の値より小さいランダム開始値。

ヒン

ト開始番号 ‘0’を入力するか、Analyticsでランダムに開始番号を選択する場

合は、開始番号を空欄にします。

o カットオフ(省略可能 ) -カットオフ値の最上層

カットオフ値以上のサンプルフィールドの金額が自動的に選択され、サンプルに取り込まれま

す。カットオフ値を空白にした場合は、間隔値に等しいデフォルトのカットオフ値が使用されま

す。

詳細については、"最上層のカットオフ"ページ 1084を参照してください。

セル

セル方法をサンプル選択で使用することを指定します。

データセットが複数の均等なセルまたはグループに分割され、各セルから 1つのサンプルがランダムに

選択されます。各セルのサイズは間隔値によって指定します。詳細については、"セル選択方法"
ページ 1026を参照してください。

［セル］を選択した場合は、次の値を入力します。

o 間隔 (必須 ) –サンプル数の計算によって生じた間隔の値
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オプション -サンプル

ダイアログボックス 説明

メモ

サンプル数をまだ計算していなかった場合は、［サイズ］をクリックして［サイズ］ダ
イアログボックスを開きます。詳細については、"金額単位サンプルのサンプルサ

イズを計算"ページ 1071を参照してください。

o シード(省略可能 ) -任意の数値にできます

Analyticsで乱数ジェネレーターを初期化するために使用される数値です。

ヒント

シード値を指定したり、‘0’のシード値を入力したりできます。あるいは、シード

値を Analyticsにランダムに選択させたい場合は、シード値をブランクのままにし

ます。

o カットオフ(省略可能 ) -カットオフ値の最上層

カットオフ値以上のサンプルフィールドの金額が自動的に選択され、サンプルに取り込まれま

す。カットオフ値を空白にした場合は、間隔値に等しいデフォルトのカットオフ値が使用されま

す。

詳細については、"最上層のカットオフ"ページ 1084を参照してください。

o アルゴリズム(必須 ) - メルセンヌ・ツイスタを選択します。

バージョン 12より前のAnalyticsで作成されたAnalyticsスクリプトまたはサンプリングの結果との

後方互換性が必要な場合は、デフォルトを選択してください。

ランダム

ランダム方法をサンプル選択で使用することを指定します。

サンプルはデータセット全体からランダムに選択されます。詳細については、"ランダム選択方法"ペー

ジ 1027を参照してください。

［ランダム］を選択した場合は、次の値を入力します。

o サイズ (必須 ) – Analyticsによって計算されたサンプルサイズ

メモ

サンプル数をまだ計算していなかった場合は、［サイズ］をクリックして［サイズ］ダ
イアログボックスを開きます。詳細については、"金額単位サンプルのサンプルサ

イズを計算"ページ 1071を参照してください。

o シード(省略可能 ) -任意の数値にできます

Analyticsで乱数ジェネレーターを初期化するために使用される数値です。

ヒント

シード値を指定したり、‘0’のシード値を入力したりできます。あるいは、シード

値を Analyticsにランダムに選択させたい場合は、シード値をブランクのままにし

ます。

o 母集団 (必須 ) –絶対値額。この合計額が、サンプルの選択元の母集団になります。
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オプション -サンプル

ダイアログボックス 説明

ヒント

サンプルフィールドで統計を以前にプロファイリングまたは生成した場合は、この

フィールドに正しい値が入力されます。

o アルゴリズム(必須 ) - メルセンヌ・ツイスタを選択します。

バージョン 12より前のAnalyticsで作成されたAnalyticsスクリプトまたはサンプリングの結果との

後方互換性が必要な場合は、デフォルトを選択してください。

もし次の

注意

サンプルの過程で IF文を作成したり、レコードをフィルタリングしないでください。こ

のようにすると、サンプルの有効性が損なわれます。

詳細については、"条件付きサンプリング"ページ 1148を参照してください。

変換先

出力テーブルの名前と場所。

o 出力テーブルを Analytics プロジェクト フォルダーに保存するには、–テーブル名のみを入力しま

す。

o プロジェクト フォルダー以外の場所に出力テーブルを保存するには、–絶対ファイルパスや相対

ファイルパスを指定したり、［保存先］をクリックし、別のフォルダーに移動します。

たとえば、C:\Results\Output.filまたは Results\Output.filのように指定します。

保存する出力テーブルの場所に関係なく、そのテーブルが開いているプロジェクトにまだ存在しない

ときは、プロジェクトに追加されます。

Analyticsによってテーブル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け

入れることも、あるいは変更することもできます。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

ローカル

サーバーテーブルに接続している場合は、出力テーブルを保存する場所を指定します。

o ［ローカルを選択 –］では、Analytics プロジェクトと同じ場所、または移動先の場所に出力テーブ

ルを保存します。
o AXサーバーのPrefixフォルダーに出力テーブルを保存する場合は、［ローカル –］を選択解除さ

れたままにしておきます。

出力テーブルを使用

する

操作の完了時に、出力結果を含んでいる Analyticsテーブルを自動的に開くかどうかを指定しま

す。
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［詳細］タブ

オプション -サンプル

ダイアログボックス 説明

範囲パネル

注意

サンプルの過程で処理されるレコードを制限しないでください。このようにすると、サ

ンプルの有効性が損なわれます。

詳細については、"条件付きサンプリング"ページ 1148を参照してください。

レコード

フィールド

レコード全体、または選択したフィールドを出力テーブルに含めるかどうかを指定します。

［フィールド］を選択する場合は、次のいずれかを実行します。

o ［フィールドの抽出］リストから抽出するフィールドを選択します。

o ［フィールドの抽出］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

フィールドを選択する順序が、結果に表示する列の順序になります。既存のAnalyticsテーブルに

結果を追加する場合は、結果と既存テーブル内の列の選択と順序は同一である必要があります。

サブサンプル

レポート選択順序

繰り返しなし

(省略可能 )追加のサンプリングオプション。

以下のオプションを必要に応じて選択します。

o サブサンプル –出力結果にSUBSAMPLEフィールドを追加します。

このフィールドを使用して、合計金額から個別の取引をランダムに選択できます。

詳細については、"サブサンプル"ページ 1085を参照してください。

o レポート選択順序 –出力結果にORDERフィールドを追加します。

このフィールドには、各レコードの選択順序がランダムであることが表示されます。

o 繰り返しなし –レコードが2回以上選択されないようにします。

メモ

［サブサンプル］は、出力に "フィールド"を選択した場合のみ選択可能です。

［抽出順序をレポートする］は、ランダム選択方法およびフィールド出力の両方が

選択された場合にのみ利用可能です。

［繰り返しなし］では、選択したレコードが後から選択できなくなり、サンプルのサイ

ズが縮小することがあります。それを補うため、データセットのオーバーサンプリング

することを検討してください。

詳細については、"繰り返しなしのサンプル選択"ページ 1086を参照してください。

既存のファイルに追

加する

出力結果が既存のAnalyticsテーブルの最後に追加されることを指定します。

メモ

出力結果と既存のテーブルの構造が同一であるかどうかが不確かな場合は、［既
存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておくことをお勧めします。

追加およびデータ構造の詳細については、"既存テーブルへの出力結果の追加"
ページ 207を参照してください。

OK

処理を実行します。

上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。
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オプション -サンプル

ダイアログボックス 説明

［最後に追加］オプションが表示されることを期待していたのに表示されない場合は、［いいえ］をク

リックして操作をキャンセルし、"既存テーブルへの出力結果の追加"ページ 207を参照してください。

金額単位サンプリングのオプション
金額単位サンプリングの場合に限り、以下のオプションを指定することができます。

l 最上層のカットオフ
l サブサンプル
l 繰り返しなしのサンプル選択

最上層のカットオフ

メモ

最上層のカットオフは、固定間隔またはセルの選択方法を使用する金額単位のサンプ

リングにのみ利用できます。

最上層のカットオフは、多額の金額単位のサンプリングにバイアスをかけるためにAnalyticsが使用する

追加的な方法です。デフォルトでは、間隔値以上のサンプルフィールドの金額が最上層の金額と見なさ

れ、自動的にサンプルに取り込まれます。

負の金額と正の金額を自動で取り込むことができます。見なされる金額が絶対値であるためです。

自動選択の金額が大きければ大きいほど、サンプルサイズも大きくなります。

間隔値より大きいまたは小さい最上層のカットオフの値を任意で指定することができます。

間隔値よりも大きい

最上層のカットオフ

より大きい金額がサンプルに自動的に含まれる確率が下がります。

サンプルフィールドの最大の正または負の金額よりも大きいカットオフ値を指定する場合、金額は

自動的に選択されません。

間隔値よりも小さい

最上層のカットオフ

より大きい金額がサンプルに自動的に含まれる確率が上がります。

デフォルトの最上層のカットオフを使用して金額が自動的に選択されない場合は、カットオフ値を下

に調整し、サンプルフィールドでより大きい金額の一部を自動的に選択できます。

注意

サンプルフィールド金額と比較して小さすぎるカットオフ値を指定した場合、自動

的に選択される金額が多くなりすぎ、サンプルの目的に沿わなくなります。

ログに記録された最上層の選択と金額

金額単位サンプルを実行するときには、最上層の選択数と合計最上層の金額がログに表示されます。
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例

ログは、93の選択したレコードのうちの8が最上層であり、数値サンプルフィールドの絶対値

$33,153.55を占めるのことを示します。

サンプル サイズ = サンプリングされた 733 レコード中、93(8 最上位の階層)
母集団：585674.41、最上位の階層：33153.55、その他：552520.86

サブサンプル

メモ

サブサンプリングは、金額単位サンプリングでフィールドの出力を使用した場合にのみ使

用することができます。

場合によっては、サンプルフィールドの各金額が複数の個別の取引の合計を表します。サンプリングした

各合計金額のうち 1つの取引に対してのみ監査手続きを実行したいときには、サブサンプリングを使って

任意に個々の取引を選択できます。

［サンプル］ダイアログボックスで［サブサンプリング］を選択すると、結果のサンプルにSUBSAMPLEフィー

ルドが含まれます。このフィールドには、合計金額と合計金額を選択するために使用される実際の金額

単位との間の差異を表す金額が含まれます。

例

$12,455 (合計金額 )

- $4,620 (選択した金額単位 )

= $7,835 ( SUBSAMPLEフィールドに表示された金額 )

処理を完了するには、その特定の合計金額の累積残高に7,835番目のドルを含む取引を選択

します。

メモ

サンプルのすべての最上層のカットオフ金額は “0.00”を SUBSAMPLEフィールドに表示

します。これらはサンプルに自動的に含まれ、金額単位はその選択に関係しないためで

す。
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繰り返しなしのサンプル選択

金額単位サンプリングは同じレコードを複数回選択する場合があります。サンプルフィールドの各金額に

は複数の金額単位が含まれ、同じ金額に属する 2つ以上の金額単位を選択できます。これにより、金

額を含むレコードが複数回選択されます。

［サンプル］ダイアログボックスで［繰り返しなし］を選択すると、同じレコードが複数回選択されないように

できます。結果のサンプルには重複が含まれません。ただし、サンプリングされたレコード数はAnalyticsに
よって計算されたサンプルサイズよりも小さくなる場合があります。補正するには、次の方法のいずれかを

使用して、サンプルサイズを増やし、オーバーサンプリングできます。

l 固定間隔またはセル選択方法：
l 間隔のサイズを下げる
l 最上層のカットオフ値を調整し、自動的に選択するレコード数を増やす

l ランダム選択方法 –は指定されたサンプルサイズを増やします
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金額単位サンプルの誤謬を評価する

サンプリングされたデータのセットに対して監査手順を実行した後には、Analyticsを使用して次のことが

できます。

l 勘定全体に対して見つけたサンプルの虚偽表示を推定する
l 虚偽表示金額の上限を計算する

誤謬が見つからない場合でも、評価機能を使用して、サンプリングリスクの基本的な許容度を計算しま

す。

メモ

誤謬の評価には、あらかじめサンプル数の計算によって生成された変数を用いる必要が

あります。

金額単位サンプルの結果で評価機能を使用する場合は、固定間隔またはセル選択

方法を使用して、サンプルを抽出している必要があります。

評価と比較の方法
評価するときには、Analyticsは統計式を使用して、サンプルで見つかった虚偽表示を勘定全体に対し

て推定し、合計誤謬上限 (虚偽表示の上限 )を計算します。

サンプルサイズを計算したときには以前に決定したMaterialityと計算された値を比較します。比較に基

づき、金額データが正しく表記されているかを決定します。

比較 結論

上限誤謬はMateriality以下です サンプルフィールドの金額全体は正しく表記されています

上限誤謬はMaterialityより大きいです サンプルフィールドの金額全体には重大な虚偽表示があり

ます

手順

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。これらの

文字を使用すると、コマンドを実行できないか、エラーが発生します。
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1. ［サンプリング> レコード /金額単位サンプリング>評価］を選択します。

メモ

メニューオプションは、テーブルが開いていない場合は無効です。

2. ［メイン］タブで、［金額単位］を選択します。
3. 虚偽表示の評価で使用する入力値を入力します。

l 信頼
l 間隔
l 誤謬

メモ

入力値は以下で詳細に説明します。

4. ［出力］タブ
a. ［To］パネルで、次のいずれかを選択します。

l 画面 – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられて

いるソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができ

ます。

l ファイル –は結果をテキスト ファイルに保存または追加します

ファイルはAnalyticsの外部に保存されます。

b. 出力タイプとして［ファイル］を選択した場合、次のいずれかを実行します。
l ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します。
l ［名前］ボタンをクリックして、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでファ

イル名を入力するか、既存のファイルに上書きまたは追加する場合はそのファイルを選択しま

す。

Analyticsによってファイル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を

受け入れることも、あるいは変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロ

ジェクトの場所以外の場所にファイルを保存したり、その場所にあるファイルに追加したりする

こともできます。たとえば、C:\Results\Output.txtまたは Results\Output.txtのように

指定します。

メモ

ファイルタイプオプションは、使用している Analyticsのエディションに応じて、

ASCII テキスト ファイルまたはUnicode テキスト ファイルのいずれかのみです。

5. ［OK］をクリックします。
6. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。
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［評価］ダイアログボックスの入力値
次の表は、［評価］ダイアログボックスの入力値の詳細を示します。

メインタブ –入力値

入力値 –評価ダイア

ログボックス 説明

信頼度

サンプル数の計算時に入力した同じ信頼度。

詳細については、"金額単位サンプルのサンプルサイズを計算"ページ 1071を参照してください。

間隔

サンプルの抽出時に使用した間隔値。

メモ

使用した間隔値は、Analyticsによって当初計算された間隔値と異なっていても

かまいません。

誤謬

( Item金額、誤謬 )

サンプルで見つかった、虚偽表示の全誤謬のリスト。

虚偽表示額と金額の簿価をカンマで区切って指定します。過剰計上は正の金額として、過少計

上は負の金額として入力します。

ヒント

虚偽表示誤謬リストが長い場合は、別のアプリケーションからリストをコピーして貼

り付ける方が簡単な場合があります。

例

金額の簿価が$1,000で、金額の監査額が$930の場合は、1000,70 と入力します。

金額の簿価が$1,250で、金額の監査額が$1,450の場合は、1250,-200 と入力しま

す。

各誤謬は別の行に入力します。

1000,70

1250,-200

以下の図は、金額単位サンプルの誤謬を評価するための入力値の例を示します。

1089

分析用のデータの準備

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


結果
金額単位サンプルで見つかった誤謬の評価は次の結果になります。

結果値 説明

項目 虚偽表示誤謬のサンプル金額の入力したリスト。

エラー 虚偽表示額の入力したリスト。

基本精度 サンプリングリスクの基本的な許容誤謬 (以下の図の18,850.00)

最尤誤謬

(想定された誤った

文 )

サンプリング金額を含む間隔に投影された各誤謬の虚偽表示金額。

最上層ではない最大尤度誤謬金額は降順で一覧表示されます。最上層の虚偽表示金額は投

影された過剰表示と投影された過小表示の間に一覧表示されます。

投影計算は最上層の虚偽表示金額では実行されません。

上限誤謬

(上限誤った文 )

サンプリングリスクに調整された最大尤度誤謬。

調整計算は最上層の虚偽表示金額または投影された過小評価では実行されません。投影され

た過小表示は "0.00" と一覧表示されるため、上限誤謬には影響しません。

合計 母集団全体または勘定残高の最大尤度金額、および上限誤謬金額。

以下の図は、金額単位サンプルで見つかった誤謬を評価した結果を示します。
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Item列 投影計算 調整計算

最初の3つの金額は最上位階層ではありませ

ん

o 1,839.33
o 3,409.82
o 392.41

4番目の金額が最上位階層です

o 6,730.56

5番目の金額は過小表示されています

o 206.69

「上限誤謬」の意味

サンプルサイズを計算したときに決定したMateriality と比較したときの上限誤謬の合計金額は次の意

味があります。

l 検査している勘定残高の金額が正しく表示されているかどうか
l 金額が正しく表示されている場合は、虚偽表示の最大金額と考えられるもの

例

金額単位サンプリングで見つかった誤謬を評価し、Analyticsは上限誤謬 $28,702.70を返しま

す。この金額は、サンプルサイズを計算し、信頼度 95%を指定したときに前の手順で指定した

Materiality(許容虚偽表示 )の$29,000未満です。
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この情報に基づいて、次のことが言えます。

勘定残高の実際の虚偽表示が$28,702.70を超える確率が95%あります。

上限誤謬が$29,000より大きい場合、勘定残高に重大な虚偽表示がある可能性があります。

さらに適切な手順を決定し、監査目的を満たす必要があります。

金額単位サンプリングの上限誤謬を計算する方法

Analyticsによって計算される上限誤謬はサンプリングリスクに調整された複合数値です。つまり、サンプ

リングされた金額が、検査している勘定残高の虚偽表示の真の合計金額を過小表示するリスクです。

詳しく表示

上限誤謬は次の金額の合計です。

金額 説明

基本精度

サンプリングされた金額に虚偽表示の誤謬がない場合、統計式を使用してAnalyticsによって計

算されたサンプリングリスクの基本許容度。

サンプリングリスクの基本許容値が必要です。サンプリングされた金額に誤謬がない場合でも、母

集団全体に誤謬が存在しないことを確認できないためです。

各虚偽表示の誤謬

の調整された金額

次の計算の結果：

汚染割合(虚偽表示金額/サンプル金額の簿価)* 間隔金額 * サンプリング リスクの増分許

容度

o 汚染割合 * 間隔金額は、1つのサンプル金額の虚偽表示の観察された金額をサンプル金

額を含む間隔に投影します。

Analyticsはこの投影された虚偽表示最大尤度誤謬を呼び出します。すべての投影された虚

偽表示の合計は、勘定残高の最大尤度誤謬です。

o 最大尤度誤謬 * サンプリング リスクの増分許容度はAnalyticsによって統計式を使用して

計算されます。

最大尤度誤謬は勘定残高の虚偽表示の真の金額を過小表示する可能性があるため、この

追加の調整は必要です。
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従来の変数サンプリング
従来の変数サンプリングは、以下を推定するための統計的サンプリング方法です。

l 取引の勘定またはクラスの合計監査済み金額
l 取引の勘定またはクラスの金額虚偽表示の合計金額

従来の変数サンプリングは、次の特性がある財務データで最も効果的に機能します。

通常量～大量の虚偽表示

たとえば、5%以上の数の項目が虚偽表示である場合など。

過剰計上または過少計上が存在する。

0 ドルの科目が存在する。

ヒント

Analyticsにおける従来の変数サンプリングのエンドツーエンド プロセスに関するクイックス

タート ガイドについては、"従来の変数サンプリングのチュートリアル"ページ 1101を参照し

てください。

メモ

従来の変数サンプリングは、財務データに使用できるだけでなく、数量や時間単位など

の測定単位をはじめとする、可変特性を持つ任意の数値データに対して使用すること

ができます。

機能の仕組み
従来の変数サンプリングでは、アカウンのレコードの小さいサブセットを選択して分析できます。サブセット

の分析結果に基づいて、アカウントの合計監査金額と、虚偽表示の合計金額を推定できます。

2つの推定金額は範囲として計算されます。

l 点推定値は範囲の中点です。
l 上限と下限は、範囲に含まれる 2つの端点です。

点推定値と上限だけまたは下限だけを使って、片側推定または範囲を計算することもできます。

推定された範囲を、勘定の簿価、または重大と判断される虚偽表示金額と比較し、勘定に関する決

定を行います。

従来の変数サンプリングでは、次のような表示がサポートされます。

l 勘定の真の監査金額が、勘定簿価 46,400,198.71が含まれる 45,577,123.95 ～
46,929,384.17の間となる確率が95%あります。このため、勘定の金額表示は公正であると見な
されます。
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l 勘定残高の虚偽表示額が– 813,074.76 ～ 539,185.46となる確率が95%あります。これは金
額精度 ±928,003.97の範囲を逸脱していません。このため、勘定の金額表示は公正であると見
なされます。

従来の変数サンプリング処理の概要

注意

有効なサンプルサイズの計算をスキップしないでください。

すぐにレコードのサンプルを抽出し、サンプルサイズで推定する場合は、分析結果の推

定が無効になる確率が高く、最終結果に欠陥が生じます。

従来の変数サンプリング処理には、以下のステージがあります。

1. 従来の変数サンプリングの準備 (計画 )
2. レコードのサンプルを描画する
3. サンプリングされたデータで意図した監査手順を実行します。
4. 以下を評価します。

l 全体として勘定に対して推定されるときに、サンプリングされたデータの監査済み金額が記録さ

れた簿価の許容可能な範囲内に入るかどうか
l サンプリングされたデータの金額虚偽表示の観察されたレベルが全体として勘定で虚偽表示の

許容可能な金額を表すかどうか

各値は保持され、次の段階に移動すると入
力されます。
Analyticsでの従来の変数サンプリングには、3つの異なるダイアログボックスに情報を入力し、関連する

コマンドを次の順に実行します。

1. ［CVS 準備］ダイアログボックス
2. ［CVSサンプル］ダイアログボックス
3. ［CVS 評価］ダイアログボックス

この処理を進める過程で、1つのダイアログボックスに入力した情報が次のダイアログボックスに自動的に

あらかじめ入力されます。値があらかじめ入力されることで、手間が省かれるとともに、誤って不適切な値

を入力してサンプルが無効とされるリスクを防ぐことができます。

なお、［CVSサンプル］および［CVS評価］ダイアログボックスに自動的に入力された値は、一時的に保

存されるだけであり、Analyticsプロジェクトを閉じれば削除されます。

従来の変数サンプリングの値の再生成

実稼働環境では、タイミングが異なれば、従来の変数サンプリングのプロセスの異なる段階を実行するの

が一般的です。Analyticsをクローズしたときに失われた従来の変数サンプリングの値を再生成するには、
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次のいずれかの方法を使用できます。

最初の方法は最も簡単です。

l あらかじめ入力されたコマンドを保存

CVS 準備段階とCVS サンプル段階の結果には、従来の変数サンプリングのプロセス内の後続の

コマンドが含まれます。これらのコマンドには、必要な値があらかじめ入力されています。あらかじめ

入力されたこれらのコマンドを、後で使用できるように、独立したスクリプトに保存します。

詳細については、"従来の変数サンプリングのチュートリアル"ページ 1101を参照してください。

l 実行したコマンドをスクリプトに保存

fCVS 準備段階とCVS サンプル段階を実行した後で、Analyticsの表示領域に表示されている

CVSPREPAREおよび CVSSAMPLEコマンドをコピーし、独立したスクリプトに保存します。このようなスク

リプトを後で実行することで、従来の変数サンプリングの値を再生成することができます。

この方法の欠点は、レコードの冗長なサンプルが抽出されることです。

l 実行したコマンドをログから取得

ログに記録されている CVSPREPAREおよび CVSSAMPLEコマンドをコピーし、これらのコマンドをコマンド

ラインで再実行して、従来の変数サンプリングの値を再生成します。

この方法の欠点は、ログ内のコマンドの正しいインスタンスを見つけるのが困難な場合があることで

あり、その場合はレコードの冗長なサンプルが抽出されます。

あらかじめ入力された値の変更

従来の変数サンプリングのあらかじめ入力された値は通常、変更しないでください。あらかじめ入力された

値を変更すると、サンプリングプロセスの統計の有効性が否定される可能性があります。

注意

あらかじめ入力された値を更新するのは、変更の影響を理解するための統計に関する

知識がある場合に限ります。

数値の長さ制限
従来の変数サンプリングの準備段階では、いくつかの内部計算が行われます。これらの計算では、最大

17桁の数値がサポートされます。計算結果が17桁を超える場合には、その計算結果が出力に含まれ

なくなるため、サンプリング処理を続行できなくなります。

注意：17桁未満のソースデータの数値から、17桁を超える内部計算結果が生成される場合もありま

す。

階層化
従来の変数サンプリングでは、サンプルを抽出する前に、母集団のレコードを数値的に階層化することが

できます。
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階層化のメリットは、必要なサンプルサイズが通常、大幅に小さくなるとともに、統計的有効性が維持さ

れることです。サンプルサイズが小さくなるとは、目標を達成するのに必要なデータ分析作業が少なくなる

ということです。

機能の仕組み

詳しく表示

階層化とは、層と呼ばれるいくつかの小グループに母集団を分割することです。各層内の値は、比較的

に同質であるのが理想です。

層間の境界は統計的アルゴリズム(ネイマン配分法 )によって設定されます。このアルゴリズムでは、各層

内の値の散布度が最小化されるように境界の位置が決定されるため、母分散を使用する効果が減少

します。分散または '散らばり具合 'が小さくなれば、必要なサンプルサイズも小さくて済みます。設計上、

各層の範囲は均一ではありません。

必要なサンプル数は、階層化されていない母集団全体に対して計算されるのでなく、層別に計算され

て合計されます。通常、非階層化アプローチより階層化アプローチの方が、データセットに対するサンプ

ルサイズがはるかに小さくて済みます。
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セルを使用した、階層化の前処理

階層化処理の一部として、母集団階層化の前処理に使用するセル数を指定します。セルは分割間隔

が均等であり、層より幅が狭くなります。

統計的アルゴリズムでは、層間の最適な境界を割り当てる計算の一部として各層内のレコード数が使

用されます。最終的に階層化された出力には、セルは保持されません。

指定するセルの数は、指定する層の数の2倍以上である必要があります。

メモ

階層化の前処理に使用するセル数と、セル方式のサンプル選択で使用するセル数は、

同じものではありません。

過ぎたるは及ばざるがごとし

階層化はサンプルサイズを管理できる強力なツールですが、層数とセル数は慎重に指定してください。

手始めに以下を試してください。

l 層数：4 ～ 5
l セル数：50

ある層数またはセル数より大きい値を指定すると、ほとんどあるいはまったくサンプルサイズに影響しなくな

る値があります。ただし、これらの値も、大きなデータセットを階層化する場合には、サンプルの設計や

Analyticsのパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があります。

サンプル設計については、評価ステージに入ったら、母集団全体の虚偽表示を高い信頼性で推定する

ために、各層に最低限の数の虚偽表示が含まれていることを確認する必要があります。虚偽表示数に

比べて層数が多すぎる場合は、推定時に問題が発生する可能性があります。

確実性層
階層化で使用可能なもう 1つのオプションとして、確実性層があります。上位確実性層、下位確実性

層、またはその両方を定義できます。

確実性層の使用には以下の2つのメリットがあります。
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l 自動包含 –単独で重要な項目や高額項目は、自動的にサンプルに含まれるため、ランダム選択

方法によって除外されるリスクがありません。
l 分散減少法 –確実性層項目はサンプルサイズ計算の対象から除外されます。高額項目はその

性質上、母分散 (および、高額項目が計算対象になる場合は、必要なサンプルサイズ)の値を

大幅に大きくする可能性があります。

確実性層の定義

確実性層を定義するには、カット オフ数値を指定します。

l 上位確実性層カットオフ –カットオフ値以上のキーフィールドの簿価がすべて自動的に選択され、

サンプルに取り込まれます。
l 下位確実性層カットオフ –カットオフ値未満のキーフィールドの簿価がすべて自動的に選択され、

サンプルに取り込まれます。

下位確実性層を使用すると便利なのは、大量のマイナス値が母集団に存在し、かつそれらを自

動で含めたい場合です。

確実性層によって捕捉されない母集団の部分は、ランダム選択方法を使用してサンプリングされます。
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メモ

上位確実性層のカットオフ値を低くしたり、下位確実性層のカットオフ値を高くすると、

データの性質に応じてサンプルサイズ全体が増える場合があります。

そのような極端なカットオフ値を設定しないようにしてください。カットオフ値の設定値がわ

からない場合は、サンプリングのスペシャリストにお問い合わせください。

上位確実性層と下位確実性層の調整

サンプル抽出時に上位確実性層と下位確実性層を両方とも使用する場合は、上位確実性層カットオ

フ値と下位確実性層カットオフ値の関係を考慮する必要があります。

l 上位確実性層と下位確実性層は重なることができない –下位確実性層カットオフ値よりも小さ

い上位確実性層カットオフ値を指定すると、エラーが発生します。
l 十分に差がある上位確実性層カットオフ値と下位確実性層カットオフ値を選択する –互いに近

すぎる上位確実性層カットオフ値と下位確実性層カットオフ値を指定すると、母集団の大部分

が自動的にサンプルに含まれてしまうので、サンプリングの目的が達せられなくなります。

従来の変数サンプリングでレコードが選択され
る仕組み
従来の変数サンプリングでは、次の手順を使って、Analyticsテーブルからサンプルレコードを選択しま

す。

l サンプリングの基準として数値フィールドを指定します。サンプリング単位はテーブル内のレコードで

す。
l Analyticsでは、ランダム選択方法を使ってテーブル内のレコードからサンプルが選択されます。
l 階層化を使用する場合は、各層からほぼ等しい数のレコードがランダムに選択されます。
l 階層化を使用しない場合は、母集団全体からレコードがランダムに選択されます。
l 選択されたレコードは、サンプリング出力テーブルに含まれます。
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例

300レコードあるテーブルが、Analyticsにより、3つの層に分割され、以下のレコード番号が選択

されます。

層 1 層 2 層 3

o 9
o 13
o 40
o 52
o 78
o 91
o 99

o 104
o 119
o 132
o 144
o 153
o 186

o 211
o 229
o 236
o 248
o 278
o 295
o 296

300レコードある階層化されていないテーブルから、Analyticsにより下記のレコード番号が選択さ

れます。選択されたレコード番号が、階層化されているテーブルほど均一に分布していないことが

わかります。

メモ

下記のレコード番号は比較しやすいように3つの列にグループ化してありますが、

列が層を表しているわけではありません。

o 25
o 64
o 79
o 104
o 122
o 127
o 138

o 143
o 175
o 179
o 184
o 191
o 201
o 234

o 241
o 257
o 259
o 281
o 289
o 299

バイアスのないサンプルの選択
従来の変数サンプリングは、バイアスがかかっておらず、レコードに含まれる金額に基づいていません。サン

プルの対象として選択される可能性はどのレコードについても等しくなります。金額を 1000 ドル含むレ

コード、250 ドル含むレコード、および 1 ドル含むレコードの選択されるチャンスは同等です。

つまり、指定したレコードが選択される確率は、そのレコードに含まれる金額とは無関係です。

最大級の金額が含まれるレコードを確実に選択したい場合は、"確実性層"ページ 1097を参照してくだ

さい。
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従来の変数サンプリングのチュートリア
ル
このチュートリアルでは、Analyticsにおける従来の変数サンプリングのエンドツーエンド プロセスの概要を

説明します。

予定所要時間 – 30分

サマリー – invoicesテーブルから、レコードで構成されるサンプルを抽出し、そのサンプルの虚偽表示を検

出します。サンプルからの検出結果に基づいて、以下の2つの金額を統計的に推定します。

l テーブル全体の監査額合計
l テーブル全体の虚偽表示額合計

次に、統計的推定を使って、請求書レコードの表示が全体として公正であるかどうかを判定します。

主なタスク –従来の変数サンプリングを正しく実行するには、主なタスクとして以下の4つを行う必要があ

ります。

このチュートリアルでは、従来の変数サンプリングについて、オプションの使用方法は省略して、オプション

なしでの使用方法のみを説明しているため、Analytics における従来の変数サンプリングの使用方法の

基本をすばやく理解できます。

ヒント

サンプリング用語については、"用語に関する単語"ページ 1023に簡潔に定義されていま

すので参照してください。

従来の変数サンプリングのシナリオ

売掛金の虚偽表示の検出

シナリオ

売掛金の確認として、4000レコード以上がある Invoiceテーブルを検査しています。請求された

顧客のサンプルに連絡し、勘定の未払金額を確認し、虚偽表示を検出しようとしています。

顧客の連絡先を使用して、次のことを確認します。
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l 売掛金が存在する
l 売掛金が正しく記録されている

どのように進めるか?

いくつの顧客に連絡するか?どの顧客に連絡すると決定するか?サンプルから検出した虚偽表示

が勘定全体にどのように分布しているか?

上記の質問に対する回答を得るために、Analyticsの従来の変数サンプリングを使用することがで

きます。

このシナリオで使用される Analytics テーブル

このシナリオはAnalyticsに含まれる ACL_Rockwood.aclサンプルデータファイルのInvoices
テーブルを使用します。

メモ

ACL_Rockwood.aclのInvoicesテーブルのほとんどの金額の状態は "支払い

済み"です。このシナリオでは、状態が "未払い"で支払金額が$0.00であると想

定します。

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。これらの

文字を使用すると、コマンドを実行できないか、エラーが発生します。

1母集団を階層化し、有効なサンプルサイズ
を計算する

メモ

実稼働環境では、母集団を階層化して有効なサンプルサイズを計算するために指定

する値は、専門家としてのあなたの判断によって異なります。

1. ACL_Rockwood.aclで Invoicesテーブル( Sales_and_collectionフォルダー)を開きます。
2. ［サンプリング>従来の変数サンプリング (CVS) >準備］を選択します。
3. 以下の画面に表示されている入力値を指定し、［OK］をクリックします。

［簿価］ドロップダウンリストで必ず invoice_amount フィールドを選択します。

Analyticsにより、母集団が階層化され、各層および母集団全体のサンプルサイズが計算されま

す。

4. 省略可能。階層化およびサンプルサイズ計算の出力結果を表示した状態でタブをピン留めしま

す。
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従来の変数サンプリング処理を進めるときに出力結果をピン留めしておくと、処理が完了後に処

理全体を見直すことができます。

入力値の意味

簿価 invoice_amount フィールドには、監査対象となる簿価が格納されています。

精度制限

両方を選択します(デフォルト設定 )。理由：

o 勘定全体が過剰表示または過小表示である可能性がある
o 方向の虚偽表示が金額精度を超えるかどうかを推定することに関心があります。

階層数

サンプルサイズを大幅に小さくする手段として、母集団を 5つの層、つまり小グループに分割

する必要があります。

セル数

母集団を階層化する前処理用に50個のセルを指定します。

セルの数は、層の数より分割可能な数が少なくなります。階層化の前処理は、層の境界の

位置を最適化する内部処理の一部です。最終的に階層化された出力には、セルは保持さ

れません。

セル数は層数の2倍 (層数 x 2)以上である必要があります。

層のサンプルサイズの最小

値

省略可能。

デフォルト値ゼロ( 0)をそのまま使用するとは、サンプルとして採取されるレコード数の下限を

各層に適用しないということです。

最低合計サンプルサイズ

省略可能。

デフォルト値ゼロ( 0)をそのまま使用するとは、最低合計サンプルサイズを適用しないというこ
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とです。

上位確実性層カットオフ

$35,000以上の簿価科目をすべてサンプリングし、テストする必要があります。

上位確実性層にあるすべての項目がサンプル出力テーブルに出力されます。

下位確実性層カットオフ

省略可能。

このフィールドを空のままにすることは、下位確実性層を指定しないという意味になります。

信頼度 (%)

抽出するサンプルが母集団全体を表している信頼度が95%必要です。

別の方法：サンプルを 100回抽出した場合、95回表し、5回のみ表しません。

金額精度

金額精度は、許容虚偽表示から推定虚偽表示を差し引いたものです。

勘定の簿価の3%までの合計虚偽表示を許容し、この虚偽表示が勘定の簿価の1%にな

ると推定されるため、2%の金額精度、つまり $928,003.97が得られます。

推定誤謬数 サンプル内の虚偽表示の誤謬数が6以上であると推定します。

結果の意味
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サンプル項目

合計 233の顧客に問い合わせる必要があります。

母集団の各層と上位確実性層について、指定した数の顧客に問い合わせる必要がありま

す。

たとえば、層 3については、49の顧客に問い合わせる必要があります。

層のブレークダウン

Analyticsによって行われる母集団の階層化。

各層と上位確実性層について、以下の記述値が提供されます。

o 階層番号 –各層に割り当てられる連続番号

上位確実性層には番号 '0'が割り当てられます(この画面には表示されていません)。

o 階層境界 –確実性層のカットオフ値と各層の上限の境界。
o 母集団項目 (数 ) –テーブルのレコード数。上位確実性層などの層にブレークダウンされ

ます。
o サンプル項目 (数 ) –必要なサンプルの合計サイズ。層にブレークダウンされます。上位確

実性層のすべての項目を含みます。

記述統計

記述統計により、母集団の層の統計的特性に対する洞察を得ることができます。

o 標準誤謬
o 差異
o 標準偏差
o 相加平均

関連付けられた

CVSSAMPLE コマンド

CVS準備の結果には、このコマンドのバージョンとして、従来の変数サンプリングプロセスの

CVSサンプル段階 (次の段階 )で使用される、値があらかじめ入力されたバージョンが含まれ

ます。

このコマンドにあらかじめ入力された値は、Analyticsの終了後も保存されることはありませ

ん。値を保存することでそれらを後で再生成する手間を回避するには、値があらかじめ入力

されたコマンドを手動で保存します。

実稼働環境では、CVS 準備段階は、母集団の階層化とサンプルサイズを最適化する際

に、何回でも実行できます。CVS CVSSAMPLE コマンドを手動で保存できます。

CVSSAMPLEコマンドの保存 (省略可能 )
メモ

このチュートリアルでは、Analyticsを閉じない限り、本コマンドを保存する必要はありませ

ん。実稼働環境では、本コマンドを保存しておくことをお勧めします。

詳しく表示

CVSSAMPLEコマンドに指定した値を再現しなければならない場合に備えて、このコマンドを保存してくださ

い。

1. CVS準備の表示領域の下部にあるCVSSAMPLEへのリンクをクリックすることで、コマンドをコマ

ンドラインに読み込みます。
2. コマンドラインに読み込んだコマンドの全体をコピーし、CVS_Sampleという名前のAnalyticsスクリ

プトに保存します。
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2レコードのサンプルを抽出する
1. Invoicesテーブルに戻ります。
2. ［サンプリング>従来の変数サンプリング (CVS) >サンプル］を選択します。
3. 以下の画面に表示されている値を指定し、［OK］をクリックしてレコードのサンプルを抽出します。

メモ

大部分の値は、CVS準備段階の出力結果から自動的に入力されます。

自動入力される値がいくつか欠けている場合は、"CVSSAMPLEコマンドの使用

(省略可能 ) "次のページを参照してください。

次に示されているとおりのシード値を指定してください。12345
このシード値は、サンプルレコードのランダム選択の結果を初期化するのに使用さ

れます。これと異なるシード値を使用すると、異なるレコード グループが選択される

ため、サンプル数が以下の例と一致しなくなります。

4. 省略可能。サンプリング処理結果の概要を表示した状態でタブをピン留めします。

従来の変数サンプリング処理を進めるときに出力結果をピン留めしておくと、処理が完了後に処

理全体を見直すことができます。
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CVSSAMPLEコマンドの使用 (省略可能 )
メモ

本チュートリアルの実行中にAnalyticsを開いたままにしておく場合は、このセクションをス

キップしてください。

詳しく表示

［CVSサンプル］ダイアログボックスにいくつかの自動入力値が欠けている場合は、CVSサンプル段階か

らCVS評価段階までの間にAnalyticsを閉じていたために値が失われた可能性があります。

この場合、レコードのサンプルを抽出するのに、CVS サンプル］ダイアログボックスを使用する代わりに、ス

クリプトに保存しておいた CVSSAMPLEコマンドを使用することもできます。
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1. CVS_Sampleスクリプトを開き、CVSSAMPLEコマンドを次のように更新します。

NUMSTRATA 5 SEED 12345 CUTOFF 35000.00

TO Invoices_sample

2. Invoices_sampleテーブルを開きます。
3. スクリプトを実行するか、本コマンド全体をコマンド ラインにコピーしてEnterキーを押します。

スクリプトを実行する場合は、ログ内のCVSSAMPLEコマンドをダブルクリックしてCVSサンプルの表

示領域を開きます。

ヒント

CVSSAMPLEコマンドを保存していなかった場合は、CVS準備段階を再実行することで、

CVS評価段階に必要な値を再生成します。Invoices_sampleテーブルを開き、ログ

内のCVSPREPAREコマンドをすばやく再実行します。

入力値の意味

簿価

階層数

上位確実性層カットオフ

階層境界

サンプルサイズ

母集団 (カウント、値 )

CVS準備段階では、ユーザーが入力した値またはAnalyticsで計算された値に基づいて、

入力値が自動的に入力されます。

シード値

省略可能。

シード値の指定は省略可能ですが、サンプルに含まれるレコードがチュートリアルのサンプルと

一致するように同じシード値を指定してください。

変換先

Invoicesテーブルから抽出されたレコードのサンプルは、新しいテーブルInvoices_sample
に出力されます。
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結果の意味

シード値

簿価フィールド

ユーザーが提供した入力値

選択方法

Analyticsでは、ランダム選択方法を使って、指定された数のレコードを各層から抽出しま

す。

上位確実性層内のレコードはすべて自動的に選択されます。

層のブレークダウン

CVS準備段階の出力に表示されるブレークダウン(内訳、分解 )は常に同じです。

実際のサンプルレコードが抽出されたため、Analyticsにより、サンプル内の各層およびサンプ

ル全体のサンプル値 (サンプル金額 )が計算されます。

サンプル値と母集団値 (母集団金額 )の違いに注意してください。

関連付けられた

CVSEVALUATE コマンド

CVSサンプルの結果には、このコマンドのバージョンとして、従来の変数サンプリングプロセス

のCVS評価段階 (最終段階 )で使用される、値があらかじめ入力されたバージョンが含まれ

ます。

このコマンドにあらかじめ入力された値は、Analyticsの終了後も保存されることはありませ

ん。値を保存することでそれらを後で再生成する手間を回避するには、値があらかじめ入力

されたコマンドを手動で保存します。
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実稼働環境では、サンプルデータに対して監査手続きを実行する、CVSサンプル段階から

CVS評価段階までの期間は、数週間となる可能性があります。

CVSEVALUATEコマンドの保存 (省略可能 )
メモ

このチュートリアルでは、Analyticsを閉じない限り、本コマンドを保存する必要はありませ

ん。実稼働環境では、本コマンドを保存しておくことをお勧めします。

詳しく表示

CVSEVALUATEコマンドに指定した値を再現しなければならない場合に備えて、このコマンドを保存してくだ

さい。

1. CVSサンプルの表示領域の下部で、CVSEVALUATE リンクをクリックし、コマンドをコマンドライン

に読み込みます。
2. コマンドラインに読み込んだコマンドの全体をコピーし、CVS_Evaluateという名前のAnalyticsスク

リプトに保存します。

Audit_Value(監査額 )フィールドを追加し、サンプルテーブ
ルをエクスポートします。

Analyticsは読み取り専用アプリケーションであるため、サンプルレコードから成るテーブルを Excelにエク

スポートし、監査額を追加できるようにする必要があります。

テーブルをエクスポートする前に、invoice_amount フィールドを複製したフィールドを追加しておく必要が

あります。複製したフィールドを Excelで編集します。

監査額フィールドを追加します。

1. Invoicesテーブルを閉じます。
2. Invoices_sampleテーブルを開きます。
3. このコマンドをコピーし、コマンドラインに貼り付けます。

DEFINE FIELD AUDIT_VALUE COMPUTED invoice_amount

コマンドラインが表示されない場合、［ウィンドウ> コマンドライン］を選択します。

4. Enterを押し、新しいフィールドを作成します。

ヒント

AUDIT_VALUE(監査額 )フィールドが作成されたことを確認する場合は、コマンド

ラインで「display」を入力し、Enterを押してテーブルのフィールドのリストを表示し

ます。
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サンプルテーブルを Excelにエクスポートする

1. ［データ > エクスポート］を選択します。
2. ［メイン］タブで［フィールド］を選択します。
3. ［エクスポート フィールド >すべて追加］をクリックします。

4. 以下の各フィールドを選択し、上矢印 を使ってそれらを［選択したフィールド］リストの最上部

に移動します。

l SAMPLE_RECORD_NUMBER
l STRATUM
l invoice_amount
l AUDIT_VALUE

ここに表示される順序は変更しないでください。

5. ［OK］をクリックします。
6. ［エクスポート形式］ドロップダウンリストから "Excel( *.xlsx) "を選択します。
7. ［保存先］フィールドに「Invoices_sample_audited」を入力し、［OK］をクリックします。
8. ［保存先］リンクをクリックしてExcelファイルを開きます。

メモ

Analyticsは閉じないでください。

3サンプルで分析を実行する
このチュートリアルでは、以下を行うものとします。

1. Invoices_sample_auditedテーブルにある顧客に問い合わせます。
2. 売掛金を確認し、虚偽表示を記録します。

Excelファイルの更新

1. 次の表内のAUDIT_VALUE フィールドにリストされた値を使って、Excelファイルを更新します。
2. Excelファイルを保存して閉じます。

以下を指定します。

l 層ごとに3つの虚偽表示
l 上位確実性層に1つの虚偽表示
l 過剰計上と過少計上

1111

分析用のデータの準備

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


メモ

簡単にExcelファイルを更新し、後続の評価の効果を明確にするには

l ファイルの先頭の数レコードのみを更新します。
l 過少計上、または過少計上と過剰計上のミックスをそれぞれ特定の層にグループ

化します。

実稼働環境では、過剰計上と過少計上は複数の層およびファイル全体に散在してい

る可能性があります。

ヒント

次の表全体をコピーし、空のExcelワークシートに貼り付けます。次に、監査額を

Invoices_sampleワークシートのAUDIT_VALUE列にコピーします。

あるいは別の方法として、監査額の列を内容とするテキスト ファイルをダウンロードするこ

ともできます。

SAMPLE_RECORD_NUMBER STRATUM 請求金額 AUDIT_VALUE

1 3 9,394.55 9,494.55

2 5 27,033.66 17,033.66

3 4 22,617.90 22,917.90

4 2 4,576.24 4,575.83

5 1 4,039.67 0.00

6 3 13,753.12 31,753.12

7 4 23,633.12 23,433.12

8 5 33,663.50 33,660.00

9 2 7,136.79 6,136.79

10 2 4,495.13 0.00

11 1 1,575.87 1,075.87

12 0 44,379.67 34,379.67

13(監査額は不変 ) 0 35,159.99 35,159.99

14 5 27,204.08 27,200.00

15 4 20,156.50 20,000.00

16(監査額は不変 ) 0 37,448.07 37,448.07
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SAMPLE_RECORD_NUMBER STRATUM 請求金額 AUDIT_VALUE

17 3 11,879.05 11,889.05

18 1 994.98 964.98

4母集団全体に対する分析結果の適用

更新済みサンプルテーブルのインポート

メモ

更新した監査額が含まれたExcelファイルを閉じます。

1. Analyticsで［インポート > ファイル］を選択します。
2. ［定義するファイルの選択］ダイアログボックスで、..\SampleDataFiles\ACL_

Rockwood\Invoices_sample_auditedを特定して選択し、［開く］をクリックします。
3. ［ファイル形式］ページで、［Excel ファイル］が選択されていることを確認し、［次へ］をクリックしま

す。
4. ［データソース］ページで、"Invoices_sample"ワークシートを選択します。
5. これらのオプションが指定したとおりに設定されていることを確認し、［次へ］をクリックします。

l ［先頭の行をフィールド名として使用する］チェックボックスがオンになっている。
l ［開始する行］に "1"が設定されている
l ［すべてのフィールドを文字タイプとしてインポートします］がオフになっている

6. ［Excel Import( Excelの全ワークシートのインポート ) ］ページで、invoice_amount フィールドと

AUDIT_VALUE フィールドの［型］に "数値"を指定し、［次へ］をクリックします。

フィールドのヘッダーを選択し、それらに割り当てられている型を確認します。［型］の値が "数値"
でなければ "数値"に更新し、［小数位］フィールドに "2"を指定します。

7. ［データファイルを別名で保存］ダイアログボックスで、［ファイル名］フィールドに「Invoices_
sample_audited」を入力し、［保存］をクリックします。

8. ［最終］ページで［完了］をクリックします。
9. テーブルレイアウト名を指定するダイアログボックスで［OK］をクリックします。

新しいAnalyticsテーブルは、インポートされたExcelファイルからのデータを使って作成されます。

サンプル分析の結果の評価

1. Invoices_sample_auditedテーブルがまだ開かれていない場合は、それを開きます。
2. ［サンプリング>従来の変数サンプリング( CVS) >評価］を選択します。

メモ

メニューオプションは、テーブルが開いていない場合は無効です。
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3. 以下の画面に表示されている値を指定し、［OK］をクリックしてサンプルの分析結果を母集団全

体に適用します。

メモ

大部分の値は、CVS準備段階の出力結果から自動的に入力されます。

自動入力される値がいくつか欠けている場合は、"CVSEVALUATEコマンドの使

用 (省略可能 ) "次のページを参照してください。

4. 省略可能。評価結果を表示した状態のまま、タブをピン留めします。

従来の変数サンプリング処理を進めるときに出力結果をピン留めしておくと、処理が完了後に処

理全体を見直すことができます。
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CVSEVALUATEコマンドの使用 (省略可能 )
メモ

本チュートリアルの実行中にAnalyticsを開いたままにしておく場合は、このセクションをス

キップしてください。

詳しく表示

［CVS評価］ダイアログボックスにいくつかの自動入力値が欠けている場合は、CVSサンプル段階から

CVS評価段階までの間にAnalyticsを閉じていたために値が失われた可能性があります。

この場合、結果を評価するのに、［CVS評価］ダイアログボックスを使用する代わりに、スクリプトに保存

しておいた CVSEVALUATEコマンドを使用することもできます。

1. CVS_Evaluateスクリプトを開き、CVSEVALUATEコマンドを次のように更新します。

AUDITED AUDIT_VALUE ETYPE DIFFERENCE

2. Invoices_sample_auditedテーブルを開きます。
3. スクリプトを実行するか、本コマンド全体をコマンド ラインにコピーしてEnterキーを押します。

スクリプトを実行する場合は、ログ内のCVSEVALUATEコマンドをダブルクリックして評価結果を開き

ます。

ヒント

CVSEVALUATEコマンドを保存していなかった場合は、CVS準備段階とCVS sサンプル段

階を再実行することで、CVS評価段階に必要な値を再現します。Invoicesテーブル

を開き、ログ内のCVSPREPAREおよび CVSSAMPLEコマンドをすばやく再実行します。

入力値の意味

推定タイプ

推定タイプ、差異 (推定 )を指定する場合です。

Analyticsの従来の変数サンプリングには、サンプル分析の結果を母集団全体に対して適用

した場合の結果を推定する方法が4つあります。

監査値 AUDIT_VALUE フィールドには監査値 (監査額 )が格納されます。

信頼度 (%)

推定誤謬数

簿価

精度制限

階層境界

母集団 (カウント、値 )

上位確実性層 (カットオフ、

CVS準備段階では、ユーザーが入力した値またはAnalyticsで計算された値に基づいて、

入力値が自動的に入力されます。
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カウント、値 )
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推定 /適用される分析結果の意味
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点推定値

精度

点推定値 ( 46,253,254.06) – Invoicesテーブル全体の推定監査額を統計的に推定した

値

精度 ( 676,130.11) –点推定値が取り得る金額の幅を統計的に推定した値

o これらの統計的推定は Invoices_sample_auditedテーブルの監査額をベースにして

います。
o 点推定値は推定された範囲の中点です。
o この範囲の上限と下限は、点推定値±精度によって得られます。

推定合計監査値

推定合計監査値 (推定監査総額 )の範囲を視覚的に表したもの

範囲の使用方法

o Invoicesテーブルの母集団簿価が範囲内にある場合：

この勘定の表示が公正である可能性が非常に高くなります。

o Invoicesテーブルの母集団簿価が範囲の上限または下限の外部にある場合：

この勘定には重大な虚偽表示がある可能性があります。

推定誤謬総額

推定誤謬総額の範囲を視覚的に表したもの

推定誤謬総額の範囲を計算する方法

o 誤謬総額の点推定値は、推定合計監査値 (推定監査総額 )から母集団簿価を差し

引いたものです。
o この範囲の上限と下限は、点推定値±精度によって得られます。
o マイナスの誤謬額は過剰計上の誤謬を表し、プラスの誤謬額は過少計上の誤謬を表し

ます。

範囲の使用方法

o 推定誤謬総額の範囲がゼロ( 0) ±928,003.97( CVS準備段階で指定した金額精度 )
の範囲内の場合：

この勘定の表示が公正である可能性が非常に高くなります。

o 推定誤謬総額範囲の上限または下限が金額精度範囲の上限または下限の外部にあ

る場合：

勘定の表示に重大な虚偽表示がある可能性があります。

請求書レコード全体の表示が公正であるかど
うかを判定する
請求書レコード全体の表示が公正であるかどうかを判定するには、2つの方法があります。1つは推定

監査総額 (推定合計監査値 )を見る方法で、もう 1つは推定誤謬総額を見る方法です。

推定合計監査値

母集団簿価 46,400,198.71が推定合計監査値の範囲内に含まれるため、この勘定全体の表示は公

正である可能性が非常に高くなります。
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評価結果に次のような意見を作成できるサポートが行われています。

勘定の真の監査金額が、勘定簿価 46,400,198.71が含まれる 45,577,123.95 ～ 46,929,384.17の
間となる確率が95%あります。このため、勘定の金額表示は公正であると見なされます。

推定誤謬総額

推定誤謬総額の範囲が金額精度の範囲内に含まれるため、この勘定全体の表示が公正である可能

性が非常に高くなります。

評価結果に次のような意見を作成できるサポートが行われています。

勘定残高の虚偽表示額が– 813,074.76 ～ 539,185.46となる確率が95%あります。これは金額精度
±928,003.97の範囲を逸脱していません。このため、勘定の金額表示は公正であると見なされます。
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従来の変数サンプリングの準備

データセットをサンプリングする前に、レコードが格納されているテーブルを階層化し、各層の統計的に有

効なサンプルサイズを計算します。

AnalyticsのCVS準備機能は、ユーザーが提供する入力値に基づき必要な値を計算します。

サンプルサイズを計算することの重要性
後続のサンプルの有効性を計るには、適切なサンプルサイズを計算することが重要になります。サンプル

が有効でない、または代表を表してない場合は、全母集団に対してサンプルで実行する監査手続きの

結果を信頼して予測することはできません。

サンプルサイズの計算を省略したり、サンプルサイズを推定しないでください。

サンプルサイズの計算に使用するほとんどの入力値は、専門的な判断に基づきます。運用環境でサン

プリングの結果を信頼する前に、値が示す意味を十分理解するようにしてください。不明な点がある方

は、監査サンプリング担当者、または監査サンプリングスペシャリストにお問い合わせください。

数値の長さ制限
従来の変数サンプリングの準備段階では、いくつかの内部計算が行われます。これらの計算では、最大

17桁の数値がサポートされます。計算結果が17桁を超える場合には、その計算結果が出力に含まれ

なくなるため、サンプリング処理を続行できなくなります。

注意：17桁未満のソースデータの数値から、17桁を超える内部計算結果が生成される場合もありま

す。

精度上限の仕組み
従来の変数サンプリングを準備するときには、精度上限について、以下の一覧のオプションを 1つ選択す

る必要があります。

選択したオプションは、サンプリング処理のCVS評価ステージ中に生成する推定範囲の種類を指定し

ます。

準備ステージ中にはオプションを選択する必要があります。選択するオプションは、サンプルサイズの計算

の要件の1つであるためです。

精度制限 CVS評価中にこの種類の推定の場合：

BOTH：上限および 点推定と上下限のある両面範囲
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精度制限 CVS評価中にこの種類の推定の場合：

下限

UPPER：上限 点推定と上限のある片面範囲

LOWER：下限 点推定と下限のある片面範囲

詳しく表示

範囲の面がないこと

範囲の面がないことは、従来の変数サンプリングの基礎を構成する正規分布またはベル曲線から発生

します。

両面範囲

全体として過剰表示または過小表示されている可能性がある勘定を検査する場合は、一般的に、い

ずれかの方向の虚偽表示が許容可能または承認可能であると判断される虚偽表示金額を超えている

かどうかということに関心があります。

両面範囲または推定が必要です。

l 下限は、指定する信頼度について勘定に存在しうる過剰表示の最大金額の推定です
l 上限は、指定する信頼度について勘定に存在しうる過小表示の最大金額の推定です

片面範囲

全体として過剰表示または過小表示されている可能性が高い勘定を検査する場合は、一般的に、1
つの方向の虚偽表示が許容可能または承認可能であると判断される虚偽表示金額を超えているかど

うかということにのみ関心があると考えられます。

片面範囲または推定を使用できます。

l 下限のみの範囲は、指定する信頼度について勘定に存在しうる過剰表示の最大金額の推定で

す
l 上限のみの範囲は、指定する信頼度について勘定に存在しうる過小表示の最大金額の推定で

す

両面範囲または片面範囲を使用するべきですか。

CVS評価ステージ中には、両面範囲の使用は、より慎重な選択です。両面範囲では、勘定の虚偽表

示の全体的な方向に関係なく、勘定が公正に表示されているかどうかを判断できます。

片面範囲を使用する利点は、必要なサンプルサイズを削減できることです。これにより、サンプルデータ

の分析にかかる作業とコストが削減されます。削減金額はさまざまなですが、一般的には 50%未満で

す。
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片面範囲を使用するリスクは、勘定の虚偽表示の全体的な方向が間違っている場合に、検査されて

いない方向における重大な虚偽表示を見逃し、勘定残高の公正さについて誤った判断を行う可能性

があるということです。

入力値がサンプルサイズに影響する方法
入力値はAnalyticsで計算されるサンプルサイズに影響します。［CVS準備］ダイアログボックスで異な

る入力値を実験し、サンプルサイズへの影響を確認できます。

詳しく表示

注意

本番環境では、サンプルサイズを小さくする目的だけで、入力値を操作しないでくださ

い。入力値は、サンプリングされるデータと監査目的に対して最も適切であるという専門

的な判断に基づいているべきです。

この入力値を増やす： サンプルサイズを小さくします サンプルサイズを大きくします

階層数

特定の点の顎、層数を増やしても、ほとんど

あるいはまったくサンプルサイズに影響しませ

ん。

セル数

データの本質に応じてサンプルサイズを増や

すか減らし、全体的にサンプルサイズを小さ

くします

特定の点の顎、セル数を増やしても、ほとん

どあるいはまったくサンプルサイズに影響しま

せん。

層のサンプルサイズの最小

値

最小しきい値が1つ以上の層に適用される

場合はサンプルサイズを大きくします

最低合計サンプルサイズ

最小しきい値が適用される場合はサンプル

サイズを大きくします

上位確実性層カットオフ

データの本質に応じてサンプルサイズを増や

すか減らします

データの値が比較的均等に分布している場

合は、上位確実性層カットオフを大きくする

と、サンプルサイズが小さくなります
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この入力値を増やす： サンプルサイズを小さくします サンプルサイズを大きくします

下位確実性層カットオフ

データの本質に応じてサンプルサイズを増や

すか減らします

データの値が比較的均等に分布している場

合は、下位確実性層カットオフを大きくする

と、サンプルサイズが大きくなります

メモ

マイナスのカットオフ値の場合、"
大きくする"とはゼロ( 0)に近づ

けることを意味します。

信頼度 (%)

金額精度

推定誤謬数 サンプルサイズには影響がありません

精度制限 両方は上または下よりも大きいサンプルサイズが必要です

手順

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。これらの

文字を使用すると、コマンドを実行できないか、エラーが発生します。

1. サンプリングする予定の簿価を含むテーブルを開きます。
2. ［サンプリング>従来の変数サンプリング (CVS) >準備］を選択します。

メモ

メニューオプションは、テーブルが開いていない場合は無効です。

3. ［メイン］タブで［簿価］ドロップダウンリストから簿価フィールドを選択します。
4. ［精度制限］ドロップダウンリストで、該当するオプションを選択します。

l BOTH：上限および下限
l UPPER：上限
l LOWER：下限

メモ

オプションは以下で詳細に説明します。
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5. サンプルデザインを準備するために使用する入力値を入力します。

l 階層数
l セル数
l 層のサンプルサイズの最小値
l 最低合計サンプルサイズ
l 上位確実性層カットオフ
l 下位確実性層カットオフ
l 信頼度 (%)
l 金額精度
l 推定誤謬数

メモ

入力値は以下で詳細に説明します。

6. 省略可能。現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックス

に条件を指定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFス

テートメントを作成します。

注意

条件式を指定する場合、サンプルサイズの計算時とサンプルの抽出時とで、同じ

条件式を使用する必要があります。

一方の段階で使用した条件を他方の段階で使用しない場合、つまり 2つの条件

が同一でない場合、サンプリング結果が通常、統計的に無効になります。

7. ［出力］タブ
a. ［To］パネルで、次のいずれかを選択します。

l 画面 – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられて

いるソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができ

ます。

l ファイル –は結果をテキスト ファイルに保存または追加します

ファイルはAnalyticsの外部に保存されます。

b. 出力タイプとして［ファイル］を選択した場合、次のいずれかを実行します。
l ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します。
l ［名前］ボタンをクリックして、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでファ

イル名を入力するか、既存のファイルに上書きまたは追加する場合はそのファイルを選択しま

す。

Analyticsによってファイル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を

受け入れることも、あるいは変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロ

ジェクトの場所以外の場所にファイルを保存したり、その場所にあるファイルに追加したりする
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こともできます。たとえば、C:\Results\Output.txtまたは Results\Output.txtのように

指定します。

メモ

ファイルタイプオプションは、使用している Analyticsのエディションに応じて、

ASCII テキスト ファイルまたはUnicode テキスト ファイルのいずれかのみです。

8. ［OK］をクリックします。

CVS準備出力結果が画面表示されるか、ファイルに保存されます。

値が入力済みのCVSSAMPLEコマンドのバージョンは表示に含まれます。

メモ

出力結果は以下で詳細に説明します。

CVSEVALUATE コマンドを後で使用するため
に保存しておきます(任意 )。
従来の変数サンプリングによるサンプルを準備したら、CVSSAMPLEコマンドを再利用のために保存して

おくと便利です。

1. CVS準備の表示領域の下部にあるCVSSAMPLEへのリンクをクリックすることで、コマンドをコマ

ンドラインに読み込みます。
2. コマンドラインに読み込んだコマンドの全体をコピーし、Analyticsスクリプトに保存します。

サンプルを準備したら、［CVS サンプル］ダイアログボックスまたはCVSSAMPLE コマンドを使ってレ

コードのサンプルを抽出できます。

メモ

CVSSAMPLE コマンドを実行する場合は、そのコマンドに出力テーブルの名前

(と、オプションでシード値 )を追加する必要があります。

詳細については、"CVSSAMPLEコマンド"ページ 1703を参照してください。

CVS 準備ダイアログボックスの入力値と結果
次の表は、［CSV準備］ダイアログボックスの入力値と出力結果の詳細を示します。

メインタブ –入力値

従来の変数サンプリングのチュートリアルからの画面例
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入力値 – CVS準備

ダイアログボックス 説明

簿価 監査対象となる簿価が格納されているフィールド。

精度制限

使用する精度制限のタイプ。

BOTH：上限および下限

次の場合はこのオプションを選択します。

o 勘定全体が過剰表示または過小表示である可能性がある
o 方向の虚偽表示が金額精度を超えるかどうかを推定することに関心がある

UPPER：上限

次の場合はこのオプションを選択します。

o 全体としての勘定が過小評価されている可能性が高い
o 過小評価の合計金額が指定された金額精度を超過するかどうかのみを推定する

LOWER：下限

次の場合はこのオプションを選択します。

o 全体としての勘定が過大評価されている可能性が高い
o 過大評価の合計金額が指定された金額精度を超過するかどうかのみを推定する

注意

選択するオプションがわからない場合は、両方を選択します。詳細については、"
精度上限の仕組み"ページ 1121を参照してください。

階層数

データセットを数値的に階層化するために使用する層 (小グループ)の数。

層の数は下限が1、上限が256です。

確実性層を指定する場合は、層数に含まれません。
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入力値 – CVS準備

ダイアログボックス 説明

詳細については、"階層化"ページ 1095を参照してください。

メモ

層数はセル数の50%を超えることができません。

セル数

データセットをあらかじめ階層化するために使用するセルの数。

セルの数は下限が2、上限が999です。

詳細については、"階層化"ページ 1095を参照してください。

メモ

セル数は少なくとも層の数の2倍である必要があります。\n

層のサンプルサイズ

の最小値

各層からサンプリングする最小レコード数。

最低合計サンプルサ

イズ

データセット全体からサンプリングするレコードの最小数。

上位確実性層カット

オフ

省略可能。上位確実性層のカットオフ値。

カットオフ値以上の簿価フィールドの金額が自動的に選択され、サンプルに取り込まれます。

カットオフ値を指定しない場合は、上位確実性層にレコードが追加されないようにする、次のデフォ

ルトのカットオフ値が使用されます。

［簿価］フィールドの最高額より大きい(>)

詳細については、"確実性層"ページ 1097を参照してください。

下位確実性層カット

オフ

省略可能。下位確実性層のカットオフ値。

カットオフ値以下の簿価フィールドの金額が自動的に選択され、サンプルに取り込まれます。

カットオフ値を指定しない場合は、下位確実性層にレコードが追加されないようにする、次のデフォ

ルトのカットオフ値が使用されます。

［簿価］フィールドの最低額より小さい(<)

詳細については、"確実性層"ページ 1097を参照してください。

信頼度 (%)

必要な信頼度。この信頼度で、結果のサンプルが母集団全体を表します。

たとえば、95を指定した場合は、サンプルが実際に95%の確率で母集団を代表しているとお客

様が信頼したいということを意味します。

信頼度は "サンプリングリスク"の補数です。信頼度が95%ということはサンプリングリスクが5%とい

うことと同じです。

o 精度の限度が上または下の場合、最低信頼度は 55%、最大信頼度は 99.5%です。
o 精度の限度が両方の場合、最低信頼度は 10%、最大信頼度は 99.5%です。
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入力値 – CVS準備

ダイアログボックス 説明

金額精度

許容虚偽表示および勘定で想定される虚偽表示の間の差異である金額。

たとえば、許容虚偽表示が$29,000であり、想定される虚偽表意が$5,800の場合、23200
( $23,200の差異 )を入力します。

金額精度は、勘定が公正に表記されていると見なされる許容度の範囲を確立します。

推定誤謬数

省略可能。サンプルで想定する最低誤謬数。

この値はCVS計算で使用されません。代わりに、次の状況のいずれかで、通知を発生させるため

に使用されます。

o 推定誤謬数 (推定誤謬数 )が層数未満である
o CVS評価段階において、サンプルで見つかった実際の誤謬数が推定誤謬数 (推定誤謬数 )

未満である

このような状況のいずれかでは、使用可能な唯一の評価方法は単位あたりの平均です。

出力結果

従来の変数サンプリングのチュートリアルからの画面例
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出力結果 – CVS 準
備 説明

金額精度 入力として指定した金額精度。

信頼度 入力として指定した信頼度。

階層番号

各層に割り当てられた連続で増える数。

また、確実性層には次の数値が割り当てられます(ただし、この画面には表示されていません)。

o -1 –下位確実性層
o 0 –上位確実性層

階層境界

確実性層のカットオフ値と各層の上限の境界。

簿価は以下の場合に層に割り当てられます。

o 上限の境界より小さいか、上限の境界に等しい
o すぐ下の境界より大きい

簿価はカットオフ値以上の場合に確実性層に割り当てられます。

簿価はカットオフ値以上の場合に上位確実性層に割り当てられます。

母集団項目 テーブルのレコード数。確実性層などの層にブレークダウンされます。

パーセントカウント 確実性層などの各層に含まれるレコード数の割合。

金額のパーセント 合計簿価に対する割合。確実性層などの各層に含まれます。

母集団値 テーブルの合計簿価。確実性層などの層にブレークダウンされます。

サンプル項目 合計必要サンプルサイズ。層にブレークダウンされます。確実性層のすべての項目を含みます。

関連付けられた

CVSSAMPLE コマン

ド

CVSサンプル段階を実行するためのコマンド。CVS準備段階の値があらかじめ入力されています。
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従来の変数サンプリングの実行

アクティブなテーブルにある金額データの代表サンプルを含むテーブルを新たに作成することができます。

従来の変数サンプリングは、次のいずれかに関心がある場合に適しています。

l ファイルの合計監査済み金額
l ファイルの金額の虚偽表示の合計金額

Analytics は読み取り専用アプリケーションであるため、レコードのサンプルを抽出した後には、サンプル

テーブルを Excelなどデータを入力できるアプリケーションにエクスポートし、監査値を追加できるようにす

る必要があります。

従来の変数サンプリングの正しいプロセスを実
行
レコードのサンプルを抽出する前に、レコードが格納されているテーブルを階層化し、各層の統計的に有

効なサンプルサイズを計算します。

詳細については、"従来の変数サンプリングの準備"ページ 1121を参照してください。

レコードのサンプルを描画する

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。これらの

文字を使用すると、コマンドを実行できないか、エラーが発生します。

1. サンプリングする予定の簿価を含むテーブルを開きます。
2. ［サンプリング>従来の変数サンプリング (CVS) >サンプル］を選択します。

メモ

メニューオプションは、テーブルが開いていない場合は無効です。

［CVS サンプル銀］ダイアログボックスが開きます。サンプリング段階の入力として、CVS準備段階

の出力結果を使用する場合は、フィールドのほとんどに必要な値が自動的に入力されます。

自動入力される値がいくつか欠けている場合は、以下を行ってください。

l 値を再生成するために、ログに記録されているCVSPREPAREコマンドを再実行する
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l CVS準備段階で生成されたCVSSAMPLEコマンドを保存してある場合は、それを実行する

メモ

保存してあるCVSSAMPLE コマンドを実行する場合は、そのコマンドに出力

テーブルの名前 (と、オプションでシード値 )を追加する必要があります。

詳細については、"CVSSAMPLEコマンド"ページ 1703を参照してください。

3. あらかじめ入力された値を使用していない場合、または 1つ以上の値を調整する場合は、必要

な値を入力または更新します。

l 簿価
l 階層数
l 上位確実性層カットオフ
l 下位確実性層カットオフ
l 階層境界
l サンプルサイズ
l 母集団 (カウント、値 )

メモ

入力値は以下で詳細に説明します。

注意

通常は、入力された値を変更しないでください。あらかじめ入力された値を変更す

ると、サンプリングプロセスの統計の有効性が否定される可能性があります。

4. 省略可能。［シード］を選択し、数値を入力します。

シード値については、以下で説明します。

5. CVS準備段階で条件式を使用した場合は、必ず［If］テキスト ボックスにも同じ式を指定してくだ

さい。

メモ

CVS準備段階で指定した If条件は、CVSサンプル段階に自動的に伝達されま

す。

条件式を使用する場合は、両方の段階で同じ式を使用することで、サンプリング

結果が統計的に有効になるようにする必要があります。

6. ［保存先］テキスト ボックスで、出力結果を含める Analyticsテーブルの名前を指定します。

ヒント

簿価テーブル名を使用し、サフィックス _sampleを追加します。
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メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

7. ［OK］をクリックします。

レコードのランダムサンプルが簿価テーブルから抽出され、指定した出力テーブルに保存されます。

サンプルプロセスと出力結果のサマリーは画面に表示されます。

入力済みバージョンのCVSEVALUATEコマンドは表示に含まれます。

メモ

出力結果は以下で詳細に説明します。

CVSEVALUATE コマンドを後で使用するため
に保存しておきます(任意 )。
サンプリングしたレコードを一度分析したら、使用したCVSEVALUATEコマンドを保存しておくと便利で

す。

1. CVSサンプルの表示領域の下部にあるCVSEVALUATE リンクをクリックすることで、このコマンド

をコマンドラインに読み込みます。
2. コマンドラインに読み込んだコマンドの全体をコピーし、Analyticsスクリプトに保存します。

サンプリングされたデータを分析し、監査値を追加した後は、［CSV評価］ダイアログボックスまた

はCVSEVALUATE コマンドを使用して、分析結果を母集団全体に対して推定します。

メモ

CVSEVALUATE コマンドを使用する場合は、監査値フィールドの名前と評価タイ

プを更新する必要があります。

詳細については、"CVSEVALUATEコマンド"ページ 1694を参照してください。

CVS サンプルダイアログボックスの入力値と結
果
次の表は、［CSVサンプル］ダイアログボックスの入力値と出力結果の詳細を示します。

メインタブ –入力値

従来の変数サンプリングのチュートリアルからの画面例
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入力値 – CVSサンプ

ルダイアログボックス 説明

簿価 監査対象となる簿価が格納されているフィールド。

階層数

データセットを数値的に階層化するために使用する層 (小グループ)の数。

確実性層を指定する場合は、層数に含まれません。

上位確実性層カット

オフ

上位確実性層のカットオフ値。

カットオフ値以上の簿価フィールドの金額が自動的に選択され、サンプルに取り込まれます。

下位確実性層カット

オフ

下位確実性層のカットオフ値。

カットオフ値以下の簿価フィールドの金額が自動的に選択され、サンプルに取り込まれます。
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入力値 – CVSサンプ

ルダイアログボックス 説明

階層境界 データセットを階層化するために使用する境界値。

サンプルサイズ 各層からサンプリングするレコード数。

母集団 (カウント、

値 )
各層のレコード数と各層の合計値。

シード値

省略可能。任意の数値。

Analyticsで乱数ジェネレーターを初期化するために使用される数値です。

ヒント

シード値を Analyticsにランダムに選択させたい場合は、シード値をブランクのまま

にします。

出力結果

従来の変数サンプリングのチュートリアルからの画面例
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出力結果 – CVS サ
ンプル 説明

シード値

Analytics乱数ジェネレーターを初期化するために使用されるシード値。

シード値は自分が指定するか、Analyticsによってランダムに選択されます。

簿価フィールド 入力として指定した簿価フィールド。

選択方法 RANDOM – Analyticsによって使用されるサンプル選択方法。

階層番号

各層に割り当てられた連続で増える数。

また、確実性層には次の数値が割り当てられます(ただし、この画面には表示されていません)。

o -1 –下位確実性層
o 0 –上位確実性層

階層境界

確実性層のカットオフ値と各層の上限の境界。

簿価は以下の場合に層に割り当てられます。

o 上限の境界より小さいか、上限の境界に等しい
o すぐ下の境界より大きい

簿価はカットオフ値以上の場合に確実性層に割り当てられます。

簿価はカットオフ値以上の場合に上位確実性層に割り当てられます。

母集団項目 層でブレークダウンされ、確実性層を含む、ソーステーブルのレコードの数。

母集団値 層でブレークダウンされ、確実性層を含む、ソーステーブルの合計簿価。

サンプル項目

層で分解された、サンプルで抽出された合計レコード数。

確実性層のすべてのレコードは出力テーブルで自動的に抽出され、含まれます。

サンプル値 層でブレークダウンされ、確実性層レコードの値を含む、サンプルで抽出されたレコードの合計額。

関連付けられた

CVSEVALUATE コ

マンド

CVS評価段階を実行するためのコマンド。CVS準備段階とCSVサンプル段階の値があらかじめ

入力されています。

システム生成フィールド

Analytics により、自動的に4つのフィールドが生成され、サンプル出力テーブルに追加されます。サンプル

に追加される各レコードのフィールドには、以下の記述的情報が格納されます。

l 層 –レコードが割り当てられる層の数
l 元のレコード番号 –ソースデータテーブル内の元のレコード番号
l 選択順序 –各層においてレコードがランダムに選択された順序
l サンプルレコード番号 –サンプル出力テーブル内のレコード番号
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Audit_Value(監査額 )フィールドを追加し、サ
ンプルテーブルをエクスポートします。
Analytics は読み取り専用アプリケーションであるため、サンプルレコードから成るテーブルを Excelなど

データを入力できるアプリケーションにエクスポートする必要があります。サンプリングされたデータを分析す

る過程で検出した監査額をすべて外部アプリケーションに追加できます。

監査額が追加された時点で、テーブルを Analyticsにインポートします。

テーブルをエクスポートする前には、簿価フィールドを複製するフィールドを追加します。必要に応じて、こ

の複製されたフィールドを外部アプリケーションで編集できます。

監査額フィールドを追加します。

1. 簿価テーブルを閉じます。
2. サンプリングされたレコードを含む新しく作成されたテーブルを開きます。

例：<簿価テーブル>_sample

3. このコマンドをコピーし、コマンドラインに貼り付けます。

DEFINE FIELD AUDIT_VALUE COMPUTED 簿価フィールド

コマンドラインが表示されない場合、［ウィンドウ> コマンドライン］を選択します。

4. 簿価フィールドを簿価を含むテーブルのフィールドの実際の名前で置換します。

例：

DEFINE FIELD AUDIT_VALUE COMPUTED 請求金額

メモ

2つの名前が異なる場合は、表示名ではなく、フィールドの物理名を使用します。

5. Enterを押し、新しいフィールドを作成します。

ヒント

AUDIT_VALUE(監査額 )フィールドが作成されたことを確認する場合は、コマンド

ラインで「display」を入力し、Enterを押してテーブルのフィールドのリストを表示し

ます。
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サンプルテーブルを Excelにエクスポートする

サンプルテーブルを Excelにエクスポートするか、または他の適した外部アプリケーションで使用するために

区切り文字付きファイルにエクスポートします。

エクスポートを実行するとき：
l ［フィールド］オプションを選択し、エクスポートするすべてのフィールドを選択します

l 追加されたサフィックス _auditedが付いたサンプルテーブル名など、後からわかりやすいエクスポー

トされたテーブルの名前を指定します

例：<簿価テーブル>_sample_audited

詳細については、"データのエクスポート "ページ 210を参照してください。
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従来の変数サンプリングの誤謬の評
価

サンプリングされたデータのセットに対して監査手続きを実行した後には、Analyticsを使用して次のことが

できます。

l 勘定全体に対してサンプルの監査金額を推定する
l 勘定全体に対して見つけたサンプルの虚偽表示を推定する
l 推定された合計監査金額と推定された合計虚偽表示金額の上限と下限を計算する

誤謬が見つからない場合でも、評価機能を使用して、サンプリングリスクの基本的な許容度を計算しま

す。この場合、推定タイプとして平均推定を使用する必要があります。

従来の変数サンプリングの正しいプロセスを実
行
従来の変数サンプリングのプロセスにおける最終段階は、エラーを評価することです。エラーを評価できる

ようになるには、これまでの段階を実行し終わっている必要があります。

詳細については、次を参照してください。

l "従来の変数サンプリングの準備"ページ 1121
l "従来の変数サンプリングの実行"ページ 1131

どの推定タイプを使用すればよいですか?
CVS評価段階では、4つの異なる推定タイプ(評価方法 )から選択できます。

l 平均推定
l 差異
l 比率分離
l 比率結合

使用しなければならない推定タイプは、データの性質、サンプル簿価、サンプル監査金額、およびそれら

の関係によって決まります。

ガイドライン

推定タイプの選択に役立つガイドラインを次に示します。
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ヒント

様々な推定タイプによって生成された結果同士を比較するには、［推定タイプ］ドロップ

ダウンリストで "すべて"を選択します。"すべて"を選択することで、評価出力にすべての

推定タイプが含まれます。

詳しく表示

推定タイプ 虚偽表示の存在 虚偽表示のサイズ 簿価の符号 層間の比率の比較

平均推定

虚偽表示がないか、

非常に少ない虚偽

表示しかない。

監査したサンプル母

集団に虚偽表示が

ないか、非常に少な

い場合に、唯一有効

な推定タイプ

該当なし 該当なし 該当なし

差異

虚偽表示が必要

監査したサンプル母

集団にはいくつかの

虚偽表示が必要で

す。

たとえば、サンプルの

5%以上に虚偽表示

が含まれているなどの

場合です。

虚偽表示が比例し

ない場合

虚偽表示が関連す

る簿価に比例しない

場合、つまり虚偽表

示のサイズが関連す

る簿価のサイズに比

例しない場合に適し

ています。

つまり、簿価の大小

に関係なく、それに含

まれる虚偽表示が大

きかったり小さかったり

する場合です。

該当なし 該当なし

比率分離

虚偽表示が関連す

る簿価に比例する場

合

虚偽表示が関連す

る簿価に比例する場

合、つまり虚偽表示

のサイズが関連する

簿価のサイズに比例

する場合に適してい

ます。

つまり、簿価が小さけ

れば虚偽表示が小さ

く、簿価が大きければ

虚偽表示が大きくな

る場合です。

すべての簿価が同じ

符号を持つ

サンプルの全簿価が

同じ符合を持つ、つ

まりすべてプラスか、

すべてマイナスかのど

ちらかである必要があ

ります。

比率が異なる

サンプルの監査金額

の平均とサンプル簿

価の平均との比率が

層間で大きく異なる

場合に適していま

す。

比率結合

比率間の差異があま

りない

サンプルの監査金額

の平均とサンプル簿

価の平均との比率が

層間であまり差異が

ない場合に適してい

ます。
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更新済みサンプルテーブルのインポート
Excelから、または監査額の追加に使用する任意の外部アプリケーションから、更新済みサンプルテーブ

ルを Analyticsにインポートします。

テーブルは次を含む必要があります。

l 簿価フィールド –サンプルを抽出したときに存在していた元の記録された簿価
l 監査金額フィールド –監査済み金額。分析の結果に基づいて必要な場合に更新されます

詳細については、"Microsoft Excelデータのインポート "ページ 250を参照してください。

サンプル分析の結果の評価

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。これらの

文字を使用すると、コマンドを実行できないか、エラーが発生します。

1. インポートした更新済みサンプルテーブルを開きます。
2. ［サンプリング>従来の変数サンプリング (CVS) >評価］を選択します。

メモ

メニューオプションは、テーブルが開いていない場合は無効です。

［CVS 評価］ダイアログボックスが開きます。評価段階の入力として、CVS準備段階とCVSサン

プル段階の出力結果を使用する場合は、フィールドのほとんどに必要な値が自動的に入力され

ます。

自動入力される値がいくつか欠けている場合は、以下を行ってください。

l 値を再生成するために、ログに記録されているCVSSAMPLEコマンドを再実行する
l CVSサンプル段階で生成されたCVSEVALUATEコマンドを保存してある場合は、それを実行

する

メモ

保存してあるCVSEVALUATEコマンドを実行する場合は、監査値フィールドの

名前と評価タイプを更新する必要があります。

詳細については、"CVSEVALUATEコマンド"ページ 1694を参照してください。

3. ［メイン］タブで、［推定タイプ］ドロップダウンリストから次のオプションのいずれかを選択します。

l MPU
l 差異
l 比率分離
l 比率結合
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l すべて

メモ

オプションは上記で詳細に説明します。

4. あらかじめ入力された値を使用していない場合、または 1つ以上の値を調整する場合は、必要

な値を入力または更新します。

l 信頼度 (%)
l 推定誤謬数
l 簿価
l 監査値
l 精度上限
l 上位確実性層 (カットオフ、カウント、値 )
l 下位確実性層 (カットオフ、カウント、値 )
l 階層境界
l 母集団 (カウント、値 )

メモ

入力値は以下で詳細に説明します。

注意

通常は、入力された値を変更しないでください。あらかじめ入力された値を変更す

ると、評価プロセスの統計の有効性が否定される可能性があります。

5. ［出力］タブ
a. ［To］パネルで、次のいずれかを選択します。

l 画面 – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられて

いるソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができ

ます。

l ファイル –は結果をテキスト ファイルに保存または追加します

ファイルはAnalyticsの外部に保存されます。

b. 出力タイプとして［ファイル］を選択した場合、次のいずれかを実行します。
l ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します。
l ［名前］ボタンをクリックして、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでファ

イル名を入力するか、既存のファイルに上書きまたは追加する場合はそのファイルを選択しま

す。

Analyticsによってファイル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を

受け入れることも、あるいは変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロ

ジェクトの場所以外の場所にファイルを保存したり、その場所にあるファイルに追加したりする
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こともできます。たとえば、C:\Results\Output.txtまたは Results\Output.txtのように

指定します。

メモ

ファイルタイプオプションは、使用している Analyticsのエディションに応じて、

ASCII テキスト ファイルまたはUnicode テキスト ファイルのいずれかのみです。

6. ［OK］をクリックします。

CVS評価出力結果が表示されるか、ファイルに保存されます。

メモ

出力結果は以下で詳細に説明します。

出力結果の解釈の詳細については、"請求書レコード全体の表示が公正である

かどうかを判定する"ページ 1119を参照してください。

CVS 評価ダイアログボックスの入力値と結果
次の表は、［CSV評価］ダイアログボックスの入力値と出力結果の詳細を示します。

メインタブ –入力値

従来の変数サンプリングのチュートリアルからの画面例
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入力値 – CVS評価

ダイアログボックス 説明

推定タイプ 使用する推定タイプ(評価方法 )。

信頼度 (%)

必要な信頼度。この信頼度で、結果のサンプルが母集団全体を表します。

たとえば、95を指定した場合は、サンプルが実際に95%の確率で母集団を代表しているとお客

様が信頼したいということを意味します。

信頼度は "サンプリングリスク"の補数です。信頼度が95%ということはサンプリングリスクが5%とい

うことと同じです。

推定誤謬数

サンプルで想定する最低誤謬数。

この値はCVS評価計算で使用されません。サンプルで見つかった実際の誤謬数が推定誤謬数を

下回る場合に、通知をトリガーするために使用されます。

実際の誤謬数が推定誤謬数未満の場合、使用可能な唯一の評価方法は平均推定です。
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入力値 – CVS評価

ダイアログボックス 説明

簿価 記録された簿価を含むサンプルテーブルの数値フィールド。

監査値 監査金額を含むサンプルテーブルの数値フィールド。

精度制限

使用する精度制限のタイプ。

詳細については、"従来の変数サンプリングの準備"ページ 1121を参照してください。

上位確実性層 (カッ

トオフ、カウント、値 )
CVSプロセスで使用された上位確実性層カットオフ値、上位確実性層のレコード数、および合計

値。

下位確実性層 (カッ

トオフ、カウント、値 )
CVSプロセスで使用された下位確実性層カットオフ値、下位確実性層のレコード数、および合計

値。

階層境界 データセットを階層化するために使用された境界値。

母集団 (カウント、

値 )
各ソーステーブルのレコード数と各層の合計値。

出力結果

従来の変数サンプリングのチュートリアルからの画面例
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出力結果 – CVS 評
価 説明

評価方法 選択した推定タイプ。

信頼度 入力として指定した信頼度。

点推定値

ソーステーブル内のデータセット全体の推定監査額を統計的に推定した値。

点推定値は推定された範囲の中点です。

精度

点推定値が取り得る金額の幅を統計的に推定した値。

この範囲の上限と下限は、点推定値±精度によって得られます。

推定合計監査値

推定合計監査値 (推定監査総額 )の範囲を視覚的に表したもの

範囲の使用方法

o ソーステーブルの母集団簿価が範囲内にある場合：

この勘定の表示が公正である可能性が非常に高くなります。

o ソーステーブルの母集団簿価が範囲の上限または下限の外部にある場合：

この勘定には重大な虚偽表示がある可能性があります。

推定誤謬総額

推定誤謬総額の範囲を視覚的に表したもの

推定誤謬総額の範囲を計算する方法

o 誤謬総額の点推定値は、推定合計監査値 (推定監査総額 )から母集団簿価を差し引いた

ものです。
o この範囲の上限と下限は、点推定値±精度によって得られます。
o マイナスの誤謬額は過剰計上の誤謬を表し、プラスの誤謬額は過少計上の誤謬を表します。

範囲の使用方法

o 推定誤謬総額の範囲がゼロ( 0) ±( CVS準備段階で指定した金額精度 )の範囲内の場合：

この勘定の表示が公正である可能性が非常に高くなります。

o 推定誤謬総額範囲の上限または下限が金額精度範囲の上限または下限の外部にある場

合：

勘定の表示に重大な虚偽表示がある可能性があります。
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条件付きサンプリング
注意

サンプル時にコマンド フィルタリングまたは範囲パラメーターを適用すると、サンプルの有効

性が損なわれます。これを行う場合は、サンプルの結果が無効になる可能性があるとい

う注記がログに生成されます。

［サンプル］ダイアログボックスでは、コマンド フィルターや範囲パラメーターを適用できるオ

プションがありますが、本ガイドではサンプリング手順にこれらの手順を含めていません。

条件付きサンプリングは、特定の場所で発生する取引、特定の製造元で製造された製品など、指定さ

れた条件を満たすレコードにサンプル選択を制限するために使用されます。

条件付きサンプリングを実行する場合は、必ず正確なデータセットで作業する必要があります。サンプル

時にコマンド フィルターを使用してデータを絞り込むと、予期しない結果が生成される可能性があります。

最初に、任意の条件を満たすデータを新しいテーブルに抽出してから、フィルターを使用せずに、新しい

テーブルでサンプリングを実行することをお勧めします。

フィルタリングされたデータのサンプリングと、サン
プリングされたデータのフィルタリング
条件付きサンプリングを実行するときには、次の差異に注意してください。

l フィルタリングされたデータのサンプリング
l サンプリングされたデータのフィルタリング

ベスト プラクティス：フィルタリングされたデータのサンプリ
ング

1000件のレコード中 150件が条件 “Dept 03”を満たすテーブルを考えてください。“Dept 03”から

10レコードのサンプルを抽出するとします。

最善の方法は “Dept 03”レコードをフィルタリングし、新しいテーブルに先に抽出してから、サンプル

を抽出します。次に新しいテーブルをサンプリングし、“Dept 03”レコードのみから抽出します。この

方法を使用すると、フィルタリングされたデータをサンプリングします。

回避する方法：サンプリングされたデータのフィルタリング
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1000件のレコード中 150件が条件 “Dept 03”を満たすテーブルを考えてください。“Dept 03”から

10レコードのサンプルを抽出するとします。

1000レコードある元のテーブルから 10レコードのサンプルを抽出し、処理でコマンド フィルター IF
Dept = "03"を適用する場合は、サンプリングされたデータをフィルタリングします。

この方法の問題は、まずフィルターリングされていないデータセットから 10件のレコードが選択され

ます。その中から "Dept 03"に一致するレコードが選択されるので、サンプルに必要なレコード数が

10件よりも少なくなってしまいます。サンプルが代表的ではなく、無効です。

同様の理由から、サンプリングされたレコードを含む出力テーブルに対しフィルターリングした場合も

サンプルが無効になります。
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データの分析
「データの分析」は、さまざまなプロセスと手法を網羅する幅広い概念です。同じデータ分析目標を達成

するためには、複数の方法がある場合があります。多くの場合、全体的なプロセスは反復的であり、作

業途中で検出した情報に基づいて、初期アプローチを修正していくことが必要になります。

効果的なデータ分析
基本的に、データの分析とは、データに関する情報を見つけ出す処理です。Analytics は、分析を実行

し、調査しているデータに関する一般的な洞察を得て、特定の問題に対して回答するために使用できる

多数のコマンドおよび他のツールを提供します。ただし、Analytics で 2つまたは 3つのボタンをクリックする

だけで、すべてのデータ分析の回答が魔法のように得られるということはありません。

効果的なデータ分析の要件：
l データの本質を理解する
l 特定の分析目標を策定する
l 十分な知識を持ってツールを応用する

Analytics は、データ分析機能を大幅に強化することはできますが、それらを置き換えることはしません。

Analytics のデータ分析コマンドとツール
以下の表は、データ分析領域別に、Analytics コマンドとツールを分類します。この分類は絶対的なもの

ではありません。分類外でもコマンドを有効に使用できる場合があります。並べ替えや結合などの一部

のコマンドは、主に分析的ではない主要な目的に対応しますが、状況によっては分析の洞察を提供す

ることができます。

メモ

一般的に、基本事項以外に、データ分析では、単一のコマンドを分離して使用するの

ではなく、一連のコマンドを使用して、分析目標に向かって作業を進める必要がありま

す。

データ分析領域 コマンドまたはツール 説明

一般的な特性 検証

カウント

合計

プロファイル

統計

異常値

並べかえ

これらのコマンドを使用して、次のようなデータセットの一般

特性を検出します。

o データの妥当性
o レコード数
o 合計金額
o 最低、最高、および平均金額
o 標準偏差、中央値、最頻値、四分位値
o 異常値
o 範囲
o 正の値と負の値の分布
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データ分析領域 コマンドまたはツール 説明

インデックス o パターン

信頼性 /正確性 演算フィールド 演算フィールドを使用して、税込み合計金額などのデータ

セットの計算された金額の正確性を再計算およびテストしま

す。

分離 フィルターリング

検索

フィルタリングを使用して、データセットまたはデータ処理を、

関心があるレコードのサブセットに制限します

検索を使用して、データセットの特定の値を検索します

順次的な順序 順番検査 データが連続しているかどうかをテストし、順序から外れた項

目を特定します

完全性 Gaps/ギャップ 順次的な順序の一連の小切手など、連続するすべてのレ

コードが存在するかどうかを検証し、順番のギャップの場所を

特定します

一意性チェック Duplicates/重複 フィールドの重複値または項目、あるいは重複するレコード

全体を特定します

不正確さ あいまい重複 同じ現実のエンティティを参照する可能性があるほぼ同一の

値を特定します

頻度分布

Materialityの集合化

階層化

年齢調べ

分類化

要約

クロス集計

ヒストグラム

クラスター

レコードをグループ化し、数値範囲またはクラスター、期間、

ロケーションコード、業者 /顧客番号、または製品 IDなどの

レコード識別子によって集合化されるレコード数と値を決定

します

異常値の特定でも役立ちます

比較 結合

曖昧結合

関連付け

テーブルを結合し、請求書テーブルやPOテーブルなどの

テーブル全体でレコードが一致しているか一致していないか

どうかを検出します。

数値の例外 Benford(ベンフォード分析

の実行 )
想定されるベンフォード分布からの差異の先頭の数字をテス

トし、例外の数値データを検出します
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データのプロファイル分析

テーブルにある 1つ以上の数値フィールドについて、以下の要約統計を表示できます。

l 合計値 –フィールドの値すべての合計。
l 絶対値 –数値の符号を無視した、フィールドの値の合計です。絶対値は、金額単位サンプリング

によってデータをサンプリングするときに、母集団パラメーターのデフォルト値として使用されます。
l 最小値 –フィールドの値の中の最小値。
l 最大値 –フィールドの値の中の最大値。

メモ

最小値と最大値は、データを階層化したりヒストグラムを生成したりするときに、それぞれ

のパラメーターのデフォルト値としてよく使用されます。

Analyticsには自動的にプロファイルを行うオプションがあります。このオプションを有効にすると、テーブルを

開くたびにすべての数値型フィールドのプロファイルが自動的に行われます。

手順
データのプロファイル分析を行うと、テーブルにある 1つ以上の数値フィールドについて、以下の要約統計

を生成することができます。

方法の説明

1. ［分析 > プロファイル］の順に選択します。
2. ［メイン］タブで、次のいずれかを行います。

o ［プロファイルフィールド］リストからプロファイル対象のフィールドを選択します。

o ［プロファイルフィールド］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

フィールドを選択する順序が、結果に表示する列の順序になります。

3. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

4. ［詳細］タブをクリックします。

5. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。
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l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

6. ［OK］をクリックします。

自動プロファイルを有効にする
Analyticsでは、テーブルを開くときに、自動的にプロファイルを実行するよう設定できます。プロファイルの

結果を表示するため、表示領域で単独の［プロファイル］タブが生成されます。このオプションが有効な場

合は、すべてのAnalyticsテーブルに適用されます。

方法の説明

1. [ツール>オプション]の順にクリックします。
2. ［テーブル］タブをクリックします。
3. ［開くときに自動的にプロファイルを実行する］を選択します。
4. ［OK］をクリックします。
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統計の生成

テーブルにある数値フィールドおよび日付時刻フィールドについて、詳細な統計を生成できます。統計は

テーブルの概要を示し、データの異常値をハイライトして、後続の分析につなげることができます。

統計を生成するときには、標準出力オプションの他に、出力結果を含む様々なシステム変数が自動的

に作成されます。詳細については、"Analyticsコマンドによって作成されたシステム変数"ページ 1582を
参照してください。

統計の生成結果は次の表で説明します。

メモ

すべての統計は数値フィールドに対して生成されます。日付時刻フィールドにはサブセッ

トの統計のみが生成されます。

統計名 結果

範囲 数値フィールド：
o フィールド内の最高値と最低値の差
日付時刻フィールド：
o 最も古い日付と最新の日付の間の日数

正 o 正の値の数
o 正の値の合計 (日付時刻フィールドには特に意味がない)
o 正の値の平均

負 o 負の値の数
o 負の値の合計
o 負の値の平均

ゼロ ゼロの値の数

合計 o 正、負およびゼロの値の数の合計
o 正、負およびゼロのすべての値の合計
o 正、負およびゼロのすべての値の平均

絶対値 数値の符号を無視した、値すべての合計

標準偏差 (オプショ

ン)
平均値からの標準偏差

中央値 (省略可能 ) 中央値

o 奇数の値セット：中央値
o 偶数の値セット :中央にある 2つの値の平均

Q25(省略可能 ) 最初の四分位数値 (下四分位数値 )
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統計名 結果

o 結果はAnalyticsのアルゴリズムによって計算された補間値である
o Microsoft ExcelのQUARTILEおよびQUARTILE.INC関数と同じ結果を生成する

Q75(省略可能 ) 3番目の四分位数 (下四分位数 )

o 結果はAnalyticsのアルゴリズムによって計算された補間値である
o Microsoft ExcelのQUARTILEおよびQUARTILE.INC関数と同じ結果を生成する

最頻値 (省略可能 ) 最も頻繁に発生する値

o 2回以上出現する値がない場合は、"N/A"が表示される
o 関連付けの場合は、最も低い値が表示される

最高値 最高値から 5番目までの値

最低値 最低値から 5番目までの値

ヒント

［統計］ダイアログボックスの［詳細］タブの［高 /低数］を使用して、結果に含まれる高い値と低い値の数

を指定できます。

手順
テーブルにある数値フィールドと日付時刻フィールドについて、記述統計を生成できます。

方法の説明

1. ［分析］> ［統計］を選択します。
2. ［メイン］タブで、次のいずれかを行います。

o ［統計の対象］リストから、統計を生成するフィールドを選択します。

o ［統計の対象］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

フィールドを選択する順序が、結果に表示する列の順序になります。

3. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

4. 選択したフィールドの標準偏差を計算する場合は、［標準偏差］を選択します。
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5. 選択されたフィールドの中央値、最頻値、および第 1と第 3の四分位数の値を計算する場合

は、中央値、最頻値、Q25、Q75を選択します。

メモ

これらの追加の統計を計算するには、追加のコンピューターメモリが必要です。非

常に大きいデータセットの追加の統計を計算すると、コンピューターのメモリを超過

し、エラーメッセージが表示される場合があります。

6. ［出力］タブをクリックします。
7. ［出力先］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l 画面 – Analyticsの表示領域に結果を表示するには、このオプションを選択します。

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられてい

るソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができま

す。

出力レコードに多数のレコードが含まれている場合は、結果を画面に表示するよりファイルに保

存した方が、処理が速く便利です。

l 印刷 –デフォルトのプリンターに結果を送信するには、このオプションを選択します。
l グラフ –結果を基にグラフを作成し、それを Analytics表示領域に表示するには、このオプション

を選択します。
l ファイル –結果をテキスト ファイルに保存または追加するには、このオプションを選択します。ファイ

ルはAnalyticsの外部に保存されます。

メモ

当該の分析操作に対して適用されない出力オプションは無効になります。

8. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合は、［出力指定］パネルで次の情報を指定します。
l ファイルの種類 –オプションは、使用している Analyticsのエディションに応じて、"ASCII テキスト

ファイル"または "Unicode テキスト ファイル"のいずれかのみです。結果を新しいテキスト ファイル

に保存するか、または既存のテキスト ファイルに追加します。
l 名前 – ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します。もしくは、［名前］ボタンをクリックし

て、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでファイル名を入力するか、既存

のファイルに上書きまたは追加する場合はそのファイルを選択します。Analyticsによってファイル

名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け入れることも、あるいは

変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェ

クトの場所以外の場所にファイルを保存したり、その場所にあるファイルに追加したりすることも

できます。たとえば、C:\Results\Output.txtまたは Results\Output.txtのように指定し

ます。

l ローカル –選択された状態で無効になっています。ファイルをローカルに保存するのが唯一のオプ

ションです。
9. ［詳細］タブをクリックします。

10. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。
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l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

11. 結果に含まれるフィールドの最高値と最低値の数を変更したい場合は、［高値 /低値の数］に数

字を入力します。
12. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合、出力結果を既存のテキスト ファイルの末尾に追加

するときは、［既存のファイルに追加する］を選択します。
13. ［OK］をクリックします。
14. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。
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異常値の特定

Analyticsで異常値機能を使用すると、正常ではなく、詳細な調査が必要な可能性があるレコードを特

定できます。

異常値とは何か
異常値とは、グループのレコードの数値金額とは大幅に異なる数値金額を含むレコードです。

グループの異常値の例

買掛金ファイルで、一般的に、特定の会社からの請求書は、$500から $1,000の範囲です。しか

し、$8,500の請求書が1つあります。

メモ

正当な理由で、レコードが異常値になることがあります。一般的に、Analyticsで特定さ

れた異常値をさらに調査し、実際に問題があるかどうかを判断する必要があります。

レコードのグループ化は任意です

データの異常値を調べるときには、レコードをグループ化する必要はありません。特定のグループ内ではな

く、テーブル全体で異常値を検出できます。

レコードの全体セットの異常値の例

買掛金ファイルで、一般的に、請求書の全体セットは、$40から $5,000の範囲です。しかし、

$20,000を超える請求書が3つあります。

異常値が特定される方法
レコードの各グループまたはレコードの全体セットに対して、Analyticsは特定の数値フィールドの標準偏

差または標準偏差の乗数を使用して、異常値の上限と下限を設定します。
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上限より大きいか下限より小さい数値フィールドの値の任意のレコードが、異常値として出力結果に追

加されます。

標準偏差はデータセットの分布の測定です。つまり、値の拡散方法を測定します。異常値計算は母集

団標準偏差を使用します。

数値のセットの異常値の特定

次のセットの数値で異常値を特定します。

-3, -3, -1, 2, 3, 5, 6, 6, 8, 11

数値の平均は 3.40です。平均は、セットの標準偏差 ( SD)を計算するために使用されま

す：4.45。

平均 ± 1標準偏差

最初の例では、平均 ± 1標準偏差を使用して、異常値の上限と下限を設定します。4つの値が

異常値として特定されます。

平均 ± 1.5標準偏差

2番目の例では、平均 ± 1.5標準偏差を使用して、異常値の上限と下限を設定します。1つの

値のみが異常値として特定されます。
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異常値の境界の設定
必要に応じて、異常値の境界を設定するか、異なる位置をテストし、結果を比較できます。

境界を設定するには、異常値フィールドの標準偏差の正の乗数を指定します：0.5、1、1.5など。たとえ

ば、1.5の乗数を指定する場合、異常値の境界は、異常値フィールドの値の平均または中央値の上下

1.5標準偏差です。

同じデータセットに対し、標準偏差の乗数の値を大きくすると、出力結果の異常値の数が減る可能性

があります。

データの分布
数値データのセットの値は、通常、最も小さい値から最も大きい値の範囲で分散します。正規分布で

は、値はデータの中心点付近に均等に分布し、ベル形状の曲線を描きます。一般的に、中心点は、値

の平均として定義されますが、中央値または最頻値のこともあります。

詳しく表示

正規分布の標準偏差

正規分布値のセットの標準偏差を計算する場合、値の68%が平均 ( ±)の1つの標準偏差内に入り、

値の99.7%が平均 ( ±)の3つの正規分布内に入ります。ごく一部の値のみが平均からの3つの標準偏

差を超えます。

Analyticsで分析するデータセットの値の分布は、一般的に、正規分布よりも歪んでいる場合がありま

す。たとえば、取引ファイルに、相対的に小さい数千件の取引と数件の大きい取引があることがありま

す。ただし、異常値の境界がAnalyticsで動作する方法を簡潔に示すために、正規分布を使用できま

す。

以下の例のように、標準偏差乗数を大きくすると、異常値の上限と下限が分布曲線の最後近くに移動

します。境界が最後に近づくにつれ、境界外の値が減っていきます。

平均から異常値 ±2.5標準偏差

平均から +2.5標準偏差または -2.5標準偏差未満は、出力結果に異常値として含まれます。
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平均から異常値 ±3標準偏差

平均から +3標準偏差または -3標準偏差未満は、出力結果に異常値として含まれます。

ガイドライン
異常値機能の設定を指定するときには、分析しているデータの本質を考慮してください。
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データの本質 設定ガイドライン

値が小さい範囲でクラスター化される 小さい標準偏差乗数を使用します。1から始めます。1.25
などの小数の乗数を使用し、正確な調整を行います。

値が大きい範囲で分散される 大きい標準偏差乗数を使用します。3から始めます。

データが歪んでいる。データの残りと比較して、大きい値また

は小さい値の割合が少ない

検査している値の中央点を計算する方法として、平均では

なく、中央値を使用します。

出力結果に基づく調整

l 結果が多すぎる –標準偏差の乗数を大きくします
l 結果が少なすぎるか、結果がない –標準偏差の乗数を小さくします

数値の乗数を使用でき、乗数は 1未満です。例 : 0.75。

手順

メモ

手順の後に詳細情報が表示されます。"［異常値］ダイアログボックスオプション"見開き

ページを参照してください。

1. 異常値をテストするテーブルを開きます。
2. Analytics メインメニューから、［分析 >異常値］を選択します。
3. ［方法］の下で、調査している数値フィールドの値の中心点を計算する方法を選択します。

l 平均
l 中央値

4. ［標準偏差の回数］で、異常値の境界に使用する標準偏差の乗数を指定します。

任意の正の整数または 10進数 ( 0.5、1、1.5、2、...)を指定できます。

5. 次のいずれかを実行します。

l ［主キー］リストから、テーブルのレコードをグループ化するために使用する 1つ以上のキーフィー

ルドを選択します。

ヒント

隣接する複数のフィールドを選択するには、Shiftキー + クリックを、隣接してい

ない複数のフィールドを選択するには、Ctrlキー + クリックを利用できます。

l ［キーなし］を使用すると、特定のグループ内ではなく、テーブル全体の異常値を特定します。
6. ［フィールド］リストから、異常値を調査する数値フィールドを選択します(異常値フィールド)。
7. 省略可能。［他のフィールド］リストで、出力テーブルに含める 1つ以上の追加フィールドを選択し

ます。
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メモ

キーフィールドと異常値フィールドは、自動的に出力テーブルに追加されるため、

選択する必要はありません。

8. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

9. 次のいずれかを実行します。
a. ［保存先］テキスト ボックスに、出力テーブルの名前を指定します。

b. ［画面］を選択し、Analytics表示領域に結果を出力します。
10. 必要に応じて、［事前並べ替え］を選択解除します。

メモ

ガイダンスは以下に示します。

11. ［詳細］タブ
a. 省略可能。レコードのサブセットのみが処理されることを指定するには、［範囲］パネルでオプショ

ンのいずれかを選択します。

b. 省略可能。出力テーブルを自動的に開くようにするには、［出力テーブルの使用］をオンにしま

す。

c. ［OK］をクリックします。

［異常値］ダイアログボックスオプション
次の表は、［異常値］ダイアログボックスのオプションの詳細を示します。

［メイン］タブ

異常値 - ［異常値］
ダイアログボックス 説明

平均

中央値

異常値フィールドの値の中心点を計算する方法。

o 平均 –を指定すると、フィールドの値の平均 (平均値 )が使用されます。
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異常値 - ［異常値］
ダイアログボックス 説明

o 中央値 –はフィールドの値の中央値を使用します

中心点は、異常値フィールドの値の標準偏差を計算するときに使用されます。

メモ

［中央値］を選択する場合、異常値フィールドを並べ替える必要があります。異

常値フィールドが並べ替えられていない場合は、［事前並べ替え］を選択します。

ヒント

異常値がないかどうかを調べるデータに大きな偏りがある場合は、中央値を指定

した方が、データの大勢をより正しく表す結果を生成することができます。

標準偏差の回数

異常値フィールドにおいて、平均または中央値から異常値の上限および下限までに含まれる標準

偏差の数。任意の正の整数または小数値 ( 0.5, 1, 1.5, 2 . . . )を指定できます

Fたとえば、2と指定すると、各キーフィールド グループまたはフィールドが全体として次のように設定

されます。

o 平均または中央値より標準偏差の2倍だけ大きい、異常値の上限
o 平均または中央値未満の異常値下限 2標準偏差

上限より大きいか下限より小さい異常値フィールドの任意の値が、異常値として出力結果に追加

されます。

メモ

同じデータセットに対し、標準偏差の数の値を大きくすると、出力結果の異常値

の数が減る可能性があります。

主キー

省略可能

テーブルのデータをグループ化するために使用するフィールド。

キーフィールド グループごとに、異常値フィールドにおけるそのグループの数値に関する標準偏差が

計算されます。このグループの標準偏差は、グループの異常値を検出するための基準値として使用

されます。

キーフィールドには、文字、数値、または日付時刻があります。複数のフィールドはデータ型を任意

に組み合わせることができます。

複数のフィールドを選択すると、入れ子のグループが作成されます。入れ子でのフィールド間の順序

は、フィールドを選択した順になります。

メモ

1つまたは複数のキーフィールドを基準にして並べ替えを行っておく必要がありま

す。1つまたは複数のフィールドを基準にした並べ替えがまだ行われていない場合

は、事前並べ替えを使用します。

キーなし

省略可能

テーブルのデータをグループ化しません。

異常値フィールドの標準偏差は全体として計算されます。このフィールドの標準偏差は、フィールド

の異常値を検出するための基準値として使用されます。

フィールド

("異常値フィールド")

異常値がないかどうかを調べる数値型フィールド。一度に1つのフィールドしか調べることができませ

ん。

キーフィールドを指定した場合は、グループレベルの異常値が検出されます。［キーなし］を指定し
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異常値 - ［異常値］
ダイアログボックス 説明

た場合は、フィールド レベルの異常値が検出されます。

その他のフィールド

省略可能

出力に含める 1つ以上の追加フィールド。

メモ

キーフィールドと異常値フィールドは、自動的に出力テーブルに追加されるため、

選択する必要はありません。

もし次の

省略可能

レコードを処理から除外する条件を作成できます

［If］テキスト ボックスに条件を入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して

WHILEステートメントを作成することができます。

変換先

省略可能

出力テーブルの名前と場所を指定します。

o 出力テーブルを Analytics プロジェクト フォルダーに保存するには、–テーブル名のみを入力しま

す。

o プロジェクト フォルダー以外の場所に出力テーブルを保存するには、–絶対ファイルパスや相対

ファイルパスを指定したり、［保存先］をクリックし、別のフォルダーに移動します。

たとえば、C:\Results\Output.filまたは Results\Output.filのように指定します。

保存する出力テーブルの場所に関係なく、そのテーブルが開いているプロジェクトにまだ存在しない

ときは、プロジェクトに追加されます。

Analyticsによってテーブル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け

入れることも、あるいは変更することもできます。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

画面

省略可能

出力テーブルではなく、Analytics 表示領域に結果を表示します。

事前並べ替え

省略可能

当該のコマンドを実行する前に並べ替え操作を実行します。

事前並べ替えと以下を指定した場合： 並べ替えの基準 :

o 1つ以上のキー
o 平均

o キーフィールドまたはフィールド
o キーフィールド、次に異常値フィールド(異常値

フィールドが計算される場合 )

メモ

計算された異常値フィールドの並べ

替えは内部的な Analyticsの技術

要件です。

o 1つ以上のキー
o 中央値 (Median)

キーフィールド、次に異常値フィールド
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異常値 - ［異常値］
ダイアログボックス 説明

事前並べ替えと以下を指定した場合： 並べ替えの基準 :

o キーなし
o 平均

並べ替えなし

o キーなし
o 中央値 (Median)

異常値フィールド

ヒント

入力テーブル内の1つまたは複数の該当フィールドを基準にした並べ替えが既に

行われている場合は、事前並べ替えを選択しないことで処理時間を短縮できま

す。

［詳細］タブ

異常値 - ［異常値］
ダイアログボックス 説明

範囲パネル

処理されるレコードを指定します。

o すべて –(デフォルト )テーブルのすべてのレコードが処理されます。

o 先頭 – –このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、テーブル内の先頭レコード

から処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

o 次 – –このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、テーブルビュー内で現在選

択されているレコードから処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされま

す。

行内のデータではなく、左端の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

o While – – WHILEステートメントを使用して、条件に基づいてテーブル内のレコードの処理を制

限するには、このオプションを選択します。

l ［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または［While］ボタンをクリックし、式ビルダー

を利用してWHILEステートメントを作成することができます。

l WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、レコードを処理する

ことができます。

l Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することが

できます。
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異常値 - ［異常値］
ダイアログボックス 説明

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な

順番またはインデックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィル

ターやクイックソートは一切無視します。ただし、分析操作の結果ではすべての

フィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作しま

す。

出力テーブルを開く

操作の完了時に、出力結果を含んでいる Analyticsテーブルを自動的に開くかどうかを指定しま

す。

OK

処理を実行します。

上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。
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並べ替え、フィルタリング、検索
並べ替え、フィルタリング、検索は、Analyticsでデータに対して実行できる最も基本的な操作のうちの3
つです。メインの分析テストの準備としてこれらの操作を 1つ以上実行する必要がある場合や、これらの

操作だけでも有用な分析を示すこともあります。

並べ替えとフィルタリングでは、他のAnalytics コマンドの実行に欠かせない要素として、これらの操作を

実行するオプションもあります。たとえば、年次テーブルで第三四半期の取引のみを集計するために、

データフィルターを集計コマンドに取り込むことができます。

可能な別のアプローチ
以下の表は、並べ替え、フィルタリング、検索で取ることができるさまざまなアプローチについて概説しま

す。

操作 アプローチ

並べ替え

o クイックソート –ビューのレコードを一時的に並べ替えるために、列の値を並べ替えます
o 並べ替えコマンド –レコードを並べ替え、新しい物理的に並べ替えられたAnalyticsテーブルに

出力します
o インデックスコマンド –レコードのインデックスを作成し、現在のテーブルで一時的に並べ替えます
o あらかじめ並べ替える – Analytics コマンドの実行の不可欠な要素としてレコードを並べ替えます

フィルターリング

o クイックフィルター –ビューでマウスを使用して、データを並べ替えます
o グローバルフィルター –は、ビューで表示するレコード、Analytics操作で処理するレコードを制限

します。
o ローカルフィルター –単一のAnalytics操作の1回の実行中に処理されるレコードを制限します

検索

o クイック検索 –テーブルの単語、語句、数値、日付を検索します
o 一致するすべてのレコードを分離する –検索条件と一致するレコードのみを含めるために、簡易

検索または詳細検索を実行します
o 一致する最初のレコードを選択する –検索条件と一致するテーブルの最初のレコードを選択し

ます
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ビューのデータでクイックソートを使用
する
ビュー内の列にクイックソートを実行すると、選択している列の値を基準にして、レコードを昇順または降

順に並べ替えることができます。

列をクイックソートすると、［インデックス］ダイアログボックスでインデックスを作成する処理を通さずに、選

択した列を基に、ビューの一時的なインデックスが作成されます。

メモ

クイックソートは最大 247文字のフィールドで動作します。フィールドが247文字を超え

る場合、クイックソート メニューオプションは無効です。

手順
1. 並べ替えで使用する列の列見出しを右クリックします。
2. ［クイックソート 昇順］または［クイックソート 降順］を選択し、その列を昇順または降順に並べ替

えます。
3. クイックソートを解除する場合は、列を右クリックして［クイックソート オフ］を選択します。

クイックソートは、テーブルを閉じるときに自動的に解除されます。
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ビューのデータでクイックフィルターを使
用する
クイックフィルターを使用すると、マウスを使ってビュー内の値を選択することで、データを簡単かつ迅速に

フィルターリングできます。1つの値、または隣接している複数の値を選択できます。クイックフィルターは、

どのデータ型でも使用できます。

クイックフィルターはフィルター式の構文を自動的に生成します。その後、それを編集して別のフィルターを

作成したり複雑なフィルターを作成したりすることができます。

クイックフィルターは、式ビルダーや手動入力よりも簡単にフィルターを作成できますが、制限も多くありま

す。このフィルターはほかのタイプのフィルターと同様、後で再利用するために名前を付けて保存することが

できます。

クイックフィルターはグローバルフィルターです
作成するクイックフィルターはグローバルフィルターです。グローバルフィルターは、ビューで表示するレコー

ド、Analytics操作で処理するレコードを制限します。詳細については、"グローバルフィルター(ビューフィ

ルター) "ページ 1213を参照してください。

隣接しない値を使用したクイックフィルターリン
グ
最初のクイックフィルターでは、隣接しない値を使用することはできません。フィルターの複雑さによって

は、ビュー内のフィールドの配置を変えて値が隣り合うようにすることができます。

最初のクイックフィルターで作成されたデータのサブセットに対して、さらに( 2番目の)クイックフィルターを

適用する場合は、隣接していない値を使用することができます。

フィルターリングされていないデータセットに対して単独フィルターを適用するときに、隣接していない値を

使用する必要がある場合、また、フィールドの配置を変えて値が隣り合うようにすることができない場合

は、フィルター式を手動で入力するか、あるいは式ビルダーを使用してフィルター式を作成する必要があり

ます。

空白または空白以外の値によるクイックフィル
ターリング
クイックフィルタリング文字フィールドのオプションのうちの2つは、空白と空白以外です。これらの条件のい

ずれかを使用するには、まずフィールドの値を選択する必要がありますが、実際に選択された値は無視さ
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れます。この動作により、空白の値を最初に検索せずに、非常に長い列のデータの空白にフィルターを適

用できます。

空白または空白以外の値による数値または日付時刻フィールドの詳細については、"データの検索"ペー

ジ 1224を参照してください。

日付、日付時刻、または時刻によるクイック
フィルタリング
日付または時刻値の表示書式を指定したときに、その書式がソースデータで利用できるすべてのデータ

要素を表示しないものであった場合は、日付、日付時刻または時刻でクイックフィルターを実行すると不

正な結果が生成されます。たとえば、時、分、秒を含む時刻データに対して hh:mm という書式を指定し

た場合などです。

日付と時刻の表示書式の詳細については、"日付と時刻オプション"ページ 135を参照してください。

クイックフィルターオプション
［クイックフィルター］メニューのオプションは、フィルタリングするフィールドのデータ型、および単一の値を選

択するか、隣接する複数の値を選択するかどうかによって異なります。

詳しく表示

選択したデータ クイックフィルターメニューオプション

単独の文字値 o 等しい
o 等しくない
o 次の値より大きい
o 以上
o より小さい
o 以下
o 空白
o 空白以外

単独の数値 o 等しい
o 等しくない
o 次の値より大きい
o 以上
o より小さい
o 以下

単独の日付値 o 当日
o 当日以外
o より後
o 以降
o より前
o 以前

単独の日付時刻値または時刻値 o 同時刻
o 同時刻外
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選択したデータ クイックフィルターメニューオプション

o より後
o 以降
o より前
o 以前

単独の論理値 o 等しい
o 等しくない

同じレコード内で隣接している複数の値 o 等しい

選択したすべての値に適合するレコードをフィルターリング

後のテーブルに抽出します。

o 等しくない

選択したすべての値に適合しないレコードをフィルターリン

グ後のテーブルに抽出します。

o 一部が等しくありません

選択したいずれかの値に適合しないレコードをフィルターリ

ング後のテーブルに抽出します。

同じ列内で隣接している複数の文字値 o 等しい
o 等しくない
o 範囲内
o 範囲外
o 空白
o 空白以外

同じ列内で隣接している複数の数値 o 等しい
o 等しくない
o 範囲内
o 範囲外

同じ列内で隣接している複数の日付値 o 当日
o 当日以外
o 範囲内
o 範囲外

同じ列内で隣接している複数の日付時刻値または時刻値 o 同時刻
o 同時刻外
o 範囲内
o 範囲外

2つ以上のレコードまたは 2つ以上の列におよぶ値のブロック o 等しい(表示されません)
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手順

初期クイックフィルターの適用

1. クイックフィルターの基準となる、1つの値、または隣接する複数の値を選択します。

隣接している複数の値を選択するには、クリックしてから選択対象の範囲までドラッグします。

空白または空白以外の値で文字フィールドにクイックフィルターを適用する場合は、フィールドの任

意の値を選択します。

2. ビューのデータ領域内を右クリックして［クイックフィルター］を選択し、サブメニューから適切なオプ

ションを選択します。

テーブル内のレコードは、選択に基づいてフィルターリングされます。ビュータブの上部にある［フィル
ター］テキスト ボックスに、自動生成されたフィルター式の構文が表示されます。

複数のレコードおよび複数の列におよぶ値のブロックを選択した場合、サブメニューオプションは利

用できません。クイックフィルターは、選択した値 (複数 )と一致するレコードのみを自動的にフィル

ターリングしてビューに表示します。

フィルターされたレコードの数をカウントします。

クイックフィルターを適用した後、以下の手法を用いてフィルターに含まれるレコードの数をカウントしま

す。クイックフィルターを変更または拡張した後は同じ手法を用います。

1. Analytics メインメニューから、[カウント ]をクリックします。
2. ［OK］をクリックします。

フィルターに含まれるレコードの数とテーブル内のレコードの総数は、Analyticsインターフェイスの下

部にあるステータスバーに表示されます。たとえば:レコード : 108/772

クイックフィルターの修正

クイックフィルターを編集したい場合は、［フィルター］テキスト ボックスでフィルター式を手動で編集し、

［フィルターの設定］ をクリックします。

クイックフィルターの拡張

さらに1つ以上のクイックフィルターを追加適用して、クイックフィルターを拡張したい場合は、以下の手

順を実行します。

1. 1つの値、または隣接している複数の値を選択します。
2. ビューのデータ領域内を右クリックして、［クイックフィルター > AND］または［OR］を選択し、サブメ

ニューから適切なオプションを選択します。
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例

Customer = '795401' でフィルターリングしたレコードを、さらに取引タイプが 'IN'のレコード

に絞り込むには、INの値を選択し、［クイックフィルター > AND >等しい］の順にクリックしま

す。フィルター式は次のように修正されます。

(Customer = '795401') AND (Type = 'IN')

AND さらにデータのフィルタリングされたセットを制限します。拡張されたフィルター式の詳細

にもよりますが、通常、ORは最初にフィルターリングされたデータセットを拡張します。

現在のクイックフィルターの置換

現在のクイックフィルターを新しいクイックフィルターに置き換えたい場合は、以下の手順を実行します。

1. 1つの値、または隣接している複数の値を選択します。
2. ビューのデータ領域内を右クリックして［クイックフィルター >置換］を選択し、サブメニューから適切

なオプションを選択します。

クイックフィルターの削除

クイックフィルターを削除する場合は、フィルターツールバーにある［フィルターの削除］ をクリックしま

す。

クイックフィルターを名前付きフィルターとして保存する

クイックフィルターを、テーブルに関連付けられる名前付きフィルターとして保存する場合は、フィルター

ツールバーにある［ビューフィルターの編集］ をクリックし、［次の名前で保存］テキスト ボックスにフィル

ターの名前を入力して、［OK］をクリックします。
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テーブルのクイック検索
［ビュー］タブの上部にある［フィルター］テキスト ボックスに1つ以上の検索語を入力して、テーブル内の

データのクイック検索を実行することができます。

検索の範囲
現在のビューに表示されているデータだけではなく、テーブルのすべてのソースデータが検索されます。

データソース、テーブル、およびビューについては、"Analyticsテーブルの構造"ページ 118を参照してくださ

い。

特定のフィールドではなく、レコードの未定義の部分を含むレコード全体が検索されます。たとえば、

casinoと入力すると、レコード内のどこかに「casino」を含んでいるレコードが検索されます。特定のフィー

ルドを検索する必要がある場合は、後から検索を修正できます(文字データの検索のみ)。

演算フィールドと関連フィールドは、続いて、その検索を修正して特定のフィールドを指定しない限り、検

索されません。

検索されたデータ型
文字データの検索は、クイック検索の最も簡単な使い方です。数値データや日付時刻データも検索で

きますが、考慮すべきいくつかの事項があります。これについては、次のセクションで説明します。

検索語のフィルターへの自動変換
入力した検索語は、FIND( )関数を使用するグローバルフィルターに自動的に変換されます。

たとえば、casinoを入力すると、フィルター FIND("casino")という結果になります。
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フィルターにより［フィルター］テキスト ボックスに自動的に入力が行われますが、必要に応じて値を変更で

きます。たとえば、FIND("casino")を修正し、結果を特定のフィールドである FIND("casino",
Merchant)に限定することができます。

また、フィルターはフィルタ履歴とコマンド ログに追加されます。後で、ここからフィルターを再適用することが

できます。

検索語とフィルター構文の自動識別
［フィルター］テキスト ボックスは、検索語とフィルター構文を自動的に識別します。たとえば、［フィルター］
テキスト ボックスにmatchと入力すると、文字列「match」を検索しますが、match(City, "New
York", "Washington")と入力すると、MATCH( )関数を使用するフィルターを作成します。

手順

メモ

数値または日付時刻値を検索する場合は、ビューにおける書式ではなく、ソースデータ

の書式と一致させる必要があります。詳細については、"数値または日付時刻データのク

イック検索"ページ 1179を参照してください。

1つ以上の検索語の検索

［ビュー］タブの上部にある［フィルター］テキスト ボックスで、1つ以上の検索語を入力し、Enterを押しま

す。

複数の検索語を入力した場合、クイック検索は論理 OR演算を実行し、指定された検索語のうちの少

なくとも 1つを含むレコードを検出します。

正確な語句の検索

［ビュー］タブの上部にある［フィルター］テキストボックスで、語句を入力し、二重引用符で囲み、Enterを
押します。

クイック検索は、正確な語句を含むレコードのみを検出します。

検索を特定のフィールド(文字フィールドのみ)に制限する

1. ［フィルター］テキスト ボックスで自動生成されたフィルターを修正します。検索語の後にカンマを入

力し、その後にフィールドの名前を追加します。

たとえば、FIND("casino")を FIND("casino", Merchant)に変更します。

2. Enterキーを押します。

検索は指定したフィールドに制限されます。
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メモ

フィールドの物理名を使用する必要があります。物理名は、ビューにおけるフィール

ドの表示名とは異なる場合があります。

物理名を確認するには、該当する列ヘッダーを右クリックし、［プロパティ］を選択し

ます。必要に応じて、［列の変更］ダイアログボックスの上部にあるテキスト ボックス

から物理名をコピーします。［代替列見出し］を使用しないでください。

関連付けられたフィールドで検索するには、フィールドの完全修飾名 (つまり、テー
ブル.フィールド名 )を指定する必要があります。たとえば、FIND("casino",
Vendor.Vendor_Name)

のように指定します。

文字データのクイック検索
文字データをクイック検索するときは、単語全体、単語の一部、または正確な語句を入力できます。

詳しく表示

l 複数の単語を入力した場合、クイック検索は論理 OR演算を実行し、指定された単語のうちの

少なくとも 1つを含むレコードを検出します。
l 正確な語句を検索するには、語句全体を二重引用符で囲みます。
l 検索語を識別するには、語の後に末尾のスペースを入れ、語とそのスペースを二重引用符で囲

みます。

たとえば、"cash "は "cash"を返しますが、"cashier"は返しません。これは、データ内の文字列

"cash"の後ろに1つ以上のスペースが続いていると見なされます。

検索語 次を含むレコードが返されます

cas o casino

o cash

o Americas

o Lancashire

o etcetera . . .

casino o casino

o casinos

casino liquor o casino

o casinos

o liquor

o liquors

o casino(および) liquor(順序は考慮されない)

o etcetera . . .

"Diamond Casino" o Diamond Casino
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検索語 次を含むレコードが返されます

"Diamond Casino" "Golden Casino" o Diamond Casino

o Golden Casino

o Diamond Casino(および) Golden Casino(順序は考慮

されない)

casino, "ABC Liquors" o casino

o casinos

o ABC Liquors

o casino(および) ABC Liquors(順序は考慮されない)

o etcetera . . .

"ABC L" o ABC Liquors

o ABC Limousine

o ABC Learning

o etcetera . . .

"cash "

(単語「cash」の後ろにスペースが1つあります)

o cash

(データ内で、文字列「cash」の後ろに1つ以上のスペー

スが続いている必要があります)

o 「cashier」や「Lancashire」を返しません

数値または日付時刻データのクイック検索

メモ

特定のフィールドの数値データまたは日付時刻データを検索する場合は、クイックフィル

ターを使用します。詳細については、"ビューのデータでクイックフィルターを使用する"ペー

ジ 1171を参照してください。

数値データまたは日付時刻データをクイック検索するときには、検索対象はビューに表示されているデー

タではなく、元となるソースデータであることを覚えておく必要があります。

多くの場合、ソースデータの数値、日付、および時刻は、ビューの項目とは異なる方法で書式設定され

ています。検索語は、ビューにおける書式ではなく、ソースデータの書式と一致する必要があります。

［編集 > テーブルレイアウト］を選択すると、テーブルのソースデータを表示できます。

数値データのクイック検索

どのレコードが特定の検索後に返されるかに、ソースデータの数値書式が影響します。

詳しく表示
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検索語 ビューの数値書式 ソースデータの数値書式

次を含むレコードが返されま

す

1234.00 9999.99 9999.99 1234.00

9,999.99 レコードは返されません

1,234.00 9,999.99 9999.99 レコードは返されません

9,999.99 1,234.00

9.999,99 レコードは返されません

(1234.00) (9999.99) (9999.99) (1234.00)

-9999.99 レコードは返されません

1234.01 9999.99

(丸められた数値 )

例：1234.01

9999.9999

例：1234.0085

レコードは返されません

1234.0085 1234.0085

123 456 9999.99 9999.99 o 123

o 456

o 123(および) 456(順序

は考慮されない)

日付時刻データのクイック検索

どのレコードが特定の検索後に返されるかに、ソースデータの日付時刻書式が影響します。

詳しく表示
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検索語 ビューの日付時刻書式

ソースデータの日付時刻書

式

次を含むレコードが返されま

す

12/31/2015 MM/DD/YYYY MM/DD/YYYY 12/31/2015

DD/MM/YYYY レコードは返されません

YYYYMMDD レコードは返されません

31/12/2015 MM/DD/YYYY レコードは返されません

DD/MM/YYYY 31/12/2015

YYYYMMDD レコードは返されません

20151231 MM/DD/YYYY レコードは返されません

DD/MM/YYYY レコードは返されません

YYYYMMDD 20151231

2015-12-31 YYYY-MM-DD YYYY-MM-DD エラーメッセージ

レコードは返されません

FIND("2015-12-31") 2015-12-31

23:59:59 hh:mm:ss hh:mm:ss 23:59:59

hhmmss レコードは返されません

20151231.235959 MM/DD/YYYY hh:mm:ss YYYYMMDD.hhmmss 20151231.235959

MM/DD/YYYY hh:mm:ss レコードは返されません

クイック検索のその他の特性
クイック検索には、ほかにも次のような特性があります。

特徴 説明

大文字と小文字の区別 検索は大文字と小文字を区別しません。

ワイルドカード 検索語内のワイルドカード文字はサポートされません。

スペース

複数の検索語における先頭、末尾、および中間のスペースは、検索語とスペースが二重引

用符で囲まれている場合にのみ考慮されます。

スペースを二重引用符で囲んだ場合、そのスペースは文字として扱われ、データ内で正確に

一致する必要があります。
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特徴 説明

二重引用符

語句を囲むために使用できるのは二重引用符だけです。一重引用符はこの目的ではサ

ポートされず、通常の文字のように扱われます。

演算フィールド 演算フィールドは検索されません。

関連付けられたフィールド 関連フィールドは検索されません。

フィールド別検索の限定

自動入力されたフィルターを修正して、検索対象を特定のフィールドに限定するときは、文字

フィールドのみを指定できます。

数値フィールドまたは日付時刻フィールドを指定すると、エラーになります。

サポートされていない文字

次に挙げる文字がクイック検索の検索語で使用された場合は、一貫しない結果になるか、

エラーメッセージが発生する可能性があります。これらの文字は、Analytics式で使用される

演算子です。

^ * (  ) - + = < >

これらの文字のいずれかを検索する場合は、［フィルター］テキスト ボックスで FIND( )関数を

手動で入力します。例：

FIND("a+b")または FIND("2015-12-31")

フィールドの境界

末尾のスペース

レコード内のフィールドの境界は無視されます。つまり、検索語は、フィールドの境界を越えて

文字列と一致する可能性があるということです。フィールド内の末尾のスペースは文字のよう

に扱われます。

このタイプの検索を明確に意図しない限り、フィールドの境界を越えて検出された検索結果

は有効な結果ではありません。たとえば、口座番号の最後の数字と隣接するフィールドの金

額の最初の数字は数値の検索語と一致する可能性がありますが、おそらく誤検出です。

メモ

ここで言う「フィールド境界」は、レイアウト内のフィールドの物理的な順序に

基づいて、テーブルレイアウトに表示される境界です。

レイアウト内のフィールドの順序は、関連付けられているビュー内の列の順序

とは異なる場合があるため、レイアウトとビューでは隣接するものが異なる状

況が生じます。

クイック検索で特定のレコードが返される理由がわからない場合は、［編集

> テーブルレイアウト］を選択して、検索するソースデータを表示します。

検索およびフィルターリングの追加情報
l ワイルドカードの使用を含む、その他のさまざまなデータ検索オプションについては、"データの検索"

ページ 1224を参照してください。
l この操作の詳細については、"データのフィルターリング"ページ 1209を参照してください。
l FIND( )関数の詳細については、"FIND( )関数"ページ 2267を参照してください。
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ソートとインデックス

並べ替えとインデックスの作成は、テーブル内のデータを順番どおりに並べるための2つの異なる方法で

す。一部のAnalytics コマンドは、入力が最初に並べ替えるか、インデックスを付ける必要があります。

データを順序付けることは、パターンと異常値に焦点を当て、それ自体が有用な分析操作として役立ち

ます。

操作 説明

並べ替え

テーブルを並べ替えると、物理的にデータを順番に整列し直して、その結果を新しいAnalyticsテー

ブルに出力します。

インデックス

インデックスは、元となるデータの物理的な順序に変更を加えません。その代わりに、テーブル内のレ

コードを参照する別個のインデックスファイルを作成して、物理的な順序ではなく順番でレコードに

アクセスできるようにします。ビュー内のデータは、インデックスがアクティブである間のみ、そのインデッ

クスに従って並べ替えられます。

他の操作の前提条件としてのデータの並べ替
え
コンピューターは先頭レコードから順にファイルを処理するため、データが順番どおりに並んでいることが、

Analyticsのいくつかの分析テストやその他の操作における前提条件となっています。結合や関連付けな

どの、複数テーブルを用いる操作では、キーフィールドの並べ替えやインデックス付けを必要とすることが

あります。

それ以外のテストや操作では順序付けられたデータを必要としないかもしれませんが、データが最初に並

べ替えられたりインデックス付けされたりした場合は、より迅速に実行されます。

並べ替えまたはインデックス
並べ替えるかインデックスかの決定は、実行する特定のタスクによって異なる場合があります。例：

l 並べ替え –は、以降の分析の基準となる新しいテーブルを出力するため、調査作業にとってのより

良い選択であるかもしれません。
l インデックス –は、アクティブなテーブル内のデータの異なる表現をすばやく切り替えることができるた

め、情報作業や準備作業にとってのより良い選択であるかもしれません。
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並べ替えとインデックスの利点と問題点

次の表は、並べ替えとインデックスの利点と問題点を比較し、前提条件として並べ替えまたはインデック

スが必要である処理を一覧で示します。

並べ替え インデックス

物理的に別個の新規 Analyticsテー

ブルに結果を出力する

はい いいえ

データを物理的に並べ替える はい いいえ

操作の速度 遅い 速い

処理に必要なディスクの空き領域 多い 少ない

コマンド実行後のファイルサイズ 大きい 小さい

並べ替えられたファイルまたはインデック

スが付いたファイルの後続の処理

速い 遅い

文字フィールドの検索 遅い 速い

前提条件 o 結合

(お勧めしますが、主テーブルでは

強制ではありません)

o マージ
o Duplicates/重複
o Gaps/ギャップ

o 関係の定義

(子テーブルのキーフィールドのイン

デックス付けは、Analyticsによって

自動的に実行されます)

o 結合

(副テーブルへのインデックスの適用

は、コマンド ラインまたはスクリプト

内のみで行うことができます)

o マージ

(副テーブルへのインデックスの適用

は、コマンド ラインまたはスクリプト

内のみで行うことができます)

o Duplicates/重複
o Gaps/ギャップ
o Find/検索
o ［文字検索］検索オプション
o Seek/検索
o ［式検索］検索オプション

［並べ替え順］オプションとソート順序
［並べ替え順］オプション( ［ツール>オプション > テーブル］)は、文字データのソート順序 (照合順序 )を
指定します。選択したオプションは、文字フィールドを用いた、レコードの並べ替えやインデックス付け、ま

たは順番の検査を行うときに、どのソート順序を使用するかを定義します。
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ソート順序

ソート順序は、Analyticsが並べ替え、インデックスの作成、順番の検査、またはクイックソートを実行す

るときに、文字フィールド内の各値の最初の文字または文字列と比較するテンプレートのようなもので

す。

以下の表は、デフォルトのAnalytics ソート順序設定と関連付けられたソート順序を示します。
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t-
i-
c-
s

の

エ

デ-
ィ

シ-
ョ

ン

［-
並

べ

替

え

順 -
］
の

デ

フ-
ォ

ル

ト 関連付けられているソート順序

非

U-
n-
i-
c-
o-
d-
e

シ

ス

テ

ム

デ

フ-
ォ

ル

ト

( -
A-
S-
C-
I-
I-
)

o 数字、大文字、小文字

0, 1, 2... A, B, C... a, b, c...

たとえば、"Z"は "a"の前にソートされます。

o 特殊文字は、文字に応じて、シーケンス内の別のポイントで発生します。

o 分音記号の付いた文字はシーケンスの最後に発生し、小文字の内部シーケンスの前に同じ大文字を使用しま

す。

すべての並べ替えられた文字を表示する(非 Unicodeエディション)

! " # $ % & ' ( ) * + , - . / 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; < = > ? @ A B C D E F G H I J
K L M N O P Q R S T U V W X Y Z [ \ ] ^ _ ` a b c d e f g h i j k l m n o p q r s t
u v w x y z { | } ~ € ‚ ƒ „ … ˆ Š ‹ Ž ‘ ’ “ ” – — ˜ ™ š › ž Ÿ ¡ ¢ £ ¥ ¦ ¨ © « ® ± ´
¸ » ¿ À Á Â Ã Ä Å Ç È É Ê Ë Ì Í Î Ï Ñ Ò Ó Ô Õ Ö Ø Ù Ú Û Ü Ý Þ ß à á â ã ä å ç è é ê
ë ì í î ï ð ñ ò ó ô õ ö ø ù ú û ü ý þ ÿ

U-
n-
i-
c-
o-
d-
e

混

合

言

語

( -
U-
C-
A-
)

o 数字、小文字と大文字の混合

0, 1, 2... a, A, b, B, c, C...

たとえば、"a"は "Z"の前にソートされます。

o 特殊文字は、数字の前に発生します。

o 分音記号の付いた文字は、分音記号の付いていない文字と混合されます。

例：e, E, é, É, f, F

すべての並べ替えられた文字を表示する( Unicodeエディション)
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A-
n-
a-
l-
y-
t-
i-
c-
s

の

エ

デ-
ィ

シ-
ョ

ン

［-
並

べ

替

え

順 -
］
の

デ

フ-
ォ

ル

ト 関連付けられているソート順序

( -
U-
n-
i-
c-
o-
d-
e

照

合

ア

ル

ゴ

リ

ズ

ム-
)

_ - – — , ; : ! ¡ ? ¿ . … ' ‘ ’ ‚ ‹ › “ ” „ « » ( ) [ ] { } @ * / \ & # % ` ´ ˜ ^ ¨
¸ ˆ © ® + ± < = > | ¦ ~ ¢ $ £ ¥ € 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a A á Á à À â Â å Å ä Ä ã Ã b
B c C ç Ç d D ð e E é É è È ê Ê ë Ë f F ƒ g G h H i I í Í ì Ì î Î ï Ï j J k K l L m
M n N ñ Ñ o O ó Ó ò Ò ô Ô ö Ö õ Õ ø Ø p P q Q r R s S š Š ß t T ™ u U ú Ú ù Ù û Û ü
Ü v V w W x X y Y ý Ý ÿ Ÿ z Z ž Ž þ Þ

並び替え順序を変更する

別の言語の方が分析しているデータとより一致する場合は、［並べ替え順］をその言語に変更することが

できます。また、Unicode版のAnalyticsでは、この変更をコマンドに基づき、コマンド ラインまたはスクリプ

トで ISOLOCALEパラメーターを使用することによって行うこともできます。

ソート順序の変更

非 Unicode版のAnalyticsでは、別の言語を選択したときに、［並べ替え順］テキスト ボックスで文字の

並び順を変更することによって、関連付けられているソート順序を変更するオプションがあります。

また、独自のソート順序を作成するオプションもあります。［並べ替え順］フィールドで "カスタム"を選択し

てシーケンス(順序付け)を指定するか、あるいは、コマンド ラインまたはスクリプトで SET ORDER <TO>
値 を入力してシーケンスを指定します。指定した文字は、その他すべての文字の前に、指定した順序で
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並べ替えられます。たとえば、値 aAbBcC...を入力して、小文字と大文字が混合されるように指定する

ことができます。SET ORDERを指定すると、並べ替え順序をデフォルト設定に戻します。

バイト順序に基づくデフォルトのソート順序

個々の言語のデフォルトのソート順序は、その文字セット内の各文字のバイト順序から導出されます。

文字セット内の文字のバイト順は、Windowsの文字コード表で見ることができます。
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レコードの並べ替え

レコードを昇順または降順に並べ替えて、その結果を新しい、物理的に整列し直されたAnalyticsテー

ブルに出力することができます。Analyticsテーブルへの出力は唯一の出力オプションです。

レコードの並べ替えは複数のAnalytics 操作の前提条件です。詳細については以下を参照 "明示的な

並べ替えを実行するか、事前並べ替えを使用するべきか"ページ 1190

並べ替えは、パターンと異常値に焦点を当て、それ自体が有用な分析操作として役立ちます。

メモ

レコードのインデックスは、レコードを並べ替えることの代替方法です。状況によっては、イ

ンデックスがより良い選択となることがあります。詳細については以下を参照 "並べ替えま

たはインデックス"ページ 1183

レコード全体または指定したフィールドのみを
出力するべきか
並べ替えるときには、並べ替えられた出力テーブルのレコード全体または指定されたフィールドのみを含め

ることができます。以下に要約されているように、各オプションに関連付けられた意味があります。

選択するオプションは並べ替えの速度にも影響することがあります。詳細については、"並べ替えを高速

化する方法"次のページを参照してください。

ヒント

フィールドで出力する特性を維持しながら、レコード全体が必要な場合は、フィールドで

出力し、すべてのフィールドを選択します。

出力タイプ 意味

レコード

o レコード全体が並べ替えられた出力テーブルに含まれます。
o 演算フィールドは演算式として保持されます。
o 関連付けられたフィールドを含めることはできません。ただし、新しい出力テーブルは元の子テー

ブルに自動的に関連付けられ、子テーブルのフィールドを出力テーブルビューに追加できます。

フィールド

o 指定したフィールドのみが並べ替えられた出力テーブルに含まれます。キーフィールドは自動的

に含まれ、指定する必要はありません。
o 演算フィールドを、実際に計算された値が格納された物理フィールドに変換できます。
o 関連付けられたフィールドを含めることができます。出力テーブルの永久物理フィールドになりま

す。新しい出力テーブルは元の子テーブルに関連付けられません。
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複数のキーフィールドでの並べ替え
1つのキーフィールドを使用してレコードを並べ替えることができます。また、複数のキーフィールド(主キー

フィールド、副キーフィールドなど)を基にして並べ替えることで、入れ子の並べ替えの構成を作成するこ

とができます。入れ子の並べ替えでは、キーフィールド全体で昇順と降順が混在しても、データ型が混

在してもかまいません。

例

取引テーブルをDateキーフィールドで昇順に並べ替え、それぞれの日にち内を Amountキー

フィールドで降順に並べ替えることができます。

以下の結果は、データ型が混在 (日付時刻と数値 )したネストされた並べ替えを昇順および降順

で示します。

Date フィールド

(昇順 )

Amount フィールド

(降順、入れ子 )

15 Jan 2011 $2300.00

15 Jan 2011 $1200.00

15 Jan 2011 $600.00

16 Jan 2011 $900.00

16 Jan 2011 $100.00

17 Jan 2011 $4700.00

17 Jan 2011 $900.00

17 Jan 2011 $500.00

並べ替えを高速化する方法
数百万件のレコードがある非常に大きいテーブルを並べ替えると、時間がかかる場合があります。並べ替

えは大量のシステムリソースを必要とするため、ほかのタスクが同時に実行されている場合は、処理速度

が低下する可能性があります。
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並べ替え速度の改善

2つのオプションで並べ替え速度を改善できます。

l フィールドのサブセットの出力 –期間に含まれるデータの一部のみが必要な場合は、並べ替えられ

た出力テーブルにレコード全体を含めないでください。必要なフィールドのみを選択します。多くの

場合、これにより、並べ替え処理が高速化します。

合計フィールド数の割合としてフィールドのサブセットが小さいほど、パフォーマンスが改善します。

l 並べ替えで使用できるメモリを増やす –並べ替え用の特定のメモリ量を最大 2000 MBに割り当て

ることができます。［ツール｜オプション｜テーブル｜並べ替えメモリ］に移動するか、SET
SORTMEMORYコマンドを使用します。

追加の提案

大きいテーブルを並べ替える時間が問題になる場合は、次の点を考慮してください。

l コンピューターのハードウェアをアップグレードする
l スクリプトを作成して、スケジュールで夜間にデータを並べ替える

明示的な並べ替えを実行するか、事前並べ
替えを使用するべきか
次の処理の前にレコードを並べ替えることは前提条件か推奨されます。

l テーブルの結合
l テーブルのマージ
l 集計 (キーフィールドの同じ値の各セットで単一グループが必要な場合 )
l 重複の検査
l ギャップの検査

これらすべての操作には［あらかじめ並べ替える］オプションが含まれており、操作の一部としてレコードを

順番に並べ替える予備の手段を組み込むことができます。

1つのテーブルに対して複数の操作を実行している場合は、［あらかじめ並べ替える］を繰り返し使用す

るよりも、最初に明確にテーブルを並べ替えた方がより効率的であるかもしれません。テーブルに含まれる

レコード数が多い場合は特にそうです。

すべてのソースレコードが出力テーブルにある
ことを確認する
テーブル内のすべてのレコードを並べ替えて出力する場合は、数値フィールドにコントロール合計を設定

することによって、実際にすべてのレコードが新しいテーブルへ出力されたかどうかを検証できます。
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［テーブルレイアウト］ダイアログボックスで、フィールドにコントロール合計を設定します。レコードを並べ替

えて出力したら、新しいテーブルで［ツールテーブル履歴］を選択して、入力と出力のコントロール合計を

比較します。詳細については、"物理フィールドを定義する"ページ 790を参照してください。

手順
アクティブなテーブルの1つまたは複数のキーフィールドによってレコードを並べ替え、その結果を新しい

Analyticsテーブルに出力することができます。並べ替えられた出力テーブルのレコード全体または指定さ

れたフィールドのみを含めることができます。

方法の説明

メモ

手順の後に詳細情報が表示されます。"［並べ替え］ダイアログボックスオプション"見開

きページを参照してください。

並べ替えの処理中に使用される一時ファイルを作成するために、並べ替えられるファイル

のサイズの少なくとも 2.5倍の空き領域が必要です。

1. ナビゲーターで、並べ替えるテーブルを開きます。
2. ［データ >並べ替え］の順に選択します。
3. ［メイン］タブで、次のいずれかを行います。

l ［並べ替えの対象］リストから、並べ替えるフィールドを選択します。

l ［並べ替えの対象］をクリックして、キーフィールドを選択するか、または式を作成します。

ヒント

［並べ替えの対象］をクリックした場合は、任意で並べ替えの矢印 (デフォル

ト並べ順は昇順 )をクリックすることにより、1つまたは複数のキーフィールドの出

力結果を降順にするよう指定することができます。

4. レコード全体または指定されたフィールドのみを出力するには、次のいずれかを実行します。

l 並べ替えられた出力テーブルにレコード全体を含める場合は、［レコード］を選択します。

l 並べ替えられた出力テーブルにフィールドのサブセットのみを含める場合は、［フィールド］を選択

します。

メモ

レコードに含まれるデータの一部のみが必要な場合は、特にテーブルが大きい

場合は、［フィールド］を選択します。

詳細については、"並べ替えを高速化する方法"ページ 1189を参照してくださ

い。
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5. ［フィールド］を選択した場合は、次のいずれかを行います。

l ［他のフィールド］リストから適切な非キーフィールドを選択します。

l ［その他のフィールド］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

ヒント

隣接する複数のフィールドを選択するには、Shiftキー + クリックを、隣接していな

い複数のフィールドを選択するには、Ctrlキー + クリックを利用できます。

6. ［保存先］テキスト ボックスに、出力テーブルの名前を指定します。
7. ［詳細］タブ
a. (省略可能 )レコードのサブセットのみが処理されることを指定するには、［範囲］パネルでオプ

ションのいずれかを選択します。

b. ［OK］をクリックします。

［並べ替え］ダイアログボックスオプション

次の表は、［並べ替え］ダイアログボックスのオプションの詳細を示します。

［メイン］タブ

オプション - ［並べ替

え］ダイアログボックス 説明

並べ替え基準

テーブルを並べ替えるために使用するキーフィールドを指定します。

o ［並べ替え基準］リストからフィールドを選択できます。

o ［並べ替え基準］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成するか、降順を指定

し、［OK］をクリックします。

メモ

論理フィールドでの並べ替えでは、［フィールド リストにフィルターを含める］を選択

する必要があります( ［ツール］> ［オプション］> ［インターフェイス］)。

キーフィールドのガイドライン：

o 単一キーフィールド –1つのキーフィールドのみを選択する場合は、各並べ替えられたグループ内

のレコードは相互に相対的な元の並べ順を保持します。

o 複数のキーフィールド –複数のキーフィールドを選択する場合、フィールドを選択する順序が入

れ子になった並べ替えの優先度を示します。レコードが最初に選択したフィールドで並べ替えら

れ、最初のフィールドに複数の値の出現が存在する場合は、次にそのグループ内のレコードが2
番目に選択したフィールドで並べ替えられる、というようになります。

詳細については、"複数のキーフィールドでの並べ替え"ページ 1189を参照してください。
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オプション - ［並べ替

え］ダイアログボックス 説明

o キーフィールド列の順序

l 出力テーブルにレコード全体を含める場合は、結果テーブルのキーフィールドの列順は、キー

フィールドを選択する順序に関係なく、ソーステーブルの列順と同じです。

l 出力テーブルにフィールドのサブセットを含める場合は、結果テーブルのキーフィールドの列順

は選択した順序と同じです。グループとして、出力テーブルの非キーフィールドの前にキー

フィールドが表示されます。

o 関連付けられたキーフィールド –テーブル関係で子テーブルのフィールドで並べ替える場合：
l ［並べ替え基準］をクリックします。［選択済みのフィールド］ダイアログボックスの［対象テーブ

ル］ドロップダウンリストを使用して、適切な子テーブルを選択できます。

注意

［レコード］オプションを使用するときに関連するキーフィールドで並べ替える

場合は、関連するキーフィールドは、並べ替えられた出力テーブルには含ま

れず、混乱する可能性があります。

レコード

フィールド

並べ替えられた出力テーブルのレコード全体またはフィールドのサブセットのみを含めるかどうかを指

定します。

o ［レコード –］はレコード全体を含めます。出力テーブルのフィールドは、ソーステーブルと同じ並べ

順です。
o フィールド –はフィールドを個別に含めます。出力テーブルのフィールドは選択した順序で表示さ

れます。

1つ以上の演算フィールドを含める場合：

o ［レコード］を選択すると、フィールドは演算式として保持されます。
o ［フィールド］を選択すると、抽出されたフィールドは適切なデータ型の物理フィールドに変換さ

れ、実際に計算された値が格納されます。

テーブルの関係における子テーブルからフィールドを含める場合：

o ［フィールド］を選択します

［レコード］オプションを使って子テーブルのフィールドを含めることはできません。

その他のフィールド

［フィールド］を選択した場合は、並べ替えられた出力テーブルに含める非キーフィールドを指定しま

す。

o ［他のフィールド］リストから適切なフィールドを選択します。
o ［その他のフィールド］をクリックして、該当するフィールドを選択するか、または式を作成して、

［OK］をクリックします。

メモ

キーフィールドは自動的に出力テーブルに含まれます。他のフィールドとして指定さ

れると無視されます。

グループとして、出力テーブルの他のフィールドの前にキーフィールドが表示されま

す。

テーブルの関係における子テーブルからフィールドを選択したい場合：

o ［その他のフィールド］をクリックします。［選択済みのフィールド］ダイアログボックスの［対象テーブ

ル］ドロップダウンリストを使用して、適切な子テーブルを選択できます。
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オプション - ［並べ替

え］ダイアログボックス 説明

もし次の

(省略可能 )レコードを処理から除外する条件を作成できます

［If］テキスト ボックスに条件を入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して

WHILEステートメントを作成することができます。

変換先

出力テーブルの名前と場所を指定します。

o 出力テーブルを Analytics プロジェクト フォルダーに保存するには、–テーブル名のみを入力しま

す。

o プロジェクト フォルダー以外の場所に出力テーブルを保存するには、–絶対ファイルパスや相対

ファイルパスを指定したり、［保存先］をクリックし、別のフォルダーに移動します。

たとえば、C:\Results\Output.filまたは Results\Output.filのように指定します。

保存する出力テーブルの場所に関係なく、そのテーブルが開いているプロジェクトにまだ存在しない

ときは、プロジェクトに追加されます。

Analyticsによってテーブル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け

入れることも、あるいは変更することもできます。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

ローカル

サーバーテーブルに接続している場合は、出力テーブルを保存する場所を指定します。

o ［ローカルを選択 –］では、Analytics プロジェクトと同じ場所、または移動先の場所に出力テーブ

ルを保存します。
o AXサーバーのPrefixフォルダーに出力テーブルを保存する場合は、［ローカル –］を選択解除さ

れたままにしておきます。

出力テーブルを開く

操作の完了時に、出力結果を含んでいる Analyticsテーブルを自動的に開くかどうかを指定しま

す。

［詳細］タブ

オプション - ［並べ替

え］ダイアログボックス 説明

範囲パネル

処理されるソーステーブルのレコードを指定します。

o すべて –(デフォルト )ソーステーブルのすべてのレコードが処理されます。

o 先頭 – –このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ソーステーブル内の先頭レ

コードから処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

o 次 – –このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ソーステーブルビュー内で現

在選択されているレコードから処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とさ

れます。
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オプション - ［並べ替

え］ダイアログボックス 説明

行内のデータではなく、左端の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

o While – – WHILEステートメントを使用して、条件に基づいてソーステーブル内のレコードの処理

を制限するには、このオプションを選択します。

l ［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または［While］ボタンをクリックし、式ビルダー

を利用してWHILEステートメントを作成することができます。

l WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、レコードを処理する

ことができます。

l Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することが

できます。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な

順番またはインデックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィル

ターやクイックソートは一切無視します。ただし、分析操作の結果ではすべての

フィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作しま

す。

既存のファイルに追

加する

出力結果が既存のAnalyticsテーブルの最後に追加されることを指定します。

結果として生じる結合されたテーブルは、並べ替えられていないテーブルと見なされます。これは、並

べ替えられたレコードを出力先テーブルの末尾に追加するときに、出力先テーブルの既存の並べ替

え順が何も考慮されないからです。

o レコードまたはフィールドと出力先テーブルの構造がまったく同じであることがわかっている場合

は、［既存のファイルに追加する］を選択します。
o 出力結果と既存のテーブルのレコード長を Analyticsに比較させたい場合は、［既存のファイル

に追加する］を選択解除されたままにしておきます。レコード長が同一でなければ、データ構造

は同じではなく、追加は正しく動作しません。

メモ

出力結果と既存のテーブルの構造が同一であるかどうかが不確かな場合は、［既
存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておくことをお勧めします。

追加およびデータ構造の詳細については、"既存テーブルへの出力結果の追加"
ページ 207を参照してください。

OK

処理を実行します。

上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

［最後に追加］オプションが表示されることを期待していたのに表示されない場合は、［いいえ］をク

リックして操作をキャンセルし、"既存テーブルへの出力結果の追加"ページ 207を参照してください。
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レコードのインデックス付け

インデックスは、独立したインデックスファイル( .inxファイル)を作成します。このファイルによって、物理的な

順序 (つまり、未処理データの順序 )ではなく、シーケンシャルな順序で Analyticsテーブル内のレコードに

アクセスできます。

インデックスは、テーブル内のデータを物理的に並べ替えません。ただし、テーブルのインデックスがアクティ

ブであるときは、ビュー内のデータは、インデックスで指定された順序に従って並べ替えられ、分析は、この

順序に基づいてデータを処理します。テーブルに複数のビューがある場合は、すべてのビューがアクティブ

なインデックスの対象になります。

インデックスがアクティブなときは、ステータスバーのレコード数の前に、「インデックス」という語が表示されま

す。たとえば、「インデックスレコード : 500」と表示されます。

インデックスがアクティブでないときは、ビュー内のレコードは元の物理的な順序に戻ります。Analyticsテー

ブルを開くとき、既存のすべてのインデックスは、デフォルトで非アクティブになっています。

メモ

レコードの並べ替えは、インデックスを作成することの代替方法です。状況によっては、並

べ替えがより良い選択となることがあります。詳細については以下を参照 "並べ替えまた

はインデックス"ページ 1183

インデックスとフィールド型
演算フィールドや一時的に作成した式など、データ型に関係なく、あらゆる種類のフィールドのインデック

スを作成することができます。

論理フィールドでのインデックスでは、［フィールド リストにフィルターを含める］を選択する必要があります

( ［ツール>オプション > インターフェイス］)。

単一テーブルの複数のインデックス
単一のテーブルに対して複数のインデックスを作成し、必要に応じてインデックス間を切り替えることがで

きます。これは、データのセットを一次審査する場合に役立ちます。一度にアクティブにできるインデックス

は 1つだけです。

入れ子のインデックス
1つのキーフィールドを使用してレコードのインデックスを作成することができます。また、複数のキーフィー

ルド(主キーフィールド、副キーフィールドなど)を基にしてインデックスを作成し、入れ子のインデックス構
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成を作成することができます。

入れ子のインデックスでは、キーフィールド全体で昇順と降順が混在しても、データ型が混在してもかま

いません。

昇順と降順が混在する入れ子のインデックス

並べ替えられていない取引テーブルで、日ごとの最大取引金額を表示できます。日付キーフィー

ルドで昇順に、各日の金額キーフィールドで降順に、テーブルにインデックスを作成します。

Date フィールド

(昇順 )

Amount フィールド

(降順、入れ子 )

15 Jan 2011 $2300.00

15 Jan 2011 $1200.00

15 Jan 2011 $600.00

16 Jan 2011 $900.00

16 Jan 2011 $100.00

17 Jan 2011 $4700.00

17 Jan 2011 $900.00

17 Jan 2011 $500.00

インデックスはAnalyticsテーブルに制限されま
す
インデックスはAnalyticsテーブル、つまり、.filソースデータファイルを持つテーブルに限定されています。

ローカルベースとサーバーベースのAnalyticsテーブルは、.filファイルを持っている場合は、どちらもイン

デックスを作成できます。

データベースプロファイルを使用して接続しているデータベーステーブルのインデックスを作成することはで

きません。これらには .filファイルがありません。データは、データベースから直接読み取られます。このよう

な状況でデータを順序付けるには、データベースへのアクセス時に、データ定義ウィザードで SQLの

ORDER句を使用することができます。
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一部のAnalytics コマンドに必要なインデック
ス
インデックスは、Analyticsテーブルを検索するときに、［検索］ダイアログボックスで［文字検索］および［式
検索］オプションを使用するための前提条件です(それぞれのオプションは、FINDコマンドとSEEKコマン

ドに相当します)。

次の場合にのみこれらのオプションを使用できます。

l テーブルにインデックスが作成されている
l インデックスが有効である
l インデックスの主キーフィールドが昇順にインデックスが作成された文字フィールドである

テーブルには入れ子のインデックスを持つことができますが、検索されるのは主キーフィールドだけです。

条件付きインデックス
インデックスには、［If］、［先頭］、［次］、および［While］パラメーターを含めることができます。これらが指

定されている場合、インデックスは条件付きインデックスになります。条件付きインデックスがアクティブなと

きは、条件に一致するレコードのみがインデックス付けされます。それらが表示されて、分析に利用できま

す。

詳しく表示

インデックスをアクティブにするたびに、条件が自動的に再適用されます。条件付きインデックスを使って

大きなテーブルのサブセットを作成することにより、特定のタイプの分析を円滑にすることができます。

Ifパラメーターを持つ条件付きインデックスがアクティブなときは、ステータスバーのレコード数の前に、「フィ

ルターされたインデックス」という語が表示されます。たとえば、「フィルターされたインデックスレコード : 500」
と表示されます。［先頭］、［次］、および［While］パラメーターを持つ条件付きインデックスがアクティブなと

きは、条件の付いていないインデックスと同様、レコード数の前には「インデックス」という語が表示されま

す。

インデックスとフィルター

Ifパラメーターまたはフィルターを持つ条件付きインデックスを作成する際には、グローバルフィルター

(ビューのフィルター)、ローカルフィルター(コマンド内のフィルター)、またはその両方を含めることができま

す。

次の表は、インデックスにフィルターを含める例と、サンプルデータに対するインデックスの効果を示します。

フィルターはインデックス構文の一部なので、ログや、インデックスの詳細で見ることができます。詳細につ

いては、"インデックスの詳細の表示"ページ 1202を参照してください。
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フィル

ターの種

類 説明 /インデックス構文 vendor_ID
trans_
amount

なし インデックスなし

(物理的な順序 )

212

108

359

108

359

212

359

212

359

108

1400.00

3400.00

1600.00

1100.00

3400.00

1200.00

2200.00

1700.00

1400.00

2300.00

グローバ

ル

インデックスには、業者番号 359のレコードのみが含まれます

INDEX ON trans_amount TO "vendor 359 transactions"

グローバルフィルター：vendor_ID = "359"

359

359

359

359

1400.00

1600.00

2200.00

3400.00

ローカル インデックスには、取引金額が$2000以上のレコードのみが含まれます

INDEX ON trans_amount IF trans_amount >= 2000 TO "trans amount 2000
or greater"

359

108

108

359

2200.00

2300.00

3400.00

3400.00

グローバ

ル-ローカ

ル

インデックスには、業者番号 359のうち取引金額が$2000以上のレコードのみ

が含まれます

INDEX ON trans_amount IF trans_amount >= 2000 TO "vendor 359
transactions 2000 or greater"

グローバルフィルター：vendor_ID = "359"

359

359

2200.00

3400.00

手順

レコードのインデックス付け

アクティブなテーブルの1つまたは複数のキーフィールドによって、レコードをインデックス付けすることができ

ます。また、その結果作成されるインデックスを利用して、元となるデータの物理的な順序に影響を与え

ることなく、一時的にレコードを並べ替えることができます。

方法の説明
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1. ［データ > インデックス］の順に選択します。
2. ［メイン］タブで、次のいずれかを行います。

l ［インデックスの対象］リストから、インデックスを作成するフィールドを選択します。

l ［インデックスの対象］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

複数のフィールドを選択する場合、フィールドを選択する順序が入れ子になったインデックスの優

先度を示します。レコードが最初に選択したフィールドでインデックス付けられ、最初のフィールドに

複数の値の出現が存在する場合は、次にそのグループ内のレコードが2番目に選択したフィール

ドでインデックス付けられる、というようになります。追加のフィールドを選択していない場合は、グ

ループ内のレコードは元と同じ並び順が保持されます。

式や演算フィールドを使用したインデックスの詳細については、"演算キーフィールドを使った並べ

替えとインデックスの作成"ページ 1204を参照してください。

メモ

インデックスが作成されるフィールドの合計の長さは、247文字を超えてはいけませ

ん。

3. ［インデックスの対象］をクリックした場合は、任意で並べ替えの矢印 (デフォルトは昇順 )をク

リックすることにより、1つまたは複数の選択したフィールドのインデックスを降順にするよう指定する

ことができます。

4. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

5. 次のいずれかを実行します。

l ［保存先］テキスト ボックスに、インデックスファイルの名前を指定します。

l ［保存先］ボタンをクリックして、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでイ

ンデックスファイル名を指定するか、または既存のインデックスファイルに上書きする場合は、その

ファイルを選択します。

Analyticsによってインデックスファイル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている

名前を受け入れることも、あるいは変更することもできます。
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メモ

インデックスの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアンダー

スコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用できません。

名前の先頭を数字にすることはできません。

ヒント

インデックスには、そのインデックスによって設定される順序付けの性質を説明す

る、意味のある名前を付けることが最良の策です。たとえば、テーブルをDateに

よって昇順で並べ、日にちごとではAmountによって降順で並べるインデックスなら

ば、"Date_Amount_D"という名前にします。

6. インデックスを直ちにアクティブにしたいかどうかに応じて、［出力テーブルを開く］をオンまたはオフに

します。

テーブルのインデックスはいつでも、ビューの右上にある［インデックス］ドロップダウンリストから選択

することで、アクティブにすることができます。

7. ［詳細］タブをクリックします。

8. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。
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9. ［OK］をクリックします。
10. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

インデックスのエントリが、ビュータブの［インデックス］ドロップダウンリストに追加されます。［出力

テーブルを開く］を選択した場合、インデックスがアクティブ化され、インデックスに従ってテーブルが

並べ替えられます。

インデックスを非アクティブにする

インデックスは、作成時、または作成後いつでもアクティブにすることができます。Analyticsテーブルを開く

とき、既存のすべてのインデックスは、デフォルトで非アクティブになっています。

方法の説明

l インデックスをアクティブにするには、次のいずれかを行います。

l インデックスの作成時に、すぐにインデックスをアクティブにするには、［インデックス］ダイアログボッ

クスで［出力テーブルを開く］をオンにします。

l ビューの右上隅にある［インデックス］ドロップダウンリストからインデックスを選択します。
l インデックスを非アクティブにするには、次のいずれかを行います。

l ビューの右上隅にある［インデックス］ドロップダウンリストで "(なし) "を選択します。

l 別のインデックスに切り替えます。

l テーブルを閉じます。

インデックスの詳細の表示

インデックスの詳細 (つまり、特定の Indexコマンドの実際の構文 )を表示することができます。コマンド構

文には、キーフィールド、およびすべてのパラメーター、フィルター、式が含まれます。インデックスの詳細

は、特定のインデックスがテーブル内のレコードをどのように処理するのかを明らかにします。

方法の説明

1. インデックスを含んでいるテーブルを開きます。
2. ナビゲーターでテーブルを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
3. ［インデックス］タブをクリックし、インデックス名を選択してから［詳細］をクリックします。

［インデックスプロパティ］ダイアログボックスに、インデックスの詳細が表示されます。

［
l コマンド –］には、Indexコマンドの構文が、ローカルフィルターも含めて表示されます。

l ［フィルター –］には、インデックスの一部であるグローバルフィルターの構文が表示されます。
4. ［OK］をクリックし、もう一度［OK］をクリックして［テーブルプロパティ］ダイアログボックスを終了しま

す。
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インデックスの管理

［テーブルプロパティ］ダイアログボックスの［インデックス］タブで、インデックスのコピー、名前変更、または

削除を行うことができます。また、ここでインデックスを追加することもできます。

方法の説明

メモ

このようなメンテナンスタスクは、Analyticsを介してのみ実行できます。直接 Windows
フォルダーでインデックスファイル( .inxファイル)の名前を変更すると、Analyticsでそのイン

デックスを次回アクティブにしたとき、元の名前でインデックスファイルが自動的に再作成

されます。直接インデックスファイルを削除すると、そのインデックスを次回アクティブにした

とき、インデックスファイルが自動的に再作成されます。

1. インデックスを含んでいるテーブルを開きます。
2. ナビゲーターでテーブルを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
3. ［インデックス］タブをクリックし、インデックス名を選択してから、次のいずれかを行います。

l インデックスをコピーするには、［コピー］をクリックします。

インデックス名の末尾に、増分数が付加されたインデックスがコピーされます。

l インデックスの名前を変更するには、［名前変更］をクリックし、新しい名前を入力したら［OK］を
クリックします。

メモ

インデックスの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアン

ダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用できま

せん。名前の先頭を数字にすることはできません。

l インデックスを削除するには、［削除］をクリックし、もう一度［削除］をクリックします。
4. 新しいインデックスを追加する場合は、［追加］をクリックします。

［インデックス］ダイアログボックスが表示され、通常の方法でインデックスを作成することができま

す。

5. ［OK］をクリックして［テーブルプロパティ］ダイアログボックスを終了します。
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演算キーフィールドを使った並べ替え
とインデックスの作成
キーフィールド内のデータの書式が、テーブルの正確な並べ替えやインデックス付けを妨げている場合

は、演算キーフィールドを作成することにより、正確な結果を得られる場合があります。並べ替えやイン

デックス付けを妨げるデータ書式の例として、数値に含まれる数字以外のプレフィックスや先頭のスペース

に一貫性がない、大文字で始める名前に一貫性がない、などが挙げられます。演算キーフィールドを作

成して、データの一貫性を確保してから、演算キーフィールドを使用して並べ替えやインデックスの作成

ができます。

また、厳密にキーフィールドの値の順番どおりではない方法でテーブルを整列させるために、演算キー

フィールドを使用して並べ替えやインデックス付けを行うこともできます。たとえば、演算キーフィールドを使

用して、テーブル内のレコードの物理順序を逆にしたり、偶数の金額値をグループ化したり、特定の文字

列を含んでいる名前をグループ化したりすることができます。

演算キーフィールド値を表示する
演算キーフィールドを使用してインデックス付けを行う最良の実践は、ビューに演算フィールドを追加する

ことです。そうすると、演算フィールドを使用してどのようにテーブルのインデックスが作成されるかを正確に

見ることができます。演算キーフィールドを使用して並べ替えを行った場合、新しい並べ替え済みのテー

ブルには、その演算フィールドが自動的に含まれます。

並べ替えおよびインデックス処理で直接式を取り込み、演算キーフィールドと同じ結果を得ることができ

ます。ただし、このアプローチは推奨されません。テーブルを並べ替えるために使用されている演算値が表

示されないためです。

演算キーフィールドを使った並べ替えとイン
デックスの作成の例
演算キーフィールドを使った並べ替えとインデックスの作成の複数の例は以下のとおりです。比較のた

め、物理キーフィールドの非演算、順次的な順序も含まれます。

詳しく表示

説明 /演算キー

フィールド式

Analytics 関
数

キーフィールド

(物理的な順序 )

キーフィールド

(順次的な順序、

Analytics非
Unicode)

演算キー

フィールド

(順次的な順

序 )

キーフィールド

(演算キーフィー

ルドの順序に基づ

く順序 )

数字以外の文字

とスペースを無視

し、数字のみを並

INCLUDE( ) 92

12

20

#85

12

20

12

20
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説明 /演算キー

フィールド式

Analytics 関
数

キーフィールド

(物理的な順序 )

キーフィールド

(順次的な順序、

Analytics非
Unicode)

演算キー

フィールド

(順次的な順

序 )

キーフィールド

(演算キーフィー

ルドの順序に基づ

く順序 )

べ替え/インデックス

の対象とします

INCLUDE(dept_ID,
"1234567890")

T-38

20

#85

12

92

T-38

38

85

92

T-38

#85

92

大文字と小文字

の違いによって並

べ替え/インデックス

の相違が生じない

ようにします

UPPER(last_name)

UPPER( ) Smythe

JONES

Smith

JOHNSON

SMYTHE

Jones

SMITH

Johnson

JOHNSON

JONES

Johnson

Jones

SMITH

SMYTHE

Smith

Smythe

JOHNSON

JOHNSON

JONES

JONES

SMITH

SMITH

SMYTHE

SMYTHE

JOHNSON

Johnson

JONES

Jones

Smith

SMITH

Smythe

SMYTHE

テーブル内のレコー

ドの物理的な順

序を逆にします

メモ

演算

キー

フィー

ルドは

降順

である

必要

があり

ます。

レコー

ド番

号は、

降順

が適

用され

ても常

に昇

順で

表示

されま

す

RECNO( )

RECNO( ) 82.12

87.00

62.79

97.47

43.00

43.00

62.79

82.12

87.00

97.47

1

2

3

4

5

43.00

97.47

62.79

87.00

82.12

偶数の金額をグ

ループにし、グルー

MOD( ) 82.12

87.00

43.00

62.79

0.00

0.00

43.00

87.00
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説明 /演算キー

フィールド式

Analytics 関
数

キーフィールド

(物理的な順序 )

キーフィールド

(順次的な順序、

Analytics非
Unicode)

演算キー

フィールド

(順次的な順

序 )

キーフィールド

(演算キーフィー

ルドの順序に基づ

く順序 )

プ内の金額を順番

に並べます

メモ

演算

キー

フィー

ルド内

で、

キー

フィー

ルドの

並べ

替え/
イン

デック

スを入

れ子に

する必

要があ

ります

MOD(trans_
amount, 1.00)

62.79

97.47

43.00

82.12

87.00

97.47

0.12

0.47

0.79

82.12

97.47

62.79

特定の文字列を

含んでいる値をグ

ループにし、グルー

プ内の値を順番に

並べます

FIND( ) Lilydale
Hardware

Binford Tools T Global Trade
Hardware
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説明 /演算キー

フィールド式

Analytics 関
数

キーフィールド

(物理的な順序 )

キーフィールド

(順次的な順序、

Analytics非
Unicode)

演算キー

フィールド

(順次的な順

序 )

キーフィールド

(演算キーフィー

ルドの順序に基づ

く順序 )

メモ

演算

キー

フィー

ルドは

降順

である

必要

があり

ます。

演算

キー

フィー

ルド内

で、

キー

フィー

ルドの

並べ

替え/
イン

デック

スを入

れ子に

する必

要があ

ります

FIND("Hardware",
vendor_name)

Triathalon Group Bolton
Distribution

T Lilydale
Hardware

Wholesome
Hardware

Global Trade
Hardware

T Wholesome
Hardware

Steel Case
Manufacturing

Industrial
Equipment Co-
Op

F Binford Tools

Industrial
Equipment Co-
Op

Lilydale
Hardware

F Bolton
Distribution

Global Trade
Hardware

Steel Case
Manufacturing

F Industrial
Equipment Co-
Op

Binford Tools Triathalon Group F Steel Case
Manufacturing

Bolton
Distribution

Wholesome
Hardware

F Triathalon Group

手順
演算キーフィールドを使った並テーブルのべ替えとインデックスの作成の手順については、下記の一般的

な用語で説明されています。

演算フィールドの作成や、並べ替えまたはインデックスの実行に関する詳細については、このガイドの関連

するセクションを参照してください。

1. 適切な式を使用して、並べ替えまたはインデックスの物理キーフィールドに基づいた演算キー

フィールドを作成します。
2. インデックス操作を実行しようとしている場合は、ビューに演算キーフィールドを追加します。
3. 演算フィールドをキーフィールドとして使用して、通常の並べ替えまたはインデックスの手順を実行

します。
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l 必要であれば、演算キーフィールドに降順を指定します。一部の式では、テーブルの上部に結

果を配置するために、降順であることを必要とします。

l 演算キーフィールド式によって作成されたグループ内の結果を順番に並べたい場合は、並べ替

えやインデックスを構成するときに、演算キーフィールドと物理キーフィールドの両方を選択しま

す。演算キーフィールドが物理キーフィールドより優先されるよう、最初に演算キーフィールドを

選択するようにしてください。
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データのフィルターリング
フィルターは、データを分析する際に不可欠なツールです。テーブル内の現在不要なデータを除外できる

ので、ターゲットのレコード サブセットのみを分析できます。

除外されたデータは［ビュー］タブに表示されず、抽出などの Analytics操作によって処理されません。除

外されたデータは非表示になるだけで、削除されません。また、フィルターを削除すると、いつでも表示で

きます。フィルターは、プロジェクト全体ではなくAnalyticsプロジェクトの特定のテーブルに関連付けられま

す。

フィルターの仕組み
フィルターは、テーブル内のすべてのレコードを評価して、True( T)またはFalse( F)を返す論理式です。

たとえば、Invoice_Amount > 1000.00のような式です。

Trueとして評価されたデータは、フィルターリングされたテーブルに含まれたりAnalytics操作の対象として

含まれたりするのに対し、Falseとして評価されたデータはそれらから除外されます。

フィルターは、Analytics内のいくつもの異なる場所から適用でき、さらに、それらを互いに組み合わせて使

用することができます。

フィルターのタイプ
Analyticsプロジェクトで作成できるフィルターにはさまざまな種類があります。

l グローバルフィルター。ビューフィルターとも呼ばれます。
l クイックフィルター
l ローカルフィルター。コマンド フィルターとも呼ばれます。
l データフィルター

フィルターは、「その場限りで使用する」、つまりテーブルに永続的に保存されないようにするか、あるいは

後で再利用できるよう、名前を付けてテーブルに保存することができます。また、名前付きフィルターは

ワークスペースに保存すると、複数のテーブル間で共有することもできます。

グローバルフィルター(ビューフィルター)
グローバルフィルターは、テーブルレイアウトに関連付けられている 1つまたは複数のビューに適用して、

表示または処理されるレコードを制限します。グローバルフィルターが適用されると、テーブルで実行され

るあらゆる操作は、そのフィルターに含まれるレコードに対してのみ実行されます。

グローバルフィルターは、削除する、別のグローバルフィルターに置き換える、またはテーブルを閉じるまで

はアクティブなままです。グローバルフィルターを、あるテーブルのデフォルト フィルターとし、そのテーブルを開

くときには自動的にグローバルフィルターが適用されるようにすることもできます。

詳細については、"グローバルフィルター(ビューフィルター) "ページ 1213を参照してください。
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クイックフィルター
クイックフィルターはグローバルフィルターの一種です。ビューで右クリックし、ショートカット メニューの［クイッ

クフィルター］オプションを使用することにより適用されます。クイックフィルターを使用すると、フィルターの

値や条件を手作業で指定しなくてもマウスで選択することができ、有効なフィルター構文を使った式が

［フィルター］テキスト ボックスに自動的に生成されるため、便利です。

フィルターの値と条件はマウスを使って選択する必要があるため、クイックフィルターには特定の制限があ

ります。通常、複数の条件を含む複雑なフィルターを作成する場合には使用できません。

詳細については、"ビューのデータでクイックフィルターを使用する"ページ 1171を参照してください。

ローカルフィルター(コマンド フィルター)
ローカルフィルターは、単一のAnalyticsコマンドの単一の実行に適用して、そのコマンドが処理するテー

ブル内のレコードを制限します。コマンドがその処理を終えた時点で、ローカルフィルターはアクティブでなく

なります。

詳細については、"ローカルフィルター(コマンド フィルター) "ページ 1222を参照してください。

データフィルター
データフィルターは特定の目的を果たします。これは、印刷イメージ(レポート )ファイルや複数レコード タ

イプファイルなど、複数のレコード タイプを含んでいるデータソースのデータを選択的に定義するための方

法を提供します。ほかの種類のフィルターとは異なり、Analyticsでのデータ分析における一般的利用を

目的としていません。

詳細については、"データフィルターについて"ページ 835を参照してください。

一時的フィルターと名前付きフィルター

一時的なフィルター

グローバルフィルターやローカルフィルターは、たとえば Invoice_Amount > 1000.00のように、フィルター構

文を単独で使用して適用することができます。この場合、フィルターはその場限りです。その場限りの一

時的フィルターは、テーブルに永続的に保存されません。

一時的なグローバルフィルターは、特定のテーブルに関連付けられているフィルター履歴に表示される間

に限り、保持されます。

一時的なローカルフィルターは、単一のAnalytics操作の間しか保持されません。ただし、必要であれ

ば、コマンド ログから取得することができます。
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名前付きフィルター

後で再利用するために、グローバルフィルターやローカルフィルターに名前を付けて保存することができま

す。この場合は、関連付けられたAnalyticsテーブルに永続的に保存されます。たとえば、一時的フィル

ターのInvoice_Amount > 1000.00に "Inv_greater_than_1K"という名前を付けて保存することができま

す。

フィルターを再適用するときは、構文を再作成するのではなくフィルター名を指定するので、手間が省けま

す。また、フィルターに名前を付けることは、多数保存されているフィルターを識別しやすくします。例：
l “Inv_less_than_1K”
l “Inv_1K_to_5K”
l “Inv_greater_than_5K”

フィルターの名前付けと保存は、フィルターを作成した時点、あるいはそれ以降、その一時的フィルターが

フィルター履歴に表示されている任意の時点に行えます。名前を付けて保存されると、そのフィルターは、

テーブルに関連付けられたすべてのビューでグローバルフィルターとして、また、テーブルで実行されるすべ

ての操作のローカルフィルターとして利用できるようになります。

フィルターに名前を付けて保存する方法や、一時的フィルターを名前付きフィルターに変換する方法につ

いては、"ビューへのグローバルフィルターの適用"ページ 1218を参照してください。

フィルター履歴
テーブルにグローバルフィルターを適用すると、そのテーブルに関連付けられたフィルター履歴にフィルター

が保存されます。そのフィルターがフィルター履歴に残っている限り、ビューの上部にある［フィルター］ドロッ

プダウンリストからそれを選択して、再適用することができます。

フィルター履歴には、一時的と名前付きの両方のグローバルフィルターが保存されます。ローカルフィル

ターは、フィルター履歴には保存されません。

フィルター履歴の詳細：

テーブル、ビュー、およびフィルター履歴

テーブルごとに別々のフィルター履歴を持ちます。同じテーブルの複数のビューは、

同じフィルター履歴を共有します。

フィルター履歴の保持

テーブルを閉じても、プロジェクトを閉じても、またAnalyticsを閉じても、フィルター

履歴は保持されます。

lリストにおけるフィルターの順序

最近適用したフィルターが、［フィルター］ドロップダウンリストの先頭に表示されま

す。

保存されるフィルターの最大数

最大 10個までのフィルターが保存されます。最大数を超えると、最も古いフィル

ターがリストの下から削除され、最新のフィルターが一番上に追加されます。

重複したフィルター

フィルター履歴内のフィルターは一意です。フィルターを複数回適用しても、重複し

たフィルター履歴のエントリが発生することはありません。

削除した名前付きフィルター

削除した名前付きフィルターは、フィルター履歴からは削除されませんが、機能し

なくなります。
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フィルター履歴の消去

［フィルター］テキスト ボックスを右クリックして［履歴のクリア］を選択すると、フィル

ター履歴全体を消去できます。フィルター履歴からフィルターを選択的に削除する

ことはできません。フィルター履歴を消去しても、名前付きフィルターは削除されま

せん。

フィルター保持のまとめ
フィルター保持について、次の表にまとめます。

テーブルへの永続的な保存 フィルター履歴への追加

一時的グローバルフィルター いいえ はい

一時的ローカルフィルター いいえ いいえ

名前付きグローバルフィルター はい はい

名前付きローカルフィルター はい いいえ

構成可能なフィルターオプション
2つの構成可能なオプションにより、フィルターの動作のさまざまな側面を制御できます。

フィールド一覧にフィルターを含める

フィールド一覧に名前付きフィルターを表示するかどうかを制御します。

詳細については、"インターフェイスオプション"ページ 123を参照してください。

フィルターされたレコードを表示しない

フィルターされたレコードをビューに表示しないか、あるいは表示はするが視覚的に

目立たないようにするかを制御します。

詳細については、"ビューオプション"ページ 130を参照してください。
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グローバルフィルター(ビューフィル
ター)
グローバルフィルターは、ビューで表示するレコード、Analytics操作で処理するレコードを制限します。

レコードを大まかにフィルターリングするための、条件が1つの単純なフィルターや、非常に特定のデータの

サブセットを分離するための、条件が複数ある複雑なフィルターを構築することができます。

シンプルなフィルターと複雑なフィルター

シンプルなフィルター

以下などの特定のエンティティに関連するレコードは、条件が1つのシンプルなフィルターを作成すれば抽

出できます。

l 名前
l 日付
l 勘定科目番号

たとえば、買掛金テーブルで、特定の業者に関するレコードのみを表示または処理できるようにするた

め、その業者の業者番号でフィルターすることができます。

Vendor_No = "14438"

複雑なフィルター

より限定されたデータサブセットを抽出したい場合は、複数の条件を使って複雑なフィルターを作成しま

す。

たとえば、買掛金テーブルから次の3つの条件をすべて満たす請求書のみを抽出するフィルターを作成

できます。

l ベンダー14438
l 2014年に送信
l $1000.00以上

(Vendor_No = "14438") AND (BETWEEN(Invoice_Date,`20140101`,`20141231`)) AND
(Invoice_Amount >= 1000.00)

ビューへは一度に1つしかフィルターを適用できませんが、上の例で示したように、ANDやORなどの論

理演算子を使用すれば 1つのフィルター内で複数の条件を組み合わせることができます。
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論理演算子の詳細については、"Analytics式の演算子"ページ 868を参照してください。

フィルター式で抽出の条件を指定する
Vendor_No = "14438"などのフィルター式ビルダーを作成する際には、レコードがフィルターリング後のテー

ブルに抽出されるための条件を指定します。

フィルター式でブール論理のTrue と評価されたレコードが、フィルター後のテーブルに抽出されます。

False と評価されたレコードは除外されます。

したがって、この例の場合は、次のようになります。

l ベンダー番号 14438のレコードはすべて Trueと評価されるため、抽出される
l ベンダー番号 90215のレコードはすべて Falseと評価されるため、除外される

ヒント

どのようなレコードをフィルターで包含するのかをわかりやすくするため、フィルター式の前に

"レコード抽出条件："というフレーズを付けてみてください。このテクニックは、複雑な式を

作成したり、NOTやNot Equal To( <>)などの否定を行う論理演算子を使用する場合

に役立つことがあります。

フィルター式の例
次の例は、同じフィルター値グループと同じデータセットを使用するフィルターリングのバリエーションです。

レコード抽出条件：
l すべての値に適合する
l いずれかの値に適合する
l すべての値に適合しない
l いずれかの値に適合しない

すべての値に適合するレコードを抽出する

次のフィルター式によってフィルターリング後のテーブルに抽出されるレコードとは、ベンダーが14438、日付

が2014年 7月 15日、かつ請求金額が$1,000であるレコードです。

つまり、これら 3つの条件のすべてに適合するレコードがフィルターリング後のテーブルに抽出されます。

(Vendor_No = "14438") AND (BETWEEN(Invoice_Date,`20140101`,`20141231`)) AND
(Invoice_Amount >= 1000.00)

含まれているか? ベンダー番号 請求日付 請求金額

はい 14438 2014年 7月 15日 $1000
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含まれているか? ベンダー番号 請求日付 請求金額

いいえ 90215 2014年 7月 15日 $1000

いいえ 14438 2015年 5月 25日 $1000

いいえ 14438 2014年 7月 15日 $500

いいえ 90215 2015年 5月 25日 $500

いずれかの値に適合するレコードを抽出する

次のフィルター式によってフィルターリング後のテーブルに抽出されるレコードとは、ベンダーが14438、日付

が2014年 7月 15日、または請求金額が$1,000であるレコードです。

つまり、これら 3つ条件のいずれかに適合するレコードがフィルターリング後のテーブルに抽出されます。

(Vendor_No = "14438") OR (Invoice_Date = `20140715`) OR (Invoice_Amount =
1000.00)

含まれているか? ベンダー番号 請求日付 請求金額

はい 14438 2014年 7月 15日 $1000

はい 90215 2014年 7月 15日 $1000

はい 14438 2015年 5月 25日 $1000

はい 14438 2014年 7月 15日 $500

いいえ 90215 2015年 5月 25日 $500

すべての値に適合しないレコードを抽出する

次のフィルター式によってフィルターリング後のテーブルに抽出されるレコードとは、ベンダーが14438以

外、日付が2014年 7月 15日以外、かつ請求金額が$1,000以外であるレコードです。

つまり、これら 3つの条件のすべてに適合するレコードがフィルターリング後のテーブルに抽出されます。

(Vendor_No <> "14438") AND (Invoice_Date <> `20140715`) AND (Invoice_Amount
<> 1000.00)
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含まれているか? ベンダー番号 請求日付 請求金額

いいえ 14438 2014年 7月 15日 $1000

いいえ 90215 2014年 7月 15日 $1000

いいえ 14438 2015年 5月 25日 $1000

いいえ 14438 2014年 7月 15日 $500

はい 90215 2015年 5月 25日 $500

いずれかの値に適合しないレコードを抽出する

次のフィルター式によってフィルターリング後のテーブルに抽出されるレコードとは、ベンダーが14438以

外、日付が2014年 7月 15日以外、または請求金額が$1,000以外であるレコードです。

つまり、これら 3つ条件のいずれかに適合するレコードがフィルターリング後のテーブルに抽出されます。

(Vendor_No <> "14438") OR (Invoice_Date <> `20140715`) OR (Invoice_Amount <>
1000.00)

含まれているか? ベンダー番号 請求日付 請求金額

いいえ 14438 2014年 7月 15日 $1000

はい 90215 2014年 7月 15日 $1000

はい 14438 2015年 5月 25日 $1000

はい 14438 2014年 7月 15日 $500

はい 90215 2015年 5月 25日 $500

部分一致
文字データをフィルターリングするときは部分一致がサポートされます。つまり、フィルターリングに使用する

フィールドに含まれる長い値の一部をフィルター値に指定できます。

例：
l Vendor_Name = "R"は、テーブルを "R"で始まる名前の業者に制限します。
l Address = "PO Box"は、テーブルを "PO Box"で始まる住所に制限します。
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メモ

フィルター値は、一致を成すフィールドの先頭に現れる必要があります。

［正確な文字比較を行う］オプションがオフ(デフォルト設定 )の場合、部分一致は有効になります。オプ

ションをオンにすると、部分一致は無効になり、フィルター値は、一致を成すフィールドの値と正確に一致

しなければなりません。詳細については、"テーブルオプション"ページ 125を参照してください。

フィルターの保持
グローバルフィルターは、削除する、別のグローバルフィルターに置き換える、またはテーブルを閉じるまで

はアクティブなままです。グローバルフィルターを、あるテーブルのデフォルト フィルターとし、そのテーブルを開

くときには自動的にグローバルフィルターが適用されるようにすることもできます。

グローバルフィルターはローカルフィルターとは異なります。ローカルフィルターは、単独のAnalytics操作の

1回の実行時にのみアクティブになるフィルターです。

グローバルフィルターがアクティブになっている場合、ステータスバーにはグローバルフィルターインジケー

ターが表示され、それに続いて、フィルター構文 (一時的なフィルターの場合 )またはフィルター名 (名前付

きフィルターの場合 )が表示されます。

l 一時的なフィルター –グローバルフィルター：( Vendor_No = "14438")
l 名前付きフィルター –グローバルフィルター：Vend_14438

グローバルフィルターを作成および適用するさ
まざまな方法
グローバルフィルターを作成および適用するには、次のようにさまざまな方法があります。

l ［フィルター］テキスト ボックスに手動でフィルター構文を入力する
l クイックフィルターを作成する
l 式ビルダーを使用してフィルターを作成する、または既存のフィルターを選択する
l ［フィルター］ドロップダウンリストから既存のフィルターを選択する
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ビューへのグローバルフィルターの適用
グローバルフィルターを作成するか、既存のフィルターを選択し、それをビューに適用することによって、表

示されるレコードやAnalytics操作で処理されるレコードを制限することができます。

また、グローバルフィルターを、あるテーブルのデフォルト フィルターとして指定し、そのテーブルを開くときに

は自動的にグローバルフィルターが適用されるようにすることもできます。

単純なフィルターは［フィルター］テキスト ボックスに直接入力するか、クイックフィルターを使用して作成で

きます。複数の条件を用いる複雑なフィルターの場合は、式ビルダーを使用した方が簡単に作成できま

す。

新しいフィルターを作成する
新しいグローバルフィルターを作成するには、次のいずれかを使用します。

l ［フィルター］テキスト ボックス –フィルター式 ( Invoice_Amount > 1000.00など)を入力し、［フィル

ターの設定］ をクリックします。

このフィルターは一時的なもので、テーブルに関連付けられているフィルター履歴に表示される間に

限り、保持されます。

l クイックフィルター –クイックフィルターを作成します。詳細については、"ビューのデータでクイックフィ

ルターを使用する"ページ 1171を参照してください。

このフィルターは一時的なもので、テーブルに関連付けられているフィルター履歴に表示される間に

限り、保持されます。

ヒント

クイックフィルターを使用して有効なフィルター構文を自動的に作成してから、それ

を手動で編集することで、必要とするフィルターを作成できます。

l 式ビルダー – ［ビューフィルターの編集］ をクリックして式ビルダーを開きます。フィルター式を作成

して、任意で［次の名前で保存］テキスト ボックスにフィルターの名前を入力して［OK］をクリックし

ます。

フィルターの名前を入力した場合、そのフィルターはテーブルで永続的に保存されます。名前を入

力しない場合、このフィルターは一時的なもので、テーブルに関連付けられているフィルター履歴に

表示される間に限り、保持されます。

フィルター名は、256文字以内の英数字で指定できますが、名前の先頭に数字は使用できませ

ん。

式ビルダーの使用方法の詳細については、"式ビルダーによる式の作成"ページ 872を参照してくだ

さい。
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フィルターされたレコードの数をカウントします。
グローバルフィルターを適用した後、以下の手法を用いてフィルターに含まれるレコードの数をカウントしま

す。

1. Analytics メインメニューから、[カウント ]をクリックします。
2. ［OK］をクリックします。

フィルターに含まれるレコードの数とテーブル内のレコードの総数は、Analyticsインターフェイスの下

部にあるステータスバーに表示されます。たとえば:レコード : 108/772

グローバルフィルターをテーブルのデフォルト フィ
ルターとして指定する

1. ［ビューフィルターの編集 ］をクリックして式ビルダーを開きます。フィルター式を作成して、［次の

名前で保存］テキスト ボックスにフィルターの名前を入力して［OK］をクリックします。

フィルター名は、256文字以内の英数字で指定できますが、名前の先頭に数字は使用できませ

ん。

2. ［編集 > テーブルレイアウト］の順にクリックします。
3. ［フィールド /式の編集］タブでフィルターの名前をダブルクリックしします。
4. ［デフォルト フィルター］オプションをオンにします。

5. ［入力を受け入れる］ をクリックし、［閉じる ］ボタンをクリックして［テーブルレイアウト］ダイ

アログボックスを終了します。

このフィルターはテーブルに保存されたので、今後、このテーブルを開くときには、そのフィルターが自

動的に適用されます。1つのテーブルに対し、一度に指定できるデフォルト フィルターは 1つのみで

す。

デフォルト フィルターを削除する場合は、［編集 > テーブルレイアウト］の順に選択し、そのフィル

ター名をダブルクリックして［デフォルト フィルター］オプションをオフにします。このフィルターはその後も

テーブルへ適用されますが、デフォルト フィルターではなくなります。

既存のフィルターを選択する
既存のフィルターを選択する場合は、次のいずれかを使用します。

l ［フィルター］ドロップダウンリスト – ［フィルター］ドロップダウンリストからフィルターを選択します。

このリストには、テーブルに対して最近適用された 10個のフィルターが表示されます。

l 式ビルダー – ［ビューフィルターの編集 ］をクリックして式ビルダーを開き、［フィルター］リストで名

前付きフィルターをダブルクリックして［OK］をクリックします。
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テーブルで永続的に保存された名前付きフィルターのみが［フィルター］リストに表示されます。名

前を付けなかった一時的なフィルターは［フィルター］リストには表示されません。

一時的なフィルターを名前付きフィルターに変
換する

1. 一時的なフィルターをテーブルへ適用します。

2. ［ビューフィルターの編集 ］をクリックして式ビルダーを開きます。［次の名前で保存］テキスト

ボックスにそのフィルターの名前を入力して［OK］をクリックします。

そのフィルターはテーブルで永続的に保存されます。

現在適用されているフィルターを削除する

［フィルターの削除］ をクリックします。

これはフィルター自体を完全に削除するわけではありません。一時的なフィルターは、テーブルに関連付け

られているフィルター履歴に表示される間に限り、保持されます。名前付きフィルターの場合は、テーブル

で永続的に保存されます。

名前付きフィルターの管理
［フィルター］ダイアログボックスを使用すると、テーブルに関連付けられた名前付きフィルターを使用して、

次のアクションを実行できます。

l 追加
l 変更
l 重複
l 名前変更
l 削除

変更を行うことなく、名前付きフィルターの構文を見ることもできます。

メモ

現在テーブルに適用されているフィルターについては、名前を変更したり削除したりするこ

とはできません。

1. 管理する名前付きフィルターがあるテーブルを開きます。
2. ［編集 > フィルター］の順にクリックします。

Analyticsテーブルに関連付けられている名前付きフィルターが表示されます。

3. 新しいフィルターを追加する場合は、［新規作成］をクリックし、式ビルダーを使ってフィルターを作

成します。
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メモ

フィルターを定義する場合に使用できるのは論理式のみです。

式ビルダーの使用方法の詳細については、"式ビルダーによる式の作成"ページ 872を参照してくだ

さい。

4. 既存のフィルターについて作業する場合は、一覧の中からフィルターを選択し、次のいずれかを実

行します。

l ［OK］をクリックして、選択したフィルターを式ビルダーで表示または変更します。既存のフィル

ター構文を表示または変更したら、［OK］をクリックします。

フィルターを変更した場合、［OK］をクリックして式ビルダーを閉じると、そのフィルターが更新され

ます。

l ［複製］をクリックして、選択したフィルターの複製を作成します。フィルターの完全なコピーを作

成するには、［完了］をクリックします。複製されたフィルターで使用される式を変更するには、

［OK］をクリックします。

ヒント

複雑なフィルターを複製して変更することで、フィルターを一から作成するよりも

作業が簡単になります。

l ［名前変更］をクリックし、テキスト ボックスに新しい名前を入力したら、［OK］をクリックします。

フィルター名は、256文字以内の英数字で指定できますが、名前の先頭に数字は使用できま

せん。フィルターの既存の値を使用する場合は［完了］をクリックし、フィルターで使用される式を

編集する場合は［OK］をクリックします。

l ［削除］をクリックして、フィルターを削除します。確認ダイアログボックスでもう一度［削除］をク

リックし、［完了］をクリックしてダイアログボックスを閉じます

1221

データの分析

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


ローカルフィルター(コマンド フィル
ター)
ローカルフィルターはAnalytics操作の一環として、その操作で処理するレコードを制限するために適用

します。たとえば、買掛金テーブルに対する合計操作に、特定の業者から提示された請求書の総額を

計算するためのローカルフィルターを含めることができます。

ローカルフィルターの作成に使用する式は、グローバルフィルター用の式の場合と同じ方法で機能しま

す。詳細と具体的な例については、"グローバルフィルター(ビューフィルター) "ページ 1213を参照してくだ

さい。

ローカルフィルターの存続期間
ローカルフィルターは、単独のAnalytics操作の1回の実行に対して適用されるもので、ビュー内のレ

コードの表示は変更しません。操作が完了すると、ローカルフィルターは非アクティブになります。

ローカルフィルターはグローバルフィルターとは異なります。グローバルフィルターは、削除する、別のグロー

バルフィルターに置き換える、またはテーブルを閉じるまではアクティブなままです。

ローカルフィルターとグローバルフィルターの同
時適用
ローカルフィルターとグローバルフィルターは同時に適用することができます。この場合は、両方のフィル

ターの条件に一致するレコードのみを対象としてAnalytics操作を処理します。

2つのフィルターは論理的に一貫性を持たせる必要があります。一方のフィルターによって除外されるレ

コードを、もう一方のフィルターで包含することはできません。たとえば、グローバルフィルターには (請求金

額 >= 1000.00)という条件があり、ローカルフィルターには (請求金額 >= 500.00)という条件がある場

合は、ローカルフィルターの指定にもかかわらず、$1000.00未満の請求金額は処理の対象から除外さ

れます。

ローカルフィルターの作成
Analytics操作の一環として、ローカルフィルターを作成して、または既存の名前付きフィルターを選択し

て、表示するレコードを制限することができます。

単純なフィルターであれば、Analyticsコマンド ダイアログボックスにある［If］テキスト ボックスに手動で入

力することができます。

複数の条件を用いる複雑なフィルターの場合は、式ビルダーを使用した方が簡単に作成できます。ロー

カルフィルターに名前を付けて保存する場合は、式ビルダーで作成する必要があります。
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1. Analyticsコマンド ダイアログボックスで次のいずれかを実行します。

l Ifテキスト ボックスにフィルター式を入力します。

たとえば、Invoice_Amount > 1000.00です。このフィルターは一時的なもので、適用されるのは

そのAnalytics操作の処理中のみです。

l ［If］をクリックしてフィルターを式ビルダーで作成、または既存のフィルターを選択します。
2. 式ビルダーを使用する場合は、以下のいずれかの手順を実行します。

l フィルター式を作成し、任意で［次の名前で保存］テキスト ボックスにフィルターの名前を入力し

て［OK］をクリックします。

フィルターの名前を入力した場合、そのフィルターはテーブルで永続的に保存されます。名前を

入力しなかった場合、このフィルターは一時的なもので、適用されるのはそのAnalytics操作の

処理中のみです。

フィルター名は、256文字以内の英数字で指定できますが、名前の先頭に数字は使用できま

せん。

式ビルダーの使用方法の詳細については、"式ビルダーによる式の作成"ページ 872を参照して

ください。

l ［フィルター］リストで名前付きフィルターをダブルクリックして、［OK］をクリックします。

テーブルで永続的に保存された名前付きフィルターのみが［フィルター］リストに表示されます。名

前を付けなかった一時的なフィルターは［フィルター］リストには表示されません。
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データの検索
Analyticsテーブルからデータを検索するには、複数の方法を使用することができます。

必要な結果 検索式を入力する場所 方法

一致するすべてのレコードを

分離する

［フィルター］テキスト ボックス o 基本検索 –："等しい"( =)、"より小さい"( <)、または "より

大きい"( >)などの演算子を使って基本検索を行います。
o クイック検索 –：クイック検索機能またはクイックフィルター

機能を使って、クイック検索を行います。
o 関数 –：Analytics 関数を使って検索を行います。

一致する最初のレコードを

選択する

［検索］ダイアログボックス o コマンド –：Analytics のコマンドを使って検索を行います。

ヒント

一般に、ユーザーは検索を行い、一致するすべてのレコードを分離して一連の結果を返

します。このため、通常は［フィルター］テキスト ボックスを使用するので、［検索］ダイアロ

グボックスは無視できます。

一致するすべてのレコードを検索して分離す
る

基本検索

基本検索を行うには、テーブルビューの上部にある［フィルター］テキスト ボックスに式を入力し、Enter
キーを押します。

以下の例では、Vendor_Nameフィールドに "United Equipment"という名前が入っているすべてのレコー

ドを分離しています。
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演算子を使用した他の基本検索

l $5,000.00以上の請求書を分離します。

Invoice_Amount >= 5000

l 2017の第 3四半期の請求書を分離します。

(Invoice_Date >= `20170701`) AND (Invoice_Date <= `20170930`)

ヒント

検索式は、それがシンプルな場合にのみ、ゼロから作成します。複雑な検索について

は、クイックフィルター手法か、または関数を使った高度な検索を使用します。

空白、空、または無効な値の検索

空白テキストまたは数値か、空白または無効な日付時刻値を検索できます。空白以外の値を検索す

るには、式で使用する演算子を変更します。

空白または空白以外のテキスト値

l Vendor_Nameフィールドが空白のすべてのレコードを分離します。

Vendor_Name = " "

ISBLANK(Vendor_Name)

l Vendor_Nameフィールドが空白ではないすべてのレコードを分離します。

Vendor_Name <> " "

NOT(ISBLANK(Vendor_Name))
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空白または空白以外の数値

l Invoice_Amountフィールドが空白またはゼロ (0)のすべてのレコードを分離します。

Invoice_Amount = 0

l Invoice_Amountフィールドが空白でもゼロ (0)でもないすべてのレコードを分離します。

Invoice_Amount <> 0

空白または空白以外の日付時刻値

l Invoice_Dateフィールドが空白であるか、値が無効であるすべてのレコードを分離します。

Invoice_Date = `19000101`

NOT VERIFY(Invoice_Date)

フィールドで使用される日付形式と一致しないか、日付が存在しない場合は、日付値が無効に

なることがあります。例：31 April 2020。
l Invoice_Dateが空白ではなく、値が無効であるすべてのレコードを分離します。

Invoice_Date <> `19000101`

VERIFY(Invoice_Date)

基本検索のガイドライン

フィールド名

検索するフィールド名としては、テーブルビュー内の表示名でなく、テーブルレイアウト内の物理フィールド

名を指定する必要があります。

ヒント

物理フィールド名を確認するには、テーブルビュー内の列ヘッダーを右クリックし、［プロパ

ティ］を選択します。

複数のフィール

ドで検索を行

う

複数のフィールドで検索を行う式を作成することができます。レコード内のすべてのフィールドにまたがって検

索を行う最も簡単な方法は、関数を使って検索を行うことです。詳細については、"Analytics関数を使っ

て検索とフィルタリングを行う"ページ 1235を参照してください。
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部分一致

検索語の部分一致はサポートされていません。

部分一致の使用方法については、"Analytics関数を使って検索とフィルタリングを行う"ページ 1235を参

照してください。

二重引用符 テキストの検索語は "二重引用符"で囲む必要があります。

バッククオート 日付時刻の検索語は `バッククオート `で囲む必要があります。

日付時刻書

式

o 日付時刻の検索語にはYYYYMMDDまたはYYMMDDの書式を使用する必要があります。
o 時刻の部分には hhmmss書式を使用する必要があります。また、その前には 1つの空白スペース、

文字 ‘t’、または文字 ‘T’を付ける必要があります。例：̀t183000`
o 日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用し

ないでください。

演算子 有効な演算子のリストについては、"Analytics式の演算子"ページ 868を参照してください。

関連付けられ

たフィールド

関連付けられたフィールドで検索を行うには、フィールドの完全修飾名 (つまり、テーブル名 .フィールド名 )を
指定する必要があります。

クイック検索とクイックフィルター

クイック検索とクイックフィルターは、［フィルター］テキスト ボックスに検索式を作成することで簡単に検索

を行えるようにする、Analytics の2つの機能です。

l クイック検索 –：［フィルター］テキスト ボックスにテキスト語を入力します。
l クイックフィルター –：マウスを使って検索条件を選択します。

詳細については、次を参照してください。

l "テーブルのクイック検索"ページ 1176
l "ビューのデータでクイックフィルターを使用する"ページ 1171
l "グローバルフィルター(ビューフィルター) "ページ 1213

メモ

クイック検索とクイックフィルターにあるいくつかの制限については、これらの機能について

のトピックを参照してください。

Analytics 関数を使って検索を行う

関数を使った検索により、最高レベルの検索能力と柔軟性が得られます。［フィルター］テキスト ボックス

に検索式を入力するのは基本検索の場合と同じですが、式に関数を含める点が異なります。

下記の例では FINDMULTI( )関数を使用しています。この関数は、検索語のうち 1つ以上を含むレコー

ドをすべて分離します。
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関数を使った検索の詳細については、"Analytics関数を使って検索とフィルタリングを行う"ページ 1235を
参照してください。

一致する最初のレコードを選択する
メインメニューから操作できる、Analyticsコマンドを使用して、テーブル内で検索条件を満たす最初のレ

コードを選択することができます。この機能は、特定のタスクを実行するのに他のコマンドと組み合わせた

使用が可能である Analyticsスクリプト内で主に役立ちます。

あるコマンドでは、特定のレコード番号に直接アクセスできます。これは、Analytics のユーザーインター

フェイスで大型テーブルを操作する際に役立ちます。

詳細については、"一致する最初のレコードの選択"次のページを参照してください。
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一致する最初のレコードの選択

Analyticsコマンドを使用して、テーブル内で検索条件に一致する最初のレコードを選択することができま

す。レコードは、選択されますが、Analyticsの他のタイプの検索と違って分離されることはありません。他

のレコードはテーブルビューに残っています。

スクリプトでの有用性
一致する最初のレコードを選択する機能は、主にAnalytics スクリプトで役立ちます。たとえば、下記のコ

マンドは他のスクリプト作成テクニックと組み合わせることで、選択された各レコードに対して反復アクショ

ンを実行するプレカーソルとしてテーブル内のレコード間を順次移動するのに使用することができます。

［検索］ダイアログボックス
Analytics ユーザーインターフェイスでは、［検索］ダイアログボックス(データ >検索 )からコマンドにアクセ

スできます。

［検索］ダイアログボックスの他のオプションを下の表に示します。また、これらのオプションが主にAnalytics
スクリプトで役立つと考えて、同等のAnalyticsスクリプト コマンドも示します。

メモ

コマンドの詳細については、下記のコマンド名をクリックしてください。
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［検索］ダイア

ログボックスの

オプション

同等の

Analytics コマ

ンド 説明

レコード検索 LOCATE
RECORD

テーブル内の特定のレコード番号を選択します。

条件検索 LOCATE あらゆる型のリテラル、任意のデータ型を使用した式、またはデータ型が混在した式の

最初の出現を選択します。テーブルは、インデックス付けされている必要はありません。

例：

o Vendor_City = "New York"
o Invoice_Amount = 296.50
o Invoice_Date = `20141231`
o Vendor_City = v_city
o Vendor_City = v_city AND Invoice_Amount > 1000

文字検索 FIND 昇順でインデックス付けされている文字フィールドで、文字リテラル(たとえば、New
York)の最初の出現を選択します。

メモ

FINDコマンドとFIND( )関数はAnalyticsの2つの別個の機能であ

り、大きな違いがあります。

式検索 SEEK 昇順でインデックス付けされている文字フィールドで、文字リテラル(たとえば、"New
York")または文字式 (たとえば、v_city)の最初の出現を選択します。

インデックスの必要性
［文字検索］または［式検索］オプションを使用するには、検索する文字フィールドにまず昇順のインデック

スを作成する必要があります。どちらのオプションも、インデックス付きのフィールドでのみ検索を行います。

テーブルが2つ以上のフィールドでインデックス付けされている(入れ子のインデックス)場合は、主キー

フィールドのみが検索されます。ただし、主キーフィールドは、昇順でインデックス付けされた文字フィール

ドであるとします。インデックスが条件付きである場合は、ビューから除外されたレコードは検索対象からも

除外されます。

ガイドライン

データ型

文字フィールドではすべてのオプションを使用できます。日付時刻フィールドまたは数値フィールドでは、［条
件検索］オプションのみを使用できます。

部分一致

文字フィールドを検索する場合には部分一致がサポートされますが、検索文字列はフィールドの先頭に

現れる必要があります。

たとえば、Vendor_Name = "Uni"は "United Equipment"を見つけることができますが、Vendor_Name =
"Equip"では見つけられません。
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大文字と小文

字の区別

すべてのオプションは、文字フィールドの検索に使用される場合、大文字と小文字を区別します。

パフォーマンス

［条件検索］オプションはテーブルを順次検索するため、［文字検索］や［式検索］のようなインデックス付き

のテーブルを検索するオプションよりも処理速度が遅くなります。ただし、［条件検索］オプションには、テー

ブルのインデックス付けに費やされる時間はかかりません。

レコードの順

序

［条件検索］オプションは、テーブル内のレコードの元の順序を保持することになり、分析の性質によって

は、このことが望ましい場合もあります。

テーブル内の特定のレコード番号を選択する
1. Analytics メインメニューから、［データ >検索 > レコード検索］を選択します。
2. ［式］テキスト ボックスにレコード番号を入力して［OK］をクリックします。

レコード番号が見つかった場合、そのレコードが選択され、テーブルはそのレコードに位置付けられ

ます。

任意の型のリテラルまたは式の最初のオカレン
スを選択する

1. Analytics メインメニューから、［データ >検索 >条件検索］を選択します。
2. 次のいずれかを実行します。

l ［式］ボックスに式を入力して［OK］をクリックします。

l ［式］をクリックして式ビルダーを開き、式を作成して［OK］をクリックし、もう一度［OK］をクリックし

ます。

式は、要求に応じて簡単にも複雑にもなります。1つのフィールドまたは複数のフィールドを含むこ

とができるほか、データ型を混在させることもできます。例：

l Vendor_Name = "United Equipment"

l Invoice_Amount > 1000

l Vendor_Name = "United Equipment" AND Invoice_Amount > 1000 AND Invoice_Date >
`20140930`

文字リテラル値は二重引用符で、日付時刻値はバッククォートで囲む必要があります。

指定した値が見つかった場合、テーブルはそのレコードに位置付けられます。

指定した値が見つからなかった場合、テーブルは最初のレコードに位置付けられます。

1231

データの分析

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


インデックス付きテーブル内の文字リテラルの
最初のオカレンスを選択する

1. 検索したいテーブルのインデックスをアクティブ化します。

テーブルには、検索したい文字フィールドでインデックスを作成しておく必要があります。

2. Analytics メインメニューから、［データ >検索 >文字検索］を選択します。

3. ［式］テキスト ボックスに文字リテラル値を入力して［OK］をクリックします。

引用符がフィールドのデータの一部でない限り、文字リテラル値を引用符で囲まないでください。

例：
l United Equipment

l R( "R"で始まる最初の値を検索する場合 )

指定した値が見つかった場合、テーブルはそのレコードに位置付けられます。

指定した値が見つからなかった場合は、"キーと一致するインデックスがありません"というメッセージ

が表示されます。テーブルは、指定した値よりも大きいキーフィールド値を持つ最初のレコードに位

置付けられます。指定した値より大きい値がない場合は、テーブルの最初のレコードに位置付けら

れます。

インデックス付きテーブル内の文字リテラルまた
は式の最初のオカレンスを選択する

1. 検索したいテーブルのインデックスをアクティブ化します。

テーブルには、検索したい文字フィールドでインデックスを作成しておく必要があります。

2. Analytics メインメニューから、［データ >検索 >式検索］を選択します。
3. 次のいずれかを実行します。

l ［式］テキスト ボックスに文字型の式または文字リテラル値を入力して、［OK］をクリックします。

l ［式］をクリックして式ビルダーを開き、式を作成して［OK］をクリックし、もう一度［OK］をクリックし

ます。

例：

l v_vendor_name
l "United Equipment"

文字リテラル値は、二重引用符で囲む必要があります。

指定した値が見つかった場合、テーブルはそのレコードに位置付けられます。

1232

データの分析

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


指定した値が見つからなかった場合は、"キーと一致するインデックスがありません"というメッセージ

が表示されます。テーブルは、指定した値よりも大きいキーフィールド値を持つ最初のレコードに位

置付けられます。指定した値より大きい値がない場合は、テーブルの最初のレコードに位置付けら

れます。

Analytics検索コマンドの比較
以下に、Analytics検索コマンド同士での主要機能の比較対照表を示します。Analyticsスクリプトでコ

マンドを使用する場合、各コマンドを制御する詳細な規則が異なることがあるのを知っておくと役立ちま

す。

レコード検索 /条件検索 文字検索 式検索

検索可能なデータ型

o 文字
o 日付時刻
o 数値

(レコード番号で検索するこ

ともできます)

文字

検索場所

o フィールド
o フィールド

フィールド

関連フィールドでの検索

はい

(完全修飾フィールド名を

指定する必要があります)

はい

インデックスの必要性

いいえ はい

(昇順である必要があります)

先頭スペースの検索

はい

(データまたは検索文字列

内のスペースは、文字として

扱われます)

いいえ はい

(データまたは検索文字列

内のスペースは、文字として

扱われます)

大文字と小文字の区別 はい

部分一致

はい

(検索文字列は、フィールド

の先頭に現れる必要があり

ます。文字のみ)

はい

(検索文字列は、フィールドの先頭に現れる必要がありま

す)

検索語を囲む引用符の必

要性

o はい(文字 )
o いいえ(数値 )
o 任意 (レコード番号 )
o 逆引用符 (日付時刻 )

いいえ(引用符がデータの

一部でない限り、検索語を

引用符で囲んではいけませ

ん)

はい

［正確な文字比較を行う］
オプション

はい いいえ
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レコード検索 /条件検索 文字検索 式検索

( SET EXACT ON/OFF)
による影響

式のサポート はい いいえ はい

付記

［検索］ダイアログボックスの

［レコード検索］および［条
件検索］操作と、LOCATE
RECORD/LOCATEコマン

ドは同等です。

［検索］ダイアログボックスの

［文字検索］操作とFIND
コマンドは同等です。

［検索］ダイアログボックスの

［式検索］操作とSEEKコ

マンドは同等です。
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Analytics関数を使って検索とフィルタ
リングを行う
Analytics関数を使用して、テーブルのデータに対して、強力で効果的な検索とフィルタリングを実行する

ことができます。

検索またはフィルタリング関数を使用するには、テーブルビューの上部にある［フィルター］テキスト ボックス

でフィルターを作成します。フィルターには、下記のAnalytics 関数の1つを使用します。

たとえば、次のフィルターでは FINDMULTI( )関数を使用しています。この関数は、検索語のうち 1つ以

上を含むレコードをすべて分離します。

関数を使用して検索またはフィルタリングを実
行するためのガイドライン

フィールド名

検索するフィールド名としては、テーブルビュー内の表示名でなく、テーブルレイアウト内の物理フィールド

名を指定する必要があります。

ヒント

物理フィールド名を確認するには、テーブルビュー内の列ヘッダーを右クリックし、［プロパ

ティ］を選択します。

二重引用符 テキストの検索語は "二重引用符"で囲む必要があります。

バッククオート 日付時刻の検索語は `バッククオート `で囲む必要があります。

日付時刻書

式

o 日付時刻の検索語にはYYYYMMDDまたはYYMMDDの書式を使用する必要があります。
o 時刻の部分には hhmmss書式を使用する必要があります。また、その前には 1つの空白スペース、

文字 ‘t’、または文字 ‘T’を付ける必要があります。例：̀t183000`
o 日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用し

ないでください。

関連付けられ

たフィールド

関連付けられたフィールドで検索を行うには、フィールドの完全修飾名 (つまり、テーブル名 .フィールド名 )を
指定する必要があります。

関数の規則

どの関数にも、サポートされるデータ型や大文字と小文字の区別など、その動作を制御する特定の規則

があります。

Analyticsの検索関数を制御する規則同士の比較対照表が掲載されていますので、"Analytics検索関
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数の比較"ページ 1245を参照してください。各関数の詳細については、下記のリンク付き関数名をクリック

してください。

検索のタイプ
関数を使用して、テキスト、数値、日付時刻データを検索またはフィルタリングできます。ただし、検索ま

たはフィルタリングしているデータ型に合った正しい関数を使用する必要があります。

l 関数でサポートされるデータ型 –関数は特定のデータ型で機能するように設計されています。ま

た、場合によっては、複数のデータ型に対応することもあります。

たとえば、ISBLANK( )関数はテキスト データ(文字データ)で使用できますが、数値または日付

時刻データでは使用できません。MATCH( )またはBETWEEN( )関数は、文字、数値、日付時

刻データで使用できます。

l データのデータ型 –検索またはフィルタリングしているデータのデータ型を認識し、データ型に合った

関数を使用する必要があります。一般的に、数字と日付のデータ型は数値または日付時刻で

す。ただし、文字データ型を使用する場合もあります。

メモ

各関数の詳細については、下記の関数名をクリックしてください。

ヒント

下記の例をコピーして［フィルター］テキスト ボックスに貼り付け、お使いのデータに合わせ

て検索語とその他の入力値を修正することができます。

テキスト検索 (文字データ型 )

単一の検索語を検索する

使用方法："FIND( )関数"ページ 2267

説明：制限が最も少ない検索関数です。大文字と小文字を区別しません。個々のフィールドまたは複

数のフィールドに加え、レコード全体を検索することができます。

例 結果

FIND("United Equipment")
レコード内のどこかに "United Equipment" という

名前が入っているすべてのレコードを分離しま

す。

FIND("Equip")
レコード内のどこかに "Equip" という文字列が

入っているすべてのレコードを分離します。
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例 結果

FIND("United Equipment", Vendor_Name)
Vendor_Nameフィールドに "United Equipment"
という名前が入っているすべてのレコードを分離

します。

FIND("United Equipment", Vendor.Vendor_Name)
関連する VendorテーブルのVendor_Name
フィールドに "United Equipment" という名前が含

まれるすべてのレコードを分離します。

空白のテキスト値を検索する

使用方法："ISBLANK( )関数"ページ 2315

説明：文字フィールドで空白値を検索することができます。

例 結果

ISBLANK(First_Name)
First_Nameが空白であるすべてのレコードを分離します。

複数のテキスト語を検索する

使用方法："FINDMULTI( )関数"ページ 2272

説明：FIND( )と似ていますが、複数の検索語を指定できる点が異なります。

例 結果

FINDMULTI(RECORD, "United Equipment", "Muller Corp.")
レコードのどこかに "United
Equipment"または "Muller Corp" とい
う名前が入っているすべてのレコードを

分離します。

FINDMULTI(RECORD, "equip", "supp")
“equip”または "supp" という文字列が

含まれるすべてのレコードを分離しま

す。

FINDMULTI(RECORD, "United Equipment", "Muller Corp.")
レコードのどこかに "United
Equipment"または "Muller Corp" とい
う名前が入っているすべてのレコードを

分離します。

FINDMULTI(RECORD, "United Equipment", "Muller Corp.")
レコードのどこかに "United
Equipment"または "Muller Corp" とい
う名前が入っているすべてのレコードを

分離します。

使用方法："MATCH( )関数"ページ 2352
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説明：多目的に使える検索関数です。1つのフィールドで同時に複数の検索語を探したり、複数の

フィールドで同じ検索語を探したりすることができます。また、2つのフィールドで一致する値を検索するこ

ともできます。

例 結果

MATCH(Vendor_City, "Phoenix", "Austin", "Los Angeles")
Vendor_Cityフィールド内の値

が "Phoenix"、"Austin"、または

"Los Angeles" と正確に一致す

るか、またはこれらの文字列で

始まるすべてのレコードを分離し

ます。

NOT MATCH(Vendor_City, "Phoenix", "Austin", "Los Angeles")
Vendor_Cityフィールド内の値

が "Phoenix"、"Austin"、または

"Los Angeles" と正確に一致し

ないか、またはこれらの文字列

で始まらないすべてのレコードを

分離します。

MATCH(Product_Code, "A", "D", "F")
Product_Codeフィールド内の

製品コードが "A"、"D"、または

"F"であるか、もしくは "A"、"D"、
"F"で始まるすべてのレコードを

分離します。

MATCH(Product_Code, "A", "D", "F")
Product_Codeフィールド内の

製品コードが1文字の "A"、
"D"、または "F"であるすべての

レコードを分離します。

［正確な文字比較を行う］オプ

ションをオンにする必要がありま

す。

メモ

MATCH( )に関する例では、特に指定のない限り、［正確な文字比較を行う］オプションはオフになってい

るものとします。

大文字と小文字の区別があるテキスト語を検索する

使用方法："MATCH( )関数"ページ 2352

説明：多目的に使える検索関数です。1つのフィールドで同時に複数の検索語を探したり、複数の

フィールドで同じ検索語を探したりすることができます。また、2つのフィールドで一致する値を検索するこ

ともできます。

例 結果

MATCH(Last_Name, "SMITH")
Last_Nameフィールドの値が "SMITH"(すべて大文字 )に
なっているすべてのレコードを分離します。
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例 結果

MATCH(Last_Name, "smith")
Last_Nameフィールドの値が "smith"(すべて小文字 )になっ

ているすべてのレコードを分離します。

MATCH(Last_Name, "Smith")
Last_Nameフィールドの値が "Smith"(単語の先頭文字が

大文字 )になっているすべてのレコードを分離します。

複数のフィールドでテキスト語を検索する

使用方法："MATCH( )関数"ページ 2352

説明：多目的に使える検索関数です。1つのフィールドで同時に複数の検索語を探したり、複数の

フィールドで同じ検索語を探したりすることができます。また、2つのフィールドで一致する値を検索するこ

ともできます。

例 結果

MATCH("Phoenix", Vendor_City, City, City_2)
Vendor_City、City、またはCity_2フィールドの値

のうち少なくとも 1つが "Phoenix" と正確に一致

するか、またはこの文字列で始まるすべてのレコー

ドを分離します。

複数のテキスト語に一致させる検索を行う

使用方法："MATCH( )関数"ページ 2352

説明：多目的に使える検索関数です。1つのフィールドで同時に複数の検索語を探したり、複数の

フィールドで同じ検索語を探したりすることができます。また、2つのフィールドで一致する値を検索するこ

ともできます。

例 結果

MATCH(Vendor_Address, Employee_Address)
業者と従業員の住所がまったく同じであるすべてのレ

コードを分離します。

業者と従業員の住所の形式を統一する必要がある

場合は、その他の関数を使用します。

特定の文字または部分文字列の1つまたは複数の出現を
検索する

使用方法："OCCURS( )関数"ページ 2385

説明：文字フィールドにおける、部分文字列の1つまたは複数の出現を検索することができます。

1239

データの分析

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


例 結果

OCCURS(Invoice_Number, "-") > 1
請求書番号にハイフンが2つ以上入っているすべ

てのレコードを分離します。

OCCURS(Full_Name, ALLTRIM(Last_Name))=1
Last_Nameフィールドの値がFull_Nameフィール

ドに現れるすべてのレコードを分離します。

式にALLTRIM( )関数を含めると、Last_Name
フィールドの先頭と末尾のスペースがすべて取り除

かれ、テキスト値のみが比較されるようになりま

す。

OCCURS(Vendor_Name, "UNITED EQUIPMENT") > 0
Vendor_Nameフィールドに "UNITED
EQUIPMENT" という名前が大文字で入っている

すべてのレコードを分離します。

FIND( )関数とは異なり、OCCURS( )関数は大

文字と小文字を区別します。

特定のバイト位置で始まる部分文字列を検索します。

使用方法："AT( )関数"ページ 2167

説明：文字フィールドで、続いて現れる部分文字列を検索して、目的の部分文字列の開始バイト位置

を特定することができます。

例 結果

AT(2, "-", Invoice_Number) > 10
請求書番号に2つ以上のハイフンが入っており、2つ目のハ

イフンが、文字列内の10番目の文字より後に現れるすべて

のレコードを分離します。

範囲のテキストの検索

使用方法："BETWEEN( )関数"ページ 2170

説明：範囲内に入っているテキスト値を検索することができます。

例 結果

BETWEEN(Last_Name, "C", "K")
Last_Nameフィールドの値が、"C"から "K"まで(これらの値

も含む)の文字で始まるすべてのレコードを分離します。

［正確な文字比較を行う］オプションをオフにする必要があり

ます。

ほぼ同じテキスト値 (あいまい重複 )を検索する

使用方法："ISFUZZYDUP( )関数"ページ 2319
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説明：同じ値だけでなく、ほぼ同じ値 (あいまい重複 )を検索することができます。大文字と小文字を区

別しません。

使用方法："LEVDIST( )関数"ページ 2335

説明：ISFUZZYDUP( )と似ていますが、デフォルトで大文字と小文字が区別される点が異なります。

例 結果

ISFUZZYDUP(Last_Name, "Braun", 2)
Last_Nameフィールドに "Braun" という名前か、または

"Braun"のあいまい重複が入っているすべてのレコードを

分離します。

この例では、レーベンシュタイン距離 (あいまいさの度合

い)を 2に設定していますが、この値は増減できます。

LEVDIST(TRIM(Last_Name), "Braun") < 3
Last_Nameフィールドに "Braun" という名前か、または

"Braun"のあいまい重複が入っているすべてのレコードを

分離します。

この例では、レーベンシュタイン距離 (あいまいさの度合

い)を < 3に設定していますが、この値は増減できます。

式にTRIM( )関数を含めると、Last_Nameフィールドか

ら先頭のスペースがすべて取り除かれ、テキスト値のみが

比較されるようになります。

基本的なパターンを検索する

使用方法："MAP( )関数"ページ 2345

説明：ワイルドカード文字、リテラル文字、またはその両方の組み合わせを使って検索を行うことができま

す。

例 結果

MAP(Invoice_Number, "XX99999")
請求書番号が、2つの文字の後に5つの数字が続く構成で

あるか、またはこの構成で始まるすべてのレコードを分離しま

す。

MAP(Invoice_Number, "AB12345")
請求書番号が "AB12345"であるか、または "AB12345"で
始まるすべてのレコードを分離します。

MAP(Invoice_Number, "AB99999")
請求書番号が、"AB"の後に5つの数字が続く構成である

か、またはこの構成で始まるすべてのレコードを分離します。

NOT MAP(SSN, "999-99-9999")
SSNフィールドの値が社会保障番号の標準形式と一致し

ないすべてのレコードを分離します。

複雑なパターンを検索する

使用方法："REGEXFIND( )関数"ページ 2447
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説明：最も強力で柔軟性のある検索関数です。リテラル文字とメタ文字を組み合わせた正規表現を使

用して検索することができます。他の検索関数を使用するより複雑になることがあります。

例 結果

REGEXFIND(Vendor_City, "Phoenix|Austin|Los Angeles")
Vendor_Cityフィールドの値に

"Phoenix"、"Austin"、または "Los
Angeles"を含んでいるすべてのレコー

ドを分離します。

REGEXFIND(Product_Code, "\b\d{3}-[a-zA-Z]{6}\b")
製品コードが、3つの数字で始まり、そ

の後に1つのハイフンと6つの文字が

続くすべてのレコードを分離します。

REGEXFIND(Product_Code, "\b\d{3,}-[a-zA-Z]{6}")
製品コードが、3つ以上の数字で始ま

り、その後に1つのハイフンと6つ以上

の文字が続くすべてのレコードを分離し

ます。

数値検索

数値を検索する

使用方法："MATCH( )関数"ページ 2352

説明：多目的に使える検索関数です。1つのフィールドで同時に複数の検索語を探したり、複数の

フィールドで同じ検索語を探したりすることができます。また、2つのフィールドで一致する値を検索するこ

ともできます。

例 結果

MATCH(Invoice_Amount,154.00)
$154.00の請求金額が含まれるすべて

のレコードを分離します。

MATCH(Invoice_Amount,154.00, 522.00)
$154.00または $522.00の請求金額が

含まれるすべてのレコードを分離します。

NOT MATCH(Inventory_Value_at_Cost, Cost_x_Quantity)
Inventory_Value_at_Costフィールドの

金額と演算フィールド Cost_x_Quantity
の金額が異なるすべてのレコードを分離

します。

範囲の数字の検索

使用方法："BETWEEN( )関数"ページ 2170

説明：範囲内に入っている数値を検索することができます。
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例 結果

BETWEEN(Invoice_Amount, 1000, 5000)
請求金額が1000 ドルから 5000 ドルまで(これらの値も含

む)であるすべてのレコードを分離します。

テーブル全体からの数字の検索

使用方法："FIND( )関数"ページ 2267

説明：個々のフィールドまたは複数のフィールドに加え、レコード全体を検索することができます。

使用方法："FINDMULTI( )関数"ページ 2272

説明：FIND( )と似ていますが、複数の検索語を指定できる点が異なります。

メモ

FIND( ) やFINDMULTI( ) 関数を使って数値や日付時刻値を検索する際には、注意

が必要です。これらの関数はソースデータファイル( .fil)内の厳密に一致する文字を検

索しますが、このような文字はテーブルビューでは様々な外観で表示されます。

検索結果に一貫性がないように思われる場合は、［テーブルレイアウト］ダイアログボック

スでソースデータを調べてください。

例 結果

FIND("154.00")
ソースデータファイルから、154.00 という文字がこのまま含ま

れるすべてのレコードを分離します。

日付時刻検索

日付時刻値を検索する

使用方法："MATCH( )関数"ページ 2352

説明：多目的に使える検索関数です。1つのフィールドで同時に複数の検索語を探したり、複数の

フィールドで同じ検索語を探したりすることができます。また、2つのフィールドで一致する値を検索するこ

ともできます。

例 結果

MATCH(Invoice_Date, `20170731`)
請求日が2017年 7月 31日であ

るすべてのレコードを分離します。

MATCH(Invoice_Date, `20170731`, `20170831`, `20170930`)
第 3四半期の各月末の日付が

入った請求書が含まれるすべての
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例 結果

レコードを分離します。

空白または無効な日付値の検索

使用方法："VERIFY( )関数"ページ 2562

説明：日付フィールドで空白値または無効な値を検索することができます。

例 結果

NOT VERIFY(Invoice_Date)
Invoice_Dateフィールドの日付が空白か無効であるすべて

のレコードを分離します。

範囲の日付時刻値の検索

使用方法："BETWEEN( )関数"ページ 2170

説明：範囲内に入っている日付時刻値を検索することができます。

例 結果

BETWEEN(Invoice_Date, `20140930`, `20141030`)
請求日が2014年 9月 30日から 2014
年 10月 30日まで(これらの日付も含む)
であるすべてのレコードを分離します。

NOT BETWEEN(Invoice_Date, `20140930`, `20141030`)
請求日が2014年 9月 30日から 2014
年 10月 30日まで(これらの日付も含む)
の範囲内でないすべてのレコードを分離し

ます。

テーブル全体からの日付時刻値の検索

使用方法："FIND( )関数"ページ 2267

説明：個々のフィールドまたは複数のフィールドに加え、レコード全体を検索することができます。

使用方法："FINDMULTI( )関数"ページ 2272

説明：FIND( )と似ていますが、複数の検索語を指定できる点が異なります。
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メモ

FIND( ) やFINDMULTI( ) 関数を使って日付時刻値を検索する際には、注意が必要で

す。これらの関数はソースデータファイル( .fil)内の厳密に一致する文字を検索します

が、このような文字はテーブルビューでは様々な外観で表示されます。

検索結果に一貫性がないように思われる場合は、［テーブルレイアウト］ダイアログボック

スでソースデータを調べてください。

例 結果

FINDMULTI(RECORD, "31/07/2017", "31/08/2017")
ソースデータファイルから、31/07/2017または

31/08/2017 という文字がこのまま含まれるすべ

てのレコードを分離します。

日付時刻書式 ( YYYYMMDD、YYMMDD、
hhmmss、hhmm)に関する一般的な制限は、

FIND( ) oやFINDMULTI( )を使って日付時刻

値を検索する際には適用されません。

Analytics検索関数の比較
次の表に、Analytics検索関数同士での主要機能の比較対照表を示します。各関数を制御する特定

の規則がどのような点で異なっているかを知ると、Analytics内で検索表現を作成する際に役立ちます。

検索時のデータ型

詳しく表示

サポートされているデータ型 関数

文字 AT( )

FIND( )

FINDMULTI( )

ISFUZZYDUP( )

LEVDIST( )

MAP( )

OCCURS( )

REGEXFIND( )

文字

日付時刻

数値

BETWEEN( )

MATCH( )
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検索する場所 (フィールド、レコード)
詳しく表示

サポートされている検索場所 関数

単一のフィールド BETWEEN( )

ISFUZZYDUP( )

LEVDIST( )

1つ以上のフィールド AT( )

MAP( )

MATCH( )

OCCURS( )

REGEXFIND( )

1つ以上のフィールド

レコード

FIND( )

FINDMULTI( )

先頭スペースの検索

詳しく表示

先頭スペースの検索 関数

はい

データ内の先頭スペースは、状況に応じて、検索文字列と

一致させることができます

AT( )

BETWEEN( )

FIND( )

FINDMULTI( )

OCCURS( )

はい

データ内の先頭スペースは、検索文字列内のスペースと正

確に一致している必要があります

MAP( )

MATCH( )

はい

データまたは検索文字列内のスペースは、文字として扱わ

れます

ISFUZZYDUP( )

LEVDIST( )

REGEXFIND( )

大文字と小文字の区別

詳しく表示
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この関数は大文字と小文字が区別されます。 関数

はい AT( )

BETWEEN( )

MAP( ) (リテラル文字 )

MATCH( )

OCCURS( )

REGEXFIND( )

いいえ FIND( )

FINDMULTI( )

ISFUZZYDUP( )

MAP( ) (ワイルドカード文字 )

省略可能 LEVDIST( )

部分一致

詳しく表示

部分一致がサポートされる場合とは 関数

はい

検索文字列は、フィールド内のどこに現れてもかまいません

AT( )

FIND( )

FINDMULTI( )

OCCURS( )

REGEXFIND( )

はい

検索文字列は、フィールドの先頭に現れる必要があります。

文字データ型のみ

BETWEEN( )

MATCH( )

はい

検索文字列は、データ値と同じ長さであるか、または短くな

ければなりません

MAP( )

はい ISFUZZYDUP( )

LEVDIST( )

複数の検索語

詳しく表示
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複数の検索語のサポート 関数

はい FINDMULTI( )

MATCH( )

REGEXFIND( )

いいえ AT( )

BETWEEN( )

FIND( )

ISFUZZYDUP( )

LEVDIST( )

MAP( )

OCCURS( )

［正確な文字比較を行う］オプション( SET EXACT
ON/OFF)による影響

詳しく表示

［正確な文字比較を行う］オプションによる影響

( SET EXACT ON/OFF) 関数

はい BETWEEN( )

MATCH( )

いいえ AT( )

FIND( )

FINDMULTI( )

ISFUZZYDUP( )

LEVDIST( )

MAP( )

OCCURS( )

REGEXFIND( )
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順番検査

シーケンシャル順の検査 ( ［順番検査］オプション)を使用すると、データが既にソート済みであるか、また

はインデックス付けされているかどうかを検証できます。また、特定の分析テストやデータの結合操作を実

行する前に、並べ替えやインデックスの作成が必要であるかどうかを検証できます。

Analyticsのいくつかのテストや操作では、結果を有効なものにするため、また操作を正常に実行するた

めに、データが順番どおりに並んでいることを要求します。不必要にテーブルをソートしたりインデックス付

けしたりする代わりに、それらの操作が必要であるかどうかを調べるために、最初に検査することができま

す。特に大きなテーブルでは、並べ替えにかなりの時間とシステムリソースを要することがあるため、最初

に検査することは時間の節約になります。

文字、数値、日付時刻、または演算フィールドの順番を検査できます。また、データが2つ以上のフィー

ルドによって並べ替えられたり、インデックス付けされたりしている場合は、複数のフィールドやデータ型を

組み合わせて検査することができます。

メモ

順番に並べられたデータは、データにギャップがないということではありません。たとえば、数

値系列 1、3、5は順番に並べられています。ギャップのテストは別の操作です。詳細に

ついては、"ギャップの検査"ページ 1256を参照してください。

レコードを並べ替えない順番検査
順番検査は、レコードを順番どおりに並べたり、並べ替えたりしません。いかなる方法でも、検査するテー

ブル内のレコードの並び順を変えることはありません。テーブル内の指定されたフィールドが、現在順番ど

おりに並んでいるかどうかを検証し、順番の誤りをすべて報告します。レコードを並べ替えるには並べ替え

操作を、レコードを順番どおりに並べるにはインデックスの作成操作を別々に実行する必要があります。

順番が正しくない項目の検査
また、順番検査では、順番どおりに並んでいることが要求される請求書番号や小切手番号などのデー

タ内で、順序が正しくない項目を識別することができます。これは不正行為の可能性を示しています。た

とえば、特定の業者の請求書データを請求日順に並べ替え、その後、請求書番号の順番を検査する

ことができます。順序が正しくない請求書番号は、詳細な調査を必要とするかもしれません。

文字データの検査の並べ順
文字フィールドの順番は、［並べ替え順］オプション( ［ツールオプションテーブル］)で文字データに指定さ

れている並べ替え順に対して検査されます。設定を変更していない限り、通常は、デフォルトの並べ替え
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順が指定されます( 0,1,2... A,B,C...)。非 Unicode版のAnalyticsには、並べ替えにいくつかの微妙な違

いがあります。たとえば、デフォルトの並べ替え順は、大文字のすべての英文字が小文字のすべての英文

字より前に並べ替えられるように指示します。

順番検査エラーが報告される方法
順番検査は、列の最初の値を 2番目の値と比較し、2番目の値を 3番目の値と、というように、列を下

へ進みながらペアとなる値を比較していきます。値のペアが順番を途切れさせると、順番検査エラーが報

告されます。

途切れた後、あらためて順番が開始され、2番目のペアとなる値を新しい開始点として使用します。この

中断点の後にある値を中断点の前の値と比較した場合に、順序どおりになっていなくても、それらは報

告されません。たとえば、次のような値の列を昇順として検査した場合、Analyticsは 2個の順番検査エ

ラー( 4、1)を報告します。5個 ( 4、4、5、1、2)ではありません。

1
     3
     6
     4    順番検査エラー

     4
     5
     6
     9
     1    順番検査エラー

     2

入れ子になっている並べ替え順の検査
2つ以上のフィールドを組み合わせて順番を検査する場合に、有効な結果を得るためには、検査対象

とするフィールドを選択するとき、並べ替え順やインデックス順の優先順位と同じ順序で主キーフィール

ド、副キーフィールドというように選択する必要があります。また、各フィールドの並び順の方向、つまり昇

順または降順も一致している必要があります。

入れ子の並べ替え順を検査した場合の有効な結果と
無効な結果

次の例では、検査順序がネストされた並べ順と、日付および時刻キーフィールドの値の方向と一

致するかどうかに基づいて、有効な結果と無効な結果を示しています。
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日付

(主キーフィールドの昇順 )

金額

(ネストされた副キーフィールドの降順 )

15 Jan 2011

15 Jan 2011

15 Jan 2011

16 Jan 2011

16 Jan 2011

17 Jan 2011

17 Jan 2011

17 Jan 2011

$2300.00

$1200.00

$600.00

$900.00

$100.00

$4700.00

$900.00

$500.00

有効な結果

順番検査エラー0を返します。

SEQUENCE ON Date Amount D

検査するフィールドと同じ優先順位および方向を使用しています。

無効な結果

順番検査エラー2を返します。

SEQUENCE ON Amount D Date

検査するフィールドと異なる優先順位を使用しています。Amount フィールドをネストされていない

フィールドとして扱っています。

無効な結果

順番検査エラー5を返します。
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SEQUENCE ON Date Amount

検査するフィールドのうちの1つが異なる方向を使用しています。Amount フィールドが昇順にソー

トされているものとして扱っています

手順
順番検査オプションを使用すると、アクティブなテーブル内の1つまたは複数のフィールドが順番どおりに

並んでいるかどうかを確認したり、順序が正しくない項目を識別したりすることができます。

メモ

現在アクティブなテーブルにクイックソートが適用されていないことを確認してください。順

番検査で有効な結果を提供するためには、元となる Analyticsテーブルの実際の物理

的な順序でビューが表示されている必要があります。

方法の説明

1. ［分析 >順番検査］の順に選択します。
2. ［メイン］タブで、次のいずれかを行います。

o ［順番検査の対象］リストから、検査の対象となるフィールドを選択します。

o ［順番検査の対象］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

複数のフィールドを選択する場合、フィールドを選択する順序が検査する優先度を示します。最

初に選択したフィールドについてレコードが検査されます。その最初のフィールドに、同じ値が連続

して複数存在してる場合は、そのグループ内のレコードが2番目に選択したフィールドで検査され

る、というようになります。複数のフィールドを選択していない場合は、グループ内のレコードは、どの

二次検査の対象にもなりません。

メモ

複数のフィールドで並べ替えまたはインデックス付けされている(入れ子の並べ替え

またはインデックス付け)テーブルを検査している場合、結果を有効なものにするに

は、検査する優先順位が、並べ替えやインデックスの優先順位 (主キーフィール

ド、副キーフィールドなど)と一致している必要があります。

フィールドを選択する順序が、結果に表示する列の順序になります。
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3. ［順番検査の対象］をクリックした場合は、任意で並べ替えの矢印 (デフォルトは昇順 )をクリッ

クすることにより、1つまたは複数の選択したフィールドを降順にするよう指定することができます。

メモ

以前に並べ替えまたはインデックス付けされているフィールドを検査する場合、結

果を有効なものにするには、指定する並べ替え順の方向、つまり昇順または降順

が、検査するフィールドの方向と一致している必要があります。

4. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

5. ［出力］タブをクリックします。
6. ［出力先］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l 画面 – Analyticsの表示領域に結果を表示するには、このオプションを選択します。

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられてい

るソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができま

す。

出力レコードに多数のレコードが含まれている場合は、結果を画面に表示するよりファイルに保

存した方が、処理が速く便利です。

l 印刷 –デフォルトのプリンターに結果を送信するには、このオプションを選択します。
l グラフ –結果を基にグラフを作成し、それを Analytics表示領域に表示するには、このオプション

を選択します。
l ファイル –結果をテキスト ファイルに保存または追加するには、このオプションを選択します。ファイ

ルはAnalyticsの外部に保存されます。

メモ

当該の分析操作に対して適用されない出力オプションは無効になります。

7. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合は、［出力指定］パネルで次の情報を指定します。
l ファイルの種類 –オプションは、使用している Analyticsのエディションに応じて、"ASCII テキスト

ファイル"または "Unicode テキスト ファイル"のいずれかのみです。結果を新しいテキスト ファイル

に保存するか、または既存のテキスト ファイルに追加します。
l 名前 – ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します。もしくは、［名前］ボタンをクリックし

て、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでファイル名を入力するか、既存

のファイルに上書きまたは追加する場合はそのファイルを選択します。Analyticsによってファイル
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名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け入れることも、あるいは

変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェ

クトの場所以外の場所にファイルを保存したり、その場所にあるファイルに追加したりすることも

できます。たとえば、C:\Results\Output.txtまたは Results\Output.txtのように指定し

ます。

l ローカル –選択された状態で無効になっています。ファイルをローカルに保存するのが唯一のオプ

ションです。
8. 出力の種類によっては、任意で［ヘッダー］および［フッター］をそれぞれのテキスト ボックスに指定で

きます。

デフォルトでは、ヘッダーとフッターは中央揃えで出力されます。ヘッダーテキストやフッターテキスト

を左揃えにするには、テキストの前に始め山かっこ( <)を入力します。複数行のヘッダーやフッター

を入力する場合は、［ヘッダー］または［フッター］ボタンをクリックします。あるいは、ヘッダーまたはフッ

ターのテキスト ボックスで、改行文字としてセミコロン( ;)を入力してもかまいません。複数行を左揃

えにするには、各行の先頭に始め山かっこが必要です。

9. ［詳細］タブをクリックします。

10. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。
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メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

11. ［エラー制限］テキスト ボックスで、列挙する順序どおりでない項目の最大数を指定するか、また

はデフォルトの10のままにしておきます。

制限に達すると、Analyticsによって処理が停止され、その時点までの順序どおりでない項目が出

力されます。［エラー制限］の数は、検査されるすべてのフィールドでのエラーの合計数に適用され

ます。フィールドごとの制限ではありません。

12. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合、出力結果を既存のテキスト ファイルの末尾に追加

するときは、［既存のファイルに追加する］を選択します。
13. ［OK］をクリックします。
14. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。
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ギャップの検査

順番に並んでいる数値フィールドや日付時刻フィールドにおける欠落は、データファイルが不完全である

ことを示す可能性があります。フィールドの順番に並んでいる値にギャップがないかを調べ、1つまたは複

数のギャップや欠落項目がある場合は、それを識別することができます。

有効な結果を得るために、検査されるフィールドは、事前に順番どおりに整列されている必要がありま

す。フィールドの並べ替えは、前もって実行しておくか、ギャップの検査時に［あらかじめ並べ替える］オプ

ションを使用して行うことができます。

数値フィールドや日付時刻フィールド、あるいは文字フィールド内の数字を検査することができます。一度

に1つのフィールドしか検査できません。

ギャップの幅の列挙または欠落している項目
の列挙
ギャップの検査結果を出力する際のオプションは 2つあります。

l ギャップ幅の列挙
l 欠落項目の列挙

ギャップ幅の列挙

ギャップの開始点と終了点、およびギャップ内の欠落項目の総数を割り出します。

ギャップの開始点と終了点を特定する値は、その値自体は欠落項目でありません。開始点と終了点は

連続した値で、ギャップの直前および直後に現れる値です。これらには、「ギャップ開始 (除く) 」と「ギャップ

終了 (除く) 」というラベルが付けられます。たとえば、小切手番号 12345と12350がある場合、それら 2
つの番号の間に4つの欠落項目を含むギャップが割り出されます。

欠落項目の列挙

ギャップ内の個々の欠落項目を一覧表示します。たとえば、小切手番号 12346、12347、12348、およ

び 12349となります。

これらの欠落した項目は計算された値であり、実際は検査するデータに現れません。このオプションを使

用する場合は、［欠落項目の最大数］フィールドで、各ギャップについて個別に列挙する欠落項目の最

大数を指定できます。これは、ギャップが大きい場合に有用です。最大数を超えると、Analyticsは代わ

りに範囲の方法を用いてギャップを特定します。1つの差異について、ギャップの開始点と終了点を識別

する値が、連続する欠落項目の最初と最後になります。これらには、「ギャップ開始 (含める) 」と「ギャップ

終了 (含める) 」というラベルが付けられます。
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メモ

［欠落項目の最大数］に指定した数は、ギャップ単位で適用されます。これは、データ

セット全体での結果となる欠落項目の総数を制限するものではありません。個別に列

挙されるか、それともグループで列挙されるかどうかを制限します。

欠落項目の方法を使用する場合は、［欠落項目の最大数］フィールドの値とそれぞれ異なるギャップの

サイズに応じて、結果には個々の欠落項目と範囲が混在して含まれます。

数値データ内のギャップ検査
数値データのギャップを検査する場合、次のようにデータの小数点以下の桁数によってデータ内の許容

間隔が制御されます。

l 数値データに整数のみ(小数部なし)が含まれる場合、–許容間隔は 1

です。1より大きい間隔が1つのギャップです。範囲として報告されるギャップの場合、欠落項目の

数は欠落している整数の数です。

l 数値データには小数点が含まれます –許容される間隔は最小の小数点間隔と等しくなります

たとえば、数値フィールドが小数点 2桁の場合、許容される間隔は 0.01です。最も小さい小数

間隔よりも大きい間隔が1つのギャップです。範囲として報告されるギャップの場合、欠落項目の

数は欠落している小数間隔の数です。

数値データ内のギャップ検査の例

最初の例では、数値データに整数のみが含まれます。許容される間隔は 1です。

検査値 欠落項目 欠落項目の数

-2

-1

0

1

4

5

15

2

3

6 ～14 ( 6と14も含む)

1 (整数 )

1 (整数 )

9 (整数 )

2番目の例では、数値データに小数点 2桁が含まれます。許容される間隔は 0.01です。

検査値 欠落項目 欠落項目の数

4.24 4.27 1( 0.01間隔 )
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検査値 欠落項目 欠落項目の数

4.25

4.26

4.29

4.30

5.00

4.28

4.31 ～ 4.99( 4.31 と4.99も含む)

1( 0.01間隔 )

69( 0.01間隔 )

日付時刻データ内のギャップ検査
日付、日付時刻または時刻データでギャップを検査することができます。

l 日付フィールドにおける許容間隔は 1日です

1日以上の間隔が1つのギャップです。範囲として報告されるギャップの場合、欠落項目の数は

欠落している日数です。

l 日付時刻または時刻フィールドにおける許容間隔は 1秒です

1秒以上の間隔が1つのギャップです。範囲として報告されるギャップの場合、欠落項目の数は

欠落している秒数です。したがって、1時間のギャップは 3,600個の欠落項目がある範囲として報

告され、1日のギャップは 86,400個の欠落項目がある範囲として報告されます。

日付および日付時刻データ内のギャップ検査の例

最初の例では、データに日付のみが含まれます。許容間隔は 1日です。

検査値 欠落項目 欠落項目の数

2014/12/27

2014/12/28

2014/12/31

2015/01/01

2015/01/02

2015/01/12

2015/01/13

2014/12/29

2014/12/30

2015/01/03 ～ 2015/01/11

1(日 )

1(日 )

9(日 )

2番目の例では、データに日付時刻が含まれます。許容間隔は 1秒です。

1258

データの分析

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


検査値 欠落項目 欠落項目の数

2014/12/31 23:59:54

2014/12/31 23:59:55

2014/12/31 23:59:58

2014/12/31 23:59:59

2015/01/01 01:00:00

2015/01/01 01:00:01

2015/01/02 01:00:02

2014/12/31 23:59:56

2014/12/31 23:59:57

2015/01/01 00:00:00 ～ 2015/01/01 00:59:59

2015/01/01 01:00:02 ～ 2015/01/02 01:00:01

1(秒 )

1(秒 )

3,600(秒 )

86,400(秒 )

文字フィールド内の数値データのギャップ検査
文字フィールドに存在する数値データ(通常は文字データとして書式設定される小切手番号など)に対

してギャップ検査を行うことができます。

文字フィールドに文字と数字が続けて現れる場合は、数字のみが検査され、文字は無視されます。

文字フィールド内の数字のギャップ検査の例

英字のプレフィックスは無視されます。数値のみが考慮されます。

検査値 欠落項目 欠落項目の数

A123

C124

0(文字数字 )

A123

B125

124 1(文字数字 )

文字フィールドの並べ替えがギャップの検査に影響すること
がある

文字フィールドの値の文字と数字の配列によっては、ギャップ検査の結果間に矛盾が存在する可能性

があります。たとえば、一部の数字は文字の前にあり、一部は前にない場合、あるいはAnalyticsの非

Unicode版で、前にある一部の文字は小文字で、一部は大文字である場合は、結果が正確でないか

もしれません。

不正確な結果になるのは、アルファベット文字の存在が一貫していない、あるいはアルファベット文字の

大文字 /小文字の表記が統一されていないため、［あらかじめ並べ替える］オプションで適切な順序で並

1259

データの分析

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


べ替えられないことが原因です。次の表の［欠落項目］欄で示す 126と127、および 124は実際には欠

落してる項目ではありませんが、検査値が英数文字として並べ替えられているため、欠落項目として挙

げられています。

検査値に矛盾があるのではないかと疑わしい場合は、そのフィールドで個別に並べ替えて、ギャップが検

査される文字フィールドの値の順序を明らかにします。連続する数値の順序が文字の存在によって不適

切になる場合に、有効な結果を確実に得るには、ギャップを検査する前に、INCLUDE( )などの

Analytics関数を使用して文字を取り除いておくことができます。

ギャップ検査の不正な結果の例

一貫性がない英字の存在、または一貫性がない英字の大文字と小文字により、項目が欠落し

ていると誤って報告されます。

検査値 欠落項目 欠落項目の数

123

124

125

128

129

A-126

A-127

126

127

1(文字数字 )

1(文字数字 )

A-123

a-124

A-125

A-128

A-129

A-126

A-127

124 1(文字数字 )

手順
順番に並んでいる数値や日付時刻値に欠落 (ギャップ)がないかどうかを検出するために、アクティブな

テーブルについて一度に1つのフィールドを検査することができます。

方法の説明

1. ［分析］> ［ギャップ］を選択します。
2. ［メイン］タブで、次のいずれかを行います。

o ［ギャップの対象］リストから、検査の対象となるフィールドを選択します。
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o ［ギャップの対象］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

一度に1つのフィールドしか検査できません。

3. ［ギャップの対象］をクリックした場合は、任意で並べ替えの矢印 (デフォルトは昇順 )をクリック

することにより、選択したフィールドの出力結果を降順にするよう指定することができます。

4. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

5. 対象フィールドが前の操作で既にソート済みであれば、任意で［あらかじめ並べ替える］をオフにす

ることにより、大きなテーブルの欠落を検査する場合の時間を節約できます。

フィールド内のデータがソートされていない場合は、すべての欠落が確実に検出されるようにするた

めに、［あらかじめ並べ替える］はオンのままにしておいてください。

メモ

［あらかじめ並べ替える］をオフにする場合、結果を有効なものにするには、ギャップ

検査の対象として選択するフィールドが事前にソートされている必要があります。

ソートされていないフィールドに対してギャップ検査を行うと、結果に "警告：ファイル

の順序が正しくありません"というメッセージが提示されます。結果を Analyticsテー

ブルに出力する場合、警告メッセージはコマンド ログに記載されます。

6. 次のいずれかを実行します。

o ギャップの開始点と終了点、およびギャップ内の個々の欠落項目の総数を割り出すには、

［ギャップの幅を列挙する］を選択します。

o ギャップ内の個々の欠落項目を一覧表示するには、［欠落している項目を列挙する］を選択

します。［欠落項目の最大数］テキスト ボックスで、各ギャップについて個別に列挙する欠落項

目の最大数を指定するか、またはデフォルトの5のままにしておきます。

7. ［出力］タブをクリックします。
8. ［出力先］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l 画面 – Analyticsの表示領域に結果を表示するには、このオプションを選択します。

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられてい

るソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができま

す。
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出力レコードに多数のレコードが含まれている場合は、結果を画面に表示するよりファイルに保

存した方が、処理が速く便利です。

l 印刷 –デフォルトのプリンターに結果を送信するには、このオプションを選択します。
l グラフ –結果を基にグラフを作成し、それを Analytics表示領域に表示するには、このオプション

を選択します。
l ファイル –結果を Analyticsテーブルまたはテキスト ファイルに保存または追加するには、このオプ

ションを選択します。Analyticsテーブルに保存または追加する場合、そのテーブルがまだプロジェ

クトに存在しないときは、開いているプロジェクトに追加されます。テキスト ファイルに保存または

追加する場合、ファイルはAnalyticsの外部に保存されます。

メモ

当該の分析操作に対して適用されない出力オプションは無効になります。

9. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合は、［出力指定］パネルで次の情報を指定します。
l ファイルの種類 –結果を新しい Analytics テーブルに保存する、または既存のAnalyticsテーブ

ルに追加する場合は、"Analyticsテーブル"を選択します。結果をテキスト ファイルに保存また

は追加する場合は、使用している Analyticsのエディションに応じて、ASCII テキスト ファイルま

たはUnicode テキスト ファイルを選択します。
l 名前 – ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します。もしくは、［名前］ボタンをクリックし

て、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでファイル名を入力するか、既存

のファイルに上書きまたは追加する場合はそのファイルを選択します。Analyticsによってファイル

名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け入れることも、あるいは

変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェ

クトの場所以外の場所にファイルを保存したり、その場所にあるファイルに追加したりすることも

できます。たとえば、C:\Results\Output.filまたは Results\Output.filのように指定し

ます。

メモ

Analyticsテーブル名は、拡張子 .FILを含まない 64文字の英数字に制限され

ています。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字や

スペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

l ローカル –サーバーテーブルに接続されており、Analyticsテーブルに結果を保存または追加する

場合にのみ有効になります。プロジェクトと同じ場所にファイルを保存する、パスを指定する、ま

たは別のローカルフォルダーへ移動する場合は、［ローカル］を選択します。サーバーのPrefix
フォルダーにファイルを保存する場合は、［ローカル］を選択解除されたままにしておきます。

メモ

出力結果がAX Serverテーブルの分析や処理から生成される場合は、［ローカ

ル］を選択します。結果テーブルを AX Serverにインポートするために［ローカル］設
定を選択解除することはできません。

10. 出力の種類によっては、任意で［ヘッダー］および［フッター］をそれぞれのテキスト ボックスに指定で

きます。
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デフォルトでは、ヘッダーとフッターは中央揃えで出力されます。ヘッダーテキストやフッターテキスト

を左揃えにするには、テキストの前に始め山かっこ( <)を入力します。複数行のヘッダーやフッター

を入力する場合は、［ヘッダー］または［フッター］ボタンをクリックします。あるいは、ヘッダーまたはフッ

ターのテキスト ボックスで、改行文字としてセミコロン( ;)を入力してもかまいません。複数行を左揃

えにするには、各行の先頭に始め山かっこが必要です。

11. ［詳細］タブをクリックします。

12. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

13. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合、出力結果を既存ファイルの末尾に追加するとき

は、次のいずれかを行います。

o テキスト ファイル、または出力結果とまったく同じ構造であることがわかっている Analyticsテーブ

ルに追加する場合は、［既存のファイルに追加する］を選択します。

o Analyticsテーブルに追加するときに、出力結果と既存のテーブルのレコード長を ACLに比較

させたい場合は、［既存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておきます。レコード

長が同一でなければ、データ構造は同じではなく、追加は正しく動作しません。
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メモ

出力結果と既存のテーブルの構造が同一であるかどうかが不確かな場合は、［既
存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておくことをお勧めします。追

加およびデータ構造の詳細については、"既存テーブルへの出力結果の追加"
ページ 207を参照してください。

14. 出力の種類としてファイル( Analytics テーブル)を選択した場合、操作の完了時に、自動的に出

力テーブルを開く場合は、［出力テーブルを開く］を選択します。

15. ［OK］をクリックします。
16. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

［最後に追加］オプションが表示されることを期待していたのに表示されない場合は、［いいえ］をク

リックして操作をキャンセルし、"既存テーブルへの出力結果の追加"ページ 207を参照してくださ

い。
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重複の検査

1つ以上のフィールドの値が重複している、すなわち重複レコードは、データの入力ミスの結果であるか、

もしくは調査を回避するためにクレジット カードの決済を分けている、などの不正行為の結果である可能

性があります。

一意の値の要件
重複を含んではいけないフィールドとは、その値によってレコードを一意に識別するフィールドです。たとえ

ば、従業員テーブルの場合、従業員番号は各従業員を一意に識別するものなので重複してはいけま

せん。

有効な重複
重複値が有効な場合もあります。たとえば、取引テーブルには、重複する顧客番号が含まれているかも

しれませんが、これは同じ顧客によって複数の取引が行われたためである可能性があります。

さまざまな種類の重複検査
Analyticsでは、次のような方法で重複を検査することができます。

テスト範囲 次の場合にはこのテストを使用します。

1つのフィールド

特定フィールドのすべての値が一意である必要がある、たとえば、従業員番号や小切手番

号など。

2つ以上のフィールドの組み

合わせ

各フィールドが分離した状態では一意性が要求されないが、フィールドを組み合わせた状態

では一意性が要求される。

例

年間の給与支払ファイルでは、従業員番号フィールドと給料日フィールドはそれぞれ

多くの重複を含んでいるでしょう。従業員は 2週間ごとに給与が支払われ、複数の

従業員が同じ日に給与を受け取ります。

ただし、個々の従業員は特定の日付に一度しか現れてはいけません。従業員番号

と支払日を組み合わせて全体で重複が存在する場合、従業員が同じ給与期間に

2回支払われている可能性があります。
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テスト範囲 次の場合にはこのテストを使用します。

レコードのすべてのフィールド

レコード内のすべてのフィールドが複製されている、全体が重複しているレコードを調べる。全

体が重複しているレコードは、データの入力ミスの結果であるか、もしくは他の不正な取引行

為の結果である可能性があります。

並べ替えと重複
一般に、重複がないかどうかをテストするには、1つまたは複数のキーフィールドを並べ替える必要があり

ます。キーフィールド内の重複値が、それら同士がすぐ隣に並んでいる場合にのみ検出できるためです。

キーフィールドを並べ替えずに重複値がないかどうかをテストしても、隣り合っていない重複値は重複値

として報告されません。同じ重複値の塊が2つ以上ある場合でも、それらの塊は別々のグループの重複

値として報告されます。

分析の目的によっては、キーフィールドを並べ替えずに重複値がないかどうかをテストすることにも意味が

ある場合があります。たとえば、ソーステーブル内ですぐ隣に並んでいる重複値のみを検出して、隣り合っ

ていない重複値は無視したい場合が、その例です。

出力テーブルにグループ番号フィールドを含め
る
重複値の出力テーブルには、グループ番号フィールドを含めることができます。このフィールドは、一意の

各重複値グループに対し、1ずつ増える連番を割り当てたものです。重複値グループを番号で参照する

この機能は、出力テーブル内のデータを分析する場合に使用できます。

重複値の出力テーブルをグループ番号でフィルター処
理する

複数のキーフィールドを組み合わせて使用することで、買掛金テーブルに重複レコードがないかど

うかをテストすることができます。

l Vendor_No(ベンダー番号 )
l Invoice_No(請求書番号 )
l Invoice_Date(請求書番号 )
l Invoice_Amount(請求金額 )

結果の重複値出力テーブルをフィルター処理することで、いくつかの重複値グループのみを追加処

理することができます。

キーフィールドの組み合わせを使ってフィルターを作成することは、次のように骨が折れます。例：
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SET FILTER TO ((Vendor_No = "11475") AND (Invoice_No = "8752512") AND
(Invoice_Date = `20191021`) AND (Invoice_Amount = 7125.80)) OR
((Vendor_No = "12130") AND (Invoice_No = "589134") AND (Invoice_Date =
`20191117`) AND (Invoice_Amount = 10531.71)) OR ((Vendor_No = "13440")
AND (Invoice_No = "5518912") AND (Invoice_Date = `20191015`) AND
(Invoice_Amount = 11068.20))

このようにする代わりに、次のようにグループ番号を基準にしたフィルターを作成することでも、同じ

結果が得られます。

SET FILTER TO MATCH(GROUP_NUM, 3 , 8, 11)

手順
重複する値や、全体が重複しているレコードが存在するかどうかを検出するために、アクティブなテーブル

内の1つ以上のフィールドを検査することができます。

方法の説明

文字、数値、および日付時刻フィールドの重複を検査することができます。文字フィールドに文字と数字

が続けて現れる場合、すべての英数文字が検査されます。

メモ

有効な結果を得るために、検査されるフィールドは、事前に順番どおりに整列されてい

る必要があります。フィールドの並べ替えは、前もって実行しておくか、重複の検査時に

［あらかじめ並べ替える］オプションを使用して行うことができます。

フィールドの選択

1. 重複値がないかどうかをテストするテーブルを開きます。
2. ［分析 >重複］を選択します。
3. 1つまたは複数のフィールド内の重複値を検出するには
a. ［メイン］タブで、［重複の対象］リストから検査するフィールドを選択するか、または［重複の対

象］をクリックして、フィールドを選択したり式を作成したりします。

フィールドを選択する順序が、結果に表示する列の順序になります。既存のAnalyticsテーブル

に結果を追加する場合は、結果と既存テーブル内の列の選択と順序は同一である必要があり

ます。

b. ［重複の対象］をクリックした場合は、任意で並べ替えの矢印 (デフォルトは昇順 )をクリック

することにより、1つまたは複数の選択したフィールドの出力結果を降順にするよう指定すること

ができます。
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c. 出力結果に任意の追加フィールドを含めるには、［フィールドの一覧］リストから 1つ以上の

フィールドを選択します。または［フィールドの一覧］をクリックして、フィールドを選択したり、フィー

ルドを［すべて追加］したり、式を作成したりすることもできます。

追加フィールドによって、結果に有益なコンテキストを提供することができます。重複の検査対

象に選択したフィールドは、結果レコードの先頭に自動的に表示されるので、［フィールドの一

覧］で特に選択する必要はありません。

d. 省略可能。出力テーブルに［グループ番号］フィールドを含めたい場合は、［グループの追加］を
選択します。

［グループ番号］フィールドは、一意の各重複値グループに対し、1ずつ増える連番を割り当て

たものです。

4. すべての重複値レコードを検出するには
a. ［メイン］タブの［重複の対象］をクリックします。
b. ［すべて追加］をクリックして、すべてのフィールドを［選択済みのフィールド］に追加します。

c. 任意で、並べ替えの矢印 (デフォルトは昇順 )をクリックすることにより、1つまたは複数の

フィールドの出力結果を降順にするよう指定することができます。
d. ［OK］をクリックします。

結果レコードには、テーブル内のすべてのフィールドが表示されるので、［フィールドの一覧］リスト

からフィールドを選択する必要はありません。

e. 省略可能。出力テーブルに［グループ番号］フィールドを含めたい場合は、［グループの追加］を
選択します。

［グループ番号］フィールドは、一意の各重複値グループに対し、1ずつ増える連番を割り当て

たものです。

レコードを処理対象から除外する(省略可能 )
現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指定しま

す。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメントを作成しま

す。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブルに

残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを除外

します。

［事前並べ替え］をオフにする(省略可能 )
検査対象とするフィールドが前の操作で既にソート済みであれば、任意で［あらかじめ並べ替える］をオフ

にすることにより、大きなテーブルの重複を検査する場合の時間を節約できます。
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メモ

［あらかじめ並べ替える］をオフにする場合、結果を有効なものにするには、重複検査の

対象として選択するフィールドは、前にソートされたフィールドと同じものにする必要があり

ます。

選択したフィールドとソート済みフィールドの間に不一致がある場合は、結果に "警告：
ファイルの順序が正しくありません"というメッセージが提示されます。結果を Analytics
テーブルに出力する場合、警告メッセージはコマンド ログに記載されます。

フィールド内のデータがソートされていない場合は、すべての重複が確実に検出されるようにするために、

［あらかじめ並べ替える］はオンのままにしておいてください。

出力を構成する

1. ［出力］タブをクリックします。
2. ［出力先］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l 画面 – Analyticsの表示領域に結果を表示するには、このオプションを選択します。

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられてい

るソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができま

す。

出力レコードに多数のレコードが含まれている場合は、結果を画面に表示するよりファイルに保

存した方が、処理が速く便利です。

l 印刷 –デフォルトのプリンターに結果を送信するには、このオプションを選択します。
l グラフ –結果を基にグラフを作成し、それを Analytics表示領域に表示するには、このオプション

を選択します。
l ファイル –結果を Analyticsテーブルまたはテキスト ファイルに保存または追加するには、このオプ

ションを選択します。Analyticsテーブルに保存または追加する場合、そのテーブルがまだプロジェ

クトに存在しないときは、開いているプロジェクトに追加されます。テキスト ファイルに保存または

追加する場合、ファイルはAnalyticsの外部に保存されます。

メモ

当該の分析操作に対して適用されない出力オプションは無効になります。

3. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合は、［出力指定］パネルで次の情報を指定します。
l ファイルの種類 –結果を新しい Analytics テーブルに保存する、または既存のAnalyticsテーブ

ルに追加する場合は、"Analyticsテーブル"を選択します。結果をテキスト ファイルに保存また

は追加する場合は、使用している Analyticsのエディションに応じて、ASCII テキスト ファイルま

たはUnicode テキスト ファイルを選択します。
l 名前 – ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します。もしくは、［名前］ボタンをクリックし

て、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでファイル名を入力するか、既存

のファイルに上書きまたは追加する場合はそのファイルを選択します。Analyticsによってファイル

名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け入れることも、あるいは

変更することもできます。
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また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェ

クトの場所以外の場所にファイルを保存したり、その場所にあるファイルに追加したりすることも

できます。たとえば、C:\Results\Output.filまたは Results\Output.filのように指定し

ます。

メモ

Analyticsテーブル名は、拡張子 .FILを含まない 64文字の英数字に制限され

ています。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字や

スペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

l ローカル –サーバーテーブルに接続されており、Analyticsテーブルに結果を保存または追加する

場合にのみ有効になります。プロジェクトと同じ場所にファイルを保存する、パスを指定する、ま

たは別のローカルフォルダーへ移動する場合は、［ローカル］を選択します。サーバーのPrefix
フォルダーにファイルを保存する場合は、［ローカル］を選択解除されたままにしておきます。

メモ

出力結果がAX Serverテーブルの分析や処理から生成される場合は、［ローカ

ル］を選択します。結果テーブルを AX Serverにインポートするために［ローカル］設
定を選択解除することはできません。

4. 出力の種類によっては、任意で［ヘッダー］および［フッター］をそれぞれのテキスト ボックスに指定で

きます。

デフォルトでは、ヘッダーとフッターは中央揃えで出力されます。ヘッダーテキストやフッターテキスト

を左揃えにするには、テキストの前に始め山かっこ( <)を入力します。複数行のヘッダーやフッター

を入力する場合は、［ヘッダー］または［フッター］ボタンをクリックします。あるいは、ヘッダーまたはフッ

ターのテキスト ボックスで、改行文字としてセミコロン( ;)を入力してもかまいません。複数行を左揃

えにするには、各行の先頭に始め山かっこが必要です。

処理の範囲を指定する

1. ［詳細］タブをクリックします。

2. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端
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の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

設定の最終処理を行う

1. 出力タイプとして［ファイル］を選択し、出力テーブルを既存のファイルの最後に追加する場合は、

次のいずれかを実行します。

o 出力結果と構造が同じであることが確実なテキストファイルまたはAnalyticsテーブルに追加す

る場合は、［既存のファイルに追加］を選択します。

o Analyticsテーブルに追加するときに、出力結果と既存のテーブルのレコード長を ACLに比較

させたい場合は、［既存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておきます。レコード

長が同一でなければ、データ構造は同じではなく、追加は正しく動作しません。

メモ

出力結果と既存のテーブルの構造が同一であるかどうかが不確かな場合は、［既
存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておくことをお勧めします。追

加およびデータ構造の詳細については、"既存テーブルへの出力結果の追加"
ページ 207を参照してください。

2. 出力の種類としてファイル( Analytics テーブル)を選択した場合、操作の完了時に、自動的に出

力テーブルを開く場合は、［出力テーブルを開く］を選択します。
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3. ［OK］をクリックします。

メモ

次の両方を行う場合は、重複する値またはレコードのみが表示され、値またはレ

コードの初回の発生は表示されません。

l 結果を画面またはテキスト ファイルに出力する
l 出力結果にテストされたフィールドのみを含め、追加のフィールドを選択しない

画面に出力する場合は、値をクリックすると、重複に加えて値またはレコードの最

初の出現を見ることができます。

4. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

［最後に追加］オプションが表示されることを期待していたのに表示されない場合は、［いいえ］をク

リックして操作をキャンセルし、"既存テーブルへの出力結果の追加"ページ 207を参照してくださ

い。

重複の削除
要約操作を使用して、データセットから重複値またはレコードを削除し、残った一意の値またはレコード

を新しいAnalyticsテーブルに保存することができます。

方法の説明

フィールドの選択

1. 重複値を削除するテーブルを開く
2. ［分析  >要約］の順に選択します。
3. ［メイン］タブで、次のいずれかを行います。

l ［要約の対象］リストから、重複値を含んでいる可能性のあるフィールドを選択します。

l ［要約の対象］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

フィールドを選択する順序が、結果に表示する列の順序になります。

メモ

該当するフィールドを選択し、必要な一意性の度合いを実現します。

たとえば、重複する従業員レコードを削除し、姓フィールドのみを選択する場合、

同じ姓で名前が異なる従業員のすべてのレコードを削除するリスクがあります。姓

フィールドと名フィールドの両方を選択すると、一意性の度合いが上がります。

完全に重複するレコードのみを削除するには、［要約の対象］と［すべて追加］をク

リックします。

4. ［小計フィールド］は何も選択しないでください。
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5. 省略可能。次のいずれかを実行します。

l ［その他のフィールド］リストから、出力結果に含めるその他のフィールドを選択します。

l ［その他のフィールド］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

メモ

各要約グループ内のすべてのレコードが同じ値を含んでいるフィールドに対しての

みを選択してください。詳細については、"その他のフィールド オプション"ページ

 1330を参照してください。

［事前並べ替え］をオフにする(省略可能 )
重複値を含んでいる可能性のあるフィールドが既にソート済みであれば、任意で［あらかじめ並べ替え

る］をオフにすることもできます。フィールド内のデータがソートされていない場合は、有効な結果を得るた

めに、［あらかじめ並べ替える］はオンのままにしておいてください。

レコードを処理対象から除外する(省略可能 )
現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指定しま

す。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメントを作成しま

す。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブルに

残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを除外

します。

出力を構成する

1. ［出力］タブをクリックします。
2. ［出力先］パネルで、［ファイル］を選択します。
3. ［出力指定］パネルで次の情報を指定します。

o ファイルの種類 – Analytics テーブルが唯一のオプションです。結果を新しいAnalyticsテーブル

に保存するか、または既存のAnalyticsテーブルに追加します。

o 名前 – ［名前］テキスト ボックスにテーブル名を入力します。もしくは、［名前］ボタンをクリックし

て、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでテーブル名を入力するか、既

存のテーブルに上書きまたは追加する場合はそのテーブルを選択します。Analyticsによって

テーブル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け入れることも、

あるいは変更することもできます。

1273

データの分析

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェ

クトの場所以外の場所にテーブルを保存したり、その場所にあるテーブルに追加したりすること

もできます。たとえば、C:\Results\No_duplicates.filまたは Results\No_
duplicates.filと指定します。

o ローカル –サーバーテーブルに接続している場合のみ有効になります。プロジェクトと同じ場所

に出力テーブルを保存する、パスを指定する、または別のローカルフォルダーへ移動する場合

は、［ローカル］を選択します。AnalyticsサーバーのPrefixフォルダーに出力テーブルを保存す

る場合は、［ローカル］を選択解除されたままにしておきます。

メモ

出力結果がAnalytics Exchangeのサーバーテーブルの分析や処理から生成

される場合は、［ローカル］を選択します。［ローカル］設定は、結果テーブルを

AX Serverへインポートするために使用することはできません。

処理の範囲を指定する

1. ［詳細］タブをクリックします。

2. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

1274

データの分析

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

設定の最終処理を行う

1. 処理の完了時に、出力テーブルを自動的に開くようにするには、［出力テーブルの使用］をオンに

します。

2. 出力テーブルを既存のAnalyticsテーブルの最後に追加する場合は、次のいずれかを実行しま

す。

o 出力結果と既存のテーブルの構造が同じであることが確実な場合は、［既存のファイルに追

加］を選択します。

o 出力結果と既存のテーブルのレコード長を Analyticsに比較させたい場合は、［既存のファイル

に追加する］を選択解除されたままにしておきます。レコード長が同一でなければ、データ構造

は同じではなく、追加は正しく動作しません。

メモ

出力結果と既存のテーブルの構造が同一であるかどうかが不確かな場合は、［既
存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておくことをお勧めします。追

加およびデータ構造の詳細については、"既存テーブルへの出力結果の追加"
ページ 207を参照してください。

3. ［OK］をクリックします。
4. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

［最後に追加］オプションが表示されることを期待していたのに表示されない場合は、［いいえ］をク

リックして操作をキャンセルし、"既存テーブルへの出力結果の追加"ページ 207を参照してくださ

い。
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あいまい重複分析
あいまい重複は、実体としては同一の可能性があるほぼ同一の文字値です。たとえば、以下の4つの

値はすべて同じ会社である可能性があります。

l Intercity Couriers
l Inter-city Couriers
l Intercity Couriers Inc.
l Intrecity Couriers

あいまい重複の原因としてよく挙げられるのは、タイプミスやスペルミス、データの書式設定の相違、およ

び異なるデータ入力規則などのデータ入力エラーです。ほぼ同一の値を意図的に作成することは、不正

を意味する可能性があります。あいまい重複は、一貫性のある実体を基準とするデータに依存するデー

タ分析の妨げになります。

曖昧結合と曖昧重複
曖昧重複機能は、単一のAnalytics テーブルの単一のフィールドの値を分析します。曖昧一致を使用

するには、2つのAnalytics テーブルのフィールドを組み合わせて、新しい 3番目のテーブルにします。"曖
昧結合"ページ 985を参照してください。

機能の仕組み
Analyticsのあいまい重複では、テーブルの特定の文字フィールドをテストし、フィールドに含まれるあいま

い重複を特定できます。出力結果は、指定した相違の度合いに基づいてあいまい重複をグループ化し

ます。相違の度合いを調整すると、出力グループの数とサイズ、グループメンバー間の相違の量を制御

できます。

あいまい重複グループメンバーが実際に同一のエンティティを参照しているかどうかを確認するには、テス

ト フィールド以外のフィールドの重複テストといった追加の分析を実行しなければならない場合もありま

す。

メモ

あいまい重複の検査は、厳密な重複の特定よりも複雑です。あいまい重複間の相違の

度合いを制御する設定や、あいまい重複を出力結果でどのようにグループ化するかを制

御する設定を理解しておけば、この機能を最大限に利用することができます。

あいまい重複の出力結果
以下は、あるテーブルのLast Name フィールドに対してあいまい重複の検査を実行した出力結果の例

です。
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出力結果は、2、3、6 として特定されたグループに配置されます。各グループの先頭にあるあいまい重複

の元のレコード番号は、グループの識別に使用されます。たとえば、"Janson"は元のテーブルでレコード

番号 3の名前です。この "Janson"は元のテーブルのレコード順序に従い、グループ内で 1番目の値とな

るため、そのグループは "グループ 3"として分類されます。詳細については、"あいまい重複をグループ化す

る方法"ページ 1297を参照してください。

あいまい重複機能は文字に基づく比較を使
用します。
2つの値を比較する場合、あいまい重複機能は単語ベースではなく文字ベースでの比較を実行します。

この機能では、単語間の空白やスペースを文字として扱い、個々の単語間を区別しません。値内の単

語数に関係なく、その値を切れ目のない単独文字列として扱います。

この方法の実装は、データの性質や［あいまい重複］ダイアログボックスで指定した設定の違いによって、

人間の目にはあいまい重複と思われる値でも出力結果に含まれない可能性があります。

例

次の名前を考えます。

l "JW Smith"と "John William Smith"
l "Diamond Tire"と "Diamond Tire & Auto"

1番目の例は、同じ名前の2つのバージョンで、ファースト ネームとミドルネームを頭文字で略した

ものと、略さずに記述したものです。2番目の例は、会社名を短いバージョンと長いバージョンで記

述しています。
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これらのペアはいずれも、相違の設定をかなりゆるくしないとあいまい重複として出力されません。

設定をゆるくすることは、多くの誤検知も出力されてしまう弊害も生じます。

あいまい重複機能は、例に挙げたそれぞれのペアを単純に2つの文字列として処理します。それ

ぞれの例で、対となる 2つの文字列の長さは大きく異なるので、文字レベルで判断すると、文字

列は互いに大きく異なります。

詳細については、"設定による動作の違い"ページ 1293を参照してください。

あいまい重複分析の効果の改善
目的の結果を得るには、あいまい重複の主機能に加え、テスト データセットのサイズの制限、あいまい

重複のヘルパー関数の使用、検査フィールドの連結が必要となる場合もあります。

次の表は、あいまい重複分析の効果を改善するためのさまざまな手法についてまとめています。

ヘルパー関数の詳細については、"あいまい重複のヘルパー関数"ページ 1284を参照してください。

手法 Analytics機能 詳細

検査するデータセットのサイズを制限

する

フィルター

データのサブセットを抽出

分析対象として有効なレコードのみを

処理することで実行時間を短縮する

テスト フィールド値の個別の要素を並

べ替える

SORTWORDS( )関数 テスト値の個別の要素の物理的な配

置の重要度を最小化することで、結

果のサイズを減らし、精度を高める

メモ

あいまい重複機能は文字

に基づく比較を使用します

が、テスト値の単語または

要素を並べ替えると、比

較対象の文字列の間によ

り関連性を持たせながら

文字を配置することができ

ます。

テスト フィールド値から汎用要素を削

除する

OMIT( )関数 意味のある相違が生じる可能性があ

るテスト値の部分のみを分析の対象と

することで、サイズを減らし、結果の精

度を高める

テスト値の一意性を高めるために

フィールドを連結する

加算演算子 ( +)を使用したAnalytics 
式

テストする値の一意性を高めることで、

サイズを減らし、結果の精度を高める

(一意性を高める値は、2つ以上の

フィールドを連結することで生成できま

す)

あいまい重複出力結果で、特定の値

のあいまい重複の単一かつ網羅的な

リストを生成する

ISFUZZYDUP( )関数 分析の目的に特に関連の深い出力

値を対象に、あいまい重複の便利で

完全な一覧を生成する
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テスト フィールドの並べ替えが必要かどうか
あいまい重複のフィールドをテストするために、フィールドを並べ替える必要はありません。テストの前にテス

ト フィールドでテーブルを並べ替えても、あいまい重複処理の効果が上がることはありません。ただし、出

力結果を見やすくするため、また［あいまい重複］ダイアログボックスには［あらかじめ並べ替える］オプショ

ンがないことから、事前に検査フィールドを並べ替えてもよいでしょう。

メモ

テスト フィールド値を並べ替えても効果は上がりませんが、住所などの複数の要素を含

むフィールド値の個別の要素を並べ替えると、効果が大幅に向上することがあります。詳

細については、"あいまい重複のヘルパー関数"ページ 1284を参照してください。

完全な重複を含める
あいまい重複を検査する場合、出力結果に完全な重複も含めることができます。完全な重複のみを検

索することが目的であれば、"重複の検索"機能を使用してください。詳細については、"重複の検査"
ページ 1265を参照してください。
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あいまい重複の検査

アクティブなテーブル内の1つの文字フィールドを検査し、ほぼ同一の値 (あいまい重複 )が存在するかど

うかを検出することかできます。任意で、ほぼ同一の値だけでなく、厳密に同一 (完全な重複 )の値も出

力結果に含めることができます。

出力結果に含まれる 1つ以上のあいまい重複グループのサイズが最大サイズに達した場合には、ログに

メッセージが表示されます。詳細については、"あいまい重複の結果のサイズ制御"ページ 1290を参照し

てください。

あいまい重複テストの効果の改善
次の手法を 1つ以上取り入れると、あいまい重複テストの効果を大幅に高めることができます。

l テスト フィールド値の個別の要素を並べ替える
l テスト フィールド値から汎用要素を削除する
l テスト フィールドを連結する

詳細については、"あいまい重複のヘルパー関数"ページ 1284と"フィールドの連結"ページ 233を参照し

てください。

実行時間と出力結果のサイズを減らす
あいまい重複機能は、検査フィールドの値を、そのフィールドの後続の各値と比較する必要があるため、

プロセッサを消費します。

分析に支障がなければ、レコードのフィルターリングやサブセット抽出などの方法を利用して、検査対象

のデータセットのサイズを制限してください。データセットのサイズを抑えることで、全体的な実行速度も

上がり、また出力結果のサイズの制御にも役立ちます。

手順

メモ

手順の後に詳細情報が表示されます。"［あいまい重複］ダイアログボックスオプション"
ページ 1282を参照してください。

1. ［分析 >あいまい重複］の順にクリックします。
2. ［メイン］タブで、次のいずれかを行います。

l ［あいまい重複の対象］ドロップダウンリストから、検査の対象となるフィールドを選択します。
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l ［あいまい重複の対象］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

ヒント

式の作成は、テスト フィールドを連結したり、テスト フィールド値から汎用要素を

削除したり、テスト フィールド値の個別の要素を並べ替えたりする方法です。詳

細については、"あいまい重複のヘルパー関数"ページ 1284と"フィールドの連結"
ページ 233を参照してください。

3. 省略可能。結果に任意の追加フィールドを含めるには、［フィールドの一覧］リストから 1つ以上の

フィールドを選択します。または［フィールドの一覧］をクリックして、フィールドを選択したり、フィール

ドを［すべて追加］したり、式を作成したりすることもできます。

フィールドを追加することで、結果に有用な前後関係を提供でき、また、あいまい重複が実体とし

ては同一のものを指しているかどうかの検証にも役立ちます。

メモ

あいまい重複の検査対象に選択したフィールドは、結果レコードの先頭に自動的

に表示されるので、［フィールドの一覧］で特に選択する必要はありません。

4. あいまい重複間の相違の量を制御するには［相違のしきい値］を指定します。

設定は次の説明のとおりです。

5. 次のいずれかを実行します。

l ［相違のパーセント］を指定すると、各あいまい重複における相違の割合を制御することができ

ます。

l ［相違のパーセント］オプションのチェックをオフにすると、このオプション指定は無効になります。

設定は次の説明のとおりです。

6. 次のいずれかを実行します。

l ［結果サイズ (%)］で、検査フィールドのサイズに対する結果の最大サイズを指定します。
l ［結果サイズ (%)］オプションのチェックをオフにすると、このオプション指定は無効になります。

設定は次の説明のとおりです。

7. 結果にあいまい重複だけでなく厳密な重複も含めるようにしたい場合は、［完全な重複を含める］
オプションを選択します。

詳細については、"あいまい重複をグループ化する方法"ページ 1297を参照してください。

8. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

9. サーバーテーブルに接続されている場合は、次のいずれかを実行します。
l プロジェクトと同じ場所に出力テーブルを保存する、パスを指定する、または別のローカルフォル

ダーへ移動する場合は、［ローカル］を選択します。
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l サーバーのPrefixフォルダーに出力テーブルを保存する場合は、［ローカル］を選択解除された

ままにしておきます。

メモ

出力結果がAnalytics Exchangeのサーバーテーブルの分析や処理から生成

される場合は、［ローカル］を選択します。［ローカル］の設定は、結果テーブルを

Analytics Exchangeへインポートする場合に選択解除することはできません。

10. 次のいずれかを実行します。
l ［保存先］テキスト ボックスで、出力結果を含める Analyticsテーブルの名前を指定します。
l ［保存先］ボタンをクリックして、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスで既

存のテーブルに上書きまたは追加する場合はそのテーブルを選択します。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェク

トの場所以外の場所にテーブルを保存したり、その場所にあるテーブルに追加したりすることもでき

ます。たとえば、C:\Results\Output.filまたは Results\Output.filのように指定します。

保存または追加するテーブルの場所に関係なく、そのテーブルが開いているプロジェクトにまだ存在

しないときは、プロジェクトに追加されます。

Analyticsによってテーブル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け

入れることも、あるいは変更することもできます。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

11. 処理の完了時に、出力テーブルを自動的に開くようにするには、［出力テーブルの使用］をオンに

します。

12. ［OK］をクリックします。
13. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

［あいまい重複］ダイアログボックスオプション
次の表は、［あいまい重複］ダイアログボックスのオプションの詳細を示します。

オプション – ［あいまい重複］
ダイアログボックス 説明

相違のしきい値

あいまい重複間で許可される相違の量。

1から 10までの数値を指定します。［相違のしきい値］の値を大きくすると、あいまい重複の

各値間で許容される相違の文字数が多くなり、結果のサイズが大きくなります。

詳細については、"設定による動作の違い"ページ 1293を参照してください。

相違のパーセント

各あいまい重複における相違の割合。

1から 99までのパーセントを指定します。［相違のパーセント］の値を大きくすると、あいまい
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オプション – ［あいまい重複］
ダイアログボックス 説明

重複の値に対して許容される相違の割合が高くなり、結果のサイズが大きくなります。

［相違のパーセント］オプションをオフにすると、あいまい重複における相違の割合は結果に考

慮しません。この結果のサイズは、［相違のパーセント］オプションを使用して値を設定したとき

よりも大きくなります。

詳細については、"設定による動作の違い"ページ 1293を参照してください。

結果サイズ (%)

検査フィールドのサイズに対する結果の最大サイズ。

1から 1000までのパーセントを指定します。このオプションを使用すると、結果のサイズが、有

用と考えられるサイズを超えたときにあいまい重複操作を自動的に終了させることができま

す。

たとえば、50,000個の値を持つ検査フィールドの場合、［結果サイズ (%)］に1を設定する

と、結果のあいまい重複数が500を超えた場合に処理が終了します。処理が終了した場

合、出力テーブルは作成されません。

［結果サイズ (%)］オプションをオフにすると、結果のサイズに制限がなくなります。

注意

［結果サイズ (%)］オプションをオフにすると、過度に大きな結果セットが生成

され、処理時間が非常に長くなったり、使用可能なメモリの超過を引き起こ

して、処理が終了してしまう可能性があります。結果が、対処できる妥当な

サイズであると確信している場合にのみ、このオプションをオフにしてください。

詳細については、"あいまい重複の結果のサイズ制御"ページ 1290を参照してください。
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あいまい重複のヘルパー関数
Analytics の次の2つの関数を使用すると、あいまい重複機能がより効果を発揮します。

l SORTWORDS( )
l OMIT( )

2つの関数は別々に使用するか組み合わせて使用できます。

3つ目の関数 ISFUZZYDUP( )では、フィールド全体ではなく、特定の値のあいまい重複を特定できま

す。

SORTWORDS関数
あいまい重複機能を使用するときには、SORTWORDS( )関数を使用して、テスト フィールド値の個別

の要素を連続する順序に並べ替える式または演算フィールドを作成します。

住所の構成要素などの要素を並べ替えると、あいまい重複比較における要素の物理位置の重要度が

低下します。結果として、効果が改善され、大幅に低い相違のしきい値を使用し、誤検出が少なく、絞

り込まれた小さい結果セットを生成できます。

詳細については、"SORTWORDS( )関数"ページ 2498を参照してください。［相違のしきい値］の詳細に

ついては、"設定による動作の違い"ページ 1293を参照してください。

SORTWORDS( )の概要を説明する動画については、「Fuzzy Matching Using SORTWORDS()」(英
語のみ)をご覧ください。

例

次の2つの値では、22以上の相違のしきい値をあいまい重複出力結果に含める必要がありま

す。

l 125 SW 39TH ST, Suite 100
l Suite 100, 125 SW 39TH ST

許可される最大の相違のしきい値は 10であるため、あいまい重複機能は 2つの値を相互のあい

まい重複として特定しません。それらは明確に同じ住所です。

対照的に、SORTWORDS( )を使用して、個別の住所の要素を並べ替える式または演算フィー

ルドを作成する場合、相違のしきい値 2のみが2つの住所を相互のあいまい重複として返しま

す。

l 100 125 39TH ST, SW Suite
l 100, 125 39TH ST SW Suite

1284

データの分析

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://wegalvanize.wistia.com/medias/nhx8kjwnuh
https://www.diligent.com/ja-jp/


OMIT関数
あいまい重複機能を使用するときには、OMIT( )関数を使用して、テスト フィールド値から汎用要素を

削除する式または演算フィールドを作成します。

ハイフン、カンマ、数値記号、"Inc."、"Street"、"St."などの単語や略語といった要素を削除すると、あい

まい重複比較が、有意な相違が発生する可能性があるテスト値の部分にのみ集中します。結果とし

て、効果が改善され、大幅に低い相違のしきい値を使用し、誤検出が少なく、絞り込まれた小さい結

果セットを生成できます。

詳細については、"OMIT( )関数"ページ 2390を参照してください。［相違のしきい値］の詳細について

は、"設定による動作の違い"ページ 1293を参照してください。

例

次の2つの値では、8以上の相違のしきい値をあいまい重複出力結果に含める必要がありま

す。

l Intercity Couriers Corporation
l Inter-city Couriers Corp.

相違のしきい値 8では、焦点が定まらない大きな結果のセットが生成され、その結果のほとんど

が誤検出となるでしょう。ただし、相違のしきい値では、2つの値が相互のあいまい重複として検

出されないようにすることができます。

対照的に、OMIT( )を使用して、"Corporation" や "Corp."などの汎用要素を削除する式または

演算フィールドを作成する場合、相違のしきい値 1のみが2つの名前を相互のあいまい重複とし

て返します。

l Intercity Couriers
l Inter-city Couriers

ISFUZZYDUP関数
あいまい重複機能を使用して結果を確認後、ISFUZZYDUP( )関数を使用し、結果の特定の値に対

するあいまい重複の単一かつ完全な一覧を出力することができます。分析目標に特に関連していると思

われる値に対して、この追加のステップを実施できます。

「網羅的」とは、検査値から指定された相違の度合いの範囲内であれば、検査値に関連する検査

フィールド内の位置に関係なく、すべての値が返されることを意味します。

設計では、あいまい重複機能は、網羅的ではないグループの出力結果を整理します。結果は全体とし

て網羅的ですが、個々のグループはそうでない場合もあります。このアプローチでは、出力結果が大きくな

りすぎて管理できなくなる状況を防止できます。

完全でないグループでも、分析の目的を果たしている可能性があります。そうでない場合は、

ISFUZZYDUP( )を使用して、個々の値に対する完全な結果を生成することができます。
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詳細については、"ISFUZZYDUP( )関数"ページ 2319を参照してください。完全でないグループの詳細

については、"あいまい重複をグループ化する方法"ページ 1297を参照してください。
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あいまい重複の出力結果を使った作
業
あいまい重複の出力テーブルにおけるグループ所有者と各グループメンバー間の実際の相違のしきい値

(レーベンシュタイン距離 )、また所有者とメンバー1組ごとに適用される実際の相違のパーセントを見る

場合は、演算フィールドを追加してそれらの値を表示することができます。演算フィールドを追加したら、

あいまいさの度合いによって出力結果を順序付けるために、入れ子の並べ替えを作成できます。

3つの演算フィールドを次の順序で作成する必要があります。

l グループ所有者用の演算フィールド
l レーベンシュタイン距離用の演算フィールド
l 相違のパーセント用の演算フィールド

相違のしきい値用フィールドおよび相違のパーセント用フィールドを追加するには

1. あいまい重複の出力結果が含まれるテーブルを開き、［編集 > テーブルレイアウト］の順に選択し

ます。
2. 次の手順で、グループ所有者用の演算フィールドを作成します。

a. ［フィールド /式の編集］タブで、［新しい式の追加 ］をクリックします。

b. ［名前］フィールドに、「Group_Owner」と入力します。

c. ［デフォルト値］フィールドで、出力結果にあるあいまい重複検査フィールドの物理名 ( 「vendor_

name」など)を入力するか、または［f(x) ］をクリックして式ビルダーで一覧からそのフィールドを

選択します。

d. ［If］フィールドに式 NOT ISBLANK(GROUP_FL)を入力します。

e. ［静的］オプションを選択します。

f. ［入力を受け入れる ］をクリックします。
3. 次の手順で、レーベンシュタイン距離用の演算フィールドを作成します。

a. ［新しい式の追加 ］をクリックします。

b. ［名前］フィールドに、「Lev_Dist」と入力します。

c. ［デフォルト値］フィールドに次の式を入力するか、f(x) をクリックして、式ビルダーで式を作成

します。

LEVDIST(ALLTRIM(Group_Owner),ALLTRIM(fuzzy_dup_test_field),F)

fuzzy_dup_test_fieldを実際のあいまい重複テストの名前に置き換えます。

d. ［入力を受け入れる ］をクリックします。
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4. 次の手順で、相違のパーセント用の演算フィールドを作成します。

a. ［新しい式の追加 ］をクリックします。

b. ［名前］フィールドに、「Diff_Pct」と入力します。

c. ［デフォルト値］フィールドに次の式を入力するか、f(x) をクリックして、式ビルダーで式を作成

します:

100*DEC(Lev_Dist,2)/MINIMUM(LENGTH(ALLTRIM(Group_Owner)), LENGTH
(ALLTRIM(fuzzy_dup_test_field))

fuzzy_dup_test_fieldをあいまい重複テスト フィールドの実際の名前に置き換えます。

d. ［入力を受け入れる ］をクリックし、［閉じる ］ボタンをクリックして［テーブルレイアウト］ダ
イアログボックスを終了します。

5. Lev_DistおよびDiff_Pct演算フィールドをビューに追加します。

グループ所有者と各グループメンバー間の実際の相違のしきい値 (レーベンシュタイン距離 )、およ

び所有者とメンバー1組ごとに適用される実際の相違のパーセントが表示されるようになりまし

た。

フィールドをビューに追加する方法については、"ビューに列を追加する"ページ 849を参照してくだ

さい。

6. 出力結果をあいまいの度合いによって順序付けする場合は、以下の作業を行います。
a. グループフィールド以外のフィールドはすべて新しいテーブルに抽出し、そこからグループフィール

ドが空でないレコードを取り除きます。

この抽出操作に対応する ACLScript構文は次のようになります。

EXTRACT FIELDS Lev_Dist Diff_Pct GROUP_NUM Group_Owner ORIG_REC_NUM
fuzzy_dup_test_field IF ISBLANK(GROUP_FL) TO "Ranked_Fuzzy_Dupes_1"
OPEN

fuzzy_dup_test_fieldをあいまい重複テスト フィールドの実際の名前に置き換えます。

b. 抽出したテーブルで入れ子の並べ替えを実行します。1番目 (主 )の並べ替えフィールドとして

Lev_Distを使用し、2番目 (副 )の並べ替えフィールドとしてDiff_Pctを使用します。

この並べ替え操作に対応する ACLScript構文は次のようになります。

SORT ON Lev_Dist Diff_Pct TO "Ranked_Fuzzy_Dupes_2" OPEN

出力結果のあいまいさはテーブルの下方に行くにつれて大きくなります。グループ番号 フィールド

は、あいまい重複グループにおけるグループ所有者のオリジナルのレコード番号であり、［オリジナ
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ルレコード番号］フィールドは、あいまい重複グループにおけるグループメンバーの元のレコード

番号です。

入れ子の並べ替えを作成する方法の詳細については、"複数のキーフィールドでの並べ替え"
ページ 1189を参照してください。
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あいまい重複の結果のサイズ制御
あいまい重複機能では検査フィールドの値に対し多対多比較を実行するアルゴリズムを使用するため、

あいまい重複の結果のサイズが非常に大きくなる可能性があります。また、設計上、この比較では、完

全一致が必要な比較よりも簡単に一致が返されます。

データの性質と指定する差異設定によっては、結果がテスト対象のテーブルの何倍も大きくなる可能性

があります。結果が検査テーブルに対して大きくなり過ぎる場合は、検査の意味がなく、また結果のほと

んどが誤検出である可能性があります。

あいまい重複の結果のサイズ制御方法
以下の方法を使用すれば、あいまい重複の結果のサイズを制御し、返される誤検出数を減らすることが

できます。

l 複数のテスト フィールドを使用する –検査値の一意性の度合いを高めるために検査フィールドを

連結します。
l テスト フィールド値の要素を並べ替える – SORTWORDS( 関数を使用して、テスト フィールド値の

個別の要素を連続する順序に並べ替えます。これにより、小さい相違のしきい値を使用できま

す。
l テスト フィールド値から汎用要素を削除する –OMIT( )関数を使用してテスト フィールド値から総

称要素を除去します。これにより、［相違のしきい値］に指定する値を小さくすることができます。
l 相違のしきい値 –［相違のしきい値］に最初は小さな値 (たとえば 3以下 )を指定して実行し、結

果への制限が強すぎると感じる場合には値を大きくします。
l 相違のパーセント –［相違のパーセント］に最初は既定の値 ( 50)を指定して実行し、結果への制

限が強すぎると感じる場合には値を大きくします。特に理由がない限り、［相違のパーセント］オプ

ションをオフにしないでください。
l 結果サイズ (%) –結果のサイズが大きくなり過ぎて扱いにくくならないよう、検査フィールドの値の数

に基づき［結果サイズ (%)］を指定します。［結果サイズ (%)］で、検査フィールドのサイズに対する

結果の最大サイズを設定します。特に理由がない限り、［結果サイズ (%)］オプションをオフにしな

いでください。

メモ

この設定は、誤検出を含めるか除外するかには影響しません。

l あいまい重複グループサイズを制限する –SETコマンドを使用して、あいまい重複グループの最大

サイズに既定のサイズ20より小さい値を指定します。たとえば、SET FUZZYGROUPSIZE TO 10。

メモ

この設定は、誤検出を含めるか除外するかには影響しません。
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注意

上記の一部の方法では、制限が強すぎると有効なあいまい重複が除外される可能性

があります。設定の組み合わせをいろいろ試してみて、特定のデータセットでどれが最も

良い状態で機能するかを調べる必要があるかもしれません。

有効なあいまい重複を除外する可能性が最も低い方法は、SORTWORDS( )関数と

OMIT( )関数を使用して連結されます。

最大結果サイズの指定
［結果サイズ (%)］オプションに結果の最大サイズを指定すると、結果のサイズが、有意と考えられるサイ

ズを超えたときにあいまい重複操作を自動的に終了させることができます。操作が終了した場合、出力

テーブルは作成されません。

［結果サイズ (%)］オプションは、処理時間が非常に長くなることを防止するための安全なメカニズムで

す。返される結果の有効性には関係しません。大きい結果サイズ制限を指定すると、結果の誤検出数

が増える場合があります。逆に、小さい結果サイズを指定すると、すべての有効なあいまい重複が取り込

まれる前に、処理が終了する可能性があります。

適切な制限を選択する

結果サイズに適切な制限を選択することは判断の問題であり、ある程度の実験が必要になることもあり

ます。低めの制限から始めてください。制限を超え、処理が終了した場合、制限を上げることができます

処理を完了できる制限になったら、結果を検査します。誤検出の比率が多い場合は、1つ以上の"あい

まい重複の結果のサイズ制御方法"前のページを使用することをお勧めします。

最適な結果セットでは、テスト フィールドにすべての有効なあいまい重複 (真の検出 )が含まれますが、

誤検出数も最小限に抑えられます。一般的に、最適な結果セットを達成するには、すべてのあいまい重

複設定と使用可能なヘルパー方法でバランスを取る必要があります。

100パーセントを超える結果サイズ制限を指定できる理由

結果セットのサイズは、デフォルトで検査フィールドのサイズの10 %です。このサイズは変更可能で、1か

ら 1000までのパーセントを指定できます。1000%の制限は多対多一致の性質に対応し、処理の暴走

を回避します。多対多一致では、元の検査データセットより大きい結果が生成されるかもしれません。た

だし、元の検査データセットのサイズを超える結果は、主に誤検出である可能性があります。

結果サイズ計算の端数処理

結果サイズの計算では、正の整数になるよう丸め(四捨五入 )を使用します。また、2未満の数字につ

いては最小結果サイズである 2(グループ所有者 1とメンバー1)に切り上げます。
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結果サイズ制限を無効にする

一般的に、結果が、対処できる妥当なサイズであると確信できない限り、［結果サイズ (%)］オプションを

オフにしないでください。結果の数に制限を設けることなくあいまい重複操作を実行すると、処理時間が

非常に長くなる、または使用可能なメモリを超過し、その結果、処理が終了します。

あいまい重複グループの最大サイズの設定
SETコマンドを使用してあいまい重複グループの最大サイズを指定することは、グループのサイズを制限

する 1つの方法です。サイズが制限されなければ、多くの誤検出が含まれるでしょう。この機能は、出力

結果のいくつかのグループのみを対象にサイズを制限する設定を見つける場合には非常に有効です。全

グループまたはグループの大半がその最大サイズに達するような場合は、設定が小さすぎるかもしれませ

ん。また、これによって有効なあいまい重複が除外されてしまう可能性があります。このほか、相違の設

定が十分に制限されていない可能性もあります。これにより、グループのサイズが大きくなってしまいます。

最大グループサイズの既定の値は 20です。これにグループの所有者は含みません。既定以外の値にす

る場合は、2から 100までの数値を指定できます。指定された最大サイズは、Analytics セッションの間は

有効となります。

グループが最大サイズに達した場合の動作

1つのあいまい重複グループが最大サイズに達すると、それ以降、そのグループ所有者に対するあいまい

重複は検出されず、そのグループには現れません。その除外されたあいまい重複が、後続のグループに現

れるかどうかはわかりません。これは、そのあいまい重複が後続のあいまい重複一致の一部であるかどう

かで決まります。

分析において、最大サイズに達したグループの所有者に対するあいまい重複の完全な一覧を生成する

ことが重要な場合は、この目的のために ISFUZZYDUP( )関数を使用することができます。詳細について

は、"あいまい重複のヘルパー関数"ページ 1284を参照してください。

1つ以上のグループがその最大サイズに達した場合、メッセージがログに表示されます。最大サイズに達し

たグループ数が10以下の場合、そのグループはグループ番号によって個別に識別されます。

完全な重複はグループサイズ計算に含まれます

完全な重複は結果に含めないようにした( ［完全な重複を含める］オプションがオフ)場合でも、それはグ

ループサイズの計算に含まれます。たとえば、あるグループが、最大グループサイズ20(グループ所有者 1
とグループメンバー20)に達したとしてログに表示されたが、結果にはグループメンバーが18個しか現れ

なかった場合、検査フィールドにグループ所有者の完全重複が最低でも 2つ存在しています。

すべてが完全重複で構成されるグループも、最大グループサイズに達した場合はログに表示されます。し

かし、完全な重複を結果に含めないようにしていた( ［完全な重複を含める］オプションがオフ)場合は、そ

のグループは出力結果に現れません。

詳細については、"SETコマンド"ページ 2081を参照してください。
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設定による動作の違い
あいまい重複は、指定した相違の度合いに基づいて選択され、出力結果でグループ化されます。相違

の度合いは、［あいまい重複］ダイアログボックスにある以下の2つの設定の組み合わせで決まります。

l 相違のしきい値 –では、2つのあいまい重複間で許容される相違数を制御します。
l 相違のパーセント –では、個々の値に対する相違の割合を制御します。

この2つの設定は、それぞれ独立したしきい値として動作します。検査対象のフィールドの値が結果のあ

いまい重複のグループに含まれるようにするには、それらの値がこの両方のしきい値の範囲内にある必要

があります。2つの設定を調整することで、結果の精度や有用性を最大限に高めることができます。

相違のパーセントの指定はオフにすることができます。その場合、相違のしきい値の範囲内にのみ値があ

る必要があります。相違のしきい値の指定をオフにすることはできません。

相違のしきい値の詳細
相違のしきい値は、2つの値があいまい重複と認定されるために、それらの値間で許容されるレーベン

シュタイン距離の最大値です。

レーベンシュタイン距離の概要

レーベンシュタイン距離は、ある値を別の値と同一にするために、1つの文字を編集する必要がある最小

回数です。必要な編集回数は、コンピューティングサイエンスアルゴリズムによって計算されます。

レーベンシュタイン距離の例

“Smith”と “Smythe”の間のレーベンシュタイン距離は 2です。

l 編集 1 – ‘y’は ‘i’に代入される必要があります
l 編集 2 – ‘e’は挿入される必要があります

レーベンシュタイン距離がより大きければ、2つの値間の相違も大きくなります。距離が0(ゼロ)ということ

は、2つの値がまったく同じということです。

以下の表では、レーベンシュタイン距離のさまざまな例を示しています。レーベンシュタイン距離の詳細に

ついては、LEVDIST( )を参照してください。

メモ

レーベンシュタインアルゴリズムでは、単語間の空白やスペースを文字として扱います。
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値 1 値 2
レーベンシュタイン距

離

［相違のしきい値］が3の場合、結果に含まれ

る

Smith Smith 0 はい

( ［完全な重複を含める］オプションが選択され

た場合 )

Smith Smithe 1 はい

Smith Smythe 2 はい

Hanssen Jansn 3 はい

Smith Brown 5 いいえ

Intercity Couriers Intercity Couriers
Inc.

5 いいえ

Diamond Tire Diamond Tire & Auto 7 いいえ

JW Smith John William Smith 10 いいえ

相違のしきい値の変更

相違のしきい値を大きくすると、許容されるレーベンシュタイン距離の最大値も大きくなります。これによ

り、相違の度合いがより大きい値も含まれることになり、結果のサイズが大きくなります。相違のしきい値

には 1から 10までの数値を指定できます。

この数値に上限を設けている理由は、最大レーベンシュタイン距離が一定の限度を超える大きな値にな

ると、多くの誤検出を含む非常に大きい結果セットが生成されてしまうからです。

この数値に下限を設けている理由は、0(ゼロ)を指定すると完全な重複のみが対象となってしまうからで

す。完全な重複のみを検索することが目的であれば、"重複の検索"機能を使用してください。

相違のパーセントの詳細
相違のパーセントは、2つの値があいまい重複と認定されるために、比較する 2つ値のうち短い方の値に

対して許容される相違の割合の最大値です。

相違のパーセントの計算方法

検査フィールドで比較する値のペアごとのレーベンシュタイン距離を使用して、Analyticsは次の内部的な

計算を実行します。

レーベンシュタイン距離 /短い方の値の文字数 × 100 =相違のパーセント
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相違のパーセントの例

"Smith"と "Smythe"の間のレーベンシュタイン距離は 2で、2つの値のうち短い方の値は 5文字

なので、相違のパーセントは 40( 2/5)になります。

この相違のパーセントが［相違のパーセント］オプションで指定した割合以下の場合、2つの値は結果に

含まれます。これは、その値がレーベンシュタイン距離の許容される最大値 (相違のしきい値 )の範囲内

であることを前提とします。

以下の表では、相違のパーセントのさまざまな例を示しています。

値 1(長さ) 値 2(長さ)
レーベンシュタイン距離、相違の

パーセント

［相違のパーセント］に 50が設定

された場合、結果に含まれる

Smith (5) Smith (5) 0, 0% (0/5) はい

( ［完全な重複を含める］オプショ

ンが選択された場合 )

Smith (5) Smithe (6) 1, 20% (1/5) はい

Smith (5) Smythe (6) 2, 40% (2/5) はい

Hanssen (7) Jansn (5) 3, 60% (3/5) いいえ

Smith (5) Brown (5) 5, 100% (5/5) いいえ

Intercity Couriers
(18)

Intercity Couriers
Inc.(23)

5, 27.77% (5/18) はい

Diamond Tire (12) Diamond Tire & Auto
(19)

7, 58.33% (7/12) いいえ

JW Smith (8) John William Smith
(18)

10, 125% (10/8) いいえ

相違のパーセントの変更

相違のパーセントを大きくすると、相違の割合がより大きい値も含まれることになり、結果のサイズが大き

くなります。相違のパーセントには 1から 99までの数値を指定できます。

この数値に上限を設けている理由は、相違のパーセントが100以上になると、同じあいまい重複グルー

プ内で完全に異なる値のペアが含まれるようになるからです。たとえば、"ABC"と "XYZ"のレーベンシュタ

イン距離は 3、短い方の値の長さは 3なので、相違のパーセントは 100になります。

この数値に下限を設けている理由は、0(ゼロ)を指定すると完全な重複のみが対象となってしまうからで

す。完全な重複のみを検索することが目的であれば、"重複の検索"機能を使用してください。
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相違のパーセントをオフにする

相違のパーセントの指定は、状況に応じてオフにすることができます。［相違のパーセント］オプションをオ

フにすると、値における相違の割合は結果に考慮しません。これにより、"JW Smith"と "John William
Smith"などの有効なあいまい重複も出力される可能性があります。ただし、その場合のあいまい重複グ

ループには、"Smith"と "Brown"などの完全に異なる値も含まれることになります。この結果のサイズは、

［相違のパーセント］オプションを使用して値を設定したときよりも大きくなります。

［相違のしきい値］および［相違のパーセント］
オプションを併用した場合の動作
以下の表は、［相違のしきい値］および［相違のパーセント］オプションを併用した場合の動作を示しま

す。"相違のしきい値の詳細"ページ 1293と"相違のパーセントの詳細"ページ 1294で挙げた比較値が

出力結果に含まれるようにするには、両オプションのしきい値の範囲内にある必要があります。

相違のしきい値と相違のパーセントが個別に判断される場合に、"Hanssen/Jansn"と "Intercity
Couriers/Intercity Couriers Inc."が含まれます。ただし、2つの設定がまとめて考慮されるときには、含ま

れません。両方のしきい値の境界に当てはまらないためです。

値 1(長さ) 値 2(長さ)
レーベンシュタイン距離、相違の

パーセント

［相違のしきい値］に 3、［相違の

パーセント］に 50が設定された場

合、結果に含まれる

Smith (5) Smith (5) 0, 0% (0/5) はい

( ［完全な重複を含める］オプショ

ンが選択された場合 )

Smith (5) Smithe (6) 1, 20% (1/5) はい

Smith (5) Smythe (6) 2, 40% (2/5) はい

Hanssen (7) Jansn (5) 3, 60% (3/5) いいえ

Smith (5) Brown (5) 5, 100% (5/5) いいえ

Intercity Couriers
(18)

Intercity Couriers
Inc.(23)

5, 27.77% (5/18) いいえ

Diamond Tire (12) Diamond Tire & Auto
(19)

7, 58.33% (7/12) いいえ

JW Smith (8) John William Smith
(18)

10, 125% (10/8) いいえ
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あいまい重複をグループ化する方法
あいまい重複操作では、データを処理するときに検査フィールドを下方 (後方 )へ順に移動します。この

操作では、フィールドの1番目の値を後続の各値と比較し、次にフィールドの2番目の値を後続の各値

と比較するというように、すべての値がその後続の各値と比較されるまで、そのフィールドをループします。

前 (上方 )の値と比較されることはありません。

あいまい重複操作では、指定されている相違の設定に基づいて、2つの比較値があいまい重複かどうか

を判断します(相違の設定に関する詳細については、"設定による動作の違い"ページ 1293を参照してく

ださい)。2つの値があいまい重複の場合、これらの値は共に同じグループに入れられます。重複するあい

まい重複は表示されません(これについては後で説明します)。あいまい重複操作の結果には、複数の

グループが含まれる可能性があります。

グループ所有者とグループメンバー
グループ内の1番目のあいまい重複が、グループの制御値であり所有者です。これは単に、検査対象の

フィールドにおけるグループメンバーの中で最初に現れる値を基準にしているだけです。検査フィールドに

同じデータが複数存在しているが、それらが別々に格納されている場合は、グループ所有者が異なる

別々のグループが作成されます。

グループはグループ所有者のレコード番号によって識別されます。以下の例は、［姓］フィールドのテスト

結果を示します。"Janson"は(相違の設定に基づいて)グループを形成します。この "Janson"は元の

テーブルでレコード番号が3なので、グループは「グループ 3」となります。
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グループ所有者は、正確な値である必要はありません。

グループ所有者は、正確な値または基準となる値である必要はありません。これは単に、指定された相

違の度合いに基づく値が、グループの形成の処理で測定または計算されるということです。グループの全

メンバーはそのグループ所有者の、指定された相違の度合いの範囲内にあります。メンバーが互いに、指

定された相違の度合いの範囲内にあるかどうかはわかりません。

以下の図は、上記の出力テーブルの結果を視覚的に表したものです。相違のしきい値が1ということ

は、グループのメンバーはグループ所有者と最大 1文字まで異なってもよいことを意味します。あいまい重

複のいくつかが、複数のグループに現れていることに注意してください。

完全な結果と完全でない結果
結果のサイズが大きくなり過ぎないようにするため、あいまい重複機能は完全でないグループを生成する

よう設計されています。「完全でない」とは、あいまい重複の個々のグループには、そのグループ所有者の

指定された相違の度合いの範囲内にある、検査フィールドのすべてのあいまい重複が含まれない可能
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性があることを意味します。ただし、グループ所有者が検査フィールド内の別の値のあいまい重複である

場合は、2つの値が結果の(グループ所有者と関連があるグループに限らず)どこかのグループに一緒に

現れます。このため、グループは完全ではない可能性がありますが、全体の結果は完全です。

分析において、検査フィールド内の特定の値に対するあいまい重複の、単一かつ完全な一覧を生成す

ることが重要な場合は、この目的のために ISFUZZYDUP( )関数を使用することができます。詳細につい

ては、"あいまい重複のヘルパー関数"ページ 1284を参照してください。

グループ形成の詳細
あいまい重複機能では、既に前のグループのグループ所有者に伴って出現した値は、以降のグループか

ら除外することによって、完全でないグループを作成します。この方法によって、グループ形成では余分な

あいまい重複のペアの数が減るので、結果全体のサイズを制御するのに役立ちます。

グループ形成を管理する規則については、後で例を挙げて説明します。

ルール 説明

所有者とメンバーの関係は非相互的 あいまい重複操作では、検査フィールドを下方 (後方 )へ順に移動するので、グ

ループ所有者は、フィールド内でそのグループ所有者の下 (後続 )に現れるあい

まい重複のみと関連付けられます。グループ所有者の前に現れるあいまい重複

とは関連付けられません。

グループ所有者は、既にその上で現れる 1つ以上のグループのメンバーである

可能性があります。ただし、その逆はありません。上方 (前方 )にあるグループの

所有者は、後続グループのメンバーにはなりません。値がグループの所有者に

なった場合、その値はそれ以降のグループに現れることはありません。

上記の例では、グループ 6の所有者である "Jansen"は、前の2つのグループの

メンバーです。しかし、それら 2つののグループの所有者 ( "Hansen" と "Janson")
は、"Jansen"のあいまい重複であるにもかかわらず、グループ 6のメンバーでは

ありません。

2つの値が前のグループのメンバーであ

り、値の1つがその後続グループの所有

者となる場合は、その2つの値が共に後

続グループに入ることはありません。

上記の例では、"Jansen"、"Jansan"および "Jansn"はすべてグループ 3のメン

バーです。"Jansen"がグループ 6の所有者になった場合、"Jansan" と "Jansn"
は、共にあいまい重複であり、それらが検査フィールドで "Jansen"の後方に現

れるとしても、そのグループには入りません。

2つの値が前のグループのメンバーであ

り、どちらの値もその後続グループの所有

者とならない場合は、その2つの値は共

に後続グループに入ることができます。

上記の例では、"Hanson" と "Jansen"はグループ 2 とグループ 3の両方に出現

します。この場合、相違の度合いが、2つの値間ではなく、それぞれのグループの

所有者から測定されるので、複数のグループへ一緒に現れることになります。

メモ

2番目および 3番目の規則には例外があります。実行時に、あいまい重複操作では値を一時的に格納

します。これらの一時的な値のために割り当てられる容量がいっぱいになった場合、1つ以上の重複する

グループメンバーを持つグループ所有者が出力されることがあります(所有者とメンバーは前のグループに

一緒に現れています)。あいまい重複グループ用に指定する最大サイズを小さくすると、この余分な重複

が起こりやすくなります。
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あいまい重複によるデータ処理とグループ形成

以下の表は、上記の例のレコード単位の処理を示します。

入力データ

降順によるデータ

処理 出力結果

レコー

ド番号 姓

あいまい重複が見

つかりました

グルー

プ番号

グループ所

有者

グループメンバー(前のグループのグループ所

有者と一緒に出現したメンバーは除外 )

1 Ronson

2 Hansen Hanssen,
Hanson, Jansen

2 Hansen Hanssen, Hanson, Jansen

3 Janson Hanson, Jansen,
Jansan, Jansn

3 Janson Hanson, Jansen, Jansan, Jansn

4 Hanssen

5 Hanson

6 Jansen Jansan, Janszen,
Jansn

6 Jansen Janszen

7 Jansan Jansn

8 Janszen

9 Jansn

(相違の設定 :相違のしきい値 = 1,相違のパーセント = 99)

結果に完全な重複を含める
あいまい重複操作では、データを処理するときに必ず完全な重複を含めますが、［あいまい重複］ダイア

ログボックスの［完全な重複を含める］オプションを選択していなければ、その完全な重複は結果から除

去されます。

正確な重複には、あいまい重複と同じグループ形式ルールが適用されます。前のグループのグループ所

有者と一緒に出現したメンバーはグループから除外されます。グループの所有者と除外された値が完全

重複の場合、その除外された値は所有者のグループに入れる必要があるように思えるかもしれません。

しかし、2つの値は共に前のグループに入っているので、この除外はグループの形成規則に合致していま

す。

以下の表は、正確な重複の処理を示します。

l "Ronson(3)"は "Ronson(4)"とグループを形成しません。これら 2つの値は既にグループ 1に入っ

ているからです。
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l "Jansen(9)"は "Jansen(8)"で形成されたグループからは除外されます。これら 2つの値は既にグ

ループ 2とグループ 5に入っているからです。

入力データ 降順によるデータ処理 出力結果

レコー

ド番号 姓

検出されたあいまい重

複と完全重複

グルー

プ番号

グループ所

有者

グループメンバー(前のグループのグルー

プ所有者と一緒に出現したメンバーは

除外 )

1 Ronson Ronson (3), Ronson
(4)

1 Ronson Ronson (3), Ronson (4)

2 Hansen Hanssen, Hanson,
Jansen (8), Jansen (9)

2 Hansen Hanssen, Hanson, Jansen (8), Jansen
(9)

3 Ronson Ronson (4)

4 Ronson

5 Janson Hanson, Jansen (8),
Jansen (9), Jansan,
Jansn

5 Janson Hanson, Jansen (8), Jansen (9),
Jansan, Jansn

6 Hanssen

7 Hanson

8 Jansen Jansen (9), Jansan,
Janszen, Jansn

8 Jansen Janszen

9 Jansen Jansan, Janszen,
Jansn

9 Jansen Janszen

10 Jansan Jansn

11 Janszen

12 Jansn

(相違の設定 :相違のしきい値 = 1,相違のパーセント = 99,完全な重複を含める = Y)
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データのグループ化
データをグループ化すると、パターン、傾向、不規則性、または異常値を識別するのに役立つ概要が作

成されます。フィールドの値、または複数のフィールドの値の組み合わせに基づいて、データをグループ化

します。

グループ化により、選択した評価基準または識別子によって、集中させるレコード数、および値や数量の

量を決めることができます。

グループ化で使用できる値
グループ化の1つの強力な要素は、さまざまな異なる型の値でグループ化できることです。

l 数値または値の範囲
l 特定の数
l 類似した数値
l 期間
l 特定の日付
l 次のようなレコード識別子

l 業者または顧客番号
l 決済コード
l 製品識別子
l ロケーションコード

グループ化処理

操作 データ型 機能 出力

階層化 数値 o 数値データをグループ化します。
o ある範囲内の数値間隔でレコードをグループ化

し、指定した数値フィールドの小計を計算します。

範囲のサイズと、その範囲内における間隔数を指

定できます。

o 画面
o グラフ
o 印刷
o ファイル(テキスト

またはAnalytics
テーブル)

年齢調べ 日付時刻 o 日付時刻データをグループ化します。
o 日付範囲または年齢調べ間隔でレコードをグルー

プ化し、指定した数値フィールドの小計を計算し

ます。

o 画面
o グラフ
o 印刷
o ファイル(テキスト )

分類化 文字

数値

o 文字または数値データをグループ化します。
o 文字または数値フィールドの値に基づいてレコード

をグループ化し、指定した数値フィールドの小計を

計算します。

o 画面
o グラフ
o 印刷
o ファイル( Analytics

テーブル)
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操作 データ型 機能 出力

要約 文字

数値

日付時刻

o 文字、数値、または日付時刻データをグループ化

します。
o 1つ以上の文字フィールド、数値フィールド、または

日付時刻フィールドの値に基づいてレコードをグ

ループ化し、指定した数値フィールドの小計を計

算します。
o 要約は分類化と似ていますが、複数のフィールド

別にレコードをグループ化できる点が異なります。

o 画面
o 印刷
o ファイル( Analytics

テーブル)

クロス集計 文字

数値

o 文字または数値データをグループ化します。
o 2つ以上の文字または数値フィールドの値に基づ

いてレコードをグループ化し、その結果として生じる

グループを行と列のグリッドに表示します。また、数

値フィールドの小計を計算します。
o クロス集計は、2つの文字または数値フィールドを

使用する要約と似ています。

o 画面
o グラフ
o 印刷
o ファイル(テキスト

またはAnalytics
テーブル)

ヒストグラム 文字

数値

o 文字または数値データをグループ化します。
o 文字フィールドまたは数値フィールドの値に基づい

てレコードをグループ化し、その結果として生じるグ

ループを棒グラフで表示します。数値フィールドの

小計をサポートしていません。
o 文字フィールドを使用するヒストグラムは、分類化

に似ています。数値フィールドを使用するヒストグラ

ムは、階層化に似ています。

o 画面
o グラフ
o 印刷
o ファイル(テキスト )

クラスター 数値 o 数値データをグループ化します。
o 1つ以上の数値フィールドの類似または付近の値

に基づいて、レコードをグループ化します。

o ファイル( Analytics
テーブル)
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データの階層化

階層化は、数値フィールドの値に基づいて、テーブル内のレコードを数値間隔 (値範囲 )でグループ化

し、各間隔のレコード数をカウントします。

たとえば、売掛金テーブルを請求金額フィールドに基づいて 5000 ドル間隔、つまり、0 ～ 4,999.99 ドル

の請求書、5,000 ～ 9,999.99 ドルの請求書というようにグループ化し、各間隔の取引の総数と取引金

額の総額を調べることができます。

関連付けられた数値フィールドの小計
階層化すると、任意で 1つ以上の関連付けられた数値フィールドを小計できます。上記の例では、割

引金額フィールドの小計を計算して、各間隔の割引金額の総額を調べることができます。

メモ

小計フィールドを指定しないと、階層化の対象とするフィールドの小計が自動的に計算

されます。

数値間隔の動作
数値間隔とは値の範囲です。数値間隔を作成するオプションは 2つあります。

l 均等サイズの間隔
l カスタムサイズの間隔

均等サイズの間隔

Analyticsは、キーフィールドの値を特定の間隔の数にグループ化して均等サイズの間隔を計算します。

均等サイズの間隔を作成するには、第 1間隔の最小値と最終間隔の最大値、および必要な間隔の

数を指定します。

ヒント

フィールドの実際の最小値と最大値を使用する場合は、間隔のサイズは一般に丸め金

額ではありません。間隔のサイズを丸め金額とする場合は、たとえば、0と5000のよう

に、丸め金額の最小値と最大値を指定することができます。
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カスタムサイズの間隔

Analyticsは、キーフィールドの値を、指定する開始値を持つ間隔にグループ化してカスタムサイズの間

隔を計算します。

カスタムサイズの間隔を作成するには、各間隔の開始値、および最後の間隔の終了値を指定します。

均等サイズの間隔、またはサイズがさまざまな間隔を作成できます。

均等サイズの間隔とカスタムサイズの間隔の例

以下のテーブルは、48.19 ドルから 4,792.83までの範囲にある値一式で作成しうる間隔のタイプ

の例を示したものです。

均等サイズの間隔

(実際の最小値と最大値を使用 )

均等サイズの間隔

(丸めの数として指定された最小値

と最大値 ) カスタムサイズの間隔

48.19 - 997.11

997.12 - 1,946.04

1,946.05 - 2,894.97

2,894.98 - 3,843.90

3,843.91 - 4,792.83

0.00 - 999.99

1,000.00 - 1,999.99

2,000.00 - 2,999.99

3,000.00 - 3,999.99

4,000.00 - 5,000.00

0.00 - 99.99

100.00 - 999.99

1,000.00 - 5,000.00

階層化と並べ替え
テーブルが並べ替えられているかどうかに関係なく階層化できます。並べ替えられていないテーブルを階

層化する場合、Analyticsは階層化操作の一環として出力結果を自動的に並べ替えます。

統計オプション
［小計フィールドの統計を含める］オプションを使用すると、小計を出す各数値フィールドの平均値、最小

値、および最大値を計算することができます。上の例で、統計オプションを使用すると、間隔ごとに請求

金額の平均値、最小値、および最大値が計算されます。さらに、割引金額フィールドの小計を計算して

いる場合は、間隔ごとに割引金額の平均値、最小値、および最大値も計算されます。

階層化の詳細
階層化では、次の操作を実行します。
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操作

"階層化の結果"下 での該

当箇所

数値フィールドに基づいてレコードを間隔ごとにグループ化する Trans Amount フィールド , 1
番目

各間隔に該当するレコード数をカウント (小計 )し、その小計が全体に占める割合 (カウント

の割合 )を計算する

カウント フィールド

カウントの割合フィールド

階層化される数値フィールドの最小値と最大値を提供する 表示されません

任意で、間隔ごとに1つ以上の数値フィールドの値の小計を計算し、最初に選択したフィー

ルドを対象にその小計がフィールド合計に占める割合を計算する

Trans Amount フィールド , 2
番目

フィールドの割合フィールド

任意で、小計を計算する各数値フィールドの平均値、最小値、および最大値を計算する 表示されません

出力結果に含まれる全数値フィールドの合計を提供する 合計行

任意で、出力結果を文字フィールド(顧客 IDやトランザクションタイプなど)の値に基づいて

ブレークダウンする(文字フィールドは、階層化を実行する前にソートされている必要がありま

す)。

表示されません

階層化の結果

次によって生成される出力結果：
l 売掛金テーブルの取引金額の階層化

(  Arテーブルは ACL DATA\Sample Data Files\Sample Project.ACLにあります)

l $1000間隔を使用
l 結果を画面に出力する
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手順
テーブル内のレコードを均等な数値間隔またはカスタムサイズの数値間隔でグループ化することによっ

て、データを階層化することができます。

各間隔について、任意で、関連する数値フィールドの小計、平均値、最小値、最大値の計算を含める

ことができます。

方法の説明

1. ［分析 >階層化］の順に選択します。
2. ［メイン］タブで、次のいずれかを行います。

o ［階層化の対象］ドロップダウンリストから、階層化の対象となるフィールドを選択します。

o ［階層化の対象］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

3. 省略可能。［小計フィールド］を 1つ以上選択するか、または［小計フィールド］ボタンをクリックし

て、小計フィールドを選択するか式を作成します。

小計フィールドを選択しないと、階層化の対象とするフィールドの小計が自動的に計算されます。

階層化するフィールドと、それ以外の1つ以上のフィールドの小計を出したい場合、または小計さ

れた階層化対象フィールドの統計を含めたい場合は、階層化するフィールドを明示的に選択する

必要があります。

小計フィールドを選択する順序は、列が結果に表示される順序になります。既存のAnalytics
テーブルに結果を追加する場合は、結果と既存テーブル内の列の選択と順序は同一である必要

があります。

4. ［最小値］で、最初の間隔の最小値を入力します。

階層化するフィールドに対して事前にプロファイルまたは統計を実行している場合は、階層化する

フィールドの最小値がデフォルトで入力されています。必要に応じて、デフォルトを変更できます。

5. ［最大値］で、最後の間隔の最大値を入力します。

階層化するフィールドに対して事前にプロファイルまたは統計を実行している場合は、階層化する

フィールドの最大値がデフォルトで入力されています。必要に応じて、デフォルトを変更できます。

6. 次のいずれかを実行します。

o ［間隔］を選択し、［最小値］と［最大値］によって指定された範囲内に必要な、均等な間隔

の数を入力します。デフォルトの間隔数は 10です。

ヒント

デフォルトの間隔数は、［ツール>オプション］の順にクリックして［コマンド］タブを

選択し、［間隔の数］を更新することによって変更できます。

o カスタムサイズの間隔を作成するには［フリー］を選択し、各間隔の開始値および最後の間隔

の終了値を入力します。各値は改行で区切って入力する必要があります。

［フリー］を使用する場合、［最小値］と［最大値］の指定は任意です。［最小値］と［最大値］
を指定した場合は、これらの値がそれぞれ最初の間隔の開始点と最後の間隔の終了点とな
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り、入力した値が範囲内に追加の間隔を生成します。入力する値は、［最小値］で指定され

た値より大きく、かつ［最大値］で指定された値以下である必要があります。

7. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

8. 省略可能。小計された各数値フィールドの平均値、最小値、および最大値を計算する場合は、

［小計フィールドの統計を含める］を選択します。

統計を含めるには、少なくとも 1つの小計フィールドを選択する必要があります。

9. ［出力］タブをクリックします。
10. ［出力先］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l 画面 – Analyticsの表示領域に結果を表示するには、このオプションを選択します。

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられてい

るソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができま

す。

出力レコードに多数のレコードが含まれている場合は、結果を画面に表示するよりファイルに保

存した方が、処理が速く便利です。

l 印刷 –デフォルトのプリンターに結果を送信するには、このオプションを選択します。
l グラフ –結果を基にグラフを作成し、それを Analytics表示領域に表示するには、このオプション

を選択します。
l ファイル –結果を Analyticsテーブルまたはテキスト ファイルに保存または追加するには、このオプ

ションを選択します。Analyticsテーブルに保存または追加する場合、そのテーブルがまだプロジェ

クトに存在しないときは、開いているプロジェクトに追加されます。テキスト ファイルに保存または

追加する場合、ファイルはAnalyticsの外部に保存されます。

メモ

当該の分析操作に対して適用されない出力オプションは無効になります。

11. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合は、［出力指定］パネルで次の情報を指定します。
l ファイルの種類 –結果を新しい Analytics テーブルに保存する、または既存のAnalyticsテーブ

ルに追加する場合は、"Analyticsテーブル"を選択します。結果をテキスト ファイルに保存また

は追加する場合は、使用している Analyticsのエディションに応じて、ASCII テキスト ファイルま

たはUnicode テキスト ファイルを選択します。
l 名前 – ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します。もしくは、［名前］ボタンをクリックし

て、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでファイル名を入力するか、既存
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のファイルに上書きまたは追加する場合はそのファイルを選択します。Analyticsによってファイル

名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け入れることも、あるいは

変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェ

クトの場所以外の場所にファイルを保存したり、その場所にあるファイルに追加したりすることも

できます。たとえば、C:\Results\Output.filまたは Results\Output.filのように指定し

ます。

メモ

Analyticsテーブル名は、拡張子 .FILを含まない 64文字の英数字に制限され

ています。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字や

スペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

l ローカル –サーバーテーブルに接続されており、Analyticsテーブルに結果を保存または追加する

場合にのみ有効になります。プロジェクトと同じ場所にファイルを保存する、パスを指定する、ま

たは別のローカルフォルダーへ移動する場合は、［ローカル］を選択します。サーバーのPrefix
フォルダーにファイルを保存する場合は、［ローカル］を選択解除されたままにしておきます。

メモ

出力結果がAX Serverテーブルの分析や処理から生成される場合は、［ローカ

ル］を選択します。結果テーブルを AX Serverにインポートするために［ローカル］設
定を選択解除することはできません。

12. 出力の種類によっては、任意で［ヘッダー］および［フッター］をそれぞれのテキスト ボックスに指定で

きます。

デフォルトでは、ヘッダーとフッターは中央揃えで出力されます。ヘッダーテキストやフッターテキスト

を左揃えにするには、テキストの前に始め山かっこ( <)を入力します。複数行のヘッダーやフッター

を入力する場合は、［ヘッダー］または［フッター］ボタンをクリックします。あるいは、ヘッダーまたはフッ

ターのテキスト ボックスで、改行文字としてセミコロン( ;)を入力してもかまいません。複数行を左揃

えにするには、各行の先頭に始め山かっこが必要です。

13. ［詳細］タブをクリックします。

14. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端
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の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

15. 最小値と最大値で指定された値を超える値を含めないようにする場合は、［範囲外を出力しな

い］を選択します。
16. 出力結果を文字フィールドの値に基づいてブレークダウンさせる場合は、［ブレーク］テキスト ボック

スにフィールド名を入力するか、［ブレーク］をクリックしてフィールドを選択または式を作成します。

たとえば、売掛金テーブルを決済額で階層化した結果を、さらに顧客別に分類する可能性があ

るでしょう。［ブレーク］で使用できるのは 1つの文字フィールドのみであるため、入れ子のブレークダ

ウンには対応していません。

メモ

［ブレーク］オプションによって有効な結果を得るためには、階層化を実行する前に

ブレークダウン対象の文字フィールドを並べ替えておく必要があります。

17. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合、出力結果を既存ファイルの末尾に追加するとき

は、次のいずれかを行います。

o テキスト ファイル、または出力結果とまったく同じ構造であることがわかっている Analyticsテーブ

ルに追加する場合は、［既存のファイルに追加する］を選択します。

o Analyticsテーブルに追加するときに、出力結果と既存のテーブルのレコード長を ACLに比較

させたい場合は、［既存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておきます。レコード

長が同一でなければ、データ構造は同じではなく、追加は正しく動作しません。

メモ

出力結果と既存のテーブルの構造が同一であるかどうかが不確かな場合は、［既
存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておくことをお勧めします。追

加およびデータ構造の詳細については、"既存テーブルへの出力結果の追加"
ページ 207を参照してください。
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18. 出力の種類としてファイル( Analytics テーブル)を選択した場合、操作の完了時に、自動的に出

力テーブルを開く場合は、［出力テーブルを開く］を選択します。

19. ［OK］をクリックします。
20. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

［最後に追加］オプションが表示されることを期待していたのに表示されない場合は、［いいえ］をク

リックして操作をキャンセルし、"既存テーブルへの出力結果の追加"ページ 207を参照してくださ

い。
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データの年齢調べ

年齢調べは、日付または日付時刻フィールドの値に基づいてテーブル内のレコードを年齢調べ間隔でグ

ループ化し、各期間のレコードの数をカウントします。

年齢調べは、販売傾向の評価、取扱量の調査、未払い日数による請求書のグループ化などでよく使

用されます。

たとえば、売掛金テーブルの年齢調べを請求日フィールドに基づいて行うことができます。レコードを 30
日の期間、つまり、締切日から 29日前まで、30日前から 59日前まで、というようにグループ化し、各期

間の未払い請求書の総数を調べます。

メモ

日付時刻の値を対象として年齢調べを行うことはできますが、処理の対象となるのはそ

の値の日付部分のみです。時刻部分は無視されます。時刻データだけで年齢調べを

行うことはできません。

数値フィールドの小計
年齢調べを行う場合、任意で 1つ以上の数値フィールドを小計できます。上記の例では、請求金額

フィールドの小計を計算して、各年齢調べ間隔の未払い請求金額の合計を調べることができます。

年齢調べ間隔の動作
年齢調べ間隔は、次のいずれかの時から遡って測定される日付の間隔 (つまり、日数 )に基づきます。

l 現在のシステム日付
l 会計期間末日など、指定する締切日

30の単一の日付間隔を指定すると、締切日より 30日前、またはそれ以前の日付を含む年齢調べ間

隔が作られます。

複数日付の間隔を指定すると、複数の年齢調べ間隔が作られます。年齢調べ間隔の開始点を 0、
90、120などの日数間隔で指定できますが、デフォルトの設定の0、30、60、90、120、10,000を使用

することもできます。

10,000日の間隔、または指定した適切な最後の間隔は、無効と思われる日付が入っているレコードの

抽出に使用されます。

以下のテーブルは、5つの年齢調べ間隔を作るために締切日と日付間隔がいかに結合されているか、お

よび各期間に含まれる日付を示したものです。
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締切日 日付の間隔

2016年 12月

31日

0 30 60 90 120

含む:

2016年 12月

31日

～

2016年 12月

02日

含む:

2016年 12月

01日

～

2016年 11月

02日

含む:

2016年 11月

01日

～

2016年 10月

03日

含む:

2016年 10月

02日

～

2016年 9月 02
日

含む:

2016年 09月

01日

～

最も古い日付

統計オプション
［小計フィールドの統計を含める］オプションを使用すると、小計を出す各数値フィールドの平均値、最小

値、および最大値を計算することができます。上の例で、統計オプションを使用すると、各年齢調べ間

隔の請求金額の平均値、最小値、および最大値が計算されます。

年齢調べの詳細
年齢調べでは、次の操作を実行します。

操作

"年齢調べの結果"見開き

ページ での該当箇所

締切日および間隔 (日数 )に基づいてレコードを年齢調べ間隔ごとにグループ化する 年齢調べ間隔フィールド

年齢調べ間隔ごとにレコード数のカウント (小計 )を計算し、その小計が全体に占める割合

(カウントの割合 )を計算する

カウント フィールド

カウントの割合フィールド

レコードの年齢の最低値および最高値 (最も新しいおよび最も古い)を提供する 表示されません

任意で、年齢調べ間隔ごとに1つ以上の数値フィールドの値の小計を計算し、最初に選択

したフィールドを対象にその小計が全体に占める割合を計算する

Trans Amount フィールド

フィールドの割合フィールド

任意で、小計を計算する各数値フィールドの平均値、最小値、および最大値を計算する 表示されません

出力結果に含まれる全数値フィールドの合計を提供する 合計行

任意で、出力結果を文字フィールド(顧客 IDやトランザクションタイプなど)の値に基づいて

ブレークダウンする(文字フィールドは、年齢調べを実行する前にソートされている必要があり

ます)。

表示されません
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年齢調べの結果

次によって生成される出力結果：
l 売掛金テーブルの請求データの年齢調べ

(  Arテーブルは ACL DATA\Sample Data Files\Sample Project.ACLにあります)

l 取引金額の小計
l 30日の年齢調べ期間を使用する
l 結果を画面に出力する

メモ

結果を画面またはグラフに出力する場合、グラフは、年齢調べ間隔ごとの小計を表示し

ます。あるいは年齢調べ操作で 1つ以上の数値の小計フィールドを含める場合は数値

の小計を表示します。

手順
テーブル内のレコードを年齢調べ間隔でグループ化することによって、データの年齢を調べることができま

す。

各期間について、任意で、関連する数値フィールドの小計、平均値、最小値、最大値の計算を含める

ことができます。

方法の説明

1. ［分析  >年齢調べ］の順に選択します。
2. ［メイン］タブで、次のいずれかを行います。

o ［年齢調べの対象］ドロップダウンリストから、年齢調べの対象とするフィールドを選択します。

o ［年齢調べの対象］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

3. ［締切日］フィールドは、デフォルトの現在の日付のままにするか、以下のいずれかの手順を使用し

て締切日を指定します。
l ［締切日］フィールド内に日付を直接入力します。
l 下矢印をクリックして、カレンダーから日付を選択します。カレンダーの上部左右にある左矢印ま

たは右矢印をクリックすると、一ヶ月単位で過去または未来へ移動します。上部中央で年月、

年または 10年期間と順にクリックしていく程、長期間の単位で過去または未来へ移動すること

ができます。
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締切日の指定が可能なので、年齢調べの最初の期間の期首を会計年度末の日付などに合わ

せることができます。デフォルトの日付のままにしておくと、年齢調べの最初の期間は現在の日付

から開始します。これは、目的とする分析に適切でない場合があります。

4. 使用する年齢調べ間隔を［年齢調べ間隔］テキスト ボックスに入力するか、デフォルトの値をその

まま使用します。

年齢調べ間隔の値は日数で入力する必要があります。各値は、昇順 (最近から最も古い順 )で
1行に1つずつ入力する必要があります。値 '0'は、最初の年齢調べ間隔が指定した締切日か

ら始まることを示します。最後の値は最も古い年齢調べ間隔の期末を示します。

メモ

デフォルトの年齢調べ間隔として設定される値は、［ツール>オプション］の順にク

リックし、［日付と時刻］タブの［年齢調べ間隔］の数値を更新することによって変

更できます。

5. 省略可能。［小計フィールド］を 1つ以上選択するか、または［小計フィールド］ボタンをクリックし

て、小計フィールドを選択するか式を作成します。

小計フィールドを選択する順序は、列が結果に表示される順序になります。既存のAnalytics
テーブルに結果を追加する場合は、結果と既存テーブル内の列の選択と順序は同一である必要

があります。

6. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

7. 省略可能。小計された各数値フィールドの平均値、最小値、および最大値を計算する場合は、

［小計フィールドの統計を含める］を選択します。

統計を含めるには、少なくとも 1つの小計フィールドを選択する必要があります。

8. ［出力］タブをクリックします。
9. ［出力先］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l 画面 – Analyticsの表示領域に結果を表示するには、このオプションを選択します。

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられてい

るソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができま

す。

出力レコードに多数のレコードが含まれている場合は、結果を画面に表示するよりファイルに保

存した方が、処理が速く便利です。
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l 印刷 –デフォルトのプリンターに結果を送信するには、このオプションを選択します。
l グラフ –結果を基にグラフを作成し、それを Analytics表示領域に表示するには、このオプション

を選択します。
l ファイル –結果をテキスト ファイルに保存または追加するには、このオプションを選択します。ファイ

ルはAnalyticsの外部に保存されます。

メモ

当該の分析操作に対して適用されない出力オプションは無効になります。

10. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合は、［出力指定］パネルで次の情報を指定します。
l ファイルの種類 –オプションは、使用している Analyticsのエディションに応じて、"ASCII テキスト

ファイル"または "Unicode テキスト ファイル"のいずれかのみです。結果を新しいテキスト ファイル

に保存するか、または既存のテキスト ファイルに追加します。
l 名前 – ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します。もしくは、［名前］ボタンをクリックし

て、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでファイル名を入力するか、既存

のファイルに上書きまたは追加する場合はそのファイルを選択します。Analyticsによってファイル

名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け入れることも、あるいは

変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェ

クトの場所以外の場所にファイルを保存したり、その場所にあるファイルに追加したりすることも

できます。たとえば、C:\Results\Output.txtまたは Results\Output.txtのように指定し

ます。

l ローカル –選択された状態で無効になっています。ファイルをローカルに保存するのが唯一のオプ

ションです。
11. 出力の種類によっては、任意で［ヘッダー］および［フッター］をそれぞれのテキスト ボックスに指定で

きます。

デフォルトでは、ヘッダーとフッターは中央揃えで出力されます。ヘッダーテキストやフッターテキスト

を左揃えにするには、テキストの前に始め山かっこ( <)を入力します。複数行のヘッダーやフッター

を入力する場合は、［ヘッダー］または［フッター］ボタンをクリックします。あるいは、ヘッダーまたはフッ

ターのテキスト ボックスで、改行文字としてセミコロン( ;)を入力してもかまいません。複数行を左揃

えにするには、各行の先頭に始め山かっこが必要です。

12. ［詳細］タブをクリックします。

13. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか
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ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

14. 指定した年齢調べ間隔に該当しない値を出力結果から除外したい場合は、［範囲外を出力し

ない］チェックボックスをオンにします。
15. 出力結果を文字フィールドの値に基づいてブレークダウンさせる場合は、［ブレーク］テキスト ボック

スにフィールド名を入力するか、［ブレーク］をクリックしてフィールドを選択または式を作成します。

たとえば、売掛金テーブルに対し一定期間の集計を行う場合、顧客別に分類する可能性がある

でしょう。［ブレーク］で使用できるのは 1つの文字フィールドのみであるため、入れ子のブレークダウ

ンには対応していません。

メモ

［ブレーク］オプションによって有効な結果を得るためには、年齢調べを実行する前

に文字フィールドを並べ替えておく必要があります。

16. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合、出力結果を既存のテキスト ファイルの末尾に追加

するときは、［既存のファイルに追加する］を選択します。
17. ［OK］をクリックします。

結果を画面またはグラフに出力する場合、表示領域の下部にある［テキスト］ボタンと［グラフ］ボタ

ンを使用して出力タイプを切り替えることができます。

18. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。
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分類化と要約の比較
分類化と要約は、データのグループ化方法は類似していますが、それらは異なるオプションを持ち、データ

の処理方法も異なります。テーブルがソートされているかどうかに関係なく分類または要約できます。

次のいずれかを実行する場合は、分類化ではなく要約を行う必要があります。

l 日付時刻キーフィールドの操作
l 複数のキーフィールドの使用
l キーフィールド以外のフィールドを出力テーブルに含める

要件 分類化 要約

テーブルにおけるキーフィールド値の出現回数を計算して報告する はい はい

選択した数値フィールドの小計を計算して表示する はい はい

小計を計算する数値フィールドの平均値、最小値、および最大値を計

算して表示する

はい はい

パーセンテージを計算して表示する はい はい

小計された数値フィールドの追加の統計値を計算し、表示する

(標準偏差、中央値、最頻値、第 1および第 3四分位数 )

いいえ はい

キーフィールドは文字でも可 はい はい

キーフィールドは数値でも可 はい はい

キーフィールドは日付時刻でも可 いいえ はい

複数のキーフィールドが使用可能 いいえ はい

キーフィールド以外のフィールドを出力に含める いいえ はい

処理を行う主な場所 RAM(ランダムアクセ

スメモリ)
ハード ディスク

キーフィールドの長さの制限 はい

(最大 2048文字 )

いいえ

出力結果のソート はい はい( ［あらかじめ並べ

替える］がオン)

いいえ( ［あらかじめ並

べ替える］がオフ)

テーブル、画面、または印刷への出力 はい はい

グラフへの出力 はい いいえ
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データの分類化

分類化は、等しいキーフィールドの値に基づいてテーブル内のレコードをグループ化し、各グループのレ

コード数をカウントします。キーフィールドには文字または数値が可能です。

たとえば、取引テーブルを顧客番号フィールドに基づいて分類化し、各顧客の総取引数を調べることが

できます。

以下の例では、入力テーブルの［顧客番号］フィールドに10個の値があります。一意の値もあれば、等

しい値もあります。要約後、値は 4つの一意のグループにグループ化されます。カウントにより、レコードま

たは取引がいくつ各顧客番号グループにあるかが分かります。

入力テーブル 出力結果

キーフィールド :顧客番号 分類されたグループ カウント

795401 230575 1

518008 518008 5

518008 795401 3

925007 925007 1

518008

795401

518008

230575

795401

518008

関連付けられた数値フィールドの小計
分類すると、任意で 1つ以上の関連付けられた数値フィールドを小計できます。上記の例では、取引

金額フィールドの小計を計算して、各顧客の総取引額を調べることができます。
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分類化および並べ替え
テーブルがソートされているかどうかに関係なく分類できます。ソートされていないテーブルを分類する場

合、Analyticsは分類化作業の一環で出力結果を自動的に並べ替えます。

並べ替えられていないテーブルを分類化する場合、Analyticsでは、キーフィールドの等しい値のセットご

とに変数を作成し、テーブル全体が読み込まれるまでこれらの変数をメモリに格納する必要があります。

大きいテーブルを使用して作業する場合、必要な変数の並べ替えを行うには多くのRAMが必要なの

で、実行速度が低下する可能性があります。

統計オプション
［小計フィールドの統計を含める］オプションでは、指定する小計フィールドで平均値、最小値、および最

大値を計算することができます。計算結果は、分類された出力テーブルでグループ別に内訳が示されま

す。

上の例では、統計オプションで、各顧客の取引金額の平均値、最小値、および最大値が計算されま

す。

分類化の詳細
分類化では、次の操作を実行します。

操作

"分類化の結果"次のペー

ジ での該当箇所

文字または数値フィールドの等しい値に基づいてレコードをグループ化する Product Class フィールド

グループごとにレコード数のカウント (小計 )を行い、その小計が全体に占める割合 (カウント

の割合 )を計算する

カウント フィールド

カウントの割合フィールド

任意で、グループごとに1つ以上の数値フィールドの値の小計を計算し、最初に選択した数

値フィールドを対象にその小計が全体に占める割合を計算する

原価の在庫金額フィールド

フィールドの割合フィールド

任意で、小計を計算する各数値フィールドの平均値、最小値、および最大値を計算する 表示されません

出力結果に含まれる全数値フィールドの合計を提供する 合計行

任意で、出力結果を文字フィールド(顧客 IDやトランザクションタイプなど)の値に基づいて

ブレークダウンする(文字フィールドは、分類化を実行する前にソートされている必要がありま

す)。

表示されません
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分類化の結果

次によって生成される出力結果：
l 棚卸資産テーブルの製品クラスの分類

( Inventoryテーブルは ACL DATA\Sample Data Files\Sample Project.ACLにあります)

l 棚卸資産価格の小計
l 結果を画面に出力する

結果は、03、04、08、09の4製品クラスに在庫金額が集中していることを示しています。

手順
文字または数値フィールドの等しい値に基づいてテーブル内のレコードをグループ化することによって、デー

タを分類化することができます。

各グループについて、任意で、関連する数値フィールドの小計、平均値、最小値、最大値の計算を含

めることができます。

方法の説明
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メモ

分類化は、最大 2048文字のキーフィールド長をサポートしています。

2048文字より長いキーフィールドを使用してテーブルを分類化したい場合は、長さの制

限がない要約を使用することができます。詳細については、"データの要約"ページ 1326
を参照してください。

大きいデータセットを分類し、結果を画面またはグラフに出力する場合は、使用可能な

メモリ量を超える場合があります。画面に出力するときにメモリ使用量を減らすには、［コ
マンド結果のXML出力を生成しない］(［ツール> オプション > コマンド］)を選択しま

す。

1. ［分析 >分類化］の順に選択します。
2. ［メイン］タブで、次のいずれかを行います。

o ［分類化の対象］ドロップダウンリストから、分類の対象となるフィールドを選択します。

o ［分類化の対象］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

3. 省略可能。［小計フィールド］を 1つ以上選択するか、または［小計フィールド］ボタンをクリックし

て、小計フィールドを選択するか式を作成します。

小計フィールドを選択する順序は、列が結果に表示される順序になります。既存のAnalytics
テーブルに結果を追加する場合は、結果と既存テーブル内の列の選択と順序は同一である必要

があります。

4. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

5. 省略可能。小計された各数値フィールドの平均値、最小値、および最大値を計算する場合は、

［小計フィールドの統計を含める］を選択します。

統計を含めるには、少なくとも 1つの小計フィールドを選択する必要があります。

6. ［出力］タブをクリックします。
7. ［出力先］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l 画面 – Analyticsの表示領域に結果を表示するには、このオプションを選択します。

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられてい

るソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができま

す。

出力レコードに多数のレコードが含まれている場合は、結果を画面に表示するよりファイルに保

存した方が、処理が速く便利です。
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l 印刷 –デフォルトのプリンターに結果を送信するには、このオプションを選択します。
l グラフ –結果を基にグラフを作成し、それを Analytics表示領域に表示するには、このオプション

を選択します。
l ファイル –結果を Analyticsテーブルに保存または追加するには、このオプションを選択します。

テーブルがまだプロジェクトに存在しないときは、開いているプロジェクトに追加されます。

メモ

当該の分析操作に対して適用されない出力オプションは無効になります。

8. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合は、［出力指定］パネルで次の情報を指定します。
l ファイルの種類 –オプションは "Analytics テーブル"のみです。結果を新しいAnalyticsテーブル

に保存するか、または既存のAnalyticsテーブルに追加します。
l 名前 – ［名前］テキスト ボックスにテーブル名を入力します。もしくは、［名前］ボタンをクリックし

て、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでテーブル名を入力するか、既

存のテーブルに上書きまたは追加する場合はそのテーブルを選択します。Analyticsによってテー

ブル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け入れることも、ある

いは変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェ

クトの場所以外の場所にテーブルを保存したり、その場所にあるテーブルに追加したりすることも

できます。たとえば、C:\Results\Output.filまたは Results\Output.filのように指定し

ます。

メモ

Analyticsテーブル名は、拡張子 .FILを含まない 64文字の英数字に制限され

ています。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字や

スペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

l ローカル –サーバーテーブルに接続している場合のみ有効になります。プロジェクトと同じ場所に

出力テーブルを保存する、パスを指定する、または別のローカルフォルダーへ移動する場合は、

［ローカル］を選択します。サーバーのPrefixフォルダーに出力テーブルを保存する場合は、［ロー

カル］を選択解除されたままにしておきます。

メモ

出力結果がAX Serverテーブルの分析や処理から生成される場合は、［ローカ

ル］を選択します。結果テーブルを AX Serverにインポートするために［ローカル］設
定を選択解除することはできません。

9. 出力の種類によっては、任意で［ヘッダー］および［フッター］をそれぞれのテキスト ボックスに指定で

きます。

デフォルトでは、ヘッダーとフッターは中央揃えで出力されます。ヘッダーテキストやフッターテキスト

を左揃えにするには、テキストの前に始め山かっこ( <)を入力します。複数行のヘッダーやフッター

を入力する場合は、［ヘッダー］または［フッター］ボタンをクリックします。あるいは、ヘッダーまたはフッ

ターのテキスト ボックスで、改行文字としてセミコロン( ;)を入力してもかまいません。複数行を左揃

えにするには、各行の先頭に始め山かっこが必要です。

10. ［詳細］タブをクリックします。
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11. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

12. 出力結果を文字フィールドの値に基づいてブレークダウンさせる場合は、［ブレーク］テキスト ボック

スにフィールド名を入力するか、［ブレーク］をクリックしてフィールドを選択または式を作成します。

たとえば、売掛金テーブルを決済タイプで分類化した結果を、さらに顧客別に分類する可能性が

あるでしょう。［ブレーク］で使用できるのは 1つの文字フィールドのみであるため、入れ子のブレーク

ダウンには対応していません。

メモ

［ブレーク］オプションによって有効な結果を得るためには、分類化を実行する前に

ブレークダウン対象の文字フィールドを並べ替えておく必要があります。

13. 出力の種類としてファイル( Analytics テーブル)を選択した場合、操作の完了時に、自動的に出

力テーブルを開く場合は、［出力テーブルを開く］を選択します。

14. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合、出力結果を既存のAnalyticsテーブルの末尾に追

加するときは、次のいずれかを行います。
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o 出力結果と既存のテーブルの構造がまったく同じであることがわかっている場合は、［既存のファ

イルに追加する］を選択します。

o 出力結果と既存のテーブルのレコード長を Analyticsに比較させたい場合は、［既存のファイル

に追加する］を選択解除されたままにしておきます。レコード長が同一でなければ、データ構造

は同じではなく、追加は正しく動作しません。

メモ

出力結果と既存のテーブルの構造が同一であるかどうかが不確かな場合は、［既
存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておくことをお勧めします。追

加およびデータ構造の詳細については、"既存テーブルへの出力結果の追加"
ページ 207を参照してください。

15. ［OK］をクリックします。
16. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

［最後に追加］オプションが表示されることを期待していたのに表示されない場合は、［いいえ］をク

リックして操作をキャンセルし、"既存テーブルへの出力結果の追加"ページ 207を参照してくださ

い。
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データの要約

要約は、1つまたは複数のキーフィールドの等しい値に基づきテーブルのレコードをグループ化し、各グ

ループのレコード数をカウントします。また、各グループに各種の統計計算を実行するオプションもありま

す。

複数のキーフィールド別に要約する場合は(入れ子の要約 )、グループはキーフィールド全体の値の等し

い組み合わせに基づきます。

キーフィールドには、文字、数値、または日付時刻があります。

1つのキーフィールドによる要約
1つのキーフィールドによる要約は、最も容易な形の要約です。

たとえば、取引テーブルを顧客番号フィールドに基づいて要約し、顧客別の総取引数を調べることができ

ます。

以下の例では、入力テーブルの［顧客番号］フィールドに10個の値があります。一意の値もあれば、等

しい値もあります。要約後、値は 4つの一意のグループにグループ化されます。カウントにより、レコードま

たは取引がいくつ各顧客番号グループにあるかが分かります。

入力テーブル 出力結果

キーフィールド :顧客番号 要約されたグループ カウント

795401 230575 1

518008 518008 5

518008 795401 3

925007 925007 1

518008

795401

518008

230575

795401

518008
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複数のキーフィールドによる要約
複数のキーフィールドによる要約、または入れ子の要約により、データをさらに詳細に分析することができ

ます。

たとえば、取引テーブルを顧客番号フィールドと取引日フィールドに基づいて要約し、顧客別に、その顧

客が取引を行った日付ごとの総取引数を調べることができます。

以下の例では、入力テーブルの［顧客番号］フィールドに10個の値があり、［請求日付］フィールドに付

随する日付があります。顧客番号と日付の組み合わせは、一意であるものもあれば、等しいものもありま

す。要約後、顧客番号と日付の組み合わせは 7つの一意のグループに分けられます。カウントにより、レ

コードまたは取引がいくつ各グループにあるかが分かります。

入力テーブル 出力結果

キーフィールド 1:顧客番

号 キーフィールド 2:請求日付 入れ子の要約されたグループ カウント

795401 08/20/2016 230575 06/13/2016 1

518008 10/15/2016 518008 04/30/2016 1

518008 07/17/2016 518008 07/17/2016 3

925007 05/21/2016 518008 10/15/2016 1

518008 04/30/2016 795401 06/30/2016 1

795401 08/20/2016 795401 08/20/2016 2

518008 07/17/2016 925007 05/21/2016 1

230575 06/13/2016

795401 06/30/2016

518008 07/17/2016

詳細な入れ子の要約
複数のキーフィールドで要約する場合、出力結果で入れ子になった要約されたグループを作成します。

入れ子の階層

キーフィールドを選択する順序が、入れ子の階層を決定します。レコードは、まず、1番目に選択した

フィールド別に要約され、次にこれら一次グループのそれぞれで、2番目に選択したフィールド別に要約さ
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れます。

メモ

この2つの要約キーフィールドの選択順序を逆にすると、まったく異なる結果が得られる

場合があります。

出力結果のフィールドの順序

キーフィールドを選択する順序が、出力結果に表示される列の順序になります。既存のAnalyticsテー

ブルに結果を追加する場合は、結果と既存テーブル内の列の選択と順序は同一である必要がありま

す。

要約と並べ替え
要約では、データは並べ替えられていてもいなくても処理できます。［あらかじめ並べ替える］オプションに

より、要約時にデータの初回の並べ替えを含めることができます。

［あらかじめ並べ替える］を使用する場合

［あらかじめ並べ替える］を使用する場合、出力結果は並べ替えられており、キーフィールド内の同一値

セットごと、または値の等しい組み合わせごとに1つの一意のグループが含まれます。

ヒント

入力テーブルがすでに並べ替えられている場合は、［あらかじめ並べ替える］オプションを

選択解除して処理時間を節約することができます。

［あらかじめ並べ替える］を使用しない場合

［あらかじめ並べ替える］を使用しない場合、出力結果は、入力テーブルの並べ替え順序を使用しま

す。

キーフィールドに入っている同一の値が連続して並んでいない場合、出力結果には、同一値セットごと、

または値の等しいの組み合わせごとに2つ以上のグループが含まれることになります。

メモ

コンテキストによっては、同一値セットごと、または値の等しい組み合わせに2つ以上のグ

ループが含まれることが、要約の目的よりも優先されることがあります。
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数値フィールドの小計
要約すると、任意で 1つ以上の数値フィールドを小計できます。上記の例では、計算する取引金額

フィールドを小計できます。

l 顧客ごとの総取引額

l 顧客が取引した各日付の顧客ごとの総取引額

統計オプション
指定する小計フィールドで統計演算を実行するオプションがあります。統計計算は、出力テーブルでグ

ループ別に内訳が示されます。

上記の例では、取引金額フィールドを小計する場合、計算する統計オプションの1つを使用することも

できます。

l 顧客ごとの平均、最小、および最大の取引金額
l 顧客が取引した各日付の顧客ごとの平均、最小、および最大の取引金額

詳細な小計と統計オプション
以下のテーブルは、小計と統計のオプションと計算に関する詳細を示したものです。

詳しく表示

オプション

出力テーブルの列見出し

(表示名 ) 出力テーブルのフィールド名

小計フィールドで実行され

た計算

小計フィールド

Total +小計対象となる代

替列見出し

小計対象となるフィールド

名

各グループの小計された値

平均、最小、最大

Average +小計対象となる

代替列見出し

a_小計対象となるフィール

ド名

各グループの平均値

Minimum +小計対象とな

る代替列見出し

m_小計対象となるフィール

ド名

各グループの最小値

Maximum +小計対象とな

る代替列見出し

x_小計対象となるフィール

ド名

各グループの最大値

標準偏差、フィールドの%

STDDEV +小計対象とな

る代替列見出し

d_小計対象となるフィール

ド名

各グループの標準偏差

% Field +小計対象となる

代替列見出し

f_小計対象となるフィールド

名

フィールドの合計の割合とし

て表現される各グループの

小計

中央値、最頻値、Q25、 Median +小計対象となる c_小計対象となるフィール 各グループの中央値
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オプション

出力テーブルの列見出し

(表示名 ) 出力テーブルのフィールド名

小計フィールドで実行され

た計算

Q75

代替列見出し ド名 o 奇数の値セット：中央値
o 偶数の値セット :中央に

ある 2つの値の平均

Mode +小計対象となる代

替列見出し

o_小計対象となるフィール

ド名

各グループの最も頻繁に発

生する値

o 2回以上出現する値が

ない場合は、"N/A"が表

示される
o 関連付けの場合は、最

も低い値が表示される

Q25 +小計対象となる代

替列見出し

q_小計対象となるフィール

ド名

各グループの最初の四分位

数値 (下四分位数値 )

o 結果はAnalyticsのアル

ゴリズムによって計算さ

れた補間値である
o Microsoft Excelの

QUARTILEおよび

QUARTILE.INC関数と

同じ結果を生成する

Q75 +小計対象となる代

替列見出し

p_小計対象となるフィール

ド名

各グループの3番目の四分

位数 (下四分位数 )

o 結果はAnalyticsのアル

ゴリズムによって計算さ

れた補間値である
o Microsoft Excelの

QUARTILEおよび

QUARTILE.INC関数と

同じ結果を生成する

カウントの%

パーセントカウント COUNT_PERCENTAGE 各グループに属するソース

テーブルレコードの割合

メモ

小計フィールドは必要ありま

せん。

その他のフィールド オプション
［その他のフィールド］では、出力に含めたい追加の文字フィールド、数値フィールド、または日付時刻

フィールドを選択できます。選択したフィールドに含まれる値が、要約される各グループの全レコードに対

応するものであれば、このオプションによって有用な情報を提供できます。

たとえば、テーブルを顧客番号で要約する場合、該当する「その他のフィールド」は顧客名となります。顧

客名は、同じ顧客番号を持つすべてのレコードで同じです。
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要約されるグループに対し異なった値を含んでいるフィールドを「その他のフィールド」として指定すると、グ

ループの最初のレコードの値のみが表示され意味がありません。

たとえば、業者テーブルを ”州 ”別に要約し、「その他のフィールド」として ”市 ”を選択すると、出力で、各

州に対して表示される市が最初の1つのみとなります。このような場合、州と市の両方をキーフィールドと

して(州、市の順番で)要約を行うことをお勧めします。

要約の対象
以下の例は、顧客番号と取引の種類に関して売掛金テーブルを要約した結果を示したものです。取引

金額が一部の関連付けられた統計と共に小計されています。結果が画面に出力されています。

この例では、ACL DATA\Sample Data Files\Sample Project.ACLにおける Arテーブルからの顧客

番号のサブセットを使用しています。

要約の詳細
要約では、次の操作を実行します。

操作 上記の"要約の対象"上の場所

1つ以上の文字、数値、または日付時刻のキーフィールドで、等しい値、または値の

等しい組み合わせに基づきレコードをグループ化する

顧客番号 フィールド

取引タイプフィールド
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操作 上記の"要約の対象"上の場所

任意で、グループごとに1つ以上の数値フィールドの小計を計算する 総取引額 フィールド

任意で、各小計された数値フィールドで統計計算を実行します 平均、最小、および最大取引金

額フィールド

メモ

追加統計計算が表

示されません

各グループに属するソーステーブルレコードの割合を任意で計算する カウントの割合フィールド

グループごとにレコード数をカウントする(小計する) カウント フィールド

任意で、補足的な情報として文字フィールド、数値フィールド、または日付時刻フィー

ルドを追加表示する

Name フィールド

出力結果に含まれる全数値フィールドの合計を提供する

メモ

［合計］行は、結果が画面に出力される場合のみ提供されます。

合計行

手順
1つ以上の文字フィールド、数値フィールド、または日付時刻フィールドの等しい値、または値の等しい組

み合わせに基づいてテーブル内のレコードをグループ化することによって、データを要約することができま

す。

任意で関連付けられた数値フィールドを小計できます。指定する小計フィールドで統計演算を実行する

こともできます。統計演算の結果は、集計された出力テーブルでグループ別に内訳が示されます。

方法の説明

1. ［分析  >要約］の順に選択します。
2. ［メイン］タブで次のいずれかを実行します。

o ［要約の対象］リストから、要約するフィールドを選択します。

o ［要約の対象］をクリックして、フィールドを選択するか、式を作成します。

メモ

複数のフィールドを選択した場合、入れ子になった要約グループが出力結果に作

成されます。詳細については、"詳細な入れ子の要約"ページ 1327を参照してくだ

さい。

3. 省略可能。［小計フィールド］を 1つ以上選択するか、または［小計フィールド］ボタンをクリックし

て、小計フィールドを選択するか式を作成します。
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小計フィールドを選択する順序は、列が結果に表示される順序になります。既存のAnalytics
テーブルに結果を追加する場合は、結果と既存テーブル内の列の選択と順序は同一である必要

があります。

4. 省略可能。次のいずれかを実行します。

o ［その他のフィールド］リストから、出力結果に含めるその他のフィールドを選択します。

o ［その他のフィールド］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

メモ

各要約グループ内のすべてのレコードが同じ値を含んでいるフィールドに対しての

みを選択してください。詳細については、"その他のフィールド オプション"ページ

 1330を参照してください。

5. 要約対象のフィールドが既にソート済みであれば、［あらかじめ並べ替える］を選択解除することも

できます。

メモ

並べ替えられていないフィールドの要約も可能ですが、同じ値に対して要約された

グループが複数生じる結果となり、要約する意味がなくなってしまう可能性があり

ます。

分析の性質によっては、ソートされていないフィールドを要約することが適切な場

合もあります。

6. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

7. 省略可能。小計フィールドの統計計算を行うために、統計オプションを 1つ以上選択します:
o 平均、最小、最大

o 標準偏差、フィールドの%
o 中央値、最頻値、Q25、Q75
o カウントの%

詳細については、"統計オプション"ページ 1329を参照してください。
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メモ

統計情報を含めるには、少なくとも 1つの小計フィールドを選択する必要がありま

す。

カウントの%では、小計フィールドは必要ありません。

これらの統計を計算するには、追加のコンピューターメモリが必要です。非常に大

きいデータセットの統計を計算すると、コンピューターのメモリを超過し、エラーメッ

セージが表示される場合があります。

8. ［出力］タブをクリックします。
9. ［出力先］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l 画面 – Analyticsの表示領域に結果を表示するには、このオプションを選択します。

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられてい

るソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができま

す。

出力レコードに多数のレコードが含まれている場合は、結果を画面に表示するよりファイルに保

存した方が、処理が速く便利です。

l 印刷 –デフォルトのプリンターに結果を送信するには、このオプションを選択します。
l グラフ –結果を基にグラフを作成し、それを Analytics表示領域に表示するには、このオプション

を選択します。
l ファイル –結果を Analyticsテーブルに保存または追加するには、このオプションを選択します。

テーブルがまだプロジェクトに存在しないときは、開いているプロジェクトに追加されます。

メモ

当該の分析操作に対して適用されない出力オプションは無効になります。

10. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合は、［出力指定］パネルで次の情報を指定します。
l ファイルの種類 –オプションは "Analytics テーブル"のみです。結果を新しいAnalyticsテーブル

に保存するか、または既存のAnalyticsテーブルに追加します。
l 名前 – ［名前］テキスト ボックスにテーブル名を入力します。もしくは、［名前］ボタンをクリックし

て、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでテーブル名を入力するか、既

存のテーブルに上書きまたは追加する場合はそのテーブルを選択します。Analyticsによってテー

ブル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け入れることも、ある

いは変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェ

クトの場所以外の場所にテーブルを保存したり、その場所にあるテーブルに追加したりすることも

できます。たとえば、C:\Results\Output.filまたは Results\Output.filのように指定し

ます。
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メモ

Analyticsテーブル名は、拡張子 .FILを含まない 64文字の英数字に制限され

ています。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字や

スペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

l ローカル –サーバーテーブルに接続している場合のみ有効になります。プロジェクトと同じ場所に

出力テーブルを保存する、パスを指定する、または別のローカルフォルダーへ移動する場合は、

［ローカル］を選択します。サーバーのPrefixフォルダーに出力テーブルを保存する場合は、［ロー

カル］を選択解除されたままにしておきます。

メモ

出力結果がAX Serverテーブルの分析や処理から生成される場合は、［ローカ

ル］を選択します。結果テーブルを AX Serverにインポートするために［ローカル］設
定を選択解除することはできません。

11. 出力の種類によっては、任意で［ヘッダー］および［フッター］をそれぞれのテキスト ボックスに指定で

きます。

デフォルトでは、ヘッダーとフッターは中央揃えで出力されます。ヘッダーテキストやフッターテキスト

を左揃えにするには、テキストの前に始め山かっこ( <)を入力します。複数行のヘッダーやフッター

を入力する場合は、［ヘッダー］または［フッター］ボタンをクリックします。あるいは、ヘッダーまたはフッ

ターのテキスト ボックスで、改行文字としてセミコロン( ;)を入力してもかまいません。複数行を左揃

えにするには、各行の先頭に始め山かっこが必要です。

12. ［詳細］タブをクリックします。

13. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。
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メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

14. 出力の種類としてファイル( Analytics テーブル)を選択した場合、操作の完了時に、自動的に出

力テーブルを開く場合は、［出力テーブルを開く］を選択します。

15. 出力タイプとして［ファイル］を選択し、出力テーブルを既存のAnalyticsテーブルの最後に追加す

る場合は、次のいずれかを実行します。

o 出力結果と既存のテーブルの構造が同じであることが確実な場合は、［既存のファイルに追

加］を選択します。

o 出力結果と既存のテーブルのレコード長を Analyticsに比較させたい場合は、［既存のファイル

に追加する］を選択解除されたままにしておきます。レコード長が同一でなければ、データ構造

は同じではなく、追加は正しく動作しません。

メモ

出力結果と既存のテーブルの構造が同一であるかどうかが不確かな場合は、［既
存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておくことをお勧めします。追

加およびデータ構造の詳細については、"既存テーブルへの出力結果の追加"
ページ 207を参照してください。

16. ［OK］をクリックします。
17. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

［最後に追加］オプションが表示されることを期待していたのに表示されない場合は、［いいえ］をク

リックして操作をキャンセルし、"既存テーブルへの出力結果の追加"ページ 207を参照してくださ

い。
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データのクロス集計

クロス集計は、2つ以上のキーフィールドの値の、等しい組み合わせに基づいてテーブル内のレコードをグ

ループ分けし、各グループのレコード数をカウントします。キーフィールドには文字または数値が可能で

す。

結果として生じるグループが、ピボット テーブルに似た行と列のグリッドで表示されることにより、データ内の

関係やパターンが視覚化されます。

たとえば、在庫テーブルを製品の場所と製品クラスのフィールドに基づいてクロス集計し、各場所における

クラス別のレコードの数を調べることができます。

キーフィールド 1

(製品の場所 )

キーフィールド 2

(製品クラス)

クロス集計グループ

(製品の場所と製品クラス) レコード数

A-01 17 A-01 16 1

F-19 22 A-01 17 3

F-19 08 B-03 17 2

A-01 16 F-19 22 2

B-03 17 F-19 08 1

Q-28 03 Q-28 03 1

A-01 17

F-19 22

A-01 17

B-03 17

数値フィールドの小計
クロス集計すると、任意で 1つ以上の数値フィールドを小計できます。上記の例では、在庫金額フィール

ドを小計して、各場所の製品クラスごとに合計在庫金額を見つけることができます。
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クロス集計は要約と似ています。
クロス集計は、2つのフィールドを使用する要約と似ています。両方の操作で、出力結果のカウントや小

計は同じですが、その情報の配置は異なります。

クロス集計では、カウントや小計がゼロ( 0)でも表示しますが、要約では表示しません。実施しようとする

分析の種類によっては、カウントや小計のゼロ表示が有用になることがあります。

クロス集計と並べ替え
テーブルは、並べ替えられているかどうかに関係なくクロス集計できます。並べ替えられていないテーブルを

クロス集計すると、Analyticsはクロス集計操作の一環として出力結果を自動的に並べ替えます。

クロス集計の詳細
クロス集計では、次の操作を実行します。

操作

"クロス集計の結果"下 での

該当箇所

2つ以上の文字または数値フィールドの値の等しい組み合わせに基づいてレコードをグループ

化し、そのグループを行と列のグリッドに表示する

Cust Number フィールド

(行 )とType フィールド(列 )
の交差位置

任意で、グループごとに1つ以上の数値フィールドの小計を計算する Amount フィールド

任意で、グループごとにレコード数の小計を計算する

メモ

小計フィールドが何も選択されていない場合は、自動的にカウントが含めら

れます。

カウント フィールド

出力結果に含まれる全列の合計を提供する 合計行

クロス集計の結果

次によって生成される出力結果：
l 売掛金テーブル

( ACL DATA\Sample Data Files\Sample Project.ACLのArテーブル)
の顧客番号と決済タイプを対象にクロス集計を実行した結果の例です。

l 取引金額の小計
l 結果を画面に出力する
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手順
2つ以上の文字または数値フィールドの値の等しい組み合わせに基づいてテーブル内のレコードをグルー

プ化することによって、データをクロス集計することができます。

結果として生じるグループが、ピボット テーブルに似た行と列のグリッドで表示されることにより、データ内の

関係やパターンが視覚化されます。

方法の説明

1. ［分析 > クロス集計］の順に選択します。
2. ［メイン］タブで、次のいずれかを行います。

o ［行］リストから、行として表示するフィールドを選択します。

o ［行］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

複数のフィールドを選択すると、出力結果に入れ子の追加レベルが作成されます( 1行と1列を

使用するクロス集計は、既に入れ子の一形態です)。フィールドを選択する順序が、入れ子の階

層を決定します。レコードは、まず、1番目に選択したフィールド別にクロス集計され、次にこれら

一次グループのそれぞれで、2番目に選択したフィールド別にクロス集計されます。この2つの

フィールドの選択順序を逆にすると、まったく異なる結果が得られます。

フィールドを選択する順序は、フィールドが結果に表示される順序でもあります。既存のAnalytics
テーブルに結果を追加する場合は、結果と既存テーブル内の列の選択と順序は同一である必要

があります。

3. 次のいずれかを実行します。

o 列のドロップダウンリストから、列として表示するフィールドを選択します。

o ［列］をクリックして、フィールドを選択するか、または式を作成します。

4. 省略可能。［小計フィールド］を 1つ以上選択するか、または［小計フィールド］ボタンをクリックし

て、小計フィールドを選択するか式を作成します。
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小計フィールドを選択する順序は、列が結果に表示される順序になります。既存のAnalytics
テーブルに結果を追加する場合は、結果と既存テーブル内の列の選択と順序は同一である必要

があります。

5. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

6. 行と列の交差ごとのレコード数のカウントを含める場合は、［カウントを含める］を選択します。

小計フィールドが何も選択されていない場合は、自動的にカウントが含められます。

7. ［出力］タブをクリックします。
8. ［出力先］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l 画面 – Analyticsの表示領域に結果を表示するには、このオプションを選択します。

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられてい

るソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができま

す。

出力レコードに多数のレコードが含まれている場合は、結果を画面に表示するよりファイルに保

存した方が、処理が速く便利です。

l 印刷 –デフォルトのプリンターに結果を送信するには、このオプションを選択します。
l グラフ –結果を基にグラフを作成し、それを Analytics表示領域に表示するには、このオプション

を選択します。
l ファイル –結果を Analyticsテーブルまたはテキスト ファイルに保存または追加するには、このオプ

ションを選択します。Analyticsテーブルに保存または追加する場合、そのテーブルがまだプロジェ

クトに存在しないときは、開いているプロジェクトに追加されます。テキスト ファイルに保存または

追加する場合、ファイルはAnalyticsの外部に保存されます。

メモ

当該の分析操作に対して適用されない出力オプションは無効になります。

9. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合は、［出力指定］パネルで次の情報を指定します。
l ファイルの種類 –結果を新しい Analytics テーブルに保存する、または既存のAnalyticsテーブ

ルに追加する場合は、"Analyticsテーブル"を選択します。結果をテキスト ファイルに保存また

は追加する場合は、使用している Analyticsのエディションに応じて、ASCII テキスト ファイルま

たはUnicode テキスト ファイルを選択します。
l 名前 – ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します。もしくは、［名前］ボタンをクリックし

て、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでファイル名を入力するか、既存
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のファイルに上書きまたは追加する場合はそのファイルを選択します。Analyticsによってファイル

名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け入れることも、あるいは

変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェ

クトの場所以外の場所にファイルを保存したり、その場所にあるファイルに追加したりすることも

できます。たとえば、C:\Results\Output.filまたは Results\Output.filのように指定し

ます。

メモ

Analyticsテーブル名は、拡張子 .FILを含まない 64文字の英数字に制限され

ています。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字や

スペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

l ローカル –サーバーテーブルに接続されており、Analyticsテーブルに結果を保存または追加する

場合にのみ有効になります。プロジェクトと同じ場所にファイルを保存する、パスを指定する、ま

たは別のローカルフォルダーへ移動する場合は、［ローカル］を選択します。サーバーのPrefix
フォルダーにファイルを保存する場合は、［ローカル］を選択解除されたままにしておきます。

メモ

出力結果がAX Serverテーブルの分析や処理から生成される場合は、［ローカ

ル］を選択します。結果テーブルを AX Serverにインポートするために［ローカル］設
定を選択解除することはできません。

10. 出力の種類によっては、任意で［ヘッダー］および［フッター］をそれぞれのテキスト ボックスに指定で

きます。

デフォルトでは、ヘッダーとフッターは中央揃えで出力されます。ヘッダーテキストやフッターテキスト

を左揃えにするには、テキストの前に始め山かっこ( <)を入力します。複数行のヘッダーやフッター

を入力する場合は、［ヘッダー］または［フッター］ボタンをクリックします。あるいは、ヘッダーまたはフッ

ターのテキスト ボックスで、改行文字としてセミコロン( ;)を入力してもかまいません。複数行を左揃

えにするには、各行の先頭に始め山かっこが必要です。

11. ［詳細］タブをクリックします。

12. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端
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の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

13. 出力の種類としてファイル( Analytics テーブル)を選択した場合、操作の完了時に、自動的に出

力テーブルを開く場合は、［出力テーブルを開く］を選択します。

14. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合、出力結果を既存ファイルの末尾に追加するとき

は、次のいずれかを行います。

o テキスト ファイル、または出力結果とまったく同じ構造であることがわかっている Analyticsテーブ

ルに追加する場合は、［既存のファイルに追加する］を選択します。

o Analyticsテーブルに追加するときに、出力結果と既存のテーブルのレコード長を ACLに比較

させたい場合は、［既存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておきます。レコード

長が同一でなければ、データ構造は同じではなく、追加は正しく動作しません。

メモ

出力結果と既存のテーブルの構造が同一であるかどうかが不確かな場合は、［既
存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておくことをお勧めします。追

加およびデータ構造の詳細については、"既存テーブルへの出力結果の追加"
ページ 207を参照してください。

15. ［OK］をクリックします。
16. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

［最後に追加］オプションが表示されることを期待していたのに表示されない場合は、［いいえ］をク

リックして操作をキャンセルし、"既存テーブルへの出力結果の追加"ページ 207を参照してくださ

い。
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ヒストグラムの作成

ヒストグラムを作成すると、テーブル内のレコードをグループ化し、各グループ内のレコード数をカウントし

て、そのグループとカウントを垂直棒グラフで表示します。

レコードをグループ化することができます。

l 文字フィールドの等しい値に基づく(分類化と類似 )
l 等しいサイズ、またはカスタムのサイズの数値間隔に(階層化と類似 )

一部の出力書式に利用できるブレークフィー
ルド
棒グラフのほかに、画面、テキスト ファイル、または印刷に結果を出力することもできます。これらの形式

に結果を出力する場合は、任意で、顧客 IDや取引タイプなどの文字フィールドの値に基づいて、結果

をブレークダウンすることができます。このオプションによって有効な結果を得るためには、ヒストグラムを作

成する前に、ブレークダウン対象の文字フィールドを並べ替えておく必要があります。

数値フィールドの小計
Analytics内の他のグループ化操作とは異なり、ヒストグラムは数値フィールドの小計をサポートしていま

せん。

ヒストグラムと並べ替え
ヒストグラムは、テーブルが並べ替えられていてもいなくても作成できます。並べ替えられていないテーブル

を使用した場合でも、Analyticsにより出力結果がヒストグラム作成の一環として自動的に昇順に並べ

替えられます。

手順
テーブル内のレコードをグループ化し、そのグループを棒グラフで表示する、ヒストグラムを作成することがで

きます。

レコードをグループ化することができます。

l 文字フィールドの等しい値に基づく
l 等しいサイズ、またはカスタムのサイズの数値間隔に
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方法の説明

1. ［分析  >  ヒストグラム］の順に選択します。
2. ［メイン］タブで、次のいずれかを行います。

o ［ヒストグラムの対象］ドロップダウンリストから、ヒストグラムの対象とするフィールドを選択しま

す。

o ［ヒストグラムの対象］をクリックしてフィールドを選択するか、式を作成します。

3. ［ヒストグラムの対象］で数値フィールドまたは式を選択した場合は、以下のことを行います。
a. ［最小値］で、最初の間隔の最小値を入力します。

数値フィールドに対して事前にプロファイルまたは統計を実行している場合は、フィールドの最小

値がデフォルトで入力されています。必要に応じて、デフォルトを変更できます。

b. ［最大値］で、最後の間隔の最大値を入力します。

数値フィールドに対して事前にプロファイルまたは統計を実行している場合は、フィールドの最大

値がデフォルトで入力されています。必要に応じて、デフォルトを変更できます。

4. ［ヒストグラムの対象］で数値フィールドまたは式を選択した場合は、以下のいずれかを行います。

o ［間隔］を選択し、［最小値］と［最大値］によって指定された範囲内に必要な、均等な間隔

の数を入力します。デフォルトの間隔数は 10です。

ヒント

デフォルトの間隔数は、［ツール>オプション］の順にクリックして［コマンド］タブを

選択し、［間隔の数］を更新することによって変更できます。

o カスタムサイズの間隔を作成するには［フリー］を選択し、各間隔の開始値および最後の間隔

の終了値を入力します。各値は改行で区切って入力する必要があります。

［フリー］を使用する場合、［最小値］と［最大値］の指定は任意です。［最小値］と［最大値］
を指定した場合は、これらの値がそれぞれ最初の間隔の開始点と最後の間隔の終了点とな

り、入力した値が範囲内に追加の間隔を生成します。入力する値は、［最小値］で指定され

た値より大きく、かつ［最大値］で指定された値以下である必要があります。

5. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

6. ［出力］タブをクリックします。
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7. ［出力先］パネルで、適切な出力オプションを選択します。
l 画面 – Analyticsの表示領域に結果を表示するには、このオプションを選択します。

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられてい

るソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができま

す。

出力レコードに多数のレコードが含まれている場合は、結果を画面に表示するよりファイルに保

存した方が、処理が速く便利です。

l 印刷 –デフォルトのプリンターに結果を送信するには、このオプションを選択します。
l グラフ –結果を基にグラフを作成し、それを Analytics表示領域に表示するには、このオプション

を選択します。
l ファイル –結果をテキスト ファイルに保存または追加するには、このオプションを選択します。ファイ

ルはAnalyticsの外部に保存されます。

メモ

当該の分析操作に対して適用されない出力オプションは無効になります。

8. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合は、［出力指定］パネルで次の情報を指定します。
l ファイルの種類 –オプションは、使用している Analyticsのエディションに応じて、"ASCII テキスト

ファイル"または "Unicode テキスト ファイル"のいずれかのみです。結果を新しいテキスト ファイル

に保存するか、または既存のテキスト ファイルに追加します。
l 名前 – ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します。もしくは、［名前］ボタンをクリックし

て、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでファイル名を入力するか、既存

のファイルに上書きまたは追加する場合はそのファイルを選択します。Analyticsによってファイル

名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け入れることも、あるいは

変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェ

クトの場所以外の場所にファイルを保存したり、その場所にあるファイルに追加したりすることも

できます。たとえば、C:\Results\Output.txtまたは Results\Output.txtのように指定し

ます。

l ローカル –選択された状態で無効になっています。ファイルをローカルに保存するのが唯一のオプ

ションです。
9. 出力の種類によっては、任意で［ヘッダー］および［フッター］をそれぞれのテキスト ボックスに指定で

きます。

デフォルトでは、ヘッダーとフッターは中央揃えで出力されます。ヘッダーテキストやフッターテキスト

を左揃えにするには、テキストの前に始め山かっこ( <)を入力します。複数行のヘッダーやフッター

を入力する場合は、［ヘッダー］または［フッター］ボタンをクリックします。あるいは、ヘッダーまたはフッ

ターのテキスト ボックスで、改行文字としてセミコロン( ;)を入力してもかまいません。複数行を左揃

えにするには、各行の先頭に始め山かっこが必要です。

10. ［詳細］タブをクリックします。

11. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。
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l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

12. 最小値と最大値で指定された値を超える値を含めないようにする場合は、［範囲外を出力しな

い］を選択します。
13. 省略可能。ヒストグラムの結果をテキスト ファイルに出力する場合は、棒グラフをテキストで表現

するときのx軸の長さを［列数］に入力して指定します。

入力する数値は、x軸 (および y軸のラベル)に使用する文字スペース(テキスト列 )の数です。ほ

とんどの場合、［列数］を空白のままにして、デフォルトの文字スペース数の78を使用できます。

14. 省略可能。画面、ファイル、またはプリンターにヒストグラムの結果を出力している場合、［ブレー

ク］テキスト ボックスにブレークフィールド名を入力するか、［ブレーク］をクリックして、フィールドを選

択するか、式を作成します。

たとえば、売掛金テーブルのヒストグラムは顧客別に分類する可能性があるでしょう。［ブレーク］で
使用できるのは 1つの文字フィールドのみであるため、入れ子のブレークダウンには対応していませ

ん。
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メモ

［ブレーク］オプションによって有効な結果を得るためには、ヒストグラムを作成する

前に文字フィールドを並べ替えておく必要があります。

15. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合、出力結果を既存のテキスト ファイルの末尾に追加

するときは、［既存のファイルに追加する］を選択します。
16. ［OK］をクリックします。
17. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。
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機械学習分析
Analyticsにおける機械学習 ( AutoML)は自動化されています。データ前処理、アルゴリズム選択、ハイ

パーパラメーター調整、モデル検証などの複雑な計算作業が、Analyticsによって自動化されます。この

自動化によって、専門的なデータサイエンスのスキルを必要とせずに、比較的少ない労力で、自社の

データに対する機械学習を実行できます。

管理あり/なしの機械学習
管理あり/なしの機械学習がAnalyticsによりサポートされています。

管理ありの機械学習では、カテゴリや数値のラベルが付いたデータを、ラベルが付いていない類似のデー

タにおけるカテゴリや数値を予測するためのベースにします。

管理なしの機械学習では、カテゴリ分けやラベル付けが行われていないデータから、カテゴリを発見しま

す。

機械学習は 32ビット コンピューターではサ
ポート外
32ビット コンピューターにAnalyticsをインストールする場合には、機械学習処理はサポートされないた

め、［機械学習］メニューは表示されません。機械学習に必要な演算は、プロセッサーの負荷が高いた

め、64ビット コンピューターの方が適しています。

機械学習処理

操作

ML(機械

学習 )タイプ

サポートされて

いるデータ型 機能 出力

学習 監視あり 文字

数値

日付時刻

論理

o 自動機械学習を使用して、予測モデルを作成しま

す。

o 予測モデル

ファイル

( *.model)

o モデル評価

ファイル

( Analytics
テーブル)

予測 監視あり 文字

数値

日付時刻

o 予測モデルをラベルがないデータセットに適用し、ク

ラスまたは数値を予測します。

o 結果ファイル

( Analytics
テーブル)
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操作

ML(機械

学習 )タイプ

サポートされて

いるデータ型 機能 出力

論理

クラス

ター

監視なし 数値 o 数値データをグループ化します。
o 1つ以上の数値フィールドの類似または付近の値に

基づいて、レコードをグループ化します。

o 結果ファイル

( Analytics
テーブル)
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クラスと数値の予測

Analyticsの自動機械学習を使用して、ラベルがないデータに関連付けられたクラスまたは数値を予測し

ます。関心があるクラスまたは数値がデータに存在しない場合、データはラベルがありません。たとえば、

機械学習を使用して、融資の債務不履行または将来の住宅価格を予測できます。

予測問題 予測タイプ 説明

融資の債務不履行 分類 年齢、職業、信用評価などの申請者情報に基づいて、融資を実行した

場合に債務不履行になる申請者を予測します。

つまり、申請者がクラスDefault = YesまたはDefault = Noに該当するか

どうかということです。

将来の住宅価格 再帰 年齢、平方メートル、郵便番号、間取り、浴室・トイレの数などの特長

に基づいて、将来の住宅の販売価格を予測します。

自動機械学習
Analyticsの機械学習は「自動」です。2つの関連するコマンドである学習と予測は、予測モデルの学習

と、予測モデルをラベルがないデータセットに適用することに関連するすべての演算作業を実行します。

Analyticsの自動化によって、専門的なデータ科学技術を必要とせずに、自社データに対する機械学習

を実行できます。

学習および予測ワークフロー
学習および予測ワークフローは 2つの関連するプロセス、および 2つの関連するデータセットから成りま

す。

l 学習プロセス –は学習データセット (ラベル付き)を使用します
l 予測プロセス –は新しいデータセット (ラベルなし)を使用します

学習 プロセス

学習プロセスが先に実行され、ラベル付きフィールド(対象フィールド)を含む学習データセットを使用しま

す。

ラベル付きフィールドには、学習データセットの各レコードに関連付けられる、既知のクラス、既知の数値

が含まれます。たとえば、借り手が融資で債務不履行になったかどうか( Y/N)、や住宅の販売価格で

す。
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機械学習アルゴリズムを使用して、学習プロセスが予測モデルを生成します。学習プロセスは、実行して

いる予測タスクに最適なモデルを検出するために、さまざまな異なるモデル順列を生成します。

予測 プロセス

予測プロセスは 2番目に実行されます。学習プロセスによって生成される予測モデルが、学習データセッ

トのデータに似ているデータを含む新しいラベルがないデータセットに適用されます。

融資の債務不履行情報や住宅販売価格などのラベル値は、将来のイベントであるため、新しいデータ

セットに存在します。

予測モデルを使用して、予測プロセスは、新しいデータセットの各ラベルがないレコードに関連付けられた

クラスまたは数値を予測します。

学習および予測ワークフローの詳細

プロセス 説明 データセットの例

1

トレーニング

(学習コマン

o 学習コマンド –学習データセットに対して学習コマンドを実行

し、予測モデルを学習します。

o 融資データ –融資債務

不履行情報 (Y/N)を
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ド) コマンドは、予測タスクに最適な単一のモデルを選択する前

に、複数の異なる機械学習アルゴリズムを使用して、さまざま

なモデルを生成します( 「ウィニングモデル」)。

o 学習データセット –データセットにはキーフィールド(機能 )とラ
ベル付きフィールド(対象フィールド)があります。

o 学習 –学習プロセスは、キーフィールドとラベル付きフィールド

との関係を表す数学モデルを作成するものです。
o 例 –たとえば、すべての他の機能が同等の場合、学習プロセ

スは、4部屋あると、住宅の販売価格が$35,000増加したこ

とを検出するとします。

"Number of bedrooms"はキーフィールドで "sale price"はラ

ベル付きフィールドです。

o 予測モデル –学習プロセスは、予測モデルを出力ファイルに保

存します。

含む履歴融資データ

"Default"ラベル付き

フィールドです。

o 住宅データ –販売価格

を含む最近の住宅販

売データ

"Sale price"はラベル付

きフィールドです。

2

予測

(予測コマン

ド)

o 予測コマンド –予測コマンドを使用して、学習コマンドで生成

された予測モデルを適用します。
o 新しいデータ –学習データセットと同じキーフィールド(機能 )

があり、ラベル付きフィールドがない、新しいデータセットにモデ

ルを適用します。
o 予測 –予測プロセスは、予測モデルに保存された数学的関

係を使用して、新しいデータセット内にある同様の関係を持

つキーフィールド同士の関係に対するラベル値を予測します。
o 例 –たとえば、他のすべての機能が等しい場合、予測プロセ

スは 3ベッドルームの部屋の販売価格を $400,000と予測

し、4ベッドルームの場合 $435,000 と予測します。
o 確率 –(分類のみ) 各予測された値に対して、予測出力に

は、予測が正確である確率または信頼度が含まれます。

o 融資データ –現在の融

資申請者データ

融資債務不履行情報

は存在しません。融資

は申請段階だからで

す。

o 住宅データ –住宅価格

評価データ

最近の販売データは存

在しません。住宅はま

だ販売されていないた

めです。

処理時間
機械学習で必要な演算は時間がかかり、プロセッサーの負荷が高くなります。多数のフィールドを含む大

きいデータセットを使用して予測モデルを学習するには数時間かかることがあり、通常は夜間に実行する

タスクです。

学習プロセスに日付時刻キーフィールドを含めると、各日付時刻フィールドを使用して自動的に10個

の合成特徴量を抽出するため、特にプロセッサーの負荷が高くなります。日付時刻合成特徴量は予測

データの範囲を大幅に拡大できますが、関連性が考えられる場合にのみ日付時刻フィールドを含めてく

ださい。

ヒント

Analyticsの機械学習に慣れる場合は、小さいデータセットを使用し、処理時間を管理

可能に保つと、結果が比較的速く表示されます。
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学習データセットのサイズを削減するためのストラテジー

さまざまなストラテジーを使用して、結果の予測モデルの精度に大幅な影響を与えずに、学習データセッ

トのサイズ、関連付けられた処理時間を減らすことができます。

l 予測精度に影響せずに学習プロセスからフィールドを除外する関連のないフィールドと冗長な

フィールドを除外します。
l 予測精度に影響しない場合には、学習プロセスからフィールドを除外します。ただし、日付時刻

フィールドが関連していないことを想定するには注意してください。詳細については、"日付時刻

キーフィールド"下を参照してください。
l 学習データセットを抽出し、学習プロセスの入力として、抽出されたデータを使用します。考えられ

るサンプリングアプローチ：

l 大半のクラスをサンプリングしてデータクラスのサイズのバランスを保ち、平均的な少数のクラス

サイズを近似する
l 学習データセット全体のランダムサンプリング
l 機能に基づく階層化サンプリング
l クラスターに基づく階層化サンプリング

日付時刻キーフィールド
予測モデルを学習するときには、1つ以上の日付時刻フィールドをキーフィールドとして使用できます。一

般的に、日付時刻フィールドに存在する一意の値が多すぎると、フィールドは学習プロセスで適切なカテ

ゴリのソースまたは特定可能な特徴量になりません。未加工の日付時刻データは、該当する対象フィー

ルドに関連していないように見える場合もあります。

しかし、分類されると、日付時刻データが関連性をもつように見える場合があります。たとえば、調査して

いるイベントが特定の曜日または特定の時間に発生しているというパターンが見られる場合があります。

学習プロセスはは、未加工の日付時刻データを分類することで、各日付時刻フィールドから多数の合成

特徴量を自動的に抽出します。これらの合成特徴量は、予測モデルを生成するアルゴリズムに含まれま

す。

日付時刻フィールドから抽出された合成特徴量

日付、時刻、日付時刻フィールドから自動的に抽出される合成特徴量の一覧は次のとおりです。

合成特徴量の説明 特徴量の種類 合成特徴量名

曜日 数値 ( 1 ～ 7) フィールド名_DOW

月 数値 ( 1 ～ 12) フィールド名_MONTH

四半期 数値 ( 1 ～ 4) フィールド名_QTR

月初からの日数 数値 ( 1 ～ 31) フィールド名_DAY
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合成特徴量の説明 特徴量の種類 合成特徴量名

年初からの日数 数値 ( 1 ～ 366) フィールド名_DOY

秒 数値 ( 00 ～ 59) フィールド名_SECOND

時間 数値 ( 1 ～ 24) フィールド名_HOUR

1日の開始からの秒数 数値 ( 1 ～ 86400) フィールド名_SOD

日の四分位 カテゴリー：

o 00:00-06:00
o 06:00-12:00
o 12:00-18:00
o 18:00-24:00

フィールド名_QOD

日の八分位 カテゴリー：

o 00:00-03:00
o 03:00-06:00
o 06:00-09:00
o 09:00-12:00
o 12:00-15:00
o 15:00-18:00
o 18:00-21:00
o 21:00-24:00

フィールド名_OOD

予測モデルの学習

メモ

学習プロセスで使用されるデータセットのサポートされる最大サイズは 1 GBです。

機械学習メニューオプションが無効な場合は、Pythonエンジンがインストールされていな

い可能性があります。詳細については、"ACL for Windowsをインストールする"ページ

 2679を参照してください。

手順

学習プロセスの基本設定を指定する

1. 学習データセットがある Analyticsテーブルを開きます。
2. Analytics メインメニューで、［機械学習 >学習］を選択します。
3. 学習プロセスに割り当てられた時間を指定します。

最適なモデルを検索する時間 予測モデルの生成とテスト、およびウィニングモデルの選択にかかる

合計時間 (分 )。

モデルごとに、最大評価時間の10倍の検索時間を指定します。
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モデル評価の最大時間 モデル評価ごとの最大実行時間 (分 )。

100 MBの学習データごとに45分を割り当てます。

メモ

学習プロセスの合計実行時間は、検索時間と最大モデル評価時間を最大で 2
倍した値の合計です。

これらの提案された時間割り当ては、処理時間と多様なモデルタイプの評価を可

能にすることの間で、合理的なバランスを取っています。

4. 使用する予測タイプを指定する：

l 分類 –分類アルゴリズムを使用して、モデルを学習します

レコードが属するクラスまたはカテゴリを予測する場合は分類を使用します。

l 回帰 –回帰アルゴリズムを使用して、モデルを学習します

ラベルがないデータセットのレコードに関連付けられた数値を予測する場合は回帰を使用しま

す。

分類と回帰で使用される特定のアルゴリズムについては、"学習アルゴリズム"ページ 1359を参照

してください。

5. ［モデルスコアラー］ドロップダウンリストで、学習プロセス中に生成されたモデルのスコアを決定する

ときに使用するメトリクスを選択します。

生成されたモデルのうち、このメトリクスの最善値を有するモデルが保持され、そうでないモデルは

破棄されます。

使用している予測タイプによって、異なるサブセットのメトリクスを使用できます。

分類 ログ損失 | AUC |正確度 | F1 |適合率 |再現率

再帰 平均二乗誤差 |平均絶対誤差 | R2

メモ

分類メトリクスAUCは、バイナリデータ( Yes/No、True/Falseなどの2つのクラス)
が含まれるターゲット フィールドで使用されるときにのみ有効です。

フィールドの選択

1. ［学習対象］リストで、モデルを学習するときに入力として使用する 1つ以上のキーフィールドを選

択します。

キーフィールドは、ラベルがないデータセットで対象フィールド値を予測する基礎となる機能です。

キーフィールドは、文字、数値、日付時刻、または論理型を使用できます。合成特徴量は日付

時刻キーフィールドから自動的に抽出されます。
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メモ

文字フィールドは「分類的」である必要があります。つまり、カテゴリまたはクラスを

特定し、一意の値の最大数以下でなければなりません。

最大値は［最大カテゴリ］オプション( ［ツール> オプション > コマンド)で指定されま

す。

ヒント

隣接する複数のフィールドを選択するには、Shiftキー + クリックを、隣接していな

い複数のフィールドを選択するには、Ctrlキー + クリックを利用できます。

2. ［対象フィールド］リストから、対象フィールドを選択します。

対象フィールドは、入力キーフィールドに基づいて予測するようにモデルが学習されているフィール

ドです。

分類と回帰はさまざまな対象フィールド データ型で機能します。

l 分類 –文字または論理対象フィールド
l 回帰 –数値対象フィールド

モデルファイルと出力 Analyticsテーブルの名前の指定

1. ［モデル名］テキストボックスで、学習プロセスで出力されたモデルファイル出力の名前を指定しま

す。

モデルファイルには、学習データセットに最適なモデルが含まれます。モデルファイルを予測プロセス

に入力し、新しい未確認のデータセットに関する予測を生成します。

2. ［保存先］テキストボックスで、学習プロセスで出力されたモデル評価テーブル出力の名前を指定

します。

モデル評価テーブルには、以下の2つの異なるタイプの情報が格納されています。

l スコアラー/メトリクス –。これらは、学習プロセスによって生成されたモデルファイルの予測パフォー

マンスの定量的な推定、分類メトリクスまたは回帰メトリクスを意味します。
l 重要性 /係数 –(降順 ) ：モデルによって生成された予測に対する各機能 (予測印子 )の寄与度

を示す値。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

3. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。
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メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

学習データセットのサブセットのみが使用されることを指定する(任意 )

［詳細］タブで、［範囲］パネルのオプションのいずれかを選択します。

すべて(デフォルト ) テーブルのすべてのレコードが処理されます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、テーブル内の先頭レコードから処理が

開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、テーブルビュー内で現在選択されてい

るレコードから処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

行内のデータではなく、左端の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、条件に基づいてテーブル内のレコードの処理を制限するには、こ

のオプションを選択します。

学習プロセスの詳細設定を指定する

1. ［詳細］タブ［交差検証分割数］を指定します。

既定の数値の5を使用するか、別の数値を指定します。有効な数値は 2 ～ 10です。

分割は学習データセットの下位分割であり、モデル評価と最適化中に、交差検証プロセスで使

用されます。

一般的に、モデルの学習時に、5 ～ 10分割を使用すると、適切な結果が得られます。

ヒント

分割数が増えると、モデルの予測性能の推定値が改善されることがありますが、

全体的な実行時間も長くなります。

2. 省略可能。［シード］を選択し、数値を入力します。

Analyticsの乱数ジェネレーターを初期化するために使用するシード値。

シードを省略した場合は、シード値がランダムに選択されます。

明示的にシード値を指定し、将来に学習プロセスを同じデータセットで複製したい場合は、それを

記録します。

3. 省略可能。線形モデルのみを学習し、スコアを決定するには、［線形モデルのみを評価する］を選

択します。
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このオプションを未選択にする場合、分類または再帰に関連するすべてのモデルタイプが評価され

ます。

メモ

データセットが大きくなると、一般的に、線形モデルのみが含まれている場合に、

学習プロセスがより短い時間で完了します。

線形モデルのみを含めると、出力の係数が保証されます。

4. 省略可能。学習プロセスからこれらの下位プロセスを除外するには、［機能選択と前処理を無効

にする］を選択します。

機能選択は、予測モデルを最適化する際に最も有用な学習データセットで、自動化されたフィー

ルドの選択です。自動化された選択は予測性能を改善することがありますが、モデル最適化に関

連するデータ量が減ります。

データ前処理は、学習データセットでの調整や標準化などの変換を実行し、学習アルゴリズムに

より適したものにします。

注意

理由がある場合にかぎり、機能選択とデータ前処理を無効にしてください。

5. ［OK］をクリックします。

学習プロセスが開始し、指定した入力設定と経過した処理時間を示すダイアログボックスが表示

されます。

予測モデルをラベルがないデータセットに適用
する

メモ

機械学習メニューオプションが無効な場合は、Pythonエンジンがインストールされていな

い可能性があります。詳細については、"ACL for Windowsをインストールする"ページ

 2679を参照してください。

手順

1. ラベルがないデータセットがある Analyticsテーブルを開きます。
2. Analytics メインメニューで、［機械学習 >予測］を選択します。
3. ［モデル］をクリックし、［ファイルを選択］ダイアログボックスで、前の学習プロセスによって生成された

モデルファイルを選択し、［開く］をクリックします。

モデルファイルのファイル拡張子は *.modelです。
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メモ

モデルファイルは、ラベルのないデータセットと同じフィールドまたはほぼ同じフィール

ドのデータセットで学習されている必要があります。

バージョン 14.1のAnalyticsで学習されたモデルファイルは使用できません。バー

ジョン 14.1のモデルファイルは、それ以降のバージョンのAnalyticsと互換性があり

ません。予測プロセスと使用するには、新しい予測モデルを学習してください。

4. ［保存先］テキストボックスで、予測プロセスで出力されたAnalyticsテーブル出力の名前を指定し

ます。

この出力テーブルには、学習プロセス中に指定したキーフィールドと、予測プロセスで生成された、

以下の1つまたは 2つのフィールドが含まれます。

l 予測 –ラベルがないデータセットの各レコードに関連付けられた予測されたクラスまたは数値
l 確率 –(分類のみ)予測されたクラスが正しい確率

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

5. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

6. 省略可能。ラベルがないデータセットのサブセットのみを処理するには、［詳細］タブで、［範囲］パ
ネルのオプションのいずれかを選択します。

7. ［OK］をクリックします。

学習アルゴリズム
3つの学習コマンド オプションは、予測モデルを学習するために使用される機械学習アルゴリズムを指示

します。

オプション 学習ダイアログボックスタブ

分類または再帰 ［メイン］タブ

線形モデルのみを評価 ［詳細］タブ
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オプション 学習ダイアログボックスタブ

機能選択と前処理を無効にする ［詳細］タブ

次のセクションでは、使用されるアルゴリズムを制御するオプションを要約します。

アルゴリズム名は、Analyticsユーザーインターフェイスに表示されません。学習コマンドによって最終的に

選択されたモデルを生成するために使用されるアルゴリズムの生がログに表示されます。

メモ

アルゴリズムの詳細については、scikit-learn ドキュメントを参照してください。scikit-learn
は、Analyticsが使用する Python用の機械学習ライブラリです。

分類アルゴリズム

詳しく表示

使用されるアルゴリズム 使用されないアルゴリズム

アルゴリズム名

常に含

まれる

線形モデルのみを評価 機能選択と前処理を無効にする

選択されていないオプ

ション(デフォルト )
選択された

オプション

選択されていないオプ

ション(デフォルト )
選択された

オプション

アルゴリズムタイプ：分類器

ロジスティック回帰

線形サポート ベクターマ

シン

ランダムフォレスト

Extremely Randomized
Trees

勾配ブースティングマシン

アルゴリズムタイプ：特徴量プリプロセッサー

ワンホット エンコーディング

(カテゴリ特徴量 )

Fast独立成分分析

Feature Agglomeration
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アルゴリズム名

常に含

まれる

線形モデルのみを評価 機能選択と前処理を無効にする

選択されていないオプ

ション(デフォルト )
選択された

オプション

選択されていないオプ

ション(デフォルト )
選択された

オプション

主成分分析 (特異値分

解 )

Second Degree
Polynomial Features

Binarizer

ロバスト スカラー

標準スカラー

最大絶対スカラー

最小最大スカラー

Normalizer

ニューストレムカーネル近

似

RBFカーネル近似

ゼロカウンター

アルゴリズムタイプ：特徴量選択

ファミリーワイズエラー率

最高スコア百分位

差異しきい値

再帰的特徴消去

重要度重み

再帰アルゴリズム

詳しく表示
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使用されるアルゴリズム 使用されないアルゴリズム

アルゴリズム名

常に含

まれる

線形モデルのみを評価 機能選択と前処理を無効にする

選択されていないオプ

ション(デフォルト )
選択された

オプション

選択されていないオプ

ション(デフォルト )
選択された

オプション

アルゴリズムタイプ：回帰

Elastic Net

Lasso

Ridge

線形サポート ベクターマ

シン

ランダムフォレスト

Extremely Randomized
Trees

勾配ブースティングマシン

アルゴリズムタイプ：特徴量プリプロセッサー

ワンホット エンコーディング

(カテゴリ特徴量 )

Fast独立成分分析

Feature Agglomeration

主成分分析 (特異値分

解 )

Second Degree
Polynomial Features

Binarizer

ロバスト スカラー

標準スカラー

最大絶対スカラー
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アルゴリズム名

常に含

まれる

線形モデルのみを評価 機能選択と前処理を無効にする

選択されていないオプ

ション(デフォルト )
選択された

オプション

選択されていないオプ

ション(デフォルト )
選択された

オプション

最小最大スカラー

Normalizer

ニューストレムカーネル近

似

RBFカーネル近似

ゼロカウンター

アルゴリズムタイプ：特徴量選択

ファミリーワイズエラー率

最高スコア百分位

差異しきい値

重要度重み
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データのクラスター

クラスターは、1つ以上の数値キーフィールドの類似した値に基づいて、テーブルのレコードをグループ化し

ます。類似した値は、データセット全体のコンテキストで相互に近い値です。これらの類似した値は、特

定されると、データのパターンを明らかにするクラスターを表します。

メモ

分析プログラムでクラスターを定期的に実行する場合は、Diligentアカデミーコースの

「Analyticsで CLUSTERコマンドを使用してデータグループを検索する( ACL 361) 」を
受講することをお勧めします(お客様のログインが必要です)。

他のAnalytics グループ化コマンドとクラスター
の違い
クラスターは他のAnalytics グループ化コマンドとは異なります。

l クラスターでは、取引タイプや加盟店カテゴリコードといった既存のデータカテゴリや、数値の境界

がハードコーディングされた定義済みの層でグループ化する必要がありません。代わりに、クラス

ターはデータ内の類似した数値 (つまり、相互に近い値 )に基づいてデータをグループ化します。
l 複数のフィールドに基づくクラスターは、ネストされない(非階層 )結果を出力します。

クラスター対象のフィールドの選択
クラスターにより、存在することを知らないデータの有機的なグループを検出することができます。特に、機

械学習を利用せずに、複数の数値フィールドに基づくクラスター(多次元クラスター)を特定することは困

難です。この意味で、クラスターは説明的であり、監視されない機械学習の例です。

ただし、出力クラスターの有意性を保証するには、クラスターで選択するフィールド間に有意な関係が存

在する必要があります。

単一フィールドのクラスター

単一フィールドでのクラスターは比較的簡単です。単一の値のセットに集中し、クラスターは値間の近さ

(近似 )に基づいて値をグループ化します。たとえば、金額フィールドをクラスター化し、値の範囲で金額が

集中する場所を見つけることができます。

階層化などの従来のアプローチに対するクラスターの利点は、前もって、集中が存在する可能性がある

場所を想定したり、任意の数値境界を作成したりする必要がないことです。クラスターは、特定のクラス

ター数の境界がある場所を検出します。
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例

単一の数値フィールドでのクラスターの例

Ap_Transテーブルを Invoice Amountでクラスター化し、値の範囲で金額が集中する場所を見

つけることができます。想定される結果は、金額のほとんどが範囲の下限でクラスター化されること

です。クラスターは、想定されたパターン通りになるかどうかを確認します。

Invoice Amount フィールドを 5つのクラスターにグループ化することを決め、クラスターを要約して、

各クラスターのレコード数を検出します。

出力結果

次の出力結果では、最初の5つのレコードがシステムで生成され、指定した任意のクラスター数

と同じになります。Invoice Amount フィールドでは、5つのレコードが中心を示します。これは、請

求金額の5つのクラスターそれぞれに対してクラスターアルゴリズムが計算する中心点です。たとえ

ば、クラスター3( C3)の中心は 2,969.04です。詳細については、"クラスターアルゴリズムの仕組み

"ページ 1368を参照してください。

システムで生成されたフィールドの下では、ソースデータフィールドがクラスターにグループ化されま

す。これはクラスター 0から始まります。Distance フィールドの値は、実際の請求金額から、そのク

ラスターの計算された中心値までの距離です。このため、たとえば、レコード 6では、請求金額

618.30から距離 64.935317を差し引くと、中心値 553.36と等しくなります。

メモ

実際の値が中心値より大きいか小さいかによって、距離値を加算または減算しま

す。
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クラスターの要約

Cluster フィールドを要約し、要約された出力をカウントで並べ替えると、次の結果が出力され、

値の分布が想定通りであることを確認します。全体的に、請求金額が低い値に向かって大きく

歪みます。(比較しやすいように中心値がテーブルに追加されています。)

クラスターの単一の大きい値は単独で異常値のように出現し、一般的に調査が必要です。

クラスター カウント 中心値

0 73 553.36

3 16 2,969.04

4 8 8,061.46

2 4 18,010.28

1 1 56,767.20
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複数のフィールドのクラスター

2つ以上のフィールドでクラスター化するときには、フィールドを関連付ける方法を確認する必要がありま

す。クラスターを使用して、仮定をテストできます。たとえば、会社が従業員の退職率に関心があるとしま

す。管理者は、より若い給与が低い従業員に集中していると考えています。

クラスターを使用して、次の間に強い関係があるかどうかを検出できます。

l 勤続期間と従業員の年齢 ( 2次元クラスター)
l 勤続期間、従業員の年齢、給与 ( 3次元クラスター)

メモ

この分析では、取得された傷病休暇日数など、仮定とは明確に関係しないフィールドを

含めないようにする必要があります。

出力クラスターの評価
クラスターアルゴリズムは、常に、指定されたクラスター数のテーブルを出力します。出力テーブルのすべて

のレコードはクラスターにあります。

この時点では、クラスターに分析上の有意性または意味があるかどうかを評価する必要があります。アル

ゴリズムがクラスターのレコードをグループ化するからといって、必ずしも、グループ化が有意であるわけでは

ありません。クラスターが有意なパターンを形成しているかどうかを確認する必要があります。クラスターが

ストーリーを伝えているかどうか

ヒント

クラスター出力テーブルをレポート ツールの散布図としてグラフ化し、各クラスターに別の

色を割り当てると、出力クラスターの全体的な特性をすばやく、簡単に評価できます。

次の特性は、出力されたクラスターの有意性を評価する際に役立ちます。

l クラスターの一貫性 –クラスターの個別の値すべてが比較的中心に近い位置にあるか、クラスター

が分散しているか。クラスターの一貫性が高いほど、クラスターを構成する値の関係が強くなりま

す。
l クラスターのサイズ – 1つまたは 2つの大きいクラスターにほとんどの値が含まれているか。この場

合、値が多数のクラスター間で比較的均等に分散しているデータセットに比べ、データセットが大

きく偏っています。
l 異常値 –重要なクラスターのいずれにも含まれない値を検討します。このような異常値は、追加

で精査する必要がある項目を示している可能性があります。また、「内部異常値」を検討します。

つまり、重要なクラスターに含まれていて、クラスターの外側の端にある値です。

メモ

上記の特性はすべて、クラスター評価でも、人間が行う主観的な方法です。クラスター

評価ではさまざまな機械的な方法が存在しますが、そのような方法は本 Analyticsヘル

プの対象範囲外です。
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クラスターアルゴリズムの仕組み
Analyticsのクラスターは、k平均法アルゴリズムを使用します。これは、一般的な機械学習アルゴリズム

です。k平均法の詳細については、インターネットの説明をご覧ください。

アルゴリズムの概要は以下のとおりです。

詳しく表示

k平均法アルゴリズムは、反復プロセスを使用して、クラスターを最適化します。

1 クラスター数の指定

o データセットをグループ化するために使用するクラスターまたはグループ数を

決定します。"K"は指定するクラスター数を表します。
o データセットのデータ点は、単一数値フィールドの値、または複数の数値

フィールドに基づいてアルゴリズムが演算する複合値にすることができます。

2 クラスター中心の初期化

o ランダムデータ点のセットを生成し、クラスター計算の初期中心または中

央点として使用します。
o 生成された中心数は、指定したクラスター数と同じです。

3
各データ点を最も近い中心に割

り当てる

o 各データ点から中心への最短距離を見つけます。距離の比較は平方

ユークリッド距離を使用します。
o 各データ点を最も近い中心に割り当てます。特定の中心に割り当てられ

たすべてのデータ点がクラスターになります。

4 中心の再計算

o クラスターのすべてのデータ点の平均または中央値を計算します。中央値

がクラスターの新しい中心になります。

5 反復

o 手順 3および 4を繰り返します。

l 各データ点から中心への最短距離を再計算します。

l 各データ点を最も近い中心に割り当てます。これにより、一部のデータ

点がもう一度別のクラスターに割り当てられます。

l 中心を再計算します。
o データ点が割り当てられなくなるまで、または指定された反復の最大数に

達するまで、反復を繰り返します。
o 各反復で、クラスターの構成がより一貫します。つまり、クラスターのデータ

点はより近くなります。

クラスター数 ( K値 )の選択
データのクラスター化で使用する最適なクラスター数を決定するには、テストと実験が必要になることがあ

ります。特定のデータセットに対する、正確な答えはありません。

詳しく表示

最適なクラスター数を決定するためのガイドライン

l データを理解する –前もってデータセットを理解し、データのプロファイル、および値の明確な集中に

ついて概要を把握します。
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l 最初は高めにする –最初は 8 ～ 10の比較的多いクラスター数を選択します。
l 別のクラスター数を試す –複数回クラスターを実行し、毎回別のK値を指定します。出力結果を

レビューすると、クラスターを増やすのか減らすのかを判断できます。
l エルボー法 –エルボー法を使用すると、クラスターの最適な数をプログラミングで特定します。最適

な数とは、クラスターの一貫性が最も高く、追加クラスターの収穫逓減 (既に一貫しているクラス

ターを分割しても限界的にしか一貫性を実現できないこと)を回避する点です。

エルボー法の結果を折れ線グラフでプロットし、「エルボー」または変曲点を視覚的に特定します。

ここでは、クラスター数を増やしても一貫性は大きく改善されません。

Analyticsで使用可能なエルボー法のスクリプトはScriptHubからダウンロードできます。エルボー

法 - Kの残差平方和 ( SSE) (お客様のログインが必要です)

文字または日付時刻フィールドでクラスター化
できますか。
一般的に、文字または日付時刻フィールドでクラスター化できません。クラスターアルゴリズムは数値だけ

を許可し、数値で計算を実行します(ユークリッド距離、中央値 )

詳しく表示

カテゴリ文字データ

ロケーション IDなどのカテゴリ文字データが数値の形式になっていることがあります。あるいは、演算フィー

ルドを使用して、文字カテゴリを作成する数値コードのセットにマッピングできます。このデータを数値デー

タ型に変換し、クラスターで使用できます。ただし、結果のクラスターは有効になりません。数値ではない

対象を表す数値に対して数学的演算を実行するためです。

たとえば、ロケーション IDのリストの平均に基づいて中心位置を計算すると、意味のない数値になりま

す。計算は、ロケーション番号間の数学的な距離が何らかの実際の世界の測定可能な距離と等しいと

いう無効な想定に基づいています。

物理的な距離を考慮する場合、ロケーション 1とロケーション 9の間の距離がロケーション 1とロケーショ

ン 5の間の距離の2倍であるということは無意味です。ロケーション 1と9は隣で、ロケーション 5が数マ

イル離れている可能性があります。

ロケーションや物理的な距離に関するクラスター分析では、使用する有効なデータは地理座標です。

スケールを表すカテゴリデータ

スケールを表すカテゴリデータでクラスターできます。たとえば、不可から優までの評価スケールと、対応す

る 1 ～ 5のコードです。この場合、数値コードの平均には意味があります。
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日付時刻データ

Analytics 関数を使用して、日付時刻データを数値データに変換できます。ただし、結果の数値データ

は連続していません。これは、数値の連続セットを想定するクラスター分析では問題となります。

たとえば、次の3つの数値は、日付としては、1日違いです。ただし、数値としては、最初と2番目の数

値にかなりのギャップまたは距離があります。

l 20181130
l 20181201
l 20181202

クラスター分析では、シリアル日付値を使用できます。シリアル日付は、1900年 1月 1日からの経過日

数を表す、整数の連続セットです。

手順

メモ

機械学習メニューオプションが無効な場合は、Pythonエンジンがインストールされていな

い可能性があります。詳細については、"ACL for Windowsをインストールする"ページ

 2679を参照してください。

クラスターアルゴリズムの設定の指定

1. クラスター化するデータがあるテーブルを開きます。
2. Analytics メインメニューで、［機械学習 > クラスター］を選択します。
3. ［クラスター数 ( k値 ) ］で、データをグループ化するために使用するクラスター数を指定します。
4. ［最大繰り返し数］で、クラスターアルゴリズムで実行される反復数の上限を指定します。
5. ［初期化数］で、ランダム中心の初期セットを生成する回数を指定します。
6. 省略可能。［シード］を選択し、数値を入力します。

データ処理方法の指定

複数のキーフィールドでクラスター化する場合は、クラスターで使用する前に、前処理機能を使用して、

フィールドのスケールを標準化してください。

一般的に、異なる数値フィールドのスケールと単位は異なります。たとえば、年間のドル金額を含む給料

フィールドの範囲は 20,000 ～ 100,000で、年を含む年齢フィールドの範囲は 18 ～ 70であるという可

能性があります。給料フィールドと年齢フィールドを使用してクラスター化し、調整を行わない場合、出力

されたクラスターは、給料 /年齢クラスターではなく、基本的に給料クラスターとなります。その場合、年齢

数と比較して、給料の数値のサイズにクラスターが偏ります。

前処理を実行すると、次の方法によって、すべてのクラスターのキーフィールドのすべての値を調整するた

め、クラスター処理中に均等に重み付けすることができます。
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前処理オプション 説明

標準化

キーフィールド値の中央を平均ゼロ( 0)にし、調整します。これは、値を z得点相当 (標準得点 )に
変換するプロセスです。

z得点は、未加工の値を各フィールドの未加工の平均値から分離する標準偏差数の測定です。

調整されたフィールドでは、平均値がゼロ( 0)で表されます。表される未加工の値がフィールドの未

加工の平均値より大きいか小さいかによって、z得点が正または負になります。

メモ

キーフィールドにほとんどゼロ以外の値が含まれている場合はこのオプションを使用

します(密行列 )。

例

z得点の計算の例

調整された年齢フィールドでは、元の年齢値 55は、z得点では 1.038189になります。

l 年齢フィールドの元の平均値：42.04054054
l 年齢フィールドの標準偏差：12.48276021
l 元の平均値を減算して元の値を中心にする：55 - 42.04054054 = 12.95945946
l 標準偏差で除算して中心の元の値を調整する：12.95945946/12.48276021 =

1.038189
l 55は元の平均値から離れた標準偏差 1.038189です。

単位分散になるよう

にスケール

標準偏差で除算してキーフィールド値を調整しますが、中央を平均ゼロ( 0)にしません。

メモ

1つ以上のキーフィールドに多数のゼロ( 0)値が含まれる場合にはこのオプションを

使用します(疎行列 )。

例

中心化せずに調整する例

調整された年齢フィールドでは、元の年齢値 55は、調整された値 4.406077になります。

l 年齢フィールドの標準偏差：12.48276021
l 標準偏差で除算して元の値を調整する：55/12.48276021 = 4.406077

なし

キーフィールドは中心化も調整もされません。クラスターを計算するときに、クラスターは中心化も調

整もされない、元の値を使用します。
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フィールドの選択

1. ［対象クラスター］リストから、テーブルのレコードをクラスター化するために使用する 1つ以上のキー

フィールドを選択します。

キーフィールドは数値である必要があります。

2. 省略可能。［他のフィールド］リストで、出力テーブルに含める 1つ以上の追加フィールドを選択し

ます。

ヒント

隣接する複数のフィールドを選択するには、Shiftキー + クリックを、隣接していない複数

のフィールドを選択するには、Ctrlキー + クリックを利用できます。

コマンド入力の確定

1. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

2. ［保存先］テキスト ボックスに、出力テーブルの名前を指定します。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

3. 省略可能。［詳細］タブ
a. レコードのサブセットのみが処理されることを指定するには、［範囲］パネルでオプションのいずれ

かを選択します。

b. 出力テーブルを自動的に開くようにするには、［出力テーブルの使用］をオンにします。
4. ［OK］をクリックします。
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ベンフォード分析の実行

ベンフォード分析は、フィールドに表示される最初の桁 ( 1 ～ 9)や最初の桁の組み合わせの数をカウント

し、実数と予測数を比較します。

ベンフォード式で計算された、想定されたカウントは、ベンフォード分布を提供します。自然に発生する数

字のセットにおいて、先頭の数の実際のカウントの頻度分布は、ベンフォード分布に近似します。

テストされるデータの1つ以上の先頭の数または数の組み合わせが、ベンフォード分布から大幅に逸脱

している場合は、数が操作された可能性があることを示すことがあります。逸脱はシンプルかつ合理的な

説明である場合もあり、必ずしも操作を示すものではありません。

ベンフォード分析を使用してテストできるデータ
ベンフォード分析は、会計金額、取引金額、費用、またはアドレス番号などの「自然発生数」から構成

される数値データをテストする目的でのみ、使用してください。ベンフォード分析は、いかなる方法でも制

約を受けた数値データには適していません。

ベンフォード分析に適した数値データを特定するには、次のガイドラインに従ってください。

l データセットのサイズ –有効は分布をサポートするには、データセットが十分に大きいサイズである

必要があります。ベンフォード分析では、499レコード以下の場合には、信頼できる結果が得られ

ない場合があります。
l 先頭の数の要件 –1 ～ 9のすべての数値が、先頭の数として発生する可能性がなければなりま

せん。
l 先頭の数の組み合わせの要件 –0 ～ 9のすべての数値が、先頭から 2番目の数および分析対

象の追加の数として発生する可能性がなければなりません。
l 制約されたデータ –あらかじめ定義されたパターンに従って割り当てまたは生成された数値データ

は、ベンフォード分析に適していません。たとえば、次の分析では、ベンフォード分析を使用しない

でください。
l 連番の小切手または請求書番号
l 特定のパターンにマッピングされる社会保障番号または電話番号
l 特定の数字が出現しない範囲がある番号体系

l 乱数 –乱数生成器で生成された数値は、ベンフォード分析に適していません。

使用の詳細
以下の表は、Analyticsでのベンフォード分析の使用に関する詳細を示します。

分析する先頭桁数

先頭桁数を最高 6桁まで分析できます。4桁以上を分析する場合、ベンフォード分析の結

果は、画面に表示したり、プリンターへ送信したりするのではなく、ファイルに出力する必要が

あります。
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処理時間

作業対象のレコード数にもよりますが、5桁以上の先頭桁数の分析には数分かかる可能性

があります。分析している桁数にかかわらず、Escキーを押せばいつでもこのコマンドを終了さ

せることができます。

データセットのサイズ

効果的にベンフォード分析を実行するには、大きなデータセットが必要になります。Analytics
では、指定した桁数に対してデータセットが小さすぎると、結果出力で警告メッセージが表

示されます。

正の値と負の値

正の値と負の値を別々に分析すると、異常なデータはより明白になります。分析を始める前

にフィルターを使用して、正と負の値を分けます。

ゼロおよび数値以外の文

字

値がゼロのレコードは無視されますが、その除外されたレコード数は報告されます。

また、先頭にあるゼロ、小数点やドル記号などの数値書式、およびその他の数値以外の

桁、さらにテスト基準を満たさないレコードも無視されます。結果として出された数字の桁数

が指定した数より少ない場合は、Analyticsは結果の右側にゼロを追加します。

ベンフォード分析出力結果
ベンフォード分析では以下の出力結果が生成されます。

先頭桁

検証する先頭桁が表示されます。たとえば、1桁の先頭桁を指定した場合、1から 9の数

字が表示されます。2桁の先頭桁を指定した場合は、10から 99の数字が表示されます。

実数

各先頭桁の総数か、フィールドに含まれる先頭桁の組み合わせの実際の総数が表示されま

す。

予測数

べンフォードの法則に従って計算された、各先頭桁の予測数か、先頭桁の組み合わせの予

測数が表示されます。

Z統計量

実際のカウントと予測されるカウントの間の距離の標準偏差の測定である、各数または数の

組み合わせのZ統計量を示します。たとえば、Z統計量 0.500は標準偏差の半分を表しま

す。

下限範囲

上限範囲

(省略可能 )

各先頭の数または数の組み合わせのカウントの計算された上限値と下限値を示します。

出力結果の複数の桁または桁の組み合わせの実際のカウントが境界のいずれかを超える場

合、データは操作された可能性があり、調査が必要になります。

メモ

下限と上限の値が含まれるのは、［ベンフォード］ダイアログボックスの［上限

および下限を含める］チェックボックスをオンにした場合のみです。

手順
フィールドでベンフォード分析を実施し、1つ以上の先頭の数または数の組み合わせがベンフォード分布

から大幅に逸脱するかどうかを検査します。

方法の説明
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1. 分析するフィールドを含むテーブルを開きます。
2. ［分析 >ベンフォード］の順に選択します。
3. ［メイン］タブで、次のいずれかを実行します。

o ［ベンフォードの対象］ドロップダウンリストから、分析の対象となるフィールドを選択します。

o ［ベンフォードの対象］をクリックしてフィールドを選択するか、式を作成します。

メモ

取引金額などの「自然発生数」を含むフィールドを選択します。ベンフォード分析

は、いかなる方法でも制約を受けた数値データには適していません。詳細について

は以下を参照 "ベンフォード分析を使用してテストできるデータ"ページ 1373

4. ［分析する先頭桁数］に、分析する桁数を 1から 6までの数値で入力します。

メモ

4桁以上の先頭桁を分析する場合、結果はファイルへ出力する必要があります。

4桁以上の分析の結果は、画面へ表示、プリンターへ送信、またはグラフで表示

することはできません。

5. 現在のビューの中に処理から除外したいレコードがある場合は、［If］テキスト ボックスに条件を指

定します。直接入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用して IFステートメント

を作成します。

メモ

If条件は、任意の範囲オプション(先頭、次へ、While)が適用された後に、テーブ

ルに残るレコードに対してのみ評価されます。

IFステートメントは、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを

除外します。

6. (省略可能 )各数または数の組み合わせの出力結果に計算された境界値を含める場合は、［上
限および下限を含める］を選択します。

7. ［出力］タブをクリックします。
8. ［出力先］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

l 画面 – Analyticsの表示領域に結果を表示するには、このオプションを選択します。

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けられてい

るソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンすることができま

す。

出力レコードに多数のレコードが含まれている場合は、結果を画面に表示するよりファイルに保

存した方が、処理が速く便利です。

l 印刷 –デフォルトのプリンターに結果を送信するには、このオプションを選択します。
l グラフ –結果を基にグラフを作成し、それを Analytics表示領域に表示するには、このオプション

を選択します。
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l ファイル –結果を Analyticsテーブルに保存または追加するには、このオプションを選択します。

テーブルがまだプロジェクトに存在しないときは、開いているプロジェクトに追加されます。

メモ

当該の分析操作に対して適用されない出力オプションは無効になります。

9. 出力の種類として［ファイル］を選択した場合は、［出力指定］パネルで次の情報を指定します。
l ファイルの種類 –オプションは "Analytics テーブル"のみです。結果を新しいAnalyticsテーブル

に保存するか、または既存のAnalyticsテーブルに追加します。
l 名前 – ［名前］テキスト ボックスにテーブル名を入力します。もしくは、［名前］ボタンをクリックし

て、［保存］または［ファイルを保存する名前］ダイアログボックスでテーブル名を入力するか、既

存のテーブルに上書きまたは追加する場合はそのテーブルを選択します。Analyticsによってテー

ブル名があらかじめ設定されている場合は、その設定されている名前を受け入れることも、ある

いは変更することもできます。

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プロジェ

クトの場所以外の場所にテーブルを保存したり、その場所にあるテーブルに追加したりすることも

できます。たとえば、C:\Results\Output.filまたは Results\Output.filのように指定し

ます。

メモ

Analyticsテーブル名は、拡張子 .FILを含まない 64文字の英数字に制限され

ています。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字や

スペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

l ローカル –サーバーテーブルに接続している場合のみ有効になります。プロジェクトと同じ場所に

出力テーブルを保存する、パスを指定する、または別のローカルフォルダーへ移動する場合は、

［ローカル］を選択します。サーバーのPrefixフォルダーに出力テーブルを保存する場合は、［ロー

カル］を選択解除されたままにしておきます。

メモ

出力結果がAX Serverテーブルの分析や処理から生成される場合は、［ローカ

ル］を選択します。結果テーブルを AX Serverにインポートするために［ローカル］設
定を選択解除することはできません。

10. 出力の種類によっては、任意で［ヘッダー］および［フッター］をそれぞれのテキスト ボックスに指定で

きます。

デフォルトでは、ヘッダーとフッターは中央揃えで出力されます。ヘッダーテキストやフッターテキスト

を左揃えにするには、テキストの前に始め山かっこ( <)を入力します。複数行のヘッダーやフッター

を入力する場合は、［ヘッダー］または［フッター］ボタンをクリックします。あるいは、ヘッダーまたはフッ

ターのテキスト ボックスで、改行文字としてセミコロン( ;)を入力してもかまいません。複数行を左揃

えにするには、各行の先頭に始め山かっこが必要です。

11. ［詳細］タブをクリックします。

12. ［適用範囲］パネルで、適切な出力オプションを選択します。

1376

データの分析

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


l すべて
l 先頭
l 次へ
l While
詳しく表示

すべて デフォルトで、このオプションが選択されます。ビュー内のすべてのレコードを処理するように指定するに

は、選択されたままにしておきます。

先頭 このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内の先頭レコードから処理が開始さ

れ、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。

次へ このオプションを選択してテキスト ボックスに数を入力すると、ビュー内で現在選択されているレコードか

ら処理が開始され、指定した件数のレコードのみが処理対象とされます。行内のデータではなく、左端

の列の実際のレコード番号が選択されている必要があります。

While WHILEステートメントを使用して、特定の条件または条件のセットに基づいてビュー内のレコードの処

理を制限するには、このオプションを選択します。［While］テキスト ボックスに条件を入力するか、または

［While］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用してWHILEステートメントを作成することができます。

WHILEステートメントでは、指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードを処理する

ことができます。条件が falseと評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されませ

ん。Whileオプションは、"すべて"、"先頭"、または "次"オプションと組み合わせて使用することができま

す。1つの制限に達するとすぐに、レコードの処理が停止します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理的な順番またはイン

デックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用されたフィルターやクイックソートは一切無視

します。ただし、分析操作の結果ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作します。

13. 出力の種類としてファイル( Analytics テーブル)を選択した場合、操作の完了時に、自動的に出

力テーブルを開く場合は、［出力テーブルを開く］を選択します。

14. 出力タイプとして［ファイル］を選択し、出力テーブルを既存のAnalyticsテーブルの最後に追加す

る場合は、次のいずれかを実行します。

o 出力結果と既存のテーブルの構造が同じであることが確実な場合は、［既存のファイルに追

加］を選択します。

o 出力結果と既存のテーブルのレコード長を Analyticsに比較させたい場合は、［既存のファイル

に追加する］を選択解除されたままにしておきます。レコード長が同一でなければ、データ構造

は同じではなく、追加は正しく動作しません。

メモ

出力結果と既存のテーブルの構造が同一であるかどうかが不確かな場合は、［既
存のファイルに追加する］を選択解除されたままにしておくことをお勧めします。追

加およびデータ構造の詳細については、"既存テーブルへの出力結果の追加"
ページ 207を参照してください。
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15. ［OK］をクリックします。
16. 上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切なオプションを選択します。

［最後に追加］オプションが表示されることを期待していたのに表示されない場合は、［いいえ］をク

リックして操作をキャンセルし、"既存テーブルへの出力結果の追加"ページ 207を参照してくださ

い。
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Rスクリプトの実行

Analyticsテーブルを外部 Rスクリプトで分析して返されたデータを使って、新しいテーブルを Analyticsプ
ロジェクト内に作成します。ソースデータはデータフレームとしてR スクリプトに渡されます。このデータフ

レームは同梱の関数を使って参照できます。

RでのAnalyticsデータの操作
Analytics内から実行するRスクリプトを作成する場合は、ACLとRスクリプトの間でデータをやり取りす

る方法に習熟してください。Analyticsに同梱されているR関数を、作成するRスクリプト内で使用する

ことで、RCOMMANDを正常に実行できます。

詳しく表示

R スクリプトでのAnalyticsデータの参照

AnalyticsテーブルはRデータフレームとしてスクリプトに渡されます。データフレームはタブ形式のデータ

オブジェクトであり、データの異なるモードまたは型の列を含むことがあります。

Rスクリプトで Analyticsによって作成されたデータ型を操作するには、acl.readData() 関数を呼び出

し、返されたデータフレームを変数に格納します。

# Analytics テーブルをデータ フレーム myTable に格納します。これはスクリプトを使用して参照

できます

myTable<-acl.readData()

データフレームのセルからデータを取得するには、次のアプローチのうちの1つを使用できます。

l 行と列の座標の使用：

# データ フレームの 1 行 2 列の値を取得します。

myTable[1,2]

メモ

座標はコマンドで指定されたフィールドの順序に基づいているのであり、テーブルレ

イアウトや、現在開いているビューに基づいているのではありません。

l 行と列の名前の使用：
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# データ フレームの 1 行 "myColumnTitle" 列の値を取得します。

myTable["1","myColumnTitle"]

列の名前を使用するには、コマンドのKEEPTITLEオプションを指定する必要があります。

行は、"1"、"2"、"3"と命名されており、そのように増加します。名前と座標の組み合わせを使用す

ることもできます。

Analyticsへのデータの返送

データフレームまたはマトリクスを Analyticsに戻し、新しいテーブルを作成するには、次の構文を使用し

ます。

＃ myNewTable データ フレームを Analytics に戻し、新しいテーブルを作成します

acl.output<-myNewTable

メモ

Rスクリプトが終了するときに、データフレームまたはマトリクスを Analyticsに戻す必要が

あります。データフレームまたはマトリクスの列には原子値のみが含まれ、リスト、マトリク

ス、配列、非原子オブジェクトがないことを確認します。値を Analyticsデータ型に変換

できない場合は、コマンドが失敗します。

Rデータのマッピング

Analyticsデータ型は、AnalyticsプロジェクトとRスクリプトの間の翻訳プロセスを使用して、Rデータ型に

変換されます。

Analyticsデータ型 Rデータ型

論理 論理

数値 数値

文字 文字

日付時刻 日付、POSIXct、POSIXlt

パフォーマンスとファイルサイズ制限

Rスクリプトの実行と返されるデータの処理にかかる時間は、入力データが1 GBを超える場合には長く

なります。R では、2 GB以上の入力ファイルはサポートされていません。

また、Rに送信されるレコード数もパフォーマンスに影響します。ファイルサイズは同じだがレコード数が異

なる 2つのテーブルでは、レコード数が少ないテーブルの方が処理が高速になります。
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複数バイト文字データの処理

中国語のような、複数バイトの文字セットでデータをRに送信する場合、Rスクリプトにシステムロケール

を適切に設定する必要があります。複数バイトのデータのテーブルをRに正常に送信するには、Rスクリ

プトの第 1行に、次の関数が含まれている必要があります。

# ロケールを中国語に設定する例

Sys.setlocale("LC_ALL","Chinese")

Sys.setlocale( )の詳細については、R ドキュメントを参照してください。

「Hello world」の例

Analytics コマンド

RCOMMAND FIELDS "Hello", ", world!"TO "r_result" RSCRIPT "C:\scripts\r_
scripts\analysis.r"

Rスクリプト ( analysis.r)

srcTable<-acl.readData()

# ACL に返送するテーブルを作成

output<-data.frame(
  c(srcTable[1,1]),
  c(srcTable[1,2])
)

# 列名を追加して ACL にテーブルを返送

colnames(output) <- c("Greeting","Subject")
acl.output<-output

Rスクリプトの実行
1. メニューから、［分析 > R］を選択します。

［RCOMMAND］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［R スクリプト］フィールドの横にある［参照］をクリックして、コンピューターにある実行対象のRスクリ

プトに移動します。
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3. ［フィールドの選択］をクリックし、AnalyticsによってRスクリプトからアクセスできるようにされるデータ

フレームに、1つ以上のフィールドを追加します。

ヒント

データフレームには、フィールドとして式も追加することができます。式を作成するに

は、［式］をクリックし、表示されるダイアログボックスで選択できる関数、フィール

ド、演算子を使用します。詳細については、"式ビルダーの概要"ページ 870を参

照してください。

4. 省略可能。RCommandオプションのセクションでは、AnalyticsデータをRスクリプトに送信する方

法を定義します。

詳細については、"RCOMMANDのオプション"下を参照してください。

5. 省略可能。Rスクリプトに送信されるレコードをフィルターリングするには、［If］をクリックし、［式ビル

ダー］ダイアログボックスを使って、フィルターとして使用する条件式を作成します。

式ビルダーを使用した式の作成方法の詳細については、"式ビルダーによる式の作成"ページ 872
を参照してください。

6. 出力テーブルを指定するには、［転送先］をクリックして、［ファイル名］フィールドにテーブルの名前

および関連する .FILファイルを入力します。

フォルダーエクスプローラーを使って、ソースデータファイルの保存に使用したいフォルダーに移動し

ます。

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含まない)
に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

7. 省略可能。ダイアログボックスの［詳細］タブで、RCOMMANDの範囲関連オプションを指定しま

す。

詳細については、"［詳細］タブ"次のページを参照してください。

8. RCOMMANDを実行するには、［OK］をクリックします。

［RCOMMAND］ダイアログボックスのオプション

RCOMMANDのオプション

オプション 説明

フィールド名付きでエクス

ポートする

Rスクリプトのデータフレームのヘッダー値として、ソースのAnalyticsテーブルの列見出しを使

用します。このオプションは、RCOMMANDに対してKEEPTITLEオプションを設定します。ま

た、このオプションは、R スクリプト内で列名を使ってデータを取得したい場合に必要です。
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オプション 説明

列区切り Rスクリプトにデータを送信する際に、フィールド間の区切り文字として使用する文字。

テキスト修飾子 Rスクリプトにデータを送信する際にフィールド値を識別するテキスト修飾子として使用する

文字。

［詳細］タブ

オプション 説明

すべて ビュー内のすべてのレコード(デフォルトの選択対象 )を処理します。

先頭 テーブル内の冒頭のレコードと、そのレコードから数えて指定された件数のレコードまでを処理

します。

次へ テーブル内の現在選択されているレコードと、そのレコードから数えて指定された件数のレコー

ドまでを処理します。

メモ

"先頭"または "次"オプションで指定されたレコード数は、テーブル内の物理

的な順番またはインデックス順のレコードを参照するもので、ビューに適用さ

れたフィルターやクイックソートは一切無視します。ただし、分析操作の結果

ではすべてのフィルターを考慮します。

ビューでクイックソートが実行されている場合、"次"は "先頭"のように動作し

ます。

注意

現在のバージョンでは、RCOMMANDを実行する際、"次"の動作に問題が

あることが知られています。このオプションは使用しないでください。選択して

いるレコードに関係なく、レコード参照で最初のレコードが参照されるようにリ

セットされてしまう可能性があるためです。

While WHILEステートメントを使用すると、条件に基づいて主テーブル内のレコードの処理を制限

できます。

指定した条件が trueと評価される間のみ、ビュー内のレコードが処理されます。条件が false
と評価されるとすぐに処理が終了し、それ以上レコードは判断されません。詳細については、"
式ビルダーによる式の作成"ページ 872を参照してください。
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調査結果のレポート作成
通常、Analyticsで分析を完了した後には、調査結果を報告する必要があります。Analytics標準のレ

ポート機能を使用するか、Analytics データを Tableauなどのサード パーティのレポート アプリケーションに

インポートできます。

作成するレポートの種類は、分析の結果の表し方やレポート レイアウトの複雑さによって決まります。

Analyticsを使って調査結果を報告
Analyticsには、調査結果と分析を表すために利用できるレポートが2種類あります。

l Analytics レポート
l Analytics グラフ

Analytics レポート

Analyticsで定義したビューに基づいて、テキスト レポートを作成できます。さまざまな設定可能なオプショ

ンを使用して、レポートの内容やレイアウトを決定できます。

詳細については、"Analyticsレポートの書式設定および生成"ページ 1387を参照してください。

Analytics グラフ

Analyticsの一部の操作の出力としてグラフを生成できます。また、ビューで選択したデータをグラフ化する

こともできます。グラフツールバーには、グラフの書式を設定するためのさまざまなオプションがあります。

詳細については、"Analyticsグラフを使った作業"ページ 1393を参照してください。

サードパーティレポート アプリケーションを使用
した調査結果の報告
ODBC準拠のレポート アプリケーションを使用して、Analyticsデータに接続し、調査結果を報告できま

す。使用できるアプリケーション

l Tableau
l Microsoft Power BI Desktop
l Excel
l Crystal Reports
l Qlik
l MicroStrategy
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詳細については、"サードパーティレポート アプリケーションからのAnalyticsへの接続"ページ 1405を参照

してください。
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Analyticsレポートの書式設定および
生成

データの形式とビューの列に基づいて、Analyticsで従来の表形式のレポートを作成できます。レポートに

データを表示する方法を制御するには、ビューのさまざまな設定を構成します。これらの設定はビューと一

緒に保存されます。

ヒント

個別のビューを作成して、レポート設定を構成して保存できます。これは、データを表示

するためのビューとは異なります。

初めてレポートを生成するときは、行間、ヘッダー/フッターテキスト、およびレポートの出力タイプなど、さら

に多くのプロパティを指定することができます。これらのプロパティはAnalyticsプロジェクトの保存時に一緒

に保存されます。

ビューを設定してレポートの書式を設定する
レポートの書式を設定するためにビューを設定するときには、画面上でデータを表示するビューをそのまま

使用することもできますが、レポート用に新しいビューを作成することもできます。必要に応じて、同じデー

タセットに基づいて異なるレポートで異なる設定の複数のビューを作成することができます。

より見やすく、わかりやすいレポートを作成するために、多くの方法でビューを設定することができます。

データのフィルター

フィルターを作成して、関連のないのレコードをビューから除去します。除外されたレコードはレポート

に含まれません。たとえば、売上データのテーブルをフィルタリングし、関心のある店舗のみを含めるこ

とができます。

レコードのインデックス

付け

インデックスを作成し、ビューの1つ以上の列を基準にレコードを並び替えます。

特定の列の選択

ビューへ列を追加する、またはビューから列を削除して、必要なデータのみを表示させます。物理

データフィールドまたは演算フィールドをテーブルレイアウトに含めることができます。

列の整列 ビューの列を並べ替え、必要な情報のシーケンスのみを表示することができます。

サブセクションの作成

ブレーク列を指定し、レポートを小計のセクションに分割します。

たとえば、請求書テーブルで Customer_Name(顧客名 )フィールドをブレーク列として指定すると、

顧客名でグループ化され、そのグループ単位で請求金額の小計を計算します。また、レポートの各

グループの後にページを挿入することもできます。

データのカスタマイズ

繰り返される名前などの重複する識別子値を抑制し、意味のない数値の合計を抑制して、ゼロを

空欄として表示します。
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レポート幅の制御 ビューの各行を複数行に拡張します。

メモ

ビューの設定の詳細については、"ビュー内の列のカスタマイズ"ページ 849を参照してください。

レポート フォントの指定

印刷またはHTMLファイルへの個別のレポート出力のフォントを指定できます。

方法の説明

1. レポートに設定されたビューを開きます。

2. 表示領域の上で、［フォントの選択 ］を選択します。
3. ［ビューフォントの選択］ダイアログボックスで、書式設定するレポートの部分のボタンをクリックしま

す。
4. ［フォント］ダイアログボックスで、フォント情報を指定し、［OK］をクリックします。
5. フォントの指定が完了したら、［ビューフォントの選択］ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

指定されたフォントは、ビューから生成されたレポートで使用されます。

レポートの生成
レポートの基本として使用するビューを設定すると、レポートを生成できます。

方法の説明

手順

メモ

手順の後に詳細情報が表示されます。"［レポート］ダイアログボックスのオプション"次の

ページを参照してください。

1. レポートに設定されたビューを開きます。
2. ［データ > レポート］の順にクリックします。
3. 以下のテーブルをガイドとして使用し、［レポート］ダイアログボックスでオプションを指定してから、

［OK］をクリックします。

レポートが生成されます。

4. (省略可能 )指定したレポート オプションを完全に保存する場合は、［ファイル> プロジェクトの保

存］を選択します。

レポート オプションはビューとともに保存され、次回同じビューからレポートを生成するときにあらかじ

め選択されます。
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ヒント

同じレポート オプションを使用して、同じビューから後続のレポートをすばやく生成するに

は、［ファイル>印刷］を選択します。

［レポート］ダイアログボックスのオプション

次の表は、［レポート］ダイアログボックスのオプションの詳細を示します。

［メイン］タブ

オプション -［レポート］ダイア

ログボックス 説明

ヘッダー

フッター

省略可能

レポート ヘッダーおよびフッターを作成します。

ヘッダーおよびフッターは複数行の入力が可能で、デフォルトで中央に配置されます。ヘッダー

テキストやフッターテキストを左揃えにするには、テキストの前に始め山かっこ( <)を入力しま

す。複数行を左揃えにするには、各行の先頭に山かっこが必要です。

Analyticsのセッション中に生成されるすべてのレポートに適用される標準のヘッダーとフッター

を指定することもできます。詳細については、"標準のヘッダーおよびフッターを指定する"ペー

ジ 1392を参照してください。

もし次の

省略可能

レポートに表示されるレコードを指定する条件を作成します。

［If］テキスト ボックスに条件を入力するか、または［If］ボタンをクリックし、式ビルダーを利用し

てWHILEステートメントを作成することができます。

IF条件は、ビュー内のすべてのレコードを判断し、指定された条件を満たさないレコードを除

外します。

事前並べ替え

省略可能

レポートの並べ替え条件：

o ブレーク列 –列プロパティで［ブレーク列］が選択されたビューの任意の列
o 列を並べ替える –列プロパティで［キー列を並べ替える］が選択されたビューの任意の列

ネストされた並べ替えは、左端の列から、ビューのブレーク列または並べ替え列の順序を使用

します。

メモ

この［あらかじめ並べ替える］オプションは、ビューの1つ以上の列で［キー列

を並べ替える］オプションまたは［ブレーク列］オプションが選択されている場合

にのみ利用できます。

詳細については、"列プロパティの変更"ページ 854を参照してください。

要約

省略可能

キーブレークフィールドの小計と合計のみを含んで詳細行を除外するレポートが生成されま

す。

詳細の空白行を出力しな

い

省略可能

レポートから空白の明細行を自動的に削除します。
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オプション -［レポート］ダイア

ログボックス 説明

シングルスペース

ダブルスペース

トリプルスペース

レポートの間隔を指定します。

設定 さまざまな印刷のオプションを指定します。

プレビュー

省略可能

レポートのプレビューを表示します。

ページ幅に合わせる

省略可能

レポートを調整し、ビューのすべての列を含めます。

［ページ幅に合わせる］オプションを選択しない場合は、ビュー内のページ幅インジケーター

(垂直点線 )より左側にある列のみが印刷レポートに表示されます。

メモ

ファイルとして保存されるレポート、または画面に表示されるレポートには、

ビュー内のすべての列が自動的に含まれます。

［出力］タブ

オプション -［レポート］ダイア

ログボックス 説明

パネルへ

o 画面 – - Analyticsの表示領域にレポートを表示しますレポートに多数のレコードが含まれ

ている場合は、レポートを画面に表示するよりファイルに保存した方が、処理が速く便利

です。
o 印刷 –通常使うプリンターにレポートを送信します
o ファイル –レポートをテキスト ファイルまたはHTMLファイルに保存または追加します。ファイ

ルはAnalyticsの外部に保存されます。

パネルとして

ファイル出力のみ。

o ファイルタイプ –テキスト ファイルまたはHTMLファイルへの出力を指定します。
o 名前 –出力ファイルの名前を指定します。

次のいずれかを実行します。

l ［名前］テキスト ボックスにファイル名を入力します
l ［名前］をクリックしてファイル名を入力します
l ［名前］をクリックして、［保存］または［名前を付けて保存］ダイアログボックスで既存の

ファイルを選択し、ファイルを上書きするか、ファイルの最後に追加します

また、絶対ファイルパスや相対ファイルパスを指定したり、別のフォルダーへ移動したり、プ

ロジェクトの場所以外の場所に保存したり、その場所にあるファイルに追加したりすること

もできます。たとえば、C:\Results\Report.txtまたは Results\Report.htmのように

指定します。

o ローカル –選択された状態で無効になっています。ファイルをローカルに保存するのが唯一

のオプションです。
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オプション -［レポート］ダイア

ログボックス 説明

ヘッダー

フッター

省略可能

［メイン］タブからヘッダーまたはフッターテキストを複製します。

必要に応じて、［出力］タブでヘッダーまたはフッターテキストを追加するか、既存のヘッダーま

たはフッターテキストを更新できます。既存のテキストの変更は、自動的に、［メイン］タブで更

新されます。［ヘッダー］または［フッター］テキストボックスでセミコロン( ;)を入力し、改行を作

成します。

OK

レポートを生成します。

レポートをファイルに保存する場合に、上書きを確認するメッセージが表示されたら、適切な

オプションを選択します。

グローバルレポート オプション
複数のレポート オプションをグローバルで指定できます。グローバルオプションのほとんどは、印刷するレ

ポート出力にのみ適用されます。

追加情報の追加

Analytics テーブル名やフィールド定義情報などの追加情報を、印刷されたレポートの最後に追加するこ

とができます。［オプション］ダイアログボックスで追加情報のオプションを指定します。

方法の説明

1. [ツール>オプション >印刷 ]の順に選択します。
2. 以下の任意のオプションを指定し、［OK］をクリックします。

指定された情報は、生成するすべての印刷レポートの最後に表示されます。

オプション 説明

レポートにレポート履歴を

含める

次の情報を印刷レポートの最後に追加します。

o Analyticsプロジェクト、テーブル、データファイル名
o レポートを生成するためのREPORTコマンド
o テーブル履歴情報
o 任意のテーブルレイアウト ノート

テーブル履歴にフィールド

定義を含める

次の情報を印刷レポートの最後に追加します。

o テーブルレイアウト内の各物理データフィールドおよび演算フィールドのフィールド定

義がレポートに追加されます。
o 任意のフィールド ノート

このオプションは、［レポートにレポート履歴を含める］オプションも選択する必要がありま

す。

レポート履歴にビューノー 次の情報を印刷レポートの最後に追加します。
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オプション 説明

トを含める

o ビュー名
o 任意のビューノート

このオプションは、［レポートにレポート履歴を含める］オプションも選択する必要がありま

す。

メモ

レコード ノートをレポートに含める場合は、まず、ecordNote列をビューに追加する必要がありま

す。レコード ノートは、グローバルレポート オプションの影響は受けません。

余白の設定

印刷されたレポートで使用される余白を指定できます。

方法の説明

1. [ツール>オプション >印刷 ]の順に選択します。
2. ［余白］テキストボックスを使用して、印刷されたレポートの余白を指定します。

指定された余白は、生成するすべての印刷レポートで使用されます。

標準のヘッダーおよびフッターを指定する

Analyticsのセッション中に生成されるすべてのレポートに適用される標準のヘッダーとフッターを指定でき

ます。指定するヘッダーとフッターは、HEADERおよび FOOTERシステム変数に格納されます。

方法の説明

1. Analytics コマンドラインで、HEADER = "ヘッダー テキスト"、または FOOTER = "フッター テキスト" を

入力します。

複数行のヘッダーまたはフッターを作成するには、行をセミコロンで区切ります。例：

HEADER = "ヘッダー行 1;ヘッダー行 2"

2. Enterキーを押します。

ここで指定した値は、Analytics操作の実行中に指定されたヘッダーやフッターによって上書きされ

ない限り、自動的にすべてのAnalyticsレポートのヘッダーまたはフッターとして使用されます。

HEADERおよび FOOTERの値は、変数が更新または削除されるまで、もしくは現在の

Analyticsセッションが終了するまで有効です。
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Analyticsグラフを使った作業
Analyticsデータは、さまざまな種類のグラフを用いて表示することができます。テーブルデータからグラフを

生成するには、次の2つの方法があります。

l コマンドの結果からグラフを生成する – ［分析］メニューにある以下のコマンド、およびこれらに相当

する ACLScriptコマンドでは、結果をグラフとして出力するオプションが使用できます。

l 年齢調べ

l 分類化

l クロス集計

l ヒストグラム

l ベンフォード解析

l 階層化

適切なコマンドを含むスクリプトでは、そのコマンドの結果をグラフで表示することができます。これに

より、時間の経過に伴い変化するデータの分析に、グラフベースのレポート生成を自動化すること

ができます。

コマンドの結果からグラフを生成した場合、グラフ化されたデータのサブセットを分析するためにドリ

ルダウンオプションを使用することができます。分析対象のグラフデータをドリルダウンすると、

Analyticsのフィルターが作成され、選択されたレコードのサブセットがAnalyticsビューに表示され

ます。

l ビューで選択したデータを基にグラフを生成する – Analyticsビューでデータを選択し、そのデータに

対応するグラフを作成することができます。Analyticsビューでデータを選択して作成したグラフの場

合、ドリルダウンオプションは利用できません。これは、そのデータのサブセットが既にビューで選択さ

れているからです。
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グラフの書式設定の変更
グラフツールバーには、グラフレイアウトのある特定の側面を変更するために使用できるさまざまなコマンド

があります。また、以下の一般的なWindows操作を実行すれば、［グラフ］タブまたはグラフウィンドウ

( ［選択データのグラフ化］)内でグラフを直接編集することもできます。

l グラフまたはグラフの凡例をクリックして(サイズ変更 )ハンドルを表示し、1つのハンドルをドラッグし

てその項目のサイズを変更する
l 項目をクリックして選択し、その項目をドラッグして移動する
l グラフまたはグラフの凡例をダブルクリックして、プロパティダイアログボックスを表示する

グラフの表示領域
［分析］メニューの分析用コマンドを使用してグラフを生成する場合は、Analytics表示領域の新しいタブ

でグラフが表示されます。グラフのヘッダーには、そのグラフを生成するために実行したACLScriptコマンド

名が表示され、フッターにはそのコマンドの完全な構文が表示されます。

ビューからグラフを直接生成する場合は、別ウィンドウが開き、そのウィンドウでグラフが表示されます。グラ

フのヘッダーには "ビューの列をグラフ化"というテキストが表示されます。

コマンドおよびビューのどちらから生成されたグラフでも、その表示領域には同じ機能が含まれています。

ただし、ビューから生成したグラフではツールバーのドリルダウンオプションが無効になっています。

グラフツールバー
グラフのヘッダーの上部にあるグラフツールバーには、以下のことを行うことができるボタンがあります。

l グラフのさまざまな表示設定
l グラフの保存、コピーまたは印刷
l グラフデータの特定のサブセットを分析するため、該当するビューにドリルダウン

グラフの生成に使用する方法および表示されるグラフの種類によっては、利用できないツールバー機能も

あります。たとえば、ビューでデータを選択してグラフを生成する場合はドリルダウンコマンドが使用できま

せん。

アイコン 名前 説明

グラフの種類 表示するグラフの種類を選択します。

グラフプロパティ フォント、背景、フレームなどのグラフプロパティや、グリッド線、軸または凡例をグラフ表示

に含めるかどうかを指定するオプションを編集します。

凡例プロパティ グラフに表示される各フィールドのフォント、境界線および配色などの凡例プロパティを編

集します。
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アイコン 名前 説明

軸プロパティ フォント、スタイルおよび目盛りなど、軸のプロパティを編集します。

データの書式設

定

フォント、グラフに含めるフィールド、データ系列の文字の方向、ラベルおよび配色など、

データ書式のプロパティを編集します。

ラベルプロパティ フォント、境界線および方向など、ラベルのプロパティを編集します。

凡例を表示する/
しない

グラフの凡例の表示 /非表示を切り替えます。

軸を表示する/し
ない

グラフ軸の表示 /非表示を切り替えます。

グラフの印刷 インストールされているWindows印刷デバイスにグラフを出力します。

グラフをビットマッ

プとして保存

グラフをビットマップイメージファイルとして保存します。

グラフをクリップ

ボードにコピー

グラフを別のアプリケーションに貼り付けるために、クリップボードにコピーします。

コマンドの編集 グラフを生成するために実行したコマンドを編集します。

グラフを左に回転 円グラフを左へ回転します。

グラフを右に回転 円グラフを右へ回転します。

ドリルダウン 分析のために、選択したグラフセグメントをテーブルビューで開きます。

グラフの種類の変更
デフォルトのグラフタイプは 3D棒グラフです。作業しているデータの種類によって、次に挙げるフォーマット

でグラフを表示することができます。グラフのデータに適用されるオプションのみが使用できます。適用しな

いオプションは使用できません。

メモ

Analyticsで生成されるデフォルトのグラフタイプを変更する場合は、コマンド ラインで適

切な SET GRAPHコマンドを入力します。
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アイコン グラフの種類 アイコン グラフの種類 アイコン グラフの種類

2D棒グラフ 3D積み上げグラフ 3D階層グラフ

3D棒グラフ 2D円グラフ 折れ線グラフ

2D積み上げグラフ 3D円グラフ ベンフォード グラフ

方法の説明

1. ［グラフの種類 ］をクリックします。

メモ

グラフ出力の結果に表示される項目が1つしかない場合は、積み上げと3D階層

のオプションが淡色表示になります。複数の項目がグラフに表示される場合は、積

み上げと3D階層のオプションは使用できますが、円グラフのオプションは使用不可

になります。

2. 利用可能なグラフフォーマットの中から 1つをクリックします。
3. ［OK］をクリックします。

ヒント

円グラフ内の個々のデータ区分を切り離して表示するには、データ区分を右クリッ

クして［円グラフの切り出し］を選択します。

グラフプロパティの変更
［グラフプロパティ］ダイアログボックスでは、グラフの背景色、軸のプロパティ、および枠線を変更すること

ができます。また、グラフ上のすべてのテキスト要素に使用されているフォントを変更することもできます。

方法の説明

1. ［グラフプロパティ ］をクリックします。
2. 変更するグラフプロパティがあるタブをクリックします。

l グローバルフォント – –グラフ上のすべてのテキスト要素のフォント、スタイル、サイズ、色、または

背景色の設定を変更します。

l 背景 – –グラフ表示領域の境界線や背景色の設定を変更します。
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l フレーム – –グラフ化されたデータを含むフレームの境界線や背景色の設定を変更します。

l オプション – –グリッド線、軸および凡例の表示オプションを選択します。
3. ［OK］をクリックします。

グラフの凡例プロパティの変更
［凡例プロパティ］ダイアログボックスでは、凡例のフォントや色を変更したり、凡例ボックスをカスタマイズす

ることができます。

方法の説明

1. ［凡例プロパティ ］をクリックします。
2. 変更する凡例プロパティがあるタブをクリックします。

l 凡例の属性 – –境界線のスタイル、色、太さなどの属性を変更します。

l フォント – –凡例テキストのフォント、スタイル、サイズ、色または背景色の設定を変更します。

l データ系列 – –フィールドのグラフ表示の配色、および表示オプション(透明または塗りつぶし)の
設定を変更します。

3. ［OK］をクリックします。

メモ

凡例を右クリックして、凡例に表示するフィールドを選択する、あるいはその凡例を

非表示にすることができます。ツールバーの［凡例を表示する/しない］をクリックする

と、凡例の表示 /非表示を切り替えることもできます。

グラフの軸プロパティの変更
［軸プロパティ］ダイアログボックスを使用して、グラフ軸のスタイル、目盛り、およびフォントを変更すること

ができます。

方法の説明

1. ［軸プロパティ ］をクリックします。
2. 変更する軸プロパティがあるタブをクリックします。

l 軸スタイル – –スタイル、色、太さ、および軸上を一定の間隔で線引きする目盛オプションなどの

プロパティを変更します。

l 目盛軸 – –軸上に表示する最小値と最大値、および目盛間隔を指定します。［自動］を選択

すると、これらの値が自動的に割り当てられます。表示するよう選択したテキスト値の表示方向

を指定することもできます。

l フォント – –軸テキストのフォント、スタイル、サイズ、色または背景色の設定を変更します。
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3. ［OK］をクリックします。

ヒント

軸を右クリックして、軸の表示を横方向または縦方向に切り替えることができま

す。ツールバーの［軸を表示する/しない］をクリックすると、軸の表示 /非表示を切り

替えることもできます。

グラフデータ表示プロパティの変更
［データの書式設定］ダイアログボックスを使用すると、グラフに表示されるフィールドを選択したり、各

フィールドに割り当てられる色を変更したりすることができます。たとえば、表示するフィールドを減らす、ま

たはデフォルトで非表示になっていたフィールドを表示させることができます。

また、データラベルのフォント サイズ、スタイル、色、方向などを変更することもできます。あるいはデータラ

ベルをまとめて非表示にすることも可能です。

方法の説明

1. ［データの書式設定 ］をクリックします。
2. 変更するデータ表示プロパティがあるタブをクリックします。

l データ – –グラフに表示するフィールドを［使用可能なフィールド］リストから選択して、［選択済み

のフィールド］リストへ移動します。［上へ］ボタンおよび［下へ］ボタンを使用すると、選択した

フィールドがグラフや凡例で表示される順序を変更することができます。

ヒント

グラフ表示領域で右クリックし、［フィールドの選択］を選択して、グラフに表示す

るフィールドを選択することもできます。

l オプション – –ラベルテキストの表示方向オプションを変更します。

l フォント – – x軸上のテキストのフォント、スタイル、サイズまたは色を変更します。

l データ系列 – –フィールドのグラフ表示の配色、および表示オプション(透明または塗りつぶし)の
設定を変更します。

3. ［OK］をクリックします。

グラフラベルの追加
グラフラベルは、必要に応じて追加および移動させることができます。

方法の説明

1. グラフ領域内のラベルを置く位置で右クリックし、［ラベルの追加］を選択します。
2. テキスト ボックスにラベルテキストを入力します。
3. ［OK］をクリックします。
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4. ラベルを移動させる場合は、以下の手順で行います。
a. ラベルをクリックして、そのラベルボックスの境界線が表示されるようにします。

b. ラベルボックスの境界線上にマウスポインターを置くと、そのポインターが4方向を指す矢印に

変わります。

c. そのラベルボックスをグラフ上の目的の移動先までドラッグします。

グラフラベルプロパティの変更
［ラベルプロパティ］ダイアログボックスを使用すると、ラベルプロパティを変更することができます。ラベル

は、コマンドまたはビューから生成されたグラフの要素についての説明を表すために使用できます。グラフ

表示領域で右クリックして［ラベルの追加］を選択すると、ラベルを新規作成することができます。

方法の説明

1. 変更するラベルをクリックして、［ラベルプロパティ ］をクリックします。
2. 変更するラベルプロパティがあるタブをクリックします。

l 方向 – –ラベルの表示方向を角度で指定、あるいはラベルテキストの横方向または縦方向の

配置を変更します。

l フォント – –選択したラベルのテキストのフォント、スタイル、サイズ、色または背景色の設定を変

更します。

l 属性 – –ラベルの境界線のスタイル、色、太さおよび影付きなどの属性を変更します。
3. ［OK］をクリックします。

ヒント

ラベルを右クリックすると、そのラベルを切り取り/コピー/貼り付け、または削除するこ

とができます。

円グラフの回転
円グラフは左方向または右方向へ回転させることができます。回転オプションを使用できるのは、円グラフ

の場合のみです。

方法の説明

1. 円グラフを回転させる方向によって、以下のいずれかの手順を実行します。

l
左へ回転させるには、［グラフを左に回転 ］をクリックします。

l
右へ回転させるには、［グラフを右に回転 ］をクリックします。

2. 必要に応じて上記の動作を繰り返し、円グラフを 22.5度ずつ回転させます。
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グラフの元データへのドリルダウン
ドリルダウンオプションを使用すると、グラフで選択したデータ区分に対応するデータをビューに表示するこ

とができます。Analyticsはグラフを使って、選択したグラフデータのみを表示するフィルターを定義し、フィ

ルターリングされたデータを開いているビューに表示します。

メモ

ドリルダウン機能は、ビュー内でデータを選択して作成したグラフには利用できません。こ

の制限があるのは、そのグラフの作成に使用されたデータ自体が、既にビューで選択され

たものであるからです。

グラフのドリルダウン機能を使用するには

1. 次のいずれかを実行します。

o 棒グラフまたは円グラフで、1つのデータ区分をクリックして選択します。

o 棒グラフまたは円グラフで、隣接している複数のデータ区分をまとめて選択するには、まず最初

のデータ区分をクリックし、次にShiftキーを押したまま、最後のデータ区分をクリックします。

o 棒グラフまたは円グラフで、隣接していない複数のデータ区分を選択するには、Ctrlキーを押し

たまま、それら選択対象のデータ区分をクリックします。

2. ［ドリルダウン ］をクリックします。

ヒント

1つのデータ区分に対するテーブルデータを分析する場合は、そのデータ区分をダ

ブルクリックするだけでドリルダウンできます。

グラフで選択したデータ区分に対応するフィルターリングされたデータのビューが表示されます。この

データに対し、さらにほかのAnalyticsコマンドや関数を使用して分析を続けることができます。元

のテーブルビューに戻す場合は、［フィルターの削除］クリックします。
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グラフコマンドの編集
［コマンドの編集］ボタンを使用すると、グラフを生成したコマンドを編集することができます。

メモ

この［コマンドの編集］ボタンは、グラフがAnalyticsコマンドによって生成された場合にの

み有効になります。

グラフの生成に使用されたコマンドを編集するには

1. ［コマンドの編集］ をクリックします。
2. 変更するコマンド パラメーターがあるタブをクリックします。たとえば、分類化 ( Classify)コマンドを使

用してグラフが生成されていた場合は、［分類化］ダイアログボックスの［メイン］タブと［詳細］タブで

設定を変更し、変更後のパラメーターでグラフを新たに生成することができます。
3. ［OK］をクリックします。
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グラフをクリップボードへコピー
グラフを別のドキュメントに貼り付けるために、クリップボードにコピーすることができます。グラフのクリップ

ボードへのコピーが失われる前に、ビットマップファイルを読み込むことができるアプリケーションを開き、その

ファイルにグラフを貼り付けます。

グラフをクリップボードへコピーするには

l ［グラフをクリップボードにコピー ］をクリックします。
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グラフをイメージとして保存
グラフをビットマップファイルとして保存することで、別のドキュメントに挿入したり、グラフ化したデータのス

ナップショットとして保持したりすることができます。

グラフを保存するには

1. ［グラフをビットマップとして保存 ］をクリックします。
2. ［'グラフ' を保存する名前］ダイアログボックスで、保存先のフォルダーを指定し、保存するグラフの

名前を入力します。
3. ［保存］をクリックします。
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グラフの印刷
［グラフの印刷］コマンドを使用すると、インストールされているプリンターデバイスでグラフを印刷することが

できます。グラフを最大解像度で印刷するには、印刷前にグラフウィンドウを最大化してください。

グラフを印刷するには

1. ［グラフの印刷 ］をクリックします。
2. ［印刷］ダイアログボックスで、適切なプリンターデバイスを選択し、印刷のプロパティを変更し、必

要であれば印刷部数を指定します。
3. ［OK］をクリックします。
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サードパーティレポート アプリケーショ
ンからのAnalyticsへの接続
ODBC準拠のレポート アプリケーションを使用して、Analyticsデータに接続し、調査結果を報告できま

す。使用できるアプリケーション

l Tableau
l Microsoft Power BI Desktop
l Excel
l Crystal Reports
l Qlik
l MicroStrategy

動作
選択したレポート アプリケーションで、ODBC機能を使用して、任意のAnalyticsプロジェクトへの接続を

ACL Connector for Analyticsを使用して作成します。

接続されると、Analytics プロジェクトからテーブルとフィールドを選択し、結合やフィルタリングなどのサード

パーティアプリケーションで使用できる追加のODBC機能を使用できます。

メモ

サードパーティレポート アプリケーションのデータ接続機能は異なります。たとえば、一部

のアプリケーションでは、結合する複数のテーブルに接続する必要がありますが、別のア

プリケーションでは複数のテーブルへの個別の接続をサポートします。

ACL Connector for AnalyticsはローカルAnalytics テーブルへの接続のみをサポートしま

す。Analytics プロジェクトのサーバーテーブルへの接続はサポートされません。

最適なパフォーマンス
ACL Connector for Analyticsから最適なパフォーマンスを得るには、接続する Analytics データセットのサ

イズを制限します。コネクターはさまざまなレポート ツールをサポートするように設計されていますが、ソース

データテーブル全体ではなく、結果に共通のより小さいデータセットでのみ動作することを意図していま

す。接続処理でテーブルを結合すると、特にリソースを消費します。

Analytics データはフラットファイルに格納されるため、データベースよりも ODBCでのアクセス速度が低下

します。
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データ接続の作成 ( DSN)
使用するレポート アプリケーションによっては、最初にWindowsでデータ接続を作成してから、Analytics
にレポート アプリケーションから接続する必要があります。

例：
l Microsoft Power BI Desktopでは、手動で接続文字列を入力せずにすむように、最初にデータ

接続を作成します。
l TableauとExcelでは、自動的に接続が作成されるため、データ接続を作成する必要がありませ

ん。

データ接続はDSNで、データソース名を表します。

ヒント

異なる Analyticsプロジェクトへの複数の接続を保存する方法として、Tableauまたは

Excel用のデータ接続を手動で作成することができます。

1. Windowsオペレーティングシステムの管理ツールフォルダーから、接続する第三者のアプリケーショ

ンのビット ( 32ビットまたは 64ビット )に対応するODBCデータソース管理者のバージョンを開きま

す。

たとえば、32ビット版のExcelから接続する場合は、32ビットのODBC Data Source
Administratorを開きます。

注意

間違ったバージョンのODBC Data Source Administratorでデータ接続を作成す

ると、サードパーティアプリケーションで接続が表示されないか、アクセスできませ

ん。あるいは、アクセスできても、接続エラーが発生します。

2. ODBC Data Source Administratorで次のいずれかを実行します。

l コンピューターを使用する全員がデータ接続を使用できるようにする場合は、［システムDSN］を
選択します。

l 自分だけがデータ接続を使用する場合に、［ユーザーDSN]を選択します。

メモ

デフォルト Analyticsデータ接続 ACL ODBCまたはACL ODBC 64は既に［シス

テムDSN］タブに存在します。このデフォルト データ接続を修正しないでください。

詳細については、"デフォルト Analyticsデータ接続"次のページを参照してくださ

い。

3. ［追加］をクリックし、［ACL Connector for Analytics］を選択し、［完了］をクリックします。
4. ［ACLデータストアインターフェイスDSN］ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

l データソース名 – "Analytics 勘定元帳プロジェクト "などのわかりやすい名前を入力します。
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l 説明 – "勘定元帳監査 2017"などのAnalyticsプロジェクトのわかりやすい説明を入力します。

l ACL プロジェクト ファイル –［参照］をクリックして、［プロジェクト ファイルを開く］ダイアログボックス

で Analyticsプロジェクトを選択します。
5. ［OK］をクリックします。

指定したAnalytics プロジェクトへの新しいデータ接続が作成され、サードパーティレポート アプリ

ケーションで選択できます。

必要に応じて、他のAnalytics プロジェクトへの追加のデータ接続を作成できます。

6. ［OK］をクリックし、ODBC Data Source Administratorを終了します。

デフォルト Analyticsデータ接続

Analyticsをインストールするには、次の名前の32ビットまたは 64ビット接続 ( DSN)がコンピューターで作

成されます。

l ACL ODBC (32ビット )
l ACL ODBC 64 (64ビット )

これらは指定されていないAnalytics プロジェクトがある Analytics 接続です。これらを使用して、異なる

Analytics プロジェクトにその場で接続できます。つまり、Analytics プロジェクトを選択して、接続する時点

で接続できます。一部のレポート アプリケーションではこの使用をサポートしていない場合があり、特定の

Analyticsプロジェクトを事前に指定したデータ接続が必要な場合があります。

メモ

別のAnalyticsプロジェクトにその場で接続する機能を維持する場合は、デフォルトの

データ接続のいずれかに接続情報を追加しないでください。

Analytics プロジェクトへの接続
以下の手順は、サードパーティアプリケーションを使用してAnalyticsプロジェクトに接続する 3つの例を

示します。

l "Tableau Desktop 10.1から接続"見開きページ
l "Microsoft Power BI Desktop 2.42から接続"ページ 1409
l "Excelから接続"ページ 1410

メモ

これらの手順は一般的なガイダンスのみを提供し、指定されているサードパーティアプリ

ケーションのバージョン固有です。

サードパーティアプリケーションでのODBC接続の作成の詳細については、アプリケーショ

ンのヘルプを参照してください。
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Tableau Desktop 10.1から接続

1. Tableauの［Connect］パネルの［To a Server］の下で［More］をクリックします。
2. ［他のデータベース( ODBC) ］をクリックします。
3. ［他のデータベース( ODBC) ］ダイアログボックスで、［DSN］を選択し、［DSN］ドロップダウンリスト

で次のいずれかを選択します。

l Analyticsプロジェクトへの既存のデータ接続を使用するには、接続名を選択し、［接続］をク

リックします。

メモ

既にデータ接続を作成している必要があります。詳細については、"データ接続

の作成 ( DSN) "ページ 1406を参照してください。

l Analyticsプロジェクトへのデータ接続をその場で作成するには、ACL ODBCまたは

ACL ODBC 64を選択し、［接続］をクリックします。

メモ

ACL ODBC とACL ODBC 64の両方が表示される場合は、Tableauのバー

ジョンのビット数 ( 32ビットまたは64ビット )と一致する方を選択します。詳細につ

いては、"デフォルト Analyticsデータ接続"前のページを参照してください。

4. ACL ODBCまたはACL ODBC 64を選択した場合は、［プロジェクト ファイルを開く］ダイアログ

ボックスで、Analyticsプロジェクト ( .acl)に移動して、ファイルを選択し、［開く］をクリックします。
5. ［他のデータベース( ODBC) ］ダイアログボックスで［サインイン］をクリックします。

TableauはAnalyticsプロジェクトに接続します。

6. 省略可能。同時に複数のAnalytics プロジェクトに接続する場合は、［データソース］タブの［接
続］パネルで［追加］をクリックし、手順 2 ~ 5を繰り返します。

7. ［データソース］タブの［データベース］ドロップダウンリストで、接続する Analytics プロジェクトを選

択します。

複数のAnalyticsプロジェクトに接続する場合は、最初に［接続］パネルで該当するプロジェクトを

選択します。

8. ［テーブル］パネルで、次の一方を実行します。

l Analytics プロジェクトのテーブルをすべて一覧表示するには：［検索 ］をクリックします。

l 特定のテーブルを検索するには：テーブルの名前を入力し、Enterを押します。

ヒント

テーブル名は大文字と小文字を区別します。

完全一致検索ではどのテーブルも返されない場合は、含むまたはで始まるを試

してください。
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9. 返されたAnalytics テーブルを作業エリアにドラッグします。
10. データプレビューエリアで［今すぐ更新］をクリックし、Analytics テーブルのデータを表示します。
11. 必要な追加タスクを実行します。

l 別のテーブルを作業領域に追加し、結合します

必要に応じて、別のAnalyticsプロジェクトからテーブルを結合します。

l データのフィルター
l フィールド名を更新

テーブルまたは他のデータ準備タスクの詳細については、Tableau Desktopヘルプを参照してくださ

い。

メモ

1つまたは両方のテーブルが大きい場合、結合の速度が低下する場合がありま

す。

12. ［ファイル>保存］をクリックし、Tableauワークブックを保存します。

Microsoft Power BI Desktop 2.42から接続

1. Power BIホームタブで［データの取得］ドロップダウンリストをクリックし、［その他］を選択します。
2. ［データの取得］ダイアログボックスで、［その他］>［ODBC］を選択し、［接続］をクリックします。
3. ［ODBCから］ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

l Analyticsプロジェクトへの既存のデータ接続を使用するには、［データソース名 ( DSN) ］ドロップ

ダウンリストから接続名を選択し、［OK］をクリックします。

メモ

既にデータ接続を作成している必要があります。詳細については、"データ接続

の作成 ( DSN) "ページ 1406を参照してください。

l Analyticsプロジェクトへのその場でのデータ接続を作成するには、ACL ODBCまたは

ACL ODBC 64を［データソース名 (DSN)］ドロップダウンリストから選択し、［詳細オプション］を
クリックして、該当する接続文字列を入力し、［OK］をクリックします。

接続文字列は次の形式を使用する必要があります。DBF=;DBQ=<アナリティクス プロジェクトパ
スと filename.acl>

例 : DBF=;DBQ=C:\Users\john_smith\Documents\ACL Data\Sample Data
Files\Sample Project.acl
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メモ

ACL ODBC とACL ODBC 64の両方が表示される場合は、Power BIのバー

ジョンのビット数 ( 32ビットまたは64ビット )と一致する方を選択します。詳細につ

いては、"デフォルト Analyticsデータ接続"ページ 1407を参照してください。

4. ［ODBC ドライバー］ダイアログボックスが表示される場合は、次を実行します。
a. ［Windows］を選択します。

b. ［現在の資格情報を使用する］を選択します。

c. ［接続］をクリックします。

Power BIはAnalyticsプロジェクトに接続します。

5. ナビゲーターダイアログボックスで、Analyticsプロジェクト テーブルを含むノードを展開し、接続先

の1つ以上のテーブルを選択します。

テーブルをハイライトすると、テーブルデータのプレビューが右側のプレビューペインに表示されます。

6. 次のいずれかを実行します。

l ［読み込み］をクリックして、選択したテーブルを Power BIに読み込みます。

l ［編集］をクリックして、ODBCクエリを編集します。編集が完了したら、［閉じて適用］をクリック

します。

複数のテーブルが個別にPower BIに読み込まれます。必要に応じてPower BIでテーブルを関

連付けることができます。場合によっては、テーブルの関連付けが自動的に生成されます。

テーブルの関連付けまたはODBCクエリの編集については、Power BI Desktopヘルプを参照して

ください。

7. 省略可能。同時に複数のAnalytics プロジェクトに接続する場合は、手順 1 ～ 6を繰り返しま

す。

必要に応じてPower BIで異なる Analyticsプロジェクトのテーブルを関連付けることができます。

8. Power BIファイルを保存します。

Excelから接続

メモ

Excelからの接続手順は、Excelのバージョンによっては、以下の手順とは少し異なる場

合があります。

1. Excelデータタブで［他のソースから］ドロップダウンリストをクリックし、［Microsoft Query］からを選

択します。
2. ［データソースの選択］ダイアログボックスで次の手順を実行します。［クエリウィザードを使用して

クエリを作成 /編集する］が選択されていることを確認します。
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3. ［データベース］タブで以下のいずれかを実行します。

l Analyticsプロジェクトへの既存のデータ接続を使用するには、接続名を選択し、［OK］をクリッ

クします。

メモ

既にデータ接続を作成している必要があります。詳細については、"データ接続

の作成 ( DSN) "ページ 1406を参照してください。

l Analyticsプロジェクトへのデータ接続をその場で作成するには、ACL ODBC または

ACL ODBC 64を選択し、［OK］をクリックします。

メモ

ACL ODBC とACL ODBC 64の両方が表示される場合は、Excelのバージョ

ンのビット数 ( 32ビットまたは64ビット )と一致する方を選択します。詳細について

は、"デフォルト Analyticsデータ接続"ページ 1407を参照してください。

4. ACL ODBCまたはACL ODBC 64を選択した場合は、［プロジェクト ファイルを開く］ダイアログ

ボックスで、Analyticsプロジェクト ( .acl)に移動して、ファイルを選択し、［開く］をクリックします。
5. クエリウィザードで、画面の手順に従い、次を実行します。

l Analyticsプロジェクトからインポートするテーブルまたは列を選択します。

l 複数のAnalytics テーブルを選択する場合は、テーブルを結合します。

l 省略可能。インポートされるデータをフィルタリングします。

l 省略可能。インポートされたデータの並べ順を指定します。

クエリウィザードの詳細については、Excelヘルプを参照してください。

メモ

ODBC接続処理中にテーブルを結合せずに複数のAnalyticsテーブルに接続す

る場合は、個別の接続処理を実行する必要があります。

6. ［データのインポート］ダイアログボックスで、必要なオプションを指定し、［OK］をクリックします。

ExcelはODBCクエリを実行し、ExcelワークシートにAnalyticsデータを入力します。

7. ［ファイル>保存］をクリックし、Excelワークブックを保存します。
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参照情報
このセクションでは、Analytics全体で適用される情報について説明します。

"Analyticsにおける文字およびサ

イズの制限"見開きページ

Analyticsでは、ある特定の入力範囲とユーザー定義のパラメーターに、アプリケーショ

ンで強制的に適用される制限があります。

"予約キーワード"ページ 1421
Analyticsの内部プロセス用に予約され、フィールドまたは変数名で使用できないキー

ワード

"キーボード ショートカット "ページ

 1423
Analyticsで使用できるキーボード ショートカット
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Analyticsにおける文字およびサイズ
の制限
Analyticsでは、ある特定の入力範囲とユーザー定義のパラメーターに制限があります。以下のセクション

は、超過するときの上限と結果を説明します。

備考
これらの詳細は、Analyticsにおける文字とサイズの制限に適用されます。

l 非 Unicode とUnicode –記載されている場合を除き、指定された制限は、非 Unicode版

AnalyticsとUnicode版 Analyticsの両方に適用されます。
l 文字とバイト –文字制限は非 Unicode版で使用されるシングルバイト文字エンコーディング、と

Unicode版で使用されるダブルバイト文字エンコーディングに適用されます。つまり、256文字の制

限は、いずれの版では 256文字であることを意味します。
l ソースデータの場所 –Analyticsにおける制限は、ソースデータがAnalyticsデータファイル( .fil)に

ある場合でも、外部ファイルまたはデータベースにある場合でも同じです。外部データソースは

Analyticsにおける制限とは異なる固有の制限を適用する場合があります。

Analyticsプロジェクトにおける制限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

Analyticsプロジェクトの最大ファイルサ

イズ

1 GB(テスト成功済み)

Analyticsプロジェクト内のテーブルの

最大数

5,150(テスト成功済み)

Analyticsプロジェクトのパスと名前の

合計の最大長

259文字

ファイルパス、プロジェクト名、およびファ

イル拡張子 ( .acl)を含む

259文字に切り詰め

Analyticsプロジェクトのパスとコマンド

ログ名の合計の最大長

259文字

ファイルパス、コマンド ログ名、および

ファイル拡張子 ( .log)を含む

エラーメッセージ

Analyticsプロジェクト フォルダー名の

最大長

64文字 64文字に切り詰め

Analytics プロジェクト フォルダー名にお

ける有効な文字

英数文字とアンダースコア文字 (  _ )

名前に特殊文字や空白を使用した

無効な文字をアンダースコア文字 (  _ )
に置き換え
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パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

り、名前を数字で始めることはできませ

ん。

ノートの最大長 (テーブル、レイアウト、

ビュー、プロジェクト )
32,765文字 32,765文字に切り詰め

フィールド ノートの最大長 4,996文字 4,996文字に切り詰め

テーブルの制限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

テーブルのレコードの最大数 2,147,483,647(テスト成功済み)

最大レコード長 32,767文字 (非 Unicode版 )

16,383文字 ( Unicode版 )

Analyticsは 32,767文字または

16,383文字にリセットされます

テーブルのフィールドの最大数 1,498(テスト成功済み)

テーブルレイアウト名の最大長 64文字 64文字に切り詰め

テーブルレイアウト名で有効な文字 英数文字とアンダースコア文字 (  _ )

名前に特殊文字や空白を使用した

り、名前を数字で始めることはできませ

ん。

無効な文字をアンダースコア文字 (  _ )
に置き換え

ソースデータファイルのパスと名前の最

大長

255文字 Analyticsは動作を停止します

ビューの制限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

ビューにおける列の最大数 列数には特定の制限はありません

列は最大レコード長の32,767文字

(非 Unicode) /16,383文字

( Unicode)を超えることはできません

エラーメッセージ
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パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

メモ

データの最初のインポート

の後は、それよりも多い列

がインポートされた場合で

も、デフォルト ビューには最

大 256列が表示されま

す。必要に応じて、追加の

列を手動でビューに追加

できます。詳細について

は、"ビューに列を追加する

"ページ 849を参照してくだ

さい。

ビュー名の最大長 64文字 64文字に切り詰め

ビュー名で有効な文字 英数文字とアンダースコア文字 (  _ )

名前に特殊文字や空白を使用した

り、名前を数字で始めることはできませ

ん。

無効な文字をアンダースコア文字 (  _ )
に置き換え

フィールドと列の制限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

最大フィールド長 32,767文字 (非 Unicode版 )

16,383文字 ( Unicode版 )

エラーメッセージ

フィールド名の最大長 256文字

ODBCインポートの場合は 64文字

Microsoft ExcelおよびAccessにエク

スポートする場合は 64文字

256文字に切り詰め

64文字に切り詰め

エラーメッセージ

フィールド名で有効な文字 英数文字とアンダースコア文字 (  _ )

名前に特殊文字や空白を使用した

り、名前を数字で始めることはできませ

ん。

無効な文字をアンダースコア文字 (  _ )
に置き換え

代替列見出しの最大文字数 (表示

名 )
256文字 256文字に切り詰め

演算フィールドの最大幅 255文字 入力値が255文字を超える場合はエ

ラーメッセージと値が1にリセットされる

ビューにおける列の最大幅 255文字 入力値が255文字を超える場合はエ

ラーメッセージと値が1にリセットされる
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パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

ビュー内で列の境界をドラッグして、

255文字を一時的に超えることは可

能だが、［列の変更］ダイアログボックス

でリセットされる

数値フィールドの最大桁数

(小数点以下を含む)

22 切り詰めまたはエラーメッセージ

フィルター制限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

フィルター名の最大長 256文字 256文字に切り詰め

フィルター名で有効な文字 英数文字とアンダースコア文字 (  _ )

名前に特殊文字や空白を使用した

り、名前を数字で始めることはできませ

ん。

無効な文字をアンダースコア文字 (  _ )
に置き換え

インデックスの制限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

インデックス名の最大長 64文字 64文字に切り詰め

インデックス名で有効な文字 英数文字とアンダースコア文字 (  _ )

名前に特殊文字や空白を使用した

り、名前を数字で始めることはできませ

ん。

無効な文字をアンダースコア文字 (  _ )
に置き換え

インデックスキーフィールドの最大長 247文字 エラーメッセージ

インデックスキーフィールドの最大数 246文字の合計長 エラーメッセージ

クイックソート上限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

クイックソートフィールドの最大長 247文字 クイックソート メニューオプションが無
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パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

効です

コマンドの制限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

コマンドの文字の最大数 32,765文字

メモ

場合によっては、規定され

た制限を超えるコマンド構

文が動作することがありま

す。ただし、Analyticsの後

続のバージョンが制限の

超過を引き続きサポート

するという保証はありませ

ん。

32,765文字に切り捨てられ、関連す

るエラーメッセージが表示される

パスワードの制限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

指定または入力するパスワードの最大

文字数

o パスワード要件があるほとんどのコ

マンド – 256文字

o DEFINE TABLE DB、NOTIFY –
30文字

最大長に切り詰めて接続エラー

式の制限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

式内の最大文字数 8188文字 エラーメッセージ

IFまたはWHILE条件での最大文字

数

4094文字 エラーメッセージ

個々の条件や値での最大文字数 4094文字 エラーメッセージを表示して、2 KBにリ

セット

条件演算フィールドに含まれる条件の 32,000文字 エラーメッセージ
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パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

文字の最大数

変数の制限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

変数名の最大長 31文字 エラーメッセージ

変数名で有効な文字 英数文字とアンダースコア文字 (  _ )

名前に特殊文字や空白を使用した

り、名前を数字で始めることはできませ

ん。

無効な文字をアンダースコア文字 (  _ )
に置き換えるか、またはエラーメッセー

ジを表示

スクリプトの制限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

スクリプト名の最大長 64文字 64文字に切り詰め

スクリプト名で有効な文字 英数文字とアンダースコア文字 (  _ )

名前に特殊文字や空白を使用した

り、名前を数字で始めることはできませ

ん。

無効な文字をアンダースコア文字 (  _ )
に置き換え

ワークスペースの制限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

ワークスペース名の最大長 64文字 64文字に切り詰め

ワークスペース名で有効な文字 英数文字とアンダースコア文字 (  _ )

名前に特殊文字や空白を使用した

り、名前を数字で始めることはできませ

ん。

無効な文字をアンダースコア文字 (  _ )
に置き換え
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日付の制限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

サポートされる日付の範囲 西暦 1900年 1月 1日 ～ 9999年

12月 31日

エラーメッセージ

ダイアログビルダーの制限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

ドロップダウンリストのオプションの最大

数

32 リスト項目 ラベル一覧で、33番目の項目のテキ

スト入力は受け入れ拒否

各ドロップダウン項目のラベルの最大サ

イズ

256文字 256文字に切り詰め

オプションダイアログボックスの制限

パラメーター 制限 制限を超過した場合の結果

最大バッファーサイズ 255 KB エラーメッセージ
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予約キーワード
Analyticsでは、特定の目的のために特定のキーワードが予約されています。これら予約キーワードの値

をフィールド名や変数名に使用することはできません。

予約キーワードに接尾辞を付ければ、それをフィールド名や変数名として使用することができます。たとえ

ば、"Field"という名前は許可されませんが、"Field_1"や "Field_2"は許可されます。

メモ

また一部の例では、"Can"( CANCEL)、"Form" (FORMAT)、"Rec"( RECORD)など

の、予約キーワードの省略形を使用することもできません。

予約キーワード Analyticsの目的

ALL 既に定義されているすべてのフィールドを表します。

AND 論理演算子のANDを表します。

AS 表示名を出力フィールドまたは式に割り当てます。

CANCEL 現在のコマンドをキャンセルします。

D 直前に指定した式またはフィールド名のソート順が降順であることを表します。

END 一連の入力を終了し、空白行のように振る舞います。

EXPR デフォルトの出力フィールド名の前に付けます。

F 論理式のFalse値を表します。

FIELD/FIELDS EXPORTコマンド、EXTRACTコマンド、JOINコマンド、SAMPLEコマンドの一部として使用しま

す。

FORMAT Analyticsテーブルレイアウトの古い名前。

Analyticsテーブルの名前としては使用できません。

IF 条件を指定します。

LINE DEFINE COLUMNコマンドで、フィールドを指定された行数に分断するかどうかを指定します。

NODUPS Analyticsレポートで、空のフィールドの重複表示値を表示しません。

NOT 論理演算子 NOTを表します。

NOZEROS 数値フィールドまたはレポートで、ゼロ値を空白として印刷または表示します。

ON フィールド リスト名の前に置きます。
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予約キーワード Analyticsの目的

OR 論理演算子 ORを表します。

OTHER SUMMARIZEコマンドの出力に含めるが、小計しないフィールドまたは式を示します。

PAGE REPORTコマンドを使用して、改ページを作成します。

PICTURE 数値フィールドの形式を表します。

PRIMARY 特定のタイプの結合を指定します。

RECORD 入力レコード全体を現状のままで表します。

RECORD_LENGTH レコード長を表します。この値はレコード処理が必要な操作で使用します。

SECONDARY 特定のタイプの結合を指定します。

SUPPRESS 数値の合計を出力しないようにします。

T 論理式のTrue値を表します。

TAPE Analyticsでデータにアクセスするための古い方法を参照します。

Analyticsテーブルの名前としては使用できません。

TO コマンドで使用する出力先ファイルを指定します。

WIDTH 特定のフィールドまたは式に対してデフォルトで設定されている印刷幅を変更します。
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キーボード ショートカット
次の表は、Analyticsで使用できるキーボード ショートカットを列挙しています。

ショートカット Analyticsにおける使用場面 アクション

Alt+F4 グローバル Analyticsを終了する

Ctrl+Tab グローバル 次のタブを表示する

Ctrl+Shift+Tab グローバル 前のタブを表示する

Ctrl+PgDn ナビゲーター ［総覧］タブ、［ログ］タブ、および［変数］タブ間で表示を切り替える

ビュー 次のビューを表示する(テーブルに複数のビューがある場合 )

コマンド結果 結果をグラフとして表示する(結果をグラフ化できるコマンドの場合 )

Ctrl+PgUp ナビゲーター ［総覧］タブ、［ログ］タブ、および［変数］タブ間で表示を切り替える

ビュー 前のビューを表示する(テーブルに複数のビューがある場合 )

コマンド結果 結果をテキストとして表示する

Ctrl+1 グローバル スクリプトを実行する

Ctrl+2 グローバル テーブル履歴からスクリプトを作成する

Ctrl+3 グローバル ［カウント］ダイアログボックスを開く

Ctrl+4 グローバル ［合計］ダイアログボックスを開く

Ctrl+5 グローバル ［階層化］ダイアログボックスを開く

Ctrl+6 グローバル ［順番検査］ダイアログボックスを開く

Ctrl+7 グローバル ［結合］ダイアログボックスを開く

Ctrl+8 グローバル ［ヒストグラム］ダイアログボックスを開く

Ctrl+9 グローバル ［サンプル］ダイアログボックスを開く

Ctrl+0 グローバル ［要約］ダイアログボックスを開く

Ctrl+B グローバル 最後に使ったAnalyticsプロジェクトを開く

Ctrl+I グローバル ［テーブルレイアウト］ダイアログボックスを開く
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ショートカット Analyticsにおける使用場面 アクション

Ctrl+O グローバル Analyticsプロジェクトを開く

Ctrl+R グローバル ［レポート］ダイアログボックスを開く

Ctrl+S グローバル 現在のAnalyticsプロジェクトを上書き保存する

Ctrl+Y スクリプト エディター 操作をやり直す

Ctrl+Z スクリプト エディター 操作を元に戻す

F1 グローバル 状況依存のオンラインヘルプを表示する

F2 コマンド ライン

［フィルター］テキスト ボックス

スクリプト エディター

［式］テキスト ボックス

［フィールドの挿入］ダイアログボックスを表示する

F4 コマンド ライン

［フィルター］テキスト ボックス

スクリプト エディター

［式］テキスト ボックス

［プロジェクト項目の挿入］ダイアログボックスを開く

F5 スクリプト エディター スクリプトを実行する

F8 コマンド ライン

［フィルター］テキスト ボックス

スクリプト エディター

［式］テキスト ボックス

［日付と時刻セレクター］ダイアログボックスを開く

F9 スクリプト エディター ブレークポイントを挿入 /削除する

F10 グローバル

スクリプト エディター

ステータスバーの表示 /非表示を切り替える

1度に1つのスクリプト行をステップ実行する

Enter ［総覧］タブ 選択した項目を開く

コマンド ダイアログボックス

コマンド ライン

コマンドを実行する
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Analyticsのスクリプト
スクリプト作成は、Analyticsでの作業を自動化する方法です。スクリプトを作成せずに、アドホックまたは

手動によって、Analyticsを使用して、さまざまな価値を得ることができます。ただし、Analytics の価値、

能力、および効率を最大化するには、スクリプトを作成する必要があります。

ですが、幸いにも、Analytics には、初心者でもスクリプトを比較的容易に作成できるツールが用意され

ています。

Analyticsスクリプトの機能
Analyticsスクリプトとは、特定のタスク、またはいくつかの関連するタスクを実行する、一連のACLScript
コマンドです。スクリプトは、Analyticsの能力を活用する鍵です。

1度に複数のコマンドを実行する

スクリプトは、複数のAnalyticsコマンドを組み立てて、それらを連続したシーケンスで

実行できるようにします。

繰り返しの自動化

スクリプトは繰り返し実行することができます。同じ分析テストや、同じ分析関連のタス

ク、たとえば、特定のデータファイルのインポートや準備などを定期的に実行する場合

には、労力が大幅に軽減されます。

一貫性の確保

スクリプトは、実行されるたびに、同じコマンドを同じ順序で実行することによって、一

貫性を確保します。

分析の共有

スクリプトは移動可能かつ共有可能です。他のユーザーに送信したり、ネットワークの

場所で利用可能にしたり、Analyticsプロジェクト間でコピーしたりすることができます。

専門知識の拡充

スクリプトは、熟練のAnalyticsユーザーが分析テストを開発し、スクリプトを記述する

ことがないユーザーとそのテストを共有できるようにします。

ユーザー操作の許可

スクリプトで、ユーザーに入力を求めることができます。つまり、ユーザーが独自に名前

付きのテーブルやフィールドに対して、独自の入力条件を使用してスクリプトを実行で

きるように設計することができます。

自動実行のスケジュール

スクリプトをスケジュールしたり、無人で実行したりすることができます。これにより各社で

は、時間のかかるデータ処理を夜間に実行したり、自動化された分析または継続的

な分析のプログラムをセットアップしたりすることが可能になります。

コアスクリプト リソース
Analyticsスクリプトを作成するユーザー向けのコアリソースはACLScript言語リファレンスです。このリファ

レンスでは、すべてのAnalyticsコマンド、関数、アナリティクスタグについて詳細に説明し、さまざまな例

やコード スニペットを提供しています。
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l "コマンドの概要"ページ 1611 –Analytics コマンド
l "関数の概要"ページ 2139 –Analytics 関数
l "アナリティクススクリプトの概要"ページ 2579 –ロボットで実行できるアナリティクススクリプト開発の

指針

スクリプト チュートリアル
さまざまなチュートリアルが用意され、Analyticsでのスクリプト作成の基本について説明します。"スクリプ

トの基本"ページ 1431を参照してください。

スクリプトの操作
Analyticsユーザーインターフェイスでのスクリプト作成の基本事項と、各種スクリプト作成ツールについて

は、"スクリプトの操作"ページ 1533を参照してください。
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スクリプトの基本
Analyticsでスクリプトを開始する方法がわからない場合、このセクションでは、レベルに応じて役立つ情

報を提供します。新しいユーザーは初心者向けチュートリアルを使用できます。上級ユーザーは

ACLScriptの仕組みの概要について基本セクションを参照できます。

適切な対象者向けの適切なコンテンツ
スクリプトの背景とAnalyticsの信頼度によっては、このセクションの一部のトピックが他よりもニーズに合っ

ています。

初心者

スクリプトとAnalyticsについてゆっくりと学習したいユーザーの場合は、インタラクティブな初級者レベルの

チュートリアルについて次のセクションを参照してください。

l "初心者向けのスクリプト "見開きページ
l "関数を使用する方法"ページ 1477
l "Analyticsでのスクリプト作成の基本事項"ページ 1450

中級から上級ユーザー

Analyticsまたはスクリプト全般に関する知識がある場合は、クイックリファレンスとより詳細なチュートリア

ルとして次のセクションが提供されています。

l "Analyticsでのスクリプト作成の基本事項"ページ 1450
l "高度な関数の使用"ページ 1499
l "最もよく使用される 30個のAnalytics関数"ページ 1517
l "Analytics関数を使って検索とフィルタリングを行う"ページ 1235
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初心者向けのスクリプト
ACLScriptでは多数の処理を実行できます。また、さまざまなコマンドと関数を使用できるため、少しずつ

始め、Analyticsの実践的な知識を学ぶことをお勧めします。

Analyticsのインストール
スクリプトを開始する前に、Analyticsをインストールし、コンピューターで実行する必要があります。詳細

については、"ACL for Windowsインストールおよびアクティベーションガイド"ページ 2661を参照してくださ

い。

サンプルプロジェクトを開く
このセクションでは、Analyticsをインストールしてアクティブ化していること、また、同アプリケーションに同梱

されているサンプルデータにアクセスできることを前提にしています。

サンプルプロジェクトを開くには、コンピューターでサンプルプロジェクトを含むフォルダーに移動し、Sample
Project.ACLをダブルクリックします。

メモ

デフォルトでは、サンプルデータプロジェクトはローカルファイルシステムの

C:\Users\username\Documents\ACL Data\Sample Data Filesにインストールさ

れます。

スクリプトとは何か
スクリプトは、Analyticsで実行するコマンドのリストです。スクリプトは一連のタスクを自動的に実行する

際に有用です。ユーザーインターフェイスから各コマンドを手動で実行する必要がないためです。スクリプ

トの詳細についての参照先："スクリプトとは何か"次のページ

あなたにとって最初のAnalyticsスクリプト
この短いチュートリアルを完了し、ACLScriptの基本を学習します。このチュートリアルでは、テーブルを開

くことと、レコードのサブセットを抽出を行います。このチュートリアルを表示するには、"あなたにとって最初

のAnalyticsスクリプト "ページ 1437を参照してください。
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スクリプトとは何か
スクリプトは一連のAnalyticsコマンドであり、連続して実行され、Analytics内で作業を自動化するため

に使用されます。すべてのAnalyticsコマンドはスクリプトに含めることができます。

スクリプトを使用する理由
スクリプトの使用にはさまざまな利点があります。

処理の自動化

一連の繰り返しタスクまたはルーチンを定期的に実行する必要がありますか。現在これらのタスクを手動

で実行していますか。その場合、スクリプトを使用して、これらのタイプのプロセスを自動化できる可能性

があります。スクリプトを使用して、複雑なルーチンに関連付けられた手動作業を回避できます。ルーチン

が複雑になるほど、スクリプトの実行で削減できる時間が多くなります。

処理のスケジュール

一般的に、スクリプトのスケジュールは、大きいデータセットを処理するときに必須です。ロボットを使用す

る場合は、業務時間外でも、スケジュールでスクリプトを実行できます。単一のスクリプトまたは一連のス

クリプトをスケジュールし、特定の日時に実行することもできます。

精度の改善

手動で実行されると、複雑なデータ分析ルーチンは人的エラーを起こしやすくなります。スクリプトを使用

すると、処理の一貫性と正確性を保証できます。また、同じスクリプトが実行されるたびに、同じ命令が

同じ順序で実行されることを絶対に確実にすることもできます。

複雑さの低減

スクリプトは複雑なファイル構造を処理でき、データフィールドで複雑な演算を作成できます。時々、より

複雑な分析はスクリプトでのみ実行できます。たとえば、通常、継続監視プログラムでは、スクリプトで処

理を自動化する必要があります。

分析の共有

スクリプトは移動可能かつ共有可能です。他のユーザーに送信したり、ネットワークの場所で利用可能

にしたり、Analyticsプロジェクト間でコピーしたりすることができます。
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ユーザー操作の許可

スクリプトで、ユーザーに入力を求めることができます。つまり、ユーザーが独自に名前付きのテーブルや

フィールドに対して、独自の入力条件を使用してスクリプトを実行できるように設計することができます。

ドキュメントの取り込み

スクリプトは監査レビューのための優れたドキュメントのソースであり、監査証跡の一部として使用できま

す。スクリプトを作成すると、アナリティクステストの結果を作成する処理を文書化しています。これは、将

来に簡単に参照できます。スクリプトにコメントを追加して、ドキュメントをさらに補足することもできます。

スクリプトで自動化できる一般的なプロセス
スクリプトには、単一フィールドに対して 1つのコマンドを実行するだけのシンプルなものもあれば、分析目

標を達成するための作業の大部分を実行するほど内容の充実したものもあります。

スクリプトは、次の1つ以上のプロセスを実行するために最も一般的に使用されます。

データのインポート

スクリプトを使用すると、固定幅、区切り、レポート /PDF、Excel、ODBC経由でアクセスされたファイルな

ど、さまざまなソースファイルを Analyticsにインポートできます。

COMMENT *** Microsoft Access データベース ファイルを Analytics テーブル employees_
list にデータをインポートする。

IMPORT ACCESS TO employees_list PASSWORD 1 "C:\ACL DATA\Sample Data
Files\employees_list.fil" FROM "Employees_List.mdb" TABLE "[Employees_List]"
CHARMAX 60 MEMOMAX 70

データの準備

スクリプトを使用して分析のためにデータを準備できます。スクリプトを使用して、テーブルの結合または関

連付けの前にフィールドを標準化し、先頭または末尾のスペースを値から削除し、不要な文字を削除

し、フィールドのデータ型を変換できます。

COMMENT *** PO_No 値を含む新しい演算フィールドを作成します。すべての先頭の空白スペース

は削除され、値が適切に左寄せされます。

DEFINE FIELD c_PO_No COMPUTED ALLTRIM(PO_No)
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データの分析

スクリプトはデータ分析コマンドと関数を使用して、分析目的を達成します。スクリプトを使用して、レコー

ドをグループ化し、比較して、問題、傾向、または異常値を特定できます。

COMMENT *** Sales2016Actual テーブルを開き、Customer Number で分類し、Sales Order
Amount で小計し、結果を Sales2016ByCustomer に送信する

OPEN Sales2016Actual
CLASSIFY ON Customer_Number SUBTOTAL Sales_Order_Amount TO
Sales2016ByCustomer

スクリプトの例

シナリオ

毎月、クライアントは業者、請求書、および発注書情報を提供します。発注書フィールドに空欄がない

ことを確認し、データの整合性を検証する必要があります。

タスクが繰り返されるため、スクリプトを作成する良い機会であると考えられます。すべてのフィールドを分

析で使用し、発注書フィールドの空欄を検索できます。

プロセス

次のアクションを実行するスクリプトを作成します。

1. Invoice_Amtsテーブルを開きます。
2. 発注書フィールド (PO_No)の空欄を検索します。
3. 空の発注書番号のレコードを新しいテーブル( r_Blank_Purchase_Orders)に抽出し、例外をフォ

ローアップできます。

ヒント

テーブルを容易に特定するには、次の名前付け規則を使用します。

l 準備されたテーブル –テーブル名にプレフィックス p_を付ける
l 一時テーブル –テーブル名にプレフィックス t_を付ける
l 結果テーブル –テーブル名にプレフィックス r_を付ける

結果

COMMENT *** "Invoice_Amts" テーブルを開く。

OPEN Invoice_Amts
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COMMENT *** 発注書フィールドの空欄を検索する。

SET FILTER TO ISBLANK(PO_No)

COMMENT *** 新しいテーブル "r_Blank_Purchase_Orders" に結果を抽出します。

EXTRACT FIELDS Vendor_Name Invoice_No Payment_Date Invoice_Date Invoice_Amt
Vendor_Name Invoice_No PO_No TO r_Blank_Purchase_Orders

次の手順
短いチュートリアルの ""あなたにとって最初のAnalyticsスクリプト "次のページ"を演習し、独自のスクリプ

トを作成してください。
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あなたにとって最初のAnalyticsスクリ
プト
ACLScriptの基礎を短くシンプルなチュートリアルとして示します。このチュートリアルでは、テーブルを開くこ

とと、レコードのサブセットを抽出することだけを行いますが、ACLScriptではもっと多くのことを行うことがで

きます。

何を行いたいですか?
このチュートリアルでは、Analyticsをインストールしてアクティブ化していること、また、同アプリケーションに

同梱されているサンプルデータにアクセスできることを前提にしています。

メモ

デフォルトでは、サンプルデータプロジェクトはローカルファイルシステムの

C:\Users\username\Documents\ACL Data\Sample Data Filesにインストールさ

れます。

セットアップ

サンプルのAnalyticsプロジェクトを開く

1. ACL for Windowsを開きます。
2. ［アナリティクスプロジェクトを開く］をクリックし、ACL Data\Sample Data Filesフォルダーから

Sample Project.ACLを選択します。

スクリプトを作成してみましょう

1. ナビゲーターで、［総覧］タブ内の［スクリプト］フォルダーを右クリックし、［新規作成 >スクリプト］を
選択します。

新しいスクリプト がナビゲーターに追加され、スクリプト エディターで表示されます。

2. 新しいスクリプト を右クリックし、［名前の変更］を選択して、「extract_invoices」と入力しま

す。

スクリプトのロジック
このスクリプトではACLScriptを使って次のことを行おうとしています｡
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1. Ap_Transテーブルを開く。
2. 1000.00を超える請求金額が含まれるすべてのレコードをテーブルからコピーし、Ap_Trans_High

という新しいテーブルに格納する。
3. この新しいテーブルを開き、結果を確認する。

Ap_Transテーブルを開く

データはテーブルに格納されているため、データを操作するには、まずテーブルを開く必要があります。OPEN
コマンドは、ユーザーが指定したテーブルを操作しようとしていることを通知し、そのテーブルのデータをスク

リプトのコマンドからアクセスできるようにします。

OPEN AP_Trans

この行をコピーし、スクリプト エディターに貼り付けて、Editorのツールバーの［実行 ］をクリックします。

Ap_Transテーブルが開いたら、スクリプトが機能していることになります。テーブルを閉じて先に進みます。

すべてのレコードを Ap_Trans_Highに抽出し、Ap_Trans
を閉じる

スクリプトで Ap_Transテーブルを操作できるようになったため、EXTRACTコマンドを使って、Ap_Trans内の

レコードを Ap_Trans_High という新しいテーブルにコピーします。

EXTRACT RECORD TO 'Ap_Trans_High'
CLOSE Ap_Trans

この行をコピーし、スクリプト エディターのOPENコマンド後の行に貼り付けて、Editorのツールバーの［実行

］をクリックします。

Ap_Trans_Highテーブルが、ナビゲーターで［テーブル> Accounts_Payable］に表示されます。この新し

いテーブルには Ap_Transからコピーされたレコードが格納されています。

レコードのサブセットを Ap_Trans_Highに抽出し、Ap_
Transを閉じる

ここで、1000.00を超える金額を含む請求書レコードのみがコピーされるようにする条件分岐のIFパラ

メーターを EXTRACTコマンドに追加できます。

Invoice_Amountフィールドの値が1000.00より大きいかどうかをテストするために、IFパラメーターをどのよ

うに使用するかに注目してください。このテストがTrueとして評価されなかった場合には、レコードは抽出

されません。
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EXTRACT RECORD TO 'Ap_Trans_High' IF Invoice_Amount > 1000.00
CLOSE Ap_Trans

この行をコピーし、スクリプト エディター内の既存のEXTRACTコマンドをその行に置き換えて、Editorのツー

ルバーの［実行 ］をクリックします。

Ap_Trans_Highテーブルを上書きするよう求められたら、［はい］をクリックします。これにより、Ap_Trans_
Highテーブルには、1000.00を超える金額を含むレコードがAp_Transからコピーされて格納されます。

Ap_Trans_Highテーブルを開く

スクリプトの最後に新しいテーブル、Ap_Trans_Highを開くことで、EXTRACTコマンドの結果を確認できる

ようにします。これがこのスクリプトの最後のアクションであるため、このテーブルが開いたら、レコードを確認

することができます。

OPEN Ap_Trans_High

この行をコピーし、スクリプト エディターのEXTRACTコマンド後の行に貼り付けて、Editorのツールバーの

［実行 ］をクリックします。

これにより、スクリプトの完了時に Ap_Trans_Highが開き、Ap_Transから抽出されたレコードを確認でき

ます。

スクリプト全体

OPEN AP_Trans

EXTRACT RECORD TO 'Ap_Trans_High' IF Invoice_Amount > 1000.00
CLOSE Ap_Trans

OPEN Ap_Trans_High

次の学習ステップ
l Analyticsでのスクリプト作成の基本事項の一覧についての参照先："Analyticsでのスクリプト作

成の基本事項"ページ 1450
l 上級トレーニングについては、アカデミーのスクリプト作成コースを参照してください。

1439

スクリプトの基本

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://academy.wegalvanize.com/
https://www.diligent.com/ja-jp/


テキスト データの比較
テキストを操作するときには、一般的に、1つの値を別の値と比較します。比較は大文字と小文字を区

別するため、大文字と小文字が異なる形式で保存されたテキストを比較することが困難です。Analytics 
は、比較しているテキストを正規化された大文字または小文字の形式に変換することで、比較の信頼

性を高める機能を提供しています。

テキスト比較演算子
Analyticsのスクリプトでは、2つの演算子を使用してテキスト値を比較できます。

l 等号演算子 (=) –は、等号演算子の左側の値が右側の値と正確に同じ場合に真と評価しま

す。
l 不等号演算子 (<>) –は、不等号演算子の左側の値が右側の値と正確に同じでない場合に真

と評価します。

いずれの演算子も大文字と小文字を区別し、2つの値を比較します。valueOne <> valueTwo

テキスト比較を使用したテーブルのフィルタリン
グ
次のテーブルを操作し、財務部のレコードのみが表示されるようにフィルタリングする必要があります。

部門 Max_Hourly Min_Hourly 位置

管理職 205.13 166.67 CEO兼社長

管理職 141.03 89.74 財務部長

ファイナンス 24.62 20.51 会計士

ファイナンス 23.08 17.95 担当者、現金支払い

ファイナンス 18.46 14.67 担当者、買掛金

ファイナンス 18.46 14.67 担当者、購買

情報システム 23.08 14.36 テクニカルサポート

情報システム 30.77 23.08 Web管理者

テーブルをフィルタリングするには、等号演算子 (=)を使用して簡単な式を作成します。
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COMMENT 部署が "Finance" のレコードを表示するためにテーブルをフィルタリング

SET FILTER TO Department = "Finance"

最初のフィルター結果

このフィルターに基づき、フィルタリングされたテーブルには 4つのレコードが表示されることが想定されます

が、代わりに2つのみが表示されます。

部門 Max_Hourly Min_Hourly 位置

ファイナンス 24.62 20.51 会計士

ファイナンス 18.46 14.67 担当者、購買

等号演算子は大文字と小文字を区別するため、Departmentフィールドが "finance"を含むレコードが

結果から除外されます。これらのレコードも結果に含める必要があります。

LOWER( )関数を使用してテーブルをフィルタ
リングする
比較を実行するには、Analytics は、比較しているテキストを既知の大文字または小文字の形式に変

換することで、比較の信頼性を高める機能を提供しています。

テーブルをフィルタリングし、大文字と小文字の形式に関係なく、財務部のすべての従業員を結果に含

めるようにするには、同じ式を使用しますが、LOWER( )関数を使用してすべての値を小文字に変換しま

す。

COMMENT 部署が "finance" のレコードを表示するためにテーブルをフィルタリング

SET FILTER TO LOWER(Department) = "finance"

式が評価されるときに、LOWER("Finance")は "finance"になり、等号演算子の右側の文字列と比較さ

れます。

2番目のフィルター結果

LOWER( )関数を式で使用するときには、フィルターは財務部のすべての従業員を含みます。

部門 Max_Hourly Min_Hourly 位置

ファイナンス 24.62 20.51 会計士

ファイナンス 23.08 17.95 担当者、現金支払い
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部門 Max_Hourly Min_Hourly 位置

ファイナンス 18.46 14.67 担当者、買掛金

ファイナンス 18.46 14.67 担当者、購買
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空のデータ値のフィルタリング
時々、データは不完全であるか任意であるため、Analytics テーブルのフィールドが～または空白の値に

なる場合があります。Analyticsの式が空の日付値を検出すると、空の日付は最小システム値の1900-
01-01として処理されます。日付を比較する式を作成するときには、常に、この動作を考慮する必要が

あります。

受注テーブル
次の受注テーブルを操作し、2011年より前に送信されたすべての注文を分析できるようにフィルタリング

します。レコードに注文日がない場合、キャンセル済み注文を表し、フィルタリングされたレコードに含めま

せん。

カテゴリ Order_Date Order_ID Quantity

事務用品 3 6

事務用品 293 49

事務用品 07/23/2012 293 27

技術 10/15/2010 483 30

事務用品 08/28/2010 515 19

家具 08/28/2010 515 21

事務用品 06/17/2011 613 12

事務用品 06/17/2011 613 22

事務用品 03/24/2012 643 21

事務用品 02/26/2009 678 44

簡易フィルターの使用
テーブルを最初にフィルタリングしようとするときには、次の簡易式を使用して、2011年以降のすべての注

文を除外します。
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ヒント

リテラル日付値を囲むバッククオート `に注意してください。リテラル日付時刻値は常にこ

の修飾子で囲む必要があります。詳細については、"データ型"ページ 1457を参照してく

ださい。

COMMENT 2011 年 1 月 1 日以降の注文日付を含むレコードを除外

SET FILTER TO Order_Date < `20110101`

最初のフィルター結果

Analytics は空の日付値を 1900-01-01として処理し、1900年 1月 1日は 2011年 1月 1日よりも前

であるため、結果は除外したい空のOrder_Date値があるレコードを含みます。

カテゴリ Order_Date Order_ID Quantity

事務用品 3 6

事務用品 293 49

技術 10/15/2010 483 30

事務用品 08/28/2010 515 19

家具 08/28/2010 515 21

事務用品 02/26/2009 678 44

フィルタリング中に空欄を確認する
関数を使用するときには、2011年以降のレコードを除外する前に空の日付値を除外できます。

ISBLANK( )関数はテキスト値が空の場合に真を返すため、Order_Date フィールドの操作によっては、

空の値を除外できます。

COMMENT 空の日付と 2011 年以降の注文日を除外する

SET FILTER TO NOT ISBLANK(DATETIME(Order_Date)) AND Order_Date < `20110101`

この式が評価されるときには、関数が内部から実行され、次の処理が発生します。

1. DATETIME( )関数がOrder_Date日付値をテキスト値 (`20100828`から "20100828")に変換し

ます。
2. ISBLANK( )関数は、テキスト値が空白であるかどうかを確認し、真または偽を評価します。
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3. NOT演算子は ISBLANK( )から返される論理値を反転します。

l 注文日が空白 (真 )の場合、値は偽に反転され、このレコードがフィルターにより除外されます
l 注文日が空 (偽 )でない場合には、値は真に反転され、フィルターにより、注文日が2011よりも

前かどうかがチェックされて、注文日の値が2011年 1月 1日よりも前のすべてのレコードが包

含されます

ヒント

下位式がAND演算子の両側で真と評価されるレコードのみが含まれます。下位式の

いずれかが偽と評価される場合、レコードは除外されます。

2番目のフィルター結果

2番目のフィルターは、2011年より前に注文が行われたかどうかをテストする前に空の日付値を除外し

ます。このため、結果には、最初のフィルターに含まれていたキャンセルされた注文は含まれません。

カテゴリ Order_Date Order_ID Quantity

技術 10/15/2010 483 30

事務用品 08/28/2010 515 19

家具 08/28/2010 515 21

事務用品 02/26/2009 678 44
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スクリプトでの決定
実行することにはすべて決定があり、スクリプトも同じです。場合によっては、一部の他の条件が真である

場合にのみコマンドを実行したいことがあります。また、含まれるデータによってテーブルの一部のレコード

を処理する場合があります。ACLScriptはスクリプトでの複数の決定方法を提供し、すべては条件式を

使用します。

条件式とは何か
条件式は真または偽に評価される式です。条件式はスクリプトで実行される処理を支持し、スクリプト

作成者によって指定されます。

これはかなり技術的な定義ですが、簡単な実際の例を使用すると、その意味がわかりやすくなります。

例

通りを歩き、知っている人にあったとします。この人に挨拶することは礼儀正しいのですが、会ったと

きに「おはようございます」というのか、「こんにちは」というのでしょうか。

答えは簡単な条件によって決まります。12:00 PM を過ぎているかどうかです。答えがはいの場

合、「こんにちは」、そうでない場合は「おはようございます」と言います。

この例では、条件式は、真 (はい)と評価されるかどうかによって、実行するアクション(使用する挨

拶 )を決定します。

前の例の式はACLScriptで次のように翻訳できます。

COMMENT 現在時刻が 12:00 PM を過ぎているかどうかを確認する

NOW() >= `t120000`

次の行をコピーしてAnalyticsのコマンドラインに貼り付けると、この例を実行できます。これを実行する時

刻によって、式が真または偽に評価されます。

DISPLAY NOW() >= `t120000`

ヒント

コマンド ラインが表示されていない場合は、［ウィンドウ> コマンド ライン］の順にクリックし

ます。

例を実行すると、式でリテラル時刻値の12:00 PMを変更し、反対に評価されるようにすることができま

す。
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コマンドが実行されるかどうかを決定する
Analytics は IFコマンドを提供し、コマンドを実行するかどうかを決定できるようにします。コマンドには 2
つの入力が必要です。

l 条件式
l 式が真の場合に実行するコマンド

条件式が偽と評価された場合、コマンドは実行されません。

"こんにちは"と言う

上記の例を続け、次のコードをコマンドラインに貼り付けます。

IF NOW() >= `t120000` DISPLAY "こんにちは"

時刻が12:00 PMを過ぎている場合は、DISPLAYコマンドが出力タブに "こんにちは"を出力します。一

方、ローカル時刻がまだ午前中の場合は、何も出力されません。スクリプトは DISPLAYコマンドを実行し

ません。

"おはようございます"と言う

式が偽と評価された場合に、コマンドに "おはようございます"と出力させる方法は何でしょうか。一部のス

クリプト言語は "else"構文を提供し、真と偽の両方を処理しますが、ACLScriptでは提供されていませ

ん。代わりに、2番目のIFコマンドを反対の式で使用します。

この式をコマンドラインに貼り付けます。

IF NOW() < `t120000` DISPLAY "おはようございます"

この例は前のように動作します。ただし、時刻が12:00 PMより前の場合、DISPLAYコマンドが "おはようご

ざいます"を出力します。

スクリプトの内容

これまでは、例がコマンドラインからのみ使用できる DISPLAYコマンドに制限されています。しかし、スクリプ

トでは、同じ原理が適用されます。挨拶を表示タブに出力する代わりに、この例ではスクリプトが挨拶を

変数 v_greetingに格納します。

COMMENT 時間によって正しい挨拶を保存する

IF NOW() >= `t120000` ASSIGN v_greeting = "こんにちは"
IF NOW() < `t120000` ASSIGN v_greeting = "おはようございます"
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このスクリプトが12:00 PMより前に実行される場合、変数に格納された値は "おはようございます"です。

12:00 PM 以降に実行される場合は、変数に格納された値は "こんにちは"です。これをスクリプト エディ

ターに貼り付け、実行します。実行した後に変数タブで変数の値を確認できます。

処理するレコードを決定する
上記のようにスクリプトがコマンドを実行するかどうかを決定するときがありますが、テーブルの特定のレコー

ドにのみコマンドを実行するときもあります。これは別の決定シナリオですが、IFコマンドを使用する場合と

は異なります。

選択したレコードを処理する状況では、ACLScriptはさまざまなコマンドで IFパラメーターを提供します。

このアプローチを使用するときには、コマンドは入力として条件式を指定する必要があります。式はテーブ

ルの各レコードに対してテストされ、真と評価されるときには、レコードが処理されます。

COMMENT Quantity が 5 より大きいレコードの Amount フィールドを合計する

TOTAL Amount IF Quantity > 5

午後に発生する取引を計算する

同じ条件式 NOW( ) >= `t120000`を使用して、午後に発生したテーブルのすべての取引の合計を計算

できます。取引データの次のテーブルを考慮します。

Transaction_Amount Unit_Cost Product_No Transaction_Date Quantity

618.3 6.87 070104397 2000-11-17 12:00 90

6705.12 6.87 070104677 2000-11-17 9:30 976

7955.46 6.87 070104657 2000-11-17 14:45 1158

4870.83 6.87 070104327 2000-11-17 15:00 709

10531.71 6.87 070104377 2000-11-17 9:57 1533

5734 47 030414313 2000-10-30 1:00 122

2196 18 030414283 2000-10-30 18:25 122

Transaction_Amountフィールドの合計を計算するには、TOTALコマンドを使用します。

COMMENT Transaction_Amount フィールドを合計

TOTAL Transaction_Amount

このコマンドは、テーブルのすべてのレコードを処理し、すべての取引の合計である合計 38,611.42を計

算します。
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決定をコマンドに追加し、12:00 PM 以降に発生した取引のみを処理するには、IFパラメーターを TOTAL
に追加します。最初に例の同じ条件式を使用しますが、NOW( )を取引日の時刻部分で置換します。

COMMENT 午後に発生したすべての取引の Transaction_Amount フィールドを合計

COMMENT 関数を使用して Transaction_Date フィールドの時刻部分を抽出

TOTAL Transaction_Amount IF CTOT(TIME(Transaction_Date)) >= `t120000`

コマンドでは、関数を使用して、取引日の時刻部分を分離する必要がありますが、一度実行すると、最

初の例と同じ条件式 ( 12:00 PM 以降か?)が決定になります。答えがはいの場合、金額が合計に含ま

れます。

このコマンドは、テーブルのすべての午後の取引の合計である合計 15,640.59を計算します。

1449

スクリプトの基本

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


Analyticsでのスクリプト作成の基本
事項
ACLScriptはAnalyticsコマンドをプログラミングして自動的に実行できるようにするコマンド言語です。

ACLScriptの構造および要素はシンプルですが強力です。

メモ

まったく初めてスクリプトを作成する場合は、いきなりこのコンテンツを学習する前に、アカ

デミーを訪れて基本的なトレーニングを受けてください。スクリプトの作成とAnalyticsの
使用に関するコースについては、www.highbond.comを参照してください。

コマンド
スクリプト内のどの行も ACLScriptコマンドを実行するため、コマンド名で始まります。コマンドは、

Analyticsで操作を実行するための命令です。

コマンド名の後に parameter_name parameter_valueの形を持つパラメーターが1つ以上続きます。

ヒント

コマンドによって、必須になるパラメーターとオプションになるパラメーターがあります。オプ

ションのパラメーターの指定は必須ではありません。省略すると、コマンドはそのパラメー

ターなしで実行するか、またはデフォルト値を使用します。

CLASSIFYコマンドを使用した例

次の例は、CLASSIFYコマンドとそれに続くパラメーターを示しています。

l ON –分類の基準にする、対象テーブルのフィールドを指定します。
l SUBTOTAL –出力における小計の対象にするオプションのフィールドを指定します。
l TO – CLASSIFYコマンドの結果を書き込む出力テーブルを指定します。

各パラメーターの後に1つまたは複数のパラメーター値が指定されていることに注目してください。
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コマンド構文に関する重要なメモ

l スクリプトの行の最初の単語はコマンド名である必要がある
l ほとんどのコマンドにおいて、コマンド名の後に指定するパラメーターの順序は重要ではない
l 大半のコマンドにおいて、コマンドを実行する前にターゲット テーブルを開くこと、つまりコマンドの前

にOPEN テーブル名を実行することが必要です。

コメント
ACLScriptでは、スクリプト言語のように COMMENTキーワードを使ってコメントを追加できます。コメントを

使うことで、作成するコードを理解しやすくできるとともに、スクリプトを参照、使用、理解、または更新し

ようとしているユーザーと対話することができます。ACLScriptでは、2種類のコメントがサポートされていま

す。

l 単一行のコメント – COMMENTの後から行末までのすべてのテキストが無視されます。
l 複数行のコメントから成るブロック – COMMENTから ENDキーワードまでのすべての行または空白行が

無視されます。

詳細と例については、"コメント "ページ 1455を参照してください。

データ型
ACLScriptでは、4つの基本的なデータ型がサポートされています。

l 論理型 –最もシンプルなデータ型。論理型のデータは、真 ( T)または偽 ( F)という真理値を表しま

す
l 数値型 – 0 ～ 9の数字のほか、必要な場合に使用される負号や小数点がある
l 文字型 – 1つまたは複数の英数字文字
l 日付時刻型 –サポートされる書式で表される日付、日付時刻、または時刻の値

各データ型はAnalyticsによって異なる方法で処理され、さまざまなコマンドや関数で使用できます。

データ型の詳細については、"データ型"ページ 1457を参照してください。
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式
式とは、値を持つ、または値を生成するすべてのステートメントのことです。最もシンプルな形の式は 2や
"test"などのリテラルですが、式は通常計算として使用され、演算子、条件、関数、および指定可能

な値を有効に組み合わせることができる範囲で複雑にすることもできます。

((2 + (3 - 2)) * 2) > ROOT(9,0)

式は通常、Analytics内で、演算フィールドに値を入力するために使用されたり、条件付きロジックの入

力として使用されします。式の詳細については、"式"ページ 1458を参照してください。

関数
関数とは、一定数のパラメーターを入力とし、単一の値を返す組み込みルーチンです。関数を使用する

ことで、コマンド内で使用する変数や、フィールド値を操作できます。

メモ

関数はフィールドデータを変更しません。入力としてフィールドデータまたは変数を使用す

るアルゴリズムまたは計算に基づいて、新しい値を生成して返します。関数が返す値をコ

マンドの入力として使用します。

関数は、関数名で始まり、そのすぐ後に左かっこ、関数に引数として渡される 0個以上の値をカンマで

区切ったリスト、右かっこと続きます。

例

BETWEEN(値, 最小値, 最大値)関数は 3つの引数を取り、値が最小値から最大値までの範囲内であ

ればTrueを返し、範囲外であればFalseを返します。

l 値 –テストする式またはフィールド
l 最小値 –範囲の最小値
l 最大値 –範囲の最大値

BETWEEN(amount, 500, 5000)

関数の詳細については、"関数"ページ 1462を参照してください。
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変数
変数とは、値を一時的に格納する場所です。変数には対応する IDがあり、これを使ってコンピューター

のメモリに格納されている値を参照、使用できます。

ACLScriptは、ASSIGNコマンドを使って、変数を作成すると同時にそれに値を代入します。

ASSIGN v_age_in_years = 3

簡略化するために、ASSIGNキーワードを省略することもできますが、ASSIGNは暗黙に使用されて実行さ

れます。

v_age_in_years = 3

メモ

ACLScriptではヌル値はサポートされていません。すべての変数には、サポートされている

いずれかのデータ型を持つ、対応する値を設定する必要があります。スクリプトのインター

プリターは、値の代入に使用されたデータ形式およびデータ修飾子を使ってデータ型を

評価します。詳細については、"データ型"ページ 1457を参照してください。

変数の使用

変数は作成後、フィールド名や変数を参照する任意の場所で参照できます。また、ASSIGNコマンドを

使って、それに新しい値を代入することもできます。

EXTRACT RECORD TO 'result.fil' IF age > v_age_in_years
v_age_in_years = 5

また、文字列補間または変数代入を使用して、文字列リテラルを含めるには、%文字に変数をラッピング

できます。代入される変数がAnalyticsで検出されると、プレースホルダーが対応する値に置換されま

す。

ASSIGN v_table = "erp_data"
OPEN %v_table%

変数の詳細については、"変数"ページ 1464を参照してください。
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統制構造
制御構造は、指定したパラメーターに基づいて取るべき方向を決定する、スクリプトのコンポーネントで

す。ACLScriptには、条件分岐のロジックおよびループ構造が用意されています。

条件分岐ロジック

ACLScriptには、この言語のIFコマンドや、多数のコマンドのオプションパラメーターとして、条件付きロ

ジックが実装されています。

ヒント

IFコマンドは他のコマンドを実行するかどうかを制御するのに使用するのに対し、IFパラ

メーターは他のコマンドの実行対象とするテーブル内レコードを決定するのに使用しま

す。

IFコマンド

IF v_counter > 10 CLASSIFY ON customer_no

IFパラメーター

CLASSIFY ON customer_no IF state = 'NY'

ループ

LOOPコマンドは、ACLScriptにおけるループ制御構造を提供します。このコマンドは、統制テストの式が

Trueと評価される限り、ループ内のステートメントを処理します。

制御構造の詳細についての参照先："統制構造"ページ 1467
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コメント
ACLScriptでは、スクリプト言語のように COMMENTキーワードを使ってコメントを追加できます。コメントを

使うことで、作成するコードを理解しやすくできるとともに、スクリプトを参照、使用、または理解しようとし

ているユーザーと対話することができます。

コメントの種類
ACLScriptでは、2種類のコメントがサポートされています。

l 単一行のコメント – COMMENTの後から行末までのすべてのテキストが無視されます。
l 複数行のコメントから成るブロック – COMMENTから ENDキーワードまでのすべての行または空白行が

無視されます。

単一行のコメント

単一行のコメントは、作成するスクリプト内の各ステップについて説明したり、変数について説明したりす

るために使用できます。

COMMENT *** 分析期間の開始日

v_Start_Date = `20150101`

複数行のコメントから成るブロック

複数行のコメントから成るブロックは、スクリプトまたはスクリプトのセクションについて説明する場合に使用

できます。

COMMENT
**********************
** このスクリプトのセクションは、インポート対象となるデータを準備します

**********************
END

ヘッダーコメント ブロック
各スクリプトの先頭にスクリプトの主な内容を記述したヘッダーコメント ブロックを追加するのは、有効な

方法です。

1455

スクリプトの基本

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


COMMENT
************************************************************
*** スクリプト名: {App_ID}{Script name}
*** パラメーター: {Detailed description}
*** 出力: {Describe parameters}
*** 作成者: {Name}, ABC Corporation, {Month YYYY}
*** 変更者: {Name}, ABC Corporation、スクリプトの目的とロジック

*** バージョン: 1.1.1 {app_ver.script_ver.defect.fix}
************************************************************
END
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データ型
ACLScriptでは、論理、数値、文字、日付時刻という 4つの基本的なデータ型がサポートされていま

す。

型 説明 制限 修飾子あり 例

文字 1つまたは複数の文字です。 32,767バイ

ト

一重引用符ま

たは二重引用

符

o 'John Doe'
o "John Doe"

数値 数値型の値には、0 ～ 9の数字のほか、

必要な場合に使用される負号や小数点が

あります。

22桁 修飾子なし o 100
o -5
o 5.01
o 22222.1232

日付

時刻

サポートされる書式で表される日付、日付

時刻、または時刻の値です。

o 最小値 =
1900-01-
01

o 最大値 =
9999-12-
31

o バッククォート
o 時刻値の場

合：先頭の 't'
または単一

の空白

o `20160101`
o `141231`
o `t2359`
o `20141231T235959`
o `20141231 235959`

論理 最もシンプルなデータ型です。論理型の

データは、T( True、真 )またはF( False、
偽 )という真理値を表します。

'='、'>'、'<'などの比較演算子は論理型の

値を返します。

o T
o F

修飾子なし ASSIGN v_truth = 5 > 4は
Tと評価されます。
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式
式とは、値を持つすべてのステートメントのことです。最もシンプルな形の式はリテラルですが、演算子、条

件、関数、および指定可能な値を有効に組み合わせることができる範囲で複雑にすることもできます。

式の要素

リテラル値

リテラル値は、文字リテラル'私の値'など、文字どおりに解釈されるように記述された値です。リテラルの

詳細については、"データ型"前のページを参照してください。

演算子

演算子は、算術を実行したり、指定された値の文字列評価、比較評価、または論理的評価を実行し

たりするようにスクリプトのインタプリターに指示する記号です。

演算子の種類 (優先順位順に一覧

表示 ) 演算子 (優先順位順に一覧表示 ) 例

かっこ o ()は優先順位を指定します
o () 関数の演算子

(5 + 3) * 2

単項 o 非論理
o -否定

v_truth = NOT (3 < 2)

算術演算子 o ^ 指数
o *乗算 , /除算
o +加算 , -減算

メモ

乗算演算子同士の優先

順位は等しいため、左から

右に評価されます。

加算演算子同士の優先

順位は等しいため、左から

右に評価されます。

1 + 5 - 3 * 2

文字列 +連結 "これは私の" + "スクリプトです"

比較演算子 o <より小さい
o >より大きい
o =等しい
o >=以上
o <=以下

IF amount <> 100
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演算子の種類 (優先順位順に一覧

表示 ) 演算子 (優先順位順に一覧表示 ) 例

o <>等しくない

メモ

比較演算子同士の優先

順位は等しいため、左から

右に評価されます。

二項論理演算子 o ANDまたは&
o ORまたは |

IF amount > 5 AND amount < 10

関数

式は、関数によって返された値を使って評価されます。関数は、式の全要素のうち、最も高い優先順位

で実行されます。関数の詳細については、"関数"ページ 1462を参照してください。

式の例

6として評価されます。

(2 + (3 - 2)) * 2

Trueとして評価されます。

((2 + (3 - 2)) * 2) > ROOT(9,0)

'ACLScriptチュートリアル'として評価されます。

'AC' + 'LScri' + 'pt ' + 'チュートリアル'

1459

スクリプトの基本

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


式を使用した演算フィールドの定義
現在開いているテーブルに式を使って追加のデータフィールドを作成するには、演算フィールドを使用し

ます。演算フィールドは、開いているテーブルに追加されるフィールドであり、指定された式の値が入力さ

れます。

演算フィールドの構文

DEFINE FIELD 名前 COMPUTED 式

l 名前 –生成する演算フィールドの名前
l 式 –フィールドの値を生成するための演算または計算

演算フィールドの例

DEFINE FIELD c_full_name COMPUTED first_name + ' ' + last_name

ヒント

演算フィールドの前には c_という接頭辞を付けることで、このフィールドが元のソースデー

タでなく演算データであることを示します。

条件付き演算フィールド値の定義
演算フィールドに条件を使うことで、様々な場合用に値を定義することもできます。

DEFINE FIELD c_total COMPUTED

amount * ca_tax_rate IF state = 'CA'
amount * ny_tax_rate IF state = 'NY' OR state = 'NJ'
amount * general_rate

最初の条件式がTrueと評価された場合、その場合に指定されていた値が使用されます。この例では、

amount * general_rateは、いずれの条件式も Trueと評価されなかった場合に使用されるデフォルト値

です。
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メモ

DEFINE FIELDコマンドで IF、WIDTH、PIC、または ASパラメーターを指定する場合を除い

て、行のコマンドと条件の間には空白行を追加する必要があります。詳細については、

"DEFINE FIELD . . . COMPUTEDコマンド"ページ 1716を参照してください。
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関数
関数とは、一定数のパラメーターを入力とし、単一の値を返す組み込みルーチンです。関数を使用する

ことで、コマンド内で使用する変数や、フィールド値を操作できます。

メモ

関数はフィールドデータを変更しません。入力としてフィールドデータまたは変数を使用す

るアルゴリズムまたは計算に基づいて、新しい値を生成して返します。関数が返す値をコ

マンドの入力として使用します。

関数構文
関数は、関数名で始まり、そのすぐ後に左かっこ、関数に引数として渡される 0個以上の値をカンマで

区切ったリスト、右かっこと続きます。

例

BETWEEN(値, 最小値, 最大値)関数は 3つの引数を取り、値が最小値から最大値までの範囲内であ

ればTrueを返し、範囲外であればFalseを返します。

l 値 –テストする式またはフィールド
l 最小値 –範囲の最小値
l 最大値 –範囲の最大値

BETWEEN(amount, 500, 5000)

関数の引数

関数の引数とは、その関数に渡される特定の入力値のことです。

関数の引数は引数リストを介して関数に渡されます。引数リストは、リテラル値、変数および、パラメー

ターのデータ型の値として評価される式をカンマで区切ったリストです。データ型の操作の詳細について

は、"データ型"ページ 1457を参照してください。

メモ

プロジェクトでヨーロッパの数値書式を使用する場合、または複数のリージョンで互換性

のあるスクリプトを作成する場合、符号付き数値を渡すのでなければ、カンマでなく空白

文字で関数の引数を区切ってください。符合付き数値を受け入れる関数を使用するに

は、明示的な区切り文字が必要です。
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関数とコマンド
コマンドと関数の違いは微妙ですが、この違いはACLScriptを使用する場合には重大な意味を持ちま

す。

関数 コマンド

入力としてフィールド、値、またはレコードを使用し、新しい

値を生成して、それを返します。

入力としてテーブルを使用し、新しいレコードおよびテーブル

を生成します。

式、演算フィールド、コマンド パラメーター値、変数、フィル

ターの中で使用され、コマンドの実行を支援、変更します。

データの分析およびインポート、ならびに結果の生成に使用

されます。

スクリプト内で独立したステップになることはできません。 スクリプト内で独立したステップになることができます。
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変数
変数とは、値を一時的に格納する場所です。変数には対応する IDがあり、これを使ってコンピューター

のメモリに格納されている値を参照、使用できます。

メモ

このトピックでは、ACLScriptの変数の基本事項について説明します。包括的な情報に

ついては、"ACLScriptでの変数の操作"ページ 1554を参照してください。

ACLScript内で変数を使用する方法

変数の作成とそれへの値の代入

ACLScriptは、ASSIGNコマンドを使って、変数を作成すると同時にそれに値を代入します。

ASSIGN v_age_in_years = 3

簡略化するために、ASSIGNキーワードを省略することもできますが、ASSIGNは暗黙に使用されて実行さ

れます。

v_age_in_years = 3

メモ

ACLScriptではヌル値はサポートされていません。すべての変数には、サポートされている

いずれかのデータ型を持つ、対応する値を設定する必要があります。スクリプトのインター

プリターは、値の代入に使用されたデータ形式およびデータ修飾子を使ってデータ型を

評価します。詳細については、"データ型"ページ 1457を参照してください。

変数の使用

変数は作成後、フィールド名や変数を参照する任意の場所で参照できます。また、ASSIGNコマンドを

使って、それに新しい値を代入することもできます。

EXTRACT RECORD TO 'result.fil' IF age > v_age_in_years
v_age_in_years = 5
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また、文字列補間または変数代入を使用して、文字列リテラルを含めるには、%文字に変数をラッピング

できます。代入される変数がAnalyticsで検出されると、プレースホルダーが対応する値に置換されま

す。

ASSIGN v_table = "erp_data"
OPEN %v_table%

変数のタイプ
Analytics では次の種類の変数が使用されます。

l システム生成変数 –：この変数は、コマンドを実行すると自動的に生成されます。
l 永久変数 –：この変数は、削除されるまで、コンピューターのメモリに残り、Analyticsプロジェクトを

閉じた後にも永続します。

メモ

永久変数を定義するには、識別子の前に '_'を付けます: _v_company_name =
'Acme'.

l セッション変数 –：この変数は、削除されるまで、また、Analyticsプロジェクトを閉じるまで、コン

ピューターのメモリに残ります。

変数 ID
変数 IDは大文字と小文字を区別せず、変数の種類に関連した特定の規約に従います。

l システム生成変数 IDでは OUTPUTFOLDERのようにすべて大文字が使用されます。
l 永続的変数 IDには、_v_permanentのように、'_'を接頭辞として付ける必要があります。
l セッション変数 IDでは規則により v_varnameという書式が使用されますが、この命名規則に制限

されることはありません。

変数値の表示
スクリプト開発中またはデバッグ中にスクリプトを実行する際、変数値を追跡すると有益な場合がありま

す。スクリプトのログファイルに変数値を収集するには、DISPLAYコマンドを使用します。

DISPLAY v_age_in_years

ACLScriptはこのコマンドに遭遇すると、そのコマンドをログファイルに記録します。スクリプト実行のこの段

階で変数値を表示するには、ログに記録されたそのエントリをクリックします。
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ヒント

変数を使って、デバッグを支援することもできます。それには、スクリプト内にブレークポイ

ントを挿入したうえで、ナビゲーターの［変数］タブで変数値を調べます。
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統制構造
制御構造は、指定したパラメーターに基づいて取るべき方向を決定する、スクリプトのコンポーネントで

す。ACLScriptには、条件分岐の IF ロジックおよびループ構造が用意されています。

IFを使用した条件分岐ロジック
ACLScriptには、この言語のIFコマンドや、多数のコマンドのオプションパラメーターとして、条件分岐ロ

ジックが実装されています。

l コマンド –の指定により、そのコマンドを実行するかどうかを制御します。
l パラメーター –により、そのコマンドの実行対象となる、テーブル内のレコードを決定します。

IFコマンド

IFコマンドを使用する際には、条件式と、その式がTrueとして評価された場合に実行するコマンドを指

定します。

IF v_counter > 10 CLASSIFY ON customer_no

この条件付き構造は実行するコードを制御するので、テストの式に基づいてテーブル全体を処理したい

場合には、IFコマンドを使用できます。式がTrueとして評価された場合には、コマンドはテーブル内のす

べてのレコードに対して実行されます。IFコマンドの詳細については、"IFコマンド"ページ 1868を参照し

てください。

IFパラメーター

コマンドの実行対象にするレコードをフィルターで抽出するために使用できるオプションのIFパラメーター

は、数多くのコマンドが受け付けています。

CLASSIFY ON customer_no IF state = 'NY'

このステートメントが実行されると、stateフィールドの値が'NY'である、テーブル内のすべてのレコードが

分類化されます。
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ループ

LOOPコマンド

LOOPコマンドは、ACLScriptにおけるループ制御構造を提供します。

メモ

LOOPコマンドは、GROUPコマンド内で実行する必要があり、単独で実行することはできま

せん。

以下の例のLOOPコマンドは、指定された WHILE式が trueである限り、ループ内のステートメントを処理し

ます。

ASSIGN v_counter = 10
GROUP
  LOOP WHILE v_counter > 0
    v_total = v_total + amount
    v_counter = v_counter - 1
  END
END

この構造は amountフィールドの値を変数 v_totalへの加算を 10回繰り返します。各繰り返しの終わり

に v_counter変数が1ずつ減算され、WHILE式でテストされます。この式がFalseと評価されると、ルー

プは終了し、スクリプトが進行します。

ループが完了すると、v_totalには 10レコードのamountフィールドの値の合計が保持されます。

ループの詳細については、"LOOPコマンド"ページ 1986を参照してください。

LOOPING とサブスクリプト

時々、LOOPコマンドは必要な正確なループ機能を提供しません。このような場合、DO SCRIPTコマンドを

使用して別のAnalyticsスクリプトを呼び出すこともできます。DO SCRIPT スクリプト名 WHILE 条件テスト。

次の一般的な方法のいずれかを使用して、ループが終了するときを制御できます。

l フラグ –論理フラグ変数が偽に設定されるまでループが続きます。
l カウンター –増分または減少変数が条件しきい値を超えるまでループが続きます。

サブスクリプトの呼び出しの詳細については、"DO SCRIPTコマンド"ページ 1757を参照してください。

例
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C:\dataフォルダーのすべてのCSV ファイルをプロジェクトにインポートする必要があります。

DIRECTORYコマンドを使用して、フォルダーからファイルのリストを取得できます。ただし、IMPORTコマ

ンドを GROUP構造内で使用できません。DIRECTORYが作成するテーブルを使用した別のループ方

法が必要です。

このためには、次のメインスクリプトを作成します。

1. DIRECTORYコマンドを実行し、結果をテーブルに保存します。
2. テーブルのレコード数を取得し、カウンターとして使用します。
3. テーブルのレコードごとにサブスクリプトを 1回呼び出し、現在のレコードに対して IMPORTコ

マンドを実行します。

メインのスクリプト

COMMENT メインのスクリプト

DIRECTORY "C:\data\*.csv" TO T_Table_To_Loop
OPEN T_Table_To_Loop
COUNT
v_Num_Records = COUNT1
v_Counter = 1
DO SCRIPT Import_Subscript WHILE v_Counter <= v_Num_Records

サブスクリプトのインポート

COMMENT Import_Subscript

OPEN T_Table_To_Loop
LOCATE RECORD v_Counter

COMMENT CSV ファイルをインポートするためのコード...

ASSIGN v_Counter = v_Counter + 1

変数はプロジェクトで実行されるすべてのスクリプトで共有されるため、メインスクリプトは、v_
Counterの値がv_Num_Recordsの値を超えるまでサブスクリプトを呼び出します。サブスクリプトが

実行されるたびに、v_Counterが増えます。

この構造では、各レコードに対して IMPORTコマンドを呼び出しながら、テーブルをループできます。

メインのスクリプトが完了すると、C:\dataフォルダーからすべてのCSVファイルがインポートされま

す。
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グループ化とループ処理
GROUPおよび LOOPコマンドは、一連のコマンドを繰り返し実行するための2つの方法を提供します。

GROUP は各レコードに対して 1つ以上のコマンドを 1回繰り返します。LOOPは単一レコードに対して

一連のコマンドを複数回繰り返して実行し、GROUPブロック内でのみ使用できます。

GROUPの簡単な例
請求書データのテーブルAp_Transがあります。このデータを使用して、請求金額の合計を計算する必

要があります。

Vendor_Number Vendor_Name Invoice_Number 日付 金額

11663 More Power Industries 5981807 2000-11-17 618.30

13808 NOVATECHWholesale 2275301 2000-11-17 6705.12

12433 Koro International 6585673 2000-11-17 7955.46

この金額を計算するには、GROUPコマンドを使用します。GROUPの各繰り返し内で次のことを実行し

ます。

1. 現在のレコードの時点で合計を計算します。
2. 請求書番号、金額、日付、合計を結果テーブルに抽出します。

OPEN AP_Trans

COMMENT 累計の初期値をゼロに設定 END
ASSIGN v_running_total = 0.00

COMMENT テーブルの各レコードを繰り返し、累計を計算して抽出 END
GROUP
  ASSIGN v_running_total = v_running_total + Amount
  EXTRACT Invoice_Number, Amount, Date, v_running_total AS "Running total"
TO results1
END

スクリプトが実行されると、GROUPブロック内のコマンドはテーブルの各レコードに対して上から下に処理

され、合計が計算され、抽出されます。実行されるGROUPコマンドを見ると、次のような仕組みになっ

ています。
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GROUPの最初の繰り返し：合計 = 0.00 + 618.30
GROUPは最初のレコードの請求金額を 0.00の初期合計に追加し、フィールドを結果テーブルに抽出

します。

Vendor_Number Vendor_Name Invoice_Number 日付 金額

11663 More Power Industries 5981807 2000-11-17 618.30

13808 NOVATECHWholesale 2275301 2000-11-17 6705.12

12433 Koro International 6585673 2000-11-17 7955.46

GROUPの2番目の繰り返し：合計 = 618.30 + 6705.12
GROUPは 2番目のレコードの請求金額を新しい合計の618.30に追加し、フィールドを結果テーブルに

抽出します。

Vendor_Number Vendor_Name Invoice_Number 日付 金額

11663 More Power Industries 5981807 2000-11-17 618.30

13808 NOVATECHWholesale 2275301 2000-11-17 6705.12

12433 Koro International 6585673 2000-11-17 7955.46

GROUPの3番目の繰り返し：合計 = 7323.42 + 7955.46
GROUPは 3番目のレコードの請求金額を新しい合計 7323.42に追加し、フィールドを毛かテーブルに

抽出します。

Vendor_Number Vendor_Name Invoice_Number 日付 金額

11663 More Power Industries 5981807 2000-11-17 618.30

13808 NOVATECHWholesale 2275301 2000-11-17 6705.12

12433 Koro International 6585673 2000-11-17 7955.46

最終結果テーブル

GROUP がテーブルの最終レコードを処理した後、次の結果テーブルが作成されます。

1471

スクリプトの基本

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


Invoice_Number 金額 日付 Running_total

5981807 618.30 2000-11-17 618.30

2275301 6705.12 2000-11-17 7323.42

6585673 7955.46 2000-11-17 15278.88

GROUP IFを使用したさまざまな場合の処理
上記と同じ Ap_Transテーブルを使用して、3種類の請求書の累計を計算する必要があります。

l 高額 ( 1000.00以上 )
l 標準額 ( 100.00 ~ 1000.00)
l 低額 ( 100.00未満 )

GROUP コマンドは異なる場合を処理するために IF/ELSE構造を提供します。テストする条件式を提

供し、レコードが真と評価される場合は、ブロック内のコマンドが実行されます。

場合のテスト方法

場合は上から下にテストされ、レコードは 1つの IF/ELSEブロックでのみ処理できます。レコードの真に評

価される最初の場合は、レコードを処理するものです。

1. GROUP が最初のレコードを処理すると、最初の IF条件に対してテストします( Amount >=
1000)。真と評価される場合、この場合のコードが実行され、他の場合はテストされません。

2. 最初の場合が偽と評価されると、次のELSE IF 条件 (Amount >= 100)がテストされます。同時に

真と評価される場合、この場合のコードが実行され、他の場合はテストされません。
3. いずれの IF またはELSE IF場合が真と評価される場合、ELSE ブロックのデフォルトの場合がレ

コードを処理します。

メモ

レコードが複数の場合で真と評価される場合、レコードはテストする最初の IF/ELSEブ

ロックでのみ処理されます。レコードはGROUPコマンド内の複数の IF/ELSEブロックで

は処理されません。

OPEN AP_Trans

COMMENT 累計の初期値を設定 END
ASSIGN v_running_total_hi = 0.00
ASSIGN v_running_total_med = 0.00
ASSIGN v_running_total_low = 0.00

COMMENT GROUP IF を使用して、請求金額に応じて別の ASSIGN および EXTRACT コマンドを実
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行 END
GROUP IF Amount >= 1000
  ASSIGN v_running_total_hi = v_running_total_hi + Amount
  EXTRACT Invoice_Number, Amount, Date, v_running_total_hi AS "Running
total" TO results_hi
ELSE IF Amount >= 100
  ASSIGN v_running_total_med = v_running_total_med + Amount
  EXTRACT Invoice_Number, Amount, Date, v_running_total_med AS "Running
total" TO results_med
ELSE
  ASSIGN v_running_total_low = v_running_total_low + Amount
  EXTRACT Invoice_Number, Amount, Date, v_running_total_low AS "Running
total" TO results_low
END

スクリプトの実行時には、GROUPコマンドは各レコードの請求金額をテストします。金額によっては、レ

コードは 3つの合計 (低、中、高 )のいずれかを更新するために使用され、3つの結果テーブルが生成さ

れます。

GROUP内のLOOP
GROUPを使用してテーブルのレコードを処理するときには、LOOPコマンドを使用して、単一のレコード

に対して一連のコマンドを複数回実行できます。LOOPはGROUP内の繰り返し内で発生する 2番目

の繰り返しであり、指定するテスト条件が偽と評価されるまで実行されます。

LOOPを使用してフィールドを分割する

請求データを含む次のテーブルがあり、部署単位で請求金額の特定の情報を分離する必要がありま

す。1つの請求書は複数の部署に関連付けることができ、部署コードがカンマ区切りでテーブルに保存さ

れます。

Vendor_Number Invoice_Number 日付 金額 Dept_Code

11663 5981807 2000-11-17 618.30 CCD,RDR

13808 2275301 2000-11-17 6705.12 CCD

12433 6585673 2000-11-17 7955.46 CCD,LMO,RDR

請求金額を部署ごとに抽出するには

1. GROUPコマンドを使用して、テーブルの各レコードを処理します。
2. 各レコードに関連付けられた部署 (n)数を計算します。
3. LOOPコマンドを使用して、レコードに関連付けられた各部署のデータを抽出する操作を n回繰

り返します。
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メモ

LOOP内では v_counter変数を増やす必要があります。そうしない場合、WHILEテスト

は常に真と評価され、スクリプトは無限ループに入ります。スクリプトにSET LOOP コマン

ドを含め、無限ループを防止できます。詳細については、SET LOOPコマンドを参照して

ください。

COMMENT
GROUP を使用すると、各部署コード フィールドのコメントをカウントし、レコードに関連付けられている

部署数を特定します

LOOP でフィールドの各コードをレコードごとに「ループ」します。ループを繰り返すたびに、単一のコード

のレコードが result1 テーブルに抽出されます

END

GROUP
v_department_count = OCCURS(Dept_Code,',')
v_counter = 0
LOOP WHILE v_counter <= v_department_count
v_dept = SPLIT(Dept_Code, ',', (v_counter + 1))
EXTRACT FIELDS Invoice_Number, Amount, v_dept AS "Department" TO result1
v_counter = v_counter + 1
END
END

スクリプトが実行されると、GROUPブロック内のコマンドは上から下にテーブルの各レコードに対して処理

されます。各レコードでは、LOOPコマンドがカンマ区切りのリストの部署コード単位で 1回レコードに対し

て繰り返され、レコードを抽出します。実行されるGROUPおよび LOOPコマンドを見ると、次のような仕

組みになっています。

GROUPの1番目の繰り返し：LOOPの2つの繰り返し

Vendor_Number Invoice_Number 日付 金額 Dept_Code

11663 5981807 2000-11-17 618.30 CCD,RDR

13808 2275301 2000-11-17 6705.12 CCD

12433 6585673 2000-11-17 7955.46 CCD,LMO,RDR

テーブルの1番目のレコードでは、v_department_countの値が1になるため、LOOPは 2回繰り返しま

す。

1. LOOPの最初の繰り返し：

l v_counter = 0
l v_depart = CCD

次のレコードが抽出され、v_counterの値が1になるため、LOOPはもう一度繰り返します。
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5981807 618.30 CCD

2. LOOPの2回目の繰り返し：

l v_counter = 1
l v_depart = RDR

次のレコードが抽出され、v_counterの値が2になるため、LOOPは繰り返さず、GROUPは次の

レコードに進みます。

5981807 618.30 RDR

GROUPの2番目の繰り返し：LOOPの1つの繰り返し

Vendor_Number Invoice_Number 日付 金額 Dept_Code

11663 5981807 2000-11-17 618.30 CCD,RDR

13808 2275301 2000-11-17 6705.12 CCD

12433 6585673 2000-11-17 7955.46 CCD,LMO,RDR

テーブルの2番目のレコードでは、v_department_countの値が0になるため、LOOPは 1回繰り返しま

す。

l v_counter = 0
l v_depart = CCD

次のレコードが抽出され、v_counterの値が1になるため、LOOPは繰り返さず、GROUPは次のレコー

ドに進みます。

2275301 6705.12 CCD

GROUPの3番目の繰り返し：LOOPの3つの繰り返し

Vendor_Number Invoice_Number 日付 金額 Dept_Code

11663 5981807 2000-11-17 618.30 CCD,RDR

13808 2275301 2000-11-17 6705.12 CCD

12433 6585673 2000-11-17 7955.46 CCD,LMO,RDR

テーブルの3番目のレコードでは、v_department_countの値が2であるため、LOOPは 3回繰り返しま

す。
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1. LOOPの最初の繰り返し：

l v_counter = 0
l v_depart = CCD

次のレコードが抽出され、v_counterの値が1になるため、LOOPはもう一度繰り返します。

6585673 7955.46 CCD

2. LOOPの2回目の繰り返し：

l v_counter = 1
l v_depart = LMO

次のレコードが抽出され、v_counterの値が2になるため、LOOPはもう一度繰り返します。

6585673 7955.46 LMO

3. LOOPの3回目の繰り返し：

l v_counter = 2
l v_depart = RDR

次のレコードが抽出され、v_counterの値が3になるため、LOOPは繰り返さず、GROUPはテー

ブルの最後に達します。

6585673 7955.46 RDR

最終結果テーブル

GROUPがテーブルの各レコードを処理し、LOOPがすべての部署コードを繰り返した後、次の結果テー

ブルが生成されます。

Invoice_Number 金額 部門

5981807 618.30 CCD

5981807 618.30 RDR

2275301 6705.12 CCD

6585673 7955.46 CCD

6585673 7955.46 LMO

6585673 7955.46 RDR
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関数を使用する方法
スクリプトを作成しないAnalyticsの新しいユーザーまたは基本ユーザーの場合でも、関数を使用する

と、簡単かつ効果的にデータを操作できます。

関数は、フィルター、演算フィールド、コマンド内の式、スクリプトなどのAnalyticsのさまざまな領域で使

用できます。これらの領域について知識がない場合でも問題ありません。関数の使用方法の手順の一

部として、概要を説明します。

短いチュートリアル
併せて、このセクションの短いチュートリアルでは、Analytics関数の概要を説明し、有用なことを実現す

るための使用方法を示します。

順番にチュートリアルを行うか、即時のニーズに対応するチュートリアルのみを行うことができます。

行いたいこと. . . チュートリアル

関数について理解する "関数とは何か"ページ 1479

o 関数の概念
o 関数の3つの基本部分

Analytics 関数について理解する簡単な方法を学習する "さまざまな関数の詳細"ページ 1483

o Analytics 関数をすばやく簡単に理解する方法
o 関数を使用するときの一般的なエラー

関数を使用してデータをフィルタリングまたは検索する方法を

学習する

"関数を使用してフィルターを作成する"ページ 1487

o フィルターの概要
o 以下を行うための関数の使用：

l 日付でフィルター
l 複数の値でフィルター
l 曖昧値でフィルター

関数を使用してデータをクリーニングまたは準備する方法を

学習する

"関数を使用してデータをクリーニングする"ページ 1491

o データのクリーニングの概要
o 以下を行うための関数の使用：

l 空白スペースの削除
l 不要な文字の削除

関数を組み合わせて効率と能力を高める方法を学習する "データを同時にクリーニングしてフィルタリングする"ページ

 1495

o ネストされた関数の概要
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高度な関数の使用
基本を理解した後は、追加のチュートリアルで、Analyticsで使用する関数を配置するさまざまな方法を

説明します。

"高度な関数の使用"ページ 1499を参照してください。
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関数とは何か
Analyticsの関数は、特定の有用なタスクを実行する小さいツールであると考えることができます。たとえ

ば、関数を使用して、一貫しない書式設定のテキストで、大文字と小文字を標準化できます。

関数と入力 出力

PROPER("john SMITH") John Smith

関数に対するもう一つの考え方は「不透明ボックス」です。片側から入力され、内部で変換処理が実行

され、反対側から出力されます。

関数の3つの基本部分
例のPROPER("john SMITH")は任意の関数の3つの基本部分を示します。

l この場合、関数名 –は PROPERです
l 括弧のセット –開く括弧 (と閉じ括弧 )
l 関数入力 –括弧内のすべて：この場合、"john SMITH"(引用符を含む)

メモ

Analytics のどのドキュメントでも、関数名は大文字で記載されていますが、これはあくま

でも書式設定の表記規則上、そう記載されているにすぎません。Analytics 自体では、

関数を大文字で入力する必要はありません。

入出力
関数をより技術的に説明すると、入力と出力を許可するコンピューターによって実行される演算または処

理です。
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上記の例では、入力は "john SMITH"、出力は John Smithです。PROPER( )関数によって実行される

処理は、すべての単語を適切な大文字と小文字に変換します(先頭が大文字、その後が小文字 )。

関数はソースデータを修正しません
関数は入力として使用されたソースデータを修正しません。入力データを使用して、出力結果を計算

し、結果はコンピューターのメモリに格納されるため、それらを利用できます。

上記の例では、物理データ john SMITHはコンピューターで変更されません。出力のJohn Smithは「仮

想データ」と見なすことができます。これはメモリに存在し、後続の処理で使用できます。

この点については、作成された演算フィールドで関数を使用する際にもう一度説明します。

関数の範囲
特定の関数によって実行される演算または処理の範囲は狭いです。PROPER( )関数はテキストの大文

字と小文字の変換以外何もしません。ただし、チュートリアルでは、各関数の範囲が狭い場合でも関数

は強力であり、Analyticsのデータ分析において重要です。

関数とコマンドの違い
Analytics の関数とコマンドはいずれもデータに対して演算または処理を実行しますが、関数の範囲は狭

く、コマンドの範囲は通常広いです。例：
l 狭い範囲 – PROPER( )関数はテキストの大文字と小文字を変換します
l 広い範囲 – SUMMARIZEコマンドはテーブルのすべてのレコードをグループ化します

関数はコマンドの入力として使用できます。たとえば、PROPER( )関数を使用して、Nameフィールドの大

文字と小文字を変換してから、SUMMARIZEコマンドを使用して、正規化されたNameフィールドでレコー

ドをグループ化できます。

逆は当てはまりません。コマンドは関数の入力として使用できません。

その他の例
関数を使用すると、テキストの先頭と末尾のスペースを削除したり、ID番号からハイフンを削除したり、

特定の日付範囲の日付のレコードを検索できます。

例

次の例では、3つの異なる関数を実行できます。
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l ALLTRIM( )関数
l EXCLUDE( )関数
l BETWEEN( ) 関数

関数と入力 出力

ALLTRIM(" Chicago ") Chicago

文字のみ、先頭と末尾のスペースなし。

EXCLUDE("VT-123-45", "-") VT12345

文字と数値のみ、ハイフンなし。

BETWEEN(`20170701`, `20170101`, `20171231`)

関数入力：

o 最初の日付がテストされています
o 2番目の日付が範囲の開始日です
o 3番目の日付が範囲の終了日です

T

真のTを返します。2017年 7月 1日

は、2017年 1月 1日と12月 31日の

間です。

関数への入力としてのリテラル値とフィールド
上記の例は実際またはリテラル入力値を使用するため、各関数の処理を正確に示します。Analyticsで
は、一般的に、関数の主な入力としてフィールドまたは変数を使用します。

関数入力としてのフィールドは以下のとおりです。関数入力としての変数は次のチュートリアルで説明しま

す。

例

これは、上記からのBETWEEN( )の例ですが、入力がリテラル値ではなく日付フィールドです

BETWEEN(Invoice_Date, `20170101`, `20171231`)

関数は真のTを、2017年に該当する Invoice_Dateフィールドのすべての日付に対して返しま

す。他の年の日付には偽のFを返します。
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メモ

BETWEEN( )関数で指定する 2つの境界値は両方含まれます。このような詳細

は、各関数のヘルプトピックを参照してください。

次の学習ステップ
任意のAnalytics の関数をすばやく簡単に理解する方法を学習する："さまざまな関数の詳細"次の

ページ
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さまざまな関数の詳細
関数の動作を理解する最も簡単な方法は、Analyticsコマンドラインで関数を使用してみることです。前

のチュートリアルの例を使用して試してみることができます。

PROPER("john SMITH") EXCLUDE("VT-123-45", "-")

ALLTRIM(" Chicago ") BETWEEN(`20170701`, `20170101`, `20171231`)

1. Analytics で Analyticsプロジェクトを開きます。
2. コマンドラインが開いていることを確認します。

開いていない場合は、［ウィンドウ> コマンドライン］を選択します。

3. 上記の関数の例のいずれかをコピーして、コマンドラインに貼り付けます。
4. 貼り付けられた例の前に DISPLAYとスペースを入力し、Enterを押します。

戻り値という関数出力がAnalytics 表示画面に表示されます。

メモ

表示画面の関数出力に対しては何の操作もできません。これは読み取り専用の

出力であり、特定の入力に対して特定の関数が返す内容を表示できます。
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5. 関数出力を一時的に保存するには、表示画面を固定 します。

ヒント

表示画面でリンクされた関数をクリックすると、コマンドラインに簡単に読み込むこと

ができます。

一部の入力値を変更してみます。. .
関数をコマンドラインで入力するか読み込んで、1つ以上の入力値を変更して、出力の変化を確認しま

す。

ヒント

コマンドラインで関数を多数実験する場合は、DISPLAYの代わりに dispと入力できま

す。

EXCLUDE( )の例

EXCLUDE( )の例では、VTを除外する文字に追加する場合、数値のみを含む出力にしてください。

EXCLUDE("VT-123-45", "VT-")

BETWEEN( ) の例

BETWEEN( )の例では、リテラル請求日付を 2016年 7月 1日に変更するときに何が起こるでしょうか。

請求日は 3つの入力値の最初の値です。

BETWEEN(`20160701`, `20170101`, `20171231`)

出力がTから F(真から偽 )に変わったことがわかります。2016年 7月 1日は、2017年 1月 1日から 12
月 31日の間ではないためです。

使用できる他の関数
コマンドラインで DISPLAY方法を使用すると、Analytics 関数で実験できます。Analytics にはさまざまな

目的に対応する 130以上の関数があります。

1484

スクリプトの基本

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


メモ

コマンドラインで関数とともに DISPLAYを使用することは、テストまたは学習目的専用で

す。Analytics使用時にこれら以外の目的で DISPLAY を関数と一緒に使用することは

ありません。

試してみる他の関数を見つける

1. このヘルプトピックのメニューで関数の上にカーソルを置き、関数カテゴリを選択します。
2. カテゴリページで、目的の関数名をクリックします。
3. 個別の関数ページの例をコピーし、コマンドラインに貼り付けます。

フィールドまたは汎用プレースホルダーではなく、リテラル値を使用する例を必ず選択します。

4. 貼り付けられたコマンドの前に DISPLAYとスペースを入力し、ヘルプトピックと同じ出力値を返すこ

とを確認します。
5. 入力値を変更し、異なる出力値を作成して、関数の動作を詳細に学習します。

ヒント

一部の関す宇入力を理解する必要がある場合は、関数ヘルプトピックを参照し

てください。

エラーメッセージが表示される場合
関数の実験中にエラーメッセージが表示される場合は、コマンドラインに関数を入力したときに細かいエ

ラーがあった可能性が考えられます。

一部のエラーメッセージは重大に見える場合がありますが、一般的にエラーは微細であり、内容がわか

れば簡単に修正できます。

関数を入力する方法を制御するルールは、Analyticsのコマンドラインでもコマンドライン以外の場所で

も、厳格に適用されます。

関数名 関数名は正しい綴りで入力する必要があります。

括弧

開くかっこは関数名の直後に置き、間にスペースを入れません。

PROPER("john SMITH")( PROPER ("john SMITH")ではない)

関数の括弧は開いて閉じる必要があります。

ネストされた関数の場合、開く括弧と閉じ括弧を追跡することが困難になってきます。

テキスト

リテラルテキスト値は、引用符で囲む必要があります。

疑問符は標準の疑問符である必要があります。一部のソースからコピーして貼り付けたときに発生

する可能性がある曲がった疑問符や傾いた疑問符はエラーの原因になります。

日付

リテラル日付値は `バッククオート `で囲み、YYYYMMDD形式 (またはYYMMDD)を使用する必要

があります。

フィールドと数値

フィールド名と数値には句読点がありません。

o Invoice_Date
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o 1000.00

DISPLAY コマンドラインでは関数の前に DISPLAYを置く必要があります(他の場所では異なる)。

データ型

関数では、入力値が特定のデータ型である必要があります。

一部の関数は複数のデータ型を許可しますが、他の関数は文字データ型または数値データ型など

のみを許可します。関数のヘルプトピックでは、各関数で有効なデータ型を説明します。

データ型の詳細については、"Analyticsのデータ型"ページ 811を参照してください。

ヒント

関数構文の細かいエラーは見つけることが困難です。エラーが発生した場合は、構文を

注意して確認してください。

関数ヘルプトピックでは、各関数に必要な構文の包括的な情報を提供します。

次の学習ステップ
関数を使用してさまざまな方法でデータをフィルターリングする方法を学習する："関数を使用してフィル

ターを作成する"次のページ
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関数を使用してフィルターを作成する
Analyticsの関数を使用してフィルターを作成できます。さまざまな関数により、特定のニーズに応じて、

異なる種類のフィルターを作成できます。

フィルターの目的

フィルターはデータ分析の基本かつ重要なコンポーネントです。フィルターにより、現在関心がないレコード

を除外し、検査したいレコードのみを含めることができます。

百万件のレコードがあるテーブルがあり、その一部のみを検査する場合、何らかのフィルターが必要です。

フィルターの仕組み

フィルターはテーブルのレコードを評価する式であり、値 "T" (True) または "F" (False)を各レコードに対し

て返します。

例

重大であると見なされる売掛金テーブルの金額のみを検査したいとします。重大性のしきい値は

$1000.00であるため、次のフィルターを使用します。

Invoice_Amount >= 1000.00

このフィルターは $1000.00以上の金額に対して True、$1000.00未満の金額にFalseを返しま

す。真と評価されたレコードはフィルターに含まれ、偽と評価されたレコードは除外されます。

除外されたレコードはフィルターの適用中はビューに表示されません。また、テーブルに対して実行

する Analyticsコマンドの実行対象から除外されます。

高度なフィルター

より大きい >や未満 <記号などの演算子を使用して、簡易フィルターを作成できますが、関数を使用す

ると、より高度なフィルターを作成できます。

日付でフィルター
前のチュートリアルからBETWEEN( )例のバージョンを使用して、最初の四半期からの請求書のみを含

むフィルターを作成します。
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1. Analyticsで Sample Project.ACLを開き、Ap_Transテーブル (Tables\Accounts_
Payable\Ap_Trans)を開きます。

Sample Project.ACLがない場合は、日付フィールドがある他のテーブルを開きます。この例を

操作するときには、フィールドが日付時刻データ型である必要があります。

2. このバージョンのBETWEEN( )例を［ビュー］タブの上部にある［フィルター］テキストボックスにコピー

して貼り付け、Enterを押します。

BETWEEN(Invoice_Date, `20000101`, `20000331`)

結果 :テーブルがフィルタリングされ、年の最初の四半期からの請求書のみが表示されます。

Ap_Transテーブルを使用しない場合、BETWEEN( )関数のフィールド名と境界日付を更新し

て、データと一致させます。

フィールド名は表示名 (代替列タイトル)ではなく、物理フィールド名である必要があります。日付

フィールドのヘッダーを右クリックし、［プロパティ］を選択して、物理および表示フィールド名を確認し

ます。

メモ

［フィルター］テキストボックスでは DISPLAYを使用しないでください。

3. いずれかまたは両方の境界日付を変更し、別の日付フィルターを作成してみてください。

リテラル日付を入力するときには、̀ YYYYMMDD`形式を使用する必要があります。Ap_Transテーブ

ルを使用する場合、すべての日付は 2000です。

ヒント

BETWEEN( )を使用して、数値またはテキスト データをフィルタリングします。テキスト入

力は"引用符"で囲みます。フィールド名または数値入力は囲まないでください。

Invoice_Amount, 1000.00

複数の値でフィルター
MATCH( ) 関数を使用して、複数の値で同時にフィルタリングします。

1. 次の入力のMATCH( )関数をコピーし、［フィルター］テキストボックスに貼り付けて、Enterを押し

ます。

MATCH(Vendor.Vendor_City, "Austin", "Chicago", "Salt Lake City")
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結果 : Ap_Transテーブルのフィルターが更新され、指定された 3つの都市の業者からの請求書

のみを表示します。

メモ

Vendor_CityフィールドはVendorテーブルにあります。これはAp_Transテーブル

( Sample Project.ACL)に関連付けられます。関数で関連するフィールドを参照

するには、table name.field name構文を使用します。

開いているテーブルでフィールドを参照するには、field nameのみを使用します。

2. フィールドを変更し、照合する 3つの用語を追加して、異なる種類のフィルターを作成してみてくだ

さい。

メモ

MATCH( ) 関数の検索語は大文字と小文字を区別します。

曖昧値でフィルター
関数の能力と有用性を理解し始めているはずです。この3番目のフィルターは ISFUZZYDUP( )関数を

使用します。同じまたはほぼ同じ値でフィルタリングできます。

大きいテーブルで同様の処理を手動で実行することは、不可能ではないとしても、非常に時間がかかり

ます。

1. 次の入力で ISFUZZYDUP( )関数をコピーして、［フィルター］テキストボックスに貼り付けて、Enter
を押します。

ISFUZZYDUP(Vendor.Vendor_Name, "Miller Co", 4)

結果 : Ap_Transテーブルが更新され、"Miller Co"と同じかほぼ同じ名前の業者の請求書のみが

表示されます。業者 "Muller Corp."の2つのレコードが表示されます。

2. 4から 8に曖昧度を上げ、Enterを押します。

"MGMT Mfg."のレコードがフィルターに含まれます。

3. ［フィルターの削除 ］をクリックし、業者名を確認して、"Miller Co"を完全に一致しない他の業

者名に似たような名前に変更します。

さまざまな曖昧設定で実験する値設定は 1 ～ 10です。

Analytics の簡易検索は実際にはフィルターで
す
Analyticsの簡易検索機能は、実際にはFIND( ) 関数を使用したフィルターが機能しているものです。
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1. Ap_Transテーブルで、［フィルターの削除 ］をクリックします。
2. フィルターテキストボックスの検索語 931を入力し、Enterを押します。

結果：文字 931がないかどうか、テーブルが検索され、フィルターリングされた結果に2つのレコード

が含まれます。

l 1つには末尾が931の請求書番号が含まれます
l もう 1つには末尾が931の製品番号が含まれます

フィルターテキストボックスでは、検索語がFIND( ) 関数に変換され、入力 "931"を使用します。FIND
("931")

ジョブの適切なツール
FIND( )は、データをフィルタリングしたり特定の項目を検索したりするために使用できる Analytics関数で

す。テーブルのすべてのデータを検索できます。

ただし、既に学習したとおり、データのフィルタリングと検索には、その他の強力で柔軟な方法を提供する

他の関数があります。

すべてのAnalytics 関数に精通すると、現在実現しようとしている処理に応じて、選択すべき関数が決

まることがわかるようになります。

要点

関数を使用すれば、Analyticsのどの場所 (含む：スクリプト )でもフィルターを作成できます。関数で作成

されたフィルターは、Analyticsのデータ分析の基本要素です。

次の学習ステップ
関数を使用してデータのクレンジングまたはデータ準備タスクを実行する方法を学習する："関数を使用

してデータをクリーニングする"次のページ
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関数を使用してデータをクリーニング
する
Analyticsの関数を使用して、データをクリーニングできます。さまざまな関数により、特定のニーズに応じ

て、さまざまなタイプのデータクリーニングを実行できます。

データのクリーニングが必要な理由

頻繁に、Analyticsにインポートされるデータはクリーンではありません。つまり、完璧な書式または正規化

が行われていません。書式設定が正しくないか、標準データではない場合、Analyticsのコマンドが機能

しないか、不正確な結果を返します。

データクリーニングの仕組み

データをクリーニングするときには、実際のソースデータをクリーニングまたは修正していません。ソースデー

タは常に読み取り専用です。

代わりに、ソースデータを処理し、正しい書式と正規化の「仮想データ」に出力する関数にソースデータを

入力します。次に、クリーニングされた仮想データを、元のソースデータではなく、Analyticsのコマンドに入

力します。

要点

1つ以上の関数を使用すると、さまざまなデータクリーニングまたはデータ準備タスクを実行し、ソースデー

タが一貫していない場合でも、効果的かつ正確に作業できます。データ準備はほとんどのデータ分析の

基本的な事前準備タスクです。

空白スペースの削除
データの一貫しない空白スペースは不正確な結果の一般的な原因です。ALLTRIM( )関数を使用する

と、先頭と末尾の空白スペースを削除し、正確な結果を保証します。

例：空白スペース

業者テーブルを都市で並べ替えますが、一部の都市名の先頭のスペースが不正確な並べ替え

の原因です。
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Vendor_City並べ替え

[ ] [ ] [ ] [ ] Salt Lake City

[ ] [ ] Chicago

Ann Arbor

Austin

Englewood

[ ] =空白

ALLTRIM( ) 関数を使用して、先頭のスペースを削除し、正確な並べ替えを保証します。

ALLTRIM(Vendor_City)

ALLTRIM(Vendor_City)並べ替え

Ann Arbor

Austin

Chicago

Englewood

Salt Lake City

メモ

ALLTRIM( )関数を Vendor_Cityフィールドに適用するには、ALLTRIM( )を使用

する演算フィールドを作成します。演算フィールドは後続のチュートリアルで検討し

ます。

不要な文字の削除
一貫しない文字または重要ではない文字は、一般的に、データ分析を阻害します。Analyticsのコマン

ドでデータを処理する前に、異なる関数を使用して、特定の文字のみを含めるか、特定の文字または

文字列を除外できます。
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自分で試す

以下の関数の例をコピーして、コマンドラインに貼り付け、戻り値を検証するか、異なる入力で実験でき

ます。

コマンドラインでは、DISPLAYとスペースを例の前に置く必要があります。コマンドラインでの実験は前の

チュートリアルで説明しています。

例：不要な文字

テーブルで重複テストを実行しますが、データの書式が一貫していないため、不正確な結果にな

ります。

たとえば、一致しない書式のPhone Numberフィールドで重複コマンドを実行すると、明らかに重

複している次の2つの電話番号が重複として報告されません。

l (604) 555-1212
l Tel.No: 604-555-1212

すべての重複が検出されるようにするには、重複処理を実行する前に、関数を使用してデータを

標準化します。

タスク 関数の例

データ番号の正規化
INCLUDE("(604) 555-1212", "1234567890")

6045551212を返します

INCLUDE("Tel.No: 604-555-1212", "1234567890")

6045551212を返します

INCLUDE( ) 関数には指定された文字のみが出力に含まれます。この場合は、0 ~ 9
の数値のみです。

ヒント

含める文字のセットが小さく、除外するセットが大きい場合は、

INCLUDE( ) を使用します。

住所の正規化
EXCLUDE("#1550-980 Howe St.", "#.")

1550-980 Howe Stを返します
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タスク 関数の例

EXCLUDE("1550-980 Howe St", "#.")

1550-980 Howe Stを返します

EXCLUDE( ) 関数は出力から指定された文字を除外します。この場合ハッシュ記号

(#)とピリオド (.)です。

ヒント

含める文字のセットが大きく、除外する文字のセットが小さい場合は、

EXCLUDE( ) を使用します。

住所を正規化し、番地

の略語を削除する OMIT("#1550-980 Howe St.", " Street, St.,#")

1550-980 Howeを返します

OMIT("1550-980 Howe Street", " Street, St.,#")

1550-980 Howeを返します

OMIT( ) 関数は指定された文字と文字列を出力から除外します。この場合、ハッシュ

記号 (#)と書式が一致しないSt.とStreetです

ヒント

特定の文字列を除外し、文字列を構成する個別の文字を除外しな

い場合は、OMIT( ) を使用します。

たとえば、単位として出現する Streetは除外しますが、別の単語の

S、t、r、e、または tは除外しません。

次の学習ステップ
関数を使用して複数のタスクを同時に実行する方法を学習する："データを同時にクリーニングしてフィル

タリングする"次のページ
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データを同時にクリーニングしてフィル
タリングする
2つの前のチュートリアルでは、関数を使用してデータをフィルタリングし、データをクリーニングする方法を

説明しました。ここでは、関数をネストして、両方のタスクを同時に実行する方法を説明します。

入れ子になった関数
別の関数内に関数をネストし、片方の関数だけでは得られない結果を得ることができます。

基本構造

1レベルのネストでネストされた関数の基本構造を示します。

FUNCTION_2( FUNCTION_1(function_1 <入力>) , function_2 <入力>)

FUNCTION_1( )は完全に FUNCTION_2( )内に含まれていることがわかります。

評価の順序

ネストされた関数は最も内側の関数から最も外側の関数に向かって評価されます。このため、上記の一

般的な例では次のようになります。

1. FUNCTION_1(function_1 <入力>)が最初に評価されます。
2. FUNCTION_1( )の出力は FUNCTION_2( )の入力のいずれかになります。
3. FUNCTION_2( )は 2番目に評価されます。

入力と出力について考える

一般的に、別の関数内で任意のAnalytics 関数をネストし、必要な場合は複数のネスト レベルを作成

できます。

ただし、関数の出力はそれを含む関数の入力要件を満たす必要があります。たとえば、関数にデータ入

力が必要な場合、それを含む関数を日付時刻データ型の値を出力する必要があります。

要点

関数のネストは強力で柔軟な機能であり、有益なさまざまな結果を達成できます。データをコマンドに入

力する準備で、ソースデータの複数の変換を同時に実行できます。
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大文字と小文字の標準化、複数の値での
フィルタリング
前のチュートリアルでは、MATCH( )を使用して、複数の値をフィルタリングしました。MATCH( ) は大文字

と小文字を区別します。このため、入力値の大文字と小文字が異なる場合、フィルターは不正確な結

果を生成します。

正確な結果を得るには、UPPER( ) 関数をMATCH( ) 関数内でネストします。

例

Vendor_Cityフィールドを使用して、テーブルのレコードをフィルタリングしますが、都市名の入力が

一貫していません。一部は先頭のみが大文字 ( "Austin")で、一部はすべて大文字 ( "AUSTIN")
です。

UPPER( )関数をMATCH( )関数内にネストして、次のことができます。

1. Vendor_Cityフィールドのすべての値を大文字に変換する
2. 都市でレコードをフィルタリングする

フィルター条件をすべて大文字に調整し、UPPER( ) 関数による大文字値の出力と一致さ

せる必要があります。

MATCH( UPPER(Vendor_City) , "AUSTIN", "CHICAGO")

以下のテーブルは、MATCH( ) 関数のみの使用と、ネストされた関数の使用との違いを示します。

MATCH( )だけでは、フィルターが厳しすぎ、含まれるべきレコードが除外されます。

関数： 関数：

MATCH(Vendor_City, "Austin", "Chicago")
MATCH( UPPER(Vendor_City), "AUSTIN",
"CHICAGO")

Austin Austin

Chicago Chicago

AUSTIN

CHICAGO
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ヒント

ネストされた関数を使用する代わりに、フィルター条件に変数を追加できます。

MATCH(Vendor_City, "Austin", "AUSTIN", "Chicago", "CHICAGO").ただし、

追加のフィルター条件では、このアプローチは作業が多くなり、"AUstin"などの入

力ミスがある値を取り込めません。UPPER( ) のネストが適切な方法です。

メモ

MATCH( )またはUPPER( )関数を Vendor_Cityフィールドに適用するには、関

数を使用する演算フィールドを作成します。演算フィールドは後続のチュートリアル

で検討します。

大文字と小文字の標準化、先頭のスペース
の削除、複数の値でのフィルタリング
1レベルのネストにのみ制限されていません。要件に応じて、複数レベルのネストを作成できます。

注意：
l ネストされた関数は、最も内側から最も外側の関数へと評価されます。
l 関数の出力は、それを含む関数の入力要件を満たす必要があります。

例

2番目の例では、Vendor_Cityフィールドのデータはさらに一貫性がありません。最初の文字が一

致していないだけではなく、一部の値には 1つ以上の先頭スペースがあり、スペースがないものも

あります。

UPPER( )関数を ALLTRIM( ) 関数内で、ALLTRIM( ) 関数をMATCH( )関数内でネストする

と、次のことができます。

1. Vendor_Cityフィールドのすべての値を大文字に変換する
2. すべての先頭空白スペースの削除
3. 都市でレコードをフィルタリングする

MATCH( ALLTRIM( UPPER(Vendor_City) ), "AUSTIN", "CHICAGO")

ヒント

ネストされた関数を作成するときには、先頭括弧と後の括弧の数が合わな

くなることが多くあります。括弧がない場合や一致しないことは、関数エラー

の一般的な原因です。

先頭括弧 (の数は常に後の括弧 )の数と一致する必要があります。上記

の例では、3つの先頭括弧と3つの閉じ括弧があります。
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以下のテーブルは、MATCH( ) 関数のみの使用と、ネストされた関数の使用との違いを示します。

MATCH( )だけでは、フィルターが厳しすぎ、含まれるべきレコードが除外されます。

関数： 関数：

MATCH(Vendor_City, "Austin", "Chicago")
MATCH(ALLTRIM( UPPER(Vendor_City) ),
"AUSTIN", "CHICAGO")

Austin Austin

Chicago Chicago

AUSTIN

CHICAGO

[ ] Austin

[ ] [ ] [ ] Chicago

[ ] [ ] AUSTIN

[ ] CHICAGO

[ ] =空白

次の学習ステップ
"関数を使用する方法"ページ 1477のすべてのチュートリアルを修了したら、"高度な関数の使用"次の

ページに進むことができます。

高度なチュートリアルでは、Analyticsの主要機能での関数の使用方法を説明します。
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高度な関数の使用
Analytics 関数の基本を理解した後は、Analyticsで関数を使用する方法を学習できます。

このセクションのチュートリアルでは、演算フィールドの関数、コマンドに埋め込まれた関数、スクリプトの関

数を使用する方法を説明します。関数の実際の有用性は、これらの中心的な Analytics機能で使用

するときに明らかになります。

演算フィールドまたはスクリプトに精通していない場合でも問題ありません。チュートリアルのコースで説明

します。

メモ

このような他の状況で関数を使用することは、前のチュートリアルで説明した使用方法

よりも少し複雑です。ただし、関数自体はまったく同じ方法で動作します。

Analyticsコマンド ラインで関数をすばやく簡単にテストして機能を確認できます。"さまざ

まな関数の詳細"ページ 1483

短いチュートリアル
チュートリアルは順番に完了するように設計されています。

学習内容 . . . チュートリアル

フィールドのすべての値に関数を適用する "関数を使用して月別にレコードをグループ化する"見開き

ページ

o 以下を行うことによるフィールドのすべての値への関数の

適用

l 演算フィールドを作成する
l Analyticsコマンドに関数を埋め込む

関数で変数を使用する "関数で変数を使用してユーザー入力を許可する"ページ

 1507

o 変数の概要
o 関数の入力として変数を使用する

スクリプトで関数を使用する "すべてまとめる：スクリプトで関数を使用する"ページ 1512

o さまざまな関数を利用するインタラクティブスクリプト

関数の使用の基本
関数の基本的な使用方法の概要については、"関数を使用する方法"ページ 1477を参照してくださ

い。
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関数を使用して月別にレコードをグ
ループ化する
前のチュートリアルでシンプルにするために、多数のAnalytics 関数の例はリテラル入力値を使用していま

す。たとえば、"john SMITH"、"VT-123-45"などです。しかし、Analyticsテーブルのフィールドの値の全体

セットに関数を適用するにはどうするのでしょうか。

関数をフィールド全体に適用すると、月別のテーブルのレコードのグループ化などのタスクを実行できま

す。

演算フィールド
フィールドのすべての値に関数を適用する 1つの方法は、演算フィールドを作成することです。演算フィー

ルドは一般的に実際の物理フィールドに基づいて作成するフィールドですが、Analyticsによって計算され

る値から構成されます。

関数の出力と同様に、メモリに存在する Analyticsによって計算された仮想データと演算フィールドを見

なすことができます。計算すると、この仮想データは後続の処理で使用できます。

演算フィールドを作成し、月別にレコードをグ
ループ化する
MONTH( )関数を使用して、請求日フィールドのすべての日付から月の部分を抽出するMonth演算

フィールドを作成できます。月別にテーブルのレコードをグループ化できます。

演算フィールドを作成する

1. Analyticsで Sample Project.ACLを開き、Ap_Transテーブル (Tables\Accounts_
Payable\Ap_Trans)を開きます。

Sample Project.ACLがない場合は、日付フィールドがある他のテーブルを開きます。この例を

操作するときには、フィールドが日付時刻データ型である必要があります。

2. Month演算フィールドを作成するには、次の手順を実行します。

a. テーブルビューの上部にある［テーブルレイアウトの編集 ］を選択します。

b. ［テーブルレイアウト ］ダイアログボックスで［新しい式の追加］をクリックします。

c. Name フィールドで Monthと入力し、Default Value フィールドでこのバージョンのMONTH( )関
数をコピーして貼り付けます。
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MONTH(Invoice_Date)

Ap_Transテーブルを使用していない場合は、フィールド名を更新して、データに合わせます。

d. ［入力を受け入れる ］をクリックし、［テーブルレイアウト］ダイアログボックスを終了します。
e. テーブルビューで Invoice Date列のヘッダーを右クリックし、［使用可能なフィールド］の下で［列

の追加］を選択し、［月］をダブルクリックして、［OK］をクリックします。

結果 : Month演算フィールドがビューに追加されます。Invoice Date列の各日付の月の部分

が含まれ、1 ～ 12の数値で表示されます。

f. [開いているプロジェクトの保存 ]をクリックして変更を保存します。

月別のレコードをグループ化する

Month演算フィールドを作成したので、これを使用して、Ap_Transテーブルのレコードをグループ化でき

ます。

1. メインメニューから、［分析 >要約］を選択します。
2. ［要約日］リストから、Monthフィールドを選択します。
3. ［小計フィールド］リストで Invoice_Amountを選択します。
4. ［出力］タブをクリックし、［ファイル］を選択して、Name フィールドに Ap_Trans_groupedと入力し

て、［OK］をクリックします。

結果 : Analytics は新しいテーブルを出力します。これはAp_Transテーブルのレコードを月別にグ

ループ化します。月ごとに請求金額小計があり、月に発生するレコード数のカウントがあります。

Month Invoice Amount Count

1 85,670.22 12

2 4,496.56 6

3 2,941.80 5

4 467.40 1

5 8,272.57 5

6 1,582.86 2

7 3,101.98 4

8 21,146.96 2

9 32,577.32 20
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Month Invoice Amount Count

10 41,595.89 19

11 70,779.26 19

12 6,008.51 7

提案される活動：月名の表示
CMOY( ) 関数を使用すると、月の名前を表示する場合に、2番目の演算フィールドを作成できます。

CMOYは "Character Month of Year"の略語です。

1. Ap_Transテーブルで、Month演算フィールドを作成したのに使用したのと同じ手順に従い、テー

ブルビューに追加します。ただし、こちらの手順では次の点が異なります。

l Name フィールドで「Month_2」と入力します。

l Default Value フィールドでこのバージョンのCMOY( )関数をコピーして貼り付けます。

CMOY(Invoice_Date, 9)

結果 : Month_2演算フィールドは各月の名前でビューに追加されます。

2. Ap_Transテーブルから月別にレコードをグループ化するのに使用したのと同じ手順に従います。た

だし、こちらの手順では次の点が異なります。

l ［その他のフィールド］リストで "Month_2"を選択します。

l ［出力］タブで出力ファイル名 Ap_Trans_grouped_2を指定します。

結果 : Analytics は新しいテーブルを出力します。これはAp_Transテーブルのレコードを月別にグ

ループ化します。ただし、月名が含まれます。

Month Invoice Amount Count Month_2

1 85,670.22 12 January

2 4,496.56 6 February

3 2,941.80 5 March

4 467.40 1 April

5 8,272.57 5 May

6 1,582.86 2 June
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Month Invoice Amount Count Month_2

7 3,101.98 4 July

8 21,146.96 2 August

9 32,577.32 20 September

10 41,595.89 19 October

11 70,779.26 19 November

12 6,008.51 7 December

演算フィールドの作成をスキップする
多くの場合、関数を複数の値に適用する方法として演算フィールドを作成することが有効です。ただし、

Analyticsで同じ結果を実現し、作業を合理化するには、Analytics コマンド内で直接関数を埋め込み

ます。

関数を埋め込んで月別にレコードをグループ化する

上記と同じ例を使用しますが、演算フィールドを作成しません。代わりに、関数を直接要約コマンドに埋

め込みます。

1. Ap_Transテーブルを開く。
2. メインメニューから、［分析 >要約］を選択します。

MONTH( )関数を埋め込む

1. ［要約オン］をクリックし、［Expr］をクリックします。
2. 式ビルダーで［関数］リストの "MONTH( date/datetime )"をダブルクリックします。

ヒント

MONTH( ) 関数を見つけやすくするには、関数リストの上部のドロップダウンフィル

ダーから［日時］を選択します。

3. ［式］テキストボックスで日付時刻を選択し、使用可能なフィールド リストで Invoice_Dateをダブ

ルクリックします。

［式］テキストボックスには MONTH( Invoice_Date )があります。
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メモ

式はよく知っている式のように見えます。前の例の演算フィールドと同じです。要約

コマンドに埋め込まれているだけです。

4. ［OK］をクリックして、式ビルダーを終了し、［OK］をクリックして、［フィールドの選択］ダイアログボック

スを終了します。

CMOY( )関数を埋め込む

1. ［他のフィールド］をクリックし、［Expr］をクリックします。
2. 式ビルダーで関数リストのCMOY( date/datetime , length )をダブルクリックします。
3. ［式］テキストボックスで、"日付 /日付時刻"を "Invoice_Date"に、"長さ"を "9"に置き換えます。

［式］テキストボックスに CMOY( Invoice_Date , 9)が表示されるはずです。

4. ［OK］をクリックして、式ビルダーを終了し、［OK］をクリックして、［フィールドの選択］ダイアログボック

スを終了します。

要約処理の確定

1. ［小計フィールド］リストで Invoice_Amountを選択します。
2. ［出力］タブをクリックし、［ファイル］を選択して、Name フィールドに Ap_Trans_grouped_3と入力し

て、［OK］をクリックします。

結果 : Analytics は新しいテーブルを出力します。これはAp_Transテーブルのレコードを月別にグ

ループ化します。2つの埋め込まれた関数が表示されます。

MONTH(Invoice_Date) Invoice Amount Count CMOY(Invoice_Date, 9)

1 85,670.22 12 January

2 4,496.56 6 February

3 2,941.80 5 March

4 467.40 1 April

5 8,272.57 5 May

6 1,582.86 2 June

7 3,101.98 4 July

8 21,146.96 2 August

9 32,577.32 20 September

10 41,595.89 19 October
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MONTH(Invoice_Date) Invoice Amount Count CMOY(Invoice_Date, 9)

11 70,779.26 19 November

12 6,008.51 7 December

要点

2つの異なる方法を使用して、まったく同じ結果を実現します。

l 演算フィールド –コマンドでフィールドを使用する前に演算フィールドを作成することは、文字通り段

階的なアプローチです。複数の目的で演算フィールドを使用する場合は、適切なアプローチである

ことがあります。
l 埋め込み関数 –演算フィールドの作成を回避し、コマンドに関数を埋め込むことは、より合理化さ

れたアプローチです。スクリプトのコンテキストでは適切なアプローチになることがあり、より効率的な

スクリプトを生成します。

提案された活動：曜日別にレコードをグループ
化する
関数の使用をさらに練習し、演算フィールドを作成するか、コマンドに関数を埋め込む場合は、上記の

活動の一部またはすべてをやり直し、DOW( ) およびCDOW( ) 関数を代替します。

DOW( ) およびCDOW( ) はMONTH( )およびCMOY( )に非常に似ています。ただし、年の月ではなく、

日付の曜日を抽出します。

ヒント

DOW( ) およびCDOW( )を使用すると、さまざまな曜日で売上値がどのように変化する

のかを分析できます。

関数のテストのヒント
コマンドラインで DISPLAY方法を使用して、演算フィールドを作成するときまたはコマンドに関数を埋め込

むときの出力の概要を確認できます。

1. Ap_Transテーブルが開いている状態で、このバージョンのUPPER( ) 関数をコマンドラインに貼り

付け、貼り付けられた関数の前に DISPLAYとスペースを入力して、Enterを押します。

UPPER(Vendor.Vendor_Name)

UPPER( ) 関数はすべての入力テキストを大文字に変換します。
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Ap_Transテーブルの最初のレコードが選択される場合、関数出力はMORE POWER
INDUSTRIESです。

2. テーブルで、レコード番号 6を選択します。

レコードを番号をクリックし、レコードを選択します。選択されているレコードの番号が緑色で強調

表示されます。

3. 関数をコマンドラインに入力するか再読み込みし、Enterを押します。

関数出力はUNITED EQUIPMENTです。

4. 1つまたは 2つの他のレコードを選択し、処理を繰り返します。

要点：レコード単位で、演算フィールドまたは埋め込み関数がVendor.Vendor_Nameフィールド

のすべての値に対して実行する内容が表示されます。

入力用のフィールドを取得する Analytics関数でこのテスト方法を使用できます。

次の学習ステップ
関数と変数を使用して対話機能を作成する方法を学習する："関数で変数を使用してユーザー入力

を許可する"次のページ
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関数で変数を使用してユーザー入力
を許可する
これまで、関数の入力としてフィールドリテラル値を使用する方法を学習しました。このアプローチは

Analytics で比較的簡単で、必要なすべてのことです。

Analytics スクリプトでは、フィールドやリテラル値ではなく、変数が一般的に関数の入力として使用されま

す。

このチュートリアルでは、関数で変数を使用します。このチュートリアルの最後には、変数を入力として使

用する関数を含む簡単なスクリプトがあります。変数により、ユーザーは実際の入力値をインタラクティブ

に指定できます。

変数の概要と有用な理由
コンピューターのメモリの名前付きコンテナとして変数を考えることができます。変数を作成するときには名

前を指定します。変数は一時的またはより永久的に、ユーザーが選択または指定する値を格納できま

す。

変数には 2つの非常に有用な質があります。

l 柔軟性 –変数はスクリプトをより柔軟にします。

たとえば、特定のフィールド名または日付セットを要求する代わりに、スクリプトは変数を使用して、

ユーザーに任意のフィールド名または日付を選択または指定させることができます。

l 明瞭性 –変数は、確認または更新するときに、スクリプトをわかりやすくします。

未加工データよりも関数入力としてわかりやすい名前の変数を使用した方がわかりやすくなりま

す。以下の2つのBETWEEN( )関数の例では、違いがわかります。

詳細については、"ACLScriptでの変数の操作"ページ 1554を参照してください。

BETWEEN( ) (変数を使用しない)
前のチュートリアルでフィルターを作成するために使用したBETWEEN( ) の例を考えます。

BETWEEN(Invoice_Date, `20000101`, `20000331`)

フィルターは Invoice_Dateフィールドのレコードを 2000年の最初の四半期に制限します。

別のコンテキストで使用するたびに、手動でフィールド名と開始日および終了日を変更する場合は、この

バージョンのBETWEEN( )関数でも問題はありません。

しかし、他のデータで他のユーザーによって実行されるスクリプトにこのフィルターを含め、他のユーザーが

関数入力の更新方法がわからないとしたら、どうでしょうか。
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また、視覚的な検査にのみ基づいて、関数入力を提供する未加工データの目的を知る方法はありませ

ん。

BETWEEN( ) (変数を使用 )
実際のフィールドとリテラル値を BETWEEN( )関数の入力として使用する代わりに、変数を指定できま

す。

BETWEEN(v_date_field, v_start_date, v_end_date)

インタラクティブなスクリプトと組み合わせ、このバージョンのBETWEEN( )関数では、ユーザーは任意の

日付を選択し、2つの境界日付を指定できます。

また、関数を見るだけで、各入力の目的が明確です。

メモ

規約として、スクリプト作成者は変数名の前に "v_"を付け、複雑なスクリプトでも何が

変数で何が変数でないのかをわかりやすくします。

要点

変数を使用すると、幅広くより柔軟に関数を作成できます。

変数を使用する BETWEEN( ) 関数をテスト
する
BETWEEN( )関数を Analytics コマンドラインでテストし、変数の仕組みを正確に確認できます。

コマンドラインでの関数のテストの詳細については、前のチュートリアル( "さまざまな関数の詳細"ページ

 1483)を参照してください。

変数の作成

1. Analyticsで、ナビゲーターの下部にある［変数］タブをクリックします。

［変数］タブには、Analyticsプロジェクトに現存するすべての変数と、各変数に現在設定されてい

る値が表示されます。

2. コマンドラインで次の変数定義を 1つずつ入力し、3つの変数例を作成します。

l v_date_field = `20170715`

この例では、実際のフィールドではなく、v_date_field変数に単一のリテラル値を指定します。

l v_start_date = `20170701`
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l v_end_date = `20170731`

［変数］タブでは、作成した 3つの変数と割り当てられた値が表示されます。

がBETWEEN( )のテスト

1. BETWEEN( ) の例をコピーし、コマンドラインに貼り付けます。

BETWEEN(v_date_field, v_start_date, v_end_date)

2. 例の前に DISPLAYとスペースを入力し、Enterを押します。

変数に含まれる値に基づき、結果は真のTです。

15 July 2017は指定された開始日と終了日の間です。

変数値のいずれかを変更して結果を確認する

1. コマンドラインに次を入力して v_start_dateの値を更新します。

v_start_date = `20170716`

［変数］タブで、v_start_dateの値が16 July 2017に更新されたことを確認できます。これは v_
date_field値の後です。

2. コマンドラインで BETWEEN( ) 関数を再実行します。

変数に含まれる値に基づき、結果は偽のFです。

15 July 2017は指定された開始日と終了日の間でありません。

スクリプトで BETWEEN( )関数を試す
以下の簡易スクリプトでは、ユーザーは日付フィルターを日付フィールドがある Analyticsテーブルに適用

できます。

すべてのスクリプト構文を理解する必要はありません。要点は、スクリプトで実行中のさまざまな

BETWEEN( ) 関数を確認することです。

スクリプト構文の前のCOMMENTは構文の処理を簡単に説明しています。関数は茶色でハイライトされま

す。

Analyticsでサンプルスクリプトを実行する方法

1. 日付フィールドがある 1つ以上のテーブルを含むAnalytics プロジェクトを開きます。

Sample Project.ACLには日付フィールドがある複数のテーブルがあります。

2. 新しい空のスクリプトを作成します。
a. ナビゲーターでフォルダーまたは最上位のプロジェクト エントリをクリックし、［新規 > スクリプト］を

選択します。
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b. 以下のスクリプト全体をコピーして、スクリプト エディターの新しいスクリプトに貼り付けます。

c. プロジェクトを保存します。

3. ［実行 ］をクリックして、スクリプトを実行します。
4. ダイアログボックスプロンプトに従い、テーブルと日付フィールドを選択し、開始日と終了日を指定

します。

スクリプトが実行され、指定したフィールドと日付に基づいて、選択したテーブルがフィルタリングされ

ます。

ヒント

空のテーブルまたはレコードが多いテーブルがある場合は、フィルタリングされていな

いテーブルで日付を確認し、レコード数が少ないことがわかっている境界日付でス

クリプトを再実行します。

注記

l フィルタリングされたテーブルでは、BETWEEN( )関数は、指定した実際の入力値のフィルターテ

キストボックスに表示されます。
l ［変数］タブを確認します。3つの例の変数の値は、スクリプトの実行時に選択および指定した値

で更新されます。

スクリプト例：レコードを日付でフィルタリング

スクリプト例は、指定した日付を使用して、テーブルのレコードを日付でフィルタリングする

メモ

CTOD( )関数がBETWEEN( )関数内でネストされています。CTOD( ) 関数は文字値

を日付値に変換します。これは、この状況で必要です。

詳細については、"ACCEPTコマンド"ページ 1625を参照してください。

COMMENT
この簡易スクリプトでは、日付フィールドがあるアナリティクス テーブルに日付フィルターを適用できま

す。

END

COMMENT Analytics プロジェクトでテーブルを選択する必要があります。

ACCEPT "日付フィールドがあるテーブルを選択してください:" FIELDS "xf" TO v_table_name

COMMENT 選択したテーブルを開きます。

OPEN %v_table_name%

COMMENT テーブルからフィールドを選択します。

ACCEPT "日付フィールドを選択してください:" FIELDS "D" TO v_date_field
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COMMENT フィルターの開始日と終了日を指定します。

ACCEPT "開始日を指定してください(YYYYMMDD):" TO v_start_date, "終了日を指定してくだ

さい (YYYYMMDD):" TO v_end_date

COMMENT 選択したテーブルとフィールドにフィルターを適用します。

SET FILTER TO BETWEEN(%v_date_field%, CTOD(%v_start_date%), CTOD(%v_end_
date%))

次の学習ステップ
複数の関数を使用して実際のタスクを実行するスクリプトをレビューして実行する："すべてまとめる：スクリ

プトで関数を使用する"見開きページ

1511

スクリプトの基本

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


すべてまとめる：スクリプトで関数を使
用する
最後のAnalytics 関数チュートリアルでは、変数と実際のタスクを実行するスクリプト内の多数の関数を

使用して、すべてまとめます。

メモ

このチュートリアルを実行するには、スクリプトの知識は不要です。チュートリアルの下の

作成済みスクリプトをコピーして、Analyticsに貼り付けます。

スクリプトの処理

スクリプトの例では、スクリプトを実行して、日付フィールドのAnalyticsテーブルに日付フィルターを適用

し、フィルターに含まれるレコードを月別にグループ化します。

スクリプトは、前の関数チュートリアルで説明した処理を組み合わせます。

関数がスクリプトに関連付けられる方法

1つのスクリプトでは、Analytics スクリプト作成者は、複数の関数を使用して、さまざまな小さく重要なヘ

ルパータスクを実行し、スクリプトによる全体的なデータ分析を支援します。

スクリプトに関数を含めても、関数の動作は変わりません。スクリプトの関数は、Analytics コマンドライン

で個別に関数をテストするときとまったく同じ方法で動作します。

提案された活動
l スクリプトのレビュー

チュートリアルの下のスクリプト例をレビューします。Analytics スクリプトは、各行が上から 1行ずつ

実行されます。このため、スクリプトを順番に下に実行し、各 COMMENTを読み取って、スクリプトロ

ジックの実行内容を把握できます。

COMMENT行はスクリプトロジックの一部ではなく、実行されません。

l 関数の処理を理解する

スクリプトに含まれる関数には特に注意します。関数は茶色でハイライトされます。各関数で実行

される小さいタスクの詳細については、スクリプトの上のテーブルを参照してください。

前の関数チュートリアルを完了した場合は、スクリプトと実行するタスクのほとんどの関数を既に理

解しています。
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l スクリプトを実行する

スクリプトと含まれる関数を理解したら、スクリプトをコピーして、Analyticsに貼り付け、実行してス

クリプトがインタラクティブに動作する方法を確認します。

Analyticsでサンプルスクリプトを実行する方
法

1. 日付フィールドがある 1つ以上のテーブルを含むAnalytics プロジェクトを開きます。

Sample Project.ACLには日付フィールドがある複数のテーブルがあります。

2. 新しい空のスクリプトを作成します。
a. ナビゲーターでフォルダーまたは最上位のプロジェクト エントリをクリックし、［新規 > スクリプト］を

選択します。

b. 以下のスクリプト全体をコピーして、スクリプト エディターの新しいスクリプトに貼り付けます。

c. プロジェクトを保存します。

3. ［実行 ］をクリックして、スクリプトを実行します。
4. ダイアログボックスプロンプトに従い、テーブルと日付フィールドを選択し、開始日と終了日を指定

して、数値小計フィールドを選択します。

スクリプト例：レコードのフィルタリングとグループ
化
スクリプト例には 2つの主要なことがあります。

l 指定した日付を使用して、テーブルのレコードを日付でフィルタリングする
l フィルターに含まれるレコードを月別にグループ化する

すべてのスクリプト構文を理解する必要はありません。要点は、スクリプトでさまざまな Analytics 関数が

実行される様子を確認することです。

スクリプト構文の前のCOMMENTは構文の処理を簡単に説明しています。

スクリプト例で使用される関数

スクリプト例で使用される各関数の目的は以下のとおりです。

スクリプトでは、関数は茶色でハイライトされます。

スクリプトの関

数 目的

DATE( ) MIN1および MAX1変数を日付時刻から文字データ型に変換します。ダイアログボックスでテキスト文字列
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スクリプトの関

数 目的

の変数の内容を表示するには、文字データ型が必要です。

MIN1および MAX1は STATISTICSコマンドによって自動的に作成されたシステム変数です。選択した日付

フィールドの最も古い日付と最も新しい日付が含まれます。

ALLTRIM( ) ダイアログボックスで表示される最も古い日付と最も新しい日付の余分なスペースを取ります。

CTOD( ) v_start_dateおよび v_end_date変数を文字データ型から日付データ型に変換します。日付時刻データ

型は、データの抽出または比較で必要です。

CTOD( ) v_start_dateおよび v_end_date変数を文字データ型から日付データ型に変換し、v_date_field変数と

一致するようにします。すべてのBETWEEN関数パラメーターは同じデータ型である必要があります。

BETWEEN( ) 指定した開始日と終了日に基づいて日付フィールドをフィルタリングします。

MONTH( ) 日付フィールドのすべての日付から数値として月を抽出します。

CMOY( ) 日付フィールドのすべての日付から文字値として月を抽出します。

スクリプト例：レコードを日付でフィルタリングし、フィルタリング
されたレコードを月別にグループ化する

COMMENT
このスクリプトでは、日付フィルターを日付フィールドがあるアナリティクス テーブルに適用し、フィルター

に含まれるレコードを月別にグループ化します。

END

COMMENT Analytics プロジェクトでテーブルを選択する必要があります。

ACCEPT "日付フィールドがあるテーブルを選択してください:" FIELDS "xf" TO v_table_name

COMMENT 選択したテーブルを開きます。

OPEN %v_table_name%

COMMENT テーブルから日付フィールドを選択します。

ACCEPT "日付フィールドを選択してください:" FIELDS "D" TO v_date_field

COMMENT 選択した日付フィールドで最も古い日付と最も新しい日付を特定します。

STATISTICS ON %v_date_field%

COMMENT 最も古い日付と最も新しい日付を変数に割り当てます。変数は、日付フィルターの開始

日と終了日を指定するダイアログボックスで既存の日付範囲を表示するために使用されます。既存

の日付範囲がわかっている場合は、フィルター日付を指定する方が容易です。

ASSIGN v_min_date = ALLTRIM(DATE(MIN1, "YYYYMMDD"))
ASSIGN v_max_date = ALLTRIM(DATE(MAX1, "YYYYMMDD"))
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COMMENT 日付フィルターの開始日と終了日を指定します。

DIALOG (DIALOG TITLE "User Dialog" WIDTH 484 HEIGHT 153 ) (BUTTONSET TITLE
"&OK;&Cancel" AT 370 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Specify a start date:" AT
12 16 ) (EDIT TO "v_start_date" AT 156 12 DEFAULT "YYYYMMDD" ) (TEXT TITLE
"Specify an end date:" AT 12 52 ) (EDIT TO "v_end_date" AT 156 48 DEFAULT
"YYYYMMDD" ) (TEXT TITLE "Date range in table:" AT 12 88 ) (TEXT TITLE "%v_
min_date% to %v_max_date%" AT 156 88 )

COMMENT ユーザー指定日付フィルターが 1 年を超えてまたがる場合に警告を表示します。

IF CTOD(v_end_date) - CTOD(v_start_date) > 365 OR CTOD(v_start_date) - CTOD
(v_end_date) > 365 DIALOG (DIALOG TITLE " Dialog" WIDTH 469 HEIGHT 100 )
(BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 348 8 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "日付範囲が 1
年を超えています。月次グループに 1 年を超えるレコードが含まれている可能性があります。"AT
12 28 WIDTH 326 HEIGHT 33 ) (TEXT TITLE "Caution" AT 12 8 )

COMMENT ユーザーが指定した開始日が終了日の後の場合は警告を表示します。

IF CTOD(v_start_date) > CTOD(v_end_date) DIALOG (DIALOG TITLE "User Dialog"
WIDTH 469 HEIGHT 100 ) (BUTTONSET TITLE "&OK;&Cancel" AT 348 8 DEFAULT 1 )
(TEXT TITLE "開始日が終了日よりも後です2 つの日付間のレコードが含まれます。"AT 12 28
WIDTH 326 HEIGHT 33 ) (TEXT TITLE "Caution" AT 12 8 )

COMMENT 選択したテーブルと日付フィールドにフィルターを適用します。

SET FILTER TO BETWEEN(%v_date_field%, CTOD(%v_start_date%), CTOD(%v_end_
date%))

COMMENT 小計フィールドを選択します。

ACCEPT "各月で小計する数値フィールドを選択:" FIELDS "N" TO v_subtotal_field

COMMENT 月別にテーブルをグループ化し、結果を新しいテーブルに出力します。

SUMMARIZE ON MONTH(%v_date_field%) SUBTOTAL %v_subtotal_field% OTHER CMOY
(%v_date_field%, 9) TO "%v_table_name%_by_month.FIL" OPEN PRESORT

次の学習ステップ
"関数を使用する方法"ページ 1477と"高度な関数の使用"ページ 1499のすべてのチュートリアルを修了

されたのなら、おめでとうございます!これで、あなたはAnalyticsにおける Analytics 関数の動作の基礎が

みっちり理解できるようになりました。

関数の知識を高めるには、次のことをお勧めします。

l 探求を続ける
l 最も頻繁に使用される Analytics関数と例の一覧については、"最もよく使用される 30個の

Analytics関数"ページ 1517を確認してください。
l "Analytics関数を使って検索とフィルタリングを行う"ページ 1235 Analytics関数を使用して、

テーブルのデータに対して、強力で効果的な検索とフィルタリングを実行する例を提供します。
l Analytics "関数の概要"ページ 2139のセット全体を参照します。関数が実行できるあらゆる処

理の概要を理解します。
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l 関数を忘れない

Analytics のデータ分析の課題に直面したときには、「1つの関数で解決できるか。複数の関数を

組み合わせて解決できるか」を考えます。

Analytics コマンドを使用したデータ分析では、最も大きい課題は分析用のデータを準備すること

です。関数は単独でも組み合わせても、一般的に、準備において重要です。
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最もよく使用される 30個の
Analytics関数
ACLScriptの上位 30の関数は、さまざまなタスクで役に立ちます。これらの関数を定期的に使用し、ス

クリプトでデータを準備、解析、変換、および調整できます。

先頭と末尾のスペースを削除する
Analytics関数 テーブルの文字フィールドは、一般的に、フィールド幅が固定長であるため、先頭または

末尾にスペースがあります。文字フィールドからのデータを使用して演算を実行する必要があるときには、

これらのスペースを削除し、文字列に実際のデータのみが含まれるようにします。

ALLTRIM( )
入力文字列から先頭と末尾のスペースを除去した文字列を返します。

メモ

別の関数の入力として使用しているフィールドで ALLTRIM()を使用し、先頭または末尾

のスペースが返される値に影響しないようにすることをお勧めします。

例

Vendor_Numberフィールドには値 " 1254"があります。Vendor_Numberからこの余分なスペースを

削除し、フィールドを別のテーブルのデータと一致させる必要があります。

COMMENT "1254" を返します

ALLTRIM(Vendor_Number)

英字の大文字と小文字を同期する
Analyticsの文字列比較は大文字と小文字を区別するため、データを使用して比較、結合、または関

係を実行する前に、フィールドのすべてのデータの大文字と小文字を同期することが有用です。
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UPPER( )
アルファベット文字を大文字に変換した文字列を返します。

例

Last_Nameフィールドには値 "Smith"があります。この値を大文字にし、別のテーブルの大文字値

と比較する必要があります。

COMMENT "SMITH" を返します

UPPER(Last_Name)

LOWER( )
アルファベット文字を小文字に変換した文字列を返します。

例

Last_Nameフィールドには値 "Smith"があります。この値を小文字にし、別のテーブルの小文字値

と比較する必要があります。

COMMENT "smith" を返します

LOWER(Last_Name)

PROPER( )
各単語の最初の文字を大文字に、残りの文字を小文字に設定した文字列を返します。

例

Last_Nameフィールドには値 "smith"があります。出力に固有名詞として表示する必要がありま

す。
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COMMENT "Smith" を返します

PROPER(Last_Name)

文字列の計算と分離
長い文字列からデータのセグメントを抽出するか、長さや内容などの文字列の情報をテストする必要が

あるときには、これらの関数を使用します。

SUBSTR( )
文字列のうちの指定された部分文字列を返します。

例

GL_Account_Codeフィールドには値 "001-458-873-99"があります。最初の3バイトまたは 3文字

を文字列から抽出する必要があります。

COMMENT "001" を返します

ASSIGN v_start_pos = 1
ASSIGN v_length = 3
SUBSTR(GL_Account_Code, v_start_pos, v_length)

LAST( )
文字列の末尾から指定された数の文字を返します。

例

GL_Account_Codeフィールドには値 "001-458-873-99"があります。最初の2バイトまたは 2文字

を文字列から抽出する必要があります。

COMMENT "99" を返します

ASSIGN v_num_chars = 2
LAST(GL_Account_Code, v_num_chars)
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SPLIT( )
文字列のうちの指定された部分を返します。

例

GL_Account_Codeフィールドには値 "001-458-873-99"があります。文字列からコードの2番目の

セグメントを抽出する必要があります。

COMMENT "458" を返します

ASSIGN v_delimiter = "-"
ASSIGN v_segment_num = 2
SPLIT(GL_Account_Code, v_delimiter, v_segment_num)

AT( )
文字値における部分文字列の特定の出現の開始位置を示す数値を返します。

例

GL_Account_Codeフィールドには値 "001-458-873-99"があります。値 "458"の開始バイト位置を

決定し、GLコードの2番目のセグメントが "458" (開始位置 "5")であるかどうかをテストする必要

があります。

COMMENT "5" を返します

ASSIGN v_occurrence = 1
ASSIGN v_substring = "458"
AT(v_occurrence, v_substring, GL_Account_Code)

OCCURS( )
部分文字列が指定された文字値内に現れる回数を数えて返します。

例
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GL_Account_Codeフィールドには値 "001-458-873-99"があります。データに3つのハイフン文字が

あることを確認し、GLコードが正しい形式であることを判定する必要があります。

COMMENT "3" を返します

ASSIGN v_substring = "-"
OCCURS(GL_Account_Code, v_substring)

LENGTH( )
文字列に含まれている文字数を返します。

例

GL_Account_Codeフィールドには値 "001-458-873-99"があります。データに14文字があることを

確認し、GLコードが正しい形式であることを判定する必要があります。

COMMENT "14" を返します

LENGTH(GL_Account_Code)

データ型の変換
Analyticsテーブルを生成したデータソースとインポート文によっては、1つのデータ型から別のデータ型に

フィールドの値を変換し、演算をできるようにする必要があります。たとえば、文字 ("12345")としてイン

ポートされたデータで演算を実行するには、数値に変換する必要があります。

STRING( )
数値を文字列に変換します。

例

Invoice_Amountフィールドには値 12345.67があります。これを文字データに変換する必要があり

ます。
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COMMENT "12345.67"を返します

ASSIGN v_str_length = 8
STRING(Invoice_Amount, v_str_length)

VALUE( )
文字列を数値に変換します。

ヒント

一般的に、VALUE()はZONED()とともに使用され、先頭のゼロを追加します。

例

Invoice_Amountフィールドには値 "12345.67"があります。これを数値データに変換する必要があ

ります。

COMMENT 12345.67を返します

VALUE(Invoice_Amount, 2)

CTOD( )
文字または数値の日付値を日付に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から日付を抽出

し、それを日付として返すこともできます。"Character to Date"の省略形です。

例

Submission_Dateフィールドには値 "April 25, 2016"があります。これを日付時刻データに変換

する必要があります。

COMMENT `20160425`を返します

ASSIGN v_date_format = "mmm dd, yyyy"
CTOD(Submission_Date, v_date_format)
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DATE( )
指定された日付または日付時刻から日付を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在のオ

ペレーティングシステム日付を返すこともできます。

例

Submission_Dateフィールドには値 `20160425`があります。これを文字データに変換する必要が

あります。

COMMENT "04/25/2016"を返します

ASSIGN v_date_format = "MM/DD/YYYY"
DATE(Submission_Date, v_date_format)

先頭のゼロの追加
先頭のゼロが必要なフィールドと一致させる必要があるときに、数値データを文字データに変換し、出力

に先頭のゼロを追加します。

ZONED( )
数値データを文字データに変換し、出力の先頭にゼロを追加します。

例

Employee_Numberフィールドには値 "254879"があります。値を先頭ゼロ埋めの10桁の文字列に

変換する必要があります。

ヒント

VALUE() 関数を使用して文字を数値データに変換してから、ZONED() への入力

値として数値を使用します。

COMMENT "0000254879" を返します

ASSIGN v_str_length = 10
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ASSIGN v_num_decimals = 0
ZONED(VALUE(Employee_Number, v_num_decimals), v_str_length)

BINTOSTR( )
ZONEDまたはEBCDIC文字データから変換されたUnicode文字データを返します。"Binary to String"
の省略形です。

メモ

Unicode版のみ。非 Unicode版については、上記のZONED()を参照してください。

例

Employee_Numberフィールドには値 "254879"があります。値を先頭ゼロ埋めの10桁の文字列に

変換する必要があります。

ヒント

VALUE() 関数を使用して文字を数値データに変換してから、ZONED() への入力

値として数値を使用します。そこで BINTOSTR()を使用し、ZONED()から返された

ASCIIデータをUnicodeに変換します。

COMMENT "0000254879" を返します

ASSIGN v_str_length = 10
ASSIGN v_num_decimals = 0
ASSIGN v_str_type = "A"
BINTOSTR(ZONED(VALUE(Employee_Number, v_num_decimals), v_str_length),
v_str_type)

日付時刻部分の抽出
これらの関数を使用して、日付時刻値の特定のコンポーネントを分離および抽出します。

MONTH( )
指定された日付または日付時刻から月を抽出し、それを数値 ( 1 ～ 12)として返します。
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例

Transaction_Dateフィールドには値 `20160815 100252`があります。先頭にゼロがある文字デー

タとして月を抽出する必要があります。

COMMENT "08" を返します

ASSIGN v_str_length = 8
ZONED(MONTH(Transaction_Date), v_str_length)

DAY( )
指定された日付または日付時刻から日にちを抽出し、それを数値 ( 1 ～ 31)として返します。

例

Transaction_Dateフィールドには値 `20160815 100252`があります。文字データとして日を抽出

する必要があります。

COMMENT "15" を返します

ASSIGN v_str_length = 8
STRING(DAY(Transaction_Date), v_str_length)

YEAR( )
指定された日付または日付時刻から年を抽出し、それを YYYY書式の数値として返します。

例

Transaction_Dateフィールドには値 `20160815 100252`があります。数値として年を抽出する必

要があります。

COMMENT 2016を返します

YEAR(Transaction_Date)
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HOUR( )
指定された時刻または日付時刻から時間を抽出し、それを 24時間制の数値として返します。

例

Transaction_Dateフィールドには値 `20160815 100252`があります。数値として時間を抽出する

必要があります。

COMMENT 10を返します

HOUR(Transaction_Date)

MINUTE( )
指定された時刻または日付時刻から分数を抽出し、それを数値として返します。

例

Transaction_Dateフィールドには値 `20160815 100252`があります。数値として分を抽出する必

要があります。

COMMENT 2を返します

MINUTE(Transaction_Date)

SECOND( )
指定された時刻または日付時刻から秒数を抽出し、それを数値として返します。

例

Transaction_Dateフィールドには値 `20160815 100252`があります。数値として秒を抽出する必

要があります。
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COMMENT 52を返します

SECOND(Transaction_Date)

CDOW( )
指定された日付または日付時刻の曜日を返します。"Character Day of Week"の省略形です。

例

Transaction_Dateフィールドには値 `20160815 100252`があります。文字データとして日の名前

を抽出する必要があります。

COMMENT "Mon" を返します

CDOW(Transaction_Date, 3)

CMOY( )
指定された日付または日付時刻の月の名前を返します。"Character Month of Year"の省略形です。

例

Transaction_Dateフィールドには値 `20160815 100252`があります。文字データとして月の名前

を抽出する必要があります。

COMMENT "Aug" を返します

CMOY(Transaction_Date, 3)

文字列の操作
これらの関数を使用して、文字フィールドのセグメントを削除または置換します。
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INCLUDE( )
指定した文字のみを含む文字列を返します。

例

Addressフィールドには値 "12345 ABC Corporation"があります。住所番号を抽出し、会社の名

前を除外する必要があります。

COMMENT "12345"を返します

ASSIGN v_chars_to_return = "0123456789"
INCLUDE(Address, v_chars_to_return)

EXCLUDE( )
指定した文字を除外する文字列を返します。

例

Addressフィールドには値 "12345 ABC Corporation"があります。会社名を抽出し、住所番号を

除外する必要があります。

COMMENT "ABC Corporation" を返します

ASSIGN v_chars_to_exclude = "0123456789"
EXCLUDE(Address, v_chars_to_exclude)

REPLACE( )
指定された文字列のすべてのインスタンスを新しい文字列で置き換えます。

例

Addressフィールドには値 "12345 Acme&Sons"があります。"&"文字を単語 " and "で置換する必

要があります。
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COMMENT "12345 Acme and Sons"を返します

ASSIGN v_target_char = "&"
ASSIGN v_replacement_char = " and "
REPLACE(Address, v_target_char, v_replacement_char)

OMIT( )
指定した 1つ以上の部分文字列が削除された文字列を返します。

例

Addressフィールドには値 "12345 Fake St"があります。番地の接尾辞がない住所を抽出する必

要があります。

COMMENT "12345 Fake"を返します

ASSIGN v_chars_to_omit = "St"
OMIT(Address, v_chars_to_omit)

REVERSE( )
文字の順番を逆にした文字列を返します。

例

Report_Lineフィールドには値 "001 Correction 5874.39 CR "があります。値を逆にし、先頭ま

たは末尾のスペースを省略する必要があります。

COMMENT "RC 93.4785 noitcerroC 100" を返します

REVERSE(ALLTRIM(Report_Line))

BLANKS( )
指定された数の空白スペースを含んでいる文字列を返します。
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例

region_codeフィールドの値に基づいて、領域名の演算フィールドを作成する必要があります。コ

マンドの最後に指定するデフォルト値が少なくとも最も長い入力値と同じ長さであることを確認す

る必要があります。

COMMENT BLANKS 8 " " 文字の文字列を返します

ASSIGN v_length = 8
DEFINE FIELD region COMPUTED

"Southern" IF region_code = 1
"Northern" IF region_code = 2
"Eastern" IF region_code = 3
"Western" IF region_code = 4
BLANKS(v_length)

1530

スクリプトの基本

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


このページは意図的に空白のままにしています



スクリプトの操作

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


スクリプトの操作
Analyticsスクリプトは、Analyticsの一部であるスクリプト エディターで、プレーンテキストとして作成されま

す。すべてのプレーンテキストの内容のように、スクリプト エディターと他のプレーンテキスト ソースの間で

自由にテキストをコピーして貼り付けることができます。

Analyticsユーザーインターフェイスのスクリプト
スクリプトは、ナビゲーターの［概要］タブで個別に視覚化されます。スクリプトは個別に視覚化されます

が、Analyticsプロジェクトのすべてのスクリプトは単一のプロジェクト ファイル( *.acl)内に含まれます。

必要に応じて、スクリプトは、Analyticsプロジェクトの外部に保存される個別の.aclscriptファイルとし

てエクスポートすることができます。別ファイルとしてエクスポートされたスクリプトは、後で任意のAnalytics
プロジェクトにインポートできます。

以下のメインAnalyticsユーザーインターフェイスには、スクリプト エディターで最初のスクリプトが開いてい

る状態で、ナビゲーターのさまざまなスクリプトが表示されます。
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スクリプト記述ツール
スクリプトはさまざまな方法で作成、編集、またはデバッグすることができます。一部のツールでは、事前に

構文を知らなくても、自動的にACLスクリプト構文を作成できます。

上記のツールを単独または組み合わせて使用すれば、新しいスクリプトを作成したり既存のスクリプトを

編集したりすることができます。

ツール 説明

スクリプト エディター ACLScript構文を入力して、スクリプトを作成または編集します。

コマンド ログ

コマンド ログのエントリを選択して、自動的にACL Scriptを作成します。プロジェクトで

実行された全てのコマンドのレコードは保持されます。

スクリプト レコーダー

スクリプト記録が有効なときに、実行する ACLScriptコマンドを記録して、ACLScript
構文を自動的に作成します。

構文キャプチャ

構文キャプチャが有効なときに、Analyticsユーザーインターフェイスでアクセスする

ACLScriptコマンドを記録して、ACLScript構文を自動的に作成します。コマンドは実

際に実行されません。

テーブルの履歴

 ACLスクリプト コマンドまたは一連のコマンドの出力として作成されたAnalyticsテーブ

ルのテーブル履歴から自動的にACLスクリプト構文を作成します。

ScriptHub
Analyticsスクリプト項目のWebライブラリである ScriptHub からスクリプトまたはスニ

ペットをインポートします。

デバッグ機能

スクリプトをテストまたはデバッグするために、ブレークポイントを設定したり、スクリプトを

一度に1行ずつステップ実行したりします。
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スクリプトの作成と編集
スクリプトの作成にはいくつかのオプションがあります:

l スクリプト エディタ –スクリプト エディタウィンドウのスクリプト構文を入力する
l コマンド ログ –コマンド ログからスクリプト構文をコピーして貼り付ける
l スクリプト レコーダー –実行時にコマンドの構文を記録する
l 構文キャプチャ –コマンドを実行せずユーザーインターフェイスで選択する場合にコマンドの構文を

挿入する
l テーブル履歴 –出力テーブル履歴からスクリプトの構文をコピーする

これらのオプションは組み合わせで利用できます。たとえば、コマンドログから構文をコピーして、スクリプト

エディターウィンドウに直接構文を追加してスクリプトを開始することができます。

Analytics内の既存のスクリプトを編集するには、スクリプト エディターを使用する必要があります。

また、選択したテキスト エディターを使用して、Analyticsスクリプトに構文をコピーして貼り付けることもで

きます。

構文の自動補完
スクリプト エディターで構文を入力すると、Analytics は、ACLスクリプト のコマンドとキーワードの自動補

完、および関数パラメータの自動オンスクリーンヘルプを提供します。

オートコンプリートをオフにするには、［オプション］ダイアログボックスの［インターフェイス］タブ(ツール>オプ

ション)で［スクリプトのオートコンプリートを無効にする］を選択します。関数パラメーターのオンスクリーンヘ

ルプを無効にすることはできません。

ScriptHubからスクリプトやスニペットをインポー
トする
スクリプトを作成するための別のオプションは、ScriptHubのコンテンツを利用することです。ScriptHubは、

Diligentの社員とDiligentユーザーコミュニティによって開発されたAnalyticsスクリプト項目のWebライ

ブラリです。サブスクリプションの一部として、ScriptHubのコンテンツをダウンロードおよび使用できます。

詳細については、"ScriptHubからのインポート "ページ 1606を参照してください。

スクリプト エディターでスクリプトを作成または
編集する
必要な ACLScript構文を直接スクリプト エディターに入力するか、あるいは既存のスクリプトに対しては

その他の方法のいずれかを使用することで、スクリプトを作成または編集することができます。
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メモ

スクリプトを作成または編集する場合、ACLスクリプトの各コマンドは必ず別々の行に入

力してください。

方法の説明

スクリプトの作成または編集

1. スクリプト エディターでスクリプトを開くには、次の手順のいずれかを実行します。

l スクリプトを新規作成するには、［ファイル>新規作成 >スクリプト］を選択します。

スクリプトは名前 新しいスクリプトで作成されます。名前を右クリックし、［名前の変更］をクリック

すると、スクリプトの名前を変更します。

メモ

スクリプトの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアンダー

スコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用できませ

ん。名前の先頭を数字にすることはできません。

l 既存のスクリプトを開くには、ナビゲーターの［総覧］タブでそのスクリプトをダブルクリックします。
2. スクリプト エディターで、ACLScript構文を追加、変更、または削除します。

ヒント

一般的な操作には以下のショートカットキーを使用できます:

l Ctrl+Z –キーを押すと、1段階以上の操作を元に戻します。
l Ctrl+Y –キーを押すと、1段階以上の操作をやり直します。
l Ctrl+S –キーを押すと、開いているスクリプトも含め、Analyticsプロジェクトを保

存します。

3. (オプション)スクリプト内の適切な場所にカーソルを置き、次のいずれかの手順を実行して、1つま

たは複数の特定の項目を挿入します:

項目 手順

プロジェクト項目名

(テーブル、スクリプト、

ビュー、ワークスペース、ま

たはインデックス)

a. 挿入を右クリックして、［プロジェクト項目］をクリックします。

b. 項目のタイプドロップダウンリストから、項目の種類を選択します。

c. 1 つ以上の項目名を選択し、[OK]をクリックします。

フィールド名

a. スクリプト エディターのツールバーで、[フィールドの挿入 ]をクリックします 。

b. 1つ以上のフィールド名を選択して［OK］をクリックします。

式
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項目 手順

a. スクリプト エディターのツールバーで、[式の挿入 ]をクリックします 。

b. 式を作成して［OK］をクリックします。

ダイアログボックス

a. スクリプト エディターのツールバーで、[ダイアログの新規作成 ]をクリックします 。

b. カスタムダイアログボックスを作成し、［閉じる］、［OK］の順にクリックします。

詳細については、"カスタムダイアログボックスの作成"ページ 1588を参照してください。

日付 /時刻

a. 挿入 >日付時刻 を右クリックします。

b. 日付､日付時刻、または時刻を入力または選択して［OK］をクリックします。

HighBondトークン

a. 右クリックして［挿入 > HighBond トークン］を選択すると、HighBondアクセストーク

ンがスクリプトに挿入されます。

［API アクセストークンを管理します］ページがお使いのブラウザーで開きます。まず

Launchpadにサインインするように求められる場合があります。

b. 次のいずれかを実行します。

l 既存のトークンを使用する –［トークン］列で、使用する一部がマスクされたトーク

ンをクリックし、HighBondアカウントのパスワードを入力します。マスクされていな

いトークンが表示されます。

l 新しいトークンを作成する –［トークンを作成 > HighBond API］をクリックし、お使

いのHighBondアカウントのパスワードを入力します。

新しいHighBond トークンが作成されます。

ヒント

新しいトークンを作成する理由がない場合は、既存のトークンを使

用してください。既存のトークンが機能しない場合は、新しいトーク

ンを作成してください。

既存のトークンを使用すると、管理する必要があるトークン数が減

ります。

c. ［コピー ］をクリックしてトークンをコピーします。

ヒント

トークンが含まれているこのダイアログボックスは、そのトークンをスク

リプトに貼り付けるまで閉じないでください。

d. Analyticsで、スクリプト内の適切なポイントに当該のトークンを貼り付けます。

e. Launchpadで、トークンが含まれているダイアログボックスを閉じます。

新しいトークンを作成した場合は、部分的にマスクされたバージョンのトークンが、

トークンのリストに追加されます。
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項目 手順

詳細については、アクセストークンの作成と管理を参照してください。

注意

アカウント パスワードのようにアクセストークンを保護してください。

HighBondアカウント固有の情報が含まれます。アクセストークンを共

有しないでください。

4. ［ファイル> プロジェクトを上書き保存］の順にクリックします。
5. 確認ダイアログボックスで、［はい］をクリックします。

ダイアログボックスを使用してコマンド構文を編集する

スクリプト内のコマンドを手作業で編集するのではなく、関連するダイアログボックスを使用して編集する

ことができます。

メモ

この方法は、ダイアログボックスを持つコマンドに対してのみ使用できます。

1. スクリプトで既存のACLスクリプト コマンドを選択します。

2. スクリプト エディターのツールバーで、[コマンドの編集 ]をクリックします 。

ダイアログボックスが表示されます。

3. ダイアログボックスでコマンド パラメータに必要な変更を行い、[OK]をクリックします。

スクリプト構文が更新されます。

スクリプトをテストする

スクリプトをテストするために実行またはステップ実行してみる場合は、スクリプト エディターツールバーにあ

る［実行］ または［ステップ］ をクリックします。

メモ

スクリプトを実行またはステップ実行している場合は、開いているすべてのスクリプトが自

動的に保存されます。

コマンド ログからスクリプトを作成する
ナビゲーターの［ログ］タブにあるログエントリを、スクリプトを新規作成するための出発点として、または既

存のスクリプトに追加するためにコピーすることができます。Analyticsで以前に実行された各コマンドの構

文は個別のログエントリに記録されます。

次のタイプのログエントリを選択し、新しい、または既存のスクリプトにコピーします。
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l 個別のエントリ
l テーブルに関連付けられた一連のエントリ
l セッションまたは期間に関連付けられたエントリのより大きいグループ

方法の説明

1. ナビゲーターで［ログ］タブをクリックしてログを表示します。
2. スクリプトに含めるログエントリまたはエントリのグループを選択します。

ツリービュー内の上位レベルの項目を選択すると、サブエントリも自動的に選択されます。

3. 次のうちの1つを行います:

新しいスクリプトを作成す

る

a. ログタブで右クリックして［選択項目の保存 >スクリプト］を選択します。

b. ［スクリプトを別名で保存］ダイアログボックスで、新しいスクリプトの名前を入力して

［OK］をクリックします。

メモ

スクリプトの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前

にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やス

ペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

新しいスクリプトがナビゲーターの［概要］タブに追加されます。スクリプトはアクティブ

な Analyticsテーブルを含むフォルダー、またはテーブルが開いていない場合はルート

プロジェクトに保存されます。

既存のスクリプトに構文を

コピーする

a. ［ログ］タブで右クリックして［コピー］を選択します。

b. 既存のスクリプトがまだ開いていない場合は、そのスクリプトを開きます。

c. スクリプト エディターで、コピーした構文を挿入する位置にカーソルを置きます。

d. ［貼り付け］を右クリックし、選択します。

スクリプト レコーダーを使用してスクリプトを作
成する
Analyticsスクリプト レコーダーでは、Analyticsユーザーインターフェイスでテーブルに対して行った操作や

コマンドを記録することによって、スクリプトを作成できます。スクリプト レコーダーを使用してスクリプトを作

成する利点は、使用する ACLScriptコマンドに対して構文を入力することや構文の知識が必要ないと

いう点です。

スクリプト レコーダーが記録するのはコマンドだけです。原則として、コマンド ログに表示されるコマンドは

スクリプト レコーダーに記録できます。
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ヒント

スクリプト レコーダーはACLScriptを学ぶための有用なツールでもあります。スクリプト レ

コーダーを使用して、実行した一連の分析手順をスクリプトに記録しておけば、そのスク

リプトを見ることで、実行した分析を再現するために必要な一連のコマンドおよび構文を

確認することができます。

方法の説明

1. Analyticsのメインメニューから、［ツール>スクリプト レコーダーをオンに設定］を選択します。

スクリプト レコーダーアイコン がオンであることを示すため、ステータスバーにはスクリプト レコー

ダーアイコンが表示され、メニュー項目の左側にはチェックボックスが表示されます。

2. レコードの分析や処理を実行します。

Analyticsは処理した各コマンドを新しいスクリプトに記録します。

3. データに対する解析または処理が終了したら、再度、［ツール>スクリプト レコーダーをオンに設定

する］を選択してスクリプト レコーダーをオフにします。

スクリプトを保存するよう指示されます。

4. スクリプトの内容が特定しやすい名前をテキストグボックスに入力して、［OK］をクリックします。

メモ

スクリプトの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアンダースコ

ア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用できません。名前

の先頭を数字にすることはできません。

構文のキャプチャを使用してスクリプトを作成
する
構文のキャプチャを使用すると、Analytics メニューとダイアログボックスを使用して、Analyticsスクリプト構

文をスクリプトに自動的に挿入できます。

方法の説明

1. 作業したいスクリプトを開きます。
2. (オプション)作業したいテーブルを開きます。

ヒント

テーブルを開く前に構文のキャプチャを開始すると、構文のキャプチャ中にコマンド

が実際に実行されないため、[表示 ]タブではテーブルが物理的に開きません。ガイ

ダンスのために開いたテーブル無しで後続のコマンドを視覚化するのは難しいかも

しれません。

3. スクリプト エディターのツールバーで、[構文のキャプチャを開始する] をクリックします 。
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4. レコードの分析や処理を実行します。

関連する構文が自動的にスクリプトに挿入されます。コマンド自体は実行されません。

5. ［構文のキャプチャを終了］ をクリックして、スクリプトへのコマンド構文の挿入を停止します。

テーブル履歴からスクリプトを作成する
Analytics出力または結果または結果テーブルに関連付けられた履歴に基づいてスクリプトを作成できま

す。

たとえば、Analytics プロジェクトに月次棚卸テーブルを追加し、関連する部署と項目を新しいテーブルに

抽出する場合は、作成した最初の出力テーブルに関連付けられたテーブル履歴に基づいてこのプロセス

をスクリプト化できます。

Analyticsでは、Analyticsコマンドの実行結果の出力として作成されたテーブルごとに、そのテーブルの作

成に使用したコマンドの記録を保持しています。これには、元のACLテーブルと出力テーブル間に存在し

た中間テーブルを作成したコマンドも含まれます。後続の出力テーブルの作成を自動化するために使用

できる新しいスクリプトにこのテーブル履歴をコピーできます。

方法の説明

1. スクリプトで自動化するプロセスの結果である出力テーブルを開きます。
2. ［ツール> テーブル履歴からのスクリプト作成］を選択します。

［デフォルト_ビュー］( Default_View)がアクティブな場合、新しいスクリプトを実行するときに上書き

されないようにするため、Analyticsではビューの名前を変更するよう促します。

3. ビューの名前の変更を促された場合は、［名前の変更］をクリックして新しい名前を入力し、［OK］
をクリックします。

4. ［スクリプトを別名で保存］ダイアログボックスで、新しいスクリプトの名前を入力して［OK］をクリック

します。

メモ

スクリプトの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアンダースコ

ア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用できません。名前

の先頭を数字にすることはできません。

5. (オプション)スクリプトの動作を調整する場合は、新しいスクリプトを開いて編集します。

たとえば、元のテーブルを上書きする代わりに、別の名前のテーブルに結果を出力できます。
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スクリプトのテストおよびデバッグ
Analyticsスクリプト エディターには、Analyticsスクリプトのテストやデバッグに役立つ機能がいくつか備わっ

ています:

l スクリプト内のカーソル位置からスクリプトを実行する
l ブレークポイントを設定して、特定の行でスクリプトの実行を一時停止する
l スクリプトを一度に1行ずつステップ実行する
l スクリプト エラーを分離する
l 関連付けられた［変数］タブで、変数の作成や、変数への値の割り当てをリアルタイムで追跡する

これらの機能は、スクリプトがスクリプト エディターで開いていればいつでも利用できます。開いているスクリ

プトが1つ以上のサブスクリプトを呼び出す場合、それらのサブスクリプトは呼び出されたときに自動的に

開かれます。

スクリプトをステップモードまたはブレークポイント モードで実行している間、スクリプトは読み取り専用とな

り、Analyticsの他の機能はコマンド ラインも含め、ほとんどが無効になります。スクリプト エラーが発生し

た場合は、エラーを修復できるように、スクリプトは編集可能となります。

スクリプトを実行すると、その実行方法に関係なく、開いているすべてのスクリプトが自動的に保存されま

す。

メモ

実行またはステップ実行が完了した時点でテーブルが開いたままである場合は、

Analyticsの表示領域はスクリプト エディターから、ビュータブで開いているテーブルの表

示へ自動的に切り替わります。スクリプトをテストまたはデバッグしている間は、そのままス

クリプト エディターが表示され続けるようにしたい場合は、スクリプトの最後に一時的に

CLOSEコマンドを含めることができます。

カーソルからスクリプトを実行する
スクリプトの先頭からスクリプトの実行またはステップ実行をしたくない場合は、スクリプトの実行を開始し

たい行にカーソルを位置付けてから、右クリックして［カーソルから実行］または［カーソルからステップ］を選

択します。カーソル位置からスクリプトを実行またはステップ実行すると、スクリプトの特定の部分をテスト

でき、スクリプト全体を不必要に実行することで時間と労力が無駄に費やされることを避けられます。

スクリプトがいったん実行されたら、［カーソルから実行］と［カーソルからステップ］は使用できません。これら

のオプションは、スクリプトの実行を開始する場合と、スクリプト エラーが発生した後またはエラーを修正し

た後で、スクリプトを再開する場合にのみ使用できます。

メモ

カーソルからのスクリプトの実行を使用してスクリプトの一部を回避する場合、そのセク

ションに後続のセクションで必要な前提条件となる操作が含まれている場合は、後続の

セクションが正しく実行される見込みはありません。
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ブレークポイントを設定する
Analyticsスクリプト内に1つ以上のブレークポイントを設定して、特定の行でスクリプトの実行を一時停

止させることができます。ブレークポイントによって、スクリプト全体を実行する必要なく、スクリプトの一部

分をテストできるようになります。また、スクリプト内の特定の時点における Analyticsプロジェクトの状態を

調べることが可能になります。スクリプトのより複雑、より重要な部分を開発およびテストしているとき、ブ

レークポイントは有用なツールとなるでしょう。

ブレークポイントからスクリプトを再起動する

ブレークポイントからスクリプトを再起動する場合、以下のオプションがあります:

l ブレークポイントからスクリプトをステップ実行する
l スクリプトを挿入した場合は次のブレークポイントまでスクリプトを実行する
l スクリプトを最後まで実行する
l スクリプトを終了する

空白行とコメント

ブレークポイントを空白行またはコメント行に設置した場合、スクリプトはその空白行またはコメント行の

後にある最初のスクリプト行で一時停止します。

ブレークポイントの持続性

l ブレークポイントは、そのスクリプトを閉じても、スクリプト内に保持されます。
l スクリプト エディター内で右クリックして［すべてのブレークポイントをクリア］を選択すると、Analytics

プロジェクト内のすべてのスクリプトからすべてのブレークポイントをいつでも削除することができま

す。
l すべてのブレークポイントは、Analyticsを閉じるときに、プロジェクト内のすべてのスクリプトから自

動的に削除されます。

手順

方法の説明

1つ以上のブレークポイントを設定する

1. ブレークポイント を設定したいAnalyticsスクリプトを開きます 。
2. Analyticsスクリプト内のターゲット行の左側に接しているブレークポイント列をクリックします。

ブレークポイント列は、行番号の列とスクリプトの左余白の間に配置されます。
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ブレークポイントは、スクリプト内のターゲット行にカーソルを置いて F9キーを押すか、またはスクリ

プト エディターツールバーにある［ブレークポイントの設定 /解除 ］をクリックしても設定できま

す。

3. ブレークポイントを削除するには、そのブレークポイントをクリックするか、ターゲット行にカーソルを

置いてから F9キーを押す、または［ブレークポイントの設定 /解除］ をクリックします。

ブレークポイントでスクリプトを実行する

1. スクリプトをブレークポイントまで実行するには、［実行 ］をクリックするかF5キーを押します。

スクリプトが実行を開始し、ブレークポイントまで実行されます。スクリプトをブレークポイント モード

で実行している間、スクリプトは読み取り専用となり、Analyticsの他の機能はコマンド ラインも含

め、ほとんどが無効になります。

2. ブレークポイントを越えて移動するには、［実行 ］をクリックするかF5キーを押します。

次のブレークポイントまでスクリプトを実行するか、あるいは他のブレークポイントがない場合は、ス

クリプトの実行を完了します。

3. ステップ矢印が赤色 に変わり行で停止している場合は、エラーを示しており、スクリプトが編集

可能になります。エラーを修正し、その後次のいずれかを行うことができます。

l エラーの発生場所からスクリプトの実行を続行するか、または適切な行にカーソルを置き、右ク

リックして［カーソルから実行］を選択することによって、別の行から実行を続行する。

［実行 ］をクリックするかF5キーを押して、スクリプトを先頭から
l 再実行する。

エラーが発生したときにテーブルが開いた状態である場合は、Analyticsの表示領域はスクリプト

エディターから、ビュータブで開いているテーブルの表示へ自動的に切り替わります。スクリプト エ

ディターに切り替えて、エラーを修正します。

4. スクリプトが完了する前にスクリプトを終了したい場合は、Escキーを押し、確認プロンプトで［は
い］をクリックします。

Analyticsを閉じることによって、スクリプトを終了することもできます。

5. ブレークポイントの後、またはエラーを修正した後、残りのスクリプトをステップ実行したい場合は、

次のいずれかを行います。

l ブレークポイントの後は、［ステップ ］をクリックするか、F10キーを押します。

l エラーを修正した後は、適切な行にカーソルを置き、右クリックして［カーソルから実行］を選択し

ます。
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スクリプトをステップ実行する
一度に1行ずつステップ実行することで、Analyticsスクリプトを実行できます。スクリプトを実行すると、制

御された方法で実行をテストし、あらゆるエラーをそれが発生する正確な行で見つけることができます。

ステップ矢印

緑色の矢印 –スクリプトをステップ実行しているとき、緑色のステップ矢印 が実行されようとしているス

クリプト内の行を示します。矢印が行を越えて 1ステップ進んだら、その行は実行済みです。

赤色の矢印 –行に無効なコマンド構文や何かほかの種類の誤りがある場合、スクリプトは停止し、ステッ

プ矢印は赤色 に変わって進まなくなり、 誤っている場所が強調表示されます。スクリプトは、ステップ

実行している間は読み取り専用になりますが、エラーが発生した場合は、エラーを修復できるように編集

可能となります。

手順

方法の説明

1. ステップ実行したいAnalyticsスクリプトを開きます。

2. 繰り返し、［ステップ ］をクリックするかF10キーを押します。［ステップ］をクリックするかF10キー

を押すと、

スクリプトが開始します。さらに［ステップ］をクリックするかF10キーを押すごとに、単一行が順番に

実行されます。

スクリプトをステップモードで実行している間、スクリプトは読み取り専用となり、Analyticsの他の

機能はコマンド ラインも含め、ほとんどが無効になります。

3. ステップ矢印が赤色 に変わった場合は、エラーを示しており、スクリプトが編集可能になりま

す。エラーを修正し、その後次のいずれかを行うことができます。

l エラーの発生場所からスクリプトのステップ実行を続行するか、または適切な行にカーソルを置

き、右クリックして［カーソルからステップ］を選択することによって、別の行からステップ実行を続行

する。

［ステップ ］をクリックするかF10キーを押して、
l スクリプトを再実行し、先頭からステップ実行を開始する。

エラーが発生したときにテーブルが開いた状態である場合は、Analyticsの表示領域はスクリプト

エディターから、ビュータブで開いているテーブルの表示へ自動的に切り替わります。スクリプト エ

ディターに切り替えて、エラーを修正します。

4. スクリプトが完了する前にスクリプトを終了したい場合は、Escキーを押し、確認プロンプトで［は
い］をクリックします。

Analyticsを閉じることによって、スクリプトを終了することもできます。
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5. どの時点でも、ステップ実行しないで残りのスクリプトを実行したい場合は、［実行 ］をクリックす

るかF5キーを押します。

スクリプト エラーを分離する
スクリプトが失敗する原因となるエラーが発生するスクリプトを Analyticsで実行するたびに、エラーが発

生する行はスクリプト エディター内で自動的に強調表示されます。スクリプト エディターが開いていない場

合は、自動的に開きます。このスクリプト エラーの識別は、スクリプトをスクリプト エディターで直接実行し

たか、［ツール］メニューから、コマンド ラインから、あるいはナビゲーター内でスクリプトを右クリックして実行

したかに関係なく発生します。

この自動エラー識別は強力なトラブルシューティング機能で、特に、深く入れ子になっているサブスクリプト

で発生するエラーにとって有用です。スクリプトを記述できる Analyticsユーザーであれば、エラーに遭遇し

たときに、そのエラーを直接修正することができます。スクリプト記述に慣れていないユーザーは、エラーが

発生したスクリプトの名前と行番号を記録しておけば、スクリプトの問題について助けを求めることが容易

になります。

［変数］タブを使用する
ナビゲーターの［変数］タブでは、変数の作成や、変数への値の割り当てをリアルタイムで追跡します。読

み取り専用タブには、Analyticsプロジェクトのすべての変数の名前、データ型、現在の値が表示されま

す。名前はアルファベット順に表示されます。

スクリプトを 1行ずつ進むと、スクリプトで定義された変数またはシステムで生成された変数が作成時に

［変数］タブに表示されます。変数がすでに存在する場合は、スクリプト ロジックに基づいて値が動的に

更新されます。(スクリプト エディターで、［ステップ ］オプションを使用してスクリプトを進めます。)
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スクリプト変数で発生している正確な変更を発生時に監視できるのは、重要な診断ツールです。この機

能では、スクリプト構文の調査だけでは検出が難しいスクリプト エラーをピンポイントで特定できます。

スクリプトを実行する場合、変数に関連するすべての変更は、ブレークポイントに達したとき、またはスクリ

プトが完了したときに［変数］タブに表示されます。

複数行のコマンド
GROUP、LOOP、またはDEFINE FIELD ... COMPUTEDなどの複数行コマンドの内容をステップ実行

することはできません。スクリプトをステップモードで実行していて複数行コマンドに遭遇した場合は、その

コマンドの内容全体が実行され、ステップ矢印は、複数行コマンドの直後にある行に位置付けられます。

ブレークポイントは、複数行コマンドの内部では認識されません。複数行コマンドの内部にブレークポイ

ントを設定した場合、スクリプトは、複数行コマンドの直後にある行で一時停止されます。

ヒント

複数行コマンドの内容部分は、囲んでいるコマンド構文なしで内容を別のスクリプトへコ

ピーすることによって、テストできるかもしれません。

PASSWORDアナリティクスタグを含むアナリ
ティクスのテスト
スクリプトのアナリティクスヘッダーにPASSWORDタグがある場合に、アナリティクススクリプトを Analytics
で実行して、テストすると、Analyticsによって自動的にPASSWORDコマンドが生成されるため、ユー

ザーは該当するパスワードを入力するように求められます。この自動生成されたコマンドにより、テスト目

的でアナリティクススクリプトのスクリプト部で PASSWORDコマンドを挿入し、アナリティクススクリプトをロ

ボットにアップロードする前にそれを削除する必要がありません。自動生成されたPASSWORDコマンド

は、パスワード値なしでログに保存されます。

パスワード値は、Analytics でアナリティクススクリプトを実行するときに保存されるため、カーソル位置から

のアナリティクスの実行またはステップなど、スクリプトを実行するたびにパスワードを指定する必要がありま

す。

アナリティクススクリプトはアナリティクスヘッダーがある標準のスクリプトであり、HighBondプラットフォーム

のロボット アプリで実行できます。
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スクリプトの実行
Analyticsでスクリプトを実行する場合、スクリプト内の各コマンドは、そのスクリプトの最後まで順番どおり

に処理されます。

スクリプトの実行中は、Analyticsでほかの作業を行うことはできません。また、一度に実行できるスクリプ

トは 1つのみです。ただし、DO SCRIPTコマンドを使用して、ほかのスクリプトを呼び出して実行するスク

リプトを作成することはできます。

スクリプト状態
スクリプト実行中は、処理状態とスクリプトまたはサブスクリプトの名前がステータスバーに表示されます。

スクリプトの実行が完了すると、ステータスバーにアイコンが表示され、実行が正常に完了した場合は

、失敗した場合は が示されます。スクリプトが失敗した場合は、エラーの発生場所である行がス

クリプト エディターで自動的に強調表示 されます。

必要であれば、Escキーを押すかAnalyticsを閉じることによって、スクリプトの処理を停止することができ

ます。

メインメニューからのスクリプトの実行
メインメニューからスクリプトを実行するには 2つの方法があります。

l アプリケーションメニュー –カスタムメニューから特定のスクリプト名を選択します

詳細については、"Analytics のメインメニューへのカスタム項目の追加"ページ 155を参照してくだ

さい。

l ツールオプション –プロジェクトのすべてのスクリプトのピックリストを表示します
1. ［ツール>スクリプトの実行］をクリックします。

2. ［スクリプトの実行］ダイアログボックスで表示される、現在のプロジェクト内で利用可能なスクリ

プトの一覧から、実行するスクリプトを選択します。

3. スクリプトを実行するために真と評価される必要がある条件を指定する場合は、次のいずれか

を実行します。

l Ifテキスト ボックスに論理式を入力します。
l [If]をクリックし、式ビルダー

を使用して論理式を作成します。この論理式は、スクリプトを実行するかどうかを決定するた

めに1回だけ評価されます。論理式がFalseと評価された場合、スクリプトは実行されませ

ん。

4. ［OK］をクリックします。
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［総覧］タブからスクリプトを実行する
ナビゲーターの［総覧］タブで、ツリービューで実行対象のスクリプトを右クリックして［実行］を選択します。

スクリプト エディターからスクリプトを実行する

スクリプト エディターからスクリプトを開き、スクリプト エディターのツールバーで［実行］ をクリックします。

スクリプト エディターでスクリプトに変更を加えた場合、その変更内容は、スクリプトを実行するときに自動

的に保存されます。

Windowsコマンドラインからのスクリプトの実行
Windowsコマンドラインまたはバッチファイル( *.bat)からスクリプトを実行できます。これにより、

Windowsタスクスケジューラーなどのユーティリティを使用してスクリプトをスケジュールし、無人で実行で

きます。

コマンドライン構文はこの基本フォームを使用します。

acl_executable_path acl_project_path </vVarName=value> /bScript_name </min>

例

以下のコマンドライン構文では、Sample Project.ACLが開き、スクリプト Calculate_Median_
Valueが実行されます。

"C:\Program Files (x86)\ACL Software\ACL for Windows 14\ACLWin.exe"
"C:\Users\username\Documents\ACL Data\Sample Data Files\Sample
Project.ACL" /vv_table_name="Ap_Trans" /vv_field_name="Invoice_Amount"
/bCalculate_Median_Value
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コマンドラインの構文

メモ

ファイル名およびファイル拡張子を含むAnalytics 実行ファイルと、Analytics プロジェクト

への完全パスを指定します。パスにスペースが含まれている場合は、パスを引用符で囲

んでください。

パラメーター 詳細と例

"ACL_exe_
path_and_
filename"

Analytics 実行ファイル、および実行ファイル名 ( ACLWin.exe)へのパスを指定します。

"C:\Program Files (x86)\ACL Software\ACL for Windows 14\ACLWin.exe"

"ACL_
project_
path_and_
filename"

Analytics プロジェクト ファイル、およびスクリプトを含むプロジェクトのファイル名 (*.acl)へのパスを指定しま

す。

"C:\Users\username\Documents\ACL Data\Sample Data Files\Sample Project.ACL"

/v

省略可能

変数名を指定し、値を割り当てます。Analyticsプロジェクトが開くと、変数が自動的に初期化されます。

このとき、/vスイッチと変数名の間にはスペースを入れません。たとえば、変数 v_table_nameの場合は次の

ようになります。

/vv_table_name="Ap_Trans"

メモ

割り当てられた値のデータ型は、スクリプトの変数のデータ型と一致する必要があります。

データ型が一致しない場合、"式タイプ不一致"エラーが発生し、スクリプトが失敗します。

引用符を使用して、文字列値を修飾し、バッククオートを使用して、日付時刻値を修飾

します。

文字変数

/vv_table_name="Ap_Trans" /vv_field_name="Invoice_Amount"

数値変数

/vv_materiality=10000

日付時刻変数

/vv_start_date=`20180101` /vv_end_date=`20180331`
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パラメーター 詳細と例

/b 実行対象のスクリプトの名前を指定します。

このとき、/bスイッチとスクリプト名の間にはスペースを入れません。

/bCalculate_Median_Value

/min

省略可能

開くときに、Analytics が最小化するように指定します。

無人で実行されるスクリプトを作成するためのガイドライン

ユーザー操作の回避

次のユーザー操作コマンドを使用しないでください。

l DIALOG
l ACCEPT
l PASSWORD
l PAUSE

代わりに、上述のコマンドライン構文を使用して、必要な変数を指定し、値を割り当てます。

確認ダイアログボックスの抑制

スクリプトの始まりに SET SAFETY OFFコマンドを追加すると、確認ダイアログボックスを表示しないで、必

要に応じてファイルを上書きできるようになります。デフォルトの動作に戻すには、スクリプトの終わりに SET
SAFETY ONコマンドを追加します。

DELETEや RENAMEなどの通常は確認ダイアログボックスを表示するコマンドの後に、OKパラメーターを追加

します。

Analyticsを終了する

QUITコマンドでスクリプトを終え、Analyticsを終了します。

Windowsショートカットからスクリプトを実行す
る
Windowsショートカットからスクリプトを実行できます。

1. Analyticsのショートカットを作成します。
2. ショートカットを右クリックし、［プロパティ］を選択します。
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3. ［ターゲット］フィールドで、該当するコマンドライン構文 (上記 )を入力します。
4. ［OK］をクリックします。
5. ショートカットをダブルクリックして、スクリプトを実行します。
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ACLScriptでの変数の操作
Analyticsでスクリプトを作成するときには、通常、変化する値を構成する必要があります。例：

l スクリプト構成 –すべての値の出現を更新せずにテーブルやフィールド名などのスクリプト ロジックの

値をカスタマイズする簡単な方法が必要です。

l ユーザー入力 –ユーザーがスクリプトを実行するときに、日付範囲やしきい値金額などの入力値を

カスタマイズする必要があります。

l 一時保存 –スクリプトのロジックは、カウンターや合計などのスクリプトが進むに従って継続的に更

新される値を一時的に保存する必要があります。

このような目的では、変数を使用します。

変数について
変数は、変化する値を格納または保存する名前付きコンテナーであると考えることができます。値は変

化しますが、変数の名前は変わりません。スクリプト作成者は、スクリプト ロジック全体で固定の変数名

を使用します。スクリプトが実行されるときには、変数名は処理されません。スクリプトは、現在変数に格

納されている値にアクセスし、その値を処理します。

以下の例では、v_start_dateおよび v_end_dateは変数名で、日付は変数に格納されている値です。
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変数の利点

スクリプト全体で、リテラル値ではなく、変数を使用できます。実際のテーブル名、フィールド名、数値、日

付をそれらの項目を参照する変数で置換することで、スクリプトの柔軟性が大幅に向上します。1つの特

定な状況でのみ動作するスクリプトを作成するのではなく、あらゆる状況で使用できるスクリプトを作成で

きます。

変数を使用する方法と変数を使用できる場所

変数が参照するリテラル項目のように、変数の作成、名前変更、削除、演算やさまざまな式での使用、

エクスポート、抽出ができます。つまり、リテラル項目が有効であるすべての場所で、変数を使用できま

す。

変数を作成する方法

変数を作成するには、AnalyticsコマンドのASSIGNコマンドまたは他のコマンドのいずれかを使用しま

す。一般的には、コマンドはスクリプトに含めますが、Analyticsコマンドラインで ASSIGNコマンドを入力

すると、手動で変数を作成することもできます。

例

スクリプトにカスタマイズ可能な日付範囲を設定し、開始日と終了日の変数を作成する必要が

あります。

次の例では、現在、変数 v_start_dateには日付値 `20210101`、変数 v_end_dateには日付

値 `20210331`が格納されています。

これらの2つの変数を使用して、ユーザーが指定するすべての開始日と終了日を格納できます。

日付が必要になる場合には、スクリプト ロジックで v_start_dateおよび v_end_dateを指定しま

す。ただし、スクリプトが実行されるときには、ユーザーが指定した実際の日付が使用されます。

ASSIGN v_start_date = `20210101`
ASSIGN v_end_date = `20210331`

ヒント

これらの変数のいずれかを作成するには、ASSIGNコマンドとパラメーターを

Analyticsコマンドラインにコピーし、Enterを押します。ナビゲーターで［変数］タブを

開き、結果を表示します。

［コマンド ライン］テキスト ボックスが表示されていない場合は、［ウィンドウ> コマン

ド ライン］の順にクリックします。
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Analyticsプロジェクトでの変数の表示
変数を操作するときには、Analyticsプロジェクトに存在する変数と現在の値を確認できると、非常に便

利です。次の2つの方法を使用すると、変数と値を表示できます。

l ［変数］タブ

l DISPLAY VARIABLESコマンド

［変数］タブ

ナビゲーターの［変数］タブでは、変数の作成や、変数への値の割り当てをリアルタイムで追跡します。読

み取り専用タブには、Analyticsプロジェクトのすべての変数の名前、データ型、現在の値が表示されま

す。名前はアルファベット順に表示されます。

スクリプトを 1行ずつ進むと、スクリプトで定義された変数またはシステムで生成された変数が作成時に

［変数］タブに表示されます。変数がすでに存在する場合は、スクリプト ロジックに基づいて値が動的に

更新されます。(スクリプト エディターで、［ステップ ］オプションを使用してスクリプトを進めます。)

スクリプト変数で発生している正確な変更を発生時に監視できるのは、重要な診断ツールです。この機

能では、スクリプト構文の調査だけでは検出が難しいスクリプト エラーをピンポイントで特定できます。

スクリプトを実行する場合、変数に関連するすべての変更は、ブレークポイントに達したとき、またはスクリ

プトが完了したときに［変数］タブに表示されます。

DISPLAY VARIABLESコマンド

DISPLAY VARIABLES コマンドには、Analyticsプロジェクトのすべての変数の名前、データ型、現在の

値が表示されます。名前は、変数の作成日時または更新日時に基づいて、日時の新しい順に表示さ
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れます。

DISPLAY 変数名 は、単一の変数に関連付けられた情報を返します。

DISPLAY VARIABLES コマンドは次の2つの方法で使用できます。

l プロジェクト変数の現在の状態 –コマンド ラインで DISPLAY VARIABLESと入力し、Enterキーを押

します。

プロジェクト内のすべての変数とその現在値が、時系列を遡って画面に表示されます。

l スクリプトの別の点にあるプロジェクト変数の状態 –プロジェクト変数の状態を取り込むスクリプトの

時点で、DISPLAY VARIABLESをスクリプトに追加します。この目的でもブレークポイントを使用でき

ます。ブレークポイントはスクリプトの実行を一時停止しますが、DISPLAY VARIABLES コマンド

はスクリプトの実行を一時停止しないという点が違いです。

スクリプトが完了した後、コマンド ログで対応する DISPLAY VARIABLESエントリをダブルクリックしま

す。指定したスクリプトの時点でのプロジェクト変数の状態が、日時の新しい順に画面に表示され

ます。

メモ

GROUPコマンド内ではDISPLAY VARIABLESコマンド コマンドを使用できません。

ACLScript変数に関して理解しておくべき 8
つの事項
他のプログラミング言語やスクリプト言語に詳しい場合は、すでに変数や変数のさまざまな使用法につい

ても熟知しています。ACLScript変数の主な特長は次のとおりです。

スクリプトと変数を初めて使う場合は、変数の操作を始めると、次の情報を理解できるようになります。

"1. 変数は、値を割り当てるときに自動的に作成される"下

"2. 変数を作成する別の方法が存在する"見開きページ

"3. 変数のデータ型は自動的に指定されます。"ページ 1559

"4. 変数名は一部の制限がありますが柔軟です"ページ 1562

"5. 変数は範囲でグローバルです"ページ 1563

"6. 変数はAnalyticsプロジェクトが終了するまで永続します"ページ 1563

"7. 変数は明示的に削除できます"ページ 1563

"8.システム変数は一部のAnalyticsコマンドによって自動的に作成されます"ページ 1565

1. 変数は、値を割り当てるときに自動的に作成される

変数は、初期値を名前付き変数に割り当てるときに自動的に作成 (宣言 )されます。変数への初期値

の割り当ては、変数の初期化とも呼ばれます。
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次の例では、ASSIGNコマンドを使用して、値 "Ap_Trans"を変数に割り当てるときに、v_input_table
変数が自動的に作成されます。つまり、変数の作成と、変数への値の割り当て(宣言、初期化 )は 1つ

のステップで実行されます。

ASSIGN v_input_table = "Ap_Trans"

変数を作成するタイミングと場所

変数を最初に使用する前に変数が作成されるかぎり、変数はスクリプトのどの部分でも作成できます。

ベストプラクティスとして、すべてのユーザー入力変数とスクリプト構成変数をスクリプトの先頭で作成する

ことをお勧めします。このアプローチに従うと、ユーザーはスクリプトの開始時点ですべての必須入力値を

入力し、スクリプトを実行させることができます。また、すべての必須のスクリプト構成変数がスクリプトの

先頭の単一の整理された場所に配置されていることを保証できます。

ユーザー入力や詳細構成が必要ない変数は、スクリプトの変数が必要になる部分で作成できます。

必要に応じて、文字または日付時刻変数に空白の値を割り当て、変数だけ存在し、初期値が空にな

るようにできます。

ASSIGN v_input_table = ""
ASSIGN v_all_field_list = BLANKS(20000)
ASSIGN v_start_date = `19000101`

2. 変数を作成する別の方法が存在する

変数を作成する方法は、変数を使用する方法によって異なります。

使用方

法 作成方法

スクリプ

ト構成

一時ス

トレー

ジ

スクリプ

トの他

の使用

ASSIGN コマンド

スクリプトの別の行で"ASSIGNコマンド"ページ 1660を使用し、変数を宣言して初期化します。割り当てられた

値のデータ型は、変数のデータ型を示します。

メモ

ASSIGNキーワードを明示的に指定することをお勧めします。スクリプトが読みやすくわかりやすく

なります。ただし、ASSIGNキーワードを省略し、次のように指定することもできます。

変数名 = 変数値

ユー

ザー入

力

ACCEPT コマンド

"ACCEPTコマンド"ページ 1625を使用して、1つ以上のスクリプト入力値をインタラクティブにユーザーに確認する

基本のダイアログボックスを作成します。各入力値は、それが表す内容に関係なく、名前付き文字変数に格納

されます。
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使用方

法 作成方法

"インタラクティブスクリプトの作成"ページ 1586を参照してください。

DIALOG コマンド

"DIALOGコマンド"ページ 1736と関連付けられたダイアログビルダーを使用して、1つ以上のスクリプト入力値を

インタラクティブにユーザーに確認する高度なダイアログボックスを作成します。各入力値は名前付き変数に格納

されます。ほとんどの入力オプションは文字変数を使用します。

ACCEPT コマンドで提供されるオプションのほかに、DIALOGコマンドではチェックボックス、ラジオボタン、ドロップダ

ウンリストなどのその他のオプションが提供されます。

"インタラクティブスクリプトの作成"ページ 1586を参照してください。

PARAM タグ、TABLE タグ、FIELD タグ

ロボットで実行されるスクリプトのユーザー入力では、アナリティクスヘッダーを作成し、"PARAM タグ"ページ

 2616、"TABLE タグ"ページ 2629、または"FIELD タグ"ページ 2631を使用します。

PARAM タグは 1つの変数作成方法であり、関連付けられた変数のデータ型を明示的に指定する必要がありま

す。

TABLE タグとFIELD タグには、文字変数の入力値が格納されます。

資格情

報入力

PASSWORDコマンド

"PASSWORDコマンド"ページ 2015を使用して、パスワード、トークン、または他の機密情報をインタラクティブに

ユーザーに確認するダイアログボックスを作成します。PASSWORD コマンドは、保護されたメモリの場所に資格情

報値の安全なデータ入力と暗号化された保存を提供します。

資格情報の安全な処理の一部として、機密情報を含む変数は表示されず、直接管理できません。

"インタラクティブスクリプトの作成"ページ 1586を参照してください。

SET PASSWORD コマンドを使用して、ユーザー入力せずに、直接パスワードを指定することもできます。ただし、

パスワードはスクリプトにプレーンテキストとして表示されます。

PASSWORD タグ

ロボットで実行されるスクリプトの資格情報入力では、アナリティクスヘッダーを作成し、"PASSWORD タグ"ペー

ジ 2626を使用します。

3. 変数のデータ型は自動的に指定されます。

ASSIGNコマンドを使用するときには、変数に割り当てられた値のデータ型を示します。このプロセスは暗

黙の型宣言と呼ばれます。ほとんどの場合、Analyticsで変数のデータ型を明示的に指定することはあり

ません。

ヒント

作成するスクリプトの変数のデータ型には十分に注意してください。スクリプト エラーの一

般的な原因は、変数のデータ型と変数を使用している方法が一致していないことです。

詳細については、"変数のデータ型の重要性"ページ 1565を参照してください。
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変数に割り当てられる値の種類

リテラル値を変数に割り当てたり、フィールドを変数に割り当てたりすることができます。変数は、現在選

択されているレコードのフィールド値で初期化されます。1つの変数の現在の値を別の変数に割り当てる

こともできます。

値のデータ型

Analyticsでは、すべてのデータ値が次のデータ型 (またはカテゴリ)のいずれかになっています。

l 文字

l 数値

l 日付時刻

l 論理

値のデータ型は次のいずれかの方法で定義されます。

l リテラル値 – リテラル値のデータ型は、値を囲む修飾子の有無と、値を構成する英数字で定義さ

れます。

l フィールド –フィールドの値のデータ型はフィールドのデータ型で定義されます。

l 変数 – "from" 変数とそこに含まれる値はすでに設定され、"to"変数のデータ型になります。一般

的に、作成した後は、変数のデータ型は変更しません(ただし、このような操作は禁止されていま

せん)。

ASSIGN コマンドを使用して、別のデータ型の変数を作成する例

メモ

変数を作成する ACCEPTコマンド、またはDIALOG コマンドのほとんどのオプションを使

用するときには、含まれる値の型に関係なく、変数は文字データ型です。

変数と値のデータ型 例

文字

文字値には、英数字文字と特殊文字を含め

ることができます。

文字リテラル値は、引用符または二重引用符

で囲む必要があります。

文字値に引用符が含まれる場合は、次のアプ

ローチを使用してください。

o 文字値に二重引用符がある場合は、値全

体を一重引用符で囲んでください。

o 文字値に一重引用符がある場合は、値全

体を二重引用符で囲んでください。

文字の例

文字値 "Vendor_number"を v_input_table変数に割り当てます。

ASSIGN v_input_table = "Vendor_number"

現在選択されているレコードの文字 Vendor_numberフィールドの値を v_
identifier変数に割り当てます。

ASSIGN v_identifier = Vendor_number
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変数と値のデータ型 例

メモ

修飾フィールド名を変数に割り当てることと、非修飾フィー

ルド名を変数に割り当てることの違いを理解することが重

要です。

"Vendor_number"を割り当てると、フィールド名を構成する

文字の実際の文字列が割り当てられます。

Vendor_numberを割り当てると、Vendor_numberフィールド

に含まれる値のいずれかが割り当てられます。

数値

数値には、0 ～ 9の数値、小数点、負号を含

めることができます。

リテラル数値は修飾子で囲まないでください。

数値の例

数値 1000を v_min_amount変数に割り当てます。

ASSIGN v_min_amount = 1000

現在選択されているレコードの数値 Invoice_Amountフィールドの値を v_
running_total変数に割り当てます。

ASSIGN v_running_total = Invoice_Amount

日付時刻

日付時刻値は日付、時刻、または日付時刻

にすることはできます。値はAnalyticsでサポー

トされている形式を使用する必要があります。

サポートされている日付時刻形式の詳細につ

いては、"日付時刻リテラルの書式"ページ 888
を参照してください。

リテラル日付時刻値はバッククオートで囲む必

要があります。

日付時刻の例

日付値 `20210101`を v_start_date変数に割り当てます。

ASSIGN v_start_date = `20210101`

現在選択されているレコードの日付時刻値 Invoice_Dateフィールドの

値を v_date変数に割り当てます。

ASSIGN v_date = Invoice_Date
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変数と値のデータ型 例

メモ

Analyticsは文字データ型を使用

する日付時刻値もサポートしま

す。詳細については、"日付時刻

値について"ページ 1566を参照し

てください。

論理

論理値は Tまたは Fにすることができます。

リテラル論理値は修飾子で囲まないでくださ

い。

論理値の例

論理値 Tを v_Q1変数を割り当てます。

ASSIGN v_Q1 = T

現在選択されているレコードの論理値 Approvedフィールドの値を v_
approved変数に割り当てます。

ASSIGN v_approved = Approved

4. 変数名は一部の制限がありますが柔軟です

ほとんどの場合、目的に最適な方法で変数名を指定できます。

自発的な変換

これらの自発的な変換により、スクリプトが読みやすく、わかりやすくなります。

l スクリプトで変数が実行する役割に直接関連する、理解しやすくわかりやすい名前を変数に指定

します。変数の目的がわかりにくい短く不可解な名前よりも、長めのわかりやすい名前の方が良い

です。

l すべての変数名の先頭に v_を付けるなど、一般的な命名規則を採用します。

適用される制限事項

Analyticsでは、変数名について次の制限事項が適用されます。

l 最大長 – 31文字

l 有効な文字 –英数字とアンダースコア( _)。名前に特殊文字や空白を使用したり、名前を数字

で始めることはできません。
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メモ

代入変数に使用される変数の名前に、éのような英語以外の文字は使用しない

でください。変数名に英語以外の文字が含まれていると、変数の代入が失敗しま

す。

このヘルプトピックの英語版以外のバージョン(フランス語版など)には、アクセント

付き文字で変数名が表記されている場合があります。実際のスクリプトでは、変

数代入で使用される変数名にアクセント付き文字を絶対に使用しないでくださ

い。

l 一意性 –変数名はAnalyticsプロジェクトで一意でなければなりません。変数はプロジェクト全体

でグローバルに機能するためです。

変数名は大文字と小文字が区別されません。ACLScriptでは、v_start_dateと v_Start_Dateは同じ

変数です。

5. 変数は範囲でグローバルです

Analyticsスクリプトで作成された変数は、後続のすべての部分で使用できます。Analyticsプロジェクト

の他のスクリプトでも使用できます。親スクリプトで定義された子スクリプトで変数を使用する場合には、

この動作が役立ちます。

ACLScriptは変数のローカルスコーピングをサポートしません。

6. 変数はAnalyticsプロジェクトが終了するまで永続しま
す

変数は、変数に含まれる Analyticsプロジェクトが終了するか、変数を明示的に削除するまで、コン

ピューターのメモリに残ります。

プロジェクトを終了した後にも変数を永続させ、プロジェクトをもう一度開くときに使用可能にする場合

は、永続変数を作成できます。永続変数を作成するには、変数名の前にアンダースコアを付けます。

例：_v_start_date変数と変数に含まれる値の両方が永続します。永続変数を削除するには、明示的

に削除するしかありません。

メモ

永続変数は、ロボットで実行されるスクリプトではサポートされません。

7. 変数は明示的に削除できます

Analyticsプロジェクトで 1つまたはすべての変数を明示的に削除するには、コマンドラインまたはスクリプ

トで DELETEコマンドを使用します。

特定の変数を明示的に削除する

DELETE 変数名 OK
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すべての変数を明示的に削除する

DELETE ALL OK

削除される内容

変数を削除するときには、名前付きコンテナーと底に含まれる値をコンピューターのメモリからのみ削除し

ます。

変数を削除しても、スクリプトの変数に関連する項目には影響しません。メモリの変数を元に戻すには、

コマンドラインのASSIGN コマンドを手動で実行し、変数割り当てを含むスクリプトを実行します。

変数とその値を削除しても、Analyticsテーブルなどの変数外に存在する値によって参照される項目には

影響しません。

例

次の2つの例は、変数と変数によって参照されている項目がどのように個別のエンティティになる

のかを示しています。一方を削除しても他方には影響しません。

メモ

この例では、変数代入を使用して、変数名に変数の内容を代入します。

最初の例では、変数 v_test_tableを削除すると、変数値 "Running_totals"が削除されます。

実際のRunning_totalsテーブルは削除されません。

ASSIGN v_test_table = "Running_totals"

COMMENT 正常に実行されます

OPEN %v_test_table%

COMMENT 変数が削除されます

DELETE v_test_table OK

COMMENT 正常に実行されます

OPEN Running_totals

2番目の例では、Running_totalsテーブルを削除しても v_test_table変数の影響はありません

が、変数値は存在しないテーブルを参照しています。

ASSIGN v_test_table = "Running_totals"

COMMENT 正常に実行されます
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OPEN %v_test_table%

COMMENT 変数によって参照されているテーブルが削除されます

DELETE FORMAT %v_test_table% OK

COMMENT "Table 'Running_totals' invalid" エラーで失敗します

OPEN %v_test_table%

8.システム変数は一部のAnalyticsコマンドによって自動
的に作成されます

特定のAnalytics コマンドを実行するときに、システム変数が自動的に作成されます。たとえば、COUNT
コマンドは COUNTnシステム変数を生成します。これには合計のレコード数が含まれます。スクリプトの後

続の部分では、これらの変数を変数に含まれる値を使用できます。

たとえば、ユーザーがレコードのないテーブルを選択した場合に、このスクリプトは自動的に終了します。

ACCEPT "Select an input table:" FIELDS "xf" TO v_input_table
OPEN %v_input_table%
COUNT
PAUSE "選択したテーブルにはレコードがありません。スクリプトは終了します。"IF COUNT1 = 0
ESCAPE IF COUNT1 = 0
DO SCRIPT summarize_transactions

詳細については、"Analyticsコマンドによって作成されたシステム変数"ページ 1582を参照してください。

変数のデータ型の重要性
Analyticsコマンドまたは関数が変数を参照するときには、変数のデータ型がコマンドまたは関数で許可

されたデータ型と一致する必要があります。データ型が一致しない場合、エラーが発生し、コマンドまたは

関数の処理が失敗します。

このような状況でエラーを回避するために、Analytics関数を使用して、変数の格納された値を使用可

能なデータ型に変換できます。たとえば、次の式では、文字変数に格納された日付を日付時刻データ

型に変換します。

CTOD(v_character_date)

次の式では、文字変数に格納された数値を数値データ型に変換します。

VALUE(v_character_number, 2)
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詳細については、変換関数を参照してください。

メモ

日付および数値は、ユーザー入力で入力された場合は、文字変数に格納されます。詳

細については、変数を作成するためのさまざまな方法を参照してください。

日付時刻値について

Analyticsでは、日付時刻データ型または文字データ型を使用する日付時刻値を処理できます。一般

的に、日付時刻値に関連付けられたデータ型は、Analyticsにインポートするときのデータの性質に基づ

いています。

日付、時刻、日付時刻値を含む変数の意味。簡潔に言うと、操作している基本データのデータ型を認

識している必要があるということです。スクリプト構文は、使用中のデータ型に基づいて異なる必要があり

ます。

例

次の2つの例では、ユーザーが入力した日付範囲に基づいて、日付フィールドをフィルタリングする

構文を示します。

l 最初の例では、日付フィールドが日付時刻データ型を使用します。

l 2番目の例では、日付フィールドが文字データ型を使用します。

l いずれの例でも、v_start_dateおよび v_end_date変数は文字データ型を使用します。こ

れらはACCEPTコマンドまたはDIALOGコマンドを使用して作成されたからです。

最初の例では、CTOD( )関数を使用して、日付範囲値を文字データ型から日付時刻データ型

に変換する必要があります。( CTODは「Character to Date」を表します。)日付範囲値のデータ

型が日付時刻日付フィールドのデータ型と一致するように、この変換を実行する必要があります。

SET FILTER TO BETWEEN(datetime_date_field, CTOD(v_start_date), CTOD(v_
end_date))

2番目の例では、日付範囲値の変換を実行しません。文字日付フィールドのデータ型とすでに一

致するからです。変換する場合は一致せず、スクリプト エラーが発生します。

SET FILTER TO BETWEEN(character_date_field, v_start_date, v_end_date)
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代入変数
Analyticsコマンドまたは関数の入力として文字変数を使用するときには、変数名に変数の値を代入す

る必要があります。この代入を実行しない場合、コマンドまたは関数は、変数に格納されている値ではな

く実際の変数名で動作しようとし、エラーが発生します。

変数代入は、変数名の文字変数に格納されている値を代入する方法です。変数代入を使用するに

は、文字変数の名前をパーセント記号 ( %)で囲みます。たとえば、%v_input_table%は v_input_table
に格納された実際のテーブル名を取得し、それを変数名に代入します。

ほとんどの場合、スクリプトのユーザー入力は文字変数に格納されるため、変数代入は、ユーザー入力

をスクリプト ロジックを取り込むときに一般的に使用されます。

メモ

変数代入は、文字データを表す値を格納する文字変数での使用のみが想定されてい

ます。他のデータ型の変数、または数値、日付時刻、論理値を表す値を格納する文

字変数で変数代入を使用すると、信頼できない結果またはエラーが生じる可能性があ

ります。

例

スクリプトで、ユーザーに入力テーブルを選択できるようにします。ユーザーが選択したテーブルをス

クリプトによって開きます。OPENコマンドで変数代入を使用し、コマンドが正しいテーブル名に対

して実行されるようにします。

OPEN %v_input_table%を指定すると、スクリプトによって次の内容が実際に表示されます。

OPEN Name_of_table_selected_by_user

ACCEPT "Select an input table:" FIELDS "xf" TO v_input_table
OPEN %v_input_table%

この例で変数代入を使用しない場合、OPENコマンドがテーブルv_input_tableを開こうとして、

その名前のテーブルは存在しないため、通常はスクリプトが失敗します。

ACCEPT "Select an input table:" FIELDS "xf" TO v_input_table
OPEN v_input_table

変数代入の使用は注意が必要です

特定の状況では、変数代入が必要に思われる場合がありますが、実際には変数代入によりエラーが発

生します。
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前述の例の1つについて考えてみます。

SET FILTER TO BETWEEN(character_date_field, v_start_date, v_end_date)

次の例では、変数とフィールドの両方で文字データとして格納された日付値を比較しているため、変数

で変数代入を使用すると動作するはずです。

SET FILTER TO BETWEEN(character_date_field, %v_start_date%, %v_end_date%)

では、この状況で変数代入のエラーが発生する理由は何でしょうか。それは変数代入が絶対にリテラル

だからです。エラーのトラブルシューティングを実行するには、変数に格納された正確な値を確認し、手動

で式に代入して、結果の式を確認します。例：

SET FILTER TO BETWEEN(character_date_field, 20000101, 20001231)

この式は、文字データ型を使用する日付と、代入後に数値データ型を使用する数値を比較します。こ

れはデータ型が一致していません。

BETWEEN( )で文字フィールドを指定したため、この関数は v_start_dateと v_end_dateの値を自動

的に文字値として解釈し、変数代入を使用する必要はありません。

詳細については、"トラブルシューティング"ページ 1580を参照してください。

ルールの例外

場合によっては、数値変数で問題なく変数代入をできることがあります。この利点は、数値変数の値が

ログに取り込まれ、トラブルシューティングで役立つということです。

次の例はいずれも COUNT1数値変数の値を v_counter数値変数に割り当てます。ただし、最初の例で

は、実際の割り当てられた値はログに取り込まれません。2番目の例では、実際の値が取り込まれます。

COMMENT log entry: ASSIGN v_counter = COUNT1
ASSIGN v_counter = COUNT1

COMMENT log entry: ASSIGN v_counter = 500
ASSIGN v_counter = %COUNT1%

手動による変数の管理
Analytics メインメニューから［変数］ダイアログボックスを使用して手動で変数を管理できます。変数の作

成、名前の変更、複製、または削除、あるいは変数値の更新ができます。
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実行するメンテナンスは、メモリ内の変数の現在のインスタンスにのみ影響します。たとえば、変数の名前

を変更する場合は、メモリの変数のインスタンスの名前のみを変更しています。スクリプトの変数は変更

していません。

メモ

ユーザーインターフェイスで手動で変数を管理する機能は、一部の状況で役立つ場合

があります。手動の管理では、追加の機能がなく、コマンドを使用して変数を管理しま

す。

ほとんどのスクリプト作成者はスクリプト エディターと、コマンドラインや［変数］タブなどの

関連付けられた機能でのみ変数を操作します。

1. Analyticsのメインメニューから、［編集 >変数］を選択します。

［変数］ダイアログボックスが開き、プロジェクトに含まれるすべてのシステム変数とユーザー定義変

数が表示されます。システム変数は、コマンドによって自動的に作成される変数です。

2. 次のいずれかを実行します。

新しい変数

を作成する

a. ［新規作成］をクリックして式ビルダーを開きます。

b. 変数に割り当てる式または値を［式］テキスト ボックスに入力します。

リテラル値は正しい形式と修飾子 (必要な場合 )を使用する必要があります。詳細については、

変数のデータ型は自動的に指定されますを参照してください。

c. 省略可能。［検証］をクリックし、値または式が有効であることを確認します。

d. ［次の名前で保存］テキスト ボックスに変数の名前を入力します。

詳細については、次を参照してください。

l 変数名は一部の制限がありますが柔軟です

l 変数はAnalyticsプロジェクトが終了するまで永続します

e. ［OK］をクリックします。

変数が作成され、［変数］タブに表示されます。
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変数値を更

新する

a. リストの変数を選択し、［OK］をクリックして、式ビルダーを開きます。

b. 変数に割り当てられた式または値を［式］テキスト ボックスで更新します。

リテラル値は正しい形式と修飾子 (必要な場合 )を使用する必要があります。詳細については、

変数のデータ型は自動的に指定されますを参照してください。

c. 省略可能。［検証］をクリックし、値または式が有効であることを確認します。

d. ［OK］をクリックします。

変数に割り当てられた値がコンピューターのメモリで更新されます。

変数名を変

更する

a. リストの変数を選択し、［名前の変更］をクリックします。

b. ［名前の変更］テキストボックスで、新しい名前を入力して、［OK］をクリックします。

変数名がコンピューターのメモリで変更されます。

c. ［キャンセル］をクリックして、［変数］ダイアログボックスを閉じます。

変数を複製

する

a. リストの変数を選択し、［複製］をクリックします。

変数と値がコンピューターのメモリで複製されます。複製された変数の名前には、数値サフィック

スが追加されます。

b. 次のいずれかを実行します。

l ［完了］をクリックして、［変数］ダイアログボックスを閉じます。

l ［OK］をクリックして、変数に割り当てられた値または式を更新します。

変数の削除 a. リストの変数を選択します。

b. 省略可能。複数の変数を選択して削除するには、Shiftキー+クリック、またはCtrlキー+クリッ

クを使用します。

c. ［削除］をクリックします。

d. もう一度［削除］をクリックします。

変数がコンピューターのメモリから削除されます。

e. ［完了］をクリックして、［変数］ダイアログボックスを閉じます。

変数の使用例
l "スクリプト構成の変数"次のページ

l "ユーザー入力の変数"ページ 1572

l "ユーザー入力変数のデフォルト値"ページ 1575

l "一時保存の変数"ページ 1577
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スクリプト構成の変数

売上税金額を計算し、定期的に変更される売上税率を処理するスクリプトを作成します。

必須の変数

異なる税率と日付範囲の構成を許可するには、"ASSIGNコマンド"ページ 1660を使用して、次

の変数のセットを作成します。

変数名 変数の内容

v_tax_1 最初の税率

v_tax_2 2番目の税率

v_tax_2_start 2番目の税率が有効になる日付

v_tax_2_end 2番目の税率が終了する日付、または現在の日付 (税率がまだ有効な場合 )

スクリプト

COMMENT 売上税率の変数と日付範囲を作成して初期化します

COMMENT 必要に応じて、追加の税率と日付範囲変数を追加して、スクリプトを拡張できま

す

ASSIGN v_tax_1 = 0.05
ASSIGN v_tax_2 = 0.06
ASSIGN v_tax_2_start = `20210701`
ASSIGN v_tax_2_end = `20211231`

COMMENT 2 つの異なる期間に対して別の売上税率を使用する条件付き演算フィールドを

作成します

DEFINE FIELD sales_tax COMPUTED

Invoice_Amount * v_tax_2 IF BETWEEN(Invoice_Date, v_tax_2_start, v_
tax_2_end)
Invoice_Amount * v_tax_1

［変数］タブで作成および初期化された変数

スクリプトを実行した後は、作成および初期化された変数が［変数］タブに表示されます。
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ASSIGNコマンドは変数を作成するため、割り当てられた値のデータ型は変数のデータ型を示し

ます。この例では、2つの数値変数と2つの日付時刻変数があります。

ユーザー入力の変数

ユーザーがAnalyticsプロジェクトで任意のテーブルを選択し、数値範囲と日付範囲でテーブルの

レコードをフィルタリングして、フィルタリングされたレコードを新しいテーブルに出力するスクリプトを作

成します。

必須の変数

スクリプトのユーザー入力を取り込むには、"ACCEPTコマンド"ページ 1625を使用して、次の変

数のセットを作成します。

変数名 変数の内容

v_input_table 入力として使用する Analyticsテーブルの名前

v_output_table フィルタリングされたレコードのAnalytics出力テーブルの名前

v_numeric_field 数値範囲で使用する入力テーブルの数値フィールド

v_min_amount 数値範囲の下限

v_max_amount 数値範囲の上限
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変数名 変数の内容

v_date_field 日付範囲で使用する入力テーブルの日付フィールド

v_start_date 日付範囲で最も早い日付

v_end_date 日付範囲で最も遅い日付

スクリプトの考慮事項

ACCEPT コマンドを使用して、対話型でユーザーにスクリプトの入力値を確認しているため、値が

数値でも日付でも、各入力値は名前付きの文字変数に格納されます。この事実を考慮すると、

スクリプトの特定の位置で Analytics関数を使用して、変数値をスクリプト ロジックで必要なデー

タ型に変換する必要があります。

例：
l VALUE( )関数は、v_min_amountに格納された数値を文字データ型から数値データ型に

変換します。

VALUE(v_min_amount, 2)

l CTOD( )関数は v_start_dateに格納された日付を文字データ型から日付データ型に変

換します。

CTOD(v_start_date)

これらの変数の値は、数値または日付時刻データ型を使用するフィールドの値と比較されている

ため、これらのデータ型変換を実行する必要があります。

変数代入を使用して、テーブルの実際の名前と変数の一部に格納されたフィールドにアクセスす

る必要もあります。

例：

OPEN %v_input_table%

スクリプト

COMMENT ダイアログボックスを作成し、入力テーブルと出力テーブルをユーザーに確認します

ACCEPT "入力テーブルを選択：" FIELDS "xf" TO v_input_table, "出力テーブル名
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を指定(スペースなし)：" TO v_output_table

COMMENT ユーザーが選択した入力テーブルを開きます

OPEN %v_input_table%

COMMENT ダイアログボックスを作成し、数値フィールドと数値範囲をユーザーに確認します

ACCEPT "フィルタリングする数値フィールドを選択：" FIELDS "N" TO v_numeric_field,
"最小金額を指定：" TO v_min_amount, "最大金額を指定：" TO v_max_amount

COMMENT ダイアログボックスを作成し、日付フィールドと日付範囲をユーザーに確認します

ACCEPT "フィルタリングする日付フィールドを選択：" FIELDS "D" TO v_date_field, "
開始日を指定(YYYYMMDD)：" TO v_start_date, "終了日を指定(YYYYMMDD)：" TO
v_end_date

COMMENT ユーザーの数値および日付範囲に基づいて入力テーブルをフィルタリングします

SET FILTER TO BETWEEN(%v_numeric_field%, VALUE(v_min_amount, 2), VALUE
(v_max_amount, 2)) AND BETWEEN(%v_date_field%, CTOD(v_start_date),
CTOD(v_end_date))

COMMENT フィルタリングされたレコードのセットをユーザーが指定した出力テーブルに抽出しま

す

EXTRACT RECORD TO %v_output_table%

COMMENT フィルタリングされたレコードの出力テーブルを開きます

OPEN %v_output_table%

［変数］タブで作成および初期化された変数

スクリプトを実行した後は、作成および初期化された変数が［変数］タブに表示されます。

ACCEPTコマンドは変数を作成するため、変数値が数値または日付を表す場合でも、変数は

文字データ型を使用します。

WRITE1はシステム変数です。この現在の状況では、値は出力テーブル( v_output_table)のレ

コード数を表します。詳細については、"Analyticsコマンドによって作成されたシステム変数"ペー

ジ 1582を参照してください。
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ユーザー入力変数のデフォルト値

ユーザーに空白フィールドを表示するのではなく、ユーザー入力フィールドにデフォルト値をあらかじ

め入力します。デフォルト値は、入力値の正しい形式を表示することで、作業とエラーを減らすこと

ができます。

デフォルト値を指定するには、最初に"ASSIGNコマンド"ページ 1660を使用して、デフォルト値で

変数を初期化します。同じ変数名で"ACCEPTコマンド"ページ 1625を使用し、ユーザーが任意

でデフォルト値を上書きできるようにします。

この例は上記の"ユーザー入力の変数"ページ 1572と同じです。ただし、数値および日付範囲の

デフォルト値で変数を初期化するための予備セクションが追加されています。

デフォルト値で変数を初期化する

デフォルト値で変数を初期化するには、ASSIGNコマンドを使用して、次の変数を作成します。

変数名 変数の内容

v_min_amount 数値範囲の下限

v_max_amount 数値範囲の上限

v_number_of_months 日付範囲の長さ(月 )

v_end_date 日付範囲で最も遅い日付 (演算 )

1575

スクリプトの操作

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


変数名 変数の内容

v_start_date 日付範囲で最も速い日付 (演算 )

スクリプトの考慮事項

ACCEPTコマンドによって作成されたデフォルト値をフィールドにあらかじめ入力しているため、これ

らの値は文字データ型を使用する必要があります別のデータ型の値を入力しようとすると、値が表

示されません。

この事実を考慮して、Analytics関数を使用し、デフォルト値を文字データ型に変換しなければな

らない場合があります。(スクリプトの後の部分では、他の関数を使用して、スクリプト ロジックで必

要なデータ型に変数値を変換できます。)

例：
l STRING( )関数は 5000という数値を文字列に変換します。この文字列は v_min_amount

変数に格納されます。

ASSIGN v_min_amount = STRING(5000, 4)

l DATE( )関数は計算された終了日を v_end_date変数に格納された文字列に変換しま

す。

ASSIGN v_end_date = ALLTRIM(DATE(EOMONTH(TODAY(),-1)))

日付範囲の計算

日付範囲の計算により、デフォルトの範囲が現在の日付のちょうど12か月前に設定されます。

範囲の長さを変更するには、v_number_of_months変数に割り当てられた値を更新します。日付

範囲を計算するために使用される関数の詳細については、"EOMONTH( )関数"ページ 2257を
参照してください。

スクリプト

COMMENT Analytics セッションの期間の日付形式を設定します

SET DATE "YYYYMMDD"

COMMENT 数値範囲の上限と下限のデフォルト値を指定します

ASSIGN v_min_amount = STRING(5000, 4)
ASSIGN v_max_amount = STRING(100000, 6)
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COMMENT 計算された日付範囲の長さを指定します(月数)
ASSIGN v_number_of_months = 12

COMMENT 現在の日付と v_number_of_months で指定された長さに基づいて、デフォルト

の日付範囲の開始日と終了日を計算します。

ASSIGN v_end_date = ALLTRIM(DATE(EOMONTH(TODAY(),-1)))
ASSIGN v_start_date = ALLTRIM(DATE(EOMONTH(CTOD(v_end_date), -v_
number_of_months) + 1))

COMMENT ダイアログボックスを作成し、入力テーブルと出力テーブルをユーザーに確認します

ACCEPT "入力テーブルを選択：" FIELDS "xf" TO v_input_table, "出力テーブル名

を指定(スペースなし)：" TO v_output_table

COMMENT ユーザーが選択した入力テーブルを開きます

OPEN %v_input_table%

COMMENT ダイアログボックスを作成し、数値フィールドと数値範囲をユーザーに確認します

ACCEPT "フィルタリングする数値フィールドを選択：" FIELDS "N" TO v_numeric_field,
"最小金額を指定：" TO v_min_amount, "最大金額を指定：" TO v_max_amount

COMMENT ダイアログボックスを作成し、日付フィールドと日付範囲をユーザーに確認します

ACCEPT "フィルタリングする日付フィールドを選択：" FIELDS "D" TO v_date_field, "
開始日を指定(YYYYMMDD)：" TO v_start_date, "終了日を指定(YYYYMMDD)：" TO
v_end_date

COMMENT ユーザーの数値および日付範囲に基づいて入力テーブルをフィルタリングします

SET FILTER TO BETWEEN(%v_numeric_field%, VALUE(v_min_amount, 2), VALUE
(v_max_amount, 2)) AND BETWEEN(%v_date_field%, CTOD(v_start_date),
CTOD(v_end_date))

COMMENT フィルタリングされたレコードのセットをユーザーが指定した出力テーブルに抽出しま

す

EXTRACT RECORD TO %v_output_table%

COMMENT フィルタリングされたレコードの出力テーブルを開きます

OPEN %v_output_table%

一時保存の変数

スクリプトを作成し、数値フィールドの値に基づいて合計を計算します。識別子フィールドの各一

意の値の合計はゼロ( 0.00)から開始します。
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必須の変数

スクリプト入力は、次の3つの目的で変数を使用します。

l ユーザー入力

l 一時ストレージ

l スクリプト構成

ユーザー入力

スクリプトのユーザー入力を取り込むには、"ACCEPTコマンド"ページ 1625を使用して、次の変

数のセットを作成します。

変数名 変数の内容

v_input_table 入力として使用する Analyticsテーブルの名前

v_output_table 合計のAnalytics出力テーブルの名前

v_id_field 顧客 IDや業者 IDなどの識別子値を格納する入力テーブルのフィールド。

v_numeric_field 合計を計算するために使用する入力テーブルの数値フィールド

値の一時保存、およびスクリプト構成

スクリプトがレコード単位で入力テーブルを処理するときに値の一時保存を許可するには、

"ASSIGNコマンド"ページ 1660を使用して、次の2つの変数を作成および更新します。必要に

応じて、ゼロ( 0.00)以外の合計の開始点を構成できます。

変数名 変数の内容

v_id_value スクリプトが現在処理しているレコードの識別子値

v_running_total スクリプトが現在処理しているレコードの合計値

スクリプト

COMMENT
確認ダイアログボックスを表示せずにファイルの上書きを許可します

END
SET SAFETY OFF

COMMENT
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ダイアログボックスを作成し、入力テーブルと出力テーブルをユーザーに確認します

END
ACCEPT "入力テーブルを選択：" FIELDS "xf" TO v_input_table, "出力テーブル名

を指定(スペースなし)：" TO v_output_table
OPEN %v_input_table%

COMMENT
ダイアログボックスを作成し、文字識別子フィールドをユーザーに確認します

END
ACCEPT "文字識別子フィールドを選択：" FIELDS "C" TO v_id_field

COMMENT
ダイアログボックスを作成し、数値フィールドをユーザーに確認します

END
ACCEPT "数値フィールドを選択：" FIELDS "N" TO v_numeric_field

COMMENT
文字識別子フィールドでテーブルのインデックスを作成(並べ替え)します

END
INDEX ON %v_id_field% TO "ID_field_sorted"
SET INDEX TO "ID_field_sorted"

COMMENT
文字識別子フィールドの現在の値を v_id_value 変数に割り当てます。

初めて v_input_table が開かれるときの現在の値はフィールドの最初の値です。その後、

現在の値はスクリプトで現在処理されているレコードによって異なります。

END
ASSIGN v_id_value = %v_id_field%

COMMENT
合計値の開始値をゼロ(0.00)に設定します

END
ASSIGN v_running_total = 0.00

COMMENT
レコード単位でテーブルを処理します。一意の識別子ごとに、数値フィールドの合計を計算し

ます。

END
GROUP IF v_id_value = %v_id_field%
  ASSIGN v_running_total = v_running_total + %v_numeric_field%
  EXTRACT %v_id_field% %v_numeric_field% v_running_total AS "%v_
numeric_field% running total" TO %v_output_table%
ELSE
  ASSIGN v_id_value = %v_id_field%
  ASSIGN v_running_total = 0.00
  ASSIGN v_running_total = v_running_total + %v_numeric_field%
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  EXTRACT %v_id_field% %v_numeric_field% v_running_total AS "%v_
numeric_field% running total" TO %v_output_table%
END

COMMENT 計算された合計の出力テーブルを開きます

OPEN %v_output_table%

COMMENT ファイルを上書きする前に確認ダイアログボックスを表示するデフォルトの動作を復

元します

SET SAFETY ON

［変数］タブで作成および初期化された変数

スクリプトを実行した後は、作成および初期化された変数が［変数］タブに表示されます。

ACCEPTコマンドで作成された変数は文字データ型を使用します。ASSIGNコマンドで作成され

た変数 ( v_id_value、v_running_total)は割り当てられた値のデータ型を使用します。

v_id_valueおよび v_running_totalに割り当てられた値は、スクリプトの進行に従い、継続的に

更新されます。［変数］タブには、スクリプトが完了する前の最終地が表示されます。

システム変数 ( WRITEn)と番号体系については、"連続番号が付けられたシステム変数"ページ

 1582を参照してください。

トラブルシューティング
スクリプトで変数を操作するときには、次の2つの種類のエラーが多く発生します。
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l 予期しない結果 –スクリプトは最後まで実行されて完了しましたが、変数を含む分析で想定され

た結果が得られません。

l データ型の問題 –スクリプトは、「式の型が不一致」、「文字式が必要」などのデータ型に関連する

エラーのため、失敗しました。

予期しない結果

初めて発生したエラーの場合には、次のトラブルシューティング手順を試してください。

1. ナビゲーターで［変数］タブを開きます。

2. Analyticsのコマンドラインで DELETE ALL OKと入力し、既存の変数を削除します。

［コマンド ライン］テキスト ボックスが表示されていない場合は、［ウィンドウ> コマンド ライン］の順に

クリックします。

3. ［スクリプト エディター］で［ステップ ］オプションを使用し、スクリプトを 1行ずつ進め、［変数］タブ

で各変数と割り当てられた値の作成状況を追跡します。

変数に割り当てられている値が想定している値とは異なり、スクリプトの調整が必要であることが

判明する場合があります。詳細については、"スクリプトのテストおよびデバッグ"ページ 1543を参照

してください。

メモ

GROUP、LOOP、またはDEFINE FIELD ... COMPUTEDなどの複数行コマンドの内

容をステップ実行することはできません。この状況でスクリプト ロジックをテストするには、

周辺のコマンド構文を除いたスクリプト ロジックを一時的に別のスクリプトにコピーします。

データ型の問題

変数を利用するスクリプトを開発するときには、多くの場合、データ型の不一致が原因のエラーが発生し

ます。変換関数と変数代入を同じ式で組み合わせている場合は、特に、エラーが発生する確率が高く

なります。

エラーの発生は普通のことであり、エラーを解消するには、別の方法をテストし、次の原則を覚えておく必

要があります。

l 式のすべての要素のデータ型に十分に注意する。式のすべてのデータ型がACLScriptで規定さ

れている方法で一致しているか。

l 変数代入は絶対にリテラルである。変数代入でエラーが発生している疑いがある場合は、変数に

格納された正確な値を確認し、手動でその値を式に代入します。シンプルなトラブルシューティン

グ手順を実行するだけで、問題が明らかになる場合があります。

l スクリプトの別の場所にDISPLAY VARIABLESコマンドを挿入すると、プロジェクト変数のその時

点の状態を取り込むことができます。

l スクリプトを 1行ずつ進み、ブレークポイントを設定すると、トラブルシューティングが大幅に容易に

なります。詳細については、"スクリプトのテストおよびデバッグ"ページ 1543を参照してください。
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Analyticsコマンドによって作成された
システム変数
Analyticsのダイアログボックスで情報を入力する、またはスクリプトを実行することで、特定のコマンドが

実行されると、Analyticsによってシステム変数が自動的に作成されます。これらの変数とそれに含まれる

値は、後続のAnalyticsコマンドを処理する際に利用できます。

システム変数の値は、同じコマンドを再度実行すると、更新された値に置き換わります。

"Analyticsシステム変数"次のページ Analyticsによって作成されるシステム変数の一覧。

メモ

システム変数およびそれに含まれる値は、現在のAnalyticsセッションの間のみ有効で

す。

変数の現在の値の表示
次の方法のいずれでも、Analyticsプロジェクト内のシステム変数を含むすべての変数の名前と現在の値

を表示できます。

l ナビゲーターで［変数］タブを選択
l コマンド ラインで「DISPLAY VARIABLES」と入力

連続番号が付けられたシステム変数
"Analyticsシステム変数"次のページのうち、nが含まれているシステム変数名の場合、コマンドをコマン

ドのグループの外部で実行するときには、nは常に1になります。たとえば、TOTAL1のようになります。

複数のコマンドを実行するのにコマンドのグループを使用する場合、結果となるシステム変数には、その

変数を生成したコマンドの行番号に基づいた番号が付けられます。グループ内の最初のコマンドの行番

号は 2となります。

例：
l TOTALコマンドがグループ内の3番目のコマンドである場合、結果は変数 TOTAL4に格納され

ます。
l TOTALコマンドがグループ内で 5番目のコマンドである場合、結果は変数 TOTAL6に格納され

ます。

スクリプトで同じシステム変数の複数のバージョンが必要な場合は、グループを作成します。詳細につい

ては、"GROUPコマンド"ページ 1829を参照してください。

1582

スクリプトの操作

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


Analyticsシステム変数
次の表は、システム変数を自動的に作成する Analyticsコマンドと、変数に割り当てられた値の一覧で

す。

コマンド システム変数 割り当てられた値

テーブルまたはファイ

ルを出力するコマン

ド

WRITEn 出力テーブルまたはファイル内のレコード数

Analyticsテーブル

を出力するコマンド

OUTPUTFOLDER 出力テーブルを格納する、ナビゲーター内のAnalyticsプロジェクト フォル

ダーへのパス。

これはDOS形式のパスで、/フォルダー名 /サブフォルダー名の形式を用い

ます。最初のスラッシュ( /)は［総覧］タブのルート階層を表します。

ヒント

別の出力フォルダーを指定する、または出力フォルダーを新

規作成する場合は、SET FOLDERコマンドを使用しま

す。

COUNT COUNTn 集計されたレコード数。

DISPLAY
VERSION

Analyticsのバー

ジョン番号はメ

ジャー.マイナー.パッ

チという形式で表さ

れます。

ACL_Ver_Major 現在実行している Analyticsのメジャーバージョンです。

ACL_Ver_Minor 現在実行している Analyticsのマイナーバージョンです。

ACL_Ver_Patch 現在実行している Analyticsのパッチバージョンです。

ACL_Ver_Type 現在実行している Analyticsのエディションです。

o 値が '0'の場合：非 Unicode版
o 値が '1'の場合：Unicode版

DUPLICATES GAPDUPn 重複の合計数。

EVALUATE MLEn 金額単位サンプリング

推定誤謬額 (推定による虚偽表示 )

レコード サンプリング

最大誤謬率 (計算される上限逸脱率 )

UELn 金額単位サンプリング

最大誤謬額 (虚偽表示上限 )

EXECUTE RETURN_CODE EXECUTEコマンドを使用した外部アプリケーションまたはプロセス実行に

よって返されるコード(リターンコード)。

リターンコードは外部アプリケーションまたはプロセスによって生成される数

値であり、Analyticsに返されることで外部プロセスの結果を示します。

Analyticsはリターンコードを生成しません。
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コマンド システム変数 割り当てられた値

通常、リターンコードは数値で、特定の通知やエラーメッセージが割り当

てられています。たとえば、リターンコード "0"は "処理が正常終了した"こ
とを示します。リターンコード "2"は "指定されたファイルが見つからない"こ
とを示します。

特定のリターンコードとその意味は外部アプリケーションまたはプロセスに

よって異なります。リターンコードは "エラーコード"や "終了コード"とも呼

ばれ、それらの意味は、関連する外部アプリケーションのドキュメントに記

載されている可能性があります。リターンコードの一覧はインターネット上

でも見ることができます。

RETURN_CODE変数は、EXECUTEコマンドが同期的に使用されてい

るときは作成されますが、コマンドが非同期的に使用されているときは作

成されません。

FUZZYDUP GAPDUPn あいまい重複グループの合計数。

GAPS GAPDUPn ギャップの合計数。

SEQUENCE WRITEn 順番検査エラーの数。

SIZE SAMPINTn 必要なサンプリング間隔です。

SAMPSIZEn 必要なサンプル数です。

STATISTICS

メモ

複数の

フィール

ドに対

して同

時に

STATI-
STICS
コマンド

を実行

する場

合、シ

ステム

変数に

は、指

定した

最初の

フィール

ドの値

が含ま

れま

す。

ABSn 指定した最初のフィールドの値の絶対値です。

AVERAGEn 指定した最初のフィールドの値の平均値です。

COUNTn 集計されたレコード数。

HIGHn 指定した最初のフィールドの値のうち、5番目に高い値です。

5番目に高い値はデフォルト設定です。この設定を変更するには、［統
計］ダイアログボックスで［高値 /低値の数］オプションを使用します。

メモ

Analyticsで最も高い値が確認される際、重複値は除外

されません。たとえば、降順の値リストが100、100、99、98
の場合、3番目に高い値は 98でなく 99になります。

LOWn 指定した最初のフィールドの値のうち、5番目に低い値です。

5番目に低い値はデフォルト設定です。この設定を変更するには、［統
計］ダイアログボックスで［高値 /低値の数］オプションを使用します。

メモ

Analyticsで最も低い値が確認される際、重複値は除外

されません。たとえば、昇順の値リストが1、1、2、3の場

合、3番目に低い値は 3でなく 2になります。

MAXn 指定した最初のフィールドの値の最大値です。
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コマンド システム変数 割り当てられた値

MEDIANn 指定した最初のフィールドの値の中央値です。

MINn 指定した最初のフィールドの値の最小値です。

MODEn 指定した最初のフィールドの値のうち、最もよく使用している値です。

Q25n 指定した最初のフィールドの値のうち、最初の四分位数値 (下位四分位

数値 )です。

Q75n 指定した最初のフィールドの値のうち、3番目の四分位数値 (上位四分

位数値 )です。

RANGEn 指定した最初のフィールドの値の最大値と最小値の差です。

STDDEVn 指定した最初のフィールドの値の標準偏差です。

TOTALn 指定した最初のフィールドの値の総計です。

TOTAL TOTALn 指定した最初のフィールドの値の総計です。

VERIFY WRITEn データの妥当性エラーの数。

その他のシステム変数
以下の変数は、コマンドで生成されるのではなく、システムで生成されます。

l OUTPUTFOLDER –現在のAnalyticsプロジェクト出力フォルダーです。
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インタラクティブスクリプトの作成
ユーザーに入力を確認するインタラクティブなスクリプトを作成できます。自動で実行される標準スクリプト

とは異なり、インタラクティブなスクリプトは、必要な情報がユーザーによって入力されるまで実行を一時停

止します。

インタラクティブであることの利点
インタラクティブな場合、適用性が広がり、柔軟なスクリプトを作成できます。あらかじめすべての入力情

報を指定する必要はありません。このためには、テーブルやフィールド名などの情報を把握する必要があ

り、一般的には単一目的で絞り込まれたスクリプトになります。

スクリプト インタラクティブを使用すると、ユーザーがスクリプトを実行するときに、1つ以上のダイアログボッ

クスを使用して、入力情報を収集できます。たとえば、インタラクティブを使用して次の入力のいずれかを

収集できます。

l ユーザー名とパスワード
l テーブル名とフィールド名
l ファイル名
l 金額しきい値
l 日付範囲
l マーチャント コード、支店コード、業者および顧客 IDなどの識別子
l コマンド パラメーター

インタラクティブの連続
可能であれば、スクリプトの先頭にすべてのインタラクティブダイアログボックスを置き、以降のスクリプトで

中断することなくスクリプトを実行できるようにしてください。

インタラクティブなダイアログボックスがスクリプトの中間で発生した場合、ユーザーは入力が必要なところ

でスクリプトの実行に参加できないことがあります。入力があるまでスクリプトが停止します。

インタラクティブを作成するには 3つの方法が
あります。
Analyticsはスクリプトのインタラクティブを作成するための3つの方法を提供します。各方法はAnalytics 
コマンドに関連付けられています。

ACCEPT およびPASSWORD コマンドはACLスクリプト構文を使用してのみ作成できます。DIALOG コ
マンドはACLスクリプト構文を使用して作成できます。あるいは、視覚的ユーティリティのダイアログビル

ダーを使用して構文を自動生成できます。
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コマンド 説明

"ACCEPTコマンド"
ページ 1625

ACCEPTコマンドはデフォルトのインタラクティブダイアログボックスを作成します。これはユーザー入

力の2つの方法をサポートします。

o テキストボックス –は、日付、業者または顧客 IDなど、ユーザーが入力する必要がある情報を

収集します。
o プロジェクト項目一覧 –は、テーブル、フィールド、または変数などのAnalyticsプロジェクト項目の

リストをユーザーに提示します

項目のリストはスクリプトが実行される Analyticsプロジェクトの内容に基づいて動的に入力され

ます。

項目ごとに個別のダイアログボックスを作成して、一度に1項目について入力を求めることもできま

すが、1つのダイアログボックスで複数項目について入力を求めることもできます。

"DIALOGコマンド"
ページ 1736

ダイアログビルダー

DIALOG コマンドはカスタムインタラクティブダイアログボックスを作成します。カスタムダイアログボック

スはより高度なレイアウト オプションと、ユーザー入力の5つの方法をサポートします。

o テキストボックス –は、日付、業者または顧客 IDなど、ユーザーが入力する必要がある情報を

収集します。
o チェックボックス –はユーザーに表示されるバイナリ選択肢です。つまり、関連付けられたオプション

はオンまたはオフにできます。
o ラジオボタン –は相互に排他的なオプションをユーザーに表示します。表示されたオプションのいず

れかのみを 1度に選択できます。
o ドロップダウンリスト –は、選択可能なカスタム、テキストベースオプションの一覧をユーザーに提

示します。
o プロジェクト項目一覧 –は、テーブル、フィールド、または変数などのAnalyticsプロジェクト項目の

リストをユーザーに提示します

項目のリストはスクリプトが実行される Analyticsプロジェクトの内容に基づいて動的に入力され

ます。

項目ごとに個別のダイアログボックスを作成して、一度に1項目について入力を求めることもできま

すが、1つのダイアログボックスで複数項目について入力を求めることもできます。

"PASSWORDコマン

ド"ページ 2015
PASSWORDコマンドは、パスワードを入力するための単一フィールドがある簡単なダイアログボック

スを作成します。

パスワードを入力すると、ダイアログボックスには入力した文字がアスタリスク( *)で表示されます。パ

スワードはAnalytics セッション中にメモリに保持されますが、スクリプトまたはログには表示されませ

ん。
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カスタムダイアログボックスの作成

Analyticsダイアログビルダーでは、1つ以上のカスタムダイアログボックスを作成し、スクリプトの実行中に

ユーザー入力を収集できます。

カスタムダイアログボックスを使用して、次のようなさまざまな機能を実行します。

l ユーザーに対し、テーブル名、フィールド名、日付の範囲などを入力するように求める
l ユーザーが複数のオプションから選択できる
l 標準のメッセージボックスよりも多くの情報を表示する
l Analyticsプロジェクト項目を動的に一覧表示する

メモ

カスタムダイアログボックスを使用してパスワードを入力することは安全ではありません。

代わりに "PASSWORDコマンド"ページ 2015を使用してください。

ダイアログボックスコントロール
ダイアログビルダーでは、ユーザー入力コントロールをダイアログボックスに追加して、カスタムダイアログボッ

クスを設計および作成できます。

コントロールは小さいインタラクティブなソフトウェアコンポーネントであり、スクリプトによって要求されるユー

ザー入力を収集するためのさまざまな方法を提供します。1つ以上のコントロールをダイアログボックスに

追加し、ニーズに合わせて設定します。

次のオプションを使用できます。

l テキスト ラベル
l テキストボックス
l チェックボックス
l ラジオボタン
l フォロップダウンリスト
l プロジェクト項目一覧

以下のサンプルカスタムダイアログボックスは各タイプのコントロールの例を提供します。
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コマンドに自動的に変換されるダイアログボック
ス
新しく作成されたカスタムダイアログボックスを保存するときには、Analytics は自動的に視覚的なダイアロ

グボックスを一致する ACLスクリプト DIALOGコマンドに変換します。

コマンドは、カーソルが配置されるスクリプトの行に挿入されます。スクリプトを実行するときには、視覚的

なダイアログボックスが表示されます。

以下の例は、1つのテキスト ラベルと1つドロップダウンリストの他に、対応する DIALOGコマンドがある簡

単なダイアログボックスが表示されます。
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カスタムダイアログボックス

対応するDIALOG コマンド

DIALOG (DIALOG TITLE "Select Branch" WIDTH 464 HEIGHT 116 ) (BUTTONSET TITLE
"&OK;&Cancel" AT 336 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "Select the branch:" AT 12
16 ) (DROPDOWN TITLE "Central Branch;East Branch;West Branch" TO "DROPDOWN1"
AT 156 12 )

カスタムダイアログボックスの作成 -一般的な
手順

1. カスタムダイアログボックスを追加する Analyticsスクリプトを開きます。
2. スクリプト内で、DIALOGコマンドを挿入したい行にカーソルを配置します。

メモ

空白の行にカーソルを配置します。必要に応じて、空白のスペースを作成します。

3. ［新しいダイアログの作成 ］をクリックします。

ダイアログビルダーが "ユーザーダイアログ"というデフォルトのタイトルで表示されます。

4. 次の手順を行って、カスタムダイアログボックスを作成します。

l ダイアログビルダーをダブルクリックして、ダイアログボックスのタイトルやサイズを変更します。

ダイアログボックスの幅と高さをピクセルで指定します。また、ダイアログボックスのサイズを変更す

るには、ダイアログビルダーの作業領域の右下端をドラッグします(グリッドに合わせるをオンにす

る必要があります)。

l
［グリッドに合わせる］ をクリックして、ダイアログビルダーのグリッドの表示をオンまたはオフにし

ます。
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グリッドを使用すると、レイアウト領域のコントロールの位置を調整できます。グリッドをオンにする

と、各コントロールの左上隅を、最も近いグリッド ポイントに合わせて配置します。

l ダイアログビルダーの左側で、コントロールアイコンをクリックしてからレイアウト領域内をクリック

すると、そのコントロールがフォーム上に追加されます。

メモ

特定のコントロールを追加および設計するための手順が以下に表示されます。

5. 必要な数のコントロールを追加します。
6. 追加した後にコントロールを修正する必要がある場合は、コントロールをダブルクリックします。
7. ダイアログビルダーからコントロールを削除したい場合は、そのコントロールを選択して［削除］ をク

リックします。

メモ

［OK］および［キャンセル］ボタンは削除できませんが、名前は変更できます(以下

を参照 )。

8. ［閉じる］ボタンをクリックしてダイアログビルダーを終了します。
9. 変更を保存する場合は確認ダイアログボックスで［OK］をクリックして、終了します。

スクリプト エディターに対応する DIALOGのコマンドが表示されます。右にスクロールすると、カスタム

ダイアログボックスのすべてのコントロールに対応するスクリプト表現を見ることができます。

10. 省略可能。スクリプトのDIALOGコマンドで、OKまたはキャンセルボタンのラベルテキストを編集し

ます。

一般的に、OKおよびキャンセルラベルは編集しないでください。ラベルを変更する場合は、必ず

肯定的な値 ( ［はい］など)が否定的な値 ( ［いいえ］など)の前に来るようにしてください。

ラベルテキストのみを編集します。例："&はい;&いいえ"

カスタムダイアログボックスの修正
作成した後にカスタムダイアログボックスを修正する必要がある場合は、対応する DIALOGコマンドにカー

ソルを置き、［コマンドの編集 ］をクリックします。

テキスト ラベルを追加する
テキスト コントロールを使用して、テキスト ラベルをカスタムダイアログボックスに追加します。

テキストラベルは次のいずれかの目的で使用できます。

l 別のコントロールを特定する
l 通知を提供する
l ユーザーに確認または指示する
l カスタムダイアログボックスで必要な他のテキスト情報を提供する
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テキストラベルは表示専用であり、インタラクティブ機能に関連付けられていません。

手順

方法の説明

1. ダイアログビルダー で、［テキスト］をクリックしてから配置したいレイアウトでクリックします。配

置される位置はコントロールの左上隅が基準となっています。

［テキスト］ダイアログボックスが開きます。

2. ［ラベル］フィールドに、カスタムダイアログボックスに表示するテキストを入力します。

スペースを含め255文字以内で入力します。

3. 省略可能。コントロールの正確な位置を指定する場合は、ピクセルで指定された x(水平 )および

y(垂直 )値を修正します。

ヒント

コントロールを配置するには、ダイアログビルダーをドラッグすることもできます。

4. 省略可能。コントロールのサイズを指定する場合は、［幅］または［高さ］フィールドの横にある［自
動］選択をオフにして、ピクセル単位で指定されている値を変更します。

l 自動選択 –テキスト コントロールは、コントロールに含まれるテキストのサイズに合わせて自動的

に調整されます
l 自動選択 –テキスト コントロールは、コントロールに含まれるテキストのサイズに関係なく、指定さ

れたサイズのままです

ヒント

ダイアログビルダーのサイズ変更ハンドルを使用して、コントロールのサイズを変更

することもできます。

5. ［左］、［右］または［中央］の選択によって、コントロール内におけるテキストの配置を指定できま

す。
6. ［OK］をクリックして、コントロールをダイアログビルダーに追加します。

テキストボックスの追加
編集ボックスコントロールを使用して、テキストボックスをカスタムダイアログボックスに追加します。

テキストボックスは、日付、業者または顧客 IDなど、ユーザーが入力する必要がある情報を収集しま

す。

編集ボックス変数

編集ボックスコントロールは、ユーザー入力を保存するための文字変数を作成します。
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手順

方法の説明

1. ダイアログビルダー で、［編集ボックス］をクリックしてから配置したいレイアウトでクリックします。

配置される位置はコントロールの左上隅が基準となっています。

［編集ボックス］ダイアログボックスが開きます。

2. 省略可能。［変数］フィールドでは、カスタムダイアログボックスでユーザーが入力した値を格納する

変数の名前を入力します。

EDITnデフォルト変数名を保持することを選択できます。

3. 省略可能。［デフォルト テキスト］フィールドで、テキスト ボックスのデフォルト入力値を指定します。

ユーザーが入力値を指定しない場合は、デフォルト値が使用されます。

4. 省略可能。コントロールの正確な位置を指定する場合は、ピクセルで指定された x(水平 )および

y(垂直 )値を修正します。

ヒント

コントロールを配置するには、ダイアログビルダーをドラッグすることもできます。

5. 省略可能。コントロールのサイズを指定する場合は、［幅］または［高さ］フィールドの横にある［自
動］選択をオフにして、ピクセル単位で指定されている値を変更します。

l 自動選択 –編集ボックスコントロールはコントロールに含まれるテキストのサイズに合わせて自動

的に調整されます
l 自動選択 –編集ボックスコントロールは、コントロールに含まれるテキストのサイズに関係なく、

指定されたサイズのままです

ヒント

ダイアログビルダーのサイズ変更ハンドルを使用して、コントロールのサイズを変更

することもできます。

6. ［OK］をクリックして、コントロールをダイアログビルダーに追加します。

チェックボックスを追加する
チェックボックスコントロールを使用して、チェックボックスをカスタムダイアログボックスに追加します。

チェックボックスはユーザーに表示されるバイナリ選択肢です。つまり、関連付けられたオプションはオンまた

はオフにできます。たとえば、チェックボックスを使用すると、ユーザーが従業員テーブルから抽出されたデー

タに電子メールアドレスフィールドを含めるか除外できます。
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オプションの組み合わせ

複数のチェックボックスを使用して、カスタムダイアログボックスのオプションの組み合わせを選択できます。

相互に排他的なオプションの場合は、ラジオボタンを使用するようにしてください。

チェックボックス変数

チェックボックスコントロールは、ユーザー入力を保存するための論理変数を作成します。チェックボックス

がオンの場合はTrue、チェックボックスがオフの場合はFalseの値が変数に格納されます。

手順

方法の説明

1. ダイアログビルダー で、［チェックボックス］をクリックしてから配置したいレイアウトでクリックしま

す。配置される位置はコントロールの左上隅が基準となっています。

［チェックボックス］ダイアログボックスが開きます。

2. 省略可能。［変数］フィールドでは、カスタムダイアログボックスでユーザーが入力した値を格納する

変数の名前を入力します。

CHECKBOXnのデフォルト変数名を保持することを選択できます。

3. ［ラベル］フィールドに、チェックボックスのテキストを入力します。

スペースを含め255文字以内で入力します。

4. 省略可能。コントロールの正確な位置を指定する場合は、ピクセルで指定された x(水平 )および

y(垂直 )値を修正します。

ヒント

コントロールを配置するには、ダイアログビルダーをドラッグすることもできます。

5. 省略可能。コントロールのサイズを指定する場合は、［幅］または［高さ］フィールドの横にある［自
動］選択をオフにして、ピクセル単位で指定されている値を変更します。

l 自動選択 –チェックボックスコントロールは、コントロールに含まれるテキストのサイズに合わせて

自動的に調整されます
l 自動選択 –チェックボックスコントロールは、コントロールに含まれるテキストのサイズに関係なく、

指定されたサイズのままです

ヒント

ダイアログビルダーのサイズ変更ハンドルを使用して、コントロールのサイズを変更

することもできます。

6. ［初期状態］の下で、カスタムダイアログボックスが最初に開いたときに、チェックボックスがオフかオ

ンかを指定します。
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7. ［OK］をクリックして、コントロールをダイアログビルダーに追加します。

ラジオボタンの追加
ラジオボタンコントロールを使用して、2つ以上のラジオボタンをカスタムダイアログボックスに追加します。

ラジオボタンは相互に排他的なオプションをユーザーに表示します。表示されたオプションのいずれかのみ

を 1度に選択できます。たとえば、2つのラジオボタンを使用して、ユーザーが次のいずれかを選択できる

ようにします。

l $5000未満の金額
l $5000以上の金額

相互に排他的なオプション

複数のラジオボタンを使用すると、ユーザーがカスタムダイアログボックスでさまざまなオプションから 1つの

みを選択できます。相互に排他的なオプションでない場合は、チェックボックスを使用するようにしてくださ

い。

ラジオボタン変数

ラジオボタンコントロールは、ユーザー入力を保存するための数値変数を作成します。この変数の値は、

最初のラジオボタンをクリックすると1、2番目のラジオボタンをクリックすると2という形になります。

手順

方法の説明

1. ダイアログビルダー で、［ラジオボタン］をクリックしてから配置したいレイアウトでクリックします。

配置される位置はコントロールの左上隅が基準となっています。

［ラジオボタン］ダイアログボックスが開きます。

2. 省略可能。［変数］フィールドでは、カスタムダイアログボックスでユーザーが入力した値を格納する

変数の名前を入力します。

RADIOnのデフォルト変数名を保持することを選択できます。

3. ［ラベル］フィールドで、最初のラジオボタンのテキストを入力し、［追加］をクリックします。

スペースを含め255文字以内で入力します。

ラジオボタンはラベルリストに追加されます。

4. 任意の各追加のラジオボタンのラベルを追加します。

各追加のラジオボタンはラベルリストの最後に追加されます。
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メモ

ラジオボタンコントロールは相互に排他的なオプションを作成するため、2つ以上

のラジオボタンが必要です。

5. 省略可能。ラベルリストの最後にラジオボタンを追加する代わりに、次の他のオプションを使用で

きます。

オプション 説明

挿入

ラベルリストの任意の場所にラジオボタンを挿入できます。

［挿入］をクリックする前に、新しいラジオボタンを挿入する場所の真下のリスト項目を選択し

ます。

置換

(置換 )

ラベルリストのラジオボタンを置換できます。置換は基本的にラジオボタン名を変更します。

［置換］をクリックする前に、新しいラジオボタンで置換するリスト項目を選択します。

削除

ラベルリストからラジオボタンを削除できます。

削除したいリスト項目を選択し、［削除］をクリックします。

デフォルトに設定

カスタムダイアログボックスが最初に開くときにデフォルトで選択されるラジオボタンを指定しま

す。

デフォルトに設定するリスト項目を選択し、［デフォルトに設定］をクリックします。

6. 省略可能。コントロールの正確な位置を指定する場合は、ピクセルで指定された x(水平 )および

y(垂直 )値を修正します。

ヒント

コントロールを配置するには、ダイアログビルダーをドラッグすることもできます。

7. 省略可能。コントロールのサイズを指定する場合は、［幅］または［高さ］フィールドの横にある［自
動］選択をオフにして、ピクセル単位で指定されている値を変更します。

l 自動選択 –ラジオボタンコントロールは、コントロールに含まれるテキストのサイズに合わせて自

動的に調整されます
l 自動選択 –ラジオボタンコントロールは、コントロールに含まれるテキストのサイズに関係なく、指

定されたサイズのままです

ヒント

ダイアログビルダーのサイズ変更ハンドルを使用して、コントロールのサイズを変更

することもできます。

8. ［整列］の下で、カスタムダイアログボックスでラジオボタンに水平または垂直整列があるかどうかを

指定します。
9. ［OK］をクリックして、コントロールをダイアログビルダーに追加します。
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ドロップダウンリストを追加する
ドロップダウンリスト コントロールを使用して、ドロップダウンリストをカスタムダイアログボックスに追加しま

す。

ドロップダウンリストは、選択可能なカスタム、テキストベースオプションの一覧をユーザーに提示します。

ユーザーは 1度に1つのオプションのみを選択できます。たとえば、ドロップダウンリストを使用して、ユー

ザーが次の項目を選択できるようにします。

l 年の月
l カテゴリ
l 会社の部署または支店

相互に排他的なオプション

ドロップダウンリストのオプションは相互に排他的です。ラジオボタンを使用して、類似した結果を実現で

きますが、項目数が多いリストの場合、ドロップダウンの方がよりコンパクトになり、使用しやすくなります。

ユーザーが1度に複数のオプションを選択できるようにする場合は、代わりにチェックボックスを使用しま

す。

ドロップダウンリスト変数

ドロップダウンリスト コントロールは、ユーザー入力を保存するための文字変数を作成します。

手順

方法の説明

1. ダイアログビルダー で、［ドロップダウンリスト］をクリックしてから配置したいレイアウトでクリック

します。配置される位置はコントロールの左上隅が基準となっています。

［ドロップダウンリスト］ダイアログボックスが開きます。

2. 省略可能。［変数］フィールドでは、カスタムダイアログボックスでユーザーが入力した値を格納する

変数の名前を入力します。

DROPDOWNnのデフォルト変数名を保持することを選択できます。

3. ［ラベル］フィールドで、最初のドロップダウンリスト項目のテキストを入力し、［追加］をクリックしま

す。

スペースを含め255文字以内で入力します。

リスト項目はラベルリストに追加されます。

4. 任意の各追加のリスト項目のラベルを追加します。

各追加のリスト項目はラベルリストの最後に追加されます。
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メモ

ドロップダウンリスト コントロールは相互に排他的なおプッシュのを作成するため、2
つ以上のリスト項目が必要です。

5. 省略可能。ラベルリストの最後にリスト項目を追加する代わりに、次の他のオプションを使用でき

ます。

オプション 説明

挿入

ラベルリストの任意の場所にリスト項目を挿入できます。

［挿入］をクリックする前に、新しい項目を挿入する場所の真下でリスト項目を選択します。

置換

(名前の変更 )

ラベルリストのリスト項目を置換できます。置換は基本的にリスト項目名を変更します。

［置換］をクリックする前に、新しい項目で置換するリスト項目を選択します。

削除

ラベルリストからリスト項目を削除できます。

削除したいリスト項目を選択し、［削除］をクリックします。

デフォルトに設定

カスタムダイアログボックスが最初に開くときにデフォルトで選択されるリスト項目を指定しま

す。

デフォルトに設定するリスト項目を選択し、［デフォルトに設定］をクリックします。

6. 省略可能。コントロールの正確な位置を指定する場合は、ピクセルで指定された x(水平 )および

y(垂直 )値を修正します。

ヒント

コントロールを配置するには、ダイアログビルダーをドラッグすることもできます。

7. 省略可能。コントロールのサイズを指定する場合は、［幅］または［高さ］フィールドの横にある［自
動］選択をオフにして、ピクセル単位で指定されている値を変更します。

l 自動選択 –ドロップダウンリスト コントロールは、コントロールに含まれるテキストのサイズに合わ

せて自動的に調整されます
l 自動選択 –ドロップダウンリスト コントロールは、コントロールに含まれるテキストのサイズに関係

なく、指定されたサイズのままです

ヒント

ダイアログビルダーのサイズ変更ハンドルを使用して、コントロールのサイズを変更

することもできます。

8. ［OK］をクリックして、コントロールをダイアログビルダーに追加します。
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プロジェクト項目一覧を追加する
プロジェクト項目一覧コントロールを使用して、プログラム項目一覧をカスタムダイアログボックスに追加し

ます。

プロジェクト項目リストには、テーブルなどのAnalyticsプロジェクト項目が一覧表示されます。項目の一

覧は、スクリプトが実行される Analyticsプロジェクトの内容に基づいて動的に入力されます。

ユーザーは 1度に1つのオプションのみを選択できます。たとえば、プロジェクト項目一覧を使用して、

ユーザーが次の項目を選択できるようにします。

l 年のすべてのテーブルから、特定の月のテーブル
l テーブルのすべての数値フィールドから、特定の数値フィールド
l 複数の可能なスクリプトから、特定のスクリプト

プロジェクト項目のカテゴリ

プロジェクト項目一覧を作成するときには、実際のプロジェクト項目を指定しません。プロジェクト項目の

カテゴリを指定します。たとえば、スクリプトを実行するときに開いているテーブルですべての文字フィールド

のリストをユーザーに表示する場合は、文字フィールド カテゴリを指定します。

指定するカテゴリに基づき、Analyticsは動的にカスタムダイアログボックスにプロジェクト項目一覧を入力

します。

使用可能なカテゴリ

次のカテゴリを使用できます。

o 文字フィールド
o 数値フィールド
o 日付時刻フィールド
o 論理フィールド

o 文字変数
o 数値変数
o 日付時刻変数
o 論理変数

o テーブル
o ビュー
o スクリプト
o インデックス
o ワークスペース

プロジェクト項目一覧変数

プロジェクト項目一覧コントロールは、ユーザー入力を保存するための文字変数を作成します。

手順

方法の説明

1. ダイアログビルダー で、［プロジェクト項目一覧］をクリックしてから配置したいレイアウトでクリッ

クします。配置される位置はコントロールの左上隅が基準となっています。

［プロジェクト項目一覧］ダイアログボックスが開きます。
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2. 省略可能。［変数］フィールドでは、カスタムダイアログボックスでユーザーが入力した値を格納する

変数の名前を入力します。

ITEMnデフォルト変数名を保持することを選択できます。

3. ［カテゴリ］ドロップダウンリストで、プロジェクト項目一覧に入れるプロジェクト項目のカテゴリを選択

し、［追加］をクリックします。

たとえば、数値フィールドを選択する場合は、スクリプトを実行するときに、プロジェクト項目一覧に

開いているテーブルのすべての数値フィールドが含まれます。

カテゴリはカテゴリリストに追加されます。

4. 省略可能。任意のその他のカテゴリを追加します。

各追加のカテゴリはカテゴリリストの最後に追加されます。

注意

テーブルとフィールド、またはスクリプトと変数などの異なるカテゴリを追加すると、

ユーザーが混乱する可能性があります。ベストプラクティスは、文字フィールドと数

値フィールドなどの類似したカテゴリのみを追加することです。

5. 省略可能。カテゴリリストの最後にカテゴリを追加する代わりに、次の他のオプションを使用できま

す。

オプション 説明

挿入

カテゴリリストの任意の場所にカテゴリを挿入できます。

［挿入］をクリックする前に、新しいカテゴリを挿入する場所の真下のカテゴリを選択します。

置換

カテゴリリストでカテゴリを置換できます。

［置換］をクリックする前に、新しいカテゴリで置換するカテゴリを選択します。

削除

カテゴリリストからカテゴリを削除できます。

削除したいカテゴリを選択し、［削除］をクリックします。

6. 省略可能。［デフォルト］フィールドで、カスタムダイアログボックスが最初に開くときにデフォルトで選

択されるプロジェクト項目を指定します。

たとえば、特定のテーブル名またはフィールド名を指定できます。

メモ

カテゴリ名を指定しないでください。

アンダースコア( _)を含むプロジェクト項目のスペリングを正確に入力してください。

7. 省略可能。コントロールの正確な位置を指定する場合は、ピクセルで指定された x(水平 )および

y(垂直 )値を修正します。

ヒント

コントロールを配置するには、ダイアログビルダーをドラッグすることもできます。
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8. 省略可能。コントロールのサイズを指定する場合は、［幅］または［高さ］フィールドの横にある［自
動］選択をオフにして、ピクセル単位で指定されている値を変更します。

l 自動選択 –プロジェクト項目一覧コントロールは、コントロールに含まれるテキストのサイズに合

わせて自動的に調整されます
l 自動選択 –プロジェクト項目コントロールは、コントロールに含まれるテキストのサイズに関係な

く、指定されたサイズのままです

ヒント

ダイアログビルダーのサイズ変更ハンドルを使用して、コントロールのサイズを変更

することもできます。

9. ［OK］をクリックして、コントロールをダイアログビルダーに追加します。
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スクリプト エディターのカスタマイズ
スクリプト エディターは、右端で折り返すかどうかを切り替えたり、テキストの色やフォントを変更したり、編

集領域の背景色を変更したりして、カスタマイズすることができます。キーワードのオートコンプリートを無

効にすることもできます。関数パラメーターのオンスクリーンヘルプを無効にすることはできません。

以下のテキスト タイプについてカスタマイズできます。

l デフォルト スタイル –コメントまたはACLScriptキーワード以外のすべてのスクリプト テキスト
l コメント スタイル –スクリプトのコメント
l コマンド スタイル – ACLScriptコマンドのキーワード
l パラメータースタイル – ACLScriptパラメーターのキーワード
l 関数スタイル – ACLScript関数のキーワード

1. 右端での折り返しを有効または無効にするには、スクリプト エディターのツールバーにある［右端で

折り返す ］をクリックします。
2. スクリプト エディターの背景色やテキスト スタイルを変更するには、以下の手順を実行します。
a. [ツール>オプション]の順にクリックします。

b. ［アプリケーションフォント］タブをクリックします。

メモ

［アプリケーションフォント］タブの固定幅フォントおよびプロポーショナルフォントの

設定は、スクリプト エディター内のフォントだけでなく、アプリケーション全体のフォ

ントに適用されます。

c. ［スクリプト エディターの設定］領域で、テキスト スタイルまたは背景色を選択し、［色の変更］を
クリックします。

d. ［色の設定］ダイアログボックスで、［基本色］領域または色のパレットから希望の色を選択しま

す。また、希望する色に対応する赤、緑、および青 ( RGB)の値がわかっている場合は、それぞ

れのテキスト ボックスに値を入力します。

e. ［OK］をクリックします。

f. 選択したスタイルに太字属性を適用するには、［太字］を選択します。

g. 選択したスタイルに斜体属性を適用するには、［斜体］を選択します。

h. ［OK］をクリックします。

Analyticsが最初にインストールされたときに使用した背景色とテキスト スタイルの設定に戻したい

場合は、［オプション］ダイアログボックスの下部にある［既定値に戻す］ボタンをクリックします。［既
定値に戻す］をクリックすると、スクリプト エディター内の背景色やテキスト スタイルだけでなく、［オプ

ション］ダイアログボックスのすべてのタブにある全オプションをデフォルトの設定に戻します。

3. キーワードのオートコンプリートを無効にする場合は、次の手順を実行します。
a. [ツール>オプション]の順にクリックします。
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b. ［インターフェイス］タブをクリックします。

c. ［スクリプトのオートコンプリートを無効にする］を選択します。

d. ［OK］をクリックします。
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スクリプトのコピ
ある Analyticsプロジェクトから別のプロジェクトへスクリプトをコピーすることができます。同時に単一のスク

リプト、または複数のスクリプトをコピーできます。

Analyticsプロジェクトの外部に個別のファイルとして存在するスクリプトをインポートしたい場合は、"スクリ

プトのインポート "次のページを参照してください。

1. コピーされたスクリプトを格納するプロジェクトを開きます。
2. ナビゲーターの［総覧］タブで、Analyticsプロジェクトのエントリまたはプロジェクト フォルダーを右ク

リックし、［別のプロジェクトからコピー >スクリプト］を選択します。

Analyticsプロジェクトは、ツリービューにおける最上位のフォルダーです。

3. ［プロジェクト ファイルの場所］ダイアログボックスで、スクリプトのコピー元となる Analyticsプロジェク

トを探して選択し、［開く］をクリックします。
4. ［インポート］ダイアログボックスで、次のいずれかの作業を行って、1つ以上のスクリプトを［インポー

ト先 ＜プロジェクト名＞］リストに追加します。

l スクリプトをダブルクリックする。
複数のスクリプトを

l Ctrlキーを押しながらクリックし、右矢印ボタンをクリックする。

l ［すべて追加］をクリックして、すべてのスクリプトを追加する。

［インポート先 プロジェクト名］リストからスクリプトを削除するには、個々のスクリプトをダブルクリック

するか、複数のスクリプトをCtrlキーを押しながらクリックした後に左矢印ボタンをクリックするか、ま

たは［すべてクリア］をクリックします。

5. ［OK］をクリックして、コピー先のプロジェクトにスクリプトをコピーします。

プロジェクト内に同じ名前のスクリプトが既に存在する場合は、コピーしたスクリプト名の末尾に増

分数字が付けられます。
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スクリプトのインポート
個別の.aclscriptファイルとしてAnalyticsプロジェクトの外部に存在するスクリプトをインポートするこ

とができます。一度にインポートできるスクリプトは 1つだけです。

別のAnalyticsプロジェクトからスクリプトをインポートしたい場合は、"スクリプトのコピ"前のページを参照

してください。

1. ナビゲーターの［総覧］タブで、Analyticsプロジェクトのエントリまたはプロジェクト フォルダーを右ク

リックし、［プロジェクト項目のインポート >スクリプト］を選択します。

Analyticsプロジェクトは、ツリービューにおける最上位のフォルダーです。

2. ［プロジェクト］ダイアログボックスで、スクリプト ファイル( .aclscript)を探して選択し、［開く］をク

リックします。
3. 確認ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

スクリプトがプロジェクトにインポートされます。プロジェクト内に同じ名前のスクリプトが既に存在す

る場合は、インポートしたスクリプト名の末尾に増分数字が付けられます。
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ScriptHubからのインポート
ScriptHubは、Diligentの社員とDiligentユーザーコミュニティによって開発されたAnalyticsスクリプト項

目のWebライブラリです。サブスクリプションの一部として、ScriptHubのコンテンツをダウンロードおよび使

用できます。

ScriptHubの内容：
l アナリティクス
l データをインポート、準備、または分析するスクリプト
l コード スニペット

ScriptHub には次の場所からアクセスできます。

l ACL for Windows
l Launchpad (www.highbond.com)
l ScriptHubのホームページ( scripts.highbond.com)

ScriptHubからAnalyticsにコンテンツをイン
ポートする
以下の方法のいずれかを使用して、ScriptHubからAnalyticsにコンテンツをインポートできます。

AnalyticsからScriptHubにアクセスする

メモ

Analytics バージョン 12(以上 )が必要です。

1. Analyticsプロジェクトを開きます。
2. ナビゲーターで最上位のプロジェクト項目をクリックし、［ScriptHubからインポート］を選択します。
3. 必要に応じて、HighBondアカウントを使用してScriptHubにサインインします。
4. ScriptHubで、インポートしたい項目を検索し、［詳細の表示］をクリックします。

メモ

スクリプト詳細の内容を読んだことを確認します。これには、前提条件、データ要

件、制限事項に関する重要な詳細が記載されています。

5. スクリプト ファイルパネルの上で、［すべてのスクリプト ファイルのダウンロード ］をクリックします。

ScriptHubコンテンツがダウンロードされ、ナビゲーターに表示されます。
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ScriptHubに直接アクセスする

メモ

Analytics バージョン 11.4(以上 )が必要です。

1. HighBondアカウントを使用してScriptHub (scripts.highbond.com)にサインインします。
2. ScriptHubで、インポートしたい項目を検索し、［詳細の表示］をクリックします。

メモ

スクリプト詳細の内容を読んだことを確認します。これには、前提条件、データ要

件、制限事項に関する重要な詳細が記載されています。

3. ScriptHub IDテキスト ボックスに表示される IDをコピーします。
4. Analyticsプロジェクトで、次のいずれかを実行します。

l アナリティクスまたはスクリプトをインポートする場合は、新しいスクリプトを作成します。

l コード スニペットをインポートする場合は、スニペットを貼り付ける既存のスクリプトを開きます。

5. スクリプト エディターツールバーにある［ScriptHubアクセス］ をクリックして、［ScriptHub コンテ

ンツリンクの貼り付け］ダイアログボックスを表示します。
6. ［貼り付け］をクリックして、ScriptHub IDをダイアログボックスに貼り付けます。
7. ［完了］をクリックします。

ScriptHubコンテンツがダウンロードされ、ナビゲーターに表示されます。

メモ

コード スニペットは開いているスクリプトに挿入されます。アナリティクスおよびスクリ

プトは、個別のスクリプトとしてナビゲーターに表示されます。この状態で、項目をイ

ンポートするために使用した空のスクリプトを削除できます。
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スクリプトのエクスポート
スクリプトは、Analyticsプロジェクトの外部に保存される個別の.aclscriptファイルとしてエクスポートす

ることができます。別ファイルとしてエクスポートされたスクリプトは、後で任意のAnalyticsプロジェクトにイ

ンポートできます。一度にエクスポートできるスクリプトは 1つだけです。

1. ナビゲーターの［総覧］タブでスクリプトを右クリックし、［プロジェクト項目のエクスポート］を選択しま

す。
2. ［名前を付けて保存］ダイアログボックスで、スクリプトを保存する場所を選択し、必要であればス

クリプトの名前を変更して、［保存］をクリックします。確認ダイアログボックスで［OK］をクリックしま

す。

指定した場所にスクリプトがエクスポートされます。

メモ

スクリプト名を 64文字の英数字 ( .aclscript拡張子を含まない)に制限し、ス

クリプトがAnalytics にインポートされるときに名前が切り捨てられないようにしま

す。

名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは

使用できません。先頭に数字を使用することもできません。特殊文字、スペース、

先頭の数字はすべて、スクリプトのインポート時にアンダースコア文字に置換されま

す。
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テキストの検索と置換
Analyticsスクリプト内で、文字列を検索し、さらにそれを置換することもできます。

1. スクリプト エディター内の、文字列の検索を開始する位置でクリックします。

スクリプト全体を検索する場合は、先頭行の先頭 (最左端 )でクリックします。

2. 右クリックして［データ検索］を選択します。
3. ［置換］ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

o 検索対象 –検索する文字列または単語を指定します。

o 置換後の文字列 - (任意 )検索した文字列を別の文字列に置き換える場合は、その置換後

の文字列を指定します。

o 単語単位で探す -検索する単語と厳密に一致する値のみを検索の対象とします。たとえば、

"int"という文字列を検索する場合、デフォルトでは "integer"も一致する文字列となりますが、

このオプションを適用すると、"int"のみが検索され、この文字列以外の長さの文字列は無視さ

れます。

o 大文字と小文字を区別する -このオプションを選択すると、検索で大文字と小文字を区別し

ます。たとえば、"Integer"という文字列を検索する場合、デフォルトでは "Integer"と “integer”
が一致する文字列となりますが、このオプションを適用すると、"Integer"のみが検索されます。

4. 次のタスクのいずれかを完了します。

o ［次を検索］をクリックすると、最初に一致した文字列の場所に移動します。もう一度クリックす

ると、次に一致した場所に移動します。このボタンを繰り返しクリックしていくと、一致する文字

列の場所を順に移動することができます。

o ［置換して次に］をクリックすると、現在強調表示されている一致文字列を［置換後の文字

列］の値に置き換えます。

o ［すべて置換］をクリックすると、一致するすべての文字列を［置換後の文字列］の値に置き換

えます。完了すると、置換を行った数が表示されます。
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コマンドの概要
ACLScriptコマンドは、一般に範囲が広いデータに対して処理を実行します。

たとえば、SUMMARIZE コマンドはフィールドの同一の値に基づいてレコードをグループ化し、各グループ

の小計および統計値を計算します。

多くのコマンドは結果を新しいAnalyticsテーブルに出力します。他のコマンドはさまざまなアプリケーション

タスクを実行します。

次のページに、Analyticsで使用可能なコマンドを網羅したリストをカテゴリ別に列挙します。

l "インポートとエクスポート "ページ 1613
l "データのプロファイルと検証"ページ 1615
l "データの並べ替え"ページ 1616
l "データのグループ化"ページ 1616
l "データの結合"ページ 1617
l "サンプルデータ"ページ 1618
l "機械学習"ページ 1619
l "フィールド、レコード、テーブル"ページ 1619
l "ユーザー操作と一般的なスクリプト "ページ 1621
l "HighBond API要求"ページ 1622
l "レポート "ページ 1623
l "ファイルとシステム"ページ 1623

表記規則と使用方法

コマンド名の省略

注意

ACL は、スクリプトのコマンド名を省略せず、各名前の完全なバージョンを使用すること

をお勧めします。

省略により、スクリプトが読み取りにくく、理解が困難になります。完全なコマンド名なし

では、オンラインヘルプでのコマンドの検索が難しくなります。

スクリプトが省略に精通していない人によって修正または継承される場合、特に省略が

問題になります。

スクリプトのコマンドを指定するときには、名前を省略できます。コマンド名から十分な先頭文字を含め、

すべてのAnalytics コマンドでコマンドを一意に特定する必要があります。

例：
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l EXTは EXTRACTコマンドを一意に特定し、有効な略語にします。
l EXは EXTRACTコマンドを一意に特定しないため、エラーメッセージを生成します。

コマンドが一意に特定される場合は、必要に応じて略語を短くすることができます。

たとえば、次のすべての略語は OPENコマンドで有効です。

l OPE
l OP
l O

メモ

略語が短くなると、他のユーザーが認識することが難しくなります。

ACLコマンドのパラメーターの順序

メモ

スクリプトの作成において、Analyticsのスクリプト作成者は、Analyticsのユーザーイン

ターフェイスからコマンドを実行したときにコマンド ログに現れる順序と同じ順序でパラメー

ターを指定するようにしてください。

多くのAnalyticsコマンドは柔軟にパラメーターの順序を指定できます。たとえば、次に示す同じ

CLASSIFYコマンドの3つのバリエーションはすべて同じ処理を実行し、すべて正しく実行されます。

CLASSIFY ON CUSTNO SUBTOTAL AMOUNT IF AMOUNT >= 100 TO "Classify_1.FIL" OPEN
APPEND KEY CODES STATISTICS

CLASSIFY ON CUSTNO SUBTOTAL AMOUNT KEY CODES IF AMOUNT >= 100 TO "Classify_
1.FIL" OPEN APPEND STATISTICS

CLASSIFY ON CUSTNO IF AMOUNT >= 100 SUBTOTAL AMOUNT STATISTICS KEY CODES TO
"Classify_1.FIL" APPEND OPEN
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一部のコマンドでは、1つ以上のパラメーターが特定の順序で指定される必要があります。必要な順序

はこれらのコマンドのトピックを参照してください。

メモ

コマンドのパラメーターの物理的な順序は、Analytics がパラメーターを処理する順序に

は影響しません。たとえば、範囲パラメーター( ALL、FIRST、NEXT、WHILE)は、パラ

メーターの相対的な位置に関係なく、IFパラメーターの前に適用されます。

コマンド ドキュメントで使用される規則

表記 使用目的

大文字 ACLScriptのキーワード。

一般的な構文セクションにおいて、山かっこ( < >)で囲まれていないキーワードは、必須の構文項

目です。

メモ

Analytics のどのドキュメントでも、キーワードであるコマンドおよびパラメーターは大

文字で記載されていますが、これはあくまでも書式設定の表記規則上、そう記載

されているにすぎません。Analytics 自体では、キーワードを大文字で入力する必

要はありません。

斜体 ユーザーが指定するコマンド パラメーター。

|

(縦棒 )

山かっこまたは波かっこで囲まれた構文項目の選択肢を区切ります。項目のうち 1つだけを使用で

きます。

< >

(山かっこ)

オプションの構文項目。山かっこを入力しないでください。

{ }

(波かっこ)

必須の構文項目。波かっこを入力しないでください。

<,...n> 前の項目がn回繰り返されることを示します。出現はカンマによって区切られます。

<...n> 前の項目がn回繰り返されることを示します。出現は空白によって区切られます。

[ラベル] ::= 構文のブロックの名前。

この規則は、複数の場所で使用される可能性がある長い構文セクションや構文単位をグループ化

してラベル(名前 )を付ける際に使用します。構文のブロックが使用される場所は角かっこで囲んだ

ラベルで示されます。例：[フィールド構文 ]

インポートとエクスポート
インポート コマンドでは、さまざまなデータソースからデータをインポートできます。

1613

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


データソースによっては、インポートの一部として、ソースデータを定義します。データの定義は、フィールド

名、フィールド長、フィールド データ型などの属性を指定することを意味します。

エクスポート コマンドでは、データをさまざまなファイル形式またはHighBondのリザルトにエクスポートでき

ます。

Analyticsによるデータアクセスは読み取り専用です

データソースに接続するとき、またはデータソースからインポートするときには、Analyticsは厳密に読み取

り専用です。Analyticsはデータソースのデータを追加、更新、削除できまん。また、いかなる方法でも、

データソースを修正することはできません。この制限は、ファイルベースのデータソース、データベース、クラ

ウド データサービスといったAnalyticsがアクセスできるすべてのデータソースに適用されます。

インポートされたデータから作成される Analyticsデータファイル (.fil)も Analyticsによって読み取り専用と

して処理されます。データソースからファイルを更新する以外に、Analyticsは .filファイルを修正できませ

ん。

.filファイルは作成するために使用されるデータソースとは完全に別です。.filファイルを削除すると、データ

ソースに影響しません。

コマンド説明

コマンド 説明

ACCESSDATA さまざまな ODBC準拠データソースからデータをインポートします。

64ビットと32ビットのどちらのODBC ドライバーを使用するかによって、このコマンドは

ACCESSDATA64またはACCESSDATA32 という形を取ります。

DEFINE TABLE DB AXコネクターを使用してデータベーステーブルに接続し、Analyticsサーバーテーブルを定義しま

す。Microsoft SQL Server、Oracle、DB2データベースに接続することができます。

EXPORT 指定されたファイル形式に、またはHighBond内のリザルト アプリまたはロボット アプリに、

Analyticsからデータをエクスポートします。

IMPORT ACCESS Microsoft Accessデータベースファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成し

ます。

IMPORT DELIMITED 区切り文字付きテキスト ファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成します。

IMPORT EXCEL Microsoft Excelワークシートまたは名前付き範囲を定義およびインポートして、Analyticsテーブ

ルを作成します。

IMPORT
GRCPROJECT

HighBondプロジェクト テーブルをインポートして、Analyticsテーブルを作成します。

IMPORT
GRCRESULTS

HighBondのリザルト テーブルまたは解釈をインポートして、Analyticsテーブルを作成します。

IMPORT
MULTIDELIMITED

複数の区切り文字付きファイルを定義およびインポートすることで、複数のAnalyticsテーブルを

作成します。
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コマンド 説明

IMPORT
MULTIEXCEL

複数のMicrosoft Excelワークシートまたは名前付き範囲を定義およびインポートして、複数の

Analyticsテーブルを作成します。

IMPORT ODBC ODBCデータソースからデータを定義およびインポートし、Analyticsテーブルを作成します。

ODBC はOpen Database Connectivityであり、データベースにアクセスするための標準的な方法

です。

IMPORT PDF Adobe PDFファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成します。

IMPORT PRINT 印刷イメージ(レポート )ファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成します。

IMPORT SAP Direct Linkを使用して、SAPシステムからデータをインポートし、Analyticsテーブルを作成しま

す。

IMPORT XBRL XBRLファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成します。

IMPORT XML XMLファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成します。

RETRIEVE バックグラウンド処理に送信されたDirect Linkクエリの結果を取得します。

データのプロファイルと検証
プロファイルコマンドでは、レコードをカウントし、数値フィールドを合計し、データの統計プロファイルを作成

できます。

検証コマンドは、データセットの整合性を検査するためのさまざまな方法を提供します。たとえば、データ

の有効性、データの順番、および重複を検査できます。

コマンド説明

コマンド 説明

BENFORD フィールドに表示される最初の桁 ( 1 ～ 9)や最初の桁の組み合わせの数をカウントし、実数と予測数

を比較します。予測数はベンフォードの法則によって計算されます。

COUNT 現在のビュー内のレコードの合計数や、指定した条件を満たすレコード件数をカウントします。

DUPLICATES 重複値または重複レコードがAnalyticsテーブル内に存在するかどうかを検出します。

FUZZYDUP 文字フィールドでほぼ同一の値 (あいまい重複 )を検出します。

GAPS Analyticsテーブルの数値または日付時刻フィールドに1つ以上のギャップが連続して含まれるかどうか

を検出します。

OUTLIERS 数値型フィールドにおける統計上の異常値を検出します。異常値の検出対象は、数値型フィールド
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コマンド 説明

全体であるか、あるいは 1つまたは複数の文字型、数値型、または日付時刻型キーフィールドの値

に基づく複数のグループです。

PROFILE Analyticsテーブルで 1つまたは複数の数値フィールドまたは数値式について要約統計値を生成しま

す。

SEQUENCE Analyticsテーブル内の1つ以上のフィールドが順番どおりに整列されているかどうかを確認したり、順

序が正しくない項目を識別したりします。

STATISTICS Analyticsテーブルで、1つ以上の数値または日付時刻フィールドについて統計計算します。

TOTAL Analyticsテーブルの1つ以上のフィールドの合計値を計算します。

VERIFY Analyticsテーブル中のデータがテーブルレイアウトのフィールド定義と一致していることを確認すること

により、1つ以上のAnalyticsテーブルのデータの妥当性エラーをチェックします。

データの並べ替え
並べ替えコマンドとしては、Analyticsのレコードを異なる方法で並べ替えることができる、2つのコマンドが

あります。INDEXコマンドは一時的に既存のテーブルを並べ替えます。SORTコマンドは、物理的に並べ替

えられたレコードで新しいテーブルを生成します。

コマンド説明

コマンド 説明

INDEX 物理的ではなく連続的な順番でレコードへのアクセスを可能にする、Analyticsテーブルのインデックス

を作成します。

SORT Analyticsテーブルのレコードを、指定されたキーに基づいて昇順または降順に並べ替えます。結果は

新しい物理的に並べ替えられたAnalyticsテーブルに出力されます。

データのグループ化
グループコマンドでは、同じ値または類似した値に基づいてレコードをグループ化できます。コマンドによっ

て、テキスト値、数値、または日付、あるいはこれらの種類の組み合わせをグループ化できます。
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コマンド説明

コマンド 説明

AGE 日付または日付時刻フィールドの値に基づいて、レコードを年齢調べ間隔でグループ化します。各期

間のレコード数をカウントし、指定した数値フィールドの小計を期間ごとに求めます。

CLASSIFY 文字または数値フィールドの等しい値に基づいてレコードをグループ化する各グループのレコード数をカ

ウントし、指定した数値フィールドの小計をグループごとに求めます。

CLUSTER 1つ以上の数値フィールドの類似した値に基づいて、レコードをクラスターにグループ化します。クラス

ターは単次元または多次元です。

CROSSTAB 2つ以上の文字または数値フィールドの値の等しい組み合わせに基づいてレコードをグループ化し、結

果のグループを行と列のグリッドに表示します。各グループのレコード数をカウントし、指定した数値

フィールドの小計をグループごとに求めます。

HISTOGRAM 文字フィールドまたは数値フィールドの値に基づいてレコードをグループ化し、各グループ内のレコード

数をカウントして、グループとカウントを棒グラフで表します。

OUTLIERS 数値型フィールドにおける統計上の異常値を検出します。異常値の検出対象は、数値型フィールド

全体であるか、あるいは 1つまたは複数の文字型、数値型、または日付時刻型キーフィールドの値

に基づく複数のグループです。

STRATIFY 数値フィールドの値に基づいて、レコードを数値間隔でグループ化します。各間隔のレコード数をカウン

トし、指定した数値フィールドの小計を間隔ごとに求めます。

SUMMARIZE 1つ以上の文字フィールド、数値フィールド、または日付時刻フィールドの同じ値に基づいて、レコード

をグループ分けします。各グループのレコード数をカウントし、指定した数値フィールドの小計をグループ

ごとに求めます。

データの結合
データの結合コマンドは、Analytics内でデータを結合するためのいくつかの方法を提供します。

Analyticsでのデータの結合の概要については、"データの結合"ページ 910を参照してください。

コマンド説明

コマンド 説明

APPEND 2つ以上のAnalyticsテーブルからのレコードを結合するには、それらのレコードを新しいAnalyticsテー

ブルに追加します。

DEFINE
RELATION

2つのAnalyticsテーブル間の関連付けを定義します。
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コマンド 説明

EXTRACT Analyticsテーブルからデータを抽出し、それを新しいAnalyticsテーブルに出力するか、または既存の

Analyticsテーブルへ追加します。レコード全体または選択したフィールドを抽出することができます。

FUZZYJOIN 曖昧一致を使用して、2つのAnalyticsテーブルのフィールドを組み合わせて 1つの新しいAnalytics
テーブルにします。

JOIN 2つのAnalyticsテーブルのフィールドを連結して 1つの新しいAnalyticsテーブルにします。

MERGE 同一の構造を持つ2つの並べ替え済み Analyticsテーブルのレコードを結合して、元のテーブルと同じ

並べ替え順になっている新しいAnalyticsテーブルに出力します。

サンプルデータ
Analyticsには、次の3つのサンプリングの種類があります。

l レコード サンプリング(属性サンプリング)
l 金額単位サンプリング
l 従来の変数サンプリング

選択するサンプリングの種類は、行う分析の性質とデータの性質によって決まります。

使用するサンプリングの種類に関する指針については、"データのサンプリング"ページ 1021を参照してくだ

さい。

サンプリングコマンドの順序

サンプルコマンドは、特定の順番で使用されるように設計されています。

従来の変数サンプリングの順番

1. CVSPREPARE –母集団を階層化し、各層の適切なサンプルサイズを計算します。
2. CVSAMPLE –レコードのサンプルを抽出します。
3. CVEVALUATE –レコードの母集団全体に対して、サンプルで見つかった誤謬を推定します。

金額単位のサンプリングまたはレコードのサンプリングの順番

1. SIZE –適切なサンプルサイズを計算します。
2. SAMPLE –レコードのサンプルを抽出します。
3. EVALUATE –レコードの母集団全体に対して、サンプルで見つかった誤謬を推定します。
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コマンド説明

コマンド 説明

CVSPREPARE 母集団を階層化し、各層の統計的に有効なサンプルサイズを従来の変数サンプリングのために計

算します。

CVSSAMPLE 従来の変数サンプリング方法を使用して、レコードのサンプルを抽出します。

CVSEVALUATE 従来の変数サンプリングのために、サンプル分析の結果を母集団全体に対して推定するための4つ

の方法があります。

SIZE 金額単位のサンプリングまたはレコードのサンプリングに対し、統計的に有効なサンプルサイズおよび

サンプル間隔を計算します。

SAMPLE レコード サンプリングまたは金額単位サンプリング方法を使用して、レコードのサンプルを抽出しま

す。

EVALUATE レコード サンプリングまたは金額単位サンプリングでは、サンプリングされたデータで決定された誤謬を

基に母集団全体を予測し、逸脱率の上限または誤謬額を計算します。

機械学習
機械学習コマンドを使用すると、ラベルがないデータにおけるクラスまたは数値を予測したり、パターンを

発見したりすることができます。

コマンド説明

コマンド 説明

CLUSTER 1つ以上の数値フィールドの類似した値に基づいて、レコードをクラスターにグループ化します。クラス

ターは単次元または多次元です。

TRAIN 自動的な機械学習を使用して、トレーニングデータセットに対する最適の予測モデルを作成します。

PREDICT 予測モデルをラベルがないデータセットに適用し、個別のレコードに関連付けられたクラスまたは数値

を予測します。

フィールド、レコード、テーブル
このグループのコマンドは、Analyticsでデータを整理および表示するために使用される中心的な項目で

あるフィールド、レコード、またはテーブルに対して、さまざまな処理を実行します。
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コマンド説明

コマンド 説明

ACTIVATE Analyticsワークスペースに保存されたフィールド定義を Analyticsテーブルレイアウトのフィール

ド定義の既存のセットに追加します。

CREATE LAYOUT 特定のスクリプト作成状況で必要になる場合がある、空のAnalyticsテーブルレイアウトを作

成します。

DEFINE COLUMN 1つ以上の列を作成し、既存のビューに追加します。

DEFINE FIELD Analyticsテーブルレイアウトで物理データフィールドを定義します。

DEFINE
FIELD...COMPUTED

Analyticsテーブルレイアウトの演算フィールドを定義します。

DEFINE REPORT 新しいビューを作成するか、既存のビューを開きます。

DEFINE VIEW 新しいビューの定義または既存のビューを上書します。

EXTRACT Analyticsテーブルからデータを抽出し、それを新しいAnalyticsテーブルに出力するか、または

既存のAnalyticsテーブルへ追加します。レコード全体または選択したフィールドを抽出すること

ができます。

FIELDSHIFT テーブルレイアウトでフィールド定義の開始位置を変更します。

FIND インデックス付き文字フィールドで、指定した文字列と一致する最初の値を検索します。

IMPORT LAYOUT 外部のテーブルレイアウト ファイル( .layout)を Analyticsプロジェクトにインポートします。

LIST Analyticsテーブルの1つ以上のフィールドのデータを、列で書式設定されたディスプレイに出力

します。

LOCATE 指定された値または条件に一致する最初のレコードを検索するか、または指定されたレコード

番号に移動します。

NOTES Analyticsテーブル内の個々のレコードに関連付けられている注釈 ( ノート )を作成、編集、また

は削除します。

OPEN Analyticsテーブルおよび関連するデータファイルを開きます。

REFRESH 関連するデータソースを基に、Analyticsテーブル内のデータを更新します。

SAVE Analyticsテーブルのコピーを作成してそれを別の名前で保存したり、Analytics プロジェクトを

保存します。

SAVE LAYOUT Analyticsテーブルレイアウトを外部のテーブルレイアウト ファイル( .layout)に保存するため、ま

たはテーブルレイアウトのメタデータを Analyticsテーブルに保存します。
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コマンド 説明

SAVE TABLELIST Analytics プロジェクトのすべてのテーブルのリストを Analytics テーブルまたはCSVファイルに保

存します。

SAVEWORKSPACE ワークスペースを作成して保存します。

SEEK インデックス付き文字フィールドで、指定した文字式または文字列と一致する最初の値を検索

します。

TOP Analyticsテーブルの最初のレコードに移動します。

ユーザー操作と一般的なスクリプト
ユーザー操作と一般的なスクリプト コマンドにより、Analytics スクリプト作成者は、スクリプトの動作を構

造化および制御するためのコマンドを使用できます。

コマンド説明

コマンド 説明

ACCEPT 1つ以上のスクリプト入力値をインタラクティブにユーザーに確認するダイアログボックスを作成します。

各入力値は名前付き文字変数に格納されます。

ASSIGN 変数を作成し、変数に値を割り当てます。

CALCULATE 1つ以上の式の値を計算します。

CLOSE Analyticsのテーブル、インデックスファイル、またはログファイルを閉じ、スクリプト記録セッションを終了

します。

COMMENT 処理に影響を与えずに、スクリプトに注釈を追加します。

DELETE Analyticsプロジェクト項目、テーブルレイアウトのフィールド、変数、1つ以上のテーブル履歴エントリ、

テーブル間の関係、またはWindowsフォルダーのファイルを削除します。ビューの列も削除します。

DIALOG 1つ以上のスクリプト入力値をインタラクティブにユーザーに確認するカスタムダイアログボックスを作成

します。各入力値は名前付き変数に格納されます。

DO SCRIPT ACLスクリプト内から第 2のまたは外部スクリプトを実行します。

ESCAPE Analyticsを終了することなく、処理中のスクリプト、あるいはすべてのスクリプトを終了します。

EXECUTE Analyticsの外部にあるアプリケーションやプロセスを実行します。WindowsのRunコマンドをエミュレー

トします。Windowsのコマンド プロンプトを操作するために使用できます。

GROUP テーブルの次のレコードに移動する前に、テーブルを 1回通過するだけで、レコードに対して 1つ以上
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コマンド 説明

のACLScriptコマンドを実行します。コマンド実行は条件によって制御できます。

IF コマンドを実行するために trueと評価する必要のある条件を指定します。

LOOP 指定された条件が真と評価されている間、一連のACLScriptコマンドをレコードで繰り返し実行しま

す。

NOTIFY 受信者に中継する SMTPメールサーバーに電子メール通知メッセージを送信します。

PASSWORD スクリプトの実行中にパスワードの入力をユーザーに求めるために、パスワード値を含まないパスワード

定義を作成します。

PAUSE スクリプトを一時停止し、ユーザーのダイアログボックスに情報を表示します。

RCOMMAND Analytics テーブルを外部 R スクリプトにデータフレームとして渡し、外部 Rスクリプトからの出力を使

用して、Analytics プロジェクトで新しいテーブルを作成します。

RENAME Analyticsプロジェクト項目またはファイルの名前を変更します。

SET 構成可能な Analyticsオプションを設定します。

HighBond API要求
HighBond API要求コマンドはHTTP要求をアナリティクススクリプトからHighBond APIに送信します。

回答は *.jsonファイルで返されます。

スクリプト化されたHighBond API要求を使用して、ACLスクリプトとHighBondプラットフォームオブジェク

トの間の自動連携を構築します。このスクリプトはAnalyticsでもロボットでも実行できます。

利用可能な HighBond API要求およびエンドポイントの詳細については、HighBond API リファレンスを

参照してください。

メモ

HighBond API要求コマンドはHighBond APIでのみ使用できます。その他のAPIでは

機能しません。

これらのコマンドはACLスクリプトでのみサポートされています。Analyticsのユーザーイン

ターフェイスには同等のコマンドはありません。

コマンド説明

コマンド 説明

HB_API_DELETE HighBond APIにDELETE要求を送信します。
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コマンド 説明

HB_API_GET HighBond APIにGET要求を送信します。

HB_API_PATCH HighBond APIにPATCH要求を送信します。

HB_API_POST HighBond APIにPOST要求を送信します。

HB_API_PUT HighBond APIにPUT要求を送信します。

レポート
レポート コマンドでは、基本 Analytics レポートを書式設定、生成、および印刷できます。

コマンド説明

コマンド 説明

DO REPORT 指定されたAnalyticsレポートを生成します。

PRINT テキスト ファイル、Analyticsログファイル、その他外部ファイルとしてエクスポートされたAnalyticsプロ

ジェクト項目 (スクリプト ( .aclscript)、テーブル( .layout)、ワークスペース( .wsp)など)を印刷します。コ

マンドで生成されたグラフも印刷できます。

REPORT 開いている Analyticsテーブルに基づき、レポートを書式設定し、生成します。

ファイルとシステム
ファイルとシステムコマンドは、ファイル、プロジェクト、およびオペレーティングシステムレベルでさまざまな処

理を実行します。

コマンド説明

コマンド 説明

DIRECTORY 指定されたディレクトリ内のファイルとフォルダーの一覧を生成します。

DISPLAY 指定されたAnalytics項目タイプの情報を表示します。式の結果、または関数の出力も表示できま

す。

DUMP ファイルや現在のレコードの内容を 16進、ASCII、およびEBCDIC文字エンコードで表示します。
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コマンド 説明

HELP Analyticsヘルプ文書をブラウザーで起動します。

QUIT 現在のセッションを終了し、Analyticsを終了します。

RANDOM 一連の乱数を生成します。

SAVE LOG コマンド ログ全体、または現在のAnalytics セッションのログエントリを、外部ファイルに保存します。
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ACCEPTコマンド
1つ以上のスクリプト入力値をインタラクティブにユーザーに確認するダイアログボックスを作成します。各

入力値は名前付き文字変数に格納されます。

メモ

ACCEPT コマンドを使用してパスワードを入力することは安全ではありません。代わりに

"PASSWORDコマンド"ページ 2015を使用してください。

ACCEPTコマンドは、ロボットで実行されるスクリプトでサポートされません。

"DIALOGコマンド"ページ 1736では高度なインタラクティブダイアログボックスを作成でき

ます。

構文

ACCEPT {メッセージテキスト <FIELDS プロジェクト項目カテゴリ> TO 変数名} <...n>

パラメーター

名前 説明

メッセージ

テキスト

入力するよう指示するために使用されるテキストとして、ダイアログボックスに表示されるラベルです。引用符で

囲んだ文字列か、文字型変数を指定する必要があります。

複数のプロンプトを入力する場合は、カンマで区切ることができます。カンマを使用すると、スクリプト判読性を

向上させますが、必須ではありません。

ACCEPT "開始日を指定してください:" TO v_start_date, "終了日を指定してください:" TO v_
end_date

FIELDS
プロジェク

ト項目カ

テゴリ

省略可能

テキスト ボックスではなく、ユーザー入力用のプロジェクト項目ドロップダウンリストを作成します。ユーザーはリス

トから、プロジェクト項目、フィールド、または変数の1つの値を選ぶことができます。

プロジェクト項目カテゴリは、リストに表示する項目タイプを指定します。たとえば、xfと指定すると、リストにすべ

てのプロジェクト テーブルが表示されます。プロジェクト項目カテゴリは引用符で囲みます。

FIELDS "xf"

カテゴリを指定するために使用するコードについては、"プロジェクト項目カテゴリーのコード"ページ 1628を参照

してください。

同じプロンプトで複数のコードを指定できますが、プロジェクト項目、フィールド、変数を混在させることはできま

せん。
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名前 説明

TO変数

名

ユーザー入力を格納するために使用する文字変数の名前。変数自体が存在していない場合は、変数が作

成されます。

この変数が既に存在する場合は、現在の値がデフォルト値としてダイアログボックスに表示されます。

メモ

代入変数に使用される変数の名前に、éのような英語以外の文字は使用しないでくださ

い。変数名に英語以外の文字が含まれていると、変数の代入が失敗します。

ACCEPTコマンドは文字変数のみを作成します。別のデータ型の入力が必要な場合は、ス

クリプトの後の処理で、文字変数を必要な型に変換する必要があります。詳細について

は、"入力データ型"ページ 1629を参照してください。

例

ユーザーに対し、開くAnalyticsテーブルを選択するよう
求める

開くテーブルの名前を選択するようユーザーに求めるダイアログボックスが必要です。ユーザーが選

択したテーブルをスクリプトによって開きます。

ACCEPT "開くテーブルの選択:" FIELDS "xf" TO v_table_name
OPEN %v_table_name%

パーセント記号を使用する理由は、開こうとするテーブルの名前がv_table_name変数に格納さ

れていることを示すためです。パーセント記号を省略した場合には、スクリプトは "v_table_name"
というテーブルを開こうとします。

必要な入力を収集するために多数のダイアログボック
スを使用する

スクリプト ユーザーが入力する必要がある各値のダイアログボックスを個別に作成したいとします。

ACCEPTコマンドの各インスタンス内に1つのプロンプト文字列を指定します。スクリプトにより、

以下の各項目を入力するダイアログボックスを別々に生成します。

l テーブル名
l サンプリングに使用するフィールド
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l サンプリング間隔
l ランダムな開始値

ACCEPT "分析するテーブル名を入力してください" TO v_table_name
OPEN %v_table_name%
ACCEPT "サンプルを抽出するフィールドを選択してください" FIELDS "N" to v_field_
to_sample
ACCEPT "サンプリング間隔を入力してください" TO v_sampling_interval
ACCEPT "ランダム開始値を入力してください" TO v_random_start_value
SAMPLE ON %v_field_to_sample% INTERVAL v_sampling_interval FIXED v_
random_start_value RECORD TO Sample_output OPEN

スクリプトを実行すると、次の動作が行われます。

1. 最初のダイアログボックスは、テーブルの名前を入力するように求めます。
2. 2番目のダイアログボックスでは、FIELDS "N"によって、数値フィールドのドロップダウンリス

トからのフィールドの選択を求めます。
3. 3番目のダイアログボックスでは、サンプリング間隔値の入力を求めます。
4. 4番目のダイアログボックスでは、ランダム開始値の入力を求めます。

必要な入力を収集するために多数のプロンプトを備え
た単一のダイアログボックスを使用する

スクリプト ユーザーが入力する必要があるすべての値のダイアログボックスを作成したいとします。

ユーザーに複数の入力値を要求する場合には、ACCEPTコマンド内に複数のプロンプトをカンマ

で区切って指定します。次の例では、日付範囲の開始日と終了日のプロンプトが同じダイアログ

ボックスに表示されます。

ACCEPT "開始日を指定してください:" TO v_start_date, "終了日を指定してくださ

い:" TO v_end_date

備考
変数の使用の詳細については、"ACLScriptでの変数の操作"ページ 1554を参照してください。
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インタラクティブ

インタラクティブスクリプトを作成するには、ACCEPTコマンドを使用します。ACCEPTコマンドが処理さ

れるときにはスクリプトが中断し、Analyticsが次の処理で使用する入力をユーザーに促すダイアログボッ

クスが表示されます。

項目ごとに個別のダイアログボックスを作成して、一度に1項目について入力を求めることもできますが、

1つのダイアログボックスで複数項目について入力を求めることもできます。

DIALOGとACCEPT
DIALOGコマンドでは、次の1つ以上のタイプのコントロールを使用できるより高度なインタラクティブダイ

アログボックスを作成できます。

l テキストボックス
l チェックボックス
l ラジオボタン
l カスタマイズされた値のドロップダウンリスト
l プロジェクト項目一覧

ダイアログボックスのレイアウトは柔軟にカスタマイズできます。詳細については、"DIALOGコマンド"ページ

 1736を参照してください。

プロジェクト項目カテゴリーのコード

次のコードを使用して、ドロップダウンリストで表示するプロジェクト項目のカテゴリーを指定します。

プロジェクト カテゴリー

コード カテゴリー

xf テーブル

xb スクリプト

xi インデックス

xr ビューとレポート

xw ワークスペース
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フィールド カテゴリー

コード カテゴリー

C 文字フィールド

N 数値フィールド

D 日付時刻フィールド

L 論理フィールド

変数カテゴリ

コード カテゴリー

c 文字変数

n 数値変数

d 日付時刻変数

l 論理変数

入力データ型

ACCEPTはユーザー入力を 1つ以上の文字変数として保存します。数値や日付時刻値として保存す

るには、VALUE( )関数やCTOD( )関数を使用します。文字変数の値がそれぞれ数値や日付時刻値

に変換されます。

SET FILTER TO BETWEEN(%v_date_field%, CTOD(%v_start_date%), CTOD(%v_end_
date%))

この例では、フィルターの開始日付および終了日付は文字値として保存されています。これらの日付は、

日付時刻データ型を使用する日付フィールドで使用するには、日付型の値に変換する必要がありま

す。

変数名をパーセント記号 (%)で囲むと、変数名の変数によって含まれる文字値を代入します。CTOD( )
関数は文字値を日付値に変換します。

ACCEPTコマンドの位置

可能な限り、ACCEPTコマンドはすべてスクリプトの先頭部分に配置することをお勧めします。最初にす

べての情報入力を要求し、必要な情報が入力されていれば、その後スクリプトを円滑に実行できます。
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メモ

GROUPコマンド内ではACCEPTコマンドを使用できません。
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ACCESSDATAコマンド

さまざまな ODBC準拠データソースからデータをインポートします。

64ビットと32ビットのどちらのODBC ドライバーを使用するかによって、このコマンドはACCESSDATA64
またはACCESSDATA32という形を取ります。

構文

{ACCESSDATA64 | ACCESSDATA32} {CONNECTOR | ODBC {"Driver"|"Dsn"|"File"}}
NAME 値 <USER ユーザー ID> <PASSWORD num | PROMPT_PASSWORD> <PASSWORD 数値 AS
パスワード キー名 <...n>> TO テーブル名 CHARMAX 最大フィールド長 MEMOMAX 最大フィールド

長 <ALLCHARACTER> SOURCE (接続設定) <HASH(ソルト値, フィールド)>
SQL_QUERY
(SQL 構文)
END_QUERY

パラメーター

名前 説明

CONNECTOR | ODBC
{"Driver"|"Dsn"|"File"}

行いたいODBC 接続の種類。

o CONNECTOR – –ネイティブのAnalytics データコネクターを使って接続する
o ODBC "Driver" – –お使いのコンピューターにインストールされているWindows ODBC ドラ

イバーを使って接続する
o ODBC "Dsn" – –お使いのコンピューターに保存されているDSN(データソース名 )を使って

接続する
o ODBC "File" – – DSN ファイル(保存されている .dsnファイル)を使って接続する

NAME値 Analyticsデータコネクター、ODBC ドライバー、またはDSNの名前。

例：
o NAME "Amazon Redshift"
o NAME "Microsoft Access Driver (*.mdb, *.accdb)"
o NAME "My Excel DSN"
o NAME "excel.dsn"

USERユーザーID

省略可能

ユーザー IDが必要なデータソースのユーザー ID。

PASSWORD数値 | 単一のパスワードが必要なデータソース：
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名前 説明

PROMPT_PASSWORD

省略可能

o PASSWORD数値 –使用するパスワード定義
o PROMPT_PASSWORD –パスワード プロンプトを表示します。

詳細については、"ACCESSDATAでパスワード定義を使用する"ページ 1636を参照してくだ

さい。

抑制されるパスワード値

Analyticsのデータアクセスウィンドウを使用してACCESSDATAコマンドを実行し、パスワー

ドを入力すると、パスワード値はログに記録されません。PROMPT_PASSWORDパラメー

ターが代用されます。

PASSWORD コマンドを PASSWORD数値 とともに使用すると、PROMPT_PASSWORD
の使用と同様の結果になります。両方のアプローチでユーザーにパスワードを要求します。

PROMPT_PASSWORDにはユーザー IDを変更できるという利点があります。

PASSWORD数値 ASパ

スワード キー名 <...n>

省略可能

複数のパスワードが必要なデータソースで使用するパスワード定義。

パスワード キー名は、SOURCEで指定された接続設定に表示されるように正確にパスワー

ド キー名を複製する必要があります。

詳細については、"ACCESSDATAでパスワード定義を使用する"ページ 1636を参照してくだ

さい。

TOテーブル名 コマンドの結果を送信する場所：

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

CHARMAX最大フィールド

長

インポートしているソースの文字データから発生する Analyticsテーブルの任意のフィールドの

文字の最大長。

デフォルト値は 50です。最大フィールド長を超えるデータは、Analyticsにインポートすると切り

捨てられます。

フィールドを切り詰める機能では、時折出現する長い値が原因で、インポート処理でサポー

トされるレコード全体の長さを超えることがなくなります。

o 32,767文字 (非 Unicode Analytics)

o 16,383文字 ( Unicode Analytics)

MEMOMAX最大フィールド インポートするテキスト、ノート、またはメモフィールドの文字の最大長。

1632

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


名前 説明

長 デフォルト値は 100です。最大フィールド長を超えるデータは、Analyticsにインポートすると切

り捨てられます。

ALLCHARACTER

省略可能

インポートされたすべてのフィールドには、自動的に文字のデータ型が割り当てられます。

Analyticsにインポートされたデータのフィールドには、数値や日付時刻などのさまざまなデータ

型を割り当て、書式の詳細を指定することができます。

ヒント

ALLCHARACTERは、数値 ID値を含むテーブルをインポートする際に有効

な場合があります。ALLCHARACTERを使用すると、Analyticsは自動的に

数値データ型を、文字データ型を使用すべき値に割り当てることができませ

ん。

SOURCE接続設定 データソースへの接続に必要な接続設定 (接続文字列 )。

HASH(salt値 ,フィールド)

省略可能

暗号ハッシュ値として指定されたフィールドをインポートします。ハッシュ値は単方向の変換で

あり、フィールドのインポート後に復号化できません。

o salt値 –フィールドの値のハッシュを強化するためにソースデータ値と連結された英数字

文字列。引用符で囲まれた文字列としてハッシュ値を入力します。

ソルト値は 128文字以下です。( ) "
文字は使用しないでください。

o フィールド –ハッシュ化する 1つ以上のフィールドのリスト。引用符で囲まれた文字列として

フィールドを入力し、各フィールドをカンマで区切ります。

データソースの物理フィールド名ではなく、［データアクセス］ウィンドウプレビューとステージ

ング領域に表示されるフィールド名を指定する必要があります。

メモ

［データアクセス］ウィンドウプレビューに表示されるフィールド名は、SQL
クエリ( "フィールド名" AS "エイリアス")のフィールド エイリアス値です。エイリ

アス値を使用して、フィールドを参照する必要があります。

HASH("QZ3x7", "SSN_NO, CC_NO, Last_Name")

ACLScriptでのハッシュ値のインポート中におけるハッシュ値の比較については、

"ACCESSDATAでハッシュ化されたデータを ACLScript HASH( )関数でハッシュ化された

データと比較する"ページ 1642を参照してください。

SQL_QUERY (SQL構文 )
END_QUERY

SQL のインポート文。

丸括弧内はすべてSQL クエリの構成要素のため有効な SQLである必要があります。

メモ

SQLインポート文の本文では、ACLScript構文 (コマンドまたは関数 )を使

用できません。有効な SQL構文のみを使用する必要があります。
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例

ネイティブのAnalytics データコネクターを使用してデー
タをインポートする

Amazon Redshiftクラウド データサービスからのデータをインポートする必要があるとします。そうす

るには、Analytics Amazon Redshiftデータコネクターを使用します。

ACCESSDATA64 CONNECTOR NAME "Amazon Redshift" USER "ACL_user" PROMPT_
PASSWORD TO "Entitlement_History.FIL" CHARMAX 50 MEMOMAX 100
  SOURCE( 
boolsaschar=0;cachesize=100;database=usage;declarefetchmode=0;maxbytea-
=255;maxlongvarchar=8190;maxvarchar=255;port=5439;servername=acl_
test.highbond.com;singlerowmode=1;sslmode=require;textaslongvarchar=0;-
usemultiplestatments=0;useunicode=1)
  SQL_QUERY(
    SELECT
      "entitlement_history"."organization" AS "organization",
      "entitlement_history"."user_email" AS "user_email",
      "entitlement_history"."plan_id" AS "plan_id",
      "entitlement_history"."date_from" AS "date_from",
      "entitlement_history"."date_to" AS "date_to"
    FROM
      "prm"."entitlement_history" "entitlement_history"
) END_QUERY

Windows ODBC ドライバーを使用してデータをインポー
トする

Microsoft Accessデータベースからデータをインポートする必要があるとします。インポートを行うに

は、Windows ODBC ドライバーを使用してMS Accessに接続します。

ACCESSDATA32 ODBC "Driver" NAME "Microsoft Access Driver (*.mdb)" TO
"Invoices.FIL" CHARMAX 50 MEMOMAX 100
  SOURCE( dbq=C:\Users\lachlan_murray\Documents\ACL Data\Sample Data
Files\Sample.mdb;defaultdir=C:\Users\lachlan_murray\Documents\ACL
Data\Sample Data Files;driverid=281;fil=MS
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Access;maxbuffersize=2048;maxscanrows=8;pagetimeout=5;safetransactions-
=0;threads=3;usercommitsync=Yes)
  SQL_QUERY(
    SELECT
      `Customer`.`CustID` AS `CustID`,
      `Customer`.`Company` AS `Company`,
      `Customer`.`Address` AS `Address`,
      `Customer`.`City` AS `City`,
      `Customer`.`Region` AS `Region`,
      `Customer`.`PostalCode` AS `PostalCode`,
      `Customer`.`Country` AS `Country`,
      `Customer`.`Phone` AS `Phone`,
      `Orders`.`OrderID` AS `OrderID`,
      `Orders`.`CustID` AS `Orders_CustID`,
      `Orders`.`ProdID` AS `ProdID`,
      `Orders`.`OrderDate` AS `OrderDate`,
      `Orders`.`Quantity` AS `Quantity`,
      `Product`.`ProdID` AS `Product_ProdID`,
      `Product`.`ProdName` AS `ProdName`,
      `Product`.`UnitPrice` AS `UnitPrice`,
      `Product`.`Descript` AS `Descript`,
      `Product`.`ShipWt` AS `ShipWt`
    FROM

(`Customer` `Customer`
    INNER JOIN
      `Orders` `Orders`

ON `Customer`.`CustID` = `Orders`.`CustID`
      )
INNER JOIN
    `Product` `Product`
      ON `Orders`.`ProdID` = `Product`.`ProdID`
WHERE

(
      `Customer`.`Region` = 'BC'
      OR `Customer`.`Region` = 'WA'
    )
  ) END_QUERY

Windows DSN(データソース名 )を使用してデータをイ
ンポートする

Microsoft Excelファイルからデータをインポートする必要があるとします。インポートを行うには、

Windows DSNを使用してExcelに接続します。
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ACCESSDATA32 ODBC "Dsn" NAME "Excel Files" TO "Trans_April_15_
cutoff.FIL" CHARMAX 50 MEMOMAX 100
  SOURCE( dbq=C:\Users\lachlan_murray\Documents\ACL Data\Sample Data
Files\Trans_April.xls;defaultdir=C:\Users\lachlan_murray\Documents\ACL
Data\Sample Data Files;driverid=1046;maxbuffersize=2048;pagetimeout=5)
  SQL_QUERY(
    SELECT
      `Trans_Apr_`.`CARDNUM` AS `CARDNUM`,
      `Trans_Apr_`.`AMOUNT` AS `AMOUNT`,
      `Trans_Apr_`.`TRANS_DATE` AS `TRANS_DATE`,
      `Trans_Apr_`.`CODES` AS `CODES`,
      `Trans_Apr_`.`CUSTNO` AS `CUSTNO`,
      `Trans_Apr_`.`DESCRIPTION` AS `DESCRIPTION`
    FROM
      `Trans_Apr$` `Trans_Apr_`
    WHERE

(
`Trans_Apr_`.`TRANS_DATE` <= {ts '2003-04-15 00:00:00'}

      )
  ) END_QUERY

備考
このコマンドの動作の詳細については、"データアクセスウィンドウの作業"ページ 376を参照してください。

ACCESSDATAでパスワード定義を使用する

一般的に、ACCESSDATAコマンドで接続するデータソースでは、パスワード、トークン、または他のシー

クレット認証値を使用した認証が必要です。一部のデータソースでは、複数の認証値が必要です。

ACCESSDATA コマンドの一部として、複数のパスワード定義を指定してこの認証を提供できます。パス

ワード定義はパスワードや認証値自体ではありません。どちらかというと、パスワード変数のようなものであ

り、以前に入力されたパスワードや認証値を安全に保存します。ACCESSDATAコマンドでパスワード定

義を指定すると、SOURCEで指定された接続設定で、実際のパスワードをクリアテキストに表示しない

ようにすることができます。

パスワード定義の作成

インポート スクリプトでは、パスワード定義を作成した後に、ACCESSDATA コマンドで定義を使用できま

す。

Analyticsで使用するパスワード定義の作成については、"PASSWORDコマンド"ページ 2015を参照し

てください。
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ロボットで使用するパスワード定義の作成については、"PASSWORDタグ"ページ 2626を参照してくださ

い。

パスワード定義を指定する 2つのオプション

ACCESSDATAでパスワード定義を指定するときには 2つのオプションがあります。

l PASSWORD数値 –単一のパスワードが必要なデータソースに対して、単一のパスワード定義を

指定します。
l PASSWORD数値 ASパスワード キー名 –繰り返し使用して、複数の認証値が必要なデータ

ソースで複数のパスワード定義を指定できます。

メモ

オプションは 1つずつ使用することも、2つまとめて使用することもできます。

PASSWORD数値の仕組み

データソースで単一のパスワードが必要な場合にのみ、PASSWORD数値パラメーターを使用し

ます。

以下の例 :

1. PASSWORD 1コマンドはパスワードを入力するようにユーザーに指示し、入力されたパスワー

ドを安全に保存するパスワード定義を作成します。
2. ACCESSDATAコマンドでは、PASSWORD 1パラメーターがパスワード定義を参照し、保存された

パスワード値を SOURCE( auth_accesstoken=[$pwd] )で指定された接続設定に安全に渡

します。

PASSWORD 1
ACCESSDATA64 CONNECTOR NAME "Concur" PASSWORD 1 TO "Concur_data_
import.FIL" CHARMAX 50 MEMOMAX 100
  SOURCE( auth_accesstoken=[$pwd];auth_type=OAuth
2.0;enabledoublebuffer=1;host=www.concursolutions.com;useencryptedendp-
oints=1;userparam=all)
  SQL_QUERY( 
    SELECT
      "List_Items"."Level_7_Code" AS "Level_7_Code",
      "List_Items"."Name" AS "Name",
      "List_Items"."Level_10_Code" AS "Level_10_Code",
      "List_Items"."Level_8_Code" AS "Level_8_Code",
      "List_Items"."URI" AS "URI",
      "List_Items"."Id" AS "Id",
      "List_Items"."Level_3_Code" AS "Level_3_Code",
      "List_Items"."List_Id" AS "List_Id",
      "List_Items"."Level_4_Code" AS "Level_4_Code",
      "List_Items"."Level_1_Code" AS "Level_1_Code",
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      "List_Items"."Parent_Id" AS "Parent_Id",
      "List_Items"."Level_2_Code" AS "Level_2_Code",
      "List_Items"."Level_5_Code" AS "Level_5_Code",
      "List_Items"."Level_6_Code" AS "Level_6_Code",
      "List_Items"."Level_9_Code" AS "Level_9_Code"
    FROM
      "Concur"."List_Items" "List_Items"
) END_QUERY

PASSWORD数値 ASパスワード キー名の仕組み

データソースで複数のパスワードまたは認証値が必要な場合は、PASSWORD数値 ASパス
ワード キー名パラメーターを使用します。

以下の例 :

1. ロボットでは、アナリティクスヘッダーの//PASSWORDタブは、ユーザーが認証値を入力する必

要がある 4つのパスワードパラメーターを作成します。4つのパラメーターは、入力された値

を安全に保存する 4つのパスワード定義を作成します。
2. ACCESSDATAコマンドでは、4つのPASSWORDパラメーターがパスワード定義を参照し、保存さ

れた認証値を SOURCEで指定された接続設定に安全に渡します。

l oauthclientid=
l oauthclientsecret=
l oauthaccesstoken=
l OAuthAccessTokenSecret

詳細については、"複数のパスワード定義で動作するようにACCESSDATA を構成する"次の

ページを参照してください。

COMMENT
//ANALYTIC TYPE IMPORT Twitter データをインポート

//PASSWORD 1 OAuth クライアント ID を入力：
//PASSWORD 2 OAuth クライアント シークレットを入力：
//PASSWORD 3 OAuth アクセス トークンを入力：
//PASSWORD 3 OAuth アクセス トークン シークレットを入力：
//RESULT TABLE Twitter_user_data
END

ACCESSDATA64 CONNECTOR NAME "Twitter" PASSWORD 1 AS oauthclientid
PASSWORD 2 AS oauthclientsecret PASSWORD 3 AS oauthaccesstoken
PASSWORD 4 AS oauthaccesstokensecret TO "Twitter_user_data.FIL"
CHARMAX 50 MEMOMAX 100
  SOURCE( 
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oauthclientid=;oauthclientsecret=;oauthaccesstoken=;oauthaccesstokense-
cret=;readonly=true;drivertype=ACL Connector for
Twitter;connectonopen=true;convertdatetimetogmt=true;limitkeysize=255;-
maptolongvarchar=-
1;maptowvarchar=true;uppercaseidentifiers=false;supportenhancedsql=tru-
e;proxyauthscheme=BASIC;proxyautodetect=true;_persist_=encrypted-dp
{AQA ... kX3E8yyh05HoG1rH4bm1lhwudUQ==}})
  SQL_QUERY( 
    SELECT
      "Users"."ID" AS "ID",
      "Users"."Name" AS "Name",
      "Users"."Screen_Name" AS "Screen_Name",
      "Users"."Location" AS "Location",
      "Users"."Profile_URL" AS "Profile_URL",
      "Users"."Lang" AS "Lang",
      "Users"."Created_At" AS "Created_At",
      "Users"."Friends_Count" AS "Friends_Count",
      "Users"."Followers_Count" AS "Followers_Count",
      "Users"."Favourites_Count" AS "Favourites_Count",
      "Users"."Statuses_Count" AS "Statuses_Count",
      "Users"."Time_Zone" AS "Time_Zone",
      "Users"."Following" AS "Following",
      "Users"."Contributors_Enabled" AS "Contributors_Enabled",
      "Users"."Follow_Request_Sent" AS "Follow_Request_Sent",
      "Users"."Listed_Count" AS "Listed_Count",
      "Users"."Description" AS "Description",
      "Users"."Default_Profile" AS "Default_Profile"
    FROM
      "Twitter"."Users" "Users"
) END_QUERY

複数のパスワード定義で動作するようにACCESSDATA を構成する

複数のパスワード定義で動作するようにACCESSDATA コマンドを構成するには、コマンドに

PASSWORDパラメーターを挿入し、SOURCEパラメーターのパスワード キー名を PASSWORDパラ

メーターにコピーします。

1. Analyticsでデータアクセスウィンドウを使用して、複数の認証値が必要なデータソースからデータ

をインポートします。
2. ログのACCESSDATAコマンドをスクリプト エディターで開いているスクリプトにコピーします。

一般的に、1つの認証値のみがSOURCEパラメーターでマスク( [$pwd])されます。追加の値はクリ

アテキストで表示されます。例：
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SOURCE( oauthclientid=cXQ ... dR4;oauthclientsecret=QUt ...
beo;oauthaccesstoken=913 ... cPn;oauthaccesstokensecret=[$pwd]; ... )

3. SOURCEパラメーターからクリアテキスト認証値を削除し、パスワード キー名と等号のみを残します。

例：

SOURCE( 
oauthclientid=;oauthclientsecret=;oauthaccesstoken=;oauthaccesstokensec-
ret=[$pwd]; ... )

メモ

認証値は、PASSWORD コマンドまたはPASSWORD アナリティクスタグで作成さ

れたパスワード定義を使用してユーザーが指定する必要があります。詳細について

は、"パスワード定義の作成"ページ 1636を参照してください。

4. 省略可能。マスクされた認証値の1つのパスワード キー名から [$pwd]を削除します。

このパスワード キー名では、2つの方法のいずれかを使用して、ACCESSDATA コマンドでパス

ワード定義を指定できます。詳細については、"パスワード定義を指定する 2つのオプション"ペー

ジ 1637を参照してください。

5. PROMPT_PASSWORDパラメーターを ACCESSDATAコマンドから削除します。
6. PROMPT_PASSWORDを削除した場所に PASSWORDパラメーターを挿入し、SOURCEパラメーターのパス

ワード キー名をコピーして PASSWORDパラメーターに貼り付けます。

例：

ACCESSDATA64 CONNECTOR NAME "Twitter" PASSWORD 1 AS oauthclientid
PASSWORD 2 AS oauthclientsecret PASSWORD 3 AS oauthaccesstoken PASSWORD
4 AS oauthaccesstokensecret ...
  SOURCE( 
oauthclientid=;oauthclientsecret=;oauthaccesstoken=;oauthaccesstokensec-
ret=; ... )

重要

パスワード キー名は、SOURCE パラメーターとPASSWORD パラメーターで同じで

なければなりません。異なる場合、ACCESSDATA コマンドが失敗します。

7. マスクされた認証値のパスワード キー名から [$pwd]を削除しなかった場合、単一のパスワード定

義を指定する方法を使用します。

例：
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ACCESSDATA64 CONNECTOR NAME "Twitter" PASSWORD 1 AS oauthclientid
PASSWORD 2 AS oauthclientsecret PASSWORD 3 AS oauthaccesstoken PASSWORD
4 ...
  SOURCE( 
oauthclientid=;oauthclientsecret=;oauthaccesstoken=;oauthaccesstokensec-
ret=[$pwd]; ... )

結果 – ACCESSDATA コマンドと個別に作成されたパスワード定義をインポート スクリプトで使用

できます。SOURCE接続設定にはクリアテキストの認証値は表示されません。

多要素認証は適切ではありません

多要素認証 ( MFA)が必要データソースにアクセスするには、ACCESSDATAコマンドを使用することは

できません。スクリプトはこの方法で認証することができません。MFAで保護されたデータにアクセスする

必要がある場合は、MFAが必要ではない汎用作業者アカウントの使用が組織で許可されているかどう

かを確認してください。

データコネクターの更新

Analyticsまたはロボット エージェントをアップグレードする場合は、いずれかのAnalyticsデータコネクター

を使ってデータをインポートするスクリプト ( ACCESSDATAコマンド)をテストする必要があります。

データソースまたはODBC ドライバーのサード パーティベンダーが加えた変更により、1つまたは複数の

データコネクターを更新しなければならない可能性があります。スクリプトに作り込んだデータ接続を引き

続き正常に動作させるには、それを更新する必要があります。

l インポートの再実行 –接続機能を最も簡単に更新する方法は、更新されたバージョンの

Analyticsのデータアクセスウィンドウを使って、インポートを手動で実行することです。ログに記録

されている ACCESSDATAコマンドをコピーし、それを使ってスクリプトを更新します。

メモ

データソースに接続してインポートを再実行する前に、コネクターのキャッシュを消

去することで、既存の一連のテーブル名を削除します。

データアクセスウィンドウの［既存の接続］タブで、接続名の横にある［ >キャッ

シュの消去］を選択します。

l フィールド指定の更新 –データソースまたはODBC ドライバーのテーブルスキーマの変更と一致す

るように、スクリプト本体内のフィールド指定を更新しなければならない場合もあります。必要に応

じてフィールド名、フィールドのデータ型、およびフィールド長とレコード長を変更します。
l フィルター処理の結果の確認 –データインポートの一環として適用したフィルター処理の結果も確

認する必要があります。インポートのフィルター処理によってレコードを正しく追加または除外できた

かどうかを確認します。
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ODBC 接続設定とSQL インポート文の作成

ODBC 接続設定とSQL インポート文は例に示すように通常、きわめて長く複雑です。

ACCESSDATAコマンドのこれらの部分を最も簡単に作成するには、まずAnalyticsのData Accessウィ

ンドウを使ってターゲットのデータソースに接続してからデータをインポートします。次に、ログから、接続設

定やインポート文などACCESSDATAコマンド全体をコピーし、必要に応じてこのコマンドをカスタマイズ

します。

ACCESSDATAログファイル

2つのログファイルはACCESSDATAコマンドに関連付けられたトランザクションを記録し、データ接続が

失敗した場合にトラブルシューティングで使用できます。

l ServerDataAccess.log –はデータをインポートする前のすべての作業とエラーを記録します

場所：C:\Users\<ユーザー アカウント>\AppData\Local\ACL\ACL for Windows\Data
Access\ServerDataAccess.log

メモ

ServerDataAccess.logの "Server"はAnalytics がインストールされているコン

ピューターでローカルに実行されている Analytics のデータアクセスコンポーネントを

参照します。

l DataAccess.log –には、インポート操作に関する情報と、

場所 ..\<Analytics プロジェクト フォルダー>\DataAccess.log
にインポートしようとしているデータが含まれる Analyticsプロジェクトに関する情報が記録されま

す。

ACCESSDATAでハッシュ化されたデータを ACLScript
HASH( )関数でハッシュ化されたデータと比較する

ハッシュデータの未加工値を読み取れない場合でも、データの結合または分析時に役立ちます。

インポート中にACCESSDATAでハッシュ化された値を、ACLScriptのHASH( )関数を使用してハッシュ

化された値と比較する場合は、Analyticsの数値または日付時刻フィールドを文字値に変換し、データ

をハッシュ化する前に前後のスペースを切り取る必要があります。

文字に変換するときには、日付時刻フィールドは次の形式を使用する必要があります。

l 日付時刻 – "YYYY-MM-DD hh:mm:ss"
l 日付 – "YYYY-MM-DD"
l 時刻 – "hh:mm:ss"

次の例は、STRING( ) およびALLTRIM( )関数を使用して、ACLScript's HASH( )関数を使用して値を

ハッシュ化する前に、数値のクレジットカード番号フィールドをを文字データに変換します。
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COMMENT ACL HASH 関数は、データのインポート後に使用されます

HASH(ALLTRIM(STRING(CC_No, 16)), "QZ3x7")

Analytics 値をハッシュ化すると、ACCESSDATA コマンド インポートの一部としてハッシュ化された値を比

較できます。
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ACTIVATEコマンド

Analyticsワークスペースに保存されたフィールド定義を Analyticsテーブルレイアウトのフィールド定義の

既存のセットに追加します。

構文

ACTIVATE <WORKSPACE> ワークスペース名 <OK>

パラメーター

名前 説明

WORKSPACEワークス

ペース名

アクティブにするワークスペースの名前。

OK

省略可能

アクションを確認せずに、項目を削除または上書きします。

アクティブ化されたワークスペースのフィールドと同じ名前のテーブルのフィールドがある場合

は、確認なしで上書きされます。ただし、演算フィールドが参照しているフィールドを置き換え

ることはできません。

例

Analyticsプロジェクトでワークスペースをアクティブにする

ComplexFormulasワークスペースをアクティブにします。

ACTIVATE WORKSPACE ComplexFormulas OK
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Analyticsプロジェクトと同じフォルダー内のファイル
( .wsp)として保存されたワークスペースをアクティブにす
る

.wspファイルとして保存されたComplexFormulasワークスペースをアクティブにします。

ACTIVATE WORKSPACE ComplexFormulas.WSP OK

備考

機能の仕組み

ACTIVATEは、ワークスペースのフィールド定義をアクティブなテーブルで使用できるようにします。ワークス

ペースをアクティブにしたら、アクティブテーブルを閉じない限りは、テーブルでワークスペースのフィールドを

使用できます。

テーブルレイアウトの編集

次の場合、ワークスペースのフィールドはテーブルレイアウトに永続的に追加されます。

l ワークスペースをアクティブにした後でテーブルレイアウトを編集した場合
l テーブルレイアウトが保存されるような変更を行った場合

ワークスペースのフィールドをテーブルレイアウトに保存すると、以下の操作を行えるようになります。

1. DEFINE COLUMNコマンドを使ってビューにそれらのフィールドを追加する
2. SAVEコマンドを使って変更を保存する
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AGEコマンド

日付または日付時刻フィールドの値に基づいて、レコードを年齢調べ間隔でグループ化します。各期間

のレコード数をカウントし、指定した数値フィールドの小計を期間ごとに求めます。

構文

AGE <ON> 日付フィールド <CUTOFF 締切日> <INTERVAL 日 <,...n>> <SUPPRESS>
<SUBTOTAL numeric_field <...n>|SUBTOTAL ALL <EXCLUDE 数値フィールド <...n>>>
<IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲> <TO
{SCREEN|filename|GRAPH|PRINT}> <KEY 内訳フィールド> <HEADER ヘッダーテキスト>
<FOOTER フッターテキスト> <APPEND> <STATISTICS>

パラメーター

名前 説明

ON日付フィールド 年齢調べに用いる日付時刻フィールドまたは式の名前。

日付時刻フィールドを対象として年齢調べを行うことはできますが、日付時刻値の日付部分

しか考慮されません。時刻部分は無視されます。時刻データだけで年齢調べを行うことはで

きません。

CUTOFF締切日

省略可能

日付フィールドの値と比較される日付。

締切日は、日付フィールドの形式に関係なく、引用符で囲まれていないYYMMDDまたは

YYYYMMDDの形式で指定する必要があります。例：CUTOFF 20141231

締切日を省略した場合は、締切日として、現在のシステム日付が使用されます。

INTERVAL日数 <,...n>

省略可能

年齢調べ間隔の計算で使用する日付の間隔 (つまり、日数 )。

日数は、締切日から過去に遡る各年齢調べ間隔の始まりを表します。

o 最初の日数値は、最初の年齢調べ間隔の始まりを決定します。
o 最初の日数値を '0'にした場合、最初の年齢調べ間隔は指定した締切日から始まりま

す。
o 最後の日数値は、最終の年齢調べ間隔の終わりを決定します。

間隔は、引用符で囲まれていないカンマ区切りの文字列値として指定する必要があります。

INTERVAL 0,90,180,270,365

デフォルトの年齢調べ間隔は "0"、"30"、"60"、"90"、"120"、"10,000"日です。10,000日の
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名前 説明

期間は、無効と思われる日付が入っているレコードを分離するために使用されます。

必要に応じて、ほかの内部年齢調べレポートを反映するように、日付の間隔をカスタマイズ

することができます。

SUPPRESS

省略可能

指定した年齢調べ間隔に該当しない日付をコマンドの出力から除外します。

SUBTOTAL数値フィールド

<...n> | SUBTOTAL ALL

省略可能

グループごとに小計を計算する 1つ以上の数値フィールドまたは式。

複数のフィールドはスペースで区切る必要があります。テーブル内のすべての数値フィールドに

ついて小計を求める場合はALLを指定します。

EXCLUDE数値フィールド

省略可能

SUBTOTAL ALLを使用するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、

SUBTOTAL ALLを微調整できます。

EXCLUDE はSUBTOTAL ALLの直後に置く必要があります。例：

SUBTOTAL ALL EXCLUDE field_1 field_2

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

TO SCREEN |ファイル名 |
GRAPH | PRINT

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します
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名前 説明

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

o GRAPH –は結果をグラフに表示し、それを Analyticsの表示領域に表示します
o 印刷 ––通常使うプリンターに結果を送信します

KEYブレークフィールド

省略可能

小計計算をグループ化するフィールドまたは式。ブレークフィールドの値が変わるたびに、小計

が計算されます。

ブレークフィールドは、文字フィールドか式である必要があります。指定できるフィールドは 1つ

だけですが、1つ以上のフィールドを含んでいる式を使用することができます。

HEADERヘッダーテキスト

省略可能

レポートの各ページの最上部に挿入されるテキスト。

ヘッダーテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数であるHEADERの値よりも優先されます。

FOOTERフッターテキスト

省略可能

レポートの各ページの最下部に挿入されるテキスト。

フッターテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数である FOOTERの値よりも優先されます。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

STATISTICS

省略可能

メモ

SUBTOTALも指定されていない場合は使用できません。

すべてのSUBTOTALフィールドの平均値、最小値、および最大値を計算します。
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例

小計された金額がある請求書の年齢調べ

Invoice_Date(請求日 )フィールドに基づいてAr(売掛金 )テーブルの年齢調べを行い、Invoice_
Amount(請求金額 )フィールドの小計を求めたいとします。

請求書は以下の30日の期間によってグループ化されます。

l 締切日からその29日前まで
l 締切日の30日前から 59日前まで
l といった具合です。

次のコマンドにより、各期間の未払い請求金額の合計が出力されます。

OPEN Ar
AGE ON Invoice_Date CUTOFF 20141231 INTERVAL 0,30,60,90,120,10000
SUBTOTAL Invoice_Amount TO SCREEN

備考
このコマンドの動作の詳細については、"データの年齢調べ"ページ 1312を参照してください。

年齢調べ間隔

AGEコマンドは、日付または日付時刻フィールドに基づいて、レコードを年齢調べ間隔でグループ化しま

す。出力結果には、期間ごとに1つのレコードが含まれ、各レコードには、ソーステーブル内でその期間

に該当するレコードの数が含まれます。

間隔測定

年齢調べ間隔は、現在のシステム日付、あるいは会計年度末の日付など、指定した締切日から過去

に遡る日数の間隔に基づきます。

将来の期間

日付の間隔に負の値を入力することによって、締切日より後の年齢調べ間隔を作成することができま

す。たとえば、次のコマンドでは、締切日から経過する年齢調べの間隔 (マイナスの年齢調べ間隔 )と、
締切日から遡る年齢調べの間隔が作成されます。
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INTERVAL -60,-30,0,30,60,90

この手法でさまざまな時点を使用すれば、テーブル内の全レコードの日付を含んだ日付プロファイルを作

成することができます。

一般的な用途

年齢調べは、販売傾向の評価、取扱量の調査、未払い日数による請求書のグループ化などでよく使

用されます。

Analyticsは、指定された年齢調べ間隔に該当しない日付用として、1つまたは 2つの追加年齢調べ

間隔を自動的に作成します。ただし、これはSUPPRESSを使用していないことを前提とします。
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APPENDコマンド

2つ以上のAnalyticsテーブルからのレコードを結合するには、それらのレコードを新しいAnalyticsテーブ

ルに追加します。

構文

APPEND テーブル1, テーブル2, <...n> TO テーブル名 <OPEN> <ASCHAR> <ALLCHAR>
<SOURCETABLE>

パラメーター

名前 説明

テーブル1,テーブル2, <...n> 追加するテーブル。

各テーブル内のレコードが、テーブルを指定した順に追加されます。出力テーブルにはテーブ

ル1のレコード、テーブル2のレコード、という順に格納されます。

各ソーステーブルは、レコード構造が同じでも異なっていてもどちらでも構わず、また、並べ替

えても並べ替えなくても構いません。

TOテーブル名 コマンドの結果を送信する場所：

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

COMMONFIELDS 追加対象となるすべてのテーブルに共通のフィールドのみが、出力テーブルに追加されます。
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名前 説明

省略可能 COMMONFIELDSを省略した場合は、すべてのテーブルの全フィールドが出力テーブルに追

加されます。ソーステーブルにフィールドがない場所は、出力テーブルでは空白値になります。

ヒント

これら 2つのオプションの例を示した図と画面キャプチャについては、"テーブル

の追加"ページ 928を参照してください。

メモ

APPEND コマンドでは、演算フィールドの追加がサポートされていないためで

す。詳細については、"演算フィールドがサポートされていない"ページ 1656を
参照してください。

フィールドが共通と見なされる条件とは

フィールドが共通と見なされるには、フィールドが次のようである必要があります。

o すべてのソーステーブルに出現している
o 同じ物理名を持つ
o 同じデータ型 (下記 )に属している：

l 文字
l 数値
l 日付時刻
l 論理

同じ名前、異なるデータカテゴリ

2つのフィールドが同じ名前を持っているが、異なるデータカテゴリに属している場合には、エ

ラーメッセージが表示され、APPEND コマンドは実行されません。

このエラーメッセージには、APPENDで指定された全テーブルにおけるデータカテゴリの不一

致のすべてが表示されます。このメッセージはコマンド ログに保存されます。

メモ

ASCHARまたはALLCHARを使用してデータカテゴリを一致させることで、

このような状況を回避できます。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

ASCHAR

省略可能

非文字フィールドを文字データカテゴリに変換することで、同じ名前で異なるデータカテゴリの

フィールドを一致させます。

たとえば、Employee_IDフィールドは 1つのテーブルの文字データであり、もう 1つの表の数値

データである 2つのテーブルを追加します。数値的 Employee_IDフィールドは文字データに

変換され、2つのフィールドはエラーなしで追加されます。Employee_IDフィールドは文字

データに変換され、2つのフィールドはエラーなしで最後に追加されます。

ALLCHARも指定されている場合、ASCHARは無視されます。

ALLCHAR

省略可能

文字データカテゴリに最後に追加されるすべてのテーブルのすべての非文字フィールドを変換

します。
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名前 説明

この文字データへのグローバル変換により、すべて同じ名前のフィールドはエラーなしで最後に

追加されます。

メモ

最後に追加後は、フィールドに含まれているデータに応じて、最後に追加さ

れたフィールド全体のデータカテゴリを変更することができます。

SOURCETABLE

省略可能

出力テーブルにソーステーブルフィールド( Source_Table)を含めます。

出力テーブルの各レコードの［ソーステーブル］フィールドには、そのレコードのソーステーブルが

表示されます。

ヒント

追加するソーステーブルの名前を含めておくと、出力テーブルのデータを分

析する際に役立つ可能性のある情報が得られます。

例

3つの月次取引テーブルを最後に追加する

以下の例では、3つの月次取引テーブルが追加され、それらのテーブル内のすべてのフィールドを

追加した四半期取引テーブルが出力されます。

APPEND Trans_Jan, Trans_Feb, Trans_Mar TO Trans_Q1

3つの従業員テーブルを最後に追加し、共通フィールド
のみを含める

以下の例では、3つの課員テーブルが追加され、それらのテーブル内の共通フィールドのみを追加

したマスター従業員テーブルが出力されます。

APPEND Employees_central, Employees_east, Employees_west TO Employees_
master COMMONFIELDS
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3つの従業員テーブルを最後に追加し、異なるデータ
カテゴリのフィールドを一致させる

以下の例では、3つの部門別従業員テーブルを最後に追加されており、そこでは、いくつかの同じ

名前のフィールドは異なるデータカテゴリを使用しています。

最初の例では、一致のために必要な場合のみ、非文字フィールドを文字データカテゴリに変換し

ています:

APPEND Employees_central, Employees_east, Employees_west TO Employees_
master ASCHAR

2番目の例では、一致に必要かどうか関わらず、すべての非文字フィールドを文字データカテゴリ

に変換しています:

APPEND Employees_central, Employees_east, Employees_west TO Employees_
master ALLCHAR

備考
このコマンドの動作の詳細については、"テーブルの追加"ページ 928を参照してください。

機能の仕組み

APPENDコマンドは、2つ以上のテーブル内のレコードを追加した新しいテーブルを作成することで、それ

らのテーブル内のレコードを結合します。ここで、追加とはレコード グループを別のレコード グループの末尾

に付加することです。

同じ物理名と同じデータカテゴリを持つソーステーブルフィールドは、互いのフィールドに直接追加されま

す。

すべてのソーステーブルにおいて一意である物理名を持つフィールドは、出力テーブルには追加されます

が、互いのフィールドには直接追加されません。

ヒント

名前が異なるフィールドを直接追加したい場合は、事前に各テーブルレイアウト内の

フィールドの物理名を統一しておいてください(フィールドが同じデータカテゴリに属してい

るか、ASCHARまたはALLCHARを使用してフィールドのデータカテゴリを一致させてい

ると仮定します。)
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APPENDの使用に適する場面

APPENDは、構造が同じまたは類似である複数のテーブル内のデータを結合したい場合に使用できま

す。たとえば、月次テーブルまたは四半期テーブルを年次テーブルに結合する場合に使用することをお勧

めします。

ヒント

APPENDコマンドを 1回実行しただけで、APPENDオプションを指定したEXTRACTコ

マンドの複数回の実行結果が置き換えられます。

JOIN やDEFINE RELATIONの代替としては使用できない

APPENDは JOINおよびDEFINE RELATIONコマンドの代替としては使用できません。その理由は、共

通キーフィールド内の一致する、または一致しない値に基づいてレコードを包含または除外することがで

きないためです。APPENDでは、すべてのソーステーブル内の全レコードが出力テーブルに追加されま

す。

類似性がまったくないテーブルの追加

類似性がまったくないテーブル、つまり共通のフィールドがない 2つ以上のテーブルを追加することができま

す。類似性がないテーブルを追加することが分析目的に資する場合もあります(これはAPPENDコマン

ドの意図した主な用途ではありませんが)。

日付時刻フィールドの追加

2つ以上の日付時刻フィールドを追加するには、次の条件を満たす必要があります。

l 物理名が同じ
l データカテゴリが同じ(日付時刻 )
l データサブタイプが同じ(日付、日付時刻、時刻 )
l タイムゾーンインジケーターの使用有無の一致 –追加対象となるすべてのフィールドで使用する

か、使用しないかのいずれか

2つの日付時刻フィールドが同じ名前を持っているが、その他の条件のいずれかを満たしていない場合に

は、エラーメッセージが表示され、APPEND コマンドは実行されません。

エラーメッセージには、APPENDで指定された全テーブルにおいて満たされなかったすべての条件が表示

されます。このメッセージはコマンド ログに保存されます。

メモ

異なる日付時刻フィールドを文字データカテゴリに変換してすることでこれらのフィールド

を一致させ、それから最後に追加ことができます。このアプローチでは、データを 1つの

テーブルに結合することができます。ただし、ソースデータの性質によっては、結合された

データを日付時刻データに戻すことができない場合があります。
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自動調整

次の場合、APPEND コマンドにより、フィールドを追加するために、フィールドが自動的に調整されます。

フィールドのデータカ

テゴリ 調整の実行

文字 o 異なるフィールド長は調整されます。
o フィールドを ASCIIまたはUNICODE データ型に変換することで、カスタム、PCASCII、EBCDIC

など様々な文字データ型が調整されます。

数値 o 異なるフィールド長は調整されます。フィールドはACL データ型に変換されます。
o 異なる小数点以下桁数が定義されている場合は、調整されます。小数点以下桁数は、必要

に応じて数値の末尾にゼロが付加されて、最大の桁数に統一されます。フィールドはACL デー

タ型に変換されます。
o フィールドを ACL データ型に変換することで、Print、Float、EBCDIC、Microなど複数のデータ

型が調整されます。

日付時刻 o フィールドを Analyticsのデフォルト書式に変換することで、ソースデータ内にある複数の日付書

式、日付時刻書式、時刻書式が調整されます。
l YYYYMMDD
l YYYYMMDD hh:mm:ss
l hh:mm:ss

自動調整が実行されない場合とは

次の場合、フィールドはAnalyticsによって自動調整されません。エラーメッセージが表示され、追加操

作は実行されません。

l 名前が同じ 2つのフィールドが異なるデータカテゴリに属する
l 名前が同じ 2つの日付時刻フィールドが異なる日付時刻サブタイプ(日付、日付時刻、時刻 )に

属する
l 名前が同じ 2つの日付時刻フィールドにおいて、タイムゾーンインジケーターの使用有無が一致し

ていない

メモ

同じ名前で異なるデータカテゴリのフィールドのユーザー指定の一致については上記で

説明されています。詳細については、"ASCHAR"ページ 1652と "ALLCHAR"ページ

 1652を参照してください。

演算フィールドがサポートされていない

APPEND コマンドでは、演算フィールドの追加がサポートされていないためです。テーブルを追加する場

合、ソーステーブル内のすべての演算フィールドは自動的に出力テーブルから除外されます。

あるソーステーブル内の演算フィールドが、別のソーステーブル内の物理フィールドと同じ名前を持ってい

る場合には、エラーメッセージが表示され、APPEND コマンドは実行されません。
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ヒント

演算フィールドを追加するには、まずこのようなフィールドを抽出して、物理フィールドに変

換します(詳細については、"EXTRACTコマンド"ページ 1801を参照してください)。次
に、演算フィールドの抽出先となったテーブルを追加操作で使用します。

別のアプローチとしては、追加された出力テーブルに演算フィールドを再作成します。

レコード ノート フィールドがサポートされていない

APPEND コマンドでは、レコード ノート フィールドの追加がサポートされていないためです。テーブルを追

加する場合、ソーステーブル内のすべてのレコード ノート フィールドは自動的に出力テーブルから除外さ

れます。

あるソーステーブル内のレコード ノート フィールドが、別のソーステーブル内の物理フィールドと同じ名前

を持っている場合には、エラーメッセージが表示され、APPEND コマンドは実行されません。

レコード ノート フィールドは、レコードにノートを追加したときにAnalyticsによって自動的に生成されるも

のです。

レコード長

追加時にすべてのソーステーブル内の全フィールドを含めるには、出力テーブルのレコード長がソーステー

ブル内の最も長いレコードより長くなる可能性があります。

出力テーブルのレコード長がAnalyticsの上限である 32 KBを超えると、エラーメッセージが表示されま

す。

追加と小数点以下桁数

小数位がある数値フィールドの追加は、特定の動作によって制御されます。

小数位設定

APPEND コマンドでは、テーブルレイアウトのフィールド定義にある小数位設定に定義された小数点以

下桁数が使用されます。

メモ

小数位設定は、ソースデータ内の実際の小数点以下桁数とは同じでない場合があり

ます。小数位設定を超える小数点以下桁数は未定義のため、計算では丸められま

す。

統一されていない小数位設定

最後に追加された数値フィールドの小数位設定が統一されていない場合には、それらのフィールドは

ACLデータ型に変換され、最も長い小数位設定に自動的に調整されます。
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最も長い小数位設定を超えるソースデータファイル内の小数点以下桁数は、APPENDで生成される

出力テーブルから除外されます。

統一されている小数位設定

追加された数値フィールドの小数位設定が統一されている場合には、データ型変換も調整も行われま

せん。

小数位設定を超えるソースデータファイル内の小数点以下桁数は、APPENDで生成される出力テー

ブルに追加されます。

並べ替え

ソーステーブルに存在するすべての並べ替え順は、出力テーブル内のそれぞれのレコード セットで別々に

保持されます。

たとえ両方のテーブルのレコードが並べ替えられていても、結果として生じる結合されたテーブルは、並べ

替えられていないテーブルと見なされます。これは、抽出されたレコードを出力先テーブルの末尾にグルー

プとして追加するときに、出力先テーブルの既存の並べ替え順が何も考慮されないからです。

たとえば、月次または四半期テーブルを追加して年次テーブルを作成する場合は、月次または四半期

データの内部並べ替えは保持されます。必要であれば、追加操作を実行した後で、出力テーブルを並

べ替えることもできます。

フィールドの順序の使用方法

共通フィールド

ソーステーブルの共通フィールドは、同じ順序になっていなくても追加できます。

たとえば、以下のフィールドは順序が異なっていても正常に追加されます。

テーブル フィールド

テーブル1 ラストネーム |ファーストネーム | ミドルネーム

テーブル2 ファーストネーム | ミドルネーム |ラストネーム

出力テーブル内でのフィールドの順序は、APPENDコマンドに指定した最初のテーブルによって決まりま

す。したがって、上の例では、出力テーブルの順序は次のようになります。

l ラストネーム |ファーストネーム | ミドルネーム

共通でないフィールド

ソーステーブル内の共通でないフィールドは、選択したテーブルグループに出現している順に出力テーブ

ルに出力されます。

たとえば、以下の2つのテーブルを追加する場合を考えます。
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テーブル フィールド

テーブル1 役職 |ラストネーム |ファースト ネーム | ミドルネーム

テーブル2 ファーストネーム | ミドルネーム |ラストネーム |生年月日

出力テーブルでの順序は次のようになります。

l 役職 |ラストネーム |ファーストネーム | ミドルネーム |生年月日

代替列見出し

ソーステーブルの代替列見出しは、出力テーブルにも出力されます。複数のソーステーブルで同じフィー

ルドに代替列見出しがある場合は、最初に選択したテーブルの代替列見出しが優先的に出力されま

す。
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ASSIGNコマンド
変数を作成し、変数に値を割り当てます。

構文

ASSIGN 変数名 = 値 <IF テスト>

メモ

 ASSIGNキーワードを明示的に指定することをお勧めします。スクリプトが読みやすくわ

かりやすくなります。ただし、ASSIGNを省略し、次のように指定することもできます。

変数名 = 値

パラメーター

名前 説明

変数名 値を割り当てる変数の名前。変数自体が存在していない場合は、変数が作成されます。

変数が既に存在する場合は、新しい値で更新されます。

代入変数に使用される変数の名前に、éのような英語以外の文字は使用しないでくださ

い。変数名に英語以外の文字が含まれていると、変数の代入が失敗します。

メモ

変数の名前は、31文字までの英数字に制限されます。名前にはアンダース

コア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用できませ

ん。名前の先頭を数字にすることはできません。

値 変数に割り当てる値。新しい変数が作成される場合、変数の型は値のデータ型に基づいて

決定されます。

IFテスト

省略可能

変数を作成したり変数に値を割り当てたりするには trueとなる必要のある条件式。
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例

変数に値を割り当てる

現在のレコード内のAmount フィールドの値を変数 v_current_amountに割り当てるとします。

ASSIGN v_current_amount = Amount

変数に条件付きで値を割り当てる

変数 v_counterが10未満の場合にのみ、変数 v_quantityの値を 1に更新する必要があるとし

ます。

v_counterが10以上の場合は割り当てが行われず、v_quantityの値は変わりません。

オプションのASSIGNキーワードは省略されている点に注目してください。

v_quantity = 1 IF v_counter < 10

備考
変数の使用の詳細については、"ACLScriptでの変数の操作"ページ 1554を参照してください。

変数の期間

変数は現在のACL Analyticsセッションの間のみ有効です。通常、Analyticsプロジェクトを閉じると、プ

ロジェクトのすべての変数が自動的に削除されます。

変数を Analyticsプロジェクトで永続的に保存する場合は、変数名の先頭にアンダースコア( _)を付けて

ください。

ASSIGN 変数名 = 値
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演算フィールドまたはGROUPで使用される変数の再割り
当て

以下の場合に既存の変数に値を割り当てると、その新しい値は割り当てられるものの、前の値の長さお

よび小数点以下桁数は保持されます。

l 変数が演算フィールド内で使用されている場合
l GROUP内で変数に値が再度割り当てられる場合

必要に応じて、新しい値の長さを伸ばしたり切り詰めたり、小数点以下桁数が調整されます。

上記以外の場合に変数に値を再度割り当てると、前の値、その長さおよび小数点以下桁数は上書き

されます。

Analyticsコマンドによって作成される変数

Analyticsのダイアログボックスで情報を入力する、またはスクリプトを実行することで、特定のコマンドが

実行されると、Analyticsによってシステム変数が自動的に作成されます。これらの変数とそれに含まれる

値は、後続のAnalyticsコマンドを処理する際に利用できます。

システム変数の値は、同じコマンドを再度実行すると、更新された値に置き換わります。

詳細については、"Analyticsコマンドによって作成されたシステム変数"ページ 1582を参照してください。

1662

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


BENFORDコマンド

フィールドに表示される最初の桁 ( 1 ～ 9)や最初の桁の組み合わせの数をカウントし、実数と予測数を

比較します。予測数はベンフォードの法則によって計算されます。

構文

BENFORD <ON> 数値型フィールド <LEADING n> <IF テスト> <BOUNDS> <TO {SCREEN|テーブ

ル名|GRAPH|PRINT}> <LOCAL> <HEADER ヘッダーテキスト> <FOOTER フッターテキスト> <WHILE 
テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲> <APPEND> <OPEN>

パラメーター

名前 説明

ON数値フィールド 分析する数値フィールド。

メモ

取引金額などの「自然発生数」を含むフィールドを選択します。ベンフォード

分析は、いかなる方法でも制約を受けた数値データには適していません。

詳細については以下を参照 "ベンフォード分析を使用してテストできるデータ

"ページ 1665

LEADING n

省略可能

分析する先頭桁数。nの値は 1から 6の範囲で指定します。

LEADINGを省略した場合は、デフォルト値の1が使用されます。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

BOUNDS

省略可能

出力結果に計算された上限および下限値を含めます。

出力結果の2つ以上のカウントが境界のいずれかを超える場合、データは操作された可能

性があり、調査が必要になります。

TO SCREEN |テーブル名 |
GRAPH | PRINT

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します
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名前 説明

省略可能 ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

o GRAPH –は結果をグラフに表示し、それを Analyticsの表示領域に表示します
o 印刷 ––通常使うプリンターに結果を送信します

LOCAL

省略可能

Analyticsプロジェクトと同じ場所に出力ファイルを保存します。

メモ

Analyticsテーブルである出力ファイルを含むサーバーテーブルに対してコマン

ドを実行するときにのみ適用されます。

LOCAL パラメーターはTOパラメーターの直後に置く必要があります。

HEADERヘッダーテキスト

省略可能

レポートの各ページの最上部に挿入されるテキスト。

ヘッダーテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数であるHEADERの値よりも優先されます。

FOOTERフッターテキスト

省略可能

レポートの各ページの最下部に挿入されるテキスト。

フッターテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数である FOOTERの値よりも優先されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲 処理するレコード数：
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名前 説明

省略可能 o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

例

結果をグラフに出力する

Amount フィールドに対してBENFORDコマンドを実行し、その結果をグラフに出力します。

BENFORD ON Amount LEADING 2 BOUNDS TO GRAPH

備考
このコマンドの動作の詳細については、"ベンフォード分析の実行"ページ 1373を参照してください。

ベンフォード分析を使用してテストできるデータ

ベンフォード分析は、会計金額、取引金額、費用、またはアドレス番号などの「自然発生数」から構成

される数値データをテストする目的でのみ、使用してください。ベンフォード分析は、いかなる方法でも制
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約を受けた数値データには適していません。

ベンフォード分析に適した数値データを特定するには、次のガイドラインに従ってください。

l データセットのサイズ –有効は分布をサポートするには、データセットが十分に大きいサイズである

必要があります。ベンフォード分析では、499レコード以下の場合には、信頼できる結果が得られ

ない場合があります。
l 先頭の数の要件 –1 ～ 9のすべての数値が、先頭の数として発生する可能性がなければなりま

せん。
l 先頭の数の組み合わせの要件 –0 ～ 9のすべての数値が、先頭から 2番目の数および分析対

象の追加の数として発生する可能性がなければなりません。
l 制約されたデータ –あらかじめ定義されたパターンに従って割り当てまたは生成された数値データ

は、ベンフォード分析に適していません。たとえば、次の分析では、ベンフォード分析を使用しない

でください。
l 連番の小切手または請求書番号
l 特定のパターンにマッピングされる社会保障番号または電話番号
l 特定の数字が出現しない範囲がある番号体系

l 乱数 –乱数生成器で生成された数値は、ベンフォード分析に適していません。
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CALCULATEコマンド
1つ以上の式の値を計算します。

構文

CALCULATE {式 <AS 結果ラベル> <,...n>

パラメーター

名前 説明

式 計算する式。

式は次の4種類のいずれかにすることができます。

o 文字
o 数値
o 日付時刻
o 論理

式が複数ある場合は、カンマで区切ります。

CALCULATE 4.7 * 18.5, 1 + 2, "a" + "b"

AS結果ラベル

省略可能

画面とAnalyticsコマンド ログに表示する結果の名前。

結果ラベルパラメーターには、引用符で囲まれた文字列か有効な文字式を指定する必要

があります。

このパラメーターを指定しない場合は、計算を行う式が結果名として使用されます。

例

単純な計算を行う

CALCULATE を使用して、4.70を 18.50で乗算し、結果の86.95を返します。
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CALCULATE 4.70 * 18.50

計算結果に名前を付ける

定義済みの販売価格と単価のフィールドを使って、現在選択されているレコードの粗利益を導出

するには、CALCULATEを使用します。

CALCULATE 販売価格 - 単価 AS "Margin"

結果は画面とログで、"Margin"と表示されます。

備考

機能の仕組み

CALCULATEには、Analyticsの関数、変数、および現在選択されているレコード内データにアクセスし

ながら計算する機能があります。

コマンドの出力

CALCULATEをどこで実行するかによって、異なる場所に結果が出力されます。

l コマンド ラインでコマンドを入力した場合：–結果は画面に表示されます。
l スクリプト内でコマンドを使用した場合：–結果はログに記録されます。

結果ラベルパラメーターの値は変数ではないのでスクリプト内で使用できません。これは単に画面または

ログで計算を識別するために使用されます。

出力における小数点以下桁数

数値計算の結果の小数位は、式の中で小数位が最も多い式要素と同じになります。

1が返されます。

CALCULATE 365/52/7

1.0027が返されます。
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CALCULATE 365.0000/52/7

テーブル入力の操作

式にフィールド値が含まれる場合は、そのフィールドが属するテーブルを開いておく必要があります。

CALCULATEコマンドで分析するレコードに移動するためには、FIND、SEEK、または LOCATEコマンド

を使用することができます。
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CLASSIFYコマンド

文字または数値フィールドの等しい値に基づいてレコードをグループ化する各グループのレコード数をカウ

ントし、指定した数値フィールドの小計をグループごとに求めます。

構文

CLASSIFY <ON> キー フィールド <SUBTOTAL 数値フィールド <...n>|SUBTOTAL ALL <EXCLUDE
数値フィールド <...n>>> <INTERVALS 数値> <SUPPRESS> <TO {SCREEN|テーブル名

|GRAPH|PRINT}>{15}<LOCAL> <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲>
<HEADER ヘッダー テキスト> <FOOTER フッターテキスト> <KEY 内訳フィールド> <OPEN>
<APPEND> <STATISTICS>

パラメーター

名前 説明

ON キーフィールド 分類する文字または数値フィールド。

キーフィールドの最大長は 2048文字です。

2048文字より長いキーフィールドを使用してテーブルを分類化したい場合は、SUMMARIZE
コマンドを使用します。SUMMARIZEコマンドにはキーフィールドの長さ制限はありません。

SUBTOTAL数値フィールド

<...n> | SUBTOTAL ALL

省略可能

グループごとに小計を計算する 1つ以上の数値フィールドまたは式。

複数のフィールドはスペースで区切る必要があります。テーブル内のすべての数値フィールドに

ついて小計を求める場合はALLを指定します。

EXCLUDE数値フィールド

省略可能

SUBTOTAL ALLを使用するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、

SUBTOTAL ALLを微調整できます。

EXCLUDE はSUBTOTAL ALLの直後に置く必要があります。例：

SUBTOTAL ALL EXCLUDE field_1 field_2

INTERVALS数

省略可能

出力結果のグループの最大数。

分類化されるフィールドにある同一値セットの数が指定された最大数を超える場合は、列の

先頭から数えた同一値セット数のみの同一値セットが使用されます。

最大数を超える同一値セットは、"OTHER"(その他 )というグループにまとめられます。
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名前 説明

INTERVALSを省略した場合は、分類化されるフィールドの同一値セットごとに1つのグルー

プが作成されます。

メモ

このパラメーターはAnalyticsのユーザーインターフェイスには実装されていま

せん。ACLScript構文の一部としてのみ使用することができます。

SUPPRESS

省略可能

メモ

INTERVALSも指定されていない場合は使用できません。SUPPRESSは

Analyticsのユーザーインターフェイスには実装されていません。スクリプトまた

はコマンド ラインで、ACLScript構文の一部としてのみ使用することができま

す。

INTERVALSで指定された最大数を超える同一値セットは、コマンド出力から除外します。

TO SCREEN |テーブル名 |
GRAPH | PRINT

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

o GRAPH –は結果をグラフに表示し、それを Analyticsの表示領域に表示します
o 印刷 ––通常使うプリンターに結果を送信します

LOCAL

省略可能

Analyticsプロジェクトと同じ場所に出力ファイルを保存します。
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名前 説明

メモ

Analyticsテーブルである出力ファイルを含むサーバーテーブルに対してコマン

ドを実行するときにのみ適用されます。

LOCAL パラメーターはTOパラメーターの直後に置く必要があります。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

HEADERヘッダーテキスト

省略可能

レポートの各ページの最上部に挿入されるテキスト。

ヘッダーテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数であるHEADERの値よりも優先されます。

FOOTERフッターテキスト

省略可能

レポートの各ページの最下部に挿入されるテキスト。

フッターテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数である FOOTERの値よりも優先されます。

KEYブレークフィールド

省略可能

小計計算をグループ化するフィールドまたは式。ブレークフィールドの値が変わるたびに、小計

が計算されます。

ブレークフィールドは、文字フィールドか式である必要があります。指定できるフィールドは 1つ

だけですが、1つ以上のフィールドを含んでいる式を使用することができます。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。
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名前 説明

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

STATISTICS

省略可能

メモ

SUBTOTALも指定されていない場合は使用できません。

すべてのSUBTOTALフィールドの平均値、最小値、および最大値を計算します。

例

顧客ごとの総取引額

Customer_Number(顧客番号 )フィールドに基づいてAr(売掛金 )テーブルを分類化し、

Trans_Amount(取引額 )フィールドの小計を求めたいとします。出力結果は、顧客ごとでグルー

プ化され、各顧客の総取引額が含まれます。

OPEN Ar
CLASSIFY ON Customer_Number SUBTOTAL Trans_Amount TO "Customer_
total.FIL"

顧客ごとの取引額の合計、平均、最小、および最大

前の例と同様に、Customer_Number(顧客番号 )フィールドに基づいてAr(売掛金 )テーブルを

分類化し、Trans_Amount(取引額 )フィールドの小計を求めます。

今回は、各顧客の取引額の平均値、最小値、および最大値を計算するためにSTATISTICSを

追加します。
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OPEN Ar
CLASSIFY ON Customer_Number SUBTOTAL Trans_Amount TO "Customer_
stats.FIL" STATISTICS

同じ請求金額

AP_Trans(買掛取引 )テーブルに2回以上出現する請求金額を特定したいとします。

それには、テーブルを Invoice_Amount(請求金額 )フィールドで分類化します。出力結果は請求

金額によってグループ化され、2回以上出現する請求金額を特定するために使用できる関連カ

ウントとともに表示されます。

OPEN AP_Trans
CLASSIFY ON Invoice_Amount TO "Grouped_invoice_amounts.FIL" OPEN
SET FILTER TO COUNT > 1

備考
このコマンドの動作の詳細については、"データの分類化"ページ 1319を参照してください。

機能の仕組み

CLASSIFYは、文字または数値フィールドに同じ値を持つレコードをグループ化します。

出力にはグループごとに、ソーステーブルのうち、そのグループに属するレコードの数が記録された特別な

レコードが含まれます。

並べ替えとCLASSIFY
CLASSIFYでは、データは並べ替えられていてもいなくても処理できます。出力は、自動的に昇順に並

べ替えられます。

自動生成された小計と統計フィールドの名前

STATISTICSを使用して、1つ以上のSUBTOTALフィールドで統計演算を実行し、結果を Analytics
テーブルに出力する場合は、パラメーターによって自動生成されたフィールドの名前は次のようになりま

す。
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自動生成されたフィールド

の説明 出力テーブルのフィールド名 出力テーブルの列見出し(表示名 )

小計フィールド 集計対象となる、ソーステーブルの

フィールド名

Total +集計対象となる、ソーステーブルの代替

列見出し

平均フィールド a_集計対象となる、ソーステーブルの

フィールド名

Average +集計対象となる、ソーステーブルの代

替列見出し

最小フィールド m_集計対象となる、ソーステーブルの

フィールド名

Minimum +集計対象となる、ソーステーブルの代

替列見出し

最大フィールド x_集計対象となる、ソーステーブルの

フィールド名

Maximum +集計対象となる、ソーステーブルの

代替列見出し
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CLOSEコマンド
Analyticsのテーブル、インデックスファイル、またはログファイルを閉じ、スクリプト記録セッションを終了しま

す。

構文

CLOSE <テーブル名|PRIMARY|SECONDARY|INDEX|LOG|LEARN>

パラメーター

名前 説明

テーブル名

|PRIMARY|SECONDARY|INDEX|LOG|LEARN

省略可能

閉じる対象となる項目は次のとおりです。

o テーブル名 –：閉じる対象となる Analyticsテーブルの名前
o PRIMARY –を指定すると、Analyticsの主テーブルが閉じられま

す。

CLOSEをパラメーターなしで使用すると主テーブルを閉じます。

o SECONDARY –では、Analyticsの副テーブルが閉じられます。
o INDEX –では、Analyticsテーブルに適用されている現在のイン

デックスが閉じられます。
o LOG –では、SET LOGコマンドを使用してデフォルト以外のログ

ファイルが指定されている場合に、ログファイルをデフォルトのコマ

ンド ログに再設定します。

o LEARN –では、アクティブなスクリプト レコーダーセッションを終

了し、セッションが記録されたスクリプト ファイルを保存するかどう

かを自身で確認するようにします。

LEARNはスクリプト内で使用することができますが、その目的と

する用途はコマンド ラインにあります。スクリプト レコーダーは、

Analyticsのユーザーインターフェイスでダイアログボックスを使用

して実行されるコマンドのACLScript構文を記録します。

例

名前によってテーブルを閉じる
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Inventory という名前のテーブルを閉じるには、次のようにします。

CLOSE Inventory

種類によってテーブルを閉じる

現在の副テーブルを閉じるには、次のようにします。

CLOSE SECONDARY

デフォルトのAnalyticsコマンド ログに戻す

スクリプトのデータ検証フェーズを別のログファイルに取り込んだ後で、ログファイルをデフォルトのコ

マンド ログに再設定するには、次のようにします。

SET LOG TO "DataVerificationPhase.log"
COMMENT データ検証コマンドの実行

CLOSE LOG

備考

CLOSEを使用しない場合とは

Analyticsテーブルは通常、閉じる必要がありません。アクティブな Analyticsテーブルは、ユーザーが別の

テーブルを開けば自動的に閉じられるからです。主テーブルも、OPENコマンドやQUITコマンドを実行す

る前に自動的に閉じられます。

CLOSEで Analyticsプロジェクトを閉じることはできません。代わりにQUIT を使用します。

関連するフィールドおよびテーブル

主テーブルや副テーブルを閉じると、関連するすべてのフィールド定義がメモリから解放されます。テーブル

が閉じられる前に、テーブルレイアウトへの変更が保存されます。
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テーブルの関連付けが定義されたAnalyticsプロジェクトで CLOSEコマンドを実行すると、主テーブルと

副テーブルがともに閉じられます。また、関連するテーブルも閉じられます。
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CLUSTERコマンド

1つ以上の数値フィールドの類似した値に基づいて、レコードをクラスターにグループ化します。クラスター

は単次元または多次元です。

メモ

Analyticsを 32ビット コンピューターで実行する場合は、CLUSTER コマンドはサポートさ

れません。このコマンドに必要な演算は、プロセッサーの負荷が高いため、64ビット コン

ピューターの方が適しています。

構文

CLUSTER ON キー フィールド <...n> KVALUE クラスター数 ITERATIONS 繰り返し数

INITIALIZATIONS 初期化数 <SEED シード値> <OTHER フィールド < ...n>> TO テーブル名

<IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲> OPEN {キーワードなし

|NOCENTER|NOSCALE}

パラメーター

名前 説明

ONキーフィールド <...n> クラスター化する 1つ以上の数値フィールド。複数のフィールドはスペースで区切る必要があり

ます。

KVALUEクラスター数 出力結果で生成されるクラスター数。

詳細については、"クラスター数 ( K値 )の選択"ページ 1368を参照してください。

ITERATIONS繰り返し数 クラスター計算が再実行される最大回数。

INITIALIZATIONS初期化

数

ランダム中心の初期セットを生成する回数。

SEEDシード値

省略可能

Analyticsの乱数ジェネレーターを初期化するために使用するシード値。

SEEDを省略した場合は、シード値がランダムに選択されます。

OTHERフィールド <...n> |
OTHER ALL

省略可能

出力に含める 1つ以上の追加フィールド。

o OTHER フィールド –<...n>指定されたフィールドが含まれます

フィールドはリストする順序で含まれます。
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名前 説明

o OTHER ALL –はテーブルのすべてのフィールドに含まれます

フィールドは、テーブルレイアウトに表示される順序で含まれます。

メモ

キーフィールドは自動的に出力フィールドに含まれます。ただし、NOSCALE
を指定しないと、値が調整されます。OTHER を使用すると、2番目の調整

されていないキーフィールドを含めることができます。

TOテーブル名 コマンドの結果を送信する場所：

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。
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名前 説明

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

キーワードなし |
NOCENTER | NOSCALE

クラスターを計算する前にキーフィールドの数値を前処理するメソッド。

o キーワードなし –キーフィールド値の中央を平均ゼロ( 0)にし、標準偏差で除算して調整

します。これは、値を z得点相当 (標準得点 )に変換するプロセスです。
o NOCENTER –標準偏差で除算してキーフィールド値を調整しますが、中央を平均ゼロ

( 0)にしません。
o NOSCALE –元のキーフィールド値を使用します。中央合わせや調整は行いません。

詳細については、"データ処理方法の指定"ページ 1370を参照してください。

例

請求金額でのクラスター

Invoice_Amount フィールドで売掛金テーブルを階層化するほかに、同じフィールドでクラスター化

することも決定します。

l 階層化により、$1000間隔などのあらかじめ定義された数値の境界を使用して、金額が

階層にグループ化されます。
l クラスターにより、前もって数値の境界を決定せずに、データに存在する金額の有機グルー

プを検出します。

OPEN Ar
CLUSTER ON Invoice_Amount KVALUE 8 ITERATIONS 30 INITIALIZATIONS 10
OTHER No Due Date Ref Type TO "Clustered_invoices" NOSCALE

各出力クラスターに含まれるレコード数を簡単に検出する方法として、Clustered_invoices出力

テーブルをCluster フィールドで分類します。

OPEN Clustered_invoices
CLASSIFY ON Cluster TO SCREEN

備考
このコマンドの動作の詳細については、"データのクラスター"ページ 1364を参照してください。
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COMMENTコマンド
処理に影響を与えずに、スクリプトに注釈を追加します。

構文

単一行コメント

COMMENT コメントテキスト

複数行コメント

COMMENT
コメントテキスト

  <...n>
<END>

メモ

コメント テキストの行の前には、̂ キャラット文字を使用しないでください。キャラットは .acl
プロジェクト ファイルにおいて特殊な使用方法があり、コメントの前にキャラットを置くと、

個別の行のコメント テキストは保存されません。

パラメーター

名前 説明

コメントテキスト 追加するコメント。

o 単一行のコメント –は、改行なしでコメント テキスト全体を入力します。
o 複数行のコメント –は、COMMENTコマンドの直後の行で始まるコメント テキストを任意

の数だけ入力します

個別の行で ENDキーワードを使用するか、改行を入れると、複数行コメントが終了しま

す。

END

省略可能

複数コメント行を伴うCOMMENTコマンドの終了。

ENDを使用する場合は、これを最後のコメント行の直後の行に入力する必要があります。

ENDを使用しない場合、最後のコメント行の直後には空白行を挿入する必要があります。
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例

単一行コメント

単一行コメントは、スクリプトを将来保守するユーザーへの説明を追加するため、各コマンドの前

に使用します。

COMMENT 標準偏差と平均を生成します。

STATISTICS ON %v_amt% STD TO SCREEN NUMBER 5
COMMENT 標準偏差と平均を格納するためにフィールドを作成します。

DEFINE FIELD Standard_Dev COMPUTED STDDEV1
DEFINE FIELD Average COMPUTED AVERAGE1

複数行コメント

作成する各スクリプトの先頭に、そのスクリプトの目的を説明する複数行コメントを記述することが

できます。

COMMENT
この分析は取引日付値が等しいか、あるいは一日違いで

共通の取引者 ID(ベンダー ID あるいは業者 ID など)を
持つ複数のレコードを特定します。

この分析は納品書の分割、注文書の分割、請求書の分割、

そして企業カード取引の分割に使用できます。

END

備考

COMMENTの用途

COMMENTの用途は、スクリプトの目的や使用するロジックに関する情報、またスクリプトで必要な入

力、定義した各変数の目的などの情報を含めることです。

スクリプトが実行されるたびに、スクリプト中のコメントも Analyticsコマンド ログに書き込まれます。
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COUNTコマンド

現在のビュー内のレコードの合計数や、指定した条件を満たすレコード件数をカウントします。

構文

COUNT <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲>

パラメーター

名前 説明

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。
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Analyticsの出力変数

名前 含む

COUNTn コマンドによって計算されたレコード数。

o 変数名がCOUNT1の場合、それは最近実行されたコマンドのレコード数を格納していま

す。
o 変数名 COUNTnのnが1より大きい場合、変数はGROUPコマンドの内で実行された

コマンドのレコード数を格納しています。

nの値はGROUP内のコマンドの行番号に基づいて割り当てられます。たとえば、コマンド

がGROUPコマンドの1行下にある場合、値はCOUNT2が割り当てられます。コマンド

がGROUPコマンドの4行下にある場合、値はCOUNT5が割り当てられます。

例

COUNT1を保管する

COUNTコマンドの結果はCOUNT1出力変数に保管されます。この変数の値を取得してユー

ザー定義変数に保管することができます。

COUNTコマンドが実行されるたびに、COUNT1変数が上書きされます。したがって、この変数の

値は、テーブルにフィルターを適用した後でこのコマンドが再度実行される前に、ユーザー定義変

数に格納しておく必要があります。

OPEN CustomerAddress
COUNT
TotalRec = COUNT1
SET FILTER TO ModifiedDate > '20100101'
COUNT
TotalFilteredRec = COUNT1

備考

COUNTの用途

COUNTコマンドの用途は、Analyticsテーブル内のレコード数をカウントしたり、特定のテスト条件を満た

すレコードのみをカウントしたりすることです。テスト条件を指定しないと、Analyticsテーブル内のレコード

の合計が表示されます。
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COUNTへのフィルターの影響

ビューにフィルターが適用されている場合は、フィルターリング条件の適用後、ビュー内に残っているレコー

ド数がカウントされます。
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CREATE LAYOUTコマンド
特定のスクリプト作成状況で必要になる場合がある、空のAnalyticsテーブルレイアウトを作成します。

構文

CREATE LAYOUT レイアウト名 WIDTH 文字 <RECORD 0|RECORD 1>

パラメーター

名前 説明

レイアウト名 レイアウトの名前。

WIDTH文字数 レコード長の文字単位。

RECORD 0 | RECORD 1

省略可能

o RECORD 0を指定するか、またはこのパラメーターを省略した場合は、レコードもソースデー

タファイルもないテーブルレイアウトが作成されます。
o RECORD 1を指定した場合は、1件の空レコードとレイアウト名 .filというソースデータファイ

ルを持つテーブルレイアウトが作成されます。

例

レコードのない空のテーブルレイアウトを作成する

レコード長が100文字である空のテーブルレイアウトを作成するには、次のようにします。

CREATE LAYOUT empty_table WIDTH 100

1件のレコードを含む空のテーブルレイアウトを作成す
る
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次を作成します。

l 1件の空のレコードを含む空のテーブルレイアウト
l 50文字のレコード長
l 対応する Analytics データファイルの名前は empty_table.fil

CREATE LAYOUT empty_table WIDTH 50 RECORD 1

備考
作成されるこの空のテーブルレイアウトには、Field_1 という文字フィールドがあります。このフィールドの長

さは、WIDTH で指定したレコード長と同じです。
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CROSSTABコマンド

2つ以上の文字または数値フィールドの値の等しい組み合わせに基づいてレコードをグループ化し、結果

のグループを行と列のグリッドに表示します。各グループのレコード数をカウントし、指定した数値フィールド

の小計をグループごとに求めます。

構文

CROSSTAB {ON 行フィールド <...n>|ON ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>} COLUMNS 列

フィールド <SUBTOTAL 数値フィールド <...n>|SUBTOTAL ALL <EXCLUDE 数値フィールド

<...n>>> TO {SCREEN|テーブル名|ファイル名|GRAPH|PRINT} <LOCAL> <IF test> <WHILE
テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲> <APPEND> <COUNT> <OPEN> <HEADER ヘッダー テキスト>
<FOOTER フッター テキスト>

パラメーター

名前 説明

ON 行フィールド <...n> | ON
ALL

結果として生じる行列グリッドの行に使用する、1つ以上の文字または数値フィールドまたは

式。

o ON行フィールド <...n> –指定したフィールドを使用します

複数のフィールドはスペースで区切る必要があります。また、異なるデータ型を指定できま

す。

1つ以上のフィールドを使用する場合、フィールドはリストの順序で含まれます。

o ON ALL –テーブルのすべてのフィールドを使用します

すべてのフィールドを使用する場合、フィールドはテーブルレイアウトに出現する順序で含

まれます。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

ON ALLを使用するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、ON ALLを

微調整できます。

EXCLUDE はON ALLの直後に置く必要があります。例：

ON ALL EXCLUDE field_1 field_2

COLUMNS列フィールド 結果として生じる行列グリッドの列に使用する、文字または数値フィールドまたは式。列に使

用するフィールドや式は、1つしか指定できません。
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名前 説明

SUBTOTAL数値フィールド

<...n> | SUBTOTAL ALL

省略可能

グループごとに小計を計算する 1つ以上の数値フィールドまたは式。

複数のフィールドはスペースで区切る必要があります。テーブル内のすべての数値フィールドに

ついて小計を求める場合はALLを指定します。

EXCLUDE数値フィールド

省略可能

SUBTOTAL ALLを使用するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、

SUBTOTAL ALLを微調整できます。

EXCLUDE はSUBTOTAL ALLの直後に置く必要があります。例：

SUBTOTAL ALL EXCLUDE field_1 field_2

TO SCREEN |テーブル名 |
ファイル名 | GRAPH |
PRINT

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

o GRAPH –は結果をグラフに表示し、それを Analyticsの表示領域に表示します
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名前 説明

o 印刷 ––通常使うプリンターに結果を送信します

LOCAL

省略可能

Analyticsプロジェクトと同じ場所に出力ファイルを保存します。

メモ

Analyticsテーブルである出力ファイルを含むサーバーテーブルに対してコマン

ドを実行するときにのみ適用されます。

LOCAL パラメーターはTOパラメーターの直後に置く必要があります。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

COUNT

省略可能

レコード数が列に挿入されます。カウントは、SUBTOTALを使用する場合に便利です。

小計フィールドが何も選択されていない場合は、自動的にカウントが含められます。

OPEN コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。
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名前 説明

省略可能

HEADERヘッダーテキスト

省略可能

レポートの各ページの最上部に挿入されるテキスト。

ヘッダーテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数であるHEADERの値よりも優先されます。

FOOTERフッターテキスト

省略可能

レポートの各ページの最下部に挿入されるテキスト。

フッターテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数である FOOTERの値よりも優先されます。

例

SUBTOTALを使って売掛金 ( Ar)テーブルをクロス集
計する

顧客番号 ( Customer_Number)フィールドと取引タイプ( Trans_Type)フィールドを基準にして売

掛金 ( Ar)テーブルをクロス集計したいとします。また、取引金額 ( Trans_Amount)フィールドの値

の小計も求めたいとします。

出力は顧客別にグループ化され、さらに各顧客内では取引タイプ別にグループ化されます。出力

には、取引タイプごとに各顧客の総取引額が含まれます。

OPEN Ar
CROSSTAB ON Customer_Number COLUMNS Trans_Type SUBTOTAL Trans_Amount
COUNT TO SCREEN

売掛金 ( Ar)テーブルをクロス集計することで重複取引
を検出する

売掛金 ( Ar)テーブルから重複取引の証拠を検出したいとします。

これを行うには、売掛金テーブルを取引金額 ( Trans_Amount)フィールドと取引タイプ( Trans_
Type)フィールドに基づいてクロス集計します。出力では、取引タイプごとに同一の取引額がグ

ループ化され、カウントされます。
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OPEN Ar
CROSSTAB ON Trans_Amount COLUMNS Trans_Type TO SCREEN

備考
このコマンドの動作の詳細については、"データのクロス集計"ページ 1337を参照してください。

機能の仕組み

CROSSTABは、2つ以上の文字または数値フィールドの値で、同じ組み合わせを持つレコードをグルー

プ化します。

出力には、ピボット テーブルと似た行と列で構成されるグリッドが含まれます。出力にはグループごとに1
つの行と列の交差が含まれるほか、そのグループに属するソーステーブル内のレコードの数が含まれま

す。

並べ替えとCROSSTAB
CROSSTABでは、データは並べ替えられていてもいなくても処理できます。出力の行フィールドと列フィー
ルドは、どちらも自動的に昇順に並べ替えられます。

複数の行フィールドを指定する場合は、フィールドはネストされた並べ替えを使用します。ネストの順序

は、指定するフィールド順序、またはON ALLを使用している場合はテーブルレイアウトのフィールド順序

に従います。
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CVSEVALUATEコマンド

従来の変数サンプリングのために、サンプル分析の結果を母集団全体に対して推定するための4つの方

法があります。

構文

CVSEVALUATE BOOKED 簿価フィールド AUDITED 監査値フィールド ETYPE
{MPU|DIFFERENCE|RATIO SEPARATE|RATIO COMBINED|ALL} STRATA 境界値 <,...n>
POPULATION 層カウント,層簿価 <,...n> CONFIDENCE 信頼度 CUTOFF 金額,確実性層数,
確実性層簿価 ERRORLIMIT 数値 PLIMIT {BOTH|UPPER|LOWER} <BCUTOFF 値,確実性層

数,確実性層簿価> <TO {SCREEN|ファイル名}>

パラメーター

メモ

CVSPREPARE およびCVSSAMPLE コマンドの出力結果をCVSEVALUATEコマンド

の入力として使用している場合は、多数のパラメーター値が既に指定され、変数に格納

されています。詳細については、"CVSPREPAREコマンド"ページ 1698と
"CVSSAMPLEコマンド"ページ 1703を参照してください。

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。

名前 説明

BOOKED簿価フィールド 評価で使用する数値型の簿価フィールド

AUDITED監査値フィール

ド

評価で使用する数値型の監査金額フィールド

ETYPE MPU |
DIFFERENCE |
RATIO SEPARATE |
RATIO COMBINED | ALL

使用する推定タイプ：

l MPU(平均 )
l 差異
l 比率分離
l 比率結合
l すべて

詳細については以下を参照 "どの推定タイプを使用すればよいですか?"ページ 1696

STRATA境界値 <,...n> 簿価フィールドを階層化するために使用される上限の境界値
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名前 説明

POPULATION層カウント ,
層値 <,...n>

簿価フィールドの各層のレコード数と合計値

CONFIDENCE信頼度 従来の変数サンプルの準備段階で使用される信頼度

CUTOFF 値 , 確実性層

数 , 確実性層簿価

o 値：–従来の変数サンプルの準備およびサンプル段階で使用される上位確実性層カット

オフ値
o 確実性層カウント：–確実性層のレコード数
o 確実性層値：–確実性層のレコードの合計簿価

ERRORLIMIT数値 サンプルで想定する最低誤謬数。

メモ

サンプルを分析したときに見つかった実際の誤謬数がERRORLIMIT数値よ

り小さい場合は、使用可能な評価方法は平均推定のみです。

PLIMIT BOTH | UPPER |
LOWER

使用する精度制限のタイプ：

o BOTH：上限および下限
o UPPER：上限
o LOWER：下限

詳細については、"CVSPREPAREコマンド"ページ 1698を参照してください。

BCUTOFF 値 , 確実性層

数 , 確実性層簿価

省略可能

o 値：–従来の変数サンプルの準備およびサンプル段階で使用される下位確実性層カット

オフ値
o 確実性層カウント：–下位確実性層のレコード数
o 確実性層簿価：–下位確実性層のレコードの合計簿価

TO SCREEN |ファイル名 コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"
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例

レコードの母集団全体に対して、サンプルされたデータ
で見つかった誤謬を推定する

サンプルデータのテストを完了し、見つかった虚偽表示を記録しました。検出したすべての誤謬を

母集団に対して投影できます。

以下の例は、サンプル分析の結果から母集団全体について推定するには、推定タイプ

DIFFERENCEを使用します。

CVSEVALUATE BOOKED invoice_amount AUDITED AUDIT_VALUE ETYPE DIFFERENCE
STRATA 4376.88,9248.74,16904.52,23864.32 POPULATION
1279,3382131.93,898,5693215.11,763,9987014.57,627,12657163.59,479,1334-
6354.63 CONFIDENCE 95.00 CUTOFF 35000.00,36,1334318.88 ERRORLIMIT 6
PLIMIT BOTH TO SCREEN

備考
このコマンドの動作の詳細については、"従来の変数サンプリングの誤謬の評価"ページ 1139を参照して

ください。

どの推定タイプを使用すればよいですか?
使用しなければならない推定タイプは、データの性質、サンプル簿価、サンプル監査金額、およびそれら

の関係によって決まります。

ガイドライン

推定タイプの選択に役立つガイドラインを次に示します。

ヒント

様々な推定タイプによって生成された結果同士を比較するには、すべての推定タイプを

評価出力対象とするため、"ETYPE ALL"を指定します。

推定タイプ 虚偽表示の存在 虚偽表示のサイズ 簿価の符号 層間の比率の比較

平均推定 虚偽表示がないか、 該当なし 該当なし 該当なし
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推定タイプ 虚偽表示の存在 虚偽表示のサイズ 簿価の符号 層間の比率の比較

非常に少ない虚偽

表示しかない。

監査したサンプル母

集団に虚偽表示が

ないか、非常に少な

い場合に、唯一有効

な推定タイプ

差異

虚偽表示が必要

監査したサンプル母

集団にはいくつかの

虚偽表示が必要で

す。

たとえば、サンプルの

5%以上に虚偽表示

が含まれているなどの

場合です。

虚偽表示が比例し

ない場合

虚偽表示が関連す

る簿価に比例しない

場合、つまり虚偽表

示のサイズが関連す

る簿価のサイズに比

例しない場合に適し

ています。

つまり、簿価の大小

に関係なく、それに含

まれる虚偽表示が大

きかったり小さかったり

する場合です。

該当なし 該当なし

比率分離

虚偽表示が関連す

る簿価に比例する場

合

虚偽表示が関連す

る簿価に比例する場

合、つまり虚偽表示

のサイズが関連する

簿価のサイズに比例

する場合に適してい

ます。

つまり、簿価が小さけ

れば虚偽表示が小さ

く、簿価が大きければ

虚偽表示が大きくな

る場合です。

すべての簿価が同じ

符号を持つ

サンプルの全簿価が

同じ符合を持つ、つ

まりすべてプラスか、

すべてマイナスかのど

ちらかである必要があ

ります。

比率が異なる

サンプルの監査金額

の平均とサンプル簿

価の平均との比率が

層間で大きく異なる

場合に適していま

す。

比率結合

比率間の差異があま

りない

サンプルの監査金額

の平均とサンプル簿

価の平均との比率が

層間であまり差異が

ない場合に適してい

ます。
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CVSPREPAREコマンド

母集団を階層化し、各層の統計的に有効なサンプルサイズを従来の変数サンプリングのために計算し

ます。

構文

CVSPREPARE ON 簿価フィールド NUMSTRATA 数値 MINIMUM 層のサンプル サイズの最小値

PRECISION 値 CONFIDENCE 信頼度 <CUTOFF 値> <BCUTOFF 値> NCELLS 数値 PLIMIT
{BOTH|UPPER|LOWER} ERRORLIMIT 数値 <IF テスト> <MINSAMPSIZE 最低サンプル サイズ>
TO {SCREEN|ファイル名}

パラメーター

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。

名前 説明

ON簿価フィールド 従来の変数サンプルの準備の基準として使用する数値型の簿価フィールド。

NUMSTRATA数値 簿価フィールドを数値的に階層化するために使用する層の数。

層の数は下限が1、上限が256です。

NUMSTRATA 1を指定しても CUTOFFを指定していない場合には、サンプルを抽出する前に母

集団が階層化されなくなります。

メモ

層の数は NCELLSに対して指定されたセルの数 55%を超過できません。

MINIMUM層サンプルの最

低数

各層からサンプリングする最小レコード数。

最低数を指定する理由が特にない限り、デフォルト値ゼロ( 0)を使用してください。

PRECISION値 許容虚偽表示および勘定で想定される虚偽表示の間の差異である金額。

o 許容虚偽表示 –サンプルフィールドの値として許容する最大の虚偽表示合計金額のこ

とです。重大な虚偽表示額とまでは見なされません。
o 推定虚偽表示額 –サンプルフィールドの値として許容する最大の虚偽表示合計金額の

ことです。

精度は勘定が公正に表示されていることの許容度の範囲を決定します。
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名前 説明

精度を下げると、サンプルサイズを大きくする必要がある許容度の範囲 (誤謬のマージン)が
小さくなります。

CONFIDENCE信頼度 必要な信頼度。この信頼度で、結果のサンプルが母集団全体を表します。

たとえば、95を指定した場合は、サンプルが実際に95%の確率で母集団を代表していると

お客様が信頼したいということを意味します。信頼度は "サンプリングリスク"の補数です。信

頼度が95%ということはサンプリングリスクが5%ということと同じです。

o PLIMITに BOTHを指定した場合には、最低信頼度は 10%、最大信頼度は 99.5%にな

ります。
o PLIMITに UPPERまたは LOWERを指定した場合には、最低信頼度は 55%、最大信頼度

は 99.5%になります。

CUTOFF値

省略可能

上位確実性層のカットオフ値。

カットオフ値以上の簿価フィールドの金額が自動的に選択され、サンプルに取り込まれます。

CUTOFFを指定しない場合は、簿価フィールドの最大金額に等しいデフォルトのカットオフ値

が使用されるので、上位確実性層にはレコードが追加されなくなります。

BCUTOFF値

省略可能

下位確実性層のカットオフ値。

カットオフ値以下の簿価フィールドの金額が自動的に選択され、サンプルに取り込まれます。

BCUTOFFを指定しない場合は、簿価フィールドの最大金額に等しいデフォルトのカットオフ

値が使用されるので、上位確実性層にはレコードが追加されなくなります。

NCELLS数値 簿価フィールドをあらかじめ階層化するために使用するセルの数。

セルの数は、層の数より分割可能な数が少なくなります。階層化の前処理は、層の境界の

位置を最適化する内部処理の一部です。最終的に階層化された出力には、セルは保持さ

れません。

セルの数は下限が2、上限が999です。

メモ

セル数は少なくとも層のNUMSTRATA数の2倍である必要があります。

PLIMIT BOTH | UPPER |
LOWER

使用する精度制限のタイプ。

o BOTH –次の場合にこのオプションを指定します。

l 勘定全体が過剰表示または過小表示である可能性がある
l 方向のいずれかの虚偽表示が指定された PRECISIONを超過するかどうかを推定する

o UPPER –次の場合にこのオプションを指定します。

l 全体としての勘定が過小評価されている可能性が高い
l 過小評価の合計金額が指定された PRECISIONを超過するかどうかのみを推定する

o LOWER –次の場合にこのオプションを指定します。

l 全体としての勘定が過大評価されている可能性が高い
l 過大評価の合計金額が指定された PRECISIONを超過するかどうかのみを推定する

注意

指定するオプションがわからない場合は、BOTHを指定します。
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名前 説明

ERRORLIMIT数値 サンプルで想定する最低誤謬数。

メモ

サンプルを分析したときに見つかった実際の誤謬数がERRORLIMITに指定

した数値より小さい場合は、使用可能な評価方法は平均推定のみです。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

注意

条件式を指定する場合、サンプルサイズの計算時とサンプルの抽出時と

で、同じ条件式を使用する必要があります。

一方の段階で使用した条件を他方の段階で使用しない場合、つまり 2つ

の条件が同一でない場合、サンプリング結果が通常、統計的に無効になり

ます。

MINSAMPSIZE最低サン

プルサイズ

省略可能

母集団全体からサンプリングする最低レコード数。

最低数を指定する理由が特にない限り、デフォルト値ゼロ( 0)を使用してください。

TO SCREEN |ファイル名 コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

Analyticsの出力変数

名前 含む

CONFIDENCE ユーザーが指定する信頼度。
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名前 含む

ERRLIMIT ユーザーが指定する最低誤謬数。

NSTRATA ユーザーが指定する層の数。

PLIMIT ユーザーが指定する精度限度のタイプ。

S_IF ユーザーが指定する条件式

S_TOP ユーザーが指定する上位確実性層カットオフ値。何も指定されていない場合は、コマンドで

計算された上位層の上限境界。

SAMPLEFIELD ユーザーが指定する簿価フィールド。

SBOTTOM ユーザーが指定する下位確実性層カットオフ値。何も指定しない場合は、コマンドで計算さ

れた下位層の下限境界。

SBOUNDARY コマンドで計算されたすべての層の上限境界。上位確実性層や下位確実性層は指定しま

せん。

SPOPULATION 各層のレコード数のカウントと合計値。上位確実性層や下位確実性層は指定しません。

SSAMPLE コマンドによって計算された、各層のサンプルサイズ。上位確実性層や下位確実性層は指

定しません。

例

従来の変数サンプリングの準備

従来の変数サンプリングを使用して、請求書を含む勘定の金額虚偽表示の合計金額を推定す

ることを決定しました。

サンプルを抽出する前に、母集団を階層化し、各層の統計的に有効なサンプルサイズを計算し

ます。

Analytics によって抽出されるサンプルの95%の時間が全体として母集団を表す信頼度が必要

です。

指定された信頼度を使用して、以下の例は、invoice_amount フィールドを基準にしてテーブルを

階層化し、上位確実性層と各層のサンプルサイズを計算します。
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CVSPREPARE ON invoice_amount NUMSTRATA 5 MINIMUM 0 PRECISION 928003.97
CONFIDENCE 95.00 CUTOFF 35000 NCELLS 50 PLIMIT BOTH ERRORLIMIT 6
MINSAMPSIZE 0 TO SCREEN

備考
このコマンドの動作の詳細については、"従来の変数サンプリングの準備"ページ 1121を参照してくださ

い。

数値の長さ制限

従来の変数サンプリングの準備段階では、いくつかの内部計算が行われます。これらの計算では、最大

17桁の数値がサポートされます。計算結果が17桁を超える場合には、その計算結果が出力に含まれ

なくなるため、サンプリング処理を続行できなくなります。

注意：17桁未満のソースデータの数値から、17桁を超える内部計算結果が生成される場合もありま

す。
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CVSSAMPLEコマンド

従来の変数サンプリング方法を使用して、レコードのサンプルを抽出します。

構文

CVSSAMPLE ON 簿価フィールド NUMSTRATA 数値 <SEED シード値> CUTOFF 値 <BCUTOFF 値

> STRATA 境界値 <,...n> SAMPLESIZE 数値 <,...n> POPULATION 層カウント,層値

<,...n> <IF テスト> TO テーブル名

パラメーター

メモ

CVSPREPARE コマンドの出力結果をCVSSAMPLEコマンドの入力として使用してい

る場合は、多数のパラメーター値が既に指定され、変数に格納されています。詳細につ

いては、"CVSPREPAREコマンド"ページ 1698を参照してください。

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。

名前 説明

ON簿価フィールド サンプルの基準として使用する数値簿価フィールド。

NUMSTRATA数値 簿価フィールドを階層化するために使用する層の数。

SEEDシード値

省略可能

Analyticsの乱数ジェネレーターを初期化するために使用するシード値。

SEEDを省略した場合は、シード値がランダムに選択されます。

CUTOFF値 上位確実性層のカットオフ値。

カットオフ値以上の簿価フィールドの金額が自動的に選択され、サンプルに取り込まれます。

BCUTOFF値

省略可能

下位確実性層のカットオフ値。

カットオフ値以上の簿価フィールドの金額が自動的に選択され、サンプルに取り込まれます。

STRATA境界値 <,...n> 簿価フィールドを階層化するために使用される上限の境界値

SAMPLESIZE数値 <,...n> 各層からサンプリングするレコード数。

POPULATION層カウント , 各層のレコード数と各層の合計値。
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名前 説明

層値 <,...n>

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

注意

条件式を指定する場合、サンプルサイズの計算時とサンプルの抽出時と

で、同じ条件式を使用する必要があります。

一方の段階で使用した条件を他方の段階で使用しない場合、つまり 2つ

の条件が同一でない場合、サンプリング結果が通常、統計的に無効になり

ます。

TOテーブル名 コマンドの結果を送信する場所：

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

Analyticsの出力変数

名前 含む

S_TOPEV ユーザーが指定する上位確実性層カットオフ値。何も指定しない場合は、CVSPREPARE
コマンドで以前に計算された上位層の上限境界。

また、上位確実性層のレコード数とそれらのレコードの合計金額値も指定します。

SBOTTOMEV ユーザーが指定する下位確実性層カットオフ値。何も指定しない場合は、CVSPREPARE
コマンドで以前に計算された下位層の下限境界。

また、下位確実性層と合計金額値のレコード数も指定します。

SBOUNDARYEV コマンドによってあらかじめ入力、またはユーザーが指定したすべての層の上限の境界。上位

確実性層や下位確実性層は指定しません。
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名前 含む

SPOPULATION 各層のレコード数のカウントと合計値。上位確実性層や下位確実性層は指定しません。

例

従来の変数サンプリングの抽出

従来の変数サンプリングを使用して、請求書を含む勘定の金額虚偽表示の合計金額を推定し

ます。

母集団を階層化し、各層の統計的に有効なサンプルサイズを計算した後に、サンプルを抽出で

きます。

以下の例は、invoice_amount フィールドを基準にしてレコードの階層化サンプルを抽出し、その

階層化されたレコードを Invoices_sampleてテーブルに出力します。

CVSSAMPLE ON invoice_amount NUMSTRATA 5 SEED 12345 CUTOFF 35000.00
STRATA 4376.88,9248.74,16904.52,23864.32,35000.00 SAMPLESIZE
37,36,49,36,39 POPULATION
1279,3382131.93,898,5693215.11,763,9987014.57,627,12657163.59,479,1334-
6354.63 TO "Invoices_sample"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"従来の変数サンプリングの実行"ページ 1131を参照してくださ

い。

システム生成フィールド

Analytics により、自動的に4つのフィールドが生成され、サンプル出力テーブルに追加されます。サンプル

に追加される各レコードのフィールドには、以下の記述的情報が格納されます。

l STRATUM –レコードが割り当てられる層の数
l ORIGIN_RECORD_NUMBER –ソースデータテーブル内の元のレコード番号
l SELECTION_ORDER –各層においてレコードがランダムに選択された順序
l SAMPLE_RECORD_NUMBER –サンプル出力テーブル内のレコード番号
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DEFINE COLUMNコマンド
1つ以上の列を作成し、既存のビューに追加します。

構文

DEFINE COLUMN ビュー名 フィールド名 <AS 表示名> <POSITION n> <WIDTH 文字> <PIC 書

式> <SORT|SORT D> <KEY> <PAGE> <NODUPS> <NOZEROS> <LINE n>

パラメーター

名前 説明

ビュー名 列を追加するビュー。

フィールド名 列を作成するフィールド。

関連テーブルのフィールドを使用する場合は、「テーブル名.フィールド名」の形式でフィールド名

を指定します。

AS表示名

省略可能

ビューにおけるフィールドの表示名 (代替列見出し)。表示名をフィールド名と同じにしたい場

合は、ASを使用しないでください。

表示名の値は引用符で囲まれた文字列。列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミ

コロン( ;)を入れます。

POSITION n

省略可能

ビュー内の列の位置を、左から右へ数えた数字。

o 省略する場合、列は追加した時点で一番右の列として配置されます。
o 指定した位置番号が見当たらない場合、列が連続して配置されるように列の位置を調

整します。
o 位置番号が既に使用されている場合、新しい列は現在その位置番号を使用している

列の左側に配置されます。

WIDTH文字数

省略可能

フィールドの表示幅 (文字数 )。

指定した値によって、Analyticsのビューおよびレポートにおけるフィールドの表示幅が決まりま

す。表示幅はデータを変更するものではありませんが、表示幅がフィールド長より短い場合に

はデータが隠れる可能性があります。

WIDTHを省略した場合には、表示幅は、テーブルレイアウトのフィールドに指定された幅に

設定されます。
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名前 説明

メモ

WIDTHで指定する文字数は、固定幅の文字数です。実際の文字の幅に

関係なく、各文字には同じ空白量が割り当てられます。

Analyticsのビューでは、固定幅の文字間隔と対応しないプロポーショナル

フォントがデフォルトで使用されます。

WIDTHの値とビューの文字数との間に1対 1の対応が必要な場合は、［オ
プション］ダイアログボックスの［プロポーショナルフォント］設定をCourier New
などの固定幅フォントに変更することができます。

PIC書式

省略可能

メモ

数値フィールドまたは日付時刻フィールドにのみ適用されます。

o 数値フィールド – Analyticsのビューとレポートに含まれる数値の表示形式。
o 日付時刻フィールド –ソースデータの日付時刻値の物理形式 (日付時刻文字、区切り

文字の順など)

メモ

日付時刻フィールドの場合、形式はソースデータの物理形式と正確に

一致する必要があります。たとえば、ソースデータが12/31/2014である

場合は、書式を "MM/DD/YYYY"として入力します。

書式は引用符で囲む必要があります。

SORT | SORT D

省略可能

カラム(列 )で並べ替えます。

o 昇順 – SORT
o 降順 – SORT D

KEY

省略可能

列はレポートのブレークフィールドに指定されています。列の値が変更されると、レポートは小

計され、分割されます。ブレークフィールドに対し次のような制限があります。

o 文字フィールドか式である必要があります。
o フィールドにブレーク列を設定する場合、その列は一番左の列でなければなりません。
o ビュー内の最後の列をブレークフィールドにすることはできません。
o 複数の列をブレークフィールドにする場合、追加するブレークフィールドの左側にある列も

すべてブレークフィールドにしなければなりません。

PAGE

省略可能

ブレークフィールド値が変化するたびに改ページを挿入します。

NODUPS

省略可能

フィールドの繰り返し値に空白値を使用します。

たとえば、請求書レコードごとに顧客名が記載されている場合、各顧客名の最初のインスタ

ンスだけを記載すれば、レポートが読みやすくなるかもしれません。

NOZEROS

省略可能

フィールドのゼロ値に空白値を使用します。

たとえば、レポートのフィールド大量のゼロ値がある場合、ゼロ以外の値のみを表示すると読

みやすくなります。

LINE n

省略可能

列の行数。値が指定されない場合、列は単一行をデフォルトとします。nの値は 2から 60の

間で指定する必要があります。
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例

6つの列を使ってビューを定義する

ARテーブルを開いた状態で、6つの列を使ってAR_Report というビューを定義します。これらの

列は、指定した順序で表示されます。

OPEN Ar
DEFINE VIEW AR_Report OK
DEFINE COLUMN AR_Report No AS "顧客番号" WIDTH 7 KEY
DEFINE COLUMN AR_Report Date AS "請求日" WIDTH 10
DEFINE COLUMN AR_Report Due AS "支払期日" WIDTH 10
DEFINE COLUMN AR_Report Reference AS "参照番号" WIDTH 6
DEFINE COLUMN AR_Report Type AS "取引タイプ" WIDTH 5
DEFINE COLUMN AR_Report Amount AS "取引金額" WIDTH 12 PIC "-
9999999999.99"
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DEFINE FIELDコマンド

Analyticsテーブルレイアウトで物理データフィールドを定義します。

構文

DEFINE FIELD フィールド名 データ型 開始位置 長さ <小数点以下桁数|日付書式>
<NDATETIME> <PIC 書式> <AS 表示名> <WIDTH バイト数> <SUPPRESS> <フィールド メモ>

パラメーター

名前 説明

フィールド名 フィールドの名前。

メモ

フィールド名は 256文字までの小文字の英字に制限されます。名前にはア

ンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用で

きません。名前の先頭を数字にすることはできません。

Analyticsには多くの予約キーワードがあり、フィールド名にこのキーワードを

使用することはできません。詳細については、"予約キーワード"ページ 1421
を参照してください。

データ型 データを解釈するときに使用するデータ型。サポートされるデータ型の一覧については、"サ
ポートされているデータ型"ページ 1715を参照してください。

たとえば、請求書番号がソース内に数値として格納されているとします。これらの値を数値で

はなく、文字列として処理するには、文字データとしてフィールドを定義できます。

開始位置 Analyticsデータファイル内のフィールドの開始バイトを指定します。

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、拡張 ASCII (ANSI)データ 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、Unicodeデータ 2バイト = 1文字

Unicodeデータでは、一般的に、奇数で開始するバイト位置を指定してくだ

さい。偶数の開始位置を指定すると、文字が正しく表示されない可能性が

あります。
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名前 説明

長さ フィールド長のバイト数。

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、拡張 ASCII (ANSI)データ 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、Unicodeデータ 2バイト = 1文字

Unicodeデータでは、偶数バイトのみを指定します。奇数バイトを指定する

と、文字が正しく表示されない可能性があります。

小数位

省略可能

数値フィールドの小数点以下の桁数

日付書式

省略可能

ソース日付フィールドでの日付書式。

日付時刻フィールドまたは時刻フィールドについては、代わりにPIC書式を使用します。PIC
書式は、日付フィールドにも使用できます。

ソースデータにスラッシュなどの区切り文字が含まれている場合は、日付書式書式にその区

切り文字を含める必要があります。たとえば、ソースデータが12/31/2014である場合は、書

式を MM/DD/YYYYとして入力します。日付書式を引用符で囲まないでください。

NDATETIME

省略可能

数値フィールドに格納されている日付、日付時刻、または時刻の値を日付時刻データとして

扱います。

NDATETIMEを使用するには、PIC書式を使ってソースの日付時刻書式も指定されている

必要があります。

PIC書式

省略可能

メモ

数値フィールドまたは日付時刻フィールドにのみ適用されます。

o 数値フィールド – Analyticsのビューとレポートに含まれる数値の表示形式。
o 日付時刻フィールド –ソースデータの日付時刻値の物理形式 (日付時刻文字、区切り

文字の順など)

メモ

日付時刻フィールドの場合、形式はソースデータの物理形式と正確に

一致する必要があります。たとえば、ソースデータが12/31/2014である

場合は、書式を "MM/DD/YYYY"として入力します。

書式は引用符で囲む必要があります。

AS表示名

省略可能

ビューにおけるフィールドの表示名 (代替列見出し)。表示名をフィールド名と同じにしたい場

合は、ASを使用しないでください。

表示名の値は引用符で囲まれた文字列。列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミ

コロン( ;)を入れます。

WIDTH文字数 フィールドの表示幅 (文字数 )。
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名前 説明

省略可能 指定した値によって、Analyticsのビューおよびレポートにおけるフィールドの表示幅が決まりま

す。表示幅はデータを変更するものではありませんが、表示幅がフィールド長より短い場合に

はデータが隠れる可能性があります。

このため、表示幅にはフィールド名や表示名の長さより短い値を指定しないでください。

WIDTHを省略した場合には、表示幅はフィールド長の文字数に設定されます。

メモ

WIDTHで指定する文字数は、固定幅の文字数です。実際の文字の幅に

関係なく、各文字には同じ空白量が割り当てられます。

Analyticsのビューでは、固定幅の文字間隔と対応しないプロポーショナル

フォントがデフォルトで使用されます。

WIDTHの値とビューの文字数との間に1対 1の対応が必要な場合は、［オ
プション］ダイアログボックスの［プロポーショナルフォント］設定をCourier New
などの固定幅フォントに変更することができます。

SUPPRESS

省略可能

数値フィールドにのみ適用されます。

Analyticsレポートの数値フィールドの自動合計を抑制します。

一部の数値フィールドの合計は適切ではありません。たとえば、単価フィールドまたは値引率

フィールドです。

フィールドノート

省略可能

テーブルレイアウトでフィールド定義に追加するフィールド ノートのテキスト。

フィールドノートは、その他すべての必須およびオプションパラメーターよりも後の、最後に指定

する必要があります。テキストは、複数行にすることはできません。引用符は必要ありません。

例

文字フィールドの定義

文字フィールド ProdDescを定義します。ビューでのこの列の見出しは、製品説明 です。

非 Unicode版 Analytics

l 開始：バイト 12(文字位置 12)
l 長さ：24バイト ( 24文字 )

DEFINE FIELD ProdDesc ASCII 12 24 AS "製品説明"
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Unicode版 Analytics、拡張 ASCII (ANSI)データ

l 開始：バイト 12
l 長さ：24バイト ( 24文字 )

DEFINE FIELD ProdDesc ASCII 12 24 AS "製品説明"

Unicode版 Analytics、Unicodeデータ

l 開始：バイト 13
l 長さ：48バイト ( 24文字 )

DEFINE FIELD ProdDesc UNICODE 13 48 AS "製品説明"

数値フィールドの定義

数値フィールド QtyOHを定義します。ビューでは、列は指定された表示書式を使用し、ビューの

列見出しは在庫数です。

l 開始：バイト 61
l 長さ：10バイト
l 小数点以下桁数：なし

DEFINE FIELD QtyOH NUMERIC 61 10 0 PIC "(9,999,999)" AS "在庫数"

文字データからの日付時刻フィールドの定義

ソース文字データから、以下の最初の2つの例は、日付時刻フィールドの取引日を定義します。

ソースデータでは、日付形式はDD/MM/YYYYです。列見出しは、指定されていないため、デフォ

ルトでフィールド名になります。

l 開始：バイト 20
l 長さ：10バイト

ここでは、日付形式 を使用して、日付形式が指定されます。

DEFINE FIELD Transaction_date DATETIME 20 10 DD/MM/YYYY

1712

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


ここでは、PIC形式 を使用して、日付形式が指定されます。

DEFINE FIELD Transaction_date DATETIME 20 10 PIC "DD/MM/YYYY"

時刻データを含む日付時刻フィールドを定義するときには、PIC形式を使用する必要がありま

す。

以下の例は、日付時刻フィールドの電子メールタイムスタンプを定義します。ソースデータでは、

日付時刻形式は、YYYY/MM/DD hh:mm:ss-hh:mmです。

l 開始：バイト 1
l 長さ：25バイト

DEFINE FIELD email_timestamp DATETIME 1 25 PIC "YYYY/MM/DD hh:mm:ss-
hh:mm"

数値データからの日付時刻フィールドの定義

次の例では、ソースの数値型データを使用して、そのソースデータに指定されている日付書式を

持っていて、Receipt_timestamp という日付時刻型フィールドを定義しています。

l 開始：バイト 15
l 長さ：15バイト

DEFINE FIELD Receipt_timestamp DATETIME 15 15 PIC "YYYYMMDD.hhmmss"

"数値"日付時刻フィールドの定義

次の例では、ソースの数値型データを使用して、そのソースデータに指定されている日付書式を

持っていて、Receipt_timestamp という数値型フィールドを定義しています。

次の例では、NDATETIMEパラメーターにより、Analyticsが、数値フィールドに格納されている日

付時刻値を日付時刻データとして扱うことができるようになっています。

l 開始：バイト 15
l 長さ：15バイト
l 小数点以下桁数：6
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DEFINE FIELD Receipt_timestamp PRINT 15 15 6 NDATETIME PIC
"YYYYMMDD.hhmmss"

メインフレームのパックデータを読み取る物理データ
フィールドを定義する

NDATETIMEオプションを使用して、パックされた数値フィールドから日付値を読み取る物理デー

タフィールドを作成できます。

Analyticsでは、1桁あたり 1バイト未満に圧縮された、日付書式でない数値の日付は認識でき

ません。したがって、NDATETIMEで数値をアンパックしてすべての桁の数字を取得してから、PIC
で日付書式を指定する必要があります。

それぞれの数字と年、月、日の対応を正確に示すには、パック型レコード レイアウトの日付書式と

同じものを指定します。

DEFINE FIELD 日付フィールド名 NUMERIC 1 8 0 NDATETIME PIC "YYYYMMDD"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"物理フィールドの定義"ページ 788を参照してください。

スクリプトを使ってフィールドを上書きする

既存のフィールドと同じ名前を使用するフィールドを定義することによって、テーブルレイアウト内のフィー

ルドを上書きすることができます。SET SAFETY ONを実行した場合は、既存のフィールドを上書きする

前に確認ダイアログボックスが表示されます。

スクリプトが中断されないようにするには、SET SAFETY OFFを実行します。これにより、追加の確認が

行われることなく、既存のフィールドが上書きされます。
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サポートされているデータ型

データカテゴリ データ型

文字 ASCII

CUSTOM

EBCDIC

NOTE

PCASCII

UNICODE

数値 ACCPAC

ACL

BASIC

BINARY

FLOAT

HALFBYTE

IBMFLOAT

MICRO

NUMERIC

PACKED

PRINT

UNISYS

UNSIGNED

VAXFLOAT

ZONED

日付時刻 DATETIME

論理 LOGICAL
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DEFINE FIELD . . . COMPUTEDコ
マンド

Analyticsテーブルレイアウトの演算フィールドを定義します。

構文
演算フィールドを定義するには

DEFINE FIELD フィールド名 COMPUTED 式

オプションパラメーターを持つ演算フィールドを定義するには

DEFINE FIELD フィールド名 COMPUTED
<IF テスト> <STATIC> <PIC 書式> <AS 表示名> <WIDTH 文字> <SUPPRESS> <フィールド

メモ>
式

条件付き演算フィールドを定義するには

DEFINE FIELD フィールド名 COMPUTED
*** BLANK_LINE ***
値 IF 条件

<値 IF 条件>
<...n>
デフォルト値

オプションパラメーターを持つ条件付き演算フィールドを定義するには

DEFINE FIELD フィールド名 COMPUTED
<IF テスト> <STATIC> <PIC 書式> <AS 表示名> <WIDTH 文字> <SUPPRESS> <フィールド

メモ>
値 IF 条件

<値 IF 条件>
<...n>
デフォルト値
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メモ

上記の一般的な構文は、以下の例に示すように、複数行の構文は正確に構造化され

る必要があります。

パラメーター

名前 説明

フィールド名 演算フィールド名。

メモ

フィールド名は 256文字までの小文字の英字に制限されます。名前にはア

ンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用で

きません。名前の先頭を数字にすることはできません。

Analyticsには多くの予約キーワードがあり、フィールド名にこのキーワードを

使用することはできません。詳細については、"予約キーワード"ページ 1421
を参照してください。

式 演算フィールドの値を定義する有効な Analytics式。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

STATIC

省略可能

異なる値を検出するまで、テーブル内の対象フィールドの各行にはすべて同じ値が表示され

ます。

たとえば、次のソースデータに姓フィールドがある場合：

o 最初のレコードが値 "Smith"を表示する
o 次の5レコードが空白の行を表示する
o 7番目のレコードが値 "Wong"を表示する

この場合、"Smith"は 6つの連続する行に表示され、"Wong"は 7番目の行に表示されま

す。

PIC書式

省略可能

メモ

数値型のフィールドにのみ適用されます。

Analyticsのビューおよびレポートに含まれる数値の表示形式。

書式は引用符で囲む必要があります。

AS表示名

省略可能

ビューにおけるフィールドの表示名 (代替列見出し)。表示名をフィールド名と同じにしたい場

合は、ASを使用しないでください。

表示名の値は引用符で囲まれた文字列。列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミ

コロン( ;)を入れます。
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名前 説明

WIDTH文字数

省略可能

フィールドの表示幅 (文字数 )。

指定した値によって、Analyticsのビューおよびレポートにおけるフィールドの表示幅が決まりま

す。表示幅はデータを変更するものではありませんが、表示幅がフィールド長より短い場合に

はデータが隠れる可能性があります。

このため、表示幅にはフィールド名や表示名の長さより短い値を指定しないでください。

WIDTHを省略した場合には、表示幅はフィールド長の文字数に設定されます。

メモ

WIDTHで指定する文字数は、固定幅の文字数です。実際の文字の幅に

関係なく、各文字には同じ空白量が割り当てられます。

Analyticsのビューでは、固定幅の文字間隔と対応しないプロポーショナル

フォントがデフォルトで使用されます。

WIDTHの値とビューの文字数との間に1対 1の対応が必要な場合は、［オ
プション］ダイアログボックスの［プロポーショナルフォント］設定をCourier New
などの固定幅フォントに変更することができます。

SUPPRESS

省略可能

数値型のフィールドにのみ適用されます。

Analyticsレポートの数値演算フィールドの自動合計を抑制します。

一部の数値フィールドの合計は適切ではありません。たとえば、単価フィールドまたは値引率

フィールドです。

フィールドノート

省略可能

テーブルレイアウトでフィールド定義に追加するフィールド ノートのテキスト。

フィールドノートは、その他すべての必須およびオプションパラメーターよりも後の、最後に指定

する必要があります。テキストは、複数行にすることはできません。引用符は必要ありません。

値 IF条件 条件付き演算フィールドのみ。

o 値 –、条件がTrue と評価される場合に使用する演算フィールド値または式。
o 条件 –評価される論理テスト。

デフォルト値 条件付き演算フィールドのみ。

条件のどれも Trueと評価されない場合に演算フィールドで使用する値または式。

メモ

すべての数値演算値の小数精度は、デフォルト値 の精度で統制されます。

たとえば、既定値として 0.00を指定すると、演算値はすべて小数点以下 2
桁まで計算され、必要に応じて四捨五入されます。精度を高めるには、デ

フォルト値 の小数点以下桁数を増やします。

例

演算フィールドを定義する
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Cost フィールドとQuantity フィールドの積を計算したValue演算フィールドを定義するには、次の

ように指定します。

DEFINE FIELD Value COMPUTED Cost * Quantity

オプションを使って演算フィールドを定義する

7つのオプションを定義することで、Value_03 という演算フィールドを定義するとします。演算フィー

ルドで処理されるレコードを制限する IF条件を追加します。

DEFINE FIELD Value_03 COMPUTED
IF Product_Class = "03" PIC "($9,999,999.99)" AS "Value Prod Class 3"
値はコストを数量で乗算した値です

Cost * Quantity

条件付き演算フィールドを定義する

取引が発生した州に応じて異なる消費税を計算する条件演算フィールド Sales_taxを定義す

るとします。3つの州以外で発生した取引の消費税はデフォルトの$0.00です。

メモ

2番目の行は空白にする必要があります。省略可能なパラメーターはありません。

DEFINE FIELD Sales_tax COMPUTED

.0750 * Sale_amount IF State = "CA"

.0400 * Sale_amount IF State = "NY"

.0625 * Sale_amount IF State = "TX"
0.00

オプションを使って条件付き演算フィールドを定義する
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取引が発生した州に応じて異なる消費税を計算する条件演算フィールド Sales_tax_100を定

義するとします。このフィールドでは、$100以上の金額にかかる税のみを計算します。

3つの州以外で発生した取引の消費税はデフォルトの$0.00です。

メモ

省略可能なパラメーターを指定するときには、改行を残さないでください。

DEFINE FIELD Sales_tax_100 COMPUTED
IF Sale_amount >= 100
.0750 * Sale_amount IF State = "CA"
.0400 * Sale_amount IF State = "NY"
.0625 * Sale_amount IF State = "TX"
0.00

備考
このコマンドの動作の詳細については、"演算フィールドの定義"ページ 795を参照してください。

2種類の演算フィールド

演算フィールドには 2種類あります。

l 標準演算フィールド

標準演算フィールドはテーブルのすべてのレコードに対して同じ計算を実行します。

たとえば、Inventoryテーブルでは、Costフィールドの値をQuantityフィールドの値で乗算し、各レ

コードのコストで棚卸資産の価額を計算する演算フィールドを作成できます。

l 条件付き演算フィールド

条件付き演算フィールドは、指定する条件群に基づいて、テーブルのレコードに対して異なる計算

を実行できます。レコードに対して実行された計算は、レコードが満たす条件によって異なります。

たとえば、Transactionsテーブルで、取引が発生した州に基づいて調整されるレートを使用して、

売上税を計算する条件付き演算フィールドを作成できます。IF State = "CA"や IF State =
"NY"などの条件が各レコードをテストし、使用するレートを特定します。

条件付き演算フィールドの作成のためのガイドライン

メモ

条件付き演算フィールドを定義するときには、2行目にオプションのパラメーターをどれも

指定しない場合は、2行目を空白のままにしておいてください。

1720

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


条件付きの演算フィールドを作成するには、デフォルト値に加えて、少なくとも 1つの条件値が必要で

す。条件付きの演算フィールドを定義するには、次のような複数行構文を使用する必要があります。

l オプションのパラメーターは 2行目に配置します
l オプションのパラメーターがない場合、2行目が空白になります
l 最初の条件は 3行目に配置します
l 各追加条件ステートメントは別々の行に配置します
l デフォルト値は最後の行に配置します

フィールド定義の上書き

既存のフィールドと同じ名前を使用するフィールドを定義することによって、テーブルレイアウト内のフィー

ルド定義を上書きすることができます。

SET SAFETYをONにした場合は、既存のフィールドを上書きする前に確認ダイアログボックスが表示さ

れます。スクリプトが中断されないようにするには、SET SAFETYをOFFに設定します。そのようにする

と、既存のフィールドが、確認を求められることなく上書きされます。
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DEFINE RELATIONコマンド

2つのAnalyticsテーブル間の関連付けを定義します。

メモ

最大 18のAnalyticsテーブルを関連付け、それらのテーブルのフィールドは単独のテーブ

ルに存在しているかのように扱うことができ、任意に組み合わせてデータにアクセスし分析

することが可能です。関連するテーブルの各ペアの個別のDEFINE RELATIONコマンド

を指定する必要があります。

構文

DEFINE RELATION キーフィールド名 WITH 関連テーブル名 INDEX インデックス名 <AS リレーショ

ン名>

パラメーター

名前 説明

キーフィールド名 親テーブルのキーフィールド。

指定できるキーフィールドは、各リレーションにつき 1つのみです。

メモ

親テーブルと孫テーブルの関係を作成するときには、テーブル名 .フィールド名

の形式で完全修飾キーフィールド名を指定する必要があります。

"3つのテーブルを関連付ける"次のページで、Vouchers.created_byを参照

してください。

WITH関連テーブル名 関連テーブルの名前。

INDEXインデックス名 関連テーブルのキーフィールドのインデックスの名前。

テーブルを関連付ける前に、キーフィールドを基に関連テーブルにインデックスを作成する必

要があります。

AS リレーション名

省略可能

一意のリレーション名。

デフォルトでは、子テーブルの名前がリレーション名となります。同じ子テーブルに対し、さらに

関連付けを追加して定義する場合は、一意な名前を指定する必要があります。
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例

2つのテーブルの関連付け

以下の例では、顧客番号フィールド( CustNum)をキーフィールドに指定して、現在開いている

テーブルをCustomerテーブルと関連付けます。

DEFINE RELATION CustNum WITH Customer INDEX Customer_on_CustNum

Customer_on_CustNumは、キーフィールドの子テーブルインデックスの名前です。子テーブルイ

ンデックスはテーブルを関連付けるときに必要です。

子テーブルインデックスがDEFINE RELATIONコマンドを実行するときに存在していない場合は、

エラーメッセージが表示され、関連付けが実行されません。

ヒント

Analytics のユーザーインターフェイスで関係を定義する場合、子テーブルインデッ

クスが自動的に作成されます。

2つのテーブルを関連付ける前に子テーブルインデック
スを作成できます。

必要に応じて、2つのテーブルを関連付ける直前に子テーブルインデックスを作成できます。次の

例は、ArテーブルをCustomerテーブルに関連付ける前に、Customer子テーブルでインデックス

を作成する方法を示します。

OPEN Customer
INDEX ON CustNum TO Customer_on_CustNum
Open Ar
DEFINE RELATION CustNum WITH Customer INDEX Customer_on_CustNum

3つのテーブルを関連付ける

以下の例は、ACL_Rockwood.ACLサンプルプロジェクトで 3つのテーブルを関連付けます。
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l Vouchers_items –親テーブル
l Vouchers –子テーブル
l Employees –孫テーブル

Vouchersテーブルを関係の中間テーブルとして使用すると、各伝票項目を、項目を処理した従

業員に関連付けることができます。

OPEN Vouchers
INDEX ON voucher_number TO "Vouchers_on_voucher_number"
OPEN Vouchers_items
DEFINE RELATION voucher_number WITH Vouchers INDEX Vouchers_on_
voucher_number
OPEN Employees
INDEX ON employee_number TO "Employees_on_employee_number"
OPEN Vouchers_items
DEFINE RELATION Vouchers.created_by WITH Employees INDEX Employees_on_
employee_number

構文ロジックの説明

1. Vouchersテーブルを開き、voucher_number フィールドにインデックスを作成します。
2. Vouchers_itemsテーブルを開き、voucher_numberをキーフィールドとして使用し、

Vouchersテーブルに関連付けます。
3. Employeesテーブルを開き、employee_number フィールドにインデックスを作成します。
4. Vouchers_itemsテーブルを開き、Vouchers.created_byをキーフィールドとして使用し、

Employeesテーブルに関連付けます。

メモ

Vouchers.created_byは 2番目の関係でキーフィールドとして使用できま

す。最初の関係で Vouchers_items とVouchersを既に関連付けているた

めです。

備考
このコマンドの動作の詳細については、"テーブルの関連付け"ページ 999を参照してください。
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DEFINE REPORTコマンド
新しいビューを作成するか、既存のビューを開きます。

構文

DEFINE REPORT ビュー名

パラメーター

名前 説明

ビュー名 既存のビューまたは新しいビューの名前。

o 新しいビュー –は、開いているテーブルで、指定された名前の空のビューを作成します

ビュー名のスペースは、アンダースコア文字に置換されます。

o 既存のビュー –は、開いているテーブルで指定されたビューを開きます

例

新しいビューを作成する

新しいビューQ4_AR_reviewを使用します。

DEFINE REPORT Q4_AR_review
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DEFINE TABLE DBコマンド
AXコネクターを使用してデータベーステーブルに接続し、Analyticsサーバーテーブルを定義します。

Microsoft SQL Server、Oracle、DB2データベースに接続することができます。

構文

DEFINE TABLE DB {SOURCE データベース プロファイル <PASSWORD 数値> <PASSWORD 数値>
| SERVER サーバー プロファイル <PASSWORD 数値>} <FORMAT 書式名> SCHEMA スキーマ

<TITLED ACL テーブル名> <PRIMARY|SECONDARY> DBTABLE DB テーブル名 FIELDS {フィール

ド名|ALL} <...n> <WHERE 条件> <ORDER フィールド名>

パラメーター

SOURCE
データベース

プロファイル

データベースエンジンにアクセスするために使用する Analyticsデータベースプロファイル。

データベースプロファイルには、次のように、データベースエンジンに接続するために必要な情報があります。

o 関連付けられたサーバープロファイルへの参照
o データベースのタイプ
o データベースの名前
o ユーザーアカウント情報

メモ

DEFINE TABLE DBでは、Microsoft SQL Server、Oracle、DB2データベースにのみ接

続できます。

PASSWOR-
D番号

省略可能

使用するパスワード定義。

実際のパスワードを入力することを求めたり指定したりするのには、PASSWORD番号の構文は使用しませ

ん。パスワード定義とは、以前にPASSWORDコマンドかSET PASSWORDコマンドを使用して入力また

は設定されたパスワードのことです。

番号はパスワード定義の番号です。たとえば、以前に2つのパスワードをスクリプトで設定したり入力したり

している場合、またはアナリティクススクリプトをスケジュールしている場合、PASSWORD 2により、2番目のパス

ワードを使用することを指定します。

パスワードの入力または設定の詳細については、次を参照してください。

o "PASSWORDコマンド"ページ 2015
o SET PASSWORDコマンド
o PASSWORDアナリティクスタグ

このパスワードは、データベースプロファイルにパスワードを指定して保存していない場合にのみ指定する必

要があります。SOURCEキーワードの後にPASSWORDを 2回使用します。1番目のパスワードでサー

バーにログオンし、2番目のパスワードでデータベースにログオンします。
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メモ

Analyticsは、サーバープロファイルのパスワード、データベースプロファイルのパスワード、ま

たはメールサーバーのパスワードを指定または入力するときに最大 30文字サポートしてい

ます。この長さを超えるパスワード値を指定すると、パスワードが切り詰められ、接続エラー

になります。

SERVER
サーバープロ

ファイル

使用されなくなりました。

バージョン 10.0より前のAnalyticsでは、ACL Server Edition for z/OSへ接続するときに使用されていまし

た。バージョン 10.0以降のAnalyticsには、ACL Server Edition for z/OSが同梱されなくなりました。

FORMAT
フォーマット名

省略可能

使用したいテーブルレイアウトを持つ、Analyticsテーブルまたはテーブルレイアウト ファイル( .layout)の名

前。

SCHEMAス

キーマ

接続するスキーマ。スキーマ名は引用符で囲む必要があります。

TITLED ACL
テーブル名

省略可能

作成する Analyticsテーブルの名前。

ACLテーブル名は引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。TITLEDを省略すると、データ

ベースのテーブル名が使用されます。一度に複数のテーブルにアクセスした場合は、最初のテーブル名が使

用されます。

PRIMARY |
SECONDA-
RY

省略可能

複数ファイルコマンド内でテーブルを主テーブルと副テーブルのどちらとして使用します。どちらのオプションも

指定されない場合、デフォルト値のPRIMARYが使用されます。

DBTABLE
データベース

テーブル名

アクセスするデータベーステーブル。データベーステーブル名は引用符で囲んだ文字列として指定する必要

があります。

FIELDS
フィールド名 |
ALL

出力に含めるフィールド：

o FIELDS フィールド名 –指定されたフィールド

フィールド名は引用符で囲まれた文字列である必要があります。

o ALL –テーブルのすべてのフィールドを使用します。

複数のテーブルからフィールドを使用するには：

a. 最初のテーブル名、そのテーブルのフィールドの順に入力します。
b. 次のテーブル名、そのテーブルのフィールドの順に入力します。
c. テーブルを追加するごとに手順 bを繰り返します。

DBTABLE "DSN1310" FIELDS "Field_A Field_B Field_C" DBTABLE "DSN2516" FIELDS
"Field_L Field_M Field_N"

メモ

AX Connectorを使用すると、無制限の関連したテーブルにアクセスすることができます

が、5つ以下のアクセスを推奨します。複数のテーブルにアクセスすると処理時間が増えま

す。
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WHERE条

件

省略可能

対象となるデータを、指定した条件を満たすレコードに限定する SQLWHERE節。

引用符で囲まれた文字列として入力された有効な SQL構文を使用する必要があります。

複数のテーブルを結合しようとすると、WHERE句に結合条件が表示されます。

"Table_1.First_name = Table_2.First_name"

ORDER複

数のフィール

ド名

省略可能

データベースエンジンがレコードの並べ替えに使用するフィールド。フィールド名は引用符で囲んだ文字列と

して指定する必要があります。

レコードを並べ替えるときにはコマンドの実行に時間がかかります。並べ替えが重要であるときにのみ

ORDERを使用します。

例

例

Microsoft SQL Serverデータベース内のデータにAX Connector経由でアクセスしたいとします。そ

れには、DEFINE TABLE DBコマンドを使用します。データベースプロファイルを使用してAX
Connectorに接続する SOURCEパラメーターも指定します。

DEFINE TABLE DB SOURCE "SQLServer_Audit" SCHEMA "HR" TITLED "Payroll"
DBTABLE "HR.Employee" FIELDS "EmployeeID" DBTABLE
"HR.EmployeePayHistory" FIELDS "Rate PayFrequency" WHERE
"HR.Employee.EmployeeID=HR.EmployeePayHistory.EmployeeID"

備考

機能の仕組み

Analyticsサーバーテーブルは、データベースプロファイルを使用してデータベーステーブルに接続するため

のクエリとして定義されます。

日付時刻値の時刻部分を非表示にする

日付時刻値の時刻部分を非表示にするには、DEFINE TABLE DBコマンドの前に

SET SUPPRESSTIMEコマンドを置きます。
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SET SUPPRESSTIME ONは、バージョン 10.0より前のAnalyticsスクリプトで使用することを目的として

います。それらのスクリプトでは、日付時刻値の時刻部分は切り捨てられることが前提となっています。そ

れらのスクリプトは、SET SUPPRESSTIME ONを追加しない場合には、日付時刻型対応バージョンの

Analyticsでは動作することができません。

詳細については、"SETコマンド"ページ 2081の「SET SUPPRESSTIME」セクションを参照してください。
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DEFINE VIEWコマンド
新しいビューの定義または既存のビューを上書します。

構文

DEFINE VIEW ビュー名 <RLINES n> <ALL> <SUPPRESS> <SUMMARIZED> <IF テスト>
<WHILE テスト> <HEADER ヘッダーテキスト> <FOOTER フッターテキスト> <TO レポートファイル名

<HTML> > <OK>

パラメーター

名前 説明

ビュー名 作成または上書きするビューの名前。

メモ

ビューの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアンダー

スコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用できませ

ん。名前の先頭を数字にすることはできません。

RLINES n

省略可能

ビューやレポートの詳細レコードの行間隔。デフォルトでは、詳細行の行間隔は 1行です。

ALL

省略可能

アクティブな Analyticsテーブルレイアウト内のすべてのフィールドがビューに追加されます。

SUPPRESS

省略可能

ビューから生成されるレポートで、空白の詳細行を表示させません。レポートの生成時、空

白の詳細行は出力から除外されます。このオプションは、複数行ビューを基にしたレポートに

適用されます。

SUMMARIZED

省略可能

ビューから生成されるレポートに小計と合計は含めるが、詳細行を含めないことを指定しま

す。

小計は、ビューで定義されているブレークフィールドを基に生成されます。このオプションを指

定しないと、レポートには、指定した各ブレークフィールドの小計と併せて詳細行も含まれま

す。

IF テスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。
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名前 説明

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

HEADERヘッダーテキスト

省略可能

レポートの各ページの最上部に挿入されるテキスト。

ヘッダーテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数であるHEADERの値よりも優先されます。

FOOTERフッターテキスト

省略可能

レポートの各ページの最下部に挿入されるテキスト。

フッターテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数である FOOTERの値よりも優先されます。

TOレポートファイル名

HTML

省略可能

このビューから作成されるレポートのファイル名と種類。

HTMLキーワードを使用して、このビューから生成されたレポートをHTMLファイル( .htm)とし
て保存します。デフォルトでは、生成されるレポートはASCIIテキスト ファイルとして出力され

ます。

OK

省略可能

アクションを確認せずに、項目を削除または上書きします。

例

ビューを作成する

次の例では、Arテーブルを開き、そのテーブルレイアウトの全フィールドを含むAR_Report という

ビューを作成します。

OPEN Ar
DEFINE VIEW AR_Report HEADER "AR_Report" ALL OK
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DELETEコマンド
Analyticsプロジェクト項目、テーブルレイアウトのフィールド、変数、1つ以上のテーブル履歴エントリ、

テーブル間の関係、またはWindowsフォルダーのファイルを削除します。ビューの列も削除します。

構文

目的 構文

Analyticsプロジェクト項目を削除するには
DELETE 項目の種類 項目名 <OK>

テーブルレイアウトからフィールドを削除するには
DELETE フィールド名 <OK>

ビューから列を削除するには
DELETE COLUMN ビュー名 フィールド名 <ALL> <OK>

1つまたはすべての変数を削除するには
DELETE {変数名|ALL} <OK>

現在のAnalyticsテーブルの履歴を削除するに

は DELETE HISTORY <保持する履歴エントリ数> <OK>

2つのテーブル間の関係を削除するには
DELETE RELATION <子テーブル名|リレーション名> <OK>

ファイルを削除するには
DELETE ファイル名 <OK>

開いているテーブルからすべてのレコード ノートと

自動生成されたRecordNote フィールドを削除

するには

DELETE NOTES <OK>

パラメーター

名前 説明

項目の種類 項目名 削除対象となる項目の種類と名前。

次の項目タイプのいずれかを指定します。

o FOLDER：–項目名に指定するプロジェクト フォルダーとその内容
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名前 説明

o FORMAT：–項目名に指定するテーブルレイアウトと、それに関連するビュー、インデックス

および関連付け

関連するテーブルのその他のテーブルレイアウトは保持されます。

［オプション］ダイアログボックス( ［ツール>オプション］)の［テーブル］タブで、［テーブルと一

緒にデータファイルを削除する］オプションがオンになっていなければ、テーブルレイアウトに

関連付けられたデータファイル( .fil)は削除されません。

このオプションのオン/オフは、スクリプトまたはコマンド ラインで SET DELETE_FILE {ON|OFF}
コマンドを使用して切り替えることもできます。詳細については、"SETコマンド"ページ

 2081を参照してください。

注意

［テーブルと一緒にデータファイルを削除する］オプションをオンにする際に

は慎重に行ってください。テーブルレイアウトと共に元のデータファイルが

削除される場合もあります。

データファイルは完全に削除されます。Windowsのごみ箱には送られま

せん。

o REPORT –指定されたビュー

ビューは、現在アクティブである場合には削除できません。

o COLUMN –項目名に指定する列
o SCRIPT(またはBATCH) –項目名に指定するスクリプト
o WORKSPACE –項目名に指定するワークスペース
o INDEX –項目名に指定するインデックス
o NOTES –開いているテーブル内のすべてのレコード ノートと、テーブルレイアウト内の

RecordNote フィールド

フィールド名 | ALL
フィールドの削除

現在のAnalyticsテーブルレイアウトから削除するフィールドの名前

フィールドは、現在のビューに含まれている場合でもテーブルレイアウトから削除できます。

メモ

演算フィールドから参照されているフィールドは、まずその演算フィールドを削

除してからでないと削除できません。

列の削除

指定したビューから削除する列の名前

メモ

列表示名ではなく、物理フィールド名を使用します。

o ALL included(すべて含める) –は、ビューにおける指定列のすべての出現箇所を削除し

ます。
o ALL omitted(すべて省略 ) –は、ビューにおける指定列の最初 (一番左 )の出現箇所を

削除します。
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名前 説明

ビュー名 列を削除するビューの名前。

変数名 | ALL 削除する変数の名前。すべての変数を削除する場合は、ALLを使用します。

ALLを指定すると、プロジェクトから以下のタイプの変数の出現がすべて削除されます。

o システム変数
o 一時的なユーザー定義変数
o 永続的なユーザー定義変数

メモ

演算フィールドから参照されている変数は、まずその演算フィールドを削除し

てからでないと削除できません。

HISTORY保持する履歴エ

ントリ数

テーブルの全履歴エントリのうち、保持する履歴エントリ数で指定した数の直近のエントリより

前の履歴エントリがすべて削除されます。

すべてのエントリを削除する場合は、保持する履歴エントリ数を省略します。

RELATION子テーブル名 |
関連付け名

依存関係がなく、アクティブなビューやアクティブな演算フィールドで参照される関連フィールド

もない関係がすべて削除されます。

削除する関連付けを指定するには、以下のオプションを使用します。

o 子テーブル名 –関連付けに固有の名前が付けられていない場合に(関連付けを作成し

たときのデフォルト名を)使用します。
o 関連付け名 –関連付けが固有の名前を付けて作成されている場合に使用します。そう

でない場合は、子テーブル名を使用します。

どちらのオプションも使用しない場合は、最後に定義された関連付けが削除されます。

ファイル名 削除する物理ファイルの名前。

削除するファイルへの絶対パスまたは相対パスを指定することができます。パスにスペースが

含まれている場合は、パスを二重引用符で囲みます。

OK

省略可能

確認ダイアログボックスを表示せずに項目を削除します。

例

日付フィールドの削除

次の例では、Arテーブルに関連付けられているテーブルレイアウトからDate フィールドが削除され

ます。
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OPEN Ar
DELETE Date

ビューから複数の列を削除する

Arテーブルに関連付けられている AR_Reportビューから 2つの列を削除するとします。次の例で

は、スクリプト実行時に確認プロンプトが表示されないよう、2つのDELETEコマンドのどちらでも

OKが指定されています。

OPEN Ar
DELETE COLUMN AR_Report Date OK
DELETE COLUMN AR_Report Invoice_Date OK
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DIALOGコマンド

1つ以上のスクリプト入力値をインタラクティブにユーザーに確認するカスタムダイアログボックスを作成し

ます。各入力値は名前付き変数に格納されます。

メモ

DIALOG コマンドを使用してパスワードを入力することは安全ではありません。代わりに

"PASSWORDコマンド"ページ 2015を使用してください。

DIALOGコマンドは、ロボットで実行されるスクリプトでサポートされません。

"ACCEPTコマンド"ページ 1625では基本的なインタラクティブダイアログボックスを作成

できます。

ヒント

カスタムダイアログボックスを作成する最も簡単な方法は、ダイアログビルダーを使用す

ることです。詳細については、"カスタムダイアログボックスの作成"ページ 1588を参照し

てください。

構文

DIALOG (DIALOG TITLE タイトルテキスト WIDTH ピクセル数 HEIGHT ピクセル数) (BUTTONSET
TITLE "&OK;&Cancel" AT x_pos y_pos <WIDTH ピクセル数> <HEIGHT ピクセル数>
DEFAULT 項目番号 <HORZ>) <[ラベル構文]|[テキストボックス構文]|[チェックボックス構文]|
[ラジオボタン構文]|[ドロップダウンリスト構文]| [[プロジェクト項目リスト構文]> <...n>

ラベル構文 ::=
(TEXT TITLE タイトルテキスト AT X座標 Y座標 <WIDTH ピクセル数> <HEIGHT ピクセル数>
<CENTER|RIGHT>)

テキストボックス構文 ::=
(EDIT TO 変数名 AT X座標 Y座標 <WIDTH ピクセル数> <HEIGHT ピクセル数> <DEFAULT
文字列>)

チェックボックス構文 ::=
(CHECKBOX TITLE タイトルテキスト TO 変数名 AT X座標 Y座標 <WIDTH ピクセル数>
<HEIGHT ピクセル数> <CHECKED>)
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ラジオボタン構文 ::=
(RADIOBUTTON TITLE 値リスト TO 変数名 AT X座標 Y座標 <WIDTH ピクセル数> <HEIGHT
ピクセル数> <DEFAULT 項目番号> <HORZ>)

ドロップダウンリスト構文 ::=
(DROPDOWN TITLE 値リスト TO 変数名 AT X座標 Y座標 <WIDTH ピクセル数> <HEIGHT ピク

セル数> <DEFAULT 項目番号>)

プロジェクト項目一覧構文 ::=
(ITEM TITLE プロジェクト項目の種類 TO 変数名 AT X座標 Y座標 <WIDTH ピクセル数>
<HEIGHT ピクセル数> <DEFAULT 文字列>)

パラメーター

一般パラメーター

名前 説明

DIALOG TITLEタイトルテ

キスト

メインダイアログボックスとダイアログボックスタイトルを作成します。

タイトルテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。

BUTTONSET TITLE
"&OK;&キャンセル"

ダイアログボックスの［OK］ボタンおよび［キャンセル］ボタンのラベル。

通常、ラベルのテキスト値は編集しないでください。変更する場合は、必ず肯定的な値が否

定的な値の前に来るようにしてください。例："&はい;&いいえ"

WIDTHピクセル数 個々のコントロールの幅、またはダイアログボックスの幅 ( DIALOGコントロールに対して指定さ

れた場合 )。

値はピクセル数で指定します。値がコントロールに対して指定されない場合は、幅はコント

ロールに含まれる最も長い値に基づいて計算されます。

HEIGHTピクセル数 個々のコントロールの高さ、またはDIALOGコントロールに対して指定された場合はダイアロ

グボックスの高さ。

値はピクセル数で指定します。

AT X座標 Y座標 カスタムダイアログボックス上のコントロールの左上隅の場所。

o X座標はダイアログボックスの左端からの水平距離 (ピクセル)です。
o Y座標はダイアログボックスの上端からの垂直距離 (ピクセル)です。

DEFAULT項目番号 BUTTONSET値で、デフォルトとして選択する項目に相当する数値。

たとえば、BUTTONSET 値が "&OK;&キャンセル"の場合、DEFAULT 1を指定し、デフォルトで

OKを選択します。
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名前 説明

HORZ

省略可能

BUTTONSETコントロールで値が左右に並べて表示されます。値はデフォルトで上下に並べ

て表示されます。

メモ

ほとんどのコントロールタイプでは、DIALOGコマンドは、ユーザー入力を保存するための

変数を作成します。代入変数に使用される変数の名前に、éのような英語以外の文

字は使用しないでください。変数名に英語以外の文字が含まれていると、変数の代入

が失敗します。

デフォルトでは、DIALOG変数の一部は、文字変数として作成されます。文字変数を

使用して、数値または日付時刻値を保存する場合は、スクリプトの後の処理で、変数

を必要なデータ型に変換する必要があります。詳細については、"入力データ型"ページ

 1743を参照してください。

ラベルパラメーター

名前 説明

TEXT テキスト ラベルを作成して、特定、通知、または指示します。

TITLE タイトルテキスト コントロールラベル。

タイトルテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。

CENTER | RIGHT

省略可能

コントロール内のテキストの配置。

CENTERまたはRIGHTを省略する場合、左寄せがデフォルトで使用されます。

テキストボックスパラメーター

名前 説明

EDIT ユーザー入力用のテキスト ボックスを作成します。

TO変数名 ユーザーによって指定された入力を格納する文字変数の名前。

変数が既に存在する場合は、指定された値が割り当てられます。変数が存在しない場合、

変数が作成され、指定された値が割り当てられます。

DEFAULT文字列

省略可能

コントロールに表示するデフォルトのテキスト文字列。

文字列は引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。
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チェックボックスパラメーター

名前 説明

CHECKBOX チェックボックスを作成して、ユーザーへのオプションを表示します。

TITLE タイトルテキスト コントロールラベル。

タイトルテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。

TO変数名 ユーザーによって指定されたTrueまたはFalse値を格納する論理変数の名前。

変数が既に存在する場合は、指定された値が割り当てられます。変数が存在しない場合、

変数が作成され、指定された値が割り当てられます。

CHECKED

省略可能

コントロールがデフォルトでオンにされるように設定します。

ラジオボタンパラメーター

名前 説明

RADIOBUTTON ラジオボタンを作成して、相互に排他的なオプションをユーザーに表示します

TITLE値リスト コントロールに表示される値のリスト。

値は引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。各値はセミコロン( ;)で区切り

ます。

TO変数名 ユーザーによって選択されたラジオボタン値の数値位置を格納する数値変数の名前。

変数が既に存在する場合は、指定された値が割り当てられます。変数が存在しない場合、

変数が作成され、指定された値が割り当てられます。

DEFAULT項目番号

省略可能

項目リスト中で、デフォルトとして選択する項目に相当する数値。

たとえば、値リストは "赤 ;緑 ;青"であるとします。フォルトで "緑"が選択されるようにするに

は、DEFAULT 2を指定します。

HORZ

省略可能

コントロールで値が左右に並べて表示されます。値はデフォルトで上下に並べて表示されま

す。

ドロップダウンリスト パラメーター

名前 説明

DROPDOWN ドロップダウンリストを作成して、ユーザーへのオプションのリストを表示します
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名前 説明

TITLE値リスト コントロールに表示される値のリスト。

値は引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。各値はセミコロン( ;)で区切り

ます。

TO変数名 ユーザーによって選択されたドロップダウンリスト値を格納する文字変数の名前。

変数が既に存在する場合は、指定された値が割り当てられます。変数が存在しない場合、

変数が作成され、指定された値が割り当てられます。

DEFAULT項目番号

省略可能

項目リスト中で、デフォルトとして選択する項目に相当する数値。

たとえば、値リストは "赤 ;緑 ;青"であるとします。ドロップダウンリストが表示されるときデフォル

トで "緑"が選択されるようにするには、DEFAULT 2を指定します。

プロジェクト項目一覧

名前 説明

ITEM プロンプト項目リストを作成して、フィールドなどのAnalyticsプロジェクト項目のリストをユー

ザーに表示します。

TITLEプロジェクト項目カテ

ゴリ

プロジェクト項目コントロールに含めるプロジェクト項目のカテゴリ。

1つ以上のカテゴリを指定できます。ユーザーはプロジェクト項目リストから 1つの値を選ぶこと

ができます。

project_item_categoryを引用符で囲みます。カテゴリ間にはスペースまたは句読点を入れま

せん。

カテゴリを指定するために使用するコードについては、"プロジェクト項目カテゴリーのコード"
ページ 1742を参照してください。

メモ

特に理由がない場合は、同じ ITEMコントロールに異なるカテゴリを混在さ

せないでください。たとえば、テーブルとフィールドを混在させないでください。

結果のプロジェクト項目一覧がユーザーにとって混乱するものになる可能性

があります。

TO変数名 ユーザーによって選択されたプロジェクト項目の名前を格納する文字変数の名前。

変数が既に存在する場合は、指定された値が割り当てられます。変数が存在しない場合、

変数が作成され、指定された値が割り当てられます。

DEFAULT文字列

省略可能

デフォルトとして選択するプロジェクト項目の正確な名前。

文字列は引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。
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例

テーブルとスクリプトを選択するようユーザーに求める

スクリプトでは、解析の実行に使用する Analyticsのテーブルおよびスクリプトを選択するようユー

ザーに求める必要があるとします。

ACL_Demo.aclプロジェクトのMetaphor_Inventory_2012テーブルを Analyticsテーブルのデフォ

ルトとして選択されるように指定しています( 4行目 )。ただし、ユーザーはプロジェクト内で任意の

テーブルを選択することもできます。

実行するスクリプトも、Analyticsプロジェクト内でのスクリプトのリストから選択する必要がありま

す。

DIALOG (DIALOG TITLE "在庫分析" WIDTH 500 HEIGHT 200 ) (BUTTONSET
TITLE "OK(&O);キャンセル(&C)" AT 370 12 DEFAULT 1 ) (TEXT TITLE "分析する

Analytics プロジェクトを選択してください。"AT 50 16 ) (TEXT TITLE "テーブル:" AT
50 50 ) (ITEM TITLE "f" TO "v_table" AT 50 70 DEFAULT "Metaphor_
Inventory_2012" ) (TEXT TITLE "スクリプト:" AT 230 50 ) (ITEM TITLE "b"
TO "v_script" AT 230 70 )

その他の例

その他のDIALOG の例については、"スクリプト例：レコードを日付でフィルタリングし、フィルタリング

されたレコードを月別にグループ化する"ページ 1514を参照してください。

備考
このコマンドの動作の詳細については、"カスタムダイアログボックスの作成"ページ 1588を参照してくださ

い。

変数の使用の詳細については、"ACLScriptでの変数の操作"ページ 1554を参照してください。

インタラクティブ

インタラクティブスクリプトを作成するには、DIALOGコマンドを使用します。DIALOGコマンドが処理され

るときにはスクリプトが中断し、Analyticsが次の処理で使用する入力をユーザーに促すダイアログボック

スが表示されます。

1741

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


項目ごとに個別のダイアログボックスを作成して、一度に1項目について入力を求めることもできますが、

1つのダイアログボックスで複数項目について入力を求めることもできます。

ACCEPT とDIALOG
ACCEPTコマンドでは、次の1つ以上のタイプのコントロールを使用できる基本的なインタラクティブダイ

アログボックスを作成できます。

l テキストボックス
l プロジェクト項目一覧

基本的な対話性については、ACCEPT で十分であると考えられます。詳細については、"ACCEPTコマ

ンド"ページ 1625を参照してください。

プロジェクト項目カテゴリーのコード

次のコードを使用して、プロジェクト項目リストで表示するプロジェクト項目のカテゴリーを指定します。

プロジェクト カテゴリー

コード カテゴリー

f テーブル

十億 スクリプト

i インデックス

r ビューとレポート

w ワークスペース

フィールド カテゴリー

コード カテゴリー

C 文字フィールド

N 数値フィールド

D 日付時刻フィールド

L 論理フィールド
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変数カテゴリ

コード カテゴリー

c 文字変数

n 数値変数

d 日付時刻変数

l 論理変数

入力データ型

DIALOGコマンドのコントロールの一部は、文字変数にユーザー入力を保存します。数値や日付時刻

値として保存するには、VALUE( )関数やCTOD( )関数を使用します。文字変数の値がそれぞれ数値

や日付時刻値に変換されます。

SET FILTER TO BETWEEN(%v_date_field%, CTOD(%v_start_date%), CTOD(%v_end_
date%))

この例では、フィルターの開始日付および終了日付は文字値として保存されています。これらの日付は、

日付時刻データ型を使用する日付フィールドで使用するには、日付型の値に変換する必要がありま

す。

変数名をパーセント記号 (%)で囲むと、変数名の変数によって含まれる文字値を代入します。CTOD( )
関数は文字値を日付値に変換します。

DIALOGコマンドの位置

可能な限り、DIALOGコマンドはすべてスクリプトの先頭部分に配置することをお勧めします。最初にす

べての情報入力を要求し、必要な情報が入力されていれば、その後スクリプトを円滑に実行できます。

メモ

GROUPコマンド内ではDIALOGコマンド コマンドを使用できません。
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DIRECTORYコマンド
指定されたディレクトリ内のファイルとフォルダーの一覧を生成します。

構文

DIRECTORY <ファイルスペック> <SUPPRESS> <SUBDIRECTORY> <APPEND> <TO テーブル名|ファイ
ル名>

パラメーター

名前 説明

ファイルスペック

省略可能

含まれている情報を一覧表示および表示するWindowsフォルダーまたはファイル。

アスタリスクのワイルドカード( *)を使用して、特定の拡張子を持つすべてのファイルや、特定

の文字列で始まるすべてのファイル、またはフォルダー内のすべてのファイルを選択できます。

例：

o *.fil –ファイル名の拡張子が .filであるすべてのファイル( Analyticsデータファイル)が一

覧表示されます。
o Inv*.* –ファイル拡張子が何であれ、名前が "Inv"で始まるすべてのファイルが一覧表示

されます。
o Results\*または Results\*.* - Resultsフォルダー内のすべてのファイルが一覧表示さ

れます。

一覧表示されるファイルを特定のフォルダーに制限するには、Analyticsプロジェクト フォルダー

への相対パスを指定するか、完全パスを指定できます。例：

o Results\*.* – Analyticsプロジェクト フォルダーのResultsサブフォルダーの内容が表示

されます。
o C:\ACL Data\Results\*.* –指定したフォルダーの内容が表示されます。

メモ

ワイルドカード文字は、指定されたファイルパスの中間レベルで使用できませ

ん。上記のように、パスの最終レベルでのみ使用できます。

スペースを含んでいるパスまたはファイル名は、二重引用符で囲む必要があ

ります。

ファイルスペックを使用する場合は、ほかのパラメーターの前に配置する必要があります。ファイ

ルスペックがほかの位置に表示されると、DIRECTORYコマンドが処理されず、エラーが発生

します。

ファイルスペックを省略した場合は、Analyticsプロジェクトが入っているフォルダー内のすべての

ファイルが一覧表示されます。ファイルスペックを省略したら、ほかのパラメーターはどれも使用

できません。
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名前 説明

SUPPRESS

省略可能

出力にパス情報が表示されずに、ファイル名とプロパティのみが表示されます。

SUBDIRECTORY

省略可能

サブフォルダーの内容が、ディレクトリの一覧に含まれます。

たとえば、ファイルスペックがResults\*.filの場合は、Resultsフォルダーと、Resultsフォル
ダー下のすべてのサブフォルダーで、.filファイルが検索されます。

サブフォルダーで検索が行われるとき、一覧表示する必要のあるサブフォルダーとファイルの数

によっては、SUBDIRECTORYを使用することで遅延が生じる可能性があります。Analytics
により、コマンド実行の進捗を示すダイアログボックスが表示されます。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

TOテーブル名 |ファイル名

省略可能

コマンドの結果を送信する場所：

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し
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名前 説明

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

TOを省略した場合は、ディレクトリの一覧はAnalytics の表示領域に表示されます。

例

ファイルの様々な一覧表示方法

ファイルの一覧表示機能は、臨時の調査に有効であるほか、スクリプトへの組み込み対象として有効な

ものです。

DIRECTORY コマンドを使ってファイルを一覧表示する様々な方法を次に示します。

すべてのファイルを一覧表示

Analyticsプロジェクトが入っているフォルダー内のすべてのファイルをリストアップする

DIRECTORY

特定のタイプのすべてのファイルを一覧表示

Analyticsプロジェクトが入っているフォルダー内のすべての .filファイル( Analyticsデータファイル)を
リストアップする

DIRECTORY *.fil

ワイルドカードを使用してファイルを一覧表示

Analyticsプロジェクトが入っているフォルダー内の、"Inv"で始まるすべてのファイル名をリストアップ

する
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DIRECTORY Inv*.*

Analyticsプロジェクト フォルダーに相対的なサブフォル
ダーのすべてのファイルを一覧表示

Analyticsプロジェクトが入っているフォルダー内の、Resultsサブフォルダーにあるすべてのファイル

をリストアップする

DIRECTORY "Results\*"

指定したフォルダー内のすべてのファイルをリストアップす
る

Resultsサブフォルダーのすべてのファイルを一覧表示

DIRECTORY "C:\ACL Data\Results\*"

特定の場所の特定のタイプのすべてのファイルを一覧
表示

指定したフォルダーとそのすべてのサブフォルダー内にある、すべての .filファイル( Analyticsデータ

ファイル)を一覧表示する

DIRECTORY "C:\ACL Data\Results\*.fil" SUBDIRECTORY

指定されたフォルダーのすべてのファイルを一覧表示し、
リストを Analyticsテーブルに出力
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Resultsフォルダー内のすべてのファイルを一覧表示し、そのリストを、Analyticsプロジェクトが入っ

ているフォルダー内のAnalyticsテーブルに出力する

DIRECTORY "C:\ACL Data\Results\*" TO Results_Folder_Contents.fil

新しいテーブルResults_Folder_Contentsが開いているプロジェクトに追加されます。

1つのフォルダーのすべてのファイルを一覧表示し、リスト
を別のフォルダーのAnalyticsテーブルに出力

ACL Data\Resultsフォルダー内のすべてのファイルを一覧表示し、そのリストを、GL Audit
2014\ResultsフォルダーのAnalyticsテーブルに出力する

DIRECTORY "C:\ACL Data\Results\*" TO "C:\ACL Projects\GL Audit
2014\Results\Results_Folder_Contents.fil"

新しいテーブルResults_Folder_Contentsが開いているプロジェクトに追加されます。関連す

るデータファイル( Results_Folder_Contents.fil)が指定した出力フォルダーに作成されま

す。このフォルダーは、Analyticsプロジェクトが入っているフォルダーであってもなくてもかまいません。

備考

DIRECTORYによって表示されるプロパティ

DIRECTORYコマンドは、WindowsのDIRコマンドに似ています。フォルダー内のファイルとサブフォルダー

の一覧を表示することに加え、DIRECTORYコマンドでは、次のファイルプロパティおよびフォルダープロパ

ティも表示します。

o ファイルサイズ
o 属性

o 作成日
o 作成時刻

o アクセス日
o アクセス時刻

o 更新日
o 更新時刻
o 指定された条件に一致

するファイルおよびフォル

ダーの総数

スクリプト内でのDIRECTORYの使用

スクリプト内で DIRECTORYコマンドを使用すると、ファイルシステムを調べることができます。たとえば、

DIRECTORYをほかのコマンドと連携させて、ファイルの有無を検出したり、ファイルのサイズを調べたり、
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ほかのファイルプロパティに基づいて判断を下したりすることができます。

DIRECTORYの結果を出力する

コマンド ラインからこのコマンドを実行する場合は、ディレクトリの一覧を画面に表示するか、一覧を

Analyticsテーブルまたは .txtファイルに保存することができます。

DIRECTORYの結果を保存したテーブルを開く方法

DIRECTORYコマンドにはOPENパラメーターが含まれていません。スクリプトでコマンドを使用し、結果

を Analyticsテーブルに出力する場合、その結果テーブルを開きたいときは、DIRECTORYコマンドの後

にOPENコマンドを続けてください。例：

DIRECTORY "C:\ACL Data\Results\*" TO Results_Folder_Contents.fil
OPEN Results_Folder_Contents
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DISPLAYコマンド
指定されたAnalytics項目タイプの情報を表示します。式の結果、または関数の出力も表示できます。

構文とパラメーター

構文 目的

DISPLAY
フィールド定義を表示し、現在アクティブな Analyticsテーブルの関

連付けられた子テーブルを表示する

DISPLAY OPEN
開いている Analyticsのテーブルおよびプロジェクト ファイルの一覧

を表示する

o Analyticsのテーブル –は、テーブルレイアウトの名前ではなく、

ソースデータファイルの名前として表示されます。

o 複数テーブルモード – PRIMARY として特定されたソースデー

タファイルが、現在アクティブなテーブルに関連付けられます。

o 関連テーブル –親テーブルが開いている場合、［ビュー］タブで

子テーブルが開いていなくても、親と子の両方のテーブルのソー

スデータファイルが表示されます。

DISPLAY {<PRIMARY>|SECONDARY}
主テーブルまたは副テーブルの名前およびテーブルレイアウト情報

を表示する

o PRIMARY(またはキーワードを指定しない場合 ) –現在アク

ティブなテーブルの情報が表示されます。
o SECONDARY –副テーブルの情報が表示されます。

複数テーブルモードでは、SECONDARYは現在アクティブな

テーブルに関連付けられている副テーブルを参照します。

以下の情報が表示されます。

o テーブルレイアウト名
o ソースデータファイル名
o 現在アクティブなテーブルとその他のテーブルとの間にあるあらゆ

る関連付け
o テーブルレイアウト内のフィールド定義情報

DISPLAY HISTORY
現在のアクティブな Analyticsテーブルのテーブル履歴を表示する

メモ

テーブルには、関連するテーブル履歴がある場合も

ない場合もあります。

DISPLAY RELATION
現在アクティブな Analyticsテーブルの関連付け情報を表示する

o すべての子テーブルの名前
o キーフィールド名
o インデックス名
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構文 目的

DISPLAY {変数名|VARIABLES}
1つの変数あるいはすべての変数の値を表示する

o 変数名 –値の表示対象となる単独の変数の名前
o VARIABLES –すべてのシステム変数およびユーザー定義変数

の値が表示されます。また、変数を格納するために利用できる

残りのメモリ量も表示されます。

DISPLAY VERSION
インストールされたAnalyticsのバージョンに関する情報を次の書

式で表示する

o バージョン – メジャーバージョン番号 .マイナーバージョン番号
o パッチ –パッチ番号
o 種類 – Analyticsの非 Unicode版 ( 000)またはUnicode版

( 001)
o Build(ビルド) –ソフトウェアのビルド番号

DISPLAY {DATE|TIME}
オペレーティングシステムの現在の日付と時刻を表示する

DATE | TIME –いずれかのキーワードを指定します。どちらのキー

ワードを指定しても上記の機能が実行されます。

DISPLAY {FREE|SPACE}
Analyticsで使用できる物理メモリ( RAM)の量を表示する

表示されるこの数値には、変数用に確保されたメモリは含まれま

せん。デフォルトで、Analyticsは変数を格納するために60 KBの

物理メモリを予約しますが、このサイズは必要に応じて自動的に

増加します。

FREE | SPACE –いずれかのキーワードを指定します。どちらの

キーワードを指定しても上記の機能が実行されます。

DISPLAY 式
式の結果を表示する

式 –結果の表示対象となる式

DISPLAY 関数
関数の出力を表示する

関数 –出力の表示対象となる関数

例

Analyticsテーブルのレイアウトを表示する

テーブルレイアウトを表示する機能は、いろいろな場合に使用できます。たとえば、2つ以上の

テーブルを結合する場合や、フィールドの長さとデータ型を調べる場合に使用できます。

次の例では、Ap_Transテーブルのレイアウトを表示しています。
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OPEN AP_Trans
DISPLAY

DISPLAYコマンドにより行われる画面への出力は下記のとおりです。

メモ

Analyticsコマンド ラインに直接「DISPLAY」を入力する場合には、出力がすぐに表

示されます。

これに対し、スクリプト内で DISPLAYを実行した場合には、コマンド ログ内の該当

するDISPLAYエントリをダブルクリックすれば出力が表示されます。

画面への出力

関連

インデックス 'Vendor_on_Vendor_No'を使用した 'Vendor'と 'Vendor_No'の関連付け

ファイル

PRIMARYファイルは 'Ap_Trans.fil'(書式 'Ap_Trans')です。

レコード長は 59です。

フィールド

名前 型

開始

位置 長さ

小数点以

下桁数 フィールドの説明

Vendor_No ASCII 1 5 AS "業者 ;番号" WIDTH 7

Invoice_No ASCII 6 15 AS "請求書 ;番号"

Invoice_
Date

DATETIME 21 8 PICTURE "MM/DD/YY" AS "請求日"
WIDTH 8

Invoice_
Amount

NUMERIC 29 12 2 PICTURE "(9,999,999.99)" AS "請求 ;
金額" WIDTH 12

Prodno ASCII 41 9 AS "製品番号"

Quantity MICRO 50 4 0 SET PICTURE "(9,999,999.99)"

Unit_Cost NUMERIC 54 6 2 PICTURE "(9,999,999)" AS "単価"
SUPPRESS

Analytics プロジェクト内の全変数の値を表示する
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DISPLAY VARIABLESはナビゲーターの［変数］タブに表示されるのと同じ情報を出力します。

DISPLAY VARIABLESを使用することの1つのメリットは、表示された情報をコピーして貼り付け

ることができることです。

次の例は、2つのユーザー定義変数と2つのシステム変数を作成して、それらすべての変数の値

を表示しています。

ASSIGN v_table_name = "Ap_Trans"
ASSIGN v_field_name = "Invoice_Amount"
OPEN %v_table_name%
TOTAL FIELDS %v_field_name%
DISPLAY VARIABLES

DISPLAYコマンドにより行われる画面への出力は下記のとおりです。

メモ

Analyticsコマンド ラインに直接「DISPLAY VARIABLES」を入力する場合には、出

力がすぐに表示されます。

これに対し、スクリプト内で DISPLAY VARIABLESを実行した場合には、コマンド ロ

グ内の該当するDISPLAY VARIABLESエントリをダブルクリックすれば出力が表

示されます。

画面への出力

名前 型 値

TOTAL1 N 278,641.33

OUTPUTFOLDER C "/Tables/Accounts_Payable"

v_field_name C "Invoice_Amount"

v_table_name C "Ap_Trans"

式の結果を表示する

次の例により、選択したレコードにおける Sale_Priceフィールドの値とQuantity_on_Handフィール

ドの値を乗算した結果が表示されます。

DISPLAY Sale_Price * Quantity_on_Hand
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関数の出力を表示する

次の例により、選択したレコードの Invoice_Dateフィールドの日付以来経過した日数が表示され

ます。

DISPLAY AGE(Invoice_Date)

備考

コマンドの実行結果の場所

DISPLAY を Analytics のコマンド ラインから実行した場合 –結果は画面に表示されます。

DISPLAY をスクリプト内で実行した場合 –結果はAnalyticsコマンド ログに書き込まれます。結果を画

面に表示するには、コマンド ログの当該エントリをダブルクリックします。
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DO REPORTコマンド
指定されたAnalyticsレポートを生成します。

構文

DO REPORT レポート名

パラメーター

名前 説明

レポート名 生成し、レポートとして出力するビューの名前。

例

デフォルトのビューを印刷する

AP_Transテーブルを開いてデフォルトのビューを印刷するとします。

OPEN AP_Trans
DO REPORT デフォルト_ビュー

備考

コマンド ラインでのDO REPORT の実行とスクリプト内での
DO REPORT の実行との比較

レポートを印刷するために使用される設定は、コマンドを実行する場所によって異なります。

l コマンドラインから – ［印刷］ダイアログボックスが開き、ページを選択して、レポートの他のオプション

を印刷および構成できます。
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l スクリプト内 –レポートのデフォルト設定を使用して直ちにレポートが印刷されます。
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DO SCRIPTコマンド
ACLスクリプト内から第 2のまたは外部スクリプトを実行します。

構文

DO <SCRIPT> スクリプト名 {<IF テスト>|<WHILE テスト>}

パラメーター

名前 説明

SCRIPTスクリプト名 実行対象となるスクリプトの名前。Analyticsプロジェクトで副スクリプトを実行する

か、.aclscript、.txt、.batなどの拡張子があるテキスト ファイルに格納された外部スクリプトを

実行できます。

外部スクリプトへのファイルパスを指定できます。スペースがある場合は、パスを引用符で囲

む必要があります。

メモ

既に実行されているスクリプトを呼び出すことはできません。たとえば、

ScriptAがScriptBを呼び出す場合、ScriptBからScriptAを呼び出すことは

できません。ScriptAは、ScriptBが完了するのを待つ間も実行されていま

す。

IFテスト

省略可能

スクリプトを実行するかどうかを判断するために1回評価される条件式。条件がTrue と評価

された場合はスクリプトを実行します。そうでない場合は実行しません。

同じコマンド内でWHILE と一緒に使用することはできません。両方を使用する場合は、スク

リプトが処理される際にWHILEが無視されます。コメントがログに入力されますが、スクリプト

の実行は停止しません。

WHILEテスト

省略可能

スクリプトの実行後、再度スクリプトを実行するかどうかを判断するために評価される条件

式。テストがTrueと評価された場合はスクリプトを再実行します。そうでない場合は実行しま

せん。

メモ

WHILEを使用する場合は、テストが最終的に falseとして評価されるように

してください。そうしないと、スクリプトが無限ループになります。無限ループに

なった場合にスクリプト処理を取り消すには、Escキーを押します。

同じコマンド内で IFと一緒に使用することはできません。両方を使用する場合は、スクリプト

が処理される際にWHILEが無視されます。コメントがログに入力されますが、スクリプトの実

行は停止しません。
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例

入力が有効とされるまでサブスクリプトを繰り返し実行
する

ダイアログボックスを使ってユーザー入力を収集するサブスクリプトがあるとします。このサブスクリプ

トは以下を行います。

1. 必要な値の入力をユーザーに求める
2. そのユーザー入力を確認する
3. 入力値が有効とされたら、v_validated変数を trueに設定する

ユーザーが有効な入力を行ったことを確認するには、DO SCRIPTを使用し、入力が有効とされ

るまでスクリプトでこのコマンドが再実行されるようにWHILE条件を追加します。変数の値が有効

になると、メインのスクリプトはその次のコマンドに進みます。

DO SCRIPT GetUserInput WHILE v_validated = F

共有ロケーションからのサブスクリプトの実行

共有ロケーションで複数のユーティリティサブスクリプトを管理することができます。分析時にサブス

クリプトのいずれかが必要な場合は、共有ロケーションへの絶対パスを使ってサブスクリプトを参照

します。

DO SCRIPT "C:\My utility scripts\GetUserInput.aclscript" WHILE v_
validated = F

備考

関連コマンド

DO SCRIPTは、Analyticsの旧リリースで作成されたスクリプト内で使用されているDO BATCHコマンド

と同等です。

GROUPコマンド内で DO SCRIPTコマンドを使用することはできません。
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外部スクリプトの利便性

スクリプトを外部に保存すれば、Analyticsスクリプト内から呼び出せるので、同じサブスクリプトを別の

Analytics スクリプトとプロジェクトで再利用することができます。

スクリプトの単一のコピーを 1つの場所に保存し、複数の場所で管理するのではなく 1つの場所で更新

できます。
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DUMPコマンド
ファイルや現在のレコードの内容を 16進、ASCII、およびEBCDIC文字エンコードで表示します。

メモ

このコマンドは、コマンド ラインでのみ入力できます。スクリプト内で使用することはできま

せん。

構文

DUMP {RECORD|ファイル名} <SKIP バイト>} <COLUMN バイト> <HORIZONTAL>

パラメーター

名前 説明

RECORD 選択したレコードの内容を表示する

ファイル名に値を指定しない場合は必須です。

ファイル名 表示するファイルの名前。

RECORDを指定しない場合は必須です。

メモ

Analyticsテーブルの文字エンコードを表示するには、ソースデータファイルの

名前とファイル拡張子を指定する必要があります。例：Ap_Trans.fil

SKIPバイト数

省略可能

ダンプを開始する前にバイパスするバイト数。デフォルトは 0です。

COLUMNバイト

省略可能

出力における列の幅 (バイト数 )。

メモ

バイトとして指定された数値は、Analytics のレコードまたはテーブルに含まれ

るバイト数を示します。

出力におけるエンコードされた文字数は、ビューにおける文字数とは 1対 1
で対応しない場合もあります。たとえば、数字 1の16進エンコードは 31で
す。

縦方向に表示した場合の各列のデフォルト数は 16バイトであるのに対し、横方向に表示し

た場合の1列のデフォルト数は 64バイトです。指定できる最大バイト数は 255です。
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名前 説明

HORIZONTAL

省略可能

文字エンコードが、縦方向である隣接するブロック(デフォルト )でなく、横方向である行に表

示されます。

例

Inventoryテーブルの文字エンコードを表示する

次の例により、Inventoryテーブル内のデータの16進、ASCII、EBCDIC文字エンコードが表示さ

れます。出力は水平行で配置されます( 16進数エンコーディングは 2行使用します)。各行に

は、当該のAnalyticsテーブルからのデータが97バイト分、表現されています。

DUMP Inventory.fil COLUMN 97 HORIZONTAL
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DUPLICATESコマンド

重複値または重複レコードがAnalyticsテーブル内に存在するかどうかを検出します。

構文

DUPLICATES {<ON> キー フィールド <D> <...n>|<ON> ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>}
<OTHER フィールド <...n>|OTHER ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>> <UNFORMATTED>
<ADDGROUP> <PRESORT> <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲> <APPEND>
<OPEN> <TO {SCREEN|テーブル名|ファイル名|PRINT}> <LOCAL> <HEADER ヘッダー テキスト>
<FOOTER フッターテキスト> <ISOLOCALE ロケール コード>

パラメーター

名前 説明

ON キーフィールド D <...n>
| ON ALL

重複がないかどうかをテストする 1つまたは複数のキーフィールド、あるいは式。

o ON –キーフィールドには、指定された 1つまたは複数のフィールドが使用されます。

複数のフィールドでテストする場合、レコードが重複として検出されるには、指定したすべ

てのフィールドの値が同一である必要があります。

フィールドはリストの順序で出力結果に含まれます。

キーフィールドを降順に並べ替えるDを含めます。デフォルトのソート順は昇順です。

o ON ALL –テーブル内のすべてのフィールドが使用されます。

テーブル内のすべてのフィールドをテストする場合、レコードが重複として検出されるには、

レコードが完全に同一である必要があります。

フィールドは、テーブルレイアウトに現れる順序と同じ並びで出力結果に含まれます。

ON ALLでは昇順でしか並べ替えることができません。

メモ

レコードの未定義部分はテストされません。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

ON ALLを使用して重複をテストするときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、ON ALLを

微調整できます。

EXCLUDE はON ALLの直後に置く必要があります。例：
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名前 説明

ON ALL EXCLUDE field_1 field_2

OTHERフィールド <...n> |
OTHER ALL

省略可能

出力に含める 1つ以上の追加フィールド。

o OTHER フィールド <...n> –指定した 1つまたは複数のフィールドが含まれます。
o OTHER ALL –キーフィールドとして指定しなかった、テーブル内のすべてのフィールドが含

まれます。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

OTHER ALLを使用するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、OTHER
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はOTHER ALLの直後に置く必要があります。例：

OTHER ALL EXCLUDE field_1 field_2

UNFORMATTED

省略可能

結果をファイルに出力する場合、ページ見出しや改ページは除去されます。

ADDGROUP

省略可能

出力テーブルにグループ番号フィールド( GROUP_NUM)を含めます。

［グループ番号］フィールドは、一意の各重複値グループに対し、1ずつ増える連番を割り当

てたものです。

ヒント

重複値グループを番号で参照するこの機能は、出力テーブル内のデータを

分析する場合に使用できます。

PRESORT

省略可能

コマンドを実行する前にキーフィールドでテーブルを並べ替えます。

メモ

GROUPコマンドの内部ではPRESORTを使用することができません。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲 処理するレコード数：
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名前 説明

省略可能 o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

TO SCREEN |テーブル名 |
ファイル名 | PRINT

省略可能

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。
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名前 説明

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

o 印刷 ––通常使うプリンターに結果を送信します

LOCAL

省略可能

Analyticsプロジェクトと同じ場所に出力ファイルを保存します。

メモ

Analyticsテーブルである出力ファイルを含むサーバーテーブルに対してコマン

ドを実行するときにのみ適用されます。

LOCAL パラメーターはTOパラメーターの直後に置く必要があります。

HEADERヘッダーテキスト

省略可能

レポートの各ページの最上部に挿入されるテキスト。

ヘッダーテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数であるHEADERの値よりも優先されます。

FOOTERフッターテキスト

省略可能

レポートの各ページの最下部に挿入されるテキスト。

フッターテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数である FOOTERの値よりも優先されます。

ISOLOCALEロケールコー

ド

省略可能

メモ

Analytics のUnicode版にのみ適用されます。

システムロケールは「言語 -国」の形式で入力します。たとえば、カナダフランス語はコード「fr_
ca」を入力します。

次のコードを使用します。

o 言語 – ISO 639標準言語コード
o 国 – ISO 3166標準国コード

国コードを指定しない場合は、言語のデフォルト国が使用されます。

ISOLOCALEを使用しない場合は、デフォルト システムロケールが使用されます。

Analyticsの出力変数

名前 含む

GAPDUPn コマンドによって確認されたギャップ、重複、またはあいまい重複グループの合計数。
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例

1つのフィールドの重複値のテスト

次の例：
l Invoice_Number フィールドの重複値のテスト
l 重複する請求書番号を含むレコードを新しいAnalyticsテーブルに出力する

DUPLICATES ON Invoice_Number OTHER Vendor_Number Invoice_Date Invoice_
Amount PRESORT TO "Duplicate_Invoices.FIL"

2つ以上のフィールドの組み合わせの重複値のテスト

次の例：
l Invoice_NumberおよびVendor_Number フィールドの値の重複した組み合わせのテスト
l 同じ請求書番号と同じ業者番号を含むレコードを新しいAnalyticsテーブルに出力する

このテストと前のテストの間の違いは、2つの異なる業者番号からの同じ請求書番号が誤検出と

して報告されないことです。

DUPLICATES ON Invoice_Number Vendor_Number OTHER Invoice_Date Invoice_
Amount PRESORT TO "Duplicate_Invoices.FIL"

重複するレコードを検索する

下記の例では以下が行われます。

l Inventoryテーブルのすべてのフィールドに重複値がないかどうかをテストする
l 完全に同じレコードを新しいAnalyticsテーブルに出力する

DUPLICATES ON ProdNum ProdClass Location ProdDesc ProdStatus UnitCost
CostDate SalePrice PriceDate PRESORT TO "Duplicate_Inventory_
Items.FIL"
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この構文は、ALLを使用すれば次のように簡素化できます。

DUPLICATES ON ALL PRESORT TO "Duplicate_Inventory_Items.FIL"

重複値の出力テーブルをグループ番号でフィルター処
理する

複数のキーフィールドを組み合わせて使用することで、買掛金テーブルに重複レコードがないかど

うかをテストすることができます。

l Vendor_No(ベンダー番号 )
l Invoice_No(請求書番号 )
l Invoice_Date(請求書番号 )
l Invoice_Amount(請求金額 )

結果の重複値出力テーブルをフィルター処理することで、いくつかの重複値グループのみを追加処

理することができます。

キーフィールドの組み合わせを使ってフィルターを作成することは、次のように骨が折れます。例：

SET FILTER TO ((Vendor_No = "11475") AND (Invoice_No = "8752512") AND
(Invoice_Date = `20191021`) AND (Invoice_Amount = 7125.80)) OR
((Vendor_No = "12130") AND (Invoice_No = "589134") AND (Invoice_Date =
`20191117`) AND (Invoice_Amount = 10531.71)) OR ((Vendor_No = "13440")
AND (Invoice_No = "5518912") AND (Invoice_Date = `20191015`) AND
(Invoice_Amount = 11068.20))

このようにする代わりに、次のようにグループ番号を基準にしたフィルターを作成することでも、同じ

結果が得られます。

SET FILTER TO MATCH(GROUP_NUM, 3 , 8, 11)

備考
このコマンドの動作の詳細については、"重複の検査"ページ 1265を参照してください。
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並べ替えと重複

一般に、DUPLICATESコマンドは、並べ替えた 1つまたは複数のキーフィールドに対してのみ実行する

必要があります。キーフィールド内の重複値が、それら同士がすぐ隣に並んでいる場合にのみ検出でき

るためです。

キーフィールドを並べ替えずにDUPLICATESコマンドを実行しても、隣り合っていない重複値は重複値

として報告されません。同じ重複値の塊が2つ以上ある場合でも、それらの塊は別々のグループの重複

値として報告されます。

分析の目的によっては、キーフィールドを並べ替えずにDUPLICATESコマンドを実行することにも意味

がある場合があります。たとえば、ソーステーブル内ですぐ隣に並んでいる重複値のみを検出して、隣り

合っていない重複値は無視したい場合が、その例です。
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ESCAPEコマンド
Analyticsを終了することなく、処理中のスクリプト、あるいはすべてのスクリプトを終了します。

メモ

スクリプトを終了して、Analyticsも終了するには、"QUITコマンド"ページ 2027を参照し

てください。

構文

ESCAPE <ALL> <IF テスト>

パラメーター

名前 説明

ALL

省略可能

アクティブなすべてのスクリプトが強制終了されます。このパラメーターを省略した場合は、現

在のスクリプトが強制終了されます。

IFテスト

省略可能

コマンドが実行されるのにTrueとして評価される必要のあるテスト。テストがFalseと評価さ

れた場合、コマンドは実行されません。

例

スクリプトを条件付きで強制終了する

次の例では、テーブル内のレコード数をカウントし、カウントしたレコード数が100未満である場合

は、ESCAPEコマンドを使ってスクリプトを強制終了します。

COUNT
ESCAPE IF COUNT1 < 100
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備考

ESCAPEを使用する場面

ESCAPEを使用する場面は、条件に基づいてスクリプトまたはサブスクリプトの実行を停止する場合や、

実行中のすべてのスクリプトの実行を停止する場合です。

サブスクリプト内で ESCAPEを使用する

サブスクリプト内で ESCAPEを実行すると、そのサブスクリプトが実行を停止し、メインのスクリプトが、そ

のサブスクリプトを呼び出したDO SCRIPT コマンドから処理を再開します。

サブスクリプトのESCAPE コマンドにALLオプションを追加した場合は、サブスクリプトとメインのスクリプト

がどちらも処理を停止します。

ESCAPE ALL
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EVALUATEコマンド

レコード サンプリングまたは金額単位サンプリングでは、サンプリングされたデータで決定された誤謬を基に

母集団全体を予測し、逸脱率の上限または誤謬額を計算します。

レコードのサンプリング金額単位のサンプリング

構文

EVALUATE RECORD CONFIDENCE 信頼度 SIZE サンプルサイズ ERRORLIMIT 誤謬の数

<TO SCREEN|ファイル名}>

パラメーター

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。

名前 説明

RECORD レコード サンプルで見つかった誤謬を評価する

CONFIDENCE信頼度 サンプルサイズの計算時に指定したのと同じ信頼度

SIZEサンプル数 サンプルのレコード数。

メモ

抽出した実際のサンプルサイズを指定します。これは、Analyticsによって当

初計算されたサンプルサイズと異なっていてもかまいません。

ERRORLIMIT誤謬の数 サンプルで見つかった誤謬または逸脱の総数。

TO SCREEN |ファイル名 コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。
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名前 説明

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

Analyticsの出力変数

名前 含む

MLEn コマンドによって計算された最大誤謬率 (計算された上限逸脱率 )。

例

レコードの母集団全体に対して、サンプルされたデータ
で見つかった誤謬を推定する

サンプルデータのテストを完了し、見つかったコントロール逸脱を記録しました。検出したすべての

誤謬を母集団に対して投影できます。

以下の例は、サンプリングされたデータで見つかった 2つの誤謬を基に母集団全体を予測し、最

大誤謬率 (計算される上限逸脱率 )を 6.63%と算出しました。

EVALUATE RECORD CONFIDENCE 95 SIZE 297 ERRORLIMIT 7 TO SCREEN

Analyticsで誤謬を評価する際に値を計算する方法の詳細については、"レコード サンプルの誤

謬を評価する"ページ 1056を参照してください。
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備考
このコマンドの動作の詳細については、"レコード サンプルの誤謬を評価する"ページ 1056を参照してくだ

さい。

構文

EVALUATE MONETARY CONFIDENCE 信頼度 <ERRORLIMIT 簿価, 誤謬額 <,...n>>
INTERVAL 間隔値 <TO SCREEN|ファイル名>

パラメーター

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。

名前 説明

MONETARY 金額単位サンプルで見つかった誤謬を評価する

CONFIDENCE信頼度 サンプルサイズの計算時に指定したのと同じ信頼度

ERRORLIMIT簿価 ,誤謬

額

サンプルで見つかった虚偽表示の全誤謬。

虚偽表示額と金額の簿価をカンマで区切って指定します。たとえば、金額の簿価が$1,000
で、金額の監査額が$930の場合は、1000,70と指定します。

過剰計上は正の金額として、過少計上は負の金額として指定します。たとえば、金額の簿

価が$1,250で、金額の監査額が$1,450の場合は、1250,-200と指定します。

簿価と誤謬額のペアが複数組ある場合はカンマで区切ってください。

1000,70,1250,-200

INTERVAL間隔値 サンプルの抽出時に使用した間隔値。

メモ

使用した間隔値は、Analyticsによって当初計算された間隔値と異なってい

てもかまいません。

TO SCREEN |ファイル名 コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します
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名前 説明

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

Analyticsの出力変数

名前 含む

MLEn コマンドによって計算された推定誤謬額 (推定による虚偽表示 )。

UELn コマンドによって計算された最大誤謬額 (虚偽表示上限 )。

例

レコードの母集団全体に対して、サンプルされたデータ
で見つかった誤謬を推定する

サンプルデータのテストを完了し、見つかった虚偽表示を記録しました。検出したすべての誤謬を

母集団に対して投影できます。

以下の例は、サンプリングされたデータで見つかった誤謬を基に母集団全体を予測し、以下を含

む7つの値を計算しています。

l 基準となる精度 –サンプリングリスクの基本的な許容誤謬 ( 18,850.00)
l 推定誤謬 –推定による母集団全体の虚偽表示額 ( 1,201.69)
l 最大誤謬率 –母集団の虚偽表示上限 ( 22,624.32)
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EVALUATE MONETARY CONFIDENCE 95 ERRORLIMIT 1000,70,1250,-200,3200,900
INTERVAL 6283.33 TO SCREEN

Analyticsで誤謬を評価する際に値を計算する方法の詳細については、"金額単位サンプルの誤

謬を評価する"ページ 1087を参照してください。

備考
このコマンドの動作の詳細については、"金額単位サンプルの誤謬を評価する"ページ 1087を参照してく

ださい。
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EXECUTEコマンド
Analyticsの外部にあるアプリケーションやプロセスを実行します。WindowsのRunコマンドをエミュレート

します。Windowsのコマンド プロンプトを操作するために使用できます。

メモ

EXECUTEコマンドでは、Analytics外部のオペレーティングシステムやアプリケーションを

操作することができるため、Analyticsのネイティブ機能の範囲を超えた技術的な問題が

発生する可能性があります。

サポート チームでは、Analytics内における EXECUTEコマンドの操作の手助けはできま

すが、Analytics外部のプロセスやアプリケーションで発生する問題についてはサポートの

対象外です。

構文

EXECUTE Windows_Run_コマンド構文 <ASYNC>

パラメーター

名前 説明

Windows_Run_コマンド構

文

実行するアプリケーションの名前、開くフォルダーまたはファイル、あるいは実行するコマンドと、

任意の必要な引数やコマンド スイッチ。

引用符で囲まれた有効なWindows Runコマンドである必要があります。

ASYNC

省略可能

このコマンドを非同期モードで実行します。

非同期モードでは、Analyticsスクリプトは、EXECUTEコマンドによって開始されたプロセスが

完了するのを待たずに、実行を続行します。

ASYNCを省略した場合は、Analyticsスクリプトが続行されるには、EXECUTEコマンドに

よって開始されたプロセスが完了する必要があります。外部プロセスが実行中の場合は、

Analyticsにはアクセスできません。

メモ

Analyticsのコマンド ラインからEXECUTEを使用する場合は、ASYNCを

指定する必要があります。
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Analyticsの出力変数

名前 含む

RETURN_CODE EXECUTEコマンドを使用した外部アプリケーションまたはプロセス実行によって返されるコー

ド(リターンコード)。

リターンコードの概要

リターンコードは外部アプリケーションまたはプロセスによって生成される数値であり、Analytics
に返されることで外部プロセスの結果を示します。Analyticsはリターンコードを出力せず、入

力として受け付けるだけです。

一般的なリターンコード

通常、リターンコードは数値で、特定の通知やエラーメッセージが割り当てられています。たと

えば、リターンコード "0"は "処理が正常終了した"ことを示します。リターンコード "2"は "指
定されたファイルが見つからない"ことを示します。

特定のリターンコードの意味

特定のリターンコードとその意味は外部アプリケーションまたはプロセスによって異なります。リ

ターンコードは "エラーコード"や "終了コード"とも呼ばれ、それらの意味は、関連する外部ア

プリケーションのドキュメントに記載されている可能性があります。リターンコードの一覧はイン

ターネット上でも見ることができます。

デフォルト モードでのみ作成された変数

RETURN_CODE変数は、デフォルト モードでEXECUTE コマンドが実行されるときに、作成

されます。変数は、コマンドが非同期モードで実行されるときには、作成されません。

例

アプリケーションを開く

Microsoft Excelを開く：

EXECUTE "Excel"

Adobe Acrobat Readerを開く
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EXECUTE "AcroRd32.exe"

アプリケーションを閉じる

Microsoft Excelを閉じる：

EXECUTE "TASKKILL /f /im Excel.exe"

メモ

/fスイッチは慎重に使用してください。これは、変更の保存を確認するダイアログ

ボックスなど、一切のダイアログボックスを表示しないで、アプリケーションを強制的

に閉じます。

ファイルを開く

Excelワークブック AP_Trans.xlsxを開く

EXECUTE '"C:\ACL Projects\Source Data\AP_Trans.xlsx"'

新しいフォルダーを作成する

新しいフォルダーのソース データを作成する

EXECUTE 'cmd /c MD "C:\ACL Projects\Source Data"'

外部スクリプト、またはAnalyticsの外部のバッチファイ
ル( .bat)を実行する

スクリプト My_Batch.batを実行する
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EXECUTE '"C:\ACL Projects\Batch Files\My_Batch.bat"'

Analyticsの外部のバッチファイルにパラメーターを渡す

2つのパラメーターを My_Batch.batに渡します。パラメーターには、リテラルまたはAnalytics変数

を指定できます。

EXECUTE '"C:\ACL Projects\Batch Files\My_Batch.bat" param1%v_param2%'

他のAnalyticsプロジェクトで Analyticsスクリプトを実
行する

AP Trans Tests.aclで "AP_Trans_script"を実行する"

EXECUTE 'aclwin.exe "C:\ACL Projects\AP Trans Tests.acl" /b AP_Trans_
script'

メモ

別のプロジェクト内で Analyticsスクリプトを実行すると、もう 1つのAnalyticsイン

スタンスが起動されます。そのもう 1つのAnalyticsインスタンスを閉じたら制御が1
番目のインスタンスに戻るように、2番目のプロジェクト内のスクリプトの末尾に

QUITコマンドを記述しておく必要があります。

Analyticsスクリプトに待ち時間を組み込む

どちらの例も、30秒の待ち時間を設けます。

EXECUTE "TIMEOUT /t 30"

EXECUTE "cmd /c PING -n 31 127.0.0.1 > nul"

1779

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


備考

EXECUTE を使用して便利なタスクを実行する

EXECUTEコマンドは、WindowsコマンドおよびDOSコマンドを Analyticsのコマンド ラインから、または

Analyticsスクリプトから実行できるようにします。

この機能を使用すると、以下に挙げる多様で便利なタスクを実行することにより、Analyticsスクリプトの

自動化を向上させることができます。これらのタスクは、ACLScript構文だけを使用しては不可能です。

EXECUTE使用して開始できるタスクの例

他のプログラムやアプリケー

ションを開いて、Analyticsス
クリプトで必要なタスクを実

行する

バッチファイルにパラメーター

を渡す

ネットワークの場所からデー

タにアクセスする

Active Directoryアカウント

一覧を組み込む

任意のファイルをその既定

のアプリケーションで開く

他のAnalyticsプロジェクト

で Analyticsスクリプトを実

行する

FTPを使用して、リモートの

場所からデータにアクセスす

る

VBScript と統合する

Analyticsの外に存在する

ファイルやフォルダーのコ

ピー、移動、作成、削除、

または比較などのファイルお

よびフォルダーの管理タスク

を実行する

Analyticsスクリプトに待ち

時間を組み込む

データを圧縮または解凍す

る

SQLデータベースと統合す

る

外部スクリプト、または

Analyticsの外部のバッチ

ファイル( .bat)を実行する

Analyticsスクリプトに

Windowsのタスクスケ

ジュールを組み込む

データを暗号化または復号

する

Webページを開く

メモ

これらのタスクのいずれかを実行する方法の具体的な詳細は、Diligent ヘルプドキュメントで記載してい

ません。サポートが必要な場合は、適切なWindowsオペレーティングシステムのドキュメント、またはその

他サード パーティのドキュメントを参照してください。

デフォルト モードと非同期モード

デフォルト モードまたは非同期モードで、EXECUTEコマンドを実行できます。

l デフォルト モード – EXECUTEで開始するプロセスは、Analyticsスクリプトを続行する前に、完了

する必要があります。

外部プロセスが実行中の場合は、Analyticsにはアクセスできません。

l 非同期モード – Analyticsスクリプトは、EXECUTEコマンドによって開始されたプロセスが完了する

のを待たずに、実行を続行します。
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外部プロセスが実行中の場合は、Analyticsにはアクセスし続けることができます。

ASYNC指定する場合、EXECUTEコマンドは非同期モードで実行されます。

使用するモード

EXECUTEコマンドを使用する Analyticsスクリプトを作成する場合は、どちらのモードの操作が適切で

あるかを考慮する必要があります。

デフォルト モードを使用する 非同期モードを使用する / ASYNC

o ファイルおよびフォルダー管理タスク
o 待機期間の指定
o 後続のタスクが依存するタスク
o すぐ後のスクリプトの実行がRETURN_CODE変数の結

果に依存します

o 外部タスクにより、アプリケーションインターフェイスまたは

ポップアップダイアログボックスが開きます

自動実行される Analytics スクリプト

EXECUTEコマンドを含むAnalyticsスクリプトを自動で実行する場合は、次のいずれかの方法を使用し

ます。

l タスクで非同期モードを使用することにより、アプリケーションインターフェイスまたはポップアップダイ

アログボックスが開きます
l 自動スクリプトでインターフェイス要素を開かないようにします

メモ

インターフェイス要素が閉じるまで、実行中のプロセスを表します。これらのインターフェイ

ス要素がデフォルト モードで EXECUTEとともに開く場合、Analytics スクリプトの後続の

行は実行されず、スクリプトがハングします。

ロボットのEXECUTEコマンド

ロボットのアナリティクススクリプトで、EXECUTEコマンドを使用する場合は、特に実行するコマンドを構

成する必要があります。詳細については、ロボット エージェントの構成を参照してください。

二重引用符

EXECUTEコマンドで使用するWindowsのRunコマンドの構文は、一重引用符または二重引用符で

囲む必要があります。

次の例は、Windows MDコマンドを使用して新しいフォルダーを作成しています。

EXECUTE 'cmd /c md C:\New_Data_Folder'
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ネストされた二重引用符

Runコマンド構文内のパスにスペースが含まれている場合は、そのパスも引用符で囲む必要があります。

引用符でパスを囲むときには、2つのオプションがあります。

l 単一引用符内の二重引用符 –単一引用符を使用して、Runコマンド文字列全体を囲み、二

重引用符を内部で使用し、パスを囲みます

EXECUTE 'cmd /c md "C:\New Data Folder"'

2番目の方法よりも、この方法の方が容易である場合があります。

メモ

入れ子の順序を逆にする、つまり、二重引用符で文字列全体を囲み、一重引

用符でパスを囲むと、動作しません。

l 2つの二重引用符 –二重引用符を使用して、Runコマンド文字列全体を囲み、2つの二重引

用符を内部で使用してパスを囲みます。

EXECUTE "cmd /c md ""C:\New Data Folder"""

この2番目の方法を使用する場合、内部的に使用される 2つの二重引用符は隣接する必要

があり、スペースを含めることはできません。

内部コマンドおよび外部コマンド

Windowsコマンドは、内部または外部のいずれかです。

l 内部コマンド –は、コマンド プロンプトからのみ実行できます。これはつまり、コマンドを指定する前

に、cmd /cまたは cmd /kを用いて、コマンド シェルを開いておく必要があるということです。
l 外部コマンド –は、コマンド プロンプトからでも、直接 EXECUTEコマンドを用いても実行できます。

これはつまり、コマンド シェルを開くことは任意であり、必須ではないということです。

次の例では、違いを説明するために、内部 Windows DIRコマンド(ディレクトリの内容を表示する)と外
部Windows COMPコマンド( 2つのファイルを比較する)を使用しています。

EXECUTE 'cmd /k dir "C:\ACL DATA\Sample Data Files"'
EXECUTE 'comp C:\File_1.txt C:\File_2.txt'

Windowsコマンドを含んでいる外部スクリプトまたはバッチファイルを作成し、バッチファイルを起動するた

めだけにEXECUTEコマンドを使用することによって、この複雑な事態を避けることができます。例：

EXECUTE 'C:\My_Batch.bat'
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複数行のRunコマンド構文

EXECUTEコマンドは、複数行のRunコマンド構文をサポートしていません。Analyticsスクリプトに複数

行のRunコマンドを組み込むには、以下の方法のいずれかを使用します。

方法 例

Runコマンド

ごとに

EXECUTE
コマンドを繰

り返します。

EXECUTE 'cmd /c md "C:\New Data Folder"'
EXECUTE 'cmd /c copy C:\File_1.txt "C:\New Data Folder"'

'&'を使用し

て、複数の

Runコマンド

を結合しま

す。

EXECUTE 'cmd /c md "C:\New Data Folder" & copy C:\File_1.txt
"C:\New Data Folder"'

複数行の

Runコマンド

を含んでいる

外部スクリプ

トまたはバッ

チファイルを

作成し、バッ

チファイルを

起動するた

めだけに

EXECUTE
コマンドを使

用します。

EXECUTE 'C:\My_Batch.bat'
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EXPORTコマンド

指定されたファイル形式に、またはHighBond内のリザルト アプリまたはロボット アプリに、Analyticsから

データをエクスポートします。

メモ

EXPORTコマンドで古いExcelファイル( *.xls)やMicrosoft Accessファイル( *.mdb)
を扱うには、32ビット Microsoft Accessデータベースエンジンがインストールされている必

要があります詳細については、"Microsoft Accessデータベースエンジンを除外するオプ

ション"ページ 2664を参照してください。

構文

EXPORT { <FIELDS> フィールド名 <AS >エクスポート名> <...n>|<FIELDS> ALL <EXCLUDE
>フィールド名 <...n>>}<UNICODE> エクスポート形式 <SCHEMA> <PASSWORD >番号> TO{ファ
イル名|aclgrc_id|highbond_api_url} <OVERWRITE> <IF >テスト> <WHILE >テスト> <
{FIRST 範囲|NEXT 範囲}> <APPEND> <KEEPTITLE> <SEPARATOR >文字> <QUALIFIER >
文字> <WORKSHEET >ワークシート名> <DISPLAYNAME>

パラメーター

名前 説明

FIELDSフィー

ルド名 ASエク

スポート名

<...n> |
FIELDS ALL

エクスポートするフィールド。

o FIELDSフィールド名 –指定されたフィールドをエクスポートします

フィールド名はスペースで区切ります。フィールドは一覧の順序でエクスポートされます。

任意で ASエクスポート名を使って、エクスポート ファイル内のフィールドとは異なる名前を追加するこ

ともできます。エクスポート名は引用符で囲みます。

HighBond リザルト ( ACLGRC)へのエクスポートを行う場合は、AS とDISPLAYNAMEパラメーターを組

み合わせることもできます。詳細については、"HighBond のリザルトにエクスポートを行う際の

DISPLAYNAME とASの相互作用"ページ 1797を参照してください。

o FIELDS ALL –はテーブルのすべてのフィールドをエクスポートします。

フィールドは、テーブルレイアウトに表示されるとおりの順でエクスポートされます。

EXCLUDE
フィールド名

省略可能

FIELDS ALLを使用してエクスポートするときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、FIELDS ALLを微調

整できます。
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名前 説明

EXCLUDE はただちにFIELDS ALLに従う必要があります。例：

FIELDS ALL EXCLUDE field_1 field_2

UNICODE

省略可能

Analytics のUnicode版でのみ利用可能です。テキストファイル、区切り文字付きテキストファイル、XML
ファイル、Windowsクリップボード出力にのみ適用されます。( ASCII、DELIMITED、XML、CLIPBOARD)

Unicode UTF-16 LE文字エンコードが適用されている Analyticsデータをエクスポートします。

o UNICODE を指定 –エクスポートしているデータが拡張 ASCII( ANSI)によってサポートされていない場

合
o エクスポートしているデータのすべての文字が拡張 ASCII( ANSI)によってサポートされている場合は、

Unicode –を指定しないでください

エクスポートされたデータは拡張 ASCII( ANSI)としてエンコードされます。

メモ

サポートされていない文字はエクスポートされたファイルから省略されます。

詳細については、"Diligent Unicode製品"ページ 2672を参照してください。

エクスポート形

式

出力ファイル形式または宛先。

次のいずれかのオプションを指定します。

o ACCESS – Microsoft Accessデータベースファイル( *.mdb)

デフォルトでは、データはUnicode としてエクスポートされます。

o ACLGRC – HighBond リザルト
o ASCII – ASCIIプレーンテキスト ( *.txt)
o CLIPBOARD – Windowsクリップボード
o DBASE – dBASE互換ファイル( *.dbf)
o DELIMITED –区切り文字付きテキストファイル( .del)、またはカンマ区切り値ファイル( .csv)
o EXCEL – Microsoft Excel 1997 ～ 2003と互換性のある Excelファイル( *.xls)
o HBDATA – HighBondのロボットアプリのHighBondのロボットまたはワークフローロボットに対して圧縮さ

れたカンマ区切り値ファイル( *.csv.gz)
o JSON – JSONファイル( *.json)
o LOTUS – Lotus 123ファイル
o WDPF6 – Wordperfect 6ファイル
o WORD – MSWordファイル( *.doc)
o WP – Wordperfectファイル
o XLS21 – Microsoft Excelバージョン 2.1のファイル( *.xls)
o XLSX – Microsoft Excelファイル( *.xlsx)

デフォルトでは、データはUnicode としてエクスポートされます。

o XML – XMLファイル( *.xml)

SCHEMA

省略可能

XMLファイルへの出力のみに適用されます。( XML)

エクスポートされたXMLファイルにXML スキーマを含めます。XMLスキーマには、フィールドのデータ型な

ど、XMLファイルの構造を記述するメタデータが含まれています。

ファイルがエクスポートされたら、スキーマに対してファイルを検証することができます。

PASSWORD
番号

HighBondアプリにのみ適用されます。( ACLGRC、HBDATA)
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名前 説明

省略可能 使用するパスワード定義。

実際のパスワードを入力することを求めたり指定したりするのには、PASSWORD番号の構文は使用し

ません。パスワード定義とは、以前にPASSWORDコマンドかSET PASSWORDコマンドを使用して入

力または設定されたパスワードのことです。

番号はパスワード定義の番号です。たとえば、以前に2つのパスワードをスクリプトで設定したり入力した

りしている場合、またはアナリティクススクリプトをスケジュールしている場合、PASSWORD 2により、2番目の

パスワードを使用することを指定します。

パスワードの入力または設定の詳細については、次を参照してください。

o "PASSWORDコマンド"ページ 2015
o SET PASSWORDコマンド
o PASSWORDアナリティクスタグ

PASSWORD番号 は、TOの直前またはコマンド構文の文字列の最後に配置する必要があります。

必須のパスワード値は、HighBondアクセストークンです。詳細については、"パスワード定義の作成とパ

スワード値の指定"ページ 1798を参照してください。

メモ

PASSWORD番号は必要な場合と不要な場合があります。スクリプトを実行する環境

によって異なります。

Analytics

(オンラインアクティベーション)

PASSWORD番号は不要です。

Windowsレジストリに保管されている現在

のユーザーのHighBondアクセストークンが

自動的に使用されます

Analytics

(オフラインアクティベーション)

PASSWORD番号は必要です。

ロボット

TOファイル名 ファイルにエクスポートする場合にはファイルの名前。

必要に応じて、絶対ファイルパスまたは相対ファイルパスのいずれかを含めることができますが、その

Windowsフォルダーは既に存在している必要があります。ファイル名の値は引用符で囲まれた文字列と

して指定する必要があります。

メモ

カンマ区切り値ファイル( *.csv)にエクスポートするには、ファイル名の一部として .csv
ファイル拡張子を指定する必要があります。例：vendors.csv

TO ACL GRC
ID

HighBond リザルト アプリにエクスポートするにはリザルトの宛先。( ACLGRC)

ACL GRC ID値には、リザルトの統制テストの ID番号が含まれている必要があるほか、北米 ( US)以外

のデータセンターへエクスポートする場合には、そのデータセンターのコードも含まれている必要がありま

す。ACL GRC ID値は引用符で囲む必要があります。

統制テスト ID番号とデータセンターコードは、記号 ( @)で区切られる必要があります。例：TO "99@eu".

統制テスト ID番号がわからない場合は、Analyticsのユーザーインターフェイスを使用して、リザルトへの

エクスポートを開始します。統制テスト ID番号を特定したら、エクスポートをキャンセルします。詳細につ

いては、"HighBondのリザルト アプリへの例外のエクスポート "ページ 216を参照してください。

データセンターコードは、どの地域のHighBondサーバーにデータをエクスポートするのかを指定します。
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名前 説明

o af –アフリカ (南アフリカ)
o ap –アジア太平洋 (シンガポール)
o au –アジア太平洋 (オーストラリア)
o ca –北米 (カナダ)
o eu – ヨーロッパ (ドイツ)
o sa –南米 (ブラジル)
o us –北米 (米国 )

組織のHighBondインスタンスに対して承認されているデータセンターコードのみを使用できます。北米

のデータセンターがデフォルトであるため、@usを指定するのはオプションです。

TO HighBond
API URL

HighBondロボットアプリにエクスポートするにはロボットの宛先。( HBDATA)

メモ

ACLロボットにはエクスポートできません。HighBondロボットまたはワークフローロボットに

エクスポートする必要があります。

HighBond API URL値は、宛先ロボットのHighBond API 要求 URL です。以下のエクスポート例では、

*.csv.gzファイルが次の宛先にエクスポートされます。

o ID 番号 52053のロボット

o ( ID 番号 1000236のHighBond組織、

o HighBond北米 ( US)のデータセンター内 )

TO "https://apis-us.highbond.com/v1/orgs/1000236/robots/52053/working_
files?env=development"

envクエリ文字列パラメーターを使用して、ファイルをロボットの開発モードにエクスポートするか本番モード

にエクスポートするかを指定します。

開発モード

(デフォルト )

o ?env=development

または

o クエリ文字列を指定しない

本番モード o ?env=production

OVERWRITE

省略可能

HighBondアプリにのみ適用されます。( ACLGRC、HBDATA)

o OVERWRITE 指定 –対象統制テスト (テーブル)またはロボットのすべての既存のデータが、エクス

ポートされたデータによって上書きされます。データを上書きするには、ターゲット コレクションで、

Professional部門長ロールが必要です。

o OVERWRITE 省略 –対象統制テスト (テーブル)のすべての既存のデータの最後に、エクスポートされ

たデータが追加されます。詳細については、"HighBondのリザルトへのエクスポート "ページ 1796を参

照してください。

ロボットの*.csv.gzファイルでは、この追加動作はサポートされていません。

対象とする統制テスト (テーブル)の解釈は、上書きか追加かには関係なく、インポートされたデータを反

映するために動的に更新されます。

IFテスト 各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレコードに対して
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名前 説明

省略可能 のみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適用された後

に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テーブルの最後に

達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達するとすぐ

に、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 |
NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

APPEND

省略可能

テキストファイルと区切り文字付きテキストファイルのみに適用されます。( ASCII、DELIMITED)

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要があります。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、Analyticsによって

既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構造が一致しない場合は、デー

タが混在、不足、不正確になります。

KEEPTITLE

省略可能

テキストファイル、区切り文字付きテキストファイル、カンマ区切り値ファイルのみに適用されます( ASCII、
DELIMITED)

Analytics フィールド名とエクスポートされたデータを含めます。省略された場合、フィールド名は出力ファイ

ルに表示されません。

SEPARATOR
文字

省略可能

区切り文字付きテキストファイルとカンマ区切り値ファイルのみに適用されます。( DELIMITED)

フィールド間の区切りとして使用する文字。文字は引用符で囲まれた文字列として指定する必要があり

ます。

デフォルトでは、カンマが使用されます。カンマ区切り値ファイルにエクスポートしている場合は、カンマ以外

の文字を指定しないでください。

QUALIFIER文

字

省略可能

区切り文字付きテキストファイルとカンマ区切り値ファイルのみに適用されます。( DELIMITED)

フィールド値を折り返すためと識別するためにテキスト修飾子として使用する文字。文字は引用符で囲

まれた文字列として指定する必要があります。
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名前 説明

デフォルトでは、二重引用符が使用されます。

WORKSHEET
ワークシート名

省略可能

Microsoft Excel *.xlsxファイルのみに適用されます。( XLSX)

新規または既存のExcelファイルに作成される Excelワークシートの名前。

デフォルトでは、ワークシート名としてエクスポートする Analyticsテーブルの名前が使用されます。

ワークシート名には、英数文字とアンダースコア文字 (  _ )のみを含めることができます。名前に特殊文字

や空白を使用したり、名前を数字で始めることはできません。値を引用符で囲むのは任意です。

エクスポートするときにExcelワークブックとワークシートを上書きする詳細については、"WORKSHEET パ
ラメーターと上書き"ページ 1795を参照してください。

DISPLAYNAM-
E

省略可能

HighBondのリザルトに適用されます。( ACLGRC)

フィールド名自体に影響を与えることなく表示名がリザルトの列見出しに表示されるように、フィールド名

をフィールド名として、表示名を表示名としてエクスポートします。

DISPLAYNAMEを AS と組み合わせて使用することもできます。詳細については、"HighBond のリザルト

にエクスポートを行う際のDISPLAYNAME とASの相互作用"ページ 1797を参照してください。

例
"Excelの例"下

"区切り文字付きファイルの例"見開きページ

"カンマ区切り値 ( CSV)ファイルの例"ページ 1792

"リザルト アプリの例"ページ 1792

"ロボット アプリの例"ページ 1793

Excelの例

Excel .xlsxファイルにデータをエクスポートします。

Vendorテーブル内の特定のフィールドを Excel *.xlsxファイルにエクスポートするには、次のよう

にします。

OPEN Vendor
EXPORT FIELDS Vendor_No Vendor_Name Vendor_City XLSX TO "VendorExport"
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ワークシート名を指定して、データを Excel .xlsxファイル
へエクスポートする

Vendorテーブル内の特定のフィールドを Excel *.xlsxファイル内のVendors_US というワーク

シートにエクスポートするには、次のようにします。

OPEN Vendor
EXPORT FIELDS Vendor_No Vendor_Name Vendor_City XLSX TO "VendorExport"
WORKSHEET Vendors_US

区切り文字付きファイルの例

すべてのフィールドを区切りファイルにエクスポートする

Vendorテーブル内のフィールドを以下の2つの区切り文字付きテキスト ファイルにエクスポートし

ます。

OPEN Vendor
EXPORT FIELDS ALL DELIMITED TO "VendorExport"

フィールドのサブセットを区切りファイルにエクスポートす
る

テーブルのフィールドのサブセットを外部ファイルにエクスポートする際には、2つのオプションがありま

す。

l エクスポートする個別のフィールドを指定する
l FIELDS ALLを指定し、エクスポートから除外するフィールドを指定する

ヒント

最も作業が少ない方法を使用してください。

次の例は、8つのフィールドがある Vendorテーブルを参照します。
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l Vendor_No(ベンダー番号 )
l 業者名
l 業者番地
l 業者市区郡
l 業者都道府県
l 業者郵便番号
l 前回有効日
l レビュー日

エクスポートするフィールドを指定する

Vendorテーブル内のフィールドを以下のすべての区切り文字付きテキスト ファイルにエクスポート

します。

OPEN Vendor
EXPORT FIELDS Vendor_No Vendor_Name DELIMITED TO "Vendors" KEEPTITLE
SEPARATOR "|" QUALIFIER '"'

FIELDS ALLを指定し、除外するフィールドを指定する

Vendorテーブル内の前回有効日およびレビュー日フィールドを除くすべてのフィールドを、区切り

文字付きファイルにエクスポートします。

OPEN Vendor
EXPORT FIELDS ALL EXCLUDE Vendor_Last_Active Vendor_Review_Date
DELIMITED TO "Vendor_addresses" KEEPTITLE SEPARATOR "|" QUALIFIER '"'

GROUPを使用して、データを複数の区切り文字付き
テキスト ファイルへエクスポートする

Vendorテーブル内の特定のフィールドを以下の2つの区切り文字付きテキスト ファイルにエクス

ポートします。

l "A"から "M"の業者名の1つのファイル
l "N"から "Z"の業者名の1つのファイル

GROUP コマンドと IF 条件を使って、各レコードの業者名をテストします。

GROUP
  EXPORT FIELDS Vendor_No Vendor_Name DELIMITED TO "AtoM" IF BETWEEN
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(UPPER(VENDOR_NAME), "A", "M")
  EXPORT FIELDS Vendor_No Vendor_Name DELIMITED TO "NtoZ" IF BETWEEN
(UPPER(VENDOR_NAME), "N", "Z")
END

カンマ区切り値 ( CSV)ファイルの例

すべてのフィールドをカンマ区切り値ファイルにエクスポー
ト

Vendorテーブル内のフィールドをカンマ区切り値ファイルにエクスポートします。

OPEN Vendor
EXPORT FIELDS ALL DELIMITED TO "VendorExport"

リザルト アプリの例

HighBondのリザルト アプリへのデータのエクスポート

エクスポートするフィールドを指定する

AR_Exceptionsテーブル内の特定のフィールドをHighBondのリザルトにエクスポートするとしま

す。対象統制テスト (テーブル)内の既存のデータを上書きします。

OPEN AR_Exceptions
EXPORT FIELDS No Due Date Ref Amount Type ACLGRC TO "10926@us"
OVERWRITE

ロボットでコマンドを実行するために必要なパスワード定義を作成します

EXPORTコマンドで PASSWORD Analyticsタグとそれに対応する PASSWORDパラメーターの

2つの部分からなるパスワード定義を作成します。
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//PASSWORD 1 Analyticsタグは、ロボットのタスクのパスワード入力パラメーターを作成します。

EXPORTコマンドの一致する PASSWORD 1パラメーターは、タスクに保存され暗号化されたパス

ワード値を参照します。必須のパスワードは有効な HighBondアクセストークンです。詳細につい

ては、"パスワード定義の作成とパスワード値の指定"ページ 1798を参照してください。

COMMENT
//Analytics データのリザルトへのエクスポート

//PASSWORD 1 HighBond アクセストークン

//RESULT LOG
END

OPEN AR_Exceptions
EXPORT FIELDS No Due Date Ref Amount Type ACLGRC PASSWORD 1 TO
"10926@us" OVERWRITE

ロボット アプリの例

HighBondのロボット アプリへのデータのエクスポート

メモ

ACLロボットにはエクスポートできません。HighBondロボットまたはワークフローロ

ボットにエクスポートする必要があります。

ロボットにエクスポートした後のデータへのアクセス方法については、load_working_
file() methodを参照してください

エクスポートするフィールドを指定する

HighBondロボットで Trans_Mayテーブルから特定のフィールドを、圧縮したCSVファイル

( *.csv.gz)にエクスポートします。開発モードで、ロボット 52053に同じ名前のファイルが存在し

ている場合、上書きされます。

OPEN Trans_May
EXPORT FIELDS CARDNUM AS 'CARDNUM' CODES AS 'CODES' DATE AS 'DATE'
CUSTNO AS 'CUSTNO' DESCRIPTION AS 'DESCRIPTION' AMOUNT AS 'AMOUNT'
HBDATA TO "https://apis-
us.highbond.com/v1/orgs/1000236/robots/52053/working_
files?env=development" OVERWRITE
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ロボットでコマンドを実行するために必要なパスワード定義を作成します

EXPORTコマンドで PASSWORD Analyticsタグとそれに対応する PASSWORDパラメーターの

2つの部分からなるパスワード定義を作成します。

//PASSWORD 1 Analyticsタグは、ロボットのタスクのパスワード入力パラメーターを作成します。

EXPORTコマンドの一致する PASSWORD 1パラメーターは、タスクに保存され暗号化されたパス

ワード値を参照します。必須のパスワードは有効な HighBondアクセストークンです。詳細につい

ては、"パスワード定義の作成とパスワード値の指定"ページ 1798を参照してください。

COMMENT
//ロボットへの分析エクスポート Analytics データ

//PASSWORD 1 HighBond アクセストークン

//RESULT LOG
END

OPEN Trans_May
EXPORT FIELDS CARDNUM AS 'CARDNUM' CODES AS 'CODES' DATE AS 'DATE'
CUSTNO AS 'CUSTNO' DESCRIPTION AS 'DESCRIPTION' AMOUNT AS 'AMOUNT'
HBDATA PASSWORD 1 TO "https://apis-
us.highbond.com/v1/orgs/1000236/robots/52053/working_
files?env=development" OVERWRITE

すべてのフィールドのエクスポート

HighBondロボットで Trans_Mayテーブルすべてのフィールドを圧縮したCSVファイル

(*.csv.gz)にエクスポートします。

OPEN Trans_May
EXPORT FIELDS ALL HBDATA PASSWORD 3 TO "https://apis-
us.highbond.com/v1/orgs/1000236/robots/52053/working_
files?env=development" OVERWRITE

FIELDS ALLを指定し、除外するフィールドを指定する

HighBondロボットでベンダーテーブルから最終有効日およびレビュー日フィールドを除くすべての

フィールドを圧縮されたCSVファイル (*.csv.gz)にエクスポートします。

OPEN Vendor
EXPORT FIELDS ALL EXCLUDE Vendor_Last_Active Vendor_Review_Date HBDATA
PASSWORD 3 TO "https://apis-
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us.highbond.com/v1/orgs/1000236/robots/52053/working_
files?env=development" OVERWRITE

備考

EXPORTとGROUP コマンドの使用

ほとんどのエクスポート形式は、GROUPコマンドを使ってデータを複数ファイルへ同時にエクスポートする

ことができます。

Microsoft ExcelおよびMicrosoft Accessにデータをエクスポートする場合は、同時に1つのファイルのみ

作成することができます。

Excelへのエクスポート

データを Excelファイルにエクスポートするときには、以下の制限事項があります。

制限 詳細

レコード数 o Excel 2007以降 ( *.xlsx) – 16,384フィールドで最大 1,048,576レコード( Excelがサポー

トする最大ワークシートサイズ)
o Excel 97および 2003 –最大レコード件数は 65,536件

この最大件数を超える Analyticsテーブルでもエクスポートは行えますが、上限を超えた分の

レコードは無視されエクスポートされません。

フィールドの長さ o 特定のフィールド長上限なし
o フィールド長の合計が、レコード全体の長さ上限である 32 KB

(非 Unicode版 Analyticsでは 32,765文字、Unicode版 Analyticsでは 16,382文字 )
を超えることはできません。

o Excel 2.1の場合は、最大 247文字

フィールド名の長さ o 最大 64文字
o Excel 2.1の場合は、最大 248文字

WORKSHEET パラメーターと上書き

Analytics テーブルからExcelファイルにエクスポートするときにWORKSHEETコマンドを使用する場合と

しない場合の結果は、以下で説明します。
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一致 説明

使用されるWORKSHEET
パラメーター

使用されない

WORKSHEET パラメー

ター

一致する Excelファイル名

がない

o TO に指定されたファイル

名の値が既存のどの

Excelファイルの名前とも

一致しない

指定された名前のワーク

シートで新しいExcelファイ
ルが作成される

エクスポートされたAnalytics
テーブルの名前を使用する

ワークシートで、新しい

Excelファイルが作成される

一致する Excelファイル名

がある

一致するワークシート名が

ある

o TO に指定されたファイル

名の値と既存のExcel
ファイルの名前が一致す

る
o WORKSHEETに指定

されたワークシート名が

Excelファイルのワーク

シート名と一致しない

指定された名前のワーク

シートが既存のExcelファイ
ルに追加される

エクスポートされたAnalytics
テーブルの名前を使用する

ワークシートで、既存の

Excelファイルが新しい

Excelファイルによって上書

きされる

Excelファイル名とワーク

シート名が一致する

o TO に指定されたファイル

名の値と既存のExcel
ファイルの名前が一致す

る
o WORKSHEETに指定

されたワークシート名が

Excelファイルのワーク

シート名と一致する

最初にAnalyticsから作成

された場合は、指定された

名前のワークシートが既存

のワークシートを上書きしま

す。

既存のワークシートが最初

に直接 Excelで作成された

場合は、エラーメッセージが

表示され、エクスポート処理

がキャンセルされます。

エクスポートされたAnalytics
テーブルの名前を使用する

ワークシートで、既存の

Excelファイルが新しい

Excelファイルによって上書

きされる

HighBondのリザルトへのエクスポート

以下の表では、リザルトで統制テストにエクスポートする方法の詳細について説明しています。

項目 詳細

必要なアクセス許可 リザルトの統制テストへ結果をエクスポートする機能は、特定のHighBond役割の割り当て、また

は管理者特権を必要とします。

o リザルト コレクションのプロフェッショナルユーザーまたはプロフェッショナル部長の役割を担うユー

ザーは、そのコレクション内のあらゆる統制テストに結果をエクスポートすることができます。

メモ

監査部門長の役割のユーザーのみが統制テストの既存のデータをエクスポート

および上書きできます。

o HighBondシステム管理者およびリザルト管理者は、HighBond組織、または管理する組織の

すべてのコレクションで自動的にプロフェッショナル部門長の役割を取得します。

詳細については、リザルト アプリアクセス許可を参照してください。

エクスポートの制限

事項

統制テストにエクスポートする際、次の制限が適用されます。

o エクスポートごとに最大 100,000レコード
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項目 詳細

o 統制テストごとに最大 100,000レコード
o レコードごとに最大 500フィールド
o フィールドごとに最大 256文字

同じ統制テストへは、複数回～全体の上限回数までエクスポートを行うことができます。

フィールドの追加

(OVERWRITE指定

なし)

既存のフィールドと一致する物理フィールド名がある場合は、Analyticsテーブル内の順序に関係な

く、エクスポートされたフィールドは統制テストの既存のフィールドの最後に追加されます。

Analyticsでは、物理フィールド名はテーブルレイアウトの名前です。既存のフィールド名に一致しな

いエクスポートされるフィールドは、リザルトのテーブルに追加列として追加されます。

Analytics とリザルトのフィールドの表示名は、考慮されません。ただし、オプションのAS エクスポート名

パラメーターを使用する場合に、DISPLAYNAMEを使用しないときは、エクスポート名 値が物理フィール

ド名として使用されます。

アンケート フィールドの末尾にデータを追加するときには、リザルトの列の表示名は、アンケート構成

で指定された名前のままです。

対象統制テストの主キーフィールドが指定されている場合、最後に追加は異なる方法で動作しま

す。詳細については、"HighBondのリザルト アプリへの例外のエクスポート "ページ 216を参照してく

ださい。

メモ

リザルトとAnalyticsの間でデータを往復し、データがリザルトで不一致になる場合

は、不一致のフィールド名がある可能性があります。

詳細については、"リザルト データをインポートおよびエクスポートするときのフィール

ド名の考慮事項"ページ 1906を参照してください。

パスワード要件 "パスワード定義の作成とパスワード値の指定"見開きページを参照してください。

HighBond のリザルトにエクスポートを行う際のDISPLAYNAME とASの相互
作用

下記のマトリクスは、Analyticsからリザルトにフィールド名をエクスポートする際のDISPLAYNAMEパラ

メーターとASの相互作用を示しています。

AS を指定しない場合 AS を指定した場合

DISPLAYNAME を指定しない場合

Analyticsのフィールド名が、リザルトの

フィールド名と表示名になります。

リザルトのフィールド名と表示名が、AS
パラメーターの表示名になります。

DISPLAYNAME を指定した場合

Analyticsのフィールド名が、リザルトの

フィールド名になります。Analyticsの表

示名が、リザルトの表示名になります。

Analyticsのフィールド名が、リザルトの

フィールド名になります。リザルトの表示

名が、ASパラメーターの表示名になり

ます。
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HighBondロボットへのエクスポートに必要なアクセス許可

圧縮 CSVファイル (*.csv.gz)をロボット アプリにアップロードする機能には、特定のロボットロールの割り

当て、または管理者権限が必要です。

l ロボットの編集者ロールまたは所有者ロールを持つユーザーは、圧縮されたCSVファイルをロボット

にアップロードできます。レビュー担当者ロールを持つユーザーは、アップロードできません。

l ロボット管理者は自動的にすべてのロボットのコラボレーターになり、所有者のロールを持ちます。

l Professionalサブスクリプションを持つHighBondシステム管理者は、自動的にロボット管理者に

なります。

詳細については、ロボットアプリのアクセス許可を参照してください。

パスワード定義の作成とパスワード値の指定

ロボットでリザルト アプリにデータをエクスポートするスクリプトを実行したり、ロボット アプリに圧縮された

CSVファイル (*.csv.gz)をアップロードする場合、EXPORTコマンドにパスワード定義を含める必要が

あります。オフラインアクティベーションを使用する場合、同じ要件がAnalyticsで実行されるスクリプトに

適用されます。

どの方法を用いてパスワード定義を作成したかにかかわらず、パスワードには値としてHighBondアクセス

トークンを指定する必要があります。このトークンは Launchpadで生成できます。詳細については、

"HighBondアクセストークンを取得"次のページを参照してください。

パスワード定義方法

方法 説明

PASSWORDア

ナリティクスタグ

(ロボットで実行

するスクリプト用 )

PASSWORDアナリティクスタグを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定

義を作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。ロボットでスクリプトを実行するタスク

を作成すると、タスクデザイナーの入力フィールドで実際のパスワードを指定できます。

詳細については、PASSWORDアナリティクスタグを参照してください。

PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を作成

した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。スクリプトで接続しようとすると、パスワードプロ

ンプトが表示されます。

詳細については、"PASSWORDコマンド"ページ 2015を参照してください。

SET
PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

SET PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を

作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されるため、パスワードプロンプトは表示されません。

この方法は自動実行用に作成されたスクリプトに適していますが、スクリプトに実際のパスワードがクリア

テキストで表示されるため、この状況には適していません。

詳細については、SET PASSWORDコマンドを参照してください。
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HighBondアクセストークンを取得

注意

生成されるアクセストークンはHighBondにサインインするために使用されるアカウントと

一致します。他のユーザーが使用するスクリプトを作成する場合は、そのスクリプト内に

自身のアクセストークンを指定することは不適切です。

アクセストークンはアカウントパスワードと同じように保護してください。

1. 次のいずれかを実行します。
l Analytics メインメニューで［ツール>HighBondアクセストークン］を選択します。
l スクリプト エディター内を右クリックし、［挿入 > HighBond トークン］を選択します。

［API アクセストークンを管理します］ページがお使いのブラウザーで開きます。最初にHighBond
にサインインすることを求められる場合があります。

ヒント

Analyticsからの［API トークンの管理］ページへのアクセスが便利です。HighBond
にサインインし、Analyticsを使用せずにユーザープロファイルからこのページにアクセ

スすることもできます。

2. 次のいずれかを実行します。
l 既存のトークンを使用する –［トークン］列で、使用する一部がマスクされたトークンをクリックし、

HighBondアカウントのパスワードを入力します。マスクされていないトークンが表示されます。

ヒント

新しいトークンを作成する理由がない場合は、既存のトークンを使用してくださ

い。既存のトークンが機能しない場合は、新しいトークンを作成してください。

既存のトークンを使用すると、管理する必要があるトークン数が減ります。

l 新しいトークンを作成する –［トークンを作成 > Analytics］をクリックし、お使いのHighBondアカ

ウントのパスワードを入力します。

新しいAnalytics トークンが作成されます。

3. ［コピー ］をクリックしてトークンをコピーします。

ヒント

トークンが含まれているこのダイアログボックスは、そのトークンを貼り付けるまで閉

じないでください。

4. 使用しているパスワード定義方法に応じて次のいずれかを実行します。

l PASSWORDアナリティクスタグ –ACLロボットのタスクデザイナーで、コピーしたトークンをパスワー

ドパラメーターフィールドに貼り付けます。
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l PASSWORD コマンド –Analyticsで、コピーしたトークンを、スクリプト実行中に表示されるパス

ワードの確認に貼り付けます。

l SET PASSWORD コマンド –Analyticsで、スクリプトのSET PASSWORDコマンド構文内の適

切な位置にコピーしたトークンを貼り付けます。

5. Launchpadで、トークンが含まれているダイアログボックスを閉じます。

新しいトークンを作成した場合は、部分的にマスクされたバージョンのトークンが、トークンのリスト

に追加されます。

詳細については、HighBondアクセストークンの作成と管理を参照してください。
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EXTRACTコマンド

Analyticsテーブルからデータを抽出し、それを新しいAnalyticsテーブルに出力するか、または既存の

Analyticsテーブルへ追加します。レコード全体または選択したフィールドを抽出することができます。

構文

EXTRACT {RECORD|FIELDS フィールド名 <AS 表示名> <...n>|FIELDS ALL <EXCLUDE フィー

ルド名 <...n>>} TO テーブル名 <LOCAL> <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT
範囲> <EOF> <APPEND> <OPEN>

パラメーター

名前 説明

RECORD | FIELDSフィー

ルド名 | FIELDS ALL
出力に含めるフィールド：

o RECORD –ソースデータファイル内のレコード全体、つまり、テーブル内のすべてのフィール

ド、およびレコード内の未定義部分すべてが使用されます。

フィールドは、テーブルレイアウトに現れる順序と同じ並びで使用されます。

演算フィールドを保持します。

o FIELDS フィールド名 –指定されたフィールドを使用します

フィールドは一覧の順序で使用されます。

演算フィールドを出力先テーブル内の適切なデータ型 ( ASCII型またはUnicode型

( Analyticsのエディションによる)、ACL型 (ネイティブの数値データ型 )、日付時刻型、あ

るいは論理型 )の物理フィールドに変換します。演算された実際の値を物理フィールドに

設定します。

o FIELDS ALL –テーブルのすべてのフィールドを使用します。

フィールドは、テーブルレイアウトに現れる順序と同じ並びで使用されます。

演算フィールドを出力先テーブル内の適切なデータ型 ( ASCII型またはUnicode型

( Analyticsのエディションによる)、ACL型 (ネイティブの数値データ型 )、日付時刻型、あ

るいは論理型 )の物理フィールドに変換します。演算された実際の値を物理フィールドに

設定します。

AS表示名

省略可能

FIELDSフィールド名を使って抽出を行う場合にのみ有効です。

新しいAnalyticsテーブルのビューにおけるフィールドの表示名 (代替列見出し)。表示名を

フィールド名、またはソーステーブル内の既存の表示名と同じにしたい場合は、ASを使用し

ないでください。
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名前 説明

表示名の値は引用符で囲まれた文字列。列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミ

コロン( ;)を入れます。

メモ

ASは新しいテーブルに抽出を行う場合にのみ使用します。既存のテーブル

に追加している場合は、既存テーブルの代替列見出しが優先されます。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

FIELDS ALLを使用して抽出するときにのみ使用されます。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、FIELDS
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はただちにFIELDS ALLに従う必要があります。例：

FIELDS ALL EXCLUDE field_1 field_2

TOテーブル名 コマンドの結果を送信する場所：

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

LOCAL

省略可能

Analyticsプロジェクトと同じ場所に出力ファイルを保存します。

メモ

Analyticsテーブルである出力ファイルを含むサーバーテーブルに対してコマン

ドを実行するときにのみ適用されます。

LOCAL パラメーターはTOパラメーターの直後に置く必要があります。

IF テスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト 各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー
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名前 説明

省略可能 ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

EOF

省略可能

ファイルの終わりに達した後、コマンドをもう一度実行します。

これにより、GROUPコマンド内でテーブルの最後のレコードが処理されることが保証されま

す。すべてのフィールドが以前のレコードを参照する演算フィールドである場合にのみ使用し

てください。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

例

テーブル内のすべてのレコードを新しいテーブルへ抽出
する
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次の例では、既存のすべてのレコードを新しいAnalyticsテーブルへ抽出することにより、AR_
Customerテーブルの正確な複製を作成します。すべての演算フィールドは演算フィールドとして

保持されます。

OPEN AR_Customer
EXTRACT RECORD TO "AR_Customer_2"

テーブル内のすべてのフィールドを新しいテーブルへ抽出
する

AR_Customerテーブル内の定義済みのすべてのフィールドを新しいAnalyticsテーブルへ抽出す

るとします。すべての演算フィールドが、物理フィールドに変換され、実際に計算された値が格納さ

れます。

OPEN AR_Customer
EXTRACT FIELDS ALL TO "AR_Customer_2"

テーブルのすべてのレコードの抽出と、既存のテーブルへ
の追加

AR_Customerテーブルのすべてのレコードを抽出し、AR_Customer_Masterテーブルの最後に

グループとして追加します。

OPEN AR_Customer
EXTRACT RECORD TO "AR_Customer_Master" APPEND

テーブルのすべてのレコードの抽出と、別のフォルダーの
既存のテーブルへの追加

AR_Customerテーブルのすべてのレコードを抽出し、AR_Customer_Masterテーブルの最後に

グループとして追加します。これは、Analyticsプロジェクト フォルダー以外のフォルダーです。
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OPEN AR_Customer
EXTRACT RECORD TO "C:\Users\Customer Data\AR_Customer_Master" APPEND

テーブルから新しいテーブルへフィールドのサブセットを抽
出する

テーブルのフィールドのサブセットを抽出する際には、2つのオプションがあります。

l 抽出する個別のフィールドを指定する
l FIELDS ALLを指定し、抽出から除外するフィールドを指定する

ヒント

最も作業が少ない方法を使用してください。

次の例は、7つのフィールドがある AR_Customerテーブルを参照します。

l 参照番号
l customer number
l customer name
l 取引形態
l Invoice_Date(請求書番号 )
l 期日
l Invoice_Amount(請求金額 )

抽出するフィールドを指定する

次の例では、AR_Customerテーブルから 3つのフィールドを新しいAnalyticsテーブルへ抽出しま

す。

OPEN AR_Customer
EXTRACT FIELDS Name Due Date TO "AR_Customer_Dates.fil"

FIELDS ALLを指定し、除外するフィールドを指定する

次の例では、AR_Customerテーブルから、Reference_numフィールドを除くすべてのフィールドを

新しいAnalyticsテーブルへ抽出します。

OPEN AR_Customer
EXTRACT FIELDS ALL EXCLUDE Reference_num TO "AR_Customer_Dates.fil"
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抽出されたフィールドの表示名を作成する

次の例では、AR_Customerテーブルから 3つのフィールドを抽出し、新しいAnalyticsテーブルに

おけるそれらのフィールドの表示名を作成します。

OPEN AR_Customer
EXTRACT FIELDS Name AS "Customer;Name" Due AS "Due;Date" Date AS
"Invoice;Date" TO "AR_Customer_Dates.fil"

条件に基づいてフィールドを抽出する

次の例では、Due フィールドの日付が2014年 7月 1日より前の日付の場合に、AR_Customer
テーブルから 3つのフィールドを新しいAnalyticsテーブルへ抽出します。

OPEN AR_Customer
EXTRACT FIELDS Name Due Date IF Due < `20140701` TO "Overdue.fil"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"データの抽出"ページ 201または"データの抽出と追加"ページ

 940を参照してください。

テーブルの抽出 ( EXTRACT)とテーブルのコピーの比較

EXTRACTでは、新しいテーブルレイアウトだけでなく、新しいソースデータファイル( .fil)も作成されま

す。

これに対し、ナビゲーター(編集 > コピー)を使ってテーブルを作成すると、元のソースデータファイルとも関

連付けられた新しいテーブルレイアウトが作成されます。この場合、新しいデータファイルが作成されるわ

けではありません。
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FIELDSHIFTコマンド

テーブルレイアウトでフィールド定義の開始位置を変更します。

構文

FIELDSHIFT START 開始位置 COLUMNS シフトバイト数 <FILTER データ フィルター名> <OK>

パラメーター

名前 説明

START開始位置 シフトする最初のフィールド定義の開始バイト位置。

すべてのフィールド定義が、指定されたフィールド定義の右にシフトされます。

非開始バイト位置を指定する場合は、次の開始バイト位置が使用されます。

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、拡張 ASCII (ANSI)データ 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、Unicodeデータ 2バイト = 1文字

Unicodeデータでは、一般的に、奇数で開始するバイト位置を指定してくだ

さい。偶数の開始位置を指定すると、文字が正しく表示されない可能性が

あります。

COLUMNSシフトバイト数 フィールド定義をシフトするバイト数。

フィールド定義を右にシフトする正の数値を入力します。フィールド定義を左にシフトする負の

数値を入力します。

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、拡張 ASCII (ANSI)データ 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、Unicodeデータ 2バイト = 1文字

Unicodeデータでは、偶数バイトのみを指定します。奇数バイトを指定する

と、文字が正しく表示されない可能性があります。
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名前 説明

FILTERデータフィルター名

省略可能

特定のレコード定義に関連するフィールド定義を識別するためのフィルターの名前。

OK

省略可能

アクションを確認せずに、項目を削除または上書きします。

例

フィールド定義をシフトする

バイト 11でフィールド定義と後続のフィールド定義 4バイトを右にシフトします。

FIELDSHIFT START 11 COLUMNS 4

備考
このコマンドの動作の詳細については、"テーブルレイアウトにおけるフィールドのシフト "ページ 824を参照

してください。

シフトされたフィールド定義は、レコード長内にある必要があ
ります。

1つ以上のフィールド定義を左右にシフトするときには、フィールドがいずれの方向でもレコード長を超える

ことができません。

FIELDSHIFT は、指定されたフィールド定義と、任意のフィールド定義の両方を、指定された定義の右

に移動します。定義のシフトされたブロックがいずれかの方向でレコード長を超える場合、エラーメッセー

ジが表示され、コマンドは実行されません。

ヒント

レコードの最後を超過しているためにエラーメッセージが表示される場合は、最終フィー

ルド定義を削除し、シフト対象のフィールド定義の場所を作ってください。

1808

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


FINDコマンド

インデックス付き文字フィールドで、指定した文字列と一致する最初の値を検索します。

メモ

FINDコマンドとFIND( )関数はAnalyticsの2つの別個の機能であり、大きな違いがあ

ります。関数の詳細については、"FIND( )関数"ページ 2267を参照してください。

構文

FIND 検索値

パラメーター

名前 説明

検索値 検索する文字列。

検索値は大文字と小文字を区別し、先頭のスペースを含めることができません。

引用符が検索されるデータの一部でない限り、値を引用符で囲まないでください。

例

特定の値の検索

文字型フィールド Card_Numberの値のうち、"8590124"と完全に一致するか "8590124"で始ま

る最初の値を検索したいとします。

まず、Card_Number フィールドにインデックスを昇順に作成します。次に、FINDを実行します。こ

れらを実行する例は次のようになります。
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INDEX ON Card_Number TO "CardNum" OPEN
SET INDEX TO "CardNum"
FIND 8590124

備考
このコマンドの動作の詳細については、"一致する最初のレコードの選択"ページ 1229を参照してくださ

い。

FINDの用途

FINDコマンドを使用すると、テーブル内で、インデックス付きの文字フィールドに指定した検索値を含んで

いる最初のレコードに直接移動できます。

INDEXを使用するための要件

このコマンドを使用するには、検索対象のテーブルに、昇順の文字フィールドに基づくインデックスが作成

されている必要があります。

複数の昇順の文字フィールドを基にインデックスが作成されている場合は、そのインデックスに指定されて

いる最初のフィールドだけが検索されます。このコマンドで、文字以外のインデックスフィールドや、降順で

インデックス付けされた文字フィールドを検索することはできません。

部分一致

部分一致がサポートされます。インデックス付きフィールドに含まれる長い値の一部を検索値に指定でき

るのです。ただし、検索値は、一致を成すフィールドの先頭に現れる必要があります。

一致に応じたFINDの出力

FINDコマンドの結果は、検索値が見つかったかどうかに応じて、以下のいずれかになります。

l 検索値が見つかった場合 –テーブル内で最初の一致するレコードが選択されます。

l 検索値が見つからない場合 –テーブル内で、検索値よりも大きい値を持つ最初のレコードが、選

択されます。

検索値よりも大きい値がインデックス付きフィールドに存在しない場合は、テーブルは最初のレコー

ドに位置付けられます。どちらの場合も、"キーと一致するインデックスがありません"というメッセージ

が表示されます。

FINDコマンドは、［正確な文字比較を行う］オプション( SET EXACT ON/OFF)の影響を受けません。
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FUZZYDUPコマンド

文字フィールドでほぼ同一の値 (あいまい重複 )を検出します。

メモ

曖昧一致を使用して、2つのAnalyticsテーブルのフィールドを組み合わせて 1つの新し

いAnalyticsテーブルにする手順については、"FUZZYJOINコマンド"ページ 1817を参照

してください。

構文

FUZZYDUP ON キー フィールド <OTHER フィールド <...n>|OTHER ALL <EXCLUDE フィールド名

<...n>>> LEVDISTANCE 値 <DIFFPCT 割合> <RESULTSIZE 割合> <EXACT> <IF テスト>
TO テーブル名 <LOCAL> <OPEN>

パラメーター

名前 説明

ONキーフィールド あいまい重複をテストする文字フィールドまたは式。

OTHERフィールド <...n> |
OTHER ALL

省略可能

出力に含める 1つ以上の追加フィールド。

o OTHER フィールド<...n> –指定されたフィールドが含まれます

フィールドはリストする順序で含まれます。

o OTHER ALL –キーフィールドとして指定しなかった、テーブル内のすべてのフィールドが含

まれます。

フィールドは、テーブルレイアウトに現れる順序と同じ並びで含まれます。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

OTHER ALLを使用するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、OTHER
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はOTHER ALLの直後に置く必要があります。例：

OTHER ALL EXCLUDE field_1 field_2

LEVDISTANCE値 2つの文字列があいまい重複と認定されて結果に含まれるために、それらの文字列間で許

容される最大のレーベンシュタイン距離。
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名前 説明

LEVDISTANCEの値は 1未満にすることや、10を超えることはできません。LEVDISTANCE
の値を大きくすると、あいまい度が高い値 (相互の関連性が低い値 )が含まれるため、結果

の件数が多くなります。

詳細については、"FUZZYDUP 動作"ページ 1814を参照してください。

DIFFPCT割合

省略可能

「相違のパーセント」、つまり、文字列のうち異なっていてもよい割合を制限するしきい値。

あいまい重複の可能性のあるペアが結果に含まれるためには、そのペアに対して実行される

Analytics内部での計算によって出力されるパーセントは、DIFFPCTの値以下である必要が

あります。DIFFPCTの値は 1未満にすることや、99を超えることはできません。

DIFFPCTが省略された場合、しきい値はオフになり、FUZZYDUPコマンドの処理時に相違

のパーセントは考慮されません。

詳細については、"FUZZYDUP 動作"ページ 1814を参照してください。

RESULTSIZE割合

省略可能

キーフィールドのレコード数の割合として、出力結果のセットの最大サイズ。

たとえば、50,000個の値を持つキーフィールドの場合、RESULTSIZEに3を設定すると、結

果のあいまい重複数が1500を超えた場合 ( 50,000 x 0.03)に処理が終了します。処理が

終了した場合、出力テーブルは作成されません。

RESULTSIZEの値は 1未満にすることや、1000パーセントを超えることはできません。

1000%の上限は多対多一致の本質に対応するためのものです。多対多一致では、元の

検査データセットより大きい結果が生成されるかもしれません。

RESULTSIZEが省略された場合、しきい値はオフになり、FUZZYDUPコマンドの処理時に

結果のサイズは考慮されません。

注意

RESULTSIZEを省略すると、過度に大きな結果のセットが生成され、処理

時間が非常に長くなったり、使用可能なメモリの超過を引き起こして、処理

が終了したりする可能性があります。結果が管理可能なサイズになると確

信している場合にのみ、RESULTSIZEを省略してください。

EXACT

省略可能

あいまい重複だけでなく完全な重複も結果に含まれます。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

TOテーブル名 コマンドの結果を送信する場所：

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを
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名前 説明

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

LOCAL

省略可能

Analyticsプロジェクトと同じ場所に出力ファイルを保存します。

メモ

Analyticsテーブルである出力ファイルを含むサーバーテーブルに対してコマン

ドを実行するときにのみ適用されます。

LOCAL パラメーターはTOパラメーターの直後に置く必要があります。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

Analyticsの出力変数

名前 含む

GAPDUPn コマンドによって確認されたギャップ、重複、またはあいまい重複グループの合計数。

例

あいまい重複の姓フィールドのテスト

姓フィールドであいまい重複を検査 ( Last_Name フィールドは、ACL DATA\Sample Data
Files\Metaphor_Employee_Data.ACLのEmployee_Listテーブルにあります)します。結果は

新しいAnalyticsテーブルに出力されます。

l 検査フィールドに加え、他のフィールドも結果に含まれます。
l 許容される最大のレーベンシュタイン距離は 1です。
l 異なってもよい文字列の割合は 50%に制限されています。
l 結果のサイズは、検査フィールドのサイズの20%に制限されています。
l あいまい重複に加え、完全な重複も含まれます。
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OPEN Employee_List
FUZZYDUP ON Last_Name OTHER First_Name EmpNo LEVDISTANCE 1 DIFFPCT 50
RESULTSIZE 20 EXACT TO "Fuzzy_Last_Name" OPEN

備考

機能の仕組み

FUZZYDUPコマンドは、ほぼ同一の値 (あいまい重複 )の検出や、手作業で入力されたデータで一貫

性のないつづりを見つけます。

ISFUZZYDUP( )関数は、単一の文字値に対するあいまい重複の完全な一覧を識別します。それとは

異なり、FUZZYDUPコマンドでは、フィールド内のすべてのあいまい重複を識別し、それらを完全でない

グループにまとめて、結果を出力します。

このコマンドの動作の詳細については、"あいまい重複分析"ページ 1276を参照してください。

「網羅的でない」とは

「完全でない」とは、結果のあいまい重複の個々のグループには、そのグループ所有者の指定された相違

の度合いの範囲内にある、検査フィールドのすべてのあいまい重複が含まれない可能性があることを意

味します。ただし、グループ所有者が検査フィールド内の別の値のあいまい重複である場合は、2つの値

が結果のどこかのグループに一緒に現れます。このため、グループは完全ではない可能性がありますが、

全体の結果は完全です。

分析において、検査フィールド内の特定の値に対するあいまい重複の、単一かつ完全な一覧を生成す

ることが重要な場合は、この目的のために ISFUZZYDUP( )関数を使用することができます。

FUZZYDUP 動作

FUZZYDUPコマンドには、2つのパラメーターがあります。これらを指定して、あいまい重複間の相違の度

合いや結果のサイズを制御することができます。

l LEVDISTANCE
l DIFFPCT

これらの2つのパラメーターの設定の組み合わせをいろいろ試してみて、特定のデータセットでどれが最も

良い状態で機能するかを調べる必要があるかもしれません。

LEVDISTANCE (レーベンシュタイン距離 )

データの処理中に、FUZZYDUPコマンドは、検査フィールドで評価される文字列のペアごとにレーベン

シュタイン距離を計算し、相違のパーセントを求めます。レーベンシュタイン距離は、ある文字列を別の
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文字列にするために必要な、1文字の編集の最小回数を示す値です。詳細については、"LEVDIST( )
関数"ページ 2335を参照してください。

DIFFPCT (相違のパーセント )

相違のパーセントは、評価される 2つの文字列の長さが異なるとき、それらのうち短い方に対する割合で

あり、2つの文字列間のレーベンシュタイン距離を使用する、次のような Analytics内部での計算の結果

です。

レーベンシュタイン距離 /短い文字列内の文字数 × 100 =相違のパーセント

詳しい情報

あいまい重複のさまざまな設定、結果サイズの制御、およびあいまい重複のグループに関する詳細につい

ては、"あいまい重複分析"ページ 1276を参照してください。

大文字と小文字の区別

FUZZYDUPコマンドでは大文字と小文字が区別されないため、"SMITH"は "smith"と同じであると判断

されます。

最後の空白は自動的に削除されます

FUZZYDUPコマンドは、キーフィールド内の末尾にあるスペースを自動的に除去するため、キーフィール
ドの単一フィールドを指定するときにTRIM( )またはALLTRIM( )関数を使う必要はありません。

キーフィールドのフィールドを連結する場合は、以下のように、ALLTRIM()を使用してください。

FUZZYDUPの効果の改善

次の3つの手法はFUZZYDUPコマンドの効果を大幅に高めることができます。

l テスト フィールド値の個別の要素を並べ替える
l テスト フィールド値から汎用要素を削除する
l テスト フィールドを連結する

これらの手法では、誤検出が少なく、真の検出が多い、より絞り込まれた結果セットを生成します。これ

らの手法は別々に使用するか組み合わせて使用できます。

テスト フィールド値の個別の要素を並べ替える

SORTWORDS( )関数は、テスト フィールド値の個別の要素を連続する順序に並べ替えることで、

FUZZYDUPコマンドの効果を高めることができます。

アドレスの構成要素などの要素を並べ替えると、同じ情報を含む、形式が異なり、相互により密接に類

似した 2つの文字列を作成できます。より密接な類似性により、文字列の組み合わせが相互のあいま

い重複として選択される確率が上がります。
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詳細については、"SORTWORDS( )関数"ページ 2498を参照してください。

SORTWORDS( )の概要を説明する動画については、「Fuzzy Matching Using SORTWORDS()」(英
語のみ)をご覧ください。

テスト フィールド値から汎用要素を削除する

OMIT( )関数は、テスト フィールド値から "Corporation"や "Inc."、カンマ、ピリオド、アンパサンド( &)文字

などの一般的要素を除去することによって、FUZZYDUPコマンドの効果を高めることができます。

一般的要素および句読点の除去により、FUZZYDUPの文字列比較は、意味のある違いが発生する

可能性のある文字列の部分だけに集中されます。

詳細については、"OMIT( )関数"ページ 2390を参照してください。

テスト フィールドを連結する

2つ以上の検査フィールドを連結すると、検査値の一意性の度合いが増すことによって、FUZZYDUPコ

マンドの有効性を高めることができます。

たとえば、住所フィールドと市区郡フィールドを連結することで、別の市の住所との曖昧一致を回避でき

ます。

FUZZYDUP ON ALLTRIM(Address)+ALLTRIM(City) OTHER Address City Vendor_Name
LEVDISTANCE 4 DIFFPCT 50 RESULTSIZE 20 EXACT TO "Vendor_Name_Fuzzy_Dupes"
OPEN

その他の文字列比較方法

l DICECOEFFICIENT( )関数 –は、文字または文字ブロックの相対位置を重視しない、または完

全に無視して文字列を比較するための方法を提供します。
l SOUNDSLIKE( )関数および SOUNDEX( )関数 –は、正字法の比較 (綴り)ではなく、発音記

号の比較 (発音 )に基づいて文字列を比較するための方法を提供します。
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FUZZYJOINコマンド

曖昧一致を使用して、2つのAnalyticsテーブルのフィールドを組み合わせて 1つの新しいAnalyticsテー

ブルにします。

メモ

単一の文字フィールドでほぼ同一の値 (あいまい重複 )を検出するには、"FUZZYDUP
コマンド"ページ 1811を参照してください。

完全に一致するキーフィールド値を使用してテーブルを結合するには、"JOINコマンド"
ページ 1971を参照してください。

構文

FUZZYJOIN {DICE PERCENT 割合 NGRAM n-gram 長|LEVDISTANCE DISTANCE 値} PKEY
主キー フィールド SKEY 副キー フィールド {FIELDS 主キー フィールド|FIELDS ALL <EXCLUDE
主フィールド <...n>>} <WITH 副フィールド|WITH ALL <EXCLUDE 副フィールド <...n>>> <IF
テスト> <OPEN> TO テーブル名 <FIRSTMATCH> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲>
<APPEND>

メモ

サーバーのテーブルに対してローカルで FUZZYJOIN コマンドを実行することはできませ

ん。

FUZZYJOINコマンドはその全体を指定する必要があります。簡略化することはできませ

ん。

パラメーター

名前 説明

DICE PERCENT範囲

NGRAM n-gram長 |
LEVDISTANCE
DISTANCE値

使用するあいまい一致アルゴリズム

DICE –ダイス係数アルゴリズムを使用します

o PERCENT割合 –あいまい一致と見なされるための、2つの文字列の許容可能な最低

ダイス係数

0.0000 ～ 1.0000の小数を指定します(例：0.7500)。小数点 4桁の最大値を使用しま

す。

値を小さくすると、あいまい度が高い値 (相互の関連性が低い文字列 )が含まれるため、

一致の件数が多くなります。
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名前 説明

o NGRAM n-gram長 –使用する n-gramの長さ

1以上の整数を指定します。

n-gramの長さを大きくすると、2つ文字列の間の類似度の基準が厳しくなります。

n-gramは、ダイス係数計算の構成要素であり、比較対象となる ２つの文字列にとって、

構成要素であると同時に重なり合う、部分文字列 (文字ブロック)です。

メモ

DICEを指定するときには、FUZZYJOINコマンドは、IF文で

DICECOEFFICIENT( )関数を使用し、キーフィールド値を条件付きで

結合します。関数の詳細については、"DICECOEFFICIENT( )関数"
ページ 2238を参照してください。

LEVDISTANCE –レーベンシュタイン距離アルゴリズムを使用します

o DISTANCE 値 –あいまい一致であると見なされるための、2つの文字列間の許容可能な

最低レーベンシュタイン距離

1以上の整数で指定します。

値を大きくすると、あいまい度が高い値 (相互の関連性が低い文字列 )が含まれるため、

一致の件数が多くなります。

メモ

LEVDISTANCEを指定するときには、FUZZYJOINコマンドは、IF文で

LEVDIST( )関数を使用し、キーフィールド値を条件付きで結合します。

関数の詳細については、"LEVDIST( )関数"ページ 2335を参照してくだ

さい。

関数とは異なり、FUZZYJOIN コマンドのレーベンシュタイン距離アルゴリ

ズムは、自動的に先頭と末尾の空白を取り除きます。大文字と小文字

は区別されません。

PKEY主キーフィールド 主テーブルの文字キーフィールドまたは式。

主キーフィールドは 1つだけ指定できます。

SKEY副キーフィールド 副テーブルの文字キーフィールドまたは式。

副キーフィールドは 1つだけ指定できます。

FIELDS主フィールド |
FIELDS ALL

結合先の出力テーブルに含める、主テーブル内のフィールドまたは式。

o FIELDS主フィールド –指定されたフィールドが含まれます

フィールドはリストする順序で含まれます。

o FIELDS ALL –はテーブルのすべてのフィールドに含まれます

フィールドは、テーブルレイアウトに表示される順序で含まれます。

メモ

結合テーブルに含める場合は、主キーフィールドを明示的に指定する必要

があります。FIELDS ALLを指定しても含まれます。

EXCLUDE主フィールド FIELDS ALLを使用して、曖昧結合を実行するときにのみ有効です。
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名前 説明

省略可能 コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、FIELDS
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はただちにFIELDS ALLに従う必要があります。例：

FIELDS ALL EXCLUDE field_1 field_2

WITH副フィールド |
WITH ALL

省略可能

結合先の出力テーブルに含める、副テーブル内のフィールドまたは式。

o WITH副フィールド –指定されたフィールドが含まれます

フィールドはリストする順序で含まれます。

o WITH ALL –はテーブルのすべてのフィールドに含まれます

フィールドは、テーブルレイアウトに表示される順序で含まれます。

メモ

結合テーブルに含める場合は、副キーフィールドを明示的に指定する必要

があります。WITH ALLを指定すると含まれます。

EXCLUDE副フィールド

省略可能

WITH ALLを使用して、曖昧結合を実行するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、WITH ALL
を微調整できます。

EXCLUDE はWITH ALLの直後に置く必要があります。例：

WITH ALL EXCLUDE field_1 field_2

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

メモ

IF条件は、主テーブル、副テーブル、または両方を参照できます。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

TOテーブル名 コマンドの結果を送信する場所：

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを
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名前 説明

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

FIRSTMATCH

省略可能

各主キー値が、最初に発生した副キー一致にのみ結合されることを指定します。

最初の発生が完全一致であった場合は、後続の主キー値のあいまい一致は、結合された

出力テーブルに含まれません。

FIRSTMATCHを省略する場合、FUZZYJOINのデフォルト動作では、各主キー値をすべて

の副キー一致に結合します。

FIRSTMATCH は、完全一致またはあいまい一致の一致が2つのテーブル間に存在するか

どうかを確認し、すべての一致を特定するために必要な処理時間を減らしたい場合にのみ

役立ちます。

各主キー値に対する一致が副テーブルで多くても 1つだけであることが確実な場合は、

FIRSTMATCH を使用することもできます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。
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名前 説明

ISOLOCALEロケールコー

ド

省略可能

メモ

Analytics のUnicode版にのみ適用されます。

システムロケールは「言語 -国」の形式で入力します。たとえば、カナダフランス語はコード「fr_
ca」を入力します。

次のコードを使用します。

o 言語 – ISO 639標準言語コード
o 国 – ISO 3166標準国コード

国コードを指定しない場合は、言語のデフォルト国が使用されます。

ISOLOCALEを使用しない場合は、デフォルト システムロケールが使用されます。

例

あいまい一致を使用して、業者である可能性がある従
業員を検索するための方法として、2つのテーブルを結
合する

次の例は、共通キーフィールドとして住所 ( AddressおよびVendor_Streetフィールド)を使用し、

EmpmastおよびVendorテーブルを結合します。

FUZZYJOINコマンドは、完全一致またはあいまい一致の主および副レコードを含む新しいテーブ

ルを作成します。結果は、同一の住所または類似した住所の従業員と業者のリストです。

FUZZYJOIN とダイス係数アルゴリズム

OPEN Empmast PRIMARY
OPEN Vendor SECONDARY
FUZZYJOIN DICE PERCENT 0.8000 NGRAM 2 PKEY Address SKEY Vendor_Street
FIELDS Employee_Number First_Name Last_Name Address WITH Vendor_Number
Vendor_Name Vendor_Street OPEN TO "Employee_Vendor_Match"
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FUZZYJOIN とレーベンシュタイン距離アルゴリズム

OPEN Empmast PRIMARY
OPEN Vendor SECONDARY
FUZZYJOIN LEVDISTANCE DISTANCE 5 PKEY Address SKEY Vendor_Street
FIELDS Employee_Number First_Name Last_Name Address WITH Vendor_Number
Vendor_Name Vendor_Street OPEN TO "Employee_Vendor_Match"

すべてのフィールドを含める

このバージョンのFUZZYJOIN コマンドは、主テーブルと副テーブルのすべてのフィールドを結合され

た出力テーブルに含めます。

OPEN Empmast PRIMARY
OPEN Vendor SECONDARY
FUZZYJOIN LEVDISTANCE DISTANCE 5 PKEY Address SKEY Vendor_Street
FIELDS ALL WITH ALL OPEN TO "Employee_Vendor_Match"

曖昧一致の効果の改善

次の例では、SORTWORDS( )関数を使用して、AddressフィールドとVendor_Streetフィールド

間の曖昧一致の効果を高めます。UPPER( )関数を使用すると、キーフィールド値の要素の並

べ替えに大文字と小文字が影響しないことを保証します。

OPEN Empmast PRIMARY
OPEN Vendor SECONDARY
FUZZYJOIN LEVDISTANCE DISTANCE 5 PKEY SORTWORDS(UPPER(Address)) SKEY
SORTWORDS(UPPER(Vendor_Street)) FIELDS Employee_Number First_Name
Last_Name Address WITH Vendor_Number Vendor_Name Vendor_Street OPEN TO
"Employee_Vendor_Match"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"曖昧結合"ページ 985を参照してください。
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大文字と小文字の区別

FUZZYJOINコマンドは、使用するあいまい一致アルゴリズムに関係なく、大文字と小文字を区別しませ

ん。このため、"SMITH"は "smith"と同じです。

先頭と末尾の空白

FUZZYJOINコマンドは、使用するあいまい一致アルゴリズムに関係なく、フィールドの先頭と末尾の空白

を自動的に取り除きます。主および副キーフィールドを指定するときに、TRIM( )またはALLTRIM( )関
数を使用する必要はありません。

FUZZYJOINの効果の改善

次の3つの手法はFUZZYJOINコマンドの効果を大幅に高めることができます。

l 主キーおよび副キーフィールド値の個別の要素を並べ替える
l 主キーおよび副キーフィールド値から汎用要素を削除する
l 主キーおよび副キーフィールド値を調整する

これらの手法では、より厳密な曖昧設定を使用して、同じ曖昧一致を取得しながら、誤検出一致の数

を減らすことができます。これらの手法は別々に使用するか組み合わせて使用できます。

キーフィールド値の個別の要素を並べ替える

SORTWORDS( )関数では、主キーフィールド値と副キーフィールド値の個別の要素を連続する順序に

並べ替えることで、FUZZYJOINコマンドの効果を改善することができます。

アドレスの構成要素などの要素を並べ替えると、同じ情報を含む、形式が異なり、相互により密接に類

似したキーフィールド値を作成できます。より密接な類似性により、キーフィールド値が相互の曖昧一致

として選択される確率が上がります。

詳細については、"SORTWORDS( )関数"ページ 2498を参照してください。

SORTWORDS( )の概要を説明する動画については、「Fuzzy Matching Using SORTWORDS()」(英
語のみ)をご覧ください。

メモ

キーフィールド値の要素の並べ替えは、レーベンシュタイン距離アルゴリズムを使用した

曖昧一致に最適です。

ダイ係数アルゴリズムを使用しているときには、要素の並べ替えが有効な場合とそうでな

い場合があります。本番設定でダイ係数アルゴリズムとSORTWORDS( )を使用するか

どうかを決定する前に、サンプルデータのセットをテストしてください。

注意

FUZZYJOINコマンドとSORTWORDS( )を使用する場合は、SORTWORDS( )を比

較対象の両方の文字列または両方のフィールドに適用する必要があります。
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キーフィールド値から汎用要素を削除する

OMIT( )関数は、主キーフィールド値および副キーフィールド値から "Corporation"や "Inc."、カンマ、ピリ

オド、アンパサンド( &)文字などの一般的要素を除去することによって、FUZZYJOINコマンドの効果を

高めることができます。

一般的要素と句読点の除去により、曖昧一致は、意味のある違いが発生する可能性のあるキー

フィールド値の部分だけに集中されます。

詳細については、"OMIT( )関数"ページ 2390を参照してください。

キーフィールド値を一致させる

REPLACE( )またはREGEXREPLACE( )関数は、主キーフィールド値と副キーフィールド値の同じ要

素の変異形を一致させることで、FUZZYJOINコマンドの効果を改善できます。たとえば、"Street"、
"St."、"St"を一致させ、単一の値 "St"を使用できます。

要素を一致させると、同じ情報を含む、形式が異なり、相互により密接に類似したキーフィールド値を

作成できます。より密接な類似性により、キーフィールド値が相互の曖昧一致として選択される確率が

上がります。

詳細については、"REPLACE( )関数"ページ 2469(簡単な置換 )および"REGEXREPLACE( )関数"
ページ 2455(複雑な置換 )を参照してください。
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GAPSコマンド

Analyticsテーブルの数値または日付時刻フィールドに1つ以上のギャップが連続して含まれるかどうかを

検出します。

構文

GAPS <ON> キーフィールド <D> <UNFORMATTED> <PRESORT> <MISSING 制限> <HEADER ヘッ

ダー テキスト> <FOOTER フッター テキスト> <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST範囲|NEXT 範
囲> <TO {SCREEN|テーブル名|ファイル名|PRINT}> <LOCAL> <APPEND> <OPEN>

パラメーター

名前 説明

ONキーフィールドD ギャップを検査するフィールドや式。

キーフィールドを降順に並べ替えるDを含めます。デフォルトのソート順は昇順です。

UNFORMATTED

省略可能

結果をファイルに出力する場合、ページ見出しや改ページは除去されます。

PRESORT

省略可能

コマンドを実行する前にキーフィールドでテーブルを並べ替えます。

メモ

GROUPコマンドの内部ではPRESORTを使用することができません。

MISSING制限

省略可能

ギャップの幅ではなく、欠落している個々の項目を出力結果に含めません。

制限値は、識別された各ギャップでレポートする欠落項目の最大数を指定します。デフォル

ト値は 5です。制限を超えると、欠落項目はその特定のギャップの範囲としてレポートされま

す。

制限値は、レポートされる欠落項目の総数を制限するものではなく、特定のギャップの範囲

内でレポートされる欠落項目の数を制限するだけです。

HEADERヘッダーテキスト

省略可能

レポートの各ページの最上部に挿入されるテキスト。

ヘッダーテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数であるHEADERの値よりも優先されます。

FOOTERフッターテキスト レポートの各ページの最下部に挿入されるテキスト。
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名前 説明

省略可能 フッターテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数である FOOTERの値よりも優先されます。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

TO SCREEN |テーブル名 |
ファイル名 | PRINT

省略可能

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。
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名前 説明

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

o 印刷 ––通常使うプリンターに結果を送信します

LOCAL

省略可能

Analyticsプロジェクトと同じ場所に出力ファイルを保存します。

メモ

Analyticsテーブルである出力ファイルを含むサーバーテーブルに対してコマン

ドを実行するときにのみ適用されます。

LOCAL パラメーターはTOパラメーターの直後に置く必要があります。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

Analyticsの出力変数

名前 含む

GAPDUPn コマンドによって確認されたギャップ、重複、またはあいまい重複グループの合計数。
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例

欠落した請求書番号がないかどうかをテストする

次の例では、GAPSを使用して、Invoicesテーブルから欠落している請求書番号がないことを確

認しています。

OPEN Invoices
GAPS ON Inv_Num PRESORT TO "Invoices_Gaps.fil"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"ギャップの検査"ページ 1256を参照してください。

文字フィールドに対してGAPSを使用する

数値または日付時刻フィールドをテストする他に、文字フィールドに存在する数値データに対してもギャッ

プがないかどうかをテストすることができます。たとえば、通常、文字データとして書式設定される小切手

番号などに対してテストを行うことができます。

文字フィールドに文字と数字が続けて現れる場合は、数字のみが検査され、文字は無視されます。
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GROUPコマンド
テーブルの次のレコードに移動する前に、テーブルを 1回通過するだけで、レコードに対して 1つ以上の

ACLScriptコマンドを実行します。コマンド実行は条件によって制御できます。

構文

GROUP <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲>
コマンド

  <...n>
<ELSE IF テスト>

コマンド

  <...n>
<ELSE>

コマンド

  <...n>
END

メモ

一部のAnalytics コマンドは、GROUPコマンドとともに使用できません。詳細について

は、"GROUPコマンドの内部で使用することができるコマンド"ページ 1833を参照してく

ださい。

パラメーター

名前 説明

IF テスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲 処理するレコード数：
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名前 説明

省略可能 o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

コマンド <...n> GROUP内で実行する 1つまたは複数のACLScriptコマンド。GROUP内で使用できるコマ

ンドの詳細な一覧については、"GROUPコマンドの内部で使用することができるコマンド"
ページ 1833を参照してください。

これらの各コマンドの前に IFまたはELSE IFがある場合には、テストの評価結果が trueにな

る必要があります。

これらの各コマンドがELSEより後に記述されている場合は、そのコマンドより前にあるどのコ

マンドでも処理されていないレコードが存在するときに、そのコマンドが実行されます。各コマン

ドは別々の行で開始して、複数のコマンドを含めることができます。

ELSE IFテスト

省略可能

GROUP コマンドのELSE IFブロックを開きます。この条件は、GROUPコマンド テスト、およ

びその条件より前にあるどのELSE IFテストにも適合しなかったレコードをテストするもので

す。

複数のELSE IFテストを含めることができ、それらは上から下へ、レコードがTrueと評価され

て、そのELSE IFステートメントに続くコマンドが実行されるまで評価されます。

ELSE

省略可能

GROUP コマンドのELSEブロックを開きます。このブロックより前にあるすべてのテストがFalse
と評価されたレコードに対し、このブロックに入力したコマンドが実行されます。

END GROUPコマンドの終わり。

例

単純な GROUP

単純なグループは、GROUPコマンドで始まり、その後に一連のコマンド群が続き、ENDコマンドで

終わります。

GROUP
  COUNT
  HISTOGRAM ON Quantity MINIMUM 0 MAXIMUM 100 INTERVALS 10
  CLASSIFY ON Location SUBTOTAL Quantity
END
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GROUP IF

条件付きグループでは、条件がTrueまたはFalseのどちらであるかに基づいてコマンドを実行しま

す。たとえば、次のGROUPコマンドは、Product_class フィールドの値が5未満であるレコードに

対してのみ実行されます。

GROUP IF Product_class < "05"
  COUNT
  HISTOGRAM ON Quantity MINIMUM 0 MAXIMUM 100 INTERVALS 10
  CLASSIFY ON Location SUBTOTAL Quantity
END

GROUP IF ...ELSE

ELSEブロックを指定しない限り、条件を満たしていないレコードは無視されます。

ELSEステートメントに続くコマンドの数に制限はありません。次の例では、条件を満たしていない

レコードすべてのQuantity フィールドを合計します。

GROUP IF Product_class < "05"
  COUNT
  HISTOGRAM ON Quantity MINIMUM 0 MAXIMUM 100 INTERVALS 10
  CLASSIFY ON Location SUBTOTAL Quantity
ELSE
  TOTAL Quantity
END

GROUP IF...ELSE IF...ELSE

ELSE IFブロックは、各ブロックが別々の条件式であれば、グループ内に複数指定できます。次の

例では、ELSE IFおよびELSEブロックは 4つの合計を生成します。

GROUP IF Product_class < "05"
  COUNT
  HISTOGRAM ON Quantity MINIMUM 0 MAXIMUM 100 INTERVALS 10
  CLASSIFY ON Location SUBTOTAL Quantity
ELSE IF Product_class = "05"
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  TOTAL Quantity
ELSE IF Product_class = "06"
  TOTAL Quantity
ELSE IF Product_class = "07"
  TOTAL Quantity
ELSE
  TOTAL Quantity
END

入れ子のGROUPコマンド

入れ子のグループとは、別のグループの中に入っているグループのことをいいます。入れ子のグルー

プを使用すると、レコードに対してどのコマンドを実行するかを強力に制御できます。ほとんどのアプ

リケーションではこうした高度な機能は必要ありませんが、必要に応じて使用することができます。

ほかの種類のグループと同様、入れ子のグループの終了にはENDコマンドを使用します。

Analyticsのデータ処理は、すべてのグループコマンドが終了してから開始されます。

GROUP IF Product_class < "05"
  COUNT
  STRATIFY ON Quantity SUBTOTAL Quantity MIN 0 MAX 100 INT 10
  GROUP IF Quantity > 0
    STATISTICS ON Quantity
    HISTOGRAM ON Quantity
  END
ELSE
  TOTAL Quantity
END

この例では、Product_classが05未満である場合にのみ、COUNTから次のGROUPまでに含

まれるコマンドすべてが実行されます。

STATISTICSコマンドとHISTOGRAMコマンドは、Quantityが0より大きい場合にのみ実行され

ます。ただし、2番目のGROUPコマンドは入れ子になっているため、STATISTICSコマンドと

HISTOGRAMコマンドは、Product_class < "05"の条件とQuantity > 0の条件の両方を満たす

レコードに対してのみ実行されます。

GROUPブロック内でシステム変数を生成する
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1つのGROUPコマンドで、複数のシステム変数を作成できます。

通常、TOTAL、COUNT、STATISTICSなどのコマンドを実行すると、ただ 1つのシステム変数が

生成されます。コマンドを実行するたびに、前回のコマンド実行によって生成されたシステム変数

の値は上書きされます。GROUPブロック内で実行されるコマンドのインスタンスごとに、固有の変

数が作成されます。

次の例では、TOTAL コマンドにより、Metaphor_Trans_2002テーブル内の各製品クラスの

Amount フィールドの合計が計算されます。下記のコードを実行すると、以下の変数が生成さ

れ、GROUPブロックの後続のコマンド内で使用できるようになります。

l TOTAL2 –製品クラス 03のAmount フィールドの合計
l TOTAL3 –製品クラス 05のAmount フィールドの合計
l TOTAL4 –製品クラス 08のAmount フィールドの合計
l TOTAL5 –製品クラス 09のAmount フィールドの合計

OPEN Metaphor_Trans_2002
GROUP
  TOTAL AMOUNT IF PRODCLS = "03"
  TOTAL AMOUNT IF PRODCLS = "05"
  TOTAL AMOUNT IF PRODCLS = "08"
  TOTAL AMOUNT IF PRODCLS = "09"
END
CLOSE Metaphor_Trans_2002

備考

ヒント

GROUP および LOOP コマンドの詳細なチュートリアルについては、"グループ化とループ

処理"ページ 1470を参照してください。

GROUPコマンドの内部で使用することができるコマンド

以下の表はAnalytics コマンドの内部で使用することができるコマンドを示しています。

コマンドが以下の一覧にない場合は、GROUP内で使用できません。

AGE ASSIGN BENFORD

CLASSIFY COMMENT COUNT

CROSSTAB DUPLICATES EXPORT

EXTRACT GAPS GROUP
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HISTOGRAM JOIN LIST

LOOP MERGE PROFILE

REPORT SEQUENCE STATISTICS

STRATIFY SUMMARIZE TOTAL

VERIFY

グループ化とループ処理

GROUPコマンドを使用すると、テーブル内の次のレコードに移動する前にレコードにいくつかのコマンドを

実行することができます。これにより、処理時間を大幅に減らすことができます。

レコードに対して一連のコマンドを複数回実行する必要がある場合には、GROUPコマンド内で LOOP
コマンドを使用することができます。

GROUPでの変数の使用

ユーザー定義変数

GROUPコマンド内で変数を使用するには、そのGROUPブロックを入力する前に、その変数を定義して

おきます。

メモ

GROUPのブロック内で変数を定義して初期化することもできますが、お勧めしません。

GROUP内で初期化された変数を使用すると、予期しない結果が生成される場合が

あります。

グループで変数を評価するには、代入変数を使用します。変数の値は、GROUP 内に入る前の値から

変わらなくなります。

GROUP 内で変数を定義した場合に、代入変数を使ってその変数を参照することはできません。

ASSIGN v_test = "hello"
GROUP
  ASSIGN v_test2 = "%v_test% world"
  COMMENT これは無効です: v_test3 = "%v_test2% again"
END
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システム定義変数

TOTAL やSTATISTICSなど特定のコマンドでは、実行する計算に基づくシステム変数を生成します。こ

れらのコマンドを実行するのにGROUPを使用すると、生成されるすべてのシステム変数には連続番号

が付けられます。この連続番号は、GROUPブロック内のコマンドの行番号で始まり、nで終わります(空
行は除く)。nの値はGROUPブロック内の行番号 1つごとに1ずつ増加します。

メモ

GROUPブロック内で作成されたシステム生成変数を使用するには、GROUPブロックが

完了するまで待つ必要があります。変数が使用可能になるには、コマンドがテーブル内

のすべてのレコードに対して実行される必要があります。これらの変数は、GROUPブロッ

クを終了する ENDキーワードの後に使用してください。

次の例では、最初のTOTALコマンドにより変数 TOTAL2が生成され、2番目のTOTALコマンドにより

変数 TOTAL4が生成されます。これらの変数は両方とも、GROUP ブロックの完了後に後続のコマンド

で使用できます。

GROUP
  TOTAL Discount IF Order_Priority = "Low"
  ASSIGN v_var = "test"
  TOTAL Discount IF Order_Priority = "High"
END

構文に関するメモ

l GROUPコマンドには複数行の構文の記述が必要なため、コマンド ラインでこのコマンドを入力す

ることはできません。
l 各 GROUPコマンドはENDコマンドで終了する必要があります。
l スクリプト内でGROUPコマンドを使用するときは、グループ内に記載されたコマンドをインデントす

ることにより、コマンド ブロックの読みやすさを向上させることができます。ただし、インデントは必須

ではありません。
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HB_API_DELETEコマンド
HighBond APIにDELETE要求を送信します。

構文

HB_API_DELETE HighBond API 要求 URL HEADERS ヘッダー情報 PASSWORD 番号 <TO 回

答ファイル>

パラメーター

名前 説明

HighBond API要求 URL HighBond リソースの要求詳細。

HB_API_DELETEは要求詳細の標準部分を自動的にバックグラウンドで提供します。デフォルト

値を上書きしたい場合を除き、これらの要求要素を明示的に指定する必要はありません。

o ホスト情報

o HighBondのリージョン

o HighBondインスタンス ID(組織 ID)

特定のHighBond リソースの要求構文については、HighBond API リファレンスを参照してくだ

さい。

メモ

ホスト情報を明示的に指定する場合、HighBond APIとの接続には

HTTPSプロトコルを使用する必要があります。例：https://apis-
us.highbond.com

HEADERSヘッダー情報 要求ヘッダー情報。

HB_API_DELETEはデフォルトのヘッダー情報を自動的にバックグラウンドで提供します。デフォ

ルト値を上書きしたい場合を除き、ヘッダー情報を明示的に指定する必要はありません。

デフォルトのHEADERS値：

'{"content-type": "application/vnd.api+json"}'

PASSWORD番号 使用するパスワード定義。

実際のパスワードを入力することを求めたり指定したりするのには、PASSWORD番号の構

文は使用しません。パスワード定義とは、以前にPASSWORDコマンドかSET
PASSWORDコマンドを使用して入力または設定されたパスワードのことです。

番号はパスワード定義の番号です。たとえば、以前に2つのパスワードをスクリプトで設定し
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名前 説明

たり入力したりしている場合、またはアナリティクススクリプトをスケジュールしている場合、

PASSWORD 2により、2番目のパスワードを使用することを指定します。

パスワードの入力または設定の詳細については、次を参照してください。

o "PASSWORDコマンド"ページ 2015
o SET PASSWORDコマンド
o PASSWORDアナリティクスタグ

必須のパスワード値は、HighBondアクセストークンです。詳細については、"パスワード定義

の作成とパスワード値の指定"見開きページを参照してください。

メモ

PASSWORD番号は必要な場合と不要な場合があります。スクリプトを実

行する環境によって異なります。

Analytics

(オンラインアクティベーション)

PASSWORD番号は不要です。

Windowsレジストリに保管されている

現在のユーザーのHighBondアクセス

トークンが自動的に使用されます

Analytics

(オフラインアクティベーション)

PASSWORD番号は必要です。

ロボット

TO回答ファイル

省略可能

要求の回答を含むファイルの名前。

*.jsonファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として回答ファイルを指定します。

例：

TO "response.json"

回答 JSONファイルを保存する場所。

回答 JSONファイルを保存する場所はスクリプトを実行する場所によって決まります。

Analyticsでスクリプトを実行する

デフォルトでは、回答 JSONファイルは、Analyticsプロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

ファイルを別の既存のフォルダーに保存するには、ファイルパスにその名前を含めます。

TO "C:\HighBond API responses\response.json"

ロボットでスクリプトを実行する

アナリティクスヘッダーで //RESULTFILEタグを指定すると、回答 JSONファイルは、ロボットで

のそれぞれのタスク実行の出力として保存されます。

ファイル名のみを指定します。ファイルパスを指定しないでください。
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備考

パスワード定義の作成とパスワード値の指定

ロボットで HighBond APIに要求を送信するスクリプトを実行する場合、要求を送信するコマンドとともに

パスワード定義を含める必要があります。オフラインアクティベーションを使用する場合、同じ要件が

Analyticsで実行されるスクリプトに適用されます。

どの方法を用いてパスワード定義を作成したかにかかわらず、パスワードには値としてHighBondアクセス

トークンを指定する必要があります。このトークンは Launchpadで生成できます。詳細については、

"HighBondアクセストークンを取得"下を参照してください。

パスワード定義方法

方法 説明

PASSWORDア

ナリティクスタグ

(ロボットで実行

するスクリプト用 )

PASSWORDアナリティクスタグを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定

義を作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。ロボットでスクリプトを実行するタスク

を作成すると、タスクデザイナーの入力フィールドで実際のパスワードを指定できます。

詳細については、PASSWORDアナリティクスタグを参照してください。

PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を作成

した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。スクリプトで接続しようとすると、パスワードプロ

ンプトが表示されます。

詳細については、"PASSWORDコマンド"ページ 2015を参照してください。

SET
PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

SET PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を

作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されるため、パスワードプロンプトは表示されません。

この方法は自動実行用に作成されたスクリプトに適していますが、スクリプトに実際のパスワードがクリア

テキストで表示されるため、この状況には適していません。

詳細については、SET PASSWORDコマンドを参照してください。

HighBondアクセストークンを取得

注意

生成されるアクセストークンはHighBondにサインインするために使用されるアカウントと

一致します。他のユーザーが使用するスクリプトを作成する場合は、そのスクリプト内に

自身のアクセストークンを指定することは不適切です。

アクセストークンはアカウントパスワードと同じように保護してください。
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1. 次のいずれかを実行します。
l Analytics メインメニューで［ツール>HighBondアクセストークン］を選択します。
l スクリプト エディター内を右クリックし、［挿入 > HighBond トークン］を選択します。

［API アクセストークンを管理します］ページがお使いのブラウザーで開きます。最初にHighBond
にサインインすることを求められる場合があります。

ヒント

Analyticsからの［API トークンの管理］ページへのアクセスが便利です。HighBond
にサインインし、Analyticsを使用せずにユーザープロファイルからこのページにアクセ

スすることもできます。

2. 次のいずれかを実行します。
l 既存のトークンを使用する –［トークン］列で、使用する一部がマスクされたトークンをクリックし、

HighBondアカウントのパスワードを入力します。マスクされていないトークンが表示されます。

ヒント

新しいトークンを作成する理由がない場合は、既存のトークンを使用してくださ

い。既存のトークンが機能しない場合は、新しいトークンを作成してください。

既存のトークンを使用すると、管理する必要があるトークン数が減ります。

l 新しいトークンを作成する –［トークンを作成 > Analytics］をクリックし、お使いのHighBondアカ

ウントのパスワードを入力します。

新しいAnalytics トークンが作成されます。

3. ［コピー ］をクリックしてトークンをコピーします。

ヒント

トークンが含まれているこのダイアログボックスは、そのトークンを貼り付けるまで閉

じないでください。

4. 使用しているパスワード定義方法に応じて次のいずれかを実行します。

l PASSWORDアナリティクスタグ –ACLロボットのタスクデザイナーで、コピーしたトークンをパスワー

ドパラメーターフィールドに貼り付けます。

l PASSWORD コマンド –Analyticsで、コピーしたトークンを、スクリプト実行中に表示されるパス

ワードの確認に貼り付けます。

l SET PASSWORD コマンド –Analyticsで、スクリプトのSET PASSWORDコマンド構文内の適

切な位置にコピーしたトークンを貼り付けます。

5. Launchpadで、トークンが含まれているダイアログボックスを閉じます。

新しいトークンを作成した場合は、部分的にマスクされたバージョンのトークンが、トークンのリスト

に追加されます。

詳細については、HighBondアクセストークンの作成と管理を参照してください。
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HB_API_GETコマンド
HighBond APIにGET要求を送信します。

構文

HB_API_GET HighBond API 要求 URL HEADERS ヘッダー情報 PASSWORD 番号 <TO 回答ファ

イル>

パラメーター

名前 説明

HighBond API要求 URL HighBond リソースの要求詳細。

HB_API_GETは要求詳細の標準部分を自動的にバックグラウンドで提供します。デフォルト値

を上書きしたい場合を除き、これらの要求要素を明示的に指定する必要はありません。

o ホスト情報

o HighBondのリージョン

o HighBondインスタンス ID(組織 ID)

特定のHighBond リソースの要求構文については、HighBond API リファレンスを参照してくだ

さい。

メモ

ホスト情報を明示的に指定する場合、HighBond APIとの接続には

HTTPSプロトコルを使用する必要があります。例：https://apis-
us.highbond.com

HEADERSヘッダー情報 要求ヘッダー情報。

HB_API_GETはデフォルトのヘッダー情報を自動的にバックグラウンドで提供します。デフォルト

値を上書きしたい場合を除き、ヘッダー情報を明示的に指定する必要はありません。

デフォルトのHEADERS値：

'{"content-type": "application/vnd.api+json"}'

PASSWORD番号 使用するパスワード定義。

実際のパスワードを入力することを求めたり指定したりするのには、PASSWORD番号の構

文は使用しません。パスワード定義とは、以前にPASSWORDコマンドかSET
PASSWORDコマンドを使用して入力または設定されたパスワードのことです。

番号はパスワード定義の番号です。たとえば、以前に2つのパスワードをスクリプトで設定し
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名前 説明

たり入力したりしている場合、またはアナリティクススクリプトをスケジュールしている場合、

PASSWORD 2により、2番目のパスワードを使用することを指定します。

パスワードの入力または設定の詳細については、次を参照してください。

o "PASSWORDコマンド"ページ 2015
o SET PASSWORDコマンド
o PASSWORDアナリティクスタグ

必須のパスワード値は、HighBondアクセストークンです。詳細については、"パスワード定義

の作成とパスワード値の指定"ページ 1843を参照してください。

メモ

PASSWORD番号は必要な場合と不要な場合があります。スクリプトを実

行する環境によって異なります。

Analytics

(オンラインアクティベーション)

PASSWORD番号は不要です。

Windowsレジストリに保管されている

現在のユーザーのHighBondアクセス

トークンが自動的に使用されます

Analytics

(オフラインアクティベーション)

PASSWORD番号は必要です。

ロボット

TO回答ファイル 要求の回答を含むファイルの名前。

*.jsonファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として回答ファイルを指定します。

例：

TO "response.json"

回答 JSONファイルを保存する場所。

回答 JSONファイルを保存する場所はスクリプトを実行する場所によって決まります。

Analyticsでスクリプトを実行する

デフォルトでは、回答 JSONファイルは、Analyticsプロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

ファイルを別の既存のフォルダーに保存するには、ファイルパスにその名前を含めます。

TO "C:\HighBond API responses\response.json"

ロボットでスクリプトを実行する

アナリティクスヘッダーで //RESULTFILEタグを指定すると、回答 JSONファイルは、ロボットで

のそれぞれのタスク実行の出力として保存されます。

ファイル名のみを指定します。ファイルパスを指定しないでください。
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例

組織のすべてのロボットのリストを返します

最初の例はコマンドの短縮名称を使用します。これは、HighBond API 要求からすべてのデフォル

ト値を省略します。

HB_API_GET "robots" TO all_robots.json

2番目の例では、HighBond API要求にすべてのデフォルト値が含まれていて、回答 JSONファイ
ルを Analyticsプロジェクトフォルダー以外の場所に保存します。

HB_API_GET "https://apis-us.highbond.com/v1/orgs/11594/robots" HEADERS
'{"content-type": "application/vnd.api+json"}' TO "C:\HighBond API
responses\all_robots.json"

上記の両方の例で、all_robots.json回答ファイルのロボットのリストは同じです。例：

{
"data": [
{
"id": "17504",
"type": "robots",
"attributes": {
"active_app_version": 4,
"app_versions_count": 5,
"name": "Concur T&E Data Integration",
"category": "acl",
"drive_system_user": "exYRZqYABvrjHCjV7E7j"

}
},
{
"id": "24202",
"type": "robots",
"attributes": {
"active_app_version": 2,
"app_versions_count": 2,
"name": "Test_Steele_Adverse_Media",
"category": "highbond",
"drive_system_user": "exYRZqYABvrjHCjV7E7j"
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}
}

]
}

備考

パスワード定義の作成とパスワード値の指定

ロボットで HighBond APIに要求を送信するスクリプトを実行する場合、要求を送信するコマンドとともに

パスワード定義を含める必要があります。オフラインアクティベーションを使用する場合、同じ要件が

Analyticsで実行されるスクリプトに適用されます。

どの方法を用いてパスワード定義を作成したかにかかわらず、パスワードには値としてHighBondアクセス

トークンを指定する必要があります。このトークンは Launchpadで生成できます。詳細については、

"HighBondアクセストークンを取得"見開きページを参照してください。

パスワード定義方法

方法 説明

PASSWORDア

ナリティクスタグ

(ロボットで実行

するスクリプト用 )

PASSWORDアナリティクスタグを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定

義を作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。ロボットでスクリプトを実行するタスク

を作成すると、タスクデザイナーの入力フィールドで実際のパスワードを指定できます。

詳細については、PASSWORDアナリティクスタグを参照してください。

PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を作成

した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。スクリプトで接続しようとすると、パスワードプロ

ンプトが表示されます。

詳細については、"PASSWORDコマンド"ページ 2015を参照してください。

SET
PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

SET PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を

作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されるため、パスワードプロンプトは表示されません。

この方法は自動実行用に作成されたスクリプトに適していますが、スクリプトに実際のパスワードがクリア

テキストで表示されるため、この状況には適していません。

詳細については、SET PASSWORDコマンドを参照してください。
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HighBondアクセストークンを取得

注意

生成されるアクセストークンはHighBondにサインインするために使用されるアカウントと

一致します。他のユーザーが使用するスクリプトを作成する場合は、そのスクリプト内に

自身のアクセストークンを指定することは不適切です。

アクセストークンはアカウントパスワードと同じように保護してください。

1. 次のいずれかを実行します。
l Analytics メインメニューで［ツール>HighBondアクセストークン］を選択します。
l スクリプト エディター内を右クリックし、［挿入 > HighBond トークン］を選択します。

［API アクセストークンを管理します］ページがお使いのブラウザーで開きます。最初にHighBond
にサインインすることを求められる場合があります。

ヒント

Analyticsからの［API トークンの管理］ページへのアクセスが便利です。HighBond
にサインインし、Analyticsを使用せずにユーザープロファイルからこのページにアクセ

スすることもできます。

2. 次のいずれかを実行します。
l 既存のトークンを使用する –［トークン］列で、使用する一部がマスクされたトークンをクリックし、

HighBondアカウントのパスワードを入力します。マスクされていないトークンが表示されます。

ヒント

新しいトークンを作成する理由がない場合は、既存のトークンを使用してくださ

い。既存のトークンが機能しない場合は、新しいトークンを作成してください。

既存のトークンを使用すると、管理する必要があるトークン数が減ります。

l 新しいトークンを作成する –［トークンを作成 > Analytics］をクリックし、お使いのHighBondアカ

ウントのパスワードを入力します。

新しいAnalytics トークンが作成されます。

3. ［コピー ］をクリックしてトークンをコピーします。

ヒント

トークンが含まれているこのダイアログボックスは、そのトークンを貼り付けるまで閉

じないでください。

4. 使用しているパスワード定義方法に応じて次のいずれかを実行します。

l PASSWORDアナリティクスタグ –ACLロボットのタスクデザイナーで、コピーしたトークンをパスワー

ドパラメーターフィールドに貼り付けます。
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l PASSWORD コマンド –Analyticsで、コピーしたトークンを、スクリプト実行中に表示されるパス

ワードの確認に貼り付けます。

l SET PASSWORD コマンド –Analyticsで、スクリプトのSET PASSWORDコマンド構文内の適

切な位置にコピーしたトークンを貼り付けます。

5. Launchpadで、トークンが含まれているダイアログボックスを閉じます。

新しいトークンを作成した場合は、部分的にマスクされたバージョンのトークンが、トークンのリスト

に追加されます。

詳細については、HighBondアクセストークンの作成と管理を参照してください。
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HB_API_PATCHコマンド
HighBond APIにPATCH要求を送信します。

構文

HB_API_PATCH HighBond API 要求 URL HEADERS ヘッダー情報 DATA ペイロードファイル

PASSWORD 番号 <TO 回答ファイル>

パラメーター

名前 説明

HighBond API要求 URL HighBond リソースの要求詳細。

HB_API_PATCHは要求詳細の標準部分を自動的にバックグラウンドで提供します。デフォルト

値を上書きしたい場合を除き、これらの要求要素を明示的に指定する必要はありません。

o ホスト情報

o HighBondのリージョン

o HighBondインスタンス ID(組織 ID)

特定のHighBond リソースの要求構文については、HighBond API リファレンスを参照してくだ

さい。

メモ

ホスト情報を明示的に指定する場合、HighBond APIとの接続には

HTTPSプロトコルを使用する必要があります。例：https://apis-
us.highbond.com

HEADERSヘッダー情報 要求ヘッダー情報。

HB_API_PATCHはデフォルトのヘッダー情報を自動的にバックグラウンドで提供します。デフォル

ト値を上書きしたい場合を除き、ヘッダー情報を明示的に指定する必要はありません。

デフォルトのHEADERS値：

'{"content-type": "application/vnd.api+json"}'

DATAペイロードファイル 要求ペイロードを含むファイルの名前。

要求ペイロードはHighBondに送信するデータです。JSONファイルにデータを格納し、DATAを
使用してHighBond API要求のファイルを参照します。特定のHighBond リソースのペイロー

ドデータの構築については、HighBond API リファレンスを参照してください。

*.jsonファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列としてペイロードファイルを指定しま

1846

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://docs-apis.highbond.com/
https://docs-apis.highbond.com/
https://www.diligent.com/ja-jp/


名前 説明

す。例：

DATA "payload.json"

メモ

ロボットで実行するスクリプトの場合、アナリティクスヘッダーで、DATAペイ

ロードファイルパラメーターに対応する //FILEタグも指定する必要がありま

す。例：

COMMENT
//ANALYTIC Test HB API コマンド

//FILE payload.json
END

ペイロード JSONファイルを保存する場所

ペイロード JSONファイルを保存する場所はスクリプトを実行する場所によって決まります。

Analyticsでスクリプトを実行する

Analyticsプロジェクトを含むフォルダーまたは別のフォルダーにペイロード JSONファイルを保存

できます。

プロジェクトフォルダー以外のフォルダーにファイルを保存する場合、ペイロードファイルにファイル

パスとファイル名を含める必要があります。

DATA "C:\HighBond API payloads\payload.json"

ロボットでスクリプトを実行する

ペイロード JSONファイルを、スクリプトを実行するロボットの［入力 /出力］タブにアップロードし

ます。スクリプトを実行する前に、ファイルがこのタブに存在している必要があります。

ペイロードファイルでファイル名のみを指定します。ファイルパスを指定しないでください。

PASSWORD番号 使用するパスワード定義。

実際のパスワードを入力することを求めたり指定したりするのには、PASSWORD番号の構

文は使用しません。パスワード定義とは、以前にPASSWORDコマンドかSET
PASSWORDコマンドを使用して入力または設定されたパスワードのことです。

番号はパスワード定義の番号です。たとえば、以前に2つのパスワードをスクリプトで設定し

たり入力したりしている場合、またはアナリティクススクリプトをスケジュールしている場合、

PASSWORD 2により、2番目のパスワードを使用することを指定します。

パスワードの入力または設定の詳細については、次を参照してください。

o "PASSWORDコマンド"ページ 2015
o SET PASSWORDコマンド
o PASSWORDアナリティクスタグ

必須のパスワード値は、HighBondアクセストークンです。詳細については、"パスワード定義

の作成とパスワード値の指定"見開きページを参照してください。
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名前 説明

メモ

PASSWORD番号は必要な場合と不要な場合があります。スクリプトを実

行する環境によって異なります。

Analytics

(オンラインアクティベーション)

PASSWORD番号は不要です。

Windowsレジストリに保管されている

現在のユーザーのHighBondアクセス

トークンが自動的に使用されます

Analytics

(オフラインアクティベーション)

PASSWORD番号は必要です。

ロボット

TO回答ファイル

省略可能

要求の回答を含むファイルの名前。

*.jsonファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として回答ファイルを指定します。

例：

TO "response.json"

回答 JSONファイルを保存する場所。

回答 JSONファイルを保存する場所はスクリプトを実行する場所によって決まります。

Analyticsでスクリプトを実行する

デフォルトでは、回答 JSONファイルは、Analyticsプロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

ファイルを別の既存のフォルダーに保存するには、ファイルパスにその名前を含めます。

TO "C:\HighBond API responses\response.json"

ロボットでスクリプトを実行する

アナリティクスヘッダーで //RESULTFILEタグを指定すると、回答 JSONファイルは、ロボットで

のそれぞれのタスク実行の出力として保存されます。

ファイル名のみを指定します。ファイルパスを指定しないでください。

備考

パスワード定義の作成とパスワード値の指定

ロボットで HighBond APIに要求を送信するスクリプトを実行する場合、要求を送信するコマンドとともに

パスワード定義を含める必要があります。オフラインアクティベーションを使用する場合、同じ要件が

Analyticsで実行されるスクリプトに適用されます。
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どの方法を用いてパスワード定義を作成したかにかかわらず、パスワードには値としてHighBondアクセス

トークンを指定する必要があります。このトークンは Launchpadで生成できます。詳細については、

"HighBondアクセストークンを取得"下を参照してください。

パスワード定義方法

方法 説明

PASSWORDア

ナリティクスタグ

(ロボットで実行

するスクリプト用 )

PASSWORDアナリティクスタグを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定

義を作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。ロボットでスクリプトを実行するタスク

を作成すると、タスクデザイナーの入力フィールドで実際のパスワードを指定できます。

詳細については、PASSWORDアナリティクスタグを参照してください。

PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を作成

した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。スクリプトで接続しようとすると、パスワードプロ

ンプトが表示されます。

詳細については、"PASSWORDコマンド"ページ 2015を参照してください。

SET
PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

SET PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を

作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されるため、パスワードプロンプトは表示されません。

この方法は自動実行用に作成されたスクリプトに適していますが、スクリプトに実際のパスワードがクリア

テキストで表示されるため、この状況には適していません。

詳細については、SET PASSWORDコマンドを参照してください。

HighBondアクセストークンを取得

注意

生成されるアクセストークンはHighBondにサインインするために使用されるアカウントと

一致します。他のユーザーが使用するスクリプトを作成する場合は、そのスクリプト内に

自身のアクセストークンを指定することは不適切です。

アクセストークンはアカウントパスワードと同じように保護してください。

1. 次のいずれかを実行します。
l Analytics メインメニューで［ツール>HighBondアクセストークン］を選択します。
l スクリプト エディター内を右クリックし、［挿入 > HighBond トークン］を選択します。

［API アクセストークンを管理します］ページがお使いのブラウザーで開きます。最初にHighBond
にサインインすることを求められる場合があります。
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ヒント

Analyticsからの［API トークンの管理］ページへのアクセスが便利です。HighBond
にサインインし、Analyticsを使用せずにユーザープロファイルからこのページにアクセ

スすることもできます。

2. 次のいずれかを実行します。
l 既存のトークンを使用する –［トークン］列で、使用する一部がマスクされたトークンをクリックし、

HighBondアカウントのパスワードを入力します。マスクされていないトークンが表示されます。

ヒント

新しいトークンを作成する理由がない場合は、既存のトークンを使用してくださ

い。既存のトークンが機能しない場合は、新しいトークンを作成してください。

既存のトークンを使用すると、管理する必要があるトークン数が減ります。

l 新しいトークンを作成する –［トークンを作成 > Analytics］をクリックし、お使いのHighBondアカ

ウントのパスワードを入力します。

新しいAnalytics トークンが作成されます。

3. ［コピー ］をクリックしてトークンをコピーします。

ヒント

トークンが含まれているこのダイアログボックスは、そのトークンを貼り付けるまで閉

じないでください。

4. 使用しているパスワード定義方法に応じて次のいずれかを実行します。

l PASSWORDアナリティクスタグ –ACLロボットのタスクデザイナーで、コピーしたトークンをパスワー

ドパラメーターフィールドに貼り付けます。

l PASSWORD コマンド –Analyticsで、コピーしたトークンを、スクリプト実行中に表示されるパス

ワードの確認に貼り付けます。

l SET PASSWORD コマンド –Analyticsで、スクリプトのSET PASSWORDコマンド構文内の適

切な位置にコピーしたトークンを貼り付けます。

5. Launchpadで、トークンが含まれているダイアログボックスを閉じます。

新しいトークンを作成した場合は、部分的にマスクされたバージョンのトークンが、トークンのリスト

に追加されます。

詳細については、HighBondアクセストークンの作成と管理を参照してください。
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HB_API_POSTコマンド
HighBond APIにPOST要求を送信します。

構文

HB_API_POST HighBond API 要求 URL HEADERS ヘッダー情報 DATA ペイロードファイル

PASSWORD 番号 <TO 回答ファイル>

パラメーター

名前 説明

HighBond API要求 URL HighBond リソースの要求詳細。

HB_API_POSTは要求詳細の標準部分を自動的にバックグラウンドで提供します。デフォルト

値を上書きしたい場合を除き、これらの要求要素を明示的に指定する必要はありません。

o ホスト情報

o HighBondのリージョン

o HighBondインスタンス ID(組織 ID)

特定のHighBond リソースの要求構文については、HighBond API リファレンスを参照してくだ

さい。

メモ

ホスト情報を明示的に指定する場合、HighBond APIとの接続には

HTTPSプロトコルを使用する必要があります。例：https://apis-
us.highbond.com

HEADERSヘッダー情報 要求ヘッダー情報。

HB_API_POSTはデフォルトのヘッダー情報を自動的にバックグラウンドで提供します。デフォルト

値を上書きしたい場合を除き、ヘッダー情報を明示的に指定する必要はありません。

デフォルトのHEADERS値：

'{"content-type": "application/vnd.api+json"}'

DATAペイロードファイル 要求ペイロードを含むファイルの名前。

要求ペイロードはHighBondに送信するデータです。JSONファイルにデータを格納し、DATAを
使用してHighBond API要求のファイルを参照します。特定のHighBond リソースのペイロー

ドデータの構築については、HighBond API リファレンスを参照してください。

*.jsonファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列としてペイロードファイルを指定しま
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名前 説明

す。例：

DATA "payload.json"

メモ

ロボットで実行するスクリプトの場合、アナリティクスヘッダーで、DATAペイ

ロードファイルパラメーターに対応する //FILEタグも指定する必要がありま

す。例：

COMMENT
//ANALYTIC Test HB API コマンド

//FILE payload.json
END

ペイロード JSONファイルを保存する場所

ペイロード JSONファイルを保存する場所はスクリプトを実行する場所によって決まります。

Analyticsでスクリプトを実行する

Analyticsプロジェクトを含むフォルダーまたは別のフォルダーにペイロード JSONファイルを保存

できます。

プロジェクトフォルダー以外のフォルダーにファイルを保存する場合、ペイロードファイルにファイル

パスとファイル名を含める必要があります。

DATA "C:\HighBond API payloads\payload.json"

ロボットでスクリプトを実行する

ペイロード JSONファイルを、スクリプトを実行するロボットの［入力 /出力］タブにアップロードし

ます。スクリプトを実行する前に、ファイルがこのタブに存在している必要があります。

ペイロードファイルでファイル名のみを指定します。ファイルパスを指定しないでください。

PASSWORD番号 使用するパスワード定義。

実際のパスワードを入力することを求めたり指定したりするのには、PASSWORD番号の構

文は使用しません。パスワード定義とは、以前にPASSWORDコマンドかSET
PASSWORDコマンドを使用して入力または設定されたパスワードのことです。

番号はパスワード定義の番号です。たとえば、以前に2つのパスワードをスクリプトで設定し

たり入力したりしている場合、またはアナリティクススクリプトをスケジュールしている場合、

PASSWORD 2により、2番目のパスワードを使用することを指定します。

パスワードの入力または設定の詳細については、次を参照してください。

o "PASSWORDコマンド"ページ 2015
o SET PASSWORDコマンド
o PASSWORDアナリティクスタグ

必須のパスワード値は、HighBondアクセストークンです。詳細については、"パスワード定義

の作成とパスワード値の指定"ページ 1854を参照してください。
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名前 説明

メモ

PASSWORD番号は必要な場合と不要な場合があります。スクリプトを実

行する環境によって異なります。

Analytics

(オンラインアクティベーション)

PASSWORD番号は不要です。

Windowsレジストリに保管されている

現在のユーザーのHighBondアクセス

トークンが自動的に使用されます

Analytics

(オフラインアクティベーション)

PASSWORD番号は必要です。

ロボット

TO回答ファイル

省略可能

要求の回答を含むファイルの名前。

*.jsonファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として回答ファイルを指定します。

例：

TO "response.json"

回答 JSONファイルを保存する場所。

回答 JSONファイルを保存する場所はスクリプトを実行する場所によって決まります。

Analyticsでスクリプトを実行する

デフォルトでは、回答 JSONファイルは、Analyticsプロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

ファイルを別の既存のフォルダーに保存するには、ファイルパスにその名前を含めます。

TO "C:\HighBond API responses\response.json"

ロボットでスクリプトを実行する

アナリティクスヘッダーで //RESULTFILEタグを指定すると、回答 JSONファイルは、ロボットで

のそれぞれのタスク実行の出力として保存されます。

ファイル名のみを指定します。ファイルパスを指定しないでください。

例

HighBondプロジェクトで問題を作成する
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JSON形式を使用する要求ペイロードを構築し、create_issue.jsonという名前のファイルにペ

イロードを保存します。HB_API_POSTコマンドを使用して、コマンドでペイロードファイルを指定し、

ID 19756のプロジェクトに問題を作成します。

ヒント

ペイロード構文をすばやく構築するには、適切なペイロード構文ブロックを

HighBond API リファレンスからコピーします。ペイロード ブロックをコピーした後、空

のままにする予定のキーと値のペアを削除します。

HB_API_POST "projects/19756/issues" HEADERS '{"content-type":
"application/vnd.api+json"}' DATA create_issue.json PASSWORD 1 TO hb_
api_response.json

create_issue.jsonの内容 :

{
"data":{ 

"type": "issues",
"attributes": {

"description": "Description of issue",
"owner": "Jane Sleaman",
"deficiency_type": "Deficiency",
"title": "Data retention and backup",
"severity": "High",
"published": true,
"identified_at": "2021-11-01T18:15:30Z"

}
}

}

備考

パスワード定義の作成とパスワード値の指定

ロボットで HighBond APIに要求を送信するスクリプトを実行する場合、要求を送信するコマンドとともに

パスワード定義を含める必要があります。オフラインアクティベーションを使用する場合、同じ要件が

Analyticsで実行されるスクリプトに適用されます。

どの方法を用いてパスワード定義を作成したかにかかわらず、パスワードには値としてHighBondアクセス

トークンを指定する必要があります。このトークンは Launchpadで生成できます。詳細については、

"HighBondアクセストークンを取得"次のページを参照してください。
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パスワード定義方法

方法 説明

PASSWORDア

ナリティクスタグ

(ロボットで実行

するスクリプト用 )

PASSWORDアナリティクスタグを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定

義を作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。ロボットでスクリプトを実行するタスク

を作成すると、タスクデザイナーの入力フィールドで実際のパスワードを指定できます。

詳細については、PASSWORDアナリティクスタグを参照してください。

PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を作成

した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。スクリプトで接続しようとすると、パスワードプロ

ンプトが表示されます。

詳細については、"PASSWORDコマンド"ページ 2015を参照してください。

SET
PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

SET PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を

作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されるため、パスワードプロンプトは表示されません。

この方法は自動実行用に作成されたスクリプトに適していますが、スクリプトに実際のパスワードがクリア

テキストで表示されるため、この状況には適していません。

詳細については、SET PASSWORDコマンドを参照してください。

HighBondアクセストークンを取得

注意

生成されるアクセストークンはHighBondにサインインするために使用されるアカウントと

一致します。他のユーザーが使用するスクリプトを作成する場合は、そのスクリプト内に

自身のアクセストークンを指定することは不適切です。

アクセストークンはアカウントパスワードと同じように保護してください。

1. 次のいずれかを実行します。
l Analytics メインメニューで［ツール>HighBondアクセストークン］を選択します。
l スクリプト エディター内を右クリックし、［挿入 > HighBond トークン］を選択します。

［API アクセストークンを管理します］ページがお使いのブラウザーで開きます。最初にHighBond
にサインインすることを求められる場合があります。

ヒント

Analyticsからの［API トークンの管理］ページへのアクセスが便利です。HighBond
にサインインし、Analyticsを使用せずにユーザープロファイルからこのページにアクセ

スすることもできます。
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2. 次のいずれかを実行します。
l 既存のトークンを使用する –［トークン］列で、使用する一部がマスクされたトークンをクリックし、

HighBondアカウントのパスワードを入力します。マスクされていないトークンが表示されます。

ヒント

新しいトークンを作成する理由がない場合は、既存のトークンを使用してくださ

い。既存のトークンが機能しない場合は、新しいトークンを作成してください。

既存のトークンを使用すると、管理する必要があるトークン数が減ります。

l 新しいトークンを作成する –［トークンを作成 > Analytics］をクリックし、お使いのHighBondアカ

ウントのパスワードを入力します。

新しいAnalytics トークンが作成されます。

3. ［コピー ］をクリックしてトークンをコピーします。

ヒント

トークンが含まれているこのダイアログボックスは、そのトークンを貼り付けるまで閉

じないでください。

4. 使用しているパスワード定義方法に応じて次のいずれかを実行します。

l PASSWORDアナリティクスタグ –ACLロボットのタスクデザイナーで、コピーしたトークンをパスワー

ドパラメーターフィールドに貼り付けます。

l PASSWORD コマンド –Analyticsで、コピーしたトークンを、スクリプト実行中に表示されるパス

ワードの確認に貼り付けます。

l SET PASSWORD コマンド –Analyticsで、スクリプトのSET PASSWORDコマンド構文内の適

切な位置にコピーしたトークンを貼り付けます。

5. Launchpadで、トークンが含まれているダイアログボックスを閉じます。

新しいトークンを作成した場合は、部分的にマスクされたバージョンのトークンが、トークンのリスト

に追加されます。

詳細については、HighBondアクセストークンの作成と管理を参照してください。
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HB_API_PUTコマンド
HighBond APIにPUT要求を送信します。

構文

HB_API_PUT HighBond API 要求 URL HEADERS ヘッダー情報 DATA ペイロードファイル

PASSWORD 番号 <TO 回答ファイル>

パラメーター

名前 説明

HighBond API要求 URL HighBond リソースの要求詳細。

HB_API_PUTは要求詳細の標準部分を自動的にバックグラウンドで提供します。デフォルト値

を上書きしたい場合を除き、これらの要求要素を明示的に指定する必要はありません。

o ホスト情報

o HighBondのリージョン

o HighBondインスタンス ID(組織 ID)

特定のHighBond リソースの要求構文については、HighBond API リファレンスを参照してくだ

さい。

メモ

ホスト情報を明示的に指定する場合、HighBond APIとの接続には

HTTPSプロトコルを使用する必要があります。例：https://apis-
us.highbond.com

HEADERSヘッダー情報 要求ヘッダー情報。

HB_API_PUTはデフォルトのヘッダー情報を自動的にバックグラウンドで提供します。デフォルト

値を上書きしたい場合を除き、ヘッダー情報を明示的に指定する必要はありません。

デフォルトのHEADERS値：

'{"content-type": "application/vnd.api+json"}'

DATAペイロードファイル 要求ペイロードを含むファイルの名前。

要求ペイロードはHighBondに送信するデータです。JSONファイルにデータを格納し、DATAを
使用してHighBond API要求のファイルを参照します。特定のHighBond リソースのペイロー

ドデータの構築については、HighBond API リファレンスを参照してください。

*.jsonファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列としてペイロードファイルを指定しま
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名前 説明

す。例：

DATA "payload.json"

メモ

ロボットで実行するスクリプトの場合、アナリティクスヘッダーで、DATAペイ

ロードファイルパラメーターに対応する //FILEタグも指定する必要がありま

す。例：

COMMENT
//ANALYTIC Test HB API コマンド

//FILE payload.json
END

ペイロード JSONファイルを保存する場所

ペイロード JSONファイルを保存する場所はスクリプトを実行する場所によって決まります。

Analyticsでスクリプトを実行する

Analyticsプロジェクトを含むフォルダーまたは別のフォルダーにペイロード JSONファイルを保存

できます。

プロジェクトフォルダー以外のフォルダーにファイルを保存する場合、ペイロードファイルにファイル

パスとファイル名を含める必要があります。

DATA "C:\HighBond API payloads\payload.json"

ロボットでスクリプトを実行する

ペイロード JSONファイルを、スクリプトを実行するロボットの［入力 /出力］タブにアップロードし

ます。スクリプトを実行する前に、ファイルがこのタブに存在している必要があります。

ペイロードファイルでファイル名のみを指定します。ファイルパスを指定しないでください。

PASSWORD番号 使用するパスワード定義。

実際のパスワードを入力することを求めたり指定したりするのには、PASSWORD番号の構

文は使用しません。パスワード定義とは、以前にPASSWORDコマンドかSET
PASSWORDコマンドを使用して入力または設定されたパスワードのことです。

番号はパスワード定義の番号です。たとえば、以前に2つのパスワードをスクリプトで設定し

たり入力したりしている場合、またはアナリティクススクリプトをスケジュールしている場合、

PASSWORD 2により、2番目のパスワードを使用することを指定します。

パスワードの入力または設定の詳細については、次を参照してください。

o "PASSWORDコマンド"ページ 2015
o SET PASSWORDコマンド
o PASSWORDアナリティクスタグ

必須のパスワード値は、HighBondアクセストークンです。詳細については、"パスワード定義

の作成とパスワード値の指定"次のページを参照してください。

1858

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


名前 説明

メモ

PASSWORD番号は必要な場合と不要な場合があります。スクリプトを実

行する環境によって異なります。

Analytics

(オンラインアクティベーション)

PASSWORD番号は不要です。

Windowsレジストリに保管されている

現在のユーザーのHighBondアクセス

トークンが自動的に使用されます

Analytics

(オフラインアクティベーション)

PASSWORD番号は必要です。

ロボット

TO回答ファイル

省略可能

要求の回答を含むファイルの名前。

*.jsonファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として回答ファイルを指定します。

例：

TO "response.json"

回答 JSONファイルを保存する場所。

回答 JSONファイルを保存する場所はスクリプトを実行する場所によって決まります。

Analyticsでスクリプトを実行する

デフォルトでは、回答 JSONファイルは、Analyticsプロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

ファイルを別の既存のフォルダーに保存するには、ファイルパスにその名前を含めます。

TO "C:\HighBond API responses\response.json"

ロボットでスクリプトを実行する

アナリティクスヘッダーで //RESULTFILEタグを指定すると、回答 JSONファイルは、ロボットで

のそれぞれのタスク実行の出力として保存されます。

ファイル名のみを指定します。ファイルパスを指定しないでください。

備考

パスワード定義の作成とパスワード値の指定

ロボットで HighBond APIに要求を送信するスクリプトを実行する場合、要求を送信するコマンドとともに

パスワード定義を含める必要があります。オフラインアクティベーションを使用する場合、同じ要件が

Analyticsで実行されるスクリプトに適用されます。
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どの方法を用いてパスワード定義を作成したかにかかわらず、パスワードには値としてHighBondアクセス

トークンを指定する必要があります。このトークンは Launchpadで生成できます。詳細については、

"HighBondアクセストークンを取得"下を参照してください。

パスワード定義方法

方法 説明

PASSWORDア

ナリティクスタグ

(ロボットで実行

するスクリプト用 )

PASSWORDアナリティクスタグを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定

義を作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。ロボットでスクリプトを実行するタスク

を作成すると、タスクデザイナーの入力フィールドで実際のパスワードを指定できます。

詳細については、PASSWORDアナリティクスタグを参照してください。

PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を作成

した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。スクリプトで接続しようとすると、パスワードプロ

ンプトが表示されます。

詳細については、"PASSWORDコマンド"ページ 2015を参照してください。

SET
PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

SET PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を

作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されるため、パスワードプロンプトは表示されません。

この方法は自動実行用に作成されたスクリプトに適していますが、スクリプトに実際のパスワードがクリア

テキストで表示されるため、この状況には適していません。

詳細については、SET PASSWORDコマンドを参照してください。

HighBondアクセストークンを取得

注意

生成されるアクセストークンはHighBondにサインインするために使用されるアカウントと

一致します。他のユーザーが使用するスクリプトを作成する場合は、そのスクリプト内に

自身のアクセストークンを指定することは不適切です。

アクセストークンはアカウントパスワードと同じように保護してください。

1. 次のいずれかを実行します。
l Analytics メインメニューで［ツール>HighBondアクセストークン］を選択します。
l スクリプト エディター内を右クリックし、［挿入 > HighBond トークン］を選択します。

［API アクセストークンを管理します］ページがお使いのブラウザーで開きます。最初にHighBond
にサインインすることを求められる場合があります。
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ヒント

Analyticsからの［API トークンの管理］ページへのアクセスが便利です。HighBond
にサインインし、Analyticsを使用せずにユーザープロファイルからこのページにアクセ

スすることもできます。

2. 次のいずれかを実行します。
l 既存のトークンを使用する –［トークン］列で、使用する一部がマスクされたトークンをクリックし、

HighBondアカウントのパスワードを入力します。マスクされていないトークンが表示されます。

ヒント

新しいトークンを作成する理由がない場合は、既存のトークンを使用してくださ

い。既存のトークンが機能しない場合は、新しいトークンを作成してください。

既存のトークンを使用すると、管理する必要があるトークン数が減ります。

l 新しいトークンを作成する –［トークンを作成 > Analytics］をクリックし、お使いのHighBondアカ

ウントのパスワードを入力します。

新しいAnalytics トークンが作成されます。

3. ［コピー ］をクリックしてトークンをコピーします。

ヒント

トークンが含まれているこのダイアログボックスは、そのトークンを貼り付けるまで閉

じないでください。

4. 使用しているパスワード定義方法に応じて次のいずれかを実行します。

l PASSWORDアナリティクスタグ –ACLロボットのタスクデザイナーで、コピーしたトークンをパスワー

ドパラメーターフィールドに貼り付けます。

l PASSWORD コマンド –Analyticsで、コピーしたトークンを、スクリプト実行中に表示されるパス

ワードの確認に貼り付けます。

l SET PASSWORD コマンド –Analyticsで、スクリプトのSET PASSWORDコマンド構文内の適

切な位置にコピーしたトークンを貼り付けます。

5. Launchpadで、トークンが含まれているダイアログボックスを閉じます。

新しいトークンを作成した場合は、部分的にマスクされたバージョンのトークンが、トークンのリスト

に追加されます。

詳細については、HighBondアクセストークンの作成と管理を参照してください。
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HELPコマンド
Analyticsヘルプ文書をブラウザーで起動します。

構文

HELP
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HISTOGRAMコマンド

文字フィールドまたは数値フィールドの値に基づいてレコードをグループ化し、各グループ内のレコード数を

カウントして、グループとカウントを棒グラフで表します。

構文

HISTOGRAM {<ON> 文字フィールド|<ON> 数値フィールド MINIMUM 値 MAXIMUM 値

{<INTERVALS 数値>|FREE 間隔値 <...n> 最後の間隔}} <TO SCREEN|ファイル名

|GRAPH|PRINT}> <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲> <HEADER ヘッダー

テキスト> <FOOTER フッター テキスト> <KEY 内訳フィールド> <SUPPRESS> <COLUMNS 数値>
<APPEND> <OPEN>

パラメーター

名前 説明

ON文字フィールド ヒストグラムに使用する文字フィールドまたは式。

ON数値フィールド ヒストグラムに使用する数値フィールドまたは式。

MINIMUM値 数値型のフィールドにのみ適用されます。最初の数値間隔の最小値。

FREEを使用している場合、MINIMUMは省略可能です。それ以外の場合は必要になりま

す。

MAXIMUM値 数値型のフィールドにのみ適用されます。最後の数値間隔の最大値。

FREEを使用している場合、MAXIMUMは省略可能です。それ以外の場合は必要になりま

す。

INTERVALS数

省略可能

数値型のフィールドにのみ適用されます。

MINIMUM値とMAXIMUM値によって指定された範囲の間にAnalyticsが生成する、均等

な間隔の数。間隔の数を指定しない場合は、デフォルトの数が使用されます。

デフォルトは、［オプション］ダイアログボックスの［コマンド］タブの［間隔の数］によって決定され

ます。

FREE間隔値 <...n>最終

間隔

省略可能

数値型のフィールドにのみ適用されます。

各間隔の開始点と最後の間隔の終了点を指定することにより、カスタムサイズの間隔を作

成することができます。
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名前 説明

MINIMUM値とMAXIMUM値を指定した場合は、これらの値がそれぞれ最初の間隔の開

始点と最後の間隔の終了点となり、各間隔値が範囲内に追加の間隔を生成します。指定

する間隔値は、MINIMUM値より大きく、かつMAXIMUM値以下である必要があります。

間隔値は、数値順でなければならず、重複値を含めることはできません。次に例を示しま

す。

たとえば、FREE -1000, 0, 1000, 2000, 3000 のように指定します。

FREE と INTERVALSの両方を指定する場合は、INTERVALSが無視されます。

TO SCREEN |ファイル名 |
GRAPH | PRINT

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

o GRAPH –は結果をグラフに表示し、それを Analyticsの表示領域に表示します
o 印刷 ––通常使うプリンターに結果を送信します

メモ

ファイルに出力されたヒストグラムの結果は、棒グラフのテキスト表現として表

示されます。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。
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名前 説明

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

HEADERヘッダーテキスト

省略可能

レポートの各ページの最上部に挿入されるテキスト。

ヘッダーテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数であるHEADERの値よりも優先されます。

FOOTERフッターテキスト

省略可能

レポートの各ページの最下部に挿入されるテキスト。

フッターテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数である FOOTERの値よりも優先されます。

KEYブレークフィールド

省略可能

小計計算をグループ化するフィールドまたは式。ブレークフィールドの値が変わるたびに、小計

が計算されます。

ブレークフィールドは、文字フィールドか式である必要があります。指定できるフィールドは 1つ

だけですが、1つ以上のフィールドを含んでいる式を使用することができます。

SUPPRESS

省略可能

MAXIMUM値より大きい値とMINIMUM値より小さい値をコマンド出力から除外します。

COLUMNS数

省略可能

ヒストグラムの結果をテキスト ファイルに出力する場合は、棒グラフをテキストで表示するとき

のx軸の長さを指定します。

数の値は、x軸 (および y軸のラベル)に使用する文字スペース(テキスト列 )の数です。

COLUMNSを省略した場合は、デフォルトの文字スペース数の78が使用されます。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。
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例

時給の基本的なヒストグラム

次の例は、HISTOGRAMを使用して、時給 0～100 ドルの間の賃金の分布を示すグラフを作成

しています。

HISTOGRAM ON Rate MINIMUM 0 MAXIMUM 100 TO GRAPH

時給用に定義された間隔を使用したヒストグラム

直前の例に続けてHISTOGRAMを使用し、直前の例より意味のあるやり方でグラフの範囲を指

定します。

賃金の大部分は時給 20 ～ 50 ドルの範囲に含まれているため、グラフに含まれる間隔の数は以

下のとおりです。

l 20 ～ 50の範囲に3つ
l 0 ～ 20に1つ
l 50 ～ 100に1つ
l 100より大きい範囲に1つ

HISTOGRAM ON Rate MINIMUM 0 MAXIMUM 100 FREE 20,30,40,50,100 TO GRAPH

備考
このコマンドの動作の詳細については、"ヒストグラムの作成"ページ 1343を参照してください。

最小値と最大値を設定する

HISTOGRAMコマンドを実行する前に、数値フィールドで STATISTICSコマンドまたはPROFILEコマン

ドを実行して、フィールド内の最小値と最大値をMINIMUMパラメーターとMAXIMUMパラメーターに自

動的に設定することができます。
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関連コマンド

文字フィールドを使用してヒストグラムを作成するのは、分類に似ています。数値フィールドを使用してヒ

ストグラムを作成するのは、階層化に似ています。

Analytics内の他のグループ化操作とは異なり、ヒストグラムは数値フィールドの小計をサポートしていま

せん。
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IFコマンド
コマンドを実行するために trueと評価する必要のある条件を指定します。

構文

IF テスト コマンド

パラメーター

名前 説明

検査 コマンドを実行するために満たす必要のある条件。

コマンド テストの評価結果が trueの場合に実行する、任意の有効な ACLScriptコマンド。

例

スクリプトを条件付きで実行する

v_counter変数が10より大きい場合にのみ、テーブルに対してCLASSIFYを実行するには、次

のように指定します。

IF v_counter > 10 CLASSIFY ON Location TO "Count_by_Location.fil" OPEN

ユーザーの決定に基づいてコマンドを実行する

テーブルを分類化するかどうかをスクリプトのユーザーに決定させたいとします。

スクリプトで、選択した場合には、CLASSIFYを実行できるというチェックボックスとともに、ダイアロ

グボックスを含めます。チェックボックスには、論理変数 v_classify_checkboxにTrueまたはFalse
入力値が保存されます。
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IF テストを使用して、v_classify_checkboxの値を決定します。値がTrueの場合は、CLASSIFY
は次を実行します。

IF v_classify_checkbox=T CLASSIFY ON Location TO "Count_by_
Location.fil" OPEN

備考

ヒント

IFコマンドおよび IFパラメーターの詳細なチュートリアルについては、"スクリプトでの決定"
ページ 1446および"統制構造"ページ 1467を参照してください。

IF コマンドと IF パラメーターの比較

IFコマンドのロジックは、ほとんどのコマンドでサポートされている IFパラメーターとは異なります。

l IF コマンド：–テスト式の値に基づいて、関連付けられたコマンドを実行するかどうかを判断します。
l IFパラメーター –：Analyticsテーブル内の各レコードに対し、テスト式の値に基づいて、コマンドを実

行するかどうかを判断します。

スクリプト内で判断を行う

スクリプトでは、一連の IFコマンド条件を入力して、その結果を基に異なるコマンドを実行できます。さら

に処理を行うかどうかを判断するために、IFコマンドを使用して変数の値をテストすることができます。
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IMPORT ACCESSコマンド

Microsoft Accessデータベースファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成します。

メモ

IMPORT ACCESSコマンドを使用するには、32ビットのMicrosoft Accessデータベース

エンジンがインストールされている必要があります。詳細については、"Microsoft Access
データベースエンジンを除外するオプション"ページ 2664を参照してください。

構文

IMPORT ACCESS TO テーブル <PASSWORD >数値> インポート ファイル名 FROM ソース ファイル

名 TABLE 入力テーブル名 CHARMAX 最大フィールド長 MEMOMAX 最大フィールド長

パラメーター

名前 説明

TO テーブル データをインポートする Analyticsテーブルの名前。

メモ

テーブルの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアン

ダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用でき

ません。名前の先頭を数字にすることはできません。

PASSWORD番号

省略可能

パスワード保護されたAccessファイルでのみ使用します。

使用するパスワード定義。

実際のパスワードを入力することを求めたり指定したりするのには、PASSWORD番号の構

文は使用しません。パスワード定義とは、以前にPASSWORDコマンドかSET
PASSWORDコマンドを使用して入力または設定されたパスワードのことです。

番号はパスワード定義の番号です。たとえば、以前に2つのパスワードをスクリプトで設定し

たり入力したりしている場合、またはアナリティクススクリプトをスケジュールしている場合、

PASSWORD 2により、2番目のパスワードを使用することを指定します。

パスワードの入力または設定の詳細については、次を参照してください。

o "PASSWORDコマンド"ページ 2015
o SET PASSWORDコマンド
o PASSWORDアナリティクスタグ
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名前 説明

インポートファイル名 作成する Analyticsデータファイルの名前。

インポートファイル名、.FILファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として指定しま

す。例："Invoices.FIL".

デフォルトでは、データファイル( .FIL)は、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存

されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指

定します。

o "C:\data\Invoices.FIL"
o "data\Invoices.FIL"

FROMソースファイル名 ソースデータファイルの名前。ソースファイル名は引用符で囲む必要があります。

ソースデータファイルがAnalyticsプロジェクトと同じフォルダーに位置しない場合、ファイルの

位置を指定するために絶対パスまたは相対パスを使用する必要があります。

o "C:\data\ソース ファイル名"
o "data\ソース ファイル名"

TABLE入力テーブル名 インポートするMicrosoft Accessデータベースファイルのテーブルの名前。

CHARMAX最大フィールド

長

インポートしているソースの文字データから発生する Analyticsテーブルの任意のフィールドの

文字の最大長。

1 ～ 255文字を指定できます。

フィールドを切り詰める機能では、時折出現する長い値が原因で、インポート処理でサポー

トされるレコード全体の長さを超えることがなくなります。

o 32,767文字 (非 Unicode Analytics)

o 16,383文字 ( Unicode Analytics)

MEMOMAX最大フィールド

長

インポートするテキスト、ノート、またはメモフィールドの文字の最大長。

1 ～ 32767文字 (非 Unicode版のAnalytics)、または 16383文字 ( Unicode版の

Analytics)を指定できます。

例
このコマンドの動作の詳細については、"Microsoft Accessデータベースファイルのインポート "ページ 263
を参照してください。

テーブルへのインポート

Microsoft AccessファイルAcceptable_Codes.mdbがあります。[Acceptable_Codes]テーブル

を Analyticsからインポートする必要があります。このためには、次のコマンドを使用して、acc_
codesテーブルを Analyticsで作成します。
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インポートされた文字またはメモフィールドの長さが、フィールドの最も長い値の長さまたは指定さ

れた文字の最大数の短い方に設定されます。

SET ECHO NONE
SET PASSWORD 1 TO "qr347wx"
SET ECHO ON
IMPORT ACCESS TO acc_codes PASSWORD 1 "C:\ACL DATA\Sample Data
Files\acc_codes.fil" FROM "Acceptable_Codes.mdb" TABLE "[Acceptable_
Codes]" CHARMAX 60 MEMOMAX 70
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IMPORT DELIMITEDコマンド

区切り文字付きテキスト ファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成します。

構文

IMPORT DELIMITED TO テーブル インポート ファイル名 FROM ソース ファイル名 <SERVER プロ

ファイル名> ソースの文字エンコード SEPARATOR {文字|TAB|SPACE} QUALIFIER {文字|NONE}
<CONSECUTIVE> STARTLINE 行番号 <KEEPTITLE> <CRCLEAR> <LFCLEAR> <REPLACENULL>
<ALLCHAR> {ALLFIELDS | [フィールド構文] <...n> <IGNOREフィールド番号> <...n>}

フィールド構文 ::=
FIELD 名前 型 AT 開始位置 DEC 値 WID バイト PIC 書式 AS 表示名

パラメーター

名前 説明

TO テーブル データをインポートする Analyticsテーブルの名前。

メモ

テーブルの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアン

ダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用でき

ません。名前の先頭を数字にすることはできません。

インポートファイル名 作成する Analyticsデータファイルの名前。

インポートファイル名、.FILファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として指定しま

す。例："Invoices.FIL".

デフォルトでは、データファイル( .FIL)は、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存

されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指

定します。

o "C:\data\Invoices.FIL"
o "data\Invoices.FIL"

FROMソースファイル名 ソースデータファイルの名前。ソースファイル名は引用符で囲む必要があります。

ソースデータファイルがAnalyticsプロジェクトと同じフォルダーに位置しない場合、ファイルの

位置を指定するために絶対パスまたは相対パスを使用する必要があります。
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名前 説明

o "C:\data\ソース ファイル名"
o "data\ソース ファイル名"

SERVERプロファイル名

省略可能

インポートしたいデータが置かれている AX Serverのサーバープロファイル名。

ソースの文字エンコード ソースデータの文字セットおよび文字エンコード。

お使いのAnalyticsエディションとソースデータのエンコードに応じて、次のうち該当するコード

を指定してください。

コード

Analyticsのエ

ディション ソースデータのエンコード

0 非 Unicode版 すべてのデータ

0 Unicode版 ASCIIデータ

2 Unicode版 Unicodeデータ、UTF-16 LEエンコード

3 数値コード

Unicode版 Unicodeデータ、UTF-16 LEエンコード

ソースデータのエンコに適合する数値コードを決定するには、

データ定義ウィザードを使用してインポートを実行し、［エンコー

ドされたテキスト］オプションを選択し、付属するドロップダウンリ

ストを使って適合するエンコードを見つけます。

コードを指定するには、3、1つのスペース、数値コードを順に指

定します。

SEPARATOR 文字 | TAB
| SPACE

ソースデータのフィールド間で使用される区切り文字。文字は引用符で囲まれた文字列とし

て指定する必要があります。

タブまたは空白を区切り文字として指定するには、それらを二重引用符で囲んで入力する

か、またはそれらのキーワードを使用します。

o SEPARATOR " "または SEPARATOR SPACE
o SEPARATOR " "または SEPARATOR SPACE

QUALIFIER 文字 | NONE ソースデータ内のフィールド値を折り返すためと識別するために使用するテキスト修飾子文

字。文字は引用符で囲まれた文字列として指定する必要があります。

文字をテキスト修飾子として指定するには、二重引用符を一重引用符で囲む必要がありま

す。QUALIFIER '"'

テキスト修飾子がないことを指定するには、次のいずれかの方法を使用します。

o QUALIFIER ""
o QUALIFIER NONE

CONSECUTIVE

省略可能

連続したテキスト修飾子を単一の修飾子として扱います。

STARTLINE行番号 ファイルの読み取りを開始する行番号。

たとえば、ファイルの先頭 3行に不要なヘッダー情報が含まれている場合に、4行目からデー

タの読み取りを開始するには、「STARTLINE 4」を指定します。
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名前 説明

KEEPTITLE

省略可能

o KEEPTITLE とALLFIELDS を組み合わせて使用する – STARTLINE に指定した行番

号がデータでなくフィールド名として扱われます。

KEEPTITLEを指定しない場合は、汎用フィールド名が使用され、STARTLINEに指定

した行番号はデータとして扱われます。

o KEEPTITLE と各 FIELD構文を組み合わせて使用する – STARTLINEに指定した行番

号がインポートされなくなります。"FIELD 名前"の "名前"にはフィールド名を指定します。

KEEPTITLEを指定しない場合には、STARTLINEに指定した行番号はデータとして扱

われます。"FIELD 名前"の "名前"にはフィールド名を指定します。

CRCLEAR

省略可能

テキスト修飾子間で発生するすべてのCR 文字 (キャリッジリターン)をスペース文字で置換し

ます。CRCLEARを使用するには、QUALIFIER と文字値を指定する必要があります。

CRCLEAR とLFCLEARの両方を使用する場合は、CRCLEARを最初に記述する必要が

あります。

LFCLEAR

省略可能

テキスト修飾子間で発生するすべてのLF 文字 (ラインフィード)をスペース文字で置換しま

す。LFCLEARを使用するには、QUALIFIER と文字値を指定する必要があります。

CRCLEAR とLFCLEARの両方を使用する場合は、CRCLEARを最初に記述する必要が

あります。

REPLACENULL

省略可能

スペースで区切られたファイルで発生するすべてのNUL 文字を置換します。置き換えられた

すべてのNULL文字の数がログに記録されます。

ALLCHAR

省略可能

インポートされたすべてのフィールドには、自動的に文字のデータ型が割り当てられます。

ヒント

インポートされたすべてのフィールドに文字のデータ型を割り当てると、区切り

文字付きテキスト ファイルのインポート処理が容易になります。

Analyticsにインポートされたデータのフィールドには、数値や日付時刻など

のさまざまなデータ型を割り当て、書式の詳細を指定することができます。

Analyticsによって識別子のフィールドに数値のデータ型が自動的に割り当

てられたテーブルをインポートする際、実際には文字のデータ型を使用する

必要がある場合には、ALLCHARを使用することができます。

ALLFIELDS ソースデータファイルの全フィールドがインポートされます。

ALLFIELDSを使用する際にAnalytics によってデータ型が割り当てられる方法の詳細につい

ては、"備考"ページ 1879を参照してください。

メモ

ALLFIELDSを指定する場合、個別のFIELD 構文や IGNORE 指定しない

でください。

FIELD名前 型 インポートするソースデータファイル内の個別フィールドの名前およびデータ型。フィールドをイ

ンポート対象から除外する場合は、そのフィールドを指定しないでください。

型については、"フィールド データ型の識別子"ページ 1879を参照してください。

メモ

ALLCHARを指定した場合には、型は無視されます。
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名前 説明

AT 開始位置 Analyticsデータファイル内のフィールドの開始バイトを指定します。

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics 2バイト = 1文字

Unicode版 Analyticsでは、一般的に、奇数で開始するバイト位置を指定

してください。偶数の開始位置を指定すると、文字が正しく表示されない可

能性があります。

DEC値 数値フィールドの小数点以下の桁数

メモ

DECを指定した場合には、PICは無視されます。

WID バイト Analyticsテーブルレイアウトにおけるフィールドの長さ(バイト数 )

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics 2バイト = 1文字

Unicode版 Analyticsでは、偶数バイトのみを指定します。奇数バイトを指

定すると、文字が正しく表示されない可能性があります。

PIC書式 メモ

数値フィールドまたは日付時刻フィールドにのみ適用されます。

o 数値フィールド – Analyticsのビューとレポートに含まれる数値の表示形式。
o 日付時刻フィールド –ソースデータの日付時刻値の物理形式 (日付時刻文字、区切り

文字の順など)

メモ

日付時刻フィールドの場合、形式はソースデータの物理形式と正確に

一致する必要があります。たとえば、ソースデータが12/31/2014である

場合は、書式を "MM/DD/YYYY"として入力します。

書式は引用符で囲む必要があります。

メモ

ALLCHARを指定した場合には、PICは無視されます。

AS表示名 新しいAnalyticsテーブルのビューにおけるフィールドの表示名 (代替列見出し)。

表示名の値は引用符で囲まれた文字列。列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミ

コロン( ;)を入れます。

フィールドの定義時には、ASは必須です。表示名をフィールド名と同じにしたい場合は、空

の表示名を入力します。つまり、次の構文を使用します。AS ""2つの二重引用符の間にス
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名前 説明

ペースがないことを確認してください。

IGNORE フィールド番号

<...n>

省略可能

テーブルレイアウトからフィールドを除外します。

フィールド番号は、ソースデータファイルにおける除外対象フィールドの位置を指定します。た

とえば、IGNORE 5は、ソースデータファイルの5番目のフィールドを Analyticsテーブルレイア

ウトから除外します。

メモ

このフィールドのデータは、インポートは行われますが、定義されないため、新

しいAnalyticsテーブルには表示されません。必要に応じ、データを後で定

義して、テーブルに追加することができます。

特定のフィールドをインポート対象から完全に除外するには、個別に各フィー

ルドを指定する際にそのフィールドを指定しないでください。

例

すべてのフィールドをインポートする

カンマ区切りファイルからEmployees という名前のAnalyticsテーブルにすべてのフィールドをイン

ポートするとします。このファイルでは、テキスト修飾子として二重引用符が使用されています。

データ型は、"備考"ページ 1879に示した規則セットに基づいて自動的に割り当てられます。

IMPORT DELIMITED TO Employees "Employees.fil" FROM "Employees.csv" 0
SEPARATOR "," QUALIFIER '"' CONSECUTIVE STARTLINE 1 KEEPTITLE
ALLFIELDS

すべてのフィールドをインポートし、文字のデータ型を自
動的に割り当てる

カンマ区切りファイルからEmployees という名前のAnalyticsテーブルにすべてのフィールドをイン

ポートするとします。このファイルでは、テキスト修飾子として二重引用符が使用されています。イ

ンポートされたすべてのフィールドには、自動的に文字のデータ型が割り当てられます。
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IMPORT DELIMITED TO Employees "Employees.fil" FROM "Employees.csv" 0
SEPARATOR "," QUALIFIER '"' CONSECUTIVE STARTLINE 1 KEEPTITLE
ALLFIELDS

指定したフィールドをインポートし、文字のデータ型を自
動的に割り当てる

タブ区切りファイルからEmployees という名前のAnalyticsテーブルに指定のフィールドをインポー

トするとします。このファイルでは、テキスト修飾子として二重引用符が使用されています。イン

ポートされたすべてのフィールドには、自動的に文字のデータ型が割り当てられます。

IMPORT DELIMITED TO Employees "Employees.fil" FROM "Employees.csv" 0
SEPARATOR TAB QUALIFIER '"' CONSECUTIVE STARTLINE 1 KEEPTITLE ALLCHAR
FIELD "First_Name" C AT 1 DEC 0 WID 25 PIC "" AS "First Name" FIELD
"Last_Name" C AT 26 DEC 0 WID 25 PIC "" AS "Last Name" FIELD "CardNum"
C AT 51 DEC 0 WID 16 PIC "" AS "Card Num" FIELD "EmpNo" C AT 67 DEC 0
WID 6 PIC "" AS "Emp Num" FIELD "HireDate" C AT 73 DEC 0 WID 10 PIC ""
AS "Hire Date" FIELD "Salary" C AT 83 DEC 0 WID 5 PIC "" AS "" FIELD
"Bonus_2016" C AT 88 DEC 0 WID 10 PIC "" AS "Bonus 2016"

指定したフィールドをインポートし、フィールドごとにデー
タ型を割り当てる

セミコロン区切りファイルからEmployees という名前のAnalyticsテーブルに指定のフィールドをイン

ポートするとします。このファイルではテキスト修飾子は使用されていません。インポートするフィール

ドごとにデータ型を指定します。

IMPORT DELIMITED TO Employees "Employees.fil" FROM "Employees.csv" 0
SEPARATOR TAB QUALIFIER '"' CONSECUTIVE STARTLINE 1 KEEPTITLE ALLCHAR
FIELD "First_Name" C AT 1 DEC 0 WID 25 PIC "" AS "First Name" FIELD
"Last_Name" C AT 26 DEC 0 WID 25 PIC "" AS "Last Name" FIELD "CardNum"
C AT 51 DEC 0 WID 16 PIC "" AS "Card Num" FIELD "EmpNo" C AT 67 DEC 0
WID 6 PIC "" AS "Emp Num" FIELD "HireDate" C AT 73 DEC 0 WID 10 PIC ""
AS "Hire Date" FIELD "Salary" C AT 83 DEC 0 WID 5 PIC "" AS "" FIELD
"Bonus_2016" C AT 88 DEC 0 WID 10 PIC "" AS "Bonus 2016"
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備考
このコマンドの動作の詳細については、"区切り文字付きテキスト ファイルのインポート "ページ 265を参照

してください。

ALLFIELDSを使用する際にAnalytics によってデータ型が
割り当てられる仕組み

個別にフィールドを定義する代わりにALLFIELDSパラメーターを使用すると、区切り文字付きファイルの

先頭にあるレコードのサブセットがAnalyticsによって調べられ、次に示す規則セットに基づいてフィールド

にデータ型が割り当てられます。

Analyticsにインポートされたデータのフィールドには、必要に応じて数値や日付時刻などのさまざまな

データ型を割り当て、書式の詳細を指定することができます。

区切り文字付きファイル内のフィールド値の説明 例

割り当てられるデータ

型

テキスト修飾子で囲んだ値 "ABC 社のサプライ

ヤー"

"6,990.75"

文字

フィールド内の任意の位置の値には、数値の区切り文字として使用され

るカンマとピリオド、および負号 ( -)を除く、数字以外の文字を 1つ使用で

きます。

$995

(995)

文字

値には数値、数値の区切り文字、および負号 ( -)のみを使用できます。 6,990.75

-6,990.75

995

数値

フィールドには 1つまたは複数の空白値が出現します。 文字

区切り文字や英字の月名を含む複数の日付時刻値 2016/12/31

2016年 12月 31日

文字

数字のみから成る日付時刻値 20161231 数値

フィールド データ型の識別子

以下の表は、FIELDでデータ型を指定するときに使用する必要がある文字の一覧を示します。各文字

はAnalyticsデータ型の1つに対応します。

たとえば、文字データ型が必要な姓フィールドを定義する場合は、"C": FIELD "Last_Name" Cと指定し

ます。

詳細については、"Analyticsのデータ型"ページ 811を参照してください。
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メモ

データ定義ウィザードを使用してEBCDIC、Unicode、またはASCIIフィールドを含むテー

ブルを定義する場合、それらのフィールドには自動的に文字 "C"( CHARACTER型 )が
割り当てられます。

IMPORTステートメントを手作業で入力するか、既存の IMPORTステートメントを編集

する場合、EBCDICまたはUnicodeフィールドに対して、より特有の文字 "E"または "U"
に置き換えることができます。

文字 Analyticsデータ型

A ACL

B BINARY

C CHARACTER

D DATETIME

E EBCDIC

F FLOAT

G ACCPAC

I IBMFLOAT

K UNSIGNED

L LOGICAL

N PRINT

P PACKED

Q BASIC

R MICRO

S CUSTOM

T PCASCII

U UNICODE

V VAXFLOAT

X NUMERIC

Y UNISYS
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文字 Analyticsデータ型

Z ZONED
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IMPORT EXCELコマンド

Microsoft Excelワークシートまたは名前付き範囲を定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作

成します。

メモ

IMPORT EXCELコマンドで古いExcelファイル( *.xls)を扱うには、32ビット Microsoft
Accessデータベースエンジンがインストールされている必要があります。詳細については、

"Microsoft Accessデータベースエンジンを除外するオプション"ページ 2664を参照してく

ださい。

構文

IMPORT EXCEL TO テーブル インポートファイル名 FROM ソースファイル名 TABLE 入力ワークシー

トまたは名前付き範囲 <KEEPTITLE> <STARTLINE >行番号> <ALLCHAR>
{ALLFIELDS|CHARMAX 最大フィールド長|[フィールド構文] <...n> <IGNORE >フィールド番号>
<...n>} <OPEN>

フィールド構文 ::=
FIELD インポート名 型 {PIC 書式|WID 文字数 DEC 値} AS 表示名

メモ

IMPORT EXCEL パラメーターは、上記と完全に同じ順序で、以下の表にあるように、

指定する必要があります。

ワークブックの保護ビューが有効な場合、analyticsはExcelワークブックからインポートで

きません。まず、ワークブックで編集を有効にし、ワークブックを保存して閉じてから、イン

ポートを実行する必要があります。

パラメーター

名前 説明

TO テーブル データをインポートする Analyticsテーブルの名前。
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名前 説明

メモ

テーブルの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアン

ダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用でき

ません。名前の先頭を数字にすることはできません。

インポートファイル名 作成する Analyticsデータファイルの名前。

インポートファイル名、.FILファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として指定しま

す。例："Invoices.FIL".

デフォルトでは、データファイル( .FIL)は、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存

されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指

定します。

o "C:\data\Invoices.FIL"
o "data\Invoices.FIL"

FROMソースファイル名 ソースデータファイルの名前。ソースファイル名は引用符で囲む必要があります。

ソースデータファイルがAnalyticsプロジェクトと同じフォルダーに位置しない場合、ファイルの

位置を指定するために絶対パスまたは相対パスを使用する必要があります。

o "C:\data\ソース ファイル名"
o "data\ソース ファイル名"

TABLEワークシートまたは

名前付き範囲

Excelのソースデータファイルからインポートするワークシートまたは名前付き範囲。

要件：

o ワークシート名の末尾には、"$"記号を追加する

例：TABLE "Corp_Credit_Cards$"

o 名前付き範囲は、Excelにあるとおりに指定する

例：TABLE "Employees_Sales"

o ワークシートまたは名前付き範囲は、引用符で囲んだ文字列として指定する

KEEPTITLE

省略可能

o KEEPTITLE とALLFIELDS またはCHARMAX を組み合わせて使用する –
STARTLINE に指定した行番号がデータでなくフィールド名として扱われます。

KEEPTITLEを指定しない場合は、汎用フィールド名が使用され、STARTLINEに指定

した行番号はデータとして扱われます。

o KEEPTITLE と各 FIELD構文を組み合わせて使用する – STARTLINEに指定した行番

号がインポートされなくなります。"FIELD 名前"の "名前"にはフィールド名を指定します。

KEEPTITLEを指定しない場合には、STARTLINEに指定した行番号はデータとして扱

われます。"FIELD 名前"の "名前"にはフィールド名を指定します。

STARTLINE行番号

省略可能

ワークシートの読み取りを開始する行番号。

たとえば、ワークシートの先頭 3行に不要なヘッダー情報が含まれている場合に、4行目から

データの読み取りを開始するには、「STARTLINE 4」を指定します。

STARTLINEを指定しない場合には、開始行はワークシートの1行目となります。
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名前 説明

メモ

名前付き範囲の開始行は、STARTLINEの設定値に関係なく、常に名前

付き範囲の1行目になります。

ALLCHAR

省略可能

インポートされたすべてのフィールドには、自動的に文字のデータ型が割り当てられます。

ヒント

インポートされたすべてのフィールドに文字データ型を割り当てると、Execel
ファイルのインポート処理が容易になります。

Analyticsにインポートされたデータのフィールドには、数値や日付時刻など

のさまざまなデータ型を割り当て、書式の詳細を指定することができます。

Analyticsによって識別子のフィールドに数値のデータ型が自動的に割り当

てられたテーブルをインポートする際、実際には文字のデータ型を使用する

必要がある場合には、ALLCHARを使用することができます。

ALLFIELDS ソースデータファイルの全フィールドがインポートされます。

メモ

ALLFIELDSを指定する場合、個別のFIELD 構文、CHARMAX、
IGNORE 指定しないでください。

CHARMAX最大フィールド

長

Excelのソースデータファイル内の文字データから発生する Analyticsテーブルの任意のフィー

ルドの文字の最大長。

Excelファイル内の最大フィールド長を超えるデータは、Analyticsにインポートすると切り捨て

られます。

Excelファイルの全フィールドが、データ型に関係なく、インポートされます。

メモ

CHARMAXを指定する場合には、個別のFIELD 構文、ALLFIELDS、
IGNORE はいっさい指定しないでください。

FIELDインポート名 型 インポートするソースデータファイル内の個別フィールドの名前およびデータ型。

インポート名がAnalyticsテーブルのフィールド名になります。インポート名は、ソースデータ

ファイル内のフィールド名と同じでも同じでなくてもどちらでも構いません。

ヒント

インポート名とは異なる表示名を指定するには、追加で ASを使用します。

型がAnalyticsテーブルのフィールドのデータ型になります。型は、ソースデータファイル内の

フィールド データ型と同じでも同じでなくてもどちらでも構いません。型の詳細については、"
フィールド データ型の識別子"ページ 1889を参照してください。

メモ

ALLCHARを指定した場合には、型は無視されます。

個別のFIELD構文を指定する場合には、ALLFIELDSやCHARMAX は
指定しないでください。

1884

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


名前 説明

フィールドの除外

フィールドをインポート対象から除外する場合は、そのフィールドを指定しないでください。ま

た、除外するフィールドに対しては、IGNOREを指定することも必要です。

PIC書式 メモ

数値フィールドまたは日付時刻フィールドにのみ適用されます。

o 数値フィールド – Analyticsのビューとレポートに含まれる数値の表示形式。
o 日付時刻フィールド –ソースデータの日付時刻値の物理形式 (日付時刻文字、区切り

文字の順など)

メモ

日付時刻フィールドの場合、形式はソースデータの物理形式と正確に

一致する必要があります。たとえば、ソースデータが12/31/2014である

場合は、書式を "MM/DD/YYYY"として入力します。

書式は引用符で囲む必要があります。

WID 文字 Analyticsテーブルレイアウトにおけるフィールドの長さ(文字 )。

DEC値 数値フィールドの小数点以下の桁数

AS表示名 新しいAnalyticsテーブルのビューにおけるフィールドの表示名 (代替列見出し)。

表示名の値は引用符で囲まれた文字列。列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミ

コロン( ;)を入れます。

フィールドの定義時には、ASは必須です。表示名をフィールド名と同じにしたい場合は、空

の表示名を入力します。つまり、次の構文を使用します。AS ""2つの二重引用符の間にス

ペースがないことを確認してください。

IGNORE フィールド番号

<...n>

省略可能

テーブルレイアウトからフィールドを除外します。

フィールド番号は、ソースデータファイルにおける除外対象フィールドの位置を指定します。た

とえば、IGNORE 5は、ソースデータファイルの5番目のフィールドを Analyticsテーブルレイア

ウトから除外します。

メモ

フィールド番号が除外対象フィールドの位置を正確に指すように注意してく

ださい。追加対象フィールド(フィールド定義 )を表しているか、存在しない

フィールド位置を表しているフィールド番号を指定すると、インポートが正しく

行われなくなります。

FIELDパラメーター数と IGNOREパラメーター数の合計が、ソースデータ

テーブル内の総フィールド数と一致する必要があります。これらの数が一致し

ないと、インポートが正しく行われません。

ALLFIELDSまたはCHARMAXを指定する場合は、IGNOREを指定しな

いでください。

OPEN コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。
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名前 説明

省略可能

例

指定されたフィールドをインポートする

Credit_Cards という名前の新しいAnalyticsテーブルを定義するインポートを行うとします。このイ

ンポートでは、Excelデータの1行目をフィールド名として使用します。

このAnalyticsテーブルにはソーステーブルの12個のフィールドのうち、3つのフィールドを定義、追

加し、9個のフィールドは除外します。

IMPORT EXCEL TO Credit_Cards "Credit Cards.fil" FROM "Credit_Cards_
Metaphor.xls" TABLE "Corp_Credit_Cards$" KEEPTITLE FIELD "CARDNUM" C
WID 16 AS "Card Number" FIELD "EXPDT" D WID 10 PIC "YYYY-MM-DD" AS
"Expiry Date" FIELD "PASTDUEAMT" N WID 6 DEC 2 AS "Past Due" IGNORE 2
IGNORE 3 IGNORE 5 IGNORE 6 IGNORE 7 IGNORE 9 IGNORE 10 IGNORE 11
IGNORE 12

すべてのフィールドをインポートする

May_Transactions という名前の新しいAnalyticsテーブルを定義するインポートを行うとします。

このインポートでは、Excelデータの1行目をフィールド名として使用します。

Analyticsテーブルにはソーステーブルのすべてのフィールドを含め、デフォルトのフィールド定義を

使用します。

最も長い値に設定されたフィールド長

最初の例では、ソースデータファイルの文字データから生成されるフィールドの長さは、そのフィール

ド内で最長の値の長さに設定されます。

IMPORT EXCEL TO May_Transactions "May_Transactions.fil" FROM "Trans_
May.xls" TABLE "Trans1_May$" KEEPTITLE ALLFIELDS
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制約されたフィールド長

2番目の例では、ソースデータファイルの文字データから生成されるフィールドの長さは、そのフィー

ルド内で最長の値の長さの50文字のCHARMAX値のうち、短い方に設定されます。

IMPORT EXCEL TO May_Transactions "May_Transactions.fil" FROM "Trans_
May.xls" TABLE "Trans1_May$" KEEPTITLE CHARMAX 50

すべてのフィールドを文字データ型としてインポートする

May_Transactions という名前の新しいAnalyticsテーブルを定義するインポートを行うとします。

数値や日付を含むすべてのフィールドが文字データ型としてインポートされます。

IMPORT EXCEL TO May_Transactions "May_Transactions.fil" FROM "Trans_
May.xls" TABLE "Trans1_May$" KEEPTITLE ALLCHAR ALLFIELDS

すべてのフィールドを文字データとしてインポートし、ヘッ
ダー情報をスキップする

Past_Due_Report という名前の新しいAnalyticsテーブルを定義するインポートを行うとします。

Excelファイルのうち、レポート ヘッダー情報が含まれる最初の2行スキップし、フィールド名が含ま

れる 3行目からファイルの読み取りを開始します。数値や日付を含むすべてのフィールドが文字

データ型としてインポートされます。

IMPORT EXCEL TO Past_Due_Report "Past_Due_Report.fil" FROM "Past_Due_
Report.xlsx" TABLE "Sheet1$" KEEPTITLE STARTLINE 3 ALLCHAR ALLFIELDS

備考
このコマンドの動作の詳細については、"Microsoft Excelデータのインポート "ページ 250を参照してくださ

い。
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個別にフィールドを定義するか、デフォルト定義を使用して
すべてのフィールドをインポートします。

AnalyticsテーブルにExcelファイルをインポートするとき、FIELDパラメーターを使用して各フィールドを個

別に定義するか、あるいはALLFIELDSパラメーターまたはCHARMAXパラメーターを使用して、デフォル

トのAnalyticsフィールド定義を基にすべてのフィールドをインポートすることができます。

パラメーターの組み合わせを変えると、異なる結果が生成されます。以下の表は様々な組み合わせと結

果をまとめたものです。

メモ

"定義する" とは、フィールド名、データ型、長さ、日付時刻書式などの項目を手動で指

定することを意味しています。

目的

使用すべきパラメー

ター

使用してはいけないパラ

メーター

o すべてのフィールドをデフォルトの定義を使って自動的にインポー

トする
o フィールドを Analyticsにインポートした後に必要に応じてフィール

ドを定義する

ALLFIELDS CHARMAX、FIELD

o すべてのフィールドをデフォルトの定義を使って自動的にインポー

トする
o フィールドを Analyticsにインポートした後に必要に応じてフィール

ドを定義する
o 長い文字フィールドを切り捨てる

CHARMAX ALLFIELDS、FIELD

o フィールドをインポート前に定義する FIELD ALLFIELDS、CHARMAX

o フィールドをインポート前に定義する
o 一部のフィルターをインポート対象から除外する

FIELD

IGNORE

ALLFIELDS、CHARMAX

o フィールドをインポート前に部分的に定義する
o すべてのフィールドを自動的に文字データとしてインポートする

ALLCHAR

FIELD

ALLFIELDS、CHARMAX

o ワークシートの冒頭にあるヘッダー情報や空白行を除外する STARTLINE

o ワークシートの先頭行をフィールド名として使用する KEEPTITLE

o STARTLINEに指定したワークシート行をフィールド名として使用

する

KEEPTITLE

STARTLINE
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ALLFIELDSまたはCHARMAXを使用する際にAnalytics 
によってデータ型が割り当てられる仕組み

個別にフィールドを定義する代わりにALLFIELDSまたはCHARMAXパラメーターを使用すると、Excel
ファイルの先頭にあるレコードのサブセットがAnalyticsによって調べられ、一連の内部規則に基づいて

フィールドにデータ型が割り当てられます。

Analyticsにインポートされたデータのフィールドには、必要に応じて数値や日付時刻などのさまざまな

データ型を割り当て、書式の詳細を指定することができます。

データインポートの最大サイズ

ファイル形式 .xlsxまたは .xlsm

.xlsxまたは .xlsmファイルからインポートできる Excelの列の最大数、およびフィールド内の最大文字数

は特定の数に制限されません。

これらのExcelファイルの種類からのインポートは、Analyticsデータファイル( .fil)における 32 KBのレコー

ド長の制限によって制御されます。ソースExcelファイル内のいずれかのレコードによって 32 KBより長い

Analyticsレコードが作成される場合、インポートは失敗します。

ファイル形式 .xls

.xls( Excel 97 - 2003)ファイルのインポートは違う種類の処理を用いており、次を最大数としています。

l 255列
l フィールドにつき 255文字
l レコードにつき 32 KB
l 65,000行

フィールド データ型の識別子

以下の表は、FIELDでデータ型を指定するときに使用する必要がある文字の一覧を示します。各文字

はAnalyticsデータ型の1つに対応します。

たとえば、文字データ型が必要な姓フィールドを定義する場合は、"C": FIELD "Last_Name" Cと指定し

ます。

詳細については、"Analyticsのデータ型"ページ 811を参照してください。
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メモ

データ定義ウィザードを使用してEBCDIC、Unicode、またはASCIIフィールドを含むテー

ブルを定義する場合、それらのフィールドには自動的に文字 "C"( CHARACTER型 )が
割り当てられます。

IMPORTステートメントを手作業で入力するか、既存の IMPORTステートメントを編集

する場合、EBCDICまたはUnicodeフィールドに対して、より特有の文字 "E"または "U"
に置き換えることができます。

文字 Analyticsデータ型

A ACL

B BINARY

C CHARACTER

D DATETIME

E EBCDIC

F FLOAT

G ACCPAC

I IBMFLOAT

K UNSIGNED

L LOGICAL

N PRINT

P PACKED

Q BASIC

R MICRO

S CUSTOM

T PCASCII

U UNICODE

V VAXFLOAT

X NUMERIC

Y UNISYS

1890

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


文字 Analyticsデータ型

Z ZONED
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IMPORT GRCPROJECTコマンド

HighBondプロジェクト テーブルをインポートして、Analyticsテーブルを作成します。

構文

IMPORT GRCPROJECT TO テーブル インポートファイル名 PASSWORD番号 FROM 組織 ID タイプ

ID <FIELD 名前 AS 表示名 <...n>> <CHARMAX 最大フィールド長>

パラメーター

名前 説明

TO テーブル データをインポートする Analyticsテーブルの名前。

メモ

テーブルの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアン

ダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用でき

ません。名前の先頭を数字にすることはできません。

インポートファイル名 作成する Analyticsデータファイルの名前。

インポートファイル名、.FILファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として指定しま

す。例："Invoices.FIL".

デフォルトでは、データファイル( .FIL)は、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存

されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指

定します。

o "C:\data\Invoices.FIL"
o "data\Invoices.FIL"

PASSWORD番号 使用するパスワード定義。

実際のパスワードを入力することを求めたり指定したりするのには、PASSWORD番号の構

文は使用しません。パスワード定義とは、以前にPASSWORDコマンドかSET
PASSWORDコマンドを使用して入力または設定されたパスワードのことです。

番号はパスワード定義の番号です。たとえば、以前に2つのパスワードをスクリプトで設定し

たり入力したりしている場合、またはアナリティクススクリプトをスケジュールしている場合、

PASSWORD 2により、2番目のパスワードを使用することを指定します。

パスワードの入力または設定の詳細については、次を参照してください。
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名前 説明

o "PASSWORDコマンド"ページ 2015
o SET PASSWORDコマンド
o PASSWORDアナリティクスタグ

必須のパスワード値は、HighBondアクセストークンです。詳細については、"パスワード定義

の作成とパスワード値の指定"ページ 1896を参照してください。

メモ

PASSWORD番号は必要な場合と不要な場合があります。スクリプトを実

行する環境によって異なります。

Analytics

(オンラインアクティベーション)

PASSWORD番号は不要です。

Windowsレジストリに保管されている

現在のユーザーのHighBondアクセス

トークンが自動的に使用されます

Analytics

(オフラインアクティベーション)

PASSWORD番号は必要です。

ロボット

FROM組織 IDタイプID 組織とインポート中のデータを定義する情報のタイプ。

o 組織 ID –データをインポートしているHighBond組織
o タイプ ID –インポートする情報のタイプ。

組織 ID値とタイプID値はスペースを入れずにスラッシュで区切る必要があります。

FROM "125@-eu/audits"

文字列全体を引用符で囲む必要があります。

組織 ID

組織 IDには、組織の ID番号が含まれている必要があるほか、北米 (米国 )以外のデータ

センターへインポートする場合には、そのデータセンターのコードも含まれている必要がありま

す。組織 ID番号とデータセンターのコードは、アット マーク( @)とハイフン( -)で区切る必要が

あります。

FROM "125@-eu"

メモ

北米 ( US)データセンターコードを指定する場合は、ハイフンを含まない少し

異なる形式が使用されます。

FROM "125@us"

データセンターコードは、どの地域のHighBondサーバーからデータをインポートするのかを指

定します。

o af –アフリカ (南アフリカ)
o ap –アジア太平洋 (シンガポール)
o au –アジア太平洋 (オーストラリア)
o ca –北米 (カナダ)
o eu – ヨーロッパ (ドイツ)
o sa –南米 (ブラジル)
o us –北米 (米国 )
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名前 説明

組織のHighBondインスタンスに対して承認されているデータセンターコードのみを使用でき

ます。北米のデータセンターがデフォルトであるため、@usを指定するのはオプションです。

組織 ID番号がわからない場合は、Analyticsのユーザーインターフェイスを使用して、プロ

ジェクトからテーブルをインポートします。組織 ID番号はログのコマンドに含まれます。詳細に

ついては、"HighBondプロジェクト データのインポート "ページ 759を参照してください。

タイプ ID

タイプIDはインポートする情報のタイプを指定します。プロジェクトの情報は一連の関連する

テーブルに含まれます。

タイプ IDでは、次のリストの値のいずれかを使用します。必要に応じて、表示される値を正

確認入力します(アンダースコアを含む)。

o 監査 -プロジェクト
o 統制テスト計画 -統制テスト計画
o 統制テスト -統制テスト
o 統制 -統制
o - Actions -アクション
o 調査結果 -問題
o 軽減 - リスクコントロールの関連付け
o 説明文 -説明文
o 目標-目標
o リスク - リスク
o ウォークスルー -ウォークスルー

ヒント

プロジェクトのテーブルが関連付けられる方法およびAnalyticsにインポートし

た後にテーブルを結合するために使用できるキーフィールドについては、

"HighBondプロジェクト データのインポート "ページ 759を参照してください。

FIELD名前 AS表示名

<...n>

省略可能

インポートするソースデータの個別のフィールド。名前を指定します。

FIELDを省略すると、すべてのフィールドがインポートされます。

o 名前は、プロジェクトのテーブルの物理フィールド名と正確に一致する必要があります。大

文字小文字も区別されます。
o 表示名は、新しいAnalyticsテーブルのビューにおけるフィールドの表示名 (代替列見出

し)です。各 FIELD名の表示名を指定する必要があります.表示名の値は引用符で囲

まれた文字列。

列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミコロン( ;)を入れます。

Analyticsの他のいくつかの IMPORTコマンドとは異なり、FIELD名を表示名として使用

する方法として、空の表示名を指定することはできません。

ヒント

物理フィールド名を取得するには、Analyticsのユーザーインターフェイスを使

用して、プロジェクトから該当するテーブルをインポートします。物理フィールド

名はログのコマンドに含まれます。

後続のインポートをスクリプト化できます。

CHARMAX最大フィールド

長

省略可能

プロジェクトテーブル内の文字データから発生する Analytics テーブルの任意のフィールドの文

字の最大長。

プロジェクトテーブル内の最大フィールド長を超えるデータは、Analyticsにインポートすると切り
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名前 説明

捨てられます。

フィールドを切り詰める機能では、時折出現する長い値が原因で、インポート処理でサポー

トされるレコード全体の長さを超えることがなくなります。

o 32,767文字 (非 Unicode Analytics)

o 16,383文字 ( Unicode Analytics)

例

指定したフィールドをプロジェクト テーブルからインポート
する

組織 286(米国地域 )に属するすべてのアクティブなプロジェクトに関するプロジェクト テーブル内の

指定したフィールドを、AnalyticsテーブルAll_Projectsにインポートするとします。

IMPORT GRCPROJECT TO All_Projects "C:\HighBond Projects Data\All_
Projects.fil" FROM "286@us/audits" FIELD "id" AS "Id" FIELD
"description" AS "Description" FIELD "name" AS "Name" FIELD "start_
date" AS "Start date" FIELD "status" AS "Status" FIELD "created_at" AS
"Created at"

プロジェクト テーブルからすべてのフィールドをインポート
する

組織 286(米国地域 )に属するすべてのアクティブなプロジェクトに関するプロジェクト テーブル内の

すべてのフィールドを、AnalyticsテーブルAll_Projectsにインポートするとします。接続を認証する

ため、番号付けされたパスワード定義を追加します。以上を行うコマンドは次のようになります。

IMPORT GRCPROJECT TO All_Projects "C:\HighBond Projects Data\All_
Projects.fil" PASSWORD 1 FROM "286@us/audits"
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プロジェクトテーブルからインポートするときのフィールド
長の制限

プロジェクト テーブル内のすべてのフィールドを、AnalyticsテーブルAll_Projectsにインポートすると

します。CHARMAXパラメーターを使用してフィールド長を制限します。

IMPORT GRCPROJECT TO All_Projects "C:\HighBond Projects Data\All_
Projects.fil" PASSWORD1 FROM "286@us/audits" CHARMAX 200

結果として得られたAnalyticsテーブルでは、プロジェクト内の文字データから発生するすべての

フィールドは、指定した 200文字長に制限されます。制限を超えるフィールド値は 200文字に切

り詰められます。

すべてのフィールドを問題テーブルからインポートする

この例では、組織 11594(欧州地域 )に属するすべてのアクティブなプロジェクトに関する問題テー

ブルのすべてのフィールドを、AnalyticsテーブルAll_Issuesにインポートします

IMPORT GRCPROJECT TO All_Issues "C:\HighBond Projects Data\All_
Issues.fil" FROM "11594@-eu/findings"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"HighBondプロジェクト データのインポート "ページ 759を参照して

ください。

パスワード定義の作成とパスワード値の指定

ロボットで HighBondプロジェクトテーブルをインポートするスクリプトを実行する場合、IMPORT
GRCPROJECTコマンドを使用してパスワード定義を含める必要があります。オフラインアクティベーション

を使用する場合、同じ要件がAnalyticsで実行されるスクリプトに適用されます。

どの方法を用いてパスワード定義を作成したかにかかわらず、パスワードには値としてHighBondアクセス

トークンを指定する必要があります。このトークンは Launchpadで生成できます。詳細については、

"HighBondアクセストークンを取得"次のページを参照してください。
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パスワード定義方法

方法 説明

PASSWORDア

ナリティクスタグ

(ロボットで実行

するスクリプト用 )

PASSWORDアナリティクスタグを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定

義を作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。ロボットでスクリプトを実行するタスク

を作成すると、タスクデザイナーの入力フィールドで実際のパスワードを指定できます。

詳細については、PASSWORDアナリティクスタグを参照してください。

PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を作成

した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。スクリプトで接続しようとすると、パスワードプロ

ンプトが表示されます。

詳細については、"PASSWORDコマンド"ページ 2015を参照してください。

SET
PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

SET PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を

作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されるため、パスワードプロンプトは表示されません。

この方法は自動実行用に作成されたスクリプトに適していますが、スクリプトに実際のパスワードがクリア

テキストで表示されるため、この状況には適していません。

詳細については、SET PASSWORDコマンドを参照してください。

HighBondアクセストークンを取得

注意

生成されるアクセストークンはHighBondにサインインするために使用されるアカウントと

一致します。他のユーザーが使用するスクリプトを作成する場合は、そのスクリプト内に

自身のアクセストークンを指定することは不適切です。

アクセストークンはアカウントパスワードと同じように保護してください。

1. 次のいずれかを実行します。
l Analytics メインメニューで［ツール>HighBondアクセストークン］を選択します。
l スクリプト エディター内を右クリックし、［挿入 > HighBond トークン］を選択します。

［API アクセストークンを管理します］ページがお使いのブラウザーで開きます。最初にHighBond
にサインインすることを求められる場合があります。

ヒント

Analyticsからの［API トークンの管理］ページへのアクセスが便利です。HighBond
にサインインし、Analyticsを使用せずにユーザープロファイルからこのページにアクセ

スすることもできます。
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2. 次のいずれかを実行します。
l 既存のトークンを使用する –［トークン］列で、使用する一部がマスクされたトークンをクリックし、

HighBondアカウントのパスワードを入力します。マスクされていないトークンが表示されます。

ヒント

新しいトークンを作成する理由がない場合は、既存のトークンを使用してくださ

い。既存のトークンが機能しない場合は、新しいトークンを作成してください。

既存のトークンを使用すると、管理する必要があるトークン数が減ります。

l 新しいトークンを作成する –［トークンを作成 > Analytics］をクリックし、お使いのHighBondアカ

ウントのパスワードを入力します。

新しいAnalytics トークンが作成されます。

3. ［コピー ］をクリックしてトークンをコピーします。

ヒント

トークンが含まれているこのダイアログボックスは、そのトークンを貼り付けるまで閉

じないでください。

4. 使用しているパスワード定義方法に応じて次のいずれかを実行します。

l PASSWORDアナリティクスタグ –ACLロボットのタスクデザイナーで、コピーしたトークンをパスワー

ドパラメーターフィールドに貼り付けます。

l PASSWORD コマンド –Analyticsで、コピーしたトークンを、スクリプト実行中に表示されるパス

ワードの確認に貼り付けます。

l SET PASSWORD コマンド –Analyticsで、スクリプトのSET PASSWORDコマンド構文内の適

切な位置にコピーしたトークンを貼り付けます。

5. Launchpadで、トークンが含まれているダイアログボックスを閉じます。

新しいトークンを作成した場合は、部分的にマスクされたバージョンのトークンが、トークンのリスト

に追加されます。

詳細については、HighBondアクセストークンの作成と管理を参照してください。

インポート デバッグ機能

HighBondからのインポートには、簡易デバッグ機能があります。

インポートされたデータは、対象 Analyticsプロジェクトを含むフォルダーのJSON中間ファイルに一時的に

格納されます。Analyticsプロジェクトを含むフォルダーでは、データがAnalyticsにインポートされた後に削

除する代わりに、JSONファイルを保持するテキスト ファイルを作成できます。

l JSON ファイルが存在する –HighBondからのインポートが失敗し、JSONファイルがコンピューター

にある場合は、問題がHighBond側ではなく、Analytics側にあることがわかっています。
l JSON ファイルが存在しない – HighBondからのインポートが失敗し、JSONファイルがコンピュー

ターにない場合は、問題がHighBond側にあることがわかっています。

この情報はトラブルシューティングで役立ちます。
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JSON 中間ファイルの保持を設定する

ターゲット Analyticsプロジェクトを含むフォルダーで、_grc_import_debug.txt という名前の空のテキス

ト ファイルを作成します。

HighBondのリザルトまたはプロジェクトからインポートするときには、JSON中間ファイルは

results.jsonという名前で保持されます。ファイルは後続の各 HighBondからのインポートするたびに

上書きされます。
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IMPORT GRCRESULTSコマンド

HighBondのリザルト テーブルまたは解釈をインポートして、Analyticsテーブルを作成します。

構文

IMPORT GRCRESULTS TO テーブル インポートファイル名 PASSWORD番号 FROM リザルトリソースパ

ス <FIELD 名前 AS 表示名 <...n>> <CHARMAX 最大フィールド長>

パラメーター

名前 説明

TO テーブル データをインポートする Analyticsテーブルの名前。

メモ

テーブルの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアン

ダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用でき

ません。名前の先頭を数字にすることはできません。

インポートファイル名 作成する Analyticsデータファイルの名前。

インポートファイル名、.FILファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として指定しま

す。例："Invoices.FIL".

デフォルトでは、データファイル( .FIL)は、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存

されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指

定します。

o "C:\data\Invoices.FIL"
o "data\Invoices.FIL"

PASSWORD番号 使用するパスワード定義。

実際のパスワードを入力することを求めたり指定したりするのには、PASSWORD番号の構

文は使用しません。パスワード定義とは、以前にPASSWORDコマンドかSET
PASSWORDコマンドを使用して入力または設定されたパスワードのことです。

番号はパスワード定義の番号です。たとえば、以前に2つのパスワードをスクリプトで設定し

たり入力したりしている場合、またはアナリティクススクリプトをスケジュールしている場合、

PASSWORD 2により、2番目のパスワードを使用することを指定します。

パスワードの入力または設定の詳細については、次を参照してください。
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名前 説明

o "PASSWORDコマンド"ページ 2015
o SET PASSWORDコマンド
o PASSWORDアナリティクスタグ

必須のパスワード値は、HighBondアクセストークンです。詳細については、"パスワード定義

の作成とパスワード値の指定"ページ 1906を参照してください。

メモ

PASSWORD番号は必要な場合と不要な場合があります。スクリプトを実

行する環境によって異なります。

Analytics

(オンラインアクティベーション)

PASSWORD番号は不要です。

Windowsレジストリに保管されている

現在のユーザーのHighBondアクセス

トークンが自動的に使用されます

Analytics

(オフラインアクティベーション)

PASSWORD番号は必要です。

ロボット

FROM リザルトリソースパス インポートしているデータへのリザルト パス。

パスの形式は、インポートしているデータによって異なります。パスの形式の詳細については、"
リザルト パス"ページ 1904を参照してください。

メモ

リザルト パスの形式はAPIによって提供され、変更されることがあります。パ

スの正確な現在の構文を取得する最も簡単で信頼できる方法は、対象

データの手動インポートを実行し、コマンド ログからパスをコピーすることです。

FIELD名前 AS表示名

<...n>

省略可能

インポートするソースデータの個別のフィールド。名前を指定します。

FIELDを省略すると、すべてのフィールドがインポートされます。

名前

名前は、リザルトのテーブルの物理フィールド名と正確に一致する必要があります。大文字

小文字も区別されます。物理フィールド名を表示するには、次のいずれかを実行します。

o リザルトで、テーブルビューの列見出しをクリックします。［フィールド名］の後に物理フィール

ド名が表示されます。
o Analyticsでは、リザルトのテーブルをインポートするときに、フィールドを選択できるダイアロ

グボックスの表示名の後にかっこ付きで物理フィールド名が表示されます。

メモ

リザルトの物理フィールド名は、テーブルビューの列見出しに使用される表

示名ではありません。

"リザルト データをインポートおよびエクスポートするときのフィールド名の考慮事項"ページ

 1906を参照してください。

表示名
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名前 説明

表示名は、新しいAnalyticsテーブルのビューにおけるフィールドの表示名 (代替列見出し)
です。各 FIELD名の表示名を指定する必要があります.表示名の値は引用符で囲まれた

文字列。

列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミコロン( ;)を入れます。

Analyticsの他のいくつかの IMPORTコマンドとは異なり、FIELD名を表示名として使用する

方法として、空の表示名を指定することはできません。

CHARMAX最大フィールド

長

省略可能

リザルトテーブルまたは解釈内の文字データから発生する Analytics テーブルの任意のフィー

ルドの文字の最大長。

リザルトテーブルまたは解釈内の最大フィールド長を超えるデータは、Analyticsにインポートす

ると切り捨てられます。

フィールドを切り詰める機能では、時折出現する長い値が原因で、インポート処理でサポー

トされるレコード全体の長さを超えることがなくなります。

o 32,767文字 (非 Unicode Analytics)

o 16,383文字 ( Unicode Analytics)

例

リザルトのテーブル内の指定したフィールドをインポート
する

リザルトのテーブルからAnalyticsテーブルT and E exceptionsに指定されたフィールドをインポー

トしています。

IMPORT GRCRESULTS TO T_and_E_exceptions "C:\Secondary Analysis\T_and_
E_exceptions.fil" PASSWORD 1 FROM "results/api/orgs/11594/control_
tests/185699/exceptions" FIELD "metadata.status" AS "Status" FIELD
"EmpNo" AS "Employee Number" FIELD "DATE" AS "Date" FIELD "CARDNUM" AS
"Card Number" FIELD "CODES" AS "MC Codes" FIELD "AMOUNT" AS "Amount"
FIELD "DESCRIPTION" AS "Description"

リザルトのテーブル内のすべてのフィールドをインポートす
る
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次の例では、リザルトのテーブルからAnalyticsテーブルT and E exceptionsにすべてのフィールド

をインポートしています。

IMPORT GRCRESULTS TO T_and_E_exceptions "C:\Secondary Analysis\T_and_
E_exceptions.fil" PASSWORD 1 FROM "results/api/orgs/11594/control_
tests/185699/exceptions"

リザルトのテーブルからインポートするときのフィールド長
の制限

次の例では、リザルトのテーブルからAnalyticsテーブルTandE exceptionsにすべてのフィールド

をインポートしています。CHARMAXパラメーターを使用してフィールド長を制限します。

IMPORT GRCRESULTS TO T_and_E_exceptions "C:\Secondary Analysis\T_and_
E_exceptions.fil" PASSWORD1 FROM "results/api/orgs/11594/control_
tests/185699/exceptions" CHARMAX 200

結果として得られたAnalyticsテーブルでは、リザルト内の文字データから発生するすべてのフィー

ルドは、指定した 200文字長に制限されます。制限を超えるフィールド値は 200文字に切り詰め

られます。

リザルトの解釈内のデータをインポートする

次の例では、リザルトの解釈を AnalyticsテーブルT and E exceptions filteredにインポートして

います。

IMPORT GRCRESULTS TO T_and_E_exceptions_filtered "C:\Secondary
Analysis\T_and_E_exceptions_filtered.fil" FROM
"results/api/orgs/11594/control_
tests/185699/interpretations/22699/exceptions"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"HighBond リザルト データのインポート "ページ 764を参照してくだ

さい。
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並べ替え順やフィルターを保持する

リザルトからデータをインポートする場合、並べ替えやフィルターなどのデータカスタマイズは、データのイン

ポート方法に応じて、インポート後のAnalyticsテーブルでは保持されるか、破棄されます。

l テーブルのインポート –データカスタマイズが破棄されます。省略するように選択したフィールドを除

き、テーブルのすべてのデータがインポートされます。
l 解釈のインポート –データカスタマイズが保持されます。

リザルト パス

メモ

リザルト パスの形式はAPIによって提供され、変更されることがあります。パスの正確な

現在の構文を取得する最も簡単で信頼できる方法は、対象データの手動インポートを

実行し、コマンド ログからパスをコピーすることです。

FROMパラメーターのリザルト パスは次の一般的な形式を使用します。

FROM "results <-地域コード>/api/orgs/<組織 ID>/control_tests/<統制テスト

ID>/exceptions

例：

FROM "results/api/orgs/11594/control_tests/4356/exceptions"

組織 IDは Launchpadにログインするときにブラウザーのアドレスバーに表示されます。統制テスト IDおよ

び解釈 IDは、リザルトでテーブルを表示するときにアドレスバーに表示されます。

以下の表は、リザルト パスのバリエーションを示します。

インポートす

るには 次の形式のリザルト パスを使用します。

統制テスト

(テーブル)の
データ

FROM "results/api/orgs/11594/control_tests/4356/exceptions"

統制テスト

(テーブル)の
監査証跡

FROM "results/api/orgs/11594/control_tests/4356/audit_trail"

統制テスト

(テーブル)の
コメント

FROM "results/api/orgs/11594/control_tests/4356/comments"
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インポートす

るには 次の形式のリザルト パスを使用します。

解釈
FROM "results/api/orgs/11594/control_
tests/4356/interpretations/1192/exceptions"

デフォルト地

域 ( us)以外

のHighBond
地域のデー

タ

o アフリカ(南アフリカ)

FROM "results-af/api/orgs/11594/control_tests/4356/exceptions"

o アジア太平洋 (シンガポール)

FROM "results-ap/api/orgs/11594/control_tests/4356/exceptions"

o アジア太平洋 (オーストラリア)

FROM "results-au/api/orgs/11594/control_tests/4356/exceptions"

o 北米 (カナダ)

FROM "results-ca/api/orgs/11594/control_tests/4356/exceptions"

o 欧州 ( ドイツ)

FROM "results-eu/api/orgs/11594/control_tests/4356/exceptions"

o 南米 (ブラジル)

FROM "results-sa/api/orgs/11594/control_tests/4356/exceptions"

システムで生成された情報列

リザルトからデータをインポートするときには、次で示すシステムで生成された情報列を 1つ以上インポー

トすることができます。

システムで生成された列は次のいずれかです。

l リザルトのテーブルの一部であり、個々のレコードに関連する処理情報を含んでいます。
l 追加情報 -コレクション名、テーブル名、またはレコード ID番号

以下に示すように、システムで生成された列のフィールド名を正確に指定する必要があります。Analytics
のユーザーインターフェイスを使用してリザルトからインポートするときには、デフォルトの表示名が適用さ

れます。インポート処理のスクリプトを作成する場合は、表示名を自由に変更できます。

1905

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


フィールド名 デフォルトの表示名

metadata.priority 優先度

metadata.status 進捗状況

metadata.publish_date 公開済み

metadata.publisher 公開者名

metadata.assignee 割り当てられたユーザー

metadata.group グループ

metadata.updated_at 更新

metadata.closed_at クローズ済み

extras.collection コレクション

extras.results_table 結果テーブル

extras.record_id レコード ID

リザルト データをインポートおよびエクスポートするときの
フィールド名の考慮事項

リザルトとAnalytics間でデータを往復する場合は、リザルト テーブルのすべてのフィールド名がより厳しい

Analyticsフィールド名要件を満たすことを確認する必要があります。そうでない場合、Analyticsとリザル

ト データが一致しないおそれがあります。

たとえば、リザルト フィールド名の特殊文字は、Analyticsにインポートされるときに自動的にアンダースコ

アに変換されます。これは、フィールド名がリザルトの元の名前と一致しないことを意味します。後から

Analyticsデータをリザルトの元のテーブルにエクスポートする場合は、フィールドが正しく一致しません。

往復するデータでこの問題を回避するには、CSVまたはExcelファイルからリザルトにデータをアップロード

する前に、以下のAnalyticsフィールド名要件を満たしていることを確認します。

l 特殊文字またはスペースがない
l 数字で始まらない
l 英数文字またはアンダースコア文字 (  _ )のみを含む

パスワード定義の作成とパスワード値の指定

ロボットで HighBond リザルトテーブルまたは解釈をインポートするスクリプトを実行する場合、IMPORT
GRCRESULTSコマンドとともにパスワード定義を含める必要があります。オフラインアクティベーションを使

用する場合、同じ要件がAnalyticsで実行されるスクリプトに適用されます。
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どの方法を用いてパスワード定義を作成したかにかかわらず、パスワードには値としてHighBondアクセス

トークンを指定する必要があります。このトークンは Launchpadで生成できます。詳細については、

"HighBondアクセストークンを取得"下を参照してください。

パスワード定義方法

方法 説明

PASSWORDア

ナリティクスタグ

(ロボットで実行

するスクリプト用 )

PASSWORDアナリティクスタグを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定

義を作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。ロボットでスクリプトを実行するタスク

を作成すると、タスクデザイナーの入力フィールドで実際のパスワードを指定できます。

詳細については、PASSWORDアナリティクスタグを参照してください。

PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を作成

した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されません。スクリプトで接続しようとすると、パスワードプロ

ンプトが表示されます。

詳細については、"PASSWORDコマンド"ページ 2015を参照してください。

SET
PASSWORDコ

マンド

( Analyticsで実

行するスクリプト

では、オフラインア

クティベーション)

SET PASSWORDコマンドを使用して、HighBondに接続するための番号付けされたパスワード定義を

作成した場合、スクリプトでパスワードの値が指定されるため、パスワードプロンプトは表示されません。

この方法は自動実行用に作成されたスクリプトに適していますが、スクリプトに実際のパスワードがクリア

テキストで表示されるため、この状況には適していません。

詳細については、SET PASSWORDコマンドを参照してください。

HighBondアクセストークンを取得

注意

生成されるアクセストークンはHighBondにサインインするために使用されるアカウントと

一致します。他のユーザーが使用するスクリプトを作成する場合は、そのスクリプト内に

自身のアクセストークンを指定することは不適切です。

アクセストークンはアカウントパスワードと同じように保護してください。

1. 次のいずれかを実行します。
l Analytics メインメニューで［ツール>HighBondアクセストークン］を選択します。
l スクリプト エディター内を右クリックし、［挿入 > HighBond トークン］を選択します。

［API アクセストークンを管理します］ページがお使いのブラウザーで開きます。最初にHighBond
にサインインすることを求められる場合があります。
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ヒント

Analyticsからの［API トークンの管理］ページへのアクセスが便利です。HighBond
にサインインし、Analyticsを使用せずにユーザープロファイルからこのページにアクセ

スすることもできます。

2. 次のいずれかを実行します。
l 既存のトークンを使用する –［トークン］列で、使用する一部がマスクされたトークンをクリックし、

HighBondアカウントのパスワードを入力します。マスクされていないトークンが表示されます。

ヒント

新しいトークンを作成する理由がない場合は、既存のトークンを使用してくださ

い。既存のトークンが機能しない場合は、新しいトークンを作成してください。

既存のトークンを使用すると、管理する必要があるトークン数が減ります。

l 新しいトークンを作成する –［トークンを作成 > Analytics］をクリックし、お使いのHighBondアカ

ウントのパスワードを入力します。

新しいAnalytics トークンが作成されます。

3. ［コピー ］をクリックしてトークンをコピーします。

ヒント

トークンが含まれているこのダイアログボックスは、そのトークンを貼り付けるまで閉

じないでください。

4. 使用しているパスワード定義方法に応じて次のいずれかを実行します。

l PASSWORDアナリティクスタグ –ACLロボットのタスクデザイナーで、コピーしたトークンをパスワー

ドパラメーターフィールドに貼り付けます。

l PASSWORD コマンド –Analyticsで、コピーしたトークンを、スクリプト実行中に表示されるパス

ワードの確認に貼り付けます。

l SET PASSWORD コマンド –Analyticsで、スクリプトのSET PASSWORDコマンド構文内の適

切な位置にコピーしたトークンを貼り付けます。

5. Launchpadで、トークンが含まれているダイアログボックスを閉じます。

新しいトークンを作成した場合は、部分的にマスクされたバージョンのトークンが、トークンのリスト

に追加されます。

詳細については、HighBondアクセストークンの作成と管理を参照してください。

インポート デバッグ機能

HighBondからのインポートには、簡易デバッグ機能があります。

インポートされたデータは、対象 Analyticsプロジェクトを含むフォルダーのJSON中間ファイルに一時的に

格納されます。Analyticsプロジェクトを含むフォルダーでは、データがAnalyticsにインポートされた後に削

除する代わりに、JSONファイルを保持するテキスト ファイルを作成できます。
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l JSON ファイルが存在する –HighBondからのインポートが失敗し、JSONファイルがコンピューター

にある場合は、問題がHighBond側ではなく、Analytics側にあることがわかっています。
l JSON ファイルが存在しない – HighBondからのインポートが失敗し、JSONファイルがコンピュー

ターにない場合は、問題がHighBond側にあることがわかっています。

この情報はトラブルシューティングで役立ちます。

JSON 中間ファイルの保持を設定する

ターゲット Analyticsプロジェクトを含むフォルダーで、_grc_import_debug.txt という名前の空のテキス

ト ファイルを作成します。

HighBondのリザルトまたはプロジェクトからインポートするときには、JSON中間ファイルは

results.jsonという名前で保持されます。ファイルは後続の各 HighBondからのインポートするたびに

上書きされます。

大きいテーブルのインポート

単一の IMPORT GRCRESULTS コマンドを使用して、多数のフィールドがあるテーブルは正常にイン

ポートされない場合があります。リザルト外で多数のフィールドを含む単一のテーブルを操作する必要が

ある場合は、次のいずれかの方法を使用します。

l テーブルの分割 –は、2つ以上の IMPORT GRCRESULTSコマンドを使用して、フィールドのサブ

セットをインポートしてから、JOINコマンドを使用して、Analyticsの結果テーブルを結合します。
l テーブルをファイルにエクスポート –は、CSV形式にエクスポートを使用してから、

IMPORT DELIMITED コマンドを使用して、Analyticsに結果ファイルをインポートします。
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IMPORT LAYOUTコマンド
外部のテーブルレイアウト ファイル( .layout)を Analyticsプロジェクトにインポートします。

メモ

バージョン 11より前のAnalyticsでは、外部テーブルレイアウト ファイルのファイル拡張子

には .fmtを使用していました。拡張子を手動で指定すれば、拡張子 .fmtのテーブルレ

イアウト ファイルを今後もインポートすることができます。

構文

IMPORT LAYOUT 外部レイアウトファイル TO テーブルレイアウト名

パラメーター

名前 説明

外部レイアウトファイル 外部テーブルレイアウト ファイルの名前。ファイル名やパスにスペースが含まれている場合は、

"Ap Trans.layout"のように引用符で囲む必要があります。

ファイル拡張子 .layoutはデフォルトで使用されるので、指定する必要はありません。.fmtな
ど、別のファイル拡張子を必要に応じて使用することもできます。

レイアウト ファイルがAnalyticsプロジェクトと同じフォルダーにない場合は、ファイルの場所を指

定するために絶対パス(例："C:\Saved layouts\Ap_Trans.layout")または相対パス

(例："Saved layouts\Ap_Trans.layout")を使用する必要があります。

TOテーブルレイアウト名 インポートされたテーブルレイアウトの、Analyticsプロジェクトにおける名前。たとえば、

"Ap Trans May"と指定します。テーブルレイアウト名にスペースが含まれる場合は、引用符

で囲まれた文字列として指定する必要があります。外部レイアウトファイルの名前とは異なる

テーブルレイアウト名を指定することができます。

例

外部テーブルレイアウト ファイルのインポート
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次の例では、AnalyticsプロジェクトにAp_Trans.layout という名前の外部テーブルレイアウト ファ

イルをインポートし、Ap_Trans _May という新しいテーブルレイアウトを作成しています。

IMPORT LAYOUT "C:\Saved layouts\Ap_Trans.layout" TO "Ap_Trans_May"

備考

IMPORT LAYOUTの使用に適する場面

外部テーブルレイアウト ファイルをインポートし、データファイルに関連付けると、新しいテーブルレイアウト

をゼロから作成する手間を省くことができます。

l インポートしたテーブルレイアウトに特定のAnalyticsデータファイル( .fil)との関連が指定されてお

り、プロジェクトを含んでいるフォルダーに同じ名前のデータファイルが存在する場合には、フォル

ダー内のそのデータファイルとインポートしたテーブルレイアウトは自動的に関連付けられます。
l プロジェクト フォルダーに同じ名前のデータファイルが存在しない場合は、インポートしたテーブルレ

イアウトを新しいデータソースにリンクする必要があります。

テーブルレイアウトとソースデータファイルが対応している必
要性

インポートするテーブルレイアウトと、それに関連付けるデータファイルは、対応している必要があります。

つまり、データファイル内のデータの構造は、テーブルレイアウトのメタデータによって規定されるフィールド

定義に対応している必要があります。

データ構造は、データファイルに含まれるデータ要素 (フィールド)、フィールド数やフィールドの並び順、各

フィールドのデータ型や長さを示します。テーブルレイアウトとデータファイルが一致していない場合は、雑

然としたデータになったり、データが欠落する結果となります。
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IMPORT MULTIDELIMITEDコマンド

複数の区切り文字付きファイルを定義およびインポートすることで、複数のAnalyticsテーブルを作成しま

す。

構文

IMPORT MULTIDELIMITED <TO インポート フォルダー> FROM {ソース ファイル名|ソース フォル

ダー} ソースの文字エンコード SEPARATOR {文字|TAB|SPACE} QUALIFIER {文字|NONE}
<CONSECUTIVE> STARTLINE 行番号 <KEEPTITLE> <CRCLEAR> <LFCLEAR> <REPLACENULL>
<ALLCHAR>

メモ

IMPORT MULTIDELIMITED パラメーターを上記と完全に同じ順序で、以下のテーブル

で指定する必要があります。

複数の区切り文字付きファイルを完全な形でインポートするには、それらすべてのファイル

のインポート前の構造が同一である必要があります。

詳細については、"同一のファイル構造が必要"ページ 1918を参照してください。

パラメーター

名前 説明

TO インポート

フォルダー

省略可能

データをインポートするフォルダー。

フォルダーを指定するには、絶対ファイルパス、またはAnalyticsプロジェクトを含むフォルダーに相対的な

ファイルパスを使用します。インポート フォルダーは引用符で囲んで指定します。

例

TO "C:\Point of sale audit\Data\Transaction working data"

TO "Data\Transaction working data"
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名前 説明

TOを省略すると、データはAnalytics プロジェクトを含むフォルダーにインポートされます。

FROMソース

ファイル名 |ソー

スフォルダー

ソースデータファイル、またはソースデータファイルを含むフォルダーの名前。

ソースファイル名 またはソースフォルダーは引用符で囲んで指定します。

本コマンドでは、以下の4種類の区切り文字付きファイルがサポートされています。

o *.csv
o *.dat
o *.del
o *.txt

メモ

区切り文字付きファイルの64文字を超える名前は、Analyticsにインポートする際に

切り捨てられます。Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子

.FILを含まない)に制限されます。

また、区切り文字付きファイル名に含まれる以下の文字は、Analyticsテーブル名では

アンダースコア文字 ( _)に置き換わります。

l アンダースコア文字以外の特殊文字

l スペース

l 先頭の数字

ルートのAnalyticsプロジェクト フォルダーのソースデータファイル

複数のファイルを指定するには、ファイル名の中の一意の文字の代わりに、ワイルドカード文字 (*)を使

用します。ワイルドカード文字は、任意の文字、数字、または特殊文字のゼロ (0)回以上の出現を表

します。

例

FROM "Transactions_FY*.csv"

次のファイルが選択されます。

Transactions_FY18.csv

Transactions_FY17.csv

ワイルドカードは、ファイル名およびファイル拡張子における複数の位置にも使用できます。

例

FROM "Transactions_FY*.*"

1913

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


名前 説明

次のファイルが選択されます。

Transactions_FY18.txt

Transactions_FY17.csv

ルートのAnalyticsプロジェクト フォルダー以外の場所にあるソースデータファイル

ソースデータファイルがAnalyticsプロジェクトと同じディレクトリに位置していない場合、ファイルの位置を

指定するために、絶対ファイルパス、またはプロジェクトを含むフォルダからの相対ファイルパスを使用する

必要があります。

例

FROM "C:\Point of sale audit\Data\Transaction master
files\Transactions_FY*.csv"

FROM "Data\Transaction master files\Transactions_FY*.csv"

ソースデータファイルを含むフォルダー

ソースデータファイル名を指定する代わりに、そのファイルを含むフォルダーの名前だけを指定することもで

きます。フォルダーに含まれるファイルのうち、サポートされている区切り文字付きファイル(  *.csv、
*.dat、*.del、*.txt)がすべてインポートされます。

ソースデータフォルダーを指定するには、絶対ファイルパス、またはAnalyticsプロジェクトを含むフォル

ダーに相対的なファイルパスを使用します。

例

FROM "C:\Point of sale audit\Data\Transaction master files"

FROM "Data\Transaction master files"

ソースの文字エ

ンコード

ソースデータの文字セットおよび文字エンコード。

お使いのAnalyticsエディションとソースデータのエンコードに応じて、次のうち該当するコードを指定して

ください。
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名前 説明

コード

Analyticsのエディ

ション ソースデータのエンコード

0 非 Unicode版 すべてのデータ

0 Unicode版 ASCIIデータ

2 Unicode版 Unicodeデータ、UTF-16 LEエンコード

3 数値コード

Unicode版 Unicodeデータ、UTF-16 LEエンコード

ソースデータのエンコに適合する数値コードを決定するには、データ定

義ウィザードを使用してインポートを実行し、［エンコードされたテキスト］
オプションを選択し、付属するドロップダウンリストを使って適合するエン

コードを見つけます。

コードを指定するには、3、1つのスペース、数値コードを順に指定しま

す。

メモ

コードを指定しない場合は、非  Unicode版のAnalyticsでは 0が、Unicode版の

Analyticsでは 2が、それぞれ自動的に使用されます。

SEPARATOR 
文字 | TAB
| SPACE

ソースデータのフィールド間で使用される区切り文字。文字は引用符で囲まれた文字列として指定す

る必要があります。

タブまたは空白を区切り文字として指定するには、それらを二重引用符で囲んで入力するか、またはそ

れらのキーワードを使用します。

o SEPARATOR " "または SEPARATOR SPACE
o SEPARATOR " "または SEPARATOR SPACE

QUALIFIER 文
字 | NONE

ソースデータ内のフィールド値を折り返すためと識別するために使用するテキスト修飾子文字。文字は

引用符で囲まれた文字列として指定する必要があります。

文字をテキスト修飾子として指定するには、二重引用符を一重引用符で囲む必要があります。
QUALIFIER '"'

テキスト修飾子がないことを指定するには、次のいずれかの方法を使用します。

o QUALIFIER ""
o QUALIFIER NONE

CONSECUTIVE

省略可能

連続したテキスト修飾子を単一の修飾子として扱います。

STARTLINE行

番号

データが始まる行。

たとえば、データの最初の4行にヘッダー情報が含まれており、それらをインポートの対象外とする場合

は、行番号「5」を指定します。

メモ

IMPORT MULTIDELIMITEDを 1回実行することでインポートするすべての区切り文

字付きファイルにおいて、データの開始行を同じにすることをお勧めします。

異なる開始行にする場合は、"同一のファイル構造が必要"ページ 1918を参照してく

ださい。
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名前 説明

KEEPTITLE

省略可能

STARTLINEに指定する行番号をデータでなくフィールド名と見なします。KEEPTITLEを省略すると、

汎用フィールド名が使用されます。

メモ

IMPORT MULTIDELIMITEDを 1回実行することでインポートするすべての区切り文

字付きファイルにおいて、各フィールド名が同じ行番号になければなりません。

各フィールド名の行番号が異なる場合は、"同一のファイル構造が必要"ページ 1918
を参照してください。

CRCLEAR

省略可能

テキスト修飾子間で発生するすべてのCR 文字 (キャリッジリターン)をスペース文字で置換します。

CRCLEARを使用するには、QUALIFIER と文字値を指定する必要があります。

CRCLEAR とLFCLEARの両方を使用する場合は、CRCLEARを最初に記述する必要があります。

LFCLEAR

省略可能

テキスト修飾子間で発生するすべてのLF 文字 (ラインフィード)をスペース文字で置換します。

LFCLEARを使用するには、QUALIFIER と文字値を指定する必要があります。

CRCLEAR とLFCLEARの両方を使用する場合は、CRCLEARを最初に記述する必要があります。

REPLACENULL

省略可能

スペースで区切られたファイルで発生するすべてのNUL 文字を置換します。置き換えられたすべての

NULL文字の数がログに記録されます。

ALLCHAR

省略可能

インポートされたすべてのフィールドには、自動的に文字のデータ型が割り当てられます。

ヒント

インポートされたすべてのフィールドに文字のデータ型を割り当てると、区切り文字付き

テキスト ファイルのインポート処理が容易になります。Analyticsにインポートされたデー

タのフィールドには、数値や日付時刻などのさまざまなデータ型を割り当て、書式の詳

細を指定することができます。

Analyticsによって識別子のフィールドに数値のデータ型が自動的に割り当てられた

テーブルをインポートする際、実際には文字のデータ型を使用する必要がある場合に

は、ALLCHARを使用することができます。

例
後続の例では、次のような 12個の区切り文字付きファイルに保存された月次取引データがある場合を

想定しています。

l Transactions_Jan.csv ～ Transactions_Dec.csv

メモ

インポートする区切り文字付きファイルごとに、独立したAnalytics テーブルが作成されま

す。
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すべての区切り文字付きファイルをインポートする

12個すべての区切り文字付きファイルをインポートするとします。各ファイル名に含まれる月名の

位置で、ワイルドカード記号 (*)を使用します。

Analyticsは各フィールドに適切なデータ型を割り当てようとします。

IMPORT MULTIDELIMITED FROM "Transactions_*.csv" 0 SEPARATOR ","
QUALIFIER '"' CONSECUTIVE STARTLINE 1 KEEPTITLE

すべての区切り文字付きファイルを文字型データとして
インポートする

この例は上の例と似ていますが、相違点は、インポートされるすべてのフィールドに対して

Analyticsにより自動的に文字のデータ型が割り当てられる点です。

IMPORT MULTIDELIMITED FROM "Transactions_*.csv" 0 SEPARATOR ","
QUALIFIER '"' CONSECUTIVE STARTLINE 1 KEEPTITLE ALLCHAR

指定されたフォルダーからすべての区切り文字付きファ
イルをインポートする

C:\Point of sale audit\Data\Transaction master filesフォルダーにあるすべての区

切り文字付きファイルをインポートします。

IMPORT MULTIDELIMITED FROM "C:\Point of sale audit\Data\Transaction
master files" 0 SEPARATOR "," QUALIFIER '"' CONSECUTIVE STARTLINE 1
KEEPTITLE
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指定されたフォルダーにあるすべての区切り文字付き
ファイルをインポートし、Analyticsテーブルを別のフォル
ダーに保存

この例は上記の例と同じですが、Analytics テーブルをルート プロジェクト フォルダーに保存するの

ではなく、C:\Point of sale audit\Data\Transaction working dataフォルダーに保存

します。

IMPORT MULTIDELIMITED TO "C:\Point of sale audit\Data\Transaction
working data" FROM "C:\Point of sale audit\Data\Transaction master
files" 0 SEPARATOR "," QUALIFIER '"' CONSECUTIVE STARTLINE 1 KEEPTITLE

備考

同一のファイル構造が必要

IMPORT MULTIDELIMITEDを使って複数の区切り文字付きファイルを完全な形でインポートするに

は、それらすべてのファイルの構造が同一である必要があります。

異なる構造の区切り文字付きファイルをインポートした場合でも、後からAnalyticsでデータをクレンジン

グおよび正規化することもできます。ただし、このように行うと、より多くの作業が必要となる可能性があり

ます。通常、これより簡単なのは、区切り文字付きファイルをインポートする前にそれらを同じ構造にして

おくことです。

複数の区切り文字付きファイルを完全な形でインポートするには、以下の項目がすべてのファイルにおい

て同じである必要があります。

項目

ACLScriptのキー

ワード 問題 解決策

ソースデータの

文字セットおよ

び文字エンコー

ド

数値コード ( AnalyticsのUnicode版のみ)

ソースの区切り文字付きファイルに応

じて、異なる文字エンコードが使用さ

れています。たとえば、ASCII エンコー

ドを使用しているファイルもあれば、

Unicodeエンコードを使用しているファ

イルもあります。

エンコード タイプ別にソースファイルをグ

ループ化し、各グループを別々にイン

ポートします。

区切り文字 SEPARATOR ソースの区切り文字付きファイルに応

じて、フィールド間に異なる区切り文

字が使用されています。

次のいずれかを実行します。

o ソースファイルをインポートする前

に、それらの中の区切り文字を正規

化します。

1918

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


項目

ACLScriptのキー

ワード 問題 解決策

o 区切り文字別にソースファイルをグ

ループ化し、各グループを別々にイ

ンポートします。

テキスト修飾子

文字

QUALIFIER ソースの区切り文字付きファイルに応

じて異なるテキスト修飾子文字が使

用されることで、フィールド値が折り返

されるとともに識別されています。

次のいずれかを実行します。

o ソースファイルをインポートする前

に、その中の修飾子文字を正規化

します。
o 修飾子文字別にソースファイルをグ

ループ化し、各グループを別々にイ

ンポートします。

データの開始行 STARTLINE ソースの区切り文字付きファイルごとに

データの開始行が異なります。

次のいずれかを実行します。

o ソースファイルをインポートする前

に、それらの中の開始行を正規化

します。
o 同じ開始行を持つソースファイルを

グループ化し、各グループを別々に

インポートします。
o すべてのファイルのうちで最も遅い開

始行を行番号に指定してください。

ファイルを Analyticsテーブルにイン

ポートしたら、"EXTRACTコマンド"
ページ 1801を使用することで、任

意のテーブルから、不要としたヘッ

ダー情報が含まれたレコードだけを

抽出できます。

フィールド名 KEEPTITLE ソースの区切り文字付きファイルに応

じて、各フィールド名が異なる行番号

にあります。

次のいずれかを実行します。

o ソースファイルをインポートする前

に、それらの中のフィールド名がある

行番号を正規化します。
o 同じフィールド名が同じ行番号にあ

るソースファイルをグループ化し、各

グループを別々にインポートします。

フィールド名 KEEPTITLE ソースの区切り文字付きファイルによっ

て、フィールド名があるファイルと、フィー

ルド名がないファイルがあります。

次のいずれかを実行します。

o すべてのファイルをインポートする前

に、フィールド名が必要なソースファ

イルにフィールド名を追加します。
o フィールド名のあるソースファイルを

グループ化するとともに、フィールド名

のないソースファイルもグループ化し

ます。次いで、各グループを別々に

インポートします。
o 汎用フィールド名を使ってすべての

ファイルをインポートするには、

KEEPTITLEを省略します。ファイル

を Analyticsテーブルにインポートし

たら、"EXTRACTコマンド"ページ
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項目

ACLScriptのキー

ワード 問題 解決策

 1801を使用することで、任意のテー

ブルから必要なデータだけを抽出で

きます。

複数の IMPORT DELIMITED コマンド

IMPORT MULTIDELIMITEDコマンドは、インポートされるファイルごとに実際に個別の IMPORT
DELIMITEDコマンドを 1つずつ実行するものです。ログの IMPORT MULTIDELIMITEDエントリをダブル

クリックすると、個別の IMPORT DELIMITEDコマンドが表示領域に表示されます。

複数の区切り文字付きファイルをインポート後に結合する

複数の区切り文字付きファイルを個々のAnalyticsテーブルにインポート後に、それらを 1つのAnalytics
テーブルに結合できます。たとえば、12個の月次テーブルのデータをすべてのデータを含む単一の年次

テーブルに結合できます。

複数のAnalyticsテーブルを結合する方法については、"APPENDコマンド"ページ 1651を参照してくだ

さい。
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IMPORT MULTIEXCELコマンド

複数のMicrosoft Excelワークシートまたは名前付き範囲を定義およびインポートして、複数の

Analyticsテーブルを作成します。

構文

IMPORT MULTIEXCEL <TO インポート フォルダー> FROM {ソース ファイル名|ソース フォルダー}
TABLE 入力ワークシートまたは名前付き範囲 <PREFIX> <KEEPTITLE> <CHARMAX 最大フィール

ド長>

メモ

IMPORT MULTIEXCEL パラメーターを上記と完全に同じ順序で、以下のテーブルで指

定する必要があります。

ワークブックの保護ビューが有効な場合、analyticsはExcelワークブックからインポートで

きません。まず、ワークブックで編集を有効にし、ワークブックを保存して閉じてから、イン

ポートを実行する必要があります。

パラメーター

名前 説明

TO インポー

ト フォルダー

省略可能

データをインポートするフォルダー。

フォルダーを指定するには、絶対ファイルパス、またはAnalyticsプロジェクトを含むフォルダーに相対的なファ

イルパスを使用します。インポート フォルダーは引用符で囲んで指定します。

例

TO "C:\Point of sale audit\Data\Transaction working data"

TO "Data\Transaction working data"

TOを省略すると、データはAnalytics プロジェクトを含むフォルダーにインポートされます。
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名前 説明

FROMソース

ファイル名 |
ソースフォル

ダー

ソースデータファイル、またはソースデータファイルを含むフォルダーの名前。

ソースファイル名 またはソースフォルダーは引用符で囲んで指定します。

ルートのAnalyticsプロジェクト フォルダーのソースデータファイル

o 単一のExcel ファイル

Excelファイルの完全なファイル名と拡張子を指定します。

例

FROM "Transactions_FY18.xlsx"

o 複数のExcel ファイル

複数のファイルを指定するには、ファイル名の中の一意の文字の代わりに、ワイルドカード文字 (*)を使

用します。ワイルドカード文字は、任意の文字、数字、または特殊文字のゼロ (0)回以上の出現を表

します。

例

FROM "Transactions_FY*.xlsx"

次のファイルが選択されます。

Transactions_FY18.xlsx

Transactions_FY17.xlsx

ワイルドカードは、ファイル名およびファイル拡張子における複数の位置にも使用できます。

例

FROM "Transactions_FY*.*"

次のファイルが選択されます。

Transactions_FY18.xlsx
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名前 説明

Transactions_FY17.xls

ルートのAnalyticsプロジェクト フォルダーのソースデータファイル

ソースデータファイルまたはファイルがAnalyticsプロジェクトと同じディレクトリに位置しない場合、ファイルの

位置を指定するために絶対ファイルパスまたはプロジェクトを含むフォルダへの相対ファイルパスを使用する

必要があります。

例

FROM "C:\Point of sale audit\Data\Transaction master
files\Transactions_FY18.xlsx"

FROM "Data\Transaction master files\Transactions_FY*.xlsx"

ソースデータファイルを含むフォルダー

ファイル名を指定する代わりに、ソースデータファイルを含むフォルダーの名前を指定できます。

ソースデータフォルダーを指定するには、絶対ファイルパス、またはAnalyticsプロジェクトを含むフォルダーに

相対的なファイルパスを使用します。

例

FROM "C:\Point of sale audit\Data\Transaction master files"

FROM "Data\Transaction master files"

メモ

フォルダーを指定すると、ワークシート名がTABLE値と一致する場合に、フォルダーの任

意のExcelファイルのワークシートがインポートされます。

TABLE入力

ワークシート

または名前

付き範囲

インポートするワークシートまたは名前付き範囲の名前。インポートされた各ワークシートまたは名前付き範

囲の個別のAnalytics テーブルが作成されます。

input_worksheets_or_named_rangesは引用符で囲んで指定します。

ワークシートまたは範囲の名前で、固有の文字の代わりに、ワイルドカード (*)を使用します。
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名前 説明

たとえば、"Trans_*$"は、次のワークシートを選択します。

o Trans_Jan
o Trans_Feb
o Trans_Mar
o など

メモ

ワイルドカード文字 (*)は、任意の文字、数字、または特殊文字のゼロ (0)回以上の出

現を表します。

複数の場所でワイルドカードを使用できます。たとえば、*Trans*$は以下を選択します。

l Trans_Jan
l Jan_Trans

ドル記号 ($)の意味

Excelファイルでは、ワークシートは、ワークシート名 ( Trans_Jan$)に付加されているドル記号 ( $)で識別さ

れます。ドル記号はExcelには表示されません。

名前付き範囲は、ドル記号がないことによって特定されます (Trans_Jan_commercial)。

IMPORT MULTIEXCELを使用するときには、ドル記号の指定は不要です。ただし、次の状況では、それを

含めるか、除外してください。

o "$" を含める –ワークシートのみをインポートし、名前付き範囲をインポートしない場合は、ワークシート名

の最後にドル記号 ($)を入れます。
o "$" を除外する –名前付き範囲またはワークシートと名前付き範囲を 1つのインポート処理でインポート

する場合は、ドル記号を入れません。

PREFIX

省略可能

Excelファイルを Analytics テーブルの名前の前に追加します。

ヒント

別のファイルのワークシートの名前が同じ場合は、Excelファイル名を前に付けると、テーブ

ル名の競合を回避できます。

KEEPTITLE

省略可能

データの代わりに、フィールド名としてデータの最初の行を処理します。省略すると、汎用フィールド名が使

用されます。

メモ

インポートするワークシートと名前付き範囲のすべての最初の行は、一貫性がある方法を

使用してください。最初の行は、すべてのデータセットで、フィールド名、データのいずれか

です。1つのインポート処理で 2つの内容を混在させないでください。

データセットの最初の行へのアプローチに一貫性がない場合、2つの別のインポート処理

を使用してください。

CHARMAX
最大フィール

ド長

省略可能

Excelソースデータファイル内の文字データから発生する Analyticsテーブルの任意のフィールドの文字の最

大長。

Excelファイル内の最大フィールド長を超えるデータは、Analyticsにインポートすると切り捨てられます。

フィールドを切り詰める機能では、時折出現する長い値が原因で、インポート処理でサポートされるレコード

全体の長さを超えることがなくなります。

o 32,767文字 (非 Unicode Analytics)
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名前 説明

o 16,383文字 ( Unicode Analytics)

例
次の例は、Excelファイルに保存された 3年間分の月次取引データがあるとします。

l Transactions_FY18.xlsx
l Transactions_FY17.xlsx
l Transactions_FY16.xlsx

各 Excelファイルには 12ワークシート (年の各月に1つずつ)。また、ワークシートには、取引の各種サブ

セットを識別する一部の名前付き範囲もあります。

メモ

インポートする各ワークシートまたは名前付き範囲の個別のAnalytics テーブルが作成さ

れます。

ワークシートのインポート

すべてのFY18ワークシートのインポート

FY18 Excelファイルから、すべての12ヶ月のワークシートをインポートします。

l 各ワークシート名で月が発生する場所で、ワイルドカード記号 (*)を使用します。
l ワークシート名の最後にドル記号 ($)を入れ、ワークシートのみが選択され、名前付き範

囲が選択されないようにします。

IMPORT MULTIEXCEL FROM "Transactions_FY18.xlsx" TABLE "Trans_*$"

すべてのFY18ワークシートをインポートし、フィールド名
を保持し、最大文字フィールド長を指定します。

この例は上記の例と同じですが、Excelファイルのフィールド名を保持し、文字フィールドの長さを

制限します。
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l KEEPTITLEを追加すると、Excelデータの最初の行をフィールド名として使用できます。

l CHARMAX 50を追加し、Excelファイルの文字データとして発生するフィールドが、結果の

Analytics テーブルで 50文字に制限されます。

IMPORT MULTIEXCEL FROM "Transactions_FY18.xlsx" TABLE "Trans_*$"
KEEPTITLE CHARMAX 50

すべての3つのファイルからすべてのワークシートをイン
ポート

3つのExcelファイルから、すべての36ヶ月のワークシートをインポートします。

l 各ワークシート名で月が発生する場所で、ワイルドカード記号 (*)を使用します。
l ワークシート名の最後にドル記号 ($)を入れ、ワークシートのみが選択され、名前付き範

囲が選択されないようにします。
l 各 Excelファイル名で年が発生する場所で、ワイルドカード記号 (*)を使用します。
l 命名の競合の可能性を削減する方法として、PREFIXを使用して、ソースExcelファイル

の名前を各 Analyticsテーブル名の前に追加します。

IMPORT MULTIEXCEL FROM "Transactions_FY18.xlsx" TABLE "Trans_*$"

名前付き範囲のインポート

すべてのFY18 "Commercial_transaction" 名前付き
範囲のインポート

すべての "Commercial_transaction"名前付き範囲を FY18 Excelファイルからインポートし、ワー

クシートと他の名前付き範囲を無視します。

l 別の範囲の名前で一意の識別子が発生する場所でワイルドカード記号 (*)を使用しま

す。
l ドル記号 ($)を除外し、名前付き範囲が選択できるようにします。

IMPORT MULTIEXCEL FROM "Transactions_FY18.xlsx" TABLE "Commercial_
transaction_*"
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ワークシートと名前付き範囲のインポート

すべてのFY18ワークシートと名前付き範囲のインポー
ト

FY18 Excelファイルから、すべての12ヶ月のワークシートと他の名前付き範囲をインポートしま

す。

l TABLEでワイルドカード記号 (*)のみを使用して、ファイルのすべてのワークシートと名前付

き範囲が選択されるようにします。
l ドル記号 ($)を除外し、名前付き範囲が選択できるようにします。

IMPORT MULTIEXCEL FROM "Transactions_FY18.xlsx" TABLE "*"

ディレクトリの管理

指定されたフォルダーですべてのExcelファイルからすべ
てのワークシートをインポート

C:\Point of sale audit\Data\Transaction master filesフォルダーで、すべてのExcel
ファイルからすべてのワークシートをインポートします。

l TABLEでワイルドカード記号 (*)のみを使用して、各ファイルのすべてのワークシートが選択

されるようにします。また、ドル記号 ($)を使用して、ワークシートのみが選択され、名前付

き範囲が選択されないようにします。
l 命名の競合の可能性を削減する方法として、PREFIXを使用して、ソースExcelファイル

の名前を各 Analyticsテーブル名の前に追加します。

IMPORT MULTIEXCEL FROM "C:\Point of sale audit\Data\Transaction master
files" TABLE "*$" PREFIX
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指定されたフォルダーですべてのExcelファイルからすべ
てのワークシートをインポートし、Analyticsテーブルを別
のフォルダーに保存

この例は上記の例と同じですが、Analytics テーブルをルート プロジェクト フォルダーに保存するの

ではなく、C:\Point of sale audit\Data\Transaction working dataフォルダーに保存

します。

IMPORT MULTIEXCEL TO "C:\Point of sale audit\Data\Transaction working
data" FROM "C:\Point of sale audit\Data\Transaction master files"
TABLE "*$" PREFIX

備考

複数の IMPORT EXCEL コマンド

IMPORT MULTIEXCEL コマンドは、実際に、複数の個別の IMPORT EXCEL コマンドを実行します。イ

ンポートされる各ワークシートに1つあります。ログの IMPORT MULTIEXCELエントリをダブルクリックする

と、個別の IMPORT EXCEL コマンドが表示領域に表示されます。

インポートされた最後のテーブルは、自動的に開きます。

IMPORT MULTIEXCELはOPENキーワードをサポートしません。ただし、コマンドの実行後、インポート

された最後のテーブルが自動的に開きます。

インポート後に複数のワークシートを結合

複数のワークシートを個々のAnalyticsテーブルにインポート後に、それらを 1つのAnalyticsテーブルに

結合できます。たとえば、12個の月次テーブルのデータをすべてのデータを含む単一の年次テーブルに結

合できます。

複数のAnalyticsテーブルを結合する方法については、"APPENDコマンド"ページ 1651を参照してくだ

さい。
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IMPORT ODBCコマンド
ODBCデータソースからデータを定義およびインポートし、Analyticsテーブルを作成します。

ODBC はOpen Database Connectivityであり、データベースにアクセスするための標準的な方法です。

構文

IMPORT ODBC SOURCE ソース名 TABLE テーブル名 <QUALIFIER データ修飾子> <OWNER ユー

ザー名> <USERID ユーザー ID> <PASSWORD 数値> <WHERE WHERE句> <TO テーブル名>
<WIDTH 最大フィールド幅> <MAXIMUM 最大フィールド長> <FIELDS フィールド <,...n>>

パラメーター

名前 説明

SOURCE ソース名 接続するODBCデータソースのデータソース名 ( DSN)。DSNは既に存在し、正しく構成さ

れている必要があります。

メモ

コンピューターにインストールされているWindows ODBC ドライバーを使用す

るデータソースに制限されています。ACCESSDATAコマンドで使用できる

Analytics ネイティブデータコネクターは IMPORT ODBCで使用できない場

合があります。

TABLEテーブル名 データをインポートするODBCデータソースのテーブル名。

通常、テーブル名はソースデータのデータベーステーブルを参照しますが、Analyticsがイン

ポートするものは何でもテーブルとして参照することができます。たとえば、Microsoft Text
Driverを使用するならば、テーブル名は、データをインポートするテキスト ファイルを参照しま

す。

QUALIFIERデータ修飾子

省略可能

フィールド値を折り返すためと識別するためにテキスト修飾子として使用する文字。文字は

引用符で囲まれた文字列として指定する必要があります。

引用符を使用して、二重引用符文字を指定します： '"'。

OWNERユーザー名

省略可能

接続するテーブルを所有するデータベースユーザーアカウントの名前。

USERIDユーザーID

省略可能

データソースにアクセスするために必要なユーザー名。

PASSWORD番号 使用するパスワード定義。
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名前 説明

省略可能 実際のパスワードを入力することを求めたり指定したりするのには、PASSWORD番号の構

文は使用しません。パスワード定義とは、以前にPASSWORDコマンドかSET
PASSWORDコマンドを使用して入力または設定されたパスワードのことです。

番号はパスワード定義の番号です。たとえば、以前に2つのパスワードをスクリプトで設定し

たり入力したりしている場合、またはアナリティクススクリプトをスケジュールしている場合、

PASSWORD 2により、2番目のパスワードを使用することを指定します。

パスワードの入力または設定の詳細については、次を参照してください。

o "PASSWORDコマンド"ページ 2015
o SET PASSWORDコマンド
o PASSWORDアナリティクスタグ

WHEREWHERE句

省略可能

指定した条件に基づいて返されたレコードを制限する SQLWHERE 句。有効な SQLス

テートメントである必要があるほか、引用符で囲んだ文字列として入力する必要があります。

WHERE "SALARY > 50000"

TOテーブル名

省略可能

作成する Analyticsテーブルの名前。

テーブル名、.FILファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として指定します。例：TO
"Invoices.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .FIL)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指

定します。

o TO "C:\data\Invoices.FIL"
o TO"data\Invoices.FIL"

メモ

Analyticsのテーブル名は、最長で 64文字の英数字 (拡張子 .FILを含ま

ない)に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、

他の特殊文字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすること

はできません。

WIDTH最大フィールド長

省略可能

インポートしているソースの文字データから発生する Analyticsテーブルの任意のフィールドの

文字の最大長。

1から 254までの値を入力することができます。デフォルト値は 50です。最大フィールド長を

超えるデータは、Analyticsにインポートすると切り捨てられます。

MAXIMUM最大フィールド

長

省略可能

インポートするテキスト、ノート、またはメモフィールドの文字の最大長。

1から 1100までの値を入力することができます。デフォルト値は 100です。最大フィールド長

を超えるデータは、Analyticsにインポートすると切り捨てられます。

FIELDS field <,...n>

省略可能

インポートするソースデータの個別のフィールド。名前を指定します。

複数のフィールドを指定する場合は、カンマによってそれぞれのフィールドを区切る必要があり

ます。FIELDSを省略すると、すべてのフィールドがインポートされます。

フィールド名を引用符で囲むと、大文字と小文字が区別されるようになります。引用符を使

用する場合は、フィールド名の大文字小文字は、FIELDS とODBCデータソースとの間で正
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名前 説明

確に一致する必要があります。引用符を使用した場合、フィールド名の大文字小文字が一

致しないフィールドはインポートされません。

メモ

FIELDS は、IMPORT ODBC パラメーターの間の最後に置く必要がありま

す。FIELDS が最後にない場合は、コマンドが失敗します。

例

SQL Serverからデータをインポートする

次の例では、SQL Serverデータベースから Trans_Dec11 という名前のAnalyticsテーブルにデー

タをインポートしています。

IMPORT ODBC SOURCE "SQLServerAudit" TABLE "Transactions" OWNER "audit"
TO "C:\ACL DATA\Trans_Dec11.FIL" WIDTH 100 MAXIMUM 200 FIELDS
"CARDNUM","CREDLIM","CUSTNO","PASTDUEAMT"

備考

ODBC データソースに接続するための古い方法

IMPORT ODBC コマンドは、AnalyticsからODBC準拠のデータソースに接続するための古い方法で

す。ODBC データソースに接続するための新しい方法では、Data AccessウィンドウとACCESSDATAコ

マンドを使用します。

IMPORT ODBCは引き続き Analyticsで使用できます。ただし、この接続方法はスクリプトとAnalytics 
コマンドラインでしか使用できなくなりました。この接続方法にデータ定義ウィザードからアクセスすることは

できなくなりました。

日付時刻値の時刻部分を非表示にする

IMPORT ODBCコマンドを使用してAnalyticsテーブルを定義する場合は、このコマンドの前に

SET SUPPRESSTIME ONコマンドを置くことにより、日付時刻値の時刻部分を非表示にすることがで

きます。
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この機能により、日付時刻値の時刻部分が自動的に切り捨てられていた、バージョン 10.0より前の

Analyticsで作成されたAnalyticsスクリプトを組み込むことができます。それらのスクリプトは、SET
SUPPRESSTIME ONを追加しない場合には、日付時刻型対応バージョンのAnalyticsでは動作しま

せん。

詳細については、"SETコマンド"ページ 2081の「SET SUPPRESSTIME」セクションを参照してください。
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IMPORT PDFコマンド

Adobe PDFファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成します。

構文

IMPORT PDF TO table <PASSWORD 番号> インポート ファイル名 FROM ソース ファイル名

<SERVER プロファイル名> スキップ長さ <PARSER "VPDF"> <PAGES ページ範囲> {[レコード構

文] [フィールド構文] <...n>} <...n>

レコード構文 ::=
RECORD レコード名 レコード タイプ レコードの行 透明 [テスト構文] <...n>

テスト構文 ::=
TEST 含める/除外する 一致タイプ AT 開始行,開始位置,範囲 論理 テキスト

フィールド構文 ::=
FIELD 名前 型 AT 開始行,開始位置 SIZE 長さ,フィールドの行 DEC 値 WID バイト PIC 形

式 AS 表示名

パラメーター

一般パラメーター

名前 説明

TO テーブル データをインポートする Analyticsテーブルの名前。

メモ

テーブルの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアン

ダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用でき

ません。名前の先頭を数字にすることはできません。

PASSWORD番号 パスワードで保護されたPDFファイルのパスワードに使用します。
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名前 説明

省略可能 使用するパスワード定義。

実際のパスワードを入力することを求めたり指定したりするのには、PASSWORD番号の構

文は使用しません。パスワード定義とは、以前にPASSWORDコマンドかSET
PASSWORDコマンドを使用して入力または設定されたパスワードのことです。

番号はパスワード定義の番号です。たとえば、以前に2つのパスワードをスクリプトで設定し

たり入力したりしている場合、またはアナリティクススクリプトをスケジュールしている場合、

PASSWORD 2により、2番目のパスワードを使用することを指定します。

パスワードの入力または設定の詳細については、次を参照してください。

o "PASSWORDコマンド"ページ 2015
o SET PASSWORDコマンド
o PASSWORDアナリティクスタグ

インポートファイル名 作成する Analyticsデータファイルの名前。

インポートファイル名、.FILファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として指定しま

す。例："Invoices.FIL".

デフォルトでは、データファイル( .FIL)は、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存

されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指

定します。

o "C:\data\Invoices.FIL"
o "data\Invoices.FIL"

FROMソースファイル名 ソースデータファイルの名前。ソースファイル名は引用符で囲む必要があります。

ソースデータファイルがAnalyticsプロジェクトと同じフォルダーに位置しない場合、ファイルの

位置を指定するために絶対パスまたは相対パスを使用する必要があります。

o "C:\data\ソース ファイル名"
o "data\ソース ファイル名"

SERVERプロファイル名

省略可能

インポートするデータを含むサーバーのプロファイル名。

スキップする長さ

省略可能

ファイルの先頭でスキップするバイト数。

たとえば、先頭から 32バイトにヘッダー情報が含まれている場合、この情報を除外するには、

スキップする長さの値として 32を指定します。

メモ

Unicodeデータでは、偶数バイトのみを指定します。奇数のバイトを指定す

ると、インポートされたデータの後続の処理で問題が発生する可能性があり

ます。

PARSER "VPDF"

省略可能

ファイル定義の処理時にVeryPDFパーサーを使用して、PDFファイルを解析します。

PARSERを省略した場合は、デフォルトのXpdfパーサーが使用されます。

初めてPDFファイルをインポートし、特に理由がない場合は、デフォルトのXpdfパーサーを使

用してください。Xpdfを使用して、既にデータの整列に問題が発生している場合は、

VeryPDFパーサーを使用して解析結果が改善されるか確認してください。
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名前 説明

PAGESページの範囲

省略可能

PDFファイル内のすべてのページをインポートしない場合の、含めるページの範囲。ページの

範囲は、引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。

以下を指定できます。

o カンマで区切った個々のページ( 1,3,5)
o ページの範囲 ( 2-7)
o ページと範囲の組み合わせ( 1, 3, 5-7, 11)

PAGESを省略する場合は、PDFファイルのすべてのページがインポートされます。

RECORDパラメーター

一般レコード定義情報。

メモ

一部のレコード定義情報は、データ定義ウィザードのオプションにマッピングされる数値

コードを使用して指定されます。

スクリプトでは、オプション名ではなく、数値コードを指定します。

名前 説明

RECORDレコード名 データ定義ウィザードのレコード名。

IMPORT PDFコマンドでは、レコード名を指定する必要がありますが、レコード名値は結果

のAnalyticsテーブルに表示されません。

データ定義ウィザードでは、Analytics は、レコードのタイプに基づいて、デフォルト名を提供し

ます。

o 詳細
o ヘッダーn
o フッターn

デフォルト名を指定するか、別の名前を指定できます。

レコードのタイプ PDFファイルを定義するときには、3つのレコード タイプがあります。

o 0 –詳細
o 1 –ヘッダー
o 2 –フッター

メモ

単一の IMPORT PDFの実行では、複数のセットのヘッダーおよびフッターレ

コードを定義できますが、詳細レコードは 1セットのみです。

レコードの行 PDFファイルのレコードが占める行数。

PDFファイルのデータと一致する単一行または複数行のレコードを定義します。

透明 ヘッダーレコードの透明設定。
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名前 説明

メモ

ヘッダーレコードにのみ適用されます。

o 0 –不透明
o 1 –透明

透明なヘッダーレコードは複数行の詳細レコードに分割されません。

ヘッダーレコードがソースPDFファイルの複数行の詳細レコードを分割する場合 (改ページで

発生する場合があります)、［1］(透明 )を指定すると、結果のAnalyticsテーブルの詳細レ

コードが統合されます。

TESTパラメーター

PDFファイルのレコードのセットを定義する条件。RECORDの各出現には、1つ以上のTEST (8つまで)
があります。

メモ

一部の条件は、データ定義ウィザードのオプション(オプション名は以下で括弧内に示さ

れています)にマッピングされる数値コードを使用して指定されます。

スクリプトでは、オプション名ではなく、数値コードを指定します。

名前 説明

TEST含める/除外する 一致するデータを処理する方法：

o 0 – (含める)条件を満たすデータがレコードのセットに含まれます
o 1 – (除外する)条件を満たすデータがレコードのセットから除外されます

一致タイプ 実行する一致のタイプ：

o 0 – (正確に一致する)一致するレコードには、指定された文字または文字列が、指定さ

れた位置で始まる、指定された開始行に含まれている必要があります。
o 2 – (英文字 )一致するレコードには、指定された開始行の指定された開始位置にある

か、指定された範囲のすべての位置にある 1つ以上の英文字を含んでいる必要がありま

す。
o 3 – (数字 )一致するレコードには、指定された開始行の指定された開始位置にあるか、

指定された範囲のすべての位置にある 1つ以上の数字を含んでいる必要があります。
o 4 – (空白 )一致するレコードには、指定された開始行の指定された開始位置にあるか、

指定された範囲のすべての位置にある 1つ以上の空白を含んでいる必要があります。
o 5 – (空白以外 )一致するレコードには、指定された開始行の指定された開始位置にある

か、指定された範囲のすべての位置にある 1つ以上の空白以外の文字 (特殊文字を含

む)を含んでいる必要があります。
o 7 – (行で検索 )一致するレコードには、指定された文字または文字列が、指定された位

置で始まる、指定された開始行に含まれている必要があります。
o 8 – (範囲で検索 )一致するレコードには、［テキスト］フィールドにある文字または文字列

が、指定された範囲の、レコードの指定された行の指定された範囲のどこかに含まれてい

る必要があります。
o 10 – (独自のマップ)一致するレコードには、指定された文字パターンと一致する文字が、

指定された位置で始まる、指定された開始行に含まれている必要があります。
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名前 説明

AT開始行 ,開始位置 ,範
囲

o 開始行 –条件が適用されるレコードの行

たとえば、独自のマップを使用して郵便番号と一致させ、郵便番号が3行レコードの3
行目に表示される場合は、［開始行］で 3を指定する必要があります。

メモ

単一行のレコードの場合、開始行の値は常に 1です。

o 開始位置 –条件と比較する PDFファイルの開始バイト位置
o 範囲 –条件との比較で使用する PDFファイルの開始バイト位置からのバイト数

範囲なしで開始バイト位置のみを使用している場合は、範囲に 0を指定します。

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics 2バイト = 1文字

論理 条件間の論理関係：

o 0 – (And)現在および次の条件は、論理 ANDに関連しています
o 1 – (Or)現在および次の条件は、論理 ORに関連しています
o 4 – (新しいグループ > And)現在の条件は論理条件のグループの最後です。現在のグ

ループと次のグループは、論理 ANDで関連付けられます。
o 5 – (新しいグループ > Or)現在の条件は論理条件のグループの最後です。現在のグルー

プと次のグループは、論理 ORで関連付けられます。
o 7 – (終了 )現在の条件は論理条件のグループの最後です。

テキスト 次に対して一致するリテラルまたはワイルドカード文字：

o ［正確に一致する］、［行で検索］、または［範囲で検索 –］の場合、PDFファイルのレコー

ドのセットを一意に識別する文字または文字列を指定します。
o ［独自のマップ –］の場合、PDFファイルのレコードのセットを一意に識別する文字パターン

を指定します。

カスタムマップオプションは、"MAP( )関数"ページ 2345と同じ構文を使用します。

他の一致タイプについては、テキストは空の文字列 ""です。

FIELDパラメーター

フィールド定義情報。

名前 説明

FIELD名前 型 インポートするソースデータファイル内の個別フィールドの名前およびデータ型。フィールドをイ

ンポート対象から除外する場合は、そのフィールドを指定しないでください。

型については、"フィールド データ型の識別子"ページ 1940を参照してください。

AT開始行 ,開始位置 o 開始行 –PDFファイルのレコードのフィールドの開始行
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名前 説明

PDFファイルの複数行のレコードの場合、開始行はレコードの任意の行でフィールドを開

始できます。レコードの行が1の場合、開始行は常に 1です。

o 開始位置 – PDFファイルのフィールドの開始バイト位置

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics 2バイト = 1文字

Unicode版 Analyticsでは、一般的に、奇数で開始するバイト位置を指

定してください。偶数の開始位置を指定すると、文字が正しく表示され

ない可能性があります。

SIZE長さ,フィールドの行 o 長さ – Analyticsテーブルレイアウトにおけるフィールドの長さ(バイト数 )

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics 2バイト = 1文字

Unicode版 Analyticsでは、偶数バイトのみを指定します。奇数バイトを

指定すると、文字が正しく表示されない可能性があります。

o lフィールドの行 –PDFファイルの単一フィールド値が占める行数

ファイルのデータと一致する単一行または複数行のフィールドを定義できます。

メモ

フィールドに指定された行数は、フィールドを含むレコードに指定された行

数を超えることができません。

DEC値 数値フィールドの小数点以下の桁数

WID バイト フィールドの表示幅 (バイト数 )。

指定した値によって、Analyticsのビューおよびレポートにおけるフィールドの表示幅が決まりま

す。表示幅はデータを変更するものではありませんが、表示幅がフィールド長より短い場合に

はデータが隠れる可能性があります。

PIC書式 メモ

数値フィールドまたは日付時刻フィールドにのみ適用されます。

o 数値フィールド – Analyticsのビューとレポートに含まれる数値の表示形式。
o 日付時刻フィールド –ソースデータの日付時刻値の物理形式 (日付時刻文字、区切り

文字の順など)

メモ

日付時刻フィールドの場合、形式はソースデータの物理形式と正確に

一致する必要があります。たとえば、ソースデータが12/31/2014である

場合は、書式を "MM/DD/YYYY"として入力します。
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名前 説明

書式は引用符で囲む必要があります。

AS表示名 新しいAnalyticsテーブルのビューにおけるフィールドの表示名 (代替列見出し)。

表示名の値は引用符で囲まれた文字列。列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミ

コロン( ;)を入れます。

フィールドの定義時には、ASは必須です。表示名をフィールド名と同じにしたい場合は、空

の表示名を入力します。つまり、次の構文を使用します。AS ""2つの二重引用符の間にス

ペースがないことを確認してください。

例

PDF ファイルの特定のページからデータをインポートする

次の例では、パスワードで保護されたPDFファイルVendors.pdfの1ページからデータをインポー

トしています。

詳細レコードの1セットと3つのフィールドが、結果のAnalytics テーブルVendor_Listに作成され

ます。

IMPORT PDF TO Vendor_List PASSWORD 1 "Vendor_List.FIL" FROM
"Vendors.pdf" 2 PAGES "1" RECORD "Detail" 0 1 0 TEST 0 3 AT 1,1,0 7 ""
FIELD "Vendor_Number" C AT 1,1 SIZE 10,1 DEC 0 WID 10 PIC "" AS ""
FIELD "Vendor_Name" C AT 1,33 SIZE 58,1 DEC 0 WID 58 PIC "" AS ""
FIELD "Last_Active_Date" D AT 1,277 SIZE 20,1 DEC 0 WID 20 PIC
"DD/MM/YYYY" AS ""

備考
このコマンドの動作の詳細については、"印刷イメージ(レポート )ファイルとPDFファイルの定義とインポー

ト "ページ 279を参照してください。

Analytics Unicode版へのPDFのインポートのトラブル
シューティング

AnalyticsのUnicode版を使ってPDFファイルをインポートする際に発生した問題は、長さの仕様に関

連している可能性があります。
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l 外国語の文字が突然表示されたり、結果のAnalytics テーブルのレイアウトが歪んだりしている場

合は、SIZEの長さを偶数に設定してください。

SIZEの長さに奇数のバイトを指定すると、インポートされたデータの処理で問題が発生する可能

性があります。

l 作成する Analytics テーブルにレコードが含まれない場合、スキップするファイルの先頭にヘッダー

データがあるときは、skip_lengthを 2またはその他の偶数に設定してみてください。

フィールド データ型の識別子

以下の表は、FIELDでデータ型を指定するときに使用する必要がある文字の一覧を示します。各文字

はAnalyticsデータ型の1つに対応します。

たとえば、文字データ型が必要な姓フィールドを定義する場合は、"C": FIELD "Last_Name" Cと指定し

ます。

詳細については、"Analyticsのデータ型"ページ 811を参照してください。

メモ

データ定義ウィザードを使用してEBCDIC、Unicode、またはASCIIフィールドを含むテー

ブルを定義する場合、それらのフィールドには自動的に文字 "C"( CHARACTER型 )が
割り当てられます。

IMPORTステートメントを手作業で入力するか、既存の IMPORTステートメントを編集

する場合、EBCDICまたはUnicodeフィールドに対して、より特有の文字 "E"または "U"
に置き換えることができます。

文字 Analyticsデータ型

A ACL

B BINARY

C CHARACTER

D DATETIME

E EBCDIC

F FLOAT

G ACCPAC

I IBMFLOAT

K UNSIGNED

L LOGICAL
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文字 Analyticsデータ型

N PRINT

P PACKED

Q BASIC

R MICRO

S CUSTOM

T PCASCII

U UNICODE

V VAXFLOAT

X NUMERIC

Y UNISYS

Z ZONED
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IMPORT PRINTコマンド

印刷イメージ(レポート )ファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成します。

構文

IMPORT PRINT TO テーブル インポート ファイル名 FROM ソース ファイル名 <SERVER プロファイル

名> 文字セット値 <コード ページ番号> {[レコード構文] [フィールド構文] <...n>} <...n>

レコード構文 ::=
RECORD レコード名 レコード タイプ レコードの行 透明 [テスト構文] <...n>

テスト構文 ::=
TEST 含める/除外する 一致タイプ AT 開始行,開始位置,範囲 論理 テキスト

フィールド構文 ::=
FIELD 名前 型 AT 開始行,開始位置 SIZE 長さ,フィールドの行 DEC 値 WID バイト PIC 形

式 AS 表示名

パラメーター

一般パラメーター

名前 説明

TO テーブル データをインポートする Analyticsテーブルの名前。

メモ

テーブルの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアン

ダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用でき

ません。名前の先頭を数字にすることはできません。

インポートファイル名 作成する Analyticsデータファイルの名前。

インポートファイル名、.FILファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として指定しま
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名前 説明

す。例："Invoices.FIL".

デフォルトでは、データファイル( .FIL)は、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存

されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指

定します。

o "C:\data\Invoices.FIL"
o "data\Invoices.FIL"

FROMソースファイル名 ソースデータファイルの名前。ソースファイル名は引用符で囲む必要があります。

ソースデータファイルがAnalyticsプロジェクトと同じフォルダーに位置しない場合、ファイルの

位置を指定するために絶対パスまたは相対パスを使用する必要があります。

o "C:\data\ソース ファイル名"
o "data\ソース ファイル名"

SERVERプロファイル名

省略可能

インポートするデータを含むサーバーのプロファイル名。

文字セット値 印刷イメージ(レポート )ファイルのエンコードに使用する文字セット。以下の値がサポートされ

ています。

o 0 – ASCII
o 1 – EBCDIC
o 2 – Unicode
o 3 –エンコードされたテキスト

コードページ番号

省略可能

文字セット値に対して 3(エンコードされたテキスト )を指定した場合は、さらにコード ページ番

号を入力する必要があります。

RECORDパラメーター

一般レコード定義情報。

メモ

一部のレコード定義情報は、データ定義ウィザードのオプションにマッピングされる数値

コードを使用して指定されます。

スクリプトでは、オプション名ではなく、数値コードを指定します。

名前 説明

RECORDレコード名 データ定義ウィザードのレコード名。

IMPORT PRINTコマンドでは、レコード名を指定する必要がありますが、レコード名値は結

果のAnalyticsテーブルに表示されません。

データ定義ウィザードでは、Analytics は、レコードのタイプに基づいて、デフォルト名を提供し

ます。
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名前 説明

o 詳細
o ヘッダーn
o フッターn

デフォルト名を指定するか、別の名前を指定できます。

レコードのタイプ 印刷イメージファイルを定義するときには、3つのレコード タイプがあります。

o 0 –詳細
o 1 –ヘッダー
o 2 –フッター

メモ

単一の IMPORT PRINTの実行では、複数のセットのヘッダーおよびフッター

レコードを定義できますが、詳細レコードは 1セットのみです。

レコードの行 印刷イメージファイルのレコードが占める行数。

ファイルのデータと一致する単一行または複数行のレコードを定義します。

透明 ヘッダーレコードの透明設定。

メモ

ヘッダーレコードにのみ適用されます。

o 0 –不透明
o 1 –透明

透明なヘッダーレコードは複数行の詳細レコードに分割されません。

ヘッダーレコードがソースの印刷イメージファイルの複数行の詳細レコードを分割する場合

(改ページで発生する場合があります)、［1］(透明 )を指定すると、結果のAnalyticsテーブ

ルの詳細レコードが統合されます。

TESTパラメーター

印刷イメージファイルのレコードのセットを定義する条件。RECORDの各出現には、1つ以上のTEST
(8つまで)があります。

メモ

一部の条件は、データ定義ウィザードのオプション(オプション名は以下で括弧内に示さ

れています)にマッピングされる数値コードを使用して指定されます。

スクリプトでは、オプション名ではなく、数値コードを指定します。

名前 説明

TEST含める/除外する 一致するデータを処理する方法：

o 0 – (含める)条件を満たすデータがレコードのセットに含まれます
o 1 – (除外する)条件を満たすデータがレコードのセットから除外されます
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名前 説明

一致タイプ 実行する一致のタイプ：

o 0 – (正確に一致する)一致するレコードには、指定された文字または文字列が、指定さ

れた位置で始まる、指定された開始行に含まれている必要があります。
o 2 – (英文字 )一致するレコードには、指定された開始行の指定された開始位置にある

か、指定された範囲のすべての位置にある 1つ以上の英文字を含んでいる必要がありま

す。
o 3 – (数字 )一致するレコードには、指定された開始行の指定された開始位置にあるか、

指定された範囲のすべての位置にある 1つ以上の数字を含んでいる必要があります。
o 4 – (空白 )一致するレコードには、指定された開始行の指定された開始位置にあるか、

指定された範囲のすべての位置にある 1つ以上の空白を含んでいる必要があります。
o 5 – (空白以外 )一致するレコードには、指定された開始行の指定された開始位置にある

か、指定された範囲のすべての位置にある 1つ以上の空白以外の文字 (特殊文字を含

む)を含んでいる必要があります。
o 7 – (行で検索 )一致するレコードには、指定された文字または文字列が、指定された位

置で始まる、指定された開始行に含まれている必要があります。
o 8 – (範囲で検索 )一致するレコードには、［テキスト］フィールドにある文字または文字列

が、指定された範囲の、レコードの指定された行の指定された範囲のどこかに含まれてい

る必要があります。
o 10 – (独自のマップ)一致するレコードには、指定された文字パターンと一致する文字が、

指定された位置で始まる、指定された開始行に含まれている必要があります。

AT開始行 ,開始位置 ,範
囲

o 開始行 –条件が適用されるレコードの行

たとえば、独自のマップを使用して郵便番号と一致させ、郵便番号が3行レコードの3
行目に表示される場合は、［開始行］で 3を指定する必要があります。

メモ

単一行のレコードの場合、開始行の値は常に 1です。

o 開始位置 –条件と比較する印刷イメージファイルの開始バイト位置
o 範囲 –条件との比較で使用する印刷イメージファイルの開始バイト位置からのバイト数

範囲なしで開始バイト位置のみを使用している場合は、範囲に 0を指定します。

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、拡張 ASCII (ANSI)デー

タ

1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、Unicodeデータ 2バイト = 1文字

Unicodeデータの場合、範囲は、偶数バイト数である必要があります。た

とえば、50,59 (10バイト )です。奇数バイト数を指定すると、条件に対す

る正しい一致が行われなくなる可能性があります。

論理 条件間の論理関係：

o 0 – (And)現在および次の条件は、論理 ANDに関連しています
o 1 – (Or)現在および次の条件は、論理 ORに関連しています
o 4 – (新しいグループ > And)現在の条件は論理条件のグループの最後です。現在のグ

ループと次のグループは、論理 ANDで関連付けられます。
o 5 – (新しいグループ > Or)現在の条件は論理条件のグループの最後です。現在のグルー

プと次のグループは、論理 ORで関連付けられます。
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名前 説明

o 7 – (終了 )現在の条件は論理条件のグループの最後です。

テキスト 次に対して一致するリテラルまたはワイルドカード文字：

o ［正確に一致する］、［行で検索］、または［範囲で検索］–の場合、印刷イメージファイル

のレコードのセットを一意に識別する文字または文字列を指定します。
o ［独自のマップ –］の場合、印刷イメージファイルのレコードのセットを一意に識別する文字

パターンを指定します。

カスタムマップオプションは、"MAP( )関数"ページ 2345と同じ構文を使用します。

他の一致タイプについては、テキストは空の文字列 ""です。

FIELDパラメーター

フィールド定義情報。

名前 説明

FIELD名前 型 インポートするソースデータファイル内の個別フィールドの名前およびデータ型。フィールドをイ

ンポート対象から除外する場合は、そのフィールドを指定しないでください。

型については、"フィールド データ型の識別子"ページ 1948を参照してください。

AT開始行 ,開始位置 o 開始行 –印刷イメージファイルのレコードのフィールドの開始行

印刷イメージファイルの複数行のレコードの場合、開始行はレコードの任意の行でフィー

ルドを開始できます。レコードの行が1の場合、開始行は常に 1です。

o 開始位置 –印刷イメージファイルのフィールドの開始バイト位置

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、拡張 ASCII (ANSI)デー

タ

1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、Unicodeデータ 2バイト = 1文字

SIZE長さ,フィールドの行 o 長さ – Analyticsテーブルレイアウトにおけるフィールドの長さ(バイト数 )

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、拡張 ASCII (ANSI)デー

タ

1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、Unicodeデータ 2バイト = 1文字

Unicodeデータでは、偶数バイトのみを指定します。奇数バイトを指定す

ると、文字が正しく表示されない可能性があります。
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名前 説明

o lフィールドの行 –印刷イメージファイルの単一フィールド値が占める行数

ファイルのデータと一致する単一行または複数行のフィールドを定義できます。

メモ

フィールドに指定された行数は、フィールドを含むレコードに指定された行

数を超えることができません。

DEC値 数値フィールドの小数点以下の桁数

WID バイト フィールドの表示幅 (バイト数 )。

指定した値によって、Analyticsのビューおよびレポートにおけるフィールドの表示幅が決まりま

す。表示幅はデータを変更するものではありませんが、表示幅がフィールド長より短い場合に

はデータが隠れる可能性があります。

PIC書式 メモ

数値フィールドまたは日付時刻フィールドにのみ適用されます。

o 数値フィールド – Analyticsのビューとレポートに含まれる数値の表示形式。
o 日付時刻フィールド –ソースデータの日付時刻値の物理形式 (日付時刻文字、区切り

文字の順など)

メモ

日付時刻フィールドの場合、形式はソースデータの物理形式と正確に

一致する必要があります。たとえば、ソースデータが12/31/2014である

場合は、書式を "MM/DD/YYYY"として入力します。

書式は引用符で囲む必要があります。

AS表示名 新しいAnalyticsテーブルのビューにおけるフィールドの表示名 (代替列見出し)。

表示名の値は引用符で囲まれた文字列。列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミ

コロン( ;)を入れます。

フィールドの定義時には、ASは必須です。表示名をフィールド名と同じにしたい場合は、空

の表示名を入力します。つまり、次の構文を使用します。AS ""2つの二重引用符の間にス

ペースがないことを確認してください。

例

印刷イメージ(レポート )ファイルからデータをインポート
する

印刷イメージ(レポート )ファイルReport.txtからデータをインポートします。
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1件のヘッダーレコード、詳細レコードの1セット、および 5つのフィールドが、結果のAnalytics テー

ブル Inventory_reportに作成されます。

IMPORT PRINT TO Inventory_report "Inventory_report.FIL" FROM
"Report.txt" 0 RECORD "Header1" 1 1 0 TEST 0 0 AT 1,17,0 7 ":" FIELD
"Field_1" C AT 1,19 SIZE 2,1 DEC 0 WID 2 PIC "" AS "Prod Class" FIELD
"Field_2" C AT 1,24 SIZE 31,1 DEC 0 WID 31 PIC "" AS "Prod
Description" RECORD "Detail" 0 1 0 TEST 0 0 AT 1,59,59 7 "."FIELD
"Field_3" X AT 1,6 SIZE 9,1 DEC 0 WID 9 PIC "" AS "Item ID" FIELD
"Field_4" C AT 1,16 SIZE 24,1 DEC 0 WID 24 PIC "" AS "Item Desc."FIELD
"Field_5" N AT 1,40 SIZE 10,1 DEC 0 WID 10 PIC "" AS "On Hand" FIELD
"Field_6" N AT 1,50 SIZE 12,1 DEC 2 WID 12 PIC "" AS "Cost" FIELD
"Field_7" N AT 1,62 SIZE 12,1 DEC 2 WID 12 PIC "" AS "Total"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"印刷イメージ(レポート )ファイルとPDFファイルの定義とインポー

ト "ページ 279を参照してください。

フィールド データ型の識別子

以下の表は、FIELDでデータ型を指定するときに使用する必要がある文字の一覧を示します。各文字

はAnalyticsデータ型の1つに対応します。

たとえば、文字データ型が必要な姓フィールドを定義する場合は、"C": FIELD "Last_Name" Cと指定し

ます。

詳細については、"Analyticsのデータ型"ページ 811を参照してください。

メモ

データ定義ウィザードを使用してEBCDIC、Unicode、またはASCIIフィールドを含むテー

ブルを定義する場合、それらのフィールドには自動的に文字 "C"( CHARACTER型 )が
割り当てられます。

IMPORTステートメントを手作業で入力するか、既存の IMPORTステートメントを編集

する場合、EBCDICまたはUnicodeフィールドに対して、より特有の文字 "E"または "U"
に置き換えることができます。

文字 Analyticsデータ型

A ACL

B BINARY
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文字 Analyticsデータ型

C CHARACTER

D DATETIME

E EBCDIC

F FLOAT

G ACCPAC

I IBMFLOAT

K UNSIGNED

L LOGICAL

N PRINT

P PACKED

Q BASIC

R MICRO

S CUSTOM

T PCASCII

U UNICODE

V VAXFLOAT

X NUMERIC

Y UNISYS

Z ZONED
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IMPORT SAPコマンド
Direct Linkを使用して、SAPシステムからデータをインポートし、Analyticsテーブルを作成します。

メモ

IMPORT SAPコマンドは、Direct Linkがローカルコンピューターと組織のSAPシステム

にインストールおよび構成されている場合にのみサポートされます。

構文

IMPORT SAP PASSWORD 番号 TO テーブル名 SAP SOURCE "SAP AGENT" インポートの詳細

パラメーター

名前 説明

PASSWORD番号 使用するパスワード定義。

実際のパスワードを入力することを求めたり指定したりするのには、PASSWORD番号の構

文は使用しません。パスワード定義とは、以前にPASSWORDコマンドかSET
PASSWORDコマンドを使用して入力または設定されたパスワードのことです。

番号はパスワード定義の番号です。たとえば、以前に2つのパスワードをスクリプトで設定し

たり入力したりしている場合、またはアナリティクススクリプトをスケジュールしている場合、

PASSWORD 2により、2番目のパスワードを使用することを指定します。

パスワードの入力または設定の詳細については、次を参照してください。

o "PASSWORDコマンド"ページ 2015
o SET PASSWORDコマンド
o PASSWORDアナリティクスタグ

メモ

このパスワードは、SAPシステムにアクセスするのに使用します。

TOテーブル名 データをインポートする Analyticsテーブルの名前。

メモ

テーブルの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアン

ダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用でき

ません。名前の先頭を数字にすることはできません。

SAP SOURCE
"SAP AGENT"

SAPデータをインポートするために必要です。"SAP AGENT"が選択可能な唯一の選択肢

です。
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名前 説明

インポートの詳細 クエリの詳細。<q></q> タグで囲む必要があります。この文字列では、"Direct Linkクエリタグ

"ページ 1953に記載されているタグを使用してクエリを定義します。

この値の物理的なサイズは最大 16 KBです。

例

複数のテーブルに対するクエリーを実行する

この例では、IMPORT SAPコマンドを使用して、複数のテーブルに対するクエリを実行します。

有効なクエリ文字列を作成するには、タグの順序と入れ子が正確であることが必要です。例内の

タグの順序と入れ子は、正確です。この例は、必要とされる IMPORT SAPクエリタグの順序と入

れ子を判断するのに使用してください。

メモ

この例は、読みやすくなるように複数の行に分けて書かれています。ただし、スクリ

プトでは、コマンドとクエリ文字列は改行せずに入力する必要があります。

ヒント

IMPORT SAPクエリ文字列の構文は通常、複雑です。IMPORT SAPコマンドと

クエリ文字列をスクリプトに追加する最良の方法は、Analyticsの［ログ］タブから既

存の IMPORT SAPコマンドをコピーして、必要に応じてクエリタグを編集すること

です。

IMPORT SAP PASSWORD 1 TO Purchasing_doc SAP SOURCE "SAP AGENT"
<q version="6.0">
  <s>0</s>
  <d>IDES</d>
  <u>mzunini</u>
  <c>800</c>
  <lg>en</lg>
  <cf>C:\ACL Data\Purchasing_doc.fil</cf>
  <sf>E:\Data\DL_JSMITH111107.DAT</sf>
  <jcount>11110701</jcount>
  <jname>DL_JSMITH111107.DAT</jname>
  <dl>75</dl>
  <m>2</m>
  <dt>20140321</dt>
  <tm>033000</tm>
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  <r>500</r>
  <ar>0</ar>
  <e>500</e>
  <ts>
    <t>
      <n>EKKO</n>
      <a>T00001</a>
      <td>Purchasing Document Header</td>
      <fs>
        <f>EBELN</f>
        <f>BUKRS</f>
        <f>BSTYP</f>
        <f>BSART</f>
        <f>STATU</f>
        <f>WKURS</f>
      </fs>
      <wc>
        <w>
           <f>BUKRS</f>
           <o>0</o>
           <l>1000</l>
           <h></h>
        </w>
      </wc>
    </t>
    <t>
      <n>EKPO</n>
      <a>T00002</a>
      <td>Purchasing Document Item</td>
      <fs>
        <f>EBELP</f>
        <f>WERKS</f>
        <f>MENGE</f>
        <f>BRTWR</f>
      </fs>
      <wc></wc>
    </t>
  </ts>
  <js>
    <jc>
      <pt>
        <pa>T00001</pa>
        <pf>EBELN</pf>
      </pt>
      <ct>
        <ca>T00002</ca>
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        <cf>EBELN</cf>
      </ct>
    </jc>
  </js>
</q>

備考
"Direct Linkクエリタグ"下に記載されているテーブルには、import_detailsパラメーターに指定できるタグ

の一覧が示されています。必須列では、以下の値を使用して、各タグの指定がどのような場合に必須で

あるかが示されています。

l Y –必須
l N –オプション
l M –複数テーブルのクエリの場合のみ必須
l B –必須。ただし、値を渡すことはできません
l W –フィルターを利用する場合のオプション
l S –スケジュールモードが指定されるときに必須

Direct Linkクエリタグ

名前 タグ 必須 説明

テーブル別名 <a> M クエリ内で一意にテーブルを識別する別名。これにより、同じテーブルを 2
回以上使用できるようになります。

6文字を上限とします。

すべての行 <ar> Y すべての一致する行がクエリの結果セットの一部として返されることを示し

ます。

有効な値は次のとおりです。

1 – <r> タグで指定されたレコード数を上書きします(最大行 )

0 – <r> タグで指定されたレコード数を返します(最大行 )

このタグは、常に<r></r> タグの後に指定します。

クライアント <c> N SAPシステム内のクライアント。

子テーブル別名 <ca> M 子テーブルの別名。

子テーブルフィール

ド

<cf> M 結合条件に基づく子テーブル内のフィールド。

クライアント ファイル

名

<cf> Y クエリの結果が格納されるクライアント システム上のターゲット ファイルを識

別します。
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名前 タグ 必須 説明

子テーブル <ct> M 結合条件の子テーブル。

宛先 <d> N SAPシステムを特定するために使用する、SAP RFCライブラリファイル

( saprfc.ini)内の宛先を指定します。

データ長 <dl> B 各行内の文字の数。これには、レコードの終わりを示すキャリッジ リターン

文字とラインフィード文字 ( CR+LF、つまり 16進数の文字 0D+0A)が含

まれます。

日付 <dt> S スケジュールモードを使用するときに必須です。SAPジョブを実行する時

間を指定します。

YYYYMMDDの形式である必要があります。たとえば、2014年 12月 31
日は、20140131 と指定する必要があります。

予想される行数 <e> B クエリが返すと予想される行数。

フィールド名 <f> Y ネイティブフィールド名。

フィルターフィールド <f> W フィルターを適用するネイティブフィールド名。

フィールド <fs> Y クエリ結果の一部として返される、テーブル内のフィールドの一覧。

上限値 <h> W Between演算子を使用するときに上限値を格納します。他の演算子を

使用している場合は無視されます。

結合条件 <jc> M 結合条件。

ジョブ数 <jcount> B バックグラウンド モードのクエリを識別するために、SAPによって内部的に

使用されます。

ジョブ名 <jname> B バックグラウンド モードのクエリを識別するために、SAPによって内部的に

使用されます。

結合関係 <js> Y クエリ内でテーブルをリンクするための結合条件の一覧。

結合切り替え <jw> N 結合切り替え列挙型に等価な数値。

有効な値は次のとおりです。

0 –内部結合

1 –左外部結合

下限値 <l> W Between演算子を使用するときには下限値、他の演算子を使用すると

きには値を格納します。

言語 <lg> Y SAPデータベースのフィールドのロケールを決定するために使用される言

語識別子。

モード <m> Y サブミッションモード列挙型に等価な数値。

有効な値は次のとおりです。
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名前 タグ 必須 説明

0 –即時に抽出

1 –バックグラウンド

2 –スケジュール済み

テーブル名 <n> Y ネイティブテーブル名。

演算子 <o> W 演算子列挙型に等価な数値。

有効な値は次のとおりです。

0 – –等しい( =)

1 – –等しくない( <>)

2 – -未満 (<)

3 – –以下 ( <=)

4 – –より大きい( >)

5 – –以上 ( >=)

6 – -間

7 – -含む

親テーブル別名 <pa> M 親テーブルの別名。

親テーブルフィール

ド

<pf> M 結合条件に基づく親テーブル内のフィールド。

親テーブル <pt> M 結合条件の親テーブル。

クエリ <q> Y クエリを囲みます。

最大行数 <r> Y クエリが返す行の最大数。

選択済み <s> Y <s>タグが<f> タグの下に現れる場合、それはフィールドがクエリの結果

セットの一部として返されるかどうか示します。

システム <s> Y <s>タグが<q> タグの下に現れる場合は、このクエリが使用されるシステ

ムの種類を識別します(現在のところ、SAPのみがサポートされます)。

サーバーファイル名 <sf> B バックグラウンド モード クエリの結果を保持するサーバー上のファイルを識

別します。

サーバーグループ名 <sg> N サーバーグループの名前。最大 20文字。

サーバー名 <sn> N サーバーの名前。最大 20文字。

テーブル <t> Y テーブル。

テーブル記述 <td> Y SAPデータディクショナリーのテーブル記述。常に<a> タグの下に現れま

す。
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名前 タグ 必須 説明

時間 <tm> S スケジュールモードを使用するときに必須です。SAPジョブを実行する時

間を指定します。

hhmmssの形式である必要があります。たとえば、2:30 pmは 143000と

指定する必要があります。

テーブル <ts> Y クエリがデータを抽出するテーブルの一覧。

テーブルタイプ <tt> Y SAP テーブルのタイプ。

有効な値は次のとおりです。

0 –クラスター

1 –透明

2 –プール

3 –ビュー

ユーザー名 <u> N ユーザーのログオン名。

フィルター <w> W テーブルのデータに適用されるフィルター。

フィルター <wc> W テーブル内に含まれるデータに適用されるフィルターの一覧。

フィルター切り替え <ws> N フィルター切り替え列挙型に等価な数値。

有効な値は次のとおりです。

0 – (Or)および (Or)

1 – (And)または (And)
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IMPORT XBRLコマンド

XBRLファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成します。

構文

IMPORT XBRL TO テーブル インポート ファイル名 FROM ソース ファイル名 CONTEXT コンテキスト

名 <...n> [フィールド構文] <...n> <IGNORE フィールド番号> <...n>

フィールド構文 ::=
FIELD 名前 型 AT 開始位置 DEC 値 WID バイト PIC 書式 AS 表示名

パラメーター

名前 説明

TO テーブル データをインポートする Analyticsテーブルの名前。

メモ

テーブルの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアン

ダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用でき

ません。名前の先頭を数字にすることはできません。

インポートファイル名 作成する Analyticsデータファイルの名前。

インポートファイル名、.FILファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として指定しま

す。例："Invoices.FIL".

デフォルトでは、データファイル( .FIL)は、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存

されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指

定します。

o "C:\data\Invoices.FIL"
o "data\Invoices.FIL"

FROMソースファイル名 ソースデータファイルの名前。ソースファイル名は引用符で囲む必要があります。

ソースデータファイルがAnalyticsプロジェクトと同じフォルダーに位置しない場合、ファイルの

位置を指定するために絶対パスまたは相対パスを使用する必要があります。

o "C:\data\ソース ファイル名"
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名前 説明

o "data\ソース ファイル名"

CONTEXTコンテキスト名 テーブルを定義する XBRLコンテキスト。1つ以上のコンテキストを指定する場合、コンテキス

トはすべて同じタイプ( Instant、Period、またはForever)である必要があります。

FIELD名前 型 インポートするソースデータファイル内の個別フィールドの名前およびデータ型。フィールドをイ

ンポート対象から除外する場合は、そのフィールドを指定しないでください。

型については、"フィールド データ型の識別子"次のページを参照してください。

AT 開始位置 Analyticsデータファイル内のフィールドの開始バイトを指定します。

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics 2バイト = 1文字

Unicode版 Analyticsでは、一般的に、奇数で開始するバイト位置を指定

してください。偶数の開始位置を指定すると、文字が正しく表示されない可

能性があります。

DEC値 数値フィールドの小数点以下の桁数

WID バイト Analyticsテーブルレイアウトにおけるフィールドの長さ(バイト数 )

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics 2バイト = 1文字

Unicode版 Analyticsでは、偶数バイトのみを指定します。奇数バイトを指

定すると、文字が正しく表示されない可能性があります。

PIC書式 メモ

数値フィールドまたは日付時刻フィールドにのみ適用されます。

o 数値フィールド – Analyticsのビューとレポートに含まれる数値の表示形式。
o 日付時刻フィールド –ソースデータの日付時刻値の物理形式 (日付時刻文字、区切り

文字の順など)

メモ

日付時刻フィールドの場合、形式はソースデータの物理形式と正確に

一致する必要があります。たとえば、ソースデータが12/31/2014である

場合は、書式を "MM/DD/YYYY"として入力します。

書式は引用符で囲む必要があります。

AS表示名 新しいAnalyticsテーブルのビューにおけるフィールドの表示名 (代替列見出し)。

表示名の値は引用符で囲まれた文字列。列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミ
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名前 説明

コロン( ;)を入れます。

フィールドの定義時には、ASは必須です。表示名をフィールド名と同じにしたい場合は、空

の表示名を入力します。つまり、次の構文を使用します。AS ""2つの二重引用符の間にス

ペースがないことを確認してください。

IGNOREフィールド番号

省略可能

テーブルレイアウトからフィールドを除外します。

フィールド番号は、ソースデータにおけるフィールドの位置を指定します。たとえば、IGNORE 5
は、ソースデータの5番目のフィールドを Analyticsテーブルレイアウトから除外します。

例

XBRLファイルを Analyticsテーブルにインポートする

次の例は、XBRLファイルのCurrent_AsOf コンテキストから Financials というAnalyticsテーブル

にデータをインポートしています。

IMPORT XBRL TO Financials "Financials.fil" FROM
"FinancialStatemenXBRL.xml" CONTEXT "Current_AsOf" FIELD "Item" C AT 1
DEC 0 WID 57 PIC "" AS "" FIELD "Value" X AT 58 DEC 0 WID 7 PIC "" AS
"" IGNORE 1 IGNORE 3

備考
このコマンドの動作の詳細については、"XBRLファイルのインポート "ページ 353を参照してください。

フィールド データ型の識別子

以下の表は、FIELDでデータ型を指定するときに使用する必要がある文字の一覧を示します。各文字

はAnalyticsデータ型の1つに対応します。

たとえば、文字データ型が必要な姓フィールドを定義する場合は、"C": FIELD "Last_Name" Cと指定し

ます。

詳細については、"Analyticsのデータ型"ページ 811を参照してください。
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メモ

データ定義ウィザードを使用してEBCDIC、Unicode、またはASCIIフィールドを含むテー

ブルを定義する場合、それらのフィールドには自動的に文字 "C"( CHARACTER型 )が
割り当てられます。

IMPORTステートメントを手作業で入力するか、既存の IMPORTステートメントを編集

する場合、EBCDICまたはUnicodeフィールドに対して、より特有の文字 "E"または "U"
に置き換えることができます。

文字 Analyticsデータ型

A ACL

B BINARY

C CHARACTER

D DATETIME

E EBCDIC

F FLOAT

G ACCPAC

I IBMFLOAT

K UNSIGNED

L LOGICAL

N PRINT

P PACKED

Q BASIC

R MICRO

S CUSTOM

T PCASCII

U UNICODE

V VAXFLOAT

X NUMERIC

Y UNISYS
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文字 Analyticsデータ型

Z ZONED
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IMPORT XMLコマンド

XMLファイルを定義およびインポートして、Analyticsテーブルを作成します。

構文

IMPORT XML TO テーブル インポートファイル名 FROM ソースファイル名 [フィールド構文] <...n>

フィールド構文 ::=
FIELD 名前 型 AT 開始位置 DEC value WID バイト PIC 書式 AS 表示名 RULE xpath
式

パラメーター

名前 説明

TO テーブル データをインポートする Analyticsテーブルの名前。

メモ

テーブルの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアン

ダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用でき

ません。名前の先頭を数字にすることはできません。

インポートファイル名 作成する Analyticsデータファイルの名前。

インポートファイル名、.FILファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として指定しま

す。例："Invoices.FIL".

デフォルトでは、データファイル( .FIL)は、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存

されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指

定します。

o "C:\data\Invoices.FIL"
o "data\Invoices.FIL"

FROMソースファイル名 ソースデータファイルの名前。ソースファイル名は引用符で囲む必要があります。

ソースデータファイルがAnalyticsプロジェクトと同じフォルダーに位置しない場合、ファイルの

位置を指定するために絶対パスまたは相対パスを使用する必要があります。

o "C:\data\ソース ファイル名"
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名前 説明

o "data\ソース ファイル名"

FIELD名前 型 インポートするソースデータファイル内の個別フィールドの名前およびデータ型。フィールドをイ

ンポート対象から除外する場合は、そのフィールドを指定しないでください。

型については、"フィールド データ型の識別子"見開きページを参照してください。

AT 開始位置 Analyticsデータファイル内のフィールドの開始バイトを指定します。

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics 2バイト = 1文字

Unicode版 Analyticsでは、一般的に、奇数で開始するバイト位置を指定

してください。偶数の開始位置を指定すると、文字が正しく表示されない可

能性があります。

DEC値 数値フィールドの小数点以下の桁数

WID バイト Analyticsテーブルレイアウトにおけるフィールドの長さ(バイト数 )

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics 2バイト = 1文字

Unicode版 Analyticsでは、偶数バイトのみを指定します。奇数バイトを指

定すると、文字が正しく表示されない可能性があります。

PIC書式 メモ

数値フィールドまたは日付時刻フィールドにのみ適用されます。

o 数値フィールド – Analyticsのビューとレポートに含まれる数値の表示形式。
o 日付時刻フィールド –ソースデータの日付時刻値の物理形式 (日付時刻文字、区切り

文字の順など)

メモ

日付時刻フィールドの場合、形式はソースデータの物理形式と正確に

一致する必要があります。たとえば、ソースデータが12/31/2014である

場合は、書式を "MM/DD/YYYY"として入力します。

書式は引用符で囲む必要があります。

AS表示名 新しいAnalyticsテーブルのビューにおけるフィールドの表示名 (代替列見出し)。

表示名の値は引用符で囲まれた文字列。列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミ

コロン( ;)を入れます。

フィールドの定義時には、ASは必須です。表示名をフィールド名と同じにしたい場合は、空

の表示名を入力します。つまり、次の構文を使用します。AS ""2つの二重引用符の間にス
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名前 説明

ペースがないことを確認してください。

RULE xpath式 xpath式はXMLファイルからフィールド内容を選択するために使用されます。

xpathはXMLファイルのデータにアクセスする標準的な方法です。たとえば、

acct/title/text()はXMLファイルの<title>タグ内のテキストを取得します。

例

XMLファイルのデータを Analyticsテーブルにインポート
する

次の例では、XMLファイルのデータを Employees という名前のAnalyticsテーブルにインポートし

ています。

IMPORT XML TO Employees "Employees.fil" FROM "emp.XML" FIELD "Empno" C
AT 1 DEC 0 WID 6 PIC "" AS "" RULE "/RECORDS/RECORD/Empno/text()"
FIELD "First" C AT 7 DEC 0 WID 13 PIC "" AS "" RULE
"/RECORDS/RECORD/First/text()" FIELD "Last" C AT 20 DEC 0 WID 20 PIC
"" AS "" RULE "/RECORDS/RECORD/Last/text()" FIELD "HireDate" D AT 40
DEC 0 WID 10 PIC "YYYY-MM-DD" AS "" RULE
"/RECORDS/RECORD/HireDate/text()" FIELD "Salary" N AT 50 DEC 2 WID 8
PIC "" AS "" RULE "/RECORDS/RECORD/Salary/text()"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"XMLファイルのインポート "ページ 344を参照してください。

フィールド データ型の識別子

以下の表は、FIELDでデータ型を指定するときに使用する必要がある文字の一覧を示します。各文字

はAnalyticsデータ型の1つに対応します。

たとえば、文字データ型が必要な姓フィールドを定義する場合は、"C": FIELD "Last_Name" Cと指定し

ます。

詳細については、"Analyticsのデータ型"ページ 811を参照してください。
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メモ

データ定義ウィザードを使用してEBCDIC、Unicode、またはASCIIフィールドを含むテー

ブルを定義する場合、それらのフィールドには自動的に文字 "C"( CHARACTER型 )が
割り当てられます。

IMPORTステートメントを手作業で入力するか、既存の IMPORTステートメントを編集

する場合、EBCDICまたはUnicodeフィールドに対して、より特有の文字 "E"または "U"
に置き換えることができます。

文字 Analyticsデータ型

A ACL

B BINARY

C CHARACTER

D DATETIME

E EBCDIC

F FLOAT

G ACCPAC

I IBMFLOAT

K UNSIGNED

L LOGICAL

N PRINT

P PACKED

Q BASIC

R MICRO

S CUSTOM

T PCASCII

U UNICODE

V VAXFLOAT

X NUMERIC

Y UNISYS
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文字 Analyticsデータ型

Z ZONED

1966

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


INDEXコマンド

物理的ではなく連続的な順番でレコードへのアクセスを可能にする、Analyticsテーブルのインデックスを

作成します。

構文

INDEX {<ON> キー フィールド <D> <...n>|<ON> ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>} TO
ファイル名 <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲> <OPEN> <ISOLOCALE ロ

ケール コード>

パラメーター

名前 説明

ON キーフィールド D <...n>
| ON ALL

インデックスで使用するキーフィールドまたはフィールド、または式。

演算フィールドや一時的に作成した式など、データ型に関係なく、あらゆる種類のフィールド

のインデックスを作成することができます。

o ONキーフィールド –では、指定した 1つまたは複数のフィールドが使用されます。

複数のフィールドでインデックス作成を行う場合は、テーブルは入れ子でインデックスが作

成されます。入れ子でのフィールド間の順序は、フィールドを指定した順になります。

キーフィールドに降順にインデックスを作成するDを含めます。デフォルトのインデックス順

は昇順です。

o ON ALL –では、テーブル内のすべてのフィールドが使用されます。

テーブル内のすべてのフィールドを基準にしてインデックス作成を行うと、入れ子でインデッ

クスが作成されます。入れ子でのフィールド間の順序は、テーブルレイアウトで指定した順

になります。

ON ALLでは昇順でしかインデックスを作成することができません。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

ON ALLを使用して、インデックスを作成するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、ON ALLを

微調整できます。

EXCLUDE はON ALLの直後に置く必要があります。例：

ON ALL EXCLUDE field_1 field_2

TOファイル名 インデックスと関連付けられたインデックスファイルの名前。インデックスファイルは .INX拡張子
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名前 説明

で作成されます。

メモ

Analyticsのユーザーインターフェイスでは、インデックスの名前は、64文字ま

での英数字に制限されます。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できま

すが、他の特殊文字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にす

ることはできません。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

OPEN

省略可能

テーブルを開き、インデックスをテーブルに適用します。

ISOLOCALEロケールコー

ド

省略可能

メモ

Analytics のUnicode版にのみ適用されます。

システムロケールは「言語 -国」の形式で入力します。たとえば、カナダフランス語はコード「fr_
ca」を入力します。

次のコードを使用します。

o 言語 – ISO 639標準言語コード
o 国 – ISO 3166標準国コード

国コードを指定しない場合は、言語のデフォルト国が使用されます。

ISOLOCALEを使用しない場合は、デフォルト システムロケールが使用されます。
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例

インデックスを作成し、テーブルを開く

業者テーブルで、業者市区郡フィールドにインデックスを作成し、テーブルを開きます。

OPEN Vendor
INDEX ON Vendor_City to "CityIndex" OPEN

インデックスを作成し、テーブルに適用する

業者テーブルで、業者市区郡フィールドにインデックスを作成します。後から、インデックスをテーブ

ルに適用します。

OPEN Vendor
INDEX ON Vendor_City to "CityIndex"
.
.
.
SET INDEX TO "CityIndex"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"レコードのインデックス付け"ページ 1196を参照してください。

INDEXコマンドの並べ替えシーケンス

INDEXコマンドは、［並べ替え順序］オプション( ［ツール>オプション > テーブル］)で指定された並べ順を

使用します。デフォルトの並べ替え順序は次のとおりです。

詳細については、"［並べ替え順］オプションとソート順序"ページ 1184を参照してください。

Analyticsのエ

ディション

［並べ替え順］のデ

フォルト 関連付けられているソート順序

非 Unicode システムデフォルト 数字、大文字、小文字、小文字：
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Analyticsのエ

ディション

［並べ替え順］のデ

フォルト 関連付けられているソート順序

( ASCII)
0, 1, 2... A, B, C... a, b, c...

たとえば、"Z"は "a"の前にソートされます。

Unicode 混合言語 ( UCA)

( Unicode照合アル

ゴリズム)

数字、小文字と大文字の混合：

0, 1, 2... a, A, b, B, c, C...

たとえば、"a"は "Z"の前にソートされます。

大文字と小文字の区別

INDEXでは大文字と小文字は区別されません。ご使用のAnalyticsのエディション(非 Unicodeまたは

Unicode)によって、文字列の大文字と小文字がインデックス作成に影響する場合があります。

大文字と小文字がインデックスに影響しないようにしたい場合は、INDEXと一緒にUPPER( )関数を使

用できます。

INDEX ON UPPER(キー フィールド) TO "Index_file"
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JOINコマンド

2つのAnalyticsテーブルのフィールドを連結して 1つの新しいAnalyticsテーブルにします。

メモ

曖昧一致を使用して、テーブルを結合するには、"FUZZYJOINコマンド"ページ 1817を
参照してください。

構文

JOIN {PKEY 主キー フィールド|PKEY ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>} {FIELDS 主フィー

ルド|FIELDS ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>} {SKEY 副キー フィールド|SKEY ALL
<EXCLUDE フィールド名 <...n>>} <WITH 副フィールド|WITH ALL <EXCLUDE フィールド名

<...n>>> {キーワードなし|MANY|UNMATCHED|PRIMARY|SECONDARY|PRIMARY SECONDARY}
<IF テスト> TO テーブル名 <LOCAL> <OPEN> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲>
<APPEND> <PRESORT> <SECSORT> <ISOLOCALE ロケール コード>

パラメーター

名前 説明

PKEY主テーブルのキー

フィールド | PKEY ALL
主テーブルのキーフィールド(複数可 )または式。

o PKEY主キーフィールド –指定されたフィールドを使用します

フィールドはリストする順序で使用されます。

o PKEY ALL –テーブルのすべてのフィールドを使用します

フィールドは、テーブルレイアウトに表示される順序で使用されます。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

PKEY ALLを使用して、結合を実行するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、PKEY
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はPKEY ALLの直後に置く必要があります。例：

PKEY ALL EXCLUDE field_1 field_2

FIELDS主フィールド |
FIELDS ALL

結合先の出力テーブルに含める、主テーブル内のフィールドまたは式。

o FIELDS主フィールド –指定されたフィールドが含まれます
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名前 説明

フィールドはリストする順序で含まれます。

o FIELDS ALL –はテーブルのすべてのフィールドに含まれます

フィールドは、テーブルレイアウトに表示される順序で含まれます。

メモ

結合テーブルに含める場合は、主キーフィールドを明示的に指定する必要

があります。FIELDS ALLを指定しても含まれます。

EXCLUDE主フィールド

省略可能

FIELDS ALLを使用して、結合を実行するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、FIELDS
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はただちにFIELDS ALLに従う必要があります。例：

FIELDS ALL EXCLUDE field_1 field_2

SKEY副テーブルのキー

フィールド | SKEY ALL
副テーブルのキーフィールド(複数可 )または式。

o SKEY副キーフィールド –指定されたフィールドを使用します

フィールドはリストする順序で使用されます。

o SKEY ALL –テーブルのすべてのフィールドを使用します

フィールドは、テーブルレイアウトに表示される順序で使用されます。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

SKEY ALLを使用して、結合を実行するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、SKEY
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はSKEY ALLの直後に置く必要があります。例：

SKEY ALL EXCLUDE field_1 field_2

WITH副フィールド |
WITH ALL

省略可能

結合先の出力テーブルに含める、副テーブル内のフィールドまたは式。

o WITH副フィールド –指定されたフィールドが含まれます

フィールドはリストする順序で含まれます。

o WITH ALL –はテーブルのすべてのフィールドに含まれます

フィールドは、テーブルレイアウトに表示される順序で含まれます。

メモ

結合テーブルに含める場合は、副キーフィールドを明示的に指定する必要

があります。WITH ALLを指定すると含まれます。

結合タイプ "UNMATCHED"を使用する場合には、"WITH"は指定できませ

ん。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

WITH ALLを使用して、結合を実行するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、WITH ALL
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名前 説明

を微調整できます。

EXCLUDE はWITH ALLの直後に置く必要があります。例：

WITH ALL EXCLUDE field_1 field_2

キーワードなし | MANY |
UNMATCHED | PRIMARY
| SECONDARY |
PRIMARY SECONDARY

実行する結合の種類。

キーワードなし(結合タイプのどのキーワードも指定しない)

結合された出力テーブルの内容： ［結合］ダイアログボックスの対応するオプション

o すべての一致した主レコードおよび最初に一致

した副レコード

一致した主レコードおよび副レコード

(一致する 1件目の副レコード)

MANY

結合された出力テーブルの内容： ［結合］ダイアログボックスの対応するオプション

o すべての一致した主レコードおよびすべての一

致した副レコード
o 主および副テーブル間の各一致に1つのレコー

ド

一致した主レコードおよび副レコード

(重複する副レコードのすべての一致 )

UNMATCHED

結合された出力テーブルの内容： ［結合］ダイアログボックスの対応するオプション

o 不一致の主レコード 不一致の主レコード

PRIMARY
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名前 説明

結合された出力テーブルの内容： ［結合］ダイアログボックスの対応するオプション

o すべての主レコード(一致と不一致の両方 )、
最初に一致した服レコード

すべての主レコードと、キーに一致する副レコード

メモ

キーワード、BOTHは、PRIMARYを指定することと同じです。

SECONDARY

結合された出力テーブルの内容： ［結合］ダイアログボックスの対応するオプション

o すべての副レコード(一致と不一致 )およびすべ

ての一致する主レコード

重複する副一致の最初のインスタンスのみが主

レコードに結合されます。

すべての副レコードと、キーに一致する主レコード

PRIMARY SECONDARY

結合された出力テーブルの内容： ［結合］ダイアログボックスの対応するオプション

o すべての主および副レコード(一致と不一致)

重複する副一致の最初のインスタンスのみが主

レコードに結合されます。

すべての主レコードおよび副レコード

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。
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名前 説明

メモ

ほとんどの結合タイプで、IF条件が主テーブルにのみ適用されます。

例外は多対多結合で、IF条件が副テーブルも参照できます。副テーブルを

参照するには、完全修飾フィールド名 (テーブル名 .フィールド名 )を指定する

必要があります。例：

IF Customer.State="NY"

TOテーブル名 コマンドの結果を送信する場所：

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

LOCAL

省略可能

Analyticsプロジェクトと同じ場所に出力ファイルを保存します。

メモ

Analyticsテーブルである出力ファイルを含むサーバーテーブルに対してコマン

ドを実行するときにのみ適用されます。

LOCAL パラメーターはTOパラメーターの直後に置く必要があります。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します
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名前 説明

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

PRESORT

省略可能

コマンドを実行する前に主キーフィールドで主テーブルを並べ替えます。

メモ

GROUPコマンドの内部ではPRESORTを使用することができません。

並べ替えの代わりのインデックス

主テーブルは、並べ替える代わりにインデックスを付けることができます。大きなテーブルでは

並べ替えよりインデックス作成を行った方が、テーブルの結合に必要な時間を短くすることが

できます。

また、インデックス付きの共通のキーフィールドを使用して 2つのテーブルを結合する場合は、

PRESORT とSECSORTを省略します。

SECSORT

省略可能

コマンドを実行する前に副テーブルのキーフィールドで副テーブルを並べ替えます。

メモ

SECSORTはGROUPコマンド内では使用できません。

並べ替えの代わりのインデックス

副テーブルは、並べ替える代わりにインデックスを付けることができます。大きなテーブルでは

並べ替えよりインデックス作成を行った方が、テーブルの結合に必要な時間を短くすることが

できます。

また、インデックス付きの共通のキーフィールドを使用して 2つのテーブルを結合する場合は、

PRESORT とSECSORTを省略します。

ISOLOCALEロケールコー

ド

省略可能

メモ

Analytics のUnicode版にのみ適用されます。

システムロケールは「言語 -国」の形式で入力します。たとえば、カナダフランス語はコード「fr_
ca」を入力します。
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名前 説明

次のコードを使用します。

o 言語 – ISO 639標準言語コード
o 国 – ISO 3166標準国コード

国コードを指定しない場合は、言語のデフォルト国が使用されます。

ISOLOCALEを使用しない場合は、デフォルト システムロケールが使用されます。

例

業者である可能性がある従業員を検索するための方
法として、2つのテーブルを結合する

次の例は、共通キーフィールドとして住所 ( AddressおよびVendor_Streetフィールド)を使用し、

EmpmastおよびVendorテーブルを結合します。

JOINコマンドは、新しいテーブルと、一致する主および副レコードを作成します。これにより、同じ

住所の従業員と業者のリストが作成されます。

OPEN Empmast PRIMARY
OPEN Vendor SECONDARY
JOIN PKEY Address FIELDS Empno First Last Address SKEY Vendor_Street
WITH Vendor_No Vendor_Name Vendor_Street TO "Employee_Vendor_Match"
OPEN PRESORT SECSORT

このバージョンのJOIN コマンドは、主テーブルと副テーブルのすべてのフィールドを結合された出力

テーブルに含めます。

OPEN Empmast PRIMARY
OPEN Vendor SECONDARY
JOIN PKEY Address FIELDS ALL SKEY Vendor_Street WITH ALL TO "Employee_
Vendor_Match" OPEN PRESORT SECSORT

このバージョンのJOINコマンドは IF条件を使用して、結合された出力テーブルを、カリフォルニア

に所在地がある従業員と業者に制限しています。

結合タイプは MANYです。IF条件で副テーブルを参照する場合には、このタイプが必要です。副

テーブルのフィールド名は完全修飾名でなければなりません( Vendor.Vendor_State)。
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OPEN Empmast PRIMARY
OPEN Vendor SECONDARY
JOIN PKEY Address FIELDS ALL SKEY Vendor_Street WITH ALL IF State="CA"
AND Vendor.Vendor_State="CA" TO "Employee_Vendor_Match" OPEN PRESORT
MANY SECSORT

一致する顧客がない売掛金レコードを検出する方法と
して、2つのテーブルを結合します。

次の例では、ArテーブルとCustomerテーブルを、顧客番号 ( CustNo)を共通のキーフィールドと

して用いて結合します。

JOINコマンドは、結合タイプUNMATCHEDを使用して、主テーブルの不一致レコードを含む新

しいテーブルを作成しています。その結果、どのCustomerレコードとも関連付けられていないAr
レコードの一覧が生成されます。

OPEN Ar PRIMARY
OPEN Customer SECONDARY
JOIN PKEY CustNo FIELDS CustNo Due Amount SKEY CustNo UNMATCHED TO
"CustomerNotFound.fil" OPEN PRESORT SECSORT

備考
このコマンドの動作の詳細については、"テーブルの結合"ページ 960を参照してください。
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LISTコマンド
Analyticsテーブルの1つ以上のフィールドのデータを、列で書式設定されたディスプレイに出力します。

構文

LIST {FIELDS フィールド名 <AS 表示名> <...n>|FIELDS ALL} <LINE 番号 フィールドリスト

> <TO {SCREEN|ファイル名|PRINT}> <UNFORMATTED> <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST
範囲|NEXT 範囲> <HEADER ヘッダーテキスト> <FOOTER フッターテキスト> <SKIP 行数> <EOF>
<APPEND>

パラメーター

名前 説明

FIELDSフィールド名 <...n>
| FIELDS ALL

出力に含めるフィールド。

o FIELDS フィールド名 –指定されたフィールドが含まれます

フィールドはリストする順序で含まれます。

o FIELDS ALL –はテーブルのすべてのフィールドに含まれます

フィールドは、テーブルレイアウトに表示される順序で含まれます。

AS表示名

省略可能

FIELDSフィールド名を使ってデータを一覧表示する場合にのみ使用します。

出力におけるフィールドの表示名 (代替列見出し)。表示名をフィールド名、またはソース

テーブル内の既存の表示名と同じにしたい場合は、ASを使用しないでください。

表示名の値は引用符で囲まれた文字列。列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミ

コロン( ;)を入れます。

LINE番号 フィールドリスト

省略可能

複数の行が各レコードの出力に使用されます。

o 番号 –の値は 2から 60までの行番号 (両端を含む)のいずれかでなければなりません。
o フィールド リスト –その行に含めるフィールド

TO SCREEN |ファイル名 |
PRINT

省略可能

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。
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名前 説明

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

o 印刷 ––通常使うプリンターに結果を送信します

UNFORMATTED

省略可能

出力は書式設定されていないテキストとして表示されます。出力はEXPORT ASCIIコマンド

で作成される出力と同じです。書式なしのデータは、ほかのソフトウェアプログラムで処理する

目的でファイルに出力できます。

IF テスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

HEADERヘッダーテキスト

省略可能

レポートの各ページの最上部に挿入されるテキスト。

ヘッダーテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数であるHEADERの値よりも優先されます。

FOOTERフッターテキスト

省略可能

レポートの各ページの最下部に挿入されるテキスト。

フッターテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数である FOOTERの値よりも優先されます。

SKIP行数

省略可能

リストの各レコード間に、指定した数の空白行が挿入されます。たとえば「LIST ALL SKIP 1」
と指定すると、1行おきの行間、つまり各レコード間に空白行が1行あるリストが作成されま

す。
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名前 説明

EOF

省略可能

ファイルの終わりに達した後、コマンドをもう一度実行します。

これにより、GROUPコマンド内でテーブルの最後のレコードが処理されることが保証されま

す。すべてのフィールドが以前のレコードを参照する演算フィールドである場合にのみ使用し

てください。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

例

例外をリストアップしてテキスト ファイルに保存する

LISTを使用して、在庫テーブル内で発見された例外をリストアップするレポートを作成するとしま

す。レポートはテキスト ファイルとして保存されます。以上を行うコマンドの例を次に示します。

LIST Product_number Description Quantity Unit_cost Value IF Quantity <
0 OR Unit_cost < 0 HEADER "Negative Values" TO "Exceptions.txt"

備考

LISTを使用する場面

LISTを使用する場面は、データの印刷、画面へのデータの表示、テキスト ファイルへのデータのエクス

ポートを行うときです。

書式設定と合計

UNFORMATTEDを指定する場合を除いて、次の情報が自動的に含まれます。

l ページ番号
l 日付
l 時刻
l ユーザー ID
l 列見出し

また、数値列が自動的に合計されます。
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LOCATEコマンド

指定された値または条件に一致する最初のレコードを検索するか、または指定されたレコード番号に移

動します。

構文

LOCATE {IF テスト <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲>|RECORD 番号}

パラメーター

名前 説明

IF テスト 検索する値または条件。文字リテラル値は引用符で囲み、日付時刻値は逆引用符で囲む

必要があります。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

RECORD番号 位置を示すレコード番号。
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例

指定した値と一致する最初のレコードを検索する

次の例では、LOCATEコマンドを使用して、特定の値が最初に現れるテーブルを見つける方法を

示します。

LOCATE IF Vendor_Name = "United Equipment"

LOCATE IF Vendor_Name = "Uni"

LOCATE IF Invoice_Amount > 1000

LOCATE IF Invoice_Date = `20141231`

指定した条件または式と一致する最初のレコードを検
索する

次の例では、LOCATEコマンドを使用して、特定の条件または式が最初に現れるテーブルを見つ

ける方法を示します。

LOCATE IF Vendor_Name = "United Equipment" AND Invoice_Amount > 1000
AND Invoice_Date > `20140930`

LOCATE IF Vendor_City = v_city

レコード番号によってレコードを検索する
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次の例では、LOCATEコマンドを使用して、テーブル内の特定のレコードへ移動する方法を示し

ます。

LOCATE RECORD 50

備考
このコマンドの動作の詳細については、"一致する最初のレコードの選択"ページ 1229を参照してくださ

い。

機能の仕組み

LOCATEコマンドは、指定した値または条件と一致する、テーブル内の最初のレコードに直接移動する

場合に使用します。

指定した値または条件が見つかった場合、テーブル内で最初に一致するレコードが選択されます。指定

した値または条件が見つからなかった場合、テーブルは最初のレコードに位置付けられます。

また、LOCATEを使用すると、特定のレコード番号に直接移動できます。

LOCATEとFIND およびSEEKの比較

FINDコマンドやSEEKコマンドとは違い、LOCATEコマンドでは、検索対象はインデックス付きのテーブ

ルや単一の文字フィールドに制限されません。LOCATEを使用すると、あらゆる型のリテラル、任意の

データ型を使用した式、データ型が混在した式を検索することができます。

インデックス付きでないテーブルの検索に使用した場合、LOCATEコマンドはテーブル内の各レコードを

順次処理する必要があるため、FINDコマンドやSEEKよりも処理速度が著しく低下する可能性があり

ます。必要な処理時間は、テーブルのサイズ、一致するレコードの場所、およびWHILE、FIRST、または

NEXTを使用して検索範囲を狭めているかどうかによって異なります。

部分一致がサポートされる場合とは

文字検索では、部分一致がサポートされます。フィールドまたは検索対象フィールドに含まれる長い値の

一部を検索値に指定できるのです。ただし、検索値は、一致を成すフィールドの先頭に現れる必要があ

ります。

部分一致を有効または無効にする

SETコマンドを使用するか、［オプション］ダイアログボックスを使用して、部分一致を有効または無効にで

きます。
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部分一致を有効にする 部分一致を無効にする

指定：SET EXACT OFF

または

選択解除：［オプション］ダイアログボックス(ツール>オプショ

ン > テーブル)の［正確な文字比較］

結果：フィールドまたは検索対象フィールドに含まれる長い

値の一部を検索値に指定できるのです。検索値は、一致

を成すフィールドの先頭に現れる必要があります。

指定：SET EXACT ON

または

選択：［オプション］ダイアログボックス(ツール>オプション >
テーブル)の［正確な文字比較］

結果：検索値は、一致を成すフィールドの値と正確に一致

しなければなりません。

SET EXACTの詳細については、"SETコマンド"ページ 2081を参照してください。

［正確な文字比較を行う］オプションの詳細については、"テーブルオプション"ページ 125を参照してくださ

い。
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LOOPコマンド
指定された条件が真と評価されている間、一連のACLScriptコマンドをレコードで繰り返し実行します。

メモ

LOOPコマンドはGROUPコマンドで囲む必要があります。

構文

LOOP WHILE テスト

コマンド

  <...n>
END

パラメーター

名前 説明

WHILEテスト LOOPコマンド内のコマンドを実行するために、Trueと評価される必要があるテスト。そのテス

トがTrueと評価された場合、それがFalseと評価されるまで対象コマンドが繰り返し実行さ

れます。

コマンド <...n> 実行対象となる 1つまたは複数のコマンド。

LOOPコマンド内には複数のコマンドを入力することができます。各コマンドは別々の行で入

力する必要があります。

END LOOPコマンドの終わり。

例

カンマ区切りのフィールドを分割する

請求データを含むテーブルがあり、請求金額の特定の情報を部署ごとに抽出する必要があるとし

ます。1つの請求書は複数の部署に関連付けることができ、部署コードがカンマ区切りでテーブル

に保存されます。
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請求金額を部署ごとに抽出するには

1. GROUPコマンドを使用して、テーブルの各レコードを処理します。
2. 各レコードに関連付けられた部署数 ( n)を計算します。
3. LOOPコマンドを使用して、レコードに関連付けられた各部署のデータを抽出する操作を n

回繰り返します。

COMMENT
GROUP を使用すると、各部署コード フィールドのコメントをカウントし、レコードに関連付けら

れている部署数を特定します

LOOP でフィールドの各コードをレコードごとに「ループ」します。ループを繰り返すたびに、単一

のコードのレコードが result1 テーブルに抽出されます

END

GROUP
v_department_count = OCCURS(Dept_Code,',')
v_counter = 0
LOOP WHILE v_counter <= v_department_count
v_dept = SPLIT(Dept_Code, ',', (v_counter + 1))
EXTRACT FIELDS Invoice_Number, Amount, v_dept AS "Department" TO
result1
v_counter = v_counter + 1
END
END

備考

ヒント

LOOPコマンドおよびGROUPコマンドの詳細なチュートリアルについては、"統制構造"
ページ 1467および"グループ化とループ処理"ページ 1470を参照してください。

LOOPの用途

ループは、処理するデータのセグメントがレコード内に繰り返し含まれている場合に多く用いられます。

機能の仕組み

各 LOOPコマンドでは、テストするWHILE条件を指定し、ENDステートメントで閉じる必要があります。

指定したテストがTrueと評価される間は、LOOPとENDの間にあるコマンドが現在のレコードに対して

繰り返し実行されます。

テストがFalseになると、その時点でコマンドは実行されなくなります。
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無限ループを回避する

無限ループを回避するために、必ず最終的にFalseが返されるテストを指定してください。また、SET
LOOPコマンドを使用すると、無限ループを防ぐことができます。
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MERGEコマンド

同一の構造を持つ2つの並べ替え済み Analyticsテーブルのレコードを結合して、元のテーブルと同じ並

べ替え順になっている新しいAnalyticsテーブルに出力します。

構文

MERGE {{ON キーフィールド|ON ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>}|{PKEY 主キー フィール

ド|PKEY ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>} {SKEY 副キー フィールド|SKEY ALL
<EXCLUDE フィールド名 <...n>>}} <IF テスト> TO テーブル名 <LOCAL> <OPEN> <WHILE テ

スト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲> <APPEND> <PRESORT> <ISOLOCALE ロケール コード>

メモ

MERGEでは、文字型のフィールドまたは文字型の演算フィールドのみ、キーフィールドと

して使用できます。

主テーブルおよび副テーブルのキーフィールドは、どちらも昇順で並べ替えられている必

要があります。一方または両方のキーフィールドが並べ替えられていない、あるいは降順

で並べ替えられている場合には、MERGEコマンドは失敗します。

PRESORTを使用すると、主テーブルのキーフィールドを並べ替えることができます。副

テーブルのキーフィールドが並べ替えられていない場合は、マージを実行する前に、まず

別個の並べ替え操作でフィールドの並べ替えを行ってください。

主テーブルと副テーブルは、並べ替える代わりにインデックスを付けることができます。大き

なテーブルでは並べ替えよりインデックス作成を行った方が、テーブルのマージに必要な

時間を短くすることができます。

パラメーター

名前 説明

ON キーフィールド | ON ALL メモ

主および副テーブルの対応するキーフィールドの名前が同じ場合にのみON
を使用できます。フィールド名が異なる場合や実際の物理フィールドでなく式

の場合は、PKEY とSKEYを使用する必要があります。

主テーブルと副テーブルの両方のキーフィールド。

o ONキーフィールド –指定されたフィールドを使用します

フィールドはリストする順序で使用されます。
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名前 説明

o ON ALL –はテーブルのすべてのフィールドを使用します

フィールドは、テーブルレイアウトに表示される順序で使用されます。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

ON ALLを使用してマージするときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、ON ALLを

微調整できます。

EXCLUDE はON ALLの直後に置く必要があります。例：

ON ALL EXCLUDE field_1 field_2

PKEY主テーブルのキー

フィールド | PKEY ALL
主テーブルのキーフィールド(複数可 )または式。

o PKEY主キーフィールド –指定されたフィールドを使用します

フィールドはリストする順序で使用されます。

o PKEY ALL –テーブルのすべてのフィールドを使用します

フィールドは、テーブルレイアウトに表示される順序で使用されます。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

PKEY ALLを使用してマージするときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、PKEY
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はPKEY ALLの直後に置く必要があります。例：

PKEY ALL EXCLUDE field_1 field_2

SKEY副テーブルのキー

フィールド | SKEY ALL
副テーブルのキーフィールド(複数可 )または式。

o SKEY副キーフィールド –指定されたフィールドを使用します

フィールドはリストする順序で使用されます。

o SKEY ALL –テーブルのすべてのフィールドを使用します

フィールドは、テーブルレイアウトに表示される順序で使用されます。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

SKEY ALLを使用してマージするときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、SKEY
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はSKEY ALLの直後に置く必要があります。例：

SKEY ALL EXCLUDE field_1 field_2

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。
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名前 説明

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

TOテーブル名 コマンドの結果を送信する場所：

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

LOCAL

省略可能

Analyticsプロジェクトと同じ場所に出力ファイルを保存します。

メモ

Analyticsテーブルである出力ファイルを含むサーバーテーブルに対してコマン

ドを実行するときにのみ適用されます。

LOCAL パラメーターはTOパラメーターの直後に置く必要があります。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

APPEND コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。
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名前 説明

省略可能 メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

PRESORT

省略可能

コマンドを実行する前に主キーフィールドで主テーブルを並べ替えます。

メモ

GROUPコマンドの内部ではPRESORTを使用することができません。

以下の場合は、PRESORTを省略します。

o 主テーブルのキーフィールドが既に並べ替えられている場合
o インデックス付きの共通のキーフィールドを使用して 2つのテーブルをマージする場合

ISOLOCALEロケールコー

ド

省略可能

メモ

Analytics のUnicode版にのみ適用されます。

システムロケールは「言語 -国」の形式で入力します。たとえば、カナダフランス語はコード「fr_
ca」を入力します。

次のコードを使用します。

o 言語 – ISO 639標準言語コード
o 国 – ISO 3166標準国コード

国コードを指定しない場合は、言語のデフォルト国が使用されます。

ISOLOCALEを使用しない場合は、デフォルト システムロケールが使用されます。

例

キーフィールド名が同一のテーブルをマージする

次の例では、キーフィールド名が同一である 2つのテーブルをマージします。

OPEN Employees_Location_1 PRIMARY
OPEN Employees_Location_2 SECONDARY
MERGE ON Last_Name TO "AllEmployees" PRESORT
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キーフィールド名が異なるテーブルをマージする

次の例では、キーフィールド名が異なる 2つのテーブルをマージします。

OPEN Employees_Location_1 PRIMARY
OPEN Employees_Location_2 SECONDARY
MERGE PKEY Last_Name SKEY Surname TO "AllEmployees" PRESORT

備考
このコマンドの動作の詳細については、"テーブルのマージ"ページ 951を参照してください。

マージの代替手段

マージを正常に実行するには、特別な方法があります。追加してから並べ替える、あるいは抽出または

追加してから並べ替えるのでも、同じ結果を得ることができます。

詳細については、"APPENDコマンド"ページ 1651と"EXTRACTコマンド"ページ 1801を参照してくださ

い。

2つのソーステーブルが既に並べ替えられている場合は、マージはより効率的で、より迅速に実行できま

す。
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NOTESコマンド
Analyticsテーブル内の個々のレコードに関連付けられている注釈 ( ノート )を作成、編集、または削除し

ます。

構文

NOTES <IF テスト> <TEXT ノート テキスト> <APPEND> <CLEAR>

パラメーター

名前 説明

IF テスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

o IFテストを指定しなければ、ノートテキストはテーブルの各レコードに追加されます。
o IFテストとCLEARを指定すると、条件を満たすレコードのノートが削除されます。

TEXT ノートテキスト

省略可能

テキストはノートとして追加されます。ノートテキストは、引用符で囲まれた文字列、または文

字式である必要があります。

APPEND

省略可能

ノート テキストは既存ノートの末尾に追加されます。省略した場合は、既存のノートがすべて

上書きされます。

クリア

省略可能

ノートは削除されます。テーブル内のすべてのレコード ノートを削除しても、自動生成された

RecordNote フィールドはテーブルレイアウトから削除されません。

例

複数のレコードに同じノートを追加する
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次の例では、指定したレコードの既存のノートがすべて上書きされます。

NOTES IF MATCH(RECNO(),1,3,5,7) TEXT "ノート本文"

複数のレコードに同じノートを追加または付加する

次の例では、指定したレコードの既存のノートに、新しいノート テキストが付加されます。

NOTES IF MATCH(RECNO(),1,3,5,7) TEXT "ノート本文" APPEND

複数のレコードからノートを削除する

次の例では、テーブルのすべてのレコード メモが削除されます。

NOTES CLEAR

次の例では、指定したレコードのノートが削除されます。

NOTES IF MATCH(RECNO(),1,3,5,7) CLEAR

次の例では、レコード 1 ～ 100のノートが削除されます。

NOTES IF RECNO() <= 100 CLEAR

備考

RecordNoteフィールドを削除する

テーブルレイアウトからRecordNote フィールドを削除することでテーブル内のすべてのノートを削除するに

は、DELETE NOTESコマンドをオプションの指定なしで使用します。
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NOTIFYコマンド

受信者に中継する SMTPメールサーバーに電子メール通知メッセージを送信します。

構文

認証されているコマンド構文

NOTIFY SMTP SMTPUSER SMTPアカウント名 PORT ポート番号 <ENABLESSL> USER 送信元の電

子メールアドレス PASSWORD 暗号化されたパスワード MAILBOX SMTPサーバー名 ADDRESS 受信

者の電子メールアドレス <CC cc受信者の電子メールアドレス> <BCC bcc受信者の電子メールアド

レス> SUBJECT 件名 MESSAGE メッセージテキスト <ATTACHMENT ファイルパス>

認証されていないコマンド構文

メモ

この以前のバージョンのNOTIFY コマンドは、ローカルメールシステム、または認証を必要

としないSMTP メールサーバーで使用するためのものです。通常認証が必要な最新の

電子メールシステムでは動作しません。

NOTIFY USER送信元の電子メールアドレス <PASSWORD暗号化されたパスワード> MAILBOXSMTP
サーバー名 ADDRESS受信者の電子メールアドレス <CCcc 受信者の電子メールアドレス>
<BCCbcc 受信者の電子メールアドレス> SUBJECTメッセージの件名 MESSAGE メッセージの本文テ

キスト <ATTACHMENT ファイルのパス>

パラメーター

名前 説明

SMTP SMTPサーバー( Simple Mail Transfer Protocolサーバー)に対して認証された送信を行うこ

とを指定します。

o SMTP –サーバーが認証された接続を必要とする SMTPを指定します

o
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名前 説明

オープンな SMTPサーバーを使用し、ポート 25 を使用して接続している場合、または認

証を必要としないローカルメールシステムを使用している場合は、SMTP –を指定しないでく

ださい

メモ

SMTPを使用する事実上すべての新しい電子メールシステムは、認証が必

要です。

以下のパラメーターを有効にするには、SMTPを指定する必要があります。

o SMTPUSER

o PORT

o ENABLESSL

SMTPUSER SMTPアカウ

ント名

SMTPサーバーに対して認証を行い、アクセスするためのユーザーアカウント名。

SMTPUSERを省略すると、USERによって指定された送信元電子メールアドレスを使用し

て、ローカルメールシステム、または認証を必要としないSMTPメールサーバーにアクセスしま

す。

PORTポート番号 SMTP サーバーへのアクセスに使用するポート番号。

IT部門に依頼して、使用するポートを調査しなければならない場合があります。SMTP サー

バーの一般的なポート番号は次のとおりです。

o 587
o 2525
o 465

SMTPUSERを使用する場合、PORT を使用する必要があります。SMTPUSERを省略し

た場合、PORTは省略でき、デフォルトのポート 25が使用されます。

ENABLESSL

省略可能

セキュリティ保護されたSMTP/SSL接続を使用してSMTPサーバーにアクセスすることを指

定します。

ご使用のSMTPサーバーがSSL接続を必要とするかどうかについては、IT部門に問い合わ

せることが必要になる場合があります。または、電子メールで ENABLESSLを指定したものと

しないものの両方をテストで送信してみます。

USER送信元の電子メー

ルアドレス

SMTPサーバー経由で送信する電子メール通知の送信元の電子メールアドレスを定義しま

す。

メモ

SMTPサーバーの設定によっては、USER とSMTPUSERが同じアカウント

である場合とそうでない場合があります。

PASSWORD暗号化され

たパスワード

SMTPサーバーのユーザーアカウントパスワード。パスワードは暗号化された文字列として指

定する必要があります。

詳細については、"暗号化されたパスワードの生成"ページ 2000を参照してください。

ローカルメールシステムまたは認証を必要としないSMTP メールサーバーにアクセスするには、

パスワードは不要な場合があります。

MAILBOX SMTPサーバー 電子メールメッセージを送信するために使用する SMTPサーバーのドメイン名。例：
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名前 説明

名
MAILBOX "smtp.example.com"

ADDRESS受信者の電子

メールアドレス

1人または複数人の受信者の電子メールアドレス。

複数人の受信者の電子メールアドレスの場合は、カンマで区切ります。最大 1020文字を

入力します。

CC cc受信者の電子メー

ルアドレス

省略可能

1人または複数人のカーボンコピー受信者の電子メールアドレス。

複数人の受信者の電子メールアドレスの場合は、カンマで区切ります。最大 1000文字を

入力します。

BCC bcc受信者の電子

メールアドレス

省略可能

1人または複数人のブラインド カーボンコピー受信者の電子メールアドレス。

複数人の受信者の電子メールアドレスの場合は、カンマで区切ります。

SUBJECT メッセージの件

名

電子メールメッセージの件名。

MESSAGE メッセージの本

文テキスト

電子メールメッセージの本文テキスト。

メッセージはプレーンテキストのため、HTMLはサポートされていません。メッセージに改行を挿

入したい場合は、2つのカラット文字 (^^)を使用します。

ATTACHMENTファイルの

パス

省略可能

1つ以上の添付ファイルのパスとファイル名。

ファイルがAnalyticsプロジェクトと同じフォルダーにある場合は、パスを指定する必要はありま

せん。

パスとファイル名を引用符で囲みます。ファイルパスにカンマで区切ったファイルのリストを入力

して、複数の添付ファイルを指定します。

ATTACHMENT "result1.csv,result2.csv"

メモ

カンマ区切りのリストでは、カンマの後にスペースがないようにしてください。

例

エラー報告の電子メールを送信する
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メモ

認証されたコマンド構文。

スクリプトを実行し、失敗した場合には電子メール通知を送信したいとします。NOTIFYを使って

電子メールメッセージを定義し、以下の2つの添付ファイルを添付します。

l ログファイル
l エラーが記録された .filファイル

NOTIFY SMTP SMTPUSER "mail_admin@example.com" PORT 587 ENABLESSL USER
"support@company.com" PASSWORD "9QZC2524830864..."MAILBOX
"smtp.company.com" ADDRESS "script_admin@company.com" SUBJECT "エラーレ

ポート" MESSAGE "スクリプトの処理に失敗しました。詳細を添付しました。"ATTACHMENT
"Errors.fil,ACL_Demo.log"

エラー報告の電子メールを送信する

メモ

認証されていないコマンド構文。

スクリプトを実行し、失敗した場合には電子メール通知を送信したいとします。NOTIFYを使って

電子メールメッセージを定義し、以下の2つの添付ファイルを添付します。

l ログファイル
l エラーが記録された .filファイル

NOTIFY USER "support@company.com" MAILBOX "mail.company.com" ADDRESS
"script_admin@company.com" SUBJECT "エラーレポート" MESSAGE "スクリプトの処理

に失敗しました。詳細を添付しました。"ATTACHMENT "Errors.fil,ACL_Demo.log"

備考

受信者と添付ファイル

NOTIFYコマンドを使用すると、1人以上の受信者に電子メール通知メッセージを送信することができま

す。メッセージには、データファイルやAnalyticsプロジェクトを添付して含めることができます。

NOTIFYコマンドの一般的な使用法は、スクリプトが予期せず失敗したときに適切な担当者に警告する

ことです。
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互換性のある SMTPサーバー

NOTIFYコマンドは、SMTP( Simple Mail Transfer Protocol)をサポートするメールサーバーで使用でき、

認証接続を必要とする幅広いSMTPサーバーで動作するはずです。ただし、すべてのSMTPサーバー

やサービスで動作するわけではありません。たとえば、NOTIFYはGmailでは動作しません。サードパー

ティアプリをGoogleアカウントに接続するには、NOTIFYがサポートするユーザー名とパスワード以上のセ

キュリティ構成が必要です。

一般に、NOTIFYを使用してSMTPサーバーに電子メールを正常に送信するには、Analytics側だけで

なくSMTPサーバー側にも互換性のある構成が必要であることに注意してください。NOTIFYが接続に

失敗し、電子メールを正常に送信できない場合は、IT部門と連携して、Analyticsとサーバーの間に互

換性のある接続構成があることを確認してください。

暗号化されたパスワードの生成

メモ

Analyticsは、サーバープロファイルのパスワード、データベースプロファイルのパスワード、ま

たはメールサーバーのパスワードを指定または入力するときに最大 30文字サポートして

います。この長さを超えるパスワード値を指定すると、パスワードが切り詰められ、接続エ

ラーになります。

NOTIFYコマンドのPASSWORDパラメーターとともに暗号化されたパスワード値を指定する必要があり

ます。NOTIFYで使用するパスワードを適切に暗号化するには、Analyticsのユーザーインターフェイスの

［通知］ダイアログボックスにパスワードを入力する必要があります。

1. 省略可能。Analyticsのコマンドラインで、SET NOTIFYRETRYATTEMPTS TO 0と入力します

NOTIFYの再試行を一時的にオフにすることで、暗号化されたパスワードの生成が高速化されま

す。

2. Analyticsのメインメニューから［ツール>電子メールによる通知］を選択します。

3. ［通知］ダイアログボックスで、必須のフィールドをすべて記入し、必要に応じて任意のフィールドに

記入します。

送信者 送信元の電子メールアドレス 必須

パスワード SMTPサーバーのユーザーアカウントパスワード(クリアテキスト )。

メモ

パスワードが30文字を超えると、NOTIFYコマンドは失敗

します。

必須

メールボックスパス SMTPサーバー名 必須

変換先 受信者の電子メールアドレス 必須
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Cc cc受信者の電子メールアドレス 省略可能

Bcc bcc受信者の電子メールアドレス 省略可能

件名 メッセージの件名 必須

テキスト メッセージテキスト 必須

添付ファイル ファイルのパス 省略可能

4. ［OK］をクリックします。

認証を必要とする SMTPサーバーに接続しようとすると、NOTIFYコマンドが成功したように見えて

も、接続の試行は(予想どおり)失敗します。

5. NOTIFYコマンドをログからコピーしてスクリプトに貼り付けます。

NOTIFYコマンドにPASSWORDの暗号化された値が格納されます。

6. スクリプトで、コピーされたNOTIFYコマンドに次のパラメーターを追加し、適切なパラメーター値を

指定します。

パラメーターは、NOTIFYキーワードの直後に挿入できます。

l SMTP

l SMTPUSER SMTPアカウント名

l PORTポート番号

l ENABLESSL(必要な場合 )

7. 以前にNOTIFY再試行回数を 0に指定した場合は、コマンドラインに SET
NOTIFYRETRYATTEMPTS TO 5と入力します。

再試行回数を 5ではなく、別の回数に設定していた場合は、その該当する回数を入力します。

8. スクリプトを実行してNOTIFY コマンドをテストします。

SMTP メールサーバーで動作するようにすべての必須の値を正しく構成すると、NOTIFYコマンドは

成功するようになります。

接続の試行に失敗した場合のAnalyticsの応答の仕方

Analyticsをメールサーバーに接続できない場合は、接続の試行が10秒おきに5回繰り返されます。こ

の自動再試行機能は、メールサーバーが一時的に利用できなくなった場合の問題に対応します。

すべての接続試行に失敗した場合、NOTIFYコマンドはキャンセルされ、ログにメッセージが書き込まれま

すが、コマンドを含むスクリプトは処理を続行します。

SETコマンドを使用すると、デフォルトの再試行動作を変更できます。以下を指定できます。

l 異なる接続試行回数

l 追加の接続試行なし
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l 異なる試行間隔

l NOTIFYコマンドが接続に失敗し、キャンセルされた場合のスクリプトの失敗

SETコマンドの詳細については、"SETコマンド"ページ 2081を参照してください。

SET コマンド構文 例および備考

SET
NOTIFYRETRYATTEMPTS
<TO>数

SET NOTIFYRETRYATTEMPTS TO 10

デフォルト設定：5回

NOTIFYコマンドが最初の試行に失敗した後、電子メールの送信を試行する回数を指

定します。0から 255までの数値を入力します。0を入力すると、最初の失敗後に追加

の試行は行われません。

NOTIFYコマンドが電子メールの送信に失敗することについて考えられる理由の1つ

は、電子メールサーバーを利用できないということです。

SET
NOTIFYRETRYINTERVAL
<TO>秒数

SET NOTIFYRETRYINTERVAL TO 30

デフォルト設定：10秒

NOTIFYRETRYATTEMPTS間の秒数を指定します。1から 255までの数値を入力し

ます。

SET NOTIFYFAILSTOP
{ON|OFF} SET NOTIFYFAILSTOP ON

デフォルト設定：OFF

o NOTIFYFAILSTOP がOFF –の場合 スクリプト内のNOTIFYコマンドが失敗して

も、スクリプトの続行がAnalyticsによって許可されます。
o NOTIFYFAILSTOP がON –の場合 スクリプト内のNOTIFYコマンドが失敗する

と、Analyticsにより、スクリプトの処理が停止されると共にメッセージがログに書き込

まれます。スクリプトは、最初の失敗後に停止するか、または

NOTIFYRETRYATTEMPTSに指定された試行回数後、どの試行も成功しなかっ

た場合に停止します。

メモ

電子メールの受信者が無効である場合は、NOTIFYコマンドの失敗と

は見なされず、NOTIFYFAILSTOPの設定にかかわらず、スクリプトが

停止することはありません。
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OPENコマンド
Analyticsテーブルおよび関連するデータファイルを開きます。

構文

OPEN {テーブル名|データ ファイル <FORMAT レイアウト名> }<BUFFERLENGTH 長さ> <CRLF>
<DBASE> <INDEX インデックス ファイル> <PRIMARY|SECONDARY> <SKIP バイト> <RELATION
キー フィールド>

パラメーター

名前 説明

テーブル名 開くAnalyticsテーブルの名前。

データファイル FORMATレイアウト名で指定されたテーブルに関連付けるデータファイル。

拡張子が指定されない場合、Analyticsはファイル拡張子を .filと仮定します。拡張子のな

いファイルを開くには、ファイル名の最後にピリオド( .)を入れてください。

FORMATレイアウト名

省略可能

開くデータファイルに適用する Analyticsテーブルレイアウト。

BUFFERLENGTH長さ

省略可能

テーブルに割り当てる入力バッファー領域の長さ(バイト数 )。デフォルト値は 33,000バイトで

す。

バッファー領域を増やすと処理速度は向上しますが、Analyticsコマンドを格納するために使

用可能な RAMが使われます。

バッファー長を超す IBM可変長ブロックを読み取ると、Analyticsはエラーメッセージを表示し

て処理を停止します。デフォルト値は、［オプション］ダイアログボックスの［テーブル］タブにある

［バッファーサイズ］フィールドで設定します。

BUFFERLENGTH nのデフォルト値は、ほとんどの状況を処理できるような設定になっている

ため、パラメーターの変更が必要になることはほとんどありません。

CRLF

省略可能

可変長 ASCIIファイルが読み取られることを指定します。変化するレコード長はAnalyticsに
よって自動的に調整されます。

デフォルトで、ファイルは固定長ファイルであると仮定されます。

DBASE

省略可能

データソースがdBASEファイルであることを指定します。Analyticsによって dBASEファイルの

種類が認識され、そのファイル記述を基に自動的にテーブルが作成されます。.dbfファイル拡

張子の付いた dBASEファイルでは省略することができます。

INDEXインデックスファイル テーブルを開くとき、そのテーブルに適用されるインデックスファイル。
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名前 説明

省略可能 インデックスファイル名に拡張子を指定しないと、.inxと見なされます。INDEXは、主テーブル

または副テーブルのいずれかに指定することができます。

PRIMARY | SECONDARY

省略可能

テーブルを主テーブルまたは副テーブルのいずれとして開くかを指定します。省略した場合、

テーブルは主テーブルとして開かれます。

SKIPバイト

省略可能

テーブルの物理的な先頭部分でバイパスするバイトの数。

テーブルのヘッダーレコード、あるいはテーブル先頭部分でテーブルのレイアウトに従っていない

部分を無視する場合にSKIPを使用できます。省略した場合、テーブルは最初のバイトから

読み取られます。

メモ

非 Unicode版 Analytics 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、拡張 ASCII (ANSI)データ 1バイト = 1文字

Unicode版 Analytics、Unicodeデータ 2バイト = 1文字

Unicodeデータでは、偶数バイトのみを指定します。奇数バイトを指定する

と、文字が正しく表示されない可能性があります。

RELATIONキーフィールド

省略可能

テーブルを一時的に関連付けられたテーブルとして開くことを指定します。Analyticsは、テー

ブルを閉じるときにこの関係を保存しません。

RELATIONを使用する際は、INDEXパラメーターも指定する必要があります。キーフィールド

は、ACLが2テーブル間の関係を作成するためのキーフィールドまたは式です。

例

テーブルレイアウトを指定してテーブルを開く

次の例では、March_2012テーブルレイアウトを使ってApril_2012テーブルを開きます。

OPEN April_2012 FORMAT March_2012

dBASEファイルを開く
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次の例では、既存のテーブルが存在しない Inventory.dbfという名前のdBASEファイルを開き

ます。

OPEN Inventory

テーブルを開き、既存のインデックスを適用する

主または副いずれかのテーブルを開いて、そのテーブルに既存のインデックスを適用するには、次の

構文を使用します。

OPEN Accounts_receivable INDEX Customer_number_AR

OPEN Customer SECONDARY INDEX Customer_number

テーブルを開き、別のテーブルとの間の一時的な関連
付けを作成する

Customersテーブル(主テーブル)を開き、このテーブルとAccounts_receivableテーブル(副テー

ブル)の間に一時的な関連付けを作成する必要があるとします。

Customer_index というインデックスと、主テーブル内のLast_name というキーフィールドを使用す

る場合、コマンドは次のようになります。

OPEN Accounts_receivable INDEX Customer_index RELATION Last_name
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OUTLIERSコマンド

数値型フィールドにおける統計上の異常値を検出します。異常値の検出対象は、数値型フィールド全

体であるか、あるいは 1つまたは複数の文字型、数値型、または日付時刻型キーフィールドの値に基づ

く複数のグループです。

構文

OUTLIERS {AVERAGE|MEDIAN} {PKEY キー フィールド <...n>|PKEY ALL <EXCLUDE フィールド

名 <...n>>|NOKEY} ON 数値フィールド <OTHER フィールド <...n>|OTHER ALL <EXCLUDE
フィールド名 <...n>>> NUMSTDEV 標準偏差数 <IF テスト> <TO {SCREEN|テーブル名}>
<PRESORT> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲> <OPEN>

メモ

サーバーのテーブルに対してローカルでOUTLIERS コマンドを実行することはできません。

OUTLIERSコマンドはその全体を指定する必要があります。簡略化することはできませ

ん。

パラメーター

名前 説明

AVERAGE | MEDIAN 数値型フィールド(異常値フィールド)の値の中心点を計算する方法。

o AVERAGE –を指定すると、値の平均 (平均値 )が計算されます。
o MEDIAN –を指定すると、値の中央値が計算されます。

中心点は、以下のいずれかについて計算されます。

o 数値型フィールド全体
o 各キーフィールド グループの数値

これらの中心点は、後で数値型フィールドまたは各グループの標準偏差を計算する際に使

用されます。

メモ

MEDIANを指定する場合は、数値型フィールドを基準にして並べ替えを

行っておく必要があります。数値型フィールドを基準にした並べ替えがまだ行

われていない場合は、PRESORTを使用します。
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名前 説明

ヒント

異常値がないかどうかを調べるデータに大きな偏りがある場合は、MEDIAN
を指定した方が、データの大勢をより正しく表す結果を生成することができま

す。

PKEYキーフィールド <...n>
| PKEY ALL | NOKEY

テーブルのデータをグループ化するために使用する 1つ以上の文字、数値、日付時刻フィー

ルド。

NOKEYを指定した場合は、データがグループ化されず、フィールド レベルの異常値が検出さ

れます。

メモ

キーフィールドを並べ替える必要があります。1つまたは複数のフィールドを

基準にした並べ替えがまだ行われていない場合は、PRESORTを使用しま

す。

o PKEYキーフィールド –指定したフィールドを使用して、テーブルのデータをグループ化します

複数のフィールドはスペースで区切る必要があります。また、異なるデータ型を指定できま

す。

複数のフィールドを指定すると、出力テーブルで入れ子のグループが作成されます。入れ

子でのフィールド間の順序は、フィールドを指定した順になります。

グループごとに、数値型フィールドにおけるそのグループの数値に関する標準偏差が計算

されます。このグループの標準偏差は、グループの異常値を検出するための基準値として

使用されます。

o PKEY ALL –では、テーブルのデータをグループ化するために、テーブル内のすべてのフィー

ルドが使用されます。

すべてのフィールドを指定した場合、出力テーブルにネストされたグループが作成されま

す。ネストは、テーブルレイアウトで指定した順序に従います。

グループごとに、数値型フィールドにおけるそのグループの数値に関する標準偏差が計算

されます。このグループの標準偏差は、グループの異常値を検出するための基準値として

使用されます。

メモ

すべてのフィールドでグループ化すると、数値フィールドが含まれますが、

意味がない場合があります。EXCLUDEを使用すると、数値フィールドを

グループ化から除外できます。

o NOKEY –は、テーブルのデータをグループ化しません。

数値型フィールド全体に対する標準偏差が計算されます。このフィールドの標準偏差

は、フィールドの異常値を検出するための基準値として使用されます。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

PKEY ALLを使用してテーブルデータをグループ化するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、PKEY
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はPKEY ALLの直後に置く必要があります。例：

PKEY ALL EXCLUDE field_1 field_2
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名前 説明

ON数値フィールド 異常値がないかどうかを調べる数値型フィールド。一度に1つのフィールドしか調べることがで

きません。

異常値とは、フィールドまたは主キーグループの標準偏差またはそのような標準偏差の指定

倍数によって設定される上限と下限の範囲に含まれない値のことです。

OTHERフィールド <...n> |
OTHER ALL

省略可能

出力に含める 1つ以上の追加フィールド。

o OTHER フィールド<...n> –指定されたフィールドが含まれます

フィールドはリストする順序で含まれます。

o OTHER ALL –キーフィールドまたは異常値フィールドに指定されていない、テーブルのすべ

てのフィールドが含まれます

フィールドはテーブルレイアウトの順序で含まれます。

メモ

キーフィールドと異常値フィールドは、自動的に出力テーブルに追加されるた

め、OTHERに指定する必要はありません。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

OTHER ALLを使用するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、OTHER
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はOTHER ALLの直後に置く必要があります。例：

OTHER ALL EXCLUDE field_1 field_2

NUMSTDEV標準偏差数 数値型フィールドにおいて、平均または中央値から異常値の上限および下限までに含まれる

標準偏差の数。任意の正の整数または 10進数 ( 0.5、1、1.5、2、...)を指定できます。

異常値の境界を作成するための式：

平均/中央値 ± (標準偏差数 * 標準偏差)

メモ

標準偏差はデータセットの分布の測定です。つまり、値の拡散方法を測定

します。異常値計算は母集団標準偏差を使用します。

異常値の境界の例

NUMSTDEV 2

数値型フィールド全体または各キーフィールド グループに対し、以下が設定されま

す。

l 平均または中央値より標準偏差の2倍だけ大きい、異常値の上限

平均/中央値 + (2 * SD)
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名前 説明

l 平均または中央値より標準偏差の2倍だけ小さい、異常値の下限

平均/中央値 – (2 * SD)

上限より大きいか下限より小さい任意の値が、異常値として出力結果に追加され

ます。

メモ

同じデータセットに対し、標準偏差数の値を大きくすると、返される異常値

の数が減る可能性があります。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

TO SCREEN |テーブル名

省略可能

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

PRESORT

省略可能

当該のコマンドを実行する前に並べ替え操作を実行します。

ヒント

入力テーブル内の1つまたは複数の該当フィールドを基準にした並べ替えが

既に行われている場合は、PRESORTを指定しないことで処理時間を短縮

できます。
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名前 説明

PRESORT と以下を指定した場合： 並べ替えの基準 :

PKEY, AVERAGE o キーフィールドまたはフィールド
o キーフィールドまたはフィールド、次に数値フィー

ルド(数値フィールドが計算される場合)

メモ

計算された数値フィールドの並べ

替えは内部的な Analyticsの技

術要件です。

PKEY, MEDIAN キーフィールドまたはフィールド、次に数値フィールド

NOKEY, AVERAGE 並べ替えなし

NOKEY, MEDIAN 数値フィールド

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

例

異常な取引金額の検出

Sample Project.acl内のArテーブル全体から、異常な取引金額を検出したいとします。

異常値の上下限を「Amount(金額 )フィールドから標準偏差の±3倍」に設定します。次のテスト

により、772個のレコードから成るテーブルから、16個の異常値が返されます。
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OPEN Ar
OUTLIERS AVERAGE NOKEY ON Amount NUMSTDEV 3 PRESORT TO "Outliers_
AR.fil" OPEN

「標準偏差の±3.5倍」にしてテストを繰り返します。異常値の上下限がAmount フィールドの値

群の中心点から遠くなったため、6個の異常値がこのテストによって返されます。

OPEN Ar
OUTLIERS AVERAGE NOKEY ON Amount NUMSTDEV 3.5 PRESORT TO "Outliers_
AR.fil" OPEN

顧客別の異常な取引金額の検出

Sample Project.acl内のArテーブルから、顧客別に異常な取引金額を検出したいとします。

異常値の上下限を「各顧客の取引グループから標準偏差の±3倍」に設定します。

OPEN Ar
OUTLIERS AVERAGE PKEY No ON Amount NUMSTDEV 3 PRESORT TO "Outliers_
Customer_AR.fil" OPEN

このテストにより、7個の異常値が返されます。各顧客の取引グループについて、標準偏差と平

均が報告されます。

顧客番号 ( No.) 取引金額 STDEV AVERAGE グループ番号

1 065003 4,954.64 1015.58 833.83 1

2 262001 3,567.34 772.44 438.81 2

3 262001 (2,044.82) 772.44 438.81 2

4 376005 (931.55) 411.18 484.57 3

5 501657 5,549.19 1332.80 441.14 4

6 811002 3,409.82 634.20 672.10 5

7 925007 3,393.87 736.48 906.16 6
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顧客 262001に関する異常値の特定方法

Arテーブルには顧客 262001の取引が101個あり、そのうち 2つが異常値として報告されたとし

ます。これらは、その顧客の異常値境界を超えるためです。

異常値 下限 上限 異常値

(2,044.82) (1,878.51) 2,756.13 3,567.34

顧客 262001に関する異常値境界の計算方法

異常値の上下限は、顧客 262001の全取引の平均に、取引の標準偏差の指定倍数をプラス

マイナスしたものです。

顧客 262001の全取引の平均 438.81

標準偏差の指定倍数 3

取引の標準偏差 772.44

438.81 ± (3 * 772.44)

= 438.81 ± 2,317.32

= (1,878.51) (下限 )

= 2,756.13 (上限 )

MEDIANを使用した、顧客別の異常な取引金額の検
出

AVERAGEの代わりにMEDIANを使用した場合でも、上記の例で行ったのと同じ異常値テスト

を行うことができます。

OPEN Ar
OUTLIERS MEDIAN PKEY No ON Amount NUMSTDEV 3 PRESORT TO "Outliers_
Customer_AR_Median.fil" OPEN

上のテストでは、直前のテストで返された 7個の異常値の代わりに、10個の異常値が返されま

す。MEDIAN とAVERAGE では、データの性質に応じて多少異なる結果が返されます。
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顧客番号 ( No.) 取引金額 STDEV MEDIAN グループ番号

1 065003 4,954.64 1015.58 663.68 1

2 262001 (2,044.82) 772.44 450.67 2

3 262001 3,567.34 772.44 450.67 2

4 376005 (931.55) 411.18 517.16 3

5 501657 4,426.14 1332.80 146.80 4

6 501657 5,549.19 1332.80 146.80 4

7 811002 3,409.82 634.20 624.53 5

8 925007 2,972.78 736.48 717.88 6

9 925007 3,030.71 736.48 717.88 6

10 925007 3,393.87 736.48 717.88 6

各顧客に関する異常値境界の計算方法

異常値の上下限は、各顧客の取引の中央値に、取引の標準偏差の指定倍数をプラスマイナス

したものです。

顧客 262001の例：450.67 ± (3 * 772.44)

備考
このコマンドの動作の詳細については、"異常値の特定"ページ 1159を参照してください。

異常値境界フィールドを結果テーブルに追加する

Analytics は、自動的に、STDEVおよびAVERAGEまたはMEDIAN演算フィールドを異常値結果

テーブルに追加します。結果テーブルで異常値を特定するために使用される異常値境界を示す 2つの

演算フィールドも追加すると役立つ場合があります。

1. 異常値結果テーブルを開きます。
2. この式を Analytics コマンドラインに貼り付けて、必要に応じて編集し、Enterを押します。

DEFINE FIELD 下限 COMPUTED AVERAGE - (標準偏差数 * STDEV)
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l 標準偏差数については、使用した実際の標準偏差乗数を代替します。

l 平均ではなく中央点として中央値を使用した場合は、AVERAGEにMEDIAN を使用します。
3. この式を Analytics コマンドラインに貼り付けて、必要に応じて編集し、Enterを押します。

DEFINE FIELD 上限 COMPUTED AVERAGE + (標準偏差数 * STDEV)

l 標準偏差数については、使用した実際の標準偏差乗数を代替します。

l 平均ではなく中央点として中央値を使用した場合は、AVERAGEにMEDIAN を使用します。
4. ビュー内で右クリックしてから［列の追加］を選択します。
5. ［使用可能なフィールド］リストから、下限および上限をダブルクリックし、［選択したフィールド］リス

トに追加します。
6. ［OK］をクリックします。
7. 省略可能。列ヘッダーをドラッグして、追加したフィールドを再配置します。
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PASSWORDコマンド
スクリプトの実行中にパスワードの入力をユーザーに求めるために、パスワード値を含まないパスワード定

義を作成します。

構文

PASSWORD 番号 <プロンプト>

パラメーター

名前 説明

数字 パスワード定義を一意に識別する 1から 10までの値。

プロンプト

省略可能

パスワードの入力を求めるために使用されるダイアログボックスに表示される文字型の有効な

式。この場合、リテラル文字列は引用符で囲みます。

プロンプトを省略した場合は、メッセージのないデフォルト ダイアログボックスが表示されます。

例

パスワード情報の入力を求める

PASSWORDコマンドを使用して、必要な 3つのパスワードを入力するようスクリプトでユーザーに

求めるとします。ユーザーが必要なパスワードを入力したら、スクリプトは中断することなく、残りの

処理を完了することができます。

PASSWORD 1 "売掛金データベースのパスワードを入力してください"
PASSWORD 2 "買掛金データベースのパスワードを入力してください"
PASSWORD 3 "顧客データベースのパスワードを入力してください"

Analyticsテーブルを更新するときパスワードを指定する
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パスワードで保護されたデータファイルを更新するために、REFRESHコマンドとPASSWORDコマ

ンドを組み合わせた例を次に示します。

PASSWORD 1 "パスワード:"
REFRESH Abc PASSWORD 1

サーバーテーブルを定義するためにパスワードを指定す
る

AX Connector経由でサーバーテーブルを定義するとき、データベースプロファイルと関連するサー

バープロファイルのパスワードを必要とする場合には、DEFINE TABLE DBコマンドと共に

PASSWORDコマンドを使用できます。

DEFINE TABLE DB SOURCE Inventory_DBProfile PASSWORD 9 PASSWORD 3

備考

PASSWORDの用途

PASSWORDコマンドを使用すると、スクリプトがパスワード保護されたデータにアクセスするか、パスワー

ド保護されたデータをインポートまたは構成する前に、ユーザーのパスワード入力を要求します。

スクリプトでは最大 10個の異なるパスワード定義を作成できます。

PASSWORDは次の場合に有用です。

l スクリプトに実際のパスワードを入力する( SET PASSWORDコマンドで要求される)ことを避けた

い場合
l 各ユーザーが異なるパスワードを入力する必要がある場合

パスワードの保存方法

ユーザーが入力したパスワードは一時的に安全にメモリに格納されます。

ユーザーがプロンプト ダイアログボックスにパスワードを入力するときには、アスタリスク( *)を使用して、文

字がマスクされます。パスワードは、スクリプトにもログにも表示されません。
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サーバーに基づくアナリティクスのパスワードを保存する

PASSWORDコマンドは、ロボット、またはレガシーサーバースクリプトのアナリティクススクリプト実行では

サポートされません。

ユーザーがロボットでアナリティクススクリプトをスケジュールするときには、パスワードを確認するために

PASSWORDアナリティクスタグを使用できます。

SET PASSWORDコマンドを使用すると、レガシーサーバースクリプトでパスワードを指定できます。
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PAUSEコマンド
スクリプトを一時停止し、ユーザーのダイアログボックスに情報を表示します。

構文

PAUSE メッセージ <IF テスト>

パラメーター

名前 説明

メッセージ ダイアログボックスに表示するメッセージ。199文字を上限とします。

メッセージは二重引用符で囲む必要があります。メッセージ内に二重引用符がある場合は、

二重引用符を一重引用符で囲んでください。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

例

エラーメッセージを表示する

特定の要件を満たすユーザー入力が必要であるとします。入力が要件を満たさないことを検出し

た場合には、PAUSE コマンドを使ってエラーメッセージをダイアログボックスに表示します。次のよ

うにします。

PAUSE "この製品クラスの値は 2 桁にしてください。"
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備考

PAUSEの用途

PAUSEの用途は、スクリプトの実行中に読み取り専用のメッセージを画面に表示することです。エラー

メッセージや分析操作の結果などの情報を表示できます。

機能の仕組み

メッセージダイアログボックスが表示されている間、スクリプトの実行は停止され、ユーザーが［OK］をクリッ

クしてメッセージダイアログボックスを閉じた後にのみ再開されます。このため、無人で実行する必要があ

るスクリプトやアナリティクスで PAUSEを使用することはできません。

制限

PAUSE には次の制限があります。

l GROUPコマンド内に含めることができない
l ロボットで実行されるアナリティクスで使用できない
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PREDICTコマンド

予測モデルをラベルがないデータセットに適用し、個別のレコードに関連付けられたクラスまたは数値を

予測します。

メモ

Analyticsを 32ビット コンピューターで実行する場合は、PREDICT コマンドはサポートさ

れません。このコマンドに必要な演算は、プロセッサーの負荷が高いため、64ビット コン

ピューターの方が適しています。

構文

PREDICT MODEL モデル名 TO テーブル名 <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT
範囲>

パラメーター

名前 説明

MODELモデル名 クラスまたは値を予測するために使用するモデルファイルの名前。以前にTRAIN コマンドで

生成されたモデルファイルを使用します。

ファイル拡張子 *.modelを指定する必要があります。例：

MODEL "Loan_default_prediction.model"

メモ

モデルファイルは、ラベルのないデータセットと同じフィールドまたはほぼ同じ

フィールドのデータセットで学習されている必要があります。

バージョン 14.1のAnalyticsで学習されたモデルファイルは使用できません。

バージョン 14.1のモデルファイルは、それ以降のバージョンのAnalytics と互
換性がありません。PREDICT コマンドと使用して新しい予測モデルを学習し

てください。

TOテーブル名 予測プロセスで生成されたAnalytics テーブル

この出力テーブルには、学習プロセス中に指定したキーフィールドと、予測プロセスで生成さ

れた 1つまたは 2つのフィールドが含まれます。

o 予測 –ラベルがないデータセットの各レコードに関連付けられた予測されたクラスまたは数

値。
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名前 説明

o 確率 –(分類のみ)予測されたクラスが正しい確率

テーブル名、.FILファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として指定します。例：TO
"Loan_applicants_default_predicted.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .FIL)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指

定します。

o TO "C:\Loan_applicants_default_predicted.FIL"
o TO "ML Predict output\Loan_applicants_predicted_default.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されていま

す。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やス

ペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

例

分類モデルを使用して、予測を行う
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分類モデルを PREDICT コマンドを入力し、融資が実行された場合に、現在の融資申請者が債

務不履行になる予測を行います。

以前に、融資のデフォルト情報を含む履歴融資データのセットに対して TRAINコマンドを使用し

て、分類モデルを生成しました。

OPEN "Loan_applicants_current"
PREDICT MODEL "Loan_default_prediction.model" TO "Loan_applicants_
default_predicted.FIL"

回帰モデルを使用して予測を行う

回帰モデルを PREDICTコマンドに入力することで、将来の住宅販売価格を予測します。

あなたは以前に、販売価格を含む最近の住宅販売データのセットに対して TRAINコマンドを使

用して、回帰モデルを作成しました。

OPEN "House_price_evaluation"
PREDICT MODEL "House_price_prediction.model" TO "House_prices_
predicted.FIL"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"クラスと数値の予測"ページ 1350を参照してください。
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PRINTコマンド
テキスト ファイル、Analyticsログファイル、その他外部ファイルとしてエクスポートされたAnalyticsプロジェ

クト項目 (スクリプト ( .aclscript)、テーブル( .layout)、ワークスペース( .wsp)など)を印刷します。コマンド

で生成されたグラフも印刷できます。

構文

PRINT {ファイル名|GRAPH}

パラメーター

名前 説明

ファイル名 |GRAPH 印刷する項目：

o ファイル名 –印刷するファイルの相対または絶対パスとファイル名

例："C:\ACL Data\Sample Data Files\ACL_Demo.log"または "Sample Data
Files\ACL_Demo.log"。

パスまたはファイル名にスペースが含まれている場合は、ファイル名を引用符で囲む必要

があります。

o GRAPH –コマンドの結果として以前に出力されたグラフを印刷します

例

ログファイルを印刷する

ACL_Demo.aclプロジェクト用のログファイルを印刷するには、次のコマンドを指定します。

PRINT "C:\ACL Data\Sample Data Files\ACL_Demo.log"

グラフを印刷する
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BENFORDコマンドから生成されたグラフを印刷するには、次のコマンドを指定します。

OPEN Metaphor_APTrans_2002
BENFORD ON Invoice_Amount LEADING 1 TO GRAPH
PRINT GRAPH

備考

プリンターを選択する

使用されるプリンターは、Microsoft Windowsで設定された通常使うプリンターです。プリンターを変更す

るにはWindowsの通常使うプリンターを変更する必要があります。

関連コマンド

プロジェクト内のAnalyticsテーブルの内容を印刷するには、DO REPORTコマンドを使用します。
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PROFILEコマンド

Analyticsテーブルで 1つまたは複数の数値フィールドまたは数値式について要約統計値を生成します。

構文

PROFILE {<FIELDS> 数値フィールド <...n>|<FIELDS> ALL <EXCLUDE 数値フィールド

<...n>>} <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲>

パラメーター

名前 説明

FIELDS数値フィールド

<...n> | FIELDS ALL
個別のフィールドを指定してプロファイルするか、ALLを指定してAnalyticsテーブルのすべて

の数値フィールドをプロファイルします。

EXCLUDE数値フィールド

省略可能

FIELDS ALLを使用したプロファイリングでのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、FIELDS
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はただちにFIELDS ALLに従う必要があります。例：

FIELDS ALL EXCLUDE field_1 field_2

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲 処理するレコード数：
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名前 説明

省略可能 o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

例

単一フィールドのプロファイルを作成する

Salary フィールドのプロファイルを作成するコマンドを次に示します。

OPEN Employee_Payroll
PROFILE FIELDS Salary

このコマンドにより、次の出力が生成されます。

フィールド名 合計値 絶対値 最小 最大

給与 ( Salary) 1,152,525 1,152,525 15,340 52,750

備考

出力に表示される統計

コマンドに指定された数値フィールドまたは数値式ごとに次の統計が表示されます。

l 合計値
l 絶対値
l 最小値
l 最大値
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QUITコマンド
現在のセッションを終了し、Analyticsを終了します。

メモ

Analyticsを終了せずに、スクリプトを終了するには、"ESCAPEコマンド"ページ 1769を
参照してください。

構文

QUIT

例

ファイルが存在するかどうかを確認して、存在しない場
合にAnalyticsを終了させる例を考えます。

他のユーザーに実行させるスクリプトを作成しましたが、必要なファイルが存在しない場合に

Analyticsを終了させる必要があるとします。

次の例では、必要な Inventory.csvファイルが存在するかどうかを確認して、存在しない場合

にAnalyticsを終了させています。

IF FILESIZE("Inventory.csv") = -1 QUIT

スクリプトが完了したら自動的にAnalyticsを終了させ
る

次のスクリプトは、Inventoryテーブルを要約し、出力結果を生成して、自動的にAnalyticsを終

了させています。
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OPEN Inventory
SUMMARIZE ON Location ProdCls SUBTOTAL Value TO "Inventory_value_by_
location_class.FIL" PRESORT CPERCENT
QUIT

備考

変更は保存される

QUITを実行すると、Analyticsが終了させられる前に、開いているすべてのAnalyticsテーブルが保存さ

れて閉じられます。

アクティブなビューやスクリプトの変更を保存していない場合、Analyticsは終了前にその変更を保存する

ように指示するメッセージを表示します。
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RANDOMコマンド

一連の乱数を生成します。

構文

RANDOM NUMBER n <SEED シード値> MINIMUM 最小値 MAXIMUM 最大値 <COLUMNS n>
<UNIQUE> <SORTED> <TO {SCREEN|ファイル名> <APPEND>

パラメーター

名前 説明

NUMBER n 生成される乱数一式のサイズ。

最大 32767の数字を生成できます。

SEEDシード値

省略可能

乱数ジェネレーターを初期化するために使用される値。

シード値を指定する場合、任意の数字を指定することができます。シード値がそれぞれ一意

であると、異なる乱数一式になります。同じシード値を指定すると、同じ乱数一式が生成さ

れます。分析を複製する場合は、同じ乱数一式を再生成しなければならないことがありま

す。

o シード値 –には、特定の乱数一式を複製したい場合のシード値を明示的に指定し、保

存します。
o シード値なし –には、シード値を Analyticsにランダムに選択させたい場合に、'0'またはブラ

ンクのシード値を入力します。

MINIMUM最小値 乱数一式に使用可能な最小の数値。有効な任意の数値または数式が使用できます。

MAXIMUM最大値 乱数一式に使用可能な最大の数値。有効な任意の数値または数式が使用できます。

COLUMNS n

省略可能

乱数一式の表示に使用する列数。

COLUMNSを省略した場合のデフォルトは 6列です。

UNIQUE

省略可能

一意の数値のみが乱数一式に含まれます。

UNIQUEを省略した場合は、乱数一式内で重複する値が生成される可能性があります。
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名前 説明

メモ

乱数一式の指定サイズが最小値と最大値の差異の75%を超える場合

は、UNIQUEを選択しないでください。選択すると、乱数の選択肢が破棄さ

れる数が多くなりすぎます。

SORTED

省略可能

乱数一式が昇順で表示されます。

SORTEDを省略した場合は、数字が無作為な順序で選択されて表示されます。

TO SCREEN |ファイル名

省略可能

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

TOを省略した場合は、乱数一式が画面に出力されます。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。
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例

100個の乱数が含まれるテキスト ファイルを生成する

10,000 ～ 20,000の番号が付いた一連のファイルから、ランダムに100個のハード コピーファイル

を取り出したいとします。

10,000 ～ 20,000の範囲に含まれる 100個の乱数が含まれたテキスト ファイルを生成するには、

RANDOM コマンドを使用することができます。その後で、それらの乱数に一致する番号の付いた

ハード コピーファイルを取り出します。これらの番号は、一意であり、10個の列に昇順で並べられ

ます。

RANDOM NUMBER 100 SEED 45387 MINIMUM 10000 MAXIMUM 20000 COLUMNS 10
UNIQUE SORTED TO "Random_Numbers.txt"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"乱数の生成"ページ 234を参照してください。

乱数アルゴリズム

RANDOMコマンドでは、Analyticsのデフォルトの乱数アルゴリズムが使用されます。SAMPLEコマンドと

異なり、RANDOMコマンドではメルセンヌツイスター乱数アルゴリズムは使用できません。
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RCOMMANDコマンド

Analytics テーブルを外部 R スクリプトにデータフレームとして渡し、外部 Rスクリプトからの出力を使用し

て、Analytics プロジェクトで新しいテーブルを作成します。

構文

RCOMMAND FIELDS フィールド <...n> RSCRIPT スクリプトへのパス TO テーブル名 <IF テスト>
<WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲> <KEEPTITLE> <SEPARATOR 文字> <QUALIFIER
文字> <OPEN>

パラメーター

名前 説明

FIELDSフィールド名 <...n> Rスクリプトに送信されるデータフレームに追加する、ソースのAnalyticsテーブル内のフィール

ド、あるいは式。

使用する Analyticsのエディションによっては、次の特殊文字を含むデータをRスクリプトに送

信するときにエラーが発生する可能性があります。

o 非 Unicode – "\"
o Unicode – "ÿ"または "Ŝ"

o 両方 –ボックスは、ブロック、黒い四角、および垂直の破損した棒などの文字を描画します

メモ

日本語の文字と中国語の文字が両方とも含まれているテーブルなど、複数

の言語が混在するデータも、サポートされていません。

RSCRIPTスクリプトのパス Rスクリプトの、ファイルシステムにおける絶対パスまたは相対パス。スクリプトへのパスは引用

符で囲んでください。

TOテーブル名 コマンドの結果を送信する場所：

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。
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名前 説明

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

Rスクリプトによって返すデータフレームまたはマトリクスから作成する出力テーブルの名前。

IFテスト

省略可能

現在のレコードを処理するのに満たす必要がある条件。Rスクリプトに渡されるデータフレー

ムには、この条件を満たすレコードのみが含まれます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

注意

現在のバージョンでは、RCOMMANDを実行する際、NEXTの動作に問題

があることが知られています。このオプションは使用しないでください。選択し

ているレコードに関係なく、レコード参照で最初のレコードが参照されるように

リセットされてしまう可能性があるためです。

KEEPTITLE

省略可能

データの代わりに、フィールド名としてデータの最初の行を処理します。省略すると、汎用

フィールド名が使用されます。

このオプションは、R スクリプトの列名を使ってデータを取得したい場合に必要です。

SEPARATOR文字

省略可能

フィールド間の区切りとして使用する文字。文字は引用符で囲まれた文字列として指定する

必要があります。

デフォルトの<文字>はカンマです。

メモ

入力フィールドに表示される文字を使用しないでください。SEPARATOR 文
字が入力データに表示される場合は、結果に影響する可能性があります。

QUALIFIER文字 フィールド値を折り返すためと識別するためにテキスト修飾子として使用する文字。文字は
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名前 説明

省略可能 引用符で囲まれた文字列として指定する必要があります。

デフォルトの<文字>は二重引用符です。

メモ

入力フィールドに表示される文字を使用しないでください。QUALIFIER 文
字が入力データに表示される場合は、結果に影響する可能性があります。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

例

R スクリプト ( Hello world)を起動し、稼働する

Hello worldスクリプトを作成し、AnalyticsとRスクリプトの接続をテストする場合を考えます。

Analytics コマンド

RCOMMAND FIELDS "Hello", ", world!"TO "r_result" RSCRIPT
"C:\scripts\r_scripts\analysis.r"

Rスクリプト ( analysis.r)

srcTable<-acl.readData()

# ACL に返送するテーブルを作成

output<-data.frame(
  c(srcTable[1,1]),
  c(srcTable[1,2])
)

# 列名を追加して ACL にテーブルを返送

colnames(output) <- c("Greeting","Subject")
acl.output<-output
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行と列の座標を使用してフィールド データにアクセスす
る

いくつかの請求書関連フィールドを Analytics外での分析のためRスクリプトに送信するとします。

Analytics コマンド

RCOMMAND FIELDS Department_Code Invoice_Amount Invoice_Date Invoice_
Number Vendor_Number TO "r_result" RSCRIPT "C:\scripts\r_
scripts\analysis.r"

Rスクリプト ( analysis.r)

# R スクリプトでデータ フレームの 2 行目から請求書番号を取り出す

srcTable<-acl.readData()
srcTable[2,4]

列名を使用してフィールド データにアクセスする

いくつかの請求書関連フィールドを Analytics外での分析のためRスクリプトに送信するとします。

列がRスクリプト内で名前で呼び出せるように、KEEPTITLEオプションを使用します。

Analytics コマンド

RCOMMAND FIELDS Department_Code Invoice_Amount Invoice_Number TO "r_
result" RSCRIPT "C:\scripts\r_scripts\analysis.r" KEEPTITLE

Rスクリプト ( analysis.r)

# R スクリプトでデータ フレームの 2 行目から請求書番号を取り出す

srcTable<-acl.readData()
srcTable["2","Invoice_Number"]
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1000.00の金額を超える請求書レコードをRスクリプト
に送信する

いくつかの請求書関連フィールドを Analytics外での分析のためRスクリプトに送信するとします。

Rスクリプトに送信するレコード数を制限するには、IFを使用します。1000.00を超える請求金額

が含まれるレコードのみが送信されます。

Analytics コマンド

RCOMMAND FIELDS Department_Code Invoice_Amount Invoice_Number TO "r_
result" IF Invoice_Amount > 1000.00 RSCRIPT "C:\scripts\r_
scripts\analysis.r" KEEPTITLE

Rスクリプト ( analysis.r)

# R スクリプトでデータ フレームの 2 行目から請求書番号を取り出す

srcTable<-acl.readData()
srcTable["2","Invoice_Number"]

請求書レコードを送信し、乗算した請求書金額を返
す

いくつかの請求書関連フィールドを Analytics外での分析のためRスクリプトに送信するとします。

このRスクリプトでは、指定した列のすべてのセルに対して単一のアクションが実行されます。

Analytics コマンド

RCOMMAND FIELDS Department_Code Invoice_Amount Invoice_Number TO "r_
result" RSCRIPT "C:\scripts\r_scripts\analysis.r" KEEPTITLE
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Rスクリプト ( analysis.r)

# 2 倍の値の ACL テーブルのスライスを返す

srcTable<-acl.readData()
acl.output<-srcTable["Invoice_Amount"] * 2

備考
このコマンドの動作の詳細については、"Rスクリプトの実行"ページ 1379を参照してください。

R スクリプトでのAnalyticsデータの参照

AnalyticsテーブルはRデータフレームとしてスクリプトに渡されます。データフレームはタブ形式のデータ

オブジェクトであり、データの異なるモードまたは型の列を含むことがあります。

Rスクリプトで Analyticsによって作成されたデータ型を操作するには、acl.readData() 関数を呼び出

し、返されたデータフレームを変数に格納します。

# Analytics テーブルをデータ フレーム myTable に格納します。これはスクリプトを使用して参照

できます

myTable<-acl.readData()

データフレームのセルからデータを取得するには、次のアプローチのうちの1つを使用できます。

l 行と列の座標の使用：

# データ フレームの 1 行 2 列の値を取得します。

myTable[1,2]

メモ

座標はコマンドで指定されたフィールドの順序に基づいているのであり、テーブルレ

イアウトや、現在開いているビューに基づいているのではありません。

l 行と列の名前の使用：

# データ フレームの 1 行 "myColumnTitle" 列の値を取得します。

myTable["1","myColumnTitle"]

列の名前を使用するには、コマンドのKEEPTITLEオプションを指定する必要があります。
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行は、"1"、"2"、"3"と命名されており、そのように増加します。名前と座標の組み合わせを使用す

ることもできます。

Analyticsへのデータの返送

データフレームまたはマトリクスを Analyticsに戻し、新しいテーブルを作成するには、次の構文を使用し

ます。

＃ myNewTable データ フレームを Analytics に戻し、新しいテーブルを作成します

acl.output<-myNewTable

メモ

Rスクリプトが終了するときに、データフレームまたはマトリクスを Analyticsに戻す必要が

あります。データフレームまたはマトリクスの列には原子値のみが含まれ、リスト、マトリク

ス、配列、非原子オブジェクトがないことを確認します。値を Analyticsデータ型に変換

できない場合は、コマンドが失敗します。

データ型のマッピング

Analyticsデータ型は、AnalyticsプロジェクトとRスクリプトの間の翻訳プロセスを使用して、Rデータ型に

変換されます。

Analyticsデータ型 Rデータ型

論理 論理

数値 数値

文字 文字

日付時刻 日付、POSIXct、POSIXlt

パフォーマンスとファイルサイズ制限

Rスクリプトの実行と返されるデータの処理にかかる時間は、入力データが1 GBを超える場合には長く

なります。R では、2 GB以上の入力ファイルはサポートされていません。

また、Rに送信されるレコード数もパフォーマンスに影響します。ファイルサイズは同じだがレコード数が異

なる 2つのテーブルでは、レコード数が少ないテーブルの方が処理が高速になります。

複数バイト文字データの処理

中国語のような、複数バイトの文字セットでデータをRに送信する場合、Rスクリプトにシステムロケール

を適切に設定する必要があります。複数バイトのデータのテーブルをRに正常に送信するには、Rスクリ
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プトの第 1行に、次の関数が含まれている必要があります。

# ロケールを中国語に設定する例

Sys.setlocale("LC_ALL","Chinese")

Sys.setlocale( )の詳細については、R ドキュメントを参照してください。

Rのログファイル

R 言語のメッセージは、Analyticsによりプロジェクト フォルダーのaclrlang.logファイルに記録されま

す。このファイルを使って、Rのエラーをデバッグします。
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REFRESHコマンド

関連するデータソースを基に、Analyticsテーブル内のデータを更新します。

構文

REFRESH <テーブル名> <PASSWORD >番号>

パラメーター

名前 説明

テーブル名

省略可能

更新する Analyticsテーブルの名前。テーブル名を指定しない場合、開いているテーブルが

更新されます。

PASSWORD番号

省略可能

使用するパスワード定義。

実際のパスワードを入力することを求めたり指定したりするのには、PASSWORD番号の構

文は使用しません。パスワード定義とは、以前にPASSWORDコマンドかSET
PASSWORDコマンドを使用して入力または設定されたパスワードのことです。

番号はパスワード定義の番号です。たとえば、以前に2つのパスワードをスクリプトで設定し

たり入力したりしている場合、またはアナリティクススクリプトをスケジュールしている場合、

PASSWORD 2により、2番目のパスワードを使用することを指定します。

パスワードの入力または設定の詳細については、次を参照してください。

o "PASSWORDコマンド"ページ 2015
o SET PASSWORDコマンド
o PASSWORDアナリティクスタグ

メモ

このパスワードは、元のソースデータシステムにアクセスするのに使用します。

PDFを除き、ファイルベースのデータソースでパスワードでは、REFRESHを

使用できません。
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例

パスワードを要求せずにテーブルを更新する

データソースにパスワードが必要でない場合は、REFRESHコマンドと、更新する Analyticsテー

ブルの名前を入力します。

REFRESH Invoices

対話型のスクリプト内でユーザーに入力するよう求めた
パスワードを使ってテーブルを更新する

対話型のスクリプトを作成している場合は、ユーザーにパスワードの入力を求めることができます。

PASSWORD 1 "パスワードを入力してください:"
REFRESH Invoices PASSWORD 1

ACCESSDATAコマンドを使用して、パスワード保護されたデータソースから最初にインポートされ

たテーブルを更新する場合、パスワード プロンプトは自動であり、個別に指定する必要はありませ

ん。

REFRESH Invoices

非対話型のスクリプト内に設定したパスワードを使って
テーブルを更新する

パスワード値の入力をユーザーに求めないようにするには、スクリプト内にパスワードを設定します。

SET PASSWORD 1 TO "password"
REFRESH Invoices PASSWORD 1
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この方法の欠点は、スクリプト内でパスワードが文字としてはっきりと表示されることです。

備考
このコマンドの動作の詳細については、"Analyticsテーブルのデータの更新"ページ 782を参照してくださ

い。

機能の仕組み

REFRESH コマンドは、テーブルを定義およびインポートするときに最初に使用される IMPORTコマンドま

たはACCESSDATAコマンドを再実行して、テーブルの内容を更新します。

REFRESH でテーブル内容のみが更新される

REFRESHコマンドでは、Analyticsテーブルにおける既存のフィールドの内容のみが更新されます。

Analytics テーブルレイアウトは更新されません。

ソースデータの構造が変更された場合 (フィールドが追加または削除された場合など)は、REFRESHを

使用できません。データを再インポートする必要があります。

更新がサポートされるデータソース

REFRESHコマンドを使用すると、以下のコマンドのいずれかを使用して作成されたAnalyticsテーブルの

内容を更新できます。

l IMPORT ACCESS
l IMPORT DELIMITED
l IMPORT EXCEL
l IMPORT ODBC(レガシーODBCコマンド)
l IMPORT PDF
l IMPORT PRINT
l IMPORT SAP
l IMPORT XBRL
l IMPORT XML
l ACCESSDATA( ODBCデータソース)

メモ

REFRESHコマンドで古いExcelファイル( *.xls)やMicrosoft Accessファイル( *.mdb)
を扱うには、32ビット Microsoft Accessデータベースエンジンがインストールされている必

要があります。詳細については、"Microsoft Accessデータベースエンジンを除外するオプ

ション"ページ 2664を参照してください。
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REFRESH とACCESSDATA
次のガイドラインは、ACCESSDATAコマンドを使用してODBCデータソースからインポートされたテーブ

ルを更新するときに適用されます。

l 開いているテーブル –更新するときにテーブルが開いている場合は、一時的に、テーブルのサイズの

2倍に相当するディスク領域が必要です。ディスク領域が限られている場合は、更新する前に

テーブルを閉じてください。
l Analytics 12 – Analytics バージョン 12で ACCESSDATAコマンドを使用してインポートされたテー

ブルは、新しいバージョンのAnalyticsを使用している場合でも更新できません。

これらのテーブルを更新するには、Analytics 12.5以降を使用して再インポートしてください。

REFRESH とパスワード

データベースまたはクラウド データサービスに存在するパスワードで保護されたデータソースで、

REFRESHコマンドを使用できます。

Excelファイルなどのパスワードで保護されたファイルベースのデータソースでは、REFRESHコマンドを使

用できません。ただし、パスワードで保護されたPDFは例外です。
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RENAMEコマンド
Analyticsプロジェクト項目またはファイルの名前を変更します。

構文

RENAME 項目の種類 名前 <AS|TO> 新しい名前 <OK>

パラメーター

名前 説明

項目の種類 名前 名前の変更元となるプロジェクト項目またはファイルの種類および名前。

メモ

ほとんどの場合、アクティブであるか、開いているか、使用中の場合には、項

目またはファイル名を変更できません。

次に示す有効な種類のうち、いずれかを指定します。

o FIELD –物理的なデータフィールド、演算フィールド、または変数

l フィールドを含むテーブルが開いている必要があります。ただし、アクティブなビューには

フィールドを含めることができません。

l ただし、演算フィールドが参照しているフィールドの名前を変更することはできません。
o FORMAT – Analyticsテーブル
o INDEX –インデックス
o REPORT –レポートまたはビュー
o WORKSPACE –ワークスペース
o SCRIPT(またはBATCH –スクリプト
o DATA – Analyticsデータファイル (*.FIL)
o FILE –ファイルシステムのデータファイル
o LOG – Analyticsログファイル (.log)
o TEXT –テキスト ファイル

AS | TO新しい名前 プロジェクト項目またはファイルの新しい名前

メモ

長さ制限はほとんどのAnalytics プロジェクト項目名に適用されます。詳細

については、"Analyticsにおける文字およびサイズの制限"ページ 1414を参

照してください。

OK

省略可能

アクションを確認せずに、項目を削除または上書きします。
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例

フィールド名の変更

ProdNo フィールドの名前を ProdNumに変更する場合を考えます。追加の確認を行わずにこの

アクションを実行する場合は、「OK」を使用します。以上を行うコマンドを次に示します。

OPEN Inventory
RENAME FIELD ProdNo AS ProdNum OK
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REPORTコマンド

開いている Analyticsテーブルに基づき、レポートを書式設定し、生成します。

構文

REPORT <ON 内訳フィールド <PAGE> <NODUPS> <WIDTH 文字数> <AS 表示名>> <...n>
FIELD その他のフィールド <WIDTH 文字数> <AS 表示名> <...n> <SUPPRESS> <NOZEROS>
<LINE n その他のフィールド> <PRESORT <並べ替えフィールド>> <...n> <SUMMARIZED> <SKIP
n> <EOF> <TO {SCREEN|PRINT|ファイル名 <HTML>}> テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲

|NEXT 範囲> <HEADER ヘッダー テキスト> <FOOTER フッター テキスト> <APPEND>

パラメーター

名前 説明

ON内訳フィールド PAGE
NODUPSWIDTH文字 AS
表示名 <...n>

省略可能

レポートをセクションに区切るために使用される文字フィールド。

内訳フィールドの値が変わるたびに、新しいレポート セクションと小計が作成されます。レポー

トをセクションに分割することで、レポートがスキャンしやすくなります。

o ブレークフィールド –ブレークフィールドとして使用するフィールド

ビューに基づいたレポートを実行 ( DO REPORT)するには、ビューにおける左端の1つま

たは複数の文字型フィールドを内訳フィールドとする必要があります。

o PAGE –は、内訳フィールド値が変化するたびに改ページを挿入します。
o NODUPS –ブレークフィールドから重複表示値を抑制します

たとえば、請求書レコードごとに顧客名が記載されている場合、各顧客名の最初のイン

スタンスだけを記載すれば、レポートが読みやすくなるかもしれません。

o WIDTH文字 –フィールドの出力長さ(文字数 )
o AS表示名 –レポートのフィールドの表示名 (代替列タイトル)

表示名を文字列として指定します。列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミコロ

ン( ;)を入れます。表示名をフィールド名、またはソーステーブル内の既存の表示名と同じ

にしたい場合は、ASを使用しないでください。

メモ

内訳フィールド、PAGE、NODUPS、またはPRESORTを使用するには、

ONを指定する必要があります。

FIELD他のフィールド

WIDTH文字 AS表示名

<...n>

レポートに含めるフィールド。

o WIDTH文字 –フィールドの出力長さ(文字数 )
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名前 説明

o AS表示名 –レポートのフィールドの表示名 (代替列タイトル)

表示名を文字列として指定します。列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミコロ

ン( ;)を入れます。表示名をフィールド名、またはソーステーブル内の既存の表示名と同じ

にしたい場合は、ASを使用しないでください。

SUBTOTALおよびACCUMULATEキーワードは、廃止され、FIELDに取って代わられまし

た。すべての数値フィールドの小計は、自動で計算されます。

メモ

内訳フィールドは、自動的にレポートに追加されるため、その他のフィールド

に指定する必要はありません。

SUPPRESS

省略可能

レポートから空白の明細行を除外します。

NOZEROS

省略可能

フィールドのゼロ値に空白値を使用します。

たとえば、レポートのフィールド大量のゼロ値がある場合、ゼロ以外の値のみを表示すると読

みやすくなります。

LINE nその他のフィールド

省略可能

行番号 nに表示される列とフィールドの出力行数を指定します。

値が指定されない場合、列は単一行をデフォルトとします。nには、2 ～ 60に含まれる値

(両端を含む)を指定する必要があります。

レポートの列見出しは、最初の行にあるフィールドによって決まります。その他のフィールドは、

レポートに使用するフィールドや式を指定します。

PRESORT並べ替えフィー

ルド <...n>

省略可能

o 並べ替え内訳フィールド 、1つ以上の内訳フィールドが指定されている場合。
o 並べ替え並べ替えフィールド , 1つ以上の並べ替えフィールドが指定されている場合。

PRESORTは、並べ替えフィールドとしてリストされていない限り、その他のフィールドとしてリス

トされたフィールドを並べ替えません。

SUMMARIZED

省略可能

詳細行のない、小計と合計のみのレポートを作成します。

小計は、一意の内訳フィールドの値に対して生成されます。SUMMARIZEDを指定しない

場合には、KEYで指定した各内訳フィールドの小計だけでなく詳細行も含んだレポートが作

成されます。

SKIP n

省略可能

レポート内の詳細行の間に空白行を挿入します。

nには、挿入する行数を示す整数を指定する必要があります。たとえば、SKIP 1は 1行おき

の行間のレポートを生成します。

EOF

省略可能

ファイルの終わりに達した後、コマンドをもう一度実行します。

これにより、GROUPコマンド内でテーブルの最後のレコードが処理されることが保証されま

す。すべてのフィールドが以前のレコードを参照する演算フィールドである場合にのみ使用し

てください。

TO SCREEN | PRINT|ファ
イル名 <HTML>

省略可能

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します
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名前 説明

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

o 印刷 ––通常使うプリンターに結果を送信します

デフォルトでは、レポートはファイルに出力され、ASCIIテキスト ファイルとして保存されます。レ

ポートを HTMLファイル( .htm)として出力したい場合は、HTMLを指定します。

TOを省略した場合は、レポートが画面に出力されます。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

HEADERヘッダーテキスト

省略可能

レポートの各ページの最上部に挿入されるテキスト。

ヘッダーテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数であるHEADERの値よりも優先されます。

FOOTERフッターテキスト

省略可能

レポートの各ページの最下部に挿入されるテキスト。

フッターテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、
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名前 説明

Analyticsのシステム変数である FOOTERの値よりも優先されます。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

例

HTMLレポートを生成する

次の例では、Arテーブルからレポートを生成し、書式付きのHTMLファイルに出力します。

OPEN Ar
REPORT ON No FIELD Due Type Amount TO "C:\Reports\AR.htm" HTML

2049

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


RETRIEVEコマンド
バックグラウンド処理に送信されたDirect Linkクエリの結果を取得します。

メモ

RETRIEVEコマンドは、Direct Linkがローカルコンピューターと組織のSAPシステムにイ

ンストールおよび構成されている場合にのみサポートされます。

構文

RETRIEVE テーブル名 PASSWORD 番号

パラメーター

名前 説明

テーブル名 Direct LinkクエリによってAnalytics内に最初に作成されるテーブルの名前。

RETRIEVEを使用する前に、テーブルが存在する必要があります。

PASSWORD番号 使用するパスワード定義。

実際のパスワードを入力することを求めたり指定したりするのには、PASSWORD番号の構

文は使用しません。パスワード定義とは、以前にPASSWORDコマンドかSET
PASSWORDコマンドを使用して入力または設定されたパスワードのことです。

番号はパスワード定義の番号です。たとえば、以前に2つのパスワードをスクリプトで設定し

たり入力したりしている場合、またはアナリティクススクリプトをスケジュールしている場合、

PASSWORD 2により、2番目のパスワードを使用することを指定します。

パスワードの入力または設定の詳細については、次を参照してください。

o "PASSWORDコマンド"ページ 2015
o SET PASSWORDコマンド
o PASSWORDアナリティクスタグ

メモ

このパスワードは、SAPシステムにアクセスするのに使用します。
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例

バックグラウンド モードでのクエリの結果を取得する

次の例では、パスワードを設定した後、DD02T_Data という名前のAnalyticsテーブルに対する

バックグラウンド モードでのクエリの結果を取得します。

SET PASSWORD 1 TO "pwd"
RETRIEVE DD02T_Data PASSWORD 1
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SAMPLEコマンド

レコード サンプリングまたは金額単位サンプリング方法を使用して、レコードのサンプルを抽出します。

レコードのサンプリング金額単位のサンプリング

構文

メモ

フィルターリング( IFステートメント )や範囲パラメーターを適用するとサンプルの妥当性を

低下させてしまうため、それらのオプションはこの構文に含まれていません。

固定間隔選択方法

SAMPLE <ON> RECORD INTERVAL 間隔値 <FIXED 初期値> {RECORD|FIELDS フィールド名

<...n>|FIELDS ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>} TO テーブル名 <LOCAL> <OPEN>
<APPEND>

セル選択方法

SAMPLE <ON> RECORD CELL INTERVAL 間隔値 <RANDOM シード値> {RECORD|FIELDS フィー

ルド名 <...n>|FIELDS ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>} TO テーブル名 <LOCAL>
<OPEN> <APPEND> <MERSENNE_TWISTER>

ランダム選択方法

SAMPLE <ON> RECORD NUMBER サンプルサイズ <RANDOM シード値> <ORDER> {RECORD|FIELDS
フィールド名 <...n>|FIELDS ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>} TO テーブル名 <LOCAL>
<OPEN> <APPEND> <MERSENNE_TWISTER>
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パラメーター

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号は含めないでください。

名前 説明

ON RECORD レコード サンプリングを使用します。

INTERVAL間隔値 FIXED
最初の値 | CELL
INTERVAL間隔値 |
NUMBERサンプルサイズ

INTERVAL間隔値 FIXED最初の値

固定間隔選択方法を使用します。

最初のレコードを選択すると、そのレコードから固定した間隔、つまり固定した距離だけ離れ

たレコードが続いて選択されます。たとえば、最初に選択したレコードの後は、20件に1件の

レコードが選択されます。

o INTERVALの間隔値 –には、サンプルサイズの計算によって出力された間隔値を指定し

ます。
o FIXEDの最初の値 –には、選択する最初のレコード番号を指定します。

最初の値にゼロ( '0')を指定するか、FIXEDを省略した場合は、Analyticsにより最初の

レコードがランダムに選択されます。

CELL INTERVAL間隔値

セル選択方法を使用します。

データセットが複数の均等なセルまたはグループに分割され、各セルから 1つのレコードがラン

ダムに選択されます。

各セルのサイズは間隔値によって指定します。サンプル数の計算によって生成された間隔の

値を入力します。

NUMBERサンプルサイズ

ランダム選択方法を使用します。

すべてのレコードがデータセット全体からランダムに選択されます。

サンプルサイズの計算によって生成されたサンプルサイズを入力します。

RANDOMシード値

省略可能

メモ

セルおよびランダム選択方法の場合のみ。

Analyticsの乱数ジェネレーターを初期化するために使用するシード値。

ゼロ( '0')の値を指定するか、またはRANDOMを省略した場合は、シード値がランダムに選

択されます。

ORDER

省略可能

メモ

ランダム選択方法の場合のみ。

FIELDSを指定する場合には、ORDERのみを使用できます。

出力結果にORDERフィールドを追加します。

このフィールドには、各レコードの選択順序がランダムであることが表示されます。
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名前 説明

RECORD | FIELDSフィー

ルド名 <...n> |
FIELDS ALL

o RECORD –レコード全体が出力テーブルに含まれます

フィールドは、ソーステーブルレイアウトの順序出含まれます。

o FIELDSフィールド名 –レコード全体でなく、個々のフィールドが出力テーブルに含まれます

含めるフィールドまたは式を指定します。複数のフィールドを指定する場合、空白によって

それぞれのフィールドを区切る必要があります。

フィールドは一覧の順序で含まれます。

o FIELDS ALL –すべてのフィールドが出力テーブルに含まれます

フィールドは、ソーステーブルレイアウトに表示される順序で含まれます。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

FIELDS ALLを使用してサンプリングするときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、FIELDS
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はただちにFIELDS ALLに従う必要があります。例：

FIELDS ALL EXCLUDE field_1 field_2

TOテーブル名 コマンドの結果を送信する場所：

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

LOCAL

省略可能

Analyticsプロジェクトと同じ場所に出力ファイルを保存します。

メモ

Analyticsテーブルである出力ファイルを含むサーバーテーブルに対してコマン

ドを実行するときにのみ適用されます。

LOCAL パラメーターはTOパラメーターの直後に置く必要があります。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

APPEND コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。
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名前 説明

省略可能 メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

MERSENNE_TWISTER

省略可能

メモ

セルおよびランダム選択方法の場合のみ。

Analyticsの乱数ジェネレーターでは、メルセンヌツイスターアルゴリズムが使用されます。

このパラメーターを省略した場合は、Analyticsのデフォルトのアルゴリズムが使用されます。

メモ

バージョン 12より前のAnalyticsで作成されたAnalyticsスクリプトまたはサ

ンプリングの結果との後方互換性が必要な場合は、単純にデフォルトの

Analyticsアルゴリズムを使用してください。

例

レコード サンプルの抽出

レコード サンプルを使用して、請求書を含む勘定の規定された統制からの逸脱率を推定します。

統計的に有効なサンプルサイズを計算した後、サンプルを抽出する準備ができています。ランダム

選択方法を使用します。

以下の例：
l 開いている Analyticsテーブルからサンプルを抽出する
l シード値 123456を指定してランダム選択方法を使用する
l サンプルサイズとして 95レコードを指定する
l 指定したフィールドのみを出力テーブルに含める
l Analyticsの乱数ジェネレーターでメルセンヌツイスターアルゴリズムを使用することを指定す

る

SAMPLE ON RECORD RANDOM 123456 NUMBER 95 FIELDS RefNum CustNum Amount
Date Type TO "Ar_record_sample" OPEN MERSENNE_TWISTER
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備考
このコマンドの動作の詳細については、"レコード サンプリングの実行"ページ 1051を参照してください。

構文

メモ

フィルターリング( IFステートメント )や範囲パラメーターを適用するとサンプルの妥当性を

低下させてしまうため、それらのオプションはこの構文に含まれていません。

固定間隔選択方法

SAMPLE <ON> MUS 数値フィールド INTERVAL 間隔値 <FIXED 最初の値> <CUTOFF 最上層の

カットオフ値> <SUBSAMPLE> <NOREPLACEMENT> {RECORD|FIELDS フィールド名

<...n>|FIELDS ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>} TO テーブル名 <LOCAL> <OPEN>
<APPEND>

セル選択方法

SAMPLE <ON> MUS 数値フィールド CELL INTERVAL 間隔値 <CUTOFF 最上層のカットオフ値>
<RANDOM シード値> <SUBSAMPLE> <NOREPLACEMENT> {RECORD|FIELDS フィールド名

<...n>|FIELDS ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>} TO テーブル名 <LOCAL> <OPEN>
<APPEND> <MERSENNE_TWISTER>

ランダム選択方法

SAMPLE <ON> MUS 数値フィールド NUMBER サンプル サイズ POPULATION 絶対値 <RANDOM
シード値> <SUBSAMPLE> <NOREPLACEMENT> <ORDER> {RECORD|FIELDS フィールド名

<...n>|FIELDS ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>} TO テーブル名 <LOCAL> <OPEN>
<APPEND> <MERSENNE_TWISTER>
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パラメーター

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号は含めないでください。

名前 説明

ONMUS数値フィールド 金額単位サンプリング( monetary unit sampling：MUS)を使用します。

MUS数値フィールドは、サンプリングのベースとして使用する数値フィールドまたは式です。

INTERVAL間隔値 FIXED
最初の値 | CELL
INTERVAL間隔値 |
NUMBERサンプルサイズ

POPULATION絶対値

INTERVAL間隔値 FIXED最初の値

固定間隔選択方法を使用します。

最初の金額単位を選択すると、その金額単位から固定した間隔、つまり固定した距離だけ

離れた金額単位が続いて選択されます。たとえば、最初に選択した金額単位の後は、5000
個おきの金額単位が選択されます。

o INTERVALの間隔値 –には、サンプルサイズの計算によって出力された間隔値を指定し

ます。
o FIXEDの最初の値 –には、選択する最初の金額単位を指定します。

最初の値にゼロ( '0')を指定するか、FIXEDを省略した場合は、Analyticsにより最初の

金額単位がランダムに選択されます。

CELL INTERVAL間隔値

セル選択方法を使用します。

データセットが複数の均等なセルまたはグループに分割され、各セルから 1つの金額単位が

ランダムに選択されます。

各セルのサイズは間隔値によって指定します。サンプル数の計算によって生成された間隔の

値を入力します。

NUMBERサンプルサイズPOPULATION 絶対値

ランダム選択方法を使用します。

すべての金額単位がデータセット全体からランダムに選択されます。

o NUMBER –のサンプルサイズには、計算によって出力されたサンプルサイズを入力しま

す。
o POPULATIONの絶対値 –には、MUS数値フィールドの絶対値合計額を指定します。こ

の合計額が、サンプルの選択元の母集団になります。

CUTOFF最上層のカットオ

フ値

省略可能

メモ

固定間隔選択方法およびセル選択方法の場合のみ。

最上層のカットオフ値。

カットオフ値以上のMUS( Monetary Unit Sampling：金額単位サンプリング)数値フィールドの

金額が自動的に選択され、サンプルに取り込まれます。

CUTOFFを省略した場合は、間隔値に等しいデフォルトのカットオフ値が使用されます。
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名前 説明

RANDOMシード値

省略可能

メモ

セルおよびランダム選択方法の場合のみ。

Analyticsの乱数ジェネレーターを初期化するために使用するシード値。

ゼロ( '0')の値を指定するか、またはRANDOMを省略した場合は、シード値がランダムに選

択されます。

SUBSAMPLE

省略可能

メモ

FIELDSを指定する場合には、SUBSAMPLEのみを使用できます。

出力結果にSUBSAMPLEフィールドを追加します。

サンプルフィールドの各金額が複数の独立した取引の合計を表す場合に、サンプリングした

各合計金額のうち 1つの取引に対してのみ監査手続きを実行したいときには、

SUBSAMPLEフィールドの値を使って任意に個々の取引を選択できます。

詳細については、"金額単位サンプリングの実行"ページ 1078を参照してください。

NOREPLACEMENT

省略可能

同じレコードが複数回選択されることはありません。このため、サンプルにはSIZEコマンドで計

算されたレコード数よりも少ないレコードが含まれるようになる可能性があります。

NOREPLACEMENTを省略した場合、またはREPLACEMENTを指定した場合は、レコー

ドを複数回選択できます。

ORDER

省略可能

メモ

ランダム選択方法の場合のみ。

FIELDSを指定する場合には、ORDERのみを使用できます。

出力結果にORDERフィールドを追加します。

このフィールドには、各レコードの選択順序がランダムであることが表示されます。

RECORD | FIELDSフィー

ルド名 <...n> |
FIELDS ALL

o RECORD –レコード全体が出力テーブルに含まれます

フィールドは、ソーステーブルレイアウトの順序出含まれます。

o FIELDSフィールド名 –レコード全体でなく、個々のフィールドが出力テーブルに含まれます

含めるフィールドまたは式を指定します。複数のフィールドを指定する場合、空白によって

それぞれのフィールドを区切る必要があります。

フィールドは一覧の順序で含まれます。

o FIELDS ALL –すべてのフィールドが出力テーブルに含まれます

フィールドは、ソーステーブルレイアウトに表示される順序で含まれます。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

FIELDS ALLを使用してサンプリングするときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、FIELDS
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はただちにFIELDS ALLに従う必要があります。例：

FIELDS ALL EXCLUDE field_1 field_2
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名前 説明

TOテーブル名 コマンドの結果を送信する場所：

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

LOCAL

省略可能

Analyticsプロジェクトと同じ場所に出力ファイルを保存します。

メモ

Analyticsテーブルである出力ファイルを含むサーバーテーブルに対してコマン

ドを実行するときにのみ適用されます。

LOCAL パラメーターはTOパラメーターの直後に置く必要があります。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

MERSENNE_TWISTER

省略可能

メモ

セルおよびランダム選択方法の場合のみ。

Analyticsの乱数ジェネレーターでは、メルセンヌツイスターアルゴリズムが使用されます。

このパラメーターを省略した場合は、Analyticsのデフォルトのアルゴリズムが使用されます。
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名前 説明

メモ

バージョン 12より前のAnalyticsで作成されたAnalyticsスクリプトまたはサ

ンプリングの結果との後方互換性が必要な場合は、単純にデフォルトの

Analyticsアルゴリズムを使用してください。

例

金額単位サンプルの抽出

金額単位サンプリングを使用して、請求書を含む勘定の金額虚偽表示の合計金額を推定しま

す。

統計的に有効なサンプルサイズを計算した後、サンプルを抽出する準備ができています。固定間

隔選択方法を使用します。

以下の例：
l 取引金額フィールドに基づいて、開いている Analyticsテーブルからサンプルを抽出する
l 間隔値 $6,283.33で固定間隔選択方法を使用する
l 選択した最初のレコードに100,000 ( $1,000に含まれるセント数 )番目の金額単位を指

定する
l 最上層のカットオフとして $5,000を使用する
l レコード全体を出力テーブルに含める

SAMPLE ON Amount INTERVAL 6283.33 FIXED 1000.00 CUTOFF 5000.00 RECORD
TO "Ar_monetary_unit_sample" OPEN

備考
このコマンドの動作の詳細については、"金額単位サンプリングの実行"ページ 1078を参照してください。
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SAVEコマンド
Analyticsテーブルのコピーを作成してそれを別の名前で保存したり、Analytics プロジェクトを保存しま

す。

構文
Analyticsテーブルのコピーを作成し、それを別の名前で保存するには

SAVE 新規テーブル FORMAT ACLテーブル

現在のプロジェクトへの変更を保存するには

SAVE

パラメーター

名前 説明

新規テーブル 作成または保存する新しいAnalyticsテーブルの名前。

メモ

テーブルの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名前にはアン

ダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペースは使用でき

ません。名前の先頭を数字にすることはできません。

FORMAT ACLテーブル 既存のAnalyticsテーブルの名前。テーブルレイアウトの名前を使用します。関連するデータ

ファイルの名前ではありません。

例

既存のテーブルを基に新しいテーブルを作成する

下記の例では、既存のテーブルPayables_masterに基づいて、Payables_March という名前の

新しいテーブルを作成しています。その後で、Payables_Marchを 3月の買掛金データファイルに
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リンクすることもできます。

SAVE Payables_March FORMAT Payables_master

備考

機能の仕組み

SAVE FORMATは、ナビゲーターの［総覧］タブで Analyticsテーブルをコピーして貼り付けるのと同様の

結果を生成します。新しいAnalyticsテーブルが作成され、元のテーブルと同じデータファイルまたはデー

タソースに関連付けられます。

必要に応じて、新しく作成されたテーブルを別のデータソースにリンクすることができます。

SAVE を使用して入力要求を回避する

特定の時点において、現在のプロジェクトへの変更を保存するように、Analyticsによって要求されます。

スクリプトの実行が中断されないようにするために、Analyticsから変更の保存を要求される前にSAVE
コマンドを使用して変更を保存しておくことができます。
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SAVE LAYOUTコマンド
Analyticsテーブルレイアウトを外部のテーブルレイアウト ファイル( .layout)に保存するため、またはテーブ

ルレイアウトのメタデータを Analyticsテーブルに保存します。

メモ

バージョン 11より前のAnalyticsでは、外部テーブルレイアウト ファイルのファイル拡張子

には .fmtを使用していました。拡張子を手動で指定すれば、拡張子 .fmtのテーブルレ

イアウト ファイルを今後も保存することができます。

構文

SAVE LAYOUT {FILE|TABLE} TO {ファイル名|テーブル名}

パラメーター

名前 説明

FILE | TABLE o FILE – Analyticsテーブルレイアウトを外部テーブルレイアウト ファイル( .layout)に保存し

ます。
o TABLE –テーブルレイアウトのメタデータを ACLテーブルに保存する場合は、TABLEを指

定します。

TOファイル名 |テーブル名 出力ファイルの名前、出力場所：

o ファイル名 – .layoutファイルの名前

ファイル名を引用された文字列として指定します。例：TO "Ap_Trans.layout".

.layoutファイル拡張子はデフォルトで使用されるため、指定は省略可能です。

デフォルトでは、出力ファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存され

ます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Ap_Trans.layout"
l TO "Table Layouts\Ap_Trans.layout"

メモ

テーブルレイアウト名を 64文字の英数字 ( .layout拡張子を含まない)に
制限し、テーブルレイアウトがAnalytics にインポートされるときに名前が

切り捨てられないようにします。

名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やス

ペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。
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名前 説明

o テーブル名 –Analyticsテーブルと .filファイルの名前

テーブル名を引用された文字列として指定します。例：TO "Ap_Trans_layout_
metadata.fil".

.filファイル拡張子はデフォルトで使用されるため、指定は省略可能です。

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Ap_Trans_layout_metadata.fil"
l TO "Layout Metadata\Ap_Trans_layout_metadata.fil"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

例

テーブルレイアウトを外部テーブルレイアウト ファイル
( .layout)に保存する

次の例では、開いているテーブルで使用されているテーブルレイアウトを、Ap_Trans.layout という

名前の外部テーブルレイアウト ファイルに保存しています。

この場合、テーブルレイアウト ファイルはAnalyticsプロジェクト フォルダーに保存されます。

SAVE LAYOUT FILE TO Ap_Trans.layout

次の例では、テーブルレイアウト ファイルは指定したフォルダーに保存されます。

SAVE LAYOUT FILE TO "C:\ACL_DATA\AP Audit 2013\Ap_Trans.layout"
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テーブルレイアウトのメタデータのコピーを新しい
Analyticsテーブルに保存する

次の例では、開いているテーブルで使用されているテーブルレイアウトのメタデータのコピーを、Ap_
Trans_layout_metadata という名前の新しいAnalyticsテーブルに保存しています。

次の例では、新しいAnalyticsテーブルはAnalyticsプロジェクト フォルダーに保存されます。

SAVE LAYOUT TABLE TO Ap_Trans_layout_metadata

次の例では、Analyticsテーブルを指定したフォルダーに保存しています。

SAVE LAYOUT TABLE TO "C:\ACL_DATA\AP Audit 2013\Ap_Trans_layout_
metadata"

備考

SAVE LAYOUT FILEとSAVE LAYOUT TABLEの比較

SAVE LAYOUTコマンドは、次の2つの用途に使用されます。

l FILE –開いている Analyticsテーブルのテーブルレイアウトを、拡張子 .layoutの付いた外部

テーブルレイアウト ファイルに保存します。
l TABLE –開いている Analyticsテーブルのテーブルレイアウトからメタデータを抽出し、それを新しい

Analyticsテーブルに保存します。

SAVE LAYOUT FILE

機能の仕組み

SAVE LAYOUT FILEは、開いている Analyticsテーブルのテーブルレイアウトを外部のテーブルレイアウ

ト ファイルに、拡張子 .layoutで保存します。

テーブルレイアウトにはメタデータが含まれており、これにより、関連付けられたソースデータファイルの生

データの構造化された解釈が提供されます。テーブルレイアウトにソースデータ自体は一切含まれていま

せん。

2065

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


SAVE LAYOUT FILE(テーブルレイアウトの .layoutファイルとしての保存 )の
用途

テーブルレイアウトを .layoutファイルとして保存すると、テーブルレイアウトとそのメタデータが移動可能か

つ再利用可能になります。

.layoutファイルは、Analyticsプロジェクトにインポートして、対応するソースデータファイルに関連付けるこ

とができます。つまり、ソースデータファイル内のデータ要素は、テーブルレイアウトのメタデータによって規

定されるフィールド定義に対応している必要があります。

たとえば、3月と4月のソースデータファイル内のデータの構造は同一であると仮定して、取引ファイルの

3月のテーブルレイアウトを保存し、それを 4月の取引を含んでいるソースデータファイルに関連付けるこ

とができます。.layout ファイルをこのように使用すると、新しいテーブルレイアウトを一から作成する手間を

省くことができます。

Analyticsテーブルの構造の詳細については、"テーブルレイアウトを使用したデータの構造化"ページ

 768を参照してください。

SAVE LAYOUT TABLE

機能の仕組み

SAVE LAYOUT TABLEは、開いている Analyticsテーブルのテーブルレイアウトからメタデータを抽出し、

それを新しいAnalyticsテーブルに保存します。

新しいテーブルは、テーブルレイアウトそのものではなくむしろ標準のAnalyticsテーブルで、元のテーブル

のテーブルレイアウト メタデータの要約を含んでいます。Analyticsスクリプトでこの要約にアクセスすること

で、その情報に基づいてスクリプト内で意思決定することが可能になります。

元のテーブル内の各フィールドについて、テーブルレイアウト メタデータのうち以下の部分が新しいテーブル

に抽出されます。

メモ

新しいテーブル内のこれらのフィールド名は、どのローカライズ版のAnalyticsを使用して

いるかに関係なく、常に英語で生成されます。

新しいテーブルのフィールド

名 テーブルレイアウト メタデータ

フィールド名 フィールドの名前

データ型 フィールドのデータ型

カテゴリ フィールドのデータカテゴリ

開始位置 フィールドの開始位置

フィールド長 フィールドの長さ
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新しいテーブルのフィールド

名 テーブルレイアウト メタデータ

小数位 フィールドの小数点以下の桁数 (数値フィールドのみ)

書式 フィールドの書式 (日付時刻フィールドと数値フィールドのみ)

代替タイトル フィールドの代替列見出し

列幅 ビュー内での列の幅

追加の詳細

演算フィールド

抽出されたメタデータに演算フィールドは含まれますが、演算フィールドで使用される式や、条

件はどれも記録されません。また、演算フィールドには、開始位置、フィールド長、および小数

点以下の桁数も記録されません。

関連付けられたフィールド 関連フィールドは、テーブルレイアウトの一部ではないので含まれません。

フィールド レベルのフィルター

フィールド ノート

フィールド レベルのフィルターおよびフィールド ノートは含まれません。

代替列見出し

列幅

代替列見出しおよび列の幅に記録される値は、テーブルレイアウトで指定された値です。列

に対して指定できる、ビューレベルの値ではありません。
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SAVE LOGコマンド
コマンド ログ全体、または現在のAnalytics セッションのログエントリを、外部ファイルに保存します。

構文

SAVE LOG <SESSION> AS ファイル名 {<ASCII>|HTML} <OK>

パラメーター

名前 説明

SESSION

省略可能

現在のAnalyticsセッションのログエントリだけが保存されます。

ASファイル名 出力ファイルの名前。

ファイル名の値は引用符で囲んだ文字列として指定します。例：AS "コマンド ログ"ファイル拡

張子 ( .txt、.htmまたは .html)を指定することはできますが、必須ではありません。

デフォルトでは、出力ファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存されま

す。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定しま

す。

o AS "C:\Command Log.TXT"
o AS "Results\Command Log.TXT"

ASCII | HTML 出力結果の書式：

o ASCII(またはキーワードなし) – ASCIIプレーンテキスト ファイル
o HTML – HTMLファイル

OK

省略可能

ファイル名と同じ名前のファイルが既に存在している場合でも、確認なしで上書きします。

例

買掛金分析のコマンドのログを保存する
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3月の買掛金ファイルに対してデータ分析を実行して、対応するコマンドのログを調書の一部とし

て保存したいとします。

次の例では現在のAnalyticsセッションの項目をHTMLファイルに保存します。同じ名前のファイ

ルが存在している場合でも、確認なしで上書きします。

SAVE LOG SESSION AS "C:\Payables_March_Log.htm" HTML OK
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SAVE TABLELISTコマンド
Analytics プロジェクトのすべてのテーブルのリストを Analytics テーブルまたはCSVファイルに保存します。

構文

SAVE TABLELIST {FILE|TABLE} TO {テーブル名|ファイル名}

パラメーター

名前 説明

FILE | TABLE o FILE –テーブルリストをCSVファイル( .csv)に保存します。
o TABLE – Analyticsテーブルにテーブルリストを保存します。

TOテーブル名 |ファイル名 テーブルリストを保存する場所：

o テーブル名 – TABLEを使用するときに出力される Analyticsテーブルおよびそれに関連付

けられた .filファイルの名前

.filファイル拡張子はデフォルトで使用され、指定する必要はありません。このテーブルは、

作業中のAnalyticsプロジェクトと同じフォルダーに保存され、別のフォルダーには保存でき

ません。

メモ

Analytics テーブルの名前は、64文字までの英数字に制限されます。名

前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やスペー

スは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

o ファイル名 –FILEを使用するときの .csvファイルの名前

.csvファイル拡張子はデフォルトで使用されるので、指定する必要はありません。絶対パ

スまたは相対パスを指定して、Analyticsプロジェクトが入っているフォルダーとは別の既存

のフォルダーにCSVファイルを保存することができます。相対パスを指定する場合は、

Analyticsの作業ディレクトリに対して相対です。

スペースを含む場合は、引用された文字列として値を指定する必要があります。
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例

新しいテーブルを作成する

次の例では、Analytics プロジェクトにTable_list_complete という新しいテーブルを作成していま

す。

SAVE TABLELIST TABLE TO Table_list_complete

CSVファイルを作成する

次の例では、C:\ACL DataフォルダーにTable_list_complete.csvという新しいCSVファイル

を作成しています。

SAVE TABLELIST FILE TO "C:\ACL Data\Table_list_complete"

備考

出力の列

出力される Analytics テーブルまたはCSVファイルには 3つの列があります。

l テーブル名 – Analytics テーブルレイアウトの名前。
l タイプ – Analytics テーブルがローカルテーブルとサーバーテーブルのどちらを表すかを示します。
l データファイルパス –ソースデータファイルへの完全パス。
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SAVEWORKSPACEコマンド
ワークスペースを作成して保存します。

構文

SAVE WORKSPACE ワークスペース名 {フィールド名 <...n>}

パラメーター

名前 説明

ワークスペース名 現在のAnalyticsプロジェクトで作成および追加するワークスペースの名前。

フィールド名 <...n> ワークスペースに追加するフィールドの名前。複数のフィールド名をスペースで区切って指定す

ることができます。

例

ワークスペースのアクティブ化

Metaphor_Inventory_2002テーブルにある 2つの演算フィールドを用いて Inventory_margin と

いうワークスペースを作成します。次に、そのワークスペースをアクティブにして、演算フィールドが

Inventoryテーブルで利用できるようにします。

OPEN Metaphor_Inventory_2002
SAVE WORKSPACE Inventory_margin Gross_unit_margin Percent_unit_margin
OPEN Inventory
ACTIVATE WORKSPACE Inventory_margin OK
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備考

演算フィールドの作成に使用するフィールド名の一致要件

ワークスペースに保存する演算フィールドを作成する式の中で使用するあらゆるフィールド名は、そのワー

クスペースを使用するテーブルのフィールド名と一致していなければなりません。

たとえば、ワークスペース内に Value = Sale_price * Quantityという演算フィールドがある場合は、アク

ティブテーブルにも Sale_price フィールドとQuantity フィールドが存在している必要があります。
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SEEKコマンド

インデックス付き文字フィールドで、指定した文字式または文字列と一致する最初の値を検索します。

構文

SEEK 検索式

パラメーター

名前 説明

検索式 検索する文字式。

任意の有効な文字式、文字変数、あるいは引用符で囲まれた文字列として指定すること

ができます。検索式は、大文字と小文字が区別されます。先頭にスペースを含むことがで

き、文字のように扱われます。

例

文字変数と一致するフィールドの最初の値を見つける

Card_Numberフィールドは文字フィールドとして定義されており、昇順でインデックス付けされてい

ます。

次の例は、v_card_num変数の値と完全に一致するか、先頭が一致するフィールドの最初の値

を検索します。

INDEX ON Card_Number TO "CardNum" OPEN
SET INDEX TO "CardNum"
SEEK v_card_num
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文字文字列と一致するフィールドの最初の値を見つけ
る

Card_Numberフィールドは文字フィールドとして定義されており、昇順でインデックス付けされてい

ます。

次の例は、文字リテラル"AB-123"値と完全に一致するか、先頭が一致するフィールドの最初の

値を検索します。

INDEX ON Card_Number TO "CardNum" OPEN
SET INDEX TO "CardNum"
SEEK "AB-123"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"一致する最初のレコードの選択"ページ 1229を参照してくださ

い。

機能の仕組み

SEEKコマンドを使用すると、テーブル内で、インデックス付きの文字フィールドに指定した検索式を含ん

でいる最初のレコードに直接移動できます。

l 検索式が見つかった場合 –、テーブル内で最初の一致するレコードが選択されます。
l 検索式が見つからない場合、–"キーと一致するインデックスがありません"というメッセージが表示さ

れ、テーブルは、検索式よりも大きい値を持つ最初のレコードに位置付けられます。

検索式よりも大きい値がインデックス付きフィールドに存在しない場合は、テーブルは最初のレコー

ドに位置付けられます。

インデックスの必要性

SEEKを使用して、文字フィールドを検索するには、最初に昇順でフィールドにインデックスを作成する必

要があります。複数の昇順の文字フィールドを基にインデックスが作成されている場合は、そのインデック

スに指定されている最初のフィールドだけが検索されます。

SEEKで、文字以外のインデックスフィールドや、降順でインデックス付けされた文字フィールドを検索す

ることはできません。
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部分一致がサポートされる場合とは

部分一致がサポートされます。インデックス付きフィールドに含まれる長い値の一部を検索式に指定でき

るのです。ただし、検索式は、一致を成すフィールドの先頭に現れる必要があります。

SEEKコマンドは、［正確な文字比較を行う］オプション( SET EXACT ON/OFF)の影響を受けません。
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SEQUENCEコマンド

Analyticsテーブル内の1つ以上のフィールドが順番どおりに整列されているかどうかを確認したり、順序

が正しくない項目を識別したりします。

構文

SEQUENCE <ON> {<FIELDS> キー フィールド <D> <...n>|<FIELDS> ALL <EXCLUDE フィールド

名 <...n>>} <UNFORMATTED> <ERRORLIMIT n> <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲

|NEXT range> <TO {SCREEN|ファイル名|PRINT}> <APPEND> <HEADER ヘッダー テキスト>
<FOOTER フッター テキスト> <PRESORT> <ISOLOCALE ロケール コード>

パラメーター

名前 説明

ON FIELDSキーフィールド

D <...n> | FIELDS ALL
連続順序をテストする 1つ以上の文字、数値、日付時刻フィールド。

o FIELDS キーフィールド –指定したフィールドをテストします

複数のフィールドはスペースで区切る必要があります。また、異なるデータ型を指定できま

す。

複数のフィールドでテストする場合、フィールドはリストの順でテストされます。

キーフィールド値を降順でテストするDを含めます。デフォルトのテスト並べ順は昇順で

す。

o FIELDS ALL –テーブルのすべてのフィールドをテストします

すべてのフィールドでテストする場合、フィールドはテーブルレイアウトに出現する順序でテ

ストされます。

FIELDS ALLの唯一のオプションは、昇順でキーフィールド値をテストすることです。

メモ

複数のフィールドでテストするときには、ソーステーブルでネストされた連続順

序をテストしています。SEQUENCEの有効な使用には、ソーステーブルの

既存のネストされた連続順序と同じ順序でテスト フィールドを指定する必要

があります。複数のテスト フィールドはネストされたグループとしてテストされま

す。このようなフィールドは相互に独立してテストされることはありません。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

FIELDS ALLを使用して連続順序のテストをするときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、FIELDS
ALLを微調整できます。
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名前 説明

EXCLUDE はただちにFIELDS ALLに従う必要があります。例：

FIELDS ALL EXCLUDE field_1 field_2

UNFORMATTED

省略可能

結果をファイルに出力する場合、ページ見出しや改ページは除去されます。

ERRORLIMIT n

省略可能

コマンドが停止するまでに許容されるエラー数。デフォルト値は 10です。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

TO SCREEN |ファイル名 |
PRINT

省略可能

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し
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名前 説明

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

o 印刷 ––通常使うプリンターに結果を送信します

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

HEADERヘッダーテキスト

省略可能

レポートの各ページの最上部に挿入されるテキスト。

ヘッダーテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数であるHEADERの値よりも優先されます。

FOOTERフッターテキスト

省略可能

レポートの各ページの最下部に挿入されるテキスト。

フッターテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数である FOOTERの値よりも優先されます。

PRESORT

省略可能

コマンドを実行する前にキーフィールドでテーブルを並べ替えます。

メモ

GROUPコマンドの内部ではPRESORTを使用することができません。

ISOLOCALEロケールコー

ド

省略可能

メモ

Analytics のUnicode版にのみ適用されます。

システムロケールは「言語 -国」の形式で入力します。たとえば、カナダフランス語はコード「fr_
ca」を入力します。

次のコードを使用します。

o 言語 – ISO 639標準言語コード
o 国 – ISO 3166標準国コード

国コードを指定しない場合は、言語のデフォルト国が使用されます。

ISOLOCALEを使用しない場合は、デフォルト システムロケールが使用されます。
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Analyticsの出力変数

名前 含む

WRITEn コマンドによって検出された順番検査エラーの合計数。

例

順番誤りの従業員 IDのテスト

次の例は、EmployeeID フィールドで特定されたすべての順番検査エラーをテキスト ファイルに書

き込んでいます。

SEQUENCE ON EmployeeID ERRORLIMIT 10 TO "SequenceErrors.txt"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"順番検査"ページ 1249を参照してください。

SEQUENCEをGROUP内で使用する

SEQUENCEコマンドは、GROUPコマンド内で実行しても、グループの処理に影響を及ぼさないように

なっています。ただし、GROUPコマンド以降のデータ順番検査エラーを報告することはありません。
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SETコマンド
構成可能な Analyticsオプションを設定します。

メモ

SETコマンドは、Analyticsセッション中のみのAnalyticsオプションを設定します。この動

作は、SETコマンドの使用場所がAnalyticsコマンド ラインであろうとAnalyticsスクリプ

トであろうと適用されます。

AnalyticsオプションがAnalyticsセッション間で存続されるようにするには、［オプション］ダ
イアログボックスを使用する必要があります。［オプション］ダイアログボックスでは、オプショ

ンのサブセットのみが使用できます。詳細については、"Analyticsのオプションの設定"
ページ 121を参照してください。

SET BEEP SET LEARN SET READAHEAD

SET CENTURY SET LOCKAUTOSAVEFILE SET RETRY

SET CLEAN SET LOG SET RETRYIMPORT

SET DATE SET LOOP SET SAFETY

SET DELETE_FILE SET MARGIN SET SEPARATORS

SET DESIGNATION SET MATH SET SESSION

SET ECHO SET MONTHS SET SORTMEMORY

SET EXACT SET NOTIFYFAILSTOP SET SUPPRESSTIME

SET FILTER SET NOTIFYRETRYATTEMPTS SET SUPPRESSXML

SET FOLDER SET NOTIFYRETRYINTERVAL SET TEST

SET FORMAT SET ORDER SET TIME

SET FUZZYGROUPSIZE SET OVERFLOW SET UTCZONE

SET GRAPH SET PASSWORDSET PASSWORD SET VERIFY

SET HISTORY SET PERIODS SETWIDTH

SET INDEX SET PICTURE
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構文

構文 例および備考

SET BEEP値
SET BEEP 2

デフォルト設定：0

コマンド処理が完了したときにビープ音を鳴らす回数を指定します。

valueパラメーターは 0 ～ 255の範囲で指定する必要があります。0を指定するとビープ

音はオフになります。

［オプション］ダイアログボックス："インターフェイスオプション"ページ 123

SET CENTURY値
SET CENTURY 40

デフォルト設定：40

世紀を解釈する開始年を 2桁の年で指定します。

値パラメーターは 0から 99までである必要があります。

世紀解釈の開始年の値を 40に設定すると、2桁の年の40から 99までは 1940年から

1999年と解釈され、2桁の年の00から 39までは 2000年から 2039年として解釈され

ます。

［オプション］ダイアログボックス："日付と時刻オプション"ページ 135

SET CLEAN {ON|OFF}
SET CLEAN ON

このオプションをオンにすると、Analyticsは無効な文字データは空白に、無効な数値

データはゼロに置き換えます。

SET DATE <TO> {0|1|2|文字

列 } SET DATE "YYYY/MM/DD"

デフォルト設定：MM/DD/YYYY

ビュー、レポート、エクスポートされたファイルにおける日付、および日付時刻の日付部分

の表示形式を指定します。

o 0 –日付をMM/DD/YYYYY形式に設定します。

o 1 –日付をMM/DD/YYY形式に設定します。

o 2 –日付をMM/DD/YYYYY形式に設定します。

o string –日付を指定のカスタム形式に設定します。

［オプション］ダイアログボックスで日、月、年にそれぞれ 'D'、'M'、'Y'以外を指定して

いる場合でも、SET DATEコマンドを使ってカスタム日付書式を指定するときには、

日、月、年に 'D'、'M'、'Y'を使用する必要があります。例：
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構文 例および備考

SET DATE "DD MMM YYYY"

［オプション］ダイアログボックス："日付と時刻オプション"ページ 135

SET DELETE_FILE {ON|OFF}
SET DELETE_FILE ON

デフォルト設定：OFF

テーブルレイアウトを削除するときに、テーブルレイアウトに関連付けられたデータファイル

( *.fil)を自動的に削除するかどうかを制御します。

o ON –関連するデータフィールドは自動的に削除されます。

o OFF –関連付けられたデータファイルは削除されません。

注意

このオプションをオンにするときには注意してください。テーブルと共に元の

データファイルが削除される場合もあります。

データファイルはすぐに削除されます。Windowsのごみ箱には送られませ

ん。

アンダースコア( _)をDELETE_FILEに含める必要があります。

コマンド ラインで、SET DELETE_FILEをパラメーターなしで指定すると、DELETE_FILE
が現在オンであるかオフであるかが表示されます。

［オプション］ダイアログボックス："テーブルオプション"ページ 125

SET DESIGNATION値
SET DESIGNATION "Produced by ABC Corporation"

値パラメーターは、印刷された各ページの一番上に表示されるラベルを指定する、引用

符で囲まれた文字列です。

［オプション］ダイアログボックス："ビューオプション"ページ 130

SET ECHO {ON|NONE}
SET ECHO NONE
COMMENT スクリプトのコマンドと結果をログから除外します。

SET ECHO ON

スクリプト内のコマンドと結果を Analyticsコマンドログに保存するかどうかを制御します。

o ON –スクリプト内のコマンドと結果をコマンドログに保存します。

o NONE –スクリプト内のコマンドと結果をコマンドログに保存しません。
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構文 例および備考

メモ

SET ECHOコマンドは、スクリプト内のコマンドと結果のログ記録に対し

てのみ適用されます。Analyticsユーザーインターフェイスから実行された

コマンド、またはコマンドラインから発行されたコマンドと、それによる結果

は、ECHOの設定に関係なく常にログに記録されます。

コマンド ラインで、SET ECHOをパラメーターなしで指定すると、スクリプト内のコマンドと

結果のログ記録が現在オンであるかオフであるかが表示されます。

SET EXACT {ON|OFF}
SET EXACT ON

デフォルト設定：OFF

文字型フィールド、識別子、リテラル値を Analyticsで比較する方法を制御できます。

メモ

スペースは文字のように扱われます。

o ON –比較文字列を一致と判定するには、完全に同一である必要があります。異な

る長さの2つの文字列を比較する場合、Analyticsにより、長い方の文字列の長さ

に一致するよう、短い方の文字列の末尾にスペースが埋め込まれます。

たとえば、"AB"は "AB" と等しいですが、"ABC" と等しいとは見なされません。

o OFF – Analyticsは、長さが等しくない 2つの文字列を比較する場合、短い方の文

字列を使用します。比較は左から右へ行われます。

たとえば、"AB"は、"AB" と一致するほか、"ABC" とも一致すると見なされます。

SET EXACTのその他の例については、"テーブルオプション"ページ 125の［正確な文字

比較を行う］オプションのヘルプを参照してください。

先頭および末尾のスペースを削除することで、文字列と文字列内部のスペースのみが比

較されるようにするには、ALLTRIM( )関数を使用します。

たとえば、値に対してALLTRIM( )を使用した ALLTRIM(" AB") = ALLTRIM("AB")は
Trueになりますが、この関数を使用しない場合の比較の結果はFalseになります。

Analyticsのコマンドや関数は、SET EXACTの影響を受けるものもあれば、受けないも

のもあります。

影響を受ける 影響を受けない

o LOCATEコマンド
o MATCH( )関数
o BETWEEN( )関数

o JOINコマンド
o DEFINE RELATIONコマンド
o FIND( )関数
o FINDMULTI( )関数

［オプション］ダイアログボックス："テーブルオプション"ページ 125

SET FILTER <TO> {テスト |フィ
ルター名 } SET FILTER TO ProdNo = "070104347"
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構文 例および備考

SET FILTER TO ProdNoFilter

開いているテーブルでグローバルフィルター(ビューフィルター)を作成し、論理テストを指

定するか、または保存されている既存のフィルターの名前を指定します。

SET FILTERをパラメーターなしで指定し、開いているテーブルからフィルターを削除しま

す。

SET FOLDERフォルダーパス
SET FOLDER /Tables/Results

コマンド出力のために、［総覧］タブ内のAnalyticsプロジェクト フォルダーを指定します。

デフォルトの出力フォルダーは、アクティブなテーブルを含んでいるフォルダーです。

これはDOS形式のパスで、「/フォルダー名 /サブフォルダー名」の形式を用います。最初の

スラッシュ( /)は［総覧］タブのルート階層を表します。ファイルの絶対パスを指定する必要

があります。

o SET FOLDER /Tables/Resultsは、出力フォルダーをResultsサブフォルダーに設定し

ます。Resultsサブフォルダーが存在しなければ、作成されます。

o SET FOLDER /は、出力フォルダーを［総覧］タブのルート階層に設定します。

o SET FOLDERは、出力フォルダーをデフォルト設定 (アクティブなテーブルを含んでいる

フォルダー)にします。

出力フォルダーは、リセットするか、プロジェクトを閉じない限り、設定したままの状態であ

り続けます。プロジェクトを開くときに、出力フォルダーはデフォルトのアクティブなテーブル

フォルダーに戻ります。

SET FORMAT {ON|OFF}
SET FORMAT ON

デフォルト設定：OFF

新しいテーブルを開いたときに、現在のテーブルレイアウトと演算フィールド定義を

Analyticsで自動的に表示するかどうかを制御します。

o ON –現在のテーブルレイアウトと演算フィールドの定義が自動的に表示されます。ま

た、その結果はコマンドログに保存されます。

o OFF –現在のテーブルレイアウトと演算フィールド定義は表示されません。

［オプション］ダイアログボックス："テーブルオプション"ページ 125

SET FUZZYGROUPSIZE
<TO>数 SET FUZZYGROUPSIZE TO 10

デフォルト設定：20項目

出力結果のあいまい重複グループに表示できる項目の最大数を指定します。数パラ

メーターは 2未満にすることや、100を超えることはできません。指定されたサイズは、

Analyticsセッションの間は有効となります。

2085

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


構文 例および備考

SET GRAPHグラフの種類
SET GRAPH LINE

以降に生成されるすべてのグラフで使用するグラフの種類を指定します。コマンドの実行

は、指定されたグラフの種類と互換性がある必要があります。たとえば、BENFORDコマ

ンドで PIE2DまたはPIE3Dチャートを作成することはできません。互換性がないグラフの

種類が指定された場合は、デフォルトのグラフの種類が使用されます( BAR3D)。

グラフの種類パラメーターは下記のうちの1つである必要があります。

o PIE2D

o PIE3D

o BAR2D

o BAR3D –これがデフォルトのグラフの種類です。

o STACKED2D

o STACKED3D

o LAYERED

o LINE

o BENFORD – 2D棒グラフと2D折れ線グラフを組み合わせます。

SET HISTORY <TO>値
SET HISTORY TO 50

保持するテーブル履歴エントリの最大数を指定します。値パラメーターは 1 ～ 100であ

る必要があります。

SET INDEX <TO>値
SET INDEX TO "CustomerCode.INX"

アクティブなテーブルに適用するインデックスを指定します。

SET LEARN <TO>スクリプト
SET LEARN TO InventoryRec

スクリプト レコーダーでコマンドを記録するために使用されるスクリプト ファイルの名前を指

定します。

SET LOCKAUTOSAVEFILE
{ON | OFF} SET LOCKAUTOSAVEFILE ON

デフォルト設定：OFF

データを Analyticsログファイル( *.LOG)に保存するメカニズムを指定します。

o ON –ログデータを、書き込みバッファーを使用せず、直接ディスクに保存します。

書き込みバッファーを使用せずにログデータが直接ディスクに保存されると、複雑なス

クリプトが実行され、ウイルス対策監視や自動バックアップなどのコンピューターの他の
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構文 例および備考

プロセスと競合する可能性があるときにログファイルの破損を防止できます。

メモ

ONを指定すると、Analyticsの実行が低速になる場合があります。ロ

グファイルの破損が発生した場合にのみ、このオプションを使用してく

ださい。

o OFF –ログデータをディスクに保存する前に、書き込みバッファーに保存します。

書き込みバッファーは一時データ保存場所であり、ハードディスクドライブよりもアクセ

スが高速であるため、Analyticsスクリプトの全体的な実行が高速化します。

SET LOG <TO> {ファイル |
OFF} SET LOG TO "analysis.log"

SET LOG OFF

最初のコマンドはログインを指定したログに切り替えます。指定したログが存在していない

場合は、作成されます。

2番目のコマンドはログを元のAnalyticsコマンド ログに復元します。

メモ

Analyticsプロジェクト パスとログ名の最大長は 259文字です。これに

は、ファイルパス、ログ名、ファイル拡張子 ( .log)が含まれます。

SET LOOP <TO>数
SET LOOP TO 100

LOOPコマンドで処理されるレコードについて、1つのレコードに対して実行可能なコマン

ドの最大数を指定します。

numの範囲は 0 ～ 32767です。0を指定すると、1レコードあたりのコマンド実行数の制

限は無効になります。

注意

0を指定すると、スクリプトが無限ループに入る危険性があります。ベスト

プラクティスは、常にSET LOOP制限を指定することです。

レコードあたりのコマンド実行回数の計算方法

特定のレコードについて、SET LOOP最大値との比較に使用される数値は、そのレコー

ドを処理するGROUP-LOOPブロック内の全コマンドの合計数です。コマンドの内訳は

以下のとおりです。
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ヒント

レコードのコマンドの総数の計算方法を理解するために、GROUP-
LOOPブロック内のコマンドを一行ずつ手動で数えることができます。

GROUPコマンドで開始し、GROUPコマンドを終了させる ENDコマンド

で終了します。

LOOPコマンドまできたら、特定のレコードに対してループが反復する回

数を考慮する必要があります。詳細は、以下のコマンドの内訳を参照し

てください。

変数の割り当てはコマンドであることを忘れないでください。オプションの

ASSIGNコマンドキーワードは、たいていの場合、省略されます。

コメントもコマンドです( COMMENT)。

GROUP-LOOP ブロック内のコマンド カウント

GROUPコマンド、ENDコマンドで終了 2

ELSE IF文とELSE文 レコードが処理される ELSE IFまたはELSEブ

ロックの前の各オカレンスにつき、1

レコードが処理される ELSE IFまたはELSEブ

ロックにつき、1

GROUP . . . END内の各コマンド、またはレコード

が処理される ELSE IFまたはELSEブロックの中

の各コマンド

LOOP . . . END、またはループに含まれるコマンド

はいずれも含まれません。

ループを含まない、グループ内、あるいはELSE
IFまたはELSEブロック内のコマンドの数に等しく

なります。

( LOOPコマンド + LOOP . . . END内のコマンドの

数) ×(そのレコードのループ反復回数)

LOOPコマンドを終了させる ENDコマンドを含みま

せん。

LOOPコマンドの積 ×レコードのループ反復回

数に等しくなります

LOOPコマンドの最終実行で、Falseと評価される

もの

1

LOOPコマンドを終了させる ENDコマンド 1

SET MARGIN側面 <TO>値
SET MARGIN TOP TO 100

デフォルト設定：51( 51/100インチ)

側面パラメーターには LEFT、RIGHT、TOP、またはBOTTOMを指定します。四方の余

白を変更する場合は、個別のSET MARGINコマンドで各余白を指定する必要があり

ます。値に100を指定すると、1インチの余白が作られます。

［オプション］ダイアログボックス："印刷オプション"ページ 146

SET MATH <TO>
{FIRST|LAST|MIN|MAX} SET MATH TO MIN
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デフォルト設定：MAX

2つのオペランドが数式で評価されるときに小数点精度が動作する方法を指定します。

o FIRST –オペランドのペアの最初のオペランドの小数点桁数を使用します
o LAST –オペランドのペアの最後のオペランドの小数点桁数を使用します
o MIN –オペランドのペアで最も少ない小数点桁数を使用します
o MAX –オペランドのペアで最も多い小数点桁数を使用します

複数のオペランドの式では、SET MATH 設定はペアで動作します。標準の演算順序

( BOMDAS)で評価されるときに、指定された設定を各オペランドのペアに適用し、必要

に応じて端数処理します。

SET MATH 設定で、結果の小数点桁数が減る場合、結果は切り捨てられず、端数処

理されます。

詳細については、"数式の端数処理と小数点精度の制御"ページ 874を参照してくださ

い。

メモ

Analytics テーブルが開いている間には、SET MATH を使用できません。

SET MONTHS <TO>文字列
SET MONTHS "Jan,Feb,Mar,Apr,May,Jun,Jul,Aug,Sep,Oct,Nov,Dec"

3文字形式のデフォルトの月名を指定します。文字列パラメーターは、カンマで区切られ

た月名の省略形のリストです。

［オプション］ダイアログボックス："日付と時刻オプション"ページ 135

SET NOTIFYFAILSTOP
{ON|OFF} SET NOTIFYFAILSTOP ON

デフォルト設定：OFF

NOTIFYコマンドが失敗した場合のスクリプトの動作を制御します。

o ON –スクリプト内のNOTIFYコマンドが失敗した場合、スクリプト処理を停止し、ログ

にメッセージを書き込みます。スクリプトは、最初の失敗後に停止するか、または

NOTIFYRETRYATTEMPTSに指定された試行回数後、どの試行も成功しなかっ

た場合に停止します。
o OFF –スクリプトのNOTIFYコマンドが失敗しても、スクリプト処理を続行します。

［オプション］ダイアログボックス："コマンド オプション"ページ 132

SET
NOTIFYRETRYATTEMPTS
<TO>数

SET NOTIFYRETRYATTEMPTS TO 10

デフォルト設定：5回

NOTIFYコマンドが最初の試行に失敗した後、電子メールの送信を試行する回数を指

定します。0から 255までの数値を入力します。0を入力すると、最初の失敗後に追加

の試行は行われません。

NOTIFYコマンドが電子メールの送信に失敗することについて考えられる理由の1つは、

電子メールサーバーを利用できないということです。
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［オプション］ダイアログボックス："コマンド オプション"ページ 132

SET
NOTIFYRETRYINTERVAL
<TO>秒数

SET NOTIFYRETRYINTERVAL TO 30

デフォルト設定：10秒

NOTIFYRETRYATTEMPTS間の秒数を指定します。1から 255までの数値を入力し

ます。

［オプション］ダイアログボックス："コマンド オプション"ページ 132

SET ORDER <TO>値
SET ORDER TO aAbBcC...

SET ORDER

デフォルト設定：システムデフォルト

文字フィールドの並べ替え順を指定します。valuesパラメーターは、指定の並べ替え順

のすべての文字を列挙します。

2番目のコマンドは、並べ替えの順序をシステムのデフォルト設定に戻します。

詳細については、"［並べ替え順］オプションとソート順序"ページ 1184を参照してくださ

い。

SET OVERFLOW {ON|OFF}
SET OVERFLOW OFF

デフォルト設定：ON

数値のオーバーフローが発生した場合のスクリプトの動作を制御します。

o ON –数値のオーバーフローが発生した場合、スクリプトの処理を停止し、メッセージを

ログに書き込みます。

o OFF –数値のオーバーフローが発生しても、スクリプト処理を続行します。

［オプション］ダイアログボックス："数値オプション"ページ 143

SET PASSWORD番号 <TO>
文字列 SET PASSWORD 1 TO "password123"

パスワード定義を作成し、スクリプトの無人実行用にパスワード値を指定します。

番号パラメーターはパスワード定義を一意に識別するものであり、1から 10までの値であ

る必要があります。パスワード値は、引用符で囲んだ値として指定します。
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注意

SET PASSWORD コマンドは、スクリプトに実際のパスワードをクリアテキ

ストで表示するため、この状況には適していません。より安全な代替手

段として、"PASSWORDコマンド"ページ 2015を使用してスクリプト実行

の最初にパスワードの入力を求め、メモリにパスワード値を一時的に安

全に格納できます。

SET PERIODS <TO>値

<,...n> SET PERIODS TO "0,30,90,180,10000"

デフォルト設定：0,30,60,90,120,10000

AGEコマンドによって使用される年齢調べ間隔のデフォルトを指定します。

［オプション］ダイアログボックス："日付と時刻オプション"ページ 135

SET PICTURE書式
SET PICTURE "(9,999,999.99)"

デフォルト設定：-999999.99

数値のデフォルト書式を指定します。

［オプション］ダイアログボックス："数値オプション"ページ 143

SET READAHEAD <TO>バッ

ファーのサイズ SET READAHEAD TO 100

デフォルト設定：33キロバイト

読み込むデータブロック(データバッファー)の大きさをキロバイト単位で指定します。5から

255までの数値を入力します。この設定の変更は、サポートからアドバイスされていない

限り、行わないでください。

［オプション］ダイアログボックス："テーブルオプション"ページ 125

SET RETRY <TO>数

SET RETRYIMPORT <TO>
num

SET RETRY TO 20

デフォルト設定：0回

最初の試行が失敗した場合、Analyticsがコマンドの実行を試行する回数を指定しま

す。0から 255までの数値を入力します。0を入力すると、最初の失敗後に追加の試行

は行われません。

再試行の間の待ち時間は 1秒です。

再試行を指定する機能は、データベースまたはクラウド データサービスに接続する場合

に便利ですが、一時的に利用できない可能性があります。データのディスクへの書き込

みまたはデータのディスクからの読み取りで問題が発生した場合にもコマンドを再試行で

きます。

SET RETRYは以下のコマンドに適用されます。
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ACCESSDATA DIRECTORY INDEX SAMPLE

AGE DUPLICATES JOIN SAVE

APPEND EVALUATE LIST SEQUENCE

BENFORD EXPORT MERGE SIZE

CLASSIFY EXTRACT OUTLIER SORT

CLUSTER FUZZYDUP PREDICT STATISTICS

CROSSTAB FUZZYJOIN RANDOM STRATIFY

CVSPREPARE HISTOGRAM RCOMMAND SUMMARIZE

CVSSAMPLE GAPS REFRESH TRAIN

CVSEVALUATE IMPORT REPORT VERIFY

メモ

SET RETRYIMPORTは旧バージョンとの互換性を保つために引き続き

サポートされます。SET RETRYIMPORT とSET RETRYでは、同じアク

ションが実行されます。

［オプション］ダイアログボックス："コマンド オプション"ページ 132

SET SAFETY {ON|OFF}
SET SAFETY OFF

デフォルト設定：ON

以下のいずれかの項目を上書きする前に確認ダイアログボックスを表示するかどうかを制

御します。

o テーブルレイアウトにおけるフィールド

o Analyticsテーブル

o Analyticsデータファイル( *.fil)を含むファイル

o ON –確認ダイアログボックスが表示され、上書きを確認する必要があります。

o OFF –確認ダイアログボックスは表示されず、自動的に上書きが行われます。

コマンド ラインで、SET SAFETYをパラメーターなしで指定すると、SAFETYが現在オン

であるかオフであるかが表示されます。

［オプション］ダイアログボックス："インターフェイスオプション"ページ 123

SET SEPARATORS <TO>値
SET SEPARATORS TO ".,,"

Analyticsで使用されるデフォルトの小数点の記号、桁区切り文字、およびリストの区切
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り文字を指定します。SET SEPARATORSの値は、3つの有効な区切り文字を次の順

序で指定する必要があります。

o 小数点の記号 (ピリオド、カンマ、またはスペース)

o 桁区切り記号 (ピリオド、カンマ、またはスペース)

o リストの区切り文字 (セミコロン、カンマ、またはスペース)

3つの区切り文字のうち、小数点の記号は一意である必要があります。このコマンドを使

用する場合は、3つの区切り文字をすべて指定してください。リストの区切り文字は主

に、関数のパラメーターを区切るために使用されます。

［オプション］ダイアログボックス："数値オプション"ページ 143

SET SESSION <セッション名>
SET SESSION

SET SESSION "Analysis"

Analyticsコマンド ログ内に新しいセッションを出力します。セッションは、現在の自国スタ

ンプによって識別されます。

オプションのセッション名 では、30文字までの追加識別情報を追加できます。引用符は

許可されていますが、必要ありません。

SET SORTMEMORY数字
SET SORTMEMORY 800

デフォルト設定：0

ソート処理とインデックス処理に割り当てるメモリの最大量を指定します。数字パラメー

ターは 0から 2000 メガバイト ( MB)で、20 MB単位で入力します。ソート メモリに0を設

定した場合、Analyticsにより、現在空いているメモリが使用されます。

［オプション］ダイアログボックス："テーブルオプション"ページ 125

SET SUPPRESSTIME
{ON|OFF} SET SUPPRESSTIME ON

デフォルト設定：OFF

Analyticsが日付時刻ソースデータの時間部分の表示を抑制するかどうかを制御しま

す。

メモ

この設定は、ODBCデータソースを使用する( IMPORT ODBCコマン

ド)、またはデータベースに直接アクセスする( DEFINE TABLE DBコマン

ド) Analyticsテーブルを定義する場合にのみ使用します。

o ON –テーブルを定義するときに、Analyticsにより日付時刻値の時間部分の表示が

抑制されます。たとえば、20141231 235959を読み取って、ビューに表示したら、その

後は 20141231 として処理されます。
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以前のAnalyticsスクリプト ( v.10.0より前 )の日付時刻では、日付時刻データの時

刻部分は切り捨てられることが前提となっていましたが、このコマンドを含めると、日付

時刻型対応バージョンのAnalyticsでそのスクリプトを実行できるようになります。

Analyticsは、日付時刻書式の日付部分のみを使用するので、時刻部分を出力し

ません。時間データは、*.filファイルまたはデータベーステーブルにまだ存在します。

必要であれば、データの時刻部分を含めるように、フィールドを定義し直したり、新し

いフィールドを定義したりすることができます。

o OFF – ODBCまたは直接データベースアクセスを使用して定義されたAnalyticsテー

ブルには、完全な日付時刻値が含まれます。

SET SUPPRESSTIME ON/OFFコマンドは、スクリプト内またはコマンド ラインから発行

できます。

コマンド ラインで、SET SUPPRESSTIMEをパラメーターなしで指定すると、日付時刻

データの時刻部分の出力抑制が現在オンであるかオフであるかが表示されます。

SET SUPPRESSXML
{ON|OFF} SET SUPPRESSXML ON

デフォルト設定：OFF

画面へのコマンド出力をプレーンテキストと書式設定されたテキストのどちらで表示するか

を制御します。

o ON –画面へのコマンド出力をプレーンテキストとして表示します。

o OFF –画面へのコマンド出力を書式設定されたテキストとして表示します。

コマンドラインでパラメーターを指定せずにSET SUPPRESSXMLを指定すると、現在の

設定がオン/オフのどちらであるかが表示されます。

［オプション］ダイアログボックス："コマンド オプション"ページ 132

SET TEST {ON|OFF}
SET TEST ON

デフォルト設定：ON

GROUPコマンドに関連する IF、WHILE、FOR、NEXTテストの結果をログに記録する

かどうかを制御します。

o ON –ログに結果を記録します。

o OFF –ログに結果を記録しません。

［オプション］ダイアログボックス："コマンド オプション"ページ 132

SET TIME <TO>文字列
SET TIME "hh:mm:ss PM"

デフォルト設定：hh:mm:ss PM

ビュー、レポート、およびエクスポートされたファイルでの、日付時刻の時間部分と、独立

した時間値の表示形式を指定します。

［オプション］ダイアログボックスで別の時刻書式文字を指定した場合でも、SET TIMEコ
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マンドを使用して時刻書式を指定するときは、時間には 'h'、分には 'm'、秒には 's'を使

用する必要があります。例：

SET TIME TO "hh:mm"

［オプション］ダイアログボックス："日付と時刻オプション"ページ 135

SET UTCZONE {ON|OFF}
SET UTCZONE OFF

デフォルト設定：ON

UTCオフセットを含む時刻データの表示を制御します。UTCは協定世界時で、経度 0
度地点の時刻です。

o ON – UTCオフセットのある時刻データは、UTCに相当する時刻として表示されます。
o OFF – UTCオフセットのある時刻データは、UTCに変換されずに表示されます。

例：

o 2015年 1月 01日 04:59:59( SET UTCZONE ON)
o 2014年 12月 31日 23:59:59-05:00( SET UTCZONE OFF)

メモ

UTCへの時間の変換は表示上のことのみを目的としており、ソースデー

タには影響しません。この2つの異なる表示モードは、いつでも変更して

切り替えることができます。

［オプション］ダイアログボックス："日付と時刻オプション"ページ 135

SET VERIFY
{ON|OFF|BLANK} SET VERIFY BLANK

デフォルト設定：OFF

テーブルが開かれるとき、またはテーブルのフィールドがコマンドによって処理されるときに、

データの自動検証を制御します。

o ON – Analyticsは、データフィールドの内容がテーブルレイアウト内のフィールドのデー

タ型に対応しているかどうかを自動的に検証します。テーブルビューでは、影響を受

けたフィールドには ### ERR ###と表示されます。エラーが発生した場合、データ処理

は停止します。

o OFF –自動データ検証を行いません。

o BLANK – AnalyticsはONパラメーターで説明した検証に加えて、無効な文字データ

を空白に、無効な数値データをゼロに置き換えます。エラーが発生してもデータ処理

は続行され、AnalyticsプロジェクトフォルダーのERROR.LOGにエラーが記録されます。

［オプション］ダイアログボックス："数値オプション"ページ 143

SETWIDTH <TO>文字
SET WIDTH TO 20
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デフォルト設定：12

数値演算フィールドや一時的に作成した数式の表示幅のデフォルト値 (文字 )を指定し

ます。Analyticsは最大幅を指定することはできません。

［オプション］ダイアログボックス："数値オプション"ページ 143
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金額単位のサンプリングまたはレコードのサンプリングに対し、統計的に有効なサンプルサイズおよびサン

プル間隔を計算します。

レコードのサンプリング金額単位のサンプリング

構文

SIZE RECORD CONFIDENCE 信頼レベル POPULATION 母集団の大きさ PRECISION 許容逸脱

率 <ERRORLIMIT 予想誤謬率> <TO {SCREEN|ファイル名>

パラメーター

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。

名前 説明

RECORD レコード サンプルのサンプルサイズを計算する

ATTRIBUTEは、RECORDと同じ操作を行う、廃止されたパラメーターです。

CONFIDENCE信頼度 必要な信頼度。この信頼度で、結果のサンプルが母集団全体を表します。

たとえば、95を指定した場合は、サンプルが実際に95%の確率で母集団を代表していると

お客様が信頼したいということを意味します。信頼度は "サンプリングリスク"の補数です。信

頼度が95%ということはサンプリングリスクが5%ということと同じです。

POPULATION母集団の

大きさ

テーブルからサンプリングするレコード数

PRECISION許容逸脱率 許容逸脱率。許容逸脱率とは、発生し得るが、発生した場合でも統制が有効であると見

なすことのできる、規定した統制からの逸脱率の上限のことです。

たとえば、5を指定するとは、逸脱率が5%を超えたときに統制を無効と見なすことができると

いうことです。

ERRORLIMIT予想誤謬

率

省略可能

母集団における推定逸脱率。検出する規定の統制からの逸脱率です。

たとえば、1を指定するとは、この逸脱率が1%以内であることを指定することです。

このパラメーターを省略した場合は、母集団における推定逸脱率として 0%が使用されま

す。

2097

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


名前 説明

TO SCREEN |ファイル名 コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

Analyticsの出力変数

名前 含む

SAMPINTn コマンドによって計算された、必須のサンプル間隔。

SAMPSIZEn コマンドによって計算された、必須のサンプルサイズ。

例

レコード サンプルのサンプルサイズおよび間隔を計算す
る

レコード サンプルを使用して、請求書を含む勘定の規定された統制からの逸脱率を推定すること

を決定しました。

サンプルを抽出する前に、各層の統計的に有効なサンプルサイズを計算します。

Analytics によって抽出されるサンプルの95%の時間が全体として母集団を表す信頼度が必要

です。
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指定された信頼度を使用し、下記の例では、レコード サンプルを抽出する場合に使用するため

のサンプルサイズおよびサンプル間隔値がそれぞれ 95および 8.12として計算されます。

SIZE RECORD CONFIDENCE 95 POPULATION 40000 PRECISION 5 ERRORLIMIT 2

備考
このコマンドの動作の詳細については、"レコード サンプルのサンプルサイズを計算"ページ 1045を参照し

てください。

構文

SIZE MONETARY CONFIDENCE 信頼度 POPULATION 母集団の大きさ MATERIALITY 許容虚偽

表示 <ERRORLIMIT 推定虚偽表示額> <TO {SCREEN|ファイル名>

パラメーター

メモ

値を指定する際、3桁の区切り記号やパーセント記号は含めないでください。

名前 説明

MONETARY 金額単位サンプルのサンプルサイズを計算する

CONFIDENCE信頼度 必要な信頼度。この信頼度で、結果のサンプルが母集団全体を表します。

たとえば、95を指定した場合は、サンプルが実際に95%の確率で母集団を代表していると

お客様が信頼したいということを意味します。信頼度は "サンプリングリスク"の補数です。信

頼度が95%ということはサンプリングリスクが5%ということと同じです。

POPULATION母集団の

大きさ

数値サンプルフィールドの合計絶対値

MATERIALITY許容虚偽

表示

許容虚偽表示。許容虚偽表示とは、サンプルフィールドの値として許容する最大の虚偽表

示合計金額のことです。重大な虚偽表示額とまでは見なされません。

たとえば、29000を指定するとは、虚偽表示合計金額が$29,000を上回る場合に重大な

虚偽表示額と見なすということです。

ERRORLIMIT推定虚偽

表示額

推定虚偽表示額。サンプルフィールドの値として許容する最大の虚偽表示合計金額のこと

です。
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名前 説明

省略可能 たとえば、5800を指定するとは、虚偽表示合計金額として $5,800までを許容するということ

です。

このパラメーターを省略した場合は、推定予想虚偽表示額として $0.00が使用されます。

TO SCREEN |ファイル名 コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

Analyticsの出力変数

名前 含む

SAMPINTn コマンドによって計算された、必須のサンプル間隔。

SAMPSIZEn コマンドによって計算された、必須のサンプルサイズ。

例

金額単位サンプルのサンプルサイズおよび間隔を計算
する

金額単位サンプリングを使用して、請求書を含む勘定の金額虚偽表示の合計金額を推定する

ことを決定しました。
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サンプルを抽出する前に、各層の統計的に有効なサンプルサイズを計算します。

Analytics によって抽出されるサンプルの95%の時間が全体として母集団を表す信頼度が必要

です。

指定された信頼度を使用し、下記の例では、金額単位サンプルを抽出する場合に使用するた

めのサンプルサイズおよびサンプル間隔値がそれぞれ 93および 6,283.33として計算されます。

SIZE MONETARY CONFIDENCE 95 POPULATION 585674.41 MATERIALITY 29000
ERRORLIMIT 5800 TO SCREEN

備考
このコマンドの動作の詳細については、"金額単位サンプルのサンプルサイズを計算"ページ 1071を参照

してください。
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SORTコマンド

Analyticsテーブルのレコードを、指定されたキーに基づいて昇順または降順に並べ替えます。結果は新

しい物理的に並べ替えられたAnalyticsテーブルに出力されます。

構文

SORT {<ON> キー フィールド <D> <...n>|<ON> ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>}
<FIELDS フィールド名 <AS 表示名> <...n>|FIELDS ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>>
TO テーブル名 <LOCAL> <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲> <APPEND>
<OPEN> <ISOLOCALE ロケール コード>

パラメーター

名前 説明

ON キーフィールド D <...n>
| ON ALL

並べ替えで使用するキーフィールドまたはフィールド、または式。

演算フィールドや一時的に作成した式など、データ型に関係なく、あらゆる種類のフィールド

を並べ替えることができます。

o ONキーフィールド –では、指定した 1つまたは複数のフィールドが使用されます。

複数のフィールドで並べ替えを行う場合は、出力テーブルは入れ子で並べ替えられます。

入れ子でのフィールド間の順序は、フィールドを指定した順になります。

キーフィールドを降順に並べ替えるDを含めます。デフォルトのソート順は昇順です。

o ON ALL –では、テーブル内のすべてのフィールドが使用されます。

テーブル内のすべてのフィールドを基準にして並べ替えを行うと、出力テーブルが入れ子で

並べ替えられます。入れ子でのフィールド間の順序は、テーブルレイアウトで指定した順

になります。

ON ALLでは昇順でしか並べ替えることができません。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

ON ALLを使用して並べ替えるときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、ON ALLを

微調整できます。

EXCLUDE はON ALLの直後に置く必要があります。例：

ON ALL EXCLUDE field_1 field_2
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名前 説明

FIELDSフィールド名 <...n>
| FIELDS ALL

省略可能

メモ

キーフィールドは、自動的に出力テーブルに追加されるため、FIELDSに指

定する必要はありません。

出力に含めるフィールド：

o FIELDS フィールド名 –指定されたフィールドを使用します

フィールドは一覧の順序で使用されます。

演算フィールドを出力先テーブル内の適切なデータ型 ( ASCII型またはUnicode型

( Analyticsのエディションによる)、ACL型 (ネイティブの数値データ型 )、日付時刻型、あ

るいは論理型 )の物理フィールドに変換します。演算された実際の値を物理フィールドに

設定します。

o FIELDS ALL –テーブルのすべてのフィールドを使用します。

フィールドは、テーブルレイアウトに現れる順序と同じ並びで使用されます。

演算フィールドを出力先テーブル内の適切なデータ型 ( ASCII型またはUnicode型

( Analyticsのエディションによる)、ACL型 (ネイティブの数値データ型 )、日付時刻型、あ

るいは論理型 )の物理フィールドに変換します。演算された実際の値を物理フィールドに

設定します。

o FIELDS を省略する場合 –レコード全体、つまりすべてのフィールドとレコードの未定義部

分すべてが、並べ替え後の出力テーブルに追加されます。

フィールドは、テーブルレイアウトに定義されているとおりの順に使用されます。

演算フィールドは保持されます。

ヒント

レコードに含まれるデータの一部のみが必要な場合は、並べ替え後の出力

テーブルにすべてのフィールド、つまりレコード全体が含まれないようにしてくだ

さい。必要なフィールドのみを選択します。多くの場合、これにより、並べ替え

処理が高速化します。

AS表示名

省略可能

FIELDSを使用するときにのみ有効です。

新しいAnalyticsテーブルのビューにおけるフィールドの表示名 (代替列見出し)。表示名を

フィールド名、またはソーステーブル内の既存の表示名と同じにしたい場合は、ASを使用し

ないでください。

表示名の値は引用符で囲まれた文字列。列見出しを改行したい場合は、語句の間にセミ

コロン( ;)を入れます。

メモ

ASは、新しいテーブルへの出力時にのみ使用します。既存のテーブルに追

加している場合は、既存テーブルの代替列見出しが優先されます。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

FIELDS ALLを使用するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、FIELDS
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はただちにFIELDS ALLに従う必要があります。例：
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名前 説明

FIELDS ALL EXCLUDE field_1 field_2

TOテーブル名 コマンドの結果を送信する場所：

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

LOCAL

省略可能

Analyticsプロジェクトと同じ場所に出力ファイルを保存します。

メモ

Analyticsテーブルである出力ファイルを含むサーバーテーブルに対してコマン

ドを実行するときにのみ適用されます。

LOCAL パラメーターはTOパラメーターの直後に置く必要があります。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。
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名前 説明

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

OPEN

省略可能

テーブルを開き、インデックスをテーブルに適用します。

ISOLOCALEロケールコー

ド

省略可能

メモ

Analytics のUnicode版にのみ適用されます。

システムロケールは「言語 -国」の形式で入力します。たとえば、カナダフランス語はコード「fr_
ca」を入力します。

次のコードを使用します。

o 言語 – ISO 639標準言語コード
o 国 – ISO 3166標準国コード

国コードを指定しない場合は、言語のデフォルト国が使用されます。

ISOLOCALEを使用しない場合は、デフォルト システムロケールが使用されます。

例

単一のフィー津おで並べ替え、レコード全体を出力する

サンプル Inventoryテーブルのレコードを製品番号で並べ替えるとします。並べ替えられたレコード

は、新しいAnalyticsテーブル Inventory_Product_Numberに抽出されます。

レコード全体が出力テーブルに含まれます。

SORT ON ProdNo TO "Inventory_Product_Number"
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デフォルトの昇順を降順に変更するには、キーフィールド名の後にDを追加します。

SORT ON ProdNo D TO "Inventory_Product_Number"

単一のフィールドで並べ替え、フィールドのサブセットを
出力する

サンプル Inventoryテーブルのレコードを製品番号で並べ替えるとします。キーフィールドと指定さ

れた非キーフィールドのみが新しいAnalyticsテーブル Inventory_Quantity_on_Handに抽出さ

れます。

3番目の非キーフィールド QtyOHに対し、出力テーブルでの表示名としてQty on Hand(在庫

数量 )が付けられます。

SORT ON ProdNo FIELDS ProdDesc ProdStat QtyOH AS "Qty on Hand" TO
"Inventory_Quantity_on_Hand"

単一のフィールドで並べ替え、すべてのフィールドを出力
する

サンプル Inventoryテーブルのレコードを製品番号で並べ替えるとします。すべてのフィールドは、

新しいAnalyticsテーブル Inventory_Product_Numberに抽出されます。

FIELDS ALLがレコード全体の出力と異なる点は、FIELDS ALLでは、ソーステーブルのすべて

の演算フィールドが出力テーブルの物理フィールドに変換され、フィールドに実際の演算された値

が入力されることです。

SORT ON ProdNo FIELDS ALL TO "Inventory_Product_Number"

複数のフィールドで並べ替える(ネストされた並べ替え)

サンプル Inventoryテーブルのレコードをロケーション、製品クラス、製品番号の順で並べ替えると

します。並べ替えられたレコードを、新しいAnalyticsテーブル Inventory_Location_Class_
Numberに抽出します。以上を行うコマンドの例は次のようになります。
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SORT ON Location ProdCls ProdNo TO "Inventory_Location_Class_Number"

関連するフィールドを使用して並べ替える

サンプルAp_Transテーブルのレコードを次のフィールドで並べ替えるとします。

l Vendor_State(業者が拠点とする州。関連：Vendorテーブル)
l Vendor_City(業者が拠点とする市区町村。関連：Vendorテーブル)
l Vendor_No(業者番号。Ap_Transテーブル)

すべての3つのキーフィールド、および関連するフィールド Vendor.Vendor_Nameを含む指定さ

れた非キーフィールドを、新しいAnalyticsテーブルAp_Trans_State_Cityに抽出する例を次に

示します。

SORT ON Vendor.Vendor_State Vendor.Vendor_City Vendor_No FIELDS
Vendor.Vendor_Name Invoice_No Invoice_Date Invoice_Amount Prodno
Quantity Unit_Cost TO "Ap_Trans_State_City"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"レコードの並べ替え"ページ 1188を参照してください。

SORTコマンドの並べ替えシーケンス

SORTコマンドは、［並べ替え順序］オプション( ［ツール>オプション > テーブル］)で指定された並べ順を

使用します。デフォルトの並べ替え順序は次のとおりです。

詳細については、"［並べ替え順］オプションとソート順序"ページ 1184を参照してください。

Analyticsのエ

ディション

［並べ替え順］のデ

フォルト 関連付けられているソート順序

非 Unicode システムデフォルト

( ASCII)

数字、大文字、小文字、小文字：

0, 1, 2... A, B, C... a, b, c...

たとえば、"Z"は "a"の前にソートされます。

Unicode 混合言語 ( UCA)

( Unicode照合アル

数字、小文字と大文字の混合：

2107

コマンド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


Analyticsのエ

ディション

［並べ替え順］のデ

フォルト 関連付けられているソート順序

ゴリズム)
0, 1, 2... a, A, b, B, c, C...

たとえば、"a"は "Z"の前にソートされます。

大文字と小文字の区別

SORTは大文字と小文字を区別します。ご使用のAnalyticsのエディション(非 Unicodeまたは

Unicode)によって、文字列の大文字と小文字が並べ替えに影響する場合があります。

大文字と小文字が並べ替えに影響しないようにしたい場合は、SORTと一緒にUPPER( )関数を使用

できます。

SORT ON UPPER(キー フィールド) TO "Sorted_Table"

関連するフィールドで並べ替える

関連するフィールドで並べ替え、並べ替えられた出力テーブルに、非キーフィールドとして関連するフィー

ルドを含めることができます。SORT コマンドで関連するフィールドを参照するには、子テーブル名 .フィール
ド名を指定します。

固定長データファイルと可変長データファイルの比較

SORTコマンドは固定長、可変長いずれのデータファイルでも使用することができます。
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STATISTICSコマンド

Analyticsテーブルで、1つ以上の数値または日付時刻フィールドについて統計計算します。

構文

STATISTICS {<ON> フィールド名 <...n>|<ON> ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>} <STD>
<MODMEDQ> <NUMBER n> <TO {SCREEN|ファイル名|PRINT}> <IF テスト> <WHILE テスト>
<FIRST 範囲|NEXT 範囲> <APPEND>

パラメーター

名前 説明

ONフィールド名  <...n> |
ON ALL

合計する 1つ以上の数値または日付時刻フィールドを指定するか、あるいは、Analyticsテー

ブル内の数値フィールドと日付時刻フィールドすべてについて統計を生成する場合はON
ALLを指定します。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

ON ALLを使用して統計情報を生成するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、ON ALLを

微調整できます。

EXCLUDE はON ALLの直後に置く必要があります。例：

ON ALL EXCLUDE field_1 field_2

STD

省略可能

STDを指定すると、指定したフィールドの標準偏差もほかの統計情報と共に計算されます。

MODMEDQ

省略可能

指定したフィールド群の最頻値、中央値、上位四分位数、および 3番目の四分位数値を

他の統計のほかに計算します。

NUMBER n

省略可能

処理の間に保持しておく高値と低値の数。デフォルト値は 5です。

TO SCREEN |ファイル名 |
PRINT

省略可能

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します
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名前 説明

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

o 印刷 ––通常使うプリンターに結果を送信します

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。
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名前 説明

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

Analyticsの出力変数

メモ

テーブル内の複数のフィールドを対象として統計を生成した場合、システムで生成される

出力変数には、最初に列挙したフィールドの値が含まれています。

名前 含む

ABSn コマンドによって計算された絶対値。

AVERAGEn コマンドによって計算された平均値。

COUNTn コマンドによって計算されたレコード数。

o 変数名がCOUNT1の場合、それは最近実行されたコマンドのレコード数を格納していま

す。
o 変数名 COUNTnのnが1より大きい場合、変数はGROUPコマンドの内で実行された

コマンドのレコード数を格納しています。

nの値はGROUP内のコマンドの行番号に基づいて割り当てられます。たとえば、コマンド

がGROUPコマンドの1行下にある場合、値はCOUNT2が割り当てられます。コマンド

がGROUPコマンドの4行下にある場合、値はCOUNT5が割り当てられます。

HIGHn このコマンドによって確認された 5番目に高い値。

5番目に高い値はデフォルト設定です。この設定を変更するにはNUMBERパラメーターを使

用します。たとえば、NUMBER 3は、3番目に高い値を格納することを指定するものです。

メモ

Analyticsで最も高い値が確認される際、重複値は除外されません。たとえ

ば、降順の値リストが100、100、99、98の場合、3番目に高い値は 98で

なく 99になります。

LOWn このコマンドによって確認された 5番目に低い値。

5番目に低い値はデフォルト設定です。この設定を変更するにはNUMBERパラメーターを使

用します。たとえば、NUMBER 3は、3番目に低い値を格納することを指定するものです。
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名前 含む

メモ

Analytics で最も低い値が確認される際、重複値は除外されません。たとえ

ば、昇順の値リストが1、1、2、3の場合、3番目に低い値は 3でなく 2にな

ります。

MAXn コマンドによって確認された最大値。

MEDIANn コマンドによって確認された中央値。

MINn コマンドによって確認された最小値。

MODEn コマンドによって確認された最頻値。

Q25n コマンドによって計算された最初の四分位数値 (下位四分位数値 )。

Q75n コマンドによって計算された 3番目の四分位数値 (上位四分位数値 )。

RANGEn コマンドによって計算された最大値と最小値の差。

STDDEVn コマンドによって計算された標準偏差値。

TOTALn コマンドによって計算された最初の合計値。

TOTALコマンドがGROUPコマンド内になければ、nの値は 1です。nの値はGROUPコマ

ンド内のTOTALコマンドの行番号に相当します。

詳細については、"GROUPコマンド"ページ 1829を参照してください。

例

条件付き統計を生成する

次の例では、製品クラス ID( ProdCls)が '01'であるレコードの、数量 ( Qty)フィールドの統計を生

成しています。

STATISTICS ON Quantity IF ProdCls = "01"
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STRATIFYコマンド

数値フィールドの値に基づいて、レコードを数値間隔でグループ化します。各間隔のレコード数をカウント

し、指定した数値フィールドの小計を間隔ごとに求めます。

構文

STRATIFY <ON> 数値フィールド MINIMUM 値 MAXIMUM 値 {<INTERVALS 数値>|FREE 間隔

値 <...n> 最後の間隔} <SUPPRESS> <SUBTOTAL 数値フィールド <...n>|SUBTOTAL ALL
<EXCLUDE 数値フィールド <...n>>> <KEY 内訳フィールド> <TO {SCREEN|テーブル名|ファイル

名|GRAPH|PRINT}> <LOCAL> <IF テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲> <WHILE テスト>
<APPEND> <OPEN> <HEADER ヘッダー テキスト> <FOOTER フッター テキスト> <STATISTICS>

パラメーター

名前 説明

ON数値フィールド 階層化する数値フィールドまたは式。

MINIMUM値 数値型のフィールドにのみ適用されます。最初の数値間隔の最小値。

FREEを使用している場合、MINIMUMは省略可能です。それ以外の場合は必要になりま

す。

MAXIMUM値 数値型のフィールドにのみ適用されます。最後の数値間隔の最大値。

FREEを使用している場合、MAXIMUMは省略可能です。それ以外の場合は必要になりま

す。

INTERVALS数

省略可能

数値型のフィールドにのみ適用されます。

MINIMUM値とMAXIMUM値によって指定された範囲の間にAnalyticsが生成する、均等

な間隔の数。間隔の数を指定しない場合は、デフォルトの数が使用されます。

デフォルトは、［オプション］ダイアログボックスの［コマンド］タブの［間隔の数］によって決定され

ます。

FREE間隔値 <...n>最終

間隔

省略可能

数値型のフィールドにのみ適用されます。

各間隔の開始点と最後の間隔の終了点を指定することにより、カスタムサイズの間隔を作

成することができます。

MINIMUM値とMAXIMUM値を指定した場合は、これらの値がそれぞれ最初の間隔の開

始点と最後の間隔の終了点となり、各間隔値が範囲内に追加の間隔を生成します。指定

する間隔値は、MINIMUM値より大きく、かつMAXIMUM値以下である必要があります。
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名前 説明

間隔値は、数値順でなければならず、重複値を含めることはできません。次に例を示しま

す。

たとえば、FREE -1000, 0, 1000, 2000, 3000 のように指定します。

FREE と INTERVALSの両方を指定する場合は、INTERVALSが無視されます。

SUPPRESS

省略可能

MAXIMUM値より大きい値とMINIMUM値より小さい値をコマンド出力から除外します。

SUBTOTAL数値フィールド

<...n> | SUBTOTAL ALL

省略可能

グループごとに小計を計算する 1つ以上の数値フィールドまたは式。

複数のフィールドはスペースで区切る必要があります。テーブル内のすべての数値フィールドに

ついて小計を求める場合はALLを指定します。

小計フィールドを選択しないと、階層化の対象とするフィールドの小計が自動的に計算され

ます。

階層化するフィールドと、それ以外の1つ以上のフィールドの小計を出したい場合、または小

計された階層化対象フィールドの統計を含めたい場合は、階層化するフィールドを明示的に

指定する必要があります。

EXCLUDE数値フィールド

省略可能

SUBTOTAL ALLを使用するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、

SUBTOTAL ALLを微調整できます。

EXCLUDE はSUBTOTAL ALLの直後に置く必要があります。例：

SUBTOTAL ALL EXCLUDE field_1 field_2

KEYブレークフィールド

省略可能

小計計算をグループ化するフィールドまたは式。ブレークフィールドの値が変わるたびに、小計

が計算されます。

ブレークフィールドは、文字フィールドか式である必要があります。指定できるフィールドは 1つ

だけですが、1つ以上のフィールドを含んでいる式を使用することができます。

TO SCREEN |テーブル名 |
ファイル名 | GRAPH |
PRINT

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。
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名前 説明

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

o GRAPH –は結果をグラフに表示し、それを Analyticsの表示領域に表示します
o 印刷 ––通常使うプリンターに結果を送信します

LOCAL

省略可能

Analyticsプロジェクトと同じ場所に出力ファイルを保存します。

メモ

Analyticsテーブルである出力ファイルを含むサーバーテーブルに対してコマン

ドを実行するときにのみ適用されます。

LOCAL パラメーターはTOパラメーターの直後に置く必要があります。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。
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名前 説明

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

HEADERヘッダーテキスト

省略可能

レポートの各ページの最上部に挿入されるテキスト。

ヘッダーテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数であるHEADERの値よりも優先されます。

FOOTERフッターテキスト

省略可能

レポートの各ページの最下部に挿入されるテキスト。

フッターテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数である FOOTERの値よりも優先されます。

STATISTICS

省略可能

メモ

SUBTOTALも指定されていない場合は使用できません。

すべてのSUBTOTALフィールドの平均値、最小値、および最大値を計算します。

例

請求金額で階層化する

Ar(売掛金 )テーブルを Invoice_Amount(請求金額 ) フィールドで階層化する必要があるとしま

す。請求金額の小計は自動的に求められます。

出力は以下のような $1000間隔でグループ化されます。
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l $0 ～ $999.99
l $1,000 ～ $1,999.99
l といった具合です。

各間隔の請求金額合計も求められます。

OPEN Ar
STRATIFY ON Invoice_Amount MINIMUM 0 MAXIMUM 10000 INTERVALS 10 TO
"Stratified_invoices.FIL"

備考
このコマンドの動作の詳細については、"データの階層化"ページ 1304を参照してください。

機能の仕組み

STRATIFYは、数値フィールドの値に基づいて、レコードを均等な数値間隔またはカスタムサイズの数

値間隔にグループ化します。

出力には間隔ごとに、ソーステーブルのうち、その間隔に属するレコードの数が記録された特別なレコー

ドが含まれます。

MINIMUMおよびMAXIMUM値を自動的に入力する

STRATIFYコマンドを実行する前に、階層化の対象フィールドで STATISTICSコマンドまたはPROFILE
コマンドを実行して、フィールド内の最小値と最大値をMINIMUMパラメーターとMAXIMUMパラメーター

に自動的に設定することができます。

自動生成された小計と統計フィールドの名前

STATISTICSを使用して、1つ以上のSUBTOTALフィールドで統計演算を実行し、結果を Analytics
テーブルに出力する場合は、パラメーターによって自動生成されたフィールドの名前は次のようになりま

す。

自動生成されたフィールド

の説明 出力テーブルのフィールド名 出力テーブルの列見出し(表示名 )

小計フィールド 集計対象となる、ソーステーブルの

フィールド名

Total +集計対象となる、ソーステーブルの代替

列見出し

平均フィールド a_集計対象となる、ソーステーブルの

フィールド名

Average +集計対象となる、ソーステーブルの代

替列見出し
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自動生成されたフィールド

の説明 出力テーブルのフィールド名 出力テーブルの列見出し(表示名 )

最小フィールド m_集計対象となる、ソーステーブルの

フィールド名

Minimum +集計対象となる、ソーステーブルの代

替列見出し

最大フィールド x_集計対象となる、ソーステーブルの

フィールド名

Maximum +集計対象となる、ソーステーブルの

代替列見出し
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SUMMARIZEコマンド

1つ以上の文字フィールド、数値フィールド、または日付時刻フィールドの同じ値に基づいて、レコードを

グループ分けします。各グループのレコード数をカウントし、指定した数値フィールドの小計をグループごと

に求めます。

構文

SUMMARIZE {ON キー フィールド <...n>|ON ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>}
<SUBTOTAL 数値フィールド <...n>|SUBTOTAL ALL <EXCLUDE 数値フィールド <...n>>>
<OTHER フィールド <...n>|OTHER ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>> <TO {SCREEN|テー

ブル名|PRINT}> <LOCAL> <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲>
<PRESORT> <APPEND> <OPEN> <HEADER ヘッダー テキスト> <FOOTER フッター テキスト>
<STATISTICS> <MODMEDQ> <STDEV> <CPERCENT> <ISOLOCALE ロケール コード>

パラメーター

名前 説明

ON キーフィールド <...n>
| ON ALL

要約する 1つ以上の文字、数値、日付時刻フィールド。

o ONキーフィールド –指定したフィールドを使用します

複数のフィールドはスペースで区切る必要があります。また、異なるデータ型を指定できま

す。

1つ以上のフィールドで要約する場合、フィールドはリストの順序で要約されます。

PRESORTを指定する場合、出力テーブルのネストされた並べ替えが同じ順序に従いま

す。

o ON ALL –テーブルのすべてのフィールドを使用します

すべてのフィールドで予約する場合、フィールドはテーブルレイアウトに出現する順序で要

約されます。PRESORTを指定する場合、出力テーブルのネストされた並べ替えが同じ

順序に従います。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

ON ALLを使用して要約するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、ON ALLを

微調整できます。

EXCLUDE はON ALLの直後に置く必要があります。例：

ON ALL EXCLUDE field_1 field_2
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名前 説明

SUBTOTAL数値フィールド

<...n> | SUBTOTAL ALL

省略可能

グループごとに小計を計算する 1つ以上の数値フィールドまたは式。

複数のフィールドはスペースで区切る必要があります。テーブル内のすべての数値フィールドに

ついて小計を求める場合はALLを指定します。

EXCLUDE数値フィールド

省略可能

SUBTOTAL ALLを使用するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、

SUBTOTAL ALLを微調整できます。

EXCLUDE はSUBTOTAL ALLの直後に置く必要があります。例：

SUBTOTAL ALL EXCLUDE field_1 field_2

OTHERフィールド <...n> |
OTHER ALL

省略可能

出力に含める 1つ以上の追加フィールド。

o OTHER フィールド <...n> –指定した 1つまたは複数のフィールドが含まれます。
o OTHER ALL –キーフィールドまたは小計フィールドとして指定しなかった、テーブル内のす

べてのフィールドが含まれます。

OTHERは、各要約グループ内のすべてのレコードが同じ値を含んでいるフィールドに対して

のみ使用してください。要約されるグループに対し異なった値を含んでいるフィールドを指定す

ると、グループ内の最初のレコードの値しか表示されず、これでは意味がありません。

例：

o テーブルを顧客番号で要約する –場合には、適切な「OTHER(その他の)フィールド」の例

としては顧客名を指定できます。通常、顧客名は、同じ顧客番号を持つすべてのレコー

ドで同じです。
o 州で業者テーブルを要約する –不適切「OTHER(その他の)フィールド」は都市です。各

州の一覧の最初の都市のみが出力に表示されます。このような場合、州と市の両方を

キーフィールドとして(州、市の順番で)要約を行うことをお勧めします。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

OTHER ALLを使用するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、OTHER
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はOTHER ALLの直後に置く必要があります。例：

OTHER ALL EXCLUDE field_1 field_2

TO SCREEN |テーブル名 |
PRINT

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o テーブル名 –は、結果の保存先となる Analyticsテーブルのことです。

テーブル名には、ファイル拡張子 .FILを付けた文字列を引用符で囲んで指定する必要

があります。例：TO "Output.FIL"
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名前 説明

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .fil)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを

指定します。

l TO "C:\Output.FIL"
l TO "Results\Output.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されて

います。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文

字やスペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできませ

ん。

o 印刷 ––通常使うプリンターに結果を送信します

LOCAL

省略可能

Analyticsプロジェクトと同じ場所に出力ファイルを保存します。

メモ

Analyticsテーブルである出力ファイルを含むサーバーテーブルに対してコマン

ドを実行するときにのみ適用されます。

LOCAL パラメーターはTOパラメーターの直後に置く必要があります。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

PRESORT

省略可能

コマンドを実行する前にキーフィールドでテーブルを並べ替えます。

メモ

GROUPコマンドの内部ではPRESORTを使用することができません。
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名前 説明

PRESORTを使用する場合

PRESORTを使用すると、出力は並べ替えられ、キーフィールド内の同一値セットごと、また

は値の等しい組み合わせごとに1つの一意のグループが含まれます。

ヒント

入力テーブルがすでに並べ替えられている場合は、PRESORTを指定しな

いことで処理時間を短縮できます。

Presortを使用しない場合

PRESORTを使用しない場合、出力結果は、入力テーブルの並べ替え順序を使用しま

す。

キーフィールドに入っている同一の値が連続して並んでいない場合、出力結果には、同一

値セットごと、または値の等しいの組み合わせごとに2つ以上のグループが含まれることになり

ます。

メモ

コンテキストによっては、同一値セットごと、または値の等しい組み合わせに2
つ以上のグループが含まれることが、要約の目的よりも優先されることがあり

ます。

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。

OPEN

省略可能

コマンドを実行した後、コマンドによって作成されたテーブルを開きます。コマンドが出力テーブ

ルを作成する場合にのみ有効です。

HEADERヘッダーテキスト

省略可能

レポートの各ページの最上部に挿入されるテキスト。

ヘッダーテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数であるHEADERの値よりも優先されます。

FOOTERフッターテキスト

省略可能

レポートの各ページの最下部に挿入されるテキスト。

フッターテキストは引用符で囲んだ文字列として指定する必要があります。この値は、

Analyticsのシステム変数である FOOTERの値よりも優先されます。
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名前 説明

STATISTICS

省略可能

メモ

SUBTOTALも指定されていない場合は使用できません。

すべてのSUBTOTALフィールドの平均値、最小値、および最大値を計算します。

MODMEDQ

省略可能

メモ

SUBTOTALも指定されていない場合は使用できません。

最頻値、中央値、最初の四分位数、および3番目の四分位数値がすべてのSUBTOTAL
フィールドに対して計算されます。

STDEV

省略可能

メモ

SUBTOTALも指定されていない場合は使用できません。

標準偏差と合計の割合がすべてのSUBTOTALフィールドに対して計算されます。

CPERCENT

省略可能

レコード数における各グループの割合を計算します。

ISOLOCALE

省略可能

メモ

Analytics のUnicode版にのみ適用されます。

システムロケールは「言語 -国」の形式で入力します。たとえば、カナダフランス語はコード「fr_
ca」を入力します。

次のコードを使用します。

o 言語 – ISO 639標準言語コード
o 国 – ISO 3166標準国コード

国コードを指定しない場合は、言語のデフォルト国が使用されます。

ISOLOCALEを使用しない場合は、デフォルト システムロケールが使用されます。

例

顧客ごとの総取引額

Customer_Number(顧客番号 )フィールドに基づいてAr(売掛金 )テーブルを要約し、Trans_
Amount(取引額 )フィールドの小計を求めたいとします。出力は、顧客ごとでグループ化され、各

顧客の総取引額が含まれます。
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OPEN Ar
SUMMARIZE ON Customer_Number SUBTOTAL Trans_Amount TO "Customer_
total.FIL" PRESORT

顧客ごとの取引日別の総取引額

Customer_Number(顧客番号 )とTrans_Date(取引日 )フィールドに基づいてAr(売掛金 )
テーブルを要約したいとします。Trans_Amount フィールドの小計を求めます。

出力は、顧客ごとと、顧客内の取引日ごとにグループ化され、各顧客の取引日別に総取引額が

含まれます。

OPEN Ar
SUMMARIZE ON Customer_Number Trans_Date SUBTOTAL Trans_Amount TO
"Customer_total_by_date.FIL" PRESORT

顧客ごと、取引日別の取引額の合計、平均、最小、
および最大

直前の例にSTATISTICSを追加します。

顧客ごとに、その顧客が取引をした日付別の取引額の小計に加え、日付別の取引額の平均

値、最小値、および最大値も計算することができます。次のように指定します。

OPEN Ar
SUMMARIZE ON Customer_Number Trans_Date SUBTOTAL Trans_Amount TO
"Customer_stats_by_date.FIL" PRESORT STATISTICS

同じ取引額、同じ日付

Trans_Date(取引日 )フィールドとTrans_Amount(取引金額 )フィールドに基づいて、クレジット

カード取引テーブルを集計する場合を考えます。
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出力は日付別にグループ化され、その日付内で金額別にグループ化されます。関連付けられた

カウントを使用して、同じ金額と同じ日付の取引を特定できます。以上を行うコマンドの例を次に

示します。

OPEN CC_Trans
SUMMARIZE ON Trans_Date Trans_Amount TO "Transactions_by_date_
amount.FIL" OPEN PRESORT
SET FILTER TO COUNT > 1

備考
このコマンドの動作の詳細については、"データの要約"ページ 1326を参照してください。

機能の仕組み

SUMMARIZEはフィールドに同じ値があるレコード、または複数のフィールドで値の組み合わせが同じで

あるレコードをグループ化します。出力結果には、グループごとに1つのレコードが含まれ、各レコードに

は、ソーステーブル内でそのグループに属するレコードの数が含まれます。

小計と統計：出力結果の計算とフィールド名

1つ以上の任意のパラメーターを使用して、指定する SUBTOTALフィールドで統計演算を実行すること

もできます。統計計算は、出力においてグループ別に内訳が示されます。

省略可能なパラメーター

出力テーブルの列見出し

(表示名 ) 出力テーブルのフィールド名

小計フィールドで実行され

た計算

SUBTOTAL
Total +小計対象となる代

替列見出し

小計対象となるフィールド

名

各グループの小計された値

STATISTICS

Average +小計対象となる

代替列見出し

a_小計対象となるフィール

ド名

各グループの平均値

Minimum +小計対象とな

る代替列見出し

m_小計対象となるフィール

ド名

各グループの最小値

Maximum +小計対象とな

る代替列見出し

x_小計対象となるフィール

ド名

各グループの最大値

MODMEDQ

Median +小計対象となる

代替列見出し

c_小計対象となるフィール

ド名

各グループの中央値

o 奇数の値セット：中央値
o 偶数の値セット :中央に

ある 2つの値の平均
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省略可能なパラメーター

出力テーブルの列見出し

(表示名 ) 出力テーブルのフィールド名

小計フィールドで実行され

た計算

Mode +小計対象となる代

替列見出し

o_小計対象となるフィール

ド名

各グループの最も頻繁に発

生する値

o 2回以上出現する値が

ない場合は、"N/A"が表

示される
o 関連付けの場合は、最

も低い値が表示される

Q25 +小計対象となる代

替列見出し

q_小計対象となるフィール

ド名

各グループの最初の四分位

数値 (下四分位数値 )

o 結果はAnalyticsのアル

ゴリズムによって計算さ

れた補間値である
o Microsoft Excelの

QUARTILEおよび

QUARTILE.INC関数と

同じ結果を生成する

Q75 +小計対象となる代

替列見出し

p_小計対象となるフィール

ド名

各グループの3番目の四分

位数 (下四分位数 )

o 結果はAnalyticsのアル

ゴリズムによって計算さ

れた補間値である
o Microsoft Excelの

QUARTILEおよび

QUARTILE.INC関数と

同じ結果を生成する

STDEV

STDDEV +小計対象とな

る代替列見出し

d_小計対象となるフィール

ド名

各グループの標準偏差

% Field +小計対象となる

代替列見出し

f_小計対象となるフィールド

名

フィールドの合計に対する

割合として表される各グ

ループの小計

CPERCENT

パーセントカウント COUNT_PERCENTAGE 各グループに属するソース

テーブルレコードの割合

メモ

小計フィールドは必要ありま

せん。
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TOPコマンド
Analyticsテーブルの最初のレコードに移動します。

構文

TOP

パラメーター
このコマンドにはパラメーラーがありません。

備考

TOPを使用する場面

直前に実行されたコマンド( FINDなど)により、テーブル内で先頭以外のレコードが選択されていた場合

に先頭レコードに移動するのに、TOPを使用することができます。
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TOTALコマンド

Analyticsテーブルの1つ以上のフィールドの合計値を計算します。

構文

TOTAL {<FIELDS> 数値フィールド <...n>|<FIELDS> ALL <EXCLUDE 数値フィールド

<...n>>} <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲>

パラメーター

名前 説明

FIELDS数値フィールド

 <...n> | FIELDS ALL
値の合計を求める数値フィールド。

テーブル内の数値フィールドの各々について合計を求める場合はALLを指定します。

EXCLUDE数値フィールド

省略可能

FIELDS ALLを使用して合計するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、FIELDS
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はただちにFIELDS ALLに従う必要があります。例：

FIELDS ALL EXCLUDE field_1 field_2

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲 処理するレコード数：
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名前 説明

省略可能 o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

Analyticsの出力変数

メモ

テーブル内の複数のフィールドを合計した場合、システムで生成される出力変数には、

最初に列挙したフィールドの合計が含まれています。

名前 含む

TOTALn コマンドによって計算された最初の合計値。

TOTALコマンドがGROUPコマンド内になければ、nの値は 1です。nの値はGROUPコマ

ンド内のTOTALコマンドの行番号に相当します。

詳細については、"GROUPコマンド"ページ 1829を参照してください。

例

最初の25レコードの合計を求める

次の例は、テーブル内の最初の25レコードのMKTVAL フィールドの総量を計算しています。

TOTAL FIELDS MKTVAL FIRST 25

備考

TOTALの用途

TOTALは、コントロール合計を作成して、ソースデータの完全性や正確性を検証する場合に使用でき

ます。このコマンドにより、指定されたフィールドあるいは式の算術合計が計算されます。
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TRAINコマンド

自動的な機械学習を使用して、トレーニングデータセットに対する最適の予測モデルを作成します。

メモ

Analyticsを 32ビット コンピューターで実行する場合は、TRAIN コマンドはサポートされま

せん。このコマンドに必要な演算は、プロセッサーの負荷が高いため、64ビット コンピュー

ターの方が適しています。

構文

TRAIN {CLASSIFIER|REGRESSOR} <ON> キー フィールド <...n> TARGET ラベル付きフィールド

SCORER {ACCURACY|AUC|F1|LOGLOSS|PRECISION|RECALL|MAE|MSE|R2} SEARCHTIME 分

MAXEVALTIME 分 MODEL モデル名 TO テーブル名 <IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲

|NEXT 範囲> FOLDS 分割数 <SEED シード値> <LINEAR> <NOFP>

メモ

TRAIN コマンドで使用されるデータセットのサポートされる最大サイズは 1 GBです。

パラメーター

名前 説明

CLASSIFIER |
REGRESSOR

予測モデルを学習するときに使用する予測タイプ。

o CLASSIFIER –分類アルゴリズムを使用して、モデルを学習します

レコードが属するクラスまたはカテゴリを予測する場合は分類を使用します。

o REGRESSOR –回帰アルゴリズムを使用して、モデルを学習します

レコードに関連付けられた数値を予測する場合は回帰を使用します。

ONキーフィールド <...n> 1つ以上学習入力フィールド。

フィールドは、文字、数値、または論理型を使用できます。複数のフィールドはスペースで区

切る必要があります。
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名前 説明

メモ

文字フィールドは「分類的」である必要があります。つまり、カテゴリまたはクラ

スを特定し、最大数の一意の値を含む必要があります。

最大値は［最大カテゴリ］オプション( ［ツール> オプション > コマンド)で指定

されます。

TARGETラベル付きフィー

ルド

学習入力フィールドに基づいて予測するようにモデルが学習されているフィールド。

別の予測タイプ(分類または回帰 )は別のフィールド データ型で動作します。

CLASSIFIERで有効 文字または論理対象フィールド

REGRESSORで有効 数値対象フィールド

SCORER ACCURACY |
AUC | F1 | LOGLOSS |
PRECISION | RECALL |
MAE | MSE | R2

生成されたモデルのスコアを決定 (調整およびランク付け)するときに使用するメトリクス。

生成されたモデルのうち、このメトリクスの最善値を有するモデルが保持され、そうでないモデ

ルは破棄されます。

使用している予測タイプ(分類または回帰 )に応じて、メトリクスの別のサブセットが有効となり

ます。

CLASSIFIERで有効 SCORER ACCURACY | AUC | F1 | LOGLOSS | PRECISION |
RECALL | MAE | MSE | R2

REGRESSORで有効 MAE | MSE | R2

メモ

分類メトリクスAUCは、ラベル付きフィールドにバイナリデータ( Yes/No、
True/Falseなどの2つのクラス)が含まれるときにのみ有効です。

SEARCHTIME分 予測モデルの学習および最適化にかかる合計時間 (分 )。

学習および最適化は、異なるパイプライン構成の検索を伴います(異なるモデル、プリプロ

セッサｰ、およびハイパーパラメーターの組み合わせ)。

メモ

TRAIN コマンドの合計実行時間はSEARCHTIME と最大で

MAXEVALTIMEの2倍です。

ヒント

MAXEVALTIMEの10倍以上である SEARCHTIMEを指定します。

この時間割り当ては、処理時間と多様なモデルタイプの評価を可能にする

ことの間で、合理的なバランスを取っています。

MAXEVALTIME分 最大実行時間は、モデル評価ごとの分数です。

ヒント

100 MBの学習データごとに45分を割り当てます。

この時間割り当ては、処理時間と多様なモデルタイプの評価を可能にする

ことの間で、合理的なバランスを取っています。
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名前 説明

MODELモデル名 学習プロセスで生成されたモデルファイル。

モデルファイルには、学習データセットに最適なモデルが含まれます。モデルを PREDICT コマ

ンドに入力し、新しい未確認のデータセットに関する予測を生成します。

引用された文字列としてモデル名を指定します。例：TO "Loan_default_prediction"

ファイル拡張子 *.modelを指定するか、それを Analyticsで自動で指定させます。

デフォルトでは、モデルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存されま

す。

既存の異なるフォルダーにモデルファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指

定します。

o TO "C:\Loan_default_prediction"
o TO "ML Train output\Loan_default_prediction.model"

TOテーブル名 学習プロセスで生成されたモデル評価テーブルの名前。

モデル評価テーブルには、以下の2つの異なるタイプの情報が格納されています。

o スコアラー/メトリクス –。これらは、学習プロセスによって生成されたモデルファイルの予測パ

フォーマンスの定量的な推定、分類メトリクスまたは回帰メトリクスを意味します。

メトリクスが異なれば、提供される推定のタイプも異なります。スコアラーには、SCORER
に指定したメトリクスが表示されます。メトリクスには、指定しなかったメトリクスが表示され

ます。

o 重要性 /係数 –(降順 ) ：モデルによって生成された予測に対する各機能 (予測印子 )の
寄与度を示す値。

テーブル名、.FILファイル拡張子を持つ引用符で囲まれた文字列として指定します。例：TO
"Model_evaluation.FIL"

デフォルトでは、テーブルデータファイル( .FIL)は、Analytics プロジェクトが入っているフォル

ダーに保存されます。

既存の異なるフォルダーにデータファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指

定します。

o TO "C:\Model_evaluation.FIL"
o TO "ML Train output\Model_evaluation.FIL"

メモ

テーブル名は 64文字の英数字 ( .FIL拡張子を含まない)に制限されていま

す。名前にはアンダースコア文字 ( _)を使用できますが、他の特殊文字やス

ペースは使用できません。名前の先頭を数字にすることはできません。

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。
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名前 説明

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

FOLDS分割数 モデルを評価および最適化するときに使用する交差検証分割数。

分割は学習データセットの下位分割であり、交差検証プロセスで使用されます。

一般的に、モデルの学習時に、5 ～ 10分割を使用すると、適切な結果が得られます。許

可された最小分割数は 2です。最大数は 10です。

ヒント

分割数が増えると、モデルの予測性能の推定値が改善されることがあります

が、全体的な実行時間も長くなります。

SEEDシード値

省略可能

Analyticsの乱数ジェネレーターを初期化するために使用するシード値。

SEEDを省略した場合は、シード値がランダムに選択されます。

明示的にシード値を指定し、将来に学習プロセスを同じデータセットで複製したい場合は、

それを記録します。

LINEAR

省略可能

学習して、線形モデルのみのスコアを決定します。

LINEARが省略される場合、分類または再帰に関連するすべてのモデルタイプが評価されま

す。

メモ

データセットが大きくなると、一般的に、線形モデルのみが含まれている場合

に、学習プロセスがより短い時間で完了します。

線形モデルのみを含めると、出力の係数が保証されます。

NOFP

省略可能

機能選択とデータ前処理を学習プロセスから除外します。

機能選択は、予測モデルを最適化する際に最も有用な学習データセットで、自動化された

フィールドの選択です。自動化された選択は予測性能を改善することがありますが、モデル

最適化に関連するデータ量が減ります。

データ前処理は、学習データセットでの調整や標準化などの変換を実行し、学習アルゴリズ

ムにより適したものにします。

注意

理由がある場合にかぎり、機能選択とデータ前処理を除外してください。
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例

分類モデルの学習

債務不履行になる融資申請者を予測するために後続のプロセスで使用できる分類モデルに学

習させる必要があるとします。

顧客が債務不履行になったかどうかなど各融資の確認済みの結果が含まれる、融資データ履

歴セットに関する学習をモデルに行わせます。

直後の予測プロセスで、TRAINコマンドで生成されたモデルを使用して、現在の融資申請者

データを処理します。

OPEN "Loan_applicants_historical"
TRAIN CLASSIFIER ON Age Job_Category Salary Account_Balance Loan_
Amount Loan_Period Refinanced Credit_Score TARGET Default SCORER
LOGLOSS SEARCHTIME 960 MAXEVALTIME 90 MODEL "Loan_default_
prediction.model" TO "Model_evaluation.FIL" FOLDS 5

回帰モデルに学習させる

将来の住宅販売価格を予測するために後続のプロセス内で使用できる回帰モデルに学習させる

必要があるとします。

販売価格を含む最近の住宅販売データのセットを当該のモデルに学習させます。

直後の予測プロセスで、TRAINコマンドで生成されたモデルを使って住宅価格評価を生成しま

す。

OPEN "House_sales"
TRAIN REGRESSOR ON Lot_Size Bedrooms Bathrooms Stories Driveway
Recroom Full_Basement Gas_HW Air_conditioning Garage_Places Preferred_
Area TARGET Price SCORER MSE SEARCHTIME 960 MAXEVALTIME 90 MODEL
"House_price_prediction.model" TO "Model_evaluation.FIL" FOLDS 5

備考
このコマンドの動作の詳細については、"クラスと数値の予測"ページ 1350を参照してください。
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VERIFYコマンド

Analyticsテーブル中のデータがテーブルレイアウトのフィールド定義と一致していることを確認することによ

り、1つ以上のAnalyticsテーブルのデータの妥当性エラーをチェックします。

構文

VERIFY {<FIELDS> フィールド名 <...n>|<FIELDS> ALL <EXCLUDE フィールド名 <...n>>}
<IF テスト> <WHILE テスト> <FIRST 範囲|NEXT 範囲> <ERRORLIMIT n> <TO {SCREEN|ファ
イル名|PRINT}> <APPEND>

パラメーター

名前 説明

FIELDSフィールド名  <...n>
| FIELDS ALL

検証するフィールドまたは式。ALLを指定すると、テーブルのすべてのフィールドを検証します。

メモ

定義では、演算フィールド、アドホック式、およびバイナリフィールドは常に有

効です。

EXCLUDEフィールド名

省略可能

FIELDS ALLを使用して検証するときにのみ有効です。

コマンドから除外するフィールド。EXCLUDEでは、指定したフィールドを除外して、FIELDS
ALLを微調整できます。

EXCLUDE はただちにFIELDS ALLに従う必要があります。例：

FIELDS ALL EXCLUDE field_1 field_2

IFテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。コマンドは、その条件を満たすレ

コードに対してのみ実行されます。

メモ

IFパラメーターは、任意の範囲パラメーター( WHILE、FIRST、NEXT)が適

用された後に、テーブルに残るレコードに対してのみ評価されます。

WHILEテスト

省略可能

各レコードを処理するために真である必要がある条件式。条件が falseと評価するか、テー

ブルの最後に達したら、コマンドは実行を中止します。
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名前 説明

メモ

WHILE を FIRSTまたはNEXT とともに使用する場合は、1つの制限に達す

るとすぐに、レコードの処理が停止します。

FIRST範囲 | NEXT 範囲

省略可能

処理するレコード数：

o FIRST –指定されたレコード数に達するまで、最初のレコードから処理を開始します
o NEXT –指定されたレコード数に達するまで、現在選択されているレコードから処理を開

始します

範囲は処理するレコード数を指定します。

FIRST とNEXTを省略すると、すべてのレコードがデフォルトで処理されます。

ERRORLIMIT n

省略可能

コマンドが停止するまでに許容されるエラー数。デフォルト値は 10です。

TO SCREEN |ファイル名 |
PRINT

省略可能

コマンドの結果を送信する場所：

o SCREEN – - Analyticsの表示領域に結果を表示します

ヒント

表示領域内で、リンク付きの任意の結果値をクリックすると、関連付けら

れているソーステーブル内の1つまたは複数のレコードにドリルダウンする

ことができます。

o ファイル名 –は結果の保存先となるファイルです。

ファイル名には、適切なファイル拡張子を付けた文字列を引用符で囲んで指定します。

例：TO "Output.TXT"

デフォルトでは、テーブルファイルは、Analytics プロジェクトが入っているフォルダーに保存さ

れます。

既存の異なるフォルダーにファイルを保存するには、絶対または相対ファイルパスを指定し

ます。

l TO "C:\Output.TXT"
l TO "Results\Output.TXT"

o 印刷 ––通常使うプリンターに結果を送信します

APPEND

省略可能

コマンドの出力を既存ファイルに上書きしないで、そのファイルの末尾に追加します。

メモ

コマンドの出力と既存のファイルの構造が同一であるようにする必要がありま

す。

l 同じフィールド
l 同じフィールド順序
l 一致するフィールドが同じ長さ
l 一致するフィールドが同じデータ型

出力は、既存ファイルとの間でファイル構造が違っている場合でも、

Analyticsによって既存ファイルに追加されます。出力と既存のファイルの構

造が一致しない場合は、データが混在、不足、不正確になります。
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Analyticsの出力変数

名前 含む

WRITEn コマンドによって検証されたすべてのフィールドのデータ検証エラーの合計数。

例

データの検証と誤謬限度の指定

テーブル内のすべての列を検証し、誤謬上限を 10に設定するとします。次のコマンドは、10個の

データ検証エラーが検出されると処理を停止します。

VERIFY ALL ERRORLIMIT 10 TO "ImportErrors.txt"

備考

機能の仕組み

VERIFYは、1つ以上のフィールドの値をテーブルレイアウトの各フィールドに指定されているデータ型と比

較し、エラーを報告します。このコマンドは、次のことを確認します。

l 文字フィールド –が有効な文字だけを含んでおり、印刷できない文字を含んでいない。
l 数値フィールド –が有効な数字データだけを含んでいる。数値フィールドは、数字のほかに、数字の

前に1つのプラス記号またはマイナス記号を含んでいたり、1つの小数点を含んでいたりしても構

いません。
l 日付時刻フィールド –が、有効な日付、日付時刻、または時刻を含んでいる。

識別される各エラーについては、レコード番号とフィールド名が、16進形式の無効な値と共に出力されま

す。
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関数の概要
ACLScript関数は、範囲が狭いAnalyticsのカスタマイズされたルーチンです。特定のタスクまたは演算

を実行し、値を返します。

たとえば、ALLTRIM( )関数はすべての先頭または末尾のスペースをフィールドのテキスト値から削除しま

す。

Analyticsで使用可能な関数を網羅したリストを以下にアルファベット順またはカテゴリ別に整理して示し

ます。

l "検索、置換"ページ 2142
l "比較"ページ 2143
l "変換"ページ 2144
l "テキスト "ページ 2145
l "数学"ページ 2147
l "日付 /時刻"ページ 2148
l "財務"ページ 2150
l "フィールドとレコード"ページ 2151
l "テーブル、ファイル、およびプロジェクト "ページ 2152
l "変数テスト "ページ 2152
l "Python"ページ 2153
l "R"ページ 2153
l "ビット エンコードと文字エンコード"ページ 2154

表記規則と使用方法

関数構文規則

表記 説明

かっこ ( ) o 関数への入力値は、かっこで囲む必要があります。

ALLTRIM(業者名)

o 開くかっこは関数名の直後に置き、間にスペースを入れません。

ALLTRIM(業者名)

間違った例：

ALLTRIM (業者名)
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表記 説明

o 入力値を指定しない場合でも、かっこを使用する必要があります。

RECNO( )

区切り文字 o 関数への複数の入力値は、区切り文字で区切る必要があります。

SUBSTRING(<製品 ID>,5,12)

o 有効な区切り文字は、空白スペース、カンマ、セミコロンです。

［オプション］ダイアログボックスの［数値］タブの［リストの区切り文字］では、カンマまたはセ

ミコロンの区切り文字を指定する必要があります。

ヒント

読みやすくするために、空白スペースと、カンマまたはセミコロンのどちらかを両

方とも使用することもできます。

SUBSTRING(<製品 ID>, 5, 12)

修飾子あり o リテラル文字値の前後には、一重引用符または二重引用符が必要です。

EXCLUDE(<製品 ID>, "#-")

o リテラル日付時刻値の前後にはバッククォートが必要です。

AGE(期日, `20141231`)

o 数値には修飾子は使用しません。

ABS(-7.2)

o 論理値 ( T/F)には修飾子は使用しません。

LEVDIST(業者名, 業者名_2, F)

o フィールド名には修飾子は使用しません。

ALLTRIM(業者名)

リテラル日付時刻書式 o リテラル日付値はYYYYMMDDまたはYYMMDD書式で入力する必要があります。
l `20141231`
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表記 説明

l `141231`
o リテラル時刻値は、前に Tまたは tを付けたうえで hhmmssまたは hhmm書式で入力す

る必要があります。
l `t235959`
l `20141231 235959`

関数名の省略

注意

ACL は、演算フィールド、式、スクリプトの関数名を省略せず、各名前の完全なバージョ

ンを使用することをお勧めします。

省略により、演算フィールド、式、スクリプトが読み取りにくく、理解が困難になります。完

全な関数名なしでは、オンラインヘルプでの関数の検索が難しくなります。

AnalyticsプロジェクトまたはAnalyticsスクリプトが、省略に精通していない人によって修

正または継承される場合、特に省略 (短縮 )が問題になります。

演算フィールド、式、スクリプトの関数を指定するときには、名前を省略できます。関数名から十分な先

頭文字を含め、すべてのAnalytics関数で関数を一意に特定する必要があります。

例：
l MAXは MAXIMUM関数を一意に特定し、有効な略語にします。
l MAは MAXIMUM関数を一意に特定しないため、エラーメッセージを生成します。

関数が一意に特定される場合は、必要に応じて略語を短くすることができます。

たとえば、次のすべての略語はALLTRIM関数で有効です。

l ALLTR
l ALLT
l ALL
l AL

メモ

略語が短くなると、他のユーザーが認識することが難しくなります。
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関数ドキュメントで使用される規則

表記 使用目的

大文字 ACLScript関数の名前です。

メモ

Analytics のどのドキュメントでも、関数名は大文字で記載されていますが、これは

あくまでも書式設定の表記規則上、そう記載されているにすぎません。Analytics 
自体では、関数を大文字で入力する必要はありません。

斜体 ユーザーが指定する関数パラメーター。

|

(縦棒 )

山かっこまたは波かっこで囲まれた構文項目の選択肢を区切ります。項目のうち 1つだけを使用で

きます。

< >

(山かっこ)

オプションの構文項目。山かっこを入力しないでください。

{ }

(波かっこ)

必須の構文項目。波かっこを入力しないでください。

<,...n> 前の項目がn回繰り返されることを示します。出現はカンマによって区切られます。

関数ドキュメントで使用されるデータ型用語

次の用語は、関数パラメーター引数のデータ型を特定し、値を返すために使用されます。

用語 次のものを使用できます。

文字 文字リテラルや、Analyticsの文字 ( C)カテゴリに属するフィールド名、式、または変数。

数値 数値や、Analytics数値 ( N)データカテゴリに属するフィールド名、式、または変数。

日付時刻 日付時刻リテラルや、Analyticsの日付時刻 ( D)カテゴリに属するフィールド名、式、または変数。

論理 論理値や、Analyticsの論理 ( L)カテゴリに属するフィールド名、式、または変数。

フィールド 任意のAnalyticsデータカテゴリに属するフィールドの名前。

検索、置換
検索関数では、さまざまなタイプの検索を実行できます。データの文字、範囲内の値、空の値、およびパ

ターンに一致する値の特定の単語または順序を検索できます。
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置換関数は、データを検索および置換するためのさまざまなオプションを提供します。

ヒント

関数を使用して、テーブルのデータに対して、強力で効果的な検索とフィルタリングを実

行するさまざまな例については、"Analytics関数を使って検索とフィルタリングを行う"ペー

ジ 1235を参照してください。

関数の説明

関数 説明

AT( ) 文字値における部分文字列の特定の出現の開始位置を示す数値を返します。

BETWEEN( ) 指定された値が範囲内にあるかどうかを示す論理値を返します。

CLEAN( ) 文字列内で、最初の無効な文字とそれ以降のすべての文字を空白に置き換えます。

FIND( ) 指定された文字列が、特定のフィールド中またはレコード全体のどこかに存在するかどうか示す論

理値を返します。

FINDMULTI( ) 指定された 1つまたは複数の文字列が、特定のフィールド中、またはレコード全体のどこかに存在

するかどうか示す論理値を返します。

ISBLANK( ) 入力値が空白かどうか示す論理値を返します。

MAP( ) 文字列が、ワイルドカード文字やリテラル文字を含んでいる指定された書式文字列と一致するか

どうかを示す論理値を返します。

MATCH( ) 指定された値が比較対象の値のうちのどれかと一致するかどうかを示す論理値を返します。

OCCURS( ) 部分文字列が指定された文字値内に現れる回数を数えて返します。

REGEXFIND( ) 正規表現で指定されたパターンが文字列内に現れるかどうかを示す論理値を返します。

REGEXREPLACE( ) 正規表現と一致する文字列のすべてのインスタンスを新しい文字列で置き換えます。

REPLACE( ) 指定された文字列のすべてのインスタンスを新しい文字列で置き換えます。

TEST( ) 指定された文字列がレコード内の特定のバイト位置に現れるかどうか示す論理値を返します。

比較
比較関数は、指定された値に対して、同一またはほぼ同一のテキスト値を検出するさまざまな方法を

提供します。

2143

関数

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


ヒント

同一のテキスト値のみを検出する場合は、このサンプル方法も使用できます。

field_name = "テキスト値"

例 : last_name = "Smith"

テキスト値は大文字と小文字を区別します。

関数の説明

関数 説明

DICECOEFFICIENT( ) 2つの指定された文字列のダイス係数を返します。これは、2つの文字列間の類似度を測定し

たものです。

ISFUZZYDUP( ) 文字列が、比較文字列のあいまい重複であるかどうかを示す論理値を返します。

LEVDIST( ) 指定された 2つの文字列間のレーベンシュタイン距離を返します。これは、2つの文字列がどの

程度異なっているかを測る数値です。

SOUNDEX( ) ほかの文字列との発音の比較に使用できる、指定された文字列のsoundexコードを返しま

す。

SOUNDSLIKE( ) 文字列が比較文字列と発音学的に一致しているかどうかを示す論理値を返します。

変換
変換機能では、データ型を変換できます。これらの機能の1つの重要な使用方法は、特定のデータ型

の入力を求める Analyticsコマンドのフィールドを準備することです。

関数の説明

関数 説明

BINTOSTR( ) ZONEDまたはEBCDIC文字データから変換されたUnicode文字データを返します。"Binary to
String"の省略形です。

CTOD( ) 文字または数値の日付値を日付に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から日付を

抽出し、それを日付として返すこともできます。"Character to Date"の省略形です。

CTODT( ) 文字または数値の日付時刻値を日付時刻に変換します。"Character to Datetime"の省略形で

す。

CTOT( ) 文字または数値の時刻値を時刻に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から時刻を

抽出し、それを時刻として返すこともできます。"Character to Time"の省略形です。
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関数 説明

DATE( ) 指定された日付または日付時刻から日付を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステム日付を返すこともできます。

DATETIME( ) 日付時刻を文字列に変換します。また、現在のオペレーティングシステムの日付時刻を返すことも

できます。

DTOU( ) Analytics日付値を指定された言語およびロケール書式のUnicode文字列に変換します。"Date
to Unicode"の省略形です。

EBCDIC( ) EBCDIC文字エンコードに変換された文字列を返します。

HASH( ) 入力値に基づいてソルト付き暗号化ハッシュ値を返します。

LEADINGZEROS( ) 文字列または数値の先頭にゼロを追加します。

PACKED( ) パックデータ型に変換された数値データを返します。

STOD( ) シリアル日付、つまり、整数で表される日付を日付値に変換します。"Serial to Date"の省略形で

す。

STODT( ) シリアル日付時刻、つまり、整数部分と24時間の小数部分で表される日付時刻を日付時刻値

に変換します。"Serial to Datetime"の省略形です。

STOT( ) シリアル時刻、つまり、24時間を 1として、24時間が小数部分で表される時刻を時刻値に変換

します。"Serial to Time"の省略形です。

STRING( ) 数値を文字列に変換します。

TIME( ) 指定された時刻または日付時刻から時刻を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステムの時刻を返すこともできます。

UNSIGNED( ) 符号なしデータ型に変換された数値データを返します。

UTOD( ) 書式設定された日付が含まれるUnicode文字列を Analytics日付値に変換します。"Unicode
to Date"の省略形です。

VALUE( ) 文字列を数値に変換します。

ZONED( ) 数値データを文字データに変換し、出力の先頭にゼロを追加します。

テキスト
テキスト関数では、文字データでさまざまなタスクを実行できます。

たとえば、先頭または末尾のスペースを削除したり、特定の文字を除外または含めたり、文字列の一部

のみを分離したり、大文字または小文字を標準したりできます。
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関数の説明

関数 説明

ALLTRIM( ) 入力文字列から先頭と末尾のスペースを除去した文字列を返します。

BINTOSTR( ) ZONEDまたはEBCDIC文字データから変換されたUnicode文字データを返します。"Binary to
String"の省略形です。

BLANKS( ) 指定された数の空白スペースを含んでいる文字列を返します。

DATETIME( ) 日付時刻を文字列に変換します。また、現在のオペレーティングシステムの日付時刻を返すことも

できます。

DTOU( ) Analytics日付値を指定された言語およびロケール書式のUnicode文字列に変換します。"Date
to Unicode"の省略形です。

EBCDIC( ) EBCDIC文字エンコードに変換された文字列を返します。

EXCLUDE( ) 指定した文字を除外する文字列を返します。

INCLUDE( ) 指定した文字のみを含む文字列を返します。

INSERT( ) 元の文字列の指定のバイト位置に、指定した文字列が挿入された内容が返されます。

LAST( ) 文字列の末尾から指定された数の文字を返します。

LEADINGZEROS( ) 文字列または数値の先頭にゼロを追加します。

LENGTH( ) 文字列に含まれている文字数を返します。

LOWER( ) アルファベット文字を小文字に変換した文字列を返します。

LTRIM( ) 入力文字列から先頭のスペースを除去した文字列を返します。

OMIT( ) 指定した 1つ以上の部分文字列が削除された文字列を返します。

PROPER( ) 各単語の最初の文字を大文字に、残りの文字を小文字に設定した文字列を返します。

REMOVE( ) 指定した文字のみを含む文字列を返します。

REPEAT( ) 指定された回数だけ部分文字列を繰り返す文字列を返します。

REVERSE( ) 文字の順番を逆にした文字列を返します。

RJUSTIFY( ) 文字列の末尾の空白をすべて先頭に移動させ、指定された文字列と同じ長さの右寄せした文字

列を返します。

SORTWORDS( ) 連続する順序で並べ替えられた個別の単語を含む文字列を返します。
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関数 説明

SPLIT( ) 文字列のうちの指定された部分を返します。

STRING( ) 数値を文字列に変換します。

SUBSTR( ) 文字列のうちの指定された部分文字列を返します。

TRANSFORM( ) 指定された文字列内の双方向テキストの表示方向を逆にします。

TRIM( ) 入力文字列から末尾のスペースを除去した文字列を返します。

UPPER( ) アルファベット文字を大文字に変換した文字列を返します。

ZONED( ) 数値データを文字データに変換し、出力の先頭にゼロを追加します。

数学
数学関数はさまざまな数学的計算を実行します。

関数の説明

関数 説明

ABS( ) 数式の絶対値を返します。数の絶対値は符号のない数です。

COS( ) ラジアン単位で表された角度のコサインを、小数点以下 15桁の精度で返します。

DEC( ) 指定された小数点以下の桁数で値または数式の結果を返します。

EXP( ) 数式の指数値 (底 10)を指定された小数点以下の桁数で返します。

FREQUENCY( ) 連続する先頭の正の数値桁について、ベンフォードの法則で期待される頻度を小数点以下 8桁

で返します。

INT( ) 数式またはフィールド値の整数値を返します。

LEADING( ) 指定された数の先頭桁を含んでいる文字列を返します。

LOG( ) 数式またはフィールド値の対数 (底 10)を、指定された小数点以下の桁数で返します。

MAXIMUM( ) 一連の数値中の最大値、または一連の日付時刻値中の最も新しい値を返します。

MINIMUM( ) 一連の数値中の最小値、または一連の日付時刻値中の最も古い値を返します。

MOD( ) 2つの数値を除算して余りを返します。
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関数 説明

NORMDIST( ) 正規分布データセットのランダム変数が指定した値以下になるか、指定した値とまったく同じになる

確率を返します。

NORMSINV( ) 標準正規分布で指定された確率に関連付けられた zスコアを返します。zスコアは、標準正規分

布の平均を基準にした、値の標準偏差数です。

PI( ) 円周率 πの値を、小数点以下 15桁で返します。

RAND( ) 指定した境界内にあるランダム数を返します。

ROOT( ) 数式の平方根を返します。

ROUND( ) 数値を丸めた整数を返します。

SIN( ) ラジアン単位で表された角度のサインを、小数点以下 15桁の精度で返します。

TAN( ) ラジアン単位で表された角度のタンジェントを、小数点以下 15桁の精度で返します。

VALUE( ) 文字列を数値に変換します。

ZONED( ) 数値データを文字データに変換し、出力の先頭にゼロを追加します。

ZSTAT( ) 標準 Z統計量を返します。

日付 /時刻
日付および時刻関数では、日付、日付時刻、または時刻データのさまざまなタスクを実行できます。

たとえば、2つの日付間の日数を計算し、月のみなどの日付の一部を抽出したり、各日付に対応する

曜日を検索できます。

日時関数の詳細

日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135
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関数の説明

関数 説明

AGE( ) 指定した日付と指定した締切日の間の経過日数 (年齢 )、現在のオペレーティングシステム日

付、または任意の2つの日付間の経過日数を返します。

CDOW( ) 指定された日付または日付時刻の曜日を返します。"Character Day of Week"の省略形です。

CMOY( ) 指定された日付または日付時刻の月の名前を返します。"Character Month of Year"の省略形で

す。

CTOD( ) 文字または数値の日付値を日付に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から日付を

抽出し、それを日付として返すこともできます。"Character to Date"の省略形です。

CTODT( ) 文字または数値の日付時刻値を日付時刻に変換します。"Character to Datetime"の省略形で

す。

CTOT( ) 文字または数値の時刻値を時刻に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から時刻を

抽出し、それを時刻として返すこともできます。"Character to Time"の省略形です。

DATE( ) 指定された日付または日付時刻から日付を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステム日付を返すこともできます。

DATETIME( ) 日付時刻を文字列に変換します。また、現在のオペレーティングシステムの日付時刻を返すことも

できます。

DAY( ) 指定された日付または日付時刻から日にちを抽出し、それを数値 ( 1 ～ 31)として返します。

DOW( ) 指定された日付または日付時刻の曜日を表す数値 ( 1 ～ 7)を返します。"Day of Week"の省略

形です。

EOMONTH( ) 指定された日付から起算して、指定された月数だけ前または後の月の末日の日付を返します。

GOMONTH( ) 指定された日付から、指定された月数前または月数後の日付を返します。

HOUR( ) 指定された時刻または日付時刻から時間を抽出し、それを 24時間制の数値として返します。

MAXIMUM( ) 一連の数値中の最大値、または一連の日付時刻値中の最も新しい値を返します。

MINIMUM( ) 一連の数値中の最小値、または一連の日付時刻値中の最も古い値を返します。

MINUTE( ) 指定された時刻または日付時刻から分数を抽出し、それを数値として返します。

MONTH( ) 指定された日付または日付時刻から月を抽出し、それを数値 ( 1 ～ 12)として返します。

NOW( ) 現在のオペレーティングシステム時刻を日付時刻データ型で返します。

SECOND( ) 指定された時刻または日付時刻から秒数を抽出し、それを数値として返します。
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関数 説明

STOD( ) シリアル日付、つまり、整数で表される日付を日付値に変換します。"Serial to Date"の省略形で

す。

STODT( ) シリアル日付時刻、つまり、整数部分と24時間の小数部分で表される日付時刻を日付時刻値

に変換します。"Serial to Datetime"の省略形です。

STOT( ) シリアル時刻、つまり、24時間を 1として、24時間が小数部分で表される時刻を時刻値に変換し

ます。"Serial to Time"の省略形です。

TIME( ) 指定された時刻または日付時刻から時刻を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステムの時刻を返すこともできます。

TODAY( ) 現在のオペレーティングシステム日付を日付時刻データ型で返します。

UTOD( ) 書式設定された日付が含まれるUnicode文字列を Analytics日付値に変換します。"Unicode to
Date"の省略形です。

WORKDAY( ) 2つの日付の間の就業 (稼働 )日数を返します。

YEAR( ) 指定された日付または日付時刻から年を抽出し、それを YYYY書式の数値として返します。

財務
財務関数は、年金、貸付金、投資、元金、利息、支払いに関連するさまざまな計算を実行します。

メモ

Analytics 12.0から、Analyticsの前提条件である Visual C++再頒布可能パッケージに

Microsoftが行った変更により、一部のAnalytics 財務関数の結果がAnalyticsの以前

のバージョンの結果と多少異なるようになりました。

Visual C++の変更は、演算精度を向上させるためにMicrosoftによって行われました。

このため、PMT() やFVSCHEDULE()などのAnalytics関数の丸め処理が、以前とは

異なる方法で動作するようになっています。

関数の説明

関数 説明

CUMIPMT( ) 期間の範囲中に貸付金に対して支払う累積利息を返します。

CUMPRINC( ) 期間の範囲中に貸付金に対して支払う累積元金を返します。

EFFECTIVE( ) 貸付金に適用される実効年利率を返します。
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関数 説明

FVANNUITY( ) 一定の利率を使って計算した一連の預金額の将来価値を返します。将来価値は、毎月の預金

額と複利利息の合計です。

FVLUMPSUM( ) 一定の利率を使って計算した現在の総額の将来価値を返します。

FVSCHEDULE( ) 一連の利率を使って計算した現在の総額の将来価値を返します。

IPMT( ) 単一の期間で貸付金に対して支払われた利息を返します。

NOMINAL( ) 貸付金の名目年利率を返します。

NPER( ) 貸付金を完済するのに必要な期間の数値を返します。

PMT( ) 貸付金を完済するのに必要な定期払込金額 (元金 +利息 )を返します。

PPMT( ) 単一の期間で貸付金に対して支払われた元金を返します。

PVANNUITY( ) 一定の利率を使って計算した一連の将来価値の現在価値を返します。現在価値は現在の総額

です。

PVLUMPSUM( ) 一定の利率を使って計算する特定の将来総額を生成するのに必要な現在価値を返します。現

在価値は現在の総額です。

RATE( ) 期間ごとの利率を返します。

フィールドとレコード
フィールドおよびレコード関数は、Analytics テーブルを構成する基本コンポーネントに対してさまざまなタ

スクを実行します。

たとえば、フィールドが存在するかどうかをテストし、フィールドのデータ型を検出し、レコード番号を取り込

むことができます。フィールドおよびレコード関数は、Analytics スクリプトでのデータ分析中に有用なヘル

パータスクを実行できます。

関数の説明

関数 説明

FTYPE( ) フィールドまたは変数のデータカテゴリや、Analyticsプロジェクト項目の種類を識別する文字を返し

ます。

HASH( ) 入力値に基づいてソルト付き暗号化ハッシュ値を返します。

ISDEFINED( ) 指定されたフィールドが定義されている場合はT( true)、そうでない場合はF( false)を返します。
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関数 説明

OFFSET( ) 指定されたバイト数によって補正された開始位置からフィールドの値を返します。

RECLEN( ) 現在のレコードの長さを返します。

RECNO( ) 現在のレコード番号を返します。

RECOFFSET( ) 現在のレコードを基準にして、指定された n番目にあるレコードのフィールド値を返します。

VERIFY( ) 物理データフィールドのデータが有効かどうか示す論理値を返します。

テーブル、ファイル、およびプロジェクト
テーブル、ファイル、およびプロジェクト関数は、Analytics スクリプトでのデータ分析中に役立つヘルパータ

スクを実行できます。

たとえば、FTYPE( ) 関数を使用して、フィールドのデータカテゴリを特定できます。これは、他の関数また

はコマンドをフィールドに正しく適用するために知る必要がある場合があります。

関数の説明

関数 説明

FILESIZE( ) 指定されたファイルのサイズをバイト数で返します。ファイルが存在しない場合は -1を返します。

FTYPE( ) フィールドまたは変数のデータカテゴリや、Analyticsプロジェクト項目の種類を識別する文字を返し

ます。

GETOPTIONS( ) 指定されたAnalyticsオプションの現在の設定 ( ［オプション］ダイアログボックスの設定 )を返します。

PROPERTIES( ) 指定されたAnalyticsプロジェクト項目のプロパティ情報を返します。

変数テスト
変数テスト関数では、変数のデータ型および変数が存在するかどうかを確認できます。

関数の説明

関数 説明

FTYPE( ) フィールドまたは変数のデータカテゴリや、Analyticsプロジェクト項目の種類を識別する文字を返し

ます。
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関数 説明

ISDEFINED( ) 指定されたフィールドが定義されている場合はT( true)、そうでない場合はF( false)を返します。

Python
ACLScriptのPython関数は、Pythonプログラミング言語を使用して実行された計算の結果を

Analytics スクリプトに取り込みます。

ACLScriptのPython関数を使用するには、Analyticsスクリプトが実行されるコンピューターに互換性が

あるバージョンのPythonをインストールして構成する必要があります。詳細については、"Pythonの

Analytics連携用設定"ページ 2697を参照してください。

関数の説明

関数 説明

PYDATE( ) 外部のPythonスクリプトの関数によって計算された日付値を返します。Pythonによるデータ処理

はAnalyticsの外部で行われます。

PYDATETIME( ) 外部のPythonスクリプトの関数によって計算された日付時刻値を返します。Pythonによるデータ

処理はAnalyticsの外部で行われます。

PYLOGICAL( ) 外部のPythonスクリプトの関数によって計算された論理値を返します。Pythonによるデータ処理

はAnalyticsの外部で行われます。

PYNUMERIC( ) 外部のPythonスクリプトの関数によって計算された数値を返します。Pythonによるデータ処理は

Analyticsの外部で行われます。

PYSTRING( ) 外部のPythonスクリプトの関数によって計算された文字値を返します。Pythonによるデータ処理

はAnalyticsの外部で行われます。

PYTIME( ) 外部のPythonスクリプトの関数によって計算された時刻値を返します。Pythonによるデータ処理

はAnalyticsの外部で行われます。

R
ACLScriptのR関数は、Rプログラミング言語を使用して実行された計算の結果を Analytics スクリプト

に取り込みます。

ACLScriptのR関数を使用するには、Analyticsスクリプトが実行されるコンピューターに互換性がある

バージョンのRをインストールして構成する必要があります。詳細については、"ACL for Windowsのシス

テム要件"ページ 2707を参照してください。
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関数の説明

関数 説明

RDATE( ) Rの関数またはスクリプトによって計算された日付値を返します。Rによるデータ処理はAnalytics
の外部で行われます。

RDATETIME( ) Rの関数またはスクリプトによって計算された日付時刻値を返します。Rによるデータ処理は

Analyticsの外部で行われます。

RLOGICAL( ) Rの関数またはスクリプトによって計算された論理値を返します。Rによるデータ処理はAnalytics
の外部で行われます。

RNUMERIC( ) Rの関数またはスクリプトによって計算された数値を返します。Rによるデータ処理はAnalyticsの
外部で行われます。

RSTRING( ) Rの関数またはスクリプトによって計算された文字列の値を返します。Rによるデータ処理は

Analyticsの外部で行われます。

RTIME( ) Rの関数またはスクリプトによって計算された時刻値を返します。Rによるデータ処理はAnalytics
の外部で行われます。

ビット エンコードと文字エンコード
ビット エンコード関数と文字エンコード関数により、ビット、バイト、文字のエンコードのレベルでデータを認

識、操作する一連のツールを実現できます。

関数の説明

関数 説明

ASCII( ) 指定された文字のASCIIコードを返します。

BIT( ) 現在のレコードにおける指定されたバイト位置のバイナリ表記を 8文字の文字列として返します。

BYTE( ) 現在のレコード内で指定されたバイト位置に格納されている文字を返します。

CHR( ) 指定されたASCIIコードに対応する文字を返します。

DBYTE( ) レコード内の指定されたバイト位置にあるUnicode文字を返します。

DHEX( ) Unicode文字列を 16進数の文字列に変換します。

DIGIT( ) 指定された位置にある Packedデータ型のバイトから、上位または下位の数字を返します。
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関数 説明

HEX( ) ASCII文字列を 16進数の文字列に変換します。

HTOU( ) 16進数の文字列をUnicode文字列に変換します。"Hexadecimal to Unicode"の省略形です。

MASK( ) 2つの文字列の最初の各バイトに対してビットごとのAND演算を実行します。

SHIFT( ) 入力値の最初の文字のビットを左または右に移動させた 1文字の文字列を返します。
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ABS( )関数
数式の絶対値を返します。数の絶対値は符号のない数です。

構文

ABS(数値)

パラメーター

名前 型 説明

数値 数値 絶対値を確認する値。

出力
数値。

例

基本的な例

7.2が返されます。

ABS(7.2)

7.2が返されます。

ABS(-7.2)
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AGE( )関数
指定した日付と指定した締切日の間の経過日数 (年齢 )、現在のオペレーティングシステム日付、また

は任意の2つの日付間の経過日数を返します。

構文

AGE(日付/日付時刻/文字列 <,締切日>)

パラメーター

名前 型 説明

日付 /日付時刻 /文
字列

文字

日付時刻

年齢を調べるフィールド、式、またはリテラル値。

締切日

省略可能

文字

日付時刻

日付 /日付時刻 /文字列と比較するフィールド、式、またはリテラル値。こ

れを省略した場合は、締切日として、現在のオペレーティングシステム日

付が使用されます。

メモ

日付 /日付時刻 /文字列と締切日は日付時刻値を受け入れることはできます。時刻値

だけで AGE( )を使用することはできません。

詳細については、"日付時刻データで AGE( ) を使用する"ページ 2160を参照してくださ

い。

出力
数値。
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例

基本的な例

締切日がない

2014年 12月 31日と現在の日付の間の日数を返します。

l 正の値が返された場合、値は、過去 2014年 12月 31日からこれまでの日数に相当します。
l 負の値が返された場合、値は、将来 2014年 12月 31日になるまでの日数に相当します。
l '0'が返された場合、2014年 12月 31日は現在の日付です。

AGE(`20141231`)

期日フィールドの日付と現在の日付の間の日数が返されます。

AGE(期日)

データ型の混在

以下のいずれによっても、指定した 2つの日付間の日数である 518が返されます。

AGE(`20130731`,`20141231`)

AGE("20130731","20141231")

AGE(`20130731`,"20141231")

AGE(`20130731 235959`,`20141231`)

締切日とフィールドの使用

期日フィールドの日付と、締切日である 2014年 12月 31日の間の日数が返されます。

l 締切日より前の日付を指定した場合は、その日付から締切日までの日数に等しい正の値が返さ

れます。
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l 締切日より後の日付を指定した場合は、締切日からその日付が発生するまでの日数に等しい負

の値が返されます。

AGE(期日, `20141231`)

2014年 12月 31日と期日フィールドの日付の間の日数が返されます。結果の絶対値はすぐ上の例と

同じですが、戻り値の符号 (正または負 )が逆になります。

AGE(`20141231`, 期日)

フィールド同士の日付の比較

支払日フィールドの日付と、期日フィールドの日付の間の日数が返されます。

l 期日前の支払日を指定した場合は、期日までの支払いを示す正の値が返されます。
l 期日後の支払日は、支払遅延を示す負の値を返します。

AGE(支払日, 期日)

支払日フィールドの日付と、期日フィールドの日付の間の日数に猶予期間の15日を加算した数値が

返されます。

l 期日前、または期日後 15日までの支払日を指定した場合は、正の値が返されます。
l 期日後 15日を超えている支払日を指定した場合は、猶予期間外の支払遅延を示す負の値が

返されます。

AGE(<支払日>, <期日>+15)

高度な例

期限が過ぎた支払いを抽出する

締切日を 2014年 12月 31日として、請求書 ( Invoice_Date)の経過日数が180日を超えてい

る各レコードについて、名前、金額、請求日付を抽出します。

EXTRACT FIELDS Name Amount 請求日 TO "Overdue" IF AGE(請求

日,`20141231`) > 180
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備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

機能の仕組み

AGE( )関数は、2つの日付間の日数を計算します。

AGE( )の使用に適する場面

AGE( )を使用できる場面は、2つの日付を比較して期日を過ぎた取引先を特定する場合や、残高の

経過日数を分析する場合など、2つの日付の間の経過日数が必要な任意の作業を実行する場合で

す。

負の戻り値

日付 /日付時刻 /文字列に指定した値が締切日として指定された日付より後の日付であるか、オペレー

ティングシステム日付 (締切日が指定されていない場合 )より後の日付である場合は、負数が返されま

す。

-518を返します。

AGE(`20141231`, `20130731`)

どちらの日付が新しいのかに関係なく、2つの日付間の経過日数を常に正数にする場合、ABS( ) 関数

内のAGE( ) 関数をネストします。

518を返します。

ABS(AGE(`20141231`, `20130731`))

日付時刻データで AGE( ) を使用する

AGE( ) 関数では、片方または両方のパラメーターで日付時刻データを使用することができます。ただし、

データの時刻部分にUTCオフセット (タイムゾーンインジケーター)が含まれる場合には、注意が必要で
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す。

UTCオフセットがない日付時刻データ

時刻データにUTCオフセットが含まれない場合は、日付時刻値の時刻部分は、AGE( )で実行される

日付演算には影響しません。

UTCオフセットがある日付時刻データ

片方または両方のパラメーターにある時刻データにUTCオフセットが含まれる場合は、日付時刻値の時

刻部分は、AGE()で実行される日付演算には影響することがあります。演算を実行する前に、

Analyticsは自動的にUTCオフセットを調整します。これにより、深夜 0時を境に調整が前後する場

合、結果が1日変わることがあります。

詳細については、"UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899を参照してください。

締切日フィールドの使用

締切日のリテラル日付値を必要とする AGEコマンドとは異なり、AGE( )関数では締切日フィールドを使

用できます。

例：

AGE(支払日, 期日)

このようにAGE( )関数を使用することは、式で 2つの日付フィールドを減算して日付間の差を求めること

と同等です。

例：

期日 – 支払日

パラメーターの詳細

日付 /日付時刻 /文字列または締切日に指定された日付時刻フィールドは、フィールド定義で正しく書

式を定義してさえいれば、どのような日付書式または日付時刻書式でも使用することができます。

リテラル日付または日付時刻値の指定

日付 /日付時刻 /文字列または締切日にリテラルの日付値または日付時刻値を指定する場合は、次の

表内の書式に制限されます。また、̀ 20141231`や "20141231"のように、値を逆引用符、一重引用

符、または二重引用符で囲む必要があります。
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日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用しな

いでください。文字の時刻値ではコロンを使用できます。

l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を使用

する必要があります。有効な区切り文字は空白スペース 1つ、あるいは文字 't'または 'T'です。

形式の例 リテラル値の例

YYYYMMDD `20141231`

"20141231"

YYMMDD `141231`

"141231"

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`

"20141231 235959"

YYMMDDthhmm `141231t2359`

"141231t2359"

YYYYMMDDThh `20141231T23`

"20141231T23"

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

( UTCオフセット )

`20141231 235959-0500`

"20141231 235959-0500"

YYMMDD hhmm+/-hh

( UTCオフセット )

`141231 2359+01`

"141231 2359+01"

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。
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ALLTRIM( )関数
入力文字列から先頭と末尾のスペースを除去した文字列を返します。

構文

ALLTRIM(文字列)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 先頭と末尾のスペースを除去するフィールド、式、リテラル値。

出力
文字。

例

基本的な例

"Vancouver"が返されます。

ALLTRIM("   Vancouver   ")

"New York"が返されます。

ALLTRIM("   New York   ")
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高度な例

文字フィールドの連結

ALLTRIMの使用に適する場面は、名前フィールドと姓フィールドなどの文字フィールドを連結した

後のフィールドで、連結された値同士の間に複数の空白が入らないようにスペースを削除する場

合です。

DEFINE FIELD Full_Name COMPUTED ALLTRIM(名前) + " " + ALLTRIM(姓)

改行なしスペースの削除

改行なしスペースはALLTRIM( )関数で削除されません。

先頭または末尾の改行なしスペースを削除する必要がある場合は、次の式を使用して演算

フィールドを作成します。

DEFINE FIELD Description_cleaned COMPUTED ALLTRIM(REPLACE(説明, CHR
(160), CHR(32)))

REPLACE( )関数がすべての改行なしスペースを標準のスペースに置換してから、ALLTRIM( )が
すべての先頭または末尾の標準スペースを削除します。

備考

機能の仕組み

ALLTRIM()関数は文字列から先頭と末尾のスペースを除去します。文字列内の、先頭と末尾にないス

ペースは、除去されません。

関連する関数

文字列から先頭のスペースのみを除去したい場合は LTRIM( )関数を、末尾のスペースのみを除去した

い場合はTRIM( )関数を使用してください。
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ASCII( )関数
指定された文字のASCIIコードを返します。

構文

ASCII(文字)

パラメーター

名前 型 説明

文字 文字 ASCIIコードの確認対象となる文字。

引用符で囲まれた文字、あるいは複数文字の文字列、フィールド、また

は式を指定します。複数文字の列を指定した場合、最初の文字だけが

評価されます。

出力
数値。

例

基本的な例

65が返されます。

ASCII("A")

49が返されます。

ASCII("1")
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高度な例

タブ文字で始まるレコードの抽出

"Description"フィールドの先頭にタブ文字が入っているレコードを抽出します。タブ文字のASCII
コードは "9"です。

EXTRACT RECORD TO "Tab_Entries.acl" IF ASCII(Description) = 9

備考

出力不可能文字がないかどうかのテスト

以下の出力不可能文字がないかどうかをテストするには、ASCII( )を使用します。

l NULL – ASCII "0"
l タブ – ASCII "9"
l ラインフィード( LF) – ASCII "10"
l キャリッジ リターン( CR) – ASCII "13"

関連する関数

ASCII( )はCHR( )の逆関数です。
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AT( )関数
文字値における部分文字列の特定の出現の開始位置を示す数値を返します。

構文

AT(出現番号, 検索文字列, 検索されるテキスト)

パラメーター

名前 型 説明

出現番号 数値 位置を返す検索文字列の出現箇所 (インスタンス)

たとえば、検索文字列の最初の出現箇所の開始位置を返させる場合

は、1を指定します。

検索文字列 文字 検索されるテキスト内から検索する部分文字列。この値では大文字と

小文字が区別されます。

検索文字列が二重引用符を含んでいる場合は、検索文字列の値を一

重引用符で囲む必要があります。

AT(1,'"test"', Description)

検索されるテキスト 文字 検索される値。

テーブル内の複数のフィールドで検索したい場合は、検索されるテキスト

パラメーターで 2つ以上のフィールドを連結することができます。

AT(1,'"test"', Description+Summary)

出力
数値。検索文字列の指定された出現の開始バイト位置を返します。文字列が検出されなかった場合

はゼロ値を返します。
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例

基本的な例

出現箇所が見つかった場合

4が返されます。

AT(1, "-", "604-669-4225")

8が返されます。

AT(2, "-", "604-669-4225")

出現箇所が見つらなかった場合

この値には 3番目のハイフンがないため、0が返されます。

AT(3, "-", "604-669-4225")

この値には 4番目の小文字の "a"がないので、0が返されます。

AT(4, "a", "Alabama")

文字のグループ

5が返されます。

AT(2, "iss", "Mississippi")

フィールド内の検索

Invoice_Number(請求書番号 )フィールド内の各値における最初のハイフンのバイト位置が返されま

す。

AT(1, "-", Invoice_Number)
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高度な例

2つ目のハイフンが10番目のバイト位置より後に現れ
る請求書番号を見つける

AT( )関数を使って以下のようなフィルターを作成することにより、テーブル内の請求書番号の一

貫性を分析することができます。請求書番号に2つ以上のハイフンが入っていて 2つ目のハイフン

が10バイト目の位置より後に現れる、すべてのレコードが、このフィルターにより抽出されます。

SET FILTER TO AT(2, "-", Invoice_Number) > 10

備考

AT( )の使用に適する場面

この関数は、文字値における以下の開始位置を取得する場合に使用することができます。

l 部分文字列の開始位置
l 部分文字列の後続の出現箇所の開始位置

フィールド内に同じ部分文字列が複数回出現することを確認したいだけである場合は、OCCURS( )関
数がより良い代替手段です。詳細については、"OCCURS( )関数"ページ 2385を参照してください。

出現番号が出現箇所の数より大きい場合に、値が返され
ます。

出現番号が検索されるテキスト内における部分文字列の実際の出現数より大きい場合には、関数は

部分文字列の出現を見つけられないので 0を返します。

連結されたフィールドと戻り値

複数のフィールド内を検索した場合、見つかったインスタンスに対する戻り値は、指定したすべてのフィー

ルドにおける検索文字列の開始位置になります。連結したフィールドは 1つのフィールドのように扱われま

す。ただし、ALLTRIM( )関数を使用して個々のフィールドからスペースを除去しなければ、各フィールドの

先頭と末尾のスペースを含むフィールドとなります。

たとえば、それぞれ幅が8バイトである 2つのフィールドから文字列の最初の出現箇所を検索した場合

に、その文字列が2番目のフィールドの先頭で見つかったときは、戻り値は 9になります。
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BETWEEN( )関数
指定された値が範囲内にあるかどうかを示す論理値を返します。

構文

BETWEEN(値, 最小値, 最大値)

パラメーター

名前 型 説明

値 文字

数値

日付時刻

テストするフィールド、式、またはリテラル値。

最小値 文字

数値

日付時刻

範囲の最小値。

フィールド、式、またはリテラル値にすることができます。

最大値 文字

数値

日付時刻

範囲の最大値。

フィールド、式、またはリテラル値にすることができます。

メモ

T( true)と評価する範囲には、最小値と最大値が含まれます。

文字の範囲については、"SET EXACTの動作"ページ 2172を参照してください。

出力
論理。値が最小値以上かつ最大値以下である場合は、T( true)を返します。そうでない場合はF
( false)を返します。
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例

基本的な例

数値型の入力値

Tが返されます。

BETWEEN(500,400,700)

Fが返されます。

BETWEEN(100,400,700)

文字型の入力値

Tが返されます。

BETWEEN("B","A","C")

文字の比較で大文字と小文字が区別され、小文字 "b"は大文字 "A"と "C"の間には位置しないた

め、Fが返されます。

BETWEEN("b","A","C")

日付時刻型の入力値

Tが返されます。

BETWEEN(`141230`,`141229`,`141231`)

Login_time フィールドの値のうち、午前 7時 0分 0秒から午前 9時 0分 0秒までのすべての値を指定

した場合は 'T'が返され、それ以外の値を指定した場合は 'F'が返されます。

BETWEEN(Login_time,`t070000`,`t090000`)
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SET EXACTの動作

Last_Name フィールドの値のうち、"C"から "K"の文字で始まるすべての値を指定した場合は 'T'が返さ

れ、それ以外の値を指定した場合は 'F'が返されます( SET EXACTをOFFにしておく必要がありま

す)。

BETWEEN(Last_Name, "C", "K")

Last_Name フィールドの値のうち、"C"から "J"の文字で始まるすべての値を指定した場合は 'T'が返さ

れ、それ以外の値を指定した場合は 'F'が返されます( SET EXACTをONにしておく必要があります)。
単一の文字 "K"を指定した場合には、Tが返されます。

BETWEEN(Last_Name, "C", "K")

フィールドへの入力値

Invoice_Date フィールドの値のうち、2014年 9月 30日から 2014年 10月 30日までのすべての値を

指定した場合は 'T'が返され、それ以外の値を指定した場合は 'F'が返されます。

BETWEEN(Invoice_Date, `20140930`, `20141030`)

請求日 ( Invoice_Date)が発注日 ( PO_Date)と支払日 ( Paid_Date)の間にないすべてのレコードに対

しては 'T'が返され、それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

NOT BETWEEN(Invoice_Date, PO_Date, Paid_Date)

Invoice_Amount フィールドの値のうち、2014年 9月 30日から 2014年 10月 30日までのすべての値

を指定した場合は 'T'が返され、それ以外の値を指定した場合は 'F'が返されます。

BETWEEN(Invoice_Amount, 1000, 5000)

高度な例

給与の範囲を表示するためのフィルターを作成する
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次の例は、Employee_Listサンプルテーブルを開き、給与が40,000.00 ドル以上、50,000.00 ド

ル以下の従業員のみが含まれるように、表示されるレコードを制限するフィルターを適用していま

す。

OPEN Employee_List
SET FILTER TO BETWEEN(Salary, 40000.00, 50000.00)

変化する範囲内の日付を検索するフィルターを作成す
る

会社の旅費交通費システムのデータを、会社のクレジットカード データに結合するテーブルを作成

しました。会社のクレジットカードに課金されたホテルの宿泊料金が払い戻された従業員を検出

したいと思います。

金額フィールドで 2つのデータのセットを結合し、ホテルの宿泊日と旅費の発生日を使用して、2
つの金額が同じ費用を指していることを確認する計画です。問題は、費用システムの日付が会

社のクレジットカード データのホテルの日付と1、2日ずれる可能性があることです。

以下の例は、Joined_expense_dataテーブルを開き、ホテルの宿泊日の範囲内の費用発生日

を検索するフィルターを適用します。実際の日付値ではなくフィールドを使用すると、日付とともに

範囲が代わります。

OPEN Joined_expense_data
SET FILTER TO BETWEEN(T_E_date, Arrival_date-2, Arrival_date+2) OR
BETWEEN(T_E_date, Departure_date-2, Departure_date+2)

備考

サポートされているデータ型

BETWEEN( )関数への入力には数値、文字、日付時刻のデータを指定できます。データ型を混在させ

ることはできません。3つの入力はすべて同じデータ型に属している必要があります。

AND 演算子の代わりにBETWEEN( )を使用する

AND演算子を使用する式の代わりにBETWEEN( )関数を使用することができます。

例：
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BETWEEN(Invoice_Amount, 1000, 5000)

上記の関数は、次の式と同等です。

Invoice_Amount >= 1000 AND Invoice_Amount <= 5000

最小値と最大値の順序

BETWEEN( )関数に指定する最小値と最大値の順序は重要ではありません。値の大小関係は

Analyticsが自動的に識別します。

次の例ではいずれも Tが返されます。

BETWEEN(2500, 1000, 5000)

BETWEEN(2500, 5000, 1000)

数値型入力値の小数点以下の精度

比較する数値型入力値の小数点以下の精度が異なる場合、比較は高い方の精度に合わせて行わ

れます。

1.23は 1.23と等しいため、Tが返されます。

BETWEEN(1.23, 1.23, 1.25)

小数点第 3位まで考慮されるため、1.23は 1.234より小さいと判定されるので、Fが返されます。

BETWEEN(1.23, 1.234, 1.25)

文字データ

大文字と小文字の区別

文字データが使用される場合、BETWEEN( )関数は大文字と小文字を区別します。文字を比較する

場合、"a"は "A"と同等ではありません。

Fが返されます。
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BETWEEN("B","a","C")

大文字と小文字のどちらかに統一されていないデータを操作する場合は、BETWEEN( )関数を使用す

る前にUPPER( )関数を使用して、値をすべて大文字に変換することができます。

Tが返されます。

BETWEEN(UPPER("B"), UPPER("a"), UPPER("C"))

部分一致

文字比較では、部分一致がサポートされます。

値が最小値より大きいと見なされる場合があります。

値 "AB"は最小値 "ABC"より小さいように見えますが、Tが返されます。

BETWEEN("AB", "ABC", "Z")

最大値が値より小さいと見なされる場合があります。

値 "ZZ"は最大値 "Z"より大きいように見えますが、Tが返されます。

BETWEEN("ZZ", "ABC", "Z")

メモ

文字比較において、短い値は、一致を成す長い値の先頭に現れる必要があります。

部分一致とSET EXACT

部分一致は、Analyticsのデフォルト設定である SET EXACT = OFFの場合に有効になります。SET
EXACT = ONにすると、部分一致は無効になり、比較値が一致を成すには、正確に一致しなければな

りません。

SET EXACTがONの場合、上記の例はどちらも Falseになります。

SET EXACT( ［正確な文字比較を行う］オプション)の詳細については、"SETコマンド"ページ 2081を参

照してください。

SET EXACTのOFFまたはONへの設定

BETWEEN( )関数で［正確な文字比較を行う］オプションが使用されないようにしたい場合は、［オプショ

ン］ダイアログボックスの［テーブル］タブ( ［ツール>オプション］)でこのオプションが選択されていないことを

確認してください。
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スクリプトを使用している場合は、BETWEEN( )関数が現れる前に SET EXACT OFFコマンドを追加しま

す。必要に応じて、SET EXACT ONコマンドによって前の状態に戻すことができます。

日付時刻パラメーター

関数への入力として指定された日付、日付時刻、または時刻フィールドは、フィールド定義で正しく書式

を定義してさえいれば、どのような日付書式、日付時刻書式、または時刻書式でも使用することができ

ます。

日付型、日付時刻型、時刻型の入力値を混在させる

BETWEEN( )関数の3つの入力値に日付値、日付時刻値、および時刻値を混在させることは禁止さ

れていませんが、これら日付時刻のサブタイプを混在させると、意味のない結果が返される可能性があり

ます。

日付時刻値の日付部分のみに関心があっても、時刻部分はまだ計算の一部を構成しているため、

Analyticsは対応するシリアル値を使用して、日付時刻の計算を処理しています。

次の例で考えてみましょう。

2014年 12月 31日は最小値と最大値によって指定された範囲に含まれるため、Tが返されます。

BETWEEN(`20141231`,`20141229`,`20141231`)

2014年 12月 31日は最小値と最大値によって指定された範囲に含まれるように見えますが、Fが返さ

れます。

BETWEEN(`20141231 120000`,`20141229`,`20141231`)

これら 2つの式の対応するシリアル値を見ると、どうして 2番目の式が falseと評価されるのかがわかりま

す。

シリアル値である値がシリアル値である最大値と等しいため、Tが返されます。

BETWEEN(42003.000000, 42001.000000, 42003.000000)

シリアル値である値がシリアル値である最大値より大きいため、Fが返されます。

BETWEEN(42003.500000, 42001.000000, 42003.000000)

2つの日付が同一であっても、シリアル値の42003.500000は 42003.000000より大きいため、範囲外に

なります。0.500000は 12:00 PMに相当するシリアル値です。
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日付時刻サブタイプ同士を一致させる

混在する日付時刻サブタイプによって発生する可能性のある問題を回避するには、サブタイプ同士を一

致させる関数を使用します。

たとえば、次の式では、上記の2番目の式と同じ初期値が使用されていますが、Fでなく Tが返されま

す。

BETWEEN(CTOD(DATE(`20141231
120000`,"YYYYMMDD"),"YYYYMMDD"),`20141229`,`20141231`)

リテラル日付、日付時刻、または時刻値の指定

関数への入力のいずれかにリテラルの日付値、日付時刻値、または時刻値を指定する場合は、次の表

内の書式に制限されます。また、̀ 20141231`のように、値を逆引用符で囲む必要があります。

日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用しな

いでください。

l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を使用

する必要があります。有効な区切り文字は空白スペース 1つ、あるいは文字 't'または 'T'です。

l 時刻値 – 24時間形式で時刻を指定する必要があります。UTC( Coordinated Universal Time：
協定世界時 )からのオフセットは、プラス記号 ( +)またはマイナス記号 ( -)で始める必要がありま

す。

形式の例 リテラル値の例

YYYYMMDD `20141231`

YYMMDD `141231`

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`

YYMMDDthhmm `141231t2359`

YYYYMMDDThh `20141231T23`

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

( UTCオフセット )

`20141231 235959-0500`

YYMMDD hhmm+/-hh

( UTCオフセット )

`141231 2359+01`

thhmmss `t235959`
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形式の例 リテラル値の例

Thhmm `T2359`

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。
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BINTOSTR( )関数
ZONEDまたはEBCDIC文字データから変換されたUnicode文字データを返します。"Binary to String"
の省略形です。

メモ

この関数はAnalyticsのUnicode版に固有です。非 Unicode版ではサポートされない

関数です。

構文

BINTOSTR(文字列, 文字列のタイプ)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 Unicode文字エンコードに変換する ZONED値またはEBCDIC値。

文字列のタイプ 文字 変換元の書式。次のいずれかの値を指定する必要があります。

o "A" –変換元はZONED( ASCII)データです。
o "E" –変換元はEBCDICデータです。

出力
文字。

例

基本的な例

式 ZONED(-6448,4)は値 -6448を文字型書式 "644Q"に変換していますが、AnalyticsのUnicode版

ではBINTOSTR( )を使って ZONED( ) の出力をUnicode文字に変換する必要があります。

Unicode書式の "644Q"が返されます。
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BINTOSTR(ZONED(-6448,4), "A")

備考

BINTOSTR( )の使用に適する場面

この関数は、ZONED( )およびEBCDIC( )関数からの戻り値をUnicode値に変換する場合に使用する

ことができます。

メモ

この関数を AnalyticsのUnicode版のZONED( )およびEBCDIC( )の戻り値に適用し

ない場合は、エンコードが正確に解釈されないので、戻り値の表示が不正確になりま

す。

2180

関数

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


BIT( )関数
現在のレコードにおける指定されたバイト位置のバイナリ表記を 8文字の文字列として返します。

構文

BIT(バイト位置)

パラメーター

名前 型 説明

バイト位置 数値 バイナリ値として返されるバイト位置。

出力
文字。

例

基本的な例

8番目のバイトに "1"が含まれる場合に、"00110001"が返されます。

BIT(8)

9番目のバイトに "A"が含まれる場合に、"01000001"が返されます。

BIT(9)

17番目のバイトに "a"が含まれる場合に、"01100001"が返されます。
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BIT(17)

高度な例

BIT ( ) およびSUBSTRING ( ) を使用した値の抽出

バイト 17に8つの信用フラグが含まれているとします。

3番目のビットが1に設定されたすべての顧客 ( "出荷対象外"の顧客 )のレコードを抽出するに

は、次のように指定します。

EXTRACT IF SUBSTRING(BIT(17), 3, 1) = "1"

この例では、SUBSTRING( )関数を使って、3番目のビットの値を抽出しています。

備考

機能の仕組み

BIT( )は、指定されたバイト位置にあるバイトを 1と0で構成される 8文字の列に変換します。

BIT( )の使用に適する場面

BIT( )は、バイト中の個々のビットを調べる場合に使用できます。

関連する関数

指定されたバイト位置にある文字を読み出したい場合は、BYTE( )関数を使用してください。
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BLANKS( )関数
指定された数の空白スペースを含んでいる文字列を返します。

構文

BLANKS(数)

パラメーター

名前 型 説明

カウント 数値 挿入する空白スペースの数。

出力
文字。

例

基本的な例

"     "が返されます。

BLANKS(5)

"ABC Corporation"を返します。

"ABC" + BLANKS(1) + "Corporation"
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備考

BLANKS( )の使用に適する場面

BLANKS( )関数を使用できる場面は、フィールドを一致させる場合や、スクリプトで変数を初期化する

場合、あるいはフィールドの書式設定や文字列の連結を行うときに空白を挿入する場合です。
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BYTE( )関数
現在のレコード内で指定されたバイト位置に格納されている文字を返します。

構文

BYTE(バイト位置)

パラメーター

名前 型 説明

バイト位置 数値 文字値として返されるバイト位置。

バイト位置はフィールド定義とは関係なく、レコード内での位置 ( 1から開

始 )を参照します。

出力
文字。

例

基本的な例

"1"を値とする IDフィールドで始まるレコードに対して、"1"が返されます。

byte(112)
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高度な例

一貫した書式設定を使用した印刷ファイルまたはPDF
の中のレコードを識別する

BYTE( )を使用して、データファイル内のレコードのうち、特定の文字が特定のバイト位置に存在

するレコードを識別することができます。これは、ドキュメント全体を通してデータが一貫した方法

で書式設定されている、印刷イメージ(レポート )ファイルまたはAdobe Acrobat( PDF)ファイルで

典型的なケースです。

たとえば、バイト位置 113にピリオドのあるレコードを見つけて抽出するには、次のコマンドを使用

します。

EXTRACT RECORD IF BYTE(113) = "."TO "Output.fil"

備考

BYTE( )の使用に適する場面

BYTE( )関数を使用すると、フィールドを定義しなくても、レコード内の特定の位置にある内容を調べるこ

とができます。

EBCDICデータに対する BYTE( )の使用

EBCDICデータに対してこの関数を使用した場合は、返される値も EBCDICになります。この値を文字

値と比較することはできないかもしれません。

関連する関数

指定されたバイト位置のバイナリ表記を取得したい場合は、BIT( )関数を使用してください。
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CDOW( )関数
指定された日付または日付時刻の曜日を返します。"Character Day of Week"の省略形です。

構文

CDOW(日付/日付時刻, 長さ)

パラメーター

名前 型 説明

日付 /日付時刻 日付時刻 曜日を返すフィールド、式、またはリテラル値。

長さ 数値 出力文字列の長さを指定する 1から 9の間の値。曜日名の省略形を

表示するには、より小さな値を指定してください。

出力
文字。

例

基本的な例

2014年 12月 31日が水曜日 ( Wednesday)に当たり、長さが9のため、"Wednesday"が返されます。

CDOW(`20141231`, 9)

2014年 12月 31日が水曜日 ( Wednesday)に当たり、長さが9のため、"Wed"が返されます。

CDOW(`20141231 235959`, 3)

Invoice_date フィールドの各値に対して曜日の正式名称が返されます。
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CDOW(Invoice_date, 9)

Receipt_timestamp フィールドの各値に対して曜日の省略名称が返されます。

CDOW(Receipt_timestamp, 3)

高度な例

日付の曜日を識別するフィールドを追加する

CDOW( )関数を使用して、日付フィールドの全日付の曜日を識別するための演算フィールドを

作成することができます。演算フィールドを作成したら、ビューの日付列の横にそれを追加できま

す。

DEFINE FIELD Name_of_Day COMPUTED CDOW(Trans_Date, 3)

フィルターを作成して、週末に発生した取引をテストす
る

CDOW( )関数を使用して、フィルターを作成し、週末に発生した取引を抽出することができま

す。

SET FILTER TO CDOW(Trans_Date, 3) = "Sat" OR CDOW(Trans_Date, 3) =
"Sun"

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135
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パラメーターの詳細

日付 /日付時刻に指定されたフィールドは、フィールド定義で正しく書式を定義してさえいれば、どのよう

な日付書式または日付時刻書式でも使用することができます。

長さパラメーターが曜日名より短い場合、曜日名は指定された長さに切り詰められます。長さパラメー

ターが曜日名より長い場合、曜日名は空白スペースで埋められます。

リテラル日付または日付時刻値の指定

日付 /日付時刻にリテラルの日付値または日付時刻値を指定する場合は、次の表内の書式に制限さ

れます。また、̀ 20141231`のように、値を逆引用符で囲む必要があります。

日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用しな

いでください。

l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を使用

する必要があります。有効な区切り文字は空白スペース 1つ、あるいは文字 't'または 'T'です。

l 時刻値 – 24時間形式で時刻を指定する必要があります。UTC( Coordinated Universal Time：
協定世界時 )からのオフセットは、プラス記号 ( +)またはマイナス記号 ( -)で始める必要がありま

す。

形式の例 リテラル値の例

YYYYMMDD `20141231`

YYMMDD `141231`

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`

YYMMDDthhmm `141231t2359`

YYYYMMDDThh `20141231T23`

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

( UTCオフセット )

`20141231 235959-0500`

YYMMDD hhmm+/-hh

( UTCオフセット )

`141231 2359+01`

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。

2189

関数

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


関連する関数

曜日を数字 ( 1 ～ 7)として返したい場合は、CDOW( )でなくDOW( )を使用してください。
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CHR( )関数
指定されたASCIIコードに対応する文字を返します。

構文

CHR(数値)

パラメーター

名前 型 説明

数値 数値 1から 255の間の有効な数式。

出力
文字。

例

基本的な例

"A"が返されます。

CHR(65)

"1"が返されます。

CHR(49)
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高度な例

通貨フィールドの値に英国のポンド記号 ( ￡ )を付加す
る

Invoice_Amount フィールドの金額の前にポンド記号 ( ASCIIコード 163)を付加する演算フィール

ドを作成します。数値型の Invoice_Amount フィールドがまず文字型のフィールドに変換されて、

次いで先頭と末尾の空白額が削除されます。

DEFINE FIELD Currency_UK COMPUTED CHR(163)+ALLTRIM(STRING(Invoice_
Amount, 12))

備考

CHR( )の使用に適する場面

CHR( )関数は、キーボードから直接入力できない文字や画面に表示できない文字など、あらゆる

ASCIIコードに対応する文字を返す場合に使用できます。CHR( )を使用して、フィールドやレコードの中

からこれら特定の文字を見つけることができます。

NULの参照

ASCIIのNUL(ヌル)文字はAnalyticsでテキスト修飾子として使用されるため、これに相当する CHR(0)
を参照すると、予測できない結果をもたらす可能性があります。できれば参照を避けてください。

関連する関数

CHR( )はASCII( )の逆関数です。
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CLEAN( )関数
文字列内で、最初の無効な文字とそれ以降のすべての文字を空白に置き換えます。

構文

CLEAN(文字列 <,追加指定の無効文字>)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 デフォルトで設定されている無効文字および追加指定の無効文字を削

除する対象となる値

追加指定の無効文

字

省略可能

文字 文字列から削除する対象となる、デフォルトで設定されている無効な文

字以外の無効な文字。追加指定の無効文字は複数、指定できます。

" ,;\"

タブ文字、ヌル文字、およびキャリッジ リターン/ラインフィード文字はデフォ

ルトの無効な文字であり、自動的に削除されるため、指定する必要はあ

りません。

二重引用符を追加指定の無効文字として指定するには、追加指定の

無効文字に、一重引用符で囲んだ二重引用符を指定してください。

 '"'

出力
文字。
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例

基本的な例

"ABC    "( "ABC"および 4つの空白 )が返されます。

CLEAN("ABC%DEF","%")

"1234.56      "( "1234.56"および 6つの空白 )が返されます。

CLEAN("1234.56,111,2", ",")

備考

CLEAN( )の使用に適する場面

この関数は、無効なデータを含むフィールドが正しく印刷されるようにするために使用します。また、この関

数を使用すると、フィールドの一部を分離することができます。たとえば、姓と名前の両方が入っている顧

客フィールドから姓を分離できます。

無効な一重引用符または二重引用符の指定

無効文字として一重引用符と二重引用符を両方とも指定するには、CLEAN( ) 関数を入れ子にする

必要があります。

CLEAN(CLEAN(string, '"'), "'")

Automatic CLEAN( )
Analyticsスクリプトに SET CLEAN ONを追加することによって、すべての文字フィールドに対して自動的に

CLEAN( )関数を適用できます。このオプションを使用して、追加指定の無効文字を指定することはでき

ません。
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CMOY( )関数
指定された日付または日付時刻の月の名前を返します。"Character Month of Year"の省略形です。

構文

CMOY(日付/日付時刻, 長さ)

パラメーター

名前 型 説明

日付 /日付時刻 日付時刻 月の名前を返すフィールド、式、またはリテラル値。

長さ 数値 出力文字列の長さを指定する 1から 9の間の値。月の名前の省略形を

表示するには、より小さな値を指定してください。

出力
文字。

例

基本的な例

"December"が返されます。

CMOY(`20141231`, 9)

"Dec"が返されます。

CMOY(`20141231 235959`, 3)

Receipt_timestamp フィールドの各値に対して月の省略名称が返されます。
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CMOY(Receipt_timestamp, 3)

Invoice_date フィールドの各値に対して月の正式名称が返されます。

CMOY(Invoice_date, 9)

Invoice_date フィールドの各値の15日後に当たる月の正式名称が返されます。

CMOY(Invoice_date + 15, 9)

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

パラメーターの詳細

日付 /日付時刻に指定されたフィールドは、フィールド定義で正しく書式を定義してさえいれば、どのよう

な日付書式または日付時刻書式でも使用することができます。

長さパラメーターが月の名前より短い場合、月の名前は指定された長さに切り詰められます。長さパラ

メーターが月の名前より長い場合、月の名前は空白スペースで埋められます。

リテラル日付または日付時刻値の指定

日付 /日付時刻にリテラルの日付値または日付時刻値を指定する場合は、次の表内の書式に制限さ

れます。また、̀ 20141231`のように、値を逆引用符で囲む必要があります。

日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用しな

いでください。

l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を使用

する必要があります。有効な区切り文字は空白スペース 1つ、あるいは文字 't'または 'T'です。

l 時刻値 – 24時間形式で時刻を指定する必要があります。UTC( Coordinated Universal Time：
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協定世界時 )からのオフセットは、プラス記号 ( +)またはマイナス記号 ( -)で始める必要がありま

す。

形式の例 リテラル値の例

YYYYMMDD `20141231`

YYMMDD `141231`

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`

YYMMDDthhmm `141231t2359`

YYYYMMDDThh `20141231T23`

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

( UTCオフセット )

`20141231 235959-0500`

YYMMDD hhmm+/-hh

( UTCオフセット )

`141231 2359+01`

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。

関連する関数

月を数字 ( 1 ～ 12)として返したい場合は、CMOY( )でなくMONTH( )を使用してください。
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COS( )関数
ラジアン単位で表された角度のコサインを、小数点以下 15桁の精度で返します。

構文

COS(ラジアン)

パラメーター

名前 型 説明

ラジアン 数値 ラジアン単位の角度。

出力
数値。

例

基本的な例

指定したラジアン数に対して 0.500000000000000が返されます。

COS(1.047197551196598)

高度な例

入力値として度を使用する
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60度の余弦である 0.500000000000000が返されます。

COS(60 * PI( )/180)

小数点第 3位までの小数に丸める

60度の余弦を小数点第 3位に丸めた 0.500が返されます。

DEC(COS(60 * PI( )/180),3)

備考

Mantissa Arc Testの実行

Analyticsの3つの三角関数 SIN( )、COS( )、および TAN( )は、ベンフォードの法則に関連する

Mantissa Arc Testの実行をサポートします。

度のラジアンへの変換

入力値が度で表されている場合は、PI( )関数を使用して角度をラジアンに変換できます。(度 * PI
( )/180) =ラジアンとなります。必要に応じて、DEC( )関数を使用して、戻り値を丸めたり切り捨てたりす

ることができます。
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CTOD( )関数
文字または数値の日付値を日付に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から日付を抽出

し、それを日付として返すこともできます。"Character to Date"の省略形です。

構文

CTOD(文字/数値 <,書式>)

パラメーター

名前 型 説明

文字 /数値 文字

数値

日付に変換する、あるいは日付を抽出するフィールド、式、またはリテラル

値。

書式

省略可能

文字 文字 /数値を日付書式にした値。YYYYMMDDまたはYYMMDDを除く

日付書式を使用した値を指定する場合には、書式が必須です。書式の

例："DD/MM/YYYY"

メモ

書式パラメーターを必要とする日付時刻値で CTOD関数

を使用する場合は、書式の日付部分のみを指定してくだ

さい。時刻部分を指定してはいけません。例：

CTODT("31/12/2014 23:59:59",
"DD/MM/YYYY hh:mm:ss")

時刻部分を指定すると、結果が表示されなくなります。

出力
日付時刻。日付値は、現在 Analyticsに設定されている日付の表示書式を使用して出力されます。
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例

基本的な例

文字リテラルの入力値

`20141231`に対して現在のAnalytics日付表示書式であるDDMMM YYYYを適用した、31 Dec
2014が返されます。

CTOD("20141231")

CTOD("31/12/2014", "DD/MM/YYYY")

CTOD("20141231 235959")

数値リテラルの入力値

`20141231`に対して現在のAnalytics日付表示書式であるDDMMM YYYYを適用した、31 Dec
2014が返されます。

CTOD(20141231)

CTOD(31122014, "DDMMYYYY")

CTOD(20141231.235959)

フィールドへの文字型入力値

指定した文字フィールドの各値が現在のAnalytics日付表示形式を使用した日付として返されます。

CTOD(Invoice_date, "DD/MM/YYYY")

CTOD(Receipt_timestamp)
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フィールドへの数値型入力値

指定した数値フィールドの各値が現在のAnalytics日付表示形式を使用した日付として返されます。

CTOD(Due_date, "DDMMYYYY")

CTOD(Payment_timestamp)

高度な例

文字フィールドまたは数値フィールドを日付と比較する

日付を表す値が格納されている文字フィールドまたは数値フィールドに対して日付を比較するに

は、CTOD( )関数を使用します。

下のフィルターでは、次の2つの値が比較されています。

l 書式 DDMMYYYYで数値として日付を格納する数値型のDue_date フィールド
l リテラル日付値、2014年 7月 1日

SET FILTER TO CTOD(Due_date, "DDMMYYYY") < `20140701`

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

必須の日付書式

日付値または日付時刻値を含んでいる文字フィールドおよび数値フィールドは、次の表内の書式と一致

している必要があります。日付時刻値は、そのデータ型に有効な日付、区切り文字、および時刻の書

式を任意に組み合わせて使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に

区切り文字を入れる必要があります。
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日付、または日付時刻値の日付部分は、Analyticsでサポートされており、そのデータ型に有効であれ

ば、どのような日付書式でも使用することができます。ただし、YYYYMMDDとYYMMDD以外の書式

は、書式で正しく定義されてさえいれば使用できます。

日付書式 区切り文字形式 時刻書式

文字フィールド

YYYYMMDD 単一の空白スペース hhmmss

hh:mm:ss

YYMMDD 文字 't' hhmm

hh:mm

書式で定義されている場合は、データ型に有

効な、Analyticsがサポートする任意の日付書

式

文字 'T' hh

+/-hhmm

+/-hh:mm

( UTCオフセット )

+/-hh

( UTCオフセット )

メモ

UTCオフセットが設定されている

データのメインの時刻書式で hhを

単独で使用しないでください。たと

えば、「hh+hhmm」という使い方は

避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。

数値フィールド

YYYYMMDD 小数点 hhmmss

YYMMDD hhmm

書式で定義されている場合は、データ型に有

効な、Analyticsがサポートする任意の日付書

式

hh
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他の日付時刻変換関数

文字または数値から日付時刻への変換

関数 説明

CTODT( ) 文字または数値の日付時刻値を日付時刻に変換します。"Character to Datetime"の省略形で

す。

CTOT( ) 文字または数値の時刻値を時刻に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から時刻を

抽出し、それを時刻として返すこともできます。"Character to Time"の省略形です。

日付時刻から文字への変換

関数 説明

DATE( ) 指定された日付または日付時刻から日付を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステム日付を返すこともできます。

DATETIME( ) 日付時刻を文字列に変換します。また、現在のオペレーティングシステムの日付時刻を返すことも

できます。

TIME( ) 指定された時刻または日付時刻から時刻を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステムの時刻を返すこともできます。

シリアルから日付時刻への変換

関数 説明

STOD( ) シリアル日付、つまり、整数で表される日付を日付値に変換します。"Serial to Date"の省略形で

す。

STODT( ) シリアル日付時刻、つまり、整数部分と24時間の小数部分で表される日付時刻を日付時刻値

に変換します。"Serial to Datetime"の省略形です。

STOT( ) シリアル時刻、つまり、24時間を 1として、24時間が小数部分で表される時刻を時刻値に変換し

ます。"Serial to Time"の省略形です。
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CTODT( )関数
文字または数値の日付時刻値を日付時刻に変換します。"Character to Datetime"の省略形です。

構文

CTODT(文字/数値 <,書式>)

パラメーター

名前 型 説明

文字 /数値 文字

数値

日付時刻に変換するフィールド、式、またはリテラル値。

書式

省略可能

文字 文字 /数値を日付書式にした値。値の日付部分に対し、YYYYMMDD
またはYYMMDDを除く日付書式を使用した値を指定する場合には、

書式が必須です。書式の例："DD/MM/YYYY"

出力
日付時刻。日付時刻値は、現在 Analyticsに設定されている日付と時刻の表示書式を使用して出力

されます。

例

基本的な例

文字リテラルの入力値

`20141231t235959`が返されます。これは、現在のAnalytics日付時刻表示書式であるDDMMM
YYYY hh:mm:ssを適用した 31 Dec 2014 23:59:59として表示されます。

CTODT("20141231 235959")
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CTODT("31/12/2014 23:59:59", "DD/MM/YYYY hh:mm:ss")

数値リテラルの入力値

`20141231t235959`が返されます。これは、現在のAnalytics日付時刻表示書式であるDDMMM
YYYY hh:mm:ssを適用した 31 Dec 2014 23:59:59として表示されます。

CTODT(20141231.235959)

CTODT(31122014.235959, "DDMMYYYY.hhmmss")

フィールドへの文字型入力値

Receipt_timestamp フィールドの各値が現在のAnalyticsの日付表示書式を適用した日付時刻として

返されます。

CTODT(Receipt_timestamp, "DD/MM/YYYY hh:mm:ss")

フィールドへの数値型入力値

数値フィールド、Payment_timestampの各値が、現在のAnalyticsの日付表示書式を適用した日付

時刻として返されます。

CTODT(Receipt_timestamp, "DD/MM/YYYY hh:mm:ss")

高度な例

文字フィールドまたは数値フィールドを日付時刻と比較
する

日付時刻を表す値が格納されている文字フィールドまたは数値フィールドに対して日付時刻を比

較するには、CTODT( )関数を使用します。

下のフィルターでは、次の2つの値が比較されています。
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l 日付時刻を書式 DD/MM/YYYY hh:mm:ssの文字データとして格納する文字フィールド、

Receipt_timestamp
l リテラル日付時刻値、2014年 7月 1日 13:30:00

SET FILTER TO CTODT(Receipt_timestamp, "DD/MM/YYYY hh:mm:ss") <
'20140701t133000'

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

必須の日付時刻書式

日付時刻値を含んでいる文字フィールドおよび数値フィールドは、次の表内の書式と一致している必要

があります。日付時刻値は、そのデータ型に有効な日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組

み合わせて使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を

入れる必要があります。

値の日付部分は、Analyticsでサポートされており、そのデータ型に有効であれば、どのような日付書式

でも使用することができます。ただし、YYYYMMDDとYYMMDD以外の書式は、書式で正しく定義され

てさえいれば使用できます。書式を使用する場合は、時刻書式も指定する必要があり、次の表に示さ

れている時刻書式のいずれかである必要があります。

Analyticsは、日付時刻値の日付部分と時刻部分の間の区切り文字を自動的に認識するため、書式
に区切り文字を指定する必要はありません。指定したい場合は、区切り文字を指定してもかまいませ

ん。

日付書式 区切り文字形式 時刻書式

文字フィールド

YYYYMMDD 単一の空白スペース hhmmss

hh:mm:ss

YYMMDD 文字 't' hhmm

hh:mm

書式で定義されている場合は、データ型に有 文字 'T' hh
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日付書式 区切り文字形式 時刻書式

効な、Analyticsがサポートする任意の日付書

式

+/-hhmm

+/-hh:mm

( UTCオフセット )

+/-hh

( UTCオフセット )

メモ

UTCオフセットが設定されている

データのメインの時刻書式で hhを

単独で使用しないでください。たと

えば、「hh+hhmm」という使い方は

避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。

数値フィールド

YYYYMMDD 小数点 hhmmss

YYMMDD hhmm

書式で定義されている場合は、データ型に有

効な、Analyticsがサポートする任意の日付書

式

hh

他の日付時刻変換関数

文字または数値から日付時刻への変換

関数 説明

CTOD( ) 文字または数値の日付値を日付に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から日付を

抽出し、それを日付として返すこともできます。"Character to Date"の省略形です。

CTOT( ) 文字または数値の時刻値を時刻に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から時刻を

抽出し、それを時刻として返すこともできます。"Character to Time"の省略形です。

2208

関数

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


日付時刻から文字への変換

関数 説明

DATE( ) 指定された日付または日付時刻から日付を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステム日付を返すこともできます。

DATETIME( ) 日付時刻を文字列に変換します。また、現在のオペレーティングシステムの日付時刻を返すことも

できます。

TIME( ) 指定された時刻または日付時刻から時刻を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステムの時刻を返すこともできます。

シリアルから日付時刻への変換

関数 説明

STOD( ) シリアル日付、つまり、整数で表される日付を日付値に変換します。"Serial to Date"の省略形で

す。

STODT( ) シリアル日付時刻、つまり、整数部分と24時間の小数部分で表される日付時刻を日付時刻値

に変換します。"Serial to Datetime"の省略形です。

STOT( ) シリアル時刻、つまり、24時間を 1として、24時間が小数部分で表される時刻を時刻値に変換し

ます。"Serial to Time"の省略形です。
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CTOT( )関数
文字または数値の時刻値を時刻に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から時刻を抽出

し、それを時刻として返すこともできます。"Character to Time"の省略形です。

構文

CTOT(文字/数値)

パラメーター

名前 型 説明

文字 /数値 文字

数値

時刻に変換する、あるいは時刻を抽出するフィールド、式、またはリテラル

値。

出力
日付時刻。時刻値は、現在 Analyticsに設定されている時刻の表示書式を使用して出力されます。

例

基本的な例

文字リテラルの入力値

`t235959`が返されます。これは、現在のAnalytics時刻表示書式である hh:mm:ssを適用した

23:59:59として表示されます。

CTOT("t235959")

CTOT("23:59:59")
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CTOT("20141231 235959")

数値リテラルの入力値

`t235959`が返されます。これは、現在のAnalytics時刻表示書式である hh:mm:ssを適用した

23:59:59として表示されます。

CTOT(.235959)

CTOT(0.235959)

CTOT(20141231.235959)

フィールドへの文字型入力値

文字フィールド Login_timeの各値が、現在のAnalyticsの時刻表示書式を適用した時刻として返され

ます。

CTOT(Login_time)

フィールドへの数値型入力値

数値フィールド、Payment_timestampの各値が、現在のAnalyticsの時刻表示書式を適用した、日

付部分なしの時刻として返されます。

CTOT(Payment_datetime)

高度な例

文字フィールドまたは数値フィールドを時刻と比較する

時刻を表す値が格納されている文字フィールドまたは数値フィールドに対して時刻を比較するに

は、CTOT( )関数を使用します。

下のフィルターでは、次の2つの値が比較されています。
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l 時刻を数値データとして格納した数値型のLogin_time フィールド
l リテラル時刻値 09:30:00

SET FILTER TO CTOT(Login_time) > `t093000`

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

必須の日付時刻書式

時刻値または日付時刻値を含んでいる文字フィールドおよび数値フィールドは、次の表内の書式と一致

している必要があります。

時刻値は、区切り文字と時刻の書式を任意に組み合わせて使用することができます。関数が正しく動

作するためには、時刻値の前に区切り文字を置くか、あるいは時刻の要素の間にコロンを入れる必要が

あります。

日付時刻値は、そのデータ型に有効な日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を入れる必

要があります。

文字または数値の日付値を日付に変換する場合、あるいは、文字または数値の日付時刻値から日付

を抽出し、それを日付として返す場合は、CTOD( )関数を使用してください。

文字または数値の日付時刻値を日付時刻に変換する場合は、CTODT( )関数を使用してください。

日付書式 区切り文字形式 時刻書式

文字フィールド

YYYYMMDD 単一の空白スペース hhmmss

hh:mm:ss

YYMMDD 文字 't' hhmm

hh:mm

文字 'T' hh
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日付書式 区切り文字形式 時刻書式

+/-hhmm

+/-hh:mm

( UTCオフセット )

+/-hh

( UTCオフセット )

メモ

UTCオフセットが設定さ

れているデータのメインの

時刻書式で hhを単独

で使用しないでください。

たとえば、「hh+hhmm」と

いう使い方は避けてくだ

さい。信頼できない結果

になる可能性がありま

す。)

数値フィールド

YYYYMMDD 小数点 hhmmss

YYMMDD hhmm

hh

他の日付時刻変換関数

文字または数値から日付時刻への変換

関数 説明

CTOD( ) 文字または数値の日付値を日付に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から日付を

抽出し、それを日付として返すこともできます。"Character to Date"の省略形です。

CTODT( ) 文字または数値の日付時刻値を日付時刻に変換します。"Character to Datetime"の省略形で

す。
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日付時刻から文字への変換

関数 説明

DATE( ) 指定された日付または日付時刻から日付を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステム日付を返すこともできます。

DATETIME( ) 日付時刻を文字列に変換します。また、現在のオペレーティングシステムの日付時刻を返すことも

できます。

TIME( ) 指定された時刻または日付時刻から時刻を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステムの時刻を返すこともできます。

シリアルから日付時刻への変換

関数 説明

STOD( ) シリアル日付、つまり、整数で表される日付を日付値に変換します。"Serial to Date"の省略形で

す。

STODT( ) シリアル日付時刻、つまり、整数部分と24時間の小数部分で表される日付時刻を日付時刻値

に変換します。"Serial to Datetime"の省略形です。

STOT( ) シリアル時刻、つまり、24時間を 1として、24時間が小数部分で表される時刻を時刻値に変換し

ます。"Serial to Time"の省略形です。
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CUMIPMT( )関数
期間の範囲中に貸付金に対して支払う累積利息を返します。

構文

CUMIPMT(利率, 期間, 金額, 開始期, 終了期 <,種類>)

パラメーター

名前 型 説明

利率 数値 1期あたりの利率。

期間 数値 支払期間の総数。

金額 数値 貸付金の元金。

開始期 数値 計算対象となる最初の期。

開始期には 0は指定できません。

終了期 数値 計算対象となる終了の期。

終了期には、支払期間の総数を超える数を指定することはできません。

種類

省略可能

数値 支払いのタイミング：

o 0 –期末払い
o 1 –期首払い

支払いのタイミングが省略された場合は、デフォルト値の0が使用されま

す。

メモ

利率、期間を指定する際には、1期あたりの利率を確実に指定するため、整合性のあ

る期間を使用する必要があります。

例：
l 年利 5%の2年間の貸付金または投資に対して月払いする場合は、利率に

0.05/12、期間に2 * 12を指定します。
l 同じ貸付金または投資に対して年払いする場合は、利率に0.05、期間に2を

指定します。
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出力
数値。

例

基本的な例

$275,000の貸付金を年利 6.5パーセントで 25年間にわたって返済する場合 (支払期日は月末です)
の、2年目に支払う利息の合計額、( $) 17437.23が返されます。

CUMIPMT(0.065/12, 12*25, 275000, 13, 24, 0)

上記の貸付金について、初年度に支払う利息の合計額、( $) 17741.31が返されます。

CUMIPMT(0.065/12, 12*25, 275000, 1, 12, 0)

備考

関連する関数

CUMPRINC( ) 関数はCUMIPMT( )関数に対して補完的役割を果たします。

CUMIPMT( )関数は単一の期間に支払われた利息を計算します。
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CUMPRINC( )関数
期間の範囲中に貸付金に対して支払う累積元金を返します。

構文

CUMPRINC(利率, 期間, 金額, 開始期, 終了期 <,種類>)

パラメーター

名前 型 説明

利率 数値 1期あたりの利率。

期間 数値 支払期間の総数。

金額 数値 貸付金の元金。

開始期 数値 計算対象となる最初の期。

開始期には 0は指定できません。

終了期 数値 計算対象となる終了の期。

終了期には、支払期間の総数を超える数を指定することはできません。

種類

省略可能

数値 支払いのタイミング：

o 0 –期末払い
o 1 –期首払い

支払いのタイミングが省略された場合は、デフォルト値の0が使用されま

す。

メモ

利率、期間を指定する際には、1期あたりの利率を確実に指定するため、整合性のあ

る期間を使用する必要があります。

例：
l 年利 5%の2年間の貸付金または投資に対して月払いする場合は、利率に

0.05/12、期間に2 * 12を指定します。
l 同じ貸付金または投資に対して年払いする場合は、利率に0.05、期間に2を

指定します。
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出力
数値。

例

基本的な例

$275,000の貸付金を年利 6.5パーセントで 25年間にわたって返済する場合 (支払期日は月末です)
の、2年目に支払う元金の合計額、$4844.61が返されます。

CUMPRINC(0.065 / 12, 12*25, 275000, 13, 24)

上記の貸付金の最初の月に支払う元金の額、$367.24が返されます。

CUMPRINC(0.065/12, 12*25, 275000, 1, 1, 0)

備考

関連する関数

CUMIPMT( ) 関数はCUMPRINC( )関数に対して補完的役割を果たします。

CUMPPMT( )関数は単一の期間に支払われた元金を計算します。
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DATE( )関数
指定された日付または日付時刻から日付を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在のオ

ペレーティングシステム日付を返すこともできます。

構文

DATE(<日付/日付時刻> <,書式>)

パラメーター

名前 型 説明

日付 /日付時刻

省略可能

日付時刻 日付を抽出するフィールド、式、またはリテラル値。これを省略した場合

は、現在のオペレーティングシステム日付が返されます。

書式

省略可能

文字 出力文字列に適用する書式。例："DD/MM/YYYY"このパラメーターを省略

した場合は、現在のAnalyticsの日付表示書式が使用されます。日付 /
日付時刻を省略した場合に、書式を指定することはできません。

出力
文字。

例

基本的な例

"20141231"に対して現在のAnalytics日付表示書式を適用した値が返されます。

DATE(`20141231 235959`)

"31-Dec-2014"が返されます。
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DATE(`20141231 235959`, "DD-MMM-YYYY")

現在のオペレーティングシステム日付が、現在のAnalyticsの日付表示書式を適用した文字列として

返されます。

DATE()

Receipt_timestamp フィールドの各値が、現在のAnalyticsの日付表示書式を適用した文字列として

返されます。

DATE(Receipt_timestamp)

Receipt_timestamp フィールドの各値に対して、指定した日付表示書式を適用した文字列が返されま

す。

DATE(Receipt_timestamp, "DD/MM/YYYY")

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

出力文字列の長さ

出力文字列の長さは常に12文字です。指定した出力書式、またはAnalyticsの日付の表示書式が

12文字より短い場合は、出力文字列の末尾に空白が埋められます。

パラメーターの詳細

日付 /日付時刻に指定されたフィールドは、フィールド定義で正しく書式を定義してさえいれば、どのよう

な日付書式または日付時刻書式でも使用することができます。

書式を使用して出力文字列の表示方法を制御する場合は、サポートされている任意のAnalytics日
付表示書式を使用することができます。例：
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l DD/MM/YYYY

l MM-DD-YY

l DDMMM YYYY

書式は、一重引用符または二重引用符を使用して指定する必要があります。たとえば、"DD MMM
YYYY"のように指定します。

リテラル日付または日付時刻値の指定

日付 /日付時刻にリテラルの日付値または日付時刻値を指定する場合は、次の表内の書式に制限さ

れます。また、̀ 20141231`のように、値を逆引用符で囲む必要があります。

日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用しな

いでください。

l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を使用

する必要があります。有効な区切り文字は空白スペース 1つ、あるいは文字 't'または 'T'です。

l 時刻値 – 24時間形式で時刻を指定する必要があります。UTC( Coordinated Universal Time：
協定世界時 )からのオフセットは、プラス記号 ( +)またはマイナス記号 ( -)で始める必要がありま

す。

形式の例 リテラル値の例

YYYYMMDD `20141231`

YYMMDD `141231`

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`

YYMMDDthhmm `141231t2359`

YYYYMMDDThh `20141231T23`

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

( UTCオフセット )

`20141231 235959-0500`

YYMMDD hhmm+/-hh

( UTCオフセット )

`141231 2359+01`

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。
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関連する関数

日付時刻値として現在のオペレーティングシステム日付を返すには、DATE( )の代わりにTODAY( )を
使用してください。

他の日付時刻変換関数

日付時刻から文字への変換

関数 説明

DATETIME( ) 日付時刻を文字列に変換します。また、現在のオペレーティングシステムの日付時刻を返すことも

できます。

TIME( ) 指定された時刻または日付時刻から時刻を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステムの時刻を返すこともできます。

文字または数値から日付時刻への変換

関数 説明

CTOD( ) 文字または数値の日付値を日付に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から日付を

抽出し、それを日付として返すこともできます。"Character to Date"の省略形です。

CTODT( ) 文字または数値の日付時刻値を日付時刻に変換します。"Character to Datetime"の省略形で

す。

CTOT( ) 文字または数値の時刻値を時刻に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から時刻を

抽出し、それを時刻として返すこともできます。"Character to Time"の省略形です。

シリアルから日付時刻への変換

関数 説明

STOD( ) シリアル日付、つまり、整数で表される日付を日付値に変換します。"Serial to Date"の省略形で

す。

STODT( ) シリアル日付時刻、つまり、整数部分と24時間の小数部分で表される日付時刻を日付時刻値

に変換します。"Serial to Datetime"の省略形です。

STOT( ) シリアル時刻、つまり、24時間を 1として、24時間が小数部分で表される時刻を時刻値に変換し

ます。"Serial to Time"の省略形です。
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DATETIME( )関数
日付時刻を文字列に変換します。また、現在のオペレーティングシステムの日付時刻を返すこともでき

ます。

構文

DATETIME(<日付時刻> <,書式>)

パラメーター

名前 型 説明

日付時刻

省略可能

日付時刻 変換するフィールド、式、またはリテラル値。これを省略した場合は、現在

のオペレーティングシステム日付が返されます。

書式

省略可能

文字 出力文字列に適用する書式。例："DD/MM/YYYY"このパラメーターを省略

した場合は、現在のAnalyticsの日付表示書式が使用されます。日付 /
日付時刻を省略した場合に、書式を指定することはできません。

出力
文字。

例

基本的な例

リテラル日付時刻の入力値

"20141231 235959"に対して現在のAnalytics日付時刻表示書式を適用した値が返されます。

DATETIME(`20141231 235959`)

"31-Dec-2014 11:59 P"が返されます。
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DATETIME(`20141231 235959`, "DD-MMM-YYYY hh:mm A")

現在のオペレーティングシステム日付時刻に対して、現在のAnalyticsの日付時刻表示書式を適用し

た文字列が、返されます。

DATETIME()

フィールドへの入力値

Receipt_timestamp フィールドの各値が、現在のAnalyticsの日付時刻表示書式を適用した文字列

として返されます。

DATETIME(Receipt_timestamp)

Receipt_timestamp フィールドの各値に対して、指定した日付時刻表示書式を適用した文字列が返

されます。

DATETIME(Receipt_timestamp, "DD/MM/YYYY hh:mm:ss")

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

出力文字列の長さ

出力文字列の長さは常に27文字です。指定した出力書式、またはAnalyticsの日付と時刻の表示

書式が27文字より短い場合は、出力文字列の末尾に空白が埋められます。

パラメーターの詳細

日付時刻に指定されたフィールドは、フィールド定義で正しく書式を定義してさえいれば、どのような日付

時刻書式でも使用することができます。

書式を使用して出力文字列の表示方法を制御する場合は、次の表内の書式に制限されます。
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l 日付、時刻、およびAM/PMの書式を任意に組み合わせて使用することができます。
l 日付は時刻の前に置く必要があります。Analyticsは出力文字列の区切り文字として単一のス

ペースを自動的に使用するので、両者の間に区切り文字を置く必要はありません。
l AM/PM書式は省略可能で、最後に置きます。
l 書式は、一重引用符または二重引用符を使用して指定する必要があります。

例："DD-MMM-YYYY hh:mm:ss AM"

日付書式 時刻書式 AM/PM書式 例

サポートされるすべてのAnalytics日付表示書式 hh:mm:ss なし

24時間制

"DD/MM/YYYY hh:mm:ss"

hhmmss AMまたはPM

12時間制

"MMDDYY hhmmss PM"

hh:mm AまたはP

12時間制

"DD-MMM-YYYY hh:mm A"

hhmm

hh

リテラル日付時刻値の指定

日付時刻にリテラルの日付時刻値を指定する場合は、次の表内の書式に制限されます。また、

`20141231 235959`のように、値を逆引用符で囲む必要があります。

日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用しな

いでください。

l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を使用

する必要があります。有効な区切り文字は空白スペース 1つ、あるいは文字 't'または 'T'です。

l 時刻値 – 24時間形式で時刻を指定する必要があります。UTC( Coordinated Universal Time：
協定世界時 )からのオフセットは、プラス記号 ( +)またはマイナス記号 ( -)で始める必要がありま

す。

形式の例 リテラル値の例

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`

YYMMDDthhmm `141231t2359`

YYYYMMDDThh `20141231T23`

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

( UTCオフセット )

`20141231 235959-0500`

YYMMDD hhmm+/-hh `141231 2359+01`
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形式の例 リテラル値の例

( UTCオフセット )

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。

他の日付時刻変換関数

日付時刻から文字への変換

関数 説明

DATE( ) 指定された日付または日付時刻から日付を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステム日付を返すこともできます。

TIME( ) 指定された時刻または日付時刻から時刻を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステムの時刻を返すこともできます。

文字または数値から日付時刻への変換

関数 説明

CTOD( ) 文字または数値の日付値を日付に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から日付を

抽出し、それを日付として返すこともできます。"Character to Date"の省略形です。

CTODT( ) 文字または数値の日付時刻値を日付時刻に変換します。"Character to Datetime"の省略形で

す。

CTOT( ) 文字または数値の時刻値を時刻に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から時刻を

抽出し、それを時刻として返すこともできます。"Character to Time"の省略形です。

シリアルから日付時刻への変換

関数 説明

STOD( ) シリアル日付、つまり、整数で表される日付を日付値に変換します。"Serial to Date"の省略形で

す。
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関数 説明

STODT( ) シリアル日付時刻、つまり、整数部分と24時間の小数部分で表される日付時刻を日付時刻値

に変換します。"Serial to Datetime"の省略形です。

STOT( ) シリアル時刻、つまり、24時間を 1として、24時間が小数部分で表される時刻を時刻値に変換し

ます。"Serial to Time"の省略形です。
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DAY( )関数
指定された日付または日付時刻から日にちを抽出し、それを数値 ( 1 ～ 31)として返します。

構文

DAY(日付/日付時刻)

パラメーター

名前 型 説明

日付 /日付時刻 日付時刻 日にちを抽出するフィールド、式、またはリテラル値。

出力
数値。

例

基本的な例

31が返されます。

DAY(`20141231`)

DAY(`20141231 235959`)

Invoice_date フィールドの各値に対して日付が返されます。

DAY(Invoice_date)
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備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

パラメーターの詳細

日付 /日付時刻に指定されたフィールドは、フィールド定義で正しく書式を定義してさえいれば、どのよう

な日付書式または日付時刻書式でも使用することができます。

リテラル日付または日付時刻値の指定

日付 /日付時刻にリテラルの日付値または日付時刻値を指定する場合は、次の表内の書式に制限さ

れます。また、̀ 20141231`のように、値を逆引用符で囲む必要があります。

日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用しな

いでください。

l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を使用

する必要があります。有効な区切り文字は空白スペース 1つ、あるいは文字 't'または 'T'です。

l 時刻値 – 24時間形式で時刻を指定する必要があります。UTC( Coordinated Universal Time：
協定世界時 )からのオフセットは、プラス記号 ( +)またはマイナス記号 ( -)で始める必要がありま

す。

形式の例 リテラル値の例

YYYYMMDD `20141231`

YYMMDD `141231`

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`

YYMMDDthhmm `141231t2359`

YYYYMMDDThh `20141231T23`

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

( UTCオフセット )

`20141231 235959-0500`
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形式の例 リテラル値の例

YYMMDD hhmm+/-hh

( UTCオフセット )

`141231 2359+01`

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。

関連する関数

以下の各値を返させたい場合は、それぞれ該当する関数を使用します。

l 曜日を数字 ( 1 ～ 7)として返させる場合：DAY( )でなくDOW( )を使用
l 曜日の名前を返させる場合：DAY( )でなくCDOW( ) を使用
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DBYTE( )関数
レコード内の指定されたバイト位置にあるUnicode文字を返します。

メモ

この関数はAnalyticsのUnicode版に固有です。非 Unicode版ではサポートされない

関数です。

構文

DBYTE(バイト位置)

パラメーター

名前 型 説明

バイト位置 数値 文字値として返されるバイト位置。

意味のある値を返すために、2バイト文字の開始場所を指定する必要

があります。これは単に、バイト位置パラメーターには奇数を指定してくだ

さいということです。

出力
文字。

例

基本的な例

次の例は、11文字 ( 22バイト )の値、美丽 10072DOEを含んでいるUnicode値に適用されたときのこ

の関数の動作を示しています。

"丽"が返されます。

DBYTE(3)
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"D"が返されます。

DBYTE(17)

"E"が返されます。

DBYTE(21)

備考

DBYTE( )の使用に適する場面

DBYTE( )関数は、フィールドを定義しなくてもレコード内の特定の位置にある内容を調べる場合に使用

できます。
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DEC( )関数
指定された小数点以下の桁数で値または数式の結果を返します。

構文

DEC(数値, 小数位)

パラメーター

名前 型 説明

数値 数値 小数位の数を調節する値または結果。

o 整数 –小数点桁数が末尾のゼロとして数値の最後に追加されます。
o 小数 –小数点桁数が減る場合、数値は切り捨てられずに、端数処

理されます。小数点桁数が増える場合、末尾のゼロが数値の最後

に追加されます。

小数位 数値 戻り値で使用する小数点以下の桁数。

メモ

DEC( )を使用して、結果の小数点精度を増やすことはで

きません。

小数点精度を増やす方法については、"数式の端数処理

と小数点精度の制御"ページ 874を参照してください。

出力
数値。

例

基本的な例

7.00が返されます。
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DEC(7, 2)

7.565が返されます。

DEC(7.5647, 3)

7.56470が返されます。

DEC(7.5647, 5)

高度な例

日歩の計算

Annual_rate というフィールドの日歩を小数点第 6位まで求めるには、次のように指定します。

DEC(Annual_rate, 6) / 365

備考

DEC( )の使用に適する場面

この関数は、フィールドで小数位を調整する場合や、値や計算結果の小数位を指定した桁数に丸める

場合に使用できます。

DEC( ) は固定小数点端数処理を元に戻すことはできませ
ん

DEC( ) 関数を使用して、数式で固定小数点演算で実行される標準の端数処理を元に戻すことはで

きません。

例
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Analyticsで次の一連の式を検討します。

1.1 * 1.1 = 1.2
1.1 * 1.10 = 1.21
DEC(1.1 * 1.1, 2) = 1.20

固定小数点の端数処理は、1.1 * 1.1の結果は 1.2で、1.21ではありません。これは端数処理

されていない結果です。DEC( )を使用して、小数点 2桁の結果を指定しても、小数点 2桁の

精度は作成されません。代わりに、末尾のゼロが追加され、精度を上げずに、指定された小数

点桁数を作成します。

小数点精度を増やす方法については、"数式の端数処理と小数点精度の制御"ページ 874を
参照してください。

関連する関数

値を最も近い整数に丸めたい場合は、"ROUND( )関数"ページ 2483関数を使用してください。
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DHEX( )関数
Unicode文字列を 16進数の文字列に変換します。

メモ

この関数はAnalyticsのUnicode版に固有です。非 Unicode版ではサポートされない

関数です。

構文

DHEX(フィールド)

パラメーター

名前 型 説明

フィールド 文字 16進数の文字列に変換するUnicode文字列。

出力
文字。

例

基本的な例

"004100420043003100320033"が返されます。

DHEX("ABC123")
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備考

機能の仕組み

DHEX( )関数は、各 2バイト文字をビッグエンディアンで、最上位の2バイトから順に格納して表示しま

す。

各文字は 4文字のコードで表されます。出力文字列は、フィールド値の4倍の長さで、16進数の値を

構成する 0から 9までの数字とAから Fまでの文字を含んでいます。

関連する関数

DHEX( )は、16進数の文字列をUnicode文字列に変換するHTOU( )関数の逆関数です。
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DICECOEFFICIENT( )関数
2つの指定された文字列のダイス係数を返します。これは、2つの文字列間の類似度を測定したもので

す。

構文

DICECOEFFICIENT(文字列 1, 文字列 2 <,n-gram>)

パラメーター

名前 型 説明

文字列1 文字 比較の最初の文字列。

文字列2 文字 比較の2番目の文字列。

n-gram

省略可能

数値 使用する n-gramの長さ。

1以上の整数を指定します。n-gramの長さを大きくすると、2つ文字列

の間の類似度の基準が厳しくなります。

長さを指定しない場合、デフォルトの長さの2が使用されます。

n-gramは、ダイス係数計算の構成要素であり、比較対象となる ２つの

文字列にとって、構成要素であると同時に重なり合う、部分文字列 (文
字ブロック)です。

詳細については、"備考"ページ 2241を参照してください。

出力
数値。値は 2つの文字列のダイス係数です。これは、同一の2つの文字列のn-gramの合計数の割合

を表します。範囲は 0.0000 ～ 1.0000です。
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例

基本的な例

n-gramの長さが結果に及ぼす影響

下の３つの例は、同じ ２つの文字列を比較したものです。返される類似度は、指定した n-gramの長

さによって変わります。

次の例では 0.9167が返されます(デフォルトのn-gram長さ( 2)を使用すると、2つの文字列間のn-
gramの同一度が92%になる)。

DICECOEFFICIENT("125 SW 39TH ST, Suite 100","Suite 100, 125 SW 39TH ST")

次の例では 1.0000が返されます( n-gram長さに1を使用すると、2つの文字列間のn-gramの同一度

が100%になる)。

DICECOEFFICIENT("125 SW 39TH ST, Suite 100","Suite 100, 125 SW 39TH ST", 1)

次の例では、0.8261が返されます( n-gram長さに3を使用すると、2つの文字列間のn-gramの同一

度が83%になる)。

DICECOEFFICIENT("125 SW 39TH ST, Suite 100","Suite 100, 125 SW 39TH ST", 3)

フィールドへの入力値

デフォルトのn-gram長さ 2を使用した場合の、文字列「125 SW 39TH ST, Suite 100」と "Address"
フィールドの各値との間のダイス係数が返されます。

DICECOEFFICIENT(Address,"125 SW 39TH ST, Suite 100")

高度な例

要素間の順序を入れ替えた文字列の使用
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要素間の順序を入れ替えた文字列を検索する場合に、DICECOEFFICIENT( )を最適化する

には、n-gram長さを小さくし、重要でない文字を削除します。

次の例では 0.7368が返されます(デフォルトのn-gram長さ( 2)を使用すると、2つの文字列間の

n-gramの同一度が76%になる)。

DICECOEFFICIENT("John Smith","Smith, John")

次の例では、1.0000が返されます(姓と名の間のカンマを除外し、n-gram長さ 1を使用すると、

2つの文字列間のn-gramの同一度が100%になる)。

DICECOEFFICIENT("John Smith", EXCLUDE("Smith, John", ","), 1)

「125 SW 39TH ST, Suite 100」に対する類似度のラン
キング

次の例は、「125 SW 39TH ST, Suite 100」と "Address"フィールドの各値との間のダイス係数を

表示する演算フィールド Dice_Coを作成しています。

DICECOEFFICIENT(Address,"125 SW 39TH ST, Suite 100")

「125 SW 39TH ST, Suite 100」との類似度に基づいてすべての "Address"フィールド値をランキン

グするには、演算フィールド Dice_Coをビューに追加し、そのフィールドの降順でクイックソートしま

す。

「125 SW 39TH ST, Suite 100」に対するあいまい重複
の抽出

次の例は、「125 SW 39TH ST, Suite 100」との指定した類似度以上の類似度を持つすべての

"Address"フィールド値を抽出するフィルターを作成しています。

SET FILTER TO DICECOEFFICIENT(Address,"125 SW 39TH ST, Suite 100") >
0.5

式の数値を変更すると、フィルターリングされる値の類似度を調整することができます。
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備考

DICECOEFFICIENT( )の使用に適する場面

DICECOEFFICIENT( )関数は、ほぼ同一の値 (あいまい重複 )を検出する場合に使用できます。また、

同一またはほぼ同一の内容で、要素間の順序を入れ替えた文字列を検索する場合にも使用できま

す。例：
l 数字が入れ替わった電話番号、社会保障番号
l 形式が異なる複数の同じ住所

機能の仕組み

DICECOEFFICIENT( )は 2つの評価された文字列間のダイス係数を返します。ダイス係数は、文字列

間の類似度を測定したもので、0.0000 ～ 1.0000で示されます。返された値が大きいと、2つの文字列

間の類似度が高くなります。

l 1.0000 –各文字列が同じ文字から構成されていることを示します。ただし、文字の順序と大文字

小文字の表記は異なる場合があります。
l 0.7500 – 2つの文字列のn-gramの同一度が75%になることを意味します。
l 0.0000 – 2つの文字列に共有 n-grams(以下で説明 )がないか、計算で使用される n-gramの

指定された長さが比較対象の2つの文字列のうちの短い方の文字列よりも長いことを意味しま

す。

使用上のヒント

l フィルターリングまたは並べ替え –ダイス係数に基づいてフィールドの値をフィルターリングするか並べ

替えると、比較文字列に最も類似している値が特定されます。
l 大文字と小文字の区別 –この関数では大文字と小文字が区別されないため、"SMITH"は
"smith"と同じであると判断されます。

l 先頭と末尾にあるスペース –フィールド内の先頭と末尾にあるスペースを自動的に除去するため、

パラメーターとしてフィールドを指定するときにTRIM( )およびALLTRIM( )関数を使う必要はありま

せん。

ダイス係数の計算方法

ダイス係数は、同一の2つの文字列のn-gramの合計数の割合を表します。

まず、ダイス係数は比較対象の2つの文字列を n-gram文字ずつに分割して計算されます。n-grams
(または q-grams)は長さがnの重なり合うサブ文字列または重なり合う文字ブロックです。ngramパラ

メーターを使用して nの長さを指定するか、デフォルトの長さの2を使用できます。
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2つの名前は n-gramsに分割されます。

ここに名前、"John Smith"と "Smith, John D."があり、長さ 2文字および 3文字のn-gramに分割する

とします。アンダースコアはスペースを示します。内部スペースと句読点は文字と見なされます。

n-gramの長

さ “John Smith” n-gram "Smith, John D."n-gram

2 Jo | oh | hn | n_ | _S | Sm | mi | it | th Sm | mi | it | th | h, | ,_ | _J | Jo | oh | hn | n_ | _D | D.

3 Joh | ohn | hn_ | n_S | _Sm | Smi | mit |
ith

Smi | mit | ith | th, | h,_ | ,_J | _Jo | Joh | ohn | hn_ | n_D | _
D.

ダイス係数の計算式

2つの比較対象の文字列に対して n-gramsが確立されたら、次の式を使用して計算が完了します。

l 2 x共有 n-gramsの数 /両方の文字列のn-gramsの数

"共有 n-grams"は両方の文字列に表示される n-gramsです。たとえば、n-gram長さ 2( AB | BC とBC
| CD)の場合、「ABC」と「BCD」は n-gram 「BC」を共有します。

ダイス係数の計算例

次の表では、異なる n-gramの長さを使用して、2つの文字列「John Smith」および「John D. Smith」の
ダイス係数を計算する例を示します。

同じ文字列のペアのn-gramの長さが大きくなると、ダイス係数値が小さくなり、類似度が低いことを示し

ます。文字列は同じですが、類似度の基準がより厳しくなります。文字列をより長い n-gramsに分割す

る場合、共有と見なされるには、より長い連続文字がn-gramと一致する必要があります。

この点については、n-gramの長さを大きくすると、文字の相対位置の重みが大きくなると考えることもで

きます。対照的に、長さ 1のn-gramを使用しているときには、文字の相対位置は考慮されません。相

対位置は、文字列内での絶対的位置ではなく、文字列の、他の文字列からの相対的位置のことで

す。

ヒント

特に入れ替えを検索している場合は、n-gram長さ 1を使用します。

n-gram
の長さ “John Smith” n-gram "Smith, John D."n-gram

共有 n-
grams ダイス係数

1 J | o | h | n | _ | S | m | i | t | h

( 10 n-grams)

S | m | i | t | h | , | _ | J | o | h | n | _ | D | .

( 14 n-grams)

10 2x10 /
(10+14) =
0.8333

2

(デフォル

ト )

Jo | oh | hn | n_ | _S | Sm | mi
| it | th

( 9 n-grams)

Sm | mi | it | th | h, | ,_ | _J | Jo | oh | hn | n_
| _D | D.

(13 n-grams)

8 2x8 / (9+13) =
0.7273
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n-gram
の長さ “John Smith” n-gram "Smith, John D."n-gram

共有 n-
grams ダイス係数

3 Joh | ohn | hn_ | n_S | _Sm |
Smi | mit | ith

( 8 n-grams)

Smi | mit | ith | th, | h,_ | ,_J | _Jo | Joh |
ohn | hn_ | n_D | _D.

( 12 n-grams)

6 2x6 / (8+12) =
0.6000

4 John | ohn_ | hn_S | n_Sm |
_Smi | Smit | mith

( 7 n-grams)

Smit | mith | ith, | th,_ | h,_J | ,_Jo | _Joh |
John | ohn_ | hn_D | n_D.

( 11 n-grams)

4 2x4 / (7+11) =
0.4444

DICECOEFFICIENT( )と ISFUZZYDUP( ) および
LEVDIST( )の比較

DICECOEFFICIENT( )関数とレーベンシュタイン距離を使用する ISFUZZYDUP( )および LEVDIST( )
の主な違いの1つは、DICECOEFFICIENT( )は比較対象の2つの文字列の文字または文字ブロック

の相対位置を重視しないか、完全に無視するという点です。これに対して、レーベンシュタイン距離に基

づく関数では相対位置が重要になります。

比較対象値 (要素入れ替えの考慮あり)

要素全体の配置が入れ替わる可能性がある住所などの文字列を比較する場合は、

DICECOEFFICIENT( )を使用した方がよいことがあります。たとえば、同じ住所で「Suite」要素が入れ

替わっている場合は、DICECOEFFICIENT( )を使用すると高い類似度が示されますが、LEVDIST( )で
は高い相違性が示されます。

住所ペア

ダイス係数

(デフォルトのn-gram 2) レーベンシュタイン距離

o 125 SW 39TH ST, Suite 100

o Suite 100, 125 SW 39TH ST

0.9167 22

(レーベンシュタイン距離が大きくなれ

ば、2つの文字列間の相違も大きくな

ります)

比較対象値 (要素入れ替えの考慮なし)

入れ替えが問題ではない場合、LEVDIST( )はより有用な結果を提供する可能性があります。たとえ

ば、同じ会社名に異なる句読点が含まれている場合、DICECOEFFICIENT( )を使用すると高い相違

度が示されますが、LEVDIST( )では高い類似度が示されます。

会社名の組み合わせ

ダイス係数

(デフォルトのn-gram 2) レーベンシュタイン距離

o AVS, Inc 0.3750 3
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会社名の組み合わせ

ダイス係数

(デフォルトのn-gram 2) レーベンシュタイン距離

o A.V.S. Inc
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DIGIT( )関数
指定された位置にある Packedデータ型のバイトから、上位または下位の数字を返します。

構文

DIGIT(バイト位置, 位置)

パラメーター

名前 型 説明

バイト位置 数値 レコード内のバイト位置。

位置 数値 返させる数字：

o バイトの上位 4ビットを返させる場合は 1 を指定します。
o バイトの下位 4ビットを返させる場合は 2を指定します。

出力
数値。

例

基本的な例

小数点以下 2桁で、10バイト目から始まる、値 123.45( 00 12 34 5C)のパックフィールドは、データレ

コードでは次の形式で表されます。

バイト 10 バイト 11 バイト 12 バイト 13

上位 4ビット ( 1) 0 1 3 5

下位 4ビット ( 2) 0 2 4 C

次の例では 3が返されます( 12バイト目の上位 4ビットに格納されている数字を取得します)。
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DIGIT(12, 1)

次の例では 4が返されます( 12バイト目の上位 4ビットに格納されている数字を取得します)。

DIGIT(12, 2)

備考

機能の仕組み

DIGIT( )は、1バイトの半分をそれぞれ区分し、位置パラメーターで指定されたバイトの値を 0から 15ま

での数字で返します。

DIGIT( )の使用に適する場面

DIGIT( )は個々のハーフバイト (上位バイトまたは下位バイト )にアクセスする場合に使用できます。

Unisysアプリケーションなどの、ハーフバイト ( 4ビット )単位で配列されたパックフィールドを使用するアプリ

ケーションで作業を行う場合は、これが必要です。
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DOW( )関数
指定された日付または日付時刻の曜日を表す数値 ( 1 ～ 7)を返します。"Day of Week"の省略形で

す。

構文

DOW(日付/日付時刻)

パラメーター

名前 型 説明

日付 /日付時刻 日付時刻 曜日の数値を返す対象となるフィールド、式、またはリテラルの値。

出力
数値。

例

基本的な例

2014年 12月 31日は 4番目の曜日である水曜日に当たるため、4が返されます。

DOW(`20141231`)

DOW(`20141231 235959`)

Invoice_date フィールドの各値の曜日を表す数値が返されます。

DOW(Invoice_date)
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高度な例

週末に発生する取引の特定

DOW( )関数を使用して、週末に発生する取引を特定することができます。次のフィルターは、

Trans_Date フィールドの日付のうち、土曜日または日曜日となる日付を抽出します。

SET FILTER TO DOW(Trans_Date) = 7 OR DOW(Trans_Date) = 1

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

パラメーターの詳細

日付 /日付時刻に指定されたフィールドは、フィールド定義で正しく書式を定義してさえいれば、どのよう

な日付書式または日付時刻書式でも使用することができます。

リテラル日付または日付時刻値の指定

日付 /日付時刻にリテラルの日付値または日付時刻値を指定する場合は、次の表内の書式に制限さ

れます。また、̀ 20141231`のように、値を逆引用符で囲む必要があります。

日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用しな

いでください。

l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を使用

する必要があります。有効な区切り文字は空白スペース 1つ、あるいは文字 't'または 'T'です。

l 時刻値 – 24時間形式で時刻を指定する必要があります。UTC( Coordinated Universal Time：
協定世界時 )からのオフセットは、プラス記号 ( +)またはマイナス記号 ( -)で始める必要がありま

す。
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形式の例 リテラル値の例

YYYYMMDD `20141231`

YYMMDD `141231`

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`

YYMMDDthhmm `141231t2359`

YYYYMMDDThh `20141231T23`

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

( UTCオフセット )

`20141231 235959-0500`

YYMMDD hhmm+/-hh

( UTCオフセット )

`141231 2359+01`

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。

関連する関数

以下の各値を返させたい場合は、それぞれ該当する関数を使用します。

l 曜日の名前を返させる場合：DOW( )でなくCDOW( ) を使用
l 日付を数字 ( 1 ～ 7)として返させる場合：DOW( )でなくDAY( )を使用
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DTOU( )関数
Analytics日付値を指定された言語およびロケール書式のUnicode文字列に変換します。"Date to
Unicode"の省略形です。

メモ

この関数はAnalyticsのUnicode版に固有です。非 Unicode版ではサポートされない

関数です。

構文

DTOU(<日付> <,ロケールコード> <,スタイル>)

パラメーター

名前 型 説明

日付

省略可能

日付時刻 Unicode文字列に変換するフィールド、式、またはリテラル値。これを省

略した場合は、現在のオペレーティングシステム日付が使用されます。

日付には日付時刻値を指定できますが、値の時刻部分は無視されま

す。単独の時刻値はサポートされていません。

フィールドまたはリテラルの日付値を指定できます。

o フィールド –にはどのような日付書式でも使用することができます(ただ

し、フィールド定義で正しく書式を定義している場合 )。
o リテラル –にはYYYYMMDD書式またはYYMMDD書式のいずれかを

使用する必要があります。例：̀20141231`

サポートされている最も古い日付値は 1969年 12月 31日です。

ロケール

省略可能

文字 出力文字列の言語 (と、オプションで、特定の国や地域に関連付けられ

ている言語バージョン)を指定するロケールコード。

たとえば、"zh"では中国語が指定され、"pt_BR"ではブラジルのポルトガ

ル語が指定されます。

これを省略した場合は、コンピューターに設定されているデフォルトのロ

ケールが使用されます。言語コードを指定したが、国コードを指定しな

かった場合は、言語コードにデフォルトで設定されている国コードが適用

されます。

日付を指定しなかった場合に、ロケールを指定することはできません。

ロケールコードに関する情報については、www.unicode.orgを参照してく

ださい。
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名前 型 説明

スタイル

省略可能

数値 Unicode文字列に使用する日付書式スタイル。この書式スタイルは、指

定したロケールの標準書式スタイルと一致します。

o 0 – "Sunday, September 18, 2016"などの完全仕様の書式
o 1 – "September 18, 2016"などの長い書式
o 2 – "Sep 18, 2016"などの中ぐらいの長さの書式
o 3 – "9/18/16"などの短い数値型書式

これを省略した場合は、デフォルト値の2が使用されます。日付とロケー

ルを指定しなかった場合に、スタイルを指定することはできません。

出力
文字。

例

基本的な例

リテラルの入力値

"31 de dezembro de 2014"が返されます。

DTOU(`20141231`, "pt_BR", 1)

"31 grudnia 2014"が返されます。

DTOU(`20141231`, "pl", 1)

フィールドの入力値

Invoice_date フィールドの数値の各日付に対するUnicode文字列が返されます。

DTOU(Invoice_date, "zh", 1)

出力では正式の日付スタイルが使用されます。

"星期三 , 2014十二月 31"が返されます(地域識別子の指定なし)。
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DTOU(`20141231`, "zh", 0)

"2014年12月31日星期三"が返されます(地域識別子の指定あり)。

DTOU(`20141231`, "ja_JP", 0)

出力では長い形式の日付スタイルが使用されます。

"2014十二月 31"が返されます(地域識別子の指定なし)。

DTOU(`20141231`, "zh", 1)

"2014年12月31日"が返されます(地域識別子の指定あり)。

DTOU(`20141231`, "ja_JP", 1)

備考

関連する関数

DTOU( )は、Unicode文字列を日付に変換するUTOD( )関数の逆関数です。
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EBCDIC( )関数
EBCDIC文字エンコードに変換された文字列を返します。

構文

EBCDIC(文字列)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 EBCDICに変換する値。

出力
文字。

例

基本的な例

Returns "ñòó@Æ '…@â£K":

EBCDIC("123 Fake St.")

高度な例

エクスポート対象となる、EBCDICでエンコードされる
フィールドの作成
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EBCDICエンコードを必要とするアプリケーションへエクスポートするために、ADDRESS フィールド

の値のEBCDICでエンコードされた値を格納するフィールドを作成するには、次のように指定しま

す。

DEFINE FIELD Name_Exp COMPUTED EBCDIC(Name)

備考

EBCDIC( )の使用に適する場面

この関数は、データを EBCDIC( Extended Binary Coded Decimal Interchange Code)文字エンコードに

変換する場合に使用できます。EBCDIC文字エンコードは、主として z/OSのような IBM メインフレーム

オペレーティングシステム上で使用されます。
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EFFECTIVE( )関数
貸付金に適用される実効年利率を返します。

構文

EFFECTIVE(名目利率, 期間)

パラメーター

名前 型 説明

名目利率 数値 名目年利率。

期間 数値 年間の複利計算回数。

メモ

整数を指定してください。小数部分を指定しても切り捨て

られるためです。

出力
数値。利率は小数点以下 8桁で計算されます。

例

基本的な例

次の例では、クレジット カードの年利が18%で、未払い分に対して毎月複利計算される場合の実効

年利率、0.19561817( 19.56%)が返されます。

EFFECTIVE(0.18, 12)
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備考

実効年利率とは

貸付金の実効年利率とは、未払い額に対する利息に対して毎月または毎日複利計算が行われた場

合の、実際に支払われた年利率です。

関連する関数

NOMINAL( )関数はEFFECTIVE( )関数の逆関数です。
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EOMONTH( )関数
指定された日付から起算して、指定された月数だけ前または後の月の末日の日付を返します。

構文

EOMONTH(<日付/日付時刻> <,月数>)

パラメーター

名前 型 説明

日付 /日付時刻

省略可能

日付時刻 月末の日付を計算するための起算日となるフィールド、式、またはリテラ

ル値。これを省略した場合は、現在のオペレーティングシステム日付から

月末の日付が求められます。

メモ

日付 /日付時刻には日付時刻値を指定できますが、値の

時刻部分は無視されます。

月数

省略可能

数値 日付 /日付時刻の前または後にある、月を示す数字。これを省略した場

合は、デフォルトの0(ゼロ)が使用されます。

日付 /日付時刻を省略した場合に、月数を指定することはできません。

出力
日付時刻。日付値は、現在 Analyticsに設定されている日付の表示書式を使用して出力されます。

例

基本的な例

入力値なし

現在のオペレーティングシステム日付の月末の日付が返されます。
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EOMONTH( )

リテラルの入力値

`20140131`に対して現在のACL日付表示書式であるDDMMM YYYYを適用した、31 Jan 2014が

返されます。

EOMONTH(`20140115`)

`20140430`に対して現在のAnalytics日付表示書式であるDDMMM YYYYを適用した、30 Apr
2014が返されます。

EOMONTH(`20140115`, 3)

`20131031`に対して現在のAnalytics日付表示書式であるDD MMM YYYYを適用した、31 Oct
2013が返されます。

EOMONTH(`20140115`, -3)

フィールドの入力値

Invoice_date フィールドの各日付の3か月後の月の末日が返されます。

EOMONTH(Invoice_date, 3)

Invoice_date フィールドの各日付に15日の猶予期間を足した日付から 3か月後の月の末日が返され

ます。

EOMONTH(Invoice_date + 15, 3)

Invoice_dateフィールドの各日付の月の初日が返されます。

EOMONTH(Invoice_date, -1) + 1
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備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

日付時刻書式

日付 /日付時刻に指定されたフィールドは、フィールド定義で正しく書式を定義してさえいれば、どのよう

な日付書式または日付時刻書式でも使用することができます。

リテラル日付値には、次のいずれかの書式を使用する必要があります。

l YYYYMMDD
l YYMMDD

リテラル日付値はバッククォートで囲む必要があります。例：̀20141231`

月数の値の動作

l 値が正の場合 –出力日付は指定された日付 /日付時刻より新しい日付になります。
l 値が負の場合 –出力日付は指定した日付 /日付時刻より前の日付になります。
l 値を省略した場合、または '0'(ゼロ)を使用した場合 –出力日付は日付 /日付時刻が存在する

月の末日になります。

月の初日の日付を返させる

月の初日の日付を返させるには、EOMONTH( )関数の結果に1を加算します。

次の例では `20140201`に対して現在のAnalytics日付表示書式であるDD MMM YYYYを適用し

た、01 Feb 2014が返されます。

EOMONTH(`20140115`) + 1

関連する関数

指定された日付から起算して、指定された月数だけ前または後の月の末日の日付ではなく正確な日付

を返したい場合は、GOMONTH( )関数を使用してください。
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EXCLUDE( )関数
指定した文字を除外する文字列を返します。

構文

EXCLUDE(文字列, 取り除く文字)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 文字を除外するフィールド、式、またはリテラル値。

取り除く文字 文字 取り除く文字のリスト。

取り除く文字の中に二重引用符を指定する場合は、文字のリスト全体

を一重引用符で囲む必要があります。

例：'"-/'

出力
文字。

例

基本的な例

入力文字列からすべての数字を取り除いた " Alberni Street"が返されます。

EXCLUDE("1550 Alberni Street", "0123456789")

Product_Number フィールドにあるすべての値からスラッシュとシャープ記号を取り除いたものが返されま

す。
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EXCLUDE(Product_Number, "/#")

備考

機能の仕組み

EXCLUDE( )関数は、文字列内の各文字を、取り除く文字に列挙された文字と比較します。一致した

文字は出力文字列から取り除かれます。

たとえば、EXCLUDE("123-45-4536", "-")の出力は "123454536"になります。

一致する文字がない場合

文字列と取り除く文字の間に一致する文字がない場合は、関数の出力は文字列と同じになります。

たとえば、EXCLUDE("ABC", "D")の出力は "ABC"です。

大文字と小文字の区別

EXCLUDE( )関数では大文字と小文字が区別されます。取り除く文字に "ID"を指定した場合、

"id#94022"からこれらの文字は取り除かれません。大文字と小文字の両方が混在している可能性があ

る場合は、UPPER( )関数を使用して文字列を大文字に変換します。

例：

EXCLUDE(UPPER("id#94022"), "ID#")

使用上のヒント

含める文字のセットが大きく、取り除く文字のセットが小さい場合は、EXCLUDE( ) を使用します。

一重引用符と二重引用符を取り除く

引用符は文字列の前後の区切り文字として使用されるため、一重引用符と二重引用符を取り除くに

は、引用符のタイプごとにEXCLUDE( )が使用されるように、EXCLUDE( )を入れ子にする必要がありま

す。

EXCLUDE(EXCLUDE(field_to_process, "'"), '"')
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関連する関数

EXCLUDE( )関数は INCLUDE( )関数の逆関数です。
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EXP( )関数
数式の指数値 (底 10)を指定された小数点以下の桁数で返します。

構文

EXP(数値, 小数位)

パラメーター

名前 型 説明

数値 数値 指数値を返す対象となる数値フィールド、式、値。

小数位 数値 戻り値に含める小数点以下桁数。

出力
数値。

例

基本的な例

1000.00が返されます。

EXP(3, 2)

72443.596007が返されます。

EXP(4.86, 6)
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高度な例

立方根を求める

フィールド Xの立方根を小数点以下 2桁で表すフィールドを作成するには、次のようにします。

DEFINE FIELD cube_root COMPUTED EXP(LOG(X, 6) / 3, 2)

ヒント

ある値の指数 nの累乗根は、値の対数を nで割ってから、その結果の指数を取

ることによって求められます。

備考

機能の仕組み

この関数は数式の指数値 (底は 10)を返します。指数値は 10のn乗と定義されています。たとえば、3
の指数値は 103、つまり 1000です。

EXP( )の使用に適する場面

EXP( )関数は、複雑な数学的計算を必要とする財務アプリケーションで使用します。EXP( )関数は指

数演算子 ( ^)と同様の演算を行いますが、LOG( )関数も実行するアプリケーションで使用すると有用で

す。

関連する関数

指数の逆は対数です。したがって、EXP( )は LOG( )関数の逆関数です。
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FILESIZE( )関数
指定されたファイルのサイズをバイト数で返します。ファイルが存在しない場合は -1を返します。

構文

FILESIZE(ファイル名)

パラメーター

名前 型 説明

ファイル名 文字 ファイルの名前。

ファイルがAnalyticsプロジェクトと同じフォルダーに存在する場合は、ファイ

ルのパスを指定する必要はありません。

他のフォルダーに存在するファイルの場合は、相対パスまたは絶対パスを

指定します。例：

o "results\test_output.fil"
o "c:\results\test_output.fil"

メモ

テーブル名ではなく、Analyticsテーブルの物理データファイ

ル名 ( .fil)を指定する必要があります。

出力
数値。

例

基本的な例

14744が返されます。
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FILESIZE("Inventory.fil")

サイズを調べるファイルがAnalyticsプロジェクトと同じフォルダーにない場合は、ファイルの相対パスか絶対

パスを指定します。

6018が返されます。

FILESIZE("C:\ACL Data\Sample Data Files\Backup\Ap_Trans.fil")

高度な例

ファイルが存在しない場合にスクリプトを実行する

Metaphor_Inventory_2002.filファイルが存在しない場合にのみ import_data というスクリプ

トを実行するには、次のコマンドを入力します。

DO SCRIPT import_data IF FILESIZE("Metaphor_Inventory_2002.fil") = -1

Analyticsコマンド ログにファイルのサイズを記録する

Analyticsコマンド ログにMetaphor_Inventory_2002.filのサイズを記録するには、

CALCULATEコマンドを使用します。

CALCULATE FILESIZE("Metaphor_Inventory_2002.fil")
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FIND( )関数
指定された文字列が、特定のフィールド中またはレコード全体のどこかに存在するかどうか示す論理値を

返します。

メモ

FIND( )関数と "FINDコマンド"ページ 1809はAnalyticsの2つの異なる機能であり、

大きな違いがあります。

構文

FIND(文字列 <,検索フィールド>)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 検索する文字列。この検索では大文字と小文字が区別されません。

検索フィールド

省略可能

文字 検索場所のフィールドまたは変数。省略した場合は、未定義部分もすべ

て含めたレコードの全体が検索されます。

出力
論理。指定された文字列の値が見つかった場合はT( true)、そうでない場合はF( false)を返します。

例

基本的な例

レコード全体を検索する

次の例では、単一のフィールド、複数のフィールドのいずれか、または未定義部分の値が文字列 "New
York"であるすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。
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FIND("New York")

単一のフィールド内の検索

次の例では、City フィールドの値が文字列 "New York"であるすべてのレコードに対し、'T'が返されま

す。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

FIND("New York", City)

City フィールドの値が文字列 "Ne"であるすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコード

に対しては 'F'が返されます。

FIND("Ne", City)

次の例では、City フィールドの値が1つ以上のスペースと文字列 "New York"であるすべてのレコードに

対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

FIND(" New York", City)

次の例では、v_search_term変数の値と完全一致または部分一致する値をDescription フィールドに

持つすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

FIND(v_search_term, Description)

複数のフィールド内の検索

次の例では、City フィールドかCity_2 フィールドのいずれかの値が文字列 "New York"であるすべてのレ

コードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

FIND("New York", City+City_2)

次の例では、City フィールドかCity_2 フィールドのいずれかの値が文字列 "New York"であるすべてのレ

コードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

FIND("New York", City) OR FIND("New York", City_2)
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他の関数との組み合わせ

次の例では、Last_Name_2 フィールドの値がLast_Name フィールドの値と完全一致または部分一致

するすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

FIND(ALLTRIM(Last_Name), Last_Name_2)

備考

FIND( )の使用に適する場面

FIND( )関数は、指定された文字列が特定のフィールド、2つ以上のフィールドのいずれか、またはレコー

ド内のいずれかのフィールドに存在するかどうかを調べる場合に使用できます。

文字列が一致する仕組み

文字列の値は、正確に一致することもあれば、長い文字列の中に含まれることもあります。フィールド内

の先頭スペースは、文字列値の先頭に1つ以上のスペースを入れない限り、検索には影響しません。

レコード全体を検索する

任意指定の検索フィールドが指定されていない場合は、未定義部分もすべて含めたレコードの全体が

検索されます。レコード全体が検索される場合には、フィールドの境界は無視され、フィールドの末尾の

スペースは文字として扱われます。

メモ

レコード全体を検索する場合は、物理レコードが検索されます。演算フィールドおよび関

連フィールドは検索されません。

フィールドのサブセットを検索する

テーブル内のフィールドのサブセット内を検索したい場合は、2つ以上のフィールドを連結して検索フィール
ドに指定することができます。たとえば、City フィールドとCity_2 フィールドの両方で文字列 "New York"
を検索するには、次の関数を使用します。

FIND("New York", City+City_2)
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連結したフィールドは 1つのフィールドのように扱われます。ただし、ALLTRIM( )関数を使用して個々の

フィールドからスペースを除去しなければ、各フィールドの先頭と末尾のスペースを含むフィールドとなりま

す。

また、各フィールド内を別々に検索する式を作成することもできます。

FIND("New York", City) OR FIND("New York", City_2)

文字列の先頭にスペースが含まれている場合には、この2つの手法の検索結果は異なってくる可能性

があります。

大文字と小文字の区別と正確な文字比較

FIND( )関数は大文字と小文字を区別せず、ASCII文字とEBCDIC文字の両方を検索します。この

関数は、［正確な文字比較を行う］オプション( SET EXACT ON/OFF)の影響を受けません。

演算フィールド内を検索する

演算フィールド内を検索するには、検索フィールドにその演算フィールドの名前を指定する必要がありま

す。たとえば、Vendor_Cityが住所から市区町村を抽出する演算フィールドの場合は、次のように指定

します。

FIND("New York", Vendor_City)

関連フィールド内を検索する

関連付けられたフィールド内を検索するには、検索フィールド値にフィールドの完全修飾名 (つまり、<テー
ブル>.<フィールド名>)を指定する必要があります。

FIND("New York", Vendor.Vendor_City)

日付時刻データまたは数値データを検索する

レコード レベルでの日付時刻データまたは数値データの検索には、FIND( )関数を使用できます。日付

時刻または数値の検索では、検索フィールドの指定はサポートされていません。

数値または日付時刻文字列は引用符で囲む必要があるとともに、ビューにおける書式ではなくソース

データの書式と完全に一致する必要があります。

FIND( )関数を使用して演算フィールドや関連フィールド内で日付時刻データや数値データを検索する

ことはできません。
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メモ

FIND( )関数は、日付時刻データや数値データをあまりうまく検索できないため、お勧め

しません。
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FINDMULTI( )関数
指定された 1つまたは複数の文字列が、特定のフィールド中、またはレコード全体のどこかに存在するか

どうか示す論理値を返します。

構文

FINDMULTI({検索対象 | RECORD}, 文字列1 <,...n>)

パラメーター

名前 型 説明

検索対象 |
RECORD

文字 検索場所となるフィールドまたは変数。

未定義部分もすべて含めたレコードの全体を検索するには、キーワード、

RECORDを指定します。

また、複数のフィールド名を連結したフィールド リストを指定することもでき

ます。

Field_1+Field_2+Field_3

文字列1 <,...n> 文字 検索する 1つまたは複数の文字列。複数の検索文字列を指定する場

合は、カンマで区切ります。

FINDMULTI(RECORD, "Joa", "Jim", "Joh")

検索は大文字と小文字を区別しません。

出力
論理。指定された文字列の値のいずれかが見つかった場合はT( True)、そうでない場合はF( False)を
返します。
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例

基本的な例

レコード全体を検索する

次の例では、特定のフィールド、複数のフィールド、または未定義部分に "New York"または "Chicago"
を含んでいるすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されま

す。

FINDMULTI(RECORD, "New York", "Chicago")

単一のフィールド内の検索

次の例では、City フィールドの値が "New York"または "Chicago"であるすべてのレコードに対し、'T'が
返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

FINDMULTI(City, "New York", "Chicago")

次の例では、City フィールドの値が文字列 "Ne"または "Chi"であるすべてのレコードに対し、'T'が返され

ます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

FINDMULTI(City, "Ne", "Chi")

次の例では、City フィールドの値が、"New York"または "Chicago"の前に1つ以上のスペースが付加さ

れた文字列であるすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返され

ます。

FINDMULTI(City, " New York", " Chicago")

次の例では、v_search_term変数のいずれかの値と完全一致または部分一致する値をDescription
フィールドに持つすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されま

す。

FINDMULTI(Description, v_search_term_1, v_search_term_2, v_search_term_3)
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複数のフィールド内の検索

次の例では、City フィールドかCity_2 フィールドのどちらかの値が文字列 "New York"または "Chicago"
であるすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

FINDMULTI(City+City_2, "New York", "Chicago")

次の例では、City フィールドかCity_2 フィールドのどちらかの値が文字列 "New York"または "Chicago"
であるすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

FINDMULTI(City, "New York", "Chicago") または FINDMULTI(City_2, "New York",
"Chicago")

他の関数との組み合わせ

次の例では、Last_Name_1 フィールドの値がLast_Name_2または Last_Name_3 フィールドの値と完

全一致または部分一致するすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては

'F'が返されます。

FINDMULTI(Last_Name_1, ALLTRIM(Last_Name_2), ALLTRIM(Last_Name_3))

備考

FINDMULTI( )の使用に適する場面

FINDMULTI( )関数は、指定された文字列のいずれかが特定のフィールド、2つ以上のフィールドのいず

れか、またはレコード内のいずれかのフィールドに存在するかどうかを調べる場合に使用できます。

文字列が一致する仕組み

文字列の値は、正確に一致することもあれば、長い文字列の中に含まれることもあります。フィールド内

の先頭スペースは、文字列値の先頭に1つ以上のスペースを入れない限り、検索には影響しません。

レコード全体を検索する

検索対象フィールド パラメーターの代わりにRECORDを指定した場合には、レコードは、未定義部分も

すべて含め、全体が検索されます。レコード全体が検索される場合には、フィールドの境界は無視され、

フィールドの末尾のスペースは文字として扱われます。
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メモ

レコード全体を検索する場合は、物理レコードが検索されます。演算フィールドおよび関

連フィールドは検索されません。

フィールドのサブセットを検索する

テーブル内のフィールドのサブセット内を検索したい場合は、検索対象パラメーターの中で 2つ以上の

フィールドを連結することができます。たとえば、City フィールドとCity_2 フィールドの両方で文字列 "New
York"または "Chicago"を検索するには、次の関数を使用します。

FINDMULTI(City+City_2, "New York", "Chicago")

連結したフィールドは 1つのフィールドのように扱われます。ただし、ALLTRIM( )関数を使用して個々の

フィールドからスペースを除去しなければ、各フィールドの先頭と末尾のスペースを含むフィールドとなりま

す。

また、各フィールド内を別々に検索する式を作成することもできます。

FINDMULTI(City, "New York", "Chicago") または FINDMULTI(City_2, "New York",
"Chicago")

文字列の値に先頭スペースが含まれている場合、この2つの手法の検索結果は異なる場合がありま

す。

大文字と小文字の区別と正確な文字比較

FINDMULTI( )関数は大文字と小文字を区別せず、ASCII文字とEBCDIC文字の両方を検索しま

す。この関数は、［正確な文字比較を行う］オプション( SET EXACT ON/OFF)の影響を受けません。

演算フィールド内を検索する

演算フィールド内を検索するには、検索対象にその演算フィールドの名前を指定する必要があります。た

とえば、Vendor_Cityが住所から市区町村を抽出する演算フィールドの場合は、次のように指定しま

す。

FINDMULTI(Vendor_City, "New York", "Chicago")

関連フィールド内を検索する

関連付けられたフィールド内を検索するには、検索対象の値としてフィールドの完全修飾名 (つまり、<
テーブル>.<フィールド名>)を指定する必要があります。
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FINDMULTI(Vendor.Vendor_City, "New York", "Chicago")

日付時刻データまたは数値データを検索する

レコード レベルで日付時刻データまたは数値データを検索するには、FINDMULTI( )関数をRECORDと

ともに使用します。日付時刻または数値の検索では、検索対象フィールドの指定はサポートされていま

せん。

数値または日付時刻の文字列値は引用符で囲む必要があり、ビューにおける書式ではなくソースデー

タの書式と完全に一致する必要があります。

FINDMULTI( )関数を使用して演算フィールドや関連フィールド内で日付時刻データや数値データを検

索することはできません。

メモ

FINDMULTI( )関数は、日付時刻データや数値データをあまりうまく検索できないため、

お勧めしません。
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FREQUENCY( )関数
連続する先頭の正の数値桁について、ベンフォードの法則で期待される頻度を小数点以下 8桁で返し

ます。

構文

FREQUENCY(数字列)

パラメーター

名前 型 説明

数字列 文字 頻度を識別する数字 ( 0 ～ 9)を含んでいる文字列。数字列は正数であ

る必要があります。先頭のゼロは無視されます。

出力
数値。

例

基本的な例

0.00998422が返されます。

FREQUENCY("43")

0.00000000が返されます。

FREQUENCY("87654321")
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メモ

結果は 0.00000000495になりますが、Analyticsは計算結果を小数点以下 8桁の精

度にするため、ゼロ値が返されます。

備考

機能の仕組み

連続する先頭の正の数値桁について、ベンフォードの法則で予測される頻度を小数点以下 8桁で返し

ます。この結果を使用して、特定の状況に限定されたベンフォード検査を実施できます。

特定の数値の組み合わせにこの関数を使用する

特定の数字の組み合わせに着目したい場合は、BENFORDコマンドの代わりにこの関数を使用できま

す。たとえば、承認する請求金額が制限されている保険請求を監査する場合に、限度額をほんの少し

下回るだけの請求金額について調べるためなどにFREQUENCY( )関数を使用することができます。

承認される限度額の$5,000に近い請求金額を調べるために、$4,900から $4,999の範囲を選択する

ことができます。まず、レコードの総数を求めます。次に、フィルターを使用して LEADING( )関数で 49が

返されるレコードの数を求めます。最後に、2つの件数の比率と、FREQUENCY("49")を実行して得た

値とを比較します。

この方法は、百万件のレコードを持つテーブルで完全な分析を実行するよりも短時間で実行でき、テー

ブルやコマンド ログのサイズも抑えられます。

6桁を超える文字列を指定する

6桁を超える文字列を指定すると結果がゼロになる場合があります。6桁を超える文字列の計算では、

Analyticsの制限である小数点以下 8桁よりも高い精度が必要になる場合があるためです。
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FTYPE( )関数
フィールドまたは変数のデータカテゴリや、Analyticsプロジェクト項目の種類を識別する文字を返しま

す。

構文

FTYPE(フィールド名文字列)

パラメーター

名前 型 説明

フィールド名文字列 文字 フィールド名、変数名、またはAnalyticsプロジェクト項目の名前。

フィールド名文字列は引用符で囲みます。

FTYPE("Amount")

出力
文字。この関数はフィールド、変数、またはAnalyticsプロジェクト項目の種類を示す以下の文字の1つ

を返します。

l "C" –文字フィールド
l "N" –数値フィールド
l "D" –日付時刻フィールド
l "L" –論理フィールド
l "c" –文字変数
l "n" –数値変数
l "d" –日付時刻変数
l "l" –論理変数
l "b" – Analyticsスクリプト
l "y" – Analyticsテーブルレイアウト
l "w" – Analyticsワークスペース
l "i" – Analyticsインデックス
l "r" – Analyticsレポート
l "a" – Analyticsログファイル
l "U" –未定義
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例

基本的な例

次の例では、num変数に値 4を代入した後、その種類を検査しています。

"n"が返されます。

ASSIGN num = 4
FTYPE("num")

高度な例

フィールドのデータ型のテスト

数値型のAmount フィールドを必要とするスクリプト、つまりアナリティクスがあるとします。そのフィー

ルドが適切な型であるかを調べてから、スクリプトを実行する必要があります。

次のコマンドは、Amountが数値フィールドの場合のみ Script_1を実行します。

OPEN Invoices
DO Script_1 IF FTYPE("Amount") = "N"

テーブルまたはAnalyticsプロジェクト項目が存在する
かどうかをテストする

次のコマンドは、プロジェクトに Invoicesというテーブルがある場合に限り、Script_1を実行します。

DO Script_1 IF FTYPE("Invoices") <> "U"
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FVANNUITY( )関数
一定の利率を使って計算した一連の預金額の将来価値を返します。将来価値は、毎月の預金額と

複利利息の合計です。

構文

FVANNUITY(利率, 期間, 支払金額 <,種類>)

パラメーター

名前 型 説明

利率 数値 1期あたりの利率。

期間 数値 支払期間の総数。

支払金額 数値 1期間あたりの支払金額。

年金期間中、支払金額は毎回同じ金額でなければなりません。

種類

省略可能

数値 支払いのタイミング：

o 0 –期末払い
o 1 –期首払い

支払いのタイミングが省略された場合は、デフォルト値の0が使用されま

す。

メモ

利率、期間、支払金額を指定する際には、1期あたりの利率を確実に指定するため、

整合性のある期間を使用する必要があります。

例：
l 年利 5%の2年間の貸付金または投資に対して月払いする場合は、利率に

0.05/12、期間に2 * 12を指定します。
l 同じ貸付金または投資に対して年払いする場合は、利率に0.05、期間に2を

指定します。

出力
数値。結果は小数点以下 2桁まで計算されます。
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例

基本的な例

月次支払額

2年間、毎月月初に支払う $1,000の将来価値 (月利 1%の複利 )として、( $) 27243.20が返されま

す。

FVANNUITY(0.01, 12, 1000, 1)

同じ年金の1年後の将来価値として、( $) 12809.33が返されます。

FVANNUITY(0.01, 2*12, 1000, 1)

年次支払額

2年間、毎年年末に支払う $12,000の将来価値 (年利 12%の複利 )として、( $) 25440.00が返され

ます。

FVANNUITY(0.12, 2, 12000, 0)

高度な例

年金の計算

年金の計算では、次の4つの変数が使用されます。

l 現在価値または将来価値 –下の例では $21,243.39と$ 26,973.46
l 1期間あたりの支払金額 –下の例では $1,000.00
l 1期間あたりの利率 –下の例では月あたり 1%
l 期間の数 –下の例では 24か月

これらの変数のうち 3つの値がわかっている場合は、Analytics関数を使って残りの変数の値を計

算できます。
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求めたい値： 使用する Analytics 関数

現在価値

PVANNUITY( )

21243.39を返す：

FVANNUITY(0.01, 12, 1000)

将来価値

FVANNUITY( )

26973.46を返す：

FVANNUITY(0.01, 24, 1000)

1期間あたりの支払金額

PMT( )

1000を返す：

PMT(0.01, 24, 21243.39)

1期間あたりの利率

RATE( )

0.00999999( 1%)を返す：

RATE(24, 1000, 21243.39)

期間の数

NPER( )

24.00を返す：

NPER(0.01, 1000, 21243.39)

年金の式

期末年金 (期末払い)の現在価値を計算する式：

期末年金 (期末払い)の将来価値を計算する式：
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備考

関連する関数

PVANNUITY( )関数はFVANNUITY( )関数の逆関数です。
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FVLUMPSUM( )関数
一定の利率を使って計算した現在の総額の将来価値を返します。

構文

FVLUMPSUM(利率, 期間, 金額)

パラメーター

名前 型 説明

利率 数値 1期あたりの利率。

期間 数値 期間の総数。

金額 数値 最初の期間の冒頭に支払う投資 (出資 )額。

メモ

利率、期間を指定する際には、1期あたりの利率を確実に指定するため、整合性のあ

る期間を使用する必要があります。

例：
l 年利 5%の2年間の貸付金または投資に対して月払いする場合は、利率に

0.05/12、期間に2 * 12を指定します。
l 同じ貸付金または投資に対して年払いする場合は、利率に0.05、期間に2を

指定します。

出力
数値。結果は小数点以下 2桁まで計算されます。
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例

基本的な例

月ごとに複利が付く場合

総額 $1,000を月利 1%の複利で 2年間運用した場合の将来価値として、( $) 1269.73が返されま

す。

FVLUMPSUM(0.01, 2*12, 1000)

同じ投資の1年後の将来価値として、( $) 1126.83が返されます。

FVLUMPSUM(0.01, 12, 1000)

月利 1%の複利で 2年間運用した場合の$21,455.82の将来価値として、( $) 27243.20が返されま

す。

FVLUMPSUM(0.01, 2*12, 1000)

半年ごとに複利が付く場合

総額 $1,000を年利 12%の年複利で 2年間運用した場合の将来価値として、( $) 1262.48が返され

ます。

FVLUMPSUM(0.12/2, 2*2, 1000)

1年ごとに複利が付く場合

総額 $1,000を年利 12%の年複利で 2年間運用した場合の将来価値として、( $) 1254.408が返さ

れます。

FVLUMPSUM(0.12, 2, 1000)
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備考

将来価値とは

運用する総額の将来価値は、初期投資元本と複利の合計です。

関連する関数

PVLUMPSUM( )関数はFVLUMPSUM( )関数の逆関数です。
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FVSCHEDULE( )関数
一連の利率を使って計算した現在の総額の将来価値を返します。

構文

FVSCHEDULE(元金, 利率1 <,利率2...>)

パラメーター

名前 型 説明

元金 数値 初期投資額。

利率1,利率2... 数値 同じ長さを持つ複数の期間における一連の利率。

メモ

タイプが同じ複数の期間により、複数の月、年、またはそ

の他の期間を表すことができます。

1期間あたりの利率を指定する必要があります。したがっ

て、利率の1つが年 5%で、期間が月の場合は、0.05/12
を指定します。

出力
数値。結果は小数点以下 2桁まで計算されます。

例

基本的な例

$1000の総額を 1年目に10%、2年目に9%、3年目に7%の年複利で運用した場合の将来価値と

して、( $) 1282.93が返されます。

FVSCHEDULE(1000, 0.1, 0.09, 0.07)
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備考
運用する総額の将来価値は、初期投資元本と複利の合計です。
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GETOPTIONS( )関数
指定されたAnalyticsオプションの現在の設定 ( ［オプション］ダイアログボックスの設定 )を返します。

構文

GETOPTIONS(オプション)

パラメーター

名前 型 説明

オプション 文字 設定を返す対象となる Analyticsオプション。

オプションの名前は、以下の一覧に示されるとおり正確に指定する必要

があり、また引用符で囲む必要があります。

o separators – Analyticsの3つの区切り文字の現在の設定を次の順

序で返します。

l 小数点の記号
l 桁区切り記号
l リストの区切り文字

メモ

現時点では、"separators"が、GETOPTIONS( )関数で

指定できる唯一のオプションです。

出力
文字。

例

基本的な例

3つのAnalytics区切り文字の現在の設定が返されます。例：".,,"
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GETOPTIONS("separators")

高度な例

スクリプト内でのGETOPTIONS( )の使用

スクリプトで Analyticsの区切り文字のうち 1つ以上を変更する必要が生じた場合、

GETOPTIONS( )関数により現在の設定を検出することができます。現在の設定を変数に格納

しておき、スクリプトの最後で元に戻すことができます。

ASSIGN v_SeparatorsSetting = GETOPTIONS("separators")
SET SEPARATORS ",.;"
<スクリプト内容>
SET SEPARATORS "%v_SeparatorsSetting%"

備考
3つのAnalytics区切り文字が、［オプション］ダイアログボックスにある以下のオプションとして指定されて

います。

l 小数点の記号
l 桁区切り記号
l リストの区切り文字
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GOMONTH( )関数
指定された日付から、指定された月数前または月数後の日付を返します。

構文

GOMONTH(日付/日付時刻, 月数)

パラメーター

名前 型 説明

日付 /日付時刻 日付時刻 出力日付を求めるフィールド、式、またはリテラル値。

月数 数値 日付 /日付時刻の前または後にある、月を示す数字。

メモ

日付 /日付時刻には日付時刻値を指定できますが、値の

時刻部分は無視されます。

出力
日付時刻。日付値は、現在 Analyticsに設定されている日付の表示書式を使用して出力されます。

例

基本的な例

リテラルの入力値

現在のAnalytics日付表示書式 DDMMM YYYYの形式を `20140415`に適用した値、15 Apr 2014
が返されます。

GOMONTH(`20140115`, 3)
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`20131015`に対して現在のAnalytics日付表示書式であるDD MMM YYYYを適用した、15 Oct
2013が返されます。

GOMONTH(`20140115`, -3)

`20140430`に対して現在のAnalytics日付表示書式であるDDMMM YYYYを適用した、30 Apr
2014が返されます(無効な日付である 2014年 4月 31日が返されないように日付が丸められます)。

GOMONTH(`20140330`, 1)

GOMONTH(`20140331`, 1)

`20140501`に対して現在のAnalytics日付表示書式であるDDMMM YYYYを適用した、01 May
2014が返されます。

GOMONTH(`20140331`, 1)

フィールドの入力値

Invoice_date フィールドの各日付の3か月後の日付が返されます。

GOMONTH(Invoice_date, 3)

Invoice_date フィールドの各日付に猶予期間 15日を加えた日付から 3か月後の日付が返されます。

GOMONTH(Invoice_date + 15, 3)

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135
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日付時刻書式

日付 /日付時刻に指定されたフィールドは、フィールド定義で正しく書式を定義してさえいれば、どのよう

な日付書式または日付時刻書式でも使用することができます。

リテラル日付値には、次のいずれかの書式を使用する必要があります。

l YYYYMMDD
l YYMMDD

リテラル日付値はバッククォートで囲む必要があります。例：̀20141231`

月数の値の動作

l 値が正の場合 –出力日付は指定された日付 /日付時刻より新しい日付になります。
l 値が負の場合 –出力日付は指定した日付 /日付時刻より前の日付になります。
l 値を省略した場合、または '0'(ゼロ)を使用した場合 –出力日付は日付 /日付時刻と同じになり

ます。

実在しない日付にしないための日付の丸め処理

日付 /日付時刻と月数の組み合わせが実在しない日付を作り出す場合は、GOMONTH( )関数は「日

付の丸め」を使用して、同月内の最も近い有効な日付を返します。

次の例の場合、31 Apr 2014は無効な日付であるため、̀20140430`( 30 Apr 2014)が返されます。

GOMONTH(`20140331`,1)

関連する関数

指定された日付から、指定された月数だけ前または後に当たる月の、正確な日付ではなく末日の日付

を返したい場合は、EOMONTH( )関数を使用してください。
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HASH( )関数
入力値に基づいてソルト付き暗号化ハッシュ値を返します。

構文

HASH(フィールド <,ソルト値>)

パラメーター

名前 型 説明

フィールド 文字

数値

日付時刻

論理

ハッシュする値。

ソルト値

省略可能

文字

数値

使用するソルト値。1から 10までのPASSWORD 識別番号か、または文字

列を指定できます。

これを省略した場合は、Analyticsのデフォルトのソルト値が使用されま

す。

ソルト値は 128文字に制限されています。それより長いソルト値を指定し

た場合は、自動的に128文字に切り詰められます。

詳細については、"ソルト値"ページ 2299を参照してください。

出力
文字。
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例

基本的な例

Analyticsのデフォルトのソルト値を使用する場合

"819A974BB91215D58E7753FD5A42226150100A0763087CA7DECD93F3C3090405"が返されま

す。

HASH("555-44-3322")

Credit_card_num フィールド内の各番号のハッシュ値が返されます。

HASH(Credit_card_num)

ユーザー指定のソルト値を使用する場合

"AD1E7D9B97B6F6B5345AB13471A74C31EBE6630CA2622BB7E8C280E9FBEE1F17"が返され

ます。

HASH("555443322", "マイ ソルト値 123")

高度な例

同一のハッシュ値が確実に生成されるようにする

クリアテキスト値を統一して同一のハッシュ値を生成するために、HASH( ) とともにその他の関数

を使用します。

次の一連の例について考えてください。最初の2つの例では、クリアテキスト値の大文字と小文

字の違いによって出力のハッシュ値がまったく変更されるかどうかに注目してください。

"DF6789E1EC65055CD9CA17DD5B0BEA5892504DFE7661D258737AF7CB9DC46462"が
返されます。

HASH("John Smith")
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"3E12EABB5940B7A2AD90A6B0710237B935FAB68E629907927A65B3AA7BE6781D"が
返されます。

HASH("John Smith")

次の例では、UPPER( )関数を使って大文字と小文字の違いを統一することで、同一のハッシュ

値が生成されます。

"3E12EABB5940B7A2AD90A6B0710237B935FAB68E629907927A65B3AA7BE6781D"が
返されます。

HASH(UPPER("John Smith"))

HASH( ) を使用した大きなテキストのブロック同士の比
較

HASH( )関数を使用して、2つのコメント フィールド内のテキストのブロックが同一であるかどうかを

テストすることができます。

このテストを実行するには、以下と同様の2つの演算フィールドを作成してから、同一でないテキ

スト ブロックを見つけるためのフィルターを作成します。

DEFINE FIELD Hash_1 COMPUTED HASH(Comment_Field_1)
DEFINE FIELD Hash_2 COMPUTED HASH(Comment_Field_2)
SET FILTER TO Hash_1 <> Hash_2

コメント フィールドが別々のテーブルにある場合は、各テーブルにHASH( )演算フィールドを作成

し、その演算フィールドを共通のキーフィールドとして使用してそれら 2つのテーブルを不一致結合

します。結合された出力テーブル内のレコードは、同一でないテキスト ブロックを表します。

備考

HASH( )の使用に適する場面

HASH( )関数は、クレジット カード番号、給与情報、および社会保障番号などの機密データを保護す

る場合に使用できます。
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機能の仕組み

HASH( )では一方向のエンコードが行われます。クリアテキストのデータを使用してハッシュ値を生成する

ことはできますが、その後、そのハッシュ値のエンコードを解除したり、ハッシュ値を復号したりすることはで

きません。

特定のクリアテキスト値は常に同じハッシュ値を生成するため、ハッシュされたクレジット カード番号の

フィールドで重複を検索したり、ハッシュされたクレジット カード番号の2つのフィールドを結合したりするこ

とができます。この操作を同等のクリアテキスト フィールドで実行した場合、結果は同じになります。

機密データの保護

機密データをサーバー上に保存することを避けるために、ローカルで HASH( )関数を使用して演算フィー

ルドを作成することができます。ハッシュされたフィールドとその他必要なフィールドを抽出すると同時に、ク

リアテキスト フィールドを除外して、新しいテーブルを作成します。分析でサーバー上の新しいテーブルを

使用して、一度その結果を得たら、ハッシュされたデータのクリアテキスト バージョンを確認する必要があ

る場合には、元のテーブルを参照することができます。

初期使用以外で、機密データをローカルに保存することが禁止されている場合は、ハッシュ値を使って新

しいテーブルを作成した後、元のテーブルを削除してもかまいません。削除しても、クリアテキスト値につい

て元のソースシステムを参照することができます。

クリアテキスト値は同一である必要あり

同一のハッシュ値を生成するためには、2つのクリアテキスト値はまったく同じでなければなりません。たと

えば、同じクレジット カード番号でもハイフンがあるかどうかによって、また、同じ名前でも先頭文字が大

文字かすべて大文字かどうかによって、異なるハッシュ値になります。

クリアテキスト値を統一するために、INCLUDE( )、EXCLUDE( )、またはUPPER( )などの関数をHASH
( )関数に組み込む必要があるかもしれません。

先頭と末尾のスペースはHASH( )関数によって自動的に除去されるため、TRIM( )関数やALLTRIM( )
関数を使用する必要はありません。

先頭や末尾にあるスペースに意味がある場合の処理

値の先頭や末尾にあるスペースで、値間の違いを表しているデータがある場合は、スペースを別の文字

に置き換えてから、値のハッシュ値を求める必要があります。

ハッシュ処理を行う前に、フィールド値内のスペースをアンダースコア文字 ( _)に置き換えます。

HASH(REPLACE(フィールド名, " ", "_"))
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HASH( )で使用される暗号化アルゴリズム

HASH( )は、SHA-2暗号化ハッシュアルゴリズムを使用します。このアルゴリズムでは、入力値の長さに

関係なく、64バイトの固定長のハッシュされた出力が生成されます。クリアテキストの入力値は 64バイ

トより長くてもかまいません。

ソルト値

機能の仕組み

HASH( )関数によって提供される保護は、ハッシュする前にソルト値を自動的に追加することによって強

化されます。ソルト値は、ソースデータ値と連結される英数字の文字列です。連結された文字列全体を

使用して、ソルト付きのハッシュされた値が生成されます。この手法は、ハッシュされた値の復号技術に

対する耐性を強めます。

任意で独自のソルト値を指定する

ソルト値を指定しない限り、固定のデフォルトのソルト値が使用されます。次のいずれかの方法を使用し

て、ソルト値を指定できます。

l クリアテキスト文字列としてのソルト値

英数字の文字列を指定します。例：

HASH(Credit_card_num, "my salt value")

l パスワードとしてのソルト値

HASH( )関数と併せてPASSWORDコマンドを使用し、1から 10までのPASSWORD識別番

号を指定します。例：

PASSWORD 3 "ソルト値を入力"
EXTRACT FIELDS HASH(Credit_card_num, 3) TO "Protected_table"

メモ

HASH( ) 関数のフィールドを抽出するには、その前にPASSWORD のソルト値を

入力しておく必要があります。

HASH()とともにPASSWORD識別番号を使用することの利点は、クリアテキストのソルト値をあ

らわにしないで済むことです。

詳細については、"PASSWORDコマンド"ページ 2015を参照してください。
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パスワード方式のガイドライン

このパスワード方式は、スクリプトの先頭、あるいはスクリプト内で HASH( )関数が現れる前に、パスワー

ドの入力を求めるスクリプトで使用することを目的としています。

PASSWORDの割り当てはAnalyticsを閉じるときに削除されるため、パスワード方式は演算フィールド

での使用には適していません。

さらに、パスワード ベースのソルト値を使用している演算フィールドは、Analyticsを再度開くときにビューか

ら自動的に削除されます。この削除は、デフォルトのソルト値を使用したハッシュ値の再計算を避けるた

めに必要です。再計算される値は、ユーザー指定したソルト値を使って計算された元のハッシュ値とは異

なることになります。
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HEX( )関数
ASCII文字列を 16進数の文字列に変換します。

構文

HEX(フィールド)

パラメーター

名前 型 説明

フィールド 文字 16進数の文字列に変換する ASCII文字列。

出力
文字。

例

基本的な例

"3132333435"が返されます。

HEX("12345")

Count フィールドの値に対する 16進数の文字列が返されます。

HEX(Count)
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備考

機能の仕組み

この関数は、指定されたフィールド値または式と等価な 16進数の文字列を返します。CR(キャリッジ リ

ターン)、LF(ラインフィード)、NUL(ヌル)など画面に表示できない文字を含んでいるフィールドの正確な

内容を確認する必要がある場合に、この関数を使用できます。

戻り値の長さ

戻り値は、フィールド値の2倍の長さを持つ文字列になります。0から 9までの数字とAから Fまでの文

字 ( 10から 15までの数字に相当 )によって 16進数の値を表します。

式でなくフィールドを入力値として使用する

一般に、この関数は式ではなくフィールドに適用します。式に適用すると、式の内部記憶形式が表示さ

れ、ほとんどの場合意味がないためです。
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HOUR( )関数
指定された時刻または日付時刻から時間を抽出し、それを 24時間制の数値として返します。

構文

HOUR(時刻/日付時刻)

パラメーター

名前 型 説明

時刻 /日付時刻 日付時刻 時間を抽出するフィールド、式、またはリテラル値。

出力
数値。

例

基本的な例

23が返されます。

HOUR(`t235959`)

HOUR(`20141231 235959`)

Call_start_time フィールドの各値の時間数が返されます。

HOUR(Call_start_time)
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備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

パラメーターの詳細

時刻 /日付時刻に指定されたフィールドは、フィールド定義で正しく書式を定義してさえいれば、どのよう

な時刻書式または日付時刻書式でも使用することができます。

リテラル時刻または日付時刻値の指定

日付時刻にリテラルの時刻値または日付時刻値を指定する場合は、次の表内の書式に制限されま

す。また、̀ 20141231 235959`のように、値を逆引用符で囲む必要があります。

日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用しな

いでください。

l 時刻値 –以下の表に示す任意の時刻の書式を使用することができます。関数が正しく動作する

ためには、単独の時刻値の前に区切り文字を使用する必要があります。有効な区切り文字は文

字 't'または 'T'です。24時間形式で時刻を指定する必要があります。UTC( Coordinated
Universal Time：協定世界時 )からのオフセットは、プラス記号 ( +)またはマイナス記号 ( -)で始め

る必要があります。

l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を使用

する必要があります。有効な区切り文字は空白スペース 1つ、あるいは文字 't'または 'T'です。

形式の例 リテラル値の例

thhmmss `t235959`

Thhmm `T2359`

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`

YYMMDDthhmm `141231t2359`

YYYYMMDDThh `20141231T23`

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

( UTCオフセット )

`20141231 235959-0500`
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形式の例 リテラル値の例

YYMMDD hhmm+/-hh

( UTCオフセット )

`141231 2359+01`

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。
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HTOU( )関数
16進数の文字列をUnicode文字列に変換します。"Hexadecimal to Unicode"の省略形です。

メモ

この関数はAnalyticsのUnicode版に固有です。非 Unicode版ではサポートされない

関数です。

構文

HTOU(16進数文字列)

パラメーター

名前 型 説明

16進数文字列 文字 Unicode文字列に変換する 16進数の文字列。この文字列には

"20AC"などの16進値のみを指定できます。

出力
文字。

例

基本的な例

"ABC123"が返されます。

HTOU("004100420043003100320033")
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高度な例

金額に通貨記号を付加する

金額単位フィールドを新しいテーブルに抽出する必要があるとします。このフィールドには、ユーロ

通貨記号 ( €)と、数値型のAmount フィールドの値が表示されます。

EXTRACT HTOU("20AC") + STRING(Amount, 10) AS "Currency_Amount" TO
Display_Table

このEXTRACT コマンドを実行すると、HTOU( ) により、ユーロ記号 "€"と、STRING( )によって文

字に変換されたAmountの値が併せて表示されます。Amountの元の値が2000の場合は、

Currency_Amountの値は "€2000"となります。

備考

関連する関数

HTOU( )は、Unicode文字列を 16進数文字列に変換するDHEX( )関数の逆関数です。
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INCLUDE( )関数
指定した文字のみを含む文字列を返します。

構文

INCLUDE(文字列, 含める文字)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 含める文字に制限するフィールド、式、リテラル値。

含める文字 文字 含める文字のリスト。

含める文字の中に二重引用符を指定する場合は、文字のリスト全体を

一重引用符で囲む必要があります。

例：'"-/'

メモ

含める文字のリストに指定した文字が文字列にない場合

には、その文字は戻り値に含まれません。

出力
文字。

例

基本的な例

入力文字列の中から数字のみを選択した "123"が返されます。

INCLUDE("123 Main St.", "0123456789")
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入力文字列の中から数字のみを選択した "1231234"が返されます。

INCLUDE("123-123-4", "1243")

入力文字列には "D"が含まれていないため、""が返されます(つまり、何も返されません)。

INCLUDE("ABC", "D")

備考

機能の仕組み

INCLUDE( )関数は、文字列内の各文字を、含める文字に列挙された文字と比較します。一致した文

字は出力文字列に追加されます。

一致する文字がない場合

文字列と含める文字の間に一致する文字がない場合、関数の出力は空になります。

大文字と小文字の区別

INCLUDE( )関数では大文字と小文字が区別されます。このため、含める文字に "ID"を指定しても、こ

れらの文字は "id#94022"には含まれていないことになります。大文字と小文字の両方が混在している

可能性がある場合は、UPPER( )関数を使用して文字列を大文字に変換します。

例：

INCLUDE(UPPER("id#94022"), "ID0123456789")

使用上のヒント

含める文字のセットが小さく、取り除く文字のセットが大きい場合は、INCLUDE( ) を使用します。

関連する関数

INCLUDE( )関数はEXCLUDE( )関数の逆関数です。
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INSERT( )関数
元の文字列の指定のバイト位置に、指定した文字列が挿入された内容が返されます。

構文

INSERT(文字列, 挿入するテキスト, 位置)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 テキストを挿入するフィールド、式、またはリテラル値。

挿入するテキスト 文字 挿入するテキスト。

位置 数値 挿入テキストを文字列に挿入する文字の位置。

出力
文字。

例

基本的な例

"aXXXbcde"が返されます。

INSERT("abcde", "XXX", 2)

"XXXabcde"が返されます。

INSERT("abcde", "XXX", 0)
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"abcde"の長さが5バイトのため、バイト位置 8でなく 6に "XXX"を挿入した "abcdeXXX"が返されま

す。

INSERT("abcde", "XXX", 8)

備考

機能の仕組み

INSERT( )関数は、指定された文字またはスペースを文字列の指定された桁に挿入します。

INSERT( )の使用に適する場面

INSERT( )は、データを正規化する場合に使用できます。データの正規化は、書式を設定する場合や、

重複するデータを突き合わせる場合、また、フィールド同士が一致している必要のある JOINおよび

DEFINE RELATIONコマンドを使用する場合などに行います。

たとえば、パーツ番号フィールドが、あるファイルでは "12345"という形式になっていて、別のファイルでは

"12-345" という形式になっているとします。最初のファイルでは、INSERT( )関数を使って、3桁目にハイ

フン( -)を挿入できます。

位置についてのガイドライン

l 位置の値が文字列の長さより大きい場合、挿入するテキストの値は文字列の最後に挿入されま

す。
l 位置が0または 1の場合は、挿入するテキストは文字列の先頭に挿入されます。

二重引用符を挿入する

含める文字の中に二重引用符を指定する場合は、二重引用符を一重引用符で囲む必要がありま

す。

例：'"'
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INT( )関数
数式またはフィールド値の整数値を返します。

構文

INT(数値)

パラメーター

名前 型 説明

数値 数値 整数に変換するフィールドまたは数式。指定された値が小数を含んでい

る場合、小数点以下は四捨五入されないで切り捨てられます。

出力
数値。

例

基本的な例

7が返されます。

INT(7.9)

-7が返されます。

INT(-7.9)
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IPMT( )関数
単一の期間で貸付金に対して支払われた利息を返します。

構文

IPMT(利率, 指定期間, 期間, 金額 <,種類>)

パラメーター

名前 型 説明

利率 数値 1期あたりの利率。

指定期間 数値 支払利息を確認する期間。

期間 数値 支払期間の総数。

金額 数値 貸付金の元金。

種類

省略可能

数値 支払いのタイミング：

o 0 –期末払い
o 1 –期首払い

支払いのタイミングが省略された場合は、デフォルト値の0が使用されま

す。

メモ

利率、期間を指定する際には、1期あたりの利率を確実に指定するため、整合性のあ

る期間を使用する必要があります。

例：
l 年利 5%の2年間の貸付金または投資に対して月払いする場合は、利率に

0.05/12、期間に2 * 12を指定します。
l 同じ貸付金または投資に対して年払いする場合は、利率に0.05、期間に2を

指定します。

出力
数値。
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例

基本的な例

$275,000の貸付金を年利 6.5パーセントで 25年間にわたって返済する場合 (支払期日は月末です)
の、1年目に支払う利息、( $) 1489.58が返されます。

IPMT(0.065/12, 1, 12*25, 275000, 0)

貸付金の最終月において支払う利息、( $) 10.00が返されます。

IPMT(0.065/12, 300, 12*25, 275000, 0)

備考

関連する関数

PPMT( ) 関数は IPMT( )関数に対して補完的役割を果たします。

CUMIPMT( )関数は一連の期間にわたって支払われた利息を計算します。
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ISBLANK( )関数
入力値が空白かどうか示す論理値を返します。

構文

ISBLANK(文字列)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 空白データを調べる値。

出力
論理。文字列パラメーターの値が空白の場合はT( true)、そうでない場合はF( false)を返します。

例

基本的な例

Fが返されます。

ISBLANK(" A")

Tが返されます。

ISBLANK(" ")

ISBLANK("")
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Address フィールド内のすべての値が空白の場合は ‘T’、そうでない場合は ‘F’が返されます。

ISBLANK(Address)

備考

ISBLANK( )の使用に適する場面

ISBLANK( )は、データが欠落したフィールドを識別するために、分析プロジェクトのデータの整合性フェー

ズで使用することができます。このようなフィールドは、ソースデータの問題を示している可能性がありま

す。

空白の入力値とは

この関数が trueと評価されるには、入力値が次のいずれかである必要があります。

l 完全に空白 (つまり、スペースのみが含まれる)
l 長さがゼロの文字列

ただし、この関数ではソースデータ内にある真の空白が識別されるだけで、ビュー内で空白として表示さ

れる無効な文字は識別されません。

NULL文字

ISBLANK( )では、NULL文字を値として持つ文字フィールドを使用した場合、有効な結果が返されな

い可能性があります。Analyticsでは、文字列の終端を示すためにNULL文字が使用されています。こ

のため、ISBLANK( )関数はNULL文字があった場合、それ以降の文字を空白も含めてすべて読み取

りません。
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ISDEFINED( )関数
指定されたフィールドが定義されている場合はT( true)、そうでない場合はF( false)を返します。

構文

ISDEFINED(文字列)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 存在を確認するフィールドまたは変数の名前。値は、引用符で囲んだ文

字列として入力する必要があります。

ISDEFINED("v_numeric_limit")

出力
論理。

例

基本的な例

v_numeric_limitが変数またはフィールドとして定義されている場合はT、それ以外の場合はFが返さ

れます。

ISDEFINED("v_numeric_limit")
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高度な例

ISDEFINED( )を使ってフィールドをテストする

次の例では、Limit フィールドの値に基づいてレコードを抽出する前に、このフィールドがテーブルに

定義されているかどうかを ISDEFINED( )関数を使ってテストしています。

OPEN Metaphor_Employees_US
IF ISDEFINED("Limit") EXTRACT RECORD IF Limit > 50000 TO
"HighLimit.fil"
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ISFUZZYDUP( )関数
文字列が、比較文字列のあいまい重複であるかどうかを示す論理値を返します。

構文

ISFUZZYDUP(文字列1, 文字列2, レーベンシュタイン距離 <,相違のパーセント>)

パラメーター

名前 型 説明

文字列1 文字 比較の最初の文字列。

文字列2 文字 比較の2番目の文字列。

レーベンシュタイン距

離

数値 2つの文字列があいまい重複と認定されるために、それらの文字列間で

許容される最大のレーベンシュタイン距離。

レーベンシュタイン距離の値は 1未満にすることや、10を超えることはでき

ません。

レーベンシュタイン距離の値を大きくすると、あいまい度が高い値 (相互の

関連性が低い値 )が含まれるため、結果の件数が多くなります。

相違のパーセント

省略可能

数値 '相違のパーセント ' (相違度 )の上限。

相違のパーセントについては、"機能の仕組み"ページ 2322を参照してく

ださい。

相違のパーセントの値は 1未満にすることや、99を超えることはできませ

ん。

相違のパーセントの値を大きくすると、長さに比べて相違の割合が高い

値が含まれるようになるため、結果の件数が多くなります。

このパラメーターを省略した場合は、ISFUZZYDUP( )関数の処理時に

相違のパーセントが考慮されません。

出力
論理。文字列の値があいまい重複である場合はT( true)、そうでない場合はF( false)が返されます。
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例

基本的な例

"Smith"を "Smythe"に変えるには 2回の編集が必要ですが、レーベンシュタイン距離値が1にすぎない

ため、Fが返されます。

ISFUZZYDUP("Smith","Smythe", 1, 99)

"Smith"を "Smythe"に変えるには 2回の編集が必要ですが、レーベンシュタイン距離値が2のため、T
が返されます。

ISFUZZYDUP("Smith","Smythe", 2, 99)

"SMITH"を "smith"に変えるには編集が不要 ( ISFUZZYDUP( )では大文字と小文字が区別されない)
であり、レーベンシュタイン距離値が1のため、Tが返されます。

ISFUZZYDUP("SMITH","smith", 1, 99)

Last_name フィールド内の個々の値が、文字列 "Smith"のあいまい重複であるかどうかを示す論理値

( TまたはF)が返されます。

ISFUZZYDUP(Last_Name,"Smith", 3, 99)

高度な例

相違のパーセントの使用方法

相違のパーセントは、ISFUZZYDUP( )で返される誤検出の数を減らすための手段になります。

相違のパーセントを指定しなかった場合

"abc"を "Smith"に変えるには 5回の編集が必要ですが、レーベンシュタイン距離値が5のため、

Tが返されます。

ISFUZZYDUP("abc", "Smith", 5)
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相違のパーセントを指定した場合

"abc"が "Smith"から指定したレーベンシュタイン距離内にあっても、長さ 3の文字列に対して 5
回の編集を行うと相違のパーセントが167%になり、指定した相違のパーセントである 99%を超

えるため、Fが返されます。

ISFUZZYDUP("abc", "Smith", 5, 99)

相違のパーセントの詳細については、"機能の仕組み"見開きページを参照してください。

"Smith"に対するあいまい重複の抽出

Last_name フィールド内から "Smith"に対するあいまい重複であるすべての値を抽出するフィル

ターを作成するには、次のように指定します。

SET FILTER TO ISFUZZYDUP(Last_Name, "Smith", 3, 99)

レーベンシュタイン距離または相違のパーセントを変更すると、フィルターされる値の相違の量を調

整することができます。

業者名に対するあいまい重複の抽出

Vendor_Name フィールド内から "Pacific Lighting and Electrical Supply, Inc."に対するあいまい

重複であるすべての値を抽出するフィルターを作成するには、次のように指定します。

SET FILTER TO ISFUZZYDUP(Vendor_Name, "Pacific Lighting and Electrical
Supply, Inc.", 2, 99)

ISFUZZYDUP( )関数と追加の関数を使用して、フィルターの効果を改善します。

ISFUZZYDUP( )とOMIT( ) を使用すると、次の結果が返されます。

l Pacific Lighting and Electrical Supply, Inc.
l Pacific Lighting and Electrical Supply
l Pacific Lighting & Electrical Supply, Inc.
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SET FILTER TO ISFUZZYDUP(OMIT(Vendor_Name, ".,&,and,Inc,Ltd,"),
"Pacific Lighting Electrical Supply", 2, 99)

ISFUZZYDUP( )とOMIT( ) とUPPER( )を使用すると、次の結果が返されます。

l Pacific Lighting and Electrical Supply, Inc.

l Pacific Electrical and Lighting Supply, Inc.

SET FILTER TO ISFUZZYDUP(SORTWORDS(UPPER(Vendor_Name)), SORTWORDS
(UPPER("Pacific Lighting and Electrical Supply, Inc.")), 2, 99)

ISFUZZYDUP( )とSORTWORDS( )、OMIT( )、UPPER( )を使用すると、次の結果が返されま

す。

l Pacific Lighting and Electrical Supply, Inc.
l Pacific Lighting and Electrical Supply
l Pacific Lighting & Electrical Supply, Inc.
l Pacific Electrical and Lighting Supply, Inc.

SET FILTER TO ISFUZZYDUP(SORTWORDS(UPPER(OMIT(Vendor_Name,
".,&,and,Inc,Ltd,"))), SORTWORDS(UPPER("Pacific Lighting Electrical
Supply")), 2, 99)

備考

ISFUZZYDUP( )の使用に適する場面

ISFUZZYDUP( )関数は、ほぼ同一の値 (あいまい重複 )の検出や、手作業で入力されたデータで一貫

性のないつづりを見つける場合に使用できます。

機能の仕組み

ISFUZZYDUP( )関数は、2つの文字列間のレーベンシュタイン距離を計算し、相違のパーセントを求め

ます。

ISFUZZYDUP( )は次の場合にT( true)と評価されます。

l 実際のレーベンシュタイン距離が、指定したレーベンシュタイン距離の値以下の場合
l 実際の相違のパーセントが、相違のパーセントの値 (指定されている場合 )以下の場合
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レーベンシュタイン距離

レーベンシュタイン距離は、ある文字列を別の文字列にするために必要な、1文字の編集の最小回数

を示す値です。

詳細については、"LEVDIST( )関数"ページ 2335を参照してください。

相違のパーセント

相違のパーセントは、異なる 2つの評価対象文字列のうちの短い方の文字列に対する長い方の文字

列のパーセントです。

相違のパーセントは、2つの文字列間のレーベンシュタイン距離を使用する、次のような Analyticsでの

内部計算の結果です。

レーベンシュタイン距離 /短い文字列内の文字数 × 100 =相違のパーセント

任意である相違のパーセントを使用することで、ISFUZZYDUP( )で返される誤検出の数を減らすことが

できます。

l 相違のパーセントの上限は 99%です。99%では、文字列の置き換えがすべて禁止されるため、

文字列が同一になります。
l 長さに比べて多数回の編集が必要な文字列は除外されます。

使用上のヒント

l 大文字と小文字の区別 –この関数では大文字と小文字が区別されないため、"SMITH"は
"smith"と同じであると判断されます。

l 末尾にあるスペース –フィールド内の末尾にあるスペースはこの関数により自動的に除去されるた

め、パラメーターとしてフィールドを指定するときにTRIM( )関数を使う必要はありません。
l 要素の並べ替え – SORTWORDS( )関数は、フィールド値の個別の要素を連続する順序に並べ

替えることで、ISFUZZYDUP( )関数の効果を高めることができます。

アドレスの構成要素などの要素を並べ替えると、同じ情報を含む、形式が異なり、相互により密

接に類似した 2つの文字列を作成できます。より密接な類似性により、文字列の組み合わせが

相互のあいまい重複として選択される確率が上がります。

l 一般的要素の除去 – OMIT( )とEXCLUDE( )関数は、フィールド値から "Corporation"や
"Inc."、カンマ、ピリオド、アンパサンド( &)文字などの一般的要素を除去することによって、

ISFUZZYDUP( )関数の有効性を高めることができます。

一般的要素および句読点の除去により、ISFUZZYDUP( )の文字列比較は、意味のある違いが

発生する可能性のある文字列の部分だけに集中されます。

FUZZYDUPコマンドと ISFUZZYDUP( )関数の相違点

FUZZYDUPコマンドでは、フィールド内のすべてのあいまい重複を特定し、それらを完全ではないグルー

プにまとめて、全体的に網羅的である結果を出力します。
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これに対し、ISFUZZYDUP( )関数は、特定の文字値に対するあいまい重複と完全重複を含む、単一

かつ網羅的な一覧を生成します。

FUZZYDUPコマンドと ISFUZZYDUP( )関数はともに完全重複を特定します。しかし、ISFUZZYDUP( 
)関数を使用する場合には、FUZZYDUPコマンドとは違って完全重複を除外することができません。

「網羅的」とは

「網羅的」とは、検査値から指定された相違の度合いの範囲内であれば、検査値に関連する検査

フィールド内の位置に関係なく、すべての値が返されることを意味します。

ISFUZZYDUP( )関数は、FUZZYDUPコマンドによって生成された非網羅的なグループでは分析目的

に適していない場合や、特定の文字値のあらゆるあいまい重複について直接綿密に調べる必要がある

場合に役に立ちます。

関連する関数

l LEVDIST( ) –は、レーベンシュタイン距離に基づいて文字列を比較するためのもう 1つの手段で

す。

ISFUZZYDUP( )とは異なり、LEVDIST( )では既定で大文字と小文字が区別されます。

l DICECOEFFICIENT( ) –は、文字列を比較するときに、文字または文字ブロックの相対位置を

重視しないか、または完全に無視します。
l SOUNDSLIKE( )および SOUNDEX( ) –は、正字法の比較 (綴り)ではなく、発音記号の比較

(発音 )に基づいて文字列を比較します。
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LAST( )関数
文字列の末尾から指定された数の文字を返します。

構文

LAST(文字列, 長さ)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 文字を返すフィールド、式、またはリテラル値。

長さ 数値 返させる文字数。

出力
文字。

例

基本的な例

"Savings"が返されます。

LAST("Account Type: Savings", 7)

"efghi"が返されます。

LAST("abcdefghi", 5)

"fghi"が返されます。
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LAST("abcdefghi ", 5)

文字列が指定された長さである 6より短いので、短い分のスペースが出力の先頭に追加されるため、

"   abc"が返されます。

LAST("abc", 6)

備考

末尾のスペースによって結果が空白になる場合

文字列の末尾にスペースがあるために、LAST( )関数によって生成される結果が空白になる場合があり

ます。

たとえば、LAST("6483-30384   ", 3)の出力は "   "になります。

ALLTRIM( )関数とLAST( )を組み合わせて使用して文字列内の末尾のスペースをすべて取り除くこと

ができます。

たとえば、LAST(ALLTRIM("6483-30384 "), 3)では "384"が返されます。

文字列の先頭にある文字を返す

文字列の先頭にある指定数の文字を返すには、SUBSTR( ) 関数を使用します。詳細については、

"SUBSTR( )関数"ページ 2531を参照してください。
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LEADING( )関数
指定された数の先頭桁を含んでいる文字列を返します。

構文

LEADING(数値, 先頭桁数)

パラメーター

名前 型 説明

数値 数値 先頭桁を返す値。

先頭桁数 数値 返される先頭桁数。

出力
文字。

例

基本的な例

リテラル数値の入力値

623が返されます。

LEADING(6234.56, 3)

62345が返されます。

LEADING(6234.56, 3)
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末尾にゼロを追加する

000が返されます。

LEADING(0.00, 3)

00000が返されます。

LEADING(0.00, 5)

35500が返されます。

LEADING(3.55, 5)

備考
LEADING( )を使用すると、数値フィールドから数字を文字列として抽出し、小数点やドル記号などの

非数値の要素を取り除くことができます。
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LEADINGZEROS( )関数
文字列または数値の先頭にゼロを追加します。

構文

LEADINGZEROS(文字列/数値, 長さ)

パラメーター

名前 型 説明

文字 /数値 文字

数値

先頭のゼロを追加するフィールド、式、またはリテラル値。

先頭と末尾のスペースは、先頭のゼロが追加される前に、文字値、およ

び文字式の結果から、自動的に切り捨てられます。

長さ 数値 出力文字列の長さ。

メモ

文字 /数値の値のうち、長さを超える部分は左から切り捨

てられます。

出力
文字。

例

基本的な例

文字型の入力値

次の例では、長さが文字列 /数値の文字数より大きいので、先頭に3つのゼロが追加されて "00235"が
返されます。
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LEADINGZEROS("235", 6)

次の例では、長さが文字 /数値の文字数より小さいので、結果が左から切り詰められて "35"が返されま

す。

LEADINGZEROS("235", 2)

整数の入力値

"235"が返されます。

LEADINGZEROS(235, 3)

次の例では、長さが文字列 /数値の桁数より大きいので、先頭に2つのゼロが追加されて "00235"が返

されます。

LEADINGZEROS(235, 5)

小数の入力値

LEADINGZEROS( ) は小数点を削除するため、"023585"を返します。

LEADINGZEROS("235", 6)

負の入力値

LEADINGZEROS( ) は負の記号を削除するため、"0644894"を返します。

LEADINGZEROS(-6448.94, 7)

高度な例

数値を含む文字フィールドに先頭ゼロを追加する
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Employee_Numberフィールドには値 "254879"があります。値を先頭ゼロ埋めの10桁の文字列に

変換する必要があります。

COMMENT "0000254879" を返します

ASSIGN v_str_length = 10
LEADINGZEROS(Employee_Number, v_str_length)

テーブルを関連付ける際にキーフィールドを一致させる

2つのテーブル、Ar とCustomerがある場合に、これらをキーフィールドであるCustNumで関連

付けてさらに分析するとします。ただし、2つのキーフィールドに異なるデータ形式があり、値が一

致しなくなります。

テーブル キーフィールド データ型 フィールド長 例

<ar> CustNum 数値 4 4455

Customer CustNo 文字 6

(数値の先頭をゼロ

埋め)

"004455"

フィールド同士を関連付けの際に調整するには、Arテーブル内に、LEADINGZEROS( )関数を

使用する演算フィールドを作成します。次いで、この演算フィールドを使って関連付けを行いま

す。

OPEN Customer
INDEX ON CustNo TO Customer_on_CustNo
OPEN Ar
COMMENT CustNum フィールドを文字データ型に変換して先頭にゼロを追加する演算フィー

ルド CustNum_Zeros を作成します。

DEFINE FIELD CustNum_Zeros COMPUTED LEADINGZEROS(CustNum,6)
COMMENT 新しく作成した演算フィールド CustNum_Zeros を使って Ar テーブルを関連付

けます。

DEFINE RELATION CustNum_Zeros WITH Customer INDEX Customer_on_CustNo
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備考

機能の仕組み

この関数は、指定する出力値が入力値の長さより大きい場合に、先頭のゼロを出力に追加します。こ

の関数は、さまざまな種類の文字および数値の入力を許可し、文字列を出力します。この関数は、

Unicodeおよび非 UnicodeのAnalyticsで同様に動作します。

この関数は、小切手番号や、発注番号、請求書番号フィールドなどの、先頭にゼロを必要とするフィー

ルドを正規化させるためによく利用されます。

入力長さと出力値

入力長さ 出力値

長さ未満の文字列 /数値 先頭ゼロを追加

長さと等しい文字列 /数値 ゼロが追加されない

長さより大きい文字列 /数値 値は左から切り捨てられる

負の記号、千の位の桁区切り、小数点

入力値 結果

数値 LEADINGZEROS( )では、数値型の入力値から、負の記号、千の位の桁区切

り、小数点が削除されます。

削除された記号は、入力値の長さに含まれません。

文字 LEADINGZEROS( )では、文字型の入力値からは、負の記号、千の位の桁区

切り、小数点は削除されません。

削除された記号は、入力値の長さに含まれます。
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LENGTH( )関数
文字列に含まれている文字数を返します。

構文

LENGTH(文字列)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 長さを検出するフィールド、式、またはリテラル値。

出力
数値。

例

基本的な例

15が返されます。

LENGTH("ABC Corporation")

テーブルレイアウト内のDescription フィールドの、文字数で表した長さを返します。

LENGTH(Description)
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高度な例

住所関連フィールドの各住所の長さを表示する

Vendor_Street フィールド内の各住所の、文字数で表した長さを表示する演算フィールドを作成

します。住所の値から最初に削除される先頭と末尾のスペースは、長さにカウントされません。

DEFINE FIELD Address_Length COMPUTED LENGTH(ALLTRIM(Vendor_Street))

備考

機能の仕組み

LENGTH( )関数はスペースも含めて文字列中の文字数を計算して、その数を返します。

末尾のスペース

末尾のスペースは文字としてカウントされます。末尾のスペースをカウントしたくない場合は、TRIM( )また

はALLTRIM( )関数を使用して末尾のスペースを削除します。例：

LENGTH(TRIM(Vendor_Street))

フィールドの値の長さを表示する演算フィールドを作成する場合に、末尾のスペースを削除しないときは、

値ごとにフィールドの最大長が表示されます。
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LEVDIST( )関数
指定された 2つの文字列間のレーベンシュタイン距離を返します。これは、2つの文字列がどの程度異

なっているかを測る数値です。

構文

LEVDIST(文字列1, 文字列2 <,大文字と小文字の区別>)

パラメーター

名前 型 説明

文字列1 文字 比較の最初の文字列。

文字列2 文字 比較の2番目の文字列。

大文字と小文字の

区別

省略可能

論理 文字列同士を大文字と小文字を区別して比較する場合は T、大文字

と小文字を区別しないで比較する場合は Fを指定します。

これを省略した場合は、デフォルト値のTが使用されます。

出力
数値。この値は、2つの文字列間のレーベンシュタイン距離です。

例

基本的な例

"smith"を "Smythe"に変えるには、2回の置換と1回の挿入が必要なため、3が返されます。

LEVDIST("smith","Smythe")

大文字と小文字が無視されるので、"smith's"を "Smythe"に変えるために必要なのは 2回の置換だけ

のため、2が返されます。
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LEVDIST("smith's","Smythes",F)

Last_name フィールドの各値と文字列 "Smith"の間のレーベンシュタイン距離が返されます。

LEVDIST(TRIM(Last_Name),"Smith")

高度な例

"Smith"に対する値をランク付けする

"Smith"とLast_Name フィールドの各値とのレーベンシュタイン距離を表示する演算フィールド、

Lev_Distを作成します。

DEFINE FIELD Lev_Dist COMPUTED LEVDIST(TRIM(Last_Name),"Smith", F)

ビューに演算フィールド Lev_Distを追加して、この演算フィールドの昇順にクイックソートを行うこ

とで、Last_name フィールドのすべての値を "Smith"との相違の量によってランク付けすることがで

きます。

"Smith"に対するあいまい重複の抽出

Last_name フィールドから、"Smith"とのレーベンシュタイン距離が指定された範囲内であるすべて

の値を抽出するフィルターを作成するには、次のように指定します。

SET FILTER TO LEVDIST(TRIM(Last_Name),"Smith", F) < 3

式の数字を変更すると、フィルターされる値のレーベンシュタイン距離の量を調整することができま

す。
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備考

LEVDIST( )の使用に適する場面

LEVDIST( )関数は、ほぼ同一の値 (あいまい重複 )の検出や、手作業で入力されたデータで一貫性の

ないつづりを見つける場合に使用できます。また、LEVDIST( )は完全な重複も識別します。

機能の仕組み

LEVDIST( )関数は、2つの評価される文字列間のレーベンシュタイン距離を返します。レーベンシュタイ

ン距離とは、ある文字列を別の文字列にするために必要な、1文字の編集の最小回数を示す値です。

必要な編集を行うたびに、レーベンシュタイン距離の値に1が加算されます。レーベンシュタイン距離が

大きいほど、2つの文字列間の相違が大きいことになります。距離がゼロ( 0)ということは、文字列がまっ

たく同じということです。

編集の種類

編集には次の3つの種類があります。

l 挿入
l 削除
l 置換

転置 (隣接する 2つの文字の位置を入れ替える)は、レーベンシュタインアルゴリズムでは認識されない

ため、2回の編集、具体的には 2回の置換と見なされます。

英数字以外の文字

句読点、特殊文字、および空白は、普通の文字や数字と同様、単一の文字として扱われます。

大文字と小文字

大文字と小文字の区別を使用して大小文字の区別をオフにしない限り、文字に使用されている大文

字または小文字の変更が1回の置換として数えられます。

文字の位置

レーベンシュタイン距離は文字の位置を考慮に入れます。同じ文字の組み合わせでも文字の順序が異

なると、レーベンシュタイン距離が変化する可能性があります。

2が返されます。
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LEVDIST("abc", "dec")

3が返されます。

LEVDIST("abc", "dec")

LEVDIST( )とTRIM( )の併用

LEVDIST( )を使って "Smith"などのリテラル文字列を文字フィールドと比較する場合、正確な結果を確

保するためには、TRIM( )関数を使用してフィールドから末尾の空白を除去しておく必要があります。

2つのフィールドを比較する場合は、フィールドごとにTRIM( )関数を使用してください。

レーベンシュタインアルゴリズムは空白を文字として数えるため、末尾に空白があると、それらは 2つの文

字列を同一にするために必要な編集回数の計算にすべて含まれます。

関連する関数

l ISFUZZYDUP( ) –は、レーベンシュタイン距離に基づいて文字列を比較するためのもう 1つの手

段です。

LEVDIST( )のデフォルトの動作とは異なり、ISFUZZYDUP( )では大文字と小文字が区別されま

せん。

l DICECOEFFICIENT( ) –は、文字列を比較するときに、文字または文字ブロックの相対位置を

重視しないか、または完全に無視します。
l SOUNDSLIKE( )および SOUNDEX( ) –は、正字法の比較 (綴り)ではなく、発音記号の比較

(発音 )に基づいて文字列を比較します。
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LOG( )関数
数式またはフィールド値の対数 (底 10)を、指定された小数点以下の桁数で返します。

構文

LOG(数値, 小数位)

パラメーター

名前 型 説明

数値 数値 対数を確認する値。

小数位 数値 戻り値の小数点以下の桁数。

出力
数値。

例

基本的な例

3.0000が返されます。

LOG(1000, 4)

4.86が返されます。

LOG(72443, 2)
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高度な例

立方根を求める

フィールド Xの立方根を小数点以下 2桁で表すフィールドを作成するには、次のようにします。

DEFINE FIELD Cube_root COMPUTED EXP(LOG(X, 6) / 3, 2)

メモ

ある値の指数 nの累乗根は、値の対数を nで割ってから、その結果の指数を取

ることによって求められます。

備考

機能の仕組み

数値の対数とは、その数値を生成するために必要な、10を底とする指数 (すなわち累乗 )です。たとえ

ば、1000の対数は 3です。

関連する関数

LOG( )はEXP( )関数の逆関数です。
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LOWER( )関数
アルファベット文字を小文字に変換した文字列を返します。

構文

LOWER(文字列)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 小文字に変換するフィールド、式、またはリテラル値。

出力
文字。

例

基本的な例

"abc"が返されます。

LOWER("ABC")

"abc 123 def"が返されます。

LOWER("abc 123 DEF")

"abcd 12"が返されます。
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LOWER("AbCd 12")

Last_Name フィールドのすべての値を小文字に変換した値が返されます。

LOWER(Last_Name)

備考

機能の仕組み

LOWER( )関数は文字列内のすべてのアルファベットを小文字に変換します。アルファベット以外の文字

は変換されません。

LOWER( )の使用に適する場面

LOWER( )関数は、大文字と小文字が混在するデータや、どちらの表記が使用されているか不明な

データを検索する場合、または小文字形式のデータが必要な場合に使用できます。
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LTRIM( )関数
入力文字列から先頭のスペースを除去した文字列を返します。

構文

LTRIM(文字列)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 先頭のスペースを削除するフィールド、式、またはリテラル値。

出力
文字。

例

基本的な例

どちらの例も、LTRIM( )関数では末尾のスペースが除去されないことに注目してください。

"Vancouver   "が返されます。

LTRIM("   Vancouver   ")

"New York   "が返されます。

LTRIM("   New York   ")
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高度な例

改行なしスペースの削除

改行なしスペースは LTRIM( )関数で削除されません。

先頭の改行なしスペースを削除する必要がある場合は、次の式を使用して演算フィールドを作

成します。

DEFINE FIELD Description_cleaned COMPUTED LTRIM(REPLACE(Description,
CHR(160), CHR(32)))

REPLACE( )関数がすべての改行なしスペースを標準のスペースに置換してから、LTRIM( )がす

べての先頭の標準スペースを削除します。

備考

機能の仕組み

LTRIM( )関数は先頭スペースだけを除去します。文字列の内部スペースおよび後続スペースは除去さ

れません。

関連する関数

LTRIM( )の関連関数として、文字列の末尾のスペースを除去する TRIM( )関数と、先頭と末尾の両方

のスペースを除去する ALLTRIM( )関数があります。

2344

関数

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


MAP( )関数
文字列が、ワイルドカード文字やリテラル文字を含んでいる指定された書式文字列と一致するかどうか

を示す論理値を返します。

構文

MAP(文字列, 書式)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 一致をテストするフィールド、式、またはリテラル値。

書式 文字 文字列と比較するデータパターンまたは文字列。

書式には、ワイルドカード文字、リテラル文字、これら 2つの組み合わせを

指定できます。

"\9\9\9-999-9999"

次のワイルドカード文字がサポートされています。

o "X" –すべてのアルファベットに一致します( a ～ z、A ～ Z、欧州文

字 )。このワイルドカード文字には大文字と小文字の区別はありませ

ん。つまり、"X" と "x"のいずれをも使用できます。
o "9" –すべての数字に一致します( 0 ～ 9)。
o "!" –空白以外のすべての文字に一致します。
o "?" –空白を含むすべての文字に一致します。
o "\" –直後の文字をリテラルとして指定するエスケープ文字。ワイルド

カード文字 ( X、x、9、!、?)のどれかと文字どおり一致させたい場合

は、エスケープ文字を使用します。
o "\\" – リテラルの円記号 ( ¥)を指定しています。

出力
論理。一致するものが見つかった場合はT( true)、そうでない場合はF( false)を返します。
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例

基本的な例

シンプルな検索パターン

Tが返されます。

MAP("ABC Plumbing", "xxx")

文字列には 4桁の数字が要求されているのに、3桁の数字しかないため、Fが返されます。

MAP("045", "9999")

ワイルドカードをエスケープする

リテラル文字 "X"で始まってその後に任意の文字が続く値に対してのみ 'T'を返すことが目的である場合

は、書式パラメーター "\XX"を使用することで、最初の "X"をワイルドカードとしてでなくリテラルとして解釈

されるようにします。

Tが返されます。

MAP("XA-123", "XX")

MAP("GC-123", "XX")

MAP("XA-123", "\XX")

Fが返されます。

MAP("GC-123", "\XX")

フィールドとパターン

次の例では、2つの文字の後に5つの数字が続く構成であるか、またはこの構成で始まっている請求書

番号が含まれるすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されま

す。
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MAP(Invoice_Number, "XX99999")

次の例では、請求書番号が "AB12345"であるか、または "AB12345"で始まるすべてのレコードに対し

て、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

MAP(Invoice_Number, "AB12345")

次の例では、"AB"の後に5つの数字が続く構成であるか、またはこの構成で始まっている請求書番号

が含まれるすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

MAP(Invoice_Number, "AB99999")

次の例では、SSNフィールドの値が社会保障番号の標準形式と一致しないすべてのレコードに対し、'T'
が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

NOT MAP(SSN, "999-99-9999")

高度な例

「859-」で始まる 10文字の製品コードを持つレコードを
抽出する

「859-」で始まる 10文字以上の製品コードを持つレコードのみを抽出するには、次の IFステート

メントとMAP( )関数を使用します。

EXTRACT RECORD IF MAP(Product_Code, "85\9-999999") TO "Long_Codes_859"

備考

MAP( )の使用に適する場面

MAP( )関数は、英数字データからパターンや特定の書式を検索する場合に使用できます。このパターン

や書式にはワイルドカード文字、リテラル文字、またはその双方の組み合わせを指定できます。
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大文字と小文字の区別

MAP( )関数で 2つのリテラル値を比較する場合、大文字と小文字は区別されません。たとえば、"a"は
"A"と同等ではありません。

文字列のデータが大文字と小文字のどちらかに統一されていない場合は、MAP( )関数を使用する前に

UPPER( )関数を使用して、大文字と小文字のどちらかのみになるように値を変換することができます。

例：

MAP(UPPER(Invoice_Number), "AB99999")

部分一致

MAP( ) では、部分一致がサポートされる場合とサポートされない場合があります。

MAP( )における部分一致は、［正確な文字比較を行う］オプション( SET EXACT ON/OFF)の影響を受

けるわけではありません。

部分一致がサポートされる場合とは

部分一致がサポートされるのは、書式の値が文字列の値より短い場合です。

書式が7文字で、文字列が9文字のため、Tが返されます。

MAP("AB1234567", "AB99999")

メモ

T( True)が返されるには、書式の値が文字列の値の先頭に出現している必要がありま

す。

部分一致がサポートされない場合とは

部分一致がサポートされないのは、書式の値が文字列の値より長い場合です。

書式が7文字で、文字列が6文字のため、Fが返されます。

MAP("AB1234567", "AB99999")

書式が文字列より長い場合には、結果は常にFalseになります。

空白の処理

空白は文字として扱われ、次のいずれかの方法で処理できます。
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l 文字どおり空白に一致させる。そのように処理するには、書式の値の該当する位置に空白を挿

入します。
l ワイルドカード "?"を使用する。これは、空白を含むすべての文字に一致します。

必要に応じて、文字列パラメーターに対し、TRIM( )、LTRIM( )またはALLTRIM( )関数を使用して先

頭または末尾の空白を除去することにより、テキストの文字とテキスト中の空白のみが比較されるように

することができます。

フィールドの連結

テーブル内の複数のフィールド内の値を検索したい場合は、2つ以上のフィールドを連結して文字列に

指定することができます。連結したフィールドは 1つのフィールドのように扱われます。ただし、ALLTRIM( )
関数を使用して個々のフィールドから空白を除去しなければ、各フィールドの先頭と末尾の空白を含む

フィールドとなります。
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MASK( )関数
2つの文字列の最初の各バイトに対してビットごとのAND演算を実行します。

構文

MASK(文字の値, 文字のマスク)

パラメーター

名前 型 説明

文字の値 文字 バイトを調べる文字列。

文字のマスク 文字 バイトを調べる相手となる文字列 (マスク値 )。

出力
文字。出力は、ビットごとのAND演算のバイナリ結果に対する文字表記です。

例

基本的な例

3( 00110011)と6( 00110110)のビットごとのAND演算の結果である "2"( 00110010)が返されます。

MASK("3", "6")
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備考

MASK( )の使用に適する場面

MASK( )関数は、1バイト データにおける特定のビット パターン(特定のビットが1に設定されているかど

うかは問わない)を識別する場合に使用できます。

機能の仕組み

MASK( )関数は、文字の値と文字のマスクの最初の文字のバイナリ表記に対してビットごとのAND論

理演算を実行します。比較対象となる 2つのバイトが一度に1ビットずつ比較されて、第 3のバイナリ値

への出力が行われます。

対応する各ビット同士の比較結果は 1か0になります。

文字の値のビット 文字のマスクのビット 結果

0 0 0

0 1 0

1 0 0

1 1 1

比較対象となる文字列が1バイトより長い

比較対象となる文字列のどちらかが1バイトより長い場合、後続の文字は無視されます。
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MATCH( )関数
指定された値が比較対象の値のうちのどれかと一致するかどうかを示す論理値を返します。

構文

MATCH(比較値, テスト <,...n>)

パラメーター

名前 型 説明

比較値 文字

数値

日付時刻

一致をテストするフィールド、式、またはリテラル値。

テスト <,...n> 文字

数値

日付時刻

比較値と比較するフィールド、式、またはリテラル値。

必要な数のテスト値を指定できますが、指定したすべての値は同じデー

タ型である必要があります。

MATCH(比較値, `20140930`, `20141030`)

メモ

MATCH( )関数への入力値には文字、数値、日付時刻のデータを指定できます。デー

タ型を混在させることはできません。入力値はすべて同じデータ型に属している必要があ

ります。

出力
論理。1つでも一致するものが見つかった場合はT( true)、そうでない場合はF( false)を返します。
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例

基本的な例

メモ

特に指定のない限り、SET EXACTはOFF(デフォルト設定 )であることを前提として、

文字比較の値を返します。

リテラル値をテストする

Tが返されます。

MATCH("ABC", "BCD", "CDE", "AB")

Fが返されます。

MATCH(98, 99, 100, 101)

フィールドをテストする

次の例では、Vendor_City フィールドの値が "Phoenix"、"Austin"、または "Los Angeles"であるすべての

レコードに対し、Tが返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

MATCH(Vendor_City, "Phoenix", "Austin", "Los Angeles")

次の例では、Vendor_City フィールドの値が "Phoenix"、"Austin"、または "Los Angeles"でないすべての

レコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

NOT MATCH(Vendor_City, "Phoenix", "Austin", "Los Angeles")

次の例では、Vendor_City フィールドの値が "PHOENIX"、"AUSTIN"、または "LOS ANGELES"(大文

字か小文字かを問わない)であるすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対して

は 'F'が返されます。

Vendor_City フィールドの値が、大文字に変換されてから、大文字の都市名と比較されます。

MATCH(UPPER(Vendor_City), "PHOENIX", "AUSTIN", "LOS ANGELES")
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複数のフィールドをテストする

次の例では、Vendor_City、City、またはCity_2 フィールドの値が "Phoenix"であるすべてのレコードに

対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

MATCH("Phoenix", Vendor_City, City, City_2)

SET EXACTの動作

次の例では、Product_Code フィールド内の製品コードが "A"、"D"、または "F"であるか、もしくは "A"、
"D"、"F"で始まるすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返され

ます。

MATCH(Product_Code, "A", "D", "F")

次の例では、Product_Code フィールド内の製品コードが1文字の "A"、"D"、または "F"であるすべての

レコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます( SET EXACTをON
にしておく必要があります)。

MATCH(Product_Code, "A", "D", "F")

2つのフィールドを比較する

次の例では、業者と従業員の住所が同一の値であるすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以

外のレコードに対しては 'F'が返されます。

業者と従業員の住所の形式を統一する必要がある場合は、その他の関数を使用します。

MATCH(Vendor_Address, Employee_Address)

日付同士を比較する

次の例では、請求日が2014年 9月 30日か2014年 10月 30日であるすべてのレコードに対し、'T'が
返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

MATCH(Invoice_Date, `20140930`, `20141030`)
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高度な例

異常な在庫レコードを抽出する

Inventory_Value_at_Cost フィールドと演算フィールド Cost_x_Quantityの間で金額が異なるす

べてのレコードに対し、'T'が返されます。

EXTRACT RECORD IF NOT MATCH(Inventory_Value_at_Cost, Cost_x_Quantity)
TO "Non_matching_amounts"

部門 101、103、および 107のレコードを抽出する

以下のように IFステートメントとMATCH( )関数を使用することで、部門 101、103、または 107
に関連するレコードのみを抽出できます。

EXTRACT RECORD IF MATCH(Dept, "101", "103", "107") TO "Three_
Departments"

備考

OR演算子の代わりにMATCH( )を使用する

AND演算子を使用する式の代わりにMATCH( )関数を使用することができます。

例：

MATCH(City, "Phoenix", "Austin", "Los Angeles")

上記の関数は、次の式と同等です。

City="Phoenix" OR City="Austin" OR City="Los Angeles"
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数値型入力値の小数点以下の精度

比較する数値型入力値の小数点以下の精度が異なる場合、比較は高い方の精度に合わせて行わ

れます。

1.23は 1.23と等しいため、Tが返されます。

MATCH(1.23, 1.23, 1.25)

小数点第 3位まで考慮されるため、1.23は 1.234と等しくないと判定されるので、Fが返されます。

MATCH(1.23, 1.23, 1.25)

文字パラメーター

大文字と小文字の区別

文字データが使用される場合、MATCH( )関数は大文字と小文字を区別します。文字を比較する場

合、"a"は "A"と同等ではありません。

Fが返されます。

MATCH("a","A","B","C")

大文字と小文字のどちらかに統一されていないデータを操作する場合は、MATCH( )関数を使用する

前にUPPER( )関数を使用して、値をすべて大文字か小文字に変換することができます。

Tが返されます。

MATCH(UPPER("a"), UPPER("A"), UPPER("B"), UPPER("C"))

部分一致

文字比較では、部分一致がサポートされます。比較するどちらか一方の値がもう一方の値の一部であ

る場合に、これらの値が一致と見なされます。

次の例ではいずれも Tが返されます。

MATCH("AB", "ABC")
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MATCH("ABC", "AB")

メモ

短い値は、一致を成す長い値の先頭に出現している必要があります。

部分一致とSET EXACT

部分一致は、Analyticsのデフォルト設定である SET EXACT = OFFの場合に有効になります。SET
EXACT = ONにすると、部分一致は無効になり、比較値が一致を成すには、正確に一致しなければな

りません。

SET EXACTがONの場合、上記の例はどちらも Falseになります。

SET EXACT( ［正確な文字比較を行う］オプション)の詳細については、"SETコマンド"ページ 2081を参

照してください。

SET EXACTのOFFまたはONへの設定

MATCH( )関数で［正確な文字比較を行う］オプションが使用されないようにしたい場合は、［オプション］
ダイアログボックスの［テーブル］タブ( ［ツール>オプション］)でこのオプションが選択されていないことを確

認してください。

スクリプトを使用している場合は、MATCH( )関数が現れる前に SET EXACT OFFコマンドを追加します。

必要に応じて、SET EXACT ONコマンドによって前の状態に戻すことができます。

日付時刻パラメーター

関数への入力として指定された日付、日付時刻、または時刻フィールドは、フィールド定義で正しく書式

を定義してさえいれば、どのような日付書式、日付時刻書式、または時刻書式でも使用することができ

ます。

日付型、日付時刻型、時刻型の入力値を混在させる

MATCH( )関数の入力値に日付値、日付時刻値、および時刻値を混在させることは禁止されていませ

んが、これら日付時刻のサブタイプを混在させると、意味のない結果が返される可能性があります。

日付時刻値の日付部分のみに関心があっても、時刻部分はまだ計算の一部を構成しているため、

Analyticsは対応するシリアル値を使用して、日付時刻の計算を処理しています。

次の例で考えてみましょう。

2014年 12月 31日は 2番目のテスト値と一致しているため、Tが返されます。

MATCH(`20141231`,`20141229`,`20141231`)
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比較値と2番目のテスト値は同一の日付 2014年 12月 31日を持っているにもかかわらず、Fが返され

ます。

MATCH(`20141231 120000`,`20141229`,`20141231`)

これら 2つの式の対応するシリアル値を見ると、どうして 2番目の式が falseと評価されるのかがわかりま

す。

比較値のシリアル番号が2番目のテスト値のシリアル番号と等しいため、Tが返されます。

MATCH(42003.000000, 42001.000000, 42003.000000)

比較値のシリアル番号がどのテスト値とも等しくないため、Fが返されます。

MATCH(42003.500000, 42001.000000, 42003.000000)

シリアル番号 42003.500000と 42003.000000の間では、日付部分は一致していますが、時刻部分は一

致していません。0.500000は 12:00 PMに相当するシリアル値です。

日付時刻サブタイプ同士を一致させる

混在する日付時刻サブタイプによって発生する可能性のある問題を回避するには、サブタイプ同士を一

致させる関数を使用します。

たとえば、次の式では、上記の2番目の式と同じ初期値が使用されていますが、Fでなく Tが返されま

す。

MATCH(CTOD(DATE(`20141231 120000`,"YYYYMMDD"),"YYYYMMDD"),`20141229`,
`20141231`)

リテラル日付、日付時刻、または時刻値の指定

関数への入力のいずれかにリテラルの日付値、日付時刻値、または時刻値を指定する場合は、次の表

内の書式に制限されます。また、̀ 20141231`のように、値を逆引用符で囲む必要があります。

日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用しな

いでください。

l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を使用

する必要があります。有効な区切り文字は空白スペース 1つ、あるいは文字 't'または 'T'です。

l 時刻値 – 24時間形式で時刻を指定する必要があります。UTC( Coordinated Universal Time：
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協定世界時 )からのオフセットは、プラス記号 ( +)またはマイナス記号 ( -)で始める必要がありま

す。

形式の例 リテラル値の例

YYYYMMDD `20141231`

YYMMDD `141231`

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`

YYMMDDthhmm `141231t2359`

YYYYMMDDThh `20141231T23`

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

( UTCオフセット )

`20141231 235959-0500`

YYMMDD hhmm+/-hh

( UTCオフセット )

`141231 2359+01`

thhmmss `t235959`

Thhmm `T2359`

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。
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MAXIMUM( )関数
一連の数値中の最大値、または一連の日付時刻値中の最も新しい値を返します。

構文

MAXIMUM(値1, 値2 <,...n>)

パラメーター

名前 型 説明

値1、値2 <, ...n> 数値

日付時刻

カンマによって区切られた、比較し合う値。

すべての値は同じデータ型である必要があります。

また、日付時刻値は同じサブタイプである必要があります。この関数の1
回の実行において、日付値、日付時刻値、時刻値を混在させることは

できません。

出力
数値または日付時刻。

例

基本的な例

リテラル数値の入力値

7が返されます。

MAXIMUM(4, 7)

8が返されます。
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MAXIMUM(4, 7, 3, 8)

8.00が返されます。

MAXIMUM(4, 7.25, 3, 8)

リテラル日付時刻の入力値

`20161231`が返されます。

MAXIMUM(`20161231`, `20161229`, `20161230`)

`20161231 23:59:59`が返されます。

MAXIMUM(`20161231 235959`, `20161229 235959`)

`23:59:59`が返されます。

MAXIMUM(`.235957`, `.235959`, `.235958`)

フィールドへの入力値

各レコードについて、次の3つのフィールドのうち、最も新しい日付が返されます。

MAXIMUM(PO_Date, Invoice_Date, Payment_Date)

高度な例

演算フィールドを作成してデフォルトの最小額を設定す
る

期限経過勘定のテーブルに支払利息という演算フィールドを作成してデフォルトの最小額 $1.00
を設定するには、次の式を使用します。
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DEFINE FIELD Interest_Due COMPUTED MAXIMUM(BALANCE * ANNUAL_RATE, 1)

残高に利率を掛けた値が$1.00より小さい場合、MAXIMUM( )関数は 1を返します。そうでない

場合、MAXIMUM( )は計算した利息を返します。

四半期の終了日より後の日付を検出する

複数のフィールドにまたがる日付が四半期の終了日を過ぎているかどうかを判断するには、下記

のような式を使用した演算フィールドを作成します。

DEFINE FIELD Past_Qtr COMPUTED MAXIMUM(PO_Date, Invoice_Date, Payment_
Date, `20160331`)

l 2016年 3月 31日以前の日付が含まれるすべてのレコードに対し、̀20160331`が返され

ます。
l 2016年 3月 31日より後の日付が含まれるレコードに対しては、上記 3つのフィールドのう

ち、最新の日付が返されます。

備考

数値の比較における小数点以下の桁数の動作

比較し合う数値の小数点以下の桁数が異なる場合、比較結果は最も大きい小数点以下の桁数に

合わせて調整されます。

次の例では 20.400が返されます。

MAXIMUM(3.682, 10.88, 20.4)

DECIMALS( )関数を使用して、値パラメーターの小数点以下の桁数を調整することができます。

次の例では 20.40が返されます。

MAXIMUM(DECIMALS(3.682, 2), 10.88, 20.4)
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MINIMUM( )関数
一連の数値中の最小値、または一連の日付時刻値中の最も古い値を返します。

構文

MINIMUM(値1, 値2 <,...n>)

パラメーター

名前 型 説明

値1、値2<, ...n> 数値

日付時刻

カンマによって区切られた、比較し合う値。

すべての値は同じデータ型である必要があります。

また、日付時刻値は同じサブタイプである必要があります。この関数の1
回の実行において、日付値、日付時刻値、時刻値を混在させることは

できません。

出力
数値または日付時刻。

例

基本的な例

リテラル数値の入力値

4が返されます。

MINIMUM(4, 7)

3が返されます。
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MINIMUM(4, 7, 3, 8)

3.00が返されます。

MINIMUM(4, 7.25, 3, 8)

リテラル日付時刻の入力値

`20161229`が返されます。

MINIMUM(`20161231`, `20161229`, `20161230`)

`20161229 23:59:59`が返されます。

MINIMUM(`20161231 235959`, `20161229 235959`)

`23:59:57`が返されます。

MINIMUM(`.235957`, `.235959`, `.235958`)

フィールドへの入力値

各レコードについて、次の3つのフィールドのうち、最も古い日付が返されます。

MINIMUM(PO_Date, Invoice_Date, Payment_Date)

高度な例

複数のフィールドの値のうち、最も低い値を識別する

"Cost"(費用 )、"Sale_Price(販売価格 )、"Discount_Price"(割引価格 )フィールドの値のう

ち、最も低い値を識別するには、次の式を使用した演算フィールドを作成します。
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DEFINE FIELD Low_Value COMPUTED MINIMUM(Cost, Sale_Price, Discount_
Price)

四半期の開始日より前の日付を検出する

複数のフィールドにまたがる日付が四半期の開始日より前であるかどうかを判断するには、下記

のような式を使用した演算フィールドを作成します。

DEFINE FIELD Pre_Qtr COMPUTED MINIMUM(PO_Date, Invoice_Date, Payment_
Date, `20160101`)

l 2016年 1月 1日以後の日付が含まれるレコードに対し、̀20160101`が返されます。
l 2016年 1月 1日より前の日付が含まれるレコードに対しては、上記 3つのフィールドのう

ち、最も古い日付が返されます。

備考

数値の比較における小数点以下の桁数の動作

比較し合う数値の小数点以下の桁数が異なる場合、比較結果は最も大きい小数点以下の桁数に

合わせて調整されます。

次の例では 3.600が返されます。

MINIMUM(3.6,10.88, 20.482)

DECIMALS( )関数を使用して、値パラメーターの小数点以下の桁数を調整することができます。

次の例では 3.60が返されます。

MINIMUM(3.6,10.88, DECIMALS(20.482, 2))

省略形 MIN( )
ACLScriptでは、省略形のMINは関数を一意に識別しないにもかかわらず、MINIMUM( )関数の省略

形として使用することができます。これは、関数名を省略するときの規定の要件です。
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MIN()はMINUTE( )の省略形である可能性も考えられますが、Analyticsでは、省略形 MIN()を
MINIMUM( )関数のために取ってあります。
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MINUTE( )関数
指定された時刻または日付時刻から分数を抽出し、それを数値として返します。

構文

MINUTE(時刻/日付時刻)

パラメーター

名前 型 説明

時刻 /日付時刻 日付時刻 分数を抽出するフィールド、式、またはリテラル値。

出力
数値。

例

基本的な例

59が返されます。

MINUTE(`t235930`)

MINUTE(`20141231 235930`)

Call_start_time フィールドの各値の分数が返されます。

MINUTE(Call_start_time)
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備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

スクリプトにおけるMINUTE( )の省略形

ACLScriptでMINUTE( )関数を短縮する場合は、少なくとも最初の4文字 ( MINU)を使用する必要が

あります。Analyticsでは、MINIMUM( )関数の省略形 MINが予約されています。

パラメーターの詳細

時刻 /日付時刻に指定されたフィールドは、フィールド定義で正しく書式を定義してさえいれば、どのよう

な時刻書式または日付時刻書式でも使用することができます。

リテラル時刻または日付時刻値の指定

日付時刻にリテラルの時刻値または日付時刻値を指定する場合は、次の表内の書式に制限されま

す。また、̀ 20141231 235959`のように、値を逆引用符で囲む必要があります。

日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用しな

いでください。

l 時刻値 –以下の表に示す任意の時刻の書式を使用することができます。関数が正しく動作する

ためには、単独の時刻値の前に区切り文字を使用する必要があります。有効な区切り文字は文

字 't'または 'T'です。24時間形式で時刻を指定する必要があります。UTC( Coordinated
Universal Time：協定世界時 )からのオフセットは、プラス記号 ( +)またはマイナス記号 ( -)で始め

る必要があります。

l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を使用

する必要があります。有効な区切り文字は空白スペース 1つ、あるいは文字 't'または 'T'です。

形式の例 リテラル値の例

thhmmss `t235959`

Thhmm `T2359`

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`
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形式の例 リテラル値の例

YYMMDDthhmm `141231t2359`

YYYYMMDDThh `20141231T23`

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

( UTCオフセット )

`20141231 235959-0500`

YYMMDD hhmm+/-hh

( UTCオフセット )

`141231 2359+01`

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。
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MOD( )関数
2つの数値を除算して余りを返します。

構文

MOD(数値, 除数)

パラメーター

名前 型 説明

数値 数値 除算する数値。

除数 数値 数値を除算する数値。

数値または除数、あるいはこれら両方が小数を含んでいる場合、出力の

小数点以下の精度は、入力値で小数点以下の桁数が多い方と同じに

なります。たとえば、MOD(45.35, 5.3)の出力は 2.95です。

出力
数値。

例

基本的な例

3が返されます。

MOD(93, 10)

2.0が返されます。
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MOD(66, 16.00)

3.45が返されます。

MOD(53.45, 10)

高度な例

創業記念日を計算する

前回の創業記念日からの経過月数を表示するフィールドを定義するには、次のように指定しま

す。

DEFINE FIELD Months_since_last_anniversary COMPUTED MOD(Months_of_
service, 12)

備考

MOD( )の使用に適する場面

MOD( )関数は、2つの数値が等分できるかどうかをテストしたり、除算の余りを分離させたりする場合に

使用します。この関数は、一方の数値を別の数値で割り、その余りを返します。
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MONTH( )関数
指定された日付または日付時刻から月を抽出し、それを数値 ( 1 ～ 12)として返します。

構文

MONTH(日付/日付時刻)

パラメーター

名前 型 説明

日付 /日付時刻 日付時刻 月を抽出するフィールド、式、またはリテラル値。

出力
数値。

例

基本的な例

12が返されます。

MONTH(`20141231`)

MONTH(`20141231 235959`)

Invoice_date フィールドの各値に対して月が返されます。

MONTH(Invoice_date)
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備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

パラメーターの詳細

日付 /日付時刻に指定されたフィールドは、フィールド定義で正しく書式を定義してさえいれば、どのよう

な日付書式または日付時刻書式でも使用することができます。

リテラル日付または日付時刻値の指定

日付 /日付時刻にリテラルの日付値または日付時刻値を指定する場合は、次の表内の書式に制限さ

れます。また、̀ 20141231`のように、値を逆引用符で囲む必要があります。

日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用しな

いでください。

l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を使用

する必要があります。有効な区切り文字は空白スペース 1つ、あるいは文字 't'または 'T'です。

l 時刻値 – 24時間形式で時刻を指定する必要があります。UTC( Coordinated Universal Time：
協定世界時 )からのオフセットは、プラス記号 ( +)またはマイナス記号 ( -)で始める必要がありま

す。

形式の例 リテラル値の例

YYYYMMDD `20141231`

YYMMDD `141231`

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`

YYMMDDthhmm `141231t2359`

YYYYMMDDThh `20141231T23`

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

( UTCオフセット )

`20141231 235959-0500`
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形式の例 リテラル値の例

YYMMDD hhmm+/-hh

( UTCオフセット )

`141231 2359+01`

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。

関連する関数

月の名前を返したい場合は、MONTH( )でなくCMOY( )を使用してください。
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NOMINAL( )関数
貸付金の名目年利率を返します。

構文

NOMINAL(実効利率, 期間)

パラメーター

名前 型 説明

実効利率 数値 実効年利率。

期間 数値 年間の複利計算回数。

メモ

整数を指定してください。小数部分を指定しても切り捨て

られるためです。

出力
数値。利率は小数点以下 8桁で計算されます。

例

基本的な例

19.56%の実効年利を請求されるクレジット カードの未払い分に対し、名目年利率 0.17998457
( 18%)が返されます。

NOMINAL(0.1956, 12)
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備考

名目年利率とは

貸付金の名目年利率とは、未払い額に対する利息を考慮せずに毎月または毎日複利計算が行われ

ると仮定した場合の名目利率または公示利率です。

関連する関数

EFFECTIVE( )関数はNOMINAL( )関数の逆関数です。
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NORMDIST( )関数
正規分布データセットのランダム変数が指定した値以下になるか、指定した値とまったく同じになる確率

を返します。

構文

NORMDIST(x, 平均, 標準偏差, 累計)

パラメーター

名前 型 説明

x 数値 確率を計算する値。

平均 数値 データセットの平均値。

標準偏差 数値 データセットの標準偏差。標準偏差値は 0より大きくなければなりませ

ん。

累計 論理 Tを指定すると、ランダム変数がx以下である確率 (累計確率 )を計算

します。Fを指定すると、ランダム変数がxに等しい確率 (単純な確率 )
を計算します。

出力
数値。

例

基本的な例

0.908788780274132が返されます。

NORMDIST(42, 40, 1.5, T)
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0.109340049783996が返されます。

NORMDIST(42, 40, 1.5, F)
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NORMSINV( )関数
標準正規分布で指定された確率に関連付けられた zスコアを返します。zスコアは、標準正規分布の

平均を基準にした、値の標準偏差数です。

構文

NORMSINV(確率)

パラメーター

名前 型 説明

確率 数値 zスコアを計算する確率。

出力
数値。

例

基本的な例

1.333401745213610が返されます。

NORMSINV(0.9088)
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NOW( )関数
現在のオペレーティングシステム時刻を日付時刻データ型で返します。

構文

NOW()

パラメーター
この関数にはパラメーターはありません。

出力
日付時刻。

例

基本的な例

現在のオペレーティングシステム時刻が、現在のAnalyticsの時刻表示書式を使用して表示される日

付時刻値 ( `t235959`など)として返されます。

NOW()

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
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l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

関連する関数

現在のオペレーティングシステム時刻を文字列として返させたい場合には、NOW( ) でなく TIME( )を使

用してください。
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NPER( )関数
貸付金を完済するのに必要な期間の数値を返します。

構文

NPER(利率, 支払金額, 金額 <,種類>)

パラメーター

名前 型 説明

利率 数値 1期あたりの利率。

支払金額 数値 1期間あたりの支払金額。

金額 数値 貸付金の元金。

種類

省略可能

数値 支払いのタイミング：

o 0 –期末払い
o 1 –期首払い

支払いのタイミングが省略された場合は、デフォルト値の0が使用されま

す。

出力
数値。

例

基本的な例

毎月末までに$1,856.82を支払うことによって年利 6.5%の貸付金、$275,000を完済するのに必要な

月数、300.00が返されます。
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NPER(0.065/12, 1856.82, 275000, 0)

毎月末までに$2,000を支払うことによって同じ貸付金を完済するのに必要な月数、252.81が返されま

す。

NPER(0.065/12, 1856.82, 275000, 0)

毎月月初までに$2,000を支払うことによって同じ貸付金を完済するのに必要な月数、249.92が返さ

れます。

NPER(0.065/12, 1856.82, 275000, 0)

高度な例

年金の計算

年金の計算では、次の4つの変数が使用されます。

l 現在価値または将来価値 –下の例では $21,243.39と$ 26,973.46
l 1期間あたりの支払金額 –下の例では $1,000.00
l 1期間あたりの利率 –下の例では月あたり 1%
l 期間の数 –下の例では 24か月

これらの変数のうち 3つの値がわかっている場合は、Analytics関数を使って残りの変数の値を計

算できます。

求めたい値： 使用する Analytics 関数

現在価値

PVANNUITY( )

21243.39を返す：

FVANNUITY(0.01, 12, 1000)

将来価値

FVANNUITY( )

26973.46を返す：

FVANNUITY(0.01, 24, 1000)

1期間あたりの支払金額 PMT( )
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求めたい値： 使用する Analytics 関数

1000を返す：

PMT(0.01, 24, 21243.39)

1期間あたりの利率

RATE( )

0.00999999( 1%)を返す：

RATE(24, 1000, 21243.39)

期間の数

NPER( )

24.00を返す：

NPER(0.01, 1000, 21243.39)

年金の式

期末年金 (期末払い)の現在価値を計算する式：

期末年金 (期末払い)の将来価値を計算する式：
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OCCURS( )関数
部分文字列が指定された文字値内に現れる回数を数えて返します。

構文

OCCURS(文字列, 検索語)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 検索される値。

テーブル内の複数のフィールド内の値を検索したい場合は、2つ以上の

フィールドを連結することができます。

OCCURS(First_Name+Last_Name,"John")

検索語 文字 検索対象となる値。検索は大文字と小文字を区別します。

出力
数値。

例

基本的な例

2が返されます。

OCCURS("abc/abc/a","ab")

3が返されます。
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OCCURS("abc/abc/a","a")

Invoice_Number フィールド内の各値におけるハイフンの出現回数が返されます。

OCCURS(Invoice_Number, "-")

高度な例

ハイフンが2つ以上入っている請求書番号を見つける

テーブル内の Invoice_Numberにハイフンが1つしか入ってはいけない場合は、OCCURS( )関数

を使って、2つ以上のハイフンが含まれる Invoice_Numberを抽出するフィルターを作成します。

SET FILTER TO OCCURS(Invoice_Number, "-") > 1

あるフィールドの値の他フィールドへの出現箇所を見つ
ける

あるフィールドの値の他フィールドへの出現箇所を見つけるには、OCCURS( )を使用します。たと

えば、Last_Nameの値がFull_Name フィールドに出現しているレコードを抽出するフィルターを作

成できます。

OCCURS(Full_Name, ALLTRIM(Last_Name)) = 1

式にALLTRIM( )関数を追加すると、Last_Name フィールドの先頭と末尾のスペースがすべて取

り除かれ、テキスト値のみが比較されるようになります。

大文字と小文字を区別する検索を実行する

FIND( )関数とは異なり、OCCURS( )関数は大文字と小文字を区別するため、大小文字を区

別した検索を実行できます。
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次の式は、Vendor_Name フィールドに大文字の "UNITED EQUIPMENT"という名前が入ってい

るすべてのレコードを抽出します( "United Equipment"の出現箇所は無視 )。

SET FILTER TO OCCURS(UPPER(Vendor_Name), "UNITED EQUIPMENT") > 0

大文字と小文字の違いを無視して "United Equipment"のすべての出現箇所を見つけたい場合

は、UPPER( )関数を使って検索フィールドの値を大文字に変換します。

OCCURS(Vendor_Name, "UNITED EQUIPMENT") > 0
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OFFSET( )関数
指定されたバイト数によって補正された開始位置からフィールドの値を返します。

構文

OFFSET(フィールド, バイト数)

パラメーター

名前 型 説明

フィールド 文字

数値

日付時刻

フィールド名。

バイト数 数値 任意の正の数式。

出力
戻り値は、入力のフィールド パラメーターと同じデータ型になります。

例

基本的な例

"Number"というフィールドに値 "1234567890"が入っており、"Offset_Number"という開始位置 1、長さ

3、小数位なしの重複フィールドを定義するとします。OFFSET( )関数を使用して、フィールド内の数字

の位置を変えることができます。

123が返されます。

OFFSET(Offset_Number,0)

234が返されます。
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OFFSET(Offset_Number,1)

789が返されます。

OFFSET(Offset_Number,6)

備考
フィールドの開始位置の一時的な補正としてこの関数を使用できます。フィールドの開始位置が可変で

あるデータを処理している場合、これは有用です。

条件演算フィールドでOFFSET( )関数を使用する場合、IFテストで参照されるフィールドも補正される

点に注意してください。
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OMIT( )関数
指定した 1つ以上の部分文字列が削除された文字列を返します。

構文

OMIT(文字列1, 文字列2 <,大文字と小文字の区別>)

パラメーター

名前 型 説明

文字列1 文字 1つ以上のサブ文字列を削除するフィールド、式、またはリテラル値。

文字列2 文字 削除対象となる 1つ以上の部分文字列。

o 複数の部分文字列を区切るにはカンマを使用します。
o その部分文字列が削除したい部分文字列の一部である場合のみ、

カンマの後にスペースを使用します。
o 部分文字列のいずれかに二重引用符文字が出現している場合は、

文字列2パラメーターの前後を二重引用符でなく一重引用符で囲む

必要があります( ' ')。
o カンマを削除するには、部分文字列のリストの最後に単一のカンマを

置き、その直後に閉じる引用符を続けます(下記の最後の例を参照

してください)。

大文字と小文字の

区別

省略可能

論理 部分文字列で大文字と小文字が区別されるようにするには Tを指定

し、大文字と小文字の違いが無視されるようにするには Fを指定します。

大文字と小文字の区別を省略した場合は、デフォルト値のTが使用さ

れます。

出力
文字。
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例

基本的な例

リテラル文字の入力値

"Intercity Couriers"が返されます。

OMIT("Intercity Couriers Corporation", " Corporation, Corp.")

"Inter-city Couriers"が返されます。

OMIT("Inter-city Couriers Corp.", " Corporation, Corp.")

メモ

この戻り値と上記の例の戻り値との間のレーベンシュタイン距離は 1です。一般的要素

が削除されていない場合、2つの例の間の距離は 8となり、値がお互いのあいまい重複

としての検出を逃れる可能性があります。

フィールドへの入力値

"Corporation"および "Inc."などの一般的な要素を含む業者名フィールドのすべての値を返します。削

除済み：

OMIT(Vendor_Name," Corporation, Corp., Corp, Inc., Inc, Ltd., Ltd")

"Corporation"および "Inc."などの一般的な要素を含む業者名フィールドのすべての値を返します。削

除済み：

OMIT(Vendor_Name," ,.,Corporation,Corp,Inc,Ltd")

メモ

上記の2つの例は同じ結果を返しますが、2番目の例の構文の方がより効率的です。

Vendor_Name フィールドのすべての値から "Corporation"や "Corp"などの要素とすべてのカンマを削除

した値が返されます。

OMIT(Vendor_Name," Corporation, Corp,")

2391

関数

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


備考

OMIT( ) により、部分文字列ごとに削除を行うことができま
す。

OMIT( )関数は、文字列から 1つ以上の部分文字列を削除します。これは、CLEAN( )、EXCLUDE( 
)、INCLUDE( )、およびREMOVE( )などの関数とは異なり、文字単位ではなく、部分文字列単位で文

字列と一致し、削除を行います。サブ文字列の削除により、文字列から特定の単語、略語、あるいは

繰り返し現れる文字の並びを、文字列の残り部分に影響を与えることなく削除することができます。

あいまい比較用のヘルパー関数

OMIT( )は、テスト フィールド値から "Corporation"や "Inc."、カンマ、ピリオド、アンパサンド( &)文字など

の一般的要素を除去することによって、ISFUZZYDUP( )関数、FUZZYDUPコマンド、FUZZYJOINコ

マンドの効果を高めることができます。

一般的要素と句読点の除去により、曖昧比較は、意味のある違いが発生する可能性のある文字列の

部分だけに集中されます。

部分文字列間の順序が結果に及ぼす影響

削除する部分文字列を複数指定する場合、文字列2にそれらを列挙した順序が出力結果に影響を

与えることがあります。

OMIT( )関数の処理時、最初の部分文字列がそれを含んでいるすべての値から削除され、次に2番

目の部分文字列がそれを含んでいるすべての値から削除され、というように続きます。もし、ある部分文

字列が別の文字列の一部を構成している場合、たとえば "Corp"と "Corporation"という場合には、先に

短い部分文字列を削除すると、長い部分文字列を含んでいる値も変えてしまい( "Corporation"が
"oration"になります)、長い部分文字列が検出されなくなります。

このような状況を回避するために、長い部分文字列を、それに含まれるあらゆる短い部分文字列よりも

先に指定してください。例：

OMIT(Vendor_Name," Corporation, Corp., Corp")

まず特殊文字を削除するようにしてください。

句読点、特殊文字、およびスペースなどの単一文字の部分文字列を指定して、文字列内の一般的な

構成要素をさらに減らすことができます。最初にピリオドや空白などの単一文字を削除する方が効率的

かもしれません。これにより、その後指定する必要のある部分文字列の変化形の数が減ります。上記の

3番目と4番目の例を比較してください。どちらも同じ結果を返しますが、4番目の例の方がより効率的

です。
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空白やスペースの扱い

部分文字列内の空白やスペースは他の文字と同様に扱われます。サブ文字列の一部として削除する

各ペースを明示的に指定する必要があります。たとえば、空白をまったく入れないでアンパサンドを指定し

た場合 ( "&")、"Ricoh Sales & Service"は "Ricoh Sales Service"になります。空白を入れた場合

( " & ")、"Ricoh Sales & Service"は "Ricoh SalesService"になります。

サブ文字列の一部ではない空白を指定する場合、サブ文字列は検索されません。たとえば、アンパサン

ドと空白 ( " & ")を指定する場合、"Ricoh Sales&Service"は変更されません。

カンマを使って複数の部分文字列を区切る場合、カンマの後にスペースを入れるのは、そうすることで、

削除したい実際の部分文字列と一致するときのみです。

空白を扱う手法の1つは、最初にフィールドからすべての空白を削除することです。これは、ほかのどの部

分文字列を指定するより先に、空白を単一文字の部分文字列として指定することで行えます。

OMIT( )を使用した結果を見直す

OMIT( )を使って演算フィールドを作成した後、そのフィールドの内容を見直して、文字列の意味のある

部分を不注意に削除していないかを確認してください。たとえば、"Co"を削除すると、"Company"に対し

てよく用いられる略語 ( Co)が取り除かれますが、それはまた、"Coca-Cola"の2か所から文字 "Co"を除

くことにもなります。
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PACKED( )関数
パックデータ型に変換された数値データを返します。

構文

PACKED(数値, 結果の長さ)

パラメーター

名前 型 説明

数値 数値 変換する数値またはフィールド。

結果の長さ 数値 出力文字列で使用するバイトの数。

出力
数値。

例

基本的な例

整数と小数の入力値

00075Cが返されます。

PACKED(75, 3)

PACKED(7.5, 3)
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桁を切り捨てて出力する

00000012456Dが返されます。

PACKED(-12.456, 6)

456Dが返されます。

PACKED(-12.456, 2)

高度な例

メインフレームを更新する 8バイトのフィールドを作成す
る

メインフレームへのアップロード対象として、各従業員の給与をパック型の数値にした 8バイトの

フィールドを作成する場合は、次のように指定します。

EXTRACT PACKED(SALARY, 8) AS "Salary_Export" TO "export"

備考

パックデータとは

パックデータ型は、メインフレームオペレーティングシステムで使用されるデータ型で、最小の記憶域を使

用する形式で数値を格納します。パックデータ型は 1バイトにつき 2桁の数字を格納し、最終バイト

は、値が正負いずれであるかを示します。

PACKED( )の使用に適する場面

PACKED( )関数は、数値データをメインフレームシステムへエクスポートするために、数値データをパック

された形式に変換する場合に使用できます。
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戻り値が切り捨てられる場合とは

結果の長さの値が数値の長さより短い場合は、余分な桁が切り詰められます。
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PI( )関数
円周率 πの値を、小数点以下 15桁で返します。

構文

PI( )

パラメーター
この関数にはパラメーターはありません。

出力
数値。

例

基本的な例

3.141592653589793(小数点以下 15桁での円周率 πの値 )が返されます。

PI( )

60度のラジアンに相当する 1.047197551196598が返されます。

60 * PI( )/180
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高度な例

入力値として度を使用する

60度の正弦に相当する 0.866025403784439が返されます。

SIN(60 * PI( )/180)

備考

PI( )の使用に適する場面

PI( )関数は、角度をラジアンに変換する場合に使用できます。(度 * PI( )/180) =ラジアンとなります。ラ

ジアンは、Analyticsの3つの数学関数 SIN( )、COS( )、TAN( )で入力が必須です。
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PMT( )関数
貸付金を完済するのに必要な定期払込金額 (元金 +利息 )を返します。

構文

PMT(利率, 期間, 金額 <,種類>)

パラメーター

名前 型 説明

利率 数値 1期あたりの利率。

期間 数値 支払期間の総数。

金額 数値 貸付金の元金。

種類

省略可能

数値 支払いのタイミング：

o 0 –期末払い
o 1 –期首払い

支払いのタイミングが省略された場合は、デフォルト値の0が使用されま

す。

メモ

利率、期間を指定する際には、1期あたりの利率を確実に指定するため、整合性のあ

る期間を使用する必要があります。

例：
l 年利 5%の2年間の貸付金または投資に対して月払いする場合は、利率に

0.05/12、期間に2 * 12を指定します。
l 同じ貸付金または投資に対して年払いする場合は、利率に0.05、期間に2を

指定します。

出力
数値。
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例

基本的な例

$275,000の貸付金を年利 6.5パーセントで 25年間で完済する場合 (支払期日は月末です)の月次

支払額 (元金 +利息 )、( $) 1856.82が返されます。

PMT(0.065/12, 12*25, 275000, 0)

同じ貸付金を完済する場合 (支払期日は月初です)の月次支払額 (元金 +利息 )、( $) 1846.82が

返されます。

PMT(0.065/12, 12*25, 275000, 1)

高度な例

年金の計算

年金の計算では、次の4つの変数が使用されます。

l 現在価値または将来価値 –下の例では $21,243.39と$ 26,973.46
l 1期間あたりの支払金額 –下の例では $1,000.00
l 1期間あたりの利率 –下の例では月あたり 1%
l 期間の数 –下の例では 24か月

これらの変数のうち 3つの値がわかっている場合は、Analytics関数を使って残りの変数の値を計

算できます。

求めたい値： 使用する Analytics 関数

現在価値

PVANNUITY( )

21243.39を返す：

FVANNUITY(0.01, 12, 1000)

将来価値

FVANNUITY( )

26973.46を返す：
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求めたい値： 使用する Analytics 関数

FVANNUITY(0.01, 24, 1000)

1期間あたりの支払金額

PMT( )

1000を返す：

PMT(0.01, 24, 21243.39)

1期間あたりの利率

RATE( )

0.00999999( 1%)を返す：

RATE(24, 1000, 21243.39)

期間の数

NPER( )

24.00を返す：

NPER(0.01, 1000, 21243.39)

年金の式

期末年金 (期末払い)の現在価値を計算する式：

期末年金 (期末払い)の将来価値を計算する式：
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PPMT( )関数
単一の期間で貸付金に対して支払われた元金を返します。

構文

PPMT(利率, 指定期間, 期間, 金額 <,種類>)

パラメーター

名前 型 説明

利率 数値 1期あたりの利率。

指定期間 数値 元金の支払いを確認する期間。

期間 数値 支払期間の総数。

金額 数値 貸付金の元金。

種類

省略可能

数値 支払いのタイミング：

o 0 –期末払い
o 1 –期首払い

支払いのタイミングが省略された場合は、デフォルト値の0が使用されま

す。

メモ

利率、期間を指定する際には、1期あたりの利率を確実に指定するため、整合性のあ

る期間を使用する必要があります。

例：
l 年利 5%の2年間の貸付金または投資に対して月払いする場合は、利率に

0.05/12、期間に2 * 12を指定します。
l 同じ貸付金または投資に対して年払いする場合は、利率に0.05、期間に2を

指定します。

出力
数値。
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例

基本的な例

$275,000の貸付金を年利 6.5パーセントで 25年間にわたって返済する場合 (支払期日は月末です)
の、1年目に支払う元金、( $) 367.24が返されます。

PPMT(0.065/12, 1, 12*25, 275000, 0)

上記の貸付金の最終月において支払う元金、( $) 1846.82が返されます。

PPMT(0.065/12, 300, 12*25, 275000, 0)

備考

関連する関数

IPMT( ) 関数はPPMT( )関数に対して補完的役割を果たします。

CUMPRINC( )関数は一連の期間にわたって支払われた元金を計算します。
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PROPER( )関数
各単語の最初の文字を大文字に、残りの文字を小文字に設定した文字列を返します。

構文

PROPER(文字列)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 適切な大文字または小文字に変換するフィールド、式、またはリテラル

値。

出力
文字。

例

基本的な例

"John Doe"が返されます。

PROPER("JOHN DOE")

"John Doe"が返されます。

PROPER("john doe")

"1550 Alberni St."が返されます。
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PROPER("1550 ALBERNI st.")

"Bill O'Hara"が返されます。

PROPER("BILL O'HARA")

Company_Name フィールドのすべての値を適切な大文字と小文字に変換した値が返されます。

PROPER(Company_Name)

備考

機能の仕組み

PROPER( )関数は、文字列の最初の文字と、空白の次に来る任意の文字を大文字に変換します。

ハイフン、アポストロフィ、アンパサンド( &)、および他のいくつかの句読点と特殊文字に続く文字も大文

字に変換されます。ほかのすべてのアルファベット文字は小文字に変換されます。

PROPER( )の使用に適する場面

PROPER( )の最も一般的な使い方は、すべて大文字かすべて小文字でデータソースに保存されてい

る名前を適切な大文字と小文字書式に変換して、定型書簡やレポートに名前が正しく表示されるよう

にすることです。
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PROPERTIES( )関数
指定されたAnalyticsプロジェクト項目のプロパティ情報を返します。

構文

PROPERTIES(名前, オブジェクトの種類, 情報の種類)

パラメーター

名前 型 説明

名前 文字 情報を必要とする Analyticsプロジェクト項目の名前。名前は大文字と

小文字を区別しません。

プロジェクト項目がAnalyticsテーブルである場合は、データファイル名で

はなくテーブルレイアウト名を指定します。たとえば、「january_
invoices.fil」ではなく「Invoices」と指定します。

PROPERTIES( )関数を使用してアクティブなテーブルの名前を返させる

場合は、「名前 activetable」を指定します。

オブジェクトの種類 文字 名前で参照する Analyticsプロジェクト項目の種類。

メモ

現在のところ、サポートされているプロジェクト項目の種類

は "table"のみです。

情報の種類 文字 Analyticsプロジェクト項目について必要な情報の種類。

詳細については、"プロパティ情報の種類"ページ 2408を参照してくださ

い。

出力
文字。出力文字列の最大長は 260文字です。プロパティ情報が見つからない場合は、空の文字列が

返されます。
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例

基本的な例

Analyticsデータファイル( .fil)に関する情報

"Ap_Trans.fil"が返されます。

PROPERTIES("Ap_Trans", "table", "filename")

"C:\ACL DATA\Sample Data Files"が返されます。

PROPERTIES("Ap_Trans", "table", "filepath")

開かれている Analytics テーブルに関する情報

"Ap_Trans"が返されます。

PROPERTIES("activetable", "table", "open")

外部データソースに関する情報

"Trans_May.xls"が返されます。

PROPERTIES("Trans_May", "table", "sourcename")

"C:\Project Data\Monthly Invoices_Excel"が返されます。

PROPERTIES("Trans_May", "table", "sourcepath")

"EXCEL"が返されます。

PROPERTIES("Trans_May", "table", "sourcetype")
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備考

ファイル情報

"file"で始まる種類の情報は、Analyticsテーブルと関連付けられている Analyticsデータファイル( .fil)に
関する情報を提供します。

ソース情報

"source"で始まる種類の情報は、Analyticsテーブルと関連付けることができる外部データソースに関す

る情報を提供します。PROPERTIES( )関数を使用して報告できる外部データソースは、Analytics
テーブルの更新をサポートしている次の外部データソースだけです。

l Microsoft Excel
l Microsoft Access
l 区切り文字付きテキスト
l Adobe Acrobat( PDF)
l 印刷イメージ(レポート )
l SAPプライベート ファイル形式 /DART
l XML
l XBRL
l ODBCデータソース

プロパティ情報の種類

次の表は、PROPERTIES( )関数が返すことのできるプロパティ情報の種類の一覧です。Analyticsテー

ブルが、PROPERTIES( )関数で現在使用できる唯一のAnalyticsプロジェクト項目です。
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オブジェクト

の種類 情報の種類 戻り値

"table" "filename" Analyticsテーブルに関連付けられているデータファイルの名前。

"filepath" Analyticsテーブルに関連付けられているデータファイルのパス。

"filesize" Analyticsテーブルに関連付けられているデータファイルのサイズ( KB)。

"filemodifiedat" Analyticsテーブルに関連付けられているデータファイルが最後に変更された日

付と時刻。

"sourcename" Analyticsテーブルに関連付けられているデータソースの名前。

データソースは、Excel、Access、PDF、XML、または区切り文字付きテキスト

ファイルなどの外部ファイルか、ODBCデータソースである可能性があります。

"sourcepath" Analyticsテーブルに関連付けられているデータソースのパス。

ODBCデータソースではサポートされません。

"sourcetype" Analyticsテーブルに関連付けられているデータソースの種類。

"sourcesize" Analyticsテーブルに関連付けられているデータソースのサイズ( KB)。

ODBCデータソースではサポートされません。

"sourcemodifiedat" Analyticsテーブルに関連付けられているデータソースが最後に変更された日付

と時刻。

ODBCデータソースではサポートされません。

"open" 現在アクティブな Analyticsテーブルの名前。

メモ

複数のAnalyticsテーブルを同時に開くことは可能ですが、ユー

ザーインターフェイスでは一度に1つのテーブルしかアクティブにす

ることができません。
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PVANNUITY( )関数
一定の利率を使って計算した一連の将来価値の現在価値を返します。現在価値は現在の総額で

す。

構文

PVANNUITY(利率, 期間, 支払金額 <,種類>)

パラメーター

名前 型 説明

利率 数値 1期あたりの利率。

期間 数値 支払期間の総数。

支払金額 数値 1期間あたりの支払金額。

年金期間中、支払金額は毎回同じ金額でなければなりません。

種類

省略可能

数値 支払いのタイミング：

o 0 –期末払い
o 1 –期首払い

支払いのタイミングが省略された場合は、デフォルト値の0が使用されま

す。

メモ

利率、期間、支払金額を指定する際には、1期あたりの利率を確実に指定するため、

整合性のある期間を使用する必要があります。

例：
l 年利 5%の2年間の貸付金または投資に対して月払いする場合は、利率に

0.05/12、期間に2 * 12を指定します。
l 同じ貸付金または投資に対して年払いする場合は、利率に0.05、期間に2を

指定します。

出力
数値。結果は小数点以下 2桁まで計算されます。
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例

基本的な例

月次支払額

2年間、月利 1%の複利で毎月月初に$1,000を支払う場合の現在価値として、( $) 21455.82が返さ

れます。

PVANNUITY(0.01, 2*12, 1000, 1)

年次支払額

2年間、年利 12%の複利で毎年年末に$12,000を支払う場合の現在価値として、( $) 20280.61が

返されます。

PVANNUITY(0.12, 2, 12000, 0)

高度な例

年金の計算

年金の計算では、次の4つの変数が使用されます。

l 現在価値または将来価値 –下の例では $21,243.39と$ 26,973.46
l 1期間あたりの支払金額 –下の例では $1,000.00
l 1期間あたりの利率 –下の例では月あたり 1%
l 期間の数 –下の例では 24か月

これらの変数のうち 3つの値がわかっている場合は、Analytics関数を使って残りの変数の値を計

算できます。

求めたい値： 使用する Analytics 関数

現在価値

PVANNUITY( )

21243.39を返す：
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求めたい値： 使用する Analytics 関数

FVANNUITY(0.01, 12, 1000)

将来価値

FVANNUITY( )

26973.46を返す：

FVANNUITY(0.01, 24, 1000)

1期間あたりの支払金額

PMT( )

1000を返す：

PMT(0.01, 24, 21243.39)

1期間あたりの利率

RATE( )

0.00999999( 1%)を返す：

RATE(24, 1000, 21243.39)

期間の数

NPER( )

24.00を返す：

NPER(0.01, 1000, 21243.39)

年金の式

期末年金 (期末払い)の現在価値を計算する式：

期末年金 (期末払い)の将来価値を計算する式：
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備考

関連する関数

FVANNUITY( )関数はPVANNUITY( )関数の逆関数です。
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PVLUMPSUM( )関数
一定の利率を使って計算する特定の将来総額を生成するのに必要な現在価値を返します。現在価

値は現在の総額です。

構文

PVLUMPSUM(利率, 期間, 金額)

パラメーター

名前 型 説明

利率 数値 1期あたりの利率。

期間 数値 期間の総数。

金額 数値 将来総額 (最終期間の期末時の価値 )

メモ

利率、期間を指定する際には、1期あたりの利率を確実に指定するため、整合性のあ

る期間を使用する必要があります。

例：
l 年利 5%の2年間の貸付金または投資に対して月払いする場合は、利率に

0.05/12、期間に2 * 12を指定します。
l 同じ貸付金または投資に対して年払いする場合は、利率に0.05、期間に2を

指定します。

出力
数値。結果は小数点以下 2桁まで計算されます。
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例

基本的な例

月ごとに複利が付く場合

月利 1%の複利で 2年間運用した場合に将来総額 $1,269.73を生み出せる初期投資元本として、

( $) 1000.00が返されます。

PVLUMPSUM(0.01, 2*12, 1000)

月利 1%の複利で 2年間運用した場合に将来総額 $1,000を生み出せる初期投資元本として、

( $) 787.57が返されます。

FVLUMPSUM(0.01, 2*12, 1000)

月利 1%の複利で 2年間運用した場合に将来総額 $27,243.20を生み出せる初期投資元本として、

( $) 21455.82が返されます。

FVLUMPSUM(0.01, 2*12, 1000)

半年ごとに複利が付く場合

年利 12%の半年複利で 2年間運用した場合に将来総額 $1,000を生み出せる初期投資元本とし

て、( $) 792.09が返されます。

FVLUMPSUM(0.12/2, 2*2, 1000)

1年ごとに複利が付く場合

年利 12%の複利で 2年間運用した場合に将来総額 $1,000を生み出せる初期投資元本として、

( $) 797.19が返されます。

FVLUMPSUM(0.12/2, 2*2, 1000)
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備考

現在価値とは

運用する総額の現在価値とは、特定の時間枠内に特定の将来総額を生み出せる初期元本のことで

す。将来価値は、元本と複利の合計です。

関連する関数

FVLUMPSUM( )関数はPVLUMPSUM( )関数の逆関数です。
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PYDATE( )関数
外部のPythonスクリプトの関数によって計算された日付値を返します。Pythonによるデータ処理は

Analyticsの外部で行われます。

構文

PYDATE("Py ファイル,Py 関数" <, フィールド|値 <,...n>>)

パラメーター

名前 型 説明

Pyファイル、Py関数 文字 実行する Pythonスクリプトの名前、カンマ、値を返す関数の名前。

たとえば、「myScript,myFunction」と指定します。

Pythonスクリプトを指定する場合、ファイル拡張子は省略してください。

呼び出す関数から、同じ Pythonスクリプトやその他のスクリプトにある他

の関数を呼び出すことができますが、実行するスクリプトはすべて、実行

前に PYTHONPATHシステム環境変数のフォルダーに入れておく必要があり

ます。

詳細については、"PythonのAnalytics連携用設定"ページ 2697を参照

してください。

メモ

使用する Py関数は、Pythonのdatetime.dateオブジェク

トを返す必要があります。

フィールド |値 <,...n>

省略可能

文字

数値

日付時刻

論理

Python関数の引数として使用するフィールド、式、リテラル値から成るこ

のリスト。値は呼び出す関数に指定順に渡されます。

Pythonスクリプトの関数定義を満たすのに必要な数の引数を指定でき

ます。

メモ

文字入力から先頭と末尾の空白を除去するには、

ALLTRIM(str)のように ALLTRIM()関数を使用します。詳

細については、"ALLTRIM( )関数"ページ 2163を参照して

ください。

2417

関数

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


出力
日付時刻。

例

基本的な例

`20160630`が返されます。

PYDATE('hello,due_date', `20160531`, 30)

次の例は、日付と、日数としての猶予期間を入力として取って、請求書の支払期日を計算する外部

Pythonスクリプトです。請求日が2016-05-31で、猶予期間が30日の場合、支払期日は "2016-06-
30"となります。

#!python
日付時刻インポート時間差分から

def due_date(inv_date, period):
    return(inv_date + timedelta(period))

高度な例

演算フィールドを定義する

Pythonスクリプトを使って支払期日を計算する演算フィールドを Ap_Transテーブルに定義しま

す。

OPEN AP_Trans
DEFINE FIELD due_date COMPUTED
WIDTH 27
    PYDATE( "hello,due_date" ,Invoice_Date, Pay_Period)
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PYDATETIME( )関数
外部のPythonスクリプトの関数によって計算された日付時刻値を返します。Pythonによるデータ処理

はAnalyticsの外部で行われます。

構文

PYDATETIME("Pyファイル,Py関数" <, フィールド|値 <,...n>>)

パラメーター

名前 型 説明

Pyファイル、Py関数 文字 実行する Pythonスクリプトの名前、カンマ、値を返す関数の名前。

たとえば、「myScript,myFunction」と指定します。

Pythonスクリプトを指定する場合、ファイル拡張子は省略してください。

呼び出す関数から、同じ Pythonスクリプトやその他のスクリプトにある他

の関数を呼び出すことができますが、実行するスクリプトはすべて、実行

前に PYTHONPATHシステム環境変数のフォルダーに入れておく必要があり

ます。

詳細については、"PythonのAnalytics連携用設定"ページ 2697を参照

してください。

メモ

使用する Py関数は、Pythonのdatetimeオブジェクトを返

す必要があります。

フィールド |値 <,...n>

省略可能

文字

数値

日付時刻

論理

Python関数の引数として使用するフィールド、式、リテラル値から成るこ

のリスト。値は呼び出す関数に指定順に渡されます。

Pythonスクリプトの関数定義を満たすのに必要な数の引数を指定でき

ます。

メモ

文字入力から先頭と末尾の空白を除去するには、

ALLTRIM(str)のように ALLTRIM()関数を使用します。詳

細については、"ALLTRIM( )関数"ページ 2163を参照して

ください。
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出力
日付時刻。

例

基本的な例

`20170101t0500`が返されます。

PYDATETIME("hello, combine_date_time", `20170101`, `t0500`)

次の例は、日付の引数と時間の引数を入力として取り、これらを合成した datetimeオブジェクトを返す

外部 Pythonスクリプトです。

# hello.py content
日付時刻インポート日付時刻から

def combine_date_time(d,t):
    return datetime.combine(d,t)

高度な例

日付時刻に時刻を付加する

`20160101t2230`が返されます。

PYDATETIME("hello,add_time", `20160101 150000`, `t073000`)

次の例は、日付時刻と時間を入力として取り、日付時刻に時刻を付加する外部 Pythonスクリ

プトです。データの例：2016-01-01 15:00:00 + 7時間 30分 00秒 = 2016-01-01 22:30:00

# hello.py content
日付時刻インポート時間差分から

日付時刻インポート日付時刻から
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日付時刻インポート時刻から

def add_time(start, time_to_add):
    return start + timedelta(hours=time_to_add.hour, minutes=time_to_
add.minute, seconds=time_to_add.second)
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PYLOGICAL( )関数
外部のPythonスクリプトの関数によって計算された論理値を返します。Pythonによるデータ処理は

Analyticsの外部で行われます。

構文

PYDATE("Py ファイル,Py 関数" <, フィールド|値 <,...n>>)

パラメーター

名前 型 説明

Pyファイル、Py関数 文字 実行する Pythonスクリプトの名前、カンマ、値を返す関数の名前。

たとえば、「myScript,myFunction」と指定します。

Pythonスクリプトを指定する場合、ファイル拡張子は省略してください。

呼び出す関数から、同じ Pythonスクリプトやその他のスクリプトにある他

の関数を呼び出すことができますが、実行するスクリプトはすべて、実行

前に PYTHONPATHシステム環境変数のフォルダーに入れておく必要があり

ます。

詳細については、"PythonのAnalytics連携用設定"ページ 2697を参照

してください。

メモ

使用する Py関数は、Pythonの真理値を返す必要があり

ます。

フィールド |値 <,...n>

省略可能

文字

数値

日付時刻

論理

Python関数の引数として使用するフィールド、式、リテラル値から成るこ

のリスト。値は呼び出す関数に指定順に渡されます。

Pythonスクリプトの関数定義を満たすのに必要な数の引数を指定でき

ます。

メモ

文字入力から先頭と末尾の空白を除去するには、

ALLTRIM(str)のように ALLTRIM()関数を使用します。詳

細については、"ALLTRIM( )関数"ページ 2163を参照して

ください。
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出力
論理。

例

基本的な例

Fが返されます。

PYLOGICAL( "hello,str_compare", "basketball", "baseball", "b" )

次の例は、charとして渡される文字カウントを使って、str1と str2を比較する外部 Pythonスクリプトで

す。

# hello.py content
def str_compare(str1, str2, char):
    return str1.count(char) > str2.count(char)

高度な例

フィールドを使用する

Vendor_NameとVendor_Cityを比較したときの真理値が返されます。

PYLOGICAL( "hello,str_compare" Vendor_Name, Vendor_City, 'b' )

次の例は、charとして渡される文字カウントを使って、str1と str2を比較する外部 Pythonスクリ

プトです。

# hello.py content
def str_compare(str1, str2, char):
    return str1.count(char) > str2.count(char)
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PYNUMERIC( )関数
外部のPythonスクリプトの関数によって計算された数値を返します。Pythonによるデータ処理は

Analyticsの外部で行われます。

構文

PYNUMERIC(Py ファイル,Py 関数, 小数点以下の桁数 <, フィールド|値 <,...n>>)

パラメーター

名前 型 説明

Pyファイル、Py関数 文字 実行する Pythonスクリプトの名前、カンマ、値を返す関数の名前。

たとえば、「myScript,myFunction」と指定します。

Pythonスクリプトを指定する場合、ファイル拡張子は省略してください。

呼び出す関数から、同じ Pythonスクリプトやその他のスクリプトにある他

の関数を呼び出すことができますが、実行するスクリプトはすべて、実行

前に PYTHONPATHシステム環境変数のフォルダーに入れておく必要があり

ます。

詳細については、"PythonのAnalytics連携用設定"ページ 2697を参照

してください。

メモ

使用する Py関数は、Pythonの数値型を返す必要があり

ます。

小数点以下の桁数 数値 戻り値に含める小数点以下の桁数。正の整数である必要があります。

フィールド |値 <,...n>

省略可能

文字

数値

日付時刻

論理

Python関数の引数として使用するフィールド、式、リテラル値から成るこ

のリスト。値は呼び出す関数に指定順に渡されます。

Pythonスクリプトの関数定義を満たすのに必要な数の引数を指定でき

ます。

メモ

文字入力から先頭と末尾の空白を除去するには、

ALLTRIM(str)のように ALLTRIM()関数を使用します。詳

細については、"ALLTRIM( )関数"ページ 2163を参照して

ください。
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出力
数値。

例

基本的な例

35.00が返されます。

PYNUMERIC("hello,get_nth_percent", 2, 80, 120, 30, 45, 30, 100, 35, 45)

次の例は、複数の値を含む、動的にサイズ設定したリストにおける、要求したパーセンタイルの値を返す

外部 Pythonスクリプトです。

# hello.py content
演算インポート上限から

def get_nth_percent(percentage, *values):
    input_length = len(values)
    position = ceil((percentage/100.00) * input_length)
    return values[position-1]
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PYSTRING( )関数
外部のPythonスクリプトの関数によって計算された文字値を返します。Pythonによるデータ処理は

Analyticsの外部で行われます。

構文

PYSTRING("Py ファイル,Py 関数", 長さ <,フィールド|値 <,...n>>)

名前 型 説明

Pyファイル、Py関数 文字 実行する Pythonスクリプトの名前、カンマ、値を返す関数の名前。

たとえば、「myScript,myFunction」と指定します。

Pythonスクリプトを指定する場合、ファイル拡張子は省略してください。

呼び出す関数から、同じ Pythonスクリプトやその他のスクリプトにある他

の関数を呼び出すことができますが、実行するスクリプトはすべて、実行

前に PYTHONPATHシステム環境変数のフォルダーに入れておく必要があり

ます。

詳細については、"PythonのAnalytics連携用設定"ページ 2697を参照

してください。

メモ

使用する Py関数は、Pythonのstringオブジェクトを返す

必要があります。

長さ 数値 返される文字列に割り当てられる長さ。

フィールド |値 <,...n>

省略可能

文字

数値

日付時刻

論理

Python関数の引数として使用するフィールド、式、リテラル値から成るこ

のリスト。値は呼び出す関数に指定順に渡されます。

Pythonスクリプトの関数定義を満たすのに必要な数の引数を指定でき

ます。

メモ

文字入力から先頭と末尾の空白を除去するには、

ALLTRIM(str)のように ALLTRIM()関数を使用します。詳

細については、"ALLTRIM( )関数"ページ 2163を参照して

ください。
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出力
文字。

例

基本的な例

"my test"が返されます。

PYSTRING('hello,main', 20, "my")

次の例は、文字列を入力として取り、その文字列に "test"を連結する外部 Pythonスクリプトです。

#!python
# hello.py content
def main(str):
    str2 = str + ' test'
    return(str2)

高度な例

部分文字列が返される

次の例では、Vendor_Nameフィールドから最後の2文字が削除されて、削除後の部分文字列

が返されます。

PYSTRING( "hello,sub_set", LENGTH(Vendor_Name), ALLTRIM(Vendor_Name),
LENGTH(ALLTRIM(Vendor_Name)), 0, LENGTH(ALLTRIM(Vendor_Name)) - 2

次の例は、文字列 ( str)、文字列長 ( length)、2つの桁位置 ( p1とp2)を入力として取る外部

Pythonスクリプトです。この関数により、p1(位置 1)とp2(位置 2)の間にある部分文字列が返

されます。
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#hello.py content
def sub_set(str, length, p1, p2):
    if p1 >= 0 and p2 < length and p1 < p2:
        str2 = str[p1:p2]
    else:
        str2 = str
    return str2
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PYTIME( )関数
外部のPythonスクリプトの関数によって計算された時刻値を返します。Pythonによるデータ処理は

Analyticsの外部で行われます。

構文

PYTIME("Py ファイル,Py 関数" <, フィールド|値 <,...n>>)

パラメーター

名前 型 説明

Pyファイル、Py関数 文字 実行する Pythonスクリプトの名前、カンマ、値を返す関数の名前。

たとえば、「myScript,myFunction」と指定します。

Pythonスクリプトを指定する場合、ファイル拡張子は省略してください。

呼び出す関数から、同じ Pythonスクリプトやその他のスクリプトにある他

の関数を呼び出すことができますが、実行するスクリプトはすべて、実行

前に PYTHONPATHシステム環境変数のフォルダーに入れておく必要があり

ます。

詳細については、"PythonのAnalytics連携用設定"ページ 2697を参照

してください。

メモ

使用する Py関数は、Pythonのdatetime.timeオブジェク

トを返す必要があります。

フィールド |値 <,...n>

省略可能

文字

数値

日付時刻

論理

Python関数の引数として使用するフィールド、式、リテラル値から成るこ

のリスト。値は呼び出す関数に指定順に渡されます。

Pythonスクリプトの関数定義を満たすのに必要な数の引数を指定でき

ます。

メモ

文字入力から先頭と末尾の空白を除去するには、

ALLTRIM(str)のように ALLTRIM()関数を使用します。詳

細については、"ALLTRIM( )関数"ページ 2163を参照して

ください。
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出力
日付時刻。

例

基本的な例

`t2122`が返されます。

ASSIGN v_time_part = PYTIME("hello,get_time", `20160101 212223`)

外部 Pythonスクリプト：

# hello.py content
日付時刻インポート時刻から

日付時刻インポート日付から

def get_time(timestamp):
    return timestamp.time();
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RAND( )関数
指定した境界内にあるランダム数を返します。

構文

RAND(数値)

パラメーター

名前 型 説明

数値 数値 乱数の数値境界。

小数点以下の桁数を持つ数値を指定した場合には、生成される乱数

は、数値と同じ小数点以下の桁数を持つことになります。

o 正の数値 –を入力した場合には、返される乱数はゼロ以上、指定し

た数値未満になります。

0 ～ 99の数値が返されます。

RAND(100)

o 負の数値 –を入力した場合には、返されるランダム数は指定した数値

以上、ゼロ未満になります。

-1 ～ 100の数値が返されます。

RAND(ｰ 100)

出力
数値。
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例

基本的な例

278.61が返されます。

RAND(1000.00)

3781が返されます。

RAND(10000)

メモ

戻り値は関数の実行ごとに異なります。

備考

RAND( )では結果を複製できない

RAND( )関数を同じ数値に対して 2度続けて使用した場合、異なる結果が返されます。RAND( )関
数には、RANDOM コマンドと違ってシード値がありません。

重複する乱数は生成される可能性あり

RAND( )を使用して、乱数をテーブルのすべてのレコードに割り当てる演算フィールドを作成する場合

は、重複する乱数が生成されることがあります。乱数が一意である保証はありません。

テーブルのレコード数に対する数値の比率が大きいほど、生成される数が一意である確率が高くなりま

す。

乱数は動的に更新される

簡易並べ替えを実行したり、フィルターを適用したり、列の配置を変えたり、ビューをスクロールしたりする

ような操作を実行するたびに、RAND( )関数の演算フィールドにより新しい乱数セットが生成されます。

乱数セットを固定するには、［抽出］ダイアログボックスで［ビュー］または［フィールド］オプションを使用し

て、新しいテーブルにそのデータを抽出します。
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RATE( )関数
期間ごとの利率を返します。

構文

RATE(期間, 支払金額, 金額)

パラメーター

名前 型 説明

期間 数値 支払期間の総数。

支払金額 数値 1期間あたりの支払金額。

金額 数値 貸付金の元金。

メモ

RATE( )関数では支払は期末に行われることが前提となっています。

出力
数値。利率は小数点以下 8桁で計算されます。

例

基本的な例

$275,000の25年ローンに対して毎月 $1856.82を支払う場合の月利率として、0.00541667( 0.54%)
が返されます。

RATE(12*25, 1856.82, 275000)

同じローンの年利率として 0.06500004( 6.5%)が返されます。
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RATE(12*25, 1856.82, 275000)*12

高度な例

名目利率から実効利率を求める

RATE( ) 関数では名目利率が計算されます。RATE( ) の結果から実効利率を求めるには、

EFFECTIVE( ) 関数を使用します。

前記例のローンの実効利率として 0.06715155( 6.7%)が返されます。

EFFECTIVE((RATE(12*25, 1856.82, 275000)*12), 12*25)

年金の計算

年金の計算では、次の4つの変数が使用されます。

l 現在価値または将来価値 –下の例では $21,243.39と$ 26,973.46
l 1期間あたりの支払金額 –下の例では $1,000.00
l 1期間あたりの利率 –下の例では月あたり 1%
l 期間の数 –下の例では 24か月

これらの変数のうち 3つの値がわかっている場合は、Analytics関数を使って残りの変数の値を計

算できます。

求めたい値： 使用する Analytics 関数

現在価値

PVANNUITY( )

21243.39を返す：

FVANNUITY(0.01, 12, 1000)

将来価値

FVANNUITY( )

26973.46を返す：

FVANNUITY(0.01, 24, 1000)

1期間あたりの支払金額 PMT( )
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求めたい値： 使用する Analytics 関数

1000を返す：

PMT(0.01, 24, 21243.39)

1期間あたりの利率

RATE( )

0.00999999( 1%)を返す：

RATE(24, 1000, 21243.39)

期間の数

NPER( )

24.00を返す：

NPER(0.01, 1000, 21243.39)

年金の式

期末年金 (期末払い)の現在価値を計算する式：

期末年金 (期末払い)の将来価値を計算する式：
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RDATE( )関数
Rの関数またはスクリプトによって計算された日付値を返します。Rによるデータ処理はAnalyticsの外

部で行われます。

構文

RDATE(rScript|rCode <,フィールド|値 <,...n>>)

パラメーター

名前 型 説明

rScript | rCode 文字 実行するRコードのスニペットまたはRスクリプトの絶対または相対パス。

外部ファイルを使用せずに直接 Rコードを入力する場合、コード内では、

前後の引用符文字はエスケープしても使用することはできません。

o 有効 – 'var <- "\"test\"" '
o 無効 – 'var <- "\'test\'" '

フィールド |値 <,...n>

省略可能

文字

数値

日付時刻

論理

RスクリプトまたはRコード スニペットの引数として使用するフィールド、

式、リテラル値から成るリスト。

値は呼び出す関数に指定順に渡されます。また、値を参照するには、R
コード内で「value1, value2 ... valueN」を使用します。

Rコードの関数定義を満たすのに必要な数の引数を指定できます。

メモ

文字入力から先頭と末尾の空白を除去するには、

ALLTRIM(str)のように ALLTRIM()関数を使用します。詳

細については、"ALLTRIM( )関数"ページ 2163を参照して

ください。

出力
日付時刻。
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例

基本的な例

`20160530`が返されます。

RDATE("as.Date(value1,'%m-%d-%Y')", "05-30-16")

高度な例

外部 Rスクリプトを使用する

文字列から変換された日付が返されます。

RDATE("a<-source('c:\\scripts\\r_scripts\\sample.r');a[[1]]",
dateText)

外部 Rスクリプト ( sample.r) ：

dateForm <- function(dateText) {
    return(as.Date(dateText,format='%y%m%d'))
}
dateForm(value1)

備考

Rからデータを返す

Rスクリプトを呼び出す場合、source関数を使用して、戻りオブジェクトを変数に割り当てます。次に、R
関数から返されて戻りオブジェクトに格納された値に、次のようにアクセスできます。

# 'a' はレスポンス オブジェクトを格納し、a[[1]] はデータ値にアクセスしています

"a<-source('c:\\scripts\\r_scripts\\sample.r');a[[1]]"
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Rのログファイル

R 言語のメッセージは、Analyticsによりプロジェクト フォルダーのaclrlang.logファイルに記録されま

す。このファイルを使って、Rのエラーをデバッグします。
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RDATETIME( )関数
Rの関数またはスクリプトによって計算された日付時刻値を返します。Rによるデータ処理はAnalytics
の外部で行われます。

構文

RDATETIME(rScript|rCode <,フィールド|値 <,...n>>)

パラメーター

名前 型 説明

rScript | rCode 文字 実行するRコードのスニペットまたはRスクリプトの絶対または相対パス。

外部ファイルを使用せずに直接 Rコードを入力する場合、コード内では、

前後の引用符文字はエスケープしても使用することはできません。

o 有効 – 'var <- "\"test\"" '
o 無効 – 'var <- "\'test\'" '

フィールド |値 <,...n>

省略可能

文字

数値

日付時刻

論理

RスクリプトまたはRコード スニペットの引数として使用するフィールド、

式、リテラル値から成るリスト。

値は呼び出す関数に指定順に渡されます。また、値を参照するには、R
コード内で「value1, value2 ... valueN」を使用します。

Rコードの関数定義を満たすのに必要な数の引数を指定できます。

メモ

文字入力から先頭と末尾の空白を除去するには、

ALLTRIM(str)のように ALLTRIM()関数を使用します。詳

細については、"ALLTRIM( )関数"ページ 2163を参照して

ください。

出力
日付時刻。
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例

基本的な例

現在の日付と時刻に45分が加算されます。

RDATETIME("Sys.time() + value1",2700)

高度な例

外部 Rスクリプトを使用する

次の例では、外部 R関数にフィールドとリテラル値を渡すことで、45分が日付時刻フィールドに加

算されます。

RDATETIME("a<-'c:\\scripts\\sample.r');a[[1]]", start_date, 2700)

外部 Rスクリプト ( sample.r) ：

add_time <- function(start, sec) {
    return(start + sec)
}
add_time(value1, value2)

備考

Rからデータを返す

Rスクリプトを呼び出す場合、source関数を使用して、戻りオブジェクトを変数に割り当てます。次に、R
関数から返されて戻りオブジェクトに格納された値に、次のようにアクセスできます。

# 'a' はレスポンス オブジェクトを格納し、a[[1]] はデータ値にアクセスしています

"a<-source('c:\\scripts\\r_scripts\\sample.r');a[[1]]"
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Rのログファイル

R 言語のメッセージは、Analyticsによりプロジェクト フォルダーのaclrlang.logファイルに記録されま

す。このファイルを使って、Rのエラーをデバッグします。

システムタイムゾーン

グリニッジ標準時 ( GMT)は、Analyticsで使用されるR環境のデフォルトの現在のタイムゾーンです。
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RECLEN( )関数
現在のレコードの長さを返します。

構文

RECLEN( )

パラメーター
この関数にはパラメーターはありません。

出力
数値。

例

基本的な例

次の例では、長さが110であるすべてのレコードが抽出されます。

EXTRACT RECORD IF RECLEN( ) = 110 TO "Extract.fil"

備考
特定の長さのレコードを識別したり、予測より短いレコードを検査したりするには、RECLEN( ) 関数を使

用します。この関数はレコード長を簡単に調べられる方法を提供するので、印刷イメージ(レポート )ファ
イルで作業している場合に有用です。

l 固定長のレコードでは、戻り値は一定 (レコード長 )です。
l 可変長のレコードでは、レコードによって戻り値は異なります。
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RECNO( )関数
現在のレコード番号を返します。

構文

RECNO( )

パラメーター
この関数にはパラメーターはありません。

出力
数値。

例

基本的な例

次の例は、番号 10から 20のレコードを新しいAnalyticsテーブルに抽出します。

EXTRACT RECORD IF BETWEEN(RECNO( ),10,20) TO "Subset.fil"

備考
RECNO( ) 関数を使用すると、レコード番号をテーブルに出力したり、特定のレコードのテーブル内での

相対的な位置を確認できます。

インデックス付きのテーブルとインデックス付きでないテーブル

この関数は現在の論理レコード番号を返します。
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l テーブルにインデックスが付いていない場合、RECNO( )関数は値 1から始まり、テーブル内のレ

コードごとに1ずつ増えていきます。この場合、論理レコード番号と物理レコード番号は同じです。
l テーブルにインデックスが付いている場合も RECNO( )関数による操作は変わりませんが、物理的

ではなく論理的な順番でレコードをカウントします。

SEEKまたはFINDコマンドを実行する

SEEKまたはFINDコマンドを実行すると、レコード番号は 1にリセットされます。

レコードを並べ替える

テーブル内のレコードを並べ替えても、RECNO( )によって生成されたレコード番号の順序は変えられま

せん。レコードに元々関連付けられていたレコード番号を保持するには、レコードを並べ替える前に、

［フィールド］オプションを使用してこのデータを新しいテーブルに抽出してください。
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RECOFFSET( )関数
現在のレコードを基準にして、指定された n番目にあるレコードのフィールド値を返します。

構文

RECOFFSET(フィールド, レコードの数)

パラメーター

名前 型 説明

フィールド 文字

数値

日付時刻

値を取得するフィールドの名前。

レコードの数 数値 現在のレコードから数えたレコード数。現在のレコードより後のレコードを

指定する場合は正の数、現在のレコードより前のレコードを指定する場

合は負の数にします。

出力
文字、数値、または日付時刻。戻り値は、入力のフィールド パラメーターと同じデータカテゴリに属しま

す。

例

基本的な例

次のレコードのAmount値が返されます。

RECOFFSET(Amount,1)

前のレコードのAmount値が返されます。
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RECOFFSET(Amount, -1)

高度な例

演算フィールド内で RECOFFSETを使用する

演算フィールド Next_Amountには、次のレコードが同じ顧客番号である場合に限り、次のレコー

ドのAmountフィールドの値が表示されます。

この演算フィールドをスクリプトで定義するには、次の構文を使用します。

DEFINE FIELD Next_Amount COMPUTED
RECOFFSET(Amount,1) IF RECOFFSET(Customer,1) = Customer
0

次のレコードの顧客番号が現在のレコードの顧客番号と同じ場合に限り、Next_Amountは次の

レコードのAmountフィールドの値になります。そうでない場合、Next_Amountには値ゼロが割り

当てられます。

備考
RECOFFSET( )関数は現在のレコードを基準にして、指定された前後 n番目にあるレコードのフィール

ド値を返します。

RECOFFSET( )の使用に適する場面

この関数は高度な比較テストを行う場合によく使用されます。

この関数は、現在のレコードのフィールドと別のレコードのフィールドで値を比較するために使用できます。

たとえば、現在のレコードの金額と前のレコードの金額の差額を計算する演算フィールドを追加する場合

などに使用します。

テーブルの開始または終了位置

この関数では、フィールドにテーブルの開始または終了位置を指定した場合、数値フィールドに対しては

ゼロ、文字フィールドに対しては空白の文字列、日付フィールドに対しては 1900/01/01が返されます。

現在のレコードと比較するレコードがそれ以上存在しないため、このような場合には、関数は空白の出

力を返します。
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REGEXFIND( )関数
正規表現で指定されたパターンが文字列内に現れるかどうかを示す論理値を返します。

構文

REGEXFIND(文字列, パターン)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 パターンとの一致をテストするフィールド、式、またはリテラル値。

パターン 文字 検索するパターン文字列 (正規表現 )。

パターンには、リテラル文字、メタ文字、またはこれら 2つの組み合わせを

指定できます。リテラル文字には、すべての英数字、一部の句読点、お

よび空白が含まれます。

検索は大文字と小文字を区別します。つまり、英字の大文字と小文字

は明確に指定しなければならないということです。

出力
論理。指定されたパターンの値が見つかった場合はT( true)、そうでない場合はF( false)を返します。

例

基本的な例

英字のパターン

次の例では、Vendor_City フィールドの値が "Phoenix"、"Austin"、または "Los Angeles"であるすべての

レコードに対し、Tが返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。
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REGEXFIND(Vendor_City, "Phoenix|Austin|Los Angeles")

次の例では、ラスト ネームが "John"または "Jon"で始まるすべてのレコードに対し、Tが返されます。たと

えば、Jon、Johnson、Johnston、Jonson、Jonston、Jonesなどが該当します。それ以外のレコードに対

しては 'F'が返されます。

REGEXFIND(Last_Name,"^Joh?n")

次の例では、ラスト ネームが "John"または "Jon"であるすべてのレコードに対してのみ、Tが返されます。

それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

REGEXFIND(Last_Name,"^Joh?n\b")

数値文字のパターン

次の例では、請求書番号に "98"を含んでいるすべてのレコードに対し、Tが返されます。それ以外のレ

コードに対しては 'F'が返されます。

REGEXFIND(Invoice_Number, "98")

次の例では、請求書番号が "98"で始まるすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコー

ドに対しては 'F'が返されます。

REGEXFIND(Invoice_Number, "\b98")

次の例では、請求書番号が "98"で終わるすべてのレコードに対し、'T'が返されます。それ以外のレコー

ドに対しては 'F'が返されます。

REGEXFIND(Invoice_Number, "98\b")

次の例では、請求書番号の左端から 5桁目と6桁目に "98"を含んでいるすべてのレコードに対し、'T'
が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

REGEXFIND(Invoice_Number, "\b\d\d\d\d98")

REGEXFIND(Invoice_Number, "\b\d{4}98")
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文字が混在するパターン

次の例では、製品コードが3つの数字、1つのハイフン、6つの文字の順になっているすべてのレコードに

対し、Tが返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

REGEXFIND(Product_Code, "\b\d{3}-[a-zA-Z]{6}\b")

次の例では、製品コードが3つ以上の数字、1つのハイフン、6つ以上の文字の順になっているすべての

レコードに対し、Tが返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

REGEXFIND(Product_Code, "\b\d{3,}-[a-zA-Z]{6}")

次の例では、英数字の請求書番号の左端から 5桁目と6桁目に "98"を含んでいるすべてのレコードに

対し、Tが返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

REGEXFIND(Invoice_Number, "\b\w{4}98")

次の例では、請求書番号に次の文字をすべて含んでいるすべてのレコードに対し、Tが返されます。それ

以外のレコードに対してはFが返されます。

l 左端から 4桁目までに任意の文字
l 左端から 5桁目と6桁目に "98"

REGEXFIND(Invoice_Number, "\b.{4}98")

次の例では、請求書番号に "98"を含んでおり、その前に1 ～ 4文字があるすべてのレコードに対し、T
が返されます。それ以外のレコードに対しては 'F'が返されます。

REGEXFIND(Invoice_Number, "\b.{1,4}98")

次の例では、請求書番号に次の文字をすべて含んでいるすべてのレコードに対し、Tが返されます。それ

以外のレコードに対してはFが返されます。

l 左端から 3桁目までに任意の文字
l 左端から 4桁目に "5"または "6"
l 左端から 5桁目と6桁目に "98"

REGEXFIND(Invoice_Number, "\b.{3}[56]98")

次の例では、請求書番号の次の文字をすべて含んでいるすべてのレコードに対し、Tが返されます。それ

以外のレコードに対してはFが返されます。
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l 左端から 2桁目までに任意の文字
l 左端から 3桁目と4桁目に "55"または "56"
l 左端から 5桁目と6桁目に "98"

REGEXFIND(Invoice_Number, "\b.{2}(55|56)98")

備考

機能の仕組み

REGEXFIND( )関数は正規表現を使ってAnalyticsでデータを検索します。

正規表現は、さまざまな検索操作を実行する特殊文字であるメタ文字と、リテラル文字を組み合わせ

た、強力で柔軟性のある検索文字列です。

例：

REGEXFIND(Last_Name,"Sm(i|y)the{0,1}")

これはグループ ( )、交替 |、量指定子 { }のメタ文字を使用して、Last_Name フィールド内から

"Smith"、"Smyth"、"Smithe"、または "Smythe"を見つけるための正規表現を作成しています。

照合は順次実行される

文字列の値とパターンの値との照合は、順次実行されます。上記の例：
l "S"がLast_Name フィールドの左端から 1桁目と照合される
l "m"が2桁目と照合される
l "i"と "y"が3桁目と照合される
l "t"が4桁目と照合される
l "h"が5桁目と照合される
l "e"が6桁目と照合される(照合対象に6桁目が存在する場合 )

REGEXFIND( )の使用に適する場面

REGEXFIND( )は、シンプルまたは複雑なパターン一致を使ってデータを検索する場合に使用できま

す。

正規表現の構文を見るのは初めてである場合は特に、正規表現の作成は難しいかもしれません。より

単純な FIND( )、MATCH( )、またはMAP( )などのAnalytics検索関数を使用して、検索の目的を達

成できる可能性もあります。

検索要件がこれらの単純な関数の能力を超えている場合は、正規表現を使用することで、検索文字

列の作成にほぼ無制限の柔軟性を与えられます。
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REGEXFIND( )によるスペースの扱い

スペース(空白 )は、文字列とパターンのどちらに指定した場合でも文字として扱われるので、スペースを

扱う際には注意が必要です。

パターンに空白を空白そのものとして指定するには、スペースを入力するか、またはメタ文字の\sを使用

します。メタ文字を使用すると、特に複雑なパターンを指定する場合に、パターン内のスペースが読みや

すくなるため、見落とされにくくなります。

フィールドの連結

同時に複数のフィールドにわたって検索したい場合は、2つ以上のフィールドを連結して文字列に指定す

ることができます。

例：

REGEXFIND(Vendor_Name+Vendor_Street,"Hardware.*Main")

Vendor_Name とVendor_Streetの両方のフィールドで、"Hardware"と "Main"という単語間に0個以

上の文字が入っているパターンを検索します。

名前に "Hardware" という単語を含み、"Main"という通り沿いに立地する企業は、この正規表現に一致

します。"Hardware on Main" という企業 (名 )は一致します。

連結したフィールドは 1つのフィールドのように扱われます。ただし、ALLTRIM( )関数を使用して個々の

フィールドからスペースを除去しなければ、各フィールドの先頭と末尾のスペースを含むフィールドとなりま

す。

連結するフィールド間の順序は重要

REGEXFIND( )は、パターン内の文字を指定された順序で検索するため、フィールドを連結する順序は

検索に影響を与えます。上の式で Vendor_Name とVendor_Streetを逆にした場合、得られる結果が

少なくなる可能性があります。

正規表現のメタ文字

次の表は、REGEXFIND( )およびREGEXREPLACE( )で使用できるメタ文字の一覧と、それぞれのメ

タ文字で実行される操作を示しています。

このほかの正規表現構文もあって、Analyticsでサポートされていますが、もっと複雑です。それらの構文

の完全な説明はこのガイドには記載されていません。正規表現について説明している多数のリソースがイ

ンターネットで入手できます。

Analyticsは、ECMAScriptの正規表現の実装を使用しています。ほとんどの正規表現の実装は、共

通のコア構文を使用しています。
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メモ

Analyticsにおける現在の正規表現の実装は、英語以外の言語の検索を完全にサ

ポートしていません。

メタ文

字 説明

. 任意の1文字に一致します(改行文字を除く)。

? 直前のリテラル、メタ文字、または要素と0回または 1回一致します。

* 直前のリテラル、メタ文字、または要素と0回以上一致します。

+ 直前のリテラル、メタ文字、または要素と1回以上一致します。

{} 直前のリテラル、メタ文字、または要素と指定した回数一致します。正確な数、範囲、または終わりが決められて

いない範囲を指定できます。

例：

o a{3}は "aaa" と一致します。

o X{0,2}Lは "L"、"XL"、および "XXL" と一致します。

o AB-\d{2,}-YZは、英数字の識別子で、接頭辞に "AB-"、接尾辞に "-YZ"、および本体部分に2つ以上の数

字を持つすべての識別子と一致します。

[] 角かっこで囲まれた文字の中のいずれかに一致します。

例：

o [aeiou]は a、e、i、o、または uと一致します。

o [^aeiou]は a、e、i、o、または u以外の文字と一致します。

o [A-G]は大文字の英字 AからGの範囲にある任意の文字と一致します。

o [A-Ga-g]は大文字の英字 AからG、または小文字の英字 aから gの範囲にある任意の文字と一致します。

o [5-9]は 5から 9の範囲にある任意の数字と一致します。

() 文字の並びまたはブロックを定義するグループを作成します。その後、グループは単一ユニットとして扱うことができま

す。

例：

o S(ch)?mid?th?これは、"Smith"または "Schmidt" と一致します。

o (56A.*){2}は、"56A"の並びが少なくとも 2回出現するすべての英数字の識別子と一致します。

o (56A).*-.*\1は、"56A"の並びが少なくとも 2回出現し、2つの出現の間にハイフンがあるすべての英数字の識

別子と一致します。

\ エスケープ文字は、直後の文字がリテラルであることを示します。メタ文字と文字どおり一致させたい場合は、エス

ケープ文字を使用します。たとえば、\(は左かっこを見つけ、\\はバックスラッシュを見つけます。

次の文字のいずれかと完全に一致させたい場合は、エスケープ文字を使用します。

^ $ . * + ? = ! : | \ ( ) [ ] { }

アンパサンド( &)やアットマーク( @)などの他の句読点文字は、エスケープ文字を必要としません。
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メタ文

字 説明

\int 前にかっこ ( )を使って定義したグループを繰り返し使用することを指定します。intは、前に定義したグループの、そ

の他のグループからの位置 (先頭から数える)を特定する整数です。このメタ文字は、REGEXFIND( )と
REGEXREPLACE( )いずれのパターンパラメーターでも使用できます。

例：

o (123).*\1は、数字 "123"のグループが少なくとも 2回出現するすべての識別子と一致します。

o ^(\d{3}).*\1は、先頭の3桁の数字が繰り返し現れるすべての識別子と一致します。

o ^(\d{3}).*\1.*\1は、先頭の3桁の数字が繰り返し少なくとも 2回現れるすべての識別子と一致します。

o ^(\D)(\d)-.*\2\1は、先頭の英字と数字が反転して再び現れるすべての識別子と一致します。

$int ターゲット文字列で見つかったグループが置換文字列として使用されることを指定します。intは、対象文字列にお

ける、そのグループの、その他のグループからの位置 (先頭から数える)を特定する整数です。このメタ文字は、

REGEXREPLACE( )の新しい文字列パラメーターで使用できます。

例：

o さまざまな電話番号の表示形式と一致させるために (\d{3})[ -]?(\d{3})[ -]?(\d{4}) というパターンを使用してい

る場合、新しい文字列として ($1)-$2-$3を使用すると、それ自体を数字と置き換えて、表示形式を標準化

することができます。999 123-4567と9991234567はどちらも (999)-123-4567になります。

| パイプ( |)の前後にある文字、文字のブロック、または式と一致します。

例：

o a|bは aまたは bと一致します。

o abc|defは "abc"または "def"と一致します。

o Sm(i|y)thは "Smith"または "Smyth" と一致します。

o [a-c]|[Q-S]|[x-z]は a、b、c、Q、R、S、x、y、zのいずれかの文字と一致します。

o \s|-は空白文字またはハイフンと一致します。

\w 単語に使用される任意の文字と一致します( aから z、Aから Z、0から 9、およびアンダースコア_)。

\W 単語に使用される文字以外の任意の文字と一致します( aから z、Aから Z、0から 9、またはアンダースコア_以

外 )。

\d 任意の数字 ( 10進数字 )と一致します。

\D 10進数字以外の任意の1文字と一致します。

\s スペース(空白文字 )と一致します。

\S 空白文字以外の任意の文字と一致します。

\b 単語の境界 ( \w文字と \W文字の間 )と一致します。

単語の境界自体に領域は取りません。例：

o "United Equipment"には単語の境界が4つあります。スペースの左右に1つずつと、文字列のはじめと終わり

に1つずつです。"United Equipment"は、正規表現 \b\w*\b\W\b\w*\b と一致します。
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メタ文

字 説明

ヒント

単語の境界は、単語を区切るスペース以外の、カンマやピリオドなどの文字によっても区切るこ

とができます。

たとえば、次の式はTrueと評価されます。

REGEXFIND("jsmith@example.net", "\bexample\b")

^ 文字列の先頭と一致します。

角かっこ [ ]内では、̂ は指定内容の否定になります。

$ 文字列の末尾と一致します。

関連する関数

一致パターンを検索、置換したい場合は、"REGEXREPLACE( )関数"次のページを使用します。
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REGEXREPLACE( )関数
正規表現と一致する文字列のすべてのインスタンスを新しい文字列で置き換えます。

構文

REGEXREPLACE(文字列, パターン, 新しい文字列)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 パターンとの一致をテストするフィールド、式、またはリテラル値。

パターン 文字 検索するパターン文字列 (正規表現 )。

パターンには、リテラル文字、メタ文字、またはこれら 2つの組み合わせを

指定できます。リテラル文字には、すべての英数字、一部の句読点、お

よび空白が含まれます。

検索は大文字と小文字を区別します。つまり、英字の大文字と小文字

は明確に指定しなければならないということです。

新しい文字列 文字 パターンと一致するすべての値と置き換える文字列。

置換文字列には、リテラル文字、元の文字列に基づく文字のグループ

( $int要素を使用 )、またはこれら 2つの組み合わせを含めることができ

ます。

出力
文字。
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例

基本的な例

スペースを操作する

次の例では、文字列間の複数のスペースを単一スペースに置換することで、"AB CD EF"が返されます。

REGEXREPLACE("AB CD   EF", "\s+", " ")

文字フィールドのデータに対し、単語間の間隔を単一スペースに統一したデータが返されます。

REGEXREPLACE(文字フィールド, "\s+", " ")

文字フィールドのデータに対し、単語間の間隔を単一スペースに統一したデータが返されます。新しい文
字列としてリテラルスペースの代わりにBLANKS( )関数を使用すると、スペースが視認しやすくなり、見

落とされる可能性が低くなります。

REGEXREPLACE(character_field, "\s+", BLANKS(1))

電話番号を標準的な書式にする

"(123) 456-7890"が返されます。つまり、電話番号 '1234567890'が標準的な書式に置き換えられまし

た。

REGEXREPLACE(SUBSTR("1234567890",1,14), "(\d{3})[\s-]*(\d{3})[\s-]*(\d
{4})","($1) $2-$3")

Telephone_Number フィールド内の数字を標準的な書式にした値が返されます。

REGEXREPLACE(Telephone_Number, ".*(\d{3})[\s-\.\)]*(\d{3})[\s-\.]*(\d{4})",
"($1) $2-$3")

テキストから "123-456-7890"が抽出されます。
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REGEXREPLACE("Tel num: 123-456-7890 (office)", "(.*)(\d{3}[\s-\)\.]*\d{3}
[\s-\.]*\d{4})(.*)", "$2")

Comment フィールドのテキスト内から電話番号を抽出し、標準的な書式に置き換えます。

REGEXREPLACE(Comment, "(.*)(\d{3})[\s-\)\.]*(\d{3})[\s-\.]*(\d{4})(.*)","
($2) $3-$4")

一般的な書式を抽出する

文字列 ( "1ABC-123aa")によって指定された値の一般的な書式を示す "9XXX-999xx"が返されます。

REGEXREPLACE(REGEXREPLACE(REGEXREPLACE("1ABC-123aa","\d","9"),"[a-z]","x"),"
[A-Z]", "X")

Invoice_Number フィールド内のすべての識別子の一般的な書式が返されます。

REGEXREPLACE(REGEXREPLACE(REGEXREPLACE(Invoice_Number,"\d","9"),"[a-
z]","x"),"[A-Z]", "X")

氏名を標準的な書式に置き換える

"John David Smith"が返されます。

REGEXREPLACE("Smith, John David", "^(\w+),(\s\w+)(\s\w+)?(\s\w+)?","$2$3$4
$1")

Full_Name フィールド内の氏名の構成要素が正式な順序である「ファースト ( ミドル) ( ミドル) ラスト」と

して返されます。

REGEXREPLACE(Full_Name, "^(\w+),(\s\w+)(\s\w+)?(\s\w+)?","$2$3$4 $1")

メモ

氏名のデータには、アポストロフィが入った名前など、さまざまな要素の複雑な結合が存

在していることがあります。氏名のデータにおける変化が多ければ、必要となる正規表

現はこの例で提供されているものより通常、複雑になります。
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HTML マークアップの削除

"https://www.flgov.com/wp-content/uploads/orders/2020/EO_20-166.pdf"を返します。

REGEXREPLACE("<a href='https://www.flgov.com/wp-
content/uploads/orders/2020/EO_20-166.pdf'
target='blank'>https://www.flgov.com/wp-content/uploads/orders/2020/EO_20-
166.pdf</a>", "<[^>]*>",' ')

HTMLマークアップが削除されたSource_URL_Link フィールドのハイパーリンクを返します。

REGEXREPLACE(Source_URL_Link, "<[^>]*>",' ')

備考

機能の仕組み

REGEXREPLACE( )関数では、正規表現を使って、データ内で一致するパターンを見つけ、その一致

する値を新しい文字列で置き換えることができます。

例：

REGEXREPLACE(文字フィールド, "\s+", " ")

これは、テキスト文字の間にある 1つ以上のスペースを単一のスペースに置き換えることにより、文字デー

タにおける間隔を標準化しています。

REGEXREPLACE( )関数の検索部分は、REGEXFIND( )関数の検索部分と同じです。両方の関数

に共通する検索機能の詳細については、"REGEXFIND( )関数"ページ 2447を参照してください。

REGEXREPLACE( )の使用に適する場面

REGEXREPLACE( )は、Analyticsでシンプルまたは複雑なパターン一致を使ってデータを検索、置換し

たい場合に使用できます。

文字列をそれ自体に置換する

$int要素を使用すると、文字列をそれ自体に置換できます。これにより、意味のあるデータ部分を維持

しながら、周囲のデータや混合されたデータを標準化または省略することが可能になります。

上には、電話番号と名前を使用するいくつかの例が示されています。
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$int要素を使用するには、まずパターン値をかっこ ( )で囲むことでグループを作成する必要がありま

す。詳細については、"REGEXFIND( )関数"ページ 2447を参照してください。

文字の順次の照合を避ける

REGEXREPLACE( )関数を入れ子にすることで、文字の順次の照合を避け、他の部分文字列との位

置関係にかかわらず、部分文字列を置き換えることができます。

次の2つの例における課題は、数字と文字がランダムな順序で出現している英数字のソースデータから

一般的な書式を抽出することです。このように数字と文字の順序が不明な場合、どのようにしてパターン
文字列を指定できるでしょうか?

解決策は、以下に例を示すように、まず内側のREGEXREPLACE( )関数を使って数字を検索、置換

し、次に外側のREGEXREPLACE( )関数を使って文字を検索、置換することです。

次の例の場合には、"999XXX"が返されます。

REGEXREPLACE(REGEXREPLACE("123ABC","\d","9"),"[A-Z]","X")

次の例の場合には、"9X9X9X"が返されます。

REGEXREPLACE(REGEXREPLACE("1A2B3C","\d","9"),"[A-Z]","X")

置換文字列の長さと切り詰め

REGEXREPLACE( )を使用して演算フィールドを作成した場合、演算フィールドの長さは元のフィールド

の長さと同じになります。

置換文字列の長さがターゲット文字列の長さを超えており、文字列全体の長さが増えた場合、その増

えた文字列の長さを演算フィールドの長さに収めることができないときには、文字列が切り詰められます。

まず、ターゲット文字列の末尾の文字から切り詰められ、次に置換文字列の末尾から切り詰められま

す。以下に切り詰めの例を示します。

文字列 パターン 新しい文字列 フィールド長 結果 切り詰め後の文字

x123x 123 A 5 xAx なし

x123x 123 ABC 5 xABCx なし

x123x 123 ABCD 5 xABCD x

x123x 123 ABCDE 5 xABCD x、E

x123x 123 ABCDE 6 xABCDE x

x123x 123 ABCDE 7 xABCDEx なし
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切り詰めを避ける方法

切り詰められないようにするにはSUBSTR( )関数を使用してフィールド長を大きくしておきます。次の2
番目の例を参照してください。

置換文字列 "E"と既存の文字 "x"を切り捨てた "xABCD"が返されます。

REGEXREPLACE("x123x","123","ABCDE")

すべての置換文字列と、置換されなかった既存の文字列で構成される、"xABCDEx"が返されます。

REGEXREPLACE(SUBSTR("x123x",1,10),"123","ABCDE")

正規表現のメタ文字

次の表は、REGEXFIND( )およびREGEXREPLACE( )で使用できるメタ文字の一覧と、それぞれのメ

タ文字で実行される操作を示しています。

このほかの正規表現構文もあって、Analyticsでサポートされていますが、もっと複雑です。それらの構文

の完全な説明はこのガイドには記載されていません。正規表現について説明している多数のリソースがイ

ンターネットで入手できます。

Analyticsは、ECMAScriptの正規表現の実装を使用しています。ほとんどの正規表現の実装は、共

通のコア構文を使用しています。

メモ

Analyticsにおける現在の正規表現の実装は、英語以外の言語の検索を完全にサ

ポートしていません。

メタ文

字 説明

. 任意の1文字に一致します(改行文字を除く)。

? 直前のリテラル、メタ文字、または要素と0回または 1回一致します。

* 直前のリテラル、メタ文字、または要素と0回以上一致します。

+ 直前のリテラル、メタ文字、または要素と1回以上一致します。

{} 直前のリテラル、メタ文字、または要素と指定した回数一致します。正確な数、範囲、または終わりが決められて

いない範囲を指定できます。

例：

o a{3}は "aaa" と一致します。
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メタ文

字 説明

o X{0,2}Lは "L"、"XL"、および "XXL" と一致します。

o AB-\d{2,}-YZは、英数字の識別子で、接頭辞に "AB-"、接尾辞に "-YZ"、および本体部分に2つ以上の数

字を持つすべての識別子と一致します。

[] 角かっこで囲まれた文字の中のいずれかに一致します。

例：

o [aeiou]は a、e、i、o、または uと一致します。

o [^aeiou]は a、e、i、o、または u以外の文字と一致します。

o [A-G]は大文字の英字 AからGの範囲にある任意の文字と一致します。

o [A-Ga-g]は大文字の英字 AからG、または小文字の英字 aから gの範囲にある任意の文字と一致します。

o [5-9]は 5から 9の範囲にある任意の数字と一致します。

() 文字の並びまたはブロックを定義するグループを作成します。その後、グループは単一ユニットとして扱うことができま

す。

例：

o S(ch)?mid?th?これは、"Smith"または "Schmidt" と一致します。

o (56A.*){2}は、"56A"の並びが少なくとも 2回出現するすべての英数字の識別子と一致します。

o (56A).*-.*\1は、"56A"の並びが少なくとも 2回出現し、2つの出現の間にハイフンがあるすべての英数字の識

別子と一致します。

\ エスケープ文字は、直後の文字がリテラルであることを示します。メタ文字と文字どおり一致させたい場合は、エス

ケープ文字を使用します。たとえば、\(は左かっこを見つけ、\\はバックスラッシュを見つけます。

次の文字のいずれかと完全に一致させたい場合は、エスケープ文字を使用します。

^ $ . * + ? = ! : | \ ( ) [ ] { }

アンパサンド( &)やアットマーク( @)などの他の句読点文字は、エスケープ文字を必要としません。

\int 前にかっこ ( )を使って定義したグループを繰り返し使用することを指定します。intは、前に定義したグループの、そ

の他のグループからの位置 (先頭から数える)を特定する整数です。このメタ文字は、REGEXFIND( )と
REGEXREPLACE( )いずれのパターンパラメーターでも使用できます。

例：

o (123).*\1は、数字 "123"のグループが少なくとも 2回出現するすべての識別子と一致します。

o ^(\d{3}).*\1は、先頭の3桁の数字が繰り返し現れるすべての識別子と一致します。

o ^(\d{3}).*\1.*\1は、先頭の3桁の数字が繰り返し少なくとも 2回現れるすべての識別子と一致します。

o ^(\D)(\d)-.*\2\1は、先頭の英字と数字が反転して再び現れるすべての識別子と一致します。

$int ターゲット文字列で見つかったグループが置換文字列として使用されることを指定します。intは、対象文字列にお

ける、そのグループの、その他のグループからの位置 (先頭から数える)を特定する整数です。このメタ文字は、

REGEXREPLACE( )の新しい文字列パラメーターで使用できます。

例：

o さまざまな電話番号の表示形式と一致させるために (\d{3})[ -]?(\d{3})[ -]?(\d{4}) というパターンを使用してい

る場合、新しい文字列として ($1)-$2-$3を使用すると、それ自体を数字と置き換えて、表示形式を標準化

2461

関数

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


メタ文

字 説明

することができます。999 123-4567と9991234567はどちらも (999)-123-4567になります。

| パイプ( |)の前後にある文字、文字のブロック、または式と一致します。

例：

o a|bは aまたは bと一致します。

o abc|defは "abc"または "def"と一致します。

o Sm(i|y)thは "Smith"または "Smyth" と一致します。

o [a-c]|[Q-S]|[x-z]は a、b、c、Q、R、S、x、y、zのいずれかの文字と一致します。

o \s|-は空白文字またはハイフンと一致します。

\w 単語に使用される任意の文字と一致します( aから z、Aから Z、0から 9、およびアンダースコア_)。

\W 単語に使用される文字以外の任意の文字と一致します( aから z、Aから Z、0から 9、またはアンダースコア_以

外 )。

\d 任意の数字 ( 10進数字 )と一致します。

\D 10進数字以外の任意の1文字と一致します。

\s スペース(空白文字 )と一致します。

\S 空白文字以外の任意の文字と一致します。

\b 単語の境界 ( \w文字と \W文字の間 )と一致します。

単語の境界自体に領域は取りません。例：

o "United Equipment"には単語の境界が4つあります。スペースの左右に1つずつと、文字列のはじめと終わり

に1つずつです。"United Equipment"は、正規表現 \b\w*\b\W\b\w*\b と一致します。

ヒント

単語の境界は、単語を区切るスペース以外の、カンマやピリオドなどの文字によっても区切るこ

とができます。

たとえば、次の式はTrueと評価されます。

REGEXFIND("jsmith@example.net", "\bexample\b")

^ 文字列の先頭と一致します。

角かっこ [ ]内では、̂ は指定内容の否定になります。

$ 文字列の末尾と一致します。
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関連する関数

一致パターンを置換せずに検索したいだけの場合は、"REGEXFIND( )関数"ページ 2447を使用しま

す。
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REMOVE( )関数
指定した文字のみを含む文字列を返します。

構文

REMOVE(文字列, 有効な文字)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 文字を削除するフィールド、式、またはリテラル値。

有効な文字 文字 文字列のうち、保持する文字。

有効な文字の中に二重引用符を指定する場合は、文字のリスト全体

を一重引用符で囲む必要があります。

例：'"-/'

メモ

指定する文字が文字列にない場合、戻り値に含まれませ

ん。

出力
文字。

例

基本的な例

"ABC123     "が返されます。

REMOVE("ABC 123 XX4","ABC123")
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"ABC123XX    "が返されます。

REMOVE("zABC 123 XX4","ABCX123")

"1234       "が返されます。

REMOVE("ABC 123 XX4", "1234567890")

Product_Number フィールドのすべての値から数字以外のすべての文字を削除した値が返されます。

REMOVE(Product_Number,"0123456789")

備考

メモ

現在では、REMOVE関数の代わりに INCLUDE( )関数とEXCLUDE( )関数が使われ

るようになりました。

しかし、旧バージョンとの互換性を保つために、現行バージョンのAnalyticsでも

REMOVE( )を使用できます。

機能の仕組み

REMOVE( )関数は文字データから不要な文字を取り除き、固定長文字列を返します。

REMOVE( )の使用に適する場面

REMOVE( )関数は、住所フィールドなど、書式が統一されていないデータフィールドの書式を統一する

場合に使用できます。また、編集が不十分なフィールドから句読点やその他の無効な文字を削除する

場合にも使用できます。

さらに、SORTまたは JOINコマンドの使用、重複の照合、あるいはレポートの出力を行う前にフィールド

内のデータをクリーンにする場合にも、使用できます。

大文字と小文字の区別

REMOVE( )関数では大文字と小文字が区別されます。このため、有効な文字に "ID"を指定しても、こ

れらの文字は "id#94022"には含まれていないことになります。大文字と小文字の両方が混在している

可能性がある場合は、UPPER( )関数を使用して文字列を大文字に変換します。

例：
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REMOVE(UPPER("id#94022"), "ID0123456789")

関連する関数

REMOVE( )関数は INCLUDE( )関数と似ていますが、次の点が異なります。

l REMOVE( )では、削除された文字の代わりとして、空白が出力の末尾に追加されます。文字列
の元の長さが保持されます。

l INCLUDE( ) では空白が追加されません。
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REPEAT( )関数
指定された回数だけ部分文字列を繰り返す文字列を返します。

構文

REPEAT(文字列, 回数)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 繰り返すフィールド、式、またはリテラル値。

カウント 数値 文字列の値を繰り返す回数。

出力
文字。

例

基本的な例

"ABCABCABC"が返されます。

REPEAT("ABC",3)

"000000000"が返されます。

REPEAT("0",9)
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備考

REPEAT( )の使用に適する場面

REPEAT( )関数は、変数を定数値や空白で初期化したり、演算フィールドにデフォルト値を設定したり

する場合に使用することができます。
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REPLACE( )関数
指定された文字列のすべてのインスタンスを新しい文字列で置き換えます。

構文

REPLACE(文字列, 元のテキスト, 新しいテキスト)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 文字が置き換えられる値。

元のテキスト 文字 置き換える文字。検索は大文字と小文字を区別します。

新しいテキスト 文字 元のテキストの値を置き換えるテキスト。

出力
文字。

例

基本的な例

"a12345efg"が返されます。

REPLACE("abcdefg","bcd","12345")

"Rd."が返されます。

REPLACE("Road","Road","Rd.")
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"ac"が返されます。

REPLACE("abc","b","")

高度な例

指定された文字を削除する

REPLACE( )関数では、指定した文字列を空文字列 ( "")で置き換えることによって、指定文字

列をソース文字列から削除することもできます。

"1234 Scott"が返されます。

REPLACE("1234 Scott rd.", "rd.", "")

フィールド長の調整

新しいテキスト ( "ABC")が元のテキスト ( "X")より長い場合は、置換後の文字列のフィールド長が

置換結果を収めることができるように自動的に拡張されます。

フィールド長が3文字から 5文字に拡張されることで、"9ABC9"が返されます。

REPLACE("9X9", "X", "ABC")

フィールド長は、2回目以降の置換では自動拡張されないため、すべての新しい文字を収めるこ

とができるほど十分に長くない場合には切り詰められます。

"9ABC9A"が返されます。

REPLACE("9X9", "X", "ABC")

切り詰められないようにするには、BLANKS( )関数またはリテラルスペースを使用して文字列の長

さを大きくしておきます。

"9ABC9ABC"が返されます。

REPLACE("9X9X" + BLANKS(2), "X", "ABC")
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REPLACE("9X9X" + "  ", "X", "ABC")

結果の文字列が文字列より短くなる場合には、フィールド長を同じにするため、結果の文字列に

スペースが追加されます。

"9X9 "が返されます。

REPLACE("9X9", "X", "ABC")

備考

機能の仕組み

REPLACE( )関数は既存の文字列のすべてのインスタンスを新しい文字列で置き換えます。

"1234 Scott Road"が返されます。

REPLACE("1234 Scott rd.", "rd.", "")

REPLACE( )の使用に適する場面

REPLACE( )関数は、住所フィールドなどの書式が統一されていないデータフィールドを正規化する場

合や、編集が不十分なフィールドの無効な文字を置換する場合に使用します。重複の検査や、テーブ

ルの結合または関連付けなどの操作を正確に実行するためには、正規化または標準化された書式の

データを必要とします。

大文字と小文字の区別

REPLACE ( )関数では大文字と小文字が区別されます。"RD."を元のテキストに指定する際、文字列
内の値が小文字の場合は、一致が検出されないため、値は新しいテキストの値に置き換えられません。

文字列に大文字と小文字の両方が混在している可能性がある場合は、最初にUPPER( )関数を使

用してすべての文字を大文字に変換します。

"1234 SCOTT ROAD"が返されます。

REPLACE(UPPER("1234 Scott rd."), "RD.", "ROAD")
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不用意な置換が行われないようにする

REPLACE( )式を作成する際は、不用意な置換が行われないように、文字列内に存在し得る元のテキ
ストのすべてのインスタンスを把握しておいてください。

"Richard"の最後の2文字が "rd"のため、"645 RichaRoad Road"が返されます。

REPLACE("645 Richard rd  ", "rd", "Road")

元のテキストの値の前後にスペースを追加すると(" rd ")、名前に含まれる "rd"のインスタンスのように、

前にスペースがないインスタンスは置換されないようになります。

"645 Richard Road"が返されます。

REPLACE("645 Richard rd  ", "rd", "Road")
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REVERSE( )関数
文字の順番を逆にした文字列を返します。

構文

REVERSE(文字列)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 順序を逆にするフィールド、式、またはリテラル値。

出力
文字。

例

基本的な例

"E DCBA"が返されます。

REVERSE("ABCD E")
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RJUSTIFY( )関数
文字列の末尾の空白をすべて先頭に移動させ、指定された文字列と同じ長さの右寄せした文字列を

返します。

構文

RJUSTIFY(文字列)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 右寄せにするフィールド、式、またはリテラル値。

出力
文字。

例

基本的な例

"   ABC"が返されます。

RJUSTIFY("ABC   ")

備考

RJUSTIFY( )の使用に適する場面

RJUSTIFY( )関数は文字フィールドを右寄せする場合に使用します。

2474

関数

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


RLOGICAL( )関数
Rの関数またはスクリプトによって計算された論理値を返します。Rによるデータ処理はAnalyticsの外

部で行われます。

構文

RLOGICAL(rScript|rCode <,フィールド|値 <,...n>>)

パラメーター

名前 型 説明

rScript | rCode 文字 実行するRコードのスニペットまたはRスクリプトの絶対または相対パス。

外部ファイルを使用せずに直接 Rコードを入力する場合、コード内では、

前後の引用符文字はエスケープしても使用することはできません。

o 有効 – 'var <- "\"test\"" '
o 無効 – 'var <- "\'test\'" '

フィールド |値 <,...n>

省略可能

文字

数値

日付時刻

論理

RスクリプトまたはRコード スニペットの引数として使用するフィールド、

式、リテラル値から成るリスト。

値は呼び出す関数に指定順に渡されます。また、値を参照するには、R
コード内で「value1, value2 ... valueN」を使用します。

Rコードの関数定義を満たすのに必要な数の引数を指定できます。

メモ

文字入力から先頭と末尾の空白を除去するには、

ALLTRIM(str)のように ALLTRIM()関数を使用します。詳

細については、"ALLTRIM( )関数"ページ 2163を参照して

ください。

出力
論理。
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例

基本的な例

Tが返されます。

RLOGICAL("(value1>0.6) & (value2>0.7) & (value3>0.5)", 0.8, 0.9, 0.55)

高度な例

外部 Rスクリプトを使用する

金額と上下限値を入力として取ります。一連の論理比較に基づいて、真理値が返されます。

RLOGICAL("a<-'c:\\scripts\\sample.r');a[[1]]", expense_amt, threshold_
low, threshold_hi)

外部 Rスクリプト ( sample.r) ：

test_truth <- function(amt, low, hi) {
    return(((amt > low) & (amt < hi)) | ((amt==low) | (amt==hi)))
}
test_truth(value1, value2, value3)

変数に格納されたR コードの使用

次の例は、ANDロジックを使って 3つのフィールドの論理テストを行っています。

v_rcode = "(value1>0.6) & (value2>0.7) & (value3>0.5)"
RLOGICAL(v_rcode, PACKED, MICRO_LONG, ACCPAC)
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備考

Rからデータを返す

Rスクリプトを呼び出す場合、source関数を使用して、戻りオブジェクトを変数に割り当てます。次に、R
関数から返されて戻りオブジェクトに格納された値に、次のようにアクセスできます。

# 'a' はレスポンス オブジェクトを格納し、a[[1]] はデータ値にアクセスしています

"a<-source('c:\\scripts\\r_scripts\\sample.r');a[[1]]"

Rのログファイル

R 言語のメッセージは、Analyticsによりプロジェクト フォルダーのaclrlang.logファイルに記録されま

す。このファイルを使って、Rのエラーをデバッグします。
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RNUMERIC( )関数
Rの関数またはスクリプトによって計算された数値を返します。Rによるデータ処理はAnalyticsの外部で

行われます。

構文

RNUMERIC(rScript|rCode, 小数点以下の桁数 <,フィールド|値 <,...n>>)

パラメーター

名前 型 説明

rScript | rCode 文字 実行するRコードのスニペットまたはRスクリプトの絶対または相対パス。

外部ファイルを使用せずに直接 Rコードを入力する場合、コード内では、

前後の引用符文字はエスケープしても使用することはできません。

o 有効 – 'var <- "\"test\"" '
o 無効 – 'var <- "\'test\'" '

小数位 数値 戻り値に含める小数点以下の桁数。正の整数である必要があります。

フィールド |値 <,...n>

省略可能

文字

数値

日付時刻

論理

RスクリプトまたはRコード スニペットの引数として使用するフィールド、

式、リテラル値から成るリスト。

値は呼び出す関数に指定順に渡されます。また、値を参照するには、R
コード内で「value1, value2 ... valueN」を使用します。

Rコードの関数定義を満たすのに必要な数の引数を指定できます。

メモ

文字入力から先頭と末尾の空白を除去するには、

ALLTRIM(str)のように ALLTRIM()関数を使用します。詳

細については、"ALLTRIM( )関数"ページ 2163を参照して

ください。

出力
数値。
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例

基本的な例

100に対し、小数点以下の桁数を 10にした 100.0000000000が返されます。

RNUMERIC("print(value1)", 10, 100)

高度な例

変数へのR コードの格納

100に対し、小数点以下の桁数を 10にした 100.0000000000が返されます。

ASSIGN v_rcode = "print(value1)"
RNUMERIC(v_rcode, 10, 100)

外部ファイルに書き込む

簡単な加算を行い、R内で sink関数を使って、RNUMERIC( )関数に付加したコメントをファイ

ルに書き込みます。

RNUMERIC("foo<-function(x,y){x+y};attr(foo, 'comment') <- 'foo は簡単な

加算を行います';sink('c:/temp/result.txt');attributes(foo);sink
(NULL);foo(value1,value2)",0, amt, gross)

備考

Rからデータを返す

Rスクリプトを呼び出す場合、source関数を使用して、戻りオブジェクトを変数に割り当てます。次に、R
関数から返されて戻りオブジェクトに格納された値に、次のようにアクセスできます。
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# 'a' はレスポンス オブジェクトを格納し、a[[1]] はデータ値にアクセスしています

"a<-source('c:\\scripts\\r_scripts\\sample.r');a[[1]]"

Rのログファイル

R 言語のメッセージは、Analyticsによりプロジェクト フォルダーのaclrlang.logファイルに記録されま

す。このファイルを使って、Rのエラーをデバッグします。
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ROOT( )関数
数式の平方根を返します。

構文

ROOT(数値, 小数位)

パラメーター

名前 型 説明

数値 数値 平方根を計算する数式。

数値が負の数の場合は、ゼロが返されます。

小数位 数値 出力で使用する小数点以下桁数。

出力
数値。

例

基本的な例

10.00が返されます。

ROOT(100, 2)

31.6228が返されます。

ROOT(1000, 4)

2481

関数

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


備考

機能の仕組み

ROOT( )関数は、数式やフィールド値の平方根を、指定された小数点以下の桁数で返します。この場

合、返す値は適切に丸められます。

ROOT( )の使用に適する場面

3乗根などその他のルート関数を実行する場合は、LOG( )を使用してください。
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ROUND( )関数
数値を丸めた整数を返します。

構文

ROUND(数値)

パラメーター

名前 型 説明

数値 数値 最も近い整数に丸める値。

出力
数値。

例

基本的な例

7が返されます。

ROUND(7.2)

8が返されます。

ROUND(7.5)

-8が返されます。
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ROUND(-7.5)

高度な例

通貨額を丸める

残高を最も近いドル金額に丸めたフィールドを作成するには、次のように指定します。

DEFINE FIELD Nearest_dollar_value COMPUTED ROUND(Balance)

備考

機能の仕組み

ROUND( )は数値を最も近い整数に丸めた値を返します。

正の値 負の値

次の整数に切り上げます >= 0.5 < 0.5

次の整数に切り下げます < 0.5 >= 0.5

小数点以下を特定の桁数で丸める

小数点以下を特定の桁数で丸める必要がある場合は、"DEC( )関数"ページ 2233関数を使用してく

ださい。ROUND( )関数は、0の小数位を指定したDEC( )関数と同じです。

ROUND(数値)

上記のコマンドは、次のコマンドと同等です。

DEC(数値, 0)
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RSTRING( )関数
Rの関数またはスクリプトによって計算された文字列の値を返します。Rによるデータ処理はAnalyticsの
外部で行われます。

構文

RSTRING(rScript|rCode, 長さ <,フィールド|値 <,...n>>)

パラメーター

名前 型 説明

rScript | rCode 文字 実行するRコードのスニペットまたはRスクリプトの絶対または相対パス。

外部ファイルを使用せずに直接 Rコードを入力する場合、コード内では、

前後の引用符文字はエスケープしても使用することはできません。

o 有効 – 'var <- "\"test\"" '
o 無効 – 'var <- "\'test\'" '

長さ 数値 返される文字列に割り当てられる長さ。

フィールド |値 <,...n>

省略可能

文字

数値

日付時刻

論理

RスクリプトまたはRコード スニペットの引数として使用するフィールド、

式、リテラル値から成るリスト。

値は呼び出す関数に指定順に渡されます。また、値を参照するには、R
コード内で「value1, value2 ... valueN」を使用します。

Rコードの関数定義を満たすのに必要な数の引数を指定できます。

メモ

文字入力から先頭と末尾の空白を除去するには、

ALLTRIM(str)のように ALLTRIM()関数を使用します。詳

細については、"ALLTRIM( )関数"ページ 2163を参照して

ください。

出力
文字。
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例

基本的な例

"abc123"が返されます。

RSTRING("print(paste(value1,value2,sep=""))",6,"abc","123")

高度な例

外部 Rスクリプトを使用する

xと yを連結し、スペース文字で区切って単一の文字列に格納します。

RSTRING("a<-source('./sample.r');a[[1]]",50, FirstName, LastName)

外部 Rスクリプト ( sample.r) ：

conc <- function(x, y) {
    paste(x, y, sep=" ")
}
print(conc(value1, value2))

変数に格納されたR コードの使用

xと yを連結し、スペース文字で区切って単一の文字列に格納します。

ASSIGN v_script = "conc <- function(x, y){paste(x, y, sep=' ')};conc
(value1, value2)"
RSTRING(v_script, 50, FirstName, LastName)
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テーブルのUUIDを生成するRスクリプトを使用する

リザルトにアップロードする、例外から成るテーブルを作成しているとします。レコードごとに、一意で

あることが保証されている識別子が必要です。このようなフィールドを生成するには、Rのuuid
パッケージを使って、レコードごとに一意の主キー値を作成します。

EXTRACT RSTRING("uuid::UUIDgenerate()", 36) AS "id", first_name, last_
name, birthdate TO export_table

ヒント

uuidパッケージをインストールするには、R.exeを開いて次のコマンドを実行しま

す。

install.packages("uuid")

備考

Rからデータを返す

Rスクリプトを呼び出す場合、source関数を使用して、戻りオブジェクトを変数に割り当てます。次に、R
関数から返されて戻りオブジェクトに格納された値に、次のようにアクセスできます。

# 'a' はレスポンス オブジェクトを格納し、a[[1]] はデータ値にアクセスしています

"a<-source('c:\\scripts\\r_scripts\\sample.r');a[[1]]"

Rのログファイル

R 言語のメッセージは、Analyticsによりプロジェクト フォルダーのaclrlang.logファイルに記録されま

す。このファイルを使って、Rのエラーをデバッグします。
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RTIME( )関数
Rの関数またはスクリプトによって計算された時刻値を返します。Rによるデータ処理はAnalyticsの外

部で行われます。

構文

RTIME(rScript|rCode <,フィールド|値 <,...n>>)

パラメーター

名前 型 説明

rScript | rCode 文字 実行するRコードのスニペットまたはRスクリプトの絶対または相対パス。

外部ファイルを使用せずに直接 Rコードを入力する場合、コード内では、

前後の引用符文字はエスケープしても使用することはできません。

o 有効 – 'var <- "\"test\"" '
o 無効 – 'var <- "\'test\'" '

フィールド |値 <,...n>

省略可能

文字

数値

日付時刻

論理

RスクリプトまたはRコード スニペットの引数として使用するフィールド、

式、リテラル値から成るリスト。

値は呼び出す関数に指定順に渡されます。また、値を参照するには、R
コード内で「value1, value2 ... valueN」を使用します。

Rコードの関数定義を満たすのに必要な数の引数を指定できます。

メモ

文字入力から先頭と末尾の空白を除去するには、

ALLTRIM(str)のように ALLTRIM()関数を使用します。詳

細については、"ALLTRIM( )関数"ページ 2163を参照して

ください。

出力
日付時刻。
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例

基本的な例

`t0545`が返されます。

RTIME("value1+2700",`t0500`)

高度な例

外部 Rスクリプトを使用する

次の例では、外部 R関数にフィールドとリテラル値を渡すことで、45分が時刻フィールドに加算さ

れます。

RTIME("a<-source('c:\\scripts\\sample.r');a[[1]]", end_time, 2700)

外部 Rスクリプト ( sample.r) ：

add_time <- function(start, sec) {
    return(start + sec)
}
add_time(value1, value2)

備考

Rからデータを返す

Rスクリプトを呼び出す場合、source関数を使用して、戻りオブジェクトを変数に割り当てます。次に、R
関数から返されて戻りオブジェクトに格納された値に、次のようにアクセスできます。

# 'a' はレスポンス オブジェクトを格納し、a[[1]] はデータ値にアクセスしています

"a<-source('c:\\scripts\\r_scripts\\sample.r');a[[1]]"
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Rのログファイル

R 言語のメッセージは、Analyticsによりプロジェクト フォルダーのaclrlang.logファイルに記録されま

す。このファイルを使って、Rのエラーをデバッグします。

システムタイムゾーン

グリニッジ標準時 ( GMT)は、Analyticsで使用されるR環境のデフォルトの現在のタイムゾーンです。

2490

関数

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


SECOND( )関数
指定された時刻または日付時刻から秒数を抽出し、それを数値として返します。

構文

SECOND(時刻/日付時刻)

パラメーター

名前 型 説明

時刻 /日付時刻 日付時刻 秒数を抽出するフィールド、式、またはリテラル値。

出力
数値。

例

基本的な例

30が返されます。

SECOND(`t235930`)

SECOND(`20141231 235930`)

Call_start_time フィールドの各値の秒数が返されます。

SECOND(Call_start_time)
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備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

パラメーターの詳細

時刻 /日付時刻に指定されたフィールドは、フィールド定義で正しく書式を定義してさえいれば、どのよう

な時刻書式または日付時刻書式でも使用することができます。

リテラル時刻または日付時刻値の指定

日付時刻にリテラルの時刻値または日付時刻値を指定する場合は、次の表内の書式に制限されま

す。また、̀ 20141231 235959`のように、値を逆引用符で囲む必要があります。

日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用しな

いでください。

l 時刻値 –以下の表に示す任意の時刻の書式を使用することができます。関数が正しく動作する

ためには、単独の時刻値の前に区切り文字を使用する必要があります。有効な区切り文字は文

字 't'または 'T'です。24時間形式で時刻を指定する必要があります。UTC( Coordinated
Universal Time：協定世界時 )からのオフセットは、プラス記号 ( +)またはマイナス記号 ( -)で始め

る必要があります。

l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を使用

する必要があります。有効な区切り文字は空白スペース 1つ、あるいは文字 't'または 'T'です。

形式の例 リテラル値の例

thhmmss `t235959`

Thhmm `T2359`

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`

YYMMDDthhmm `141231t2359`

YYYYMMDDThh `20141231T23`

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

( UTCオフセット )

`20141231 235959-0500`
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形式の例 リテラル値の例

YYMMDD hhmm+/-hh

( UTCオフセット )

`141231 2359+01`

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。
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SHIFT( )関数
入力値の最初の文字のビットを左または右に移動させた 1文字の文字列を返します。

構文

SHIFT(文字, 移動させるビット数)

パラメーター

名前 型 説明

文字 文字 ビットを移動する値。

移動させるビット数 数値 文字値を移動させるビット数を指定します。

o この値が正の場合 –文字は左側に移動します。
o この値が負の場合 –文字は右側に移動します。

ビット数が15より大きいか -15より小さい場合、結果はバイナリのゼロ、

CHR(0)になります。

出力
文字。

例

基本的な例

文字 "X"またはCHR(88)が返されます( 00010110が01011000になります)。

SHIFT(CHR(22), 2)

BS(後退 )またはCHR(8)が返されます( 00010000が00001000になります)。
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SHIFT(CHR(16), -1)

アクサングラーブ文字またはCHR(96)が返されます( 10011011が01100000になります)。

SHIFT(CHR(155), 5)

備考

SHIFT( )の使用に適する場面

SHIFT( )関数を BYTE( )やCHR( )、MASK( )関数と組み合わせて使用すると、レコード内の個々の

ビットを分離させたり移動させることができます。
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SIN( )関数
ラジアン単位で表された角度のサインを、小数点以下 15桁の精度で返します。

構文

SIN(ラジアン)

パラメーター

名前 型 説明

ラジアン 数値 ラジアン単位の角度。

出力
数値。

例

基本的な例

指定したラジアン数 ( 30度に相当 )に対し、その正弦である 0.500000000000000が返されます。

SIN(0.523598775598299)

30度に対し、その正弦値である 0.500000000000000が返されます。

SIN(30 * PI( )/180)
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高度な例

入力値として度を使用する

30度の正弦を小数点第 3位に丸めた 0.500が返されます。

DEC(SIN(30 * PI( )/180),3)

備考

Mantissa Arc Testの実行

Analyticsの3つの三角関数 SIN( )、COS( )、および TAN( )は、ベンフォードの法則に関連する

Mantissa Arc Testの実行をサポートします。

度のラジアンへの変換

入力値が度で表されている場合は、PI( )関数を使用して角度をラジアンに変換できます。(度 * PI
( )/180) =ラジアンとなります。必要に応じて、DEC( )関数を使用して、戻り値を丸めたり切り捨てたりす

ることができます。
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SORTWORDS( )関数
連続する順序で並べ替えられた個別の単語を含む文字列を返します。

構文

SORTWORDS(文字列)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 並べ替える単語を含む文字列または式。

「単語」とは、任意の文字、またはスペース区切りの文字のグループです。

o 実際の単語または名前
o 文字データ型を使用する数値
o 略語や特定するプレフィックスなどの文字、数字、特殊文字のグルー

プ

単語間の複数のスペースは自動的に1つのスペースに変換されます。先

頭または末尾のスペースは自動的に切り取られます。

出力
文字。

例

基本的な例

リテラル文字の入力値

"1 2 A Z a z"を返します(非 Unicode Analytics)

SORTWORDS("Z a 2 z A 1")
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"1 2 a A z Z"を返します( Unicode Analytics)

SORTWORDS("Z a 2 z A 1")

"1 2 A A Z Z"を返します

SORTWORDS(UPPER("Z a 2 z A 1"))

"CA, FL NY, TX,"を返します

SORTWORDS("CA, TX, NY, FL")

"CA FL NY TX"を返します

SORTWORDS(OMIT("CA, TX, NY, FL", ","))

フィールドへの入力値

住所要素が連続する順序に並べ替えられたVendor_Address フィールドのすべての値を返します。

SORTWORDS(Vendor_Address)

高度な例

住所要素を並べ替え、あいまい重複一致を改善する

Analyticsで各種あいまい一致を実行するときには、SORTWORDS( )をヘルパー関数として使

用できます。

レーベンシュタイン距離に対する SORTWORDS( ) の効果

まず、形式が異なる 2件の同じ住所でレーベンシュタイン距離を確認します。

SORTWORDS( ) 関数を使用しないと、返されるレーベンシュタイン距離は 22です。そのような大

きいレーベンシュタイン距離は、2つの文字列が同じ住所ではないことを示唆しています。
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LEVDIST("125 SW 39TH ST, Suite 100", "Suite 100, 125 SW 39TH ST")

では、SORTWORDS( ) 関数を追加します。返されるレーベンシュタイン距離は 2となり、大幅に

小さくなります。これは 2つの文字列が同じ住所であることを示しています。

LEVDIST(SORTWORDS("125 SW 39TH ST, Suite 100"), SORTWORDS("Suite 100,
125 SW 39TH ST"))

「125 SW 39TH ST, Suite 100」に対するあいまい重複の抽出

次の例は、「125 SW 39TH ST, Suite 100」との指定したレーベンシュタイン距離内にあるすべての

"Vendor_Address"フィールド値を抽出するフィルターを作成します。

SET FILTER TO LEVDIST(SORTWORDS(Vendor_Address), SORTWORDS("125 SW
39TH ST, Suite 100"), F) < 3

SET FILTER TO ISFUZZYDUP(SORTWORDS(Vendor_Address), SORTWORDS("125 SW
39TH ST, Suite 100"), 3, 99)

式のレーベンシュタイン距離 ( 3)を増減させると、フィルターされた値の距離の度合いを調整するこ

とができます。

レーベンシュタイン距離の詳細については、"LEVDIST( )関数"ページ 2335を参照してください。

備考

概要のビデオ

この関数の概要を説明する動画については、「Fuzzy Matching Using SORTWORDS()」(英語のみ)を
ご覧ください。

SORTWORDS( )で使用される並べ替え順序

SORTWORDS( )関数は、［並べ替え順序］オプション( ［ツール>オプション > テーブル］)で指定された

並べ順を使用します。デフォルトの並べ替え順序は次のとおりです。

詳細については、"［並べ替え順］オプションとソート順序"ページ 1184を参照してください。
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Analyticsのエ

ディション

［並べ替え順］のデ

フォルト 関連付けられているソート順序

非 Unicode システムデフォルト

( ASCII)

数字、大文字、小文字、小文字：

0, 1, 2... A, B, C... a, b, c...

たとえば、"Z"は "a"の前にソートされます。

Unicode 混合言語 ( UCA)

( Unicode照合アル

ゴリズム)

数字、小文字と大文字の混合：

0, 1, 2... a, A, b, B, c, C...

たとえば、"a"は "Z"の前にソートされます。

大文字と小文字の区別

SORTWORDS( )は大文字と小文字を区別します。ご使用のAnalyticsのエディション(非 Unicodeまた

はUnicode)によって、文字列の大文字と小文字が並べ替えに影響する場合があります。

大文字と小文字が並べ替えに影響しないようにしたい場合は、SORTWORDS( )と一緒にUPPER( )
関数を使用できます。

SORTWORDS(UPPER("文字列"))

SORTWORDS( )は曖昧一致を改善できます

SORTWORDS( )は、曖昧一致コマンドのほか、曖昧一致関数を使用するフィルターや条件の効果を

高めることができます。

l "FUZZYJOINコマンド"ページ 1817
l "FUZZYDUPコマンド"ページ 1811
l "ISFUZZYDUP( )関数"ページ 2319
l "LEVDIST( )関数"ページ 2335
l "DICECOEFFICIENT( )関数"ページ 2238

注意

曖昧一致コマンドまたは関数とSORTWORDS( )を使用する場合は、SORTWORDS
( )を比較対象の両方の文字列または両方のフィールドに適用する必要があります。2
つの文字列またはフィールドのいずれかにのみ関数を適用すると、曖昧一致の結果が

大幅に低下することがあります。
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レーベンシュタイン距離アルゴリズム

レーベンシュタイン距離アルゴリズムに基づくコマンドと関数を使用するときには、SORTWORDS( )が特に

有効です。この関数は、2つの文字列の同一または類似した要素が別の位置にあると、大きい相違値

を返します。最初に要素を並べ替えると、レーベンシュタインアルゴリズムによって返される相違値を大幅

に減らすことができます。結果セットの誤検出が少なくなり、真の検出が多くなります。

ダイス係数アルゴリズム

ダイス係数アルゴリズムに基づくコマンドや関数を使用するときには、SORTWORDS( )が有効な場合が

あります。ただし、効果の改善がいつでも得られるわけではありません。設計上、ダイス係数アルゴリズム

により、要素の位置の重要度が最小化されるため、レーベンシュタイン距離アルゴリズムよりも要素の並

べ替えの影響が少なくなります。

データの性質によっては、SORTWORDS( )によって、ダイス係数アルゴリズムが低いスコアを返し、実際

には効果が低下する場合もあります。本番設定でダイ係数アルゴリズムとSORTWORDS( )を使用する

かどうかを決定する前に、サンプルデータのセットをテストしてください。

もう一つの考慮事項は、ダイス係数のn-gram長さが短くなると、SORTWORDS( ) を使用する利点がそ

れほど大きくならないということです。n-gram長さを減らすと、ダイス係数アルゴリズムは要素の位置の重

要度を大幅に最小化します。
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SOUNDEX( )関数
ほかの文字列との発音の比較に使用できる、指定された文字列のsoundexコードを返します。

構文

SOUNDEX(名前)

パラメーター

名前 型 説明

名前 文字 評価する文字式。

出力
文字。4文字のsoundexコードを返します。

例

基本的な例

発音は同じだが、綴りが異なる単語

次の2つの例では、綴りが異なっていても発音が同じのため、同じ soundexコードが返されます。

F634が返されます。

SOUNDEX("Fairdale")

F634が返されます。

SOUNDEX("Faredale")
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発音が似ている単語

次の2つの例では異なる soundex コードが返されますが、これら 2つの単語は発音が似ているため、近

い値が返されます。

J525が返されます。

SOUNDEX("Jonson")

J523が返されます。

SOUNDEX("Jonston")

発音が異なる単語

次の2つの例では、2つの単語がまったく似ていないため、互いから非常に遠い soundex コードが返され

ます。

S530が返されます。

SOUNDEX("Smith")

M235が返されます。

SOUNDEX("MacDonald")

フィールドへの入力値

Last_name フィールドの各値のsoundexコードが返されます。

SOUNDEX(Last_Name)

高度な例

一致する soundexコードを特定する
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Last_Name フィールドの各値のsoundexコードを表示する演算フィールド、Soundex_Codeを

作成します。

DEFINE FIELD Soundex_Code COMPUTED SOUNDEX(Last_Name)

ビューに演算フィールド Soundex_Codeを追加し、その演算フィールドで重複検査を実行するこ

とによって、一致するあらゆる soundexコードを特定することができます。

DUPLICATES ON Soundex_Code OTHER Last_Name PRESORT OPEN TO "Possible_
Dupes.fil"

一致する soundexコードは、Last_name フィールドの関連する文字値が重複している可能性が

あることを示しています。

備考

SOUNDEX( )の使用に適する場面

SOUNDEX( )関数は発音の似た値を検索する場合に使用できます。発音の類似は、重複している可

能性がある値や、手作業で入力されたデータで不統一な綴りを見つける 1つの方法です。

機能の仕組み

SOUNDEX( )は、評価される文字列のAmerican Soundexコードを返します。コードはすべて、1文字

の後に3つの数字が続きます。たとえば、"F634"などです。

Soundexコードの意味

l コードの最初の文字は、評価される文字列中の最初の文字を表します。
l コード内の各番号は、6つのAmerican Soundexグループのうちの1つを表します。これらのグルー

プは、発音が似た子音で構成されています。

これらのグループに基づいて、soundex処理は、評価される文字列のうち、先頭文字の後に来る

最初の3つの子音をエンコードします。

Soundex処理で無視される内容

Soundex処理では以下が無視されます。

l 大文字の使用
l 母音
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l 子音 "H"、"W"、"Y"
l エンコードされた 3つの子音の後に来るすべての子音

返されるコード内の末尾にある 1つ以上のゼロ( 0)は、評価される文字列には、最初の文字の後に子

音が3つ未満しかないことを示しています。

Soundex処理にある制限

SOUNDSLIKE( )関数とSOUNDEX( )関数のどちらにも、ある制限があります。

l soundexアルゴリズムは、英語で発音された言葉を処理するように設計されており、他の言語で

使用した場合には、有効性の度合いが違ってきます。
l soundex処理は発音の照合を実行しますが、一致する単語は同じ文字で始まっていなければな

りません。これはつまり、発音が同じであるいくつかの単語は一致しないということです。

たとえば、"F"で始まる単語と "Ph"で始まる単語は発音が同じですが、これらは決して一致しませ

ん。

関連する関数

l SOUNDSLIKE( ) –文字列の発音を比較するもう 1つの方法。
l ISFUZZYDUP( )および LEVDIST –は、発音記号の比較 (発音 )ではなく、正字法の比較 (綴

り)に基づいて文字列を比較します。
l DICECOEFFICIENT( ) –は、文字列を比較するときに、文字または文字ブロックの相対位置を

重視しないか、または完全に無視します。
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SOUNDSLIKE( )関数
文字列が比較文字列と発音学的に一致しているかどうかを示す論理値を返します。

構文

SOUNDSLIKE(名前, 発音の似ている名前)

パラメーター

名前 型 説明

名前 文字 比較の最初の文字列。

発音の似ている名前 文字 比較の2番目の文字列。

出力
論理。比較する値同士の発音が一致している場合はT( true)、そうでない場合はF( false)が返されま

す。

例

基本的な例

"Fairdale"と "Faredale"はどちらも soundexコードがF634のため、Tが返されます。

SOUNDSLIKE("Fairdale","Faredale")

"Jonson"のsoundexコードは J525、"Jonston"のsoundexコードは J523のため、Fが返されます。

SOUNDSLIKE("Jonson","Jonston")
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Last_name フィールドの各値のsoundexコードが文字列 "Smith"のsoundexコードと一致するかどうか

を示す論理値 ( TまたはF)が返されます。

SOUNDSLIKE(Last_Name,"Smith")

高度な例

"Smith"と発音が似ている値を抽出する

Last_name フィールドの、"Smith"と発音が似ているすべての値を抽出するフィルターを作成する

には、次のように指定します。

SET FILTER TO SOUNDSLIKE(Last_Name,"Smith")

備考

SOUNDSLIKE( )の使用に適する場面

SOUNDSLIKE( )関数は発音の似た値を検索する場合に使用できます。発音の類似は、重複してい

る可能性がある値や、手作業で入力されたデータで不統一な綴りを見つける 1つの方法です。

機能の仕組み

SOUNDSLIKE( )関数はまず、比較対象となる文字列を 4文字のAmerican Soundexコードに変換し

ます。このコードは、各文字列の最初の文字と、その後に続く最初の3つの子音に基づきます。

次に、各文字列のコードを比較し、それらが一致するかどうかを示す論理値を返します。

soundexコードの詳細については、"SOUNDEX( )関数"ページ 2503を参照してください。

大文字と小文字の区別

この関数では大文字と小文字が区別されないため、"SMITH"は "smith"と同じであると判断されます。

Soundex処理にある制限

SOUNDSLIKE( )関数とSOUNDEX( )関数のどちらにも、ある制限があります。
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l soundexアルゴリズムは、英語で発音された言葉を処理するように設計されており、他の言語で

使用した場合には、有効性の度合いが違ってきます。
l soundex処理は発音の照合を実行しますが、一致する単語は同じ文字で始まっていなければな

りません。これはつまり、発音が同じであるいくつかの単語は一致しないということです。

たとえば、"F"で始まる単語と "Ph"で始まる単語は発音が同じですが、これらは決して一致しませ

ん。

関連する関数

l SOUNDEX( ) –文字列の発音を比較するもう 1つの方法。
l ISFUZZYDUP( )および LEVDIST –は、発音記号の比較 (発音 )ではなく、正字法の比較 (綴

り)に基づいて文字列を比較します。
l DICECOEFFICIENT( ) –は、文字列を比較するときに、文字または文字ブロックの相対位置を

重視しないか、または完全に無視します。
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SPLIT( )関数
文字列のうちの指定された部分を返します。

構文

SPLIT(文字列, 区切り文字, セグメント <,テキスト修飾子>)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 セグメントを抽出するフィールド、式、またはリテラル値。

区切り文字 文字 セグメントを区切る文字または文字列。

詳細については、"区切り文字の動作"ページ 2512を参照してください。

セグメント 数値 抽出するセグメント。

抽出するセグメントを指定するには、番号を使用します。たとえば、3番

目のセグメントを抽出するには、「3」を指定します。

テキスト修飾子

省略可能

文字 テキストのセグメントの開始位置と終了位置を示す文字または文字列。

テキスト修飾子のペアの内部に出現する区切り文字は、区切り文字で

なくテキストとして読み取られます。

テキスト修飾子は引用符で囲む必要があります。一重引用符のテキス

ト修飾子は二重引用符で、二重引用符テキスト修飾子は一重引用

符で、それぞれ囲む必要があります。

ヒント

この任意のパラメーターは、区切り文字とテキスト修飾子

が含まれるソースデータをインポートして操作するときに役

立つ場合があります。

出力
文字。
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例

基本的な例

カンマで区切られたセグメント

"seg1"が返されます。

SPLIT("seg1,seg2,seg3", ",", 1)

"seg3"が返されます。

SPLIT("seg1,seg2,seg3", ",", 3)

""が返されます( 3番目のセグメントは空です)。

SPLIT("seg1,seg2,,seg4", ",", 3)

文字列およびスペースの区切り文字

"seg3"が返されます。

SPLIT("seg1/*seg2/*seg3", "/*", 3)

"Doe"が返されます。

SPLIT("Jane Doe", " ", 2)

区切り文字をテキスト修飾子でエスケープする

区切り文字でなくテキストとして読み取られるカンマが含まれている "Doe, Jane"が返されます。

SPLIT('"Doe, Jane","Smith, John"', ",", 1, '"')
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高度な例

クレジット カード番号から数字を抽出する

SPLIT( )関数を使用して、クレジット カード番号からダッシュを取り除くことができます。

変数を使用してクレジット カード番号の各セグメントを取得した後、それらのセグメントを連結して

別の変数に格納します。

ASSIGN seg1 = SPLIT("4150-2222-3333-4444", "-", 1)
ASSIGN seg2 = SPLIT("4150-2222-3333-4444", "-", 2)
ASSIGN seg3 = SPLIT("4150-2222-3333-4444", "-", 3)
ASSIGN seg4 = SPLIT("4150-2222-3333-4444", "-", 4)
ASSIGN ccNum = seg1 + seg2 + seg3 + seg4

ccNumの値は "4150222233334444"です。

この例はSPLIT( )関数について説明していますが、EXCLUDE( )関数を使用すると、より効率的

にダッシュを取り除くことができることに留意してください。

備考

機能の仕組み

SPLIT( )関数は、文字データをスペースやカンマなどの区切り文字に基づいてセグメントに区切り、指定

されたセグメントを返します。

SPLIT( )の使用に適する場面

SPLIT( )関数は、レコードまたはフィールドからデータの特定のセグメントを抽出する場合に使用できま

す。このセグメントは、個々のレコードまたはフィールドの同じ位置に存在している必要があります。

区切り文字の動作

区切り文字は、ソース文字列においてデータをセグメントとして区切ったり指定したりするものです。

多数のセグメントがある文字列では、セグメントの大部分は 2つの区切り文字に挟まれています。これに

対し、最初のセグメントの前と、最後のセグメントの後には区切り文字がありません。

ソース文字列が区切り文字で始まっている場合、最初の区切り文字の前のセグメントはセグメント 1とし

て処理されます。
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"seg1"が返されます。

SPLIT("seg1,seg2,seg3", ",", 1)

ソース文字列の先頭が区切り文字の場合、セグメント 1はヌルと見なされます。その区切り文字の後の

セグメントはセグメント 2として処理されます。

"seg1"が返されます。

SPLIT("seg1,seg2,seg3", ",", 1)

大文字と小文字の区別

区切り文字またはテキスト修飾子として、大文字や小文字がある文字を指定する場合、その文字と、

データ内の区切り文字やテキスト修飾子の間で、大文字と小文字の違いも一致している必要がありま

す。

関連する関数

SPLIT( )とSUBSTR( ) はともに、長いソース文字列からデータのセグメントを返します。

l SPLIT( )は区切り文字を使ってセグメントを識別します。
l SUBSTR( )は数値文字の位置を使ってセグメントを識別します。

2513

関数

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


STOD( )関数
シリアル日付、つまり、整数で表される日付を日付値に変換します。"Serial to Date"の省略形です。

構文

STOD(シリアル日付 <,開始日>)

パラメーター

名前 型 説明

シリアル日付 数値 変換するフィールド、式、またはリテラル値。

シリアル日付には、シリアル日付またはシリアル日付時刻を指定できま

す。シリアル日付時刻の日付部分のみが考慮されます。時刻部分は無

視されます。

開始日

省略可能

日付時刻 シリアル日付の計算基準となる開始日。これを省略した場合は、デフォ

ルトの開始日である 1900年 1月 1日が使用されます。

出力
日付時刻。日付値は、現在 Analyticsに設定されている日付の表示書式を使用して出力されます。

例

基本的な例

`20141231`に対して現在のAnalytics日付表示書式であるDDMMM YYYYを適用した、31 Dec
2014が返されます。

STOD(42003)

`20181231`に対して現在のAnalytics日付表示書式であるDDMMM YYYYを適用した、31 Dec
2018が返されます。
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STOD(42003, `19040101`)

Invoice_Date フィールドの各シリアル日付値に対応する日付が返されます。

STOD(Invoice_Date)

高度な例

開始日を 1900-01-01より前の日付に変更する

Analyticsの最早の開始日である 1900年 1月 1日より前の値に開始日を変更するには、日付

の算術を行います。

1. デフォルトの開始日を使ってシリアル日付を変換します。
2. 実際の開始日から 1900-01-01までの日数を差し引きます。

次の例は、開始日として 1899-01-01を使用した場合に `20131231`と評価されます。

STOD(42003) - 365

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

機能の仕組み

STOD( )関数を使用すると、シリアル日付を標準の日付に変換することができます。Analyticsのシリア

ル日付は、1900年 1月 1日からの経過日数を表します。

シリアル日付 相当する標準の日付

1 1900年 1月 2日
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シリアル日付 相当する標準の日付

365 1900年 12月 31日

42003 2014年 12月 31日

0 有効でない

シリアル日付の詳細については、"シリアル日付時刻"ページ 896を参照してください。

Analytics のシリアル日付とExcelシリアルの日付との比較

Analyticsのシリアル日付はMicrosoft Excelのシリアル日付に似ています。注意すべき類似のキーポイ

ントが1つと、相違のキーポイントが1つあります。これら 2つのポイントには関連性がありません。

類似のポイント

AnalyticsとExcelはどちらも、1900年を 366日ある閏年として扱います。1900年は実際には閏年では

ありませんでしたが、Excelは Lotus 1-2-3との互換性を保つために、この年を閏年として処理しました。

差異の点

Analyticsのシリアル日付は、Excelのシリアル日付から 1日ずれています。Excelでは、1900年 1月 1
日はシリアル日付 '1'になります。Analyticsでは、1900年 1月 1日はカウントされないので、1900年 1
月 2日がシリアル日付 '1'になります。

開始日

一部のソースデータファイルは 1900年 1月 1日以外の開始日を使用する場合があります。開始日
は、ソースデータファイルの開始日と一致させることができます。シリアル日付の計算基準となる開始

日。

ソースデータ

ファイルの開始

日 次を指定します。 詳細

1900年 1月

1日

STOD(日付フィールド) 1900年 1月 1日はデフォルト開始日であるため、開始日を指定

する必要はありません。

1901年 1月

1日

STOD(日付フィールド, `19010101`) 開始日 `19010101`を指定し、ソースデータファイルで使用される

1901年 1月 1日の開始日と合わせます。

1899年 1月

1日

STOD(日付フィールド) - 365 1900年 1月 1日より前の開始日を指定することはできません。

ソースデータファイルが1900年 1月 1日より前の開始日を使用

する場合は、STOD( )関数の出力結果から適当な日数を減算す

る日付時刻式を作成することができます。
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他の日付時刻変換関数

シリアルから日付時刻への変換

関数 説明

STODT( ) シリアル日付時刻、つまり、整数部分と24時間の小数部分で表される日付時刻を日付時刻値

に変換します。"Serial to Datetime"の省略形です。

STOT( ) シリアル時刻、つまり、24時間を 1として、24時間が小数部分で表される時刻を時刻値に変換し

ます。"Serial to Time"の省略形です。

文字または数値から日付時刻への変換

関数 説明

CTOD( ) 文字または数値の日付値を日付に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から日付を

抽出し、それを日付として返すこともできます。"Character to Date"の省略形です。

CTODT( ) 文字または数値の日付時刻値を日付時刻に変換します。"Character to Datetime"の省略形で

す。

CTOT( ) 文字または数値の時刻値を時刻に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から時刻を

抽出し、それを時刻として返すこともできます。"Character to Time"の省略形です。

日付時刻から文字への変換

関数 説明

DATE( ) 指定された日付または日付時刻から日付を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステム日付を返すこともできます。

DATETIME( ) 日付時刻を文字列に変換します。また、現在のオペレーティングシステムの日付時刻を返すことも

できます。

TIME( ) 指定された時刻または日付時刻から時刻を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステムの時刻を返すこともできます。
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STODT( )関数
シリアル日付時刻、つまり、整数部分と24時間の小数部分で表される日付時刻を日付時刻値に変

換します。"Serial to Datetime"の省略形です。

構文

STODT(シリアル日付時刻 <,開始日>)

パラメーター

名前 型 説明

シリアル日付時刻 数値 変換するフィールド、式、またはリテラル値。

日付と時刻の部分が小数点で区切られたシリアル日付時刻値が必要

です。たとえば、42003.75000のように指定します。

開始日

省略可能

日付時刻 シリアル日付の計算基準となる開始日。これを省略した場合は、デフォ

ルトの開始日である 1900年 1月 1日が使用されます。

出力
日付時刻。日付時刻値は、現在 Analyticsに設定されている日付と時刻の表示書式を使用して出力

されます。

例

基本的な例

開始日を調整しない場合

`20141231t060000`に対して現在のAnalytics日付時刻表示書式であるDDMMM YYYY hh:mm:ss
PMを適用した、31 Dec 2014 06:00:00 AMが表示されます。
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STODT(42003.25000)

`20141231t191530`が返されますが、表示上は、現在のAnalytics日付時刻表示書式であるDD
MMM YYYY hh:mm:ss PMを適用した 31 Dec 2014 07:15:30 PMとなります。

STODT(42003.802431)

開始日を調整した場合

`20181231t120000`が返されますが、表示上は、現在のAnalytics日付時刻表示書式であるDD
MMM YYYY hh:mm:ss PMを適用した 31 Dec 2018 12:00:00 PMとして表示されます。

STODT(42003.50000, `19040101`)

入力用フィールド

Receipt_timestamp フィールドの各シリアル日付時刻値に対応する日付時刻が返されます。

STODT(Receipt_datetime)

高度な例

開始日を 1900-01-01より前の日付に変更する

Analyticsの最早の開始日である 1900年 1月 1日より前の値に開始日を変更するには、日付

の算術を行います。

1. デフォルトの開始日を使ってシリアル日付時刻を変換します。
2. 実際の開始日から 1900-01-01までの日数を差し引きます。

次の例は、開始日として 1899-01-01を使用した場合に `20131231t180000`と評価されます。

STODT(42003.75000) - 365

2519

関数

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

機能の仕組み

STODT( )関数を使用すると、シリアル日付時刻を標準の日付時刻に変換することができます。

Analyticsのシリアル日付時刻は、1900年 1月 1日からの経過日数を表し、小数点以下は、24時間

を 1とする、24時間の小数を表します。

シリアル日付時刻 相当する標準の日付時刻

1.25 1900年 1月 2日午前 6時 0分 0秒

365.75000 1900年 12月 31日午後 6時 0分 0秒

42003.79167 2014年 12月 31日午後 7時 0分 0秒

42003.802431 2014年 12月 31日午後 7時 15分 30秒

42003.00000 2014年 12月 31日午前 12時 0分 0秒

42003.50000 2014年 12月 31日午後 12時 0分 0秒

0.0 有効でない

シリアル日付時刻の詳細については、"シリアル日付時刻"ページ 896を参照してください。

Analytics のシリアル日付とExcelシリアルの日付との比較

Analyticsのシリアル日付はMicrosoft Excelのシリアル日付に似ています。注意すべき類似のキーポイ

ントが1つと、相違のキーポイントが1つあります。これら 2つのポイントには関連性がありません。

類似のポイント

AnalyticsとExcelはどちらも、1900年を 366日ある閏年として扱います。1900年は実際には閏年では

ありませんでしたが、Excelは Lotus 1-2-3との互換性を保つために、この年を閏年として処理しました。
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差異の点

Analyticsのシリアル日付は、Excelのシリアル日付から 1日ずれています。Excelでは、1900年 1月 1
日はシリアル日付 '1'になります。Analyticsでは、1900年 1月 1日はカウントされないので、1900年 1
月 2日がシリアル日付 '1'になります。

開始日

一部のソースデータファイルは 1900年 1月 1日以外の開始日を使用する場合があります。開始日
は、ソースデータファイルの開始日と一致させることができます。シリアル日付時刻の計算基準となる開

始日。

ソースデータ

ファイルの開始

日 次を指定します。 詳細

1900年 1月

1日

STODT(日付時刻フィールド) 1900年 1月 1日はデフォルト開始日であるため、開始日を指定

する必要はありません。

1901年 1月

1日

STODT(日付時刻フィールド,
`19010101`)

開始日 `19010101`を指定し、ソースデータファイルで使用される

1901年 1月 1日の開始日と合わせます。

1899年 1月

1日

STODT(日付時刻フィールド) - 365 1900年 1月 1日より前の開始日を指定することはできません。

ソースデータファイルが1900年 1月 1日より前の開始日を使用

する場合は、STODT( )関数の出力結果から適当な日数を減算

する日付時刻式を作成することができます。

他の日付時刻変換関数

シリアルから日付時刻への変換

関数 説明

STOD( ) シリアル日付、つまり、整数で表される日付を日付値に変換します。"Serial to Date"の省略形で

す。

STOT( ) シリアル時刻、つまり、24時間を 1として、24時間が小数部分で表される時刻を時刻値に変換し

ます。"Serial to Time"の省略形です。
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文字または数値から日付時刻への変換

関数 説明

CTOD( ) 文字または数値の日付値を日付に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から日付を

抽出し、それを日付として返すこともできます。"Character to Date"の省略形です。

CTODT( ) 文字または数値の日付時刻値を日付時刻に変換します。"Character to Datetime"の省略形で

す。

CTOT( ) 文字または数値の時刻値を時刻に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から時刻を

抽出し、それを時刻として返すこともできます。"Character to Time"の省略形です。

日付時刻から文字への変換

関数 説明

DATE( ) 指定された日付または日付時刻から日付を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステム日付を返すこともできます。

DATETIME( ) 日付時刻を文字列に変換します。また、現在のオペレーティングシステムの日付時刻を返すことも

できます。

TIME( ) 指定された時刻または日付時刻から時刻を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステムの時刻を返すこともできます。

2522

関数

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


STOT( )関数
シリアル時刻、つまり、24時間を 1として、24時間が小数部分で表される時刻を時刻値に変換しま

す。"Serial to Time"の省略形です。

構文

STOT(シリアル時刻)

パラメーター

名前 型 説明

シリアル時刻 数値 変換するフィールド、式、またはリテラル値。

シリアル時刻には、シリアル時刻またはシリアル日付時刻を指定できま

す。シリアル日付時刻の時刻部分のみが考慮されます。日付部分は無

視されます。

出力
日付時刻。時刻値は、現在 Analyticsに設定されている時刻の表示書式を使用して出力されます。

例

基本的な例

`t060000`が返されますが、表示上は、現在のAnalytics時刻表示書式である hh:mm:ss PMを適用

した 06:00:00 AMとなります。

STOT(0.25000)

`t191530`が返されますが、表示上は、現在のAnalytics時刻表示書式である hh:mm:ss PMを適用

した 07:15:30 PMとなります。
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STOT(0.802431)

Login_time フィールドの各シリアル時刻値に相当する標準の時刻が返されます。

STOT(Login_time)

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

STOT( )の使用に適する場面

STOT( )関数は、シリアル時刻を標準の時刻に変換する場合に使用できます。

シリアル時刻とは

Analyticsのシリアル時刻は、24時間を 1として、24時間制の時刻を小数として表したものです。

例：
l 1時間に相当するシリアル時刻は 1/24、つまり 0.04167です。
l 1分に相当するシリアル時刻は 1/1440、つまり 0.0006945です。

シリアル時刻の先頭には、'0'(ゼロ)と小数点、または小数点のみを使用できます。

1.000000は有効なシリアル時刻ではありません。

シリアル時刻を計算する目的のために、24時間は 1に等しいとしていますが、1.000000は有効なシリア

ル時刻ではありません。有効なシリアル時刻は 1未満のすべての小数です。例：0.75000(午後 6時 )

Analyticsはシリアル値 1.000000を、1900年 1月 2日午前 12時に対応するシリアル日付時刻として

扱います。STOT( )は日付時刻の日付部分を無視するため、STOT(1.000000)は STOT(0.000000)と同
等となり、どちらも標準時刻の午前 12時に相当します。
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シリアル時刻とそれに相当する標準の時刻

シリアル時刻 相当する標準の時刻

0.00 12:00:00 AM

0.0006945 12:01:00 AM

0.04167 01:00:00 AM

0.0423645 01:01:00 AM

0.042998 01:01:55 AM

0.25 06:00:00 AM

0.50 12:00:00 PM

0.75 06:00:00 PM

0.79167 07:00:00 PM

0.802431 07:15:30 PM

1.00 12:00:00 AM

他の日付時刻変換関数

シリアルから日付時刻への変換

関数 説明

STOD( ) シリアル日付、つまり、整数で表される日付を日付値に変換します。"Serial to Date"の省略形で

す。

STODT( ) シリアル日付時刻、つまり、整数部分と24時間の小数部分で表される日付時刻を日付時刻値

に変換します。"Serial to Datetime"の省略形です。

文字または数値から日付時刻への変換

関数 説明

CTOD( ) 文字または数値の日付値を日付に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から日付を
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関数 説明

抽出し、それを日付として返すこともできます。"Character to Date"の省略形です。

CTODT( ) 文字または数値の日付時刻値を日付時刻に変換します。"Character to Datetime"の省略形で

す。

CTOT( ) 文字または数値の時刻値を時刻に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から時刻を

抽出し、それを時刻として返すこともできます。"Character to Time"の省略形です。

日付時刻から文字への変換

関数 説明

DATE( ) 指定された日付または日付時刻から日付を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステム日付を返すこともできます。

DATETIME( ) 日付時刻を文字列に変換します。また、現在のオペレーティングシステムの日付時刻を返すことも

できます。

TIME( ) 指定された時刻または日付時刻から時刻を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステムの時刻を返すこともできます。
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STRING( )関数
数値を文字列に変換します。

構文

STRING(数値, 長さ <,書式>)

パラメーター

名前 型 説明

数値 数値 文字に変換する数値。

長さ 数値 出力文字列の長さの文字数。

o 長さが数値より長い場合は、出力文字列の先頭にスペースが追加さ

れます。
o 長さが数値より短い場合、出力文字列は左側から切り詰められま

す。

指定した長さのスペースが十分にあり、任意の書式パラメーターを指定し

た場合の数値以外の書式文字など、フィールドで最も長い数値が格納

されることを確認してください。

書式

省略可能

文字 出力文字列に適用する書式。

書式は二重引用符で囲む必要があります。例："(9,999.99)"

任意の書式パラメーターを使用して、ソースデータに存在しない出力文

字列に書式を追加します。ドル記号、パーセント記号、1つ以上の小数

点プレースホルダー、千の位の桁区切り文字、括弧などを追加できま

す。

メモ

指定する数値以外の書式文字では、数値の長さが増え

ます。

出力
文字。
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例

基本的な例 (出力が書式設定されていない)

数値 125.2

" 125.2"が返されます。

STRING(125.2, 6)

長さの値が6で、数値の桁数と書式文字よりも 1文字長いため、出力文字列の先頭には 1つのスペー

スが埋め込まれます。

数値 -125.2

"25.2"が返されます。

STRING(-125.2, 4)

長さの値が4で、数値の桁数と書式文字よりも 2文字短いため、出力文字列は切り詰められます。

"-125.2"が返されます。

STRING(-125.2, 7)

長さの値が7で、数値の桁数と書式文字よりも 1文字長いため、出力文字列の先頭には 1つのスペー

スが埋め込まれます。

基本的な例 (出力が書式設定されている)

数値 125.2

"25.20"が返されます。

STRING(125.2, 6, "(9,999.99)")

長さの値が6で、指定した書式が適用された後の数値よりも 1文字短いため、出力文字列は切り詰め

られます。

"125.20"が返されます。
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STRING(125.2, 7, "(9,999.99)")

メモ

特定の数値のインスタンスで書式文字が必要ではない場合であっても、書式に指定し

た文字は、右側から数値の長さの計算に含まれます。上記の例では、数値で正値を表

すために括弧が必要でない場合でも、右端の括弧が文字としてカウントされます。

数値 -125.2

" (125.20)"が返されます。

STRING(-125.2, 10, "(9,999.99)")

長さの値が10で、指定した書式が適用された後の数値よりも 2文字長いため、出力文字列の先頭に

2つのスペースが埋め込まれます。

基本的な例 (フィールド入力 )
文字列型の長さ 10文字の数値を Employee_number フィールドが返されます。必要に応じて、出力

文字列は空白が埋め込まれたり、切り捨てられたりします。

STRING(Employee_number, 10)

備考

出力文字列の書式設定

出力文字列の書式を設定し、ソースデータには含まれていない場合でも、書式を表示することができま

す。

書式のプレースホルダー桁数

指定する書式で、数字 9は桁数のプレースホルダーとして機能します。フィールドの最も長い数値を格

納できるように、必ず十分なプレースホルダー桁数を指定してください。たとえば、フィールドの金額が最

大 $5,000,000で、小数点 2桁まである場合は、9桁のプレースホルダー "$9,999,999.99"を指定する

必要があります。
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出力文字列で必要な最小の長さに書式が及ぼす影響

長さで指定する値は、少なくとも、フィールドの最も長い値のすべての数字と、指定するすべての書式文

字を格納できる長さが必要です。

最大 $5,000,000の金額を含むフィールドの値に、ドル記号と千の位の桁区切り文字を追加する場合

は、長さに 13( 9桁 + 4文字の数値以外の書式文字 )以上を指定する必要があります。

金額フィールドの数値が、指定した書式が付いた文字列として返されます。

STRING(Amount, 13, "$9,999,999.99")

$4,789,123.50が文字列として返されます。

STRING(4789123.50, 13, "$9,999,999.99")

関連する関数

STRING( )関数はVALUE( )関数の逆関数です。後者は、文字データを数値データに変換します。
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SUBSTR( )関数
文字列のうちの指定された部分文字列を返します。

構文

SUBSTR(文字列, 開始位置, 長さ)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 サブ文字列を抽出するフィールド、式、またはリテラル値。

開始 数値 部分文字列の開始文字位置。

文字列の文字の数値位置は 1から開始します。文字列 ABCDEFから C
で始まるサブ文字列を抽出するには、開始値 3を指定します。

長さ 数値 部分文字列の文字数。

長さが0の場合は、出力は空です。

出力
文字。

例

基本的な例

リテラル文字の入力値

"BCD"が返されます。

SUBSTR("ABCDEF", 2, 3)
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"EF"が返されます。

SUBSTR("ABCDEF", 5, 10)

構造的な文字データを解析する

"189543"が返されます。

SUBSTR("***189543***", 4, 6)

"MM/DD/YYYY"として書式設定された日付が含まれる文字フィールドのうち、4桁の年

SUBSTR(DATE, 7, 4)

高度な例

フィールド長を大きくする

文字フィールドの長さを大きくするのにSUBSTR( )を使用できます。フィールド長を大きくすること

は、2つのフィールドを結合したり追加したりする前に必要に応じて行うことができる一般的な調整

作業です。

次の例は、Product_Description フィールドにスペースを追加して、長さが50文字の演算フィー

ルド、Product_Description_Longを作成しています。

DEFINE FIELD Product_Description_Long COMPUTED SUBSTR(Product_
Description, 1, 50)

備考

機能の仕組み

SUBSTR( )関数は、文字列値内の、開始位置で指定された桁位置から始まる文字列を返します。長
さには、返される文字数を指定します。
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SUBSTR( )がスペースを処理する方法

文字列値の先頭、末尾、または内部のスペースは文字として処理されます。開始位置および長さで取

り込まれたスペースは出力文字列に含まれます。

スペースの追加の動作

長さの値が開始位置から文字列の終わりまでの文字数 (スペースを含む)を超える場合は、出力の右

側にスペースが追加される場合とされない場合があります。

スペースが追加される場合とは

フィールドを作成するコマンド内で SUBSTR( ) を使用する場合は、出力にスペースが追加されます。

演算フィールドを作成する場合のスペースの追加

次の例は、長さが24文字の物理フィールド、Product_Descriptionに基づいて、長さが50文字

の演算フィールド、Product_Description_Longを作成しています。

DEFINE FIELD Product_Description_Long COMPUTED SUBSTR(Product_
Description, 1, 50)

物理フィールドを抽出する場合のスペースの追加

次の例は、長さが24文字の物理フィールド、Product_Descriptionに基づいて、長さが50文字

の演算フィールド、Product_Description_Longを新しいテーブルに抽出しています。

EXTRACT FIELDS SUBSTR(Product_Description, 1, 50) AS "Product_
Description_Long" TO New_Table

スペースが追加されない場合とは

変数定義または式で SUBSTR( )を使用する場合は、出力にはスペースが追加されません。
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変数を定義する場合にはスペースが追加されない

次の例は、Product_Descriptionのフィールド長に基づいて、長さが24文字の変数、v_prod_
descを作成しています。

ASSIGN v_prod_desc = SUBSTR(Product_Description, 1, 50)

メモ

SUBSTR( ) の長さに50文字を指定していても、出力はProduct_Description
のフィールド長に制限されます。

関連する関数

SUBSTR( )とSPLIT( ) はともに、長いソース文字列からデータのセグメントを返します。

l SUBSTR( )は数値文字の位置を使ってセグメントを識別します。
l SPLIT( )は区切り文字を使ってセグメントを識別します。
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TAN( )関数
ラジアン単位で表された角度のタンジェントを、小数点以下 15桁の精度で返します。

構文

TAN(ラジアン)

パラメーター

名前 型 説明

ラジアン 数値 ラジアン単位の角度。

出力
数値。

例

基本的な例

指定したラジアン数 ( 45度に相当 )に対し、その正接である 0.999999999999999が返されます。

TAN(0.785398163397448)

45度に対し、その正接である 0.999999999999999が返されます。

TAN(45 * PI( )/180)
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高度な例

入力値として度を使用する

45度に対し、その正接を小数点以下 3桁に丸めた 1.000が返されます。

DEC(TAN(45 * PI( )/180),3)

備考

Mantissa Arc Testの実行

Analyticsの3つの三角関数 SIN( )、COS( )、および TAN( )は、ベンフォードの法則に関連する

Mantissa Arc Testの実行をサポートします。

度のラジアンへの変換

入力値が度で表されている場合は、PI( )関数を使用して角度をラジアンに変換できます。(度 * PI
( )/180) =ラジアンとなります。必要に応じて、DEC( )関数を使用して、戻り値を丸めたり切り捨てたりす

ることができます。
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TEST( )関数
指定された文字列がレコード内の特定のバイト位置に現れるかどうか示す論理値を返します。

構文

TEST(バイト位置, 文字列)

パラメーター

名前 型 説明

バイト位置 数値 文字列の先頭文字の位置を確認する、テーブルレイアウトでの左からの

連番です。

先頭文字の位置を文字列の開始位置とすることができない場合は、そ

の文字列がレコードの別の位置に存在しているとしても、この関数はF
( false)と評価されます。

文字列 文字 検索する文字列。

検索は大文字と小文字を区別します。大文字と小文字の両方が混在

している可能性がある場合は、UPPER( )関数を使用してすべての文字

を大文字に変換します。

出力
論理。指定された文字列がレコード内の指定されたバイト位置から始まっている場合はT( true)、そうで

ない場合はF( false)を返します。

例

基本的な例

次のようなレコードを例に説明します。
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Department: Marketing
....|....|....|....|....|

Tが返されます。

TEST(5, "Department")

レコードにおける "Department"の開始バイト位置が6でなく 5のため、Fが返されます。

TEST(6, "Department")

この関数は大文字と小文字が区別されるため、Fが返されます。

TEST(5, "DEPARTMENT")

高度な例

ページ見出しになっているレコードを抽出する

TEST( ) を使用することで、"Page:"で始まるすべてのレコードを抽出するフィルターを作成できま

す。

SET FILTER TO TEST(1, "Page:")
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TIME( )関数
指定された時刻または日付時刻から時刻を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在のオ

ペレーティングシステムの時刻を返すこともできます。

構文

TIME(<時刻/日付時刻> <,書式>)

パラメーター

名前 型 説明

時刻 /日付時刻

省略可能

日付時刻 時刻を抽出するフィールド、式、またはリテラル値。これを省略した場合

は、現在のオペレーティングシステムの時刻がhh:mm:ss書式で返されま

す。

書式

省略可能

文字 出力文字列に適用する書式。例："hh:mm:ss"このパラメーターを省略し

た場合は、現在のAnalyticsの時刻表示書式が使用されます。時刻 /日
付時刻を省略した場合に、書式を指定することはできません。

出力
文字。

例

基本的な例

リテラルの入力値

現在のAnalytics時刻表示書式である hh:mm:ssを適用した時刻、"23:59:59"が返されます。

TIME(`20141231 235959`)
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"11:59 P"が返されます。

TIME(`20141231 235959`, "hh:mm A")

現在のオペレーティングシステム時刻がhh:mm:ss書式 ( 24時間制 )で文字列として返されます。

TIME()

入力値用フィールド

Receipt_timestamp フィールドの各値に対して現在のAnalyticsの時刻表示書式を適用した文字列

が返されます。

TIME(Receipt_timestamp)

Receipt_timestamp フィールドの各値に対して、指定した時刻表示書式を適用した文字列が返されま

す。

TIME(Receipt_timestamp, "hh:mm:ss")

高度な例

実行するコマンドまたはスクリプトの経過時間を計算す
る

特定のAnalyticsコマンドまたはスクリプト全体の実行にかかる時間を計算するためにTIME( )関
数を使用することができます。

時間を計測するコマンドの直前、またはスクリプトの開始時に、現在のオペレーティングシステムの

時間を格納する変数を作成するために次の行を指定します。

ASSIGN Time_started = TIME()

コマンドの実行直後、またはスクリプトの終了時に次の2行を指定します。
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最初の行は、コマンドまたはスクリプトが完了した後にオペレーティングシステムの時間を格納する

変数を作成します。2行目は終了と開始時間の差を計算して、結果を見やすい書式に変換し

ます。

ヒント

コマンドやスクリプトの経過時間は、CALCULATEログエントリをダブルクリックして

も見ることができます。

ASSIGN Time_finished = TIME()
CALCULATE STOT(CTOT(Time_finished) - CTOT(Time_started))

コマンドまたはスクリプトが日付をまたいで実行される場合は、代わりにこの2行を使用します。

CALCULATE `T000000` - (CTOT(Time_started) - CTOT(Time_finished))

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

出力文字列の長さ

出力文字列の長さは常に14文字です。指定した出力書式、またはAnalyticsの時刻表示書式が12
文字より短い場合は、出力文字列の末尾に空白が埋められます。

パラメーターの詳細

時刻 /日付時刻に指定されたフィールドは、フィールド定義で正しく書式を定義してさえいれば、どのよう

な時刻書式または日付時刻書式でも使用することができます。

書式を使用して出力文字列の表示方法を制御する場合は、次の表内の書式に制限されます。時刻

とAM/PMの書式を任意に組み合わせて使用することができます。AM/PM書式は省略可能で、最後に

置きます。

書式は、一重引用符または二重引用符を使用して指定します。例："hh:mm:ss AM"
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時刻書式 AM/PM書式 例

hh:mm:ss なし

24時間制

"hh:mm:ss"

hhmmss AMまたはPM

12時間制

"hhmmss PM"

hh:mm AまたはP

12時間制

"hh:mm A"

hhmm

hh

リテラル時刻または日付時刻値の指定

日付時刻にリテラルの時刻値または日付時刻値を指定する場合は、次の表内の書式に制限されま

す。また、̀ 20141231 235959`のように、値を逆引用符で囲む必要があります。

日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用しな

いでください。

l 時刻値 –以下の表に示す任意の時刻の書式を使用することができます。関数が正しく動作する

ためには、単独の時刻値の前に区切り文字を使用する必要があります。有効な区切り文字は文

字 't'または 'T'です。24時間形式で時刻を指定する必要があります。UTC( Coordinated
Universal Time：協定世界時 )からのオフセットは、プラス記号 ( +)またはマイナス記号 ( -)で始め

る必要があります。

l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を使用

する必要があります。有効な区切り文字は空白スペース 1つ、あるいは文字 't'または 'T'です。

形式の例 リテラル値の例

thhmmss `t235959`

Thhmm `T2359`

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`

YYMMDDthhmm `141231t2359`

YYYYMMDDThh `20141231T23`

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

( UTCオフセット )

`20141231 235959-0500`

YYMMDD hhmm+/-hh `141231 2359+01`

2542

関数

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


形式の例 リテラル値の例

( UTCオフセット )

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。

関連する関数

日付時刻値として現在のオペレーティングシステム時刻付を返すには、TIME( )の代わりにNOW( )を使

用してください。

他の日付時刻変換関数

日付時刻から文字への変換

関数 説明

DATE( ) 指定された日付または日付時刻から日付を抽出し、それを文字データとして返します。また、現在

のオペレーティングシステム日付を返すこともできます。

DATETIME( ) 日付時刻を文字列に変換します。また、現在のオペレーティングシステムの日付時刻を返すことも

できます。

文字または数値から日付時刻への変換

関数 説明

CTOD( ) 文字または数値の日付値を日付に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から日付を

抽出し、それを日付として返すこともできます。"Character to Date"の省略形です。

CTODT( ) 文字または数値の日付時刻値を日付時刻に変換します。"Character to Datetime"の省略形で

す。

CTOT( ) 文字または数値の時刻値を時刻に変換します。また、文字または数値の日付時刻値から時刻を

抽出し、それを時刻として返すこともできます。"Character to Time"の省略形です。
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シリアルから日付時刻への変換

関数 説明

STOD( ) シリアル日付、つまり、整数で表される日付を日付値に変換します。"Serial to Date"の省略形で

す。

STODT( ) シリアル日付時刻、つまり、整数部分と24時間の小数部分で表される日付時刻を日付時刻値

に変換します。"Serial to Datetime"の省略形です。

STOT( ) シリアル時刻、つまり、24時間を 1として、24時間が小数部分で表される時刻を時刻値に変換し

ます。"Serial to Time"の省略形です。
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TODAY( )関数
現在のオペレーティングシステム日付を日付時刻データ型で返します。

構文

TODAY()

パラメーター
この関数にはパラメーターはありません。

出力
日付時刻。

例

基本的な例

現在のオペレーティングシステム日付が、現在のAnalytics日付書式を使用して表示された日付時刻

値 ( `20141231`など)として返されます。

TODAY()

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135
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関連する関数

現在のオペレーティングシステム日付を文字列として返させたい場合には、TODAY( ) でなくDATE( )を
使用してください。
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TRANSFORM( )関数
指定された文字列内の双方向テキストの表示方向を逆にします。

構文

TRANSFORM(元の文字列)

パラメーター

名前 型 説明

元の文字列 文字 双方向テキストを含むフィールド、式、リテラル値。

出力
文字。

例

基本的な例

入力文字列において、文字列 "XZQB"は入力文字列におけるヘブライ語 /双方向文字を表します。入

力文字列には、それ以外の文字としては、通常の文字が含まれています。

出力文字列では、"XZQB"の方向は逆になり、"BQZX"が返されます。"XZQB"以外の文字列は変更

されません。

"ABC BQZX 123"が返されます。

TRANSFORM("ABC ZYX 123")
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備考

機能の仕組み

TRANSFORMS( )関数は双方向データを識別して、そのテキストを右から左へ正しく表示します。

この関数で処理されるその他すべての文字列は、変更されず、引き続き左から右へ表示されます。

TRANSFORMS( )の使用に適する場面

TRANSFORMS( )関数は、アラビア語やヘブライ語の文字が正しく表示されるように、文字の表示方向

を変更する場合に使用できます。
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TRIM( )関数
入力文字列から末尾のスペースを除去した文字列を返します。

構文

TRIM(文字列)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 末尾のスペースを除去するフィールド、式、リテラル値。

出力
文字。

例

基本的な例

両方の例において、先頭のスペースと単語間のスペースがTRIM()関数によって除去されないことに注意

してください。

"   Vancouver"が返されます。

TRIM("   Vancouver   ")

"   New York"が返されます。

TRIM("   New York")
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高度な例

改行なしスペースの削除

改行なしスペースはTRIM( )関数で削除されません。

末尾の改行なしスペースを削除する必要がある場合は、次の式を使用して演算フィールドを作

成します。

DEFINE FIELD Description_cleaned COMPUTED TRIM(REPLACE(Description,
CHR(160), CHR(32)))

REPLACE( )関数がすべての改行なしスペースを標準のスペースに置換してから、TRIM( )がすべ

ての末尾の標準スペースを削除します。

備考

機能の仕組み

TRIM( )関数は末尾のスペースだけを除去します。文字列の内部スペースおよび先頭のスペースは除去

されません。

関連する関数

TRIM( )関数の関連関数として、文字列の先頭のスペースを除去する LTRIM( )関数と、先頭と末尾の

両方のスペースを除去する ALLTRIM( )関数があります。
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UNSIGNED( )関数
符号なしデータ型に変換された数値データを返します。

構文

UNSIGNED(数値, 結果の長さ)

パラメーター

名前 型 説明

数値 数値 変換する値。

結果の長さ 数値 出力文字列で使用するバイトの数。

出力
数値。

例

基本的な例

000075が返されます。

UNSIGNED(75, 3)

UNSIGNED(-75, 3)

UNSIGNED(7.5, 3)

2456が返されます(結果の長さが2のため、4桁しか格納できないので、1が切り詰められます)。
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UNSIGNED(12456, 2)

000000012456が返されます。

UNSIGNED(-12.456, 6)

備考

符号なしデータとは

符号なしデータ型は、メインフレームオペレーティングシステムで使用されるデータ型で、1バイトにつき 2
桁の数字を格納する、最小の記憶域を使用する形式で数値を格納します。符号なしデータ型はパック

データ型と同じですが、このデータ型は、値が正負いずれであるかを示すために最終バイトを使用しませ

ん。

UNSIGNED( )の使用に適する場面

UNSIGNED( )関数は、メインフレームシステムへのエクスポートのために、数値データを符号なし形式に

変換する場合に使用できます。

戻り値が切り捨てられる場合とは

結果の長さの値が数値の長さより短い場合は、余分な桁が切り詰められます。
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UPPER( )関数
アルファベット文字を大文字に変換した文字列を返します。

構文

UPPER(文字列)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 大文字に変換するフィールド、式、またはリテラル値。

出力
文字。

例

基本的な例

"ABC"が返されます。

UPPER("abc")

"ABC 123 DEF"が返されます。

UPPER("abc 123 DEF")

"ABCD 12"が返されます。
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UPPER("AbCd 12")

Last_Name フィールドのすべての値を大文字に変換した値が返されます。

UPPER(Last_Name)

備考

機能の仕組み

UPPER( )関数は文字列のすべてのアルファベットを大文字に変換します。アルファベット以外の文字は

変換されません。

UPPER( )の使用に適する場面

UPPER( )は、フィールド、変数、または式のすべての文字を大文字に統一する必要がある場合に使用

できます。大文字への統一は、値を比較する場合には特に重要です。

また、UPPER( )はレポート内の値を大文字テキストとして書式設定する場合にも使用できます。
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UTOD( )関数
書式設定された日付が含まれるUnicode文字列を Analytics日付値に変換します。"Unicode to
Date"の省略形です。

メモ

この関数はAnalyticsのUnicode版に固有です。非 Unicode版ではサポートされない

関数です。

この関数は、デフォルトのインストールとは異なる言語および書式の日付を操作する場

合に使用します。変換元の文字列をデフォルトの言語で表す場合は、代わりにCTOD( 
)を使用します。

構文

UTOD(文字列 <,ロケール> <,スタイル>)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 日付に変換するUnicode文字列。

Unicode文字列に日付時刻値を入れることはできますが、値の時刻部

分は無視されます。単独の時刻値はサポートされていません。

文字列は、日付のロケールのスタイルに必要な入力書式と一致している

必要があります。

ロケール

省略可能

文字 出力文字列の言語およびロケール(と、オプションで、特定の国や地域に

関連付けられている言語バージョン)を指定するコード。

たとえば、"zh"では中国語が指定され、"pt_BR"ではブラジルのポルトガ

ル語が指定されます。

これを省略した場合は、コンピューターに設定されているデフォルトのロ

ケールが使用されます。言語コードを指定したが、国コードを指定しな

かった場合は、言語コードにデフォルトで設定されている国コードが適用

されます。

日付を指定しなかった場合に、ロケールを指定することはできません。

ロケールコードに関する情報については、www.unicode.orgを参照してく

ださい。

スタイル

省略可能

数値 Unicode文字列に使用する日付書式スタイル。この書式スタイルは、指

定したロケールの標準書式スタイルと一致します。
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名前 型 説明

o 0 – "Sunday, September 18, 2016"などの完全仕様の書式
o 1 – "September 18, 2016"などの長い書式
o 2 – "Sep 18, 2016"などの中ぐらいの長さの書式
o 3 – "9/18/16"などの短い数値型書式

これを省略した場合は、デフォルト値の2が使用されます。ロケールを指

定しなかった場合に、スタイルを指定することはできません。

ヒント

入力文字列に必要な書式を判定するには、以下のいず

れかを行います。

l スタイルとロケールを指定してDTOU( )関数を実

行して、値の例を生成します。

この値を出力するには、コマンド ラインで

DISPLAYコマンドを実行します。

DISPLAY DTOU(`20160909`,
"es_MX", 3)

l 特定のロケールでのスタイルの標準的な日付書式

については、信頼できる情報源を参照してくださ

い。

出力
日付時刻。日付値は、現在 Analyticsに設定されている日付の表示書式を使用して出力されます。

例

基本的な例

メモ

どの例でも、現在のAnalytics日付表示書式はDD MMM YYYYであるとします。

下の例で、中国語 ( "zh")および簡体字中国語 ( "zh_CN")のロケールコードはさまざま

な入力文字列に一致しますが、互いに交換することはできません。

また、正しいスタイルを指定する必要があります。スタイル2を指定した場合、長い形式

のUnicode日付文字列 (つまり、スタイルは 1)はAnalytics日付を返しません。

リテラルの入力値

31 Dec 2014として表示される `20141231`を返します。
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UTOD("31 de dezembro de 2014", "pt_BR", 1)

31 Dec 2014として表示される `20141231`を返します。

UTOD("31 grudnia 2014", "pl", 1)

フィールドの入力値

Invoice_date フィールドの各 Unicode文字列に対応する数値の日付が返されます。

UTOD(Invoice_date, "zh", 1)

入力では完全な日付スタイルが使用されます。

31 Dec 2014として表示される `20141231`を返します(地域 ID未指定 )。

UTOD("星期三, 2014 十二月 31", "zh", 0)

31 Dec 2014として表示される `20141231`を返します(地域 ID指定 )。

UTOD("2014年12月31日星期三", "zh_CN", 0)

入力では長い形式の日付スタイルが使用されます。

31 Dec 2014として表示される `20141231`を返します(地域 ID未指定 )。

UTOD("2014 十二月 31", "zh", 1)

31 Dec 2014として表示される `20141231`を返します(地域 ID指定 )。

UTOD("2014年12月31日", "ja_JP", 1)

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考
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慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

Unicode文字列を正しく変換する

日付を含んでいるUnicode文字列を Analytics日付に正しく変換するには、ロケールパラメーターとスタ
イルパラメーターを、Unicode文字列内の日付の言語、国 /地域 (該当する場合 )、およびスタイルと一

致するように指定する必要があります。

関連する関数

UTOD( )は、日付をUnicode文字列に変換するDTOU( )関数の逆関数です。UTOD( )に指定する

国 /地域およびスタイルが不確かな場合は、DTOU( )を使って、何を指定したらUTOD( )で変換したい

入力 Unicode文字列の形式に一致する出力 Unicode文字列を生成できるか、さまざまなパラメーター

を試してみることができます。
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VALUE( )関数
文字列を数値に変換します。

構文

VALUE(文字列, 小数位)

パラメーター

名前 型 説明

文字列 文字 変換するフィールド、リテラル、または式の値。

小数位 数値 出力に含める小数点以下桁数。

出力
数値。

例

基本的な例

-123.400が返されます。

VALUE("123.4-", 3)

123456.00が返されます。

VALUE("$123,456", 2)

-77.45が返されます。
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VALUE("77.45CR", 2)

-123457が返されます。

VALUE(" (123,456.78)", 0)

フィールドへの入力値

小数位のない数値としての文字型の値がSalary(給与 )フィールドに返されます。

VALUE(Salary, 0)

備考

機能の仕組み

この関数は文字データを数値データに変換します。VALUE( )関数は、Analyticsコマンドで使用するた

めに、文字式やフィールド値を数値に変換する必要がある場合に使用できます。

入力数値の書式設定

VALUE( )はどのような書式の数値でも受け付けます。入力として、句読点、先頭または末尾の記号、

かっこなど、Printデータ型で受け付けられる数値書式はすべて使用できます。

負の値

VALUE( )関数は、かっこやマイナス記号などさまざまな負数のインジケーターを解釈することができます。

さらに、CR(貸方 )およびDR(借方 )を解釈することができます。例：

-1000.00が返されます。

VALUE("(1000)", 2)

VALUE("1000CR", 2)
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小数値と整数値

文字列値に小数点以下の桁を含めない場合には、文字列の数値は整数として処理されます。例：

123.00が返されます。

VALUE("123", 2)

小数位に指定された小数点以下の桁数がフィールドや式の小数点以下桁数より少ない場合、結果は

丸められます。例：

"10.6"が返されます。

VALUE("10.56", 1)

関連する関数

VALUE( )関数はSTRING( )関数の逆関数です。後者は、数値データを文字データに変換します。
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VERIFY( )関数
物理データフィールドのデータが有効かどうか示す論理値を返します。

構文

VERIFY(フィールド)

パラメーター

名前 型 説明

フィールド 文字

数値

日付時刻

物理データフィールドである必要があります。

出力
論理。フィールドのデータが有効な場合はT( true)、そうでない場合はF( false)を返します。

例

基本的な例

VERIFY( )関数がFalseと評価したレコードを新しいAnalyticsテーブルに抽出します。

EXTRACT RECORD IF NOT VERIFY(Address) TO "InvalidEntries.fil"

備考
VERIFY( ) 関数は、フィールドのデータがそのフィールドに指定されたデータ型と一致しているかどうかを判

断します。
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VERIFY( )の使用に適する場面

この関数は、VERIFYコマンドや［オプション］ダイアログボックス( ［ツール>オプション］)の［数値］タブにあ

る［データを検証する］オプションを用いるよりも、検証するフィールドをより厳密に制御できるようにしま

す。この関数を使用して、個々のフィールドのエラーを検出して状況に応じた処理を行えます。

この関数が trueと評価される場合とは

関数が trueに評価するための条件は次のとおりです。

l 文字フィールドには、文字、数字、および記号などの、有効な印刷可能な文字のみが入っている
l 数値フィールドには、数字、小数点、および通貨記号などの、有効な数値文字のみが入っている
l 日付時刻フィールドには、有効な日付、日付時刻、あるいは時刻のみが入っている

演算フィールドと式

演算フィールドと式は常にT( true)と評価されます。そのため、まず演算フィールドや式を物理フィールドに

変換しない限り、それらに対してこの関数を使用することはできません。［抽出］ダイアログボックスの

［フィールド］オプションを使用して演算フィールドおよび式を抽出することにより、それらを物理フィールドに

変換します。
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WORKDAY( )関数
2つの日付の間の就業 (稼働 )日数を返します。

構文

WORKDAY(開始日, 終了日 <,休日>)

パラメーター

名前 型 説明

開始日 日付時刻 就業日の計算対象期間の開始日。開始日は期間内に含まれます。

終了日 日付時刻 就業日の計算対象期間の終了日。終了日は期間内に含まれます。

休日

省略可能

文字 週末または休日に当たるため、計算から除外する曜日。休日を省略す

る場合は、土曜日と日曜日がデフォルトの休日として使用されます。

休日を入力する場合は、次の略語をカンマまたはスペースで区切ります。

o Mon
o Tue
o Wed
o Thu
o Fri
o Sat
o Sun

休日では大文字と小文字が区別されません。英語版以外のAnalytics
を使用している場合でも、略語は英語で入力する必要があります。

"Fri, Sat, Sun"

メモ

開始日や終了日には日付時刻値を指定することもできますが、値の時刻部分は無視

されます。

開始日が終了日より後の場合は、負の数値が返されます。
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出力
数値。就業日の計算対象期間内の就業日数。

例

基本的な例

リテラルの入力値

2015年 3月 2日月曜日から 2015年 3月 8日日曜日までの就業日数、5が返されます。

WORKDAY(`20150302`, `20150308`)

日曜日のみが休日の場合の、2015年 3月 2日月曜日から 2015年 3月 8日日曜日までの就業日

数、6が返されます。

WORKDAY(`20150302`, `20150308`, "Sun")

金曜日と土曜日が休日の場合の、2015年 3月 1日日曜日から 2015年 3月 7日土曜日までの就

業日数、5が返されます。

WORKDAY(`20150301`, `20150307`, "Fri Sat")

また、関数を使用して、日付範囲の週末の日数を計算することもできます。

2015年 3月 2日月曜日から 2015年 3月 8日日曜日までの週末の日数、2が返されます。

WORKDAY(`20150302`, `20150308`, "Mon, Tue, Wed, Thu, Fri")

フィールドの入力値

開始日フィールドの各日付から 2015年 12月 31日までの就業日数が返されます。

WORKDAY(Start_date, `20151231`)
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Start_date フィールドの各日付からEnd_date フィールドの対応する日付までの就業日数が返されま

す。

l 法定祝日は就業日合計に含まれるので、別個の計算を使用して除外しなければならない場合

があります。
l 戻り値が負の場合は、開始日が終了日よりも後であることを示します。

WORKDAY(Start_date, End_date)

備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

日付書式

開始日または終了日に指定されたフィールドは、フィールド定義で正しく書式を定義してさえいれば、ど

のような日付書式でも使用することができます。

開始日または終了日にリテラルの日付値を指定する場合は、YYYYMMDDと YYMMDD書式に制限されま

す。また、̀ 20141231`のように、値を逆引用符で囲む必要があります。

土曜日と日曜日以外の休日

土曜日と日曜日以外の休日を指定すると、月曜日から金曜日までの就業日または週に5日の就業

日に基づかないデータでWORKDAY( )関数を使用できます。

たとえば、Sunを休日に指定すると、月曜日から土曜日までの週 6日を就業日とすることができます。

法定祝日の考慮

WORKDAY( )関数は法定祝日を考慮しません。つまり、期間内に1日以上の法定祝日が含まれてい

る場合、戻り値に期間内の実際の就業日数が反映されないことがあります。

ScriptHubの「就業日数の計算」スクリプト。

法定祝日を考慮する必要がある場合は、ScriptHubで、ユーザー定義の休日のリストを受け入れる「就

業日の計算」スクリプトを使用します。
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より期間が長く、多数の祝日が含まれるデータの場合、一般的に、このスクリプトを使用する方が簡単で

す。詳細については、"ScriptHubからのインポート "ページ 1606を参照してください。

四半期などの3、4日しか祝日を含まない短い期間の場合は、以下で説明する条件付き演算フィール

ドを簡単に作成できることがあります。

法定祝日を減算するための条件付き演算フィールド

必要に応じて、条件付き演算フィールドを作成し、WORKDAY( )関数で返された値から法定祝日を差

し引くことができます。

たとえば、2015年の第 1四半期の場合、特定の期間に含まれる以下の各祝日について、WORKDAY
( )の戻り値を 1ずつ減算できます。

l 2015/01/01
l 2015/01/19
l 2015/2/16

次の例では、この四半期内に開始日と終了日がある複数の期間を示します。

まず、Workdaysなどの演算フィールドを作成し、四半期中の特定の期間の就業日数を計算します。

DEFINE FIELD Workdays COMPUTED WORKDAY(Start_date, End_date)

次に、先の演算フィールド( Workdays)に返された値を調整する、Workdays_no_holidaysなどの条件

付き演算フィールドを作成します。

DEFINE FIELD Workdays_no_holidays COMPUTED

Workdays-1 IF Start_date = `20150101` AND End_date < `20150119`
Workdays-2 IF Start_date = `20150101` AND End_date < `20150216`
Workdays-3 IF Start_date = `20150101` AND End_date <= `20150331`
Workdays   IF Start_date < `20150119` AND End_date < `20150119`
Workdays-1 IF Start_date < `20150119` AND End_date < `20150216`
Workdays-2 IF Start_date < `20150119` AND End_date <= `20150331`
Workdays-1 IF Start_date = `20150119` AND End_date < `20150216`
Workdays-2 IF Start_date = `20150119` AND End_date <= `20150331`
Workdays   IF Start_date < `20150216` AND End_date < `20150216`
Workdays-1 IF Start_date < `20150216` AND End_date <= `20150331`
Workdays-1 IF Start_date = `20150216` AND End_date <= `20150331`
Workdays   IF Start_date < `20150331` AND End_date <= `20150331`
Workdays

メモ

この条件付き演算フィールド内での条件の順序は重要です。

Analyticsでは、複数の条件を上から順に評価します。あるレコードに対して真と評価さ

れる最初の条件が、そのレコードの条件付き演算フィールドの値を割り当てます。真と評

価される後続の条件は、割り当てられた値を変更しません。
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YEAR( )関数
指定された日付または日付時刻から年を抽出し、それを YYYY書式の数値として返します。

構文

YEAR(日付/日付時刻)

パラメーター

名前 型 説明

日付 /日付時刻 日付時刻 年を抽出するフィールド、式、またはリテラル値。

出力
数値。

例

基本的な例

2014が返されます。

YEAR(`20141231`)

YEAR(`141231 235959`)

Invoice_date フィールドの各値に対して年が返されます。

YEAR(Invoice_date)
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備考
日付および時刻関数は正しく使用することが難しい場合があります。ヘルプの関数トピックでは、各関数

の動作について、具体的かつ詳細に説明します。日付および時刻関数を使用するときの一般的な考

慮事項については、次のトピックを参照してください。

l "式での日付時刻の使用"ページ 884
l "シリアル日付時刻"ページ 896
l "UTCオフセットが時刻日付式に与える影響"ページ 899
l "日付と時刻オプション"ページ 135

パラメーターの詳細

日付 /日付時刻に指定されたフィールドは、フィールド定義で正しく書式を定義してさえいれば、どのよう

な日付書式または日付時刻書式でも使用することができます。

リテラル日付または日付時刻値の指定

日付 /日付時刻にリテラルの日付値または日付時刻値を指定する場合は、次の表内の書式に制限さ

れます。また、̀ 20141231`のように、値を逆引用符で囲む必要があります。

日付または時刻の個々の要素の間に、スラッシュ( /)やコロン( :)のような区切り文字をいっさい使用しな

いでください。

l 日付時刻値 –以下の表に示す日付、区切り文字、および時刻の書式を任意に組み合わせて

使用することができます。日付を時刻の前に置く必要があり、かつ、2つの間に区切り文字を使用

する必要があります。有効な区切り文字は空白スペース 1つ、あるいは文字 't'または 'T'です。

l 時刻値 – 24時間形式で時刻を指定する必要があります。UTC( Coordinated Universal Time：
協定世界時 )からのオフセットは、プラス記号 ( +)またはマイナス記号 ( -)で始める必要がありま

す。

形式の例 リテラル値の例

YYYYMMDD `20141231`

YYMMDD `141231`

YYYYMMDD hhmmss `20141231 235959`

YYMMDDthhmm `141231t2359`

YYYYMMDDThh `20141231T23`

YYYYMMDD hhmmss+/-hhmm

( UTCオフセット )

`20141231 235959-0500`
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形式の例 リテラル値の例

YYMMDD hhmm+/-hh

( UTCオフセット )

`141231 2359+01`

メモ

UTCオフセットが設定されているデータのメ

インの時刻書式で hhを単独で使用しない

でください。たとえば、「hh+hhmm」という使

い方は避けてください。信頼できない結果

になる可能性があります。
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ZONED( )関数
数値データを文字データに変換し、出力の先頭にゼロを追加します。

メモ

AnalyticsのUnicode版を使用している場合、ZONED( )の戻り値を正しく表示するに

は、BINTOSTR( )関数の内部で ZONED( )関数をネストする必要があります。

また、ZONED( )の戻り値を別の関数のパラメーターとして使用する場合は、ZONED( )
を BINTOSTR( )の内部でネストする必要もあります。

フィールドの値に先頭のゼロを追加することが目的である場合、ZONED( )の代わりに

LEADINGZEROS( )関数を使用できます。多くの場合、ZONED( )よりも

LEADINGZEROS( )の方が使用が簡単です。LEADINGZEROS( )は、Analyticsの
Unicode版と非 Unicode版の両方でサポートされています。

詳細については、"BINTOSTR( )関数"ページ 2179と "LEADINGZEROS( )関数"ペー

ジ 2329を参照してください。

構文

ZONED(数値, 長さ)

パラメーター

名前 型 説明

数値 数値 文字に変換する数値。

メモ

数字の文字列を含む文字値に先頭ゼロを追加する場合

は、値を ZONED( )の入力として使用する前に、VALUE( 
)関数を使用して文字を数値データ型に変換する必要が

あります。詳細については、"VALUE( )関数"ページ 2559
を参照してください。

長さ 数値 出力文字列の長さ。

出力
文字。
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例

基本的な例

整数の入力値

"235"が返されます。

ZONED(235, 3)

次の例では、長さが数値の桁数より大きいので、先頭に2つのゼロが追加されて "00235"が返されま

す。

ZONED(235, 5)

次の例では、長さが数値の桁数より小さいので、左端の桁が切り詰められて "35"が返されます。

ZONED(235, 2)

小数の入力値

次の例では、ZONEDデータ型では小数点がサポートされないため、"23585"が返されます。

ZONED(235.85, 5)

負の入力値

次の例では、数値が負であるのと、右端の桁である 4が "M"で表されるのとで、"64489M"が返されま

す。

ZONED(-6448.94, 6)

次の例では、長さが数値の桁数より小さいので左端の2桁が切り詰められるほか、数値が負であるの

と、右端の桁である 1が "J"で表されるのとで、"489J"が返されます。

ZONED(-6448.91, 4)
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高度な例

数値を含む文字フィールドに先頭ゼロを追加する

Employee_Numberフィールドには値 "254879"があります。値を先頭ゼロ埋めの10桁の文字列に

変換する必要があります。

ヒント

VALUE( )関数を使用して文字を数値データに変換してから、ZONED( )への入

力値として数値を使用します。

COMMENT "0000254879" を返します

ASSIGN v_str_length = 10
ASSIGN v_num_decimals = 0
ZONED(VALUE(Employee_Number, v_num_decimals), v_str_length)

テーブルを結合する際にキーフィールドを一致させる

2つのテーブル、Ar とCustomerがある場合に、これらをCustNo フィールドで結合してさらに分析

する必要があるとします。これら 2つのテーブルにはどちらにも CustNo フィールドがありますが、この

フィールドのデータ書式が異なっています。

l Ar テーブルのCustNo フィールド –数値フィールド(値の例：235)
l Customer テーブルのCustNo フィールド – 5文字の文字フィールド。数値文字フィールドで

すが、1 ～ 9でない先頭の桁にはゼロが追加されます( "00235"など)。

結合を行う場合、データ型と長さが等しくなるようにフィールド同士を一致させるには、ZONED( )
関数を使ってArテーブルのCustNoキーフィールドを長さ 5の文字フィールドに変換することで、

その書式をCustomerテーブルのCustNoキーフィールドの書式に一致させます。

OPEN Ar PRIMARY
OPEN Customer SECONDARY
JOIN PKEY ZONED(CustNo,5) FIELDS CustNo Due Amount SKEY CustNo
UNMATCHED TO Ar_Cust OPEN PRESORT SECSORT
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備考

機能の仕組み

この関数は数値データを文字データに変換し、先頭にゼロを追加して出力します。この関数は、小切手

番号や、発注番号、請求書番号フィールドなどの、先頭にゼロを必要とするフィールドを一致させるため

によく利用されます。

ZONED( )の使用に適する場面

この関数は、正の数値を先頭にゼロを付けた文字値に変換する場合に使用できます。この関数は、

キーフィールドとして使用されるフィールドのデータを正規化する場合に役立ちます。

たとえば、あるテーブルでは請求書番号は数値フィールドに100という形式で格納されており、別のテー

ブルでは文字フィールドに00100という形式で格納されているとします。ZONED関数を使用して、数値

100を文字値 00100に変換できます。これで請求書番号を比較することができます。

文字列の長さと戻り値

長さが数値の桁数より大きい場合は、出力値の先頭にゼロが追加されます。長さが数値の桁数より小

さい場合は、出力の左側から切り詰められます。数値と長さが同じ長さの場合、ゼロは追加されませ

ん。

10進数

ZONEDデータ形式は明示的な小数点を含んでいません。

負の数値

入力値である数値が負の場合には、結果では右端の桁が文字として表示されます。

l 右端の桁が0の場合は、文字 "}"として表示
l 右端の桁が1 ～ 9の場合は、"J" ～ "R"の間の文字として表示
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ZSTAT( )関数
標準 Z統計量を返します。

構文

ZSTAT(実際値, 期待値, 母集団)

パラメーター

名前 型 説明

実際値 数値 o パラメーターを数値として指定する場合 –は、先頭の桁や先頭の桁の

組合せなど、実際の数値を指定します。
o パラメーターを比率として指定する場合 –は、検査する値の予期され

る比率は 0 ～ 1の範囲 (  0以上 1以下 )で指定します。

期待値 数値 o パラメーターを数値として指定する場合 –は、先頭の桁や先頭の桁の

組合せなど、予期される数値を指定します。
o パラメーターを比率として指定する場合 –は、検査する値の予期され

る比率は 0 ～ 1の範囲 ( 0より大きく 1未満 )で指定します。

母集団 数値 検査する項目の総数。この値は 0より大きい正の整数でなければなりま

せん。

出力
数値。

例

高度な例

値が数値のパラメーター
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過去 10年のデータを調べた結果、通常は月ごとの高度障害保険請求件数の分布がほぼ一定

であることが判明しました。今年の4月、5月、6月には請求件数が例年より 10パーセント多く、

例年は 1か月平均 200件ですが今年は 220件ありました。7月と8月の件数はやや少なく、そ

れぞれ 193件と197件でした。今年の請求件数の合計は 2,450件でした。これらの高い数値

結果と低い数値結果が有意なものであったかどうかを調べるには、Z統計を使用します。

4月から 6月までの実際の請求件数は 660件で予想より高いです。この期間の請求件数の期

待値は年間の請求件数である 2.450件の25パーセント、つまり 612.5件です。これらの統計量

に対する Z統計量は 2.193と計算されます。

ZSTAT(660, 612.5, 2450)

Z統計量 1.96の有意性は 0.05で、Z統計量 2.57の有意性は 0.01です。したがって、請求件

数が偶然高くなる確率は 1/20と1/100の間です。

7月から 8月までの実際の請求件数は 390件で予想より低いです。この期間の請求件数の期

待値は年間の請求件数である 2,450件の1/6、つまり 408.33件です。これらの比率に対する Z
統計量は 0.967と計算されます。

ZSTAT(390, 408.33, 2450)

これはあまり有意な結果ではありません。1.000未満のZ統計量は非常に一般的で、通常は無

視できる範囲の値です。

値が比率のパラメーター

過去 10年のデータを調べた結果、通常は月ごとの高度障害保険請求件数の分布がほぼ一定

であることが判明しました。今年の4月、5月、6月には請求件数が例年より 10パーセント多く、

例年は 1か月平均 200件ですが今年は 220件ありました。7月と8月の件数はやや少なく、そ

れぞれ 193件と197件でした。今年の請求件数の合計は 2,450件でした。これらの高い数値

結果と低い数値結果が有意なものであったかどうかを調べるには、Z統計を使用します。

4月から 6月までの請求件数の実際値は予想より高く、比率 660/2450で表されます。この期

間の請求件数の期待値は年間の請求件数である 2,450件の25パーセントです。これらの比率

に対する Z統計量は 2.193です。

ZSTAT((1.00000000 * 660 / 2450), 0.25, 2450)

Z統計量 1.96の有意性は 0.05で、Z統計量 2.57の有意性は 0.01です。したがって、請求件

数が偶然高くなる確率は 1/20と1/100の間です。
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7月から 8月までの実際の請求件数は 390件と少ないです。この期間の請求件数の期待値は

年間の請求件数である 2,450件の1/6、つまり 16.6667パーセントです。これらの比率に対する

Z統計量は 0.967です。

ZSTAT((1.00000000 * 390 / 2450), 0.16667, 2450)

これはあまり有意な結果ではありません。1.000未満のZ統計量は非常に一般的で、通常は無

視できる範囲の値です。

備考

機能の仕組み

ZSTAT( )関数は、デジタル解析をはじめとするさまざまな問題解決のタスクに使用する標準 Z統計量

を計算します。小数点以下 3桁の精度で結果を出力します。

ZSTAT( )を使用する

ZSTAT( )関数を使用すると、指定した期間やカテゴリで得られる結果についての発生の頻度を評価す

ることができます。結果のZ統計量が大きいほど発生の可能性は低くなります。

たとえば、Z統計量 1.96の有意性は 0.05( 20回に1回発生すると予測される)であるのに対し、Z統

計量 2.57の有意性は 0.01( 100回に1回発生すると予測される)です。Z統計量については、統計関

係の書籍を参照してください。

ZSTAT( )の入力値を指定する

ZSTAT( )のパラメーターには数値か比率のいずれかを指定できます。

l 両方の入力値に数値を指定した場合、この関数は浮動小数点演算を使用して Z統計量を計

算します。
l 両方の入力値に比率を指定した場合、この関数は固定小数点演算を使用して Z統計量を計

算します。この場合、小数の乗数を使用して、丸めを制御する必要があります。
l 実際値または期待値を求める式の中で式を使用する場合、小数の乗算によって結果の精度を

指定する必要があります。Analyticsでは小数点以下 8桁が使用されるので、1.00000000の乗

算によって、得られる範囲で最高の精度の値が返されます。
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アナリティクススクリプトの概要
スクリプトはAnalyticsでのみ実行されるように制限されていません。標準のスクリプトは、アナリティクスス

クリプトに変換すると、HighBondプラットフォーム上のロボット アプリでスケジュールおよび実行できるように

なります。

メモ

バージョン 16以降のAnalyticsはAnalytics Exchange( AX)と連携しません。2023年

1月 1日をもってAnalytics Exchangeのサポートが終了します。詳細を確認するか、ロ

ボットにアップグレードしてください。

AnalyticsとAnalytics Exchangeの連携の詳細については、Analyticsおよび

ACLScript 15.1のヘルプを参照してください。

アナリティクススクリプトとは
アナリティクススクリプトまたは「アナリティクス」は、アナリティクスヘッダーを持つ標準のスクリプトです。アナ

リティクスヘッダーは、ロボットでスクリプトの実行を可能にする一連の宣言タグです。アナリティクスヘッ

ダーには、即時、または予定時刻のいずれかに、無人でのアナリティクススクリプトの実行を可能にする、

ユーザーが事前に設定する入力パラメーターが含まれます。

標準のスクリプトをアナリティクススクリプトに変
換する
アナリティクススクリプトは標準のスクリプトとして作成を開始します。標準のスクリプトをロボットで実行す

るには、それをアナリティクススクリプトに変換する必要があります。

1. Analyticsでスクリプトを作成してテストします。
2. 該当するアナリティクスヘッダータブを追加し、スクリプトをアナリティクススクリプトにします。
3. ロボットの開発モードで 1つ以上のアナリティクススクリプトおよび補助スクリプトをスクリプト バー

ジョンとしてコミットし、本番モードの有効なスクリプト バージョンをスケジュールおよび実行します。

詳細については、"アナリティクススクリプトの開発"ページ 2581を参照してください。

アナリティクスヘッダーの追加

アナリティクスヘッダーは、スクリプトの先頭行から始まるコメント ブロック内で定義されます。スクリプトがア

ナリティクススクリプトであることをアナリティクスヘッダーに宣言することが、最低限必要です。

COMMENT
//ANALYTIC 欠落している小切手の識別
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このアナリティクス スクリプトは、欠落している小切手番号を検出します。

END

詳細については、"アナリティクスヘッダーを使った作業"ページ 2588を参照してください。

補助スクリプトの概要
補助スクリプトは、アナリティクススクリプトと連動するように設計されている、アナリティクスヘッダーがない

標準のスクリプトです。一般的な設計では、アナリティクススクリプトはDO SCRIPTコマンドを使用して、

1つ以上の補助スクリプトを呼び出します。補助スクリプトが完了すると、処理は実行し続けるアナリティ

クススクリプトに戻ります。

補助スクリプトはサブスクリプト、セカンダリスクリプト、ユーティリティスクリプト、ヘルパースクリプトとも呼ば

れます。補助スクリプトの使用は必須ではありません。補助スクリプトでは、条件付き、再利用可能、ま

たは親アナリティクススクリプトを含めるために拡張できるスクリプト ロジックのブロックを区分することができ

ます。

補助スクリプトの制限

補助スクリプトはさまざまな方法で使用できますが、アナリティクスヘッダーは存在しないため、次の2つの

制限事項が適用されます。

l 入出力タグがない –入出力アナリティクスタグを指定できません。このため、補助スクリプト自体で

は、入出力パラメーターを作成できません。必要なパラメーターはすべて、親アナリティクススクリプ

トのアナリティクスヘッダーで作成する必要があります。
l 直接実行できない –ユーザーは補助スクリプトを直接スケジュールまたは実行できません。直接呼

び出すか、別の補助スクリプトから間接的に呼び出すかには関係なく、補助スクリプトはアナリティ

クススクリプトからのみ呼び出すことができます。
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アナリティクススクリプトの開発
アナリティクススクリプトの開発において推奨される方法は、まずAnalyticsで標準のスクリプトを作成、テ

ストすることです。スクリプトが正しく動作している場合は、アナリティクスヘッダーを追加し、ロボットで実

行可能なアナリティクススクリプトにスクリプトを変換します。

標準のスクリプトの作成については、"スクリプトの基本"ページ 1431を参照してください。

メモ

バージョン 16以降のAnalyticsはAnalytics Exchange( AX)と連携しません。2023年

1月 1日をもってAnalytics Exchangeのサポートが終了します。詳細を確認するか、ロ

ボットにアップグレードしてください。

AnalyticsとAnalytics Exchangeの連携の詳細については、Analyticsおよび

ACLScript 15.1のヘルプを参照してください。

スクリプトの入力と出力の特定
アナリティクスヘッダーでは、アナリティクスタグを使用して、スクリプトの入力と、エンド ユーザーを利用可

能にしたり、後続のスクリプトの入力として使用したりするスクリプトの出力を宣言します。さまざまな種類

の入力と出力が、括弧内に関連するアナリティクスタグを伴って以下で説明されています。

ヒント

始める前に、必要な入力と出力を特定すると、開発が一層スムーズに進みます。

入力 出力

o Excelファイルや区切り文字付きファイルなどの非

Analyticsファイル

("FILE タグ"ページ 2613)

o 切捨額、日付、IDコードなどの入力パラメーター

("PARAM タグ"ページ 2616)

o パスワード

("PASSWORD タグ"ページ 2626)

o Analyticsのテーブルとフィールド

("TABLE タグ"ページ 2629、"FIELD タグ"ページ 2631)

o Analyticsおよび非 Analyticsの結果テーブル

("RESULT タグ"ページ 2634)

o 成功したスクリプトのログファイル

("RESULT タグ"ページ 2634)

o 後続のスクリプトの入力として使用される Analitics出力

テーブル

("DATA タグ"ページ 2641)
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スクリプトの入出力 –拡大図
次の図は、アナリティクススクリプト間で受け渡しが可能なすべての入力と出力を示します。各入出力は

次の項目を示します。

l データ型またはユーザー入力
l 関連付けられたアナリティクスタグ(該当する場合 )
l 関連付けられたACLScriptコマンド
l 入出力データ、テーブル、またはファイルの場所

設計と目的によっては、単一のアナリティクススクリプトに複数の入出力が存在する場合があります。
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ソースデータへのアクセス
アナリティクススクリプトによって要求されるソースデータにアクセスするための基本的なアプローチは 2つあ

ります。

l 接続の自動化
l 手動のアップロード

必要に応じて、同じアナリティクススクリプトにおいて自由に双方のアプローチが使用できます。

接続の自動化

このアプローチの利点は、スケジュールして実行させるなど、ロボットへのデータのインポートは完全な自動

化が可能という点です。

アナリティクススクリプト本体では、外部のデータソースへの接続、データのインポート、およびデータをコ

ピーしたAnalyticsテーブルの作成において、ACLScriptコマンドの1つを使用します。

l ACCESSDATA
l IMPORT ODBC
l IMPORT GRCRESULTS
l IMPORT GRCPROJECT
l DEFINE TABLE DB

メモ

これらのコマンドでは、アナリティクスヘッダーで対応するアナリティクスタグは必要ありませ

ん。

他のコマンドのいずれかを使用する理由がない限り、ACCESSDATAを使用してくださ

い。DEFINE TABLE DBは、昔のスクリプトを使って下位互換性で保持されている昔の

コマンドです。

手動のアップロード

手動のアップロードは、ロボットにデータをインポートするシンプルな方法を提供します。ユーザーがソース

データファイルをローカルに保管している場合にこの方法が適切かもしれません。

Excelや区切り文字などの非 Analyticsファイルを手動でロボット アプリにアップロードできます。Analytics
テーブルを利用可能にするには、異なる方法を使用する必要があります。

l 非 Analytics ファイル – Excelまたは区切り文字などの非 Analyticsファイルを、ロボットで［入力 /
出力］タブに手動でアップロードできます。アナリティクススクリプトでアップロードしたデータにアクセス

するには、アナリティクスヘッダーではFILEタグを使用し、スクリプト本体では IMPORT EXCELな

どの適切なインポート コマンドを使用します。
l Analytics テーブル – Analyticsテーブルは、［入力 /出力］タブに手動でアップロードすることはできま

せん。代わりに、アナリティクスヘッダーで DATAタグを使用し、Analytics出力テーブルを［入力 /出
力］タブに保存します。後続のスクリプトで Analyticsテーブルにアクセスするには、スクリプト本体で

OPENコマンドを使用します。
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アナリティクススクリプトの作成とテストのワーク
フロー

メモ

次のワークフローをアナリティクススクリプト開発方法として推奨しますが、ご自分に最も

適した方法で自由にアナリティクススクリプトを開発することができます。

Analyticsスクリプトを作成する

ユーザー入力のためのカスタムダイアログボックスや、その他スクリプトの実行中にユーザー操作を必要と

する機能を一切使用せずに、Analyticsでスクリプトを作成します。アナリティクススクリプトは、スクリプト

の実行に先立ってユーザー入力をできるようにしますが、スクリプトとは異なり、実行中のユーザー操作は

サポートしていません。

Analyticsスクリプトにテスト入力値を保存するには、スクリプトの先頭で、変数を一時的に作成します。

例：

ASSIGN v_AnalysisTable = "Trans_May"

スクリプトがエラーなしで実行されるまで、スクリプトをテストしてデバッグします。

アナリティクスヘッダーおよびアナリティクスタグの追加

スクリプトにアナリティクスヘッダーを追加します。スクリプトの先頭からアナリティクスヘッダーデザイナー内

の対応するタグへ変数名をコピーします。

アナリティクスヘッダーの結果タグの例 :

//TABLE v_AnalysisTable "Table to classify"

詳細については、"アナリティクスヘッダーを使った作業"ページ 2588を参照してください。

アナリティクススクリプト結果にログを含める

ログは、アナリティクススクリプトの失敗の原因を診断する重要なツールです。ログは、アナリティクススクリ

プトが成功しても予期しない結果となった場合にも重要となります。ログは、アナリティクススクリプトが失

敗した場合には自動的に出力されますが、アナリティクススクリプトが成功した場合は、RESULTアナリティ

クスタグを指定した場合にのみ出力されます。

アナリティクスヘッダーデザイナーでは、［ログファイルを保持する］をオンにして、アナリティクススクリプトを

実行するときはいつでもログを利用できるようにします。アナリティクスヘッダーに対応するタグを加えます。
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//RESULT LOG

アナリティクスヘッダーを検証する

アナリティクスヘッダーを検証します。必要とする頻度でアナリティクスヘッダーを検証することができます。

詳細については、"アナリティクスヘッダーの検証"ページ 2594を参照してください。

アナリティクスタグに一時的なテスト値を代入する

特殊な代入演算子 ( :=)を使用して、ユーザー入力を必要とするすべての分析タグに一時的なテスト値

を代入します。スクリプトの先頭にある一時的な変数代入からテスト値をコピーすることができます。例：

//TABLE v_AnalysisTable "分類するテーブル" := "Trans_May"

アナリティクスヘッダーデザイナーを使用して一時的にテスト値を割り当てるには、ユーザーの入力に必要

なすべてのアナリティクスタグに対して［テスト値］フィールドに値を入力します。

一時的なテスト値の詳細については、"Analyticsでのテスト入力値の指定"ページ 2607を参照してくだ

さい。

一時変数を削除する

スクリプトの先頭から一時変数を削除するか、または、それらを再度使用するかもしれない場合は、一

時変数をコメントにします。

アナリティクススクリプトをステップ実行する

実行 をクリックするか、またはF10キーを繰り返し押して、アナリティクススクリプトをステップ実行しま

す。ナビゲーターの［変数］タブの内容をよく調べて、アナリティクスヘッダー内のすべての変数が正しく作

成され、テスト値が正しく割り当てられていることを確認します。

アナリティクススクリプトがエラーなしで実行されるまで、テストしてデバッグします。

メモ

アナリティクススクリプトが完了する前にそのアナリティクススクリプトを終了したい場合

は、Escキーを押し、確認プロンプトで［はい］をクリックします。

ヒント

コマンド ラインで DELETE ALL OKと入力することにより、Analyticsプロジェクトからすべて

の格納された変数と変数の代入値を削除することができます。ステップ実行する前に

［変数］タブをクリアすると、アナリティクススクリプトをクリーンに開始できます。
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一時的なテスト値を削除する

テストが完了したら、すべてのアナリティクスタグから、一時的なテスト値と特殊な代入演算子を削除で

きます。または、追加のテストが必要な場合があると想定する場合は、これらを維持します。開発環境

ではテスト値は無視されます。

アナリティクススクリプトの展開

アナリティクススクリプトを展開するには、スクリプトをロボットにコミットします。

詳細については、"Analyticsからロボットへのスクリプトのコミット (アップロード) "ページ 2731を参照してく

ださい。
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アナリティクスヘッダーを使った作業
アナリティクスヘッダーは、スクリプトの始めにコメント ブロックに囲まれた一連のタグです。タグは、スクリプト

の入力またはスクリプトの出力のいずれかを指定します。

アナリティクススクリプトの入出力の視覚的な概要と関連付けられたアナリティクスタグについては、"スクリ

プトの入出力 –拡大図"ページ 2582を参照してください。

ユーザーが直面する入力パラメータを指定するタグは、ユーザーが事前にスクリプトの入力値を指定でき

るようにします。すなわち、即時、またはスケジュールした時間のいずれかにアナリティクススクリプトは無人

で実行できるということです。

Analyticsプロジェクトでスクリプトを開発したあとは、スクリプトをロボットにコミットする前に、1つ以上のス

クリプトにアナリティクスヘッダーを追加する必要があります。

アナリティクスヘッダーデザイナーを使用するのが、アナリティクスヘッダーを追加または変更する最も簡単

な方法です。アナリティクスヘッダーは、手動で追加したり、変更したりすることもできます。

メモ

バージョン 16以降のAnalyticsはAnalytics Exchange( AX)と連携しません。2023年

1月 1日をもってAnalytics Exchangeのサポートが終了します。詳細を確認するか、ロ

ボットにアップグレードしてください。

AnalyticsとAnalytics Exchangeの連携の詳細については、Analyticsおよび

ACLScript 15.1のヘルプを参照してください。

アナリティクスヘッダーデザイナー
アナリティクスヘッダーデザイナーには、アナリティクスヘッダーを構成するアナリティクスタグを進行的に追

加する上で直感的なインターフェイスがあります。アナリティクスヘッダーを構築しながら、自由にタグを追

加、変更、または削除することができます。

自動エラーチェックおよびデザイナーに埋め込まれたガイダンスは、確実に、構築するヘッダーが有効で、

かつ正確に動作するよう支援します。

デザイナーで［保存］をクリックすると、設定したタグは、スクリプトのトップでアナリティクスヘッダーに自動的

に解釈されます。必要に応じてアナリティクスヘッダーを手動で編集できますが、デザイナーを再度開いて

編集を行うことが推奨されます。
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サンプルのアナリティクスヘッダー

見つからない小切手を特定するアナリティクススクリプトの、以下に示すアナリティクスヘッダーが、上に示

すアナリティクスヘッダーデザイナーのタグを使用して作成されました。スペース節約のため、デザイナーの

スクリーンキャプチャは、アナリティクスヘッダーでタグのサブセットのみを表示するようサイズが変更されま

す。

COMMENT
//ANALYTIC TYPE ANALYSIS 欠落している小切手の識別
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このアナリティクス スクリプトは、欠落している小切手番号を検出します。

//TABLE v_table_payments 支払テーブル

支払が記載され、小切手番号の列があるテーブルを選択します

//FIELD v_check_num CN 小切手番号

小切手番号を含むフィールドを選択します

//PARAM v_start_date D OPTIONAL 開始日(任意)
分析の開始日を入力します

//PARAM v_end_date D OPTIONAL 終了日(任意)
分析の終了日を入力します

//PARAM v_region C MULTI SEPARATOR , QUALIFIER ' VALUES
|Northeast|Southeast|Central|Western|West Coast| Regions

分析に含める 1 つ以上の地域を入力します

//RESULT TABLE Missing_Checks
//RESULT FILE Missing_Checks.xls
//RESULT LOG
END

COMMENT スクリプト本体はここから始まります。

SET SAFETY OFF
OPEN %v_table_payments%
.
.
.
SET SAFETY ON

ロボットでのスクリプトの入力の状況

上述のサンプルのアナリティクスヘッダーにある入力タグは、ロボットでアナリティクススクリプトをスケジュー

ルまたは実行する際にユーザーが投入する必要のある入力パラメータを作成します。

入力パラメーターがロボット アプリにどのように表示されるかを次に示します。
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各タグの実行内容

上述のサンプルのアナリティクスヘッダー内の各アナリティクスタグは、ロボットでユーザーが関連するアナリ

ティクススクリプトをスケジュールまたは実行する際に特定のタスクを実行します。
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アナリティクスヘッダーの構文 説明

COMMENT . . . END
アナリティクスタグのブロックを囲みます。

すべてのアナリティクスヘッダーは、スクリプトの先頭行から始ま

る COMMENTコマンドによって囲まれている必要があります。

分析
アナリティクススクリプトのタイプと名前を含む、アナリティクス

ヘッダーの基本構成を作成します。

すべてのアナリティクスヘッダーは、//ANALYTICタグで始まる必

要があります。

//TABLE v_table_payments
ユーザーによる支払テーブルの選択を可能にする入力パラメー

タを作成します。

テーブル名は多様であるため、ユーザーが選択するテーブル名

は v_table_payments変数に格納されます。

//FIELD v_check_num
ユーザーによる支払テーブルからの小切手番号フィールドの選

択を可能にする入力パラメータを作成します。

フィールド名は多様であるため、ユーザーが選択するフィールド

名は v_check_num変数で並べ替えられます。

//PARAM v_start_date
分析されるレコード範囲の開始日のユーザーによる指定を可

能にする、入力パラメータを作成します。

ユーザーはさまざまな開始日を指定するため、ユーザーが指定

した実際の日付は v_start_date変数に格納されます。

//PARAM v_end_date
分析されるレコード範囲の終了日のユーザーによる指定を可

能にする、入力パラメータを作成します。

ユーザーはさまざまな終了日を指定するために、ユーザーが指

定する実際の日付は v_end_date変数で並び替えられます。

//PARAM v_region
ユーザーによる分析に含まれる地域の指定を可能にする入力

パラメータを作成します。

ユーザーはさまざまな地域を指定するために、ユーザーが指定

する実際の地域は v_region変数で並び替えられます。

//RESULT TABLE Missing_Checks
Missing_Checks結果テーブルをロボットでユーザーが利用で

きるよう指定する出力パラメーターを作成します。

スクリプトからの出力結果は、存在していても、自動的に利用

可能にはなりません。アナリティクスヘッダーで可用性を指定す

る必要があります。

//RESULT FILE Missing_Checks.xls
Missing_Checks.xls結果ファイルをロボットでユーザーが利用

できるよう指定する出力パラメーターを作成します。

スクリプトからの出力結果は、存在していても、自動的に利用

可能にはなりません。アナリティクスヘッダーで可用性を指定す

る必要があります。
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アナリティクスヘッダーの構文 説明

//RESULT LOG
ログファイルが正常に実行するスクリプト用の出力であることを

指定します。

ログファイルは、スクリプトが失敗した場合に自動的に出力さ

れます。

アナリティクスヘッダーの作成
アナリティクスヘッダーを作成するには、必要なスクリプトの入力と出力は何かを事前に知っておく必要が

あります。詳細については、"スクリプトの入力と出力の特定"ページ 2581を参照してください。

アナリティクスヘッダーの基本構成の設定

1. スクリプト エディターで新規または既存のスクリプトを開きます。

2. ［アナリティクスヘッダーの編集 ］をクリックします。

アナリティクスヘッダーデザイナーが開きます。

3. ［アナリティクスタイプ］を選択します。

アナリティクススクリプトは、ロボットでタイプ別にグループ化されます。グループはスクリプト シーケン

スでユーザーをガイドします。

l IMPORT –データソースからデータを取得するスクリプト。

l PREPARE –生データを分析に適したものにするために必要な方法で生データを変換するスクリプ

ト。

l ANALYSIS –データで分析を実行するスクリプト。
4. アナリティクス名を指定します。

メモ

Analyticsプロジェクトのアナリティクススクリプト名は一意でなくてはなりません。

名前はロボットでアナリティクススクリプトを識別します。このアナリティクススクリプト

名は、スクリプトを初めに作成したときに、Analyticsで指定するスクリプト名とは同

じではありません。

5. 正常に終了したスクリプトのログファイルを維持するかどうかを選択します。

l ［ログファイルを保持する］をオンにする –スクリプトが正常に実行された場合にログファイルが自

動的に出力されます
l ［ログファイルを保持する］をオフにする –スクリプトが正常に実行された場合にログファイルは出

力されません
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［ログファイルを維持する］の設定にもかかわらず、ログファイルは、スクリプトが失敗した場合には

自動的に出力されます。

ヒント

正常に終了したスクリプト用のログファイル名をカスタマイズする場合、RESULT LOG
タグを使用します。

アナリティクスタグの追加

アナリティクスヘッダーの基本構成を設定したら、必要なだけ多くのアナリティクスタグを追加できます。

タグを追加する順序に制限はありません。

1. アナリティクスヘッダーデザイナーで、［タグを追加する］をクリックします。
2. ［タグタイプ］を選択します。
3. タグを構成するには、タグの構成で必要なフィールドのすべて、および必要なオプションのフィールド

を完了します。

タグの構成に関するガイダンスは、各タグの構成セクションに埋め込まれています。

アナリティクスヘッダー構文の詳細と、アナリティクスタグの完全な一覧については、"アナリティクス

ヘッダーおよびアナリティクスタグ"ページ 2605を参照してください。

4. アナリティクスヘッダーで必要な各追加タグのプロセスを繰り返します。
5. 終了したら［保存］をクリックします。

アナリティクスヘッダーの検証
1つ以上のスクリプトにアナリティクスヘッダーを追加したら、Analyticsのツールを使用して、ヘッダー構文

を検証し、それが正しいことを確認します。アナリティクススクリプトの実行時に失敗しないように、スクリプ

トをロボットにコミットする前に検証を行います。

1つのツールは、スクリプト レベルで個別のアナリティクスヘッダーを検証します。他のツールは、1度に1つ

のプロジェクトのすべてのアナリティクスヘッダーを検証します。2つの種類の検証の焦点は異なります。

個別のアナリティクスヘッダーを検証する

アナリティクスヘッダーのスクリプト レベルの検証は、個別のアナリティクスタブの構文に焦点を置き、エ

ラーと該当する行番号を報告します。

1. アナリティクスヘッダーを含んでいるスクリプトを開きます。

2. スクリプト エディターツールバーで、［アナリティクスヘッダーの検証］をクリックします 。

アナリティクスヘッダーが有効であることを知らせるメッセージか、または発生したエラーと発生場所

の行番号を示すメッセージが表示されます。

3. アナリティクスヘッダーにエラーがある場合は、エラーを修正してからもう一度［アナリティクスヘッダー

の検証 ］をクリックし、これ以上エラーがないことを確認します。
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ヒント

エラーの本質がエラーメッセージからは明らかでない場合は、関連するアナリティク

スタグのヘルプトピックを参照してください。トピックの構文をアナリティクスヘッダー

の構文と注意して比較します。エラーは、アナリティクスヘッダー構文のわずかな違

いが原因で発生することもあります。

プロジェクトのすべてのアナリティクスヘッダーを検証する

アナリティクスヘッダーのプロジェクト レベルの検証は次の2つのことを確認します。

l 1つ以上のアナリティクスヘッダーがプロジェクトに存在する
l 複数のアナリティクススクリプトの名前が一意である

メモ

アナリティクススクリプト名は、ナビゲーターの［概要］タブのスクリプト名ではなく、

ANALYTICタグで指定された名前です。

スクリプトをロボットにコミットするときに、プロジェクト レベルの検証が自動的に実行されます。［スクリプト

の確認 ］ボタンを Analyticsツールバーに追加する場合に、手動で検証を実行することもできます。

1. 必要に応じて、［スクリプトの確認］ボタンを Analyticsツールバーに追加します。
a. ツールバー上の何もない場所をダブルクリックすると、［ツールバーの変更］ダイアログボックスが

開きます。

b. ［利用できるツールバーボタン］リストで、［スクリプトの確認］を選択し、［追加］をクリックしま

す。

c. ［現在のツールバーボタン］リストで、［スクリプトの確認］ボタンを選択し、［上へ］または［下へ］
をクリックして、ボタンの位置を変更します。

上から下へのボタンの順序は、ツールバーの左から右への位置に対応しています。

d. ［閉じる］をクリックして、変更を保存します。

2. ツールバーで、［スクリプトの確認 ］をクリックします。

プロジェクトのアナリティクスヘッダーが有効であるというメッセージが表示されるか1つ以上のエラー

を指定します。

3. アナリティクスヘッダーにエラーがある場合は、エラーを修正してからもう一度［スクリプトの確認

］をクリックし、これ以上エラーがないことを確認します。
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アナリティクス開発のベスト プラクティ
ス
アナリティクススクリプトでは、標準のスクリプトで使用できるコマンドのほとんどがサポートされています。た

だし、開発者としては、アナリティクススクリプトをユーザーの操作なしに実行できるようにすると共に、

HighBondのロボット アプリのアナリティクススクリプトを処理するエンジンでサポートされていないコマンドを

アナリティクススクリプトに記述しないようにする必要があります。

アナリティクススクリプトではすべてのACLScript関数がサポートされます。

一般的なベストプラクティス

ロボットごとに1つのAnalyticsプロジェクトを使用する

ロボットごとに新しいAnalyticsプロジェクトを作成します。プロジェクトには、ロボットを構成するすべてのア

ナリティクススクリプトと、必要となるすべてのサブスクリプトが含まれている必要があります。

ローカルでテストする

どのアナリティクススクリプトも、ロボット アプリに展開する前に、ローカルでテストします。アナリティクススク

リプトが想定通りに実行され、ユーザー操作が必要でないことを確認します。

詳細については、"アナリティクススクリプトの開発"ページ 2581を参照してください。

テストに安定したデータ接続を使用する

ODBCデータソースを使用しているかどうかについてローカルでアナリティクススクリプトをテストするには、

お使いのローカルコンピューター上で、アナリティクススクリプトが実行する環境の接続と一致する、

ODBC接続を構成する必要があります。

絶対ファイルパスの使用を避ける

アナリティクススクリプトが実行される環境に同一のファイルパスが存在していることが確実な場合以外、

アナリティクススクリプトで絶対ファイルパス( C:\resultsなど)を使用することは避けてください。

相対ファイルパス( \resultsなど)を使用すると、アナリティクススクリプトをローカルで開発してテストし、

他の環境に同じディレクトリ構造がなくても、別の環境に展開できます。
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SETを使って初期設定を行う

SETコマンドを使用して、アナリティクススクリプトで必要となるすべての優先順位の設定を指定します。ア

ナリティクススクリプトの初期設定をしない場合は、Analyticsのデフォルトの初期設定が使用されます。

アナリティクスヘッダーの後ろ、アナリティクススクリプト ロジックの前に SETコマンドを置きます。

結果テーブルやデータ出力テーブルでは演算フィールドは使
用禁止

アナリティクススクリプトを実行するセッション以外のセッションでも保持したい出力テーブル内では、演算

フィールドを使用しないでください。

解釈内での使用目的に、あるいは後続のスクリプトの入力として保持される結果テーブルやデータテー

ブルが演算フィールドを含んでいる場合には、予期しない値が表示される可能性があります。演算値は

初期設定ファイル( .prf)に定義されている設定によって決まるか、または SETコマンドを使って作成され

るため、環境に応じて、出力される値が異なってきます。

演算フィールドの値を保持する必要がある場合は、EXTRACTコマンドを FIELDSまたは ALLオプションととも

に使用することで、そのフィールドを結果テーブルやデータテーブルの物理フィールドに変換します。詳細

については、"EXTRACTコマンド"ページ 1801を参照してください。

データ接続のパスワードを暗号化する

アナリティクススクリプトにデータソースのパスワードをプレーンテキストで設定しないようにするには、

//PASSWORDアナリティクスタグを使用します。このタグは、アナリティクススクリプトを実行する前に、パス

ワードの入力をユーザーに求め、入力された値を暗号化します。

HighBondとの間でインポートまたはエクスポートを行うとき
にパスワードを使用する

PASSWORDパラメーターは、HighBondとの間でインポートまたはエクスポートを行うすべてのコマンドで必要

です。

l IMPORT GRCRESULTS
l IMPORT GRCPROJECT
l EXPORT... ACLGRC
l EXPORT... HBDATA

ロボット アプリでは、コマンドは PASSWORDパラメーターを指定しないと失敗します。

コマンド内で PASSWORDパラメーターを使用するときには、アナリティクスヘッダーにある関連の//PASSWORD
タグも指定する必要があります。詳細については、"PASSWORDタグ"ページ 2626を参照してください。
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メモ

PASSWORDパラメーターは、Analyticsでインポートおよびエクスポートコマンドを実行すると

きには不要です。Windowsレジストリにローカル保存されている現在のユーザーの

HighBondアクセストークンが自動的に使用されます。

ユーザー操作の回避
アナリティクススクリプトは、ユーザーの操作なしに実行できるようにしておく必要があります。コマンドがダイ

アログボックスを作成しようとすると、開発環境のエンジンがアナリティクススクリプトを停止し、エラーがロ

グに記録されます。

ユーザー操作コマンドをアナリティクスタグに置き換える

ユーザー操作を必要とする Analyticsコマンドを使用しないようにします。アナリティクスヘッダーの同等の

アナリティクスタグで置換します。アナリティクスタグでは、アナリティクススクリプトを実行する前に、ユー

ザーが入力値を指定できます。

使用しない 置換

DIALOG //PARAM、//TABLE、//FIELD

ACCEPT //PARAM、//TABLE、//FIELD

PASSWORD //PASSWORD

PAUSE 相当するオプションなし

ガイドライン

l 対話型コマンド –アナリティクススクリプト処理が失敗しないようにするには、すべての対話型コマン

ドを削除しておきます。
l SET SAFETY –必要に応じてファイルを上書きできるようにする(確認ダイアログボックスの表示な

し)には、アナリティクススクリプトの冒頭に SET SAFETY OFFコマンドを追加します。

アナリティクススクリプトの終わりに SET SAFETY ONコマンドを追加することで、デフォルトの動作に

戻しておくことができます。

l OK パラメーター –確認ダイアログによってアナリティクススクリプトがクラッシュしないようにするには、

通常、確認ダイアログボックスを表示する以下のコマンドの後に OKパラメーターを追加します。

l RENAME
l DELETE
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スクリプト構文を確認する
Analytics は、アナリティクススクリプトが失敗する原因となるスクリプト構文、またはローカル環境とアナリ

ティクススクリプトが展開される環境との間で調整が必要になるスクリプト構文を検出するツールを提供

しています。このツールでは警告のみが表示されます。警告のあるアナリティクススクリプトでも、コミットま

たはインポートできます。

ツールの確認機能

ツールは、次の項目について、プロジェクトのすべてのスクリプトを確認します。

l ユーザー操作を必要とするコマンド
l 絶対ファイルパス
l 外部スクリプトの呼び出し

確認が実行されるタイミング

スクリプト構文確認は、スクリプトをロボットにコミットするときに、自動的に実行されます。

構文の確認はデフォルトで有効です。オフにする場合は、［オプション］ダイアログボックス( ［ツール>オプ

ション > インターフェイス］)で、［スクリプトをコミットする前に、スクリプト構文チェックを無効にする］を選択

します。

確認を手動で実行する

スクリプト構文の確認を手動で実行できます。Analyticsツールバーにスクリプトの確認 ボタンを最

初に追加しなければならない場合があります。

1. 必要に応じて、［スクリプトの確認］ボタンを Analyticsツールバーに追加します。
a. ツールバー上の何もない場所をダブルクリックすると、［ツールバーの変更］ダイアログボックスが

開きます。

b. ［利用できるツールバーボタン］リストで、［スクリプトの確認］を選択し、［追加］をクリックしま

す。

c. ［現在のツールバーボタン］リストで、［スクリプトの確認］ボタンを選択し、［上へ］または［下へ］
をクリックして、ボタンの位置を変更します。

上から下へのボタンの順序は、ツールバーの左から右への位置に対応しています。

d. ［閉じる］をクリックして、変更を保存します。
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2. ツールバーで、［スクリプトの確認 ］をクリックします。

プロジェクトのスクリプト構文が有効であること、または1つ以上の警告を示すメッセージが表示さ

れます。

3. 次のいずれかを実行します。

l
警告があるスクリプト構文を修正し、［スクリプトの確認 ］をもう一度クリックして、警告が表

示されないことを確認します。

l 展開環境にディレクトリ構造、またはアナリティクススクリプトで指定されたパスまたは外部スクリ

プトと一致する外部スクリプトがあることを確認します。
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アナリティクススクリプトのサンプル
アナリティクススクリプトのサンプルには、1つのスクリプトのインポート、1つの準備スクリプト、そして 1つの

分析スクリプトが含まれています。アナリティクススクリプトはロボットで実行できます。

アナリティクススクリプトの順序
3つのアナリティクススクリプトは、合わせて作業するために設計され、次の順序で実行する必要がありま

す。

順番検査 アナリティクスタイプ アナリティクススクリプト名

1 IMPORT インポート アナリティクス Robots_AX のサンプル

2 PREPARE 準備アナリティクスのサンプル

3 ANALYSIS 分析アナリティクスのサンプル

インポート アナリティクススクリプトのサンプル
サンプルのExcelファイルTrans_May.xlsからデータをインポートし、それを新しいAnalyticsテーブル

Trans_May_raw(生データテーブル)に保存します。

アナリティクススクリプト名 使用場所 インポート ファイルの要件

インポート アナリティクス

Robots_AXのサンプル

o ロボット o ロボット –のTrans_May.xlsファイルはアナリティクススク

リプトと同じロボットの［入力 /出力］タブにある必要があり

ます

ロボット用インポートアナリティクススクリプトのサンプル

COMMENT
//ANALYTIC TYPE IMPORT インポート アナリティクス ロボット AX のサンプル

このアナリティクス スクリプトは、サンプル Excel ファイル Trans_May.xls からデータをインポート

し、それを新しい Analytics テーブル「Trans_May_raw」(生データ テーブル)に保存します。

//FILE Trans_May.xls
//DATA Trans_May_raw
//RESULT LOG
END

SET SAFETY OFF
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IMPORT EXCEL TO Trans_May_raw Trans_May_raw.fil FROM "Trans_May.xls" TABLE
"Trans2_May$" KEEPTITLE FIELD "CARDNUM" C WID 22 AS "" FIELD "CODES" C WID 4
AS "" FIELD "DATE" D WID 10 PIC "YYYY-MM-DD" AS "" FIELD "CUSTNO" C WID 6 AS
"" FIELD "DESCRIPTION" C WID 95 AS "" FIELD "AMOUNT" N WID 9 DEC 2 AS ""
SET SAFETY ON

準備アナリティクススクリプトのサンプル
分析対象となる生データテーブルを準備し、それを新しいAnalyticsテーブルTrans_May_prepared
(分析テーブル)に保存します。分類化では最大 64文字のフィールド長しかサポートされないので、この

アナリティクススクリプトでは "Description"フィールドの短い方のバージョンを定義します。

COMMENT
//ANALYTIC TYPE PREPARE 準備アナリティクスのサンプル

このアナリティクス スクリプトは、分析対象となる生データ テーブルを準備し、それを新しい

Analytics テーブル Trans_May_prepared(分析テーブル)に保存します。分類化では最大 64
文字のフィールド長しかサポートされないので、このアナリティクス スクリプトでは "Description"
フィールドの短い方のバージョンを定義します。

//TABLE v_RawTable 準備するテーブル

準備する生データ テーブルを選択します

//RESULT TABLE Trans_*_prepared
//DATA Trans_*_prepared
//RESULT LOG
END

SET SAFETY OFF
OPEN %v_RawTable%
DEFINE FIELD DESC_SHORT ASCII 43 64
EXTRACT RECORD TO "Trans_May_prepared"
SET SAFETY ON

サンプル分析アナリティクススクリプト
分析テーブルを分類化し、その結果を新しいAnalyticsテーブルClassified_Trans_May_prepared
(結果テーブル)に出力します。ユーザーは、テーブルを分類化するために使用するフィールドを指定でき

ます。また、処理されるレコードを制限するために、商業カテゴリコード、顧客番号と、日付および取引

金額の範囲を指定することができます。

COMMENT
//ANALYTIC TYPE ANALYSIS 分析アナリティクスのサンプル

このアナリティクス スクリプトは分析アナリティクスのサンプル – 分析テーブルを分類化し、その結
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果を新しい Analytics テーブル "Classified_Trans_May_prepared"(結果テーブル)に出力

します。処理されるレコードを制限するために、商業カテゴリ コード、顧客番号と、日付および取引

金額の範囲を指定できます。

//TABLE v_AnalysisTable 分類化するテーブル

分類化する分析テーブルを選択します

  //FIELD v_FieldA C 分類化の対象とするフィールド

分類したいフィールドを選択します

//PARAM v_codes C MULTI SEPARATOR , QUALIFIER ' VALUES |4112 Passenger
Railways|4121 Taxis/Limousines|4131 Bus travel|4215 Courier Services - Air
or Ground|4411 Cruise Lines|4457 Boat Leases and Boat Rentals|4722 Travel
Agencies and Tour Operations|4814 Local/long-distance calls|5812
Restaurants|5813 Drinking Places (Alcoholic Beverages)|5814 Fast food
restaurants|5921 Package Stores, Beer, Wine, Liquor|5993 Cigar Stores &
Stands|5994 Newsstand|7216 Dry cleaners| MC codes to include

含める商業カテゴリ コードを 1 つ以上指定します

//PARAM v_cust_no C OPTIONAL MULTI SEPARATOR , QUALIFIER ' 除外する顧客番号

(省略可能)
除外する顧客番号を 1 つ以上指定します。番号の指定後に Enter を押して、各番号を新し

い行に移動します。番号を引用符で囲まないでください。

//PARAM v_start_date D VALUES
|05/01/2003|05/02/2003|05/03/2003|05/04/2003|05/05/2003|05/06/2003|05/07/200-
3|05/08/2003|05/09/2003|05/10/2003|05/11/2003|05/12/2003|05/13/2003|05/14/20-
03|05/15/2003|05/16/2003|05/17/2003|05/18/2003|05/19/2003|05/20/2003|05/21/2-
003|05/22/2003|05/23/2003|05/24/2003|05/25/2003|05/26/2003|05/27/2003|05/28/-
2003|05/29/2003|05/30/2003|05/31/2003|Start Date

開始日を選択します

//PARAM v_end_date D 終了日

終了日を入力するか、またはカレンダーから終了日を選択します

//PARAM v_min_amount N 最低額

最低額を入力します

//PARAM v_max_amount N 最高額

最高額を入力します

//RESULT TABLE Classified_*
//RESULT LOG
END

SET SAFETY OFF
OPEN %v_AnalysisTable%
IF NOT ISDEFINED("v_cust_no") v_cust_no = ""
GROUP IF v_cust_no = ""
  CLASSIFY ON %v_FieldA% IF MATCH(CODES, %v_codes%) AND BETWEEN(DATE, v_
start_date, v_end_date) AND BETWEEN(AMOUNT, v_min_amount, v_max_amount)
SUBTOTAL AMOUNT TO "Classified_%v_AnalysisTable%.FIL" OPEN
ELSE
  CLASSIFY ON %v_FieldA% IF MATCH(CODES, %v_codes%) AND NOT MATCH(CUSTNO,
%v_cust_no%) AND BETWEEN(DATE, v_start_date, v_end_date) AND BETWEEN(AMOUNT,
v_min_amount, v_max_amount) SUBTOTAL AMOUNT TO "Classified_%v_
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AnalysisTable%.FIL" OPEN
END
SET SAFETY ON
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アナリティクスヘッダーおよびアナリティ
クスタグ
アナリティクスヘッダーは、Analyticsスクリプトの最初にコメント ブロックで囲まれた一連のタグです。アナリ

ティクスタブは、アナリティクススクリプトの実行またはスケジュール前にユーザーが入力する入力パラメー

ターと出力パラメーターを指定します。

アナリティクスヘッダーは、ロボットで実行する予定の、アナリティクススクリプトで必要です。

アナリティクススクリプトの入出力の視覚的な概要と関連付けられたアナリティクスタグについては、"スクリ

プトの入出力 –拡大図"ページ 2582を参照してください。

メモ

バージョン 16以降のAnalyticsはAnalytics Exchange( AX)と連携しません。2023年

1月 1日をもってAnalytics Exchangeのサポートが終了します。詳細を確認するか、ロ

ボットにアップグレードしてください。

AnalyticsとAnalytics Exchangeの連携の詳細については、Analyticsおよび

ACLScript 15.1のヘルプを参照してください。

アナリティクスヘッダーの追加または変更
アナリティクスヘッダーを追加または変更する最も簡単な方法は、アナリティクスヘッダーデザイナーを使

用することです。デザイナーに備わる自動エラーチェックおよび埋め込まれているガイダンスを使用すること

で、作成するヘッダーが有効であり、かつ正確に動作するようにできます。詳細については、"アナリティクス

ヘッダーを使った作業"ページ 2588を参照してください。

また、アナリティクスヘッダーを作成する別の方法として、必要な ANALYTICタグを手動で入力するという

方法もあります。あるいは、手動入力とデザイナーを組み合わせて使用することもできます。

基本的なアナリティクスヘッダーの要件
アナリティクスヘッダーは、スクリプトの先頭行から始まるコメント ブロック内に定義する必要があります。次

を除き、タグは任意の順序でアナリティクスヘッダーに配置できます。

l ANALYTICタグは先頭に配置する必要がある
l FIELDタグは関連付けられた TABLEタグの直後に配置する必要がある

例
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このアナリティクスヘッダーは、スクリプトで使用するテーブルおよびフィールドと開始日パラメーター

を特定します。

COMMENT
//ANALYTIC 欠落している小切手の識別

このアナリティクス スクリプトは、欠落している小切手番号を検出します。

//TABLE v_table_payments 支払テーブル

支払が記載され、小切手番号の列があるテーブルを選択します

//FIELD v_check_num CN 小切手番号

小切手番号を含むフィールドを選択します

//PARAM v_start_date D OPTIONAL 開始日(任意)
分析の開始日を入力します

END

タグ形式
ヘッダーの各タグは次の形式を使用します。

//タグ名 属性

任意の説明テキスト

//タグインジケーターは、スクリプト行でスペース以外の最初の文字でなければなりません。タグ名は、タ

グインジケーターの直後に、間にスペースも文字も入れずに続ける必要があります。

任意の説明テキストは、タグより後の次の行に入力する必要があります。説明を複数行で指定すること

はできますが、行を飛ばすことはできません。説明テキストをロボットで表示する場合には、改行は保持さ

れません。

タグ表記

コンポーネント 表記

タグ名 タグ名は大文字と小文字が区別されません。

Analyticsのコマンド名と関数名とは異なり、タグ名は省略できません。

タグ属性 タグの属性を指定するときには、スペースを含め、任意で引用符で値を囲むことができます。

タグ説明 説明は省略可能です。説明を指定する場合には複数行を指定できますが、ロボットでは改行が

保持されません。
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Analyticsでのテスト入力値の指定
特殊割り当て演算子 :=を使用し、定義が必要なアナリティクスタグのテスト値を指定できます。

l FILE
l PARAM
l TABLE
l FIELD

次の構文を使用して、Analyticsでのアナリティクススクリプトの実行とテストを行います。

//TABLE v_AnalysisTable "分類するテーブル" := "Trans_May"

Analyticsでスクリプトを実行するときには、パラメーターは割り当てで指定された値を取得します。アナリ

ティクススクリプトがロボットで実行されるときには、テスト値が無視され、ユーザー定義入力パラメーター

が使用されます。

割り当て演算子とその前のタグ構文の間にはスペースを残す必要があります。割り当て値は、Analytics
全体で必要なデータ型に適切な修飾子を使用する必要があります。詳細については、"データ型"ペー

ジ 1457を参照してください。

使用可能なアナリティクスタグの完全な一覧

タグ 説明

"ANALYTIC タグ"
ページ 2609

スクリプトをロボットで実行可能なアナリティクススクリプトとして指定します。

入力タグ

"FILE タグ"ページ

 2613
ロボットで実行するアナリティクススクリプトで使用する入力を提供する、Excelファイルや区切り文

字付きファイルなどの、Analyticsファイル以外のファイルを指定します。このファイルはアナリティクスス

クリプトと同じロボットの［入力 /出力］タブにある必要があります。

"PARAM タグ"ページ

 2616
アナリティクススクリプトのための入力パラメーターを作成し、その入力値の要件を定義します。

入力パラメーターは、ユーザーがアナリティクススクリプトを実行またはスケジュールする際に使用する

実際の値を指定できるようにするプレースホルダーです。

"PASSWORD タグ"
ページ 2626

アナリティクススクリプトのパスワード入力パラメーターを作成します。パラメーターは、ACLScriptコマ

ンドで後から使用するための暗号化されたパスワードの格納場所を提供します。

ユーザーは、アナリティクススクリプトをスケジュールまたは開始するときに、必要なパスワード値を指

定するように要求されます。これにより、アナリティクススクリプトを実行するときにユーザーの介入が

不要になります。

"TABLE タグ"ページ

 2629
ユーザーがアナリティクススクリプトの入力として選択する Analyticsテーブルを定義します。

TABLEタグの後には、順次行に入力されたゼロ個以上のFIELDタグを続けることができます。
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タグ 説明

"FIELD タグ"ページ

 2631
ユーザーがアナリティクススクリプトの入力として選択するフィールドを定義します。

このフィールドは、先行する TABLEタグで定義したテーブルに含まれます。最初のFIELDタグは、

TABLEタグの直後に続ける必要があります。その後続けて、追加のFIELDタグを連続した行に入力

できます。

出力タグ

"RESULT タグ"ペー

ジ 2634
エンドユーザーがロボットで、アナリティクススクリプトで出力された結果を使用できるように指定しま

す。

出力結果は、存在していても、自動的に利用可能にはなりません。

"DATA タグ"ページ

 2641
アナリティクススクリプトによって出力されたAnalyticsテーブルを、ロボットの中央データ保存場所に

コピーすることを指定します。

通常は、後続のアナリティクススクリプトの入力テーブルとして利用できるよう、Analytics テーブルを

格納します。
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ANALYTICタグ
スクリプトをロボットで実行可能なアナリティクススクリプトとして指定します。

構文

//ANALYTIC <TYPE IMPORT|PREPARE|ANALYSIS> 名前

<説明>

メモ

ACLScriptのCOMMENTコマンドはアナリティクススクリプトの1行目に入力し、その後 2行

目に ANALYTICタグを続ける必要があります。ほかの場所で ANALYTICタグが使用されて

いる場合、そのタグは無視されます。

Analyticsプロジェクト内の1つ以上のスクリプトに ANALYTICタグを含めることができま

す。

パラメーター

名前 説明

TYPE

省略可能

アナリティクススクリプトを次の3つのタイプのいずれかとして指定します。

o インポート –データソースからデータを取得します。インポート アナリティクススクリプトの出力

は、生のデータテーブルです。
o PREPARE –生データを分析に適したものにするために必要な方法で生データを変換しま

す。準備アナリティクススクリプトの出力は、分析テーブルです。
o ANALYSIS–分析テーブルのデータでテストを実行します。分析アナリティクススクリプトの出

力は、1つまたは複数の結果テーブルです。

指定したタイプは、アナリティクススクリプトの実際の内容に対する制限がありません。スクリプ

ト作成者は、指定したタイプとスクリプトの内容がどのように一致するのかを制御します。

指定したタイプのアナリティクススクリプトは、ロボットの対応する領域でグループ化されます。

この領域は次のように並べて表示されます。

o インポート
o 準備
o 分析

TYPEを省略した場合は、アナリティクススクリプトが［分析］領域に表示されます。

詳細については、"アナリティクススクリプト タイプと名前を使用して、一連のスクリプトを順番

に並べ替える"ページ 2612を参照してください。

名前 アナリティクススクリプトの名前。

名前はロボットでアナリティクススクリプトを識別します。このアナリティクススクリプト名は、スク
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名前 説明

リプトを初めに作成したときに、Analyticsで指定するスクリプト名とは同じではありません。

メモ

同じプロジェクトのアナリティクススクリプト名は一意でなければなりません。

複数のアナリティクススクリプトで同じ名前が使用されていると、アナリティクス

スクリプトをコミットしようとしたときにエラーが発生します。

アナリティクススクリプト名でサポートされている文字

アナリティクススクリプト名で処理の問題が発生しないことを保証するために、名前では次の

文字のみを使用することがベストプラクティスです。

A-Z、a-z、0-9、アンダースコア( _)、ダッシュ( -)

アナリティクススクリプト名でサポートされていない文
字

名前では次の文字を使用しないでください。次の文字はサポートされていません。

< > : " / \ | ? *

名前として TYPEという値を使用しないでください。

アナリティクススクリプト名で連続のプレフィックスを使
用する

ロボットでは、アナリティクススクリプト名は英数字順にリストされます。複数のアナリティクスス

クリプトを正しい順序で実行するようユーザーを導くには、アナリティクススクリプト名を順序付

けるためのプレフィックスを追加します。例：A_01_analyze_POs、A_02_analyze_invoicesな
ど。詳細については、"アナリティクススクリプト タイプと名前を使用して、一連のスクリプトを順

番に並べ替える"ページ 2612を参照してください。

説明

省略可能

アナリティクススクリプトの説明や、アナリティクススクリプトを正常に実行するために必要と思

われるその他の情報の説明。

この説明は、ロボット内にアナリティクススクリプトと一緒に表示されます。説明を複数行で指

定することはできますが、行を飛ばすことはできません。説明は、関連する ANALYTICタグの下

の行に入力する必要があります。

例

基本的なアナリティクスヘッダー
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次のアナリティクスヘッダーには、アナリティクススクリプトの名前と説明が表示されています。

COMMENT
//ANALYTIC 欠落している小切手の識別

このアナリティクス スクリプトは、欠落している小切手番号を検出します。

END

アナリティクスヘッダーおよびアナリティクスタイプ

次のアナリティクスヘッダーは、準備アナリティクススクリプトと、スクリプトの機能の説明を指定して

います。

COMMENT
//ANALYTIC TYPE PREPARE 住所データの標準化

このアナリティクス スクリプトは、重複分析の準備として、住所フィールドの不要なデータを

クリーンアップして標準化します。

END

アナリティクスヘッダーと追加のアナリティクスタグ

次のアナリティクスヘッダーには追加のアナリティクスタグが含まれます。

COMMENT
//ANALYTIC TYPE IMPORT 取引データをインポート

このアナリティクス スクリプトは、Excel ファイル Trans_May.xls からデータをインポート

し、それを新しい Analytics テーブル「Trans_May_raw」(生データ テーブル)に保存しま

す。

//FILE Trans_May.xls
//DATA Trans_May_raw
//RESULT LOG
END
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備考

アナリティクススクリプト タイプと名前を使用して、一連のス
クリプトを順番に並べ替える

TYPEおよび nameパラメーターを使用して、ロボットのタスクで一連のアナリティクススクリプトを順番に並

べ替えることができます。

メモ

TYPEおよび nameパラメーターは、アナリティクススクリプトの順序にのみ影響します。

DO SCRIPTコマンドを使用して呼び出される補助スクリプトやヘルパースクリプトには影

響しません。

TYPEパラメーター 次の順序で、アナリティクススクリプトをタスクの個別の領域にグループ化します。

o インポート
o 準備
o 分析

nameパラメーター タスクまたはタスクの領域で、アナリティクススクリプトを名前のアルファベット順に並べ

替える

アナリティクススクリプト実行シーケ

ンス

実行シーケンスが適用されます。

シーケンスは、nameまたは TYPEとnameで規定される順序に従います。
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FILEタグ
ロボットで実行するアナリティクススクリプトで使用する入力を提供する、Excelファイルや区切り文字付

きファイルなどの、Analyticsファイル以外のファイルを指定します。このファイルはアナリティクススクリプトと

同じロボットの［入力 /出力］タブにある必要があります。

構文

//FILE ファイル名

<説明>

パラメーター

名前 説明

ファイル名 アナリティクススクリプトの入力ファイルとして使用する、ロボットの入力 /出力タブにあるファイル

の名前。

メモ

ファイル名値は、入力 /出力タブのファイル名と完全に一致する必要がありま

す。ファイル名にパスを含めることはできません。

名前一致を支援するために、ファイル名の中でワイルドカード文字を使用す

ることができます。

ファイル名には変数を使用できません。

ファイル名でサポートされていない文字

ファイル名にはスペースを使用しないでください。

ファイル名では次の文字を使用しないでください。次の文字はサポートされていません。

< > : " \ / |

ワイルドカード文字

ファイル名を指定する際には、ワイルドカードを使用できます。連続する 0個以上の文字の

代わりに単一のアスタリスク( *)を使用します。

例：

o Inv12*は、Inv12、Inv123、Inv1234のすべてと一致します。
o *.*はすべての拡張子と一致します
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名前 説明

o Inv_*.*は Inv_Jan.pdfおよび Inv_Feb.xls と一致します。
o *.xlsxは .xlsx拡張子のすべてExcelファイルと一致します

説明

省略可能

Analyticsファイル以外のファイルやその他の情報に関する説明テキスト。説明を複数行で指

定することはできますが、行を飛ばすことはできません。

説明は、アナリティクスヘッダーにのみ存在するものであり、ロボットのエンド ユーザーには表示

されません。

例

基本的な例

特定のファイルを指定します。

//FILE FlaggedAccounts.csv

"Flagged"で始まるすべてのCSVファイルを指定します。

//FILE Flagged*.csv

すべてのファイルを指定します。

//FILE *.*

高度な例

関連ファイルからのデータのインポート

毎月ロボットの入力 /出力タブに手動でアップロードされる区切り文字付きファイルに含まれる、従

業員データの月次分析を実行するとします。ロボットのアナリティクススクリプトでは、区切り文字

付きファイル内のデータを Analyticsテーブルにインポートします。

COMMENT
//ANALYTIC TYPE IMPORT employee_import
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［入力/出力］タブに格納されている区切り文字付きファイル内の従業員レコードをイン

ポートします。

//FILE Employees.csv
END
IMPORT DELIMITED TO Employees "Employees.fil" FROM "Employees.csv" 0
SEPARATOR "," QUALIFIER '"' CONSECUTIVE STARTLINE 1 KEEPTITLE FIELD
"First_Name" C AT 1 DEC 0 WID 11 PIC "" AS "First Name" FIELD "Last_
Name" C AT 12 DEC 0 WID 12 PIC "" AS "Last Name"

備考
Analyticsファイル以外のファイルをスクリプト内で使用するには、まずAnalyticsテーブルにインポートする

必要があります。Analyticsファイル以外のファイルをスクリプト内で直接使用することはできません。
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PARAMタグ
アナリティクススクリプトのための入力パラメーターを作成し、その入力値の要件を定義します。

入力パラメーターは、ユーザーがアナリティクススクリプトを実行またはスケジュールする際に使用する実際

の値を指定できるようにするプレースホルダーです。

構文

//PARAM 変数名 型 <OPTIONAL> <MULTI> <SEPARATOR 値> <QUALIFIER 値> <VALUES
値リスト> ラベル

<説明>

パラメーター

名前 説明

変数名 ユーザーによって選択または指定された入力値を格納する変数の名前。変数名をアナリティ

クススクリプト内で使用することで、入力値を参照できます。

例：
o v_start_date
o v_regions
o v_input_file

パラメーターの一意の識別子にもなります。

メモ

アナリティクススクリプトが実行されたとき、ユーザーが入力値を提供する場

合にのみ、この変数は作成されます。パラメーターが省略可能で、ユーザー

が入力をスキップした場合、変数は作成されません。

アナリティクススクリプトの以降のロジックで変数の存在が必要となる場合

は、変数の存在をテストすることができるので、存在しなければ、変数を作

成して初期化します。詳細については、"省略可能な入力パラメーターの設

計"ページ 2622を参照してください。

パラメーター変数名でサポートされていない文字

変数名にはスペースを使用しないでください。

変数名では次の文字を使用しないでください。次の文字はサポートされていません。

` ~ ! @ # $ % ^ & * ( ) - + = { } [ ] | \ : ; ' " < > , . / ?
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名前 説明

種類 パラメーターのデータ型。これにより、入力できる入力値の種類を制御します。

次の型を、大文字を使用して指定することができます。

o C –文字データ
o N –数値データ
o D -日付時刻データの日付サブタイプ
o DT-日付時刻データの日付時刻サブタイプ
o T -日付時刻データの時刻サブタイプ
o L –論理データ

メモ

アナリティクススクリプトが正常に実行されるようにするには、文字の入力値

を修飾することが必要です。

OPTIONAL

省略可能

パラメーターは任意であり、ユーザーは値を入力しなくてもいいことを示します。

詳細については、"省略可能な入力パラメーターの設計"ページ 2622を参照してください。

MULTI

省略可能

パラメーターは複数の入力値を受け入れることを示します。

メモ

MULTIは、型がL(論理名 )または F(ファイル)の場合には使用できません。

MULTI とVALUES

MULTIは、VALUESオプションの有無にかかわらず使用できます。

MULTI

VALUES

ユーザーは値のリストから 1つ以上の値を選択できます。

MULTI

VALUES

ユーザーは 1つ以上の値を手動で入力できます。

詳細については、"MULTIおよびVALUESオプションの要約"ページ 2623を参照してくださ

い。

複数文字入力値

MULTIを指定し、型が C(文字 )である場合は、入力値の文字列に区切り文字とテキスト修

飾子が自動的に挿入されるよう、SEPARATORと QUALIFIERオプションを指定することもできま

す。

メモ

アナリティクススクリプトが正常に実行されるようにするには、複数の文字の

入力値を区切ったり修飾したりすることが必要です。区切り文字および修飾

子は自動的に挿入するか、ユーザーが手動で挿入できます。

SEPARATOR値

省略可能

SEPARATORは、MULTIが指定され、型がC(文字 )も場合にのみ使用できます。

処理するアナリティクススクリプトに渡される区切り文字付きの一覧を作成するときに、複数

の文字入力値の間に区切り文字を自動的に挿入することを指定します。

値には、使用する区切り文字を指定します。よく使われる分離記号、すなわち区切り文字
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名前 説明

はカンマ,です。

SEPARATORを省略した場合は、デフォルトで、1つのスペースが区切り文字として使用されま

す。スペース文字を値として指定することはできません。

詳細については、"文字入力値の区切りと修飾"ページ 2623を参照してください。

QUALIFIER値

省略可能

QUALIFIERは、MULTIが指定され、型がC(文字 )も場合にのみ使用できます。

処理するアナリティクススクリプトに渡される区切り文字付きの一覧を作成するときに、各文

字入力値の始まりと終わりにテキスト修飾子の文字を自動的に挿入することを指定します。

修飾子文字内に囲まれたあらゆるテキストが、プレーンテキストとして扱われます。

値には、使用する修飾子文字を指定します。よく使われる修飾子は一重引用符'です。

QUALIFIERを省略した場合に使用されるデフォルトの修飾子はありません。スペース文字を

値として指定することはできません。

詳細については、"文字入力値の区切りと修飾"ページ 2623を参照してください。

メモ

アナリティクスの入力パラメーターは現在のところ、テキスト修飾子として二重

引用符 ( ")の使用をサポートしていません。代わりに、一重引用符 ( ')を使

用することができます。二重引用符を指定すると、PARAMタグが正しく動作し

なくなります。

VALUES値リスト

省略可能

ユーザーがアナリティクススクリプトを実行するときに選択できる値のリスト。

次の構文を使用して、値を指定します。

VALUES |値 1|値 2|値 3|値 n|

VALUES とMULTI

VALUESは MULTIオプションの有無にかかわらず使用できます。

VALUES

MULTI

ユーザーは値のリストから 1つ以上の値を選択できます。

VALUES

MULTI

ユーザーは値のリストから単一の値を選択できます。

詳細については、"MULTIおよびVALUESオプションの要約"ページ 2623を参照してくださ

い。

値リストの値の形式

文字値 o スペースと句読点を含めることができます

数値

o 正数でも負数でも指定できます。
o 10進表記法を用いて、桁区切り記号を付けないで指定する必要があります。

例：1500.00または -1500.00

日付時刻値 o 日付 –は、書式 MM/DD/YYYYを使用して指定する必要があります
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名前 説明

(例：12/31/2014)

o 日付時刻 –は、書式 MM/DD/YYYY hh:mm:ssを使用して指定する必要がありま

す

(例：12/31/2014 23:59:59)

o 時刻 –は、書式 hh:mm:ssを使用して指定する必要があります(

例：23:59:59)

論理値 VALUEは、型がL(ローカル)の場合には使用できません。

ラベル パラメーターのユーザーインターフェイスのラベル。

ロボットで、ラベルは入力フィールドで表示されます。

説明

省略可能

パラメーターに関する詳細情報を提供する説明テキスト。

ロボットで、説明は入力フィールドで表示されます。

説明はユーザーを支援する手順を提供できます。たとえば、"給与支払期間の締切日を入

力してください"などと指定します。

説明は、関連する PARAMタグより後の次の行に入力する必要があります。説明を複数行で

指定することはできますが、行を飛ばすことはできません。ロボットで表示する場合には、改行

は保持されません。

例

基本的な例

ユーザーが任意で日付の範囲を指定できるようにする

//PARAM v_start_date D OPTIONAL 開始日(任意)
分析の開始日を入力します

//PARAM v_end_date D OPTIONAL 終了日(任意)
分析の終了日を入力します

ユーザーに処理する取引の最大数を選択するように要求する

//PARAM v_maxTrans N VALUES |250|500|750|1000| 処理する最大取引数

ユーザーに商業カテゴリコードを 1つ以上指定するように要求する
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//PARAM v_codes C MULTI SEPARATOR , QUALIFIER ' 含める MC コード

商業カテゴリ コードを 1 つ以上指定します。コードの後に Enter を押して、各コードが新しい

行に移動するようにします。コードを引用符で囲まないでください。

ユーザーに商業カテゴリコードを 1つ以上選択するように要求する

//PARAM v_codes C MULTI SEPARATOR , QUALIFIER ' VALUES |4121 タクシー/リムジン

|5812 レストラン|5813 飲み屋 - アルコール飲料|5814 ファスト フード レストラン| 含める MC
コード

商業カテゴリ コードを 1 つ以上選択します。

高度な例

ユーザーに金額の範囲を指定するように要求する

最低金額～最高金額の範囲内に含まれる、テーブル内のレコードを分類化する必要がありま

す。この範囲は変更される場合があるため、スクリプト作成者は、アナリティクススクリプトを実行

するユーザーがスクリプトをスケジュールまたは実行する際にこの範囲を定義できるようにする入力

パラメーターを提供します。

COMMENT
//ANALYTIC テスト アナリティクス

//PARAM v_min_amount N 最低額

最低額を入力します

//PARAM v_max_amount N 最高額

最高額を入力します

END

CLASSIFY ON %v_FieldA% IF BETWEEN(AMOUNT, v_min_amount, v_max_amount)
SUBTOTAL AMOUNT TO "Classified_%v_AnalysisTable%.FIL"

ユーザーが任意で 1つ以上の顧客番号を除外できる
ようにする

テーブル内のレコードを分類化する必要がある場合に、ユーザーに分析から特定の顧客を除外

できるようにさせたいとします。
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これを行うには、スクリプト作成者はオプションの文字パラメーターを提供します。作成するスクリプ

トでは、顧客番号の値が指定されたかどうかをテストし、指定されている場合には、指定された顧

客番号を分類化コマンドの対象から除外します。

COMMENT
//ANALYTIC テスト アナリティクス

//PARAM v_cust_no C OPTIONAL MULTI SEPARATOR , QUALIFIER ' 除外する顧客

番号(省略可能)
  1 つ以上の顧客番号を指定します。番号の指定後に Enter を押して、各番号を新し

い行に移動します。番号を引用符で囲まないでください。

END

IF FTYPE("v_cust_no") = "U" v_cust_no = ""
GROUP IF v_cust_no = ""
  CLASSIFY ON %v_FieldA% SUBTOTAL AMOUNT TO "Classified_%v_
AnalysisTable%.FIL"
ELSE
  CLASSIFY ON %v_FieldA% IF NOT MATCH(CUSTNO, %v_cust_no%) SUBTOTAL
AMOUNT TO "Classified_%v_AnalysisTable%.FIL"
END

オプションのパラメーターへのデフォルト値の使用

取引レコードを結果テーブルに抽出するアナリティクススクリプトを作成するとします。スクリプトを

実行するユーザーに対し、日付範囲を提供するだけでなく、抽出するレコードをフィルターリングす

るためのエンティティの一覧をも提供するオプションを用意する必要があります。

そのようにするには、以下の3つのオプションパラメーターを作成します。

l v_start_date
l v_end_date
l v_entity_list

スクリプトの冒頭の数行で、これらの値が設定されているかどうかをテストします。設定されていな

い場合は、最早日付および最遅日付のデフォルト値と、v_entity_listに対してテストするというデ

フォルト フラグを設定します。

EXTRACTコマンドでは、レコードをフィルターリングする値を使用します。

COMMENT
//ANALYTIC テスト

このアナリティクス スクリプトは PARAM をテストします

//RESULT TABLE t_results
//PARAM v_start_date D OPTIONAL 開始日を入力

//PARAM v_end_date D OPTIONAL 終了日を入力
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//PARAM v_entity_list C MULTI OPTIONAL |entity1|entity2|
END

IF NOT ISDEFINED("v_start_date") v_start_date = `19000101`
IF NOT ISDEFINED("v_end_date") v_end_date = `99991231`
IF NOT ISDEFINED("v_entity_list") v_entity_list = "'all'"

EXTRACT FIELDS ALL TO t_results IF BETWEEN(transaction_date v_start_
date v_end_date) AND (MATCH(entity_field %v_entity_list%) OR v_entity_
list = "'all'")

備考

省略可能な入力パラメーターの設計

PARAMタグで OPTIONALを使用した場合、その入力パラメーターに関連付けられた変数は、アナリティクス

スクリプトの実行時に作成されるかどうかわかりません。

l ユーザーが入力値を指定した場合は、変数が自動的に作成 –されます
l ユーザーが省略可能なパラメーターをスキップし、入力値を指定しなかった場合には、変数は作

成されません –

パラメーター変数の存在のテスト

アナリティクススクリプトの以降のロジックが、パラメーター変数の内容を評価できるものとしている場合

は、それが空やNULLの状態を評価するものであっても、パラメーター変数の存在をテストする必要があ

ります。パラメーター変数が存在しない場合は、作成して、ヌルに初期化する必要があります。

IF コマンドとFTYPE( )関数または ISDEFINED( )関数を使用し、テストを実行して、存在しない場合

は変数を作成します。

IF FTYPE("変数名") = "U" 変数名 = ""

IF NOT ISDEFINED("var_name") var_name =""

テストを実行するとき

アナリティクスヘッダーより後、パラメーター変数の存在に依存する Analyticsスクリプトのロジックより前

に、テストを実行します。
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MULTIおよびVALUESオプションの要約

以下の表は、ユーザーインターフェイスのユーザー入力コントロールに対する、MULTIおよびVALUEオプ

ションの効果の要約です。

ユーザー入力コントロール(ロボット )
パラメーター

設計 MULTI VALUES

フィールドに

単一の入力

値を手動で

入力する

フィールドに1
つ以上の入

力値を手動

で入力する

ドロップダウン

リストの値か

ら単一の入

力値を選択

する

チェックリスト

の値から 1つ

以上の入力

値を選択す

る

文字入力値の区切りと修飾

文字入力値が複数存在する場合は、値を区切り文字で区切る必要があります。また、アナリティクスス

クリプトを正常に実行させるために、値を修飾する必要があります。
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入れ子になったテキスト修飾子を使用しない

文字の入力パラメーターを作成するとき、またアナリティクススクリプトを実行するユーザーに文字入力値

の入力方法を指示するときには、余分なテキスト修飾子、つまり入れ子になったテキスト修飾子 (修飾

子の中の修飾子 )を作成しないように注意する必要があります。余分なテキスト修飾子により、入力パ

ラメーターが正しく動作しなくなります。

テキスト修飾子を挿入する方法

文字入力値の前後にテキスト修飾子を挿入するための方法は 4種類あります。方法によっては、入力

値の間に区切り文字も挿入されます。

アナリティクススクリプトを開発するときには、別の方法で実験し、ユーザーが入力する文字値に適切な

ものを見つけなければならない場合があります。

メモ

MULTIオプションとVALUESオプションをどのように使用しているかによって、1つまたは

複数の方法を適用できない場合があります。

各入力パラメーターはこれらの方法の1つのみを使用する必要があります。

1

SEPARATORおよび

QUALIFIERを使用する

PARAMタグにSEPARATORおよびQUALIFIERオプションを含めます。

例：

//PARAM v_regions C MULTI SEPARATOR , QUALIFIER '

MULTIなしで VALUESを使用する場合は適用されません。

ヒント

可能な限り、この方法を使用します。これは、必要とする労力が最

も少なく、また、エラーを起こす度合いが最も低いです。

2

区切り文字と修飾子を手

動で指定する

アナリティクススクリプトのユーザーに、実際の入力値に加えて区切り文字と修飾子

を手動で指定するように要求します。

例：

'North America','Europe','Asia'

MULTIの有無にかかわらず、VALUESを使用する場合は適用されません。

3

値リストに修飾子を含める VALUESオプションと一緒に指定される値リストの各値に修飾子を含めます。

例：

VALUES |'Asia'|'Europe'|'Middle East'|'North America'|
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VALUESなしでMULTIを使用する場合は適用されません。

4

パラメーター変数を修飾子

で囲む

Analyticsスクリプトの構文で、パラメーター変数をテキスト修飾子で囲みます。

例：

IF MATCH(REGIONS, "%v_regions%")

この方法は、MULTIなしで VALUESを使用している場合にのみ使用します。

メモ

アナリティクスの入力パラメーターは現在のところ、テキスト修飾子として二重引用符 ( ")の使用を

サポートしていません。その代わりに、値リストで、あるいは入力値の前後に手動で修飾子を指

定するときは、QUALIFIERオプションによって一重引用符 ( ')を使用できます。二重引用符は、

Analyticsスクリプトの本文ではテキスト修飾子として使用できます。

別の方法を使用するとき

以下の表には、テキスト修飾子を挿入するさまざまな方法をどのような場合に使用するかまとめてありま

す。

MULTI

VALUES

MULTI

VALUES

MULTI

VALUES

方法 1

SEPARATORおよびQUALIFIER
オプションを使用する

使用した場合は、方法

2を使用しない

該当なし 使用した場合は、方法

3を使用しない

方法 2

区切り文字と修飾子を手動で指定

する

使用した場合は、方法

1を使用しない

該当なし 該当なし

方法 3

値リストに修飾子を含める

該当なし 使用した場合は、方法

4を使用しない

使用した場合は、方法

1を使用しない

方法 4

パラメーター変数を修飾子で囲む

使用しない 使用した場合は、方法

3を使用しない

使用しない
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PASSWORDタグ
アナリティクススクリプトのパスワード入力パラメーターを作成します。パラメーターは、ACLScriptコマンドで

後から使用するための暗号化されたパスワードの格納場所を提供します。

ユーザーは、アナリティクススクリプトをスケジュールまたは開始するときに、必要なパスワード値を指定す

るように要求されます。これにより、アナリティクススクリプトを実行するときにユーザーの介入が不要になり

ます。

構文

//PASSWORD 識別子 ラベル

<説明>

パラメーター

名前 説明

識別子 パスワードに関連付ける数値識別子。値は 1から 10までのいずれかでなければなりません。

ラベル ロボットで、パスワードを入力するように指示されたときにユーザーに表示されるインターフェイ

スラベル。例：SAP パスワード:

説明

省略可能

ロボットで、ユーザーに表示される必須パスワードに関連付けられた説明テキスト。この説明

により、ユーザーはパスワードを入力できます。

説明を複数行で指定することはできますが、行を飛ばすことはできません。説明は、関連す

る PASSWORDタグの下の行に入力する必要があります。

例

Direct Link SAP クエリのパスワード入力パラメーターを
作成する

アナリティクスヘッダーは、SAPパスワードを入力するようにユーザーに指示するパスワード入力パ

ラメーターを指定します。保存されたパスワードは、スクリプトの本文の後続のRETRIEVE コマンド

で使用されます。
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COMMENT
//ANALYTIC SAP パスワードの例

//PASSWORD 1 SAP パスワード:
//DATA RSADMIN
END
SET SAFETY OFF
RETRIEVE RSADMIN PASSWORD 1
OPEN RSADMIN
SET SAFETY ON

メモ

RETRIEVEコマンドのパスワード入力パラメーターとパスワード パラメーターは、同

じ数値 IDを使用してリンクされます。

//PASSWORD 1 SAP パスワード:
.
.
.
RETRIEVE RSADMIN PASSWORD 1

リザルトにエクスポートするためのパスワード入力パラ
メーターを作成する

アナリティクスヘッダーに指定するパスワード入力パラメーターは、HighBondパスワードを入力する

ようにユーザーに指示するものです。保存されたパスワードは、スクリプトの本文の後続の

EXPORT コマンドで使用されます。

COMMENT
//ANALYTIC HighBond パスワードの例

//PASSWORD 3 HighBond パスワード：
END
SET SAFETY OFF
OPEN AR_Exceptions
EXPORT FIELDS No Due Date Ref Amount Type ACLGRC PASSWORD 3 TO
"10926@us"
SET SAFETY ON
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備考

パスワードの格納と暗号化

パスワードの値は、個々のユーザーと関連付けられ、格納時に暗号化されます。パスワードは、アナリティ

クススクリプト処理を通じて安全性を確保し続け、展開環境で作成されるすべての一時ファイルで暗号

化されます。

Analyticsでのテスト

Analytics内に1つ以上のPASSWORDタグを持つアナリティクススクリプトをテストすると、Analyticsにより、

PASSWORDコマンドが自動的に生成され、適切なパスワードを入力するように求められます。この自動

生成されたコマンドにより、テスト目的でアナリティクススクリプトのスクリプト部で PASSWORDコマンドを

挿入し、アナリティクススクリプトをユーザーに提供する前にそれを削除する必要がありません。

自動生成されたPASSWORDコマンドは、パスワード値なしでログに保存されます。

パスワード値は、Analytics でアナリティクススクリプトを実行するときに保存されるため、カーソル位置から

のアナリティクスの実行またはステップなど、アナリティクススクリプトを実行するたびにパスワードを指定する

必要があります。
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TABLEタグ
ユーザーがアナリティクススクリプトの入力として選択する Analyticsテーブルを定義します。

TABLEタグの後には、順次行に入力されたゼロ個以上のFIELDタグを続けることができます。

メモ

TABLEタグと FIELDタグを選択できるようにするには、Analyticsテーブルが保存場所にあ

らかじめ存在している必要があります。詳細については、"DATAタグ"ページ 2641を参

照してください。

ユーザーが同じアナリティクススクリプトで使用するために別のテーブルやフィールドを指定

できる変数を作成する場合は、TABLEおよび FIELDタグを使用します。スクリプトが常に

同じテーブルやフィールドのセットで実行され、名前が変更されないという設計の場合

は、テーブル名とフィールド名をスクリプトにハードコーディングして、TABLEおよび FIELDタ
グを使用しないこともできます。

構文

//TABLE 変数名 ラベル

<説明>

パラメーター

名前 説明

変数名 ユーザーによって選択された入力テーブル名を格納する変数の名前。変数名をアナリティクス

スクリプト内で使用することで、テーブルを参照できます。

変数名にはスペースを使用しないでください。

変数名では次の文字を使用しないでください。次の文字はサポートされていません。

` ~ ! @ # $ % ^ & * ( ) - + = { } [ ] | \ : ; ' " < > , . / ?

ラベル ロボットで、テーブルを選択するように指示されたときにユーザーに表示されるインターフェイスラ

ベル。例：支払テーブル

説明

省略可能

ロボットで、ユーザーに表示される入力フィールドに関連付けられた説明テキスト。説明を複

数行で指定することはできますが、行を飛ばすことはできません。

この説明により、ユーザーは正しいテーブルを選択できます。例：支払が記載されており、小切手

番号の列があるテーブルを選択します。

説明は、関連する TABLEタグの下の行に入力する必要があります。
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例

基本的な例

ユーザーが正しい入力テーブルを選択できるようにするための説明がある TABLE タグ：

//TABLE v_table_payments 支払テーブル

支払が記載されており、小切手番号の列があるテーブルを選択します。

高度な例

TABLE タグで定義したテーブルのスクリプトでの使用

次のスクリプトは、プロジェクト内のデータテーブルからユーザーが選択したテーブルに対してAGE
コマンドを実行します。

COMMENT
//ANALYTIC スクリプト例

//TABLE v_table_payments 支払テーブル

支払が記載されており、小切手番号の列があるテーブルを選択します。

END

OPEN %v_table_payments%
AGE ON payment_date CUTOFF 20141231 INTERVAL 0,30,60,90,120,10000
SUBTOTAL Payment_Amount TO r_output
CLOSE %v_table_payments%
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FIELDタグ
ユーザーがアナリティクススクリプトの入力として選択するフィールドを定義します。

このフィールドは、先行する TABLEタグで定義したテーブルに含まれます。最初のFIELDタグは、TABLEタ
グの直後に続ける必要があります。その後続けて、追加のFIELDタグを連続した行に入力できます。

メモ

TABLEタグと FIELDタグを選択できるようにするには、Analyticsテーブルが保存場所にあ

らかじめ存在している必要があります。詳細については、"DATAタグ"ページ 2641を参

照してください。

ユーザーが同じアナリティクススクリプトで使用するために別のテーブルやフィールドを指定

できる変数を作成する場合は、TABLEおよび FIELDタグを使用します。スクリプトが常に

同じテーブルやフィールドのセットで実行され、名前が変更されないという設計の場合

は、テーブル名とフィールド名をスクリプトにハードコーディングして、TABLEおよび FIELDタ
グを使用しないこともできます。

構文

//FIELD 変数名 型 ラベル

<説明>

パラメーター

名前 説明

変数名 ユーザーによって選択された入力フィールド名を格納する変数。変数名をアナリティクススクリ

プト内で使用することで、フィールドを参照できます。

変数名にはスペースを使用しないでください。

変数名では次の文字を使用しないでください。次の文字はサポートされていません。

` ~ ! @ # $ % ^ & * ( ) - + = { } [ ] | \ : ; ' " < > , . / ?

種類 選択できるフィールドの型。次の一覧から、任意の型または型の組み合わせを選択できま

す。

o C –文字データ
o N –数値データ
o D –日付時刻データの日付、日付時刻、または時刻サブタイプ
o L –論理データ

テーブル内の演算フィールドは、指定された型に関係なく選択できます。

2631

アナリティクススクリプト

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


名前 説明

ラベル ロボットで、フィールドを選択するように指示されたときにユーザーに表示されるインターフェイス

ラベル。例：支払日フィールド

説明

省略可能

ロボットで、ユーザーに表示される入力フィールドに関連付けられた説明テキスト。説明を複

数行で指定することはできますが、行を飛ばすことはできません。

この説明により、ユーザーは正しいフィールドを選択できます。例：小切手の支払日を含んでいる

列を選択します。

説明は、関連する FIELDタグの下の行に入力する必要があります。

例

基本的な例

文字フィールドを指定します。

//FIELD v_last_name C Last Name Field

文字または数値フィールドを指定します。

//FIELD v_inv_num CN Invoice Number

高度な例

2つのFIELDタグを指定したTABLE

次のアナリティクスヘッダーは、スクリプトが実行される際にユーザーがv_table_paymentsテーブル

内の2つの入力フィールドを指定できるようにしています。

COMMENT
//ANALYTIC テスト アナリティクス

//TABLE v_table_payments 支払テーブル

支払が記載されており、小切手番号の列があるテーブルを選択します。

//FIELD v_check_num CN 小切手番号フィールド

//FIELD v_payment_date D 支払日フィールド

小切手の支払日を含んでいる列を選択します。

END
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OPEN %v_table_payments%
EXTRACT FIELDS %v_check_num%, %v_payment_date% TO t_analyze
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RESULTタグ
エンドユーザーがロボットで、アナリティクススクリプトで出力された結果を使用できるように指定します。

出力結果は、存在していても、自動的に利用可能にはなりません。

メモ

組織でオンプレミスのロボット エージェントを使用している場合は、RESULTタグを指定す

ると、エージェントからHighBondのクラウド ロボット アプリにデータをアップロードできます。

詳細については、"クラウドベースのロボット アプリへのアップロード"ページ 2638を参照し

てください。

構文

//RESULT 種類 名前

<説明>

パラメーター

名前 説明

種類 結果項目の種類：

o TABLE – Analyticsテーブルと関連付けられたデータファイル (.fil)
o Log –アナリティクスのログファイル
o FILE – Analyticsファイル以外のファイル

メモ

オンプレミスのロボット エージェントを使用していて、ロボットへのファイルアップ

ロードが無効にされている場合は、//RESULT LOGや //RESULT FILEを使用

しないでください。詳細については、"クラウドベースのロボット アプリへのアップ

ロード"ページ 2638を参照してください。

ログの詳細については、"ログファイルの出力方法"ページ 2639を参照してく

ださい。

名前 結果項目の名前。
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名前 説明

メモ

名前値はアナリティクススクリプトの結果項目の名前と正確に一致する必

要があります。名前で項目名を指定していません。スクリプトで指定された

名前と一致しています。

スクリプトを使った名前一致を支援するために、名前の中でワイルドカード文

字を使用することができます。

名前には変数を使用できません。

テーブル名

名前値には、Analyticsテーブル名を指定します。ソースデータファイルの名前ではなく、テー

ブルの名前である必要があります。

正しい記述：

//RESULT TABLE Missing_Checks

間違った記述：

//RESULT TABLE Missing_Checks.fil

名前にはスペースを使用しないでください。

名前では次の文字を使用しないでください。次の文字はサポートされていません。

! @ # $ % ^ & ( ) - + = { } [ ] | \ : ; ' " < > , / . ` ~

ログ名

省略可能。名前値はアナリティクスログファイル名を指定します。名前を指定しない場合

は、デフォルト ログ名のanalytic_name.logが使用されます。

メモ

ログ名を指定する場合は、SET LOG TO ログ名がスクリプトに表示される必要

があります。

名前にはスペースを使用しないでください。

名前では次の文字を使用しないでください。次の文字はサポートされていません。

< > : " \ / |

ファイル名
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名前 説明

名前値には、Analyticsファイル以外のファイルの名前を指定します。

出力される非 Analytics ファイルの種類には、適切なファイル拡張子を指定する必要があり

ます。

正しい記述：

//RESULT FILE Missing_Checks.xlsx

間違った記述：

//RESULT FILE Missing_Checks

名前にはスペースを使用しないでください。

名前では次の文字を使用しないでください。次の文字はサポートされていません。

< > : " \ / |

ワイルドカード文字

スクリプトを使ってテーブル名、ログ名、またはファイル名との一致を支援するために、名前の

中で 1つまたは複数のワイルドカード文字を使用することができます。連続する 0個以上の

文字の代わりに単一のアスタリスク( *)を使用します。

ワイルドカード文字とリテラル文字を混在させて作成したパターンを使用することで、特定の

ファイル種類の全項目と一致させたり(  例：*.xlsx)、スクリプト内の変数定義によって名前

の一部が変化する項目と一致させたりすることができます。

説明

省略可能

結果やその他の情報に関する説明テキスト。説明を複数行で指定することはできますが、

行を飛ばすことはできません。

説明は、アナリティクスヘッダーにのみ存在するものであり、ロボットのエンド ユーザーには表示

されません。

例

基本的な例

Analyticsテーブルを示す RESULTタグ：

//RESULT TABLE Missing_Checks

アナリティクスのログを示す RESULTタグ(名前はデフォルト値 ) ：
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//RESULT LOG

アナリティクスのログを示す RESULTタグ(名前は指定された値 ) ：

//RESULT LOG My_log_name
.
.
.
SET LOG TO My_log_name

特定のExcelファイルを示す RESULTタグ：

//RESULT FILE Missing_Checks.xlsx

すべてのExcelファイルを示す RESULTタグ：

//RESULT FILE *.xlsx

高度な例

変化する月名を含んだテーブル名

出力テーブル名に月名が含まれている( invoices-jan、invoices-febなど)ため、「invoices-*」と
指定すれば、月の接尾辞に限定されないテーブル名を結果内で利用できるようになります。

//RESULT TABLE invoices-*

変化する日付が含まれたログ名

ログファイル名には日付スタンプが含まれている( prepare_invoice_table_31072019など)ため、

日付スタンプに限定されないログファイル名を結果内で利用できるように、「prepare_invoice_
table_*」を指定します。
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//RESULT LOG prepare_invoice_table_*

変化する月名を含んだファイル名

出力ファイル名に月名が含まれている( invoices-jan.xlsx、invoices-feb.xlsxなど)ため、

「invoices-*.xlsx」と指定すれば、月の接尾辞に限定されないテーブル名を結果内で利用でき

るようになります。

//RESULT FILE invoices-*.xlsx

変化する月名とファイル形式名を含んだファイル名

出力ファイル名に月名が含まれており、さまざまなファイル形式で出力される( invoices-jan.xlsx、
invoices-jan.delなど)ため、「invoices-*.*」と指定すれば、月の接尾辞やファイルの種類に限

定されないテーブル名を結果内で利用できるようになります。

//RESULT TABLE invoices-*

備考

クラウドベースのロボット アプリへのアップロード

組織でオンプレミスのロボット エージェントを使用している場合は、アナリティクスヘッダーのRESULTタグを

指定すると、エージェントからHighBondのクラウド ロボット アプリにデータをアップロードできます。転送中

のデータとロボットに保存されているデータはすべて暗号化されます。

ロボットの［許可されたファイルアップロード］構成設定は、RESULTタグで指定された出力結果が次の状

態であるかどうかを制御します。

l ロボットにアップロードされる
l ロボット エージェントがインストールされているサーバーでのローカル出力に制限されている

構成設定の詳細については、ロボット エージェントの構成を参照してください。
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アナリティクスタグ

［許可されたファイルアップロード］設定：

結果ファイルとログのみ

結果テーブル、ファイル、ロ

グ

ファイルアップロードは許可

されていません

//RESULT TABLE Analytics結果テーブルレイ

アウトのみがアップロードされ

ます(フィールド名、データ

型、フィールド長 )。

結果のテーブルデータはネッ

トワークのサーバーに残りま

す。

Analytics結果テーブル(レ
イアウトとデータ)がアップ

ロードされます。

Analytics結果テーブルレイ

アウトのみがアップロードされ

ます(フィールド名、データ

型、フィールド長 )。

結果のテーブルデータはネッ

トワークのサーバーに残りま

す。

//RESULT LOG Analyticsログファイル(成
功したタスクと失敗したタス

クの両方 )がアップロードされ

ます。

Analyticsログファイル(成
功したタスクと失敗したタス

クの両方 )がアップロードされ

ます。

［指定しない］はアナリティク

ススクリプトが失敗します。

//RESULT FILE Excelのような非 Analytics
の結果ファイルがアップロー

ドされます。

Excelのような非 Analytics
の結果ファイルがアップロー

ドされます。

［指定しない］はアナリティク

ススクリプトが失敗します。

ログファイルの出力方法

アナリティクススクリプトのログファイルの出力方法は、次の条件によって異なります。

l スクリプトが成功したか失敗したかどうか
l ネットワークまたはクラウドでスクリプトを実行しているかどうか
l ［許可されたファイルアップロード］構成設定 (オンプレミスのロボット エージェントのみ)

構成設定の詳細については、ロボット エージェントの構成を参照してください。

アナリティクススクリプト成功

オンプレミスロボット エージェント クラウドベースのロボット エージェント

o RESULT LOGが指定される

［許可されたファイルアップロード］設定が［ファイルアップ

ロードは許可されていません］ではない場合、ログファイ

ルはクラウドベースのロボット アプリにアップロードされま

す。

o RESULT LOGが指定されない

ログファイルなし

o RESULT LOGが指定される

ログファイルはクラウドベースのロボット アプリにアップロード

されます。

o RESULT LOGが指定されない

ログファイルなし
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アナリティクススクリプト失敗

オンプレミスロボット エージェント クラウドベースのロボット エージェント

o RESULT LOG タグが考慮されない

［許可されたファイルアップロード］設定が［ファイルアップ

ロードは許可されていません］ではない場合、ログファイ

ルは自動的にクラウドベースのロボット アプリにアップロー

ドされます。

o RESULT LOG タグが考慮されない

ログファイルは自動的にラウドベースのロボット アプリにアッ

プロードされます。
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DATAタグ
アナリティクススクリプトによって出力されたAnalyticsテーブルを、ロボットの中央データ保存場所にコピー

することを指定します。

通常は、後続のアナリティクススクリプトの入力テーブルとして利用できるよう、Analytics テーブルを格納

します。

メモ

Analyticsテーブルの中央データ保管場所への保存は、オンプレミスのロボット エージェン

トを持つACLロボットでのみサポートされています。クラウドベースのロボット エージェント

を使用している場合、この機能は使用できません。DATAタグは、クラウドベースのエー

ジェントで実行されるアナリティクススクリプトでは無視されます。

構文

//DATA テーブル名

<説明>

パラメーター

名前 説明

テーブル名 格納する Analyticsテーブルの名前。

メモ

テーブル名値はアナリティクススクリプトのAnalytics出力テーブルの名前と

正確に一致する必要があります。テーブル名でテーブル名を指定していませ

ん。スクリプトで指定されたテーブル名と一致しています。

スクリプトを使ったテーブル名一致を支援するために、テーブル名の中でワイ

ルドカード文字を使用することができます。

テーブル名には変数を使用できません。

ソースデータファイルの名前ではなく、テーブルの名前である必要があります。

正しい記述：

//DATA Missing_Checks

間違った記述：
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名前 説明

//DATA Missing_Checks.fil

メモ

データサブフォルダーの既存のAnalyticsの名前が指定した値と同じ場合、

既存のテーブルが上書きされます。

データテーブル名でサポートされていない文字

テーブル名にはスペースを使用しないでください。

テーブル名では次の文字を使用しないでください。次の文字はサポートされていません。

! @ # $ % ^ & ( ) - + = { } [ ] | \ : ; ' " < > , / . ` ~

ワイルドカード文字

テーブル名の一部が変化する可能性がある場合は、テーブルの名前にワイルドカード文字を

使用することができます。たとえば、テーブル名が月によって異なる場合 ( invoices-jan、
invoices-febなど)は、「invoices-*」と指定すれば、月の接尾辞に関係なくテーブルがデータ

サブフォルダーにコピーされます。

分析スクリプト内のすべてのAnalytics 出力テーブルをデータサブフォルダーにコピーするため

に、単一のワイルドカード文字を指定できます：

//DATA *

注意

ワイルドカード文字を使用するときには注意してください。指定するワイルド

カード パターンが意図していないテーブルと一致する場合、既存のデータ

テーブルが意図せず上書きされる場合があります。

ベストプラクティスとして、テーブル名値をできるかぎり具体的にします。必要

な場合にのみワイルドカード文字を使用してください。

ロボットへのアップロード

ロボットへのアップロードについては、"クラウドベースのロボット アプリへのアップロード"ページ

 2644を参照してください。

説明

省略可能

出力テーブルやその他の情報に関する説明テキスト。説明を複数行で指定することはできま

すが、行を飛ばすことはできません。

説明は、アナリティクスヘッダーにのみ存在するものであり、ロボットのエンド ユーザーには表示

されません。
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例

Analyticsテーブルを格納場所にコピーする

次のアナリティクスヘッダーは、関連付けられたスクリプトで出力されるインボイステーブルが格納場

所にコピーされることを指定します：

COMMENT
//ANALYTIC テーブルのインポート

//DATA Invoices
END
IMPORT DELIMITED TO Invoices "Invoices.fil" FROM "Invoices.csv" 0
SEPARATOR "," QUALIFIER '"' CONSECUTIVE STARTLINE 1 KEEPTITLE ALLCHAR
ALLFIELDS

備考

出力テーブルの格納

出力テーブルは自動的に格納場所にコピーされません。格納したいテーブルごとに DATAタグを使用する

必要があります。必要に応じて、1つのアナリティクスヘッダーに複数のDATAタグを含めることができます。

DATA タグを使用するとき

次の2つの状況では、DATAタグを使用して、Analyticsテーブルを格納する必要があります。

l 出力テーブルが後続のアナリティクススクリプトの入力として使用される
l ユーザーがアドホックでアナリティクススクリプトをスケジュールまたは実行するときに、入力テーブル

またはフィールドを選択できる

メモ

データ分析プロセス全体が単一のアナリティクススクリプトを使用して完了する場合、

DATAタグを使用する必要はありません。

DATAタグは、結果テーブルを指定するために使用するものではありません。代わりに

RESULTタグを使用します。詳細については、"RESULTタグ"ページ 2634を参照してくだ

さい。
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出力テーブルが後続のアナリティクススクリプトの入力として使用される

展開環境および関連付けられたスクリプトの構造によっては、DATAタグを使用して、後続のアナリティクス

スクリプトで使用するためのAnalytics出力テーブルを格納しなければならない場合があります。

アナリティクススクリプト処理中に、ロボットは一時ディレクトリを使用して、Analytics出力テーブルを格納

してアクセスするため、DATAタグを使用する必要がない場合があります。

以下の表は指針です。

展開環境 DATA タグを使用する場合 DATA タグを使用する必要がない場合

ロボット

(Enterprise Edition
のみ)

o 1つのロボット タスク内で出力された

Analyticsテーブルが、別のロボット タスクの

入力として必要である

o Analyticsテーブルが出力され、単一のロ

ボット タスクでの一連のアナリティクススクリ

プト実行中に後から入力される
o データ分析プロセス全体が単一のアナリティ

クススクリプトを使用して完了する

ユーザーが入力テーブルまたはフィールドを選択できる

TABLEおよび FIELDアナリティクスタグは、ユーザーがAnalyticsテーブルを選択し、テーブルからフィールド

を選択できる入力パラメーターを作成し、アナリティクススクリプトの入力として使用します。ただし、選択

できるようにするために、テーブルが格納場所に予め存在する必要があります。

ユーザーが1つ以上の入力テーブルとフィールドを選択できるアナリティクススクリプトを開発している場合

は、DATAタグの前のアナリティクススクリプトを実行し、適切なテーブルを保存場所に保存する必要があ

ります。

ロボットのソーステーブルセクションで出力テーブルを見つけ
る

任意で、src_プレフィックスを出力テーブル名に追加し、ロボットの［入力 /出力］タブの［ソーステーブル］
セクションで出力テーブルを検索することができます。

//DATA src_Invoices

DATAタグと付属するスクリプトの両方で、プレフィックスをテーブルに追加する必要があります。

［ソーステーブル］セクションでは、後続のスクリプトの入力を提供するテーブルを視覚的に区切ることがで

きます。出力テーブル名に src_プレフィックスがない場合、［ソーステーブル］セクションは［入力 /出力］タ
ブに表示されず、すべてのテーブルは［他のテーブル］セクションでデフォルトで検索されます。

クラウドベースのロボット アプリへのアップロード

ロボット インストールでアナリティクススクリプトを実行し、DATA指定すると、オンプレミスロボット エージェン

トからHighBondのクラウドベースのロボット アプリにテーブルレイアウトのみ(ファイル名、データ型、ファイ
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ル長さ)をアップロードします。テーブルデータは、ロボット エージェント ディレクトリ内の組織のネットワーク

にあります。

すべての情報は転送中に暗号化されます。
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アナリティクススクリプトのUnicodeへ
の変換
非 Unicodeの既存のアナリティクススクリプトおよび標準スクリプトをUnicode版のAnalyticsに移行する

場合、これらは自動的にUnicodeに変換されます。ただし、これらをUnicodeデータに適用した場合で

もスクリプトのロジックが変わらないことを確認する必要があります。

Unicodeとは
Unicodeは、各文字を表すために2バイト以上を使用するテキストのエンコードの標準であり、すべての

言語の文字が単一の文字セットに格納されています。Unicode版のDiligent製品を使用すると、現在

使用されている全言語で、Unicodeでエンコードされたデータを含んでいるファイルやデータベースの表示

および操作が行えます。

メモ

Analyticsおよびロボット エージェントは、リトルエンディアン( LE)でエンコードされた

Unicodeデータをサポートしています。これらの製品を使用して、ビッグエンディアン( BE)
でエンコードされたデータを分析することはできません。

必要なアナリティクススクリプトの変更

バイト数で値を指定するすべてのパラメーターの更新

非 Unicode版 Analyticsでの文字の長さは 1バイトです。Unicodeデータの場合、Unicodeエディション

での文字の長さは 2バイトです。非 Unicode版 Analyticsで、フィールド長または開始位置をバイトで指

定するときには、バイト数は文字数と同じです。これはUnicode版 AnalyticsにおけるUnicodeデータに

は当てはまりません。

スクリプトをUnicode版 Analyticsで使用できるように変換するには、バイト数でフィールドの長さや開始

位置を指定したすべてのパラメーターの数値を調整する必要があります。たとえば、非 Unicode版

Analyticsで 7のWID値を指定する IMPORT DELIMITEDコマンドの場合、Unicode版 Analyticsで同じ結

果を出力するには、WIDの値を 2倍の14にする必要があります。

また、Unicodeデータの場合、フィールドの奇数の開始バイト位置とフィールド長の偶数のバイト数を指

定します。偶数の開始位置または奇数の長さを指定すると、文字が正しく表示されない可能性がありま

す。
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IMPORT PRINT および IMPORT DELIMITEDの全インス
タンスを再作成する

IMPORT PRINTコマンドおよび IMPORT DELIMITEDコマンドの全インスタンスを再作成する必要があります。

1. Unicode版のAnalyticsでデータ定義ウィザードを使用してソースデータファイルをインポートしま

す。

データ定義ウィザードを使用すると、すべての構文が有効であることが保証されます。

2. ログからインポート構文を使用してスクリプトを更新します。

3. アナリティクススクリプトの場合、スクリプトをロボットに再コミットします。

ZONED()およびEBCDIC()関数の全インスタンスの変更

次のように ZONED()および EBCDIC()関数の全インスタンスを変更し、関数で返される ASCII値が正しく

Unicodeデータに変換されるようにする必要があります。

l 演算フィールド –は、ZONED( )や EBCDIC( )インスタンスを BINTOSTR( )関数で囲みます
l 静的な式 –では ZONED( )インスタンスを BINTOSTR( )関数で囲みます

BINTOSTR(ZONED(%result%, 5), 'A')

OPEN FORMATコマンドのすべてのインスタンスを変更しま
す

OPEN FORMATコマンドのすべてのインスタンスを変更する必要があります。SKIPパラメーターを使用して、

開いているUnicodeファイルの最初の2バイトをスキップする必要があります。これは、UTF-16エンコード

ファイルの最初の2バイトはバイト オーダーマークとして予約されており、ファイル内のテキストとは異なるも

のであるため、必要となります。

非 Unicode

OPEN "ascii_test.txt" FORMAT template_table CRLF
DEFINE FIELD full_rec ASCII 1 10

Unicode

OPEN "utf-16_test.txt" FORMAT template_table CRLF SKIP 2
DEFINE FIELD full_rec UNICODE 1 20
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変換されたアナリティクススクリプトの検証
Unicode版のアナリティクススクリプトによって生成される結果が、非 Unicode版のアナリティクススクリプ

トによって生成された結果とまったく同じになるかどうかを検証します。これを行う最良の方法は、Diffツー

ルを使用して、分析で生成されたログファイルを比較することです。Diffツールは、ファイル間のあらゆる相

違点を識別します。

結果がまったく同じでなかった場合の処置

Unicode版のアナリティクススクリプトを使用しても非 Unicode版と同じ結果を生成できなかった場合に

は、スクリプトのログ出力をアナリティクススクリプトのステップごとに比較することで、問題の切り分けができ

る可能性があります。
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Unicode互換性チェック
Unicode版にアップグレードする際は、スクリプトに追加したすべてのカスタムロジックが、Unicodeデータ

に対して実行されたときに同じ結果を生じるかどうかを検証する必要があります。スクリプトがUnicode
データに対して実行されたときに、スクリプトが影響を受ける可能性があることが予測できる領域がありま

す。

ビットおよび文字関数
以下に挙げる関数はそれぞれ、バイト位置やバイト数に基づいて値を返します。非 Unicode版で使用

される 1バイト文字の表現から、Unicodeデータに使用される 2バイト文字エンコードへ移動しても、こ

れらの関数が正しく使用されているかどうかをチェックする必要があります。

l ASCII( )

l BIT( )

l BYTE( )

l CHR( )

l DIGIT( )

l HEX( )

l MASK( )

l SHIFT( )

バイト長と文字長は等しくない
以下の関数について、データ内の文字数とバイト数が一対一対応でと見なす方法で使用されていない

ことを保証するために、これらの関数がスクリプトで使用されている方法を確認する必要があります。

文字とバイト間を一対一対応と見なすロジックがあるインスタンスを見つけた場合は、そのロジックが

Unicodeデータで正常に動作するよう、つまり、1文字を表すために2バイトを使用するように調整する

必要があります。STRING(1000, 4)内の4など、文字列関数のパラメーターとして指定された数値は文

字数を表すため、このような関数を標準的な方法で使用しても問題は発生しません。

変換関数

l PACKED( )

l STRING( )

l UNSIGNED( )
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l VALUE( )

l ZONED( )

文字列関数

l AT( )

l BLANKS( )

l INSERT( )

l LAST( )

l LENGTH( )

l REPEAT( )

l SUBSTRING( )

その他の関数

l FILESIZE( )

l LEADING( )

l OFFSET( )

l RECLEN( )

Unicode固有の関数を代用する
Diligent Unicode製品は、非 UnicodeデータとUnicodeデータ間の変換をサポートする、6個の

Unicode固有の関数をサポートしています。次の関数をDiligent Unicode製品で使用できます。

l BINTOSTR() –関数は、ZONEDまたはEBCDICデータを対応するUnicode文字列に変換しま

す。これにより、ZONEDまたはEBCDICのデータとしてエンコードされた値を正しく表示できるよう

になります。
l DHEX( ) –は、指定されたUnicodeのフィールド値に相当する 16進数の値を返します。これは

HTOU( )の逆関数です。
l DBYTE( ) –は、レコード内の指定された位置にある 2バイト文字に相当するUnicode文字を返

します。
l DTOU( ) –は、指定されたロケール設定に基づいて、日付値を正しいUnicode文字列表示に変

換します。
l HTOU( ) –は、指定された 16進数の文字列に相当するUnicode文字列を返します。これは

DHEX( )の逆関数です。
l UTOD( ) –は、ロケール固有のUnicode文字列を Analyticsの日付値に変換します。
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スクリプトエンジンエラーコード
以下の表は、アナリティクススクリプトを実行するときに発生する可能性のあるエラーコードを示します。

スクリプトエンジンスタートアップエラー

エラーコード 説明

202 システムエラーです。

203 評価期間が終了しました。

204 評価期間が終了しました。

205 アクティブ化に失敗しました。

206 セッションの最大数に達しました。

207 メモリの初期化に問題があります。

209 不明なスクリプト エラーです。

210 データベースプロファイルのパスワードがありません。

211 サーバー接続に失敗しました。

212 サポートされていないコマンドが検出されました。

213 ダイアログボックスがスクリプトによって生成されました。

256 スクリプトエンジンの開始に失敗しました。

スクリプトエンジンエラーコード

エラー

コード 説明

1000 初期設定ファイル( *.prf)が見つかりませんでした。新しいデフォルト初期設定ファイルが作成されました。

1001 初期設定ファイル( *.prf)に必要な情報がありません。新しいデフォルト初期設定ファイルが作成されました。

1002 初期設定ファイル( *.prf)が見つからず、必要なフォルダーアクセス許可が存在しないので新しいデフォルト初期

設定ファイルを作成できないため、スクリプトエンジンを開始できません。
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エラー

コード 説明

1003 プロジェクトは以前のバージョンからアップグレードされました。コピーが拡張子 .oldで保存されました。

1004 プロジェクト ファイルを処理できませんでした。前回保存したプロジェクトが使用されます。

1005 プロジェクト ファイルが指定されていません。

1006 指定されたプロジェクト ファイルは存在しません。

1007 指定されたプロジェクト ファイルは読み取り専用です。

1008 指定されたプロジェクトは現在、別のアプリケーションで使用されています。

1009 指定された .oldプロジェクト ファイルは使用できません。拡張子が .ACLのプロジェクト ファイルを指定する必要

があります。

1010 指定されたプロジェクト ファイルはAnalyticsプロジェクト ファイルではありません。

1011 プロジェクトは、Unicodeに変換できませんでした。

1012 指定されたプロジェクト ファイルは、以前のバージョンとして保存することはできません。

1013 ログファイルを書き込み用に開けません。

1014 スクリプトが指定されていません。

1015 指定されたスクリプトは存在しません。

1016 Analyticsライセンスが見つからなかったか無効です。

1017 必要なライブラリファイル( *.dll)が見つかりませんでした。

1018 書き込みアクセス許可がないため、作業ディレクトリにデータを保存できませんでした。

1019 Analyticsサブスクリプションを検証できませんでした。

1020 Analyticsのライセンスはリリースできません。

1021 不明なエラーが発生しました。

コマンド エラー
以下の表は、ACLScriptコマンドが無効であることが原因でアナリティクススクリプトが失敗した場合に返

されるエラーコードを示します。返されるエラーコード番号によって、失敗したコマンドが特定されます。
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エラー

コード コマンド

1 SAMPLE

2 EXTRACT

3 LIST

4 TOTAL

5 DEFINE

6 COMMENT

7 QUIT

8 STOP

9 BYE

10 USE

11 OPEN

12 SAVE

13 DISPLAY

14 ACTIVATE

15 CLOSE

16 HELP

17 COUNT

18 STATISTICS

19 HISTOGRAM

20 STRATIFY

21 SUMMARIZE

22 EXPLAIN

23 GROUP

24 ELSE
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エラー

コード コマンド

25 END

26 CANCEL

27 SUBMIT

28 DELETE

29 RANDOM

30 SORT

31 FIND

32 DIRECTORY

33 TYPE

34 DUMP

35 INDEX

37 SET

40 DO

41 TOP

42 EXPORT

43 VERIFY

44 SEEK

45 JOIN

46 MERGE

47 SEQUENCE

48 CALCULATE

49 PRINT

50 LOCATE

51 RENAME
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エラー

コード コマンド

54 COPY

55 REPORT

56 EJECT

58 LET

59 ACCUMULATE

63 ACCEPT

64 ASSIGN

65 AGE

66 CLASSIFY

67 PROFILE

68 DO REPORT

69 LOOP

70 PAUSE

71 SIZE

72 EVALUATE

73 DIALOG

74 IF

75 GAPS

76 DUPS

77 SQLOPEN

78 PASSWORD

79 IMPORT

80 REFRESH

81 NOTIFY
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エラー

コード コマンド

82 CONNECT

83 RETRIEVE

84 FIELDSHIFT

85 BENFORD

86 CROSSTAB

87 (未使用 )

88 ESCAPE

89 NOTES

90 FUZZY DUPLICATE

91 EXECUTE

92 ACCESSDATA32

93 ACCESSDATA64

94 APPEND

95 RCOMMAND

96 CVSPREPARE

97 CVSSAMPLE

98 CVSEVALUATE

99 OUTLIER

100 FUZZYJOIN

101 CLUSTER

102 TRAIN

103 PREDICT
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アナリティクスジョブ処理エラー

メモ

これらのエラーの中には、レガシー製品である Analytics ExchangeとAX Exceptionに

特に関連するものがあります。

エラー

コード エラーメッセージ

-10 アナリティクスの実行開始後に出力先の結果フォルダーが削除されたため、アナリティクスの結果を保存できませ

んでした。

-11 ジョブが停止されました。

-12 サーバーがシャットダウンしたため、停止されました。

-13 結果を作成できませんでした。

-16 サーバープロパティの構成エラーのため、実行できませんでした。

-17 一意の名前の結果ディレクトリを作成できません。

-19 ジョブがスキップされました。

-20 結果テーブルを公開する準備ができませんでした。

-21 結果を AX Exceptionに公開できませんでした。

-22 公開に失敗しました。テーブル名が無効です。

-23 公開に失敗しました。テーブルの1つ以上の列の名前が長すぎます。

-24 公開に失敗しました。Analyticsテーブルのデータセル内の値が無効です。

-25 公開に失敗しました。テーブルのフィールド内にサポートされないデータ型があります。

-26 公開に失敗しました。AX Exceptionサーバーに接続できませんでした。

-27 ジョブは実行されませんでした。ユーザーが削除された、またはユーザーにアクセス許可がありません。

-28 ジョブは実行されませんでした。予期しないエラーです。詳細については、サーバーログおよびAnalyticsログを調

べてください。

-29 データファイルをコピーできませんでした。必要なデータファイルをジョブディレクトリにコピーできなかったため、アナ

リティクスは失敗しました。

-30 ジョブは実行されませんでした。分析のリンクが機能していません。
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エラー

コード エラーメッセージ

-31 公開に失敗しました。例外マッピングファイルが見つかりませんでした。

-32 公開に失敗しました。例外マッピングファイルを解析できませんでした。

-34 ジョブの結果を保存できませんでした。ジョブフォルダーを保管するドライブ上に十分なスペースがあることと、デー

タファイルがロックされていないことを確認します。
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ACL for Windowsインストールおよび
アクティベーションガイド
このガイドでは、ACL for Windowsのインストールまたはアップグレードについて詳しく説明します。次のコ

ンポーネントが含まれています。

l Analytics
l オフラインプロジェクト

前のバージョンからのアップグレード
以下の表は、別のバージョンのAnalyticsのアップグレード パスについて説明します。

現在インストールされている Analytics 
バージョン アクション 結果

Analytics 16.0 バージョン 16.1インストーラー

( ACLforWindows161.exe)を実行す

る

Analyticsがバージョン 16.1にアップグ

レードされます

16.0より前のACL Analyticsまたは

ACL Desktop
バージョン 16.1インストーラー

( ACLforWindows161.exe)を実行す

る

Analytics 16.1が前のバージョンと共

存インストールされます

アップグレードはありません。以前の

バージョンのAnalyticsまたは

ACL Desktopは、インストールしたまま

にすることもアンインストールすることも

できます。

ACL for Windowsインストールクイックスター
ト
(詳細なインストール手順については、"ACL for Windowsをインストールする"ページ 2679を参照してく

ださい。)
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メモ

ACL for Windowsをインストールまたはアップグレードする場合、インストールまたはアップ

グレード中に指定したAnalytics作業ディレクトリにある既存のAnalyticsサンプルデータ

ファイルは上書きされます。

サンプルプロジェクトやデータファイルに対して行ったどのような変更も保持したい場合

は、インストールまたはアップグレードを実行する前に、他の場所にファイルを保存する

か、それらが含まれるフォルダーの名前を変更してください。関連付けられたコマンド ログ

ファイルを維持したい場合は、ログと同じ操作を実行します。

Analyticsが認証局に接続できることを確認する

Analyticsはデジタル証明書を使用して、その信頼性と完全性を検証します。証明書は、検証できるよ

うに、サードパーティの認証局であるDigiCertへのインターネット接続が必要です。ネットワークファイア

ウォールの背後にAnalyticsをインストールする場合、ファイアウォールは、証明書がDigiCertに接続でき

るように設定されている必要があります。必要な接続がないと、Analyticsを使用することはできません。

詳細については、"Analyticsが認証局に接続できることを確認する"ページ 2680を参照してください。

インストーラーのダウンロード

Launchpad( www.highbond.com)にサインインし、ACL for Windowsインストールパッケージ

( ACLforWindows161.exe)をダウンロードします。

Launchpadサインイン資格情報がない場合は、"ACL for Windowsをインストールする"ページ 2679を
参照してください。

インストールファイルの展開

1. ACL for Windowsインストールパッケージ( ACLforWindows161.exe)をダブルクリックします。
2. セキュリティ警告のダイアログボックスが表示された場合は、リストされた情報を確認して、［はい］

をクリックします。

ヒント

［セキュリティ警告］ダイアログボックスは開いたウィンドウの後ろに配置して非表示

にできます。

3. インストールに使用したい言語を選択して、［OK］をクリックします。
4. ［展開場所の設定］ページで、［展開］をクリックします。

ファイルが展開された後、インストーラーが自動的に開始されます。

必須コンポーネントのインストール(必要な場合 )
必須コンポーネントをインストールするよう求められた場合は、［インストール］をクリックします。

必須コンポーネントがインストールされた後、インストーラーは自動的に進みます。
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ACL for Windowsインストールまたはアップグレードの実行

画面の手順に従い、ACL for Windowsをインストールまたはアップグレードします。インストーラーによっ

て、Analytics 16.1の新規インストールが実行されます。バージョン 16.0がインストールされている場合

は、アップグレードが実行されます。

［ACL エディションの選択］ページで、インストールするエディションを選択します。

l 非 Unicode
l Unicode

注意

インストールするエディションが、御社に合ったエディションであることを確認してください。

詳細については以下を参照 "Analyticsの非 Unicode版またはUnicode版をインストー

ルすべきですか？"ページ 2666

メモ

旧バージョンのAnalyticsとの共存インストールを実行する場合、またはAnalyticsバー

ジョン 16.0からアップグレードする場合は、インストーラーにより、現在インストールされて

いるバージョンと同じエディションが強制的に選択されます。

非 Unicode版とUnicode版を並べてインストールすることはできません。詳細について

は、"異なるバージョンまたはエディションの共存インストール"ページ 2668を参照してくだ

さい。

任意のAnalyticsデータコネクターとPythonエンジンをイン
スト－るする

Analyticsは、サポートされているさまざまなデータソースのデータにアクセスするためのデータコネクターと、

Analytics機械学習コマンドを有効にするためのPythonエンジンを提供します。このようなコネクターの一

部とPythonエンジンは任意です。ACL for Windowsのインストール中にインストールするかどうかを選択

できます。

メモ

任意のデータコネクターやPythonエンジンをインストールせず、後からこれらのいずれか

が必要になった場合は、ACL for Windowsをアンインストールしてから再インストールす

る必要があります。

バージョン 16.0からアップグレードする場合は、これらのオプションに対して以前に選択し

た内容がインストーラーにより強制的に適用されます。
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Microsoft Accessデータベースエンジンを除外するオプショ
ン

ACL for Windowsのインストールまたはアップグレードでは、AnalyticsのインストールからMicrosoft
Accessデータベースエンジンを除外するオプションが用意されています。データベースエンジンは、

Analyticsと古いExcelファイル、およびMicrosoft Accessファイルとの間の接続を提供します。

l Analyticsで現行世代のExcelファイル( *.xlsx)のみを使用し、古いExcelファイル( *.xls)や
Microsoft Accessファイル( *.mdb)を使用しない場合は、データベースエンジンを除外します。

データベースエンジンは、他の新しいMicrosoft Office製品との互換性の問題を引き起こす可能

性があります。そのため、データベースエンジンが必要ない場合は、除外してください。
l 古いExcelファイル( *.xls)やMicrosoft Accessファイル( *.mdb)をインポートしたり、それらにエク

スポートしたりする必要がある場合は、データベースエンジンをインストールします。

メモ

Microsoft Accessデータベースエンジンが以前のACL for Windowsの一部としてすでに

コンピューターにインストールされている場合、データベースエンジンを除外するオプション

は表示されません。

Analytics 16.0から 16.1にアップグレードする場合、Microsoft Accessデータベースエン

ジンが不要であれば、手動で削除することができます。旧バージョンのAnalyticsをバー

ジョン 16.1と共存インストールする場合、旧バージョンのすべての機能を保持するため

に、データベースエンジンはインストールしたままにしておきます。

データベースエンジンを除外したものの、後で必要になった場合は、ACL for Windowsを
アンインストールして再インストールすることができます。

Analyticsのアクティブ化

Analyticsのアクティブ化の方法は、御社の認証方法によって異なります。

l 標準認証 –単一のAnalyticsサブスクリプションをご利用の場合は、高い確実性で標準認証を

使用します。
l カスタムドメインを使用する認証 –御社がシングルサインオン( SSO)をご利用の場合は、カスタム

ドメインを使用して認証します。

メモ

御社がカスタムドメインをご利用の場合は、Launchpadサインイン画面の最初の画面

で電子メールアドレスとパスワードを入力しないでください。

標準認証

1. デスクトップにある ACL for Windows 16ショートカットをダブルクリックします。
2. ACL Launchpadの資格情報を入力し、［サインイン］をクリックします。
3. HighBondインスタンスを選択するように指示されたら、そのようにし、［Analyticsのアクティブ化］を
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クリックします。

ACL for Windowsが表示されます。

カスタムドメインを使用した認証

1. デスクトップにある ACL for Windows 16ショートカットをダブルクリックします。
2. Launchpadサインイン画面の下で、［カスタムドメインにサインイン］をクリックします。
3. 御社のカスタムドメインを入力し、［続行］をクリックします。

自分のカスタムドメインが分からない場合は、会社のAnalyticsアカウント管理者にお問い合わせ

ください。

4. SSO 資格情報を入力します。
5. HighBondインスタンスが選択されていることを確認し、［Analyticsのアクティブ化］をクリックしま

す。

ACL for Windowsが表示されます。

Analyticsの開始

Analyticsの作業を開始するには、ACL for Windowsのメイン画面でオプションを選択します。

オプション アクション

新しい空のAnalyticsプロジェクトを作成する ［作成する］から、［Analytics プロジェクト］をクリックします

既存のAnalyticsプロジェクトを開く ［開く］から、［Analytics プロジェクト］をクリックします

最近使用したAnalyticsプロジェクトまたはサンプルの

Analyticsプロジェクト ( *.acl)を開く

［最近のアナリティクスファイル］、または［サンプルファイル］か
ら、プロジェクト名をクリックします
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ACL for Windowsインストールおよび
アクティブ化の概要
このセクションでは、非 UnicodeまたはUnicode版をインストールするかどうかに関するガイダンスを含む、

ACL for Windowsのインストールまたはアクティブ化に関する一般的な情報を提供します。

ACL for Windowsには次のコンポーネントがあります。

l Analytics
l オフラインプロジェクト

Analyticsの非 Unicode版またはUnicode版
をインストールすべきですか？
AnalyticsにはUnicode版と非 Unicode版があります。いずれのエディションも同じインストールパッケー

ジに含まれ、インストール時にインストールするエディションを指定します。

Unicodeデータの表示または分析のための要件がある場合を除き、非 Unicode版をインストールする必

要があります。Unicodeデータは、AnalyticsのUnicode版でのみ開くことができます。

グローバル情報システムのある環境で作業する、または複数の言語を含むデータを分析する場合に、

Unicodeデータを見る可能性が高くなります。

Unicode版が必要なとき

次のデータを表示または分析するには、Unicode版をインストールする必要があります。

l アジア文字
l 非 Unicode、または従来の文字エンコーディングの組み合わせ

たとえば、次の文字エンコーディングの2つ以上から成る言語の組み合わせ

l ラテン 1(英語および西欧 )
l ラテン 2(中欧 )
l キリル文字
l ギリシャ文字
l アラビア文字

メモ

中国語または日本語のAnalyticsユーザーインターフェイスを使用するための唯一の選

択肢は、Unicodeエディションをインストールすることです。Unicodeエディションが必要な

理由は、データの言語でなくユーザーインターフェイスの言語に関連しています。
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現在使用中のAnalytics のエディションを特定するにはどう
すればよいですか？
現在使用中のAnalyticsのエディションを特定するには、［ヘルプ >バージョン情報］を選択し、製品およ

びサブスクリプション情報が記載されているダイアログボックスを開きます。バージョン番号の後にUnicode
または非 Unicodeが表示されます。

Analyticsの非 Unicode版とUnicode版の間での変更

ACL for Windowsインストーラーを使用して、非 Unicode版のAnalyticsをUnicode版のAnalyticsへ
アップグレードすることはできません。逆も同様です。

バージョンのアップグレードと同時にAnalyticsのエディションも変更するには、まず既存のAnalyticsをアン

インストールし、その後、新しいバージョンの新規インストールを実行します。

言語サポート
ACL for Windowsは英語とその他 6言語で用意されています。

以下の表に、利用可能な言語と、それらの言語における非 Unicode版およびUnicode版のサポートを

まとめてあります。

言語 サポートされているエディション

中国語 Unicode

英語 非 Unicode、Unicode

フランス語 非 Unicode、Unicode

ドイツ語 非 Unicode、Unicode

日本語 Unicode

ポルトガル語 非 Unicode、Unicode

スペイン語 非 Unicode、Unicode

インストール –作業の概要
ACL for Windowsをインストールするには、次の作業を実行します。

1. 要件の確認 – ACL for Windowsをインストールするコンピューターの構成が、ソフトウェアとハード

ウェアの最小要件を満たしているか確認します。
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詳細については、"ACL for Windowsのシステム要件"ページ 2707を参照してください。

2. 管理者権限 –インストールを行うコンピューターの管理者権限を持っていることを確認します。
3. ダウンロード – Diligentからのウェルカムメール、またはHighBondからのメール通知の情報を使用

して、Launchpad( www.highbond.com)から、ACL for Windowsインストールパッケージをダウン

ロードします。
4. インストール –このガイドの説明を使用してACL for Windowsをインストールします。
5. アクティブ化 – Analyticsをアクティブ化します。

Analyticsのインストールとアクティベーションの詳細については、"ACL for Windowsをインストール

する"ページ 2679のインストールを参照してください。

アクティベーションとライセンスの詳細については、Launchpadヘルプを参照してください。

前のバージョンからのアップグレード
以下の表は、別のバージョンのAnalyticsのアップグレード パスについて説明します。

現在インストールされている Analytics 
バージョン アクション 結果

Analytics 16.0 バージョン 16.1インストーラー

( ACLforWindows161.exe)を実行す

る

Analyticsがバージョン 16.1にアップグ

レードされます

16.0より前のACL Analyticsまたは

ACL Desktop
バージョン 16.1インストーラー

( ACLforWindows161.exe)を実行す

る

Analytics 16.1が前のバージョンと共

存インストールされます

アップグレードはありません。以前の

バージョンのAnalyticsまたは

ACL Desktopは、インストールしたまま

にすることもアンインストールすることも

できます。

異なるバージョンまたはエディションの共存インストール

Analytics 16.1は、以前のバージョンのAnalyticsまたは 16.0より前のバージョンのACL Desktopと共存

インストールできます。

Unicode版と非 Unicode版のAnalyticsまたはACL Desktopは、バージョン番号にかかわらず共存する

ことはできません。

注意

Analytics 16.1を以前のバージョンと共存インストールした場合、以前のバージョンの

Analyticsのデータコネクターが機能しなくなることがあります。旧バージョンのデータコネ

クターを引き続き動作させるには、これら 2つのバージョンを同じコンピューターに共存イン

ストールしないでください。

これらのデータコネクターはデータアクセスウィンドウに表示されます。
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将来のアップグレード

Analytics 16.1をインストールまたはアップグレードすると、新しいバージョンが利用可能になったときに自

動的に通知され、アップグレードをダウンロードしてインストールするオプションが提供されます。

サイレント インストール

IT管理者はACL for Windowsをサイレントに、ユーザー操作を要さずにインストールすることもできます。

詳細については、"サイレント インストールによる ACL for Windowsのインストール"ページ 2687を参照し

てください。

アクティブ化およびアカウント管理
ACL for Windowsはサブスクリプション型のソフトウェアです。インストール時に、シリアル番号の入力は要

求されません。代わりに、初めて使用する前にソフトウェアをアクティブ化する必要があります。

ソフトウェアのアクティブ化は、Launchpad( www.highbond.com)にサインインすることによって行います。こ

れは、すべてのDiligentオンプレミスソフトウェアをダウンロードしたり、カスタマーサービスおよびリソースへ

アクセスしたりすることのできるポータルサイトです。Launchpadにサインインする方法は、Diligentからす

べてのライセンスユーザーへ送信されたウェルカムメールに記載されています。

Analyticsアカウント管理者

Analyticsアカウント管理者は通常、弊社に登録されている御社のご担当者です。アカウント管理者は

社内のサブスクリプションを管理します。必要に応じて、別のアカウント管理者、または追加のアカウント

管理者を指名することができます。詳細については、サポートにお問い合わせください。

デフォルトでは、単一のAnalyticsライセンスを持つ個々のお客様がAnalyticsアカウント管理者です。

Launchpadを使用したアカウントの集中管理

Launchpadは集中型のアカウント管理を提供し、Analyticsアカウント管理者が次のタスクを実行できる

ようにしています。

l 社内のAnalyticsユーザーを 1つ以上のHighBondインスタンスに招待する

ユーザーをインスタンスに招待すると、自動的にそのユーザーがLaunchpadに追加されます。

Launchpadに追加されたら、ユーザーは使用可能な ACL for Windowsライセンスをアクティブ化

することができます。

l インスタンスからユーザーを削除する
l 個々のユーザーのACL for Windowsライセンスを取り消す
l サブスクリプション情報を表示する
l 組織の設定を更新する
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HighBondインスタンスは、御社と直接関連付けることができます。つまり、御社は、さまざなま部門や作

業単位を反映した 2つ以上のHighBondインスタンスを作成することができます。

詳細については、HighBondヘルプを参照してください。

ACL for Windowsインストーラーの配布

Diligentソフトウェアはサブスクリプションベースであり、Analyticsアカウント管理者はACL for Windows
インストールパッケージをダウンロードして、自社内のAnalyticsユーザーに配布できるようになりました。

各ユーザーに個別にダウンロードさせるよりも、インストールパッケージを社内で配布する方が簡単です。

ソフトウェアをインストールできるユーザー数に制限はありません。ただし、貴社のソフトウェアサブスクリプ

ションの種類の利用規約により、一度に割り当てることができる最大ライセンス数が規定されています。

詳細については、サブスクリプションとライセンスを参照してください。

インストールされていても、使用可能なライセンスでアクティブ化されていないソフトウェアは機能しません。

複数デバイスでのインストールとアクティブ化

ACL for Windowsサブスクリプションの各ユーザーは、本ソフトウェアを複数のコンピューターにインストール

できます。ただし、これは本ソフトウェアがインストールされるすべてのコンピューターで本ソフトウェアを個人

で使用する場合に限ります。たとえば、次の複数デバイスへのインストールはいずれも許可されています。

l 会社のコンピューターと自宅のコンピューター
l デスクトップコンピューターと、移動時に使用するノートブックコンピューター
l 2台の会社のコンピューター。1台はスクリプトを実行するために使用し、もう 1台はスクリプトを開

発したり、一時的な分析を実行したりするために使用する場合。

本ソフトウェアは、インストールされている各コンピューターでアクティブ化する必要があります。ソフトウェア

のアクティブ化はDiligentによって追跡されます。2人の異なるユーザーがソフトウェアを使用する場合

は、2つの個別のライセンスが必要です。Galvanizeマスターサブスクリプション契約にある以下の規定に

従ってください。

指名ユーザーの IDとパスワードを他の個人と共有することは禁止されています。複数の個人間で指名
ユーザーのアクセスを共有したりプールしたりすることで、部署や組織の複数のユーザーによる一時的な
使用を許可することは、固く禁じられています。

構成可能なオプションの設定
構成可能なオプションは、Analyticsの［オプション］ダイアログボックスの設定です。

グローバル設定

バージョン 10以降のAnalyticsの構成可能なオプションのグローバル設定に加えた変更は、バージョン

16.1のインストールに複製されます。
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ACL Desktop 9.3以前のバージョンでグローバル設定に加えた変更は、バージョン 16.1では複製されま

せん。バージョン 16.1のインストールを完了した後、［オプション］ダイアログボックスでカスタマイズした設定

を再作成することができます。

プロジェクト固有の設定

構成可能なオプションにプロジェクト固有の設定がされている Analyticsプロジェクトがある場合、

Analytics 16.1をインストールすると、これらの設定は保持されます。

Analyticsの共存インストール

Analytics 16.1が以前のバージョンのAnalyticsと共存インストールされている場合は、それぞれのバー

ジョンで後から指定されたグローバルまたはプロジェクト固有の初期設定は別々に扱われ、お互いに影響

を与えません。

詳しい情報

構成可能なオプションのグローバルおよびプロジェクト固有の設定の詳細については、"Analyticsの初期

設定ファイルの動作"ページ 148を参照してください。

ACL for Windowsインストーラーに含まれるオ
フラインプロジェクト
オフラインプロジェクトは、ACL for Windowsインストールパッケージに同梱されており、Analyticsをインス

トールすると自動的にインストールされます。

オフラインプロジェクトはデスクトップベースのアプリ―ケーションであり、HighBondユーザーは、HighBond
から切断中にプロジェクトから実地調査セクションで引き続き作業することが可能です。

HighBondユーザーではない方には、オフラインプロジェクトはお使いのコンピューターでが無効になりま

す。

詳細については、オフラインプロジェクトの使用を参照してください。
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Diligent Unicode製品
Diligent製品のUnicodeエディションでは、Unicodeデータが含まれるファイルを表示したり操作したりで

きます。

Unicodeとは、ほとんどの世界の言語をサポートする文字暗号化を行う業界標準の方法です。

Analyticsの非 Unicode版またはUnicode版
をインストールすべきですか？
AnalyticsにはUnicode版と非 Unicode版があります。いずれのエディションも同じインストールパッケー

ジに含まれ、インストール時にインストールするエディションを指定します。

Unicodeデータの表示または分析のための要件がある場合を除き、非 Unicode版をインストールする必

要があります。Unicodeデータは、AnalyticsのUnicode版でのみ開くことができます。

グローバル情報システムのある環境で作業する、または複数の言語を含むデータを分析する場合に、

Unicodeデータを見る可能性が高くなります。

Unicode版が必要なとき

次のデータを表示または分析するには、Unicode版をインストールする必要があります。

l アジア文字
l 非 Unicode、または従来の文字エンコーディングの組み合わせ

たとえば、次の文字エンコーディングの2つ以上から成る言語の組み合わせ

l ラテン 1(英語および西欧 )
l ラテン 2(中欧 )
l キリル文字
l ギリシャ文字
l アラビア文字

メモ

中国語または日本語のAnalyticsユーザーインターフェイスを使用するための唯一の選

択肢は、Unicodeエディションをインストールすることです。Unicodeエディションが必要な

理由は、データの言語でなくユーザーインターフェイスの言語に関連しています。

一言語だけで書かれたデータ

作業するデータが英語のみである、または西欧言語の1つのみを使用する場合は、高い可能性で非

Unicode版をインストールする必要があります。ただし、英語のみのファイルをUnicodeとすることが可能

であることを認識しておいてください。
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メモ

操作する御社データでどのような文字エンコードが使用されているかが不明な場合は、

IT部門にお問い合わせください。

Unicodeデータに対する非 Unicode版 Analyticsの使用

Unicodeデータに対して非 Unicode版のAnalyticsを使用することが可能である場合と望ましい場合が

あります。

作業するUnicodeデータのすべての文字が、たとえば英語のみのデータなど、従来の文字暗号化の1
つでサポートされている場合は、Unicode版のAnalyticsを使用する必要はありません。このデータを非

Unicode版のAnalyticsにインポートする場合、テキスト フィールドは、データを損傷したり破損することな

く、UnicodeからASCIIに自動的に変換されます。

このアプローチが望ましい理由については、"Unicode版の欠点"見開きページを参照してください。

メモ

Unicodeデータを非 Unicode版のAnalyticsにインポートし、そのデータに拡張 ASCII
文字セットでサポートされていない文字が含まれている場合は、データの破損が生じま

す。

重要なのはデータの言語

作業するデータの言語とは、通常、インストールすべき Analyticsのエディションを指示する言語であり、

Analyticsのユーザーインターフェイスの言語ではありません。

たとえば、組織ではAnalyticsのスペイン語インターフェイスを使用しているかもしれませんが、非 Unicode
版とUnicode版のどちらをインストールするかは、データ内で見る可能性がある言語に基づいて選択しま

す。

ただし、Analyticsの中国語および日本語のユーザーインターフェイスは、Analyticsのエディションの選択

に関する一般的なガイドラインにおける例外です。いずれのインターフェイスにも Unicodeエディションしか

ありません。AnalyticsのローカライズされているインターフェイスとUnicodeのサポートの詳細については、"
言語サポート "ページ 2667を参照してください。

現在使用中のAnalytics のエディションを特定するにはどう
すればよいですか？
現在使用中のAnalyticsのエディションを特定するには、［ヘルプ >バージョン情報］を選択し、製品およ

びサブスクリプション情報が記載されているダイアログボックスを開きます。バージョン番号の後にUnicode
または非 Unicodeが表示されます。
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ロボット ユーザー

組織で使用するロボット エージェントのエディションと一致する Analyticsのエディションをインストールする

必要があります。エディションが一致しない場合、Analyticsはロボットまたはロボット エージェントと連携す

ることができません。

Unicode版の欠点
Unicode版 Analyticsには以下の欠点があります。

l データファイルのサイズが大きい – Unicodeデータは、非 Unicodeデータの約 2倍の記憶域が必

要になります。これは、各文字が1バイトではなく 2バイトで表されるためです。
l パフォーマンスが低下する可能性 –データファイルが大きくなるため一部のAnalyticsコマンドは明

らかに実行時間が長くなる場合があります。これは、Unicode版では処理されるデータ量が2倍

になるためです。

これらの欠点があるため、実際にUnicodeデータで作業する必要がある場合のみUnicode版をインス

トールしてください。

Analyticsの1バイト文字と2バイト文字

非 Unicode版のAnalytics
データファイルの読み取りと書き込み時には、非 Unicode版のAnalyticsは 1バイト文字セット ( SBCS)
でのみ動作します。1バイト文字セットでは、1バイトのデータを使用して各文字を表し、最大 256の異

なる文字がサポートされます。

非 Unicode版 Analyticsで使用される 1バイト文字セットは、コンピューターのシステムロケール設定で

指定された言語によって異なります。システムロケールが英語または西欧言語のいずれかを指定する場

合は、Windows-1252文字セットが使用されます。Windows-1252は「Windows Latin 1」とも呼ばれま

す。Windowsコントロールパネルでシステムロケールを設定できます。

1バイト文字セットを参照する他の一般的な方法は、"ANSI"、"ANSI 文字セット "、"拡張 ASCII"です。

メモ

非 Unicode版 Analytics がデータを処理するために使用する文字セットは、必ずしも、

Analyticsユーザーインターフェイスのテキストで使用される文字セットと同じではありませ

ん。

2674

ACL for Windowsインストールおよびアクティベーションガイド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


Unicode版 Analytics

データの読み込み

Unicode版 Analytics は 2バイトまたは 1バイト文字セットを読み取ることができます。2バイト Unicode
文字は 2バイトのデータを使用して、各文字を表します。2バイト (以上 )のデータを使用して文字をエン

コーディングすると、Unicodeは、1文字セットの世界の言語すべてを表すことができます。

データの書き込み

出力ファイルを作成する書き込み処理では、一般的に、Unicode版 Analyticsは 2バイト UTF-16文

字エンコーディングを使用します。一部の処理については、出力ファイルはソースファイルにある 1バイト文

字エンコーディングを維持します。

型の数と文字数の比較

2バイト Unicodeデータを操作しているときは、［テーブルレイアウト］ダイアログボックスに示されるバイト

単位のフィールドの長さと、文字単位のフィールドの長さの違いに留意してください。

たとえば、Unicodeフィールドの長さが［テーブルレイアウト］ダイアログボックスで 44バイトの場合、フィール

ドには実際に22文字が含まれます。

ACLスクリプトでバイトと文字が問題になる理由

STRING( )やSUBSTRING( )などの、フィールド長パラメーターを持つ関数を使用する場合には、長さ

はバイトではなく文字で指定します。逆に、DEFINE FIELDなどの一部のコマンドでは、文字ではなく、

バイトでフィールド長を指定する必要があります。

非 Unicode版 Analyticsでは、1バイトが1文字に相当します。このため、バイトと文字の違いは問題に

なりません。Unicode版 Analyticsでは、ダブルバイトのUnicodeデータを操作するときには、2バイトが

1バイトに相当するため、違いが問題になります。

特定のコマンドと関数で使用する単位のタイプの詳細については、ACLScript ドキュメントを参照してくだ

さい。

Unicode版 Analyticsへのテキスト ファイルの
インポート
テキスト ファイルの文字エンコードは、テキスト ファイルがUnicode版 Analyticsにどのようにインポートされ

るかと、インポート後のAnalytics テーブル内の文字フィールドで使用されるデータ型に影響します。

ASCII およびEBCDIC ファイルをUnicode版 Analyticsにインポートするときには、次の2つのオプション

があります。
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l 文字データ型をUNICODEに変換し、Analytics データファイルに変換する

後からUNICODEデータ型を ASCIIまたはEBCDICに変更する場合、フィールドの文字が正しく

表示されません。

l ASCII またはEBCDIC文字エンコーディングを維持し、Analyticsテーブルレイアウトを Analytics
データファイルを使用せずに作成する

Analyticsテーブルレイアウトはソーステキストファイルにリンクされ続けます。

テキスト ファイル文字

エンコーディング データ定義ウィザード オプション

Analytics テーブルの

文字データ型 文字長

UTF-16 LE
(Unicode)

Unicode テキスト UNICODE 2バイト文字

UTF-8 (Unicode) エンコードされたテキスト +データファイルの適切

な文字セット (コード ページ)
UNICODE 2バイト文字

拡張 ASCII (ANSI
文字セット )

ASCII >区切り文字付きテキスト ファイル

ASCII >印刷イメージ(レポート )ファイル

UNICODE 2バイト文字

ASCII >その他のファイル形式 ASCII 1バイト文字

EBCDIC EBCDIC >印刷イメージ(レポート )ファイル UNICODE 2バイト文字

EBCDIC >その他のファイル形式 EBCDIC 1バイト文字

リトルエンディアンおよびビッグエンディアンデー
タ
「リトルエンディアン」( LE)および「ビッグエンディアン」( BE)は、Unicodeデータをエンコードするための2つ

の異なる方法を示す用語です。Microsoft Windowsコンピューターから作成されたUnicodeデータは通

常、リトルエンディアンとしてエンコードされます。Windowsコンピューターで Analyticsを使用している場合

は、ビッグエンディアンデータを解析できません。

非 Unicode版 Analyticsプロジェクトの
Unicodeへの変換
Unicode版 Analyticsで非 Unicode版 Analyticsプロジェクトを開くことはできますが、その逆の、非

Unicode版 Analyticsで Unicode版 Analyticsプロジェクトを開くことはできません。
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非 Unicode版 Analyticsで開く Unicode版 Analyticsで開く

非 Unicode プロジェクト はい はい

Unicode プロジェクト いいえ はい

プロジェクトの変換

Unicode版 Analyticsで非 Unicode版 Analyticsプロジェクトを開く場合、プロジェクトと関連ログファイ

ルをUnicodeに自動的に変換する旨プロンプト表示されます。プロジェクトの変換を進める場合、元の

非 Unicodeプロジェクトとログファイルのコピーが .OLDというファイル拡張子を付けて保存され、それらが

変更されることはありません。

メモ

非 Unicode版 AnalyticsプロジェクトをUnicodeに変換した場合、そのプロジェクトを非

Unicode版 Analyticsで開くことはできなくなります。そのプロジェクトを非 Unicodeに再

変換することはできません。必要に応じて、.OLDファイルを使用すると、プロジェクトの非

Unicode版を復元できます。

Analyticsデータファイル

非 Unicode版 AnalyticsプロジェクトをUnicodeに変換しても、関連する Analyticsデータファイル( .fill)
はUnicodeに変換されません。Unicodeプロジェクトでは、1バイトのASCII (ANSI)データのままです。

メモ

Unicode版 Analyticsでは、変換されていない 1バイト データのフィールドのバイト位置

とバイト長は、非 Unicode版 Analyticsと同じ方法で動作します。1バイトは 1文字に

相当します。バイト位置またはバイト長を参照する変換されていないデータに対してコマ

ンドを実行する場合は、この違いに注意してください。

AnalyticsのUnicode用関数
Analyticsには、データの解析および変換を支援する、6つのUnicode固有の関数があります。次の表

ではこれらの関数の概要を説明しています。これらの関数はUnicode版 Analyticsにのみ搭載されてい

ます。

関数 目的

BINTOSTR( ) ZONEDまたはEBCDIC文字データから変換されたUnicode文字データを返します。"Binary to String"
の省略形です。

この変換により、確実にZONEDまたはEBCDICでエンコードされた値を正しく表示できるようになりま

す。
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関数 目的

DBYTE( ) レコード内の指定されたバイト位置にあるUnicode文字を返します。

DHEX( ) Unicode文字列を 16進数の文字列に変換します。

HTOU( )の逆です。

HTOU( ) 16進数の文字列をUnicode文字列に変換します。"Hexadecimal to Unicode"の省略形です。

DHEX( )の逆です。

DTOU( ) Analytics日付値を指定された言語およびロケール書式のUnicode文字列に変換します。"Date to
Unicode"の省略形です。

UTOD( )の逆です。

UTOD( ) 書式設定された日付が含まれるUnicode文字列を Analytics日付値に変換します。"Unicode to
Date"の省略形です。

DTOU( )の逆です。
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ACL for Windowsをインストールする
ここでは、ACL for Windowsをインストールまたはアップグレードする手順を示します。

メモ

IT管理者はACL for Windowsをサイレントに、ユーザー操作を要さずにインストールす

ることもできます。詳細については、"サイレント インストールによる ACL for Windowsのイ

ンストール"ページ 2687を参照してください。

お客様が所属する御社の窓口担当者である
場合：
御社の窓口担当者本人の場合は、Launchpadアカウントにサインインする方法が記載されている、

Diligentからのウェルカム電子メールをお受け取りになっていることと思います。

ウェルカム電子メールをお受け取りになっていない場合は、サポートにお問い合わせください。

メモ

LaunchpadアカウントにサインインしてACL for Windowsを使用し、御社の他のACL
for Windowsユーザーにライセンスを供与できる必要があります。

お客様が窓口担当者でない場合
窓口担当者のご本人ではない方は、窓口担当者、または会社のAnalyticsアカウント管理者があなた

を Launchpadに追加した場合は、電子メール通知が送信されているはずです。電子メール通知に

Launchpadへのサインインの説明が記載されています。ACL for Windows を使用するには、

Launchpadにサインインできる必要があります。

電子メール通知をお受け取りになっていない場合は、貴社のAnalyticsアカウント管理者にお問い合わ

せください。スパムフィルターもチェックしてください。電子メール通知は notifications@highbond.comから

送信されます。

Microsoft .NET Framework前提条件に関す
る重要な情報
Windows 8.1更新 KB2919355はMicrosoft .NET Framework 4.6.xで必要であり、ACL for Windows
16で必要です。
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Windows 8.1を使用し、.NET 4.6.xをインストールしてなく、更新 KB2919355を実行していない場合

は、ACL for Windowsインストーラーが終了し、.NET 4.6.2前提条件のインストール中にエラーメッセー

ジが表示されます。

ACL for Windowsインストールを続行する前に、更新 KB2919355をダウンロードしてインストールする必

要があります。

あるいは、ACL for Windowsインストールを開始する前に更新 KB2919355をインストールし、エラーメッ

セージを回避できます。

Analyticsプロジェクトおよびデータファイル
Analyticsをインストールまたはアップグレードしても、以前に作成したAnalyticsプロジェクト、およびデータ

ファイルへの影響はなく、すべて新しいバージョンで使用できます。

Analyticsサンプルデータファイル
Analyticsをインストールまたはアップグレードする場合、インストールまたはアップグレード中に指定した

Analytics作業ディレクトリにある既存のAnalyticsサンプルデータファイルは上書きされます。

作業ディレクトリのデフォルトの場所は次のとおりです。

C:\Users\ユーザーアカウント名\Documents\ACL Data\Sample Data Files\

バージョン 11より前の作業ディレクトリは次のとおりです。

C:\ACL DATA\Sample Data Files

注意

サンプルプロジェクトやデータファイルに対して行ったどのような変更も保持したい場合

は、インストールまたはアップグレードを実行する前に、他の場所にファイルを保存する

か、それらが含まれるフォルダーの名前を変更してください。関連付けられたコマンド ログ

ファイルを維持したい場合は、ログと同じ操作を実行します。

Analyticsが認証局に接続できることを確認
する
Analyticsはデジタル証明書を使用して、その信頼性と完全性を検証します。証明書は、検証できるよ

うに、サードパーティの認証局であるDigiCertへのインターネット接続が必要です。ネットワークファイア

ウォールの背後にAnalyticsをインストールする場合、ファイアウォールは、証明書がDigiCertに接続でき

るように設定されている必要があります。必要な接続がないと、Analyticsを使用することはできません。

必要な場合は、組織の IT部門と協力して、証明書とDigiCertの接続を許可するネットワークファイア

ウォールまたはプロキシサーバーを設定してください。Analyticsのデジタル証明書は、以下のURLを使用

してDigiCertの証明書取り消しリストとOCSPサーバーに接続します。
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l http://cacerts.digicert.com
l http://crl3.digicert.com
l http://crl4.digicert.com
l http://ocsp.digicert.com

より詳細な URL情報については、インストール済みの証明書を検査できます。

インストール済みの証明書を確認する

Analyticsをインストールした後、インストール済みの証明書を検査すると、認証局のURLを確認できま

す。

1. Analyticsインストールディレクトリで、ACLWin.exeを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

デフォルトのインストールディレクトリは C:\Program Files (x86)\ACL Software\ACL for
Windows 16\です。

2. ［ACLWin.exe プロパティ］ダイアログボックスで［デジタル署名］タブを選択します。
3. ［署名リスト］リストで Diligent Corporationをダブルクリックし、［証明書の表示］をクリックします。
4. ［証明書］ダイアログボックスの［詳細］タブで、次の各フィールドを選択します。

l CRL配布ポイント
l 認証局情報アクセス

各フィールドで、URLは、ダイアログボックスの下部にある表示領域に表示されます。

5. ［証明書］ダイアログボックスの［証明書パス］タブで、以下を実行します。
a. 次の証明書パスの各項目を選択します。

l DigiCert Trusted Root G4
l DigiCert Trusted G4 コードが署名中です...

b. 各項目について、［証明書の表示］をクリックします。

c. ［詳細］タブで、これらの各フィールドを選択します。

l 認証局情報アクセス
l CRL配布ポイント

各フィールドで、URLは、ダイアログボックスの下部にある表示領域に表示されます。

インストール手順

注意

インストール処理中に特定の時点でコンピューターを再起動するように指示された場合

は、すぐに再起動してください。コンピューターの再起動のメッセージは無視しないでくださ

い。

指示されたときにコンピューターを再起動しないと、.NET、他の前提条件、またはACL
for Windowsのインストールで問題が生じるおそれがあります。
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インストーラーのダウンロードとインストールの開始

1. Launchpadから、ACL for Windowsのインストールパッケージ( ACLforWindows161.exe)をダウ

ンロードします。
a. Launchpad( www.highbond.com)にサインインします。

b. ［リソース］の下にある［ダウンロード］をクリックします。

c. 最上部のメニューにある［ACL for Windows］をクリックします。

d. ［バージョン 16.1のダウンロード］をクリックします。

会社のAnalyticsアカウント管理者は他のユーザーにインストールパッケージを提供することもでき

ます。

インストールパッケージには、Analyticsの非 Unicode版とUnicode版の両方が含まれています。

2. 他のすべてのWindowsアプリケーションを閉じます。
3. インストールパッケージをダブルクリックします。
4. セキュリティ警告のダイアログボックスが表示された場合は、リストされた情報を確認して、［はい］

をクリックします。

ヒント

［セキュリティ警告］ダイアログボックスは開いたウィンドウの後ろに配置して非表示

にできます。

5. インストールに使用したい言語を選択して、［OK］をクリックします。

インストールファイルの展開

［セットアップの展開場所］ページで、インストールファイルを展開するフォルダーを指定して、［展開］をク

リックします。

［参照］をクリックしてフォルダーを選択するか、または次のデフォルトの場所をそのまま使用します。

C:\Users\ユーザーアカウント名\Downloads\ACL Installers\ACLforWindows161

セットアップファイルは指定したインストール先フォルダーに展開されます。ファイルが展開された後、インス

トーラーが自動的に開始されます。

メモ

インストーラーが何らかの理由で起動されなかった場合は、Windowsエクスプローラーを

使ってセットアップファイルの展開先フォルダーに移動し、setup.exeをダブルクリックしま

す。
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必須コンポーネントのインストール(必要な場合 )
必須コンポーネントをインストールするよう求められた場合は、［インストール］をクリックします。必須コン

ポーネントがインストールされた後、インストーラーは自動的に進みます。

ソフトウェア必須コンポーネントの一覧については、"自動的にインストールされる前提条件"ページ 2710
を参照してください。

メモ

ACL for Windowsインストーラーが .NET 4.6.2必須コンポ－ネントのインストール中にエ

ラーメッセージで終了した場合は、Windows 8.1更新 KB2919355をダウンロードしてイ

ンストールし、コンピューターを再起動してから、ACL for Windowsインストーラーを再起

動します。

Windowsのインストールまたはアップグレードのための主要
な ACLを実行する

1. アップグレードを確認するよう求められたら、［はい］をクリックします。
2. ［ようこそ］ページで、［次へ］をクリックします。
3. ［使用許諾契約］ページで、［上記の条項に同意します］を選択して、［次へ］をクリックします。
4. ［ACL エディションの選択］ページで、インストールするエディションを選択し、［次へ］をクリックしま

す。

l 非 Unicode
l Unicode

注意

インストールするエディションが、組織に合ったエディションであることを確認してくださ

い。

詳細については以下を参照 "Analyticsの非 Unicode版またはUnicode版をイン

ストールすべきですか？"ページ 2666

メモ

Analyticsを旧バージョンと共存インストールするか、Analyticsをアップグレードしよ

うとすると、インストーラーにより、その現在インストールされている旧バージョンと同

じエディションが強制的に選択されます。

非 Unicode版とUnicode版を並べてインストールすることはできません。

5. ［任意のAnalyticsデータコネクター］ページで［次へ］をクリックして、Analyticsの任意のデータコ

ネクターのインストールを許可します。

ページの一覧に表示されている任意のデータコネクターをインストールしない場合は、［任意の

Analyticsデータコネクターをインストールする］をオフにしてから、［次へ］をクリックします。将来、任
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意のデータコネクターをインストールする場合は、ACL for Windowsをアンインストールしてから再

インストールする必要があります。

Analyticsをアップグレードする場合、インストーラーはバージョン 16.0に対して行った選択を強制

します。

6. ［機械学習を有効にする］ページで［次へ］をクリックして、Analytics機械学習コマンドを有効にす

るためにPythonエンジンのインストールを許可します。

任意のPythonエンジンをインストールしない場合は、［機械学習を有効にする( Analytics版
Pythonエンジンをインストールする) ］をオフにしてから、［次へ］をクリックします。将来、Pythonエン

ジンをインストールする場合は、ACL for Windowsをアンインストールしてから再インストールする必

要があります。

Analyticsをアップグレードする場合、インストーラーはバージョン 16.0に対して行った選択を強制

します。

7. ［転送先フォルダー］ページで、ACL for Windowsアプリケーションファイル、およびAnalyticsのサン

プルデータファイルがインストールされる場所を指定し、次に［次へ］をクリックします。

必要に応じて、［変更］をクリックしてデフォルトの場所の一方または両方を変更します。

サンプルデータファイルをインストールする場所がデフォルトのAnalyticsの作業ディレクトリーになり

ます。

デフォルトの場所 :

ACL for Windowsアプリケーショ

ンファイル

( 64ビットオペレーティングシステ

ム)

C:\Program Files (x86)\ACL Software\ACL for Windows 16\

ACL for Windowsアプリケーショ

ンファイル

( 32ビットオペレーティングシステ

ム)

C:\Program Files\ACL Software\ACL for Windows 16\

Analyticsサンプルデータファイル C:\Users\ユーザーアカウント名\Documents\ACL Data\Sample Data
Files\

8. ［プログラムをインストールする準備ができました］ページでは、［インストール］をクリックします。

ACL for Windowsがインストールまたはアップグレードされます。

9. Microsoft Accessデータベースエンジンのインストールを選択するプロンプトが表示された場合は、

次のいずれかを実行してください。
古いExcelファイル( *.xls)やMicrosoft Accessファイル( *.mdb)をインポートしたり、それらにエ

クスポートしたりする必要がある場合は、
l ［はい］をクリックしてデータベースエンジンをインストールします。

Analyticsで現行世代のExcelファイル( *.xlsx)のみを使用し、古いExcelファイルや

Microsoft Accessファイルを使用しない場合は、
l ［いいえ］をクリックしてデータベースエンジンを除外します。データベースエンジンは、他の新しい

Microsoft Office製品との互換性の問題を引き起こす可能性があります。このため、データベー

スエンジンは、実際に必要な場合を除き、除外する必要があります。
10. インストールまたはアップグレード処理が完了したら、［完了］をクリックします。
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Analyticsのアクティブ化

メモ

以前のバージョンからアップグレードする場合、または以前のバージョンと共存インストー

ルする場合、Analyticsは事前にアクティブ化されている場合があります。

Analyticsのアクティブ化の方法は、御社の認証方法によって異なります。

l 標準認証 –単一のAnalyticsサブスクリプションをご利用の場合は、高い確実性で標準認証を

使用します。
l カスタムドメインを使用する認証 –御社がシングルサインオン( SSO)をご利用の場合は、カスタム

ドメインを使用して認証します。

メモ

御社がカスタムドメインをご利用の場合は、Launchpadサインイン画面の最初の画面

で電子メールアドレスとパスワードを入力しないでください。

標準認証

1. デスクトップにある ACL for Windows 16ショートカットをダブルクリックします。

Launchpadサインイン画面が開きます。

2. のユーザー名 (電子メール)とパスワードを入力して、［サインイン］をクリックします。

これらの資格情報は、ウェルカムメールまたは電子メール通知の説明に従って手続きされていれ

ば、この時点で既にお持ちのはずです。

3. HighBondインスタンスを選択するように指示されたら、そのようにし、［Analyticsのアクティブ化］を
クリックします。

ACL for Windowsが表示されます。

オフラインプロジェクトのみを使用する必要がある場合は、［ライセンスをアクティブ化せずに続行す

る］をクリックすることもできます。

カスタムドメインを使用した認証

1. デスクトップにある ACL for Windows 16ショートカットをダブルクリックします。

Launchpadサインイン画面が開きます。

2. Launchpadサインイン画面の下で、［カスタムドメインにサインイン］をクリックします。

メモ

このサインイン方法は御社で設定されている場合のみ利用できます。
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3. 御社のカスタムドメインを入力し、［続行］をクリックします。

自分のカスタムドメインが分からない場合は、会社のAnalyticsアカウント管理者にお問い合わせ

ください。

4. SSO 資格情報を入力します。
5. HighBondインスタンスが選択されていることを確認し、［Analyticsのアクティブ化］をクリックしま

す。

ACL for Windowsが表示されます。

オフラインプロジェクトのみを使用する必要がある場合は、［ライセンスをアクティブ化せずに続行す

る］をクリックすることもできます。

Analyticsの開始

Analyticsの作業を開始するには、ACL for Windowsのメイン画面でオプションを選択します。

オプション アクション

新しい空のAnalyticsプロジェクトを作成する ［作成する］から、［Analytics プロジェクト］をクリックします

既存のAnalyticsプロジェクトを開く ［開く］から、［Analytics プロジェクト］をクリックします

最近使用したAnalyticsプロジェクトまたはサンプルの

Analyticsプロジェクト ( *.acl)を開く

［最近のアナリティクスファイル］、または［サンプルファイル］か
ら、プロジェクト名をクリックします

ツールバーとコマンドラインの表示

Analyticsで、ツールバーまたはコマンドラインを表示するには、［ウィンドウ］>［ツールバー］または［ウィンド

ウ］>［コマンドライン］を選択します。
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サイレント インストールによる ACL for
Windowsのインストール

重要

Windows 8.1オペレーティングシステムのコンピューターにACL for Windowsをサイレント

インストールする場合は、まず、Windows Update KB2919355をインストールする必要

があります。

この要件は、Microsoft .NET 4.6.x必須コンポーネントがまだインストールされていないコ

ンピューターにのみ適用されます。

詳細については、"ACL for Windowsのシステム要件"ページ 2707を参照してください。

メモ

ACL for Windowsのサイレント インストールでは、Pythonエンジンまたは任意のデータコ

ネクターの除外がサポートされていません。サイレント インストールでは、このような任意の

コンポーネントが自動的にインストールされます。

任意のコンポーネントを除外する場合は、インストールウィザードを使用してインストール

を実行する必要があります。

詳細については、"Windowsのインストールまたはアップグレードのための主要な ACLを

実行する"ページ 2683を参照してください。

多くのワークステーションにACL for Windowsを展開する必要がある場合は、サイレント インストールを使

用して、ユーザー操作を要さずにインストーラーを実行することができます。

サイレントインストールを使用して、ACL for Windows 16.1の新規インストールを実行できます。

サイレント インストールを実行した後に、ACL for Windowsをアクティブ化する必要があります。ACL for
Windowsをアクティブ化する手順については、"Analyticsのアクティブ化"ページ 2685を参照してくださ

い。

機能の仕組み
サイレント インストールは、Windowsコマンド ラインを使用し、事前に選択されたオプションと一緒に、

ユーザーインターフェイスなしで、ACL for Windowsインストーラーを実行します。

このコマンドは、インストールパッケージからのインストーラーファイルのいずれかを使用します。どれを使用

すべきか判断するには、"2つのインストーラーファイル"見開きページを参照してください。

例

以下の図に、Windowsコマンド ラインで入力できるサイレント インストール構文例を提供します。
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インストーラーファイルの展開

インストーラーファイルにアクセスするには、Launchpad( www.highbond.com)からACL for Windowsイン

ストールパッケージ( ACLforWindows161.exe)をダウンロードします。インストールパッケージを実行して

2つのインストーラーファイルを抽出します。

インストールパッケージは、ファイルが展開された後、インストール処理を自動的に開始するように設計さ

れています。サイレント インストールオプションを使用している場合は、ファイルが展開されたらすぐに［キャ

ンセル］をクリックします。

展開されたファイルのデフォルトの場所は次のとおりです。

C:\Users\ユーザーアカウント名\Downloads\ACL Installers\ACLforWindows161\

2つのインストーラーファイル
ACL for Windowsインストールパッケージ( ACLforWindows161.exe)には 2つのインストーラーファイルが

あります。

l setup.exe
l ACL for Windows.msi

サイレント インストールの実行に使用するインストーラーファイルは、必要なソフトウェア必須コンポーネン

トが対象コンピューターにインストール済みであるかどうかによって変わります。

ソフトウェア必須コンポーネントの一覧については、"ACL for Windowsのシステム要件"ページ 2707を参

照してください。

setup.exe
setup.exe必要なソフトウェア要件が対象コンピューターにインストールされていない場合は、それをイン

ストールします

ACL for Windows.msi
ACL for Windows.msiを使用するには、対象コンピューターにすべてのソフトウェア要件をインストール

する必要があります。
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サイレント インストールを実行
1. インストールパッケージ ACLforWindows161.exeをダブルクリックし、インストーラーが抽出されたら

すぐに［キャンセル］をクリックします。
2. 管理者としてWindowsコマンド プロンプトを開きます。

Windowsのバージョンによりますが、管理者としてコマンド プロンプトを開くにはさまざまな方法があ

ります。

この方法はWindowsのすべてのバージョンで動作します。

Windows Explorerを使って、C:\windows\system32 サブフォルダーで cmd.exeを右クリックし、

［管理者として実行］を選択します。

3. 以下のサイレント インストールコマンドのいずれかを実行します。

メモ

インストーラーファイルの絶対パスを指定してください。パスにスペースが含まれてい

る場合は、パスを引用符で囲んでください。

下記の例は一般的な構文のみを示しています。詳細な構文のガイドライン、およ

びサイレント インストールに関する追加情報が、後続のセクションで確認できま

す。

アクショ

ン

インストー

ラーファイ

ル サイレントインストールコマンド

ACL
for
Windo-
ws
16.1を

インス

トール

する

setup.ex-
e "setup_exe のパスとファイル名" /s /L<言語 ID> /v"/qn

APPENCODING=<Analytics エディション> RUNFROMSETUPEXE=1"

ACL for
Windows.-
msi

msiexec /i "msi のパスとファイル名" TRANSFORMS=<言語 ID>.mst
APPENCODING=<Analytics エディション> /qn

サイレント インストールのガイドライン
ガイドラインを確認し、ガイドラインに従って、Windowsのコマンド ラインでサイレント インストールのコマン

ド構文を入力してください。

注意

ガイドラインのいずれかに従わないと、サイレント インストールが失敗する原因となります。
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ガイドライン 詳細

管理者として実行 .msiファイルを使用してACL for Windowsをサイレント インストールするためには、Windowsコマン

ド ラインを管理者として実行する必要があります。cmd.exeを右クリックして、［管理者として実行］
を選択します。

構文の改行 構文中に改行を入れないでください。Windowsのコマンド ラインは、構文を次の行へ自動的に折り

返すことができます。

パラメーターの区切り パラメーターはスペースで区切ります。

例：

TRANSFORMS=1033.mst INSTALLDIR="C:\Program Files\Analytics"

唯一の例外は、次のような構文の要素です。これは、スペースを入れないで入力する必要がありま

す。/v"/qn"

スペースを含む値 スペースを含むパラメーター値やネットワークパスは、引用符で囲む必要があります。

例：

DATADIR="C:\Analytics Data"

"\\nas-server-2\installers\ACLforWindows161\ACL for Windows.msi"

/vパラメーターに続く

複数のパラメーター

/vパラメーターの後に続く複数のパラメーターは、引用符で囲む必要があります。

例：

/v"/qn INSTALLDIR=C:\Analytics DATADIR=C:\Analytics_Data"

引用符内の引用符 引用符の内側で引用符を記述する場合は、エスケープ文字として円記号を使用する必要があり

ます ( \" )。

例：

/v"/qn DATADIR=\"C:\Analytics Data\""

上記の例では、2つのパラメーター( /qnとDATADIR)を引用符で囲む必要があり、またスペースを

含むパラメーター( C:\Analytics Data)も引用符で囲む必要があります。内側にある引用符のセット

の各引用符の前に、エスケープ文字を置く必要があります。

引用符の形式 構文をコピーしてWindowsのコマンド ラインに貼り付ける場合は、すべての引用符が、波状の引

用符ではなく直線状の引用符になっていることを確認してください。
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コマンド ラインのパラメーター

setup.exeパラメーター

パラメーター 詳細

"setup_exeのパスとファイル名" setup.exeインストーラーファイルへのネットワークパスまたはローカルパスを指定しま

す。パスにはファイル名とファイル拡張子を含める必要があります。

エンド ユーザーのコンピューターに必須コンポーネントがまだインストールされていない場

合は、このパラメーターを使用します。

/s setup.exeがサイレント モードで実行するよう指定します。

/L<言語 ID> ACL for Windowsユーザーインターフェイスの言語を指定します。

/v パラメーター値がインストーラーに渡されることを指定します。

o このとき、/vと最初のパラメーターの間にスペースを入れてはいけません。
o /vに1つ以上のパラメーターが続く場合、パラメーターリストを引用符で囲む必要

があります。

SKIP_MS_ACCESS=TRUE 32ビット Microsoft Accessデータベースエンジンを ACL for Windowsのインストールの

一部としてインストールしないことを指定します。

/RUNFROMSETUPEXE=1 このパラメーターと値 1を使用すると、サイレント インストールがsetup.exeインストー

ラーファイルを使用することを指定します。

ACL for Windows.msiパラメーター

パラメーター 詳細

msiexec /i "msiのパスとファイル名

"
ACL for Windows.msiインストーラーファイルへのネットワークパスまたはローカルパ

スを指定します。パスにはファイル名とファイル拡張子を含める必要があります。

エンド ユーザーのコンピューターに必須コンポーネントがすべてインストールされている場

合は、このパラメーターを使用します。

TRANSFORMS=言語 ID ACL for Windowsユーザーインターフェイスの言語を指定します。

一般パラメーター – setup.exeとACL for Windows.msi

パラメーター 詳細

/qn ユーザーインターフェイスを表示しないで、インストーラーがサイレント モードで実行する

よう指定します。
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パラメーター 詳細

INSTALLDIR=ACL for Windows
アプリケーションファイルフォルダー

へのパス

アプリケーションファイルのインストール先フォルダーを指定します。

パラメーターを省略した場合は、デフォルト値が使用されます。

o 64 ビットオペレーティングシステム：–C:\Program Files
(x86)\ACL Software\ACL for Windows 16\

o 32 ビットオペレーティングシステム：–C:\Program
Files\ACL Software\ACL for Windows 16\

DATADIR=サンプルデータファイル

フォルダーへのパス

Analyticsサンプルデータファイルのインストール先フォルダーを指定します。このフォル

ダーは、Analytics作業ディレクトリにもなります。

パラメーターを省略した場合は、デフォルト値が使用されます。

C:\Users\ユーザーアカウント名\Documents\ACL Data\Sample Data Files\

メモ

エンド ユーザーに対して、指定したデータファイルフォルダーの読み取り

および書き込みが許可されていることを確認してください。

APPENCODING=Analyticsのエ

ディション

インストールする Analyticsエディションを指定します。

o APPENCODING=NonUnicode Analyticsの非 Unicodeエディションをインストール

するように指定します。パラメーターを省略しても同様のことを行います。
o APPENCODING=Unicodeは、AnalyticsのUnicodeエディションをインストールす

るように指定します。

ユーザーインターフェイスの言語の指定
ACL for Windowsユーザーインターフェイスの言語の指定

l /Lパラメーターを setup.exeで使用する
l TRANSFORMSパラメーターを ACL for Windows.msiで使用する

各パラメーターを使用して、適切な言語 IDを指定する必要があります。

例：
l setup.exeを使用している場合に、英語のユーザーインターフェイスを指定するには、/L1033を

使用します。

l setup.exeを使用している場合に、スペイン語のユーザーインターフェイスを指定するには、

/L1034を使用します。

l ACLfor Windows.msiを使用している場合に、スペイン語のユーザーインターフェイスを指定する

には、TRANSFORMS=1034.mstを使用します。

メモ

英語のオペレーティングシステムに英語版のACL for Windowsをインストールする場合

でも、常に言語パラメーターを使用することをお勧めします。
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言語パラメーターの省略

言語パラメーターを省略した場合、インストールでは使用するインストーラーファイルに応じて、コンピュー

ターのオペレーティングシステムの言語、または英語をデフォルトとして設定します。

言語パラメーターとインストーラーファイルの動作

使用されるパラメー

ター setup.exe ACL for Windows.msi

/L ACL for Windowsは指定言語を使用する 該当なし

TRANSFORMS 該当なし ACL for Windowsは指定言語を使用する

パラメーターを省略 ACL for Windowsはオペレーティングシステム

の言語を使用します。ACL for Windowsがオ

ペレーティングシステムの言語をサポートしてい

ない場合は、英語を使用する

ACL for Windowsは英語を使用する

ACL for Windowsでサポートされている言語のサイレント イ
ンストールの構文

言語 setup.exeの構文 ACL for Windows.msiの構文

中国語 /L2052 TRANSFORMS=2052.mst

英語 /L1033 TRANSFORMS=1033.mst

フランス語 /L1036 TRANSFORMS=1036.mst

ドイツ語 /L1031 TRANSFORMS=1031.mst

日本語 /L1041 TRANSFORMS=1041.mst

ポルトガル語 /L1046 TRANSFORMS=1046.mst

スペイン語 /L1034 TRANSFORMS=1034.mst

Microsoft Accessデータベースエンジンの除外
サイレントインストールにsetup.exeを使用する場合には、ACL for Windowsのインストールから

Microsoft Accessデータベースエンジンを除外するオプションがあります。
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組織がAnalyticsで現行世代のExcelファイル( *.xlsx)のみを使用し、古いExcelファイルタイプ

( *.xls)を使用しなくなっている場合は、データベースエンジンを除外することができます。詳細について

は、"Microsoft Accessデータベースエンジンを除外するオプション"ページ 2664を参照してください。

l データベースエンジンを除外するには、SKIP_MS_ACCESS=TRUEを使用します。
l データベースエンジンを含めるには、SKIP_MS_ACCESSパラメーターを使用しないでください。

データベースエンジンが以前のACL for Windowsインストールの一部としてコンピューターに既にインス

トール済みの場合、SKIP_MS_ACCESSパラメーターはそれをアンインストールしません。

SKIP_MS_ACCESSパラメーターは、ACL for Windows.msiインストーラーファイルで使用するための

ものではありません

非 UnicodeまたはUnicode版の指定

メモ

l インストーラーを使用して、非 UnicodeエディションのAnalyticsをUnicodeエディ

ションのAnalyticsへアップグレードすることはできません。逆も同様です。
l AnalyticsまたはACL DesktopのUnicodeエディションと非 Unicodeエディション

は、共存させることができません。

インストールする Analyticsのエディションを指定するには、setup.exeまたは ACL for Windows.msi
で APPENCODINGパラメーターを使用します。非 Unicode版をインストールする場合は、このパラメー

ターは任意です。

l APPENCODING=NonUnicodeを使用するか、パラメーターを使用せずに、非 Unicodeエディショ

ンのAnalyticsをインストールします。
l APPENCODING=Unicodeを使用して、UnicodeエディションのAnalyticsをインストールします。

メモ

中国語および日本語版のAnalyticsはUnicodeのみです。

構文例
32ビット オペレーティングシステムを実行中のコンピューターにACL for Windowsをインストールする場

合、デフォルトの場所を使用しないでインストールディレクトリを指定するときは、以下の例の

C:\Program Files (x86)\部分を C:\Program Files\に置き換えてください。

setup.exeを使用したデフォルト設定での非 Unicode
次の例では、英語の非 Unicode版と必要なソフトウェア前提条件をインストールします。
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\\nas-server-2\shared_files\installers\ACLforWindows161\setup.exe /s /L1033
/v"/qn RUNFROMSETUPEXE=1"

setup.exeを使用したデフォルト設定でのUnicode
以下の例では、オペレーティングシステム言語のUnicodeエディションを、32ビット Microsoft Accessデー

タベースエンジンを除く、ソフトウェア必須コンポーネントとともにインストールします。

"\\nas-server-2\shared_files\installers\ACLforWindows161\setup.exe" /s
/v"/qn SKIP_MS_ACCESS=TRUE APPENCODING=Unicode RUNFROMSETUPEXE=1"

setup.exeを使用した 2つのカスタム設定での非 Unicode
次の例では、英語の非 Unicode版と必要なソフトウェア前提条件をインストールします。

\\nas-server-2\shared_files\installers\ACLforWindows161\setup.exe /s /L1033
/v"/qn APPENCODING=NonUnicode INSTALLDIR=\"C:\Program Files
(x86)\Analytics\" DATADIR=\"C:\Analytics Data\" RUNFROMSETUPEXE=1"

setup.exeを使用したデフォルト設定でのUnicode
次の例では、ドイツ語のUnicode版と必要なソフトウェア前提条件をインストールします。

\\nas-server-2\shared_files\installers\ACLforWindows161\setup.exe /s /L1031
/v"/qn RUNFROMSETUPEXE=1"

ACL for Windows.msiを使用した 1つのカスタム設定での
非 Unicode
次の例では、英語の非 Unicode版 (必要なソフトウェア前提条件はインストール済みである必要があり

ます)をインストールします。

msiexec /i "\\nas-server-2\shared_files\installers\ACLforWindows161\ACL for
Windows.msi" INSTALLDIR="C:\Program Files (x86)\Analytics"
TRANSFORMS=1033.mst APPENCODING=Unicode /qn
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ACL for Windows.msiを使用したデフォルト設定での非
Unicode
次の例では、中国語のUnicode版 (必要なソフトウェア前提条件はインストール済みである必要があり

ます)をインストールします。

msiexec /i "\\nas-server-2\shared_files\installers\ACLforWindows161\ACL for
Windows.msi" TRANSFORMS=2052.mst APPENCODING=Unicode /qn
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ACL for Windowsのアンインストール
ACL for Windowsをアンインストールすると、以下をアンインストールすることになります。

l Analytics
l オフラインプロジェクト

すべてのACL for Windowsアプリケーションファイルはコンピューターから削除されますが、Analyticsプロ

ジェクト ファイル、データファイル、ログ、およびあらゆるプロジェクト固有の設定ファイルはAnalyticsプロ

ジェクト フォルダーに残っています。

メモ

アプリケーションをアンインストールするには、管理者権限減を持つWindowsユーザーと

してログインしている必要があります。

1. Windowsコントロールパネルで［プログラムと機能］を開きます。
2. ACL for Windowsを選択し、［アンインストール］をクリックします。
3. 確認ダイアログボックスで、［はい］をクリックします。
4. セキュリティ警告のダイアログボックスが表示された場合は、リストされた情報を確認して、［はい］

をクリックします。
5. これらのプロンプトのいずれかまたは両方が表示されたら、[OK]をクリックします。

l システムの実行中に更新できないファイルまたはサービスを、セットアップで更新する必要があり

ます。

l インストールを続ける前に、次のアプリケーションを終了してください。

ACL for Windowsがアンインストールされます。

6. アンインストールを完了するには、コンピューターを再起動します。

PythonのAnalytics連携用設定
メモ

これらの設定のインスタンスは、Analytics Python関数を使用するために必要な顧客が

インストールする Pythonインスタンスについて言及しています。Pythonのこのインスタンス

は、機械学習コマンドをサポートするためのAnalyticsのインストールの一環としてインス

トール可能な Pythonのインスタンスと同じものではありません。

Analyticsで動作するようにPythonを設定するには、互換バージョンのPythonをインストールし、Python
実行可能ファイルをコンピューターのPATH環境変数に追加する必要があります。ACLPYTHONDLLお

よびPYTHONPATHシステム環境変数を設定する必要もあります。
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機能の仕組み
Pythonスクリプトを実行するには、AnalyticsではPython実行可能ファイルを呼び出し、実行を指示す

るスクリプトを見つけられる必要があります。Analyticsでは、Pythonを探すにはPATH環境変数を使用

し、スクリプトを探すにはPYTHONPATH環境変数を使用します。

Pythonをインストール (32ビット )
1. ［Pythonダウンロード ページ］から、次のバージョンのPythonの1つをお使いのコンピューターまたは

サーバーにダウンロードします。
l 3.4.x
l 3.5.x
l 3.6.x

メモ

リストにある Pythonのバージョンは、テスト済みであり、Analyticsまたはロボット

エージェントで動作することを検証済みです。

バージョン 3.4.x以上のPythononは動作するはずです。ただし、リストにないバー

ジョンが動作するかは保証できません。

2. コンピューターまたはサーバーで、インストーラーをダブルクリックします。
3. インストーラーで、［Pythonバージョン番号のPATHへの追加］を選択します。
4. ［インストール］をクリックし、画面の説明に従います。
5. Analyticsスクリプトで呼び出される Pythonスクリプトを実行する前に、コンピューターまたはサー

バーを再起動します。

ACLPYTHONDLLおよびPYTHONPATH環
境変数の設定

1. お使いのWindowsオペレーティングシステムのC:\に、Pythonスクリプトを格納する 1つまたは複

数のフォルダーを作成します。

例 –C:\python_scripts。

2. オペレーティングシステムから、［システムのプロパティ］ダイアログボックスを開き、［環境変数］をク

リックします。
3. ［システム変数］セクションで、［新規］をクリックし、次の変数を入力します。

変数名 変数値

PYTHONPATH Pythonスクリプトを格納するために作成したフォルダーへの絶対パス。複数の

フォルダーのパスをセミコロンで区切ります。

例：
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変数名 変数値

C:\python_scripts;C:\dev;C:\tmp

ACLPYTHONDLL Pythonインストールフォルダー内のPython DLLファイルのフルパスとファイル

名。

例 :

c:\python_install\python35.dll

メモ

インストール時に、PythonはDLLをインストールフォルダーで

はなく、システムフォルダー

( c:\windows\system32\python35.dll)に追加します。シ

ステムフォルダーからインストールフォルダーにDLLをコピーし、

変数値としてインストールフォルダーのロケーションを使用しま

す。Analyticsまたはロボット エージェントは、Pythonインストー

ルフォルダーのDLLを検索します。

また、インストールフォルダーに読み取り専用設定があれば、そ

の解除も必要です。

4. 変数を保存するには、［OK］をクリックして、［システムのプロパティ］ダイアログボックスで［OK］をク

リックします。

AnalyticsのPython関数における Pythonの
使用
Analyticsから、お使いのPYTHONPATHに存在するスクリプトの関数を呼び出すには、Analyticsの
Python関数を使用します。

詳細については、"Python"ページ 2153を参照してください。

メモ

Pythonスクリプトに編集を行う場合は、Analyticsプロジェクトでビューを更新し、最新

バージョンのPythonスクリプトを使用する必要があります。ビューを更新する最も簡単な

方法は、操作中のテーブルを閉じてから、もう一度開くことです。
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インストールのトラブルシューティングと
アクティブ化
ACL for Windowsをインストールできない場合、またはインストールした後にソフトウェアをアクティブ化でき

ない場合は、このセクションのトラブルシューティング情報を使用して解決できる可能性があります。

メモ

サポートに問い合わせる前に、ここで情報を確認してください。

インストールのトラブルシューティング
さまざまな問題がACL for Windowsのインストールを妨げる可能性があります。一般的に、このような問

題は次の3つのカテゴリのいずれかに該当します。

l 管理者の権利 –コンピューターの管理者の権利がなく、ソフトウェアをインストールできない。
l ITの承認 –ソフトウェアが IT部門によって承認されるまでは、会社によって、新しいソフトウェアまた

は既存のソフトウェアの新しいバージョンのインストールが禁止されている。
l 技術要件 –コンピューターがACL for Windowsをインストールするために必要なソフトウェアまたは

ハードウェア要件を満たしていない。

詳細については、"ACL for Windowsのシステム要件"ページ 2707を参照してください。

上記の状況のいずれにおいても、通常は、IT部門に問い合わせて問題を解決する必要があります。

アクティブ化のトラブルシューティング
さまざまな問題がACL for Windowsのアクティブ化を妨げる可能性があります。アクティブ化しないとソフ

トウェアを使用できません。一般的に、このような問題は次の2つのカテゴリのいずれかに該当します。

l 接続またはサインイン – Launchpadへの接続またはサインインができません。

ACL for Windowsをアクティブ化するには、Launchpad( www.highbond.com)にサインインする必

要があります。これは、Diligent製品とサービスへのアクセスを管理するためのDiligentのクラウド

ベースのポータルです。

l ライセンス – Launchpadにサインインできても、ACL for Windowsライセンスを取得できません。
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メモ

ACL for Windowsは、アクティブ化の問題をトラブルシューティングする際の助けとなるア

クティベーションログを作成します。

C:\Users\ユーザーアカウント名\AppData\Local\ACL\activation.log
詳細については、"ACL for Windowsのアクティブ化ログ"見開きページを参照してくださ

い。

以下の表にはアクティブ化に関連するトラブルシューティング情報があります。

問題 考えられる解決策

［ACL for Windows］サインインダ

イアログボックスにサインインフィー

ルドがなく、エラーメッセージが表

示されます。

または

［ACL for Windows］サインインダ

イアログボックスでサインイン認証

情報を入力すると、エラーメッセー

ジは表示されないがソフトウェアを

アクティブ化できないか、または「ア

クティブ化エラーが発生しました」と

いうメッセージが表示されます。

o コンピューターがインターネットに接続されていることを確認してください。

o お使いのコンピュータがファイアウォール内の環境にある、またはプロキシサーバーを

経由してインターネットに接続している場合、IT部門は、インターネットにアクセスす

るために、Analytics( ACLWin.exe)および Internet Explorer実行可能ファイルを

許可されたアプリケーション一覧に追加する必要がある場合があります。

Analyticsは、ポート 443を使用して、Launchpad( *.highbond.com)にアクセスす

る必要があります。

Analyticsは、サイレント認証を提供するプロキシサーバーとファイアウォールとのみ

互換性があります。プロキシサーバーまたはファイアウォールが送信接続を認証する

ように要求する場合は、Analyticsの有効化が失敗する可能性があります。

o プロキシサーバーがセッション接続を許可する場合は、ブラウザーを開き、

www.highbond.comに接続してから、アクティブ化処理を開始してください。

メモ

詳細については、"プロキシサーバーを介したHighBondへの接続"
ページ 2705を参照してください。

［ACL for Windows ］サインインダ

イアログボックスの内容が正しく表

示されない(たとえば、内容が多す

ぎてダイアログボックスに収まらな

い)か、ポップアップウィンドウにスク

リプト エラーが表示されます。

Internet Explorerのセキュリティ設定のレベルを高くすると、この問題が発生する可能

性があります。

この問題を解決するには、https://*.highbond.comを、Internet Explorer設定の信頼

できるサイトのリストに追加します。あるいは、Internet Explorerのデフォルトのセキュリ

ティ設定を復元できます。

［ACL for Windows］サインインダ

イアログボックスにサインイン認証

情報を入力すると、次のメッセージ

のいずれかが表示されます。

o "無効な認証情報"

o "組織に所属していません"

o "サブスクリプションの有効期限

が切れました"

a. コンピューターでサポートされているブラウザー( IE 9以上、Chrome、Firefox、また

はSafari)を開き、Launchpad( www.highbond.com)に移動します。

b. Launchpad認証情報を使用してサインインします。

サインインが失敗したら、次の理由のいずれかが考えられます。

l 認証情報が無効である。

正しい電子メールドメインを使用していることを確認してください。gmail.comや

hotmail.comなどのドメインではなく、社内の電子メールドメイン(たとえば、my_
company.com)を使用してください。パスワードを忘れた場合は、［パスワードの

再設定］オプションを使用します。

l Launchpadアカウントがありません。

社内のAnalyticsアカウント管理者に連絡し、ユーザーアカウントを作成しても

らうか、サポートまでお問い合わせください。

c. Launchpadにサインインできる場合は、ウィンドウの右上隅にある［オプション >組
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問題 考えられる解決策

織］をクリックします。

l ［注文したサブスクリプションの種類］の下のエントリを確認し、ACL for Windows
サブスクリプションが購入済みであることを確認します。

この一覧には、ACL for Windowsが、購入済みのライセンス数、および現在割

り当てられている数と共に表示されます。

例 : 5/8

すべてのライセンスが現在割り当てられている場合は、社内のAnalyticsアカウ

ント管理者は、Launchpadにサインインして、ライセンスの割当先担当者は誰

か、および使用できるようライセンスをリリースできるかどうかを確認できるはずで

す。

ACL for Windowsサブスクリプションのエントリが表示されない場合は、社内で

ACL for Windowsが購入されていないか、注文がまだ処理されていないことに

なります。サポートについては、社内のAnalyticsアカウント管理者、あるいは

Diligentの御社アカウント担当者またはサポートまでお問い合わせください。

d. 問題が解決しない場合は、コンピューターのレジストリの次の場所のいずれかにあ

るエントリの画面をキャプチャして、サポートまでお問い合わせください。

l 32ビット Windowsを使用している場合：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ACL Software

l 64ビット Windowsを使用している場合：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\WoW6432Node\ACL Software

ACL for Windowsのアクティブ化ログ
Analyticsを使用できない原因となっているアクティブ化の問題をお客様や IT 部門がトラブルシューティン

グするために、ACL for Windowsのアクティブ化ログを使用することができます。

場所

アクティブ化ログは、お使いのコンピューターのAppDataフォルダーにあります。

C:\Users\ユーザーアカウント名\AppData\Local\ACL\activation.log

アクティブ化ログをテキスト エディターで開いて末尾までスクロールすることで、最新の情報を確認すること

ができます。

アクティブ化ログの設定

アクティブ化ログは、デフォルトでは最小限の情報量のみを記録するように設定されています。効率的に

トラブルシューティングを行うには、それよりも多い情報量を記録するようにアクティブ化ログを設定する必

要があります。
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アクティブ化ログの設定

ログを設定する

場所 詳細

0 Windowsレジス

トリ

すべてのログ記録をオフにする

設定は手動で変更するまで保持される

1 Windowsレジス

トリ

最小限のログ記録 (デフォルト )

設定は手動で変更するまで保持される

start aclwin.exe /debugactivation
Windowsコマン

ド プロンプト

より詳細なログ記録

設定は現在のAnalyticsセッション中の

み保持される

2 Windowsレジス

トリ

完全なログ記録 (含む：Analyticsの全

ネットワークトラフィック)

設定は手動で変更するまで保持される

Windowsレジストリを使ってアクティブ化ログの設定を変更
する

手動で変更するまで保持されるアクティブ化ログの設定を指定するには、Windowsレジストリエディター

を使用します。

メモ

この変更を行うには、コンピューターの管理者権限が必要です。

1. レジストリエディターを開きます。

レジストリエディターを開くには、いくつかの方法があります。次の方法はお使いのWindowsのバー

ジョンで使用できます。

Windowsエクスプローラーを使って、C:\windows\system32サブフォルダーにある

regedt32.exeを右クリックし、［管理者として実行］を選択します。

2. 次に移動します。Computer\HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\WOW6432Node\ACL
Software

3. LogSubscriptionをダブルクリックします。
4. ［Value data(値のデータ) ］フィールドにアクティブ化ログの設定 ( 0、1、または 2)を入力し、［OK］

をクリックします。
5. レジストリエディターを終了します。

次回 Analyticsを使用すると、アクティブ化ログによって、指定した設定が使用されます。
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Windowsコマンド プロンプトを使ってアクティブ化ログの設
定を変更する

Analyticsセッションの間により詳細なログを記録するように指定するには、Windowsコマンド プロンプトを

使用します。

メモ

この変更を行うには、コンピューターの管理者権限が必要です。

1. 管理者としてWindowsコマンド プロンプトを開きます。

Windowsのバージョンによりますが、管理者としてコマンド プロンプトを開くにはさまざまな方法があ

ります。

この方法はWindowsのあらゆるバージョンで使用できます。

Windows Explorerを使って、C:\windows\system32サブフォルダーにある cmd.exeを右クリック

し、［管理者として実行］を選択します。

2. 次のコマンド構文を入力し、Enterキーを押します。

start aclwin.exe /debugactivation

Analyticsが開始され、セッション中にアクティブ化ログによって、指定した設定が使用されます。
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プロキシサーバーを介したHighBond
への接続
AnalyticsとAnalytics Exchangeをアクティブ化するには、HighBondへのHTTPS接続と、データのイン

ポートおよびエクスポートが必要です。プロキシサーバーを介してインターネットに接続するには、

HighBondのWebサイトが許可リストに登録されるようにプロキシサーバーを構成する必要があります。

HighBond Webサイト接続の許可
AnalyticsとAnalytics Exchangeでは、HighBond ドメイン上のいくつかのサイトが使用されます。プロキ

シサーバーを介してこれらの接続を許可する最も簡単な方法は、ドメイン名全体、*.highbond.comを

許可リストに登録することです。

ポート 443での接続を許可する必要があります。

ACL for Windowsの構成
ACL for Windowsは 2つの目的で HighBondに接続します。

l アクティブ化 –では、Internet Explorerの設定を使って接続する
l データの共有 (アップロードとダウンロード) –では、統合 Windows認証を使用しないプロキシ認証

など、プロキシ設定が透過でない場合、追加の構成が必要になります。

Analytics Exchangeの構成
サーバーのプロキシ設定は通常厳重であり、アナリティクススクリプトを実行する ACL Analytics
Exchange Serviceのアカウントは権限が制限されているため、AX Serverからプロキシへのアクセスは困

難な場合があります。プロキシサーバーを介したHighBondへの接続を可能にするには、以下のいずれ

かのアプローチを使用します。

l IP/ホスト ルール –。これは、AX Serverの IPアドレスから発信された要求を *.highbond.comで受

信できるようにし、ACL Analytics Exchange Serviceアカウントの権限を変更しないというものです
l サービスアカウントの権限の変更 –
1. プロキシサーバーへのアクセス権限を ACL Analytics Exchange Serviceアカウントに与えます。
2. ACL Analytics Exchange Serviceアカウントに対し、［インターネット オプション］のプロキシ設定

を構成します。
3. "ACL for Windowsの構成"上で概説されている残りの構成を使用します。

2705

ACL for Windowsインストールおよびアクティベーションガイド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


追加リソース
defaultProxyエレメントの詳細については、Microsoft Developer Networkのsystem.Net Elementの記

事を参照してください。
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ACL for Windowsのシステム要件
ACL for Windowsのインストールに進む前に、インストール先のコンピューターが以下に概要を示した要

件を満たしていることを必ず確認してください。

ソフトウェア要件

ユーザーによって確認またはインストールされる必要がある
要件

メモ

ACL for Windowsは、一覧に記載されているバージョンのオペレーティングシステムと

サードパーティ製ソフトウェアで動作することがテスト、検証されています。ACL for
Windowsは一覧に記載されていないバージョンでも動作する場合がありますが、保証は

行われません。

一覧に記載されていないバージョンで ACL for Windowsを使用することは「サポートされ

ていないインストール」と見なされます。問題が発生した場合に、サポート チームが解決

できない可能性があります。

要件 追加情報

Windowsオペレーティングシステ

ム

次のうち、いずれかのオペレーティ

ングシステム：

o Microsoft Windows 11( 64ビッ

ト )
o Microsoft Windows 10( 64ビッ

ト )
o Microsoft Windows 8.1( 64

ビット )

ACL for WindowsはWindowsの64ビット バージョンで実行される 32ビット アプリケー

ションです。

メモ

Windows XPおよびWindows 7オペレーティングシステムは、ACL for
Windowsインストールでサポートされていません。
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要件 追加情報

Windowsパッチ

Microsoft Windows 8.1を使用し

ている場合

Windows 8.1更新 KB2919355

重要

Windows 8.1更新 KB2919355はMicrosoft .NET Framework 4.6.x
で必要であり、ACL for Windows 16で必要です。

Windows 8.1を使用し、.NET 4.6.xをインストールしてなく、更新

KB2919355を実行していない場合は、ACL for Windowsインストー

ラーが終了し、.NET 4.6.2前提条件のインストール中にエラーメッセー

ジが表示されます。

ACL for Windowsインストールを続行する前に、更新 KB2919355を

ダウンロードしてインストールする必要があります。

あるいは、ACL for Windowsインストールを開始する前に更新

KB2919355をインストールし、エラーメッセージを回避できます。

注意

インストール処理中に特定の時点でコンピューターを再起動するように

指示された場合は、すぐに再起動してください。コンピューターの再起

動のメッセージは無視しないでください。

指示されたときにコンピューターを再起動しないと、.NET、他の前提条

件、またはACL for Windowsのインストールで問題が生じるおそれが

あります。

R、64ビット (オプション)

Rプログラム言語と統合する

Analytics関数を使用するには、

次のものをインストールし、構成す

る必要があります。

以下のバージョンのRはテスト済

みであり、Analyticsで動作しま

す。

o 4.0.3
o 3.4.4
o 3.3.2
o 3.3.1
o 3.2.5
o 3.2.3

CRAN RまたはMicrosoft Rを使

用できます。

メモ

その他のバージョンの

Rも同様に動作する

はずですが、保証の

限りではありません。

CRAN Rパッケージの1つを使用している場合は、Rバイナリフォルダーへのパスをご利

用のコンピューターのPATH環境変数に追加する必要があります。

例 : C:\Program Files\R\R-<version>\bin\x64

メモ

R関数またはRCOMMANDを使用しない場合は、Rをインストールす

る必要はありません。

2708

ACL for Windowsインストールおよびアクティベーションガイド

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://support.microsoft.com/en-ca/kb/2919355
https://www.diligent.com/ja-jp/


要件 追加情報

メモ

Analyticsの2つのオプションの機能では、Pythonの別個の2つのインスタンスをインストールする必要があり

ます:
l Analytics Python関数 –では、顧客がインストールしたPythonのインスタンスが必要になります。
l Analytics機械学習コマンド –では、Analyticsのインストールの一環として、インストール可能な

Pythonのインスタンスが必要となります。

その他の詳細は以下に表示されます。

Python、32ビット (オプション)

Pythonプログラミング言語と統合

できる Analytics関数を使用する

には、次の項目をインストールし、

構成する必要があります。

o Python
o PYTHONPATH環境変数
o ACLPYTHONDLL環境変数

以下のバージョンのPythonはテス

ト済みであり、Analyticsで動作し

ます。

o 3.4
o 3.5
o 3.6

メモ

バージョン 3.4.x以上

のPythononは

Analyticsで動作しま

す。ただし、リストにな

いバージョンが動作す

るかは保証できませ

ん。

Pythonをインストールする場合は、お使いのコンピューターでも実行できるようPython
を設定する必要があります。詳細については、"PythonのAnalytics連携用設定"
ページ 2697を参照してください。

メモ

Python言語とAnalytics関数を統合して使用しない場合は、この言

語をインストールする必要はありません。

Python、32ビット (オプション)

Analytics機械学習コマンドを有

効にするには、次の項目をインス

トールする必要があります。

o Pythonエンジン( Analytics
版 ) (3.7.9)

ACL for Windowsのインストール中に［機械学習を有効にする( Analytics版 Python
エンジンをインストールする) ］チェックボックスをオンにした場合は、Analytics版 Python
エンジンがインストールされます。

メモ

Paythonのこのインスタンスは、AnalyticsのPython関数との併用、ま

たは一般的な Pythonの使用を目的としたものではありません。これら

の用途には、Pythonの別のインスタンスをインストールする必要があり

ます。

Oracle Instant Client (オプション)

ACL Connector for Oracleを使

用するには、次の項目をインス

トールする必要があります。

o Oracle Instant Client 11gまた

は 12c

o ACL Connector for Oracleを使用しない場合は、Oracle Instant Clientをインス

トールする必要はありません。
o Oracle Instant Clientが何ビット版であるかと、お使いのオペレーティングシステムが

何ビット版であるかが一致する必要があります。32ビット版の Instant Clientを 64
ビット マシンにインストールしても、接続が失敗するためです。
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自動的にインストールされる前提条件

次のソフトウェア必須コンポーネントがコンピューターにインストールされていない場合、それらはACL for
Windowsインストーラーによって自動的にインストールされます。

l Microsoft .NET Framework 4.6.2

メモ

お使いのコンピューターに既に .NET 4.6.0または 4.6.1がインストールされている場

合、ACL for Windowsではそのインストールされている .NETのバージョンが使用さ

れるため、4.6.2バージョンはインストールされません。

l Microsoft Visual C++ 2015-2019再配布可能パッケージ( x64および x86)
l Microsoft Visual C++ 2013再配布可能パッケージ( x64) (任意のデータコネクターがインストール

されている場合のみ)
l Microsoft Visual C++ 2012再配布可能パッケージ( x64) (任意のデータコネクターがインストール

されている場合のみ)
l Microsoft Accessデータベースエンジン 2016( 32ビット )、オプション

Analyticsのインストールディレクトリに格納される、必要な
ソフトウェア

以下のコンポーネントのローカルコピーは、Analyticsとともにインストールされ、Analyticsのインストール

ディレクトリに格納されます。

l Chromium Embedded Framework (CEF) 106.0.290.0 - Analyticsの埋め込みChromiumブラウ

ザー機能で使用されます。
l Pythonエンジン 3.7.9および TPOT 0.10.2 – Analyticsの機械学習コマンドで使用されます。

サポートされているオペレーティングシステムの一環としてイ
ンストールされる要件

次のコンポーネントも Analyticsの必須コンポーネントですが、サポートされているオペレーティングシステ

ムの一部としてインストールされています。

l Microsoft Data Access Components( MDAC) 2.8
l Microsoft Jet 4.0 Database Engine( MSJet)
l Microsoft XML Core Services( MSXML) 6.0
l Internet Explorer 9以上 (画面に出力されるコマンド結果を XMLベースで書式設定するために

必要 )
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Analyticsデータコネクター

Analyticsインストールには多数のデータコネクターが含まれます。ほとんどのコネクターはODBC ドライ

バーで、Analyticsインストールディレクトリにインストールされます。

標準データコネクター

ACL for Windowsをインストールするときには、デフォルトで次のデータコネクターがインストールされます。

カテゴリ コネクター

ビッグデータとNoSQL o Amazon Athena
o Apache Phoenix
o Azure Data Catalog
o Azure Data Lake Storage
o Azure Table
o CockroachDB
o Elasticsearch
o IBM Cloudant
o MarkLogic
o Parquet
o Presto
o Snowflake

ERPおよびCRMシステム o Dynamics 365 Business Central
o Dynamics 365 Finance and Operations
o Dynamics 365 Sales
o Dynamics CRM
o Epicor ERP
o Exact Online
o NetSuite
o Odoo
o Oracle HCM Cloud
o SAP(機能させるには、追加のサブスクリプション資格が必要です)
o SAP ByDesign
o ServiceNow
o SugarCRM
o SuiteCRM
o Workday

財務会計ツール o ADP
o Dynamics GP
o Dynamics NAV
o QuickBooks
o QuickBooks Online
o QuickBooks POS
o Sage 50 UK
o Sage Cloud Accounting
o Sage Intacct
o SAP Concur

マーケティングおよびアナリティクス o Google Analytics
o LinkedIn
o Marketo
o Oracle Eloqua
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カテゴリ コネクター

o Oracle Sales Cloud
o Splunk
o SurveyMonkey
o Twitter

コラボレーションソリューション o Active Directory
o Airtable
o AWS Data Management
o Azure Management
o Basecamp
o DocuSign
o 電子メール
o Excel
o Excel Online
o Exchange
o Google Contacts
o Google Sheets
o Jira
o Kintone
o Microsoft Teams
o SAP SuccessFactors
o SharePoint
o Slack
o Zendesk

ファイルおよびAPI統合 o Amazon S3
o Box
o CSV
o DigitalOcean
o Dropbox
o Google Cloud Storage
o Google Drive
o JSON
o LDAP
o Microsoft OneDrive
o OData
o REST
o RSS/ATOM
o SFTP

eコマースソリューション o Edgar Online
o Open Exchange Rates
o ShipStation
o Square
o Stripe
o UPS
o USPS

関係データベース o Azure Analysis Services
o Microsoft Access
o MySQL
o SAP Hybris Cloud for Customer
o Sybase
o Sybase IQ
o xBase
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カテゴリ コネクター

セキュリティツール o Qualys
o Tenable.sc

その他のコネクター o Rsam

任意のデータコネクター

次のデータコネクターは任意です。ACL for Windowsをインストールするときにインストールしないことを選

択できます。

l Amazon Redshift
l Cassandra
l Concur
l Couchbase
l Drill
l DynamoDB
l Google BigQuery
l HBase
l Hive
l Impala
l MongoDB
l Oracle
l Salesforce
l Spark
l SQL Server
l Teradata

ACL Connector for AnalyticsとTableauを使用する

ACL Connector for Analyticsを使用して、Analytics プロジェクトから Tableauにデータを抽出できます。

TableauとAnalyticsとの統合を最適化するには、次の手順に従います。

1. ACL for Windowsをインストールします。
2. ACL Connector for Analytics.tdcを

C:\Program Files (x86)\ACL Software\ACL for Windows 15\ACL ODBC

から

..\Documents\My Tableau Repository\Datasources

にコピーしますメモ

これらのファイルパスはデフォルトの場所です。AnalyticsのインストールとTableau
のインストールとの間で、異なる場所が使用されている可能性があります。

3. Tableauを再起動します。
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ハードウェア要件

メモ

本番環境での最善のAnalyticsのパフォーマンスには、一覧の最低仕様よりも多くのリ

ソースを必要とする場合があります。

コンポーネント 最小 推奨

プロセッサ 1.8 GHz

メモリ

( RAM)

2 GB o 64ビットのオペレーティングシステム：8 GB以上を推奨 (特に大容量

ファイルの並べ替えをする場合 )
o 32ビットのオペレーティングシステム：4 GB(特に大容量ファイルの並

べ替えをする場合 )

ハード ディスク領域

( Analytics アプリケーションファイ

ル)

1.1 GB

ハード ディスク領域

(ソフトウェア必須コンポーネント )

8 GB

ハード ディスク領域

(データ記憶領域 )

100 GB 以上

Analyticsアプリケーションファイルと前提条件をインストールするために必

要なハード ディスク領域の他に、コンピューターがデータの抽出、フラット

ファイル、および結果を保存するために使用される場合は、追加の大きい

領域が必要です。

接続
TCP/IPの接続は次の目的で必要となります。

l インストール後、ACL for Windowsをアクティブ化するために必要となります
l コンテキスト オンラインヘルプにアクセスするために必要となります
l 進行中のソフトウェアサブスクリプションを定期的に確認するために必要となります
l 自動ソフトウェア更新のために定期的に必要となります
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接続要件
メモ

御社がプロキシサーバー、ファイアウォール、または他のネットワークセキュリティ対策を使

用して、ACL for Windowsがインターネットに接続できないようにしている場合は、"プロ

キシサーバーを介したHighBondへの接続"ページ 2705および"インストールのトラブル

シューティングとアクティブ化"ページ 2700を参照してください。

ACL for Windowsは次の機能を実行するためにインターネット接続が必要となります。

l 初めて使用する前にソフトウェアをアクティブ化する
l 継続的にソフトウェアのサブスクリプションを検証する
l HighBondを使用してデータを共有する
l Analyticsソフトウェアコンポーネント間でアプリケーションレベルの通信を提供する
l ソフトウェア更新の通知を送信する
l 状況依存のオンラインヘルプにアクセスする

ACL for Windows内のさまざまな実行ファイルで必要な特定の接続は次のとおりです。

アプリケーション名

(実行ファイル) 必要な接続 接続の理由

Analytics

(ACLWin.exe)

https://*.highbond.com、

ポート 443
o Analyticsの初期アクティブ化

o 進行中のソフトウェアサブスクリプション確認

o HighBondを使用したデータの共有

ソフトウェア更新の通知 https://*.highbond.com、

ポート 443
o ソフトウェア更新の自動通知

( ACL-service.exe) localhost(動的ポート ) o Analyticsソフトウェアコンポーネント間でのアプリケーショ

ンレベルの通信

Internet Explorer

( Iexplore.exe)

https://*.highbond.com、

ポート 443
o Analyticsの初期アクティブ化
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重大なセキュリティ脆弱性 ( CVE-
2021-44832、-45105、-45046、-
44228)のパッチ

メモ

以下で説明するセキュリティの脆弱性は、バージョン 15.1.0まですべてのバージョンの

Analyticsに影響します。バージョン 16.0のAnalyticsでは脆弱性のあるコンポーネント

が含まれなくなったため、この脆弱性はありません。

Analyticsの［分析アプリ］ウィンドウはApache Log4jを使用しています。結果として、次の一覧のLog4j
重大なセキュリティ脆弱性の影響を受けますが、Analyticsにとっての実際の脆弱性は低レベルです。

l CVE-2021-44832
l CVE-2021-45105
l CVE-2021-45046
l CVE-2021-44228

この脆弱性の一覧は、以前のパッチが不完全であることが判明したときに大きくなりました。Analyticsの
上記の脆弱性をすべて軽減するパッチを用意しました。

オプション
Analyticsユーザーにとってのリスクは高くありませんが、次のオプションのいずれかを使用して脆弱性の状

況を解決することをお勧めします。

l Analytics 16.1へのアップグレード –詳細については、"ACL for Windowsインストールおよびアク

ティベーションガイド"ページ 2661を参照してください。

l 既存のバージョンのAnalyticsに手動でパッチを適用する –詳細と手順については、以下を参照

してください。

パッチについて
このパッチは Log4jのプロバイダーである Apacheからの正式リリースです。AnalyticsのCVE-2021-
44832、CVE-2021-45105、CVE-2021-45046、CVE-2021-44228が軽減されます。
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脆弱な Analyticsのバージョン
リスクは低いものの、15.1.0以下のすべてのバージョンのAnalyticsが影響を受けます。インストールした

バージョンに関係なく、最新バージョンのAnalytics( 16.1)にアップグレードするか、今すぐ既存のバージョ

ンのAnalyticsに手動でパッチを適用することをお勧めします。

メモ

15.1.0より前のバージョンのAnalyticsは他の脆弱性や不具合の影響を受けます。この

ような問題はこの手動パッチでは修正されません。15.1.0より前のバージョンのAnalytics
を使用している場合は、Analytics 16.1にアップグレードすることをお勧めします。これによ

り、以前に特定されたすべての脆弱性や不具合が解決されます。

パッチをインストールする方法

メモ

ACL for WindowsがProgram Filesフォルダーにインストールされている場合は、この

パッチを実行するためにコンピューターで管理者権限が必要です。パッチを自分で実行

できない場合は、システム管理者にサポートを依頼してください。

このパッチは、Analyticsがインストールされている各コンピューターにインストールする必要があります。手

動でインストールするか、バッチスクリプトを使用してインストールできます。

複数のバージョンのAnalyticsをサイドバイサイド インストールしている場合は、すべてのインストール済み

のバージョンに個別でパッチを適用する必要があります。

バッチスクリプト方式

Analyticsがデフォルトの場所 ( C:\Program Files (x86)\ACL Software\ACL for Windows
<<<version>>>)にインストールされている場合にのみ、この方法を使用してください。Analyticsが別の

場所にインストールされている場合は、次に説明する手動の方法を使用してください。

1. 開いている場合は、AnalyticsとACL for Windowsを終了します。
2. このzip圧縮されたフォルダーをコンピューターにダウンロードします。
3. C:/temp/patchなどの簡単な場所でフォルダーを解凍します。
4. 管理者モードでWindowsコマンド プロンプトを開きます。
5. 作成したフォルダーに移動します。たとえば、C:/temp/patchに解凍した場合は、次のように入力

します。

cd c:\temp\patch
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6. 解凍したフォルダーからバッチスクリプトを実行します。

.\do_replace.bat

手動の方法

1. 開いている場合は、AnalyticsとACL for Windowsを終了します。
2. このzip圧縮されたフォルダーをコンピューターにダウンロードします。
3. フォルダーを解凍します。
4. ACL for Windowsがインストールされているフォルダーに移動します。例：C:\Program Files

(x86)\ACL Software\ACL for Windows 15。
5. ACL アプリフォルダーを開きます。
6. acl-service.iniをダウンロードした新しいバージョンのファイルで置換します。
7. libフォルダーを開きます。
8. 次の一覧の4つの*.jarファイルを、ダウンロードした新しいバージョンのファイルで置き換えます。

新しいバージョンはファイル名に2.17.1が含まれています。
l log4j-1.2-api-2.8.2.jar
l log4j-api-2.8.2.jar
l log4j-core-2.8.2.jar
l log4j-slf4j-impl-2.8.2.jar

Analytics Exchangeにもパッチを提供する必要がある場合
があります

組織で Analytics Exchangeを使用する場合は、システム管理者がパッチを実行するかアップグレードし

てください。Analytics Exchangeにパッチを適用する手順を参照してください。
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自動化と共有
Analytics でデータ分析作業の価値を高めるには、幅広いワークフローの一部として他のユーザーが使用

できるようにします。Analytics プロジェクトとそこに含まれる作業を共有および拡張するための複数のオプ

ションがあります。

下記の機能や製品は、Analyticsに統合される別々のソフトウェアです。

メモ

バージョン 16以降のAnalyticsはAnalytics Exchange( AX)と連携しません。2023年

1月 1日をもってAnalytics Exchangeのサポートが終了します。詳細を確認するか、ロ

ボットにアップグレードしてください。

AnalyticsとAnalytics Exchangeの連携の詳細については、Analyticsおよび

ACLScript 15.1のヘルプを参照してください。

データをリザルトに公開する

リザルトは、追加の処理および問題改善のためのレコードのアップロード先となる

HighBondアプリです。リザルトには、トリガー、アンケート、およびメトリクスなどのワーク

フローの自動化ツールがあります。データを視覚化することもできます。

"データをストーリーボードに公開す

る"ページ 2724

ストーリーボードは、単一のプレゼンテーションで複数の視覚化とリッチテキスト コンテン

ツを表示するHighBondアプリおよびコミュニケーションプラットフォームです。ストーリー

ボードは、簡単に管理職や他の関係者と共有できます。

ロボットを使用した自動化

ロボットは、Analyticsで作成されたアナリティクススクリプトを使用した自動的な定期タ

スクに使用できるHighBondアプリです。ロボットは、構成に応じて定期のタスクを処理

します。

ACL Roboticsのインフォグラフィック
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データをリザルトに公開する
リザルトはHighBondの一部です。リザルトは、改善およびワークフローを自動化するアプリであり、例外

データの管理、およびアンケートによる人間の背景の追加を行い、監視をトリガーとメトリクスで継続しま

す。

リザルトは、視覚化を構築して、活動を自動化するために使用できるため、AnalyticsやACLScriptでの

作業を公開する場所として最適です。

特徴と機能
l 他のユーザーとのコラボレーション –チームを招待し、データアナリティクスで特定された問題を調

査、改善、および追跡します。
l 自動化ワークフロー –会社の改善プロセスを自動化するトリガーを作成します。
l アンケートの回答をデータアナリティクスに統合 –アンケートを送信し、追加の証拠を収集し、回答

を分析します。
l データの視覚化 –視覚化と解釈を作成してデータに対する洞察を伝え、ストーリーボードで表示し

ます。
l 監視の提供 –プロセスまたはプログラムに対する完全な監視のための予防統制を検出統制を組

み合わせます。
l データの保管 –参照テーブルを使い、データを他のソースからHighBondに取り込み、このプラット

フォームで参照します。

リザルトの基本操作
すべてのAnalyticsユーザーはHighBondにアクセスできます。また、拡張機能を使用すると、リザルトに

もアクセスできます。

l リザルトへの例外のエクスポート
l EXPORTを使用してリザルトへのエクスポートをスクリプト化する
l HighBondへのログイン
l リザルトの使用に関する一般的なヘルプ
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データをストーリーボードに公開する
ストーリーボード はHighBondのアプリです。ストーリーボードは、単一のプレゼンテーションで複数の視覚

化とリッチテキスト コンテンツを表示するコミュニケーションプラットフォームです。ストーリーボードは、簡単

に管理職や他の関係者と共有できます。

ストーリーボードの仕組み
ストーリーボードは、行と列に視覚化とリッチテキスト コンテンツを表示します。リザルトでデータを入力す

ると、そのデータを使用して、視覚化とメトリクスを作成できます。次に、ストーリーボードでこれらの視覚

化やメトリクスを追加します。

l HighBondへのログイン
l リザルトの使用に関する一般的なヘルプ
l ストーリーボードの使用に関する一般的なヘルプ
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ロボットを使用した自動化
ロボットは、Analyticsで構築されたスクリプトを使用して、定期タスクの自動化に使用するHighBondア

プリです。スクリプトを作成したら、これをロボットにアップロードし、必要なタスクの自動化を構成できま

す。ロボットは、構成に応じて定期のタスクを処理します。

ロボット アプリの詳細については、HighBondヘルプのロボットを使用した作業の自動化を参照してくださ

い。HighBondへのログインについては、アカウントへのアクセスを参照してください。

ロボットで自動化する方法
ロボットを使って定期タスクを自動化するには、まず、1つ以上のアナリティクススクリプトを含むAnalytics
でプロジェクトを作成する必要があります。アナリティクススクリプトは、それを実行するために、アナリティク

スヘッダーを使っていくつかの命令とプロパティを宣言した、標準のAnalyticsスクリプトです。

アナリティクススクリプトとアナリティクスヘッダーの詳細については、"アナリティクススクリプトの概要"ページ

 2579を参照してください。

スクリプトのコミットとロボットの作成

アナリティクススクリプトを作成した後、ロボットアプリにアップロードします。スクリプトを Analyticsからロボッ

トにアップロードするアクションは、スクリプトのコミットと呼ばれます。初めてスクリプトをコミットすると、ロボッ

トがロボット アプリで作成されます。ロボットは、コミットされたアナリティクススクリプト、補助スクリプト、関

連するファイルを格納するコンテナです。ロボットは、スケジュールされた、自動化されたタスクを実行する

ように構成するオブジェクトです。

開発モードと本番モード

スクリプトは、ロボットでのみ開発モードにコミットされ、本番モードにコミットされることはありません。この設

計により、本番スクリプトは開発モードとは完全に分離されて保護されます。

スクリプトの最終バージョンを開発モードにコミットしたら、そのバージョンは本番環境で明示的にアクティブ

化する必要があります。

代替アプローチ

ロボットアプリでは、空のロボットを作成してから、Analyticsのスクリプトを空のロボットにコミットすることが

できます。ロボットアプリで手動でロボットを作成するか、初めてスクリプトをコミットするときに自動的にロ

ボットを作成するかどうかに関係なく、結果は同じです。
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Analyticsおよびロボットにおけるスクリ
プトの開発ワークフロー
アナリティクススクリプト ( ACLスクリプト )のオーサリングがAnalyticsアプリで実施されます。Analyticsでア

ナリティクススクリプトを作成し、必要に応じてAnalyticsで更新します。

Analyticsからロボット アプリにアナリティクススクリプトをアップロードする準備ができたら、特定のACLロ

ボットにスクリプトをコミットします。詳細については、"Analyticsからロボットへのスクリプトのコミット (アップ

ロード) "ページ 2731を参照してください。

スクリプトをコミットする際に、新バージョンのスクリプトがACLロボットに追加され、そのバージョンは開発

モードでアクセスできます。新しいバージョンには、コミットするスクリプトの正確な内容が含まれます。バー

ジョンは自己完結型で、前のバージョンのスクリプトとマージされません。Analyticsでスクリプトを削除した

場合、ロボットでは新しいバージョンのスクリプトは使用できません。

開発モードでスクリプトバージョンが正常に動作していることを確認できたら、本番モードで使用するため

にアクティブ化できます。

反復ワークフロー
1つ以上のスクリプトを編集し、ロボットに再コミットできます。スクリプトを再びコミットするたびに、新バー

ジョンのスクリプトを作成します。これらの方法のいずれかを使用して、スクリプトの編集および再コミットが

できます。
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l ロボットに関連付けられたAnalyticsプロジェクトで既存のスクリプトを編集し、もう一度スクリプトを

コミットします。
l ロボットからAnalyticsにスクリプトをダウンロードし、1つ以上のスクリプトを編集し、スクリプトをコ

ミットします。

スクリプト バージョンの仕組み
l バージョンは連続して採番される

1つ以上のスクリプトを同じロボットにコミットするたびに、新しい、連番のバージョンのスクリプト

(バージョン 1、バージョン 2など)が作成されます。

連続したスクリプトのバージョンを保存することで、ロボット アプリは、スクリプト作業が一切失われ

ないことを保証し、必要に応じて、古いバージョンに簡単にアクセスすることができます。

l バージョンは自己完結している

各コミットされたバージョンは、完全に自己完結しています。前のバージョンのスクリプトは上書きさ

れませんが、スクリプトがバージョン間でマージされることはありません。

プロジェクトからスクリプトを削除すると、コミットする後続のすべてのバージョンにはスクリプトが含ま

れません。

l バージョンにはすべてのスクリプトが含まれる

バージョンは、スクリプトをロボットにコミットするときに、プロジェクトにあるすべてのスクリプト (すべて

のアナリティクススクリプト、およびすべての補助スクリプト )を含みます。プロジェクトからスクリプトを

選択してコミットすることはできません。

l バージョン変更が記録されます

開発モードの［スクリプト バージョン］タブでは、スクリプト バージョンを選択し、そのバージョンの個別

のスクリプトの名前とカテゴリを表示できます。新規追加、削除、または修正されたスクリプトの名

前はハイライト表示されます。

スクリプト バージョンの例

シナリオ

現在、部署で隔週の給与ファイルに対して手動で実行する分析テストのセットを自動化したいと

考えています。テストは、従業員が正しく支払われていること、適切な給与控除が行われているこ

と、存在しない従業員に支払われていないことなどを確認します。

スクリプト開発ワークフロー

l Analyticsで、給与ファイルをインポートし、一部の事前データ準備タスクを実行してから、

すべての分析テストを実行するスクリプトを開発します。
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l スクリプトをロボットにコミットします。ロボットでは、開発モードで、実際のデータのコピーに対

してスクリプトを実行し、正常に動作することを確認します。
l スクリプトが正常に動作したら、本番モードで使用するためにアクティブ化し、2週間ごとに

自動実行されるようにスケジュールします。

Analytics アクション/結果 ロボット

スクリプトのコミット >>

o コミット –スクリプト 1をコミッ

トします。これは、隔週の

給与データをインポート、

準備、分析します。
o テスト –ロボット開発モード

でスクリプト 1をテストしま

す。正常に動作しているよ

うに思われます。
o 問題 –スクリプト 1に含ま

れている機能が多すぎるた

め、他の人が簡単に理解

したり編集したりすることが

難しいかもしれないというこ

とに気付きました。

>> バージョン 1

スクリプトのコミット >>

o 編集 –スクリプト 1を3つの

個別のスクリプト ( 2、3、4)
に分割します。それぞれ、

インポート、準備、分析

フェーズです。スクリプト 1
を削除します。

o コミット –プロジェクトでスク

リプトをコミットします。
o テスト – 3つのスクリプトをテ

ストします。出力に結果の

一部が含まれていないこと

に気付きました。
o 問題 –スクリプト 3によって

実行されるデータクレンジ

ングが十分に包括的でな

いため、一部の結果が出

力されません。

>>バージョン 2

スクリプトのコミット >>

o 編集 –スクリプト 3で、

Analytics機能を使用し

て、追加のデータクレンジ

ングを実行する演算フィー

ルドを作成します。スクリプ

ト 2および 4は変更しませ

ん。
o コミット –プロジェクトでスク

リプトをコミットします。
o テスト – 3つのスクリプトをテ

ストします。出力にすべて

の結果が含まれています。

>> バージョン 3

2728

自動化と共有

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://www.diligent.com/ja-jp/


Analytics アクション/結果 ロボット

o 成功 –すべての3つのスク

リプトとプロセス全体が正

常に動作しています。本

番モードで使用するため

に、スクリプトのバージョン 3
をアクティブ化します。

編集されたスクリプト 変更されていないスクリプト

スクリプトを編集、コミットする際のベスト プラク
ティス

ロボットのスクリプトをマスターバージョンとして取り扱う

スクリプトはいったんロボットにコミットされると、変更されないよう保護されます。ベスト プラクティスとして、

ロボットのスクリプトをマスターバージョンとして取り扱う必要があります。スクリプトを編集する場合は、ロー

カルで保存されたコピーを使用するのではなく、ロボットからスクリプトをまずダウンロードする必要がありま

す。

ロボットの最新バージョンのスクリプトのダウンロードに制限されていません。作業する任意のバージョンの

スクリプトをダウンロードできます。

ローカルコピーを使用して作業を始めるリスク

スクリプトのローカルコピーを使って作業の編集を始めるリスクは、そのコピーがロボットのバージョンと一致

しない場合があることです。

l ローカルコピーを不注意に変更してしまった、またはそれを変更したことを忘れてしまった
l 自分がスクリプトを最後にコミットした後に、誰かがスクリプトのバージョンをロボットにコミットした

ダウンロードをスキップしても安全なのはいつか?
スクリプト バージョンをダウンロードした後の、単一のスクリプト作成セッション中に、反復間でダウンロード

せずに、Analyticsプロジェクトから直接スクリプトの反復バージョンをコミットすることが一般的に安全で

す。

他の誰かが自分と同時にスクリプトで作業をしている可能性がある場合は、反復間でダウンロードしま

す。一度に一人のみがスクリプト バージョンで作業することが推奨されます。
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スケジュール済みタスクの一部である編集されたスクリプトを
テストする

ロボット アプリのスケジュール済みタスクに含まれている 1つまたは複数の編集済みスクリプトを必ずテスト

することで、編集でタスクが破壊されていないことを確認する必要があります。

たとえば、スクリプトのアナリティクスヘッダーに次の編集を行うと、関連タスクが破壊される場合があり、タ

スクを再び作成する必要があります。

l 入力パラメーターの追加または削除
l 入力ファイル、テーブル、またはフィールドの追加または削除
l ハードコーディングされた入力ファイル、テーブル、またはフィールド名の変更

構文検証
スクリプトをロボットにコミットするたびに、Analyticsは自動的に2つのタイプの構文検証または確認を実

行します。

l アナリティクスヘッダー検証
l スクリプト構文確認

スクリプトが検証または確認を渡さない場合は、スクリプトをコミットできず、問題の場所を示すメッセージ

が表示されます。

アナリティクスヘッダー検証

アナリティクススクリプトのアナリティクスヘッダーは特定の要件に適合する必要があります。適合しない場

合は、実行時にアナリティクススクリプトが失敗します。

アナリティクスヘッダー検証は無効にできません。

詳細については、"アナリティクスヘッダーを使った作業"ページ 2588を参照してください。

スクリプト構文確認

ランタイムユーザー対話コマンドや絶対ファイルパスなどのアナリティクススクリプトの特定の要素はサポー

トされないか、推奨されません。

スクリプト構文の確認はデフォルトで有効です。オフにする場合は、［オプション］ダイアログボックス( ［ツー

ル>オプション > インターフェイス］)で、［スクリプトをコミットする前に、スクリプト構文チェックを無効にす

る］を選択します。

詳細については、"アナリティクス開発のベスト プラクティス"ページ 2596を参照してください。
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Analyticsからロボットへのスクリプトの
コミット (アップロード)
Analyticsのスクリプトをロボット アプリのACLロボットにコミットまたはアップロードするときには、複数の方

法があります。

さまざまな可能性を理解するための最も簡単な方法は、AnalyticsプロジェクトとACLロボットを、関連

付けることができる、スクリプトを格納するための2つのコンテナであると考えることです。関連付けると、プ

ロジェクトの連続したバージョンのスクリプトをロボットにコミットできます。

機能の仕組み
スクリプトを ACLロボット アプリにコミットするときには、Analyticsプロジェクトのすべてのスクリプトがコミット

され、関連付けられたロボットで「バージョン」になります。プロジェクトからスクリプトを選択してコミットする

ことはできません。

アナリティクススクリプトを新しく作成されたACLロボットに対し始めてインポートする場合、ロボット アプリ

を使用できます。その後、Analyticsを使用し、スクリプトをコミットするか、アップロードする必要がありま

す。

スクリプトをロボットにコミットするには、ロボット アプリの該当するロールに割り当てる必要があります。詳

細については、ロボットアプリのアクセス許可を参照してください。

アクション コミットの結果

"スクリプトを新しいACLロボットにコミッ

トする"下
コミットされたスクリプトのバージョン 1を含む、新しいACLロボットが作成されま

す。

"スクリプトを既存のACLロボットにコ

ミットする"見開きページ

既存のACLロボットにはコミットされたスクリプトが含まれます。バージョン番号は、

ロボットに既にスクリプトが含まれているかどうかによって異なります。

"編集されたスクリプトを ACLロボットに

コミットする"ページ 2733
新しいバージョンのスクリプトは、プロジェクトに関連付けられたACLロボットにコミッ

トされます。

"スクリプトを別のACLロボットにコミット

する"ページ 2735
スクリプトは、新しく作成されたACLロボットまたは既存のACLロボットにコミットさ

れます。

プロジェクトと前のロボットの間の関連付けは削除されます。

スクリプトを新しいACLロボットにコミットする
初めてスクリプトをロボット アプリにコミットし、コミットされたスクリプトを含む新しいACLロボットを作成しま

す。
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1. お使いのコンピューターから、Analyticsデスクトップアプリケーションを開きます。

2. Analytics メインメニューから、［ファイル>スクリプトのコミット］を選択します。

エラーメッセージが表示される場合は、プロジェクトの1つ以上のスクリプトで、アナリティクスヘッ

ダーまたはスクリプト構文に問題がある場合があります。

詳細については、Analyticsおよびロボットにおけるスクリプトの開発ワークフローを参照してくださ

い。

3. 必要に応じて、［送信先の選択］ダイアログボックスで、該当するHighBondインスタンスをダブルク

リックします。

［ロボット コレクション］と既存のロボットの一覧が表示されます。

4. ［新しいロボット］フィールドにロボット名を入力し、［作成］をクリックします。

ロボットが作成され、ロボット IDが自動的に生成されます。

スクリプトを含むAnalyticsプロジェクトと既存ロボットが関連付けられ、次回以降のコミットでロボッ

トを手動で検索する必要がなくなります。

メモ

ロボット名には "$"、"€"の文字を使用しないでください。

5. コミットされたスクリプトを説明する簡潔なコミット メッセージを入力し、［OK］をクリックします。

バージョン 1のスクリプトが新しく作成されたロボットにコミットされます。このスクリプトは、この時点

では開発モードでのみ存在します。

6. 省略可能。［スクリプトのコミットが成功しました］ダイアログボックスで、新しく作成されたロボット、

あるいはコミットされたスクリプトを検査するためのリンクのいずれかをクリックします。
7. ［OK］をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

スクリプトを既存のACLロボットにコミットする
ACLロボットにスクリプトをコミットし、ロボットを入力します。既存のロボットはスクリプトが含まれていても、

空であってもかまいません。

メモ

プロジェクトがまだロボットに関連付けられていない場合に、この方法を使用します。プロ

ジェクトがロボットに関連付けられている場合は、"スクリプトを別のACLロボットにコミット

する"ページ 2735を参照してください。

1. お使いのコンピューターから、Analyticsデスクトップアプリケーションを開きます。

2. Analytics メインメニューから、［ファイル>スクリプトのコミット］を選択します。

エラーメッセージが表示される場合は、プロジェクトの1つ以上のスクリプトで、アナリティクスヘッ

ダーまたはスクリプト構文に問題がある場合があります。
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詳細については、Analyticsおよびロボットにおけるスクリプトの開発ワークフローを参照してくださ

い。

3. 必要に応じて、［送信先の選択］ダイアログボックスで、該当するHighBondインスタンスをダブルク

リックします。

［ロボット コレクション］と既存のロボットの一覧が表示されます。

4. ロボットのリストで、スクリプトをコミットするロボットを選択し、［OK］をクリックします。

スクリプトを含むAnalyticsプロジェクトと既存ロボットが関連付けられ、次回以降のコミットでロボッ

トを手動で検索する必要がなくなります。

5. コミットされたスクリプトを説明する簡潔なコミット メッセージを入力し、［OK］をクリックします。

スクリプトは、既存のロボットにコミットされます。スクリプトのバージョン番号は、ロボットに既にスクリ

プトがあるか、以前に空であったかどうかによって異なります。

このスクリプトは、この時点では開発モードでのみ存在します。

6. 省略可能。［スクリプトのコミットが成功しました］ダイアログボックスで、既存のロボット、あるいはコ

ミットされたスクリプトを検査するためのリンクのいずれかをクリックします。
7. ［OK］をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

編集されたスクリプトを ACLロボットにコミット
する
編集されたスクリプトをコミットし、関連付けられたACLロボットで新しいバージョンのスクリプトを作成しま

す。

コミットする前にスクリプトを編集するには、2つの方法があります。関連付けられたプロジェクトでスクリプ

トを編集するか、ロボットから新しいAnalyticsプロジェクトにスクリプトをダウンロードして、新しいプロジェク

トでスクリプトを編集できます。

メモ

編集作業を開始する前にロボットからスクリプトをダウンロードすることをお勧めします。

ローカル保存されたスクリプトとは異なり、ダウンロードしたスクリプトが変更されないように

することができます。

単一のスクリプト作成セッション中に、自分だけがスクリプトで作業している場合は、一

般的に、反復間でダウンロードせずに、プロジェクトから直接、反復するスクリプトのバー

ジョンを安全にコミットできます。

ロボットからスクリプトをダウンロードする

既にローカルコンピューターにあるスクリプトではなく、ロボットに含まれるスクリプトで作業する場合は、こ

の手順の一部を実行します。

1. ロボット アプリを開きます。
2. ロボットのダッシュボードから、［ACL ロボット］を選択します。
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3. ダウンロードしたいスクリプトを含むロボットをクリックします。
4. ロボットの右上隅にある［開発モード］トグルを使って、使用する環境を選択します。
5. ［スクリプト バージョン］タブで、編集するスクリプトのバージョンを選択します。
6. ［バージョンの詳細］パネルで、［スクリプトをダウンロード］をクリックします。

選択したスクリプトのバージョンは、コンピューターのデフォルトのダウンロード フォルダーにダウンロード

されます。スクリプトは、ダウンロードしたロボットと同じ名前で、新しく作成されたAnalyticsプロジェ

クトに含まれます。プロジェクトとロボットは自動的に関連付けられます。

メモ

ロボットは 2つのプロジェクトに関連付けられます。ダウンロードによって作成された

プロジェクトと、スクリプトをコミットするために以前に使用されたプロジェクトです。1
つのロボットは複数のプロジェクトに関連付けることができます。

7. 省略可能。別のフォルダーで作業する場合は、ダウンロードしたスクリプトを含むプロジェクトを移

動します。

Analyticsでスクリプトを編集してコミットする

1. お使いのコンピューターから、Analyticsデスクトップアプリケーションを開きます。

2. スクリプトを編集し、変更を保存します。

メモ

必要に応じて、スクリプトを追加したり、削除したりすることもできます。

3. Analytics メインメニューから、［ファイル>スクリプトのコミット］を選択します。

エラーメッセージが表示される場合は、プロジェクトの1つ以上のスクリプトで、アナリティクスヘッ

ダーまたはスクリプト構文に問題がある場合があります。

詳細については、Analyticsおよびロボットにおけるスクリプトの開発ワークフローを参照してくださ

い。

4. コミットされたスクリプトの変更を説明する簡潔なコミット メッセージを入力し、［OK］をクリックしま

す。

スクリプトは関連付けられたロボットにコミットされ、新しいバージョンとして保存されます。ロボットの

既存のバージョンのスクリプトは上書きされません。

関連付けられたロボットが見つからないというエラーメッセージが表示される場合は、ロボットがロ

ボットに存在することと、ロールがスクリプトのコミットを許可していることを確認します。

5. 省略可能。［スクリプトのコミットが成功しました］ダイアログボックスで、新しいバージョンのスクリプト

を検査するためのリンクのいずれかをクリックします。
6. ［OK］をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
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スクリプトを別のACLロボットにコミットする
スクリプトを別のACLロボットにコミットし、スクリプトのバージョンをロボットに追加して、プロジェクトに関連

付けられたロボットを変更します。スクリプトは編集または編集解除できます。

スクリプトを別のロボットにコミットするときには、2つの方法があります。

l スクリプトを新しいロボットにコミットする
l スクリプトを既存のロボットにコミットする

1. お使いのコンピューターから、Analyticsデスクトップアプリケーションを開きます。

2. Analytics メインメニューから、［ファイル> スクリプトのコミット］を選択します。

エラーメッセージが表示される場合は、プロジェクトの1つ以上のスクリプトで、アナリティクスヘッ

ダーまたはスクリプト構文に問題がある場合があります。

詳細については、Analyticsおよびロボットにおけるスクリプトの開発ワークフローを参照してくださ

い。

3. 必要に応じて、［送信先の選択］ダイアログボックスで、該当するHighBondインスタンスに移動し

ます。

［ロボット コレクション］と既存のロボットの一覧が表示されます。

4. 次のいずれかを実行します。

l スクリプトを新しいロボットにコミットする –［新しいロボット］フィールドにロボット名を入力し、［作
成］をクリックします。

ロボットが作成され、ロボット IDが自動的に生成されます。スクリプトを含むAnalyticsプロジェ

クトと新しいロボットが関連付けられます。

メモ

ロボット名には "$"、"€"の文字を使用しないでください。

l スクリプトを既存のロボットにコミットする –ロボットのリストで、スクリプトをコミットするロボットを選

択し、［OK］をクリックします。

スクリプトを含むAnalyticsプロジェクトと既存のロボットが関連付けられます。

プロジェクトと前のロボットの間の関連付けは削除されます。

5. コミットされたスクリプトを説明する簡潔なコミット メッセージを入力し、［OK］をクリックします。

スクリプトは、新しく作成されたロボットまたは既存のロボットにコミットされます。スクリプトのバージョ

ン番号は、ロボットに既にスクリプトがあるか、以前に空であったかどうかによって異なります。

このスクリプトは、この時点では開発モードでのみ存在します。

6. 省略可能。［スクリプトのコミットが成功しました］ダイアログボックスで、新しく作成されたロボットま

たは既存のロボット、あるいはコミットされたスクリプトを検査するためのリンクのいずれかをクリックし

ます。
7. ［OK］をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
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ACLロボットのテーブル、ファイル、ログ
の表示
ACLロボットに含まれる Analyticsテーブルまたは結果ファイルを表示するには、まずそれらをローカルコン

ピューターにダウンロードする必要があります。結果ログはロボットから直接閲覧することもできますし、ダウ

ンロードすることもできます。テーブル、ファイル、ログのダウンロードと表示に関するさまざまなオプションは、

以下のとおりです。

テーブルまたはファイルの種

類

結果パッケージまたは

Analytics プロジェクトでダウ

ンロード 個別にダウンロード ロボットの表示

Analyticsデータテーブル

Analytics結果テーブル

Analytics結果ファイル

Analytics結果ログ

非 Analytics関連ファイル

Analyticsでのテーブルの表示
ダウンロードしたAnalyticsテーブルがどのように表示されるかは、使用しているロボット エージェントの種

類によって異なります。ダウンロードしたテーブルは、ダウンロードした結果パッケージ(*.zip)または

Analyticsプロジェクト (*.acl)に含まれています。

ロボット エージェントの詳細については、HighBondヘルプを参照してください。

エージェントの種類 詳細をダウンロードおよび表示

オンプレミスロボット エージェ

ント

o ダウンロード –ダウンロード済みパッケージまたはプロジェクトには、テーブルレイアウトのみが

含まれています。テーブルデータは組織のネットワークに残りますがAnalyticsで分析用

データを使用できます。
o 表示 –サーバープロファイルを使用して、Analyticsから組織のロボット エージェント内の

テーブルデータに接続します。
o サポートされるテーブル – Analytics 結果テーブルとAnalyticsデータテーブル。

クラウドベースのロボット

エージェント

o ダウンロード –ダウンロード済みパッケージまたはプロジェクトには、テーブルレイアウトとテー

ブルデータの両方が含まれています。
o 表示 – Analyticsのみを使用してローカルのテーブルデータにアクセスします。
o サポートされているテーブル – Analytics結果テーブルのみ。

2736

自動化と共有

発行 2023/01/26 © 2022Diligent Corporation.

https://help.highbond.com/helpdocs/highbond/en-us
https://www.diligent.com/ja-jp/


タスク結果のダウンロード
タスク結果には、Analytics結果テーブル、他のファイルタイプ、およびログファイルを含めることができま

す。

タスク結果は //RESULTアナリティクスタグを使用して指定されます。詳細については、"RESULTタグ"
ページ 2634を参照してください。

1. ロボットアプリを開きます。
2. ロボットのダッシュボードから、［ACL ロボット］を選択します。
3. 結果を含むロボットをクリックします。
4. ロボットの右上隅にある［開発モード］トグルを使って、使用する環境を選択します。
5. ［タスクの実行］タブを選択します。
6. ダウンロードする結果のタスク実行を選択します。
7. タスク実行の詳細パネルで、次のいずれかを実行します。

l 結果ファイルを個別にダウンロードする

ExcelなどのAnalytics結果ファイルや、Analyticsログファイルをダウンロードするには、ファイル

名の横にあるダウンロードをクリックします。

結果 –ファイルはローカルファイルシステムにダウンロードされ、ネイティブアプリケーションで開くこ

とができます。Analyticsログファイルは任意のテキスト エディターで開けます。また、ログファイル

名の横の［表示］をクリックすると、ログを直接表示できます。

l パッケージ内の全結果をダウンロードする

タスクの実行のすべての結果 (Analyticsの結果テーブルを含む)をダウンロードするには、次を実

行します。

a. 結果パッケージを生成をクリックし、結果パッケージが生成されるまで待ちます。

b. 結果パッケージをダウンロードをクリックします。

結果 – <ロボット名>.zipという名のAnalyticsプロジェクトがローカルファイルシステムにダウン

ロードされます。

ここでは、圧縮ファイルの内容を抽出し、Analyticsで Analyticsプロジェクトを開き、Analytics
の結果テーブルを表示することができます。Excelなど、ネイティブアプリケーションで、他の結果

ファイルタイプを開くことができます。

タスク実行が失敗した場合、［失敗したパッケージのダウンロード］をクリックして、ログファイルをダ

ウンロードします。また、ログファイル名の横の［表示］をクリックすると、ログを直接表示できます。

ログファイルを使用すると、タスクが失敗した理由を特定できます。

Analyticsデータテーブルのダウンロード

メモ

Analyticsデータテーブルは、オンプレミスロボット エージェントでのみサポートされます。こ

れらは、クラウドベースのロボット エージェントではサポートされません。
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データテーブルは、//DATAアナリティクスタグを使用して指定されます。詳細については、"DATAタグ"
ページ 2641を参照してください。

1. ロボットアプリを開きます。
2. ロボットのダッシュボードから、［ACL ロボット］を選択します。
3. データテーブルを含むロボットをクリックします。
4. ロボットの右上隅にある［開発モード］トグルを使って、使用する環境を選択します。
5. ［入力 /出力 ]タブを選択します。
6. テーブルを含むセクションの1つで、ダウンロードするデータテーブルを選択します。
7. ［テーブル詳細］パネルで、［ANでテーブルを表示］をクリックします。

結果 – Analyticsプロジェクト名<ロボット名>.aclがローカルコンピューターにダウンロードされます。

プロジェクトには、選択したテーブルだけではなく、［入力 /出力］タブのすべてのデータテーブルが含

まれます。

Analyticsでプロジェクトを開き、データテーブルを表示できます。

ダウンロードしたAnalyticsテーブルを開く(オン
プレミスロボット エージェント )

作業を開始する前に

Analyticsからロボット エージェント上のデータに接続するには、次の要件を満たす必要があります。

l Analyticsユーザーは、ロボット エージェントがインストールされているサーバーで、適切なWindows
ログオン権限とフォルダーアクセス権が必要です。

詳細については、オンプレミスロボット エージェント セキュリティを参照してください。

l Analyticsの［サーバー統合を有効にする］オプション(［ツール>オプション > インターフェイス］)を選

択する必要があります。
l Analyticsで RobotsProfileサーバープロファイルを構成する必要があります。
l Analyticsのエディション( Unicodeまたは非 Unicode)がロボット エージェントのエディションと一致す

る必要があります。

テーブルを開く

1. お使いのコンピューターで、ダウンロードまたは解凍したAnalytics プロジェクト ( *.zipまたは

*.acl)に移動します。
2. 圧縮されているプロジェクトの場合は、それを右クリックし、該当するオプションを選択して解凍しま

す。
3. ダウンロードまたは解凍されたプロジェクトをダブルクリックします。

プロジェクトがAnalyticsによって開かれます。

4. ロボット テーブルをダブルクリックして開きます。
5. ネットワークパスワードを入力し、［OK］をクリックします。
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トラブルシューティング

Analyticsでロボット テーブルを開こうとしているときに接続エラーが発生する場合は、次の修正策を実行

してください。

l ロボット データサービス –ロボット エージェントがインストールされているサーバーで、ロボット データ

サービスが実行中であることを確認します。停止している場合は、サービスを起動します。
l ロボット サーバープロファイル –サーバープロファイル、RobotsProfileを削除し、Analyticsプロジェ

クトを閉じてからもう一度開き、更新されたプロファイルを自動的に作成します。

RobotsProfileを削除するには、Analytics メインメニューで、［サーバー >サーバープロファイル］に
移動します。

ダウンロードしたAnalyticsテーブルを開く(クラ
ウド ロボット エージェント )

1. お使いのコンピューターで、圧縮されている Analytics プロジェクト ( *.zip)に移動します。
2. このプロジェクトを右クリックし、該当するオプションを選択して解凍します。
3. 解凍されたプロジェクトをダブルクリックします。

プロジェクトがAnalyticsによって開かれます。

4. テーブルをダブルクリックして開きます。
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